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The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal and
also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of aiōnios.
Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal. Translating
aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek word
for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However, Hell
is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is the
abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as Hell.
Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the Valley of
Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a prison for
demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for the Beast
and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the King James
Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World English Bible
zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41 explains that
these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Please understand these eleven words. The original translation is unaltered and a
highlighted note is added to 64 Old Testament and 200 New Testament verses. To help
parallel study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most
variant verse numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at
eBible.org, Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian
Bible is copyrighted with creativecommons.org/licenses/by/4.0, allowing 100% freedom
to copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide and read at
AionianBible.org, with Android, and with TOR network. Why purple? King Jesus’ Word is
royal and purple is the color of royalty! All profits are given to CoolCup.org.
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旧約聖書



神は人を追い出し、エデンの園の東に、ケルビムと、回る炎のつるぎとを置いて、

命の木の道を守らせられた。

創世記 3:24
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創世記

1はじめに神は天と地とを創造された。 2地は形

なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、

神の霊が水のおもてをおおっていた。 3神は「光

あれ」と言われた。すると光があった。 4神はそ

の光を見て、良しとされた。神はその光とやみと

を分けられた。 5神は光を昼と名づけ、やみを夜

と名づけられた。夕となり、また朝となった。第

一日である。 6神はまた言われた、「水の間にお

おぞらがあって、水と水とを分けよ」。 7そのよ

うになった。神はおおぞらを造って、おおぞらの

下の水とおおぞらの上の水とを分けられた。 8神

はそのおおぞらを天と名づけられた。夕となり、

また朝となった。第二日である。 9神はまた言わ

れた、「天の下の水は一つ所に集まり、かわいた

地が現れよ」。そのようになった。 10神はその

かわいた地を陸と名づけ、水の集まった所を海と

名づけられた。神は見て、良しとされた。 11神

はまた言われた、「地は青草と、種をもつ草と、

種類にしたがって種のある実を結ぶ果樹とを地の

上にはえさせよ」。そのようになった。 12地は

青草と、種類にしたがって種をもつ草と、種類に

したがって種のある実を結ぶ木とをはえさせた。

神は見て、良しとされた。 13夕となり、また朝

となった。第三日である。 14神はまた言われた

、「天のおおぞらに光があって昼と夜とを分け、

しるしのため、季節のため、日のため、年のため

になり、 15天のおおぞらにあって地を照らす光

となれ」。そのようになった。 16神は二つの大

きな光を造り、大きい光に昼をつかさどらせ、小

さい光に夜をつかさどらせ、また星を造られた。

17神はこれらを天のおおぞらに置いて地を照らさ

せ、 18昼と夜とをつかさどらせ、光とやみとを

分けさせられた。神は見て、良しとされた。 19

夕となり、また朝となった。第四日である。 20

神はまた言われた、「水は生き物の群れで満ち、

鳥は地の上、天のおおぞらを飛べ」。 21神は海

の大いなる獣と、水に群がるすべての動く生き物

とを、種類にしたがって創造し、また翼のあるす

べての鳥を、種類にしたがって創造された。神は

見て、良しとされた。 22神はこれらを祝福して

言われた、「生めよ、ふえよ、海の水に満ちよ、

また鳥は地にふえよ」。 23夕となり、また朝と

なった。第五日である。 24神はまた言われた、

「地は生き物を種類にしたがっていだせ。家畜と

、這うものと、地の獣とを種類にしたがっていだ

せ」。そのようになった。 25神は地の獣を種類

にしたがい、家畜を種類にしたがい、また地に這

うすべての物を種類にしたがって造られた。神は

見て、良しとされた。 26神はまた言われた、「

われわれのかたちに、われわれにかたどって人を

造り、これに海の魚と、空の鳥と、家畜と、地の

すべての獣と、地のすべての這うものとを治めさ

せよう」。 27神は自分のかたちに人を創造され

た。すなわち、神のかたちに創造し、男と女とに

創造された。 28神は彼らを祝福して言われた、

「生めよ、ふえよ、地に満ちよ、地を従わせよ。

また海の魚と、空の鳥と、地に動くすべての生き

物とを治めよ」。 29神はまた言われた、「わた

しは全地のおもてにある種をもつすべての草と、

種のある実を結ぶすべての木とをあなたがたに与

える。これはあなたがたの食物となるであろう。

30また地のすべての獣、空のすべての鳥、地を這

うすべてのもの、すなわち命あるものには、食物

としてすべての青草を与える」。そのようになっ

た。 31神が造ったすべての物を見られたところ

、それは、はなはだ良かった。夕となり、また朝

となった。第六日である。

2こうして天と地と、その万象とが完成した。
2神は第七日にその作業を終えられた。すなわ

ち、そのすべての作業を終って第七日に休まれた

。 3神はその第七日を祝福して、これを聖別され

た。神がこの日に、そのすべての創造のわざを終

って休まれたからである。 4これが天地創造の由

来である。主なる神が地と天とを造られた時、 5

地にはまだ野の木もなく、また野の草もはえてい

なかった。主なる神が地に雨を降らせず、また土

を耕す人もなかったからである。 6しかし地から

泉がわきあがって土の全面を潤していた。 7主な

る神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹

きいれられた。そこで人は生きた者となった。 8

主なる神は東のかた、エデンに一つの園を設けて

、その造った人をそこに置かれた。 9また主なる

神は、見て美しく、食べるに良いすべての木を土

からはえさせ、更に園の中央に命の木と、善悪を

知る木とをはえさせられた。 10また一つの川が

エデンから流れ出て園を潤し、そこから分れて四

つの川となった。 11その第一の名はピソンとい
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い、金のあるハビラの全地をめぐるもので、 12

その地の金は良く、またそこはブドラクと、しま

めのうとを産した。 13第二の川の名はギホンと

いい、クシの全地をめぐるもの。 14第三の川の

名はヒデケルといい、アッスリヤの東を流れるも

の。第四の川はユフラテである。 15主なる神は

人を連れて行ってエデンの園に置き、これを耕さ

せ、これを守らせられた。 16主なる神はその人

に命じて言われた、「あなたは園のどの木からで

も心のままに取って食べてよろしい。 17しかし

善悪を知る木からは取って食べてはならない。そ

れを取って食べると、きっと死ぬであろう」。 18

また主なる神は言われた、「人がひとりでいるの

は良くない。彼のために、ふさわしい助け手を造

ろう」。 19そして主なる神は野のすべての獣と

、空のすべての鳥とを土で造り、人のところへ連

れてきて、彼がそれにどんな名をつけるかを見ら

れた。人がすべて生き物に与える名は、その名と

なるのであった。 20それで人は、すべての家畜

と、空の鳥と、野のすべての獣とに名をつけたが

、人にはふさわしい助け手が見つからなかった。

21そこで主なる神は人を深く眠らせ、眠った時に

、そのあばら骨の一つを取って、その所を肉でふ

さがれた。 22主なる神は人から取ったあばら骨

でひとりの女を造り、人のところへ連れてこられ

た。 23そのとき、人は言った。「これこそ、つ

いにわたしの骨の骨、わたしの肉の肉。男から取

ったものだから、これを女と名づけよう」。 24

それで人はその父と母を離れて、妻と結び合い、

一体となるのである。 25人とその妻とは、ふた

りとも裸であったが、恥ずかしいとは思わなかっ

た。

3さて主なる神が造られた野の生き物のうちで
、へびが最も狡猾であった。へびは女に言っ

た、「園にあるどの木からも取って食べるなと、

ほんとうに神が言われたのですか」。 2女はへび

に言った、「わたしたちは園の木の実を食べるこ

とは許されていますが、 3ただ園の中央にある木

の実については、これを取って食べるな、これに

触れるな、死んではいけないからと、神は言われ

ました」。 4へびは女に言った、「あなたがたは

決して死ぬことはないでしょう。 5それを食べる

と、あなたがたの目が開け、神のように善悪を知

る者となることを、神は知っておられるのです」

。 6女がその木を見ると、それは食べるに良く、

目には美しく、賢くなるには好ましいと思われた

から、その実を取って食べ、また共にいた夫にも

与えたので、彼も食べた。 7すると、ふたりの目

が開け、自分たちの裸であることがわかったので

、いちじくの葉をつづり合わせて、腰に巻いた。

8彼らは、日の涼しい風の吹くころ、園の中に主

なる神の歩まれる音を聞いた。そこで、人とその

妻とは主なる神の顔を避けて、園の木の間に身を

隠した。 9主なる神は人に呼びかけて言われた、

「あなたはどこにいるのか」。 10彼は答えた、

「園の中であなたの歩まれる音を聞き、わたしは

裸だったので、恐れて身を隠したのです」。 11

神は言われた、「あなたが裸であるのを、だれが

知らせたのか。食べるなと、命じておいた木から

、あなたは取って食べたのか」。 12人は答えた

、「わたしと一緒にしてくださったあの女が、木

から取ってくれたので、わたしは食べたのです」

。 13そこで主なる神は女に言われた、「あなた

は、なんということをしたのです」。女は答えた

、「へびがわたしをだましたのです。それでわた

しは食べました」。 14主なる神はへびに言われ

た、「おまえは、この事を、したので、すべての

家畜、野のすべての獣のうち、最ものろわれる。

おまえは腹で、這いあるき、一生、ちりを食べる

であろう。 15わたしは恨みをおく、おまえと女

とのあいだに、おまえのすえと女のすえとの間に

。彼はおまえのかしらを砕き、おまえは彼のかか

とを砕くであろう」。 16つぎに女に言われた、

「わたしはあなたの産みの苦しみを大いに増す。

あなたは苦しんで子を産む。それでもなお、あな

たは夫を慕い、彼はあなたを治めるであろう」。

17更に人に言われた、「あなたが妻の言葉を聞い

て、食べるなと、わたしが命じた木から取って食

べたので、地はあなたのためにのろわれ、あなた

は一生、苦しんで地から食物を取る。 18地はあ

なたのために、いばらとあざみとを生じ、あなた

は野の草を食べるであろう。 19あなたは顔に汗

してパンを食べ、ついに土に帰る、あなたは土か

ら取られたのだから。あなたは、ちりだから、ち

りに帰る」。 20さて、人はその妻の名をエバと

名づけた。彼女がすべて生きた者の母だからであ

る。 21主なる神は人とその妻とのために皮の着

物を造って、彼らに着せられた。 22主なる神は

言われた、「見よ、人はわれわれのひとりのよう
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になり、善悪を知るものとなった。彼は手を伸べ

、命の木からも取って食べ、永久に生きるかも知

れない」。 23そこで主なる神は彼をエデンの園

から追い出して、人が造られたその土を耕させら

れた。 24神は人を追い出し、エデンの園の東に

、ケルビムと、回る炎のつるぎとを置いて、命の

木の道を守らせられた。

4人はその妻エバを知った。彼女はみごもり、
カインを産んで言った、「わたしは主によっ

て、ひとりの人を得た」。 2彼女はまた、その弟

アベルを産んだ。アベルは羊を飼う者となり、カ

インは土を耕す者となった。 3日がたって、カイ

ンは地の産物を持ってきて、主に供え物とした。

4アベルもまた、その群れのういごと肥えたもの

とを持ってきた。主はアベルとその供え物とを顧

みられた。 5しかしカインとその供え物とは顧み

られなかったので、カインは大いに憤って、顔を

伏せた。 6そこで主はカインに言われた、「なぜ

あなたは憤るのですか、なぜ顔を伏せるのですか

。 7正しい事をしているのでしたら、顔をあげた

らよいでしょう。もし正しい事をしていないので

したら、罪が門口に待ち伏せています。それはあ

なたを慕い求めますが、あなたはそれを治めなけ

ればなりません」。 8カインは弟アベルに言った

、「さあ、野原へ行こう」。彼らが野にいたとき

、カインは弟アベルに立ちかかって、これを殺し

た。 9主はカインに言われた、「弟アベルは、ど

こにいますか」。カインは答えた、「知りません

。わたしが弟の番人でしょうか」。 10主は言わ

れた、「あなたは何をしたのです。あなたの弟の

血の声が土の中からわたしに叫んでいます。 11

今あなたはのろわれてこの土地を離れなければな

りません。この土地が口をあけて、あなたの手か

ら弟の血を受けたからです。 12あなたが土地を

耕しても、土地は、もはやあなたのために実を結

びません。あなたは地上の放浪者となるでしょう

」。 13カインは主に言った、「わたしの罰は重

くて負いきれません。 14あなたは、きょう、わ

たしを地のおもてから追放されました。わたしは

あなたを離れて、地上の放浪者とならねばなりま

せん。わたしを見付ける人はだれでもわたしを殺

すでしょう」。 15主はカインに言われた、「い

や、そうではない。だれでもカインを殺す者は七

倍の復讐を受けるでしょう」。そして主はカイン

を見付ける者が、だれも彼を打ち殺すことのない

ように、彼に一つのしるしをつけられた。 16カ

インは主の前を去って、エデンの東、ノドの地に

住んだ。 17カインはその妻を知った。彼女はみ

ごもってエノクを産んだ。カインは町を建て、そ

の町の名をその子の名にしたがって、エノクと名

づけた。 18エノクにはイラデが生れた。イラデ

の子はメホヤエル、メホヤエルの子はメトサエル

、メトサエルの子はレメクである。 19レメクは

ふたりの妻をめとった。ひとりの名はアダといい

、ひとりの名はチラといった。 20アダはヤバル

を産んだ。彼は天幕に住んで、家畜を飼う者の先

祖となった。 21その弟の名はユバルといった。

彼は琴や笛を執るすべての者の先祖となった。 22

チラもまたトバルカインを産んだ。彼は青銅や鉄

のすべての刃物を鍛える者となった。トバルカイ

ンの妹をナアマといった。 23レメクはその妻た

ちに言った、「アダとチラよ、わたしの声を聞け

、レメクの妻たちよ、わたしの言葉に耳を傾けよ

。わたしは受ける傷のために、人を殺し、受ける

打ち傷のために、わたしは若者を殺す。 24カイ

ンのための復讐が七倍ならば、レメクのための復

讐は七十七倍」。 25アダムはまたその妻を知っ

た。彼女は男の子を産み、その名をセツと名づけ

て言った、「カインがアベルを殺したので、神は

アベルの代りに、ひとりの子をわたしに授けられ

ました」。 26セツにもまた男の子が生れた。彼

はその名をエノスと名づけた。この時、人々は主

の名を呼び始めた。

5アダムの系図は次のとおりである。神が人を
創造された時、神をかたどって造り、 2彼らを

男と女とに創造された。彼らが創造された時、神

は彼らを祝福して、その名をアダムと名づけられ

た。 3アダムは百三十歳になって、自分にかたど

り、自分のかたちのような男の子を生み、その名

をセツと名づけた。 4アダムがセツを生んで後、

生きた年は八百年であって、ほかに男子と女子を

生んだ。 5アダムの生きた年は合わせて九百三十

歳であった。そして彼は死んだ。 6セツは百五歳

になって、エノスを生んだ。 7セツはエノスを生

んだ後、八百七年生きて、男子と女子を生んだ。

8セツの年は合わせて九百十二歳であった。そし

て彼は死んだ。 9エノスは九十歳になって、カイ

ナンを生んだ。 10エノスはカイナンを生んだ後
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、八百十五年生きて、男子と女子を生んだ。 11

エノスの年は合わせて九百五歳であった。そして

彼は死んだ。 12カイナンは七十歳になって、マ

ハラレルを生んだ。 13カイナンはマハラレルを

生んだ後、八百四十年生きて、男子と女子を生ん

だ。 14カイナンの年は合わせて九百十歳であっ

た。そして彼は死んだ。 15マハラレルは六十五

歳になって、ヤレドを生んだ。 16マハラレルは

ヤレドを生んだ後、八百三十年生きて、男子と女

子を生んだ。 17マハラレルの年は合わせて八百

九十五歳であった。そして彼は死んだ。 18ヤレ

ドは百六十二歳になって、エノクを生んだ。 19

ヤレドはエノクを生んだ後、八百年生きて、男子

と女子を生んだ。 20ヤレドの年は合わせて九百

六十二歳であった。そして彼は死んだ。 21エノ

クは六十五歳になって、メトセラを生んだ。 22

エノクはメトセラを生んだ後、三百年、神ととも

に歩み、男子と女子を生んだ。 23エノクの年は

合わせて三百六十五歳であった。 24エノクは神

とともに歩み、神が彼を取られたので、いなくな

った。 25メトセラは百八十七歳になって、レメ

クを生んだ。 26メトセラはレメクを生んだ後、

七百八十二年生きて、男子と女子を生んだ。 27

メトセラの年は合わせて九百六十九歳であった。

そして彼は死んだ。 28レメクは百八十二歳にな

って、男の子を生み、 29「この子こそ、主が地

をのろわれたため、骨折り働くわれわれを慰める

もの」と言って、その名をノアと名づけた。 30

レメクはノアを生んだ後、五百九十五年生きて、

男子と女子を生んだ。 31レメクの年は合わせて

七百七十七歳であった。そして彼は死んだ。 32

ノアは五百歳になって、セム、ハム、ヤペテを生

んだ。

6人が地のおもてにふえ始めて、娘たちが彼ら
に生れた時、 2神の子たちは人の娘たちの美し

いのを見て、自分の好む者を妻にめとった。 3そ

こで主は言われた、「わたしの霊はながく人の中

にとどまらない。彼は肉にすぎないのだ。しかし

、彼の年は百二十年であろう」。 4そのころ、ま

たその後にも、地にネピリムがいた。これは神の

子たちが人の娘たちのところにはいって、娘たち

に産ませたものである。彼らは昔の勇士であり、

有名な人々であった。 5主は人の悪が地にはびこ

り、すべてその心に思いはかることが、いつも悪

い事ばかりであるのを見られた。 6主は地の上に

人を造ったのを悔いて、心を痛め、 7「わたしが

創造した人を地のおもてからぬぐい去ろう。人も

獣も、這うものも、空の鳥までも。わたしは、こ

れらを造ったことを悔いる」と言われた。 8しか

し、ノアは主の前に恵みを得た。 9ノアの系図は

次のとおりである。ノアはその時代の人々の中で

正しく、かつ全き人であった。ノアは神とともに

歩んだ。 10ノアはセム、ハム、ヤペテの三人の

子を生んだ。 11時に世は神の前に乱れて、暴虐

が地に満ちた。 12神が地を見られると、それは

乱れていた。すべての人が地の上でその道を乱し

たからである。 13そこで神はノアに言われた、

「わたしは、すべての人を絶やそうと決心した。

彼らは地を暴虐で満たしたから、わたしは彼らを

地とともに滅ぼそう。 14あなたは、いとすぎの

木で箱舟を造り、箱舟の中にへやを設け、アスフ

ァルトでそのうちそとを塗りなさい。 15その造

り方は次のとおりである。すなわち箱舟の長さは

三百キュビト、幅は五十キュビト、高さは三十キ

ュビトとし、 16箱舟に屋根を造り、上へ一キュ

ビトにそれを仕上げ、また箱舟の戸口をその横に

設けて、一階と二階と三階のある箱舟を造りなさ

い。 17わたしは地の上に洪水を送って、命の息

のある肉なるものを、みな天の下から滅ぼし去る

。地にあるものは、みな死に絶えるであろう。 18

ただし、わたしはあなたと契約を結ぼう。あなた

は子らと、妻と、子らの妻たちと共に箱舟にはい

りなさい。 19またすべての生き物、すべての肉

なるものの中から、それぞれ二つずつを箱舟に入

れて、あなたと共にその命を保たせなさい。それ

らは雄と雌とでなければならない。 20すなわち

、鳥はその種類にしたがい獣はその種類にしたが

い、また地のすべての這うものも、その種類にし

たがって、それぞれ二つずつ、あなたのところに

入れて、命を保たせなさい。 21また、すべての

食物となるものをとって、あなたのところにたく

わえ、あなたとこれらのものとの食物としなさい

」。 22ノアはすべて神の命じられたようにした

。

7主はノアに言われた、「あなたと家族とはみ
な箱舟にはいりなさい。あなたがこの時代の

人々の中で、わたしの前に正しい人であるとわた

しは認めたからである。 2あなたはすべての清い
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獣の中から雄と雌とを七つずつ取り、清くない獣

の中から雄と雌とを二つずつ取り、 3また空の鳥

の中から雄と雌とを七つずつ取って、その種類が

全地のおもてに生き残るようにしなさい。 4七日

の後、わたしは四十日四十夜、地に雨を降らせて

、わたしの造ったすべての生き物を、地のおもて

からぬぐい去ります」。 5ノアはすべて主が命じ

られたようにした。 6さて洪水が地に起った時、

ノアは六百歳であった。 7ノアは子らと、妻と、

子らの妻たちと共に洪水を避けて箱舟にはいった

。 8また清い獣と、清くない獣と、鳥と、地に這

うすべてのものとの、 9雄と雌とが、二つずつノ

アのもとにきて、神がノアに命じられたように箱

舟にはいった。 10こうして七日の後、洪水が地

に起った。 11それはノアの六百歳の二月十七日

であって、その日に大いなる淵の源は、ことごと

く破れ、天の窓が開けて、 12雨は四十日四十夜

、地に降り注いだ。 13その同じ日に、ノアと、

ノアの子セム、ハム、ヤペテと、ノアの妻と、そ

の子らの三人の妻とは共に箱舟にはいった。 14

またすべての種類の獣も、すべての種類の家畜も

、地のすべての種類の這うものも、すべての種類

の鳥も、すべての翼あるものも、皆はいった。 15

すなわち命の息のあるすべての肉なるものが、二

つずつノアのもとにきて、箱舟にはいった。 16

そのはいったものは、すべて肉なるものの雄と雌

とであって、神が彼に命じられたようにはいった

。そこで主は彼のうしろの戸を閉ざされた。 17

洪水は四十日のあいだ地上にあった。水が増して

箱舟を浮べたので、箱舟は地から高く上がった。

18また水がみなぎり、地に増したので、箱舟は水

のおもてに漂った。 19水はまた、ますます地に

みなぎり、天の下の高い山々は皆おおわれた。 20

水はその上、さらに十五キュビトみなぎって、山

々は全くおおわれた。 21地の上に動くすべて肉

なるものは、鳥も家畜も獣も、地に群がるすべて

の這うものも、すべての人もみな滅びた。 22す

なわち鼻に命の息のあるすべてのもの、陸にいた

すべてのものは死んだ。 23地のおもてにいたす

べての生き物は、人も家畜も、這うものも、空の

鳥もみな地からぬぐい去られて、ただノアと、彼

と共に箱舟にいたものだけが残った。 24水は百

五十日のあいだ地上にみなぎった。

8神はノアと、箱舟の中にいたすべての生き物
と、すべての家畜とを心にとめられた。神が

風を地の上に吹かせられたので、水は退いた。 2

また淵の源と、天の窓とは閉ざされて、天から雨

が降らなくなった。 3それで水はしだいに地の上

から引いて、百五十日の後には水が減り、 4箱舟

は七月十七日にアララテの山にとどまった。 5水

はしだいに減って、十月になり、十月一日に山々

の頂が現れた。 6四十日たって、ノアはその造っ

た箱舟の窓を開いて、 7からすを放ったところ、

からすは地の上から水がかわききるまで、あちら

こちらへ飛びまわった。 8ノアはまた地のおもて

から、水がひいたかどうかを見ようと、彼の所か

ら、はとを放ったが、 9はとは足の裏をとどめる

所が見つからなかったので、箱舟のノアのもとに

帰ってきた。水がまだ全地のおもてにあったから

である。彼は手を伸べて、これを捕え、箱舟の中

の彼のもとに引き入れた。 10それから七日待っ

て再びはとを箱舟から放った。 11はとは夕方に

なって彼のもとに帰ってきた。見ると、そのくち

ばしには、オリブの若葉があった。ノアは地から

水がひいたのを知った。 12さらに七日待ってま

た、はとを放ったところ、もはや彼のもとには帰

ってこなかった。 13六百一歳の一月一日になっ

て、地の上の水はかれた。ノアが箱舟のおおいを

取り除いて見ると、土のおもては、かわいていた

。 14二月二十七日になって、地は全くかわいた

。 15この時、神はノアに言われた、 16「あなた

は妻と、子らと、子らの妻たちと共に箱舟を出な

さい。 17あなたは、共にいる肉なるすべての生

き物、すなわち鳥と家畜と、地のすべての這うも

のとを連れて出て、これらのものが地に群がり、

地の上にふえ広がるようにしなさい」。 18ノア

は共にいた子らと、妻と、子らの妻たちとを連れ

て出た。 19またすべての獣、すべての這うもの

、すべての鳥、すべて地の上に動くものは皆、種

類にしたがって箱舟を出た。 20ノアは主に祭壇

を築いて、すべての清い獣と、すべての清い鳥と

のうちから取って、燔祭を祭壇の上にささげた。

21主はその香ばしいかおりをかいで、心に言われ

た、「わたしはもはや二度と人のゆえに地をのろ

わない。人が心に思い図ることは、幼い時から悪

いからである。わたしは、このたびしたように、

もう二度と、すべての生きたものを滅ぼさない。

22地のある限り、種まきの時も、刈入れの時も、
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暑さ寒さも、夏冬も、昼も夜もやむことはないで

あろう」。

9神はノアとその子らとを祝福して彼らに言わ
れた、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ。 2地の

すべての獣、空のすべての鳥、地に這うすべての

もの、海のすべての魚は恐れおののいて、あなた

がたの支配に服し、 3すべて生きて動くものはあ

なたがたの食物となるであろう。さきに青草をあ

なたがたに与えたように、わたしはこれらのもの

を皆あなたがたに与える。 4しかし肉を、その命

である血のままで、食べてはならない。 5あなた

がたの命の血を流すものには、わたしは必ず報復

するであろう。いかなる獣にも報復する。兄弟で

ある人にも、わたしは人の命のために、報復する

であろう。 6人の血を流すものは、人に血を流さ

れる、神が自分のかたちに人を造られたゆえに。

7あなたがたは、生めよ、ふえよ、地に群がり、

地の上にふえよ」。 8神はノアおよび共にいる子

らに言われた、 9「わたしはあなたがた及びあな

たがたの後の子孫と契約を立てる。 10またあな

たがたと共にいるすべての生き物、あなたがたと

共にいる鳥、家畜、地のすべての獣、すなわち、

すべて箱舟から出たものは、地のすべての獣にい

たるまで、わたしはそれと契約を立てよう。 11

わたしがあなたがたと立てるこの契約により、す

べて肉なる者は、もはや洪水によって滅ぼされる

ことはなく、また地を滅ぼす洪水は、再び起らな

いであろう」。 12さらに神は言われた、「これ

はわたしと、あなたがた及びあなたがたと共にい

るすべての生き物との間に代々かぎりなく、わた

しが立てる契約のしるしである。 13すなわち、

わたしは雲の中に、にじを置く。これがわたしと

地との間の契約のしるしとなる。 14わたしが雲

を地の上に起すとき、にじは雲の中に現れる。 15

こうして、わたしは、わたしとあなたがた、及び

すべて肉なるあらゆる生き物との間に立てた契約

を思いおこすゆえ、水はふたたび、すべて肉なる

者を滅ぼす洪水とはならない。 16にじが雲の中

に現れるとき、わたしはこれを見て、神が地上に

あるすべて肉なるあらゆる生き物との間に立てた

永遠の契約を思いおこすであろう」。 17そして

神はノアに言われた、「これがわたしと地にある

すべて肉なるものとの間に、わたしが立てた契約

のしるしである」。 18箱舟から出たノアの子ら

はセム、ハム、ヤペテであった。ハムはカナンの

父である。 19この三人はノアの子らで、全地の

民は彼らから出て、広がったのである。 20さて

ノアは農夫となり、ぶどう畑をつくり始めたが、

21彼はぶどう酒を飲んで酔い、天幕の中で裸にな

っていた。 22カナンの父ハムは父の裸を見て、

外にいるふたりの兄弟に告げた。 23セムとヤペ

テとは着物を取って、肩にかけ、うしろ向きに歩

み寄って、父の裸をおおい、顔をそむけて父の裸

を見なかった。 24やがてノアは酔いがさめて、

末の子が彼にした事を知ったとき、 25彼は言っ

た、「カナンはのろわれよ。彼はしもべのしもべ

となって、その兄弟たちに仕える」。 26また言

った、「セムの神、主はほむべきかな、カナンは

そのしもべとなれ。 27神はヤペテを大いならし

め、セムの天幕に彼を住まわせられるように。カ

ナンはそのしもべとなれ」。 28ノアは洪水の後

、なお三百五十年生きた。 29ノアの年は合わせ

て九百五十歳であった。そして彼は死んだ。

10ノアの子セム、ハム、ヤペテの系図は次のと
おりである。洪水の後、彼らに子が生れた。

2ヤペテの子孫はゴメル、マゴグ、マダイ、ヤワ

ン、トバル、メセク、テラスであった。 3ゴメル

の子孫はアシケナズ、リパテ、トガルマ。 4ヤワ

ンの子孫はエリシャ、タルシシ、キッテム、ドダ

ニムであった。 5これらから海沿いの地の国民が

分れて、おのおのその土地におり、その言語にし

たがい、その氏族にしたがって、その国々に住ん

だ。 6ハムの子孫はクシ、ミツライム、プテ、カ

ナンであった。 7クシの子孫はセバ、ハビラ、サ

ブタ、ラアマ、サブテカであり、ラアマの子孫は

シバとデダンであった。 8クシの子はニムロデで

あって、このニムロデは世の権力者となった最初

の人である。 9彼は主の前に力ある狩猟者であっ

た。これから「主の前に力ある狩猟者ニムロデの

ごとし」ということわざが起った。 10彼の国は

最初シナルの地にあるバベル、エレク、アカデ、

カルネであった。 11彼はその地からアッスリヤ

に出て、ニネベ、レホボテイリ、カラ、 12およ

びニネベとカラとの間にある大いなる町レセンを

建てた。 13ミツライムからルデ族、アナミ族、

レハビ族、ナフト族、 14パテロス族、カスル族

、カフトリ族が出た。カフトリ族からペリシテ族

が出た。 15カナンからその長子シドンが出て、
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またヘテが出た。 16その他エブスびと、アモリ

びと、ギルガシびと、 17ヒビびと、アルキびと

、セニびと、 18アルワデびと、ゼマリびと、ハ

マテびとが出た。後になってカナンびとの氏族が

ひろがった。 19カナンびとの境はシドンからゲ

ラルを経てガザに至り、ソドム、ゴモラ、アデマ

、ゼボイムを経て、レシャに及んだ。 20これら

はハムの子孫であって、その氏族とその言語とに

したがって、その土地と、その国々にいた。 21

セムにも子が生れた。セムはエベルのすべての子

孫の先祖であって、ヤペテの兄であった。 22セ

ムの子孫はエラム、アシュル、アルパクサデ、ル

デ、アラムであった。 23アラムの子孫はウヅ、

ホル、ゲテル、マシであった。 24アルパクサデ

の子はシラ、シラの子はエベルである。 25エベ

ルにふたりの子が生れた。そのひとりの名をペレ

グといった。これは彼の代に地の民が分れたから

である。その弟の名をヨクタンといった。 26ヨ

クタンにアルモダデ、シャレフ、ハザルマウテ、

エラ、 27ハドラム、ウザル、デクラ、 28オバル

、アビマエル、シバ、 29オフル、ハビラ、ヨバ

ブが生れた。これらは皆ヨクタンの子であった。

30彼らが住んだ所はメシャから東の山地セパルに

及んだ。 31これらはセムの子孫であって、その

氏族とその言語とにしたがって、その土地と、そ

の国々にいた。 32これらはノアの子らの氏族で

あって、血統にしたがって国々に住んでいたが、

洪水の後、これらから地上の諸国民が分れたので

ある。

11全地は同じ発音、同じ言葉であった。 2時に

人々は東に移り、シナルの地に平野を得て、

そこに住んだ。 3彼らは互に言った、「さあ、れ

んがを造って、よく焼こう」。こうして彼らは石

の代りに、れんがを得、しっくいの代りに、アス

ファルトを得た。 4彼らはまた言った、「さあ、

町と塔とを建てて、その頂を天に届かせよう。そ

してわれわれは名を上げて、全地のおもてに散る

のを免れよう」。 5時に主は下って、人の子たち

の建てる町と塔とを見て、 6言われた、「民は一

つで、みな同じ言葉である。彼らはすでにこの事

をしはじめた。彼らがしようとする事は、もはや

何事もとどめ得ないであろう。 7さあ、われわれ

は下って行って、そこで彼らの言葉を乱し、互に

言葉が通じないようにしよう」。 8こうして主が

彼らをそこから全地のおもてに散らされたので、

彼らは町を建てるのをやめた。 9これによってそ

の町の名はバベルと呼ばれた。主がそこで全地の

言葉を乱されたからである。主はそこから彼らを

全地のおもてに散らされた。 10セムの系図は次

のとおりである。セムは百歳になって洪水の二年

の後にアルパクサデを生んだ。 11セムはアルパ

クサデを生んで後、五百年生きて、男子と女子を

生んだ。 12アルパクサデは三十五歳になってシ

ラを生んだ。 13アルパクサデはシラを生んで後

、四百三年生きて、男子と女子を生んだ。 14シ

ラは三十歳になってエベルを生んだ。 15シラは

エベルを生んで後、四百三年生きて、男子と女子

を生んだ。 16エベルは三十四歳になってペレグ

を生んだ。 17エベルはペレグを生んで後、四百

三十年生きて、男子と女子を生んだ。 18ペレグ

は三十歳になってリウを生んだ。 19ペレグはリ

ウを生んで後、二百九年生きて、男子と女子を生

んだ。 20リウは三十二歳になってセルグを生ん

だ。 21リウはセルグを生んで後、二百七年生き

て、男子と女子を生んだ。 22セルグは三十歳に

なってナホルを生んだ。 23セルグはナホルを生

んで後、二百年生きて、男子と女子を生んだ。 24

ナホルは二十九歳になってテラを生んだ。 25ナ

ホルはテラを生んで後、百十九年生きて、男子と

女子を生んだ。 26テラは七十歳になってアブラ

ム、ナホルおよびハランを生んだ。 27テラの系

図は次のとおりである。テラはアブラム、ナホル

およびハランを生み、ハランはロトを生んだ。 28

ハランは父テラにさきだって、その生れた地、カ

ルデヤのウルで死んだ。 29アブラムとナホルは

妻をめとった。アブラムの妻の名はサライといい

、ナホルの妻の名はミルカといってハランの娘で

ある。ハランはミルカの父、またイスカの父であ

る。 30サライはうまずめで、子がなかった。 31

テラはその子アブラムと、ハランの子である孫ロ

トと、子アブラムの妻である嫁サライとを連れて

、カナンの地へ行こうとカルデヤのウルを出たが

、ハランに着いてそこに住んだ。 32テラの年は

二百五歳であった。テラはハランで死んだ。

12時に主はアブラムに言われた、「あなたは国
を出て、親族に別れ、父の家を離れ、わたし

が示す地に行きなさい。 2わたしはあなたを大い

なる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大
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きくしよう。あなたは祝福の基となるであろう。

3あなたを祝福する者をわたしは祝福し、あなた

をのろう者をわたしはのろう。地のすべてのやか

らは、あなたによって祝福される」。 4アブラム

は主が言われたようにいで立った。ロトも彼と共

に行った。アブラムはハランを出たとき七十五歳

であった。 5アブラムは妻サライと、弟の子ロト

と、集めたすべての財産と、ハランで獲た人々と

を携えてカナンに行こうとしていで立ち、カナン

の地にきた。 6アブラムはその地を通ってシケム

の所、モレのテレビンの木のもとに着いた。その

ころカナンびとがその地にいた。 7時に主はアブ

ラムに現れて言われた、「わたしはあなたの子孫

にこの地を与えます」。アブラムは彼に現れた主

のために、そこに祭壇を築いた。 8彼はそこから

ベテルの東の山に移って天幕を張った。西にはベ

テル、東にはアイがあった。そこに彼は主のため

に祭壇を築いて、主の名を呼んだ。 9アブラムは

なお進んでネゲブに移った。 10さて、その地に

ききんがあったのでアブラムはエジプトに寄留し

ようと、そこに下った。ききんがその地に激しか

ったからである。 11エジプトにはいろうとして

、そこに近づいたとき、彼は妻サライに言った、

「わたしはあなたが美しい女であるのを知ってい

ます。 12それでエジプトびとがあなたを見る時

、これは彼の妻であると言ってわたしを殺し、あ

なたを生かしておくでしょう。 13どうかあなた

は、わたしの妹だと言ってください。そうすれば

わたしはあなたのおかげで無事であり、わたしの

命はあなたによって助かるでしょう」。 14アブ

ラムがエジプトにはいった時エジプトびとはこの

女を見て、たいそう美しい人であるとし、 15ま

たパロの高官たちも彼女を見てパロの前でほめた

ので、女はパロの家に召し入れられた。 16パロ

は彼女のゆえにアブラムを厚くもてなしたので、

アブラムは多くの羊、牛、雌雄のろば、男女の奴

隷および、らくだを得た。 17ところで主はアブ

ラムの妻サライのゆえに、激しい疫病をパロとそ

の家に下された。 18パロはアブラムを召し寄せ

て言った、「あなたはわたしになんという事をし

たのですか。なぜ彼女が妻であるのをわたしに告

げなかったのですか。 19あなたはなぜ、彼女は

わたしの妹ですと言ったのですか。わたしは彼女

を妻にしようとしていました。さあ、あなたの妻

はここにいます。連れて行ってください」。 20

パロは彼の事について人々に命じ、彼とその妻お

よびそのすべての持ち物を送り去らせた。

13アブラムは妻とすべての持ち物を携え、エジ
プトを出て、ネゲブに上った。ロトも彼と共

に上った。 2アブラムは家畜と金銀に非常に富ん

でいた。 3彼はネゲブから旅路を進めてベテルに

向かい、ベテルとアイの間の、さきに天幕を張っ

た所に行った。 4すなわち彼が初めに築いた祭壇

の所に行き、その所でアブラムは主の名を呼んだ

。 5アブラムと共に行ったロトも羊、牛および天

幕を持っていた。 6その地は彼らをささえて共に

住ませることができなかった。彼らの財産が多か

ったため、共に住めなかったのである。 7アブラ

ムの家畜の牧者たちとロトの家畜の牧者たちの間

に争いがあった。そのころカナンびととペリジび

とがその地に住んでいた。 8アブラムはロトに言

った、「わたしたちは身内の者です。わたしとあ

なたの間にも、わたしの牧者たちとあなたの牧者

たちの間にも争いがないようにしましょう。 9全

地はあなたの前にあるではありませんか。どうか

わたしと別れてください。あなたが左に行けばわ

たしは右に行きます。あなたが右に行けばわたし

は左に行きましょう」。 10ロトが目を上げてヨ

ルダンの低地をあまねく見わたすと、主がソドム

とゴモラを滅ぼされる前であったから、ゾアルま

で主の園のように、またエジプトの地のように、

すみずみまでよく潤っていた。 11そこでロトは

ヨルダンの低地をことごとく選びとって東に移っ

た。こうして彼らは互に別れた。 12アブラムは

カナンの地に住んだが、ロトは低地の町々に住み

、天幕をソドムに移した。 13ソドムの人々はわ

るく、主に対して、はなはだしい罪びとであった

。 14ロトがアブラムに別れた後に、主はアブラ

ムに言われた、「目をあげてあなたのいる所から

北、南、東、西を見わたしなさい。 15すべてあ

なたが見わたす地は、永久にあなたとあなたの子

孫に与えます。 16わたしはあなたの子孫を地の

ちりのように多くします。もし人が地のちりを数

えることができるなら、あなたの子孫も数えられ

ることができましょう。 17あなたは立って、そ

の地をたてよこに行き巡りなさい。わたしはそれ

をあなたに与えます」。 18アブラムは天幕を移

してヘブロンにあるマムレのテレビンの木のかた

わらに住み、その所で主に祭壇を築いた。
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14シナルの王アムラペル、エラサルの王アリオ
ク、エラムの王ケダラオメルおよびゴイムの

王テダルの世に、 2これらの王はソドムの王ベラ

、ゴモラの王ビルシャ、アデマの王シナブ、ゼボ

イムの王セメベル、およびベラすなわちゾアルの

王と戦った。 3これら五人の王はみな同盟してシ

デムの谷、すなわち塩の海に向かって行った。 4

すなわち彼らは十二年の間ケダラオメルに仕えた

が、十三年目にそむいたので、 5十四年目にケダ

ラオメルは彼と連合した王たちと共にきて、アシ

タロテ・カルナイムでレパイムびとを、ハムでズ

ジびとを、シャベ・キリアタイムでエミびとを撃

ち、 6セイルの山地でホリびとを撃って、荒野の

ほとりにあるエル・パランに及んだ。 7彼らは引

き返してエン・ミシパテすなわちカデシへ行って

、アマレクびとの国をことごとく撃ち、またハザ

ゾン・タマルに住むアモリびとをも撃った。 8そ

こでソドムの王、ゴモラの王、アデマの王、ゼボ

イムの王およびベラすなわちゾアルの王は出てシ

デムの谷で彼らに向かい、戦いの陣をしいた。 9

すなわちエラムの王ケダラオメル、ゴイムの王テ

ダル、シナルの王アムラペル、エラサルの王アリ

オクの四人の王に対する五人の王であった。 10

シデムの谷にはアスファルトの穴が多かったので

、ソドムの王とゴモラの王は逃げてそこに落ちた

が、残りの者は山にのがれた。 11そこで彼らは

ソドムとゴモラの財産と食料とをことごとく奪っ

て去り、 12またソドムに住んでいたアブラムの

弟の子ロトとその財産を奪って去った。 13時に

、ひとりの人がのがれてきて、ヘブルびとアブラ

ムに告げた。この時アブラムはエシコルの兄弟、

またアネルの兄弟であるアモリびとマムレのテレ

ビンの木のかたわらに住んでいた。彼らはアブラ

ムと同盟していた。 14アブラムは身内の者が捕

虜になったのを聞き、訓練した家の子三百十八人

を引き連れてダンまで追って行き、 15そのしも

べたちを分けて、夜かれらを攻め、これを撃って

ダマスコの北、ホバまで彼らを追った。 16そし

て彼はすべての財産を取り返し、また身内の者ロ

トとその財産および女たちと民とを取り返した。

17アブラムがケダラオメルとその連合の王たちを

撃ち破って帰った時、ソドムの王はシャベの谷、

すなわち王の谷に出て彼を迎えた。 18その時、

サレムの王メルキゼデクはパンとぶどう酒とを持

ってきた。彼はいと高き神の祭司である。 19彼

はアブラムを祝福して言った、「願わくは天地の

主なるいと高き神が、アブラムを祝福されるよう

に。 20願わくはあなたの敵をあなたの手に渡さ

れたいと高き神があがめられるように」。アブラ

ムは彼にすべての物の十分の一を贈った。 21時

にソドムの王はアブラムに言った、「わたしには

人をください。財産はあなたが取りなさい」。 22

アブラムはソドムの王に言った、「天地の主なる

いと高き神、主に手をあげて、わたしは誓います

。 23わたしは糸一本でも、くつひも一本でも、

あなたのものは何にも受けません。アブラムを富

ませたのはわたしだと、あなたが言わないように

。 24ただし若者たちがすでに食べた物は別です

。そしてわたしと共に行った人々アネルとエシコ

ルとマムレとにはその分を取らせなさい」。

15これらの事の後、主の言葉が幻のうちにアブ
ラムに臨んだ、「アブラムよ恐れてはならな

い、わたしはあなたの盾である。あなたの受ける

報いは、はなはだ大きいであろう」。 2アブラム

は言った、「主なる神よ、わたしには子がなく、

わたしの家を継ぐ者はダマスコのエリエゼルであ

るのに、あなたはわたしに何をくださろうとする

のですか」。 3アブラムはまた言った、「あなた

はわたしに子を賜わらないので、わたしの家に生

れたしもべが、あとつぎとなるでしょう」。 4こ

の時、主の言葉が彼に臨んだ、「この者はあなた

のあとつぎとなるべきではありません。あなたの

身から出る者があとつぎとなるべきです」。 5そ

して主は彼を外に連れ出して言われた、「天を仰

いで、星を数えることができるなら、数えてみな

さい」。また彼に言われた、「あなたの子孫はあ

のようになるでしょう」。 6アブラムは主を信じ

た。主はこれを彼の義と認められた。 7また主は

彼に言われた、「わたしはこの地をあなたに与え

て、これを継がせようと、あなたをカルデヤのウ

ルから導き出した主です」。 8彼は言った、「主

なる神よ、わたしがこれを継ぐのをどうして知る

ことができますか」。 9主は彼に言われた、「三

歳の雌牛と、三歳の雌やぎと、三歳の雄羊と、山

ばとと、家ばとのひなとをわたしの所に連れてき

なさい」。 10彼はこれらをみな連れてきて、二

つに裂き、裂いたものを互に向かい合わせて置い

た。ただし、鳥は裂かなかった。 11荒い鳥が死

体の上に降りるとき、アブラムはこれを追い払っ
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た。 12日の入るころ、アブラムが深い眠りにお

そわれた時、大きな恐ろしい暗やみが彼に臨んだ

。 13時に主はアブラムに言われた、「あなたは

よく心にとめておきなさい。あなたの子孫は他の

国に旅びととなって、その人々に仕え、その人々

は彼らを四百年の間、悩ますでしょう。 14しか

し、わたしは彼らが仕えたその国民をさばきます

。その後かれらは多くの財産を携えて出て来るで

しょう。 15あなたは安らかに先祖のもとに行き

ます。そして高齢に達して葬られるでしょう。 16

四代目になって彼らはここに帰って来るでしょう

。アモリびとの悪がまだ満ちないからです」。 17

やがて日は入り、暗やみになった時、煙の立つか

まど、炎の出るたいまつが、裂いたものの間を通

り過ぎた。 18その日、主はアブラムと契約を結

んで言われた、「わたしはこの地をあなたの子孫

に与える。エジプトの川から、かの大川ユフラテ

まで。 19すなわちケニびと、ケニジびと、カド

モニびと、 20ヘテびと、ペリジびと、レパイム

びと、 21アモリびと、カナンびと、ギルガシび

と、エブスびとの地を与える」。

16アブラムの妻サライは子を産まなかった。彼
女にひとりのつかえめがあった。エジプトの

女で名をハガルといった。 2サライはアブラムに

言った、「主はわたしに子をお授けになりません

。どうぞ、わたしのつかえめの所におはいりくだ

さい。彼女によってわたしは子をもつことになる

でしょう」。アブラムはサライの言葉を聞きいれ

た。 3アブラムの妻サライはそのつかえめエジプ

トの女ハガルをとって、夫アブラムに妻として与

えた。これはアブラムがカナンの地に十年住んだ

後であった。 4彼はハガルの所にはいり、ハガル

は子をはらんだ。彼女は自分のはらんだのを見て

、女主人を見下げるようになった。 5そこでサラ

イはアブラムに言った、「わたしが受けた害はあ

なたの責任です。わたしのつかえめをあなたのふ

ところに与えたのに、彼女は自分のはらんだのを

見て、わたしを見下さげます。どうか、主があな

たとわたしの間をおさばきになるように」。 6ア

ブラムはサライに言った、「あなたのつかえめは

あなたの手のうちにある。あなたの好きなように

彼女にしなさい」。そしてサライが彼女を苦しめ

たので、彼女はサライの顔を避けて逃げた。 7主

の使は荒野にある泉のほとり、すなわちシュルの

道にある泉のほとりで、彼女に会い、 8そして言

った、「サライのつかえめハガルよ、あなたはど

こからきたのですか、またどこへ行くのですか」

。彼女は言った、「わたしは女主人サライの顔を

避けて逃げているのです」。 9主の使は彼女に言

った、「あなたは女主人のもとに帰って、その手

に身を任せなさい」。 10主の使はまた彼女に言

った、「わたしは大いにあなたの子孫を増して、

数えきれないほどに多くしましょう」。 11主の

使はまた彼女に言った、「あなたは、みごもって

います。あなたは男の子を産むでしょう。名をイ

シマエルと名づけなさい。主があなたの苦しみを

聞かれたのです。 12彼は野ろばのような人とな

り、その手はすべての人に逆らい、すべての人の

手は彼に逆らい、彼はすべての兄弟に敵して住む

でしょう」。 13そこで、ハガルは自分に語られ

た主の名を呼んで、「あなたはエル・ロイです」

と言った。彼女が「ここでも、わたしを見ていら

れるかたのうしろを拝めたのか」と言ったことに

よる。 14それでその井戸は「ベエル・ラハイ・

ロイ」と呼ばれた。これはカデシとベレデの間に

ある。 15ハガルはアブラムに男の子を産んだ。

アブラムはハガルが産んだ子の名をイシマエルと

名づけた。 16ハガルがイシマエルをアブラムに

産んだ時、アブラムは八十六歳であった。

17アブラムの九十九歳の時、主はアブラムに現
れて言われた、「わたしは全能の神である。

あなたはわたしの前に歩み、全き者であれ。 2わ

たしはあなたと契約を結び、大いにあなたの子孫

を増すであろう」。 3アブラムは、ひれ伏した。

神はまた彼に言われた、 4「わたしはあなたと契

約を結ぶ。あなたは多くの国民の父となるであろ

う。 5あなたの名は、もはやアブラムとは言われ

ず、あなたの名はアブラハムと呼ばれるであろう

。わたしはあなたを多くの国民の父とするからで

ある。 6わたしはあなたに多くの子孫を得させ、

国々の民をあなたから起そう。また、王たちもあ

なたから出るであろう。 7わたしはあなた及び後

の代々の子孫と契約を立てて、永遠の契約とし、

あなたと後の子孫との神となるであろう。 8わた

しはあなたと後の子孫とにあなたの宿っているこ

の地、すなわちカナンの全地を永久の所有として

与える。そしてわたしは彼らの神となるであろう

」。 9神はまたアブラハムに言われた、「あなた
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と後の子孫とは共に代々わたしの契約を守らなけ

ればならない。あなたがたのうち 10男子はみな

割礼をうけなければならない。これはわたしとあ

なたがた及び後の子孫との間のわたしの契約であ

って、あなたがたの守るべきものである。 11あ

なたがたは前の皮に割礼を受けなければならない

。それがわたしとあなたがたとの間の契約のしる

しとなるであろう。 12あなたがたのうちの男子

はみな代々、家に生れた者も、また異邦人から銀

で買い取った、あなたの子孫でない者も、生れて

八日目に割礼を受けなければならない。 13あな

たの家に生れた者も、あなたが銀で買い取った者

も必ず割礼を受けなければならない。こうしてわ

たしの契約はあなたがたの身にあって永遠の契約

となるであろう。 14割礼を受けない男子、すな

わち前の皮を切らない者はわたしの契約を破るゆ

え、その人は民のうちから断たれるであろう」。

15神はまたアブラハムに言われた、「あなたの妻

サライは、もはや名をサライといわず、名をサラ

と言いなさい。 16わたしは彼女を祝福し、また

彼女によって、あなたにひとりの男の子を授けよ

う。わたしは彼女を祝福し、彼女を国々の民の母

としよう。彼女から、もろもろの民の王たちが出

るであろう」。 17アブラハムはひれ伏して笑い

、心の中で言った、「百歳の者にどうして子が生

れよう。サラはまた九十歳にもなって、どうして

産むことができようか」。 18そしてアブラハム

は神に言った、「どうかイシマエルがあなたの前

に生きながらえますように」。 19神は言われた

、「いや、あなたの妻サラはあなたに男の子を産

むでしょう。名をイサクと名づけなさい。わたし

は彼と契約を立てて、後の子孫のために永遠の契

約としよう。 20またイシマエルについてはあな

たの願いを聞いた。わたしは彼を祝福して多くの

子孫を得させ、大いにそれを増すであろう。彼は

十二人の君たちを生むであろう。わたしは彼を大

いなる国民としよう。 21しかしわたしは来年の

今ごろサラがあなたに産むイサクと、わたしの契

約を立てるであろう」。 22神はアブラハムと語

り終え、彼を離れて、のぼられた。 23アブラハ

ムは神が自分に言われたように、この日その子イ

シマエルと、すべて家に生れた者およびすべて銀

で買い取った者、すなわちアブラハムの家の人々

のうち、すべての男子を連れてきて、前の皮に割

礼を施した。 24アブラハムが前の皮に割礼を受

けた時は九十九歳、 25その子イシマエルが前の

皮に割礼を受けた時は十三歳であった。 26この

日アブラハムとその子イシマエルは割礼を受けた

。 27またその家の人々は家に生れた者も、銀で

異邦人から買い取った者も皆、彼と共に割礼を受

けた。

18主はマムレのテレビンの木のかたわらでアブ
ラハムに現れられた。それは昼の暑いころで

、彼は天幕の入口にすわっていたが、 2目を上げ

て見ると、三人の人が彼に向かって立っていた。

彼はこれを見て、天幕の入口から走って行って彼

らを迎え、地に身をかがめて、 3言った、「わが

主よ、もしわたしがあなたの前に恵みを得ている

なら、どうぞしもべを通り過ごさないでください

。 4水をすこし取ってこさせますから、あなたが

たは足を洗って、この木の下でお休みください。

5わたしは一口のパンを取ってきます。元気をつ

けて、それからお出かけください。せっかくしも

べの所においでになったのですから」。彼らは言

った、「お言葉どおりにしてください」。 6そこ

でアブラハムは急いで天幕に入り、サラの所に行

って言った、「急いで細かい麦粉三セヤをとり、

こねてパンを造りなさい」。 7アブラハムは牛の

群れに走って行き、柔らかな良い子牛を取って若

者に渡したので、急いで調理した。 8そしてアブ

ラハムは凝乳と牛乳および子牛の調理したものを

取って、彼らの前に供え、木の下で彼らのかたわ

らに立って給仕し、彼らは食事した。 9彼らはア

ブラハムに言った、「あなたの妻サラはどこにお

られますか」。彼は言った、「天幕の中です」。

10そのひとりが言った、「来年の春、わたしはか

ならずあなたの所に帰ってきましょう。その時、

あなたの妻サラには男の子が生れているでしょう

」。サラはうしろの方の天幕の入口で聞いていた

。 11さてアブラハムとサラとは年がすすみ、老

人となり、サラは女の月のものが、すでに止まっ

ていた。 12それでサラは心の中で笑って言った

、「わたしは衰え、主人もまた老人であるのに、

わたしに楽しみなどありえようか」。 13主はア

ブラハムに言われた、「なぜサラは、わたしは老

人であるのに、どうして子を産むことができよう

かと言って笑ったのか。 14主にとって不可能な

ことがありましょうか。来年の春、定めの時に、

わたしはあなたの所に帰ってきます。そのときサ
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ラには男の子が生れているでしょう」。 15サラ

は恐れたので、これを打ち消して言った、「わた

しは笑いません」。主は言われた、「いや、あな

たは笑いました」。 16その人々はそこを立って

ソドムの方に向かったので、アブラハムは彼らを

見送って共に行った。 17時に主は言われた、「

わたしのしようとする事をアブラハムに隠してよ

いであろうか。 18アブラハムは必ず大きな強い

国民となって、地のすべての民がみな、彼によっ

て祝福を受けるのではないか。 19わたしは彼が

後の子らと家族とに命じて主の道を守らせ、正義

と公道とを行わせるために彼を知ったのである。

これは主がかつてアブラハムについて言った事を

彼の上に臨ませるためである」。 20主はまた言

われた、「ソドムとゴモラの叫びは大きく、また

その罪は非常に重いので、 21わたしはいま下っ

て、わたしに届いた叫びのとおりに、すべて彼ら

がおこなっているかどうかを見て、それを知ろう

」。 22その人々はそこから身を巡らしてソドム

の方に行ったが、アブラハムはなお、主の前に立

っていた。 23アブラハムは近寄って言った、「

まことにあなたは正しい者を、悪い者と一緒に滅

ぼされるのですか。 24たとい、あの町に五十人

の正しい者があっても、あなたはなお、その所を

滅ぼし、その中にいる五十人の正しい者のために

これをゆるされないのですか。 25正しい者と悪

い者とを一緒に殺すようなことを、あなたは決し

てなさらないでしょう。正しい者と悪い者とを同

じようにすることも、あなたは決してなさらない

でしょう。全地をさばく者は公義を行うべきでは

ありませんか」。 26主は言われた、「もしソド

ムで町の中に五十人の正しい者があったら、その

人々のためにその所をすべてゆるそう」。 27ア

ブラハムは答えて言った、「わたしはちり灰に過

ぎませんが、あえてわが主に申します。 28もし

五十人の正しい者のうち五人欠けたなら、その五

人欠けたために町を全く滅ぼされますか」。主は

言われた、「もしそこに四十五人いたら、滅ぼさ

ないであろう」。 29アブラハムはまた重ねて主

に言った、「もしそこに四十人いたら」。主は言

われた、「その四十人のために、これをしないで

あろう」。 30アブラハムは言った、「わが主よ

、どうかお怒りにならぬよう。わたしは申します

。もしそこに三十人いたら」。主は言われた、「

そこに三十人いたら、これをしないであろう」。

31アブラハムは言った、「いまわたしはあえてわ

が主に申します。もしそこに二十人いたら」。主

は言われた、「わたしはその二十人のために滅ぼ

さないであろう」。 32アブラハムは言った、「

わが主よ、どうかお怒りにならぬよう。わたしは

いま一度申します、もしそこに十人いたら」。主

は言われた、「わたしはその十人のために滅ぼさ

ないであろう」。 33主はアブラハムと語り終り

、去って行かれた。アブラハムは自分の所に帰っ

た。

19そのふたりのみ使は夕暮にソドムに着いた。
そのときロトはソドムの門にすわっていた。

ロトは彼らを見て、立って迎え、地に伏して、 2

言った、「わが主よ、どうぞしもべの家に立寄っ

て足を洗い、お泊まりください。そして朝早く起

きてお立ちください」。彼らは言った、「いや、

われわれは広場で夜を過ごします」。 3しかしロ

トがしいて勧めたので、彼らはついに彼の所に寄

り、家にはいった。ロトは彼らのためにふるまい

を設け、種入れぬパンを焼いて食べさせた。 4と

ころが彼らの寝ないうちに、ソドムの町の人々は

、若い者も老人も、民がみな四方からきて、その

家を囲み、 5ロトに叫んで言った、「今夜おまえ

の所にきた人々はどこにいるか。それをここに出

しなさい。われわれは彼らを知るであろう」。 6

ロトは入口におる彼らの所に出て行き、うしろの

戸を閉じて、 7言った、「兄弟たちよ、どうか悪

い事はしないでください。 8わたしにまだ男を知

らない娘がふたりあります。わたしはこれをあな

たがたに、さし出しますから、好きなようにして

ください。ただ、わたしの屋根の下にはいったこ

の人たちには、何もしないでください」。 9彼ら

は言った、「退け」。また言った、「この男は渡

ってきたよそ者であるのに、いつも、さばきびと

になろうとする。それで、われわれは彼らに加え

るよりも、おまえに多くの害を加えよう」。彼ら

はロトの身に激しく迫り、進み寄って戸を破ろう

とした。 10その時、かのふたりは手を伸べてロ

トを家の内に引き入れ、戸を閉じた。 11そして

家の入口におる人々を、老若の別なく打って目を

くらましたので、彼らは入口を捜すのに疲れた。

12ふたりはロトに言った、「ほかにあなたの身内

の者がここにおりますか。あなたのむこ、むすこ

、娘およびこの町におるあなたの身内の者を、皆
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ここから連れ出しなさい。 13われわれがこの所

を滅ぼそうとしているからです。人々の叫びが主

の前に大きくなり、主はこの所を滅ぼすために、

われわれをつかわされたのです」。 14そこでロ

トは出て行って、その娘たちをめとるむこたちに

告げて言った、「立ってこの所から出なさい。主

がこの町を滅ぼされます」。しかしそれはむこた

ちには戯むれごとに思えた。 15夜が明けて、み

使たちはロトを促して言った「立って、ここに

いるあなたの妻とふたりの娘とを連れ出しなさい

。そうしなければ、あなたもこの町の不義のため

に滅ぼされるでしょう」。 16彼はためらってい

たが、主は彼にあわれみを施されたので、かのふ

たりは彼の手と、その妻の手と、ふたりの娘の手

を取って連れ出し、町の外に置いた。 17彼らを

外に連れ出した時そのひとりは言った、「のがれ

て、自分の命を救いなさい。うしろをふりかえっ

て見てはならない。低地にはどこにも立ち止まっ

てはならない。山にのがれなさい。そうしなけれ

ば、あなたは滅びます」。 18ロトは彼らに言っ

た、「わが主よ、どうか、そうさせないでくださ

い。 19しもべはすでにあなたの前に恵みを得ま

した。あなたはわたしの命を救って、大いなるい

つくしみを施されました。しかしわたしは山まで

はのがれる事ができません。災が身に追い迫って

わたしは死ぬでしょう。 20あの町をごらんなさ

い。逃げていくのに近く、また小さい町です。ど

うかわたしをそこにのがれさせてください。それ

は小さいではありませんか。そうすればわたしの

命は助かるでしょう」。 21み使は彼に言った、

「わたしはこの事でもあなたの願いをいれて、あ

なたの言うその町は滅ぼしません。 22急いでそ

こへのがれなさい。あなたがそこに着くまでは、

わたしは何事もすることができません」。これに

よって、その町の名はゾアルと呼ばれた。 23ロ

トがゾアルに着いた時、日は地の上にのぼった。

24主は硫黄と火とを主の所すなわち天からソドム

とゴモラの上に降らせて、 25これらの町と、す

べての低地と、その町々のすべての住民と、その

地にはえている物を、ことごとく滅ぼされた。 26

しかしロトの妻はうしろを顧みたので塩の柱にな

った。 27アブラハムは朝早く起き、さきに主の

前に立った所に行って、 28ソドムとゴモラの方

、および低地の全面をながめると、その地の煙が

、かまどの煙のように立ちのぼっていた。 29こ

うして神が低地の町々をこぼたれた時、すなわち

ロトの住んでいた町々を滅ぼされた時、神はアブ

ラハムを覚えて、その滅びの中からロトを救い出

された。 30ロトはゾアルを出て上り、ふたりの

娘と共に山に住んだ。ゾアルに住むのを恐れたか

らである。彼はふたりの娘と共に、ほら穴の中に

住んだ。 31時に姉が妹に言った、「わたしたち

の父は老い、またこの地には世のならわしのよう

に、わたしたちの所に来る男はいません。 32さ

あ、父に酒を飲ませ、共に寝て、父によって子を

残しましょう」。 33彼女たちはその夜、父に酒

を飲ませ、姉がはいって父と共に寝た。ロトは娘

が寝たのも、起きたのも知らなかった。 34あく

る日、姉は妹に言った、「わたしは昨夜、父と寝

ました。わたしたちは今夜もまた父に酒を飲ませ

ましょう。そしてあなたがはいって共に寝なさい

。わたしたちは父によって子を残しましょう」。

35彼らはその夜もまた父に酒を飲ませ、妹が行っ

て父と共に寝た。ロトは娘の寝たのも、起きたの

も知らなかった。 36こうしてロトのふたりの娘

たちは父によってはらんだ。 37姉娘は子を産み

、その名をモアブと名づけた。これは今のモアブ

びとの先祖である。 38妹もまた子を産んで、そ

の名をベニアンミと名づけた。これは今のアンモ

ンびとの先祖である。

20アブラハムはそこからネゲブの地に移って、
カデシとシュルの間に住んだ。彼がゲラルに

とどまっていた時、 2アブラハムは妻サラのこと

を、「これはわたしの妹です」と言ったので、ゲ

ラルの王アビメレクは、人をつかわしてサラを召

し入れた。 3ところが神は夜の夢にアビメレクに

臨んで言われた、「あなたは召し入れたあの女の

ゆえに死なねばならない。彼女は夫のある身であ

る」。 4アビメレクはまだ彼女に近づいていなか

ったので言った、「主よ、あなたは正しい民でも

殺されるのですか。 5彼はわたしに、これはわた

しの妹ですと言ったではありませんか。また彼女

も自分で、彼はわたしの兄ですと言いました。わ

たしは心も清く、手もいさぎよく、このことをし

ました」。 6神はまた夢で彼に言われた、「そう

です、あなたが清い心をもってこのことをしたの

を知っていたから、わたしもあなたを守って、わ

たしに対して罪を犯させず、彼女にふれることを

許さなかったのです。 7いま彼の妻を返しなさい
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。彼は預言者ですから、あなたのために祈って、

命を保たせるでしょう。もし返さないなら、あな

たも身内の者もみな必ず死ぬと知らなければなり

ません」。 8そこでアビメレクは朝早く起き、し

もべたちをことごとく召し集めて、これらの事を

みな語り聞かせたので、人々は非常に恐れた。 9

そしてアビメレクはアブラハムを召して言った、

「あなたはわれわれに何をするのですか。あなた

に対してわたしがどんな罪を犯したために、あな

たはわたしとわたしの国とに、大きな罪を負わせ

るのですか。あなたはしてはならぬことをわたし

にしたのです」。 10アビメレクはまたアブラハ

ムに言った、「あなたはなんと思って、この事を

したのですか」。 11アブラハムは言った、「こ

の所には神を恐れるということが、まったくない

ので、わたしの妻のゆえに人々がわたしを殺すと

思ったからです。 12また彼女はほんとうにわた

しの妹なのです。わたしの父の娘ですが、母の娘

ではありません。そして、わたしの妻になったの

です。 13神がわたしに父の家を離れて、行き巡

らせた時、わたしは彼女に、あなたはわたしたち

の行くさきざきでわたしを兄であると言ってくだ

さい。これはあなたがわたしに施す恵みであると

言いました」。 14そこでアビメレクは羊、牛お

よび男女の奴隷を取ってアブラハムに与え、その

妻サラを彼に返した。 15そしてアビメレクは言

った、「わたしの地はあなたの前にあります。あ

なたの好きな所に住みなさい」。 16またサラに

言った、「わたしはあなたの兄に銀千シケルを与

えました。これはあなたの身に起ったすべての事

について、あなたに償いをするものです。こうし

てすべての人にあなたは正しいと認められます」

。 17そこでアブラハムは神に祈った。神はアビ

メレクとその妻および、はしためたちをいやされ

たので、彼らは子を産むようになった。 18これ

は主がさきにアブラハムの妻サラのゆえに、アビ

メレクの家のすべての者の胎を、かたく閉ざされ

たからである。

21主は、さきに言われたようにサラを顧み、告
げられたようにサラに行われた。 2サラはみ

ごもり、神がアブラハムに告げられた時になって

、年老いたアブラハムに男の子を産んだ。 3アブ

ラハムは生れた子、サラが産んだ男の子の名をイ

サクと名づけた。 4アブラハムは神が命じられた

ように八日目にその子イサクに割礼を施した。 5

アブラハムはその子イサクが生れた時百歳であっ

た。 6そしてサラは言った、「神はわたしを笑わ

せてくださった。聞く者は皆わたしのことで笑う

でしょう」。 7また言った、「サラが子に乳を飲

ませるだろうと、だれがアブラハムに言い得たで

あろう。それなのに、わたしは彼が年とってから

、子を産んだ」。 8さて、おさなごは育って乳離

れした。イサクが乳離れした日にアブラハムは盛

んなふるまいを設けた。 9サラはエジプトの女ハ

ガルのアブラハムに産んだ子が、自分の子イサク

と遊ぶのを見て、 10アブラハムに言った、「こ

のはしためとその子を追い出してください。この

はしための子はわたしの子イサクと共に、世継と

なるべき者ではありません」。 11この事で、ア

ブラハムはその子のために非常に心配した。 12

神はアブラハムに言われた、「あのわらべのため

、またあなたのはしためのために心配することは

ない。サラがあなたに言うことはすべて聞きいれ

なさい。イサクに生れる者が、あなたの子孫と唱

えられるからです。 13しかし、はしための子も

あなたの子ですから、これをも、一つの国民とし

ます」。 14そこでアブラハムは明くる朝はやく

起きて、パンと水の皮袋とを取り、ハガルに与え

て、肩に負わせ、その子を連れて去らせた。ハガ

ルは去ってベエルシバの荒野にさまよった。 15

やがて皮袋の水が尽きたので、彼女はその子を木

の下におき、 16「わたしはこの子の死ぬのを見

るに忍びない」と言って、矢の届くほど離れて行

き、子供の方に向いてすわった。彼女が子供の方

に向いてすわったとき、子供は声をあげて泣いた

。 17神はわらべの声を聞かれ、神の使は天から

ハガルを呼んで言った、「ハガルよ、どうしたの

か。恐れてはいけない。神はあそこにいるわらべ

の声を聞かれた。 18立って行き、わらべを取り

上げてあなたの手に抱きなさい。わたしは彼を大

いなる国民とするであろう」。 19神がハガルの

目を開かれたので、彼女は水の井戸のあるのを見

た。彼女は行って皮袋に水を満たし、わらべに飲

ませた。 20神はわらべと共にいまし、わらべは

成長した。彼は荒野に住んで弓を射る者となった

。 21彼はパランの荒野に住んだ。母は彼のため

にエジプトの国から妻を迎えた。 22そのころア

ビメレクとその軍勢の長ピコルはアブラハムに言

った、「あなたが何事をなさっても、神はあなた
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と共におられる。 23それゆえ、今ここでわたし

をも、わたしの子をも、孫をも欺かないと、神を

さしてわたしに誓ってください。わたしがあなた

に親切にしたように、あなたもわたしと、このあ

なたの寄留の地とに、しなければなりません」。

24アブラハムは言った、「わたしは誓います」。

25アブラハムはアビメレクの家来たちが、水の井

戸を奪い取ったことについてアビメルクを責めた

。 26しかしアビメレクは言った、「だれがこの

事をしたかわたしは知りません。あなたもわたし

に告げたことはなく、わたしもきょうまで聞きま

せんでした」。 27そこでアブラハムは羊と牛と

を取ってアビメレクに与え、ふたりは契約を結ん

だ。 28アブラハムが雌の小羊七頭を分けて置い

たところ、 29アビメレクはアブラハムに言った

、「あなたがこれらの雌の小羊七頭を分けて置い

たのは、なんのためですか」。 30アブラハムは

言った、「あなたはわたしの手からこれらの雌の

小羊七頭を受け取って、わたしがこの井戸を掘っ

たことの証拠としてください」。 31これによっ

てその所をベエルシバと名づけた。彼らがふたり

そこで誓いをしたからである。 32このように彼

らはベエルシバで契約を結び、アビメレクとその

軍勢の長ピコルは立ってペリシテの地に帰った。

33アブラハムはベエルシバに一本のぎょりゅうの

木を植え、その所で永遠の神、主の名を呼んだ。

34こうしてアブラハムは長い間ペリシテびとの地

にとどまった。

22これらの事の後、神はアブラハムを試みて彼
に言われた、「アブラハムよ」。彼は言った

、「ここにおります」。 2神は言われた、「あな

たの子、あなたの愛するひとり子イサクを連れて

モリヤの地に行き、わたしが示す山で彼を燔祭と

してささげなさい」。 3アブラハムは朝はやく起

きて、ろばにくらを置き、ふたりの若者と、その

子イサクとを連れ、また燔祭のたきぎを割り、立

って神が示された所に出かけた。 4三日目に、ア

ブラハムは目をあげて、はるかにその場所を見た

。 5そこでアブラハムは若者たちに言った、「あ

なたがたは、ろばと一緒にここにいなさい。わた

しとわらべは向こうへ行って礼拝し、そののち、

あなたがたの所に帰ってきます」。 6アブラハム

は燔祭のたきぎを取って、その子イサクに負わせ

、手に火と刃物とを執って、ふたり一緒に行った

。 7やがてイサクは父アブラハムに言った、「父

よ」。彼は答えた、「子よ、わたしはここにいま

す」。イサクは言った、「火とたきぎとはありま

すが、燔祭の小羊はどこにありますか」。 8アブ

ラハムは言った、「子よ、神みずから燔祭の小羊

を備えてくださるであろう」。こうしてふたりは

一緒に行った。 9彼らが神の示された場所にきた

とき、アブラハムはそこに祭壇を築き、たきぎを

並べ、その子イサクを縛って祭壇のたきぎの上に

載せた。 10そしてアブラハムが手を差し伸べ、

刃物を執ってその子を殺そうとした時、 11主の

使が天から彼を呼んで言った、「アブラハムよ、

アブラハムよ」。彼は答えた、「はい、ここにお

ります」。 12み使が言った、「わらべを手にか

けてはならない。また何も彼にしてはならない。

あなたの子、あなたのひとり子をさえ、わたしの

ために惜しまないので、あなたが神を恐れる者で

あることをわたしは今知った」。 13この時アブ

ラハムが目をあげて見ると、うしろに、角をやぶ

に掛けている一頭の雄羊がいた。アブラハムは行

ってその雄羊を捕え、それをその子のかわりに燔

祭としてささげた。 14それでアブラハムはその

所の名をアドナイ・エレと呼んだ。これにより、

人々は今日もなお「主の山に備えあり」と言う。

15主の使は再び天からアブラハムを呼んで、 16

言った、「主は言われた、『わたしは自分をさし

て誓う。あなたがこの事をし、あなたの子、あな

たのひとり子をも惜しまなかったので、 17わた

しは大いにあなたを祝福し、大いにあなたの子孫

をふやして、天の星のように、浜べの砂のように

する。あなたの子孫は敵の門を打ち取り、 18ま

た地のもろもろの国民はあなたの子孫によって祝

福を得るであろう。あなたがわたしの言葉に従っ

たからである』」。 19アブラハムは若者たちの

所に帰り、みな立って、共にベエルシバへ行った

。そしてアブラハムはベエルシバに住んだ。 20

これらの事の後、ある人がアブラハムに告げて言

った、「ミルカもまたあなたの兄弟ナホルに子ど

もを産みました。 21長男はウヅ、弟はブズ、次

はアラムの父ケムエル、 22次はケセデ、ハゾ、

ピルダシ、エデラフ、ベトエルです」。 23ベト

エルの子はリベカであって、これら八人はミルカ

がアブラハムの兄弟ナホルに産んだのである。 24

ナホルのそばめで、名をルマという女もまたテバ

、ガハム、タハシおよびマアカを産んだ。
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23サラの一生は百二十七年であった。これがサ
ラの生きながらえた年である。 2サラはカナ

ンの地のキリアテ・アルバすなわちヘブロンで死

んだ。アブラハムは中にはいってサラのために悲

しみ泣いた。 3アブラハムは死人のそばから立っ

て、ヘテの人々に言った、 4「わたしはあなたが

たのうちの旅の者で寄留者ですが、わたしの死人

を出して葬るため、あなたがたのうちにわたしの

所有として一つの墓地をください」。 5ヘテの人

々はアブラハムに答えて言った、 6「わが主よ、

お聞きなさい。あなたはわれわれのうちにおられ

て、神のような主君です。われわれの墓地の最も

良い所にあなたの死人を葬りなさい。その墓地を

拒んで、あなたにその死人を葬らせない者はわれ

われのうちには、ひとりもないでしょう」。 7ア

ブラハムは立ちあがり、その地の民ヘテの人々に

礼をして、 8彼らに言った、「もしわたしの死人

を葬るのに同意されるなら、わたしの願いをいれ

て、わたしのためにゾハルの子エフロンに頼み、

9彼が持っている畑の端のマクペラのほら穴をじ

ゅうぶんな代価でわたしに与え、あなたがたのう

ちに墓地を持たせてください」。 10時にエフロ

ンはヘテの人々のうちにすわっていた。そこでヘ

テびとエフロンはヘテの人々、すなわちすべてそ

の町の門にはいる人々の聞いているところで、ア

ブラハムに答えて言った、 11「いいえ、わが主

よ、お聞きなさい。わたしはあの畑をあなたにさ

しあげます。またその中にあるほら穴もさしあげ

ます。わたしの民の人々の前で、それをさしあげ

ます。あなたの死人を葬りなさい」。 12アブラ

ハムはその地の民の前で礼をし、 13その地の民

の聞いているところでエフロンに言った、「あな

たがそれを承諾されるなら、お聞きなさい。わた

しはその畑の代価を払います。お受け取りくださ

い。わたしの死人をそこに葬りましょう」。 14

エフロンはアブラハムに答えて言った、 15「わ

が主よ、お聞きなさい。あの地は銀四百シケルで

すが、これはわたしとあなたの間で、なにほどの

ことでしょう。あなたの死人を葬りなさい」。 16

そこでアブラハムはエフロンの言葉にしたがい、

エフロンがヘテの人々の聞いているところで言っ

た銀、すなわち商人の通用銀四百シケルを量って

エフロンに与えた。 17こうしてマムレの前のマ

クペラにあるエフロンの畑は、畑も、その中のほ

ら穴も、畑の中およびその周囲の境にあるすべて

の木も皆、 18ヘテの人々の前、すなわちその町

の門にはいるすべての人々の前で、アブラハムの

所有と決まった。 19その後、アブラハムはその

妻サラをカナンの地にあるマムレ、すなわちヘブ

ロンの前のマクペラの畑のほら穴に葬った。 20

このように畑とその中にあるほら穴とはヘテの人

々によってアブラハムの所有の墓地と定められた

。

24アブラハムは年が進んで老人となった。主は
すべての事にアブラハムを恵まれた。 2さて

アブラハムは所有のすべてを管理させていた家の

年長のしもべに言った、「あなたの手をわたしの

ももの下に入れなさい。 3わたしはあなたに天地

の神、主をさして誓わせる。あなたはわたしが今

一緒に住んでいるカナンびとのうちから、娘をわ

たしの子の妻にめとってはならない。 4あなたは

わたしの国へ行き、親族の所へ行って、わたしの

子イサクのために妻をめとらなければならない」

。 5しもべは彼に言った、「もしその女がわたし

についてこの地に来ることを好まない時は、わた

しはあなたの子をあなたの出身地に連れ帰るべき

でしょうか」。 6アブラハムは彼に言った、「わ

たしの子は決して向こうへ連れ帰ってはならない

。 7天の神、主はわたしを父の家、親族の地から

導き出してわたしに語り、わたしに誓って、おま

えの子孫にこの地を与えると言われた。主は、み

使をあなたの前につかわされるであろう。あなた

はあそこからわたしの子に妻をめとらねばならな

い。 8けれどもその女があなたについて来ること

を好まないなら、あなたはこの誓いを解かれる。

ただわたしの子を向こうへ連れ帰ってはならない

」。 9そこでしもべは手を主人アブラハムのもも

の下に入れ、この事について彼に誓った。 10し

もべは主人のらくだのうちから十頭のらくだを取

って出かけた。すなわち主人のさまざまの良い物

を携え、立ってアラム・ナハライムにむかい、ナ

ホルの町へ行った。 11彼はらくだを町の外の、

水の井戸のそばに伏させた。時は夕暮で、女たち

が水をくみに出る時刻であった。 12彼は言った

、「主人アブラハムの神、主よ、どうか、きょう

、わたしにしあわせを授け、主人アブラハムに恵

みを施してください。 13わたしは泉のそばに立

っています。町の人々の娘たちが水をくみに出て

きたとき、 14娘に向かって『お願いです、あな
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たの水がめを傾けてわたしに飲ませてください』

と言い、娘が答えて、『お飲みください。あなた

のらくだにも飲ませましょう』と言ったなら、そ

の者こそ、あなたがしもべイサクのために定めら

れた者ということにしてください。わたしはこれ

によって、あなたがわたしの主人に恵みを施され

ることを知りましょう」。 15彼がまだ言い終ら

ないうちに、アブラハムの兄弟ナホルの妻ミルカ

の子ベトエルの娘リベカが、水がめを肩に載せて

出てきた。 16その娘は非常に美しく、男を知ら

ぬ処女であった。彼女が泉に降りて、水がめを満

たし、上がってきた時、 17しもべは走り寄って

、彼女に会って言った、「お願いです。あなたの

水がめの水を少し飲ませてください」。 18する

と彼女は「わが主よ、お飲みください」と言って

、急いで水がめを自分の手に取りおろして彼に飲

ませた。 19飲ませ終って、彼女は言った、「あ

なたのらくだもみな飲み終るまで、わたしは水を

くみましょう」。 20彼女は急いでかめの水を水

ぶねにあけ、再び水をくみに井戸に走って行って

、すべてのらくだのために水をくんだ。 21その

間その人は主が彼の旅の祝福されるか、どうかを

知ろうと、黙って彼女を見つめていた。 22らく

だが飲み終ったとき、その人は重さ半シケルの金

の鼻輪一つと、重さ十シケルの金の腕輪二つを取

って、 23言った、「あなたはだれの娘か、わた

しに話してください。あなたの父の家にわたしど

もの泊まる場所がありましょうか」。 24彼女は

彼に言った、「わたしはナホルの妻ミルカの子ベ

トエルの娘です」。 25また彼に言った、「わた

しどもには、わらも、飼葉もたくさんあります。

また泊まる場所もあります」。 26その人は頭を

下げ、主を拝して、 27言った、「主人アブラハ

ムの神、主はほむべきかな。主はわたしの主人に

いつくしみと、まこととを惜しまれなかった。そ

して主は旅にあるわたしを主人の兄弟の家に導か

れた」。 28娘は走って行って、母の家のものに

これらの事を告げた。 29リベカにひとりの兄が

あって、名をラバンといった。ラバンは泉のそば

にいるその人の所へ走って行った。 30彼は鼻輪

と妹の手にある腕輪とを見、また妹リベカが「そ

の人はわたしにこう言った」というのを聞いて、

その人の所へ行ってみると、その人は泉のほとり

で、らくだのそばに立っていた。 31そこでその

人に言った、「主に祝福された人よ、おはいりく

ださい。なぜ外に立っておられますか。わたしは

家を準備し、らくだのためにも場所を準備してお

きました」。 32その人は家にはいった。ラバン

はらくだの荷を解いて、わらと飼葉をらくだに与

え、また水を与えてその人の足と、その従者たち

の足を洗わせた。 33そして彼の前に食物を供え

たが、彼は言った、「わたしは用向きを話すまで

は食べません」。ラバンは言った、「お話しくだ

さい」。 34そこで彼は言った、「わたしはアブ

ラハムのしもべです。 35主はわたしの主人を大

いに祝福して、大いなる者とされました。主はま

た彼に羊、牛、銀、金、男女の奴隷、らくだ、ろ

ばを与えられました。 36主人の妻サラは年老い

てから、主人に男の子を産みました。主人はその

所有を皆これに与えました。 37ところで主人は

わたしに誓わせて言いました、『わたしの住んで

いる地のカナンびとの娘を、わたしの子の妻にめ

とってはならない。 38おまえはわたしの父の家

、親族の所へ行って、わたしの子に妻をめとらな

ければならない』。 39わたしは主人に言いまし

た、『もしその女がわたしについてこない時はど

ういたしましょうか』。 40主人はわたしに言い

ました、『わたしの仕えている主は、み使をおま

えと一緒につかわして、おまえの旅にさいわいを

与えられるであろう。おまえはわたしの親族、わ

たしの父の家からわたしの子に妻をめとらなけれ

ばならない。 41そのとき、おまえはわたしにし

た誓いから解かれるであろう。またおまえがわた

しの親族に行く時、彼らがおまえにその娘を与え

ないなら、おまえはわたしにした誓いから解かれ

るであろう』。 42わたしはきょう、泉のところ

にきて言いました、『主人アブラハムの神、主よ

、どうか今わたしのゆく道にさいわいを与えてく

ださい。 43わたしはこの泉のそばに立っていま

すが、水をくみに出てくる娘に向かって、「お願

いです。あなたの水がめの水を少し飲ませてくだ

さい」と言い、 44「お飲みください。あなたの

らくだのためにも、くみましょう」とわたしに言

うなら、その娘こそ、主がわたしの主人の子のた

めに定められた女ということにしてください』。

45わたしが心のうちでそう言い終らないうちに、

リベカが水がめを肩に載せて出てきて、水をくみ

に泉に降りたので、わたしは『お願いです、飲ま

せてください』と言いますと、 46彼女は急いで

水がめを肩からおろし、『お飲みください。わた
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しはあなたのらくだにも飲ませましょう』と言い

ました。それでわたしは飲みましたが、彼女はら

くだにも飲ませました。 47わたしは彼女に尋ね

て、『あなたはだれの娘ですか』と言いますと、

『ナホルとその妻ミルカの子ベトエルの娘です』

と答えました。そこでわたしは彼女の鼻に鼻輪を

つけ、手に腕輪をつけました。 48そしてわたし

は頭をさげて主を拝し、主人アブラハムの神、主

をほめたたえました。主は主人の兄弟の娘を子に

めとらせようと、わたしを正しい道に導かれたか

らです。 49あなたがたが、もしわたしの主人に

いつくしみと、まことを尽そうと思われるなら、

そうとわたしにお話しください。そうでなければ

、そうでないとお話しください。それによってわ

たしは右か左に決めましょう」。 50ラバンとベ

トエルは答えて言った、「この事は主から出たこ

とですから、わたしどもはあなたによしあしを言

うことができません。 51リベカがここにおりま

すから連れて行って、主が言われたように、あな

たの主人の子の妻にしてください」。 52アブラ

ハムのしもべは彼らの言葉を聞いて、地に伏し、

主を拝した。 53そしてしもべは銀の飾りと、金

の飾り、および衣服を取り出してリベカに与え、

その兄と母とにも価の高い品々を与えた。 54彼

と従者たちは飲み食いして宿ったが、あくる朝彼

らが起きた時、しもべは言った、「わたしを主人

のもとに帰らせてください」。 55リベカの兄と

母とは言った、「娘は数日、少なくとも十日、わ

たしどもと共にいて、それから行かせましょう」

。 56しもべは彼らに言った、「主はわたしの道

にさいわいを与えられましたから、わたしを引き

とめずに、主人のもとに帰らせてください」。 57

彼らは言った、「娘を呼んで聞いてみましょう」

。 58彼らはリベカを呼んで言った、「あなたは

この人と一緒に行きますか」。彼女は言った、「

行きます」。 59そこで彼らは妹リベカと、その

うばと、アブラハムのしもべと、その従者とを送

り去らせた。 60彼らはリベカを祝福して彼女に

言った、「妹よ、あなたは、ちよろずの人の母と

なれ。あなたの子孫はその敵の門を打ち取れ」。

61リベカは立って侍女たちと共にらくだに乗り、

その人に従って行った。しもべはリベカを連れて

立ち去った。 62さてイサクはベエル・ラハイ・

ロイからきて、ネゲブの地に住んでいた。 63イ

サクは夕暮、野に出て歩いていたが、目をあげて

、らくだの来るのを見た。 64リベカは目をあげ

てイサクを見、らくだからおりて、 65しもべに

言った、「わたしたちに向かって、野を歩いて来

るあの人はだれでしょう」。しもべは言った、「

あれはわたしの主人です」。するとリベカは、被

衣で身をおおった。 66しもべは自分がしたこと

のすべてをイサクに話した。 67イサクはリベカ

を天幕に連れて行き、リベカをめとって妻とし、

彼女を愛した。こうしてイサクは母の死後、慰め

を得た。

25アブラハムは再び妻をめとった。名をケトラ
という。 2彼女はジムラン、ヨクシャン、メ

ダン、ミデアン、イシバクおよびシュワを産んだ

。 3ヨクシャンの子はシバとデダン。デダンの子

孫はアシュリびと、レトシびと、レウミびとであ

る。 4ミデアンの子孫はエパ、エペル、ヘノク、

アビダ、エルダアであって、これらは皆ケトラの

子孫であった。 5アブラハムはその所有をことご

とくイサクに与えた。 6またそのそばめたちの子

らにもアブラハムは物を与え、なお生きている間

に彼らをその子イサクから離して、東の方、東の

国に移らせた。 7アブラハムの生きながらえた年

は百七十五年である。 8アブラハムは高齢に達し

、老人となり、年が満ちて息絶え、死んでその民

に加えられた。 9その子イサクとイシマエルは彼

をヘテびとゾハルの子エフロンの畑にあるマクペ

ラのほら穴に葬った。これはマムレの向かいにあ

り、 10アブラハムがヘテの人々から、買い取っ

た畑であって、そこにアブラハムとその妻サラが

葬られた。 11アブラハムが死んだ後、神はその

子イサクを祝福された。イサクはベエル・ラハイ

・ロイのほとりに住んだ。 12サラのつかえめエ

ジプトびとハガルがアブラハムに産んだアブラハ

ムの子イシマエルの系図は次のとおりである。 13

イシマエルの子らの名を世代にしたがって、その

名をいえば次のとおりである。すなわちイシマエ

ルの長子はネバヨテ、次はケダル、アデビエル、

ミブサム、 14ミシマ、ドマ、マッサ、 15ハダデ

、テマ、エトル、ネフシ、ケデマ。 16これはイ

シマエルの子らであり、村と宿営とによる名であ

って、その氏族による十二人の君たちである。 17

イシマエルのよわいは百三十七年である。彼は息

絶えて死に、その民に加えられた。 18イシマエ

ルの子らはハビラからエジプトの東、シュルまで
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の間に住んで、アシュルに及んだ。イシマエルは

すべての兄弟の東に住んだ。 19アブラハムの子

イサクの系図は次のとおりである。アブラハムの

子はイサクであって、 20イサクは四十歳の時、

パダンアラムのアラムびとベトエルの娘で、アラ

ムびとラバンの妹リベカを妻にめとった。 21イ

サクは妻が子を産まなかったので、妻のために主

に祈り願った。主はその願いを聞かれ、妻リベカ

はみごもった。 22ところがその子らが胎内で押

し合ったので、リベカは言った、「こんなことで

は、わたしはどうなるでしょう」。彼女は行って

主に尋ねた。 23主は彼女に言われた、「二つの

国民があなたの胎内にあり、二つの民があなたの

腹から別れて出る。一つの民は他の民よりも強く

、兄は弟に仕えるであろう」。 24彼女の出産の

日がきたとき、胎内にはふたごがあった。 25さ

きに出たのは赤くて全身毛ごろものようであった

。それで名をエサウと名づけた。 26その後に弟

が出た。その手はエサウのかかとをつかんでいた

。それで名をヤコブと名づけた。リベカが彼らを

産んだ時、イサクは六十歳であった。 27さてそ

の子らは成長し、エサウは巧みな狩猟者となり、

野の人となったが、ヤコブは穏やかな人で、天幕

に住んでいた。 28イサクは、しかの肉が好きだ

ったので、エサウを愛したが、リベカはヤコブを

愛した。 29ある日ヤコブが、あつものを煮てい

た時、エサウは飢え疲れて野から帰ってきた。 30

エサウはヤコブに言った、「わたしは飢え疲れた

。お願いだ。赤いもの、その赤いものをわたしに

食べさせてくれ」。彼が名をエドムと呼ばれたの

はこのためである。 31ヤコブは言った、「まず

あなたの長子の特権をわたしに売りなさい」。 32

エサウは言った、「わたしは死にそうだ。長子の

特権などわたしに何になろう」。 33ヤコブはま

た言った、「まずわたしに誓いなさい」。彼は誓

って長子の特権をヤコブに売った。 34そこでヤ

コブはパンとレンズ豆のあつものとをエサウに与

えたので、彼は飲み食いして、立ち去った。この

ようにしてエサウは長子の特権を軽んじた。

26アブラハムの時にあった初めのききんのほか
、またききんがその国にあったので、イサク

はゲラルにいるペリシテびとの王アビメレクの所

へ行った。 2その時、主は彼に現れて言われた、

「エジプトへ下ってはならない。わたしがあなた

に示す地にとどまりなさい。 3あなたがこの地に

とどまるなら、わたしはあなたと共にいて、あな

たを祝福し、これらの国をことごとくあなたと、

あなたの子孫とに与え、わたしがあなたの父アブ

ラハムに誓った誓いを果そう。 4またわたしはあ

なたの子孫を増して天の星のようにし、あなたの

子孫にこれらの地をみな与えよう。そして地のす

べての国民はあなたの子孫によって祝福をえるで

あろう。 5アブラハムがわたしの言葉にしたがっ

てわたしのさとしと、いましめと、さだめと、お

きてとを守ったからである」。 6こうしてイサク

はゲラルに住んだ。 7その所の人々が彼の妻のこ

とを尋ねたとき、「彼女はわたしの妹です」と彼

は言った。リベカは美しかったので、その所の人

々がリベカのゆえに自分を殺すかもしれないと思

って、「わたしの妻です」と言うのを恐れたから

である。 8イサクは長らくそこにいたが、ある日

ペリシテびとの王アビメレクは窓から外をながめ

ていて、イサクがその妻リベカと戯れているのを

見た。 9そこでアビメレクはイサクを召して言っ

た、「彼女は確かにあなたの妻です。あなたはど

うして『彼女はわたしの妹です』と言われたので

すか」。イサクは彼に言った、「わたしは彼女の

ゆえに殺されるかもしれないと思ったからです」

。 10アビメレクは言った、「あなたはどうして

こんな事をわれわれにされたのですか。民のひと

りが軽々しくあなたの妻と寝るような事があれば

、その時あなたはわれわれに罪を負わせるでしょ

う」。 11それでアビメレクはすべての民に命じ

て言った、「この人、またはその妻にさわる者は

必ず死ななければならない」。 12イサクはその

地に種をまいて、その年に百倍の収穫を得た。こ

のように主が彼を祝福されたので、 13彼は富み

、またますます栄えて非常に裕福になり、 14羊

の群れ、牛の群れ及び多くのしもべを持つように

なったので、ペリシテびとは彼をねたんだ。 15

またペリシテびとは彼の父アブラハムの時に、父

のしもべたちが掘ったすべての井戸をふさぎ、土

で埋めた。 16アビメレクはイサクに言った、「

あなたはわれわれよりも、はるかに強くなられた

から、われわれの所を去ってください」。 17イ

サクはそこを去り、ゲラルの谷に天幕を張ってそ

の所に住んだ。 18そしてイサクは父アブラハム

の時に人々の掘った水の井戸を再び掘った。アブ

ラハムの死後、ペリシテびとがふさいだからであ
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る。イサクは父がつけた名にしたがってそれらに

名をつけた。 19しかしイサクのしもべたちが谷

の中を掘って、そこにわき出る水の井戸を見つけ

たとき、 20ゲラルの羊飼たちは、「この水はわ

れわれのものだ」と言って、イサクの羊飼たちと

争ったので、イサクはその井戸の名をエセクと名

づけた。彼らが彼と争ったからである。 21彼ら

はまた一つの井戸を掘ったが、これをも争ったの

で、名をシテナと名づけた。 22イサクはそこか

ら移ってまた一つの井戸を掘ったが、彼らはこれ

を争わなかったので、その名をレホボテと名づけ

て言った、「いま主がわれわれの場所を広げられ

たから、われわれはこの地にふえるであろう」。

23彼はそこからベエルシバに上った。 24その夜

、主は彼に現れて言われた、「わたしはあなたの

父アブラハムの神である。あなたは恐れてはなら

ない。わたしはあなたと共におって、あなたを祝

福し、わたしのしもべアブラハムのゆえにあなた

の子孫を増すであろう」。 25それで彼はその所

に祭壇を築いて、主の名を呼び、そこに天幕を張

った。またイサクのしもべたちはそこに一つの井

戸を掘った。 26時にアビメレクがその友アホザ

テと、軍勢の長ピコルと共にゲラルからイサクの

もとにきたので、 27イサクは彼らに言った、「

あなたがたはわたしを憎んで、あなたがたの中か

らわたしを追い出されたのに、どうしてわたしの

所にこられたのですか」。 28彼らは言った、「

われわれは主があなたと共におられるのを、はっ

きり見ましたので、いまわれわれの間、すなわち

われわれとあなたとの間に一つの誓いを立てて、

あなたと契約を結ぼうと思います。 29われわれ

はあなたに害を加えたことはなく、ただ良い事だ

けをして、安らかに去らせたのですから、あなた

はわれわれに悪い事をしてはなりません。まこと

にあなたは主に祝福されたかたです」。 30そこ

でイサクは彼らのためにふるまいを設けた。彼ら

は飲み食いし、 31あくる朝、はやく起きて互に

誓った。こうしてイサクは彼らを去らせたので、

彼らはイサクのもとから穏やかに去った。 32そ

の日、イサクのしもべたちがきて、自分たちが掘

った井戸について彼に告げて言った、「わたした

ちは水を見つけました」。 33イサクはそれをシ

バと名づけた。これによってその町の名は今日に

いたるまでベエルシバといわれている。 34エサ

ウは四十歳の時、ヘテびとベエリの娘ユデテとヘ

テびとエロンの娘バスマテとを妻にめとった。 35

彼女たちはイサクとリベカにとって心の痛みとな

った。

27イサクは年老い、目がかすんで見えなくなっ
た時、長子エサウを呼んで言った、「子よ」

。彼は答えて言った、「ここにおります」。 2イ

サクは言った。「わたしは年老いて、いつ死ぬか

も知れない。 3それであなたの武器、弓矢をもっ

て野に出かけ、わたしのために、しかの肉をとっ

てきて、 4わたしの好きなおいしい食べ物を作り

、持ってきて食べさせよ。わたしは死ぬ前にあな

たを祝福しよう」。 5イサクがその子エサウに語

るのをリベカは聞いていた。やがてエサウが、し

かの肉を獲ようと野に出かけたとき、 6リベカは

その子ヤコブに言った、「わたしは聞いていまし

たが、父は兄エサウに、 7『わたしのために、し

かの肉をとってきて、おいしい食べ物を作り、わ

たしに食べさせよ。わたしは死ぬ前に、主の前で

あなたを祝福しよう』と言いました。 8それで、

子よ、わたしの言葉にしたがい、わたしの言うと

おりにしなさい。 9群れの所へ行って、そこから

やぎの子の良いのを二頭わたしの所に取ってきな

さい。わたしはそれで父のために、父の好きなお

いしい食べ物を作りましょう。 10あなたはそれ

を持って行って父に食べさせなさい。父は死ぬ前

にあなたを祝福するでしょう」。 11ヤコブは母

リベカに言った、「兄エサウは毛深い人ですが、

わたしはなめらかです。 12おそらく父はわたし

にさわってみるでしょう。そうすればわたしは父

を欺く者と思われ、祝福を受けず、かえってのろ

いを受けるでしょう」。 13母は彼に言った、「

子よ、あなたがうけるのろいはわたしが受けます

。ただ、わたしの言葉に従い、行って取ってきな

さい」。 14そこで彼は行ってやぎの子を取り、

母の所に持ってきたので、母は父の好きなおいし

い食べ物を作った。 15リベカは家にあった長子

エサウの晴着を取って、弟ヤコブに着せ、 16ま

た子やぎの皮を手と首のなめらかな所とにつけさ

せ、 17彼女が作ったおいしい食べ物とパンとを

その子ヤコブの手にわたした。 18そこでヤコブ

は父の所へ行って言った、「父よ」。すると父は

言った、「わたしはここにいる。子よ、あなたは

だれか」。 19ヤコブは父に言った、「長子エサ

ウです。あなたがわたしに言われたとおりにいた



創世記31

しました。どうぞ起きて、すわってわたしのしか

の肉を食べ、あなたみずからわたしを祝福してく

ださい」。 20イサクはその子に言った、「子よ

、どうしてあなたはこんなに早く手に入れたのか

」。彼は言った、「あなたの神、主がわたしにし

あわせを授けられたからです」。 21イサクはヤ

コブに言った、「子よ、近寄りなさい。わたしは

、さわってみて、あなたが確かにわが子エサウで

あるかどうかをみよう」。 22ヤコブが、父イサ

クに近寄ったので、イサクは彼にさわってみて言

った、「声はヤコブの声だが、手はエサウの手だ

」。 23ヤコブの手が兄エサウの手のように毛深

かったため、イサクはヤコブを見わけることがで

きなかったので、彼を祝福した。 24イサクは言

った、「あなたは確かにわが子エサウですか」。

彼は言った、「そうです」。 25イサクは言った

、「わたしの所へ持ってきなさい。わが子のしか

の肉を食べて、わたしみずから、あなたを祝福し

よう」。ヤコブがそれを彼の所に持ってきたので

、彼は食べた。またぶどう酒を持ってきたので、

彼は飲んだ。 26そして父イサクは彼に言った、

「子よ、さあ、近寄ってわたしに口づけしなさい

」。 27彼が近寄って口づけした時、イサクはそ

の着物のかおりをかぎ、彼を祝福して言った、「

ああ、わが子のかおりは、主が祝福された野のか

おりのようだ。 28どうか神が、天の露と、地の

肥えたところと、多くの穀物と、新しいぶどう酒

とをあなたに賜わるように。 29もろもろの民は

あなたに仕え、もろもろの国はあなたに身をかが

める。あなたは兄弟たちの主となり、あなたの母

の子らは、あなたに身をかがめるであろう。あな

たをのろう者はのろわれ、あなたを祝福する者は

祝福される」。 30イサクがヤコブを祝福し終っ

て、ヤコブが父イサクの前から出て行くとすぐ、

兄エサウが狩から帰ってきた。 31彼もまたおい

しい食べ物を作って、父の所に持ってきて、言っ

た、「父よ、起きてあなたの子のしかの肉を食べ

、あなたみずから、わたしを祝福してください」

。 32父イサクは彼に言った、「あなたは、だれ

か」。彼は言った、「わたしはあなたの子、長子

エサウです」。 33イサクは激しくふるえて言っ

た、「それでは、あのしかの肉を取って、わたし

に持ってきた者はだれか。わたしはあなたが来る

前に、みんな食べて彼を祝福した。ゆえに彼が祝

福を得るであろう」。 34エサウは父の言葉を聞

いた時、大声をあげ、激しく叫んで、父に言った

、「父よ、わたしを、わたしをも祝福してくださ

い」。 35イサクは言った、「あなたの弟が偽っ

てやってきて、あなたの祝福を奪ってしまった」

。 36エサウは言った、「よくもヤコブと名づけ

たものだ。彼は二度までもわたしをおしのけた。

さきには、わたしの長子の特権を奪い、こんどは

わたしの祝福を奪った」。また言った、「あなた

はわたしのために祝福を残しておかれませんでし

たか」。 37イサクは答えてエサウに言った、「

わたしは彼をあなたの主人とし、兄弟たちを皆し

もべとして彼に与え、また穀物とぶどう酒を彼に

授けた。わが子よ、今となっては、あなたのため

に何ができようか」。 38エサウは父に言った、

「父よ、あなたの祝福はただ一つだけですか。父

よ、わたしを、わたしをも祝福してください」。

エサウは声をあげて泣いた。 39父イサクは答え

て彼に言った、「あなたのすみかは地の肥えた所

から離れ、また上なる天の露から離れるであろう

。 40あなたはつるぎをもって世を渡り、あなた

の弟に仕えるであろう。しかし、あなたが勇み立

つ時、首から、そのくびきを振り落すであろう」

。 41こうしてエサウは父がヤコブに与えた祝福

のゆえにヤコブを憎んだ。エサウは心の内で言っ

た、「父の喪の日も遠くはないであろう。その時

、弟ヤコブを殺そう」。 42しかしリベカは長子

エサウのこの言葉を人づてに聞いたので、人をや

り、弟ヤコブを呼んで言った、「兄エサウはあな

たを殺そうと考えて、みずから慰めています。 43

子よ、今わたしの言葉に従って、すぐハランにい

るわたしの兄ラバンのもとにのがれ、 44あなた

の兄の怒りが解けるまで、しばらく彼の所にいな

さい。 45兄の憤りが解けて、あなたのした事を

兄が忘れるようになったならば、わたしは人をや

って、あなたをそこから迎えましょう。どうして

、わたしは一日のうちにあなたがたふたりを失っ

てよいでしょうか」。 46リベカはイサクに言っ

た、「わたしはヘテびとの娘どものことで、生き

ているのがいやになりました。もしヤコブがこの

地の、あの娘どものようなヘテびとの娘を妻にめ

とるなら、わたしは生きていて、何になりましょ

う」。

28イサクはヤコブを呼んで、これを祝福し、命
じて言った、「あなたはカナンの娘を妻にめ
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とってはならない。 2立ってパダンアラムへ行き

、あなたの母の父ベトエルの家に行って、そこで

あなたの母の兄ラバンの娘を妻にめとりなさい。

3全能の神が、あなたを祝福し、多くの子を得さ

せ、かつふえさせて、多くの国民とし、 4またア

ブラハムの祝福をあなたと子孫とに与えて、神が

アブラハムに授けられたあなたの寄留の地を継が

せてくださるように」。 5こうしてイサクはヤコ

ブを送り出した。ヤコブはパダンアラムに向かい

、アラムびとベトエルの子で、ヤコブとエサウと

の母リベカの兄ラバンのもとへ行った。 6さてエ

サウは、イサクがヤコブを祝福して、パダンアラ

ムにつかわし、そこから妻をめとらせようとした

こと、彼を祝福し、命じて「あなたはカナンの娘

を妻にめとってはならない」と言ったこと、 7そ

してヤコブが父母の言葉に従って、パダンアラム

へ行ったことを知ったとき、 8彼はカナンの娘が

父イサクの心にかなわないのを見た。 9そこでエ

サウはイシマエルの所に行き、すでにある妻たち

のほかにアブラハムの子イシマエルの娘で、ネバ

ヨテの妹マハラテを妻にめとった。 10さてヤコ

ブはベエルシバを立って、ハランへ向かったが、

11一つの所に着いた時、日が暮れたので、そこに

一夜を過ごし、その所の石を取ってまくらとし、

そこに伏して寝た。 12時に彼は夢をみた。一つ

のはしごが地の上に立っていて、その頂は天に達

し、神の使たちがそれを上り下りしているのを見

た。 13そして主は彼のそばに立って言われた、

「わたしはあなたの父アブラハムの神、イサクの

神、主である。あなたが伏している地を、あなた

と子孫とに与えよう。 14あなたの子孫は地のち

りのように多くなって、西、東、北、南にひろが

り、地の諸族はあなたと子孫とによって祝福をう

けるであろう。 15わたしはあなたと共にいて、

あなたがどこへ行くにもあなたを守り、あなたを

この地に連れ帰るであろう。わたしは決してあな

たを捨てず、あなたに語った事を行うであろう」

。 16ヤコブは眠りからさめて言った、「まこと

に主がこの所におられるのに、わたしは知らなか

った」。 17そして彼は恐れて言った、「これは

なんという恐るべき所だろう。これは神の家であ

る。これは天の門だ」。 18ヤコブは朝はやく起

きて、まくらとしていた石を取り、それを立てて

柱とし、その頂に油を注いで、 19その所の名を

ベテルと名づけた。その町の名は初めはルズとい

った。 20ヤコブは誓いを立てて言った、「神が

わたしと共にいまし、わたしの行くこの道でわた

しを守り、食べるパンと着る着物を賜い、 21安

らかに父の家に帰らせてくださるなら、主をわた

しの神といたしましょう。 22またわたしが柱に

立てたこの石を神の家といたしましょう。そして

あなたがくださるすべての物の十分の一を、わた

しは必ずあなたにささげます」。

29ヤコブはその旅を続けて東の民の地へ行った
。 2見ると野に一つの井戸があって、そのか

たわらに羊の三つの群れが伏していた。人々はそ

の井戸から群れに水を飲ませるのであったが、井

戸の口には大きな石があった。 3群れが皆そこに

集まると、人々は井戸の口から石をころがして羊

に水を飲ませ、その石をまた井戸の口の元のとこ

ろに返しておくのである。 4ヤコブは人々に言っ

た、「兄弟たちよ、あなたがたはどこからこられ

たのですか」。彼らは言った、「わたしたちはハ

ランからです」。 5ヤコブは彼らに言った、「あ

なたがたはナホルの子ラバンを知っていますか」

。彼らは言った、「知っています」。 6ヤコブは

また彼らに言った、「彼は無事ですか」。彼らは

言った、「無事です。御覧なさい。彼の娘ラケル

はいま羊と一緒にここへきます」。 7ヤコブは言

った、「日はまだ高いし、家畜を集める時でもな

い。あなたがたは羊に水を飲ませてから、また行

って飼いなさい」。 8彼らは言った、「わたした

ちはそれはできないのです。群れがみな集まった

上で、井戸の口から石をころがし、それから羊に

水を飲ませるのです」。 9ヤコブがなお彼らと語

っている時に、ラケルは父の羊と一緒にきた。彼

女は羊を飼っていたからである。 10ヤコブは母

の兄ラバンの娘ラケルと母の兄ラバンの羊とを見

た。そしてヤコブは進み寄って井戸の口から石を

ころがし、母の兄ラバンの羊に水を飲ませた。 11

ヤコブはラケルに口づけし、声をあげて泣いた。

12ヤコブはラケルに、自分がラケルの父のおいで

あり、リベカの子であることを告げたので、彼女

は走って行って父に話した。 13ラバンは妹の子

ヤコブがきたという知らせを聞くとすぐ、走って

行ってヤコブを迎え、これを抱いて口づけし、家

に連れてきた。そこでヤコブはすべての事をラバ

ンに話した。 14ラバンは彼に言った、「あなた

はほんとうにわたしの骨肉です」。ヤコブは一か



創世記33

月の間彼と共にいた。 15時にラバンはヤコブに

言った、「あなたはわたしのおいだからといって

、ただでわたしのために働くこともないでしょう

。どんな報酬を望みますか、わたしに言ってくだ

さい」。 16さてラバンにはふたりの娘があった

。姉の名はレアといい、妹の名はラケルといった

。 17レアは目が弱かったが、ラケルは美しくて

愛らしかった。 18ヤコブはラケルを愛したので

、「わたしは、あなたの妹娘ラケルのために七年

あなたに仕えましょう」と言った。 19ラバンは

言った、「彼女を他人にやるよりもあなたにやる

方がよい。わたしと一緒にいなさい」。 20こう

して、ヤコブは七年の間ラケルのために働いたが

、彼女を愛したので、ただ数日のように思われた

。 21ヤコブはラバンに言った、「期日が満ちた

から、わたしの妻を与えて、妻の所にはいらせて

ください」。 22そこでラバンはその所の人々を

みな集めて、ふるまいを設けた。 23夕暮となっ

たとき、娘レアをヤコブのもとに連れてきたので

、ヤコブは彼女の所にはいった。 24ラバンはま

た自分のつかえめジルパを娘レアにつかえめとし

て与えた。 25朝になって、見ると、それはレア

であったので、ヤコブはラバンに言った、「あな

たはどうしてこんな事をわたしにされたのですか

。わたしはラケルのために働いたのではありませ

んか。どうしてあなたはわたしを欺いたのですか

」。 26ラバンは言った、「妹を姉より先にとつ

がせる事はわれわれの国ではしません。 27まず

この娘のために一週間を過ごしなさい。そうすれ

ばあの娘もあなたにあげよう。あなたは、そのた

め更に七年わたしに仕えなければならない」。 28

ヤコブはそのとおりにして、その一週間が終った

ので、ラバンは娘ラケルをも妻として彼に与えた

。 29ラバンはまた自分のつかえめビルハを娘ラ

ケルにつかえめとして与えた。 30ヤコブはまた

ラケルの所にはいった。彼はレアよりもラケルを

愛して、更に七年ラバンに仕えた。 31主はレア

がきらわれるのを見て、その胎を開かれたが、ラ

ケルは、みごもらなかった。 32レアは、みごも

って子を産み、名をルベンと名づけて、言った、

「主がわたしの悩みを顧みられたから、今は夫も

わたしを愛するだろう」。 33彼女はまた、みご

もって子を産み、「主はわたしが嫌われるのをお

聞きになって、わたしにこの子をも賜わった」と

言って、名をシメオンと名づけた。 34彼女はま

た、みごもって子を産み、「わたしは彼に三人の

子を産んだから、こんどこそは夫もわたしに親し

むだろう」と言って、名をレビと名づけた。 35

彼女はまた、みごもって子を産み、「わたしは今

、主をほめたたえる」と言って名をユダと名づけ

た。そこで彼女の、子を産むことはやんだ。

30ラケルは自分がヤコブに子を産まないのを知
った時、姉をねたんでヤコブに言った、「わ

たしに子どもをください。さもないと、わたしは

死にます」。 2ヤコブはラケルに向かい怒って言

った、「あなたの胎に子どもをやどらせないのは

神です。わたしが神に代ることができようか」。

3ラケルは言った、「わたしのつかえめビルハが

います。彼女の所におはいりなさい。彼女が子を

産んで、わたしのひざに置きます。そうすれば、

わたしもまた彼女によって子を持つでしょう」。

4ラケルはつかえめビルハを彼に与えて、妻とさ

せたので、ヤコブは彼女の所にはいった。 5ビル

ハは、みごもってヤコブに子を産んだ。 6そこで

ラケルは、「神はわたしの訴えに答え、またわた

しの声を聞いて、わたしに子を賜わった」と言っ

て、名をダンと名づけた。 7ラケルのつかえめビ

ルハはまた、みごもって第二の子をヤコブに産ん

だ。 8そこでラケルは、「わたしは激しい争いで

、姉と争って勝った」と言って、名をナフタリと

名づけた。 9さてレアは自分が子を産むことのや

んだのを見たとき、つかえめジルパを取り、妻と

してヤコブに与えた。 10レアのつかえめジルパ

はヤコブに子を産んだ。 11そこでレアは、「幸

運がきた」と言って、名をガドと名づけた。 12

レアのつかえめジルパは第二の子をヤコブに産ん

だ。 13そこでレアは、「わたしは、しあわせで

す。娘たちはわたしをしあわせな者と言うでしょ

う」と言って、名をアセルと名づけた。 14さて

ルベンは麦刈りの日に野に出て、野で恋なすびを

見つけ、それを母レアのもとに持ってきた。ラケ

ルはレアに言った、「あなたの子の恋なすびをど

うぞわたしにください」。 15レアはラケルに言

った、「あなたがわたしの夫を取ったのは小さな

事でしょうか。その上、あなたはまたわたしの子

の恋なすびをも取ろうとするのですか」。ラケル

は言った、「それではあなたの子の恋なすびに換

えて、今夜彼をあなたと共に寝させましょう」。

16夕方になって、ヤコブが野から帰ってきたので
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、レアは彼を出迎えて言った、「わたしの子の恋

なすびをもって、わたしがあなたを雇ったのです

から、あなたはわたしの所に、はいらなければな

りません」。ヤコブはその夜レアと共に寝た。 17

神はレアの願いを聞かれたので、彼女はみごもっ

て五番目の子をヤコブに産んだ。 18そこでレア

は、「わたしがつかえめを夫に与えたから、神が

わたしにその価を賜わったのです」と言って、名

をイッサカルと名づけた。 19レアはまた、みご

もって六番目の子をヤコブに産んだ。 20そこで

レアは、「神はわたしに良い賜物をたまわった。

わたしは六人の子を夫に産んだから、今こそ彼は

わたしと一緒に住むでしょう」と言って、その名

をゼブルンと名づけた。 21その後、彼女はひと

りの娘を産んで、名をデナと名づけた。 22次に

神はラケルを心にとめられ、彼女の願いを聞き、

その胎を開かれたので、 23彼女は、みごもって

男の子を産み、「神はわたしの恥をすすいでくだ

さった」と言って、 24名をヨセフと名づけ、「

主がわたしに、なおひとりの子を加えられるよう

に」と言った。 25ラケルがヨセフを産んだ時、

ヤコブはラバンに言った、「わたしを去らせて、

わたしの故郷、わたしの国へ行かせてください。

26あなたに仕えて得たわたしの妻子を、わたしに

与えて行かせてください。わたしがあなたのため

に働いた骨折りは、あなたがごぞんじです」。 27

ラバンは彼に言った、「もし、あなたの心にかな

うなら、とどまってください。わたしは主があな

たのゆえに、わたしを恵まれるしるしを見ました

」。 28また言った、「あなたの報酬を申し出て

ください。わたしはそれを払います」。 29ヤコ

ブは彼に言った、「わたしがどのようにあなたに

仕えたか、またどのようにあなたの家畜を飼った

かは、あなたがごぞんじです。 30わたしが来る

前には、あなたの持っておられたものはわずかで

したが、ふえて多くなりました。主はわたしの行

く所どこでも、あなたを恵まれました。しかし、

いつになったらわたしも自分の家を成すようにな

るでしょうか」。 31彼は言った、「何をあなた

にあげようか」。ヤコブは言った、「なにもわた

しにくださるに及びません。もしあなたが、わた

しのためにこの一つの事をしてくださるなら、わ

たしは今一度あなたの群れを飼い、守りましょう

。 32わたしはきょう、あなたの群れをみな回っ

てみて、その中からすべてぶちとまだらの羊、お

よびすべて黒い小羊と、やぎの中のまだらのもの

と、ぶちのものとを移しますが、これをわたしの

報酬としましょう。 33あとで、あなたがきて、

あなたの前でわたしの報酬をしらべる時、わたし

の正しい事が証明されるでしょう。もしも、やぎ

の中にぶちのないもの、まだらでないものがあっ

たり、小羊の中に黒くないものがあれば、それは

みなわたしが盗んだものとなるでしょう」。 34

ラバンは言った、「よろしい。あなたの言われる

とおりにしましょう」。 35そこでラバンはその

日、雄やぎのしまのあるもの、まだらのもの、す

べて雌やぎのぶちのもの、まだらのもの、すべて

白みをおびているもの、またすべて小羊の中の黒

いものを移して子らの手にわたし、 36ヤコブと

の間に三日路の隔たりを設けた。ヤコブはラバン

の残りの群れを飼った。 37ヤコブは、はこやな

ぎと、あめんどうと、すずかけの木のなまの枝を

取り、皮をはいでそれに白い筋をつくり、枝の白

い所を表わし、 38皮をはいだ枝を、群れがきて

水を飲む鉢、すなわち水ぶねの中に、群れに向か

わせて置いた。群れは水を飲みにきた時に、はら

んだ。 39すなわち群れは枝の前で、はらんで、

しまのあるもの、ぶちのもの、まだらのものを産

んだ。 40ヤコブはその小羊を別においた。彼は

また群れの顔をラバンの群れのしまのあるものと

、すべて黒いものとに向かわせた。そして自分の

群れを別にまとめておいて、ラバンの群れには、

入れなかった。 41また群れの強いものが発情し

た時には、ヤコブは水ぶねの中に、その群れの目

の前に、かの枝を置いて、枝の間で、はらませた

。 42けれども群れの弱いものの時には、それを

置かなかった。こうして弱いものはラバンのもの

となり、強いものはヤコブのものとなったので、

43この人は大いに富み、多くの群れと、男女の奴

隷、およびらくだ、ろばを持つようになった。

31さてヤコブはラバンの子らが、「ヤコブはわ
れわれの父の物をことごとく奪い、父の物に

よってあのすべての富を獲たのだ」と言っている

のを聞いた。 2またヤコブがラバンの顔を見るの

に、それは自分に対して以前のようではなかった

。 3主はヤコブに言われた、「あなたの先祖の国

へ帰り、親族のもとに行きなさい。わたしはあな

たと共にいるであろう」。 4そこでヤコブは人を

やって、ラケルとレアとを、野にいる自分の群れ
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のところに招き、 5彼女らに言った、「わたしが

あなたがたの父の顔を見るのに、わたしに対して

以前のようではない。しかし、わたしの父の神は

わたしと共におられる。 6あなたがたが知ってい

るように、わたしは力のかぎり、あなたがたの父

に仕えてきた。 7しかし、あなたがたの父はわた

しを欺いて、十度もわたしの報酬を変えた。けれ

ども神は彼がわたしに害を加えることをお許しに

ならなかった。 8もし彼が、『ぶちのものはあな

たの報酬だ』と言えば、群れは皆ぶちのものを産

んだ。もし彼が、『しまのあるものはあなたの報

酬だ』と言えば、群れは皆しまのあるものを産ん

だ。 9こうして神はあなたがたの父の家畜をとっ

てわたしに与えられた。 10また群れが発情した

時、わたしが夢に目をあげて見ると、群れの上に

乗っている雄やぎは皆しまのあるもの、ぶちのも

の、霜ふりのものであった。 11その時、神の使

が夢の中でわたしに言った、『ヤコブよ』。わた

しは答えた、『ここにおります』。 12神の使は

言った、『目を上げて見てごらん。群れの上に乗

っている雄やぎは皆しまのあるもの、ぶちのもの

、霜ふりのものです。わたしはラバンがあなたに

したことをみな見ています。 13わたしはベテル

の神です。かつてあなたはあそこで柱に油を注い

で、わたしに誓いを立てましたが、いま立ってこ

の地を出て、あなたの生れた国へ帰りなさい』」

。 14ラケルとレアは答えて言った、「わたした

ちの父の家に、なおわたしたちの受くべき分、ま

た嗣業がありましょうか。 15わたしたちは父に

他人のように思われているではありませんか。彼

はわたしたちを売ったばかりでなく、わたしたち

のその金をさえ使い果たしたのです。 16神がわ

たしたちの父から取りあげられた富は、みなわた

したちとわたしたちの子どものものです。だから

何事でも神があなたにお告げになった事をしてく

ださい」。 17そこでヤコブは立って、子らと妻

たちをらくだに乗せ、 18またすべての家畜、す

なわち彼がパダンアラムで獲た家畜と、すべての

財産を携えて、カナンの地におる父イサクのもと

へ赴いた。 19その時ラバンは羊の毛を切るため

に出ていたので、ラケルは父の所有のテラピムを

盗み出した。 20またヤコブはアラムびとラバン

を欺き、自分の逃げ去るのを彼に告げなかった。

21こうして彼はすべての持ち物を携えて逃げ、立

って川を渡り、ギレアデの山地へ向かった。 22

三日目になって、ヤコブの逃げ去ったことが、ラ

バンに聞えたので、 23彼は一族を率いて、七日

の間そのあとを追い、ギレアデの山地で追いつい

た。 24しかし、神は夜の夢にアラムびとラバン

に現れて言われた、「あなたは心してヤコブに、

よしあしを言ってはなりません」。 25ラバンは

ついにヤコブに追いついたが、ヤコブが山に天幕

を張っていたので、ラバンも一族と共にギレアデ

の山に天幕を張った。 26ラバンはヤコブに言っ

た、「あなたはなんという事をしたのですか。あ

なたはわたしを欺いてわたしの娘たちをいくさの

とりこのように引いて行きました。 27なぜあな

たはわたしに告げずに、ひそかに逃げ去ってわた

しを欺いたのですか。わたしは手鼓や琴で喜び歌

ってあなたを送りだそうとしていたのに。 28な

ぜわたしの孫や娘にわたしが口づけするのを許さ

なかったのですか。あなたは愚かな事をしました

。 29わたしはあなたがたに害を加える力をもっ

ているが、あなたがたの父の神が昨夜わたしに告

げて、『おまえは心して、ヤコブによしあしを言

うな』と言われました。 30今あなたが逃げ出し

たのは父の家が非常に恋しくなったからでしょう

が、なぜあなたはわたしの神を盗んだのですか」

。 31ヤコブはラバンに答えた、「たぶんあなた

が娘たちをわたしから奪いとるだろうと思ってわ

たしは恐れたからです。 32だれの所にでもあな

たの神が見つかったら、その者を生かしてはおき

ません。何かあなたの物がわたしのところにある

か、われわれの一族の前で、調べてみて、それを

お取りください」。ラケルが神を盗んだことをヤ

コブは知らなかったからである。 33そこでラバ

ンはヤコブの天幕にはいり、またレアの天幕には

いり、更にふたりのはしための天幕にはいってみ

たが、見つからなかったので、レアの天幕を出て

ラケルの天幕にはいった。 34しかし、ラケルは

すでにテラピムを取って、らくだのくらの下に入

れ、その上にすわっていたので、ラバンは、くま

なく天幕の中を捜したが、見つからなかった。 35

その時ラケルは父に言った、「わたしは女の常の

ことがあって、あなたの前に立ち上がることがで

きません。わが主よ、どうかお怒りにならぬよう

」。彼は捜したがテラピムは見つからなかった。

36そこでヤコブは怒ってラバンを責めた。そして

ヤコブはラバンに言った、「わたしにどんなあや

まちがあり、どんな罪があって、あなたはわたし
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のあとを激しく追ったのですか。 37あなたはわ

たしの物をことごとく探られたが、何かあなたの

家の物が見つかりましたか。それを、ここに、わ

たしの一族と、あなたの一族の前に置いて、われ

われふたりの間をさばかせましょう。 38わたし

はこの二十年、あなたと一緒にいましたが、その

間あなたの雌羊も雌やぎも子を産みそこねたこと

はなく、またわたしはあなたの群れの雄羊を食べ

たこともありませんでした。 39また野獣が、か

み裂いたものは、あなたのもとに持ってこないで

、自分でそれを償いました。また昼盗まれたもの

も、夜盗まれたものも、あなたはわたしにその償

いを求められました。 40わたしのことを言えば

、昼は暑さに、夜は寒さに悩まされて、眠ること

もできませんでした。 41わたしはこの二十年あ

なたの家族のひとりでありました。わたしはあな

たのふたりの娘のために十四年、またあなたの群

れのために六年、あなたに仕えましたが、あなた

は十度もわたしの報酬を変えられました。 42も

し、わたしの父の神、アブラハムの神、イサクの

かしこむ者がわたしと共におられなかったなら、

あなたはきっとわたしを、から手で去らせたでし

ょう。神はわたしの悩みと、わたしの労苦とを顧

みられて昨夜あなたを戒められたのです」。 43

ラバンは答えてヤコブに言った、「娘たちはわた

しの娘、子どもたちはわたしの孫です。また群れ

はわたしの群れ、あなたの見るものはみなわたし

のものです。これらのわたしの娘たちのため、ま

た彼らが産んだ子どもたちのため、きょうわたし

は何をすることができましょうか。 44さあ、そ

れではわたしとあなたと契約を結んで、これをわ

たしとあなたとの間の証拠としましょう」。 45

そこでヤコブは石を取り、それを立てて柱とした

。 46ヤコブはまた一族の者に言った、「石を集

めてください」。彼らは石を取って、一つの石塚

を造った。こうして彼らはその石塚のかたわらで

食事をした。 47ラバンはこれをエガル・サハド

タと名づけ、ヤコブはこれをガルエドと名づけた

。 48そしてラバンは言った、「この石塚はきょ

うわたしとあなたとの間の証拠となります」。そ

れでその名はガルエドと呼ばれた。 49またミズ

パとも呼ばれた。彼がこう言ったからである、「

われわれが互に別れたのちも、どうか主がわたし

とあなたとの間を見守られるように。 50もしあ

なたがわたしの娘を虐待したり、わたしの娘のほ

かに妻をめとることがあれば、たといそこにだれ

ひとりいなくても、神はわたしとあなたとの間の

証人でいらせられる」。 51更にラバンはヤコブ

に言った、「あなたとわたしとの間にわたしが建

てたこの石塚をごらんなさい、この柱をごらんな

さい。 52この石塚を越えてわたしがあなたに害

を加えず、またこの石塚とこの柱を越えてあなた

がわたしに害を加えないように、どうかこの石塚

があかしとなり、この柱があかしとなるように。

53どうかアブラハムの神、ナホルの神、彼らの父

の神がわれわれの間をさばかれるように」。ヤコ

ブは父イサクのかしこむ者によって誓った。 54

そしてヤコブは山で犠牲をささげ、一族を招いて

、食事をした。彼らは食事をして山に宿った。 55

あくる朝ラバンは早く起き、孫と娘たちに口づけ

して彼らを祝福し、去って家に帰った。

32さて、ヤコブが旅路に進んだとき、神の使た
ちが彼に会った。 2ヤコブは彼らを見て、「

これは神の陣営です」と言って、その所の名をマ

ハナイムと名づけた。 3ヤコブはセイルの地、エ

ドムの野に住む兄エサウのもとに、さきだって使

者をつかわした。 4すなわちそれに命じて言った

、「あなたがたはわたしの主人エサウにこう言い

なさい、『あなたのしもべヤコブはこう言いまし

た。わたしはラバンのもとに寄留して今までとど

まりました。 5わたしは牛、ろば、羊、男女の奴

隷を持っています。それでわが主に申し上げて、

あなたの前に恵みを得ようと人をつかわしたので

す』」。 6使者はヤコブのもとに帰って言った、

「わたしたちはあなたの兄エサウのもとへ行きま

した。彼もまたあなたを迎えようと四百人を率い

てきます」。 7そこでヤコブは大いに恐れ、苦し

み、共にいる民および羊、牛、らくだを二つの組

に分けて、 8言った、「たとい、エサウがきて、

一つの組を撃っても、残りの組はのがれるであろ

う」。 9ヤコブはまた言った、「父アブラハムの

神、父イサクの神よ、かつてわたしに『おまえの

国へ帰り、おまえの親族に行け。わたしはおまえ

を恵もう』と言われた主よ、 10あなたがしもべ

に施されたすべての恵みとまことをわたしは受け

るに足りない者です。わたしは、つえのほか何も

持たないでこのヨルダンを渡りましたが、今は二

つの組にもなりました。 11どうぞ、兄エサウの

手からわたしをお救いください。わたしは彼がき
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て、わたしを撃ち、母や子供たちにまで及ぶのを

恐れます。 12あなたは、かつて、『わたしは必

ずおまえを恵み、おまえの子孫を海の砂の数えが

たいほど多くしよう』と言われました」。 13彼

はその夜そこに宿り、持ち物のうちから兄エサウ

への贈り物を選んだ。 14すなわち雌やぎ二百、

雄やぎ二十、雌羊二百、雄羊二十、 15乳らくだ

三十とその子、雌牛四十、雄牛十、雌ろば二十、

雄ろば十。 16彼はこれらをそれぞれの群れに分

けて、しもべたちの手にわたし、しもべたちに言

った、「あなたがたはわたしの先に進みなさい、

そして群れと群れとの間には隔たりをおきなさい

」。 17また先頭の者に命じて言った、「もし、

兄エサウがあなたに会って『だれのしもべで、ど

こへ行くのか。あなたの前にあるこれらのものは

だれの物か』と尋ねたら、 18『あなたのしもべ

ヤコブの物で、わが主エサウにおくる贈り物です

。彼もわたしたちのうしろにおります』と言いな

さい」。 19彼は第二の者にも、第三の者にも、

また群れ群れについて行くすべての者にも命じて

言った、「あなたがたがエサウに会うときは、同

じように彼に告げて、 20『あなたのしもべヤコ

ブもわれわれのうしろにおります』と言いなさい

」。ヤコブは、「わたしがさきに送る贈り物をも

ってまず彼をなだめ、それから、彼の顔を見よう

。そうすれば、彼はわたしを迎えてくれるであろ

う」と思ったからである。 21こうして贈り物は

彼に先立って渡り、彼はその夜、宿営にやどった

。 22彼はその夜起きて、ふたりの妻とふたりの

つかえめと十一人の子どもとを連れてヤボクの渡

しをわたった。 23すなわち彼らを導いて川を渡

らせ、また彼の持ち物を渡らせた。 24ヤコブは

ひとりあとに残ったが、ひとりの人が、夜明けま

で彼と組打ちした。 25ところでその人はヤコブ

に勝てないのを見て、ヤコブのもものつがいにさ

わったので、ヤコブのもものつがいが、その人と

組打ちするあいだにはずれた。 26その人は言っ

た、「夜が明けるからわたしを去らせてください

」。ヤコブは答えた、「わたしを祝福してくださ

らないなら、あなたを去らせません」。 27その

人は彼に言った、「あなたの名はなんと言います

か」。彼は答えた、「ヤコブです」。 28その人

は言った、「あなたはもはや名をヤコブと言わず

、イスラエルと言いなさい。あなたが神と人とに

、力を争って勝ったからです」。 29ヤコブは尋

ねて言った、「どうかわたしにあなたの名を知ら

せてください」。するとその人は、「なぜあなた

はわたしの名をきくのですか」と言ったが、その

所で彼を祝福した。 30そこでヤコブはその所の

名をペニエルと名づけて言った、「わたしは顔と

顔をあわせて神を見たが、なお生きている」。 31

こうして彼がペニエルを過ぎる時、日は彼の上に

のぼったが、彼はそのもものゆえにびっこを引い

ていた。 32そのため、イスラエルの子らは今日

まで、もものつがいの上にある腰の筋を食べない

。かの人がヤコブのもものつがい、すなわち腰の

筋にさわったからである。

33さてヤコブは目をあげ、エサウが四百人を率
いて来るのを見た。そこで彼は子供たちを分

けてレアとラケルとふたりのつかえめとにわたし

、 2つかえめとその子供たちをまっ先に置き、レ

アとその子供たちを次に置き、ラケルとヨセフを

最後に置いて、 3みずから彼らの前に進み、七た

び身を地にかがめて、兄に近づいた。 4するとエ

サウは走ってきて迎え、彼を抱き、そのくびをか

かえて口づけし、共に泣いた。 5エサウは目をあ

げて女と子供たちを見て言った、「あなたと一緒

にいるこれらの者はだれですか」。ヤコブは言っ

た、「神がしもべに授けられた子供たちです」。

6そこでつかえめたちはその子供たちと共に近寄

ってお辞儀した。 7レアもまたその子供たちと共

に近寄ってお辞儀し、それからヨセフとラケルが

近寄ってお辞儀した。 8するとエサウは言った、

「わたしが出会ったあのすべての群れはどうした

のですか」。ヤコブは言った、「わが主の前に恵

みを得るためです」。 9エサウは言った、「弟よ

、わたしはじゅうぶんもっている。あなたの物は

あなたのものにしなさい」。 10ヤコブは言った

、「いいえ、もしわたしがあなたの前に恵みを得

るなら、どうか、わたしの手から贈り物を受けて

ください。あなたが喜んでわたしを迎えてくださ

るので、あなたの顔を見て、神の顔を見るように

思います。 11どうかわたしが持ってきた贈り物

を受けてください。神がわたしを恵まれたので、

わたしはじゅうぶんもっていますから」。こうし

て彼がしいたので、彼は受け取った。 12そして

エサウは言った、「さあ、立って行こう。わたし

が先に行く」。 13ヤコブは彼に言った、「ごぞ

んじのように、子供たちは、かよわく、また乳を
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飲ませている羊や牛をわたしが世話をしています

。もし一日でも歩かせ過ぎたら群れはみな死んで

しまいます。 14わが主よ、どうか、しもべの先

においでください。わたしはわたしの前にいる家

畜と子供たちの歩みに合わせて、ゆっくり歩いて

行き、セイルでわが主と一緒になりましょう」。

15エサウは言った、「それならわたしが連れてい

る者どものうち幾人かをあなたのもとに残しまし

ょう」。ヤコブは言った、「いいえ、それには及

びません。わが主の前に恵みを得させてください

」。 16その日エサウはセイルへの帰途についた

。 17ヤコブは立ってスコテに行き、自分のため

に家を建て、また家畜のために小屋を造った。こ

れによってその所の名はスコテと呼ばれている。

18こうしてヤコブはパダンアラムからきて、無事

カナンの地のシケムの町に着き、町の前に宿営し

た。 19彼は天幕を張った野の一部をシケムの父

ハモルの子らの手から百ケシタで買い取り、 20

そこに祭壇を建てて、これをエル・エロヘ・イス

ラエルと名づけた。

34レアがヤコブに産んだ娘デナはその地の女た
ちに会おうと出かけて行ったが、 2その地の

つかさ、ヒビびとハモルの子シケムが彼女を見て

、引き入れ、これと寝てはずかしめた。 3彼は深

くヤコブの娘デナを慕い、この娘を愛して、ねん

ごろに娘に語った。 4シケムは父ハモルに言った

、「この娘をわたしの妻にめとってください」。

5さてヤコブはシケムが、娘デナを汚したことを

聞いたけれども、その子らが家畜を連れて野にい

たので、彼らの帰るまで黙っていた。 6シケムの

父ハモルはヤコブと話し合おうと、ヤコブの所に

出てきた。 7ヤコブの子らは野から帰り、この事

を聞いて、悲しみ、かつ非常に怒った。シケムが

ヤコブの娘と寝て、イスラエルに愚かなことをし

たためで、こんなことは、してはならぬ事だから

である。 8ハモルは彼らと語って言った、「わた

しの子シケムはあなたがたの娘を心に慕っていま

す。どうか彼女を彼の妻にください。 9あなたが

たはわたしたちと婚姻し、あなたがたの娘をわた

したちに与え、わたしたちの娘をあなたがたにめ

とってください。 10こうしてあなたがたとわた

したちとは一緒に住みましょう。地はあなたがた

の前にあります。ここに住んで取引し、ここで財

産を獲なさい」。 11シケムはまたデナの父と兄

弟たちとに言った、「あなたがたの前に恵みを得

させてください。あなたがたがわたしに言われる

ものは、なんでもさしあげましょう。 12たくさ

んの結納金と贈り物とをお求めになっても、あな

たがたの言われるとおりさしあげます。ただこの

娘はわたしの妻にください」。 13しかし、ヤコ

ブの子らはシケムが彼らの妹デナを汚したので、

シケムとその父ハモルに偽って答え、 14彼らに

言った、「われわれは割礼を受けない者に妹をや

る事はできません。それはわれわれの恥とすると

ころですから。 15ただ、こうなさればわれわれ

はあなたがたに同意します。もしあなたがたのう

ち男子がみな割礼を受けて、われわれのようにな

るなら、 16われわれの娘をあなたがたに与え、

あなたがたの娘をわれわれにめとりましょう。そ

してわれわれはあなたがたと一緒に住んで一つの

民となりましょう。 17けれども、もしあなたが

たがわれわれに聞かず、割礼を受けないなら、わ

れわれは娘を連れて行きます」。 18彼らの言葉

がハモルとハモルの子シケムとの心にかなったの

で、 19若者は、ためらわずにこの事をした。彼

がヤコブの娘を愛したからである。また彼は父の

家のうちで一番重んじられた者であった。 20そ

こでハモルとその子シケムとは町の門に行き、町

の人々に語って言った、 21「この人々はわれわ

れと親しいから、この地に住まわせて、ここで取

引をさせよう。地は広く、彼らをいれるにじゅう

ぶんである。そしてわれわれは彼らの娘を妻にめ

とり、われわれの娘を彼らに与えよう。 22彼ら

が割礼を受けているように、もしわれわれのうち

の男子が皆、割礼を受けるなら、ただこの事だけ

で、この人々はわれわれに同意し、われわれと一

緒に住んで一つの民となるのだ。 23そうすれば

彼らの家畜と財産とすべての獣とは、われわれの

ものとなるではないか。ただわれわれが彼らに同

意すれば、彼らはわれわれと一緒に住むであろう

」。 24そこで町の門に出入りする者はみなハモ

ルとその子シケムとに聞き従って、町の門に出入

りするすべての男子は割礼を受けた。 25三日目

になって彼らが痛みを覚えている時、ヤコブのふ

たりの子、すなわちデナの兄弟シメオンとレビと

は、おのおのつるぎを取って、不意に町を襲い、

男子をことごとく殺し、 26またつるぎの刃にか

けてハモルとその子シケムとを殺し、シケムの家

からデナを連れ出した。 27そしてヤコブの子ら
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は殺された人々をはぎ、町をかすめた。彼らが妹

を汚したからである。 28すなわち羊、牛、ろば

及び町にあるものと、野にあるもの、 29並びに

すべての貨財を奪い、その子女と妻たちを皆とり

こにし、家の中にある物をことごとくかすめた。

30そこでヤコブはシメオンとレビとに言った、「

あなたがたはわたしをこの地の住民、カナンびと

とペリジびとに忌みきらわせ、わたしに迷惑をか

けた。わたしは、人数が少ないから、彼らが集ま

ってわたしを攻め撃つならば、わたしも家族も滅

ぼされるであろう」。 31彼らは言った、「わた

したちの妹を遊女のように彼が扱ってよいのです

か」。

35ときに神はヤコブに言われた、「あなたは立
ってベテルに上り、そこに住んで、あなたが

さきに兄エサウの顔を避けてのがれる時、あなた

に現れた神に祭壇を造りなさい」。 2ヤコブは、

その家族および共にいるすべての者に言った、「

あなたがたのうちにある異なる神々を捨て、身を

清めて着物を着替えなさい。 3われわれは立って

ベテルに上り、その所でわたしの苦難の日にわた

しにこたえ、かつわたしの行く道で共におられた

神に祭壇を造ろう」。 4そこで彼らは持っている

異なる神々と、耳につけている耳輪をことごとく

ヤコブに与えたので、ヤコブはこれをシケムのほ

とりにあるテレビンの木の下に埋めた。 5そして

彼らは、いで立ったが、大いなる恐れが周囲の町

々に起ったので、ヤコブの子らのあとを追う者は

なかった。 6こうしてヤコブは共にいたすべての

人々と一緒にカナンの地にあるルズ、すなわちベ

テルにきた。 7彼はそこに祭壇を築き、その所を

エル・ベテルと名づけた。彼が兄の顔を避けての

がれる時、神がそこで彼に現れたからである。 8

時にリベカのうばデボラが死んで、ベテルのしも

の、かしの木の下に葬られた。これによってその

木の名をアロン・バクテと呼ばれた。 9さてヤコ

ブがパダンアラムから帰ってきた時、神は再び彼

に現れて彼を祝福された。 10神は彼に言われた

、「あなたの名はヤコブである。しかしあなたの

名をもはやヤコブと呼んではならない。あなたの

名をイスラエルとしなさい」。こうして彼をイス

ラエルと名づけられた。 11神はまた彼に言われ

た、「わたしは全能の神である。あなたは生めよ

、またふえよ。一つの国民、また多くの国民があ

なたから出て、王たちがあなたの身から出るであ

ろう。 12わたしはアブラハムとイサクとに与え

た地を、あなたに与えよう。またあなたの後の子

孫にその地を与えよう」。 13神は彼と語ってお

られたその場所から彼を離れてのぼられた。 14

そこでヤコブは神が自分と語られたその場所に、

一本の石の柱を立て、その上に灌祭をささげ、ま

た油を注いだ。 15そしてヤコブは神が自分と語

られたその場所をベテルと名づけた。 16こうし

て彼らはベテルを立ったが、エフラタに行き着く

までに、なお隔たりのある所でラケルは産気づき

、その産は重かった。 17その難産に当って、産

婆は彼女に言った、「心配することはありません

。今度も男の子です」。 18彼女は死にのぞみ、

魂の去ろうとする時、子の名をベノニと呼んだ。

しかし、父はこれをベニヤミンと名づけた。 19

ラケルは死んでエフラタ、すなわちベツレヘムの

道に葬られた。 20ヤコブはその墓に柱を立てた

。これはラケルの墓の柱であって、今日に至って

いる。 21イスラエルはまた、いで立ってミグダ

ル・エダルの向こうに天幕を張った。 22イスラ

エルがその地に住んでいた時、ルベンは父のそば

めビルハのところへ行って、これと寝た。イスラ

エルはこれを聞いた。さてヤコブの子らは十二人

であった。 23すなわちレアの子らはヤコブの長

子ルベンとシメオン、レビ、ユダ、イッサカル、

ゼブルン。 24ラケルの子らはヨセフとベニヤミ

ン。 25ラケルのつかえめビルハの子らはダンと

ナフタリ。 26レアのつかえめジルパの子らはガ

ドとアセル。これらはヤコブの子らであって、パ

ダンアラムで彼に生れた者である。 27ヤコブは

キリアテ・アルバ、すなわちヘブロンのマムレに

いる父イサクのもとへ行った。ここはアブラハム

とイサクとが寄留した所である。 28イサクの年

は百八十歳であった。 29イサクは年老い、日満

ちて息絶え、死んで、その民に加えられた。その

子エサウとヤコブとは、これを葬った。

36エサウ、すなわちエドムの系図は次のとおり
である。 2エサウはカナンの娘たちのうちか

ら妻をめとった。すなわちヘテびとエロンの娘ア

ダと、ヒビびとヂベオンの子アナの娘アホリバマ

とである。 3また、イシマエルの娘ネバヨテの妹

バスマテをめとった。 4アダはエリパズをエサウ

に産み、バスマテはリウエルを産み、 5アホリバ
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マはエウシ、ヤラム、コラを産んだ。これらはエ

サウの子であって、カナンの地で彼に生れた者で

ある。 6エサウは妻と子と娘と家のすべての人、

家畜とすべての獣、またカナンの地で獲たすべて

の財産を携え、兄弟ヤコブを離れてほかの地へ行

った。 7彼らの財産が多くて、一緒にいることが

できなかったからである。すなわち彼らが寄留し

た地は彼らの家畜のゆえに、彼らをささえること

ができなかったのである。 8こうしてエサウはセ

イルの山地に住んだ。エサウはすなわちエドムで

ある。 9セイルの山地におったエドムびとの先祖

エサウの系図は次のとおりである。 10エサウの

子らの名は次のとおりである。すなわちエサウの

妻アダの子はエリパズ。エサウの妻バスマテの子

はリウエル。 11エリパズの子らはテマン、オマ

ル、ゼポ、ガタム、ケナズである。 12テムナは

エサウの子エリパズのそばめで、アマレクをエリ

パズに産んだ。これらはエサウの妻アダの子らで

ある。 13リウエルの子らは次のとおりである。

すなわちナハテ、ゼラ、シャンマ、ミザであって

、これらはエサウの妻バスマテの子らである。 14

ヂベオンの子アナの娘で、エサウの妻アホリバマ

の子らは次のとおりである。すなわち彼女はエウ

シ、ヤラム、コラをエサウに産んだ。 15エサウ

の子らの中で、族長たる者は次のとおりである。

すなわちエサウの長子エリパズの子らはテマンの

族長、オマルの族長、ゼポの族長、ケナズの族長

、 16コラの族長、ガタムの族長、アマレクの族

長である。これらはエリパズから出た族長で、エ

ドムの地におった。これらはアダの子らである。

17エサウの子リウエルの子らは次のとおりである

。すなわちナハテの族長、ゼラの族長、シャンマ

の族長、ミザの族長。これらはリウエルから出た

族長で、エドムの地におった。これらはエサウの

妻バスマテの子らである。 18エサウの妻アホリ

バマの子らは次のとおりである。すなわちエウシ

の族長、ヤラムの族長、コラの族長。これらはア

ナの娘で、エサウの妻アホリバマから出た族長で

ある。 19これらはエサウすなわちエドムの子ら

で、族長たる者である。 20この地の住民ホリび

とセイルの子らは次のとおりである。すなわちロ

タン、ショバル、ヂベオン、アナ、 21デション

、エゼル、デシャン。これらはセイルの子ホリび

とから出た族長で、エドムの地におった。 22ロ

タンの子らはホリ、ヘマムであり、ロタンの妹は

テムナであった。 23ショバルの子らは次のとお

りである。すなわちアルワン、マナハテ、エバル

、シポ、オナム。 24ヂベオンの子らは次のとお

りである。すなわちアヤとアナ。このアナは父ヂ

ベオンのろばを飼っていた時、荒野で温泉を発見

した者である。 25アナの子らは次のとおりであ

る。すなわちデションとアホリバマ。アホリバマ

はアナの娘である。 26デションの子らは次のと

おりである。すなわちヘムダン、エシバン、イテ

ラン、ケラン。 27エゼルの子らは次のとおりで

ある。すなわちビルハン、ザワン、アカン。 28

デシャンの子らは次のとおりである。すなわちウ

ズとアラン。 29ホリびとから出た族長は次のと

おりである。すなわちロタンの族長、ショバルの

族長、ヂベオンの族長、アナの族長、 30デショ

ンの族長、エゼルの族長、デシャンの族長。これ

らはホリびとから出た族長であって、その氏族に

従ってセイルの地におった者である。 31イスラ

エルの人々を治める王がまだなかった時、エドム

の地を治めた王たちは次のとおりである。 32ベ

オルの子ベラはエドムを治め、その都の名はデナ

バであった。 33ベラが死んで、ボズラのゼラの

子ヨバブがこれに代って王となった。 34ヨバブ

が死んで、テマンびとの地のホシャムがこれに代

って王となった。 35ホシャムが死んで、ベダデ

の子ハダデがこれに代って王となった。彼はモア

ブの野でミデアンを撃った者である。その都の名

はアビテであった。 36ハダデが死んで、マスレ

カのサムラがこれに代って王となった。 37サム

ラが死んでユフラテ川のほとりにあるレホボテの

サウルがこれに代って王となった。 38サウルが

死んでアクボルの子バアル・ハナンがこれに代っ

て王となった。 39アクボルの子バアル・ハナン

が死んで、ハダルがこれに代って王となった。そ

の都の名はパウであった。その妻の名はメヘタベ

ルといって、メザハブの娘マテレデの娘であった

。 40エサウから出た族長の名は、その氏族と住

所と名に従って言えば次のとおりである。すなわ

ちテムナの族長、アルワの族長、エテテの族長、

41アホリバマの族長、エラの族長、ピノンの族長

、 42ケナズの族長、テマンの族長、ミブザルの

族長、 43マグデエルの族長、イラムの族長。こ

れらはエドムの族長たちであって、その領地内の

住所に従っていったものである。エドムびとの先

祖はエサウである。
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37ヤコブは父の寄留の地、すなわちカナンの地
に住んだ。 2ヤコブの子孫は次のとおりであ

る。ヨセフは十七歳の時、兄弟たちと共に羊の群

れを飼っていた。彼はまだ子供で、父の妻たちビ

ルハとジルパとの子らと共にいたが、ヨセフは彼

らの悪いうわさを父に告げた。 3ヨセフは年寄り

子であったから、イスラエルは他のどの子よりも

彼を愛して、彼のために長そでの着物をつくった

。 4兄弟たちは父がどの兄弟よりも彼を愛するの

を見て、彼を憎み、穏やかに彼に語ることができ

なかった。 5ある時、ヨセフは夢を見て、それを

兄弟たちに話したので、彼らは、ますます彼を憎

んだ。 6ヨセフは彼らに言った、「どうぞわたし

が見た夢を聞いてください。 7わたしたちが畑の

中で束を結わえていたとき、わたしの束が起きて

立つと、あなたがたの束がまわりにきて、わたし

の束を拝みました」。 8すると兄弟たちは彼に向

かって、「あなたはほんとうにわたしたちの王に

なるのか。あなたは実際わたしたちを治めるのか

」と言って、彼の夢とその言葉のゆえにますます

彼を憎んだ。 9ヨセフはまた一つの夢を見て、そ

れを兄弟たちに語って言った、「わたしはまた夢

を見ました。日と月と十一の星とがわたしを拝み

ました」。 10彼はこれを父と兄弟たちに語った

ので、父は彼をとがめて言った、「あなたが見た

その夢はどういうのか。ほんとうにわたしとあな

たの母と、兄弟たちとが行って地に伏し、あなた

を拝むのか」。 11兄弟たちは彼をねたんだ。し

かし父はこの言葉を心にとめた。 12さて兄弟た

ちがシケムに行って、父の羊の群れを飼っていた

とき、 13イスラエルはヨセフに言った、「あな

たの兄弟たちはシケムで羊を飼っているではない

か。さあ、あなたを彼らの所へつかわそう」。ヨ

セフは父に言った、「はい、行きます」。 14父

は彼に言った、「どうか、行って、あなたの兄弟

たちは無事であるか、また群れは無事であるか見

てきて、わたしに知らせてください」。父が彼を

ヘブロンの谷からつかわしたので、彼はシケムに

行った。 15ひとりの人が彼に会い、彼が野をさ

まよっていたので、その人は彼に尋ねて言った、

「あなたは何を捜しているのですか」。 16彼は

言った、「兄弟たちを捜しているのです。彼らが

、どこで羊を飼っているのか、どうぞわたしに知

らせてください」。 17その人は言った、「彼ら

はここを去りました。彼らが『ドタンへ行こう』

と言うのをわたしは聞きました」。そこでヨセフ

は兄弟たちのあとを追って行って、ドタンで彼ら

に会った。 18ヨセフが彼らに近づかないうちに

、彼らははるかにヨセフを見て、これを殺そうと

計り、 19互に言った、「あの夢見る者がやって

来る。 20さあ、彼を殺して穴に投げ入れ、悪い

獣が彼を食ったと言おう。そして彼の夢がどうな

るか見よう」。 21ルベンはこれを聞いて、ヨセ

フを彼らの手から救い出そうとして言った、「わ

れわれは彼の命を取ってはならない」。 22ルベ

ンはまた彼らに言った、「血を流してはいけない

。彼を荒野のこの穴に投げ入れよう。彼に手をく

だしてはならない」。これはヨセフを彼らの手か

ら救いだして父に返すためであった。 23さて、

ヨセフが兄弟たちのもとへ行くと、彼らはヨセフ

の着物、彼が着ていた長そでの着物をはぎとり、

24彼を捕えて穴に投げ入れた。その穴はからで、

その中に水はなかった。 25こうして彼らはすわ

ってパンを食べた。時に彼らが目をあげて見ると

、イシマエルびとの隊商が、らくだに香料と、乳

香と、もつやくとを負わせてエジプトへ下り行こ

うとギレアデからやってきた。 26そこでユダは

兄弟たちに言った、「われわれが弟を殺し、その

血を隠して何の益があろう。 27さあ、われわれ

は彼をイシマエルびとに売ろう。彼はわれわれの

兄弟、われわれの肉身だから、彼に手を下しては

ならない」。兄弟たちはこれを聞き入れた。 28

時にミデアンびとの商人たちが通りかかったので

、彼らはヨセフを穴から引き上げ、銀二十シケル

でヨセフをイシマエルびとに売った。彼らはヨセ

フをエジプトへ連れて行った。 29さてルベンは

穴に帰って見たが、ヨセフが穴の中にいなかった

ので、彼は衣服を裂き、 30兄弟たちのもとに帰

って言った、「あの子はいない。ああ、わたしは

どこへ行くことができよう」。 31彼らはヨセフ

の着物を取り、雄やぎを殺して、着物をその血に

浸し、 32その長そでの着物を父に持ち帰って言

った、「わたしたちはこれを見つけましたが、こ

れはあなたの子の着物か、どうか見さだめてくだ

さい」。 33父はこれを見さだめて言った、「わ

が子の着物だ。悪い獣が彼を食ったのだ。確かに

ヨセフはかみ裂かれたのだ」。 34そこでヤコブ

は衣服を裂き、荒布を腰にまとって、長い間その

子のために嘆いた。 35子らと娘らとは皆立って

彼を慰めようとしたが、彼は慰められるのを拒ん
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で言った、「いや、わたしは嘆きながら陰府に下

って、わが子のもとへ行こう」。こうして父は彼

のために泣いた。 (Sheol h7585) 36さて、かのミデア

ンびとらはエジプトでパロの役人、侍衛長ポテパ

ルにヨセフを売った。

38そのころユダは兄弟たちを離れて下り、アド
ラムびとで、名をヒラという者の所へ行った

。 2ユダはその所で、名をシュアというカナンび

との娘を見て、これをめとり、その所にはいった

。 3彼女はみごもって男の子を産んだので、ユダ

は名をエルと名づけた。 4彼女は再びみごもって

男の子を産み、名をオナンと名づけた。 5また重

ねて、男の子を産み、名をシラと名づけた。彼女

はこの男の子を産んだとき、クジブにおった。 6

ユダは長子エルのために、名をタマルという妻を

迎えた。 7しかしユダの長子エルは主の前に悪い

者であったので、主は彼を殺された。 8そこでユ

ダはオナンに言った、「兄の妻の所にはいって、

彼女をめとり、兄に子供を得させなさい」。 9し

かしオナンはその子が自分のものとならないのを

知っていたので、兄の妻の所にはいった時、兄に

子を得させないために地に洩らした。 10彼のし

た事は主の前に悪かったので、主は彼をも殺され

た。 11そこでユダはその子の妻タマルに言った

、「わたしの子シラが成人するまで、寡婦のまま

で、あなたの父の家にいなさい」。彼は、シラも

また兄弟たちのように死ぬかもしれないと、思っ

たからである。それでタマルは行って父の家にお

った。 12日がたってシュアの娘ユダの妻は死ん

だ。その後、ユダは喪を終ってその友アドラムび

とヒラと共にテムナに上り、自分の羊の毛を切る

者のところへ行った。 13時に、ひとりの人がタ

マルに告げて、「あなたのしゅうとが羊の毛を切

るためにテムナに上って来る」と言ったので、 14

彼女は寡婦の衣服を脱ぎすて、被衣で身をおおい

隠して、テムナへ行く道のかたわらにあるエナイ

ムの入口にすわっていた。彼女はシラが成人した

のに、自分がその妻にされないのを知ったからで

ある。 15ユダは彼女を見たとき、彼女が顔をお

おっていたため、遊女だと思い、 16道のかたわ

らで彼女に向かって言った、「さあ、あなたの所

にはいらせておくれ」。彼はこの女がわが子の妻

であることを知らなかったからである。彼女は言

った、「わたしの所にはいるため、何をください

ますか」。 17ユダは言った、「群れのうちのや

ぎの子をあなたにあげよう」。彼女は言った、「

それをくださるまで、しるしをわたしにください

ますか」。 18ユダは言った、「どんなしるしを

あげようか」。彼女は言った、「あなたの印と紐

と、あなたの手にあるつえとを」。彼はこれらを

与えて彼女の所にはいった。彼女はユダによって

みごもった。 19彼女は起きて去り、被衣を脱い

で寡婦の衣服を着た。 20やがてユダはその女か

らしるしを取りもどそうと、その友アドラムびと

に託してやぎの子を送ったけれども、その女を見

いだせなかった。 21そこで彼はその所の人々に

尋ねて言った、「エナイムで道のかたわらにいた

遊女はどこにいますか」。彼らは言った、「ここ

には遊女はいません」。 22彼はユダのもとに帰

って言った、「わたしは彼女を見いだせませんで

した。またその所の人々は、『ここには遊女はい

ない』と言いました」。 23そこでユダは言った

、「女に持たせておこう。わたしたちは恥をかく

といけないから。とにかく、わたしはこのやぎの

子を送ったが、あなたは彼女を見いだせなかった

のだ」。 24ところが三月ほどたって、ひとりの

人がユダに言った、「あなたの嫁タマルは姦淫し

ました。そのうえ、彼女は姦淫によってみごもり

ました」。ユダは言った、「彼女を引き出して焼

いてしまえ」。 25彼女は引き出された時、その

しゅうとに人をつかわして言った、「わたしはこ

れをもっている人によって、みごもりました」。

彼女はまた言った、「どうか、この印と、紐と、

つえとはだれのものか、見定めてください」。 26

ユダはこれを見定めて言った、「彼女はわたしよ

りも正しい。わたしが彼女をわが子シラに与えな

かったためである」。彼は再び彼女を知らなかっ

た。 27さて彼女の出産の時がきたが、胎内には

、ふたごがあった。 28出産の時に、ひとりの子

が手を出したので、産婆は、「これがさきに出た

」と言い、緋の糸を取って、その手に結んだ。 29

そして、その子が手をひっこめると、その弟が出

たので、「どうしてあなたは自分で破って出るの

か」と言った。これによって名はペレヅと呼ばれ

た。 30その後、手に緋の糸のある兄が出たので

、名はゼラと呼ばれた。

39さてヨセフは連れられてエジプトに下ったが
、パロの役人で侍衛長であったエジプトびと
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ポテパルは、彼をそこに連れ下ったイシマエルび

とらの手から買い取った。 2主がヨセフと共にお

られたので、彼は幸運な者となり、その主人エジ

プトびとの家におった。 3その主人は主が彼とと

もにおられることと、主が彼の手のすることをす

べて栄えさせられるのを見た。 4そこで、ヨセフ

は彼の前に恵みを得、そのそば近く仕えた。彼は

ヨセフに家をつかさどらせ、持ち物をみな彼の手

にゆだねた。 5彼がヨセフに家とすべての持ち物

をつかさどらせた時から、主はヨセフのゆえにそ

のエジプトびとの家を恵まれたので、主の恵みは

彼の家と畑とにあるすべての持ち物に及んだ。 6

そこで彼は持ち物をみなヨセフの手にゆだねて、

自分が食べる物のほかは、何をも顧みなかった。

さてヨセフは姿がよく、顔が美しかった。 7これ

らの事の後、主人の妻はヨセフに目をつけて言っ

た、「わたしと寝なさい」。 8ヨセフは拒んで、

主人の妻に言った、「御主人はわたしがいるので

家の中の何をも顧みず、その持ち物をみなわたし

の手にゆだねられました。 9この家にはわたしよ

りも大いなる者はありません。また御主人はあな

たを除いては、何をもわたしに禁じられませんで

した。あなたが御主人の妻であるからです。どう

してわたしはこの大きな悪をおこなって、神に罪

を犯すことができましょう」。 10彼女は毎日ヨ

セフに言い寄ったけれども、ヨセフは聞きいれず

、彼女と寝なかった。また共にいなかった。 11

ある日ヨセフが務をするために家にはいった時、

家の者がひとりもそこにいなかったので、 12彼

女はヨセフの着物を捕えて、「わたしと寝なさい

」と言った。ヨセフは着物を彼女の手に残して外

にのがれ出た。 13彼女はヨセフが着物を自分の

手に残して外にのがれたのを見て、 14その家の

者どもを呼び、彼らに告げて言った、「主人がわ

たしたちの所に連れてきたヘブルびとは、わたし

たちに戯れます。彼はわたしと寝ようとして、わ

たしの所にはいったので、わたしは大声で叫びま

した。 15彼はわたしが声をあげて叫ぶのを聞く

と、着物をわたしの所に残して外にのがれ出まし

た」。 16彼女はその着物をかたわらに置いて、

主人の帰って来るのを待った。 17そして彼女は

次のように主人に告げた、「あなたがわたしたち

に連れてこられたヘブルのしもべはわたしに戯れ

ようとして、わたしの所にはいってきました。 18

わたしが声をあげて叫んだので、彼は着物をわた

しの所に残して外にのがれました」。 19主人は

その妻が「あなたのしもべは、わたしにこんな事

をした」と告げる言葉を聞いて、激しく怒った。

20そしてヨセフの主人は彼を捕えて、王の囚人を

つなぐ獄屋に投げ入れた。こうしてヨセフは獄屋

の中におったが、 21主はヨセフと共におられて

彼にいつくしみを垂れ、獄屋番の恵みをうけさせ

られた。 22獄屋番は獄屋におるすべての囚人を

ヨセフの手にゆだねたので、彼はそこでするすべ

ての事をおこなった。 23獄屋番は彼の手にゆだ

ねた事はいっさい顧みなかった。主がヨセフと共

におられたからである。主は彼のなす事を栄えさ

せられた。

40これらの事の後、エジプト王の給仕役と料理
役とがその主君エジプト王に罪を犯した。 2

パロはふたりの役人、すなわち給仕役の長と料理

役の長に向かって憤り、 3侍衛長の家の監禁所、

すなわちヨセフがつながれている獄屋に入れた。

4侍衛長はヨセフに命じて彼らと共におらせたの

で、ヨセフは彼らに仕えた。こうして彼らは監禁

所で幾日かを過ごした。 5さて獄屋につながれた

エジプト王の給仕役と料理役のふたりは一夜のう

ちにそれぞれ意味のある夢を見た。 6ヨセフが朝

、彼らのところへ行って見ると、彼らは悲しみに

沈んでいた。 7そこでヨセフは自分と一緒に主人

の家の監禁所にいるパロの役人たちに尋ねて言っ

た、「どうして、きょう、あなたがたの顔色が悪

いのですか」。 8彼らは言った、「わたしたちは

夢を見ましたが、解いてくれる者がいません」。

ヨセフは彼らに言った、「解くことは神によるの

ではありませんか。どうぞ、わたしに話してくだ

さい」。 9給仕役の長はその夢をヨセフに話して

言った、「わたしが見た夢で、わたしの前に一本

のぶどうの木がありました。 10そのぶどうの木

に三つの枝があって、芽を出し、花が咲き、ぶど

うのふさが熟しました。 11時にわたしの手に、

パロの杯があって、わたしはそのぶどうを取り、

それをパロの杯にしぼり、その杯をパロの手にさ

さげました」。 12ヨセフは言った、「その解き

明かしはこうです。三つの枝は三日です。 13今

から三日のうちにパロはあなたの頭を上げて、あ

なたを元の役目に返すでしょう。あなたはさきに

給仕役だった時にされたように、パロの手に杯を

ささげられるでしょう。 14それで、あなたがし
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あわせになられたら、わたしを覚えていて、どう

かわたしに恵みを施し、わたしの事をパロに話し

て、この家からわたしを出してください。 15わ

たしは、実はヘブルびとの地からさらわれてきた

者です。またここでもわたしは地下の獄屋に入れ

られるような事はしなかったのです」。 16料理

役の長はその解き明かしの良かったのを見て、ヨ

セフに言った、「わたしも夢を見たが、白いパン

のかごが三つ、わたしの頭の上にあった。 17一

番上のかごには料理役がパロのために作ったさま

ざまの食物があったが、鳥がわたしの頭の上のか

ごからそれを食べていた」。 18ヨセフは答えて

言った、「その解き明かしはこうです。三つのか

ごは三日です。 19今から三日のうちにパロはあ

なたの頭を上げ離して、あなたを木に掛けるでし

ょう。そして鳥があなたの肉を食い取るでしょう

」。 20さて三日目はパロの誕生日であったので

、パロはすべての家来のためにふるまいを設け、

家来のうちの給仕役の長の頭と、料理役の長の頭

を上げた。 21すなわちパロは給仕役の長を給仕

役の職に返したので、彼はパロの手に杯をささげ

た。 22しかしパロは料理役の長を木に掛けた。

ヨセフが彼らに解き明かしたとおりである。 23

ところが、給仕役の長はヨセフを思い出さず、忘

れてしまった。

41二年の後パロは夢を見た。夢に、彼はナイル
川のほとりに立っていた。 2すると、その川

から美しい、肥え太った七頭の雌牛が上がってき

て葦を食っていた。 3その後、また醜い、やせ細

った他の七頭の雌牛が川から上がってきて、川の

岸にいた雌牛のそばに立ち、 4その醜い、やせ細

った雌牛が、あの美しい、肥えた七頭の雌牛を食

いつくした。ここでパロは目が覚めた。 5彼はま

た眠って、再び夢を見た。夢に、一本の茎に太っ

た良い七つの穂が出てきた。 6その後また、やせ

て、東風に焼けた七つの穂が出てきて、 7そのや

せた穂が、あの太って実った七つの穂をのみつく

した。ここでパロは目が覚めたが、それは夢であ

った。 8朝になって、パロは心が騒ぎ、人をつか

わして、エジプトのすべての魔術師とすべての知

者とを呼び寄せ、彼らに夢を告げたが、これをパ

ロに解き明かしうる者がなかった。 9そのとき給

仕役の長はパロに告げて言った、「わたしはきょ

う、自分のあやまちを思い出しました。 10かつ

てパロがしもべらに向かって憤り、わたしと料理

役の長とを侍衛長の家の監禁所にお入れになった

時、 11わたしも彼も一夜のうちに夢を見、それ

ぞれ意味のある夢を見ましたが、 12そこに侍衛

長のしもべで、ひとりの若いヘブルびとがわれわ

れと共にいたので、彼に話したところ、彼はわれ

われの夢を解き明かし、その夢によって、それぞ

れ解き明かしをしました。 13そして彼が解き明

かしたとおりになって、パロはわたしを職に返し

、彼を木に掛けられました」。 14そこでパロは

人をつかわしてヨセフを呼んだ。人々は急いで彼

を地下の獄屋から出した。ヨセフは、ひげをそり

、着物を着替えてパロのもとに行った。 15パロ

はヨセフに言った、「わたしは夢を見たが、これ

を解き明かす者がない。聞くところによると、あ

なたは夢を聞いて、解き明かしができるそうだ」

。 16ヨセフはパロに答えて言った、「いいえ、

わたしではありません。神がパロに平安をお告げ

になりましょう」。 17パロはヨセフに言った、

「夢にわたしは川の岸に立っていた。 18その川

から肥え太った、美しい七頭の雌牛が上がってき

て葦を食っていた。 19その後、弱く、非常に醜

い、やせ細った他の七頭の雌牛がまた上がってき

た。わたしはエジプト全国で、このような醜いも

のをまだ見たことがない。 20ところがそのやせ

た醜い雌牛が、初めの七頭の肥えた雌牛を食いつ

くしたが、 21腹にはいっても、腹にはいった事

が知れず、やはり初めのように醜かった。ここで

わたしは目が覚めた。 22わたしはまた夢をみた

。一本の茎に七つの実った良い穂が出てきた。 23

その後、やせ衰えて、東風に焼けた七つの穂が出

てきたが、 24そのやせた穂が、あの七つの良い

穂をのみつくした。わたしは魔術師に話したが、

わたしにそのわけを示しうる者はなかった」。 25

ヨセフはパロに言った、「パロの夢は一つです。

神がこれからしようとすることをパロに示された

のです。 26七頭の良い雌牛は七年です。七つの

良い穂も七年で、夢は一つです。 27あとに続い

て、上がってきた七頭のやせた醜い雌牛は七年で

、東風に焼けた実の入らない七つの穂は七年のき

きんです。 28わたしがパロに申し上げたように

、神がこれからしようとすることをパロに示され

たのです。 29エジプト全国に七年の大豊作があ

り、 30その後七年のききんが起り、その豊作は

みなエジプトの国で忘れられて、そのききんは国
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を滅ぼすでしょう。 31後に来るそのききんが、

非常に激しいから、その豊作は国のうちで記憶さ

れなくなるでしょう。 32パロが二度重ねて夢を

見られたのは、この事が神によって定められ、神

がすみやかにこれをされるからです。 33それゆ

えパロは今、さとく、かつ賢い人を尋ね出してエ

ジプトの国を治めさせなさい。 34パロはこうし

て国中に監督を置き、その七年の豊作のうちに、

エジプトの国の産物の五分の一を取り、 35続い

て来る良い年々のすべての食糧を彼らに集めさせ

、穀物を食糧として、パロの手で町々にたくわえ

守らせなさい。 36こうすれば食糧は、エジプト

の国に臨む七年のききんに備えて、この国のため

にたくわえとなり、この国はききんによって滅び

ることがないでしょう」。 37この事はパロとそ

のすべての家来たちの目にかなった。 38そこで

パロは家来たちに言った、「われわれは神の霊を

もつこのような人を、ほかに見いだし得ようか」

。 39またパロはヨセフに言った、「神がこれを

皆あなたに示された。あなたのようにさとく賢い

者はない。 40あなたはわたしの家を治めてくだ

さい。わたしの民はみなあなたの言葉に従うでし

ょう。わたしはただ王の位でだけあなたにまさる

」。 41パロは更にヨセフに言った、「わたしは

あなたをエジプト全国のつかさとする」。 42そ

してパロは指輪を手からはずして、ヨセフの手に

はめ、亜麻布の衣服を着せ、金の鎖をくびにかけ

、 43自分の第二の車に彼を乗せ、「ひざまずけ

」とその前に呼ばわらせ、こうして彼をエジプト

全国のつかさとした。 44ついでパロはヨセフに

言った、「わたしはパロである。あなたの許しが

なければエジプト全国で、だれも手足を上げるこ

とはできない」。 45パロはヨセフの名をザフナ

テ・パネアと呼び、オンの祭司ポテペラの娘アセ

ナテを妻として彼に与えた。ヨセフはエジプトの

国を巡った。 46ヨセフがエジプトの王パロの前

に立った時は三十歳であった。ヨセフはパロの前

を出て、エジプト全国をあまねく巡った。 47さ

て七年の豊作のうちに地は豊かに物を産した。 48

そこでヨセフはエジプトの国にできたその七年間

の食糧をことごとく集め、その食糧を町々に納め

させた。すなわち町の周囲にある畑の食糧をその

町の中に納めさせた。 49ヨセフは穀物を海の砂

のように、非常に多くたくわえ、量りきれなくな

ったので、ついに量ることをやめた。 50ききん

の年の来る前にヨセフにふたりの子が生れた。こ

れらはオンの祭司ポテペラの娘アセナテが産んだ

のである。 51ヨセフは長子の名をマナセと名づ

けて言った、「神がわたしにすべての苦難と父の

家のすべての事を忘れさせられた」。 52また次

の子の名をエフライムと名づけて言った、「神が

わたしを悩みの地で豊かにせられた」。 53エジ

プトの国にあった七年の豊作が終り、 54ヨセフ

の言ったように七年のききんが始まった。そのき

きんはすべての国にあったが、エジプト全国には

食物があった。 55やがてエジプト全国が飢えた

時、民はパロに食物を叫び求めた。そこでパロは

すべてのエジプトびとに言った、「ヨセフのもと

に行き、彼の言うようにせよ」。 56ききんが地

の全面にあったので、ヨセフはすべての穀倉を開

いて、エジプトびとに売った。ききんはますます

エジプトの国に激しくなった。 57ききんが全地

に激しくなったので、諸国の人々がエジプトのヨ

セフのもとに穀物を買うためにきた。

42ヤコブはエジプトに穀物があると知って、む
すこたちに言った、「あなたがたはなぜ顔を

見合わせているのですか」。 2また言った、「エ

ジプトに穀物があるということだが、あなたがた

はそこへ下って行って、そこから、われわれのた

め穀物を買ってきなさい。そうすれば、われわれ

は生きながらえて、死を免れるであろう」。 3そ

こでヨセフの十人の兄弟は穀物を買うためにエジ

プトへ下った。 4しかし、ヤコブはヨセフの弟ベ

ニヤミンを兄弟たちと一緒にやらなかった。彼が

災に会うのを恐れたからである。 5こうしてイス

ラエルの子らは穀物を買おうと人々に交じってや

ってきた。カナンの地にききんがあったからであ

る。 6ときにヨセフは国のつかさであって、国の

すべての民に穀物を売ることをしていた。ヨセフ

の兄弟たちはきて、地にひれ伏し、彼を拝した。

7ヨセフは兄弟たちを見て、それと知ったが、彼

らに向かっては知らぬ者のようにし、荒々しく語

った。すなわち彼らに言った、「あなたがたはど

こからきたのか」。彼らは答えた、「食糧を買う

ためにカナンの地からきました」。 8ヨセフは、

兄弟たちであるのを知っていたが、彼らはヨセフ

とは知らなかった。 9ヨセフはかつて彼らについ

て見た夢を思い出して、彼らに言った、「あなた

がたは回し者で、この国のすきをうかがうために
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きたのです」。 10彼らはヨセフに答えた、「い

いえ、わが主よ、しもべらはただ食糧を買うため

にきたのです。 11われわれは皆、ひとりの人の

子で、真実な者です。しもべらは回し者ではあり

ません」。 12ヨセフは彼らに言った、「いや、

あなたがたはこの国のすきをうかがうためにきた

のです」。 13彼らは言った、「しもべらは十二

人兄弟で、カナンの地にいるひとりの人の子です

。末の弟は今、父と一緒にいますが、他のひとり

はいなくなりました」。 14ヨセフは彼らに言っ

た、「わたしが言ったとおり、あなたがたは回し

者です。 15あなたがたをこうしてためしてみよ

う。パロのいのちにかけて誓います。末の弟がこ

こにこなければ、あなたがたはここを出ることは

できません。 16あなたがたのひとりをやって弟

を連れてこさせなさい。それまであなたがたをつ

ないでおいて、あなたがたに誠実があるかどうか

、あなたがたの言葉をためしてみよう。パロのい

のちにかけて誓います。あなたがたは確かに回し

者です」。 17ヨセフは彼らをみな一緒に三日の

間、監禁所に入れた。 18三日目にヨセフは彼ら

に言った、「こうすればあなたがたは助かるでし

ょう。わたしは神を恐れます。 19もしあなたが

たが真実な者なら、兄弟のひとりをあなたがたの

いる監禁所に残し、あなたがたは穀物を携えて行

って、家族の飢えを救いなさい。 20そして末の

弟をわたしのもとに連れてきなさい。そうすれば

あなたがたの言葉のほんとうであることがわかっ

て、死を免れるでしょう」。彼らはそのようにし

た。 21彼らは互に言った、「確かにわれわれは

弟の事で罪がある。彼がしきりに願った時、その

心の苦しみを見ながら、われわれは聞き入れなか

った。それでこの苦しみに会うのだ」。 22ルベ

ンが彼らに答えて言った、「わたしはあなたがた

に、この子供に罪を犯すなと言ったではないか。

それにもかかわらず、あなたがたは聞き入れなか

った。それで彼の血の報いを受けるのです」。 23

彼らはヨセフが聞きわけているのを知らなかった

。相互の間に通訳者がいたからである。 24ヨセ

フは彼らを離れて行って泣き、また帰ってきて彼

らと語り、そのひとりシメオンを捕えて、彼らの

目の前で縛った。 25そしてヨセフは人々に命じ

て、彼らの袋に穀物を満たし、めいめいの銀を袋

に返し、道中の食料を与えさせた。ヨセフはこの

ように彼らにした。 26彼らは穀物をろばに負わ

せてそこを去った。 27そのひとりが宿で、ろば

に飼葉をやるため袋をあけて見ると、袋の口に自

分の銀があった。 28彼は兄弟たちに言った、「

わたしの銀は返してある。しかも見よ、それは袋

の中にある」。そこで彼らは非常に驚き、互に震

えながら言った、「神がわれわれにされたこのこ

とは何事だろう」。 29こうして彼らはカナンの

地にいる父ヤコブのもとに帰り、その身に起った

事をことごとく告げて言った、 30「あの国の君

は、われわれに荒々しく語り、国をうかがう回し

者だと言いました。 31われわれは彼に答えまし

た、『われわれは真実な者であって回し者ではな

い。 32われわれは十二人兄弟で、同じ父の子で

ある。ひとりはいなくなり、末の弟は今父と共に

カナンの地にいる』。 33その国の君であるその

人はわれわれに言いました、『わたしはこうして

あなたがたの真実な者であるのを知ろう。あなた

がたは兄弟のひとりをわたしのもとに残し、穀物

を携えて行って、家族の飢えを救いなさい。 34

そして末の弟をわたしのもとに連れてきなさい。

そうすればあなたがたが回し者ではなく、真実な

者であるのを知って、あなたがたの兄弟を返し、

この国であなたがたに取引させましょう』」。 35

彼らが袋のものを出して見ると、めいめいの金包

みが袋の中にあったので、彼らも父も金包みを見

て恐れた。 36父ヤコブは彼らに言った、「あな

たがたはわたしに子を失わせた。ヨセフはいなく

なり、シメオンもいなくなった。今度はベニヤミ

ンをも取り去る。これらはみなわたしの身にふり

かかって来るのだ」。 37ルベンは父に言った、

「もしわたしが彼をあなたのもとに連れて帰らな

かったら、わたしのふたりの子を殺してください

。ただ彼をわたしの手にまかせてください。わた

しはきっと、あなたのもとに彼を連れて帰ります

」。 38ヤコブは言った、「わたしの子はあなた

がたと共に下って行ってはならない。彼の兄は死

に、ただひとり彼が残っているのだから。もしあ

なたがたの行く道で彼が災に会えば、あなたがた

は、しらがのわたしを悲しんで陰府に下らせるで

あろう」。 (Sheol h7585)

43ききんはその地に激しかった。 2彼らがエジ

プトから携えてきた穀物を食い尽した時、父

は彼らに言った、「また行って、われわれのため

に少しの食糧を買ってきなさい」。 3ユダは父に
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答えて言った、「あの人はわれわれをきびしく戒

めて、弟が一緒でなければ、わたしの顔を見ては

ならないと言いました。 4もしあなたが弟をわれ

われと一緒にやってくださるなら、われわれは下

って行って、あなたのために食糧を買ってきまし

ょう。 5しかし、もし彼をやられないなら、われ

われは下って行きません。あの人がわれわれに、

弟が一緒でなければわたしの顔を見てはならない

と言ったのですから」。 6イスラエルは言った、

「なぜ、もうひとりの弟があるとあの人に言って

、わたしを苦しめるのか」。 7彼らは言った、「

あの人がわれわれと一族とのことを問いただして

、父はまだ生きているか、もうひとりの弟がある

かと言ったので、問われるままに答えましたが、

その人が、弟を連れてこいと言おうとは、どうし

て知ることができたでしょう」。 8ユダは父イス

ラエルに言った、「あの子をわたしと一緒にやっ

てくだされば、われわれは立って行きましょう。

そしてわれわれもあなたも、われわれの子供らも

生きながらえ、死を免れましょう。 9わたしが彼

の身を請け合います。わたしの手から彼を求めな

さい。もしわたしが彼をあなたのもとに連れ帰っ

て、あなたの前に置かなかったら、わたしはあな

たに対して永久に罪を負いましょう。 10もしわ

れわれがこんなにためらわなかったら、今ごろは

二度も行ってきたでしょう」。 11父イスラエル

は彼らに言った、「それではこうしなさい。この

国の名産を器に入れ、携え下ってその人に贈り物

にしなさい。すなわち少しの乳香、少しの蜜、香

料、もつやく、ふすだしう、あめんどう。 12そ

してその上に、倍額の銀を手に持って行きなさい

。また袋の口に返してあった銀は持って行って返

しなさい。たぶんそれは誤りであったのでしょう

。 13弟も連れ、立って、またその人の所へ行き

なさい。 14どうか全能の神がその人の前であな

たがたをあわれみ、もうひとりの兄弟とベニヤミ

ンとを、返させてくださるように。もしわたしが

子を失わなければならないのなら、失ってもよい

」。 15そこでその人々は贈り物を取り、また倍

額の銀を携え、ベニヤミンを連れ、立ってエジプ

トへ下り、ヨセフの前に立った。 16ヨセフはベ

ニヤミンが彼らと共にいるのを見て、家づかさに

言った、「この人々を家に連れて行き、獣をほふ

って、したくするように。この人々は昼、わたし

と一緒に食事をします」。 17その人はヨセフの

言ったようにして、この人々をヨセフの家へ連れ

て行った。 18ところがこの人々はヨセフの家へ

連れて行かれたので恐れて言った、「初めの時に

袋に返してあったあの銀のゆえに、われわれを引

き入れたのです。そしてわれわれを襲い、攻め、

捕えて奴隷とし、われわれのろばをも奪うのです

」。 19彼らはヨセフの家づかさに近づいて、家

の入口で、言った、 20「ああ、わが主よ、われ

われは最初、食糧を買うために下ってきたのです

。 21ところが宿に行って袋をあけて見ると、め

いめいの銀は袋の口にあって、銀の重さは元のま

までした。それでわれわれはそれを持って参りま

した。 22そして食糧を買うために、ほかの銀を

も持って下ってきました。われわれの銀を袋に入

れた者が、だれであるかは分りません」。 23彼

は言った、「安心しなさい。恐れてはいけません

。その宝はあなたがたの神、あなたがたの父の神

が、あなたがたの袋に入れてあなたがたに賜わっ

たのです。あなたがたの銀はわたしが受け取りま

した」。そして彼はシメオンを彼らの所へ連れて

きた。 24こうしてその人はこの人々をヨセフの

家へ導き、水を与えて足を洗わせ、また、ろばに

飼葉を与えた。 25彼らはその所で食事をするの

だと聞き、贈り物を整えて、昼にヨセフの来るの

を待った。 26さてヨセフが家に帰ってきたので

、彼らはその家に携えてきた贈り物をヨセフにさ

さげ、地に伏して、彼を拝した。 27ヨセフは彼

らの安否を問うて言った、「あなたがたの父、あ

なたがたがさきに話していたその老人は無事です

か。なお生きながらえておられますか」。 28彼

らは答えた、「あなたのしもべ、われわれの父は

無事で、なお生きながらえています」。そして彼

らは、頭をさげて拝した。 29ヨセフは目をあげ

て同じ母の子である弟ベニヤミンを見て言った、

「これはあなたがたが前にわたしに話した末の弟

ですか」。また言った、「わが子よ、どうか神が

あなたを恵まれるように」。 30ヨセフは弟なつ

かしさに心がせまり、急いで泣く場所をたずね、

へやにはいって泣いた。 31やがて彼は顔を洗っ

て出てきた。そして自分を制して言った、「食事

にしよう」。 32そこでヨセフはヨセフ、彼らは

彼ら、陪食のエジプトびとはエジプトびと、と別

々に席に着いた。エジプトびとはヘブルびとと共

に食事することができなかった。それはエジプト

びとの忌むところであったからである。 33こう
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して彼らはヨセフの前に、長子は長子として、弟

は弟としてすわらせられたので、その人々は互に

驚いた。 34またヨセフの前から、めいめいの分

が運ばれたが、ベニヤミンの分は他のいずれの者

の分よりも五倍多かった。こうして彼らは飲み、

ヨセフと共に楽しんだ。

44さてヨセフは家づかさに命じて言った、「こ
の人々の袋に、運べるだけ多くの食糧を満た

し、めいめいの銀を袋の口に入れておきなさい。

2またわたしの杯、銀の杯をあの年下の者の袋の

口に、穀物の代金と共に入れておきなさい」。家

づかさはヨセフの言葉のとおりにした。 3夜が明

けると、その人々と、ろばとは送り出されたが、

4町を出て、まだ遠くへ行かないうちに、ヨセフ

は家づかさに言った、「立って、あの人々のあと

を追いなさい。追いついて、彼らに言いなさい、

『あなたがたはなぜ悪をもって善に報いるのです

か。なぜわたしの銀の杯を盗んだのですか。 5こ

れはわたしの主人が飲む時に使い、またいつも占

いに用いるものではありませんか。あなたがたの

した事は悪いことです』」。 6家づかさが彼らに

追いついて、これらの言葉を彼らに告げたとき、

7彼らは言った、「わが主は、どうしてそのよう

なことを言われるのですか。しもべらは決してそ

のようなことはいたしません。 8袋の口で見つけ

た銀でさえ、カナンの地からあなたの所に持ち帰

ったほどです。どうして、われわれは御主人の家

から銀や金を盗みましょう。 9しもべらのうちの

だれの所でそれが見つかっても、その者は死に、

またわれわれはわが主の奴隷となりましょう」。

10家づかさは言った、「それではあなたがたの言

葉のようにしよう。杯の見つかった者はわたしの

奴隷とならなければならない。ほかの者は無罪で

す」。 11そこで彼らは、めいめい急いで袋を地

におろし、ひとりひとりその袋を開いた。 12家

づかさは年上から捜し始めて年下に終ったが、杯

はベニヤミンの袋の中にあった。 13そこで彼ら

は衣服を裂き、おのおの、ろばに荷を負わせて町

に引き返した。 14ユダと兄弟たちとは、ヨセフ

の家にはいったが、ヨセフがなおそこにいたので

、彼らはその前で地にひれ伏した。 15ヨセフは

彼らに言った、「あなたがたのこのしわざは何事

ですか。わたしのような人は、必ず占い当てるこ

とを知らないのですか」。 16ユダは言った、「

われわれはわが主に何を言い、何を述べ得ましょ

う。どうしてわれわれは身の潔白をあらわし得ま

しょう。神がしもべらの罪をあばかれました。わ

れわれと、杯を持っていた者とは共にわが主の奴

隷となりましょう」。 17ヨセフは言った、「わ

たしは決してそのようなことはしない。杯を持っ

ている者だけがわたしの奴隷とならなければなら

ない。ほかの者は安全に父のもとへ上って行きな

さい」。 18この時ユダは彼に近づいて言った、

「ああ、わが主よ、どうぞわが主の耳にひとこと

言わせてください。しもべをおこらないでくださ

い。あなたはパロのようなかたです。 19わが主

はしもべらに尋ねて、『父があるか、また弟があ

るか』と言われたので、 20われわれはわが主に

言いました、『われわれには老齢の父があり、ま

た年寄り子の弟があります。その兄は死んで、同

じ母の子で残っているのは、ただこれだけですか

ら父はこれを愛しています』。 21その時あなた

はしもべらに言われました、『その者をわたしの

所へ連れてきなさい。わたしはこの目で彼を見よ

う』。 22われわれはわが主に言いました。『そ

の子供は父を離れることができません。もし父を

離れたら父は死ぬでしょう』。 23しかし、あな

たはしもべらに言われました、『末の弟が一緒に

下ってこなければ、おまえたちは再びわたしの顔

を見ることはできない』。 24それであなたのし

もべである父のもとに上って、わが主の言葉を彼

に告げました。 25ところで、父が『おまえたち

は再び行って、われわれのために少しの食糧を買

ってくるように』と言ったので、 26われわれは

言いました、『われわれは下って行けません。も

し末の弟が一緒であれば行きましょう。末の弟が

一緒でなければ、あの人の顔を見ることができま

せん』。 27あなたのしもべである父は言いまし

た、『おまえたちの知っているとおり、妻はわた

しにふたりの子を産んだ。 28ひとりは外へ出た

が、きっと裂き殺されたのだと思う。わたしは今

になっても彼を見ない。 29もしおまえたちがこ

の子をもわたしから取って行って、彼が災に会え

ば、おまえたちは、しらがのわたしを悲しんで陰

府に下らせるであろう』。 (Sheol h7585) 30わたしが

あなたのしもべである父のもとに帰って行くとき

、もしこの子供が一緒にいなかったら、どうなる

でしょう。父の魂は子供の魂に結ばれているので

す。 31この子供がわれわれと一緒にいないのを



創世記49

見たら、父は死ぬでしょう。そうすればしもべら

は、あなたのしもべであるしらがの父を悲しんで

陰府に下らせることになるでしょう。 (Sheol h7585)

32しもべは父にこの子供の身を請け合って『もし

わたしがこの子をあなたのもとに連れ帰らなかっ

たら、わたしは父に対して永久に罪を負いましょ

う』と言ったのです。 33どうか、しもべをこの

子供の代りに、わが主の奴隷としてとどまらせ、

この子供を兄弟たちと一緒に上り行かせてくださ

い、 34この子供を連れずに、どうしてわたしは

父のもとに上り行くことができましょう。父が災

に会うのを見るに忍びません」。

45そこでヨセフはそばに立っているすべての人
の前で、自分を制しきれなくなったので、「

人は皆ここから出てください」と呼ばわった。そ

れゆえヨセフが兄弟たちに自分のことを明かした

時、ひとりも彼のそばに立っている者はなかった

。 2ヨセフは声をあげて泣いた。エジプトびとは

これを聞き、パロの家もこれを聞いた。 3ヨセフ

は兄弟たちに言った、「わたしはヨセフです。父

はまだ生きながらえていますか」。兄弟たちは答

えることができなかった。彼らは驚き恐れたから

である。 4ヨセフは兄弟たちに言った、「わたし

に近寄ってください」。彼らが近寄ったので彼は

言った、「わたしはあなたがたの弟ヨセフです。

あなたがたがエジプトに売った者です。 5しかし

わたしをここに売ったのを嘆くことも、悔むこと

もいりません。神は命を救うために、あなたがた

よりさきにわたしをつかわされたのです。 6この

二年の間、国中にききんがあったが、なお五年の

間は耕すことも刈り入れることもないでしょう。

7神は、あなたがたのすえを地に残すため、また

大いなる救をもってあなたがたの命を助けるため

に、わたしをあなたがたよりさきにつかわされた

のです。 8それゆえわたしをここにつかわしたの

はあなたがたではなく、神です。神はわたしをパ

ロの父とし、その全家の主とし、またエジプト全

国のつかさとされました。 9あなたがたは父のも

とに急ぎ上って言いなさい、『あなたの子ヨセフ

が、こう言いました。神がわたしをエジプト全国

の主とされたから、ためらわずにわたしの所へ下

ってきなさい。 10あなたはゴセンの地に住み、

あなたも、あなたの子らも、孫たちも、羊も牛も

、その他のものもみな、わたしの近くにおらせま

す。 11ききんはなお五年つづきますから、あな

たも、家族も、その他のものも、みな困らないよ

うに、わたしはそこで養いましょう』。 12あな

たがたと弟ベニヤミンが目に見るとおり、あなた

がたに口ら語っているのはこのわたしです。 13

あなたがたはエジプトでの、わたしのいっさいの

栄えと、あなたがたが見るいっさいの事をわたし

の父に告げ、急いでわたしの父をここへ連れ下り

なさい」。 14そしてヨセフは弟ベニヤミンのく

びを抱いて泣き、ベニヤミンも彼のくびを抱いて

泣いた。 15またヨセフはすべての兄弟たちに口

づけし、彼らを抱いて泣いた。そして後、兄弟た

ちは彼と語った。 16時に、「ヨセフの兄弟たち

がきた」と言ううわさがパロの家に聞えたので、

パロとその家来たちとは喜んだ。 17パロはヨセ

フに言った、「兄弟たちに言いなさい、『あなた

がたは、こうしなさい。獣に荷を負わせてカナン

の地へ行き、 18父と家族とを連れてわたしのも

とへきなさい。わたしはあなたがたに、エジプト

の地の良い物を与えます。あなたがたは、この国

の最も良いものを食べるでしょう』。 19また彼

らに命じなさい、『あなたがたは、こうしなさい

。幼な子たちと妻たちのためにエジプトの地から

車をもって行き、父を連れてきなさい。 20家財

に心を引かれてはなりません。エジプト全国の良

い物は、あなたがたのものだからです』」。 21

イスラエルの子らはそのようにした。ヨセフはパ

ロの命に従って彼らに車を与え、また途中の食料

をも与えた。 22まためいめいに晴着を与えたが

、ベニヤミンには銀三百シケルと晴着五着とを与

えた。 23また彼は父に次のようなものを贈った

。すなわちエジプトの良い物を負わせたろば十頭

と、穀物、パン及び父の道中の食料を負わせた雌

ろば十頭。 24こうしてヨセフは兄弟たちを送り

去らせ、彼らに言った、「途中で争ってはなりま

せん」。 25彼らはエジプトから上ってカナンの

地に入り、父ヤコブのもとへ行って、 26彼に言

った、「ヨセフはなお生きていてエジプト全国の

つかさです」。ヤコブは気が遠くなった。彼らの

言うことが信じられなかったからである。 27そ

こで彼らはヨセフが語った言葉を残らず彼に告げ

た。父ヤコブはヨセフが自分を乗せるために送っ

た車を見て元気づいた。 28そしてイスラエルは

言った、「満足だ。わが子ヨセフがまだ生きてい

る。わたしは死ぬ前に行って彼を見よう」。
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46イスラエルはその持ち物をことごとく携えて
旅立ち、ベエルシバに行って、父イサクの神

に犠牲をささげた。 2この時、神は夜の幻のうち

にイスラエルに語って言われた、「ヤコブよ、ヤ

コブよ」。彼は言った、「ここにいます」。 3神

は言われた、「わたしは神、あなたの父の神であ

る。エジプトに下るのを恐れてはならない。わた

しはあそこであなたを大いなる国民にする。 4わ

たしはあなたと一緒にエジプトに下り、また必ず

あなたを導き上るであろう。ヨセフが手ずからあ

なたの目を閉じるであろう」。 5そしてヤコブは

ベエルシバを立った。イスラエルの子らはヤコブ

を乗せるためにパロの送った車に、父ヤコブと幼

な子たちと妻たちを乗せ、 6またその家畜とカナ

ンの地で得た財産を携え、ヤコブとその子孫は皆

ともにエジプトへ行った。 7こうしてヤコブはそ

の子と、孫および娘と孫娘などその子孫をみな連

れて、エジプトへ行った。 8イスラエルの子らで

エジプトへ行った者の名は次のとおりである。す

なわちヤコブとその子らであるが、ヤコブの長子

はルベン。 9ルベンの子らはハノク、パル、ヘヅ

ロン、カルミ。 10シメオンの子らはエムエル、

ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル及びカナンの女

の産んだ子シャウル。 11レビの子らはゲルショ

ン、コハテ、メラリ。 12ユダの子らはエル、オ

ナン、シラ、ペレヅ、ゼラ。エルとオナンはカナ

ンの地で死んだ。ペレヅの子らはヘヅロンとハム

ル。 13イッサカルの子らはトラ、プワ、ヨブ、

シムロン。 14ゼブルンの子らはセレデ、エロン

、ヤリエル。 15これらと娘デナとはレアがパダ

ンアラムでヤコブに産んだ子らである。その子ら

と娘らは合わせて三十三人。 16ガドの子らはゼ

ポン、ハギ、シュニ、エヅボン、エリ、アロデ、

アレリ。 17アセルの子らはエムナ、イシワ、イ

スイ、ベリアおよび妹サラ。ベリアの子らはヘベ

ルとマルキエル。 18これらはラバンが娘レアに

与えたジルパの子らである。彼女はこれらをヤコ

ブに産んだ。合わせて十六人。 19ヤコブの妻ラ

ケルの子らはヨセフとベニヤミンとである。 20

エジプトの国でヨセフにマナセとエフライムとが

生れた。これはオンの祭司ポテペラの娘アセナテ

が彼に産んだ者である。 21ベニヤミンの子らは

ベラ、ベケル、アシベル、ゲラ、ナアマン、エヒ

、ロシ、ムッピム、ホパム、アルデ。 22これら

はラケルがヤコブに産んだ子らである。合わせて

十四人。 23ダンの子はホシム。 24ナフタリの子

らはヤジエル、グニ、エゼル、シレム。 25これ

らはラバンが娘ラケルに与えたビルハの子らであ

る。彼女はこれらをヤコブに産んだ。合わせて七

人。 26ヤコブと共にエジプトへ行ったすべての

者、すなわち彼の身から出た者はヤコブの子らの

妻をのぞいて、合わせて六十六人であった。 27

エジプトでヨセフに生れた子がふたりあった。エ

ジプトへ行ったヤコブの家の者は合わせて七十人

であった。 28さてヤコブはユダをさきにヨセフ

につかわして、ゴセンで会おうと言わせた。そし

て彼らはゴセンの地へ行った。 29ヨセフは車を

整えて、父イスラエルを迎えるためにゴセンに上

り、父に会い、そのくびを抱き、くびをかかえて

久しく泣いた。 30時に、イスラエルはヨセフに

言った、「あなたがなお生きていて、わたしはあ

なたの顔を見たので今は死んでもよい」。 31ヨ

セフは兄弟たちと父の家族とに言った、「わたし

は上ってパロに言おう、『カナンの地にいたわた

しの兄弟たちと父の家族とがわたしの所へきまし

た。 32この者らは羊を飼う者、家畜の牧者で、

その羊、牛および持ち物をみな携えてきました』

。 33もしパロがあなたがたを召して、『あなた

がたの職業は何か』と言われたら、 34『しもべ

らは幼い時から、ずっと家畜の牧者です。われわ

れも、われわれの先祖もそうです』と言いなさい

。そうすればあなたがたはゴセンの地に住むこと

ができましょう。羊飼はすべて、エジプトびとの

忌む者だからです」。

47ヨセフは行って、パロに言った、「わたしの
父と兄弟たち、その羊、牛およびすべての持

ち物がカナンの地からきて、今ゴセンの地におり

ます」。 2そしてその兄弟のうちの五人を連れて

行って、パロに会わせた。 3パロはヨセフの兄弟

たちに言った、「あなたがたの職業は何か」。彼

らはパロに言った、「しもべらは羊を飼う者です

。われわれも、われわれの先祖もそうです」。 4

彼らはまたパロに言った、「この国に寄留しよう

としてきました。カナンの地はききんが激しく、

しもべらの群れのための牧草がないのです。どう

かしもべらをゴセンの地に住ませてください」。

5パロはヨセフに言った、「あなたの父と兄弟た

ちとがあなたのところにきた。 6エジプトの地は

あなたの前にある。地の最も良い所にあなたの父
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と兄弟たちとを住ませなさい。ゴセンの地に彼ら

を住ませなさい。もしあなたが彼らのうちに有能

な者があるのを知っているなら、その者にわたし

の家畜をつかさどらせなさい」。 7そこでヨセフ

は父ヤコブを導いてパロの前に立たせた。ヤコブ

はパロを祝福した。 8パロはヤコブに言った、「

あなたの年はいくつか」。 9ヤコブはパロに言っ

た、「わたしの旅路のとしつきは、百三十年です

。わたしのよわいの日はわずかで、ふしあわせで

、わたしの先祖たちのよわいの日と旅路の日には

及びません」。 10ヤコブはパロを祝福し、パロ

の前を去った。 11ヨセフはパロの命じたように

、父と兄弟たちとのすまいを定め、彼らにエジプ

トの国で最も良い地、ラメセスの地を所有として

与えた。 12またヨセフは父と兄弟たちと父の全

家とに、家族の数にしたがい、食物を与えて養っ

た。 13さて、ききんが非常に激しかったので、

全地に食物がなく、エジプトの国もカナンの国も

、ききんのために衰えた。 14それでヨセフは人

々が買った穀物の代金としてエジプトの国とカナ

ンの国にあった銀をみな集め、その銀をパロの家

に納めた。 15こうしてエジプトの国とカナンの

国に銀が尽きたとき、エジプトびとはみなヨセフ

のもとにきて言った、「食物をください。銀が尽

きたからとて、どうしてあなたの前で死んでよい

でしょう」。 16ヨセフは言った、「あなたがた

の家畜を出しなさい。銀が尽きたのなら、あなた

がたの家畜と引き替えで食物をわたそう」。 17

彼らはヨセフの所へ家畜をひいてきたので、ヨセ

フは馬と羊の群れと牛の群れ及びろばと引き替え

で、食物を彼らにわたした。こうして彼はその年

、すべての家畜と引き替えた食物で彼らを養った

。 18やがてその年は暮れ、次の年、人々はまた

ヨセフの所へきて言った、「わが主には何事も隠

しません。われわれの銀は尽き、獣の群れもわが

主のものになって、われわれのからだと田地のほ

かはわが主の前に何も残っていません。 19われ

われはどうして田地と一緒に、あなたの目の前で

滅んでよいでしょう。われわれと田地とを食物と

引き替えで買ってください。われわれは田地と一

緒にパロの奴隷となりましょう。また種をくださ

い。そうすればわれわれは生きながらえ、死を免

れて、田地も荒れないでしょう」。 20そこでヨ

セフはエジプトの田地をみなパロのために買い取

った。ききんがエジプトびとに、きびしかったの

で、めいめいその田畑を売ったからである。こう

して地はパロのものとなった。 21そしてヨセフ

はエジプトの国境のこの端からかの端まで民を奴

隷とした。 22ただ祭司の田地は買い取らなかっ

た。祭司にはパロの給与があって、パロが与える

給与で生活していたので、その田地を売らなかっ

たからである。 23ヨセフは民に言った、「わた

しはきょう、あなたがたとその田地とを買い取っ

て、パロのものとした。あなたがたに種をあげる

から地にまきなさい。 24収穫の時は、その五分

の一をパロに納め、五分の四を自分のものとして

田畑の種とし、自分と家族の食糧とし、また子供

の食糧としなさい」。 25彼らは言った、「あな

たはわれわれの命をお救いくださった。どうかわ

が主の前に恵みを得させてください。われわれは

パロの奴隷になりましょう」。 26ヨセフはエジ

プトの田地について、収穫の五分の一をパロに納

めることをおきてとしたが、それは今日に及んで

いる。ただし祭司の田地だけはパロのものとなら

なかった。 27さてイスラエルはエジプトの国で

ゴセンの地に住み、そこで財産を得、子を生み、

大いにふえた。 28ヤコブはエジプトの国で十七

年生きながらえた。ヤコブのよわいの日は百四十

七年であった。 29イスラエルは死ぬ時が近づい

たので、その子ヨセフを呼んで言った、「もしわ

たしがあなたの前に恵みを得るなら、どうか手を

わたしのももの下に入れて誓い、親切と誠実とを

もってわたしを取り扱ってください。どうかわた

しをエジプトには葬らないでください。 30わた

しが先祖たちと共に眠るときには、わたしをエジ

プトから運び出して先祖たちの墓に葬ってくださ

い」。ヨセフは言った、「あなたの言われたよう

にいたします」。 31ヤコブがまた、「わたしに

誓ってください」と言ったので、彼は誓った。イ

スラエルは床のかしらで拝んだ。

48これらの事の後に、「あなたの父は、いま病
気です」とヨセフに告げる者があったので、

彼はふたりの子、マナセとエフライムとを連れて

行った。 2時に人がヤコブに告げて、「あなたの

子ヨセフがあなたのもとにきました」と言ったの

で、イスラエルは努めて床の上にすわった。 3そ

してヤコブはヨセフに言った、「先に全能の神が

カナンの地ルズでわたしに現れ、わたしを祝福し

て、 4言われた、『わたしはおまえに多くの子を
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得させ、おまえをふやし、おまえを多くの国民と

しよう。また、この地をおまえの後の子孫に与え

て永久の所有とさせる』。 5エジプトにいるあな

たの所にわたしが来る前に、エジプトの国で生れ

たあなたのふたりの子はいまわたしの子とします

。すなわちエフライムとマナセとはルベンとシメ

オンと同じようにわたしの子とします。 6ただし

彼らの後にあなたに生れた子らはあなたのものと

なります。しかし、その嗣業はその兄弟の名で呼

ばれるでしょう。 7わたしがパダンから帰って来

る途中ラケルはカナンの地で死に、わたしは悲し

んだ。そこはエフラタに行くまでには、なお隔た

りがあった。わたしはエフラタ、すなわちベツレ

ヘムへ行く道のかたわらに彼女を葬った」。 8と

ころで、イスラエルはヨセフの子らを見て言った

、「これはだれですか」。 9ヨセフは父に言った

、「神がここでわたしにくださった子どもです」

。父は言った、「彼らをわたしの所に連れてきて

、わたしに祝福させてください」。 10イスラエ

ルの目は老齢のゆえに、かすんで見えなかったが

、ヨセフが彼らを父の所に近寄らせたので、父は

彼らに口づけし、彼らを抱いた。 11そしてイス

ラエルはヨセフに言った、「あなたの顔が見られ

ようとは思わなかったのに、神はあなたの子らを

もわたしに見させてくださった」。 12そこでヨ

セフは彼らをヤコブのひざの間から取り出し、地

に伏して拝した。 13ヨセフはエフライムを右の

手に取ってイスラエルの左の手に向かわせ、マナ

セを左の手に取ってイスラエルの右の手に向かわ

せ、ふたりを近寄らせた。 14すると、イスラエ

ルは右の手を伸べて弟エフライムの頭に置き、左

の手をマナセの頭に置いた。マナセは長子である

が、ことさらそのように手を置いたのである。 15

そしてヨセフを祝福して言った、「わが先祖アブ

ラハムとイサクの仕えた神、生れてからきょうま

でわたしを養われた神、 16すべての災からわた

しをあがなわれたみ使よ、この子供たちを祝福し

てください。またわが名と先祖アブラハムとイサ

クの名とが、彼らによって唱えられますように、

また彼らが地の上にふえひろがりますように」。

17ヨセフは父が右の手をエフライムの頭に置いて

いるのを見て不満に思い、父の手を取ってエフラ

イムの頭からマナセの頭へ移そうとした。 18そ

してヨセフは父に言った、「父よ、そうではあり

ません。こちらが長子です。その頭に右の手を置

いてください」。 19父は拒んで言った、「わか

っている。子よ、わたしにはわかっている。彼も

また一つの民となり、また大いなる者となるであ

ろう。しかし弟は彼よりも大いなる者となり、そ

の子孫は多くの国民となるであろう」。 20こう

して彼はこの日、彼らを祝福して言った、「あな

たを指して、イスラエルは、人を祝福して言うで

あろう、『神があなたをエフライムのごとく、ま

たマナセのごとくにせられるように』」。このよ

うに、彼はエフライムをマナセの先に立てた。 21

イスラエルはまたヨセフに言った、「わたしはや

がて死にます。しかし、神はあなたがたと共にお

られて、あなたがたを先祖の国に導き返されるで

あろう。 22なおわたしは一つの分を兄弟よりも

多くあなたに与える。これはわたしがつるぎと弓

とを持ってアモリびとの手から取ったものである

」。

49ヤコブはその子らを呼んで言った、「集まり
なさい。後の日に、あなたがたの上に起るこ

とを、告げましょう、 2ヤコブの子らよ、集まっ

て聞け。父イスラエルのことばを聞け。 3ルベン

よ、あなたはわが長子、わが勢い、わが力のはじ

め、威光のすぐれた者、権力のすぐれた者。 4し

かし、沸き立つ水のようだから、もはや、すぐれ

た者ではあり得ない。あなたは父の床に上って汚

した。ああ、あなたはわが寝床に上った。 5シメ

オンとレビとは兄弟。彼らのつるぎは暴虐の武器

。 6わが魂よ、彼らの会議に臨むな。わが栄えよ

、彼らのつどいに連なるな。彼らは怒りに任せて

人を殺し、ほしいままに雄牛の足の筋を切った。

7彼らの怒りは、激しいゆえにのろわれ、彼らの

憤りは、はなはだしいゆえにのろわれる。わたし

は彼らをヤコブのうちに分け、イスラエルのうち

に散らそう。 8ユダよ、兄弟たちはあなたをほめ

る。あなたの手は敵のくびを押え、父の子らはあ

なたの前に身をかがめるであろう。 9ユダは、し

しの子。わが子よ、あなたは獲物をもって上って

来る。彼は雄じしのようにうずくまり、雌じしの

ように身を伏せる。だれがこれを起すことができ

よう。 10つえはユダを離れず、立法者のつえは

その足の間を離れることなく、シロの来る時まで

に及ぶであろう。もろもろの民は彼に従う。 11

彼はそのろばの子をぶどうの木につなぎ、その雌

ろばの子を良きぶどうの木につなぐ。彼はその衣
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服をぶどう酒で洗い、その着物をぶどうの汁で洗

うであろう。 12その目はぶどう酒によって赤く

、その歯は乳によって白い。 13ゼブルンは海べ

に住み、舟の泊まる港となって、その境はシドン

に及ぶであろう。 14イッサカルはたくましいろ

ば、彼は羊のおりの間に伏している。 15彼は定

住の地を見て良しとし、その国を見て楽しとした

。彼はその肩を下げてにない、奴隷となって追い

使われる。 16ダンはおのれの民をさばくであろ

う、イスラエルのほかの部族のように。 17ダン

は道のかたわらのへび、道のほとりのまむし。馬

のかかとをかんで、乗る者をうしろに落すであろ

う。 18主よ、わたしはあなたの救を待ち望む。

19ガドには略奪者が迫る。しかし彼はかえって敵

のかかとに迫るであろう。 20アセルはその食物

がゆたかで、王の美味をいだすであろう。 21ナ

フタリは放たれた雌じか、彼は美しい子じかを生

むであろう。 22ヨセフは実を結ぶ若木、泉のほ

とりの実を結ぶ若木。その枝は、かきねを越える

であろう。 23射る者は彼を激しく攻め、彼を射

、彼をいたく悩ました。 24しかし彼の弓はなお

強く、彼の腕は素早い。これはヤコブの全能者の

手により、イスラエルの岩なる牧者の名により、

25あなたを助ける父の神により、また上なる天の

祝福、下に横たわる淵の祝福、乳ぶさと胎の祝福

をもって、あなたを恵まれる全能者による。 26

あなたの父の祝福は永遠の山の祝福にまさり、永

久の丘の賜物にまさる。これらの祝福はヨセフの

かしらに帰し、その兄弟たちの君たる者の頭の頂

に帰する。 27ベニヤミンはかき裂くおおかみ、

朝にその獲物を食らい、夕にその分捕物を分ける

であろう」。 28すべてこれらはイスラエルの十

二の部族である。そしてこれは彼らの父が彼らに

語り、彼らを祝福したもので、彼は祝福すべきと

ころに従って、彼らおのおのを祝福した。 29彼

はまた彼らに命じて言った、「わたしはわが民に

加えられようとしている。あなたがたはヘテびと

エフロンの畑にあるほら穴に、わたしの先祖たち

と共にわたしを葬ってください。 30そのほら穴

はカナンの地のマムレの東にあるマクペラの畑に

あり、アブラハムがヘテびとエフロンから畑と共

に買い取り、所有の墓地としたもので、 31そこ

にアブラハムと妻サラとが葬られ、イサクと妻リ

ベカもそこに葬られたが、わたしはまたそこにレ

アを葬った。 32あの畑とその中にあるほら穴と

はヘテの人々から買ったものです」。 33こうし

てヤコブは子らに命じ終って、足を床におさめ、

息絶えて、その民に加えられた。

50ヨセフは父の顔に伏して泣き、口づけした。
2そしてヨセフは彼のしもべである医者たち

に、父に薬を塗ることを命じたので、医者たちは

イスラエルに薬を塗った。 3このために四十日を

費した。薬を塗るにはこれほどの日数を要するの

である。エジプトびとは七十日の間、彼のために

泣いた。 4彼のために泣く日が過ぎて、ヨセフは

パロの家の者に言った、「今もしわたしがあなた

がたの前に恵みを得るなら、どうかパロに伝えて

ください。 5『わたしの父はわたしに誓わせて言

いました「わたしはやがて死にます。カナンの地

に、わたしが掘って置いた墓に葬ってください」

。それで、どうかわたしを上って行かせ、父を葬

らせてください。そうすれば、わたしはまた帰っ

てきます』」。 6パロは言った、「あなたの父が

あなたに誓わせたように上って行って彼を葬りな

さい」。 7そこでヨセフは父を葬るために上って

行った。彼と共に上った者はパロのもろもろの家

来たち、パロの家の長老たち、エジプトの国のも

ろもろの長老たち、 8ヨセフの全家とその兄弟た

ち及びその父の家族であった。ただ子供と羊と牛

はゴセンの地に残した。 9また戦車と騎兵も彼と

共に上ったので、その行列はたいそう盛んであっ

た。 10彼らはヨルダンの向こうのアタデの打ち

場に行き着いて、そこで大いに嘆き、非常に悲し

んだ。そしてヨセフは七日の間父のために嘆いた

。 11その地の住民、カナンびとがアタデの打ち

場の嘆きを見て、「これはエジプトびとの大いな

る嘆きだ」と言ったので、その所の名はアベル・

ミツライムと呼ばれた。これはヨルダンの向こう

にある。 12ヤコブの子らは命じられたようにヤ

コブにおこなった。 13すなわちその子らは彼を

カナンの地へ運んで行って、マクペラの畑のほら

穴に葬った。このほら穴はマムレの東にあって、

アブラハムがヘテびとエフロンから畑と共に買っ

て、所有の墓地としたものである。 14ヨセフは

父を葬った後、その兄弟たち及びすべて父を葬る

ために一緒に上った者と共にエジプトに帰った。

15ヨセフの兄弟たちは父の死んだのを見て言った

、「ヨセフはことによるとわれわれを憎んで、わ

れわれが彼にしたすべての悪に、仕返しするに違
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いない」。 16そこで彼らはことづけしてヨセフ

に言った、「あなたの父は死ぬ前に命じて言われ

ました、 17『おまえたちはヨセフに言いなさい

、「あなたの兄弟たちはあなたに悪をおこなった

が、どうかそのとがと罪をゆるしてやってくださ

い」』。今どうかあなたの父の神に仕えるしもべ

らのとがをゆるしてください」。ヨセフはこの言

葉を聞いて泣いた。 18やがて兄弟たちもきて、

彼の前に伏して言った、「このとおり、わたした

ちはあなたのしもべです」。 19ヨセフは彼らに

言った、「恐れることはいりません。わたしが神

に代ることができましょうか。 20あなたがたは

わたしに対して悪をたくらんだが、神はそれを良

きに変らせて、今日のように多くの民の命を救お

うと計らわれました。 21それゆえ恐れることは

いりません。わたしはあなたがたとあなたがたの

子供たちを養いましょう」。彼は彼らを慰めて、

親切に語った。 22このようにしてヨセフは父の

家族と共にエジプトに住んだ。そしてヨセフは百

十年生きながらえた。 23ヨセフはエフライムの

三代の子孫を見た。マナセの子マキルの子らも生

れてヨセフのひざの上に置かれた。 24ヨセフは

兄弟たちに言った、「わたしはやがて死にます。

神は必ずあなたがたを顧みて、この国から連れ出

し、アブラハム、イサク、ヤコブに誓われた地に

導き上られるでしょう」。 25さらにヨセフは、

「神は必ずあなたがたを顧みられる。その時、あ

なたがたはわたしの骨をここから携え上りなさい

」と言ってイスラエルの子らに誓わせた。 26こ

うしてヨセフは百十歳で死んだ。彼らはこれに薬

を塗り、棺に納めて、エジプトに置いた。
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出エジプト記

1さて、ヤコブと共に、おのおのその家族を伴
って、エジプトへ行ったイスラエルの子らの

名は次のとおりである。 2すなわちルベン、シメ

オン、レビ、ユダ、 3イッサカル、ゼブルン、ベ

ニヤミン、 4ダン、ナフタリ、ガド、アセルであ

った。 5ヤコブの腰から出たものは、合わせて七

十人。ヨセフはすでにエジプトにいた。 6そして

、ヨセフは死に、兄弟たちも、その時代の人々も

みな死んだ。 7けれどもイスラエルの子孫は多く

の子を生み、ますますふえ、はなはだ強くなって

、国に満ちるようになった。 8ここに、ヨセフの

ことを知らない新しい王が、エジプトに起った。

9彼はその民に言った、「見よ、イスラエルびと

なるこの民は、われわれにとって、あまりにも多

く、また強すぎる。 10さあ、われわれは、抜か

りなく彼らを取り扱おう。彼らが多くなり、戦い

の起るとき、敵に味方して、われわれと戦い、つ

いにこの国から逃げ去ることのないようにしよう

」。 11そこでエジプトびとは彼らの上に監督を

おき、重い労役をもって彼らを苦しめた。彼らは

パロのために倉庫の町ピトムとラメセスを建てた

。 12しかしイスラエルの人々が苦しめられるに

したがって、いよいよふえひろがるので、彼らは

イスラエルの人々のゆえに恐れをなした。 13エ

ジプトびとはイスラエルの人々をきびしく使い、

14つらい務をもってその生活を苦しめた。すなわ

ち、しっくいこね、れんが作り、および田畑のあ

らゆる務に当らせたが、そのすべての労役はきび

しかった。 15またエジプトの王は、ヘブルの女

のために取上げをする助産婦でひとりは名をシフ

ラといい、他のひとりは名をプアという者にさと

して、 16言った、「ヘブルの女のために助産を

するとき、産み台の上を見て、もし男の子ならば

それを殺し、女の子ならば生かしておきなさい」

。 17しかし助産婦たちは神をおそれ、エジプト

の王が彼らに命じたようにはせず、男の子を生か

しておいた。 18エジプトの王は助産婦たちを召

して言った、「あなたがたはなぜこのようなこと

をして、男の子を生かしておいたのか」。 19助

産婦たちはパロに言った、「ヘブルの女はエジプ

トの女とは違い、彼女たちは健やかで助産婦が行

く前に産んでしまいます」。 20それで神は助産

婦たちに恵みをほどこされた。そして民はふえ、

非常に強くなった。 21助産婦たちは神をおそれ

たので、神は彼女たちの家を栄えさせられた。 22

そこでパロはそのすべての民に命じて言った、「

ヘブルびとに男の子が生れたならば、みなナイル

川に投げこめ。しかし女の子はみな生かしておけ

」。

2さて、レビの家のひとりの人が行ってレビの
娘をめとった。 2女はみごもって、男の子を産

んだが、その麗しいのを見て、三月のあいだ隠し

ていた。 3しかし、もう隠しきれなくなったので

、パピルスで編んだかごを取り、それにアスファ

ルトと樹脂とを塗って、子をその中に入れ、これ

をナイル川の岸の葦の中においた。 4その姉は、

彼がどうされるかを知ろうと、遠く離れて立って

いた。 5ときにパロの娘が身を洗おうと、川に降

りてきた。侍女たちは川べを歩いていたが、彼女

は、葦の中にかごのあるのを見て、つかえめをや

り、それを取ってこさせ、 6あけて見ると子供が

いた。見よ、幼な子は泣いていた。彼女はかわい

そうに思って言った、「これはヘブルびとの子供

です」。 7そのとき幼な子の姉はパロの娘に言っ

た、「わたしが行ってヘブルの女のうちから、あ

なたのために、この子に乳を飲ませるうばを呼ん

でまいりましょうか」。 8パロの娘が「行ってき

てください」と言うと、少女は行ってその子の母

を呼んできた。 9パロの娘は彼女に言った、「こ

の子を連れて行って、わたしに代り、乳を飲ませ

てください。わたしはその報酬をさしあげます」

。女はその子を引き取って、これに乳を与えた。

10その子が成長したので、彼女はこれをパロの娘

のところに連れて行った。そして彼はその子とな

った。彼女はその名をモーセと名づけて言った、

「水の中からわたしが引き出したからです」。 11

モーセが成長して後、ある日のこと、同胞の所に

出て行って、そのはげしい労役を見た。彼はひと

りのエジプトびとが、同胞のひとりであるヘブル

びとを打つのを見たので、 12左右を見まわし、

人のいないのを見て、そのエジプトびとを打ち殺

し、これを砂の中に隠した。 13次の日また出て

行って、ふたりのヘブルびとが互に争っているの

を見、悪い方の男に言った、「あなたはなぜ、あ

なたの友を打つのですか」。 14彼は言った、「

だれがあなたを立てて、われわれのつかさ、また

裁判人としたのですか。エジプトびとを殺したよ
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うに、あなたはわたしを殺そうと思うのですか」

。モーセは恐れた。そしてあの事がきっと知れた

のだと思った。 15パロはこの事を聞いて、モー

セを殺そうとした。しかしモーセはパロの前をの

がれて、ミデヤンの地に行き、井戸のかたわらに

座していた。 16さて、ミデヤンの祭司に七人の

娘があった。彼女たちはきて水をくみ、水槽にみ

たして父の羊の群れに飲ませようとしたが、 17

羊飼たちがきて彼女らを追い払ったので、モーセ

は立ち上がって彼女たちを助け、その羊の群れに

水を飲ませた。 18彼女たちが父リウエルのとこ

ろに帰った時、父は言った、「きょうは、どうし

て、こんなに早く帰ってきたのか」。 19彼女た

ちは言った、「ひとりのエジプトびとが、わたし

たちを羊飼たちの手から助け出し、そのうえ、水

をたくさんくんで、羊の群れに飲ませてくれたの

です」。 20彼は娘たちに言った、「そのかたは

どこにおられるか。なぜ、そのかたをおいてきた

のか。呼んできて、食事をさしあげなさい」。 21

モーセがこの人と共におることを好んだので、彼

は娘のチッポラを妻としてモーセに与えた。 22

彼女が男の子を産んだので、モーセはその名をゲ

ルショムと名づけた。「わたしは外国に寄留者と

なっている」と言ったからである。 23多くの日

を経て、エジプトの王は死んだ。イスラエルの人

々は、その苦役の務のゆえにうめき、また叫んだ

が、その苦役のゆえの叫びは神に届いた。 24神

は彼らのうめきを聞き、神はアブラハム、イサク

、ヤコブとの契約を覚え、 25神はイスラエルの

人々を顧み、神は彼らをしろしめされた。

3モーセは妻の父、ミデヤンの祭司エテロの羊
の群れを飼っていたが、その群れを荒野の奥

に導いて、神の山ホレブにきた。 2ときに主の使

は、しばの中の炎のうちに彼に現れた。彼が見る

と、しばは火に燃えているのに、そのしばはなく

ならなかった。 3モーセは言った、「行ってこの

大きな見ものを見、なぜしばが燃えてしまわない

かを知ろう」。 4主は彼がきて見定ようとするの

を見、神はしばの中から彼を呼んで、「モーセよ

、モーセよ」と言われた。彼は「ここにいます」

と言った。 5神は言われた、「ここに近づいては

いけない。足からくつを脱ぎなさい。あなたが立

っているその場所は聖なる地だからである」。 6

また言われた、「わたしは、あなたの先祖の神、

アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である

」。モーセは神を見ることを恐れたので顔を隠し

た。 7主はまた言われた、「わたしは、エジプト

にいるわたしの民の悩みを、つぶさに見、また追

い使う者のゆえに彼らの叫ぶのを聞いた。わたし

は彼らの苦しみを知っている。 8わたしは下って

、彼らをエジプトびとの手から救い出し、これを

かの地から導き上って、良い広い地、乳と蜜の流

れる地、すなわちカナンびと、ヘテびと、アモリ

びと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとのおる

所に至らせようとしている。 9いまイスラエルの

人々の叫びがわたしに届いた。わたしはまたエジ

プトびとが彼らをしえたげる、そのしえたげを見

た。 10さあ、わたしは、あなたをパロにつかわ

して、わたしの民、イスラエルの人々をエジプト

から導き出させよう」。 11モーセは神に言った

、「わたしは、いったい何者でしょう。わたしが

パロのところへ行って、イスラエルの人々をエジ

プトから導き出すのでしょうか」。 12神は言わ

れた、「わたしは必ずあなたと共にいる。これが

、わたしのあなたをつかわしたしるしである。あ

なたが民をエジプトから導き出したとき、あなた

がたはこの山で神に仕えるであろう」。 13モー

セは神に言った、「わたしがイスラエルの人々の

ところへ行って、彼らに『あなたがたの先祖の神

が、わたしをあなたがたのところへつかわされま

した』と言うとき、彼らが『その名はなんという

のですか』とわたしに聞くならば、なんと答えま

しょうか」。 14神はモーセに言われた、「わた

しは、有って有る者」。また言われた、「イスラ

エルの人々にこう言いなさい、『「わたしは有る

」というかたが、わたしをあなたがたのところへ

つかわされました』と」。 15神はまたモーセに

言われた、「イスラエルの人々にこう言いなさい

『あなたがたの先祖の神、アブラハムの神、イサ

クの神、ヤコブの神である主が、わたしをあなた

がたのところへつかわされました』と。これは永

遠にわたしの名、これは世々のわたしの呼び名で

ある。 16あなたは行って、イスラエルの長老た

ちを集めて言いなさい、『あなたがたの先祖の神

、アブラハム、イサク、ヤコブの神である主は、

わたしに現れて言われました、「わたしはあなた

がたを顧み、あなたがたがエジプトでされている

事を確かに見た。 17それでわたしはあなたがた

を、エジプトの悩みから導き出して、カナンびと
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、ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと

、エブスびとの地、乳と蜜の流れる地へ携え上ろ

うと決心した」と』。 18彼らはあなたの声に聞

き従うであろう。あなたはイスラエルの長老たち

と一緒にエジプトの王のところへ行って言いなさ

い、『ヘブルびとの神、主がわたしたちに現れら

れました。それで、わたしたちを、三日の道のり

ほど荒野に行かせて、わたしたちの神、主に犠牲

をささげることを許してください』と。 19しか

し、エジプトの王は強い手をもって迫らなければ

、あなたがたを行かせないのをわたしは知ってい

る。 20それで、わたしは手を伸べて、エジプト

のうちに行おうとする、さまざまの不思議をもっ

てエジプトを打とう。その後に彼はあなたがたを

去らせるであろう。 21わたしはこの民にエジプ

トびとの好意を得させる。あなたがたは去るとき

に、むなし手で去ってはならない。 22女はみな

、その隣の女と、家に宿っている女に、銀の飾り

、金の飾り、また衣服を求めなさい。そしてこれ

らを、あなたがたのむすこ、娘に着けさせなさい

。このようにエジプトびとのものを奪い取りなさ

い」。

4モーセは言った、「しかし、彼らはわたしを
信ぜず、またわたしの声に聞き従わないで言

うでしょう、『主はあなたに現れなかった』と」

。 2主は彼に言われた、「あなたの手にあるそれ

は何か」。彼は言った、「つえです」。 3また言

われた、「それを地に投げなさい」。彼がそれを

地に投げると、へびになったので、モーセはその

前から身を避けた。 4主はモーセに言われた、「

あなたの手を伸ばして、その尾を取りなさい。そ

こで手を伸ばしてそれを取ると、手のなかでつえ

となった。 5これは、彼らの先祖たちの神、アブ

ラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である主が

、あなたに現れたのを、彼らに信じさせるためで

ある」。 6主はまた彼に言われた、「あなたの手

をふところに入れなさい」。彼が手をふところに

入れ、それを出すと、手は、らい病にかかって、

雪のように白くなっていた。 7主は言われた、「

手をふところにもどしなさい」。彼は手をふとこ

ろにもどし、それをふところから出して見ると、

回復して、もとの肉のようになっていた。 8主は

言われた、「彼らがもしあなたを信ぜず、また初

めのしるしを認めないならば、後のしるしは信じ

るであろう。 9彼らがもしこの二つのしるしをも

信ぜず、あなたの声に聞き従わないならば、あな

たはナイル川の水を取って、かわいた地に注ぎな

さい。あなたがナイル川から取った水は、かわい

た地で血となるであろう」。 10モーセは主に言

った、「ああ主よ、わたしは以前にも、またあな

たが、しもべに語られてから後も、言葉の人では

ありません。わたしは口も重く、舌も重いのです

」。 11主は彼に言われた、「だれが人に口を授

けたのか。おし、耳しい、目あき、目しいにだれ

がするのか。主なるわたしではないか。 12それ

ゆえ行きなさい。わたしはあなたの口と共にあっ

て、あなたの言うべきことを教えるであろう」。

13モーセは言った、「ああ、主よ、どうか、ほか

の適当な人をおつかわしください」。 14そこで

、主はモーセにむかって怒りを発して言われた、

「あなたの兄弟レビびとアロンがいるではないか

。わたしは彼が言葉にすぐれているのを知ってい

る。見よ、彼はあなたに会おうとして出てきてい

る。彼はあなたを見て心に喜ぶであろう。 15あ

なたは彼に語って言葉をその口に授けなさい。わ

たしはあなたの口と共にあり、彼の口と共にあっ

て、あなたがたのなすべきことを教え、 16彼は

あなたに代って民に語るであろう。彼はあなたの

口となり、あなたは彼のために、神に代るであろ

う。 17あなたはそのつえを手に執り、それをも

って、しるしを行いなさい」。 18モーセは妻の

父エテロのところに帰って彼に言った、「どうか

わたしを、エジプトにいる身うちの者のところに

帰らせ、彼らがまだ生きながらえているか、どう

かを見させてください」。エテロはモーセに言っ

た、「安んじて行きなさい」。 19主はミデヤン

でモーセに言われた、「エジプトに帰って行きな

さい。あなたの命を求めた人々はみな死んだ」。

20そこでモーセは妻と子供たちをとり、ろばに乗

せて、エジプトの地に帰った。モーセは手に神の

つえを執った。 21主はモーセに言われた、「あ

なたがエジプトに帰ったとき、わたしがあなたの

手に授けた不思議を、みなパロの前で行いなさい

。しかし、わたしが彼の心をかたくなにするので

、彼は民を去らせないであろう。 22あなたはパ

ロに言いなさい、『主はこう仰せられる。イスラ

エルはわたしの子、わたしの長子である。 23わ

たしはあなたに言う。わたしの子を去らせて、わ

たしに仕えさせなさい。もし彼を去らせるのを拒
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むならば、わたしはあなたの子、あなたの長子を

殺すであろう』と」。 24さてモーセが途中で宿

っている時、主は彼に会って彼を殺そうとされた

。 25その時チッポラは火打ち石の小刀を取って

、その男の子の前の皮を切り、それをモーセの足

につけて言った、「あなたはまことに、わたしに

とって血の花婿です」。 26そこで、主はモーセ

をゆるされた。この時「血の花婿です」とチッポ

ラが言ったのは割礼のゆえである。 27主はアロ

ンに言われた、「荒野に行ってモーセに会いなさ

い」。彼は行って神の山でモーセに会い、これに

口づけした。 28モーセは自分をつかわされた主

のすべての言葉と、命じられたすべてのしるしを

アロンに告げた。 29そこでモーセとアロンは行

ってイスラエルの人々の長老たちをみな集めた。

30そしてアロンは主がモーセに語られた言葉を、

ことごとく告げた。また彼は民の前でしるしを行

ったので、 31民は信じた。彼らは主がイスラエ

ルの人々を顧み、その苦しみを見られたのを聞き

、伏して礼拝した。

5その後、モーセとアロンは行ってパロに言っ
た、「イスラエルの神、主はこう言われる、

『わたしの民を去らせ、荒野で、わたしのために

祭をさせなさい』と」。 2パロは言った、「主と

はいったい何者か。わたしがその声に聞き従って

イスラエルを去らせなければならないのか。わた

しは主を知らない。またイスラエルを去らせはし

ない」。 3彼らは言った、「ヘブルびとの神がわ

たしたちに現れました。どうか、わたしたちを三

日の道のりほど荒野に行かせ、わたしたちの神、

主に犠牲をささげさせてください。そうしなけれ

ば主は疫病か、つるぎをもって、わたしたちを悩

まされるからです」。 4エジプトの王は彼らに言

った、「モーセとアロンよ、あなたがたは、なぜ

民に働きをやめさせようとするのか。自分の労役

につくがよい」。 5パロはまた言った、「見よ、

今や土民の数は多い。しかも、あなたがたは彼ら

に労役を休ませようとするのか」。 6その日、パ

ロは民を追い使う者と、民のかしらたちに命じて

言った、 7「あなたがたは、れんがを作るための

わらを、もはや、今までのように、この民に与え

てはならない。彼らに自分で行って、わらを集め

させなさい。 8また前に作っていた、れんがの数

どおりに彼らに作らせ、それを減らしてはならな

い。彼らはなまけ者だ。それだから、彼らは叫ん

で、『行ってわたしたちの神に犠牲をささげさせ

よ』と言うのだ。 9この人々の労役を重くして、

働かせ、偽りの言葉に心を寄せさせぬようにしな

さい」。 10そこで民を追い使う者たちと、民の

かしらたちは出て行って、民に言った、「パロは

こう仰せられる、『あなたがたに、わらは与えな

い。 11自分で行って、見つかる所から、わらを

取って来るがよい。しかし働きは少しも減らして

はならない』と」。 12そこで民はエジプトの全

地に散って、わらのかわりに、刈り株を集めた。

13追い使う者たちは、彼らをせき立てて言った、

「わらがあった時と同じように、あなたがたの働

きの、日ごとの分を仕上げなければならない」。

14パロの追い使う者たちがイスラエルの人々の上

に立てたかしらたちは、打たれて、「なぜ、あな

たがたは、れんが作りの仕事を、きょうも、前の

ように仕上げないのか」と言われた。 15そこで

、イスラエルの人々のかしらたちはパロのところ

に行き、叫んで言った、「あなたはなぜ、しもべ

どもにこんなことをなさるのですか。 16しもべ

どもは、わらを与えられず、しかも彼らはわたし

たちに、『れんがは作れ』と言うのです。その上

、しもべどもは打たれています。罪はあなたの民

にあるのです」。 17パロは言った、「あなたが

たは、なまけ者だ、なまけ者だ。それだから、『

行って、主に犠牲をささげさせよ』と言うのだ。

18さあ、行って働きなさい。わらは与えないが、

なおあなたがたは定めた数のれんがを納めなけれ

ばならない」。 19イスラエルの人々のかしらた

ちは、「れんがの日ごとの分を減らしてはならな

い」と言われたので、悪い事態になったことを知

った。 20彼らがパロを離れて出てきた時、彼ら

に会おうとして立っていたモーセとアロンに会っ

たので、 21彼らに言った、「主があなたがたを

ごらんになって、さばかれますように。あなたが

たは、わたしたちをパロとその家来たちにきらわ

せ、つるぎを彼らの手に渡して、殺させようとし

ておられるのです」。 22モーセは主のもとに帰

って言った、「主よ、あなたは、なぜこの民をひ

どい目にあわされるのですか。なんのためにわた

しをつかわされたのですか。 23わたしがパロの

もとに行って、あなたの名によって語ってからこ

のかた、彼はこの民をひどい目にあわせるばかり
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です。また、あなたは、すこしもあなたの民を救

おうとなさいません」。

6主はモーセに言われた、「今、あなたは、わ
たしがパロに何をしようとしているかを見る

であろう。すなわちパロは強い手にしいられて、

彼らを去らせるであろう。否、彼は強い手にしい

られて、彼らを国から追い出すであろう」。 2神

はモーセに言われた、「わたしは主である。 3わ

たしはアブラハム、イサク、ヤコブには全能の神

として現れたが、主という名では、自分を彼らに

知らせなかった。 4わたしはまたカナンの地、す

なわち彼らが寄留したその寄留の地を、彼らに与

えるという契約を彼らと立てた。 5わたしはまた

、エジプトびとが奴隷としているイスラエルの人

々のうめきを聞いて、わたしの契約を思い出した

。 6それゆえ、イスラエルの人々に言いなさい、

『わたしは主である。わたしはあなたがたをエジ

プトびとの労役の下から導き出し、奴隷の務から

救い、また伸べた腕と大いなるさばきをもって、

あなたがたをあがなうであろう。 7わたしはあな

たがたを取ってわたしの民とし、わたしはあなた

がたの神となる。わたしがエジプトびとの労役の

下からあなたがたを導き出すあなたがたの神、主

であることを、あなたがたは知るであろう。 8わ

たしはアブラハム、イサク、ヤコブに与えると手

を挙げて誓ったその地にあなたがたをはいらせ、

それを所有として、与えるであろう。わたしは主

である』と」。 9モーセはこのようにイスラエル

の人々に語ったが、彼らは心の痛みと、きびしい

奴隷の務のゆえに、モーセに聞き従わなかった。

10さて主はモーセに言われた、 11「エジプトの

王パロのところに行って、彼がイスラエルの人々

をその国から去らせるように話しなさい」。 12

モーセは主にむかって言った、「イスラエルの人

々でさえ、わたしの言うことを聞かなかったのに

、どうして、くちびるに割礼のないわたしの言う

ことを、パロが聞き入れましょうか」。 13しか

し、主はモーセとアロンに語って、イスラエルの

人々と、エジプトの王パロのもとに行かせ、イス

ラエルの人々をエジプトの地から導き出せと命じ

られた。 14彼らの先祖の家の首長たちは次のと

おりである。すなわちイスラエルの長子ルベンの

子らはハノク、パル、ヘヅロン、カルミで、これ

らはルベンの一族である。 15シメオンの子らは

エムエル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル、お

よびカナンの女から生れたシャウルで、これらは

シメオンの一族である。 16レビの子らの名は、

その世代に従えば、ゲルション、コハテ、メラリ

で、レビの一生は百三十七年であった。 17ゲル

ションの子らの一族はリブニとシメイである。 18

コハテの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン、

ウジエルで、コハテの一生は百三十三年であった

。 19メラリの子らはマヘリとムシである。これ

らはその世代によるレビの一族である。 20アム

ラムは父の妹ヨケベデを妻としたが、彼女はアロ

ンとモーセを彼に産んだ。アムラムの一生は百三

十七年であった。 21イヅハルの子らはコラ、ネ

ペグ、ジクリである。 22ウジエルの子らはミサ

エル、エルザパン、シテリである。 23アロンは

ナションの姉妹、アミナダブの娘エリセバを妻と

した。エリセバは彼にナダブ、アビウ、エレアザ

ル、イタマルを産んだ。 24コラの子らはアッシ

ル、エルカナ、アビアサフで、これらはコラびと

の一族である。 25アロンの子エレアザルはプテ

エルの娘のひとりを妻とした。彼女はピネハスを

彼に産んだ。これらは、その一族によるレビびと

の先祖の家の首長たちである。 26主が、「イス

ラエルの人々をその軍団に従って、エジプトの地

から導き出しなさい」と言われたのは、このアロ

ンとモーセである。 27彼らはイスラエルの人々

をエジプトから導き出すことについて、エジプト

の王パロに語ったもので、すなわちこのモーセと

アロンである。 28主がエジプトの地でモーセに

語られた日に、 29主はモーセに言われた、「わ

たしは主である。わたしがあなたに語ることは、

みなエジプトの王パロに語りなさい」。 30しか

しモーセは主にむかって言った、「ごらんのとお

り、わたしは、くちびるに割礼のない者です。パ

ロがどうしてわたしの言うことを聞きいれましょ

うか」。

7主はモーセに言われた、「見よ、わたしはあ
なたをパロに対して神のごときものとする。

あなたの兄弟アロンはあなたの預言者となるであ

ろう。 2あなたはわたしが命じることを、ことご

とく彼に告げなければならない。そしてあなたの

兄弟アロンはパロに告げて、イスラエルの人々を

その国から去らせるようにさせなければならない

。 3しかし、わたしはパロの心をかたくなにする
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ので、わたしのしるしと不思議をエジプトの国に

多く行っても、 4パロはあなたがたの言うことを

聞かないであろう。それでわたしは手をエジプト

の上に加え、大いなるさばきをくだして、わたし

の軍団、わたしの民イスラエルの人々を、エジプ

トの国から導き出すであろう。 5わたしが手をエ

ジプトの上にさし伸べて、イスラエルの人々を彼

らのうちから導き出す時、エジプトびとはわたし

が主であることを知るようになるであろう」。 6

モーセとアロンはそのように行った。すなわち主

が彼らに命じられたように行った。 7彼らがパロ

と語った時、モーセは八十歳、アロンは八十三歳

であった。 8主はモーセとアロンに言われた、 9

「パロがあなたがたに、『不思議をおこなって証

拠を示せ』と言う時、あなたはアロンに言いなさ

い、『あなたのつえを取って、パロの前に投げな

さい』と。するとそれはへびになるであろう」。

10それで、モーセとアロンはパロのところに行き

、主の命じられたとおりにおこなった。すなわち

アロンはそのつえを、パロとその家来たちの前に

投げると、それはへびになった。 11そこでパロ

もまた知者と魔法使を召し寄せた。これらのエジ

プトの魔術師らもまた、その秘術をもって同じよ

うに行った。 12すなわち彼らは、おのおのその

つえを投げたが、それらはへびになった。しかし

、アロンのつえは彼らのつえを、のみつくした。

13けれども、パロの心はかたくなになって、主の

言われたように、彼らの言うことを聞かなかった

。 14主はモーセに言われた、「パロの心はかた

くなで、彼は民を去らせることを拒んでいる。 15

あなたは、あすの朝、パロのところに行きなさい

。見よ、彼は水のところに出ている。あなたは、

へびに変ったあのつえを手に執り、ナイル川の岸

に立って彼に会い、 16そして彼に言いなさい、

『ヘブルびとの神、主がわたしをあなたにつかわ

して言われます、「わたしの民を去らせ、荒野で

、わたしに仕えるようにさせよ」と。しかし今も

なお、あなたが聞きいれようとされないので、 17

主はこう仰せられます、「これによってわたしが

主であることを、あなたは知るでしょう。見よ、

わたしが手にあるつえでナイル川の水を打つと、

それは血に変るであろう。 18そして川の魚は死

に、川は臭くなり、エジプトびとは川の水を飲む

ことをいとうであろう」』と」。 19主はまたモ

ーセに言われた、「あなたはアロンに言いなさい

、『あなたのつえを執って、手をエジプトの水の

上、川の上、流れの上、池の上、またそのすべて

の水たまりの上にさし伸べて、それを血にならせ

なさい。エジプト全国にわたって、木の器、石の

器にも、血があるようになるでしょう』と」。 20

モーセとアロンは主の命じられたようにおこなっ

た。すなわち、彼はパロとその家来たちの目の前

で、つえをあげてナイル川の水を打つと、川の水

は、ことごとく血に変った。 21それで川の魚は

死に、川は臭くなり、エジプトびとは川の水を飲

むことができなくなった。そしてエジプト全国に

わたって血があった。 22エジプトの魔術師らも

秘術をもって同じようにおこなった。しかし、主

の言われたように、パロの心はかたくなになり、

彼らの言うことを聞かなかった。 23パロは身を

めぐらして家に入り、またこのことをも心に留め

なかった。 24すべてのエジプトびとはナイル川

の水が飲めなかったので、飲む水を得ようと、川

のまわりを掘った。 25主がナイル川を打たれて

のち七日を経た。

8主はモーセに言われた、「あなたはパロのと
ころに行って言いなさい、『主はこう仰せら

れます、「わたしの民を去らせて、わたしに仕え

させなさい。 2しかし、去らせることを拒むなら

ば、見よ、わたしは、かえるをもって、あなたの

領土を、ことごとく撃つであろう。 3ナイル川に

かえるが群がり、のぼって、あなたの家、あなた

の寝室にはいり、寝台にのぼり、あなたの家来と

民の家にはいり、またあなたのかまどや、こね鉢

にはいり、 4あなたと、あなたの民と、すべての

家来のからだに、はい上がるであろう」と』」。

5主はモーセに言われた、「あなたはアロンに言

いなさい、『つえを持って、手を川の上、流れの

上、、池の上にさし伸べ、かえるをエジプトの地

にのぼらせなさい』と」。 6アロンが手をエジプ

トの水の上にさし伸べたので、かえるはのぼって

エジプトの地をおおった。 7魔術師らも秘術をも

って同じように行い、かえるをエジプトの地にの

ぼらせた。 8パロはモーセとアロンを召して言っ

た、「かえるをわたしと、わたしの民から取り去

るように主に願ってください。そのときわたしは

この民を去らせて、主に犠牲をささげさせるでし

ょう」。 9モーセはパロに言った、「あなたと、

あなたの家来と、あなたの民のために、わたしが
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いつ願って、このかえるを、あなたとあなたの家

から断って、ナイル川だけにとどまらせるべきか

、きめてください」。 10パロは言った、「明日

」。モーセは言った、「仰せのとおりになって、

わたしたちの神、主に並ぶもののないことを、あ

なたが知られますように。 11そして、かえるは

あなたと、あなたの家と、あなたの家来と、あな

たの民を離れてナイル川にだけとどまるでしょう

」。 12こうしてモーセとアロンはパロを離れて

出た。モーセは主がパロにつかわされたかえるの

事について、主に呼び求めたので、 13主はモー

セのことばのようにされ、かえるは家から、庭か

ら、また畑から死に絶えた。 14これをひと山ひ

と山に積んだので、地は臭くなった。 15ところ

がパロは息つくひまのできたのを見て、主が言わ

れたように、その心をかたくなにして彼らの言う

ことを聞かなかった。 16主はモーセに言われた

、「あなたはアロンに言いなさい、『あなたのつ

えをさし伸べて地のちりを打ち、それをエジプト

の全国にわたって、ぶよとならせなさい』と」。

17彼らはそのように行った。すなわちアロンはそ

のつえをとって手をさし伸べ、地のちりを打った

ので、ぶよは人と家畜についた。すなわち、地の

ちりはみなエジプトの全国にわたって、ぶよとな

った。 18魔術師らも秘術をもって同じように行

い、ぶよを出そうとしたが、彼らにはできなかっ

た。ぶよが人と家畜についたので、 19魔術師ら

はパロに言った、「これは神の指です」。しかし

主の言われたように、パロの心はかたくなになっ

て、彼らのいうことを聞かなかった。 20主はモ

ーセに言われた、「あなたは朝早く起きてパロの

前に立ちなさい。ちょうど彼は水のところに出て

いるから彼に言いなさい、『主はこう仰せられる

、「わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせな

さい。 21あなたがわたしの民を去らせないなら

ば、わたしは、あなたとあなたの家来と、あなた

の民とあなたの家とに、あぶの群れをつかわすで

あろう。エジプトびとの家々は、あぶの群れで満

ち、彼らの踏む地もまた、そうなるであろう。 22

その日わたしは、わたしの民の住むゴセンの地を

区別して、そこにあぶの群れを入れないであろう

。国の中でわたしが主であることをあなたが知る

ためである。 23わたしはわたしの民とあなたの

民の間に区別をおく。このしるしは、あす起るで

あろう」と』」。 24主はそのようにされたので

、おびただしいあぶが、パロの家と、その家来の

家と、エジプトの全国にはいってきて、地はあぶ

の群れのために害をうけた。 25そこで、パロは

モーセとアロンを召して言った、「あなたがたは

行ってこの国の内で、あなたがたの神に犠牲をさ

さげなさい」。 26モーセは言った、「そうする

ことはできません。わたしたちはエジプトびとの

忌むものを犠牲として、わたしたちの神、主にさ

さげるからです。もし、エジプトびとの目の前で

、彼らの忌むものを犠牲にささげるならば、彼ら

はわたしたちを石で打たないでしょうか。 27わ

たしたちは三日の道のりほど、荒野にはいって、

わたしたちの神、主に犠牲をささげ、主がわたし

たちに命じられるようにしなければなりません」

。 28パロは言った、「わたしはあなたがたを去

らせ、荒野で、あなたがたの神、主に犠牲をささ

げさせよう。ただあまり遠くへ行ってはならない

。わたしのために祈願しなさい」。 29モーセは

言った、「わたしはあなたのもとから出て行って

主に祈願しましょう。あすあぶの群れがパロと、

その家来と、その民から離れるでしょう。ただパ

ロはまた欺いて、民が主に犠牲をささげに行くの

をとめないようにしてください」。 30こうして

モーセはパロのもとを出て、主に祈願したので、

31主はモーセの言葉のようにされた。すなわち、

あぶの群れをパロと、その家来と、その民から取

り去られたので、一つも残らなかった。 32しか

しパロはこんどもまた、その心をかたくなにして

民を去らせなかった。

9主はモーセに言われた、「パロのもとに行っ
て、彼に言いなさい、『ヘブルびとの神、主

はこう仰せられる、「わたしの民を去らせて、わ

たしに仕えさせなさい。 2あなたがもし彼らを去

らせることを拒んで、なお彼らを留めおくならば

、 3主の手は最も激しい疫病をもって、野にいる

あなたの家畜、すなわち馬、ろば、らくだ、牛、

羊の上に臨むであろう。 4しかし、主はイスラエ

ルの家畜と、エジプトの家畜を区別され、すべて

イスラエルの人々に属するものには一頭も死ぬも

のがないであろう」と』」。 5主は、また、時を

定めて仰せられた、「あす、主はこのことを国に

行うであろう」。 6あくる日、主はこのことを行

われたので、エジプトびとの家畜はみな死んだ。

しかし、イスラエルの人々の家畜は一頭も死なな
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かった。 7パロは人をつかわして見させたが、イ

スラエルの家畜は一頭も死んでいなかった。それ

でもパロの心はかたくなで、民を去らせなかった

。 8主はモーセとアロンに言われた、「あなたが

たは、かまどのすすを両手いっぱい取り、それを

モーセはパロの目の前で天にむかって、まき散ら

しなさい。 9それはエジプトの全国にわたって、

細かいちりとなり、エジプト全国で人と獣に付い

て、うみの出るはれものとなるであろう」。 10

そこで彼らは、かまどのすすを取ってパロの前に

立ち、モーセは天にむかってこれをまき散らした

ので、人と獣に付いて、うみの出るはれものとな

った。 11魔術師らは、はれもののためにモーセ

の前に立つことができなかった。はれものが魔術

師らと、すべてのエジプトびとに生じたからであ

る。 12しかし、主はパロの心をかたくなにされ

たので、彼は主がモーセに語られたように、彼ら

の言うことを聞かなかった。 13主はまたモーセ

に言われた、「朝早く起き、パロの前に立って、

彼に言いなさい、『ヘブルびとの神、主はこう仰

せられる、「わたしの民を去らせて、わたしに仕

えさせなさい。 14わたしは、こんどは、もろも

ろの災を、あなたと、あなたの家来と、あなたの

民にくだし、わたしに並ぶものが全地にないこと

を知らせるであろう。 15わたしがもし、手をさ

し伸べ、疫病をもって、あなたと、あなたの民を

打っていたならば、あなたは地から断ち滅ぼされ

ていたであろう。 16しかし、わたしがあなたを

ながらえさせたのは、あなたにわたしの力を見さ

せるため、そして、わたしの名が全地に宣べ伝え

られるためにほかならない。 17それに、あなた

はなお、わたしの民にむかって、おのれを高くし

、彼らを去らせようとしない。 18ゆえに、あす

の今ごろ、わたしは恐ろしく大きな雹を降らせる

であろう。それはエジプトの国が始まった日から

今まで、かつてなかったほどのものである。 19

それゆえ、いま、人をやって、あなたの家畜と、

あなたが野にもっているすべてのものを、のがれ

させなさい。人も獣も、すべて野にあって家に帰

らないものは降る雹に打たれて死ぬであろう」と

』」。 20パロの家来のうち、主の言葉をおそれ

る者は、そのしもべと家畜を家にのがれさせたが

、 21主の言葉を意にとめないものは、そのしも

べと家畜を野に残しておいた。 22主はモーセに

言われた、「あなたの手を天にむかってさし伸べ

、エジプトの全国にわたって、エジプトの地にい

る人と獣と畑のすべての青物の上に雹を降らせな

さい」。 23モーセが天にむかってつえをさし伸

べると、主は雷と雹をおくられ、火は地にむかっ

て、はせ下った。こうして主は、雹をエジプトの

地に降らされた。 24そして雹が降り、雹の間に

火がひらめき渡った。雹は恐ろしく大きく、エジ

プト全国には、国をなしてこのかた、かつてない

ものであった。 25雹はエジプト全国にわたって

、すべて畑にいる人と獣を打った。雹はまた畑の

すべての青物を打ち、野のもろもろの木を折り砕

いた。 26ただイスラエルの人々のいたゴセンの

地には、雹が降らなかった。 27そこで、パロは

人をつかわし、モーセとアロンを召して言った、

「わたしはこんどは罪を犯した。主は正しく、わ

たしと、わたしの民は悪い。 28主に祈願してく

ださい。この雷と雹はもうじゅうぶんです。わた

しはあなたがたを去らせます。もはやとどまらな

くてもよろしい」。 29モーセは彼に言った、「

わたしは町を出ると、すぐ、主にむかってわたし

の手を伸べひろげます。すると雷はやみ、雹はも

はや降らなくなり、あなたは、地が主のものであ

ることを知られましょう。 30しかし、あなたと

あなたの家来たちは、なお、神なる主を恐れない

ことを、わたしは知っています」。 31亜麻と大

麦は打ち倒された。大麦は穂を出し、亜麻は花が

咲いていたからである。 32小麦とスペルタ麦は

おくてであるため打ち倒されなかった。 33モー

セはパロのもとを去り、町を出て、主にむかって

手を伸べひろげたので、雷と雹はやみ、雨は地に

降らなくなった。 34ところがパロは雨と雹と雷

がやんだのを見て、またも罪を犯し、心をかたく

なにした。彼も家来も、そうであった。 35すな

わちパロは心をかたくなにし、主がモーセによっ

て語られたように、イスラエルの人々を去らせな

かった。

10そこで、主はモーセに言われた、「パロのも
とに行きなさい。わたしは彼の心とその家来

たちの心をかたくなにした。これは、わたしがこ

れらのしるしを、彼らの中に行うためである。 2

また、わたしがエジプトびとをあしらったこと、

また彼らの中にわたしが行ったしるしを、あなた

がたが、子や孫の耳に語り伝えるためである。そ

してあなたがたは、わたしが主であることを知る
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であろう」。 3モーセとアロンはパロのもとに行

って彼に言った、「ヘブルびとの神、主はこう仰

せられる、『いつまで、あなたは、わたしに屈伏

することを拒むのですか。民を去らせて、わたし

に仕えさせなさい。 4もし、わたしの民を去らせ

ることを拒むならば、見よ、あす、わたしはいな

ごを、あなたの領土にはいらせるであろう。 5そ

れは地のおもてをおおい、人が地を見ることもで

きないほどになるであろう。そして雹を免れて、

残されているものを食い尽し、野にはえているあ

なたがたの木をみな食い尽すであろう。 6またそ

れはあなたの家とあなたのすべての家来の家、お

よび、すべてのエジプトびとの家に満ちるであろ

う。このようなことは、あなたの父たちも、また

、祖父たちも、彼らが地上にあった日から今日に

至るまで、かつて見たことのないものである』と

」。そして彼は身をめぐらして、パロのもとを出

て行った。 7パロの家来たちは王に言った、「い

つまで、この人はわれわれのわなとなるのでしょ

う。この人々を去らせ、彼らの神なる主に仕えさ

せては、どうでしょう。エジプトが滅びてしまう

ことに、まだ気づかれないのですか」。 8そこで

、モーセとアロンは、また、パロのもとに召し出

された。パロは彼らに言った、「行って、あなた

がたの神、主に仕えなさい。しかし、行くものは

だれだれか」。 9モーセは言った、「わたしたち

は幼い者も、老いた者も行きます。むすこも娘も

携え、羊も牛も連れて行きます。わたしたちは主

の祭を執り行わなければならないのですから」。

10パロは彼らに言った、「万一、わたしが、あな

たがたに子供を連れてまで去らせるようなことが

あれば、主があなたがたと共にいますがよい。あ

なたがたは悪いたくらみをしている。 11それは

いけない。あなたがたは男だけ行って主に仕える

がよい。それが、あなたがたの要求であった」。

彼らは、ついにパロの前から追い出された。 12

主はモーセに言われた、「あなたの手をエジプト

の地の上にさし伸べて、エジプトの地にいなごを

のぼらせ、地のすべての青物、すなわち、雹が打

ち残したものを、ことごとく食べさせなさい」。

13そこでモーセはエジプトの地の上に、つえをさ

し伸べたので、主は終日、終夜、東風を地に吹か

せられた。朝となって、東風は、いなごを運んで

きた。 14いなごはエジプト全国にのぞみ、エジ

プトの全領土にとどまり、その数がはなはだ多く

、このようないなごは前にもなく、また後にもな

いであろう。 15いなごは地の全面をおおったの

で、地は暗くなった。そして地のすべての青物と

、雹の打ち残した木の実を、ことごとく食べたの

で、エジプト全国にわたって、木にも畑の青物に

も、緑の物とては何も残らなかった。 16そこで

、パロは、急いでモーセとアロンを召して言った

、「わたしは、あなたがたの神、主に対し、また

、あなたがたに対して罪を犯しました。 17それ

で、どうか、もう一度だけ、わたしの罪をゆるし

てください。そしてあなたがたの神、主に祈願し

て、ただ、この死をわたしから離れさせてくださ

い」。 18そこで彼はパロのところから出て、主

に祈願したので、 19主は、はなはだ強い西風に

変らせ、いなごを吹き上げて、これを紅海に追い

やられたので、エジプト全土には一つのいなごも

残らなかった。 20しかし、主がパロの心をかた

くなにされたので、彼はイスラエルの人々を去ら

せなかった。 21主はまたモーセに言われた、「

天にむかってあなたの手をさし伸べ、エジプトの

国に、くらやみをこさせなさい。そのくらやみは

、さわれるほどである」。 22モーセが天にむか

って手をさし伸べたので、濃いくらやみは、エジ

プト全国に臨み三日に及んだ。 23三日の間、人

々は互に見ることもできず、まただれもその所か

ら立つ者もなかった。しかし、イスラエルの人々

には、みな、その住む所に光があった。 24そこ

でパロはモーセを召して言った、「あなたがたは

行って主に仕えなさい。あなたがたの子供も連れ

て行ってもよろしい。ただ、あなたがたの羊と牛

は残して置きなさい」。 25しかし、モーセは言

った、「あなたは、また、わたしたちの神、主に

ささげる犠牲と燔祭の物をも、わたしたちにくだ

さらなければなりません。 26わたしたちは家畜

も連れて行きます。ひずめ一つも残しません。わ

たしたちは、そのうちから取って、わたしたちの

神、主に仕えねばなりません。またわたしたちは

、その場所に行くまでは、何をもって、主に仕え

るべきかを知らないからです」。 27けれども、

主がパロの心をかたくなにされたので、パロは彼

らを去らせようとしなかった。 28それでパロは

モーセに言った、「わたしの所から去りなさい。

心して、わたしの顔は二度と見てはならない。わ

たしの顔を見る日には、あなたの命はないであろ

う」。 29モーセは言った、「よくぞ仰せられま
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した。わたしは、二度と、あなたの顔を見ないで

しょう」。

11主はモーセに言われた、「わたしは、なお一
つの災を、パロとエジプトの上にくだし、そ

の後、彼はあなたがたをここから去らせるであろ

う。彼が去らせるとき、彼はあなたがたを、こと

ごとくここから追い出すであろう。 2あなたは民

の耳に語って、男は隣の男から、女は隣の女から

、それぞれ銀の飾り、金の飾りを請い求めさせな

さい」。 3主は民にエジプトびとの好意を得させ

られた。またモーセその人は、エジプトの国で、

パロの家来たちの目と民の目とに、はなはだ大い

なるものと見えた。 4モーセは言った、「主はこ

う仰せられる、『真夜中ごろ、わたしはエジプト

の中へ出て行くであろう。 5エジプトの国のうち

のういごは、位に座するパロのういごをはじめ、

ひきうすの後にいる、はしためのういごに至るま

で、みな死に、また家畜のういごもみな死ぬであ

ろう。 6そしてエジプト全国に大いなる叫びが起

るであろう。このようなことはかつてなく、また

、ふたたびないであろう』と。 7しかし、すべて

、イスラエルの人々にむかっては、人にむかって

も、獣にむかっても、犬さえその舌を鳴らさない

であろう。これによって主がエジプトびととイス

ラエルびととの間の区別をされるのを、あなたが

たは知るであろう。 8これらのあなたの家来たち

は、みな、わたしのもとに下ってきて、ひれ伏し

て言うであろう、『あなたもあなたに従う民もみ

な出て行ってください』と。その後、わたしは出

て行きます」。彼は激しく怒ってパロのもとから

出て行った。 9主はモーセに言われた、「パロは

あなたがたの言うことを聞かないであろう。それ

ゆえ、わたしはエジプトの国に不思議を増し加え

るであろう」。 10モーセとアロンは、すべてこ

れらの不思議をパロの前に行ったが、主がパロの

心をかたくなにされたので、彼はイスラエルの人

々をその国から去らせなかった。

12主はエジプトの国で、モーセとアロンに告げ
て言われた、 2「この月をあなたがたの初め

の月とし、これを年の正月としなさい。 3あなた

がたはイスラエルの全会衆に言いなさい、『この

月の十日におのおの、その父の家ごとに小羊を取

らなければならない。すなわち、一家族に小羊一

頭を取らなければならない。 4もし家族が少なく

て一頭の小羊を食べきれないときは、家のすぐ隣

の人と共に、人数に従って一頭を取り、おのおの

食べるところに応じて、小羊を見計らわなければ

ならない。 5小羊は傷のないもので、一歳の雄で

なければならない。羊またはやぎのうちから、こ

れを取らなければならない。 6そしてこの月の十

四日まで、これを守って置き、イスラエルの会衆

はみな、夕暮にこれをほふり、 7その血を取り、

小羊を食する家の入口の二つの柱と、かもいにそ

れを塗らなければならない。 8そしてその夜、そ

の肉を火に焼いて食べ、種入れぬパンと苦菜を添

えて食べなければならない。 9生でも、水で煮て

も、食べてはならない。火に焼いて、その頭を足

と内臓と共に食べなければならない。 10朝まで

それを残しておいてはならない。朝まで残るもの

は火で焼きつくさなければならない。 11あなた

がたは、こうして、それを食べなければならない

。すなわち腰を引きからげ、足にくつをはき、手

につえを取って、急いでそれを食べなければなら

ない。これは主の過越である。 12その夜わたし

はエジプトの国を巡って、エジプトの国におる人

と獣との、すべてのういごを打ち、またエジプト

のすべての神々に審判を行うであろう。わたしは

主である。 13その血はあなたがたのおる家々で

、あなたがたのために、しるしとなり、わたしは

その血を見て、あなたがたの所を過ぎ越すであろ

う。わたしがエジプトの国を撃つ時、災が臨んで

、あなたがたを滅ぼすことはないであろう。 14

この日はあなたがたに記念となり、あなたがたは

主の祭としてこれを守り、代々、永久の定めとし

てこれを守らなければならない。 15七日の間あ

なたがたは種入れぬパンを食べなければならない

。その初めの日に家からパン種を取り除かなけれ

ばならない。第一日から第七日までに、種を入れ

たパンを食べる人はみなイスラエルから断たれる

であろう。 16かつ、あなたがたは第一日に聖会

を、また第七日に聖会を開かなければならない。

これらの日には、なんの仕事もしてはならない。

ただ、おのおのの食べものだけは作ることができ

る。 17あなたがたは、種入れぬパンの祭を守ら

なければならない。ちょうど、この日、わたしが

あなたがたの軍勢をエジプトの国から導き出した

からである。それゆえ、あなたがたは代々、永久

の定めとして、その日を守らなければならない。

18正月に、その月の十四日の夕方に、あなたがた
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は種入れぬパンを食べ、その月の二十一日の夕方

まで続けなければならない。 19七日の間、家に

パン種を置いてはならない。種を入れたものを食

べる者は、寄留の他国人であれ、国に生れた者で

あれ、すべて、イスラエルの会衆から断たれるで

あろう。 20あなたがたは種を入れたものは何も

食べてはならない。すべてあなたがたのすまいに

おいて種入れぬパンを食べなければならない』」

。 21そこでモーセはイスラエルの長老をみな呼

び寄せて言った、「あなたがたは急いで家族ごと

に一つの小羊を取り、その過越の獣をほふらなけ

ればならない。 22また一束のヒソプを取って鉢

の血に浸し、鉢の血を、かもいと入口の二つの柱

につけなければならない。朝まであなたがたは、

ひとりも家の戸の外に出てはならない。 23主が

行き巡ってエジプトびとを撃たれるとき、かもい

と入口の二つの柱にある血を見て、主はその入口

を過ぎ越し、滅ぼす者が、あなたがたの家にはい

って、撃つのを許されないであろう。 24あなた

がたはこの事を、あなたと子孫のための定めとし

て、永久に守らなければならない。 25あなたが

たは、主が約束されたように、あなたがたに賜る

地に至るとき、この儀式を守らなければならない

。 26もし、あなたがたの子供たちが『この儀式

はどんな意味ですか』と問うならば、 27あなた

がたは言いなさい、『これは主の過越の犠牲であ

る。エジプトびとを撃たれたとき、エジプトにい

たイスラエルの人々の家を過ぎ越して、われわれ

の家を救われたのである』」。民はこのとき、伏

して礼拝した。 28イスラエルの人々は行ってそ

のようにした。すなわち主がモーセとアロンに命

じられたようにした。 29夜中になって主はエジ

プトの国の、すべてのういご、すなわち位に座す

るパロのういごから、地下のひとやにおる捕虜の

ういごにいたるまで、また、すべての家畜のうい

ごを撃たれた。 30それでパロとその家来および

エジプトびとはみな夜のうちに起きあがり、エジ

プトに大いなる叫びがあった。死人のない家がな

かったからである。 31そこでパロは夜のうちに

モーセとアロンを呼び寄せて言った、「あなたが

たとイスラエルの人々は立って、わたしの民の中

から出て行くがよい。そしてあなたがたの言うよ

うに、行って主に仕えなさい。 32あなたがたの

言うように羊と牛とを取って行きなさい。また、

わたしを祝福しなさい」。 33こうしてエジプト

びとは民をせき立てて、すみやかに国を去らせよ

うとした。彼らは「われわれはみな死ぬ」と思っ

たからである。 34民はまだパン種を入れない練

り粉を、こばちのまま着物に包んで肩に負った。

35そしてイスラエルの人々はモーセの言葉のよう

にして、エジプトびとから銀の飾り、金の飾り、

また衣服を請い求めた。 36主は民にエジプトび

との情を得させ、彼らの請い求めたものを与えさ

せられた。こうして彼らはエジプトびとのものを

奪い取った。 37さて、イスラエルの人々はラメ

セスを出立してスコテに向かった。女と子供を除

いて徒歩の男子は約六十万人であった。 38また

多くの入り混じった群衆および羊、牛など非常に

多くの家畜も彼らと共に上った。 39そして彼ら

はエジプトから携えて出た練り粉をもって、種入

れぬパンの菓子を焼いた。まだパン種を入れてい

なかったからである。それは彼らがエジプトから

追い出されて滞ることができず、また、何の食料

をも整えていなかったからである。 40イスラエ

ルの人々がエジプトに住んでいた間は、四百三十

年であった。 41四百三十年の終りとなって、ち

ょうどその日に、主の全軍はエジプトの国を出た

。 42これは彼らをエジプトの国から導き出すた

めに主が寝ずの番をされた夜であった。ゆえにこ

の夜、すべてのイスラエルの人々は代々、主のた

めに寝ずの番をしなければならない。 43主はモ

ーセとアロンとに言われた、「過越の祭の定めは

次のとおりである。すなわち、異邦人はだれもこ

れを食べてはならない。 44しかし、おのおのが

金で買ったしもべは、これに割礼を行ってのち、

これを食べさせることができる。 45仮ずまいの

者と、雇人とは、これを食べてはならない。 46

ひとつの家でこれを食べなければならない。その

肉を少しも家の外に持ち出してはならない。また

、その骨を折ってはならない。 47イスラエルの

全会衆はこれを守らなければならない。 48寄留

の外国人があなたのもとにとどまっていて、主に

過越の祭を守ろうとするときは、その男子はみな

割礼を受けてのち、近づいてこれを守ることがで

きる。そうすれば彼は国に生れた者のようになる

であろう。しかし、無割礼の者はだれもこれを食

べてはならない。 49この律法は国に生れたもの

にも、あなたがたのうちに寄留している外国人に

も同一である」。 50イスラエルの人々は、みな

このようにし、主がモーセとアロンに命じられた
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ようにした。 51ちょうどその日に、主はイスラ

エルの人々を、その軍団に従ってエジプトの国か

ら導き出された。

13主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々のうちで、すべてのういご、すなわちすべ

て初めに胎を開いたものを、人であれ、獣であれ

、みな、わたしのために聖別しなければならない

。それはわたしのものである」。 3モーセは民に

言った、「あなたがたは、エジプトから、奴隷の

家から出るこの日を覚えなさい。主が強い手をも

って、あなたがたをここから導き出されるからで

ある。種を入れたパンを食べてはならない。 4あ

なたがたはアビブの月のこの日に出るのである。

5主があなたに与えると、あなたの先祖たちに誓

われたカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ヒビ

びと、エブスびとの地、乳と蜜との流れる地に、

導き入れられる時、あなたはこの月にこの儀式を

守らなければならない。 6七日のあいだ種入れぬ

パンを食べ、七日目には主に祭をしなければなら

ない。 7種入れぬパンを七日のあいだ食べなけれ

ばならない。種を入れたパンをあなたの所に置い

てはならない。また、あなたの地区のどこでも、

あなたの所にパン種を置いてはならない。 8その

日、あなたの子に告げて言いなさい、『これはわ

たしがエジプトから出るときに、主がわたしにな

されたことのためである』。 9そして、これを、

手につけて、しるしとし、目の間に置いて記念と

し、主の律法をあなたの口に置かなければならな

い。主が強い手をもって、あなたをエジプトから

導き出されるからである。 10それゆえ、あなた

はこの定めを年々その期節に守らなければならな

い。 11主があなたとあなたの先祖たちに誓われ

たように、あなたをカナンびとの地に導いて、そ

れをあなたに賜わる時、 12あなたは、すべて初

めに胎を開いた者、およびあなたの家畜の産むう

いごは、ことごとく主にささげなければならない

。すなわち、それらの男性のものは主に帰せしめ

なければならない。 13また、すべて、ろばの、

初めて胎を開いたものは、小羊をもって、あがな

わなければならない。もし、あがなわないならば

、その首を折らなければならない。あなたの子ら

のうち、すべて、男のういごは、あがなわなけれ

ばならない。 14後になって、あなたの子が『こ

れはどんな意味ですか』と問うならば、これに言

わなければならない、『主が強い手をもって、わ

れわれをエジプトから、奴隷の家から導き出され

た。 15そのときパロが、かたくなで、われわれ

を去らせなかったため、主はエジプトの国のうい

ごを、人のういごも家畜のういごも、ことごとく

殺された。それゆえ、初めて胎を開く男性のもの

はみな、主に犠牲としてささげるが、わたしの子

供のうちのういごは、すべてあがなうのである』

。 16そして、これを手につけて、しるしとし、

目の間に置いて覚えとしなければならない。主が

強い手をもって、われわれをエジプトから導き出

されたからである」。 17さて、パロが民を去ら

せた時、ペリシテびとの国の道は近かったが、神

は彼らをそれに導かれなかった。民が戦いを見れ

ば悔いてエジプトに帰るであろうと、神は思われ

たからである。 18神は紅海に沿う荒野の道に、

民を回らされた。イスラエルの人々は武装してエ

ジプトの国を出て、上った。 19そのときモーセ

はヨセフの遺骸を携えていた。ヨセフが、「神は

必ずあなたがたを顧みられるであろう。そのとき

、あなたがたは、わたしの遺骸を携えて、ここか

ら上って行かなければならない」と言って、イス

ラエルの人々に固く誓わせたからである。 20こ

うして彼らは更にスコテから進んで、荒野の端に

あるエタムに宿営した。 21主は彼らの前に行か

れ、昼は雲の柱をもって彼らを導き、夜は火の柱

をもって彼らを照し、昼も夜も彼らを進み行かせ

られた。 22昼は雲の柱、夜は火の柱が、民の前

から離れなかった。

14主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に告げ、引き返して、ミグドルと海との間

にあるピハヒロテの前、バアルゼポンの前に宿営

させなさい。あなたがたはそれにむかって、海の

かたわらに宿営しなければならない。 3パロはイ

スラエルの人々について、『彼らはその地で迷っ

ている。荒野は彼らを閉じ込めてしまった』と言

うであろう。 4わたしがパロの心をかたくなにす

るから、パロは彼らのあとを追うであろう。わた

しはパロとそのすべての軍勢を破って誉を得、エ

ジプトびとにわたしが主であることを知らせるで

あろう」。彼らはそのようにした。 5民の逃げ去

ったことが、エジプトの王に伝えられたので、パ

ロとその家来たちとは、民に対する考えを変えて

言った、「われわれはなぜこのようにイスラエル
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を去らせて、われわれに仕えさせないようにした

のであろう」。 6それでパロは戦車を整え、みず

からその民を率い、 7また、えり抜きの戦車六百

と、エジプトのすべての戦車およびすべての指揮

者たちを率いた。 8主がエジプトの王パロの心を

かたくなにされたので、彼はイスラエルの人々の

あとを追った。イスラエルの人々は意気揚々と出

たのである。 9エジプトびとは彼らのあとを追い

、パロのすべての馬と戦車およびその騎兵と軍勢

とは、バアルゼポンの前にあるピハヒロテのあた

りで、海のかたわらに宿営している彼らに追いつ

いた。 10パロが近寄った時、イスラエルの人々

は目を上げてエジプトびとが彼らのあとに進んで

きているのを見て、非常に恐れた。そしてイスラ

エルの人々は主にむかって叫び、 11かつモーセ

に言った、「エジプトに墓がないので、荒野で死

なせるために、わたしたちを携え出したのですか

。なぜわたしたちをエジプトから導き出して、こ

んなにするのですか。 12わたしたちがエジプト

であなたに告げて、『わたしたちを捨てておいて

、エジプトびとに仕えさせてください』と言った

のは、このことではありませんか。荒野で死ぬよ

りもエジプトびとに仕える方が、わたしたちには

よかったのです」。 13モーセは民に言った、「

あなたがたは恐れてはならない。かたく立って、

主がきょう、あなたがたのためになされる救を見

なさい。きょう、あなたがたはエジプトびとを見

るが、もはや永久に、二度と彼らを見ないであろ

う。 14主があなたがたのために戦われるから、

あなたがたは黙していなさい」。 15主はモーセ

に言われた、「あなたは、なぜわたしにむかって

叫ぶのか。イスラエルの人々に語って彼らを進み

行かせなさい。 16あなたはつえを上げ、手を海

の上にさし伸べてそれを分け、イスラエルの人々

に海の中のかわいた地を行かせなさい。 17わた

しがエジプトびとの心をかたくなにするから、彼

らはそのあとを追ってはいるであろう。こうして

わたしはパロとそのすべての軍勢および戦車と騎

兵とを打ち破って誉を得よう。 18わたしがパロ

とその戦車とその騎兵とを打ち破って誉を得ると

き、エジプトびとはわたしが主であることを知る

であろう」。 19このとき、イスラエルの部隊の

前に行く神の使は移って彼らのうしろに行った。

雲の柱も彼らの前から移って彼らのうしろに立ち

、 20エジプトびとの部隊とイスラエルびとの部

隊との間にきたので、そこに雲とやみがあり夜も

すがら、かれとこれと近づくことなく、夜がすぎ

た。 21モーセが手を海の上にさし伸べたので、

主は夜もすがら強い東風をもって海を退かせ、海

を陸地とされ、水は分かれた。 22イスラエルの

人々は海の中のかわいた地を行ったが、水は彼ら

の右と左に、かきとなった。 23エジプトびとは

追ってきて、パロのすべての馬と戦車と騎兵とは

、彼らのあとについて海の中にはいった。 24暁

の更に、主は火と雲の柱のうちからエジプトびと

の軍勢を見おろして、エジプトびとの軍勢を乱し

、 25その戦車の輪をきしらせて、進むのに重く

されたので、エジプトびとは言った、「われわれ

はイスラエルを離れて逃げよう。主が彼らのため

にエジプトびとと戦う」。 26そのとき主はモー

セに言われた、「あなたの手を海の上にさし伸べ

て、水をエジプトびとと、その戦車と騎兵との上

に流れ返らせなさい」。 27モーセが手を海の上

にさし伸べると、夜明けになって海はいつもの流

れに返り、エジプトびとはこれにむかって逃げた

が、主はエジプトびとを海の中に投げ込まれた。

28水は流れ返り、イスラエルのあとを追って海に

はいった戦車と騎兵およびパロのすべての軍勢を

おおい、ひとりも残らなかった。 29しかし、イ

スラエルの人々は海の中のかわいた地を行ったが

、水は彼らの右と左に、かきとなった。 30この

ように、主はこの日イスラエルをエジプトびとの

手から救われた。イスラエルはエジプトびとが海

べに死んでいるのを見た。 31イスラエルはまた

、主がエジプトびとに行われた大いなるみわざを

見た。それで民は主を恐れ、主とそのしもべモー

セとを信じた。

15そこでモーセとイスラエルの人々は、この歌
を主にむかって歌った。彼らは歌って言った

、「主にむかってわたしは歌おう、彼は輝かしく

も勝ちを得られた、彼は馬と乗り手を海に投げ込

まれた。 2主はわたしの力また歌、わたしの救と

なられた、彼こそわたしの神、わたしは彼をたた

える、彼はわたしの父の神、わたしは彼をあがめ

る。 3主はいくさびと、その名は主。 4彼はパロ

の戦車とその軍勢とを海に投げ込まれた、そのす

ぐれた指揮者たちは紅海に沈んだ。 5大水は彼ら

をおおい、彼らは石のように淵に下った。 6主よ

、あなたの右の手は力をもって栄光にかがやく、
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主よ、あなたの右の手は敵を打ち砕く。 7あなた

は大いなる威光をもって、あなたに立ちむかう者

を打ち破られた。あなたが怒りを発せられると、

彼らは、わらのように焼きつくされた。 8あなた

の鼻の息によって水は積みかさなり、流れは堤と

なって立ち、大水は海のもなかに凝り固まった。

9敵は言った、『わたしは追い行き、追い着いて

、分捕物を分かち取ろう、わたしの欲望を彼らに

よって満たそう、つるぎを抜こう、わたしの手は

彼らを滅ぼそう』。 10あなたが息を吹かれると

、海は彼らをおおい、彼らは鉛のように、大水の

中に沈んだ。 11主よ、神々のうち、だれがあな

たに比べられようか、だれがあなたのように、聖

にして栄えあるもの、ほむべくして恐るべきもの

、くすしきわざを行うものであろうか。 12あな

たが右の手を伸べられると、地は彼らをのんだ。

13あなたは、あがなわれた民を恵みをもって導き

、み力をもって、あなたの聖なるすまいに伴われ

た。 14もろもろの民は聞いて震え、ペリシテの

住民は苦しみに襲われた。 15エドムの族長らは

、おどろき、モアブの首長らは、わななき、カナ

ンの住民は、みな溶け去った。 16恐れと、おの

のきとは彼らに臨み、み腕の大いなるゆえに、彼

らは石のように黙した、主よ、あなたの民の通り

すぎるまで、あなたが買いとられた民の通りすぎ

るまで。 17あなたは彼らを導いて、あなたの嗣

業の山に植えられる。主よ、これこそあなたのす

まいとして、みずから造られた所、主よ、み手に

よって建てられた聖所。 18主は永遠に統べ治め

られる」。 19パロの馬が、その戦車および騎兵

と共に海にはいると、主は海の水を彼らの上に流

れ返らされたが、イスラエルの人々は海の中のか

わいた地を行った。 20そのとき、アロンの姉、

女預言者ミリアムはタンバリンを手に取り、女た

ちも皆タンバリンを取って、踊りながら、そのあ

とに従って出てきた。 21そこでミリアムは彼ら

に和して歌った、「主にむかって歌え、彼は輝か

しくも勝ちを得られた、彼は馬と乗り手を海に投

げ込まれた」。 22さて、モーセはイスラエルを

紅海から旅立たせた。彼らはシュルの荒野に入り

、三日のあいだ荒野を歩いたが、水を得なかった

。 23彼らはメラに着いたが、メラの水は苦くて

飲むことができなかった。それで、その所の名は

メラと呼ばれた。 24ときに、民はモーセにつぶ

やいて言った、「わたしたちは何を飲むのですか

」。 25モーセは主に叫んだ。主は彼に一本の木

を示されたので、それを水に投げ入れると、水は

甘くなった。その所で主は民のために定めと、お

きてを立てられ、彼らを試みて、 26言われた、

「あなたが、もしあなたの神、主の声に良く聞き

従い、その目に正しいと見られることを行い、そ

の戒めに耳を傾け、すべての定めを守るならば、

わたしは、かつてエジプトびとに下した病を一つ

もあなたに下さないであろう。わたしは主であっ

て、あなたをいやすものである」。 27こうして

彼らはエリムに着いた。そこには水の泉十二と、

なつめやしの木七十本があった。その所で彼らは

水のほとりに宿営した。

16イスラエルの人々の全会衆はエリムを出発し
、エジプトの地を出て二か月目の十五日に、

エリムとシナイとの間にあるシンの荒野にきたが

、 2その荒野でイスラエルの人々の全会衆は、モ

ーセとアロンにつぶやいた。 3イスラエルの人々

は彼らに言った、「われわれはエジプトの地で、

肉のなべのかたわらに座し、飽きるほどパンを食

べていた時に、主の手にかかって死んでいたら良

かった。あなたがたは、われわれをこの荒野に導

き出して、全会衆を餓死させようとしている」。

4そのとき主はモーセに言われた、「見よ、わた

しはあなたがたのために、天からパンを降らせよ

う。民は出て日々の分を日ごとに集めなければな

らない。こうして彼らがわたしの律法に従うかど

うかを試みよう。 5六日目には、彼らが取り入れ

たものを調理すると、それは日ごとに集めるもの

の二倍あるであろう」。 6モーセとアロンは、イ

スラエルのすべての人々に言った、「夕暮には、

あなたがたは、エジプトの地からあなたがたを導

き出されたのが、主であることを知るであろう。

7また、朝には、あなたがたは主の栄光を見るで

あろう。主はあなたがたが主にむかってつぶやく

のを聞かれたからである。あなたがたは、いった

いわれわれを何者として、われわれにむかってつ

ぶやくのか」。 8モーセはまた言った、「主は夕

暮にはあなたがたに肉を与えて食べさせ、朝には

パンを与えて飽き足らせられるであろう。主はあ

なたがたが、主にむかってつぶやくつぶやきを聞

かれたからである。いったいわれわれは何者なの

か。あなたがたのつぶやくのは、われわれにむか

ってでなく、主にむかってである」。 9モーセは
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アロンに言った、「イスラエルの人々の全会衆に

言いなさい、『あなたがたは主の前に近づきなさ

い。主があなたがたのつぶやきを聞かれたからで

ある』と」。 10それでアロンがイスラエルの人

々の全会衆に語ったとき、彼らが荒野の方を望む

と、見よ、主の栄光が雲のうちに現れていた。 11

主はモーセに言われた、 12「わたしはイスラエ

ルの人々のつぶやきを聞いた。彼らに言いなさい

、『あなたがたは夕には肉を食べ、朝にはパンに

飽き足りるであろう。そうしてわたしがあなたが

たの神、主であることを知るであろう』と」。 13

夕べになると、うずらが飛んできて宿営をおおっ

た。また、朝になると、宿営の周囲に露が降りた

。 14その降りた露がかわくと、荒野の面には、

薄いうろこのようなものがあり、ちょうど地に結

ぶ薄い霜のようであった。 15イスラエルの人々

はそれを見て互に言った、「これはなんであろう

」。彼らはそれがなんであるのか知らなかったか

らである。モーセは彼らに言った、「これは主が

あなたがたの食物として賜わるパンである。 16

主が命じられるのはこうである、『あなたがたは

、おのおのその食べるところに従ってそれを集め

、あなたがたの人数に従って、ひとり一オメルず

つ、おのおのその天幕におるもののためにそれを

取りなさい』と」。 17イスラエルの人々はその

ようにして、ある者は多く、ある者は少なく集め

た。 18しかし、オメルでそれを計ってみると、

多く集めた者にも余らず、少なく集めた者にも不

足しなかった。おのおのその食べるところに従っ

て集めていた。 19モーセは彼らに言った、「だ

れも朝までそれを残しておいてはならない」。 20

しかし彼らはモーセに聞き従わないで、ある者は

朝までそれを残しておいたが、虫がついて臭くな

った。モーセは彼らにむかって怒った。 21彼ら

は、おのおのその食べるところに従って、朝ごと

にそれを集めたが、日が熱くなるとそれは溶けた

。 22六日目には、彼らは二倍のパン、すなわち

ひとりに二オメルを集めた。そこで、会衆の長た

ちは皆きて、モーセに告げたが、 23モーセは彼

らに言った、「主の語られたのはこうである、『

あすは主の聖安息日で休みである。きょう、焼こ

うとするものを焼き、煮ようとするものを煮なさ

い。残ったものはみな朝までたくわえて保存しな

さい』と」。 24彼らはモーセの命じたように、

それを朝まで保存したが、臭くならず、また虫も

つかなかった。 25モーセは言った、「きょう、

それを食べなさい。きょうは主の安息日であるか

ら、きょうは野でそれを獲られないであろう。 26

六日の間はそれを集めなければならない。七日目

は安息日であるから、その日には無いであろう」

。 27ところが民のうちには、七日目に出て集め

ようとした者があったが、獲られなかった。 28

そこで主はモーセに言われた、「あなたがたは、

いつまでわたしの戒めと、律法とを守ることを拒

むのか。 29見よ、主はあなたがたに安息日を与

えられた。ゆえに六日目には、ふつか分のパンを

あなたがたに賜わるのである。おのおのその所に

とどまり、七日目にはその所から出てはならない

」。 30こうして民は七日目に休んだ。 31イスラ

エルの家はその物の名をマナと呼んだ。それはコ

エンドロの実のようで白く、その味は蜜を入れた

せんべいのようであった。 32モーセは言った、

「主の命じられることはこうである、『それを一

オメルあなたがたの子孫のためにたくわえておき

なさい。それはわたしが、あなたがたをエジプト

の地から導き出した時、荒野であなたがたに食べ

させたパンを彼らに見させるためである』と」。

33そしてモーセはアロンに言った「一つのつぼを

取り、マナ一オメルをその中に入れ、それを主の

前に置いて、子孫のためにたくわえなさい」。 34

そこで主がモーセに命じられたように、アロンは

それをあかしの箱の前に置いてたくわえた。 35

イスラエルの人々は人の住む地に着くまで四十年

の間マナを食べた。すなわち、彼らはカナンの地

の境に至るまでマナを食べた。 36一オメルは一

エパの十分の一である。

17イスラエルの人々の全会衆は、主の命に従っ
て、シンの荒野を出発し、旅路を重ねて、レ

ピデムに宿営したが、そこには民の飲む水がなか

った。 2それで、民はモーセと争って言った、「

わたしたちに飲む水をください」。モーセは彼ら

に言った、「あなたがたはなぜわたしと争うのか

、なぜ主を試みるのか」。 3民はその所で水にか

わき、モーセにつぶやいて言った、「あなたはな

ぜわたしたちをエジプトから導き出して、わたし

たちを、子供や家畜と一緒に、かわきによって死

なせようとするのですか」。 4このときモーセは

主に叫んで言った、「わたしはこの民をどうすれ

ばよいのでしょう。彼らは、今にも、わたしを石
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で打ち殺そうとしています」。 5主はモーセに言

われた、「あなたは民の前に進み行き、イスラエ

ルの長老たちを伴い、あなたがナイル川を打った

、つえを手に取って行きなさい。 6見よ、わたし

はホレブの岩の上であなたの前に立つであろう。

あなたは岩を打ちなさい。水がそれから出て、民

はそれを飲むことができる」。モーセはイスラエ

ルの長老たちの目の前で、そのように行った。 7

そして彼はその所の名をマッサ、またメリバと呼

んだ。これはイスラエルの人々が争ったゆえ、ま

た彼らが「主はわたしたちのうちにおられるかど

うか」と言って主を試みたからである。 8ときに

アマレクがきて、イスラエルとレピデムで戦った

。 9モーセはヨシュアに言った、「われわれのた

めに人を選び、出てアマレクと戦いなさい。わた

しはあす神のつえを手に取って、丘の頂に立つで

あろう」。 10ヨシュアはモーセが彼に言ったよ

うにし、アマレクと戦った。モーセとアロンおよ

びホルは丘の頂に登った。 11モーセが手を上げ

ているとイスラエルは勝ち、手を下げるとアマレ

クが勝った。 12しかしモーセの手が重くなった

ので、アロンとホルが石を取って、モーセの足も

とに置くと、彼はその上に座した。そしてひとり

はこちらに、ひとりはあちらにいて、モーセの手

をささえたので、彼の手は日没までさがらなかっ

た。 13ヨシュアは、つるぎにかけてアマレクと

その民を打ち敗った。 14主はモーセに言われた

、「これを書物にしるして記念とし、それをヨシ

ュアの耳に入れなさい。わたしは天が下からアマ

レクの記憶を完全に消し去るであろう」。 15モ

ーセは一つの祭壇を築いてその名を「主はわが旗

」と呼んだ。 16そしてモーセは言った、「主の

旗にむかって手を上げる、主は世々アマレクと戦

われる」。

18さて、モーセのしゅうと、ミデアンの祭司エ
テロは、神がモーセと、み民イスラエルとに

されたすべての事、主がイスラエルをエジプトか

ら導き出されたことを聞いた。 2それでモーセの

しゅうと、エテロは、さきに送り返されていたモ

ーセの妻チッポラと、 3そのふたりの子とを連れ

てきた。そのひとりの名はゲルショムといった。

モーセが、「わたしは外国で寄留者となっている

」と言ったからである。 4ほかのひとりの名はエ

リエゼルといった。「わたしの父の神はわたしの

助けであって、パロのつるぎからわたしを救われ

た」と言ったからである。 5こうしてモーセのし

ゅうと、エテロは、モーセの妻子を伴って、荒野

に行き、神の山に宿営しているモーセの所にきた

。 6その時、ある人がモーセに言った、「ごらん

なさい。あなたのしゅうと、エテロは、あなたの

妻とそのふたりの子を連れて、あなたの所にこら

れます」。 7そこでモーセはしゅうとを出迎えて

、身をかがめ、彼に口づけして、互に安否を問い

、共に天幕にはいった。 8そしてモーセは、主が

イスラエルのために、パロとエジプトびととにさ

れたすべての事、道で出会ったすべての苦しみ、

また主が彼らを救われたことを、しゅうとに物語

ったので、 9エテロは主がイスラエルをエジプト

びとの手から救い出して、もろもろの恵みを賜わ

ったことを喜んだ。 10そしてエテロは言った、

「主はほむべきかな。主はあなたがたをエジプト

びとの手と、パロの手から救い出し、民をエジプ

トびとの手の下から救い出された。 11今こそわ

たしは知った。実に彼らはイスラエルびとにむか

って高慢にふるまったが、主はあらゆる神々にま

さって大いにいますことを」。 12そしてモーセ

のしゅうとエテロは燔祭と犠牲を神に供え、アロ

ンとイスラエルの長老たちもみなきて、モーセの

しゅうとと共に神の前で食事をした。 13あくる

日モーセは座して民をさばいたが、民は朝から晩

まで、モーセのまわりに立っていた。 14モーセ

のしゅうとは、彼がすべて民にしていることを見

て、言った、「あなたが民にしているこのことは

なんですか。あなたひとりが座し、民はみな朝か

ら晩まで、あなたのまわりに立っているのはなぜ

ですか」。 15モーセはしゅうとに言った、「民

が神に伺おうとして、わたしの所に来るからです

。 16彼らは事があれば、わたしの所にきます。

わたしは相互の間をさばいて、神の定めと判決を

知らせるのです」。 17モーセのしゅうとは彼に

言った、「あなたのしていることは良くない。 18

あなたも、あなたと一緒にいるこの民も、必ず疲

れ果てるであろう。このことはあなたに重過ぎる

から、ひとりですることができない。 19今わた

しの言うことを聞きなさい。わたしはあなたに助

言する。どうか神があなたと共にいますように。

あなたは民のために神の前にいて、事件を神に述

べなさい。 20あなたは彼らに定めと判決を教え

、彼らの歩むべき道と、なすべき事を彼らに知ら
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せなさい。 21また、すべての民のうちから、有

能な人で、神を恐れ、誠実で不義の利を憎む人を

選び、それを民の上に立てて、千人の長、百人の

長、五十人の長、十人の長としなさい。 22平素

は彼らに民をさばかせ、大事件はすべてあなたの

所に持ってこさせ、小事件はすべて彼らにさばか

せなさい。こうしてあなたを身軽にし、あなたと

共に彼らに、荷を負わせなさい。 23あなたが、

もしこの事を行い、神もまたあなたに命じられる

ならば、あなたは耐えることができ、この民もま

た、みな安んじてその所に帰ることができよう」

。 24モーセはしゅうとの言葉に従い、すべて言

われたようにした。 25すなわち、モーセはすべ

てのイスラエルのうちから有能な人を選んで、民

の上に長として立て、千人の長、百人の長、五十

人の長、十人の長とした。 26平素は彼らが民を

さばき、むずかしい事件はモーセに持ってきたが

、小さい事件はすべて彼らみずからさばいた。 27

こうしてモーセはしゅうとを送り返したので、そ

の国に帰って行った。

19イスラエルの人々は、エジプトの地を出て後
三月目のその日に、シナイの荒野にはいった

。 2すなわち彼らはレピデムを出立してシナイの

荒野に入り、荒野に宿営した。イスラエルはその

所で山の前に宿営した。 3さて、モーセが神のも

とに登ると、主は山から彼を呼んで言われた、「

このように、ヤコブの家に言い、イスラエルの人

々に告げなさい、 4『あなたがたは、わたしがエ

ジプトびとにした事と、あなたがたを鷲の翼に載

せてわたしの所にこさせたことを見た。 5それで

、もしあなたがたが、まことにわたしの声に聞き

従い、わたしの契約を守るならば、あなたがたは

すべての民にまさって、わたしの宝となるであろ

う。全地はわたしの所有だからである。 6あなた

がたはわたしに対して祭司の国となり、また聖な

る民となるであろう』。これがあなたのイスラエ

ルの人々に語るべき言葉である」。 7それでモー

セは行って民の長老たちを呼び、主が命じられた

これらの言葉を、すべてその前に述べたので、 8

民はみな共に答えて言った、「われわれは主が言

われたことを、みな行います」。モーセは民の言

葉を主に告げた。 9主はモーセに言われた、「見

よ、わたしは濃い雲のうちにあって、あなたに臨

むであろう。それはわたしがあなたと語るのを民

に聞かせて、彼らに長くあなたを信じさせるため

である」。モーセは民の言葉を主に告げた。 10

主はモーセに言われた、「あなたは民のところに

行って、きょうとあす、彼らをきよめ、彼らにそ

の衣服を洗わせ、 11三日目までに備えさせなさ

い。三日目に主が、すべての民の目の前で、シナ

イ山に下るからである。 12あなたは民のために

、周囲に境を設けて言いなさい、『あなたがたは

注意して、山に上らず、また、その境界に触れな

いようにしなさい。山に触れる者は必ず殺される

であろう。 13手をそれに触れてはならない。触

れる者は必ず石で打ち殺されるか、射殺されるで

あろう。獣でも人でも生きることはできない』。

ラッパが長く響いた時、彼らは山に登ることがで

きる」と。 14そこでモーセは山から民のところ

に下り、民をきよめた。彼らはその衣服を洗った

。 15モーセは民に言った、「三日目までに備え

をしなさい。女に近づいてはならない」。 16三

日目の朝となって、かみなりと、いなずまと厚い

雲とが、山の上にあり、ラッパの音が、はなはだ

高く響いたので、宿営におる民はみな震えた。 17

モーセが民を神に会わせるために、宿営から導き

出したので、彼らは山のふもとに立った。 18シ

ナイ山は全山煙った。主が火のなかにあって、そ

の上に下られたからである。その煙は、かまどの

煙のように立ち上り、全山はげしく震えた。 19

ラッパの音が、いよいよ高くなったとき、モーセ

は語り、神は、かみなりをもって、彼に答えられ

た。 20主はシナイ山の頂に下られた。そして主

がモーセを山の頂に召されたので、モーセは登っ

た。 21主はモーセに言われた、「下って行って

民を戒めなさい。民が押し破って、主のところに

きて、見ようとし、多くのものが死ぬことのない

ようにするためである。 22主に近づく祭司たち

にもまた、その身をきよめさせなさい。主が彼ら

を打つことのないようにするためである」。 23

モーセは主に言った、「民はシナイ山に登ること

はできないでしょう。あなたがわたしたちを戒め

て『山のまわりに境を設け、それをきよめよ』と

言われたからです」。 24主は彼に言われた、「

行け、下れ。そしてあなたはアロンと共に登って

きなさい。ただし、祭司たちと民とが、押し破っ

て主のところに登ることのないようにしなさい。

主が彼らを打つことのないようにするためである
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」。 25モーセは民の所に下って行って彼らに告

げた。

20神はこのすべての言葉を語って言われた。 2

「わたしはあなたの神、主であって、あなた

をエジプトの地、奴隷の家から導き出した者であ

る。 3あなたはわたしのほかに、なにものをも神

としてはならない。 4あなたは自分のために、刻

んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの、

下は地にあるもの、また地の下の水のなかにある

ものの、どんな形をも造ってはならない。 5それ

にひれ伏してはならない。それに仕えてはならな

い。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神で

あるから、わたしを憎むものは、父の罪を子に報

いて、三四代に及ぼし、 6わたしを愛し、わたし

の戒めを守るものには、恵みを施して、千代に至

るであろう。 7あなたは、あなたの神、主の名を

、みだりに唱えてはならない。主は、み名をみだ

りに唱えるものを、罰しないでは置かないであろ

う。 8安息日を覚えて、これを聖とせよ。 9六日

のあいだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。 10

七日目はあなたの神、主の安息であるから、なん

のわざをもしてはならない。あなたもあなたのむ

すこ、娘、しもべ、はしため、家畜、またあなた

の門のうちにいる他国の人もそうである。 11主

は六日のうちに、天と地と海と、その中のすべて

のものを造って、七日目に休まれたからである。

それで主は安息日を祝福して聖とされた。 12あ

なたの父と母を敬え。これは、あなたの神、主が

賜わる地で、あなたが長く生きるためである。 13

あなたは殺してはならない。 14あなたは姦淫し

てはならない。 15あなたは盗んではならない。

16あなたは隣人について、偽証してはならない。

17あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣

人の妻、しもべ、はしため、牛、ろば、またすべ

て隣人のものをむさぼってはならない」。 18民

は皆、かみなりと、いなずまと、ラッパの音と、

山の煙っているのとを見た。民は恐れおののき、

遠く離れて立った。 19彼らはモーセに言った、

「あなたがわたしたちに語ってください。わたし

たちは聞き従います。神がわたしたちに語られぬ

ようにしてください。それでなければ、わたした

ちは死ぬでしょう」。 20モーセは民に言った、

「恐れてはならない。神はあなたがたを試みるた

め、またその恐れをあなたがたの目の前において

、あなたがたが罪を犯さないようにするために臨

まれたのである」。 21そこで、民は遠く離れて

立ったが、モーセは神のおられる濃い雲に近づい

て行った。 22主はモーセに言われた、「あなた

はイスラエルの人々にこう言いなさい、『あなた

がたは、わたしが天からあなたがたと語るのを見

た。 23あなたがたはわたしと並べて、何をも造

ってはならない。銀の神々も、金の神々も、あな

たがたのために、造ってはならない。 24あなた

はわたしのために土の祭壇を築き、その上にあな

たの燔祭、酬恩祭、羊、牛をささげなければなら

ない。わたしの名を覚えさせるすべての所で、わ

たしはあなたに臨んで、あなたを祝福するであろ

う。 25あなたがもしわたしに石の祭壇を造るな

らば、切り石で築いてはならない。あなたがもし

、のみをそれに当てるならば、それをけがすから

である。 26あなたは階段によって、わたしの祭

壇に登ってはならない。あなたの隠し所が、その

上にあらわれることのないようにするためである

』。

21これはあなたが彼らの前に示すべきおきてで
ある。 2あなたがヘブルびとである奴隷を買

う時は、六年のあいだ仕えさせ、七年目には無償

で自由の身として去らせなければならない。 3彼

がもし独身できたならば、独身で去らなければな

らない。もし妻を持っていたならば、その妻は彼

と共に去らなければならない。 4もしその主人が

彼に妻を与えて、彼に男の子また女の子を産んだ

ならば、妻とその子供は主人のものとなり、彼は

独身で去らなければならない。 5奴隷がもし『わ

たしは、わたしの主人と、わたしの妻と子供を愛

します。わたしは自由の身となって去ることを好

みません』と明言するならば、 6その主人は彼を

神のもとに連れて行き、戸あるいは柱のところに

連れて行って、主人は、きりで彼の耳を刺し通さ

なければならない。そうすれば彼はいつまでもこ

れに仕えるであろう。 7もし人がその娘を女奴隷

として売るならば、その娘は男奴隷が去るように

去ってはならない。 8彼女がもし彼女を自分のも

のと定めた主人の気にいらない時は、その主人は

彼女が、あがなわれることを、これに許さなけれ

ばならない。彼はこれを欺いたのであるから、こ

れを他国の民に売る権利はない。 9彼がもし彼女

を自分の子のものと定めるならば、これを娘のよ
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うに扱わなければならない。 10彼が、たとい、

ほかに女をめとることがあっても、前の女に食物

と衣服を与えることと、その夫婦の道とを絶えさ

せてはならない。 11彼がもしこの三つを行わな

いならば、彼女は金を償わずに去ることができる

。 12人を撃って死なせた者は、必ず殺されなけ

ればならない。 13しかし、人がたくむことをし

ないのに、神が彼の手に人をわたされることのあ

る時は、わたしはあなたのために一つの所を定め

よう。彼はその所へのがれることができる。 14

しかし人がもし、ことさらにその隣人を欺いて殺

す時は、その者をわたしの祭壇からでも、捕えて

行って殺さなければならない。 15自分の父また

は母を撃つ者は、必ず殺されなければならない。

16人をかどわかした者は、これを売っていても、

なお彼の手にあっても、必ず殺されなければなら

ない。 17自分の父または母をのろう者は、必ず

殺されなければならない。 18人が互に争い、そ

のひとりが石または、こぶしで相手を撃った時、

これが死なないで床につき、 19再び起きあがっ

て、つえにすがり、外を歩くようになるならば、

これを撃った者は、ゆるされるであろう。ただそ

の仕事を休んだ損失を償い、かつこれにじゅうぶ

ん治療させなければならない。 20もし人がつえ

をもって、自分の男奴隷または女奴隷を撃ち、そ

の手の下に死ぬならば、必ず罰せられなければな

らない。 21しかし、彼がもし一日か、ふつか生

き延びるならば、その人は罰せられない。奴隷は

彼の財産だからである。 22もし人が互に争って

、身ごもった女を撃ち、これに流産させるならば

、ほかの害がなくとも、彼は必ずその女の夫の求

める罰金を課せられ、裁判人の定めるとおりに支

払わなければならない。 23しかし、ほかの害が

ある時は、命には命、 24目には目、歯には歯、

手には手、足には足、 25焼き傷には焼き傷、傷

には傷、打ち傷には打ち傷をもって償わなければ

ならない。 26もし人が自分の男奴隷の片目、ま

たは女奴隷の片目を撃ち、これをつぶすならば、

その目のためにこれを自由の身として去らせなけ

ればならない。 27また、もしその男奴隷の一本

の歯、またはその女奴隷の一本の歯を撃ち落すな

らば、その歯のためにこれを自由の身として去ら

せなければならない。 28もし牛が男または女を

突いて殺すならば、その牛は必ず石で撃ち殺され

なければならない。その肉は食べてはならない。

しかし、その牛の持ち主は罪がない。 29牛がも

し以前から突く癖があって、その持ち主が注意さ

れても、これを守りおかなかったために、男また

は女を殺したならば、その牛は石で撃ち殺され、

その持ち主もまた殺されなければならない。 30

彼がもし、あがないの金を課せられたならば、す

べて課せられたほどのものを、命の償いに支払わ

なければならない。 31男の子を突いても、女の

子を突いても、この定めに従って処置されなけれ

ばならない。 32牛がもし男奴隷または女奴隷を

突くならば、その主人に銀三十シケルを支払わな

ければならない。またその牛は石で撃ち殺されな

ければならない。 33もし人が穴をあけたままに

置き、あるいは穴を掘ってこれにおおいをしない

ために、牛または、ろばがこれに落ち込むことが

あれば、 34穴の持ち主はこれを償い、金をその

持ち主に支払わなければならない。しかし、その

死んだ獣は彼のものとなるであろう。 35ある人

の牛が、もし他人の牛を突いて殺すならば、彼ら

はその生きている牛を売って、その価を分け、ま

たその死んだものをも分けなければならない。 36

あるいはその牛が以前から突く癖のあることが知

られているのに、その持ち主がこれを守りおかな

かったならば、その人は必ずその牛のために牛を

もって償わなければならない。しかし、その死ん

だ獣は彼のものとなるであろう。

22もし人が牛または羊を盗んで、これを殺し、
あるいはこれを売るならば、彼は一頭の牛の

ために五頭の牛をもって、一頭の羊のために四頭

の羊をもって償わなければならない。 2もし盗び

とが穴をあけてはいるのを見て、これを撃って殺

したときは、その人には血を流した罪はない。 3

彼は必ず償わなければならない。もし彼に何もな

い時は、彼はその盗んだ物のために身を売られる

であろう。しかし日がのぼって後ならば、その

人に血を流した罪がある。 4もしその盗んだ物が

なお生きて、彼の手もとにあれば、それは牛、ろ

ば、羊のいずれにせよ、これを二倍にして償わな

ければならない。 5もし人が畑またはぶどう畑の

ものを食わせ、その家畜を放って他人の畑のもの

を食わせた時は、自分の畑の最も良い物と、ぶど

う畑の最も良い物をもって、これを償わなければ

ならない。 6もし火が出て、いばらに移り、積み

あげた麦束、または立穂、または畑を焼いたなら
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ば、その火を燃やした者は、必ずこれを償わなけ

ればならない。 7もし人が金銭または物品の保管

を隣人に託し、それが隣人の家から盗まれた時、

その盗びとが見つけられたならば、これを二倍に

して償わせなければならない。 8もし盗びとが見

つけられなければ、家の主人を神の前に連れてき

て、彼が隣人の持ち物に手をかけたかどうかを、

確かめなければならない。 9牛であれ、ろばであ

れ、羊であれ、衣服であれ、あるいはどんな失っ

た物であれ、それについて言い争いが起り『これ

がそれです』と言う者があれば、その双方の言い

分を、神の前に持ち出さなければならない。そし

て神が有罪と定められる者は、それを二倍にして

その相手に償わなければならない。 10もし人が

、ろば、または牛、または羊、またはどんな家畜

でも、それを隣人に預けて、それが死ぬか、傷つ

くか、あるいは奪い去られても、それを見た者が

なければ、 11双方の間に、隣人の持ち物に手を

かけなかったという誓いが、主の前になされなけ

ればならない。そうすれば、持ち主はこれを受け

入れ、隣人は償うに及ばない。 12けれども、そ

れがまさしく自分の所から盗まれた時は、その持

ち主に償わなければならない。 13もしそれが裂

き殺された時は、それを証拠として持って来るな

らば、その裂き殺されたものは償うに及ばない。

14もし人が隣人から家畜を借りて、それが傷つき

、または死ぬ場合、その持ち主がそれと共にいな

い時は、必ずこれを償わなければならない。 15

もしその持ち主がそれと共におれば、それを償う

に及ばない。もしそれが賃借りしたものならば、

その借賃をそれに当てなければならない。 16も

し人がまだ婚約しない処女を誘って、これと寝た

ならば、彼は必ずこれに花嫁料を払って、妻とし

なければならない。 17もしその父がこれをその

人に与えることをかたく拒むならば、彼は処女の

花嫁料に当るほどの金を払わなければならない。

18魔法使の女は、これを生かしておいてはならな

い。 19すべて獣を犯す者は、必ず殺されなけれ

ばならない。 20主のほか、他の神々に犠牲をさ

さげる者は、断ち滅ぼされなければならない。 21

あなたは寄留の他国人を苦しめてはならない。ま

た、これをしえたげてはならない。あなたがたも

、かつてエジプトの国で、寄留の他国人であった

からである。 22あなたがたはすべて寡婦、また

は孤児を悩ましてはならない。 23もしあなたが

彼らを悩まして、彼らがわたしにむかって叫ぶな

らば、わたしは必ずその叫びを聞くであろう。 24

そしてわたしの怒りは燃えたち、つるぎをもって

あなたがたを殺すであろう。あなたがたの妻は寡

婦となり、あなたがたの子供たちは孤児となるで

あろう。 25あなたが、共におるわたしの民の貧

しい者に金を貸す時は、これに対して金貸しのよ

うになってはならない。これから利子を取っては

ならない。 26もし隣人の上着を質に取るならば

、日の入るまでにそれを返さなければならない。

27これは彼の身をおおう、ただ一つの物、彼の膚

のための着物だからである。彼は何を着て寝るこ

とができよう。彼がわたしにむかって叫ぶならば

、わたしはこれに聞くであろう。わたしはあわれ

み深いからである。 28あなたは神をののしって

はならない。また民の司をのろってはならない。

29あなたの豊かな穀物と、あふれる酒とをささげ

るに、ためらってはならない。あなたのういごを

、わたしにささげなければならない。 30あなた

はまた、あなたの牛と羊をも同様にしなければな

らない。七日の間その母と共に置いて、八日目に

それをわたしに、ささげなければならない。 31

あなたがたは、わたしに対して聖なる民とならな

ければならない。あなたがたは、野で裂き殺され

たものの肉を食べてはならない。それは犬に投げ

与えなければならない。

23あなたは偽りのうわさを言いふらしてはなら
ない。あなたは悪人と手を携えて、悪意のあ

る証人になってはならない。 2あなたは多数に従

って悪をおこなってはならない。あなたは訴訟に

おいて、多数に従って片寄り、正義を曲げるよう

な証言をしてはならない。 3また貧しい人をその

訴訟において、曲げてかばってはならない。 4も

し、あなたが敵の牛または、ろばの迷っているの

に会う時は、必ずこれを彼の所に連れて行って、

帰さなければならない。 5もしあなたを憎む者の

ろばが、その荷物の下に倒れ伏しているのを見る

時は、これを見捨てて置かないように気をつけ、

必ずその人に手を貸して、これを起さなければな

らない。 6あなたは貧しい者の訴訟において、裁

判を曲げてはならない。 7あなたは偽り事に遠ざ

からなければならない。あなたは罪のない者と正

しい者とを殺してはならない。わたしは悪人を義

とすることはないからである。 8あなたは賄賂を
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取ってはならない。賄賂は人の目をくらまし、正

しい者の事件をも曲げさせるからである。 9あな

たは寄留の他国人をしえたげてはならない。あな

たがたはエジプトの国で寄留の他国人であったの

で、寄留の他国人の心を知っているからである。

10あなたは六年のあいだ、地に種をまき、その産

物を取り入れることができる。 11しかし、七年

目には、これを休ませて、耕さずに置かなければ

ならない。そうすれば、あなたの民の貧しい者が

これを食べ、その残りは野の獣が食べることがで

きる。あなたのぶどう畑も、オリブ畑も同様にし

なければならない。 12あなたは六日のあいだ、

仕事をし、七日目には休まなければならない。こ

れはあなたの牛および、ろばが休みを得、またあ

なたのはしための子および寄留の他国人を休ませ

るためである。 13わたしが、あなたがたに言っ

たすべての事に心を留めなさい。他の神々の名を

唱えてはならない。また、これをあなたのくちび

るから聞えさせてはならない。 14あなたは年に

三度、わたしのために祭を行わなければならない

。 15あなたは種入れぬパンの祭を守らなければ

ならない。わたしが、あなたに命じたように、ア

ビブの月の定めの時に七日のあいだ、種入れぬパ

ンを食べなければならない。それはその月にあな

たがエジプトから出たからである。だれも、むな

し手でわたしの前に出てはならない。 16また、

あなたが畑にまいて獲た物の勤労の初穂をささげ

る刈入れの祭と、あなたの勤労の実を畑から取り

入れる年の終りに、取入れの祭を行わなければな

らない。 17男子はみな、年に三度、主なる神の

前に出なければならない。 18あなたはわたしの

犠牲の血を、種を入れたパンと共にささげてはな

らない。また、わたしの祭の脂肪を翌朝まで残し

て置いてはならない。 19あなたの土地の初穂の

最も良い物を、あなたの神、主の家に携えてこな

ければならない。あなたは子やぎを、その母の乳

で煮てはならない。 20見よ、わたしは使をあな

たの前につかわし、あなたを道で守らせ、わたし

が備えた所に導かせるであろう。 21あなたはそ

の前に慎み、その言葉に聞き従い、彼にそむいて

はならない。わたしの名が彼のうちにあるゆえに

、彼はあなたがたのとがをゆるさないであろう。

22しかし、もしあなたが彼の声によく聞き従い、

すべてわたしが語ることを行うならば、わたしは

あなたの敵を敵とし、あなたのあだをあだとする

であろう。 23わたしの使はあなたの前に行って

、あなたをアモリびと、ヘテびと、ペリジびと、

カナンびと、ヒビびと、およびエブスびとの所に

導き、わたしは彼らを滅ぼすであろう。 24あな

たは彼らの神々を拝んではならない。これに仕え

てはならない。また彼らのおこないにならっては

ならない。あなたは彼らを全く打ち倒し、その石

の柱を打ち砕かなければならない。 25あなたが

たの神、主に仕えなければならない。そうすれば

、わたしはあなたがたのパンと水を祝し、あなた

がたのうちから病を除き去るであろう。 26あな

たの国のうちには流産する女もなく、不妊の女も

なく、わたしはあなたの日の数を満ち足らせるで

あろう。 27わたしはあなたの先に、わたしの恐

れをつかわし、あなたが行く所の民を、ことごと

く打ち敗り、すべての敵に、その背をあなたの方

へ向けさせるであろう。 28わたしはまた、くま

ばちをあなたの先につかわすであろう。これはヒ

ビびと、カナンびと、およびヘテびとをあなたの

前から追い払うであろう。 29しかし、わたしは

彼らを一年のうちには、あなたの前から追い払わ

ないであろう。土地が荒れすたれ、野の獣が増し

て、あなたを害することのないためである。 30

わたしは徐々に彼らをあなたの前から追い払うで

あろう。あなたは、ついにふえひろがって、この

地を継ぐようになるであろう。 31わたしは紅海

からペリシテびとの海に至るまでと、荒野からユ

フラテ川に至るまでを、あなたの領域とし、この

地に住んでいる者をあなたの手にわたすであろう

。あなたは彼らをあなたの前から追い払うであろ

う。 32あなたは彼ら、および彼らの神々と契約

を結んではならない。 33彼らはあなたの国に住

んではならない。彼らがあなたをいざなって、わ

たしに対して罪を犯させることのないためである

。もし、あなたが彼らの神に仕えるならば、それ

は必ずあなたのわなとなるであろう」。

24また、モーセに言われた、「あなたはアロン
、ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人

の長老たちと共に、主のもとにのぼってきなさい

。そしてあなたがたは遠く離れて礼拝しなさい。

2ただモーセひとりが主に近づき、他の者は近づ

いてはならない。また、民も彼と共にのぼっては

ならない」。 3モーセはきて、主のすべての言葉

と、すべてのおきてとを民に告げた。民はみな同
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音に答えて言った、「わたしたちは主の仰せられ

た言葉を皆、行います」。 4そしてモーセは主の

言葉を、ことごとく書きしるし、朝はやく起きて

山のふもとに祭壇を築き、イスラエルの十二部族

に従って十二の柱を建て、 5イスラエルの人々の

うちの若者たちをつかわして、主に燔祭をささげ

させ、また酬恩祭として雄牛をささげさせた。 6

その時モーセはその血の半ばを取って、鉢に入れ

、また、その血の半ばを祭壇に注ぎかけた。 7そ

して契約の書を取って、これを民に読み聞かせた

。すると、彼らは答えて言った、「わたしたちは

主が仰せられたことを皆、従順に行います」。 8

そこでモーセはその血を取って、民に注ぎかけ、

そして言った、「見よ、これは主がこれらのすべ

ての言葉に基いて、あなたがたと結ばれる契約の

血である」。 9こうしてモーセはアロン、ナダブ

、アビウおよびイスラエルの七十人の長老たちと

共にのぼって行った。 10そして、彼らがイスラ

エルの神を見ると、その足の下にはサファイアの

敷石のごとき物があり、澄み渡るおおぞらのよう

であった。 11神はイスラエルの人々の指導者た

ちを手にかけられなかったので、彼らは神を見て

、飲み食いした。 12ときに主はモーセに言われ

た、「山に登り、わたしの所にきて、そこにいな

さい。彼らを教えるために、わたしが律法と戒め

とを書きしるした石の板をあなたに授けるであろ

う」。 13そこでモーセは従者ヨシュアと共に立

ちあがり、モーセは神の山に登った。 14彼は長

老たちに言った、「わたしたちがあなたがたの所

に帰って来るまで、ここで待っていなさい。見よ

、アロンとホルとが、あなたがたと共にいるから

、事ある者は、だれでも彼らの所へ行きなさい」

。 15こうしてモーセは山に登ったが、雲は山を

おおっていた。 16主の栄光がシナイ山の上にと

どまり、雲は六日のあいだ、山をおおっていたが

、七日目に主は雲の中からモーセを呼ばれた。 17

主の栄光は山の頂で、燃える火のようにイスラエ

ルの人々の目に見えたが、 18モーセは雲の中に

はいって、山に登った。そしてモーセは四十日四

十夜、山にいた。

25主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に告げて、わたしのためにささげ物を携え

てこさせなさい。すべて、心から喜んでする者か

ら、わたしにささげる物を受け取りなさい。 3あ

なたがたが彼らから受け取るべきささげ物はこれ

である。すなわち金、銀、青銅、 4青糸、紫糸、

緋糸、亜麻の撚糸、やぎの毛糸、 5あかね染の雄

羊の皮、じゅごんの皮、アカシヤ材、 6ともし油

、注ぎ油と香ばしい薫香のための香料、 7縞めの

う、エポデと胸当にはめる宝石。 8また、彼らに

わたしのために聖所を造らせなさい。わたしが彼

らのうちに住むためである。 9すべてあなたに示

す幕屋の型および、そのもろもろの器の型に従っ

て、これを造らなければならない。 10彼らはア

カシヤ材で箱を造らなければならない。長さは二

キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一キュビ

ト半。 11あなたは純金でこれをおおわなければ

ならない。すなわち内外ともにこれをおおい、そ

の上の周囲に金の飾り縁を造らなければならない

。 12また金の環四つを鋳て、その四すみに取り

付けなければならない。すなわち二つの環をこち

ら側に、二つの環をあちら側に付けなければなら

ない。 13またアカシヤ材のさおを造り、金でこ

れをおおわなければならない。 14そしてそのさ

おを箱の側面の環に通し、それで箱をかつがなけ

ればならない。 15さおは箱の環に差して置き、

それを抜き放してはならない。 16そしてその箱

に、わたしがあなたに与えるあかしの板を納めな

ければならない。 17また純金の贖罪所を造らな

ければならない。長さは二キュビト半、幅は一キ

ュビト半。 18また二つの金のケルビムを造らな

ければならない。これを打物造りとし、贖罪所の

両端に置かなければならない。 19一つのケルブ

をこの端に、一つのケルブをかの端に造り、ケル

ビムを贖罪所の一部としてその両端に造らなけれ

ばならない。 20ケルビムは翼を高く伸べ、その

翼をもって贖罪所をおおい、顔は互にむかい合い

、ケルビムの顔は贖罪所にむかわなければならな

い。 21あなたは贖罪所を箱の上に置き、箱の中

にはわたしが授けるあかしの板を納めなければな

らない。 22その所でわたしはあなたに会い、贖

罪所の上から、あかしの箱の上にある二つのケル

ビムの間から、イスラエルの人々のために、わた

しが命じようとするもろもろの事を、あなたに語

るであろう。 23あなたはまたアカシヤ材の机を

造らなければならない。長さは二キュビト、幅は

一キュビト、高さは一キュビト半。 24純金でこ

れをおおい、周囲に金の飾り縁を造り、 25また

その周囲に手幅の棧を造り、その棧の周囲に金の
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飾り縁を造らなければならない。 26また、その

ために金の環四つを造り、その四つの足のすみ四

か所にその環を取り付けなければならない。 27

環は棧のわきに付けて、机をかつぐさおを入れる

所としなければならない。 28またアカシヤ材の

さおを造り、金でこれをおおい、それをもって、

机をかつがなければならない。 29また、その皿

、乳香を盛る杯および灌祭を注ぐための瓶と鉢を

造り、これらは純金で造らなければならない。 30

そして机の上には供えのパンを置いて、常にわた

しの前にあるようにしなければならない。 31ま

た純金の燭台を造らなければならない。燭台は打

物造りとし、その台、幹、萼、節、花を一つに連

ならせなければならない。 32また六つの枝をそ

のわきから出させ、燭台の三つの枝をこの側から

、燭台の三つの枝をかの側から出させなければな

らない。 33あめんどうの花の形をした三つの萼

が、それぞれ節と花をもって一つの枝にあり、ま

た、あめんどうの花の形をした三つの萼が、それ

ぞれ節と花をもってほかの枝にあるようにし、燭

台から出る六つの枝を、みなそのようにしなけれ

ばならない。 34また、燭台の幹には、あめんど

うの花の形をした四つの萼を付け、その萼にはそ

れぞれ節と花をもたせなさい。 35すなわち二つ

の枝の下に一つの節を取り付け、次の二つの枝の

下に一つの節を取り付け、更に次の二つの枝の下

に一つの節を取り付け、燭台の幹から出る六つの

枝に、みなそのようにしなければならない。 36

それらの節と枝を一つに連ね、ことごとく純金の

打物造りにしなければならない。 37また、それ

のともしび皿を七つ造り、そのともしび皿に火を

ともして、その前方を照させなければならない。

38その芯切りばさみと、芯取り皿は純金で造らな

ければならない。 39すなわち純金一タラントで

燭台と、これらのもろもろの器とが造られなけれ

ばならない。 40そしてあなたが山で示された型

に従い、注意してこれを造らなければならない

。

26あなたはまた十枚の幕をもって幕屋を造らな
ければならない。すなわち亜麻の撚糸、青糸

、紫糸、緋糸で幕を作り、巧みなわざをもって、

それにケルビムを織り出さなければならない。 2

幕の長さは、おのおの二十八キュビト、幕の幅は

、おのおの四キュビトで、幕は皆同じ寸法でなけ

ればならない。 3その幕五枚を互に連ね合わせ、

また他の五枚の幕をも互に連ね合わせなければな

らない。 4その一連の端にある幕の縁に青色の乳

をつけ、また他の一連の端にある幕の縁にもその

ようにしなければならない。 5あなたは、その一

枚の幕に乳五十をつけ、また他の一連の幕の端に

も乳五十をつけ、その乳を互に相向かわせなけれ

ばならない。 6あなたはまた金の輪五十を作り、

その輪で幕を互に連ね合わせて一つの幕屋にしな

ければならない。 7また幕屋をおおう天幕のため

にやぎの毛糸で幕を作らなければならない。すな

わち幕十一枚を作り、 8その一枚の幕の長さは三

十キュビト、その一枚の幕の幅は四キュビトで、

その十一枚の幕は同じ寸法でなければならない。

9そして、その幕五枚を一つに連ね合わせ、また

その幕六枚を一つに連ね合わせて、その六枚目の

幕を天幕の前で折り重ねなければならない。 10

またその一連の端にある幕の縁に乳五十をつけ、

他の一連の幕の縁にも乳五十をつけなさい。 11

そして青銅の輪五十を作り、その輪を乳に掛け、

その天幕を連ね合わせて一つにし、 12その天幕

の幕の残りの垂れる部分、すなわちその残りの半

幕を幕屋のうしろに垂れさせなければならない。

13そして天幕の幕のたけで余るものの、こちらの

キュビトと、あちらのキュビトとは、幕屋をおお

うように、その両側のこちらとあちらとに垂れさ

せなければならない。 14また、あかね染めの雄

羊の皮で天幕のおおいと、じゅごんの皮でその上

にかけるおおいとを造らなければならない。 15

あなたは幕屋のために、アカシヤ材で立枠を造ら

なければならない。 16枠の長さを十キュビト、

枠の幅を一キュビト半とし、 17枠ごとに二つの

柄を造って、かれとこれとを食い合わさせ、幕屋

のすべての枠にこのようにしなければならない。

18あなたは幕屋のために枠を造り、南側のために

枠二十とし、 19その二十の枠の下に銀の座四十

を造って、この枠の下に、その二つの柄のために

二つの座を置き、かの枠の下にもその二つの柄の

ために二つの座を置かなければならない。 20ま

た幕屋の他の側、すなわち北側のためにも枠二十

を造り、 21その銀の座四十を造って、この枠の

下に、二つの座を置き、かの枠の下にも二つの座

を置かなければならない。 22また幕屋のうしろ

、すなわち西側のために枠六つを造り、 23幕屋

のうしろの二つのすみのために枠二つを造らなけ
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ればならない。 24これらは下で重なり合い、同

じくその頂でも第一の環まで重なり合うようにし

、その二つともそのようにしなければならない。

それらは二つのすみのために設けるものである。

25こうしてその枠は八つ、その銀の座は十六、こ

の枠の下に二つの座、かの枠の下にも二つの座を

置かなければならない。 26またアカシヤ材で横

木を造らなければならない。すなわち幕屋のこの

側の枠のために五つ、 27また幕屋のかの側の枠

のために横木五つ、幕屋のうしろの西側の枠のた

めに横木五つを造り、 28枠のまん中にある中央

の横木は端から端まで通るようにしなければなら

ない。 29そしてその枠を金でおおい、また横木

を通すその環を金で造り、また、その横木を金で

おおわなければならない。 30こうしてあなたは

山で示された様式に従って幕屋を建てなければな

らない。 31また青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸

で垂幕を作り、巧みなわざをもって、それにケル

ビムを織り出さなければならない。 32そして金

でおおった四つのアカシヤ材の柱の金の鉤にこれ

を掛け、その柱は四つの銀の座の上にすえなけれ

ばならない。 33その垂幕の輪を鉤に掛け、その

垂幕の内にあかしの箱を納めなさい。その垂幕は

あなたがたのために聖所と至聖所とを隔て分ける

であろう。 34また至聖所にあるあかしの箱の上

に贖罪所を置かなければならない。 35そしてそ

の垂幕の外に机を置き、幕屋の南側に、机に向か

い合わせて燭台を置かなければならない。ただし

机は北側に置かなければならない。 36あなたは

また天幕の入口のために青糸、紫糸、緋糸、亜麻

の撚糸で、色とりどりに織ったとばりを作らなけ

ればならない。 37あなたはそのとばりのために

アカシヤ材の柱五つを造り、これを金でおおい、

その鉤を金で造り、またその柱のために青銅の座

五つを鋳て造らなければならない。

27あなたはまたアカシヤ材で祭壇を造らなけれ
ばならない。長さ五キュビト、幅五キュビト

の四角で、高さは三キュビトである。 2その四す

みの上にその一部としてそれの角を造り、青銅で

祭壇をおおわなければならない。 3また灰を取る

つぼ、十能、鉢、肉叉、火皿を造り、その器はみ

な青銅で造らなければならない。 4また祭壇のた

めに青銅の網細工の格子を造り、その四すみで、

網の上に青銅の環を四つ取り付けなければならな

い。 5その網を祭壇の出張りの下に取り付け、こ

れを祭壇の高さの半ばに達するようにしなければ

ならない。 6また祭壇のために、さおを造らなけ

ればならない。すなわちアカシヤ材で、さおを造

り、青銅で、これをおおわなければならない。 7

そのさおを環に通し、さおを祭壇の両側にして、

これをかつがなければならない。 8祭壇は板で空

洞に造り、山で示されたように、これを造らなけ

ればならない。 9あなたはまた幕屋の庭を造り、

両側では庭のために長さ百キュビトの亜麻の撚糸

のあげばりを設け、その一方に当てなければなら

ない。 10その柱は二十、その柱の二十の座は青

銅にし、その柱の鉤と桁とは銀にしなければなら

ない。 11また同じく北側のために、長さ百キュ

ビトのあげばりを設けなければならない。その柱

は二十、その柱の二十の座は青銅にし、その柱の

鉤と桁とは銀にしなければならない。 12また庭

の西側の幅のために五十キュビトのあげばりを設

けなければならない。その柱は十、その座も十。

13また東側でも庭の幅を五十キュビトにしなけれ

ばならない。 14そしてその一方に十五キュビト

のあげばりを設けなければならない。その柱は三

つ、その座も三つ。 15また他の一方にも十五キ

ュビトのあげばりを設けなければならない。その

柱は三つ、その座も三つ。 16庭の門のために青

糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織

った長さ二十キュビトのとばりを設けなければな

らない。その柱は四つ、その座も四つ。 17庭の

周囲の柱はみな銀の桁でつなぎ、その鉤は銀、そ

の座は青銅にしなければならない。 18庭の長さ

は百キュビト、その幅は五十キュビト、その高さ

は五キュビトで、亜麻の撚糸の布を掛けめぐらし

、その座を青銅にしなければならない。 19すべ

て幕屋に用いるもろもろの器、およびそのすべて

の釘、また庭のすべての釘は青銅で造らなければ

ならない。 20あなたはまたイスラエルの人々に

命じて、オリブをつぶして採った純粋の油を、と

もし火のために持ってこさせ、絶えずともし火を

ともさなければならない。 21アロンとその子た

ちとは、会見の幕屋の中のあかしの箱の前にある

垂幕の外で、夕から朝まで主の前に、そのともし

火を整えなければならない。これはイスラエルの

人々の守るべき世々変らざる定めでなければなら

ない。
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28またイスラエルの人々のうちから、あなたの
兄弟アロンとその子たち、すなわちアロンと

アロンの子ナダブ、アビウ、エレアザル、イタマ

ルとをあなたのもとにこさせ、祭司としてわたし

に仕えさせ、 2またあなたの兄弟アロンのために

聖なる衣服を作って、彼に栄えと麗しきをもたせ

なければならない。 3あなたはすべて心に知恵あ

る者、すなわち、わたしが知恵の霊を満たした者

たちに語って、アロンの衣服を作らせ、アロンを

聖別し、祭司としてわたしに仕えさせなければな

らない。 4彼らの作るべき衣服は次のとおりであ

る。すなわち胸当、エポデ、衣、市松模様の服、

帽子、帯である。彼らはあなたの兄弟アロンとそ

の子たちとのために聖なる衣服を作り、祭司とし

てわたしに仕えさせなければならない。 5彼らは

金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を受け取ら

なければならない。 6そして彼らは金糸、青糸、

紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を用い、巧みなわざをも

ってエポデを作らなければならない。 7これに二

つの肩ひもを付け、その両端を、これに付けなけ

ればならない。 8エポデの上で、これをつかねる

帯は、同じきれでエポデの作りのように、金糸、

青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作らなければな

らない。 9あなたは二つの縞めのうを取って、そ

の上にイスラエルの子たちの名を刻まなければな

らない。 10すなわち、その名六つを一つの石に

、残りの名六つを他の石に、彼らの生れた順に刻

まなければならない。 11宝石に彫刻する人が印

を彫刻するように、イスラエルの子たちの名をそ

の二つの石に刻み、それを金の編細工にはめ、 12

この二つの石をエポデの肩ひもにつけて、イスラ

エルの子たちの記念の石としなければならない。

こうしてアロンは主の前でその両肩に彼らの名を

負うて記念としなければならない。 13あなたは

また金の編細工を作らなければならない。 14そ

して二つの純金の鎖を、ひも細工にねじて作り、

そのひもの鎖をかの編細工につけなければならな

い。 15あなたはまたさばきの胸当を巧みなわざ

をもって作り、これをエポデの作りのように作ら

なければならない。すなわち金糸、青糸、紫糸、

緋糸、亜麻の撚糸で、これを作らなければならな

い。 16これは二つに折って四角にし、長さは一

指当り、幅も一指当りとしなければならない。 17

またその中に宝石を四列にはめ込まなければなら

ない。すなわち紅玉髄、貴かんらん石、水晶の列

を第一列とし、 18第二列は、ざくろ石、るり、

赤縞めのう。 19第三列は黄水晶、めのう、紫水

晶。 20第四列は黄碧玉、縞めのう、碧玉であっ

て、これらを金の編細工の中にはめ込まなければ

ならない。 21その宝石はイスラエルの子らの名

に従い、その名とひとしく十二とし、おのおの印

の彫刻のように十二の部族のためにその名を刻ま

なければならない。 22またひも細工にねじた純

金の鎖を胸当につけなければならない。 23また

、胸当のために金の環二つを作り、胸当の両端に

その二つの環をつけ、 24かの二筋の金のひもを

胸当の端の二つの環につけなければならない。 25

ただし、その二筋のひもの他の両端をかの二つの

編細工につけ、エポデの肩ひもにつけて、前にく

るようにしなければならない。 26あなたはまた

二つの金の環を作って、これを胸当の両端につけ

なければならない。すなわちエポデに接する内側

の縁にこれをつけなければならない。 27また二

つの金の環を作って、これをエポデの二つの肩ひ

もの下の部分につけ、前の方で、そのつなぎ目に

近く、エポデの帯の上の方にあるようにしなけれ

ばならない。 28胸当は青ひもをもって、その環

をエポデの環に結びつけ、エポデの帯の上の方に

あるようにしなければならない。こうして胸当が

エポデから離れないようにしなければならない。

29アロンが聖所にはいる時は、さばきの胸当にあ

るイスラエルの子たちの名をその胸に置き、主の

前に常に覚えとしなければならない。 30あなた

はさばきの胸当にウリムとトンミムを入れて、ア

ロンが主の前にいたる時、その胸の上にあるよう

にしなければならない。こうしてアロンは主の前

に常にイスラエルの子たちのさばきを、その胸に

置かなければならない。 31あなたはまた、エポ

デに属する上服をすべて青地で作らなければなら

ない。 32頭を通す口を、そのまん中に設け、そ

の口の周囲には、よろいのえりのように織物の縁

をつけて、ほころびないようにし、 33そのすそ

には青糸、紫糸、緋糸で、ざくろを作り、そのす

その周囲につけ、また周囲に金の鈴をざくろの間

々につけなければならない。 34すなわち金の鈴

にざくろ、また金の鈴にざくろと、上服のすその

周囲につけなければならない。 35アロンは務の

時、これを着なければならない。彼が聖所にはい

って主の前にいたる時、また出る時、その音が聞

えて、彼は死を免れるであろう。 36あなたはま
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た純金の板を造り、印の彫刻のように、その上に

『主に聖なる者』と刻み、 37これを青ひもで帽

子に付け、それが帽子の前の方に来るようにしな

ければならない。 38これはアロンの額にあり、

そしてアロンはイスラエルの人々がささげる聖な

る物、すなわち彼らのもろもろの聖なる供え物に

ついての罪の責めを負うであろう。これは主の前

にそれらの受けいれられるため、常にアロンの額

になければならない。 39あなたは亜麻糸で市松

模様に下服を織り、亜麻布で、ずきんを作り、ま

た、帯を色とりどりに織って作らなければならな

い。 40あなたはまたアロンの子たちのために下

服を作り、彼らのために帯を作り、彼らのために

、ずきんを作って、彼らに栄えと麗しきをもたせ

なければならない。 41そしてあなたはこれをあ

なたの兄弟アロンおよび彼と共にいるその子たち

に着せ、彼らに油を注ぎ、彼らを職に任じ、彼ら

を聖別し、祭司として、わたしに仕えさせなけれ

ばならない。 42また、彼らのために、その隠し

所をおおう亜麻布のしたばきを作り、腰からもも

に届くようにしなければならない。 43アロンと

その子たちは会見の幕屋にはいる時、あるいは聖

所で務をするために祭壇に近づく時に、これを着

なければならない。そうすれば、彼らは罪を得て

死ぬことはないであろう。これは彼と彼の後の子

孫とのための永久の定めでなければならない。

29あなたは彼らを聖別し、祭司としてわたしに
仕えさせるために、次の事を彼らにしなけれ

ばならない。すなわち若い雄牛一頭と、きずのな

い雄羊二頭とを取り、 2また種入れぬパンと、油

を混ぜた種入れぬ菓子と、油を塗った種入れぬせ

んべいとを取りなさい。これらは小麦粉で作らな

ければならない。 3そしてこれを一つのかごに入

れ、そのかごに入れたまま、かの一頭の雄牛およ

び二頭の雄羊と共に携えてこなければならない。

4あなたはまたアロンとその子たちを会見の幕屋

の入口に連れてきて、水で彼らを洗い清め、 5ま

た衣服を取り、下服とエポデに属する上服と、エ

ポデと胸当とをアロンに着せ、エポデの帯を締め

させなければならない。 6そして彼の頭に帽子を

かぶらせ、その帽子の上にかの聖なる冠をいただ

かせ、 7注ぎ油を取って彼の頭にかけ、彼に油注

ぎをしなければならない。 8あなたはまた彼の子

たちを連れてきて下服を着せ、 9彼ら、すなわち

アロンとその子たちに帯を締めさせ、ずきんをか

ぶらせなければならない。祭司の職は永久の定め

によって彼らに帰するであろう。あなたはこうし

て、アロンとその子たちを職に任じなければなら

ない。 10あなたは会見の幕屋の前に雄牛を引い

てきて、アロンとその子たちは、その雄羊の頭に

手を置かなければならない。 11そして会見の幕

屋の入口で、主の前にその雄牛をほふり、 12そ

の雄牛の血を取り、指をもって、これを祭壇の角

につけ、その残りの血を祭壇の基に注ぎかけなさ

い。 13また、その内臓をおおうすべての脂肪と

肝臓の小葉と、二つの腎臓と、その上の脂肪とを

取って、これを祭壇の上で焼かなければならない

。 14ただし、その雄牛の肉と皮と汚物とは、宿

営の外で火で焼き捨てなければならない。これは

罪祭である。 15あなたはまた、かの雄羊の一頭

を取り、そしてアロンとその子たちは、その雄羊

の頭に手を置かなければならない。 16あなたは

その雄羊をほふり、その血を取って、祭壇の四つ

の側面に注ぎかけなければならない。 17またそ

の雄羊を切り裂き、その内臓と、その足とを洗っ

て、これをその肉の切れ、および頭と共に置き、

18その雄羊をみな祭壇の上で焼かなければならな

い。これは主にささげる燔祭である。すなわち、

これは香ばしいかおりであって、主にささげる火

祭である。 19あなたはまた雄羊の他の一頭を取

り、アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を

置かなければならない。 20そしてあなたはその

雄羊をほふり、その血を取って、アロンの右の耳

たぶと、その子たちの右の耳たぶとにつけ、また

彼らの右の手の親指と、右の足の親指とにつけ、

その残りの血を祭壇の四つの側面に注ぎかけなけ

ればならない。 21また祭壇の上の血および注ぎ

油を取って、アロンとその衣服、およびその子た

ちと、その子たちの衣服とに注がなければならな

い。彼とその衣服、およびその子らと、その衣服

とは聖別されるであろう。 22あなたはまた、そ

の雄羊の脂肪、脂尾、内臓をおおう脂肪、肝臓の

小葉、二つの腎臓、その上の脂肪、および右のも

もを取らなければならない。これは任職の雄羊で

ある。 23また主の前にある種入れぬパンのかご

の中からパン一個と、油菓子一個と、せんべい一

個とを取り、 24これをみなアロンの手と、その

子たちの手に置き、これを主の前に揺り動かして

、揺祭としなければならない。 25そしてあなた
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はこれを彼らの手から受け取り、燔祭に加えて祭

壇の上で焼き、主の前に香ばしいかおりとしなけ

ればならない。これは主にささげる火祭である。

26あなたはまた、アロンの任職の雄羊の胸を取り

、これを主の前に揺り動かして、揺祭としなけれ

ばならない。これはあなたの受ける分となるであ

ろう。 27あなたはアロンとその子たちの任職の

雄羊の胸ともも、すなわち揺り動かした揺祭の胸

と、ささげたももとを聖別しなければならない。

28これはイスラエルの人々から永久に、アロンと

その子たちの受くべきささげ物であって、イスラ

エルの人々の酬恩祭の犠牲の中から受くべきもの

、すなわち主にささげるささげ物である。 29ア

ロンの聖なる衣服は彼の後の子孫に帰すべきであ

る。彼らはこれを着て、油注がれ、職に任ぜられ

なければならない。 30その子たちのうち、彼に

代って祭司となり、聖所で仕えるために会見の幕

屋にはいる者は、七日の間これを着なければなら

ない。 31あなたは任職の雄羊を取り、聖なる場

所でその肉を煮なければならない。 32アロンと

その子たちは会見の幕屋の入口で、その雄羊の肉

と、かごの中のパンとを食べなければならない。

33彼らを職に任じ、聖別するため、あがないに用

いたこれらのものを、彼らは食べなければならな

い。他の人はこれを食べてはならない。これは聖

なる物だからである。 34もし任職の肉、あるい

はパンのうち、朝まで残るものがあれば、その残

りは火で焼かなければならない。これは聖なる物

だから食べてはならない。 35あなたはわたしが

すべて命じるように、アロンとその子たちにしな

ければならない。すなわち彼らのために七日のあ

いだ、任職の式を行わなければならない。 36あ

なたは毎日、あがないのために、罪祭の雄牛一頭

をささげなければならない。また祭壇のために、

あがないをなす時、そのために罪祭をささげ、ま

た、これに油を注いで聖別しなさい。 37あなた

は七日の間、祭壇のために、あがないをして、こ

れを聖別しなければならない。こうして祭壇は、

いと聖なる物となり、すべて祭壇に触れる者は聖

となるであろう。 38あなたが祭壇の上にささぐ

べき物は次のとおりである。すなわち当歳の小羊

二頭を毎日絶やすことなくささげなければならな

い。 39その一頭の小羊は朝にこれをささげ、他

の一頭の小羊は夕にこれをささげなければならな

い。 40一頭の小羊には、つぶして取った油一ヒ

ンの四分の一をまぜた麦粉十分の一エパを添え、

また灌祭として、ぶどう酒一ヒンの四分の一を添

えなければならない。 41他の一頭の小羊は夕に

これをささげ、朝の素祭および灌祭と同じものを

これに添えてささげ、香ばしいかおりのために主

にささげる火祭としなければならない。 42これ

はあなたがたが代々会見の幕屋の入口で、主の前

に絶やすことなく、ささぐべき燔祭である。わた

しはその所であなたに会い、あなたと語るであろ

う。 43また、その所でわたしはイスラエルの人

々に会うであろう。幕屋はわたしの栄光によって

聖別されるであろう。 44わたしは会見の幕屋と

祭壇とを聖別するであろう。またアロンとその子

たちを聖別し、祭司としてわたしに仕えさせるで

あろう。 45わたしはイスラエルの人々のうちに

住んで、彼らの神となるであろう。 46わたしが

彼らのうちに住むために、彼らをエジプトの国か

ら導き出した彼らの神、主であることを彼らは知

るであろう。わたしは彼らの神、主である。

30あなたはまた香をたく祭壇を造らなければな
らない。アカシヤ材でこれを造り、 2長さ一

キュビト、幅一キュビトの四角にし、高さ二キュ

ビトで、これにその一部として角をつけなければ

ならない。 3その頂、その四つの側面、およびそ

の角を純金でおおい、その周囲に金の飾り縁を造

り、 4また、その両側に、飾り縁の下に金の環二

つをこれのために造らなければならない。すなわ

ち、その二つの側にこれを造らなければならない

。これはそれをかつぐさおを通すところである。

5そのさおはアカシヤ材で造り、金でおおわなけ

ればならない。 6あなたはそれを、あかしの箱の

前にある垂幕の前に置いて、わたしがあなたと会

うあかしの箱の上にある贖罪所に向かわせなけれ

ばならない。 7アロンはその上で香ばしい薫香を

たかなければならない。朝ごとに、ともしびを整

える時、これをたかなければならない。 8アロン

はまた夕べにともしびをともす時にも、これをた

かなければならない。これは主の前にあなたがた

が代々に絶やすことなく、ささぐべき薫香である

。 9あなたがたはその上で異なる香をささげては

ならない。燔祭をも素祭をもその上でささげては

ならない。また、その上に灌祭を注いではならな

い。 10アロンは年に一度その角に血をつけてあ

がないをしなければならない。すなわち、あがな
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いの罪祭の血をもって代々にわたり、年に一度こ

れがために、あがないをしなければならない。こ

れは主に最も聖なるものである」。 11主はモー

セに言われた、 12「あなたがイスラエルの人々

の数の総計をとるに当り、おのおのその数えられ

る時、その命のあがないを主にささげなければな

らない。これは数えられる時、彼らのうちに災の

起らないためである。 13すべて数に入る者は聖

所のシケルで、半シケルを払わなければならない

。一シケルは二十ゲラであって、おのおの半シケ

ルを主にささげ物としなければならない。 14す

べて数に入る二十歳以上の者は、主にささげ物を

しなければならない。 15あなたがたの命をあが

なうために、主にささげ物をする時、富める者も

半シケルより多く出してはならず、貧しい者もそ

れより少なく出してはならない。 16あなたはイ

スラエルの人々から、あがないの銀を取って、こ

れを会見の幕屋の用に当てなければならない。こ

れは主の前にイスラエルの人々のため記念となっ

て、あなたがたの命をあがなうであろう」。 17

主はモーセに言われた、 18「あなたはまた洗う

ために洗盤と、その台を青銅で造り、それを会見

の幕屋と祭壇との間に置いて、その中に水を入れ

、 19アロンとその子たちは、それで手と足とを

洗わなければならない。 20彼らは会見の幕屋に

はいる時、水で洗って、死なないようにしなけれ

ばならない。また祭壇に近づいて、その務をなし

、火祭を主にささげる時にも、そうしなければな

らない。 21すなわち、その手、その足を洗って

、死なないようにしなければならない。これは彼

とその子孫の代々にわたる永久の定めでなければ

ならない」。 22主はまたモーセに言われた、 23

「あなたはまた最も良い香料を取りなさい。すな

わち液体の没薬五百シケル、香ばしい肉桂をその

半ば、すなわち二百五十シケル、におい菖蒲二百

五十シケル、 24桂枝五百シケルを聖所のシケル

で取り、また、オリブの油一ヒンを取りなさい。

25あなたはこれを聖なる注ぎ油、すなわち香油を

造るわざにしたがい、まぜ合わせて、におい油に

造らなければならない。これは聖なる注ぎ油であ

る。 26あなたはこの油を会見の幕屋と、あかし

の箱とに注ぎ、 27机と、そのもろもろの器、燭

台と、そのもろもろの器、香の祭壇、 28燔祭の

祭壇と、そのもろもろの器、洗盤と、その台とに

油を注ぎ、 29これらをきよめて最も聖なる物と

しなければならない。すべてこれに触れる者は聖

となるであろう。 30あなたはアロンとその子た

ちに油を注いで、彼らを聖別し、祭司としてわた

しに仕えさせなければならない。 31そしてあな

たはイスラエルの人々に言わなければならない、

『これはあなたがたの代々にわたる、わたしの聖

なる注ぎ油であって、 32常の人の身にこれを注

いではならない。またこの割合をもって、これと

等しいものを造ってはならない。これは聖なるも

のであるから、あなたがたにとっても聖なる物で

なければならない。 33すべてこれと等しい物を

造る者、あるいはこれを祭司以外の人につける者

は、民のうちから断たれるであろう』」。 34主

はまた、モーセに言われた、「あなたは香料、す

なわち蘇合香、シケレテ香、楓子香、純粋の乳香

の香料を取りなさい。おのおの同じ量でなければ

ならない。 35あなたはこれをもって香、すなわ

ち香料をつくるわざにしたがって薫香を造り、塩

を加え、純にして聖なる物としなさい。 36また

、その幾ぶんを細かに砕き、わたしがあなたと会

う会見の幕屋にある、あかしの箱の前にこれを供

えなければならない。これはあなたがたに最も聖

なるものである。 37あなたが造る香の同じ割合

をもって、それを自分のために造ってはならない

。これはあなたにとって主に聖なるものでなけれ

ばならない。 38すべてこれと等しいものを造っ

て、これをかぐ者は民のうちから断たれるであろ

う」。

31主はモーセに言われた、 2「見よ、わたしは

ユダの部族に属するホルの子なるウリの子ベ

ザレルを名ざして召し、 3これに神の霊を満たし

て、知恵と悟りと知識と諸種の工作に長ぜしめ、

4工夫を凝らして金、銀、青銅の細工をさせ、 5

また宝石を切りはめ、木を彫刻するなど、諸種の

工作をさせるであろう。 6見よ、わたしはまたダ

ンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブを彼

と共ならせ、そしてすべて賢い者の心に知恵を授

け、わたしがあなたに命じたものを、ことごとく

彼らに造らせるであろう。 7すなわち会見の幕屋

、あかしの箱、その上にある贖罪所、幕屋のもろ

もろの器、 8机とその器、純金の燭台と、そのも

ろもろの器、香の祭壇、 9燔祭の祭壇とそのもろ

もろの器、洗盤とその台、 10編物の服、すなわ

ち祭司の務をするための祭司アロンの聖なる服、



出エジプト記83

およびその子たちの服、 11注ぎ油、聖所のため

の香ばしい香などを、すべてわたしがあなたに命

じたように造らせるであろう」。 12主はまたモ

ーセに言われた、 13「あなたはイスラエルの人

々に言いなさい、『あなたがたは必ずわたしの安

息日を守らなければならない。これはわたしとあ

なたがたとの間の、代々にわたるしるしであって

、わたしがあなたがたを聖別する主であることを

、知らせるためのものである。 14それゆえ、あ

なたがたは安息日を守らなければならない。これ

はあなたがたに聖なる日である。すべてこれを汚

す者は必ず殺され、すべてこの日に仕事をする者

は、民のうちから断たれるであろう。 15六日の

あいだは仕事をしなさい。七日目は全き休みの安

息日で、主のために聖である。すべて安息日に仕

事をする者は必ず殺されるであろう。 16ゆえに

、イスラエルの人々は安息日を覚え、永遠の契約

として、代々安息日を守らなければならない。 17

これは永遠にわたしとイスラエルの人々との間の

しるしである。それは主が六日のあいだに天地を

造り、七日目に休み、かつ、いこわれたからであ

る』」。 18主はシナイ山でモーセに語り終えら

れたとき、あかしの板二枚、すなわち神が指をも

って書かれた石の板をモーセに授けられた。

32民はモーセが山を下ることのおそいのを見て
、アロンのもとに集まって彼に言った、「さ

あ、わたしたちに先立って行く神を、わたしたち

のために造ってください。わたしたちをエジプト

の国から導きのぼった人、あのモーセはどうなっ

たのかわからないからです」。 2アロンは彼らに

言った、「あなたがたの妻、むすこ、娘らの金の

耳輪をはずしてわたしに持ってきなさい」。 3そ

こで民は皆その金の耳輪をはずしてアロンのもと

に持ってきた。 4アロンがこれを彼らの手から受

け取り、工具で型を造り、鋳て子牛としたので、

彼らは言った、「イスラエルよ、これはあなたを

エジプトの国から導きのぼったあなたの神である

」。 5アロンはこれを見て、その前に祭壇を築い

た。そしてアロンは布告して言った、「あすは主

の祭である」。 6そこで人々はあくる朝早く起き

て燔祭をささげ、酬恩祭を供えた。民は座して食

い飲みし、立って戯れた。 7主はモーセに言われ

た、「急いで下りなさい。あなたがエジプトの国

から導きのぼったあなたの民は悪いことをした。

8彼らは早くもわたしが命じた道を離れ、自分の

ために鋳物の子牛を造り、これを拝み、これに犠

牲をささげて、『イスラエルよ、これはあなたを

エジプトの国から導きのぼったあなたの神である

』と言っている」。 9主はまたモーセに言われた

、「わたしはこの民を見た。これはかたくなな民

である。 10それで、わたしをとめるな。わたし

の怒りは彼らにむかって燃え、彼らを滅ぼしつく

すであろう。しかし、わたしはあなたを大いなる

国民とするであろう」。 11モーセはその神、主

をなだめて言った、「主よ、大いなる力と強き手

をもって、エジプトの国から導き出されたあなた

の民にむかって、なぜあなたの怒りが燃えるので

しょうか。 12どうしてエジプトびとに『彼は悪

意をもって彼らを導き出し、彼らを山地で殺し、

地の面から断ち滅ぼすのだ』と言わせてよいでし

ょうか。どうかあなたの激しい怒りをやめ、あな

たの民に下そうとされるこの災を思い直し、 13

あなたのしもべアブラハム、イサク、イスラエル

に、あなたが御自身をさして誓い、『わたしは天

の星のように、あなたがたの子孫を増し、わたし

が約束したこの地を皆あなたがたの子孫に与えて

、長くこれを所有させるであろう』と彼らに仰せ

られたことを覚えてください」。 14それで、主

はその民に下すと言われた災について思い直され

た。 15モーセは身を転じて山を下った。彼の手

には、かの二枚のあかしの板があった。板はその

両面に文字があった。すなわち、この面にも、か

の面にも文字があった。 16その板は神の作、そ

の文字は神の文字であって、板に彫ったものであ

る。 17ヨシュアは民の呼ばわる声を聞いて、モ

ーセに言った、「宿営の中に戦いの声がします」

。 18しかし、モーセは言った、「勝どきの声で

なく、敗北の叫び声でもない。わたしの聞くのは

歌の声である」。 19モーセが宿営に近づくと、

子牛と踊りとを見たので、彼は怒りに燃え、手か

らかの板を投げうち、これを山のふもとで砕いた

。 20また彼らが造った子牛を取って火に焼き、

こなごなに砕き、これを水の上にまいて、イスラ

エルの人々に飲ませた。 21モーセはアロンに言

った、「この民があなたに何をしたので、あなた

は彼らに大いなる罪を犯させたのですか」。 22

アロンは言った、「わが主よ、激しく怒らないで

ください。この民の悪いのは、あなたがごぞんじ

です。 23彼らはわたしに言いました、『わたし
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たちに先立って行く神を、わたしたちのために造

ってください。わたしたちをエジプトの国から導

きのぼった人、あのモーセは、どうなったのかわ

からないからです』。 24そこでわたしは『だれ

でも、金を持っている者は、それを取りはずしな

さい』と彼らに言いました。彼らがそれをわたし

に渡したので、わたしがこれを火に投げ入れると

、この子牛が出てきたのです」。 25モーセは民

がほしいままにふるまったのを見た。アロンは彼

らがほしいままにふるまうに任せ、敵の中に物笑

いとなったからである。 26モーセは宿営の門に

立って言った、「すべて主につく者はわたしのも

とにきなさい」。レビの子たちはみな彼のもとに

集まった。 27そこでモーセは彼らに言った、「

イスラエルの神、主はこう言われる、『あなたが

たは、おのおの腰につるぎを帯び、宿営の中を門

から門へ行き巡って、おのおのその兄弟、その友

、その隣人を殺せ』」。 28レビの子たちはモー

セの言葉どおりにしたので、その日、民のうち、

おおよそ三千人が倒れた。 29そこで、モーセは

言った、「あなたがたは、おのおのその子、その

兄弟に逆らって、きょう、主に身をささげた。そ

れで主は、きょう、あなたがたに祝福を与えられ

るであろう」。 30あくる日、モーセは民に言っ

た、「あなたがたは大いなる罪を犯した。それで

今、わたしは主のもとに上って行く。あなたがた

の罪を償うことが、できるかも知れない」。 31

モーセは主のもとに帰って、そして言った、「あ

あ、この民は大いなる罪を犯し、自分のために金

の神を造りました。 32今もしあなたが、彼らの

罪をゆるされますならば。しかし、もしかなわな

ければ、どうぞあなたが書きしるされたふみから

、わたしの名を消し去ってください」。 33主は

モーセに言われた、「すべてわたしに罪を犯した

者は、これをわたしのふみから消し去るであろう

。 34しかし、今あなたは行って、わたしがあな

たに告げたところに民を導きなさい。見よ、わた

しの使はあなたに先立って行くであろう。ただし

刑罰の日に、わたしは彼らの罪を罰するであろう

」。 35そして主は民を撃たれた。彼らが子牛を

造ったからである。それはアロンが造ったのであ

る。

33さて、主はモーセに言われた、「あなたと、
あなたがエジプトの国から導きのぼった民と

は、ここを立ってわたしがアブラハム、イサク、

ヤコブに誓って、『これをあなたの子孫に与える

』と言った地にのぼりなさい。 2わたしはひとり

の使をつかわしてあなたに先立たせ、カナンびと

、アモリびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと

、エブスびとを追い払うであろう。 3あなたがた

は乳と蜜の流れる地にのぼりなさい。しかし、あ

なたがたは、かたくなな民であるから、わたしが

道であなたがたを滅ぼすことのないように、あな

たがたのうちにあって一緒にはのぼらないであろ

う」。 4民はこの悪い知らせを聞いて憂い、ひと

りもその飾りを身に着ける者はなかった。 5主は

モーセに言われた、「イスラエルの人々に言いな

さい、『あなたがたは、かたくなな民である。も

しわたしが一刻でも、あなたがたのうちにあって

、一緒にのぼって行くならば、あなたがたを滅ぼ

すであろう。ゆえに、今、あなたがたの飾りを身

から取り去りなさい。そうすればわたしはあなた

がたになすべきことを知るであろう』」。 6それ

で、イスラエルの人々はホレブ山以来その飾りを

取り除いていた。 7モーセは幕屋を取って、これ

を宿営の外に、宿営を離れて張り、これを会見の

幕屋と名づけた。すべて主に伺い事のある者は出

て、宿営の外にある会見の幕屋に行った。 8モー

セが出て、幕屋に行く時には、民はみな立ちあが

り、モーセが幕屋にはいるまで、おのおのその天

幕の入口に立って彼を見送った。 9モーセが幕屋

にはいると、雲の柱が下って幕屋の入口に立った

。そして主はモーセと語られた。 10民はみな幕

屋の入口に雲の柱が立つのを見ると、立っておの

おの自分の天幕の入口で礼拝した。 11人がその

友と語るように、主はモーセと顔を合わせて語ら

れた。こうしてモーセは宿営に帰ったが、その従

者なる若者、ヌンの子ヨシュアは幕屋を離れなか

った。 12モーセは主に言った、「ごらんくださ

い。あなたは『この民を導きのぼれ』とわたしに

言いながら、わたしと一緒につかわされる者を知

らせてくださいません。しかも、あなたはかつて

『わたしはお前を選んだ。お前はまたわたしの前

に恵みを得た』と仰せになりました。 13それで

今、わたしがもし、あなたの前に恵みを得ますな

らば、どうか、あなたの道を示し、あなたをわた

しに知らせ、あなたの前に恵みを得させてくださ

い。また、この国民があなたの民であることを覚

えてください」。 14主は言われた「わたし自身
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が一緒に行くであろう。そしてあなたに安息を与

えるであろう」。 15モーセは主に言った「もし

あなた自身が一緒に行かれないならば、わたした

ちをここからのぼらせないでください。 16わた

しとあなたの民とが、あなたの前に恵みを得るこ

とは、何によって知られましょうか。それはあな

たがわたしたちと一緒に行かれて、わたしとあな

たの民とが、地の面にある諸民と異なるものにな

るからではありませんか」。 17主はモーセに言

われた、「あなたはわたしの前に恵みを得、また

わたしは名をもってあなたを知るから、あなたの

言ったこの事をもするであろう」。 18モーセは

言った、「どうぞ、あなたの栄光をわたしにお示

しください」。 19主は言われた、「わたしはわ

たしのもろもろの善をあなたの前に通らせ、主の

名をあなたの前にのべるであろう。わたしは恵も

うとする者を恵み、あわれもうとする者をあわれ

む」。 20また言われた、「しかし、あなたはわ

たしの顔を見ることはできない。わたしを見て、

なお生きている人はないからである」。 21そし

て主は言われた、「見よ、わたしのかたわらに一

つの所がある。あなたは岩の上に立ちなさい。 22

わたしの栄光がそこを通り過ぎるとき、わたしは

あなたを岩の裂け目に入れて、わたしが通り過ぎ

るまで、手であなたをおおうであろう。 23そし

てわたしが手をのけるとき、あなたはわたしのう

しろを見るが、わたしの顔は見ないであろう」

。

34主はモーセに言われた、「あなたは前のよう
な石の板二枚を、切って造りなさい。わたし

はあなたが砕いた初めの板にあった言葉を、その

板に書くであろう。 2あなたは朝までに備えをし

、朝のうちにシナイ山に登って、山の頂でわたし

の前に立ちなさい。 3だれもあなたと共に登って

はならない。また、だれも山の中にいてはならな

い。また山の前で羊や牛を飼っていてはならない

」。 4そこでモーセは前のような石の板二枚を、

切って造り、朝早く起きて、主が彼に命じられた

ようにシナイ山に登った。彼はその手に石の板二

枚をとった。 5ときに主は雲の中にあって下り、

彼と共にそこに立って主の名を宣べられた。 6主

は彼の前を過ぎて宣べられた。「主、主、あわれ

みあり、恵みあり、怒ることおそく、いつくしみ

と、まこととの豊かなる神、 7いつくしみを千代

までも施し、悪と、とがと、罪とをゆるす者、し

かし、罰すべき者をば決してゆるさず、父の罪を

子に報い、子の子に報いて、三、四代におよぼす

者」。 8モーセは急ぎ地に伏して拝し、 9そして

言った、「ああ主よ、わたしがもし、あなたの前

に恵みを得ますならば、かたくなな民ですけれど

も、どうか主がわたしたちのうちにあって一緒に

行ってください。そしてわたしたちの悪と罪とを

ゆるし、わたしたちをあなたのものとしてくださ

い」。 10主は言われた、「見よ、わたしは契約

を結ぶ。わたしは地のいずこにも、いかなる民の

うちにも、いまだ行われたことのない不思議を、

あなたのすべての民の前に行うであろう。あなた

が共に住む民はみな、主のわざを見るであろう。

わたしがあなたのためになそうとすることは、恐

るべきものだからである。 11わたしが、きょう

、あなたに命じることを守りなさい。見よ、わた

しはアモリびと、カナンびと、ヘテびと、ペリジ

びと、ヒビびと、エブスびとを、あなたの前から

追い払うであろう。 12あなたが行く国に住んで

いる者と、契約を結ばないように、気をつけなけ

ればならない。おそらく彼らはあなたのうちにあ

って、わなとなるであろう。 13むしろあなたが

たは、彼らの祭壇を倒し、石の柱を砕き、アシラ

像を切り倒さなければならない。 14あなたは他

の神を拝んではならない。主はその名を『ねたみ

』と言って、ねたむ神だからである。 15おそら

くあなたはその国に住む者と契約を結び、彼らの

神々を慕って姦淫を行い、その神々に犠牲をささ

げ、招かれて彼らの犠牲を食べ、 16またその娘

たちを、あなたのむすこたちにめとり、その娘た

ちが自分たちの神々を慕って姦淫を行い、また、

あなたのむすこたちをして、彼らの神々を慕わせ

、姦淫を行わせるに至るであろう。 17あなたは

自分のために鋳物の神々を造ってはならない。 18

あなたは種入れぬパンの祭を守らなければならな

い。すなわち、わたしがあなたに命じたように、

アビブの月の定めの時に、七日のあいだ、種入れ

ぬパンを食べなければならない。あなたがアビブ

の月にエジプトを出たからである。 19すべて初

めに生れる者は、わたしのものである。すべてあ

なたの家畜のういごの雄は、牛も羊もそうである

。 20ただし、ろばのういごは小羊であがなわな

ければならない。もしあがなわないならば、その

首を折らなければならない。あなたのむすこのう
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ちのういごは、みなあがなわなければならない。

むなし手でわたしの前に出てはならない。 21あ

なたは六日のあいだ働き、七日目には休まなけれ

ばならない。耕し時にも、刈入れ時にも休まなけ

ればならない。 22あなたは七週の祭、すなわち

小麦刈りの初穂の祭を行わなければならない。ま

た年の終りに取り入れの祭を行わなければならな

い。 23年に三度、男子はみな主なる神、イスラ

エルの神の前に出なければならない。 24わたし

は国々の民をあなたの前から追い払って、あなた

の境を広くするであろう。あなたが年に三度のぼ

って、あなたの神、主の前に出る時には、だれも

あなたの国を侵すことはないであろう。 25あな

たは犠牲の血を、種を入れたパンと共に供えては

ならない。また過越の祭の犠牲を、翌朝まで残し

て置いてはならない。 26あなたの土地の初穂の

最も良いものを、あなたの神、主の家に携えてこ

なければならない。あなたは子やぎをその母の乳

で煮てはならない」。 27また主はモーセに言わ

れた、「これらの言葉を書きしるしなさい。わた

しはこれらの言葉に基いて、あなたおよびイスラ

エルと契約を結んだからである」。 28モーセは

主と共に、四十日四十夜、そこにいたが、パンも

食べず、水も飲まなかった。そして彼は契約の言

葉、十誡を板の上に書いた。 29モーセはそのあ

かしの板二枚を手にして、シナイ山から下ったが

、その山を下ったとき、モーセは、さきに主と語

ったゆえに、顔の皮が光を放っているのを知らな

かった。 30アロンとイスラエルの人々とがみな

、モーセを見ると、彼の顔の皮が光を放っていた

ので、彼らは恐れてこれに近づかなかった。 31

モーセは彼らを呼んだ。アロンと会衆のかしらた

ちとがみな、モーセのもとに帰ってきたので、モ

ーセは彼らと語った。 32その後、イスラエルの

人々がみな近よったので、モーセは主がシナイ山

で彼に語られたことを、ことごとく彼らにさとし

た。 33モーセは彼らと語り終えた時、顔おおい

を顔に当てた。 34しかしモーセは主の前に行っ

て主と語る時は、出るまで顔おおいを取り除いて

いた。そして出て来ると、その命じられた事をイ

スラエルの人人に告げた。 35イスラエルの人々

はモーセの顔を見ると、モーセの顔の皮が光を放

っていた。モーセは行って主と語るまで、また顔

おおいを顔に当てた。

35モーセはイスラエルの人々の全会衆を集めて
言った、「これは主が行えと命じられた言葉

である。 2六日の間は仕事をしなさい。七日目は

あなたがたの聖日で、主の全き休みの安息日であ

るから、この日に仕事をする者はだれでも殺され

なければならない。 3安息日にはあなたがたのす

まいのどこでも火をたいてはならない」。 4モー

セはイスラエルの人々の全会衆に言った、「これ

は主が命じられたことである。 5あなたがたの持

ち物のうちから、主にささげる物を取りなさい。

すべて、心から喜んでする者は、主にささげる物

を持ってきなさい。すなわち金、銀、青銅。 6青

糸、紫糸、緋糸、亜麻糸、やぎの毛糸。 7あかね

染めの雄羊の皮、じゅごんの皮、アカシヤ材、 8

ともし油、注ぎ油と香ばしい薫香とのための香料

、 9縞めのう、エポデと胸当とにはめる宝石。 10

すべてあなたがたのうち、心に知恵ある者はきて

、主の命じられたものをみな造りなさい。 11す

なわち幕屋、その天幕と、そのおおい、その鉤と

、その枠、その横木、その柱と、その座、 12箱

と、そのさお、贖罪所、隔ての垂幕、 13机と、

そのさお、およびそのもろもろの器、供えのパン

、 14また、ともしびのための燭台と、その器、

ともしび皿と、ともし油、 15香の祭壇と、その

さお、注ぎ油、香ばしい薫香、幕屋の入口のとば

り、 16燔祭の祭壇およびその青銅の網、そのさ

おと、そのもろもろの器、洗盤と、その台、 17

庭のあげばり、その柱とその座、庭の門のとばり

、 18幕屋の釘、庭の釘およびそのひも、 19聖所

における務のための編物の服、すなわち祭司の務

をなすための祭司アロンの聖なる服およびその子

たちの服」。 20イスラエルの人々の全会衆はモ

ーセの前を去り、 21すべて心に感じた者、すべ

て心から喜んでする者は、会見の幕屋の作業と、

そのもろもろの奉仕と、聖なる服とのために、主

にささげる物を携えてきた。 22すなわち、すべ

て心から喜んでする男女は、鼻輪、耳輪、指輪、

首飾り、およびすべての金の飾りを携えてきた。

すべて金のささげ物を主にささげる者はそのよう

にした。 23すべて青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸、

やぎの毛糸、あかね染めの雄羊の皮、じゅごんの

皮を持っている者は、それを携えてきた。 24す

べて銀、青銅のささげ物をささげることのできる

者は、それを主にささげる物として携えてきた。

また、すべて組立ての工事に用いるアカシヤ材を
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持っている者は、それを携えてきた。 25また、

すべて心に知恵ある女たちは、その手をもって紡

ぎ、その紡いだ青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸を携え

てきた。 26すべて知恵があって、心に感じた女

たちは、やぎの毛を紡いだ。 27また、かしらた

ちは縞めのう、およびエポデと胸当にはめる宝石

を携えてきた。 28また、ともしびと、注ぎ油と

、香ばしい薫香のための香料と、油とを携えてき

た。 29このようにイスラエルの人々は自発のさ

さげ物を主に携えてきた。すなわち主がモーセに

よって、なせと命じられたすべての工作のために

、物を携えてこようと、心から喜んでする男女は

みな、そのようにした。 30モーセはイスラエル

の人々に言った、「見よ、主はユダの部族に属す

るホルの子なるウリの子ベザレルを名ざして召し

、 31彼に神の霊を満たして、知恵と悟りと知識

と諸種の工作に長ぜしめ、 32工夫を凝らして金

、銀、青銅の細工をさせ、 33また宝石を切りは

め、木を彫刻するなど、諸種の工作をさせ、 34

また人を教えうる力を、彼の心に授けられた。彼

とダンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブ

とが、それである。 35主は彼らに知恵の心を満

たして、諸種の工作をさせられた。すなわち彫刻

、浮き織および青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸の縫取

り、また機織など諸種の工作をさせ、工夫を凝ら

して巧みなわざをさせられた。

36ベザレルとアホリアブおよびすべて心に知恵
ある者、すなわち主が知恵と悟りとを授けて

、聖所の組立ての諸種の工事を、いかになすかを

知らせられた者は、すべて主が命じられたように

しなければならない」。 2そこで、モーセはベザ

レルとアホリアブおよびすべて心に知恵ある者、

すなわち、その心に主が知恵を授けられた者、ま

たきて、その工事をなそうと心に望むすべての者

を召し寄せた。 3彼らは聖所の組立ての工事をす

るために、イスラエルの人々が携えてきたもろも

ろのささげ物を、モーセから受け取ったが、民は

なおも朝ごとに、自発のささげ物を彼のもとに携

えてきた。 4そこで聖所のもろもろの工事をする

賢い人々はみな、おのおのしていた工事をやめて

、 5モーセに言った「民があまりに多く携えて来

るので、主がせよと命じられた組立ての工事には

余ります」。 6モーセは命令を発し、宿営中にふ

れさせて言った、「男も女も、もはや聖所のため

に、ささげ物をするに及ばない」。それで民は携

えて来ることをやめた。 7材料はすべての工事を

するのにじゅうぶんで、かつ余るからである。 8

すべて工作をする者のうちの心に知恵ある者は、

十枚の幕で幕屋を造った。すなわち亜麻の撚糸、

青糸、紫糸、緋糸で造り、巧みなわざをもって、

それにケルビムを織り出した。 9幕の長さは、お

のおの二十八キュビト、幕の幅は、おのおの四キ

ュビトで、幕はみな同じ寸法である。 10その幕

五枚を互に連ね合わせ、また他の五枚の幕をも互

に連ね合わせ、 11その一連の端にある幕の縁に

青色の乳をつけ、他の一連の端にある幕の縁にも

、そのようにした。 12その一枚の幕に乳五十を

つけ、他の一連の幕の端にも、乳五十をつけた。

その乳を互に相向かわせた。 13そして金の輪五

十を作り、その輪で、幕を互に連ね合わせたので

、一つの幕屋になった。 14また、やぎの毛糸で

幕を作り、幕屋をおおう天幕にした。すなわち幕

十一枚を作った。 15おのおのの幕の長さは三十

キュビト、おのおのの幕の幅は四キュビトで、そ

の十一枚の幕は同じ寸法である。 16そして、そ

の幕五枚を一つに連ね合わせ、また、その幕六枚

を一つに連ね合わせ、 17その一連の端にある幕

の縁に、乳五十をつけ、他の一連の幕の縁にも、

乳五十をつけた。 18そして、青銅の輪五十を作

り、その天幕を連ね合わせて一つにした。 19ま

た、あかね染めの雄羊の皮で、天幕のおおいと、

じゅごんの皮で、その上にかけるおおいとを作っ

た。 20また幕屋のためにアカシヤ材をもって、

立枠を造った。 21枠の長さは十キュビト、枠の

幅は、おのおの一キュビト半とし、 22枠ごとに

二つの柄を造って、かれとこれとをくい合わせ、

幕屋のすべての枠にこのようにした。 23幕屋の

ために枠を造った。すなわち南側のために枠二十

を造った。 24その二十の枠の下に銀の座四十を

造って、この枠の下に、その二つの柄のために二

つの座を置き、かの枠の下にも、その二つの柄の

ために二つの座を置いた。 25また幕屋の他の側

、すなわち北側のためにも枠二十を造った。 26

その銀の座四十を造って、この枠の下にも二つの

座を置き、かの枠の下にも二つの座を置いた。 27

また幕屋のうしろ、西側のために枠六つを造り、

28幕屋のうしろの二つのすみのために枠二つを造

った。 29これらは、下で重なり合い、同じくそ

の頂でも第一の環まで重なり合うようにし、その
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二つとも二つのすみのために、そのように造った

。 30こうして、その枠は八つ、その銀の座は十

六、おのおのの枠の下に、二つずつ座があった。

31またアカシヤ材の横木を造った。すなわち幕屋

のこの側の枠のために五つ、 32また幕屋のかの

側の枠のために横木五つ、幕屋のうしろの西側の

枠のために横木五つを造った。 33枠のまん中に

ある中央の横木は、端から端まで通るようにした

。 34そして、その枠を金でおおい、また横木を

通すその環を金で造り、またその横木を金でおお

った。 35また青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で

、垂幕を作り、巧みなわざをもって、それにケル

ビムを織り出した。 36また、これがためにアカ

シヤ材の柱四本を作り、金でこれをおおい、その

鉤を金にし、その柱のために銀の座四つを鋳た。

37また幕屋の入口のために青糸、紫糸、緋糸、亜

麻の撚糸で、色とりどりに織ったとばりを作った

。 38その柱五本と、その鉤とを造り、その柱の

頭と桁とを金でおおった。ただし、その五つの座

は青銅であった。

37ベザレルはアカシヤ材の箱を造った。長さは
二キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一

キュビト半である。 2純金で、内そとをおおい、

その周囲に金の飾り縁を造った。 3また金の環四

つを鋳て、その四すみに取りつけた。すなわち二

つの環をこちら側に、二つの環をあちら側に取り

つけた。 4またアカシヤ材のさおを造り、金でこ

れをおおい、 5そのさおを箱の側面の環に通して

、箱をかつぐようにした。 6また純金で贖罪所を

造った。長さは二キュビト半、幅は一キュビト半

である。 7また金で、二つのケルビムを造った。

すなわち、これを打物造りとし、贖罪所の両端に

置いた。 8一つのケルブをこの端に、一つのケル

ブをかの端に置いた。すなわちケルビムを贖罪所

の一部として、その両端に造った。 9ケルビムは

翼を高く伸べ、その翼で贖罪所をおおい、顔は互

に向かい合った。すなわちケルビムの顔は贖罪所

に向かっていた。 10またアカシヤ材で、机を造

った。長さは二キュビト、幅は一キュビト、高さ

は一キュビト半である。 11純金でこれをおおい

、その周囲に金の飾り縁を造った。 12またその

周囲に手幅の棧を造り、その周囲の棧に金の飾り

縁を造った。 13またこれがために金の環四つを

鋳て、その四つの足のすみ四か所にその環を取り

つけた。 14その環は棧のわきにあって、机をか

つぐさおを入れる所とした。 15またアカシヤ材

で、机をかつぐさおを造り、金でこれをおおった

。 16また机の上の器、すなわちその皿、乳香を

盛る杯および灌祭を注ぐための鉢と瓶とを純金で

造った。 17また純金の燭台を造った。すなわち

打物造りで燭台を造り、その台、幹、萼、節、花

を一つに連ねた。 18また六つの枝をそのわきか

ら出させた。すなわち燭台の三つの枝をこの側か

ら、燭台の三つの枝をかの側から出させた。 19

あめんどうの花の形をした三つの萼が、節と花と

をもって、この枝にあり、また、あめんどうの花

の形をした三つの萼が、節と花とをもって、かの

枝にあり、燭台から出る六つの枝をみなそのよう

にした。 20また燭台の幹には、あめんどうの花

の形をした四つの萼を、その節と花とをもたせて

取りつけた。 21また二つの枝の下に一つの節を

取りつけ、次の二つの枝の下に一つの節を取りつ

け、さらに次の二つの枝の下に一つの節を取りつ

け、燭台の幹から出る六つの枝に、みなそのよう

にした。 22それらの節と枝を一つに連ね、こと

ごとく純金の打物造りとした。 23また、それの

ともしび皿七つと、その芯切りばさみと、芯取り

皿とを純金で造った。 24すなわち純金一タラン

トをもって、燭台とそのすべての器とを造った。

25またアカシヤ材で香の祭壇を造った。長さ一キ

ュビト、幅一キュビトの四角にし、高さ二キュビ

トで、これにその一部として角をつけた。 26そ

して、その頂、その周囲の側面、その角を純金で

おおい、その周囲に金の飾り縁を造った。 27ま

た、その両側に、飾り縁の下に金の環二つを、そ

のために造った。すなわちその二つの側にこれを

造った。これはそれをかつぐさおを通す所である

。 28そのさおはアカシヤ材で造り、金でこれを

おおった。 29また香料を造るわざにしたがって

、聖なる注ぎ油と純粋の香料の薫香とを造った

。

38またアカシヤ材で燔祭の祭壇を造った。長さ
五キュビト、幅五キュビトの四角で、高さは

三キュビトである。 2その四すみの上に、その一

部とし、それの角を造り、青銅で祭壇をおおった

。 3また祭壇のもろもろの器、すなわち、つぼ、

十能、鉢、肉叉、火皿を造った。そのすべての器

を青銅で造った。 4また祭壇のために、青銅の網
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細工の格子を造り、これを祭壇の出張りの下に取

りつけて、祭壇の高さの半ばに達するようにした

。 5また青銅の格子の四すみのために、環四つを

鋳て、さおを通す所とした。 6アカシヤ材で、そ

のさおを造り、青銅でこれをおおい、 7そのさお

を祭壇の両側にある環に通して、それをかつぐよ

うにした。祭壇は板をもって、空洞に造った。 8

また洗盤と、その台を青銅で造った。すなわち会

見の幕屋の入口で務をなす女たちの鏡をもって造

った。 9また庭を造った。その南側のために百キ

ュビトの亜麻の撚糸の庭のあげばりを設けた。 10

その柱は二十、その柱の二十の座は青銅で、その

柱の鉤と桁は銀とした。 11また北側のためにも

百キュビトのあげばりを設けた。その柱二十、そ

の柱の二十の座は青銅で、その柱の鉤と桁は銀と

した。 12また西側のために、五十キュビトのあ

げばりを設けた。その柱は十、その座も十で、そ

の柱の鉤と桁は銀とした。 13また東側のために

も、五十キュビトのあげばりを設けた。 14その

一方に十五キュビトのあげばりを設けた。その柱

は三つ、その座も三つ。 15また他の一方にも、

同じようにした。すなわち庭の門のこなたかなた

ともに、十五キュビトのあげばりを設けた。その

柱は三つ、その座も三つ。 16庭の周囲のあげば

りはみな亜麻の撚糸である。 17柱の座は青銅、

柱の鉤と桁とは銀、柱の頭のおおいも銀である。

庭の柱はみな銀の桁で連ねた。 18庭の門のとば

りは青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりど

りに織ったものであった。長さは二十キュビト、

幅なる高さは五キュビトで、庭のあげばりと等し

かった。 19その柱は四つ、その座も四つで、と

もに青銅。その鉤は銀、柱の頭のおおいと桁は銀

である。 20ただし、幕屋および、その周囲の庭

の釘はみな青銅であった。 21幕屋、すなわちあ

かしの幕屋に用いた物の総計は次のとおりである

。すなわちモーセの命に従い、祭司アロンの子イ

タマルがレビびとを用いて量ったものである。 22

ユダの部族に属するホルの子なるウリの子ベザレ

ルは、主がモーセに命じられた事をことごとくし

た。 23ダンの部族に属するアヒサマクの子アホ

リアブは彼と共にあって彫刻、浮き織をなし、ま

た青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸で、縫取りをする者

であった。 24聖所のもろもろの工作に用いたす

べての金、すなわち、ささげ物なる金は聖所のシ

ケルで、二十九タラント七百三十シケルであった

。 25会衆のうちの数えられた者のささげた銀は

聖所のシケルで、百タラント千七百七十五シケル

であった。 26これはひとり当り一ベカ、すなわ

ち聖所のシケルの半シケルであって、すべて二十

歳以上で数えられた者が六十万三千五百五十人で

あったからである。 27聖所の座と垂幕の座とを

鋳るために用いた銀は百タラントであった。すな

わち百座につき百タラント、一座につき一タラン

トである。 28また千七百七十五シケルで柱の鉤

を造り、また柱の頭をおおい、柱のために桁を造

った。 29ささげ物なる青銅は七十タラント二千

四百シケルであった。 30これを用いて会見の幕

屋の入口の座、青銅の祭壇と、それにつく青銅の

格子、および祭壇のもろもろの器を造った。 31

また庭の周囲の座、庭の門の座、および幕屋のも

ろもろの釘と、庭の周囲のもろもろの釘を造った

。

39彼らは青糸、紫糸、緋糸で、聖所の務のため
の編物の服を作った。またアロンのために聖

なる服を作った。主がモーセに命じられたとおり

である。 2また金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の

撚糸でエポデを作った。 3また金を打ち延べて板

とし、これを切って糸とし、青糸、紫糸、緋糸、

亜麻の撚糸に交えて、巧みな細工とした。 4また

、これがために肩ひもを作ってこれにつけ、その

両端でこれにつけた。 5エポデの上で、これをつ

かねる帯は、同じきれで、同じように、金糸、青

糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作った。主がモー

セに命じられたとおりである。 6また、縞めのう

を細工して、金糸の編細工にはめ、これに印を彫

刻するように、イスラエルの子たちの名を刻み、

7これをエポデの肩ひもにつけて、イスラエルの

子たちの記念の石とした。主がモーセに命じられ

たとおりである。 8また胸当を巧みなわざをもっ

て、エポデの作りのように作った。すなわち金糸

、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作った。 9胸

当は二つに折って四角にした。すなわち二つに折

って、長さを一指当りとし、幅も一指当りとした

。 10その中に宝石四列をはめた。すなわち、紅

玉髄、貴かんらん石、水晶の列を第一列とし、 11

第二列は、ざくろ石、るり、赤縞めのう、 12第

三列は黄水晶、めのう、紫水晶、 13第四列は黄

碧玉、縞めのう、碧玉であって、これらを金の編

細工の中にはめ込んだ。 14その宝石はイスラエ
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ルの子たちの名にしたがい、その名と等しく十二

とし、おのおの印の彫刻のように、十二部族のた

めにその名を刻んだ。 15またひも細工にねじた

純金のくさりを胸当につけた。 16また金の二つ

の編細工と、二つの金の環とを作り、その二つの

環を胸当の両端につけた。 17かの二筋の金のひ

もを胸当の端の二つの環につけた。 18ただし、

その二筋のひもの他の両端を、かの二つの編細工

につけ、エポデの肩ひもにつけて前にくるように

した。 19また二つの金の環を作って、これを胸

当の両端につけた。すなわちエポデに接する内側

の縁にこれをつけた。 20また金の環二つを作っ

て、これをエポデの二つの肩ひもの下の部分につ

け、前の方で、そのつなぎ目に近く、エポデの帯

の上の方にくるようにした。 21胸当は青ひもを

もって、その環をエポデの環に結びつけ、エポデ

の帯の上の方にくるようにした。こうして、胸当

がエポデから離れないようにした。主がモーセに

命じられたとおりである。 22またエポデに属す

る上服は、すべて青地の織物で作った。 23上服

の口はそのまん中にあって、その口の周囲には、

よろいのえりのように縁をつけて、ほころびない

ようにした。 24上服のすそには青糸、紫糸、緋

糸、亜麻の撚糸で、ざくろを作りつけ、 25また

純金で鈴を作り、その鈴を上服のすその周囲の、

ざくろとざくろとの間につけた。 26すなわち鈴

にざくろ、鈴にざくろと、務の上服のすその周囲

につけた。主がモーセに命じられたとおりである

。 27またアロンとその子たちのために、亜麻糸

で織った下服を作り、 28亜麻布で帽子を作り、

亜麻布で麗しい頭布を作り、亜麻の撚糸の布で、

下ばきを作り、 29亜麻の撚糸および青糸、紫糸

、緋糸で、色とりどりに織った帯を作った。主が

モーセに命じられたとおりである。 30また純金

をもって、聖なる冠の前板を作り、印の彫刻のよ

うに、その上に「主に聖なる者」という文字を書

き、 31これに青ひもをつけて、それを帽子の上

に結びつけた。主がモーセに命じられたとおりで

ある。 32こうして会見の天幕なる幕屋の、もろ

もろの工事が終った。イスラエルの人々はすべて

主がモーセに命じられたようにおこなった。 33

彼らは幕屋と天幕およびそのもろもろの器をモー

セのもとに携えてきた。すなわち、その鉤、その

枠、その横木、その柱、その座、 34あかね染め

の雄羊の皮のおおい、じゅごんの皮のおおい、隔

ての垂幕、 35あかしの箱と、そのさお、贖罪所

、 36机と、そのもろもろの器、供えのパン、 37

純金の燭台と、そのともしび皿、すなわち列に並

べるともしび皿と、そのもろもろの器、およびそ

のともし油、 38金の祭壇、注ぎ油、香ばしい薫

香、幕屋の入口のとばり、 39青銅の祭壇、その

青銅の格子と、そのさお、およびそのもろもろの

器、洗盤とその台、 40庭のあげばり、その柱と

その座、庭の門のとばり、そのひもとその釘、ま

た会見の天幕の幕屋に用いるもろもろの器、 41

聖所で務をなす編物の服、すなわち祭司の務をな

すための祭司アロンの聖なる服およびその子たち

の服。 42イスラエルの人々は、すべて主がモー

セに命じられたように、そのすべての工事をした

。 43モーセがそのすべての工事を見ると、彼ら

は主が命じられたとおりに、それをなしとげてい

たので、モーセは彼らを祝福した。

40主はモーセに言われた。 2「正月の元日にあ

なたは会見の天幕なる幕屋を建てなければな

らない。 3そして、その中にあかしの箱を置き、

垂幕で、箱を隔て隠し、 4また、机を携え入れ、

それに並べるものを並べ、燭台を携え入れて、そ

のともしびをともさなければならない。 5あなた

はまた金の香の祭壇を、あかしの箱の前にすえ、

とばりを幕屋の入口にかけなければならない。 6

また燔祭の祭壇を会見の天幕なる幕屋の入口の前

にすえ、 7洗盤を会見の天幕と祭壇との間にすえ

て、これに水を入れなければならない。 8また周

囲に庭を設け、庭の門にとばりをかけなければな

らない。 9そして注ぎ油をとって、幕屋とその中

のすべてのものに注ぎ、それとそのもろもろの器

とを聖別しなければならない、こうして、それは

聖となるであろう。 10あなたはまた燔祭の祭壇

と、そのすべての器に油を注いで、その祭壇を聖

別しなければならない。こうして祭壇は、いと聖

なるものとなるであろう。 11また洗盤と、その

台とに油を注いで、これを聖別し、 12アロンと

その子たちを会見の幕屋の入口に連れてきて、水

で彼らを洗い、 13アロンに聖なる服を着せ、こ

れに油を注いで聖別し、祭司の務をさせなければ

ならない。 14また彼の子たちを連れてきて、こ

れに服を着せ、 15その父に油を注いだように、

彼らにも油を注いで、祭司の務をさせなければな

らない。彼らが油そそがれることは、代々ながく
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祭司職のためになすべきことである」。 16モー

セはそのように行った。すなわち主が彼に命じら

れたように行った。 17第二年の正月になって、

その月の元日に幕屋は建った。 18すなわちモー

セは幕屋を建て、その座をすえ、その枠を立て、

その横木をさし込み、その柱を立て、 19幕屋の

上に天幕をひろげ、その上に天幕のおおいをかけ

た。主がモーセに命じられたとおりである。 20

彼はまたあかしの板をとって箱に納め、さおを箱

につけ、贖罪所を箱の上に置き、 21箱を幕屋に

携え入れ、隔ての垂幕をかけて、あかしの箱を隠

した。主がモーセに命じられたとおりである。 22

彼はまた会見の天幕なる幕屋の内部の北側、垂幕

の外に机をすえ、 23その上にパンを列に並べて

、主の前に供えた。主がモーセに命じられたとお

りである。 24彼はまた会見の天幕なる幕屋の内

部の南側に、机にむかい合わせて燭台をすえ、 25

主の前にともしびをともした。主がモーセに命じ

られたとおりである。 26彼は会見の幕屋の中、

垂幕の前に金の祭壇をすえ、 27その上に香ばし

い薫香をたいた。主がモーセに命じられたとおり

である。 28彼はまた幕屋の入口にとばりをかけ

、 29燔祭の祭壇を会見の天幕なる幕屋の入口に

すえ、その上に燔祭と素祭をささげた。主がモー

セに命じられたとおりである。 30彼はまた会見

の天幕と祭壇との間に洗盤を置き、洗うためにそ

れに水を入れた。 31モーセとアロンおよびその

子たちは、それで手と足を洗った。 32すなわち

会見の天幕にはいるとき、また祭壇に近づくとき

、そこで洗った。主がモーセに命じられたとおり

である。 33また幕屋と祭壇の周囲に庭を設け、

庭の門にとばりをかけた。このようにしてモーセ

はその工事を終えた。 34そのとき、雲は会見の

天幕をおおい、主の栄光が幕屋に満ちた。 35モ

ーセは会見の幕屋に、はいることができなかった

。雲がその上にとどまり、主の栄光が幕屋に満ち

ていたからである。 36雲が幕屋の上からのぼる

時、イスラエルの人々は道に進んだ。彼らはその

旅路において常にそうした。 37しかし、雲がの

ぼらない時は、そののぼる日まで道に進まなかっ

た。 38すなわちイスラエルの家のすべての者の

前に、昼は幕屋の上に主の雲があり、夜は雲の中

に火があった。彼らの旅路において常にそうであ

った。
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レビ記

1主はモーセを呼び、会見の幕屋からこれに告
げて言われた、 2「イスラエルの人々に言いな

さい、『あなたがたのうちだれでも家畜の供え物

を主にささげるときは、牛または羊を供え物とし

てささげなければならない。 3もしその供え物が

牛の燔祭であるならば、雄牛の全きものをささげ

なければならない。会見の幕屋の入口で、主の前

に受け入れられるように、これをささげなければ

ならない。 4彼はその燔祭の獣の頭に手を置かな

ければならない。そうすれば受け入れられて、彼

のためにあがないとなるであろう。 5彼は主の前

でその子牛をほふり、アロンの子なる祭司たちは

、その血を携えてきて、会見の幕屋の入口にある

祭壇の周囲に、その血を注ぎかけなければならな

い。 6彼はまたその燔祭の獣の皮をはぎ、節々に

切り分かたなければならない。 7祭司アロンの子

たちは祭壇の上に火を置き、その火の上にたきぎ

を並べ、 8アロンの子なる祭司たちはその切り分

けたものを、頭および脂肪と共に、祭壇の上にあ

る火の上のたきぎの上に並べなければならない。

9その内臓と足とは水で洗わなければならない。

こうして祭司はそのすべてを祭壇の上で焼いて燔

祭としなければならない。これは火祭であって、

主にささげる香ばしいかおりである。 10もしそ

の燔祭の供え物が群れの羊または、やぎであるな

らば、雄の全きものをささげなければならない。

11彼は祭壇の北側で、主の前にこれをほふり、ア

ロンの子なる祭司たちは、その血を祭壇の周囲に

注ぎかけなければならない。 12彼はまたこれを

節々に切り分かち、祭司はこれを頭および脂肪と

共に、祭壇の上にある火の上のたきぎの上に並べ

なければならない。 13その内臓と足とは水で洗

わなければならない。こうして祭司はそのすべて

を祭壇の上で焼いて燔祭としなければならない。

これは火祭であって、主にささげる香ばしいかお

りである。 14もし主にささげる供え物が、鳥の

燔祭であるならば、山ばと、または家ばとのひな

を、その供え物としてささげなければならない。

15祭司はこれを祭壇に携えて行き、その首を摘み

破り、祭壇の上で焼かなければならない。その血

は絞り出して祭壇の側面に塗らなければならない

。 16またその餌袋は羽と共に除いて、祭壇の東

の方にある灰捨場に捨てなければならない。 17

これは、その翼を握って裂かなければならない。

ただし引き離してはならない。祭司はこれを祭壇

の上で、火の上のたきぎの上で燔祭として焼かな

ければならない。これは火祭であって、主にささ

げる香ばしいかおりである。

2人が素祭の供え物を主にささげるときは、そ
の供え物は麦粉でなければならない。その上

に油を注ぎ、またその上に乳香を添え、 2これを

アロンの子なる祭司たちのもとに携えて行かなけ

ればならない。祭司はその麦粉とその油の一握り

を乳香の全部と共に取り、これを記念の分として

、祭壇の上で焼かなければならない。これは火祭

であって、主にささげる香ばしいかおりである。

3素祭の残りはアロンとその子らのものになる。

これは主の火祭のいと聖なる物である。 4あなた

が、もし天火で焼いたものを素祭としてささげる

ならば、それは麦粉に油を混ぜて作った種入れぬ

菓子、または油を塗った種入れぬ煎餅でなければ

ならない。 5あなたの供え物が、もし、平鍋で焼

いた素祭であるならば、それは麦粉に油を混ぜて

作った種入れぬものでなければならない。 6あな

たはそれを細かく砕き、その上に油を注がなけれ

ばならない。これは素祭である。 7あなたの供え

物が、もし深鍋で煮た素祭であるならば、麦粉に

油を混ぜて作らなければならない。 8あなたはこ

れらの物で作った素祭を、主に携えて行かなけれ

ばならない。それを祭司に渡すならば、祭司はそ

れを祭壇に携えて行き、 9その素祭のうちから記

念の分を取って、祭壇の上で焼かなければならな

い。これは火祭であって、主にささげる香ばしい

かおりである。 10素祭の残りはアロンとその子

らのものになる。これは、主の火祭のいと聖なる

物である。 11あなたがたが主にささげる素祭は

、すべて種を入れて作ってはならない。パン種も

蜜も、すべて主にささげる火祭として焼いてはな

らないからである。 12ただし、初穂の供え物と

しては、これらを主にささげることができる。し

かし香ばしいかおりとして祭壇にささげてはなら

ない。 13あなたの素祭の供え物は、すべて塩を

もって味をつけなければならない。あなたの素祭

に、あなたの神の契約の塩を欠いてはならない。

すべて、あなたの供え物は、塩を添えてささげな

ければならない。 14もしあなたが初穂の素祭を

主にささげるならば、火で穂を焼いたもの、新穀
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の砕いたものを、あなたの初穂の素祭としてささ

げなければならない。 15あなたはそれに油を加

え、その上に乳香を置かなければならない。これ

は素祭である。 16祭司は、その砕いた物および

その油のうちから記念の分を取って、乳香の全部

と共に焼かなければならない。これは主にささげ

る火祭である。

3もし彼の供え物が酬恩祭の犠牲であって、牛
をささげるのであれば、雌雄いずれであって

も、全きものを主の前にささげなければならない

。 2彼はその供え物の頭に手を置き、会見の幕屋

の入口で、これをほふらなければならない。そし

てアロンの子なる祭司たちは、その血を祭壇の周

囲に注ぎかけなければならない。 3彼はまたその

酬恩祭の犠牲のうちから火祭を主にささげなけれ

ばならない。すなわち内臓をおおう脂肪と、内臓

の上のすべての脂肪、 4二つの腎臓とその上の腰

のあたりにある脂肪、ならびに腎臓と共にとられ

る肝臓の上の小葉である。 5そしてアロンの子た

ちは祭壇の上で、火の上のたきぎの上に置いた燔

祭の上で、これを焼かなければならない。これは

火祭であって、主にささげる香ばしいかおりであ

る。 6もし彼の供え物が主にささげる酬恩祭の犠

牲で、それが羊であるならば、雌雄いずれであっ

ても、全きものをささげなければならない。 7も

し小羊を供え物としてささげるならば、それを主

の前に連れてきて、 8その供え物の頭に手を置き

、それを会見の幕屋の前で、ほふらなければなら

ない。そしてアロンの子たちはその血を祭壇の周

囲に注ぎかけなければならない。 9彼はその酬恩

祭の犠牲のうちから、火祭を主にささげなければ

ならない。すなわちその脂肪、背骨に接して切り

取る脂尾の全部、内臓をおおう脂肪と内臓の上の

すべての脂肪、 10二つの腎臓とその上の腰のあ

たりにある脂肪、ならびに腎臓と共に取られる肝

臓の上の小葉である。 11祭司はこれを祭壇の上

で焼かなければならない。これは火祭であって、

主にささげる食物である。 12もし彼の供え物が

、やぎであるならば、それを主の前に連れてきて

、 13その頭に手を置き、それを会見の幕屋の前

で、ほふらなければならない。そしてアロンの子

たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎかけなければ

ならない。 14彼はまたそのうちから供え物を取

り、火祭として主にささげなければならない。す

なわち内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂

肪、 15二つの腎臓とその上の腰のあたりにある

脂肪、ならびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小

葉である。 16祭司はこれを祭壇の上で焼かなけ

ればならない。これは火祭としてささげる食物で

あって、香ばしいかおりである。脂肪はみな主に

帰すべきものである。 17あなたがたは脂肪と血

とをいっさい食べてはならない。これはあなたが

たが、すべてその住む所で、代々守るべき永久の

定めである』」。

4主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『もし人があやまって罪

を犯し、主のいましめにそむいて、してはならな

いことの一つをした時は次のようにしなければな

らない。 3すなわち、油注がれた祭司が罪を犯し

て、とがを民に及ぼすならば、彼はその犯した罪

のために雄の全き子牛を罪祭として主にささげな

ければならない。 4その子牛を会見の幕屋の入口

に連れてきて主の前に至り、その子牛の頭に手を

置き、その子牛を主の前で、ほふらなければなら

ない。 5油注がれた祭司は、その子牛の血を取っ

て、それを会見の幕屋に携え入り、 6そして祭司

は指をその血に浸して、聖所の垂幕の前で主の前

にその血を七たび注がなければならない。 7祭司

はまたその血を取り、主の前で会見の幕屋の中に

ある香ばしい薫香の祭壇の角に、それを塗らなけ

ればならない。その子牛の血の残りはことごとく

会見の幕屋の入口にある燔祭の祭壇のもとに注が

なければならない。 8またその罪祭の子牛から、

すべての脂肪を取らなければならない。すなわち

内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂肪、 9

二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、な

らびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である

。 10これを取るには酬恩祭の犠牲の雄牛から取

るのと同じようにしなければならない。そして祭

司はそれを燔祭の祭壇の上で焼かなければならな

い。 11その子牛の皮とそのすべての肉、および

その頭と足と内臓と汚物など、 12すべてその子

牛の残りは、これを宿営の外の、清い場所なる灰

捨場に携え出し、火をもってこれをたきぎの上で

焼き捨てなければならない。すなわちこれは灰捨

場で焼き捨てらるべきである。 13もしイスラエ

ルの全会衆があやまちを犯し、そのことが会衆の

目に隠れていても、主のいましめにそむいて、し
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てはならないことの一つをなして、とがを得たな

らば、 14その犯した罪が現れた時、会衆は雄の

子牛を罪祭としてささげなければならない。すな

わちそれを会見の幕屋の前に連れてきて、 15会

衆の長老たちは、主の前でその子牛の頭に手を置

き、その子牛を主の前で、ほふらなければならな

い。 16そして、油注がれた祭司は、その子牛の

血を会見の幕屋に携え入り、 17祭司は指をその

血に浸し、垂幕の前で主の前に七たび注がなけれ

ばならない。 18またその血を取って、会見の幕

屋の中の主の前にある祭壇の角に、それを塗らな

ければならない。その血の残りはことごとく会見

の幕屋の入口にある燔祭の祭壇のもとに注がなけ

ればならない。 19またそのすべての脂肪を取っ

て祭壇の上で焼かなければならない。 20すなわ

ち祭司は罪祭の雄牛にしたように、この雄牛にも

、しなければならない。こうして、祭司が彼らの

ためにあがないをするならば、彼らはゆるされる

であろう。 21そして、彼はその雄牛を宿営の外

に携え出し、はじめの雄牛を焼き捨てたように、

これを焼き捨てなければならない。これは会衆の

罪祭である。 22またつかさたる者が罪を犯し、

あやまって、その神、主のいましめにそむき、し

てはならないことの一つをして、とがを得、 23

もしその犯した罪を知るようになったときは、供

え物として雄やぎの全きものを連れてきて、 24

そのやぎの頭に手を置き、燔祭をほふる場所で、

主の前にこれをほふらなければならない。これは

罪祭である。 25祭司は指でその罪祭の血を取り

、燔祭の祭壇の角にそれを塗り、残りの血は燔祭

の祭壇のもとに注がなければならない。 26また

、そのすべての脂肪は、酬恩祭の犠牲の脂肪と同

じように、祭壇の上で焼かなければならない。こ

うして、祭司が彼のためにその罪のあがないをす

るならば、彼はゆるされるであろう。 27また一

般の人がもしあやまって罪を犯し、主のいましめ

にそむいて、してはならないことの一つをして、

とがを得、 28その犯した罪を知るようになった

ときは、その犯した罪のために供え物として雌や

ぎの全きものを連れてきて、 29その罪祭の頭に

手を置き、燔祭をほふる場所で、その罪祭をほふ

らなければならない。 30そして祭司は指でその

血を取り、燔祭の祭壇の角にこれを塗り、残りの

血をことごとく祭壇のもとに注がなければならな

い。 31またそのすべての脂肪は酬恩祭の犠牲か

ら脂肪を取るのと同じように取り、これを祭壇の

上で焼いて主にささげる香ばしいかおりとしなけ

ればならない。こうして祭司が彼のためにあがな

いをするならば、彼はゆるされるであろう。 32

もし小羊を罪祭のために供え物として連れてくる

ならば、雌の全きものを連れてこなければならな

い。 33その罪祭の頭に手を置き、燔祭をほふる

場所で、これをほふり、罪祭としなければならな

い。 34そして祭司は指でその罪祭の血を取り、

燔祭の祭壇の角にそれを塗り、残りの血はことご

とく祭壇のもとに注がなければならない。 35ま

たそのすべての脂肪は酬恩祭の犠牲から小羊の脂

肪を取るのと同じように取り、祭司はこれを主に

ささげる火祭のように祭壇の上で焼かなければな

らない。こうして祭司が彼の犯した罪のためにあ

がないをするならば、彼はゆるされるであろう

。

5もし人が証人に立ち、誓いの声を聞きながら
、その見たこと、知っていることを言わない

で、罪を犯すならば、彼はそのとがを負わなけれ

ばならない。 2また、もし人が汚れた野獣の死体

、汚れた家畜の死体、汚れた這うものの死体など

、すべて汚れたものに触れるならば、そのことに

気づかなくても、彼は汚れたものとなって、とが

を得る。 3また、もし彼が人の汚れに触れるなら

ば、その人の汚れが、どのような汚れであれ、そ

れに気づかなくても、彼がこれを知るようになっ

た時は、とがを得る。 4また、もし人がみだりに

くちびるで誓い、悪をなそう、または善をなそう

と言うならば、その人が誓ってみだりに言ったこ

とは、それがどんなことであれ、それに気づかな

くても、彼がこれを知るようになった時は、これ

らの一つについて、とがを得る。 5もしこれらの

一つについて、とがを得たときは、その罪を犯し

たことを告白し、 6その犯した罪のために償いと

して、雌の家畜、すなわち雌の小羊または雌やぎ

を主のもとに連れてきて、罪祭としなければなら

ない。こうして祭司は彼のために罪のあがないを

するであろう。 7もし小羊に手のとどかない時は

、山ばと二羽か、家ばとのひな二羽かを、彼が犯

した罪のために償いとして主に携えてきて、一羽

を罪祭に、一羽を燔祭にしなければならない。 8

すなわち、これらを祭司に携えてきて、祭司はそ

の罪祭のものを先にささげなければならない。す
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なわち、その頭を首の根のところで、摘み破らな

ければならない。ただし、切り離してはならない

。 9そしてその罪祭の血を祭壇の側面に注ぎ、残

りの血は祭壇のもとに絞り出さなければならない

。これは罪祭である。 10また第二のものは、定

めにしたがって燔祭としなければならない。こう

して、祭司が彼のためにその犯した罪のあがない

をするならば、彼はゆるされるであろう。 11も

し二羽の山ばとにも、二羽の家ばとのひなにも、

手の届かないときは、彼の犯した罪のために、供

え物として麦粉十分の一エパを携えてきて、これ

を罪祭としなければならない。ただし、その上に

油をかけてはならない。またその上に乳香を添え

てはならない。これは罪祭だからである。 12彼

はこれを祭司のもとに携えて行き、祭司は一握り

を取って、記念の分とし、これを主にささげる火

祭のように、祭壇の上で焼かなければならない。

これは罪祭である。 13こうして、祭司が彼のた

め、すなわち、彼がこれらの一つを犯した罪のた

めに、あがないをするならば、彼はゆるされるで

あろう。そしてその残りは素祭と同じく、祭司に

帰するであろう』」。 14主はまたモーセに言わ

れた、 15「もし人が不正をなし、あやまって主

の聖なる物について罪を犯したときは、その償い

として、あなたの値積りにしたがい、聖所のシケ

ルで、銀数シケルに当る雄羊の全きものを、群れ

のうちから取り、それを主に携えてきて、愆祭と

しなければならない。 16そしてその聖なる物に

ついて犯した罪のために償いをし、またその五分

の一をこれに加えて、祭司に渡さなければならな

い。こうして祭司がその愆祭の雄羊をもって、彼

のためにあがないをするならば、彼はゆるされる

であろう。 17また人がもし罪を犯し、主のいま

しめにそむいて、してはならないことの一つをし

たときは、たといそれを知らなくても、彼は罪を

得、そのとがを負わなければならない。 18彼は

あなたの値積りにしたがって、雄羊の全きものを

群れのうちから取り、愆祭としてこれを祭司のも

とに携えてこなければならない。こうして、祭司

が彼のために、すなわち彼が知らないで、しかも

あやまって犯した過失のために、あがないをする

ならば、彼はゆるされるであろう。 19これは愆

祭である。彼は確かに主の前にとがを得たからで

ある」。

6主はまたモーセに言われた、 2「もし人が罪を

犯し、主に対して不正をなしたとき、すなわ

ち預かり物、手にした質草、またはかすめた物に

ついて、その隣人を欺き、あるいはその隣人をし

えたげ、 3あるいは落し物を拾い、それについて

欺き、偽って誓うなど、すべて人がそれをなして

罪となることの一つについて、 4罪を犯し、とが

を得たならば、彼はそのかすめた物、しえたげて

取った物、預かった物、拾った落し物、 5または

偽り誓ったすべての物を返さなければならない。

すなわち残りなく償い、更にその五分の一をこれ

に加え、彼が愆祭をささげる日に、これをその元

の持ち主に渡さなければならない。 6彼はその償

いとして、あなたの値積りにしたがい、雄羊の全

きものを、群れの中から取り、これを祭司のもと

に携えてきて、愆祭として主にささげなければな

らない。 7こうして、祭司が主の前で彼のために

あがないをするならば、彼はそのいずれを行って

とがを得てもゆるされるであろう」。 8主はまた

モーセに言われた、 9「アロンとその子たちに命

じて言いなさい、『燔祭のおきては次のとおりで

ある。燔祭は祭壇の炉の上に、朝まで夜もすがら

あるようにし、そこに祭壇の火を燃え続かせなけ

ればならない。 10祭司は亜麻布の服を着、亜麻

布のももひきを身につけ、祭壇の上で火に焼けた

燔祭の灰を取って、これを祭壇のそばに置き、 11

その衣服を脱ぎ、ほかの衣服を着て、その灰を宿

営の外の清い場所に携え出さなければならない。

12祭壇の上の火は、そこに燃え続かせ、それを消

してはならない。祭司は朝ごとに、たきぎをその

上に燃やし、燔祭をその上に並べ、また酬恩祭の

脂肪をその上で焼かなければならない。 13火は

絶えず祭壇の上に燃え続かせ、これを消してはな

らない。 14素祭のおきては次のとおりである。

アロンの子たちはそれを祭壇の前で主の前にささ

げなければならない。 15すなわち素祭の麦粉一

握りとその油を、素祭の上にある全部の乳香と共

に取って、祭壇の上で焼き、香ばしいかおりとし

、記念の分として主にささげなければならない。

16その残りはアロンとその子たちが食べなければ

ならない。すなわち、種を入れずに聖なる所で食

べなければならない。会見の幕屋の庭でこれを食

べなければならない。 17これは種を入れて焼い

てはならない。わたしはこれをわたしの火祭のう

ちから彼らの分として与える。これは罪祭および
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愆祭と同様に、いと聖なるものである。 18アロ

ンの子たちのうち、すべての男子はこれを食べる

ことができる。これは主にささげる火祭のうちか

ら、あなたがたが代々永久に受けるように定めら

れた分である。すべてこれに触れるものは聖とな

るであろう』」。 19主はまたモーセに言われた

、 20「アロンとその子たちが、アロンの油注が

れる日に、主にささぐべき供え物は次のとおりで

ある。すなわち麦粉十分の一エパを、絶えずささ

げる素祭とし、半ばは朝に、半ばは夕にささげな

ければならない。 21それは油をよく混ぜて平鍋

で焼き、それを携えてきて、細かく砕いた素祭と

し、香ばしいかおりとして、主にささげなければ

ならない。 22彼の子たちのうち、油注がれて彼

についで祭司となる者は、これをささげなければ

ならない。これは永久に主に帰する分として、全

く焼きつくすべきものである。 23すべて祭司の

素祭は全く焼きつくすべきものであって、これを

食べてはならない」。 24主はまたモーセに言わ

れた、 25「アロンとその子たちに言いなさい、

『罪祭のおきては次のとおりである。罪祭は燔祭

をほふる場所で、主の前にほふらなければならな

い。これはいと聖なる物である。 26罪のために

これをささげる祭司が、これを食べなければなら

ない。すなわち会見の幕屋の庭の聖なる所で、こ

れを食べなければならない。 27すべてその肉に

触れる者は聖となるであろう。もしその血が衣服

にかかったならば、そのかかったものは聖なる所

で洗わなければならない。 28またそれを煮た土

の器は砕かなければならない。もし青銅の器で煮

たのであれば、それはみがいて、水で洗わなけれ

ばならない。 29祭司たちのうちのすべての男子

は、これを食べることができる。これはいと聖な

るものである。 30しかし、その血を会見の幕屋

に携えていって、聖所であがないに用いた罪祭は

食べてはならない。これは火で焼き捨てなければ

ならない。

7愆祭のおきては次のとおりである。それはい
と聖なる物である。 2愆祭は燔祭をほふる場所

でほふらなければならない。そして祭司はその血

を祭壇の周囲に注ぎかけ、 3そのすべての脂肪を

ささげなければならない。すなわち脂尾、内臓を

おおう脂肪、 4二つの腎臓とその上の腰のあたり

にある脂肪、腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉

である。 5祭司はこれを祭壇の上で焼いて、主に

火祭としなければならない。これは愆祭である。

6祭司たちのうちのすべての男子は、これを食べ

ることができる。これは聖なる所で食べなければ

ならない。これはいと聖なる物である。 7罪祭も

愆祭も、そのおきては一つであって、異なるとこ

ろはない。これは、あがないをなす祭司に帰する

。 8人が携えてくる燔祭をささげる祭司、その祭

司に、そのささげる燔祭のものの皮は帰する。 9

すべて天火で焼いた素祭、またすべて深鍋または

平鍋で作ったものは、これをささげる祭司に帰す

る。 10すべて素祭は、油を混ぜたものも、かわ

いたものも、アロンのすべての子たちにひとしく

帰する。 11主にささぐべき酬恩祭の犠牲のおき

ては次のとおりである。 12もしこれを感謝のた

めにささげるのであれば、油を混ぜた種入れぬ菓

子と、油を塗った種入れぬ煎餅と、よく混ぜた麦

粉に油を混ぜて作った菓子とを、感謝の犠牲に合

わせてささげなければならない。 13また種を入

れたパンの菓子をその感謝のための酬恩祭の犠牲

に合わせ、供え物としてささげなければならない

。 14すなわちこのすべての供え物のうちから、

菓子一つずつを取って主にささげなければならな

い。これは酬恩祭の血を注ぎかける祭司に帰する

。 15その感謝のための酬恩祭の犠牲の肉は、そ

の供え物をささげた日のうちに食べなければなら

ない。少しでも明くる朝まで残して置いてはなら

ない。 16しかし、その供え物の犠牲がもし誓願

の供え物、または自発の供え物であるならば、そ

の犠牲をささげた日のうちにそれを食べ、その残

りはまた明くる日に食べることができる。 17た

だし、その犠牲の肉の残りは三日目には火で焼き

捨てなければならない。 18もしその酬恩祭の犠

牲の肉を三日目に少しでも食べるならば、それは

受け入れられず、また供え物と見なされず、かえ

って忌むべき物となるであろう。そしてそれを食

べる者はとがを負わなければならない。 19その

肉がもし汚れた物に触れるならば、それを食べる

ことなく、火で焼き捨てなければならない。犠牲

の肉はすべて清い者がこれを食べることができる

。 20もし人がその身に汚れがあるのに、主にさ

さげた酬恩祭の犠牲の肉を食べるならば、その人

は民のうちから断たれるであろう。 21また人が

もしすべて汚れたもの、すなわち人の汚れ、ある

いは汚れた獣、あるいは汚れた這うものに触れな
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がら、主にささげた酬恩祭の犠牲の肉を食べるな

らば、その人は民のうちから断たれるであろう』

」。 22主はまたモーセに言われた、 23「イスラ

エルの人々に言いなさい、『あなたがたは、すべ

て牛、羊、やぎの脂肪を食べてはならない。 24

自然に死んだ獣の脂肪および裂き殺された獣の脂

肪は、さまざまのことに使ってもよい。しかし、

それは決して食べてはならない。 25だれでも火

祭として主にささげる獣の脂肪を食べるならば、

これを食べる人は民のうちから断たれるであろう

。 26またあなたがたはすべてその住む所で、鳥

にせよ、獣にせよ、すべてその血を食べてはなら

ない。 27だれでもすべて血を食べるならば、そ

の人は民のうちから断たれるであろう』」。 28

主はまたモーセに言われた、 29「イスラエルの

人々に言いなさい、『酬恩祭の犠牲を主にささげ

る者は、その酬恩祭の犠牲のうちから、その供え

物を主に携えてこなければならない。 30主の火

祭は手ずからこれを携えてこなければならない。

すなわちその脂肪と胸とを携えてきて、その胸を

主の前に揺り動かして、揺祭としなければならな

い。 31そして祭司はその脂肪を祭壇の上で焼か

なければならない。その胸はアロンとその子たち

に帰する。 32あなたがたの酬恩祭の犠牲のうち

から、その右のももを挙祭として、祭司に与えな

ければならない。 33アロンの子たちのうち、酬

恩祭の血と脂肪とをささげる者は、その右のもも

を自分の分として、獲るであろう。 34わたしは

イスラエルの人々の酬恩祭の犠牲のうちから、そ

の揺祭の胸と挙祭のももを取って、祭司アロンと

その子たちに与え、これをイスラエルの人々から

永久に彼らの受くべき分とする。 35これは主の

火祭のうちから、アロンの受ける分と、その子た

ちの受ける分とであって、祭司の職をなすため、

彼らが主にささげられた日に定められたのである

。 36すなわち、これは彼らに油を注ぐ日に、イ

スラエルの人々が彼らに与えるように、主が命じ

られたものであって、代々永久に受くべき分であ

る』」。 37これは燔祭、素祭、罪祭、愆祭、任

職祭、酬恩祭の犠牲のおきてである。 38すなわ

ち、主がシナイの荒野においてイスラエルの人々

にその供え物を主にささげることを命じられた日

に、シナイ山でモーセに命じられたものである

。

8主はまたモーセに言われた、 2「あなたはアロ

ンとその子たち、およびその衣服、注ぎ油、

罪祭の雄牛、雄羊二頭、種入れぬパン一かごを取

り、 3また全会衆を会見の幕屋の入口に集めなさ

い」。 4モーセは主が命じられたようにした。そ

して会衆は会見の幕屋の入口に集まった。 5そこ

でモーセは会衆にむかって言った、「これは主が

あなたがたにせよと命じられたことである」。 6

そしてモーセはアロンとその子たちを連れてきて

、水で彼らを洗い清め、 7アロンに服を着させ、

帯をしめさせ、衣をまとわせ、エポデを着けさせ

、エポデの帯をしめさせ、それをもってエポデを

身に結いつけ、 8また胸当を着けさせ、その胸当

にウリムとトンミムを入れ、 9その頭に帽子をか

ぶらせ、その帽子の前に金の板、すなわち聖なる

冠をつけさせた。主がモーセに命じられたとおり

である。 10モーセはまた注ぎ油を取り、幕屋と

そのうちのすべての物に油を注いでこれを聖別し

、 11かつ、それを七たび祭壇に注ぎ、祭壇とそ

のもろもろの器、洗盤とその台に油を注いでこれ

を聖別し、 12また注ぎ油をアロンの頭に注ぎ、

彼に油を注いでこれを聖別した。 13モーセはま

たアロンの子たちを連れてきて、服を彼らに着さ

せ、帯を彼らにしめさせ、頭巾を頭に巻かせた。

主がモーセに命じられたとおりである。 14彼は

また罪祭の雄牛を連れてこさせ、アロンとその子

たちは、その罪祭の雄牛の頭に手を置いた。 15

モーセはこれをほふり、その血を取り、指をもっ

てその血を祭壇の四すみの角につけて祭壇を清め

、また残りの血を祭壇のもとに注いで、これを聖

別し、これがためにあがないをした。 16モーセ

はまたその内臓の上のすべての脂肪、肝臓の小葉

、二つの腎臓とその脂肪とを取り、これを祭壇の

上で焼いた。 17ただし、その雄牛の皮と肉と汚

物は宿営の外で、火をもって焼き捨てた。主がモ

ーセに命じられたとおりである。 18彼はまた燔

祭の雄羊を連れてこさせ、アロンとその子たちは

、その雄羊の頭に手を置いた。 19モーセはこれ

をほふって、その血を祭壇の周囲に注ぎかけた。

20そして、モーセはその雄羊を節々に切り分かち

、その頭と切り分けたものと脂肪とを焼いた。 21

またモーセは水でその内臓と足とを洗い、その雄

羊をことごとく祭壇の上で焼いた。これは香ばし

いかおりのための燔祭であって、主にささげる火

祭である。主がモーセに命じられたとおりである
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。 22彼はまたほかの雄羊、すなわち任職の雄羊

を連れてこさせ、アロンとその子たちは、その雄

羊の頭に手を置いた。 23モーセはこれをほふり

、その血を取って、アロンの右の耳たぶと、右手

の親指と、右足の親指とにつけた。 24またモー

セはアロンの子たちを連れてきて、その血を彼ら

の右の耳たぶと、右手の親指と、右足の親指とに

つけた。そしてモーセはその残りの血を、祭壇の

周囲に注ぎかけた。 25彼はまたその脂肪、すな

わち脂尾、内臓の上のすべての脂肪、肝臓の小葉

、二つの腎臓とその脂肪、ならびにその右のもも

を取り、 26また主の前にある種入れぬパンのか

ごから種入れぬ菓子一つと、油を入れたパンの菓

子一つと、煎餅一つとを取って、かの脂肪と右の

ももとの上に載せ、 27これをすべてアロンの手

と、その子たちの手に渡し、主の前に揺り動かさ

せて揺祭とした。 28そしてモーセはこれを彼ら

の手から取り、祭壇の上で燔祭と共に焼いた。こ

れは香ばしいかおりとする任職の供え物であって

、主にささげる火祭である。 29そしてモーセは

その胸を取り、主の前にこれを揺り動かして揺祭

とした。これは任職の雄羊のうちモーセに帰すべ

き分であった。主がモーセに命じられたとおりで

ある。 30モーセはまた注ぎ油と祭壇の上の血と

を取り、これをアロンとその服、またその子たち

とその服とに注いで、アロンとその服、およびそ

の子たちと、その服とを聖別した。 31モーセは

またアロンとその子たちに言った、「会見の幕屋

の入口でその肉を煮なさい。そして任職祭のかご

の中のパンと共に、それをその所で食べなさい。

これは『アロンとその子たちが食べなければなら

ない、と言え』とわたしが命じられたとおりであ

る。 32あなたがたはその肉とパンとの残ったも

のを火で焼き捨てなければならない。 33あなた

がたはその任職祭の終る日まで七日の間、会見の

幕屋の入口から出てはならない。あなたがたの任

職は七日を要するからである。 34きょう行った

ように、あなたがたのために、あがないをせよ、

と主はお命じになった。 35あなたがたは会見の

幕屋の入口に七日の間、日夜とどまり、主の仰せ

を守って、死ぬことのないようにしなければなら

ない。わたしはそのように命じられたからである

」。 36アロンとその子たちは主がモーセによっ

てお命じになったことを、ことごとく行った。

9八日目になって、モーセはアロンとその子た
ち、およびイスラエルの長老たちを呼び寄せ

、 2アロンに言った、「あなたは雄の子牛の全き

ものを罪祭のために取り、また雄羊の全きものを

燔祭のために取って、主の前にささげなさい。 3

あなたはまたイスラエルの人々に言いなさい、『

あなたがたは雄やぎを罪祭のために取り、また一

歳の全き子牛と小羊とを燔祭のために取りなさい

、 4また主の前にささげる酬恩祭のために雄牛と

雄羊とを取り、また油を混ぜた素祭を取りなさい

。主がきょうあなたがたに現れたもうからである

』」。 5彼らはモーセが命じたものを会見の幕屋

の前に携えてきた。会衆がみな近づいて主の前に

立ったので、 6モーセは言った、「これは主があ

なたがたに、せよと命じられたことである。こう

して主の栄光はあなたがたに現れるであろう」。

7モーセはまたアロンに言った、「あなたは祭壇

に近づき、あなたの罪祭と燔祭をささげて、あな

たのため、また民のためにあがないをし、また民

の供え物をささげて、彼らのためにあがないをし

、すべて主がお命じになったようにしなさい」。

8そこでアロンは祭壇に近づき、自分のための罪

祭の子牛をほふった。 9そしてアロンの子たちは

、その血を彼のもとに携えてきたので、彼は指を

その血に浸し、それを祭壇の角につけ、残りの血

を祭壇のもとに注ぎ、 10また罪祭の脂肪と腎臓

と肝臓の小葉とを祭壇の上で焼いた。主がモーセ

に命じられたとおりである。 11またその肉と皮

とは宿営の外で火をもって焼き捨てた。 12彼は

また燔祭の獣をほふり、アロンの子たちがその血

を彼に渡したので、これを祭壇の周囲に注ぎかけ

た。 13彼らがまた燔祭のもの、すなわち、その

切り分けたものと頭とを彼に渡したので、彼はこ

れを祭壇の上で焼いた。 14またその内臓と足と

を洗い、祭壇の上で燔祭と共にこれを焼いた。 15

彼はまた民の供え物をささげた。すなわち、民の

ための罪祭のやぎを取ってこれをほふり、前のよ

うにこれを罪のためにささげた。 16また燔祭を

ささげた。すなわち、これを定めのようにささげ

た。 17また素祭をささげ、そのうちから一握り

を取り、朝の燔祭に加えて、これを祭壇の上で焼

いた。 18彼はまた民のためにささげる酬恩祭の

犠牲の雄牛と雄羊とをほふり、アロンの子たちが

、その血を彼に渡したので、彼はこれを祭壇の周

囲に注ぎかけた。 19またその雄牛と雄羊との脂
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肪、すなわち、脂尾、内臓をおおうもの、腎臓、

肝臓の小葉。 20これらの脂肪を彼らはその胸の

上に載せて携えてきたので、彼はその脂肪を祭壇

の上で焼いた。 21その胸と右のももとは、アロ

ンが主の前に揺り動かして揺祭とした。モーセが

命じたとおりである。 22アロンは民にむかって

手をあげて、彼らを祝福し、罪祭、燔祭、酬恩祭

をささげ終って降りた。 23モーセとアロンは会

見の幕屋に入り、また出てきて民を祝福した。そ

して主の栄光はすべての民に現れ、 24主の前か

ら火が出て、祭壇の上の燔祭と脂肪とを焼きつく

した。民はみな、これを見て喜びよばわり、そし

てひれ伏した。

10さてアロンの子ナダブとアビフとは、おのお
のその香炉を取って火をこれに入れ、薫香を

その上に盛って、異火を主の前にささげた。これ

は主の命令に反することであったので、 2主の前

から火が出て彼らを焼き滅ぼし、彼らは主の前に

死んだ。 3その時モーセはアロンに言った、「主

は、こう仰せられた。すなわち『わたしは、わた

しに近づく者のうちに、わたしの聖なることを示

し、すべての民の前に栄光を現すであろう』」。

アロンは黙していた。 4モーセはアロンの叔父ウ

ジエルの子ミシヤエルとエルザパンとを呼び寄せ

て彼らに言った、「近寄って、あなたがたの兄弟

たちを聖所の前から、宿営の外に運び出しなさい

」。 5彼らは近寄って、彼らをその服のまま宿営

の外に運び出し、モーセの言ったようにした。 6

モーセはまたアロンおよびその子エレアザルとイ

タマルとに言った、「あなたがたは髪の毛を乱し

、また衣服を裂いてはならない。あなたがたが死

ぬことのないため、また主の怒りが、すべての会

衆に及ぶことのないためである。ただし、あなた

がたの兄弟イスラエルの全家は、主が火をもって

焼き滅ぼしたもうたことを嘆いてもよい。 7また

、あなたがたは死ぬことのないように、会見の幕

屋の入口から外へ出てはならない。あなたがたの

上に主の注ぎ油があるからである」。彼らはモー

セの言葉のとおりにした。 8主はアロンに言われ

た、 9「あなたも、あなたの子たちも会見の幕屋

にはいる時には、死ぬことのないように、ぶどう

酒と濃い酒を飲んではならない。これはあなたが

たが代々永く守るべき定めとしなければならない

。 10これはあなたがたが聖なるものと俗なるも

の、汚れたものと清いものとの区別をすることが

できるため、 11また主がモーセによって語られ

たすべての定めを、イスラエルの人々に教えるこ

とができるためである」。 12モーセはまたアロ

ンおよびその残っている子エレアザルとイタマル

とに言った、「あなたがたは主の火祭のうちから

素祭の残りを取り、パン種を入れずに、これを祭

壇のかたわらで食べなさい。これはいと聖なる物

である。 13これは主の火祭のうちからあなたの

受ける分、またあなたの子たちの受ける分である

から、あなたがたはこれを聖なる所で食べなけれ

ばならない。わたしはこのように命じられたので

ある。 14また揺り動かした胸とささげたももと

は、あなたとあなたのむすこ、娘たちがこれを清

い所で食べなければならない。これはイスラエル

の人々の酬恩祭の犠牲の中からあなたの分、あな

たの子たちの分として与えられるものだからであ

る。 15彼らはそのささげたももと揺り動かした

胸とを、火祭の脂肪と共に携えてきて、これを主

の前に揺り動かして揺祭としなければならない。

これは主がお命じになったように、長く受くべき

分としてあなたと、あなたの子たちとに帰するで

あろう」。 16さてモーセは罪祭のやぎを、てい

ねいに捜したが、見よ、それがすでに焼かれてい

たので、彼は残っているアロンの子エレアザルと

イタマルとにむかい、怒って言った、 17「あな

たがたは、なぜ罪祭のものを聖なる所で食べなか

ったのか。これはいと聖なる物であって、あなた

がたが会衆の罪を負って、彼らのために主の前に

あがないをするため、あなたがたに賜わった物で

ある。 18見よ、その血は聖所の中に携え入れな

かった。その肉はわたしが命じたように、あなた

がたは必ずそれを聖なる所で食べるべきであった

」。 19アロンはモーセに言った、「見よ、きょ

う、彼らはその罪祭と燔祭とを主の前にささげた

が、このような事がわたしに臨んだ。もしわたし

が、きょう罪祭のものを食べたとしたら、主はこ

れを良しとせられたであろうか」。 20モーセは

これを聞いて良しとした。

11主はまたモーセとアロンに言われた、 2「イ

スラエルの人々に言いなさい、『地にあるす

べての獣のうち、あなたがたの食べることができ

る動物は次のとおりである。 3獣のうち、すべて

ひずめの分かれたもの、すなわち、ひずめの全く
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切れたもの、反芻するものは、これを食べること

ができる。 4ただし、反芻するもの、またはひず

めの分かれたもののうち、次のものは食べてはな

らない。すなわち、らくだ、これは、反芻するけ

れども、ひずめが分かれていないから、あなたが

たには汚れたものである。 5岩たぬき、これは、

反芻するけれども、ひずめが分かれていないから

、あなたがたには汚れたものである。 6野うさぎ

、これは、反芻するけれども、ひずめが分かれて

いないから、あなたがたには汚れたものである。

7豚、これは、ひずめが分かれており、ひずめが

全く切れているけれども、反芻することをしない

から、あなたがたには汚れたものである。 8あな

たがたは、これらのものの肉を食べてはならない

。またその死体に触れてはならない。これらは、

あなたがたには汚れたものである。 9水の中にい

るすべてのもののうち、あなたがたの食べること

ができるものは次のとおりである。すなわち、海

でも、川でも、すべて水の中にいるもので、ひれ

と、うろこのあるものは、これを食べることがで

きる。 10すべて水に群がるもの、またすべての

水の中にいる生き物のうち、すなわち、すべて海

、また川にいて、ひれとうろこのないものは、あ

なたがたに忌むべきものである。 11これらはあ

なたがたに忌むべきものであるから、あなたがた

はその肉を食べてはならない。またその死体は忌

むべきものとしなければならない。 12すべて水

の中にいて、ひれも、うろこもないものは、あな

たがたに忌むべきものである。 13鳥のうち、次

のものは、あなたがたに忌むべきものとして、食

べてはならない。それらは忌むべきものである。

すなわち、はげわし、ひげはげわし、みさご、 14

とび、はやぶさの類、 15もろもろのからすの類

、 16だちょう、よたか、かもめ、たかの類、 17

ふくろう、う、みみずく、 18むらさきばん、ペ

リカン、はげたか、 19こうのとり、さぎの類、

やつがしら、こうもり。 20また羽があって四つ

の足で歩くすべての這うものは、あなたがたに忌

むべきものである。 21ただし、羽があって四つ

の足で歩くすべての這うもののうち、その足のう

えに、跳ね足があり、それで地の上をはねるもの

は食べることができる。 22すなわち、そのうち

次のものは食べることができる。移住いなごの類

、遍歴いなごの類、大いなごの類、小いなごの類

である。 23しかし、羽があって四つの足で歩く

、そのほかのすべての這うものは、あなたがたに

忌むべきものである。 24あなたがたは次の場合

に汚れたものとなる。すなわち、すべてこれらの

ものの死体に触れる者は夕まで汚れる。 25すべ

てこれらのものの死体を運ぶ者は、その衣服を洗

わなければならない。彼は夕まで汚れる。 26す

べて、ひずめの分かれた獣で、その切れ目の切れ

ていないもの、また、反芻することをしないもの

は、あなたがたに汚れたものである。すべて、こ

れに触れる者は汚れる。 27すべて四つの足で歩

く獣のうち、その足の裏のふくらみで歩くものは

皆あなたがたに汚れたものである。すべてその死

体に触れる者は夕まで汚れる。 28その死体を運

ぶ者は、その衣服を洗わなければならない。彼は

夕まで汚れる。これは、あなたがたに汚れたもの

である。 29地にはう這うもののうち、次のもの

はあなたがたに汚れたものである。すなわち、も

ぐらねずみ、とびねずみ、とげ尾とかげの類、 30

やもり、大とかげ、とかげ、すなとかげ、カメレ

オン。 31もろもろの這うもののうち、これらは

あなたがたに汚れたものである。すべてそれらの

ものが死んで、それに触れる者は夕まで汚れる。

32またそれらのものが死んで、それが落ちかかっ

た物はすべて汚れる。木の器であれ、衣服であれ

、皮であれ、袋であれ、およそ仕事に使う器はそ

れを水に入れなければならない。それは夕まで汚

れているが、そののち清くなる。 33またそれら

のものが、土の器の中に落ちたならば、その中に

あるものは皆汚れる。あなたがたはその器をこわ

さなければならない。 34またすべてその中にあ

る食物で、水分のあるものは汚れる。またすべて

そのような器の中にある飲み物も皆汚れる。 35

またそれらのものの死体が落ちかかったならば、

その物はすべて汚れる。天火であれ、かまどであ

れ、それをこわさなければならない。これらは汚

れたもので、あなたがたに汚れたものとなる。 36

ただし、泉、あるいは水の集まった水たまりは汚

れない。しかし、その死体に触れる者は汚れる。

37それらのものの死体が、まく種の上に落ちても

、それは汚れない。 38ただし、種の上に水がか

かっていて、その上にそれらのものの死体が、落

ちるならば、それはあなたがたに汚れたものとな

る。 39あなたがたの食べる獣が死んだ時、その

死体に触れる者は夕まで汚れる。 40その死体を

食べる者は、その衣服を洗わなければならない。
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夕まで汚れる。その死体を運ぶ者も、その衣服を

洗わなければならない。夕まで汚れる。 41すべ

て地にはう這うものは忌むべきものである。これ

を食べてはならない。 42すべて腹ばい行くもの

、四つ足で歩くもの、あるいは多くの足をもつも

の、すなわち、すべて地にはう這うものは、あな

たがたはこれを食べてはならない。それらは忌む

べきものだからである。 43あなたがたはすべて

這うものによって、あなたがたの身を忌むべきも

のとしてはならない。また、これをもって身を汚

し、あるいはこれによって汚されてはならない。

44わたしはあなたがたの神、主であるから、あな

たがたはおのれを聖別し、聖なる者とならなけれ

ばならない。わたしは聖なる者である。地にはう

這うものによって、あなたがたの身を汚してはな

らない。 45わたしはあなたがたの神となるため

、あなたがたをエジプトの国から導き上った主で

ある。わたしは聖なる者であるから、あなたがた

は聖なる者とならなければならない』」。 46こ

れは獣と鳥と、水の中に動くすべての生き物と、

地に這うすべてのものに関するおきてであって、

47汚れたものと清いもの、食べられる生き物と、

食べられない生き物とを区別するものである。

12主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に言いなさい、『女がもし身ごもって

男の子を産めば、七日のあいだ汚れる。すなわち

、月のさわりの日かずほど汚れるであろう。 3八

日目にはその子の前の皮に割礼を施さなければな

らない。 4その女はなお、血の清めに三十三日を

経なければならない。その清めの日の満ちるまで

は、聖なる物に触れてはならない。また聖なる所

にはいってはならない。 5もし女の子を産めば、

二週間、月のさわりと同じように汚れる。その女

はなお、血の清めに六十六日を経なければならな

い。 6男の子または女の子についての清めの日が

満ちるとき、女は燔祭のために一歳の小羊、罪祭

のために家ばとのひな、あるいは山ばとを、会見

の幕屋の入口の、祭司のもとに、携えてこなけれ

ばならない。 7祭司はこれを主の前にささげて、

その女のために、あがないをしなければならない

。こうして女はその出血の汚れが清まるであろう

。これは男の子または女の子を産んだ女のための

おきてである。 8もしその女が小羊に手の届かな

いときは、山ばと二羽か、家ばとのひな二羽かを

取って、一つを燔祭、一つを罪祭とし、祭司はそ

の女のために、あがないをしなければならない。

こうして女は清まるであろう』」。

13主はまたモーセとアロンに言われた、 2「人

がその身の皮に腫、あるいは吹出物、あるい

は光る所ができ、これがその身の皮にらい病の患

部のようになるならば、その人を祭司アロンまた

は、祭司なるアロンの子たちのひとりのもとに、

連れて行かなければならない。 3祭司はその身の

皮の患部を見、その患部の毛がもし白く変り、か

つ患部が、その身の皮よりも深く見えるならば、

それはらい病の患部である。祭司は彼を見て、こ

れを汚れた者としなければならない。 4もしまた

その身の皮の光る所が白くて、皮よりも深く見え

ず、また毛も白く変っていないならば、祭司はそ

の患者を七日のあいだ留め置かなければならない

。 5七日目に祭司はこれを見て、もし患部の様子

に変りがなく、また患部が皮に広がっていないな

らば、祭司はその人をさらに七日のあいだ留め置

かなければならない。 6七日目に祭司は再びその

人を見て、患部がもし薄らぎ、また患部が皮に広

がっていないならば、祭司はこれを清い者としな

ければならない。これは吹出物である。その人は

衣服を洗わなければならない。そして清くなるで

あろう。 7しかし、その人が祭司に見せて清い者

とされた後に、その吹出物が皮に広くひろがるな

らば、再び祭司にその身を見せなければならない

。 8祭司はこれを見て、その吹出物が皮に広がっ

ているならば、祭司はその人を汚れた者としなけ

ればならない。これはらい病である。 9もし人に

らい病の患部があるならば、その人を祭司のもと

に連れて行かなければならない。 10祭司がこれ

を見て、その皮に白い腫があり、その毛も白く変

り、かつその腫に生きた生肉が見えるならば、 11

これは古いらい病がその身の皮にあるのであるか

ら、祭司はその人を汚れた者としなければならな

い。その人は汚れた者であるから、これを留め置

くに及ばない。 12もしらい病が広く皮に出て、

そのらい病が、その患者の皮を頭から足まで、こ

とごとくおおい、祭司の見るところすべてに及ん

でおれば、 13祭司はこれを見、もしらい病がそ

の身をことごとくおおっておれば、その患者を清

い者としなければならない。それはことごとく白

く変ったから、彼は清い者である。 14しかし、
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もし生肉がその人に現れておれば、汚れた者であ

る。 15祭司はその生肉を見て、その人を汚れた

者としなければならない。生肉は汚れたものであ

って、それはらい病である。 16もしまたその生

肉が再び白く変るならば、その人は祭司のもとに

行かなければならない。 17祭司はその人を見て

、もしその患部が白く変っておれば、祭司はその

患者を清い者としなければならない。その人は清

い者である。 18また身の皮に腫物があったが、

直って、 19その腫物の場所に白い腫、または赤

みをおびた白い光る所があれば、これを祭司に見

せなければならない。 20祭司はこれを見て、も

し皮よりも低く見え、その毛が白く変っていれば

、祭司はその人を汚れた者としなければならない

。それは腫物に起ったらい病の患部だからである

。 21しかし、祭司がこれを見て、もしその所に

白い毛がなく、また皮よりも低い所がなく、かえ

って薄らいでいるならば、祭司はその人を七日の

あいだ留め置かなければならない。 22そしても

し皮に広くひろがっているならば、祭司はその人

を汚れた者としなければならない。それは患部だ

からである。 23しかし、その光る所がもしその

所にとどまって広がらなければ、それは腫物の跡

である。祭司はその人を清い者としなければなら

ない。 24また身の皮にやけどがあって、そのや

けどの生きた肉がもし赤みをおびた白、または、

ただ白くて光る所となるならば、 25祭司はこれ

を見なければならない。そしてもし、その光る所

にある毛が白く変って、そこが皮よりも深く見え

るならば、これはやけどに生じたらい病である。

祭司はその人を汚れた者としなければならない。

これはらい病の患部だからである。 26けれども

祭司がこれを見て、その光る所に白い毛がなく、

また皮よりも低い所がなく、かえって薄らいでい

るならば、祭司はその人を七日のあいだ留め置き

、 27七日目に祭司は彼を見なければならない。

もし皮に広くひろがっているならば、祭司はその

人を汚れた者としなければならない。これはらい

病の患部だからである。 28もしその光る所が、

その所にとどまって、皮に広がらずに、かえって

薄らいでいるならば、これはやけどの腫である。

祭司はその人を清い者としなければならない。こ

れはやけどの跡だからである。 29男あるいは女

がもし、頭またはあごに患部が生じたならば、 30

祭司はその患部を見なければならない。もしそれ

が皮よりも深く見え、またそこに黄色の細い毛が

あるならば、祭司はその人を汚れた者としなけれ

ばならない。それはかいせんであって、頭または

あごのらい病だからである。 31また祭司がその

かいせんの患部を見て、もしそれが皮よりも深く

見えず、またそこに黒い毛がないならば、祭司は

そのかいせんの患者を七日のあいだ留め置き、 32

七日目に祭司はその患部を見なければならない。

そのかいせんがもし広がらず、またそこに黄色の

毛がなく、そのかいせんが皮よりも深く見えない

ならば、 33その人は身をそらなければならない

。ただし、そのかいせんをそってはならない。祭

司はそのかいせんのある者をさらに七日のあいだ

留め置き、 34七日目に祭司はそのかいせんを見

なければならない。もしそのかいせんが皮に広が

らず、またそれが皮よりも深く見えないならば、

祭司はその人を清い者としなければならない。そ

の人はまたその衣服を洗わなければならない。そ

して清くなるであろう。 35しかし、もし彼が清

い者とされた後に、そのかいせんが、皮に広くひ

ろがるならば、 36祭司はその人を見なければな

らない。もしそのかいせんが皮に広がっているな

らば、祭司は黄色の毛を捜すまでもなく、その人

は汚れた者である。 37しかし、もしそのかいせ

んの様子に変りなく、そこに黒い毛が生じている

ならば、そのかいせんは直ったので、その人は清

い。祭司はその人を清い者としなければならない

。 38また男あるいは女がもし、その身の皮に光

る所、すなわち白い光る所があるならば、 39祭

司はこれを見なければならない。もしその身の皮

の光る所が、鈍い白であるならば、これはただ白

せんがその皮に生じたのであって、その人は清い

。 40人がもしその頭から毛が抜け落ちても、そ

れがはげならば清い。 41もしその額の毛が抜け

落ちても、それが額のはげならば清い。 42けれ

ども、もしそのはげ頭または、はげ額に赤みをお

びた白い患部があるならば、それはそのはげ頭ま

たは、はげ額にらい病が発したのである。 43祭

司はこれを見なければならない。もしそのはげ頭

または、はげ額の患部の腫が白く赤みをおびて、

身の皮にらい病があらわれているならば、 44そ

の人はらい病に冒された者であって、汚れた者で

ある。祭司はその人を確かに汚れた者としなけれ

ばならない。患部が頭にあるからである。 45患

部のあるらい病人は、その衣服を裂き、その頭を
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現し、その口ひげをおおって『汚れた者、汚れた

者』と呼ばわらなければならない。 46その患部

が身にある日の間は汚れた者としなければならな

い。その人は汚れた者であるから、離れて住まな

ければならない。すなわち、そのすまいは宿営の

外でなければならない。 47また衣服にらい病の

患部が生じた時は、それが羊毛の衣服であれ、亜

麻の衣服であれ、 48あるいは亜麻または羊毛の

縦糸であれ、横糸であれ、あるいは皮であれ、皮

で作ったどのような物であれ、 49もしその衣服

あるいは皮、あるいは縦糸、あるいは横糸、ある

いは皮で作ったどのような物であれ、その患部が

青みをおびているか、あるいは赤みをおびている

ならば、これはらい病の患部である。これを祭司

に見せなければならない。 50祭司はその患部を

見て、その患部のある物を七日のあいだ留め置き

、 51七日目に患部を見て、もしその衣服、ある

いは縦糸、あるいは横糸、あるいは皮、またどの

ように用いられている皮であれ、患部が広がって

いるならば、その患部は悪性のらい病であって、

それは汚れた物である。 52彼はその患部のある

衣服、あるいは羊毛、または亜麻の縦糸、または

横糸、あるいはすべて皮で作った物を焼かなけれ

ばならない。これは悪性のらい病であるから、そ

の物を火で焼かなければならない。 53しかし、

祭司がこれを見て、もし患部がその衣服、あるい

は縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で作っ

た物に広がっていないならば、 54祭司は命じて

、その患部のある物を洗わせ、さらに七日の間こ

れを留め置かなければならない。 55そしてその

患部を洗った後、祭司はそれを見て、もし患部の

色が変らなければ、患部が広がらなくても、それ

は汚れた物である。それが表にあっても裏にあっ

ても腐れであるから、それを火で焼かなければな

らない。 56しかし、祭司がこれを見て、それを

洗った後に、その患部が薄らいだならば、その衣

服、あるいは皮、あるいは縦糸、あるいは横糸か

ら、それを切り取らなければならない。 57しか

し、なおその衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸

、あるいはすべて皮で作った物にそれが現れれば

、それは再発したのである。その患部のある物を

火で焼かなければならない。 58また洗った衣服

、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて

皮で作った物から、患部が消え去るならば、再び

それを洗わなければならない。そうすれば清くな

るであろう」。 59これは羊毛または亜麻の衣服

、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて

皮で作った物に生じるらい病の患部について、そ

れを清い物とし、または汚れた物とするためのお

きてである。

14主はまたモーセに言われた、 2「らい病人が

清い者とされる時のおきては次のとおりであ

る。すなわち、その人を祭司のもとに連れて行き

、 3祭司は宿営の外に出て行って、その人を見、

もしらい病の患部がいえているならば、 4祭司は

命じてその清められる者のために、生きている清

い小鳥二羽と、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプと

を取ってこさせ、 5祭司はまた命じて、その小鳥

の一羽を、流れ水を盛った土の器の上で殺させ、

6そして生きている小鳥を、香柏の木と、緋の糸

と、ヒソプと共に取って、これをかの流れ水を盛

った土の器の上で殺した小鳥の血に、その生きて

いる小鳥と共に浸し、 7これをらい病から清めら

れる者に七たび注いで、その人を清い者とし、そ

の生きている小鳥は野に放たなければならない。

8清められる者はその衣服を洗い、毛をことごと

くそり落し、水に身をすすいで清くなり、その後

、宿営にはいることができる。ただし七日の間は

その天幕の外にいなければならない。 9そして七

日目に毛をことごとくそらなければならい。頭の

毛も、ひげも、まゆも、ことごとくそらなければ

ならない。彼はその衣服を洗い、水に身をすすい

で清くなるであろう。 10八日目にその人は雄の

小羊の全きもの二頭と、一歳の雌の小羊の全きも

の一頭とを取り、また麦粉十分の三エパに油を混

ぜた素祭と、油一ログとを取らなければならない

。 11清めをなす祭司は、清められる人とこれら

の物とを、会見の幕屋の入口で主の前に置き、 12

祭司は、かの雄の小羊一頭を取って、これを一ロ

グの油と共に愆祭としてささげ、またこれを主の

前に揺り動かして揺祭としなければならない。 13

この雄の小羊は罪祭および燔祭をほふる場所、す

なわち聖なる所で、これをほふらなければならな

い。愆祭は罪祭と同じく、祭司に帰するものであ

って、いと聖なる物である。 14そして祭司はそ

の愆祭の血を取り、これを清められる者の右の耳

たぶと、右の手の親指と、右の足の親指とにつけ

なければならない。 15祭司はまた一ログの油を

取って、これを自分の左の手のひらに注ぎ、 16
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そして祭司は右の指を左の手のひらにある油に浸

し、その指をもって、その油を七たび主の前に注

がなければならない。 17祭司は手のひらにある

油の残りを、清められる者の右の耳たぶと、右の

手の親指と、右の足の親指とに、さきにつけた愆

祭の血の上につけなければならない。 18そして

祭司は手のひらになお残っている油を、清められ

る者の頭につけ、主の前で、その人のためにあが

ないをしなければならない。 19また祭司は罪祭

をささげて、汚れのゆえに、清められねばならぬ

者のためにあがないをし、その後、燔祭のものを

ほふらなければならない。 20そして祭司は燔祭

と素祭とを祭壇の上にささげ、その人のために、

あがないをしなければならない。こうしてその人

は清くなるであろう。 21その人がもし貧しくて

、それに手の届かない時は、自分のあがないのた

めに揺り動かす愆祭として、雄の小羊一頭を取り

、また素祭として油を混ぜた麦粉十分の一エパと

、油一ログとを取り、 22さらにその手の届く山

ばと二羽、または家ばとのひな二羽を取らなけれ

ばならない。その一つは罪祭のため、他の一つは

燔祭のためである。 23そして八日目に、その清

めのために会見の幕屋の入口におる祭司のもと、

主の前にこれを携えて行かなければならない。 24

祭司はその愆祭の雄の小羊と、一ログの油とを取

り、これを主の前に揺り動かして揺祭としなけれ

ばならない。 25そして祭司は愆祭の雄の小羊を

ほふり、その愆祭の血を取って、これを清められ

る者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の

親指とにつけなければならない。 26また祭司は

その油を自分の左の手のひらに注ぎ、 27祭司は

その右の指をもって、左の手のひらにある油を、

七たび主の前に注がなければならない。 28また

祭司はその手のひらにある油を、清められる者の

右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の親指と

に、すなわち、愆祭の血をつけたところにつけな

ければならない。 29また祭司は手のひらに残っ

ている油を、清められる者の頭につけ、主の前で

、その人のために、あがないをしなければならな

い。 30その人はその手の届く山ばと一羽、また

は家ばとのひな一羽をささげなければならない。

31すなわち、その手の届くものの一つを罪祭とし

、他の一つを燔祭として素祭と共にささげなけれ

ばならない。こうして祭司は清められる者のため

に、主の前にあがないをするであろう。 32これ

はらい病の患者で、その清めに必要なものに、手

の届かない者のためのおきてである」。 33主は

またモーセとアロンに言われた、 34「あなたが

たに所有として与えるカナンの地に、あなたがた

がはいる時、その所有の地において、家にわたし

がらい病の患部を生じさせることがあれば、 35

その家の持ち主はきて、祭司に告げ、『患部のよ

うなものが、わたしの家にあります』と言わなけ

ればならない。 36祭司は命じて、祭司がその患

部を見に行く前に、その家をあけさせ、その家に

あるすべての物が汚されないようにし、その後、

祭司は、はいってその家を見なければならない。

37その患部を見て、もしその患部が家の壁にあっ

て、青または赤のくぼみをもち、それが壁よりも

低く見えるならば、 38祭司はその家を出て、家

の入口にいたり、七日の間その家を閉鎖しなけれ

ばならない。 39祭司は七日目に、またきてそれ

を見、その患部がもし家の壁に広がっているなら

ば、 40祭司は命じて、その患部のある石を取り

出し、町の外の汚れた物を捨てる場所に捨てさせ

、 41またその家の内側のまわりを削らせ、その

削ったしっくいを町の外の汚れた物を捨てる場所

に捨てさせ、 42ほかの石を取って、元の石のと

ころに入れさせ、またほかのしっくいを取って、

家を塗らせなければならない。 43このように石

を取り出し、家を削り、塗りかえた後に、その患

部がもし再び家に出るならば、 44祭司はまたき

て見なければならない。患部がもし家に広がって

いるならば、これは家にある悪性のらい病であっ

て、これは汚れた物である。 45その家は、こぼ

ち、その石、その木、その家のしっくいは、こと

ごとく町の外の汚れた物を捨てる場所に運び出さ

なければならない。 46その家が閉鎖されている

日の間に、これにはいる者は夕まで汚れるであろ

う。 47その家に寝る者はその衣服を洗わなけれ

ばならない。その家で食する者も、その衣服を洗

わなければならない。 48しかし、祭司がはいっ

て見て、もし家を塗りかえた後に、その患部が家

に広がっていなければ、これはその患部がいえた

のであるから、祭司はその家を清いものとしなけ

ればならない。 49また彼はその家を清めるため

に、小鳥二羽と、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプ

とを取り、 50その小鳥の一羽を流れ水を盛った

土の器の上で殺し、 51香柏の木と、ヒソプと、

緋の糸と、生きている小鳥とを取って、その殺し
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た小鳥の血と流れ水に浸し、これを七たび家に注

がなければならない。 52こうして祭司は小鳥の

血と流れ水と、生きている小鳥と、香柏の木と、

ヒソプと、緋の糸とをもって家を清め、 53その

生きている小鳥は町の外の野に放して、その家の

ために、あがないをしなければならない。こうし

て、それは清くなるであろう」。 54これはらい

病のすべての患部、かいせん、 55および衣服と

家のらい病、 56ならびに腫と、吹出物と、光る

所とに関するおきてであって、 57いつそれが汚

れているか、いつそれが清いかを教えるものであ

る。これがらい病に関するおきてである。

15主はまた、モーセとアロンに言われた、 2「

イスラエルの人々に言いなさい、『だれでも

その肉に流出があれば、その流出は汚れである。

3その流出による汚れは次のとおりである。すな

わち、その肉の流出が続いていても、あるいは、

その肉の流出が止まっていても、共に汚れである

。 4流出ある者の寝た床はすべて汚れる。またそ

の人のすわった物はすべて汚れるであろう。 5そ

の床に触れる者は、その衣服を洗い、水に身をす

すがなければならない。彼は夕まで汚れるであろ

う。 6流出ある者のすわった物の上にすわる者は

、その衣服を洗い、水に身をすすがなければなら

ない。彼は夕まで汚れるであろう。 7流出ある者

の肉に触れる者は衣服を洗い、水に身をすすがな

ければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 8

流出ある者のつばきが、清い者にかかったならば

、その人は衣服を洗い、水に身をすすがなければ

ならない。彼は夕まで汚れるであろう。 9流出あ

る者の乗った鞍はすべて汚れる。 10また彼の下

になった物に触れる者は、すべて夕まで汚れるで

あろう。またそれらの物を運ぶ者は、その衣服を

洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕

まで汚れるであろう。 11流出ある者が、水で手

を洗わずに人に触れるならば、その人は衣服を洗

い、水に身をすすがなければならない。彼は夕ま

で汚れるであろう。 12流出ある者が触れた土の

器は砕かなければならない。木の器はすべて水で

洗わなければならない。 13流出ある者の流出が

やんで清くなるならば、清めのために七日を数え

、その衣服を洗い、流れ水に身をすすがなければ

ならない。そうして清くなるであろう。 14八日

目に、山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を取

って、会見の幕屋の入口に行き、主の前に出て、

それを祭司に渡さなければならない。 15祭司は

その一つを罪祭とし、他の一つを燔祭としてささ

げなければならない。こうして祭司はその人のた

め、その流出のために主の前に、あがないをする

であろう。 16人がもし精を漏らすことがあれば

、その全身を水にすすがなければならない。彼は

夕まで汚れるであろう。 17すべて精のついた衣

服および皮で作った物は水で洗わなければならな

い。これは夕まで汚れるであろう。 18男がもし

女と寝て精を漏らすことがあれば、彼らは共に水

に身をすすがなければならない。彼らは夕まで汚

れるであろう。 19また女に流出があって、その

身の流出がもし血であるならば、その女は七日の

あいだ不浄である。すべてその女に触れる者は夕

まで汚れるであろう。 20その不浄の間に、その

女の寝た物はすべて汚れる。またその女のすわっ

た物も、すべて汚れるであろう。 21すべてその

女の床に触れる者は、その衣服を洗い、水に身を

すすがなければならない。彼は夕まで汚れるであ

ろう。 22すべてその女のすわった物に触れる者

は皆その衣服を洗い、水に身をすすがなければな

らない。彼は夕まで汚れるであろう。 23またそ

の女が床の上、またはすわる物の上におる時、そ

れに触れるならば、その人は夕まで汚れるであろ

う。 24男がもし、その女と寝て、その不浄を身

にうけるならば、彼は七日のあいだ汚れるであろ

う。また彼の寝た床はすべて汚れるであろう。 25

女にもし、その不浄の時のほかに、多くの日にわ

たって血の流出があるか、あるいはその不浄の時

を越して流出があれば、その汚れの流出の日の間

は、すべてその不浄の時と同じように、その女は

汚れた者である。 26その流出の日の間に、その

女の寝た床は、すべてその女の不浄の時の床と同

じようになる。すべてその女のすわった物は、不

浄の汚れのように汚れるであろう。 27すべてこ

れらの物に触れる人は汚れる。その衣服を洗い、

水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚

れるであろう。 28しかし、その女の流出がやん

で、清くなるならば、自分のために、なお七日を

数えなければならない。そして後、清くなるであ

ろう。 29その女は八日目に山ばと二羽、または

家ばとのひな二羽を自分のために取り、それを会

見の幕屋の入口におる祭司のもとに携えて行かな

ければならない。 30祭司はその一つを罪祭とし
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、他の一つを燔祭としてささげなければならない

。こうして祭司はその女のため、その汚れの流出

のために主の前に、あがないをするであろう。 31

このようにしてあなたがたは、イスラエルの人々

を汚れから離さなければならない。これは彼らの

うちにあるわたしの幕屋を彼らが汚し、その汚れ

のために死ぬことのないためである』」。 32こ

れは流出ある者、精を漏らして汚れる者、 33不

浄をわずらう女、ならびに男あるいは女の流出あ

る者、および不浄の女と寝る者に関するおきてで

ある。

16アロンのふたりの子が、主の前に近づいて死
んだ後、 2主はモーセに言われた、「あなた

の兄弟アロンに告げて、彼が時をわかたず、垂幕

の内なる聖所に入り、箱の上なる贖罪所の前に行

かぬようにさせなさい。彼が死を免れるためであ

る。なぜなら、わたしは雲の中にあって贖罪所の

上に現れるからである。 3アロンが聖所に、はい

るには、次のようにしなければならない。すなわ

ち雄の子牛を罪祭のために取り、雄羊を燔祭のた

めに取り、 4聖なる亜麻布の服を着、亜麻布のも

もひきをその身にまとい、亜麻布の帯をしめ、亜

麻布の帽子をかぶらなければならない。これらは

聖なる衣服である。彼は水に身をすすいで、これ

を着なければならない。 5またイスラエルの人々

の会衆から雄やぎ二頭を罪祭のために取り、雄羊

一頭を燔祭のために取らなければならない。 6そ

してアロンは自分のための罪祭の雄牛をささげて

、自分と自分の家族のために、あがないをしなけ

ればならない。 7アロンはまた二頭のやぎを取り

、それを会見の幕屋の入口で主の前に立たせ、 8

その二頭のやぎのために、くじを引かなければな

らない。すなわち一つのくじは主のため、一つの

くじはアザゼルのためである。 9そしてアロンは

主のためのくじに当ったやぎをささげて、これを

罪祭としなければならない。 10しかし、アザゼ

ルのためのくじに当ったやぎは、主の前に生かし

ておき、これをもって、あがないをなし、これを

アザゼルのために、荒野に送らなければならない

。 11すなわち、アロンは自分のための罪祭の雄

牛をささげて、自分と自分の家族のために、あが

ないをしなければならない。彼は自分のための罪

祭の雄牛をほふり、 12主の前の祭壇から炭火を

満たした香炉と、細かくひいた香ばしい薫香を両

手いっぱい取って、これを垂幕の内に携え入り、

13主の前で薫香をその火にくべ、薫香の雲に、あ

かしの箱の上なる贖罪所をおおわせなければなら

ない。こうして、彼は死を免れるであろう。 14

彼はまたその雄牛の血を取り、指をもってこれを

贖罪所の東の面に注ぎ、また指をもってその血を

贖罪所の前に、七たび注がなければならない。 15

また民のための罪祭のやぎをほふり、その血を垂

幕の内に携え入り、その血をかの雄牛の血のよう

に、贖罪所の上と、贖罪所の前に注ぎ、 16イス

ラエルの人々の汚れと、そのとが、すなわち、彼

らのもろもろの罪のゆえに、聖所のためにあがな

いをしなければならない。また彼らの汚れのうち

に、彼らと共にある会見の幕屋のためにも、その

ようにしなければならない。 17彼が聖所であが

ないをするために、はいった時は、自分と自分の

家族と、イスラエルの全会衆とのために、あがな

いをなし終えて出るまで、だれも会見の幕屋の内

にいてはならない。 18そして彼は主の前の祭壇

のもとに出てきて、これがために、あがないをし

なければならない、すなわち、かの雄牛の血と、

やぎの血とを取って祭壇の四すみの角につけ、 19

また指をもって七たびその血をその上に注ぎ、イ

スラエルの人々の汚れを除いてこれを清くし、聖

別しなければならない。 20こうして聖所と会見

の幕屋と祭壇とのために、あがないをなし終えた

とき、かの生きているやぎを引いてこなければな

らない。 21そしてアロンは、その生きているや

ぎの頭に両手をおき、イスラエルの人々のもろも

ろの悪と、もろもろのとが、すなわち、彼らのも

ろもろの罪をその上に告白して、これをやぎの頭

にのせ、定めておいた人の手によって、これを荒

野に送らなければならない。 22こうしてやぎは

彼らのもろもろの悪をになって、人里離れた地に

行くであろう。すなわち、そのやぎを荒野に送ら

なければならない。 23そして、アロンは会見の

幕屋に入り、聖所に入る時に着た亜麻布の衣服を

脱いで、そこに置き、 24聖なる所で水に身をす

すぎ、他の衣服を着、出てきて、自分の燔祭と民

の燔祭とをささげて、自分のため、また民のため

に、あがないをしなければならない。 25また罪

祭の脂肪を祭壇の上で焼かなければならない。 26

かのやぎをアザゼルに送った者は衣服を洗い、水

に身をすすがなければならない。その後、宿営に

入ることができる。 27聖所で、あがないをする
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ために、その血を携え入れられた罪祭の雄牛と、

罪祭のやぎとは、宿営の外に携え出し、その皮と

肉と汚物とは、火で焼き捨てなければならない。

28これを焼く者は衣服を洗い、水に身をすすがな

ければならない。その後、宿営に入ることができ

る。 29これはあなたがたが永久に守るべき定め

である。すなわち、七月になって、その月の十日

に、あなたがたは身を悩まし、何の仕事もしては

ならない。この国に生れた者も、あなたがたのう

ちに宿っている寄留者も、そうしなければならな

い。 30この日にあなたがたのため、あなたがた

を清めるために、あがないがなされ、あなたがた

は主の前に、もろもろの罪が清められるからであ

る。 31これはあなたがたの全き休みの安息日で

あって、あなたがたは身を悩まさなければならな

い。これは永久に守るべき定めである。 32油を

注がれ、父に代って祭司の職に任じられる祭司は

、亜麻布の衣服、すなわち、聖なる衣服を着て、

あがないをしなければならない。 33彼は至聖所

のために、あがないをなし、また会見の幕屋のた

めと、祭壇のために、あがないをなし、また祭司

たちのためと、民の全会衆のために、あがないを

しなければならない。 34これはあなたがたの永

久に守るべき定めであって、イスラエルの人々の

もろもろの罪のために、年に一度あがないをする

ものである」。彼は主がモーセに命じられたとお

りにおこなった。

17主はまたモーセに言われた、 2「アロンとそ

の子たち、およびイスラエルのすべての人々

に言いなさい、『主が命じられることはこれであ

る。すなわち 3イスラエルの家のだれでも、牛、

羊あるいは、やぎを宿営の内でほふり、または宿

営の外でほふり、 4それを会見の幕屋の入口に携

えてきて主の幕屋の前で、供え物として主にささ

げないならば、その人は血を流した者とみなされ

る。彼は血を流したゆえ、その民のうちから断た

れるであろう。 5これはイスラエルの人々に、彼

らが野のおもてでほふるのを常としていた犠牲を

主のもとにひいてこさせ、会見の幕屋の入口にお

る祭司のもとにきて、これを主にささげる酬恩祭

の犠牲としてほふらせるためである。 6祭司はそ

の血を会見の幕屋の入口にある主の祭壇に注ぎか

け、またその脂肪を焼いて香ばしいかおりとし、

主にささげなければならない。 7彼らが慕って姦

淫をおこなったみだらな神に、再び犠牲をささげ

てはならない。これは彼らが代々ながく守るべき

定めである』。 8あなたはまた彼らに言いなさい

、『イスラエルの家の者、またはあなたがたのう

ちに宿る寄留者のだれでも、燔祭あるいは犠牲を

ささげるのに、 9これを会見の幕屋の入口に携え

てきて、主にささげないならば、その人は、その

民のうちから断たれるであろう。 10イスラエル

の家の者、またはあなたがたのうちに宿る寄留者

のだれでも、血を食べるならば、わたしはその血

を食べる人に敵して、わたしの顔を向け、これを

その民のうちから断つであろう。 11肉の命は血

にあるからである。あなたがたの魂のために祭壇

の上で、あがないをするため、わたしはこれをあ

なたがたに与えた。血は命であるゆえに、あがな

うことができるからである。 12このゆえに、わ

たしはイスラエルの人々に言った。あなたがたの

うち、だれも血を食べてはならない。またあなた

がたのうちに宿る寄留者も血を食べてはならない

。 13イスラエルの人々のうち、またあなたがた

のうちに宿る寄留者のうち、だれでも、食べても

よい獣あるいは鳥を狩り獲た者は、その血を注ぎ

出し、土でこれをおおわなければならない。 14

すべて肉の命は、その血と一つだからである。そ

れで、わたしはイスラエルの人々に言った。あな

たがたは、どんな肉の血も食べてはならない。す

べて肉の命はその血だからである。すべて血を食

べる者は断たれるであろう。 15自然に死んだも

の、または裂き殺されたものを食べる人は、国に

生れた者であれ、寄留者であれ、その衣服を洗い

、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで

汚れているが、その後、清くなるであろう。 16

もし、洗わず、また身をすすがないならば、彼は

その罪を負わなければならない』」。

18主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に言いなさい、『わたしはあなたがた

の神、主である。 3あなたがたの住んでいたエジ

プトの国の習慣を見習ってはならない。またわた

しがあなたがたを導き入れるカナンの国の習慣を

見習ってはならない。また彼らの定めに歩んでは

ならない。 4わたしのおきてを行い、わたしの定

めを守り、それに歩まなければならない。わたし

はあなたがたの神、主である。 5あなたがたはわ

たしの定めとわたしのおきてを守らなければなら
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ない。もし人が、これを行うならば、これによっ

て生きるであろう。わたしは主である。 6あなた

がたは、だれも、その肉親の者に近づいて、これ

を犯してはならない。わたしは主である。 7あな

たの母を犯してはならない。それはあなたの父を

はずかしめることだからである。彼女はあなたの

母であるから、これを犯してはならない。 8あな

たの父の妻を犯してはならない。それはあなたの

父をはずかしめることだからである。 9あなたの

姉妹、すなわちあなたの父の娘にせよ、母の娘に

せよ、家に生れたのと、よそに生れたのとを問わ

ず、これを犯してはならない。 10あなたのむす

この娘、あるいは、あなたの娘の娘を犯してはな

らない。それはあなた自身をはずかしめることだ

からである。 11あなたの父の妻があなたの父に

よって産んだ娘は、あなたの姉妹であるから、こ

れを犯してはならない。 12あなたの父の姉妹を

犯してはならない。彼女はあなたの父の肉親だか

らである。 13またあなたの母の姉妹を犯しては

ならない。彼女はあなたの母の肉親だからである

。 14あなたの父の兄弟の妻を犯し、父の兄弟を

はずかしめてはならない。彼女はあなたのおばだ

からである。 15あなたの嫁を犯してはならない

。彼女はあなたのむすこの妻であるから、これを

犯してはならない。 16あなたの兄弟の妻を犯し

てはならない。それはあなたの兄弟をはずかしめ

ることだからである。 17あなたは女とその娘と

を一緒に犯してはならない。またその女のむすこ

の娘、またはその娘の娘を取って、これを犯して

はならない。彼らはあなたの肉親であるから、こ

れは悪事である。 18あなたは妻のなお生きてい

るうちにその姉妹を取って、同じく妻となし、こ

れを犯してはならない。 19あなたは月のさわり

の不浄にある女に近づいて、これを犯してはなら

ない。 20隣の妻と交わり、彼女によって身を汚

してはならない。 21あなたの子どもをモレクに

ささげてはならない。またあなたの神の名を汚し

てはならない。わたしは主である。 22あなたは

女と寝るように男と寝てはならない。これは憎む

べきことである。 23あなたは獣と交わり、これ

によって身を汚してはならない。また女も獣の前

に立って、これと交わってはならない。これは道

にはずれたことである。 24あなたがたはこれら

のもろもろの事によって身を汚してはならない。

わたしがあなたがたの前から追い払う国々の人は

、これらのもろもろの事によって汚れ、 25その

地もまた汚れている。ゆえに、わたしはその悪の

ためにこれを罰し、その地もまたその住民を吐き

出すのである。 26ゆえに、あなたがたはわたし

の定めとわたしのおきてを守り、これらのもろも

ろの憎むべき事の一つでも行ってはならない。国

に生れた者も、あなたがたのうちに宿っている寄

留者もそうである。 27あなたがたの先にいたこ

の地の人々は、これらのもろもろの憎むべき事を

行ったので、その地も汚れたからである。 28こ

れは、あなたがたがこの地を汚して、この地があ

なたがたの先にいた民を吐き出したように、あな

たがたをも吐き出すことのないためである。 29

これらのもろもろの憎むべき事の一つでも行う者

があれば、これを行う人は、だれでもその民のう

ちから断たれるであろう。 30それゆえに、あな

たがたはわたしの言いつけを守り、先に行われた

これらの憎むべき風習の一つをも行ってはならな

い。またこれによって身を汚してはならない。わ

たしはあなたがたの神、主である』」。

19主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々の全会衆に言いなさい、『あなたがたの神

、主なるわたしは、聖であるから、あなたがたも

聖でなければならない。 3あなたがたは、おのお

のその母とその父とをおそれなければならない。

またわたしの安息日を守らなければならない。わ

たしはあなたがたの神、主である。 4むなしい神

々に心を寄せてはならない。また自分のために神

々を鋳て造ってはならない。わたしはあなたがた

の神、主である。 5酬恩祭の犠牲を主にささげる

ときは、あなたがたが受け入れられるように、そ

れをささげなければならない。 6それは、ささげ

た日と、その翌日とに食べ、三日目まで残ったも

のは、それを火で焼かなければならない。 7もし

三日目に、少しでも食べるならば、それは忌むべ

きものとなって、あなたは受け入れられないであ

ろう。 8それを食べる者は、主の聖なる物を汚す

ので、そのとがを負わなければならない。その人

は民のうちから断たれるであろう。 9あなたがた

の地の実のりを刈り入れるときは、畑のすみずみ

まで刈りつくしてはならない。またあなたの刈入

れの落ち穂を拾ってはならない。 10あなたのぶ

どう畑の実を取りつくしてはならない。またあな

たのぶどう畑に落ちた実を拾ってはならない。貧
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しい者と寄留者とのために、これを残しておかな

ければならない。わたしはあなたがたの神、主で

ある。 11あなたがたは盗んではならない。欺い

てはならない。互に偽ってはならない。 12わた

しの名により偽り誓って、あなたがたの神の名を

汚してはならない。わたしは主である。 13あな

たの隣人をしえたげてはならない。また、かすめ

てはならない。日雇人の賃銀を明くる朝まで、あ

なたのもとにとどめておいてはならない。 14耳

しいを、のろってはならない。目しいの前につま

ずく物を置いてはならない。あなたの神を恐れな

ければならない。わたしは主である。 15さばき

をするとき、不正を行ってはならない。貧しい者

を片よってかばい、力ある者を曲げて助けてはな

らない。ただ正義をもって隣人をさばかなければ

ならない。 16民のうちを行き巡って、人の悪口

を言いふらしてはならない。あなたの隣人の血に

かかわる偽証をしてはならない。わたしは主であ

る。 17あなたは心に兄弟を憎んではならない。

あなたの隣人をねんごろにいさめて、彼のゆえに

罪を身に負ってはならない。 18あなたはあだを

返してはならない。あなたの民の人々に恨みをい

だいてはならない。あなた自身のようにあなたの

隣人を愛さなければならない。わたしは主である

。 19あなたがたはわたしの定めを守らなければ

ならない。あなたの家畜に異なった種をかけては

ならない。あなたの畑に二種の種をまいてはなら

ない。二種の糸の混ぜ織りの衣服を身につけては

ならない。 20だれでも、人と婚約のある女奴隷

で、まだあがなわれず、自由を与えられていない

者と寝て交わったならば、彼らふたりは罰を受け

る。しかし、殺されることはない。彼女は自由の

女ではないからである。 21しかし、その男は愆

祭を主に携えてこなければならない。すなわち、

愆祭の雄羊を、会見の幕屋の入口に連れてこなけ

ればならない。 22そして、祭司は彼の犯した罪

のためにその愆祭の雄羊をもって、主の前に彼の

ために、あがないをするであろう。こうして彼の

犯した罪はゆるされるであろう。 23あなたがた

が、かの地にはいって、もろもろのくだものの木

を植えるときは、その実はまだ割礼をうけないも

のと、見なさなければならない。すなわち、それ

は三年の間あなたがたには、割礼のないものであ

って、食べてはならない。 24四年目には、その

すべての実を聖なる物とし、それをさんびの供え

物として主にささげなければならない。 25しか

し五年目には、あなたがたはその実を食べること

ができるであろう。こうするならば、それはあな

たがたのために、多くの実を結ぶであろう。わた

しはあなたがたの神、主である。 26あなたがた

は何をも血のままで食べてはならない。また占い

をしてはならない。魔法を行ってはならない。 27

あなたがたのびんの毛を切ってはならない。ひげ

の両端をそこなってはならない。 28死人のため

に身を傷つけてはならない。また身に入墨をして

はならない。わたしは主である。 29あなたの娘

に遊女のわざをさせて、これを汚してはならない

。これはみだらな事が国に行われ、悪事が地に満

ちないためである。 30あなたがたはわたしの安

息日を守り、わたしの聖所を敬わなければならな

い。わたしは主である。 31あなたがたは口寄せ

、または占い師のもとにおもむいてはならない。

彼らに問うて汚されてはならない。わたしはあな

たがたの神、主である。 32あなたは白髪の人の

前では、起立しなければならない。また老人を敬

い、あなたの神を恐れなければならない。わたし

は主である。 33もし他国人があなたがたの国に

寄留して共にいるならば、これをしえたげてはな

らない。 34あなたがたと共にいる寄留の他国人

を、あなたがたと同じ国に生れた者のようにし、

あなた自身のようにこれを愛さなければならない

。あなたがたもかつてエジプトの国で他国人であ

ったからである。わたしはあなたがたの神、主で

ある。 35あなたがたは、さばきにおいても、物

差しにおいても、はかりにおいても、ますにおい

ても、不正を行ってはならない。 36あなたがた

は正しいてんびん、正しいおもり石、正しいエパ

、正しいヒンを使わなければならない。わたしは

、あなたがたをエジプトの国から導き出したあな

たがたの神、主である。 37あなたがたはわたし

のすべての定めと、わたしのすべてのおきてを守

って、これを行わなければならない。わたしは主

である』」。

20主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に言いなさい、『イスラエルの人々の

うち、またイスラエルのうちに寄留する他国人の

うち、だれでもその子供をモレクにささげる者は

、必ず殺されなければならない。すなわち、国の

民は彼を石で撃たなければならない。 3わたしは
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顔をその人に向け、彼を民のうちから断つであろ

う。彼がその子供をモレクにささげてわたしの聖

所を汚し、またわたしの聖なる名を汚したからで

ある。 4その人が子供をモレクにささげるとき、

国の民がもしことさらに、この事に目をおおい、

これを殺さないならば、 5わたし自身、顔をその

人とその家族とに向け、彼および彼に見ならって

モレクを慕い、これと姦淫する者を、すべて民の

うちから断つであろう。 6もし口寄せ、または占

い師のもとにおもむき、彼らを慕って姦淫する者

があれば、わたしは顔をその人に向け、これを民

のうちから断つであろう。 7ゆえにあなたがたは

、みずからを聖別し、聖なる者とならなければな

らない。わたしはあなたがたの神、主である。 8

あなたがたはわたしの定めを守って、これを行わ

なければならない。わたしはあなたがたを聖別す

る主である。 9だれでも父または母をのろう者は

、必ず殺されなければならない。彼が父または母

をのろったので、その血は彼に帰するであろう。

10人の妻と姦淫する者、すなわち隣人の妻と姦淫

する者があれば、その姦夫、姦婦は共に必ず殺さ

れなければならない。 11その父の妻と寝る者は

、その父をはずかしめる者である。彼らはふたり

とも必ず殺されなければならない。その血は彼ら

に帰するであろう。 12子の妻と寝る者は、ふた

り共に必ず殺されなければならない。彼らは道な

らぬことをしたので、その血は彼らに帰するであ

ろう。 13女と寝るように男と寝る者は、ふたり

とも憎むべき事をしたので、必ず殺されなければ

ならない。その血は彼らに帰するであろう。 14

女をその母と一緒にめとるならば、これは悪事で

あって、彼も、女たちも火に焼かれなければなら

ない。このような悪事をあなたがたのうちになく

するためである。 15男がもし、獣と寝るならば

彼は必ず殺されなければならない。あなたがたは

また、その獣を殺さなければならない。 16女が

もし、獣に近づいて、これと寝るならば、あなた

は、その女と獣とを殺さなければならない。彼ら

は必ず殺さるべきである。その血は彼らに帰する

であろう。 17人がもし、その姉妹、すなわち父

の娘、あるいは母の娘に近づいて、その姉妹のは

だを見、女はその兄弟のはだを見るならば、これ

は恥ずべき事である。彼らは、その民の人々の目

の前で、断たれなければならない。彼は、その姉

妹を犯したのであるから、その罪を負わなければ

ならない。 18人がもし、月のさわりのある女と

寝て、そのはだを現すならば、男は女の源を現し

、女は自分の血の源を現したのであるから、ふた

り共にその民のうちから断たれなければならない

。 19あなたの母の姉妹、またはあなたの父の姉

妹を犯してはならない。これは、自分の肉親の者

を犯すことであるから、彼らはその罪を負わなけ

ればならない。 20人がもし、そのおばと寝るな

らば、これはおじをはずかしめることであるから

、彼らはその罪を負い、子なくして死ぬであろう

。 21人がもし、その兄弟の妻を取るならば、こ

れは汚らわしいことである。彼はその兄弟をはず

かしめたのであるから、彼らは子なき者となるで

あろう。 22あなたがたはわたしの定めとおきて

とをことごとく守って、これを行わなければなら

ない。そうすれば、わたしがあなたがたを住まわ

せようと導いて行く地は、あなたがたを吐き出さ

ぬであろう。 23あなたがたの前からわたしが追

い払う国びとの風習に、あなたがたは歩んではな

らない。彼らは、このもろもろのことをしたから

、わたしは彼らを憎むのである。 24わたしはあ

なたがたに言った、「あなたがたは、彼らの地を

獲るであろう。わたしはこれをあなたがたに与え

て、これを獲させるであろう。これは乳と蜜との

流れる地である」。わたしはあなたがたを他の民

から区別したあなたがたの神、主である。 25あ

なたがたは清い獣と汚れた獣、汚れた鳥と清い鳥

を区別しなければならない。わたしがあなたがた

のために汚れたものとして区別した獣、または鳥

またはすべて地を這うものによって、あなたがた

の身を忌むべきものとしてはならない。 26あな

たがたはわたしに対して聖なる者でなければなら

ない。主なるわたしは聖なる者で、あなたがたを

わたしのものにしようと、他の民から区別したか

らである。 27男または女で、口寄せ、または占

いをする者は、必ず殺されなければならない。す

なわち、石で撃ち殺さなければならない。その血

は彼らに帰するであろう』」。

21主はまたモーセに言われた、「アロンの子な
る祭司たちに告げて言いなさい、『民のうち

の死人のために、身を汚す者があってはならない

。 2ただし、近親の者、すなわち、父、母、むす

こ、娘、兄弟のため、 3また彼の近親で、まだ夫

のない処女なる姉妹のためには、その身を汚して
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もよい。 4しかし、夫にとついだ姉妹のためには

、身を汚してはならない。 5彼らは頭の頂をそっ

てはならない。ひげの両端をそり落してはならな

い。また身に傷をつけてはならない。 6彼らは神

に対して聖でなければならない。また神の名を汚

してはならない。彼らは主の火祭、すなわち、神

の食物をささげる者であるから、聖でなければな

らない。 7彼らは遊女や汚れた女をめとってはな

らない。また夫に出された女をめとってはならな

い。祭司は神に対して聖なる者だからである。 8

あなたは彼を聖としなければならない。彼はあな

たの神の食物をささげる者だからである。彼はあ

なたにとって聖なる者でなければならない。あな

たがたを聖とする主、すなわち、わたしは聖なる

者だからである。 9祭司の娘である者が、淫行を

なして、その身を汚すならば、その父を汚すので

あるから、彼女を火で焼かなければならない。 10

その兄弟のうち、頭に注ぎ油を注がれ、職に任ぜ

られて、その衣服をつけ、大祭司となった者は、

その髪の毛を乱してはならない。またその衣服を

裂いてはならない。 11死人のところに、はいっ

てはならない。また父のためにも母のためにも身

を汚してはならない。 12また聖所から出てはな

らない。神の聖所を汚してはならない。その神の

注ぎ油による聖別が、彼の上にあるからである。

わたしは主である。 13彼は処女を妻にめとらな

ければならない。 14寡婦、出された女、汚れた

女、遊女などをめとってはならない。ただ、自分

の民のうちの処女を、妻にめとらなければならな

い。 15そうすれば、彼は民のうちに、自分の子

孫を汚すことはない。わたしは彼を聖別する主だ

からである』」。 16主はまたモーセに言われた

、 17「アロンに告げて言いなさい、『あなたの

代々の子孫で、だれでも身にきずのある者は近寄

って、神の食物をささげてはならない。 18すべ

て、その身にきずのある者は近寄ってはならない

。すなわち、目しい、足なえ、鼻のかけた者、手

足の不つりあいの者、 19足の折れた者、手の折

れた者、 20せむし、こびと、目にきずのある者

、かいせんの者、かさぶたのある者、こうがんの

つぶれた者などである。 21すべて祭司アロンの

子孫のうち、身にきずのある者は近寄って、主の

火祭をささげてはならない。彼は身にきずがある

から、神の食物をささげるために、近寄ってはな

らない。 22彼は神の食物の聖なる物も、最も聖

なる物も食べることができる。 23ただし、垂幕

に近づいてはならない。また祭壇に近寄ってはな

らない。身にきずがあるからである。彼はわたし

の聖所を汚してはならない。わたしはそれを聖別

する主である』」。 24モーセはこれをアロンと

その子ら及びイスラエルのすべての人々に告げた

。

22主はまたモーセに言われた、 2「アロンとそ

の子たちに告げて、イスラエルの人々の聖な

る物、すなわち、彼らがわたしにささげる物をみ

だりに用いて、わたしの聖なる名を汚さないよう

にさせなさい。わたしは主である。 3彼らに言い

なさい、『あなたがたの代々の子孫のうち、だれ

でも、イスラエルの人々が主にささげる聖なる物

に、汚れた身をもって近づく者があれば、その人

はわたしの前から断たれるであろう。わたしは主

である。 4アロンの子孫のうち、だれでも、らい

病の者、また流出ある者は清くなるまで、聖なる

物を食べてはならない。また、すべて死体によっ

て汚れた物に触れた者、精を漏らした者、 5また

は、すべて人を汚す這うものに触れた者、または

、どのような汚れにせよ、人を汚れさせる人に触

れた者、 6このようなものに触れた人は夕まで汚

れるであろう。彼はその身を水にすすがないなら

ば、聖なる物を食べてはならない。 7日が入れば

、彼は清くなるであろう。そののち、聖なる物を

食べることができる。それは彼の食物だからであ

る。 8自然に死んだもの、または裂き殺されたも

のを食べ、それによって身を汚してはならない。

わたしは主である。 9それゆえに、彼らはわたし

の言いつけを守らなければならない。彼らがこれ

を汚し、これがために、罪を獲て死ぬことのない

ためである。わたしは彼らを聖別する主である。

10すべて一般の人は聖なる物を食べてはならない

。祭司の同居人や雇人も聖なる物を食べてはなら

ない。 11しかし、祭司が金をもって人を買った

時は、その者はこれを食べることができる。また

その家に生れた者も祭司の食物を食べることがで

きる。 12もし祭司の娘が一般の人にとついだな

らば、彼女は聖なる供え物を食べてはならない。

13もし祭司の娘が、寡婦となり、または出されて

、子供もなく、その父の家に帰り、娘の時のよう

であれば、その父の食物を食べることができる。

ただし、一般の人は、すべてこれを食べてはなら
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ない。 14もし人があやまって聖なる物を食べる

ならば、それにその五分の一を加え、聖なる物と

してこれを祭司に渡さなければならない。 15祭

司はイスラエルの人々が、主にささげる聖なる物

を汚してはならない。 16人々が聖なる物を食べ

て、その罪のとがを負わないようにさせなければ

ならない。わたしは彼らを聖別する主である』」

。 17主はまたモーセに言われた、 18「アロンと

その子たち、およびイスラエルのすべての人々に

言いなさい、『イスラエルの家の者、またはイス

ラエルにおる他国人のうちのだれでも、誓願の供

え物、または自発の供え物を燔祭として主にささ

げようとするならば、 19あなたがたの受け入れ

られるように牛、羊、あるいはやぎの雄の全きも

のをささげなければならない。 20すべてきずの

あるものはささげてはならない。それはあなたが

たのために、受け入れられないからである。 21

もし人が特別の誓願をなすため、または自発の供

え物のために、牛または羊を酬恩祭の犠牲として

、主にささげようとするならば、その受け入れら

れるために、それは全きものでなければならない

。それには、どんなきずもあってはならない。 22

すなわち獣のうちで、めくらのもの、折れた所の

あるもの、切り取った所のあるもの、うみの出る

者、かいせんの者、かさぶたのある者など、あな

たがたは、このようなものを主にささげてはなら

ない。また祭壇の上に、これらを火祭として、主

にささげてはならない。 23牛あるいは羊で、足

の長すぎる者、または短すぎる者は、あなたがた

が自発の供え物とすることはできるが、誓願の供

え物としては受け入れられないであろう。 24あ

なたがたは、こうがんの破れたもの、つぶれたも

の、裂けたもの、または切り取られたものを、主

にささげてはならない。またあなたがたの国のう

ちで、このようなことを、行ってはならない。 25

また、あなたがたは異邦人の手からこれらのもの

を受けて、あなたがたの神の食物としてささげて

はならない。これらのものには欠点があり、きず

があって、あなたがたのために受け入れられない

からである』」。 26主はまたモーセに言われた

、 27「牛、または羊、またはやぎが生れたなら

ば、これを七日の間その母親のもとに置かなけれ

ばならない。八日目からは主にささげる火祭とし

て受け入れられるであろう。 28あなたがたは雌

牛または雌羊をその子と同じ日にほふってはなら

ない。 29あなたがたが感謝の犠牲を主にささげ

るときは、あなたがたの受け入れられるようにさ

さげなければならない。 30これはその日のうち

に食べなければならない。明くる日まで残してお

いてはならない。わたしは主である。 31あなた

がたはわたしの戒めを守り、これを行わなければ

ならない。わたしは主である。 32あなたがたは

わたしの聖なる名を汚してはならない。かえって

、わたしはイスラエルの人々のうちに聖とされな

ければならない。わたしはあなたがたを聖別する

主である。 33あなたがたの神となるために、あ

なたがたをエジプトの国から導き出した者である

。わたしは主である」。

23主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に言いなさい、『あなたがたが、ふれ

示して聖会とすべき主の定めの祭は次のとおりで

ある。これらはわたしの定めの祭である。 3六日

の間は仕事をしなければならない。第七日は全き

休みの安息日であり、聖会である。どのような仕

事もしてはならない。これはあなたがたのすべて

のすまいにおいて守るべき主の安息日である。 4

その時々に、あなたがたが、ふれ示すべき主の定

めの祭なる聖会は次のとおりである。 5正月の十

四日の夕は主の過越の祭である。 6またその月の

十五日は主の種入れぬパンの祭である。あなたが

たは七日の間は種入れぬパンを食べなければなら

ない。 7その初めの日に聖会を開かなければなら

ない。どんな労働もしてはならない。 8あなたが

たは七日の間、主に火祭をささげなければならな

い。第七日には、また聖会を開き、どのような労

働もしてはならない』」。 9主はまたモーセに言

われた、 10「イスラエルの人々に言いなさい、

『わたしが与える地にはいって穀物を刈り入れる

とき、あなたがたは穀物の初穂の束を、祭司のと

ころへ携えてこなければならない。 11彼はあな

たがたの受け入れられるように、その束を主の前

に揺り動かすであろう。すなわち、祭司は安息日

の翌日に、これを揺り動かすであろう。 12また

その束を揺り動かす日に、一歳の雄の小羊の全き

ものを燔祭として主にささげなければならない。

13その素祭には油を混ぜた麦粉十分の二エパを用

い、これを主にささげて火祭とし、香ばしいかお

りとしなければならない。またその灌祭には、ぶ

どう酒一ヒンの四分の一を用いなければならない
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。 14あなたがたの神にこの供え物をささげるそ

の日まで、あなたがたはパンも、焼麦も、新穀も

食べてはならない。これはあなたがたのすべての

すまいにおいて、代々ながく守るべき定めである

。 15また安息日の翌日、すなわち、揺祭の束を

ささげた日から満七週を数えなければならない。

16すなわち、第七の安息日の翌日までに、五十日

を数えて、新穀の素祭を主にささげなければなら

ない。 17またあなたがたのすまいから、十分の

二エパの麦粉に種を入れて焼いたパン二個を携え

てきて揺祭としなければならない。これは初穂と

して主にささげるものである。 18あなたがたは

またパンのほかに、一歳の全き小羊七頭と、若き

雄牛一頭と、雄羊二頭をささげなければならない

。すなわち、これらをその素祭および灌祭ととも

に主にささげて燔祭としなければならない。これ

は火祭であって、主に香ばしいかおりとなるであ

ろう。 19また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ、

一歳の小羊二頭を酬恩祭の犠牲としてささげなけ

ればならない。 20そして祭司はその初穂のパン

と共に、この二頭の小羊を主の前に揺祭として揺

り動かさなければならない。これらは主にささげ

る聖なる物であって、祭司に帰するであろう。 21

あなたがたは、その日にふれ示して、聖会を開か

なければならない。どのような労働もしてはなら

ない。これはあなたがたのすべてのすまいにおい

て、代々ながく守るべき定めである。 22あなた

がたの地の穀物を刈り入れるときは、その刈入れ

にあたって、畑のすみずみまで刈りつくしてはな

らない。またあなたの穀物の落ち穂を拾ってはな

らない。貧しい者と寄留者のために、それを残し

ておかなければならない。わたしはあなたがたの

神、主である』」。 23主はまたモーセに言われ

た、 24「イスラエルの人々に言いなさい、『七

月一日をあなたがたの安息の日とし、ラッパを吹

き鳴らして記念する聖会としなければならない。

25どのような労働もしてはならない。しかし、主

に火祭をささげなければならない』」。 26主は

またモーセに言われた、 27「特にその七月の十

日は贖罪の日である。あなたがたは聖会を開き、

身を悩まし、主に火祭をささげなければならない

。 28その日には、どのような仕事もしてはなら

ない。これはあなたがたのために、あなたがたの

神、主の前にあがないをなすべき贖罪の日だから

である。 29すべてその日に身を悩まさない者は

、民のうちから断たれるであろう。 30またすべ

てその日にどのような仕事をしても、その人をわ

たしは民のうちから滅ぼし去るであろう。 31あ

なたがたはどのような仕事もしてはならない。こ

れはあなたがたのすべてのすまいにおいて、代々

ながく守るべき定めである。 32これはあなたが

たの全き休みの安息日である。あなたがたは身を

悩まさなければならない。またその月の九日の夕

には、その夕から次の夕まで安息を守らなければ

ならない」。 33主はまたモーセに言われた、 34

「イスラエルの人々に言いなさい、『その七月の

十五日は仮庵の祭である。七日の間、主の前にそ

れを守らなければならない。 35初めの日に聖会

を開かなければならない。どのような労働もして

はならない。 36また七日の間、主に火祭をささ

げなければならない。八日目には聖会を開き、主

に火祭をささげなければならない。これは聖会の

日であるから、どのような労働もしてはならない

。 37これらは主の定めの祭であって、あなたが

たがふれ示して聖会とし、主に火祭すなわち、燔

祭、素祭、犠牲および灌祭を、そのささぐべき日

にささげなければならない。 38このほかに主の

安息日があり、またほかに、あなたがたのささげ

物があり、またほかに、あなたがたのもろもろの

誓願の供え物があり、またそのほかに、あなたが

たのもろもろの自発の供え物がある。これらは皆

あなたがたが主にささげるものである。 39あな

たがたが、地の産物を集め終ったときは、七月の

十五日から七日のあいだ、主の祭を守らなければ

ならない。すなわち、初めの日にも安息をし、八

日目にも安息をしなければならない。 40初めの

日に、美しい木の実と、なつめやしの枝と、茂っ

た木の枝と、谷のはこやなぎの枝を取って、七日

の間あなたがたの神、主の前に楽しまなければな

らない。 41あなたがたは年に七日の間、主にこ

の祭を守らなければならない。これはあなたがた

の代々ながく守るべき定めであって、七月にこれ

を守らなければならない。 42あなたがたは七日

の間、仮庵に住み、イスラエルで生れた者はみな

仮庵に住まなければならない。 43これはわたし

がイスラエルの人々をエジプトの国から導き出し

たとき、彼らを仮庵に住まわせた事を、あなたが

たの代々の子孫に知らせるためである。わたしは

あなたがたの神、主である』」。 44モーセは主

の定めの祭をイスラエルの人々に告げた。



レビ記 114

24主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に命じて、オリブを砕いて採った純粋

の油を、ともしびのためにあなたの所へ持ってこ

させ、絶えずともしびをともさせなさい。 3すな

わち、アロンは会見の幕屋のうちのあかしの垂幕

の外で、夕から朝まで絶えず、そのともしびを主

の前に整えなければならない。これはあなたがた

が代々ながく守るべき定めである。 4彼は純金の

燭台の上に、そのともしびを絶えず主の前に整え

なければならない。 5あなたは麦粉を取り、それ

で十二個の菓子を焼かなければならない。菓子一

個に麦粉十分の二エパを用いなければならない。

6そしてそれを主の前の純金の机の上に、ひと重

ね六個ずつ、ふた重ねにして置かなければならな

い。 7あなたはまた、おのおのの重ねの上に、純

粋の乳香を置いて、そのパンの記念の分とし、主

にささげて火祭としなければならない。 8安息日

ごとに絶えず、これを主の前に整えなければなら

ない。これはイスラエルの人々のささぐべきもの

であって、永遠の契約である。 9これはアロンと

その子たちに帰する。彼らはこれを聖なる所で食

べなければならない。これはいと聖なる物であっ

て、主の火祭のうち彼に帰すべき永久の分である

」。 10イスラエルの女を母とし、エジプトびと

を父とするひとりの者が、イスラエルの人々のう

ちに出てきて、そのイスラエルの女の産んだ子と

、ひとりのイスラエルびとが宿営の中で争いをし

、 11そのイスラエルの女の産んだ子が主の名を

汚して、のろったので、人々は彼をモーセのもと

に連れてきた。その母はダンの部族のデブリの娘

で、名をシロミテといった。 12人々は彼を閉じ

込めて置いて、主の示しを受けるのを待っていた

。 13時に主はモーセに言われた、 14「あの、の

ろいごとを言った者を宿営の外に引き出し、それ

を聞いた者に、みな手を彼の頭に置かせ、全会衆

に彼を石で撃たせなさい。 15あなたはまたイス

ラエルの人々に言いなさい、『だれでも、その神

をのろう者は、その罪を負わなければならない。

16主の名を汚す者は必ず殺されるであろう。全会

衆は必ず彼を石で撃たなければならない。他国の

者でも、この国に生れた者でも、主の名を汚すと

きは殺されなければならない。 17だれでも、人

を撃ち殺した者は、必ず殺されなければならない

。 18獣を撃ち殺した者は、獣をもってその獣を

償わなければならない。 19もし人が隣人に傷を

負わせるなら、その人は自分がしたように自分に

されなければならない。 20すなわち、骨折には

骨折、目には目、歯には歯をもって、人に傷を負

わせたように、自分にもされなければならない。

21獣を撃ち殺した者はそれを償い、人を撃ち殺し

た者は殺されなければならない。 22他国の者に

も、この国に生れた者にも、あなたがたは同一の

おきてを用いなければならない。わたしはあなた

がたの神、主だからである』」。 23モーセがイ

スラエルの人々に向かい、「あの、のろいごとを

言った者を宿営の外に引き出し、石で撃て」と命

じたので、イスラエルの人々は、主がモーセに命

じられたようにした。

25主はシナイ山で、モーセに言われた、 2「イ

スラエルの人々に言いなさい、『わたしが与

える地に、あなたがたがはいったときは、その地

にも、主に向かって安息を守らせなければならな

い。 3六年の間あなたは畑に種をまき、また六年

の間ぶどう畑の枝を刈り込み、その実を集めるこ

とができる。 4しかし、七年目には、地に全き休

みの安息を与えなければならない。これは、主に

向かって守る安息である。あなたは畑に種をまい

てはならない。また、ぶどう畑の枝を刈り込んで

はならない。 5あなたの穀物の自然に生えたもの

は刈り取ってはならない。また、あなたのぶどう

の枝の手入れをしないで結んだ実は摘んではなら

ない。これは地のために全き休みの年だからであ

る。 6安息の年の地の産物は、あなたがたの食物

となるであろう。すなわち、あなたと、男女の奴

隷と、雇人と、あなたの所に宿っている他国人と

、 7あなたの家畜と、あなたの国のうちの獣との

ために、その産物はみな、食物となるであろう。

8あなたは安息の年を七たび、すなわち、七年を

七回数えなければならない。安息の年七たびの年

数は四十九年である。 9七月の十日にあなたはラ

ッパの音を響き渡らせなければならない。すなわ

ち、贖罪の日にあなたがたは全国にラッパを響き

渡らせなければならない。 10その五十年目を聖

別して、国中のすべての住民に自由をふれ示さな

ければならない。この年はあなたがたにはヨベル

の年であって、あなたがたは、おのおのその所有

の地に帰り、おのおのその家族に帰らなければな

らない。 11その五十年目はあなたがたにはヨベ

ルの年である。種をまいてはならない。また自然
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に生えたものは刈り取ってはならない。手入れを

しないで結んだぶどうの実は摘んではならない。

12この年はヨベルの年であって、あなたがたに聖

であるからである。あなたがたは畑に自然にでき

た物を食べなければならない。 13このヨベルの

年には、おのおのその所有の地に帰らなければな

らない。 14あなたの隣人に物を売り、また隣人

から物を買うときは、互に欺いてはならない。 15

ヨベルの後の年の数にしたがって、あなたは隣人

から買い、彼もまた畑の産物の年数にしたがって

、あなたに売らなければならない。 16年の数の

多い時は、その値を増し、年の数の少ない時は、

値を減らさなければならない。彼があなたに売る

のは産物の数だからである。 17あなたがたは互

に欺いてはならない。あなたの神を恐れなければ

ならない。わたしはあなたがたの神、主である。

18あなたがたはわたしの定めを行い、またわたし

のおきてを守って、これを行わなければならない

。そうすれば、あなたがたは安らかにその地に住

むことができるであろう。 19地はその実を結び

、あなたがたは飽きるまでそれを食べ、安らかに

そこに住むことができるであろう。 20「七年目

に種をまくことができず、また産物を集めること

ができないならば、わたしたちは何を食べようか

」とあなたがたは言うのか。 21わたしは命じて

六年目に、あなたがたに祝福をくだし、三か年分

の産物を実らせるであろう。 22あなたがたは八

年目に種をまく時には、なお古い産物を食べてい

るであろう。九年目にその産物のできるまで、あ

なたがたは古いものを食べることができるであろ

う。 23地は永代には売ってはならない。地はわ

たしのものだからである。あなたがたはわたしと

共にいる寄留者、また旅びとである。 24あなた

がたの所有としたどのような土地でも、その土地

の買いもどしに応じなければならない。 25あな

たの兄弟が落ちぶれてその所有の地を売った時は

、彼の近親者がきて、兄弟の売ったものを買いも

どさなければならない。 26たといその人に、そ

れを買いもどしてくれる人がいなくても、その人

が富み、自分でそれを買いもどすことができるよ

うになったならば、 27それを売ってからの年を

数えて残りの分を買い手に返さなければならない

。そうすればその人はその所有の地に帰ることが

できる。 28しかし、もしそれを買いもどすこと

ができないならば、その売った物はヨベルの年ま

で買い主の手にあり、ヨベルにはもどされて、そ

の人はその所有の地に帰ることができるであろう

。 29人が城壁のある町の住宅を売った時は、売

ってから満一年の間は、それを買いもどすことが

できる。その間は彼に買いもどすことを許さなけ

ればならない。 30満一年のうちに、それを買い

もどさない時は、城壁のある町の内のその家は永

代にそれを買った人のものと定まって、代々の所

有となり、ヨベルの年にももどされないであろう

。 31しかし、周囲に城壁のない村々の家は、そ

の地方の畑に附属するものとみなされ、買いもど

すことができ、またヨベルの年には、もどされる

であろう。 32レビびとの町々、すなわち、彼ら

の所有の町々の家は、レビびとはいつでも買いも

どすことができる。 33レビびとのひとりが、そ

れを買いもどさない時は、その所有の町にある売

った家はヨベルの年にはもどされるであろう。レ

ビびとの町々の家はイスラエルの人々のうちに彼

らがもっている所有だからである。 34ただし、

彼らの町々の周囲の放牧地は売ってはならない。

それは彼らの永久の所有だからである。 35あな

たの兄弟が落ちぶれ、暮して行けない時は、彼を

助け、寄留者または旅びとのようにして、あなた

と共に生きながらえさせなければならない。 36

彼から利子も利息も取ってはならない。あなたの

神を恐れ、あなたの兄弟をあなたと共に生きなが

らえさせなければならない。 37あなたは利子を

取って彼に金を貸してはならない。また利益をえ

るために食物を貸してはならない。 38わたしは

あなたがたの神、主であって、カナンの地をあな

たがたに与え、かつあなたがたの神となるために

あなたがたをエジプトの国から導き出した者であ

る。 39あなたの兄弟が落ちぶれて、あなたに身

を売るときは、奴隷のように働かせてはならない

。 40彼を雇人のように、また旅びとのようにし

てあなたの所におらせ、ヨベルの年まであなたの

所で勤めさせなさい。 41その時には、彼は子供

たちと共にあなたの所から出て、その一族のもと

に帰り、先祖の所有の地にもどるであろう。 42

彼らはエジプトの国からわたしが導き出したわた

しのしもべであるから、身を売って奴隷となって

はならない。 43あなたは彼をきびしく使っては

ならない。あなたの神を恐れなければならない。

44あなたがもつ奴隷は男女ともにあなたの周囲の

異邦人のうちから買わなければならない。すなわ
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ち、彼らのうちから男女の奴隷を買うべきである

。 45また、あなたがたのうちに宿っている旅び

との子供のうちからも買うことができる。また彼

らのうちあなたがたの国で生れて、あなたがたと

共におる人々の家族からも買うことができる。そ

して彼らはあなたがたの所有となるであろう。 46

あなたがたは彼らを獲て、あなたがたの後の子孫

に所有として継がせることができる。すなわち、

彼らは長くあなたがたの奴隷となるであろう。し

かし、あなたがたの兄弟であるイスラエルの人々

をあなたがたは互にきびしく使ってはならない。

47あなたと共にいる寄留者または旅びとが富み、

そのかたわらにいるあなたの兄弟が落ちぶれて、

あなたと共にいるその寄留者、旅びと、または寄

留者の一族のひとりに身を売った場合、 48身を

売った後でも彼を買いもどすことができる。その

兄弟のひとりが彼を買いもどさなければならない

。 49あるいは、おじ、または、おじの子が彼を

買いもどさなければならない。あるいは一族の近

親の者が、彼を買いもどさなければならない。あ

るいは自分に富ができたならば、自分で買いもど

さなければならない。 50その時、彼は自分の身

を売った年からヨベルの年までを、その買い主と

共に数え、その年数によって、身の代金を決めな

ければならない。その年数は雇われた年数として

数えなければならない。 51なお残りの年が多い

時は、その年数にしたがい、買われた金額に照し

て、あがないの金を払わなければならない。 52

またヨベルの年までに残りの年が少なければ、そ

の人と共に計算し、その年数にしたがって、あが

ないの金を払わなければならない。 53彼は年々

雇われる人のように扱われなければならない。あ

なたの目の前で彼をきびしく使わせてはならない

。 54もし彼がこのようにしてあがなわれないな

らば、ヨベルの年に彼は子供と共に出て行くこと

ができる。 55イスラエルの人々は、わたしのし

もべだからである。彼らはわたしがエジプトの国

から導き出したわたしのしもべである。わたしは

あなたがたの神、主である。

26あなたがたは自分のために、偶像を造っては
ならない。また刻んだ像も石の柱も立てては

ならない。またあなたがたの地に石像を立てて、

それを拝んではならない。わたしはあなたがたの

神、主だからである。 2あなたがたはわたしの安

息日を守り、またわたしの聖所を敬わなければな

らない。わたしは主である。 3もしあなたがたが

わたしの定めに歩み、わたしの戒めを守って、こ

れを行うならば、 4わたしはその季節季節に、雨

をあなたがたに与えるであろう。地は産物を出し

、畑の木々は実を結ぶであろう。 5あなたがたの

麦打ちは、ぶどうの取入れの時まで続き、ぶどう

の取入れは、種まきの時まで続くであろう。あな

たがたは飽きるほどパンを食べ、またあなたがた

の地に安らかに住むであろう。 6わたしが国に平

和を与えるから、あなたがたは安らかに寝ること

ができ、あなたがたを恐れさすものはないであろ

う。わたしはまた国のうちから悪い獣を絶やすで

あろう。つるぎがあなたがたの国を行き巡ること

はないであろう。 7あなたがたは敵を追うであろ

う。彼らは、あなたがたのつるぎに倒れるであろ

う。 8あなたがたの五人は百人を追い、百人は万

人を追い、あなたがたの敵はつるぎに倒れるであ

ろう。 9わたしはあなたがたを顧み、多くの子を

獲させ、あなたがたを増し、あなたがたと結んだ

契約を固めるであろう。 10あなたがたは古い穀

物を食べている間に、また新しいものを獲て、そ

の古いものを捨てるようになるであろう。 11わ

たしは幕屋をあなたがたのうちに建て、心にあな

たがたを忌みきらわないであろう。 12わたしは

あなたがたのうちに歩み、あなたがたの神となり

、あなたがたはわたしの民となるであろう。 13

わたしはあなたがたの神、主であって、あなたが

たをエジプトの国から導き出して、奴隷の身分か

ら解き放った者である。わたしはあなたがたのく

びきの横木を砕いて、まっすぐに立って歩けるよ

うにしたのである。 14しかし、あなたがたがも

しわたしに聞き従わず、またこのすべての戒めを

守らず、 15わたしの定めを軽んじ、心にわたし

のおきてを忌みきらって、わたしのすべての戒め

を守らず、わたしの契約を破るならば、 16わた

しはあなたがたにこのようにするであろう。すな

わち、あなたがたの上に恐怖を臨ませ、肺病と熱

病をもって、あなたがたの目を見えなくし、命を

やせ衰えさせるであろう。あなたがたが種をまい

てもむだである。敵がそれを食べるであろう。 17

わたしは顔をあなたがたにむけて攻め、あなたが

たは敵の前に撃ちひしがれるであろう。またあな

たがたの憎む者があなたがたを治めるであろう。

あなたがたは追う者もないのに逃げるであろう。
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18それでもなお、あなたがたがわたしに聞き従わ

ないならば、わたしはあなたがたの罪を七倍重く

罰するであろう。 19わたしはあなたがたの誇と

する力を砕き、あなたがたの天を鉄のようにし、

あなたがたの地を青銅のようにするであろう。 20

あなたがたの力は、むだに費されるであろう。す

なわち、地は産物をいださず、国のうちの木々は

実を結ばないであろう。 21もしあなたがたがわ

たしに逆らって歩み、わたしに聞き従わないなら

ば、わたしはあなたがたの罪に従って七倍の災を

あなたがたに下すであろう。 22わたしはまた野

獣をあなたがたのうちに送るであろう。それはあ

なたがたの子供を奪い、また家畜を滅ぼし、あな

たがたの数を少なくするであろう。あなたがたの

大路は荒れ果てるであろう。 23もしあなたがた

がこれらの懲しめを受けてもなお改めず、わたし

に逆らって歩むならば、 24わたしもまたあなた

がたに逆らって歩み、あなたがたの罪を七倍重く

罰するであろう。 25わたしはあなたがたの上に

つるぎを臨ませ、違約の恨みを報いるであろう。

あなたがたが町々に集まる時は、あなたがたのう

ちに疫病を送り、あなたがたは敵の手にわたされ

るであろう。 26わたしがあなたがたのつえとす

るパンを砕くとき、十人の女が一つのかまどでパ

ンを焼き、それをはかりにかけてあなたがたに渡

すであろう。あなたがたは食べても満たされない

であろう。 27それでもなお、あなたがたがわた

しに聞き従わず、わたしに逆らって歩むならば、

28わたしもあなたがたに逆らい、怒りをもって歩

み、あなたがたの罪を七倍重く罰するであろう。

29あなたがたは自分のむすこの肉を食べ、また自

分の娘の肉を食べるであろう。 30わたしはあな

たがたの高き所をこぼち、香の祭壇を倒し、偶像

の死体の上に、あなたがたの死体を投げ捨てて、

わたしは心にあなたがたを忌みきらうであろう。

31わたしはまたあなたがたの町々を荒れ地とし、

あなたがたの聖所を荒らすであろう。またわたし

はあなたがたのささげる香ばしいかおりをかがな

いであろう。 32わたしがその地を荒らすゆえ、

そこに住むあなたがたの敵はそれを見て驚くであ

ろう。 33わたしはあなたがたを国々の間に散ら

し、つるぎを抜いて、あなたがたの後を追うであ

ろう。あなたがたの地は荒れ果て、あなたがたの

町々は荒れ地となるであろう。 34こうしてその

地が荒れ果てて、あなたがたは敵の国にある間、

地は安息を楽しむであろう。すなわち、その時、

地は休みを得て、安息を楽しむであろう。 35そ

れは荒れ果てている日の間、休むであろう。あな

たがたがそこに住んでいる間、あなたがたの安息

のときに休みを得なかったものである。 36また

あなたがたのうちの残っている者の心に、敵の国

でわたしは恐れをいだかせるであろう。彼らは木

の葉の動く音にも驚いて逃げ、つるぎを避けて逃

げる者のように逃げて、追う者もないのにころび

倒れるであろう。 37彼らは追う者もないのに、

つるぎをのがれる者のように折り重なって、つま

ずき倒れるであろう。あなたがたは敵の前に立つ

ことができないであろう。 38あなたがたは国々

のうちにあって滅びうせ、あなたがたの敵の地は

あなたがたをのみつくすであろう。 39あなたが

たのうちの残っている者は、あなたがたの敵の地

で自分の罪のゆえにやせ衰え、また先祖たちの罪

のゆえに彼らと同じようにやせ衰えるであろう。

40しかし、彼らがもし、自分の罪と、先祖たちの

罪、すなわち、わたしに反逆し、またわたしに逆

らって歩んだことを告白するならば、 41たとい

わたしが彼らに逆らって歩み、彼らを敵の国に引

いて行っても、もし彼らの無割礼の心が砕かれ、

あまんじて罪の罰を受けるならば、 42そのとき

わたしはヤコブと結んだ契約を思い起し、またイ

サクと結んだ契約およびアブラハムと結んだ契約

を思い起し、またその地を思い起すであろう。 43

しかし、彼らが地を離れて地が荒れ果てている間

、地はその安息を楽しむであろう。彼らはまた、

あまんじて罪の罰を受けるであろう。彼らがわた

しのおきてを軽んじ、心にわたしの定めを忌みき

らったからである。 44それにもかかわらず、な

おわたしは彼らが敵の国におるとき、彼らを捨て

ず、また忌みきらわず、彼らを滅ぼし尽さず、彼

らと結んだわたしの契約を破ることをしないであ

ろう。わたしは彼らの神、主だからである。 45

わたしは彼らの先祖たちと結んだ契約を彼らのた

めに思い起すであろう。彼らはわたしがその神と

なるために国々の人の目の前で、エジプトの地か

ら導き出した者である。わたしは主である』」。

46これらは主が、シナイ山で、自分とイスラエル

の人々との間に、モーセによって立てられた定め

と、おきてと、律法である。
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27主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に言いなさい、『人があなたの値積りに従

って主に身をささげる誓願をする時は、 3あなた

の値積りは、二十歳から六十歳までの男には、そ

の値積りを聖所のシケルに従って銀五十シケルと

し、 4女には、その値積りは三十シケルとしなけ

ればならない。 5また五歳から二十歳までは、男

にはその値積りを二十シケルとし、女には十シケ

ルとしなければならない。 6一か月から五歳まで

は、男にはその値積りを銀五シケルとし、女には

その値積りを銀三シケルとしなければならない。

7また六十歳以上は、男にはその値積りを十五シ

ケルとし、女には十シケルとしなければならない

。 8もしその人が貧しくて、あなたの値積りに応

じることができないならば、祭司の前に立ち、祭

司の値積りを受けなければならない。祭司はその

誓願者の力に従って値積らなければならない。 9

主に供え物とすることができる家畜で、人が主に

ささげるものはすべて聖なる物となる。 10ほか

のものをそれに代用してはならない。良い物を悪

い物に、悪い物を良い物に取り換えてはならない

。もし家畜と家畜とを取り換えるならば、その物

も、それと取り換えた物も共に聖なる物となるで

あろう。 11もしそれが汚れた家畜で、主に供え

物としてささげられないものであるならば、その

人はその家畜を祭司の前に引いてこなければなら

ない。 12祭司はその良い悪いに従って、それを

値積らなければならない。それは祭司が値積ると

おりになるであろう。 13もしその人が、それを

あがなおうとするならば、その値積りにその五分

の一を加えなければならない。 14もし人が自分

の家を主に聖なる物としてささげるときは、祭司

はその良い悪いに従って、それを値積らなければ

ならない。それは祭司が値積ったとおりになるで

あろう。 15もしその家をささげる人が、それを

あがなおうとするならば、その値積りの金に、そ

の五分の一を加えなければならない。そうすれば

、それは彼のものとなるであろう。 16もし人が

相続した畑の一部を主にささげるときは、あなた

はそこにまく種の多少に応じて、値積らなければ

ならない。すなわち、大麦一ホメルの種を銀五十

シケルに値積らなければならない。 17もしその

畑をヨベルの年からささげるのであれば、その価

はあなたの値積りのとおりになるであろう。 18

もしその畑をヨベルの年の後にささげるのであれ

ば、祭司はヨベルの年までに残っている年の数に

従ってその金を数え、それをあなたの値積りから

さし引かなければならない。 19もしまた、その

畑をささげる人が、それをあがなおうとするなら

ば、あなたの値積りの金にその五分の一を加えな

ければならない。そうすれば、それは彼のものと

決まるであろう。 20しかし、もしその畑をあが

なわず、またそれを他の人に売るならば、それは

もはやあがなうことができないであろう。 21そ

の畑は、ヨベルの年になって期限が切れるならば

、奉納の畑と同じく、主の聖なる物となり、祭司

の所有となるであろう。 22もしまた相続した畑

の一部でなく、買った畑を主にささげる時は、 23

祭司は値積りしてヨベルの年までの金を数えなけ

ればならない。その人はその値積りの金をその日

に主にささげて、聖なる物としなければならない

。 24ヨベルの年にその畑は売り主であるその地

の相続者に返るであろう。 25すべてあなたの値

積りは聖所のシケルによってしなければならない

。二十ゲラを一シケルとする。 26しかし、家畜

のういごは、ういごとしてすでに主のものだから

、だれもこれをささげてはならない。牛でも羊で

も、それは主のものである。 27もし汚れた家畜

であるならば、あなたの値積りにその五分の一を

加えて、その人はこれをあがなわなければならな

い。もしあがなわないならば、それを値積りに従

って売らなければならない。 28ただし、人が自

分の持っているもののうちから奉納物として主に

ささげたものは、人であっても、家畜であっても

、また相続の畑であっても、いっさいこれを売っ

てはならない。またあがなってはならない。奉納

物はすべて主に属するいと聖なる物である。 29

またすべて人のうちから奉納物としてささげられ

た人は、あがなってはならない。彼は必ず殺され

なければならない。 30地の十分の一は地の産物

であれ、木の実であれ、すべて主のものであって

、主に聖なる物である。 31もし人がその十分の

一をあがなおうとする時は、それにその五分の一

を加えなければならない。 32牛または羊の十分

の一については、すべて牧者のつえの下を十番目

に通るものは、主に聖なる物である。 33その良

い悪いを問うてはならない。またそれを取り換え

てはならない。もし取り換えたならば、それと、

その取り換えたものとは、共に聖なる物となるで

あろう。それをあがなうことはできない』」。 34
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これらは主が、シナイ山で、イスラエルの人々の

ために、モーセに命じられた戒めである。
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民数記

1エジプトの国を出た次の年の二月一日に、主
はシナイの荒野において、会見の幕屋で、モ

ーセに言われた、 2「あなたがたは、イスラエル

の人々の全会衆を、その氏族により、その父祖の

家によって調査し、そのすべての男子の名の数を

、ひとりびとり数えて、その総数を得なさい。 3

イスラエルのうちで、すべて戦争に出ることので

きる二十歳以上の者を、あなたとアロンとは、そ

の部隊にしたがって数えなければならない。 4ま

た、すべての部族は、おのおの父祖の家の長たる

ものを、ひとりずつ出して、あなたがたと協力さ

せなければならない。 5すなわち、あなたがたに

協力すべき人々の名は、次のとおりである。ルベ

ンからはシデウルの子エリヅル。 6シメオンから

はツリシャダイの子シルミエル。 7ユダからはア

ミナダブの子ナション。 8イッサカルからはツア

ルの子ネタニエル。 9ゼブルンからはヘロンの子

エリアブ。 10ヨセフの子たちのうち、エフライ

ムからはアミホデの子エリシャマ、マナセからは

パダヅルの子ガマリエル。 11ベニヤミンからは

ギデオニの子アビダン。 12ダンからはアミシャ

ダイの子アヒエゼル。 13アセルからはオクラン

の子パギエル。 14ガドからはデウエルの子エリ

アサフ。 15ナフタリからはエナンの子アヒラ」

。 16これらは会衆のうちから選び出された人々

で、その父祖の部族のつかさたち、またイスラエ

ルの氏族のかしらたちである。 17こうして、モ

ーセとアロンが、ここに名を掲げた人々を引き連

れて、 18二月一日に会衆をことごとく集めたの

で、彼らはその氏族により、その父祖の家により

、その名の数にしたがって二十歳以上のものが、

ひとりびとり登録した。 19主が命じられたよう

に、モーセはシナイの荒野で彼らを数えた。 20

すなわち、イスラエルの長子ルベンの子たちから

生れたものを、その氏族により、その父祖の家に

よって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十

歳以上の男子の名の数を、ひとりびとり得たが、

21ルベンの部族のうちで、数えられたものは四万

六千五百人であった。 22またシメオンの子たち

から生れたものを、その氏族により、その父祖の

家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる

二十歳以上の男子の名の数を、ひとりびとり得た

が、 23シメオンの部族のうちで、数えられたも

のは五万九千三百人であった。 24またガドの子

たちから生れたものを、その氏族により、その父

祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることので

きる二十歳以上の者の名の数を得たが、 25ガド

の部族のうちで、数えられたものは四万五千六百

五十人であった。 26ユダの子たちから生れたも

のを、その氏族により、その父祖の家によって調

べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の

者の名の数を得たが、 27ユダの部族のうちで、

数えられたものは七万四千六百人であった。 28

イッサカルの子たちから生れたものを、その氏族

により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争

に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得

たが、 29イッサカルの部族のうちで、数えられ

たものは五万四千四百人であった。 30ゼブルン

の子たちから生れたものを、その氏族により、そ

の父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ること

のできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 31

ゼブルンの部族のうちで、数えられたものは五万

七千四百人であった。 32ヨセフの子たちのうち

、エフライムの子たちから生れたものを、その氏

族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦

争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を

得たが、 33エフライムの部族のうちで、数えら

れたものは四万五百人であった。 34マナセの子

たちから生れたものを、その氏族により、その父

祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることので

きる二十歳以上の者の名の数を得たが、 35マナ

セの部族のうちで、数えられたものは三万二千二

百人であった。 36ベニヤミンの子たちから生れ

たものを、その氏族により、その父祖の家によっ

て調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以

上の者の名の数を得たが、 37ベニヤミンの部族

のうちで、数えられたものは三万五千四百人であ

った。 38ダンの子たちから生れたものを、その

氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて

戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数

を得たが、 39ダンの部族のうちで、数えられた

ものは六万二千七百人であった。 40アセルの子

たちから生れたものを、その氏族により、その父

祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることので

きる二十歳以上の者の名の数を得たが、 41アセ

ルの部族のうちで、数えられたものは四万一千五

百人であった。 42ナフタリの子たちから生れた

ものを、その氏族により、その父祖の家によって
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調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上

の者の名の数を得たが、 43ナフタリの部族のう

ちで、数えられたものは、五万三千四百人であっ

た。 44これらが数えられた人々であって、モー

セとアロンとイスラエルのつかさたちとが数えた

人々である。そのつかさたちは十二人であって、

おのおのその父祖の家のために出たものである。

45そしてイスラエルの人々のうち、その父祖の家

にしたがって数えられた者は、すべてイスラエル

のうち、戦争に出ることのできる二十歳以上の者

であって、 46その数えられた者は合わせて六十

万三千五百五十人であった。 47しかし、レビび

とは、その父祖の部族にしたがって、そのうちに

数えられなかった。 48すなわち、主はモーセに

言われた、 49「あなたはレビの部族だけは数え

てはならない。またその総数をイスラエルの人々

のうちに数えあげてはならない。 50あなたはレ

ビびとに、あかしの幕屋と、そのもろもろの器と

、それに附属するもろもろの物を管理させなさい

。彼らは幕屋と、そのもろもろの器とを持ち運び

、またそこで務をし、幕屋のまわりに宿営しなけ

ればならない。 51幕屋が進む時は、レビびとが

これを取りくずし、幕屋を張る時は、レビびとが

これを組み立てなければならない。ほかの人がこ

れに近づく時は殺されるであろう。 52イスラエ

ルの人々はその部隊にしたがって、おのおのその

宿営に、おのおのその旗のもとにその天幕を張ら

なければならない。 53しかし、レビびとは、あ

かしの幕屋のまわりに宿営しなければならない。

そうすれば、主の怒りはイスラエルの人々の会衆

の上に臨むことがないであろう。レビびとは、あ

かしの幕屋の務を守らなければならない」。 54

イスラエルの人々はこのようにして、すべて主が

モーセに命じられたように行った。

2主はモーセとアロンに言われた、 2「イスラエ

ルの人々は、おのおのその部隊の旗のもとに

、その父祖の家の旗印にしたがって宿営しなけれ

ばならない。また会見の幕屋のまわりに、それに

向かって宿営しなければならない。 3すなわち、

日の出る方、東に宿営するものは、ユダの宿営の

旗につく者であって、その部隊にしたがって宿営

し、アミナダブの子ナションが、ユダの子たちの

つかさとなるであろう。 4その部隊、すなわち、

数えられた者は七万四千六百人である。 5そのか

たわらに宿営する者はイッサカルの部族で、ツア

ルの子ネタニエルが、イッサカルの子たちのつか

さとなるであろう。 6その部隊、すなわち、数え

られた者は五万四千四百人である。 7次はゼブル

ンの部族で、ヘロンの子エリアブが、ゼブルンの

子たちのつかさとなるであろう。 8その部隊、す

なわち、数えられた者は五万七千四百人である。

9ユダの宿営の、その部隊にしたがって数えられ

た者は、合わせて十八万六千四百人である。これ

らの者は、まっ先に進まなければならない。 10

南の方では、ルベンの宿営の旗につく者が、その

部隊にしたがっており、シデウルの子エリヅルが

、ルベンの子たちのつかさとなるであろう。 11

その部隊、すなわち、数えられた者は四万六千五

百人である。 12そのかたわらに宿営する者はシ

メオンの部族で、ツリシャダイの子シルミエルが

、シメオンの子たちのつかさとなるであろう。 13

その部隊、すなわち、数えられた者は五万九千三

百人である。 14次はガドの部族で、デウエルの

子エリアサフが、ガドの子たちのつかさとなるで

あろう。 15その部隊、すなわち、数えられた者

は四万五千六百五十人である。 16ルベンの宿営

の、その部隊にしたがって数えられた者は、合わ

せて十五万一千四百五十人である。これらの者は

二番目に進まなければならない。 17その次に会

見の幕屋を、レビびとの宿営とともに、もろもろ

の宿営の中央にして進まなければならない。彼ら

は宿営するのと同じように、おのおのその位置で

、その旗にしたがって進まなければならない。 18

西の方では、エフライムの宿営の旗につく者が、

その部隊にしたがっており、アミホデの子エリシ

ャマが、エフライムの子たちのつかさとなるであ

ろう。 19その部隊、すなわち、数えられた者は

四万五百人である。 20そのかたわらにマナセの

部族がおって、パダヅルの子ガマリエルが、マナ

セの子たちのつかさとなるであろう。 21その部

隊、すなわち、数えられた者は三万二千二百人で

ある。 22次にベニヤミンの部族がおって、ギデ

オニの子アビダンが、ベニヤミンの子たちのつか

さとなるであろう。 23その部隊、すなわち、数

えられた者は三万五千四百人である。 24エフラ

イムの宿営の、その部隊にしたがって数えられた

者は、合わせて十万八千百人である。これらの者

は三番目に進まなければならない。 25北の方で

は、ダンの宿営の旗につく者が、その部隊にした
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がっており、アミシャダイの子アヒエゼルが、ダ

ンの子たちのつかさとなるであろう。 26その部

隊、すなわち、数えられた者は六万二千七百人で

ある。 27そのかたわらに宿営する者は、アセル

の部族であって、オクランの子パギエルが、アセ

ルの子たちのつかさとなるであろう。 28その部

隊、すなわち、数えられた者は四万一千五百人で

ある。 29次にナフタリの部族がおって、エナン

の子アヒラが、ナフタリの子たちのつかさとなる

であろう。 30その部隊、すなわち、数えられた

者は五万三千四百人である。 31ダンの宿営の、

数えられた者は合わせて十五万七千六百人である

。これらの者はその旗にしたがって、最後に進ま

なければならない」。 32これがイスラエルの人

々の、その父祖の家にしたがって数えられた人々

である。もろもろの宿営の、その部隊にしたがっ

て数えられた者は合わせて六十万三千五百五十人

であった。 33しかし、レビびとはイスラエルの

人々のうちに数えられなかった。主がモーセに命

じられたとおりである。 34イスラエルの人々は

、すべて主がモーセに命じられたとおりに行い、

その旗にしたがって宿営し、おのおのその氏族に

従い、その父祖の家に従って進んだ。

3主がシナイ山で、モーセと語られた時の、ア
ロンとモーセの一族は、次のとおりであった

。 2アロンの子たちの名は、次のとおりである。

長子はナダブ、次はアビウ、エレアザル、イタマ

ル。 3これがアロンの子たちの名であって、彼ら

はみな油を注がれ、祭司の職に任じられて祭司と

なった。 4ナダブとアビウとは、シナイの荒野に

おいて、異火を主の前にささげたので、主の前で

死んだ。彼らには子供がなかった。そしてエレア

ザルとイタマルとが、父アロンの前で祭司の務を

した。 5主はまたモーセに言われた、 6「レビの

部族を召し寄せ、祭司アロンの前に立って仕えさ

せなさい。 7彼らは会見の幕屋の前にあって、ア

ロンと全会衆のために、その務をし、幕屋の働き

をしなければならない。 8すなわち、彼らは会見

の幕屋の、すべての器をまもり、イスラエルの人

々のために務をし、幕屋の働きをしなければなら

ない。 9あなたはレビびとを、アロンとその子た

ちとに、与えなければならない。彼らはイスラエ

ルの人々のうちから、全くアロンに与えられたも

のである。 10あなたはアロンとその子たちとを

立てて、祭司の職を守らせなければならない。ほ

かの人で近づくものは殺されるであろう」。 11

主はまたモーセに言われた、 12「わたしは、イ

スラエルの人々のうちの初めに生れたすべてのう

いごの代りに、レビびとをイスラエルの人々のう

ちから取るであろう。レビびとは、わたしのもの

となるであろう。 13ういごはすべてわたしのも

のだからである。わたしは、エジプトの国におい

て、すべてのういごを撃ち殺した日に、イスラエ

ルのういごを、人も獣も、ことごとく聖別して、

わたしに帰せしめた。彼らはわたしのものとなる

であろう。わたしは主である」。 14主はまたシ

ナイの荒野でモーセに言われた、 15「あなたは

レビの子たちを、その父祖の家により、その氏族

によって数えなさい。すなわち、一か月以上の男

子を数えなければならない」。 16それでモーセ

は主の言葉にしたがって、命じられたとおりに、

それを数えた。 17レビの子たちの名は次のとお

りである。すなわち、ゲルション、コハテ、メラ

リ。 18ゲルションの子たちの名は、その氏族に

よれば次のとおりである。すなわち、リブニ、シ

メイ。 19コハテの子たちは、その氏族によれば

、アムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエル。 20

メラリの子たちは、その氏族によれば、マヘリ、

ムシ。これらはその父祖の家によるレビの氏族で

ある。 21ゲルションからリブニびとの氏族と、

シメイびとの氏族とが出た。これらはゲルション

びとの氏族である。 22その数えられた者、すな

わち、一か月以上の男子の数は合わせて七千五百

人であった。 23ゲルションびとの氏族は幕屋の

後方、すなわち、西の方に宿営し、 24ラエルの

子エリアサフが、ゲルションびとの父祖の家のつ

かさとなるであろう。 25会見の幕屋の、ゲルシ

ョンの子たちの務は、幕屋、天幕とそのおおい、

会見の幕屋の入口のとばり、 26庭のあげばり、

幕屋と祭壇のまわりの庭の入口のとばり、そのひ

も、およびすべてそれに用いる物を守ることであ

る。 27また、コハテからアムラムびとの氏族、

イヅハルびとの氏族、ヘブロンびとの氏族、ウジ

エルびとの氏族が出た。これらはコハテびとの氏

族である。 28一か月以上の男子の数は、合わせ

て八千六百人であって、聖所の務を守る者たちで

ある。 29コハテの子たちの氏族は、幕屋の南の

方に宿営し、 30ウジエルの子エリザパンが、コ

ハテびとの氏族の父祖の家のつかさとなるであろ
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う。 31彼らの務は、契約の箱、机、燭台、二つ

の祭壇、聖所の務に用いる器、とばり、およびす

べてそれに用いる物を守ることである。 32祭司

アロンの子エレアザルが、レビびとのつかさたち

の長となり、聖所の務を守るものたちを監督する

であろう。 33メラリからマヘリびとの氏族と、

ムシびとの氏族とが出た。これらはメラリの氏族

である。 34その数えられた者、すなわち、一か

月以上の男子の数は、合わせて六千二百人であっ

た。 35アビハイルの子ツリエルが、メラリの氏

族の父祖の家のつかさとなるであろう。彼らは幕

屋の北の方に宿営しなければならない。 36メラ

リの子たちが、その務として管理すべきものは、

幕屋の枠、その横木、その柱、その座、そのすべ

ての器、およびそれに用いるすべての物、 37な

らびに庭のまわりの柱とその座、その釘、および

そのひもである。 38また幕屋の前、その東の方

、すなわち、会見の幕屋の東の方に宿営する者は

、モーセとアロン、およびアロンの子たちであっ

て、イスラエルの人々の務に代って、聖所の務を

守るものである。ほかの人で近づく者は殺される

であろう。 39モーセとアロンとが、主の言葉に

したがって数えたレビびとで、その氏族によって

数えられた者、一か月以上の男子は、合わせて二

万二千人であった。 40主はまたモーセに言われ

た、「あなたは、イスラエルの人々のうち、すべ

てういごである男子の一か月以上のものを数えて

、その名の数を調べなさい。 41また主なるわた

しのために、イスラエルの人々のうちの、すべて

のういごの代りにレビびとを取り、またイスラエ

ルの人々の家畜のうちの、すべてのういごの代り

に、レビびとの家畜を取りなさい」。 42そこで

モーセは主の命じられたように、イスラエルの人

々のうちの、すべてのういごを数えた。 43その

数えられたういごの男子、すべて一か月以上の者

は、その名の数によると二万二千二百七十三人で

あった。 44主はモーセに言われた、 45「あなた

はイスラエルの人々のうちの、すべてのういごの

代りに、レビびとを取り、また彼らの家畜の代り

に、レビびとの家畜を取りなさい。レビびとはわ

たしのものとなる。わたしは主である。 46また

イスラエルの人々のういごは、レビびとの数を二

百七十三人超過しているから、そのあがないのた

めに、 47そのあたまかずによって、ひとりごと

に銀五シケルを取らなければならない。すなわち

、聖所のシケルにしたがって、それを取らなけれ

ばならない。一シケルは二十ゲラである。 48あ

なたは、その超過した者をあがなう金を、アロン

と、その子たちに渡さなければならない」。 49

そこでモーセは、レビびとによってあがなわれた

者を超過した人々から、あがないの金を取った。

50すなわち、モーセは、イスラエルの人々のうい

ごから、聖所のシケルにしたがって千三百六十五

シケルの銀を取り、 51そのあがないの金を、主

の言葉にしたがって、アロンとその子たちに渡し

た。主がモーセに命じられたとおりである。

4主はまたモーセとアロンに言われた、 2「レビ

の子たちのうちから、コハテの子たちの総数

を、その氏族により、その父祖の家にしたがって

調べ、 3三十歳以上五十歳以下で、務につき、会

見の幕屋で働くことのできる者を、ことごとく数

えなさい。 4コハテの子たちの、会見の幕屋の務

は、いと聖なる物にかかわるものであって、次の

とおりである。 5すなわち、宿営の進む時に、ア

ロンとその子たちとは、まず、はいって、隔ての

垂幕を取りおろし、それをもって、あかしの箱を

おおい、 6その上に、じゅごんの皮のおおいを施

し、またその上に総青色の布をうちかけ、環にさ

おをさし入れる。 7また供えのパンの机の上には

、青色の布をうちかけ、その上に、さら、乳香を

盛る杯、鉢、および灌祭の瓶を並べ、また絶やさ

ず供えるパンを置き、 8緋色の布をその上にうち

かけ、じゅごんの皮のおおいをもって、これをお

おい、さおをさし入れる。 9また青色の布を取っ

て、燭台とそのともし火ざら、芯切りばさみ、芯

取りざら、およびそれに用いるもろもろの油の器

をおおい、 10じゅごんの皮のおおいのうちに、

燭台とそのもろもろの器をいれて、担架に載せる

。 11また、金の祭壇の上に青色の布をうちかけ

、じゅごんの皮のおおいで、これをおおい、その

さおをさし入れる。 12また聖所の務に用いる務

の器をみな取り、青色の布に包み、じゅごんの皮

のおおいで、これをおおって、担架に載せる。 13

また祭壇の灰を取り去って、紫の布をその祭壇の

上にうちかけ、 14その上に、務をするのに用い

るもろもろの器、すなわち、火ざら、肉さし、十

能、鉢、および祭壇のすべての器を載せ、またそ

の上に、じゅごんの皮のおおいをうちかけ、そし

てさおをさし入れる。 15宿営の進むとき、アロ
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ンとその子たちとが、聖所と聖所のすべての器を

おおうことを終ったならば、その後コハテの子た

ちは、それを運ぶために、はいってこなければな

らない。しかし、彼らは聖なる物に触れてはなら

ない。触れると死ぬであろう。会見の幕屋のうち

の、これらの物は、コハテの子たちが運ぶもので

ある。 16祭司アロンの子エレアザルは、ともし

油、香ばしい薫香、絶やさず供える素祭および注

ぎ油をつかさどり、また幕屋の全体と、そのうち

にあるすべての聖なる物、およびその所のもろも

ろの器をつかさどらなければならない」。 17主

はまた、モーセとアロンに言われた、 18「あな

たがたはコハテびとの一族を、レビびとのうちか

ら絶えさせてはならない。 19彼らがいと聖なる

物に近づく時、死なないで、命を保つために、こ

のようにしなさい、すなわち、アロンとその子た

ちが、まず、はいり、彼らをおのおのその働きに

つかせ、そのになうべきものを取らせなさい。 20

しかし、彼らは、はいって、ひと目でも聖なる物

を見てはならない。見るならば死ぬであろう」。

21主はまたモーセに言われた、 22「あなたはま

たゲルションの子たちの総数を、その父祖の家に

より、その氏族にしたがって調べ、 23三十歳以

上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くこ

とのできる者を、ことごとく数えなさい。 24ゲ

ルションびとの氏族の務として働くことと、運ぶ

物とは次のとおりである。 25すなわち、彼らは

幕屋の幕、会見の幕屋およびそのおおいと、その

上のじゅごんの皮のおおい、ならびに会見の幕屋

の入口のとばりを運び、 26また庭のあげばり、

および幕屋と祭壇のまわりの庭の門の入口のとば

りと、そのひも、ならびにそれに用いるすべての

器を運ばなければならない。そして彼らはすべて

これらのものについての働きをしなければならな

い。 27ゲルションびとの子たちのすべての務、

すなわち、その運ぶことと、働くこととは、すべ

てアロンとその子たちの命に従わなければならな

い。あなたがたは彼らにすべてその運ぶべき物を

定めて、これを守らせなければならない。 28こ

れはすなわちゲルションびとの子たちの氏族が、

会見の幕屋でする働きであって、彼らの務は祭司

アロンの子イタマルの指揮のもとにおかなければ

ならない。 29メラリの子たちをもまたあなたは

その氏族により、その祖父の家にしたがって調べ

、 30三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見

の幕屋の働きをすることのできる者を、ことごと

く数えなさい。 31彼らが会見の幕屋でするすべ

ての務にしたがって、その運ぶ責任のある物は次

のとおりである。すなわち、幕屋の枠、その横木

、その柱、その座、 32庭のまわりの柱、その座

、その釘、そのひも、またそのすべての器、およ

びそれに用いるすべてのものである。あなたがた

は彼らが運ぶ責任のある器を、その名によって割

り当てなければならない。 33これはすなわちメ

ラリの子たちの氏族の働きであって、彼らは祭司

アロンの子イタマルの指揮のもとに、会見の幕屋

で、このすべての働きをしなければならない」。

34そこでモーセとアロン、および会衆のつかさた

ちは、コハテの子たちをその氏族により、その父

祖の家にしたがって調べ、 35三十歳以上五十歳

以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのでき

る者を、ことごとく数えたが、 36その氏族にし

たがって数えられた者は二千七百五十人であった

。 37これはすなわち、コハテびとの氏族の数え

られた者で、すべて会見の幕屋で働くことのでき

る者であった。モーセとアロンが、主のモーセに

よって命じられたところにしたがって数えたので

ある。 38またゲルションの子たちを、その氏族

により、その父祖の家にしたがって調べ、 39三

十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で

働くことのできる者を、ことごとく数えたが、 40

その氏族により、その父祖の家にしたがって数え

られた者は二千六百三十人であった。 41これは

すなわち、ゲルションの子たちの氏族の数えられ

た者で、すべて会見の幕屋で働くことのできる者

であった。モーセとアロンが、主の命にしたがっ

て数えたのである。 42またメラリの子たちの氏

族を、その氏族により、その父祖の家にしたがっ

て調べ、 43三十歳以上五十歳以下で、務につき

、会見の幕屋で働くことのできる者を、ことごと

く数えたが、 44その氏族にしたがって数えられ

た者は三千二百人であった。 45これはすなわち

、メラリの子たちの氏族の数えられた者で、モー

セとアロンが、主のモーセによって命じられたと

ころにしたがって数えたのである。 46モーセと

アロン、およびイスラエルのつかさたちは、レビ

びとを、その氏族により、その父祖の家にしたが

って調べ、 47三十歳以上五十歳以下で、会見の

幕屋にはいって務の働きをし、また、運ぶ働きを

する者を、ことごとく数えたが、 48その数えら
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れた者は八千五百八十人であった。 49彼らは主

の命により、モーセによって任じられ、おのおの

その働きにつき、かつその運ぶところを受け持っ

た。こうして彼らは主のモーセに命じられたよう

に数えられたのである。

5主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に命じて、らい病人、流出のある者、死

体にふれて汚れた者を、ことごとく宿営の外に出

させなさい。 3男でも女でも、あなたがたは彼ら

を宿営の外に出してそこにおらせ、彼らに宿営を

汚させてはならない。わたしがその中に住んでい

るからである」。 4イスラエルの人々はそのよう

にして、彼らを宿営の外に出した。すなわち、主

がモーセに言われたようにイスラエルの人々は行

った。 5主はまたモーセに言われた、 6「イスラ

エルの人々に告げなさい、『男または女が、もし

人の犯す罪をおかして、主に罪を得、その人がと

がある者となる時は、 7その犯した罪を告白し、

その物の価にその五分の一を加えて、彼がとがを

犯した相手方に渡し、そのとがをことごとく償わ

なければならない。 8しかし、もし、そのとがの

償いを受け取るべき親族も、その人にない時は、

主にそのとがの償いをして、これを祭司に帰せし

めなければならない。なお、このほか、そのあが

ないをするために用いた贖罪の雄羊も、祭司に帰

せしめなければならない。 9イスラエルの人々が

、祭司のもとに携えて来るすべての聖なるささげ

物は、みな祭司に帰せしめなければならない。 10

すべて人の聖なるささげ物は祭司に帰し、すべて

人が祭司に与える物は祭司に帰するであろう』」

。 11主はまたモーセに言われた、 12「イスラエ

ルの人々に告げなさい、『もし人の妻たる者が、

道ならぬ事をして、その夫に罪を犯し、 13人が

彼女と寝たのに、その事が夫の目に隠れて現れず

、彼女はその身を汚したけれども、それに対する

証人もなく、彼女もまたその時に捕えられなかっ

た場合、 14すなわち、妻が身を汚したために、

夫が疑いの心を起して妻を疑うことがあり、また

は妻が身を汚した事がないのに、夫が疑いの心を

起して妻を疑うことがあれば、 15夫は妻を祭司

のもとに伴い、彼女のために大麦の粉一エパの十

分の一を供え物として携えてこなければならない

。ただし、その上に油を注いではならない。また

乳香を加えてはならない。これは疑いの供え物、

覚えの供え物であって罪を覚えさせるものだから

である。 16祭司はその女を近く進ませ、主の前

に立たせなければならない。 17祭司はまた土の

器に聖なる水を入れ、幕屋のゆかのちりを取って

その水に入れ、 18その女を主の前に立たせ、女

にその髪の毛をほどかせ、覚えの供え物すなわち

、疑いの供え物を、その手に持たせなければなら

ない。そして祭司は、のろいの苦い水を手に取り

、 19女に誓わせて、これに言わなければならな

い、「もし人があなたと寝たことがなく、またあ

なたが、夫のもとにあって、道ならぬ事をして汚

れたことがなければ、のろいの苦い水も、あなた

に害を与えないであろう。 20しかし、あなたが

、もし夫のもとにあって、道ならぬことをして身

を汚し、あなたの夫でない人が、あなたと寝たこ

とがあるならば、 21祭司はその女に、のろいの

誓いをもって誓わせ、その女に言わなければなら

ない。主はあなたのももをやせさせ、あなたの腹

をふくれさせて、あなたを民のうちの、のろいと

し、また、ののしりとされるように。 22また、

のろいの水が、あなたの腹にはいってあなたの腹

をふくれさせ、あなたのももをやせさせるように

」。その時、女は「アァメン、アァメン」と言わ

なければならない。 23祭司は、こののろいを書

き物に書きしるし、それを苦い水に洗い落し、 24

女にそののろいの水を飲ませなければならない。

そののろいの水は彼女のうちにはいって苦くなる

であろう。 25そして祭司はその女の手から疑い

の供え物を取り、その供え物を主の前に揺り動か

して、それを祭壇に持ってこなければならない。

26祭司はその供え物のうちから、覚えの分、一握

りを取って、それを祭壇で焼き、その後、女にそ

の水を飲ませなければならない。 27その水を女

に飲ませる時、もしその女が身を汚し、夫に罪を

犯した事があれば、そののろいの水は女のうちに

はいって苦くなり、その腹はふくれ、ももはやせ

て、その女は民のうちののろいとなるであろう。

28しかし、もし女が身を汚した事がなく、清いな

らば、害を受けないで、子を産むことができるで

あろう。 29これは疑いのある時のおきてである

。妻たる者が夫のもとにあって、道ならぬ事をし

て身を汚した時、 30または夫たる者が疑いの心

を起して、妻を疑う時、彼はその女を主の前に立

たせ、祭司はこのおきてを、ことごとく彼女に行
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わなければならない。 31こうするならば、夫は

罪がなく、妻は罪を負うであろう』」。

6主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『男または女が、特に誓

いを立て、ナジルびととなる誓願をして、身を主

に聖別する時は、 3ぶどう酒と濃い酒を断ち、ぶ

どう酒の酢となったもの、濃い酒の酢となったも

のを飲まず、また、ぶどうの汁を飲まず、また生

でも干したものでも、ぶどうを食べてはならない

。 4ナジルびとである間は、すべて、ぶどうの木

からできるものは、種も皮も食べてはならない。

5また、ナジルびとたる誓願を立てている間は、

すべて、かみそりを頭に当ててはならない。身を

主に聖別した日数の満ちるまで、彼は聖なるもの

であるから、髪の毛をのばしておかなければなら

ない。 6身を主に聖別している間は、すべて死体

に近づいてはならない。 7父母、兄弟、姉妹が死

んだ時でも、そのために身を汚してはならない。

神に聖別したしるしが、頭にあるからである。 8

彼はナジルびとである間は、すべて主の聖なる者

である。 9もし人がはからずも彼のかたわらに死

んで、彼の聖別した頭を汚したならば、彼は身を

清める日に、頭をそらなければならない。すなわ

ち、七日目にそれをそらなければならない。 10

そして八日目に山ばと二羽、または家ばとのひな

二羽を携えて、会見の幕屋の入口におる祭司の所

に行かなければならない。 11祭司はその一羽を

罪祭に、一羽を燔祭にささげて、彼が死体によっ

て得た罪を彼のためにあがない、その日に彼の頭

を聖別しなければならない。 12彼はまたナジル

びとたる日の数を、改めて主に聖別し、一歳の雄

の小羊を携えてきて、愆祭としなければならない

。それ以前の日は、彼がその聖別を汚したので、

無効になるであろう。 13これがナジルびとの律

法である。聖別の日数が満ちた時は、その人を会

見の幕屋の入口に連れてこなければならない。 14

そしてその人は供え物を主にささげなければなら

ない。すなわち、一歳の雄の小羊の全きもの一頭

を燔祭とし、一歳の雌の小羊の全きもの一頭を罪

祭とし、雄羊の全きもの一頭を酬恩祭とし、 15

また種入れぬパンの一かご、油を混ぜて作った麦

粉の菓子、油を塗った種入れぬ煎餅、および素祭

と灌祭を携えてこなければならない。 16祭司は

これを主の前に携えてきて、その罪祭と燔祭とを

ささげ、 17また雄羊を種入れぬパンの一かごと

共に、酬恩祭の犠牲として、主にささげなければ

ならない。祭司はまたその素祭と灌祭をもささげ

なければならない。 18そのナジルびとは会見の

幕屋の入口で、聖別した頭をそり、その聖別した

頭の髪を取って、これを酬恩祭の犠牲の下にある

火の上に置かなければならない。 19祭司はその

雄羊の肩の煮えたものと、かごから取った種入れ

ぬ菓子一つと、種入れぬ煎餅一つを取って、これ

をナジルびとが、その聖別した頭をそった後、そ

の手に授け、 20祭司は主の前でこれを揺り動か

して揺祭としなければならない。これは聖なる物

であって、その揺り動かした胸と、ささげたもも

と共に、祭司に帰するであろう。こうして後、そ

のナジルびとは、ぶどう酒を飲むことができる。

21これは誓願をするナジルびとと、そのナジルび

とたる事のために、主にささげる彼の供え物につ

いての律法である。このほかにその力の及ぶ物を

ささげることができる。すなわち、彼はその誓う

誓願のように、ナジルびとの律法にしたがって行

わなければならない』」。 22主はまたモーセに

言われた、 23「アロンとその子たちに言いなさ

い、『あなたがたはイスラエルの人々を祝福して

このように言わなければならない。 24「願わく

は主があなたを祝福し、あなたを守られるように

。 25願わくは主がみ顔をもってあなたを照し、

あなたを恵まれるように。 26願わくは主がみ顔

をあなたに向け、あなたに平安を賜わるように」

』。 27こうして彼らがイスラエルの人々のため

に、わたしの名を唱えるならば、わたしは彼らを

祝福するであろう」。

7モーセが幕屋を建て終り、これに油を注いで
聖別し、またそのすべての器、およびその祭

壇と、そのすべての器に油を注いで、これを聖別

した日に、 2イスラエルのつかさたち、すなわち

、その父祖の家の長たちは、ささげ物をした。彼

らは各部族のつかさたちであって、その数えられ

た人々をつかさどる者どもであった。 3彼らはそ

の供え物を、主の前に携えてきたが、おおいのあ

る車六両と雄牛十二頭であった。つかさふたりに

車一両、ひとりに雄牛一頭である。彼らはこれを

幕屋の前に引いてきた。 4その時、主はモーセに

言われた、 5「あなたはこれを会見の幕屋の務に

用いるために、彼らから受け取って、レビびとに
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、おのおのその務にしたがって、渡さなければな

らない」。 6そこでモーセはその車と雄牛を受け

取って、これをレビびとに渡した。 7すなわち、

ゲルションの子たちには、その務にしたがって、

車二両と雄牛四頭を渡し、 8メラリの子たちには

、その務にしたがって車四両と雄牛八頭を渡し、

祭司アロンの子イタマルに、これを監督させた。

9しかし、コハテの子たちには、何をも渡さなか

った。彼らの務は聖なる物を、肩にになって運ぶ

ことであったからである。 10つかさたちは、ま

た祭壇に油を注ぐ日に、祭壇奉納の供え物を携え

てきて、その供え物を祭壇の前にささげた。 11

主はモーセに言われた、「つかさたちは一日にひ

とりずつ、祭壇奉納の供え物をささげなければな

らない」。 12第一日に供え物をささげた者は、

ユダの部族のアミナダブの子ナションであった。

13その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十

シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖

所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を

混ぜた麦粉を満たしていた。 14また十シケルの

金の杯一つ。これには薫香を満たしていた。 15

また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の

雄の小羊一頭。 16罪祭に使う雄やぎ一頭。 17酬

恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五

頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはアミナ

ダブの子ナションの供え物であった。 18第二日

にはイッサカルのつかさ、ツアルの子ネタニエル

がささげ物をした。 19そのささげた供え物は銀

のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一

つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる

。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満た

していた。 20また十シケルの金の杯一つ、これ

には薫香を満たしていた。 21また燔祭に使う若

い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 22

罪祭に使う雄やぎ一頭。 23酬恩祭の犠牲に使う

雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小

羊五頭であって、これはツアルの子ネタニエルの

供え物であった。 24第三日にはゼブルンの子た

ちのつかさ、ヘロンの子エリアブ。 25その供え

物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀

の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケル

による。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉

を満たしていた。 26また十シケルの金の杯一つ

、これには薫香を満たしていた。 27また燔祭に

使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一

頭。 28罪祭に使う雄やぎ一頭。 29酬恩祭の犠牲

に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の

雄の小羊五頭であって、これはヘロンの子エリア

ブの供え物であった。 30第四日にはルベンの子

たちのつかさ、シデウルの子エリヅル。 31その

供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル

、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシ

ケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた

麦粉を満たしていた。 32また十シケルの金の杯

一つ、これには薫香を満たしていた。 33また燔

祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小

羊一頭。 34罪祭に使う雄やぎ一頭。 35酬恩祭の

犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一

歳の雄の小羊五頭であって、これはシデウルの子

エリヅルの供え物であった。 36第五日にはシメ

オンの子たちのつかさ、ツリシャダイの子シルミ

エル。 37その供え物は銀のさら一つ、その重さ

は百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル

、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に

使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 38また十

シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしてい

た。 39また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭

、一歳の雄の小羊一頭。 40罪祭に使う雄やぎ一

頭。 41酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭

、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、こ

れはツリシャダイの子シルミエルの供え物であっ

た。 42第六日にはガドの子たちのつかさ、デウ

エルの子エリアサフ。 43その供え物は銀のさら

一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、こ

れは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この

二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしてい

た。 44また十シケルの金の杯一つ、これには薫

香を満たしていた。 45また燔祭に使う若い雄牛

一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 46罪祭

に使う雄やぎ一頭。 47酬恩祭の犠牲に使う雄牛

二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五

頭であって、これはデウエルの子エリアサフの供

え物であった。 48第七日にはエフライムの子た

ちのつかさ、アミホデの子エリシャマ。 49その

供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル

、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシ

ケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた

麦粉を満たしていた。 50また十シケルの金の杯

一つ、これには薫香を満たしていた。 51また燔

祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小
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羊一頭。 52罪祭に使う雄やぎ一頭。 53酬恩祭の

犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一

歳の雄の小羊五頭であって、これはアミホデの子

エリシャマの供え物であった。 54第八日にはマ

ナセの子たちのつかさ、パダヅルの子ガマリエル

。 55その供え物は銀のさら一つ、その重さは百

三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共

に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う

油を混ぜた麦粉を満たしていた。 56また十シケ

ルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。

57また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳

の雄の小羊一頭。 58罪祭に使う雄やぎ一頭。 59

酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ

五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはパダ

ヅルの子ガマリエルの供え物であった。 60第九

日にはベニヤミンの子らのつかさ、ギデオニの子

アビダン。 61その供え物は銀のさら一つ、その

重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シ

ケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素

祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 62ま

た十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たし

ていた。 63また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊

一頭、一歳の雄の小羊一頭。 64罪祭に使う雄や

ぎ一頭。 65酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊

五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって

、これはギデオニの子アビダンの供え物であった

。 66第十日にはダンの子たちのつかさ、アミシ

ャダイの子アヒエゼル。 67その供え物は銀のさ

ら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、

これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。こ

の二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たして

いた。 68また十シケルの金の杯一つ、これには

薫香を満たしていた。 69また燔祭に使う若い雄

牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 70罪

祭に使う雄やぎ一頭。 71酬恩祭の犠牲に使う雄

牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊

五頭であって、これはアミシャダイの子アヒエゼ

ルの供え物であった。 72第十一日にはアセルの

子たちのつかさ、オクランの子パギエル。 73そ

の供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケ

ル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所の

シケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜ

た麦粉を満たしていた。 74また十シケルの金の

杯一つ、これには薫香を満たしていた。 75また

燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の

小羊一頭。 76罪祭に使う雄やぎ一頭。 77酬恩祭

の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、

一歳の雄の小羊五頭であって、これはオクランの

子パギエルの供え物であった。 78第十二日には

ナフタリの子たちのつかさ、エナンの子アヒラ。

79その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十

シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖

所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を

混ぜた麦粉を満たしていた。 80また十シケルの

金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 81

また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の

雄の小羊一頭。 82罪祭に使う雄やぎ一頭。 83酬

恩祭の犠牲に使う雄牛二頭。雄羊五頭、雄やぎ五

頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはエナン

の子アヒラの供え物であった。 84以上は祭壇に

油を注ぐ日に、イスラエルのつかさたちが、祭壇

を奉納する供え物として、ささげたものである。

すなわち、銀のさら十二、銀の鉢十二、金の杯十

二。 85銀のさらはそれぞれ百三十シケル、鉢は

それぞれ七十シケル、聖所のシケルによれば、こ

の銀の器は合わせて二千四百シケル。 86また薫

香の満ちている十二の金の杯は、聖所のシケルに

よれば、それぞれ十シケル、その杯の金は合わせ

て百二十シケルであった。 87また燔祭に使う雄

牛は合わせて十二、雄羊は十二、一歳の雄の小羊

は十二、このほかにその素祭のものがあった。ま

た罪祭に使う雄やぎは十二。 88酬恩祭の犠牲に

使う雄牛は合わせて二十四、雄羊は六十、雄やぎ

は六十、一歳の雄の小羊は六十であって、これは

祭壇に油を注いだ後に、祭壇奉納の供え物として

ささげたものである。 89さてモーセは主と語る

ために、会見の幕屋にはいって、あかしの箱の上

の、贖罪所の上、二つのケルビムの間から自分に

語られる声を聞いた。すなわち、主は彼に語られ

た。

8主はモーセに言われた、 2「アロンに言いなさ

い、『あなたがともし火をともす時は、七つ

のともし火で燭台の前方を照すようにしなさい』

」。 3アロンはそのようにした。すなわち、主が

モーセに命じられたように、燭台の前方を照すよ

うに、ともし火をともした。 4燭台の造りは次の

とおりである。それは金の打ち物で、その台もそ

の花も共に打物造りであった。モーセは主に示さ

れた型にしたがって、そのようにその燭台を造っ



民数記129

た。 5主はまたモーセに言われた、 6「レビびと

をイスラエルの人々のうちから取って、彼らを清

めなさい。 7あなたはこのようにして彼らを清め

なければならない。すなわち、罪を清める水を彼

らに注ぎかけ、彼らに全身をそらせ、衣服を洗わ

せて、身を清めさせ、 8そして彼らに若い雄牛一

頭と、油を混ぜた麦粉の素祭とを取らせなさい。

あなたはまた、ほかに若い雄牛を罪祭のために取

らなければならない。 9そして、あなたはレビび

とを会見の幕屋の前に連れてきて、イスラエルの

人々の全会衆を集め、 10レビびとを主の前に進

ませ、イスラエルの人々をして、手をレビびとの

上に置かせなければならない。 11そしてアロン

は、レビびとをイスラエルの人々のささげる揺祭

として、主の前にささげなければならない。これ

は彼らに主の務をさせるためである。 12それか

らあなたはレビびとをして、手をかの雄牛の頭の

上に置かせ、その一つを罪祭とし、一つを燔祭と

して主にささげ、レビびとのために罪のあがない

をしなければならない。 13あなたはレビびとを

、アロンとその子たちの前に立たせ、これを揺祭

として主にささげなければならない。 14こうし

て、あなたはレビびとをイスラエルの人々のうち

から分かち、レビびとをわたしのものとしなけれ

ばならない。 15こうして後レビびとは会見の幕

屋にはいって務につくことができる。あなたは彼

らを清め、彼らをささげて揺祭としなければなら

ない。 16彼らはイスラエルの人々のうちから、

全くわたしにささげられたものだからである。イ

スラエルの人々のうちの初めに生れた者、すなわ

ち、すべてのういごの代りに、わたしは彼らを取

ってわたしのものとした。 17イスラエルの人々

のうちのういごは、人も獣も、みなわたしのもの

だからである。わたしはエジプトの地で、すべて

のういごを撃ち殺した日に、彼らを聖別してわた

しのものとした。 18それでわたしはイスラエル

の人々のうちの、すべてのういごの代りにレビび

とを取った。 19わたしはイスラエルの人々のう

ちからレビびとを取って、アロンとその子たちに

与え、彼らに会見の幕屋で、イスラエルの人々に

代って務をさせ、またイスラエルの人々のために

罪のあがないをさせるであろう。これはイスラエ

ルの人々が、聖所に近づいて、イスラエルの人々

のうちに災の起ることのないようにするためであ

る」。 20モーセとアロン、およびイスラエルの

人々の全会衆は、すべて主がレビびとの事につき

、モーセに命じられた所にしたがって、レビびと

に行った、すなわち、イスラエルの人々は、その

ように彼らに行った。 21そこでレビびとは身を

清め、その衣服を洗った。アロンは彼らを主の前

にささげて揺祭とした。アロンはまた彼らのため

に、罪のあがないをして彼らを清めた。 22こう

して後、レビびとは会見の幕屋にはいって、アロ

ンとその子たちに仕えて務をした。すなわち、彼

らはレビびとの事について、主がモーセに命じら

れた所にしたがって、そのように彼らに行った。

23主はまたモーセに言われた、 24「レビびとは

次のようにしなければならない。すなわち、二十

五歳以上の者は務につき、会見の幕屋の働きをし

なければならない。 25しかし、五十歳からは務

の働きを退き、重ねて務をしてはならない。 26

ただ、会見の幕屋でその兄弟たちの務の助けをす

ることができる。しかし、務をしてはならない。

あなたがレビびとにその務をさせるには、このよ

うにしなければならない」。

9エジプトの国を出た次の年の正月、主はシナ
イの荒野でモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に、過越の祭を定めの時に行わせなさい。

3この月の十四日の夕暮、定めの時に、それを行

わなければならない。あなたがたは、そのすべて

の定めと、そのすべてのおきてにしたがって、そ

れを行わなければならない」。 4そこでモーセが

イスラエルの人々に、過越の祭を行わなければな

らないと言ったので、 5彼らは正月の十四日の夕

暮、シナイの荒野で過越の祭を行った。すなわち

、イスラエルの人々は、すべて主がモーセに命じ

られたようにおこなった。 6ところが人の死体に

触れて身を汚したために、その日に過越の祭を行

うことのできない人々があって、その日モーセと

アロンの前にきて、 7その人々は彼に言った、「

わたしたちは人の死体に触れて身を汚しましたが

、なぜその定めの時に、イスラエルの人々と共に

、主に供え物をささげることができないのですか

」。 8モーセは彼らに言った、「しばらく待て。

主があなたがたについて、どう仰せになるかを聞

こう」。 9主はモーセに言われた、 10「イスラ

エルの人々に言いなさい、『あなたがたのうち、

また、あなたがたの子孫のうち、死体に触れて身

を汚した人も、遠い旅路にある人も、なお、過越
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の祭を主に対して行うことができるであろう。 11

すなわち、二月の十四日の夕暮、それを行い、種

入れぬパンと苦菜を添えて、それを食べなければ

ならない。 12これを少しでも朝まで残しておい

てはならない。またその骨は一本でも折ってはな

らない。過越の祭のすべての定めにしたがってこ

れを行わなければならない。 13しかし、その身

は清く、旅に出てもいないのに、過越の祭を行わ

ないときは、その人は民のうちから断たれるであ

ろう。このような人は、定めの時に主の供え物を

ささげないゆえ、その罪を負わなければならない

。 14もし他国の人が、あなたがたのうちに寄留

していて、主に対して過越の祭を行おうとするな

らば、過越の祭の定めにより、そのおきてにした

がって、これを行わなければならない。あなたが

たは他国の人にも、自国の人にも、同一の定めを

用いなければならない』」。 15幕屋を建てた日

に、雲は幕屋をおおった。すれはすなわち、あか

しの幕屋であって、夕には、幕屋の上に、雲は火

のように見えて、朝にまで及んだ。 16常にそう

であって、昼は雲がそれをおおい、夜は火のよう

に見えた。 17雲が幕屋を離れてのぼる時は、イ

スラエルの人々は、ただちに道に進んだ。また雲

がとどまる所に、イスラエルの人々は宿営した。

18すなわち、イスラエルの人々は、主の命によっ

て道に進み、主の命によって宿営し、幕屋の上に

雲がとどまっている間は、宿営していた。 19幕

屋の上に、日久しく雲のとどまる時は、イスラエ

ルの人々は主の言いつけを守って、道に進まなか

った。 20また幕屋の上に、雲のとどまる日の少

ない時もあったが、彼らは、ただ主の命にしたが

って宿営し、主の命にしたがって、道に進んだ。

21また雲は夕から朝まで、とどまることもあった

が、朝になって、雲がのぼる時は、彼らは道に進

んだ。また昼でも夜でも、雲がのぼる時は、彼ら

は道に進んだ。 22ふつかでも、一か月でも、あ

るいはそれ以上でも、幕屋の上に、雲がとどまっ

ている間は、イスラエルの人々は宿営していて、

道に進まなかったが、それがのぼると道に進んだ

。 23すなわち、彼らは主の命にしたがって宿営

し、主の命にしたがって道に進み、モーセによっ

て、主が命じられたとおりに、主の言いつけを守

った。

10主はモーセに言われた、 2「銀のラッパを二

本つくりなさい。すなわち、打物造りとし、

それで会衆を呼び集め、また宿営を進ませなさい

。 3この二つを吹くときは、全会衆が会見の幕屋

の入口に、あなたの所に集まってこなければなら

ない。 4もしその一つだけを吹くときは、イスラ

エルの氏族の長であるつかさたちが、あなたの所

に集まってこなければならない。 5またあなたが

たが警報を吹き鳴らす時は、東の方の宿営が、道

に進まなければならない。 6二度目の警報を吹き

鳴らす時は、南の方の宿営が、道に進まなければ

ならない。すべて道に進む時は、警報を吹き鳴ら

さなければならない。 7また会衆を集める時にも

、ラッパを吹き鳴らすが、警報は吹き鳴らしては

ならない。 8アロンの子である祭司たちが、ラッ

パを吹かなければならない。これはあなたがたが

、代々ながく守るべき定めとしなければならない

。 9また、あなたがたの国で、あなたがたをしえ

たげるあだとの戦いに出る時は、ラッパをもって

、警報を吹き鳴らさなければならない。そうする

ならば、あなたがたは、あなたがたの神、主に覚

えられて、あなたがたの敵から救われるであろう

。 10また、あなたがたの喜びの日、あなたがた

の祝いの時、および月々の第一日には、あなたが

たの燔祭と酬恩祭の犠牲をささげるに当って、ラ

ッパを吹き鳴らさなければならない。そうするな

らば、あなたがたの神は、それによって、あなた

がたを覚えられるであろう。わたしはあなたがた

の神、主である」。 11第二年の二月二十日に、

雲があかしの幕屋を離れてのぼったので、 12イ

スラエルの人々は、シナイの荒野を出て、その旅

路に進んだが、パランの荒野に至って、雲はとど

まった。 13こうして彼らは、主がモーセによっ

て、命じられたところにしたがって、道に進むこ

とを始めた。 14先頭には、ユダの子たちの宿営

の旗が、その部隊を従えて進んだ。ユダの部隊の

長はアミナダブの子ナション、 15イッサカルの

子たちの部族の部隊の長はツアルの子ネタニエル

、 16ゼブルンの子たちの部族の部隊の長はヘロ

ンの子エリアブであった。 17そして幕屋は取り

くずされ、ゲルションの子たち、およびメラリの

子たちは幕屋を運び進んだ。 18次にルベンの宿

営の旗が、その部隊を従えて進んだ。ルベンの部

隊の長はシデウルの子エリヅル、 19シメオンの

子たちの部族の部隊の長はツリシャダイの子シル
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ミエル、 20ガドの子たちの部族の部隊の長はデ

ウエルの子エリアサフであった。 21そしてコハ

テびとは聖なる物を運び進んだ。これが着くまで

に、人々は幕屋を建て終るのである。 22次にエ

フライムの子たちの宿営の旗が、その部隊を従え

て進んだ。エフライムの部隊の長はアミホデの子

エリシャマ、 23マナセの子たちの部族の部隊の

長はパダヅルの子ガマリエル、 24ベニヤミンの

子たちの部族の部隊の長はギデオニの子アビダン

であった。 25次にダンの子たちの宿営の旗が、

その部隊を従えて進んだ。この部隊はすべての宿

営のしんがりであった。ダンの部隊の長はアミシ

ャダイの子アヒエゼル、 26アセルの子たちの部

族の部隊の長はオクランの子パギエル、 27ナフ

タリの子たちの部族の部隊の長はエナンの子アヒ

ラであった。 28イスラエルの人々が、その道に

進む時は、このように、その部隊に従って進んだ

。 29さて、モーセは、妻の父、ミデヤンびとリ

ウエルの子ホバブに言った、「わたしたちは、か

つて主がおまえたちに与えると約束された所に向

かって進んでいます。あなたも一緒においでくだ

さい。あなたが幸福になられるようにいたしまし

ょう。主がイスラエルに幸福を約束されたのです

から」。 30彼はモーセに言った、「わたしは行

きません。わたしは国に帰って、親族のもとに行

きます」。 31モーセはまた言った、「どうかわ

たしたちを見捨てないでください。あなたは、わ

たしたちが荒野のどこに宿営すべきかを御存じで

すから、わたしたちの目となってください。 32

もしあなたが一緒においでくださるなら、主がわ

たしたちに賜わる幸福をあなたにも及ぼしましょ

う」。 33こうして彼らは主の山を去って、三日

の行程を進んだ。主の契約の箱は、その三日の行

程の間、彼らに先立って行き、彼らのために休む

所を尋ねもとめた。 34彼らが宿営を出て、道に

進むとき、昼は主の雲が彼らの上にあった。 35

契約の箱の進むときモーセは言った、「主よ、立

ちあがってください。あなたの敵は打ち散らされ

、あなたを憎む者どもは、あなたの前から逃げ去

りますように」。 36またそのとどまるとき、彼

は言った、「主よ、帰ってきてください、イスラ

エルのちよろずの人に」。

11さて、民は災難に会っている人のように、主
の耳につぶやいた。主はこれを聞いて怒りを

発せられ、主の火が彼らのうちに燃えあがって、

宿営の端を焼いた。 2そこで民はモーセにむかっ

て叫んだ。モーセが主に祈ったので、その火はし

ずまった。 3主の火が彼らのうちに燃えあがった

ことによって、その所の名はタベラと呼ばれた。

4また彼らのうちにいた多くの寄り集まりびとは

欲心を起し、イスラエルの人々もまた再び泣いて

言った、「ああ、肉が食べたい。 5われわれは思

い起すが、エジプトでは、ただで、魚を食べた。

きゅうりも、すいかも、にらも、たまねぎも、そ

して、にんにくも。 6しかし、いま、われわれの

精根は尽きた。われわれの目の前には、このマナ

のほか何もない」。 7マナは、こえんどろの実の

ようで、色はブドラクの色のようであった。 8民

は歩きまわって、これを集め、ひきうすでひき、

または、うすでつき、かまで煮て、これをもちと

した。その味は油菓子の味のようであった。 9夜

、宿営の露がおりるとき、マナはそれと共に降っ

た。 10モーセは、民が家ごとに、おのおのその

天幕の入口で泣くのを聞いた。そこで主は激しく

怒られ、またモーセは不快に思った。 11そして

、モーセは主に言った、「あなたはなぜ、しもべ

に悪い仕打ちをされるのですか。どうしてわたし

はあなたの前に恵みを得ないで、このすべての民

の重荷を負わされるのですか。 12わたしがこの

すべての民を、はらんだのですか。わたしがこれ

を生んだのですか。そうではないのに、あなたは

なぜわたしに『養い親が乳児を抱くように、彼ら

をふところに抱いて、あなたが彼らの先祖たちに

誓われた地に行け』と言われるのですか。 13わ

たしはどこから肉を獲て、このすべての民に与え

ることができましょうか。彼らは泣いて、『肉を

食べさせよ』とわたしに言っているのです。 14

わたしひとりでは、このすべての民を負うことが

できません。それはわたしには重過ぎます。 15

もしわたしがあなたの前に恵みを得ますならば、

わたしにこのような仕打ちをされるよりは、むし

ろ、ひと思いに殺し、このうえ苦しみに会わせな

いでください」。 16主はモーセに言われた、「

イスラエルの長老たちのうち、民の長老となり、

つかさとなるべきことを、あなたが知っている者

七十人をわたしのもとに集め、会見の幕屋に連れ

てきて、そこにあなたと共に立たせなさい。 17

わたしは下って、その所で、あなたと語り、また

わたしはあなたの上にある霊を、彼らにも分け与
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えるであろう。彼らはあなたと共に、民の重荷を

負い、あなたが、ただひとりで、それを負うこと

のないようにするであろう。 18あなたはまた民

に言いなさい、『あなたがたは身を清めて、あす

を待ちなさい。あなたがたは肉を食べることがで

きるであろう。あなたがたが泣いて主の耳に、わ

たしたちは肉が食べたい。エジプトにいた時は良

かったと言ったからである。それゆえ、主はあな

たがたに肉を与えて食べさせられるであろう。 19

あなたがたがそれを食べるのは、一日や二日や五

日や十日や二十日ではなく、 20一か月に及び、

ついにあなたがたの鼻から出るようになり、あな

たがたは、それに飽き果てるであろう。それはあ

なたがたのうちにおられる主を軽んじて、その前

に泣き、なぜ、わたしたちはエジプトから出てき

たのだろうと言ったからである』」。 21モーセ

は言った、「わたしと共におる民は徒歩の男子だ

けでも六十万です。ところがあなたは、『わたし

は彼らに肉を与えて一か月のあいだ食べさせよう

』と言われます。 22羊と牛の群れを彼らのため

にほふって、彼らを飽きさせるというのですか。

海のすべての魚を彼らのために集めて、彼らを飽

きさせるというのですか」。 23主はモーセに言

われた、「主の手は短かろうか。あなたは、いま

、わたしの言葉の成るかどうかを見るであろう」

。 24この時モーセは出て、主の言葉を民に告げ

、民の長老たち七十人を集めて、幕屋の周囲に立

たせた。 25主は雲のうちにあって下り、モーセ

と語られ、モーセの上にある霊を、その七十人の

長老たちにも分け与えられた。その霊が彼らの上

にとどまった時、彼らは預言した。ただし、その

後は重ねて預言しなかった。 26その時ふたりの

者が、宿営にとどまっていたが、ひとりの名はエ

ルダデと言い、ひとりの名はメダデといった。彼

らの上にも霊がとどまった。彼らは名をしるされ

た者であったが、幕屋に行かなかったので、宿営

のうちで預言した。 27時にひとりの若者が走っ

てきて、モーセに告げて言った、「エルダデとメ

ダデとが宿営のうちで預言しています」。 28若

い時からモーセの従者であったヌンの子ヨシュア

は答えて言った、「わが主、モーセよ、彼らをさ

し止めてください」。 29モーセは彼に言った、

「あなたは、わたしのためを思って、ねたみを起

しているのか。主の民がみな預言者となり、主が

その霊を彼らに与えられることは、願わしいこと

だ」。 30こうしてモーセはイスラエルの長老た

ちと共に、宿営に引きあげた。 31さて、主のも

とから風が起り、海の向こうから、うずらを運ん

できて、これを宿営の近くに落した。その落ちた

範囲は、宿営の周囲で、こちら側も、おおよそ一

日の行程、あちら側も、おおよそ一日の行程、地

面から高さおおよそ二キュビトであった。 32そ

こで民は立ち上がってその日は終日、その夜は終

夜、またその次の日も終日、うずらを集めたが、

集める事の最も少ない者も、十ホメルほど集めた

。彼らはみな、それを宿営の周囲に広げておいた

。 33その肉がなお、彼らの歯の間にあって食べ

つくさないうちに、主は民にむかって怒りを発し

、主は非常に激しい疫病をもって民を撃たれた。

34これによって、その所の名はキブロテ・ハッタ

ワと呼ばれた。欲心を起した民を、そこに埋めた

からである。 35キブロテ・ハッタワから、民は

ハゼロテに進み、ハゼロテにとどまった。

12モーセはクシの女をめとっていたが、そのク
シの女をめとったゆえをもって、ミリアムと

アロンはモーセを非難した。 2彼らは言った、「

主はただモーセによって語られるのか。われわれ

によっても語られるのではないのか」。主はこれ

を聞かれた。 3モーセはその人となり柔和なこと

、地上のすべての人にまさっていた。 4そこで、

主は突然モーセとアロン、およびミリアムにむか

って「あなたがた三人、会見の幕屋に出てきなさ

い」と言われたので、彼ら三人は出てきたが、 5

主は雲の柱のうちにあって下り、幕屋の入口に立

って、アロンとミリアムを呼ばれた。彼らふたり

が進み出ると、 6彼らに言われた、「あなたがた

は、いま、わたしの言葉を聞きなさい。あなたが

たのうちに、もし、預言者があるならば、主なる

わたしは幻をもって、これにわたしを知らせ、ま

た夢をもって、これと語るであろう。 7しかし、

わたしのしもべモーセとは、そうではない。彼は

わたしの全家に忠信なる者である。 8彼とは、わ

たしは口ずから語り、明らかに言って、なぞを使

わない。彼はまた主の形を見るのである。なぜ、

あなたがたはわたしのしもべモーセを恐れず非難

するのか」。 9主は彼らにむかい怒りを発して去

られた。 10雲が幕屋の上を離れ去った時、ミリ

アムは、らい病となり、その身は雪のように白く

なった。アロンがふり返ってミリアムを見ると、



民数記133

彼女はらい病になっていた。 11そこで、アロン

はモーセに言った、「ああ、わが主よ、わたした

ちは愚かなことをして罪を犯しました。どうぞ、

その罰をわたしたちに受けさせないでください。

12どうぞ彼女を母の胎から肉が半ば滅びうせて出

る死人のようにしないでください」。 13その時

モーセは主に呼ばわって言った、「ああ、神よ、

どうぞ彼女をいやしてください」。 14主はモー

セに言われた、「彼女の父が彼女の顔につばきし

てさえ、彼女は七日のあいだ、恥じて身を隠すで

はないか。彼女を七日のあいだ、宿営の外で閉じ

こめておかなければならない。その後、連れもど

してもよい」。 15そこでミリアムは七日のあい

だ、宿営の外で閉じこめられた。民はミリアムが

連れもどされるまでは、道に進まなかった。 16

その後、民はハゼロテを立って進み、パランの荒

野に宿営した。

13主はモーセに言われた、 2「人をつかわして

、わたしがイスラエルの人々に与えるカナン

の地を探らせなさい。すなわち、その父祖の部族

ごとに、すべて彼らのうちのつかさたる者ひとり

ずつをつかわしなさい」。 3モーセは主の命にし

たがって、パランの荒野から彼らをつかわした。

その人々はみなイスラエルの人々のかしらたちで

あった。 4彼らの名は次のとおりである。ルベン

の部族ではザックルの子シャンマ、 5シメオンの

部族ではホリの子シャパテ、 6ユダの部族ではエ

フンネの子カレブ、 7イッサカルの部族ではヨセ

フの子イガル、 8エフライムの部族ではヌンの子

ホセア、 9ベニヤミンの部族ではラフの子パルテ

、 10ゼブルンの部族ではソデの子ガデエル、 11

ヨセフの部族すなわち、マナセの部族ではスシの

子ガデ、 12ダンの部族ではゲマリの子アンミエ

ル、 13アセルの部族ではミカエルの子セトル、

14ナフタリの部族ではワフシの子ナヘビ、 15ガ

ドの部族ではマキの子ギウエル。 16以上はモー

セがその地を探らせるためにつかわした人々の名

である。そしてモーセはヌンの子ホセアをヨシュ

アと名づけた。 17モーセは彼らをつかわし、カ

ナンの地を探らせようとして、これに言った、「

あなたがたはネゲブに行って、山に登り、 18そ

の地の様子を見、そこに住む民は、強いか弱いか

、少ないか多いか、 19また彼らの住んでいる地

は、良いか悪いか。人々の住んでいる町々は、天

幕か、城壁のある町か、 20その地は、肥えてい

るか、やせているか、そこには、木があるかない

かを見なさい。あなたがたは、勇んで行って、そ

の地のくだものを取ってきなさい」。時は、ぶど

うの熟し始める季節であった。 21そこで、彼ら

はのぼっていって、その地をチンの荒野からハマ

テの入口に近いレホブまで探った。 22彼らはネ

ゲブにのぼって、ヘブロンまで行った。そこには

アナクの子孫であるアヒマン、セシャイ、および

タルマイがいた。ヘブロンはエジプトのゾアンよ

りも七年前に建てられたものである。 23ついに

彼らはエシコルの谷に行って、そこで一ふさのぶ

どうの枝を切り取り、これを棒をもって、ふたり

でかつぎ、また、ざくろといちじくをも取った。

24イスラエルの人々が、そこで切り取ったぶどう

の一ふさにちなんで、その所はエシコルの谷と呼

ばれた。 25四十日の後、彼らはその地を探り終

って帰ってきた。 26そして、パランの荒野にあ

るカデシにいたモーセとアロン、およびイスラエ

ルの人々の全会衆のもとに行って、彼らと全会衆

とに復命し、その地のくだものを彼らに見せた。

27彼らはモーセに言った、「わたしたちはあなた

が、つかわした地へ行きました。そこはまことに

乳と蜜の流れている地です。これはそのくだもの

です。 28しかし、その地に住む民は強く、その

町々は堅固で非常に大きく、わたしたちはそこに

アナクの子孫がいるのを見ました。 29またネゲ

ブの地には、アマレクびとが住み、山地にはヘテ

びと、エブスびと、アモリびとが住み、海べとヨ

ルダンの岸べには、カナンびとが住んでいます」

。 30そのとき、カレブはモーセの前で、民をし

ずめて言った、「わたしたちはすぐにのぼって、

攻め取りましょう。わたしたちは必ず勝つことが

できます」。 31しかし、彼とともにのぼって行

った人々は言った、「わたしたちはその民のとこ

ろへ攻めのぼることはできません。彼らはわたし

たちよりも強いからです」。 32そして彼らはそ

の探った地のことを、イスラエルの人々に悪く言

いふらして言った、「わたしたちが行き巡って探

った地は、そこに住む者を滅ぼす地です。またそ

の所でわたしたちが見た民はみな背の高い人々で

す。 33わたしたちはまたそこで、ネピリムから

出たアナクの子孫ネピリムを見ました。わたした

ちには自分が、いなごのように思われ、また彼ら

にも、そう見えたに違いありません」。
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14そこで、会衆はみな声をあげて叫び、民はそ
の夜、泣き明かした。 2またイスラエルの人

々はみなモーセとアロンにむかってつぶやき、全

会衆は彼らに言った、「ああ、わたしたちはエジ

プトの国で死んでいたらよかったのに。この荒野

で死んでいたらよかったのに。 3なにゆえ、主は

わたしたちをこの地に連れてきて、つるぎに倒れ

させ、またわたしたちの妻子をえじきとされるの

であろうか。エジプトに帰る方が、むしろ良いで

はないか」。 4彼らは互に言った、「わたしたち

はひとりのかしらを立てて、エジプトに帰ろう」

。 5そこで、モーセとアロンはイスラエルの人々

の全会衆の前でひれふした。 6このとき、その地

を探った者のうちのヌンの子ヨシュアとエフンネ

の子カレブは、その衣服を裂き、 7イスラエルの

人々の全会衆に言った、「わたしたちが行き巡っ

て探った地は非常に良い地です。 8もし、主が良

しとされるならば、わたしたちをその地に導いて

行って、それをわたしたちにくださるでしょう。

それは乳と蜜の流れている地です。 9ただ、主に

そむいてはなりません。またその地の民を恐れて

はなりません。彼らはわたしたちの食い物にすぎ

ません。彼らを守る者は取り除かれます。主がわ

たしたちと共におられますから、彼らを恐れては

なりません」。 10ところが会衆はみな石で彼ら

を撃ち殺そうとした。そのとき、主の栄光が、会

見の幕屋からイスラエルのすべての人に現れた。

11主はモーセに言われた、「この民はいつまでわ

たしを侮るのか。わたしがもろもろのしるしを彼

らのうちに行ったのに、彼らはいつまでわたしを

信じないのか。 12わたしは疫病をもって彼らを

撃ち滅ぼし、あなたを彼らよりも大いなる強い国

民としよう」。 13モーセは主に言った、「エジ

プトびとは、あなたが力をもって、この民を彼ら

のうちから導き出されたことを聞いて、 14この

地の住民に告げるでしょう。彼らは、主なるあな

たが、この民のうちにおられ、主なるあなたが、

まのあたり現れ、あなたの雲が、彼らの上にとど

まり、昼は雲の柱のうちに、夜は火の柱のうちに

あって、彼らの前に行かれるのを聞いたのです。

15いま、もし、あなたがこの民をひとり残らず殺

されるならば、あなたのことを聞いた国民は語っ

て、 16『主は与えると誓った地に、この民を導

き入れることができなかったため、彼らを荒野で

殺したのだ』と言うでしょう。 17どうぞ、あな

たが約束されたように、いま主の大いなる力を現

してください。 18あなたはかつて、『主は怒る

ことおそく、いつくしみに富み、罪ととがをゆる

す者、しかし、罰すべき者は、決してゆるさず、

父の罪を子に報いて、三、四代に及ぼす者である

』と言われました。 19どうぞ、あなたの大いな

るいつくしみによって、エジプトからこのかた、

今にいたるまで、この民をゆるされたように、こ

の民の罪をおゆるしください」。 20主は言われ

た、「わたしはあなたの言葉のとおりにゆるそう

。 21しかし、わたしは生きている。また主の栄

光が、全世界に満ちている。 22わたしの栄光と

、わたしがエジプトと荒野で行ったしるしを見な

がら、このように十度もわたしを試みて、わたし

の声に聞きしたがわなかった人々はひとりも、 23

わたしがかつて彼らの先祖たちに与えると誓った

地を見ないであろう。またわたしを侮った人々も

、それを見ないであろう。 24ただし、わたしの

しもべカレブは違った心をもっていて、わたしに

完全に従ったので、わたしは彼が行ってきた地に

彼を導き入れるであろう。彼の子孫はそれを所有

するにいたるであろう。 25谷にはアマレクびと

とカナンびとが住んでいるから、あなたがたは、

あす、身をめぐらして紅海の道を荒野へ進みなさ

い」。 26主はモーセとアロンに言われた、 27「

わたしにむかってつぶやくこの悪い会衆をいつま

で忍ぶことができようか。わたしはイスラエルの

人々が、わたしにむかってつぶやくのを聞いた。

28あなたは彼らに言いなさい、『主は言われる、

「わたしは生きている。あなたがたが、わたしの

耳に語ったように、わたしはあなたがたにするで

あろう。 29あなたがたは死体となって、この荒

野に倒れるであろう。あなたがたのうち、わたし

にむかってつぶやいた者、すなわち、すべて数え

られた二十歳以上の者はみな倒れるであろう。 30

エフンネの子カレブと、ヌンの子ヨシュアのほか

は、わたしがかつて、あなたがたを住まわせよう

と、手をあげて誓った地に、はいることができな

いであろう。 31しかし、あなたがたが、えじき

になるであろうと言ったあなたがたの子供は、わ

たしが導いて、はいるであろう。彼らはあなたが

たが、いやしめた地を知るようになるであろう。

32しかしあなたがたは死体となってこの荒野に倒

れるであろう。 33あなたがたの子たちは、あな

たがたの死体が荒野に朽ち果てるまで四十年のあ
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いだ、荒野で羊飼となり、あなたがたの不信の罪

を負うであろう。 34あなたがたは、かの地を探

った四十日の日数にしたがい、その一日を一年と

して、四十年のあいだ、自分の罪を負い、わたし

があなたがたを遠ざかったことを知るであろう」

。 35主なるわたしがこれを言う。わたしは必ず

わたしに逆らって集まったこの悪い会衆に、これ

をことごとく行うであろう。彼らはこの荒野に朽

ち、ここで死ぬであろう』」。 36こうして、モ

ーセにつかわされ、かの地を探りに行き、帰って

きて、その地を悪く言い、全会衆を、モーセにむ

かって、つぶやかせた人々、 37すなわち、その

地を悪く言いふらした人々は、疫病にかかって主

の前に死んだが、 38その地を探りに行った人々

のうち、ヌンの子ヨシュアと、エフンネの子カレ

ブとは生き残った。 39モーセが、これらのこと

を、イスラエルのすべての人々に告げたとき、民

は非常に悲しみ、 40朝早く起きて山の頂きに登

って言った、「わたしたちはここにいる。さあ、

主が約束された所へ上って行こう。わたしたちは

罪を犯したのだから」。 41モーセは言った、「

あなたがたは、それをなし遂げることもできない

のに、どうして、そのように主の命にそむくのか

。 42あなたがたは上って行ってはならない。主

があなたがたのうちにおられないから、あなたが

たは敵の前に、撃ち破られるであろう。 43そこ

には、アマレクびとと、カナンびとがあなたがた

の前にいるから、あなたがたは、つるぎに倒れる

であろう。あなたがたがそむいて、主に従わなか

ったゆえ、主はあなたがたと共におられないから

である」。 44しかし、彼らは、ほしいままに山

の頂に登った。ただし、主の契約の箱と、モーセ

とは、宿営の中から出なかった。 45そこで、そ

の山に住んでいたアマレクびとと、カナンびとが

下ってきて、彼らを撃ち破り、ホルマまで追って

きた。

15主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に言いなさい、『あなたがたが、わたしの

与えて住ませる地に行って、 3主に火祭をささげ

る時、すなわち特別の誓願の供え物、あるいは自

発の供え物、あるいは祝のときの供え物として、

牛または羊を燔祭または犠牲としてささげ、主に

香ばしいかおりとするとき、 5その供え物を主に

ささげる者は、燔祭または犠牲と共に、小羊一頭

ごとに、麦粉一エパの十分の一に、油一ヒンの四

分の一を混ぜたものを、素祭としてささげ、ぶど

う酒一ヒンの四分の一を、灌祭としてささげなけ

ればならない。 6もし、また雄羊を用いるときは

、麦粉一エパの十分の二に、油一ヒンの三分の一

を混ぜたものを、素祭としてささげ、 7また、ぶ

どう酒一ヒンの三分の一を、灌祭としてささげて

、主に香ばしいかおりとしなければならない。 8

またあなたが特別の誓願の供え物、あるいは酬恩

祭を、主にささげる時、若い雄牛を、燔祭または

犠牲とするならば、 9麦粉一エパの十分の三に、

油一ヒンの二分の一を混ぜたものを、素祭として

、若い雄牛と共にささげ、 10また、ぶどう酒一

ヒンの二分の一を、灌祭としてささげなければな

らない。これは火祭であって、主に香ばしいかお

りとするものである。 11雄牛、あるいは雄羊、

あるいは小羊、あるいは子やぎは、一頭ごとに、

このようにしなければならない。 12すなわち、

あなたがたのささげる数にてらし、その数にした

がって、一頭ごとに、このようにしなければなら

ない。 13すべて国に生れた者が、火祭をささげ

て、主に香ばしいかおりとするときは、このよう

に、これらのことを行わなければならない。 14

またあなたがたのうちに寄留している他国人、ま

たはあなたがたのうちに、代々ながく住む者が、

火祭をささげて、主に香ばしいかおりとしようと

する時は、あなたがたがするように、その人もし

なければならない。 15会衆たる者は、あなたが

たも、あなたがたのうちに寄留している他国人も

、同一の定めに従わなければならない。これは、

あなたがたが代々ながく守るべき定めである。他

国の人も、主の前には、あなたがたと等しくなけ

ればならない。 16すなわち、あなたがたも、あ

なたがたのうちに寄留している他国人も、同一の

律法、同一のおきてに従わなければならない』」

。 17主はまたモーセに言われた、 18「イスラエ

ルの人々に言いなさい、『わたしが導いて行く地

に、あなたがたがはいって、 19その地の食物を

食べるとき、あなたがたは、ささげ物を主にささ

げなければならない。 20すなわち、麦粉の初物

で作った菓子を、ささげ物としなければならない

。これを、打ち場からのささげ物のように、ささ

げなければならない。 21あなたがたは代々その

麦粉の初物で、主にささげ物をしなければならな

い。 22あなたがたが、もしあやまって、主がモ
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ーセに告げられたこのすべての戒めを行わず、 23

主がモーセによって戒めを与えられた日からこの

かた、代々にわたり、あなたがたに命じられたす

べての事を行わないとき、 24すなわち、会衆が

知らずに、あやまって犯した時は、全会衆は若い

雄牛一頭を、燔祭としてささげ、主に香ばしいか

おりとし、これに素祭と灌祭とを定めのように加

え、また雄やぎ一頭を、罪祭としてささげなけれ

ばならない。 25そして祭司は、イスラエルの人

々の全会衆のために、罪のあがないをしなければ

ならない。そうすれば、彼らはゆるされるであろ

う。それは過失だからである。彼らはその過失の

ために、その供え物として、火祭を主にささげ、

また罪祭を主の前にささげなければならない。 26

そうすれば、イスラエルの人々の全会衆はゆるさ

れ、また彼らのうちに寄留している他国人も、ゆ

るされるであろう。民はみな過失を犯したからで

ある。 27もし人があやまって罪を犯す時は、一

歳の雌やぎ一頭を罪祭としてささげなければなら

ない。 28そして祭司は、人があやまって罪を犯

した時、そのあやまって罪を犯した人のために、

主の前に罪のあがないをして、その罪をあがなわ

なければならない。そうすれば、彼はゆるされる

であろう。 29イスラエルの人々のうちの、国に

生れた者でも、そのうちに寄留している他国人で

も、あやまって罪を犯す者には、あなたがたは同

一の律法を用いなければならない。 30しかし、

国に生れた者でも、他国の人でも、故意に罪を犯

す者は主を汚すもので、その人は民のうちから断

たれなければならない。 31彼は主の言葉を侮り

、その戒めを破ったのであるから、必ず断たれ、

その罪を負わなければならない』」。 32イスラ

エルの人々が荒野におるとき、安息日にひとりの

人が、たきぎを集めるのを見た。 33そのたきぎ

を集めるのを見た人々は、その人をモーセとアロ

ン、および全会衆のもとに連れてきたが、 34ど

う取り扱うべきか、まだ示しを受けていなかった

ので、彼を閉じ込めておいた。 35そのとき、主

はモーセに言われた、「その人は必ず殺されなけ

ればならない。全会衆は宿営の外で、彼を石で撃

ち殺さなければならない」。 36そこで、全会衆

は彼を宿営の外に連れ出し、彼を石で撃ち殺し、

主がモーセに命じられたようにした。 37主はま

たモーセに言われた、 38「イスラエルの人々に

命じて、代々その衣服のすその四すみにふさをつ

け、そのふさを青ひもで、すその四すみにつけさ

せなさい。 39あなたがたが、そのふさを見て、

主のもろもろの戒めを思い起して、それを行い、

あなたがたが自分の心と、目の欲に従って、みだ

らな行いをしないためである。 40こうして、あ

なたがたは、わたしのもろもろの戒めを思い起し

て、それを行い、あなたがたの神に聖なる者とな

らなければならない。 41わたしはあなたがたの

神、主であって、あなたがたの神となるために、

あなたがたをエジプトの国から導き出した者であ

る。わたしはあなたがたの神、主である」。

16ここに、レビの子コハテの子なるイヅハルの
子コラと、ルベンの子なるエリアブの子ダタ

ンおよびアビラムと、ルベンの子なるペレテの子

オンとが相結び、 2イスラエルの人々のうち、会

衆のうちから選ばれて、つかさとなった名のある

人々二百五十人と共に立って、モーセに逆らった

。 3彼らは集まって、モーセとアロンとに逆らっ

て言った、「あなたがたは、分を越えています。

全会衆は、ことごとく聖なるものであって、主が

そのうちにおられるのに、どうしてあなたがたは

、主の会衆の上に立つのですか」。 4モーセはこ

れを聞いてひれ伏した。 5やがて彼はコラと、そ

のすべての仲間とに言った、「あす、主は、主に

つくものはだれ、聖なる者はだれであるかを示し

て、その人をみもとに近づけられるであろう。す

なわち、その選んだ人を、みもとに近づけられる

であろう。 6それで、次のようにしなさい。コラ

とそのすべての仲間とは、火ざらを取り、 7その

中に火を入れ、それに薫香を盛って、あす、主の

前に出なさい。その時、主が選ばれる人は聖なる

者である。レビの子たちよ、あなたがたこそ、分

を越えている」。 8モーセはまたコラに言った、

「レビの子たちよ、聞きなさい。 9イスラエルの

神はあなたがたをイスラエルの会衆のうちから分

かち、主に近づかせて、主の幕屋の務をさせ、か

つ会衆の前に立って仕えさせられる。これはあな

たがたにとって、小さいことであろうか。 10神

はあなたとあなたの兄弟なるレビの子たちをみな

近づけられた。あなたがたはなお、その上に祭司

となることを求めるのか。 11あなたとあなたの

仲間は、みなそのために集まって主に敵している

。あなたがたはアロンをなんと思って、彼に対し

てつぶやくのか」。 12モーセは人をやって、エ
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リアブの子ダタンとアビラムとを呼ばせたが、彼

らは言った、「わたしたちは参りません。 13あ

なたは乳と蜜の流れる地から、わたしたちを導き

出して、荒野でわたしたちを殺そうとしている。

これは小さいことでしょうか。その上、あなたは

わたしたちに君臨しようとしている。 14かつま

た、あなたはわたしたちを、乳と蜜の流れる地に

導いて行かず、畑と、ぶどう畑とを嗣業として与

えもしない。これらの人々の目をくらまそうとす

るのですか。わたしたちは参りません」。 15モ

ーセは大いに怒って、主に言った、「彼らの供え

物を顧みないでください。わたしは彼らから、ろ

ば一頭をも取ったことなく、また彼らのひとりを

も害したことはありません」。 16そしてモーセ

はコラに言った、「あなたとあなたの仲間はみな

アロンと一緒に、あす、主の前に出なさい。 17

あなたがたは、おのおの火ざらを取って、それに

薫香を盛り、おのおのその火ざらを主の前に携え

て行きなさい。その火ざらは会わせて二百五十。

あなたとアロンも、おのおの火ざらを携えて行き

なさい」。 18彼らは、おのおの火ざらを取り、

火をその中に入れ、それに薫香を盛り、モーセと

アロンも共に、会見の幕屋の入口に立った。 19

そのとき、コラは会衆を、ことごとく会見の幕屋

の入口に集めて、彼らふたりに逆らわせようとし

たが、主の栄光は全会衆に現れた。 20主はモー

セとアロンに言われた、 21「あなたがたはこの

会衆を離れなさい。わたしはただちに彼らを滅ぼ

すであろう」。 22彼らふたりは、ひれ伏して言

った、「神よ、すべての肉なる者の命の神よ、こ

のひとりの人が、罪を犯したからといって、あな

たは全会衆に対して怒られるのですか」。 23主

はモーセに言われた、 24「あなたは会衆に告げ

て、コラとダタンとアビラムのすまいの周囲を去

れと言いなさい」。 25モーセは立ってダタンと

アビラムのもとに行ったが、イスラエルの長老た

ちも、彼に従って行った。 26モーセは会衆に言

った、「どうぞ、あなたがたはこれらの悪い人々

の天幕を離れてください。彼らのものには何にも

触れてはならない。彼らのもろもろの罪によって

、あなたがたも滅ぼされてはいけないから」。 27

そこで人々はコラとダタンとアビラムのすまいの

周囲を離れ去った。そして、ダタンとアビラムと

は、妻、子、および幼児と一緒に出て、天幕の入

口に立った。 28モーセは言った、「あなたがた

は主がこれらのすべての事をさせるために、わた

しをつかわされたこと、またわたしが、これを自

分の心にしたがって行うものでないことを、次の

ことによって知るであろう。 29すなわち、もし

これらの人々が、普通の死に方で死に、普通の運

命に会うのであれば、主がわたしをつかわされた

のではない。 30しかし、主が新しい事をされ、

地が口を開いて、これらの人々と、それに属する

者とを、ことごとくのみつくして、生きながら陰

府に下らせられるならば、あなたがたはこれらの

人々が、主を侮ったのであることを知らなければ

ならない」。 (Sheol h7585) 31モーセが、これらのす

べての言葉を述べ終ったとき、彼らの下の土地が

裂け、 32地は口を開いて、彼らとその家族、な

らびにコラに属するすべての人々と、すべての所

有物をのみつくした。 33すなわち、彼らと、彼

らに属するものは、皆生きながら陰府に下り、地

はその上を閉じふさいで、彼らは会衆のうちから

、断ち滅ぼされた。 (Sheol h7585) 34この時、その周

囲にいたイスラエルの人々は、みな彼らの叫びを

聞いて逃げ去り、「恐らく地はわたしたちをも、

のみつくすであろう」と言った。 35また主のも

とから火が出て、薫香を供える二百五十人をも焼

きつくした。 36主はモーセに言われた、 37「あ

なたは祭司アロンの子エレアザルに告げて、その

燃える火の中から、かの火ざらを取り出させ、そ

の中の火を遠く広くまき散らさせなさい。それら

の火ざらは聖となったから、 38罪を犯して命を

失った人々の、これらの火ざらを、広い延べ板と

して、祭壇のおおいとしなさい。これは主の前に

ささげられて、聖となったからである。こうして

、これはイスラエルの人々に、しるしとなるであ

ろう」。 39そこで祭司エレアザルは、かの焼き

殺された人々が供えた青銅の火ざらを取り、これ

を広く打ち延ばして、祭壇のおおいとし、 40こ

れをイスラエルの人々の記念の物とした。これは

アロンの子孫でないほかの人が、主の前に近づい

て、薫香をたくことのないようにするため、また

その人がコラ、およびその仲間のようにならない

ためである。すなわち、主がモーセによってエレ

アザルに言われたとおりである。 41その翌日、

イスラエルの人々の会衆は、みなモーセとアロン

とにつぶやいて言った、「あなたがたは主の民を

殺しました」。 42会衆が集まって、モーセとア

ロンとに逆らったとき、会見の幕屋を望み見ると
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、雲がこれをおおい、主の栄光が現れていた。 43

モーセとアロンとが、会見の幕屋の前に行くと、

44主はモーセに言われた、 45「あなたがたはこ

の会衆を離れなさい。わたしはただちに彼らを滅

ぼそう」。そこで彼らふたりは、ひれ伏した。 46

モーセはアロンに言った、「あなたは火ざらを取

って、それに祭壇から取った火を入れ、その上に

薫香を盛り、急いでそれを会衆のもとに持って行

って、彼らのために罪のあがないをしなさい。主

が怒りを発せられ、疫病がすでに始まったからで

す」。 47そこで、アロンはモーセの言ったよう

に、それを取って会衆の中に走って行ったが、疫

病はすでに民のうちに始まっていたので、薫香を

たいて、民のために罪のあがないをし、 48すで

に死んだ者と、なお生きている者との間に立つと

、疫病はやんだ。 49コラの事によって死んだ者

のほかに、この疫病によって死んだ者は一万四千

七百人であった。 50アロンは会見の幕屋の入口

にいるモーセのもとに帰った。こうして疫病はや

んだ。

17主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に告げて、彼らのうちから、おのおのの父

祖の家にしたがって、つえ一本ずつを取りなさい

。すなわち、そのすべてのつかさたちから、父祖

の家にしたがって、つえ十二本を取り、その人々

の名を、おのおのそのつえに書きしるし、 3レビ

のつえにはアロンの名を書きしるしなさい。父祖

の家のかしらは、おのおののつえ一本を出すのだ

からである。 4そして、これらのつえを、わたし

があなたがたに会う会見の幕屋の中の、あかしの

箱の前に置きなさい。 5わたしの選んだ人のつえ

には、芽が出るであろう。こうして、わたしはイ

スラエルの人々が、あなたがたにむかって、つぶ

やくのをやめさせるであろう」。 6モーセが、こ

のようにイスラエルの人々に語ったので、つかさ

たちはみな、その父祖の家にしたがって、おのお

の、つえ一本ずつを彼に渡した。そのつえは合わ

せて十二本。アロンのつえも、そのつえのうちに

あった。 7モーセは、それらのつえを、あかしの

幕屋の中の、主の前に置いた。 8その翌日、モー

セが、あかしの幕屋にはいって見ると、レビの家

のために出したアロンのつえは芽をふき、つぼみ

を出し、花が咲いて、あめんどうの実を結んでい

た。 9モーセがそれらのつえを、ことごとく主の

前から、イスラエルのすべての人の所に持ち出し

たので、彼らは見て、おのおの自分のつえを取っ

た。 10主はモーセに言われた、「アロンのつえ

を、あかしの箱の前に持ち帰り、そこに保存して

、そむく者どものために、しるしとしなさい。こ

うして、彼らのわたしに対するつぶやきをやめさ

せ、彼らの死ぬのをまぬかれさせなければならな

い」。 11モーセはそのようにして、主が彼に命

じられたとおりに行った。 12イスラエルの人々

は、モーセに言った、「ああ、わたしたちは死ぬ

。破滅です、全滅です。 13主の幕屋に近づく者

が、みな死ぬのであれば、わたしたちは死に絶え

るではありませんか」。

18そこで、主はアロンに言われた、「あなたと
あなたの子たち、およびあなたの父祖の家の

者は、聖所に関する罪を負わなければならない。

また、あなたとあなたの子たちとは、祭司職に関

する罪を負わなければならない。 2あなたはまた

、あなたの兄弟なるレビの部族の者、すなわち、

あなたの父祖の部族の者どもを、あなたに近づか

せ、あなたに連なり、あなたに仕えさせなければ

ならない。ただし、あなたとあなたの子たちとは

、共にあかしの幕屋の前で仕えなければならない

。 3彼らは、あなたの務と、すべての幕屋の務と

を守らなければならない。ただし、聖所の器と、

祭壇とに近づいてはならない。彼らもあなたがた

も、死ぬことのないためである。 4彼らはあなた

に連なって、会見の幕屋の務を守り、幕屋のもろ

もろの働きをしなければならない。ほかの者は、

あなたがたに近づいてはならない。 5このように

、あなたがたは、聖所の務と、祭壇の務とを守ら

なければならない。そうすれば、主の激しい怒り

は、かさねてイスラエルの人々に臨まないであろ

う。 6わたしはあなたがたの兄弟たるレビびとを

、イスラエルの人々のうちから取り、主のために

、これを賜物として、あなたがたに与え、会見の

幕屋の働きをさせる。 7あなたとあなたの子たち

は共に祭司職を守って、祭壇と、垂幕のうちのす

べての事を執り行い、共に勤めなければならない

。わたしは祭司の職務を賜物として、あなたがた

に与える。ほかの人で近づく者は殺されるであろ

う」。 8主はまたアロンに言われた、「わたしは

イスラエルの人々の、すべての聖なる供え物で、

わたしにささげる物の一部をあなたに与える。す
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なわち、わたしはこれをあなたと、あなたの子た

ちに、その分け前として与え、永久に受くべき分

とする。 9いと聖なる供え物のうち、火で焼かず

に、あなたに帰すべきものは次のとおりである。

すなわち、わたしにささげるすべての供え物、素

祭、罪祭、愆祭はみな、いと聖なる物であって、

あなたとあなたの子たちに帰するであろう。 10

いと聖なる所で、それを食べなければならない。

男子はみな、それを食べることができる。それは

あなたに帰すべき聖なる物である。 11またあな

たに帰すべきものはこれである。すなわち、イス

ラエルの人々のささげる供え物のうち、すべて揺

祭とするものであって、これをあなたとあなたの

むすこ娘に与えて、永久に受くべき分とする。あ

なたの家の者のうち、清い者はみな、これを食べ

ることができる。 12すべて油の最もよい物、お

よびすべて新しいぶどう酒と、穀物の最も良い物

など、人々が主にささげる初穂をあなたに与える

。 13国のすべての産物の初物で、人々が主のも

とに携えてきたものは、あなたに帰するであろう

。あなたの家の者のうち、清い者はみな、これを

食べることができる。 14イスラエルのうちの奉

納物はみな、あなたに帰する。 15すべて肉なる

者のういごであって、主にささげられる者はみな

、人でも獣でも、あなたに帰する。ただし、人の

ういごは必ずあがなわなければならない。また汚

れた獣のういごも、あがなわなければならない。

16人のういごは生後一か月で、あがなわなければ

ならない。そのあがない金はあなたの値積りによ

り、聖所のシケルにしたがって、銀五シケルでな

ければならない。一シケルは二十ゲラである。 17

しかし、牛のういご、羊のういご、やぎのういご

は、あがなってはならない。これらは聖なるもの

である。その血を祭壇に注ぎかけ、その脂肪を焼

いて火祭とし、香ばしいかおりとして、主にささ

げなければならない。 18その肉はあなたに帰す

る。それは揺祭の胸や右のももと同じく、あなた

に帰する。 19イスラエルの人々が、主にささげ

る聖なる供え物はみな、あなたとあなたのむすこ

娘とに与えて、永久に受ける分とする。これは主

の前にあって、あなたとあなたの子孫とに対し、

永遠に変らぬ塩の契約である」。 20主はまたア

ロンに言われた、「あなたはイスラエルの人々の

地のうちに、嗣業をもってはならない。また彼ら

のうちに、何の分をも持ってはならない。彼らの

うちにあって、わたしがあなたの分であり、あな

たの嗣業である。 21わたしはレビの子孫にはイ

スラエルにおいて、すべて十分の一を嗣業として

与え、その働き、すなわち、会見の幕屋の働きに

報いる。 22イスラエルの人々は、かさねて会見

の幕屋に近づいてはならない。罪を得て死なない

ためである。 23レビびとだけが会見の幕屋の働

きをしなければならない。彼らがその罪を負うで

あろう。彼らがイスラエルの人々のうちに、嗣業

の地を持たないことをもって、あなたがたの代々

ながく守るべき定めとしなければならない。 24

わたしはイスラエルの人々が供え物として主にさ

さげる十分の一を、レビびとに嗣業として与えた

。それで『彼らはイスラエルの人々のうちに、嗣

業の地を持ってはならない』と、わたしは彼らに

言ったのである」。 25主はモーセに言われた、

26「レビびとに言いなさい、『わたしがイスラエ

ルの人々から取って、嗣業として与える十分の一

を受ける時、あなたがたはその十分の一の十分の

一を、主にささげなければならない。 27あなた

がたのささげ物は、打ち場からの穀物や、酒ぶね

からのぶどう酒と同じように見なされるであろう

。 28そのようにあなたがたもまた、イスラエル

の人々から受けるすべての十分の一の物のうちか

ら、主に供え物をささげ、主にささげたその供え

物を、祭司アロンに与えなければならない。 29

あなたがたの受けるすべての贈物のうちから、そ

の良いところ、すなわち、聖なる部分を取って、

ことごとく供え物として、主にささげなければな

らない』。 30あなたはまた彼らに言いなさい、

『あなたがたが、そのうちから良いところを取っ

てささげる時、その残りの部分はレビびとには、

打ち場の産物や、酒ぶねの産物と同じように見な

されるであろう。 31あなたがたと、あなたがた

の家族とは、どこでそれを食べてもよい。これは

会見の幕屋であなたがたがする働きの報酬である

。 32あなたがたが、その良いところをささげる

ときは、それによって、あなたがたは罪を負わな

いであろう。あなたがたはイスラエルの人々の聖

なる供え物を汚してはならない。死をまぬかれる

ためである』」。

19主はモーセとアロンに言われた、 2「主の命

じられた律法の定めは次のとおりである。す

なわち『イスラエルの人々に告げて、完全で、傷
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がなく、まだくびきを負ったことのない赤い雌牛

を、あなたのもとに引いてこさせ、 3これを祭司

エレアザルにわたして、宿営の外にひき出させ、

彼の前でこれをほふらせなければならない。 4そ

して祭司エレアザルは、指をもってその血を取り

、会見の幕屋の表に向かって、その血を七たびふ

りかけなければならない。 5ついでその雌牛を自

分の目の前で焼かせ、その皮と肉と血とは、その

汚物と共に焼かなければならない。 6そして祭司

は香柏の木と、ヒソプと、緋の糸とを取って雌牛

の燃えているなかに投げ入れなければならない。

7そして祭司は衣服を洗い、水に身をすすいで後

、宿営に、はいることができる。ただし祭司は夕

まで汚れる。 8またその雌牛を焼いた者も水で衣

服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼

も夕まで汚れる。 9それから身の清い者がひとり

、その雌牛の灰を集め、宿営の外の清い所にたく

わえておかなければならない。これはイスラエル

の人々の会衆のため、汚れを清める水をつくるた

めに備えるものであって、罪を清めるものである

。 10その雌牛の灰を集めた者は衣服を洗わなけ

ればならない。その人は夕まで汚れる。これはイ

スラエルの人々と、そのうちに宿っている他国人

との、永久に守るべき定めとしなければならない

。 11すべて人の死体に触れる者は、七日のあい

だ汚れる。 12その人は三日目と七日目とに、こ

の灰の水をもって身を清めなければならない。そ

うすれば清くなるであろう。しかし、もし三日目

と七日目とに、身を清めないならば、清くならな

いであろう。 13すべて死人の死体に触れて、身

を清めない者は主の幕屋を汚す者で、その人はイ

スラエルから断たれなければならない。汚れを清

める水がその身に注ぎかけられないゆえ、その人

は清くならず、その汚れは、なお、その身にある

からである。 14人が天幕の中で死んだ時に用い

る律法は次のとおりである。すなわち、すべてそ

の天幕にはいった者、およびすべてその天幕にい

た者は七日のあいだ汚れる。 15ふたで上をおお

わない器はみな汚れる。 16つるぎで殺された者

、または死んだ者、または人の骨、または墓など

に、野外で触れる者は皆、七日のあいだ汚れる。

17汚れた者があった時には、罪を清める焼いた雌

牛の灰を取って器に入れ、流れの水をこれに加え

、 18身の清い者がひとりヒソプを取って、その

水に浸し、これをその天幕と、すべての器と、そ

こにいた人々と、骨、あるいは殺された者、ある

いは死んだ者、あるいは墓などに触れた者とにふ

りかけなければならない。 19すなわちその身の

清い人は三日目と七日目とにその汚れたものに、

それをふりかけなければならない。そして七日目

にその人は身を清め、衣服を洗い、水に身をすす

がなければならない。そうすれば夕になって清く

なるであろう。 20しかし、汚れて身を清めない

人は主の聖所を汚す者で、その人は会衆のうちか

ら断たれなければならない。汚れを清める水がそ

の身に注ぎかけられないゆえ、その人は汚れてい

るからである。 21これは彼らの永久に守るべき

定めとしなければならない。すなわち汚れを清め

る水をふりかけた者は衣服を洗わなければならな

い。また汚れを清める水に触れた者も夕まで汚れ

るであろう。 22すべて汚れた人の触れる物は汚

れる。またそれに触れる人も夕まで汚れるであろ

う』」。

20イスラエルの人々の全会衆は正月になってチ
ンの荒野にはいった。そして民はカデシにと

どまったが、ミリアムがそこで死んだので、彼女

をそこに葬った。 2そのころ会衆は水が得られな

かったため、相集まってモーセとアロンに迫った

。 3すなわち民はモーセと争って言った、「さき

にわれわれの兄弟たちが主の前に死んだ時、われ

われも死んでいたらよかったものを。 4なぜ、あ

なたがたは主の会衆をこの荒野に導いて、われわ

れと、われわれの家畜とを、ここで死なせようと

するのですか。 5どうしてあなたがたはわれわれ

をエジプトから上らせて、この悪い所に導き入れ

たのですか。ここには種をまく所もなく、いちじ

くもなく、ぶどうもなく、ざくろもなく、また飲

む水もありません」。 6そこでモーセとアロンは

会衆の前を去り、会見の幕屋の入口へ行ってひれ

伏した。すると主の栄光が彼らに現れ、 7主はモ

ーセに言われた、 8「あなたは、つえをとり、あ

なたの兄弟アロンと共に会衆を集め、その目の前

で岩に命じて水を出させなさい。こうしてあなた

は彼らのために岩から水を出して、会衆とその家

畜に飲ませなさい」。 9モーセは命じられたよう

に主の前にあるつえを取った。 10モーセはアロ

ンと共に会衆を岩の前に集めて彼らに言った、「

そむく人たちよ、聞きなさい。われわれがあなた

がたのためにこの岩から水を出さなければならな
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いのであろうか」。 11モーセは手をあげ、つえ

で岩を二度打つと、水がたくさんわき出たので、

会衆とその家畜はともに飲んだ。 12そのとき主

はモーセとアロンに言われた、「あなたがたはわ

たしを信じないで、イスラエルの人々の前にわた

しの聖なることを現さなかったから、この会衆を

わたしが彼らに与えた地に導き入れることができ

ないであろう」。 13これがメリバの水であって

、イスラエルの人々はここで主と争ったが、主は

自分の聖なることを彼らのうちに現された。 14

さて、モーセはカデシからエドムの王に使者をつ

かわして言った、「あなたの兄弟、イスラエルは

こう申します、『あなたはわたしたちが遭遇した

すべての患難をご存じです。 15わたしたちの先

祖はエジプトに下って行って、わたしたちは年久

しくエジプトに住んでいましたが、エジプトびと

がわたしたちと、わたしたちの先祖を悩ましたの

で、 16わたしたちが主に呼ばわったとき、主は

わたしたちの声を聞き、ひとりの天の使をつかわ

して、わたしたちをエジプトから導き出されまし

た。わたしたちは今あなたの領地の端にあるカデ

シの町におります。 17どうぞ、わたしたちにあ

なたの国を通らせてください。わたしたちは畑も

ぶどう畑も通りません。また井戸の水も飲みませ

ん。ただ王の大路を通り、あなたの領地を過ぎる

までは右にも左にも曲りません』」。 18しかし

、エドムはモーセに言った、「あなたはわたしの

領地をとおってはなりません。さもないと、わた

しはつるぎをもって出て、あなたに立ちむかうで

しょう」。 19イスラエルの人々はエドムに言っ

た、「わたしたちは大路を通ります。もしわたし

たちとわたしたちの家畜とが、あなたの水を飲む

ことがあれば、その価を払います。わたしは徒歩

で通るだけですから何事もないでしょう」。 20

しかし、エドムは「あなたは通ることはなりませ

ん」と言って、多くの民と強い軍勢とを率い、出

て、これに立ちむかってきた。 21このようにエ

ドムはイスラエルに、その領地を通ることを拒ん

だので、イスラエルはエドムからほかに向かった

。 22こうしてイスラエルの人々の全会衆はカデ

シから進んでホル山に着いた。 23主はエドムの

国境に近いホル山で、モーセとアロンに言われた

、 24「アロンはその民に連ならなければならな

い。彼はわたしがイスラエルの人々に与えた地に

、はいることができない。これはメリバの水で、

あなたがたがわたしの言葉にそむいたからである

。 25あなたはアロンとその子エレアザルを連れ

てホル山に登り、 26アロンに衣服を脱がせて、

それをその子エレアザルに着せなさい。アロンは

そのところで死んで、その民に連なるであろう」

。 27モーセは主が命じられたとおりにし、連れ

だって全会衆の目の前でホル山に登った。 28そ

してモーセはアロンに衣服を脱がせ、それをその

子エレアザルに着せた。アロンはその山の頂で死

んだ。そしてモーセとエレアザルは山から下った

が、 29全会衆がアロンの死んだのを見たとき、

イスラエルの全家は三十日の間アロンのために泣

いた。

21時にネゲブに住んでいたカナンびとアラデの
王は、イスラエルがアタリムの道をとおって

来ると聞いて、イスラエルを攻撃し、そのうちの

数人を捕虜にした。 2そこでイスラエルは主に誓

いを立てて言った、「もし、あなたがこの民をわ

たしの手にわたしてくださるならば、わたしはそ

の町々をことごとく滅ぼしましょう」。 3主はイ

スラエルの言葉を聞きいれ、カナンびとをわたさ

れたので、イスラエルはそのカナンびとと、その

町々とをことごとく滅ぼした。それでその所の名

はホルマと呼ばれた。 4民はホル山から進み、紅

海の道をとおって、エドムの地を回ろうとしたが

、民はその道に堪えがたくなった。 5民は神とモ

ーセとにむかい、つぶやいて言った、「あなたが

たはなぜわたしたちをエジプトから導き上って、

荒野で死なせようとするのですか。ここには食物

もなく、水もありません。わたしたちはこの粗悪

な食物はいやになりました」。 6そこで主は、火

のへびを民のうちに送られた。へびは民をかんだ

ので、イスラエルの民のうち、多くのものが死ん

だ。 7民はモーセのもとに行って言った、「わた

したちは主にむかい、またあなたにむかい、つぶ

やいて罪を犯しました。どうぞへびをわたしたち

から取り去られるように主に祈ってください」。

モーセは民のために祈った。 8そこで主はモーセ

に言われた、「火のへびを造って、それをさおの

上に掛けなさい。すべてのかまれた者が仰いで、

それを見るならば生きるであろう」。 9モーセは

青銅で一つのへびを造り、それをさおの上に掛け

て置いた。すべてへびにかまれた者はその青銅の

へびを仰いで見て生きた。 10イスラエルの人々
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は道を進んでオボテに宿営した。 11またオボテ

から進んで東の方、モアブの前にある荒野におい

て、イエアバリムに宿営した。 12またそこから

進んでゼレデの谷に宿営し、 13さらにそこから

進んでアルノン川のかなたに宿営した。アルノン

川はアモリびとの境から延び広がる荒野を流れる

もので、モアブとアモリびととの間にあって、モ

アブの境をなしていた。 14それゆえに、「主の

戦いの書」にこう言われている。「スパのワヘブ

、アルノンの谷々、 15谷々の斜面、アルの町ま

で傾き、モアブの境に寄りかかる」。 16彼らは

そこからベエルへ進んで行った。これは主がモー

セにむかって、「民を集めよ。わたしはかれらに

水を与えるであろう」と言われた井戸である。 17

その時イスラエルはこの歌をうたった。「井戸の

水よ、わきあがれ、人々よ、この井戸のために歌

え、 18笏とつえとをもってつかさたちがこの井

戸を掘り、民のおさたちがこれを掘った」。そし

て彼らは荒野からマッタナに進み、 19マッタナ

からナハリエルに、ナハリエルからバモテに、 20

バモテからモアブの野にある谷に行き、荒野を見

おろすピスガの頂に着いた。 21ここでイスラエ

ルはアモリびとの王シホンに使者をつかわして言

わせた、 22「わたしにあなたの国を通らせてく

ださい。わたしたちは畑にもぶどう畑にも、はい

りません。また井戸の水も飲みません。わたした

ちはあなたの領地を通り過ぎるまで、ただ王の大

路を通ります」。 23しかし、シホンはイスラエ

ルに自分の領地を通ることを許さなかった。そし

てシホンは民をことごとく集め、荒野に出て、イ

スラエルを攻めようとし、ヤハズにきてイスラエ

ルと戦った。 24イスラエルは、やいばで彼を撃

ちやぶり、アルノンからヤボクまで彼の地を占領

し、アンモンびとの境に及んだ。ヤゼルはアンモ

ンびとの境だからである。 25こうしてイスラエ

ルはこれらの町々をことごとく取った。そしてイ

スラエルはアモリびとのすべての町々に住み、ヘ

シボンとそれに附属するすべての村々にいた。 26

ヘシボンはアモリびとの王シホンの都であって、

シホンはモアブの以前の王と戦って、彼の地をア

ルノンまで、ことごとくその手から奪い取ったの

である。 27それゆえに歌にうたわれている。「

人々よ、ヘシボンにきたれ、シホンの町を築き建

てよ。 28ヘシボンから火が燃え出し、シホンの

都から炎が出て、モアブのアルを焼き尽し、アル

ノンの高地の君たちを滅ぼしたからだ。 29モア

ブよ、お前はわざわいなるかな、ケモシの民よ、

お前は滅ぼされるであろう。彼は、むすこらを逃

げ去らせ、娘らをアモリびとの王シホンの捕虜と

ならせた。 30彼らの子らは滅び去った、ヘシボ

ンからデボンまで。われわれは荒した、火はつい

てメデバに及んだ」。 31こうしてイスラエルは

アモリびとの地に住んだが、 32モーセはまた人

をつかわしてヤゼルを探らせ、ついにその村々を

取って、そこにいたアモリびとを追い出し、 33

転じてバシャンの道に上って行ったが、バシャン

の王オグは、その民をことごとく率い、エデレイ

で戦おうとして出迎えた。 34主はモーセに言わ

れた、「彼を恐れてはならない。わたしは彼とそ

の民とその地とを、ことごとくあなたの手にわた

す。あなたはヘシボンに住んでいたアモリびとの

王シホンにしたように彼にもするであろう」。 35

そこで彼とその子とすべての民とを、ひとり残ら

ず撃ち殺して、その地を占領した。

22さて、イスラエルの人々はまた道を進んで、
エリコに近いヨルダンのかなたのモアブの平

野に宿営した。 2チッポルの子バラクはイスラエ

ルがアモリびとにしたすべての事を見たので、 3

モアブは大いにイスラエルの民を恐れた。その数

が多かったためである。モアブはイスラエルの人

々をひじょうに恐れたので、 4ミデアンの長老た

ちに言った、「この群衆は牛が野の草をなめつく

すように、われわれの周囲の物をみな、なめつく

そうとしている」。チッポルの子バラクはこの時

モアブの王であった。 5彼はアンモンびとの国の

ユフラテ川のほとりにあるペトルに使者をつかわ

し、ベオルの子バラムを招こうとして言わせた、

「エジプトから出てきた民があり、地のおもてを

おおってわたしの前にいます。 6どうぞ今きてわ

たしのためにこの民をのろってください。彼らは

わたしよりも強いのです。そうしてくだされば、

われわれは彼らを撃って、この国から追い払うこ

とができるかもしれません。あなたが祝福する者

は祝福され、あなたがのろう者はのろわれること

をわたしは知っています」。 7モアブの長老たち

とミデアンの長老たちは占いの礼物を手にして出

発し、バラムのもとへ行って、バラクの言葉を告

げた。 8バラムは彼らに言った、「今夜ここに泊

まりなさい。主がわたしに告げられるとおりに、
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あなたがたに返答しましょう」。それでモアブの

つかさたちはバラムのもとにとどまった。 9とき

に神はバラムに臨んで言われた、「あなたのとこ

ろにいるこの人々はだれですか」。 10バラムは

神に言った、「モアブの王チッポルの子バラクが

、わたしに人をよこして言いました。 11『エジ

プトから出てきた民があり、地のおもてをおおっ

ています。どうぞ今きてわたしのために彼らをの

ろってください。そうすればわたしは戦って、彼

らを追い払うことができるかもしれません』」。

12神はバラムに言われた、「あなたは彼らと一緒

に行ってはならない。またその民をのろってはな

らない。彼らは祝福された者だからである」。 13

明くる朝起きて、バラムはバラクのつかさたちに

言った、「あなたがたは国にお帰りなさい。主は

わたしがあなたがたと一緒に行くことを、お許し

になりません」。 14モアブのつかさたちは立っ

てバラクのもとに行って言った、「バラムはわた

したちと一緒に来ることを承知しません」。 15

バラクはまた前の者よりも身分の高いつかさたち

を前よりも多くつかわした。 16彼らはバラムの

ところへ行って言った、「チッポルの子バラクは

こう申します、『どんな妨げをも顧みず、どうぞ

わたしのところへおいでください。 17わたしは

あなたを大いに優遇します。そしてあなたがわた

しに言われる事はなんでもいたします。どうぞき

てわたしのためにこの民をのろってください』」

。 18しかし、バラムはバラクの家来たちに答え

た、「たといバラクがその家に満ちるほどの金銀

をわたしに与えようとも、事の大小を問わず、わ

たしの神、主の言葉を越えては何もすることがで

きません。 19それで、どうぞ、あなたがたも今

夜ここにとどまって、主がこの上、わたしになん

と仰せられるかを確かめさせてください」。 20

夜になり、神はバラムに臨んで言われた、「この

人々はあなたを招きにきたのだから、立ってこの

人々と一緒に行きなさい。ただしわたしが告げる

ことだけを行わなければならない」。 21明くる

朝起きてバラムは、ろばにくらをおき、モアブの

つかさたちと一緒に行った。 22しかるに神は彼

が行ったために怒りを発せられ、主の使は彼を妨

げようとして、道に立ちふさがっていた。バラム

は、ろばに乗り、そのしもべふたりも彼と共にい

たが、 23ろばは主の使が、手に抜き身のつるぎ

をもって、道に立ちふさがっているのを見、道を

それて畑にはいったので、バラムは、ろばを打っ

て道に返そうとした。 24しかるに主の使はまた

ぶどう畑の間の狭い道に立ちふさがっていた。道

の両側には石がきがあった。 25ろばは主の使を

見て、石がきにすり寄り、バラムの足を石がきに

押しつけたので、バラムは、また、ろばを打った

。 26主の使はまた先に進んで、狭い所に立ちふ

さがっていた。そこは右にも左にも、曲る道がな

かったので、 27ろばは主の使を見てバラムの下

に伏した。そこでバラムは怒りを発し、つえでろ

ばを打った。 28すると、主が、ろばの口を開か

れたので、ろばはバラムにむかって言った、「わ

たしがあなたに何をしたというのですか。あなた

は三度もわたしを打ったのです」。 29バラムは

、ろばに言った、「お前がわたしを侮ったからだ

。わたしの手につるぎがあれば、いま、お前を殺

してしまうのだが」。 30ろばはまたバラムに言

った、「わたしはあなたが、きょうまで長いあい

だ乗られたろばではありませんか。わたしはいつ

でも、あなたにこのようにしたでしょうか」。バ

ラムは言った、「いや、しなかった」。 31この

とき主がバラムの目を開かれたので、彼は主の使

が手に抜き身のつるぎをもって、道に立ちふさが

っているのを見て、頭を垂れてひれ伏した。 32

主の使は彼に言った、「なぜあなたは三度もろば

を打ったのか。あなたが誤って道を行くので、わ

たしはあなたを妨げようとして出てきたのだ。 33

ろばはわたしを見て三度も身を巡らしてわたしを

避けた。もし、ろばが身を巡らしてわたしを避け

なかったなら、わたしはきっと今あなたを殺して

、ろばを生かしておいたであろう」。 34バラム

は主の使に言った、「わたしは罪を犯しました。

あなたがわたしをとどめようとして、道に立ちふ

さがっておられるのを、わたしは知りませんでし

た。それで今、もし、お気に召さないのであれば

、わたしは帰りましょう」。 35主の使はバラム

に言った、「この人々と一緒に行きなさい。ただ

し、わたしが告げることのみを述べなければなら

ない」。こうしてバラムはバラクのつかさたちと

一緒に行った。 36さて、バラクはバラムがきた

と聞いて、国境のアルノン川のほとり、国境の一

端にあるモアブの町まで出て行って迎えた。 37

そしてバラクはバラムに言った、「わたしは人を

つかわしてあなたを招いたではありませんか。あ

なたはなぜわたしのところへきませんでしたか。
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わたしは実際あなたを優遇することができないで

しょうか」。 38バラムはバラクに言った、「ご

らんなさい。わたしはあなたのところにきていま

す。しかし、今、何事かをみずから言うことがで

きましょうか。わたしはただ神がわたしの口に授

けられることを述べなければなりません」。 39

こうしてバラムはバラクと一緒に行き、キリアテ

・ホゾテにきたとき、 40バラクは牛と羊とをほ

ふって、バラムおよび彼と共にいたバラムを連れ

てきたつかさたちに贈った。 41明くる朝バラク

はバラムを伴ってバモテバアルにのぼり、そこか

らイスラエルの民の宿営の一端をながめさせた

。

23バラムはバラクに言った、「わたしのために
、ここに七つの祭壇を築き、七頭の雄牛と七

頭の雄羊とを整えなさい」。 2バラクはバラムの

言ったとおりにした。そしてバラクとバラムとは

、その祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげ

た。 3バラムはバラクに言った、「あなたは燔祭

のかたわらに立っていてください。その間にわた

しは行ってきます。主はたぶんわたしに会ってく

ださるでしょう。そして、主がわたしに示される

事はなんでもあなたに告げましょう」。こうして

彼は一つのはげ山に登った。 4神がバラムに会わ

れたので、バラムは神に言った、「わたしは七つ

の祭壇を設け、祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭と

をささげました」。 5主はバラムの口に言葉を授

けて言われた、「バラクのもとに帰ってこう言い

なさい」。 6彼がバラクのもとに帰ってみると、

バラクはモアブのすべてのつかさたちと共に燔祭

のかたわらに立っていた。 7バラムはこの託宣を

述べた。「バラクはわたしをアラムから招き寄せ

、モアブの王はわたしを東の山から招き寄せて言

う、『きてわたしのためにヤコブをのろえ、きて

イスラエルをのろえ』と。 8神ののろわない者を

、わたしがどうしてのろえよう。主ののろわない

者を、わたしがどうしてのろえよう。 9岩の頂か

らながめ、丘の上から見たが、これはひとり離れ

て住む民、もろもろの国民のうちに並ぶものはな

い。 10だれがヤコブの群衆を数え、イスラエル

の無数の民を数え得よう。わたしは義人のように

死に、わたしの終りは彼らの終りのようでありた

い」。 11そこでバラクはバラムに言った、「あ

なたはわたしに何をするのですか。わたしは敵を

のろうために、あなたを招いたのに、あなたはか

えって敵を祝福するばかりです」。 12バラムは

答えた、「わたしは、主がわたしの口に授けられ

る事だけを語るように注意すべきではないでしょ

うか」。 13バラクは彼に言った、「わたしと一

緒にほかのところへ行って、そこから彼らをごら

んください。あなたはただ彼らの一端を見るだけ

で、全体を見ることはできないでしょうが、そこ

からわたしのために彼らをのろってください」。

14そして彼はバラムを連れてゾピムの野に行き、

ピスガの頂に登って、そこに七つの祭壇を築き、

祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。 15

ときにはバラムはバラクに言った、「あなたはこ

こで、燔祭のかたわらに立っていてください。わ

たしは向こうへ行って、主に伺いますから」。 16

主はバラムに臨み、言葉を口に授けて言われた、

「バラクのもとに帰ってこう言いなさい」。 17

彼がバラクのところへ行って見ると、バラクは燔

祭のかたわらに立ち、モアブのつかさたちも共に

いた。バラクはバラムに言った、「主はなんと言

われましたか」。 18そこでバラムはまたこの託

宣を述べた。「バラクよ、立って聞け、チッポル

の子よ、わたしに耳を傾けよ。 19神は人のよう

に偽ることはなく、また人の子のように悔いるこ

ともない。言ったことで、行わないことがあろう

か、語ったことで、しとげないことがあろうか。

20祝福せよとの命をわたしはうけた、すでに神が

祝福されたものを、わたしは変えることができな

い。 21だれもヤコブのうちに災のあるのを見な

い、またイスラエルのうちに悩みのあるのを見な

い。彼らの神、主が共にいまし、王をたたえる声

がその中に聞える。 22神は彼らをエジプトから

導き出された、彼らは野牛の角のようだ。 23ヤ

コブには魔術がなく、イスラエルには占いがない

。神がそのなすところを時に応じてヤコブに告げ

、イスラエルに示されるからだ。 24見よ、この

民は雌じしのように立ち上がり、雄じしのように

身を起す。これはその獲物を食らい、その殺した

者の血を飲むまでは身を横たえない」。 25バラ

クはバラムに言った、「あなたは彼らをのろうこ

とも祝福することも、やめてください」。 26バ

ラムは答えてバラクに言った、「主の言われるこ

とは、なんでもしなければならないと、わたしは

あなたに告げませんでしたか」。 27バラクはバ

ラムに言った、「どうぞ、おいでください。わた
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しはあなたをほかの所へお連れしましょう。神は

あなたがそこからわたしのために彼らをのろうこ

とを許されるかもしれません」。 28そしてバラ

クはバラムを連れて、荒野を見おろすペオルの頂

に行った。 29バラムはバラクに言った、「わた

しのためにここに七つの祭壇を築き、雄牛七頭と

、雄羊七頭とを整えなさい」。 30バラクはバラ

ムの言ったとおりにし、その祭壇ごとに雄牛一頭

と雄羊一頭とをささげた。

24バラムはイスラエルを祝福することが主の心
にかなうのを見たので、今度はいつものよう

に行って魔術を求めることをせず、顔を荒野にむ

け、 2目を上げて、イスラエルがそれぞれ部族に

したがって宿営しているのを見た。その時、神の

霊が臨んだので、 3彼はこの託宣を述べた。「ベ

オルの子バラムの言葉、目を閉じた人の言葉、 4

神の言葉を聞く者、全能者の幻を見る者、倒れ伏

して、目の開かれた者の言葉。 5ヤコブよ、あな

たの天幕は麗しい、イスラエルよ、あなたのすま

いは、麗しい。 6それは遠くひろがる谷々のよう

、川べの園のよう、主が植えられた沈香樹のよう

、流れのほとりの香柏のようだ。 7水は彼らのか

めからあふれ、彼らの種は水の潤いに育つであろ

う。彼らの王はアガグよりも高くなり、彼らの国

はあがめられるであろう。 8神は彼らをエジプト

から導き出された、彼らは野牛の角のようだ。彼

らは敵なる国々の民を滅ぼし、その骨を砕き、矢

をもって突き通すであろう。 9彼らは雄じしのよ

うに身をかがめ、雌じしのように伏している。だ

れが彼らを起しえよう。あなたを祝福する者は祝

福され、あなたをのろう者はのろわれるであろう

」。 10そこでバラクはバラムにむかって怒りを

発し、手を打ち鳴らした。そしてバラクはバラム

に言った、「敵をのろうために招いたのに、あな

たはかえって三度までも彼らを祝福した。 11そ

れで今あなたは急いで自分のところへ帰ってくだ

さい。わたしはあなたを大いに優遇しようと思っ

た。しかし、主はその優遇をあなたに得させない

ようにされました」。 12バラムはバラクに言っ

た、「わたしはあなたがつかわされた使者たちに

言ったではありませんか、 13『たといバラクが

その家に満ちるほどの金銀をわたしに与えようと

も、主の言葉を越えて心のままに善も悪も行うこ

とはできません。わたしは主の言われることを述

べるだけです』。 14わたしは今わたしの民のと

ころへ帰って行きます。それでわたしはこの民が

後の日にあなたの民にどんなことをするかをお知

らせしましょう」。 15そしてこの託宣を述べた

。「ベオルの子バラムの言葉、目を閉じた人の言

葉。 16神の言葉を聞く者、いと高き者の知識を

もつ者、全能者の幻を見、倒れ伏して、目の開か

れた者の言葉。 17わたしは彼を見る、しかし今

ではない。わたしは彼を望み見る、しかし近くで

はない。ヤコブから一つの星が出、イスラエルか

ら一本のつえが起り、モアブのこめかみと、セツ

のすべての子らの脳天を撃つであろう。 18敵の

エドムは領地となり、セイルもまた領地となるで

あろう。そしてイスラエルは勝利を得るであろう

。 19権を執る者がヤコブから出、生き残った者

を町から断ち滅ぼすであろう」。 20バラムはま

たアマレクを望み見て、この託宣を述べた。「ア

マレクは諸国民のうちの最初のもの、しかし、つ

いに滅び去るであろう」。 21またケニびとを望

み見てこの託宣を述べた。「お前のすみかは堅固

だ、岩に、お前は巣をつくっている。 22しかし

、カインは滅ぼされるであろう。アシュルはいつ

までお前を捕虜とするであろうか」。 23彼はま

たこの託宣を述べた。「ああ、神が定められた以

上、だれが生き延びることができよう。 24キッ

テムの海岸から舟がきて、アシュルを攻めなやま

し、エベルを攻めなやますであろう。そして彼も

またついに滅び去るであろう」。 25こうしてバ

ラムは立ち上がって、自分のところへ帰っていっ

た。バラクもまた立ち去った。

25イスラエルはシッテムにとどまっていたが、
民はモアブの娘たちと、みだらな事をし始め

た。 2その娘たちが神々に犠牲をささげる時に民

を招くと、民は一緒にそれを食べ、娘たちの神々

を拝んだ。 3イスラエルはこうしてペオルのバア

ルにつきしたがったので、主はイスラエルにむか

って怒りを発せられた。 4そして主はモーセに言

われた、「民の首領をことごとく捕え、日のある

うちにその人々を主の前で処刑しなさい。そうす

れば主の怒りはイスラエルを離れるであろう」。

5モーセはイスラエルのさばきびとたちにむかっ

て言った、「あなたがたはおのおの、配下の者ど

もでペオルのバアルにつきしたがったものを殺し

なさい」。 6モーセとイスラエルの人々の全会衆
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とが会見の幕屋の入口で泣いていた時、彼らの目

の前で、ひとりのイスラエルびとが、その兄弟た

ちの中に、ひとりのミデアンの女を連れてきた。

7祭司アロンの子なるエレアザルの子ピネハスは

これを見て、会衆のうちから立ち上がり、やりを

手に執り、 8そのイスラエルの人の後を追って、

奥の間に入り、そのイスラエルの人を突き、また

その女の腹を突き通して、ふたりを殺した。こう

して疫病がイスラエルの人々に及ぶのがやんだ。

9しかし、その疫病で死んだ者は二万四千人であ

った。 10主はモーセに言われた、 11「祭司アロ

ンの子なるエレアザルの子ピネハスは自分のこと

のように、わたしの憤激をイスラエルの人々のう

ちに表わし、わたしの怒りをそのうちから取り去

ったので、わたしは憤激して、イスラエルの人々

を滅ぼすことをしなかった。 12このゆえにあな

たは言いなさい、『わたしは平和の契約を彼に授

ける。 13これは彼とその後の子孫に永遠の祭司

職の契約となるであろう。彼はその神のために熱

心であって、イスラエルの人々のために罪のあが

ないをしたからである』と」。 14ミデアンの女

と共に殺されたイスラエルの人の名はジムリとい

い、サルの子で、シメオンびとのうちの一族のつ

かさであった。 15またその殺されたミデアンの

女の名はコズビといい、ツルの娘であった。ツル

はミデアンの民の一族のかしらであった。 16主

はまたモーセに言われた、 17「ミデアンびとを

打ち悩ましなさい。 18彼らはたくらみをもって

、あなたがたを悩まし、ペオルの事と、彼らの姉

妹、ミデアンのつかさの娘コズビ、すなわちペオ

ルの事により、疫病の起った日に殺された女の事

とによって、あなたがたを惑わしたからである」

。

26疫病の後、主はモーセと祭司アロンの子エレ
アザルとに言われた、 2「イスラエルの人々

の全会衆の総数をその父祖の家にしたがって調べ

、イスラエルにおいて、すべて戦争に出ることの

できる二十歳以上の者を数えなさい」。 3そこで

モーセと祭司エレアザルとは、エリコに近いヨル

ダンのほとりにあるモアブの平野で彼らに言った

、 4「主がモーセに命じられたように、あなたが

たのうちの二十歳以上の者を数えなさい」。エジ

プトの地から出てきたイスラエルの人々は次のと

おりである。 5ルベンはイスラエルの長子である

。ルベンの子孫は、ヘノクからヘノクびとの氏族

が出、パルからパルびとの氏族が出、 6ヘヅロン

からヘヅロンびとの氏族が出、カルミからカルミ

びとの氏族が出た。 7これらはルベンびとの氏族

であって、数えられた者は四万三千七百三十人で

あった。 8またパルの子はエリアブ。 9エリアブ

の子はネムエル、ダタン、アビラムである。この

ダタンとアビラムとは会衆のうちから選び出され

た者で、コラのともがらと共にモーセとアロンと

に逆らって主と争った時、 10地は口を開いて彼

らとコラとをのみ、その仲間は死んだ。その時二

百五十人が火に焼き滅ぼされて、戒めの鏡となっ

た。 11ただし、コラの子たちは死ななかった。

12シメオンの子孫は、その氏族によれば、ネムエ

ルからネムエルびとの氏族が出、ヤミンからヤミ

ンびとの氏族が出、ヤキンからヤキンびとの氏族

が出、 13ゼラからゼラびとの氏族が出、シャウ

ルからシャウルびとの氏族が出た。 14これらは

シメオンびとの氏族であって、数えられた者は二

万二千二百人であった。 15ガドの子孫は、その

氏族によれば、ゼポンからゼポンびとの氏族が出

、ハギからハギびとの氏族が出、シュニからシュ

ニびとの氏族が出、 16オズニからオズニびとの

氏族が出、エリからエリびとの氏族が出、 17ア

ロドからアロドびとの氏族が出、アレリからアレ

リびとの氏族が出た。 18これらはガドの子孫の

氏族であって、数えられた者は四万五百人であっ

た。 19ユダの子らはエルとオナンとであって、

エルとオナンとはカナンの地で死んだ。 20ユダ

の子孫は、その氏族によれば、シラからシラびと

の氏族が出、ペレヅからペレヅびとの氏族が出、

ゼラからゼラびとの氏族が出た。 21ペレヅの子

孫は、ヘヅロンからヘヅロンびとの氏族が出、ハ

ムルからハムルびとの氏族が出た。 22これらは

ユダの氏族であって、数えられた者は七万六千五

百人であった。 23イッサカルの子孫は、その氏

族によれば、トラからトラびとの氏族が出、プワ

からプワびとの氏族が出、 24ヤシュブからヤシ

ュブびとの氏族が出、シムロンからシムロンびと

の氏族が出た。 25これらはイッサカルの氏族で

あって、数えられた者は六万四千三百人であった

。 26ゼブルンの子孫は、その氏族によれば、セ

レデからセレデびとの氏族が出、エロンからエロ

ンびとの氏族が出、ヤリエルからヤリエルびとの

氏族が出た。 27これらはゼブルンびとの氏族で
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あって、数えられた者は六万五百人であった。 28

ヨセフの子らは、その氏族によれば、マナセとエ

フライムとであって、 29マナセの子孫は、マキ

ルからマキルびとの氏族が出た。マキルからギレ

アデが生れ、ギレアデからギレアデびとの氏族が

出た。 30ギレアデの子孫は次のとおりである。

イエゼルからイエゼルびとの氏族が出、ヘレクか

らヘレクびとの氏族が出、 31アスリエルからア

スリエルびとの氏族が出、シケムからシケムびと

の氏族が出、 32セミダからセミダびとの氏族が

出、ヘペルからヘペルびとの氏族が出た。 33ヘ

ペルの子ゼロペハデには男の子がなく、ただ女の

子のみで、ゼロペハデの女の子の名はマアラ、ノ

ア、ホグラ、ミルカ、テルザといった。 34これ

らはマナセの氏族であって、数えられた者は五万

二千七百人であった。 35エフライムの子孫は、

その氏族によれば、次のとおりである。シュテラ

からはシュテラびとの氏族が出、ベケルからベケ

ルびとの氏族が出、タハンからタハンびとの氏族

が出た。 36またシュテラの子孫は次のとおりで

ある。すなわちエランからエランびとの氏族が出

た。 37これらはエフライムの子孫の氏族であっ

て、数えられた者は三万二千五百人であった。以

上はヨセフの子孫で、その氏族によるものである

。 38ベニヤミンの子孫は、その氏族によれば、

ベラからベラびとの氏族が出、アシベルからアシ

ベルびとの氏族が出、アヒラムからアヒラムびと

の氏族が出、 39シュパムからシュパムびとの氏

族が出、ホパムからホパムびとの氏族が出た。 40

ベラの子はアルデとナアマンとであって、アルデ

からアルデびとの氏族が出、ナアマンからナアマ

ンびとの氏族が出た。 41これらはベニヤミンの

子孫であって、その氏族によれば数えられた者は

四万五千六百人であった。 42ダンの子孫は、そ

の氏族によれば、次のとおりである。シュハムか

らシュハムびとの氏族が出た。これらはダンの氏

族であって、その氏族によるものである。 43シ

ュハムびとのすべての氏族のうち、数えられた者

は六万四千四百人であった。 44アセルの子孫は

、その氏族によれば、エムナからエムナびとの氏

族が出、エスイからエスイびとの氏族が出、ベリ

アからベリアびとの氏族が出た。 45ベリアの子

孫のうちヘベルからヘベルびとの氏族が出、マル

キエルからマルキエルびとの氏族が出た。 46ア

セルの娘の名はサラといった。 47これらはアセ

ルの子孫の氏族であって、数えられた者は五万三

千四百人であった。 48ナフタリの子孫は、その

氏族によれば、ヤジエルからヤジエルびとの氏族

が出、グニからグニびとの氏族が出、 49エゼル

からエゼルびとの氏族が出、シレムからシレムび

との氏族が出た。 50これらはナフタリの氏族で

あって、その氏族により、数えられた者は四万五

千四百人であった。 51これらはイスラエルの子

孫の数えられた者であって、六十万一千百三十人

であった。 52主はモーセに言われた、 53「これ

らの人々に、その名の数にしたがって地を分け与

え、嗣業とさせなさい。 54大きい部族には多く

の嗣業を与え、小さい部族には少しの嗣業を与え

なさい。すなわち数えられた数にしたがって、お

のおのの部族にその嗣業を与えなければならない

。 55ただし地は、くじをもって分け、その父祖

の部族の名にしたがって、それを継がなければな

らない。 56すなわち、くじをもってその嗣業を

大きいものと、小さいものとに分けなければなら

ない」。 57レビびとのその氏族にしたがって数

えられた者は次のとおりである。ゲルションから

ゲルションびとの氏族が出、コハテからコハテび

との氏族が出、メラリからメラリびとの氏族が出

た。 58レビの氏族は次のとおりである。すなわ

ちリブニびとの氏族、ヘブロンびとの氏族、マヘ

リびとの氏族、ムシびとの氏族、コラびとの氏族

であって、コハテからアムラムが生れた。 59ア

ムラムの妻の名はヨケベデといって、レビの娘で

ある。彼女はエジプトでレビに生れた者であるが

、アムラムにとついで、アロンとモーセおよびそ

の姉妹ミリアムを産んだ。 60アロンにはナダブ

、アビウ、エレアザルおよびイタマルが生れた。

61ナダブとアビウは異火を主の前にささげた時に

死んだ。 62その数えられた一か月以上のすべて

の男子は二万三千人であった。彼らはイスラエル

の人々のうちに嗣業を与えられなかったため、イ

スラエルの人々のうちに数えられなかった者であ

る。 63これらはモーセと祭司エレアザルが、エ

リコに近いヨルダンのほとりにあるモアブの平野

で数えたイスラエルの人々の数である。 64ただ

しそのうちには、モーセと祭司アロンがシナイの

荒野でイスラエルの人々を数えた時に数えられた

者はひとりもなかった。 65それは主がかつて彼

らについて「彼らは必ず荒野で死ぬであろう」と

言われたからである。それで彼らのうちエフンネ
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の子カレブとヌンの子ヨシュアのほか、ひとりも

残った者はなかった。

27さて、ヨセフの子マナセの氏族のうちのヘペ
ルの子、ゼロペハデの娘たちが訴えてきた。

ヘペルはギレアデの子、ギレアデはマキルの子、

マキルはマナセの子である。その娘たちは名をマ

アラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといったが

、 2彼らは会見の幕屋の入口でモーセと、祭司エ

レアザルと、つかさたちと全会衆との前に立って

言った、 3「わたしたちの父は荒野で死にました

。彼は、コラの仲間となって主に逆らった者ども

の仲間のうちには加わりませんでした。彼は自分

の罪によって死んだのですが、男の子がありませ

んでした。 4男の子がないからといって、どうし

てわたしたちの父の名がその氏族のうちから削ら

れなければならないのでしょうか。わたしたちの

父の兄弟と同じように、わたしたちにも所有地を

与えてください」。 5モーセがその事を主の前に

述べると、 6主はモーセに言われた、 7「ゼロペ

ハデの娘たちの言うことは正しい。あなたは必ず

彼らの父の兄弟たちと同じように、彼らにも嗣業

の所有地を与えなければならない。すなわち、そ

の父の嗣業を彼らに渡さなければならない。 8あ

なたはイスラエルの人々に言いなさい、『もし人

が死んで、男の子がない時は、その嗣業を娘に渡

さなければならない。 9もしまた娘もない時は、

その嗣業を兄弟に与えなければならない。 10も

し兄弟もない時は、その嗣業を父の兄弟に与えな

ければならない。 11もしまた父に兄弟がない時

は、その氏族のうちで彼に最も近い親族にその嗣

業を与えて所有させなければならない』。主がモ

ーセに命じられたようにイスラエルの人々は、こ

れをおきての定めとしなければならない」。 12

主はモーセに言われた、「このアバリムの山に登

って、わたしがイスラエルの人々に与える地を見

なさい。 13あなたはそれを見てから、兄弟アロ

ンのようにその民に加えられるであろう。 14こ

れは会衆がチンの荒野で逆らい争った時、あなた

がたはわたしの命にそむき、あの水のかたわらで

彼らの目の前にわたしの聖なることを現さなかっ

たからである」。これはチンの荒野にあるカデシ

のメリバの水である。 15モーセは主に言った、

16「すべての肉なるものの命の神、主よ、どうぞ

、この会衆の上にひとりの人を立て、 17彼らの

前に出入りし、彼らを導き出し、彼らを導き入れ

る者とし、主の会衆を牧者のない羊のようにしな

いでください」。 18主はモーセに言われた、「

神の霊のやどっているヌンの子ヨシュアを選び、

あなたの手をその上におき、 19彼を祭司エレア

ザルと全会衆の前に立たせて、彼らの前で職に任

じなさい。 20そして彼にあなたの権威を分け与

え、イスラエルの人々の全会衆を彼に従わせなさ

い。 21彼は祭司エレアザルの前に立ち、エレア

ザルは彼のためにウリムをもって、主の前に判断

を求めなければならない。ヨシュアとイスラエル

の人々の全会衆とはエレアザルの言葉に従ってい

で、エレアザルの言葉に従ってはいらなければな

らない」。 22そこでモーセは主が命じられたよ

うにし、ヨシュアを選んで、祭司エレアザルと全

会衆の前に立たせ、 23彼の上に手をおき、主が

モーセによって語られたとおりに彼を任命した

。

28主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に命じて言いなさい、『あなたがたは香ば

しいかおりとしてわたしにささげる火祭、すなわ

ち、わたしの供え物、わたしの食物を定めの時に

わたしにささげることを怠ってはならない』。 3

また彼らに言いなさい、『あなたがたが主にささ

ぐべき火祭はこれである。すなわち一歳の雄の全

き小羊二頭を毎日ささげて常燔祭としなければな

らない。 4すなわち一頭の小羊を朝にささげ、一

頭の小羊を夕にささげなければならない。 5また

麦粉一エパの十分の一に、砕いて取った油一ヒン

の四分の一を混ぜて素祭としなければならない。

6これはシナイ山で定められた常燔祭であって、

主に香ばしいかおりとしてささげる火祭である。

7またその灌祭は小羊一頭について一ヒンの四分

の一をささげなければならない。すなわち聖所に

おいて主のために濃い酒をそそいで灌祭としなけ

ればならない。 8夕には他の一頭の小羊をささげ

なければならない。その素祭と灌祭とは朝のもの

と同じようにし、その小羊を火祭としてささげ、

主に香ばしいかおりとしなければならない。 9ま

た安息日には一歳の雄の全き小羊二頭と、麦粉一

エパの十分の二に油を混ぜた素祭と、その灌祭と

をささげなければならない。 10これは安息日ご

との燔祭であって、常燔祭とその灌祭とに加えら

るべきものである。 11またあなたがたは月々の
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第一日に燔祭を主にささげなければならない。す

なわち若い雄牛二頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き

小羊七頭をささげ、 12雄牛一頭には麦粉一エパ

の十分の三に油を混ぜたものを素祭とし、雄羊一

頭には麦粉一エパの十分の二に油を混ぜたものを

素祭とし、 13小羊一頭には麦粉十分の一に油を

混ぜたものを素祭とし、これを香ばしいかおりの

燔祭として主のために火祭としなければならない

。 14またその灌祭は雄牛一頭についてぶどう酒

一ヒンの二分の一、雄羊一頭について一ヒンの三

分の一、小羊一頭について一ヒンの四分の一をさ

さげなければならない。これは年の月々を通じて

、新月ごとにささぐべき燔祭である。 15また常

燔祭とその灌祭とのほかに、雄やぎ一頭を罪祭と

して主にささげなければならない。 16正月の十

四日は主の過越の祭である。 17またその月の十

五日は祭日としなければならない。七日のあいだ

種入れぬパンを食べなければならない。 18その

初めの日には聖会を開かなければならない。なん

の労役をもしてはならない。 19あなたがたは火

祭として主に燔祭をささげなければならない。す

なわち若い雄牛二頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊

七頭をささげなければならない。これらはみな全

きものでなければならない。 20その素祭には油

を混ぜた麦粉をささげなければならない。すなわ

ち雄牛一頭につき麦粉一エパの十分の三、雄羊一

頭につき十分の二をささげ、 21また七頭の小羊

にはその一頭ごとに十分の一をささげなければな

らない。 22また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ

、あなたがたのために罪のあがないをしなければ

ならない。 23あなたがたは朝にささげる常燔祭

の燔祭のほかに、これらをささげなければならな

い。 24このようにあなたがたは七日のあいだ毎

日、火祭の食物をささげて、主に香ばしいかおり

としなければならない。これは常燔祭とその灌祭

とのほかにささぐべきものである。 25そして第

七日に、あなたがたは聖会を開かなければならな

い。なんの労役をもしてはならない。 26あなた

がたは七週の祭、すなわち新しい素祭を主にささ

げる初穂の日にも聖会を開かなければならない。

なんの労役をもしてはならない。 27あなたがた

は燔祭をささげて、主に香ばしいかおりとしなけ

ればならない。すなわち若い雄牛二頭、雄羊一頭

、一歳の雄の小羊七頭をささげなければならない

。 28その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなけ

ればならない。すなわち雄牛一頭につき一エパの

十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 29

また七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげ

なければならない。 30また雄やぎ一頭をささげ

てあなたがたのために罪のあがないをしなければ

ならない。 31あなたがたは常燔祭とその素祭と

その灌祭とのほかに、これらをささげなければな

らない。これらはみな、全きものでなければなら

ない。

29七月には、その月の第一日に聖会を開かなけ
ればならない。なんの労役をもしてはならな

い。これはあなたがたがラッパを吹く日である。

2あなたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいか

おりとしなければならない。すなわち若い雄牛一

頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげ

なければならない。 3その素祭には油を混ぜた麦

粉をささげなければならない。すなわち雄牛一頭

について一エパの十分の三、雄羊一頭について十

分の二をささげ、 4また七頭の小羊には一頭ごと

に十分の一をささげなければならない。 5また雄

やぎ一頭を罪祭としてささげ、あなたがたのため

に罪のあがないをしなければならない。 6これは

新月の燔祭とその素祭、常燔祭とその素祭、およ

び灌祭のほかのものであって、これらのものの定

めにしたがい、香ばしいかおりとして、主に火祭

としなければならない。 7またその七月の十日に

聖会を開き、かつあなたがたの身を悩まさなけれ

ばならない。なんの仕事もしてはならない。 8あ

なたがたは主に燔祭をささげて、香ばしいかおり

としなければならない。すなわち若い雄牛一頭、

雄羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければ

ならない。これらはみな全きものでなければなら

ない。 9その素祭には油を混ぜた麦粉をささげな

ければならない。すなわち雄牛一頭につき一エパ

の十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、

10また七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささ

げなければならない。 11また雄やぎ一頭を罪祭

としてささげなければならない。これらは贖罪の

罪祭と常燔祭とその素祭、および灌祭のほかのも

のである。 12七月の十五日に聖会を開かなけれ

ばならない。なんの労役もしてはならない。七日

のあいだ主のために祭をしなければならない。 13

あなたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかお

りの火祭としなければならない。すなわち若い雄
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牛十三頭、雄羊二頭、一歳の雄の小羊十四頭をさ

さげなければならない。これらはみな全きもので

なければならない。 14その素祭には油を混ぜた

麦粉をささげなければならない。すなわち十三頭

の雄牛には一頭ごとに十分の三、その二頭の雄羊

には一頭ごとに十分の二をささげ、 15その十四

頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげなけれ

ばならない。 16また雄やぎ一頭を罪祭としてさ

さげなければならない。これらは常燔祭とその素

祭および灌祭のほかのものである。 17第二日に

は若い雄牛十二頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小

羊十四頭をささげなければならない。 18その雄

牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とはその数

にしたがって、定めのようにささげなければなら

ない。 19また雄やぎ一頭を罪祭としてささげな

ければならない。これらは常燔祭とその素祭およ

び灌祭のほかのものである。 20第三日には雄牛

十一頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭を

ささげなければならない。 21その雄牛と雄羊と

小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたが

って定めのようにささげなければならない。 22

また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければなら

ない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほ

かのものである。 23第四日には雄牛十頭、雄羊

二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなけれ

ばならない。 24その雄牛と雄羊と小羊とのため

の素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのよ

うにささげなければならない。 25また雄やぎ一

頭を罪祭としてささげなければならない。これら

は常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものであ

る。 26第五日には雄牛九頭、雄羊二頭、一歳の

雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。

27その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭と

は、その数にしたがって定めのようにささげなけ

ればならない。 28また雄やぎ一頭を罪祭として

ささげなければならない。これらは常燔祭とその

素祭および灌祭のほかのものである。 29第六日

には雄牛八頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十

四頭をささげなければならない。 30その雄牛と

雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数に

したがって定めのようにささげなければならない

。 31また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなけれ

ばならない。これらは常燔祭とその素祭および灌

祭のほかのものである。 32第七日には雄牛七頭

、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげ

なければならない。 33その雄牛と雄羊と小羊と

のための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定

めのようにささげなければならない。 34また雄

やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。

これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのも

のである。 35第八日にはまた集会を開かなけれ

ばならない。なんの労役をもしてはならない。 36

あなたがたは燔祭をささげて主に香ばしいかおり

の火祭としなければならない。すなわち雄牛一頭

、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげな

ければならない。 37その雄牛と雄羊と小羊との

ための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定め

のようにささげなければならない。 38また雄や

ぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。こ

れらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのもの

である。 39あなたがたは定めの祭の時に、これ

らのものを主にささげなければならない。これら

はあなたがたの誓願、または自発の供え物として

ささげる燔祭、素祭、灌祭および酬恩祭のほかの

ものである』」。 40モーセは主が命じられた事

をことごとくイスラエルの人々に告げた。

30モーセはイスラエルの人々の部族のかしらた
ちに言った、「これは主が命じられた事であ

る。 2もし人が主に誓願をかけ、またはその身に

物断ちをしようと誓いをするならば、その言葉を

破ってはならない。口で言ったとおりにすべて行

わなければならない。 3またもし女がまだ若く、

父の家にいて、主に誓願をかけ、またはその身に

物断ちをしようとする時、 4父が彼女の誓願、ま

たは彼女の身に断った物断ちのことを聞いて、彼

女に何も言わないならば、彼女はすべて誓願を行

い、またその身に断った物断ちをすべて守らなけ

ればならない。 5しかし、彼女の父がそれを聞い

た日に、それを承認しない時は、彼女はその誓願

、またはその身に断った物断ちをすべてやめるこ

とができる。父が承認しないのであるから、主は

彼女をゆるされるであろう。 6またもし夫のある

身で、みずから誓願をかけ、またはその身に物断

ちをしようと、軽々しく口で言った場合、 7夫が

それを聞き、それを聞いた日に彼女に何も言わな

いならば、彼女はその誓願を行い、その身に断っ

た物断ちを守らなければならない。 8しかし、も

し夫がそれを聞いた日に、それを承認しないなら

ば、夫はその女がかけた誓願、またはその身に物
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断ちをしようと、軽々しく口に言ったことをやめ

させることができる。主はその女をゆるされるで

あろう。 9しかし、寡婦あるいは離縁された女の

誓願、すべてその身に断った物断ちは、それを守

らなければならない。 10もし女が夫の家で誓願

をかけ、またはその身に物断ちをしようと誓った

時、 11夫がそれを聞いて、彼女に何も言わず、

またそれに反対しないならば、その誓願はすべて

行わなければならない。またその身に断った物断

ちはすべて守らなければならない。 12しかし、

もし夫がそれを聞いた日にそれを認めないならば

、彼女の誓願、または身の物断ちについて、彼女

が口で言った事は、すべてやめることができる。

夫がそれを認めなかったのだから、主はその女を

ゆるされるであろう。 13すべての誓願およびす

べてその身を悩ます物断ちの誓約は、夫がそれを

守らせることができ、または夫がそれをやめさせ

ることができる。 14もし夫が彼女に何も言わず

に日を送るならば、彼は妻がした誓願、または物

断ちをすべて認めたのである。彼はそれを聞いた

日に妻に何も言わなかったのだから、それを認め

たのである。 15しかし、もし夫がそれを聞き、

あとになって、それを認めないならば、彼は妻の

罪を負わなければならない」。 16これらは主が

モーセに命じられた定めであって、夫と妻との間

、および父とまだ若くて父の家にいる娘との間に

関するものである。

31さて主はモーセに言われた、 2「ミデアンび

とにイスラエルの人々のあだを報いなさい。

その後、あなたはあなたの民に加えられるであろ

う」。 3モーセは民に言った、「あなたがたのう

ちから人を選んで戦いのために武装させ、ミデア

ンびとを攻めて、主のためミデアンびとに復讐し

なさい。 4すなわちイスラエルのすべての部族か

ら、部族ごとに千人ずつを戦いに送り出さなけれ

ばならない」。 5そこでイスラエルの部族のうち

から部族ごとに千人ずつを選び、一万二千人を得

て、戦いのために武装させた。 6モーセは各部族

から千人ずつを戦いにつかわし、また祭司エレア

ザルの子ピネハスに、聖なる器と吹き鳴らすラッ

パとを執らせて、共に戦いにつかわした。 7彼ら

は主がモーセに命じられたようにミデアンびとと

戦って、その男子をみな殺した。 8その殺した者

のほかにまたミデアンの王五人を殺した。その名

はエビ、レケム、ツル、フル、レバである。また

ベオルの子バラムをも、つるぎにかけて殺した。

9またイスラエルの人々はミデアンの女たちとそ

の子供たちを捕虜にし、その家畜と、羊の群れと

、貨財とをことごとく奪い取り、 10そのすまい

のある町々と、その部落とを、ことごとく火で焼

いた。 11こうして彼らはすべて奪ったものと、

かすめたものとは人をも家畜をも取り、 12その

生けどった者と、かすめたものと、奪ったものと

を携えて、エリコに近いヨルダンのほとりのモア

ブの平野の宿営におるモーセと祭司エレアザルと

イスラエルの人々の会衆のもとへもどってきた。

13ときにモーセと祭司エレアザルと会衆のつかさ

たちはみな宿営の外に出て迎えたが、 14モーセ

は軍勢の将たち、すなわち戦場から帰ってきた千

人の長たちと、百人の長たちに対して怒った。 15

モーセは彼らに言った、「あなたがたは女たちを

みな生かしておいたのか。 16彼らはバラムのは

かりごとによって、イスラエルの人々に、ペオル

のことで主に罪を犯させ、ついに主の会衆のうち

に疫病を起すに至った。 17それで今、この子供

たちのうちの男の子をみな殺し、また男と寝て、

男を知った女をみな殺しなさい。 18ただし、ま

だ男と寝ず、男を知らない娘はすべてあなたがた

のために生かしておきなさい。 19そしてあなた

がたは七日のあいだ宿営の外にとどまりなさい。

あなたがたのうちすべて人を殺した者、およびす

べて殺された者に触れた者は、あなたがた自身も

、あなたがたの捕虜も共に、三日目と七日目とに

身を清めなければならない。 20またすべての衣

服と、すべての皮の器と、すべてやぎの毛で作っ

たものと、すべての木の器とを清めなければなら

ない」。 21祭司エレアザルは戦いに出たいくさ

びとたちに言った、「これは主がモーセに命じら

れた律法の定めである。 22金、銀、青銅、鉄、

すず、鉛など、 23すべて火に耐える物は火の中

を通さなければならない。そうすれば清くなるで

あろう。なおその上、汚れを清める水で、清めな

ければならない。しかし、すべて火に耐えないも

のは水の中を通さなければならない。 24あなた

がたは七日目に衣服を洗わなければならない。そ

して清くなり、その後宿営にはいることができる

」。 25主はモーセに言われた、 26「あなたと祭

司エレアザルおよび会衆の氏族のかしらたちは、

その生けどった人と家畜の獲物の総数を調べ、 27
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その獲物を戦いに出た勇士と、全会衆とに折半し

なさい。 28そして戦いに出たいくさびとに、人

または牛、またはろば、または羊を、おのおの五

百ごとに一つを取り、みつぎとして主にささげさ

せなさい。 29すなわち彼らが受ける半分のなか

から、それを取り、主にささげる物として祭司エ

レアザルに渡しなさい。 30またイスラエルの人

々が受ける半分のなかから、その獲た人または牛

、またはろば、または羊などの家畜を、おのおの

五十ごとに一つを取り、主の幕屋の務をするレビ

びとに与えなさい」。 31モーセと祭司エレアザ

ルとは主がモーセに命じられたとおりに行った。

32そこでその獲物、すなわち、いくさびとたちが

奪い取ったものの残りは羊六十七万五千、 33牛

七万二千、 34ろば六万一千、 35人三万二千、こ

れはみな男と寝ず、男を知らない女であった。 36

そしてその半分、すなわち戦いに出た者の分は羊

三十三万七千五百、 37主にみつぎとした羊は六

百七十五。 38牛は三万六千、そのうちから主に

みつぎとしたものは七十二。 39ろばは三万五百

、そのうちから主にみつぎとしたものは六十一。

40人は一万六千、そのうちから主にみつぎとした

ものは三十二人であった。 41モーセはそのみつ

ぎを主にささげる物として祭司エレアザルに渡し

た。主がモーセに命じられたとおりである。 42

モーセが戦いに出た人々とは別にイスラエルの人

々に与えた半分、 43すなわち会衆の受けた半分

は羊三十三万七千五百、 44牛三万六千、 45ろば

三万五百、 46人一万六千であって、 47モーセは

イスラエルの人々の受けた半分のなかから、人お

よび獣をおのおの五十ごとに一つを取って、主の

幕屋の務をするレビびとに与えた。主がモーセに

命じられたとおりである。 48時に軍勢の将であ

ったものども、すなわち千人の長たちと百人の長

たちとがモーセのところにきて、 49モーセに言

った、「しもべらは、指揮下のいくさびとを数え

ましたが、われわれのうち、ひとりも欠けた者は

ありませんでした。 50それで、われわれは、お

のおの手に入れた金の飾り物、すなわち腕飾り、

腕輪、指輪、耳輪、首飾りなどを主に携えてきて

供え物とし、主の前にわれわれの命のあがないを

しようと思います」。 51モーセと祭司エレアザ

ルとは、彼らから細工を施した金の飾り物を受け

取った。 52千人の長たちと百人の長たちとが、

主にささげものとした金は合わせて一万六千七百

五十シケル。 53いくさびとは、おのおの自分の

ぶんどり物を獲た。 54モーセと祭司エレアザル

とは、千人の長たちと百人の長たちとから、その

金を受け取り、それを携えて会見の幕屋に入り、

主の前に置いてイスラエルの人々のために記念と

した。

32ルベンの子孫とガドの子孫とは非常に多くの
家畜の群れを持っていた。彼らがヤゼルの地

と、ギレアデの地とを見ると、そこは家畜を飼う

のに適していたので、 2ガドの子孫とルベンの子

孫とがきて、モーセと、祭司エレアザルと、会衆

のつかさたちとに言った、 3「アタロテ、デボン

、ヤゼル、ニムラ、ヘシボン、エレアレ、シバム

、ネボ、ベオン、 4すなわち主がイスラエルの会

衆の前に撃ち滅ぼされた国は、家畜を飼うのに適

した地ですが、しもべらは家畜を持っています」

。 5彼らはまた言った、「それでもし、あなたの

恵みを得られますなら、どうぞこの地をしもべら

の領地にして、われわれにヨルダンを渡らせない

でください」。 6モーセはガドの子孫とルベンの

子孫とに言った、「あなたがたは兄弟が戦いに行

くのに、ここにすわっていようというのか。 7ど

うしてあなたがたはイスラエルの人々の心をくじ

いて、主が彼らに与えられる地に渡ることができ

ないようにするのか。 8あなたがたの先祖も、わ

たしがカデシ・バルネアから、その地を見るため

につかわした時に、同じようなことをした。 9す

なわち彼らはエシコルの谷に行って、その地を見

たとき、イスラエルの人々の心をくじいて、主が

与えられる地に行くことができないようにした。

10そこでその時、主は怒りを発し、誓って言われ

た、 11『エジプトから出てきた人々で二十歳以

上の者はひとりもわたしがアブラハム、イサク、

ヤコブに誓った地を見ることはできない。彼らは

わたしに従わなかったからである。 12ただケニ

ズびとエフンネの子カレブとヌンの子ヨシュアと

はそうではない。このふたりは全く主に従ったか

らである』。 13主はこのようにイスラエルにむ

かって怒りを発し、彼らを四十年のあいだ荒野に

さまよわされたので、主の前に悪を行ったその世

代の人々は、ついにみな滅びた。 14あなたがた

はその父に代って立った罪びとのやからであって

、主のイスラエルに対する激しい怒りをさらに増

そうとしている。 15あなたがたがもしそむいて



民数記153

主に従わないならば、主はまたこの民を荒野にす

ておかれるであろう。そうすればあなたがたはこ

の民をことごとく滅ぼすに至るであろう」。 16

彼らはモーセのところへ進み寄って言った、「わ

れわれはこの所に、群れのために羊のおりを建て

、また子供たちのために町々を建てようと思いま

す。 17しかし、われわれは武装してイスラエル

の人々の前に進み、彼らをその所へ導いて行きま

しょう。ただわれわれの子供たちは、この地の住

民の害をのがれるため、堅固な町々に住ませてお

かなければなりません。 18われわれはイスラエ

ルの人々が、おのおのその嗣業を受けるまでは、

家に帰りません。 19またわれわれはヨルダンの

かなたで彼らとともには嗣業を受けません。われ

われはヨルダンのこなた、すなわち東の方で嗣業

を受けるからです」。 20モーセは彼らに言った

、「もし、あなたがたがそのようにし、みな武装

して主の前に行って戦い、 21みな武装して主の

前に行ってヨルダン川を渡り、主がその敵を自分

の前から追い払われて、 22この国が主の前に征

服されて後、帰ってくるならば、あなたがたは主

の前にも、イスラエルの前にも、とがめはないで

あろう。そしてこの地は主の前にあなたがたの所

有となるであろう。 23しかし、そうしないなら

ば、あなたがたは主にむかって罪を犯した者とな

り、その罪は必ず身に及ぶことを知らなければな

らない。 24あなたがたは子供たちのために町々

を建て、羊のために、おりを建てなさい。しかし

、あなたがたは約束したことは行わなければなら

ない」。 25ガドの子孫とルベンの子孫とは、モ

ーセに言った、「しもべらはあなたの命じられた

とおりにいたします。 26われわれの子供たちと

妻と羊と、すべての家畜とは、このギレアデの町

々に残します。 27しかし、しもべらはみな武装

して、あなたの言われるとおり、主の前に渡って

行って戦います」。 28モーセは彼らのことにつ

いて、祭司エレアザルと、ヌンの子ヨシュアと、

イスラエルの人々の部族のうちの氏族のかしらた

ちとに命じた。 29そしてモーセは彼らに言った

、「ガドの子孫と、ルベンの子孫とが、おのおの

武装してあなたがたと一緒にヨルダンを渡り、主

の前に戦って、その地をあなたがたが征服するな

らば、あなたがたは彼らにギレアデの地を領地と

して与えなければならない。 30しかし、もし彼

らが武装してあなたがたと一緒に渡って行かない

ならば、彼らはカナンの地であなたがたのうちに

領地を獲なければならない」。 31ガドの子孫と

、ルベンの子孫とは答えて言った、「しもべらは

主が言われたとおりにいたします。 32われわれ

は武装して、主の前にカナンの地へ渡って行きま

すが、ヨルダンのこなたで、われわれの嗣業をも

つことにします」。 33そこでモーセはガドの子

孫と、ルベンの子孫と、ヨセフの子マナセの部族

の半ばとに、アモリびとの王シホンの国と、バシ

ャンの王オグの国とを与えた。すなわち、その国

およびその領内の町々とその町々の周囲の地とを

与えた。 34こうしてガドの子孫は、デボン、ア

タロテ、アロエル、 35アテロテ・ショパン、ヤ

ゼル、ヨグベハ、 36ベテニムラ、ベテハランな

どの堅固な町々を建て、羊のおりを建てた。 37

またルベンの子孫は、ヘシボン、エレアレ、キリ

ヤタイム、 38および後に名を改めたネボと、バ

アル・メオンの町を建て、またシブマの町を建て

た。彼らは建てた町々に新しい名を与えた。 39

またマナセの子マキルの子孫はギレアデに行って

、そこを取り、その住民アモリびとを追い払った

ので、 40モーセはギレアデをマナセの子マキル

に与えてそこに住まわせた。 41またマナセの子

ヤイルは行って村々を取り、それをハオテヤイル

と名づけた。 42またノバは行ってケナテとその

村々を取り、自分の名にしたがって、それをノバ

と名づけた。

33イスラエルの人々が、モーセとアロンとに導
かれ、その部隊に従って、エジプトの国を出

てから経た旅路は次のとおりである。 2モーセは

主の命により、その旅路にしたがって宿駅を書き

とめた。その宿駅にしたがえば旅路は次のとおり

である。 3彼らは正月の十五日にラメセスを出立

した。すなわち過越の翌日イスラエルの人々は、

すべてのエジプトびとの目の前を意気揚々と出立

した。 4その時エジプトびとは、主に撃ち殺され

たすべてのういごを葬っていた。主はまた彼らの

神々にも罰を加えられた。 5こうしてイスラエル

の人々はラメセスを出立してスコテに宿営し、 6

スコテを出立して荒野の端にあるエタムに宿営し

、 7エタムを出立してバアル・ゼポンの前にある

ピハヒロテに引き返してミグドルの前に宿営し、

8ピハヒロテを出立して、海のなかをとおって荒

野に入り、エタムの荒野を三日路ほど行って、メ
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ラに宿営し、 9メラを出立し、エリムに行って宿

営した。エリムには水の泉十二と、なつめやし七

十本とがあった。 10エリムを出立して紅海のほ

とりに宿営し、 11紅海を出立してシンの荒野に

宿営し、 12シンの荒野を出立してドフカに宿営

し、 13ドフカを出立してアルシに宿営し、 14ア

ルシを出立してレピデムに宿営した。そこには民

の飲む水がなかった。 15レピデムを出立してシ

ナイの荒野に宿営し、 16シナイの荒野を出立し

てキブロテ・ハッタワに宿営し、 17キブロテ・

ハッタワを出立してハゼロテに宿営し、 18ハゼ

ロテを出立してリテマに宿営し、 19リテマを出

立してリンモン・パレツに宿営し、 20リンモン

・パレツを出立してリブナに宿営し、 21リブナ

を出立してリッサに宿営し、 22リッサを出立し

てケヘラタに宿営し、 23ケヘラタを出立してシ

ャペル山に宿営し、 24シャペル山を出立してハ

ラダに宿営し、 25ハラダを出立してマケロテに

宿営し、 26マケロテを出立してタハテに宿営し

、 27タハテを出立してテラに宿営し、 28テラを

出立してミテカに宿営し、 29ミテカを出立して

ハシモナに宿営し、 30ハシモナを出立してモセ

ラに宿営し、 31モセラを出立してベネヤカンに

宿営し、 32ベネヤカンを出立してホル・ハギデ

ガデに宿営し、 33ホル・ハギデガデを出立して

ヨテバタに宿営し、 34ヨテバタを出立してアブ

ロナに宿営し、 35アブロナを出立してエジオン

・ゲベルに宿営し、 36エジオン・ゲベルを出立

してチンの荒野すなわちカデシに宿営し、 37カ

デシを出立してエドムの国の端にあるホル山に宿

営した。 38イスラエルの人々がエジプトの国を

出て四十年目の五月一日に、祭司アロンは主の命

によりホル山に登って、その所で死んだ。 39ア

ロンはホル山で死んだとき百二十三歳であった。

40カナンの地のネゲブに住んでいたカナンびとア

ラデの王は、イスラエルの人々の来るのを聞いた

。 41ついで、ホル山を出立してザルモナに宿営

し、 42ザルモナを出立してプノンに宿営し、 43

プノンを出立してオボテに宿営し、 44オボテを

出立してモアブの境にあるイエ・アバリムに宿営

し、 45イエ・アバリムを出立してデボン・ガド

に宿営し、 46デボン・ガドを出立してアルモン

・デブラタイムに宿営し、 47アルモン・デブラ

タイムを出立してネボの前にあるアバリムの山に

宿営し、 48アバリムの山を出立してエリコに近

いヨルダンのほとりのモアブの平野に宿営した。

49すなわちヨルダンのほとりのモアブの平野で、

ベテエシモテとアベル・シッテムとの間に宿営し

た。 50エリコに近いヨルダンのほとりのモアブ

の平野で、主はモーセに言われた、 51「イスラ

エルの人々に言いなさい。あなたがたがヨルダン

を渡ってカナンの地にはいるときは、 52その地

の住民をことごとくあなたがたの前から追い払い

、すべての石像をこぼち、すべての鋳像をこぼち

、すべての高き所を破壊しなければならない。 53

またあなたがたはその地の民を追い払って、そこ

に住まなければならない。わたしがその地をあな

たがたの所有として与えたからである。 54あな

たがたは、おのおの氏族ごとにくじを引き、その

地を分けて嗣業としなければならない。大きい部

族には多くの嗣業を与え、小さい部族には少しの

嗣業を与えなければならない。そのくじの当った

所がその所有となるであろう。あなたがたは父祖

の部族にしたがって、それを継がなければならな

い。 55しかし、その地の住民をあなたがたの前

から追い払わないならば、その残して置いた者は

あなたがたの目にとげとなり、あなたがたの脇に

いばらとなり、あなたがたの住む国において、あ

なたがたを悩ますであろう。 56また、わたしは

彼らにしようと思ったとおりに、あなたがたにす

るであろう」。

34主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に命じて言いなさい。あなたがたがカナン

の地にはいるとき、あなたがたの嗣業となるべき

地はカナンの地で、その全域は次のとおりである

。 3南の方はエドムに接するチンの荒野に始まり

、南の境は、東は塩の海の端に始まる。 4その境

はアクラビムの坂の南を巡ってチンに向かい、カ

デシ・バルネアの南に至り、ハザル・アダルに進

み、アズモンに及ぶ。 5その境はまたアズモンか

ら転じてエジプトの川に至り、海に及んで尽きる

。 6西の境はおおうみとその沿岸で、これがあな

たがたの西の境である。 7あなたがたの北の境は

次のとおりである。すなわちおおうみからホル山

まで線を引き、 8ホル山からハマテの入口まで線

を引き、その境をゼダデに至らせ、 9またその境

はジフロンに進み、ハザル・エノンに至って尽き

る。これがあなたがたの北の境である。 10あな

たがたの東の境は、ハザル・エノンからシパムま
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で線を引き、 11またその境はアインの東の方で

、シパムからリブラに下り、またその境は下って

キンネレテの海の東の斜面に至り、 12またその

境はヨルダンに下り、塩の海に至って尽きる。あ

なたがたの国の周囲の境は以上のとおりである」

。 13モーセはイスラエルの人々に命じて言った

、「これはあなたがたが、くじによって継ぐべき

地である。主はこれを九つの部族と半部族とに与

えよと命じられた。 14それはルベンの子孫の部

族とガドの子孫の部族とが共に父祖の家にしたが

って、すでにその嗣業を受け、またマナセの半部

族もその嗣業を受けていたからである。 15この

二つの部族と半部族とはエリコに近いヨルダンの

かなた、すなわち東の方、日の出る方で、その嗣

業を受けた」。 16主はまたモーセに言われた、

17「あなたがたに、嗣業として地を分け与える人

々の名は次のとおりである。すなわち祭司エレア

ザルと、ヌンの子ヨシュアとである。 18あなた

がたはまた、おのおの部族から、つかさひとりず

つを選んで、地を分け与えさせなければならない

。 19その人々の名は次のとおりである。すなわ

ちユダの部族ではエフンネの子カレブ、 20シメ

オンの子孫の部族ではアミホデの子サムエル、 21

ベニヤミンの部族ではキスロンの子エリダデ、 22

ダンの子孫の部族ではヨグリの子つかさブッキ、

23ヨセフの子孫、すなわちマナセの部族ではエポ

デの子つかさハニエル、 24エフライムの子孫の

部族ではシフタンの子つかさケムエル、 25ゼブ

ルンの子孫の部族ではパルナクの子つかさエリザ

パン、 26イッサカルの子孫の部族ではアザンの

子つかさパルテエル、 27アセルの子孫の部族で

はシロミの子つかさアヒウデ、 28ナフタリの子

孫の部族では、アミホデの子つかさパダヘル。 29

カナンの地でイスラエルの人々に嗣業を分け与え

ることを主が命じられた人々は以上のとおりであ

る」。

35エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平
野で、主はモーセに言われた、 2「イスラエ

ルの人々に命じて、その獲た嗣業のうちから、レ

ビびとに住むべき町々を与えさせなさい。また、

あなたがたは、その町々の周囲の放牧地をレビび

とに与えなければならない。 3その町々は彼らの

住む所、その放牧地は彼らの家畜と群れ、および

すべての獣のためである。 4あなたがたがレビび

とに与える町々の放牧地は、町の石がきから一千

キュビトの周囲としなければならない。 5あなた

がたは町の外で東側に二千キュビト、南側に二千

キュビト、西側に二千キュビト、北側に二千キュ

ビトを計り、町はその中央にしなければならない

。彼らの町の放牧地はこのようにしなければなら

ない。 6あなたがたがレビびとに与える町々は六

つで、のがれの町とし、人を殺した者がのがれる

所としなければならない。なおこのほかに四十二

の町を与えなければならない。 7すなわちあなた

がたがレビびとに与える町は合わせて四十八で、

これをその放牧地と共に与えなければならない。

8あなたがたがイスラエルの人々の所有のうちか

らレビびとに町々を与えるには、大きい部族から

は多く取り、小さい部族からは少なく取り、おの

おの受ける嗣業にしたがって、その町々をレビび

とに与えなければならない」。 9主はモーセに言

われた、 10「イスラエルの人々に言いなさい。

あなたがたがヨルダンを渡ってカナンの地にはい

るときは、 11あなたがたのために町を選んで、

のがれの町とし、あやまって人を殺した者を、そ

こにのがれさせなければならない。 12これはあ

なたがたが復讐する者を避けてのがれる町であっ

て、人を殺した者が会衆の前に立って、さばきを

受けないうちに、殺されることのないためである

。 13あなたがたが与える町々のうち、六つをの

がれの町としなければならない。 14すなわちヨ

ルダンのかなたで三つの町を与え、カナンの地で

三つの町を与えて、のがれの町としなければなら

ない。 15これらの六つの町は、イスラエルの人

々と、他国の人および寄留者のために、のがれの

場所としなければならない。すべてあやまって人

を殺した者が、そこにのがれるためである。 16

もし人が鉄の器で、人を打って死なせたならば、

その人は故殺人である。故殺人は必ず殺されなけ

ればならない。 17またもし人を殺せるほどの石

を取って、人を打って死なせたならば、その人は

故殺人である。故殺人は必ず殺されなければなら

ない。 18あるいは人を殺せるほどの木の器を取

って、人を打って死なせたならば、その人は故殺

人である。故殺人は必ず殺されなければならない

。 19血の復讐をする者は、自分でその故殺人を

殺すことができる。すなわち彼に出会うとき、彼

を殺すことができる。 20またもし恨みのために

人を突き、あるいは故意に人に物を投げつけて死
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なせ、 21あるいは恨みによって手で人を打って

死なせたならば、その打った者は必ず殺されなけ

ればならない。彼は故殺人だからである。血の復

讐をする者は、その故殺人に出会うとき殺すこと

ができる。 22しかし、もし恨みもないのに思わ

ず人を突き、または、なにごころなく人に物を投

げつけ、 23あるいは人のいるのも見ずに、人を

殺せるほどの石を投げつけて死なせた場合、その

人がその敵でもなく、また害を加えようとしたの

でもない時は、 24会衆はこれらのおきてによっ

て、その人を殺した者と、血の復讐をする者との

間をさばかなければならない。 25すなわち会衆

はその人を殺した者を血の復讐をする者の手から

救い出して、逃げて行ったのがれの町に返さなけ

ればならない。その者は聖なる油を注がれた大祭

司の死ぬまで、そこにいなければならない。 26

しかし、もし人を殺した者が、その逃げて行った

のがれの町の境を出た場合、 27血の復讐をする

者は、のがれの町の境の外で、これに出会い、血

の復讐をする者が、その人を殺した者を殺しても

、彼には血を流した罪はない。 28彼は大祭司の

死ぬまで、そののがれの町におるべきものだから

である。大祭司の死んだ後は、人を殺した者は自

分の所有の地にかえることができる。 29これら

のことはすべてあなたがたの住む所で、代々あな

たがたのためのおきての定めとしなければならな

い。 30人を殺した者、すなわち故殺人はすべて

証人の証言にしたがって殺されなければならない

。しかし、だれもただひとりの証言によって殺さ

れることはない。 31あなたがたは死に当る罪を

犯した故殺人の命のあがないしろを取ってはなら

ない。彼は必ず殺されなければならない。 32ま

た、のがれの町にのがれた者のために、あがない

しろを取って大祭司の死ぬ前に彼を自分の地に帰

り住まわせてはならない。 33あなたがたはその

おる所の地を汚してはならない。流血は地を汚す

からである。地の上に流された血は、それを流し

た者の血によらなければあがなうことができない

。 34あなたがたは、その住む所の地、すなわち

わたしのおる地を汚してはならない。主なるわた

しがイスラエルの人々のうちに住んでいるからで

ある」。

36ヨセフの子孫の氏族のうち、マナセの子マキ
ルの子であるギレアデの子らの氏族のかしら

たちがきて、モーセとイスラエルの人々のかしら

であるつかさたちとの前で語って、 2言った、「

イスラエルの人々に、その嗣業の地をくじによっ

て与えることを主はあなたに命じられ、あなたも

また、われわれの兄弟ゼロペハデの嗣業を、その

娘たちに与えるよう、主によって命じられました

。 3その娘たちがもし、イスラエルの人々のうち

の他の部族のむすこたちにとつぐならば、彼女た

ちの嗣業は、われわれの父祖の嗣業のうちから取

り除かれて、そのとつぐ部族の嗣業に加えられる

でしょう。こうしてそれはわれわれの嗣業の分か

ら取り除かれるでしょう。 4そしてイスラエルの

人々のヨベルの年がきた時、彼女たちの嗣業は、

そのとついだ部族の嗣業に加えられるでしょう。

こうして彼女たちの嗣業は、われわれの父祖の部

族の嗣業のうちから取り除かれるでしょう」。 5

モーセは主の言葉にしたがって、イスラエルの人

々に命じて言った、「ヨセフの子孫の部族の言う

ところは正しい。 6ゼロペハデの娘たちについて

、主が命じられたことはこうである。すなわち『

彼女たちはその心にかなう者にとついでもよいが

、ただその父祖の部族の一族にのみ、とつがなけ

ればならない。 7そうすればイスラエルの人々の

嗣業は、部族から部族に移るようなことはないで

あろう。イスラエルの人々は、おのおのその父祖

の部族の嗣業をかたく保つべきだからである。 8

イスラエルの人々の部族のうち、嗣業をもってい

る娘はみな、その父の部族に属する一族にとつが

なければならない。そうすればイスラエルの人々

は、おのおのその父祖の嗣業を保つことができる

。 9こうして嗣業は一つの部族から他の部族に移

ることはなかろう。イスラエルの人々の部族はお

のおのその嗣業をかたく保つべきだからである』

」。 10そこでゼロペハデの娘たちは、主がモー

セに命じられたようにした。 11すなわちゼロペ

ハデの娘たち、マアラ、テルザ、ホグラ、ミルカ

およびノアは、その父の兄弟のむすこたちにとつ

いだ。 12彼女たちはヨセフの子マナセのむすこ

たちの一族にとついだので、その嗣業はその父の

一族の属する部族にとどまった。 13これらはエ

リコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野で、

主がモーセによってイスラエルの人々に命じられ

た命令とおきてである。



申命記157

申命記

1これはヨルダンの向こうの荒野、パランと、
トペル、ラバン、ハゼロテ、デザハブとの間

の、スフの前にあるアラバにおいて、モーセがイ

スラエルのすべての人に告げた言葉である。 2ホ

レブからセイル山の道を経て、カデシ・バルネア

に達するには、十一日の道のりである。 3第四十

年の十一月となり、その月の一日に、モーセはイ

スラエルの人々にむかって、主が彼らのため彼に

授けられた命令を、ことごとく告げた。 4これは

モーセがヘシボンに住んでいたアモリびとの王シ

ホン、およびアシタロテとエデレイとに住んでい

たバシャンの王オグを殺した後であった。 5すな

わちモーセはヨルダンの向こうのモアブの地で、

みずから、この律法の説明に当った、そして言っ

た、 6「われわれの神、主はホレブにおいて、わ

れわれに言われた、『あなたがたはすでに久しく

、この山にとどまっていたが、 7身をめぐらして

道に進み、アモリびとの山地に行き、その近隣の

すべての所、アラバ、山地、低地、ネゲブ、海べ

、カナンびとの地、またレバノンに行き、大川ユ

フラテにまで行きなさい。 8見よ、わたしはこの

地をあなたがたの前に置いた。この地にはいって

、それを自分のものとしなさい。これは主が、あ

なたがたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓

って、彼らとその後の子孫に与えると言われた所

である』。 9あの時、わたしはあなたがたに言っ

た、『わたしはひとりであなたがたを負うことが

できない。 10あなたがたの神、主はあなたがた

を多くされたので、あなたがたは、きょう、空の

星のように多い。 11どうぞ、あなたがたの先祖

の神、主があなたがたを、今あるより千倍も多く

し、またあなたがたに約束されたように、あなた

がたを恵んでくださるように。 12わたしひとり

で、どうして、あなたがたを負い、あなたがたの

重荷と、あなたがたの争いを処理することができ

ようか。 13あなたがたは、おのおの部族ごとに

、知恵があり、知識があって、人に知られている

人々を選び出しなさい。わたしはその人々を、あ

なたがたのかしらとするであろう』。 14その時

、あなたがたはわたしに答えた、『あなたがしよ

うと言われることは良いことです』。 15そこで

、わたしは、あなたがたのうちから、知恵があり

、人に知られている人々を取って、あなたがたの

かしらとした。すなわち千人の長、百人の長、五

十人の長、十人の長とし、また、あなたがたの部

族のつかさびととした。 16また、あのとき、わ

たしはあなたがたのさばきびとたちに命じて言っ

た、『あなたがたは、兄弟たちの間の訴えを聞き

、人とその兄弟、または寄留の他国人との間を、

正しくさばかなければならない。 17あなたがた

は、さばきをする時、人を片寄り見てはならない

。小さい者にも大いなる者にも聞かなければなら

ない。人の顔を恐れてはならない。さばきは神の

事だからである。あなたがたで決めるのにむずか

しい事は、わたしのところに持ってこなければな

らない。わたしはそれを聞くであろう』。 18わ

たしはまた、あの時、あなたがたがしなければな

らないことを、ことごとく命じた。 19われわれ

の神、主が命じられたように、われわれは、ホレ

ブを出立して、あなたがたが見た、あの大きな恐

ろしい荒野を通り、アモリびとの山地へ行く道に

よって、カデシ・バルネアにきた。 20その時わ

たしはあなたがたに言った、『あなたがたは、わ

れわれの神、主がお与えになるアモリびとの山地

に着いた。 21見よ、あなたの神、主はこの地を

あなたの前に置かれた。あなたの先祖の神、主が

告げられたように、上って行って、これを自分の

ものとしなさい。恐れてはならない。おののいて

はならない』。 22あなたがたは皆わたしに近寄

って言った、『われわれは人をさきにつかわして

、その地を探らせ、どの道から上るべきか、どの

町々に入るべきかを、復命させましょう』。 23

このことは良いと思ったので、わたしはあなたが

たのうち、おのおのの部族から、ひとりずつ十二

人の者を選んだ。 24彼らは身をめぐらして、山

地に上って行き、エシコルの谷へ行ってそれを探

り、 25その地のくだものを手に取って、われわ

れのところに持って下り、復命して言った、『わ

れわれの神、主が賜わる地は良い地です』。 26

しかし、あなたがたは上って行くことを好まない

で、あなたがたの神、主の命令にそむいた。 27

そして天幕でつぶやいて言った。『主はわれわれ

を憎んでアモリびとの手に渡し、滅ぼそうとして

エジプトの国から導き出されたのだ。 28われわ

れはどこへ上って行くのか。兄弟たちは、「その

民はわれわれよりも大きくて、背も高い。町々は

大きく、その石がきは天に届いている。われわれ

は、またアナクびとの子孫をその所で見た」と言
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って、われわれの心をくじいた』。 29その時、

わたしはあなたがたに言った、『彼らをこわがっ

てはならない。また恐れてはならない。 30先に

立って行かれるあなたがたの神、主はエジプトに

おいて、あなたがたの目の前で、すべてのことを

行われたように、あなたがたのために戦われるで

あろう。 31あなたがたはまた荒野で、あなたの

神、主が、人のその子を抱くように、あなたを抱

かれるのを見た。あなたがたが、この所に来るま

で、その道すがら、いつもそうであった』。 32

このように言っても、あなたがたはなお、あなた

がたの神、主を信じなかった。 33主は道々あな

たがたの先に立って行き、あなたがたが宿営する

場所を捜し、夜は火のうちにあり、昼は雲のうち

にあって、あなたがたに行くべき道を示された。

34主は、あなたがたの言葉を聞いて怒り、誓って

言われた、 35『この悪い世代の人々のうちには

、わたしが、あなたがたの先祖たちに与えると誓

ったあの良い地を見る者は、ひとりもないであろ

う。 36ただエフンネの子カレブだけはそれを見

ることができるであろう。彼が踏んだ地を、わた

しは彼とその子孫に与えるであろう。彼が全く主

に従ったからである』。 37主はまた、あなたが

たのゆえに、わたしをも怒って言われた、『おま

えもまた、そこにはいることができないであろう

。 38おまえに仕えているヌンの子ヨシュアが、

そこにはいるであろう。彼を力づけよ。彼はイス

ラエルにそれを獲させるであろう。 39またあな

たがたが、かすめられるであろうと言ったあなた

がたのおさなごたち、およびその日にまだ善悪を

わきまえないあなたがたの子供たちが、そこには

いるであろう。わたしはそれを彼らに与える。彼

らはそれを所有とするであろう。 40あなたがた

は身をめぐらし、紅海の道によって、荒野に進ん

で行きなさい』。 41しかし、あなたがたはわた

しに答えて言った、『われわれは主にむかって罪

を犯しました。われわれの神、主が命じられたよ

うに、われわれは上って行って戦いましょう』。

そして、おのおの武器を身に帯びて、かるがるし

く山地へ上って行こうとした。 42その時、主は

わたしに言われた、『彼らに言いなさい、「あな

たがたは上って行ってはならない。また戦っては

ならない。わたしはあなたがたのうちにいない。

おそらく、あなたがたは敵に撃ち敗られるであろ

う」』。 43このようにわたしが告げたのに、あ

なたがたは聞かないで主の命令にそむき、ほしい

ままに山地へ上って行ったが、 44その山地に住

んでいるアモリびとが、あなたがたに向かって出

てきて、はちが追うように、あなたがたを追いか

け、セイルで撃ち敗って、ホルマにまで及んだ。

45あなたがたは帰ってきて、主の前で泣いたが、

主はあなたがたの声を聞かず、あなたがたに耳を

傾けられなかった。 46こうしてあなたがたは、

日久しくカデシにとどまった。あなたがたのそこ

にとどまった日数のとおりである。

2それから、われわれは身をめぐらし、主がわ
たしに告げられたように、紅海の方に向かっ

て荒野に進み入り、日久しくセイル山を行きめぐ

っていたが、 2主はわたしに言われた、 3『あな

たがたは既に久しくこの山を行きめぐっているが

、身をめぐらして北に進みなさい。 4おまえはま

た民に命じて言え、「あなたがたは、エサウの子

孫、すなわちセイルに住んでいるあなたがたの兄

弟の領内を通ろうとしている。彼らはあなたがた

を恐れるであろう。それゆえ、あなたがたはみず

から深く慎み、 5彼らと争ってはならない。彼ら

の地は、足の裏で踏むほどでも、あなたがたに与

えないであろう。わたしがセイル山をエサウに与

えて、領地とさせたからである。 6あなたがたは

彼らから金で食物を買って食べ、また金で水を買

って飲まなければならない。 7あなたの神、主が

、あなたのするすべての事において、あなたを恵

み、あなたがこの大いなる荒野を通るのを、見守

られたからである。あなたの神、主がこの四十年

の間、あなたと共におられたので、あなたは何も

乏しいことがなかった」』。 8こうしてわれわれ

は、エサウの子孫でセイルに住んでいる兄弟を離

れ、アラバの道を避け、エラテとエジオン・ゲベ

ルを離れて進んだ。われわれは転じて、モアブの

荒野の方に向かって進んだ。 9その時、主はわた

しに言われた、『モアブを敵視してはならない。

またそれと争い戦ってはならない。彼らの地は、

領地としてあなたに与えない。ロトの子孫にアル

を与えて、領地とさせたからである。 10（むか

し、エミびとがこの所に住んでいた。この民は大

いなる民であって、数も多く、アナクびとのよう

に背も高く、 11またアナクびとと同じくレパイ

ムであると、みなされていたが、モアブびとは、

これをエミびとと呼んでいた。 12ホリびとも、
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むかしはセイルに住んでいたが、エサウの子孫が

これを追い払い、これを滅ぼし、彼らに代ってそ

こに住んだ。主が賜わった所有の地に、イスラエ

ルがおこなったのと同じである。） 13あなたが

たは、いま、立ちあがってゼレデ川を渡りなさい

』。そこでわれわれはゼレデ川を渡った。 14カ

デシ・バルネアを出てこのかた、ゼレデ川を渡る

までの間の日は三十八年であって、その世代のい

くさびとはみな死に絶えて、宿営のうちにいなく

なった。主が彼らに誓われたとおりである。 15

まことに主の手が彼らを攻め、宿営のうちから滅

ぼし去られたので、彼らはついに死に絶えた。 16

いくさびとがみな民のうちから死に絶えたとき、

17主はわたしに言われた、 18『おまえは、きょ

う、モアブの領地アルを通ろうとしている。 19

アンモンの子孫に近づく時、おまえは彼らを敵視

してはならない。また争ってはならない。わたし

はアンモンの子孫の地を領地として、おまえに与

えない。それをロトの子孫に領地として与えたか

らである。 20（これもまたレパイムの国とみな

された。むかし、レパイムがここに住んでいたか

らである。しかし、アンモンびとは彼らをザムズ

ミびとと呼んだ。 21この民は大いなる民であっ

て数も多く、アナクびとのように背も高かったが

、主はアンモンびとの前から、これを滅ぼされ、

アンモンびとがこれを追い払って、彼らに代って

そこに住んだ。 22この事は、セイルに住んでい

るエサウの子孫のためにその前から、ホリびとを

滅ぼされたのと同じである。彼らはホリびとを追

い払い、これに代って今日までそこに住んでいる

。 23またカフトルから出たカフトルびとは、ガ

ザにまで及ぶ村々に住んでいたアビびとを滅ぼし

て、これに代ってそこに住んでいる。） 24あな

たがたは立ちあがり、進んでアルノン川を渡りな

さい。わたしはヘシボンの王アモリびとシホンと

その国とを、おまえの手に渡した。それを征服し

始めよ。彼と争って戦え。 25きょうから、わた

しは全天下の民に、おまえをおびえ恐れさせるで

あろう。彼らはおまえのうわさを聞いて震え、お

まえのために苦しむであろう』。 26そこでわた

しは、ケデモテの荒野から、ヘシボンの王シホン

に使者をつかわし、平和の言葉を述べさせた。 27

『あなたの国を通らせてください。わたしは大路

をとおっていきます、右にも左にも曲りません。

28金で食物を売ってわたしに食べさせ、金をとっ

て水を与えてわたしに飲ませてください。徒歩で

通らせてくださるだけでよいのです。 29セイル

に住むエサウの子孫と、アルに住むモアブびとが

、わたしにしたようにしてください。そうすれば

、わたしはヨルダンを渡って、われわれの神、主

が賜わる地に行きます』。 30しかし、ヘシボン

の王シホンは、われわれを通らせるのを好まなか

った。あなたの神、主が彼をあなたの手に渡すた

め、その気を強くし、その心をかたくなにされた

からである。今日見るとおりである。 31時に主

はわたしに言われた、『わたしはシホンと、その

地とを、おまえに渡し始めた。おまえはそれを征

服しはじめ、その地を自分のものとせよ』。 32

そこでシホンは、われわれを攻めようとして、そ

の民をことごとく率い、出てきてヤハズで戦った

が、 33われわれの神、主が彼を渡されたので、

われわれは彼とその子らと、そのすべての民とを

撃ち殺した。 34その時、われわれは彼のすべて

の町を取り、そのすべての町の男、女および子供

を全く滅ぼして、ひとりをも残さなかった。 35

ただその家畜は、われわれが取った町々のぶんど

り物と共に、われわれが獲て自分の物とした。 36

アルノンの谷のほとりにあるアロエルおよび谷の

中にある町からギレアデに至るまで、われわれが

攻めて取れなかった町は一つもなかった。われわ

れの神、主がことごとくわれわれに渡されたので

ある。 37ただアンモンの子孫の地、すなわちヤ

ボク川の全岸、および山地の町々、またすべてわ

れわれの神、主が禁じられた所には近寄らなかっ

た。

3そしてわれわれは身をめぐらして、バシャン
の道を上って行ったが、バシャンの王オグは

、われわれを迎え撃とうとして、その民をことご

とく率い、出てきてエデレイで戦った。 2時に主

はわたしに言われた、『彼を恐れてはならない。

わたしは彼と、そのすべての民と、その地をおま

えの手に渡している。おまえはヘシボンに住んで

いたアモリびとの王シホンにしたように、彼にす

るであろう』。 3こうしてわれわれの神、主はバ

シャンの王オグと、そのすべての民を、われわれ

の手に渡されたので、われわれはこれを撃ち殺し

て、ひとりをも残さなかった。 4その時、われわ

れは彼の町々を、ことごとく取った。われわれが

取らなかった町は一つもなかった。取った町は六
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十。アルゴブの全地方であって、バシャンにおけ

るオグの国である。 5これらは皆、高い石がきが

あり、門があり、貫の木のある堅固な町であった

。このほかに石がきのない町は、非常に多かった

。 6われわれはヘシボンの王シホンにしたように

、これらを全く滅ぼし、そのすべての町の男、女

および子供をことごとく滅ぼした。 7ただし、そ

のすべての家畜と、その町々からのぶんどり物と

は、われわれが獲て自分の物とした。 8その時わ

れわれはヨルダンの向こう側にいるアモリびとの

ふたりの王の手から、アルノン川からヘルモン山

までの地を取った。 9（シドンびとはヘルモンを

シリオンと呼び、アモリびとはこれをセニルと呼

んでいる。） 10すなわち高原のすべての町、ギ

レアデの全地、バシャンの全地、サルカおよびエ

デレイまで、バシャンにあるオグの国の町々をこ

とごとく取った。 11（バシャンの王オグはレパ

イムのただひとりの生存者であった。彼の寝台は

鉄の寝台であった。これは今なおアンモンびとの

ラバにあるではないか。これは普通のキュビト尺

で、長さ九キュビト、幅四キュビトである。） 12

その時われわれは、この地を獲た。そしてわたし

はアルノン川のほとりのアロエルから始まる地と

、ギレアデの山地の半ばと、その町々とは、ルベ

ンびとと、ガドびととに与えた。 13わたしはま

たギレアデの残りの地と、オグの国であったバシ

ャンの全地とは、マナセの半部族に与えた。すな

わちアルゴブの全地方である。（そのバシャンの

全地はレパイムの国と唱えられる。 14マナセの

子ヤイルは、アルゴブの全地方を取って、ゲシュ

ルびとと、マアカびとの境にまで達し、自分の名

にしたがって、バシャンをハボテ・ヤイルと名づ

けた。この名は今日にまでおよんでいる。） 15

またわたしはマキルにはギレアデを与えた。 16

ルベンびとと、ガドびととには、ギレアデからア

ルノン川までを与え、その川のまん中をもって境

とし、またアンモンびとの境であるヤボク川にま

で達せしめた。 17またヨルダンを境として、キ

ンネレテからアラバの海すなわち塩の海まで、ア

ラバをこれに与えて、東の方ピスガのふもとに達

せしめた。 18その時わたしはあなたがたに命じ

て言った、『あなたがたの神、主はこの地をあな

たがたに与えて、これを獲させられるから、あな

たがた勇士はみな武装して、兄弟であるイスラエ

ルの人々に先立って、渡って行かなければならな

い。 19ただし、あなたがたの妻と、子供と、家

畜とは、わたしが与えた町々にとどまらなければ

ならない。（わたしはあなたがたが多くの家畜を

持っているのを知っている。） 20主がすでにあ

なたがたに与えられたように、あなたがたの兄弟

にも安息を与えられて、彼らもまたヨルダンの向

こう側で、あなたがたの神、主が与えられる地を

獲るようになったならば、あなたがたはおのおの

わたしがあなたがたに与えた領地に帰ることがで

きる』。 21その時わたしはヨシュアに命じて言

った、『あなたの目はあなたがたの神、主がこの

ふたりの王に行われたすべてのことを見た。主は

またあなたが渡って行くもろもろの国にも、同じ

ように行われるであろう。 22彼らを恐れてはな

らない。あなたがたの神、主があなたがたのため

に戦われるからである』。 23その時わたしは主

に願って言った、 24『主なる神よ、あなたの大

いなる事と、あなたの強い手とを、たった今、し

もべに示し始められました。天にも地にも、あな

たのようなわざをなし、あなたのような力あるわ

ざのできる神が、ほかにありましょうか。 25ど

うぞ、わたしにヨルダンを渡って行かせ、その向

こう側の良い地、あの良い山地、およびレバノン

を見ることのできるようにしてください』。 26

しかし主はあなたがたのゆえにわたしを怒り、わ

たしに聞かれなかった。そして主はわたしに言わ

れた、『おまえはもはや足りている。この事につ

いては、重ねてわたしに言ってはならない。 27

おまえはピスガの頂に登り、目をあげて西、北、

南、東を望み見よ。おまえはこのヨルダンを渡る

ことができないからである。 28しかし、おまえ

はヨシュアに命じ、彼を励まし、彼を強くせよ。

彼はこの民に先立って渡って行き、彼らにおまえ

の見る地を継がせるであろう』。 29こうしてわ

れわれはベテペオルに対する谷にとどまっていた

。

4イスラエルよ、いま、わたしがあなたがたに
教える定めと、おきてとを聞いて、これを行

いなさい。そうすれば、あなたがたは生きること

ができ、あなたがたの先祖の神、主が賜わる地に

はいって、それを自分のものとすることができよ

う。 2わたしがあなたがたに命じる言葉に付け加

えてはならない。また減らしてはならない。わた

しが命じるあなたがたの神、主の命令を守ること
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のできるためである。 3あなたがたの目は、主が

バアル・ペオルで行われたことを見た。ペオルの

バアルに従った人々は、あなたの神、主がことご

とく、あなたのうちから滅ぼしつくされたのであ

る。 4しかし、あなたがたの神、主につき従った

あなたがたは皆、きょう、生きながらえている。

5わたしはわたしの神、主が命じられたとおりに

、定めと、おきてとを、あなたがたに教える。あ

なたがたがはいって、自分のものとする地におい

て、そのように行うためである。 6あなたがたは

、これを守って行わなければならない。これは、

もろもろの民にあなたがたの知恵、また知識を示

す事である。彼らは、このもろもろの定めを聞い

て、『この大いなる国民は、まことに知恵あり、

知識ある民である』と言うであろう。 7われわれ

の神、主は、われわれが呼び求める時、つねにわ

れわれに近くおられる。いずれの大いなる国民に

、このように近くおる神があるであろうか。 8ま

た、いずれの大いなる国民に、きょう、わたしが

あなたがたの前に立てるこのすべての律法のよう

な正しい定めと、おきてとがあるであろうか。 9

ただあなたはみずから慎み、またあなた自身をよ

く守りなさい。そして目に見たことを忘れず、生

きながらえている間、それらの事をあなたの心か

ら離してはならない。またそれらのことを、あな

たの子孫に知らせなければならない。 10あなた

がホレブにおいて、あなたの神、主の前に立った

日に、主はわたしに言われた、『民をわたしのも

とに集めよ。わたしは彼らにわたしの言葉を聞か

せ、地上に生きながらえる間、彼らにわたしを恐

れることを学ばせ、またその子供を教えることの

できるようにさせよう』。 11そこであなたがた

は近づいて、山のふもとに立ったが、山は火で焼

けて、その炎は中天に達し、暗黒と雲と濃い雲と

があった。 12時に主は火の中から、あなたがた

に語られたが、あなたがたは言葉の声を聞いたけ

れども、声ばかりで、なんの形も見なかった。 13

主はその契約を述べて、それを行うように、あな

たがたに命じられた。それはすなわち十誡であっ

て、主はそれを二枚の石の板に書きしるされた。

14その時、主はわたしに命じて、あなたがたに定

めと、おきてとを教えさせられた。あなたがたが

渡って行って自分のものとする地で、行わせるた

めであった。 15それゆえ、あなたがたはみずか

ら深く慎まなければならない。ホレブで主が火の

中からあなたがたに語られた日に、あなたがたは

なんの形も見なかった。 16それであなたがたは

道を誤って、自分のために、どんな形の刻んだ像

をも造ってはならない。男または女の像を造って

はならない。 17すなわち地の上におるもろもろ

の獣の像、空を飛ぶもろもろの鳥の像、 18地に

這うもろもろの物の像、地の下の水の中におるも

ろもろの魚の像を造ってはならない。 19あなた

はまた目を上げて天を望み、日、月、星すなわち

すべて天の万象を見、誘惑されてそれを拝み、そ

れに仕えてはならない。それらのものは、あなた

の神、主が全天下の万民に分けられたものである

。 20しかし、主はあなたがたを取って、鉄の炉

すなわちエジプトから導き出し、自分の所有の民

とされた。きょう、見るとおりである。 21とこ

ろで主はあなたがたのゆえに、わたしを怒り、わ

たしがヨルダンを渡って行くことができないこと

と、あなたの神、主が嗣業としてあなたに賜わる

良い地にはいることができないこととを誓われた

。 22わたしはこの地で死ぬ。ヨルダンを渡って

行くことはできない。しかしあなたがたは渡って

行って、あの良い地を獲るであろう。 23あなた

がたは慎み、あなたがたの神、主があなたがたと

結ばれた契約を忘れて、あなたの神、主が禁じら

れたどんな形の刻んだ像をも造ってはならない。

24あなたの神、主は焼きつくす火、ねたむ神であ

る。 25あなたがたが子を生み、孫を得、長くそ

の地におるうちに、道を誤って、すべて何かの形

に刻んだ像を造り、あなたの神、主の目の前に悪

をなして、その憤りを引き起すことがあれば、 26

わたしは、きょう、天と地を呼んであなたがたに

対してあかしとする。あなたがたはヨルダンを渡

って行って獲る地から、たちまち全滅するであろ

う。あなたがたはその所で長く命を保つことがで

きず、全く滅ぼされるであろう。 27主はあなた

がたを国々に散らされるであろう。そして主があ

なたがたを追いやられる国民のうちに、あなたが

たの残る者の数は少ないであろう。 28その所で

あなたがたは人が手で作った、見ることも、聞く

ことも、食べることも、かぐこともない木や石の

神々に仕えるであろう。 29しかし、その所から

あなたの神、主を求め、もし心をつくし、精神を

つくして、主を求めるならば、あなたは主に会う

であろう。 30後の日になって、あなたがなやみ

にあい、これらのすべての事が、あなたに臨むと
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き、もしあなたの神、主に立ち帰ってその声に聞

きしたがうならば、 31あなたの神、主はいつく

しみの深い神であるから、あなたを捨てず、あな

たを滅ぼさず、またあなたの先祖に誓った契約を

忘れられないであろう。 32試みにあなたの前に

過ぎ去った日について問え。神が地上に人を造ら

れた日からこのかた、天のこの端から、かの端ま

でに、かつてこのように大いなる事があったであ

ろうか。このようなことを聞いたことがあったで

あろうか。 33火の中から語られる神の声をあな

たが聞いたように、聞いてなお生きていた民がか

つてあったであろうか。 34あるいはまた、あな

たがたの神、主がエジプトにおいて、あなたがた

の目の前に、あなたがたのためにもろもろの事を

なされたように、試みと、しるしと、不思議と、

戦いと、強い手と、伸ばした腕と、大いなる恐る

べき事とをもって臨み、一つの国民を他の国民の

うちから引き出して、自分の民とされた神が、か

つてあったであろうか。 35あなたにこの事を示

したのは、主こそ神であって、ほかに神のないこ

とを知らせるためであった。 36あなたを訓練す

るために、主は天からその声を聞かせ、地上では

、またその大いなる火を示された。あなたはその

言葉が火の中から出るのを聞いた。 37主はあな

たの先祖たちを愛されたので、その後の子孫を選

び、大いなる力をもって、みずからあなたをエジ

プトから導き出し、 38あなたよりも大きく、か

つ強いもろもろの国民を、あなたの前から追い払

い、あなたをその地に導き入れて、これを嗣業と

してあなたに与えようとされること、今日見ると

おりである。 39それゆえ、あなたは、きょう知

って、心にとめなければならない。上は天、下は

地において、主こそ神にいまし、ほかに神のない

ことを。 40あなたは、きょう、わたしが命じる

主の定めと命令とを守らなければならない。そう

すれば、あなたとあなたの後の子孫はさいわいを

得、あなたの神、主が永久にあなたに賜わる地に

おいて、長く命を保つことができるであろう」。

41それからモーセはヨルダンの向こう側、東の方

に三つの町々を指定した。 42過去の恨みによる

のではなく、あやまって隣人を殺した者をそこに

のがれさせ、その町の一つにのがれて、命を全う

させるためであった。 43すなわちルベンびとの

ためには荒野の中の高地にあるベゼルを、ガドび

とのためにはギレアデのラモテを、マナセびとの

ためにはバシャンのゴランを定めた。 44モーセ

がイスラエルの人々の前に示した律法はこれであ

る。 45イスラエルの人々がエジプトから出たと

き、モーセが彼らに述べたあかしと、定めと、お

きてとはこれである。 46すなわちヨルダンの向

こう側、アモリびとの王シホンの国のベテペオル

に対する谷においてこれを述べた。シホンはヘシ

ボンに住んでいたが、モーセとイスラエルの人々

が、エジプトを出てきた時、これを撃ち敗って、

47その国を獲、またバシャンの王オグの国を獲た

。このふたりはアモリびとの王であって、ヨルダ

ンの向こう側、東の方におった。 48彼らの獲た

地はアルノン川のほとりにあるアロエルからシリ

オン山すなわちヘルモンに及び、 49ヨルダンの

東側のアラバの全部をかねて、アラバの海に達し

、ピスガのふもとに及んだ。

5さてモーセはイスラエルのすべての人を召し
寄せて言った、「イスラエルよ、きょう、わ

たしがあなたがたの耳に語る定めと、おきてを聞

き、これを学び、これを守って行え。 2われわれ

の神、主はホレブで、われわれと契約を結ばれた

。 3主はこの契約をわれわれの先祖たちとは結ば

ず、きょう、ここに生きながらえているわれわれ

すべての者と結ばれた。 4主は山で火の中から、

あなたがたと顔を合わせて語られた。 5その時、

わたしは主とあなたがたとの間に立って主の言葉

をあなたがたに伝えた。あなたがたは火のゆえに

恐れて山に登ることができなかったからである。

主は言われた、 6『わたしはあなたの神、主であ

って、あなたをエジプトの地、奴隷の家から導き

出した者である。 7あなたはわたしのほかに何も

のをも神としてはならない。 8あなたは自分のた

めに刻んだ像を造ってはならない。上は天にある

もの、下は地にあるもの、また地の下の水の中に

あるものの、どのような形をも造ってはならない

。 9それを拝んではならない。またそれに仕えて

はならない。あなたの神、主であるわたしは、ね

たむ神であるから、わたしを憎むものには、父の

罪を子に報いて三、四代に及ぼし、 10わたしを

愛し、わたしの戒めを守る者には恵みを施して千

代に至るであろう。 11あなたの神、主の名をみ

だりに唱えてはならない。主はその名をみだりに

唱える者を罰しないではおかないであろう。 12

安息日を守ってこれを聖とし、あなたの神、主が
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あなたに命じられたようにせよ。 13六日のあい

だ働いて、あなたのすべてのわざをしなければな

らない。 14七日目はあなたの神、主の安息であ

るから、なんのわざをもしてはならない。あなた

も、あなたのむすこ、娘、しもべ、はしため、牛

、ろば、もろもろの家畜も、あなたの門のうちに

おる他国の人も同じである。こうしてあなたのし

もべ、はしためを、あなたと同じように休ませな

ければならない。 15あなたはかつてエジプトの

地で奴隷であったが、あなたの神、主が強い手と

、伸ばした腕とをもって、そこからあなたを導き

出されたことを覚えなければならない。それゆえ

、あなたの神、主は安息日を守ることを命じられ

るのである。 16あなたの神、主が命じられたよ

うに、あなたの父と母とを敬え。あなたの神、主

が賜わる地で、あなたが長く命を保ち、さいわい

を得ることのできるためである。 17あなたは殺

してはならない。 18あなたは姦淫してはならな

い。 19あなたは盗んではならない。 20あなたは

隣人について偽証してはならない。 21あなたは

隣人の妻をむさぼってはならない。また隣人の家

、畑、しもべ、はしため、牛、ろば、またすべて

隣人のものをほしがってはならない』。 22主は

これらの言葉を山で火の中、雲の中、濃い雲の中

から、大いなる声をもって、あなたがたの全会衆

にお告げになったが、このほかのことは言われず

、二枚の石の板にこれを書きしるして、わたしに

授けられた。 23時に山は火で燃えていたが、あ

なたがたが暗黒のうちから聞える声を聞くに及ん

で、あなたがたの部族のすべてのかしらと長老た

ちは、わたしに近寄って、 24言った、『われわ

れの神、主がその栄光と、その大いなることとを

、われわれに示されて、われわれは火の中から出

るその声を聞きました。きょう、われわれは神が

人と語られ、しかもなおその人が生きているのを

見ました。 25われわれはなぜ死ななければなら

ないでしょうか。この大いなる火はわれわれを焼

き滅ぼそうとしています。もしこの上なおわれわ

れの神、主の声を聞くならば、われわれは死んで

しまうでしょう。 26およそ肉なる者のうち、だ

れが、火の中から語られる生ける神の声を、われ

われのように聞いてなお生きている者がありまし

ょうか。 27あなたはどうぞ近く進んで行って、

われわれの神、主が言われることをみな聞き、わ

れわれの神、主があなたにお告げになることをす

べてわれわれに告げてください。われわれは聞い

て行います』。 28あなたがたがわたしに語って

いる時、主はあなたがたの言葉を聞いて、わたし

に言われた、『わたしはこの民がおまえに語って

いる言葉を聞いた。彼らの言ったことはみな良い

。 29ただ願わしいことは、彼らがつねにこのよ

うな心をもってわたしを恐れ、わたしのすべての

命令を守って、彼らもその子孫も永久にさいわい

を得るにいたることである。 30おまえは行って

彼らに、「あなたがたはおのおのその天幕に帰れ

」と言え。 31しかし、おまえはこの所でわたし

のそばに立て。わたしはすべての命令と、定めと

、おきてとをおまえに告げ示すであろう。おまえ

はこれを彼らに教え、わたしが彼らに与えて獲さ

せる地において、これを行わせなければならない

』。 32それゆえ、あなたがたの神、主が命じら

れたとおりに、慎んで行わなければならない。そ

して左にも右にも曲ってはならない。 33あなた

がたの神、主が命じられた道に歩まなければなら

ない。そうすればあなたがたは生きることができ

、かつさいわいを得て、あなたがたの獲る地にお

いて、長く命を保つことができるであろう。

6これはあなたがたの神、主があなたがたに教
えよと命じられた命令と、定めと、おきてで

あって、あなたがたは渡って行って獲る地で、こ

れを行わなければならない。 2これはあなたが子

や孫と共に、あなたの生きながらえる日の間、つ

ねにあなたの神、主を恐れて、わたしが命じるも

ろもろの定めと、命令とを守らせるため、またあ

なたが長く命を保つことのできるためである。 3

それゆえ、イスラエルよ、聞いて、それを守り行

え。そうすれば、あなたはさいわいを得、あなた

の先祖の神、主があなたに言われたように、乳と

蜜の流れる国で、あなたの数は大いに増すであろ

う。 4イスラエルよ聞け。われわれの神、主は唯

一の主である。 5あなたは心をつくし、精神をつ

くし、力をつくして、あなたの神、主を愛さなけ

ればならない。 6きょう、わたしがあなたに命じ

るこれらの言葉をあなたの心に留め、 7努めてこ

れをあなたの子らに教え、あなたが家に座してい

る時も、道を歩く時も、寝る時も、起きる時も、

これについて語らなければならない。 8またあな

たはこれをあなたの手につけてしるしとし、あな

たの目の間に置いて覚えとし、 9またあなたの家
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の入口の柱と、あなたの門とに書きしるさなけれ

ばならない。 10あなたの神、主は、あなたの先

祖アブラハム、イサク、ヤコブに向かって、あな

たに与えると誓われた地に、あなたをはいらせら

れる時、あなたが建てたものでない大きな美しい

町々を得させ、 11あなたが満たしたものでない

もろもろの良い物を満たした家を得させ、あなた

が掘ったものでない掘り井戸を得させ、あなたが

植えたものでないぶどう畑とオリブの畑とを得さ

せられるであろう。あなたは食べて飽きるであろ

う。 12その時、あなたはみずから慎み、エジプ

トの地、奴隷の家から導き出された主を忘れては

ならない。 13あなたの神、主を恐れてこれに仕

え、その名をさして誓わなければならない。 14

あなたがたは他の神々すなわち周囲の民の神々に

従ってはならない。 15あなたのうちにおられる

あなたの神、主はねたむ神であるから、おそらく

、あなたに向かって怒りを発し、地のおもてから

あなたを滅ぼし去られるであろう。 16あなたが

たがマッサでしたように、あなたがたの神、主を

試みてはならない。 17あなたがたの神、主があ

なたがたに命じられた命令と、あかしと、定めと

を、努めて守らなければならない。 18あなたは

主が見て正しいとし、良いとされることを行わな

ければならない。そうすれば、あなたはさいわい

を得、かつ主があなたの先祖に誓われた、あの良

い地にはいって、自分のものとすることができる

であろう。 19また主が仰せられたように、あな

たの敵を皆あなたの前から追い払われるであろう

。 20後の日となって、あなたの子があなたに問

うて言うであろう、『われわれの神、主があなた

がたに命じられたこのあかしと、定めと、おきて

とは、なんのためですか』。 21その時あなたは

その子に言わなければならない。『われわれはエ

ジプトでパロの奴隷であったが、主は強い手をも

って、われわれをエジプトから導き出された。 22

主はわれわれの目の前で、大きな恐ろしいしるし

と不思議とをエジプトと、パロとその全家とに示

され、 23われわれをそこから導き出し、かつて

われわれの先祖に誓われた地にはいらせ、それを

われわれに賜わった。 24そして主はこのすべて

の定めを行えと、われわれに命じられた。これは

われわれの神、主を恐れて、われわれが、つねに

さいわいであり、また今日のように、主がわれわ

れを守って命を保たせるためである。 25もしわ

れわれが、命じられたとおりに、このすべての命

令をわれわれの神、主の前に守って行うならば、

それはわれわれの義となるであろう』。

7あなたの神、主が、あなたの行って取る地に
あなたを導き入れ、多くの国々の民、ヘテび

と、ギルガシびと、アモリびと、カナンびと、ペ

リジびと、ヒビびと、およびエブスびと、すなわ

ちあなたよりも数多く、また力のある七つの民を

、あなたの前から追いはらわれる時、 2すなわち

あなたの神、主が彼らをあなたに渡して、これを

撃たせられる時は、あなたは彼らを全く滅ぼさな

ければならない。彼らとなんの契約をもしてはな

らない。彼らに何のあわれみをも示してはならな

い。 3また彼らと婚姻をしてはならない。あなた

の娘を彼のむすこに与えてはならない。かれの娘

をあなたのむすこにめとってはならない。 4それ

は彼らがあなたのむすこを惑わしてわたしに従わ

せず、ほかの神々に仕えさせ、そのため主はあな

たがたにむかって怒りを発し、すみやかにあなた

がたを滅ぼされることとなるからである。 5むし

ろ、あなたがたはこのように彼らに行わなければ

ならない。すなわち彼らの祭壇をこぼち、その石

の柱を撃ち砕き、そのアシラ像を切り倒し、その

刻んだ像を火で焼かなければならない。 6あなた

はあなたの神、主の聖なる民である。あなたの神

、主は地のおもてのすべての民のうちからあなた

を選んで、自分の宝の民とされた。 7主があなた

がたを愛し、あなたがたを選ばれたのは、あなた

がたがどの国民よりも数が多かったからではない

。あなたがたはよろずの民のうち、もっとも数の

少ないものであった。 8ただ主があなたがたを愛

し、またあなたがたの先祖に誓われた誓いを守ろ

うとして、主は強い手をもってあなたがたを導き

出し、奴隷の家から、エジプトの王パロの手から

、あがない出されたのである。 9それゆえあなた

は知らなければならない。あなたの神、主は神に

ましまし、真実の神にましまして、彼を愛し、そ

の命令を守る者には、契約を守り、恵みを施して

千代に及び、 10また彼を憎む者には、めいめい

に報いて滅ぼされることを。主は自分を憎む者に

は猶予することなく、めいめいに報いられる。 11

それゆえ、きょうわたしがあなたに命じる命令と

、定めと、おきてとを守って、これを行わなけれ

ばならない。 12あなたがたがこれらのおきてを
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聞いて守り行うならば、あなたの神、主はあなた

の先祖たちに誓われた契約を守り、いつくしみを

施されるであろう。 13あなたを愛し、あなたを

祝福し、あなたの数を増し、あなたに与えると先

祖たちに誓われた地で、あなたの子女を祝福し、

あなたの地の産物、穀物、酒、油、また牛の子、

羊の子を増されるであろう。 14あなたは万民に

まさって祝福されるであろう。あなたのうち、男

も女も子のないものはなく、またあなたの家畜に

も子のないものはないであろう。 15主はまたす

べての病をあなたから取り去り、あなたの知って

いる、あのエジプトの悪疫にかからせず、ただあ

なたを憎むすべての者にそれを臨ませられるであ

ろう。 16あなたの神、主があなたに渡される国

民を滅ぼしつくし、彼らを見てあわれんではなら

ない。また彼らの神々に仕えてはならない。それ

があなたのわなとなるからである。 17あなたは

心のうちで『これらの国民はわたしよりも多いか

ら、どうしてこれを追い払うことができようか』

と言うのか。 18彼らを恐れてはならない。あな

たの神、主がパロと、すべてのエジプトびととに

されたことを、よく覚えなさい。 19すなわち、

あなたが目で見た大いなる試みと、しるしと、不

思議と、強い手と、伸ばした腕とを覚えなさい。

あなたの神、主はこれらをもって、あなたを導き

出されたのである。またそのように、あなたの神

、主はあなたが恐れているすべての民にされるで

あろう。 20あなたの神、主はまた、くまばちを

彼らのうちに送って、なお残っている者と逃げ隠

れている者を滅ぼしつくされるであろう。 21あ

なたは彼らを恐れてはならない。あなたの神、主

である大いなる恐るべき神があなたのうちにおら

れるからである。 22あなたの神、主はこれらの

国民を徐々にあなたの前から追い払われるであろ

う。あなたはすみやかに彼らを滅ぼしつくしては

ならない。そうでなければ、野の獣が増してあな

たを害するであろう。 23しかし、あなたの神、

主は彼らをあなたに渡し、大いなる混乱におとし

いれて、ついに滅ぼされるであろう。 24また彼

らの王たちをあなたの手に渡されるであろう。あ

なたは彼らの名を天の下から消し去るであろう。

あなたに立ちむかうものはなく、あなたはついに

彼らを滅ぼすにいたるであろう。 25あなたは彼

らの神々の彫像を火に焼かなければならない。そ

れに着せた銀または金をむさぼってはならない。

これを取って自分のものにしてはならない。そう

でなければ、あなたはこれによって、わなにかか

るであろう。これはあなたの神が忌みきらわれる

ものだからである。 26あなたは忌むべきものを

家に持ちこんで、それと同じようにあなた自身も

、のろわれたものとなってはならない。あなたは

それを全く忌みきらわなければならない。それは

のろわれたものだからである。

8わたしが、きょう、命じるこのすべての命令
を、あなたがたは守って行わなければならな

い。そうすればあなたがたは生きることができ、

かつふえ増し、主があなたがたの先祖に誓われた

地にはいって、それを自分のものとすることがで

きるであろう。 2あなたの神、主がこの四十年の

間、荒野であなたを導かれたそのすべての道を覚

えなければならない。それはあなたを苦しめて、

あなたを試み、あなたの心のうちを知り、あなた

がその命令を守るか、どうかを知るためであった

。 3それで主はあなたを苦しめ、あなたを飢えさ

せ、あなたも知らず、あなたの先祖たちも知らな

かったマナをもって、あなたを養われた。人はパ

ンだけでは生きず、人は主の口から出るすべての

ことばによって生きることをあなたに知らせるた

めであった。 4この四十年の間、あなたの着物は

すり切れず、あなたの足は、はれなかった。 5あ

なたはまた人がその子を訓練するように、あなた

の神、主もあなたを訓練されることを心にとめな

ければならない。 6あなたの神、主の命令を守り

、その道に歩んで、彼を恐れなければならない。

7それはあなたの神、主があなたを良い地に導き

入れられるからである。そこは谷にも山にもわき

出る水の流れ、泉、および淵のある地、 8小麦、

大麦、ぶどう、いちじく及びざくろのある地、油

のオリブの木、および蜜のある地、 9あなたが食

べる食物に欠けることなく、なんの乏しいことも

ない地である。その地の石は鉄であって、その山

からは銅を掘り取ることができる。 10あなたは

食べて飽き、あなたの神、主がその良い地を賜わ

ったことを感謝するであろう。 11あなたは、き

ょう、わたしが命じる主の命令と、おきてと、定

めとを守らず、あなたの神、主を忘れることのな

いように慎まなければならない。 12あなたは食

べて飽き、麗しい家を建てて住み、 13また牛や

羊がふえ、金銀が増し、持ち物がみな増し加わる
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とき、 14おそらく心にたかぶり、あなたの神、

主を忘れるであろう。主はあなたをエジプトの地

、奴隷の家から導き出し、 15あなたを導いて、

あの大きな恐ろしい荒野、すなわち火のへびや、

さそりがいて、水のない、かわいた地を通り、あ

なたのために堅い岩から水を出し、 16先祖たち

も知らなかったマナを荒野であなたに食べさせら

れた。それはあなたを苦しめ、あなたを試みて、

ついにはあなたをさいわいにするためであった。

17あなたは心のうちに『自分の力と自分の手の働

きで、わたしはこの富を得た』と言ってはならな

い。 18あなたはあなたの神、主を覚えなければ

ならない。主はあなたの先祖たちに誓われた契約

を今日のように行うために、あなたに富を得る力

を与えられるからである。 19もしあなたの神、

主を忘れて他の神々に従い、これに仕え、これを

拝むならば、わたしは、きょう、あなたがたに警

告する。あなたがたはきっと滅びるであろう。 20

主があなたがたの前から滅ぼし去られる国々の民

のように、あなたがたも滅びるであろう。あなた

がたの神、主の声に従わないからである。

9イスラエルよ、聞きなさい。あなたは、きょ
う、ヨルダンを渡って行って、あなたよりも

大きく、かつ強い国々を取ろうとしている。その

町々は大きく、石がきは天に達している。 2その

民は、あなたの知っているアナクびとの子孫であ

って、大きく、また背が高い。あなたはまた『ア

ナクの子孫の前に、だれが立つことができようか

』と人の言うのを聞いた。 3それゆえ、あなたは

、きょう、あなたの神、主は焼きつくす火であっ

て、あなたの前に進まれることを知らなければな

らない。主は彼らを滅ぼし、彼らをあなたの前に

屈伏させられるであろう。主があなたに言われた

ように、彼らを追い払い、すみやかに滅ぼさなけ

ればならない。 4あなたの神、主があなたの前か

ら彼らを追い払われた後に、あなたは心のなかで

『わたしが正しいから主はわたしをこの地に導き

入れてこれを獲させられた』と言ってはならない

。この国々の民が悪いから、主はこれをあなたの

前から追い払われるのである。 5あなたが行って

その地を獲るのは、あなたが正しいからではなく

、またあなたの心がまっすぐだからでもない。こ

の国々の民が悪いから、あなたの神、主は彼らを

あなたの前から追い払われるのである。これは主

があなたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓

われた言葉を行われるためである。 6それであな

たは、あなたの神、主があなたにこの良い地を与

えてこれを得させられるのは、あなたが正しいか

らではないことを知らなければならない。あなた

は強情な民である。 7あなたは荒野であなたの神

、主を怒らせたことを覚え、それを忘れてはなら

ない。あなたがたはエジプトの地を出た日からこ

の所に来るまで、いつも主にそむいた。 8またホ

レブにおいてさえ、あなたがたが主を怒らせたの

で、主は怒ってあなたがたを滅ぼそうとされた。

9わたしが石の板すなわち主があなたがたと結ば

れた契約の板を受けるために山に登った時、わた

しは四十日四十夜、山にいて、パンも食べず水も

飲まなかった。 10主は神の指をもって書きしる

した石の板二枚をわたしに授けられた。その上に

は、集会の日に主が山で火の中から、あなたがた

に告げられた言葉が、ことごとく書いてあった。

11すなわち四十日四十夜が終った時、主はわたし

にその契約の板である石の板二枚を授け、 12そ

して主はわたしに言われた、『おまえは立って、

すみやかにこの所から降りなさい。おまえがエジ

プトから導き出した民は悪を行ったからである。

彼らはわたしが命じた道を早くも離れて、鋳た像

を自分たちのために造った』。 13主はまたわた

しに言われた、『この民を見るのに、これは強情

な民である。 14わたしを止めるな。わたしは彼

らを滅ぼし、彼らの名を天の下から消し去り、お

まえを彼らよりも強く、かつ大いなる国民としよ

う』。 15そこでわたしは身をめぐらして山を降

りたが、山は火で焼けていた。契約の板二枚はわ

たしの両手にあった。 16そしてわたしが見ると

、あなたがたは、あなたがたの神、主にむかって

罪を犯し、自分たちのために鋳物の子牛を造って

、主が命じられた道を早くも離れたので、 17わ

たしはその二枚の板をつかんで、両手から投げ出

し、あなたがたの目の前でこれを砕いた。 18そ

してわたしは前のように四十日四十夜、主の前に

ひれ伏し、パンも食べず、水も飲まなかった。こ

れはあなたがたが主の目の前に悪をおこない、罪

を犯して主を怒らせたすべての罪によるのである

。 19主は怒りを発し、憤りを起し、あなたがた

を怒って滅ぼそうとされたので、わたしは恐れた

が、その時もまた主はわたしの願いを聞かれた。

20主はまた、はなはだしくアロンを怒って、彼を
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滅ぼそうとされたが、わたしはその時もまたアロ

ンのために祈った。 21わたしはあなたがたが造

って罪を得た子牛を取り、それを火で焼き、それ

を撃ち砕き、よくひいて細かいちりとし、そのち

りを山から流れ下る谷川に投げ捨てた。 22あな

たがたはタベラ、マッサおよびキブロテ・ハッタ

ワにおいてもまた主を怒らせた。 23また主はカ

デシ・バルネアから、あなたがたをつかわそうと

された時、『上って行って、わたしが与える地を

占領せよ』と言われた。ところが、あなたがたは

あなたがたの神、主の命令にそむき、彼を信ぜず

、また彼の声に聞き従わなかった。 24わたしが

あなたがたを知ったその日からこのかた、あなた

がたはいつも主にそむいた。 25そしてわたしは

、さきにひれ伏したように、四十日四十夜、主の

前にひれ伏した。主があなたがたを滅ぼすと言わ

れたからである。 26わたしは主に祈って言った

、『主なる神よ、あなたが大いなる力をもってあ

がない、強い手をもってエジプトから導き出され

たあなたの民、あなたの嗣業を滅ぼさないでくだ

さい。 27あなたのしもべアブラハム、イサク、

ヤコブを覚えてください。この民の強情と悪と罪

とに目をとめないでください。 28あなたがわれ

われを導き出された国の人はおそらく、「主は、

約束した地に彼らを導き入れることができず、ま

た彼らを憎んだので、彼らを導き出して荒野で殺

したのだ」と言うでしょう。 29しかし彼らは、

あなたの民、あなたの嗣業であって、あなたが大

いなる力と伸ばした腕とをもって導き出されたの

です』。

10その時、主はわたしに言われた、『おまえは
、前のような石の板二枚を切って作り、山に

登って、わたしのもとにきなさい。また木の箱一

つを作りなさい。 2さきにおまえが砕いた二枚の

板に書いてあった言葉を、わたしはその板に書き

しるそう。おまえはそれをその箱におさめなけれ

ばならない』。 3そこでわたしはアカシヤ材の箱

一つを作り、また前のような石の板二枚を切って

作り、その二枚の板を手に持って山に登った。 4

主はかつて、かの集会の日に山で火の中からあな

たがたに告げられた十誡を書きしるされたように

、その板に書きしるし、それを主はわたしに授け

られた。 5それでわたしは身をめぐらして山から

降り、その板を、わたしが作った箱におさめた。

今なおその中にある。主がわたしに命じられたと

おりである。 6（こうしてイスラエルの人々はベ

エロテ・ベネ・ヤカンを出立してモセラに着いた

。アロンはその所で死んでそこに葬られ、その子

エレアザルが彼に代って祭司となった。 7またそ

こを出立してグデゴダに至り、グデゴダを出立し

てヨテバタに着いた。この地には多くの水の流れ

があった。 8その時、主はレビの部族を選んで、

主の契約の箱をかつぎ、主の前に立って仕え、ま

た主の名をもって祝福することをさせられた。こ

の事は今日に及んでいる。 9そのためレビは兄弟

たちと一緒には分け前がなく、嗣業もない。あな

たの神、主が彼に言われたとおり、主みずからが

彼の嗣業であった。） 10わたしは前の時のよう

に四十日四十夜、山におったが、主はその時にも

わたしの願いを聞かれた。主はあなたを滅ぼすこ

とを望まれなかった。 11そして主はわたしに『

おまえは立ちあがり、民に先立って進み行き、わ

たしが彼らに与えると、その先祖に誓った地に彼

らをはいらせ、それを取らせよ』と言われた。 12

イスラエルよ、今、あなたの神、主があなたに求

められる事はなんであるか。ただこれだけである

。すなわちあなたの神、主を恐れ、そのすべての

道に歩んで、彼を愛し、心をつくし、精神をつく

してあなたの神、主に仕え、 13また、わたしが

きょうあなたに命じる主の命令と定めとを守って

、さいわいを得ることである。 14見よ、天と、

もろもろの天の天、および地と、地にあるものと

はみな、あなたの神、主のものである。 15そう

であるのに、主はただあなたの先祖たちを喜び愛

し、その後の子孫であるあなたがたを万民のうち

から選ばれた。今日見るとおりである。 16それ

ゆえ、あなたがたは心に割礼をおこない、もはや

強情であってはならない。 17あなたがたの神で

ある主は、神の神、主の主、大いにして力ある恐

るべき神にましまし、人をかたより見ず、また、

まいないを取らず、 18みなし子とやもめのため

に正しいさばきを行い、また寄留の他国人を愛し

て、食物と着物を与えられるからである。 19そ

れゆえ、あなたがたは寄留の他国人を愛しなさい

。あなたがたもエジプトの国で寄留の他国人であ

った。 20あなたの神、主を恐れ、彼に仕え、彼

に従い、その名をさして誓わなければならない。

21彼はあなたのさんびすべきもの、またあなたの

神であって、あなたが目に見たこれらの大いなる
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恐るべき事を、あなたのために行われた。 22あ

なたの先祖たちは、わずか七十人でエジプトに下

ったが、いま、あなたの神、主はあなたを天の星

のように多くされた。

11それゆえ、あなたの神、主を愛し、常にその
さとしと、定めと、おきてと、戒めとを守ら

なければならない。 2あなたがたは、きょう、次

のことを知らなければならない。わたしが語るの

は、あなたがたの子供たちに対してではない。彼

らはあなたがたの神、主の訓練と、主の大いなる

事と、その強い手と、伸べた腕とを知らず、また

見なかった。 3また彼らは主がエジプトで、エジ

プト王パロとその全国に対して行われたしるしと

、わざ、 4また主がエジプトの軍勢とその馬と戦

車とに行われた事、すなわち彼らがあなたがたの

あとを追ってきた時に、紅海の水を彼らの上にあ

ふれさせ、彼らを滅ぼされて、今日に至った事、

5またあなたがたがこの所に来るまで、主が荒野

で、あなたがたに行われた事、 6およびルベンの

子のエリアブの子、ダタンとアビラムとにされた

事、すなわちイスラエルのすべての人々の中で、

地が口を開き、彼らと、その家族と、天幕と、彼

らに従うすべてのものを、のみつくした事などを

彼らは知らず、また見なかった。 7しかし、あな

たがたは主が行われたこれらの大いなる事を、こ

とごとく目に見たのである。 8ゆえに、わたしが

、きょう、あなたがたに命じる戒めを、ことごと

く守らなければならない。そうすればあなたがた

は強くなり、渡って行って取ろうとする地にはい

って、それを取ることができ、 9かつ、主が先祖

たちに誓って彼らとその子孫とに与えようと言わ

れた地、乳と蜜の流れる国において、長く生きる

ことができるであろう。 10あなたがたが行って

取ろうとする地は、あなたがたが出てきたエジプ

トの地のようではない。あそこでは、青物畑です

るように、あなたがたは種をまき、足でそれに水

を注いだ。 11しかし、あなたがたが渡って行っ

て取る地は、山と谷の多い地で、天から降る雨で

潤っている。 12その地は、あなたの神、主が顧

みられる所で、年の始めから年の終りまで、あな

たの神、主の目が常にその上にある。 13もし、

きょう、あなたがたに命じるわたしの命令によく

聞き従って、あなたがたの神、主を愛し、心をつ

くし、精神をつくして仕えるならば、 14主はあ

なたがたの地に雨を、秋の雨、春の雨ともに、時

にしたがって降らせ、穀物と、ぶどう酒と、油を

取り入れさせ、 15また家畜のために野に草を生

えさせられるであろう。あなたは飽きるほど食べ

ることができるであろう。 16あなたがたは心が

迷い、離れ去って、他の神々に仕え、それを拝む

ことのないよう、慎まなければならない。 17お

そらく主はあなたがたにむかい怒りを発して、天

を閉ざされるであろう。そのため雨は降らず、地

は産物を出さず、あなたがたは主が賜わる良い地

から、すみやかに滅びうせるであろう。 18それ

ゆえ、これらのわたしの言葉を心と魂におさめ、

またそれを手につけて、しるしとし、目の間に置

いて覚えとし、 19これを子供たちに教え、家に

座している時も、道を歩く時も、寝る時も、起き

る時も、それについて語り、 20また家の入口の

柱と、門にそれを書きしるさなければならない。

21そうすれば、主が先祖たちに与えようと誓われ

た地に、あなたがたの住む日数およびあなたがた

の子供たちの住む日数は、天が地をおおう日数の

ように多いであろう。 22もしわたしがあなたが

たに命じるこのすべての命令をよく守って行い、

あなたがたの神、主を愛し、そのすべての道に歩

み、主につき従うならば、 23主はこの国々の民

を皆、あなたがたの前から追い払われ、あなたが

たはあなたがたよりも大きく、かつ強い国々を取

るに至るであろう。 24あなたがたが足の裏で踏

む所は皆、あなたがたのものとなり、あなたがた

の領域は荒野からレバノンに及び、また大川ユフ

ラテから西の海に及ぶであろう。 25だれもあな

たがたに立ち向かうことのできる者はないであろ

う。あなたがたの神、主は、かつて言われたよう

に、あなたがたの踏み入る地の人々が、あなたが

たを恐れおののくようにされるであろう。 26見

よ、わたしは、きょう、あなたがたの前に祝福と

、のろいとを置く。 27もし、きょう、わたしが

あなたがたに命じるあなたがたの神、主の命令に

聞き従うならば、祝福を受けるであろう。 28も

しあなたがたの神、主の命令に聞き従わず、わた

しが、きょう、あなたがたに命じる道を離れ、あ

なたがたの知らなかった他の神々に従うならば、

のろいを受けるであろう。 29あなたの神、主が

、あなたの行って占領する地にあなたを導き入れ

られる時、あなたはゲリジム山に祝福を置き、エ

バル山にのろいを置かなければならない。 30こ
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れらの山はヨルダンの向こう側、アラバに住んで

いるカナンびとの地で、日の入る方の道の西側に

あり、ギルガルに向かいあって、モレのテレビン

の木の近くにあるではないか。 31あなたがたは

ヨルダンを渡り、あなたがたの神、主が賜わる地

にはいって、それを占領しようとしている。あな

たがたはそれを占領して、そこに住むであろう。

32それゆえ、わたしが、きょう、あなたがたに授

ける定めと、おきてをことごとく守って行わなけ

ればならない。

12これはあなたの先祖たちの神、主が所有とし
て賜わる地で、あなたがたが世に生きながら

えている間、守り行わなければならない定めと、

おきてである。 2あなたがたの追い払う国々の民

が、その神々に仕えた所は、高い山にあるものも

、丘にあるものも、青木の下にあるものも、こと

ごとくこわし、 3その祭壇をこぼち、柱を砕き、

アシラ像を火で焼き、また刻んだ神々の像を切り

倒して、その名をその所から消し去らなければな

らない。 4ただし、あなたがたの神、主にはその

ようにしてはならない。 5あなたがたの神、主が

その名を置くために、あなたがたの全部族のうち

から選ばれる場所、すなわち主のすまいを尋ね求

めて、そこに行き、 6あなたがたの燔祭と、犠牲

と、十分の一と、ささげ物と、誓願の供え物と、

自発の供え物および牛、羊のういごをそこに携え

て行って、 7そこであなたがたの神、主の前で食

べ、あなたがたも、家族も皆、手を労して獲るす

べての物を喜び楽しまなければならない。これは

あなたの神、主の恵みによって獲るものだからで

ある。 8そこでは、われわれがきょうここでして

いるように、めいめいで正しいと思うようにふる

まってはならない。 9あなたがたはまだ、あなた

がたの神、主から賜わる安息と嗣業の地に、はい

っていないのである。 10しかし、あなたがたが

ヨルダンを渡り、あなたがたの神、主が嗣業とし

て賜わる地に住むようになり、さらに主があなた

がたの周囲の敵をことごとく除いて、安息を与え

、あなたがたが安らかに住むようになる時、 11

あなたがたの神、主はその名を置くために、一つ

の場所を選ばれるであろう。あなたがたはそこに

わたしの命じる物をすべて携えて行かなければな

らない。すなわち、あなたがたの燔祭と、犠牲と

、十分の一と、ささげ物およびあなたがたが主に

誓ったすべての誓願の供え物とを携えて行かなけ

ればならない。 12そしてあなたがたのむすこ、

娘、しもべ、はしためと共にあなたがたの神、主

の前に喜び楽しまなければならない。また町の内

におるレビびととも、そうしなければならない。

彼はあなたがたのうちに分け前がなく、嗣業を持

たないからである。 13慎んで、すべてあなたが

よいと思う場所で、みだりに燔祭をささげないよ

うにしなければならない。 14ただあなたの部族

の一つのうちに、主が選ばれるその場所で、燔祭

をささげ、またわたしが命じるすべての事をしな

ければならない。 15しかし、あなたの神、主が

賜わる恵みにしたがって、すべて心に好む獣を、

どの町ででも殺して、その肉を食べることができ

る。すなわち、かもしかや雄じかの肉と同様にそ

れを、汚れた人も、清い人も、食べることができ

る。 16ただし、その血は食べてはならない。水

のようにそれを地に注がなければならない。 17

あなたの穀物と、ぶどう酒と、油との十分の一お

よび牛、羊のういご、ならびにあなたが立てる誓

願の供え物と、自発の供え物およびささげ物は、

町の内で食べることはできない。 18あなたの神

、主が選ばれる場所で、あなたの神、主の前でそ

れを食べなければならない。すなわちあなたのむ

すこ、娘、しもべ、はしため、および町の内にお

るレビびとと共にそれを食べ、手を労して獲るす

べての物を、あなたの神、主の前に喜び楽しまな

ければならない。 19慎んで、あなたが世に生き

ながらえている間、レビびとを捨てないようにし

なければならない。 20あなたの神、主が約束さ

れたように、あなたの領域を広くされるとき、あ

なたは肉を食べたいと願って、『わたしは肉を食

べよう』と言うであろう。その時、あなたはほし

いだけ肉を食べることができる。 21もしあなた

の神、主がその名を置くために選ばれる場所が、

遠く離れているならば、わたしが命じるように、

主が賜わる牛、羊をほふり、門の内で、ほしいだ

け食べることができる。 22かもしかや、雄じか

を食べるように、それを食べることができる。す

なわち汚れた人も、清い人も一様にそれを食べる

ことができる。 23ただ堅く慎んで、その血を食

べないようにしなければならない。血は命だから

である。その命を肉と一緒に食べてはならない。

24あなたはそれを食べてはならない。水のように

それを地に注がなければならない。 25あなたは
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それを食べてはならない。こうして、主が正しい

と見られる事を行うならば、あなたにも後の子孫

にも、さいわいがあるであろう。 26ただあなた

のささげる聖なる物と、誓願の物とは、主が選ば

れる場所へ携えて行かなければならない。 27そ

して燔祭をささげる時は、肉と血とをあなたの神

、主の祭壇の上にささげなければならない。犠牲

をささげる時は、血をあなたの神、主の祭壇にそ

そぎかけ、肉はみずから食べることができる。 28

あなたはわたしが命じるこれらの事を、ことごと

く聞いて守らなければならない。こうしてあなた

の神、主が見て良いとし、正しいとされる事を行

うならば、あなたにも後の子孫にも、長くさいわ

いがあるであろう。 29あなたの神、主が、あな

たの行って追い払おうとする国々の民を、あなた

の前から断ち滅ぼされ、あなたがついにその国々

を獲て、その地に住むようになる時、 30あなた

はみずから慎み、彼らがあなたの前から滅ぼされ

た後、彼らにならって、わなにかかってはならな

い。また彼らの神々を尋ね求めて、『これらの国

々の民はどのようにその神々に仕えたのか、わた

しもそのようにしよう』と言ってはならない。 31

あなたの神、主に対しては、そのようにしてはな

らない。彼らは主の憎まれるもろもろの忌むべき

事を、その神々にむかって行い、むすこ、娘をさ

え火に焼いて、神々にささげたからである。 32

あなたがたはわたしが命じるこのすべての事を守

って行わなければならない。これにつけ加えては

ならない。また減らしてはならない。

13あなたがたのうちに預言者または夢みる者が
起って、しるしや奇跡を示し、 2あなたに告

げるそのしるしや奇跡が実現して、あなたがこれ

まで知らなかった『ほかの神々に、われわれは従

い仕えよう』と言っても、 3あなたはその預言者

または夢みる者の言葉に聞き従ってはならない。

あなたがたの神、主はあなたがたが心をつくし、

精神をつくして、あなたがたの神、主を愛するか

、どうかを知ろうと、このようにあなたがたを試

みられるからである。 4あなたがたの神、主に従

って歩み、彼を恐れ、その戒めを守り、その言葉

に聞き従い、彼に仕え、彼につき従わなければな

らない。 5その預言者または夢みる者を殺さなけ

ればならない。あなたがたをエジプトの国から導

き出し、奴隷の家からあがなわれたあなたがたの

神、主にあなたがたをそむかせ、あなたの神、主

が歩めと命じられた道を離れさせようとして語る

ゆえである。こうしてあなたがたのうちから悪を

除き去らなければならない。 6同じ母に生れたあ

なたの兄弟、またはあなたのむすこ、娘、または

あなたのふところの妻、またはあなたと身命を共

にする友が、ひそかに誘って『われわれは行って

他の神々に仕えよう』と言うかも知れない。これ

はあなたも先祖たちも知らなかった神々、 7すな

わち地のこのはてから、地のかのはてまで、ある

いは近く、あるいは遠く、あなたの周囲にある民

の神々である。 8しかし、あなたはその人に従っ

てはならない。その人の言うことを聞いてはなら

ない。その人をあわれんではならない。その人を

惜しんではならない。その人をかばってはならな

い。 9必ず彼を殺さなければならない。彼を殺す

には、あなたがまず彼に手を下し、その後、民が

みな手を下さなければならない。 10彼はエジプ

トの国、奴隷の家からあなたを導き出されたあな

たの神、主からあなたを離れさせようとしたので

あるから、あなたは石をもって彼を撃ち殺さなけ

ればならない。 11そうすればイスラエルは皆聞

いて恐れ、重ねてこのような悪い事を、あなたが

たのうちに行わないであろう。 12あなたの神、

主があなたに与えて住まわせられる町の一つで、

13よこしまな人々があなたがたのうちに起って、

あなたがたの知らなかった『ほかの神々に、われ

われは行って仕えよう』と言って、その町に住む

人々を誘惑したことを聞くならば、 14あなたは

それを尋ね、探り、よく問いたださなければなら

ない。そして、そのような憎むべき事があなたが

たのうちに行われた事が、真実で、確かならば、

15あなたは必ず、その町に住む者をつるぎの刃に

かけて撃ち殺し、その町と、そのうちにおるすべ

ての者、およびその家畜をつるぎの刃にかけて、

ことごとく滅ぼさなければならない。 16またそ

のすべてのぶんどり物は、町の広場の中央に集め

、火をもってその町と、すべてのぶんどり物とを

、ことごとく焼いて、あなたの神、主にささげな

ければならない。これはながく荒塚となって、再

び建て直されないであろう。 17そののろわれた

物は一つもあなたの手に留めおいてはならない。

主が激しい怒りをやめ、あなたに慈悲を施して、

あなたをあわれみ、先祖たちに誓われたように、

あなたの数を多くされるためである。 18あなた
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の神、主の言葉に聞き従い、わたしが、きょう、

命じるすべての戒めを守り、あなたの神、主が正

しいと見られる事を行うならば、このようになる

であろう。

14あなたがたはあなたがたの神、主の子供であ
る。死んだ人のために自分の身に傷をつけて

はならない。また額の髪をそってはならない。 2

あなたはあなたの神、主の聖なる民だからである

。主は地のおもてのすべての民のうちからあなた

を選んで、自分の宝の民とされた。 3忌むべき物

は、どんなものでも食べてはならない。 4あなた

がたの食べることができる獣は次のとおりである

。すなわち牛、羊、やぎ、 5雄じか、かもしか、

こじか、野やぎ、くじか、おおじか、野羊など、

6獣のうち、すべて、ひずめの分れたもの、ひず

めが二つに切れたもので、反芻するものは食べる

ことができる。 7ただし、反芻するものと、ひず

めの分れたもののうち、次のものは食べてはなら

ない。すなわち、らくだ、野うさぎ、および岩だ

ぬき、これらは反芻するけれども、ひずめが分れ

ていないから汚れたものである。 8また豚、これ

は、ひずめが分れているけれども、反芻しないか

ら、汚れたものである。その肉を食べてはならな

い。またその死体に触れてはならない。 9水の中

にいるすべての物のうち、次のものは食べること

ができる。すなわち、すべて、ひれと、うろこの

あるものは、食べることができる。 10すべて、

ひれと、うろこのないものは、食べてはならない

。これは汚れたものである。 11すべて清い鳥は

食べることができる。 12ただし、次のものは食

べてはならない。すなわち、はげわし、ひげはげ

わし、みさご、 13黒とび、はやぶさ、とびの類

。 14各種のからすの類。 15だちょう、夜たか、

かもめ、たかの類。 16ふくろう、みみずく、む

らさきばん、 17ペリカン、はげたか、う、 18こ

うのとり、さぎの類。やつがしら、こうもり。 19

またすべて羽があって這うものは汚れたものであ

る。それを食べてはならない。 20すべて翼のあ

る清いものは食べることができる。 21すべて自

然に死んだものは食べてはならない。町の内にお

る寄留の他国人に、それを与えて食べさせること

ができる。またそれを外国人に売ってもよい。あ

なたはあなたの神、主の聖なる民だからである。

子やぎをその母の乳で煮てはならない。 22あな

たは毎年、畑に種をまいて獲るすべての産物の十

分の一を必ず取り分けなければならない。 23そ

してあなたの神、主の前、すなわち主がその名を

置くために選ばれる場所で、穀物と、ぶどう酒と

、油との十分の一と、牛、羊のういごを食べ、こ

うして常にあなたの神、主を恐れることを学ばな

ければならない。 24ただし、その道があまりに

遠く、あなたの神、主がその名を置くために選ば

れる場所が、非常に遠く離れていて、あなたの神

、主があなたを恵まれるとき、それを携えて行く

ことができないならば、 25あなたはその物を金

に換え、その金を包んで手に取り、あなたの神、

主が選ばれる場所に行き、 26その金をすべてあ

なたの好む物に換えなければならない。すなわち

牛、羊、ぶどう酒、濃い酒など、すべてあなたの

欲する物に換え、その所であなたの神、主の前で

それを食べ、家族と共に楽しまなければならない

。 27町の内におるレビびとを捨ててはならない

。彼はあなたがたのうちに分がなく、嗣業を持た

ない者だからである。 28三年の終りごとに、そ

の年の産物の十分の一を、ことごとく持ち出して

、町の内にたくわえ、 29あなたがたのうちに分

け前がなく、嗣業を持たないレビびと、および町

の内におる寄留の他国人と、孤児と、寡婦を呼ん

で、それを食べさせ、満足させなければならない

。そうすれば、あなたの神、主はあなたが手で行

うすべての事にあなたを祝福されるであろう。

15あなたは七年の終りごとに、ゆるしを行わな
ければならない。 2そのゆるしのしかたは次

のとおりである。すべてその隣人に貸した貸主は

それをゆるさなければならない。その隣人または

兄弟にそれを督促してはならない。主のゆるしが

、ふれ示されたからである。 3外国人にはそれを

督促することができるが、あなたの兄弟に貸した

物はゆるさなければならない。 4しかしあなたが

たのうちに貧しい者はなくなるであろう。（あな

たの神、主が嗣業として与えられる地で、あなた

を祝福されるからである。） 5ただ、あなたの神

、主の言葉に聞き従って、わたしが、きょう、あ

なたに命じることの戒めを、ことごとく守り行う

とき、そのようになるであろう。 6あなたの神、

主が約束されたようにあなたを祝福されるから、

あなたは多くの国びとに貸すようになり、借りる

ことはないであろう。またあなたは多くの国びと
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を治めるようになり、彼らがあなたを治めること

はないであろう。 7あなたの神、主が賜わる地で

、もしあなたの兄弟で貧しい者がひとりでも、町

の内におるならば、その貧しい兄弟にむかって、

心をかたくなにしてはならない。また手を閉じて

はならない。 8必ず彼に手を開いて、その必要と

する物を貸し与え、乏しいのを補わなければなら

ない。 9あなたは心に邪念を起し、『第七年のゆ

るしの年が近づいた』と言って、貧しい兄弟に対

し、物を惜しんで、何も与えないことのないよう

に慎まなければならない。その人があなたを主に

訴えるならば、あなたは罪を得るであろう。 10

あなたは心から彼に与えなければならない。彼に

与える時は惜しんではならない。あなたの神、主

はこの事のために、あなたをすべての事業と、手

のすべての働きにおいて祝福されるからである。

11貧しい者はいつまでも国のうちに絶えることが

ないから、わたしは命じて言う、『あなたは必ず

国のうちにいるあなたの兄弟の乏しい者と、貧し

い者とに、手を開かなければならない』。 12も

しあなたの兄弟であるヘブルの男、またはヘブル

の女が、あなたのところに売られてきて、六年仕

えたならば、第七年には彼に自由を与えて去らせ

なければならない。 13彼に自由を与えて去らせ

る時は、から手で去らせてはならない。 14群れ

と、打ち場と、酒ぶねのうちから取って、惜しみ

なく彼に与えなければならない。すなわちあなた

の神、主があなたを恵まれたように、彼に与えな

ければならない。 15あなたはかつてエジプトの

国で奴隷であったが、あなたの神、主があなたを

あがない出された事を記憶しなければならない。

このゆえにわたしは、きょう、この事を命じる。

16しかしその人があなたと、あなたの家族を愛し

、あなたと一緒にいることを望み、『わたしはあ

なたを離れて去りたくありません』と言うならば

、 17あなたは、きりを取って彼の耳を戸に刺さ

なければならない。そうすれば、彼はいつまでも

あなたの奴隷となるであろう。女奴隷にもそうし

なければならない。 18彼に自由を与えて去らせ

る時には、快く去らせなければならない。彼が六

年間、賃銀を取る雇人の二倍あなたに仕えて働い

たからである。あなたがそうするならば、あなた

の神、主はあなたが行うすべての事にあなたを祝

福されるであろう。 19牛、羊の産む雄のういご

は皆あなたの神、主に聖別しなければならない。

牛のういごを用いてなんの仕事をもしてはならな

い。また羊のういごの毛を切ってはならない。 20

あなたの神、主が選ばれる所で、主の前にあなた

は家族と共に年ごとにそれを食べなければならな

い。 21しかし、その獣がもし傷のあるもの、す

なわち足なえまたは、めくらなど、すべて悪い傷

のあるものである時は、あなたの神、主にそれを

犠牲としてささげてはならない。 22町の内でそ

れを食べなければならない。汚れた人も、清い人

も、かもしかや、雄じかと同様にそれを食べるこ

とができる。 23ただし、その血は食べてはなら

ない。水のようにそれを地にそそがなければなら

ない。

16あなたはアビブの月を守って、あなたの神、
主のために過越の祭を行わなければならない

。アビブの月に、あなたの神、主が夜の間にあな

たをエジプトから導き出されたからである。 2主

がその名を置くために選ばれる場所で、羊または

牛をあなたの神、主に過越の犠牲としてほふらな

ければならない。 3種を入れたパンをそれと共に

食べてはならない。七日のあいだ、種入れぬパン

すなわち悩みのパンを、それと共に食べなければ

ならない。あなたがエジプトの国から出るとき、

急いで出たからである。こうして世に生きながら

える日の間、エジプトの国から出てきた日を常に

覚えなければならない。 4その七日の間は、国の

内どこにもパン種があってはならない。また初め

の日の夕暮にほふるものの肉を、翌朝まで残して

おいてはならない。 5あなたの神、主が賜わる町

の内で、過越の犠牲をほふってはならない。 6た

だあなたの神、主がその名を置くために選ばれる

場所で、夕暮の日の入るころ、あなたがエジプト

から出た時刻に、過越の犠牲をほふらなければな

らない。 7そしてあなたの神、主が選ばれる場所

で、それを焼いて食べ、朝になって天幕に帰らな

ければならない。 8六日のあいだ種入れぬパンを

食べ、七日目にあなたの神、主のために聖会を開

かなければならない。なんの仕事もしてはならな

い。 9また七週間を数えなければならない。すな

わち穀物に、かまを入れ始める時から七週間を数

え始めなければならない。 10そしてあなたの神

、主のために七週の祭を行い、あなたの神、主が

賜わる祝福にしたがって、力に応じ、自発の供え

物をささげなければならない。 11こうしてあな
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たはむすこ、娘、しもべ、はしためおよび町の内

におるレビびと、ならびにあなたがたのうちにお

る寄留の他国人と孤児と寡婦と共に、あなたの神

、主がその名を置くために選ばれる場所で、あな

たの神、主の前に喜び楽しまなければならない。

12あなたはかつてエジプトで奴隷であったことを

覚え、これらの定めを守り行わなければならない

。 13打ち場と、酒ぶねから取入れをしたとき、

七日のあいだ仮庵の祭を行わなければならない。

14その祭の時には、あなたはむすこ、娘、しもべ

、はしためおよび町の内におるレビびと、寄留の

他国人、孤児、寡婦と共に喜び楽しまなければな

らない。 15主が選ばれる場所で七日の間、あな

たの神、主のために祭を行わなければならない。

あなたの神、主はすべての産物と、手のすべての

わざとにおいて、あなたを祝福されるから、あな

たは大いに喜び楽しまなければならない。 16あ

なたのうちの男子は皆あなたの神、主が選ばれる

場所で、年に三度、すなわち種入れぬパンの祭と

、七週の祭と、仮庵の祭に、主の前に出なければ

ならない。ただし、から手で主の前に出てはなら

ない。 17あなたの神、主が賜わる祝福にしたが

い、おのおの力に応じて、ささげ物をしなければ

ならない。 18あなたの神、主が賜わるすべての

町々の内に、部族にしたがって、さばきびとと、

つかさびととを、立てなければならない。そして

彼らは正しいさばきをもって民をさばかなければ

ならない。 19あなたはさばきを曲げてはならな

い。人をかたより見てはならない。また賄賂を取

ってはならない。賄賂は賢い者の目をくらまし、

正しい者の事件を曲げるからである。 20ただ公

義をのみ求めなければならない。そうすればあな

たは生きながらえて、あなたの神、主が賜わる地

を所有するにいたるであろう。 21あなたの神、

主のために築く祭壇のかたわらに、アシラの木像

をも立ててはならない。 22またあなたの神、主

が憎まれる柱を立ててはならない。

17すべて傷があり、欠けた所のある牛または羊
はあなたの神、主にささげてはならない。そ

のようなものはあなたの神、主の忌みきらわれる

ものだからである。 2あなたの神、主が賜わる町

で、あなたがたのうちに、もし男子または女子が

あなたの神、主の前に悪事をおこなって、契約に

そむき、 3行って他の神々に仕え、それを拝み、

わたしの禁じる、日や月やその他の天の万象を拝

むことがあり、 4その事を知らせる者があって、

あなたがそれを聞くならば、あなたはそれをよく

調べなければならない。そしてその事が真実であ

り、そのような憎むべき事が確かにイスラエルの

うちに行われていたならば、 5あなたはその悪事

をおこなった男子または女子を町の門にひき出し

、その男子または女子を石で撃ち殺さなければな

らない。 6ふたりの証人または三人の証人の証言

によって殺すべき者を殺さなければならない。た

だひとりの証人の証言によって殺してはならない

。 7そのような者を殺すには、証人がまず手を下

し、それから民が皆、手を下さなければならない

。こうしてあなたのうちから悪を除き去らなけれ

ばならない。 8町の内に訴え事が起り、その事件

がもし血を流す事、または権利を争う事、または

人を撃った事などであって、あなたが、さばきか

ねるものである時は、立ってあなたの神、主が選

ばれる場所にのぼり、 9レビびとである祭司と、

その時の裁判人とに行って尋ねなければならない

。彼らはあなたに判決の言葉を告げるであろう。

10あなたは、主が選ばれるその場所で、彼らが告

げる言葉に従っておこない、すべて彼らが教える

ように守り行わなければならない。 11すなわち

彼らが教える律法と、彼らが告げる判決とに従っ

て行わなければならない。彼らが告げる言葉にそ

むいて、右にも左にもかたよってはならない。 12

もし人がほしいままにふるまい、あなたの神、主

の前に立って仕える祭司または裁判人に聞き従わ

ないならば、その人を殺して、イスラエルのうち

から悪を除かなければならない。 13そうすれば

民は皆、聞いて恐れ、重ねてほしいままにふるま

うことをしないであろう。 14あなたの神、主が

賜わる地に行き、それを獲てそこに住むようにな

る時、もしあなたが『わたしも周囲のすべての国

びとのように、わたしの上に王を立てよう』と言

うならば、 15必ずあなたの神、主が選ばれる者

を、あなたの上に立てて王としなければならない

。同胞のひとりを、あなたの上に立てて王としな

ければならない。同胞でない外国人をあなたの上

に立ててはならない。 16王となる人は自分のた

めに馬を多く獲ようとしてはならない。また馬を

多く獲るために民をエジプトに帰らせてはならな

い。主はあなたがたにむかって、『この後かさね

てこの道に帰ってはならない』と仰せられたから
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である。 17また妻を多く持って心を、迷わして

はならない。また自分のために金銀を多くたくわ

えてはならない。 18彼が国の王位につくように

なったら、レビびとである祭司の保管する書物か

ら、この律法の写しを一つの書物に書きしるさせ

、 19世に生きながらえる日の間、常にそれを自

分のもとに置いて読み、こうしてその神、主を恐

れることを学び、この律法のすべての言葉と、こ

れらの定めとを守って行わなければならない。 20

そうすれば彼の心が同胞を見くだして、高ぶるこ

となく、また戒めを離れて、右にも左にも曲るこ

となく、その子孫と共にイスラエルにおいて、長

くその位にとどまることができるであろう。

18レビびとである祭司すなわちレビの全部族は
イスラエルのうちに、分も嗣業も持たない。

彼らは主にささげられる火祭の物と、その他のさ

さげ物とを食べなければならない。 2彼らはその

兄弟のうちに嗣業を持たない。かつて彼らに約束

されたとおり主が彼らの嗣業である。 3祭司が民

から受ける分は次のとおりである。すなわち犠牲

をささげる者は、牛でも、羊でも、その肩と、両

方のほおと、胃とを祭司に与えなければならない

。 4また穀物と、ぶどう酒と、油の初物および羊

の毛の初物をも彼に与えなければならない。 5あ

なたの神、主がすべての部族のうちから彼を選び

出して、彼とその子孫を長く主の名によって立っ

て仕えさせられるからである。 6レビびとはイス

ラエルの全地のうち、どこにいる者でも、彼が宿

っている町を出て、主が選ばれる場所に行くなら

ば、 7彼は主の前に立っているすべての兄弟レビ

びとと同じように、その神、主の名によって仕え

ることができる。 8彼が食べる分は彼らと同じで

ある。ただし彼はこのほかに父の遺産を売って獲

た物を持つことができる。 9あなたの神、主が賜

わる地にはいったならば、その国々の民の憎むべ

き事を習いおこなってはならない。 10あなたが

たのうちに、自分のむすこ、娘を火に焼いてささ

げる者があってはならない。また占いをする者、

卜者、易者、魔法使、 11呪文を唱える者、口寄

せ、かんなぎ、死人に問うことをする者があって

はならない。 12主はすべてこれらの事をする者

を憎まれるからである。そしてこれらの憎むべき

事のゆえにあなたの神、主は彼らをあなたの前か

ら追い払われるのである。 13あなたの神、主の

前にあなたは全き者でなければならない。 14あ

なたが追い払うかの国々の民は卜者、占いをする

者に聞き従うからである。しかし、あなたには、

あなたの神、主はそうする事を許されない。 15

あなたの神、主はあなたのうちから、あなたの同

胞のうちから、わたしのようなひとりの預言者を

あなたのために起されるであろう。あなたがたは

彼に聞き従わなければならない。 16これはあな

たが集会の日にホレブであなたの神、主に求めた

ことである。すなわちあなたは『わたしが死ぬこ

とのないようにわたしの神、主の声を二度とわた

しに聞かせないでください。またこの大いなる火

を二度と見させないでください』と言った。 17

主はわたしに言われた、『彼らが言ったことは正

しい。 18わたしは彼らの同胞のうちから、おま

えのようなひとりの預言者を彼らのために起して

、わたしの言葉をその口に授けよう。彼はわたし

が命じることを、ことごとく彼らに告げるであろ

う。 19彼がわたしの名によって、わたしの言葉

を語るのに、もしこれに聞き従わない者があるな

らば、わたしはそれを罰するであろう。 20ただ

し預言者が、わたしが語れと命じないことを、わ

たしの名によってほしいままに語り、あるいは他

の神々の名によって語るならば、その預言者は殺

さなければならない』。 21あなたは心のうちに

『われわれは、その言葉が主の言われたものでな

いと、どうして知り得ようか』と言うであろう。

22もし預言者があって、主の名によって語っても

、その言葉が成就せず、またその事が起らない時

は、それは主が語られた言葉ではなく、その預言

者がほしいままに語ったのである。その預言者を

恐れるに及ばない。

19あなたの神、主が国々の民を滅ぼしつくして
、あなたの神、主がその地を賜わり、あなた

がそれを獲て、その町々と、その家々に住むよう

になる時は、 2あなたの神、主が与えて獲させら

れる地のうちに、三つの町をあなたのために指定

しなければならない。 3そしてそこに行く道を備

え、またあなたの神、主があなたに継がせられる

地の領域を三区に分け、すべて人を殺した者をそ

こにのがれさせなければならない。 4人を殺した

者がそこにのがれて、命を全うすべき場合は次の

とおりである。すなわち以前から憎むこともない

のに、知らないでその隣人を殺した場合、 5たと
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えば人が木を切ろうとして、隣人と一緒に林に入

り、手におのを取って、木を切り倒そうと撃ちお

ろすとき、その頭が柄から抜け、隣人にあたって

、死なせたような場合がそれである。そういう人

はこれらの町の一つにのがれて、命を全うするこ

とができる。 6そうしなければ、復讐する者が怒

って、その殺した者を追いかけ、道が長いために

、ついに追いついて殺すであろう。しかし、その

人は以前から彼を憎んでいた者でないから、殺さ

れる理由はない。 7それでわたしはあなたに命じ

て『三つの町をあなたのために指定しなければな

らない』と言ったのである。 8あなたの神、主が

先祖たちに誓われたように、あなたの領域を広め

、先祖たちに与えると言われた地を、ことごとく

賜わる時、 9わたしが、きょう、命じるこのすべ

ての戒めを守って、それをおこない、あなたの神

、主を愛して、常にその道に歩む時あなたはこれ

ら三つの町のほかに、また三つの町をあなたのた

めに増し加えなければならない。 10これはあな

たの神、主が与えて嗣業とされる地のうちで、罪

のない者の血が流されないようにするためである

。そうしなければ、その血を流したとがは、あな

たに帰するであろう。 11しかし、もし人が隣人

を憎んでそれをつけねらい、立ちかかってその人

を撃ち殺し、そしてこれらの町の一つにのがれる

ならば、 12その町の長老たちは人をつかわして

彼をそこから引いてこさせ、復讐する者にわたし

て殺させなければならない。 13彼をあわれんで

はならない。罪のない者の血を流したとがを、イ

スラエルから除かなければならない。そうすれば

あなたにさいわいがあるであろう。 14あなたの

神、主が与えて獲させられる地で、あなたが継ぐ

嗣業において、先祖の定めたあなたの隣人の土地

の境を移してはならない。 15どんな不正であれ

、どんなとがであれ、すべて人の犯す罪は、ただ

ひとりの証人によって定めてはならない。ふたり

の証人の証言により、または三人の証人の証言に

よって、その事を定めなければならない。 16も

し悪意のある証人が起って、人に対して悪い証言

をすることがあれば、 17その相争うふたりの者

は主の前に行って、その時の祭司と裁判人の前に

立たなければならない。 18その時、裁判人は詳

細にそれを調べなければならない。そしてその証

人がもし偽りの証人であって、兄弟にむかって偽

りの証言をした者であるならば、 19あなたがた

は彼が兄弟にしようとしたことを彼に行い、こう

してあなたがたのうちから悪を除き去らなければ

ならない。 20そうすれば他の人たちは聞いて恐

れ、その後ふたたびそのような悪をあなたがたの

うちに行わないであろう。 21あわれんではなら

ない。命には命、目には目、歯には歯、手には手

、足には足をもって償わせなければならない。

20あなたが敵と戦うために出る時、馬と戦車と
、あなたよりも大ぜいの軍隊を見ても、彼ら

を恐れてはならない。あなたをエジプトの国から

導きのぼられたあなたの神、主が共におられるか

らである。 2あなたがたが戦いに臨むとき、祭司

は進み出て民に告げて、 3彼らに言わなければな

らない、『イスラエルよ聞け。あなたがたは、き

ょう、敵と戦おうとしている。気おくれしてはな

らない。恐れてはならない。あわててはならない

。彼らに驚いてはならない。 4あなたがたの神、

主が共に行かれ、あなたがたのために敵と戦って

、あなたがたを救われるからである』。 5次につ

かさたちは民に告げて言わなければならない。『

新しい家を建てて、まだそれをささげていない者

があれば、その人を家に帰らせなければならない

。そうしなければ、彼が戦いに死んだとき、ほか

の人がそれをささげるようになるであろう。 6ぶ

どう畑を作って、まだその実を食べていない者が

あれば、その人を家に帰らせなければならない。

そうしなければ彼が戦いに死んだとき、ほかの人

がそれを食べるようになるであろう。 7女と婚約

して、まだその女をめとっていない者があれば、

その人を家に帰らせなければならない。そうしな

ければ彼が戦いに死んだとき、ほかの人が彼女を

めとるようになるであろう』。 8つかさたちは、

また民に告げて言わなければならない。『恐れて

気おくれする者があるならば、その人を家に帰ら

せなければならない。そうしなければ、兄弟たち

の心が彼の心のようにくじけるであろう』。 9つ

かさたちがこのように民に告げ終ったならば、軍

勢のかしらたちを立てて民を率いさせなければな

らない。 10一つの町へ進んで行って、それを攻

めようとする時は、まず穏やかに降服することを

勧めなければならない。 11もしその町が穏やか

に降服しようと答えて、門を開くならば、そこに

いるすべての民に、みつぎを納めさせ、あなたに

仕えさせなければならない。 12もし穏やかに降
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服せず、戦おうとするならば、あなたはそれを攻

めなければならない。 13そしてあなたの神、主

がそれをあなたの手にわたされる時、つるぎをも

ってそのうちの男をみな撃ち殺さなければならな

い。 14ただし女、子供、家畜およびすべて町の

うちにあるもの、すなわちぶんどり物は皆、戦利

品として取ることができる。また敵からぶんどっ

た物はあなたの神、主が賜わったものだから、あ

なたはそれを用いることができる。 15遠く離れ

ている町々、すなわちこれらの国々に属さない町

々には、すべてこのようにしなければならない。

16ただし、あなたの神、主が嗣業として与えられ

るこれらの民の町々では、息のある者をひとりも

生かしておいてはならない。 17すなわちヘテび

と、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒビ

びと、エブスびとはみな滅ぼして、あなたの神、

主が命じられたとおりにしなければならない。 18

これは彼らがその神々を拝んでおこなったすべて

の憎むべき事を、あなたがたに教えて、それを行

わせ、あなたがたの神、主に罪を犯させることの

ないためである。 19長く町を攻め囲んで、それ

を取ろうとする時でも、おのをふるって、そこの

木を切り枯らしてはならない。それはあなたの食

となるものだから、切り倒してはならない。あな

たは田野の木までも、人のように攻めなければな

らないであろうか。 20ただし実を結ばない木と

わかっている木は切り倒して、あなたと戦ってい

る町にむかい、それをもってとりでを築き、陥落

するまで、それを攻めることができる。

21あなたの神、主が与えて獲させられる地で、
殺されて野に倒れている人があって、だれが

殺したのかわからない時は、 2長老たちと、さば

きびとたちが出てきて、その殺された者のある所

から、周囲の町々までの距離をはからなければな

らない。 3そしてその殺された者のある所に最も

近い町の長老たちは、まだ使わない、まだくびき

を負わせて引いたことのない若い雌牛をとり、 4

その町の長老たちはその雌牛を、耕すことも、種

まくこともしない、絶えず水の流れている谷へ引

いていって、その谷で雌牛のくびを折らなければ

ならない。 5その時レビの子孫である祭司たちは

、そこに進み出なければならない。彼らはあなた

の神、主が自分に仕えさせ、また主の名によって

祝福させるために選ばれた者で、すべての論争と

、すべての暴行は彼らの言葉によって解決される

からである。 6そしてその殺された者のある所に

最も近い町の長老たちは皆、彼らが谷でくびを折

った雌牛の上で手を洗い、 7証言して言わなけれ

ばならない、『われわれの手はこの血を流さず、

われわれの目もそれを見なかった。 8主よ、あな

たがあがなわれた民イスラエルをおゆるしくださ

い。罪のない者の血を流したとがを、あなたの民

イスラエルのうちにとどめないでください。そし

て血を流したとがをおゆるしください』。 9この

ようにして、あなたは主が正しいと見られる事を

おこない、罪のない者の血を流したとがを、あな

たがたのうちから除き去らなければならない。 10

あなたが出て敵と戦う際、あなたの神、主がそれ

をあなたの手にわたされ、あなたがそれを捕虜と

した時、 11もし捕虜のうちに美しい女のあるの

を見て、それを好み、妻にめとろうとするならば

、 12その女をあなたの家に連れて帰らなければ

ならない。女は髪をそり、つめを切り、 13また

捕虜の着物を脱ぎすてて、あなたの家におり、自

分の父母のために一か月のあいだ嘆かなければな

らない。そして後、あなたは彼女の所にはいって

、その夫となり、彼女を妻とすることができる。

14その後あなたがもし彼女を好まなくなったなら

ば、彼女を自由に去らせなければならない。決し

て金で売ってはならない。あなたはすでに彼女を

はずかしめたのだから、彼女を奴隷のようにあし

らってはならない。 15人がふたりの妻をもち、

そのひとりは愛する者、ひとりは気にいらない者

であって、その愛する者と気にいらない者のふた

りが、ともに男の子を産み、もしその長子が、気

にいらない女の産んだ者である時は、 16その子

たちに自分の財産を継がせる時、気にいらない女

の産んだ長子をさしおいて、愛する女の産んだ子

を長子とすることはできない。 17必ずその気に

いらない者の産んだ子が長子であることを認め、

自分の財産を分ける時には、これに二倍の分け前

を与えなければならない。これは自分の力の初め

であって、長子の特権を持っているからである。

18もし、わがままで、手に負えない子があって、

父の言葉にも、母の言葉にも従わず、父母がこれ

を懲らしてもきかない時は、 19その父母はこれ

を捕えて、その町の門に行き、町の長老たちの前

に出し、 20町の長老たちに言わなければならな

い、『わたしたちのこの子はわがままで、手に負
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えません。わたしたちの言葉に従わず、身持ちが

悪く、大酒飲みです』。 21そのとき、町の人は

皆、彼を石で撃ち殺し、あなたがたのうちから悪

を除き去らなければならない。そうすれば、イス

ラエルは皆聞いて恐れるであろう。 22もし人が

死にあたる罪を犯して殺され、あなたがそれを木

の上にかける時は、 23翌朝までその死体を木の

上に留めておいてはならない。必ずそれをその日

のうちに埋めなければならない。木にかけられた

者は神にのろわれた者だからである。あなたの神

、主が嗣業として賜わる地を汚してはならない

。

22あなたの兄弟の牛、または羊の迷っているの
を見て、それを見捨てておいてはならない。

必ずそれを兄弟のところへ連れて帰らなければな

らない。 2もしその兄弟が近くの者でなく、知ら

ない人であるならば、それを自分の家にひいてき

て、あなたのところにおき、その兄弟が尋ねてき

た時に、それを彼に返さなければならない。 3あ

なたの兄弟のろばの場合も、そうしなければなら

ない。着物の場合も、そうしなければならない。

またすべてあなたの兄弟の失った物を見つけた場

合も、そうしなければならない。それを見捨てて

おくことはできない。 4あなたの兄弟のろばまた

は牛が道に倒れているのを見て、見捨てておいて

はならない。必ずそれを助け起さなければならな

い。 5女は男の着物を着てはならない。また男は

女の着物を着てはならない。あなたの神、主はそ

のような事をする者を忌みきらわれるからである

。 6もしあなたが道で、木の上、または地面に鳥

の巣のあるのを見つけ、その中に雛または卵があ

って、母鳥がその雛または卵を抱いているならば

、母鳥を雛と一緒に取ってはならない。 7必ず母

鳥を去らせ、ただ雛だけを取らなければならない

。そうすればあなたはさいわいを得、長く生きな

がらえることができるであろう。 8新しい家を建

てる時は、屋根に欄干を設けなければならない。

それは人が屋根から落ちて、血のとがをあなたの

家に帰することのないようにするためである。 9

ぶどう畑に二種の種を混ぜてまいてはならない。

そうすればあなたがまいた種から産する物も、ぶ

どう畑から出る物も、みな忌むべき物となるであ

ろう。 10牛と、ろばとを組み合わせて耕しては

ならない。 11羊毛と亜麻糸を混ぜて織った着物

を着てはならない。 12身にまとう上着の四すみ

に、ふさをつけなければならない。 13もし人が

妻をめとり、妻のところにはいって後、その女を

きらい、 14『わたしはこの女をめとって近づい

た時、彼女に処女の証拠を見なかった』と言って

虚偽の非難をもって、その女に悪名を負わせるな

らば、 15その女の父と母は、彼女の処女の証拠

を取って、門におる町の長老たちに差し出し、 16

そして彼女の父は長老たちに言わなければならな

い。『わたしはこの人に娘を与えて妻にさせまし

たが、この人は娘をきらい、 17虚偽の非難をも

って、「わたしはあなたの娘に処女の証拠を見な

かった」と言います。しかし、これがわたしの娘

の処女の証拠です』と言って、その父母はかの布

を町の長老たちの前にひろげなければならない。

18その時、町の長老たちは、その人を捕えて撃ち

懲らし、 19また銀百シケルの罰金を課し、それ

を女の父に与えなければならない。彼はイスラエ

ルの処女に悪名を負わせたからである。彼はその

女を妻とし、一生その女を出すことはできない。

20しかし、この非難が真実であって、その女に処

女の証拠が見られない時は、 21その女を父の家

の入口にひき出し、町の人々は彼女を石で撃ち殺

さなければならない。彼女は父の家で、みだらな

事をおこない、イスラエルのうちに愚かな事をし

たからである。あなたはこうしてあなたがたのう

ちから悪を除き去らなければならない。 22もし

夫のある女と寝ている男を見つけたならば、その

女と寝た男およびその女を一緒に殺し、こうして

イスラエルのうちから悪を除き去らなければなら

ない。 23もし処女である女が、人と婚約した後

、他の男が町の内でその女に会い、これを犯した

ならば、 24あなたがたはそのふたりを町の門に

ひき出して、石で撃ち殺さなければならない。こ

れはその女が町の内におりながら叫ばなかったか

らであり、またその男は隣人の妻をはずかしめた

からである。あなたはこうしてあなたがたのうち

から悪を除き去らなければならない。 25しかし

、男が、人と婚約した女に野で会い、その女を捕

えてこれを犯したならば、その男だけを殺さなけ

ればならない。 26その女には何もしてはならな

い。女には死にあたる罪がない。人がその隣人に

立ちむかって、それを殺したと同じ事件だからで

ある。 27これは男が野で女に会ったので、人と

婚約したその女が叫んだけれども、救う者がなか
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ったのである。 28まだ人と婚約しない処女であ

る女に、男が会い、これを捕えて犯し、ふたりが

見つけられたならば、 29女を犯した男は女の父

に銀五十シケルを与えて、女を自分の妻としなけ

ればならない。彼はその女をはずかしめたゆえに

、一生その女を出すことはできない。 30だれも

父の妻をめとってはならない。父の妻と寝てはな

らない。

23すべて去勢した男子は主の会衆に加わっては
ならない。 2私生児は主の会衆に加わっては

ならない。その子孫は十代までも主の会衆に加わ

ってはならない。 3アンモンびととモアブびとは

主の会衆に加わってはならない。彼らの子孫は十

代までも、いつまでも主の会衆に加わってはなら

ない。 4これはあなたがたがエジプトから出てき

た時に、彼らがパンと水を携えてあなたがたを道

に迎えず、アラム・ナハライムのペトルからベオ

ルの子バラムを雇って、あなたをのろわせようと

したからである。 5しかし、あなたの神、主はバ

ラムの言うことを聞こうともせず、あなたの神、

主はあなたのために、そののろいを変えて、祝福

とされた。あなたの神、主があなたを愛されたか

らである。 6あなたは一生いつまでも彼らのため

に平安をも、幸福をも求めてはならない。 7あな

たはエドムびとを憎んではならない。彼はあなた

の兄弟だからである。またエジプトびとを憎んで

はならない。あなたはかつてその国の寄留者であ

ったからである。 8そして彼らが産んだ子どもは

三代目には、主の会衆に加わることができる。 9

敵を攻めるために出て陣営におる時は、すべての

汚れた物を避けなければならない。 10あなたが

たのうちに、夜の思いがけない事によって身の汚

れた人があるならば、陣営の外に出なければなら

ない。陣営の内に、はいってはならない。 11し

かし、夕方になって、水で身を洗い、日が没して

後、陣営の内に、はいることができる。 12あな

たはまた陣営の外に一つの所を設けておいて、用

をたす時、そこに出て行かなければならない。 13

また武器と共に、くわを備え、外に出て、かがむ

時、それをもって土を掘り、向きをかえて、出た

物をおおわなければならない。 14あなたの神、

主があなたを救い、敵をあなたにわたそうと、陣

営の中を歩まれるからである。ゆえに陣営は聖な

る所として保たなければならない。主があなたの

うちにきたない物のあるのを見て、離れ去られる

ことのないためである。 15主人を避けて、あな

たのところに逃げてきた奴隷を、その主人にわた

してはならない。 16その者をあなたがたのうち

に、あなたと共におらせ、町の一つのうち、彼が

好んで選ぶ場所に住ませなければならない。彼を

虐待してはならない。 17イスラエルの女子は神

殿娼婦となってはならない。またイスラエルの男

子は神殿男娼となってはならない。 18娼婦の得

た価または男娼の価をあなたの神、主の家に携え

て行って、どんな誓願にも用いてはならない。こ

れはともにあなたの神、主の憎まれるものだから

である。 19兄弟に利息を取って貸してはならな

い。金銭の利息、食物の利息などすべて貸して利

息のつく物の利息を取ってはならない。 20外国

人には利息を取って貸してもよい。ただ兄弟には

利息を取って貸してはならない。これはあなたが

、はいって取る地で、あなたの神、主がすべてあ

なたのする事に祝福を与えられるためである。 21

あなたの神、主に誓願をかける時、それを果すこ

とを怠ってはならない。あなたの神、主は必ずそ

れをあなたに求められるからである。それを怠る

ときは罪を得るであろう。 22しかし、あなたが

誓願をかけないならば、罪を得ることはない。 23

あなたが口で言った事は守って行わなければなら

ない。あなたが口で約束した事は、あなたの神、

主にあなたが自発的に誓願したのだからである。

24あなたが隣人のぶどう畑にはいる時、そのぶど

うを心にまかせて飽きるほど食べてもよい。しか

し、あなたの器の中に取り入れてはならない。 25

あなたが隣人の麦畑にはいる時、手でその穂を摘

んで食べてもよい。しかし、あなたの隣人の麦畑

にかまを入れてはならない。

24人が妻をめとって、結婚したのちに、その女
に恥ずべきことのあるのを見て、好まなくな

ったならば、離縁状を書いて彼女の手に渡し、家

を去らせなければならない。 2女がその家を出て

のち、行って、ほかの人にとつぎ、 3後の夫も彼

女をきらって、離縁状を書き、その手に渡して家

を去らせるか、または妻にめとった後の夫が死ん

だときは、 4彼女はすでに身を汚したのちである

から、彼女を去らせた先の夫は、ふたたび彼女を

妻にめとることはできない。これは主の前に憎む

べき事だからである。あなたの神、主が嗣業とし
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てあなたに与えられる地に罪を負わせてはならな

い。 5人が新たに妻をめとった時は、戦争に出し

てはならない。また何の務もこれに負わせてはな

らない。その人は一年の間、束縛なく家にいて、

そのめとった妻を慰めなければならない。 6ひき

うす、またはその上石を質にとってはならない。

これは命をつなぐものを質にとることだからであ

る。 7イスラエルの人々のうちの同胞のひとりを

かどわかして、これを奴隷のようにあしらい、ま

たはこれを売る者を見つけたならば、そのかどわ

かした者を殺して、あなたがたのうちから悪を除

き去らなければならない。 8らい病の起った時は

気をつけて、すべてレビびとたる祭司が教えるこ

とを、よく守って行わなければならない。すなわ

ちわたしが彼らに命じたように、あなたがたはそ

れを守って行わなければならない。 9あなたがた

がエジプトから出てきたとき、道であなたの神、

主がミリアムにされたことを記憶しなければなら

ない。 10あなたが隣人に物を貸すときは、自分

でその家にはいって、質物を取ってはならない。

11あなたは外に立っていて、借りた人が質物を外

にいるあなたのところへ持ち出さなければならな

い。 12もしその人が貧しい人である時は、あな

たはその質物を留めおいて寝てはならない。 13

その質物は日の入るまでに、必ず返さなければな

らない。そうすれば彼は自分の上着をかけて寝る

ことができて、あなたを祝福するであろう。それ

はあなたの神、主の前にあなたの義となるであろ

う。 14貧しく乏しい雇人は、同胞であれ、また

はあなたの国で、町のうちに寄留している他国人

であれ、それを虐待してはならない。 15賃銀は

その日のうちに払い、それを日の入るまで延ばし

てはならない。彼は貧しい者で、その心をこれに

かけているからである。そうしなければ彼はあな

たを主に訴えて、あなたは罪を得るであろう。 16

父は子のゆえに殺さるべきではない。子は父のゆ

えに殺さるべきではない。おのおの自分の罪のゆ

えに殺さるべきである。 17寄留の他国人または

孤児のさばきを曲げてはならない。寡婦の着物を

質に取ってはならない。 18あなたはかつてエジ

プトで奴隷であったが、あなたの神、主がそこか

らあなたを救い出されたことを記憶しなければな

らない。それでわたしはあなたにこの事をせよと

命じるのである。 19あなたが畑で穀物を刈る時

、もしその一束を畑におき忘れたならば、それを

取りに引き返してはならない。それは寄留の他国

人と孤児と寡婦に取らせなければならない。そう

すればあなたの神、主はすべてあなたがする事に

おいて、あなたを祝福されるであろう。 20あな

たがオリブの実をうち落すときは、ふたたびその

枝を捜してはならない。それを寄留の他国人と孤

児と寡婦に取らせなければならない。 21またぶ

どう畑のぶどうを摘み取るときは、その残ったも

のを、ふたたび捜してはならない。それを寄留の

他国人と孤児と寡婦に取らせなければならない。

22あなたはかつてエジプトの国で奴隷であったこ

とを記憶しなければならない。それでわたしはあ

なたにこの事をせよと命じるのである。

25人と人との間に争い事があって、さばきを求
めてきたならば、さばきびとはこれをさばい

て、正しい者を正しいとし、悪い者を悪いとしな

ければならない。 2その悪い者が、むち打つべき

者であるならば、さばきびとは彼を伏させ、自分

の前で、その罪にしたがい、数えて彼をむち打た

せなければならない。 3彼をむち打つには四十を

越えてはならない。もしそれを越えて、それより

も多くむちを打つときは、あなたの兄弟はあなた

の目の前で、はずかしめられることになるであろ

う。 4脱穀をする牛にくつこを掛けてはならない

。 5兄弟が一緒に住んでいて、そのうちのひとり

が死んで子のない時は、その死んだ者の妻は出て

、他人にとついではならない。その夫の兄弟が彼

女の所にはいり、めとって妻とし、夫の兄弟とし

ての道を彼女につくさなければならない。 6そし

てその女が初めに産む男の子に、死んだ兄弟の名

を継がせ、その名をイスラエルのうちに絶やさな

いようにしなければならない。 7しかしその人が

兄弟の妻をめとるのを好まないならば、その兄弟

の妻は町の門へ行って、長老たちに言わなければ

ならない、『わたしの夫の兄弟はその兄弟の名を

イスラエルのうちに残すのを拒んで、夫の兄弟と

しての道をつくすことを好みません』。 8そのと

き町の長老たちは彼を呼び寄せて、さとさなけれ

ばならない。もし彼が固執して、『わたしは彼女

をめとることを好みません』と言うならば、 9そ

の兄弟の妻は長老たちの目の前で、彼のそばに行

き、その足のくつを脱がせ、その顔につばきして

、答えて言わなければならない。『兄弟の家をた

てない者には、このようにすべきです』。 10そ
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して彼の家の名は、くつを脱がされた者の家と、

イスラエルのうちで呼ばれるであろう。 11ふた

りの人が互に争うときに、そのひとりの人の妻が

、打つ者の手から夫を救おうとして近づき、手を

伸べて、その人の隠し所をつかまえるならば、 12

その女の手を切り落さなければならない。あわれ

みをかけてはならない。 13あなたの袋に大小二

種の重り石を入れておいてはならない。 14あな

たの家に大小二種のますをおいてはならない。 15

不足のない正しい重り石を持ち、また不足のない

正しいますを持たなければならない。そうすれば

あなたの神、主が賜わる地で、あなたは長く命を

保つことができるであろう。 16すべてこのよう

な不正をする者を、あなたの神、主が憎まれるか

らである。 17あなたがエジプトから出てきた時

、道でアマレクびとがあなたにしたことを記憶し

なければならない。 18すなわち彼らは道であな

たに出会い、あなたがうみ疲れている時、うしろ

についてきていたすべての弱っている者を攻め撃

った。このように彼らは神を恐れなかった。 19

それで、あなたの神、主が嗣業として賜わる地で

、あなたの神、主があなたの周囲のすべての敵を

征服して、あなたに安息を与えられる時、あなた

はアマレクの名を天の下から消し去らなければな

らない。この事を忘れてはならない。

26あなたの神、主が嗣業として賜わる国にはい
って、それを所有し、そこに住む時は、 2あ

なたの神、主が賜わる国にできる、地のすべての

実の初物を取ってかごに入れ、あなたの神、主が

その名を置くために選ばれる所へ携えて行かなけ

ればならない。 3そしてその時の祭司の所へ行っ

て彼に言わなければならない、『きょう、あなた

の神、主にわたしは申します。主がわれわれに与

えると先祖たちに誓われた国に、わたしははいる

ことができました』。 4そのとき祭司はあなたの

手からそのかごを受け取ってあなたの神、主の祭

壇の前に置かなければならない。 5そして、あな

たはあなたの神、主の前に述べて言わなければな

らない、『わたしの先祖は、さすらいの一アラム

びとでありましたが、わずかの人を連れてエジプ

トへ下って行って、その所に寄留し、ついにそこ

で大きく、強い、人数の多い国民になりました。

6ところがエジプトびとはわれわれをしえたげ、

また悩まして、つらい労役を負わせましたが、 7

われわれが先祖たちの神、主に叫んだので、主は

われわれの声を聞き、われわれの悩みと、骨折り

と、しえたげとを顧み、 8主は強い手と、伸べた

腕と、大いなる恐るべき事と、しるしと、不思議

とをもって、われわれをエジプトから導き出し、

9われわれをこの所へ連れてきて、乳と蜜の流れ

るこの地をわれわれに賜わりました。 10主よ、

ごらんください。あなたがわたしに賜わった地の

実の初物を、いま携えてきました』。そしてあな

たはそれをあなたの神、主の前に置いて、あなた

の神、主の前に礼拝し、 11あなたの神、主があ

なたとあなたの家とに賜わったすべての良い物を

もって、レビびとおよびあなたのなかにいる寄留

の他国人と共に喜び楽しまなければならない。 12

第三年すなわち十分の一を納める年に、あなたが

すべての産物の十分の一を納め終って、それをレ

ビびとと寄留の他国人と孤児と寡婦とに与え、町

のうちで彼らに飽きるほど食べさせた時、 13あ

なたの神、主の前で言わなければならない、『わ

たしはその聖なる物を家から取り出し、またレビ

びとと寄留の他国人と孤児と寡婦とにそれを与え

、すべてあなたが命じられた命令のとおりにいた

しました。わたしはあなたの命令にそむかず、ま

たそれを忘れませんでした。 14わたしはその聖

なる物を喪のうちで食べたことがなく、また汚れ

た身でそれを取り出したことがなく、また死人に

それを供えたことがありませんでした。わたしは

わたしの神、主の声に聞き従い、すべてあなたが

わたしに命じられたとおりにいたしました。 15

あなたの聖なるすみかである天からみそなわして

、あなたの民イスラエルと、あなたがわれわれに

与えられた地とを祝福してください。これはあな

たがわれわれの先祖に誓われた乳と蜜の流れる地

です』。 16きょう、あなたの神、主はこれらの

定めと、おきてとを行うことをあなたに命じられ

る。それゆえ、あなたは心をつくし、精神をつく

してそれを守り行わなければならない。 17きょ

う、あなたは主をあなたの神とし、かつその道に

歩み、定めと、戒めと、おきてとを守り、その声

に聞き従うことを明言した。 18そして、主は先

に約束されたように、きょう、あなたを自分の宝

の民とされること、また、あなたがそのすべての

命令を守るべきことを明言された。 19主は誉と

良き名と栄えとをあなたに与えて、主の造られた

すべての国民にまさるものとされるであろう。あ
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なたは主が言われたように、あなたの神、主の聖

なる民となるであろう」。

27モーセとイスラエルの長老たちとは民に命じ
て言った、「わたしが、きょう、あなたがた

に命じるすべての戒めを守りなさい。 2あなたが

たがヨルダンを渡ってあなたの神、主が賜わる国

にはいる時、あなたは大きな石数個を立てて、そ

れにしっくいを塗り、 3そしてあなたが渡って、

あなたの先祖たちの神、主が約束されたようにあ

なたの神、主が賜わる地、すなわち乳と蜜の流れ

る地にはいる時、この律法のすべての言葉をその

上に書きしるさなければならない。 4すなわち、

あなたがたが、ヨルダンを渡ったならば、わたし

が、きょう、あなたがたに命じるそれらの石をエ

バル山に立て、それにしっくいを塗らなければな

らない。 5またそこにあなたの神、主のために、

祭壇、すなわち石の祭壇を築かなければならない

。鉄の器を石に当てず、 6自然のままの石であな

たの神、主のために祭壇を築き、その上であなた

の神、主に燔祭をささげなければならない。 7ま

た酬恩祭の犠牲をささげて、その所で食べ、あな

たの神、主の前で喜び楽しまなければならない。

8あなたはこの律法のすべての言葉をその石の上

に明らかに書きしるさなければならない」。 9ま

たモーセとレビびとたる祭司たちとは、イスラエ

ルのすべての人々に言った、「イスラエルよ、静

かに聞きなさい。あなたは、きょう、あなたの神

、主の民となった。 10それゆえ、あなたの神、

主の声に聞き従い、わたしが、きょう、命じる戒

めと定めとを行わなければならない」。 11その

日またモーセは民に命じて言った、 12「あなた

がたがヨルダンを渡った時、次の人たちはゲリジ

ム山に立って民を祝福しなければならない。すな

わちシメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ヨセフ

およびベニヤミン。 13また次の人たちはエバル

山に立ってのろわなければならない。すなわちル

ベン、ガド、アセル、ゼブルン、ダンおよびナフ

タリ。 14そしてレビびとは大声でイスラエルの

すべての人々に告げて言わなければならない。 15

『工人の手の作である刻んだ像、または鋳た像は

、主が憎まれるものであるから、それを造って、

ひそかに安置する者はのろわれる』。民は、みな

答えてアァメンと言わなければならない。 16『

父や母を軽んずる者はのろわれる』。民はみなア

ァメンと言わなければならない。 17『隣人との

土地の境を移す者はのろわれる』。民はみなアァ

メンと言わなければならない。 18『盲人を道に

迷わす者はのろわれる』。民はみなアァメンと言

わなければならない。 19『寄留の他国人や孤児

、寡婦のさばきを曲げる者はのろわれる』。民は

みなアァメンと言わなければならない。 20『父

の妻を犯す者は、父を恥ずかしめるのであるから

のろわれる』。民はみなアァメンと言わなければ

ならない。 21『すべて獣を犯す者はのろわれる

』。民はみなアァメンと言わなければならない。

22『父の娘、または母の娘である自分の姉妹を犯

す者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わな

ければならない。 23『妻の母を犯す者はのろわ

れる』。民はみなアァメンと言わなければならな

い。 24『ひそかに隣人を撃ち殺す者はのろわれ

る』。民はみなアァメンと言わなければならない

。 25『まいないを取って罪なき者を殺す者はの

ろわれる』。民はみなアァメンと言わなければな

らない。 26『この律法の言葉を守り行わない者

はのろわれる』。民はみなアァメンと言わなけれ

ばならない。

28もしあなたが、あなたの神、主の声によく聞
き従い、わたしが、きょう、命じるすべての

戒めを守り行うならば、あなたの神、主はあなた

を地のもろもろの国民の上に立たせられるであろ

う。 2もし、あなたがあなたの神、主の声に聞き

従うならば、このもろもろの祝福はあなたに臨み

、あなたに及ぶであろう。 3あなたは町の内でも

祝福され、畑でも祝福されるであろう。 4またあ

なたの身から生れるもの、地に産する物、家畜の

産むもの、すなわち牛の子、羊の子は祝福される

であろう。 5またあなたのかごと、こねばちは祝

福されるであろう。 6あなたは、はいるにも祝福

され、出るにも祝福されるであろう。 7敵が起っ

てあなたを攻める時は、主はあなたにそれを撃ち

敗らせられるであろう。彼らは一つの道から攻め

て来るが、あなたの前で七つの道から逃げ去るで

あろう。 8主は命じて祝福をあなたの倉と、あな

たの手のすべてのわざにくだし、あなたの神、主

が賜わる地であなたを祝福されるであろう。 9も

し、あなたの神、主の戒めを守り、その道を歩む

ならば、主は誓われたようにあなたを立てて、そ

の聖なる民とされるであろう。 10そうすれば地
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のすべての民は皆あなたが主の名をもって唱えら

れるのを見てあなたを恐れるであろう。 11主が

あなたに与えると先祖に誓われた地で、主は良い

物、すなわちあなたの身から生れる者、家畜の産

むもの、地に産する物を豊かにされるであろう。

12主はその宝の蔵である天をあなたのために開い

て、雨を季節にしたがってあなたの地に降らせ、

あなたの手のすべてのわざを祝福されるであろう

。あなたは多くの国民に貸すようになり、借りる

ことはないであろう。 13主はあなたをかしらと

ならせ、尾とはならせられないであろう。あなた

はただ栄えて衰えることはないであろう。きょう

、わたしが命じるあなたの神、主の戒めに聞き従

って、これを守り行うならば、あなたは必ずこの

ようになるであろう。 14きょう、わたしが命じ

るこのすべての言葉を離れて右または左に曲り、

他の神々に従い、それに仕えてはならない。 15

しかし、あなたの神、主の声に聞き従わず、きょ

う、わたしが命じるすべての戒めと定めとを守り

行わないならば、このもろもろののろいがあなた

に臨み、あなたに及ぶであろう。 16あなたは町

のうちでものろわれ、畑でものろわれ、 17あな

たのかごも、こねばちものろわれ、 18あなたの

身から生れるもの、地に産する物、牛の子、羊の

子ものろわれるであろう。 19あなたは、はいる

にものろわれ、出るにものろわれるであろう。 20

主はあなたが手をくだすすべての働きにのろいと

、混乱と、懲しめとを送られ、あなたはついに滅

び、すみやかにうせ果てるであろう。これはあな

たが悪をおこなってわたしを捨てたからである。

21主は疫病をあなたの身につかせ、あなたが行っ

て取る地から、ついにあなたを断ち滅ぼされるで

あろう。 22主はまた肺病と熱病と炎症と間けつ

熱と、かんばつと、立ち枯れと、腐り穂とをもっ

てあなたを撃たれるであろう。これらのものはあ

なたを追い、ついにあなたを滅ぼすであろう。 23

あなたの頭の上の天は青銅となり、あなたの下の

地は鉄となるであろう。 24主はあなたの地の雨

を、ちりと、ほこりに変らせ、それが天からあな

たの上にくだって、ついにあなたを滅ぼすであろ

う。 25主はあなたを敵の前で敗れさせられるで

あろう。あなたは一つの道から彼らを攻めて行く

が、彼らの前で七つの道から逃げ去るであろう。

そしてあなたは地のもろもろの国に恐るべき見せ

しめとなるであろう。 26またあなたの死体は空

のもろもろの鳥と、地の獣とのえじきとなり、し

かもそれを追い払う者はないであろう。 27主は

エジプトの腫物と潰瘍と壊血病とひぜんとをもっ

てあなたを撃たれ、あなたはいやされることはな

いであろう。 28また主はあなたを撃って気を狂

わせ、目を見えなくし、心を混乱させられるであ

ろう。 29あなたは盲人が暗やみに手探りするよ

うに、真昼にも手探りするであろう。あなたは行

く道で栄えることがなく、ただ常にしえたげられ

、かすめられるだけで、あなたを救う者はないで

あろう。 30あなたは妻をめとっても、ほかの人

が彼女と寝るであろう。家を建てても、その中に

住まないであろう。ぶどう畑を作っても、その実

を摘み取ることがないであろう。 31あなたの牛

が目の前でほふられても、あなたはそれを食べる

ことができず、あなたのろばが目の前で奪われて

も、返されないであろう。あなたの羊が敵のもの

になっても、それを救ってあなたに返す者はない

であろう。 32あなたのむすこや娘は他国民にわ

たされる。あなたの目はそれを見、終日、彼らを

慕って衰えるが、あなたは手を施すすべもないで

あろう。 33あなたの地の産物およびあなたの労

して獲た物はみなあなたの知らない民が食べるで

あろう。あなたは、ただ常にしえたげられ、苦し

められるのみであろう。 34こうしてあなたは目

に見る事柄によって、気が狂うにいたるであろう

。 35主はあなたのひざと、はぎとに悪い、いや

し得ない腫物を生じさせて、足の裏から頭の頂に

まで及ぼされるであろう。 36主はあなたとあな

たが立てた王とを携えて、あなたもあなたの先祖

も知らない国に移されるであろう。あなたはそこ

で木や石で造ったほかの神々に仕えるであろう。

37あなたは主があなたを追いやられるもろもろの

民のなかで驚きとなり、ことわざとなり、笑い草

となるであろう。 38あなたが多くの種を畑に携

えて出ても、その収穫は少ないであろう。いなご

がそれを食いつくすからである。 39あなたがぶ

どう畑を作り、それにつちかっても、そのぶどう

酒を飲むことができず、その実を集めることもな

いであろう。虫がそれを食べるからである。 40

あなたの国にはあまねくオリブの木があるであろ

う。しかし、あなたはその油を身に塗ることがで

きないであろう。その実がみな落ちてしまうから

である。 41むすこや、娘があなたに生れても、

あなたのものにならないであろう。彼らは捕えら
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れて行くからである。 42あなたのもろもろの木

、および地の産物は、いなごが取って食べるであ

ろう。 43あなたのうちに寄留する他国人は、ま

すます高くなり、あなたの上に出て、あなたはま

すます低くなるであろう。 44彼はあなたに貸し

、あなたは彼に貸すことができない。彼はかしら

となり、あなたは尾となるであろう。 45このも

ろもろののろいが、あなたに臨み、あなたを追い

、ついに追いついて、あなたを滅ぼすであろう。

これはあなたの神、主の声に聞き従わず、あなた

に命じられた戒めと定めとを、あなたが守らなか

ったからである。 46これらの事は長くあなたと

あなたの子孫のうえにあって、しるしとなり、ま

た不思議となるであろう。 47あなたがすべての

物に豊かになり、あなたの神、主に心から喜び楽

しんで仕えないので、 48あなたは飢え、かわき

、裸になり、すべての物に乏しくなって、主があ

なたにつかわされる敵に仕えるであろう。敵は鉄

のくびきをあなたのくびにかけ、ついにあなたを

滅ぼすであろう。 49すなわち主は遠い所から、

地のはてから一つの民を、はげたかが飛びかける

ように、あなたに攻めきたらせられるであろう。

これはあなたがその言葉を知らない民、 50顔の

恐ろしい民であって、彼らは老人の身を顧みず、

幼い者をあわれまず、 51あなたの家畜が産むも

のや、地の産物を食って、あなたを滅ぼし、穀物

をも、酒をも、油をも、牛の子をも、羊の子をも

、あなたの所に残さず、ついにあなたを全く滅ぼ

すであろう。 52その民は全国ですべての町を攻

め囲み、ついにあなたが頼みとする、堅固な高い

石がきをことごとく撃ちくずし、あなたの神、主

が賜わった国のうちのすべての町々を攻め囲むで

あろう。 53あなたは敵に囲まれ、激しく攻めな

やまされて、ついにあなたの神、主が賜わったあ

なたの身から生れた者、むすこ、娘の肉を食べる

に至るであろう。 54あなたがたのうちのやさし

い、温和な男でさえも、自分の兄弟、自分のふと

ころの妻、最後に残っている子供にも食物を惜し

んで与えず、 55自分が自分の子供を食べ、その

肉を少しでも、この人々のだれにも与えようとは

しないであろう。これは敵があなたのすべての町

々を囲み、激しく攻め悩まして、何をもその人に

残さないからである。 56またあなたがたのうち

のやさしい、柔和な女、すなわち柔和で、やさし

く、足の裏を土に付けようともしない者でも、自

分のふところの夫や、むすこ、娘にもかくして、

57自分の足の間からでる後産や、自分の産む子を

ひそかに食べるであろう。敵があなたの町々を囲

み、激しく攻めなやまして、すべての物が欠乏す

るからである。 58もしあなたが、この書物にし

るされているこの律法のすべての言葉を守り行わ

ず、あなたの神、主というこの栄えある恐るべき

名を恐れないならば、 59主はあなたとその子孫

の上に激しい災を下されるであろう。その災はき

びしく、かつ久しく、その病気は重く、かつ久し

いであろう。 60主はまた、あなたが恐れた病気

、すなわちエジプトのもろもろの病気を再び臨ま

せて、あなたの身につかせられるであろう。 61

またこの律法の書にのせてないもろもろの病気と

、もろもろの災とを、主はあなたが滅びるまで、

あなたの上に下されるであろう。 62あなたがた

は天の星のように多かったが、あなたの神、主の

声に聞き従わなかったから、残る者が少なくなる

であろう。 63さきに主があなたがたを良くあし

らい、あなたがたを多くするのを喜ばれたように

、主は今あなたがたを滅ぼし絶やすのを喜ばれる

であろう。あなたがたは、はいって取る地から抜

き去られるであろう。 64主は地のこのはてから

、かのはてまでのもろもろの民のうちにあなたが

たを散らされるであろう。その所で、あなたもあ

なたの先祖たちも知らなかった木や石で造ったほ

かの神々にあなたは仕えるであろう。 65その国

々の民のうちであなたは安きを得ず、また足の裏

を休める所も得られないであろう。主はその所で

、あなたの心をおののかせ、目を衰えさせ、精神

を打ちしおれさせられるであろう。 66あなたの

命は細い糸にかかっているようになり、夜昼恐れ

おののいて、その命もおぼつかなく思うであろう

。 67あなたが心にいだく恐れと、目に見るもの

によって、朝には『ああ夕であればよいのに』と

言い、夕には『ああ朝であればよいのに』と言う

であろう。 68主はあなたを舟に乗せ、かつてわ

たしがあなたに告げて、『あなたは再びこれを見

ることはない』と言った道によって、あなたをエ

ジプトへ連れもどされるであろう。あなたがたは

そこで男女の奴隷として敵に売られるが、だれも

買う者はないであろう」。

29これは主がモーセに命じて、モアブの地でイ
スラエルの人々と結ばせられた契約の言葉で
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あって、ホレブで彼らと結ばれた契約のほかのも

のである。 2モーセはイスラエルのすべての人を

呼び集めて言った、「あなたがたは主がエジプト

の地で、パロと、そのすべての家来と、その全地

とにせられたすべての事をまのあたり見た。 3す

なわちその大きな試みと、しるしと、大きな不思

議とをまのあたり見たのである。 4しかし、今日

まで主はあなたがたの心に悟らせず、目に見させ

ず、耳に聞かせられなかった。 5わたしは四十年

の間、あなたがたを導いて荒野を通らせたが、あ

なたがたの身につけた着物は古びず、足のくつは

古びなかった。 6あなたがたはまたパンも食べず

、ぶどう酒も濃い酒も飲まなかった。こうしてあ

なたがたは、わたしがあなたがたの神、主である

ことを知るに至った。 7あなたがたがこの所にき

たとき、ヘシボンの王シホンと、バシャンの王オ

グがわれわれを迎えて戦ったが、われわれは彼ら

を撃ち敗って、 8その地を取り、これをルベンび

とと、ガドびとと、マナセびとの半ばとに、嗣業

として与えた。 9それゆえ、あなたがたはこの契

約の言葉を守って、それを行わなければならない

。そうすればあなたがたのするすべての事は栄え

るであろう。 10あなたがたは皆、きょう、あな

たがたの神、主の前に立っている。すなわちあな

たがたの部族のかしらたち、長老たち、つかさた

ちなど、イスラエルのすべての人々、 11あなた

がたの小さい者たちも、妻たちも、宿営のうちに

寄留している他国人も、あなたのために、たきぎ

を割る者も、水をくむ者も、みな主の前に立って

、 12あなたの神、主が、きょう、あなたと結ば

れるあなたの神、主の契約と誓いとに、はいろう

としている。 13これは主がさきにあなたに約束

されたように、またあなたの先祖アブラハム、イ

サク、ヤコブに誓われたように、きょう、あなた

を立てて自分の民とし、またみずからあなたの神

となられるためである。 14わたしはただあなた

がたとだけ、この契約と誓いとを結ぶのではない

。 15きょう、ここで、われわれの神、主の前に

われわれと共に立っている者ならびに、きょう、

ここにわれわれと共にいない者とも結ぶのである

。 16われわれがどのようにエジプトの国に住ん

でいたか、どのように国々の民の中を通ってきた

か、それはあなたがたが知っている。 17またあ

なたがたは木や石や銀や金で造った憎むべき物と

偶像とが、彼らのうちにあるのを見た。 18それ

ゆえ、あなたがたのうちに、きょう、その心にわ

れわれの神、主を離れてそれらの国民の神々に行

って仕える男や女、氏族や部族があってはならな

い。またあなたがたのうちに、毒草や、にがよも

ぎを生ずる根があってはならない。 19そのよう

な人はこの誓いの言葉を聞いても、心に自分を祝

福して『心をかたくなにして歩んでもわたしには

平安がある』と言うであろう。そうすれば潤った

者も、かわいた者もひとしく滅びるであろう。 20

主はそのような人をゆるすことを好まれない。か

えって主はその人に怒りとねたみを発し、この書

物にしるされたすべてののろいを彼の上に加え、

主はついにその人の名を天の下から消し去られる

であろう。 21主はイスラエルのすべての部族の

うちからその人を区別して災をくだし、この律法

の書にしるされた契約の中のもろもろののろいの

ようにされるであろう。 22後の代の人、すなわ

ちあなたがたののちに起るあなたがたの子孫およ

び遠い国から来る外国人は、この地の災を見、主

がこの地にくだされた病気を見て言うであろう。

23全地は硫黄となり、塩となり、焼け土となって

、種もまかれず、実も結ばず、なんの草も生じな

くなって、むかし主が怒りと憤りをもって滅ぼさ

れたソドム、ゴモラ、アデマ、ゼボイムの破滅の

ようである。 24すなわち、もろもろの国民は言

うであろう、『なぜ、主はこの地にこのようなこ

とをされたのか。この激しい大いなる怒りは何ゆ

えか』。 25そのとき人々は言うであろう、『彼

らはその先祖の神、主がエジプトの国から彼らを

導き出して彼らと結ばれた契約をすて、 26行っ

て彼らの知らない、また授からない、ほかの神々

に仕えて、それを拝んだからである。 27それゆ

え主はこの地にむかって怒りを発し、この書物に

しるされたもろもろののろいをこれにくだし、 28

そして主は怒りと、はげしい怒りと大いなる憤り

とをもって彼らをこの地から抜き取って、ほかの

国に投げやられた。今日見るとおりである』。 29

隠れた事はわれわれの神、主に属するものである

。しかし表わされたことは長くわれわれとわれわ

れの子孫に属し、われわれにこの律法のすべての

言葉を行わせるのである。

30わたしがあなたがたの前に述べたこのもろも
ろの祝福と、のろいの事があなたに臨み、あ

なたがあなたの神、主に追いやられたもろもろの
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国民のなかでこの事を心に考えて、 2あなたもあ

なたの子供も共にあなたの神、主に立ち帰り、わ

たしが、きょう、命じるすべてのことにおいて、

心をつくし、精神をつくして、主の声に聞き従う

ならば、 3あなたの神、主はあなたを再び栄えさ

せ、あなたをあわれみ、あなたの神、主はあなた

を散らされた国々から再び集められるであろう。

4たといあなたが天のはてに追いやられても、あ

なたの神、主はそこからあなたを集め、そこから

あなたを連れ帰られるであろう。 5あなたの神、

主はあなたの先祖が所有した地にあなたを帰らせ

、あなたはそれを所有するに至るであろう。主は

またあなたを栄えさせ、数を増して先祖たちより

も多くされるであろう。 6そしてあなたの神、主

はあなたの心とあなたの子孫の心に割礼を施し、

あなたをして、心をつくし、精神をつくしてあな

たの神、主を愛させ、こうしてあなたに命を得さ

せられるであろう。 7あなたの神、主はまた、あ

なたを迫害する敵と、あなたを憎む者とに、この

もろもろののろいをこうむらせられるであろう。

8しかし、あなたは再び主の声に聞き従い、わた

しが、きょう、あなたに命じるすべての戒めを守

るであろう。 9そうすればあなたの神、主はあな

たのするすべてのことと、あなたの身から生れる

者と、家畜の産むものと、地に産する物を豊かに

与えて、あなたを栄えさせられるであろう。すな

わち主はあなたの先祖たちを喜ばれたように再び

あなたを喜んで、あなたを栄えさせられるであろ

う。 10これはあなたが、あなたの神、主の声に

聞きしたがい、この律法の書にしるされた戒めと

定めとを守り、心をつくし、精神をつくしてあな

たの神、主に帰するからである。 11わたしが、

きょう、あなたに命じるこの戒めは、むずかしい

ものではなく、また遠いものでもない。 12これ

は天にあるのではないから、『だれがわれわれの

ために天に上り、それをわれわれのところへ持っ

てきて、われわれに聞かせ、行わせるであろうか

』と言うに及ばない。 13またこれは海のかなた

にあるのではないから、『だれがわれわれのため

に海を渡って行き、それをわれわれのところへ携

えてきて、われわれに聞かせ、行わせるであろう

か』と言うに及ばない。 14この言葉はあなたに

、はなはだ近くあってあなたの口にあり、またあ

なたの心にあるから、あなたはこれを行うことが

できる。 15見よ、わたしは、きょう、命とさい

わい、および死と災をあなたの前に置いた。 16

すなわちわたしは、きょう、あなたにあなたの神

、主を愛し、その道に歩み、その戒めと定めと、

おきてとを守ることを命じる。それに従うならば

、あなたは生きながらえ、その数は多くなるであ

ろう。またあなたの神、主はあなたが行って取る

地であなたを祝福されるであろう。 17しかし、

もしあなたが心をそむけて聞き従わず、誘われて

他の神々を拝み、それに仕えるならば、 18わた

しは、きょう、あなたがたに告げる。あなたがた

は必ず滅びるであろう。あなたがたはヨルダンを

渡り、はいって行って取る地でながく命を保つこ

とができないであろう。 19わたしは、きょう、

天と地を呼んであなたがたに対する証人とする。

わたしは命と死および祝福とのろいをあなたの前

に置いた。あなたは命を選ばなければならない。

そうすればあなたとあなたの子孫は生きながらえ

ることができるであろう。 20すなわちあなたの

神、主を愛して、その声を聞き、主につき従わな

ければならない。そうすればあなたは命を得、か

つ長く命を保つことができ、主が先祖アブラハム

、イサク、ヤコブに与えると誓われた地に住むこ

とができるであろう」。

31そこでモーセは続いてこの言葉をイスラエル
のすべての人に告げて、 2彼らに言った、「

わたしは、きょう、すでに百二十歳になり、もは

や出入りすることはできない。また主はわたしに

『おまえはこのヨルダンを渡ることはできない』

と言われた。 3あなたの神、主はみずからあなた

に先立って渡り、あなたの前から、これらの国々

の民を滅ぼし去って、あなたにこれを獲させられ

るであろう。また主がかつて言われたように、ヨ

シュアはあなたを率いて渡るであろう。 4主がさ

きにアモリびとの王シホンとオグおよびその地に

されたように、彼らにもおこなって彼らを滅ぼさ

れるであろう。 5主は彼らをあなたがたに渡され

るから、あなたがたはわたしが命じたすべての命

令のとおりに彼らに行わなければならない。 6あ

なたがたは強く、かつ勇ましくなければならない

。彼らを恐れ、おののいてはならない。あなたの

神、主があなたと共に行かれるからである。主は

決してあなたを見放さず、またあなたを見捨てら

れないであろう」。 7モーセはヨシュアを呼び、

イスラエルのすべての人の目の前で彼に言った、
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「あなたはこの民と共に行き、主が彼らの先祖た

ちに与えると誓われた地に入るのであるから、あ

なたは強く、かつ勇ましくなければならない。あ

なたは彼らにそれを獲させるであろう。 8主はみ

ずからあなたに先立って行き、またあなたと共に

おり、あなたを見放さず、見捨てられないであろ

う。恐れてはならない、おののいてはならない」

。 9モーセはこの律法を書いて、主の契約の箱を

かつぐレビの子孫である祭司およびイスラエルの

すべての長老たちに授けた。 10そしてモーセは

彼らに命じて言った、「七年の終りごとに、すな

わち、ゆるしの年の定めの時になり、かりいおの

祭に、 11イスラエルのすべての人があなたの神

、主の前に出るため、主の選ばれる場所に来ると

き、あなたはイスラエルのすべての人の前でこの

律法を読んで聞かせなければならない。 12すな

わち男、女、子供およびあなたの町のうちに寄留

している他国人など民を集め、彼らにこれを聞か

せ、かつ学ばせなければならない。そうすれば彼

らはあなたがたの神、主を恐れてこの律法の言葉

を、ことごとく守り行うであろう。 13また彼ら

の子供たちでこれを知らない者も聞いて、あなた

がたの神、主を恐れることを学ぶであろう。あな

たがたがヨルダンを渡って行って取る地にながら

える日のあいだ常にそうしなければならない」。

14主はまたモーセに言われた、「あなたの死ぬ日

が近づいている。ヨシュアを召して共に会見の幕

屋に立ちなさい。わたしは彼に務を命じるであろ

う」。モーセとヨシュアが行って会見の幕屋に立

つと、 15主は幕屋で雲の柱のうちに現れられた

。その雲の柱は幕屋の入口のかたわらにとどまっ

た。 16主はモーセに言われた、「あなたはまも

なく眠って先祖たちと一緒になるであろう。その

ときこの民はたちあがり、はいって行く地の異な

る神々を慕って姦淫を行い、わたしを捨て、わた

しが彼らと結んだ契約を破るであろう。 17その

日には、わたしは彼らにむかって怒りを発し、彼

らを捨て、わたしの顔を彼らに隠すゆえに、彼ら

は滅ぼしつくされ、多くの災と悩みが彼らに臨む

であろう。そこでその日、彼らは言うであろう、

『これらの災がわれわれに臨むのは、われわれの

神がわれわれのうちにおられないからではないか

』。 18しかも彼らがほかの神々に帰して、もろ

もろの悪を行うゆえに、わたしはその日には必ず

わたしの顔を隠すであろう。 19それであなたが

たは今、この歌を書きしるし、イスラエルの人々

に教えてその口に唱えさせ、この歌をイスラエル

の人々に対するわたしのあかしとならせなさい。

20わたしが彼らの先祖たちに誓った、乳と蜜の流

れる地に彼らを導き入れる時、彼らは食べて飽き

、肥え太るに及んで、ほかの神々に帰し、それに

仕えて、わたしを軽んじ、わたしの契約を破るで

あろう。 21こうして多くの災と悩みとが彼らに

臨む時、この歌は彼らに対して、あかしとなるで

あろう。（それはこの歌が彼らの子孫の口にあっ

て、彼らはそれを忘れないからである。）わたし

が誓った地に彼らを導き入れる前、すでに彼らが

思いはかっている事をわたしは知っているからで

ある」。 22モーセはその日、この歌を書いてイ

スラエルの人々に教えた。 23主はヌンの子ヨシ

ュアに命じて言われた、「あなたはイスラエルの

人々をわたしが彼らに誓った地に導き入れなけれ

ばならない。それゆえ強くかつ勇ましくあれ。わ

たしはあなたと共にいるであろう」。 24モーセ

がこの律法の言葉を、ことごとく書物に書き終っ

た時、 25モーセは主の契約の箱をかつぐレビび

とに命じて言った、 26「この律法の書をとって

、あなたがたの神、主の契約の箱のかたわらに置

き、その所であなたにむかってあかしをするもの

としなさい。 27わたしはあなたのそむくことと

、かたくななこととを知っている。きょう、わた

しが生きながらえて、あなたがたと一緒にいる間

ですら、あなたがたは主にそむいた。ましてわた

しが死んだあとはどんなであろう。 28あなたが

たの部族のすべての長老たちと、つかさたちをわ

たしのもとに集めなさい。わたしはこれらの言葉

を彼らに語り聞かせ、天と地とを呼んで彼らにむ

かってあかしさせよう。 29わたしは知っている

。わたしが死んだのち、あなたがたは必ず悪い事

をして、わたしが命じた道を離れる。そして後の

日に災があなたがたに臨むであろう。これは主の

悪と見られることを行い、あなたがたのすること

をもって主を怒らせるからである」。 30そして

モーセはイスラエルの全会衆に次の歌の言葉を、

ことごとく語り聞かせた。

32「天よ、耳を傾けよ、わたしは語る、地よ、
わたしの口の言葉を聞け。 2わたしの教は雨

のように降りそそぎ、わたしの言葉は露のように

したたるであろう。若草の上に降る小雨のように
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、青草の上にくだる夕立ちのように。 3わたしは

主の名をのべよう、われわれの神に栄光を帰せよ

。 4主は岩であって、そのみわざは全く、その道

はみな正しい。主は真実なる神であって、偽りな

く、義であって、正である。 5彼らは主にむかっ

て悪を行い、そのきずのゆえに、もはや主の子ら

ではなく、よこしまで、曲ったやからである。 6

愚かな知恵のない民よ、あなたがたはこのように

して主に報いるのか。主はあなたを生み、あなた

を造り、あなたを堅く立てられたあなたの父では

ないか。 7いにしえの日を覚え、代々の年を思え

。あなたの父に問え、彼はあなたに告げるであろ

う。長老たちに問え、彼らはあなたに語るであろ

う。 8いと高き者は人の子らを分け、諸国民にそ

の嗣業を与えられたとき、イスラエルの子らの数

に照して、もろもろの民の境を定められた。 9主

の分はその民であって、ヤコブはその定められた

嗣業である。 10主はこれを荒野の地で見いだし

、獣のほえる荒れ地で会い、これを巡り囲んでい

たわり、目のひとみのように守られた。 11わし

がその巣のひなを呼び起し、その子の上に舞いか

けり、その羽をひろげて彼らをのせ、そのつばさ

の上にこれを負うように、 12主はただひとりで

彼を導かれて、ほかの神々はあずからなかった。

13主は彼に地の高き所を乗り通らせ、田畑の産物

を食わせ、岩の中から蜜を吸わせ、堅い岩から油

を吸わせ、 14牛の凝乳、羊の乳、小羊と雄羊の

脂肪、バシャンの牛と雄やぎ、小麦の良い物を食

わせられた。またあなたはぶどうのしるのあわ立

つ酒を飲んだ。 15しかるにエシュルンは肥え太

って、足でけった。あなたは肥え太って、つやや

かになり、自分を造った神を捨て、救の岩を侮っ

た。 16彼らはほかの神々に仕えて、主のねたみ

を起し、憎むべきおこないをもって主の怒りをひ

き起した。 17彼らは神でもない悪霊に犠牲をさ

さげた。それは彼らがかつて知らなかった神々、

近ごろ出た新しい神々、先祖たちの恐れることも

しなかった者である。 18あなたは自分を生んだ

岩を軽んじ、自分を造った神を忘れた。 19主は

これを見、そのむすこ、娘を怒ってそれを捨てら

れた。 20そして言われた、『わたしはわたしの

顔を彼らに隠そう。わたしは彼らの終りがどうな

るかを見よう。彼らはそむき、もとるやから、真

実のない子らである。 21彼らは神でもない者を

もって、わたしにねたみを起させ、偶像をもって

、わたしを怒らせた。それゆえ、わたしは民とも

いえない者をもって、彼らにねたみを起させ、愚

かな民をもって、彼らを怒らせるであろう。 22

わたしの怒りによって、火は燃えいで、陰府の深

みにまで燃え行き、地とその産物とを焼きつくし

、山々の基を燃やすであろう。 (Sheol h7585) 23わた

しは彼らの上に災を積みかさね、わたしの矢を彼

らにむかって射つくすであろう。 24彼らは飢え

て、やせ衰え、熱病と悪い疫病によって滅びるで

あろう。わたしは彼らを獣の歯にかからせ、地に

這うものの毒にあたらせるであろう。 25外には

つるぎ、内には恐れがあって、若き男も若き女も

、乳のみ子も、しらがの人も滅びるであろう。 26

わたしはまさに言おうとした、「彼らを遠く散ら

し、彼らの事を人々が記憶しないようにしよう」

。 27しかし、わたしは敵が誇るのを恐れる。あ

だびとはまちがえて言うであろう、「われわれの

手が勝ちをえたのだ。これはみな主がされたこと

ではない」』。 28彼らは思慮の欠けた民、その

うちには知識がない。 29もし、彼らに知恵があ

れば、これをさとり、その身の終りをわきまえた

であろうに。 30彼らの岩が彼らを売らず、主が

彼らをわたされなかったならば、どうして、ひと

りで千人を追い、ふたりで万人を敗ることができ

たであろう。 31彼らの岩はわれらの岩に及ばな

い。われらの敵もこれを認めている。 32彼らの

ぶどうの木は、ソドムのぶどうの木から出たもの

、またゴモラの野から出たもの、そのぶどうは毒

ぶどう、そのふさは苦い。 33そのぶどう酒はへ

びの毒のよう、まむしの恐ろしい毒のようである

。 34これはわたしのもとにたくわえられ、わた

しの倉に封じ込められているではないか。 35彼

らの足がすべるとき、わたしはあだを返し、報い

をするであろう。彼らの災の日は近く、彼らの破

滅は、すみやかに来るであろう。 36主はついに

その民をさばき、そのしもべらにあわれみを加え

られるであろう。これは彼らの力がうせ去り、つ

ながれた者もつながれない者も、もはやいなくな

ったのを、主が見られるからである。 37そのと

き主は言われるであろう、『彼らの神々はどこに

いるか、彼らの頼みとした岩はどこにあるか。 38

彼らの犠牲のあぶらを食い、灌祭の酒を飲んだ者

はどこにいるか。立ちあがってあなたがたを助け

させよ、あなたがたを守らせよ。 39今見よ、わ

たしこそは彼である。わたしのほかに神はない。
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わたしは殺し、また生かし、傷つけ、またいやす

。わたしの手から救い出しうるものはない。 40

わたしは天にむかい手をあげて誓う、「わたしは

永遠に生きる。 41わたしがきらめくつるぎをと

ぎ、手にさばきを握るとき、わたしは敵にあだを

返し、わたしを憎む者に報復するであろう。 42

わたしの矢を血に酔わせ、わたしのつるぎに肉を

食わせるであろう。殺された者と捕えられた者の

血を飲ませ、敵の長髪の頭の肉を食わせるであろ

う」』。 43国々の民よ、主の民のために喜び歌

え。主はそのしもべの血のために報復し、その敵

にあだを返し、その民の地の汚れを清められるか

らである」。 44モーセとヌンの子ヨシュアは共

に行って、この歌の言葉を、ことごとく民に読み

聞かせた。 45モーセはこの言葉を、ことごとく

イスラエルのすべての人に告げ終って、 46彼ら

に言った、「あなたがたはわたしが、きょう、あ

なたがたに命じるこのすべての言葉を心におさめ

、子供たちにもこの律法のすべての言葉を守り行

うことを命じなければならない。 47この言葉は

あなたがたにとって、むなしい言葉ではない。こ

れはあなたがたのいのちである。この言葉により

、あなたがたはヨルダンを渡って行って取る地で

、長く命を保つことができるであろう」。 48こ

の日、主はモーセに言われた、 49「あなたはエ

リコに対するモアブの地にあるアバリム山すなわ

ちネボ山に登り、わたしがイスラエルの人々に与

えて獲させるカナンの地を見渡たせ。 50あなた

は登って行くその山で死に、あなたの民に連なる

であろう。あなたの兄弟アロンがホル山で死んで

その民に連なったようになるであろう。 51これ

はあなたがたがチンの荒野にあるメリバテ・カデ

シの水のほとりで、イスラエルの人々のうちでわ

たしにそむき、イスラエルの人々のうちでわたし

を聖なるものとして敬わなかったからである。 52

それであなたはわたしがイスラエルの人々に与え

る地を、目の前に見るであろう。しかし、その地

に、はいることはできない」。

33神の人モーセは死ぬ前にイスラエルの人々を
祝福した。祝福の言葉は次のとおりである。

2「主はシナイからこられ、セイルからわれわれ

にむかってのぼられ、パランの山から光を放たれ

、ちよろずの聖者の中からこられた。その右の手

には燃える火があった。 3まことに主はその民を

愛される。すべて主に聖別されたものは、み手の

うちにある。彼らはあなたの足もとに座して、教

をうける。 4モーセはわれわれに律法を授けて、

ヤコブの会衆の所有とさせた。 5民のかしらたち

が集まり、イスラエルの部族がみな集まった時、

主はエシュルンのうちに王となられた」。 6「ル

ベンは生きる、死にはしない。しかし、その人数

は少なくなるであろう」。 7ユダについては、こ

う言った、「主よ、ユダの声を聞いて、彼をその

民に導きかえしてください。み手をもって、彼の

ために戦ってください。彼を助けて、敵に当らせ

てください」。 8レビについては言った、「あな

たのトンミムをレビに与えてください。ウリムを

あなたに仕える人に与えてください。かつてあな

たはマッサで彼を試み、メリバの水のほとりで彼

と争われた。 9彼はその父、その母について言っ

た、『わたしは彼らを顧みない』。彼は自分の兄

弟をも認めず、自分の子供をも顧みなかった。彼

らはあなたの言葉にしたがい、あなたの契約を守

ったからである。 10彼らはあなたのおきてをヤ

コブに教え、あなたの律法をイスラエルに教え、

薫香をあなたの前に供え、燔祭を祭壇の上にささ

げる。 11主よ、彼の力を祝福し、彼の手のわざ

を喜び受けてください。彼に逆らう者と、彼を憎

む者との腰を打ち砕いて、立ち上がることのでき

ないようにしてください」。 12ベニヤミンにつ

いては言った、「主に愛される者、彼は安らかに

主のそばにおり、主は終日、彼を守り、その肩の

間にすまいを営まれるであろう」。 13ヨセフに

ついては言った、「どうぞ主が彼の地を祝福され

るように。上なる天の賜物と露、下に横たわる淵

の賜物、 14日によって産する尊い賜物、月によ

って生ずる尊い賜物、 15いにしえの山々の産す

る賜物、とこしえの丘の尊い賜物、 16地とそれ

に満ちる尊い賜物、しばの中におられた者の恵み

が、ヨセフの頭に臨み、その兄弟たちの君たる者

の頭の頂にくだるように。 17彼の牛のういごは

威厳があり、その角は野牛の角のよう、これをも

って国々の民をことごとく突き倒し、地のはてに

まで及ぶ。このような者はエフライムに幾万とあ

り、またこのような者はマナセに幾千とある」。

18ゼブルンについては言った、「ゼブルンよ、あ

なたは外に出て楽しみを得よ。イッサカルよ、あ

なたは天幕にいて楽しみを得よ。 19彼らは国々

の民を山に招き、その所で正しい犠牲をささげる
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であろう。彼らは海の富を吸い、砂に隠れた宝を

取るからである」。 20ガドについては言った、

「ガドを大きくする者は、ほむべきかな。ガドは

、ししのように伏し、腕や頭の頂をかき裂くであ

ろう。 21彼は初穂の地を自分のために選んだ。

そこには将軍の分も取り置かれていた。彼は民の

かしらたちと共にきて、イスラエルと共に主の正

義と審判とを行った」。 22ダンについては言っ

た、「ダンはししの子であって、バシャンからお

どりでる」。 23ナフタリについては言った、「

ナフタリよ、あなたは恵みに満たされ、主の祝福

に満ちて、湖とその南の地を所有する」。 24ア

セルについては言った、「アセルは他の子らにま

さって祝福される。彼はその兄弟たちに愛せられ

、その足を油にひたすことができるように。 25

あなたの貫の木は鉄と青銅、あなたの力はあなた

の年と共に続くであろう」。 26「エシュルンよ

、神に並ぶ者はほかにない。あなたを助けるため

に天に乗り、威光をもって空を通られる。 27と

こしえにいます神はあなたのすみかであり、下に

は永遠の腕がある。敵をあなたの前から追い払っ

て、『滅ぼせ』と言われた。 28イスラエルは安

らかに住み、ヤコブの泉は穀物とぶどう酒の地に

、ひとりいるであろう。また天は露をくだすであ

ろう。 29イスラエルよ、あなたはしあわせであ

る。だれがあなたのように、主に救われた民があ

るであろうか。主はあなたを助ける盾、あなたの

威光のつるぎ、あなたの敵はあなたにへつらい服

し、あなたは彼らの高き所を踏み進むであろう」

。

34モーセはモアブの平野からネボ山に登り、エ
リコの向かいのピスガの頂へ行った。そこで

主は彼にギレアデの全地をダンまで示し、 2ナフ

タリの全部、エフライムとマナセの地およびユダ

の全地を西の海まで示し、 3ネゲブと低地、すな

わち、しゅろの町エリコの谷をゾアルまで示され

た。 4そして主は彼に言われた、「わたしがアブ

ラハム、イサク、ヤコブに、これをあなたの子孫

に与えると言って誓った地はこれである。わたし

はこれをあなたの目に見せるが、あなたはそこへ

渡って行くことはできない」。 5こうして主のし

もべモーセは主の言葉のとおりにモアブの地で死

んだ。 6主は彼をベテペオルに対するモアブの地

の谷に葬られたが、今日までその墓を知る人はな

い。 7モーセは死んだ時、百二十歳であったが、

目はかすまず、気力は衰えていなかった。 8イス

ラエルの人々はモアブの平野で三十日の間モーセ

のために泣いた。そしてモーセのために泣き悲し

む日はついに終った。 9ヌンの子ヨシュアは知恵

の霊に満ちた人であった。モーセが彼の上に手を

置いたからである。イスラエルの人々は彼に聞き

従い、主がモーセに命じられたとおりにおこなっ

た。 10イスラエルには、こののちモーセのよう

な預言者は起らなかった。モーセは主が顔を合わ

せて知られた者であった。 11主はエジプトの地

で彼をパロとそのすべての家来およびその全地に

つかわして、もろもろのしるしと不思議を行わせ

られた。 12モーセはイスラエルのすべての人の

前で大いなる力をあらわし、大いなる恐るべき事

をおこなった。
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ヨシュア記

1主のしもべモーセが死んだ後、主はモーセの
従者、ヌンの子ヨシュアに言われた、 2「わた

しのしもべモーセは死んだ。それゆえ、今あなた

と、このすべての民とは、共に立って、このヨル

ダンを渡り、わたしがイスラエルの人々に与える

地に行きなさい。 3あなたがたが、足の裏で踏む

所はみな、わたしがモーセに約束したように、あ

なたがたに与えるであろう。 4あなたがたの領域

は、荒野からレバノンに及び、また大川ユフラテ

からヘテびとの全地にわたり、日の入る方の大海

に達するであろう。 5あなたが生きながらえる日

の間、あなたに当ることのできる者は、ひとりも

ないであろう。わたしは、モーセと共にいたよう

に、あなたと共におるであろう。わたしはあなた

を見放すことも、見捨ることもしない。 6強く、

また雄々しくあれ。あなたはこの民に、わたしが

彼らに与えると、その先祖たちに誓った地を獲さ

せなければならない。 7ただ強く、また雄々しく

あって、わたしのしもべモーセがあなたに命じた

律法をことごとく守って行い、これを離れて右に

も左にも曲ってはならない。それはすべてあなた

が行くところで、勝利を得るためである。 8この

律法の書をあなたの口から離すことなく、昼も夜

もそれを思い、そのうちにしるされていることを

、ことごとく守って行わなければならない。そう

するならば、あなたの道は栄え、あなたは勝利を

得るであろう。 9わたしはあなたに命じたではな

いか。強く、また雄々しくあれ。あなたがどこへ

行くにも、あなたの神、主が共におられるゆえ、

恐れてはならない、おののいてはならない」。 10

そこでヨシュアは民のつかさたちに命じて言った

、 11「宿営のなかを巡って民に命じて言いなさ

い、『糧食の備えをしなさい。三日のうちに、あ

なたがたはこのヨルダンを渡って、あなたがたの

神、主があなたがたに与えて獲させようとされる

地を獲るために、進み行かなければならないから

である』」。 12ヨシュアはまたルベンびと、ガ

ドびと、およびマナセの半部族に言った、 13「

主のしもべモーセがあなたがたに命じて、『あな

たがたの神、主はあなたがたのために安息の場所

を備え、この地をあなたがたに賜わるであろう』

と言った言葉を記憶しなさい。 14あなたがたの

妻子と家畜とは、モーセがあなたがたに与えたヨ

ルダンのこちら側の地にとどまらなければならな

い。しかし、あなたがたのうちの勇士はみな武装

して、兄弟たちの先に立って渡り、これを助けな

ければならない。 15そして主があなたがたに賜

わったように、あなたがたの兄弟たちにも安息を

賜わり、彼らもあなたがたの神、主が賜わる地を

獲るようになるならば、あなたがたは、主のしも

べモーセから与えられた、ヨルダンのこちら側、

日の出の方にある、あなたがたの所有の地に帰っ

て、それを保つことができるであろう」。 16彼

らはヨシュアに答えた、「あなたがわれわれに命

じられたことをみな行います。あなたがつかわさ

れる所へは、どこへでも行きます。 17われわれ

はすべてのことをモーセに聞き従ったように、あ

なたに聞き従います。ただ、どうぞ、あなたの神

、主がモーセと共におられたように、あなたと共

におられますように。 18だれであっても、あな

たの命令にそむき、あなたの命じられる言葉に聞

き従わないものがあれば、生かしてはおきません

。ただ、強く、また雄々しくあってください」

。

2ヌンの子ヨシュアは、シッテムから、ひそか
にふたりの斥候をつかわして彼らに言った、

「行って、その地、特にエリコを探りなさい」。

彼らは行って、名をラハブという遊女の家にはい

り、そこに泊まったが、 2エリコの王に、「イス

ラエルの人々のうちの数名の者が今夜この地を探

るために、はいってきました」と言う者があった

ので、 3エリコの王は人をやってラハブに言った

、「あなたの所にきて、あなたの家にはいった人

々をここへ出しなさい。彼らはこの国のすべてを

探るためにきたのです」。 4しかし、女はすでに

そのふたりの人を入れて彼らを隠していた。そし

て彼女は言った、「確かにその人々はわたしの所

にきました。しかし、わたしはその人々がどこか

らきたのか知りませんでしたが、 5たそがれ時、

門の閉じるころに、その人々は出て行きました。

どこへ行ったのかわたしは知りません。急いであ

とを追いなさい。追いつけるでしょう」。 6その

実、彼女はすでに彼らを連れて屋根にのぼり、屋

上に並べてあった亜麻の茎の中に彼らを隠してい

たのである。 7そこでその人々は彼らのあとを追

ってヨルダンの道を進み、渡し場へ向かった。あ

とを追う者が出て行くとすぐ門は閉ざされた。 8
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ふたりの人がまだ寝ないうち、ラハブは屋上にの

ぼって彼らの所にきた。 9そして彼らに言った、

「主がこの地をあなたがたに賜わったこと、わた

したちがあなたがたをひじょうに恐れていること

、そしてこの地の民がみなあなたがたの前に震え

おののいていることをわたしは知っています。 10

あなたがたがエジプトから出てこられた時、主が

あなたがたの前で紅海の水を干されたこと、およ

びあなたがたが、ヨルダンの向こう側にいたアモ

リびとのふたりの王シホンとオグにされたこと、

すなわちふたりを、全滅されたことを、わたした

ちは聞いたからです。 11わたしたちはそれを聞

くと、心は消え、あなたがたのゆえに人々は全く

勇気を失ってしまいました。あなたがたの神、主

は上の天にも、下の地にも、神でいらせられるか

らです。 12それで、どうか、わたしがあなたが

たを親切に扱ったように、あなたがたも、わたし

の父の家を親切に扱われることをいま主をさして

誓い、確かなしるしをください。 13そしてわた

しの父母、兄弟、姉妹およびすべて彼らに属する

ものを生きながらえさせ、わたしたちの命を救っ

て、死を免れさせてください」。 14ふたりの人

は彼女に言った、「もしあなたがたが、われわれ

のこのことを他に漏らさないならば、われわれは

命にかけて、あなたがたを救います。また主がわ

れわれにこの地を賜わる時、あなたがたを親切に

扱い、真実をつくしましょう」。 15そこでラハ

ブは綱をもって彼らを窓からつりおろした。その

家が町の城壁の上に建っていて、彼女はその城壁

の上に住んでいたからである。 16ラハブは彼ら

に言った、「追手に会わないように、あなたがた

は山へ行って、三日の間そこに身を隠し、追手の

帰って行くのを待って、それから去って行きなさ

い」。 17ふたりの人は彼女に言った、「あなた

がわれわれに誓わせたこの誓いについて、われわ

れは罪を犯しません。 18われわれがこの地に討

ち入る時、わたしたちをつりおろした窓に、この

赤い糸のひもを結びつけ、またあなたの父母、兄

弟、およびあなたの父の家族をみなあなたの家に

集めなさい。 19ひとりでも家の戸口から外へ出

て、血を流されることがあれば、その責めはその

人自身のこうべに帰すでしょう。われわれに罪は

ありません。しかしあなたの家の中にいる人に手

をかけて血を流すことがあれば、その責めはわれ

われのこうべに帰すでしょう。 20またあなたが

、われわれのこのことを他に漏らすならば、あな

たがわれわれに誓わせた誓いについては、われわ

れに罪はありません」。 21ラハブは言った、「

あなたがたの仰せのとおりにいたしましょう」。

こうして彼らを送り出したので、彼らは去った。

そして彼女は赤いひもを窓に結んだ。 22彼らは

立ち去って山にはいり、追手が帰るのを待って、

三日の間そこにとどまった。追手は彼らをあまね

く道に捜したが、ついに見つけることができなか

った。 23こうしてふたりの人はまた山を下り、

川を渡って、ヌンの子ヨシュアのもとにきて、そ

の身に起ったことをつぶさに述べた。 24そして

ヨシュアに言った、「ほんとうに主はこの国をこ

とごとくわれわれの手にお与えになりました。こ

の国の住民はみなわれわれの前に震えおののいて

います」。

3ヨシュアは朝早く起き、イスラエルの人々す
べてとともにシッテムを出立して、ヨルダン

に行き、それを渡らずに、そこに宿った。 2三日

の後、つかさたちは宿営の中を行き巡り、 3民に

命じて言った、「レビびとである祭司たちが、あ

なたがたの神、主の契約の箱をかきあげるのを見

るならば、あなたがたはその所を出立して、その

あとに従わなければならない。 4そうすれば、あ

なたがたは行くべき道を知ることができるであろ

う。あなたがたは前にこの道をとおったことがな

いからである。しかし、あなたがたと箱との間に

は、おおよそ二千キュビトの距離をおかなければ

ならない。それに近づいてはならない」。 5ヨシ

ュアはまた民に言った、「あなたがたは身を清め

なさい。あす、主があなたがたのうちに不思議を

行われるからである」。 6ヨシュアは祭司たちに

言った、「契約の箱をかき、民に先立って渡りな

さい」。そこで彼らは契約の箱をかき、民に先立

って進んだ。 7主はヨシュアに言われた、「きょ

うからわたしはすべてのイスラエルの前にあなた

を尊い者とするであろう。こうしてわたしがモー

セと共にいたように、あなたとともにおることを

彼らに知らせるであろう。 8あなたは契約の箱を

かく祭司たちに命じて言わなければならない、『

あなたがたは、ヨルダンの水ぎわへ行くと、すぐ

、ヨルダンの中に立ちとどまらなければならない

』」。 9ヨシュアはイスラエルの人々に言った、

「あなたがたはここに近づいて、あなたがたの神
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、主の言葉を聞きなさい」。 10そしてヨシュア

は言った、「生ける神があなたがたのうちにおい

でになり、あなたがたの前から、カナンびと、ヘ

テびと、ヒビびと、ペリジびと、ギルガシびと、

アモリびと、エブスびとを、必ず追い払われるこ

とを、次のことによって、あなたがたは知るであ

ろう。 11ごらんなさい。全地の主の契約の箱は

、あなたがたに先立ってヨルダンを渡ろうとして

いる。 12それゆえ、今、イスラエルの部族のう

ちから、部族ごとにひとりずつ、合わせて十二人

を選びなさい。 13全地の主なる神の箱をかく祭

司たちの足の裏が、ヨルダンの水の中に踏みとど

まる時、ヨルダンの水は流れをせきとめられ、上

から流れくだる水はとどまって、うず高くなるで

あろう」。 14こうして民はヨルダンを渡ろうと

して天幕をいで立ち、祭司たちは契約の箱をかき

、民に先立って行ったが、 15箱をかく者がヨル

ダンにきて、箱をかく祭司たちの足が水ぎわにひ

たると同時に、ヨルダンは刈入れの間中、岸一面

にあふれるのであるが、 16上から流れくだる水

はとどまって、はるか遠くのザレタンのかたわら

にある町アダムのあたりで、うず高く立ち、アラ

バの海すなわち塩の海の方に流れくだる水は全く

せきとめられたので、民はエリコに向かって渡っ

た。 17すべてのイスラエルが、かわいた地を渡

って行く間、主の契約の箱をかく祭司たちは、ヨ

ルダンの中のかわいた地に立っていた。そしてつ

いに民はみなヨルダンを渡り終った。

4民が皆、ヨルダンを渡り終った時、主はヨシ
ュアに言われた、 2「民のうちから、部族ごと

にひとりずつ、合わせて十二人を選び、 3彼らに

命じて言いなさい、『ヨルダンの中で祭司たちが

足を踏みとどめたその所から、石十二を取り、そ

れを携えて渡り、今夜あなたがたが宿る場所にす

えなさい』」。 4そこでヨシュアはイスラエルの

人々のうちから、部族ごとに、ひとりずつ、かね

て定めておいた十二人の者を召し寄せ、 5ヨシュ

アは彼らに言った、「あなたがたの神、主の契約

の箱の前に立って行き、ヨルダンの中に進み入り

、イスラエルの人々の部族の数にしたがって、お

のおの石一つを取り上げ、肩にのせて運びなさい

。 6これはあなたがたのうちに、しるしとなるで

あろう。後の日になって、あなたがたの子どもた

ちが、『これらの石は、どうしたわけですか』と

問うならば、 7その時あなたがたは彼らに、むか

しヨルダンの水が、主の契約の箱の前で、せきと

められたこと、すなわちその箱がヨルダンを渡っ

た時、ヨルダンの水が、せきとめられたことを告

げなければならない。こうして、それらの石は永

久にイスラエルの人々の記念となるであろう」。

8イスラエルの人々はヨシュアが命じたようにし

、主がヨシュアに言われたように、イスラエルの

人々の部族の数にしたがって、ヨルダンの中から

十二の石を取り、それを携えて渡り、彼らの宿る

場所へ行って、そこにすえた。 9ヨシュアはまた

ヨルダンの中で、契約の箱をかく祭司たちが、足

を踏みとどめた所に、十二の石を立てたが、今日

まで、そこに残っている。 10箱をかく祭司たち

は、主がヨシュアに命じて、民に告げさせられた

事が、すべて行われてしまうまで、ヨルダンの中

に立っていた。すべてモーセがヨシュアに命じた

とおりである。民は急いで渡った。 11民がみな

渡り終った時、主の箱と祭司たちとは、民の見る

前で渡った。 12ルベンの子孫とガドの子孫、お

よびマナセの部族の半ばは、モーセが彼らに命じ

ていたように武装して、イスラエルの人々に先立

って渡り、 13戦いのために武装したおおよそ四

万の者が戦うため、主の前に渡って、エリコの平

野に着いた。 14この日、主はイスラエルのすべ

ての人の前にヨシュアを尊い者とされたので、彼

らはみなモーセを敬ったように、ヨシュアを一生

のあいだ敬った。 15主はヨシュアに言われた、

16「あかしの箱をかく祭司たちに命じて、ヨルダ

ンから上がってこさせなさい」。 17ヨシュアは

祭司たちに命じて言った、「ヨルダンから上がっ

てきなさい」。 18主の契約の箱をかく祭司たち

はヨルダンの中から上がってきたが、祭司たちの

足の裏がかわいた地にあがると同時に、ヨルダン

の水はもとの所に流れかえって、以前のように、

その岸にことごとくあふれた。 19民は正月の十

日に、ヨルダンから上がってきて、エリコの東の

境にあるギルガルに宿営した。 20そしてヨシュ

アは、人々がヨルダンから取ってきた十二の石を

ギルガルに立て、 21イスラエルの人々に言った

、「後の日にあなたがたの子どもたちが、その父

に『これらの石は、どうしたわけですか』とたず

ねたならば、 22『むかしイスラエルがこのヨル

ダンを、かわいた地にされて渡ったのだ』と言っ

て、その子どもたちに知らせなければならない。
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23すなわちあなたがたの神、主はヨルダンの水を

、あなたがたのために干しからして、あなたがた

を渡らせてくださった。それはあたかも、あなた

がたの神、主が、われわれのために紅海を干しか

らして、われわれを渡らせてくださったのと同じ

である。 24このようにされたのは、地のすべて

の民に、主の手に力のあることを知らせ、あなた

がたの神、主をつねに恐れさせるためである」

。

5ヨルダンの向こう側、すなわち西の方におる
アモリびとの王たちと、海べにおるカナンび

との王たちとは皆、主がイスラエルの人々の前で

、ヨルダンの水を干しからして、彼らを渡らせら

れたと聞いて、イスラエルの人々のゆえに、心は

消え、彼らのうちに、もはや元気もなくなった。

2その時、主はヨシュアに言われた、「火打石の

小刀を造り、重ねてまたイスラエルの人々に割礼

を行いなさい」。 3そこでヨシュアは火打石の小

刀を造り、陽皮の丘で、イスラエルの人々に割礼

を行った。 4ヨシュアが人々に割礼を行った理由

はこうである。エジプトから出てきた民のうちの

、すべての男子、すなわち、いくさびとたちは皆

、エジプトを出た後、途中、荒野で死んだが、 5

その出てきた民は皆、割礼を受けた者であった。

しかし、エジプトを出た後に、途中、荒野で生ま

れた民は、みな割礼を受けていなかった。 6イス

ラエルの人々は四十年の間、荒野を歩いていて、

そのエジプトから出てきた民、すなわち、いくさ

びとたちは、みな死に絶えた。これは彼らが主の

声に聞き従わなかったので、主は彼らの先祖たち

に誓って、われわれに与えると仰せられた地、乳

と蜜の流れる地を、彼らに見させないと誓われた

からである。 7ヨシュアが割礼を行ったのは、こ

の人々についで起されたその子どもたちであった

。彼らは途中で割礼を受けていなかったので、無

割礼の者であったからである。 8すべての民に割

礼を行うことが終ったので、民は宿営のうちの自

分の所にとどまって傷の直るのを待った。 9その

時、主はヨシュアに言われた、「きょう、わたし

はエジプトのはずかしめを、あなたがたからころ

がし去った」。それでその所の名は、今日までギ

ルガルと呼ばれている。 10イスラエルの人々は

ギルガルに宿営していたが、その月の十四日の夕

暮、エリコの平野で過越の祭を行った。 11そし

て過越の祭の翌日、その地の穀物、すなわち種入

れぬパンおよびいり麦を、その日に食べたが、 12

その地の穀物を食べた翌日から、マナの降ること

はやみ、イスラエルの人々は、もはやマナを獲な

かった。その年はカナンの地の産物を食べた。 13

ヨシュアがエリコの近くにいたとき、目を上げて

見ると、ひとりの人が抜き身のつるぎを手に持ち

、こちらに向かって立っていたので、ヨシュアは

その人のところへ行って言った、「あなたはわれ

われを助けるのですか。それともわれわれの敵を

助けるのですか」。 14彼は言った、「いや、わ

たしは主の軍勢の将として今きたのだ」。ヨシュ

アは地にひれ伏し拝して言った、「わが主は何を

しもべに告げようとされるのですか」。 15する

と主の軍勢の将はヨシュアに言った、「あなたの

足のくつを脱ぎなさい。あなたが立っている所は

聖なる所である」。ヨシュアはそのようにした

。

6さてエリコは、イスラエルの人々のゆえに、
かたく閉ざして、出入りするものがなかった

。 2主はヨシュアに言われた、「見よ、わたしは

エリコと、その王および大勇士を、あなたの手に

わたしている。 3あなたがた、いくさびとはみな

、町を巡って、町の周囲を一度回らなければなら

ない。六日の間そのようにしなければならない。

4七人の祭司たちは、おのおの雄羊の角のラッパ

を携えて、箱に先立たなければならない。そして

七日目には七度町を巡り、祭司たちはラッパを吹

き鳴らさなければならない。 5そして祭司たちが

雄羊の角を長く吹き鳴らし、そのラッパの音が、

あなたがたに聞える時、民はみな大声に呼ばわり

、叫ばなければならない。そうすれば、町の周囲

の石がきは、くずれ落ち、民はみなただちに進ん

で、攻め上ることができる」。 6ヌンの子ヨシュ

アは祭司たちを召して言った、「あなたがたは契

約の箱をかき、七人の祭司たちは雄羊の角のラッ

パ七本を携えて、主の箱に先立たなければならな

い」。 7そして民に言った、「あなたがたは進ん

で行って町を巡りなさい。武装した者は主の箱に

先立って進まなければならない」。 8ヨシュアが

民に命じたように、七人の祭司たちは、雄羊の角

のラッパ七本を携えて、主に先立って進み、ラッ

パを吹き鳴らした。主の契約の箱はそのあとに従

った。 9武装した者はラッパを吹き鳴らす祭司た
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ちに先立って行き、しんがりは箱に従った。ラッ

パは絶え間なく鳴り響いた。 10しかし、ヨシュ

アは民に命じて言った、「あなたがたは呼ばわっ

てはならない。あなたがたの声を聞えさせてはな

らない。また口から言葉を出してはならない。た

だ、わたしが呼ばわれと命じる日に、あなたがた

は呼ばわらなければならない」。 11こうして主

の箱を持って、町を巡らせ、その周囲を一度回ら

せた。人々は宿営に帰り、夜を宿営で過ごした。

12翌朝ヨシュアは早く起き、祭司たちは主の箱を

かき、 13七人の祭司たちは、雄羊の角のラッパ

七本を携えて、主の箱に先立ち、絶えず、ラッパ

を吹き鳴らして進み、武装した者はこれに先立っ

て行き、しんがりは主の箱に従った。ラッパは絶

え間なく鳴り響いた。 14その次の日にも、町の

周囲を一度巡って宿営に帰った。六日の間そのよ

うにした。 15七日目には、夜明けに、早く起き

、同じようにして、町を七度めぐった。町を七度

めぐったのはこの日だけであった。 16七度目に

、祭司たちがラッパを吹いた時、ヨシュアは民に

言った、「呼ばわりなさい。主はこの町をあなた

がたに賜わった。 17この町と、その中のすべて

のものは、主への奉納物として滅ぼされなければ

ならない。ただし遊女ラハブと、その家に共にお

る者はみな生かしておかなければならない。われ

われが送った使者たちをかくまったからである。

18また、あなたがたは、奉納物に手を触れてはな

らない。奉納に当り、その奉納物をみずから取っ

て、イスラエルの宿営を、滅ぼさるべきものとし

、それを悩ますことのないためである。 19ただ

し、銀と金、青銅と鉄の器は、みな主に聖なる物

であるから、主の倉に携え入れなければならない

」。 20そこで民は呼ばわり、祭司たちはラッパ

を吹き鳴らした。民はラッパの音を聞くと同時に

、みな大声をあげて呼ばわったので、石がきはく

ずれ落ちた。そこで民はみな、すぐに上って町に

はいり、町を攻め取った。 21そして町にあるも

のは、男も、女も、若い者も、老いた者も、また

牛、羊、ろばをも、ことごとくつるぎにかけて滅

ぼした。 22その時ヨシュアは、この地を探った

ふたりの人に言った、「あの遊女の家にはいって

、その女と彼女に属するすべてのものを連れ出し

、彼女に誓ったようにしなさい」。 23斥候とな

ったその若い人たちははいって、ラハブとその父

母、兄弟、そのほか彼女に属するすべてのものを

連れ出し、その親族をみな連れ出して、イスラエ

ルの宿営の外に置いた。 24そして火で町とその

中のすべてのものを焼いた。ただ、銀と金、青銅

と鉄の器は、主の家の倉に納めた。 25しかし、

遊女ラハブとその父の家の一族と彼女に属するす

べてのものとは、ヨシュアが生かしておいたので

、ラハブは今日までイスラエルのうちに住んでい

る。これはヨシュアがエリコを探らせるためにつ

かわした使者たちをかくまったためである。 26

ヨシュアは、その時、人々に誓いを立てて言った

、「おおよそ立って、このエリコの町を再建する

人は、主の前にのろわれるであろう。その礎をす

える人は長子を失い、その門を建てる人は末の子

を失うであろう」。 27主はヨシュアと共におら

れ、ヨシュアの名声は、あまねくその地に広がっ

た。

7しかし、イスラエルの人々は奉納物について
罪を犯した。すなわちユダの部族のうちの、

ゼラの子ザブデの子であるカルミの子アカンが奉

納物を取ったのである。それで主はイスラエルの

人々にむかって怒りを発せられた。 2ヨシュアは

エリコから人々をつかわし、ベテルの東、ベテア

ベンの近くにあるアイに行かせようとして、その

人々に言った、「上って行って、かの地を探って

きなさい」。人々は上って行って、アイを探った

が、 3ヨシュアのもとに帰ってきて言った、「民

をことごとく行かせるには及びません。ただ二、

三千人を上らせて、アイを撃たせなさい。彼らは

少ないのですから、民をことごとくあそこへやっ

てほねおりをさせるには及びません」。 4そこで

民のうち、おおよそ三千人がそこに上ったが、つ

いにアイの人々の前から逃げ出した。 5アイの人

々は彼らのうち、おおよそ三十六人を殺し、更に

彼らを門の前からシバリムまで追って、下り坂で

彼らを殺したので、民の心は消えて水のようにな

った。 6そのためヨシュアは衣服を裂き、イスラ

エルの長老たちと共に、主の箱の前で、夕方まで

地にひれ伏し、ちりをかぶった。 7ヨシュアは言

った、「ああ、主なる神よ、あなたはなにゆえ、

この民にヨルダンを渡らせ、われわれをアモリび

との手に渡して滅ぼさせられるのですか。われわ

れはヨルダンの向こうに、安んじてとどまればよ

かったのです。 8ああ、主よ。イスラエルがすで

に敵に背をむけた今となって、わたしはまた何を
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言い得ましょう。 9カナンびと、およびこの地に

住むすべてのものは、これを聞いて、われわれを

攻めかこみ、われわれの名を地から断ち去ってし

まうでしょう。それであなたは、あなたの大いな

る名のために、何をしようとされるのですか」。

10主はヨシュアに言われた、「立ちなさい。あな

たはどうして、そのようにひれ伏しているのか。

11イスラエルは罪を犯し、わたしが彼らに命じて

おいた契約を破った。彼らは奉納物を取り、盗み

、かつ偽って、それを自分の所有物のうちに入れ

た。 12それでイスラエルの人々は敵に当ること

ができず、敵に背をむけた。彼らも滅ぼされるべ

きものとなったからである。あなたがたが、その

滅ぼされるべきものを、あなたがたのうちから滅

ぼし去るのでなければ、わたしはもはやあなたが

たとは共にいないであろう。 13立って、民を清

めて言いなさい、『あなたがたは身を清めて、あ

すのために備えなさい。イスラエルの神、主はこ

う仰せられる、「イスラエルよ、あなたがたのう

ちに、滅ぼされるべきものがある。その滅ぼされ

るべきものを、あなたがたのうちから除き去るま

では、敵に当ることはできないであろう」。 14

それゆえ、あすの朝、あなたがたは部族ごとに進

み出なければならない。そして主がくじを当てら

れる部族は、氏族ごとに進みいで、主がくじを当

てられる氏族は、家族ごとに進みいで、主がくじ

を当てられる家族は、男ひとりびとり進み出なけ

ればならない。 15そしてその滅ぼされるべきも

のを持っていて、くじを当てられた者は、その持

ち物全部と共に、火で焼かれなければならない。

主の契約を破りイスラエルのうちに愚かなことを

行ったからである』」。 16こうしてヨシュアは

朝早く起き、イスラエルを部族ごとに進み出させ

たところ、ユダの部族がくじに当り、 17ユダの

もろもろの氏族を進み出させたところ、ゼラびと

の氏族が、くじに当った。ゼラびとの氏族を家族

ごとに進み出させたところ、ザブデの家族が、く

じに当った。 18ザブデの家族を男ひとりびとり

進み出させたところ、アカンがくじに当った。ア

カンはユダの部族のうちの、ゼラの子、ザブデの

子なるカルミの子である。 19その時ヨシュアは

アカンに言った、「わが子よ、イスラエルの神、

主に栄光を帰し、また主をさんびし、あなたのし

たことを今わたしに告げなさい。わたしに隠して

はならない」。 20アカンはヨシュアに答えた、

「ほんとうにわたしはイスラエルの神、主に対し

て罪を犯しました。わたしがしたのはこうです。

21わたしはぶんどり物のうちに、シナルの美しい

外套一枚と銀二百シケルと、目方五十シケルの金

の延べ棒一本のあるのを見て、ほしくなり、それ

を取りました。わたしの天幕の中に、地に隠して

あります。銀はその下にあります」。 22そこで

ヨシュアは使者たちをつかわした。使者たちが天

幕に走っていって見ると、それは彼の天幕に隠し

てあって、銀もその下にあった。 23彼らはそれ

を天幕の中から取り出して、ヨシュアとイスラエ

ルのすべての人々の所に携えてきたので、それを

主の前に置いた。 24ヨシュアはすべてのイスラ

エルびとと共に、ゼラの子アカンを捕え、かの銀

と外套と金の延べ棒、および彼のむすこ、娘、牛

、ろば、羊、天幕など、彼の持ち物をことごとく

取って、アコルの谷へ引いていった。 25そして

ヨシュアは言った、「なぜあなたはわれわれを悩

ましたのか。主は、きょう、あなたを悩まされる

であろう」。やがてすべてのイスラエルびとは石

で彼を撃ち殺し、また彼の家族をも石で撃ち殺し

、火をもって焼いた。 26そしてアカンの上に石

塚を大きく積み上げたが、それは今日まで残って

いる。そして主は激しい怒りをやめられたが、こ

のことによって、その所の名は今日までアコルの

谷と呼ばれている。

8主はヨシュアに言われた、「恐れてはならな
い、おののいてはならない。いくさびとを皆

、率い、立って、アイに攻め上りなさい。わたし

はアイの王とその民、その町、その地をあなたの

手に授ける。 2あなたは、さきにエリコとその王

にしたとおり、アイとその王とにしなければなら

ない。ただし、ぶんどり物と家畜とは戦利品とし

てあなたがたのものとすることができるであろう

。あなたはまず、町のうしろに伏兵を置きなさい

」。 3ヨシュアは立って、すべてのいくさびとと

共に、アイに攻め上ろうとして、まず大勇士三万

人を選び、それを夜のうちにつかわした。 4ヨシ

ュアは彼らに命じて言った、「あなたがたは町に

向かって、町のうしろに伏せていなければならな

い。町を遠く離れないで、みな備えをしていなけ

ればならない。 5わたしとわたしに従う民とは皆

共に、町に攻め寄せよう。そして彼らが前のよう

にわれわれにむかって出てくるとき、われわれは
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彼らの前から逃げるであろう。 6そうすれば彼ら

はわれわれを追って出てくるであろうから、われ

われはついに彼らを町からおびき出すことができ

る。彼らは言うであろう、『この人々はまた前の

ように、われわれの前から逃げていく』。こうし

てわれわれは彼らの前から逃げるであろう。 7そ

の時、あなたがたは伏せている所から立ち上がっ

て、町を取らなければならない。あなたがたの神

、主がそれをあなたがたの手に与えられるからで

ある。 8あなたがたが、町を取ったならば、町に

火を放ち、主が命じられたようにしなければなら

ない。わたしはこう、あなたがたに命じるのであ

る」。 9そうしてヨシュアが彼らをつかわしたの

で、彼らはアイの西方、ベテルとアイの間の待ち

伏せする場所に行って身を伏せた。ヨシュアはそ

の夜、民の中に宿った。 10ヨシュアは明くる朝

、早く起きて、民を集め、イスラエルの長老たち

と共に、民に先立って、アイに上っていった。 11

彼と共にいたいくさびとたちもみな上っていって

、町の前に近づき、アイの北に陣を取った。彼ら

とアイの間には、一つの谷があった。 12ヨシュ

アはおおよそ五千人をとって、町の西方、ベテル

とアイの間に、伏せておいた。 13こうして民の

主力を町の北におき、しんがりを町の西においた

。ヨシュアはその夜、谷の中で宿った。 14アイ

の王はこれを見て、すべての民と共に、急いで、

早く起き、アラバに行く下り坂に進み出て、イス

ラエルと戦った。しかし、王は町のうしろに、す

きをうかがう伏兵のおることを知らなかった。 15

ヨシュアはイスラエルのすべての人々と共に、彼

らに打ち破られたふりをして、荒野の方向へ逃げ

だしたので、 16その町の民はみな呼ばわり集ま

って彼らのあとを追い、ヨシュアのあとを追って

町からおびき出され、 17アイにもベテルにも残

っているものはひとりもなく、みな出てイスラエ

ルのあとを追い、町を開け放して、イスラエルの

あとを追った。 18その時、主はヨシュアに言わ

れた、「あなたの手にあるなげやりを、アイの方

にさし伸べなさい。わたしはその町をあなたの手

に与えるであろう」。そこでヨシュアが手にして

いたなげやりを、アイの方にさし伸べると、 19

伏兵はたちまちその場所から立ち上がり、ヨシュ

アが手をのべると同時に、走って町に入り、それ

を取って、ただちに町に火をかけた。 20それで

アイの人々が、うしろをふり返って見ると、町の

焼ける煙が天に立ちのぼっていたので、こちらへ

もあちらへも逃げるすべがなかった。荒野へ逃げ

ていった民も身をかえして、追ってきた者に迫っ

た。 21ヨシュアとすべてのイスラエルびとは、

伏兵が町を取り、町の焼ける煙が立ち上るのを見

て、身をかえしてアイの人々を撃った。 22また

町を取ったものは町を出て彼らに向かったので、

彼らは、こちらとあちらとからイスラエルの中に

はさまれた。こうしてイスラエルびとが彼らを撃

ったので、生き残ったもの、逃げおおせたものは

、ひとりもなかった。 23そしてアイの王を生け

どりにして、ヨシュアのもとへ連れてきた。 24

イスラエルびとは、荒野に追撃してきたアイの住

民をことごとく野で殺し、つるぎをもってひとり

も残さず撃ち倒してのち、皆アイに帰り、つるぎ

をもってその町を撃ち滅ぼした。 25その日アイ

の人々はことごとく倒れた。その数は男女あわせ

て一万二千人であった。 26ヨシュアはアイの住

民をことごとく滅ぼしつくすまでは、なげやりを

さし伸べた手を引っこめなかった。 27ただし、

その町の家畜および、ぶんどり品はイスラエルび

とが自分たちの戦利品として取った。主がヨシュ

アに命じられた言葉にしたがったのである。 28

こうしてヨシュアはアイを焼いて、永久に荒塚と

したが、それは今日まで荒れ地となっている。 29

ヨシュアはまた、アイの王を夕方まで木に掛けて

さらし、日の入るころ、命じて、その死体を木か

ら取りおろし、町の門の入口に投げすて、その上

に石の大塚を積み上げさせたが、それは今日まで

残っている。 30そしてヨシュアはエバル山にイ

スラエルの神、主のために一つの祭壇を築いた。

31これは主のしもべモーセがイスラエルの人々に

命じたことにもとづき、モーセの律法の書にしる

されているように、鉄の道具を当てない自然のま

まの石の祭壇であって、人々はその上で、主に燔

祭をささげ、酬恩祭を供えた。 32その所で、ヨ

シュアはまたモーセの書きしるした律法を、イス

ラエルの人々の前で、石に書き写した。 33こう

してすべてのイスラエルびとは、本国人も、寄留

の他国人も、長老、つかさびと、さばきびとと共

に、主の契約の箱をかくレビびとである祭司たち

の前で、箱のこなたとかなたに分れて、半ばはゲ

リジム山の前に、半ばはエバル山の前に立った。

これは主のしもべモーセがさきに命じたように、

イスラエルの民を祝福するためであった。 34そ
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して後、ヨシュアはすべての律法の書にしるされ

ている所にしたがって、祝福と、のろいとに関す

る律法の言葉をことごとく読んだ。 35モーセが

命じたすべての言葉のうち、ヨシュアがイスラエ

ルの全会衆および女と子どもたち、ならびにイス

ラエルのうちに住む寄留の他国人の前で、読まな

かったものは一つもなかった。

9さて、ヨルダンの西側の、山地、平地、およ
びレバノンまでの大海の沿岸に住むもろもろ

の王たち、すなわちヘテびと、アモリびと、カナ

ンびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの王

たちは、これを聞いて、 2心を合わせ、相集まっ

て、ヨシュアおよびイスラエルと戦おうとした。

3しかし、ギベオンの住民たちは、ヨシュアがエ

リコとアイにおこなったことを聞いて、 4自分た

ちも策略をめぐらし、行って食料品を準備し、古

びた袋と、古びて破れたのを繕ったぶどう酒の皮

袋とを、ろばに負わせ、 5繕った古ぐつを足には

き、古びた着物を身につけた。彼らの食料のパン

は、みなかわいて、砕けていた。 6彼らはギルガ

ルの陣営のヨシュアの所にきて、彼とイスラエル

の人々に言った、「われわれは遠い国からまいり

ました。それで今われわれと契約を結んでくださ

い」。 7しかし、イスラエルの人々はそのヒビび

とたちに言った、「あなたがたはわれわれのうち

に住んでいるのかも知れないから、われわれはど

うしてあなたがたと契約が結べましょう」。 8彼

らはヨシュアに言った、「われわれはあなたのし

もべです」。ヨシュアは彼らに言った、「あなた

がたはだれですか。どこからきたのですか」。 9

彼らはヨシュアに言った、「しもべどもはあなた

の神、主の名のゆえに、ひじょうに遠い国からま

いりました。われわれは主の名声、および主がエ

ジプトで行われたすべての事を聞き、 10また主

がヨルダンの向こう側にいたアモリびとのふたり

の王、すなわちヘシボンの王シホン、およびアシ

タロテにおったバシャンの王オグに行われたすべ

てのことを聞いたからです。 11それで、われわ

れの長老たち、および国の住民はみなわれわれに

言いました、『おまえたちは旅路の食料を手に携

えていって、彼らに会って言いなさい、「われわ

れはあなたがたのしもべです。それで今われわれ

と契約を結んでください」』。 12ここにあるこ

のパンは、あなたがたの所に来るため、われわれ

が出立する日に、おのおの家から、まだあたたか

なのを旅の食料として準備したのですが、今はも

うかわいて砕けています。 13またぶどう酒を満

たしたこれらの皮袋も、新しかったのですが、破

れました。われわれのこの着物も、くつも、旅路

がひじょうに長かったので、古びてしまいました

」。 14そこでイスラエルの人々は彼らの食料品

を共に食べ、主のさしずを求めようとはしなかっ

た。 15そしてヨシュアは彼らと和を講じ、契約

を結んで、彼らを生かしておいた。会衆の長たち

は彼らに誓いを立てた。 16契約を結んで三日の

後に、彼らはその人々が近くの人々で、自分たち

のうちに住んでいるということを聞いた。 17イ

スラエルの人々は進んで、三日目にその町々に着

いた。その町々とは、ギベオン、ケピラ、ベエロ

テおよびキリアテ・ヤリムであった。 18ところ

で会衆の長たちが、すでにイスラエルの神、主を

さして彼らに誓いを立てていたので、イスラエル

の人々は彼らを殺さなかった。そこで会衆はみな

、長たちにむかってつぶやいた。 19しかし、長

たちは皆、全会衆に言った、「われわれはイスラ

エルの神、主をさして彼らに誓った。それゆえ今

、彼らに触れてはならない。 20われわれは、こ

うして彼らを生かしておこう。そうすれば、われ

われが彼らに立てた誓いのゆえに、怒りがわれわ

れに臨むことはないであろう」。 21長たちはま

た人々に「彼らを生かしておこう」と言ったので

、彼らはついに、全会衆のために、たきぎを切り

、水をくむものとなった。長たちが彼らに言った

とおりである。 22ヨシュアは彼らを呼び寄せて

言った、「あなたがたは、われわれのうちに住み

ながら、なぜ『われわれはあなたがたからは遠く

離れている』と言って、われわれをだましたのか

。 23それであなたがたは今のろわれ、奴隷とな

ってわたしの神の家のために、たきぎを切り、水

をくむものが、絶えずあなたがたのうちから出る

であろう」。 24彼らはヨシュアに答えて言った

、「あなたの神、主がそのしもべモーセに、この

地をことごとくあなたがたに与え、この地に住む

民をことごとくあなたがたの前から滅ぼし去るよ

うにと、お命じになったことを、しもべどもは明

らかに伝え聞きましたので、あなたがたのゆえに

、命が危いと、われわれは非常に恐れて、このこ

とをしたのです。 25われわれは、今、あなたの

手のうちにあります。われわれにあなたがして良
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いと思い、正しいと思うことをしてください」。

26そこでヨシュアは、彼らにそのようにし、彼ら

をイスラエルの人々の手から救って殺させなかっ

た。 27しかし、ヨシュアは、その日、彼らを、

会衆のため、また主の祭壇のため、主が選ばれる

場所で、たきぎを切り、水をくむ者とした。これ

は今日までつづいている。

10エルサレムの王アドニゼデクは、ヨシュアが
アイを攻め取って、それを全く滅ぼし、さき

にエリコとその王とにしたように、アイとその王

にもしたこと、またギベオンの住民が、イスラエ

ルと和を講じて、そのうちにおることを聞き、 2

大いに恐れた。それは、ギベオンが大きな町であ

って、王の都にもひとしいものであり、またアイ

より大きくて、そのうちの人々が、すべて強かっ

たからである。 3それでエルサレムの王アドニゼ

デクは、ヘブロンの王ホハム、ヤルムテの王ピラ

ム、ラキシの王ヤピア、およびエグロンの王デビ

ルに人をつかわして言った、 4「わたしの所に上

ってきて、わたしを助けてください。われわれは

ギベオンを撃ちましょう。ギベオンはヨシュアお

よびイスラエルの人々と和を講じたからです」。

5アモリびとの五人の王、すなわちエルサレムの

王、ヘブロンの王、ヤルムテの王、ラキシの王、

およびエグロンの王は兵を集め、そのすべての軍

勢を率いて上ってきて、ギベオンに向かって陣を

取り、それを攻めて戦った。 6ギベオンの人々は

、ギルガルの陣営に人をつかわし、ヨシュアに言

った、「あなたの手を引かないで、しもべどもを

助けてください。早く、われわれの所に上ってき

て、われわれを救い、助けてください。山地に住

むアモリびとの王たちがみな集まって、われわれ

を攻めるからです」。 7そこでヨシュアはすべて

のいくさびとと、すべての大勇士を率いて、ギル

ガルから上って行った。 8その時、主はヨシュア

に言われた、「彼らを恐れてはならない。わたし

が彼らをあなたの手にわたしたからである。彼ら

のうちには、あなたに当ることのできるものは、

ひとりもないであろう」。 9ヨシュアは、ギルガ

ルから、よもすがら進みのぼって、にわかに彼ら

に攻めよせたところ、 10主は彼らを、イスラエ

ルの前に、恐れあわてさせられたので、イスラエ

ルはギベオンで彼らをおびただしく撃ち殺し、ベ

テホロンの上り坂をとおって逃げる彼らを、アゼ

カとマッケダまで追撃した。 11彼らがイスラエ

ルの前から逃げ走って、ベテホロンの下り坂をお

りていた時、主は天から彼らの上に大石を降らし

、アゼカにいたるまでもそうされたので、多くの

人々が死んだ。イスラエルの人々がつるぎをもっ

て殺したものよりも、雹に打たれて死んだものの

ほうが多かった。 12主がアモリびとをイスラエ

ルの人々にわたされた日に、ヨシュアはイスラエ

ルの人々の前で主にむかって言った、「日よ、ギ

ベオンの上にとどまれ、月よ、アヤロンの谷にや

すらえ」。 13民がその敵を撃ち破るまで、日は

とどまり、月は動かなかった。これはヤシャルの

書にしるされているではないか。日が天の中空に

とどまって、急いで没しなかったこと、おおよそ

一日であった。 14これより先にも、あとにも、

主がこのように人の言葉を聞きいれられた日は一

日もなかった。主がイスラエルのために戦われた

からである。 15こうしてヨシュアはイスラエル

のすべての人と共にギルガルの陣営に帰った。 16

かの五人の王たちは逃げて行って、マッケダのほ

ら穴に隠れたが、 17五人の王たちがマッケダの

ほら穴にかくれているのが見つかったと、ヨシュ

アに告げる者があったので、 18ヨシュアは言っ

た、「ほら穴の口に大石をころがし、そのそばに

人を置いて、守らせなさい。 19ただし、あなた

がたは、そこにとどまらないで、敵のあとを追い

、そのしんがりを撃ち、彼らをその町にはいらせ

てはならない。あなたがたの神、主が彼らをあな

たがたの手に渡されたからである」。 20ヨシュ

アとイスラエルの人々は、大いに彼らを撃ち殺し

、ついに彼らを滅ぼしつくしたが、彼らのうちの

がれて生き残った者どもは、堅固な町々に逃げこ

んだので、 21民はみな安らかにマッケダの陣営

のヨシュアのもとに帰ってきたが、イスラエルの

人々にむかって舌を鳴らす者はひとりもなかった

。 22その時ヨシュアは言った、「ほら穴の口を

開いて、ほら穴から、かの五人の王たちを、わた

しのもとにひき出しなさい」。 23やがて、その

ようにして、かの五人の王たち、すなわち、エル

サレムの王、ヘブロンの王、ヤルムテの王、ラキ

シの王、およびエグロンの王を、ほら穴から彼の

もとにひき出した。 24この王たちをヨシュアの

もとにひき出した時、ヨシュアはイスラエルのす

べての人々を呼び寄せ、自分と共に行ったいくさ

びとの長たちに言った、「近寄って、この王たち
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のくびに足をかけなさい」。そこで近寄って、そ

の王たちのくびに足をかけたので、 25ヨシュア

は彼らに言った、「恐れおののいてはならない。

強くまた雄々しくあれ。あなたがたが攻めて戦う

すべての敵には、主がこのようにされるのである

」。 26そして後ヨシュアは彼らを撃って死なせ

、五本の木にかけて、夕暮れまで木の上にさらし

て置いたが、 27日の入るころになって、ヨシュ

アが命じたので、これを木からおろし、彼らが隠

れていたほら穴に投げ入れ、ほら穴の口に大石を

置いた。これは今日まで残っている。 28その日

ヨシュアはマッケダを取り、つるぎをもって、そ

れと、その王とを撃ち、その中のすべての人を、

ことごとく滅ぼして、ひとりも残さず、エリコの

王にしたように、マッケダの王にもした。 29こ

うしてヨシュアはイスラエルのすべての人を率い

て、マッケダからリブナに進み、リブナを攻めて

戦った。 30主が、それと、その王をも、イスラ

エルの手に渡されたので、つるぎをもって、それ

と、その中のすべての人を撃ち滅ぼして、ひとり

もその中に残さず、エリコの王にしたように、そ

の王にもした。 31ヨシュアはまたイスラエルの

すべての人を率いて、リブナからラキシに進み、

これに向かって陣をしき、攻め戦った。 32主が

ラキシをイスラエルの手に渡されたので、ふつか

目にこれを取り、つるぎをもって、それと、その

中のすべての人を撃ち滅ぼした。すべてリブナに

したとおりであった。 33その時、ゲゼルの王ホ

ラムが、ラキシを助けるために上ってきたので、

ヨシュアは彼と、その民とを撃ち滅ぼして、つい

にひとりも残さなかった。 34ヨシュアはまたイ

スラエルのすべての人を率いて、ラキシからエグ

ロンに進み、これに向かって陣をしき、攻め戦っ

た。 35その日これを取り、つるぎをもって、こ

れを撃ち、その中のすべての人を、ことごとくそ

の日に滅ぼした。すべてラキシにしたとおりであ

った。 36ヨシュアはまたイスラエルのすべての

人を率いて、エグロンからヘブロンに進み上り、

これを攻めて戦い、 37それを取って、それと、

その王、およびそのすべての町々と、その中のす

べての人を、つるぎをもって撃ち滅ぼし、ひとり

も残さなかった。すべてエグロンにしたとおりで

あった。すなわち、それとその中のすべての人を

、ことごとく滅ぼした。 38またヨシュアはイス

ラエルのすべての人を率いて、デビルへひきかえ

し、これを攻めて戦い、 39それと、その王、お

よびそのすべての町々を取り、つるぎをもってそ

れを撃ち、その中のすべての人を、ことごとく滅

ぼし、ひとりも残さなかった。彼がデビルと、そ

の王にしたことは、ヘブロンにしたとおりであり

、またリブナと、その王にしたとおりであった。

40こうしてヨシュアはその地の全部、すなわち、

山地、ネゲブ、平地、および山腹の地と、そのす

べての王たちを撃ち滅ぼして、ひとりも残さず、

すべて息のあるものは、ことごとく滅ぼした。イ

スラエルの神、主が命じられたとおりであった。

41ヨシュアはカデシ・バルネアからガザまでの国

々、およびゴセンの全地を撃ち滅ぼして、ギベオ

ンにまで及んだ。 42イスラエルの神、主がイス

ラエルのために戦われたので、ヨシュアはこれら

すべての王たちと、その地をいちどきに取った。

43そしてヨシュアはイスラエルのすべての人を率

いて、ギルガルの陣営に帰った。

11ハゾルの王ヤビンは、これを聞いて、マドン
の王ヨバブ、シムロンの王、およびアクサフ

の王、 2また北の山地、キンネロテの南のアラバ

、平地、西の方のドルの高地におる王たち、 3す

なわち、東西のカナンびと、アモリびと、ヘテび

と、ペリジびと、山地のエブスびと、ミヅパの地

にあるヘルモンのふもとのヒビびとに使者をつか

わした。 4そして彼らは、そのすべての軍勢を率

いて出てきた。その大軍は浜べの砂のように数多

く、馬と戦車も、ひじょうに多かった。 5これら

の王たちはみな軍を集め、進んできて、共にメロ

ムの水のほとりに陣をしき、イスラエルと戦おう

とした。 6その時、主はヨシュアに言われた、「

彼らのゆえに恐れてはならない。あすの今ごろ、

わたしは彼らを皆イスラエルに渡して、ことごと

く殺させるであろう。あなたは彼らの馬の足の筋

を切り、戦車を火で焼かなければならない」。 7

そこでヨシュアは、すべてのいくさびとを率いて

、にわかにメロムの水のほとりにおし寄せ、彼ら

を襲った。 8主は彼らをイスラエルの手に渡され

たので、これを撃ち破り、大シドンおよびミスレ

ポテ・マイムまで、これを追撃し、東の方では、

ミヅパの谷まで彼らを追い、ついにひとりも残さ

ず撃ちとった。 9ヨシュアは主が命じられたとお

りに彼らに行い、彼らの馬の足の筋を切り、戦車

を火で焼いた。 10その時、ヨシュアはひきかえ
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して、ハゾルを取り、つるぎをもって、その王を

撃った。ハゾルは昔、これらすべての国々の盟主

であったからである。 11彼らはつるぎをもって

、その中のすべての人を撃ち、ことごとくそれを

滅ぼし、息のあるものは、ひとりも残さなかった

。そして火をもってハゾルを焼いた。 12ヨシュ

アはこれらの王たちのすべての町々、およびその

諸王を取り、つるぎをもって、これを撃ち、こと

ごとく滅ぼした。主のしもべモーセが命じたとお

りであった。 13ただし、丘の上に立っている町

々をイスラエルは焼かなかった。ヨシュアはただ

ハゾルだけを焼いた。 14これらの町のすべての

ぶんどり物と家畜とは、イスラエルの人々が戦利

品として取ったが、人はみなつるぎをもって、滅

ぼし尽し、息のあるものは、ひとりも残さなかっ

た。 15主がそのしもべモーセに命じられたよう

に、モーセはヨシュアに命じたが、ヨシュアはそ

のとおりにおこなった。すべて主がモーセに命じ

られたことで、ヨシュアが行わなかったことは一

つもなかった。 16こうしてヨシュアはその全地

、すなわち、山地、ネゲブの全地、ゴセンの全地

、平地、アラバならびにイスラエルの山地と平地

を取り、 17セイルへ上って行く道のハラク山か

ら、ヘルモン山のふもとのレバノンの谷にあるバ

アルガデまでを獲た。そしてそれらの王たちを、

ことごとく捕えて、撃ち殺した。 18ヨシュアは

これらすべての王たちと、長いあいだ戦った。 19

ギベオンの住民ヒビびとのほかには、イスラエル

の人々と和を講じた町は一つもなかった。町々は

みな戦争をして、攻め取ったものであった。 20

彼らが心をかたくなにして、イスラエルに攻めよ

せたのは、もともと主がそうさせられたので、彼

らがのろわれた者となり、あわれみを受けず、こ

とごとく滅ぼされるためであった。主がモーセに

命じられたとおりである。 21その時、ヨシュア

はまた行って、山地、ヘブロン、デビル、アナブ

、ユダのすべての山地、イスラエルのすべての山

地から、アナクびとを断ち、彼らの町々をも共に

滅ぼした。 22それでイスラエルの人々の地に、

アナクびとは、ひとりもいなくなった。ただガサ

、ガテ、アシドドには、少し残っているだけであ

った。 23こうしてヨシュアはその地を、ことご

とく取った。すべて主がモーセに告げられたとお

りである。そしてヨシュアはイスラエルの部族に

それぞれの分を与えて、嗣業とさせた。こうして

その地に戦争はやんだ。

12さてヨルダンの向こう側、日の出の方で、ア
ルノンの谷からヘルモン山まで、および東ア

ラバの全土のうちで、イスラエルの人々が撃ち滅

ぼして地を取った国の王たちは、次のとおりであ

る。 2まず、アモリびとの王シホン。彼はヘシボ

ンに住み、その領地は、アルノンの谷のほとりに

あるアロエル、および谷の中の町から、ギレアデ

の半ばを占めて、アンモンびととの境であるヤボ

ク川に達し、 3東の方ではアラバをキンネレテの

湖まで占め、またアラバの海すなわち塩の海の東

におよび、ベテエシモテの道を経て、南はピスガ

の山のふもとに達した。 4次にレパイムの生き残

りのひとりであったバシャンの王オグ。彼はアシ

タロテとエデレイとに住み、 5ヘルモン山、サレ

カ、およびバシャンの全土を領したので、ゲシュ

ルびと、およびマアカびとと境を接し、またギレ

アデの半ばを領したので、ヘシボンの王シホンと

境を接していた。 6主のしもべモーセと、イスラ

エルの人々とが、彼らを撃ち滅ぼし、そして主の

しもべモーセは、これらの地を、ルベンびと、ガ

ドびと、およびマナセの半部族に与えて所有とさ

せた。 7ヨルダンのこちら側、西の方にあって、

レバノンの谷にあるバアルガデから、セイルへ上

って行く道のハラク山までの間で、ヨシュアと、

イスラエルの人々とが、撃ち滅ぼした国の王たち

は、次のとおりである。ヨシュアは彼らの地をイ

スラエルの部族に、それぞれの分を与えて嗣業と

させた。 8これは、山地、平地、アラバ、山腹、

荒野、およびネゲブであって、ヘテびと、アモリ

びと、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、エブ

スびとの所領であった。 9エリコの王ひとり。ベ

テルのほとりのアイの王ひとり。 10エルサレム

の王ひとり。ヘブロンの王ひとり。 11ヤルムテ

の王ひとり。ラキシの王ひとり。 12エグロンの

王ひとり。ゲゼルの王ひとり。 13デビルの王ひ

とり。ゲデルの王ひとり。 14ホルマの王ひとり

。アラデの王ひとり。 15リブナの王ひとり。ア

ドラムの王ひとり。 16マッケダの王ひとり。ベ

テルの王ひとり。 17タップアの王ひとり。ヘペ

ルの王ひとり。 18アペクの王ひとり。シャロン

の王ひとり。 19マドンの王ひとり。ハゾルの王

ひとり。 20シムロン・メロンの王ひとり。アク
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サフの王ひとり。 21タアナクの王ひとり。メギ

ドの王ひとり。 22ケデシの王ひとり。カルメル

のヨクネアムの王ひとり。 23ドルの高地におる

ドルの王ひとり。ガリラヤのゴイイムの王ひとり

。 24テルザの王ひとり。合わせて三十一王であ

る。

13さてヨシュアは年が進んで老いたが、主は彼
に言われた、「あなたは年が進んで老いたが

、取るべき地は、なお多く残っている。 2その残

っている地は、次のとおりである。ペリシテびと

の全地域、ゲシュルびとの全土、 3エジプトの東

のシホルから北にのびて、カナンびとに属すると

いわれるエクロンの境までの地、ペリシテびとの

五人の君たちの地、すなわち、ガザ、アシドド、

アシケロン、ガテ、およびエクロン。 4南のアビ

びとの地、カナンびとの全地、シドンびとに属す

るメアラからアモリびとの境にあるアペクまでの

部分。 5またヘルモン山のふもとのバアルガデか

らハマテの入口に至るゲバルびとの地、およびレ

バノンの東の全土。 6レバノンからミスレポテ・

マイムまでの山地のすべての民、すなわちシドン

びとの全土。わたしはみずから彼らをイスラエル

の人々の前から追い払うであろう。わたしが命じ

たように、あなたはその地をイスラエルに分け与

えて、嗣業とさせなければならない。 7すなわち

、その地を九つの部族と、マナセの半部族とに分

け与えて、嗣業とさせなければならない」。 8マ

ナセの他の半部族と共に、ルベンびとと、ガドび

ととは、ヨルダンの向こう側、東の方で、その嗣

業をモーセから受けた。主のしもべモーセが、彼

らに与えたのは、 9アルノンの谷のほとりにある

アロエル、および谷の中にある町から、デボンと

メデバの間にある高原のすべての地。 10ヘシボ

ンで世を治めた、アモリびとの王シホンのすべて

の町々を含めて、アンモンの人々の境までの地。

11ギレアデと、ゲシュルびと、ならびにマアカび

との領地、ヘルモン山の全土、サルカまでのバシ

ャン全体。 12アシタロテとエデレイで世を治め

たバシャンの王オグの全国。オグはレパイムの生

き残りであった。モーセはこれらを撃って、追い

払った。 13ただし、イスラエルの人々は、ゲシ

ュルびとと、マアカびとを追い払わなかった。ゲ

シュルびとと、マアカびとは、今日までイスラエ

ルのうちに住んでいる。 14ただレビの部族には

、ヨシュアはなんの嗣業をも与えなかった。イス

ラエルの神、主の火祭が彼らの嗣業であるからで

ある。主がヨシュアに言われたとおりである。 15

モーセはルベンびとの部族に、その家族にしたが

って嗣業を与えたが、 16その領域はアルノンの

谷のほとりにあるアロエル、および谷の中にある

町からメデバのほとりのすべての高原、 17ヘシ

ボンおよびその高原のすべての町々、デボン、バ

モテ・バアル、ベテ・バアル・メオン、 18ヤハ

ヅ、ケデモテ、メパアテ、 19キリアタイム、シ

ブマ、谷の中の山にあるゼレテ・シャハル、 20

ベテペオル、ピスガの山腹、ベテエシモテ、 21

すなわち高原のすべての町々と、ヘシボンで世を

治めたアモリびとの王シホンの全国に及んだ。モ

ーセはシホンを、ミデアンのつかさたちエビ、レ

ケム、ツル、ホルおよびレバと共に撃ち殺した。

これらはみなシホンの諸侯であって、その地に住

んでいた者である。 22イスラエルの人々はまた

ベオルの子、占い師バラムをもつるぎにかけて、

そのほかに殺した者どもと共に殺した。 23ルベ

ンびとの領域はヨルダンを境とした。これはルベ

ンびとが、その家族にしたがって獲た嗣業であっ

て、その町々と村々とを含む。 24モーセはまた

ガドの部族、ガドの子孫にも、その家族にしたが

って、嗣業を与えたが、 25その領域はヤゼル、

ギレアデのすべての町々、アンモンびとの地の半

ばで、ラバの東のアロエルまでの地。 26ヘシボ

ンからラマテ・ミゾパまでの地、およびベトニム

、マハナイムからデビルの境までの地。 27谷の

中ではベテハラム、ベテニムラ、スコテ、および

ザポンなど、ヘシボンの王シホンの国の残りの部

分。ヨルダンを境として、ヨルダンの東側、キン

ネレテの湖の南の端までの地。 28これはガドび

とが、その家族にしたがって獲た嗣業であって、

その町々と村々とを含む。 29モーセはまたマナ

セの半部族にも、嗣業を与えたが、それはマナセ

の半部族が、その家族にしたがって与えられたも

のである。 30その領域はマハナイムからバシャ

ンの全土に及び、バシャンの王オグの全国、バシ

ャンにあるヤイルのすべての町々、すなわちその

六十の町。 31またギレアデの半ば、バシャンの

オグの国の町であるアシタロテとエデレイ。これ

らはマナセの子マキルの子孫に与えられた。すな

わちマキルの子孫の半ばが、その家族にしたがっ

て、それを獲た。 32これらはヨルダンの向こう
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側、エリコの東のモアブの平野で、モーセが分け

与えた嗣業である。 33ただし、レビの部族には

、モーセはなんの嗣業をも与えなかった。イスラ

エルの神、主がその嗣業だからである。主がモー

セに言われたとおりである。

14イスラエルの人々が、カナンの地で受けた嗣
業の地は、次のとおりである。すなわち、祭

司エレアザル、ヌンの子ヨシュア、およびイスラ

エルの人々の部族の首長たちが、これを彼らに分

かち、 2主がモーセによって命じられたように、

くじによって、これを九つの部族と、半ばの部族

とに、嗣業として与えた。 3これはヨルダンの向

こう側で、モーセがすでに他の二つの部族と、半

ばの部族とに、嗣業を与えていたからである。た

だしレビびとには、彼らの中で嗣業を与えず、 4

ヨセフの子孫が、マナセと、エフライムの二つの

部族となったからである。レビびとには土地の分

け前を与えず、ただ、その住むべき町々および、

家畜と持ち物とを置くための放牧地を与えたばか

りであった。 5イスラエルの人々は、主がモーセ

に命じられたようにおこなって、その地を分けた

。 6時に、ユダの人々がギルガルのヨシュアの所

にきて、ケニズびとエフンネの子カレブが、ヨシ

ュアに言った、「主がカデシ・バルネアで、あな

たとわたしとについて、神の人モーセに言われた

ことを、あなたはごぞんじです。 7主のしもべモ

ーセが、この地を探るために、わたしをカデシ・

バルネアからつかわした時、わたしは四十歳でし

た。そしてわたしは、自分の信ずるところを復命

しました。 8しかし、共に上って行った兄弟たち

は、民の心をくじいてしまいましたが、わたしは

全くわが神、主に従いました。 9その日モーセは

誓って、言いました、『おまえの足で踏んだ地は

、かならず長くおまえと子孫との嗣業となるであ

ろう。おまえが全くわが神、主に従ったからであ

る』。 10主がこの言葉をモーセに語られた時か

らこのかた、イスラエルが荒野に歩んだ四十五年

の間、主は言われたように、わたしを生きながら

えさせてくださいました。わたしは今日すでに八

十五歳ですが、 11今もなお、モーセがわたしを

つかわした日のように、健やかです。わたしの今

の力は、あの時の力に劣らず、どんな働きにも、

戦いにも堪えることができます。 12それで主が

あの日語られたこの山地を、どうか今、わたしに

ください。あの日あなたも聞いたように、そこに

はアナキびとがいて、その町々は大きく堅固です

。しかし、主がわたしと共におられて、わたしは

ついには、主が言われたように、彼らを追い払う

ことができるでしょう」。 13そこでヨシュアは

エフンネの子カレブを祝福し、ヘブロンを彼に与

えて嗣業とさせた。 14こうしてヘブロンは、ケ

ニズびとエフンネの子カレブの嗣業となって、今

日に至っている。彼が全くイスラエルの神、主に

従ったからである。 15ヘブロンの名は、もとは

キリアテ・アルバといった。アルバは、アナキび

とのうちの、最も大いなる人であった。こうして

この地に戦争はやんだ。

15ユダの人々の部族が、その家族にしたがって
、くじで獲た地は、南の方では、エドムの境

に達し、南のはてにあるチンの荒野に及んでいた

。 2その南の境は、塩の海の南の端の、入海から

起り、 3アクラビムの坂の南に出てチンに進み、

カデシ・バルネアの南から上って、ヘヅロンに進

み、アダルに上っていって、カルカに回り、 4ア

ヅモンに進んで、エジプトの川に達し、その境は

海に至って尽きる。これが彼らの南の境である。

5東の境は塩の海であって、ヨルダンの川口に達

する。北の方の境は、ヨルダンの川口の、入海か

ら起り、 6上ってベテホグラに行き、ベテアラバ

の北を過ぎ、上ってルベンびとボハンの石に達し

、 7またアコルの谷からデビルに上って、北にお

もむき、川の南にあるアドミムの坂に対するギル

ガルに向かって進み、エンシメシの水に達し、エ

ンロゲルに至って尽きる。 8またその境はベンヒ

ンノムの谷に沿って、エブスびとの地、すなわち

エルサレムの南のわきに上り、ヒンノムの谷の西

にある山の頂に上る。これはレパイムの谷の北の

果にあるものである。 9その境は、この山の頂か

らネフトアの水の源に至り、その所からエフロン

山の町々に及び、その境は曲ってバアラに達する

。これは、すなわちキリアテ・ヤリムである。 10

その境は、バアラから西に回って、セイル山に及

び、ヤリム山、すなわちケサロンの北のわきを経

て、ベテシメシに下り、テムナに進み、 11エク

ロンの北の丘のわきに出て、シッケロンに曲り、

バアラ山に進み、ヤブネルに達し、海に至って尽

きる。 12また西の境は大海であって、海岸を境

とした。これがユダの人々の、その家族にしたが
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って獲た地の四方の境である。 13ヨシュアは、

主に命じられたように、エフンネの子カレブに、

ユダの人々のうちで、キリアテ・アルバ、すなわ

ちヘブロンを与えて、その分とさせた。アルバは

アナクの父であった。 14カレブはその所から、

アナクの子三人を追い払った。すなわち、セシャ

イ、アヒマン、およびタルマイであって、アナク

から出たものである。 15そして彼はこの所から

デビルに住む民の所に攻め上った。デビルの名は

、もとはキリアテ・セペルといった。 16カレブ

は言った、「キリアテ・セペルを撃って、これを

取る者には、わたしの娘アクサを妻として与える

であろう」。 17ケナズの子で、カレブの弟オテ

ニエルがそれを取ったので、カレブは娘アクサを

、妻として彼に与えた。 18彼女がとつぐ時、畑

を父に求めるようにと、オテニエルに勧められた

。そして彼女が、ろばから降りたので、カレブは

彼女に、何を望むのかとたずねた。 19彼女は答

えて言った、「わたしに贈り物をください。あな

たはネゲブの地に、わたしをやられるのですから

、泉をもください」。カレブは彼女に上の泉と下

の泉とを与えた。 20ユダの人々の部族が、その

家族にしたがって獲た嗣業は、次のとおりである

。 21ユダの人々の部族が、南でエドムの境の方

にもっていた遠くの町々は、カブジエル、エデル

、ヤグル、 22キナ、デモナ、アダダ、 23ケデシ

、ハゾル、イテナン、 24ジフ、テレム、ベアロ

テ、 25ハゾル・ハダッタ、ケリオテ・ヘヅロン

すなわちハゾル、 26アマム、シマ、モラダ、 27

ハザルガダ、ヘシモン、ベテペレテ、 28ハザル

・シュアル、ベエルシバ、ビジョテヤ、 29バア

ラ、イイム、エゼム、 30エルトラデ、ケシル、

ホルマ、 31チクラグ、マデマンナ、サンサンナ

、 32レバオテ、シルヒム、アイン、リンモン。

これらの町は合わせて二十九、ならびにそれに属

する村々。 33平地では、エシタオル、ゾラ、ア

シナ、 34ザノア、エンガンニム、タップア、エ

ナム、 35ヤルムテ、アドラム、ソコ、アゼカ、

36シャアライム、アデタイム、ゲデラ、ゲデロタ

イム。すなわち十四の町々と、それに属する村々

。 37ゼナン、ハダシャ、ミグダルガデ、 38デラ

ン、ミヅパ、ヨクテル、 39ラキシ、ボヅカテ、

エグロン、 40カボン、ラマム、キテリシ、 41ゲ

デロテ、ベテダゴン、ナアマ、マッケダ。すなわ

ち十六の町々と、それに属する村々。 42またリ

ブナ、エテル、アシャン、 43イフタ、アシナ、

ネジブ、 44ケイラ、アクジブ、マレシャ。すな

わち九つの町々と、それに属する村々。 45エク

ロンと、その町々、および村々。 46エクロンか

ら海まで、すべてアシドドのほとりにある町々、

およびそれに属する村々。 47アシドドとその町

々および村々。ガザとその町々および村々。エジ

プトの川と大海の海岸までが、その境であった。

48山地では、シャミル、ヤッテル、ソコ、 49ダ

ンナ、キリアテ・サンナすなわちデビル、 50ア

ナブ、エシテモ、アニム、 51ゴセン、ホロン、

ギロ。すなわち十一の町々と、それに属する村々

。 52アラブ、ドマ、エシャン、 53ヤニム、ベテ

タップア、アペカ、 54ホムタ、キリアテ・アル

バすなわちヘブロン、ヂオル。すなわち九つの町

々と、それに属する村々。 55マオン、カルメル

、ジフ、ユッタ、 56エズレル、ヨクデアム、ザ

ノア、 57カイン、ギベア、テムナ。すなわち十

の町々と、それに属する村々。 58ハルホル、ベ

テズル、ゲドル、 59マアラテ、ベテアノテ、エ

ルテコン。すなわち六つの町々と、それに属する

村々。 60キリアテ・バアルすなわちキリアテ・

ヤリム、ラバ。これらの二つの町とそれに属する

村々。 61荒野では、ベテアラバ、ミデン、セカ

カ、 62ニブシャン、塩の町、エンゲデ。すなわ

ち六つの町々と、それに属する村々。 63しかし

、ユダの人々は、エルサレムの住民エブスびとを

追い払うことができなかった。それでエブスびと

は今日まで、ユダの人々と共にエルサレムに住ん

でいる。

16ヨセフの子孫が、くじによって獲た地の境は
、エリコのほとりのヨルダン、すなわちエリ

コの水の東から起って、荒野に延び、エリコから

山地に上っている荒野を経て、ベテルに至り、 2

ベテルからルズにおもむき、アルキびとの領地で

あるアタロテに進み、 3西に下ってヤフレテびと

の領地に達し、下ベテホロンの地域に及び、ゲゼ

ルに達し、海に至って尽きる。 4こうしてヨセフ

の子孫のマナセと、エフライムとは、その嗣業を

受けた。 5エフライムの子孫が、その家族にした

がって獲た地の境は、次のとおりである。彼らの

嗣業の東の境は、アタロテ・アダルであって、上

ベテホロンに達し、 6その境は、その所から海に

及ぶ。北にはミクメタテがあり、東ではその境は
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タアナテシロで曲り、進んでヤノアの東に至り、

7ヤノアからアタロテとナアラに下り、エリコに

達し、ヨルダンに至って尽きる。 8タップアから

その境は西に進んで、カナの川に達し、海に至っ

て尽きる。これはエフライムの子孫の部族が、そ

の家族にしたがって獲た嗣業である。 9このほか

にマナセの子孫の嗣業のうちにも、エフライムの

子孫のために分け与えられた町々があって、その

すべての町々と、それに属する村々を獲た。 10

ただし、ゲゼルに住むカナンびとを、追い払わな

かったので、カナンびとは今日までエフライムの

中に住み、奴隷となって追い使われている。

17マナセの部族が、くじによって獲た地は、次
のとおりである。マナセはヨセフの長子であ

った。マナセの長子で、ギレアデの父であるマキ

ルは、軍人であったので、ギレアデとバシャンを

獲た。 2マナセの部族の他のものにも、その家族

にしたがって、地を与えたが、それは、アビエゼ

ル、ヘレク、アスリエル、シケム、ヘペル、セミ

ダで、これらはヨセフの子マナセの男の子孫であ

って、その家族にしたがって、あげたものである

。 3しかし、マナセの子マキル、その子ギレアデ

、その子ヘペル、その子であったゼロペハデには

、女の子だけで、男の子がなかった。女の子たち

の名は、マヘラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザ

といった。 4彼女たちは、祭司エレアザル、ヌン

の子ヨシュアおよび、つかさたちの前に進み出て

、「わたしたちの兄弟と同じように、わたしたち

にも、嗣業を与えよと、主はモーセに命じおきに

なりました」と言ったので、ヨシュアは主の命に

したがって、彼らの父の兄弟たちと同じように、

彼女たちにも嗣業を与えた。 5こうしてマナセは

ヨルダンの向こう側で、ギレアデとバシャンの地

のほかに、なお十の部分を獲た。 6マナセの娘た

ちが、男の子らと共に、嗣業を獲たからである。

ギレアデの地は、そのほかのマナセの子孫に分け

与えられた。 7マナセの獲た地の境は、アセルか

らシケムの東のミクメタテに及び、その境は南に

延びて、エンタップアの住民に達する。 8タップ

アの地はマナセに属していたが、マナセの境にあ

るタップアの町は、エフライムの子孫に属してい

た。 9またその境はカナの川に下って、川の南に

至る。そこの町々はマナセの町々の中にあって、

エフライムに属した。マナセの境は、川の北に沿

って進み、海に達して尽きる。 10その川の南の

地は、エフライムに属し、北はマナセに属する。

海がその境となる。マナセは北はアセルに接し、

東はイッサカルに接する。 11マナセはまたイッ

サカルとアセルの中に、ベテシャンとその村々、

イブレアムとその村々、ドルの住民とその村々、

エンドルの住民とその村々、タアナクの住民とそ

の村々、メギドの住民とその村々を獲た。このう

ち第三のものは高地である。 12しかし、マナセ

の子孫は、これらの町々を取ることができなかっ

たので、カナンびとは長くこの地に住み続けよう

とした。 13しかし、イスラエルの人々が強くな

るにしたがって、カナンびとを使役するようにな

り、ことごとく追い払うことはしなかった。 14

ヨセフの子孫はヨシュアに言った、「主が今まで

、わたしを祝福されたので、わたしは数の多い民

となったのに、あなたはなぜ、わたしの嗣業とし

て、ただ一つのくじ、一つの分だけを、くださっ

たのですか」。 15ヨシュアは彼らに言った、「

もしあなたが数の多い民ならば、林に上っていっ

て、そこで、ペリジびとやレパイムびとの地を自

分で切り開くがよい。エフライムの山地が、あな

たがたには狭いのだから」。 16ヨセフの子孫は

答えた、「山地はわたしどもに十分ではありませ

ん。かつまた平地におるカナンびとは、ベテシャ

ンとその村々におるものも、エズレルの谷におる

ものも、みな鉄の戦車を持っています」。 17ヨ

シュアはまたヨセフの家、すなわちエフライムと

マナセに言った、「あなたは数の多い民で、大き

な力をもっています。それでただ一つのくじでは

足りません。 18山地をもあなたのものとしなけ

ればなりません。それは林ではあるが、切り開い

て、向こうの端まで、自分のものとしなければな

りません。カナンびとは鉄の戦車があって、強く

はあるが、あなたはそれを追い払うことができま

す」。

18そこでイスラエルの人々の全会衆は、その地
を征服したので、シロに集まり、そこに会見

の幕屋を立てた。 2その時、イスラエルの人々の

うちに、まだ嗣業を分かち取らない部族が、七つ

残っていたので、 3ヨシュアはイスラエルの人々

に言った、「あなたがたは、先祖の神、主が、あ

なたがたに与えられた地を取りに行くのを、いつ

まで怠っているのですか。 4部族ごとに三人ずつ
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を出しなさい。わたしはその人々をつかわしまし

ょう。彼らは立っていって、その地を行き巡り、

おのおのの嗣業のために、それを図面にして、わ

たしのところへ持ってこなければならない。 5彼

らはその地を七つの部分に分けなければならない

。ユダは南のその領地にとどまり、ヨセフの家は

北のその領地にとどまらなければならない。 6あ

なたがたは、その地を七つに分けて、図面にし、

それをここに、わたしのところへ持ってこなけれ

ばならない。わたしはここで、われわれの神、主

の前に、あなたがたのために、くじを引くであろ

う。 7レビびとは、あなたがたのうちに何の分を

も持たない。主の祭司たることが、彼らの嗣業だ

からである。またガドとルベンとマナセの半部族

とは、ヨルダンの向こう側、東の方で、すでにそ

の嗣業を受けた。それは主のしもべモーセが、彼

らに与えたものである」。 8そこでその人々は立

って行った。その地の図面を作るために出て行く

人々に、ヨシュアは命じて言った、「あなたがた

は行って、その地を行き巡り、それを図面にして

、わたしのところに持って帰りなさい。わたしは

シロで、主の前に、あなたがたのために、ここで

くじを引きましょう」。 9こうしてその人々は行

って、その地を経めぐり、町々にしたがって、そ

れを七つの部分とし、図面にして、書物に書きし

るし、シロの宿営におるヨシュアのもとへ持って

きた。 10ヨシュアはシロで、彼らのために主の

前に、くじを引いた。そしてヨシュアはその所で

、イスラエルの人々に、それぞれの分として、地

を分け与えた。 11まずベニヤミンの子孫の部族

のために、その家族にしたがって、くじを引いた

。そしてそのくじによって獲た領地は、ユダの子

孫と、ヨセフの子孫との間にあった。 12すなわ

ち、その北の方の境は、ヨルダンに始まり、エリ

コの北のわきに上り、また西の方の山地をとおっ

て上り、ベテアベンの荒野に達して尽きる。 13

そこから、その境はルズに進み、ルズの南のわき

に至る。ルズはベテルである。ついでその境は下

ベテホロンの南の山にあるアタロテ・アダルに下

り、 14西の方では、ベテホロンの南にある山か

ら南に曲り、ユダの子孫の町キリアテ・バアルに

至って尽きる。キリアテ・バアルはキリアテ・ヤ

リムである。これが西の方の境であった。 15ま

た南の方は、キリアテ・ヤリムの端に始まり、そ

の境はそこからエフロンにおもむき、ネフトアの

水の源に至り、 16ついでその境は、レパイムの

谷の北の端にあるベンヒンノムの谷を見おろす山

の端に下り、進んでエブスびとのわきの南、ヒン

ノムの谷に下り、また下ってエンロゲルに至り、

17北に曲ってエンシメシにおもむき、アドミムの

坂に対するゲリロテにおもむき、ルベンびとボハ

ンの石に下り、 18ベテアラバのわきを北に進ん

で、アラバに下り、 19その境は、ベテホグラの

北のわきに進み、ヨルダンの南端で、塩の海の北

の入海に至って尽きる。これが南の境である。 20

ヨルダンは東の方の境となっていた。これがベニ

ヤミンの子孫の、その家族にしたがって獲た嗣業

の四方の境である。 21ベニヤミンの子孫の部族

が、その家族にしたがって獲た町々は、エリコ、

ベテホグラ、エメクケジツ、 22ベテアラバ、ゼ

マライム、ベテル、 23アビム、パラ、オフラ、

24ケパル・アンモニ、オフニ、ゲバ。すなわち十

二の町々と、それに属する村々。 25またギベオ

ン、ラマ、ベエロテ、 26ミヅパ、ケピラ、モザ

、 27レケム、イルピエル、タララ、 28ゼラ、エ

レフ、エブスすなわちエルサレム、ギベア、キリ

アテ・ヤリム。すなわち十四の町々と、それに属

する村々。これがベニヤミンの子孫の、その家族

にしたがって獲た嗣業である。

19次にシメオンのため、すなわちシメオンの子
孫の部族のために、その家族にしたがって、

くじを引いた。その嗣業はユダの子孫の嗣業のう

ちにあった。 2その嗣業として獲たものは、ベエ

ルシバ、すなわちシバ、モラダ、 3ハザル・シュ

アル、バラ、エゼム、 4エルトラデ、ベトル、ホ

ルマ、 5チクラグ、ベテ・マルカボテ、ハザルス

サ、 6ベテレバオテ、シャルヘン。すなわち十三

の町々と、それに属する村々。 7またアイン、リ

ンモン、エテル、アシャン。すなわち四つの町々

と、それに属する村々。 8およびこれらの町の周

囲にあって、バアラテ・ベエル、すなわちネゲブ

のラマに至るまでのすべての村々。これがシメオ

ンの子孫の部族の、その家族にしたがって獲た嗣

業である。 9シメオンの子孫の嗣業は、ユダの子

孫の領域のうちにあった。これはユダの子孫の分

が大きかったので、シメオンの子孫が、その嗣業

を彼らの嗣業の中に獲たからである。 10第三に

ゼブルンの子孫のために、その家族にしたがって

、くじを引いた。その嗣業の領域はサリデに及び
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、 11その境は西に上って、マララに至り、ダバ

セテに達し、ヨクネアムの東にある川に達し、 12

サリデから、東の方、日の出の方に曲り、キスロ

テ・タボルの境に至り、ダベラテに出て、ヤピア

に上り、 13そこから東の方、日の出の方に進ん

で、ガテヘペルとイッタ・カジンに至り、リンモ

ンに進んで、ネアの方に曲る。 14北ではその境

はハンナトンに回り、イフタエルの谷に至って尽

きる。 15そしてカッタテ、ナハラル、シムロン

、イダラ、ベツレヘムなど十二の町々と、それに

属する村々があった。 16これがゼブルンの子孫

の、その家族にしたがって獲た嗣業であって、そ

の町々と、それに属する村々とである。 17第四

にイッサカル、すなわちイッサカルの子孫のため

に、その家族にしたがって、くじを引いた。 18

その領域には、エズレル、ケスロテ、シュネム、

19ハパライム、シオン、アナハラテ、 20ラビテ

、キション、エベツ、 21レメテ、エンガンニム

、エンハダ、ベテパッゼズがあり、 22その境は

タボル、シャハヂマ、ベテシメシに達し、その境

はヨルダンに至って尽きる。十六の町々と、それ

に属する村々があった。 23これがイッサカルの

子孫の部族の、その家族にしたがって獲た嗣業で

あって、その町々と、それに属する村々とである

。 24第五に、アセルの子孫の部族のために、そ

の家族にしたがって、くじを引いた。 25その領

域には、ヘルカテ、ハリ、ベテン、アクサフ、 26

アランメレク、アマデ、ミシャルがあり、その境

は西では、カルメルとシホル・リブナテに達し、

27それから東に折れて、ベテダゴンに至り、北の

方ゼブルンと、イプタエルの谷に達し、ベテエメ

クおよびネイエルに至り、北はカブルにいで、 28

更にエブロン、レホブ、ハンモン、カナを経て、

大シドンに及び、 29それから、その境はラマに

曲り、堅固な町ツロに至る。またその境はホサに

曲り、海に至って尽きる。そして、マハラブ、ア

クジブ、 30ウンマ、アペク、レホブなど、二十

二の町々と、それに属する村々があった。 31こ

れがアセルの子孫の部族の、その家族にしたがっ

て獲た嗣業であって、その町々と、それに属する

村々とである。 32第六に、ナフタリの子孫のた

めに、その家族にしたがって、くじを引いた。 33

その境はヘレフから、すなわちザアナニイムのか

しの木から起り、アダミ・ネケブおよび、ヤブネ

ルを経て、ラクムに至り、ヨルダンに至って尽き

る。 34そしてその境は西に向かって、アズノテ

・タボルに至り、そこからホッコクに出る。南は

ゼブルンに接し、西はアセルに接し、東はヨルダ

ンのユダに達する。 35その堅固な町々は、ヂデ

ム、ゼル、ハンマテ、ラッカテ、キンネレテ、 36

アダマ、ラマ、ハゾル、 37ケデシ、エデレイ、

エンハゾル、 38イロン、ミグダルエル、ホレム

、ベテアナテ、ベテシメシなどで、十九の町々と

、それに属する村々があった。 39これがナフタ

リの子孫の部族が、その家族にしたがって獲た嗣

業であって、その町々と、それに属する村々とで

ある。 40第七に、ダンの子孫の部族のために、

その家族にしたがって、くじを引いた。 41その

嗣業の領域には、ゾラ、エシタオル、イルシメシ

、 42シャラビム、アヤロン、イテラ、 43エロン

、テムナ、エクロン、 44エルテケ、ギベトン、

バアラテ、 45エホデ、ベネベラク、ガテリンモ

ン、 46メヤルコン、ラッコン、およびヨッパと

相対する地域があった。 47ただし、ダンの子孫

の領域は、彼らのために小さかったので、ダンの

子孫は、上って行き、レセムを攻めてそれを取り

、つるぎにかけて撃ち滅ぼし、それを獲てそこに

住み、先祖ダンの名にしたがって、レセムをダン

と名づけた。 48これがダンの子孫の部族の、そ

の家族にしたがって獲た嗣業であって、その町々

と、それに属する村々とである。 49こうして国

の各地域を嗣業として分け与えることを終ったと

き、イスラエルの人々は、自分たちのうちに、一

つの嗣業を、ヌンの子ヨシュアに与えた。 50す

なわち、主の命に従って、彼が求めた町を与えた

が、それはエフライムの山地にあるテムナテ・セ

ラであって、彼はその町を建てなおして、そこに

住んだ。 51これらは、祭司エレアザル、ヌンの

子ヨシュア、およびイスラエルの子孫の部族の族

長たちが、シロにおいて会見の幕屋の入口で、主

の前に、くじを引いて分け与えた嗣業である。こ

うして地を分けることを終った。

20そこで主はヨシュアに言われた、 2「イスラ

エルの人々に言いなさい、『先にわたしがモ

ーセによって言っておいた、のがれの町を選び定

め、 3あやまって、知らずに人を殺した者を、そ

こへのがれさせなさい。これはあなたがたが、あ

だを討つ者をさけて、のがれる場所となるでしょ

う。 4その人は、これらの町の一つにのがれて行
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って、町の門の入口に立ち、その町の長老たちに

、そのわけを述べなければならない。そうすれば

、彼らはその人を町に受け入れて、場所を与え、

共に住ませるであろう。 5たとい、あだを討つ者

が追ってきても、人を殺したその者を、その手に

渡してはならない。彼はあやまって隣人を殺した

のであって、もとからそれを憎んでいたのではな

いからである。 6その人は、会衆の前に立って、

さばきを受けるまで、あるいはその時の大祭司が

死ぬまで、その町に住まなければならない。そし

て後、彼は自分の町、自分の家に帰って行って、

逃げ出してきたその町に住むことができる』」。

7そこで、ナフタリの山地にあるガリラヤのケデ

シ、エフライムの山地にあるシケム、およびユダ

の山地にあるキリアテ・アルバすなわちヘブロン

を、これがために選び分かち、 8またヨルダンの

向こう側、エリコの東の方では、ルベンの部族の

うちから、高原の荒野にあるベゼル、ガドの部族

のうちから、ギレアデのラモテ、マナセの部族の

うちから、バシャンのゴランを選び定めた。 9こ

れらは、イスラエルのすべての人々、およびその

うちに寄留する他国人のために設けられた町々で

あって、すべて、あやまって人を殺した者を、そ

こにのがれさせ、会衆の前に立たないうちに、あ

だを討つ者の手にかかって死ぬことのないように

するためである。

21時にレビの族長たちは、祭司エレアザル、ヌ
ンの子ヨシュアおよびイスラエルの部族の族

長たちのもとにきて、 2カナンの地のシロで彼ら

に言った、「主はかつて、われわれに住むべき町

々を与えることと、それに属する放牧地を、家畜

のために与えることを、モーセによって命じられ

ました」。 3それでイスラエルの人々は、主の命

にしたがって、自分たちの嗣業のうちから、次の

町々と、その放牧地とを、レビびとに与えた。 4

まずコハテびとの氏族のために、くじを引いた。

祭司アロンの子孫であるこれらのレビびとは、く

じによって、ユダの部族、シメオンの部族、およ

びベニヤミンの部族のうちから、十三の町を獲た

。 5その他のコハテびとは、くじによって、エフ

ライムの部族の氏族、ダンの部族、およびマナセ

の半部族のうちから、十の町を獲た。 6またゲル

ションびとは、くじによって、イッサカルの部族

の氏族、アセルの部族、ナフタリの部族、および

バシャンにあるマナセの半部族のうちから、十三

の町を獲た。 7またメラリびとは、その氏族にし

たがって、ルベンの部族、ガドの部族、およびゼ

ブルンの部族のうちから、十二の町を獲た。 8イ

スラエルの人々は、主がモーセによって命じられ

たとおりに、これらの町と、その放牧地とを、く

じによって、レビびとに与えた。 9まずユダの部

族と、シメオンの部族のうちから、次に名をあげ

る町々を与えた。 10これらはレビびとに属する

コハテびとの氏族の一つである、アロンの子孫に

与えられた。最初のくじが彼らに当ったからであ

る。 11すなわちユダの山地にあるキリアテ・ア

ルバすなわちヘブロンおよびその周囲の放牧地を

彼らに与えた。このアルバはアナクの父であった

。 12ただし、この町の畑と、それに属する村々

とは、すでにエフンネの子カレブが、それを受け

て所有していた。 13祭司アロンの子孫に与えた

のは、人を殺した者の、のがれる町であるヘブロ

ンとその放牧地、リブナとその放牧地、 14ヤッ

テルとその放牧地、エシテモアとその放牧地、 15

ホロンとその放牧地、デビルとその放牧地、 16

アインとその放牧地、ユッタとその放牧地、ベテ

シメシとその放牧地など、九つの町であって、こ

の二つの部族のうちから分け与えたものである。

17またベニヤミンの部族のうちから、ギベオンと

その放牧地、ゲバとその放牧地、 18アナトテと

その放牧地、アルモンとその放牧地など、四つの

町を与えた。 19アロンの子孫である祭司たちの

町は、合わせて十三であって、それに属する放牧

地があった。 20その他のコハテびとであるレビ

びとの氏族は、くじによって、エフライムの部族

のうちから町を獲た。 21すなわち、その町は、

人を殺したものの、のがれる町であるエフライム

の山地のシケムとその放牧地、ゲゼルとその放牧

地、 22キブザイムとその放牧地、ベテホロンと

その放牧地など、四つの町である。 23またダン

の部族のうちから分け与えた町は、エルテケとそ

の放牧地、ギベトンとその放牧地、 24アヤロン

とその放牧地、ガテリンモンとその放牧地など、

四つの町である。 25またマナセの半部族のうち

から分け与えた町は、タアナクとその放牧地、お

よびガテリンモンとその放牧地など、二つの町で

ある。 26その他のコハテびとの氏族の町は、合

わせて十であって、それに属する放牧地があった

。 27ゲルションびとであるレビびとの氏族の一
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つに与えられた町は、マナセの半部族のうちから

は、人を殺した者の、のがれる町であるバシャン

のゴランとその放牧地、およびベエシテラとその

放牧地など、二つの町である。 28イッサカルの

部族のうちからは、キションとその放牧地、ダベ

ラテとその放牧地、 29ヤルムテとその放牧地、

エンガンニムとその放牧地など、四つの町である

。 30アセルの部族のうちからは、ミシャルとそ

の放牧地、アブドンとその放牧地、 31ヘルカテ

とその放牧地、レホブとその放牧地など、四つの

町である。 32ナフタリの部族のうちからは、人

を殺した者の、のがれる町であるガリラヤのケデ

シとその放牧地、ハンモテ・ドルとその放牧地、

カルタンとその放牧地など、三つの町である。 33

ゲルションびとが、その氏族にしたがって獲た町

は、合わせて十三の町であって、それに属する放

牧地があった。 34その他のレビびとである、メ

ラリびとの氏族に与えられた町は、ゼブルンの部

族のうちからは、ヨクネアムとその放牧地、カル

タとその放牧地、 35デムナとその放牧地、ナハ

ラルとその放牧地など、四つの町である。 36ル

ベンの部族のうちからは、ベゼルとその放牧地、

ヤハヅとその放牧地、 37ケデモテとその放牧地

、メパアテとその放牧地など、四つの町である。

38ガドの部族のうちからは、人を殺した者の、の

がれる町であるギレアデのラモテとその放牧地、

マハナイムとその放牧地、 39ヘシボンとその放

牧地、ヤゼルとその放牧地など、合わせて四つの

町である。 40これらはみな、ほかのレビびとで

あるメラリびとが、その氏族にしたがって、くじ

をもって獲た町であって、合わせて十二であった

。 41イスラエルの人々の所有のうちに、レビび

とが持った町々は、合わせて四十八であって、そ

れに属する放牧地があった。 42これらの町々は

、それぞれその周囲に放牧地があった。これらの

町々はみなそうであった。 43このように、主が

、イスラエルに与えると、その先祖たちに誓われ

た地を、ことごとく与えられたので、彼らはそれ

を獲て、そこに住んだ。 44主は彼らの先祖たち

に誓われたように、四方に安息を賜わったので、

すべての敵のうち、ひとりも彼らに手向かう者は

なかった。主が敵をことごとく彼らの手に渡され

たからである。 45主がイスラエルの家に約束さ

れたすべての良いことは、一つとしてたがわず、

みな実現した。

22時にヨシュアは、ルベンびと、ガドびと、お
よびマナセの部族の半ばを呼び集めて、 2言

った、「あなたがたは主のしもべモーセが命じた

ことを、ことごとく守り、またわたしの命じたす

べての事にも、わたしの言葉に聞きしたがいまし

た。 3今日まで長い年月の間、あなたがたの兄弟

たちを捨てず、あなたがたの神、主の命令を、よ

く守ってきました。 4今はすでに、あなたがたの

神、主が、あなたがたの兄弟たちに、先に約束さ

れたとおり、安息を賜わるようになりました。そ

れで、あなたがたは身を返して、主のしもべモー

セが、あなたがたに与えたヨルダンの向こう側の

所有の地に行き、自分たちの天幕に帰りなさい。

5ただ主のしもべモーセが、あなたがたに命じた

戒めと、律法とを慎んで行い、あなたがたの神、

主を愛し、そのすべての道に歩み、その命令を守

って、主につき従い、心をつくし、精神をつくし

て、主に仕えなさい」。 6そしてヨシュアが彼ら

を祝福して去らせたので、彼らはその天幕に帰っ

た。 7マナセの部族の半ばには、すでにモーセが

バシャンで所有地を与えたが、他の半ばには、ヨ

シュアがヨルダンのこちら側、西の方で、その兄

弟たちのうちに、所有地を与えた。ヨシュアは、

彼らをその天幕に送りかえす時、彼らを祝福して

、 8言った、「あなたがたは多くの貨財と、おび

ただしい数の家畜と、金、銀、青銅、鉄、および

多くの衣服を持って天幕に帰り、敵から獲たぶん

どり物を兄弟たちに分けなさい」。 9こうしてル

ベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセの部族の

半ばは、主がモーセによって命じられたように、

すでに自分の所有地となっているギレアデの地に

行こうと、カナンの地のシロで、イスラエルの人

々と別れて帰って行った。 10ルベンの子孫、ガ

ドの子孫、およびマナセの部族の半ばが、カナン

の地のヨルダンのほとりにきた時、その所で、ヨ

ルダンの岸べに一つの祭壇を築いた。それは大き

くて遠くから見える祭壇であった。 11イスラエ

ルの人々は、「ルベンの子孫、ガドの子孫、およ

びマナセの部族の半ばが、カナンの地の国境、ヨ

ルダンのほとりのイスラエルの人々に属する方で

、一つの祭壇を築いた」といううわさを聞いた。

12イスラエルの人々が、それを聞くとひとしく、

イスラエルの人々の全会衆はシロに集まって、彼

らの所に攻め上ろうとした。 13そしてイスラエ

ルの人々は、祭司エレアザルの子ピネハスをギレ
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アデの地のルベンの子孫、ガドの子孫、およびマ

ナセの半部族の所につかわし、 14イスラエルの

各部族のうちから、父祖の家のつかさ、ひとりず

つをあげて、合わせて十人のつかさたちを、彼と

共に行かせた。これらはみなイスラエルの氏族の

うちで、父祖の家のかしらたる人々であった。 15

彼らはギレアデの地に行き、ルベンの子孫、ガド

の子孫、およびマナセの半部族に語って言った、

16「主の全会衆はこう言います、『あなたがたが

イスラエルの神にむかって、とがを犯し、今日、

ひるがえって主に従うことをやめ、自分のために

一つの祭壇を築いて、今日、主にそむこうとする

のは何事か。 17ペオルで犯した罪で、なお足り

ないとするのか。それがために主の会衆に災が下

ったが、われわれは今日もなお、その罪から清め

られていない。 18しかもあなたがたは、今日、

ひるがえって主に従うことをやめようとするのか

。あなたがたが、きょう、主にそむくならば、あ

す、主はイスラエルの全会衆にむかって怒られる

であろう。 19もしあなたがたの所有の地が清く

ないのであれば、主の幕屋の立っている主の所有

の地に渡ってきて、われわれのうちに、所有の地

を獲なさい。ただ、われわれの神、主の祭壇のほ

かに、自分のために祭壇を築いて、主にそむき、

またわれわれをそむく者とならせないでください

。 20ゼラの子アカンは、のろわれた物について

、とがを犯し、それがためイスラエルの全会衆に

、怒りが臨んだではないか。またその罪によって

滅びた者は、彼ひとりではなかった』」。 21そ

の時、ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセ

の半部族は、イスラエルの氏族のかしらたちに答

えて言った、 22「力ある者、神、主。力ある者

、神、主。主は知ろしめす。イスラエルもまた知

らなければならない。もしそれがそむくことであ

り、あるいは主に罪を犯すことであるならば、き

ょう、われわれをゆるさないでください。 23わ

れわれが祭壇を築いたことが、もし主に従うこと

をやめるためであり、またその上に、燔祭、素祭

をささげるためであり、あるいはまたその上に、

酬恩祭の犠牲をささげるためであったならば、主

みずから、その罪を問いただしてください。 24

しかし、われわれは次のことを考えてしたのです

。すなわち、のちの日になって、あなたがたの子

孫が、われわれの子孫にむかって言うことがある

かも知れません、『あなたがたは、イスラエルの

神、主と、なんの関係があるのですか。 25ルベ

ンの子孫と、ガドの子孫よ、主は、あなたがたと

、われわれとの間に、ヨルダンを境とされました

。あなたがたは主の民の特権がありません』。こ

う言って、あなたがたの子孫が、われわれの子孫

に、主を拝むことをやめさせるかも知れないので

、 26われわれは言いました、『さあ、われわれ

は一つの祭壇を築こう。燔祭のためではなく、ま

た犠牲のためでもなく、 27ただあなたがたと、

われわれとの間、およびわれわれの後の子孫の間

に、証拠とならせて、われわれが、燔祭と犠牲、

および酬恩祭をもって、主の前で、主につとめを

するためである。こうすれば、のちの日になって

、あなたがたの子孫が、われわれの子孫に、「あ

なたがたは主の民の特権がありません」とは言わ

ないであろう』。 28またわれわれは言いました

、『のちの日に、われわれ、またわれわれの子孫

が、もしそのようなことを言われるならば、その

時、われわれは言おう、「われわれの先祖が造っ

た主の祭壇の型をごらんなさい。これは燔祭のた

めではなく、また犠牲のためでもなく、あなたが

たと、われわれとの間の証拠である」。 29主に

そむき、ひるがえって今日、主に従うことをやめ

て、われわれの神、主の幕屋の前にある祭壇のほ

かに、燔祭、素祭、または犠牲をささげるための

祭壇を築くようなことは、決していたしません』

」。 30祭司ピネハス、および会衆のつかさたち

、すなわち彼と共に行ったイスラエルの氏族のか

しらたちは、ルベンの子孫、ガドの子孫、および

マナセの子孫が語った言葉を聞いて、それを良し

とした。 31そして祭司エレアザルの子ピネハス

は、ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセの

子孫に言った、「今日、われわれは、主がわれわ

れのうちにいますことを知った。あなたがたが、

主にむかって、このとがを犯さなかったからであ

る。あなたがたは今、イスラエルの人々を、主の

手から救い出したのです」。 32こうして祭司エ

レアザルの子ピネハスと、つかさたちは、ルベン

の子孫、およびガドの子孫に別れて、ギレアデの

地からカナンの地に帰り、イスラエルの人々のと

ころに行って復命したので、 33イスラエルの人

々はそれを良しとした。そしてイスラエルの人々

は神をほめたたえ、ルベンの子孫、およびガドの

子孫の住んでいる国を滅ぼすために攻め上ろうと

は、もはや言わなかった。 34ルベンの子孫とガ
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ドの子孫は、その祭壇を「あかし」と名づけて言

った、「これは、われわれの間にあって、主が神

にいますというあかしをするものである」。

23主がイスラエルの周囲の敵を、ことごとく除
いて、イスラエルに安息を賜わってのち、久

しくたち、ヨシュアも年が進んで老いた。 2ヨシ

ュアはイスラエルのすべての人、その長老、かし

らたち、さばきびと、つかさびとたちを呼び集め

て言った、「わたしは年も進んで老人となった。

3あなたがたは、すでにあなたがたの神、主が、

このもろもろの国びとに行われたすべてのことを

見た。あなたがたのために戦われたのは、あなた

がたの神、主である。 4見よ、わたしはヨルダン

から、日の入る方、大海までの、このもろもろの

残っている国々と、すでにわたしが滅ぼし去った

すべての国々を、くじをもって、あなたがたに分

け与え、あなたがたの各部族の嗣業とさせた。 5

あなたがたの前から、その国民を打ち払い、あな

たがたの目の前から追い払われるのは、あなたが

たの神、主である。そしてあなたがたの神、主が

約束されたように、あなたがたは彼らの地を獲る

であろう。 6それゆえ、あなたがたは堅く立って

、モーセの律法の書にしるされていることを、こ

とごとく守って行わなければならない。それを離

れて右にも左にも曲ってはならない。 7あなたが

たのうちに残っている、これらの国民と交じって

はならない。彼らの神々の名を唱えてはならない

。それをさして誓ってはならない。またそれに仕

え、それを拝んではならない。 8ただ、今日まで

してきたように、あなたがたの神、主につき従わ

なければならない。 9主が大いなる強き国民を、

あなたがたの前から追い払われた。あなたがたに

は今日まで、立ち向かうことのできる者は、ひと

りもなかった。 10あなたがたのひとりは、千人

を追い払うことができるであろう。あなたがたの

神、主が約束されたように、みずからあなたがた

のために戦われるからである。 11それゆえ、あ

なたがたは深く慎んで、あなたがたの神、主を愛

さなければならない。 12しかし、あなたがたが

もしひるがえって、これらの国民の、生き残って

、あなたがたの中にとどまる者どもと親しくなり

、これと婚姻し、ゆききするならば、 13あなた

がたは、しかと知らなければならない。あなたが

たの神、主は、もはや、これらの国民をあなたが

たの前から、追い払うことをされないであろう。

彼らは、かえって、あなたがたのわなとなり、網

となり、あなたがたのわきに、むちとなり、あな

たがたの目に、とげとなって、あなたがたはつい

に、あなたがたの神、主が賜わったこの良い地か

ら、滅びうせるであろう。 14見よ、今日、わた

しは世の人のみな行く道を行こうとする。あなた

がたがみな、心のうちにまた、肝に銘じて知って

いるように、あなたがたの神、主が、あなたがた

について約束されたもろもろの良いことで、一つ

も欠けたものはなかった。みなあなたがたに臨ん

で、一つも欠けたものはなかった。 15しかし、

あなたがたの神、主があなたがたについて約束さ

れた、もろもろの良いことが、あなたがたに臨ん

だように、主はまた、もろもろの悪いことをあな

たがたに下して、あなたがたの神、主が賜わった

この良い地から、ついに、あなたがたを滅ぼし断

たれるであろう。 16もし、あなたがたの神、主

が命じられたその契約を犯し、行って他の神々に

仕え、それを拝むならば、主はあなたがたにむか

って怒りを発し、あなたがたは、主が賜わった良

い地から、すみやかに滅びうせるであろう」。

24ヨシュアは、イスラエルのすべての部族をシ
ケムに集め、イスラエルの長老、かしら、さ

ばきびと、つかさたちを召し寄せて、共に神の前

に進み出た。 2そしてヨシュアはすべての民に言

った、「イスラエルの神、主は、こう仰せられる

、『あなたがたの先祖たち、すなわちアブラハム

の父、ナホルの父テラは、昔、ユフラテ川の向こ

うに住み、みな、ほかの神々に仕えていたが、 3

わたしは、あなたがたの先祖アブラハムを、川の

向こうから連れ出して、カナンの全地を導き通り

、その子孫を増した。わたしは彼にイサクを与え

、 4イサクにヤコブとエサウを与え、エサウには

セイルの山地を与えて、所有とさせたが、ヤコブ

とその子供たちはエジプトに下った。 5わたしは

モーセとアロンをつかわし、またエジプトのうち

に不思議をおこなって、これに災を下し、その後

あなたがたを導き出した。 6わたしはあなたがた

の父たちを、エジプトから導き出し、あなたがた

が海にきたとき、エジプトびとは、戦車と騎兵と

をもって、あなたがたの父たちを紅海に追ってき

た。 7そのとき、あなたがたの父たちが主に呼ば

わったので、主は暗やみをあなたがたとエジプト
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びととの間に置き、海を彼らの上に傾けて彼らを

おおわれた。あなたがたは、わたしがエジプトで

したことを目で見た。そして長い間、荒野に住ん

でいた。 8わたしはまたヨルダンの向こう側に住

んでいたアモリびとの地に、あなたがたを導き入

れた。彼らはあなたがたと戦ったので、わたしは

彼らをあなたがたの手に渡して、彼らの地を獲さ

せ、彼らをあなたがたの前から滅ぼし去った。 9

ついで、モアブの王チッポルの子バラクが立って

、イスラエルに敵し、人をつかわし、ベオルの子

バラムを招き、あなたがたをのろわせようとした

が、 10わたしがバラムに聞こうとしなかったの

で、彼は、かえって、あなたがたを祝福した。こ

うしてわたしは彼の手からあなたがたを救い出し

た。 11そしてあなたがたは、ヨルダンを渡って

、エリコにきたが、エリコの人々はあなたがたと

戦い、アモリびと、ペリジびと、カナンびと、ヘ

テびと、ギルガシびと、ヒビびと、およびエブス

びとも、あなたがたと戦ったが、わたしは彼らを

あなたがたの手に渡した。 12わたしは、あなた

がたの前に、くまばちを送って、あのアモリびと

のふたりの王を、あなたがたの前から追い払った

。これはあなたがたのつるぎ、または、あなたが

たの弓によってではなかった。 13そしてわたし

は、あなたがたが自分で労しなかった地を、あな

たがたに与え、あなたがたが建てなかった町を、

あなたがたに与えた。そしてあなたがたはいまそ

の所に住んでいる。あなたがたはまた自分で作ら

なかったぶどう畑と、オリブ畑の実を食べている

』。 14それゆえ、いま、あなたがたは主を恐れ

、まことと、まごころと、真実とをもって、主に

仕え、あなたがたの先祖が、川の向こう、および

エジプトで仕えた他の神々を除き去って、主に仕

えなさい。 15もしあなたがたが主に仕えること

を、こころよしとしないのならば、あなたがたの

先祖が、川の向こうで仕えた神々でも、または、

いまあなたがたの住む地のアモリびとの神々でも

、あなたがたの仕える者を、きょう、選びなさい

。ただし、わたしとわたしの家とは共に主に仕え

ます」。 16その時、民は答えて言った、「主を

捨てて、他の神々に仕えるなど、われわれは決し

ていたしません。 17われわれの神、主がみずか

らわれわれと、われわれの先祖とを、エジプトの

地、奴隷の家から導き上り、またわれわれの目の

前で、あの大いなるしるしを行い、われわれの行

くすべての道で守り、われわれが通ったすべての

国民の中でわれわれを守られたからです。 18主

はまた、この地に住んでいたアモリびとなど、す

べての民を、われわれの前から追い払われました

。それゆえ、われわれも主に仕えます。主はわれ

われの神だからです」。 19しかし、ヨシュアは

民に言った、「あなたがたは主に仕えることはで

きないであろう。主は聖なる神であり、ねたむ神

であって、あなたがたの罪、あなたがたのとがを

、ゆるされないからである。 20もしあなたがた

が主を捨てて、異なる神々に仕えるならば、あな

たがたにさいわいを下されたのちにも、ひるがえ

ってあなたがたに災をくだし、あなたがたを滅ぼ

しつくされるであろう」。 21民はヨシュアに言

った、「いいえ、われわれは主に仕えます」。 22

そこでヨシュアは民に言った、「あなたがたは主

を選んで、主に仕えると言った。あなたがたみず

からその証人である」。彼らは言った、「われわ

れは証人です」。 23ヨシュアはまた言った、「

それならば、あなたがたのうちにある、異なる神

々を除き去り、イスラエルの神、主に、心を傾け

なさい」。 24民はヨシュアに言った、「われわ

れの神、主に、われわれは仕え、その声に聞きし

たがいます」。 25こうしてヨシュアは、その日

、民と契約をむすび、シケムにおいて、定めと、

おきてを、彼らのために設けた。 26ヨシュアは

これらの言葉を神の律法の書にしるし、大きな石

を取って、その所で、主の聖所にあるかしの木の

下にそれを立て、 27ヨシュアは、すべての民に

言った、「見よ、この石はわれわれのあかしとな

るであろう。主がわれわれに語られたすべての言

葉を、聞いたからである。それゆえ、あなたがた

が自分の神を捨てることのないために、この石が

、あなたがたのあかしとなるであろう」。 28こ

うしてヨシュアは民を、おのおのその嗣業の地に

帰し去らせた。 29これらの事の後、主のしもべ

、ヌンの子ヨシュアは百十歳で死んだ、 30人々

は彼をその嗣業の地のうちのテムナテ・セラに葬

った。テムナテ・セラは、エフライムの山地で、

ガアシ山の北にある。 31イスラエルはヨシュア

の世にある日の間、また主がイスラエルのために

行われたもろもろのことを知っていて、ヨシュア

のあとに生き残った長老たちが世にある日の間、

つねに主に仕えた。 32イスラエルの人々が、エ

ジプトから携え上ったヨセフの骨は、むかしヤコ
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ブが銀百枚で、シケムの父ハモルの子らから買い

取ったシケムのうちの地所の一部に葬られた。こ

れはヨセフの子孫の嗣業となった。 33アロンの

子エレアザルも死んだ。人々は彼を、その子ピネ

ハスに与えられた町で、エフライムの山地にある

ギベアに葬った。
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士師記

1ヨシュアが死んだ後、イスラエルの人々は主
に問うて言った、「わたしたちのうち、だれ

が先に攻め上って、カナンびとと戦いましょうか

」。 2主は言われた、「ユダが上るべきである。

わたしはこの国を彼の手にわたした」。 3ユダは

その兄弟シメオンに言った、「わたしと一緒に、

わたしに割り当てられた領地へ上って行って、カ

ナンびとと戦ってください。そうすればわたしも

あなたと一緒に、あなたに割り当てられた領地へ

行きましょう」。そこでシメオンは彼と一緒に行

った。 4ユダが上って行くと、主は彼らの手にカ

ナンびととペリジびととをわたされたので、彼ら

はベゼクで一万人を撃ち破り、 5またベゼクでア

ドニベゼクに会い、彼と戦ってカナンびととペリ

ジびととを撃ち破った。 6アドニベゼクは逃げた

が、彼らはそのあとを追って彼を捕え、その手足

の親指を切り放った。 7アドニベゼクは言った、

「かつて七十人の王たちが手足の親指を切られて

、わたしの食卓の下で、くずを拾ったことがあっ

たが、神はわたしがしたように、わたしに報いら

れたのだ」。人々は彼をエルサレムへ連れて行っ

たが、彼はそこで死んだ。 8ユダの人々はエルサ

レムを攻めて、これを取り、つるぎをもってこれ

を撃ち、町に火を放った。 9その後、ユダの人々

は山地とネゲブと平地に住んでいるカナンびとと

戦うために下ったが、 10ユダはまずヘブロンに

住んでいるカナンびとを攻めて、セシャイとアヒ

マンとタルマイを撃ち破った。ヘブロンのもとの

名はキリアテ・アルバであった。 11またそこか

ら進んでデビルの住民を攻めた。（デビルのもと

の名はキリアテ・セペルであった。） 12時にカ

レブは言った、「キリアテ・セペルを撃って、こ

れを取る者には、わたしの娘アクサを妻として与

えるであろう」。 13カレブの弟ケナズの子オテ

ニエルがそれを取ったので、カレブは娘アクサを

妻として彼に与えた。 14アクサは行くとき彼女

の父に畑を求めることを夫にすすめられたので、

アクサがろばから降りると、カレブは彼女に言っ

た、「あなたは何を望むのか」。 15アクサは彼

に言った、「わたしに贈り物をください。あなた

はわたしをネゲブの地へやられるのですから、泉

をもください」。それでカレブは上の泉と下の泉

とを彼女に与えた。 16モーセのしゅうとである

ケニびとの子孫はユダの人々と共に、しゅろの町

からアラドに近いネゲブにあるユダの野に上って

きて、アマレクびとと共に住んだ。 17そしてユ

ダはその兄弟シメオンと共に行って、ゼパテに住

んでいたカナンびとを撃ち、それをことごとく滅

ぼした。これによってその町の名はホルマと呼ば

れた。 18ユダはまたガザとその地域、アシケロ

ンとその地域、エクロンとその地域を取った。 19

主がユダと共におられたので、ユダはついに山地

を手に入れたが、平地に住んでいた民は鉄の戦車

をもっていたので、これを追い出すことができな

かった。 20人々はモーセがかつて言ったように

、ヘブロンをカレブに与えたので、カレブはその

所からアナクの三人の子を追い出した。 21ベニ

ヤミンの人々はエルサレムに住んでいたエブスび

とを追い出さなかったので、エブスびとは今日ま

でベニヤミンの人々と共にエルサレムに住んでい

る。 22ヨセフの一族はまたベテルに攻め上った

が、主は彼らと共におられた。 23すなわちヨセ

フの一族は人をやってベテルを探らせた。この町

のもとの名はルズであった。 24その斥候たちは

町から出てきた人を見て、言った、「どうぞこの

町にはいる道を教えてください。そうすればわた

したちはあなたに恵みを施しましょう」。 25彼

が町にはいる道を教えたので、彼らはつるぎをも

って町を撃った。しかし、かの人とその家族は自

由に去らせた。 26その人はヘテびとの地に行っ

て町を建て、それをルズと名づけた。これは今日

までその名である。 27マナセはベテシャンとそ

の村里の住民、タアナクとその村里の住民、ドル

とその村里の住民、イブレアムとその村里の住民

、メギドとその村里の住民を追い出さなかったの

で、カナンびとは引き続いてその地に住んでいた

が、 28イスラエルは強くなったとき、カナンび

とを強制労働に服させ、彼らをことごとくは追い

出さなかった。 29またエフライムはゲゼルに住

んでいたカナンびとを追い出さなかったので、カ

ナンびとはゲゼルにおいて彼らのうちに住んでい

た。 30ゼブルンはキテロンの住民およびナハラ

ルの住民を追い出さなかったので、カナンびとは

彼らのうちに住んで強制労働に服した。 31アセ

ルはアッコの住民およびシドン、アヘラブ、アク

ジブ、ヘルバ、アピク、レホブの住民を追い出さ

なかったので、 32アセルびとは、その地の住民

であるカナンびとのうちに住んでいた。彼らが追
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い出さなかったからである。 33ナフタリはベテ

シメシの住民およびベテアナテの住民を追い出さ

ずに、その地の住民であるカナンびとのうちに住

んでいた。しかしベテシメシとベテアナテの住民

は、ついに彼らの強制労働に服した。 34アモリ

びとはダンの人々を山地に追い込んで平地に下る

ことを許さなかった。 35アモリびとは引き続い

てハルヘレス、アヤロン、シャラビムに住んでい

たが、ヨセフの一族の手が強くなったので、彼ら

は強制労働に服した。 36アモリびとの境はアク

ラビムの坂からセラを経て上の方に及んだ。

2主の使がギルガルからボキムに上って言った
、「わたしはあなたがたをエジプトから上ら

せて、あなたがたの先祖に誓った地に連れてきて

、言った、『わたしはあなたと結んだ契約を決し

て破ることはない。 2あなたがたはこの国の住民

と契約を結んではならない。彼らの祭壇をこぼた

なければならない』と。しかし、あなたがたはわ

たしの命令に従わなかった。あなたがたは、なん

ということをしたのか。 3それでわたしは言う、

『わたしはあなたがたの前から彼らを追い払わな

いであろう。彼らはかえってあなたがたの敵とな

り、彼らの神々はあなたがたのわなとなるであろ

う』と」。 4主の使がこれらの言葉をイスラエル

のすべての人々に告げたので、民は声をあげて泣

いた。 5それでその所の名をボキムと呼んだ。そ

して彼らはその所で主に犠牲をささげた。 6ヨシ

ュアが民を去らせたので、イスラエルの人々はお

のおのその領地へ行って土地を獲た。 7民はヨシ

ュアの在世中も、またヨシュアのあとに生き残っ

た長老たち、すなわち主がかつてイスラエルのた

めに行われたすべての大いなるわざを見た人々の

在世中も主に仕えた。 8こうして主のしもべヌン

の子ヨシュアは百十歳で死んだ。 9人々は彼をエ

フライムの山地のガアシ山の北のテムナテ・ヘレ

スにある彼の領地内に葬った。 10そしてその時

代の者もまたことごとくその先祖たちのもとにあ

つめられた。その後ほかの時代が起ったが、これ

は主を知らず、また主がイスラエルのために行わ

れたわざをも知らなかった。 11イスラエルの人

々は主の前に悪を行い、もろもろのバアルに仕え

、 12かつてエジプトの地から彼らを導き出され

た先祖たちの神、主を捨てて、ほかの神々すなわ

ち周囲にある国民の神々に従い、それにひざまず

いて、主の怒りをひき起した。 13すなわち彼ら

は主を捨てて、バアルとアシタロテに仕えたので

、 14主の怒りがイスラエルに対して燃え、かす

め奪う者の手にわたして、かすめ奪わせ、かつ周

囲のもろもろの敵の手に売られたので、彼らは再

びその敵に立ち向かうことができなかった。 15

彼らがどこへ行っても、主の手は彼らに災をした

。これは主がかつて言われ、また主が彼らに誓わ

れたとおりで、彼らはひどく悩んだ。 16その時

、主はさばきづかさを起して、彼らをかすめ奪う

者の手から救い出された。 17しかし彼らはその

さばきづかさにも従わず、かえってほかの神々を

慕ってそれと姦淫を行い、それにひざまずき、先

祖たちが主の命令に従って歩んだ道を、いちはや

く離れ去って、そのようには行わなかった。 18

主が彼らのためにさばきづかさを起されたとき、

そのさばきづかさの在世中、主はさばきづかさと

共におられて、彼らを敵の手から救い出された。

これは彼らが自分をしえたげ悩ました者のゆえに

、うめき悲しんだので、主が彼らをあわれまれた

からである。 19しかしさばきづかさが死ぬと、

彼らはそむいて、先祖たちにまさって悪を行い、

ほかの神々に従ってそれに仕え、それにひざまず

いてそのおこないをやめず、かたくなな道を離れ

なかった。 20それで主はイスラエルに対し激し

く怒って言われた、「この民はわたしがかつて先

祖たちに命じた契約を犯し、わたしの命令に従わ

ないゆえ、 21わたしもまたヨシュアが死んだと

きに残しておいた国民を、この後、彼らの前から

追い払わないであろう。 22これはイスラエルが

、先祖たちの守ったように主の道を守ってそれに

歩むかどうかをわたしが試みるためである」。 23

それゆえ主はこれらの国民を急いで追い払わずに

残しておいて、ヨシュアの手にわたされなかった

のである。

3すべてカナンのもろもろの戦争を知らないイ
スラエルの人々を試みるために、主が残して

おかれた国民は次のとおりである。 2これはただ

イスラエルの代々の子孫、特にまだ戦争を知らな

いものに、それを教え知らせるためである。 3す

なわちペリシテびとの五人の君たちと、すべての

カナンびとと、シドンびとおよびレバノン山に住

んで、バアル・ヘルモン山からハマテの入口まで

を占めていたヒビびとなどであって、 4これらを
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もってイスラエルを試み、主がモーセによって先

祖たちに命じられた命令に、彼らが従うかどうか

を知ろうとされたのである。 5しかるにイスラエ

ルの人々はカナンびと、ヘテびと、アモリびと、

ペリジびと、ヒビびと、エブスびとのうちに住ん

で、 6彼らの娘を妻にめとり、また自分たちの娘

を彼らのむすこに与えて、彼らの神々に仕えた。

7こうしてイスラエルの人々は主の前に悪を行い

、自分たちの神、主を忘れて、バアルおよびアシ

ラに仕えた。 8そこで主はイスラエルに対して激

しく怒り、彼らをメソポタミヤの王クシャン・リ

シャタイムの手に売りわたされたので、イスラエ

ルの人々は八年の間、クシャン・リシャタイムに

仕えた。 9しかし、イスラエルの人々が主に呼ば

わったとき、主はイスラエルの人々のために、ひ

とりの救助者を起して彼らを救われた。すなわち

カレブの弟、ケナズの子オテニエルである。 10

主の霊がオテニエルに臨んだので、彼はイスラエ

ルをさばいた。彼が戦いに出ると、主はメソポタ

ミヤの王クシャン・リシャタイムをその手にわた

されたので、オテニエルの手はクシャン・リシャ

タイムに勝ち、 11国は四十年のあいだ太平であ

った。ケナズの子オテニエルはついに死んだ。 12

イスラエルの人々はまた主の前に悪をおこなった

。すなわち彼らが主の前に悪をおこなったので、

主はモアブの王エグロンを強めて、イスラエルに

敵対させられた。 13エグロンはアンモンおよび

アマレクの人々を集め、きてイスラエルを撃ち、

しゅろの町を占領した。 14こうしてイスラエル

の人々は十八年の間モアブの王エグロンに仕えた

。 15しかしイスラエルの人々が主に呼ばわった

とき、主は彼らのために、ひとりの救助者を起さ

れた。すなわちベニヤミンびと、ゲラの子、左き

きのエホデである。イスラエルの人々は彼によっ

てモアブの王エグロンに、みつぎ物を送った。 16

エホデは長さ一キュビトのもろ刃のつるぎを作ら

せ、それを衣の下、右のももの上に帯びて、 17

モアブの王エグロンにみつぎ物をもってきた。エ

グロンは非常に肥えた人であった。 18エホデが

みつぎ物をささげ終ったとき、彼はみつぎ物をに

なってきた民を帰らせ、 19かれ自身はギルガル

に近い石像のある所から引きかえして言った、「

王よ、わたしはあなたに申しあげる機密をもって

います」。そこで王は「さがっておれ」と言った

ので、かたわらに立っている者は皆出て行った。

20エホデが王のところにはいって来ると、王はひ

とりで涼みの高殿に座していたので、エホデが「

わたしは神の命によってあなたに申しあげること

があります」と言うと、王は座から立ちあがった

。 21そのときエホデは左の手を伸ばし、右のも

もからつるぎをとって王の腹を刺した。 22つる

ぎのつかも刃と共にはいったが、つるぎを腹から

抜き出さなかったので、脂肪が刃をふさいだ。そ

して汚物が出た。 23エホデは廊下に出て、王の

おる高殿の戸を閉じ、錠をおろした。 24彼が出

た後、王のしもべどもがきて、高殿の戸に錠のお

ろされてあるのを見て、「王はきっと涼み殿のへ

やで足をおおっておられるのだ」と思った。 25

しもべどもは長いあいだ待っていたが、王がなお

高殿の戸を開かないので、心配してかぎをとって

開いて見ると、王は床にたおれて死んでいた。 26

エホデは彼らのためらうまに、のがれて石像のあ

る所を過ぎ、セイラに逃げていった。 27彼が行

ってエフライムの山地にラッパを吹き鳴らしたの

で、イスラエルの人々は彼と共に山地から下って

エホデに従った。 28エホデは彼らに言った、「

わたしについてきなさい。主はあなたがたの敵モ

アブびとをあなたがたの手にわたされます」。そ

こで彼らはエホデに従って下り、ヨルダンの渡し

場をおさえ、モアブびとをひとりも渡らせなかっ

た。 29そのとき彼らはモアブびとおおよそ一万

人を殺した。これはいずれも肥え太った勇士であ

って、ひとりも、のがれた者がなかった。 30こ

うしてモアブはその日イスラエルの手に服し、国

は八十年のあいだ太平であった。 31エホデの後

、アナテの子シャムガルが起り、牛のむちをもっ

てペリシテびと六百人を殺した。この人もまたイ

スラエルを救った。

4エホデが死んだ後、イスラエルの人々がまた
主の前に悪をおこなったので、 2主は、ハゾル

で世を治めていたカナンの王ヤビンの手に彼らを

売りわたされた。ヤビンの軍勢の長はハロセテ・

ゴイムに住んでいたシセラであった。 3彼は鉄の

戦車九百両をもち、二十年の間イスラエルの人々

を激しくしえたげたので、イスラエルの人々は主

に向かって呼ばわった。 4そのころラピドテの妻

、女預言者デボラがイスラエルをさばいていた。

5彼女はエフライムの山地のラマとベテルの間に

あるデボラのしゅろの木の下に座し、イスラエル
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の人々は彼女のもとに上ってきて、さばきをうけ

た。 6デボラは人をつかわして、ナフタリのケデ

シからアビノアムの子バラクを招いて言った、「

イスラエルの神、主はあなたに、こう命じられる

ではありませんか、『ナフタリの部族とゼブルン

の部族から一万人を率い、行って、タボル山に陣

をしけ。 7わたしはヤビンの軍勢の長シセラとそ

の戦車と軍隊とをキション川に引き寄せて、あな

たに出あわせ、彼をあなたの手にわたすであろう

』」。 8バラクは彼女に言った、「あなたがもし

一緒に行ってくだされば、わたしは行きます。し

かし、一緒に行ってくださらないならば、行きま

せん」。 9デボラは言った、「必ずあなたと一緒

に行きます。しかしあなたは今行く道では誉を得

ないでしょう。主はシセラを女の手にわたされる

からです」。デボラは立ってバラクと一緒にケデ

シに行った。 10バラクはゼブルンとナフタリを

ケデシに呼び集め、一万人を従えて上った。デボ

ラも彼と共に上った。 11時にケニびとヘベルは

モーセのしゅうとホバブの子孫であるケニびとか

ら分れて、ケデシに近いザアナイムのかしの木ま

でも遠く行って天幕を張っていた。 12アビノア

ムの子バラクがタボル山に上ったと、人々がシセ

ラに告げたので、 13シセラは自分の戦車の全部

すなわち鉄の戦車九百両と、自分と共におるすべ

ての民をハロセテ・ゴイムからキション川に呼び

集めた。 14デボラはバラクに言った、「さあ、

立ちあがりなさい。きょうは主がシセラをあなた

の手にわたされる日です。主はあなたに先立って

出られるではありませんか」。そこでバラクは一

万人を従えてタボル山から下った。 15主はつる

ぎをもってシセラとすべての戦車および軍勢をこ

とごとくバラクの前に撃ち敗られたので、シセラ

は戦車から飛びおり、徒歩で逃げ去った。 16バ

ラクは戦車と軍勢とを追撃してハロセテ・ゴイム

まで行った。シセラの軍勢はことごとくつるぎに

たおれて、残ったものはひとりもなかった。 17

しかしシセラは徒歩で逃げ去って、ケニびとヘベ

ルの妻ヤエルの天幕に行った。ハゾルの王ヤビン

とケニびとヘベルの家とは互にむつまじかったか

らである。 18ヤエルは出てきてシセラを迎え、

彼に言った、「おはいりください。主よ、どうぞ

うちへおはいりください。恐れるにはおよびませ

ん」。シセラが天幕にはいったので、ヤエルは毛

布をもって彼をおおった。 19シセラはヤエルに

言った、「どうぞ、わたしに水を少し飲ませてく

ださい。のどがかわきましたから」。ヤエルは乳

の皮袋を開いて彼に飲ませ、また彼をおおった。

20シセラはまたヤエルに言った、「天幕の入口に

立っていてください。もし人がきて、あなたに『

だれか、ここにおりますか』と問うならば『おり

ません』と答えてください」。 21しかし彼が疲

れて熟睡したとき、ヘベルの妻ヤエルは天幕のく

ぎを取り、手に槌を携えて彼に忍び寄り、こめか

みにくぎを打ち込んで地に刺し通したので、彼は

息絶えて死んだ。 22バラクがシセラを追ってき

たとき、ヤエルは彼を出迎えて言った、「おいで

なさい。あなたが求めている人をお見せしましょ

う」。彼がヤエルの天幕にはいって見ると、シセ

ラはこめかみにくぎを打たれて倒れて死んでいた

。 23こうしてその日、神はカナンの王ヤビンを

イスラエルの人々の前に撃ち敗られた。 24そし

てイスラエルの人々の手はますますカナンびとの

王ヤビンの上に重くなって、ついにカナンの王ヤ

ビンを滅ぼすに至った。

5その日デボラとアビノアムの子バラクは歌っ
て言った。 2「イスラエルの指導者たちは先に

立ち、民は喜び勇んで進み出た。主をさんびせよ

。 3もろもろの王よ聞け、もろもろの君よ、耳を

傾けよ。わたしは主に向かって歌おう、わたしは

イスラエルの神、主をほめたたえよう。 4主よ、

あなたがセイルを出、エドムの地から進まれたと

き、地は震い、天はしたたり、雲は水をしたたら

せた。 5もろもろの山は主の前に揺り動き、シナ

イの主、すなわちイスラエルの神、主の前に揺り

動いた。 6アナテの子シャムガルのとき、ヤエル

の時には隊商は絶え、旅人はわき道をとおった。

7イスラエルには農民が絶え、かれらは絶え果て

たが、デボラよ、ついにあなたは立ちあがり、立

ってイスラエルの母となった。 8人々が新しい神

々を選んだとき、戦いは門に及んだ。イスラエル

の四万人のうちに、盾あるいは槍の見られたこと

があったか。 9わたしの心は民のうちの喜び勇ん

で進み出たイスラエルのつかさたちと共にある。

主をさんびせよ。 10茶色のろばに乗るもの、毛

氈の上にすわるもの、および道を歩むものよ、共

に歌え。 11楽人の調べは水くむ所に聞える。か

れらはそこで主の救を唱え、イスラエルの農民の

救を唱えている。その時、主の民は門に下って行
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った。 12起きよ、起きよ、デボラ。起きよ、起

きよ、歌をうたえ。立てよ、バラク、とりこを捕

えよ、アビノアムの子よ。 13その時、残った者

は尊い者のように下って行き、主の民は勇士のよ

うに下って行った。 14彼らはエフライムから出

て谷に進み、兄弟ベニヤミンはあなたの民のうち

にある。マキルからはつかさたちが下って行き、

ゼブルンからは指揮を執るものが下って行った。

15イッサカルの君たちはデボラと共におり、イッ

サカルはバラクと同じく、直ちにそのあとについ

て谷に突進した。しかしルベンの氏族は大いに思

案した。 16なぜ、あなたは、おりの間にとどま

って、羊の群れに笛吹くのを聞いているのか。ル

ベンの氏族は大いに思案した。 17ギレアデはヨ

ルダンの向こうにとどまっていた。なぜ、ダンは

舟のかたわらにとどまったか。アセルは浜べに座

し、その波止場のかたわらにとどまっていた。 18

ゼブルンは命をすてて、死を恐れぬ民である。野

の高い所におるナフタリもまたそうであった。 19

もろもろの王たちはきて戦った。その時カナンの

王たちは、メギドの水のほとりのタアナクで戦っ

た。彼らは一片の銀をも獲なかった。 20もろも

ろの星は天より戦い、その軌道をはなれてシセラ

と戦った。 21キションの川は彼らを押し流した

、激しく流れる川、キションの川。わが魂よ、勇

ましく進め。 22その時、軍馬ははせ駆けり、馬

のひずめは地を踏みならした。 23主の使は言っ

た、『メロズをのろえ、激しくその民をのろえ、

彼らはきて主を助けず、主を助けて勇士を攻めな

かったからである』。 24ケニびとヘベルの妻ヤ

エルは、女のうちの最も恵まれた者、天幕に住む

女のうち最も恵まれた者である。 25シセラが水

を求めると、ヤエルは乳を与えた。すなわち貴重

な鉢に凝乳を盛ってささげた。 26ヤエルはくぎ

に手をかけ、右手に重い槌をとって、シセラを打

ち、その頭を砕き、粉々にして、そのこめかみを

打ち貫いた。 27シセラはヤエルの足もとにかが

んで倒れ伏し、その足もとにかがんで倒れ、その

かがんだ所に倒れて死んだ。 28シセラの母は窓

からながめ、格子窓から叫んで言った、『どうし

て彼の車の来るのがおそいのか、どうして彼の車

の歩みがはかどらないのか』。 29その侍女たち

の賢い者は答え、母またみずからおのれに答えて

言った、 30『彼らは獲物を得て、それを分けて

いるのではないか、人ごとにひとり、ふたりのお

なごを取り、シセラの獲物は色染めの衣、縫い取

りした色染めの衣の獲物であろう。すなわち縫い

取りした色染めの衣二つを、獲物としてそのくび

にまとうであろう』。 31主よ、あなたの敵はみ

なこのように滅び、あなたを愛する者を太陽の勢

いよく上るようにしてください」。こうして後、

国は四十年のあいだ太平であった。

6イスラエルの人々はまた主の前に悪をおこな
ったので、主は彼らを七年の間ミデアンびと

の手にわたされた。 2ミデアンびとの手はイスラ

エルに勝った。イスラエルの人々はミデアンびと

のゆえに、山にある岩屋と、ほら穴と要害とを自

分たちのために造った。 3イスラエルびとが種を

まいた時には、いつもミデアンびと、アマレクび

とおよび東方の民が上ってきてイスラエルびとを

襲い、 4イスラエルびとに向かって陣を取り、地

の産物を荒してガザの附近にまで及び、イスラエ

ルのうちに命をつなぐべき物を残さず、羊も牛も

ろばも残さなかった。 5彼らが家畜と天幕を携え

て、いなごのように多く上ってきたからである。

すなわち彼らとそのらくだは無数であって、彼ら

は国を荒すためにはいってきたのであった。 6こ

うしてイスラエルはミデアンびとのために非常に

衰え、イスラエルの人々は主に呼ばわった。 7イ

スラエルの人々がミデアンびとのゆえに、主に呼

ばわったとき、 8主はひとりの預言者をイスラエ

ルの人々につかわして彼らに言われた、「イスラ

エルの神、主はこう言われる、『わたしはかつて

あなたがたをエジプトから導き上り、あなたがた

を奴隷の家から携え出し、 9エジプトびとの手お

よびすべてあなたがたをしえたげる者の手から救

い出し、あなたがたの前から彼らを追い払って、

その国をあなたがたに与えた。 10そしてあなた

がたに言った、「わたしはあなたがたの神、主で

ある。あなたがたが住んでいる国のアモリびとの

神々を恐れてはならない」と。しかし、あなたが

たはわたしの言葉に従わなかった』」。 11さて

主の使がきて、アビエゼルびとヨアシに属するオ

フラにあるテレビンの木の下に座した。時にヨア

シの子ギデオンはミデアンびとの目を避けるため

に酒ぶねの中で麦を打っていたが、 12主の使は

彼に現れて言った、「大勇士よ、主はあなたと共

におられます」。 13ギデオンは言った、「ああ

、君よ、主がわたしたちと共におられるならば、
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どうしてこれらの事がわたしたちに臨んだのでし

ょう。わたしたちの先祖が『主はわれわれをエジ

プトから導き上られたではないか』といって、わ

たしたちに告げたそのすべての不思議なみわざは

どこにありますか。今、主はわたしたちを捨てて

、ミデアンびとの手にわたされました」。 14主

はふり向いて彼に言われた、「あなたはこのあな

たの力をもって行って、ミデアンびとの手からイ

スラエルを救い出しなさい。わたしがあなたをつ

かわすのではありませんか」。 15ギデオンは主

に言った、「ああ主よ、わたしはどうしてイスラ

エルを救うことができましょうか。わたしの氏族

はマナセのうちで最も弱いものです。わたしはま

たわたしの父の家族のうちで最も小さいものです

」。 16主は言われた、「しかし、わたしがあな

たと共におるから、ひとりを撃つようにミデアン

びとを撃つことができるでしょう」。 17ギデオ

ンはまた主に言った、「わたしがもしあなたの前

に恵みを得ていますならば、どうぞ、わたしと語

るのがあなたであるというしるしを見せてくださ

い。 18どうぞ、わたしが供え物を携えてあなた

のもとにもどってきて、あなたの前に供えるまで

、ここを去らないでください」。主は言われた、

「わたしはあなたがもどって来るまで待ちましょ

う」。 19そこでギデオンは自分の家に行って、

やぎの子を整え、一エパの粉で種入れぬパンをつ

くり、肉をかごに入れ、あつものをつぼに盛り、

テレビンの木の下におる彼のもとに持ってきて、

それを供えた。 20神の使は彼に言った、「肉と

種入れぬパンをとって、この岩の上に置き、それ

にあつものを注ぎなさい」。彼はそのようにした

。 21すると主の使が手にもっていたつえの先を

出して、肉と種入れぬパンに触れると、岩から火

が燃えあがって、肉と種入れぬパンとを焼きつく

した。そして主の使は去って見えなくなった。 22

ギデオンはその人が主の使であったことをさとっ

て言った、「ああ主なる神よ、どうなることでし

ょう。わたしは顔をあわせて主の使を見たのです

から」。 23主は彼に言われた、「安心せよ、恐

れるな。あなたは死ぬことはない」。 24そこで

ギデオンは主のために祭壇をそこに築いて、それ

を「主は平安」と名づけた。これは今日までアビ

エゼルびとのオフラにある。 25その夜、主はギ

デオンに言われた、「あなたの父の雄牛と七歳の

第二の雄牛とを取り、あなたの父のもっているバ

アルの祭壇を打ちこわし、そのかたわらにあるア

シラ像を切り倒し、 26あなたの神、主のために

、このとりでの頂に、石を並べて祭壇を築き、第

二の雄牛を取り、あなたが切り倒したアシラの木

をもって燔祭をささげなさい」。 27ギデオンは

しもべ十人を連れて、主が言われたとおりにおこ

なった。ただし彼は父の家族のもの、および町の

人々を恐れたので、昼それを行うことができず、

夜それを行った。 28町の人々が朝早く起きて見

ると、バアルの祭壇は打ちこわされ、そのかたわ

らのアシラ像は切り倒され、新たに築いた祭壇の

上に、第二の雄牛がささげられてあった。 29そ

こで彼らは互に「これはだれのしわざか」と言っ

て問い尋ねたすえ、「これはヨアシの子ギデオン

のしわざだ」と言った。 30町の人々はヨアシに

言った、「あなたのむすこを引き出して殺しなさ

い。彼はバアルの祭壇を打ちこわしそのかたわら

にあったアシラ像を切り倒したのです」。 31し

かしヨアシは自分に向かって立っているすべての

者に言った、「あなたがたはバアルのために言い

争うのですか。あるいは彼を弁護しようとなさる

のですか。バアルのために言い争う者は、あすの

朝までに殺されるでしょう。バアルがもし神であ

るならば、自分の祭壇が打ちこわされたのだから

、彼みずから言い争うべきです」。 32そこでそ

の日、「自分の祭壇が打ちこわされたのだから、

バアルみずからその人と言い争うべきです」と言

ったので、ギデオンはエルバアルと呼ばれた。 33

時にミデアンびと、アマレクびとおよび東方の民

がみな集まってヨルダン川を渡り、エズレルの谷

に陣を取ったが、 34主の霊がギデオンに臨み、

ギデオンがラッパを吹いたので、アビエゼルびと

は集まって彼に従った。 35次に彼があまねくマ

ナセに使者をつかわしたので、マナセびともまた

集まって彼に従った。彼がまたアセル、ゼブルン

およびナフタリに使者をつかわすと、その人々も

上って彼を迎えた。 36ギデオンは神に言った、

「あなたがかつて言われたように、わたしの手に

よってイスラエルを救おうとされるならば、 37

わたしは羊の毛一頭分を打ち場に置きますから、

露がその羊の毛の上にだけあって、地がすべてか

わいているようにしてください。これによってわ

たしは、あなたがかつて言われたように、わたし

の手によってイスラエルをお救いになることを知

るでしょう」。 38すなわちそのようになった。
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彼が翌朝早く起きて、羊の毛をかき寄せ、その毛

から露を絞ると、鉢に満ちるほどの水が出た。 39

ギデオンは神に言った、「わたしをお怒りになら

ないように願います。わたしにもう一度だけ言わ

せてください。どうぞ、もう一度だけ羊の毛をも

ってためさせてください。どうぞ、羊の毛だけを

かわかして、地にはことごとく露があるようにし

てください」。 40神はその夜、そうされた。す

なわち羊の毛だけかわいて、地にはすべて露があ

った。

7さてエルバアルと呼ばれるギデオンおよび彼
と共にいたすべての民は朝早く起き、ハロデ

の泉のほとりに陣を取った。ミデアンびとの陣は

彼らの北の方にあり、モレの丘に沿って谷の中に

あった。 2主はギデオンに言われた、「あなたと

共におる民はあまりに多い。ゆえにわたしは彼ら

の手にミデアンびとをわたさない。おそらくイス

ラエルはわたしに向かってみずから誇り、『わた

しは自身の手で自分を救ったのだ』と言うであろ

う。 3それゆえ、民の耳に触れ示して、『だれで

も恐れおののく者は帰れ』と言いなさい」。こう

してギデオンは彼らを試みたので、民のうち帰っ

た者は二万二千人あり、残った者は一万人であっ

た。 4主はまたギデオンに言われた、「民はまだ

多い。彼らを導いて水ぎわに下りなさい。わたし

はそこで、あなたのために彼らを試みよう。わた

しがあなたに告げて『この人はあなたと共に行く

べきだ』と言う者は、あなたと共に行くべきであ

る。またわたしがあなたに告げて『この人はあな

たと共に行ってはならない』と言う者は、だれも

行ってはならない」。 5そこでギデオンが民を導

いて水ぎわに下ると、主は彼に言われた、「すべ

て犬のなめるように舌をもって水をなめる者はそ

れを別にしておきなさい。またすべてひざを折り

、かがんで水を飲む者もそうしなさい」。 6そし

て手を口にあてて水をなめた者の数は三百人であ

った。残りの民はみなひざを折り、かがんで水を

飲んだ。 7主はギデオンに言われた、「わたしは

水をなめた三百人の者をもって、あなたがたを救

い、ミデアンびとをあなたの手にわたそう。残り

の民はおのおのその家に帰らせなさい」。 8そこ

で彼はかの三百人を留めおき、残りのイスラエル

びとの手から、つぼとラッパを取り、民をおのお

のその天幕に帰らせた。時にミデアンびとの陣は

下の谷の中にあった。 9その夜、主はギデオンに

言われた、「立てよ、下っていって敵陣に攻め入

れ。わたしはそれをあなたの手にわたす。 10も

しあなたが下って行くことを恐れるならば、あな

たのしもべプラと共に敵陣に下っていって、 11

彼らの言うところを聞け。そうすればあなたの手

が強くなって、敵陣に攻め下ることができるであ

ろう」。ギデオンがしもべプラと共に下って、敵

陣にある兵隊たちの前哨地点に行ってみると、 12

ミデアンびと、アマレクびとおよびすべての東方

の民はいなごのように数多く谷に沿って伏してい

た。そのらくだは海べの砂のように多くて数えき

れなかった。 13ギデオンがそこへ行ったとき、

ある人がその仲間に夢を語っていた。その人は言

った、「わたしは夢を見た。大麦のパン一つがミ

デアンの陣中にころがってきて、天幕に達し、そ

れを打ち倒し、くつがえしたので、天幕は倒れ伏

した」。 14仲間は答えて言った、「それはイス

ラエルの人、ヨアシの子ギデオンのつるぎにちが

いない。神はミデアンとすべての軍勢を彼の手に

わたされるのだ」。 15ギデオンは夢の物語とそ

の解き明かしとを聞いたので、礼拝し、イスラエ

ルの陣営に帰り、そして言った、「立てよ、主は

ミデアンの軍勢をあなたがたの手にわたされる」

。 16そして彼は三百人を三組に分け、手に手に

ラッパと、からつぼとを取らせ、つぼの中にたい

まつをともさせ、 17彼らに言った、「わたしを

見て、わたしのするようにしなさい。わたしが敵

陣のはずれに達したとき、あなたがたもわたしの

するようにしなさい。 18わたしと共におる者が

みなラッパを吹くと、あなたがたもまたすべての

陣営の四方でラッパを吹き、『主のためだ、ギデ

オンのためだ』と言いなさい」。 19こうしてギ

デオンと、彼と共にいた百人の者が、中更の初め

に敵陣のはずれに行ってみると、ちょうど番兵を

交代した時であったので、彼らはラッパを吹き、

手に携えていたつぼを打ち砕いた。 20すなわち

三組の者がラッパを吹き、つぼを打ち砕き、左の

手にはたいまつをとり、右の手にはラッパを持っ

てそれを吹き、「主のためのつるぎ、ギデオンの

ためのつるぎ」と叫んだ。 21そしておのおのそ

の持ち場に立ち、敵陣を取り囲んだので、敵軍は

みな走り、大声をあげて逃げ去った。 22三百人

のものがラッパを吹くと、主は敵軍をしてみな互

に同志打ちさせられたので、敵軍はゼレラの方、
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ベテシッタおよびアベルメホラの境、タバテの近

くまで逃げ去った。 23イスラエルの人々はナフ

タリ、アセルおよび全マナセから集まってきて、

ミデアンびとを追撃した。 24ギデオンは使者を

あまねくエフライムの山地につかわし、「下って

きて、ミデアンびとを攻め、ベタバラに至るまで

の流れを取り、またヨルダンをも取れ」と言わせ

た。そこでエフライムの人々はみな集まってきて

、ベタバラに至るまでの流れを取り、またヨルダ

ンをも取った。 25彼らはまたミデアンびとのふ

たりの君オレブとゼエブを捕え、オレブをオレブ

岩のほとりで殺し、ゼエブをゼエブの酒ぶねのほ

とりで殺した。またミデアンびとを追撃し、オレ

ブとゼエブの首を携えてヨルダンの向こうのギデ

オンのもとへ行った。

8エフライムの人々はギデオンに向かい「あな
たが、ミデアンびとと戦うために行かれたと

き、われわれを呼ばれなかったが、どうしてそう

いうことをされたのですか」と言って激しく彼を

責めた。 2ギデオンは彼らに言った、「今わたし

のした事は、あなたがたのした事と比べものにな

りましょうか。エフライムの拾い集めた取り残り

のぶどうはアビエゼルの収穫したぶどうにもまさ

るではありませんか。 3神はミデアンの君オレブ

とゼエブをあなたがたの手にわたされました。わ

たしのなし得た事は、あなたがたのした事と比べ

ものになりましょうか」。ギデオンがこの言葉を

述べると、彼らの憤りは解けた。 4ギデオンは自

分に従っていた三百人と共にヨルダンに行ってこ

れを渡り、疲れながらもなお追撃したが、 5彼は

スコテの人々に言った、「どうぞわたしに従って

いる民にパンを与えてください。彼らが疲れてい

るのに、わたしはミデアンの王ゼバとザルムンナ

を追撃しているのですから」。 6スコテのつかさ

たちは言った、「ゼバとザルムンナは、すでにあ

なたの手のうちにあるのですか。われわれはどう

してあなたの軍勢にパンを与えねばならないので

すか」。 7ギデオンは言った、「それならば主が

わたしの手にゼバとザルムンナをわたされるとき

、わたしは野のいばらと、おどろをもって、あな

たがたの肉を打つであろう」。 8そしてギデオン

はそこからペヌエルに上り、同じことをペヌエル

の人々に述べると、彼らもスコテの人々が答えた

ように答えたので、 9ペヌエルの人々に言った、

「わたしが安らかに帰ってきたとき、このやぐら

を打ちこわすであろう」。 10さてゼバとザルム

ンナは軍勢おおよそ一万五千人を率いて、カルコ

ルにいた。これは皆、東方の民の全軍のうち生き

残ったもので、戦死した者は、つるぎを帯びてい

るものが十二万人あった。 11ギデオンはノバと

ヨグベハの東の隊商の道を上って、敵軍の油断し

ているところを撃った。 12ゼバとザルムンナは

逃げたが、ギデオンは追撃して、ミデアンのふた

りの王ゼバとザルムンナを捕え、その軍勢をこと

ごとく撃ち敗った。 13こうしてヨアシの子ギデ

オンはヘレスの坂をとおって戦いから帰り、 14

スコテの若者ひとりを捕えて、尋ねたところ、彼

はスコテのつかさたち及び長老たち七十七人の名

をギデオンのために書きしるした。 15ギデオン

はスコテの人々のところへ行って言った、「あな

たがたがかつて『ゼバとザルムンナはすでにあな

たの手のうちにあるのか。われわれはどうしてあ

なたの疲れた人々にパンを与えねばならないのか

』と言って、わたしをののしったそのゼバとザル

ムンナを見なさい」。 16そして彼は、その町の

長老たちを捕え、野のいばらと、おどろとを取り

、それをもってスコテの人々を懲らし、 17また

ペヌエルのやぐらを打ちこわして町の人々を殺し

た。 18そしてギデオンはゼバとザルムンナに言

った、「あなたがたがタボルで殺したのは、どん

な人々であったか」。彼らは答えた、「彼らはあ

なたに似てみな王子のように見えました」。 19

ギデオンは言った、「彼らはわたしの兄弟、わた

しの母の子たちだ。主は生きておられる。もしあ

なたがたが彼らを生かしておいたならば、わたし

はあなたがたを殺さないのだが」。 20そして長

子エテルに言った、「立って、彼らを殺しなさい

」。しかしその若者はなお年が若かったので、恐

れてつるぎを抜かなかった。 21そこでゼバとザ

ルムンナは言った、「あなた自身が立って、わた

したちを撃ってください。人によってそれぞれ力

も違いますから」。ギデオンは立ちあがってゼバ

とザルムンナを殺し、彼らのらくだの首に掛けて

あった月形の飾りを取った。 22イスラエルの人

々はギデオンに言った、「あなたはミデアンの手

からわれわれを救われたのですから、あなたも、

あなたの子も孫もわれわれを治めてください」。

23ギデオンは彼らに言った、「わたしはあなたが

たを治めることはいたしません。またわたしの子
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もあなたがたを治めてはなりません。主があなた

がたを治められます」。 24ギデオンはまた彼ら

に言った、「わたしはあなたがたに一つの願いが

あります。あなたがたのぶんどった耳輪をめいめ

いわたしにください」。ミデアンびとはイシマエ

ルびとであったゆえに、金の耳輪を持っていたか

らである。 25彼らは答えた、「わたしどもは喜

んでそれをさしあげます」。そして衣をひろげ、

めいめいぶんどった耳輪をその中に投げ入れた。

26こうしてギデオンが求めて得た金の耳輪の重さ

は一千七百金シケルであった。ほかに月形の飾り

と耳飾りと、ミデアンの王たちの着た紫の衣およ

びらくだの首に掛けた首飾りなどもあった。 27

ギデオンはそれをもって一つのエポデを作り、そ

れを自分の町オフラに置いた。イスラエルは皆そ

れを慕って姦淫をおこなった。それはギデオンと

その家にとって、わなとなった。 28このように

してミデアンはイスラエルの人々に征服されて、

再びその頭をあげることができなかった。そして

国はギデオンの世にあるうち、四十年のあいだ太

平であった。 29ヨアシの子エルバアルは行って

自分の家に住んだ。 30ギデオンは多くの妻をも

っていたので、自分の子供だけで七十人あった。

31シケムにいた彼のめかけがまたひとりの子を産

んだので、アビメレクと名づけた。 32ヨアシの

子ギデオンは高齢に達して死に、アビエゼルびと

のオフラにある父ヨアシの墓に葬られた。 33ギ

デオンが死ぬと、イスラエルの人々はまたバアル

を慕って、これと姦淫を行い、バアル・ベリテを

自分たちの神とした。 34すなわちイスラエルの

人々は周囲のもろもろの敵の手から自分たちを救

われた彼らの神、主を覚えず、 35またエルバア

ルすなわちギデオンがイスラエルのためにしたも

ろもろの善行に応じて彼の家族に親切をつくすこ

ともしなかった。

9さてエルバアルの子アビメレクはシケムに行
き、母の身内の人たちのもとに行って、彼ら

と母の父の家の一族とに言った、 2「どうぞ、シ

ケムのすべての人々の耳に告げてください、『エ

ルバアルのすべての子七十人であなたがたを治め

るのと、ただひとりであなたがたを治めるのと、

どちらがよいか。わたしがあなたがたの骨肉であ

ることを覚えてください』と」。 3そこで母の身

内の人たちがアビメレクに代ってこれらの言葉を

ことごとくシケムのすべての人々の耳に告げると

、彼らは心をアビメレクに傾け、「彼はわれわれ

の兄弟だ」と言って、 4バアル・ベリテの宮から

銀七十シケルを取って彼に与えた。アビメレクは

それをもって、やくざのならず者を雇って自分に

従わせ、 5オフラにある父の家に行って、エルバ

アルの子で、自分の兄弟である七十人を、一つの

石の上で殺した。ただしエルバアルの末の子ヨタ

ムは身を隠したので生き残った。 6そこでシケム

のすべての人々とベテミロのすべての人々は集ま

り、行ってシケムにある石の柱のかたわらのテレ

ビンの木のもとで、アビメレクを立てて王とした

。 7このことをヨタムに告げる者があったので、

ヨタムは行ってゲリジム山の頂に立ち、大声に叫

んで彼らに言った、「シケムの人々よ、わたしに

聞きなさい。そうすれば神はあなたがたに聞かれ

るでしょう。 8ある時、もろもろの木が自分たち

の上に王を立てようと出て行ってオリブの木に言

った、『わたしたちの王になってください』。 9

しかしオリブの木は彼らに言った、『わたしはど

うして神と人とをあがめるために用いられるわた

しの油を捨てて行って、もろもろの木を治めるこ

とができましょう』。 10もろもろの木はまたい

ちじくの木に言った、『きてわたしたちの王にな

ってください』。 11しかしいちじくの木は彼ら

に言った、『わたしはどうしてわたしの甘味と、

わたしの良い果実とを捨てて行って、もろもろの

木を治めることができましょう』。 12もろもろ

の木はまたぶどうの木に言った、『きてわたした

ちの王になってください』。 13しかし、ぶどう

の木は彼らに言った、『わたしはどうして神と人

とを喜ばせるわたしのぶどう酒を捨てて行って、

もろもろの木を治めることができましょう』。 14

そこですべての木はいばらに言った、『きてわた

したちの王になってください』。 15いばらはも

ろもろの木に言った、『あなたがたが真実にわた

しを立てて王にするならば、きてわたしの陰に難

を避けなさい。そうしなければ、いばらから火が

出てレバノンの香柏を焼きつくすでしょう』。 16

あなたがたがアビメレクを立てて王にしたことは

、真実と敬意とをもってしたものですか。あなた

がたはエルバアルとその家をよく扱い、彼のおこ

ないに応じてしたのですか。 17わたしの父はあ

なたがたのために戦い、自分の命を投げ出して、

あなたがたをミデアンの手から救い出したのに、
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18あなたがたは、きょう、わたしの父の家に反抗

して起り、その子七十人を一つの石の上で殺し、

その腰元の子アビメレクをあなたがたの身内の者

であるゆえに立てて、シケムの人々の王にしまし

た。 19あなたがたが、きょう、エルバアルとそ

の家になされたことが真実と敬意をもってしたも

のであるならば、アビメレクのために喜びなさい

。彼もまたあなたがたのために喜ぶでしょう。 20

しかし、そうでなければ、アビメレクから火が出

て、シケムの人々とベテミロとを焼きつくし、ま

たシケムの人々とベテミロからも火が出てアビメ

レクを焼きつくすでしょう」。 21こうしてヨタ

ムは走って逃げ去り、ベエルに行き、兄弟アビメ

レクの顔をさけてそこに住んだ。 22アビメレク

は三年の間イスラエルを治めたが、 23神はアビ

メレクとシケムの人々の間に悪霊をおくられたの

で、シケムの人々はアビメレクを欺くようになっ

た。 24これはエルバアルの七十人の子が受けた

暴虐と彼らの血が、彼らを殺した兄弟アビメレク

の上と、彼の手を強めてその兄弟を殺させたシケ

ムの人々の上とに報いとなってきたのである。 25

シケムの人々は彼に敵して待ち伏せする者を山々

の頂におき、すべてその道を通り過ぎる者を略奪

させた。このことがアビメレクに告げ知らされた

。 26さてエベデの子ガアルはその身内の人々と

一緒にシケムに移住したが、シケムの人々は彼を

信用した。 27人々は畑に出てぶどうを取り入れ

、それを踏み絞って祭をし、神の宮に行って飲み

食いしてアビメレクをのろった。 28そしてエベ

デの子ガアルは言った、「アビメレクは何ものか

。シケムのわれわれは何ものなれば彼に仕えなけ

ればならないのか。エルバアルの子とその役人ゼ

ブルはシケムの先祖ハモルの一族に仕えたではな

いか。われわれはどうして彼に仕えなければなら

ないのか。 29ああ、この民がわたしの手の下に

あったらよいのだが。そうすればわたしはアビメ

レクをやめさせ、アビメレクに向かって『おまえ

の軍勢を増して出てこい』と言うであろう」。 30

町のつかさゼブルはエベデの子ガアルの言葉を聞

いて怒りを発し、 31使者をアルマにおるアビメ

レクにつかわして言わせた、「エベデの子ガアル

とその身内の人々がシケムにきて、町を騒がせ、

あなたにそむかせようとしています。 32それで

あなたと、あなたと共におる人々が夜のうちに行

って、野に身を伏せ、 33朝になって、日ののぼ

るとき、早く起き出て町を襲うならば、ガアルと

、彼と共におる民は出てきて、あなたに抵抗する

でしょう。その時あなたは機を得て、彼らを撃つ

ことができるでしょう」。 34アビメレクと、彼

と共にいたすべての民は夜のうちに起き出て、四

組に分れ、身を伏せてシケムをうかがった。 35

エベデの子ガアルが出て、町の門の入口に立った

とき、アビメレクと、彼と共にいた民が身を伏せ

ていたところから立ちあがったので、 36ガアル

は民を見てゼブルに言った、「ごらんなさい。民

が山々の頂からおりてきます」。ゼブルは彼に言

った、「あなたは山々の影を人のように見るので

す」。 37ガアルは再び言った、「ごらんなさい

。民が国の中央部からおりてきます。一組は占い

師のテレビンの木の方からきます」。 38ゼブル

は彼に言った、「あなたがかつて『アビメレクは

何ものか。われわれは何ものなれば彼に仕えなけ

ればならないのか』と言ったあなたの口は今どこ

にありますか。これはあなたが侮った民ではあり

ませんか。今、出て彼らと戦いなさい」。 39そ

こでガアルはシケムの人々を率い、出てアビメレ

クと戦ったが、 40アビメレクは彼を追ったので

、ガアルは彼の前から逃げた。そして傷つき倒れ

る者が多く、門の入口にまで及んだ。 41こうし

てアビメレクは引き続いてアルマにいたが、ゼブ

ルはガアルとその身内の人々を追い出してシケム

におらせなかった。 42翌日、民が畑に出ると、

そのことがアビメレクに聞えた。 43アビメレク

は自分の民を率い、それを三組に分け、野に身を

伏せて、うかがっていると、民が町から出てきた

ので、たちあがってこれを撃った。 44アビメレ

クと、彼と共にいた組の者は襲って行って、町の

門の入口に立ち、他の二組は野にいたすべてのも

のを襲って、それを殺した。 45アビメレクはそ

の日、終日、町を攻め、ついに町を取って、その

うちの民を殺し、町を破壊して、塩をまいた。 46

シケムのやぐらの人々は皆これを聞いて、エルベ

リテの宮の塔にはいった。 47シケムのやぐらの

人々が皆集まったことがアビメレクに聞えたので

、 48アビメレクは自分と一緒にいた民をことご

とく率いてザルモン山にのぼり、アビメレクは手

におのを取って、木の枝を切り落し、それを取り

あげて自分の肩にのせ、一緒にいた民にむかって

言った、「あなたがたはわたしがしたことを見た

とおりに急いでしなさい」。 49そこで民もまた
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皆おのおのその枝を切り落し、アビメレクに従っ

て行って、枝を塔によせかけ、塔に火をつけて彼

らを攻めた。こうしてシケムのやぐらの人々もま

たことごとく死んだ。男女おおよそ一千人であっ

た。 50ついでアビメレクはテベツに行き、テベ

ツに向かって陣を張り、これを攻め取ったが、 51

町の中に一つの堅固なやぐらがあって、すべての

男女すなわち町の人々が皆そこに逃げ込み、あと

を閉ざして、やぐらの屋根に上ったので、 52ア

ビメレクはやぐらのもとに押し寄せてこれを攻め

、やぐらの入口に近づいて、火をつけて焼こうと

したとき、 53ひとりの女がアビメレクの頭に、

うすの上石を投げて、その頭骸骨を砕いた。 54

アビメレクは自分の武器を持つ若者を急ぎ呼んで

言った、「つるぎを抜いてわたしを殺せ。さもな

いと人々はわたしを、女に殺されたのだと言うで

あろう」。その若者が彼を刺し通したので彼は死

んだ。 55イスラエルの人々はアビメレクの死ん

だのを見て、おのおの去って家に帰った。 56こ

のように神はアビメレクがその兄弟七十人を殺し

て、自分の父に対して犯した悪に報いられた。 57

また神はシケムの人々のすべての悪を彼らのこう

べに報いられた。こうしてエルバアルの子ヨタム

ののろいが、彼らに臨んだのである。

10アビメレクの後、イッサカルの人で、ドドの
子であるプワの子トラが起ってイスラエルを

救った。彼はエフライムの山地のシャミルに住み

、 2二十三年の間イスラエルをさばいたが、つい

に死んでシャミルに葬られた。 3彼の後にギレア

デびとヤイルが起って二十二年の間イスラエルを

さばいた。 4彼に三十人の子があった。彼らは三

十頭のろばに乗り、また三十の町をもっていた。

ギレアデの地で今日まで、ハボテ・ヤイルと呼ば

れているものがそれである。 5ヤイルは死んで、

カモンに葬られた。 6イスラエルの人々は再び主

の前に悪を行い、バアルとアシタロテおよびスリ

ヤの神々、シドンの神々、モアブの神々、アンモ

ンびとの神々、ペリシテびとの神々に仕え、主を

捨ててこれに仕えなかった。 7主はイスラエルに

対して怒りを発し、彼らをペリシテびとの手およ

びアンモンびとの手に売りわたされたので、 8彼

らはその年イスラエルの人々をしえたげ悩ました

。すなわち彼らはヨルダンの向こうのギレアデに

あるアモリびとの地にいたすべてのイスラエルび

とを十八年のあいだ悩ました。 9またアンモンの

人々がユダとベニヤミンとエフライムの氏族を攻

めるためにヨルダンを渡ってきたので、イスラエ

ルは非常に悩まされた。 10そこでイスラエルの

人々は主に呼ばわって言った、「わたしたちはわ

たしたちの神を捨ててバアルに仕え、あなたに罪

を犯しました」。 11主はイスラエルの人々に言

われた、「わたしはかつてエジプトびと、アモリ

びと、アンモンびと、ペリシテびとからあなたが

たを救い出したではないか。 12またシドンびと

、アマレクびとおよびマオンびとがあなたがたを

しえたげた時、わたしに呼ばわったので、あなた

がたを彼らの手から救い出した。 13しかしあな

たがたはわたしを捨てて、ほかの神々に仕えた。

それゆえ、わたしはかさねてあなたがたを救わな

いであろう。 14あなたがたが選んだ神々に行っ

て呼ばわり、あなたがたの悩みの時、彼らにあな

たがたを救わせるがよい」。 15イスラエルの人

々は主に言った、「わたしたちは罪を犯しました

。なんでもあなたが良いと思われることをしてく

ださい。ただどうぞ、きょう、わたしたちを救っ

てください」。 16そうして彼らは自分たちのう

ちから異なる神々を取り除いて、主に仕えた。そ

れで主の心はイスラエルの悩みを見るに忍びなく

なった。 17時にアンモンの人々は召集されてギ

レアデに陣を取ったが、イスラエルの人々は集ま

ってミヅパに陣を取った。 18その時、民とギレ

アデの君たちとは互に言った、「だれがアンモン

の人々に向かって戦いを始めるか。その人はギレ

アデのすべての民のかしらとなるであろう」。

11さてギレアデびとエフタは強い勇士であった
が遊女の子で、エフタの父はギレアデであっ

た。 2ギレアデの妻も子供を産んだが、その妻の

子供たちが成長したとき、彼らはエフタを追い出

して彼に言った、「あなたはほかの女の産んだ子

だから、わたしたちの父の家を継ぐことはできま

せん」。 3それでエフタはその兄弟たちのもとか

ら逃げ去って、トブの地に住んでいると、やくざ

者がエフタのもとに集まってきて、彼と一緒に出

かけて略奪を事としていた。 4日がたって後、ア

ンモンの人々はイスラエルと戦うことになり、 5

アンモンの人々がイスラエルと戦ったとき、ギレ

アデの長老たちは行ってエフタをトブの地から連

れてこようとして、 6エフタに言った、「きて、
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わたしたちの大将になってください。そうすれば

わたしたちはアンモンの人々と戦うことができま

す」。 7エフタはギレアデの長老たちに言った、

「あなたがたはわたしを憎んで、わたしの父の家

から追い出したではありませんか。しかるに今あ

なたがたが困っている時とはいえ、わたしのとこ

ろに来るとはどういうわけですか」。 8ギレアデ

の長老たちはエフタに言った、「それでわたした

ちは今、あなたに帰ったのです。どうぞ、わたし

たちと一緒に行って、アンモンの人々と戦ってく

ださい。そしてわたしたちとギレアデに住んでい

るすべてのものとのかしらになってください」。

9エフタはギレアデの長老たちに言った、「もし

あなたがたが、わたしをつれて帰って、アンモン

の人々と戦わせるとき、主が彼らをわたしにわた

されるならば、わたしはあなたがたのかしらとな

りましょう」。 10ギレアデの長老たちはエフタ

に言った、「主はあなたとわたしたちの間の証人

です。わたしたちは必ずあなたの言われるとおり

にしましょう」。 11そこでエフタはギレアデの

長老たちと一緒に行った。民は彼を立てて自分た

ちのかしらとし、大将とした。それでエフタはミ

ヅパで、自分の言葉をことごとく主の前に述べた

。 12かくてエフタはアンモンの人々の王に使者

をつかわして言った、「あなたはわたしとなんの

かかわりがあって、わたしのところへ攻めてきて

、わたしの国と戦おうとするのですか」。 13ア

ンモンの人々の王はエフタの使者に答えた、「昔

、イスラエルがエジプトから上ってきたとき、ア

ルノンからヤボクに及び、またヨルダンに及ぶわ

たしの国を奪い取ったからです。それゆえ今、穏

やかにそれを返しなさい」。 14エフタはまた使

者をアンモンの人々の王につかわして、 15言わ

せた、「エフタはこう申します、『イスラエルは

モアブの地も、またアンモンの人々の地も取りま

せんでした。 16イスラエルはエジプトから上っ

てきたとき、荒野をとおって紅海にいたり、カデ

シにきました。 17そしてイスラエルは使者をエ

ドムの王につかわして「どうぞ、われわれにあな

たの国を通らせてください」と言わせましたが、

エドムの王は聞きいれませんでした。また同じよ

うに人をモアブの王につかわしたが、彼も承諾し

なかったので、イスラエルはカデシにとどまりま

した。 18それから荒野をとおって、エドムの地

とモアブの地を回り、モアブの地の東部に達し、

アルノンの向こうに宿営しましたがモアブの領域

には、はいりませんでした。アルノンはモアブの

境だからです。 19次にイスラエルはヘシボンの

王すなわちアモリびとの王シホンに使者をつかわ

し、シホンに向かって「どうぞ、われわれにあな

たの国をとおって、われわれの目的地へ行かせて

ください」と言わせました。 20ところがシホン

はイスラエルを信ぜず、その領域を通らせないば

かりか、かえってすべての民を集めてヤハヅに陣

を取り、イスラエルと戦いましたが、 21イスラ

エルの神、主はシホンとそのすべての民をイスラ

エルの手にわたされたので、イスラエルは彼らを

撃ち破って、その土地に住んでいたアモリびとの

地をことごとく占領し、 22アルノンからヤボク

までと、荒野からヨルダンまで、アモリびとの領

域をことごとく占領しました。 23このようにイ

スラエルの神、主はその民イスラエルの前からア

モリびとを追い払われたのに、あなたはそれを取

ろうとするのですか。 24あなたは、あなたの神

ケモシがあなたに取らせるものを取らないのです

か。われわれはわれわれの神、主がわれわれの前

から追い払われたものの土地を取るのです。 25

あなたはモアブの王チッポルの子バラクにまさる

者ですか。バラクはかつてイスラエルと争ったこ

とがありますか。かつて彼らと戦ったことがあり

ますか。 26イスラエルはヘシボンとその村里に

住み、またアロエルとその村里およびアルノンの

岸に沿うすべての町々に住むこと三百年になりま

すが、あなたがたはどうしてその間にそれを取り

もどさなかったのですか。 27わたしはあなたに

何も悪い事をしたこともないのに、あなたはわた

しと戦って、わたしに害を加えようとします。審

判者であられる主よ、どうぞ、きょう、イスラエ

ルの人々とアンモンの人々との間をおさばきくだ

さい』」。 28しかしアンモンの人々の王はエフ

タが言いつかわした言葉をききいれなかった。 29

時に主の霊がエフタに臨み、エフタはギレアデお

よびマナセをとおって、ギレアデのミヅパに行き

、ギレアデのミヅパから進んでアンモンの人々の

ところに行った。 30エフタは主に誓願を立てて

言った、「もしあなたがアンモンの人々をわたし

の手にわたされるならば、 31わたしがアンモン

の人々に勝って帰るときに、わたしの家の戸口か

ら出てきて、わたしを迎えるものはだれでも主の

ものとし、その者を燔祭としてささげましょう」
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。 32エフタはアンモンの人々のところに進んで

行って、彼らと戦ったが、主は彼らをエフタの手

にわたされたので、 33アロエルからミンニテの

附近まで、二十の町を撃ち敗り、アベル・ケラミ

ムに至るまで、非常に多くの人を殺した。こうし

てアンモンの人々はイスラエルの人々の前に攻め

伏せられた。 34やがてエフタはミヅパに帰り、

自分の家に来ると、彼の娘が鼓をもち、舞い踊っ

て彼を出迎えた。彼女はエフタのひとり子で、ほ

かに男子も女子もなかった。 35エフタは彼女を

見ると、衣を裂いて言った、「ああ、娘よ、あな

たは全くわたしを打ちのめした。わたしを悩ます

ものとなった。わたしが主に誓ったのだから改め

ることはできないのだ」。 36娘は言った、「父

よ、あなたは主に誓われたのですから、主があな

たのために、あなたの敵アンモンの人々に報復さ

れた今、あなたが言われたとおりにわたしにして

ください」。 37娘はまた父に言った、「どうぞ

、この事をわたしにさせてください。すなわち二

か月の間わたしをゆるし、友だちと一緒に行って

、山々をゆきめぐり、わたしの処女であることを

嘆かせてください」。 38エフタは「行きなさい

」と言って、彼女を二か月の間、出してやった。

彼女は友だちと一緒に行って、山の上で自分の処

女であることを嘆いたが、 39二か月の後、父の

もとに帰ってきたので、父は誓った誓願のとおり

に彼女におこなった。彼女はついに男を知らなか

った。 40これによって年々イスラエルの娘たち

は行って、年に四日ほどギレアデびとエフタの娘

のために嘆くことがイスラエルのならわしとなっ

た。

12エフライムの人々は集まってザポンに行き、
エフタに言った、「なぜあなたは進んで行っ

てアンモンの人々と戦いながら、われわれを招い

て一緒に行かせませんでしたか。われわれはあな

たの家に火をつけてあなたを一緒に焼いてしまい

ます」。 2エフタは彼らに言った、「かつてわた

しとわたしの民がアンモンの人々と大いに争った

とき、あなたがたを呼んだが、あなたがたはわた

しを彼らの手から救ってくれませんでした。 3あ

なたがたが救ってくれないのを見たから、わたし

は命がけでアンモンの人々のところへ攻めて行き

ますと、主は彼らをわたしの手にわたされたので

す。どうしてあなたがたは、きょう、わたしのと

ころに上ってきて、わたしと戦おうとするのです

か」。 4そこでエフタはギレアデの人々をことご

とく集めてエフライムと戦い、ギレアデの人々は

エフライムを撃ち破った。これはエフライムが「

ギレアデびとよ、あなたがたはエフライムとマナ

セのうちにいるエフライムの落人だ」と言ったか

らである。 5そしてギレアデびとはエフライムに

渡るヨルダンの渡し場を押えたので、エフライム

の落人が「渡らせてください」と言うとき、ギレ

アデの人々は「あなたはエフライムびとですか」

と問い、その人がもし「そうではありません」と

言うならば、 6またその人に「では『シボレテ』

と言ってごらんなさい」と言い、その人がそれを

正しく発音することができないで「セボレテ」と

言うときは、その人を捕えて、ヨルダンの渡し場

で殺した。その時エフライムびとの倒れたものは

四万二千人であった。 7エフタは六年の間イスラ

エルをさばいた。ギレアデびとエフタはついに死

んで、ギレアデの自分の町に葬られた。 8彼の後

にベツレヘムのイブザンがイスラエルをさばいた

。 9彼に三十人のむすこがあった。また三十人の

娘があったが、それを自分の氏族以外の者にとつ

がせ、むすこたちのためには三十人の娘をほかか

らめとった。彼は七年の間イスラエルをさばいた

。 10イブザンはついに死んで、ベツレヘムに葬

られた。 11彼の後にゼブルンびとエロンがイス

ラエルをさばいた。彼は十年の間イスラエルをさ

ばいた。 12ゼブルンびとエロンはついに死んで

、ゼブルンの地のアヤロンに葬られた。 13彼の

後にピラトンびとヒレルの子アブドンがイスラエ

ルをさばいた。 14彼に四十人のむすこ及び三十

人の孫があり、七十頭のろばに乗った。彼は八年

の間イスラエルをさばいた。 15ピラトンびとヒ

レルの子アブドンはついに死んで、エフライムの

地のアマレクびとの山地にあるピラトンに葬られ

た。

13イスラエルの人々がまた主の前に悪を行った
ので、主は彼らを四十年の間ペリシテびとの

手にわたされた。 2ここにダンびとの氏族の者で

、名をマノアというゾラの人があった。その妻は

うまずめで、子を産んだことがなかった。 3主の

使がその女に現れて言った、「あなたはうまずめ

で、子を産んだことがありません。しかし、あな

たは身ごもって男の子を産むでしょう。 4それで
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あなたは気をつけて、ぶどう酒または濃い酒を飲

んではなりません。またすべて汚れたものを食べ

てはなりません。 5あなたは身ごもって男の子を

産むでしょう。その頭にかみそりをあててはなり

ません。その子は生れた時から神にささげられた

ナジルびとです。彼はペリシテびとの手からイス

ラエルを救い始めるでしょう」。 6そこでその女

はきて夫に言った、「神の人がわたしのところに

きました。その顔かたちは神の使の顔かたちのよ

うで、たいそう恐ろしゅうございました。わたし

はその人が、どこからきたのか尋ねませんでした

が、その人もわたしに名を告げませんでした。 7

しかしその人はわたしに『あなたは身ごもって男

の子を産むでしょう。それであなたはぶどう酒ま

たは濃い酒を飲んではなりません。またすべて汚

れたものを食べてはなりません。その子は生れた

時から死ぬ日まで神にささげられたナジルびとで

す』と申しました」。 8そこでマノアは主に願い

求めて言った、「ああ、主よ、どうぞ、あなたが

さきにつかわされた神の人をもう一度わたしたち

に臨ませて、わたしたちがその生れる子になすべ

きことを教えさせてください」。 9神がマノアの

願いを聞かれたので、神の使は女が畑に座してい

た時、ふたたび彼女に臨んだ。しかし夫マノアは

一緒にいなかった。 10女は急ぎ走って行って夫

に言った、「さきごろ、わたしに臨まれた人がま

たわたしに現れました」。 11マノアは立って妻

のあとについて行き、その人のもとに行って言っ

た、「あなたはかつてこの女にお告げになったお

かたですか」。その人は言った、「そうです」。

12マノアは言った、「あなたの言われたことが事

実となったとき、その子の育て方およびこれにな

すべき事はなんでしょうか」。 13主の使はマノ

アに言った、「わたしがさきに女に言ったことは

皆、守らせなければなりません。 14すなわちぶ

どうの木から産するものはすべて食べてはなりま

せん。またぶどう酒と濃い酒を飲んではなりませ

ん。またすべて汚れたものを食べてはなりません

。わたしが彼女に命じたことは皆、守らせなけれ

ばなりません」。 15マノアは主の使に言った、

「どうぞ、わたしたちに、あなたを引き留めさせ

、あなたのために子やぎを備えさせてください」

。 16主の使はマノアに言った、「あなたがわた

しを引き留めても、わたしはあなたの食物をたべ

ません。しかしあなたが燔祭を備えようとなさる

のであれば、主にそれをささげなさい」。マノア

は彼が主の使であるのを知らなかったからである

。 17マノアは主の使に言った、「あなたの名は

なんといいますか。あなたの言われたことが事実

となったとき、わたしたちはあなたをあがめまし

ょう」。 18主の使は彼に言った、「わたしの名

は不思議です。どうしてあなたはそれをたずねる

のですか」。 19そこでマノアは子やぎと素祭と

をとり、岩の上でそれを主にささげた。主は不思

議なことをされ、マノアとその妻はそれを見た。

20すなわち炎が祭壇から天にあがったとき、主の

使は祭壇の炎のうちにあってのぼった。マノアと

その妻は見て、地にひれ伏した。 21主の使はふ

たたびマノアとその妻に現れなかった。その時マ

ノアは彼が主の使であることを知った。 22マノ

アは妻に向かって言った、「わたしたちは神を見

たから、きっと死ぬであろう」。 23妻は彼に言

った、「主がもし、わたしたちを殺そうと思われ

たのならば、わたしたちの手から燔祭と素祭をお

うけにならなかったでしょう。またこれらのすべ

ての事をわたしたちにお示しになるはずはなく、

また今わたしたちにこのような事をお告げになら

なかったでしょう」。 24やがて女は男の子を産

んで、その名をサムソンと呼んだ。その子は成長

し、主は彼を恵まれた。 25主の霊はゾラとエシ

タオルの間のマハネダンにおいて初めて彼を感動

させた。

14サムソンはテムナに下って行き、ペリシテび
との娘で、テムナに住むひとりの女を見た。

2彼は帰ってきて父母に言った、「わたしはペリ

シテびとの娘で、テムナに住むひとりの女を見ま

した。彼女をめとってわたしの妻にしてください

」。 3父母は言った、「あなたが行って、割礼を

うけないペリシテびとのうちから妻を迎えようと

するのは、身内の娘たちのうちに、あるいはわた

したちのすべての民のうちに女がないためなので

すか」。しかしサムソンは父に言った、「彼女を

わたしにめとってください。彼女はわたしの心に

かないますから」。 4父母はこの事が主から出た

ものであることを知らなかった。サムソンはペリ

シテびとを攻めようと、おりをうかがっていたか

らである。そのころペリシテびとはイスラエルを

治めていた。 5かくてサムソンは父母と共にテム

ナに下って行った。彼がテムナのぶどう畑に着く
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と、一頭の若いししがほえたけって彼に向かって

きた。 6時に主の霊が激しく彼に臨んだので、彼

はあたかも子やぎを裂くようにそのししを裂いた

が、手にはなんの武器も持っていなかった。しか

しサムソンはそのしたことを父にも母にも告げな

かった。 7サムソンは下って行って女と話し合っ

たが、女はサムソンの心にかなった。 8日がたっ

て後、サムソンは彼女をめとろうとして帰ったが

、道を転じて、かのししのしかばねを見ると、し

しのからだに、はちの群れと、蜜があった。 9彼

はそれをかきあつめ、手にとって歩きながら食べ

、父母のもとに帰って、彼らに与えたので、彼ら

もそれを食べた。しかし、ししのからだからその

蜜をかきあつめたことは彼らに告げなかった。 10

そこで父が下って、女のもとに行ったので、サム

ソンはそこにふるまいを設けた。そうすることは

花婿のならわしであったからである。 11人々は

サムソンを見ると、三十人の客を連れてきて、同

席させた。 12サムソンは彼らに言った、「わた

しはあなたがたに一つのなぞを出しましょう。あ

なたがたがもし七日のふるまいのうちにそれを解

いて、わたしに告げることができたなら、わたし

はあなたがたに亜麻の着物三十と、晴れ着三十を

さしあげましょう。 13しかしあなたがたが、そ

れをわたしに告げることができなければ、亜麻の

着物三十と晴れ着三十をわたしにくれなければな

りません」。彼らはサムソンに言った、「なぞを

出しなさい。わたしたちはそれを聞きましょう」

。 14サムソンは彼らに言った、「食らう者から

食い物が出、強い者から甘い物が出た」。彼らは

三日のあいだなぞを解くことができなかった。 15

四日目になって、彼らはサムソンの妻に言った、

「あなたの夫を説きすすめて、なぞをわたしたち

に明かすようにしてください。そうしなければ、

わたしたちは火をつけてあなたとあなたの父の家

を焼いてしまいます。あなたはわたしたちの物を

取るために、わたしたちを招いたのですか」。 16

そこでサムソンの妻はサムソンの前に泣いて言っ

た、「あなたはただわたしを憎むだけで、愛して

くれません。あなたはわたしの国の人々になぞを

出して、それをわたしに解き明かしませんでした

」。サムソンは彼女に言った、「わたしは自分の

父にも母にも解き明かさなかった。どうしてあな

たに解き明かせよう」。 17彼女は七日のふるま

いの間、彼の前に泣いていたが、七日目になって

、サムソンはついに彼女に解き明かした。ひどく

彼に迫ったからである。そこで彼女はなぞを自分

の国の人々にあかした。 18七日目になって、日

の没する前に町の人々はサムソンに言った、「蜜

より甘いものに何があろう。ししより強いものに

何があろう」。サムソンは彼らに言った、「わた

しの若い雌牛で耕さなかったなら、わたしのなぞ

は解けなかった」。 19この時、主の霊が激しく

サムソンに臨んだので、サムソンはアシケロンに

下って行って、その町の者三十人を殺し、彼らか

らはぎ取って、かのなぞを解いた人々に、その晴

れ着を与え、激しく怒って父の家に帰った。 20

サムソンの妻は花婿付添人であった客の妻となっ

た。

15日がたって後、麦刈の時にサムソンは子やぎ
を携えて妻をおとずれ、「へやにはいって、

妻に会いましょう」と言ったが、妻の父ははいる

ことを許さなかった。 2そして父は言った、「あ

なたが確かに彼女をきらったに相違ないと思った

ので、わたしは彼女をあなたの客であった者にや

りました。彼女の妹は彼女よりもきれいではあり

ませんか。どうぞ、彼女の代りに妹をめとってく

ださい」。 3サムソンは彼らに言った、「今度は

わたしがペリシテびとに害を加えても、彼らのこ

とでは、わたしに罪がない」。 4そこでサムソン

は行って、きつね三百匹を捕え、たいまつをとり

、尾と尾をあわせて、その二つの尾の間に一つの

たいまつを結びつけ、 5たいまつに火をつけて、

そのきつねをペリシテびとのまだ刈らない麦の中

に放し入れ、そのたばね積んだものと、まだ刈ら

ないものとを焼き、オリブ畑をも焼いた。 6ペリ

シテびとは言った、「これはだれのしわざか」。

人々は言った、「テムナびとの婿サムソンだ。そ

のしゅうとがサムソンの妻を取り返して、その客

であった者に与えたからだ」。そこでペリシテび

とは上ってきて彼女とその父の家を火で焼き払っ

た。 7サムソンは彼らに言った、「あなたがたが

そんなことをするならば、わたしはあなたがたに

仕返しせずにはおかない」。 8そしてサムソンは

彼らを、さんざんに撃って大ぜい殺した。こうし

てサムソンは下って行って、エタムの岩の裂け目

に住んでいた。 9そこでペリシテびとは上ってき

て、ユダに陣を取り、レヒを攻めたので、 10ユ

ダの人々は言った、「あなたがたはどうしてわれ
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われのところに攻めのぼってきたのですか」。彼

らは言った、「われわれはサムソンを縛り、彼が

われわれにしたように、彼にするために上ってき

たのです」。 11そこでユダの人々三千人がエタ

ムの岩の裂け目に下って行って、サムソンに言っ

た、「ペリシテびとはわれわれの支配者であるこ

とをあなたは知らないのですか。あなたはどうし

てわれわれにこんな事をしたのですか」。サムソ

ンは彼らに言った、「彼らがわたしにしたように

、わたしは彼らにしたのです」。 12彼らはまた

サムソンに言った、「われわれはあなたを縛って

、ペリシテびとの手にわたすために下ってきたの

です」。サムソンは彼らに言った、「あなたがた

自身はわたしを撃たないということを誓いなさい

」。 13彼らはサムソンに言った、「いや、われ

われはただ、あなたを縛って、ペリシテびとの手

にわたすだけです。決してあなたを殺しません」

。彼らは二本の新しい綱をもって彼を縛って、岩

からひきあげた。 14サムソンがレヒにきたとき

、ペリシテびとは声をあげて、彼に近づいた。そ

の時、主の霊が激しく彼に臨んだので、彼の腕に

かかっていた綱は火に焼けた亜麻のようになって

、そのなわめが手から解けて落ちた。 15彼はろ

ばの新しいあご骨一つを見つけたので、手を伸べ

て取り、それをもって一千人を打ち殺した。 16

そしてサムソンは言った、「ろばのあご骨をもっ

て山また山を築き、ろばのあご骨をもって一千人

を打ち殺した」。 17彼は言い終ると、その手か

らあご骨を投げすてた。これがためにその所は「

あご骨の丘」と呼ばれた。 18時に彼はひどくか

わきを覚えたので、主に呼ばわって言った、「あ

なたはしもべの手をもって、この大きな救を施さ

れたのに、わたしは今、かわいて死に、割礼をう

けないものの手に陥ろうとしています」。 19そ

こで神はレヒにあるくぼんだ所を裂かれたので、

そこから水が流れ出た。サムソンがそれを飲むと

彼の霊はもとにかえって元気づいた。それでその

名を「呼ばわった者の泉」と呼んだ。これは今日

までレヒにある。 20サムソンはペリシテびとの

時代に二十年の間イスラエルをさばいた。

16サムソンはガザへ行って、そこでひとりの遊
女を見、その女のところにはいった。 2「サ

ムソンがここにきた」と、ガザの人々に告げるも

のがあったので、ガザの人々はその所を取り囲み

、夜通し町の門で待ち伏せし、「われわれは朝ま

で待って彼を殺そう」と言って、夜通し静かにし

ていた。 3サムソンは夜中まで寝たが、夜中に起

きて、町の門のとびらと二つの門柱に手をかけて

、貫の木もろともに引き抜き、肩に載せて、ヘブ

ロンの向かいにある山の頂に運んで行った。 4こ

の後、サムソンはソレクの谷にいるデリラという

女を愛した。 5ペリシテびとの君たちはその女の

ところにきて言った、「あなたはサムソンを説き

すすめて、彼の大力はどこにあるのか、またわれ

われはどうすれば彼に勝って、彼を縛り苦しめる

ことができるかを見つけなさい。そうすればわれ

われはおのおの銀千百枚ずつをあなたにさしあげ

ましょう」。 6そこでデリラはサムソンに言った

、「あなたの大力はどこにあるのか、またどうす

ればあなたを縛って苦しめることができるか、ど

うぞわたしに聞かせてください」。 7サムソンは

女に言った、「人々がもし、かわいたことのない

七本の新しい弓弦をもってわたしを縛るなら、わ

たしは弱くなってほかの人のようになるでしょう

」。 8そこでペリシテびとの君たちが、かわいた

ことのない七本の新しい弓弦を女に持ってきたの

で、女はそれをもってサムソンを縛った。 9女は

かねて奥のへやに人を忍ばせておいて、サムソン

に言った、「サムソンよ、ペリシテびとがあなた

に迫っています」。しかしサムソンはその弓弦を

、あたかも亜麻糸が火にあって断たれるように断

ち切った。こうして彼の力の秘密は知れなかった

。 10デリラはサムソンに言った、「あなたはわ

たしを欺いて、うそを言いました。どうしたらあ

なたを縛ることができるか、どうぞ今わたしに聞

かせてください」。 11サムソンは女に言った、

「もし人々がまだ用いたことのない新しい綱をも

って、わたしを縛るなら、弱くなってほかの人の

ようになるでしょう」。 12そこでデリラは新し

い綱をとり、それをもって彼を縛り、そして彼に

言った、「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに

迫っています」。時に人々は奥のへやに忍んでい

たが、サムソンはその綱を糸のように腕から断ち

落した。 13そこでデリラはサムソンに言った、

「あなたは今まで、わたしを欺いて、うそを言い

ましたが、どうしたらあなたを縛ることができる

か、わたしに聞かせてください」。彼は女に言っ

た、「あなたがもし、わたしの髪の毛七ふさを機

の縦糸と一緒に織って、くぎでそれを留めておく
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ならば、わたしは弱くなってほかの人のようにな

るでしょう」。そこで彼が眠ったとき、デリラは

サムソンの髪の毛、七ふさをとって、それを機の

縦糸に織り込み、 14くぎでそれを留めておいて

、彼に言った、「サムソンよ、ペリシテびとがあ

なたに迫っています」。しかしサムソンは目をさ

まして、くぎと機と縦糸とを引き抜いた。 15そ

こで女はサムソンに言った、「あなたの心がわた

しを離れているのに、どうして『おまえを愛する

』と言うことができますか。あなたはすでに三度

もわたしを欺き、あなたの大力がどこにあるかを

わたしに告げませんでした」。 16女は毎日その

言葉をもって彼に迫り促したので、彼の魂は死ぬ

ばかりに苦しんだ。 17彼はついにその心をこと

ごとく打ち明けて女に言った、「わたしの頭には

かみそりを当てたことがありません。わたしは生

れた時から神にささげられたナジルびとだからで

す。もし髪をそり落されたなら、わたしの力は去

って弱くなり、ほかの人のようになるでしょう」

。 18デリラはサムソンがその心をことごとく打

ち明けたのを見、人をつかわしてペリシテびとの

君たちを呼んで言った、「サムソンはその心をこ

とごとくわたしに打ち明けましたから、今度こそ

上っておいでなさい」。そこでペリシテびとの君

たちは、銀を携えて女のもとに上ってきた。 19

女は自分のひざの上にサムソンを眠らせ、人を呼

んで髪の毛、七ふさをそり落させ、彼を苦しめ始

めたが、その力は彼を去っていた。 20そして女

が「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫って

います」と言ったので、彼は目をさまして言った

、「わたしはいつものように出て行って、からだ

をゆすろう」。彼は主が自分を去られたことを知

らなかった。 21そこでペリシテびとは彼を捕え

て、両眼をえぐり、ガザに引いて行って、青銅の

足かせをかけて彼をつないだ。こうしてサムソン

は獄屋の中で、うすをひいていたが、 22その髪

の毛はそり落された後、ふたたび伸び始めた。 23

さてペリシテびとの君たちは、彼らの神ダゴンに

大いなる犠牲をささげて祝をしようと、共に集ま

って言った、「われわれの神は、敵サムソンをわ

れわれの手にわたされた」。 24民はサムソンを

見て、自分たちの神をほめたたえて言った、「わ

れわれの神は、われわれの国を荒し、われわれを

多く殺した敵をわれわれの手にわたされた」。 25

彼らはまた心に喜んで言った、「サムソンを呼ん

で、われわれのために戯れ事をさせよう」。彼ら

は獄屋からサムソンを呼び出して、彼らの前に戯

れ事をさせた。彼らがサムソンを柱のあいだに立

たせると、 26サムソンは自分の手をひいている

若者に言った、「わたしの手を放して、この家を

ささえている柱をさぐらせ、それに寄りかからせ

てください」。 27その家には男女が満ち、ペリ

シテびとの君たちも皆そこにいた。また屋根の上

には三千人ばかりの男女がいて、サムソンの戯れ

事をするのを見ていた。 28サムソンは主に呼ば

わって言った、「ああ、主なる神よ、どうぞ、わ

たしを覚えてください。ああ、神よ、どうぞもう

一度、わたしを強くして、わたしの二つの目の一

つのためにでもペリシテびとにあだを報いさせて

ください」。 29そしてサムソンは、その家をさ

さえている二つの中柱の一つを右の手に、一つを

左の手にかかえて、身をそれに寄せ、 30「わた

しはペリシテびとと共に死のう」と言って、力を

こめて身をかがめると、家はその中にいた君たち

と、すべての民の上に倒れた。こうしてサムソン

が死ぬときに殺したものは、生きているときに殺

したものよりも多かった。 31やがて彼の身内の

人たちおよび父の家族の者がみな下ってきて、彼

を引き取り、携え上って、ゾラとエシタオルの間

にある父マノアの墓に葬った。サムソンがイスラ

エルをさばいたのは二十年であった。

17ここにエフライムの山地の人で、名をミカと
呼ぶものがあった。 2彼は母に言った、「あ

なたはかつて銀千百枚を取られたので、それをの

ろい、わたしにも話されましたが、その銀はわた

しが持っています。わたしがそれを取ったのです

」。母は言った、「どうぞ主がわが子を祝福され

ますように」。 3そして彼が銀千百枚を母に返し

たので、母は言った、「わたしはわたしの子のた

めに一つの刻んだ像と、一つの鋳た像を造るため

にその銀をわたしの手から主に献納します。それ

で今それをあなたに返しましょう」。 4ミカがそ

の銀を母に返したので、母はその銀二百枚をとっ

て、それを銀細工人に与え、一つの刻んだ像と、

一つの鋳た像を造らせた。その像はミカの家にあ

った。 5このミカという人は神の宮をもち、エポ

デとテラピムを造り、その子のひとりを立てて、

自分の祭司とした。 6そのころイスラエルには王

がなかったので、人々はおのおの自分たちの目に
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正しいと思うことを行った。 7さてここにユダの

氏族のもので、ユダのベツレヘムからきたひとり

の若者があった。彼はレビびとであって、そこに

寄留していたのである。 8この人は自分の住むべ

きところを尋ねて、ユダのベツレヘムの町を去り

、旅してエフライムの山地のミカの家にきた。 9

ミカは彼に言った、「あなたはどこからおいでに

なりましたか」。彼は言った、「わたしはユダの

ベツレヘムのレビびとですが、住むべきところを

尋ねて旅をしているのです」。 10ミカは言った

、「わたしと一緒にいて、わたしのために父とも

祭司ともなってください。そうすれば年に銀十枚

と衣服ひとそろいと食物とをさしあげましょう」

。 11レビびとはついにその人と一緒に住むこと

を承諾した。そしてその若者は彼の子のひとりの

ようになった。 12ミカはレビびとであるこの若

者を立てて自分の祭司としたので、彼はミカの家

にいた。 13それでミカは言った、「今わたしは

レビびとを祭司に持つようになったので、主がわ

たしをお恵みくださることがわかりました」。

18そのころイスラエルには王がなかった。その
ころダンびとの部族はイスラエルの部族のう

ちにあって、その日までまだ嗣業の地を得なかっ

たので自分たちの住むべき嗣業の地を求めていた

。 2それでダンの人々は自分の部族の総勢のうち

から、勇者五人をゾラとエシタオルからつかわし

て土地をうかがい探らせた。すなわち彼らに言っ

た、「行って土地を探ってきなさい」。彼らはエ

フライムの山地に行き、ミカの家に着いて、そこ

に宿ろうとした。 3彼らがミカの家に近づいたと

き、レビびとである若者の声を聞きわけたので、

身をめぐらしてそこにはいって彼に言った、「だ

れがあなたをここに連れてきたのですか。あなた

はここで何をしているのですか。ここになんの用

があるのですか」。 4若者は彼らに言った、「ミ

カが、かようかようにしてわたしを雇ったので、

わたしはその祭司となったのです」。 5彼らは言

った、「どうぞ、神に伺って、われわれが行く道

にしあわせがあるかどうかを知らせてください」

。 6その祭司は彼らに言った、「安心して行きな

さい。あなたがたが行く道は主が見守っておられ

ます」。 7そこで五人の者は去ってライシに行き

、そこにいる民を見ると、彼らは安らかに住まい

、その穏やかで安らかなことシドンびとのようで

あって、この国には一つとして欠けたものがなく

、富を持ち、またシドンびとと遠く離れており、

ほかの民と交わることがなかった。 8かくて彼ら

がゾラとエシタオルにおる兄弟たちのもとに帰っ

てくると、兄弟たちは彼らに言った、「いかがで

したか」。 9彼らは言った、「立って彼らのとこ

ろに攻め上りましょう。われわれはかの地を見た

が、非常に豊かです。あなたがたはなぜじっとし

ているのですか。ためらわずに進んで行って、か

の地を取りなさい。 10あなたがたが行けば、安

らかにおる民の所に行くでしょう。その地は広く

、神はそれをあなたがたの手に賜わるのです。そ

こには地にあるもの一つとして欠けているものは

ありません」。 11そこでダンの氏族のもの六百

人が武器を帯びて、ゾラとエシタオルを出発し、

12上って行ってユダのキリアテ・ヤリムに陣を張

った。このゆえに、その所は今日までマハネダン

と呼ばれる。それはキリアテ・ヤリムの西にある

。 13彼らはそこからエフライムの山地に進み、

ミカの家に着いた。 14かのライシの国をうかが

いに行った五人の者はその兄弟たちに言った、「

あなたがたはこれらの家にエポデとテラピムと刻

んだ像と鋳た像のあるのを知っていますか。それ

であなたがたは今、なすべきことを決めなさい」

。 15そこで彼らはその方へ身をめぐらして、か

のレビびとの若者の家すなわちミカの家に行って

、彼に安否を問うた。 16しかし武器を帯びた六

百人のダンの人々は門の入口に立っていた。 17

かの土地をうかがいに行った五人の者は上って行

って、そこにはいり、刻んだ像とエポデとテラピ

ムと鋳た像とを取ったが、祭司は武器を帯びた六

百人の者と共に門の入口に立っていた。 18彼ら

がミカの家にはいって刻んだ像とエポデとテラピ

ムと鋳た像とを取った時、祭司は彼らに言った、

「あなたがたは何をなさいますか」。 19彼らは

言った、「黙りなさい。あなたの手を口にあてて

、われわれと一緒にきて、われわれのために父と

も祭司ともなりなさい。ひとりの家の祭司である

のと、イスラエルの一部族、一氏族の祭司である

のと、どちらがよいですか」。 20祭司は喜んで

、エポデとテラピムと刻んだ像とを取り、民のな

かに加わった。 21かくて彼らは身をめぐらして

去り、その子供たちと家畜と貨財をさきにたてて

進んだが、 22ミカの家をはるかに離れたとき、

ミカは家に近い家の人々を集め、ダンの人々に追



士師記231

いつき、 23ダンの人々を呼んだので、彼らはふ

り向いてミカに言った、「あなたがそのように仲

間を連れてきたのは、どうしたのですか」。 24

彼は言った、「あなたがたが、わたしの造った神

々および祭司を奪い去ったので、わたしに何が残

っていますか。しかるにあなたがたがわたしに向

かって『どうしたのですか』と言われるとは何事

ですか」。 25ダンの人々は彼に言った、「あな

たは大きな声を出さないがよい。気の荒い連中が

あなたに撃ちかかって、あなたは自分の命と家族

の命を失うようになるでしょう」。 26こうして

ダンの人々は去って行ったが、ミカは彼らの強い

のを見て、くびすをかえして自分の家に帰った。

27さて彼らはミカが造った物と、ミカと共にいた

祭司とを奪ってライシにおもむき、穏やかで、安

らかな民のところへ行って、つるぎをもって彼ら

を撃ち、火をつけてその町を焼いたが、 28シド

ンを遠く離れており、ほかの民との交わりがなか

ったので、それを救うものがなかった。その町は

ベテレホブに属する谷にあった。彼らは町を建て

なおしてそこに住み、 29イスラエルに生れた先

祖ダンの名にしたがって、その町の名をダンと名

づけた。その町の名はもとはライシであった。 30

そしてダンの人々は刻んだ像を自分たちのために

安置し、モーセの孫すなわちゲルショムの子ヨナ

タンとその子孫がダンびとの部族の祭司となって

、国が捕囚となる日にまで及んだ。 31神の家が

シロにあったあいだ、常に彼らはミカが造ったそ

の刻んだ像を飾って置いた。

19そのころ、イスラエルに王がなかった時、エ
フライムの山地の奥にひとりのレビびとが寄

留していた。彼はユダのベツレヘムからひとりの

女を迎えて、めかけとしていたが、 2そのめかけ

は怒って、彼のところを去り、ユダのベツレヘム

の父の家に帰って、そこに四か月ばかり過ごした

。 3そこで夫は彼女をなだめて連れ帰ろうと、し

もべと二頭のろばを従え、立って彼女のあとを追

って行った。彼が女の父の家に着いた時、娘の父

は彼を見て、喜んで迎えた。 4娘の父であるしゅ

うとが引き留めたので、彼は三日共におり、みな

飲み食いしてそこに宿った。 5四日目に彼らは朝

はやく起き、彼が立ち去ろうとしたので、娘の父

は婿に言った、「少し食事をして元気をつけ、そ

れから出かけなさい」。 6そこでふたりは座して

共に飲み食いしたが、娘の父はその人に言った、

「どうぞもう一晩泊まって楽しく過ごしなさい」

。 7その人は立って去ろうとしたが、しゅうとが

しいたので、ついにまたそこに宿った。 8五日目

になって、朝はやく起きて去ろうとしたが、娘の

父は言った、「どうぞ、元気をつけて、日が傾く

までとどまりなさい」。そこで彼らふたりは食事

をした。 9その人がついにめかけおよびしもべと

共に去ろうとして立ちあがったとき、娘の父であ

るしゅうとは彼に言った、「日も暮れようとして

いる。どうぞもう一晩泊まりなさい。日は傾いた

。ここに宿って楽しく過ごしなさい。そしてあし

たの朝はやく起きて出立し、家に帰りなさい」。

10しかし、その人は泊まることを好まないので、

立って去り、エブスすなわちエルサレムの向かい

に着いた。くらをおいた二頭のろばと彼のめかけ

も一緒であった。 11彼らがエブスに近づいたと

き、日はすでに没したので、しもべは主人に言っ

た、「さあ、われわれは道を転じてエブスびとの

この町にはいって、そこに宿りましょう」。 12

主人は彼に言った、「われわれは道を転じて、イ

スラエルの人々の町でない外国人の町に、はいっ

てはならない。ギベアまで行こう」。 13彼はま

たしもべに言った、「さあ、われわれはギベアか

ラマか、そのうちの一つに着いてそこに宿ろう」

。 14彼らは進んで行ったが、ベニヤミンに属す

るギベアの近くで日が暮れたので、 15ギベアへ

行って宿ろうと、そこに道を転じ、町にはいって

、その広場に座した。だれも彼らを家に迎えて泊

めてくれる者がなかったからである。 16時にひ

とりの老人が夕暮に畑の仕事から帰ってきた。こ

の人はエフライムの山地の者で、ギベアに寄留し

ていたのである。ただしこの所の人々はベニヤミ

ンびとであった。 17彼は目をあげて、町の広場

に旅人のおるのを見た。老人は言った、「あなた

はどこへ行かれるのですか。どこからおいでにな

りましたか」。 18その人は言った、「われわれ

はユダのベツレヘムから、エフライムの山地の奥

へ行くものです。わたしはあそこの者で、ユダの

ベツレヘムへ行き、今わたしの家に帰るところで

すが、だれもわたしを家に泊めてくれる者があり

ません。 19われわれには、ろばのわらも飼葉も

あり、またわたしと、はしためと、しもべと共に

いる若者との食物も酒もあって、何も欠けている

ものはありません」。 20老人は言った、「安心
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しなさい。あなたの必要なものはなんでも備えま

しょう。ただ広場で夜を過ごしてはなりません」

。 21そして彼を家に連れていって、ろばに飼葉

を与えた。彼らは足を洗って飲み食いした。 22

彼らが楽しく過ごしていた時、町の人々の悪い者

どもがその家を取り囲み、戸を打ちたたいて、家

のあるじである老人に言った、「あなたの家にき

た人を出しなさい。われわれはその者を知るであ

ろう」。 23しかし家のあるじは彼らのところに

出ていって言った、「いいえ、兄弟たちよ、どう

ぞ、そんな悪いことをしないでください。この人

はすでにわたしの家にはいったのだから、そんな

つまらない事をしないでください。 24ここに処

女であるわたしの娘と、この人のめかけがいます

。今それを出しますから、それをはずかしめ、あ

なたがたの好きなようにしなさい。しかしこの人

にはそのようなつまらない事をしないでください

」。 25しかし人々が聞きいれなかったので、そ

の人は自分のめかけをとって彼らのところに出し

た。彼らはその女を犯して朝まで終夜はずかしめ

、日ののぼるころになって放し帰らせた。 26朝

になって女は自分の主人を宿してくれた人の家の

戸口にきて倒れ伏し、夜のあけるまでに及んだ。

27彼女の主人は朝起きて家の戸を開き、出て旅立

とうとすると、そのめかけである女が家の戸口に

、手を敷居にかけて倒れていた。 28彼は女に向

かって、「起きよ、行こう」と言ったけれども、

なんの答もなかった。そこでその人は女をろばに

乗せ、立って自分の家におもむいたが、 29その

家に着いたとき、刀を執り、めかけを捕えて、そ

のからだを十二切れに断ち切り、それをイスラエ

ルの全領域にあまねく送った。 30それを見たも

のはみな言った、「イスラエルの人々がエジプト

の地から上ってきた日から今日まで、このような

事は起ったこともなく、また見たこともない。こ

の事をよく考え、協議して言うことを決めよ」

。

20そこでイスラエルの人々は、ダンからベエル
シバまで、またギレアデの地からもみな出て

きて、その会衆はひとりのようにミヅパで主のも

とに集まった。 2民の首領たち、すなわちイスラ

エルのすべての部族の首領たちは、みずから神の

民の集合に出た。つるぎを帯びている歩兵が四十

万人あった。 3ベニヤミンの人々は、イスラエル

の人々がミヅパに上ったことを聞いた。イスラエ

ルの人々は言った、「どうして、この悪事が起っ

たのか、われわれに話してください」。 4殺され

た女の夫であるレビびとは答えて言った、「わた

しは、めかけと一緒にベニヤミンに属するギベア

へ行って宿りましたが、 5ギベアの人々は立って

わたしを攻め、夜の間に、わたしのおる家を取り

囲んで、わたしを殺そうと企て、ついにわたしの

めかけをはずかしめて、死なせました。 6それで

わたしはめかけを捕えて断ち切り、それをイスラ

エルの嗣業のすべての地方にあまねく送りました

。彼らがイスラエルにおいて憎むべきみだらなこ

とを行ったからです。 7イスラエルの人々よ、あ

なたがたは皆自分の意見と考えをここに述べてく

ださい」。 8民は皆ひとりのように立って言った

、「われわれはだれも自分の天幕に行きません。

まただれも自分の家に帰りません。 9われわれが

今ギベアに対してしようとする事はこれです。わ

れわれはくじを引いて、ギベアに攻めのぼりまし

ょう。 10すなわちイスラエルのすべての部族か

ら百人について十人、千人について百人、万人に

ついて千人を選んで、民の糧食をとらせ、民はベ

ニヤミンのギベアに行って、ベニヤミンびとがイ

スラエルにおいておこなったすべてのみだらな事

に対して、報復しましょう」。 11こうしてイス

ラエルの人々は皆集まり、一致結束して町を攻め

ようとした。 12イスラエルのもろもろの部族は

人々をあまねくベニヤミンの部族のうちにつかわ

して言わせた、「あなたがたのうちに起ったこの

事は、なんたる悪事でしょうか。 13それで今ギ

ベアにいるあの悪い人々をわたしなさい。われわ

れは彼らを殺して、イスラエルから悪を除き去り

ましょう」。しかしベニヤミンの人々はその兄弟

であるイスラエルの人々の言葉を聞きいれなかっ

た。 14かえってベニヤミンの人々は町々からギ

ベアに集まり、出てイスラエルの人々と戦おうと

した。 15その日、町々から集まったベニヤミン

の人々はつるぎを帯びている者二万六千人あり、

ほかにギベアの住民で集まった精兵が七百人あっ

た。 16このすべての民のうちに左ききの精兵が

七百人あって、いずれも一本の毛すじをねらって

石を投げても、はずれることがなかった。 17イ

スラエルの人々の集まった者はベニヤミンを除い

て、つるぎを帯びている者四十万人あり、いずれ

も軍人であった。 18イスラエルの人々は立ちあ
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がってベテルにのぼり、神に尋ねた、「われわれ

のうち、いずれがさきにのぼって、ベニヤミンの

人々と戦いましょうか」。主は言われた、「ユダ

がさきに」。 19そこでイスラエルの人々は、朝

起きて、ギベアに対し陣を取った。 20すなわち

イスラエルの人々はベニヤミンと戦うために出て

行って、ギベアで彼らに対して戦いの備えをした

が、 21ベニヤミンの人々はギベアから出てきて

、その日イスラエルの人々のうち二万二千人を地

に撃ち倒した。 22しかしイスラエルの民の人々

は奮いたって初めの日に備えをした所にふたたび

戦いの備えをした。 23そしてイスラエルの人々

は上って行って主の前に夕暮まで泣き、主に尋ね

た、「われわれは再びわれわれの兄弟であるベニ

ヤミンの人々と戦いを交えるべきでしょうか」。

主は言われた、「攻めのぼれ」。 24そこでイス

ラエルの人々は、次の日またベニヤミンの人々の

所に攻めよせたが、 25ベニヤミンは次の日また

ギベアから出て、これを迎え、ふたたびイスラエ

ルの人々のうち一万八千人を地に撃ち倒した。こ

れらは皆つるぎを帯びている者であった。 26こ

れがためにイスラエルのすべての人々すなわち全

軍はベテルに上って行って泣き、その所で主の前

に座して、その日夕暮まで断食し、燔祭と酬恩祭

を主の前にささげた。 27そしてイスラエルの人

々は主に尋ね、そのころ神の契約の箱はそこにあ

って、 28アロンの子エレアザルの子であるピネ

ハスが、それに仕えていたそして言った、「われ

われはなおふたたび出て、われわれの兄弟である

ベニヤミンの人々と戦うべきでしょうか。あるい

はやめるべきでしょうか」。主は言われた、「の

ぼれ。わたしはあす彼らをあなたがたの手にわた

すであろう」。 29そこでイスラエルはギベアの

周囲に伏兵を置き、 30そしてイスラエルの人々

は三日目にまたベニヤミンの人々のところに攻め

のぼり、前のようにギベアに対して備えをした。

31ベニヤミンの人々は出て、民を迎えたが、つい

に町からおびき出されたので、彼らは前のように

大路で民を撃ちはじめ、また野でイスラエルの人

を三十人ばかり殺した。その大路は、一つはベテ

ルに至り、一つはギベアに至るものであった。 32

ベニヤミンの人々は言った、「彼らは初めのよう

に、われわれの前に撃ち破られる」。しかしイス

ラエルの人々は言った、「われわれは逃げて、彼

らを町から大路におびき出そう」。 33そしてイ

スラエルの人々は皆その所から立ってバアル・タ

マルに備えをした。その間に待ち伏せていたイス

ラエルの人々がその所から、すなわちゲバの西か

ら現れ出た。 34すなわちイスラエルの全軍のう

ちから精兵一万人がきて、ギベアを襲い、その戦

いは激しかった。しかしベニヤミンの人々は災の

自分たちに迫っているのを知らなかった。 35主

がイスラエルの前にベニヤミンを撃ち敗られたの

で、イスラエルの人々は、その日ベニヤミンびと

二万五千一百人を殺した。これらは皆つるぎを帯

びている者であった。 36こうしてベニヤミンの

人々は自分たちの撃ち敗られたのを見た。そこで

イスラエルの人々はギベアに対して設けた伏兵を

たのんで、ベニヤミンびとを避けて退いた。 37

伏兵は急いでギベアに突き入り、進んでつるぎを

もって町をことごとく撃った。 38イスラエルの

人々と伏兵の間に定めた合図は、町から大いなる

のろしがあがるとき、 39イスラエルの人々が戦

いに転じることであった。さてベニヤミンは初め

イスラエルの人々を撃って三十人ばかりを殺した

ので言った、「まことに彼らは最初の戦いのよう

にわれわれの前に撃ち敗られる」。 40しかし、

のろしが煙の柱となって町からのぼりはじめたの

で、ベニヤミンの人々がうしろを見ると、町はみ

な煙となって天にのぼっていた。 41その時イス

ラエルの人々が向きを変えたので、ベニヤミンの

人々は災が自分たちに迫ったのを見て、うろたえ

、 42イスラエルの人々の前から身をめぐらして

荒野の方に向かったが、戦いが彼らに追い迫り、

町から出てきた者どもは、彼らを中にはさんで殺

した。 43すなわちイスラエルの人々はベニヤミ

ンの人々を切り倒し、追い撃ち、踏みにじって、

ノハから東の方ギベアの向かいにまで及んだ。 44

ベニヤミンの倒れた者は一万八千人で、みな勇士

であった。 45彼らは身をめぐらして荒野の方、

リンモンの岩まで逃げたが、イスラエルの人々は

大路でそのうち五千人を切り倒し、なおも追撃し

てギドムに至り、そのうちの二千人を殺した。 46

こうしてその日ベニヤミンの倒れた者はつるぎを

帯びている者合わせて二万五千人で、みな勇士で

あった。 47しかし六百人の者は身をめぐらして

荒野の方、リンモンの岩まで逃げて、四か月の間

リンモンの岩に住んだ。 48そこでイスラエルの

人々はまた身をかえしてベニヤミンの人々を攻め

、つるぎをもって人も獣もすべて見つけたものを



士師記 234

撃ち殺し、また見つけたすべての町に火をかけた

。

21かつてイスラエルの人々はミヅパで、「われ
われのうちひとりもその娘をベニヤミンびと

の妻として与える者があってはならない」と言っ

て誓ったので、 2民はベテルに行って、そこで夕

暮まで神の前に座し、声をあげて激しく泣いて、

3言った、「イスラエルの神、主よ、どうしてイ

スラエルにこのような事が起って、今日イスラエ

ルに一つの部族が欠けるようになったのですか」

。 4翌日、民は早く起きて、そこに祭壇を築き、

燔祭と酬恩祭をささげた。 5そしてイスラエルの

人々は言った、「イスラエルのすべての部族のう

ちで集会に上って、主のもとに行かなかった者は

だれか」。これは彼らがミヅパにのぼって、主の

もとに行かない者のことについて大いなる誓いを

立てて、「その人は必ず殺されなければならない

」と言ったからである。 6しかしイスラエルの人

々は兄弟ベニヤミンをあわれんで言った、「今日

イスラエルに一つの部族が絶えた。 7われわれは

主をさして、われわれの娘を彼らに妻として与え

ないと誓ったので、かの残った者どもに妻をめと

らせるにはどうしたらよいであろうか」。 8彼ら

はまた言った、「イスラエルの部族のうちで、ミ

ヅパにのぼって主のもとに行かなかったのはどの

部族か」。ところがヤベシ・ギレアデからはひと

りも陣営にきて集会に臨んだ者がなかった。 9す

なわち民を集めて見ると、ヤベシ・ギレアデの住

民はひとりもそこにいなかった。 10そこで会衆

は勇士一万二千人をかしこにつかわし、これに命

じて言った、「ヤベシ・ギレアデに行って、その

住民を、女、子供もろともつるぎをもって撃て。

11そしてこのようにしなければならない。すなわ

ち男および男と寝た女はことごとく滅ぼさなけれ

ばならない」。 12こうして彼らはヤベシ・ギレ

アデの住民のうちで四百人の若い処女を獲た。こ

れはまだ男と寝たことがなく、男を知らない者で

ある。彼らはこれをカナンの地にあるシロの陣営

に連れてきた。 13そこで全会衆は人をつかわし

て、リンモンの岩におるベニヤミンの人々に平和

を告げた。 14ベニヤミンの人々がその時、帰っ

てきたので、彼らはヤベシ・ギレアデの女のうち

から生かしておいた女をこれに与えたが、なお足

りなかった。 15こうして民は、主がイスラエル

の部族のうちに欠陥をつくられたことのために、

ベニヤミンをあわれんだ。 16会衆の長老たちは

言った、「ベニヤミンの女が絶えたので、かの残

りの者どもに妻をめとらせるにはどうしたらよい

でしょうか」。 17彼らはまた言った、「イスラ

エルから一つの部族が消えうせないためにベニヤ

ミンのうちの残りの者どもに、あとつぎがなけれ

ばならない。 18しかし、われわれの娘を彼らの

妻に与えることはできない。イスラエルの人々が

『ベニヤミンに妻を与える者はのろわれる』と言

って誓ったからである」。 19それで彼らは言っ

た、「年々シロに主の祭がある」。シロはベテル

の北にあって、ベテルからシケムにのぼる大路の

東、レバナの南にある。 20そして彼らはベニヤ

ミンの人々に命じて言った、「あなたがたは行っ

て、ぶどう畑に待ち伏せして、 21うかがいなさ

い。もしシロの娘たちが踊りを踊りに出てきたな

らば、ぶどう畑から出て、シロの娘たちのうちか

ら、めいめい自分の妻をとって、ベニヤミンの地

に連れて行きなさい。 22もしその父あるいは兄

弟がきて、われわれに訴えるならば、われわれは

彼らに、『われわれのために彼らをゆるしてくだ

さい。戦争のときにわれわれは、彼らおのおのに

妻をとってやらなかったし、またあなたがたも彼

らに与えなかったからです。もし与えたならば、

あなたがたは罪を犯したことになるからでした』

と言いましょう」。 23ベニヤミンの人々はその

ように行い、踊っている者どものうちから自分た

ちの数にしたがって妻を取り、それを連れて領地

に帰り、町々を建てなおして、そこに住んだ。 24

こうしてイスラエルの人々は、その時そこを去っ

て、おのおのその部族および氏族に帰った。すな

わちそこを立って、おのおのその嗣業の地に帰っ

た。 25そのころ、イスラエルには王がなかった

ので、おのおの自分の目に正しいと見るところを

おこなった。
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ルツ記

1さばきづかさが世を治めているころ、国に飢
きんがあったので、ひとりの人がその妻とふ

たりの男の子を連れてユダのベツレヘムを去り、

モアブの地へ行ってそこに滞在した。 2その人の

名はエリメレク、妻の名はナオミ、ふたりの男の

子の名はマロンとキリオンといい、ユダのベツレ

ヘムのエフラタびとであった。彼らはモアブの地

へ行って、そこにおったが、 3ナオミの夫エリメ

レクは死んで、ナオミとふたりの男の子が残され

た。 4ふたりの男の子はそれぞれモアブの女を妻

に迎えた。そのひとりの名はオルパといい、ひと

りの名はルツといった。彼らはそこに十年ほど住

んでいたが、 5マロンとキリオンのふたりもまた

死んだ。こうしてナオミはふたりの子と夫とに先

だたれた。 6その時、ナオミはモアブの地で、主

がその民を顧みて、すでに食物をお与えになって

いることを聞いたので、その嫁と共に立って、モ

アブの地からふるさとへ帰ろうとした。 7そこで

彼女は今いる所を出立し、ユダの地へ帰ろうと、

ふたりの嫁を連れて道に進んだ。 8しかしナオミ

はふたりの嫁に言った、「あなたがたは、それぞ

れ自分の母の家に帰って行きなさい。あなたがた

が、死んだふたりの子とわたしに親切をつくした

ように、どうぞ、主があなたがたに、いつくしみ

を賜わりますよう。 9どうぞ、主があなたがたに

夫を与え、夫の家で、それぞれ身の落ち着き所を

得させられるように」。こう言って、ふたりの嫁

に口づけしたので、彼らは声をあげて泣き、 10

ナオミに言った、「いいえ、わたしたちは一緒に

あなたの民のところへ帰ります」。 11しかしナ

オミは言った、「娘たちよ、帰って行きなさい。

どうして、わたしと一緒に行こうというのですか

。あなたがたの夫となる子がまだわたしの胎内に

いると思うのですか。 12娘たちよ、帰って行き

なさい。わたしは年をとっているので、夫をもつ

ことはできません。たとい、わたしが今夜、夫を

もち、また子を産む望みがあるとしても、 13そ

のためにあなたがたは、子どもの成長するまで待

っているつもりなのですか。あなたがたは、その

ために夫をもたずにいるつもりなのですか。娘た

ちよ、それはいけません。主の手がわたしに臨み

、わたしを責められたことで、あなたがたのため

に、わたしは非常に心を痛めているのです」。 14

彼らはまた声をあげて泣いた。そしてオルパはそ

のしゅうとめに口づけしたが、ルツはしゅうとめ

を離れなかった。 15そこでナオミは言った、「

ごらんなさい。あなたの相嫁は自分の民と自分の

神々のもとへ帰って行きました。あなたも相嫁の

あとについて帰りなさい」。 16しかしルツは言

った、「あなたを捨て、あなたを離れて帰ること

をわたしに勧めないでください。わたしはあなた

の行かれる所へ行き、またあなたの宿られる所に

宿ります。あなたの民はわたしの民、あなたの神

はわたしの神です。 17あなたの死なれる所でわ

たしも死んで、そのかたわらに葬られます。もし

死に別れでなく、わたしがあなたと別れるならば

、主よ、どうぞわたしをいくえにも罰してくださ

い」。 18ナオミはルツが自分と一緒に行こうと

、固く決心しているのを見たので、そのうえ言う

ことをやめた。 19そしてふたりは旅をつづけて

、ついにベツレヘムに着いた。彼らがベツレヘム

に着いたとき、町はこぞって彼らのために騒ぎた

ち、女たちは言った、「これはナオミですか」。

20ナオミは彼らに言った、「わたしをナオミ（楽

しみ）と呼ばずに、マラ（苦しみ）と呼んでくだ

さい。なぜなら全能者がわたしをひどく苦しめら

れたからです。 21わたしは出て行くときは豊か

でありましたが、主はわたしをから手で帰されま

した。主がわたしを悩まし、全能者がわたしに災

をくだされたのに、どうしてわたしをナオミと呼

ぶのですか」。 22こうしてナオミは、モアブの

地から帰った嫁、モアブの女ルツと一緒に帰って

きて、大麦刈の初めにベツレヘムに着いた。

2さてナオミには、夫エリメレクの一族で、非
常に裕福なひとりの親戚があって、その名を

ボアズといった。 2モアブの女ルツはナオミに言

った、「どうぞ、わたしを畑に行かせてください

。だれか親切な人が見当るならば、わたしはその

方のあとについて落ち穂を拾います」。ナオミが

彼女に「娘よ、行きなさい」と言ったので、 3ル

ツは行って、刈る人たちのあとに従い、畑で落ち

穂を拾ったが、彼女ははからずもエリメレクの一

族であるボアズの畑の部分にきた。 4その時ボア

ズは、ベツレヘムからきて、刈る者どもに言った

、「主があなたがたと共におられますように」。

彼らは答えた、「主があなたを祝福されますよう

に」。 5ボアズは刈る人たちを監督しているしも
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べに言った、「これはだれの娘ですか」。 6刈る

人たちを監督しているしもべは答えた、「あれは

モアブの女で、モアブの地からナオミと一緒に帰

ってきたのですが、 7彼女は『どうぞ、わたしに

、刈る人たちのあとについて、束のあいだで、落

ち穂を拾い集めさせてください』と言いました。

そして彼女は朝早くきて、今まで働いて、少しの

あいだも休みませんでした」。 8ボアズはルツに

言った、「娘よ、お聞きなさい。ほかの畑に穂を

拾いに行ってはいけません。またここを去っては

なりません。わたしのところで働く女たちを離れ

ないで、ここにいなさい。 9人々が刈りとってい

る畑に目をとめて、そのあとについて行きなさい

。わたしは若者たちに命じて、あなたのじゃまを

しないようにと、言っておいたではありませんか

。あなたがかわく時には水がめのところへ行って

、若者たちのくんだのを飲みなさい」。 10彼女

は地に伏して拝し、彼に言った、「どうしてあな

たは、わたしのような外国人を顧みて、親切にし

てくださるのですか」。 11ボアズは答えて彼女

に言った、「あなたの夫が死んでこのかた、あな

たがしゅうとめにつくしたこと、また自分の父母

と生れた国を離れて、かつて知らなかった民のと

ころにきたことは皆わたしに聞えました。 12ど

うぞ、主があなたのしたことに報いられるように

。どうぞ、イスラエルの神、主、すなわちあなた

がその翼の下に身を寄せようとしてきた主からじ

ゅうぶんの報いを得られるように」。 13彼女は

言った、「わが主よ、まことにありがとうござい

ます。わたしはあなたのはしためのひとりにも及

ばないのに、あなたはこんなにわたしを慰め、は

しためにねんごろに語られました」。 14食事の

時、ボアズは彼女に言った、「ここへきて、パン

を食べ、あなたの食べる物を酢に浸しなさい」。

彼女が刈る人々のかたわらにすわったので、ボア

ズは焼麦を彼女に与えた。彼女は飽きるほど食べ

て残した。 15そして彼女がまた穂を拾おうと立

ちあがったとき、ボアズは若者たちに命じて言っ

た、「彼女には束の間でも穂を拾わせなさい。と

がめてはならない。 16また彼女のために束から

わざと抜き落しておいて拾わせなさい。しかって

はならない」。 17こうして彼女は夕暮まで畑で

落ち穂を拾った。そして拾った穂を打つと、大麦

は一エパほどあった。 18彼女はそれを携えて町

にはいり、しゅうとめにその拾ったものを見せ、

かつ食べ飽きて、残して持ちかえったものを取り

出して与えた。 19しゅうとめは彼女に言った、

「あなたは、きょう、どこで穂を拾いましたか。

どこで働きましたか。あなたをそのように顧みて

くださったかたに、どうか祝福があるように」。

そこで彼女は自分がだれの所で働いたかを、しゅ

うとめに告げて、「わたしが、きょう働いたのは

ボアズという名の人の所です」と言った。 20ナ

オミは嫁に言った、「生きている者をも、死んだ

者をも、顧みて、いつくしみを賜わる主が、どう

ぞその人を祝福されますように」。ナオミはまた

彼女に言った、「その人はわたしたちの縁者で、

最も近い親戚のひとりです」。 21モアブの女ル

ツは言った、「その人はまたわたしに『あなたは

わたしのところの刈入れが全部終るまで、わたし

のしもべたちのそばについていなさい』と言いま

した」。 22ナオミは嫁ルツに言った、「娘よ、

その人のところで働く女たちと一緒に出かけるの

はけっこうです。そうすればほかの畑で人にいじ

められるのを免れるでしょう」。 23それで彼女

はボアズのところで働く女たちのそばについてい

て穂を拾い、大麦刈と小麦刈の終るまでそうした

。こうして彼女はしゅうとめと一緒に暮した。

3時にしゅうとめナオミは彼女に言った、「娘
よ、わたしはあなたの落ち着き所を求めて、

あなたをしあわせにすべきではないでしょうか。

2あなたが一緒に働いた女たちの主人ボアズはわ

たしたちの親戚ではありませんか。彼は今夜、打

ち場で大麦をあおぎ分けます。 3それであなたは

身を洗って油をぬり、晴れ着をまとって打ち場に

下って行きなさい。ただ、あなたはその人が飲み

食いを終るまで、その人に知られてはなりません

。 4そしてその人が寝る時、その寝る場所を見定

め、はいって行って、その足の所をまくって、そ

こに寝なさい。彼はあなたのすべきことを知らせ

るでしょう」。 5ルツはしゅうとめに言った、「

あなたのおっしゃることを皆いたしましょう」。

6こうして彼女は打ち場に下り、すべてしゅうと

めが命じたとおりにした。 7ボアズは飲み食いし

て、心をたのしませたあとで、麦を積んである場

所のかたわらへ行って寝た。そこで彼女はひそか

に行き、ボアズの足の所をまくって、そこに寝た

。 8夜中になって、その人は驚き、起きかえって

見ると、ひとりの女が足のところに寝ていたので
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、 9「あなたはだれですか」と言うと、彼女は答

えた、「わたしはあなたのはしためルツです。あ

なたのすそで、はしためをおおってください。あ

なたは最も近い親戚です」。 10ボアズは言った

、「娘よ、どうぞ、主があなたを祝福されるよう

に。あなたは貧富にかかわらず若い人に従い行く

ことはせず、あなたが最後に示したこの親切は、

さきに示した親切にまさっています。 11それで

、娘よ、あなたは恐れるにおよびません。あなた

が求めることは皆、あなたのためにいたしましょ

う。わたしの町の人々は皆、あなたがりっぱな女

であることを知っているからです。 12たしかに

わたしは近い親戚ではありますが、わたしよりも

、もっと近い親戚があります。 13今夜はここに

とどまりなさい。朝になって、もしその人が、あ

なたのために親戚の義務をつくすならば、よろし

い、その人にさせなさい。しかし主は生きておら

れます。その人が、あなたのために親戚の義務を

つくすことを好まないならば、わたしはあなたの

ために親戚の義務をつくしましょう。朝までここ

におやすみなさい」。 14ルツは朝まで彼の足の

ところに寝たが、だれかれの見分け難いころに起

きあがった。それはボアズが「この女の打ち場に

きたことが人に知られてはならない」と言ったか

らである。 15そしてボアズは言った、「あなた

の着る外套を持ってきて、それを広げなさい」。

彼女がそれを広げると、ボアズは大麦六オメルを

はかって彼女に負わせた。彼女は町に帰り、 16

しゅうとめのところへ行くと、しゅうとめは言っ

た、「娘よ、どうでしたか」。そこでルツはその

人が彼女にしたことをことごとく告げて、 17言

った、「あのかたはわたしに向かって、から手で

、しゅうとめのところへ帰ってはならないと言っ

て、この大麦六オメルをわたしにくださいました

」。 18しゅうとめは言った、「娘よ、この事が

どうなるかわかるまでお待ちなさい。あの人は、

きょう、その事を決定しなければ落ち着かないで

しょう」。

4ボアズは町の門のところへ上っていって、そ
こにすわった。すると、さきにボアズが言っ

た親戚の人が通り過ぎようとしたので、ボアズは

その人に言った、「友よ、こちらへきて、ここに

おすわりください」。彼はきてすわった。 2ボア

ズはまた町の長老十人を招いて言った、「ここに

おすわりください」。彼らがすわった時、 3ボア

ズは親戚の人に言った、「モアブの地から帰って

きたナオミは、われわれの親族エリメレクの地所

を売ろうとしています。 4それでわたしはそのこ

とをあなたに知らせて、ここにすわっている人々

と、民の長老たちの前で、それを買いなさいと、

あなたに言おうと思いました。もし、あなたが、

それをあがなおうと思われるならば、あがなって

ください。しかし、あなたがそれをあがなわない

ならば、わたしにそう言って知らせてください。

それをあがなう人は、あなたのほかにはなく、わ

たしはあなたの次ですから」。彼は言った、「わ

たしがあがないましょう」。 5そこでボアズは言

った、「あなたがナオミの手からその地所を買う

時には、死んだ者の妻であったモアブの女ルツを

も買って、死んだ者の名を起してその嗣業を伝え

なければなりません」。 6その親戚の人は言った

、「それでは、わたしにはあがなうことができま

せん。そんなことをすれば自分の嗣業をそこない

ます。あなたがわたしに代って、自分であがなっ

てください。わたしはあがなうことができません

から」。 7むかしイスラエルでは、物をあがなう

事と、権利の譲渡について、万事を決定する時の

ならわしはこうであった。すなわち、その人は、

自分のくつを脱いで、相手の人に渡した。これが

イスラエルでの証明の方法であった。 8そこで親

戚の人がボアズにむかい「あなたが自分であがな

いなさい」と言って、そのくつを脱いだので、 9

ボアズは長老たちとすべての民に言った、「あな

たがたは、きょう、わたしがエリメレクのすべて

の物およびキリオンとマロンのすべての物をナオ

ミの手から買いとった事の証人です。 10またわ

たしはマロンの妻であったモアブの女ルツをも買

って、わたしの妻としました。これはあの死んだ

者の名を起してその嗣業を伝え、死んだ者の名が

その一族から、またその郷里の門から断絶しない

ようにするためです。きょうあなたがたは、その

証人です」。 11すると門にいたすべての民と長

老たちは言った、「わたしたちは証人です。どう

ぞ、主があなたの家にはいる女を、イスラエルの

家をたてたラケルとレアのふたりのようにされま

すよう。どうぞ、あなたがエフラタで富を得、ベ

ツレヘムで名を揚げられますように。 12どうぞ

、主がこの若い女によってあなたに賜わる子供に

より、あなたの家が、かのタマルがユダに産んだ
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ペレヅの家のようになりますように」。 13こう

してボアズはルツをめとって妻とし、彼女のとこ

ろにはいった。主は彼女をみごもらせられたので

、彼女はひとりの男の子を産んだ。 14そのとき

、女たちはナオミに言った、「主はほむべきかな

、主はあなたを見捨てずに、きょう、あなたにひ

とりの近親をお授けになりました。どうぞ、その

子の名がイスラエルのうちに高く揚げられますよ

うに。 15彼はあなたのいのちを新たにし、あな

たの老年を養う者となるでしょう。あなたを愛す

るあなたの嫁、七人のむすこにもまさる彼女が彼

を産んだのですから」。 16そこでナオミはその

子をとり、ふところに置いて、養い育てた。 17

近所の女たちは「ナオミに男の子が生れた」と言

って、彼に名をつけ、その名をオベデと呼んだ。

彼はダビデの父であるエッサイの父となった。 18

さてペレヅの子孫は次のとおりである。ペレヅか

らヘヅロンが生れ、 19ヘヅロンからラムが生れ

、ラムからアミナダブが生れ、 20アミナダブか

らナションが生れ、ナションからサルモンが生れ

、 21サルモンからボアズが生れ、ボアズからオ

ベデが生れ、 22オベデからエッサイが生れ、エ

ッサイからダビデが生れた。
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サムエル記Ⅰ

1エフライムの山地のラマタイム・ゾピムに、
エルカナという名の人があった。エフライム

びとで、エロハムの子であった。エロハムはエリ

ウの子、エリウはトフの子、トフはツフの子であ

る。 2エルカナには、ふたりの妻があって、ひと

りの名はハンナといい、ひとりの名はペニンナと

いった。ペニンナには子どもがあったが、ハンナ

には子どもがなかった。 3この人は年ごとに、そ

の町からシロに上っていって、万軍の主を拝し、

主に犠牲をささげるのを常とした。シロには、エ

リのふたりの子、ホフニとピネハスとがいて、主

に仕える祭司であった。 4エルカナは、犠牲をさ

さげる日、妻ペニンナとそのむすこ娘にはみな、

その分け前を与えた。 5エルカナはハンナを愛し

ていたが、彼女には、ただ一つの分け前を与える

だけであった。主がその胎を閉ざされたからであ

る。 6また彼女を憎んでいる他の妻は、ひどく彼

女を悩まして、主がその胎を閉ざされたことを恨

ませようとした。 7こうして年は暮れ、年は明け

たが、ハンナが主の宮に上るごとに、ペニンナは

彼女を悩ましたので、ハンナは泣いて食べること

もしなかった。 8夫エルカナは彼女に言った、「

ハンナよ、なぜ泣くのか。なぜ食べないのか。ど

うして心に悲しむのか。わたしはあなたにとって

十人の子どもよりもまさっているではないか」。

9シロで彼らが飲み食いしたのち、ハンナは立ち

あがった。その時、祭司エリは主の神殿の柱のか

たわらの座にすわっていた。 10ハンナは心に深

く悲しみ、主に祈って、はげしく泣いた。 11そ

して誓いを立てて言った、「万軍の主よ、まこと

に、はしための悩みをかえりみ、わたしを覚え、

はしためを忘れずに、はしために男の子を賜わり

ますなら、わたしはその子を一生のあいだ主にさ

さげ、かみそりをその頭にあてません」。 12彼

女が主の前で長く祈っていたので、エリは彼女の

口に目をとめた。 13ハンナは心のうちで物を言

っていたので、くちびるが動くだけで、声は聞え

なかった。それゆえエリは、酔っているのだと思

って、 14彼女に言った、「いつまで酔っている

のか。酔いをさましなさい」。 15しかしハンナ

は答えた、「いいえ、わが主よ。わたしは不幸な

女です。ぶどう酒も濃い酒も飲んだのではありま

せん。ただ主の前に心を注ぎ出していたのです。

16はしためを、悪い女と思わないでください。積

る憂いと悩みのゆえに、わたしは今まで物を言っ

ていたのです」。 17そこでエリは答えた、「安

心して行きなさい。どうかイスラエルの神があな

たの求める願いを聞きとどけられるように」。 18

彼女は言った、「どうぞ、はしためにも、あなた

の前に恵みを得させてください」。こうして、そ

の女は去って食事し、その顔は、もはや悲しげで

はなくなった。 19彼らは朝早く起きて、主の前

に礼拝し、そして、ラマにある家に帰って行った

。エルカナは妻ハンナを知り、主が彼女を顧みら

れたので、 20彼女はみごもり、その時が巡って

きて、男の子を産み、「わたしがこの子を主に求

めたからだ」といって、その名をサムエルと名づ

けた。 21エルカナその人とその家族とはみな上

っていって、年ごとの犠牲と、誓いの供え物とを

ささげた。 22しかしハンナは上って行かず、夫

に言った、「わたしはこの子が乳離れしてから、

主の前に連れていって、いつまでも、そこにおら

せましょう」。 23夫エルカナは彼女に言った、

「あなたが良いと思うようにして、この子の乳離

れするまで待ちなさい。ただどうか主がその言わ

れたことを実現してくださるように」。こうして

その女はとどまって、その子に乳をのませ、乳離

れするのを待っていたが、 24乳離れした時、三

歳の雄牛一頭、麦粉一エパ、ぶどう酒のはいった

皮袋一つを取り、その子を連れて、シロにある主

の宮に行った。その子はなお幼かった。 25そし

て彼らはその牛を殺し、子供をエリのもとへ連れ

て行った。 26ハンナは言った、「わが君よ、あ

なたは生きておられます。わたしは、かつてここ

に立って、あなたの前で、主に祈った女です。 27

この子を与えてくださいと、わたしは祈りました

が、主はわたしの求めた願いを聞きとどけられま

した。 28それゆえ、わたしもこの子を主にささ

げます。この子は一生のあいだ主にささげたもの

です」。そして彼らはそこで主を礼拝した。

2ハンナは祈って言った、「わたしの心は主に
よって喜び、わたしの力は主によって強めら

れた、わたしの口は敵をあざ笑う、あなたの救に

よってわたしは楽しむからである。 2主のように

聖なるものはない、あなたのほかには、だれもな

い、われわれの神のような岩はない。 3あなたが

たは重ねて高慢に語ってはならない、たかぶりの
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言葉を口にすることをやめよ。主はすべてを知る

神であって、もろもろのおこないは主によって量

られる。 4勇士の弓は折れ、弱き者は力を帯びる

。 5飽き足りた者は食のために雇われ、飢えたも

のは、もはや飢えることがない。うまずめは七人

の子を産み、多くの子をもつ女は孤独となる。 6

主は殺し、また生かし、陰府にくだし、また上げ

られる。 (Sheol h7585) 7主は貧しくし、また富ませ

、低くし、また高くされる。 8貧しい者を、ちり

のなかから立ちあがらせ、乏しい者を、あくたの

なかから引き上げて、王侯と共にすわらせ、栄誉

の位を継がせられる。地の柱は主のものであって

、その柱の上に、世界をすえられたからである。

9主はその聖徒たちの足を守られる、しかし悪い

ものどもは暗黒のうちに滅びる。人は力をもって

勝つことができないからである。 10主と争うも

のは粉々に砕かれるであろう、主は彼らにむかっ

て天から雷をとどろかし、地のはてまでもさばき

、王に力を与え、油そそがれた者の力を強くされ

るであろう」。 11エルカナはラマにある家に帰

ったが、幼な子は祭司エリの前にいて主に仕えた

。 12さて、エリの子らは、よこしまな人々で、

主を恐れなかった。 13民のささげ物についての

祭司のならわしはこうである。人が犠牲をささげ

る時、その肉を煮る間に、祭司のしもべは、みつ

またの肉刺しを手に持ってきて、 14それをかま

、またはなべ、またはおおがま、または鉢に突き

いれ、肉刺しの引き上げるものは祭司がみな自分

のものとした。彼らはシロで、そこに来るすべて

のイスラエルの人に、このようにした。 15人々

が脂肪を焼く前にもまた、祭司のしもべがきて、

犠牲をささげる人に言うのであった、「祭司のた

めに焼く肉を与えよ。祭司はあなたから煮た肉を

受けない。生の肉がよい」。 16その人が、「ま

ず脂肪を焼かせましょう。その後ほしいだけ取っ

てください」と言うと、しもべは、「いや、今も

らいたい。くれないなら、わたしは力づくで、そ

れを取ろう」と言う。 17このように、その若者

たちの罪は、主の前に非常に大きかった。この人

々が主の供え物を軽んじたからである。 18サム

エルはまだ幼く、身に亜麻布のエポデを着けて、

主の前に仕えていた。 19母は彼のために小さい

上着を作り、年ごとに、夫と共にその年の犠牲を

ささげるために上る時、それを持ってきた。 20

エリはいつもエルカナとその妻を祝福して言った

、「この女が主にささげた者のかわりに、主がこ

の女によってあなたに子を与えられるように」。

そして彼らはその家に帰るのを常とした。 21こ

うして主がハンナを顧みられたので、ハンナはみ

ごもって、三人の男の子とふたりの女の子を産ん

だ。わらべサムエルは主の前で育った。 22エリ

はひじょうに年をとった。そしてその子らがイス

ラエルの人々にしたいろいろのことを聞き、また

会見の幕屋の入口で勤めていた女たちと寝たこと

を聞いて、 23彼らに言った、「なにゆえ、その

ようなことをするのか。わたしはこのすべての民

から、あなたがたの悪いおこないのことを聞く。

24わが子らよ、それはいけない。わたしの聞く、

主の民の言いふらしている風説は良くない。 25

もし人が人に対して罪を犯すならば、神が仲裁さ

れるであろう。しかし人が主に対して罪を犯すな

らば、だれが、そのとりなしをすることができよ

うか」。しかし彼らは父の言うことに耳を傾けよ

うともしなかった。主が彼らを殺そうとされたか

らである。 26わらべサムエルは育っていき、主

にも、人々にも、ますます愛せられた。 27この

とき、ひとりの神の人が、エリのもとにきて言っ

た、「主はかく仰せられる、『あなたの先祖の家

がエジプトでパロの家の奴隷であったとき、わた

しはその先祖の家に自らを現した。 28そしてイ

スラエルのすべての部族のうちからそれを選び出

して、わたしの祭司とし、わたしの祭壇に上って

、香をたかせ、わたしの前でエポデを着けさせ、

また、イスラエルの人々の火祭をことごとくあな

たの先祖の家に与えた。 29それにどうしてあな

たがたは、わたしが命じた犠牲と供え物をむさぼ

りの目をもって見るのか。またなにゆえ、わたし

よりも自分の子らを尊び、わたしの民イスラエル

のささげるもろもろの供え物の、最も良き部分を

もって自分を肥やすのか』。 30それゆえイスラ

エルの神、主は仰せられる、『わたしはかつて、

「あなたの家とあなたの父の家とは、永久にわた

しの前に歩むであろう」と言った』。しかし今、

主は仰せられる、『決してそうはしない。わたし

を尊ぶ者を、わたしは尊び、わたしを卑しめる者

は、軽んぜられるであろう。 31見よ、日が来る

であろう。その日、わたしはあなたの力と、あな

たの父の家の力を断ち、あなたの家に年老いた者

をなくするであろう。 32そのとき、あなたは災

のうちにあって、イスラエルに与えられるもろも
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ろの繁栄を、ねたみ見るであろう。あなたの家に

は永久に年老いた者がいなくなるであろう。 33

しかしあなたの一族のひとりを、わたしの祭壇か

ら断たないであろう。彼は残されてその目を泣き

はらし、心を痛めるであろう。またあなたの家に

生れ出るものは、みなつるぎに死ぬであろう。 34

あなたのふたりの子ホフニとピネハスの身に起る

ことが、あなたのためにそのしるしとなるであろ

う。すなわちそのふたりは共に同じ日に死ぬであ

ろう。 35わたしは自分のために、ひとりの忠実

な祭司を起す。その人はわたしの心と思いとに従

って行うであろう。わたしはその家を確立しよう

。その人はわたしが油そそいだ者の前につねに歩

むであろう。 36そしてあなたの家で生き残って

いる人々はみなきて、彼に一枚の銀と一個のパン

を請い求め、「どうぞ、わたしを祭司の職の一つ

に任じ、一口のパンでも食べることができるよう

にしてください」と言うであろう』」。

3わらべサムエルは、エリの前で、主に仕えて
いた。そのころ、主の言葉はまれで、黙示も

常ではなかった。 2さてエリは、しだいに目がか

すんで、見ることができなくなり、そのとき自分

のへやで寝ていた。 3神のともしびはまだ消えず

、サムエルが神の箱のある主の神殿に寝ていた時

、 4主は「サムエルよ、サムエルよ」と呼ばれた

。彼は「はい、ここにおります」と言って、 5エ

リの所へ走っていって言った、「あなたがお呼び

になりました。わたしは、ここにおります」。し

かしエリは言った、「わたしは呼ばない。帰って

寝なさい」。彼は行って寝た。 6主はまたかさね

て「サムエルよ、サムエルよ」と呼ばれた。サム

エルは起きてエリのもとへ行って言った、「あな

たがお呼びになりました。わたしは、ここにおり

ます」。エリは言った、「子よ、わたしは呼ばな

い。もう一度寝なさい」。 7サムエルはまだ主を

知らず、主の言葉がまだ彼に現されなかった。 8

主はまた三度目にサムエルを呼ばれたので、サム

エルは起きてエリのもとへ行って言った、「あな

たがお呼びになりました。わたしは、ここにおり

ます」。その時、エリは主がわらべを呼ばれたの

であることを悟った。 9そしてエリはサムエルに

言った、「行って寝なさい。もしあなたを呼ばれ

たら、『しもべは聞きます。主よ、お話しくださ

い』と言いなさい」。サムエルは行って自分の所

で寝た。 10主はきて立ち、前のように、「サム

エルよ、サムエルよ」と呼ばれたので、サムエル

は言った、「しもべは聞きます。お話しください

」。 11その時、主はサムエルに言われた、「見

よ、わたしはイスラエルのうちに一つの事をする

。それを聞く者はみな、耳が二つとも鳴るであろ

う。 12その日には、わたしが、かつてエリの家

について話したことを、はじめから終りまでこと

ごとく、エリに行うであろう。 13わたしはエリ

に、彼が知っている悪事のゆえに、その家を永久

に罰することを告げる。その子らが神をけがして

いるのに、彼がそれをとめなかったからである。

14それゆえ、わたしはエリの家に誓う。エリの家

の悪は、犠牲や供え物をもってしても、永久にあ

がなわれないであろう」。 15サムエルは朝まで

寝て、主の宮の戸をあけたが、サムエルはその幻

のことをエリに語るのを恐れた。 16しかしエリ

はサムエルを呼んで言った、「わが子サムエルよ

」。サムエルは言った、「はい、ここにおります

」。 17エリは言った、「何事をお告げになった

のか。隠さず話してください。もしお告げになっ

たことを一つでも隠して、わたしに言わないなら

ば、どうぞ神があなたを罰し、さらに重く罰せら

れるように」。 18そこでサムエルは、その事を

ことごとく話して、何も彼に隠さなかった。エリ

は言った、「それは主である。どうぞ主が、良い

と思うことを行われるように」。 19サムエルは

育っていった。主が彼と共におられて、その言葉

を一つも地に落ちないようにされたので、 20ダ

ンからベエルシバまで、イスラエルのすべての人

は、サムエルが主の預言者と定められたことを知

った。 21主はふたたびシロで現れられた。すな

わち主はシロで、主の言葉によって、サムエルに

自らを現された。こうしてサムエルの言葉は、あ

まねくイスラエルの人々に及んだ。

4イスラエルびとは出てペリシテびとと戦おう
として、エベネゼルのほとりに陣をしき、ペ

リシテびとはアペクに陣をしいた。 2ペリシテび

とはイスラエルびとにむかって陣備えをしたが、

戦うに及んで、イスラエルびとはペリシテびとの

前に敗れ、ペリシテびとは戦場において、おおよ

そ四千人を殺した。 3民が陣営に退いた時、イス

ラエルの長老たちは言った、「なにゆえ、主はき

ょう、ペリシテびとの前にわれわれを敗られたの
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か。シロへ行って主の契約の箱をここへ携えてく

ることにしよう。そして主をわれわれのうちに迎

えて、敵の手から救っていただこう」。 4そこで

民は人をシロにつかわし、ケルビムの上に座して

おられる万軍の主の契約の箱を、そこから携えて

こさせた。その時エリのふたりの子、ホフニとピ

ネハスは神の契約の箱と共に、その所にいた。 5

主の契約の箱が陣営についた時、イスラエルびと

はみな大声で叫んだので、地は鳴り響いた。 6ペ

リシテびとは、その叫び声を聞いて言った、「ヘ

ブルびとの陣営の、この大きな叫び声は何事か」

。そして主の箱が、陣営に着いたことを知った時

、 7ペリシテびとは恐れて言った、「神々が陣営

にきたのだ」。彼らはまた言った、「ああ、われ

われはわざわいである。このようなことは今まで

なかった。 8ああ、われわれはわざわいである。

だれがわれわれをこれらの強い神々の手から救い

出すことができようか。これらの神々は、もろも

ろの災をもってエジプトびとを荒野で撃ったのだ

。 9ペリシテびとよ、勇気を出して男らしくせよ

。ヘブルびとがあなたがたに仕えたように、あな

たがたが彼らに仕えることのないために、男らし

く戦え」。 10こうしてペリシテびとが戦ったの

で、イスラエルびとは敗れて、おのおのその家に

逃げて帰った。戦死者はひじょうに多く、イスラ

エルの歩兵で倒れたものは三万であった。 11ま

た神の箱は奪われ、エリのふたりの子、ホフニと

ピネハスは殺された。 12その日ひとりのベニヤ

ミンびとが、衣服を裂き、頭に土をかぶって、戦

場から走ってシロにきた。 13彼が着いたとき、

エリは道のかたわらにある自分の座にすわって待

ちかまえていた。その心に神の箱の事を気づかっ

ていたからである。その人が町にはいって、情報

をつたえたので、町はこぞって叫んだ。 14エリ

はその叫び声を聞いて言った、「この騒ぎ声は何

か」。その人は急いでエリの所へきてエリに告げ

た。 15その時エリは九十八歳で、その目は固ま

って見ることができなかった。 16その人はエリ

に言った、「わたしは戦場からきたものです。き

ょう戦場からのがれたのです」。エリは言った、

「わが子よ、様子はどうであったか」。 17しら

せをもたらしたその人は答えて言った、「イスラ

エルびとは、ペリシテびとの前から逃げ、民のう

ちにはまた多くの戦死者があり、あなたのふたり

の子、ホフニとピネハスも死に、神の箱は奪われ

ました」。 18彼が神の箱のことを言ったとき、

エリはその座から、あおむけに門のかたわらに落

ち、首を折って死んだ。老いて身が重かったから

である。彼のイスラエルをさばいたのは四十年で

あった。 19彼の嫁、ピネハスの妻はみごもって

出産の時が近づいていたが、神の箱が奪われたこ

と、しゅうとと夫が死んだというしらせを聞いた

とき、陣痛が起り身をかがめて子を産んだ。 20

彼女が死にかかっている時、世話をしていた女が

彼女に言った、「恐れることはありません。男の

子が生れました」。しかし彼女は答えもせず、ま

た顧みもしなかった。 21ただ彼女は「栄光はイ

スラエルを去った」と言って、その子をイカボデ

と名づけた。これは神の箱の奪われたこと、また

彼女のしゅうとと夫のことによるのである。 22

彼女はまた、「栄光はイスラエルを去った。神の

箱が奪われたからです」と言った。

5ペリシテびとは神の箱をぶんどって、エベネ
ゼルからアシドドに運んできた。 2そしてペリ

シテびとはその神の箱を取ってダゴンの宮に運び

こみ、ダゴンのかたわらに置いた。 3アシドドの

人々が、次の日、早く起きて見ると、ダゴンが主

の箱の前に、うつむきに地に倒れていたので、彼

らはダゴンを起して、それをもとの所に置いた。

4その次の朝また早く起きて見ると、ダゴンはま

た、主の箱の前に、うつむきに地に倒れていた。

そしてダゴンの頭と両手とは切れて離れ、しきい

の上にあり、ダゴンはただ胴体だけとなっていた

。 5それゆえダゴンの祭司たちやダゴンの宮には

いる人々は、だれも今日にいたるまで、アシドド

のダゴンのしきいを踏まない。 6そして主の手は

アシドドびとの上にきびしく臨み、主は腫物をも

ってアシドドとその領域の人々を恐れさせ、また

悩まされた。 7アシドドの人々は、このありさま

を見て言った、「イスラエルの神の箱を、われわ

れの所に、とどめ置いてはならない。その神の手

が、われわれと、われわれの神ダゴンの上にきび

しく臨むからである」。 8そこで彼らは人をつか

わして、ペリシテびとの君たちを集めて言った、

「イスラエルの神の箱をどうしましょう」。彼ら

は言った、「イスラエルの神の箱はガテに移そう

」。人々はイスラエルの神の箱をそこに移した。

9彼らがそれを移すと、主の手がその町に臨み、

非常な騒ぎが起った。そして老若を問わず町の人
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々を撃たれたので、彼らの身に腫物ができた。 10

そこで人々は神の箱をエクロンに送ったが、神の

箱がエクロンに着いた時、エクロンの人々は叫ん

で言った、「彼らがイスラエルの神の箱をわれわ

れの所に移したのは、われわれと民を滅ぼすため

である」。 11そこで彼らは人をつかわして、ペ

リシテびとの君たちをみな集めて言った、「イス

ラエルの神の箱を送り出して、もとの所に返し、

われわれと民を滅ぼすことのないようにしよう」

。恐ろしい騒ぎが町中に起っていたからである。

そこには神の手が非常にきびしく臨んでいたので

、 12死なない人は腫物をもって撃たれ、町の叫

びは天に達した。

6主の箱は七か月の間ペリシテびとの地にあっ
た。 2ペリシテびとは、祭司や占い師を呼んで

言った、「イスラエルの神の箱をどうしましょう

か。どのようにして、それをもとの所へ送り返せ

ばよいか告げてください」。 3彼らは言った、「

イスラエルの神の箱を送り返す時には、それをむ

なしく返してはならない。必ず彼にとがの供え物

をもって償いをしなければならない。そうすれば

、あなたがたはいやされ、また彼の手がなぜあな

たがたを離れないかを知ることができるであろう

」。 4人々は言った、「われわれが償うとがの供

え物には何をしましょうか」。彼らは答えた、「

ペリシテびとの君たちの数にしたがって、金の腫

物五つと金のねずみ五つである。あなたがたすべ

てと、君たちに臨んだ災は一つだからである。 5

それゆえ、あなたがたの腫物の像と、地を荒すね

ずみの像を造り、イスラエルの神に栄光を帰する

ならば、たぶん彼は、あなたがた、およびあなた

がたの神々と、あなたがたの地に、その手を加え

ることを軽くされるであろう。 6なにゆえ、あな

たがたはエジプトびととパロがその心をかたくな

にしたように、自分の心をかたくなにするのか。

神が彼らを悩ましたので、彼らは民を行かせ、民

は去ったではないか。 7それゆえ今、新しい車一

両を造り、まだくびきを付けたことのない乳牛二

頭をとり、その牛を車につなぎ、そのおのおのの

子牛を乳牛から離して家に連れ帰り、 8主の箱を

とって、それをその車に載せ、あなたがたがとが

の供え物として彼に償う金の作り物を一つの箱に

おさめてそのかたわらに置き、それを送って去ら

せなさい。 9そして見ていて、それが自分の領地

へ行く道を、ベテシメシへ上るならば、この大い

なる災を、われわれに下したのは彼である。しか

し、そうしない時は、われわれを撃ったのは彼の

手ではなく、その事の偶然であったことを知るで

あろう」。 10人々はそのようにした。すなわち

、彼らは二頭の乳牛をとって、これを車につなぎ

、そのおのおのの子牛を家に閉じこめ、 11主の

箱、および金のねずみと、腫物の像をおさめた箱

とを車に載せた。 12すると雌牛はまっすぐにベ

テシメシの方向へ、ひとすじに大路を歩み、鳴き

ながら進んでいって、右にも左にも曲らなかった

。ペリシテびとの君たちは、ベテシメシの境まで

そのあとについていった。 13時にベテシメシの

人々は谷で小麦を刈り入れていたが、目をあげて

、その箱を見、それを迎えて喜んだ。 14車はベ

テシメシびとヨシュアの畑にはいって、そこにと

どまった。その所に大きな石があった。人々は車

の木を割り、その雌牛を燔祭として主にささげた

。 15レビびとは主の箱と、そのかたわらの、金

の作り物をおさめた箱を取りおろし、それを大石

の上に置いた。そしてベテシメシの人々は、その

日、主に燔祭を供え、犠牲をささげた。 16ペリ

シテびとの五人の君たちはこれを見て、その日、

エクロンに帰った。 17ペリシテびとが、とがの

供え物として、主に償いをした金の腫物は、次の

とおりである。すなわちアシドドのために一つ、

ガザのために一つ、アシケロンのために一つ、ガ

テのために一つ、エクロンのために一つであった

。 18また金のねずみは、城壁をめぐらした町か

ら城壁のない村里にいたるまで、すべて五人の君

たちに属するペリシテびとの町の数にしたがって

造った。主の箱をおろした所のかたわらにあった

大石は、今日にいたるまで、ベテシメシびとヨシ

ュアの畑にあって、あかしとなっている。 19ベ

テシメシの人々で主の箱の中を見たものがあった

ので、主はこれを撃たれた。すなわち民のうち七

十人を撃たれた。主が民を撃って多くの者を殺さ

れたので、民はなげき悲しんだ。 20ベテシメシ

の人々は言った、「だれが、この聖なる神、主の

前に立つことができようか。主はわれわれを離れ

てだれの所へ上って行かれたらよいのか」。 21

そして彼らは、使者をキリアテ・ヤリムの人々に

つかわして言った、「ペリシテびとが主の箱を返

したから、下ってきて、それをあなたがたの所へ

携え上ってください」。
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7キリアテ・ヤリムの人々は、きて、主の箱を
携え上り、丘の上のアビナダブの家に持って

きて、その子エレアザルを聖別して、主の箱を守

らせた。 2その箱は久しくキリアテ・ヤリムにと

どまって、二十年を経た。イスラエルの全家は主

を慕って嘆いた。 3その時サムエルはイスラエル

の全家に告げていった、「もし、あなたがたが一

心に主に立ち返るのであれば、ほかの神々とアシ

タロテを、あなたがたのうちから捨て去り、心を

主に向け、主にのみ仕えなければならない。そう

すれば、主はあなたがたをペリシテびとの手から

救い出されるであろう」。 4そこでイスラエルの

人々はバアルとアシタロテを捨て去り、ただ主に

のみ仕えた。 5サムエルはまた言った、「イスラ

エルびとを、ことごとくミヅパに集めなさい。わ

たしはあなたがたのために主に祈りましょう」。

6人々はミヅパに集まり、水をくんでそれを主の

前に注ぎ、その日、断食してその所で言った、「

われわれは主に対して罪を犯した」。サムエルは

ミヅパでイスラエルの人々をさばいた。 7イスラ

エルの人々のミヅパに集まったことがペリシテび

とに聞えたので、ペリシテびとの君たちは、イス

ラエルに攻め上ってきた。イスラエルの人々はそ

れを聞いて、ペリシテびとを恐れた。 8そしてイ

スラエルの人々はサムエルに言った、「われわれ

のため、われわれの神、主に叫ぶことを、やめな

いでください。そうすれば主がペリシテびとの手

からわれわれを救い出されるでしょう」。 9そこ

でサムエルは乳を飲む小羊一頭をとり、これを全

き燔祭として主にささげた。そしてサムエルはイ

スラエルのために主に叫んだので、主はこれに答

えられた。 10サムエルが燔祭をささげていた時

、ペリシテびとはイスラエルと戦おうとして近づ

いてきた。しかし主はその日、大いなる雷をペリ

シテびとの上にとどろかせて、彼らを乱されたの

で、彼らはイスラエルびとの前に敗れて逃げた。

11イスラエルの人々はミヅパを出てペリシテびと

を追い、これを撃って、ベテカルの下まで行った

。 12その時サムエルは一つの石をとってミヅパ

とエシャナの間にすえ、「主は今に至るまでわれ

われを助けられた」と言って、その名をエベネゼ

ルと名づけた。 13こうしてペリシテびとは征服

され、ふたたびイスラエルの領地に、はいらなか

った。サムエルの一生の間、主の手が、ペリシテ

びとを防いだ。 14ペリシテびとがイスラエルか

ら取った町々は、エクロンからガテまで、イスラ

エルにかえり、イスラエルはその周囲の地をもペ

リシテびとの手から取りかえした。またイスラエ

ルとアモリびととの間には平和があった。 15サ

ムエルは一生の間イスラエルをさばいた。 16年

ごとにサムエルはベテルとギルガル、およびミヅ

パを巡って、その所々でイスラエルをさばき、 17

ラマに帰った。そこに彼の家があったからである

。その所でも彼はイスラエルをさばき、またそこ

で主に祭壇を築いた。

8サムエルは年老いて、その子らをイスラエル
のさばきづかさとした。 2長子の名はヨエルと

いい、次の子の名はアビヤと言った。彼らはベエ

ルシバでさばきづかさであった。 3しかしその子

らは父の道を歩まないで、利にむかい、まいない

を取って、さばきを曲げた。 4この時、イスラエ

ルの長老たちはみな集まってラマにおるサムエル

のもとにきて、 5言った、「あなたは年老い、あ

なたの子たちはあなたの道を歩まない。今ほかの

国々のように、われわれをさばく王を、われわれ

のために立ててください」。 6しかし彼らが、「

われわれをさばく王を、われわれに与えよ」と言

うのを聞いて、サムエルは喜ばなかった。そして

サムエルが主に祈ると、 7主はサムエルに言われ

た、「民が、すべてあなたに言う所の声に聞き従

いなさい。彼らが捨てるのはあなたではなく、わ

たしを捨てて、彼らの上にわたしが王であること

を認めないのである。 8彼らは、わたしがエジプ

トから連れ上った日から、きょうまで、わたしを

捨ててほかの神々に仕え、さまざまの事をわたし

にしたように、あなたにもしているのである。 9

今その声に聞き従いなさい。ただし、深く彼らを

戒めて、彼らを治める王のならわしを彼らに示さ

なければならない」。 10サムエルは王を立てる

ことを求める民に主の言葉をことごとく告げて、

11言った、「あなたがたを治める王のならわしは

次のとおりである。彼はあなたがたのむすこを取

って、戦車隊に入れ、騎兵とし、自分の戦車の前

に走らせるであろう。 12彼はまたそれを千人の

長、五十人の長に任じ、またその地を耕させ、そ

の作物を刈らせ、またその武器と戦車の装備を造

らせるであろう。 13また、あなたがたの娘を取

って、香をつくる者とし、料理をする者とし、パ

ンを焼く者とするであろう。 14また、あなたが
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たの畑とぶどう畑とオリブ畑の最も良い物を取っ

て、その家来に与え、 15あなたがたの穀物と、

ぶどう畑の、十分の一を取って、その役人と家来

に与え、 16また、あなたがたの男女の奴隷およ

び、あなたがたの最も良い牛とろばを取って、自

分のために働かせ、 17また、あなたがたの羊の

十分の一を取り、あなたがたは、その奴隷となる

であろう。 18そしてその日あなたがたは自分の

ために選んだ王のゆえに呼ばわるであろう。しか

し主はその日にあなたがたに答えられないであろ

う」。 19ところが民はサムエルの声に聞き従う

ことを拒んで言った、「いいえ、われわれを治め

る王がなければならない。 20われわれも他の国

々のようになり、王がわれわれをさばき、われわ

れを率いて、われわれの戦いにたたかうのである

」。 21サムエルは民の言葉をことごとく聞いて

、それを主の耳に告げた。 22主はサムエルに言

われた、「彼らの声に聞き従い、彼らのために王

を立てよ」。サムエルはイスラエルの人々に言っ

た、「あなたがたは、めいめいその町に帰りなさ

い」。

9さて、ベニヤミンの人で、キシという名の裕
福な人があった。キシはアビエルの子、アビ

エルはゼロルの子、ゼロルはベコラテの子、ベコ

ラテはアピヤの子、アピヤはベニヤミンびとであ

る。 2キシにはサウルという名の子があった。若

くて麗しく、イスラエルの人々のうちに彼よりも

麗しい人はなく、民のだれよりも肩から上、背が

高かった。 3サウルの父キシの数頭のろばがいな

くなった。そこでキシは、その子サウルに言った

、「しもべをひとり連れて、立って行き、ろばを

捜してきなさい」。 4そこでふたりはエフライム

の山地を通りすぎ、シャリシャの地を通り過ぎた

けれども見当らず、シャリムの地を通り過ぎたけ

れどもおらず、ベニヤミンの地を通り過ぎたけれ

ども見当らなかった。 5彼らがツフの地にきた時

、サウルは連れてきたしもべに言った、「さあ、

帰ろう。父は、ろばのことよりも、われわれのこ

とを心配するだろう」。 6ところが、しもべは言

った、「この町には神の人がおられます。尊い人

で、その言われることはみなそのとおりになりま

す。その所へ行きましょう。われわれの出てきた

旅のことについて何か示されるでしょう」。 7サ

ウルはしもべに言った、「しかし行くのであれば

、その人に何を贈ろうか。袋のパンはもはや、な

くなり、神の人に持っていく贈り物がない。何か

ありますか」。 8しもべは、またサウルに答えた

、「わたしの手に四分の一シケルの銀があります

。わたしはこれを、神の人に与えて、われわれの

道を示してもらいましょう」。 9昔イスラエルで

は、神に問うために行く時には、こう言った、「

さあ、われわれは先見者のところへ行こう」。今

の預言者は、昔は先見者といわれていたのである

。 10サウルはそのしもべに言った、「それは良

い。さあ、行こう」。こうして彼らは、神の人の

いるその町へ行った。 11彼らは町へ行く坂を上

っている時、水をくむために出てくるおとめたち

に出会ったので、彼らに言った、「先見者はここ

におられますか」。 12おとめたちは答えた、「

おられます。ごらんなさい、この先です。急いで

行きなさい。民がきょう高き所で犠牲をささげる

ので、たった今、町にこられたところです。 13

あなたがたは、町にはいるとすぐ、あのかたが高

き所に上って食事される前に会えるでしょう。民

はそのかたがこられるまでは食事をしません。あ

のかたが犠牲を祝福されてから、招かれた人々が

食事をするのです。さあ、上っていきなさい。す

ぐに会えるでしょう」。 14こうして彼らは町に

上っていった。そして町の中に、はいろうとした

時、サムエルは高き所に上るため彼らのほうに向

かって出てきた。 15さてサウルが来る一日前に

、主はサムエルの耳に告げて言われた、 16「あ

すの今ごろ、あなたの所に、ベニヤミンの地から

、ひとりの人をつかわすであろう。あなたはその

人に油を注いで、わたしの民イスラエルの君とし

なさい。彼はわたしの民をペリシテびとの手から

救い出すであろう。わたしの民の叫びがわたしに

届き、わたしがその悩みを顧みるからである」。

17サムエルがサウルを見た時、主は言われた、「

見よ、わたしの言ったのはこの人である。この人

がわたしの民を治めるであろう」。 18そのとき

サウルは、門の中でサムエルに近づいて言った、

「先見者の家はどこですか。どうか教えてくださ

い」。 19サムエルはサウルに答えた、「わたし

がその先見者です。わたしの前に行って、高き所

に上りなさい。あなたがたは、きょう、わたしと

一緒に食事しなさい。わたしはあすの朝あなたを

帰らせ、あなたの心にあることをみな示しましょ

う。 20三日前に、いなくなったあなたのろばは
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、もはや見つかったので心にかけなくてもよろし

い。しかしイスラエルのすべての望ましきものは

だれのものですか。それはあなたのもの、あなた

の父の家のすべての人のものではありませんか」

。 21サウルは答えた、「わたしはイスラエルの

うちの最も小さい部族のベニヤミンびとであって

、わたしの一族はまたベニヤミンのどの一族より

も卑しいものではありませんか。どうしてあなた

は、そのようなことをわたしに言われるのですか

」。 22サムエルはサウルとそのしもべを導いて

、へやにはいり、招かれた三十人ほどのうちの上

座にすわらせた。 23そしてサムエルは料理人に

言った、「あなたに渡して、取りのけておくよう

にと言っておいた分を持ってきなさい」。 24料

理人は、ももとその上の部分を取り上げて、それ

をサウルの前に置いた。そしてサムエルは言った

、「ごらんなさい。取っておいた物が、あなたの

前に置かれています。召しあがってください。あ

なたが客人たちと一緒に食事ができるように、こ

の時まで、あなたのために取っておいたものです

」。こうしてサウルはその日サムエルと一緒に食

事をした。 25そして彼らが高き所を下って町に

はいった時、サウルのために屋上に床が設けられ

、彼はその上に身を横たえて寝た。 26そして夜

明けになって、サムエルは屋上のサウルに呼ばわ

って言った、「起きなさい。あなたをお送りしま

す」。サウルは起き上がった。そしてサウルとサ

ムエルのふたりは、共に外に出た。 27彼らが町

はずれに下った時、サムエルはサウルに言った、

「あなたのしもべに先に行くように言いなさい。

しもべが先に行ったら、あなたは、しばらくここ

に立ちとどまってください。神の言葉を知らせま

しょう」。

10その時サムエルは油のびんを取って、サウル
の頭に注ぎ、彼に口づけして言った、「主は

あなたに油を注いで、その民イスラエルの君とさ

れたではありませんか。あなたは主の民を治め、

周囲の敵の手から彼らを救わなければならない。

主があなたに油を注いで、その嗣業の君とされた

ことの、しるしは次のとおりです。 2あなたがき

ょう、わたしを離れて、去って行くとき、ベニヤ

ミンの領地のゼルザにあるラケルの墓のかたわら

で、ふたりの人に会うでしょう。そして彼らはあ

なたに言います、『あなたが捜しに行かれたろば

は見つかりました。いま父上は、ろばよりもあな

たがたの事を心配して、「わが子のことは、どう

しよう」と言っておられます』。 3あなたが、そ

こからなお進んで、タボルのかしの木の所へ行く

と、そこでベテルに上って神を拝もうとする三人

の者に会うでしょう。ひとりは三頭の子やぎを連

れ、ひとりは三つのパンを携え、ひとりは、ぶど

う酒のはいった皮袋一つを携えている。 4彼らは

あなたにあいさつし、二つのパンをくれるでしょ

う。あなたはそれを、その手から受けなければな

らない。 5その後、あなたは神のギベアへ行く。

そこはペリシテびとの守備兵のいる所である。あ

なたはその所へ行って、町にはいる時、立琴、手

鼓、笛、琴を執る人々を先に行かせて、預言しな

がら高き所から降りてくる一群の預言者に会うで

しょう。 6その時、主の霊があなたの上にもはげ

しく下って、あなたは彼らと一緒に預言し、変っ

て新しい人となるでしょう。 7これらのしるしが

、あなたの身に起ったならば、あなたは手当たり

しだいになんでもしなさい。神があなたと一緒に

おられるからです。 8あなたはわたしに先立って

ギルガルに下らなければならない。わたしはあな

たのもとに下っていって、燔祭を供え、酬恩祭を

ささげるでしょう。わたしがあなたのもとに行っ

て、あなたのしなければならない事をあなたに示

すまで、七日のあいだ待たなければならない」。

9サウルが背をかえしてサムエルを離れたとき、

神は彼に新しい心を与えられた。これらのしるし

は皆その日に起った。 10彼らはギベアにきた時

、預言者の一群に出会った。そして神の霊が、は

げしくサウルの上に下り、彼は彼らのうちにいて

預言した。 11もとからサウルを知っていた人々

はみな、サウルが預言者たちと共に預言するのを

見て互に言った、「キシの子に何事が起ったのか

。サウルもまた預言者たちのうちにいるのか」。

12その所のひとりの者が答えた、「彼らの父はだ

れなのか」。それで「サウルもまた預言者たちの

うちにいるのか」というのが、ことわざとなった

。 13サウルは預言することを終えて、高き所へ

行った。 14サウルのおじが、サウルとそのしも

べとに言った、「あなたがたは、どこへ行ったの

か」。サウルは言った、「ろばを捜しにいったの

ですが、どこにもいないので、サムエルのもとに

行きました」。 15サウルのおじは言った、「サ

ムエルが、どんなことを言ったか、どうぞ話して
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ください」。 16サウルはおじに言った、「ろば

が見つかったと、はっきり、わたしたちに言いま

した」。しかしサムエルが言った王国のことにつ

いて、おじには何も告げなかった。 17さて、サ

ムエルは民をミヅパで主の前に集め、 18イスラ

エルの人々に言った、「イスラエルの神、主はこ

う仰せられる、『わたしはイスラエルをエジプト

から導き出し、あなたがたをエジプトびとの手、

およびすべてあなたがたをしえたげる王国の手か

ら救い出した』。 19しかしあなたがたは、きょ

う、あなたがたをその悩みと苦しみの中から救わ

れるあなたがたの神を捨て、その上、『いいえ、

われわれの上に王を立てよ』と言う。それゆえ今

、あなたがたは、部族にしたがい、また氏族にし

たがって、主の前に出なさい」。 20こうしてサ

ムエルがイスラエルのすべての部族を呼び寄せた

時、ベニヤミンの部族が、くじに当った。 21ま

たベニヤミンの部族をその氏族にしたがって呼び

寄せた時、マテリの氏族が、くじに当り、マテリ

の氏族を人ごとに呼び寄せた時、キシの子サウル

が、くじに当った。しかし人々が彼を捜した時、

見つからなかった。 22そこでまた主に「その人

はここにきているのですか」と問うと、主は言わ

れた、「彼は荷物の間に隠れている」。 23人々

は走って行って、彼をそこから連れてきた。彼は

民の中に立ったが、肩から上は、民のどの人より

も高かった。 24サムエルはすべての民に言った

、「主が選ばれた人をごらんなさい。民のうちに

彼のような人はないではありませんか」。民はみ

な「王万歳」と叫んだ。 25その時サムエルは王

国のならわしを民に語り、それを書にしるして、

主の前におさめた。こうしてサムエルはすべての

民をそれぞれ家に帰らせた。 26サウルもまたギ

ベアにある彼の家に帰った。そして神にその心を

動かされた勇士たちも彼と共に行った。 27しか

し、よこしまな人々は「この男がどうしてわれわ

れを救うことができよう」と言って、彼を軽んじ

、贈り物をしなかった。しかしサウルは黙ってい

た。

11アンモンびとナハシは上ってきて、ヤベシ・
ギレアデを攻め囲んだ。ヤベシの人々はナハ

シに言った、「われわれと契約を結びなさい。そ

うすればわれわれはあなたに仕えます」。 2しか

しアンモンびとナハシは彼らに言った、「次の条

件であなたがたと契約を結ぼう。すなわち、わた

しが、あなたがたすべての右の目をえぐり取って

、全イスラエルをはずかしめるということだ」。

3ヤベシの長老たちは彼に言った、「われわれに

七日の猶予を与え、イスラエルの全領土に使者を

送ることを許してください。そしてもしわれわれ

を救う者がない時は降伏します」。 4こうして使

者が、サウルのギベアにきて、この事を民の耳に

告げたので、民はみな声をあげて泣いた。 5その

時サウルは畑から牛のあとについてきた。そして

サウルは言った、「民が泣いているのは、どうし

たのか」。人々は彼にヤベシの人々の事を告げた

。 6サウルがこの言葉を聞いた時、神の霊が激し

く彼の上に臨んだので、彼の怒りははなはだしく

燃えた。 7彼は一くびきの牛をとり、それを切り

裂き、使者の手によってイスラエルの全領土に送

って言わせた、「だれであってもサウルとサムエ

ルとに従って出ない者は、その牛がこのようにさ

れるであろう」。民は主を恐れて、ひとりのよう

に出てきた。 8サウルはベゼクでそれを数えたが

、イスラエルの人々は三十万、ユダの人々は三万

であった。 9そして人々は、きた使者たちに言っ

た、「ヤベシ・ギレアデの人にこう言いなさい、

『あす、日の暑くなるころ、あなたがたは救を得

るであろう』と」。使者が帰って、ヤベシの人々

に告げたので、彼らは喜んだ。 10そこでヤベシ

の人々は言った、「あす、われわれは降伏します

。なんでも、あなたがたが良いと思うことを、わ

れわれにしてください」。 11明くる日、サウル

は民を三つの部隊に分け、あかつきに敵の陣営に

攻め入り、日の暑くなるころまで、アンモンびと

を殺した。生き残った者はちりぢりになって、ふ

たり一緒にいるものはなかった。 12その時、民

はサムエルに言った、「さきに、『サウルがどう

してわれわれを治めることができようか』と言っ

たものはだれでしょうか。その人々を引き出して

ください。われわれはその人々を殺します」。 13

しかしサウルは言った、「主はきょう、イスラエ

ルに救を施されたのですから、きょうは人を殺し

てはなりません」。 14そこでサムエルは民に言

った、「さあ、ギルガルへ行って、あそこで王国

を一新しよう」。 15こうして民はみなギルガル

へ行って、その所で主の前にサウルを王とし、酬

恩祭を主の前にささげ、サウルとイスラエルの人

々は皆、その所で大いに祝った。
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12サムエルはイスラエルの人々に言った、「見
よ、わたしは、あなたがたの言葉に聞き従っ

て、あなたがたの上に王を立てた。 2見よ王は今

、あなたがたの前に歩む。わたしは年老いて髪は

白くなった。わたしの子らもあなたがたと共にい

る。わたしは若い時から、きょうまで、あなたが

たの前に歩んだ。 3わたしはここにいる。主の前

と、その油そそがれた者の前に、わたしを訴えよ

。わたしが、だれの牛を取ったか。だれのろばを

取ったか。だれを欺いたか。だれをしえたげたか

。だれの手から、まいないを取って、自分の目を

くらましたか。もしそのようなことがあれば、わ

たしはそれを、あなたがたに償おう」。 4彼らは

言った、「あなたは、われわれを欺いたことも、

しえたげたこともありません。また人の手から何

も取ったことはありません」。 5サムエルは彼ら

に言った、「あなたがたが、わたしの手のうちに

、なんの不正をも見いださないことを、主はあな

たがたにあかしされる。その油そそがれた者も、

きょうそれをあかしする」。彼らは言った、「あ

かしされます」。 6サムエルは民に言った、「モ

ーセとアロンを立てて、あなたがたの先祖をエジ

プトの地から導き出された主が証人です。 7それ

ゆえ、あなたがたは今、立ちなさい。わたしは主

が、あなたがたとあなたがたの先祖のために行わ

れたすべての救のわざについて、主の前に、あな

たがたと論じよう。 8ヤコブがエジプトに行って

、エジプトびとが、彼らを、しえたげた時、あな

たがたの先祖は主に呼ばわったので、主はモーセ

とアロンをつかわされた。そこで彼らは、あなた

がたの先祖をエジプトから導き出して、この所に

住まわせた。 9しかし、彼らがその神、主を忘れ

たので、主は彼らをハゾルの王ヤビンの軍の長シ

セラの手に渡し、またペリシテびとの手とモアブ

の王の手にわたされた。そこで彼らがイスラエル

を攻めたので、 10民は主に呼ばわって言った、

『われわれは主を捨て、バアルとアシタロテに仕

えて、罪を犯しました。今、われわれを敵の手か

ら救い出してください。われわれはあなたに仕え

ます』。 11主はエルバアルとバラクとエフタと

サムエルをつかわして、あなたがたを周囲の敵の

手から救い出されたので、あなたがたは安らかに

住むことができた。 12ところが、アンモンびと

の王ナハシが攻めてくるのを見たとき、あなたが

たの神、主があなたがたの王であるのに、あなた

がたはわたしに、『いいえ、われわれを治める王

がなければならない』と言った。 13それゆえ、

今あなたがたの選んだ王、あなたがたが求めた王

を見なさい。主はあなたがたの上に王を立てられ

た。 14もし、あなたがたが主を恐れ、主に仕え

て、その声に聞き従い、主の戒めにそむかず、あ

なたがたも、あなたがたを治める王も共に、あな

たがたの神、主に従うならば、それで良い。 15

しかし、もしあなたがたが主の声に聞き従わず、

主の戒めにそむくならば、主の手は、あなたがた

とあなたがたの王を攻めるであろう。 16それゆ

え、今、あなたがたは立って、主が、あなたがた

の目の前で行われる、この大いなる事を見なさい

。 17きょうは小麦刈の時ではないか。わたしは

主に呼ばわるであろう。そのとき主は雷と雨を下

して、あなたがたが王を求めて、主の前に犯した

罪の大いなることを見させ、また知らせられるで

あろう」。 18そしてサムエルが主に呼ばわった

ので、主はその日、雷と雨を下された。民は皆ひ

じょうに主とサムエルとを恐れた。 19民はみな

サムエルに言った、「しもべらのために、あなた

の神、主に祈って、われわれの死なないようにし

てください。われわれは、もろもろの罪を犯した

上に、また王を求めて、悪を加えました」。 20

サムエルは民に言った、「恐れることはない。あ

なたがたは、このすべての悪をおこなった。しか

し主に従うことをやめず、心をつくして主に仕え

なさい。 21むなしい物に迷って行ってはならな

い。それは、あなたがたを助けることも救うこと

もできないむなしいものだからである。 22主は

、その大いなる名のゆえに、その民を捨てられな

いであろう。主が、あなたがたを自分の民とする

ことを良しとされるからである。 23また、わた

しは、あなたがたのために祈ることをやめて主に

罪を犯すことは、けっしてしないであろう。わた

しはまた良い、正しい道を、あなたがたに教える

であろう。 24あなたがたは、ただ主を恐れ、心

をつくして、誠実に主に仕えなければならない。

そして主がどんなに大きいことをあなたがたのた

めにされたかを考えなければならない。 25しか

し、あなたがたが、なおも悪を行うならば、あな

たがたも、あなたがたの王も、共に滅ぼされるで

あろう」。
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13サウルは三十歳で王の位につき、二年イスラ
エルを治めた。 2さてサウルはイスラエルび

と三千を選んだ。二千はサウルと共にミクマシ、

およびベテルの山地におり、一千はヨナタンと共

にベニヤミンのギベアにいた。サウルはその他の

民を、おのおの、その天幕に帰らせた。 3ヨナタ

ンは、ゲバにあるペリシテびとの守備兵を敗った

。ペリシテびとはそのことを聞いた。そこで、サ

ウルは国中に、あまねく角笛を吹きならして言わ

せた、「ヘブルびとよ、聞け」。 4イスラエルの

人は皆、サウルがペリシテびとの守備兵を敗った

こと、そしてイスラエルがペリシテびとに憎まれ

るようになったことを聞いた。こうして民は召さ

れて、ギルガルのサウルのもとに集まった。 5ペ

リシテびとはイスラエルと戦うために集まった。

戦車三千、騎兵六千、民は浜べの砂のように多か

った。彼らは上ってきて、ベテアベンの東のミク

マシに陣を張った。 6イスラエルびとは、ひどく

圧迫され、味方が危くなったのを見て、ほら穴に

、縦穴に、岩に、墓に、ため池に身を隠した。 7

また、あるヘブルびとはヨルダンを渡って、ガド

とギレアデの地へ行った。しかしサウルはなおギ

ルガルにいて、民はみな、ふるえながら彼に従っ

た。 8サウルは、サムエルが定めたように、七日

のあいだ待ったが、サムエルがギルガルにこなか

ったので、民は彼を離れて散って行った。 9そこ

でサウルは言った、「燔祭と酬恩祭をわたしの所

に持ってきなさい」。こうして彼は燔祭をささげ

た。 10その燔祭をささげ終ると、サムエルがき

た。サウルはあいさつをしようと、彼を迎えに出

た。 11その時サムエルは言った、「あなたは何

をしたのですか」。サウルは言った、「民はわた

しを離れて散って行き、あなたは定まった日のう

ちにこられないのに、ペリシテびとがミクマシに

集まったのを見たので、 12わたしは、ペリシテ

びとが今にも、ギルガルに下ってきて、わたしを

襲うかも知れないのに、わたしはまだ主の恵みを

求めることをしていないと思い、やむを得ず燔祭

をささげました」。 13サムエルはサウルに言っ

た、「あなたは愚かなことをした。あなたは、あ

なたの神、主の命じられた命令を守らなかった。

もし守ったならば、主は今あなたの王国を長くイ

スラエルの上に確保されたであろう。 14しかし

今は、あなたの王国は続かないであろう。主は自

分の心にかなう人を求めて、その人に民の君とな

ることを命じられた。あなたが主の命じられた事

を守らなかったからである」。 15こうしてサム

エルは立って、ギルガルからベニヤミンのギベア

に上っていった。サウルは共にいる民を数えてみ

たが、おおよそ六百人あった。 16サウルとその

子ヨナタン、ならびに、共にいる民は、ベニヤミ

ンのゲバにおり、ペリシテびとはミクマシに陣を

張っていた。 17そしてペリシテびとの陣から三

つの部隊にわかれた略奪隊が出てきて、一部隊は

オフラの方に向かって、シュアルの地に行き、 18

一部隊はベテホロンの方に向かい、一部隊は荒野

の方のゼボイムの谷を見おろす境の方に向かった

。 19そのころ、イスラエルの地にはどこにも鉄

工がいなかった。ペリシテびとが「ヘブルびとは

つるぎも、やりも造ってはならない」と言ったか

らである。 20ただしイスラエルの人は皆、その

すきざき、くわ、おの、かまに刃をつけるときは

、ペリシテびとの所へ下って行った。 21すきざ

きと、くわのための料金は一ピムであり、おのに

刃をつけるのと、とげのあるむちを直すのは三分

の一シケルであった。 22それでこの戦いの日に

は、サウルおよびヨナタンと共にいた民の手には

、つるぎもやりもなく、ただサウルとその子ヨナ

タンとがそれを持っていた。 23ペリシテびとの

先陣はミクマシの渡りに進み出た。

14ある日、サウルの子ヨナタンは、その武器を
執る若者に「さあ、われわれは向こう側の、

ペリシテびとの先陣へ渡って行こう」と言った。

しかしヨナタンは父には告げなかった。 2サウル

はギベアのはずれで、ミグロンにある、ざくろの

木の下にとどまっていたが、共にいた民はおおよ

そ六百人であった。 3またアヒヤはエポデを身に

着けて共にいた。アヒヤはアヒトブの子、アヒト

ブはイカボデの兄弟、イカボデはピネハスの子、

ピネハスはシロにおいて主の祭司であったエリの

子である。民はヨナタンが出かけることを知らな

かった。 4ヨナタンがペリシテびとの先陣に渡っ

て行こうとする渡りには、一方に険しい岩があり

、他方にも険しい岩があり、一方の名をボゼヅと

いい、他方の名をセネといった。 5岩の一つはミ

クマシの前にあって北にあり、一つはゲバの前に

あって南にあった。 6ヨナタンはその武器を執る

若者に言った、「さあ、われわれは、この割礼な

き者どもの先陣へ渡って行こう。主がわれわれの
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ために何か行われるであろう。多くの人をもって

救うのも、少ない人をもって救うのも、主にとっ

ては、なんの妨げもないからである」。 7武器を

執る者は彼に言った、「あなたの望みどおりにし

なさい。わたしは一緒にいます。わたしはあなた

と同じ心です」。 8ヨナタンはまた言った、「わ

れわれは、あの人々の所に渡っていって、彼らに

身を現そう。 9そして、もし彼らがわれわれに、

『こちらから行くまで待て』と言うならば、われ

われはその場にとどまり、彼らの所に上っていか

ないであろう。 10しかし、もし彼らが『われわ

れのところへ上ってこい』と言うならば、われわ

れは上って行こう。主が彼らをわれわれの手に渡

されるからである。これをもってしるしとしよう

」。 11こうしてふたりはペリシテびとの先陣に

、その身を現したので、ペリシテびとは言った、

「見よ、ヘブルびとが、隠れていた穴から出てく

る」。 12先陣の人々はヨナタンと、その武器を

執る者に叫んで言った、「われわれのところに上

ってこい。目に、もの見せてくれよう」。ヨナタ

ンは、その武器を執る者に言った、「わたしのあ

とについて上ってきなさい。主は彼らをイスラエ

ルの手に渡されたのだ」。 13そしてヨナタンは

よじ登り、武器を執る者もそのあとについて登っ

た。ペリシテびとはヨナタンの前に倒れた。武器

を執る者も、あとについていってペリシテびとを

殺した。 14ヨナタンとその武器を執る者とが、

手始めに殺したものは、おおよそ二十人であって

、このことは一くびきの牛の耕す畑のおおよそ半

分の内で行われた。 15そして陣営にいる者、野

にいるもの、およびすべての民は恐怖に襲われ、

先陣のもの、および略奪隊までも、恐れおののい

た。また地は震い動き、非常に大きな恐怖となっ

た。 16ベニヤミンのギベアにいたサウルの番兵

たちが見ると、ペリシテびとの群衆はくずれて右

往左往していた。 17その時サウルは、共にいる

民に言った、「人数を調べて、われわれのうちの

だれが出て行ったかを見よ」。人数を調べたとこ

ろ、ヨナタンとその武器を執る者とがそこにいな

かった。 18サウルはアヒヤに言った、「エポデ

をここに持ってきなさい」。その時、アヒヤはイ

スラエルの人々の前でエポデを身に着けていたか

らである。 19サウルが祭司に語っている間にも

、ペリシテびとの陣営の騒ぎはますます大きくな

ったので、サウルは祭司に言った、「手を引きな

さい」。 20こうしてサウルおよび共にいる民は

皆、集まって戦いに出た。ペリシテびとはつるぎ

をもって同志打ちしたので、非常に大きな混乱と

なった。 21また先にペリシテびとと共にいて、

彼らと共に陣営にきていたヘブルびとたちも、翻

ってサウルおよびヨナタンと共にいるイスラエル

びとにつくようになった。 22またエフライムの

山地に身を隠していたイスラエルびとたちも皆、

ペリシテびとが逃げると聞いて、彼らもまた戦い

に出て、それを追撃した。 23こうして主はその

日イスラエルを救われた。そして戦いはベテアベ

ンに移った。 24しかしその日イスラエルの人々

は苦しんだ。これはサウルが民に誓わせて「夕方

まで、わたしが敵にあだを返すまで、食物を食べ

る者は、のろわれる」と言ったからである。それ

ゆえ民のうちには、ひとりも食物を口にしたもの

はなかった。 25ところで、民がみな森の中には

いると、地のおもてに蜜があった。 26民は森に

はいった時、蜜のしたたっているのを見た。しか

しだれもそれを手に取って口につけるものがなか

った。民が誓いを恐れたからである。 27しかし

ヨナタンは、父が民に誓わせたことを聞かなかっ

たので、手を伸べてつえの先を蜜ばちの巣に浸し

、手に取って口につけた。すると彼は目がはっき

りした。 28その時、民のひとりが言った、「あ

なたの父は、かたく民に誓わせて『きょう、食物

を食べる者は、のろわれる』と言われました。そ

れで民は疲れているのです」。 29ヨナタンは言

った、「父は国を悩ませました。ごらんなさい。

この蜜をすこしなめたばかりで、わたしの目がこ

んなに、はっきりしたではありませんか。 30ま

して、民がきょう敵からぶんどった物を、じゅう

ぶん食べていたならば、さらに多くのペリシテび

とを殺していたでしょうに」。 31その日イスラ

エルびとは、ペリシテびとを撃って、ミクマシか

らアヤロンに及んだ。そして民は、ひじょうに疲

れたので、 32ぶんどり物に、はせかかって、羊

、牛、子牛を取って、それを地の上に殺し、血の

ままでそれを食べた。 33人々はサウルに言った

、「民は血のままで食べて、主に罪を犯していま

す」。サウルは言った、「あなたがたはそむいて

いる。この所へ、わたしのもとに大きな石をころ

がしてきなさい」。 34サウルはまた言った、「

あなたがたは分れて、民の中にはいって、彼らに

言いなさい、『おのおの牛または、羊を引いてき
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てここでほふって食べなさい。血のままで食べて

、主に罪を犯してはならない』」。そこで民は皆

、その夜、おのおの牛を引いてきて、それを、そ

の所でほふった。 35こうしてサウルは主に一つ

の祭壇を築いた。これはサウルが主のために築い

た最初の祭壇である。 36サウルは言った、「わ

れわれは夜のうちにペリシテびとを追って下り、

夜明けまで彼らをかすめて、ひとりも残らぬよう

にしよう」。人々は言った、「良いと思われるこ

とを、なんでもしてください」。しかし祭司は言

った、「われわれは、ここで、神に尋ねましょう

」。 37そこでサウルは神に伺った、「わたしは

ペリシテびとを追って下るべきでしょうか。あな

たは彼らをイスラエルの手に渡されるでしょうか

」。しかし神はその日は答えられなかった。 38

そこでサウルは言った、「民の長たちよ、みなこ

の所に近よりなさい。あなたがたは、よく見きわ

めて、きょうのこの罪が起きたわけを知らなけれ

ばならない。 39イスラエルを救う主は生きてお

られる。たとい、それがわたしの子ヨナタンであ

っても、必ず死ななければならない」。しかし民

のうちにはひとりも、これに答えるものがいなか

った。 40サウルはイスラエルのすべての人に言

った、「あなたがたは向こう側にいなさい。わた

しとわたしの子ヨナタンはこちら側にいましょう

」。民はサウルに言った、「良いと思われること

をしてください」。 41そこでサウルは言った、

「イスラエルの神、主よ、あなたはきょう、なに

ゆえしもべに答えられなかったのですか。もしこ

の罪がわたしにあるか、またはわたしの子ヨナタ

ンにあるのでしたら、イスラエルの神、主よ、ウ

リムをお与えください。しかし、もしこの罪が、

あなたの民イスラエルにあるのでしたらトンミム

をお与えください」。こうしてヨナタンとサウル

とが、くじに当り、民はのがれた。 42サウルは

言った、「わたしか、わたしの子ヨナタンかを決

めるために、くじを引きなさい」。くじはヨナタ

ンに当った。 43サウルはヨナタンに言った、「

あなたがしたことを、わたしに言いなさい」。ヨ

ナタンは言った、「わたしは確かに手にあったつ

えの先に少しばかりの蜜をつけて、なめました。

わたしはここにいます。死は覚悟しています」。

44サウルは言った、「神がわたしをいくえにも罰

してくださるように。ヨナタンよ、あなたは必ず

死ななければならない」。 45その時、民はサウ

ルに言った、「イスラエルのうちにこの大いなる

勝利をもたらしたヨナタンが死ななければならな

いのですか。決してそうではありません。主は生

きておられます。ヨナタンの髪の毛一すじも地に

落してはなりません。彼は神と共にきょう働いた

のです」。こうして民はヨナタンを救ったので彼

は死を免れた。 46サウルはペリシテびとを追う

ことをやめて引きあげ、ペリシテびとはその国へ

帰った。 47サウルはイスラエルの王となって、

周囲のもろもろの敵、すなわちモアブ、アンモン

の人々、エドム、ゾバの王たちおよびペリシテび

とと戦い、すべて向かう所で勝利を得た。 48サ

ウルは勇ましく働き、アマレクびとを撃って、イ

スラエルびとを略奪者の手から救い出した。 49

さて、サウルのむすこたちはヨナタン、エスイ、

およびマルキシュアである。ふたりの娘の名は次

のとおりである。すなわち姉の名はメラブ、妹の

名はミカルである。 50サウルの妻の名はアヒノ

アムといい、アヒマアズの娘である。また軍の長

の名はアブネルといい、サウルのおじネルの子で

ある。 51サウルの父キシとアブネルの父ネルと

は、アビエルの子である。 52サウルの一生の間

、ペリシテびとと激しい戦いがあった。サウルは

力の強い人や勇気のある人を見るごとに、それを

召しかかえた。

15さて、サムエルはサウルに言った、「主は、
わたしをつかわし、あなたに油をそそいで、

その民イスラエルの王とされました。それゆえ、

今、主の言葉を聞きなさい。 2万軍の主は、こう

仰せられる、『わたしは、アマレクがイスラエル

にした事、すなわちイスラエルがエジプトから上

ってきた時、その途中で敵対したことについて彼

らを罰するであろう。 3今、行ってアマレクを撃

ち、そのすべての持ち物を滅ぼしつくせ。彼らを

ゆるすな。男も女も、幼な子も乳飲み子も、牛も

羊も、らくだも、ろばも皆、殺せ』」。 4サウル

は民を呼び集め、テライムで人数を調べたところ

、歩兵は二十万、ユダの人は一万であった。 5そ

してサウルはアマレクの町へ行って、谷に兵を伏

せた。 6サウルはケニびとに言った、「さあ、あ

なたがたはアマレクびとを離れて、下っていって

ください。彼らと一緒にあなたがたを滅ぼすよう

なことがあってはならない。あなたがたは、イス

ラエルの人々がエジプトから上ってきた時、親切
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にしてくれたのですから」。そこでケニびとはア

マレクびとを離れて行った。 7サウルはアマレク

びとを撃って、ハビラからエジプトの東にあるシ

ュルにまで及んだ。 8そしてアマレクびとの王ア

ガグをいけどり、つるぎをもってその民をことご

とく滅ぼした。 9しかしサウルと民はアガグをゆ

るし、また羊と牛の最も良いもの、肥えたものな

らびに小羊と、すべての良いものを残し、それら

を滅ぼし尽すことを好まず、ただ値うちのない、

つまらない物を滅ぼし尽した。 10その時、主の

言葉がサムエルに臨んだ、 11「わたしはサウル

を王としたことを悔いる。彼がそむいて、わたし

に従わず、わたしの言葉を行わなかったからであ

る」。サムエルは怒って、夜通し、主に呼ばわっ

た。 12そして朝サウルに会うため、早く起きた

が、サムエルに告げる人があった、「サウルはカ

ルメルにきて、自分のために戦勝記念碑を建て、

身をかえして進み、ギルガルへ下って行きました

」。 13サムエルがサウルのもとへ来ると、サウ

ルは彼に言った、「どうぞ、主があなたを祝福さ

れますように。わたしは主の言葉を実行しました

」。 14サムエルは言った、「それならば、わた

しの耳にはいる、この羊の声と、わたしの聞く牛

の声は、いったい、なんですか」。 15サウルは

言った、「人々がアマレクびとの所から引いてき

たのです。民は、あなたの神、主にささげるため

に、羊と牛の最も良いものを残したのです。その

ほかは、われわれが滅ぼし尽しました」。 16サ

ムエルはサウルに言った、「おやめなさい。昨夜

、主がわたしに言われたことを、あなたに告げま

しょう」。サウルは彼に言った、「言ってくださ

い」。 17サムエルは言った、「たとい、自分で

は小さいと思っても、あなたはイスラエルの諸部

族の長ではありませんか。主はあなたに油を注い

でイスラエルの王とされた。 18そして主はあな

たに使命を授け、つかわして言われた、『行って

、罪びとなるアマレクびとを滅ぼし尽せ。彼らを

皆殺しにするまで戦え』。 19それであるのに、

どうしてあなたは主の声に聞き従わないで、ぶん

どり物にとびかかり、主の目の前に悪をおこなっ

たのですか」。 20サウルはサムエルに言った、

「わたしは主の声に聞き従い、主がつかわされた

使命を帯びて行き、アマレクの王アガグを連れて

きて、アマレクびとを滅ぼし尽しました。 21し

かし民は滅ぼし尽すべきもののうち最も良いもの

を、ギルガルで、あなたの神、主にささげるため

、ぶんどり物のうちから羊と牛を取りました」。

22サムエルは言った、「主はそのみ言葉に聞き従

う事を喜ばれるように、燔祭や犠牲を喜ばれるで

あろうか。見よ、従うことは犠牲にまさり、聞く

ことは雄羊の脂肪にまさる。 23そむくことは占

いの罪に等しく、強情は偶像礼拝の罪に等しいか

らである。あなたが主のことばを捨てたので、主

もまたあなたを捨てて、王の位から退けられた」

。 24サウルはサムエルに言った、「わたしは主

の命令とあなたの言葉にそむいて罪を犯しました

。民を恐れて、その声に聞き従ったからです。 25

どうぞ、今わたしの罪をゆるし、わたしと一緒に

帰って、主を拝ませてください」。 26サムエル

はサウルに言った、「あなたと一緒に帰りません

。あなたが主の言葉を捨てたので、主もあなたを

捨てて、イスラエルの王位から退けられたからで

す」。 27こうしてサムエルが去ろうとして身を

かえした時、サウルがサムエルの上着のすそを捕

えたので、それは裂けた。 28サムエルは彼に言

った、「主はきょう、あなたからイスラエルの王

国を裂き、もっと良いあなたの隣人に与えられた

。 29またイスラエルの栄光は偽ることもなく、

悔いることもない。彼は人ではないから悔いるこ

とはない」。 30サウルは言った、「わたしは罪

を犯しましたが、どうぞ、民の長老たち、および

イスラエルの前で、わたしを尊び、わたしと一緒

に帰って、あなたの神、主を拝ませてください」

。 31そこでサムエルはサウルのあとについて帰

った。そしてサウルは主を拝んだ。 32時にサム

エルは言った、「わたしの所にアマレクびとの王

アガグを引いてきなさい」。アガグはうれしそう

にサムエルの所にきた。アガグは「死の苦しみは

きっと過ぎ去ったのだ」と思った。 33サムエル

は言った、「あなたのつるぎは多くの女に子供を

失わせた。そのようにあなたの母も女のうちで最

も無惨に子供を失う者となるであろう」。サムエ

ルはギルガルで主の前に、アガグを寸断した。 34

そしてサムエルはラマに行き、サウルは故郷のギ

ベアに上って、その家に帰った。 35サムエルは

死ぬ日まで、二度とサウルを見なかった。しかし

サムエルはサウルのために悲しんだ。また主はサ

ウルをイスラエルの王としたことを悔いられた

。
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16さて主はサムエルに言われた、「わたしがす
でにサウルを捨てて、イスラエルの王位から

退けたのに、あなたはいつまで彼のために悲しむ

のか。角に油を満たし、それをもって行きなさい

。あなたをベツレヘムびとエッサイのもとにつか

わします。わたしはその子たちのうちにひとりの

王を捜し得たからである」。 2サムエルは言った

、「どうしてわたしは行くことができましょう。

サウルがそれを聞けば、わたしを殺すでしょう」

。主は言われた、「一頭の子牛を引いていって、

『主に犠牲をささげるためにきました』と言いな

さい。 3そしてエッサイを犠牲の場所に呼びなさ

い。その時わたしはあなたのすることを示します

。わたしがあなたに告げる人に油を注がなければ

ならない」。 4サムエルは主が命じられたように

して、ベツレヘムへ行った。町の長老たちは、恐

れながら出て、彼を迎え、「穏やかな事のために

こられたのですか」と言った。 5サムエルは言っ

た、「穏やかな事のためです。わたしは主に犠牲

をささげるためにきました。身をきよめて、犠牲

の場所にわたしと共にきてください」。そしてサ

ムエルはエッサイとその子たちをきよめて犠牲の

場に招いた。 6彼らがきた時、サムエルはエリア

ブを見て、「自分の前にいるこの人こそ、主が油

をそそがれる人だ」と思った。 7しかし主はサム

エルに言われた、「顔かたちや身のたけを見ては

ならない。わたしはすでにその人を捨てた。わた

しが見るところは人とは異なる。人は外の顔かた

ちを見、主は心を見る」。 8そこでエッサイはア

ビナダブを呼んでサムエルの前を通らせた。サム

エルは言った、「主が選ばれたのはこの人でもな

い」。 9エッサイはシャンマを通らせたが、サム

エルは言った、「主が選ばれたのはこの人でもな

い」。 10エッサイは七人の子にサムエルの前を

通らせたが、サムエルはエッサイに言った、「主

が選ばれたのはこの人たちではない」。 11サム

エルはエッサイに言った、「あなたのむすこたち

は皆ここにいますか」。彼は言った、「まだ末の

子が残っていますが羊を飼っています」。サムエ

ルはエッサイに言った、「人をやって彼を連れて

きなさい。彼がここに来るまで、われわれは食卓

につきません」。 12そこで人をやって彼をつれ

てきた。彼は血色のよい、目のきれいな、姿の美

しい人であった。主は言われた、「立ってこれに

油をそそげ。これがその人である」。 13サムエ

ルは油の角をとって、その兄弟たちの中で、彼に

油をそそいだ。この日からのち、主の霊は、はげ

しくダビデの上に臨んだ。そしてサムエルは立っ

てラマへ行った。 14さて主の霊はサウルを離れ

、主から来る悪霊が彼を悩ました。 15サウルの

家来たちは彼に言った、「ごらんなさい。神から

来る悪霊があなたを悩ましているのです。 16ど

うぞ、われわれの主君が、あなたの前に仕えてい

る家来たちに命じて、じょうずに琴をひく者ひと

りを捜させてください。神から来る悪霊があなた

に臨む時、彼が手で琴をひくならば、あなたは良

くなられるでしょう」。 17そこでサウルは家来

たちに言った、「じょうずに琴をひく者を捜して

、わたしのもとに連れてきなさい」。 18その時

、ひとりの若者がこたえた、「わたしはベツレヘ

ムびとエッサイの子を見ましたが、琴がじょうず

で、勇気もあり、いくさびとで、弁舌にひいで、

姿の美しい人です。また主が彼と共におられます

」。 19そこでサウルはエッサイのもとに使者を

つかわして言った、「羊を飼っているあなたの子

ダビデをわたしのもとによこしなさい」。 20エ

ッサイは、ろばにパンを負わせ、皮袋にいれたぶ

どう酒一袋と、やぎの子とを取って、その子ダビ

デの手によってサウルに送った。 21ダビデはサ

ウルのもとにきて、彼に仕えた。サウルはひじょ

うにこれを愛して、その武器を執る者とした。 22

またサウルは人をつかわしてエッサイに言った、

「ダビデをわたしに仕えさせてください。彼はわ

たしの心にかないました」。 23神から出る悪霊

がサウルに臨む時、ダビデは琴をとり、手でそれ

をひくと、サウルは気が静まり、良くなって、悪

霊は彼を離れた。

17さてペリシテびとは、軍を集めて戦おうとし
、ユダに属するソコに集まって、ソコとアゼ

カの間にあるエペス・ダミムに陣取った。 2サウ

ルとイスラエルの人々は集まってエラの谷に陣取

り、ペリシテびとに対して戦列をしいた。 3ペリ

シテびとは向こうの山の上に立ち、イスラエルは

こちらの山の上に立った。その間に谷があった。

4時に、ペリシテびとの陣から、ガテのゴリアテ

という名の、戦いをいどむ者が出てきた。身のた

けは六キュビト半。 5頭には青銅のかぶとを頂き

、身には、うろことじのよろいを着ていた。その

よろいは青銅で重さ五千シケル。 6また足には青
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銅のすね当を着け、肩には青銅の投げやりを背負

っていた。 7手に持っているやりの柄は、機の巻

棒のようであり、やりの穂の鉄は六百シケルであ

った。彼の前には、盾を執る者が進んだ。 8ゴリ

アテは立ってイスラエルの戦列に向かって叫んだ

、「なにゆえ戦列をつくって出てきたのか。わた

しはペリシテびと、おまえたちはサウルの家来で

はないか。おまえたちから、ひとりを選んで、わ

たしのところへ下ってこさせよ。 9もしその人が

戦ってわたしを殺すことができたら、われわれは

おまえたちの家来となる。しかしわたしが勝って

その人を殺したら、おまえたちは、われわれの家

来になって仕えなければならない」。 10またこ

のペリシテびとは言った、「わたしは、きょうイ

スラエルの戦列にいどむ。ひとりを出して、わた

しと戦わせよ」。 11サウルとイスラエルのすべ

ての人は、ペリシテびとのこの言葉を聞いて驚き

、ひじょうに恐れた。 12さて、ダビデはユダの

ベツレヘムにいたエフラタびとエッサイという名

の人の子で、この人に八人の子があったが、サウ

ルの世には年が進んで、すでに年老いていた。 13

エッサイの子らのうち、上の三人はサウルに従っ

て戦争に出た。その戦いに出た三人の子の名は、

長子をエリアブといい、次をアビナダブといい、

第三をシャンマと言った。 14ダビデは末の子で

あって、兄三人はサウルにしたがった。 15ダビ

デはサウルの所から行ったりきたりして、ベツレ

ヘムで父の羊を飼っていた。 16あのペリシテび

とは四十日の間、朝夕出てきて、彼らの前に立っ

た。 17時に、エッサイはその子ダビデに言った

、「兄たちのため、このいり麦一エパと、この十

個のパンをとって、急いで陣営にいる兄の所へ持

っていきなさい。 18またこの十の乾酪を取って

、千人の長にもって行き、兄たちの安否を見とど

けて、そのしるしをもらってきなさい」。 19さ

てサウルと彼らおよびイスラエルのすべての人は

、エラの谷でペリシテびとと戦っていた。 20ダ

ビデは朝はやく起きて、羊を番人に託し、エッサ

イが命じたように食料品を携えて行った。彼が陣

営に着いた時、軍勢は、ときの声をあげて戦線に

出ようとしていた。 21そしてイスラエルとペリ

シテびととは戦列を敷いて、軍と軍と向き合った

。 22ダビデは荷物をおろして、荷物を守る者に

あずけ、戦列の方へ走って、兄たちの所へ行き、

彼らの安否を尋ねた。 23兄たちと語っている時

、ペリシテびとの戦列から、ガテのペリシテびと

で、名をゴリアテという、あの戦いをいどむ者が

上ってきて、前と同じ言葉を言ったので、ダビデ

はそれを聞いた。 24イスラエルのすべての人は

、その人を見て、避けて逃げ、ひじょうに恐れた

。 25イスラエルの人々はまた言った、「あなた

がたは、あの上ってきた人を見たか。確かにイス

ラエルにいどむために上ってきたのだ。彼を殺す

人は、王が大いなる富を与えて富ませ、その娘を

与え、その父の家にはイスラエルのうちで税を免

れさせるであろう」。 26ダビデはかたわらに立

っている人々に言った、「このペリシテびとを殺

し、イスラエルの恥をすすぐ人には、どうされる

のですか。この割礼なきペリシテびとは何者なの

で、生ける神の軍をいどむのか」。 27民は前と

同じように、「彼を殺す人にはこうされるであろ

う」と答えた。 28上の兄エリアブはダビデが人

々と語るのを聞いて、ダビデに向かい怒りを発し

て言った、「なんのために下ってきたのか。野に

いるわずかの羊はだれに託したのか。あなたのわ

がままと悪い心はわかっている。戦いを見るため

に下ってきたのだ」。 29ダビデは言った、「わ

たしが今、何をしたというのですか。ただひと言

いっただけではありませんか」。 30またふり向

いて、ほかの人に前のように語ったところ、民は

また同じように答えた。 31人々はダビデの語っ

た言葉を聞いて、それをサウルに告げたので、サ

ウルは彼を呼び寄せた。 32ダビデはサウルに言

った、「だれも彼のゆえに気を落してはなりませ

ん。しもべが行ってあのペリシテびとと戦いまし

ょう」。 33サウルはダビデに言った、「行って

、あのペリシテびとと戦うことはできない。あな

たは年少だが、彼は若い時からの軍人だからです

」。 34しかしダビデはサウルに言った、「しも

べは父の羊を飼っていたのですが、しし、あるい

はくまがきて、群れの小羊を取った時、 35わた

しはそのあとを追って、これを撃ち、小羊をその

口から救いだしました。その獣がわたしにとびか

かってきた時は、ひげをつかまえて、それを撃ち

殺しました。 36しもべはすでに、ししと、くま

を殺しました。この割礼なきペリシテびとも、生

ける神の軍をいどんだのですから、あの獣の一頭

のようになるでしょう」。 37ダビデはまた言っ

た、「ししのつめ、くまのつめからわたしを救い

出された主は、またわたしを、このペリシテびと
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の手から救い出されるでしょう」。サウルはダビ

デに言った、「行きなさい。どうぞ主があなたと

共におられるように」。 38そしてサウルは自分

のいくさ衣をダビデに着せ、青銅のかぶとを、そ

の頭にかぶらせ、また、うろことじのよろいを身

にまとわせた。 39ダビデは、いくさ衣の上に、

つるぎを帯びて行こうとしたが、できなかった。

それに慣れていなかったからである。そこでダビ

デはサウルに言った、「わたしはこれらのものを

着けていくことはできません。慣れていないから

です」。 40ダビデはそれらを脱ぎすて、手につ

えをとり、谷間からなめらかな石五個を選びとっ

て自分の持っている羊飼の袋に入れ、手に石投げ

を執って、あのペリシテびとに近づいた。 41そ

のペリシテびとは進んできてダビデに近づいた。

そのたてを執る者が彼の前にいた。 42ペリシテ

びとは見まわしてダビデを見、これを侮った。ま

だ若くて血色がよく、姿が美しかったからである

。 43ペリシテびとはダビデに言った、「つえを

持って、向かってくるが、わたしは犬なのか」。

ペリシテびとは、また神々の名によってダビデを

のろった。 44ペリシテびとはダビデに言った、

「さあ、向かってこい。おまえの肉を、空の鳥、

野の獣のえじきにしてくれよう」。 45ダビデは

ペリシテびとに言った、「おまえはつるぎと、や

りと、投げやりを持って、わたしに向かってくる

が、わたしは万軍の主の名、すなわち、おまえが

いどんだ、イスラエルの軍の神の名によって、お

まえに立ち向かう。 46きょう、主は、おまえを

わたしの手にわたされるであろう。わたしは、お

まえを撃って、首をはね、ペリシテびとの軍勢の

死かばねを、きょう、空の鳥、地の野獣のえじき

にし、イスラエルに、神がおられることを全地に

知らせよう。 47またこの全会衆も、主は救を施

すのに、つるぎとやりを用いられないことを知る

であろう。この戦いは主の戦いであって、主がわ

れわれの手におまえたちを渡されるからである」

。 48そのペリシテびとが立ち上がり、近づいて

きてダビデに立ち向かったので、ダビデは急ぎ戦

線に走り出て、ペリシテびとに立ち向かった。 49

ダビデは手を袋に入れて、その中から一つの石を

取り、石投げで投げて、ペリシテびとの額を撃っ

たので、石はその額に突き入り、うつむきに地に

倒れた。 50こうしてダビデは石投げと石をもっ

てペリシテびとに勝ち、ペリシテびとを撃って、

これを殺した。ダビデの手につるぎがなかったの

で、 51ダビデは走りよってペリシテびとの上に

乗り、そのつるぎを取って、さやから抜きはなし

、それをもって彼を殺し、その首をはねた。ペリ

シテの人々は、その勇士が死んだのを見て逃げた

。 52イスラエルとユダの人々は立ちあがり、と

きをあげて、ペリシテびとを追撃し、ガテおよび

エクロンの門にまで及んだ。そのためペリシテび

との負傷者は、シャライムからガテおよびエクロ

ンに行く道の上に倒れた。 53イスラエルの人々

はペリシテびとの追撃を終えて帰り、その陣営を

略奪した。 54ダビデは、あのペリシテびとの首

を取ってエルサレムへ持って行ったが、その武器

は自分の天幕に置いた。 55サウルはダビデがあ

のペリシテびとに向かって出ていくのを見て、軍

の長アブネルに言った、「アブネルよ、この若者

はだれの子か」。アブネルは言った、「王よ、あ

なたのいのちにかけて誓います。わたしは知らな

いのです」。 56王は言った、「この若者がだれ

の子か、尋ねてみよ」。 57ダビデが、あのペリ

シテびとを殺して帰ってきた時、アブネルは、ペ

リシテびとの首を手に持っている彼を、サウルの

前に連れて行った。 58サウルは彼に言った、「

若者よ、あなたはだれの子か」。ダビデは答えた

、「あなたのしもべ、ベツレヘムびとエッサイの

子です」。

18ダビデがサウルに語り終えた時、ヨナタンの
心はダビデの心に結びつき、ヨナタンは自分

の命のようにダビデを愛した。 2この日、サウル

はダビデを召しかかえて、父の家に帰らせなかっ

た。 3ヨナタンとダビデとは契約を結んだ。ヨナ

タンが自分の命のようにダビデを愛したからであ

る。 4ヨナタンは自分が着ていた上着を脱いでダ

ビデに与えた。また、そのいくさ衣、およびつる

ぎも弓も帯も、そのようにした。 5ダビデはどこ

でもサウルがつかわす所に出て行って、てがらを

立てたので、サウルは彼を兵の隊長とした。それ

はすべての民の心にかない、またサウルの家来た

ちの心にもかなった。 6人々が引き揚げてきた時

、すなわちダビデが、かのペリシテびとを殺して

帰った時、女たちはイスラエルの町々から出てき

て、手鼓と祝い歌と三糸の琴をもって、歌いつ舞

いつ、サウル王を迎えた。 7女たちは踊りながら

互に歌いかわした、「サウルは千を撃ち殺し、ダ
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ビデは万を撃ち殺した」。 8サウルは、ひじょう

に怒り、この言葉に気を悪くして言った、「ダビ

デには万と言い、わたしには千と言う。この上、

彼に与えるものは、国のほかないではないか」。

9サウルは、この日からのちダビデをうかがった

。 10次の日、神から来る悪霊がサウルにはげし

く臨んで、サウルが家の中で狂いわめいたので、

ダビデは、いつものように、手で琴をひいた。そ

の時、サウルの手にやりがあったので、 11サウ

ルは「ダビデを壁に刺し通そう」と思って、その

やりをふり上げた。しかしダビデは二度身をかわ

してサウルを避けた。 12主がサウルを離れて、

ダビデと共におられたので、サウルはダビデを恐

れた。 13それゆえサウルは、ダビデを遠ざけて

、千人の長としたので、ダビデは民の先に立って

出入りした。 14またダビデは、すべてそのする

ことに、てがらを立てた。主が共におられたから

である。 15サウルはダビデが大きなてがらを立

てるのを見て彼を恐れたが、 16イスラエルとユ

ダのすべての人はダビデを愛した。彼が民の先に

立って出入りしたからである。 17その時サウル

はダビデに言った、「わたしの長女メラブを、あ

なたに妻として与えよう。ただ、あなたはわたし

のために勇ましく、主の戦いを戦いなさい」。サ

ウルは「自分の手で彼を殺さないで、ペリシテび

との手で殺そう」と思ったからである。 18ダビ

デはサウルに言った、「わたしは何者なのでしょ

う。わたしの親族、わたしの父の一族はイスラエ

ルのうちで何者なのでしょう。そのわたしが、ど

うして王のむこになることができましょう」。 19

しかしサウルの娘メラブは、ダビデにとつぐべき

時になって、メホラびとアデリエルに妻として与

えられた。 20サウルの娘ミカルはダビデを愛し

た。人々がそれをサウルに告げたとき、サウルは

その事を喜んだ。 21サウルは「ミカルを彼に与

えて、彼を欺く手だてとし、ペリシテびとの手で

彼を殺そう」と思ったので、サウルはふたたびダ

ビデに言った、「あなたを、きょう、わたしのむ

こにします」。 22そしてサウルは家来たちに命

じた、「ひそかにダビデに言いなさい、『王はあ

なたが気に入り、王の家来たちも皆あなたを愛し

ています。それゆえ王のむこになりなさい』」。

23そこでサウルの家来たちはこの言葉をダビデの

耳に語ったので、ダビデは言った、「わたしのよ

うな貧しく、卑しい者が、王のむこになることは

、あなたがたには、たやすいことと思われますか

」。 24サウルの家来たちはサウルに、「ダビデ

はこう言った」と告げた。 25サウルは言った、

「あなたがたはダビデにこう言いなさい、『王は

なにも結納を望まれない。ただペリシテびとの陽

の皮一百を獲て、王のあだを討つことを望まれる

』」。これはサウルが、ダビデをペリシテびとの

手によって倒そうと思ったからである。 26サウ

ルの家来たちが、この言葉をダビデに告げた時、

ダビデは王のむこになることを良しとした。そし

て定めた日がまだこないうちに、 27ダビデは従

者をつれて、立って行き、ペリシテびと二百人を

殺して、その陽の皮を携え帰り、王のむこになる

ために、それをことごとく王にささげた。そこで

サウルは娘ミカルを彼に妻として与えた。 28し

かしサウルは見て、主がダビデと共におられるこ

と、またイスラエルのすべての人がダビデを愛す

るのを知った時、 29サウルは、ますますダビデ

を恐れた。こうしてサウルは絶えずダビデに敵し

た。 30さてペリシテびとの君たちが攻めてきた

が、ダビデは、彼らが攻めてくるごとに、サウル

のどの家来よりも多くのてがらを立てたので、そ

の名はひじょうに尊敬された。

19サウルはその子ヨナタンおよびすべての家来
たちにダビデを殺すようにと言った。しかし

サウルの子ヨナタンは深くダビデを愛していた。

2ヨナタンはダビデに言った、「父サウルはあな

たを殺そうとしています。それゆえあすの朝、気

をつけて、わからない場所に身を隠していてくだ

さい。 3わたしは出て行って、あなたがいる野原

で父のかたわらに立ち、父にあなたのことを話し

ましょう。そして、何かわたしにわかれば、あな

たに告げましょう」。 4ヨナタンは父サウルにダ

ビデのことをほめて言った、「王よ、どうか家来

ダビデに対して罪を犯さないでください。彼は、

あなたに罪を犯さず、また彼のしたことは、あな

たのためになることでした。 5彼は命をかけて、

あのペリシテびとを殺し、主はイスラエルの人々

に大いなる勝利を与えられたのです。あなたはそ

れを見て喜ばれました。それであるのに、どうし

てゆえなくダビデを殺し、罪なき者の血を流して

罪を犯そうとされるのですか」。 6サウルはヨナ

タンの言葉を聞きいれた。そしてサウルは誓った

、「主は生きておられる。わたしは決して彼を殺



サムエル記Ⅰ257

さない」。 7ヨナタンはダビデを呼んでこれらの

ことをみなダビデに告げた。そしてヨナタンがダ

ビデをサウルのもとに連れてきたので、ダビデは

、もとのようにサウルの前にいた。 8ところがま

た戦争がおこって、ダビデは出てペリシテびとと

戦い、大いに彼らを殺したので、彼らはその前か

ら逃げ去った。 9さてサウルが家にいて手にやり

を持ってすわっていた時、主から来る悪霊がサウ

ルに臨んだので、ダビデは琴をひいていたが、 10

サウルはそのやりをもってダビデを壁に刺し通そ

うとした。しかし彼はサウルの前に身をかわした

ので、やりは壁につきささった。そしてダビデは

逃げ去った。 11その夜、サウルはダビデの家に

使者たちをつかわして見張りをさせ、朝になって

彼を殺させようとした。しかしダビデの妻ミカル

はダビデに言った、「もし今夜のうちに、あなた

が自分の命を救わないならば、あすは殺されるで

しょう」。 12そしてミカルがダビデを窓からつ

りおろしたので、彼は逃げ去った。 13ミカルは

一つの像をとって、寝床の上に横たえ、その頭に

やぎの毛の網をかけ、着物をもってそれをおおっ

た。 14サウルはダビデを捕えるため使者たちを

つかわしたが、彼女は言った、「あの人は病気で

す」。 15そこでサウルは、ダビデを見させよう

と使者たちをつかわして言った、「彼を寝床のま

ま、わたしの所に連れてきなさい。わたしが彼を

殺そう」。 16使者たちがはいって見ると、寝床

には像が横たえてあって、その頭には、やぎの毛

の網がかけてあった。 17サウルはミカルに言っ

た、「あなたはどうして、このようにわたしを欺

いて、わたしの敵を逃がしたのか」。ミカルはサ

ウルに答えた、「あの人はわたしに『逃がしてく

れ。さもないと、おまえを殺す』と言いました」

。 18ダビデは逃げ去り、ラマにいるサムエルの

もとへ行って、サウルが自分にしたすべてのこと

を彼に告げた。そしてダビデとサムエルは行って

ナヨテに住んだ。 19ある人がサウルに「ダビデ

はラマのナヨテにいます」と告げたので、 20サ

ウルは、ダビデを捕えるために、使者たちをつか

わした。彼らは預言者の一群が預言していて、サ

ムエルが、そのうちの、かしらとなって立ってい

るのを見たが、その時、神の霊はサウルの使者た

ちにも臨んで、彼らもまた預言した。 21サウル

は、このことを聞いて、他の使者たちをつかわし

たが、彼らもまた預言した。サウルは三たび使者

たちをつかわしたが、彼らもまた預言した。 22

そこでサウルはみずからラマに行き、セクの大井

戸に着いた時、問うて言った、「サムエルとダビ

デは、どこにおるか」。ひとりの人が答えた、「

彼らはラマのナヨテにいます」。 23そこでサウ

ルはそこからラマのナヨテに行ったが、神の霊は

また彼にも臨んで、彼はラマのナヨテに着くまで

歩きながら預言した。 24そして彼もまた着物を

脱いで、同じようにサムエルの前で預言し、一日

一夜、裸で倒れ伏していた。人々が「サウルもま

た預言者たちのうちにいるのか」というのはこの

ためである。

20ダビデはラマのナヨテから逃げてきて、ヨナ
タンに言った、「わたしが何をし、どのよう

な悪いことがあり、あなたの父の前にどんな罪を

犯したので、わたしを殺そうとされるのでしょう

か」。 2ヨナタンは彼に言った、「決して殺され

ることはありません。父は事の大小を問わず、わ

たしに告げないですることはありません。どうし

て父がわたしにその事を隠しましょう。そのよう

なことはありません」。 3しかしダビデは答えた

、「あなたの父は、わたしがあなたの好意をえて

いることをよく知っておられます。それで『ヨナ

タンが悲しむことのないように、これを知らせな

いでおこう』と思っておられるのです。しかし、

主は生きておられ、あなたの魂は生きています。

わたしと死との間は、ただ一歩です」。 4ヨナタ

ンはダビデに言った、「あなたが言われることは

なんでもします」。 5ダビデはヨナタンに言った

、「あすは、ついたちですから、わたしは王と一

緒に食事をしなければなりません。しかしわたし

を行かせて三日目の夕方まで、野原に隠れること

を許してください。 6もしあなたの父がわたしの

ことを尋ねられるならば、その時、言ってくださ

い、『ダビデはふるさとの町ベツレヘムへ急いで

行くことを許してくださいと、しきりにわたしに

求めました。そこで全家の年祭があるからです』

。 7もし彼が「良し」と言われるなら、しもべは

安全ですが、怒られるなら、わたしに害を加える

決心でおられるのを知ってください。 8あなたは

、主の前で、しもべと契約を結んでくださいまし

た。それでどうぞしもべにいつくしみを施してく

ださい。しかし、もしわたしに悪いことがあるな

らば、あなた自らわたしを殺してください。どう
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してあなたの父のもとへわたしを引いていかなけ

ればならないでしょう」。 9ヨナタンは言った、

「そのようなことは決してありません。父があな

たに害を加える決心をしていることがわたしにわ

かっているならば、わたしはそれをあなたに告げ

ないでおきましょうか」。 10ダビデはヨナタン

に言った、「あなたの父が荒々しくあなたに答え

られる時、だれがわたしに告げるでしょうか」。

11ヨナタンはダビデに言った、「さあ、野原へ出

ていこう」。こうしてふたりは野原へ出て行った

。 12そしてヨナタンはダビデに言った、「イス

ラエルの神、主が、証人です。明日か明後日の今

ごろ、わたしが父の心を探って、父がダビデに対

して良いのを見ながら、人をつかわしてあなたに

知らせないようなことをするでしょうか。 13し

かし、もし父があなたに害を加えようと思ってい

るのに、それをあなたに知らせず、あなたを逃が

して、安全に去らせないならば、主よ、どうぞ幾

重にも、このヨナタンを罰してください。どうぞ

主が父と共におられたように、あなたと共におら

れますように。 14もしわたしがなお生きながら

えているならば、主のいつくしみをわたしに施し

、死を免れさせてください。 15またわたしの家

をも、長くあなたのいつくしみにあずからせてく

ださい。主がダビデの敵をことごとく地のおもて

から断ち滅ぼされる時、 16ヨナタンの名をダビ

デの家から絶やさないでください。どうぞ主がダ

ビデの敵に、あだを返されるように」。 17そし

てヨナタンは重ねてダビデに誓わせた。彼を愛し

たからである。ヨナタンは自分の命のように彼を

愛していた。 18ヨナタンはダビデに言った、「

あすはついたちです。あなたの席があいているの

で、どうしたのかと尋ねられるでしょう。 19三

日目には、きびしく尋ねられるでしょうから、先

にあなたが隠れた場所へ行って、向こうの石塚の

かたわらにいてください。 20わたしは的を射る

ようにして、矢を三本、そのそばに放ちます。 21

そして、『行って矢を捜してきなさい』と言って

子供をつかわしましょう。わたしが子供に、『矢

は手前にある。それを取ってきなさい』と言うな

らば、その時あなたはきてください。主が生きて

おられるように、あなたは安全で、何も危険がな

いからです。 22しかしわたしがその子供に、『

矢は向こうにある』と言うならば、その時、あな

たは去って行きなさい。主があなたを去らせられ

るのです。 23あなたとわたしとで話しあった事

については、主が常にあなたとわたしとの間にお

られます」。 24そこでダビデは野原に身を隠し

た。さて、ついたちになったので、王は食事をす

るため席に着いた。 25王はいつものように壁寄

りに席に着き、ヨナタンはその向かい側の席に着

き、アブネルはサウルの横の席に着いたが、ダビ

デの場所にはだれもいなかった。 26ところがそ

の日サウルは何も言わなかった、「彼に何か起っ

て汚れたのだろう。きっと汚れたのにちがいない

」と思ったからである。 27しかし、ふつか目す

なわち、ついたちの明くる日も、ダビデの場所は

あいていたので、サウルは、その子ヨナタンに言

った、「どうしてエッサイの子は、きのうもきょ

うも食事にこないのか」。 28ヨナタンはサウル

に答えた、「ダビデは、ベツレヘムへ行くことを

許してくださいと、しきりにわたしに求めました

。 29彼は言いました、『わたしに行かせてくだ

さい。われわれの一族が町で祭をするので、兄が

わたしに来るようにと命じました。それでもし、

あなたの前に恵みを得ますならば、どうぞ、わた

しに行くことを許し、兄弟たちに会わせてくださ

い』。それで彼は王の食卓にこなかったのです」

。 30その時サウルはヨナタンにむかって怒りを

発し、彼に言った、「あなたは心の曲った、そむ

く女の産んだ子だ。あなたがエッサイの子を選ん

で、自分の身をはずかしめ、また母の身をはずか

しめていることをわたしが知らないと思うのか。

31エッサイの子がこの世に生きながらえている間

は、あなたも、あなたの王国も堅く立っていくこ

とはできない。それゆえ今、人をつかわして、彼

をわたしのもとに連れてこさせなさい。彼は必ず

死ななければならない」。 32ヨナタンは父サウ

ルに答えた、「どうして彼は殺されなければなら

ないのですか。彼は何をしたのですか」。 33と

ころがサウルはヨナタンを撃とうとして、やりを

彼に向かって振り上げたので、ヨナタンは父がダ

ビデを殺そうと、心に決めているのを知った。 34

ヨナタンは激しく怒って席を立ち、その月のふつ

かには食事をしなかった。父がダビデをはずかし

めたので、ダビデのために憂えたからである。 35

あくる朝、ヨナタンは、ひとりの小さい子供を連

れて、ダビデと打ち合わせたように野原に出て行

った。 36そしてその子供に言った、「走って行

って、わたしの射る矢を捜しなさい」。子供が走
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って行く間に、ヨナタンは矢を彼の前の方に放っ

た。 37そして子供が、ヨナタンの放った矢のと

ころへ行った時、ヨナタンは子供のうしろから呼

ばわって、「矢は向こうにあるではないか」と言

った。 38ヨナタンはまた、その子供のうしろか

ら呼ばわって言った、「早くせよ、急げ。とどま

るな」。その子供は矢を拾い集めて主人ヨナタン

のもとにきた。 39しかし子供は何も知らず、ヨ

ナタンとダビデだけがそのことを知っていた。 40

ヨナタンは自分の武器をその子供に渡して言った

、「あなたはこれを町へ運んで行きなさい」。 41

子供が行ってしまうとダビデは石塚のかたわらを

はなれて立ちいで、地にひれ伏して三度敬礼した

。そして、ふたりは互に口づけし、互に泣いた。

やがてダビデは心が落ち着いた。 42その時ヨナ

タンはダビデに言った、「無事に行きなさい。わ

れわれふたりは、『主が常にわたしとあなたの間

におられ、また、わたしの子孫とあなたの子孫の

間におられる』と言って、主の名をさして誓った

のです」。こうしてダビデは立ち去り、ヨナタン

は町にはいった。

21ダビデはノブに行き、祭司アヒメレクのとこ
ろへ行った。アヒメレクはおののきながらダ

ビデを迎えて言った、「どうしてあなたはひとり

ですか。だれも供がいないのですか」。 2ダビデ

は祭司アヒメレクに言った、「王がわたしに一つ

の事を命じて、『わたしがおまえをつかわしてさ

せる事、またわたしが命じたことについては、何

をも人に知らせてはならない』と言われました。

そこでわたしは、ある場所に若者たちを待たせて

あります。 3ところで今あなたの手もとにパン五

個でもあれば、それをわたしにください。なけれ

ばなんでも、あるものをください」。 4祭司はダ

ビデに答えて言った、「常のパンはわたしの手も

とにありません。ただその若者たちが女を慎んで

さえいたのでしたら、聖別したパンがあります」

。 5ダビデは祭司に答えた、「わたしが戦いに出

るいつもの時のように、われわれはたしかに女た

ちを近づけていません。若者たちの器は、常の旅

であったとしても、清いのです。まして、きょう

、彼らの器は清くないでしょうか」。 6そこで祭

司は彼に聖別したパンを与えた。その所に、供え

のパンのほかにパンがなく、このパンは、これを

取り下げる日に、あたたかいパンと置きかえるた

め、主の前から取り下さげたものである。 7その

日、その所に、サウルのしもべのひとりが、主の

前に留め置かれていた。その名はドエグといい、

エドムびとであって、サウルの牧者の長であった

。 8ダビデはまたアヒメレクに言った、「ここに

、あなたの手もとに、やりかつるぎがありません

か。王の事が急を要したので、わたしはつるぎも

武器も持ってこなかったのです」。 9祭司は言っ

た、「あなたがエラの谷で殺したペリシテびとゴ

リアテのつるぎが、布に包んでエポデのうしろに

あります。もしあなたがこれを取ろうとおもわれ

るなら、お取りください。ここにはそのほかには

ありません」。ダビデは言った、「それにまさる

ものはありません。それをわたしにください」。

10ダビデはその日サウルを恐れて、立ってガテの

王アキシのところへ逃げて行った。 11アキシの

家来たちはアキシに言った、「これはあの国の王

ダビデではありませんか。人々が踊りながら、互

に歌いかわして、『サウルは千を撃ち殺し、ダビ

デは万を撃ち殺した』と言ったのは、この人のこ

とではありませんか」。 12ダビデは、これらの

言葉を心におき、ガテの王アキシを、ひじょうに

恐れたので、 13人々の前で、わざと挙動を変え

、捕えられて気違いのふりをし、門のとびらを打

ちたたき、よだれを流して、ひげに伝わらせた。

14アキシは家来たちに言った、「あなたがたの見

るように、この人は気違いだ。どうして彼をわた

しの所へ連れてきたのか。 15わたしに気違いが

必要なのか。この者を連れてきて、わたしの前で

狂わせようというのか。この者をわたしの家へ入

れようとするのか」。

22こうしてダビデはその所を去り、アドラムの
ほら穴へのがれた。彼の兄弟たちと父の家の

者は皆、これを聞き、その所に下って彼のもとに

きた。 2また、しえたげられている人々、負債の

ある人々、心に不満のある人々も皆、彼のもとに

集まってきて、彼はその長となった。おおよそ四

百人の人々が彼と共にあった。 3ダビデはそこか

らモアブのミヅパへ行き、モアブの王に言った、

「神がわたしのためにどんなことをされるかわか

るまで、どうぞわたしの父母をあなたの所におら

せてください」。 4そして彼はモアブの王に彼ら

を託したので、彼らはダビデが要害におる間、王

の所におった。 5さて、預言者ガドはダビデに言
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った、「要害にとどまっていないで、去ってユダ

の地へ行きなさい」。そこでダビデは去って、ハ

レテの森へ行った。 6サウルは、ダビデおよび彼

と共にいる人々が見つかったということを聞いた

。サウルはギベアで、やりを手にもって、丘のぎ

ょりゅうの木の下にすわっており、家来たちはみ

なそのまわりに立っていた。 7サウルはまわりに

立っている家来たちに言った、「あなたがたベニ

ヤミンびとは聞きなさい。エッサイの子もまた、

あなたがたおのおのに畑やぶどう畑を与え、おの

おのを千人の長、百人の長にするであろうか。 8

あなたがたは皆共にはかってわたしに敵した。わ

たしの子がエッサイの子と契約を結んでも、それ

をわたしに告げるものはなく、またあなたがたの

うち、ひとりもわたしのために憂えず、きょうの

ように、わたしの子がわたしのしもべをそそのか

してわたしに逆らわせ、道で彼がわたしを待ち伏

せするようになっても、わたしに告げる者はない

」。 9その時エドムびとドエグは、サウルの家来

たちのそばに立っていたが、答えて言った、「わ

たしはエッサイの子がノブにいるアヒトブの子ア

ヒメレクの所にきたのを見ました。 10アヒメレ

クは彼のために主に問い、また彼に食物を与え、

ペリシテびとゴリアテのつるぎを与えました」。

11そこで王は人をつかわして、アヒトブの子祭司

アヒメレクとその父の家のすべての者、すなわち

ノブの祭司たちを召したので、みな王の所にきた

。 12サウルは言った、「アヒトブの子よ、聞き

なさい」。彼は答えた、「わが主よ、わたしはこ

こにおります」。 13サウルは彼に言った、「ど

うしてあなたはエッサイの子と共にはかってわた

しに敵し、彼にパンとつるぎを与え、彼のために

神に問い、きょうのように彼をわたしに逆らって

立たせ、道で待ち伏せさせるのか」。 14アヒメ

レクは王に答えて言った、「あなたの家来のうち

、ダビデのように忠義な者がほかにありますか。

彼は王の娘婿であり、近衛兵の長であって、あな

たの家で尊ばれる人ではありませんか。 15彼の

ために神に問うたのは、きょう初めてでしょうか

。いいえ、決してそうではありません。王よ、ど

うぞ、しもべと父の全家に罪を負わせないでくだ

さい。しもべは、これについては、事の大小を問

わず、何をも知らなかったのです」。 16王は言

った、「アヒメレクよ、あなたは必ず殺されなけ

ればならない。あなたの父の全家も同じである」

。 17そして王はまわりに立っている近衛の兵に

言った、「身をひるがえして、主の祭司たちを殺

しなさい。彼らもダビデと協力していて、ダビデ

の逃げたのを知りながら、それをわたしに告げな

かったからです」。ところが王の家来たちは主の

祭司たちを殺すために手を下そうとはしなかった

。 18そこで王はドエグに言った、「あなたが身

をひるがえして、祭司たちを殺しなさい」。エド

ムびとドエグは身をひるがえして祭司たちを撃ち

、その日亜麻布のエポデを身につけている者八十

五人を殺した。 19彼はまた、つるぎをもって祭

司の町ノブを撃ち、つるぎをもって男、女、幼な

子、乳飲み子、牛、ろば、羊を殺した。 20しか

しアヒトブの子アヒメレクの子たちのひとりで、

名をアビヤタルという人は、のがれてダビデの所

に走った。 21そしてアビヤタルは、サウルが主

の祭司たちを殺したことをダビデに告げたので、

22ダビデはアビヤタルに言った、「あの日、エド

ムびとドエグがあそこにいたので、わたしは彼が

きっとサウルに告げるであろうと思った。わたし

があなたの父の家の人々の命を失わせるもととな

ったのです。 23あなたはわたしの所にとどまっ

てください。恐れることはありません。あなたの

命を求める者は、わたしの命をも求めているので

す。わたしの所におられるならば、あなたは安全

でしょう」。

23さて人々はダビデに告げて言った、「ペリシ
テびとがケイラを攻めて、打ち場の穀物をか

すめています」。 2そこでダビデは主に問うて言

った、「わたしが行って、このペリシテびとを撃

ちましょうか」。主はダビデに言われた、「行っ

てペリシテびとを撃ち、ケイラを救いなさい」。

3しかしダビデの従者たちは彼に言った、「われ

われは、ユダのここにおってさえ、恐れているの

に、ましてケイラへ行って、ペリシテびとの軍に

当ることができましょうか」。 4ダビデが重ねて

主に問うたところ、主は彼に答えて言われた、「

立って、ケイラへ下りなさい。わたしはペリシテ

びとをあなたの手に渡します」。 5ダビデとその

従者たちはケイラへ行って、ペリシテびとと戦い

、彼らの家畜を奪いとり、彼らを多く撃ち殺した

。こうしてダビデはケイラの住民を救った。 6ア

ヒメレクの子アビヤタルは、ケイラにいるダビデ

のもとにのがれてきた時、手にエポデをもって下
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ってきた。 7さてダビデのケイラにきたことがサ

ウルに聞えたので、サウルは言った、「神はわた

しの手に彼をわたされた。彼は門と貫の木のある

町にはいって、自分で身を閉じこめたからである

」。 8そこでサウルはすべての民を戦いに呼び集

めて、ケイラに下り、ダビデとその従者を攻め囲

もうとした。 9ダビデはサウルが自分に害を加え

ようとしているのを知って、祭司アビヤタルに言

った、「エポデを持ってきてください」。 10そ

してダビデは言った、「イスラエルの神、主よ、

しもべはサウルがケイラにきて、わたしのために

、この町を滅ぼそうとしていることを確かに聞き

ました。 11ケイラの人々はわたしを彼の手に渡

すでしょうか。しもべの聞いたように、サウルは

下ってくるでしょうか。イスラエルの神、主よ、

どうぞ、しもべに告げてください」。主は言われ

た、「彼は下って来る」。 12ダビデは言った、

「ケイラの人々はわたしと従者たちをサウルの手

にわたすでしょうか」。主は言われた、「彼らは

あなたがたを渡すであろう」。 13そこでダビデ

とその六百人ほどの従者たちは立って、ケイラを

去り、いずこともなくさまよった。ダビデのケイ

ラから逃げ去ったことがサウルに聞えたので、サ

ウルは戦いに出ることをやめた。 14ダビデは荒

野にある要害におり、またジフの荒野の山地にお

った。サウルは日々に彼を尋ね求めたが、神は彼

をその手に渡されなかった。 15さてダビデはサ

ウルが自分の命を求めて出てきたので恐れた。そ

の時ダビデはジフの荒野のホレシにいたが、 16

サウルの子ヨナタンは立って、ホレシにいるダビ

デのもとに行き、神によって彼を力づけた。 17

そしてヨナタンは彼に言った、「恐れるにはおよ

びません。父サウルの手はあなたに届かないでし

ょう。あなたはイスラエルの王となり、わたしは

あなたの次となるでしょう。このことは父サウル

も知っています」。 18こうして彼らふたりは主

の前で契約を結び、ダビデはホレシにとどまり、

ヨナタンは家に帰った。 19その時ジフびとはギ

ベアにいるサウルのもとに上って行き、そして言

った、「ダビデは、荒野の南にあるハキラの丘の

上のホレシの要害に隠れて、われわれと共にいる

ではありませんか。 20それゆえ王よ、あなたが

下って行こうという望みのとおり、いま下ってき

てください。われわれは彼を王の手に渡します」

。 21サウルは言った、「あなたがたはわたしに

同情を寄せてくれたのです。どうぞ主があなたが

たを祝福されるように。 22あなたがたは行って

、なお確かめてください。彼のよく行く所とだれ

がそこで彼を見たかを見きわめてください。人の

語るところによると、彼はひじょうに悪賢いそう

だ。 23それで、あなたがたは彼が隠れる隠れ場

所をみな見きわめ、確かな知らせをもってわたし

の所に帰ってきなさい。その時わたしはあなたが

たと共に行きます。もし彼がこの地にいるならば

、わたしはユダの氏族をあまねく尋ねて彼を捜し

だします」。 24彼らは立って、サウルに先立っ

てジフへ行った。さてダビデとその従者たちは荒

野の南のアラバにあるマオンの荒野にいた。 25

そしてサウルとその従者たちはきて彼を捜した。

人々がこれをダビデに告げたので、ダビデはマオ

ンの荒野にある岩の所へ下って行った。サウルは

これを聞いて、マオンの荒野にきてダビデを追っ

た。 26サウルは山のこちら側を行き、ダビデと

その従者たちとは山のむこう側を行った。そして

ダビデは急いでサウルからのがれようとした。サ

ウルとその従者たちが、ダビデとその従者たちを

囲んで捕えようとしたからである。 27その時、

サウルの所に、ひとりの使者がきて言った、「ペ

リシテびとが国を侵しています。急いできてくだ

さい」。 28そこでサウルはダビデを追うことを

やめて帰り、行ってペリシテびとに当った。それ

で人々は、その所を「のがれの岩」と名づけた。

29ダビデはそこから上ってエンゲデの要害にいた

。

24サウルがペリシテびとを追うことをやめて帰
ってきたとき、人々は彼に告げて言った、「

ダビデはエンゲデの野にいます」。 2そこでサウ

ルは、全イスラエルから選んだ三千の人を率い、

ダビデとその従者たちとを捜すため、「やぎの岩

」の前へ出かけた。 3途中、羊のおりの所にきた

が、そこに、ほら穴があり、サウルは足をおおう

ために、その中にはいった。その時、ダビデとそ

の従者たちは、ほら穴の奥にいた。 4ダビデの従

者たちは彼に言った、「主があなたに告げて、『

わたしはあなたの敵をあなたの手に渡す。あなた

は自分の良いと思うことを彼にすることができる

』と言われた日がきたのです」。そこでダビデは

立って、ひそかに、サウルの上着のすそを切った

。 5しかし後になって、ダビデはサウルの上着の
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すそを切ったことに、心の責めを感じた。 6ダビ

デは従者たちに言った、「主が油を注がれたわが

君に、わたしがこの事をするのを主は禁じられる

。彼は主が油を注がれた者であるから、彼に敵し

て、わたしの手をのべるのは良くない」。 7ダビ

デはこれらの言葉をもって従者たちを差し止め、

サウルを撃つことを許さなかった。サウルは立っ

て、ほら穴を去り、道を進んだ。 8ダビデもまた

、そのあとから立ち、ほら穴を出て、サウルのう

しろから呼ばわって、「わが君、王よ」と言った

。サウルがうしろをふり向いた時、ダビデは地に

ひれ伏して拝した。 9そしてダビデはサウルに言

った、「どうして、あなたは『ダビデがあなたを

害しようとしている』という人々の言葉を聞かれ

るのですか。 10あなたは、この日、自分の目で

、主があなたをきょう、ほら穴の中でわたしの手

に渡されたのをごらんになりました。人々はわた

しにあなたを殺すことを勧めたのですが、わたし

は殺しませんでした。『わが君は主が油を注がれ

た方であるから、これに敵して手をのべることは

しない』とわたしは言いました。 11わが父よ、

ごらんなさい。あなたの上着のすそは、わたしの

手にあります。わたしがあなたの上着のすそを切

り、しかも、あなたを殺さなかったことによって

、あなたは、わたしの手に悪も、とがもないこと

を見て知られるでしょう。あなたはわたしの命を

取ろうと、ねらっておられますが、わたしはあな

たに対して罪をおかしたことはないのです。 12

どうぞ主がわたしとあなたの間をさばかれますよ

うに。また主がわたしのために、あなたに報いら

れますように。しかし、わたしはあなたに手をく

だすことをしないでしょう。 13昔から、ことわ

ざに言っているように、『悪は悪人から出る』。

しかし、わたしはあなたに手をくだすことをしな

いでしょう。 14イスラエルの王は、だれを追っ

て出てこられたのですか。あなたは、だれを追っ

ておられるのですか。死んだ犬を追っておられる

のです。一匹の蚤を追っておられるのです。 15

どうぞ主がさばきびととなって、わたしとあなた

の間をさばき、かつ見て、わたしの訴えを聞き、

わたしをあなたの手から救い出してくださるよう

に」。 16ダビデがこれらの言葉をサウルに語り

終ったとき、サウルは言った、「わが子ダビデよ

、これは、あなたの声であるか」。そしてサウル

は声をあげて泣いた。 17サウルはまたダビデに

言った、「あなたはわたしよりも正しい。わたし

があなたに悪を報いたのに、あなたはわたしに善

を報いる。 18きょう、あなたはいかに良くわた

しをあつかったかを明らかにしました。すなわち

主がわたしをあなたの手にわたされたのに、あな

たはわたしを殺さなかったのです。 19人は敵に

会ったとき、敵を無事に去らせるでしょうか。あ

なたが、きょう、わたしにした事のゆえに、どう

ぞ主があなたに良い報いを与えられるように。 20

今わたしは、あなたがかならず王となることを知

りました。またイスラエルの王国が、あなたの手

によって堅く立つことを知りました。 21それゆ

え、あなたはわたしのあとに、わたしの子孫を断

たず、またわたしの父の家から、わたしの名を滅

ぼし去らないと、いま主をさして、わたしに誓っ

てください」。 22そこでダビデはサウルに、そ

のように誓った。そしてサウルは家に帰り、ダビ

デとその従者たちは要害にのぼって行った。

25さてサムエルが死んだので、イスラエルの人
々はみな集まって、彼のためにひじょうに悲

しみ、ラマにあるその家に彼を葬った。そしてダ

ビデは立ってパランの荒野に下って行った。 2マ

オンに、ひとりの人があって、カルメルにその所

有があり、ひじょうに裕福で、羊三千頭、やぎ一

千頭を持っていた。彼はカルメルで羊の毛を切っ

ていた。 3その人の名はナバルといい、妻の名は

アビガイルといった。アビガイルは賢くて美しか

ったが、その夫は剛情で、粗暴であった。彼はカ

レブびとであった。 4ダビデは荒野にいて、ナバ

ルがその羊の毛を切っていることを聞いたので、

5十人の若者をつかわし、その若者たちに言った

、「カルメルに上って行ってナバルの所へ行き、

わたしの名をもって彼にあいさつし、 6彼にこう

言いなさい、『どうぞあなたに平安があるように

。あなたの家に平安があるように。またあなたの

すべての持ち物に平安があるように。 7わたしは

あなたが羊の毛を切っておられることを聞きまし

た。あなたの羊飼たちはわれわれと一緒にいたの

ですが、われわれは彼らを少しも害しませんでし

た。また彼らはカルメルにいる間に、何ひとつ失

ったことはありません。 8あなたの若者たちに聞

いてみられるならば、わかります。それゆえ、わ

たしの若者たちに、あなたの好意を示してくださ

い。われわれは祝の日にきたのです。どうぞ、あ
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なたの手もとにあるものを、贈り物として、しも

べどもとあなたの子ダビデにください』」。 9ダ

ビデの若者たちは行って、ダビデの名をもって、

これらの言葉をナバルに語り、そして待っていた

。 10ナバルはダビデの若者たちに答えて言った

、「ダビデとはだれか。エッサイの子とはだれか

。このごろは、主人を捨てて逃げるしもべが多い

。 11どうしてわたしのパンと水、またわたしの

羊の毛を切る人々のためにほふった肉をとって、

どこからきたのかわからない人々に与えることが

できようか」。 12ダビデの若者たちは、そこを

去り、帰ってきて、彼にこのすべての事を告げた

。 13そこでダビデは従者たちに言った、「おの

おの、つるぎを帯びなさい」。彼らはおのおのつ

るぎを帯び、ダビデもまたつるぎを帯びた。そし

ておおよそ四百人がダビデに従って上っていき、

二百人は荷物のところにとどまった。 14ところ

で、ひとりの若者がナバルの妻アビガイルに言っ

た、「ダビデが荒野から使者をつかわして、主人

にあいさつをしたのに、主人はその使者たちをの

のしられました。 15しかし、あの人々はわれわ

れに大へんよくしてくれて、われわれは少しも害

を受けず、またわれわれが野にいた時、彼らと共

にいた間は、何ひとつ失ったことはありませんで

した。 16われわれが羊を飼って彼らと共にいる

間、彼らは夜も昼もわれわれのかきとなってくれ

ました。 17それで、あなたは今それを知って、

自分のすることを考えてください。主人とその一

家に災が起きるからです。しかも主人はよこしま

な人で、話しかけることもできません」。 18そ

の時、アビガイルは急いでパン二百、ぶどう酒の

皮袋二つ、調理した羊五頭、いり麦五セア、ほし

ぶどう百ふさ、ほしいちじくのかたまり二百を取

って、ろばにのせ、 19若者たちに言った、「わ

たしのさきに進みなさい。わたしはあなたがたの

うしろに、ついて行きます」。しかし彼女は夫ナ

バルには告げなかった。 20アビガイルが、ろば

に乗って山陰を下ってきた時、ダビデと従者たち

は彼女の方に向かって降りてきたので、彼女はそ

の人々に出会った。 21さて、ダビデはさきにこ

う言った、「わたしはこの人が荒野で持っている

物をみな守って、その人に属する物を何ひとつな

くならないようにしたが、それは全くむだであっ

た。彼はわたしのした親切に悪をもって報いた。

22もしわたしがあすの朝まで、ナバルに属するす

べての者のうち、ひとりの男でも残しておくなら

ば、神が幾重にもダビデを罰してくださるように

」。 23アビガイルはダビデを見て、急いで、ろ

ばを降り、ダビデの前で地にひれ伏し、 24その

足もとに伏して言った、「わが君よ、このとがを

わたしだけに負わせてください。しかしどうぞ、

はしために、あなたの耳に語ることを許し、はし

ための言葉をお聞きください。 25わが君よ、ど

うぞ、このよこしまな人ナバルのことを気にかけ

ないでください。あの人はその名のとおりです。

名はナバルで、愚かな者です。あなたのはしため

であるわたしは、わが君なるあなたがつかわされ

た若者たちを見なかったのです。 26それゆえ今

、わが君よ、主は生きておられます。またあなた

は生きておられます。主は、あなたがきて血を流

し、また手ずから、あだを報いるのをとどめられ

ました。どうぞ今、あなたの敵、およびわが君に

害を加えようとする者は、ナバルのごとくになり

ますように。 27今、あなたのつかえめが、わが

君に携えてきた贈り物を、わが君に従う若者たち

に与えてください。 28どうぞ、はしためのとが

を許してください。主は必ずわが君のために確か

な家を造られるでしょう。わが君が主のいくさを

戦い、またこの世に生きながらえられる間、あな

たのうちに悪いことが見いだされないからです。

29たとい人が立ってあなたを追い、あなたの命を

求めても、わが君の命は、生きている者の束にた

ばねられて、あなたの神、主のもとに守られるで

しょう。しかし主はあなたの敵の命を、石投げの

中から投げるように、投げ捨てられるでしょう。

30そして主があなたについて語られたすべての良

いことをわが君に行い、あなたをイスラエルのつ

かさに任じられる時、 31あなたが、ゆえなく血

を流し、またわが君がみずからあだを報いたと言

うことで、それがあなたのつまずきとなり、また

わが君の心の責めとなることのないようにしてく

ださい。主がわが君を良くせられる時、このはし

ためを思いだしてください」。 32ダビデはアビ

ガイルに言った、「きょう、あなたをつかわして

、わたしを迎えさせられたイスラエルの神、主は

ほむべきかな。 33あなたの知恵はほむべきかな

。またあなたはほむべきかな。あなたは、きょう

、わたしがきて血を流し、手ずからあだを報いる

ことをとどめられたのです。 34わたしがあなた

を害することをとどめられたイスラエルの神、主
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はまことに生きておられる。もしあなたが急いで

わたしに会いにこなかったならば、あすの朝まで

には、ナバルのところに、ひとりの男も残らなか

ったでしょう」。 35ダビデはアビガイルが携え

てきた物をその手から受けて、彼女に言った、「

あなたは無事にのぼって、家に帰りなさい。わた

しはあなたの声を聞きいれ、あなたの願いを許し

ます」。 36こうしてアビガイルはナバルのもと

にきたが、見よ、彼はその家で、王の酒宴のよう

な酒宴を開いていた。ナバルは心に楽しみ、ひじ

ょうに酔っていたので、アビガイルは明くる朝ま

で事の大小を問わず何をも彼に告げなかった。 37

朝になってナバルの酔いがさめたとき、その妻が

彼にこれらの事を告げると、彼の心はそのうちに

死んで、彼は石のようになった。 38十日ばかり

して主がナバルを撃たれたので彼は死んだ。 39

ダビデはナバルが死んだと聞いて言った、「主は

ほむべきかな。主はわたしがナバルの手から受け

た侮辱に報いて、しもべが悪をおこなわないよう

にされた。主はナバルの悪行をそのこうべに報い

られたのだ」。ダビデはアビガイルを妻にめとろ

うと、人をつかわして彼女に申し込んだ。 40ダ

ビデのしもべたちはカルメルにいるアビガイルの

所にきて、彼女に言った、「ダビデはあなたを妻

にめとろうと、われわれをあなたの所へつかわし

たのです」。 41アビガイルは立ち、地にひれ伏

し拝して言った、「はしためは、わが君のしもべ

たちの足を洗うつかえめです」。 42アビガイル

は急いで立ち、ろばに乗って、五人の侍女たちを

連れ、ダビデの使者たちに従って行き、ダビデの

妻となった。 43ダビデはまたエズレルのアヒノ

アムをめとった。彼女たちはふたりともダビデの

妻となった。 44ところでサウルはその娘、ダビ

デの妻ミカルを、ガリムの人であるライシの子パ

ルテに与えた。

26そのころジフびとがギベアにおるサウルのも
とにきて言った、「ダビデは荒野の前にある

ハキラの山に隠れているではありませんか」。 2

サウルは立って、ジフの荒野でダビデを捜すため

に、イスラエルのうちから選んだ三千人をひき連

れて、ジフの荒野に下った。 3サウルは荒野の前

の道のかたわらにあるハキラの山に陣を取った。

ダビデは荒野にとどまっていたが、サウルが自分

のあとを追って荒野にきたのを見て、 4斥候を出

し、サウルが確かにきたのを知った。 5そしてダ

ビデは立って、サウルが陣を取っている所へ行っ

て、サウルとその軍の長、ネルの子アブネルの寝

ている場所を見た。サウルは陣所のうちに寝てい

て、民はその周囲に宿営していた。 6ダビデは、

ヘテびとアヒメレク、およびゼルヤの子で、ヨア

ブの兄弟であるアビシャイに言った、「だれがわ

たしと共にサウルの陣に下って行くか」。アビシ

ャイは言った、「わたしが一緒に下って行きます

」。 7こうしてダビデとアビシャイとが夜、民の

ところへ行ってみると、サウルは陣所のうちに身

を横たえて寝ており、そのやりは枕もとに地に突

きさしてあった。そしてアブネルと民らとはその

周囲に寝ていた。 8アビシャイはダビデに言った

、「神はきょう敵をあなたの手に渡されました。

どうぞわたしに、彼のやりをもってひと突きで彼

を地に刺しとおさせてください。ふたたび突くに

は及びません」。 9しかしダビデはアビシャイに

言った、「彼を殺してはならない。主が油を注が

れた者に向かって、手をのべ、罪を得ない者があ

ろうか」。 10ダビデはまた言った、「主は生き

ておられる。主が彼を撃たれるであろう。あるい

は彼の死ぬ日が来るであろう。あるいは戦いに下

って行って滅びるであろう。 11主が油を注がれ

た者に向かって、わたしが手をのべることを主は

禁じられる。しかし今、そのまくらもとにあるや

りと水のびんを取りなさい。そしてわれわれは去

ろう」。 12こうしてダビデはサウルの枕もとか

ら、やりと水のびんを取って彼らは去ったが、だ

れもそれを見ず、だれも知らず、また、だれも目

をさまさず、みな眠っていた。主が彼らを深く眠

らされたからである。 13ダビデは向こう側に渡

って行って、遠く離れて山の頂に立った。彼らの

間の隔たりは大きかった。 14ダビデは民とネル

の子アブネルに呼ばわって言った、「アブネルよ

、あなたは答えないのか」。アブネルは答えて言

った、「王を呼んでいるあなたはだれか」。 15

ダビデはアブネルに言った、「あなたは男ではな

いか。イスラエルのうちに、あなたに及ぶ人があ

ろうか。それであるのに、どうしてあなたは主君

である王を守らなかったのか。民のひとりが、あ

なたの主君である王を殺そうとして、はいりこん

だではないか。 16あなたがしたこの事は良くな

い。主は生きておられる。あなたがたは、まさに

死に値する。主が油をそそがれた、あなたの主君
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を守らなかったからだ。いま王のやりがどこにあ

るか。その枕もとにあった水のびんがどこにある

かを見なさい」。 17サウルはダビデの声を聞き

わけて言った、「わが子ダビデよ、これはあなた

の声か」。ダビデは言った、「王、わが君よ、わ

たしの声です」。 18ダビデはまた言った、「わ

が君はどうしてしもべのあとを追われるのですか

。わたしが何をしたのですか。わたしの手になん

のわるいことがあるのですか。 19王、わが君よ

、どうぞ、今しもべの言葉を聞いてください。も

し主があなたを動かして、わたしの敵とされたの

であれば、どうぞ主が供え物を受けて和らいでく

ださるように。もし、それが人であるならば、ど

うぞその人々が主の前にのろいを受けるように。

彼らが『おまえは行って他の神々に仕えなさい』

と言って、きょう、わたしを追い出し、主の嗣業

にあずかることができないようにしたからです。

20それゆえ今、主の前を離れて、わたしの血が地

に落ちることのないようにしてください。イスラ

エルの王は、人が山で、しゃこを追うように、わ

たしの命を取ろうとして出てこられたのです」。

21その時、サウルは言った、「わたしは罪を犯し

た。わが子ダビデよ、帰ってきてください。きょ

う、わたしの命があなたの目に尊く見られたゆえ

、わたしは、もはやあなたに害を加えないであろ

う。わたしは愚かなことをして、非常なまちがい

をした」。 22ダビデは答えた、「王のやりは、

ここにあります。ひとりの若者に渡ってこさせ、

これを持ちかえらせてください。 23主は人おの

おのにその義と真実とに従って報いられます。主

がきょう、あなたをわたしの手に渡されたのに、

わたしは主が油を注がれた者に向かって、手をの

べることをしなかったのです。 24きょう、わた

しがあなたの命を重んじたように、どうぞ主がわ

たしの命を重んじて、もろもろの苦難から救い出

してくださるように」。 25サウルはダビデに言

った、「わが子ダビデよ、あなたはほむべきかな

。あなたは多くの事をおこなって、それをなし遂

げるであろう」。こうしてダビデはその道を行き

、サウルは自分の所へ帰った。

27ダビデは心のうちに言った、「わたしは、い
つかはサウルの手にかかって滅ぼされるであ

ろう。早くペリシテびとの地へのがれるほかはな

い。そうすればサウルはこの上イスラエルの地に

わたしをくまなく捜すことはやめ、わたしは彼の

手からのがれることができるであろう」。 2こう

してダビデは、共にいた六百人と一緒に、立って

ガテの王マオクの子アキシの所へ行った。 3ダビ

デと従者たちは、おのおのその家族とともに、ガ

テでアキシと共に住んだ。ダビデはそのふたりの

妻、すなわちエズレルの女アヒノアムと、カルメ

ルの女でナバルの妻であったアビガイルと共にお

った。 4ダビデがガテにのがれたことがサウルに

聞えたので、サウルはもはや彼を捜さなかった。

5さてダビデはアキシに言った、「もしわたしが

あなたの前に恵みを得るならば、どうぞ、いなか

にある町のうちで一つの場所をわたしに与えてそ

こに住まわせてください。どうしてしもべがあな

たと共に王の町に住むことができましょうか」。

6アキシはその日チクラグを彼に与えた。こうし

てチクラグは今日にいたるまでユダの王に属して

いる。 7ダビデがペリシテびとの国に住んだ日の

数は一年と四か月であった。 8さてダビデは従者

と共にのぼって、ゲシュルびと、ゲゼルびとおよ

びアマレクびとを襲った。これらは昔からシュル

に至るまでの地の住民であって、エジプトに至る

までの地に住んでいた。 9ダビデはその地を撃っ

て、男も女も生かしおかず、羊と牛とろばとらく

だと衣服とを取って、アキシのもとに帰ってきた

。 10アキシが「あなたはきょうどこを襲いまし

たか」と尋ねると、ダビデは、その時々、「ユダ

のネゲブです」、「エラメルびとのネゲブです」

「ケニびとのネゲブです」と言った。 11ダビデ

は男も女も生かしおかず、ひとりをもガテに引い

て行かなかった。それはダビデが、「恐らくは、

彼らが、『ダビデはこうした』と言って、われわ

れのことを告げるであろう」と思ったからである

。ダビデはペリシテびとのいなかに住んでいる間

はこうするのが常であった。 12アキシはダビデ

を信じて言った、「彼は自分を全くその民イスラ

エルに憎まれるようにした。それゆえ彼は永久に

わたしのしもべとなるであろう」。

28そのころ、ペリシテびとがイスラエルと戦お
うとして、いくさのために軍勢を集めたので

、アキシはダビデに言った、「あなたは、しかと

承知してください。あなたとあなたの従者たちと

は、わたしと共に出て、軍勢に加わらなければな

りません」。 2ダビデはアキシに言った、「よろ
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しい、あなたはしもべが何をするかを知られるで

しょう」。アキシはダビデに言った、「よろしい

、あなたを終身わたしの護衛の長としよう」。 3

さてサムエルはすでに死んで、イスラエルのすべ

ての人は彼のために悲しみ、その町ラマに葬った

。また先にサウルは口寄せや占い師をその地から

追放した。 4ペリシテびとが集まってきてシュネ

ムに陣を取ったので、サウルはイスラエルのすべ

ての人を集めて、ギルボアに陣を取った。 5サウ

ルはペリシテびとの軍勢を見て恐れ、その心はい

たくおののいた。 6そこでサウルは主に伺いをた

てたが、主は夢によっても、ウリムによっても、

預言者によっても彼に答えられなかった。 7サウ

ルはしもべたちに言った、「わたしのために、口

寄せの女を捜し出しなさい。わたしは行ってその

女に尋ねよう」。しもべたちは彼に言った、「見

よ、エンドルにひとりの口寄せがいます」。 8サ

ウルは姿を変えてほかの着物をまとい、ふたりの

従者を伴って行き、夜の間に、その女の所にきた

。そしてサウルは言った、「わたしのために口寄

せの術を行って、わたしがあなたに告げる人を呼

び起してください」。 9女は彼に言った、「あな

たはサウルがしたことをごぞんじでしょう。彼は

口寄せや占い師をその国から断ち滅ぼしました。

どうしてあなたは、わたしの命にわなをかけて、

わたしを死なせようとするのですか」。 10サウ

ルは主をさして彼女に誓って言った、「主は生き

ておられる。この事のためにあなたが罰を受ける

ことはないでしょう」。 11女は言った、「あな

たのためにだれを呼び起しましょうか」。サウル

は言った、「サムエルを呼び起してください」。

12女はサムエルを見た時、大声で叫んだ。そして

その女はサウルに言った、「どうしてあなたはわ

たしを欺かれたのですか。あなたはサウルです」

。 13王は彼女に言った、「恐れることはない。

あなたには何が見えるのですか」。女はサウルに

言った、「神のようなかたが地からのぼられるの

が見えます」。 14サウルは彼女に言った、「そ

の人はどんな様子をしていますか」。彼女は言っ

た、「ひとりの老人がのぼってこられます。その

人は上着をまとっておられます」。サウルはその

人がサムエルであるのを知り、地にひれ伏して拝

した。 15サムエルはサウルに言った、「なぜ、

わたしを呼び起して、わたしを煩わすのか」。サ

ウルは言った、「わたしは、ひじょうに悩んでい

ます。ペリシテびとがわたしに向かっていくさを

起し、神はわたしを離れて、預言者によっても、

夢によっても、もはやわたしに答えられないので

す。それで、わたしのすべきことを知るために、

あなたを呼びました」。 16サムエルは言った、

「主があなたを離れて、あなたの敵となられたの

に、どうしてあなたはわたしに問うのですか。 17

主は、わたしによって語られたとおりにあなたに

行われた。主は王国を、あなたの手から裂きはな

して、あなたの隣人であるダビデに与えられた。

18あなたは主の声に聞き従わず、主の激しい怒り

に従って、アマレクびとを撃ち滅ぼさなかったゆ

えに、主はこの事を、この日、あなたに行われた

のである。 19主はまたイスラエルをも、あなた

と共に、ペリシテびとの手に渡されるであろう。

あすは、あなたもあなたの子らもわたしと一緒に

なるであろう。また主はイスラエルの軍勢をもペ

リシテびとの手に渡される」。 20そのときサウ

ルは、ただちに、地に伸び、倒れ、サムエルの言

葉のために、ひじょうに恐れ、またその力はうせ

てしまった。その一日一夜、食物をとっていなか

ったからである。 21女はサウルのもとにきて、

彼のおののいているのを見て言った、「あなたの

つかえめは、あなたの声に聞き従い、わたしの命

をかけて、あなたの言われた言葉に従いました。

22それゆえ今あなたも、つかえめの声に聞き従い

、一口のパンをあなたの前にそなえさせてくださ

い。あなたはそれをめしあがって力をつけ、道を

行ってください」。 23ところがサウルは断って

言った、「わたしは食べません」。しかし彼のし

もべたちも、その女もしいてすすめたので、サウ

ルはその言葉を聞きいれ、地から起きあがり、床

の上にすわった。 24その女は家に肥えた子牛が

あったので、急いでそれをほふり、また麦粉をと

り、こねて、種入れぬパンを焼き、 25サウルと

そのしもべたちの前に持ってきたので、彼らは食

べた。そして彼らは立ち上がって、その夜のうち

に去った。

29さてペリシテびとは、その軍勢をことごとく
アペクに集めた。イスラエルびとはエズレル

にある泉のかたわらに陣を取った。 2ペリシテび

との君たちは、あるいは百人、あるいは千人を率

いて進み、ダビデとその従者たちはアキシと共に

、しんがりになって進んだ。 3その時、ペリシテ
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びとの君たちは言った、「これらのヘブルびとは

ここで何をしているのか」。アキシはペリシテび

とたちに言った、「これはイスラエルの王サウル

のしもべダビデではないか。彼はこの日ごろ、こ

の年ごろ、わたしと共にいたが、逃げ落ちてきた

日からきょうまで、わたしは彼にあやまちがあっ

たのを見たことがない」。 4しかしペリシテびと

の君たちは彼に向かって怒った。そしてペリシテ

びとの君たちは彼に言った、「この人を帰らせて

、あなたが彼を置いたもとの所へ行かせなさい。

われわれと一緒に彼を戦いに下らせてはならない

。戦いの時、彼がわれわれの敵となるかも知れな

いからである。この者は何をもってその主君とや

わらぐことができようか。ここにいる人々の首を

もってするほかはあるまい。 5これは、かつて人

々が踊りのうちに歌いかわして、『サウルは千を

撃ち殺し、ダビデは万を撃ち殺した』と言った、

あのダビデではないか」。 6そこでアキシはダビ

デを呼んで言った、「主は生きておられる。あな

たは正しい人である。あなたがわたしと一緒に戦

いに出入りすることをわたしは良いと思っている

。それはあなたがわたしの所にきた日からこの日

まで、わたしは、あなたに悪い事があったのを見

たことがないからである。しかしペリシテびとの

君たちはあなたを良く言わない。 7それゆえ今安

らかに帰って行きなさい。彼らが悪いと思うこと

はしないがよかろう」。 8ダビデはアキシに言っ

た、「しかしわたしが何をしたというのですか。

わたしがあなたに仕えはじめた日からこの日まで

に、あなたはしもべの身に何を見られたので、わ

たしは行って、わたしの主君である王の敵と戦う

ことができないのですか」。 9アキシはダビデに

答えた、「わたしは見て、あなたが神の使のよう

にりっぱな人であることを知っている。しかし、

ペリシテびとの君たちは、『われわれと一緒に彼

を戦いに上らせてはならない』と言っている。 10

それで、あなたは、一緒にきたあなたの主君のし

もべたちと共に朝早く起きなさい。そして朝早く

起き、夜が明けてから去りなさい」。 11こうし

てダビデとその従者たちとは共にペリシテびとの

地へ帰ろうと、朝早く起きて出立したが、ペリシ

テびとはエズレルへ上って行った。

30さてダビデとその従者たちが三日目にチクラ
グにきた時、アマレクびとはすでにネゲブと

チクラグを襲っていた。彼らはチクラグを撃ち、

火をはなってこれを焼き、 2その中にいた女たち

およびすべての者を捕虜にし、小さい者をも大き

い者をも、ひとりも殺さずに、引いて、その道に

行った。 3ダビデと従者たちはその町にきて、町

が火で焼かれ、その妻とむすこ娘らは捕虜となっ

たのを見た。 4ダビデおよび彼と共にいた民は声

をあげて泣き、ついに泣く力もなくなった。 5ダ

ビデのふたりの妻すなわちエズレルの女アヒノア

ムと、カルメルびとナバルの妻であったアビガイ

ルも捕虜になった。 6その時、ダビデはひじょう

に悩んだ。それは民がみなおのおのそのむすこ娘

のために心を痛めたため、ダビデを石で撃とうと

言ったからである。しかしダビデはその神、主に

よって自分を力づけた。 7ダビデはアヒメレクの

子、祭司アビヤタルに、「エポデをわたしのとこ

ろに持ってきなさい」と言ったので、アビヤタル

は、エポデをダビデのところに持ってきた。 8ダ

ビデは主に伺いをたてて言った、「わたしはこの

軍隊のあとを追うべきですか。わたしはそれに追

いつくことができましょうか」。主は彼に言われ

た、「追いなさい。あなたは必ず追いついて、確

かに救い出すことができるであろう」。 9そこで

ダビデは、一緒にいた六百人の者と共に出立して

ベソル川へ行ったが、あとに残る者はそこにとど

まった。 10すなわちダビデは四百人と共に追撃

をつづけたが、疲れてベソル川を渡れない者二百

人はとどまった。 11彼らは野で、ひとりのエジ

プトびとを見て、それをダビデのもとに引いてき

て、パンを食べさせ、水を飲ませた。 12また彼

らはほしいちじくのかたまり一つと、ほしぶどう

二ふさを彼に与えた。彼は食べて元気を回復した

。彼は三日三夜、パンを食べず、水を飲んでいな

かったからである。 13ダビデは彼に言った、「

あなたはだれのものか。どこからきたのか」。彼

は言った、「わたしはエジプトの若者で、アマレ

クびとの奴隷です。三日前にわたしが病気になっ

たので、主人はわたしを捨てて行きました。 14

わたしどもは、ケレテびとのネゲブと、ユダに属

する地と、カレブのネゲブを襲い、また火でチク

ラグを焼きはらいました」。 15ダビデは彼に言

った、「あなたはその軍隊のところへわたしを導

き下ってくれるか」。彼は言った、「あなたはわ

たしを殺さないこと、またわたしを主人の手に渡

さないことを、神をさしてわたしに誓ってくださ



サムエル記Ⅰ 268

い。そうすればあなたをその軍隊のところへ導き

下りましょう」。 16彼はダビデを導き下ったが

、見よ、彼らはペリシテびとの地とユダの地から

奪い取ったさまざまの多くのぶんどり物のゆえに

、食い飲み、かつ踊りながら、地のおもてにあま

ねく散りひろがっていた。 17ダビデは夕ぐれか

ら翌日の夕方まで、彼らを撃ったので、らくだに

乗って逃げた四百人の若者たちのほかには、ひと

りものがれた者はなかった。 18こうしてダビデ

はアマレクびとが奪い取ったものをみな取りもど

した。またダビデはそのふたりの妻を救い出した

。 19そして彼らに属するものは、小さいものも

大きいものも、むすこも娘もぶんどり物も、アマ

レクびとが奪い去った物は何をも失わないで、ダ

ビデがみな取りもどした。 20ダビデはまたすべ

ての羊と牛を取った。人々はこれらの家畜を彼の

前に追って行きながら、「これはダビデのぶんど

り物だ」と言った。 21そしてダビデが、あの疲

れてダビデについて行くことができずに、ベソル

川のほとりにとどまっていた二百人の者のところ

へきた時、彼らは出てきてダビデを迎え、またダ

ビデと共にいる民を迎えた。ダビデは民に近づい

てその安否を問うた。 22そのときダビデと共に

行った人々のうちで、悪く、かつよこしまな者ど

もはみな言った、「彼らはわれわれと共に行かな

かったのだから、われわれはその人々にわれわれ

の取りもどしたぶんどり物を分け与えることはで

きない。ただおのおのにその妻子を与えて、連れ

て行かせましょう」。 23しかしダビデは言った

、「兄弟たちよ、主はわれわれを守って、攻めて

きた軍隊をわれわれの手に渡された。その主が賜

わったものを、あなたがたはそのようにしてはな

らない。 24だれがこの事について、あなたがた

に聞き従いますか。戦いに下って行った者の分け

前と、荷物のかたわらにとどまっていた者の分け

前を同様にしなければならない。彼らはひとしく

分け前を受けるべきである」。 25この日以来、

ダビデはこれをイスラエルの定めとし、おきてと

して今日に及んでいる。 26ダビデはチクラグに

きて、そのぶんどり物の一部をユダの長老である

友人たちにおくって言った、「これは主の敵から

取ったぶんどり物のうちからあなたがたにおくる

贈り物である」。 27そのおくり先は、ベテルに

いる人々、ネゲブのラモテにいる人々、ヤッテル

にいる人々、 28アロエルにいる人々、シフモテ

にいる人々、エシテモアにいる人々、ラカルにい

る人々、 29エラメルびとの町々にいる人々、ケ

ニびとの町々にいる人々、 30ホルマにいる人々

、ボラシャンにいる人々、アタクにいる人々、 31

ヘブロンにいる人々、およびダビデとその従者た

ちが、さまよい歩いたすべての所にいる人々であ

った。

31さてペリシテびとはイスラエルと戦った。イ
スラエルの人々はペリシテびとの前から逃げ

、多くの者は傷ついてギルボア山にたおれた。 2

ペリシテびとはサウルとその子らに攻め寄り、そ

してペリシテびとはサウルの子ヨナタン、アビナ

ダブ、およびマルキシュアを殺した。 3戦いは激

しくサウルに迫り、弓を射る者どもがサウルを見

つけて、彼を射たので、サウルは射る者たちにひ

どい傷を負わされた。 4そこでサウルはその武器

を執る者に言った、「つるぎを抜き、それをもっ

てわたしを刺せ。さもないと、これらの無割礼の

者どもがきて、わたしを刺し、わたしをなぶり殺

しにするであろう」。しかしその武器を執る者は

、ひじょうに恐れて、それに応じなかったので、

サウルは、つるぎを執って、その上に伏した。 5

武器を執る者はサウルが死んだのを見て、自分も

またつるぎの上に伏して、彼と共に死んだ。 6こ

うしてサウルとその三人の子たち、およびサウル

の武器を執る者、ならびにその従者たちは皆、こ

の日共に死んだ。 7イスラエルの人々で、谷の向

こう側、およびヨルダンの向こう側にいる者が、

イスラエルの人々の逃げるのを見、またサウルと

その子たちの死んだのを見て町々を捨てて逃げた

ので、ペリシテびとはきてその中に住んだ。 8あ

くる日、ペリシテびとは殺された者から、はぎ取

るためにきたが、サウルとその三人の子たちがギ

ルボア山にたおれているのを見つけた。 9彼らは

サウルの首を切り、そのよろいをはぎ取り、ペリ

シテびとの全地に人をつかわして、この良い知ら

せを、その偶像と民とに伝えさせた。 10また彼

らは、そのよろいをアシタロテの神殿に置き、彼

のからだをベテシャンの城壁にくぎづけにした。

11ヤベシ・ギレアデの住民たちは、ペリシテびと

がサウルにした事を聞いて、 12勇士たちはみな

立ち、夜もすがら行って、サウルのからだと、そ

の子たちのからだをベテシャンの城壁から取りお

ろし、ヤベシにきて、これをそこで焼き、 13そ
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の骨を取って、ヤベシのぎょりゅうの木の下に葬

り、七日の間、断食した。
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サムエル記Ⅱ

1サウルが死んだ後、ダビデはアマレクびとを
撃って帰り、ふつかの間チクラグにとどまっ

ていたが、 2三日目となって、ひとりの人が、そ

の着物を裂き、頭に土をかぶって、サウルの陣営

からきた。そしてダビデのもとにきて、地に伏し

て拝した。 3ダビデは彼に言った、「あなたはど

こからきたのか」。彼はダビデに言った、「わた

しはイスラエルの陣営から、のがれてきたのです

」。 4ダビデは彼に言った、「様子はどうであっ

たか話しなさい」。彼は答えた、「民は戦いから

逃げ、民の多くは倒れて死に、サウルとその子ヨ

ナタンもまた死にました」。 5ダビデは自分と話

している若者に言った、「あなたはサウルとその

子ヨナタンが死んだのを、どうして知ったのか」

。 6彼に話している若者は言った、「わたしは、

はからずも、ギルボア山にいましたが、サウルは

そのやりによりかかっており、戦車と騎兵とが彼

に攻め寄ろうとしていました。 7その時、彼はう

しろを振り向いてわたしを見、わたしを呼びまし

たので、『ここにいます』とわたしは答えました

。 8彼は『おまえはだれか』と言いましたので、

『アマレクびとです』と答えました。 9彼はまた

わたしに言いました、『そばにきて殺してくださ

い。わたしは苦しみに耐えない。まだ命があるか

らです』。 10そこで、わたしはそのそばにいっ

て彼を殺しました。彼がすでに倒れて、生きるこ

とのできないのを知ったからです。そしてわたし

は彼の頭にあった冠と、腕につけていた腕輪とを

取って、それをわが主のもとに携えてきたのです

」。 11そのときダビデは自分の着物をつかんで

それを裂き、彼と共にいた人々も皆同じようにし

た。 12彼らはサウルのため、またその子ヨナタ

ンのため、また主の民のため、またイスラエルの

家のために悲しみ泣いて、夕暮まで食を断った。

それは彼らがつるぎに倒れたからである。 13ダ

ビデは自分と話していた若者に言った、「あなた

はどこの人ですか」。彼は言った、「アマレクび

とで、寄留の他国人の子です」。 14ダビデはま

た彼に言った、「どうしてあなたは手を伸べて主

の油を注がれた者を殺すことを恐れなかったので

すか」。 15ダビデはひとりの若者を呼び、「近

寄って彼を撃て」と言った。そこで彼を撃ったの

で死んだ。 16ダビデは彼に言った、「あなたの

流した血の責めはあなたに帰する。あなたが自分

の口から、『わたしは主の油を注がれた者を殺し

た』と言って、自身にむかって証拠を立てたから

である」。 17ダビデはこの悲しみの歌をもって

、サウルとその子ヨナタンのために哀悼した。 18

これは、ユダの人々に教えるための弓の歌で、ヤ

シャルの書にしるされている。彼は言った、 19

「イスラエルよ、あなたの栄光は、あなたの高き

所で殺された。ああ、勇士たちは、ついに倒れた

。 20ガテにこの事を告げてはいけない。アシケ

ロンのちまたに伝えてはならない。おそらくはペ

リシテびとの娘たちが喜び、割礼なき者の娘たち

が勝ちほこるであろう。 21ギルボアの山よ、露

はおまえの上におりるな。死の野よ、雨もおまえ

の上に降るな。その所に勇士たちの盾は捨てられ

、サウルの盾は油を塗らずに捨てられた。 22殺

した者の血を飲まずには、ヨナタンの弓は退かず

、勇士の脂肪を食べないでは、サウルのつるぎは

、むなしくは帰らなかった。 23サウルとヨナタ

ンとは、愛され、かつ喜ばれた。彼らは生きるに

も、死ぬにも離れず、わしよりも早く、ししより

も強かった。 24イスラエルの娘たちよ、サウル

のために泣け。彼は緋色の着物をもって、はなや

かにあなたがたを装い、あなたがたの着物に金の

飾りをつけた。 25ああ、勇士たちは戦いのさな

かに倒れた。ヨナタンは、あなたの高き所で殺さ

れた。 26わが兄弟ヨナタンよ、あなたのためわ

たしは悲しむ。あなたはわたしにとって、いとも

楽しい者であった。あなたがわたしを愛するのは

世の常のようでなく、女の愛にもまさっていた。

27ああ、勇士たちは倒れた。戦いの器はうせた」

。

2この後、ダビデは主に問うて言った、「わた
しはユダの一つの町に上るべきでしょうか」

。主は彼に言われた、「上りなさい」。ダビデは

言った、「どこへ上るべきでしょうか」。主は言

われた、「ヘブロンへ」。 2そこでダビデはその

所へ上った。彼のふたりの妻、エズレルの女アヒ

ノアムと、カルメルびとナバルの妻であったアビ

ガイルも上った。 3ダビデはまた自分と共にいた

人々を、皆その家族と共に連れて上った。そして

彼らはヘブロンの町々に住んだ。 4時にユダの人

々がきて、その所でダビデに油を注ぎ、ユダの家

の王とした。人々がダビデに告げて、「サウルを
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葬ったのはヤベシ・ギレアデの人々である」と言

ったので、 5ダビデは使者をヤベシ・ギレアデの

人々につかわして彼らに言った、「あなたがたは

、主君サウルにこの忠誠をあらわして彼を葬った

。どうぞ主があなたがたを祝福されるように。 6

どうぞ主がいまあなたがたに、いつくしみと真実

を示されるように。あなたがたが、この事をした

ので、わたしもまたあなたがたに好意を示すであ

ろう。 7今あなたがたは手を強くし、雄々しくあ

れ。あなたがたの主君サウルは死に、ユダの家が

わたしに油を注いで、彼らの王としたからである

」。 8さてサウルの軍の長、ネルの子アブネルは

、さきにサウルの子イシボセテを取り、マハナイ

ムに連れて渡り、 9彼をギレアデ、アシュルびと

、エズレル、エフライム、ベニヤミンおよび全イ

スラエルの王とした。 10サウルの子イシボセテ

はイスラエルの王となった時、四十歳であって、

二年の間、世を治めたが、ユダの家はダビデに従

った。 11ダビデがヘブロンにいてユダの家の王

であった日数は七年と六か月であった。 12ネル

の子アブネル、およびサウルの子イシボセテの家

来たちはマハナイムを出てギベオンへ行った。 13

ゼルヤの子ヨアブとダビデの家来たちも出ていっ

て、ギベオンの池のそばで彼らと出会い、一方は

池のこちら側に、一方は池のあちら側にすわった

。 14アブネルはヨアブに言った、「さあ、若者

たちを立たせて、われわれの前で勝負をさせよう

」。ヨアブは言った、「彼らを立たせよう」。 15

こうしてサウルの子イシボセテとベニヤミンびと

とのために十二人、およびダビデの家来たち十二

人を数えて出した。彼らは立って進み、 16おの

おの相手の頭を捕え、つるぎを相手のわき腹に刺

し、こうして彼らは共に倒れた。それゆえ、その

所はヘルカテ・ハヅリムと呼ばれた。それはギベ

オンにある。 17その日、戦いはひじょうに激し

く、アブネルとイスラエルの人々はダビデの家来

たちの前に敗れた。 18その所にゼルヤの三人の

子、ヨアブ、アビシャイ、およびアサヘルがいた

が、アサヘルは足の早いこと、野のかもしかのよ

うであった。 19アサヘルはアブネルのあとを追

っていったが、行くのに右にも左にも曲ることな

く、アブネルのあとに走った。 20アブネルは後

をふりむいて言った、「あなたはアサヘルであっ

たか」。アサヘルは答えた、「わたしです」。 21

アブネルは彼に言った、「右か左に曲って、若者

のひとりを捕え、そのよろいを奪いなさい」。し

かしアサヘルはアブネルを追うことをやめず、ほ

かに向かおうともしなかった。 22アブネルはふ

たたびアサヘルに言った、「わたしを追うことを

やめて、ほかに向かいなさい。あなたを地に撃ち

倒すことなど、どうしてわたしにできようか。そ

れをすれば、わたしは、どうしてあなたの兄ヨア

ブに顔を合わせることができようか」。 23それ

でもなお彼は、ほかに向かうことを拒んだので、

アブネルは、やりの石突きで彼の腹を突いたので

、やりはその背中に出た。彼はそこに倒れて、そ

の場で死んだ。そしてアサヘルが倒れて死んでい

る場所に来る者は皆立ちとどまった。 24しかし

ヨアブとアビシャイとは、なおアブネルのあとを

追ったが、彼らがギベオンの荒野の道のほとり、

ギアの前にあるアンマの山にきた時、日は暮れた

。 25ベニヤミンの人々はアブネルのあとについ

てきて、集まり、一隊となって、一つの山の頂に

立った。 26その時アブネルはヨアブに呼ばわっ

て言った、「いつまでもつるぎをもって滅ぼそう

とするのか。あなたはその結果の悲惨なのを知ら

ないのか。いつまで民にその兄弟を追うことをや

めよと命じないのか」。 27ヨアブは言った、「

神は生きておられる。もしあなたが言いださなか

ったならば、民はおのおのその兄弟を追わずに、

朝のうちに去っていたであろう」。 28こうして

ヨアブは角笛を吹いたので、民はみな立ちとどま

って、もはやイスラエルのあとを追わず、また重

ねて戦わなかった。 29アブネルとその従者たち

は、夜もすがら、アラバを通って行き、ヨルダン

を渡り、昼まで行進を続けてマハナイムに着いた

。 30ヨアブはアブネルを追うことをやめて帰り

、民をみな集めたが、ダビデの家来たち十九人と

アサヘルとが見当らなかった。 31しかし、ダビ

デの家来たちは、アブネルの従者であるベニヤミ

ンの人々三百六十人を撃ち殺した。 32人々はア

サヘルを取り上げてベツレヘムにあるその父の墓

に葬った。ヨアブとその従者たちは、夜もすがら

行って、夜明けにヘブロンに着いた。

3サウルの家とダビデの家との間の戦争は久し
く続き、ダビデはますます強くなり、サウル

の家はますます弱くなった。 2ヘブロンでダビデ

に男の子が生れた。彼の長子はエズレルの女アヒ

ノアムの産んだアムノン、 3その次はカルメルび
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とナバルの妻であったアビガイルの産んだキレア

ブ、第三はゲシュルの王タルマイの娘マアカの子

アブサロム、 4第四はハギテの子アドニヤ、第五

はアビタルの子シパテヤ、 5第六はダビデの妻エ

グラの産んだイテレアム。これらの子がヘブロン

でダビデに生れた。 6サウルの家とダビデの家と

が戦いを続けている間に、アブネルはサウルの家

で、強くなってきた。 7さてサウルには、ひとり

のそばめがあった。その名をリヅパといい、アヤ

の娘であったが、イシボセテはアブネルに言った

、「あなたはなぜわたしの父のそばめのところに

はいったのですか」。 8アブネルはイシボセテの

言葉を聞き、非常に怒って言った、「わたしはユ

ダの犬のかしらですか。わたしはきょう、あなた

の父サウルの家と、その兄弟と、その友人とに忠

誠をあらわして、あなたをダビデの手に渡すこと

をしなかったのに、あなたはきょう、女の事のあ

やまちを挙げてわたしを責められる。 9主がダビ

デに誓われたことを、わたしが彼のためになし遂

げないならば、神がアブネルをいくえにも罰しら

れるように。 10すなわち王国をサウルの家から

移し、ダビデの位をダンからベエルシバに至るま

で、イスラエルとユダの上に立たせられるであろ

う」。 11イシボセテはアブネルを恐れたので、

ひと言も彼に答えることができなかった。 12ア

ブネルはヘブロンにいるダビデのもとに使者をつ

かわして言った、「国はだれのものですか。わた

しと契約を結びなさい。わたしはあなたに力添え

して、イスラエルをことごとくあなたのものにし

ましょう」。 13ダビデは言った、「よろしい。

わたしは、あなたと契約を結びましょう。ただし

一つの事をあなたに求めます。あなたがきてわた

しの顔を見るとき、まずサウルの娘ミカルを連れ

て来るのでなければ、わたしの顔を見ることはで

きません」。 14それからダビデは使者をサウル

の子イシボセテにつかわして言った、「ペリシテ

びとの陽の皮一百をもってめとったわたしの妻ミ

カルを引き渡しなさい」。 15そこでイシボセテ

は人をやって彼女をその夫、ライシの子パルテエ

ルから取ったので、 16その夫は彼女と共に行き

、泣きながら彼女のあとについて、バホリムまで

行ったが、アブネルが彼に「帰って行け」と言っ

たので彼は帰った。 17アブネルはイスラエルの

長老たちと協議して言った、「あなたがたは以前

からダビデをあなたがたの王とすることを求めて

いましたが、 18今それをしなさい。主がダビデ

について、『わたしのしもべダビデの手によって

、わたしの民イスラエルをペリシテびとの手、お

よびもろもろの敵の手から救い出すであろう』と

言われたからです」。 19アブネルはまたベニヤ

ミンにも語った。そしてアブネルは、イスラエル

とベニヤミンの全家が良いと思うことをみな、ヘ

ブロンでダビデに告げようとして出発した。 20

アブネルが二十人を従えてヘブロンにいるダビデ

のもとに行った時、ダビデはアブネルと彼に従っ

ている従者たちのために酒宴を設けた。 21アブ

ネルはダビデに言った、「わたしは立って行き、

イスラエルをことごとく、わが主、王のもとに集

めて、あなたと契約を結ばせ、あなたの望むもの

をことごとく治められるようにいたしましょう」

。こうしてダビデはアブネルを送り帰らせたので

彼は安全に去って行った。 22ちょうどその時、

ダビデの家来たちはヨアブと共に多くのぶんどり

物を携えて略奪から帰ってきた。しかしアブネル

はヘブロンのダビデのもとにはいなかった。ダビ

デが彼を帰らせて彼が安全に去ったからである。

23ヨアブおよび彼と共にいた軍勢がみな帰ってき

たとき、人々はヨアブに言った、「ネルの子アブ

ネルが王のもとにきたが、王が彼を帰らせたので

彼は安全に去った」。 24そこでヨアブは王のも

とに行って言った、「あなたは何をなさったので

すか。アブネルがあなたの所にきたのに、あなた

はどうして、彼を返し去らせられたのですか。 25

ネルの子アブネルがあなたを欺くためにきたこと

、そしてあなたの出入りを知り、またあなたのな

さっていることを、ことごとく知るためにきたこ

とをあなたはごぞんじです」。 26ヨアブはダビ

デの所から出てきて、使者をつかわし、アブネル

を追わせたので、彼らはシラの井戸から彼を連れ

て帰った。しかしダビデはその事を知らなかった

。 27アブネルがヘブロンに帰ってきたとき、ヨ

アブはひそかに語ろうといって彼を門のうちに連

れて行き、その所で彼の腹を刺して死なせ、自分

の兄弟アサヘルの血を報いた。 28その後ダビデ

はこの事を聞いて言った、「わたしとわたしの王

国とは、ネルの子アブネルの血に関して、主の前

に永久に罪はない。 29どうぞ、その罪がヨアブ

の頭と、その父の全家に帰するように。またヨア

ブの家には流出を病む者、らい病人、つえにたよ

る者、つるぎに倒れる者、または食物の乏しい者
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が絶えないように」。 30こうしてヨアブとその

弟アビシャイとはアブネルを殺したが、それは彼

がギベオンの戦いで彼らの兄弟アサヘルを殺した

ためであった。 31ダビデはヨアブおよび自分と

共にいるすべての民に言った、「あなたがたは着

物を裂き、荒布をまとい、アブネルの前に嘆きな

がら行きなさい」。そしてダビデ王はその棺のあ

とに従った。 32人々はアブネルをヘブロンに葬

った。王はアブネルの墓で声をあげて泣き、民も

みな泣いた。 33王はアブネルのために悲しみの

歌を作って言った、「愚かな人の死ぬように、ア

ブネルがどうして死んだのか。 34あなたの手は

縛られず、足には足かせもかけられないのに、悪

人の前に倒れる人のように、あなたは倒れた」。

そして民は皆、ふたたび彼のために泣いた。 35

民はみなきて、日のあるうちに、ダビデにパンを

食べさせようとしたが、ダビデは誓って言った、

「もしわたしが日の入る前に、パンでも、ほかの

ものでも味わうならば、神がわたしをいくえにも

罰しられるように」。 36民はみなそれを見て満

足した。すべて王のすることは民を満足させた。

37その日すべての民およびイスラエルは皆、ネル

の子アブネルを殺したのは、王の意思によるもの

でないことを知った。 38王はその家来たちに言

った、「この日イスラエルで、ひとりの偉大なる

将軍が倒れたのをあなたがたは知らないのか。 39

わたしは油を注がれた王であるけれども、今日な

お弱い。ゼルヤの子であるこれらの人々はわたし

の手におえない。どうぞ主が悪を行う者に、その

悪にしたがって報いられるように」。

4サウルの子イシボセテは、アブネルがヘブロ
ンで死んだことを聞いて、その力を失い、イ

スラエルは皆あわてた。 2サウルの子イシボセテ

にはふたりの略奪隊の隊長があった。ひとりの名

はバアナ、他のひとりの名はレカブといって、ベ

ニヤミンの子孫であるベロテびとリンモンの子た

ちであった。（それはベロテもまたベニヤミンの

うちに数えられているからである。 3ベロテびと

はギッタイムに逃げていって、今日までその所に

寄留している）。 4さてサウルの子ヨナタンに足

のなえた子がひとりあった。エズレルからサウル

とヨナタンの事の知らせがきた時、彼は五歳であ

った。うばが彼を抱いて逃げたが、急いで逃げる

時、その子は落ちて足なえとなった。その名はメ

ピボセテといった。 5ベロテびとリンモンの子た

ち、レカブとバアナとは出立して、日の暑いころ

イシボセテの家にきたが、イシボセテは昼寝をし

ていた。 6家の門を守る女は麦をあおぎ分けてい

たが、眠くなって寝てしまった。そこでレカブと

その兄弟バアナは、ひそかに中にはいった。 7彼

らが家にはいった時、イシボセテは寝室で床の上

に寝ていたので、彼らはそれを撃って殺し、その

首をはね、その首を取って、よもすがらアラバの

道を行き、 8イシボセテの首をヘブロンにいるダ

ビデのもとに携えて行って王に言った、「あなた

の命を求めたあなたの敵サウルの子イシボセテの

首です。主はきょう、わが君、王のためにサウル

とそのすえとに報復されました」。 9ダビデはベ

ロテびとリンモンの子レカブとその兄弟バアナに

答えた、「わたしの命を、もろもろの苦難から救

われた主は生きておられる。 10わたしはかつて

、人がわたしに告げて、『見よ、サウルは死んだ

』と言って、みずから良いおとずれを伝える者と

思っていた者を捕えてチクラグで殺し、そのおと

ずれに報いたのだ。 11悪人が正しい人をその家

の床の上で殺したときは、なおさらのことだ。今

わたしが、彼の血を流した罪を報い、あなたがた

を、この地から絶ち滅ぼさないでおくであろうか

」。 12そしてダビデは若者たちに命じたので、

若者たちは彼らを殺し、その手足を切り離し、ヘ

ブロンの池のほとりで木に掛けた。人々はイシボ

セテの首を持って行って、ヘブロンにあるアブネ

ルの墓に葬った。

5イスラエルのすべての部族はヘブロンにいる
ダビデのもとにきて言った、「われわれは、

あなたの骨肉です。 2先にサウルがわれわれの王

であった時にも、あなたはイスラエルを率いて出

入りされました。そして主はあなたに、『あなた

はわたしの民イスラエルを牧するであろう。また

あなたはイスラエルの君となるであろう』と言わ

れました」。 3このようにイスラエルの長老たち

が皆、ヘブロンにいる王のもとにきたので、ダビ

デ王はヘブロンで主の前に彼らと契約を結んだ。

そして彼らはダビデに油を注いでイスラエルの王

とした。 4ダビデは王となったとき三十歳で、四

十年の間、世を治めた。 5すなわちヘブロンで七

年六か月ユダを治め、またエルサレムで三十三年

、全イスラエルとユダを治めた。 6王とその従者



サムエル記Ⅱ 274

たちとはエルサレムへ行って、その地の住民エブ

スびとを攻めた。エブスびとはダビデに言った、

「あなたはけっして、ここに攻め入ることはでき

ない。かえって、めしいや足なえでも、あなたを

追い払うであろう」。彼らが「ダビデはここに攻

め入ることはできない」と思ったからである。 7

ところがダビデはシオンの要害を取った。これが

ダビデの町である。 8その日ダビデは、「だれで

もエブスびとを撃とうとする人は、水をくみ上げ

る縦穴を上って行って、ダビデが心に憎んでいる

足なえやめしいを撃て」と言った。それゆえに人

々は、「めしいや足なえは、宮にはいってはなら

ない」と言いならわしている。 9ダビデはその要

害に住んで、これをダビデの町と名づけた。また

ダビデはミロから内の周囲に城壁を築いた。 10

こうしてダビデはますます大いなる者となり、か

つ万軍の神、主が彼と共におられた。 11ツロの

王ヒラムはダビデに使者をつかわして、香柏およ

び大工と石工を送った。彼らはダビデのために家

を建てた。 12そしてダビデは主が自分を堅く立

ててイスラエルの王とされたこと、主がその民イ

スラエルのためにその王国を興されたことを悟っ

た。 13ダビデはヘブロンからきて後、さらにエ

ルサレムで妻とそばめを入れたので、むすこと娘

がまたダビデに生れた。 14エルサレムで彼に生

れた者の名は次のとおりである。シャンムア、シ

ョバブ、ナタン、ソロモン、 15イブハル、エリ

シュア、ネペグ、ヤピア、 16エリシャマ、エリ

アダ、およびエリペレテ。 17さてペリシテびと

は、ダビデが油を注がれてイスラエルの王になっ

たことを聞き、みな上ってきてダビデを捜したが

、ダビデはそれを聞いて要害に下って行った。 18

ペリシテびとはきて、レパイムの谷に広がってい

た。 19ダビデは主に問うて言った、「ペリシテ

びとに向かって上るべきでしょうか。あなたは彼

らをわたしの手に渡されるでしょうか」。主はダ

ビデに言われた、「上るがよい。わたしはかなら

ずペリシテびとをあなたの手に渡すであろう」。

20そこでダビデはバアル・ペラジムへ行って、彼

らをその所で撃ち破り、そして言った、「主は、

破り出る水のように、敵をわたしの前に破られた

」。それゆえにその所の名はバアル・ペラジムと

呼ばれている。 21ペリシテびとはその所に彼ら

の偶像を捨てて行ったので、ダビデとその従者た

ちはそれを運び去った。 22ペリシテびとが、ふ

たたび上ってきて、レパイムの谷に広がったので

、 23ダビデは主に問うたが、主は言われた、「

上ってはならない。彼らのうしろに回り、バルサ

ムの木の前から彼らを襲いなさい。 24バルサム

の木の上に行進の音が聞えたならば、あなたは奮

い立たなければならない。その時、主があなたの

前に出て、ペリシテびとの軍勢を撃たれるからで

ある」。 25ダビデは、主が命じられたようにし

て、ペリシテびとを撃ち、ゲバからゲゼルに及ん

だ。

6ダビデは再びイスラエルのえり抜きの者三万
人をことごとく集めた。 2そしてダビデは立っ

て、自分と共にいるすべての民と共にバアレ・ユ

ダへ行って、神の箱をそこからかき上ろうとした

。この箱はケルビムの上に座しておられる万軍の

主の名をもって呼ばれている。 3彼らは神の箱を

新しい車に載せて、山の上にあるアビナダブの家

から運び出した。 4アビナダブの子たち、ウザと

アヒオとが神の箱を載せた新しい車を指揮し、ウ

ザは神の箱のかたわらに沿い、アヒオは箱の前に

進んだ。 5ダビデとイスラエルの全家は琴と立琴

と手鼓と鈴とシンバルとをもって歌をうたい、力

をきわめて、主の前に踊った。 6彼らがナコンの

打ち場にきた時、ウザは神の箱に手を伸べて、そ

れを押えた。牛がつまずいたからである。 7する

と主はウザに向かって怒りを発し、彼が手を箱に

伸べたので、彼をその場で撃たれた。彼は神の箱

のかたわらで死んだ。 8主がウザを撃たれたので

、ダビデは怒った。その所は今日までペレヅ・ウ

ザと呼ばれている。 9その日ダビデは主を恐れて

言った、「どうして主の箱がわたしの所に来るこ

とができようか」。 10ダビデは主の箱をダビデ

の町に入れることを好まず、これを移してガテび

とオベデエドムの家に運ばせた。 11神の箱はガ

テびとオベデエドムの家に三か月とどまった。主

はオベデエドムとその全家を祝福された。 12し

かしダビデ王は、「主が神の箱のゆえに、オベデ

エドムの家とそのすべての所有を祝福されている

」と聞き、ダビデは行って、喜びをもって、神の

箱をオベデエドムの家からダビデの町にかき上っ

た。 13主の箱をかく者が六歩進んだ時、ダビデ

は牛と肥えた物を犠牲としてささげた。 14そし

てダビデは力をきわめて、主の箱の前で踊った。

その時ダビデは亜麻布のエポデをつけていた。 15
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こうしてダビデとイスラエルの全家とは、喜びの

叫びと角笛の音をもって、神の箱をかき上った。

16主の箱がダビデの町にはいった時、サウルの娘

ミカルは窓からながめ、ダビデ王が主の前に舞い

踊るのを見て、心のうちにダビデをさげすんだ。

17人々は主の箱をかき入れて、ダビデがそのため

に張った天幕の中のその場所に置いた。そしてダ

ビデは燔祭と酬恩祭を主の前にささげた。 18ダ

ビデは燔祭と酬恩祭をささげ終った時、万軍の主

の名によって民を祝福した。 19そしてすべての

民、イスラエルの全民衆に、男にも女にも、おの

おのパンの菓子一個、肉一きれ、ほしぶどう一か

たまりを分け与えた。こうして民はみなおのおの

その家に帰った。 20ダビデが家族を祝福しよう

として帰ってきた時、サウルの娘ミカルはダビデ

を出迎えて言った、「きょうイスラエルの王はな

んと威厳のあったことでしょう。いたずら者が、

恥も知らず、その身を現すように、きょう家来た

ちのはしためらの前に自分の身を現されました」

。 21ダビデはミカルに言った、「あなたの父よ

りも、またその全家よりも、むしろわたしを選ん

で、主の民イスラエルの君とせられた主の前に踊

ったのだ。わたしはまた主の前に踊るであろう。

22わたしはこれよりももっと軽んじられるように

しよう。そしてあなたの目には卑しめられるであ

ろう。しかしわたしは、あなたがさきに言った、

はしためたちに誉を得るであろう」。 23こうし

てサウルの娘ミカルは死ぬ日まで子供がなかった

。

7さて、王が自分の家に住み、また主が周囲の
敵をことごとく打ち退けて彼に安息を賜わっ

た時、 2王は預言者ナタンに言った、「見よ、今

わたしは、香柏の家に住んでいるが、神の箱はな

お幕屋のうちにある」。 3ナタンは王に言った、

「主があなたと共におられますから、行って、す

べてあなたの心にあるところを行いなさい」。 4

その夜、主の言葉がナタンに臨んで言った、 5「

行って、わたしのしもべダビデに言いなさい、『

主はこう仰せられる。あなたはわたしの住む家を

建てようとするのか。 6わたしはイスラエルの人

々をエジプトから導き出した日から今日まで、家

に住まわず、天幕をすまいとして歩んできた。 7

わたしがイスラエルのすべての人々と共に歩んだ

すべての所で、わたしがわたしの民イスラエルを

牧することを命じたイスラエルのさばきづかさの

ひとりに、ひと言でも「どうしてあなたがたはわ

たしのために香柏の家を建てないのか」と、言っ

たことがあるであろうか』。 8それゆえ、今あな

たは、わたしのしもべダビデにこう言いなさい、

『万軍の主はこう仰せられる。わたしはあなたを

牧場から、羊に従っている所から取って、わたし

の民イスラエルの君とし、 9あなたがどこへ行く

にも、あなたと共におり、あなたのすべての敵を

あなたの前から断ち去った。わたしはまた地上の

大いなる者の名のような大いなる名をあなたに得

させよう。 10そしてわたしの民イスラエルのた

めに一つの所を定めて、彼らを植えつけ、彼らを

自分の所に住ませ、重ねて動くことのないように

するであろう。 11また前のように、わたしがわ

たしの民イスラエルの上にさばきづかさを立てた

日からこのかたのように、悪人が重ねてこれを悩

ますことはない。わたしはあなたのもろもろの敵

を打ち退けて、あなたに安息を与えるであろう。

主はまた「あなたのために家を造る」と仰せられ

る。 12あなたが日が満ちて、先祖たちと共に眠

る時、わたしはあなたの身から出る子を、あなた

のあとに立てて、その王国を堅くするであろう。

13彼はわたしの名のために家を建てる。わたしは

長くその国の位を堅くしよう。 14わたしは彼の

父となり、彼はわたしの子となるであろう。もし

彼が罪を犯すならば、わたしは人のつえと人の子

のむちをもって彼を懲らす。 15しかしわたしは

わたしのいつくしみを、わたしがあなたの前から

除いたサウルから取り去ったように、彼からは取

り去らない。 16あなたの家と王国はわたしの前

に長く保つであろう。あなたの位は長く堅うせら

れる』」。 17ナタンはすべてこれらの言葉のよ

うに、またすべてこの幻のようにダビデに語った

。 18その時ダビデ王は、はいって主の前に座し

て言った、「主なる神よ、わたしがだれ、わたし

の家が何であるので、あなたはこれまでわたしを

導かれたのですか。 19主なる神よ、これはなお

あなたの目には小さい事です。主なる神よ、あな

たはまたしもべの家の、はるか後の事を語って、

きたるべき代々のことを示されました。 20ダビ

デはこの上なにをあなたに申しあげることができ

ましょう。主なる神よ、あなたはしもべを知って

おられるのです。 21あなたの約束のゆえに、ま

たあなたの心に従って、あなたはこのもろもろの
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大いなる事を行い、しもべにそれを知らせられま

した。 22主なる神よ、あなたは偉大です。それ

は、われわれがすべて耳に聞いたところによれば

、あなたのような者はなく、またあなたのほかに

神はないからです。 23地のどの国民が、あなた

の民イスラエルのようでありましょうか。これは

神が行って、自分のためにあがなって民とし、自

らの名をあげられたもの、また彼らのために大い

なる恐るべきことをなし、その民の前から国びと

とその神々とを追い出されたものです。 24そし

てあなたの民イスラエルを永遠にあなたの民とし

て、自分のために、定められました。主よ、あな

たは彼らの神となられたのです。 25主なる神よ

、今あなたが、しもべとしもべの家とについて語

られた言葉を長く堅うして、あなたの言われたと

おりにしてください。 26そうすれば、あなたの

名はとこしえにあがめられて、『万軍の主はイス

ラエルの神である』と言われ、あなたのしもべダ

ビデの家は、あなたの前に堅く立つことができま

しょう。 27万軍の主、イスラエルの神よ、あな

たはしもべに示して、『おまえのために家を建て

よう』と言われました。それゆえ、しもべはこの

祈をあなたにささげる勇気を得たのです。 28主

なる神よ、あなたは神にましまし、あなたの言葉

は真実です。あなたはこの良き事をしもべに約束

されました。 29どうぞ今、しもべの家を祝福し

、あなたの前に長くつづかせてくださるように。

主なる神よ、あなたがそれを言われたのです。ど

うぞあなたの祝福によって、しもべの家がながく

祝福されますように」。

8この後ダビデはペリシテびとを撃って、これ
を征服した。ダビデはまたペリシテびとの手

からメテグ・アンマを取った。 2彼はまたモアブ

を撃ち、彼らを地に伏させ、なわをもって彼らを

測った。すなわち二筋のなわをもって殺すべき者

を測り、一筋のなわをもって生かしておく者を測

った。そしてモアブびとは、ダビデのしもべとな

って、みつぎを納めた。 3ダビデはまたレホブの

子であるゾバの王ハダデゼルが、ユフラテ川のほ

とりにその勢力を回復しようとして行くところを

撃った。 4そしてダビデは彼から騎兵千七百人、

歩兵二万人を取った。ダビデはまた一百の戦車の

馬を残して、そのほかの戦車の馬はみなその足の

筋を切った。 5ダマスコのスリヤびとが、ゾバの

王ハダデゼルを助けるためにきたので、ダビデは

スリヤびと二万二千人を殺した。 6そしてダビデ

はダマスコのスリヤに守備隊を置いた。スリヤび

とは、ダビデのしもべとなって、みつぎを納めた

。主はダビデにすべてその行く所で勝利を与えら

れた。 7ダビデはハダデゼルのしもべらが持って

いた金の盾を奪って、エルサレムに持ってきた。

8ダビデ王はまたハダデゼルの町、ベタとベロタ

イから、ひじょうに多くの青銅を取った。 9時に

ハマテの王トイは、ダビデがハダデゼルのすべて

の軍勢を撃ち破ったことを聞き、 10その子ヨラ

ムをダビデ王のもとにつかわして、彼にあいさつ

し、かつ祝を述べさせた。ハダデゼルはかつてし

ばしばトイと戦いを交えたが、ダビデがハダデゼ

ルと戦ってこれを撃ち破ったからである。ヨラム

が銀の器と金の器と青銅の器を携えてきたので、

11ダビデ王は征服したすべての国民から取ってさ

さげた金銀と共にこれらをも主にささげた。 12

すなわちエドム、モアブ、アンモンの人々、ペリ

シテびと、アマレクから獲た物、およびゾバの王

レホブの子ハダデゼルから獲たぶんどり物と共に

これをささげた。 13こうしてダビデは名声を得

た。彼は帰ってきてから塩の谷でエドムびと一万

八千人を撃ち殺した。 14そしてエドムに守備隊

を置いた。すなわちエドムの全地に守備隊を置き

、エドムびとは皆ダビデのしもべとなった。主は

ダビデにすべてその行く所で勝利を与えられた。

15こうしてダビデはイスラエルの全地を治め、そ

のすべての民に正義と公平を行った。 16ゼルヤ

の子ヨアブは軍の長、アヒルデの子ヨシャパテは

史官、 17アヒトブの子ザドクとアビヤタルの子

アヒメレクは祭司、セラヤは書記官、 18エホヤ

ダの子ベナヤはケレテびととペレテびとの長、ダ

ビデの子たちは祭司であった。

9時にダビデは言った、「サウルの家の人で、
なお残っている者があるか。わたしはヨナタ

ンのために、その人に恵みを施そう」。 2さて、

サウルの家にヂバという名のしもべがあったが、

人々が彼をダビデのもとに呼び寄せたので、王は

彼に言った、「あなたがヂバか」。彼は言った、

「しもべがそうです」。 3王は言った、「サウル

の家の人がまだ残っていませんか。わたしはその

人に神の恵みを施そうと思う」。ヂバは王に言っ

た、「ヨナタンの子がまだおります。あしなえで
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す」。 4王は彼に言った、「その人はどこにいる

のか」。ヂバは王に言った、「彼はロ・デバルの

アンミエルの子マキルの家におります」。 5ダビ

デ王は人をつかわして、ロ・デバルのアンミエル

の子マキルの家から、彼を連れてこさせた。 6サ

ウルの子ヨナタンの子であるメピボセテはダビデ

のもとにきて、ひれ伏して拝した。ダビデが、「

メピボセテよ」と言ったので、彼は、「しもべは

、ここにおります」と答えた。 7ダビデは彼に言

った、「恐れることはない。わたしはかならずあ

なたの父ヨナタンのためにあなたに恵みを施しま

しょう。あなたの父サウルの地をみなあなたに返

します。またあなたは常にわたしの食卓で食事を

しなさい」。 8彼は拝して言った、「あなたは、

しもべを何とおぼしめして、死んだ犬のようなわ

たしを顧みられるのですか」。 9王はサウルのし

もべヂバを呼んで言った、「すべてサウルとその

家に属する物を皆、わたしはあなたの主人の子に

与えた。 10あなたと、あなたの子たちと、しも

べたちとは、彼のために地を耕して、あなたの主

人の子が食べる食物を取り入れなければならない

。しかしあなたの主人の子メピボセテはいつもわ

たしの食卓で食事をするであろう」。ヂバには十

五人の男の子と二十人のしもべがあった。 11ヂ

バは王に言った、「すべて王わが主君がしもべに

命じられるとおりに、しもべはいたしましょう」

。こうしてメピボセテは王の子のひとりのように

ダビデの食卓で食事をした。 12メピボセテには

小さい子があって、名をミカといった。そしてヂ

バの家に住んでいる者はみなメピボセテのしもべ

となった。 13メピボセテはエルサレムに住んだ

。彼がいつも王の食卓で食事をしたからである。

彼は両足ともに、なえていた。

10この後アンモンの人々の王が死んで、その子
ハヌンがこれに代って王となった。 2そのと

きダビデは言った、「わたしはナハシの子ハヌン

に、その父がわたしに恵みを施したように、恵み

を施そう」。そしてダビデは彼を、その父のゆえ

に慰めようと、しもべをつかわした。ダビデのし

もべたちはアンモンの人々の地に行ったが、 3ア

ンモンの人々のつかさたちはその主君ハヌンに言

った、「ダビデが慰める者をあなたのもとにつか

わしたのは彼があなたの父を尊ぶためだと思われ

ますか。ダビデがあなたのもとに、しもべたちを

つかわしたのは、この町をうかがい、それを探っ

て、滅ぼすためではありませんか」。 4そこでハ

ヌンはダビデのしもべたちを捕え、おのおの、ひ

げの半ばをそり落し、その着物を中ほどから断ち

切り腰の所までにして、彼らを帰らせた。 5人々

がこれをダビデに告げたので、ダビデは人をつか

わして彼らを迎えさせた。その人々はひじょうに

恥じたからである。そこで王は言った、「ひげが

のびるまでエリコにとどまって、その後、帰りな

さい」。 6アンモンの人々は自分たちがダビデに

憎まれていることがわかったので、人をつかわし

て、ベテ・レホブのスリヤびととゾバのスリヤび

ととの歩兵二万人およびマアカの王とその一千人

、トブの人一万二千人を雇い入れた。 7ダビデは

それを聞いて、ヨアブと勇士の全軍をつかわした

ので、 8アンモンの人々は出て、門の入口に戦い

の備えをした。ゾバとレホブとのスリヤびと、お

よびトブとマアカの人々は別に野にいた。 9ヨア

ブは戦いが前後から自分に迫ってくるのを見て、

イスラエルのえり抜きの兵士のうちから選んで、

これをスリヤびとに対して備え、 10そのほかの

民を自分の兄弟アビシャイの手にわたして、アン

モンの人々に対して備えさせ、 11そして言った

、「もしスリヤびとがわたしに手ごわいときは、

わたしを助けてください。もしアンモンの人々が

あなたに手ごわいときは、行ってあなたを助けま

しょう。 12勇ましくしてください。われわれの

民のため、われわれの神の町々のため、勇ましく

しましょう。どうぞ主が良いと思われることをさ

れるように」。 13ヨアブが自分と一緒にいる民

と共に、スリヤびとに向かって戦おうとして近づ

いたとき、スリヤびとは彼の前から逃げた。 14

アンモンの人々はスリヤびとが逃げるのを見て、

彼らもまたアビシャイの前から逃げて町にはいっ

た。そこでヨアブはアンモンの人々を撃つことを

やめてエルサレムに帰った。 15しかしスリヤび

とは自分たちのイスラエルに打ち敗られたのを見

て、共に集まった。 16そしてハダデゼルは人を

つかわし、ユフラテ川の向こう側にいるスリヤび

とを率いてヘラムにこさせた。ハダデゼルの軍の

長ショバクがこれを率いた。 17この事がダビデ

に聞えたので、彼はイスラエルをことごとく集め

、ヨルダンを渡ってヘラムにきた。スリヤびとは

ダビデに向かって備えをして彼と戦った。 18し

かしスリヤびとがイスラエルの前から逃げたので
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、ダビデはスリヤびとの戦車の兵七百、騎兵四万

を殺し、またその軍の長ショバクを撃ったので、

彼はその所で死んだ。 19ハダデゼルの家来であ

った王たちはみな、自分たちがイスラエルに打ち

敗られたのを見て、イスラエルと和を講じ、これ

に仕えた。こうしてスリヤびとは恐れて再びアン

モンの人々を助けることをしなかった。

11春になって、王たちが戦いに出るに及んで、
ダビデはヨアブおよび自分と共にいる家来た

ち、並びにイスラエルの全軍をつかわした。彼ら

はアンモンの人々を滅ぼし、ラバを包囲した。し

かしダビデはエルサレムにとどまっていた。 2さ

て、ある日の夕暮、ダビデは床から起き出て、王

の家の屋上を歩いていたが、屋上から、ひとりの

女がからだを洗っているのを見た。その女は非常

に美しかった。 3ダビデは人をつかわしてその女

のことを探らせたが、ある人は言った、「これは

エリアムの娘で、ヘテびとウリヤの妻バテシバで

はありませんか」。 4そこでダビデは使者をつか

わして、その女を連れてきた。女は彼の所にきて

、彼はその女と寝た。（女は身の汚れを清めてい

たのである。）こうして女はその家に帰った。 5

女は妊娠したので、人をつかわしてダビデに告げ

て言った、「わたしは子をはらみました」。 6そ

こでダビデはヨアブに、「ヘテびとウリヤをわた

しの所につかわせ」と言ってやったので、ヨアブ

はウリヤをダビデの所につかわした。 7ウリヤが

ダビデの所にきたので、ダビデは、ヨアブはどう

しているか、民はどうしているか、戦いはうまく

いっているかとたずねた。 8そしてダビデはウリ

ヤに言った、「あなたの家に行って、足を洗いな

さい」。ウリヤは王の家を出ていったが、王の贈

り物が彼の後に従った。 9しかしウリヤは王の家

の入口で主君の家来たちと共に寝て、自分の家に

帰らなかった。 10人々がダビデに、「ウリヤは

自分の家に帰りませんでした」と告げたので、ダ

ビデはウリヤに言った、「旅から帰ってきたので

はないか。どうして家に帰らなかったのか」。 11

ウリヤはダビデに言った、「神の箱も、イスラエ

ルも、ユダも、小屋の中に住み、わたしの主人ヨ

アブと、わが主君の家来たちが野のおもてに陣を

取っているのに、わたしはどうして家に帰って食

い飲みし、妻と寝ることができましょう。あなた

は生きておられます。あなたの魂は生きています

。わたしはこの事をいたしません」。 12ダビデ

はウリヤに言った、「きょうも、ここにとどまり

なさい。わたしはあす、あなたを去らせましょう

」。そこでウリヤはその日と次の日エルサレムに

とどまった。 13ダビデは彼を招いて自分の前で

食い飲みさせ、彼を酔わせた。夕暮になって彼は

出ていって、その床に、主君の家来たちと共に寝

た。そして自分の家には下って行かなかった。 14

朝になってダビデはヨアブにあてた手紙を書き、

ウリヤの手に託してそれを送った。 15彼はその

手紙に、「あなたがたはウリヤを激しい戦いの最

前線に出し、彼の後から退いて、彼を討死させよ

」と書いた。 16ヨアブは町を囲んでいたので、

勇士たちがいると知っていた場所にウリヤを置い

た。 17町の人々が出てきてヨアブと戦ったので

、民のうち、ダビデの家来たちにも、倒れるもの

があり、ヘテびとウリヤも死んだ。 18ヨアブは

人をつかわして戦いのことをつぶさにダビデに告

げた。 19ヨアブはその使者に命じて言った、「

あなたが戦いのことをつぶさに王に語り終ったと

き、 20もし王が怒りを起して、『あなたがたは

なぜ戦おうとしてそんなに町に近づいたのか。彼

らが城壁の上から射るのを知らなかったのか。 21

エルベセテの子アビメレクを撃ったのはだれか。

ひとりの女が城壁の上から石うすの上石を投げて

彼をテベツで殺したのではなかったか。あなたが

たはなぜそんなに城壁に近づいたのか』と言われ

たならば、その時あなたは、『あなたのしもべ、

ヘテびとウリヤもまた死にました』と言いなさい

」。 22こうして使者は行き、ダビデのもとにき

て、ヨアブが言いつかわしたことをことごとく告

げた。 23使者はダビデに言った、「敵はわれわ

れよりも有利な位置を占め、出てきてわれわれを

野で攻めましたが、われわれは町の入口まで彼ら

を追い返しました。 24その時、射手どもは城壁

からあなたの家来たちを射ましたので、王の家来

のある者は死に、また、あなたの家来ヘテびとウ

リヤも死にました」。 25ダビデは使者に言った

、「あなたはヨアブにこう言いなさい、『この事

で心配することはない。つるぎはこれをも彼をも

同じく滅ぼすからである。強く町を攻めて戦い、

それを攻め落しなさい』と。そしてヨアブを励ま

しなさい」。 26ウリヤの妻は夫ウリヤが死んだ

ことを聞いて、夫のために悲しんだ。 27その喪

が過ぎた時、ダビデは人をつかわして彼女を自分
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の家に召し入れた。彼女は彼の妻となって男の子

を産んだ。しかしダビデがしたこの事は主を怒ら

せた。

12主はナタンをダビデにつかわされたので、彼
はダビデの所にきて言った、「ある町にふた

りの人があって、ひとりは富み、ひとりは貧しか

った。 2富んでいる人は非常に多くの羊と牛を持

っていたが、 3貧しい人は自分が買った一頭の小

さい雌の小羊のほかは何も持っていなかった。彼

がそれを育てたので、その小羊は彼および彼の子

供たちと共に成長し、彼の食物を食べ、彼のわん

から飲み、彼のふところで寝て、彼にとっては娘

のようであった。 4時に、ひとりの旅びとが、そ

の富んでいる人のもとにきたが、自分の羊または

牛のうちから一頭を取って、自分の所にきた旅び

とのために調理することを惜しみ、その貧しい人

の小羊を取って、これを自分の所にきた人のため

に調理した」。 5ダビデはその人の事をひじょう

に怒ってナタンに言った、「主は生きておられる

。この事をしたその人は死ぬべきである。 6かつ

その人はこの事をしたため、またあわれまなかっ

たため、その小羊を四倍にして償わなければなら

ない」。 7ナタンはダビデに言った、「あなたが

その人です。イスラエルの神、主はこう仰せられ

る、『わたしはあなたに油を注いでイスラエルの

王とし、あなたをサウルの手から救いだし、 8あ

なたに主人の家を与え、主人の妻たちをあなたの

ふところに与え、またイスラエルとユダの家をあ

なたに与えた。もし少なかったならば、わたしは

もっと多くのものをあなたに増し加えたであろう

。 9どうしてあなたは主の言葉を軽んじ、その目

の前に悪事をおこなったのですか。あなたはつる

ぎをもってヘテびとウリヤを殺し、その妻をとっ

て自分の妻とした。すなわちアンモンの人々のつ

るぎをもって彼を殺した。 10あなたがわたしを

軽んじてヘテびとウリヤの妻をとり、自分の妻と

したので、つるぎはいつまでもあなたの家を離れ

ないであろう』。 11主はこう仰せられる、『見

よ、わたしはあなたの家からあなたの上に災を起

すであろう。わたしはあなたの目の前であなたの

妻たちを取って、隣びとに与えるであろう。その

人はこの太陽の前で妻たちと一緒に寝るであろう

。 12あなたはひそかにそれをしたが、わたしは

全イスラエルの前と、太陽の前にこの事をするの

である』」。 13ダビデはナタンに言った、「わ

たしは主に罪をおかしました」。ナタンはダビデ

に言った、「主もまたあなたの罪を除かれました

。あなたは死ぬことはないでしょう。 14しかし

あなたはこの行いによって大いに主を侮ったので

、あなたに生れる子供はかならず死ぬでしょう」

。 15こうしてナタンは家に帰った。さて主は、

ウリヤの妻がダビデに産んだ子を撃たれたので、

病気になった。 16ダビデはその子のために神に

嘆願した。すなわちダビデは断食して、へやには

いり終夜地に伏した。 17ダビデの家の長老たち

は、彼のかたわらに立って彼を地から起そうとし

たが、彼は起きようとはせず、また彼らと一緒に

食事をしなかった。 18七日目にその子は死んだ

。ダビデの家来たちはその子が死んだことをダビ

デに告げるのを恐れた。それは彼らが、「見よ、

子のなお生きている間に、われわれが彼に語った

のに彼はその言葉を聞きいれなかった。どうして

彼にその子の死んだことを告げることができよう

か。彼は自らを害するかも知れない」と思ったか

らである。 19しかしダビデは、家来たちが互に

ささやき合うのを見て、その子の死んだのを悟り

、家来たちに言った、「子は死んだのか」。彼ら

は言った、「死なれました」。 20そこで、ダビ

デは地から起き上がり、身を洗い、油をぬり、そ

の着物を替えて、主の家にはいって拝した。その

のち自分の家に行き、求めて自分のために食物を

備えさせて食べた。 21家来たちは彼に言った、

「あなたのなさったこの事はなんでしょうか。あ

なたは子の生きている間はその子のために断食し

て泣かれました。しかし子が死ぬと、あなたは起

きて食事をなさいました」。 22ダビデは言った

、「子の生きている間に、わたしが断食して泣い

たのは、『主がわたしをあわれんで、この子を生

かしてくださるかも知れない』と思ったからです

。 23しかし今は死んだので、わたしはどうして

断食しなければならないでしょうか。わたしは再

び彼をかえらせることができますか。わたしは彼

の所に行くでしょうが、彼はわたしの所に帰って

こないでしょう」。 24ダビデは妻バテシバを慰

め、彼女の所にはいって、彼女と共に寝たので、

彼女は男の子を産んだ。ダビデはその名をソロモ

ンと名づけた。主はこれを愛された。 25そして

預言者ナタンをつかわし、命じてその名をエデデ

アと呼ばせられた。 26さてヨアブはアンモンの
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人々のラバを攻めて王の町を取った。 27ヨアブ

は使者をダビデにつかわして言った、「わたしは

ラバを攻めて水の町を取りました。 28あなたは

今、残りの民を集め、この町に向かって陣をしき

、これを取りなさい。わたしがこの町を取って、

人がわたしの名をもって、これを呼ぶようになら

ないためです」。 29そこでダビデは民をことご

とく集めてラバへ行き、攻めてこれを取った。 30

そしてダビデは彼らの王の冠をその頭から取りは

なした。それは金で重さは一タラントであった。

宝石がはめてあり、それをダビデの頭に置いた。

ダビデはその町からぶんどり物を非常に多く持ち

出した。 31またダビデはそのうちの民を引き出

して、彼らをのこぎりや、鉄のつるはし、鉄のお

のを使う仕事につかせ、また、れんが造りの労役

につかせた。彼はアンモンの人々のすべての町に

このようにした。そしてダビデと民とは皆エルサ

レムに帰った。

13さてダビデの子アブサロムには名をタマルと
いう美しい妹があったが、その後ダビデの子

アムノンはこれを恋した。 2アムノンは妹タマル

のために悩んでついにわずらった。それはタマル

が処女であって、アムノンは彼女に何事もするこ

とができないと思ったからである。 3ところがア

ムノンにはひとりの友だちがあった。名をヨナダ

ブといい、ダビデの兄弟シメアの子である。ヨナ

ダブはひじょうに賢い人であった。 4彼はアムノ

ンに言った、「王子よ、あなたは、どうして朝ご

とに、そんなにやせ衰えるのですか。わたしに話

さないのですか」。アムノンは彼に言った、「わ

たしは兄弟アブサロムの妹タマルを恋しているの

です」。 5ヨナダブは彼に言った、「あなたは病

と偽り、寝床に横たわって、あなたの父がきてあ

なたを見るとき彼に言いなさい、『どうぞ、わた

しの妹タマルをこさせ、わたしの所に食物を運ば

せてください。そして彼女がわたしの目の前で食

物をととのえ、彼女の手からわたしが食べること

のできるようにさせてください』」。 6そこでア

ムノンは横になって病と偽ったが、王がきて彼を

見た時、アムノンは王に言った、「どうぞわたし

の妹タマルをこさせ、わたしの目の前で二つの菓

子を作らせて、彼女の手からわたしが食べること

のできるようにしてください」。 7ダビデはタマ

ルの家に人をつかわして言わせた、「あなたの兄

アムノンの家へ行って、彼のために食物をととの

えなさい」。 8そこでタマルはその兄アムノンの

家へ行ったところ、アムノンは寝ていた。タマル

は粉を取って、これをこね、彼の目の前で、菓子

を作り、その菓子を焼き、 9なべを取って彼の前

にそれをあけた。しかし彼は食べることを拒んだ

。そしてアムノンは、「みな、わたしを離れて出

てください」と言ったので、皆、彼を離れて出た

。 10アムノンはタマルに言った、「食物を寝室

に持ってきてください。わたしはあなたの手から

食べます」。そこでタマルは自分の作った菓子を

とって、寝室にはいり兄アムノンの所へ持ってい

った。 11タマルが彼に食べさせようとして近く

に持って行った時、彼はタマルを捕えて彼女に言

った、「妹よ、来て、わたしと寝なさい」。 12

タマルは言った、「いいえ、兄上よ、わたしをは

ずかしめてはなりません。このようなことはイス

ラエルでは行われません。この愚かなことをして

はなりません。 13わたしの恥をわたしはどこへ

持って行くことができましょう。あなたはイスラ

エルの愚か者のひとりとなるでしょう。それゆえ

、どうぞ王に話してください。王がわたしをあな

たに与えないことはないでしょう」。 14しかし

アムノンは彼女の言うことを聞こうともせず、タ

マルよりも強かったので、タマルをはずかしめて

これと共に寝た。 15それからアムノンは、ひじ

ょうに深くタマルを憎むようになった。彼女を憎

む憎しみは、彼女を恋した恋よりも大きかった。

アムノンは彼女に言った、「立って、行きなさい

」。 16タマルはアムノンに言った、「いいえ、

兄上よ、わたしを返すことは、あなたがさきにわ

たしになさった事よりも大きい悪です」。しかし

アムノンは彼女の言うことを聞こうともせず、 17

彼に仕えている若者を呼んで言った、「この女を

わたしの所から外におくり出し、そのあとに戸を

閉ざすがよい」。 18この時、タマルは長そでの

着物を着ていた。昔、王の姫たちの処女である者

はこのような着物を着たからである。アムノンの

しもべは彼女を外に出して、そのあとに戸を閉ざ

した。 19タマルは灰を頭にかぶり、着ていた長

そでの着物を裂き、手を頭にのせて、叫びながら

去って行った。 20兄アブサロムは彼女に言った

、「兄アムノンがあなたと一緒にいたのか。しか

し妹よ、今は黙っていなさい。彼はあなたの兄で

す。この事を心にとめなくてよろしい」。こうし
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てタマルは兄アブサロムの家に寂しく住んでいた

。 21ダビデ王はこれらの事をことごとく聞いて

、ひじょうに怒った。 22アブサロムはアムノン

に良いことも悪いことも語ることをしなかった。

それはアムノンがアブサロムの妹タマルをはずか

しめたので、アブサロムが彼を憎んでいたからで

ある。 23満二年の後、アブサロムはエフライム

の近くにあるバアル・ハゾルで羊の毛を切らせて

いた時、王の子たちをことごとく招いた。 24そ

してアブサロムは王のもとにきて言った、「見よ

、しもべは羊の毛を切らせております。どうぞ王

も王の家来たちも、しもべと共にきてください」

。 25王はアブサロムに言った、「いいえ、わが

子よ、われわれが皆行ってはならない。あなたの

重荷になるといけないから」。アブサロムはダビ

デにしいて願った。しかしダビデは行くことを承

知せず彼に祝福を与えた。 26そこでアブサロム

は言った、「それでは、どうぞわたしの兄アムノ

ンをわれわれと共に行かせてください」。王は彼

に言った、「どうして彼があなたと共に行かなけ

ればならないのか」。 27しかしアブサロムは彼

にしいて願ったので、ついにアムノンと王の子た

ちを皆、アブサロムと共に行かせた。 28そこで

アブサロムは若者たちに命じて言った、「アムノ

ンが酒を飲んで、心楽しくなった時を見すまし、

わたしがあなたがたに、『アムノンを撃て』と言

う時、彼を殺しなさい。恐れることはない。わた

しが命じるのではないか。雄々しくしなさい。勇

ましくしなさい」。 29アブサロムの若者たちは

アブサロムの命じたようにアムノンにおこなった

ので、王の子たちは皆立って、おのおのその騾馬

に乗って逃げた。 30彼らがまだ着かないうちに

、「アブサロムは王の子たちをことごとく殺して

、ひとりも残っている者がない」という知らせが

ダビデに達したので、 31王は立ち、その着物を

裂いて、地に伏した。そのかたわらに立っていた

家来たちも皆その着物を裂いた。 32しかしダビ

デの兄弟シメアの子ヨナダブは言った、「わが主

よ、王の子たちである若者たちがみな殺されたと

、お考えになってはなりません。アムノンだけが

死んだのです。これは彼がアブサロムの妹タマル

をはずかしめた日から、アブサロムの命によって

定められていたことなのです。 33それゆえ、わ

が主、王よ、王の子たちが皆死んだと思って、こ

の事を心にとめられてはなりません。アムノンだ

けが死んだのです」。 34アブサロムはのがれた

。時に見張りをしていた若者が目をあげて見ると

、山のかたわらのホロナイムの道から多くの民の

来るのが見えた。 35ヨナダブは王に言った、「

見よ、王の子たちがきました。しもべの言ったと

おりです」。 36彼が語ることを終った時、王の

子たちはきて声をあげて泣いた。王もその家来た

ちも皆、非常にはげしく泣いた。 37しかしアブ

サロムはのがれて、ゲシュルの王アミホデの子タ

ルマイのもとに行った。ダビデは日々その子のた

めに悲しんだ。 38アブサロムはのがれてゲシュ

ルに行き、三年の間そこにいた。 39王は心に、

アブサロムに会うことを、せつに望んだ。アムノ

ンは死んでしまい、ダビデが彼のことはあきらめ

ていたからである。

14ゼルヤの子ヨアブは王の心がアブサロムに向
かっているのを知った。 2そこでヨアブはテ

コアに人をつかわして、そこからひとりの賢い女

を連れてこさせ、その女に言った、「あなたは悲

しみのうちにある人をよそおって、喪服を着、油

を身に塗らず、死んだ人のために長いあいだ悲し

んでいる女のように、よそおって、 3王のもとに

行き、しかじかと彼に語りなさい」。こうしてヨ

アブはその言葉を彼女の口に授けた。 4テコアの

女は王のもとに行き、地に伏して拝し、「王よ、

お助けください」と言った。 5王は女に言った、

「どうしたのか」。女は言った、「まことにわた

しは寡婦でありまして、夫は死にました。 6つか

えめにはふたりの子どもがあり、ふたりは野で争

いましたが、だれも彼らを引き分ける者がなかっ

たので、ひとりはついに他の者を撃って殺しまし

た。 7すると全家族がつかえめに逆らい立って、

『兄弟を撃ち殺した者を引き渡たすがよい。われ

われは彼が殺したその兄弟の命のために彼を殺そ

う』と言い、彼らは世継をも殺そうとしました。

こうして彼らは残っているわたしの炭火を消して

、わたしの夫の名をも、跡継をも、地のおもてに

とどめないようにしようとしています」。 8王は

女に言った、「家に帰りなさい。わたしはあなた

のことについて命令を下します」。 9テコアの女

は王に言った、「わが主、王よ、わたしとわたし

の父の家にその罪を帰してください。どうぞ王と

王の位には罪がありませんように」。 10王は言

った、「もしあなたに何か言う者があれば、わた
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しの所に連れてきなさい。そうすれば、その人は

重ねてあなたに触れることはないでしょう」。 11

女は言った、「どうぞ王が、あなたの神、主をお

ぼえて、血の報復をする者に重ねて滅ぼすことを

させず、わたしの子の殺されることのないように

してください」。王は言った、「主は生きておら

れる。あなたの子の髪の毛一筋も地に落ちること

はないでしょう」。 12女は言った、「どうぞ、

つかえめにひと言、わが主、王に言わせてくださ

い」。ダビデは言った、「言いなさい」。 13女

は言った、「あなたは、それならばどうして、神

の民に向かってこのような事を図られたのですか

。王は今この事を言われたことによって自分を罪

ある者とされています。それは王が追放された者

を帰らせられないからです。 14わたしたちはみ

な死ななければなりません。地にこぼれた水の再

び集めることのできないのと同じです。しかし神

は、追放された者が捨てられないように、てだて

を設ける人の命を取ることはなさいません。 15

わたしがこの事を王、わが主に言おうとして来た

のは、わたしが民を恐れたからです。つかえめは

、こう思ったのです、『王に申し上げよう。王は

、はしための願いのようにしてくださるかもしれ

ない。 16王は聞いてくださる。わたしとわたし

の子を共に滅ぼして神の嗣業から離れさせようと

する人の手から、はしためを救い出してくださる

のだから』。 17つかえめはまた、こう思ったの

です、『王、わが主の言葉はわたしを安心させる

であろう』と。それは王、わが主は神の使のよう

に善と悪を聞きわけられるからです。どうぞあな

たの神、主があなたと共におられますように」。

18王は女に答えて言った、「わたしが問うことに

隠さず答えてください」。女は言った、「王、わ

が主よ、どうぞ言ってください」。 19王は言っ

た、「このすべての事において、ヨアブの手があ

なたと共にありますか」。女は答えた、「あなた

はたしかに生きておられます。王、わが主よ、す

べて王、わが主の言われた事から人は右にも左に

も曲ることはできません。わたしに命じたのは、

あなたのしもべヨアブです。彼がつかえめの口に

、これらの言葉をことごとく授けたのです。 20

事のなりゆきを変えるため、あなたのしもべヨア

ブがこの事をしたのです。わが君には神の使の知

恵のような知恵があって、地の上のすべてのこと

を知っておられます」。 21そこで王はヨアブに

言った、「この事を許す。行って、若者アブサロ

ムを連れ帰るがよい」。 22ヨアブは地にひれ伏

して拝し、王を祝福した。そしてヨアブは言った

、「わが主、王よ、王がしもべの願いを許された

ので、きょうしもべは、あなたの前に恵みを得た

ことを知りました」。 23そこでヨアブは立って

ゲシュルに行き、アブサロムをエルサレムに連れ

てきた。 24王は言った、「彼を自分の家に引き

こもらせるがよい。わたしの顔を見てはならない

」。こうしてアブサロムは自分の家に引きこもり

、王の顔を見なかった。 25さて全イスラエルの

うちにアブサロムのように、美しさのためほめら

れた人はなかった。その足の裏から頭の頂まで彼

には傷がなかった。 26アブサロムがその頭を刈

る時、その髪の毛をはかったが、王のはかりで二

百シケルあった。毎年の終りにそれを刈るのを常

とした。それが重くなると、彼はそれを刈ったの

である。 27アブサロムに三人のむすこと、タマ

ルという名のひとりの娘が生れた。タマルは美し

い女であった。 28こうしてアブサロムは満二年

の間エルサレムに住んだが、王の顔を見なかった

。 29そこでアブサロムはヨアブを王のもとにつ

かわそうとして、ヨアブの所に人をつかわしたが

、ヨアブは彼の所にこようとはしなかった。彼は

再び人をつかわしたがヨアブはこようとはしなか

った。 30そこでアブサロムはその家来に言った

、「ヨアブの畑はわたしの畑の隣にあって、そこ

に大麦がある。行ってそれに火を放ちなさい」。

アブサロムの家来たちはその畑に火を放った。 31

ヨアブは立ってアブサロムの家にきて彼に言った

、「どうしてあなたの家来たちはわたしの畑に火

を放ったのですか」。 32アブサロムはヨアブに

言った、「わたしはあなたに人をつかわして、こ

こへ来るようにと言ったのです。あなたを王のも

とにつかわし、『なんのためにわたしはゲシュル

からきたのですか。なおあそこにいたならば良か

ったでしょうに』と言わせようとしたのです。そ

れゆえ今わたしに王の顔を見させてください。も

しわたしに罪があるなら王にわたしを殺させてく

ださい」。 33そこでヨアブは王のもとへ行って

告げたので、王はアブサロムを召しよせた。彼は

王のもとにきて、王の前に地にひれ伏して拝した

。王はアブサロムに口づけした。
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15この後、アブサロムは自分のために戦車と馬
、および自分の前に駆ける者五十人を備えた

。 2アブサロムは早く起きて門の道のかたわらに

立つのを常とした。人が訴えがあって王に裁判を

求めに来ると、アブサロムはその人を呼んで言っ

た、「あなたはどの町の者ですか」。その人が「

しもべはイスラエルのこれこれの部族のものです

」と言うと、 3アブサロムはその人に言った、「

見よ、あなたの要求は良く、また正しい。しかし

あなたのことを聞くべき人は王がまだ立てていな

い」。 4アブサロムはまた言った、「ああ、わた

しがこの地のさばきびとであったならばよいのに

。そうすれば訴え、または申立てのあるものは、

皆わたしの所にきて、わたしはこれに公平なさば

きを行うことができるのだが」。 5そして人が彼

に敬礼しようとして近づくと、彼は手を伸べ、そ

の人を抱きかかえて口づけした。 6アブサロムは

王にさばきを求めて来るすべてのイスラエルびと

にこのようにした。こうしてアブサロムはイスラ

エルの人々の心を自分のものとした。 7そして四

年の終りに、アブサロムは王に言った、「どうぞ

わたしを行かせ、ヘブロンで、かつて主に立てた

誓いを果させてください。 8それは、しもべがス

リヤのゲシュルにいた時、誓いを立てて、『もし

主がほんとうにわたしをエルサレムに連れ帰って

くださるならば、わたしは主に礼拝をささげます

』と言ったからです」。 9王が彼に、「安らかに

行きなさい」と言ったので、彼は立ってヘブロン

へ行った。 10そしてアブサロムは密使をイスラ

エルのすべての部族のうちにつかわして言った、

「ラッパの響きを聞くならば、『アブサロムがヘ

ブロンで王となった』と言いなさい」。 11二百

人の招かれた者がエルサレムからアブサロムと共

に行った。彼らは何心なく行き、何事をも知らな

かった。 12アブサロムは犠牲をささげている間

に人をつかわして、ダビデの議官ギロびとアヒト

ペルを、その町ギロから呼び寄せた。徒党は強く

、民はしだいにアブサロムに加わった。 13ひと

りの使者がダビデのところにきて、「イスラエル

の人々の心はアブサロムに従いました」と言った

。 14ダビデは、自分と一緒にエルサレムにいる

すべての家来に言った、「立て、われわれは逃げ

よう。そうしなければアブサロムの前からのがれ

ることはできなくなるであろう。急いで行くがよ

い。さもないと、彼らが急ぎ追いついて、われわ

れに害をこうむらせ、つるぎをもって町を撃つで

あろう」。 15王のしもべたちは王に言った、「

しもべたちは、わが主君、王の選ばれる所をすべ

て行います」。 16こうして王は出て行き、その

全家は彼に従った。王は十人のめかけを残して家

を守らせた。 17王は出て行き、民はみな彼に従

った。彼らは町はずれの家にとどまった。 18彼

のしもべたちは皆、彼のかたわらを進み、すべて

のケレテびとと、すべてのペレテびと、および彼

に従ってガテからきた六百人のガテびとは皆、王

の前に進んだ。 19時に王はガテびとイッタイに

言った、「どうしてあなたもまた、われわれと共

に行くのですか。あなたは帰って王と共にいなさ

い。あなたは外国人で、また自分の国から追放さ

れた者だからです。 20あなたは、きのう来たば

かりです。わたしは自分の行く所を知らずに行く

のに、どうしてきょう、あなたを、われわれと共

にさまよわせてよいでしょう。あなたは帰りなさ

い。あなたの兄弟たちも連れて帰りなさい。どう

ぞ主が恵みと真実をあなたに示してくださるよう

に」。 21しかしイッタイは王に答えた、「主は

生きておられる。わが君、王は生きておられる。

わが君、王のおられる所に、死ぬも生きるも、し

もべもまたそこにおります」。 22ダビデはイッ

タイに言った、「では進んで行きなさい」。そこ

でガテびとイッタイは進み、また彼のすべての従

者および彼と共にいた子どもたちも皆、進んだ。

23国中みな大声で泣いた。民はみな進んだ。王も

またキデロンの谷を渡って進み、民は皆進んで荒

野の方に向かった。 24そしてアビヤタルも上っ

てきた。見よ、ザドクおよび彼と共にいるすべて

のレビびともまた、神の契約の箱をかいてきた。

彼らは神の箱をおろして、民がことごとく町を出

てしまうのを待った。 25そこで王はザドクに言

った、「神の箱を町にかきもどすがよい。もしわ

たしが主の前に恵みを得るならば、主はわたしを

連れ帰って、わたしにその箱とそのすまいとを見

させてくださるであろう。 26しかしもし主が、

『わたしはおまえを喜ばない』とそう言われるの

であれば、どうぞ主が良しと思われることをわた

しにしてくださるように。わたしはここにおりま

す」。 27王はまた祭司ザドクに言った、「見よ

、あなたもアビヤタルも、ふたりの子たち、すな

わちあなたの子アヒマアズとアビヤタルの子ヨナ

タンを連れて、安らかに町に帰りなさい。 28わ
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たしはあなたがたから言葉があって知らせをうけ

るまで、荒野の渡し場にとどまります」。 29そ

こでザドクとアビヤタルは神の箱をエルサレムに

かきもどり、そこにとどまった。 30ダビデはオ

リブ山の坂道を登ったが、登る時に泣き、その頭

をおおい、はだしで行った。彼と共にいる民もみ

な頭をおおって登り、泣きながら登った。 31時

に、「アヒトペルがアブサロムと共謀した者のう

ちにいる」とダビデに告げる人があったのでダビ

デは言った、「主よ、どうぞアヒトペルの計略を

愚かなものにしてください」。 32ダビデが山の

頂にある神を礼拝する場所にきた時、見よ、アル

キびとホシャイはその上着を裂き、頭に土をかぶ

り、来てダビデを迎えた。 33ダビデは彼に言っ

た、「もしあなたがわたしと共に進むならば、わ

たしの重荷となるであろう。 34しかしもしあな

たが町に帰ってアブサロムに向かい、『王よ、わ

たしはあなたのしもべとなります。わたしがこれ

まで、あなたの父のしもべであったように、わた

しは今あなたのしもべとなります』と言うならば

、あなたはわたしのためにアヒトペルの計略を破

ることができるであろう。 35祭司たち、ザドク

とアビヤタルとは、あなたと共にあそこにいるで

はないか。それゆえ、あなたは王の家から聞くこ

とをことごとく祭司たち、ザドクとアビヤタルと

に告げなさい。 36あそこには彼らと共にそのふ

たりの子たち、すなわちザドクの子アヒマアズと

アビヤタルの子ヨナタンとがいる。あなたがたは

聞いたことをことごとく彼らの手によってわたし

に通報しなさい」。 37そこでダビデの友ホシャ

イは町にはいった。その時アブサロムはすでにエ

ルサレムにはいっていた。

16ダビデが山の頂を過ぎて、すこし行った時、
メピボセテのしもべヂバは、くらを置いた二

頭のろばを引き、その上にパン二百個、干ぶどう

百ふさ、夏のくだもの一百、ぶどう酒一袋を載せ

てきてダビデを迎えた。 2王はヂバに言った、「

あなたはどうしてこれらのものを持ってきたので

すか」。ヂバは答えた、「ろばは王の家族が乗る

ため、パンと夏のくだものは若者たちが食べるた

め、ぶどう酒は荒野で弱った者が飲むためです」

。 3王は言った、「あなたの主人の子はどこにお

るのですか」。ヂバは王に言った、「エルサレム

にとどまっています。彼は、『イスラエルの家は

きょう、わたしの父の国をわたしに返すであろう

』と思ったのです」。 4王はヂバに言った、「見

よ、メピボセテのものはことごとくあなたのもの

です」。ヂバは言った、「わたしは敬意を表しま

す。わが主、王よ、あなたの前にいつまでも恵み

を得させてください」。 5ダビデ王がバホリムに

きた時、サウルの家の一族の者がひとりそこから

出てきた。その名をシメイといい、ゲラの子であ

る。彼は出てきながら絶えずのろった。 6そして

彼はダビデとダビデ王のもろもろの家来に向かっ

て石を投げた。その時、民と勇士たちはみな王の

左右にいた。 7シメイはのろう時にこう言った、

「血を流す人よ、よこしまな人よ、立ち去れ、立

ち去れ。 8あなたが代って王となったサウルの家

の血をすべて主があなたに報いられたのだ。主は

王国をあなたの子アブサロムの手に渡された。見

よ、あなたは血を流す人だから、災に会うのだ」

。 9時にゼルヤの子アビシャイは王に言った、「

この死んだ犬がどうしてわが主、王をのろってよ

かろうか。わたしに、行って彼の首を取らせてく

ださい」。 10しかし王は言った、「ゼルヤの子

たちよ、あなたがたと、なんのかかわりがあるの

か。彼がのろうのは、主が彼に、『ダビデをのろ

え』と言われたからであるならば、だれが、『あ

なたはどうしてこういうことをするのか』と言っ

てよいであろうか」。 11ダビデはまたアビシャ

イと自分のすべての家来とに言った、「わたしの

身から出たわが子がわたしの命を求めている。今

、このベニヤミンびととしてはなおさらだ。彼を

許してのろわせておきなさい。主が彼に命じられ

たのだ。 12主はわたしの悩みを顧みてくださる

かもしれない。また主はきょう彼ののろいにかえ

て、わたしに善を報いてくださるかも知れない」

。 13こうしてダビデとその従者たちとは道を行

ったが、シメイはダビデに並んで向かいの山の中

腹を行き、行きながらのろい、また彼に向かって

石や、ちりを投げつけた。 14王および共にいる

民はみな疲れてヨルダンに着き、彼はその所で息

をついだ。 15さてアブサロムとすべての民、イ

スラエルの人々はエルサレムにきた。アヒトペル

もアブサロムと共にいた。 16ダビデの友である

アルキびとホシャイがアブサロムのもとにきた時

、ホシャイはアブサロムに「王万歳、王万歳」と

言った。 17アブサロムはホシャイに言った、「

これはあなたがその友に示す真実なのか。あなた
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はどうしてあなたの友と一緒に行かなかったのか

」。 18ホシャイはアブサロムに言った、「いい

え、主とこの民とイスラエルのすべての人々が選

んだ者にわたしは属し、かつその人と一緒におり

ます。 19かつまたわたしはだれに仕えるべきで

すか。その子の前に仕えるべきではありませんか

。あなたの父の前に仕えたように、わたしはあな

たの前に仕えます」。 20そこでアブサロムはア

ヒトペルに言った、「あなたがたは、われわれが

どうしたらよいのか、計りごとを述べなさい」。

21アヒトペルはアブサロムに言った、「あなたの

父が家を守るために残された、めかけたちの所に

はいりなさい。そうすればイスラエルは皆あなた

が父上に憎まれることを聞くでしょう。そしてあ

なたと一緒にいる者の手は強くなるでしょう」。

22こうして彼らがアブサロムのために屋上に天幕

を張ったので、アブサロムは全イスラエルの目の

前で父のめかけたちの所にはいった。 23そのこ

ろアヒトペルが授ける計りごとは人が神のみ告げ

を伺うようであった。アヒトペルの計りごとは皆

ダビデにもアブサロムにも共にそのように思われ

た。

17時にアヒトペルはアブサロムに言った、「わ
たしに一万二千の人を選び出させてください

。わたしは立って、今夜ダビデのあとを追い、 2

彼が疲れて手が弱くなっているところを襲って、

彼をあわてさせましょう。そして彼と共にいる民

がみな逃げるとき、わたしは王ひとりを撃ち取り

、 3すべての民を花嫁がその夫のもとに帰るよう

にあなたに帰らせましょう。あなたが求めておら

れるのはただひとりの命だけですから、民はみな

穏やかになるでしょう」。 4この言葉はアブサロ

ムとイスラエルのすべての長老の心にかなった。

5そこでアブサロムは言った、「アルキびとホシ

ャイをも呼びよせなさい。われわれは彼の言うこ

とを聞きましょう」。 6ホシャイがアブサロムの

もとにきた時、アブサロムは彼に言った、「アヒ

トペルはこのように言った。われわれは彼の言葉

のように行うべきか。いけないのであれば、言い

なさい」。 7ホシャイはアブサロムに言った、「

このたびアヒトペルが授けた計りごとは良くあり

ません」。 8ホシャイはまた言った、「ごぞんじ

のように、あなたの父とその従者たちとは勇士で

す。その上彼らは、野で子を奪われた熊のように

、ひどく怒っています。また、あなたの父はいく

さびとですから、民と共に宿らないでしょう。 9

彼は今でも穴の中か、どこかほかの所にかくれて

います。もし民のうちの幾人かが手始めに倒れる

ならば、それを聞く者はだれでも、『アブサロム

に従う民のうちに戦死者があった』と言うでしょ

う。 10そうすれば、ししの心のような心のある

勇ましい人であっても、恐れて消え去ってしまう

でしょう。それはイスラエルのすべての人が、あ

なたの父の勇士であること、また彼と共にいる者

が、勇ましい人々であることを知っているからで

す。 11ところでわたしの計りごとは、イスラエ

ルをダンからベエルシバまで、海べの砂のように

多くあなたのもとに集めて、あなたみずから戦い

に臨むことです。 12こうしてわれわれは彼の見

つかる場所で彼を襲い、つゆが地におりるように

彼の上に下る。そして彼および彼と共にいるすべ

ての人をひとりも残さないでしょう。 13もし彼

がいずれかの町に退くならば、全イスラエルはそ

の町になわをかけ、われわれはそれを谷に引き倒

して、そこに一つの小石も見られないようにする

でしょう」。 14アブサロムとイスラエルの人々

はみな、「アルキびとホシャイの計りごとは、ア

ヒトペルの計りごとよりもよい」と言った。それ

は主がアブサロムに災を下そうとして、アヒトペ

ルの良い計りごとを破ることを定められたからで

ある。 15そこでホシャイは祭司たち、ザドクと

アビヤタルとに言った、「アヒトペルはアブサロ

ムとイスラエルの長老たちのためにこういう計り

ごとをした。またわたしはこういう計りごとをし

た。 16それゆえ、あなたがたはすみやかに人を

つかわしてダビデに告げ、『今夜、荒野の渡し場

に宿らないで、必ず渡って行きなさい。さもない

と王および共にいる民はみな、滅ぼされるでしょ

う』と言いなさい」。 17時に、ヨナタンとアヒ

マアズはエンロゲルで待っていた。ひとりのつか

えめが行って彼らに告げ、彼らは行ってダビデ王

に告げるのが常であった。それは彼らが町にはい

るのを見られないようにするためである。 18と

ころがひとりの若者が彼らを見てアブサロムに告

げたので、彼らふたりは急いで去り、バホリムの

、あるひとりの人の家にきた。その人の庭に井戸

があって、彼らはその中に下ったので、 19女は

おおいを取ってきて井戸の口の上にひろげ、麦を

その上にまき散らした。それゆえその事は何も知
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れなかった。 20アブサロムのしもべたちはその

女の家にきて言った、「アヒマアズとヨナタンは

どこにいますか」。女は彼らに言った、「あの人

々は小川を渡って行きました」。彼らは尋ねたが

見当らなかったのでエルサレムに帰った。 21彼

らが去った後、人々は井戸から上り、行ってダビ

デ王に告げた。すなわち彼らはダビデに言った、

「立って、すみやかに川を渡りなさい。アヒトペ

ルがあなたがたに対してこういう計りごとをした

からです」。 22そこでダビデは立って、共にい

るすべての民と一緒にヨルダンを渡った。夜明け

には、ヨルダンを渡らない者はひとりもなかった

。 23アヒトペルは、自分の計りごとが行われな

いのを見て、ろばにくらを置き、立って自分の町

に行き、その家に帰った。そして家の人に遺言し

てみずからくびれて死に、その父の墓に葬られた

。 24ダビデはマハナイムにきた。またアブサロ

ムは自分と共にいるイスラエルのすべての人々と

一緒にヨルダンを渡った。 25アブサロムはアマ

サをヨアブの代りに軍の長とした。アマサはかの

ナハシの娘でヨアブの母ゼルヤの妹であるアビガ

ルをめとったイシマエルびと、名はイトラという

人の子である。 26そしてイスラエルとアブサロ

ムはギレアデの地に陣取った。 27ダビデがマハ

ナイムにきた時、アンモンの人々のうちのラバの

ナハシの子ショビと、ロ・デバルのアンミエルの

子マキル、およびロゲリムのギレアデびとバルジ

ライは、 28寝床と鉢、土器、小麦、大麦、粉、

いり麦、豆、レンズ豆、 29蜜、凝乳、羊、乾酪

をダビデおよび共にいる民が食べるために持って

きた。それは彼らが、「民は荒野で飢え疲れかわ

いている」と思ったからである。

18さてダビデは自分と共にいる民を調べて、そ
の上に千人の長、百人の長を立てた。 2そし

てダビデは民をつかわし、三分の一をヨアブの手

に、三分の一をゼルヤの子ヨアブの兄弟アビシャ

イの手に、三分の一をガテびとイッタイの手にあ

ずけた。こうして王は民に言った、「わたしもま

た必ずあなたがたと一緒に出ます」。 3しかし民

は言った、「あなたは出てはなりません。それは

われわれがどんなに逃げても、彼らはわれわれに

心をとめず、われわれの半ばが死んでも、われわ

れに心をとめないからです。しかしあなたはわれ

われの一万に等しいのです。それゆえあなたは町

の中からわれわれを助けてくださる方がよろしい

」。 4王は彼らに言った、「あなたがたの最も良

いと思うことをわたしはしましょう」。こうして

王は門のかたわらに立ち、民は皆あるいは百人、

あるいは千人となって出て行った。 5王はヨアブ

、アビシャイおよびイッタイに命じて、「わたし

のため、若者アブサロムをおだやかに扱うように

」と言った。王がアブサロムの事についてすべて

の長たちに命じている時、民は皆聞いていた。 6

こうして民はイスラエルに向かって野に出て行き

、エフライムの森で戦ったが、 7イスラエルの民

はその所でダビデの家来たちの前に敗れた。その

日その所に戦死者が多く、二万に及んだ。 8そし

て戦いはあまねくその地のおもてに広がった。こ

の日、森の滅ぼした者は、つるぎの滅ぼした者よ

りも多かった。 9さてアブサロムはダビデの家来

たちに行き会った。その時アブサロムは騾馬に乗

っていたが、騾馬は大きいかしの木の、茂った枝

の下を通ったので、アブサロムの頭がそのかしの

木にかかって、彼は天地の間につりさがった。騾

馬は彼を捨てて過ぎて行った。 10ひとりの人が

それを見てヨアブに告げて言った、「わたしはア

ブサロムが、かしの木にかかっているのを見まし

た」。 11ヨアブはそれを告げた人に言った、「

あなたはそれを見たというのか。それなら、どう

してあなたは彼をその所で、地に撃ち落さなかっ

たのか。わたしはあなたに銀十シケルと帯一筋を

与えたであろうに」。 12その人はヨアブに言っ

た、「たといわたしの手に銀千シケルを受けても

、手を出して王の子に敵することはしません。王

はわれわれが聞いているところで、あなたとアビ

シャイとイッタイに、『わたしのため若者アブサ

ロムを保護せよ』と命じられたからです。 13も

しわたしがそむいて彼の命をそこなったのであれ

ば、何事も王に隠れることはありませんから、あ

なたはみずから立ってわたしを責められたでしょ

う」。 14そこで、ヨアブは「こうしてあなたと

共にとどまってはおられない」と言って、手に三

筋の投げやりを取り、あのかしの木にかかって、

なお生きているアブサロムの心臓にこれを突き通

した。 15ヨアブの武器を執る十人の若者たちは

取り巻いて、アブサロムを撃ち殺した。 16こう

してヨアブがラッパを吹いたので、民はイスラエ

ルのあとを追うことをやめて帰った。ヨアブが民

を引きとめたからである。 17人々はアブサロム
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を取って、森の中の大きな穴に投げいれ、その上

にひじょうに大きい石塚を積み上げた。そしてイ

スラエルはみなおのおのその天幕に逃げ帰った。

18さてアブサロムは生きている間に、王の谷に自

分のために一つの柱を建てた。それは彼が、「わ

たしは自分の名を伝える子がない」と思ったから

である。彼はその柱に自分の名をつけた。その柱

は今日までアブサロムの碑ととなえられている。

19さてザドクの子アヒマアズは言った、「わたし

は走って行って、主が王を敵の手から救い出され

たおとずれを王に伝えましょう」。 20ヨアブは

彼に言った、「きょうは、おとずれを伝えてはな

らない。おとずれを伝えるのは、ほかの日にしな

さい。きょうは王の子が死んだので、おとずれを

伝えてはならない」。 21ヨアブはクシびとに言

った、「行って、あなたの見た事を王に告げなさ

い」。クシびとはヨアブに礼をして走って行った

。 22ザドクの子アヒマアズは重ねてヨアブに言

った、「何事があろうとも、わたしにもクシびと

のあとから走って行かせてください」。ヨアブは

言った、「子よ、おとずれの報いを得られないの

に、どうしてあなたは走って行こうとするのか」

。 23彼は言った、「何事があろうとも、わたし

は走って行きます」。ヨアブは彼に言った、「走

って行きなさい」。そこでアヒマアズは低地の道

を走って行き、クシびとを追い越した。 24時に

ダビデは二つの門の間にすわっていた。そして見

張りの者が城壁の門の屋根にのぼり、目をあげて

見ていると、ただひとりで走ってくる者があった

。 25見張りの者が呼ばわって王に告げたので、

王は言った、「もしひとりならば、その口におと

ずれがあるであろう」。その人は急いできて近づ

いた。 26見張りの者は、ほかにまたひとり走っ

てくるのを見たので、門の方に呼ばわって言った

、「見よ、ほかにただひとりで走って来る者があ

ります」。王は言った、「彼もまたおとずれを持

ってくるのだ」。 27見張りの者は言った、「ま

っ先に走って来る人はザドクの子アヒマアズのよ

うです」。王は言った、「彼は良い人だ。良いお

とずれを持ってくるであろう」。 28時にアヒマ

アズは呼ばわって王に言った、「平安でいらせら

れますように」。そして王の前に地にひれ伏して

言った、「あなたの神、主はほむべきかな。主は

王、わが君に敵して手をあげた人々を引き渡され

ました」。 29王は言った、「若者アブサロムは

平安ですか」。アヒマアズは答えた、「ヨアブが

しもべをつかわす時、わたしは大きな騒ぎを見ま

したが、何事であったか知りません」。 30王は

言った、「わきへ行って、そこに立っていなさい

」。彼はわきへ行って立った。 31その時クシび

とがきた。そしてそのクシびとは言った、「わが

君、王が良いおとずれをお受けくださるよう。主

はきょう、すべてあなたに敵して立った者どもの

手から、あなたを救い出されたのです」。 32王

はクシびとに言った、「若者アブサロムは平安で

すか」。クシびとは答えた、「王、わが君の敵、

およびすべてあなたに敵して立ち、害をしようと

する者は、あの若者のようになりますように」。

33王はひじょうに悲しみ、門の上のへやに上って

泣いた。彼は行きながらこのように言った、「わ

が子アブサロムよ。わが子、わが子アブサロムよ

。ああ、わたしが代って死ねばよかったのに。ア

ブサロム、わが子よ、わが子よ」。

19時にヨアブに告げる者があって、「見よ、王
はアブサロムのために泣き悲しんでいる」と

言った。 2こうしてその日の勝利はすべての民の

悲しみとなった。それはその日、民が、「王はそ

の子のために悲しんでいる」と人の言うのを聞い

たからである。 3そして民はその日、戦いに逃げ

て恥じている民がひそかに、はいるように、ひそ

かに町にはいった。 4王は顔をおおった。そして

王は大声に叫んで、「わが子アブサロムよ。アブ

サロム、わが子よ、わが子よ」と言った。 5時に

ヨアブは家にはいり、王のもとにきて言った、「

あなたは、きょう、あなたの命と、あなたのむす

こ娘たちの命、およびあなたの妻たちの命と、め

かけたちの命を救ったすべての家来の顔をはずか

しめられました。 6それはあなたが自分を憎む者

を愛し、自分を愛する者を憎まれるからです。あ

なたは、きょう、軍の長たちをも、しもべたちを

も顧みないことを示されました。きょう、わたし

は知りました。もし、アブサロムが生きていて、

われわれが皆きょう死んでいたら、あなたの目に

かなったでしょう。 7今立って出て行って、しも

べたちにねんごろに語ってください。わたしは主

をさして誓います。もしあなたが出られないなら

ば、今夜あなたと共にとどまる者はひとりもない

でしょう。これはあなたが若い時から今までにこ

うむられたすべての災よりも、あなたにとって悪
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いでしょう」。 8そこで王は立って門のうちの座

についた。人々はすべての民に、「見よ、王は門

に座している」と告げたので、民はみな王の前に

きた。さてイスラエルはおのおのその天幕に逃げ

帰った。 9そしてイスラエルのもろもろの部族の

中で民はみな争って言った、「王はわれわれを敵

の手から救い出し、またわれわれをペリシテびと

の手から助け出された。しかし今はアブサロムの

ために国のそとに逃げておられる。 10またわれ

われが油を注いで、われわれの上に立てたアブサ

ロムは戦いで死んだ。それであるのに、どうして

あなたがたは王を導きかえることについて、何を

も言わないのか」。 11ダビデ王は祭司たちザド

クとアビヤタルとに人をつかわして言った、「ユ

ダの長老たちに言いなさい、『全イスラエルの言

葉が王に達したのに、どうしてあなたがたは王を

その家に導きかえる最後の者となるのですか。 12

あなたがたはわたしの兄弟、わたしの骨肉です。

それにどうして王を導きかえる最後の者となるの

ですか』。 13またアマサに言いなさい、『あな

たはわたしの骨肉ではありませんか。これから後

あなたをヨアブに代えて、わたしの軍の長としま

す。もしそうしないときは、神が幾重にもわたし

を罰してくださるように』」。 14こうしてダビ

デはユダのすべての人の心を、ひとりのように自

分に傾けさせたので、彼らは王に、「どうぞあな

たも、すべての家来たちも帰ってきてください」

と言いおくった。 15そこで王は帰ってきてヨル

ダンまで来ると、ユダの人人は王を迎えるためギ

ルガルにきて、王にヨルダンを渡らせた。 16バ

ホリムのベニヤミンびと、ゲラの子シメイは、急

いでユダの人々と共に下ってきて、ダビデ王を迎

えた。 17一千人のベニヤミンびとが彼と共にい

た。またサウルの家のしもべヂバもその十五人の

むすこと、二十人のしもべを従えて、王の前にヨ

ルダンに駆け下った。 18そして王の家族を渡し

、王の心にかなうことをしようと渡し場を渡った

。ゲラの子シメイはヨルダンを渡ろうとする時、

王の前にひれ伏し、 19王に言った、「どうぞわ

が君が、罪をわたしに帰しられないように。また

わが君、王のエルサレムを出られた日に、しもべ

がおこなった悪い事を思い出されないように。ど

うぞ王がそれを心に留められないように。 20し

もべは自分が罪を犯したことを知っています。そ

れゆえ、見よ、わたしはきょう、ヨセフの全家の

まっ先に下ってきて、わが主、王を迎えるのです

」。 21ゼルヤの子アビシャイは答えて言った、

「シメイは主が油を注がれた者をのろったので、

そのために殺されるべきではありませんか」。 22

ダビデは言った、「あなたがたゼルヤの子たちよ

、あなたがたとなにのかかわりがあって、あなた

がたはきょうわたしに敵対するのか。きょう、イ

スラエルのうちで人を殺して良かろうか。わたし

が、きょうイスラエルの王となったことを、どう

して自分で知らないことがあろうか」。 23こう

して王はシメイに、「あなたを殺さない」と言っ

て、王は彼に誓った。 24サウルの子メピボセテ

は下ってきて王を迎えた。彼は王が去った日から

安らかに帰る日まで、その足を飾らず、そのひげ

を整えず、またその着物を洗わなかった。 25彼

がエルサレムからきて王を迎えた時、王は彼に言

った、「メピボセテよ、あなたはどうしてわたし

と共に行かなかったのか」。 26彼は答えた、「

わが主、王よ、わたしの家来がわたしを欺いたの

です。しもべは彼に、『わたしのために、ろばに

くらを置け。わたしはそれに乗って王と共に行く

』と言ったのです。しもべは足なえだからです。

27ところが彼はしもべのことをわが主、王の前に

、あしざまに言ったのです。しかし、わが主、王

は神の使のようでいらせられます。それで、あな

たの良いと思われることをしてください。 28わ

たしの父の全家はわが主、王の前にはみな死んだ

人にすぎないのに、あなたはしもべを、あなたの

食卓で食事をする人々のうちに置かれました。わ

たしになんの権利があって、重ねて王に訴えるこ

とができましょう」。 29王は彼に言った、「あ

なたはどうしてなおも自分のことを言うのですか

。わたしは決めました。あなたとヂバとはその土

地を分けなさい」。 30メピボセテは王に言った

、「わが主、王が安らかに家に帰られたのですか

ら、彼にそれをみな取らせてください」。 31さ

てギレアデびとバルジライはロゲリムから下って

きて、ヨルダンで王を見送るため、王と共にヨル

ダンに進んだ。 32バルジライは、ひじょうに年

老いた人で八十歳であった。彼はまた、ひじょう

に裕福な人であったので、王がマハナイムにとど

まっている間、王を養った。 33王はバルジライ

に言った、「わたしと一緒に渡って行きなさい。

わたしはエルサレムであなたをわたしと共におら

せて養いましょう」。 34バルジライは王に言っ
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た、「わたしは、なお何年いきながらえるので、

王と共にエルサレムに上るのですか。 35わたし

は今日八十歳です。わたしに、良いこと悪いこと

がわきまえられるでしょうか。しもべは食べるも

の、飲むものを味わうことができましょうか。わ

たしは歌う男や歌う女の声をまだ聞くことができ

ましょうか。それであるのに、しもべはどうして

なおわが主、王の重荷となってよろしいでしょう

か。 36しもべは王と共にヨルダンを渡って、た

だ少し行きましょう。どうして王はこのような報

いをわたしに報いられなければならないのでしょ

うか。 37どうぞしもべを帰らせてください。わ

たしは自分の町で、父母の墓の近くで死にます。

ただし、あなたのしもべキムハムがここにおりま

す。わが主、王と共に彼を渡って行かせてくださ

い。またあなたが良いと思われる事を彼にしてく

ださい」。 38王は答えた、「キムハムはわたし

と共に渡って行かせます。わたしは、あなたが良

いと思われる事を彼にしましょう。またあなたが

望まれることはみな、あなたのためにいたします

」。 39こうして民はみなヨルダンを渡った。王

は渡った時、バルジライに口づけして、祝福した

ので、彼は自分の家に帰っていった。 40王はギ

ルガルに進んだ。キムハムも彼と共に進んだ。ユ

ダの民はみな王を送り、イスラエルの民の半ばも

またそうした。 41さてイスラエルの人々はみな

王の所にきて、王に言った、「われわれの兄弟で

あるユダの人々は、何ゆえにあなたを盗み去って

、王とその家族、およびダビデに伴っているすべ

ての従者にヨルダンを渡らせたのですか」。 42

ユダの人々はみなイスラエルの人々に答えた、「

王はわれわれの近親だからです。あなたがたはど

うしてこの事で怒られるのですか。われわれが少

しでも王の物を食べたことがありますか。王が何

か賜物をわれわれに与えたことがありますか」。

43イスラエルの人々はユダの人々に答えた、「わ

れわれは王のうちに十の分を持っています。また

ダビデのうちにもわれわれはあなたがたよりも多

くを持っています。それであるのに、どうしてあ

なたがたはわれわれを軽んじたのですか。われら

の王を導き帰ろうと最初に言ったのはわれわれで

はないのですか」。しかしユダの人々の言葉はイ

スラエルの人々の言葉よりも激しかった。

20さて、その所にひとりのよこしまな人があっ
て、名をシバといった。ビクリの子で、ベニ

ヤミンびとであった。彼はラッパを吹いて言った

、「われわれはダビデのうちに分がない。またエ

ッサイの子のうちに嗣業を持たない。イスラエル

よ、おのおのその天幕に帰りなさい」。 2そこで

イスラエルの人々は皆ダビデに従う事をやめて、

ビクリの子シバに従った。しかしユダの人々はそ

の王につき従って、ヨルダンからエルサレムへ行

った。 3ダビデはエルサレムの自分の家にきた。

そして王は家を守るために残しておいた十人のめ

かけたちを取って、一つの家に入れて守り、また

養ったが、彼女たちの所には、はいらなかった。

彼女たちは死ぬ日まで閉じこめられ一生、寡婦と

してすごした。 4王はアマサに言った、「わたし

のため三日のうちにユダの人々を呼び集めて、こ

こにきなさい」。 5アマサはユダを呼び集めるた

めに行ったが、彼は定められた時よりもおくれた

。 6ダビデはアビシャイに言った、「ビクリの子

シバは今われわれにアブサロムよりも多くの害を

するであろう。あなたの主君の家来たちを率いて

、彼のあとを追いなさい。さもないと彼は堅固な

町々を獲て、われわれを悩ますであろう」。 7こ

うしてヨアブとケレテびととペレテびと、および

すべての勇士はアビシャイに従って出た。すなわ

ち彼らはエルサレムを出て、ビクリの子シバのあ

とを追った。 8彼らがギベオンにある大石のとこ

ろにいた時、アマサがきて彼らに会った。時にヨ

アブは軍服を着て、帯をしめ、その上にさやに納

めたつるぎを腰に結んで帯びていたが、彼が進み

出た時つるぎは抜け落ちた。 9ヨアブはアマサに

、「兄弟よ、あなたは安らかですか」と言って、

ヨアブは右の手をもってアマサのひげを捕えて彼

に口づけしようとしたが、 10アマサはヨアブの

手につるぎがあることに気づかなかったので、ヨ

アブはそれをもってアマサの腹部を刺して、その

はらわたを地に流し出し、重ねて撃つこともなく

彼を殺した。こうしてヨアブとその兄弟アビシャ

イはビクリの子シバのあとを追った。 11時にヨ

アブの若者のひとりがアマサのかたわらに立って

言った、「ヨアブに味方する者、ダビデにつく者

はヨアブのあとに従いなさい」。 12アマサは血

に染んで大路の中にころがっていたので、そのそ

ばに来る者はみな彼を見て立ちどまった。この人

は民がみな立ちどまるのを見て、アマサを大路か
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ら畑に移し、衣服をその上にかけた。 13アマサ

が大路から移されたので、民は皆ヨアブに従って

進み、ビクリの子シバのあとを追った。 14シバ

はイスラエルのすべての部族のうちを通ってベテ

マアカのアベルにきた。ビクリびとは皆、集まっ

てきて彼に従った。 15そこでヨアブと共にいた

すべての人々がきて、彼をベテマアカのアベルに

囲み、町に向かって土塁を築いた。それはとりで

に向かって立てられた。こうして彼らは城壁をく

ずそうとしてこれを撃った。 16その時、ひとり

の賢い女が町から呼ばわった、「あなたがたは聞

きなさい。あなたがたは聞きなさい。ヨアブに、

『ここにきてください。わたしはあなたに言うこ

とがあります』と言ってください」。 17彼がそ

の女に近寄ると、女は「あなたがヨアブですか」

と言った。彼は「そうです」と答えた。すると女

は彼に「はしための言葉をお聞きください」と言

ったので、「聞きましょう」と彼は言った。 18

そこで女は言った、「昔、人々はいつも、『アベ

ルで尋ねなさい』と言って、事を定めました。 19

わたしはイスラエルのうちの平和な、忠誠な者で

す。そうであるのに、あなたはイスラエルのうち

で母ともいうべき町を滅ぼそうとしておられます

。どうして主の嗣業を、のみ尽そうとされるので

すか」。 20ヨアブは答えた、「いいえ、決して

そうではなく、わたしが、のみ尽したり、滅ぼし

たりすることはありません。 21事実はそうでは

なく、エフライムの山地の人ビクリの子、名をシ

バという者が手をあげて王ダビデにそむいたので

す。あなたがたが彼ひとりを渡すならば、わたし

はこの町を去ります」。女はヨアブに言った、「

彼の首は城壁の上からあなたの所へ投げられるで

しょう」。 22こうしてこの女が知恵をもって、

すべての民の所に行ったので、彼らはビクリの子

シバの首をはねてヨアブの所へ投げ出した。そこ

でヨアブはラッパを吹きならしたので、人々は散

って町を去り、おのおの家に帰った。ヨアブはエ

ルサレムにいる王のもとに帰った。 23ヨアブは

イスラエルの全軍の長であった。エホヤダの子ベ

ナヤはケレテびと、およびペレテびとの長、 24

アドラムは徴募人の長、アヒルデの子ヨシャパテ

は史官、 25シワは書記官、ザドクとアビヤタル

とは祭司。 26またヤイルびとイラはダビデの祭

司であった。

21ダビデの世に、年また年と三年、ききんがあ
ったので、ダビデが主に尋ねたところ、主は

言われた、「サウルとその家とに、血を流した罪

がある。それはかつて彼がギベオンびとを殺した

ためである」。 2そこで王はギベオンびとを召し

よせた。ギベオンびとはイスラエルの子孫ではな

く、アモリびとの残りであって、イスラエルの人

々は彼らと誓いを立てて、その命を助けた。とこ

ろがサウルはイスラエルとユダの人々のために熱

心であったので、彼らを殺そうとしたのである。

3それでダビデはギベオンびとに言った、「わた

しはあなたがたのために、何をすればよいのです

か。どんな償いをすれば、あなたがたは主の嗣業

を祝福するのですか」。 4ギベオンびとは彼に言

った、「これはわれわれと、サウルまたはその家

との間の金銀の問題ではありません。またイスラ

エルのうちのひとりでも、われわれが殺そうとい

うのでもありません」。ダビデは言った、「わた

しがあなたがたのために何をすればよいと言うの

ですか」。 5かれらは王に言った、「われわれを

滅ぼした人、われわれを滅ぼしてイスラエルの領

域のどこにもおらせないようにと、たくらんだ人

、 6その人の子孫七人を引き渡してください。わ

れわれは主の山にあるギベオンで、彼らを主の前

に木にかけましょう」。王は言った、「引き渡し

ましょう」。 7しかし王はサウルの子ヨナタンの

子であるメピボセテを惜しんだ。彼らの間、すな

わちダビデとサウルの子ヨナタンとの間に、主を

さして立てた誓いがあったからである。 8王はア

ヤの娘リヅパがサウルに産んだふたりの子アルモ

ニとメピボセテ、およびサウルの娘メラブがメホ

ラびとバルジライの子アデリエルに産んだ五人の

子を取って、 9彼らをギベオンびとの手に引き渡

したので、ギベオンびとは彼らを山で主の前に木

にかけた。彼ら七人は共に倒れた。彼らは刈入れ

の初めの日、すなわち大麦刈りの初めに殺された

。 10アヤの娘リヅパは荒布をとって、それを自

分のために岩の上に敷き、刈入れの初めから、そ

の人々の死体の上に天から雨が降るまで、昼は空

の鳥が死体の上にこないようにし、夜は野の獣を

近寄らせなかった。 11アヤの娘でサウルのめか

けであったリヅパのしたことがダビデに聞えたの

で、 12ダビデは行ってサウルの骨とその子ヨナ

タンの骨を、ヤベシギレアデの人々の所から取っ

てきた。これはペリシテびとがサウルをギルボア
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で殺した日に、木にかけたベテシャンの広場から

、彼らが盗んでいたものである。 13ダビデはそ

こからサウルの骨と、その子ヨナタンの骨を携え

て上った。また人々はそのかけられた者どもの骨

を集めた。 14こうして彼らはサウルとその子ヨ

ナタンの骨を、ベニヤミンの地のゼラにあるその

父キシの墓に葬り、すべて王の命じたようにした

。この後、神はその地のために、祈を聞かれた。

15ペリシテびとはまたイスラエルと戦争をした。

ダビデはその家来たちと共に下ってペリシテびと

と戦ったが、ダビデは疲れていた。 16時にイシ

ビベノブはダビデを殺そうと思った。イシビベノ

ブは巨人の子孫で、そのやりは青銅で重さ三百シ

ケルあり、彼は新しいつるぎを帯びていた。 17

しかしゼルヤの子アビシャイはダビデを助けて、

そのペリシテびとを撃ち殺した。そこでダビデの

従者たちは彼に誓って言った、「あなたはわれわ

れと共に、重ねて戦争に出てはなりません。さも

ないと、あなたはイスラエルのともし火を消すで

しょう」。 18この後、再びゴブでペリシテびと

との戦いがあった。時にホシャびとシベカイは巨

人の子孫のひとりサフを殺した。 19ここにまた

ゴブで、ペリシテびととの戦いがあったが、そこ

ではベツレヘムびとヤレオレギムの子エルハナン

は、ガテびとゴリアテを殺した。そのやりの柄は

機の巻棒のようであった。 20またガテで再び戦

いがあったが、そこにひとりの背の高い人があり

、その手の指と足の指は六本ずつで、その数は合

わせて二十四本であった。彼もまた巨人から生れ

た者であった。 21彼はイスラエルをののしった

ので、ダビデの兄弟シメアの子ヨナタンが彼を殺

した。 22これらの四人はガテで巨人から生れた

者であったが、ダビデの手とその家来たちの手に

倒れた。

22ダビデは主がもろもろの敵の手とサウルの手
から、自分を救い出された日に、この歌の言

葉を主に向かって述べ、 2彼は言った、「主はわ

が岩、わが城、わたしを救う者、 3わが神、わが

岩。わたしは彼に寄り頼む。わが盾、わが救の角

、わが高きやぐら、わが避け所、わが救主。あな

たはわたしを暴虐から救われる。 4わたしは、ほ

めまつるべき主に呼ばわって、わたしの敵から救

われる。 5死の波はわたしをとりまき、滅びの大

水はわたしを襲った。 6陰府の綱はわたしをとり

かこみ、死のわなはわたしに、たち向かった。

(Sheol h7585) 7苦難のうちにわたしは主を呼び、また

わが神に呼ばわった。主がその宮からわたしの声

を聞かれて、わたしの叫びはその耳にとどいた。

8その時地は震いうごき、天の基はゆるぎふるえ

た。彼が怒られたからである。 9煙はその鼻から

たち上り、火はその口から出て焼きつくし、白熱

の炭は彼から燃え出た。 10彼は天を低くして下

られ、暗やみが彼の足の下にあった。 11彼はケ

ルブに乗って飛び、風の翼に乗ってあらわれた。

12彼はその周囲に幕屋として、やみと濃き雲と水

の集まりとを置かれた。 13そのみ前の輝きから

炭火が燃え出た。 14主は天から雷をとどろかせ

、いと高き者は声を出された。 15彼はまた矢を

放って彼らを散らし、いなずまを放って彼らを撃

ち破られた。 16主のとがめと、その鼻のいぶき

とによって、海の底はあらわれ、世界の基が、あ

らわになった。 17彼は高き所から手を伸べてわ

たしを捕え、大水の中からわたしを引き上げ、 18

わたしの強い敵と、わたしを憎む者とからわたし

を救われた。彼らはわたしにとって、あまりにも

強かったからだ。 19彼らはわたしの災の日にわ

たしに、たち向かった。しかし主はわたしの支柱

となられた。 20彼はまたわたしを広い所へ引き

だされ、わたしを喜ばれて、救ってくださった。

21主はわたしの義にしたがってわたしに報い、わ

たしの手の清きにしたがってわたしに報いかえさ

れた。 22それは、わたしが主の道を守り、悪を

行わず、わが神から離れたことがないからである

。 23そのすべてのおきてはわたしの前にあって

、わたしはその、み定めを離れたことがない。 24

わたしは主の前に欠けた所なく、自らを守って罪

を犯さなかった。 25それゆえ、主はわたしの義

にしたがい、その目のまえにわたしの清きにした

がって、わたしに報いられた。 26忠実な者には

、あなたは忠実な者となり、欠けた所のない人に

は、あなたは欠けた所のない者となり、 27清い

者には、あなたは清い者となり、まがった者には

、かたいぢな者となられる。 28あなたはへりく

だる民を救われる、しかしあなたの目は高ぶる者

を見てこれをひくくせられる。 29まことに、主

よ、あなたはわたしのともし火、わが神はわたし

のやみを照される。 30まことに、あなたによっ

てわたしは敵軍をふみ滅ぼし、わが神によって石

がきをとび越えることができる。 31この神こそ
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、その道は非のうちどころなく、主の約束は真実

である。彼はすべて彼に寄り頼む者の盾である。

32主のほかに、だれが神か、われらの神のほか、

だれが岩であるか。 33この神こそわたしの堅固

な避け所であり、わたしの道を安全にされた。 34

わたしの足をめじかの足のようにして、わたしを

高い所に安全に立たせ、 35わたしの手を戦いに

慣らされたので、わたしの腕は青銅の弓を引くこ

とができる。 36あなたはその救の盾をわたしに

与え、あなたの助けは、わたしを大いなる者とさ

れた。 37あなたはわたしが歩く広い場所を与え

られたので、わたしの足はすべらなかった。 38

わたしは敵を追って、これを滅ぼし、これを絶や

すまでは帰らなかった。 39わたしは彼らを絶や

し、彼らを砕いたので彼らは立つことができず、

わたしの足もとに倒れた。 40あなたは戦いのた

めに、わたしに力を帯びさせわたしを攻める者を

わたしの下にかがませられた。 41あなたによっ

て、敵はそのうしろをわたしに向けたので、わた

しを憎む者をわたしは滅ぼした。 42彼らは見ま

わしたが、救う者はいなかった。彼らは主に叫ん

だが、彼らには答えられなかった。 43わたしは

彼らを地のちりのように細かに打ちくだき、ちま

たのどろのように、踏みにじった。 44あなたは

わたしを国々の民との争いから救い出し、わたし

をもろもろの国民のかしらとされた。わたしの知

らなかった民がわたしに仕えた。 45異国の人た

ちはきてわたしにこび、わたしの事を聞くとすぐ

わたしに従った。 46異国の人たちは、うちしお

れてその城からふるえながら出てきた。 47主は

生きておられる。わが岩はほむべきかな。わが神

、わが救の岩はあがむべきかな。 48この神はわ

たしのために、あだを報い、もろもろの民をわた

しの下に置かれた。 49またわたしを敵から救い

出し、あだの上にわたしをあげ、暴虐の人々から

わたしを救い出された。 50それゆえ、主よ、わ

たしはもろもろの国民の中で、あなたをたたえ、

あなたの、み名をほめ歌うであろう。 51主はそ

の王に大いなる勝利を与え、油を注がれた者に、

ダビデとその子孫とに、とこしえに、いつくしみ

を施される」。

23これはダビデの最後の言葉である。エッサイ
の子ダビデの託宣、すなわち高く挙げられた

人、ヤコブの神に油を注がれた人、イスラエルの

良き歌びとの託宣。 2「主の霊はわたしによって

語る、その言葉はわたしの舌の上にある。 3イス

ラエルの神は語られた、イスラエルの岩はわたし

に言われた、『人を正しく治める者、神を恐れて

、治める者は、 4朝の光のように、雲のない朝に

、輝きでる太陽のように、地に若草を芽ばえさせ

る雨のように人に臨む』。 5まことに、わが家は

そのように、神と共にあるではないか。それは、

神が、よろず備わって確かなとこしえの契約をわ

たしと結ばれたからだ。どうして彼はわたしの救

と願いを、皆なしとげられぬことがあろうか。 6

しかし、よこしまな人は、いばらのようで、手を

もって取ることができないゆえ、みな共に捨てら

れるであろう。 7これに触れようとする人は鉄や

、やりの柄をもって武装する、彼らはことごとく

火で焼かれるであろう」。 8ダビデの勇士たちの

名は次のとおりである。タクモンびとヨセブ・バ

ッセベテはかの三人のうちの長であったが、彼は

いちじに八百人に向かって、やりをふるい、それ

を殺した。 9彼の次はアホアびとドドの子エレア

ザルであって、三勇士のひとりである。彼は、戦

おうとしてそこに集まったペリシテびとに向かっ

て戦いをいどみ、イスラエルの人々が退いた時、

ダビデと共にいたが、 10立ってペリシテびとを

撃ち、ついに手が疲れ、手がつるぎに着いて離れ

ないほどになった。その日、主は大いなる勝利を

与えられた。民は彼のあとに帰ってきて、ただ殺

された者をはぎ取るばかりであった。 11彼の次

はハラルびとアゲの子シャンマであった。ある時

、ペリシテびとはレヒに集まった。そこに一面に

レンズ豆を作った地所があった。民はペリシテび

との前から逃げたが、 12彼はその地所の中に立

って、これを防ぎ、ペリシテびとを殺した。そし

て主は大いなる救を与えられた。 13三十人の長

たちのうちの三人は下って行って刈入れのころに

、アドラムのほら穴にいるダビデのもとにきた。

時にペリシテびとの一隊はレパイムの谷に陣を取

っていた。 14その時ダビデは要害におり、ペリ

シテびとの先陣はベツレヘムにあったが、 15ダ

ビデは、せつに望んで、「だれかベツレヘムの門

のかたわらにある井戸の水をわたしに飲ませてく

れるとよいのだが」と言った。 16そこでその三

人の勇士たちはペリシテびとの陣を突き通って、

ベツレヘムの門のかたわらにある井戸の水を汲み

取って、ダビデのもとに携えてきた。しかしダビ
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デはそれを飲もうとはせず、主の前にそれを注い

で、 17言った、「主よ、わたしは断じて飲むこ

とをいたしません。いのちをかけて行った人々の

血を、どうしてわたしは飲むことができましょう

」。こうして彼はそれを飲もうとはしなかった。

三勇士はこれらのことを行った。 18ゼルヤの子

ヨアブの兄弟アビシャイは三十人の長であった。

彼は三百人に向かって、やりをふるい、それを殺

した。そして、彼は三人と共に名を得た。 19彼

は三十人のうち最も尊ばれた者で、彼らの長とな

った。しかし、かの三人には及ばなかった。 20

エホヤダの子ベナヤはカブジエル出身の勇士であ

って、多くのてがらを立てた。彼はモアブのアリ

エルのふたりの子を撃ち殺した。彼はまた雪の日

に下っていって、穴の中でししを撃ち殺した。 21

彼はまた姿のうるわしいエジプトびとを撃ち殺し

た。そのエジプトびとは手にやりを持っていたが

、ベナヤはつえをとってその所に下っていき、エ

ジプトびとの手からやりをもぎとって、そのやり

をもって殺した。 22エホヤダの子ベナヤはこれ

らの事をして三勇士と共に名を得た。 23彼は三

十人のうちに有名であったが、かの三人には及ば

なかった。ダビデは彼を侍衛の長とした。 24三

十人のうちにあったのは、ヨアブの兄弟アサヘル

。ベツレヘム出身のドドの子エルハナン。 25ハ

ロデ出身のシャンマ。ハロデ出身のエリカ。 26

パルテびとヘレヅ。テコア出身のイッケシの子イ

ラ。 27アナトテ出身のアビエゼル。ホシャびと

メブンナイ。 28アホアびとザルモン。ネトパ出

身のマハライ。 29ネトパ出身のバアナの子ヘレ

ブ。ベニヤミンびとのギベアから出たリバイの子

イッタイ。 30ピラトンのベナヤ。ガアシの谷出

身のヒダイ。 31アルバテびとアビアルボン。バ

ホリム出身のアズマウテ。 32シャルボン出身の

エリヤバ。ヤセンの子たち。ヨナタン。 33ハラ

ルびとシャンマ。ハラルびとシャラルの子アヒア

ム。 34マアカ出身のアハスバイの子エリペレテ

。ギロ出身のアヒトペルの子エリアム。 35カル

メル出身のヘヅロ。アルバびとパアライ。 36ゾ

バ出身のナタンの子イガル。ガドびとバニ。 37

アンモンびとゼレク。ゼルヤの子ヨアブの武器を

執る者、ベエロテ出身のナハライ。 38イテルび

とイラ。イテルびとガレブ。 39ヘテびとウリヤ

。合わせて三十七人である。

24主は再びイスラエルに向かって怒りを発し、
ダビデを感動して彼らに逆らわせ、「行って

イスラエルとユダとを数えよ」と言われた。 2そ

こで王はヨアブおよびヨアブと共にいる軍の長た

ちに言った、「イスラエルのすべての部族のうち

を、ダンからベエルシバまで行き巡って民を数え

、わたしに民の数を知らせなさい」。 3ヨアブは

王に言った、「どうぞあなたの神、主が、民を今

よりも百倍に増してくださいますように。そして

王、わが主がまのあたり、それを見られますよう

に。しかし王、わが主は何ゆえにこの事を喜ばれ

るのですか」。 4しかし王の言葉がヨアブと軍の

長たちとに勝ったので、ヨアブと軍の長たちとは

王の前を退き、イスラエルの民を数えるために出

て行った。 5彼らはヨルダンを渡り、アロエルか

ら、すなわち谷の中にある町から始めて、ガドに

向かい、ヤゼルに進んだ。 6それからギレアデに

行き、またヘテびとの地にあるカデシに行き、そ

れからダンに至り、ダンからシドンにまわり、 7

またツロの要害に行き、ヒビびと、およびカナン

びとのすべての町に行き、ユダのネゲブに出てベ

エルシバへ行った。 8こうして彼らは国をあまね

く行き巡って、九か月と二十日を経てエルサレム

にきた。 9そしてヨアブは民の総数を王に告げた

。すなわちイスラエルには、つるぎを抜く勇士た

ちが八十万あった。ただしユダの人々は五十万で

あった。 10しかしダビデは民を数えた後、心に

責められた。そこでダビデは主に言った、「わた

しはこれをおこなって大きな罪を犯しました。し

かし主よ、今どうぞしもべの罪を取り去ってくだ

さい。わたしはひじょうに愚かなことをいたしま

した」。 11ダビデが朝起きたとき、主の言葉は

ダビデの先見者である預言者ガデに臨んで言った

、 12「行ってダビデに言いなさい、『主はこう

仰せられる、「わたしは三つのことを示す。あな

たはその一つを選ぶがよい。わたしはそれをあな

たに行うであろう」と』」。 13ガデはダビデの

もとにきて、彼に言った、「あなたの国に三年の

ききんをこさせようか。あなたが敵に追われて三

か月敵の前に逃げるようにしようか。それとも、

あなたの国に三日の疫病をおくろうか。あなたは

考えて、わたしがどの答を、わたしをつかわされ

た方になすべきかを決めなさい」。 14ダビデは

ガデに言った、「わたしはひじょうに悩んでいま

すが、主のあわれみは大きいゆえ、われわれを主
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の手に陥らせてください。わたしを人の手には陥

らせないでください」。 15そこで主は朝から定

めの時まで疫病をイスラエルに下された。ダンか

らベエルシバまでに民の死んだ者は七万人あった

。 16天の使が手をエルサレムに伸べてこれを滅

ぼそうとしたが、主はこの害悪を悔い、民を滅ぼ

している天の使に言われた、「もはや、じゅうぶ

んである。今あなたの手をとどめるがよい」。そ

の時、主の使はエブスびとアラウナの打ち場のか

たわらにいた。 17ダビデは民を撃っている天の

使を見た時、主に言った、「わたしは罪を犯しま

した。わたしは悪を行いました。しかしこれらの

羊たちは何をしたのですか。どうぞあなたの手を

わたしとわたしの父の家に向けてください」。 18

その日ガデはダビデのところにきて彼に言った、

「上って行ってエブスびとアラウナの打ち場で主

に祭壇を建てなさい」。 19ダビデはガデの言葉

に従い、主の命じられたように上って行った。 20

アラウナは見おろして、王とそのしもべたちが自

分の方に進んでくるのを見たので、アラウナは出

てきて王の前に地にひれ伏して拝した。 21そし

てアラウナは言った、「どうして王わが主は、し

もべの所にこられましたか」。ダビデは言った、

「あなたから打ち場を買い取り、主に祭壇を築い

て民に下る災をとどめるためです」。 22アラウ

ナはダビデに言った、「どうぞ王、わが主のよい

と思われる物を取ってささげてください。燔祭に

する牛もあります。たきぎにする打穀機も牛のく

びきもあります。 23王よ、アラウナはこれをこ

とごとく王にささげます」。アラウナはまた王に

、「あなたの神、主があなたを受けいれられます

ように」と言った。 24しかし王はアラウナに言

った、「いいえ、代価を支払ってそれをあなたか

ら買い取ります。わたしは費用をかけずに燔祭を

わたしの神、主にささげることはしません」。こ

うしてダビデは銀五十シケルで打ち場と牛とを買

い取った。 25ダビデはその所で主に祭壇を築き

、燔祭と酬恩祭をささげた。そこで主はその地の

ために祈を聞かれたので、災がイスラエルに下る

ことはとどまった。
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列王記Ⅰ

1ダビデ王は年がすすんで老い、夜着を着せて
も暖まらなかったので、 2その家来たちは彼に

言った、「王わが主のために、ひとりの若いおと

めを捜し求めて王にはべらせ、王の付添いとし、

あなたのふところに寝て、王わが主を暖めさせま

しょう」。 3そして彼らはあまねくイスラエルの

領土に美しいおとめを捜し求めて、シュナミびと

アビシャグを得、王のもとに連れてきた。 4おと

めは非常に美しく、王の付添いとなって王に仕え

たが、王は彼女を知ることがなかった。 5さてハ

ギテの子アドニヤは高ぶって、「わたしは王とな

ろう」と言い、自分のために戦車と騎兵および自

分の前に駆ける者五十人を備えた。 6彼の父は彼

が生れてこのかた一度も「なぜ、そのような事を

するのか」と言って彼をたしなめたことがなかっ

た。アドニヤもまた非常に姿の良い人であって、

アブサロムの次に生れた者である。 7彼がゼルヤ

の子ヨアブと祭司アビヤタルとに相談したので、

彼らはアドニヤに従って彼を助けた。 8しかし祭

司ザドクと、エホヤダの子ベナヤと、預言者ナタ

ンおよびシメイとレイ、ならびにダビデの勇士た

ちはアドニヤに従わなかった。 9アドニヤはエン

ロゲルのほとりにある「へびの石」のかたわらで

、羊と牛と肥えた家畜をほふって、王の子である

自分の兄弟たち、および王の家来であるユダの人

々をことごとく招いた。 10しかし預言者ナタン

と、ベナヤと、勇士たちと、自分の兄弟ソロモン

とは招かなかった。 11時にナタンはソロモンの

母バテシバに言った、「ハギテの子アドニヤが王

となったのをお聞きになりませんでしたか。われ

われの主ダビデはそれをごぞんじないのです。 12

それでいま、あなたに計りごとを授けて、あなた

の命と、あなたの子ソロモンの命を救うようにい

たしましょう。 13あなたはすぐダビデ王のとこ

ろへ行って、『王わが主よ、あなたは、はしため

に誓って、おまえの子ソロモンが、わたしに次い

で王となり、わたしの位に座するであろうと言わ

れたではありませんか。そうであるのに、どうし

てアドニヤが王となったのですか』と言いなさい

。 14あなたがなお王と話しておられる間に、わ

たしもまた、あなたのあとから、はいって行って

、あなたの言葉を確認しましょう」。 15そこで

バテシバは寝室にはいって王の所へ行った。（王

は非常に老いて、シュナミびとアビシャグが王に

仕えていた）。 16バテシバは身をかがめて王を

拝した。王は言った、「何の用か」。 17彼女は

王に言った、「わが主よ、あなたは、あなたの神

、主をさして、はしために誓い、『おまえの子ソ

ロモンがわたしに次いで王となり、わたしの位に

座するであろう』と言われました。 18そうであ

るのに、ごらんなさい、今アドニヤが王となりま

した。王わが主よ、あなたはそれをごぞんじない

のです。 19彼は牛と肥えた家畜と羊をたくさん

ほふって、王の子たち、および祭司アビヤタルと

、軍の長ヨアブを招きましたが、あなたのしもべ

ソロモンは招きませんでした。 20王わが主よ、

イスラエルのすべての目はあなたに注がれ、だれ

があなたに次いで、王わが主の位に座すべきかを

告げられるのを望んでいます。 21王わが主が先

祖と共に眠られるとき、わたしと、わたしの子ソ

ロモンは謀叛人とみなされるでしょう」。 22バ

テシバがなお王と話しているうちに、預言者ナタ

ンがはいってきた。 23人々は王に告げて、「預

言者ナタンがここにおります」と言った。彼は王

の前にはいり、地に伏して王を拝した。 24そし

てナタンは言った、「王わが主よ、あなたは、『

アドニヤがわたしに次いで王となり、わたしの位

に座するであろう』と仰せられましたか。 25彼

はきょう下っていって、牛と、肥えた家畜と羊を

たくさんほふって、王の子たちと、軍の長ヨアブ

と、祭司アビヤタルを招きました。彼らはアドニ

ヤの前で食い飲みして、『アドニヤ万歳』と言い

ました。 26しかし、あなたのしもべであるわた

しと、祭司ザドクと、エホヤダの子ベナヤと、あ

なたのしもべソロモンを招きませんでした。 27

この事は王わが主がさせられた事ですか。あなた

はしもべたちに、だれがあなたに次いで王わが主

の位に座すべきかを告げられませんでした」。 28

ダビデ王は答えて言った、「バテシバをわたしの

ところに呼びなさい」。彼女は王の前にはいって

きて、王の前に立った。 29すると王は誓って言

った、「わたしの命をすべての苦難から救われた

主は生きておられる。 30わたしがイスラエルの

神、主をさしてあなたに誓い、『あなたの子ソロ

モンがわたしに次いで王となり、わたしに代って

、わたしの位に座するであろう』と言ったように

、わたしはきょう、そのようにしよう」。 31そ

こでバテシバは身をかがめ、地に伏して王を拝し
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、「わが主ダビデ王が、とこしえに生きながらえ

られますように」と言った。 32ダビデは言った

、「祭司ザドクと、預言者ナタンおよびエホヤダ

の子ベナヤをわたしの所に呼びなさい」。やがて

彼らは王の前にきた。 33王は彼らに言った、「

あなたがたの主君の家来たちを連れ、わが子ソロ

モンをわたしの騾馬に乗せ、彼を導いてギホンに

下り、 34その所で祭司ザドクと預言者ナタンは

彼に油を注いでイスラエルの王としなさい。そし

てラッパを吹いて、『ソロモン王万歳』と言いな

さい。 35それから、あなたがたは彼に従って上

ってきなさい。彼はきて、わたしの位に座し、わ

たしに代って王となるであろう。わたしは彼を立

ててイスラエルとユダの上に主君とする」。 36

エホヤダの子ベナヤは王に答えて言った、「アァ

メン、願わくは、王わが主君の神、主もまたそう

仰せられますように。 37願わくは、主が王わが

主君と共におられたように、ソロモンと共におら

れて、その位をわが主君ダビデ王の位よりも大き

くせられますように」。 38そこで祭司ザドクと

預言者ナタンおよびエホヤダの子ベナヤ、ならび

にケレテびとと、ペレテびとは下って行って、ソ

ロモンをダビデ王の騾馬に乗せ、彼をギホンに導

いて行った。 39祭司ザドクは幕屋から油の角を

取ってきて、ソロモンに油を注いだ。そしてラッ

パを吹き鳴らし、民は皆「ソロモン王万歳」と言

った。 40民はみな彼に従って上り、笛を吹いて

大いに喜び祝った。地は彼らの声で裂けるばかり

であった。 41アドニヤおよび彼と共にいた客た

ちは皆食事を終ったとき、これを聞いた。ヨアブ

はラッパの音を聞いて言った、「町の中のあの騒

ぎは何か」。 42彼の言葉のなお終らないうちに

、そこへ祭司アビヤタルの子ヨナタンがきたので

、アドニヤは彼に言った、「はいりなさい。あな

たは勇敢な人で、よい知らせを持ってきたのでし

ょう」。 43ヨナタンは答えてアドニヤに言った

、「いいえ、主君ダビデ王はソロモンを王とせら

れました。 44王は祭司ザドクと預言者ナタンお

よびエホヤダの子ベナヤ、ならびにケレテびとと

、ペレテびとをソロモンと共につかわされたので

、彼らはソロモンを王の騾馬に乗せて行き、 45

祭司ザドクと預言者ナタンはギホンで彼に油を注

いで王としました。そして彼らがそこから喜んで

上って来るので、町が騒がしいのです。あなたが

聞いた声はそれなのです。 46こうしてソロモン

は王の位に座し、 47かつ王の家来たちがきて、

主君ダビデ王に祝いを述べて、『願わくは、あな

たの神がソロモンの名をあなたの名よりも高くし

、彼の位をあなたの位よりも大きくされますよう

に』と言いました。そして王は床の上で拝されま

した。 48王はまたこう言われました、『イスラ

エルの神、主はほむべきかな。主はきょう、わた

しの位に座するひとりの子を与えて、これをわた

しに見せてくださった』と」。 49その時アドニ

ヤと共にいた客はみな驚き、立っておのおの自分

の道に去って行った。 50そしてアドニヤはソロ

モンを恐れ、立って行って祭壇の角をつかんだ。

51ある人がこれをソロモンに告げて言った、「ア

ドニヤはソロモンを恐れ、今彼は祭壇の角をつか

んで、『どうぞ、ソロモン王がきょう、つるぎを

もってしもべを殺さないとわたしに誓ってくださ

るように』と言っています」。 52ソロモンは言

った、「もし彼がよい人となるならば、その髪の

毛ひとすじも地に落ちることはなかろう。しかし

彼のうちに悪のあることがわかるならば、彼は死

ななければならない」。 53ソロモンは人をつか

わして彼を祭壇からつれて下らせた。彼がきてソ

ロモンを拝したので、ソロモンは彼に「家に帰り

なさい」と言った。

2ダビデの死ぬ日が近づいたので、彼はその子
ソロモンに命じて言った、 2「わたしは世のす

べての人の行く道を行こうとしている。あなたは

強く、男らしくなければならない。 3あなたの神

、主のさとしを守り、その道に歩み、その定めと

戒めと、おきてとあかしとを、モーセの律法にし

るされているとおりに守らなければならない。そ

うすれば、あなたがするすべての事と、あなたの

向かうすべての所で、あなたは栄えるであろう。

4また主がさきにわたしについて語って『もしお

まえの子たちが、その道を慎み、心をつくし、精

神をつくして真実をもって、わたしの前に歩むな

らば、おまえに次いでイスラエルの位にのぼる人

が、欠けることはなかろう』と言われた言葉を確

実にされるであろう。 5またあなたはゼルヤの子

ヨアブがわたしにした事、すなわち彼がイスラエ

ルのふたりの軍の長ネルの子アブネルと、エテル

の子アマサにした事を知っている。彼はこのふた

りを殺して、戦争で流した地を太平の時に報い、

罪のない者の血をわたしの腰のまわりの帯と、わ
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たしの足のくつにつけた。 6それゆえ、あなたの

知恵にしたがって事を行い、彼のしらがを安らか

に陰府に下らせてはならない。 (Sheol h7585) 7ただ

しギレアデびとバルジライの子らには恵みを施し

、彼らをあなたの食卓で食事する人々のうちに加

えなさい。彼らはわたしがあなたの兄弟アブサロ

ムを避けて逃げた時、わたしを迎えてくれたから

である。 8またバホリムのベニヤミンびとゲラの

子シメイがあなたと共にいる。彼はわたしがマハ

ナイムへ行った時、激しいのろいの言葉をもって

わたしをのろった。しかし彼がヨルダンへ下って

きて、わたしを迎えたので、わたしは主をさして

彼に誓い、『わたしはつるぎをもってあなたを殺

さない』と言った。 9しかし彼を罪のない者とし

てはならない。あなたは知恵のある人であるから

、彼になすべき事を知っている。あなたは彼のし

らがを血に染めて陰府に下らせなければならない

」。 (Sheol h7585) 10ダビデはその先祖と共に眠って

、ダビデの町に葬られた。 11ダビデがイスラエ

ルを治めた日数は四十年であった。すなわちヘブ

ロンで七年、エルサレムで三十三年、王であった

。 12このようにしてソロモンは父ダビデの位に

座し、国は堅く定まった。 13さて、ハギテの子

アドニヤがソロモンの母バテシバのところへきた

ので、バテシバは言った、「あなたは穏やかな事

のためにきたのですか」。彼は言った、「穏やか

な事のためです」。 14彼はまた言った、「あな

たに申しあげる事があります」。バテシバは言っ

た、「言いなさい」。 15彼は言った、「ごぞん

じのように、国はわたしのもので、イスラエルの

人は皆わたしが王になるものと期待していました

。しかし国は転じて、わたしの兄弟のものとなり

ました。彼のものとなったのは、主から出たこと

です。 16今わたしはあなたに一つのお願いがあ

ります。断らないでください」。バテシバは彼に

言った、「言いなさい」。 17彼は言った、「ど

うかソロモン王に請うて、王はあなたに断るよう

なことはないでしょうからシュナミびとアビシャ

グをわたしに与えて妻にさせてください」。 18

バテシバは言った、「よろしい。わたしはあなた

のために王に話しましょう」。 19バテシバはア

ドニヤのためにソロモン王に話すため、王のもと

へ行った。王は立って迎え、彼女を拝して王座に

着き、王母のために座を設けさせたので、彼女は

王の右に座した。 20そこでバテシバは言った、

「あなたに一つの小さいお願いがあります。お断

りにならないでください」。王は彼女に言った、

「母上よ、あなたの願いを言ってください。わた

しは断らないでしょう」。 21彼女は言った、「

どうぞ、シュナミびとアビシャグをあなたの兄弟

アドニヤに与えて、妻にさせてください」。 22

ソロモン王は答えて母に言った、「どうしてアド

ニヤのためにシュナミびとアビシャグを求められ

るのですか。彼のためには国をも求めなさい。彼

はわたしの兄で、彼の味方には祭司アビヤタルと

ゼルヤの子ヨアブがいるのですから」。 23そし

てソロモン王は主をさして誓って言った、「もし

アドニヤがこの言葉によって自分の命を失うので

なければ、どんなにでもわたしを罰してください

。 24わたしを立てて、父ダビデの位にのぼらせ

、主が約束されたように、わたしに一家を与えて

くださった主は生きておられる。アドニヤはきょ

う殺されなければならない」。 25ソロモン王は

エホヤダの子ベナヤをつかわしたので、彼はアド

ニヤを撃って殺した。 26王はまた祭司アビヤタ

ルに言った、「あなたの領地アナトテへ行きなさ

い。あなたは死に当る者ですが、さきにわたしの

父ダビデの前に神、主の箱をかつぎ、またすべて

わたしの父が受けた苦しみを、あなたも共に苦し

んだので、わたしは、きょうは、あなたを殺しま

せん」。 27そしてソロモンはアビヤタルを主の

祭司職から追放した。こうして主がシロでエリの

家について言われた主の言葉が成就した。 28さ

てこの知らせがヨアブに達したので、ヨアブは主

の幕屋にのがれて、祭壇の角をつかんだ。ヨアブ

はアブサロムを支持しなかったけれども、アドニ

ヤを支持したからである。 29ヨアブが主の幕屋

にのがれて、祭壇のかたわらにいることを、ソロ

モン王に告げる者があったので、ソロモン王はエ

ホヤダの子ベナヤをつかわし、「行って彼を撃て

」と言った。 30ベナヤは主の幕屋へ行って彼に

言った、「王はあなたに、出て来るようにと申さ

れます」。しかし彼は言った、「いや、わたしは

ここで死にます」。ベナヤは王に復命して言った

、「ヨアブはこう申しました。またわたしにこう

答えました」。 31そこで王はベナヤに言った、

「彼が言うようにし、彼を撃ち殺して葬り、ヨア

ブがゆえなく流した血のとがをわたしと、わたし

の父の家から除き去りなさい。 32主はまたヨア

ブが血を流した行為を、彼自身のこうべに報いら
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れるであろう。これは彼が自分よりも正しいすぐ

れたふたりの人、すなわちイスラエルの軍の長ネ

ルの子アブネルと、ユダの軍の長エテルの子アマ

サを、つるぎをもって撃ち殺し、わたしの父ダビ

デのあずかり知らない事をしたからである。 33

それゆえ、彼らの血は永遠にヨアブのこうべと、

その子孫のこうべに帰すであろう。しかしダビデ

と、その子孫と、その家と、その位とには、主か

ら賜わる平安が永久にあるであろう」。 34そこ

でエホヤダの子ベナヤは上っていって、彼を撃ち

殺した。彼は荒野にある自分の家に葬られた。 35

王はエホヤダの子ベナヤを、ヨアブに代って軍の

長とした。王はまた祭司ザドクをアビヤタルに代

らせた。 36また王は人をつかわし、シメイを召

して言った、「あなたはエルサレムのうちに、自

分のために家を建てて、そこに住み、そこからど

こへも出てはならない。 37あなたが出て、キデ

ロン川を渡る日には必ず殺されることを、しかと

知らなければならない。あなたの血はあなたのこ

うべに帰すであろう」。 38シメイは王に言った

、「お言葉は結構です。王、わが主の仰せられる

とおりに、しもべはいたしましょう」。こうして

シメイは久しくエルサレムに住んだ。 39ところ

が三年の後、シメイのふたりの奴隷が、ガテの王

マアカの子アキシのところへ逃げ去った。人々が

シメイに告げて、「ごらんなさい、あなたの奴隷

はガテにいます」と言ったので、 40シメイは立

って、ろばにくらを置き、ガテのアキシのところ

へ行って、その奴隷を尋ねた。すなわちシメイは

行ってその奴隷をガテから連れてきたが、 41シ

メイがエルサレムからガテへ行って帰ったことが

ソロモン王に聞えたので、 42王は人をつかわし

、シメイを召して言った、「わたしはあなたに主

をさして誓わせ、かつおごそかにあなたを戒めて

、『あなたが出て、どこかへ行く日には、必ず殺

されることを、しかと知らなければならない』と

言ったではないか。そしてあなたは、わたしに『

お言葉は結構です。従います』と言った。 43と

ころで、あなたはなぜ主に対する誓いと、わたし

が命じた命令を守らなかったのか」。 44王はま

たシメイに言った、「あなたは自分の心に、あな

たがわたしの父ダビデにしたもろもろの悪を知っ

ている。主はあなたの悪をあなたのこうべに報い

られるであろう。 45しかしソロモン王は祝福を

うけ、ダビデの位は永久に主の前に堅く立つであ

ろう」。 46王がエホヤダの子ベナヤに命じたの

で、彼は出ていってシメイを撃ち殺した。こうし

て国はソロモンの手に堅く立った。

3ソロモン王はエジプトの王パロと縁を結び、
パロの娘をめとってダビデの町に連れてきて

、自分の家と、主の宮と、エルサレムの周囲の城

壁を建て終るまでそこにおらせた。 2そのころま

で主の名のために建てた宮がなかったので、民は

高き所で犠牲をささげていた。 3ソロモンは主を

愛し、父ダビデの定めに歩んだが、ただ彼は高き

所で犠牲をささげ、香をたいた。 4ある日、王は

ギベオンへ行って、そこで犠牲をささげようとし

た。それが主要な高き所であったからである。ソ

ロモンは一千の燔祭をその祭壇にささげた。 5ギ

ベオンで主は夜の夢にソロモンに現れて言われた

、「あなたに何を与えようか、求めなさい」。 6

ソロモンは言った、「あなたのしもべであるわた

しの父ダビデがあなたに対して誠実と公義と真心

とをもって、あなたの前に歩んだので、あなたは

大いなるいつくしみを彼に示されました。またあ

なたは彼のために、この大いなるいつくしみをた

くわえて、今日、彼の位に座する子を授けられま

した。 7わが神、主よ、あなたはこのしもべを、

わたしの父ダビデに代って王とならせられました

。しかし、わたしは小さい子供であって、出入り

することを知りません。 8かつ、しもべはあなた

が選ばれた、あなたの民、すなわちその数が多く

て、数えることも、調べることもできないほどの

おびただしい民の中におります。 9それゆえ、聞

きわける心をしもべに与えて、あなたの民をさば

かせ、わたしに善悪をわきまえることを得させて

ください。だれが、あなたのこの大いなる民をさ

ばくことができましょう」。 10ソロモンはこの

事を求めたので、そのことが主のみこころにかな

った。 11そこで神は彼に言われた、「あなたは

この事を求めて、自分のために長命を求めず、ま

た自分のために富を求めず、また自分の敵の命を

も求めず、ただ訴えをききわける知恵を求めたゆ

えに、 12見よ、わたしはあなたの言葉にしたが

って、賢い、英明な心を与える。あなたの先には

あなたに並ぶ者がなく、あなたの後にもあなたに

並ぶ者は起らないであろう。 13わたしはまたあ

なたの求めないもの、すなわち富と誉をもあなた

に与える。あなたの生きているかぎり、王たちの
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うちにあなたに並ぶ者はないであろう。 14もし

あなたが、あなたの父ダビデの歩んだように、わ

たしの道に歩んで、わたしの定めと命令とを守る

ならば、わたしはあなたの日を長くするであろう

」。 15ソロモンが目をさましてみると、それは

夢であった。そこで彼はエルサレムへ行き、主の

契約の箱の前に立って燔祭と酬恩祭をささげ、す

べての家来のために祝宴を設けた。 16さて、ふ

たりの遊女が王のところにきて、王の前に立った

。 17ひとりの女は言った、「ああ、わが主よ、

この女とわたしとはひとつの家に住んでいますが

、わたしはこの女と一緒に家にいる時、子を産み

ました。 18ところがわたしの産んだ後、三日目

にこの女もまた子を産みました。そしてわたした

ちは一緒にいましたが、家にはほかにだれもわた

したちと共にいた者はなく、ただわたしたちふた

りだけでした。 19ところがこの女は自分の子の

上に伏したので、夜のうちにその子は死にました

。 20彼女は夜中に起きて、はしための眠ってい

る間に、わたしの子をわたしのかたわらから取っ

て、自分のふところに寝かせ、自分の死んだ子を

わたしのふところに寝かせました。 21わたしは

朝、子に乳を飲ませようとして起きて見ると死ん

でいました。しかし朝になってよく見ると、それ

はわたしが産んだ子ではありませんでした」。 22

ほかの女は言った、「いいえ、生きているのがわ

たしの子です。死んだのはあなたの子です」。初

めの女は言った、「いいえ、死んだのがあなたの

子です。生きているのはわたしの子です」。彼ら

はこのように王の前に言い合った。 23この時、

王は言った、「ひとりは『この生きているのがわ

たしの子で、死んだのがあなたの子だ』と言い、

またひとりは『いいえ、死んだのがあなたの子で

、生きているのはわたしの子だ』と言う」。 24

そこで王は「刀を持ってきなさい」と言ったので

、刀を王の前に持ってきた。 25王は言った、「

生きている子を二つに分けて、半分をこちらに、

半分をあちらに与えよ」。 26すると生きている

子の母である女は、その子のために心がやけるよ

うになって、王に言った、「ああ、わが主よ、生

きている子を彼女に与えてください。決してそれ

を殺さないでください」。しかしほかのひとりは

言った、「それをわたしのものにも、あなたのも

のにもしないで、分けてください」。 27すると

王は答えて言った、「生きている子を初めの女に

与えよ。決して殺してはならない。彼女はその母

なのだ」。 28イスラエルは皆王が与えた判決を

聞いて王を恐れた。神の知恵が彼のうちにあって

、さばきをするのを見たからである。

4ソロモン王はイスラエルの全地の王であった
。 2彼の高官たちは次のとおりである。ザドク

の子アザリヤは祭司。 3シシャの子エリホレフと

アヒヤは書記官。アヒルデの子ヨシャバテは史官

。 4エホヤダの子ベナヤは軍の長。ザドクとアビ

ヤタルは祭司。 5ナタンの子アザリヤは代官の長

。ナタンの子ザブデは祭司で、王の友であった。

6アヒシャルは宮内卿。アブダの子アドニラムは

徴募の長であった。 7ソロモンはまたイスラエル

の全地に十二人の代官を置いた。その人々は王と

その家のために食物を備えた。すなわちおのおの

一年に一月ずつ食物を備えるのであった。 8その

名は次のとおりである。エフライムの山地にはベ

ンホル。 9マカヅと、シャラビムと、ベテシメシ

と、エロン・ベテハナンにはベンデケル。 10ア

ルボテにはベンヘセデ、（彼はソコとヘペルの全

地を担当した）。 11ドルの高地の全部にはベン

・アビナダブ、（彼はソロモンの娘タパテを妻と

した）。 12アヒルデの子バアナはタアナクとメ

ギドと、エズレルの下、ザレタンのかたわらにあ

るベテシャンの全地を担当して、ベテシャンから

アベル・メホラに至り、ヨクメアムの向こうにま

で及んだ。 13ラモテ・ギレアデにはベンゲベル

、（彼はギレアデにあるマナセの子ヤイルの村々

を担当し、またバシャンにあるアルゴブの地方の

城壁と青銅の貫の木のある大きな町六十を担当し

た）。 14マハナイムにはイドの子アヒナダブ。

15ナフタリにはアヒマアズ、（彼もソロモンの娘

バスマテを妻にめとった）。 16アセルとベアロ

テにはホシャイの子バアナ。 17イッサカルには

パルアの子ヨシャパテ。 18ベニヤミンにはエラ

の子シメイ。 19アモリびとの王シホンの地およ

びバシャンの王オグの地なるギレアデの地にはウ

リの子ゲベル。彼はその地のただひとりの代官で

あった。 20ユダとイスラエルの人々は多くて、

海べの砂のようであったが、彼らは飲み食いして

楽しんだ。 21ソロモンはユフラテ川からペリシ

テびとの地と、エジプトの境に至るまでの諸国を

治めたので、皆みつぎ物を携えてきて、ソロモン

の一生のあいだ仕えた。 22さてソロモンの一日
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の食物は細かい麦粉三十コル、荒い麦粉六十コル

、 23肥えた牛十頭、牧場の牛二十頭、羊百頭で

、そのほかに雄じか、かもしか、こじか、および

肥えた鳥があった。 24これはソロモンがユフラ

テ川の西の地方をテフサからガザまで、ことごと

く治めたからである。すなわち彼はユフラテ川の

西の諸王をことごとく治め、周囲至る所に平安を

得た。 25ソロモンの一生の間、ユダとイスラエ

ルはダンからベエルシバに至るまで、安らかにお

のおの自分たちのぶどうの木の下と、いちじくの

木の下に住んだ。 26ソロモンはまた戦車の馬の

、うまや四千と、騎兵一万二千を持っていた。 27

そしてそれらの代官たちはおのおの当番の月にソ

ロモン王のため、およびすべてソロモン王の食卓

に連なる者のために、食物を備えて欠けることの

ないようにした。 28また彼らはおのおのその割

当にしたがって馬および早馬に食わせる大麦とわ

らを、その馬のいる所に持ってきた。 29神はソ

ロモンに非常に多くの知恵と悟りを授け、また海

べの砂原のように広い心を授けられた。 30ソロ

モンの知恵は東の人々の知恵とエジプトのすべて

の知恵にまさった。 31彼はすべての人よりも賢

く、エズラびとエタンよりも、またマホルの子ヘ

マン、カルコル、ダルダよりも賢く、その名声は

周囲のすべての国々に聞えた。 32彼はまた箴言

三千を説いた。またその歌は一千五首あった。 33

彼はまた草木のことを論じてレバノンの香柏から

石がきにはえるヒソプにまで及んだ。彼はまた獣

と鳥と這うものと魚のことを論じた。 34諸国の

人々はソロモンの知恵を聞くためにきた。地の諸

王はソロモンの知恵を聞いて人をつかわした。

5さてツロの王ヒラムは、ソロモンが油を注が
れ、その父に代って、王となったのを聞いて

、家来をソロモンにつかわした。ヒラムは常にダ

ビデを愛したからである。 2そこでソロモンはヒ

ラムに人をつかわして言った、 3「あなたの知ら

れるとおり、父ダビデはその周囲にあった敵との

戦いのゆえに、彼の神、主の名のために宮を建て

ることができず、主が彼らをその足の裏の下に置

かれるのを待ちました。 4ところが今わが神、主

はわたしに四方の太平を賜わって、敵もなく、災

もなくなったので、 5主が父ダビデに『おまえに

代って、おまえの位に、わたしがつかせるおまえ

の子、その人がわが名のために宮を建てるであろ

う』と言われたように、わが神、主の名のために

宮を建てようと思います。 6それゆえ、あなたは

命令を下して、レバノンの香柏をわたしのために

切り出させてください。わたしのしもべたちをあ

なたのしもべたちと一緒に働かせます。またわた

しはすべてあなたのおっしゃるとおり、あなたの

しもべたちの賃銀をあなたに払います。あなたの

知られるとおり、わたしたちのうちにはシドンび

とのように木を切るに巧みな人がないからです」

。 7ヒラムはソロモンの言葉を聞いて大いに喜び

、「きょう、主はあがむべきかな。主はこのおび

ただしい民を治める賢い子をダビデに賜わった」

と言った。 8そしてヒラムはソロモンに人をつか

わして言った、「わたしはあなたが申しおくられ

たことを聞きました。香柏の材木と、いとすぎの

材木については、すべてお望みのようにいたしま

す。 9わたしのしもべどもにそれをレバノンから

海に運びおろさせましょう。わたしはそれをいか

だに組んで、海路、あなたの指示される場所まで

送り、そこでそれをくずしましょう。あなたはそ

れを受け取ってください。また、あなたはわたし

の家のために食物を供給して、わたしの望みをか

なえてください」。 10こうしてヒラムはソロモ

ンにすべて望みのように香柏の材木と、いとすぎ

の材木を与えた。 11またソロモンはヒラムにそ

の家の食物として小麦二万コルを与え、またオリ

ブをつぶして取った油二万コルを与えた。このよ

うにソロモンは年々ヒラムに与えた。 12主は約

束されたようにソロモンに知恵を賜わった。また

ヒラムとソロモンの間は平和であって、彼らふた

りは条約を結んだ。 13ソロモン王はイスラエル

の全地から強制的に労働者を徴募した。その徴募

人員は三万人であった。 14ソロモンは彼らを一

か月交代に一万人ずつレバノンにつかわした。す

なわち一か月レバノンに、二か月家にあり、アド

ニラムは徴募の監督であった。 15ソロモンには

また荷を負う者が七万人、山で石を切る者が八万

人あった。 16ほかにソロモンには工事を監督す

る上役の官吏が三千三百人あって、工事に働く民

を監督した。 17王は命じて大きい高価な石を切

り出させ、切り石をもって宮の基をすえさせた。

18こうしてソロモンの建築者と、ヒラムの建築者

およびゲバルびとは石を切り、材木と石とを宮を

建てるために備えた。
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6イスラエルの人々がエジプトの地を出て後四
百八十年、ソロモンがイスラエルの王となっ

て第四年のジフの月すなわち二月に、ソロモンは

主のために宮を建てることを始めた。 2ソロモン

王が主のために建てた宮は長さ六十キュビト、幅

二十キュビト、高さ三十キュビトであった。 3宮

の拝殿の前の廊は宮の幅にしたがって長さ二十キ

ュビト、その幅は宮の前で十キュビトであった。

4彼は宮に、内側の広い枠の窓を造った。 5また

宮の壁につけて周囲に脇屋を設け、宮の壁すなわ

ち拝殿と本殿の壁の周囲に建てめぐらし、宮の周

囲に脇間があるようにした。 6下の脇間は広さ五

キュビト、中の広さ六キュビト、第三のは広さ七

キュビトであった。宮の外側には壁に段を造って

、梁を宮の壁の中に差し込まないようにした。 7

宮は建てる時に、石切り場で切り整えた石をもっ

て造ったので、建てている間は宮のうちには、つ

ちも、おのも、その他の鉄器もその音が聞えなか

った。 8下の脇間の入口は宮の右側にあり、回り

階段によって中の脇間に、中の脇間から第三の脇

間にのぼった。 9こうして彼は宮を建て終り、香

柏のたるきと板をもって宮の天井を造った。 10

また宮につけて、おのおの高さ五キュビトの脇間

のある脇屋を建てめぐらし、香柏の材木をもって

宮に接続させた。 11そこで主の言葉がソロモン

に臨んだ、 12「あなたが建てるこの宮について

は、もしあなたがわたしの定めに歩み、おきてを

行い、すべての戒めを守り、それに従って歩むな

らば、わたしはあなたの父ダビデに約束したこと

を成就する。 13そしてわたしはイスラエルの人

々のうちに住み、わたしの民イスラエルを捨てる

ことはない」。 14こうしてソロモンは宮を建て

終った。 15彼は香柏の板をもって宮の壁の内側

を張った。すなわち宮の床から天井のたるきまで

香柏の板で張った。また、いとすぎの板をもって

宮の床を張った。 16また宮の奥に二十キュビト

の室を床から天井のたるきまで香柏の板をもって

造った。すなわち宮の内に至聖所としての本堂を

造った。 17宮すなわち本殿の前にある拝殿は長

さ四十キュビトであった。 18宮の内側の香柏の

板は、ひさごの形と、咲いた花を浮彫りにしたも

ので、みな香柏の板で、石は見えなかった。 19

そして主の契約の箱を置くために、宮の内の奥に

本殿を設けた。 20本殿は長さ二十キュビト、幅

二十キュビト、高さ二十キュビトであって、純金

でこれをおおった。また香柏の祭壇を造った。 21

ソロモンは純金をもって宮の内側をおおい、本殿

の前に金の鎖をもって隔てを造り、金をもってこ

れをおおった。 22また金をもって残らず宮をお

おい、ついに宮を飾ることをことごとく終えた。

また本殿に属する祭壇をことごとく金でおおった

。 23本殿のうちにオリブの木をもって二つのケ

ルビムを造った。その高さはおのおの十キュビト

。 24そのケルブの一つの翼の長さは五キュビト

、またそのケルブの他の翼の長さも五キュビトで

あった。一つの翼の端から他の翼の端までは十キ

ュビトあった。 25他のケルブも十キュビトであ

って、二つのケルビムは同じ寸法、同じ形であっ

た。 26このケルブの高さは十キュビト、かのケ

ルブの高さも同じであった。 27ソロモンは宮の

うちの奥にケルビムをすえた。ケルビムの翼を伸

ばしたところ、このケルブの翼はこの壁に達し、

かのケルブの翼はかの壁に達し、他の二つの翼は

宮の中で互に触れ合った。 28彼は金をもってそ

のケルビムをおおった。 29彼は宮の周囲の壁に

、内外の室とも皆ケルビムと、しゅろの木と、咲

いた花の形の彫り物を刻み、 30宮の床は、内外

の室とも金でおおった。 31本殿の入口にはオリ

ブの木のとびらを造った。そのとびらの上のかま

ちと脇柱とで五辺形をなしていた。 32その二つ

のとびらもオリブの木であって、ソロモンはその

上にケルビムと、しゅろの木と、咲いた花の形を

刻み、金をもっておおった。すなわちケルビムと

、しゅろの木の上に金を着せた。 33こうしてソ

ロモンはまた拝殿の入口のためにオリブの木で四

角の形に脇柱を造った。 34その二つのとびらは

いとすぎであって、一つのとびらは二つにたたむ

折り戸であり、他のとびらも二つにたたむ折り戸

であった。 35ソロモンはその上にケルビムと、

しゅろの木と、咲いた花を刻み、金をもって彫り

物の上を形どおりにおおった。 36また切り石三

かさねと、香柏の角材ひとかさねとをもって内庭

を造った。 37第四年のジフの月に主の宮の基を

すえ、 38第十一年のブルの月すなわち八月に、

宮のすべての部分が設計どおりに完成した。ソロ

モンはこれを建てるのに七年を要した。

7またソロモンは自分の家を建てたが、十三年
かかってその家を全部建て終った。 2彼はレバ

ノンの森の家を建てた。長さ百キュビト、幅五十
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キュビト、高さ三十キュビトで、三列の香柏の柱

があり、その柱の上に香柏の梁があった。 3四十

五本の柱の上にある室は香柏の板でおおった。柱

は各列十五本あった。 4また窓わくが三列あって

、窓と窓と三段に向かい合っていた。 5戸口と窓

はみな四角の枠をもち、窓と窓と三段に向かい合

った。 6また柱の広間を造った。長さ五十キュビ

ト、幅三十キュビトであった。柱の前に一つの広

間があり、その玄関に柱とひさしがあった。 7ま

たソロモンはみずから審判をするために玉座の広

間、すなわち審判の広間を造った。床からたるき

まで香柏をもっておおった。 8ソロモンが住んだ

宮殿はその広間のうしろの他の庭にあって、その

造作は同じであった。ソロモンはまた彼がめとっ

たパロの娘のために家を建てたが、その広間と同

じであった。 9これらはみな内外とも、土台から

軒まで、また主の宮の庭から大庭まで、寸法に合

わせて切った石、すなわち、のこぎりでひいた高

価な石で造られた。 10また土台は高価な石、大

きな石、すなわち八キュビトの石、十キュビトの

石であった。 11その上には寸法に合わせて切っ

た高価な石と香柏とがあった。 12また大庭の周

囲には三かさねの切り石と、一かさねの香柏の角

材があった。主の宮の内庭と宮殿の広間の庭の場

合と同じである。 13ソロモン王は人をつかわし

てツロからヒラムを呼んできた。 14彼はナフタ

リの部族の寡婦の子であって、その父はツロの人

で、青銅の細工人であった。ヒラムは青銅のいろ

いろな細工をする知恵と悟りと知識に満ちた者で

あったが、ソロモン王のところにきて、そのすべ

ての細工をした。 15彼は青銅の柱二本を鋳た。

一本の柱の高さは十八キュビト、そのまわりは綱

をもって測ると十二キュビトあり、指四本の厚さ

で空洞であった。他の柱も同じである。 16また

青銅を溶かして柱頭二つを造り、柱の頂にすえた

。その一つの柱頭の高さは五キュビト、他の柱頭

の高さも五キュビトであった。 17柱の頂にある

柱頭のために鎖に編んだ飾りひもで市松模様の網

細工二つを造った。すなわちこの柱頭のために一

つ、かの柱頭のために一つを造った。 18またざ

くろを造った。すなわち二並びのざくろを一つの

網細工の上のまわりに造って、柱の頂にある柱頭

を巻いた。他の柱頭にも同じようにした。 19こ

の廊の柱の頂にある柱頭の上に四キュビトのゆり

の花の細工があった。 20二つの柱の上端の丸い

突出部の上にある網細工の柱頭の周囲には、おの

おの二百のざくろが二並びになっていた。 21こ

の柱を神殿の廊に立てた。すなわち南に柱を立て

て、その名をヤキンと名づけ、北に柱を立てて、

その名をボアズと名づけた。 22その柱の頂には

ゆりの花の細工があった。こうしてその柱の造作

ができあがった。 23また海を鋳て造った。縁か

ら縁まで十キュビトであって、周囲は円形をなし

、高さ五キュビトで、その周囲は綱をもって測る

と三十キュビトであった。 24その縁の下には三

十キュビトの周囲をめぐるひさごがあって、海の

周囲を囲んでいた。そのひさごは二並びで、海を

鋳る時に鋳たものである。 25その海は十二の牛

の上に置かれ、その三つは北に向かい、三つは西

に向かい、三つは南に向かい、三つは東に向かっ

ていた。海はその上に置かれ、牛のうしろは皆内

に向かっていた。 26海の厚さは手の幅で、その

縁は杯の縁のように、ゆりの花に似せて造られた

。海には水が二千バテはいった。 27また青銅の

台を十個造った。台は長さ四キュビト、幅四キュ

ビト、高さ三キュビトであった。 28その台の構

造は次のとおりである。台には鏡板があり、鏡板

は枠の中にあった。 29枠の中にある鏡板には、

ししと牛とケルビムとがあり、また、ししと牛の

上と下にある枠の斜面には花飾りが細工してあっ

た。 30また台にはおのおの四つの青銅の車輪と

、青銅の車軸があり、その四すみには洗盤のささ

えがあった。そのささえは、おのおの花飾りのか

たわらに鋳て造りつけてあった。 31その口は一

キュビト上に突き出て、台の頂の内にあり、その

口は丸く、台座のように造られ、深さ一キュビト

半であった。またその口には彫り物があった。そ

の鏡板は四角で、丸くなかった。 32四つの車輪

は鏡板の下にあり、車軸は台に取り付けてあり、

車輪の高さはおのおの一キュビト半であった。 33

車輪の構造は戦車の車輪の構造と同じで、その車

軸と縁と輻と轂とはみな鋳物であった。 34おの

おのの台の四すみに四つのささえがあり、そのさ

さえは台の一部をなしていた。 35台の上には高

さ半キュビトの丸い帯輪があった。そして台の上

にあるその支柱と鏡板とはその一部をなしていた

。 36その支柱の表面と鏡板にはそれぞれの場所

に、ケルビムと、ししと、しゅろを刻み、またそ

の周囲に花飾りを施した。 37このようにして十

個の台を造った。それはみな同じ鋳方、同じ寸法



列王記Ⅰ303

、同じ形であった。 38また青銅の洗盤を十個造

った。洗盤はおのおの四十バテの水がはいり、洗

盤はおのおの四キュビトであった。十個の台の上

にはおのおの一つずつの洗盤があった。 39その

台の五個を宮の南の方に、五個を宮の北の方に置

き、宮の東南の方に海をすえた。 40ヒラムはま

たつぼと十能と鉢を造った。こうしてヒラムはソ

ロモン王のために主の宮のすべての細工をなし終

えた。 41すなわち二本の柱と、その柱の頂にあ

る柱頭の二つの玉と、柱の頂にある柱頭の二つの

玉をおおう二つの網細工と、 42その二つの網細

工のためのざくろ四百。このざくろは一つの網細

工に、二並びにつけて、柱の頂にある柱頭の二つ

の玉を巻いた。 43また十個の台と、その台の上

の十個の洗盤と、 44一つの海と、その海の下の

十二の牛とであった。 45さてつぼと十能と鉢、

すなわちヒラムがソロモン王のために造った主の

宮のこれらの器はみな光のある青銅であった。 46

王はヨルダンの低地で、スコテとザレタンの間の

粘土の地でこれらを鋳た。 47ソロモンはその器

が非常に多かったので、皆それをはからずにおい

た。その青銅の重さは、はかり得なかった。 48

またソロモンは主の宮にあるもろもろの器を造っ

た。すなわち金の祭壇と、供えのパンを載せる金

の机、 49および純金の燭台。この燭台は本殿の

前に、五つは南に、五つは北にあった。また金の

花と、ともしび皿と、心かきと、 50純金の皿と

、心切りばさみと、鉢と、香の杯と、心取り皿と

、至聖所である宮の奥のとびらのためおよび、宮

の拝殿のとびらのために、金のひじつぼを造った

。 51こうしてソロモン王が主の宮のために造る

すべての細工は終った。そしてソロモンは父ダビ

デがささげた物、すなわち金銀および器物を携え

入り、主の宮の宝蔵の中にたくわえた。

8ソロモンは主の契約の箱をダビデの町、すな
わちシオンからかつぎ上ろうとして、イスラ

エルの長老たちと、すべての部族のかしらたちと

、イスラエルの人々の氏族の長たちをエルサレム

でソロモン王のもとに召し集めた。 2イスラエル

の人は皆エタニムの月すなわち七月の祭にソロモ

ン王のもとに集まった。 3イスラエルの長老たち

が皆来たので、祭司たちは箱を取りあげた。 4そ

して彼らは主の箱と、会見の幕屋と、幕屋にある

すべての聖なる器をかつぎ上った。すなわち祭司

とレビびとがこれらの物をかつぎ上った。 5ソロ

モン王および彼のもとに集まったイスラエルの会

衆は皆彼と共に箱の前で、羊と牛をささげたが、

その数が多くて調べることも数えることもできな

かった。 6祭司たちは主の契約の箱をその場所に

かつぎ入れた。すなわち宮の本殿である至聖所の

うちのケルビムの翼の下に置いた。 7ケルビムは

翼を箱の所に伸べていたので、ケルビムは上から

箱とそのさおをおおった。 8さおは長かったので

、さおの端が本殿の前の聖所から見えた。しかし

外には見えなかった。そのさおは今日までそこに

ある。 9箱の内には二つの石の板のほか何もなか

った。これはイスラエルの人々がエジプトの地か

ら出たとき、主が彼らと契約を結ばれたときに、

モーセがホレブで、それに納めたものである。 10

そして祭司たちが聖所から出たとき、雲が主の宮

に満ちたので、 11祭司たちは雲のために立って

仕えることができなかった。主の栄光が主の宮に

満ちたからである。 12そこでソロモンは言った

、「主は日を天に置かれた。しかも主は自ら濃き

雲の中に住まおうと言われた。 13わたしはあな

たのために高き家、とこしえのみすまいを建てた

」。 14王は身をめぐらして、イスラエルのすべ

ての会衆を祝福した。その時イスラエルのすべて

の会衆は立っていた。 15彼は言った、「イスラ

エルの神、主はほむべきかな。主はその口をもっ

てわたしの父ダビデに約束されたことを、その手

をもってなし遂げられた。主は言われた、 16『

わが民イスラエルをエジプトから導き出した日か

ら、わたしはわたしの名を置くべき宮を建てるた

めに、イスラエルのもろもろの部族のうちから、

どの町をも選んだことがなかった。ただダビデを

選んで、わが民イスラエルの上に立たせた』と。

17イスラエルの神、主の名のために宮を建てるこ

とは、わたしの父ダビデの心にあった。 18しか

し主はわたしの父ダビデに言われた、『わたしの

名のために宮を建てることはあなたの心にあった

。あなたの心にこの事のあったのは結構である。

19けれどもあなたはその宮を建ててはならない。

あなたの身から出るあなたの子がわたしの名のた

めに宮を建てるであろう』と。 20そして主はそ

の言われた言葉を行われた。すなわちわたしは父

ダビデに代って立ち、主が言われたように、イス

ラエルの位に座し、イスラエルの神、主の名のた

めに宮を建てた。 21わたしはまたそこに主の契
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約を納めた箱のために一つの場所を設けた。その

契約は主がわれわれの先祖をエジプトの地から導

き出された時に、彼らと結ばれたものである」。

22ソロモンはイスラエルの全会衆の前で、主の祭

壇の前に立ち、手を天に伸べて、 23言った、「

イスラエルの神、主よ、上の天にも、下の地にも

、あなたのような神はありません。あなたは契約

を守られ、心をつくしてあなたの前に歩むあなた

のしもべらに、いつくしみを施し、 24あなたの

しもべであるわたしの父ダビデに約束されたこと

を守られました。あなたが口をもって約束された

ことを、手をもってなし遂げられたことは、今日

見るとおりであります。 25それゆえ、イスラエ

ルの神、主よ、あなたのしもべであるわたしの父

ダビデに、あなたが約束して『おまえがわたしの

前に歩んだように、おまえの子孫が、その道を慎

んで、わたしの前に歩むならば、おまえにはイス

ラエルの位に座する人が、わたしの前に欠けるこ

とはないであろう』と言われたことを、ダビデの

ために守ってください。 26イスラエルの神よ、

どうぞ、あなたのしもべであるわたしの父ダビデ

に言われた言葉を確認してください。 27しかし

神は、はたして地上に住まわれるでしょうか。見

よ、天も、いと高き天もあなたをいれることはで

きません。ましてわたしの建てたこの宮はなおさ

らです。 28しかしわが神、主よ、しもべの祈と

願いを顧みて、しもべがきょう、あなたの前にさ

さげる叫びと祈をお聞きください。 29あなたが

『わたしの名をそこに置く』と言われた所、すな

わち、この宮に向かって夜昼あなたの目をお開き

ください。しもべがこの所に向かって祈る祈をお

聞きください。 30しもべと、あなたの民イスラ

エルがこの所に向かって祈る時に、その願いをお

聞きください。あなたのすみかである天で聞き、

聞いておゆるしください。 31もし人がその隣り

人に対して罪を犯し、誓いをすることを求められ

る時、来てこの宮であなたの祭壇の前に誓うなら

ば、 32あなたは天で聞いて行い、あなたのしも

べらをさばき、悪人を罰して、そのおこないの報

いをそのこうべに帰し、義人を義として、その義

にしたがって、その人に報いてください。 33も

しあなたの民イスラエルが、あなたに対して罪を

犯したために敵の前に敗れた時、あなたに立ち返

って、あなたの名をあがめ、この宮であなたに祈

り願うならば、 34あなたは天にあって聞き、あ

なたの民イスラエルの罪をゆるして、あなたが彼

らの先祖に賜わった地に彼らを帰らせてください

。 35もし彼らがあなたに罪を犯したために、天

が閉ざされて雨がなく、あなたが彼らを苦しめら

れる時、彼らがこの所に向かって祈り、あなたの

名をあがめ、その罪を離れるならば、 36あなた

は天で聞き、あなたのしもべ、あなたの民イスラ

エルの罪をゆるし、彼らに歩むべき良い道を教え

て、あなたが、あなたの民に嗣業として与えられ

た地に雨を降らせてください。 37もし国にきき

んがあるか、もしくは疫病、立ち枯れ、腐り穂、

いなご、青虫があるか、もしくは敵のために町の

中に攻め囲まれることがあるか、どんな災害、ど

んな病気があっても、 38もし、だれでも、あな

たの民イスラエルがみな、おのおのその心の悩み

を知って、この宮に向かい、手を伸べるならば、

どんな祈、どんな願いでも、 39あなたは、あな

たのすみかである天で聞いてゆるし、かつ行い、

おのおのの人に、その心を知っておられるゆえ、

そのすべての道にしたがって報いてください。た

だ、あなただけ、すべての人の心を知っておられ

るからです。 40あなたが、われわれの先祖に賜

わった地に、彼らの生きながらえる日の間、常に

あなたを恐れさせてください。 41またあなたの

民イスラエルの者でなく、あなたの名のために遠

い国から来る異邦人が、 42それは彼らがあなた

の大いなる名と、強い手と、伸べた腕とについて

聞き及ぶからです、もしきて、この宮に向かって

祈るならば、 43あなたは、あなたのすみかであ

る天で聞き、すべて異邦人があなたに呼び求める

ことをかなえさせてください。そうすれば、地の

すべての民は、あなたの民イスラエルのように、

あなたの名を知り、あなたを恐れ、またわたしが

建てたこの宮があなたの名によって呼ばれること

を知るにいたるでしょう。 44あなたの民が敵と

戦うために、あなたがつかわされる道を通って出

て行くとき、もし彼らがあなたの選ばれた町、わ

たしがあなたの名のために建てた宮の方に向かっ

て、主に祈るならば、 45あなたは天で、彼らの

祈と願いを聞いて彼らをお助けください。 46彼

らがあなたに対して罪を犯すことがあって、人は

罪を犯さない者はないのです、あなたが彼らを怒

り、彼らを敵にわたし、敵が彼らを捕虜として遠

近にかかわらず、敵の地に引いて行く時、 47も

し彼らが捕われていった地で、みずから省みて悔
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い、自分を捕えていった者の地で、あなたに願い

、『われわれは罪を犯しました、そむいて悪を行

いました』と言い、 48自分を捕えていった敵の

地で、心をつくし、精神をつくしてあなたに立ち

返り、あなたが彼らの先祖に与えられた地、あな

たが選ばれた町、わたしがあなたの名のために建

てた宮の方に向かって、あなたに祈るならば、 49

あなたのすみかである天で、彼らの祈と願いを聞

いて、彼らを助け、 50あなたの民が、あなたに

対して犯した罪と、あなたに対して行ったすべて

のあやまちをゆるし、彼らを捕えていった者の前

で、彼らにあわれみを得させ、その人々が彼らを

あわれむようにしてください。 51（彼らはあな

たがエジプトから、鉄のかまどの中から導き出さ

れたあなたの民、あなたの嗣業であるからです）

。 52どうぞ、しもべの願いと、あなたの民イス

ラエルの願いに、あなたの目を開き、すべてあな

たに呼び求める時、彼らの願いをお聞きください

。 53あなたは彼らを地のすべての民のうちから

区別して、あなたの嗣業とされたからです。主な

る神よ、あなたがわれわれの先祖をエジプトから

導き出された時、モーセによって言われたとおり

です」。 54ソロモンはこの祈と願いをことごと

く主にささげ終ると、それまで天に向かって手を

伸べ、ひざまずいていた主の祭壇の前から立ちあ

がり、 55立って大声でイスラエルの全会衆を祝

福して言った、 56「主はほむべきかな。主はす

べて約束されたように、その民イスラエルに太平

を賜わった。そのしもべモーセによって仰せられ

たその良き約束は皆一つもたがわなかった。 57

われわれの神がわれわれの先祖と共におられたよ

うに、われわれと共におられるように。われわれ

を離れず、またわれわれを見捨てられないように

。 58われわれの心を主に傾けて、主のすべての

道に歩ませ、われわれの先祖に命じられた戒めと

定めと、おきてとを守らせられるように。 59主

の前にわたしが述べたこれらの願いの言葉が、日

夜われわれの神、主に覚えられるように。そして

主は日々の事に、しもべを助け、主の民イスラエ

ルを助けられるように。 60そうすれば、地のす

べての民は主が神であることと、他に神のないこ

とを知るに至るであろう。 61それゆえ、あなた

がたは、今日のようにわれわれの神、主に対して

、心は全く真実であり、主の定めに歩み、主の戒

めを守らなければならない」。 62そして王およ

び王と共にいるすべてのイスラエルびとは主の前

に犠牲をささげた。 63ソロモンは酬恩祭として

牛二万二千頭、羊十二万頭を主にささげた。こう

して王とイスラエルの人々は皆主の宮を奉献した

。 64その日、王は主の宮の前にある庭の中を聖

別し、その所で燔祭と素祭と酬恩祭の脂肪をささ

げた。これは主の前にある青銅の祭壇が素祭と酬

恩祭の脂肪とを受けるに足りなかったからである

。 65その時ソロモンは七日の間われわれの神、

主の前に祭を行った。ハマテの入口からエジプト

の川に至るまでのすべてのイスラエルびとの大い

なる会衆が彼と共にいた。 66八日目にソロモン

は民を帰らせた。民は王を祝福し、主がそのしも

べダビデと、その民イスラエルとに施されたもろ

もろの恵みを喜び、心に楽しんでその天幕に帰っ

て行った。

9ソロモンが主の宮と王の宮殿およびソロモン
が建てようと望んだすべてのものを建て終っ

た時、 2主はかつてギベオンでソロモンに現れら

れたように再び現れて、 3彼に言われた、「あな

たが、わたしの前に願った祈と願いとを聞いた。

わたしはあなたが建てたこの宮を聖別して、わた

しの名を永久にそこに置く。わたしの目と、わた

しの心は常にそこにあるであろう。 4あなたがも

し、あなたの父ダビデが歩んだように全き心をも

って正しくわたしの前に歩み、すべてわたしが命

じたようにおこなって、わたしの定めと、おきて

とを守るならば、 5わたしは、あなたの父ダビデ

に約束して『イスラエルの王位にのぼる人があな

たに欠けることはないであろう』と言ったように

、あなたのイスラエルに王たる位をながく確保す

るであろう。 6しかし、あなたがた、またはあな

たがたの子孫がそむいてわたしに従わず、わたし

があなたがたの前に置いた戒めと定めとを守らず

、他の神々に行って、それに仕え、それを拝むな

らば、 7わたしはイスラエルを、わたしが与えた

地のおもてから断つであろう。またわたしの名の

ために聖別した宮をわたしの前から投げすてるで

あろう。そしてイスラエルはもろもろの民のうち

にことわざとなり、笑い草となるであろう。 8か

つ、この宮は荒塚となり、そのかたわらを過ぎる

者は皆驚き、うそぶいて『なにゆえ、主はこの地

と、この宮とにこのようにされたのか』と言うで

あろう。 9その時人々は答えて『彼らは自分の先
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祖をエジプトの地から導き出した彼らの神、主を

捨てて、他の神々につき従い、それを拝み、それ

に仕えたために、主はこのすべての災を彼らの上

に下したのである』と言うであろう」。 10ソロ

モンは二十年を経て二つの家すなわち主の宮と王

の宮殿とを建て終った時、 11ツロの王ヒラムが

ソロモンの望みに任せて香柏と、いとすぎと、金

とを供給したので、ソロモン王はガリラヤの地の

町二十をヒラムに与えた。 12しかしヒラムがツ

ロから来て、ソロモンが彼に与えた町々を見たと

き、それらは彼の気にいらなかったので、 13彼

は、「兄弟よ、あなたがくださったこれらの町々

は、いったいなんですか」と言った。それで、そ

こは今日までカブルの地と呼ばれている。 14ヒ

ラムはかつて金百二十タラントを王に贈った。 15

ソロモン王が強制的に労働者を徴募したのはこう

である。すなわち主の宮と自分の宮殿と、ミロと

エルサレムの城壁と、ハゾルとメギドとゲゼルを

建てるためであった。 16（エジプトの王パロは

かつて上ってきて、ゲゼルを取り、火でこれを焼

き、その町に住んでいたカナンびとを殺し、これ

をソロモンの妻である自分の娘に与えて婚姻の贈

り物としたので、 17ソロモンはそのゲゼルを建

て直した）。また下ベテホロンと、 18バアラテ

とユダの国の荒野にあるタマル、 19およびソロ

モンが持っていた倉庫の町々、戦車の町々、騎兵

の町々ならびにソロモンがエルサレム、レバノン

およびそのすべての領地において建てようと望ん

だものをことごとく建てるためであった。 20す

べてイスラエルの子孫でないアモリびと、ヘテび

と、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの残った

者、 21その地にあって彼らのあとに残った子孫

すなわちイスラエルの人々の滅ぼしつくすことの

できなかった者を、ソロモンは強制的に奴隷とし

て徴募をおこない、今日に至っている。 22しか

しイスラエルの人々をソロモンはひとりも奴隷と

しなかった。彼らは軍人、また彼の役人、司令官

、指揮官、戦車隊長、騎兵隊長であったからであ

る。 23ソロモンの工事を監督する上役の官吏は

五百五十人であって、工事に働く民を治めた。 24

パロの娘はダビデの町から上って、ソロモンが彼

女のために建てた家に住んだ。その時ソロモンは

ミロを建てた。 25ソロモンは主のために築いた

祭壇の上に年に三度燔祭と酬恩祭をささげ、また

主の前に香をたいた。こうしてソロモンは宮を完

成した。 26ソロモン王はエドムの地、紅海の岸

のエラテに近いエジオン・ゲベルで数隻の船を造

った。 27ヒラムは海の事を知っている船員であ

るそのしもべをソロモンのしもべと共にその船で

つかわした。 28彼らはオフルへ行って、そこか

ら金四百二十タラントを取って、ソロモン王の所

にもってきた。

10シバの女王は主の名にかかわるソロモンの名
声を聞いたので、難問をもってソロモンを試

みようとたずねてきた。 2彼女は多くの従者を連

れ、香料と、たくさんの金と宝石とをらくだに負

わせてエルサレムにきた。彼女はソロモンのもと

にきて、その心にあることをことごとく彼に告げ

たが、 3ソロモンはそのすべての問に答えた。王

が知らないで彼女に説明のできないことは一つも

なかった。 4シバの女王はソロモンのもろもろの

知恵と、ソロモンが建てた宮殿、 5その食卓の食

物と、列座の家来たちと、その侍臣たちの伺候ぶ

り、彼らの服装と、彼の給仕たち、および彼が主

の宮でささげる燔祭を見て、全く気を奪われてし

まった。 6彼女は王に言った、「わたしが国であ

なたの事と、あなたの知恵について聞いたことは

真実でありました。 7しかしわたしがきて、目に

見るまでは、その言葉を信じませんでしたが、今

見るとその半分もわたしは知らされていなかった

のです。あなたの知恵と繁栄はわたしが聞いたう

わさにまさっています。 8あなたの奥方たちはさ

いわいです。常にあなたの前に立って、あなたの

知恵を聞く家来たちはさいわいです。 9あなたの

神、主はほむべきかな。主はあなたを喜び、あな

たをイスラエルの位にのぼらせられました。主は

永久にイスラエルを愛せられるゆえ、あなたを王

として公道と正義とを行わせられるのです」。 10

そして彼女は金百二十タラントおよび多くの香料

と宝石とを王に贈った。シバの女王がソロモン王

に贈ったような多くの香料は再びこなかった。 11

オフルから金を載せてきたヒラムの船は、またオ

フルからたくさんのびゃくだんの木と宝石とを運

んできたので、 12王はびゃくだんの木をもって

主の宮と王の宮殿のために壁柱を造り、また歌う

人々のために琴と立琴とを造った。このようなび

ゃくだんの木は、かつてきたこともなく、また今

日まで見たこともなかった。 13ソロモン王はそ

の豊かなのにしたがってシバの女王に贈り物をし
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たほかに、彼女の望みにまかせて、すべてその求

める物を贈った。そして彼女はその家来たちと共

に自分の国へ帰っていった。 14さて一年の間に

ソロモンのところに、はいってきた金の目方は六

百六十六タラントであった。 15そのほかに貿易

商および商人の取引、ならびにアラビヤの諸王と

国の代官たちからも、はいってきた。 16ソロモ

ン王は延金の大盾二百を造った。その大盾にはお

のおの六百シケルの金を用いた。 17また延金の

小盾三百を造った。その小盾にはおのおの三ミナ

の金を用いた。王はこれらをレバノンの森の家に

置いた。 18王はまた大きな象牙の玉座を造り、

純金をもってこれをおおった。 19その玉座に六

つの段があり、玉座の後に子牛の頭があり、座席

の両側にひじ掛けがあって、ひじ掛けのわきに二

つのししが立っていた。 20また六つの段のおの

おのの両側に十二のししが立っていた。このよう

な物はどこの国でも造られたことがなかった。 21

ソロモン王が飲むときに用いた器は皆金であった

。またレバノンの森の家の器も皆純金であって、

銀のものはなかった。銀はソロモンの世には顧み

られなかった。 22これは王が海にタルシシの船

隊を所有して、ヒラムの船隊と一緒に航海させ、

タルシシの船隊に三年に一度、金、銀、象牙、さ

る、くじゃくを載せてこさせたからである。 23

このようにソロモン王は富も知恵も、地のすべて

の王にまさっていたので、 24全地の人々は神が

ソロモンの心に授けられた知恵を聞こうとしてソ

ロモンに謁見を求めた。 25人々はおのおの贈り

物を携えてきた。すなわち銀の器、金の器、衣服

、没薬、香料、馬、騾馬など年々定まっていた。

26ソロモンは戦車と騎兵とを集めたが、戦車一千

四百両、騎兵一万二千あった。ソロモンはこれを

戦車の町とエルサレムの王のもとに置いた。 27

王はエルサレムで、銀を石のように用い、香柏を

平地にあるいちじく桑のように多く用いた。 28

ソロモンが馬を輸入したのはエジプトとクエから

であった。すなわち王の貿易商はクエから代価を

払って受け取ってきた。 29エジプトから輸入さ

れる戦車一両は銀六百シケル、馬は百五十シケル

であった。このようにして、これらのものが王の

貿易商によって、ヘテびとのすべての王たちおよ

びスリヤの王たちに輸出された。

11ソロモン王は多くの外国の女を愛した。すな
わちパロの娘、モアブびと、アンモンびと、

エドムびと、シドンびと、ヘテびとの女を愛した

。 2主はかつてこれらの国民について、イスラエ

ルの人々に言われた、「あなたがたは彼らと交わ

ってはならない。彼らもまたあなたがたと交わっ

てはならない。彼らは必ずあなたがたの心を転じ

て彼らの神々に従わせるからである」。しかしソ

ロモンは彼らを愛して離れなかった。 3彼には王

妃としての妻七百人、そばめ三百人があった。そ

の妻たちが彼の心を転じたのである。 4ソロモン

が年老いた時、その妻たちが彼の心を転じて他の

神々に従わせたので、彼の心は父ダビデの心のよ

うには、その神、主に真実でなかった。 5これは

ソロモンがシドンびとの女神アシタロテに従い、

アンモンびとの神である憎むべき者ミルコムに従

ったからである。 6このようにソロモンは主の目

の前に悪を行い、父ダビデのように全くは主に従

わなかった。 7そしてソロモンはモアブの神であ

る憎むべき者ケモシのために、またアンモンの人

々の神である憎むべき者モレクのためにエルサレ

ムの東の山に高き所を築いた。 8彼はまた外国の

すべての妻たちのためにもそうしたので、彼女た

ちはその神々に香をたき、犠牲をささげた。 9こ

のようにソロモンの心が転じて、イスラエルの神

、主を離れたため、主は彼を怒られた。すなわち

主がかつて二度彼に現れ、 10この事について彼

に、他の神々に従ってはならないと命じられたの

に、彼は主の命じられたことを守らなかったから

である。 11それゆえ、主はソロモンに言われた

、「これがあなたの本心であり、わたしが命じた

契約と定めとを守らなかったので、わたしは必ず

あなたから国を裂き離して、それをあなたの家来

に与える。 12しかしあなたの父ダビデのために

、あなたの世にはそれをしないが、あなたの子の

手からそれを裂き離す。 13ただし、わたしは国

をことごとくは裂き離さず、わたしのしもべダビ

デのために、またわたしが選んだエルサレムのた

めに一つの部族をあなたの子に与えるであろう」

。 14こうして主はエドムびとハダデを起して、

ソロモンの敵とされた。彼はエドムの王家の者で

あった。 15さきにダビデはエドムにいたが、軍

の長ヨアブが上っていって、戦死した者を葬り、

エドムの男子をことごとく打ち殺した時、 16（

ヨアブはイスラエルの人々と共に六か月そこにと
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どまって、エドムの男子をことごとく断った）。

17ハダデはその父のしもべである数人のエドムび

とと共に逃げてエジプトへ行こうとした。その時

ハダデはまだ少年であった。 18彼らがミデアン

を立ってパランへ行き、パランから人々を伴って

エジプトへ行き、エジプトの王パロのところへ行

くと、パロは彼に家を与え、食糧を定め、かつ土

地を与えた。 19ハダデは大いにパロの心にかな

ったので、パロは自分の妻の妹すなわち王妃タペ

ネスの妹を妻として彼に与えた。 20タペネスの

妹は彼に男の子ゲヌバテを産んだので、タペネス

はその子をパロの家のうちで乳離れさせた。ゲヌ

バテはパロの家で、パロの子どもたちと一緒にい

た。 21さてハダデはエジプトで、ダビデがその

先祖と共に眠ったことと、軍の長ヨアブが死んだ

ことを聞いたので、ハダデはパロに言った、「わ

たしを去らせて、国へ帰らせてください」。 22

パロは彼に言った、「わたしと共にいて、なんの

不足があって国へ帰ることを求めるのですか」。

彼は言った、「ただ、わたしを帰らせてください

」。 23神はまたエリアダの子レゾンを起してソ

ロモンの敵とされた。彼はその主人ゾバの王ハダ

デゼルのもとを逃げ去った者であった。 24ダビ

デがゾバの人々を殺した後、彼は人々を自分のま

わりに集めて略奪隊の首領となった。彼らはダマ

スコへ行って、そこに住み、ダマスコで彼を王と

した。 25彼はソロモンの一生の間、イスラエル

の敵となって、ハダデがしたように害をなし、イ

スラエルを憎んでスリヤを治めた。 26ゼレダの

エフライムびとネバテの子ヤラベアムはソロモン

の家来であったが、その母の名はゼルヤといって

寡婦であった。彼もまたその手をあげて王に敵し

た。 27彼が手をあげて、王に敵した事情はこう

である。ソロモンはミロを築き、父ダビデの町の

破れ口をふさいでいた。 28ヤラベアムは非常に

手腕のある人であったが、ソロモンはこの若者が

よく働くのを見て、彼にヨセフの家のすべての強

制労働の監督をさせた。 29そのころ、ヤラベア

ムがエルサレムを出たとき、シロびとである預言

者アヒヤが道で彼に会った。アヒヤは新しい着物

を着ていた。そして彼らふたりだけが野にいた。

30アヒヤは着ている着物をつかんで、それを十二

切れに裂き、 31ヤラベアムに言った、「あなた

は十切れを取りなさい。イスラエルの神、主はこ

う言われる、『見よ、わたしは国をソロモンの手

から裂き離して、あなたに十部族を与えよう。 32

（ただし彼はわたしのしもべダビデのために、ま

たわたしがイスラエルのすべての部族のうちから

選んだ町エルサレムのために、一つの部族をもつ

であろう）。 33それは彼がわたしを捨てて、シ

ドンびとの女神アシタロテと、モアブの神ケモシ

と、アンモンの人々の神ミルコムを拝み、父ダビ

デのように、わたしの道に歩んで、わたしの目に

かなう事を行い、わたしの定めと、おきてを守る

ことをしなかったからである。 34しかし、わた

しは国をことごとくは彼の手から取らない。わた

しが選んだ、わたしのしもべダビデが、わたしの

命令と定めとを守ったので、わたしは彼のために

ソロモンを一生の間、君としよう。 35そして、

わたしはその子の手から国を取って、その十部族

をあなたに与える。 36その子には一つの部族を

与えて、わたしの名を置くために選んだ町エルサ

レムで、わたしのしもべダビデに、わたしの前に

常に一つのともしびを保たせるであろう。 37わ

たしがあなたを選び、あなたはすべて心の望むと

ころを治めて、イスラエルの上に王となるであろ

う。 38もし、あなたが、わたしの命じるすべて

の事を聞いて、わたしの道に歩み、わたしの目に

かなう事を行い、わたしのしもべダビデがしたよ

うに、わたしの定めと戒めとを守るならば、わた

しはあなたと共にいて、わたしがダビデのために

建てたように、あなたのために堅固な家を建てて

、イスラエルをあなたに与えよう。 39わたしは

このためにダビデの子孫を苦しめる。しかし永久

にではない』」。 40ソロモンはヤラベアムを殺

そうとしたが、ヤラベアムは立ってエジプトにの

がれ、エジプト王シシャクのところへ行って、ソ

ロモンの死ぬまでエジプトにいた。 41ソロモン

のそのほかの事績と、彼がしたすべての事および

その知恵は、ソロモンの事績の書にしるされてい

るではないか。 42ソロモンがエルサレムでイス

ラエルの全地を治めた日は四十年であった。 43

ソロモンはその先祖と共に眠って、父ダビデの町

に葬られ、その子レハベアムが代って王となった

。

12レハベアムはシケムへ行った。すべてのイス
ラエルびとが彼を王にしようとシケムへ行っ

たからである。 2ネバテの子ヤラベアムはソロモ

ンを避けてエジプトにのがれ、なおそこにいたが
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、これを聞いてエジプトから帰ったので、 3人々

は人をつかわして彼を招いた。そしてヤラベアム

とイスラエルの会衆は皆レハベアムの所にきて言

った、 4「父上はわれわれのくびきを重くされま

したが、今父上のきびしい使役と、父上がわれわ

れに負わせられた重いくびきとを軽くしてくださ

い。そうすればわれわれはあなたに仕えます」。

5レハベアムは彼らに言った、「去って、三日過

ぎてから、またわたしのところにきなさい」。そ

れで民は立ち去った。 6レハベアム王は父ソロモ

ンの存命中ソロモンに仕えた老人たちに相談して

言った、「この民にどう返答すればよいと思いま

すか」。 7彼らはレハベアムに言った、「もし、

あなたが、きょう、この民のしもべとなって彼ら

に仕え、彼らに答えるとき、ねんごろに語られる

ならば、彼らは永久にあなたのしもべとなるでし

ょう」。 8しかし彼は老人たちが与えた勧めを捨

てて、自分と一緒に大きくなって自分に仕えてい

る若者たちに相談して、 9彼らに言った、「この

民がわたしにむかって『あなたの父がわれわれに

負わせたくびきを軽くしてください』というのに

、われわれはなんと返答すればよいと思いますか

」。 10彼と一緒に大きくなった若者たちは彼に

言った、「あなたにむかって『父上はわれわれの

くびきを重くされましたが、あなたは、それをわ

れわれのために軽くしてください』と言うこの民

に、こう言いなさい、『わたしの小指は父の腰よ

りも太い。 11父はあなたがたに重いくびきを負

わせたが、わたしはさらに、あなたがたのくびき

を重くしよう。父はむちであなたがたを懲らした

が、わたしはさそりをもってあなたがたを懲らそ

う』と」。 12さてヤラベアムと民は皆、王が「

三日目に再びわたしのところに来るように」と言

ったとおりに、三日目にレハベアムのところにき

た。 13王は荒々しく民に答え、老人たちが与え

た勧めを捨てて、 14若者たちの勧めに従い、彼

らに告げて言った、「父はあなたがたのくびきを

重くしたが、わたしはあなたがたのくびきを、さ

らに重くしよう。父はむちであなたがたを懲らし

たが、わたしはさそりをもってあなたがたを懲ら

そう」。 15このように王は民の言うことを聞き

いれなかった。これはかつて主がシロびとアヒヤ

によって、ネバテの子ヤラベアムに言われた言葉

を成就するために、主が仕向けられた事であった

。 16イスラエルの人々は皆、王が自分たちの言

うことを聞きいれないのを見たので、民は王に答

えて言った、「われわれはダビデのうちに何の分

があろうか、エッサイの子のうちに嗣業がない。

イスラエルよ、あなたがたの天幕へ帰れ。ダビデ

よ、今自分の家の事を見よ」。そしてイスラエル

はその天幕へ去っていった。 17しかしレハベア

ムはユダの町々に住んでいるイスラエルの人々を

治めた。 18レハベアム王は徴募の監督であった

アドラムをつかわしたが、イスラエルが皆、彼を

石で撃ち殺したので、レハベアム王は急いで車に

乗り、エルサレムへ逃げた。 19こうしてイスラ

エルはダビデの家にそむいて今日に至った。 20

イスラエルは皆ヤラベアムの帰ってきたのを聞き

、人をつかわして彼を集会に招き、イスラエルの

全家の上に王とした。ユダの部族のほかはダビデ

の家に従う者がなかった。 21ソロモンの子レハ

ベアムはエルサレムに来て、ユダの全家とベニヤ

ミンの部族の者、すなわちえり抜きの軍人十八万

を集め、国を取りもどすために、イスラエルの家

と戦おうとしたが、 22神の言葉が神の人シマヤ

に臨んだ、 23「ソロモンの子であるユダの王レ

ハベアム、およびユダとベニヤミンの全家、なら

びにそのほかの民に言いなさい、 24『主はこう

仰せられる。あなたがたは上っていってはならな

い。あなたがたの兄弟であるイスラエルの人々と

戦ってはならない。おのおの家に帰りなさい。こ

の事はわたしから出たのである』」。それで彼ら

は主の言葉をきき、主の言葉に従って帰っていっ

た。 25ヤラベアムはエフライムの山地にシケム

を建てて、そこに住んだ。彼はまたそこから出て

ペヌエルを建てた。 26しかしヤラベアムはその

心のうちに言った、「国は今ダビデの家にもどる

であろう。 27もしこの民がエルサレムにある主

の宮に犠牲をささげるために上るならば、この民

の心はユダの王である彼らの主君レハベアムに帰

り、わたしを殺して、ユダの王レハベアムに帰る

であろう」。 28そこで王は相談して、二つの金

の子牛を造り、民に言った、「あなたがたはもは

やエルサレムに上るには、およばない。イスラエ

ルよ、あなたがたをエジプトの国から導き上った

あなたがたの神を見よ」。 29そして彼は一つを

ベテルにすえ、一つをダンに置いた。 30この事

は罪となった。民がベテルへ行って一つを礼拝し

、ダンへ行って一つを礼拝したからである。 31

彼はまた高き所に家を造り、レビの子孫でない一
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般の民を祭司に任命した。 32またヤラベアムは

ユダで行う祭と同じ祭を八月の十五日に定め、そ

して祭壇に上った。彼はベテルでそのように行い

、彼が造った子牛に犠牲をささげた。また自分の

造った高き所の祭司をベテルに立てた。 33こう

して彼はベテルに造った祭壇に八月の十五日に上

った。これは彼が自分で勝手に考えついた月であ

った。そして彼はイスラエルの人々のために祭を

定め、祭壇に上って香をたいた。

13見よ、神の人が主の命によってユダからベテ
ルにきた。その時ヤラベアムは祭壇の上に立

って香をたいていた。 2神の人は祭壇にむかい主

の命によって呼ばわって言った、「祭壇よ、祭壇

よ、主はこう仰せられる、『見よ、ダビデの家に

ひとりの子が生れる。その名をヨシヤという。彼

はおまえの上で香をたく高き所の祭司らを、おま

えの上にささげる。また人の骨がおまえの上で焼

かれる』」。 3その日、彼はまた一つのしるしを

示して言った、「主の言われたしるしはこれであ

る、『見よ、祭壇は裂け、その上にある灰はこぼ

れ出るであろう』」。 4ヤラベアム王は、神の人

がベテルにある祭壇にむかって呼ばわる言葉を聞

いた時、祭壇から手を伸ばして、「彼を捕えよ」

と言ったが、彼にむかって伸ばした手が枯れて、

ひっ込めることができなかった。 5そして神の人

が主の言葉をもって示したしるしのように祭壇は

裂け、灰は祭壇からこぼれ出た。 6王は神の人に

言った、「あなたの神、主に願い、わたしのため

に祈って、わたしの手をもとに返らせてください

」。神の人が主に願ったので、王の手はもとに返

って、前のようになった。 7そこで王は神の人に

言った、「わたしと一緒に家にきて、身を休めな

さい。あなたに謝礼をさしあげましょう」。 8神

の人は王に言った、「たとい、あなたの家の半ば

をくださっても、わたしはあなたと一緒にまいり

ません。またこの所では、パンも食べず水も飲み

ません。 9主の言葉によってわたしは、『パンを

食べてはならない、水を飲んではならない。また

来た道から帰ってはならない』と命じられている

からです」。 10こうして彼はほかの道を行き、

ベテルに来た道からは帰らなかった。 11さてベ

テルにひとりの年老いた預言者が住んでいたが、

そのむすこたちがきて、その日神の人がベテルで

した事どもを彼に話した。また神の人が王に言っ

た言葉をもその父に話した。 12父が彼らに「そ

の人はどの道を行ったか」と聞いたので、むすこ

たちはユダからきた神の人の行った道を父に示し

た。 13父はむすこたちに言った、「わたしのた

めにろばにくらを置きなさい」。彼らがろばにく

らを置いたので、彼はそれに乗り、 14神の人の

あとを追って行き、かしの木の下にすわっている

のを見て、その人に言った、「あなたはユダから

こられた神の人ですか」。その人は言った、「そ

うです」。 15そこで彼はその人に言った、「わ

たしと一緒に家にきてパンを食べてください」。

16その人は言った、「わたしはあなたと一緒に引

き返すことはできません。あなたと一緒に行くこ

とはできません。またわたしはこの所であなたと

一緒にパンも食べず水も飲みません。 17主の言

葉によってわたしは、『その所でパンを食べては

ならない、水を飲んではならない。また来た道か

ら帰ってはならない』と言われているからです」

。 18彼はその人に言った、「わたしもあなたと

同じ預言者ですが、天の使が主の命によってわた

しに告げて、『その人を一緒に家につれ帰り、パ

ンを食べさせ、水を飲ませよ』と言いました」。

これは彼がその人を欺いたのである。 19そこで

その人は彼と一緒に引き返し、その家でパンを食

べ、水を飲んだ。 20彼らが食卓についていたと

き、主の言葉が、その人をつれて帰った預言者に

臨んだので、 21彼はユダからきた神の人にむか

い呼ばわって言った、「主はこう仰せられます、

『あなたが主の言葉にそむき、あなたの神、主が

お命じになった命令を守らず、 22引き返して、

主があなたに、パンを食べてはならない、水を飲

んではならない、と言われた場所でパンを食べ、

水を飲んだゆえ、あなたの死体はあなたの先祖の

墓に行かないであろう』」。 23そしてその人が

パンを食べ、水を飲んだ後、彼はその人のため、

すなわちつれ帰った預言者のためにろばにくらを

置いた。 24こうしてその人は立ち去ったが、道

でししが彼に会って彼を殺した。そしてその死体

は道に捨てられ、ろばはそのかたわらに立ち、し

しもまた死体のかたわらに立っていた。 25人々

はそこをとおって、道に捨てられている死体と、

死体のかたわらに立っているししを見て、かの老

預言者の住んでいる町にきてそれを話した。 26

その人を道からつれて帰った預言者はそれを聞い

て言った、「それは主の言葉にそむいた神の人だ
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。主が彼に言われた言葉のように、主は彼をしし

にわたされ、ししが彼を裂き殺したのだ」。 27

そしてむすこたちに言った、「わたしのためにろ

ばにくらを置きなさい」。彼らがくらを置いたの

で、 28彼は行って、死体が道に捨てられ、ろば

とししが死体のかたわらに立っているのを見た。

ししはその死体を食べず、ろばも裂いていなかっ

た。 29そこで預言者は神の人の死体を取りあげ

、それをろばに載せて町に持ち帰り、悲しんでそ

れを葬った。 30すなわちその死体を自分の墓に

納め、皆これがために「ああ、わが兄弟よ」と言

って悲しんだ。 31彼はそれを葬って後、むすこ

たちに言った、「わたしが死んだ時は、神の人を

葬った墓に葬り、わたしの骨を彼の骨のかたわら

に納めなさい。 32彼が主の命によって、ベテル

にある祭壇にむかい、またサマリヤの町々にある

高き所のすべての家にむかって呼ばわった言葉は

必ず成就するのです」。 33この事の後も、ヤラ

ベアムはその悪い道を離れて立ち返ることをせず

、また一般の民を、高き所の祭司に任命した。す

なわち、だれでも好む者は、それを立てて高き所

の祭司とした。 34この事はヤラベアムの家の罪

となって、ついにこれを地のおもてから断ち滅ぼ

すようになった。

14そのころヤラベアムの子アビヤが病気になっ
たので、 2ヤラベアムは妻に言った、「立っ

て姿を変え、ヤラベアムの妻であることの知られ

ないようにしてシロへ行きなさい。わたしがこの

民の王となることを、わたしに告げた預言者アヒ

ヤがそこにいます。 3パン十個と菓子数個および

、みつ一びんを携えて彼のところへ行きなさい。

彼はこの子がどうなるかをあなたに告げるでしょ

う」。 4ヤラベアムの妻はそのようにして、立っ

てシロへ行き、アヒヤの家に着いたが、アヒヤは

年老いたため、目がかすんで見ることができなか

った。 5しかし主はアヒヤに言われた、「ヤラベ

アムの妻が子供の事をあなたに尋ねるために来る

。子供は病気だ。あなたは彼女にこうこう言わな

ければならない」。彼女は来るとき、他人を装っ

ていた。 6しかし彼女が戸口にはいってきたとき

、アヒヤはその足音を聞いて言った、「ヤラベア

ムの妻よ、はいりなさい。なぜ、他人を装うので

すか。わたしはあなたにきびしい事を告げるよう

、命じられています。 7行ってヤラベアムに言い

なさい、『イスラエルの神、主はこう仰せられる

、「わたしはあなたを民のうちからあげ、わたし

の民イスラエルの上に立てて君とし、 8国をダビ

デの家から裂き離して、それをあなたに与えたの

に、あなたはわたしのしもべダビデが、わたしの

命令を守って一心にわたしに従い、ただわたしの

目にかなった事のみを行ったようにではなく、 9

あなたよりも先にいたすべての者にまさって悪を

なし、行って自分のために他の神々と鋳た像を造

り、わたしを怒らせ、わたしをうしろに捨て去っ

た。 10それゆえ、見よ、わたしはヤラベアムの

家に災を下し、ヤラベアムに属する男は、イスラ

エルについて、つながれた者も、自由な者もこと

ごとく断ち、人があくたを残りなく焼きつくすよ

うに、ヤラベアムの家を全く断ち滅ぼすであろう

。 11ヤラベアムに属する者は、町で死ぬ者を犬

が食べ、野で死ぬ者を空の鳥が食べるであろう。

主がこれを言われるのである」』。 12あなたは

立って、家へ帰りなさい。あなたの足が町にはい

る時に、子どもは死にます。 13そしてイスラエ

ルは皆、彼のために悲しんで彼を葬るでしょう。

ヤラベアムに属する者は、ただ彼だけ墓に葬られ

るでしょう。ヤラベアムの家のうちで、彼はイス

ラエルの神、主にむかって良い思いをいだいてい

たからです。 14主はイスラエルの上にひとりの

王を起されます。彼はその日ヤラベアムの家を断

つでしょう。 15その後主はイスラエルを撃って

、水に揺らぐ葦のようにし、イスラエルを、その

先祖に賜わったこの良い地から抜き去って、ユフ

ラテ川の向こうに散らされるでしょう。彼らがア

シラ像を造って主を怒らせたからです。 16主は

ヤラベアムの罪のゆえに、すなわち彼がみずから

犯し、またイスラエルに犯させたその罪のゆえに

イスラエルを捨てられるでしょう」。 17ヤラベ

アムの妻は立って去り、テルザへ行って、家の敷

居をまたいだ時、子どもは死んだ。 18イスラエ

ルは皆彼を葬り、彼のために悲しんだ。主がその

しもべ預言者アヒヤによって言われた言葉のとお

りである。 19ヤラベアムのその他の事績、彼が

どのように戦い、どのように世を治めたかは、イ

スラエルの王の歴代志の書にしるされている。 20

ヤラベアムが世を治めた日は二十二年であった。

彼はその先祖と共に眠って、その子ナダブが代っ

て王となった。 21ソロモンの子レハベアムはユ

ダで世を治めた。レハベアムは王となったとき四
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十一歳であったが、主がその名を置くために、イ

スラエルのすべての部族のうちから選ばれた町エ

ルサレムで、十七年世を治めた。その母の名はナ

アマといってアンモンびとであった。 22ユダの

人々はその先祖の行ったすべての事にまさって、

主の目の前に悪を行い、その犯した罪によって主

の怒りを引き起した。 23彼らもすべての高い丘

の上と、すべての青木の下に、高き所と石の柱と

アシラ像とを建てたからである。 24その国には

また神殿男娼たちがいた。彼らは主がイスラエル

の人々の前から追い払われた国民のすべての憎む

べき事をならい行った。 25レハベアムの王の第

五年にエジプトの王シシャクがエルサレムに攻め

上ってきて、 26主の宮の宝物と、王の宮殿の宝

物を奪い去った。彼はそれをことごとく奪い去り

、またソロモンの造った金の盾をみな奪い去った

。 27レハベアムはその代りに青銅の盾を造って

、王の宮殿の門を守る侍衛長の手にわたした。 28

王が主の宮にはいるごとに、侍衛はそれを携え、

また、それを侍衛のへやへ持ち帰った。 29レハ

ベアムのその他の事績と、彼がしたすべての事は

、ユダの王の歴代志の書にしるされているではな

いか。 30レハベアムとヤラベアムの間には絶え

ず戦争があった。 31レハベアムはその先祖と共

に眠って先祖と共にダビデの町に葬られた。その

母の名はナアマといってアンモンびとであった。

その子アビヤムが代って王となった。

15ネバテの子ヤラベアム王の第十八年にアビヤ
ムがユダの王となり、 2エルサレムで三年世

を治めた。その母の名はマアカといって、アブサ

ロムの娘であった。 3彼はその父が先に行ったも

ろもろの罪をおこない、その心は父ダビデの心の

ようにその神、主に対して全く真実ではなかった

。 4それにもかかわらず、その神、主はダビデの

ために、エルサレムにおいて彼に一つのともしび

を与え、その子を彼のあとに立てて、エルサレム

を固められた。 5それはダビデがヘテびとウリヤ

の事のほか、一生の間、主の目にかなう事を行い

、主が命じられたすべての事に、そむかなかった

からである。 6レハベアムとヤラベアムの間には

一生の間、戦争があった。 7アビヤムのその他の

行為と、彼がしたすべての事は、ユダの王の歴代

志の書にしるされているではないか。アビヤムと

ヤラベアムの間にも戦争があった。 8アビヤムは

その先祖と共に眠って、ダビデの町に葬られ、そ

の子アサが代って王となった。 9イスラエルの王

ヤラベアムの第二十年にアサはユダの王となり、

10エルサレムで四十一年世を治めた。その母の名

はマアカといってアブサロムの娘であった。 11

アサはその父ダビデがしたように主の目にかなう

事をし、 12神殿男娼を国から追い出し、先祖た

ちの造ったもろもろの偶像を除いた。 13彼はま

たその母マアカが、アシラのために憎むべき像を

造らせたので、彼女を太后の位から退けた。そし

てアサはその憎むべき像を切り倒してキデロンの

谷で焼き捨てた。 14ただし高き所は除かなかっ

た。けれどもアサの心は一生の間、主に対して全

く真実であった。 15彼は父の献納した物と自分

の献納した物、金銀および器物を主の宮に携え入

れた。 16アサとイスラエルの王バアシャの間に

は一生の間、戦争があった。 17イスラエルの王

バアシャはユダに攻め上り、ユダの王アサの所に

、だれをも出入りさせないためにラマを築いた。

18そこでアサは主の宮の宝蔵と、王の宮殿の宝蔵

に残っている金銀をことごとく取って、これを家

来たちの手にわたし、そしてアサ王は彼らをダマ

スコに住んでいるスリヤの王、ヘジョンの子タブ

リモンの子であるベネハダデにつかわして言わせ

た、 19「わたしの父とあなたの父との間に結ば

れていたように、わたしとあなたの間に同盟を結

びましょう。わたしはあなたに金銀の贈り物をさ

しあげます。行って、あなたとイスラエルの王バ

アシャとの同盟を破棄し、彼をわたしの所から撤

退させてください」。 20ベネハダデはアサ王の

言うことを聞き、自分の軍勢の長たちをつかわし

てイスラエルの町々を攻め、イヨンとダンとアベ

ル・ベテ・マアカおよびキンネレテの全地と、ナ

フタリの全地を撃った。 21バアシャはこれを聞

き、ラマを築くことをやめて、テルザにとどまっ

た。 22そこでアサ王はユダ全国に布告を発した

。ひとりも免れる者はなかった。すなわちバアシ

ャがラマを築くために用いた石と材木を運びこさ

せ、アサ王はそれを用いて、ベニヤミンのゲバと

ミヅパを築いた。 23アサのその他の事績とその

すべての勲功と、彼がしたすべての事および彼が

建てた町々は、ユダの王の歴代志の書にしるされ

ているではないか。彼は老年になって足を病んだ

。 24アサはその先祖と共に眠って、父ダビデの

町に先祖と共に葬られ、その子ヨシャパテが代っ
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て王となった。 25ユダの王アサの第二年にヤラ

ベアムの子ナダブがイスラエルの王となって、二

年イスラエルを治めた。 26彼は主の目の前に悪

を行い、その父の道に歩み、父がイスラエルに犯

させた罪をおこなった。 27イッサカルの家のア

ヒヤの子バアシャは彼に対してむほんを企て、ペ

リシテびとに属するギベトンで彼を撃った。これ

はナダブとイスラエルが皆ギベトンを囲んでいた

からである。 28こうしてユダの王アサの第三年

にバアシャは彼を殺し、彼に代って王となった。

29彼は王となるとすぐヤラベアムの全家を撃ち、

息のある者をひとりもヤラベアムの家に残さず、

ことごとく滅ぼした。主がそのしもべシロびとア

ヒヤによって言われた言葉のとおりであって、 30

これはヤラベアムがみずから犯し、またイスラエ

ルに犯させた罪のため、また彼がイスラエルの神

、主を怒らせたその怒りによるのであった。 31

ナダブのその他の事績と、彼がしたすべての事は

、イスラエルの王の歴代志の書にしるされている

ではないか。 32アサとイスラエルの王バアシャ

の間には一生の間戦争があった。 33ユダの王ア

サの第三年にアヒヤの子バアシャはテルザでイス

ラエルの全地の王となって、二十四年世を治めた

。 34彼は主の目の前に悪を行い、ヤラベアムの

道に歩み、ヤラベアムがイスラエルに犯させた罪

をおこなった。

16そこで主の言葉がハナニの子エヒウに臨み、
バアシャを責めて言った、 2「わたしはあな

たをちりの中からあげて、わたしの民イスラエル

の上に君としたが、あなたはヤラベアムの道に歩

み、わたしの民イスラエルに罪を犯させ、その罪

をもってわたしを怒らせた。 3それでわたしは、

バアシャとその家を全く滅ぼし去り、あなたの家

をネバテの子ヤラベアムの家のようにする。 4バ

アシャに属する者で、町で死ぬ者は犬が食べ、彼

に属する者で、野で死ぬ者は空の鳥が食べるであ

ろう」。 5バアシャのその他の事績と、彼がした

事と、その勲功とは、イスラエルの王の歴代志の

書にしるされているではないか。 6バアシャはそ

の先祖と共に眠って、テルザに葬られ、その子エ

ラが代って王となった。 7主の言葉はまたハナニ

の子預言者エヒウによって臨み、バアシャとその

家を責めた。これは彼が主の目の前に、もろもろ

の悪を行い、その手のわざをもって主を怒らせ、

ヤラベアムの家にならったためであり、また彼が

ヤラベアムの家を滅ぼしたためであった。 8ユダ

の王アサの第二十六年にバアシャの子エラはテル

ザでイスラエルの王となり、二年世を治めた。 9

彼がテルザにいて、テルザの宮殿のつかさアルザ

の家で酒を飲んで酔った時、その家来で戦車隊の

半ばを指揮していたジムリが、彼にそむいた。 10

そしてユダの王アサの第二十七年にジムリは、は

いってきて彼を撃ち殺し、彼に代って王となった

。 11ジムリは王となって、位についた時、バア

シャの全家を殺し、その親族または友だちの男子

は、ひとりも残さなかった。 12こうしてジムリ

はバアシャの全家を滅ぼした。主が預言者エヒウ

によってバアシャを責めて言われた言葉のとおり

である。 13これはバアシャのもろもろの罪と、

その子エラの罪のためであって、彼らが罪を犯し

、またイスラエルに罪を犯させ、彼らの偶像をも

ってイスラエルの神、主を怒らせたからである。

14エラのその他の事績と、彼がしたすべての事は

、イスラエルの王の歴代志の書にしるされている

ではないか。 15ユダの王アサの第二十七年にジ

ムリはテルザで七日の間、世を治めた。民はペリ

シテびとに属するギベトンにむかって陣取ってい

たが、 16その陣取っていた民が「ジムリはむほ

んを起して王を殺した」と人のいうのを聞いたの

で、イスラエルは皆その日陣営で、軍の長オムリ

をイスラエルの王とした。 17そこでオムリはイ

スラエルの人々と共にギベトンから上ってテルザ

を囲んだ。 18ジムリはその町の陥るのを見て、

王の宮殿の天守にはいり、王の宮殿に火をかけて

その中で死んだ。 19これは彼が犯した罪のため

であって、彼が主の目の前に悪を行い、ヤラベア

ムの道に歩み、ヤラベアムがイスラエルに犯させ

たその罪を行ったからである。 20ジムリのその

他の事績と、彼が企てた陰謀は、イスラエルの王

の歴代志の書にしるされているではないか。 21

その時イスラエルの民は二つに分れ、民の半ばは

ギナテの子テブニに従って、これを王としようと

し、半ばはオムリに従った。 22しかしオムリに

従った民はギナテの子テブニに従った民に勝って

、テブニは死に、オムリが王となった。 23ユダ

の王アサの第三十一年にオムリはイスラエルの王

となって十二年世を治めた。彼はテルザで六年王

であった。 24彼は銀二タラントでセメルからサ

マリヤの山を買い、その上に町を建て、その建て
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た町の名をその山の持ち主であったセメルの名に

従ってサマリヤと呼んだ。 25オムリは主の目の

前に悪を行い、彼よりも先にいたすべての者にま

さって悪い事をした。 26彼はネバテの子ヤラベ

アムのすべての道に歩み、ヤラベアムがイスラエ

ルに罪を犯させ、彼らの偶像をもってイスラエル

の神、主を怒らせたその罪を行った。 27オムリ

が行ったその他の事績と、彼があらわした勲功と

は、イスラエルの王の歴代志の書にしるされてい

るではないか。 28オムリはその先祖と共に眠っ

て、サマリヤに葬られ、その子アハブが代って王

となった。 29ユダの王アサの第三十八年にオム

リの子アハブがイスラエルの王となった。オムリ

の子アハブはサマリヤで二十二年イスラエルを治

めた。 30オムリの子アハブは彼よりも先にいた

すべての者にまさって、主の目の前に悪を行った

。 31彼はネバテの子ヤラベアムの罪を行うこと

を、軽い事とし、シドンびとの王エテバアルの娘

イゼベルを妻にめとり、行ってバアルに仕え、こ

れを拝んだ。 32彼はサマリヤに建てたバアルの

宮に、バアルのために祭壇を築いた。 33アハブ

はまたアシラ像を造った。アハブは彼よりも先に

いたイスラエルのすべての王にまさってイスラエ

ルの神、主を怒らせることを行った。 34彼の代

にベテルびとヒエルはエリコを建てた。彼はその

基をすえる時に長子アビラムを失い、その門を立

てる時に末の子セグブを失った。主がヌンの子ヨ

シュアによって言われた言葉のとおりである。

17ギレアデのテシベに住むテシベびとエリヤは
アハブに言った、「わたしの仕えているイス

ラエルの神、主は生きておられます。わたしの言

葉のないうちは、数年雨も露もないでしょう」。

2主の言葉がエリヤに臨んだ、 3「ここを去って

東におもむき、ヨルダンの東にあるケリテ川のほ

とりに身を隠しなさい。 4そしてその川の水を飲

みなさい。わたしはからすに命じて、そこであな

たを養わせよう」。 5エリヤは行って、主の言葉

のとおりにした。すなわち行って、ヨルダンの東

にあるケリテ川のほとりに住んだ。 6すると、か

らすが朝ごとに彼の所にパンと肉を運び、また夕

ごとにパンと肉を運んできた。そして彼はその川

の水を飲んだ。 7しかし国に雨がなかったので、

しばらくしてその川はかれた。 8その時、主の言

葉が彼に臨んで言った、 9「立ってシドンに属す

るザレパテへ行って、そこに住みなさい。わたし

はそのところのやもめ女に命じてあなたを養わせ

よう」。 10そこで彼は立ってザレパテへ行った

が、町の門に着いたとき、ひとりのやもめ女が、

その所でたきぎを拾っていた。彼はその女に声を

かけて言った、「器に水を少し持ってきて、わた

しに飲ませてください」。 11彼女が行って、そ

れを持ってこようとした時、彼は彼女を呼んで言

った、「手に一口のパンを持ってきてください」

。 12彼女は言った、「あなたの神、主は生きて

おられます。わたしにはパンはありません。ただ

、かめに一握りの粉と、びんに少しの油があるだ

けです。今わたしはたきぎ二、三本を拾い、うち

へ帰って、わたしと子供のためにそれを調理し、

それを食べて死のうとしているのです」。 13エ

リヤは彼女に言った、「恐れるにはおよばない。

行って、あなたが言ったとおりにしなさい。しか

しまず、それでわたしのために小さいパンを、一

つ作って持ってきなさい。その後、あなたと、あ

なたの子供のために作りなさい。 14『主が雨を

地のおもてに降らす日まで、かめの粉は尽きず、

びんの油は絶えない』とイスラエルの神、主が言

われるからです」。 15彼女は行って、エリヤが

言ったとおりにした。彼女と彼および彼女の家族

は久しく食べた。 16主がエリヤによって言われ

た言葉のように、かめの粉は尽きず、びんの油は

絶えなかった。 17これらの事の後、その家の主

婦であるこの女の男の子が病気になった。その病

気はたいそう重く、息が絶えたので、 18彼女は

エリヤに言った、「神の人よ、あなたはわたしに

、何の恨みがあるのですか。あなたはわたしの罪

を思い出させるため、またわたしの子を死なせる

ためにおいでになったのですか」。 19エリヤは

彼女に言った、「子をわたしによこしなさい」。

そして彼女のふところから子供を取り、自分のい

る屋上のへやへかかえて上り、自分の寝台に寝か

せ、 20主に呼ばわって言った、「わが神、主よ

、あなたはわたしが宿っている家のやもめにさえ

災をくだして、子供を殺されるのですか」。 21

そして三度その子供の上に身を伸ばし、主に呼ば

わって言った、「わが神、主よ、この子供の魂を

もとに帰らせてください」。 22主はエリヤの声

を聞きいれられたので、その子供の魂はもとに帰

って、彼は生きかえった。 23エリヤはその子供

を取って屋上のへやから家の中につれて降り、そ
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の母にわたして言った、「ごらんなさい。あなた

の子は生きかえりました」。 24女はエリヤに言

った、「今わたしはあなたが神の人であることと

、あなたの口にある主の言葉が真実であることを

知りました」。

18多くの日を経て、三年目に主の言葉がエリヤ
に臨んだ、「行って、あなたの身をアハブに

示しなさい。わたしは雨を地に降らせる」。 2エ

リヤはその身をアハブに示そうとして行った。そ

の時、サマリヤにききんが激しかった。 3アハブ

は家づかさオバデヤを召した。（オバデヤは深く

主を恐れる人で、 4イゼベルが主の預言者を断ち

滅ぼした時、オバデヤは百人の預言者を救い出し

て五十人ずつほら穴に隠し、パンと水をもって彼

らを養った）。 5アハブはオバデヤに言った、「

国中のすべての水の源と、すべての川に行ってみ

るがよい。馬と騾馬を生かしておくための草があ

るかもしれない。そうすれば、われわれは家畜を

いくぶんでも失わずにすむであろう」。 6彼らは

行き巡る地をふたりで分け、アハブはひとりでこ

の道を行き、オバデヤはひとりで他の道を行った

。 7オバデヤが道を進んでいた時、エリヤが彼に

会った。彼はエリヤを認めて伏して言った、「わ

が主エリヤよ、あなたはここにおられるのですか

」。 8エリヤは彼に言った、「そうです。行って

、あなたの主人に、エリヤはここにいると告げな

さい」。 9彼は言った、「わたしにどんな罪があ

って、あなたはしもべをアハブの手にわたして殺

そうとされるのですか。 10あなたの神、主は生

きておられます。わたしの主人があなたを尋ねる

ために、人をつかわさない民はなく、国もありま

せん。そしてエリヤはいないと言う時は、その国

、その民に、あなたが見つからないという誓いを

させるのです。 11あなたは今『行って、エリヤ

はここにいると主人に告げよ』と言われます。 12

しかしわたしがあなたを離れて行くと、主の霊は

あなたを、わたしの知らない所へ連れて行くでし

ょう。わたしが行ってアハブに告げ、彼があなた

を見つけることができなければ、彼はわたしを殺

すでしょう。しかし、しもべは幼い時から主を恐

れている者です。 13イゼベルが主の預言者を殺

した時に、わたしがした事、すなわち、わたしが

主の預言者のうち百人を五十人ずつほら穴に隠し

て、パンと水をもって養った事を、わが主は聞か

れませんでしたか。 14ところが今あなたは『行

って、エリヤはここにいると主人に告げよ』と言

われます。そのようなことをすれば彼はわたしを

殺すでしょう」。 15エリヤは言った、「わたし

の仕える万軍の主は生きておられる。わたしは必

ず、きょう、わたしの身を彼に示すであろう」。

16オバデヤは行ってアハブに会い、彼に告げたの

で、アハブはエリヤに会おうとして行った。 17

アハブはエリヤを見たとき、彼に言った、「イス

ラエルを悩ます者よ、あなたはここにいるのです

か」。 18彼は答えた、「わたしがイスラエルを

悩ますのではありません。あなたと、あなたの父

の家が悩ましたのです。あなたがたが主の命令を

捨て、バアルに従ったためです。 19それで今、

人をつかわしてイスラエルのすべての人およびバ

アルの預言者四百五十人、ならびにアシラの預言

者四百人、イゼベルの食卓で食事する者たちをカ

ルメル山に集めて、わたしの所にこさせなさい」

。 20そこでアハブはイスラエルのすべての人に

人をつかわして、預言者たちをカルメル山に集め

た。 21そのときエリヤはすべての民に近づいて

言った、「あなたがたはいつまで二つのものの間

に迷っているのですか。主が神ならばそれに従い

なさい。しかしバアルが神ならば、それに従いな

さい」。民はひと言も彼に答えなかった。 22エ

リヤは民に言った、「わたしはただひとり残った

主の預言者です。しかしバアルの預言者は四百五

十人あります。 23われわれに二頭の牛をくださ

い。そして一頭の牛を彼らに選ばせ、それを切り

裂いて、たきぎの上に載せ、それに火をつけずに

おかせなさい。わたしも一頭の牛を整え、それを

たきぎの上に載せて火をつけずにおきましょう。

24こうしてあなたがたはあなたがたの神の名を呼

びなさい。わたしは主の名を呼びましょう。そし

て火をもって答える神を神としましょう」。民は

皆答えて「それがよかろう」と言った。 25そこ

でエリヤはバアルの預言者たちに言った、「あな

たがたは大ぜいだから初めに一頭の牛を選んで、

それを整え、あなたがたの神の名を呼びなさい。

ただし火をつけてはなりません」。 26彼らは与

えられた牛を取って整え、朝から昼までバアルの

名を呼んで「バアルよ、答えてください」と言っ

た。しかしなんの声もなく、また答える者もなか

ったので、彼らは自分たちの造った祭壇のまわり

に踊った。 27昼になってエリヤは彼らをあざけ
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って言った、「彼は神だから、大声をあげて呼び

なさい。彼は考えにふけっているのか、よそへ行

ったのか、旅に出たのか、または眠っていて起さ

れなければならないのか」。 28そこで彼らは大

声に呼ばわり、彼らのならわしに従って、刀とや

りで身を傷つけ、血をその身に流すに至った。 29

こうして昼が過ぎても彼らはなお叫び続けて、夕

の供え物をささげる時にまで及んだ。しかしなん

の声もなく、答える者もなく、また顧みる者もな

かった。 30その時エリヤはすべての民にむかっ

て「わたしに近寄りなさい」と言ったので、民は

皆彼に近寄った。彼はこわれている主の祭壇を繕

った。 31そしてエリヤは昔、主の言葉がヤコブ

に臨んで、「イスラエルをあなたの名とせよ」と

言われたヤコブの子らの部族の数にしたがって十

二の石を取り、 32その石で主の名によって祭壇

を築き、祭壇の周囲に種二セヤをいれるほどの大

きさの、みぞを作った。 33また、たきぎを並べ

、牛を切り裂いてたきぎの上に載せて言った、「

四つのかめに水を満たし、それを燔祭とたきぎの

上に注げ」。 34また言った、「それを二度せよ

」。二度それをすると、また言った、「三度それ

をせよ」。三度それをした。 35水は祭壇の周囲

に流れた。またみぞにも水を満たした。 36夕の

供え物をささげる時になって、預言者エリヤは近

寄って言った、「アブラハム、イサク、ヤコブの

神、主よ、イスラエルでは、あなたが神であるこ

と、わたしがあなたのしもべであって、あなたの

言葉に従ってこのすべての事を行ったことを、今

日知らせてください。 37主よ、わたしに答えて

ください、わたしに答えてください。主よ、この

民にあなたが神であること、またあなたが彼らの

心を翻されたのであることを知らせてください」

。 38そのとき主の火が下って燔祭と、たきぎと

、石と、ちりとを焼きつくし、またみぞの水をな

めつくした。 39民は皆見て、ひれ伏して言った

、「主が神である。主が神である」。 40エリヤ

は彼らに言った、「バアルの預言者を捕えよ。そ

のひとりも逃がしてはならない」。そこで彼らを

捕えたので、エリヤは彼らをキション川に連れく

だって、そこで彼らを殺した。 41エリヤはアハ

ブに言った、「大雨の音がするから、上って行っ

て、食い飲みしなさい」。 42アハブは食い飲み

するために上っていった。しかしエリヤはカルメ

ルの頂に登り、地に伏して顔をひざの間に入れて

いたが、 43彼はしもべに言った、「上っていっ

て海の方を見なさい」。彼は上っていって、見て

、「何もありません」と言ったので、エリヤは「

もう一度行きなさい」と言って七度に及んだ。 44

七度目にしもべは言った、「海から人の手ほどの

小さな雲が起っています」。エリヤは言った、「

上っていって、『雨にとどめられないように車を

整えて下れ』とアハブに言いなさい」。 45する

と間もなく、雲と風が起り、空が黒くなって大雨

が降ってきた。アハブは車に乗ってエズレルへ行

った。 46また主の手がエリヤに臨んだので、彼

は腰をからげ、エズレルの入口までアハブの前に

走っていった。

19アハブはエリヤのしたすべての事、また彼が
すべての預言者を刀で殺したことをイゼベル

に告げたので、 2イゼベルは使者をエリヤにつか

わして言った、「もしわたしが、あすの今ごろ、

あなたの命をあの人々のひとりの命のようにして

いないならば、神々がどんなにでも、わたしを罰

してくださるように」。 3そこでエリヤは恐れて

、自分の命を救うために立って逃げ、ユダに属す

るベエルシバへ行って、しもべをそこに残し、 4

自分は一日の道のりほど荒野にはいって行って、

れだまの木の下に座し、自分の死を求めて言った

、「主よ、もはや、じゅうぶんです。今わたしの

命を取ってください。わたしは先祖にまさる者で

はありません」。 5彼はれだまの木の下に伏して

眠ったが、天の使が彼にさわり、「起きて食べな

さい」と言ったので、 6起きて見ると、頭のそば

に、焼け石の上で焼いたパン一個と、一びんの水

があった。彼は食べ、かつ飲んでまた寝た。 7主

の使は再びきて、彼にさわって言った、「起きて

食べなさい。道が遠くて耐えられないでしょうか

ら」。 8彼は起きて食べ、かつ飲み、その食物で

力づいて四十日四十夜行って、神の山ホレブに着

いた。 9その所で彼はほら穴にはいって、そこに

宿ったが、主の言葉が彼に臨んで、彼に言われた

、「エリヤよ、あなたはここで何をしているのか

」。 10彼は言った、「わたしは万軍の神、主の

ために非常に熱心でありました。イスラエルの人

々はあなたの契約を捨て、あなたの祭壇をこわし

、刀をもってあなたの預言者たちを殺したのです

。ただわたしだけ残りましたが、彼らはわたしの

命を取ろうとしています」。 11主は言われた、
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「出て、山の上で主の前に、立ちなさい」。その

時主は通り過ぎられ、主の前に大きな強い風が吹

き、山を裂き、岩を砕いた。しかし主は風の中に

おられなかった。風の後に地震があったが、地震

の中にも主はおられなかった。 12地震の後に火

があったが、火の中にも主はおられなかった。火

の後に静かな細い声が聞えた。 13エリヤはそれ

を聞いて顔を外套に包み、出てほら穴の口に立つ

と、彼に語る声が聞えた、「エリヤよ、あなたは

ここで何をしているのか」。 14彼は言った、「

わたしは万軍の神、主のために非常に熱心であり

ました。イスラエルの人々はあなたの契約を捨て

、あなたの祭壇をこわし、刀であなたの預言者た

ちを殺したからです。ただわたしだけ残りました

が、彼らはわたしの命を取ろうとしています」。

15主は彼に言われた、「あなたの道を帰って行っ

て、ダマスコの荒野におもむき、ダマスコに着い

て、ハザエルに油を注ぎ、スリヤの王としなさい

。 16またニムシの子エヒウに油を注いでイスラ

エルの王としなさい。またアベルメホラのシャパ

テの子エリシャに油を注いで、あなたに代って預

言者としなさい。 17ハザエルのつるぎをのがれ

る者をエヒウが殺し、エヒウのつるぎをのがれる

者をエリシャが殺すであろう。 18また、わたし

はイスラエルのうちに七千人を残すであろう。皆

バアルにひざをかがめず、それに口づけしない者

である」。 19さてエリヤはそこを去って行って

、シャパテの子エリシャに会った。彼は十二くび

きの牛を前に行かせ、自分は十二番目のくびきと

共にいて耕していた。エリヤは彼のかたわらを通

り過ぎて外套を彼の上にかけた。 20エリシャは

牛を捨て、エリヤのあとに走ってきて言った、「

わたしの父母に口づけさせてください。そして後

あなたに従いましょう」。エリヤは彼に言った、

「行ってきなさい。わたしはあなたに何をしまし

たか」。 21エリシャは彼を離れて帰り、ひとく

びきの牛を取って殺し、牛のくびきを燃やしてそ

の肉を煮、それを民に与えて食べさせ、立って行

ってエリヤに従い、彼に仕えた。

20スリヤの王ベネハダデはその軍勢をことごと
く集めた。三十二人の王が彼と共におり、ま

た馬と戦車もあった。彼は上ってサマリヤを囲み

、これを攻めた。 2また彼は町に使者をつかわし

、イスラエルの王アハブに言った、「ベネハダデ

はこう申します、 3『あなたの金銀はわたしのも

の、またあなたの妻たちと子供たちの最も美しい

者もわたしのものです』」。 4イスラエルの王は

答えた、「王、わが主よ、仰せのとおり、わたし

と、わたしの持ち物は皆あなたのものです」。 5

使者は再びきて言った、「ベネハダデはこう申し

ます、『わたしはさきに人をつかわして、あなた

の金銀、妻子を引きわたせと言いました。 6しか

し、あすの今ごろ、しもべたちをあなたにつかわ

します。彼らはあなたの家と、あなたの家来の家

を探って、すべて彼らの気にいる物を手に入れて

奪い去るでしょう』」。 7そこでイスラエルの王

は国の長老をことごとく召して言った、「よく注

意して、この人が無理な事を求めているのを知り

なさい。彼は人をつかわして、わたしの妻子と金

銀を求めたが、わたしはそれを拒まなかった」。

8すべての長老および民は皆彼に言った、「聞い

てはなりません。承諾してはなりません」。 9そ

れで彼はベネハダデの使者に言った、「王、わが

主に告げなさい。『あなたが初めに要求されたこ

とは皆いたしましょう。しかし今度の事はできま

せん』」。使者は去って復命した。 10ベネハダ

デは彼に人をつかわして言った、「もしサマリヤ

のちりが、わたしに従うすべての民の手を満たす

に足りるならば、神々がどんなにでも、わたしを

罰してくださるように」。 11イスラエルの王は

答えた、「『武具を帯びる者は、それを脱ぐ者の

ように誇ってはならない』と告げなさい」。 12

ベネハダデは仮小屋で、王たちと酒を飲んでいた

が、この事を聞いて、その家来たちに言った、「

戦いの備えをせよ」。彼らは町にむかって戦いの

備えをした。 13この時ひとりの預言者がイスラ

エルの王アハブのもとにきて言った、「主はこう

仰せられる、『あなたはこの大軍を見たか。わた

しはきょう、これをあなたの手にわたす。あなた

は、わたしが主であることを、知るようになるで

あろう』」。 14アハブは言った、「だれにさせ

ましょうか」。彼は言った、「主はこう仰せられ

る、『地方の代官の家来たちにさせよ』」。アハ

ブは言った、「だれが戦いを始めましょうか」。

彼は答えた、「あなたです」。 15そこでアハブ

は地方の代官の家来たちを調べたところ二百三十

二人あった。次にすべての民、すなわちイスラエ

ルのすべての人を調べたところ七千人あった。 16

彼らは昼ごろ出ていったが、ベネハダデは仮小屋
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で、味方の三十二人の王たちと共に酒を飲んで酔

っていた。 17地方の代官の家来たちが先に出て

いった。ベネハダデは斥候をつかわしたが、彼ら

は「サマリヤから人々が出てきた」と報告したの

で、 18彼は言った、「和解のために出てきたの

であっても、生どりにせよ。また戦いのために出

てきたのであっても、生どりにせよ」。 19地方

の代官の家来たちと、それに従う軍勢が町から出

ていって、 20おのおのその相手を撃ち殺したの

で、スリヤびとは逃げた。イスラエルはこれを追

ったが、スリヤの王ベネハダデは馬に乗り、騎兵

を従えてのがれた。 21イスラエルの王は出てい

って、馬と戦車をぶんどり、また大いにスリヤび

とを撃ち殺した。 22時に、かの預言者がイスラ

エルの王のもとにきて言った、「行って、力を養

い、なすべき事をよく考えなさい。来年の春には

スリヤの王が、あなたのところに攻め上ってくる

からです」。 23スリヤの王の家来たちは王に言

った、「彼らの神々は山の神ですから彼らがわれ

われよりも強かったのです。もしわれわれが平地

で戦うならば、必ず彼らよりも強いでしょう。 24

それでこうしなさい。王たちをおのおのその地位

から退かせ、総督を置いてそれに代らせなさい。

25またあなたが失った軍勢に等しい軍勢を集め、

馬は馬、戦車は戦車をもって補いなさい。こうし

てわれわれが平地で戦うならば必ず彼らよりも強

いでしょう」。彼はその言葉を聞きいれて、その

ようにした。 26春になって、ベネハダデはスリ

ヤびとを集めて、イスラエルと戦うために、アペ

クに上ってきた。 27イスラエルの人々は召集さ

れ、糧食を受けて彼らを迎え撃つために出かけた

。イスラエルの人々はやぎの二つの小さい群れの

ように彼らの前に陣取ったが、スリヤびとはその

地に満ちていた。 28その時神の人がきて、イス

ラエルの王に言った、「主はこう仰せられる、『

スリヤびとが、主は山の神であって、谷の神では

ないと言っているから、わたしはこのすべての大

軍をあなたの手にわたす。あなたは、わたしが主

であることを知るようになるであろう』」。 29

彼らは七日の間、互にむかいあって陣取り、七日

目になって戦いを交えたが、イスラエルの人々は

一日にスリヤびとの歩兵十万人を殺した。 30そ

のほかの者はアペクの町に逃げこんだが、城壁が

くずれて、その残った二万七千人の上に倒れた。

ベネハダデは逃げて町に入り、奥の間にはいった

。 31家来たちは彼に言った、「イスラエルの家

の王たちはあわれみ深い王であると聞いています

。それでわれわれの腰に荒布をつけ、くびになわ

をかけて、イスラエルの王の所へ行かせてくださ

い。たぶん彼はあなたの命を助けるでしょう」。

32そこで彼らは荒布を腰にまき、なわをくびにか

けてイスラエルの王の所へ行って言った、「あな

たのしもべベネハダデが『どうぞ、わたしの命を

助けてください』と申しています」。アハブは言

った、「彼はまだ生きているのですか。彼はわた

しの兄弟です」。 33その人々はこれを吉兆とし

てすみやかに彼の言葉をうけ、「そうです。ベネ

ハダデはあなたの兄弟です」と言ったので、彼は

言った、「行って彼をつれてきなさい」。それで

ベネハダデは彼の所に出てきたので、彼はこれを

自分の車に乗せた。 34ベネハダデは彼に言った

、「わたしの父が、あなたの父上から取った町々

は返します。またわたしの父がサマリヤに造った

ように、あなたはダマスコに、あなたのために市

場を設けなさい」。アハブは言った、「わたしは

この契約をもってあなたを帰らせましょう」。こ

うしてアハブは彼と契約を結び、彼を帰らせた。

35さて預言者のともがらのひとりが主の言葉に従

ってその仲間に言った、「どうぞ、わたしを撃っ

てください」。しかしその人は撃つことを拒んだ

ので、 36彼はその人に言った、「あなたは主の

言葉に聞き従わないゆえ、わたしを離れて行くと

すぐ、ししがあなたを殺すでしょう」。その人が

彼のそばを離れて行くとすぐ、ししが彼に会って

彼を殺した。 37彼はまたほかの人に会って言っ

た、「どうぞ、わたしを撃ってください」。する

とその人は彼を撃ち、撃って傷つけた。 38こう

してその預言者は行って、道のかたわらで王を待

ち、目にほうたいを当てて姿を変えていた。 39

王が通り過ぎる時、王に呼ばわって言った、「し

もべはいくさの中に出て行きましたが、ある軍人

が、ひとりの人をわたしの所につれてきて言いま

した、『この人を守っていなさい。もし彼がいな

くなれば、あなたの命を彼の命に代えるか、また

は銀一タラントを払わなければならない』。 40

ところが、しもべはあちらこちらと忙しくしてい

たので、ついに彼はいなくなりました」。イスラ

エルの王は彼に言った、「あなたはそのとおりに

さばかれなければならない。あなたが自分でそれ

を定めたのです」。 41そこで彼が急いで目のほ
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うたいを取り除いたので、イスラエルの王はそれ

が預言者のひとりであることを知った。 42彼は

王に言った、「主はこう仰せられる、『わたしが

滅ぼそうと定めた人を、あなたは自分の手から放

して行かせたので、あなたの命は彼の命に代り、

あなたの民は彼の民に代るであろう』と」。 43

イスラエルの王は悲しみ、かつ怒って自分の家に

おもむき、サマリヤに帰った。

21さてエズレルびとナボテはエズレルにぶどう
畑をもっていたが、サマリヤの王アハブの宮

殿のかたわらにあったので、 2アハブはナボテに

言った、「あなたのぶどう畑はわたしの家の近く

にあるので、わたしに譲って青物畑にさせてくだ

さい。その代り、わたしはそれよりも良いぶどう

畑をあなたにあげましょう。もしお望みならば、

その価を金でさしあげましょう」。 3ナボテはア

ハブに言った、「わたしは先祖の嗣業をあなたに

譲ることを断じていたしません」。 4アハブはエ

ズレルびとナボテが言った言葉を聞いて、悲しみ

、かつ怒って家にはいった。ナボテが「わたしは

先祖の嗣業をあなたに譲りません」と言ったから

である。アハブは床に伏し、顔をそむけて食事を

しなかった。 5妻イゼベルは彼の所にきて、言っ

た、「あなたは何をそんなに悲しんで、食事をな

さらないのですか」。 6彼は彼女に言った、「わ

たしはエズレルびとナボテに『あなたのぶどう畑

を金で譲ってください。もし望むならば、その代

りに、ほかのぶどう畑をあげよう』と言ったが、

彼は答えて『わたしはぶどう畑を譲りません』と

言ったからだ」。 7妻イゼベルは彼に言った、「

あなたが今イスラエルを治めているのですか。起

きて食事をし、元気を出してください。わたしが

エズレルびとナボテのぶどう畑をあなたにあげま

す」。 8彼女はアハブの名で手紙を書き、彼の印

をおして、ナボテと同じように、その町に住んで

いる長老たちと身分の尊い人々に、その手紙を送

った。 9彼女はその手紙に書きしるした、「断食

を布告して、ナボテを民のうちの高い所にすわら

せ、 10またふたりのよこしまな者を彼の前にす

わらせ、そして彼を訴えて、『あなたは神と王と

をのろった』と言わせなさい。こうして彼を引き

出し、石で撃ち殺しなさい」。 11その町の人々

、すなわち、その町に住んでいる長老たちおよび

身分の尊い人々は、イゼベルが言いつかわしたよ

うにした。彼女が彼らに送った手紙に書きしるさ

れていたように、 12彼らは断食を布告して、ナ

ボテを民のうちの高い所にすわらせた。 13そし

てふたりのよこしまな者がはいってきて、その前

にすわり、そのよこしまな者たちが民の前でナボ

テを訴えて、「ナボテは神と王とをのろった」と

言った。そこで人々は彼を町の外に引き出し、石

で撃ち殺した。 14そして人々はイゼベルに「ナ

ボテは石で撃ち殺された」と言い送った。 15イ

ゼベルはナボテが石で撃ち殺されたのを聞くとす

ぐ、アハブに言った、「立って、あのエズレルび

とナボテが、あなたに金で譲ることを拒んだぶど

う畑を取りなさい。ナボテは生きていません。死

んだのです」。 16アハブはナボテの死んだのを

聞くとすぐ、立って、エズレルびとナボテのぶど

う畑を取るために、そこへ下っていった。 17そ

のとき、主の言葉がテシベびとエリヤに臨んだ、

18「立って、下って行き、サマリヤにいるイスラ

エルの王アハブに会いなさい。彼はナボテのぶど

う畑を取ろうとしてそこへ下っている。 19あな

たは彼に言わなければならない、『主はこう仰せ

られる、あなたは殺したのか、また取ったのか』

と。また彼に言いなさい、『主はこう仰せられる

、犬がナボテの血をなめた場所で、犬があなたの

血をなめるであろう』」。 20アハブはエリヤに

言った、「わが敵よ、ついに、わたしを見つけた

のか」。彼は言った、「見つけました。あなたが

主の目の前に悪を行うことに身をゆだねたゆえ、

21わたしはあなたに災を下し、あなたを全く滅ぼ

し、アハブに属する男は、イスラエルにいてつな

がれた者も、自由な者もことごとく断ち、 22ま

たあなたの家をネバテの子ヤラベアムの家のよう

にし、アヒヤの子バアシャの家のようにするでし

ょう。これはあなたがわたしを怒らせた怒りのゆ

え、またイスラエルに罪を犯させたゆえです。 23

イゼベルについて、主はまた言われました、『犬

がエズレルの地域でイゼベルを食うであろう』と

。 24アハブに属する者は、町で死ぬ者を犬が食

い、野で死ぬ者を空の鳥が食うでしょう」。 25

アハブのように主の目の前に悪を行うことに身を

ゆだねた者はなかった。その妻イゼベルが彼をそ

そのかしたのである。 26彼は主がイスラエルの

人々の前から追い払われたアモリびとがしたよう

に偶像に従って、はなはだ憎むべき事を行った。

27アハブはこれらの言葉を聞いた時、衣を裂き、
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荒布を身にまとい、食を断ち、荒布に伏し、打ち

しおれて歩いた。 28この時、主の言葉がテシベ

びとエリヤに臨んだ、 29「アハブがわたしの前

にへりくだっているのを見たか。彼がわたしの前

にへりくだっているゆえ、わたしは彼の世には災

を下さない。その子の世に災をその家に下すであ

ろう」。

22スリヤとイスラエルの間に戦争がなくて三年
を経た。 2しかし三年目にユダの王ヨシャパ

テがイスラエルの王の所へ下っていったので、 3

イスラエルの王はその家来たちに言った、「あな

たがたは、ラモテ・ギレアデがわれわれの所有で

あることを知っていますか。しかもなおわれわれ

はスリヤの王の手からそれを取らずに黙っている

のです」。 4彼はヨシャパテに言った、「ラモテ

・ギレアデで戦うためにわたしと一緒に行かれま

せんか」。ヨシャパテはイスラエルの王に言った

、「わたしはあなたと一つです。わたしの民はあ

なたの民と一つです。わたしの馬はあなたの馬と

一つです」。 5ヨシャパテはまたイスラエルの王

に言った、「まず、主の言葉を伺いなさい」。 6

そこでイスラエルの王は預言者四百人ばかりを集

めて、彼らに言った、「わたしはラモテ・ギレア

デに戦いに行くべきでしょうか、あるいは控える

べきでしょうか」。彼らは言った、「上っていき

なさい。主はそれを王の手にわたされるでしょう

」。 7ヨシャパテは言った、「ここには、われわ

れの問うべき主の預言者がほかにいませんか」。

8イスラエルの王はヨシャパテに言った、「われ

われが主に問うことのできる人が、まだひとりい

ます。イムラの子ミカヤです。彼はわたしについ

て良い事を預言せず、ただ悪い事だけを預言する

ので、わたしは彼を憎んでいます」。ヨシャパテ

は言った、「王よ、そう言わないでください」。

9そこでイスラエルの王は役人を呼んで、「急い

でイムラの子ミカヤを連れてきなさい」と言った

。 10さてイスラエルの王およびユダの王ヨシャ

パテは王の服を着て、サマリヤの門の入口の広場

に、おのおのその王座にすわり、預言者たちは皆

その前で預言していた。 11ケナアナの子ゼデキ

ヤは鉄の角を造って言った、「主はこう仰せられ

ます、『あなたはこれらの角をもってスリヤびと

を突いて彼らを滅ぼしなさい』」。 12預言者た

ちは皆そのように預言して言った、「ラモテ・ギ

レアデに上っていって勝利を得なさい。主はそれ

を王の手にわたされるでしょう」。 13さてミカ

ヤを呼びにいった使者は彼に言った、「預言者た

ちは一致して王に良い事を言いました。どうぞ、

あなたも、彼らのひとりの言葉のようにして、良

い事を言ってください」。 14ミカヤは言った、

「主は生きておられます。主がわたしに言われる

事を申しましょう」。 15彼が王の所へ行くと、

王は彼に言った、「ミカヤよ、われわれはラモテ

・ギレアデに戦いに行くべきでしょうか、あるい

は控えるべきでしょうか」。彼は王に言った、「

上っていって勝利を得なさい。主はそれを王の手

にわたされるでしょう」。 16しかし王は彼に言

った、「幾たびあなたを誓わせたら、あなたは主

の名をもって、ただ真実のみをわたしに告げるで

しょうか」。 17彼は言った、「わたしはイスラ

エルが皆、牧者のない羊のように、山に散ってい

るのを見ました。すると主は『これらの者は飼主

がいない。彼らをそれぞれ安らかに、その家に帰

らせよ』と言われました」。 18イスラエルの王

はヨシャパテに言った、「彼がわたしについて良

い事を預言せず、ただ悪い事だけを預言すると、

あなたに告げたではありませんか」。 19ミカヤ

は言った、「それゆえ主の言葉を聞きなさい。わ

たしは主がその玉座にすわり、天の万軍がそのか

たわらに、右左に立っているのを見たが、 20主

は『だれがアハブをいざなってラモテ・ギレアデ

に上らせ、彼を倒れさせるであろうか』と言われ

ました。するとひとりはこの事を言い、ひとりは

ほかの事を言いました。 21その時一つの霊が進

み出て、主の前に立ち、『わたしが彼をいざない

ましょう』と言いました。 22主は『どのような

方法でするのか』と言われたので、彼は『わたし

が出て行って、偽りを言う霊となって、すべての

預言者の口に宿りましょう』と言いました。そこ

で主は『おまえは彼をいざなって、それを成し遂

げるであろう。出て行って、そうしなさい』と言

われました。 23それで主は偽りを言う霊をあな

たのすべての預言者の口に入れ、また主はあなた

の身に起る災を告げられたのです」。 24すると

ケナアナの子ゼデキヤは近寄って、ミカヤのほお

を打って言った、「どのようにして主の霊がわた

しを離れて、あなたに語りましたか」。 25ミカ

ヤは言った、「あなたが奥の間にはいって身を隠

すその日に、わかるでしょう」。 26イスラエル
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の王は言った、「ミカヤを捕え、町のつかさアモ

ンと、王の子ヨアシの所へ引いて帰って、 27言

いなさい、『王がこう言います、この者を獄屋に

入れ、わずかのパンと水をもって彼を養い、わた

しが勝利を得て帰ってくるのを待て』」。 28ミ

カヤは言った、「もしあなたが勝利を得て帰って

こられるならば、主がわたしによって語られなか

ったのです」。また彼は言った、「あなたがた、

すべての民よ、聞きなさい」。 29こうしてイス

ラエルの王とユダの王ヨシャパテはラモテ・ギレ

アデに上っていった。 30イスラエルの王はヨシ

ャパテに言った、「わたしは姿を変えて、戦いに

行きます。あなたは王の服を着けなさい」。イス

ラエルの王は姿を変えて戦いに行った。 31さて

、スリヤの王は、その戦車長三十二人に命じて言

った、「あなたがたは、小さい者とも大きい者と

も戦わないで、ただイスラエルの王とだけ戦いな

さい」。 32戦車長らはヨシャパテを見たとき、

これはきっとイスラエルの王だと思ったので、身

をめぐらして、これと戦おうとすると、ヨシャパ

テは呼ばわった。 33戦車長らは彼がイスラエル

の王でないのを見たので、彼を追うことをやめて

引き返した。 34しかし、ひとりの人が何心なく

弓をひいて、イスラエルの王の胸当と草摺の間を

射たので、彼はその戦車の御者に言った、「わた

しは傷を受けた。戦車をめぐらして、わたしを戦

場から運び出せ」。 35その日戦いは激しくなっ

た。王は戦車の中にささえられて立ち、スリヤび

とにむかっていたが、ついに、夕暮になって死ん

だ。傷の血は戦車の底に流れた。 36日の没する

ころ、軍勢の中に呼ばわる声がした、「めいめい

その町へ、めいめいその国へ帰れ」。 37王は死

んで、サマリヤへ携え行かれた。人々は王をサマ

リヤに葬った。 38またその戦車をサマリヤの池

で洗ったが、犬がその血をなめた。また遊女がそ

こで身を洗った。主が言われた言葉のとおりであ

る。 39アハブのそのほかの事績と、彼がしたす

べての事と、その建てた象牙の家と、その建てた

すべての町は、イスラエルの王の歴代志の書にし

るされているではないか。 40こうしてアハブは

その先祖と共に眠って、その子アハジヤが代って

王となった。 41アサの子ヨシャパテはイスラエ

ルの王アハブの第四年にユダの王となった。 42

ヨシャパテは王となった時、三十五歳であったが

、エルサレムで二十五年世を治めた。その母の名

はアズバといい、シルヒの娘であった。 43ヨシ

ャパテは父アサのすべての道に歩み、それを離れ

ることなく、主の目にかなう事をした。ただし高

き所は除かなかったので、民はなお高き所で犠牲

をささげ、香をたいた。 44ヨシャパテはまたイ

スラエルの王と、よしみを結んだ。 45ヨシャパ

テのその他の事績と、彼があらわした勲功および

その戦争については、ユダの王の歴代志の書にし

るされているではないか。 46彼は父アサの世に

なお残っていた神殿男娼たちを国のうちから追い

払った。 47そのころエドムには王がなく、代官

が王であった。 48ヨシャパテはタルシシの船を

造って、金を獲るためにオフルに行かせようとし

たが、その船はエジオン・ゲベルで難破したため

、ついに行かなかった。 49そこでアハブの子ア

ハジヤはヨシャパテに「わたしの家来をあなたの

家来と一緒に船で行かせなさい」と言ったが、ヨ

シャパテは承知しなかった。 50ヨシャパテはそ

の先祖と共に眠って、父ダビデの町に先祖と共に

葬られ、その子ヨラムが代って王となった。 51

アハブの子アハジヤはユダの王ヨシャパテの第十

七年にサマリヤでイスラエルの王となり、二年イ

スラエルを治めた。 52彼は主の目の前に悪を行

い、その父の道と、その母の道、およびかのイス

ラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの道

に歩み、 53バアルに仕えて、それを拝み、イス

ラエルの神、主を怒らせた。すべて彼の父がした

とおりであった。
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1アハブが死んだ後、モアブはイスラエルにそ
むいた。 2さてアハジヤはサマリヤにある高殿

のらんかんから落ちて病気になったので、使者を

つかわし、「行ってエクロンの神バアル・ゼブブ

に、この病気がなおるかどうかを尋ねよ」と命じ

た。 3時に、主の使はテシベびとエリヤに言った

、「立って、上って行き、サマリヤの王の使者に

会って言いなさい、『あなたがたがエクロンの神

バアル・ゼブブに尋ねようとして行くのは、イス

ラエルに神がないためか』。 4それゆえ主はこう

仰せられる、『あなたは、登った寝台から降りる

ことなく、必ず死ぬであろう』」。そこでエリヤ

は上って行った。 5使者たちがアハジヤのもとに

帰ってきたので、アハジヤは彼らに言った、「な

ぜ帰ってきたのか」。 6彼らは言った、「ひとり

の人が上ってきて、われわれに会って言いました

、『おまえたちをつかわした王の所へ帰って言い

なさい。主はこう仰せられる、あなたがエクロン

の神バアル・ゼブブに尋ねようとして人をつかわ

すのは、イスラエルに神がないためなのか。それ

ゆえあなたは、登った寝台から降りることなく、

必ず死ぬであろう』」。 7アハジヤは彼らに言っ

た、「上ってきて、あなたがたに会って、これら

の事を告げた人はどんな人であったか」。 8彼ら

は答えた、「その人は毛ごろもを着て、腰に皮の

帯を締めていました」。彼は言った、「その人は

テシべびとエリヤだ」。 9そこで王は五十人の長

を、部下の五十人と共にエリヤの所へつかわした

。彼がエリヤの所へ上っていくと、エリヤは山の

頂にすわっていたので、エリヤに言った、「神の

人よ、王があなたに、下って来るようにと言われ

ます」。 10しかしエリヤは五十人の長に答えた

、「わたしがもし神の人であるならば、火が天か

ら下って、あなたと部下の五十人とを焼き尽すで

しょう」。そのように火が天から下って、彼と部

下の五十人とを焼き尽した。 11王はまた他の五

十人の長を、部下の五十人と共にエリヤにつかわ

した。彼は上っていってエリヤに言った、「神の

人よ、王がこう命じられます、『すみやかに下っ

てきなさい』」。 12しかしエリヤは彼らに答え

た、「わたしがもし神の人であるならば、火が天

から下って、あなたと部下の五十人とを焼き尽す

でしょう」。そのように神の火が天から下って、

彼と部下の五十人とを焼き尽した。 13王はまた

第三の五十人の長を部下の五十人と共につかわし

た。第三の五十人の長は上っていって、エリヤの

前にひざまずき、彼に願って言った、「神の人よ

、どうぞ、わたしの命と、あなたのしもべである

この五十人の命をあなたの目に尊いものとみなし

てください。 14ごらんなさい、火が天からくだ

って、さきの五十人の長ふたりと、その部下の五

十人ずつとを焼き尽しました。しかし今わたしの

命をあなたの目に尊いものとみなしてください」

。 15その時、主の使はエリヤに言った、「彼と

共に下りなさい。彼を恐れてはならない」。そこ

でエリヤは立って、彼と共に下り、王のもとへ行

って、 16王に言った、「主はこう仰せられます

、『あなたはエクロンの神バアル・ゼブブに尋ね

ようと使者をつかわしたが、それはイスラエルに

、その言葉を求むべき神がないためであるか。そ

れゆえあなたは、登った寝台から降りることなく

、必ず死ぬであろう』」。 17彼はエリヤが言っ

た主の言葉のとおりに死んだが、彼に子がなかっ

たので、その兄弟ヨラムが彼に代って王となった

。これはユダの王ヨシャパテの子ヨラムの第二年

である。 18アハジヤのその他の事績は、イスラ

エルの王の歴代志の書にしるされているではない

か。

2主がつむじ風をもってエリヤを天に上らせよ
うとされた時、エリヤはエリシャと共にギル

ガルを出て行った。 2エリヤはエリシャに言った

、「どうぞ、ここにとどまってください。主はわ

たしをベテルにつかわされるのですから」。しか

しエリシャは言った、「主は生きておられます。

またあなたも生きておられます。わたしはあなた

を離れません」。そして彼らはベテルへ下った。

3ベテルにいる預言者のともがらが、エリシャの

もとに出てきて彼に言った、「主がきょう、あな

たの師事する主人をあなたから取られるのを知っ

ていますか」。彼は言った、「はい、知っていま

す。あなたがたは黙っていてください」。 4エリ

ヤは彼に言った、「エリシャよ、どうぞ、ここに

とどまってください。主はわたしをエリコにつか

わされるのですから」。しかしエリシャは言った

、「主は生きておられます。またあなたも生きて

おられます。わたしはあなたを離れません」。そ

して彼らはエリコへ行った。 5エリコにいた預言
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者のともがらが、エリシャのもとにきて彼に言っ

た、「主がきょう、あなたの師事する主人をあな

たから取られるのを知っていますか」。彼は言っ

た、「はい、知っています。あなたがたは黙って

いてください」。 6エリヤはまた彼に言った、「

どうぞ、ここにとどまってください。主はわたし

をヨルダンにつかわされるのですから」。しかし

彼は言った、「主は生きておられます。またあな

たも生きておられます。わたしはあなたを離れま

せん」。そしてふたりは進んで行った。 7預言者

のともがら五十人も行って、彼らにむかって、は

るかに離れて立っていた。彼らふたりは、ヨルダ

ンのほとりに立ったが、 8エリヤは外套を取り、

それを巻いて水を打つと、水が左右に分れたので

、ふたりはかわいた土の上を渡ることができた。

9彼らが渡ったとき、エリヤはエリシャに言った

、「わたしが取られて、あなたを離れる前に、あ

なたのしてほしい事を求めなさい」。エリシャは

言った、「どうぞ、あなたの霊の二つの分をわた

しに継がせてください」。 10エリヤは言った、

「あなたはむずかしい事を求める。あなたがもし

、わたしが取られて、あなたを離れるのを見るな

らば、そのようになるであろう。しかし見ないな

らば、そのようにはならない」。 11彼らが進み

ながら語っていた時、火の車と火の馬があらわれ

て、ふたりを隔てた。そしてエリヤはつむじ風に

乗って天にのぼった。 12エリシャはこれを見て

「わが父よ、わが父よ、イスラエルの戦車よ、そ

の騎兵よ」と叫んだが、再び彼を見なかった。そ

こでエリシャは自分の着物をつかんで、それを二

つに裂き、 13またエリヤの身から落ちた外套を

取り上げ、帰ってきてヨルダンの岸に立った。 14

そしてエリヤの身から落ちたその外套を取って水

を打ち、「エリヤの神、主はどこにおられますか

」と言い、彼が水を打つと、水は左右に分れたの

で、エリシャは渡った。 15エリコにいる預言者

のともがらは彼の近づいて来るのを見て、「エリ

ヤの霊がエリシャの上にとどまっている」と言っ

た。そして彼らは来て彼を迎え、その前に地に伏

して、 16彼に言った、「しもべらの所に力の強

い者が五十人います。どうぞ彼らをつかわして、

あなたの主人を尋ねさせてください。主の霊が彼

を引きあげて、彼を山か谷に投げたのかも知れま

せん」。エリシャは「つかわしてはならない」と

言ったが、 17彼の恥じるまで、しいたので、彼

は「つかわしなさい」と言った。それで彼らは五

十人の者をつかわし、三日の間尋ねたが、彼を見

いださなかった。 18エリシャのなおエリコにと

どまっている時、彼らが帰ってきたので、エリシ

ャは彼らに言った、「わたしは、あなたがたに、

行ってはならないと告げたではないか」。 19町

の人々はエリシャに言った、「見られるとおり、

この町の場所は良いが水が悪いので、この地は流

産を起すのです」。 20エリシャは言った、「新

しい皿に塩を盛って、わたしに持ってきなさい」

。彼らは持ってきた。 21エリシャは水の源へ出

て行って、塩をそこに投げ入れて言った、「主は

こう仰せられる、『わたしはこの水を良い水にし

た。もはやここには死も流産も起らないであろう

』」。 22こうしてその水はエリシャの言ったと

おりに良い水になって今日に至っている。 23彼

はそこからベテルへ上ったが、上って行く途中、

小さい子供らが町から出てきて彼をあざけり、彼

にむかって「はげ頭よ、のぼれ。はげ頭よ、のぼ

れ」と言ったので、 24彼はふり返って彼らを見

、主の名をもって彼らをのろった。すると林の中

から二頭の雌ぐまが出てきて、その子供らのうち

四十二人を裂いた。 25彼はそこからカルメル山

へ行き、そこからサマリヤに帰った。

3ユダの王ヨシャパテの第十八年にアハブの子
ヨラムはサマリヤでイスラエルの王となり、

十二年世を治めた。 2彼は主の目の前に悪をおこ

なったが、その父母のようではなかった。彼がそ

の父の造ったバアルの石柱を除いたからである。

3しかし彼はイスラエルに罪を犯させたネバテの

子ヤラベアムの罪につき従って、それを離れなか

った。 4モアブの王メシャは羊の飼育者で、十万

の小羊と、十万の雄羊の毛とを年々イスラエルの

王に納めていたが、 5アハブが死んだ後、モアブ

の王はイスラエルの王にそむいた。 6そこでヨラ

ム王はその時サマリヤを出て、イスラエルびとを

ことごとく集め、 7また、人をユダの王ヨシャパ

テにつかわし、「モアブの王はわたしにそむきま

した。あなたはモアブと戦うために、わたしと一

緒に行かれませんか」と言わせた。彼は言った、

「行きましょう。わたしはあなたと一つです。わ

たしの民はあなたの民と一つです。わたしの馬は

あなたの馬と一つです」。 8彼はまた言った、「

われわれはどの道を上るのですか」。ヨラムは答
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えた、「エドムの荒野の道を上りましょう」。 9

こうしてイスラエルの王はユダの王およびエドム

の王と共に出て行った。しかし彼らは回り道をし

て、七日の間進んだが、軍勢とそれに従う家畜の

飲む水がなかったので、 10イスラエルの王は言

った、「ああ、主は、この三人の王をモアブの手

に渡そうとして召し集められたのだ」。 11ヨシ

ャパテは言った、「われわれが主に問うことので

きる主の預言者はここにいませんか」。イスラエ

ルの王のひとりの家来が答えた、「エリヤの手に

水を注いだシャパテの子エリシャがここにいます

」。 12ヨシャパテは言った、「主の言葉が彼に

あります」。そこでイスラエルの王とヨシャパテ

とエドムの王とは彼のもとへ下っていった。 13

エリシャはイスラエルの王に言った、「わたしは

あなたとなんのかかわりがありますか。あなたの

父上の預言者たちと母上の預言者たちの所へ行き

なさい」。イスラエルの王は彼に言った、「いい

え、主がこの三人の王をモアブの手に渡そうとし

て召し集められたのです」。 14エリシャは言っ

た、「わたしの仕える万軍の主は生きておられま

す。わたしはユダの王ヨシャパテのためにするの

でなければ、あなたを顧み、あなたに会うことは

しないのだが、 15いま楽人をわたしの所に連れ

てきなさい」。そこで楽人が楽を奏すると、主の

手が彼に臨んで、 16彼は言った、「主はこう仰

せられる、『わたしはこの谷を水たまりで満たそ

う』。 17これは主がこう仰せられるからである

、『あなたがたは風も雨も見ないのに、この谷に

水が満ちて、あなたがたと、その家畜および獣が

飲むであろう』。 18これは主の目には小さい事

である。主はモアブびとをも、あなたがたの手に

渡される。 19そしてあなたがたはすべての堅固

な町と、すべての良い町を撃ち、すべての良い木

を切り倒し、すべての水の井戸をふさぎ、石をも

って地のすべての良い所を荒すであろう」。 20

あくる朝になって、供え物をささげる時に、水が

エドムの方から流れてきて、水は国に満ちた。 21

さてモアブびとは皆、王たちが自分たちを攻める

ために上ってきたのを聞いたので、よろいを着る

ことのできる者を、老いも若きもことごとく召集

して、国境に配置したが、 22朝はやく起きて、

太陽がのぼって水を照したとき、モアブびとは目

の前に血のように赤い水を見たので、 23彼らは

言った、「これは血だ、きっと王たちが互に戦っ

て殺し合ったのだ。だから、モアブよ、ぶんどり

に行きなさい」。 24しかしモアブびとがイスラ

エルの陣営に行くと、イスラエルびとは立ちあが

ってモアブびとを撃ったので、彼らはイスラエル

の前から逃げ去った。イスラエルびとは進んで、

モアブびとを撃ち、その国にはいって、 25町々

を滅ぼし、おのおの石を一つずつ、地のすべての

良い所に投げて、これに満たし、水の井戸をこと

ごとくふさぎ、良い木をことごとく切り倒して、

ただキル・ハラセテはその名を残すのみとなった

が、石を投げる者がこれを囲んで撃ち滅ぼした。

26モアブの王は戦いがあまりに激しく、当りがた

いのを見て、つるぎを抜く者七百人を率い、エド

ムの王の所に突き入ろうとしたが、果さなかった

ので、 27自分の位を継ぐべきその長子をとって

城壁の上で燔祭としてささげた。その時イスラエ

ルに大いなる憤りが臨んだので、彼らは彼をすて

て自分の国に帰った。

4預言者のともがらの、ひとりの妻がエリシャ
に呼ばわって言った、「あなたのしもべであ

るわたしの夫が死にました。ごぞんじのように、

あなたのしもべは主を恐れる者でありましたが、

今、債主がきて、わたしのふたりの子供を取って

奴隷にしようとしているのです」。 2エリシャは

彼女に言った、「あなたのために何をしましょう

か。あなたの家にどんな物があるか、言いなさい

」。彼女は言った、「一びんの油のほかは、はし

ための家に何もありません」。 3彼は言った、「

ほかへ行って、隣の人々から器を借りなさい。あ

いた器を借りなさい。少しばかりではいけません

。 4そして内にはいって、あなたの子供たちと一

緒に戸の内に閉じこもり、そのすべての器に油を

ついで、いっぱいになったとき、一つずつそれを

取りのけておきなさい」。 5彼女は彼を離れて去

り、子供たちと一緒に戸の内に閉じこもり、子供

たちの持って来る器に油をついだ。 6油が満ちた

とき、彼女は子供に「もっと器を持ってきなさい

」と言ったが、子供が「器はもうありません」と

言ったので、油はとまった。 7そこで彼女は神の

人のところにきて告げたので、彼は言った、「行

って、その油を売って負債を払いなさい。あなた

と、あなたの子供たちはその残りで暮すことがで

きます」。 8ある日エリシャはシュネムへ行った

が、そこにひとりの裕福な婦人がいて、しきりに
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彼に食事をすすめたので、彼はそこを通るごとに

、そこに寄って食事をした。 9その女は夫に言っ

た、「いつもわたしたちの所を通るあの人は確か

に神の聖なる人です。 10わたしたちは屋上に壁

のある一つの小さいへやを造り、そこに寝台と机

といすと燭台とを彼のために備えましょう。そう

すれば彼がわたしたちの所に来るとき、そこに、

はいることができます」。 11さて、ある日エリ

シャはそこにきて、そのへやにはいり、そこに休

んだが、 12彼はそのしもべゲハジに「このシュ

ネムの女を呼んできなさい」と言った。彼がその

女を呼ぶと、彼女はきてエリシャの前に立ったの

で、 13エリシャはゲハジに言った、「彼女に言

いなさい、『あなたはこんなにねんごろに、わた

したちのために心を用いられたが、あなたのため

には何をしたらよいでしょうか。王または軍勢の

長にあなたの事をよろしく頼むことをお望みです

か』」。彼女は答えて言った、「わたしは自分の

民のうちに住んでいます」。 14エリシャは言っ

た、「それでは彼女のために何をしようか」。ゲ

ハジは言った、「彼女には子供がなく、その夫は

老いています」。 15するとエリシャが「彼女を

呼びなさい」と言ったので、彼女を呼ぶと、来て

戸口に立った。 16エリシャは言った、「来年の

今ごろ、あなたはひとりの子を抱くでしょう」。

彼女は言った、「いいえ、わが主よ、神の人よ、

はしためを欺かないでください」。 17しかし女

はついに身ごもって、エリシャが彼女に言ったよ

うに、次の年のそのころに子を産んだ。 18その

子が成長して、ある日、刈入れびとの所へ出てい

って、父のもとへ行ったが、 19父にむかって「

頭が、頭が」と言ったので、父はしもべに「彼を

母のもとへ背負っていきなさい」と言った。 20

彼を背負って母のもとへ行くと、昼まで母のひざ

の上にすわっていたが、ついに死んだ。 21母は

上がっていって、これを神の人の寝台の上に置き

、戸を閉じて出てきた。 22そして夫を呼んで言

った、「どうぞ、しもべひとりと、ろば一頭をわ

たしにかしてください。急いで神の人の所へ行っ

て、また帰ってきます」。 23夫は言った、「ど

うしてきょう彼の所へ行こうとするのか。きょう

は、ついたちでもなく、安息日でもない」。彼女

は言った、「よろしいのです」。 24そして彼女

はろばにくらを置いて、しもべに言った、「速く

駆けさせなさい。わたしが命じる時でなければ、

歩調をゆるめてはなりません」。 25こうして彼

女は出発してカルメル山へ行き、神の人の所へ行

った。神の人は彼女の近づいてくるのを見て、し

もべゲハジに言った、「向こうから、あのシュネ

ムの女が来る。 26すぐ走って行って、彼女を迎

えて言いなさい、『あなたは無事ですか。あなた

の夫は無事ですか。あなたの子供は無事ですか』

」。彼女は答えた、「無事です」。 27ところが

彼女は山にきて、神の人の所へくるとエリシャの

足にすがりついた。ゲハジが彼女を追いのけよう

と近よった時、神の人は言った、「かまわずにお

きなさい。彼女は心に苦しみがあるのだから。主

はそれを隠して、まだわたしにお告げにならない

のだ」。 28そこで彼女は言った、「わたしがあ

なたに子を求めましたか。わたしを欺かないでく

ださいと言ったではありませんか」。 29エリシ

ャはゲハジに言った、「腰をひきからげ、わたし

のつえを手に持って行きなさい。だれに会っても

、あいさつしてはならない。またあなたにあいさ

つする者があっても、それに答えてはならない。

わたしのつえを子供の顔の上に置きなさい」。 30

子供の母は言った、「主は生きておられます。あ

なたも生きておられます。わたしはあなたを離れ

ません」。そこでエリシャはついに立ちあがって

彼女のあとについて行った。 31ゲハジは彼らの

先に行って、つえを子供の顔の上に置いたが、な

んの声もなく、生きかえったしるしもなかったの

で、帰ってきてエリシャに会い、彼に告げて「子

供はまだ目をさましません」と言った。 32エリ

シャが家にはいって見ると、子供は死んで、寝台

の上に横たわっていたので、 33彼ははいって戸

を閉じ、彼らふたりだけ内にいて主に祈った。 34

そしてエリシャが上がって子供の上に伏し、自分

の口を子供の口の上に、自分の目を子供の目の上

に、自分の両手を子供の両手の上にあて、その身

を子供の上に伸ばしたとき、子供のからだは暖か

になった。 35こうしてエリシャは再び起きあが

って、家の中をあちらこちらと歩み、また上がっ

て、その身を子供の上に伸ばすと、子供は七たび

くしゃみをして目を開いた。 36エリシャはただ

ちにゲハジを呼んで、「あのシュネムの女を呼べ

」と言ったので、彼女を呼んだ。彼女がはいって

くるとエリシャは言った、「あなたの子供をつれ

て行きなさい」。 37彼女ははいってきて、エリ

シャの足もとに伏し、地に身をかがめた。そして
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その子供を取りあげて出ていった。 38エリシャ

はギルガルに帰ったが、その地にききんがあった

。預言者のともがらが彼の前に座していたので、

エリシャはそのしもべに言った、「大きなかまを

すえて、預言者のともがらのために野菜の煮物を

つくりなさい」。 39彼らのうちのひとりが畑に

出ていって青物をつんだが、つる草のあるのを見

て、その野うりを一包つんできて、煮物のかまの

中に切り込んだ。彼らはそれが何であるかを知ら

なかったからである。 40やがてこれを盛って人

々に食べさせようとしたが、彼らがその煮物を食

べようとした時、叫んで、「ああ神の人よ、かま

の中に、たべると死ぬものがはいっています」と

言って、食べることができなかったので、 41エ

リシャは「それでは粉を持って来なさい」と言っ

て、それをかまに投げ入れ、「盛って人々に食べ

させなさい」と言った。かまの中には、なんの毒

物もなくなった。 42その時、バアル・シャリシ

ャから人がきて、初穂のパンと、大麦のパン二十

個と、新穀一袋とを神の人のもとに持ってきたの

で、エリシャは「人々に与えて食べさせなさい」

と言ったが、 43その召使は言った、「どうして

これを百人の前に供えるのですか」。しかし彼は

言った、「人々に与えて食べさせなさい。主はこ

う言われる、『彼らは食べてなお余すであろう』

」。 44そこで彼はそれを彼らの前に供えたので

、彼らは食べてなお余した。主の言葉のとおりで

あった。

5スリヤ王の軍勢の長ナアマンはその主君に重
んじられた有力な人であった。主がかつて彼

を用いてスリヤに勝利を得させられたからである

。彼は大勇士であったが、らい病をわずらってい

た。 2さきにスリヤびとが略奪隊を組んで出てき

たとき、イスラエルの地からひとりの少女を捕え

て行った。彼女はナアマンの妻に仕えたが、 3そ

の女主人にむかって、「ああ、御主人がサマリヤ

にいる預言者と共におられたらよかったでしょう

に。彼はそのらい病をいやしたことでしょう」と

言ったので、 4ナアマンは行って、その主君に、

「イスラエルの地からきた娘がこういう事を言い

ました」と告げると、 5スリヤ王は言った、「そ

れでは行きなさい。わたしはイスラエルの王に手

紙を書きましょう」。そこで彼は銀十タラントと

、金六千シケルと、晴れ着十着を携えて行った。

6彼がイスラエルの王に持って行った手紙には、

「この手紙があなたにとどいたならば、わたしの

家来ナアマンを、あなたにつかわしたことと御承

知ください。あなたに彼のらい病をいやしていた

だくためです」とあった。 7イスラエルの王はそ

の手紙を読んだ時、衣を裂いて言った、「わたし

は殺したり、生かしたりすることのできる神であ

ろうか。どうしてこの人は、らい病人をわたしに

つかわして、それをいやせと言うのか。あなたが

たは、彼がわたしに争いをしかけているのを知っ

て警戒するがよい」。 8神の人エリシャは、イス

ラエルの王がその衣を裂いたことを聞き、王に人

をつかわして言った、「どうしてあなたは衣を裂

いたのですか。彼をわたしのもとにこさせなさい

。そうすれば彼はイスラエルに預言者のあること

を知るようになるでしょう」。 9そこでナアマン

は馬と車とを従えてきて、エリシャの家の入口に

立った。 10するとエリシャは彼に使者をつかわ

して言った、「あなたはヨルダンへ行って七たび

身を洗いなさい。そうすれば、あなたの肉はもと

にかえって清くなるでしょう」。 11しかしナア

マンは怒って去り、そして言った、「わたしは、

彼がきっとわたしのもとに出てきて立ち、その神

、主の名を呼んで、その箇所の上に手を動かして

、らい病をいやすのだろうと思った。 12ダマス

コの川アバナとパルパルはイスラエルのすべての

川水にまさるではないか。わたしはこれらの川に

身を洗って清まることができないのであろうか」

。こうして彼は身をめぐらし、怒って去った。 13

その時、しもべたちは彼に近よって言った、「わ

が父よ、預言者があなたに、何か大きな事をせよ

と命じても、あなたはそれをなさらなかったでし

ょうか。まして彼はあなたに『身を洗って清くな

れ』と言うだけではありませんか」。 14そこで

ナアマンは下って行って、神の人の言葉のように

七たびヨルダンに身を浸すと、その肉がもとにか

えって幼な子の肉のようになり、清くなった。 15

彼はすべての従者を連れて神の人のもとに帰って

きて、その前に立って言った、「わたしは今、イ

スラエルのほか、全地のどこにも神のおられない

ことを知りました。それゆえ、どうぞ、しもべの

贈り物を受けてください」。 16エリシャは言っ

た、「わたしの仕える主は生きておられる。わた

しは何も受けません」。彼はしいて受けさせよう

としたが、それを拒んだ。 17そこでナアマンは
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言った、「もしお受けにならないのであれば、ど

うぞ騾馬に二駄の土をしもべにください。これか

ら後しもべは、他の神には燔祭も犠牲もささげず

、ただ主にのみささげます。 18どうぞ主がこの

事を、しもべにおゆるしくださるように。すなわ

ち、わたしの主君がリンモンの宮にはいって、そ

こで礼拝するとき、わたしの手によりかかること

があり、またわたしもリンモンの宮で身をかがめ

ることがありましょう。わたしがリンモンの宮で

身をかがめる時、どうぞ主がその事を、しもべに

おゆるしくださるように」。 19エリシャは彼に

言った、「安んじて行きなさい」。ナアマンがエ

リシャを離れて少し行ったとき、 20神の人エリ

シャのしもべゲハジは言った、「主人はこのスリ

ヤびとナアマンをいたわって、彼が携えてきた物

を受けなかった。主は生きておられる。わたしは

彼のあとを追いかけて、彼から少し、物を受けよ

う」。 21そしてゲハジはナアマンのあとを追っ

たが、ナアマンは自分のあとから彼が走ってくる

のを見て、車から降り、彼を迎えて、「変った事

があるのですか」と言うと、 22彼は言った、「

無事です。主人がわたしをつかわして言わせます

、『ただいまエフライムの山地から、預言者のと

もがらのふたりの若者が、わたしのもとに来まし

たので、どうぞ彼らに銀一タラントと晴れ着二着

を与えてください』」。 23ナアマンは、「どう

ぞ二タラントを受けてください」と言って彼にし

い、銀二タラントを二つの袋に入れ、晴れ着二着

を添えて、自分のふたりのしもべに渡したので、

彼らはそれを負ってゲハジの先に立って進んだが

、 24彼は丘にきたとき、それを彼らの手から受

け取って家のうちにおさめ、人々を送りかえした

ので、彼らは去った。 25彼がはいって主人の前

に立つと、エリシャは彼に言った、「ゲハジよ、

どこへ行ってきたのか」。彼は言った、「しもべ

はどこへも行きません」。 26エリシャは言った

、「あの人が車をはなれて、あなたを迎えたとき

、わたしの心はあなたと一緒にそこにいたではな

いか。今は金を受け、着物を受け、オリブ畑、ぶ

どう畑、羊、牛、しもべ、はしためを受ける時で

あろうか。 27それゆえ、ナアマンのらい病はあ

なたに着き、ながくあなたの子孫に及ぶであろう

」。彼がエリシャの前を出ていくとき、らい病が

発して雪のように白くなっていた。

6さて預言者のともがらはエリシャに言った、
「わたしたちがあなたと共に住んでいる所は

狭くなりましたので、 2わたしたちをヨルダンに

行かせ、そこからめいめい一本ずつ材木を取って

きて、わたしたちの住む場所を造らせてください

」。エリシャは言った、「行きなさい」。 3時に

そのひとりが、「どうぞあなたも、しもべらと一

緒に行ってください」と言ったので、エリシャは

「行きましょう」と答えた。 4そしてエリシャは

彼らと一緒に行った。彼らはヨルダンへ行って木

を切り倒したが、 5ひとりが材木を切り倒してい

るとき、おのの頭が水の中に落ちたので、彼は叫

んで言った。「ああ、わが主よ。これは借りたも

のです」。 6神の人は言った、「それはどこに落

ちたのか」。彼がその場所を知らせると、エリシ

ャは一本の枝を切り落し、そこに投げ入れて、そ

のおのの頭を浮ばせ、 7「それを取りあげよ」と

言ったので、その人は手を伸べてそれを取った。

8かつてスリヤの王がイスラエルと戦っていたと

き、家来たちと評議して「しかじかの所にわたし

の陣を張ろう」と言うと、 9神の人はイスラエル

の王に「あなたは用心して、この所をとおっては

なりません。スリヤびとがそこに下ってきますか

ら」と言い送った。 10それでイスラエルの王は

神の人が自分に告げてくれた所に人をつかわし、

警戒したので、その所でみずからを防ぎえたこと

は一、二回にとどまらなかった。 11スリヤの王

はこの事のために心を悩まし、家来たちを召して

言った、「われわれのうち、だれがイスラエルの

王と通じているのか、わたしに告げる者はないか

」。 12ひとりの家来が言った、「王、わが主よ

、だれも通じている者はいません。ただイスラエ

ルの預言者エリシャが、あなたが寝室で語られる

言葉でもイスラエルの王に告げるのです」。 13

王は言った、「彼がどこにいるか行って捜しなさ

い。わたしは人をやって彼を捕えよう」。時に「

彼はドタンにいる」と王に告げる者があったので

、 14王はそこに馬と戦車および大軍をつかわし

た。彼らは夜のうちに来て、その町を囲んだ。 15

神の人の召使が朝早く起きて出て見ると、軍勢が

馬と戦車をもって町を囲んでいたので、その若者

はエリシャに言った、「ああ、わが主よ、わたし

たちはどうしましょうか」。 16エリシャは言っ

た、「恐れることはない。われわれと共にいる者

は彼らと共にいる者よりも多いのだから」。 17
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そしてエリシャが祈って「主よ、どうぞ、彼の目

を開いて見させてください」と言うと、主はその

若者の目を開かれたので、彼が見ると、火の馬と

火の戦車が山に満ちてエリシャのまわりにあった

。 18スリヤびとがエリシャの所に下ってきた時

、エリシャは主に祈って言った、「どうぞ、この

人々の目をくらましてください」。するとエリシ

ャの言葉のとおりに彼らの目をくらまされた。 19

そこでエリシャは彼らに「これはその道ではない

。これはその町でもない。わたしについてきなさ

い。わたしはあなたがたを、あなたがたの尋ねる

人の所へ連れて行きましょう」と言って、彼らを

サマリヤへ連れて行った。 20彼らがサマリヤに

はいったとき、エリシャは言った、「主よ、この

人々の目を開いて見させてください」。主は彼ら

の目を開かれたので、彼らが見ると、見よ、彼ら

はサマリヤのうちに来ていた。 21イスラエルの

王は彼らを見て、エリシャに言った、「わが父よ

、彼らを撃ち殺しましょうか。彼らを撃ち殺しま

しょうか」。 22エリシャは答えた、「撃ち殺し

てはならない。あなたはつるぎと弓をもって、捕

虜にした者どもを撃ち殺すでしょうか。パンと水

を彼らの前に供えて食い飲みさせ、その主君のも

とへ行かせなさい」。 23そこで王は彼らのため

に盛んなふるまいを設けた。彼らが食い飲みを終

ると彼らを去らせたので、その主君の所へ帰った

。スリヤの略奪隊は再びイスラエルの地にこなか

った。 24この後スリヤの王ベネハダデはその全

軍を集め、上ってきてサマリヤを攻め囲んだので

、 25サマリヤに激しいききんが起った。すなわ

ち彼らがこれを攻め囲んだので、ついに、ろばの

頭一つが銀八十シケルで売られ、はとのふん一カ

ブの四分の一が銀五シケルで売られるようになっ

た。 26イスラエルの王が城壁の上をとおってい

た時、ひとりの女が彼に呼ばわって、「わが主、

王よ、助けてください」と言ったので、 27彼は

言った、「もし主があなたを助けられないならば

、何をもってわたしがあなたを助けることができ

よう。打ち場の物をもってか、酒ぶねの物をもっ

てか」。 28そして王は女に尋ねた、「何事なの

ですか」。彼女は答えた、「この女はわたしにむ

かって『あなたの子をください。わたしたちは、

きょうそれを食べ、あす、わたしの子を食べまし

ょう』と言いました。 29それでわたしたちは、

まずわたしの子を煮て食べましたが、次の日わた

しが彼女にむかって『あなたの子をください。わ

たしたちはそれを食べましょう』と言いますと、

彼女はその子を隠しました」。 30王はその女の

言葉を聞いて、衣を裂き、王は城壁の上をとおっ

ていたが、民が見ると、その身に荒布を着けてい

た 31そして王は言った「きょう、シャパテの子

エリシャの首がその肩の上にすわっているならば

、神がどんなにでもわたしを罰してくださるよう

に」。 32さてエリシャはその家に座していたが

、長老たちもきて彼と共に座した。王は自分の所

から人をつかわしたが、エリシャはその使者がま

だ着かないうちに長老たちに言った、「あなたが

たは、この人を殺す者がわたしの首を取るために

、人をつかわすのを見ますか。その使者がきたな

らば、戸を閉じて、内に入れてはなりません。彼

のうしろに、その主君の足音がするではありませ

んか」。 33彼がなお彼らと語っているうちに、

王は彼のもとに下ってきて言った、「この災は主

から出たのです。わたしはどうしてこの上、主を

待たなければならないでしょうか」。

7エリシャは言った、「主の言葉を聞きなさい
。主はこう仰せられる、『あすの今ごろサマ

リヤの門で、麦粉一セアを一シケルで売り、大麦

二セアを一シケルで売るようになるであろう』」

。 2時にひとりの副官すなわち王がその人の手に

よりかかっていた者が神の人に答えて言った、「

たとい主が天に窓を開かれても、そんな事があり

えましょうか」。エリシャは言った、「あなたは

自分の目をもってそれを見るであろう。しかしそ

れを食べることはなかろう」。 3さて町の門の入

口に四人のらい病人がいたが、彼らは互に言った

、「われわれはどうしてここに座して死を待たね

ばならないのか。 4われわれがもし町にはいろう

といえば、町には食物が尽きているから、われわ

れはそこで死ぬであろう。しかしここに座してい

ても死ぬのだ。いっその事、われわれはスリヤび

との陣営へ逃げて行こう。もし彼らがわれわれを

生かしておいてくれるならば、助かるが、たとい

われわれを殺しても死ぬばかりだ」。 5そこで彼

らはスリヤびとの陣営へ行こうと、たそがれに立

ちあがったが、スリヤびとの陣営のほとりに行っ

て見ると、そこにはだれもいなかった。 6これは

主がスリヤびとの軍勢に戦車の音、馬の音、大軍

の音を聞かせられたので、彼らは互に「見よ、イ
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スラエルの王がわれわれを攻めるために、ヘテび

との王たちおよびエジプトの王たちを雇ってきて

、われわれを襲うのだ」と言って、 7たそがれに

立って逃げ、その天幕と、馬と、ろばを捨て、陣

営をそのままにしておいて、命を全うしようと逃

げたからである。 8そこでらい病人たちは陣営の

ほとりに行き、一つの天幕にはいって食い飲みし

、そこから金銀、衣服を持ち出してそれを隠し、

また来て、他の天幕に入り、そこからも持ち出し

てそれを隠した。 9そして彼らは互に言った、「

われわれのしている事はよくない。きょうは良い

おとずれのある日であるのに、黙っていて、夜明

けまで待つならば、われわれは罰をこうむるであ

ろう。さあ、われわれは行って王の家族に告げよ

う」。 10そこで彼らは来て、町の門を守る者を

呼んで言った、「わたしたちがスリヤびとの陣営

に行って見ると、そこにはだれの姿も見えず、ま

た人声もなく、ただ、馬とろばがつないであり、

天幕はそのままでした」。 11そこで門を守る者

は呼ばわって、それを王の家族のうちに知らせた

。 12王は夜のうちに起きて、家来たちに言った

、「スリヤびとがわれわれに対して図っている事

をあなたがたに告げよう。彼らは、われわれの飢

えているのを知って、陣営を出て野に隠れ、『イ

スラエルびとが町を出たら、いけどりにして、町

に押し入ろう』と考えているのだ」。 13家来の

ひとりが答えて言った、「人々に、ここに残って

いる馬のうち五頭を連れてこさせてください。こ

こに残っているこれらの人々は、すでに滅びうせ

たイスラエルの全群衆と同じ運命にあうのですか

ら。わたしたちは人をやってうかがわせましょう

」。 14そこで彼らはふたりの騎兵を選んだ。王

はそれをつかわし、「行って見よ」と言って、ス

リヤびとの軍勢のあとをつけさせたので、 15彼

らはそのあとを追ってヨルダンまで行ったが、道

にはすべて、スリヤびとがあわてて逃げる時に捨

てていった衣服と武器が散らばっていた。その使

者は帰ってきて、これを王に告げた。 16そこで

民が出ていって、スリヤびとの陣営をかすめたの

で、麦粉一セアは一シケルで売られ、大麦二セア

は一シケルで売られ、主の言葉のとおりになった

。 17王は自分がその人の手によりかかっていた

、あの副官を立てて門を管理させたが、民は門で

彼を踏みつけたので、彼は死んだ。すなわち、王

が神の人のところに下ってきた時、神の人が言っ

たとおりであった。 18これは神の人が王にむか

って、「あすの今ごろ、サマリヤの門で大麦二セ

アを一シケルで売り、麦粉一セアを一シケルで売

るようになるであろう」と言ったときに、 19そ

の副官が神の人に答えて、「たとい主が天に窓を

開かれても、そんな事がありえようか」と言った

からである。そのとき神の人は「あなたは自分の

目をもってそれを見るであろう。しかしそれを食

べることはなかろう」と言ったが、 20これはそ

のとおり彼に臨んだ。すなわち民が門で彼を踏み

つけたので彼は死んだ。

8エリシャはかつて、その子を生きかえらせて
やった女に言ったことがある。「あなたは、

ここを立って、あなたの家族と共に行き、寄留し

ようと思う所に寄留しなさい。主がききんを呼び

下されたので、七年の間それがこの地に臨むから

」。 2そこで女は立って神の人の言葉のようにし

、その家族と共に行ってペリシテびとの地に七年

寄留した。 3七年たって後、女はペリシテびとの

地から帰ってきて、自分の家と畑のために王に訴

えようと出ていった。 4時に王は神の人のしもべ

ゲハジにむかって「エリシャがしたもろもろの大

きな事をわたしに話してください」と言って、彼

と物語っていた。 5すなわちエリシャが死人を生

きかえらせた事を、ゲハジが王と物語っていたと

き、その子を生きかえらせてもらった女が、自分

の家と畑のために王に訴えてきたので、ゲハジは

言った、「わが主、王よ、これがその女です。ま

たこれがその子で、エリシャが生きかえらせたの

です」。 6王がその女に尋ねると、彼女は王に話

したので、王は彼女のためにひとりの役人に命じ

て言った、「すべて彼女に属する物、ならびに彼

女がこの地を去った日から今までのその畑の産物

をことごとく彼女に返しなさい」。 7さてエリシ

ャはダマスコに来た。時にスリヤの王ベネハダデ

は病気であったが、「神の人がここに来た」と告

げる者があったので、 8王はハザエルに言った、

「贈り物を携えて行って神の人を迎え、彼によっ

て主に『わたしのこの病気はなおりましょうか』

と言って尋ねなさい」。 9そこでハザエルは彼を

迎えようと、ダマスコのもろもろの良い物をらく

だ四十頭に載せ、贈り物として携え行き、エリシ

ャの前に立って言った、「あなたの子、スリヤの

王ベネハダデがわたしをあなたにつかわして、『
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わたしのこの病気はなおりましょうか』と言わせ

ています」。 10エリシャは彼に言った、「行っ

て彼に『あなたは必ずなおります』と告げなさい

。ただし主はわたしに、彼が必ず死ぬことを示さ

れました」。 11そして神の人がひとみを定めて

彼の恥じるまでに見つめ、やがて泣き出したので

、 12ハザエルは言った、「わが主よ、どうして

泣かれるのですか」。エリシャは答えた、「わた

しはあなたがイスラエルの人々にしようとする害

悪を知っているからです。すなわち、あなたは彼

らの城に火をかけ、つるぎをもって若者を殺し、

幼な子を投げうち、妊娠の女を引き裂くでしょう

」。 13ハザエルは言った、「しもべは一匹の犬

にすぎないのに、どうしてそんな大きな事をする

ことができましょう」。エリシャは言った、「主

がわたしに示されました。あなたはスリヤの王と

なるでしょう」。 14彼がエリシャのもとを去っ

て、主君のところへ行くと、「エリシャはあなた

になんと言ったか」と尋ねられたので、「あなた

が必ずなおるでしょうと、彼はわたしに告げまし

た」と答えた。 15しかし翌日になってハザエル

は布を取って水に浸し、それをもって王の顔をお

おったので、王は死んだ。ハザエルは彼に代って

王となった。 16イスラエルの王アハブの子ヨラ

ムの第五年に、ユダの王ヨシャパテの子ヨラムが

位についた。 17彼は王となったとき三十二歳で

、八年の間エルサレムで世を治めた。 18彼はア

ハブの家がしたようにイスラエルの王たちの道に

歩んだ。アハブの娘が彼の妻であったからである

。彼は主の目の前に悪をおこなったが、 19主は

しもべダビデのためにユダを滅ぼすことを好まれ

なかった。すなわち主は彼とその子孫に常にとも

しびを与えると、彼に約束されたからである。 20

ヨラムの世にエドムがそむいてユダの支配を脱し

、みずから王を立てたので、 21ヨラムはすべて

の戦車を従えてザイルにわたって行き、その戦車

の指揮官たちと共に、夜のうちに立ちあがって、

彼を包囲しているエドムびとを撃った。しかしヨ

ラムの軍隊は天幕に逃げ帰った。 22エドムはこ

のようにそむいてユダの支配を脱し、今日に至っ

ている。リブナもまた同時にそむいた。 23ヨラ

ムのその他の事績および彼がしたすべての事は、

ユダの歴代志の書にしるされているではないか。

24ヨラムはその先祖たちと共に眠って、ダビデの

町にその先祖たちと共に葬られ、その子アハジヤ

が代って王となった。 25イスラエルの王アハブ

の子ヨラムの第十二年にユダの王ヨラムの子アハ

ジヤが位についた。 26アハジヤは王となったと

き二十二歳で、エルサレムで一年世を治めた。そ

の母は名をアタリヤと言って、イスラエルの王オ

ムリの孫娘であった。 27アハジヤはまたアハブ

の家の道に歩み、アハブの家がしたように主の目

の前に悪をおこなった。彼はアハブの家の婿であ

ったからである。 28彼はアハブの子ヨラムと共

に行って、スリヤの王ハザエルとラモテ・ギレア

デで戦ったが、スリヤびとらはヨラムに傷を負わ

せた。 29ヨラム王はそのスリヤの王ハザエルと

戦うときにラマでスリヤびとに負わされた傷をい

やすため、エズレルに帰ったが、ユダの王ヨラム

の子アハジヤはアハブの子ヨラムが病んでいたの

で、エズレルに下って彼をおとずれた。

9時に預言者エリシャは預言者のともがらのひ
とりを呼んで言った、「腰をひきからげ、こ

の油のびんを携えて、ラモテ・ギレアデへ行きな

さい。 2そこに着いたならば、ニムシの子ヨシャ

パテの子であるエヒウを尋ね出し、内にはいって

彼をその同僚たちのうちから立たせて、奥の間に

連れて行き、 3油のびんを取って、その頭に注ぎ

、『主はこう仰せられる、わたしはあなたに油を

注いでイスラエルの王とする』と言い、そして戸

をあけて逃げ去りなさい。とどまってはならない

」。 4そこで預言者であるその若者はラモテ・ギ

レアデへ行ったが、 5来て見ると、軍勢の長たち

が会議中であったので、彼は「将軍よ、わたしは

あなたに申しあげる事があります」と言うと、エ

ヒウが答えて、「われわれすべてのうちの、だれ

にですか」と言ったので、彼は「将軍よ、あなた

にです」と言った。 6するとエヒウが立ちあがっ

て家にはいったので、若者はその頭に油を注いで

彼に言った、「イスラエルの神、主はこう仰せら

れます、『わたしはあなたに油を注いで、主の民

イスラエルの王とする。 7あなたは主君アハブの

家を撃ち滅ぼさなければならない。それによって

わたしは、わたしのしもべである預言者たちの血

と、主のすべてのしもべたちの血をイゼベルに報

いる。 8アハブの全家は滅びるであろう。アハブ

に属する男は、イスラエルにいて、つながれた者

も、自由な者も、ことごとくわたしは断ち、 9ア

ハブの家をネバテの子ヤラベアムのようにし、ア
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ヒヤの子バアシャの家のようにする。 10犬がイ

ズレルの地域でイゼベルを食い、彼女を葬る者は

ないであろう』」。そして彼は戸をあけて逃げ去

った。 11やがてエヒウが主君の家来たちの所へ

出て来ると、彼らはエヒウに言った、「変った事

はありませんか。あの気違いは、なんのためにあ

なたの所にきたのですか」。エヒウは彼らに言っ

た、「あなたがたは、あの人を知っています。ま

たその言う事も知っています」。 12彼らは言っ

た、「それは違います。どうぞわれわれに話して

ください」。そこでエヒウは言った、「彼はこう

こう、わたしに告げて言いました、『主はこう仰

せられる、わたしはあなたに油を注いで、イスラ

エルの王とする』」。 13すると彼らは急いで、

おのおの衣服をとり、それを階段の上のエヒウの

下に敷き、ラッパを吹いて「エヒウは王である」

と言った。 14こうしてニムシの子であるヨシャ

パテの子エヒウはヨラムにそむいた。（ヨラムは

イスラエルをことごとく率いて、ラモテ・ギレア

デでスリヤの王ハザエルを防いだが、 15ヨラム

王はスリヤの王ハザエルと戦った時に、スリヤび

とに負わされた傷をいやすため、エズレルに帰っ

ていた。）エヒウは言った、「もしこれがあなた

がたの本心であるならば、ひとりもこの町から忍

び出て、これをエズレルに告げてはならない」。

16そしてエヒウは車に乗ってエズレルへ行った。

ヨラムがそこに伏していたからである。またユダ

の王アハジヤはヨラムを見舞うために下っていた

。 17さてエズレルのやぐらに、ひとりの物見が

立っていたが、エヒウの群衆が来るのを見て、「

群衆が見える」と言ったので、ヨラムは言った、

「ひとりを馬に乗せてつかわし、それに会わせて

『平安ですか』と言わせなさい」。 18そこでひ

とりが馬に乗って行き、彼に会って言った、「王

はこう仰せられます、『平安ですか』」。エヒウ

言った、「あなたは平安となんの関係があります

か。わたしのあとについてきなさい」。物見はま

た告げて言った、「使者は彼らの所へ行きました

が、帰ってきません」。 19そこで再び人を馬で

つかわしたので、彼らの所へ行って言った、「王

はこう仰せられます、『平安ですか』」。エヒウ

は答えて言った、「あなたは平安となんの関係が

ありますか。わたしのあとについてきなさい」。

20物見はまた告げて言った、「彼も、彼らの所へ

行きましたが帰ってきません。あの車の操縦はニ

ムシの子エヒウの操縦するのに似て、猛烈な勢い

で操縦して来ます」。 21そこでヨラムが「車を

用意せよ」と言ったので、車を用意すると、イス

ラエルの王ヨラムと、ユダの王アハジヤは、おの

おのその車で出て行った。すなわちエヒウに会う

ために出ていって、エズレルびとナボテの地所で

彼に会った。 22ヨラムはエヒウを見て言った、

「エヒウよ、平安ですか」。エヒウは答えた、「

あなたの母イゼベルの姦淫と魔術とが、こんなに

多いのに、どうして平安でありえましょうか」。

23その時ヨラムは車をめぐらして逃げ、アハジヤ

にむかって、「アハジヤよ、反逆です」と言うと

、 24エヒウは手に弓をひきしぼって、ヨラムの

両肩の間を射たので、矢は彼の心臓を貫き、彼は

車の中に倒れた。 25エヒウはその副官ビデカル

に言った、「彼を取りあげて、エズレルびとナボ

テの畑に投げ捨てなさい。かつて、わたしとあな

たと、ふたり共に乗って、彼の父アハブに従った

とき、主が彼について、この預言をされたことを

記憶しなさい。 26すなわち主は言われた、『ま

ことに、わたしはきのうナボテの血と、その子ら

の血を見た』。また主は言われた、『わたしはこ

の地所であなたに報復する』と。それゆえ彼を取

りあげて、その地所に投げすて、主の言葉のよう

にしなさい」。 27ユダの王アハジヤはこれを見

てベテハガンの方へ逃げたが、エヒウはそのあと

を追い、「彼をも撃て」と言ったので、イブレア

ムのほとりのグルの坂で車の中の彼を撃った。彼

はメギドまで逃げていって、そこで死んだ。 28

その家来たちは彼を車に載せてエルサレムに運び

、ダビデの町で彼の墓にその先祖たちと共に葬っ

た。 29アハブの子ヨラムの第十一年にアハジヤ

はユダの王となったのである。 30エヒウがエズ

レルにきた時、イゼベルはそれを聞いて、その目

を塗り、髪を飾って窓から望み見たが、 31エヒ

ウが門にはいってきたので、「主君を殺したジム

リよ、無事ですか」と言った。 32するとエヒウ

は顔をあげて窓にむかい、「だれか、わたしに味

方する者があるか。だれかあるか」と言うと、二

、三人の宦官がエヒウを望み見たので、 33エヒ

ウは「彼女を投げ落せ」と言った。彼らは彼女を

投げ落したので、その血が壁と馬とにはねかかっ

た。そして馬は彼女を踏みつけた。 34エヒウは

内にはいって食い飲みし、そして言った、「あの

のろわれた女を見、彼女を葬りなさい。彼女は王
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の娘なのだ」。 35しかし彼らが彼女を葬ろうと

して行って見ると、頭蓋骨と、足と、たなごころ

のほか何もなかったので、 36帰って、彼に告げ

ると、彼は言った、「これは主が、そのしもべ、

テシベびとエリヤによってお告げになった言葉で

ある。すなわち『エズレルの地で犬がイゼベルの

肉を食うであろう。 37イゼベルの死体はエズレ

ルの地で、糞土のように野のおもてに捨てられて

、だれも、これはイゼベルだ、と言うことができ

ないであろう』」。

10アハブはサマリヤに七十人の子供があった。
エヒウは手紙をしたためてサマリヤに送り、

町のつかさたちと、長老たちと、アハブの子供の

守役たちとに伝えて言った、 2「あなたがたの主

君の子供たちがあなたがたと共におり、また戦車

も馬も、堅固な町も武器もあるのだから、この手

紙があなたがたのもとに届いたならば、すぐ、 3

あなたがたは主君の子供たちのうち最もすぐれた

、最も適当な者を選んで、その父の位にすえ、主

君の家のために戦いなさい」。 4彼らは大いに恐

れて言った、「ふたりの王たちがすでに彼に当る

ことができなかったのに、われわれがどうして当

ることができよう」。 5そこで宮廷のつかさ、町

のつかさ、長老たちと守役たちはエヒウに人をつ

かわして言った、「わたしたちは、あなたのしも

べです。すべてあなたが命じられる事をいたしま

す。わたしたちは王を立てることを好みません。

あなたがよいと思われることをしてください」。

6そこでエヒウは再び彼らに手紙を書き送って言

った、「もしあなたがたが、わたしに味方し、わ

たしに従おうとするならば、あなたがたの主君の

子供たちの首を取って、あすの今ごろエズレルに

いるわたしのもとに持ってきなさい」。そのころ

、王の子供たち七十人は彼らを育てていた町のお

もだった人々と共にいた。 7彼らはその手紙を受

け取ると、王の子供たちを捕えて、その七十人を

ことごとく殺し、その首をかごにつめて、エズレ

ルにいるエヒウのもとに送った。 8使者が来て、

エヒウに告げ、「人々が王の子供たちの首を持っ

てきました」と言うと、「あくる朝までそれを門

の入口に、ふた山に積んでおけ」と言った。 9朝

になると、彼は出て行って立ち、すべての民に言

った、「あなたがたは正しい。主君にそむいて彼

を殺したのはわたしです。しかしこのすべての者

どもを殺したのはだれですか。 10これであなた

がたは、主がアハブの家について告げられた主の

言葉は一つも地に落ちないことを知りなさい。主

は、そのしもべエリヤによってお告げになった事

をなし遂げられたのです」。 11こうしてエヒウ

は、アハブの家に属する者でエズレルに残ってい

る者をことごとく殺し、またそのすべてのおもだ

った者、その親しい者およびその祭司たちを殺し

て、彼に属する者はひとりも残さなかった。 12

さてエヒウは立ってサマリヤへ行ったが、途中、

牧者の集まり場で、 13ユダの王アハジヤの身内

の人々に会い、「あなたがたはどなたですか」と

言うと、「わたしたちはアハジヤの身内の者です

が、王の子供たちと、王母の子供たちの安否を問

うために下ってきたのです」と答えたので、 14

エヒウは「彼らをいけどれ」と命じた。そこで彼

らをいけどって、集まり場の穴のかたわらで彼ら

四十二人をことごとく殺し、ひとりをも残さなか

った。 15エヒウはそこを立って行ったが、自分

を迎えにきたレカブの子ヨナダブに会ったので、

彼にあいさつして、「あなたの心は、わたしがあ

なたに対するように真実ですか」と言うと、ヨナ

ダブは「真実です」と答えた。するとエヒウは「

それならば、あなたの手をわたしに伸べなさい」

と言ったので、その手を伸べると、彼を引いて自

分の車に上らせ、 16「わたしと一緒にきて、わ

たしが主に熱心なのを見なさい」と言った。そし

て彼を自分の車に乗せ、 17サマリヤへ行って、

アハブに属する者で、サマリヤに残っている者を

ことごとく殺して、その一族を滅ぼした。主がエ

リヤにお告げになった言葉のとおりである。 18

次いでエヒウは民をことごとく集めて彼らに言っ

た、「アハブは少しばかりバアルに仕えたが、エ

ヒウは大いにこれに仕えるであろう。 19それゆ

え、今バアルのすべての預言者、すべての礼拝者

、すべての祭司をわたしのもとに召しなさい。ひ

とりもこない者のないようにしなさい。わたしは

大いなる犠牲をバアルにささげようとしている。

すべてこない者は生かしておかない」。しかしエ

ヒウはバアルの礼拝者たちを滅ぼすために偽って

こうしたのである。 20そしてエヒウは「バアル

のために聖会を催しなさい」と命じたので、彼ら

はこれを布告した。 21エヒウはあまねくイスラ

エルに人をつかわしたので、バアルの礼拝者たち

はことごとく来た。こないで残った者はひとりも
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なかった。彼らはバアルの宮にはいったので、バ

アルの宮は端から端までいっぱいになった。 22

その時エヒウは衣装をつかさどる者に「祭服を取

り出してバアルのすべての礼拝者に与えよ」と言

ったので、彼らのために祭服を取り出した。 23

そしてエヒウはレカブの子ヨナダブと共にバアル

の宮に入り、バアルの礼拝者たちに言った、「調

べてみて、ここにはただバアルの礼拝者のみで、

主のしもべはひとりも、あなたがたのうちにいな

いようにしなさい」。 24こうして彼は犠牲と燔

祭とをささげるためにはいった。さてエヒウは八

十人の者を外に置いて言った、「わたしがあなた

がたの手に渡す者をひとりでも逃す者は、自分の

命をもってその人の命に換えなければならない」

。 25こうして燔祭をささげることが終ったとき

、エヒウはその侍衛と将校たちに言った、「はい

って彼らを殺せ。ひとりも逃がしてはならない」

。侍衛と将校たちはつるぎをもって彼らを撃ち殺

し、それを投げ出して、バアルの宮の本殿に入り

、 26バアルの宮にある柱の像を取り出して、そ

れを焼いた。 27また彼らはバアルの石柱をこわ

し、バアルの宮をこわして、かわやとしたが今日

まで残っている。 28このようにエヒウはイスラ

エルのうちからバアルを一掃した。 29しかしエ

ヒウはイスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラ

ベアムの罪、すなわちベテルとダンにある金の子

牛に仕えることをやめなかった。 30主はエヒウ

に言われた、「あなたはわたしの目にかなう事を

行うにあたって、よくそれを行い、またわたしの

心にあるすべての事をアハブの家にしたので、あ

なたの子孫は四代までイスラエルの位に座するで

あろう」。 31しかしエヒウはイスラエルの神、

主の律法を心をつくして守り行おうとはせず、イ

スラエルに罪を犯させたヤラベアムの罪を離れな

かった。 32この時にあたって、主はイスラエル

の領地を切り取ることを始められた。すなわちハ

ザエルはイスラエルのすべての領域を侵し、 33

ヨルダンの東で、ギレアデの全地、カドびと、ル

ベンびと、マナセびとの地を侵し、アルノン川の

ほとりにあるアロエルからギレアデとバシャンに

及んだ。 34エヒウのその他の事績と、彼がした

すべての事およびその武勇は、ことごとくイスラ

エルの王の歴代志の書にしるされているではない

か。 35エヒウはその先祖たちと共に眠ったので

、彼をサマリヤに葬った。その子エホアハズが代

って王となった。 36エヒウがサマリヤでイスラ

エルを治めたのは二十八年であった。

11さてアハジヤの母アタリヤはその子の死んだ
のを見て、立って王の一族をことごとく滅ぼ

したが、 2ヨラム王の娘で、アハジヤの姉妹であ

るエホシバはアハジヤの子ヨアシを、殺されよう

としている王の子たちのうちから盗み取り、彼と

そのうばとを寝室に入れて、アタリヤに隠したの

で、彼はついに殺されなかった。 3ヨアシはうば

と共に六年の間、主の宮に隠れていたが、その間

アタリヤが国を治めた。 4第七年になってエホヤ

ダは人をつかわして、カリびとと近衛兵との大将

たちを招きよせ、主の宮にいる自分のもとにこさ

せ、彼らと契約を結び、主の宮で彼らに誓いをさ

せて王の子を見せ、 5命じて言った、「あなたが

たのする事はこれです、すなわち、安息日に非番

となって王の家を守るあなたがたの三分の一は、

6宮殿を守らなければならない。（他の三分の一

はスルの門におり、三分の一は近衛兵のうしろの

門におる）。 7すべて安息日に当番で主の宮を守

るあなたがたの二つの部隊は、 8おのおのの武器

を手に取って王のまわりに立たなければならない

。すべて列に近よる者は殺されなければならない

。あなたがたは王が出る時にも、はいる時にも王

と共にいなければならない」。 9そこでその大将

たちは祭司エホヤダがすべて命じたとおりにおこ

なった。すなわち彼らはおのおの安息日に非番と

なる者と、安息日に当番となる者とを率いて祭司

エホヤダのもとにきたので、 10祭司は主の宮に

あるダビデ王のやりと盾を大将たちに渡した。 11

近衛兵はおのおの手に武器をとって主の宮の南側

から北側まで、祭壇と宮を取り巻いて立った。 12

そこでエホヤダは王の子をつれ出して冠をいただ

かせ、律法の書を渡し、彼を王と宣言して油を注

いだので、人々は手を打って「王万歳」と言った

。 13アタリヤは近衛兵と民の声を聞いて、主の

宮に入り、民のところへ行って、 14見ると、王

は慣例にしたがって柱のかたわらに立ち、王のか

たわらには大将たちとラッパ手たちが立ち、また

国の民は皆喜んでラッパを吹いていたので、アタ

リヤはその衣を裂いて、「反逆です、反逆です」

と叫んだ。 15その時祭司エホヤダは軍勢を指揮

していた大将たちに命じて、「彼女を列の間をと

おって出て行かせ、彼女に従う者をつるぎをもっ



列王記Ⅱ 334

て殺しなさい」と言った。これは祭司がさきに「

彼女を主の宮で殺してはならない」と言ったから

である。 16そこで彼らは彼女を捕え、王の家の

馬道へ連れて行ったが、彼女はついにそこで殺さ

れた。 17かくてエホヤダは主と王および民との

間に、皆主の民となるという契約を立てさせ、ま

た王と民との間にもそれを立てさせた。 18そこ

で国の民は皆バアルの宮に行って、これをこわし

、その祭壇とその像を打ち砕き、バアルの祭司マ

ッタンをその祭壇の前で殺した。そして祭司は主

の宮に管理人を置いた。 19次いでエホヤダは大

将たちと、カリびとと、近衛兵と国のすべての民

を率いて、主の宮から王を導き下り、近衛兵の門

の道から王の家に入り、王の位に座せしめた。 20

こうして国の民は皆喜び、町はアタリヤが王の家

でつるぎをもって殺されてのち、おだやかになっ

た。 21ヨアシは位についた時七歳であった。

12ヨアシはエヒウの第七年に位につき、エルサ
レムで四十年の間、世を治めた。その母はベ

エルシバの出身で、名をヂビアといった。 2ヨア

シは一生の間、主の目にかなう事をおこなった。

祭司エホヤダが彼を教えたからである。 3しかし

高き所は除かなかったので、民はなおその高き所

で犠牲をささげ、香をたいた。 4ヨアシは祭司た

ちに言った、「すべて主の宮に聖別してささげる

銀、すなわちおのおのが課せられて、割当にした

がって人々の出す銀、および人々が心から願って

主の宮の持ってくる銀は、 5これを祭司たちがお

のおのその知る人から受け取り、どこでも主の宮

に破れの見える時は、それをもってその破れを繕

わなければならない」。 6ところがヨアシ王の二

十三年に至るまで、祭司たちは主の宮の破れを繕

わなかった。 7それで、ヨアシ王は祭司エホヤダ

および他の祭司たちを召して言った、「なぜ、あ

なたがたは主の宮の破れを繕わないのか。あなた

がたはもはや知人から銀を受けてはならない。主

の宮の破れを繕うためにそれを渡しなさい」。 8

祭司たちは重ねて民から銀を受けない事と、主の

宮の破れを繕わない事とに同意した。 9そこで祭

司エホヤダは一つの箱を取り、そのふたに穴をあ

けて、それを主の宮の入口の右側、祭壇のかたわ

らに置いた。そして門を守る祭司たちは主の宮に

はいってくる銀をことごとくその中に入れた。 10

こうしてその箱の中に銀が多くなったのを見ると

、王の書記官と大祭司が上ってきて、主の宮にあ

る銀を数えて袋に詰めた。 11そしてその数えた

銀を、工事をつかさどる主の宮の監督者の手にわ

たしたので、彼らはそれを主の宮に働く木工と建

築師に払い、 12石工および石切りに払い、また

それをもって主の宮の破れを繕う材木と切り石を

買い、主の宮を繕うために用いるすべての物のた

めに費した。 13ただし、主の宮にはいってくる

その銀をもって主の宮のために銀のたらい、心切

りばさみ、鉢、ラッパ、金の器、銀の器などを造

ることはしなかった。 14ただこれを工事をする

者に渡して、それで主の宮を繕わせた。 15また

その銀を渡して工事をする者に払わせた人々と計

算することはしなかった。彼らは正直に事をおこ

なったからである。 16愆祭の銀と罪祭の銀は主

の宮に、はいらないで、祭司に帰した。 17その

ころ、スリヤの王ハザエルが上ってきて、ガテを

攻めてこれを取った。そしてハザエルがエルサレ

ムに攻め上ろうとして、その顔を向けたとき、 18

ユダの王ヨアシはその先祖、ユダの王ヨシャパテ

、ヨラム、アハジヤが聖別してささげたすべての

物、およびヨアシ自身が聖別してささげた物、な

らびに主の宮の倉と、主の宮にある金をことごと

く取って、スリヤ王のハザエルに贈ったので、ハ

ザエルはエルサレムを離れ去った。 19ヨアシの

その他の事績および彼がしたすべての事は、ユダ

の王の歴代志の書にしるされているではないか。

20ヨアシの家来たちは立って徒党を結び、シラに

下る道にあるミロの家でヨアシを殺した。 21す

なわちその家来シメアテの子ヨザカルと、ショメ

ルの子ヨザバデが彼を撃って殺し、彼をその先祖

と同じく、ダビデの町に葬った。その子アマジヤ

が代って王となった。

13ユダの王アハジヤの子ヨアシの第二十三年に
エヒウの子エホアハズはサマリヤでイスラエ

ルの王となり、十七年世を治めた。 2彼は主の目

の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯させたネバ

テの子ヤラベアムの罪を行いつづけて、それを離

れなかった。 3そこで主はイスラエルに対して怒

りを発し、エホアハズの治世の間、絶えずイスラ

エルをスリヤの王ハザエルの手にわたし、またハ

ザエルの子ベネハダデの手にわたされた。 4しか

しエホアハズが主に願い求めたので、主はついに

これを聞きいれられた。スリヤの王によって悩ま
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されたイスラエルの悩みを見られたからである。

5それで主がひとりの救助者をイスラエルに賜わ

ったので、イスラエルの人々はスリヤびとの手を

のがれ、前のように自分たちの天幕に住むように

なった。 6それにもかかわらず、彼らはイスラエ

ルに罪を犯させたヤラベアムの家の罪を離れず、

それを行いつづけた。またアシラの像もサマリヤ

に立ったままであった。 7さきにスリヤの王が彼

らを滅ぼし、踏み砕くちりのようにしたのでエホ

アハズの軍勢で残ったものは、ただ騎兵五十人、

戦車十両、歩兵一万人のみであった。 8エホアハ

ズその他の事績と、彼がしたすべての事およびそ

の武勇は、イスラエルの王の歴代志の書にしるさ

れているではないか。 9エホアハズは先祖たちと

共に眠ったので、彼をサマリヤに葬った。その子

ヨアシが代って王となった。 10ユダの王ヨアシ

の第三十七年に、エホアハズの子ヨアシはサマリ

ヤでイスラエルの王となり、十六年世を治めた。

11彼は主の目の前に悪を行い、イスラエルに罪を

犯させたネバテの子ヤラベアムのもろもろの罪を

離れず、それに歩んだ。 12ヨアシのその他の事

績と、彼がしたすべての事およびユダの王アマジ

ヤと戦ったその武勇は、イスラエルの王の歴代志

の書にしるされているではないか。 13ヨアシは

先祖たちと共に眠って、ヤラベアムがその位に座

した。そしてヨアシはイスラエルの王たちと同じ

くサマリヤに葬られた。 14さてエリシャは死ぬ

病気にかかっていたが、イスラエルの王ヨアシは

下ってきて彼の顔の上に涙を流し、「わが父よ、

わが父よ、イスラエルの戦車よ、その騎兵よ」と

言った。 15エリシャは彼に「弓と矢を取りなさ

い」と言ったので、弓と矢を取った。 16エリシ

ャはまたイスラエルの王に「弓に手をかけなさい

」と言ったので、手をかけた。するとエリシャは

自分の手を王の手の上におき、 17「東向きの窓

をあけなさい」と言ったので、それをあけると、

エリシャはまた「射なさい」と言った。彼が射る

と、エリシャは言った、「主の救の矢、スリヤに

対する救の矢。あなたはアペクでスリヤびとを撃

ち破り、彼らを滅ぼしつくすであろう」。 18エ

リシャはまた「矢を取りなさい」と言ったので、

それを取った。エリシャはまたイスラエルの王に

「それをもって地を射なさい」と言ったので、三

度射てやめた。 19すると神の人は怒って言った

、「あなたは五度も六度も射るべきであった。そ

うしたならば、あなたはスリヤを撃ち破り、それ

を滅ぼしつくすことができたであろう。しかし今

あなたはそうしなかったので、スリヤを撃ち破る

ことはただ三度だけであろう」。 20こうしてエ

リシャは死んで葬られた。さてモアブの略奪隊は

年が改まるごとに、国にはいって来るのを常とし

た。 21時に、ひとりの人を葬ろうとする者があ

ったが、略奪隊を見たので、その人をエリシャの

墓に投げ入れて去った。その人はエリシャの骨に

触れるとすぐ生きかえって立ちあがった。 22ス

リヤの王ハザエルはエホアハズの一生の間、イス

ラエルを悩ましたが、 23主はアブラハム、イサ

ク、ヤコブと結ばれた契約のゆえにイスラエルを

恵み、これをあわれみ、これを顧みて滅ぼすこと

を好まず、なおこれをみ前から捨てられなかった

。 24スリヤの王ハザエルはついに死んで、その

子ベネハダデが代って王となった。 25そこでエ

ホアハズの子ヨアシは、父エホアハズがハザエル

に攻め取られた町々を、ハザエルの子ベネハダデ

の手から取り返した。すなわちヨアシは三度彼を

撃ち破って、イスラエルの町々を取り返した。

14イスラエルの王エホアハズの子ヨアシの第二
年に、ユダの王ヨアシの子アマジヤが王とな

った。 2彼は王となった時二十五歳で、二十九年

の間エルサレムで世を治めた。その母はエルサレ

ムの出身で、名をエホアダンといった。 3アマジ

ヤは主の目にかなう事をおこなったが、先祖ダビ

デのようではなかった。彼はすべての事を父ヨア

シがおこなったようにおこなった。 4ただし高き

所は除かなかったので、民はなおその高き所で犠

牲をささげ、香をたいた。 5彼は国が彼の手のう

ちに強くなった時、父ヨアシ王を殺害した家来た

ちを殺したが、 6その殺害者の子供たちは殺さな

かった。これはモーセの律法の書にしるされてい

る所に従ったのであって、そこに主は命じて「父

は子のゆえに殺さるべきではない。子は父のゆえ

に殺さるべきではない。おのおの自分の罪のゆえ

に殺さるべきである」と言われている。 7アマジ

ヤはまた塩の谷でエドムびと一万人を殺した。ま

たセラを攻め取って、その名をヨクテルと名づけ

たが、今日までそのとおりである。 8そこでアマ

ジヤがエヒウの子エホアハズの子であるイスラエ

ルの王ヨアシに使者をつかわして、「さあ、われ

われは互に顔を合わせよう」と言わせたので、 9
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イスラエルの王ヨアシはユダの王アマジヤに言い

送った、「かつてレバノンのいばらがレバノンの

香柏に、『あなたの娘をわたしのむすこの妻にく

ださい』と言い送ったことがあったが、レバノン

の野獣がとおって、そのいばらを踏み倒した。 10

あなたは大いにエドムを撃って、心にたかぶって

いるが、その栄誉に満足して家にとどまりなさい

。何ゆえ、あなたは災をひき起して、自分もユダ

も共に滅びるような事をするのですか」。 11し

かしアマジヤが聞きいれなかったので、イスラエ

ルの王ヨアシは上ってきた。そこで彼とユダの王

アマジヤはユダのベテシメシで互に顔をあわせた

が、 12ユダはイスラエルに敗られて、おのおの

その天幕に逃げ帰った。 13イスラエルの王ヨア

シはアハジヤの子ヨアシの子であるユダの王アマ

ジヤをベテシメシで捕え、エルサレムにきて、エ

ルサレムの城壁をエフライムの門から隅の門まで

、おおよそ四百キュビトにわたってこわし、 14

また主の宮と王の家の倉にある金銀およびもろも

ろの器をことごとく取り、かつ人質をとってサマ

リヤに帰った。 15ヨアシのその他の事績と、そ

の武勇および彼がユダの王アマジヤと戦った事は

、イスラエルの王の歴代志の書にしるされている

ではないか。 16ヨアシはその先祖たちと共に眠

って、イスラエルの王たちと共にサマリヤに葬ら

れ、その子ヤラベアムが代って王となった。 17

ヨアシの子であるユダの王アマジヤは、エホアハ

ズの子であるイスラエルの王ヨアシが死んで後、

なお十五年生きながらえた。 18アマジヤのその

他の事績は、ユダの王の歴代志の書にしるされて

いるではないか。 19時に人々がエルサレムで徒

党を結び、彼に敵対したので、彼はラキシに逃げ

ていったが、その人々はラキシに人をつかわして

彼をそこで殺させた。 20人々は彼を馬に載せて

運んできて、エルサレムで彼を先祖たちと共にダ

ビデの町に葬った。 21そしてユダの民は皆アザ

リヤを父アマジヤの代りに王とした。時に年十六

歳であった。 22彼はエラテの町を建てて、これ

をユダに復帰させた。これはかの王がその先祖た

ちと共に眠った後であった。 23ユダの王ヨアシ

の子アマジヤの第十五年に、イスラエルの王ヨア

シの子ヤラべアムがサマリヤで王となって四十一

年の間、世を治めた。 24彼は主の目の前に悪を

行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラ

ベアムの罪を離れなかった。 25彼はハマテの入

口からアラバの海まで、イスラエルの領域を回復

した。イスラエルの神、主がガテヘペルのアミッ

タイの子である、そのしもべ預言者ヨナによって

言われた言葉のとおりである。 26主はイスラエ

ルの悩みの非常に激しいのを見られた。そこには

つながれた者も、自由な者もいなくなり、またイ

スラエルを助ける者もいなかった。 27しかし主

はイスラエルの名を天が下から消し去ろうとは言

われなかった。そして彼らをヨアシの子ヤラベア

ムの手によって救われた。 28ヤラベアムのその

他の事績と、彼がしたすべての事およびその武勇

、すなわち彼が戦争をした事および、かつてユダ

に属していたダマスコとハマテを、イスラエルに

復帰させた事は、イスラエルの王の歴代志の書に

しるされているではないか。 29ヤラベアムはそ

の先祖であるイスラエルの王たちと共に眠って、

その子ゼカリヤが代って王となった。

15イスラエルの王ヤラベアムの第二十七年に、
ユダの王アマジヤの子アザリヤが王となった

。 2彼が王となった時は十六歳で、五十二年の間

エルサレムで世を治めた。その母はエルサレムの

出身で、名をエコリアといった。 3彼は主の目に

かなう事を行い、すべての事を父アマジヤが行っ

たようにおこなった。 4ただし高き所は除かなか

ったので、民はなおその高き所で犠牲をささげ、

香をたいた。 5主が王を撃たれたので、その死ぬ

日まで、らい病人となって、離れ家に住んだ。王

の子ヨタムが家の事を管理し、国の民をさばいた

。 6アザリヤのその他の事績と、彼がしたすべて

の事は、ユダの王の歴代志の書にしるされている

ではないか。 7アザリヤはその先祖たちと共に眠

ったので、彼をダビデの町にその先祖たちと共に

葬った。その子ヨタムが代って王となった。 8ユ

ダの王アザリヤの第三十八年にヤラベアムの子ゼ

カリヤがサマリヤでイスラエルの王となり、六か

月世を治めた。 9彼はその先祖たちがおこなった

ように主の目の前に悪を行い、イスラエルに罪を

犯させたネバテの子ヤラベアムの罪を離れなかっ

た。 10ヤベシの子シャルムが徒党を結んで彼に

敵し、イブレアムで彼を撃ち殺し、彼に代って王

となった。 11ゼカリヤのその他の事績は、イス

ラエルの王の歴代志の書にしるされている。 12

主はかつてエヒウに、「あなたの子孫は四代まで

イスラエルの位に座するであろう」と告げられた
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が、はたしてそのとおりになった。 13ヤベシの

子シャルムはユダの王ウジヤの第三十九年に王と

なり、サマリヤで一か月世を治めた。 14時にガ

デの子メナヘムがテルザからサマリヤに上ってき

て、ヤベシの子シャルムをサマリヤで撃ち殺し、

彼に代って王となった。 15シャルムのその他の

事績と、彼が徒党を結んだ事は、イスラエルの王

の歴代志の書にしるされている。 16その時メナ

ヘムはテルザから進んでいって、タップアと、そ

のうちにいるすべての者、およびその領域を撃っ

た。すなわち彼らが彼のために開かなかったので

、これを撃って、そのうちの妊娠の女をことごと

く引き裂いた。 17ユダの王アザリヤの第三十九

年に、ガデの子メナヘムはイスラエルの王となり

、サマリヤで十年の間、世を治めた。 18彼は主

の目の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯させた

ネバテの子ヤラベアムの罪を一生の間、離れなか

った。 19時にアッスリヤの王プルが国に攻めて

きたので、メナヘムは銀一千タラントをプルに与

えた。これは彼がプルの助けを得て、国を自分の

手のうちに強くするためであった。 20すなわち

メナヘムはその銀をイスラエルのすべての富める

者に課し、その人々におのおの銀五十シケルを出

させてアッスリヤの王に与えた。こうしてアッス

リヤの王は国にとどまらないで帰っていった。 21

メナヘムのその他の事績と彼がしたすべての事は

、イスラエルの王の歴代志の書にしるされている

ではないか。 22メナヘムは先祖たちと共に眠り

、その子ペカヒヤが代って王となった。 23メナ

ヘムの子ペカヒヤはユダの王アザリヤの第五十年

に、サマリヤでイスラエルの王となり、二年の間

、世を治めた。 24彼は主の目の前に悪を行い、

イスラエルに罪を犯せたネバテの子ヤラベアムの

罪を離れなかった。 25時に彼の副官であったレ

マリヤのペカが、ギレアデびと五十人と共に徒党

を結んで彼に敵し、サマリヤの、王の宮殿の天守

で彼を撃ち殺した。すなわちペカは彼を殺し、彼

に代って王となった。 26ペカヒヤのその他の事

績と彼がしたすべての事は、イスラエルの王の歴

代志の書にしるされている。 27レマリヤの子ペ

カはユダの王アザリヤの第五十二年に、サマリヤ

でイスラエルの王となり、二十年の間、世を治め

た。 28彼は主の目の前に悪をおこない、イスラ

エルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪を

離れなかった。 29イスラエルの王ペカの世に、

アッスリヤの王テグラテピレセルが来て、イヨン

、アベル・ベテマアカ、ヤノア、ケデシ、ハゾル

、ギレアデ、ガリラヤ、ナフタリの全地を取り、

人々をアッスリヤへ捕え移した。 30時にエラの

子ホセアは徒党を結んで、レマリヤの子ペカに敵

し、彼を撃ち殺し、彼に代って王となった。これ

はウジヤの子ヨタムの第二十年であった。 31ペ

カのその他の事績と彼がしたすべての事は、イス

ラエルの王の歴代志の書にしるされている。 32

レマリヤの子イスラエルの王ペカの第二年に、ユ

ダの王ウジヤの子ヨタムが王となった。 33彼は

王となった時二十五歳であったが、エルサレムで

十六年の間、世を治めた。母はザドクの娘で、名

をエルシャといった。 34彼は主の目にかなう事

を行い、すべて父ウジヤの行ったようにおこなっ

た。 35ただし高き所は除かなかったので、民は

なおその高き所で犠牲をささげ、香をたいた。彼

は主の宮の上の門を建てた。 36ヨタムのその他

の事績と彼がしたすべての事は、ユダの王の歴代

志の書にしるされているではないか。 37そのこ

ろ、主はスリヤの王レヂンとレマリヤの子ペカを

ユダに攻めこさせられた。 38ヨタムは先祖たち

と共に眠って、その先祖ダビデの町に先祖たちと

共に葬られ、その子アハズが代って王となった

。

16レマリヤの子ペカの第十七年にユダの王ヨタ
ムの子アハズが王となった。 2アハズは王と

なった時二十歳で、エルサレムで十六年の間、世

を治めたが、その神、主の目にかなう事を先祖ダ

ビデのようには行わなかった。 3彼はイスラエル

の王たちの道に歩み、また主がイスラエルの人々

の前から追い払われた異邦人の憎むべきおこない

にしたがって、自分の子を火に焼いてささげ物と

した。 4かつ彼は高き所、また丘の上、すべての

青木の下で犠牲をささげ、香をたいた。 5そのこ

ろ、スリヤの王レヂンおよびレマリヤの子である

イスラエルの王ペカがエルサレムに攻め上って、

アハズを囲んだが、勝つことができなかった。 6

その時エドムの王はエラテを回復してエドムの所

領とし、ユダの人々をエラテから追い出した。そ

してエドムびとがエラテにきて、そこに住み、今

日に至っている。 7そこでアハズは使者をアッス

リヤの王テグラテピレセルにつかわして言わせた

、「わたしはあなたのしもべ、あなたの子です。
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スリヤの王とイスラエルの王がわたしを攻め囲ん

でいます。どうぞ上ってきて、彼らの手からわた

しを救い出してください」。 8そしてアハズは主

の宮と王の家の倉にある金と銀をとり、これを贈

り物としてアッスリヤの王におくったので、 9ア

ッスリヤの王は彼の願いを聞きいれた。すなわち

アッスリヤの王はダマスコに攻め上って、これを

取り、その民をキルに捕え移し、またレヂンを殺

した。 10アハズ王はアッスリヤの王テグラテピ

レセルに会おうとダマスコへ行ったが、ダマスコ

にある祭壇を見たので、アハズ王はその祭壇の作

りにしたがって、その詳しい図面と、ひな型とを

作って、祭司ウリヤに送った。 11そこで祭司ウ

リヤはアハズ王がダマスコから送ったものにした

がって祭壇を建てた。すなわち祭司ウリヤはアハ

ズ王がダマスコから帰るまでにそのとおりに作っ

た。 12王はダマスコから帰ってきて、その祭壇

を見、祭壇に近づいてその上に登り、 13燔祭と

素祭を焼き、灌祭を注ぎ、酬恩祭の血を祭壇にそ

そぎかけた。 14彼はまた主の前にあった青銅の

祭壇を宮の前から移した。すなわちそれを新しい

祭壇と主の宮の間から移して、新しい祭壇の北の

方にすえた。 15そしてアハズ王は祭司ウリヤに

命じて言った、「朝の燔祭と夕の素祭および王の

燔祭とその素祭、ならびに国中の民の燔祭とその

素祭および灌祭は、この大きな祭壇の上で焼きな

さい。また燔祭の血と犠牲の血はすべてこれにそ

そぎかけなさい。あの青銅の祭壇をわたしは伺い

を立てるのに用いよう」。 16祭司ウリヤはアハ

ズ王がすべて命じたとおりにおこなった。 17ま

たアハズ王は台の鏡板を切り取って、洗盤をその

上から移し、また海をその下にある青銅の牛の上

からおろして、石の座の上にすえ、 18また宮の

うちに造られていた安息日用のおおいのある道、

および王の用いる外の入口をアッスリヤの王のた

めに主の宮から除いた。 19アハズのその他の事

績は、ユダの王の歴代志の書にしるされているで

はないか。 20アハズは先祖たちと共に眠って、

ダビデの町にその先祖たちと共に葬られ、その子

ヒゼキヤが代って王となった。

17ユダの王アハズの第十二年にエラの子ホセア
が王となり、サマリヤで九年の間、イスラエ

ルを治めた。 2彼は主の目の前に悪を行ったが、

彼以前のイスラエルの王たちのようではなかった

。 3アッスリヤの王シャルマネセルが攻め上った

ので、ホセアは彼に隷属して、みつぎを納めたが

、 4アッスリヤの王はホセアがついに自分にそむ

いたのを知った。それはホセアが使者をエジプト

の王ソにつかわし、また年々納めていたみつぎを

、アッスリヤの王に納めなかったからである。そ

こでアッスリヤの王は彼を監禁し、獄屋につない

だ。 5そしてアッスリヤの王は攻め上って国中を

侵し、サマリヤに上ってきて三年の間、これを攻

め囲んだ。 6ホセアの第九年になって、アッスリ

ヤの王はついにサマリヤを取り、イスラエルの人

々をアッスリヤに捕えていって、ハラと、ゴザン

の川ハボルのほとりと、メデアの町々においた。

7この事が起ったのは、イスラエルの人々が、自

分たちをエジプトの地から導き上って、エジプト

の王パロの手をのがれさせられたその神、主にむ

かって罪を犯し、他の神々を敬い、 8主がイスラ

エルの人々の前から追い払われた異邦人のならわ

しに従って歩み、またイスラエルの王たちが定め

たならわしに従って歩んだからである。 9イスラ

エルの人々はその神、主にむかって正らぬ事をひ

そかに行い、見張台から堅固な町に至るまで、す

べての町々に高き所を建て、 10またすべての高

い丘の上、すべての青木の下に石の柱とアシラ像

を立て、 11主が彼らの前から捕え移された異邦

人がしたように、すべての高き所で香をたき、悪

事を行って、主を怒らせた。 12また主が彼らに

「あなたがたはこの事をしてはならない」と言わ

れたのに偶像に仕えた。 13主はすべての預言者

、すべての先見者によってイスラエルとユダを戒

め、「翻って、あなたがたの悪い道を離れ、わた

しがあなたがたの先祖たちに命じ、またわたしの

しもべである預言者たちによってあなたがたに伝

えたすべての律法のとおりに、わたしの戒めと定

めとを守れ」と仰せられたが、 14彼らは聞きい

れず、彼らの先祖たちがその神、主を信じないで

、強情であったように、彼らは強情であった。 15

そして彼らは主の定めを捨て、主が彼らの先祖た

ちと結ばれた契約を破り、また彼らに与えられた

警告を軽んじ、かつむなしい偶像に従ってむなし

くなり、また周囲の異邦人に従った。これは主が

、彼らのようにおこなってはならないと彼らに命

じられたものである。 16彼らはその神、主のす

べての戒めを捨て、自分のために二つの子牛の像

を鋳て造り、またアシラ像を造り、天の万象を拝
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み、かつバアルに仕え、 17またそのむすこ、娘

を火に焼いてささげ物とし、占いおよびまじない

をなし、主の目の前に悪をおこなうことに身をゆ

だねて、主を怒らせた。 18それゆえ、主は大い

にイスラエルを怒り、彼らをみ前から除かれたの

で、ユダの部族のほか残った者はなかった。 19

ところがユダもまたその神、主の戒めを守らず、

イスラエルが定めたならわしに歩んだので、 20

主はイスラエルの子孫をことごとく捨て、彼らを

苦しめ、彼らを略奪者の手にわたして、ついに彼

らをみ前から打ちすてられた。 21主はイスラエ

ルをダビデの家から裂き離されたので、イスラエ

ルはネバテの子ヤラベアムを王としたが、ヤラベ

アムはイスラエルに、主に従うことをやめさせ、

大きな罪を犯させた。 22イスラエルの人々がヤ

ラベアムのおこなったすべての罪をおこない続け

て、それを離れなかったので、 23ついに主はそ

のしもべである預言者たちによって言われたよう

に、イスラエルをみ前から除き去られた。こうし

てイスラエルは自分の国からアッスリヤに移され

て今日に至っている。 24かくてアッスリヤの王

はバビロン、クタ、アワ、ハマテおよびセパルワ

イムから人々をつれてきて、これをイスラエルの

人々の代りにサマリヤの町々におらせたので、そ

の人々はサマリヤを領有して、その町々に住んだ

。 25彼らがそこに住み始めた時、主を敬うこと

をしなかったので、主は彼らのうちにししを送り

、ししは彼らのうちの数人を殺した。 26そこで

人々はアッスリヤの王に告げて言った、「あなた

が移してサマリヤの町々におらせられたあの国々

の民は、その地の神のおきてを知らないゆえに、

その神は彼らのうちにししを送り、ししは彼らを

殺した。これは彼らが、その地の神のおきてを知

らないためです」。 27アッスリヤの王は命じて

言った、「あなたがたがあそこから移した祭司の

ひとりをあそこへ連れて行きなさい。彼をあそこ

へやって住まわせ、その国の神のおきてをその人

々に教えさせなさい」。 28そこでサマリヤから

移された祭司のひとりが来てベテルに住み、どの

ように主を敬うべきかを彼らに教えた。 29しか

しその民はおのおの自分の神々を造って、それを

サマリヤびとが造った高き所の家に安置した。民

は皆住んでいる町々でそのようにおこなった。 30

すなわちバビロンの人々はスコテ・ベノテを造り

、クタの人々はネルガルを造り、ハマテの人々は

アシマを造り、 31アワの人々はニブハズとタル

タクを造り、セパルワイムびとはその子を火に焼

いて、セパルワイムの神アデランメレクおよびア

ナンメレクにささげた。 32彼はまた主を敬い、

自分たちのうちから一般の民を立てて高き所の祭

司としたので、その人々は高き所の家で勤めをし

た。 33このように彼らは主を敬ったが、また彼

らが出てきた国々のならわしにしたがって、自分

たちの神々にも仕えた。 34今日に至るまで彼ら

は先のならわしにしたがっておこなっている。彼

らは主を敬わず、また主がイスラエルと名づけら

れたヤコブの子孫に命じられた定めにも、おきて

にも、律法にも、戒めにも従わない。 35主はか

つて彼らと契約を結び、彼らに命じて言われた、

「あなたがたは他の神々を敬ってはならない。ま

た彼らを拝み、彼らに仕え、彼らに犠牲をささげ

てはならない。 36ただ大きな力と伸べた腕とを

もって、あなたがたをエジプトの地から導き上っ

た主をのみ敬い、これを拝み、これに犠牲をささ

げなければならない。 37またあなたがたのため

に書きしるされた定めと、おきてと、律法と、戒

めとを、慎んで常に守らなければならない。他の

神々を敬ってはならない。 38わたしがあなたが

たと結んだ契約を忘れてはならない。また他の神

々を敬ってはならない。 39ただあなたがたの神

、主を敬わなければならない。主はあなたがたを

そのすべての敵の手から救い出されるであろう」

。 40しかし彼らは聞きいれず、かえって先のな

らわしにしたがっておこなった。 41このように

、これらの民は主を敬い、またその刻んだ像にも

仕えたが、その子たちも、孫たちも同様であって

、彼らはその先祖がおこなったように今日までお

こなっている。

18イスラエルの王エラの子ホセアの第三年にユ
ダの王アハズの子ヒゼキヤが王となった。 2

彼は王となった時二十五歳で、エルサレムで二十

九年の間、世を治めた。その母はゼカリヤの娘で

、名をアビといった。 3ヒゼキヤはすべて先祖ダ

ビデがおこなったように主の目にかなう事を行い

、 4高き所を除き、石柱をこわし、アシラ像を切

り倒し、モーセの造った青銅のへびを打ち砕いた

。イスラエルの人々はこの時までそのへびに向か

って香をたいていたからである。人々はこれをネ

ホシタンと呼んだ。 5ヒゼキヤはイスラエルの神
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、主に信頼した。そのために彼のあとにも彼の先

にも、ユダのすべての王のうちに彼に及ぶ者はな

かった。 6すなわち彼は固く主に従って離れるこ

となく、主がモーセに命じられた命令を守った。

7主が彼と共におられたので、すべて彼が出て戦

うところで功をあらわした。彼はアッスリヤの王

にそむいて、彼に仕えなかった。 8彼はペリシテ

びとを撃ち敗って、ガザとその領域にまで達し、

見張台から堅固な町にまで及んだ。 9ヒゼキヤ王

の第四年すなわちイスラエルの王エラの子ホセア

の第七年に、アッスリヤの王シャルマネセルはサ

マリヤに攻め上って、これを囲んだが、 10三年

の後ついにこれを取った。サマリヤが取られたの

はヒゼキヤの第六年で、それはイスラエルの王ホ

セアの第九年であった。 11アッスリヤの王はイ

スラエルの人々をアッスリヤに捕えていって、ハ

ラと、ゴザンの川ハボルのほとりと、メデアの町

々に置いた。 12これは彼らがその神、主の言葉

にしたがわず、その契約を破り、主のしもべモー

セの命じたすべての事に耳を傾けず、また行わな

かったからである。 13ヒゼキヤ王の第十四年に

アッスリヤの王セナケリブが攻め上ってユダのす

べての堅固な町々を取ったので、 14ユダの王ヒ

ゼキヤは人をラキシにつかわしてアッスリヤの王

に言った、「わたしは罪を犯しました。どうぞ引

き上げてください。わたしに課せられることはな

んでもいたします」。アッスリヤの王は銀三百タ

ラントと金三十タラントをユダの王ヒゼキヤに課

した。 15ヒゼキヤは主の宮と王の家の倉とにあ

る銀をことごとく彼に与えた。 16この時ユダの

王ヒゼキヤはまた主の神殿の戸および柱から自分

が着せた金をはぎ取って、アッスリヤの王に与え

た。 17アッスリヤの王はまたタルタン、ラブサ

リスおよびラブシャケを、ラキシから大軍を率い

てエルサレムにいるヒゼキヤ王のもとにつかわし

た。彼らは上ってエルサレムに来た。彼らはエル

サレムに着くと、布さらし場に行く大路に沿って

いる上の池の水道のかたわらへ行って、そこに立

った。 18そして彼らが王を呼んだので、ヒルキ

ヤの子である宮内卿エリアキム、書記官セブナ、

およびアサフの子である史官ヨアが彼らのところ

に出てきた。 19ラブシャケは彼らに言った、「

ヒゼキヤに言いなさい、『大王、アッスリヤの王

はこう仰せられる。あなたが頼みとする者は何か

。 20口先だけの言葉が戦争をする計略と力だと

考えるのか。あなたは今だれにたよって、わたし

にそむいたのか。 21今あなたは、あの折れかけ

ている葦のつえ、エジプトを頼みとしているが、

それは人がよりかかる時、その人の手を刺し通す

であろう。エジプトの王パロはすべて寄り頼む者

にそのようにする。 22しかしあなたがもし「わ

れわれは、われわれの神、主を頼む」とわたしに

言うのであれば、その神はヒゼキヤがユダとエル

サレムに告げて、「あなたがたはエルサレムで、

この祭壇の前に礼拝しなければならない」と言っ

て、その高き所と祭壇とを除いた者ではないか。

23さあ、わたしの主君アッスリヤの王とかけをせ

よ。もしあなたの方に乗る人があるならば、わた

しは馬二千頭を与えよう。 24あなたはエジプト

を頼み、戦車と騎兵を請い求めているが、わたし

の主君の家来のうちの最も小さい一隊長でさえ、

どうして撃退することができようか。 25わたし

がこの所を滅ぼすために上ってきたのは、主の許

しなしにしたことであろうか。主がわたしにこの

地に攻め上ってこれを滅ぼせと言われたのだ』」

。 26その時ヒルキヤの子エリアキムおよびセブ

ナとヨアはラブシャケに言った、「どうぞ、アラ

ム語でしもべどもに話してください。わたしたち

は、それがわかるからです。城壁の上にいる民の

聞いているところで、わたしたちにユダヤの言葉

で話さないでください」。 27しかしラブシャケ

は彼らに言った、「わたしの主君は、あなたの主

君とあなたにだけでなく、城壁の上に座している

人々にも、この言葉を告げるためにわたしをつか

わしたのではないか。彼らも、あなたがたと共に

自分の糞尿を食い飲みするに至るであろう」。 28

そしてラブシャケは立ちあがり、ユダヤの言葉で

大声に呼ばわって言った。「大王、アッスリヤの

王の言葉を聞け。 29王はこう仰せられる、『あ

なたがたはヒゼキヤに欺かれてはならない。彼は

あなたがたをわたしの手から救いだすことはでき

ない。 30ヒゼキヤが「主は必ずわれわれを救い

出される。この町はアッスリヤ王の手に陥ること

はない」と言っても、あなたがたは主を頼みとし

てはならない』。 31あなたがたはヒゼキヤの言

葉を聞いてはならない。アッスリヤの王はこう仰

せられる、『あなたがたはわたしと和解して、わ

たしに降服せよ。そうすればあなたがたはおのお

の自分のぶどうの実を食べ、おのおの自分のいち

じくの実を食べ、おのおの自分の井戸の水を飲む
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ことができるであろう。 32やがてわたしが来て

、あなたがたを一つの国へ連れて行く。それはあ

なたがたの国のように穀物とぶどう酒のある地、

パンとぶどう畑のある地、オリブの木と蜜のある

地である。あなたがたは生きながらえることがで

き、死ぬことはない。ヒゼキヤが「主はわれわれ

を救われる」と言って、あなたがたを惑わしても

彼に聞いてはならない。 33諸国民の神々のうち

、どの神がその国をアッスリヤの王の手から救っ

たか。 34ハマテやアルパデの神々はどこにいる

のか。セパルワイム、ヘナおよびイワの神々はど

こにいるのか。彼らはサマリヤをわたしの手から

救い出したか。 35国々のすべての神々のうち、

その国をわたしの手から救い出した者があったか

。主がどうしてエルサレムをわたしの手から救い

出すことができよう』」。 36しかし民は黙して

、ひと言も彼に答えなかった。王が命じて「彼に

答えてはならない」と言っておいたからである。

37こうしてヒルキヤの子である宮内卿エリアキム

、書記官セブナ、およびアサフの子である史官ヨ

アは衣を裂き、ヒゼキヤのもとに来て、ラブシャ

ケの言葉を彼に告げた。

19ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を裂き、荒布
を身にまとって主に宮に入り、 2宮内卿エリ

アキムと書記官セブナおよび祭司のうちの年長者

たちに荒布をまとわせて、アモツの子預言者イザ

ヤのもとにつかわした。 3彼らはイザヤに言った

、「ヒゼキヤはこう申されます、『きょうは悩み

と、懲しめと、はずかしめの日です。胎児がまさ

に生れようとして、これを産み出す力がないので

す。 4あなたの神、主はラブシャケがその主君ア

ッスリヤの王につかわされて、生ける神をそしっ

たもろもろの言葉を聞かれたかもしれません。そ

してあなたの神、主はその聞いた言葉をとがめら

れるかもしれません。それゆえ、この残っている

者のために祈をささげてください』」。 5ヒゼキ

ヤ王の家来たちがイザヤのもとに来たとき、 6イ

ザヤは彼らに言った、「あなたがたの主君にこう

言いなさい、『主はこう仰せられる、アッスリヤ

の王の家来たちが、わたしをそしった言葉を聞い

て恐れるには及ばない。 7見よ、わたしは一つの

霊を彼らのうちに送って、一つのうわさを聞かせ

、彼を自分の国へ帰らせて、自分の国でつるぎに

倒れさせるであろう』」。 8ラブシャケは引き返

して、アッスリヤの王がリブナを攻めているとこ

ろへ行った。彼が王のラキシを去ったことを聞い

たからである。 9この時アッスリヤの王はエチオ

ピヤの王テルハカについて、「彼はあなたと戦う

ために出てきた」と人々がいうのを聞いたので、

再び使者をヒゼキヤにつかわして言った、 10「

ユダの王ヒゼキヤにこう言いなさい、『あなたは

、エルサレムはアッスリヤの王の手に陥ることは

ない、と言うあなたの信頼する神に欺かれてはな

らない。 11あなたはアッスリヤの王たちがもろ

もろの国々にした事、彼らを全く滅ぼした事を聞

いている。どうしてあなたが救われることができ

ようか。 12わたしの父たちはゴザン、ハラン、

レゼフ、およびテラサルにいたエデンの人々を滅

ぼしたが、その国々の神々は彼らを救ったか。 13

ハマテの王、アルパデの王、セパルワイムの町の

王、ヘナの王およびイワの王はどこにいるのか』

」。 14ヒゼキヤは使者の手から手紙を受け取っ

てそれを読み、主の宮にのぼっていって、主の前

にそれをひろげ、 15そしてヒゼキヤは主の前に

祈って言った、「ケルビムの上に座しておられる

イスラエルの神、主よ、地のすべての国のうちで

、ただあなただけが神でいらせられます。あなた

は天と地を造られました。 16主よ、耳を傾けて

聞いてください。主よ、目を開いてごらんくださ

い。セナケリブが生ける神をそしるために書き送

った言葉をお聞きください。 17主よ、まことに

アッスリヤの王たちはもろもろの民とその国々を

滅ぼし、 18またその神々を火に投げ入れました

。それらは神ではなく、人の手の作ったもので、

木や石だから滅ぼされたのです。 19われわれの

神、主よ、どうぞ、今われわれを彼の手から救い

出してください。そうすれば地の国々は皆、主で

あるあなただけが神でいらせられることを知るよ

うになるでしょう」。 20その時アモツの子イザ

ヤは人をつかわしてヒゼキヤに言った、「イスラ

エルの神、主はこう仰せられる、『アッスリヤの

王セナケリブについてあなたがわたしに祈ったこ

とは聞いた』。 21主が彼について語られた言葉

はこうである、『処女であるシオンの娘はあなた

を侮り、あなたをあざける。エルサレムの娘はあ

なたのうしろで頭を振る。 22あなたはだれをそ

しり、だれをののしったのか。あなたはだれにむ

かって声をあげ、目を高くあげたのか。イスラエ

ルの聖者にむかってしたのだ。 23あなたは使者
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をもって主をそしって言った、「わたしは多くの

戦車をひきいて山々の頂にのぼり、レバノンの奥

に行き、たけの高い香柏と最も良いいとすぎを切

り倒し、またその果の野営地に行き、その密林に

はいった。 24わたしは井戸を掘って外国の水を

飲んだ。わたしは足の裏で、エジプトのすべての

川を踏みからした」。 25あなたは聞かなかった

か、昔わたしがこれを定めたことを。堅固な町々

をあなたが荒塚とすることも、いにしえの日から

わたしが計画して今これをおこなうのだ。 26そ

のうちに住む民は力弱くおののき、恥をいだいて

、野の草のように、青菜のようになり、育たない

で枯れる屋根の草のようになった。 27わたしは

あなたのすわること、出入りすること、わたしに

むかって怒り叫んだことをも知っている。 28あ

なたがわたしにむかって怒り叫んだことと、あな

たの高慢がわたしの耳にはいったため、わたしは

あなたの鼻に輪をつけ、あなたの口にくつわをは

めて、あなたをもときた道へ引きもどすであろう

』。 29『あなたに与えるしるしはこれである。

すなわち、ことしは落ち穂からはえたものを食べ

、二年目にはまたその落ち穂からはえたものを食

べ、三年目には種をまき、刈り入れ、ぶどう畑を

作ってその実を食べるであろう。 30ユダの家の

のがれて残る者は再び下に根を張り、上に実を結

ぶであろう。 31すなわち残る者がエルサレムか

ら出てき、のがれた者がシオンの山から出て来る

であろう。主の熱心がこれをされるであろう』。

32それゆえ、主はアッスリヤの王について、こう

仰せられる、『彼はこの町にこない、またここに

矢を放たない、盾をもってその前に来ることなく

、また塁を築いてこれを攻めることはない。 33

彼は来た道を帰って、この町に、はいることはな

い。主がこれを言う。 34わたしは自分のため、

またわたしのしもべダビデのためにこの町を守っ

て、これを救うであろう』」。 35その夜、主の

使が出て、アッスリヤの陣営で十八万五千人を撃

ち殺した。人々が朝早く起きて見ると、彼らは皆

、死体となっていた。 36アッスリヤの王セナケ

リブは立ち去り、帰って行ってニネベにいたが、

37その神ニスロクの神殿で礼拝していた時、その

子アデランメレクとシャレゼルが、つるぎをもっ

て彼を殺し、ともにアララテの地へ逃げて行った

。そこでその子エサルハドンが代って王となった

。

20そのころ、ヒゼキヤは病気になって死にかか
っていた。アモツの子預言者イザヤは彼のと

ころにきて言った、「主はこう仰せられます、『

家の人に遺言をなさい。あなたは死にます。生き

ながらえることはできません』」。 2そこでヒゼ

キヤは顔を壁に向けて主に祈って言った、 3「あ

あ主よ、わたしが真実を真心をもってあなたの前

に歩み、あなたの目にかなうことをおこなったの

をどうぞ思い起してください」。そしてヒゼキヤ

は激しく泣いた。 4イザヤがまだ中庭を出ないう

ちに主の言葉が彼に臨んだ、 5「引き返して、わ

たしの民の君ヒゼキヤに言いなさい、『あなたの

父ダビデの神、主はこう仰せられる、わたしはあ

なたの祈を聞き、あなたの涙を見た。見よ、わた

しはあなたをいやす。三日目にはあなたは主の宮

に上るであろう。 6かつ、わたしはあなたのよわ

いを十五年増す。わたしはあなたと、この町とを

アッスリヤの王の手から救い、わたしの名のため

、またわたしのしもべダビデのためにこの町を守

るであろう』」。 7そしてイザヤは言った、「干

しいちじくのひとかたまりを持ってきて、それを

腫物につけさせなさい。そうすれば直るでしょう

」。 8ヒゼキヤはイザヤに言った、「主がわたし

をいやされる事と、三日目にわたしが主の家に上

ることについて、どんなしるしがありましょうか

」。 9イザヤは言った、「主が約束されたことを

行われることについては、主からこのしるしを得

られるでしょう。すなわち日影が十度進むか、あ

るいは十度退くかです」。 10ヒゼキヤは答えた

、「日影が十度進むことはたやすい事です。むし

ろ日影を十度退かせてください」。 11そこで預

言者イザヤが主に呼ばわると、アハズの日時計の

上に進んだ日影を、十度退かせられた。 12その

ころ、バラダンの子であるバビロンの王メロダク

バラダンは、手紙と贈り物を持たせて使節をヒゼ

キヤにつかわした。これはヒゼキヤが病んでいる

ことを聞いたからである。 13ヒゼキヤは彼らを

喜び迎えて、宝物の蔵、金銀、香料、貴重な油お

よび武器倉、ならびにその倉庫にあるすべての物

を彼らに見せた。家にある物も、国にある物も、

ヒゼキヤが彼らに見せない物は一つもなかった。

14その時、預言者イザヤはヒゼキヤ王のもとにき

て言った、「あの人々は何を言いましたか。どこ

からきたのですか」。ヒゼキヤは言った、「彼ら

は遠い国から、バビロンからきたのです」。 15
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イザヤは言った、「彼らはあなたの家で何を見ま

したか」。ヒゼキヤは答えて言った、「わたしの

家にある物を皆見ました。わたしの倉庫のうちに

は、わたしが彼らに見せない物は一つもありませ

ん」。 16そこでイザヤはヒゼキヤに言った、「

主の言葉を聞きなさい、 17『主は言われる、見

よ、すべてあなたの家にある物、および、あなた

の先祖たちが今日までに積みたくわえた物の、バ

ビロンに運び去られる日が来る。何も残るものは

ないであろう。 18また、あなたの身から出るあ

なたの子たちも連れ去られ、バビロンの王の宮殿

で宦官となるであろう』」。 19ヒゼキヤはイザ

ヤに言った、「あなたが言われた主の言葉は結構

です」。彼は「せめて自分が世にあるあいだ、平

和と安全があれば良いことではなかろうか」と思

ったからである。 20ヒゼキヤのその他の事績と

その武勇および、彼が貯水池と水道を作って、町

に水を引いた事は、ユダの王の歴代志の書にしる

されているではないか。 21ヒゼキヤはその先祖

たちと共に眠って、その子マナセが代って王とな

った。

21マナセは十二歳で王となり、五十五年の間、
エルサレムで世を治めた。母の名はヘフジバ

といった。 2マナセは主がイスラエルの人々の前

から追い払われた国々の民の憎むべきおこないに

ならって、主の目の前に悪をおこなった。 3彼は

父ヒゼキヤがこわした高き所を建て直し、またイ

スラエルの王アハブがしたようにバアルのために

祭壇を築き、アシラ像を造り、かつ天の万象を拝

んで、これに仕えた。 4また主の宮のうちに数個

の祭壇を築いた。これは主が「わたしの名をエル

サレムに置こう」と言われたその宮である。 5彼

はまた主の宮の二つの庭に天の万象のために祭壇

を築いた。 6またその子を火に焼いてささげ物と

し、占いをし、魔術を行い、口寄せと魔法使を用

い、主の目の前に多くの悪を行って、主の怒りを

引き起した。 7彼はまたアシラの彫像を作って主

の宮に置いた。主はこの宮についてダビデとその

子ソロモンに言われたことがある、「わたしはこ

の宮と、わたしがイスラエルのすべての部族のう

ちから選んだエルサレムとに、わたしの名を永遠

に置く。 8もし、彼らがわたしが命じたすべての

事、およびわたしのしもべモーセが命じたすべて

の律法を守り行うならば、イスラエルの足を、わ

たしが彼らの先祖たちに与えた地から、重ねて迷

い出させないであろう」。 9しかし彼らは聞きい

れなかった。マナセが人々をいざなって悪を行っ

たことは、主がイスラエルの人々の前に滅ぼされ

た国々の民よりもはなはだしかった。 10そこで

主はそのしもべである預言者たちによって言われ

た、 11「ユダの王マナセがこれらの憎むべき事

を行い、彼の先にあったアモリびとの行ったすべ

ての事よりも悪い事を行い、またその偶像をもっ

てユダに罪を犯させたので、 12イスラエルの神

、主はこう仰せられる、見よ、わたしはエルサレ

ムとユダに災をくだそうとしている。これを聞く

者は、その耳が二つながら鳴るであろう。 13わ

たしはサマリヤをはかった測りなわと、アハブの

家に用いた下げ振りをエルサレムにほどこし、人

が皿をぬぐい、これをぬぐって伏せるように、エ

ルサレムをぬぐい去る。 14わたしは、わたしの

嗣業の民の残りを捨て、彼らを敵の手に渡す。彼

らはもろもろの敵のえじきとなり、略奪にあうで

あろう。 15これは彼らの先祖たちがエジプトを

出た日から今日に至るまで、彼らがわたしの目の

前に悪を行って、わたしを怒らせたためである」

。 16マナセはまた主の目の前に悪を行って、ユ

ダに罪を犯させたその罪のほかに、罪なき者の血

を多く流して、エルサレムのこの果から、かの果

にまで満たした。 17マナセのその他の事績と、

彼がおこなったすべての事およびその犯した罪は

、ユダの王の歴代志の書にしるされているではな

いか。 18マナセは先祖たちと共に眠って、その

家の園すなわちウザの園に葬られ、その子アモン

が代って王となった。 19アモンは王となった時

二十二歳であって、エルサレムで二年の間、世を

治めた。母はヨテバのハルツの娘で、名をメシュ

レメテといった。 20アモンはその父マナセのお

こなったように、主の目の前に悪を行った。 21

すなわち彼はすべてその父の歩んだ道に歩み、父

の仕えた偶像に仕えて、これを拝み、 22先祖た

ちの神、主を捨てて、主の道に歩まなかった。 23

アモンの家来たちはついに彼に敵して徒党を結び

、王をその家で殺したが、 24国の民は、アモン

王に敵して徒党を結んだ者をことごとく撃ち殺し

た。そして国の民はアモンの子ヨシヤを王として

アモンに代らせた。 25アモンのその他の事績は

、ユダの王の歴代志の書にしるされているではな
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いか。 26アモンはウザの園にある墓に葬られ、

その子ヨシヤが代って王となった。

22ヨシヤは八歳で王となり、エルサレムで三十
一年の間、世を治めた。母はボヅカテのアダ

ヤの娘で、名をエデダといった。 2ヨシヤは主の

目にかなう事を行い、先祖ダビデの道に歩んで右

にも左にも曲らなかった。 3ヨシヤ王の第十八年

に王はメシュラムの子アザリヤの子である書記官

シャパンを主の宮につかわして言った、 4「大祭

司ヒルキヤのもとへのぼって行って、主に宮には

いってきた銀、すなわち門を守る者が民から集め

たものの総額を彼に数えさせ、 5それを工事をつ

かさどる主の宮の監督者の手に渡させ、彼らから

主の宮で工事をする者にそれを渡して、宮の破れ

を繕わせなさい。 6すなわち木工と建築師と石工

にそれを渡し、また宮を繕う材木と切り石を買わ

せなさい。 7ただし彼らは正直に事を行うから、

彼らに渡した銀については彼らと計算するに及ば

ない」。 8その時大祭司ヒルキヤは書記官シャパ

ンに言った、「わたしは主の宮で律法の書を見つ

けました」。そしてヒルキヤがその書物をシャパ

ンに渡したので、彼はそれを読んだ。 9書記官シ

ャパンは王のもとへ行き、王に報告して言った、

「しもべどもは宮にあった銀を皆出して、それを

工事をつかさどる主の宮の監督者の手に渡しまし

た」。 10書記官シャパンはまた王に告げて「祭

司ヒルキヤはわたしに一つの書物を渡しました」

と言い、それを王の前で読んだ。 11王はその律

法の書の言葉を聞くと、その衣を裂いた。 12そ

して王は祭司ヒルキヤと、シャパンの子アヒカム

と、ミカヤの子アクボルと、書記官シャパンと、

王の大臣アサヤとに命じて言った、 13「あなた

がたは行って、この見つかった書物の言葉につい

て、わたしのため、民のため、またユダ全国のた

めに主に尋ねなさい。われわれの先祖たちがこの

書物の言葉に聞き従わず、すべてわれわれについ

てしるされている事を行わなかったために、主は

われわれにむかって、大いなる怒りを発しておら

れるからです」。 14そこで祭司ヒルキヤ、アヒ

カム、アクボル、シャパンおよびアサヤはシャル

ムの妻である女預言者ホルダのもとへ行った。シ

ャルムはハルハスの子であるテクワの子で、衣装

べやを守る者であった。その時ホルダはエルサレ

ムの下町に住んでいた。彼らがホルダに告げたの

で、 15ホルダは彼らに言った、「イスラエルの

神、主はこう仰せられます、『あなたがたをわた

しにつかわした人に言いなさい。 16主はこう言

われます、見よ、わたしはユダの王が読んだあの

書物のすべての言葉にしたがって、災をこの所と

、ここに住んでいる民に下そうとしている。 17

彼らがわたしを捨てて他の神々に香をたき、自分

たちの手で作ったもろもろの物をもって、わたし

を怒らせたからである。それゆえ、わたしはこの

所にむかって怒りの火を発する。これは消えるこ

とがないであろう』。 18ただし主に尋ねるため

に、あなたがたをつかわしたユダの王にはこう言

いなさい、『あなたが聞いた言葉についてイスラ

エルの神、主はこう仰せられます、 19あなたは

、わたしがこの所と、ここに住んでいる民にむか

って、これは荒れ地となり、のろいとなるであろ

うと言うのを聞いた時、心に悔い、主の前にへり

くだり、衣を裂いてわたしの前に泣いたゆえ、わ

たしもまたあなたの言うことを聞いたのであると

主は言われる。 20それゆえ、見よ、わたしはあ

なたを先祖たちのもとに集める。あなたは安らか

に墓に集められ、わたしがこの所に下すもろもろ

の災を目に見ることはないであろう』」。彼らは

この言葉を王に持ち帰った。

23そこで王は人をつかわしてユダとエルサレム
の長老たちをことごとく集めた。 2そして王

はユダのもろもろの人々と、エルサレムのすべて

の住民および祭司、預言者ならびに大小のすべて

の民を従えて主の宮にのぼり、主の宮で見つかっ

た契約の書の言葉をことごとく彼らに読み聞かせ

た。 3次いで王は柱のかたわらに立って、主の前

に契約を立て、主に従って歩み、心をつくし精神

をつくして、主の戒めと、あかしと、定めとを守

り、この書物にしるされているこの契約の言葉を

行うことを誓った。民は皆その契約に加わった。

4こうして王は大祭司ヒルキヤと、それに次ぐ祭

司たちおよび門を守る者どもに命じて、主の神殿

からバアルとアシラと天の万象とのために作った

もろもろの器を取り出させ、エルサレムの外のキ

デロンの野でそれを焼き、その灰をベテルに持っ

て行かせた。 5また、ユダの町々とエルサレムの

周囲にある高き所で香をたくためにユダの王たち

が任命した祭司たちを廃し、またバアルと日と月

と星宿と天の万象とに香をたく者どもをも廃した
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。 6彼はまた主の宮からアシラ像を取り出し、エ

ルサレムの外のキデロン川に持って行って、キデ

ロン川でそれを焼き、それを打ち砕いて粉とし、

その粉を民の墓に投げすてた。 7また主の宮にあ

った神殿男娼の家をこわした。そこは女たちがア

シラ像のために掛け幕を織る所であった。 8彼は

またユダの町々から祭司をことごとく召しよせ、

また祭司が香をたいたゲバからベエルシバまでの

高き所を汚し、また門にある高き所をこわした。

これらの高き所は町のつかさヨシュアの門の入口

にあり、町の門にはいる人の左にあった。 9高き

所の祭司たちはエルサレムで主の祭壇にのぼるこ

とをしなかったが、その兄弟たちのうちにあって

種入れぬパンを食べた。 10王はまた、だれもそ

のむすこ娘を火に焼いて、モレクにささげ物とす

ることのないように、ベンヒンノムの谷にあるト

ペテを汚した。 11またユダの王たちが太陽にさ

さげて主の宮の門に置いた馬を、境内にある侍従

ナタンメレクのへやのかたわらに移し、太陽の車

を火で焼いた。 12また王はユダの王たちがアハ

ズの高殿の屋上に造った祭壇と、マナセが主の宮

の二つの庭に造った祭壇とをこわして、それを打

ち砕き、砕けたものをキデロン川に投げすてた。

13また王はイスラエルの王ソロモンが昔シドンび

との憎むべき者アシタロテと、モアブびとの憎む

べき者ケモシと、アンモンの人々の憎むべき者ミ

ルコムのためにエルサレムの東、滅亡の山の南に

築いた高き所を汚した。 14またもろもろの石柱

を打ち砕き、アシラ像を切り倒し、人の骨をもっ

てその所を満たした。 15また、ベテルにある祭

壇と、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラ

ベアムが造った高き所、すなわちその祭壇と高き

所とを彼はこわし、その石を打ち砕いて粉とし、

かつアシラ像を焼いた。 16そしてヨシヤは身を

めぐらして山に墓のあるのを見、人をつかわして

その墓から骨を取らせ、それをその祭壇の上で焼

いて、それを汚した。昔、神の人が主の言葉とし

てこの事を呼ばわり告げたが、そのとおりになっ

た。 17その時ヨシヤは「あそこに見える石碑は

何か」と尋ねた。町の人々が彼に「あれはあなた

がベテルの祭壇に対して行われたこれらの事を、

ユダからきて預言した神の人の墓です」と言った

ので、 18彼は言った、「そのままにして置きな

さい。だれもその骨を移してはならない」。それ

でその骨と、サマリヤからきた預言者の骨には手

をつけなかった。 19またイスラエルの王たちが

サマリヤの町々に造って、主を怒らせた高き所の

家も皆ヨシヤは取り除いて、彼がすべてベテルに

行ったようにこれに行った。 20彼はまた、そこ

にあった高き所の祭司たちを皆祭壇の上で殺し、

人の骨を祭壇の上で焼いた。こうして彼はエルサ

レムに帰った。 21そして王はすべての民に命じ

て、「あなたがたはこの契約の書にしるされてい

るように、あなたがたの神、主に過越の祭を執り

行いなさい」と言った。 22さばきづかさがイス

ラエルをさばいた日からこのかた、またイスラエ

ルの王たちとユダの王たちの世にも、このような

過越の祭を執り行ったことはなかったが、 23ヨ

シヤ王の第十八年に、エルサレムでこの過越の祭

を主に執り行ったのである。 24ヨシヤはまた祭

司ヒルキヤが主の宮で見つけた書物にしるされて

いる律法の言葉を確実に行うために、口寄せと占

い師と、テラピムと偶像およびユダの地とエルサ

レムに見られるもろもろの憎むべき者を取り除い

た。 25ヨシヤのように心をつくし、精神をつく

し、力をつくしてモーセのすべての律法にしたが

い、主に寄り頼んだ王はヨシヤの先にはなく、ま

たその後にも彼のような者は起らなかった。 26

けれども主はなおユダにむかって発せられた激し

い大いなる怒りをやめられなかった。これはマナ

セがもろもろの腹だたしい行いをもって主を怒ら

せたためである。 27それゆえ主は言われた、「

わたしはイスラエルを移したように、ユダをもわ

たしの目の前から移し、わたしが選んだこのエル

サレムの町と、わたしの名をそこに置こうと言っ

たこの宮とを捨てるであろう」。 28ヨシヤのそ

の他の事績と、彼が行ったすべての事は、ユダの

王の歴代志の書にしるされているではないか。 29

ヨシヤの世にエジプトの王パロ・ネコが、アッス

リヤの王のところへ行こうと、ユフラテ川をさし

て上ってきたので、ヨシヤ王は彼を迎え撃とうと

出て行ったが、パロ・ネコは彼を見るや、メギド

において彼を殺した。 30その家来たちは彼の死

体を車に載せ、メギドからエルサレムに運んで彼

の墓に葬った。国の民はヨシヤの子エホアハズを

立て、彼に油を注ぎ、王として父に代らせた。 31

エホアハズは王となった時二十三歳で、エルサレ

ムで三か月の間、世を治めた。母はリブナのエレ

ミヤの娘で、名をハムタルといった。 32エホア

ハズは先祖たちがすべて行ったように主の目の前
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に悪を行ったが、 33パロ・ネコは彼をハマテの

地のリブラにつないで置いて、エルサレムで世を

治めることができないようにした。また銀百タラ

ントと金一タラントのみつぎを国に課した。 34

そしてパロ・ネコはヨシヤの子エリアキムを父ヨ

シヤに代って王とならせ、名をエホヤキムと改め

、エホアハズをエジプトへ引いて行った。エホア

ハズはエジプトへ行ってそこで死んだ。 35エホ

ヤキムは金銀をパロに送った。しかし彼はパロの

命に従って金を送るために国に税を課し、国の民

おのおのからその課税にしたがって金銀をきびし

く取り立てて、それをパロ・ネコに送った。 36

エホヤキムは二十五歳で王となり、エルサレムで

十一年の間、世を治めた。母はルマのペダヤの娘

で、名をゼビダといった。 37エホヤキムは先祖

たちがすべて行ったように主の目の前に悪を行っ

た。

24エホヤキムの世にバビロンの王ネブカデネザ
ルが上ってきたので、エホヤキムは彼に隷属

して三年を経たが、ついに翻って彼にそむいた。

2主はカルデヤびとの略奪隊、スリヤびとの略奪

隊、モアブびとの略奪隊、アンモンびとの略奪隊

をつかわしてエホヤキムを攻められた。すなわち

ユダを攻め、これを滅ぼすために彼らをつかわさ

れた。主がそのしもべである預言者たちによって

語られた言葉のとおりである。 3これは全く主の

命によってユダに臨んだもので、ユダを主の目の

前から払い除くためであった。すなわちマナセが

すべておこなったその罪のため、 4また彼が罪な

き人の血を流し、罪なき人の血をエルサレムに満

たしたためであって、主はその罪をゆるそうとは

されなかった。 5エホヤキムのその他の事績と、

彼がおこなったすべての事は、ユダの王の歴代志

の書にしるされているではないか。 6エホヤキム

は先祖たちとともに眠り、その子エホヤキンが代

って王となった。 7エジプトの王は再びその国か

ら出てこなかった。バビロンの王がエジプトの川

からユフラテ川まで、すべてエジプトの王に属す

るものを取ったからである。 8エホヤキンは王と

なった時十八歳で、エルサレムで三か月の間、世

を治めた。母はエルサレムのエルナタンの娘で、

名をネホシタといった。 9エホヤキンはすべてそ

の父がおこなったように主の目の前に悪を行った

。 10そのころ、バビロンの王ネブカデネザルの

家来たちはエルサレムに攻め上って、町を囲んだ

。 11その家来たちが町を囲んでいたとき、バビ

ロンの王ネブカデネザルもまた町に攻めてきた。

12ユダの王エホヤキンはその母、その家来、その

つかさたち、および侍従たちと共に出て、バビロ

ンの王に降服したので、バビロンの王は彼を捕虜

とした。これはネブカデネザルの治世の第八年で

あった。 13彼はまた主の宮のもろもろの宝物お

よび王の家の宝物をことごとく持ち出し、イスラ

エルの王ソロモンが造って主の神殿に置いたもろ

もろの金の器を切りこわした。主が言われたとお

りである。 14彼はまたエルサレムのすべての市

民、およびすべてのつかさとすべての勇士、なら

びにすべての木工と鍛冶一万人を捕えて行った。

残った者は国の民の貧しい者のみであった。 15

さらに彼はエホヤキンをバビロンに捕えて行き、

また王の母、王の妻たち、および侍従と国のうち

のおもな人々をも、エルサレムからバビロンへ捕

えて行った。 16またバビロンの王はすべて勇敢

な者七千人、木工と鍛冶一千人ならびに強くて良

く戦う者をみな捕えてバビロンへ連れて行った。

17そしてバビロンの王はエホヤキンの父の兄弟マ

ッタニヤを王としてエホヤキンに代え、名をゼデ

キヤと改めた。 18ゼデキヤは二十一歳で王とな

り、エルサレムで十一年の間、世を治めた。母は

リブナのエレミヤの娘で、名をハムタルといった

。 19ゼデキヤはすべてエホヤキムがおこなった

ように主の目の前に悪を行った。 20エルサレム

とユダにこのような事の起ったのは主の怒りによ

るので、主はついに彼らをみ前から払いすてられ

た。さてゼデキヤはバビロンの王にそむいた。

25そこでゼデキヤの治世の第九年の十月十日に
、バビロンの王ネブカデネザルはもろもろの

軍勢を率い、エルサレムにきて、これにむかって

陣を張り、周囲にとりでを築いてこれを攻めた。

2こうして町は囲まれて、ゼデキヤ王の第十一年

にまで及んだが、 3その四月九日になって、町の

うちにききんが激しくなり、その地の民に食物が

なくなった。 4町の一角がついに破れたので、王

はすべての兵士とともに、王の園のかたわらにあ

る二つの城壁のあいだの門の道から夜のうちに逃

げ出して、カルデヤびとが町を囲んでいる間に、

アラバの方へ落ち延びた。 5しかしカルデヤびと

の軍勢は王を追い、エリコの平地で彼に追いつい
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た。彼の軍勢はみな彼を離れて散り去ったので、

6カルデヤびとは王を捕え、彼をリブラにいるバ

ビロンの王のもとへ引いていって彼の罪を定め、

7ゼデキヤの子たちをゼデキヤの目の前で殺し、

ゼデキヤの目をえぐり、足かせをかけてバビロン

へ連れて行った。 8バビロンの王ネブカデネザル

の第十九年の五月七日に、バビロンの王の臣、侍

衛の長ネブザラダンがエルサレムにきて、 9主の

宮と王の家とエルサレムのすべての家を焼いた。

すなわち火をもってすべての大きな家を焼いた。

10また侍衛の長と共にいたカルデヤびとのすべて

の軍勢はエルサレムの周囲の城壁を破壊した。 11

そして侍衛の長ネブザラダンは、町に残された民

およびバビロン王に降服した者と残りの群衆を捕

え移した。 12ただし侍衛の長はその地の貧しい

者を残して、ぶどうを作る者とし、農夫とした。

13カルデヤびとはまた主の宮の青銅の柱と、主の

宮の洗盤の台と、青銅の海を砕いて、その青銅を

バビロンに運び、 14またつぼと、十能と、心切

りばさみと、香を盛る皿およびすべて神殿の務に

用いる青銅の器、 15また心取り皿と鉢を取り去

った。侍衛の長はまた金で作った物と銀で作った

物を取り去った。 16ソロモンが主の宮のために

造った二つの柱と、一つの海と洗盤の台など、こ

れらのもろもろの器の青銅の重さは量ることがで

きなかった。 17一つの柱の高さは十八キュビト

で、その上に青銅の柱頭があり、柱頭の高さは三

キュビトで、柱頭の周囲に網細工とざくろがあっ

て、みな青銅であった。他の柱もその網細工もこ

れと同じであった。 18侍衛の長は祭司長セラヤ

と次席の祭司ゼパニヤと三人の門を守る者を捕え

、 19また兵士をつかさどるひとりの役人と、王

の前にはべる者のうち、町で見つかった者五人と

、その地の民を募った軍勢の長の書記官と、町で

見つかったその地の民六十人を町から捕え去った

。 20侍衛の長ネブザラダンは彼らを捕えて、リ

ブラにいるバビロンの王のもとへ連れて行ったの

で、 21バビロンの王はハマテの地のリブラで彼

らを撃ち殺した。このようにしてユダはその地か

ら捕え移された。 22さてバビロンの王ネブカデ

ネザルはユダの地に残してとどまらせた民の上に

、シャパンの子アヒカムの子であるゲダリヤを立

てて総督とした。 23時に軍勢の長たちおよびそ

の部下の人々は、バビロンの王がゲダリヤを総督

としたことを聞いて、ミヅパにいるゲダリヤのも

とにきた。すなわちネタニヤの子イシマエル、カ

レヤの子ヨハナン、ネトパびとタンホメテの子セ

ラヤ、マアカびとの子ヤザニヤおよびその部下の

人々がゲダリヤのもとにきた。 24ゲダリヤは彼

らとその部下の人々に誓って言った、「あなたが

たはカルデヤびとのしもべとなることを恐れては

ならない。この地に住んで、バビロンの王に仕え

なさい。そうすればあなたがたは幸福を得るでし

ょう」。 25ところが七月になって、王の血統の

エリシャマの子であるネタニヤの子イシマエルは

十人の者と共にきて、ゲダリヤを撃ち殺し、また

彼と共にミヅパにいたユダヤ人と、カルデヤびと

を殺した。 26そのため、大小の民および軍勢の

長たちは、みな立ってエジプトへ行った。彼らは

カルデヤびとを恐れたからである。 27ユダの王

エホヤキンが捕え移されて後三十七年の十二月二

十七日、すなわちバビロンの王エビルメロダクの

治世の第一年に、王はユダの王エホヤキンを獄屋

から出して 28ねんごろに彼を慰め、その位を彼

と共にバビロンにいる王たちの位よりも高くした

。 29こうしてエホヤキンはその獄屋の衣を脱ぎ

、一生の間、常に王の前で食事した。 30彼は一

生の間、たえず日々の分を王から賜わって、その

食物とした。
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歴代誌Ⅰ

1アダム、セツ、エノス、 2ケナン、マハラレル

、ヤレド、 3エノク、メトセラ、ラメク、 4ノ

ア、セム、ハム、ヤペテ。 5ヤペテの子らはゴメ

ル、マゴグ、マダイ、ヤワン、トバル、メセク、

テラス。 6ゴメルの子らはアシケナズ、デパテ、

トガルマ。 7ヤワンの子らはエリシャ、タルシシ

、キッテム、ロダニム。 8ハムの子らはクシ、エ

ジプト、プテ、カナン。 9クシの子らはセバ、ハ

ビラ、サブタ、ラアマ、サブテカ。ラアマの子ら

はシバとデダン。 10クシはニムロデを生んだ。

ニムロデは初めて世の権力ある者となった。 11

エジプトはルデびと、アナムびと、レハブびと、

ナフトびと、 12パテロスびと、カスルびと、カ

フトルびとを生んだ。カフトルびとからペリシテ

びとが出た。 13カナンは長子シドンとヘテを生

んだ。 14またエブスびと、アモリびと、ギルガ

シびと、 15ヒビびと、アルキびと、セニびと、

16アルワデびと、ゼマリびと、ハマテびとを生ん

だ。 17セムの子らはエラム、アシュル、アルパ

クサデ、ルデ、アラム、ウズ、ホル、ゲテル、メ

セクである。 18アルパクサデはシラを生み、シ

ラはエベルを生んだ。 19エベルにふたりの子が

生れた。ひとりの名はペレグ彼の代に地の民が散

り分れたからであるその弟の名はヨクタンといっ

た。 20ヨクタンはアルモダデ、シャレフ、ハザ

ル・マウテ、エラ、 21ハドラム、ウザル、デク

ラ、 22エバル、アビマエル、シバ、 23オフル、

ハビラ、ヨバブを生んだ。これらはみなヨクタン

の子である。 24セム、アルパクサデ、シラ、 25

エベル、ペレグ、リウ、 26セルグ、ナホル、テ

ラ、 27アブラムすなわちアブラハムである。 28

アブラハムの子らはイサクとイシマエルである。

29彼らの子孫は次のとおりである。イシマエルの

長子はネバヨテ、次はケダル、アデビエル、ミブ

サム、 30ミシマ、ドマ、マッサ、ハダデ、テマ

、 31エトル、ネフシ、ケデマ。これらはイシマ

エルの子孫である。 32アブラハムのそばめケト

ラの子孫は次のとおりである。彼女はジムラン、

ヨクシャン、メダン、ミデアン、イシバク、シュ

ワを産んだ。ヨクシャンの子らはシバとデダンで

ある。 33ミデアンの子らはエパ、エペル、ヘノ

ク、アビダ、エルダア。これらはみなケトラの子

孫である。 34アブラハムはイサクを生んだ。イ

サクの子らはエサウとイスラエル。 35エサウの

子らはエリパズ、リウエル、エウシ、ヤラム、コ

ラ。 36エリパズの子らはテマン、オマル、ゼピ

、ガタム、ケナズ、テムナ、アマレク。 37リウ

エルの子らはナハテ、ゼラ、シャンマ、ミッザ。

38セイルの子らはロタン、ショバル、ヂベオン、

アナ、デション、エゼル、デシャン。 39ロタン

の子らはホリとホマム。ロタンの妹はテムナ。 40

ショバルの子らはアルヤン、マナハテ、エバル、

シピ、オナム。ヂベオンの子らはアヤとアナ。 41

アナの子はデション。デションの子らはハムラン

、エシバン、イテラン、ケラン。 42エゼルの子

らはビルハン、ザワン、ヤカン。デシャンの子ら

はウズとアラン。 43イスラエルの人々を治める

王がまだなかった時、エドムの地を治めた王たち

は次のとおりである。ベオルの子ベラ。その都の

名はデナバといった。 44ベラが死んで、ボズラ

のゼラの子ヨバブが代って王となった。 45ヨバ

ブが死んで、テマンびとの地のホシャムが代って

王となった。 46ホシャムが死んで、ベダテの子

ハダデが代って王となった。彼はモアブの野でミ

デアンを撃った。彼の都の名はアビテといった。

47ハダデが死んで、マスレカのサムラが代って王

となった。 48サムラが死んで、ユフラテ川のほ

とりのレホボテのサウルが代って王となった。 49

サウルが死んで、アクボルの子バアル・ハナンが

代って王となった。 50バアル・ハナンが死んで

、ハダデが代って王となった。彼の都の名はパイ

といった。彼の妻はマテレデの娘であって、名を

メヘタベルといった。マテレデはメザハブの娘で

ある。 51ハダデも死んだ。エドムの族長は、テ

ムナ侯、アルヤ侯、エテテ侯、 52アホリバマ侯

、エラ侯、ピノン侯、 53ケナズ侯、テマン侯、

ミブザル侯、 54マグデエル侯、イラム侯。これ

らはエドムの族長である。

2イスラエルの子らは次のとおりである。ルベ
ン、シメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼ

ブルン、 2ダン、ヨセフ、ベニヤミン、ナフタリ

、ガド、アセル。 3ユダの子らはエル、オナン、

シラである。この三人はカナンの女バテシュアが

ユダによって産んだ者である。ユダの長子エルは

主の前に悪を行ったので、主は彼を殺された。 4

ユダの嫁タマルはユダによってペレヅとゼラを産

んだ。ユダの子らは合わせて五人である。 5ペレ
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ヅの子らはヘヅロンとハムル。 6ゼラの子らはジ

ムリ、エタン、ヘマン、カルコル、ダラで、合わ

せて五人である。 7カルミの子はアカル。アカル

は奉納物について罪を犯し、イスラエルを悩まし

た者である。 8エタンの子はアザリヤである。 9

ヘヅロンに生れた子らはエラメル、ラム、ケルバ

イである。 10ラムはアミナダブを生み、アミナ

ダブはユダの子孫のつかさナションを生んだ。 11

ナションはサルマを生み、サルマはボアズを生み

、 12ボアズはオベデを生み、オベデはエッサイ

を生んだ。 13エッサイは長子エリアブ、次にア

ビナダブ、第三にシメア、 14第四にネタンエル

、第五にラダイ、 15第六にオゼム、第七にダビ

デを生んだ。 16彼らの姉妹はゼルヤとアビガイ

ルである。ゼルヤの産んだ子はアビシャイ、ヨア

ブ、アサヘルの三人である。 17アビガイルはア

マサを産んだ。アマサの父はイシマエルびとエテ

ルである。 18ヘヅロンの子カレブはその妻アズ

バおよびエリオテによって子をもうけた。その子

らはエシル、ショバブ、アルドンである。 19カ

レブはアズバが死んだのでエフラタをめとった。

エフラタはカレブによってホルを産んだ。 20ホ

ルはウリを生み、ウリはベザレルを生んだ。 21

そののちヘヅロンはギレアデの父マキルの娘の所

にはいった。彼が彼女をめとったときは六十歳で

あった。彼女はヘヅロンによってセグブを産んだ

。 22セグブはヤイルを生んだ。ヤイルはギレア

デの地に二十三の町をもっていた。 23しかしゲ

シュルとアラムは彼らからハボテ・ヤイルおよび

ケナテとその村里など合わせて六十の町を取った

。これらはみなギレアデの父マキルの子孫であっ

た。 24ヘヅロンが死んだのち、カレブは父ヘヅ

ロンの妻エフラタの所にはいった。彼女は彼にテ

コアの父アシュルを産んだ。 25ヘヅロンの長子

エラメルの子らは長子ラム、次はブナ、オレン、

オゼム、アヒヤである。 26エラメルはまたほか

の妻をもっていた。名をアタラといって、オナム

の母である。 27エラメルの長子ラムの子らはマ

アツ、ヤミン、エケルである。 28オナムの子ら

はシャンマイとヤダである。シャンマイの子らは

ナダブとアビシュルである。 29アビシュルの妻

の名はアビハイルといって、アバンとモリデを産

んだ。 30ナダブの子らはセレデとアッパイムで

ある。セレデは子をもたずに死んだ。 31アッパ

イムの子はイシ、イシの子はセシャン、セシャン

の子はアヘライである。 32シャンマイの兄弟ヤ

ダの子らはエテルとヨナタンである。エテルは子

をもたずに死んだ。 33ヨナタンの子らはペレテ

とザザである。以上はエラメルの子孫である。 34

セシャンには男の子はなく、ただ女の子のみであ

ったが、彼はヤルハと呼ぶエジプトびとの奴隷を

もっていたので、 35セシャンは娘を奴隷ヤルハ

に与えてその妻とさせた。彼女はヤルハによって

アッタイを産んだ。 36アッタイはナタンを生み

、ナタンはザバデを生み、 37ザバデはエフラル

を生み、エフラルはオベデを生み、 38オベデは

エヒウを生み、エヒウはアザリヤを生み、 39ア

ザリヤはヘレヅを生み、ヘレヅはエレアサを生み

、 40エレアサはシスマイを生み、シスマイはシ

ャルムを生み、 41シャルムはエカミヤを生み、

エカミヤはエリシャマを生んだ。 42エラメルの

兄弟であるカレブの子らは長子をマレシャといっ

てジフの父である。マレシャの子はヘブロン。 43

ヘブロンの子らはコラ、タップア、レケム、シマ

である。 44シマはラハムを生んだ。ラハムはヨ

ルカムの父である。またレケムはシャンマイを生

んだ。 45シャンマイの子はマオン。マオンはベ

テヅルの父である。 46カレブのそばめエパはハ

ラン、モザ、ガゼズを産んだ。ハランはガゼズを

生んだ。 47エダイの子らはレゲム、ヨタム、ゲ

シャン、ペレテ、エパ、シャフである。 48カレ

ブのそばめマアカはシベルとテルハナを産み、 49

またマデマンナの父シャフおよびマクベナとギベ

アの父シワを産んだ。カレブの娘はアクサである

。 50これらはカレブの子孫であった。エフラタ

の長子ホルの子らはキリアテ・ヤリムの父ショバ

ル、 51ベツレヘムの父サルマおよびベテガデル

の父ハレフである。 52キリアテ・ヤリムの父シ

ョバル子らはハロエとメヌコテびとの半ばである

。 53キリアテ・ヤリムの氏族はイテルびと、プ

テびと、シュマびと、ミシラびとであって、これ

らからザレアびとおよびエシタオルびとが出た。

54サルマの子らはベツレヘム、ネトパびと、アタ

ロテ・ベテ・ヨアブ、マナハテびとの半ばおよび

ゾリびとである。 55またヤベヅに住んでいた書

記の氏族テラテびと、シメアテびと、スカテびと

である。これらはケニびとであってレカブの家の

先祖ハマテから出た者である。
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3ヘブロンで生れたダビデの子らは次のとおり
である。長子はアムノンでエズレルびとアヒ

ノアムから生れ、次はダニエルでカルメルびとア

ビガイルから生れ、 2第三はアブサロムでゲシュ

ルの王タルマイの娘マアカの産んだ子、第四はア

ドニヤでハギテの産んだ子、 3第五はシパテヤで

アビタルから生れ、第六はイテレアムで、彼の妻

エグラから生れた。 4この六人はヘブロンで彼に

生れた。ダビデがそこで王となっていたのは七年

六か月、エルサレムで王となっていたのは三十三

年であった。 5エルサレムで生れたものは次のと

おりである。すなわちシメア、ショバブ、ナタン

、ソロモン。この四人はアンミエルの娘バテシュ

アから生れた。 6またイブハル、エリシャマ、エ

リペレテ、 7ノガ、ネペグ、ヤピア、 8エリシャ

マ、エリアダ、エリペレテの九人、 9これらはみ

なダビデの子である。このほかに、そばめどもの

産んだ子らがあり、タマルは彼らの姉妹であった

。 10ソロモンの子はレハベアム、その子はアビ

ヤ、その子はアサ、その子はヨシャパテ、 11そ

の子はヨラム、その子はアハジヤ、その子はヨア

シ、 12その子はアマジヤ、その子はアザリヤ、

その子はヨタム、 13その子はアハズ、その子は

ヒゼキヤ、その子はマナセ、 14その子はアモン

、その子はヨシヤ、 15ヨシヤの子らは長子ヨハ

ナン、次はエホヤキム、第三はゼデキヤ、第四は

シャルムである。 16エホヤキムの子孫はその子

はエコニア、その子はゼデキヤである。 17捕虜

となったエコニヤの子らはその子シャルテル、 18

マルキラム、ペダヤ、セナザル、エカミア、ホシ

ャマ、ネダビヤである。 19ペダヤの子らはゼル

バベルとシメイである。ゼルバベルの子らはメシ

ュラムとハナニヤ。シロミテは彼らの姉妹である

。 20またハシュバ、オヘル、ベレキヤ、ハサデ

ヤ、ユサブ・ヘセデの五人がある。 21ハナニヤ

の子らはペラテヤとエシャヤ、その子レパヤ、そ

の子アルナン、その子オバデヤ、その子シカニヤ

である。 22シカニヤの子らはシマヤ。シマヤの

子らはハットシ、イガル、バリア、ネアリヤ、シ

ャパテの六人である。 23ネアリヤの子らはエリ

オエナイ、ヒゼキヤ、アズリカムの三人である。

24エリオエナイの子らはホダヤ、エリアシブ、ペ

ラヤ、アックブ、ヨハナン、デラヤ、アナニの七

人である。

4ユダの子らはペレヅ、ヘヅロン、カルミ、ホ
ル、ショバルである。 2ショバルの子レアヤは

ヤハテを生み、ヤハテはアホマイとラハデを生ん

だ。これらはザレアびとの一族である。 3エタム

の子らはエズレル、イシマおよびイデバシ、彼ら

の姉妹の名はハゼレルポニである。 4ゲドルの父

はペヌエル、ホシャの父はエゼルである。これら

はベツレヘムの父エフラタの長子ホルの子らであ

る。 5テコアの父アシュルにはふたりの妻ヘラと

ナアラとがあった。 6ナアラはアシュルによって

アホザム、ヘペル、テメニおよびアハシタリを産

んだ。これらはナアラの子である。 7ヘラの子ら

はゼレテ、エゾアル、エテナンである。 8コヅは

アヌブとゾベバを生んだ。またハルムの子アハル

ヘルの氏族も彼から出た。 9ヤベヅはその兄弟の

うちで最も尊ばれた者であった。その母が「わた

しは苦しんでこの子を産んだから」と言ってその

名をヤベヅと名づけたのである。 10ヤベヅはイ

スラエルの神に呼ばわって言った、「どうか、あ

なたが豊かにわたしを恵み、わたしの国境を広げ

、あなたの手がわたしとともにあって、わたしを

災から免れさせ、苦しみをうけさせられないよう

に」。神は彼の求めるところをゆるされた。 11

シュワの兄弟ケルブはメヒルを生んだ。メヒルは

エシトンの父、 12エシトンはベテラパ、パセア

およびイルナハシの父テヒンナを生んだ。これら

はレカの人々である。 13ケナズの子らはオテニ

エルとセラヤ。オテニエルの子らはハタテとメオ

ノタイ。 14メオノタイはオフラを生み、セラヤ

はゲハラシムの父ヨアブを生んだ。彼らは工人で

あったのでゲハラシムと呼ばれたのである。 15

エフンネの子カレブの子らはイル、エラおよびナ

アム。エラの子はケナズ。 16エハレレルの子ら

はジフ、ジバ、テリア、アサレルである。 17エ

ズラの子らはエテル、メレデ、エペル、ヤロン。

次のものはメレデがめとったパロの娘ビテヤの子

らである。すなわち彼女はみごもってミリアム、

シャンマイおよびイシバを産んだ。イシバはエシ

テモアの父である。 18彼の妻はユダヤ人で、ゲ

ドルの父エレデとソコの父ヘベルとザノアの父エ

クテエルを産んだ。 19ナハムの姉妹であるホデ

ヤの妻の子らはガルムびとケイラの父およびマア

カびとエシテモアである。 20シモンの子らはア

ムノン、リンナ、ベネハナン、テロンである。イ

シの子らはゾヘテとベネゾヘテである。 21ユダ
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の子シラの子らはレカの父エル、マレシャの父ラ

ダおよびベテアシベアの亜麻布織の家の一族、 22

ならびにモアブを治めてレヘムに帰ったヨキム、

コゼバの人々、ヨアシおよびサラフである。その

記録は古い。 23これらの者は陶器を造る人で、

ネタイムおよびゲデラに住み、王の用をするため

、王とともに、そこに住んだ。 24シメオンの子

らはネムエル、ヤミン、ヤリブ、ゼラ、シャウル

。 25シャウルの子はシャルム、その子はミブサ

ム、その子はミシマ。 26ミシマの子孫は、その

子はハムエル、その子はザックル、その子はシメ

イ。 27シメイには男の子十六人、女の子六人あ

ったが、その兄弟たちには多くの子はなかった。

またその氏族の者はすべてユダの子孫ほどにはふ

えなかった。 28彼らの住んだ所はベエルシバ、

モラダ、ハザル・シュアル、 29ビルハ、エゼム

、トラデ、 30ベトエル、ホルマ、チクラグ、 31

ベテ・マルカボテ、ハザル・スシム、ベテ・ビリ

、およびシャライムである。これらはダビデの世

に至るまで彼らの町であった。 32その村里はエ

タム、アイン、リンモン、トケン、アシャンの五

つの町である。 33またこれらの町々の周囲に多

くの村があって、バアルまでおよんだ。彼らのす

みかは以上のとおりで、彼らはおのおの系図をも

っていた。 34メショバブ、ヤムレク、アマジヤ

の子ヨシャ、 35ヨエル、アシエルのひこ、セラ

ヤの孫、ヨシビアの子エヒウ。 36エリオエナイ

、ヤコバ、エショハヤ、アサヤ、アデエル、エシ

ミエル、ベナヤ、 37およびシピの子ジザ。シピ

はアロンの子、アロンはエダヤの子、エダヤはシ

ムリの子、シムリはシマヤの子である。 38ここ

に名をあげた者どもはその氏族の長であって、そ

れらの氏族は大いにふえ広がった。 39彼らは群

れのために牧場を求めてゲドルの入口に行き、谷

の東の方まで進み、 40ついに豊かな良い牧場を

見いだした。その地は広く穏やかで、安らかであ

った。その地の前の住民はハムびとであったから

である。 41これらの名をしるした者どもはユダ

の王ヒゼキヤの世に行って、彼らの天幕と、そこ

にいたメウニびとを撃ち破り、彼らをことごとく

滅ぼして今日に至っている。そこには、群れのた

めの牧場があったので、彼らはそこに住んだ。 42

またシメオンびとのうちの五百人はイシの子らペ

ラテヤ、ネアリヤ、レパヤ、ウジエルをかしらと

してセイル山に行き、 43アマレクびとで、のが

れて残っていた者を撃ち滅ぼして、今日までそこ

に住んでいる。

5イスラエルの長子ルベンの子らは次のとおり
である。ルベンは長子であったが父の床を汚

したので、長子の権はイスラエルの子ヨセフの子

らに与えられた。それで長子の権による系図にし

るされていない。 2またユダは兄弟たちにまさる

者となり、その中から君たる者がでたが長子の権

はヨセフのものとなったのである。 3すなわちイ

スラエルの長子ルベンの子らはハノク、パル、ヘ

ヅロン、カルミ。 4ヨエルの子らはその子はシマ

ヤ、その子はゴグ、その子はシメイ、 5その子は

ミカ、その子はレアヤ、その子はバアル、 6その

子はベエラである。このベエラはアッスリヤの王

テルガテ・ピルネセルが捕え移した者である。彼

はルベンびとのつかさであった。 7彼の兄弟たち

は、その氏族により、その歴代の系図によれば、

かしらエイエルおよびゼカリヤ、 8ベラなどであ

る。ベラはアザズの子、シマの孫、ヨエルのひこ

である。彼はアロエルに住み、ネボおよびバアル

・メオンまで及んでいたが、 9ギレアデの地で彼

の家畜がふえ増したので、彼は東の方ユフラテ川

のこなたの荒野の入口にまで住んだ。 10またサ

ウルの時、彼らはハガルびとと戦って、これを撃

ち倒し、ギレアデの東の全部にわたって彼らの天

幕に住んだ。 11ガドの子孫はこれと相対してバ

シャンの地に住み、サルカまで及んでいた。 12

そのかしらはヨエル、次はシャパム、ヤアナイ、

シャパテで、ともにバシャンに住んだ。 13彼ら

の兄弟たちは、その氏族によればミカエル、メシ

ュラム、シバ、ヨライ、ヤカン、ジア、エベルの

七人である。 14これらはホリの子アビハイルの

子らである。ホリはヤロアの子、ヤロアはギレア

デの子、ギレアデはミカエルの子、ミカエルはエ

シサイの子、エシサイはヤドの子、ヤドはブズの

子である。 15アヒはアブデルの子、アブデルは

グニの子、グニはその氏族の長である。 16彼ら

はギレアデとバシャンとその村里とシャロンのす

べての放牧地に住んで、その四方の境にまで及ん

でいた。 17これらはみなユダの王ヨタムの世と

イスラエルの王ヤラベアムの世に系図にのせられ

た。 18ルベンびとと、ガドびとと、マナセの半

部族には出て戦いうる者四万四千七百六十人あり

、皆勇士で、盾とつるぎをとり、弓をひき、戦い
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に巧みな人々であった。 19彼らはハガルびとお

よびエトル、ネフシ、ノダブなどと戦ったが、 20

助けを得てこれを攻めたので、ハガルびとおよび

これとともにいた者は皆、彼らの手にわたされた

。これは彼らが戦いにあたって神に呼ばわり、神

に寄り頼んだので神はその願いを聞かれたからで

ある。 21彼らはその家畜を奪い取ったが、らく

だ五万、羊二十五万、ろば二千あり、また人は十

万人あった。 22これはその戦いが神によったの

で、多くの者が殺されて倒れたからである。そし

て彼らは捕え移される時まで、これに代ってその

所に住んだ。 23マナセの半部族の人々はこの地

に住み、ふえ広がって、ついにバシャンからバア

ル・ヘルモン、セニルおよびヘルモン山にまで及

んだ。 24その氏族の長たちは次のとおりである

。すなわち、エペル、イシ、エリエル、アズリエ

ル、エレミヤ、ホダヤ、ヤデエル。これらは皆そ

の氏族の長で名高い大勇士であった。 25彼らは

先祖たちの神にむかって罪を犯し、神が、かつて

彼らの前から滅ぼされた国の民の神々を慕って、

これと姦淫したので、 26イスラエルの神は、ア

ッスリヤの王プルの心を奮い起し、またアッスリ

ヤの王テルガテ・ピルネセルの心を奮い起された

ので、彼はついにルベンびとと、ガドびとと、マ

ナセの半部族を捕えて行き、ハウラとハボルとハ

ラとゴザン川のほとりに移して今日に至っている

。

6レビの子らはゲルション、コハテ、メラリ。
2コハテの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロ

ン、ウジエル。 3アムラムの子らはアロン、モー

セ、ミリアム。アロンの子らはナダブ、アビウ、

エレアザル、イタマル。 4エレアザルはピネハス

を生み、ピネハスはアビシュアを生み、 5アビシ

ュアはブッキを生み、ブッキはウジを生み、 6ウ

ジはゼラヒヤを生み、ゼラヒヤはメラヨテを生み

、 7メラヨテはアマリヤを生み、アマリヤはアヒ

トブを生み、 8アヒトブはザドクを生み、ザドク

はアヒマアズを生み、 9アヒマアズはアザリヤを

生み、アザリヤはヨナハンを生み、 10ヨナハン

はアザリヤを生んだ。このアザリヤはソロモンが

エルサレムに建てた宮で祭司の務をした者である

。 11アザリヤはアマリヤを生み、アマリヤはア

ヒトブを生み、 12アヒトブはザトクを生み、ザ

トクはシャルムを生み、 13シャルムはヒルキヤ

を生み、ヒルキヤはアザリヤを生み、 14アザリ

ヤはセラヤを生み、セラヤはヨザダクを生んだ。

15ヨザダクは主がネブカデネザルの手によってユ

ダとエルサレムの人を捕え移された時に捕えられ

て行った。 16レビの子らはゲルション、コハテ

およびメラリ。 17ゲルションの子らの名はリブ

ニとシメイ。 18コハテの子らはアムラム、イヅ

ハル、ヘブロン、ウジエルである。 19メラリの

子らはマヘリとムシ。これらはレビびとのその家

筋による氏族である。 20ゲルションの子はリブ

ニ、その子はヤハテ、その子はジンマ、 21その

子はヨア、その子はイド、その子はゼラ、その子

はヤテライ。 22コハテの子はアミナダブ、その

子はコラ、その子はアシル、 23その子はエルカ

ナ、その子はエビアサフ、その子はアシル、 24

その子はタハテ、その子はウリエル、その子はウ

ジヤ、その子はシャウル。 25エルカナの子らは

アマサイとアヒモテ、 26その子はエルカナ、そ

の子はゾパイ、その子はナハテ、 27その子はエ

リアブ、その子はエロハム、その子はエルカナ。

28サムエルの子らは、長子はヨエル、次はアビヤ

。 29メラリの子はマヘリ、その子はリブニ、そ

の子はシメイ、その子はウザ、 30その子はシメ

ア、その子はハギヤ、その子はアサヤである。 31

契約の箱を安置したのち、ダビデが主の宮で歌を

うたう事をつかさどらせた人々は次のとおりであ

る。 32彼らは会見の幕屋の前で歌をもって仕え

たが、ソロモンがエルサレムに主の宮を建ててか

らは、一定の秩序に従って務を行った。 33その

務をしたもの、およびその子らは次のとおりであ

る。コハテびとの子らのうちヘマンは歌をうたう

者、ヘマンはヨエルの子、ヨエルはサムエルの子

、 34サムエルはエルカナの子、エルカナはエロ

ハムの子、エロハムはエリエルの子、エリエルは

トアの子、 35トアはヅフの子、ヅフはエルカナ

の子、エルカナはマハテの子、マハテはアマサイ

の子、 36アマサイはエルカナの子、エルカナは

ヨエルの子、ヨエルはアザリヤの子、アザリヤは

ゼパニヤの子、 37ゼパニヤはタハテの子、タハ

テはアシルの子、アシルはエビアサフの子、エビ

アサフはコラの子、 38コラはイヅハルの子、イ

ヅハルはコハテの子、コハテはレビの子、レビは

イスラエルの子である。 39ヘマンの兄弟アサフ

はヘマンの右に立った。アサフはベレキヤの子、

ベレキヤはシメアの子、 40シメアはミカエルの
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子、ミカエルはバアセヤの子、バアセヤはマルキ

ヤの子、 41マルキヤはエテニの子、エテニはゼ

ラの子、ゼラはアダヤの子、 42アダヤはエタン

の子、エタンはジンマの子、ジンマはシメイの子

、 43シメイはヤハテの子、ヤハテはゲルション

の子、ゲルションはレビの子である。 44また彼

らの兄弟であるメラリの子らが左に立った。その

うちのエタンはキシの子、キシはアブデの子、ア

ブデはマルクの子、 45マルクはハシャビヤの子

、ハシャビヤはアマジヤの子、アマジヤはヒルキ

ヤの子、 46ヒルキヤはアムジの子、アムジはバ

ニの子、バニはセメルの子、 47セメルはマヘリ

の子、マヘリはムシの子、ムシはメラリの子、メ

ラリはレビの子である。 48彼らの兄弟であるレ

ビびとたちは、神の宮の幕屋のもろもろの務に任

じられた。 49アロンとその子らは燔祭の壇と香

の祭壇の上にささげることをなし、また至聖所の

すべてのわざをなし、かつイスラエルのためにあ

がないをなした。すべて神のしもべモーセの命じ

たとおりである。 50アロンの子孫は次のとおり

である。アロンの子はエレアザル、その子はピネ

ハス、その子はアビシュア、 51その子はブッキ

、その子はウジ、その子はゼラヒヤ、 52その子

はメラヨテ、その子はアマリヤ、その子はアヒト

ブ、 53その子はザドク、その子はアヒマアズで

ある。 54アロンの子孫の住む所はその境のうち

にある宿営によっていえば次のとおりである。ま

ずコハテびとの氏族がくじによって得たところ、

55すなわち彼らが与えられたところは、ユダの地

にあるヘブロンとその周囲の放牧地である。 56

ただし、その町の田畑とその村々は、エフンネの

子カレブに与えられた。 57そしてアロンの子孫

に与えられたものは、のがれの町であるヘブロン

およびリブナとその放牧地、ヤッテルおよびエシ

テモアとその放牧地、 58ヒレンとその放牧地、

デビルとその放牧地、 59アシャンとその放牧地

、ベテシメシとその放牧地である。 60またベニ

ヤミンの部族のうちからはゲバとその放牧地、ア

レメテとその放牧地、アナトテとその放牧地を与

えられた。彼らの町は、すべてその氏族のうちに

十三あった。 61またコハテの子孫の残りの者は

部族の氏族のうちからと、半部族すなわちマナセ

の半部族のうちからくじによって十の町を与えら

れた。 62またゲルションの子孫はその氏族によ

ってイッサカルの部族、アセルの部族、ナフタリ

の部族、およびバシャンのマナセの部族のうちか

ら十三の町が与えられた。 63メラリの子孫はそ

の氏族によってルベンの部族、ガドの部族、およ

びゼブルンの部族のうちからくじによって十二の

町が与えられた。 64このようにイスラエルの人

々はレビびとに町々とその放牧地とを与えた。 65

すなわちユダの子孫の部族とシメオンの部族の子

孫と、ベニヤミンの子孫の部族のうちからここに

名をあげたこれらの町をくじによって与えた。 66

コハテの子孫の氏族はまたエフライムの部族のう

ちからも町々を獲てその領地とした。 67すなわ

ち彼らが与えられた、のがれの町はエフライムの

山地にあるシケムとその放牧地、ゲゼルとその放

牧地、 68ヨクメアムとその放牧地、ベテホロン

とその放牧地、 69アヤロンとその放牧地、ガテ

リンモンとその放牧地である。 70またマナセの

半部族のうちからは、アネルとその放牧地および

ビレアムとその放牧地を、コハテの子孫の氏族の

残りのものに与えた。 71ゲルションの子孫に与

えられたものはマナセの半部族のうちからはバシ

ャンのゴランとその放牧地、アシタロテとその放

牧地。 72イッサカルの部族のうちからはケデシ

とその放牧地、ダベラテとその放牧地、 73ラモ

テとその放牧地、アネムとその放牧地。 74アセ

ルの部族のうちからはマシャルとその放牧地、ア

ブドンとその放牧地、 75ホコクとその放牧地、

レホブとその放牧地。 76ナフタリの部族のうち

からはガリラヤのケデシとその放牧地、ハンモン

とその放牧地、キリアタイムとその放牧地である

。 77このほかのもの、すなわちメラリの子孫に

与えられたものはゼブルンの部族のうちからリン

モンとその放牧地、タボルとその放牧地、 78エ

リコに近いヨルダンのかなた、すなわちヨルダン

の東ではルベンの部族のうちからは荒野のベゼル

とその放牧地、ヤザとその放牧地、 79ケデモテ

とその放牧地、メパアテとその放牧地。 80ガド

の部族のうちからはギレアデのラモテとその放牧

地、マハナイムとその放牧地、 81ヘシボンとそ

の放牧地、ヤゼルとその放牧地である。

7イッサカルの子らはトラ、プワ、ヤシュブ、
シムロムの四人。 2トラの子らはウジ、レパヤ

、エリエル、ヤマイ、エブサム、サムエル。これ

は皆トラの子で、その氏族の長である。その子孫

の大勇士たる者はダビデの世にはその数二万二千
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六百人であった。 3ウジの子はイズラヒヤ、イズ

ラヒヤの子らはミカエル、オバデヤ、ヨエル、イ

シアの五人で、みな長たる者であった。 4その子

孫のうちに、その氏族に従えば軍勢の士卒三万六

千人あった。これは彼らが妻子を多くもっていた

からである。 5イッサカルのすべての氏族のうち

の兄弟たちで系図によって数えられた大勇士は合

わせて八万七千人あった。 6ベニヤミンの子らは

ベラ、ベケル、エデアエルの三人。 7ベラの子ら

はエヅボン、ウジ、ウジエル、エレモテ、イリの

五人で、皆その氏族の長である。その系図によっ

て数えられた大勇士は二万二千三十四人あった。

8ベケルの子らはゼミラ、ヨアシ、エリエゼル、

エリオエナイ、オムリ、エレモテ、アビヤ、アナ

トテ、アラメテで皆ベケルの子らである。 9その

子孫のうち、その氏族の長として系図によって数

えられた大勇士は二万二百人あった。 10エデア

エルの子はビルハン。ビルハンの子らはエウシ、

ベニヤミン、エホデ、ケナアナ、ゼタン、タルシ

シ、アヒシャハル。 11皆エデアエルの子らで氏

族の長であった。その子孫のうちには、いくさに

出てよく戦う大勇士が一万七千二百人あった。 12

またイルの子らはシュパムとホパム。アヘルの子

はホシムである。 13ナフタリの子らはヤハジエ

ル、グニ、エゼル、シャルムで皆ビルハの産んだ

子である。 14マナセの子らはそのそばめである

スリヤの女の産んだアスリエル。彼女はまたギレ

アデの父マキルを産んだ。 15マキルはホパムと

シュパムの妹マアカという者を妻にめとった。二

番目の子はゼロペハデという。ゼロペハデには女

の子だけがあった。 16マキルの妻マアカは男の

子を産んで名をペレシと名づけた。その弟の名は

シャレシ。シャレシの子らはウラムとラケムであ

る。 17ウラムの子はベダン。これらはマナセの

子マキルの子であるギレアデの子らである。 18

その妹ハンモレケテはイシホデ、アビエゼル、マ

ヘラを産んだ。 19セミダの子らはアヒアン、シ

ケム、リキ、アニアムである。 20エフライムの

子はシュテラ、その子はベレデ、その子はタハテ

、その子はエラダ、その子はタハテ、 21その子

はザバデ、その子はシュテラである。エゼルとエ

レアデはガテの土人らに殺された。これは彼らが

下って行ってその家畜を奪おうとしたからである

。 22父エフライムが日久しくこのために悲しん

だので、その兄弟たちが来て彼を慰めた。 23そ

ののち、エフライムは妻のところにはいった。妻

ははらんで男の子を産み、その名をベリアと名づ

けた。その家に災があったからである。 24エフ

ライムの娘セラは上と下のベテホロンおよびウゼ

ン・セラを建てた。 25ベリアの子はレパ、その

子はレセフ、その子はテラ、その子はタハン、 26

その子はラダン、その子はアミホデ、その子はエ

リシャマ、 27その子はヌン、その子はヨシュア

。 28エフライムの子孫の領地と住所はベテルと

その村々、また東の方ではナアラン、西の方では

ゲゼルとその村々、またシケムとその村々、アワ

とその村々。 29またマナセの子孫の国境に沿っ

て、ベテシャンとその村々、タアナクとその村々

、メギドンとその村々、ドルとその村々で、イス

ラエルの子ヨセフの子孫はこれらの所に住んだ。

30アセルの子らはイムナ、イシワ、エスイ、ベリ

アおよびその姉妹セラ。 31ベリアの子らはヘベ

ルとマルキエル。マルキエルはビルザヒテの父で

ある。 32ヘベルはヤフレテ、ショメル、ホタム

およびその姉妹シュアを生んだ。 33ヤフレテの

子らはパサク、ビムハル、アシワテ。これらはヤ

レフテの子らである。 34彼の兄弟ショメルの子

らはロガ、ホバおよびアラム。 35ショメルの兄

弟ヘレムの子らはゾパ、イムナ、シレシ、アマル

。 36ゾパの子らはスア、ハルネペル、シュアル

、ベリ、イムラ、 37ベゼル、ホド、シャンマ、

シルシャ、イテラン、ベエラ。 38エテルの子ら

はエフンネ、ピスパおよびアラ。 39ウラの子ら

はアラ、ハニエル、およびリヂア。 40これらは

皆アセルの子孫であって、その氏族の長、えりぬ

きの大勇士、つかさたちのかしらであった。その

系図によって数えられた者で、いくさに出てよく

戦う者の数は二万六千人であった。

8ベニヤミンの生んだ者は長子はベラ、その次
はアシベル、第三はアハラ、 2第四はノハ、第

五はラパ。 3ベラの子らはアダル、ゲラ、アビウ

デ、 4アビシュア、ナアマン、アホア、 5ゲラ、

シフパム、ヒラム。 6エホデの子らは次のとおり

である。（これらはゲバの住民の氏族の長であっ

て、マナハテに捕え移されたものである。） 7す

なわちナアマン、アヒヤ、ゲラすなわちヘグラム

。ゲラはウザとアヒフデの父であった。 8シャハ

ライムは妻ホシムとバアラを離別してのち、モア

ブの国で子らをもうけた。 9彼が妻ホデシによっ
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てもうけた子らはヨバブ、ヂビア、メシャ、マル

カム、 10エウヅ、シャキヤ、ミルマ。これらは

その子らであって氏族の長である。 11彼はまた

ホシムによってアビトブとエルパアルをもうけた

。 12エルパアルの子らはエベル、ミシャムおよ

びセメド。彼はオノとロドとその村々を建てた者

である。 13またベリアとシマがあった。（これ

はアヤロンの住民の氏族の長であって、ガテの住

民を追い払ったものである。） 14またアヒオ、

シャシャク、エレモテ。 15ゼバデヤ、アラデ、

アデル、 16ミカエル、イシパおよびヨハはベリ

アの子らであった。 17ゼバデヤ、メシュラム、

ヘゼキ、ヘベル、 18イシメライ、エズリアおよ

びヨバブはエルパアルの子らであった。 19ヤキ

ン、ジクリ、ザベデ、 20エリエナイ、チルタイ

、エリエル、 21アダヤ、ベラヤおよびシムラテ

はシマの子らであった。 22イシパン、ヘベル、

エリエル、 23アブドン、ジクリ、ハナン、 24ハ

ナニヤ、エラム、アントテヤ、 25イペデヤおよ

びペヌエルはシャシャクの子らであった。 26シ

ャムセライ、シハリア、アタリヤ、 27ヤレシャ

、エリヤおよびジクリはエロハムの子らであった

。 28これらは歴代の氏族の長であり、またかし

らであって、エルサレムに住んだ。 29ギベオン

の父エイエルはギベオンに住み、その妻の名はマ

アカといった。 30その長子はアブドンで、次は

ツル、キシ、バアル、ナダブ、 31ゲドル、アヒ

オ、ザケル、 32およびミクロテ。ミクロテはシ

メアを生んだ。これらもまた兄弟たちと向かいあ

ってエルサレムに住んだ。 33ネルはキシを生み

、キシはサウルを生み、サウルはヨナタン、マル

キシュア、アビナダブ、エシバアルを生んだ。 34

ヨナタンの子はメリバアルで、メリバアルはミカ

エルを生んだ。 35ミカの子らはピトン、メレク

、タレア、アハズである。 36アハズはエホアダ

を生み、エホアダはアレメテ、アズマウテ、ジム

リを生み、ジムリはモザを生み、 37モザはビネ

アを生んだ。ビネアの子はラパ、ラパの子はエレ

アサ、エレアサの子はアゼルである。 38アゼル

には六人の子があり、その名はアズリカム、ボケ

ル、イシマエル、シャリヤ、オバデヤ、ハナンで

、皆アゼルの子である。 39その兄弟エセクの子

らは、長子はウラム、次はエウシ、第三はエリペ

レテである。 40ウラムの子らは大勇士で、よく

弓を射る者であった。彼は多くの子と孫をもち、

百五十人もあった。これらは皆ベニヤミンの子孫

である。

9このようにすべてのイスラエルびとは系図に
よって数えられた。これらはイスラエルの列

王紀にしるされている。ユダはその不信のゆえに

バビロンに捕囚となった。 2その領地の町々に最

初に住んだものはイスラエルびと、祭司、レビび

とおよび宮に仕えるしもべたちであった。 3また

エルサレムにはユダの子孫、ベニヤミンの子孫お

よびエフライムとマナセの子孫が住んでいた。 4

すなわちユダの子ペレヅの子孫のうちではアミホ

デの子ウタイ。アミホデはオムリの子、オムリは

イムリの子、イムリはバニの子である。 5シロび

とのうちでは長子アサヤとそのほかの子たち。 6

ゼラの子孫のうちではユエルとその兄弟六百九十

人。 7ベニヤミンの子孫のうちではハセヌアの子

ホダビヤの子であるメシュラムの子サル、 8エロ

ハムの子イブニヤ、ミクリの子であるウジの子エ

ラおよびイブニヤの子リウエルの子であるシパテ

ヤの子メシュラム、 9ならびに彼らの兄弟たちで

、その系図によれば合わせて九百五十六人。これ

らの人々は皆その氏族の長であった。 10祭司の

うちではエダヤ、ヨアリブ、ヤキン、 11および

ヒルキヤの子アザリヤ、ヒルキヤはメシュラムの

子、メシュラムはザドクの子、ザドクはメラヨテ

の子、メラヨテはアヒトブの子である。アザリヤ

は神の宮のつかさである。 12またエロハムの子

アダヤ、エロハムはパシュルの子、パシュルはマ

ルキヤの子である。またアデエルの子はマアセヤ

、アデエルはヤゼラの子、ヤゼラはメシュラムの

子、メシュラムはメシレモテの子、メシレモテは

インメルの子である。 13そのほかに彼らの兄弟

たちもあった。これらはその氏族の長で、合わせ

て一千七百六十人、みな神の宮の務をするのに、

はなはだ力のある人々であった。 14レビびとの

うちではハシュブの子シマヤ、ハシュブはアズリ

カムの子、アズリカムはハシャビヤの子で、これ

らはメラリの子孫である。 15またバクバッカル

、ヘレシ、ガラル、およびアサフの子ジクリの子

であるミカの子マッタニヤ、 16ならびにエドト

ンの子ガラルの子であるシマヤの子オバデヤおよ

びエルカナの子であるアサの子ベレキヤ、エルカ

ナはネトパびとの村里に住んだ者である。 17門

を守るものはシャルム、アックブ、タルモン、ア
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ヒマンおよびその兄弟たちで、シャルムはその長

であった。 18彼は今日まで東の方にある王の門

を守っている。これらはレビの子孫で営の門を守

る者である。 19コラの子エビヤサフの子である

コレの子シャルムおよびその氏族の兄弟たちなど

のコラびとは幕屋のもろもろの門を守る務をつか

さどった。その先祖たちは主の営をつかさどり、

その入口を守る者であった。 20エレアザルの子

ピネハスが、むかし彼らのつかさであった。主は

彼とともにおられた。 21メシレミヤの子ゼカリ

ヤは会見の幕屋の門を守る者であった。 22これ

らは皆選ばれて門を守る者で、合わせて二百十二

人あった。彼らはその村々で系図によって数えら

れた者で、ダビデと先見者サムエルが彼らを職に

任じたのである。 23こうして彼らとその子孫は

監守人として、主の家である幕屋の家の門をつか

さどった。 24門を守る者は東西南北の四方にい

た。 25またその村々にいる兄弟たちは七日ごと

に代り、来て彼らを助けた。 26門を守る者の長

である四人のレビびとは神の家のもろもろの室と

宝とをつかさどった。 27彼らは神の家を守る身

であるから、そのまわりに宿った。そして朝ごと

にこれを開くことをした。 28そのうちに務の器

をつかさどる者があった。彼らはその数を調べて

携え入り、またその数を調べて携え出した。 29

またそのほかの品、すべての聖なる器および麦粉

、ぶどう酒、油、乳香、香料をつかさどる者があ

った。 30また祭司のともがらのうちに香料を混

ぜる者があった。 31コラびとシャルムの長子で

レビびとのひとりであるマタテヤはせんべいを造

る勤めをつかさどった。 32またコハテびとの子

孫であるその兄弟たちのうちに供えのパンをつか

さどって、安息日ごとにこれを整える者どもがあ

った。 33レビびとの氏族の長であるこれらの者

は歌うたう者であって、宮のもろもろの室に住み

、ほかの務はしなかった。彼らは日夜自分の務に

従ったからである。 34これらはレビびとの歴代

の氏族の長であって、かしらたる人々であった。

彼らはエルサレムに住んだ。 35ギベオンの父エ

ヒエルはギベオンに住んでいた。その妻の名はマ

アカといった。 36彼の長子はアブドン、次はツ

ル、キシ、バアル、ネル、ナダブ、 37ゲドル、

アヒオ、ゼカリヤ、ミクロテである。 38ミクロ

テはシメアムを生んだ。彼らもその兄弟たちとと

もにエルサレムに住んで、その兄弟たちと向かい

あっていた。 39ネルはキシを生み、キシはサウ

ルを生み、サウルはヨナタン、マルキシュア、ア

ビナダブ、エシバアルを生んだ。 40ヨナタンの

子はメリバアルで、メリバアルはミカを生んだ。

41ミカの子らはピトン、メレク、タレアおよびア

ハズである。 42アハズはヤラを生み、ヤラはア

レメテ、アズマウテおよびジムリを生み、ジムリ

はモザを生み、 43モザはビネアを生んだ。ビネ

アの子はレパヤ、その子はエレアサ、その子はア

ゼルである。 44アゼルに六人の男の子があった

。その名はアズリカム、ボケル、イシマエル、シ

ャリヤ、オバデヤ、ハナン。これらはみなアゼル

の子らであった。

10さてペリシテびとはイスラエルと戦ったが、
イスラエルの人々がペリシテびとの前から逃

げ、ギルボア山で殺されて倒れたので、 2ペリシ

テびとはサウルとその子たちのあとを追い、サウ

ルの子ヨナタン、アビナダブおよびマルキシュア

を殺した。 3戦いは激しくサウルにおし迫り、射

手の者どもがついにサウルを見つけたので、彼は

射手の者どもに傷を負わされた。 4そこでサウル

はその武器を執る者に言った、「つるぎを抜き、

それをもってわたしを刺せ。さもないと、これら

の割礼なき者が来て、わたしをはずかしめるであ

ろう」。しかしその武器を執る者がいたく恐れて

聞きいれなかったので、サウルはつるぎをとって

その上に伏した。 5武器を執る者はサウルの死ん

だのを見て、自分もまたつるぎの上に伏して死ん

だ。 6こうしてサウルと三人の子らおよびその家

族は皆ともに死んだ。 7谷にいたイスラエルの人

々は皆彼らの逃げるのを見、またサウルとその子

らの死んだのを見て、町々をすてて逃げたので、

ペリシテびとが来てそのうちに住んだ。 8あくる

日ペリシテびとは殺された者から、はぎ取るため

に来て、サウルとその子らのギルボア山に倒れて

いるのを見、 9サウルをはいでその首と、よろい

かぶとを取り、ペリシテびとの国の四方に人をつ

かわして、この良き知らせをその偶像と民に告げ

させた。 10そしてサウルのよろいかぶとを彼ら

の神の家に置き、首をダゴンの神殿にくぎづけに

した。 11しかしヤベシ・ギレアデの人々は皆ペ

リシテびとがサウルにしたことを聞いたので、 12

勇士たちが皆立ち上がり、サウルのからだとその

子らのからだをとって、これをヤベシに持って来
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て、ヤベシのかしの木の下にその骨を葬り、七日

の間、断食した。 13こうしてサウルは主にむか

って犯した罪のために死んだ。すなわち彼は主の

言葉を守らず、また口寄せに問うことをして、 14

主に問うことをしなかった。それで主は彼を殺し

、その国を移してエッサイの子ダビデに与えられ

た。

11ここにイスラエルの人は皆ヘブロンにいるダ
ビデのもとに集まって来て言った、「われわ

れは、あなたの骨肉です。 2先にサウルが王であ

った時にも、あなたはイスラエルを率いて出入り

されました。そしてあなたの神、主はあなたに『

あなたはわが民イスラエルを牧する者となり、わ

が民イスラエルの君となるであろう』と言われま

した」。 3このようにイスラエルの長老が皆ヘブ

ロンにいる王のもとに来たので、ダビデはヘブロ

ンで主の前に彼らと契約を結んだ。そして彼らは

、サムエルによって語られた主の言葉に従ってダ

ビデに油を注ぎ、イスラエルの王とした。 4ダビ

デとすべてのイスラエルはエルサレムへ行った。

エルサレムはすなわちエブスであって、そこには

その地の住民であるエブスびとがいた。 5エブス

の住民はダビデに言った、「あなたはここにはい

ってはならない」。しかし、ダビデはシオンの要

害を取った。これがすなわちダビデの町である。

6この時ダビデは言った、「だれでも第一にエブ

スびとを撃つ者を、かしらとし、将とする」。ゼ

ルヤの子ヨアブが第一にのぼっていったので、か

しらとなった。 7そしてダビデがその要害に住ん

だので人々はこれをダビデの町と名づけた。 8ダ

ビデはまたその町の周囲すなわちミロから四方に

石がきを築き、ヨアブは町のほかの部分を繕った

。 9こうしてダビデはますます大いなる者となっ

た。万軍の主が彼とともにおられたからである。

10ダビデの勇士のおもなものは次のとおりである

。彼らはイスラエルのすべての人とともにダビデ

に力をそえて国を得させ、主がイスラエルについ

て言われた言葉にしたがって、彼を王とした人々

である。 11ダビデの勇士の数は次のとおりであ

る。すなわち三人の長であるハクモニびとの子ヤ

ショベアム、彼はやりをふるって三百人に向かい

、一度にこれを殺した者である。 12彼の次はア

ホアびとドドの子エレアザルで、三勇士のひとり

である。 13彼はダビデとともにパスダミムにい

たが、ペリシテびとがそこに集まって来て戦った

。そこに一面に大麦のはえた地所があった。民は

ペリシテびとの前から逃げた。 14しかし彼は地

所の中に立ってこれを防ぎ、ペリシテびとを殺し

た。そして主は大いなる勝利を与えて彼らを救わ

れた。 15三十人の長たちのうちの三人は下って

いってアドラムのほらあなの岩の所にいるダビデ

のもとへ行った。時にペリシテびとの軍勢はレパ

イムの谷に陣を取っていた。 16その時ダビデは

要害におり、ペリシテびとの先陣はベツレヘムに

あったが、 17ダビデはせつに望んで、「だれか

ベツレヘムの門のかたわらにある井戸の水をわた

しに飲ませてくれるとよいのだが」と言った。 18

そこでその三人はペリシテびとの陣を突き通って

、ベツレヘムの門のかたわらにある井戸の水をく

み取って、ダビデのもとに携えて来た。しかしダ

ビデはそれを飲もうとはせず、それを主の前に注

いで、 19言った、「わが神よ、わたしは断じて

これをいたしません。命をかけて行ったこの人た

ちの血をどうしてわたしは飲むことができましょ

う。彼らは命をかけてこの水をとって来たのです

」。それゆえ、ダビデはこの水を飲もうとはしな

かった。三勇士はこのことをおこなった。 20ヨ

アブの兄弟アビシャイは三十人の長であった。彼

はやりをふるって三百人に立ち向かい、これを殺

して三人のほかに名を得た。 21彼は三十人のう

ち、最も尊ばれた者で、彼らのかしらとなった。

しかし、かの三人には及ばなかった。 22エホヤ

ダの子ベナヤは、カブジエル出身の勇士であって

、多くのてがらを立てた。彼はモアブのアリエル

のふたりの子を撃ち殺した。彼はまた雪の日に下

っていって、穴の中でししを撃ち殺した。 23彼

はまた身のたけ五キュビトばかりのエジプトびと

を撃ち殺した。そのエジプトびとは手に機の巻棒

ほどのやりを持っていたが、ベナヤはつえをとっ

て彼の所へ下って行き、エジプトびとの手から、

やりをもぎとり、そのやりをもって彼を殺した。

24エホヤダの子ベナヤは、これらの事を行って三

勇士のほかに名を得た。 25彼は三十人のうちに

有名であったが、かの三人には及ばなかった。ダ

ビデは彼を侍衛の長とした。 26軍団のうちの勇

士はヨアブの兄弟アサヘル。ベツレヘム出身のド

ドの子エルハナン。 27ハロデ出身のシャンマ。

ペロンびとヘレヅ。 28テコア出身のイッケシの

子イラ。アナトテ出身のアビエゼル。 29ホシャ
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テびとシベカイ。アホアびとイライ。 30ネトパ

出身のマハライ。ネトパ出身のバアナの子ヘレデ

。 31ベニヤミンびとのギベアから出たリバイの

子イタイ。ピラトンのベナヤ。 32ガアシの谷の

ホライ。アルバテびとアビエル。 33バハルム出

身のアズマウテ。シャルボン出身のエリヤバ。 34

ギゾンびとハセム。ハラルびとシャゲの子ヨナタ

ン。 35ハラルびとサカルの子アヒアム。ウルの

子エリパル。 36メケラテびとヘペル。ペロンび

とアヒヤ。 37カルメル出身のヘズロ。エズバイ

の子ナアライ。 38ナタンの兄弟ヨエル。ハグリ

の子ミブハル。 39アンモンびとゼレク。ゼルヤ

の子ヨアブの武器を執るもの、ベエロテ出身のナ

ハライ。 40イテルびとイラ。イテルびとガレブ

。 41ヘテびとウリヤ。アハライの子ザバデ。 42

ルベンびとシザの子アデナ。彼はルベンびとの長

であって、三十人を率いた。 43またマアカの子

ハナン。ミテニびとヨシャパテ。 44アシテラテ

びとウジヤ。アロエルびとホタムの子らシャマと

エイエル。 45テジびとシムリの子エデアエルお

よびその兄弟ヨハ。 46マハブびとエリエル。エ

ルナアムの子らエリバイおよびヨシャビヤ。モア

ブびとイテマ。 47エリエル、オベデおよびメゾ

バびとヤシエルである。

12ダビデがキシの子サウルにしりぞけられて、
なおチクラグにいた時、次の人々が彼のもと

に来た。彼らはダビデを助けて戦った勇士たちの

うちにあり、 2弓をよくする者、左右いずれの手

をもってもよく矢を射、石を投げる者で、ともに

ベニヤミンびとで、サウルの同族である。 3その

かしらはアヒエゼル、次はヨアシで、ともにギベ

ア出身のシマアの子たちである。またエジエルと

ペレテで、ともにアズマウテの子たちである。ま

たベラカおよびアナトテ出身のエヒウ。 4またギ

ベオン出身のイシマヤ、彼は三十人のうちの勇士

で、その三十人の長である。またエレミヤ、ヤハ

ジエル、ヨハナン、ゲデラ出身のヨザバデ、 5エ

ルザイ、エリモテ、ベアリヤ、シマリヤ、ハリフ

びとシパテヤ、 6エルカナ、イシア、アザリエル

、ヨエゼル、ヤショベアムで、これらはコラびと

である。 7またゲドルのエロハムの子たちである

ヨエラおよびゼバデヤである。 8ガドびとのうち

から荒野の要害に来て、ダビデについた者は皆勇

士で、よく戦う軍人、よく盾とやりをつかう者、

その顔はししの顔のようで、その速いことは山に

いるしかのようであった。 9彼らのかしらはエゼ

ル、次はオバデヤ、第三はエリアブ、 10第四は

ミシマンナ、第五はエレミヤ、 11第六はアッタ

イ、第七はエリエル、 12第八はヨナハン、第九

はエルザバデ、 13第十はエレミヤ、第十一はマ

クバナイである。 14これらはガドの子孫で軍勢

の長たる者、その最も小さい者でも百人に当り、

その最も大いなる者は千人に当った。 15正月、

ヨルダンがその全岸にあふれたとき、彼らはこれ

を渡って、谷々にいる者をことごとく東に西に逃

げ走らせた。 16ベニヤミンとユダの子孫のうち

の人々が要害に来て、ダビデについた。 17ダビ

デは出て彼らを迎えて言った、「あなたがたが好

意をもって、わたしを助けるために来たのならば

、わたしの心もあなたがたと、ひとつになりまし

ょう。しかし、わたしの手になんの悪事もないの

に、もしあなたがたが、わたしを欺いて、敵に渡

すためであるならば、われわれの先祖の神がどう

ぞみそなわして、あなたがたを責められますよう

に」。 18時に霊が三十人の長アマサイに臨み、

アマサイは言った、「ダビデよ、われわれはあな

たのもの。エッサイの子よ、われわれはあなたと

共にある。平安あれ、あなたに平安あれ。あなた

を助ける者に平安あれ。あなたの神があなたを助

けられる」。そこでダビデは彼らを受けいれて部

隊の長とした。 19さきにダビデがペリシテびと

と共にサウルと戦おうと攻めて来たとき、マナセ

びと数人がダビデについた。（ただしダビデはつ

いにペリシテびとを助けなかった。それはペリシ

テびとの君たちが相はかって、「彼はわれわれの

首をとって、その主君サウルのもとに帰るであろ

う」と言って、彼を去らせたからである。） 20

ダビデがチクラグへ行ったとき、マナセびとアデ

ナ、ヨザバデ、エデアエル、ミカエル、ヨザバデ

、エリウ、ヂルタイが彼についた。皆マナセびと

の千人の長であった。 21彼らはダビデを助けて

敵軍に当った。彼らは皆大勇士で軍勢の長であっ

た。 22ダビデを助ける者が日に日に加わって、

ついに大軍となり、神の軍勢のようになった。 23

主の言葉に従い、サウルの国をダビデに与えよう

として、ヘブロンにいるダビデのもとに来た武装

した軍隊の数は、次のとおりである。 24ユダの

子孫で盾とやりをとり、武装した者六千八百人、

25シメオンの子孫で、よく戦う勇士七千百人、 26
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レビの子孫からは四千六百人。 27エホヤダはア

ロンの家のつかさで、彼に属する者は三千七百人

。 28ザドクは年若い勇士で、彼の氏族から出た

将軍は二十二人。 29サウルの同族、ベニヤミン

の子孫からは三千人、ベニヤミンびとの多くはな

おサウルの家に忠義をつくしていた。 30エフラ

イムの子孫からは二万八百人、皆勇士で、その氏

族の名ある人々であった。 31マナセの半部族か

らは一万八千人、皆ダビデを王に立てようとして

上って来て、名をつらねた者である。 32イッサ

カルの子孫からはよく時勢に通じ、イスラエルの

なすべきことをわきまえた人々が来た。その長た

る者が二百人あって、その兄弟たちは皆その指揮

に従った。 33ゼブルンからは五万人、皆訓練を

経た軍隊で、もろもろの武具で身をよろい、一心

にダビデを助けた者である。 34ナフタリからは

将たる者一千人および盾とやりをとってこれに従

う者三万七千人。 35ダンびとからは武装した者

二万八千六百人。 36アセルからは戦いの備えを

した熟練の者四万人。 37またヨルダンのかなた

ルベンびと、ガドびと、マナセの半部族からはも

ろもろの武具で身をよろった者十二万人であった

。 38すべてこれらの戦いの備えをしたいくさび

とらは真心をもってヘブロンに来て、ダビデを全

イスラエルの王にしようとした。このほかのイス

ラエルびともまた、心をひとつにしてダビデを王

にしようとした。 39彼らはヘブロンにダビデと

ともに三日いて、食い飲みした。その兄弟たちは

彼らのために備えをしたからである。 40また彼

らに近い人々はイッサカル、ゼブルン、ナフタリ

などの遠い所の者まで、ろば、らくだ、騾馬、牛

などに食物を負わせて来た。すなわち麦粉の食物

、干いちじく、干ぶどう、ぶどう酒、油、牛、羊

などを多く携えて来た。これはイスラエルに喜び

があったからである。

13ここにダビデは千人の長、百人の長などの諸
将と相はかり、 2そしてダビデはイスラエル

の全会衆に言った、「もし、このことをあなたが

たがよしとし、われわれの神、主がこれを許され

るならば、われわれは、イスラエルの各地に残っ

ているわれわれの兄弟ならびに、放牧地の付いて

いる町々にいる祭司とレビびとに、使をつかわし

、われわれの所に呼び集めましょう。 3また神の

箱をわれわれの所に移しましょう。われわれはサ

ウルの世にはこれをおろそかにしたからです」。

4会衆は一同「そうしましょう」と言った。この

ことがすべての民の目に正しかったからである。

5そこでダビデはキリアテ・ヤリムから神の箱を

運んでくるため、エジプトのシホルからハマテの

入口までのイスラエルをことごとく呼び集めた。

6そしてダビデとすべてのイスラエルはバアラす

なわちユダのキリアテ・ヤリムに上り、ケルビム

の上に座しておられる主の名をもって呼ばれてい

る神の箱をそこからかき上ろうと、 7神の箱を新

しい車にのせて、アビナダブの家からひきだし、

ウザとアヒヨがその車を御した。 8ダビデおよび

すべてのイスラエルは歌と琴と立琴と、手鼓と、

シンバルと、ラッパをもって、力をきわめて神の

前に踊った。 9彼らがキドンの打ち場に来た時、

ウザは手を伸べて箱を押えた。牛がつまずいたか

らである。 10ウザが手を箱につけたことによっ

て、主は彼に向かって怒りを発し、彼を撃たれた

ので、彼はその所で神の前に死んだ。 11主がウ

ザを撃たれたので、ダビデは怒った。その所は今

日までペレヅ・ウザと呼ばれている。 12その日

ダビデは神を恐れて言った、「どうして神の箱を

、わたしの所へかいて行けようか」。 13それで

ダビデはその箱を自分の所ダビデの町へは移さず

、これを転じてガテびとオベデ・エドムの家に運

ばせた。 14神の箱は三か月の間、オベデ・エド

ムの家に、その家族とともにとどまった。主はオ

ベデ・エドムの家族とそのすべての持ち物を祝福

された。

14ツロの王ヒラムはダビデに使者をつかわし、
彼のために家を建てさせようと香柏および石

工と木工を送った。 2ダビデは主が自分を堅く立

ててイスラエルの王とされたことと、その民イス

ラエルのために彼の国を大いに興されたことを悟

った。 3ダビデはエルサレムでまた妻たちをめと

った。そしてダビデにまたむすこ、娘が生れた。

4彼がエルサレムで得た子たちの名は次のとおり

である。すなわちシャンマ、ショバブ、、ナタン

、ソロモン、 5イブハル、エリシュア、エルペレ

テ、 6ノガ、ネペグ、ヤピア、 7エリシャマ、ベ

エリアダ、エリペレテである。 8さてペリシテび

とはダビデが油を注がれて全イスラエルの王にな

ったことを聞いたので、ペリシテびとはみな上っ

てきてダビデを捜した。ダビデはこれを聞いてこ
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れに当ろうと出ていったが、 9ペリシテびとはす

でに来て、レパイムの谷を侵した。 10ダビデは

神に問うて言った、「ペリシテびとに向かって上

るべきでしょうか。あなたは彼らをわたしの手に

わたされるでしょうか」。主はダビデに言われた

、「上りなさい。わたしは彼らをあなたの手にわ

たそう」。 11そこで彼はバアル・ペラジムへ上

っていった。その所でダビデは彼らを打ち敗り、

そして言った、「神は破り出る水のように、わた

しの手で敵を破られた」。それゆえ、その所の名

はバアル・ペラジムと呼ばれている。 12彼らが

自分たちの神をそこに残して退いたので、ダビデ

は命じてこれを火で焼かせた。 13ペリシテびと

は再び谷を侵した。 14ダビデが再び神に問うた

ので神は言われた、「あなたは彼らを追って上っ

てはならない。遠回りしてバルサムの木の前から

彼らを襲いなさい。 15バルサムの木の上に行進

の音が聞えたならば、あなたは行って戦いなさい

。神があなたの前に出てペリシテびとの軍勢を撃

たれるからです」。 16ダビデは神が命じられた

ようにして、ペリシテびとの軍勢を撃ち破り、ギ

ベオンからゲゼルに及んだ。 17そこでダビデの

名はすべての国々に聞えわたり、主はすべての国

びとに彼を恐れさせられた。

15ダビデはダビデの町のうちに自分のために家
を建て、また神の箱のために所を備え、これ

がために幕屋を張った。 2ダビデは言った、「神

の箱をかくべき者はただレビびとのみである。主

が主の箱をかかせ、また主に長く仕えさせるため

に彼らを選ばれたからである」。 3ダビデは主の

箱をこれがために備えた所にかき上るため、イス

ラエルをことごとくエルサレムに集めた。 4ダビ

デはまたアロンの子孫とレビびとを集めた。 5す

なわち、コハテの子孫のうちからはウリエルを長

としてその兄弟百二十人、 6メラリの子孫のうち

からはアサヤを長としてその兄弟二百二十人、 7

ゲルショムの子孫のうちからはヨエルを長として

その兄弟百三十人、 8エリザパンの子孫のうちか

らはシマヤを長としてその兄弟二百人、 9ヘブロ

ンの子孫のうちからはエリエルを長としてその兄

弟八十人、 10ウジエルの子孫のうちからはアミ

ナダブを長としてその兄弟百十二人である。 11

ダビデは祭司ザドクとアビヤタル、およびレビび

とウリエル、アサヤ、ヨエル、シマヤ、エリエル

、アミナダブを召し、 12彼らに言った、「あな

たがたはレビびとの氏族の長である。あなたがた

とあなたがたの兄弟はともに身を清め、イスラエ

ルの神、主の箱をわたしがそのために備えた所に

かき上りなさい。 13さきにこれをかいた者があ

なたがたでなかったので、われわれの神、主はわ

れわれを撃たれました。これはわれわれがその定

めにしたがってそれを扱わなかったからです」。

14そこで祭司たちとレビびとたちはイスラエルの

神、主の箱をかき上るために身を清め、 15レビ

びとたちはモーセが主の言葉にしたがって命じた

ように、神の箱をさおをもって肩にになった。 16

ダビデはまたレビびとの長たちに、その兄弟たち

を選んで歌うたう者となし、立琴と琴とシンバル

などの楽器を打ちはやし、喜びの声をあげること

を命じた。 17そこでレビびとはヨエルの子ヘマ

ンと、その兄弟ベレキヤの子アサフおよびメラリ

の子孫である彼らの兄弟クシャヤの子エタンを選

んだ。 18またこれに次ぐその兄弟たちがこれと

共にいた。すなわちゼカリヤ、ヤジエル、セミラ

モテ、エイエル、ウンニ、エリアブ、ベナヤ、マ

アセヤ、マッタテヤ、エリペレホ、ミクネヤおよ

び門を守る者オベデ・エドムとエイエル。 19歌

うたう者ヘマン、アサフおよびエタンは青銅のシ

ンバルを打ちはやす者であった。 20ゼカリヤ、

アジエル、セミラモテ、エイエル、ウンニ、エリ

アブ、マアセヤ、ベナヤはアラモテにしたがって

立琴を奏する者であった。 21しかしマッタテヤ

、エリペレホ、ミクネヤ、オベデ・エドム、エイ

エル、アザジヤはセミニテにしたがって琴をもっ

て指揮する者であった。 22ケナニヤはレビびと

の楽長で、音楽に通じていたので、これを指揮し

た。 23ベレキヤとエルカナは箱のために門を守

る者であった。 24祭司シバニヤ、ヨシャパテ、

ネタネル、アマサイ、ゼカリヤ、ベナヤ、エリエ

ゼルらは神の箱の前でラッパを吹き、オベデ・エ

ドムとエヒアは箱のために門を守る者であった。

25ダビデとイスラエルの長老たちおよび千人の長

たちは行って、オベデ・エドムの家から主の契約

の箱を喜び勇んでかき上った。 26神が主の契約

の箱をかくレビびとを助けられたので、彼らは雄

牛七頭、雄羊七頭をささげた。 27ダビデは亜麻

布の衣服を着ていた。箱をかくすべてのレビびと

は、歌うたう者、音楽をつかさどるケナニヤも同

様である。ダビデはまた亜麻布のエポデを着てい
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た。 28こうしてイスラエルは皆、声をあげ、角

笛を吹きならし、ラッパと、シンバルと、立琴と

琴をもって打ちはやして主の契約の箱をかき上っ

た。 29主の契約の箱がダビデの町にはいったと

き、サウルの娘ミカルが窓からながめ、ダビデ王

の舞い踊るのを見て、心のうちに彼をいやしめた

。

16人々は神の箱をかき入れて、ダビデがそのた
めに張った幕屋のうちに置き、そして燔祭と

酬恩祭を神の前にささげた。 2ダビデは燔祭と酬

恩祭をささげ終えたとき、主の名をもって民を祝

福し、 3イスラエルの人々に男にも女にもおのお

のパン一つ、肉一切れ、干ぶどう一かたまりを分

け与えた。 4ダビデはまたレビびとのうちから主

の箱の前に仕える者を立てて、イスラエルの神、

主をあがめ、感謝し、ほめたたえさせた。 5楽長

はアサフ、その次はゼカリヤ、エイエル、セミラ

モテ、エヒエル、マッタテヤ、エリアブ、ベナヤ

、オベデ・エドム、エイエルで、彼らは立琴と琴

を弾じ、アサフはシンバルを打ち鳴らし、 6祭司

ベナヤとヤハジエルは神の契約の箱の前でつねに

ラッパを吹いた。 7その日ダビデは初めてアサフ

と彼の兄弟たちを立てて、主に感謝をささげさせ

た。 8主に感謝し、そのみ名を呼び、そのみわざ

をもろもろの民の中に知らせよ。 9主にむかって

歌え、主をほめ歌え。そのもろもろのくすしきみ

わざを語れ。 10その聖なるみ名を誇れ。どうか

主を求める者の心が喜ぶように。 11主とそのみ

力とを求めよ。つねにそのみ顔をたずねよ。 13

そのしもべアブラハムのすえよ、その選ばれたヤ

コブの子らよ。主のなされたくすしきみわざと、

その奇跡と、そのみ口のさばきとを心にとめよ。

14彼はわれわれの神、主にいます。そのさばきは

全地にある。 15主はとこしえにその契約をみこ

ころにとめられる。これはよろずよに命じられた

み言葉であって、 16アブラハムと結ばれた契約

、イサクに誓われた約束である。 17主はこれを

堅く立ててヤコブのために定めとし、イスラエル

のためにとこしえの契約として、 18言われた、

「あなたにカナンの地を与えて、あなたがたの受

ける嗣業の分け前とする」と。 19その時、彼ら

の数は少なくて、数えるに足らず、かの国で旅び

ととなり、 20国から国へ行き、この国からほか

の民へ行った。 21主は人の彼らをしえたげるの

をゆるされず、彼らのために王たちを懲しめて、

22言われた、「わが油そそがれた者たちにさわっ

てはならない。わが預言者たちに害を加えてはな

らない」と。 23全地よ、主に向かって歌え。日

ごとにその救を宣べ伝えよ。 24もろもろの国の

中にその栄光をあらわし、もろもろの民の中にく

すしきみわざをあらわせ。 25主は大いなるかた

にいまして、いとほめたたうべき者、もろもろの

神にまさって、恐るべき者だからである。 26も

ろもろの民のすべての神はむなしい。しかし主は

天を造られた。 27誉と威厳とはそのみ前にあり

、力と喜びとはその聖所にある。 28もろもろの

民のやからよ、主に帰せよ、栄光と力とを主に帰

せよ。 29そのみ名にふさわしい栄光を主に帰せ

よ。供え物を携えて主のみ前にきたれ。聖なる装

いをして主を拝め。 30全地よ、そのみ前におの

のけ。世界は堅く立って、動かされることはない

。 31天は喜び、地はたのしみ、もろもろの国民

の中に言え、「主は王であられる」と。 32海と

その中に満つるものとは鳴りどよめき、田畑とそ

の中のすべての物は喜べ。 33そのとき林のもろ

もろの木も主のみ前に喜び歌う。主は地をさばく

ためにこられるからである。 34主に感謝せよ、

主は恵みふかく、そのいつくしみはとこしえに絶

えることがない。 35また言え、「われわれの救

の神よ、われわれを救い、もろもろの国民の中か

らわれわれを集めてお救いください。そうすれば

あなたの聖なるみ名に感謝し、あなたの誉を誇る

でしょう。 36イスラエルの神、主は、とこしえ

からとこしえまでほむべきかな」と。その時すべ

ての民は「アァメン」と言って主をほめたたえた

。 37ダビデはアサフとその兄弟たちを主の契約

の箱の前にとめおいて、常に箱の前に仕え、日々

のわざを行わせた。 38オベデ・エドムとその兄

弟たちは合わせて六十八人である。またエドトン

の子オベデ・エドムおよびホサは門守であった。

39祭司ザドクとその兄弟である祭司たちはギベオ

ンにある高き所で主の幕屋の前に仕え、 40主が

イスラエルに命じられた律法にしるされたすべて

のことにしたがって燔祭の壇の上に朝夕たえず燔

祭を主にささげた。 41また彼らとともにヘマン

、エドトンおよびほかの選ばれて名をしるされた

者どもがいて、主のいつくしみの世々限りなきこ

とについて主に感謝した。 42すなわちヘマンお

よびエドトンは彼らとともにいて、ラッパ、シン
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バルおよびその他の聖歌のための楽器をとって音

楽を奏し、エドトンの子らは門を守った。 43こ

うして民は皆おのおの家に帰り、ダビデはその家

族を祝福するために帰って行った。

17さてダビデは自分の家に住むようになったと
き、預言者ナタンに言った、「見よ、わたし

は香柏の家に住んでいるが、主の契約の箱は天幕

のうちにある」。 2ナタンはダビデに言った、「

神があなたとともにおられるから、すべてあなた

の心にあるところを行いなさい」。 3その夜、神

の言葉がナタンに臨んで言った、 4「行ってわた

しのしもべダビデに告げよ、『主はこう言われる

、わたしの住む家を建ててはならない。 5わたし

はイスラエルを導き上った日から今日まで、家に

住まわず、天幕から天幕に、幕屋から幕屋に移っ

たのである。 6わたしがすべてのイスラエルと共

に歩んだすべての所で、わたしの民を牧すること

を命じたイスラエルのさばきづかさのひとりに、

ひと言でも、「どうしてあなたがたは、わたしの

ために香柏の家を建てないのか」と言ったことが

あるだろうか』と。 7それゆえ今あなたは、わた

しのしもべダビデにこう言いなさい、『万軍の主

はこう仰せられる、「わたしはあなたを牧場から

、羊に従っている所から取って、わたしの民イス

ラエルの君とし、 8あなたがどこへ行くにもあな

たと共におり、あなたのすべての敵をあなたの前

から断ち去った。わたしはまた地の上の大いなる

者の名のような名をあなたに得させよう。 9そし

てわたしはわが民イスラエルのために一つの所を

定めて、彼らを植えつけ、彼らを自分の所に住ま

せ、重ねて動くことのないようにしよう。 10ま

た前のように、すなわちわたしがわが民イスラエ

ルの上にさばきづかさを立てた時からこのかたの

ように、悪い人が重ねてこれを荒すことはないで

あろう。わたしはまたあなたのもろもろの敵を征

服する。かつわたしは主があなたのために家を建

てられることを告げる。 11あなたの日が満ち、

あなたの先祖たちの所へ行かねばならぬとき、わ

たしはあなたの子、すなわちあなたの子らのひと

りを、あなたのあとに立てて、その王国を堅くす

る。 12彼はわたしのために家を建てるであろう

。わたしは長く彼の位を堅くする。 13わたしは

彼の父となり、彼はわたしの子となる。わたしは

、わたしのいつくしみを、あなたのさきにあった

者から取り去ったように、彼からは取り去らない

。 14かえって、わたしは彼を長くわたしの家に

、わたしの王国にすえおく。彼の位はとこしえに

堅く立つであろう』」。 15ナタンはすべてこれ

らの言葉のように、またすべてこの幻のようにダ

ビデに語った。 16そこで、ダビデ王は、はいっ

て主の前に座して言った、「主なる神よ、わたし

がだれ、わたしの家がなんであるので、あなたは

これまでわたしを導かれたのですか。 17神よ、

これはあなたの目には小さな事です。主なる神よ

、あなたはしもべの家について、はるか後の事を

語って、きたるべき代々のことを示されました。

18しもべの名誉については、ダビデはこの上あな

たに何を申しあげることができましょう。あなた

はしもべを知っておられるからです。 19主よ、

あなたはしもべのために、またあなたの心にした

がって、このもろもろの大いなる事をなし、すべ

ての大いなる事を知らされました。 20主よ、わ

れわれがすべて耳に聞いた所によれば、あなたの

ようなものはなく、またあなたのほかに神はあり

ません。 21また地上のどの国民が、あなたの民

イスラエルのようでありましょうか。これは神が

行って、自分のためにあがなって民とし、エジプ

トからあなたがあがない出されたあなたの民の前

から国々の民を追い払い、大いなる恐るべき事を

行って、名を得られたものではありませんか。 22

あなたはあなたの民イスラエルを長くあなたの民

とされました。主よ、あなたは彼らの神となられ

たのです。 23それゆえ主よ、あなたがしもべと

、しもべの家について語られた言葉を長く堅くし

て、あなたの言われたとおりにしてください。 24

そうすればあなたの名はとこしえに堅くされ、あ

がめられて、『イスラエルの神、万軍の主はイス

ラエルの神である』と言われ、またあなたのしも

べダビデの家はあなたの前に堅く立つことができ

るでしょう。 25わが神よ、あなたは彼のために

家を建てると、しもべに示されました。それゆえ

、しもべはあなたの前に祈る勇気を得ました。 26

主よ、あなたは神にいまし、この良き事をしもべ

に約束されました。 27それゆえどうぞいま、し

もべの家を祝福し、あなたの前に長く続かせてく

ださるように。主よ、あなたの祝福されるものは

長く祝福を受けるからです」。
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18この後ダビデはペリシテびとを撃ってこれを
征服し、ペリシテびとの手からガテとその村

々を取った。 2彼はまたモアブを撃った。モアブ

びとはダビデのしもべとなって、みつぎを納めた

。 3ダビデはまた、ハマテのゾバの王ハダデゼル

がユフラテ川のほとりに、その記念碑を建てよう

として行ったとき彼を撃った。 4そしてダビデは

彼から戦車一千、騎兵七千人、歩兵二万人を取っ

た。ダビデは一百の戦車の馬を残して、そのほか

の戦車の馬はみなその足の筋を切った。 5その時

ダマスコのスリヤびとがゾバの王ハダデゼルを助

けるために来たので、ダビデはそのスリヤびと二

万二千人を殺した。 6そしてダビデはダマスコの

スリヤに守備隊を置いた。スリヤびとはみつぎを

納めてダビデのしもべとなった。主はダビデにす

べてその行く所で勝利を与えられた。 7ダビデは

ハダデゼルのしもべらが持っていた金の盾を奪っ

て、エルサレムに持ってきた。 8またハダデゼル

の町テブハテとクンからダビデは非常に多くの青

銅を取った。ソロモンはそれを用いて青銅の海、

柱および青銅の器を造った。 9時にハマテの王ト

イはダビデがゾバの王ハダデゼルのすべての軍勢

を撃ち破ったことを聞き、 10その子ハドラムを

ダビデ王につかわして、彼にあいさつさせ、かつ

祝を述べさせた。ハダデゼルはかつてしばしばト

イと戦いを交えたが、ダビデはハダデゼルと戦っ

て、これを撃ち破ったからである。ハドラムは金

、銀および青銅のさまざまの器を贈ったので、 11

ダビデ王はこれをエドム、モアブ、アンモンの人

々、ペリシテびと、アマクレなどの諸国民のうち

から取ってきた金銀とともに、主にささげた。 12

ゼルヤの子アビシャイは塩の谷で、エドムびと一

万八千を撃ち殺した。 13ダビデはエドムに守備

隊を置き、エドムびとは皆ダビデのしもべとなっ

た。主はダビデにすべてその行く所で勝利を与え

られた。 14こうしてダビデはイスラエルの全地

を治め、そのすべての民に公道と正義を行った。

15ゼルヤの子ヨアブは軍の長、アヒルデの子ヨシ

ャパテは史官、 16アヒトブの子ザドクとアビヤ

タルの子アビメレクは祭司、シャウシャは書記官

、 17エホヤダの子ベナヤはケレテびととペレテ

びとの長、ダビデの子たちは王のかたわらにはべ

る大臣であった。

19この後アンモンの人々の王ナハシが死んで、
その子がこれに代って王となった。 2そのと

きダビデは言った、「わたしはナハシの子ハヌン

に、彼の父がわたしに恵みを施したように、恵み

を施そう」。そしてダビデは彼をその父のゆえに

慰めようとして使者をつかわした。ダビデのしも

べたちはハヌンを慰めるためアンモンの人々の地

に来たが、 3アンモンの人々のつかさたちはハヌ

ンに言った、「ダビデが慰める者をあなたのもと

につかわしたことによって、あなたは彼があなた

の父を尊ぶのだと思われますか。彼のしもべたち

が来たのは、この国をうかがい、探って滅ぼすた

めではありませんか」。 4そこでハヌンはダビデ

のしもべたちを捕えて、そのひげをそり落し、そ

の着物を中ほどから断ち切って腰の所までにして

彼らを帰してやった。 5ある人々が来て、この人

たちのされたことをダビデに告げたので、彼は人

をつかわして、彼らを迎えさせた。その人々が非

常に恥じたからである。そこで王は言った、「ひ

げがのびるまでエリコにとどまって、その後帰り

なさい」。 6アンモンの人々は自分たちがダビデ

に憎まれることをしたとわかったので、ハヌンお

よびアンモンの人々は銀千タラントを送ってメソ

ポタミヤとアラム・マアカ、およびゾバから戦車

と騎兵を雇い入れた。 7すなわち戦車三万二千お

よびマアカの王とその軍隊を雇い入れたので、彼

らは来てメデバの前に陣を張った。そこでアンモ

ンの人々は町々から寄り集まって、戦いに出動し

た。 8ダビデはこれを聞いてヨアブと勇士の全軍

をつかわしたので、 9アンモンの人々は出て来て

町の入口に戦いの備えをした。また助けに来た王

たちは別に野にいた。 10時にヨアブは戦いが前

後から自分に向かっているのを見て、イスラエル

のえり抜きの兵士のうちから選んで、これをスリ

ヤびとに対して備え、 11そのほかの民を自分の

兄弟アビシャイの手にわたして、アンモンの人々

に対して備えさせ、 12そして言った、「もしス

リヤびとがわたしに手ごわいときは、わたしを助

けてください。もしアンモンの人々があなたに手

ごわいときは、あなたを助けましょう。 13勇ま

しくしてください。われわれの民のためと、われ

われの神の町々のために、勇ましくしましょう。

どうか、主が良いと思われることをされるように

」。 14こうしてヨアブが自分と一緒にいる民と

共にスリヤびとに向かって戦おうとして近づいた
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とき、スリヤびとは彼の前から逃げた。 15アン

モンの人々はスリヤびとの逃げるのを見て、彼ら

もまたヨアブの兄弟アビシャイの前から逃げて町

にはいった。そこでヨアブはエルサレムに帰った

。 16しかしスリヤびとは自分たちがイスラエル

の前に打ち敗られたのを見て、使者をつかわし、

ハダデゼルの軍の長ショパクの率いるユフラテ川

の向こう側にいるスリヤびとを引き出した。 17

この事がダビデに聞えたので、彼はイスラエルを

ことごとく集め、ヨルダンを渡り、彼らの所に来

て、これに向かって戦いの備えをした。ダビデが

このようにスリヤびとに対して戦いの備えをした

とき、彼はダビデと戦った。 18しかしスリヤび

とがイスラエルの前から逃げたので、ダビデはス

リヤびとの戦車の兵七千、歩兵四万を殺し、また

軍の長ショパクをも殺した。 19ハダデゼルのし

もべたちは味方の者がイスラエルに打ち敗られた

のを見て、ダビデと和を講じ、彼に仕えた。スリ

ヤびとは再びアンモンびとを助けることをしなか

った。

20春になって、王たちが戦いに出るに及んで、
ヨアブは軍勢を率いてアンモンびとの地を荒

し、行ってラバを包囲した。しかしダビデはエル

サレムにとどまった。ヨアブはラバを撃って、こ

れを滅ぼした。 2そしてダビデは彼らの王の冠を

その頭から取りはなした。その金の重さを量って

みると一タラント、またその中に宝石があった。

これをダビデの頭に置いた。ダビデはまたその町

のぶんどり物を非常に多く持ち出した。 3また彼

はそのうちの民を引き出して、これをのこぎりと

、鉄のつるはしと、おのを使う仕事につかせた。

ダビデはアンモンびとのすべての町々にこのよう

に行った。そしてダビデと民とは皆エルサレムに

帰った。 4この後ゲゼルでペリシテびとと戦いが

起った。その時ホシャびとシベカイが巨人の子孫

のひとりシパイを殺した。かれらはついに征服さ

れた。 5ここにまたペリシテびとと戦いがあった

が、ヤイルの子エルハナンはガテびとゴリアテの

兄弟ラミを殺した。そのやりの柄は機の巻棒のよ

うであった。 6またガテに戦いがあったが、そこ

にひとりの背の高い人がいた。その手の指と足の

指は六本ずつで、合わせて二十四本あった。彼も

また巨人から生れた者であった。 7彼はイスラエ

ルをののしったので、ダビデの兄弟シメアの子ヨ

ナタンがこれを殺した。 8これらはガテで巨人か

ら生れた者であったが、ダビデの手とその家来た

ちの手に倒れた。

21時にサタンが起ってイスラエルに敵し、ダビ
デを動かしてイスラエルを数えさせようとし

た。 2ダビデはヨアブと軍の将校たちに言った、

「あなたがたは行って、ベエルシバからダンまで

のイスラエルを数え、その数を調べてわたしに知

らせなさい」。 3ヨアブは言った、「それがどの

くらいあっても、どうか主がその民を百倍に増さ

れるように。しかし王わが主よ、彼らは皆あなた

のしもべではありませんか。どうしてわが主はこ

の事を求められるのですか。どうしてイスラエル

に罪を得させられるのですか」。 4しかし王の言

葉がヨアブに勝ったので、ヨアブは出て行って、

イスラエルをあまねく行き巡り、エルサレムに帰

って来た。 5そしてヨアブは民の総数をダビデに

告げた。すなわちイスラエルにはつるぎを抜く者

が百十万人、ユダにはつるぎを抜く者が四十七万

人あった。 6しかしヨアブは王の命令を快しとし

なかったので、レビとベニヤミンとはその中に数

えなかった。 7この事が神の目に悪かったので、

神はイスラエルを撃たれた。 8そこでダビデは神

に言った、「わたしはこの事を行って大いに罪を

犯しました。しかし今どうか、しもべの罪を除い

てください。わたしは非常に愚かなことをいたし

ました」。 9主はダビデの先見者ガデに告げて言

われた、 10「行ってダビデに言いなさい、『主

はこう仰せられる、わたしは三つの事を示す。あ

なたはその一つを選びなさい。わたしはそれをあ

なたに行おう』と」。 11ガデはダビデのもとに

来て言った、「主はこう仰せられます、『あなた

は選びなさい。 12すなわち三年のききんか、あ

るいは三月の間、あなたのあだの前に敗れて、敵

のつるぎに追いつかれるか、あるいは三日の間、

主のつるぎすなわち疫病がこの国にあって、主の

使がイスラエルの全領域にわたって滅ぼすことを

するか』。いま、わたしがどういう答をわたしを

つかわしたものになすべきか決めなさい」。 13

ダビデはガデに言った、「わたしは非常に悩んで

いるが、主のあわれみは大きいゆえ、わたしを主

の手に陥らせてください。しかしわたしを人の手

に陥らせないでください」。 14そこで主はイス

ラエルに疫病を下されたので、イスラエルびとの



歴代誌Ⅰ365

うち七万人が倒れた。 15神はまたみ使をエルサ

レムにつかわして、これを滅ぼそうとされたが、

み使がまさに滅ぼそうとしたとき、主は見られて

、この災を悔い、その滅ぼすみ使に言われた、「

もうじゅうぶんだ。今あなたの手をとどめよ」。

そのとき主の使はエブスびとオルナンの打ち場の

かたわらに立っていた。 16ダビデが目をあげて

見ると、主の使が地と天の間に立って、手に抜い

たつるぎをもち、エルサレムの上にさし伸べてい

たので、ダビデと長老たちは荒布を着て、ひれ伏

した。 17そしてダビデは神に言った、「民を数

えよと命じたのはわたしではありませんか。罪を

犯し、悪い事をしたのはわたしです。しかしこれ

らの羊は何をしましたか。わが神、主よ、どうぞ

あなたの手をわたしと、わたしの父の家にむけて

ください。しかし災をあなたの民に下さないでく

ださい」。 18時に主の使はガデに命じ、ダビデ

が上って行って、エブスびとオルナンの打ち場で

主のために一つの祭壇を築くように告げさせた。

19そこでダビデはガデが主の名をもって告げた言

葉に従って上って行った。 20そのときオルナン

は麦を打っていたが、ふりかえってみ使を見たの

で、ともにいた彼の四人の子は身をかくした。 21

ダビデがオルナンに近づくと、オルナンは目を上

げてダビデを見、打ち場から出て来て地にひれ伏

してダビデを拝した。 22ダビデはオルナンに言

った、「この打ち場の所をわたしに与えなさい。

わたしは災が民に下るのをとどめるため、そこに

主のために一つの祭壇を築きます。あなたは、そ

のじゅうぶんな価をとってこれをわたしに与えな

さい」。 23オルナンはダビデに言った、「どう

ぞこれをお取りなさい。そして王わが主の良しと

見られるところを行いなさい。わたしは牛を燔祭

のために、打穀機をたきぎのために、麦を素祭の

ためにささげます。わたしは皆これをささげます

」。 24ダビデ王はオルナンに言った、「いいえ

、わたしはじゅうぶんな代価を払ってこれを買い

ます。わたしは主のためにあなたのものを取るこ

とをしません。また、費えなしに燔祭をささげる

ことをいたしません」。 25それでダビデはその

所のために金六百シケルをはかって、オルナンに

払った。 26こうしてダビデは主のために、その

所に一つの祭壇を築き、燔祭と酬恩祭をささげて

、主を呼んだ。主は燔祭の祭壇の上に天から火を

下して答えられた。 27また主がみ使に命じられ

たので、彼はつるぎをさやにおさめた。 28その

時ダビデは主がエブスびとオルナンの打ち場で自

分に答えられたのを見たので、その所で犠牲をさ

さげた。 29モーセが荒野で造った主の幕屋と燔

祭の祭壇とは、その時ギベオンの高き所にあった

からである。 30しかしダビデはその前へ行って

神に求めることができなかった。彼が主の使のつ

るぎを恐れたからである。

22それでダビデは言った、「主なる神の家はこ
れである、イスラエルのための燔祭の祭壇は

これである」と。 2ダビデは命じてイスラエルの

地にいる他国人を集めさせ、また神の家を建てる

のに用いる石を切るために石工を定めた。 3ダビ

デはまた門のとびらのくぎ、およびかすがいに用

いる鉄をおびただしく備えた。また青銅を量るこ

ともできないほどおびただしく備えた。 4また香

柏を数えきれぬほど備えた。これはシドンびとと

ツロの人々がおびただしく香柏をダビデの所に持

って来たからである。 5ダビデは言った、「わが

子ソロモンは若く、かつ経験がない。また主のた

めに建てる家はきわめて壮大で、万国に名を得、

栄えを得るものでなければならない。それゆえ、

わたしはその準備をしておこう」と。こうしてダ

ビデは死ぬ前に多くの物資を準備した。 6そして

彼はその子ソロモンを召して、イスラエルの神、

主のために家を建てることを命じた。 7すなわち

ダビデはソロモンに言った、「わが子よ、わたし

はわが神、主の名のために家を建てようと志して

いた。 8ところが主の言葉がわたしに臨んで言わ

れた、『おまえは多くの血を流し、大いなる戦争

をした。おまえはわたしの前で多くの血を地に流

したから、わが名のために家を建ててはならない

。 9見よ、男の子がおまえに生れる。彼は平和の

人である。わたしは彼に平安を与えて、周囲のも

ろもろの敵に煩わされないようにしよう。彼の名

はソロモンと呼ばれ、彼の世にわたしはイスラエ

ルに平安と静穏とを与える。 10彼はわが名のた

めに家を建てるであろう。彼はわが子となり、わ

たしは彼の父となる。わたしは彼の王位をながく

イスラエルの上に堅くするであろう』。 11それ

でわが子よ、どうか主があなたと共にいまし、あ

なたを栄えさせて、主があなたについて言われた

ように、あなたの神、主の家を建てさせてくださ

るように。 12ただ、どうか主があなたに分別と
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知恵を賜い、あなたをイスラエルの上に立たせら

れるとき、あなたの神、主の律法を、あなたに守

らせてくださるように。 13あなたがもし、主が

イスラエルについてモーセに命じられた定めとお

きてとを慎んで守るならば、あなたは栄えるであ

ろう。心を強くし、勇め。恐れてはならない、お

ののいてはならない。 14見よ、わたしは苦難の

うちにあって主の家のために金十万タラント、銀

百万タラントを備え、また青銅と鉄を量ることも

できないほどおびただしく備えた。また材木と石

をも備えた。あなたはまたこれに加えなければな

らない。 15あなたにはまた多数の職人、すなわ

ち石や木を切り刻む者、工作に巧みな各種の者が

ある。 16金、銀、青銅、鉄もおびただしくある

。たって行いなさい。どうか主があなたと共にお

られるように」。 17ダビデはまたイスラエルの

すべてのつかさたちにその子ソロモンを助けるよ

うに命じて言った、 18「あなたがたの神、主は

あなたがたとともにおられるではないか。四方に

泰平を賜わったではないか。主はこの地の民をわ

たしの手にわたされたので、この地は主の前とそ

の民の前に服している。 19それであなたがたは

心をつくし、精神をつくしてあなたがたの神、主

を求めなさい。たって主なる神の聖所を建て、主

の名のために建てるその家に、主の契約の箱と神

の聖なるもろもろの器を携え入れなさい」。

23ダビデは老い、その日が満ちたので、その子
ソロモンをイスラエルの王とした。 2ダビデ

はイスラエルのすべてのつかさおよび祭司とレビ

びとを集めた。 3レビびとの三十歳以上のものを

数えると、その男の数が三万八千人あった。 4ダ

ビデは言った、「そのうち二万四千人は主の家の

仕事をつかさどり、六千人はつかさびと、および

さばきびととなり、 5四千人は門を守る者となり

、また四千人はさんびのためにわたしの造った楽

器で主をたたえよ」。 6そしてダビデは彼らをレ

ビの子らにしたがってゲルション、コハテ、メラ

リの組に分けた。 7ゲルションの子らはラダンと

シメイ。 8ラダンの子らは、かしらのエヒエルと

ゼタムとヨエルの三人。 9シメイの子らはシロミ

テ、ハジエル、ハランの三人。これらはラダンの

氏族の長であった。 10シメイの子らはヤハテ、

ジナ、エウシ、ベリアの四人。皆シメイの子で、

11ヤハテはかしら、ジザはその次、エウシとベリ

アは子が多くなかったので、ともに数えられて一

つの氏族となった。 12コハテの子らはアムラム

、イヅハル、ヘブロン、ウジエルの四人。 13ア

ムラムの子らはアロンとモーセである。アロンは

その子らとともに、ながくいと聖なるものを聖別

するために分かたれて、主の前に香をたき、主に

仕え、常に主の名をもって祝福することをなした

。 14神の人モーセの子らはレビの部族のうちに

数えられた。 15モーセの子らはゲルションとエ

リエゼル。 16ゲルションの子らは、かしらはシ

ブエル。 17エリエゼルの子らは、かしらはレハ

ビヤ。エリエゼルにはこのほかに子がなかった。

しかしレハビヤの子らは非常に多かった。 18イ

ヅハルの子らは、かしらはシロミテ。 19ヘブロ

ンの子らは長子はエリヤ、次はアマリヤ、第三は

ヤハジエル、第四はエカメアム。 20ウジエルの

子らは、かしらはミカ、次はイシアである。 21

メラリの子らはマヘリとムシ。マヘリの子らはエ

レアザルとキシ。 22エレアザルは男の子がなく

て死に、ただ娘たちだけであったが、キシの子で

あるその身内の男たちが彼女たちをめとった。 23

ムシの子らはマヘリ、エデル、エレモテの三人で

ある。 24これらはその氏族によるレビの子孫で

あって、その人数が数えられ、その名がしるされ

て、主の家の務をなした二十歳以上の者で、氏族

の長であった。 25ダビデは言った、「イスラエ

ルの神、主はその民に平安を与え、ながくエルサ

レムに住まわれる。 26レビびとは重ねて幕屋お

よびその勤めの器物をかつぐことはない。 27ダ

ビデの最後の言葉によって、レビびとは二十歳以

上の者が数えられた 28彼らの務はアロンの子孫

を助けて主の家の働きをし、庭とへやの仕事およ

びすべての聖なるものを清めること、そのほか、

すべて神の家の働きをすることである。 29また

供えのパン、素祭の麦粉、種入れぬ菓子、焼いた

供え物、油をまぜた供え物をつかさどり、またす

べて分量および大きさを量ることをつかさどり、

30また朝ごとに立って主に感謝し、さんびし、夕

にもまたそのようにし、 31また安息日と新月と

祭日に、主にもろもろの燔祭をささげるときは、

絶えず主の前にその命じられた数にしたがってさ

さげなければならない。 32このようにして彼ら

は会見の幕屋と聖所の務を守り、主の家の働きの

ためにその兄弟であるアロンの子らに仕えなけれ

ばならない」。
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24アロンの子孫の組は次のとおりである。すな
わちアロンの子らはナダブ、アビウ、エレア

ザル、イタマル。 2ナダブとアビウはその父に先

だって死に、子がなかったので、エレアザルとイ

タマルが祭司となった。 3ダビデはエレアザルの

子孫ザドクとイタマルの子孫アヒメレクの助けに

よって彼らを分けて、それぞれの勤めにつけた。

4エレアザルの子孫のうちにはイタマルの子孫の

うちよりも長たる人々が多かった。それでエレア

ザルの子孫で氏族の長である十六人と、イタマル

の子孫で氏族の長である者八人にこれを分けた。

5このように彼らは皆ひとしく、くじによって分

けられた。聖所のつかさ、および神のつかさは、

ともにエレアザルの子孫とイタマルの子孫から出

たからである。 6レビびとネタネルの子である書

記シマヤは、王とつかさたちと祭司ザドクとアビ

ヤタルの子アヒメレクと祭司およびレビびとの氏

族の長たちの前で、これを書きしるした。すなわ

ちエレアザルのために氏族一つを取れば、イタマ

ルのためにも一つを取った。 7第一のくじはヨア

リブに当り、第二はエダヤに当り、 8第三はハリ

ムに、第四はセオリムに、 9第五はマルキヤに、

第六はミヤミンに、 10第七はハッコヅに、第八

はアビヤに、 11第九はエシュアに、第十はシカ

ニヤに、 12第十一はエリアシブに、第十二はヤ

キムに、 13第十三はホッパに、第十四はエシバ

ブに、 14第十五はビルガに、第十六はインメル

に、 15第十七はヘジルに、第十八はハピセツに

、 16第十九はペタヒヤに、第二十はエゼキエル

に、 17第二十一はヤキンに、第二十二はガムル

に、 18第二十三はデラヤに、第二十四はマアジ

ヤに当った。 19これは、彼らの先祖アロンによ

って設けられた定めにしたがい、主の家にはいっ

て務をなす順序であって、イスラエルの神、主の

彼に命じられたとおりである。 20このほかのレ

ビの子孫は次のとおりである。すなわちアムラム

の子らのうちではシュバエル。シュバエルの子ら

のうちではエデヤ。 21レハビヤについては、レ

ハビヤの子らのうちでは長子イシア。 22イヅハ

リびとのうちではシロミテ。シロミテの子らのう

ちではヤハテ。 23ヘブロンの子らは長子はエリ

ヤ、次はアマリヤ、第三はヤハジエル、第四はエ

カメアム。 24ウジエルの子らのうちではミカ。

ミカの子らのうちではシャミル。 25ミカの兄弟

はイシア。イシアの子らのうちではゼカリヤ。 26

メラリの子らはマヘリとムシ。ヤジアの子らはベ

ノ。 27メラリの子孫のヤジアから出た者はベノ

、ショハム、ザックル、イブリ。 28マヘリから

エレアザルが出た。彼には子がなかった。 29キ

シについては、キシの子はエラメル。 30ムシの

子らはマヘリ、エデル、エリモテ。これらはレビ

びとの子孫で、その氏族によっていった者である

。 31これらの者もまた氏族の兄もその弟も同様

に、ダビデ王と、ザドクと、アヒメレクと、祭司

およびレビびとの氏族の長たちの前で、アロンの

子孫であるその兄弟たちのようにくじを引いた

。

25ダビデと軍の長たちはまたアサフ、ヘマンお
よびエドトンの子らを勤めのために分かち、

琴と、立琴と、シンバルをもって預言する者にし

た。その勤めをなした人々の数は次のとおりであ

る。 2アサフの子たちはザックル、ヨセフ、ネタ

ニヤ、アサレラであって、アサフの指揮のもとに

王の命によって預言した者である。 3エドトンに

ついては、エドトンの子たちはゲダリヤ、ゼリ、

エサヤ、ハシャビヤ、マッタテヤの六人で、琴を

もって主に感謝し、かつほめたたえて預言したそ

の父エドトンの指揮の下にあった。 4ヘマンにつ

いては、ヘマンの子たちはブッキヤ、マッタニヤ

、ウジエル、シブエル、エレモテ、ハナニヤ、ハ

ナニ、エリアタ、ギダルテ、ロマムテ・エゼル、

ヨシベカシャ、マロテ、ホテル、マハジオテであ

る。 5これらは皆、神がご自身の約束にしたがっ

て高くされた王の先見者ヘマンの子たちであった

。神はヘマンに男の子十四人、女の子三人を与え

られた。 6これらの者は皆その父の指揮の下にあ

って、主の宮で歌をうたい、シンバルと立琴と琴

をもって神の宮の務をした。アサフ、エドトンお

よびヘマンは王の命の下にあった。 7彼らおよび

主に歌をうたうことのために訓練され、すべて熟

練した兄弟たちの数は二百八十八人であった。 8

彼らは小なる者も、大なる者も、教師も生徒も皆

ひとしくその務のためにくじを引いた。 9第一の

くじはアサフのためにヨセフに当り、第二はゲダ

リヤに当った。彼とその兄弟たちおよびその子た

ち、合わせて十二人。 10第三はザックルに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十

二人。 11第四はイヅリに当った。その子たちお

よびその兄弟たち、合わせて十二人。 12第五は
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ネタニヤに当った。その子たちおよびその兄弟た

ち、合わせて十二人。 13第六はブッキヤに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十

二人。 14第七はアサレラに当った。その子たち

およびその兄弟たち、合わせて十二人。 15第八

はエサヤに当った。その子たちおよびその兄弟た

ち、合わせて十二人。 16第九はマッタニヤに当

った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて

十二人。 17第十はシメイに当った。その子たち

およびその兄弟たち、合わせて十二人。 18第十

一はアザリエルに当った。その子たちおよびその

兄弟たち、合わせて十二人。 19第十二はハシャ

ビヤに当った。その子たちおよびその兄弟たち、

合わせて十二人。 20第十三はシュバエルに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十

二人。 21第十四はマッタテヤに当った。その子

たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 22

第十五はエレモテに当った。その子たちおよびそ

の兄弟たち、合わせて十二人。 23第十六はハナ

ニヤに当った。その子たちおよびその兄弟たち、

合わせて十二人。 24第十七はヨシベカシャに当

った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて

十二人。 25第十八はハナニに当った。その子た

ちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 26第

十九はマロテに当った。その子たちおよびその兄

弟たち、合わせて十二人。 27第二十はエリアタ

に当った。その子たちおよびその兄弟たち、合わ

せて十二人。 28第二十一はホテルに当った。そ

の子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。

29第二十二はギダルテに当った。その子たちおよ

びその兄弟たち、合わせて十二人。 30第二十三

はマハジオテに当った。その子たちおよびその兄

弟たち、合わせて十二人。 31第二十四はロマム

テ・エゼルに当った。その子たちおよびその兄弟

たち、合わせて十二人であった。

26門を守る者の組は次のとおりである。すなわ
ちコラびとのうちでは、アサフの子孫のうち

のコレの子メシレミヤ。 2メシレミヤの子たちは

、長子はゼカリヤ、次はエデアエル、第三はゼバ

デヤ、第四はヤテニエル、 3第五はエラム、第六

はヨハナン、第七はエリヨエナイである。 4オベ

デ・エドムの子たちは、長子はシマヤ、次はヨザ

バデ、第三はヨア、第四はサカル、第五はネタネ

ル、 5第六はアンミエル、第七はイッサカル、第

八はピウレタイである。神が彼を祝福されたから

である。 6彼の子シマヤにも数人の子が生れ、有

能な人々であったので、その父の家を治める者と

なった。 7すなわちシマヤの子たちはオテニ、レ

パエル、オベデ、エルザバデで、エルザバデの兄

弟エリウとセマキヤは力ある人々であった。 8こ

れらは皆オベデ・エドムの子孫である。彼らはそ

の子たちおよびその兄弟たちと共にその勤めに適

した力ある人々で、合わせて六十二人、みなオベ

デ・エドムに属する者である。 9メシレミヤにも

子たちと兄弟たち合わせて十八人あって、皆力あ

る人々であった。 10メラリの子孫ホサにも子た

ちがあった。そのかしらはシムリ、これは長子で

はなかったが、父はこれをかしらにしたのであっ

た。 11次はヒルキヤ、第三はテバリヤ、第四は

ゼカリヤである。ホサの子たちと兄弟たちは合わ

せて十三人である。 12これらは門を守る者の組

の長たる人々であって、その兄弟たちと同様に務

をなして、主の宮に仕えた。 13彼らはそれぞれ

門のために小なる者も、大なる者も等しく、その

氏族にしたがってくじを引いた。 14東の門のく

じはシレミヤに当った。また彼の子で思慮深い議

士ゼカリヤのためにくじを引いたが、北の門のく

じがこれに当った。 15オベデ・エドムには南の

門のくじ、その子たちには倉のくじ、 16シュパ

ムとホサには西の門のくじが当った。これは坂の

大路にあるシャレケテの門のかたわらにあった。

守る者と守る者とが相対していた。 17東の方に

は毎日六人、北の方には毎日四人、南の方には毎

日四人、倉には二人と二人、 18西の方パルバル

には大路に四人、パルバルに二人。 19門を守る

者の組は以上のとおりで、コラの子孫とメラリの

子孫であった。 20レビびとのうちアヒヤは神の

宮の倉および聖なる物の倉をつかさどった。 21

ラダンの子孫すなわちラダンから出たゲルション

びとの子孫で、ゲルションびとの氏族の長はエヒ

エリである。 22エヒエリ、ゼタムおよびその兄

弟ヨエルの子たちは主の宮の倉をつかさどった。

23アムラムびと、イヅハルびと、ヘブロンびと、

ウジエルびとのうちでは次のとおりであった。 24

すなわちモーセの子ゲルショムの子シブエルは倉

のつかさであった。 25その兄弟でエリエゼルか

ら出た者は、その子はレハビヤ、その子はエサヤ

、その子はヨラム、その子はジクリ、その子はシ

ロミテである。 26このシロミテとその兄弟たち
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はすべての聖なる物の倉をつかさどった。これは

ダビデ王と、氏族の長と、千人の長と、百人の長

と、軍の長たちのささげたものである。 27すな

わち彼らが戦いで獲たぶんどり物のうちから主の

宮の修繕のためにささげたものである。 28また

すべて先見者サムエル、キシの子サウル、ネルの

子アブネル、ゼルヤの子ヨアブなどがささげた物

。すべてこれらのささげ物はシロミテとその兄弟

たちが管理した。 29イヅハルびとのうちでは、

ケナニヤとその子たちが、つかさおよびさばきび

ととしてイスラエルの外事のために選ばれた。 30

ヘブロンびとのうちでは、ハシャビヤおよびその

兄弟など勇士千七百人があって、ヨルダンのこな

た、すなわち西の方でイスラエルの監督となり、

主のすべての事を行い、王に奉仕した。 31ヘブ

ロンびとのうちでは、系図と氏族によってエリヤ

がヘブロンびとの長であったが、ダビデの治世の

第四十年に彼らを尋ね求め、ギレアデのヤゼルで

彼らのうちから大勇士を得た。 32ダビデ王は彼

とその兄弟など氏族の長たち二千七百人の勇士を

ルベンびと、ガドびと、マナセびとの半部族の監

督となし、すべて神につける事と王の事とをつか

さどらせた。

27イスラエルの子孫のうちで氏族の長、千人の
長、百人の長、およびつかさたちは年のすべ

ての月の間、月ごとに交替して組のすべての事を

なして王に仕えたが、その数にしたがえば各組二

万四千人あった。 2まず第一の組すなわち正月の

分はザブデエルの子ヤショベアムがこれを率いた

。その組には二万四千人あった。 3彼はペレヅの

子孫で、正月の軍団のすべての将たちのかしらで

あった。 4二月の組はアホアびとドダイがこれを

率いた。その組には二万四千人あった。 5三月の

第三の将は祭司エホヤダの子ベナヤが長であって

、その組には二万四千人あった。 6このベナヤは

かの三十人のうちの勇士であって三十人を率い、

その子アミザバデがその組にあった。 7四月の第

四の将はヨアブの兄弟アサヘルであって、その子

ゼバデヤがこれに次いだ。その組には二万四千人

あった。 8五月の第五の将はイズラヒびとシャン

モテであって、その組には二万四千人あった。 9

六月の第六の将はテコアびとイッケシの子イラで

あって、その組には二万四千人あった。 10七月

の第七の将はエフライムの子孫であるペロンびと

ヘレヅであって、その組には二万四千人あった。

11八月の第八の将はゼラびとの子孫であるホシャ

びとシベカイであって、その組には二万四千人あ

った。 12九月の第九の将はベニヤミンの子孫で

あるアナトテびとアビエゼルであって、その組に

は二万四千人あった。 13十月の第十の将はゼラ

びとの子孫であるネトパびとマハライであって、

その組には二万四千人あった。 14十一月の第十

一の将はエフライムの子孫であるピラトンびとベ

ナヤであって、その組には二万四千人あった。 15

十二月の第十二の将はオテニエルの子孫であるネ

トパびとヘルダイであって、その組には二万四千

人あった。 16なおイスラエルの部族を治める者

たちは次のとおりである。ルベンびとのつかさは

ヂクリの子エリエゼル。シメオンびとのつかさは

マアカの子シパテヤ。 17レビびとのつかさはケ

ムエルの子ハシャビヤ。アロンびとのつかさはザ

ドク。 18ユダのつかさはダビデの兄弟のひとり

エリウ。イッサカルのつかさはミカエルの子オム

リ。 19ゼブルンのつかさはオバデヤの子イシマ

ヤ。ナフタリのつかさはアズリエルの子エレモテ

。 20エフライムの子孫のつかさはアザジヤの子

ホセア。マナセの半部族のつかさはペダヤの子ヨ

エル。 21ギレアデにあるマナセの半部族のつか

さはゼカリヤの子イド。ベニヤミンのつかさはア

ブネルの子ヤシエル。 22ダンのつかさはエロハ

ムの子アザリエル。これらはイスラエルの部族の

つかさたちであった。 23しかしダビデは二十歳

以下の者は数えなかった。主がかつてイスラエル

を天の星のように多くすると言われたからである

。 24ゼルヤの子ヨアブは数え始めたが、これを

なし終えなかった。その数えることによって怒り

がイスラエルの上に臨んだ。またその数はダビデ

王の歴代志に載せなかった。 25アデエルの子ア

ズマウテは王の倉をつかさどり、ウジヤの子ヨナ

タンは田野、町々、村々、もろもろの塔にある倉

をつかさどり、 26ケルブの子エズリは地を耕す

農夫をつかさどり、 27ラマテびとシメイはぶど

う畑をつかさどり、シプミびとザブデはぶどう畑

から取ったぶどう酒の倉をつかさどり、 28ゲデ

ルびとバアル・ハナンは平野のオリブの木といち

じく桑の木をつかさどり、ヨアシは油の倉をつか

さどり、 29シャロンびとシテライはシャロンで

飼う牛の群れをつかさどり、アデライの子シャパ

テはもろもろの谷におる牛の群れをつかさどり、
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30イシマエルびとオビルはらくだをつかさどり、

メロノテびとエデヤはろばをつかさどり、 31ハ

ガルびとヤジズは羊の群れをつかさどった。彼ら

は皆ダビデ王の財産のつかさであった。 32また

ダビデのおじヨナタンは議官で、知恵ある人であ

り、学者であった。また彼とハクモニの子エヒエ

ルは王の子たちの補佐であった。 33アヒトペル

は王の議官。アルキびとホシャイは王の友であっ

た。 34アヒトペルに次ぐ者はベナヤの子エホヤ

ダおよびアビヤタル。王の軍の長はヨアブであっ

た。

28ダビデはイスラエルのすべての長官、すなわ
ち部族の長、王に仕えた組の長、千人の長、

百人の長、王とその子たちのすべての財産および

家畜のつかさ、宦官、有力者、勇士などをことご

とくエルサレムに召し集めた。 2そしてダビデ王

はその足で立ち上がって言った、「わが兄弟たち

、わが民よ、わたしに聞きなさい。わたしは主の

契約の箱のため、われわれの神の足台のために安

住の家を建てようとの志をもち、すでにこれを建

てる準備をした。 3しかし神はわたしに言われた

、『おまえはわが名のために家を建ててはならな

い。おまえは軍人であって、多くの血を流したか

らである』と。 4それにもかかわらず、イスラエ

ルの神、主はわたしの父の全家のうちからわたし

を選んで長くイスラエルの王とせられた。すなわ

ちユダを選んでかしらとし、ユダの家のうちで、

わたしの父の家を選び、わたしの父の子らのうち

で、わたしを喜び、全イスラエルの王とせられた

。 5そして主はわたしに多くの子を賜わり、その

すべての子らのうちからわが子ソロモンを選び、

これを主の国の位にすわらせて、イスラエルを治

めさせようとせられた。 6主はまたわたしに言わ

れた、『おまえの子ソロモンがわが家およびわが

庭を造るであろう。わたしは彼を選んでわが子と

なしたからである。わたしは彼の父となる。 7彼

がもし今日のように、わが戒めとわがおきてを固

く守って行うならば、わたしはその国をいつまで

も堅くするであろう』と。 8それゆえいま、主の

会衆なる全イスラエルの目の前およびわれわれの

神の聞かれる所であなたがたに勧める。あなたが

たはその神、主のすべての戒めを守り、これを求

めなさい。そうすればあなたがたはこの良き地を

所有し、これをあなたがたの後の子孫に長く嗣業

として伝えることができる。 9わが子ソロモンよ

、あなたの父の神を知り、全き心をもって喜び勇

んで彼に仕えなさい。主はすべての心を探り、す

べての思いを悟られるからである。あなたがもし

彼を求めるならば会うことができる。しかしあな

たがもしかれを捨てるならば彼は長くあなたを捨

てられるであろう。 10それであなたは慎みなさ

い。主はあなたを選んで聖所とすべき家を建てさ

せようとされるのだから心を強くしてこれを行い

なさい」。 11こうしてダビデは神殿の廊および

その家、その倉、その上の室、その内の室、贖罪

所の室などの計画をその子ソロモンに授け、 12

またその心にあったすべてのもの、すなわち主の

宮の庭、周囲のすべての室、神の家の倉、ささげ

物の倉などの計画を授け、 13また祭司およびレ

ビびとの組と、主の宮のもろもろの務の仕事と、

主の宮のもろもろの勤めの器物について授け、 14

またもろもろの勤めに用いるすべての金の器を造

る金の目方、およびもろもろの勤めに用いる銀の

器の目方を定めた。 15すなわち金の燭台と、そ

のともしび皿の目方、おのおのの燭台と、そのと

もしび皿の金の目方を定め、また銀の燭台につい

てもおのおのの燭台の用法にしたがって燭台と、

そのともしび皿の銀の目方を定めた。 16また供

えのパンの机については、そのおのおのの机のた

めに金の目方を定め、また銀の机のためにも銀を

定め、 17また肉さし、鉢、かめに用いる純金の

目方を定め、金の大杯についてもおのおのの目方

を定め、銀の大杯についてもおのおのの目方を定

め、 18また香の祭壇のために精金の目方を定め

、また翼を伸べて主の契約の箱をおおっているケ

ルビムの金の車のひな型の金を定めた。 19ダビ

デはすべての工作が計画にしたがってなされるた

め、これについて主の手によって書かれたものに

より、これをことごとく明らかにした。 20ダビ

デはその子ソロモンに言った、「あなたは心を強

くし、勇んでこれを行いなさい。恐れてはならな

い。おののいてはならない。主なる神、わたしの

神があなたとともにおられるからである。主はあ

なたを離れず、あなたを捨てず、ついに主の宮の

務のすべての工事をなし終えさせられるでしょう

。 21見よ、神の宮のすべての務のためには祭司

とレビびとの組がある。またもろもろの勤めのた

めにすべての仕事を喜んでする巧みな者が皆あな

たと共にある。またつかさたちおよびすべての民



歴代誌Ⅰ371

もあなたの命じるところをことごとく行うでしょ

う」。

29ダビデ王はまた全会衆に言った、「わが子ソ
ロモンは神がただひとりを選ばれた者である

が、まだ若くて経験がなく、この事業は大きい。

この宮は人のためではなく、主なる神のためだか

らである。 2そこでわたしは力をつくして神の宮

のために備えた。すなわち金の物を造るために金

、銀の物のために銀、青銅の物のために青銅、鉄

の物のために鉄、木の物のために木を備えた。そ

の他縞めのう、はめ石、アンチモニイ、色のつい

た石、さまざまの宝石、大理石などおびただしい

。 3なおわたしはわが神の宮に熱心なるがゆえに

、聖なる家のために備えたすべての物に加えて、

わたしの持っている金銀の財宝をわが神の宮にさ

さげる。 4すなわちオフルの金三千タラント、精

銀七千タラントをそのもろもろの建物の壁をおお

うためにささげる。 5金は金の物のために、銀は

銀の物のために、すべて工人によって造られるも

ののために用いる。だれかきょう、主にその身を

ささげる者のように喜んでささげ物をするだろう

か」。 6そこで氏族の長たち、イスラエルの部族

のつかさたち、千人の長、百人の長および王の工

事をつかさどる者たちは喜んでささげ物をした。

7こうして彼らは神の宮の務のために金五千タラ

ント一万ダリク、銀一万タラント、青銅一万八千

タラント、鉄十万タラントをささげた。 8宝石を

持っている者はそれをゲルションびとエヒエルの

手によって神の宮の倉に納めた。 9彼らがこのよ

うに真心からみずから進んで主にささげたので、

民はそのみずから進んでささげたのを喜んだ。ダ

ビデ王もまた大いに喜んだ。 10そこでダビデは

全会衆の前で主をほめたたえた。ダビデは言った

、「われわれの先祖イスラエルの神、主よ、あな

たはとこしえにほむべきかたです。 11主よ、大

いなることと、力と、栄光と、勝利と、威光とは

あなたのものです。天にあるもの、地にあるもの

も皆あなたのものです。主よ、国もまたあなたの

ものです。あなたは万有のかしらとして、あがめ

られます。 12富と誉とはあなたから出ます。あ

なたは万有をつかさどられます。あなたの手には

勢いと力があります。あなたの手はすべてのもの

を大いならしめ、強くされます。 13われわれの

神よ、われわれは、いま、あなたに感謝し、あな

たの光栄ある名をたたえます。 14しかしわれわ

れがこのように喜んでささげることができても、

わたしは何者でしょう。わたしの民は何でしょう

。すべての物はあなたから出ます。われわれはあ

なたから受けて、あなたにささげたのです。 15

われわれはあなたの前ではすべての先祖たちのよ

うに、旅びとです、寄留者です。われわれの世に

ある日は影のようで、長くとどまることはできま

せん。 16われわれの神、主よ、あなたの聖なる

名のために、あなたに家を建てようとしてわれわ

れが備えたこの多くの物は皆あなたの手から出た

もの、また皆あなたのものです。 17わが神よ、

あなたは心をためし、また正直を喜ばれることを

、わたしは知っています。わたしは正しい心で、

このすべての物を喜んでささげました。今わたし

はまた、ここにおるあなたの民が喜んで、みずか

ら進んであなたにささげ物をするのを見ました。

18われわれの先祖アブラハム、イサク、イスラエ

ルの神、主よ、あなたの民の心にこの意志と精神

とをいつまでも保たせ、その心をあなたに向けさ

せてください。 19またわが子ソロモンに心をつ

くしてあなたの命令と、あなたのあかしと、あな

たのさだめとを守らせて、これをことごとく行わ

せ、わたしが備えをした宮を建てさせてください

」。 20そしてダビデが全会衆にむかって、「あ

なたがたの神、主をほめたたえよ」と言ったので

、全会衆は先祖たちの神、主をほめたたえ、伏し

て主を拝し、王に敬礼した。 21そしてその翌日

彼らは全イスラエルのために主に犠牲をささげた

。すなわち燔祭として雄牛一千、雄羊一千、小羊

一千をその灌祭と共に主にささげ、おびただしい

犠牲をささげた。 22そしてその日、彼らは大い

なる喜びをもって主の前に食い飲みした。彼らは

さらに改めてダビデの子ソロモンを王となし、こ

れに油を注いで主の君となし、またザドクを祭司

とした。 23こうしてソロモンはその父ダビデに

代り、王として主の位に座した。彼は栄え、イス

ラエルは皆彼に従った。 24またすべてのつかさ

たち、勇士たち、およびダビデ王の王子たちも皆

ソロモン王に忠誠を誓った。 25主は全イスラエ

ルの目の前でソロモンを非常に大いならしめ、彼

より前のイスラエルのどの王も得たことのない王

威を彼に与えられた。 26このようにエッサイの

子ダビデは全イスラエルを治めた。 27彼がイス

ラエルを治めた期間は四十年であった。すなわち
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ヘブロンで七年世を治め、エルサレムで三十三年

世を治めた。 28彼は高齢に達し、年も富も誉も

満ち足りて死んだ。その子ソロモンが彼に代って

王となった。 29ダビデ王の始終の行為は、先見

者サムエルの書、預言者ナタンの書および先見者

ガドの書にしるされている。 30そのうちには彼

のすべての政と、その力および彼とイスラエルと

他のすべての国々に臨んだ事どもをしるしている

。
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歴代誌Ⅱ

1ダビデの子ソロモンはその国に自分の地位を
確立した。その神、主が共にいまして彼を非

常に大いなる者にされた。 2ソロモンはすべての

イスラエルびと、すなわち千人の長、百人の長、

さばきびとおよびイスラエルの全地のすべてのつ

かさ、氏族のかしらたちに告げた。 3そしてソロ

モンとイスラエルの全会衆はともにギベオンにあ

る高き所へ行った。主のしもべモーセが荒野で造

った神の会見の幕屋がそこにあったからである。

4（しかし神の箱はダビデがすでにキリアテ・ヤ

リムから、これのために備えた所に運び上らせて

あった。ダビデはさきに、エルサレムでこれのた

めに天幕を張って置いたからである。） 5またホ

ルの子であるウリの子ベザレルが造った青銅の祭

壇がその所の主の幕屋の前にあり、ソロモンおよ

び会衆は主に求めた。 6ソロモンはそこに上って

行って、会見の幕屋のうちにある主の前の青銅の

祭壇に燔祭一千をささげた。 7その夜、神はソロ

モンに現れて言われた、「あなたに何を与えよう

か、求めなさい」。 8ソロモンは神に言った、「

あなたはわたしの父ダビデに大いなるいつくしみ

を示し、またわたしを彼に代って王とされました

。 9主なる神よ、どうぞわが父ダビデに約束され

た事を果してください。あなたは地のちりのよう

な多くの民の上にわたしを立てて王とされたから

です。 10この民の前に出入りすることのできる

ように今わたしに知恵と知識とを与えてください

。だれがこのような大いなるあなたの民をさばく

ことができましょうか」。 11神はソロモンに言

われた、「この事があなたの心にあって、富をも

、宝をも、誉をも、またあなたを憎む者の命をも

求めず、また長命をも求めず、ただわたしがあな

たを立てて王としたわたしの民をさばくために知

恵と知識とを自分のために求めたので、 12知恵

と知識とはあなたに与えられている。わたしはま

たあなたの前の王たちの、まだ得たことのないほ

どの富と宝と誉とをあなたに与えよう。あなたの

後の者も、このようなものを得ないでしょう」。

13それからソロモンはギベオンの高き所を去り、

会見の幕屋の前を去って、エルサレムに帰り、イ

スラエルを治めた。 14ソロモンは戦車と騎兵と

を集めたが、戦車一千四百両、騎兵一万二千人あ

った。ソロモンはこれを戦車の町々と、エルサレ

ムの王のもととに置いた。 15王は銀と金を石の

ようにエルサレムに多くし、香柏を平野のいちじ

く桑のように多くした。 16ソロモンが馬を輸入

したのはエジプトとクエからであった。すなわち

王の貿易商人がクエから代価を払って受け取って

来た。 17彼らはエジプトから戦車一両を銀六百

シケルで輸入し、馬一頭を銀百五十で輸入した。

同じようにこれらのものが彼らによってヘテびと

のすべての王たち、およびスリヤの王たちにも輸

出された。

2さてソロモンは主の名のために一つの宮を建
て、また自分のために一つの王宮を建てよう

と思った。 2そしてソロモンは荷を負う者七万人

、山で石を切り出す者八万人、これらを監督する

者三千六百人を数え出した。 3ソロモンはまずツ

ロのヒラムに人をつかわして言わせた、「あなた

はわたしの父ダビデに、その住むべき家を建てる

ために香柏を送られました。どうぞ彼にされたよ

うに、わたしにもして下さい。 4見よ、わたしは

わが神、主の名のために一つの家を建て、これを

聖別して彼にささげ、彼の前にこうばしい香をた

き、常供のパンを供え、また燔祭を安息日、新月

、およびわれらの神、主の定めの祭に朝夕ささげ

、これをイスラエルのながく守るべき定めにしよ

うとしています。 5またわたしの建てる家は大き

な家です。われらの神はすべての神よりも大いな

る神だからです。 6しかし、天も、諸天の天も彼

を入れることができないのに、だれが彼のために

家を建てることができましょうか。わたしは何者

ですか、彼のために家を建てるというのも、ただ

彼の前に香をたく所に、ほかならないのです。 7

それで、どうぞ金、銀、青銅、鉄の細工および紫

糸、緋糸、青糸の織物にくわしく、また彫刻の術

に巧みな工人ひとりをわたしに送って、父ダビデ

が備えておいたユダとエルサレムのわたしの工人

たちと一緒に働かせてください。 8またどうぞレ

バノンから香柏、いとすぎ、びゃくだんを送って

ください。わたしはあなたのしもべたちがレバノ

ンで木を切ることをよくわきまえているのを知っ

ています。わたしのしもべたちも、あなたのしも

べたちと一緒に働かせ、 9わたしのためにたくさ

んの材木を備えさせてください。わたしの建てる

家は非常に広大なものですから。 10わたしは木

を切るあなたのしもべたちに砕いた小麦二万コル
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、大麦二万コル、ぶどう酒二万バテ、油二万バテ

を与えます」。 11そこでツロの王ヒラムは手紙

をソロモンに送って答えた、「主はその民を愛す

るゆえに、あなたを彼らの王とされました」。 12

ヒラムはまた言った、「天地を造られたイスラエ

ルの神、主はほむべきかな。彼はダビデ王に賢い

子を与え、これに分別と知恵を授けて、主のため

に宮を建て、また自分のために、王宮を建てるこ

とをさせられた。 13いまわたしは達人ヒラムと

いう知恵のある工人をつかわします。 14彼はダ

ンの子孫である女を母とし、ツロの人を父とし、

金銀、青銅、鉄、石、木の細工および紫糸、青糸

、亜麻糸、緋糸の織物にくわしく、またよくもろ

もろの彫刻をし、意匠を凝らしてもろもろの工作

をします。彼を用いてあなたの工人およびあなた

の父、わが主ダビデの工人と一緒に働かせなさい

。 15それでいまわが主の言われた小麦、大麦、

油およびぶどう酒をそのしもべどもに送ってくだ

さい。 16あなたの求められる材木はレバノンか

ら切りだし、いかだに組んで、海からヨッパに送

ります。あなたはそれをエルサレムに運び上げな

さい」。 17そこでソロモンはその父ダビデが数

えたようにイスラエルの国にいるすべての他国人

を数えたが、合わせて十五万三千六百人あった。

18彼はその七万人を荷を負う者とし、八万人を山

で木や石を切る者とし、三千六百人を民を働かせ

る監督者とした。

3ソロモンはエルサレムのモリアの山に主の宮
を建てることを始めた。そこは父ダビデに主

が現れられた所、すなわちエブスびとオルナンの

打ち場にダビデが備えた所である。 2ソロモンが

宮を建て始めたのは、その治世の四年の二月であ

った。 3ソロモンの建てた神の宮の基の寸法は次

のとおりである。すなわち昔の尺度によれば長さ

六十キュビト、幅二十キュビト、 4宮の前の廊は

宮の幅に従って長さ二十キュビト高さ百二十キュ

ビトで、その内部は純金でおおった。 5またその

拝殿はいとすぎの板で張り、精金をもってこれを

おおい、その上にしゅろと鎖の形を施した。 6ま

た宝石をはめ込んで宮を飾った。その金はパルワ

イムの金であった。 7彼はまた金をもってその宮

、すなわち、梁、敷居、壁および戸をおおい、壁

の上にケルビムを彫りつけた。 8彼はまた至聖所

を造った。その長さは宮の長さにしたがって二十

キュビト、幅も二十キュビトである。彼は精金六

百タラントをもってこれをおおった。 9その釘の

金の重さは五十シケルであった。彼はまた階上の

室も金でおおった。 10彼は至聖所に木を刻んだ

ケルビムの像を二つ造り、これを金でおおった。

11ケルビムの翼の長さは合わせて二十キュビトあ

った。すなわち一つのケルブの一つの翼は五キュ

ビトで、宮の壁に届き、ほかの翼も五キュビトで

、他のケルブの翼に届き、 12他のケルブの一つ

の翼も五キュビトで、宮の壁に届き、ほかの翼も

五キュビトで、先のケルブの翼に接していた。 13

これらのケルビムの翼は広げると二十キュビトあ

った。かれらは共に足で立ち、その顔は拝殿に向

かっていた。 14ソロモンはまた青糸、紫糸、緋

糸および亜麻糸で垂幕を造り、その上にケルビム

の縫い取りを施した。 15彼は宮の前に柱を二本

造った。その高さは三十五キュビト、おのおのの

柱の頂に五キュビトの柱頭を造った。 16彼は首

飾のような鎖を造って、柱の頂につけ、ざくろ百

を造ってその鎖の上につけた。 17彼はこの柱を

神殿の前に、一本を南の方に、一本を北の方に立

て、南の方のをヤキンと名づけ、北の方のをボア

ズと名づけた。

4ソロモンはまた青銅の祭壇を造った。その長
さ二十キュビト、幅二十キュビト、高さ十キ

ュビトである。 2彼はまた海を鋳て造った。縁か

ら縁まで十キュビトであって、周囲は円形をなし

、高さ五キュビトで、その周囲は綱をもって測る

と三十キュビトあった。 3海の下には三十キュビ

トの周囲をめぐるひさごの形があって、海の周囲

を囲んでいた。そのひさごは二並びで、海を鋳る

時に鋳たものである。 4その海は十二の牛の上に

置かれ、その三つは北に向かい、三つは西に向か

い、三つは南に向かい、三つは東に向かっていた

。海はその上に置かれ、牛のうしろはみな内に向

かっていた。 5海の厚さは手の幅で、その縁は杯

の縁のように、ゆりの花に似せて造られた。海に

は水を三千バテ入れることができた。 6彼はまた

物を洗うために洗盤十個を造って、五個を南側に

、五個を北側に置いた。その中で燔祭に用いるも

のを洗った。しかし海は祭司がその中で身を洗う

ためであった。 7彼はまた金の燭台十個をその定

めに従って造り、拝殿の中の南側に五個、北側に

五個を置き、 8また机十個を造り、神殿の中の南
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側に五個、北側に五個を置き、また金の鉢百を造

った。 9彼はまた祭司の庭と大庭および庭の戸を

造り、その戸を青銅でおおった。 10彼は海を宮

の東南のすみにすえた。 11ヒラムはまたつぼと

十能と鉢とを造った。こうしてヒラムはソロモン

王のため、神の宮の工事を終えた。 12すなわち

二本の柱と玉と、柱の頂にある二つの柱頭と、柱

の頂にある柱頭の二つの玉をおおう二つの網細工

と、 13その二つの網細工のためのざくろ四百、

このざくろはおのおの網細工に二並びにつけて、

柱の頂にある柱頭の二つの玉を巻いていた。 14

彼はまた台と台の上の洗盤と、 15一つの海とそ

の下の十二の牛を造った。 16つぼ、十能、肉さ

しなどすべてこれらの器物を、達人ヒラムはソロ

モン王のため、主の宮のために、光のある青銅で

造った。 17王はヨルダンの低地で、スコテとゼ

レダの間の粘土の地でこれを鋳た。 18このよう

にソロモンはこれらのすべての器物を非常に多く

造ったので、その青銅の重量は、量ることができ

なかった。 19こうしてソロモンは神の宮のすべ

ての器物を造った。すなわち金の祭壇と、供えの

パンを載せる机、 20また定めのように本殿の前

で火をともす純金の燭台と、そのともしび皿を造

った。 21その花、ともしび皿、心かきは精金で

あった。 22また心切りばさみ、鉢、香の杯、心

取り皿は純金であった。また宮の戸、すなわち至

聖所の内部の戸および拝殿の戸のひじつぼは金で

あった。

5こうしてソロモンは主の宮のためにしたすべ
ての工事を終った。そしてソロモンは父ダビ

デがささげた物、すなわち金銀およびもろもろの

器物を携えて行って神の宮の宝蔵に納めた。 2ソ

ロモンは主の契約の箱をダビデの町シオンからか

つぎ上ろうとして、イスラエルの長老たちと、す

べての部族のかしらたちと、イスラエルの人々の

氏族の長たちをエルサレムに召し集めた。 3イス

ラエルの人々は皆七月の祭に王のもとに集まった

。 4イスラエルの長老たちが皆きたので、レビび

とたちは箱を取り上げた。 5彼らは箱と、会見の

幕屋と、幕屋にあるすべて聖なる器をかつぎ上っ

た。すなわち祭司とレビびとがこれらの物をかつ

ぎ上った。 6ソロモン王および彼のもとに集まっ

たイスラエルの会衆は皆箱の前で羊と牛をささげ

たが、その数が多くて、調べることも数えること

もできなかった。 7こうして祭司たちは主の契約

の箱をその場所にかつぎ入れ、宮の本殿である至

聖所のうちのケルビムの翼の下に置いた。 8ケル

ビムは翼を箱の所の上に伸べていたので、ケルビ

ムは上から箱とそのさおをおおった。 9さおは長

かったので、さおの端が本殿の前の聖所から見え

た。しかし外部には見えなかった。さおは今日ま

でそこにある。 10箱の内には二枚の板のほか何

もなかった。これはイスラエルの人々がエジプト

から出て来たとき、主が彼らと契約を結ばれ、モ

ーセがホレブでそれを納めたものである。 11そ

して祭司たちが聖所から出たとき（ここにいた祭

司たちは皆、その組の順にかかわらず身を清めた

。 12またレビびとの歌うたう者、すなわちアサ

フ、ヘマン、エドトンおよび彼らの子たちと兄弟

たちはみな亜麻布を着、シンバルと、立琴と、琴

をとって祭壇の東に立ち、百二十人の祭司は彼ら

と一緒に立ってラッパを吹いた。 13ラッパ吹く

者と歌うたう者とは、ひとりのように声を合わせ

て主をほめ、感謝した）、そして彼らがラッパと

、シンバルとその他の楽器をもって声をふりあげ

、主をほめて「主は恵みあり、そのあわれみはと

こしえに絶えることがない」と言ったとき、雲は

その宮すなわち主の宮に満ちた。 14祭司たちは

雲のゆえに立って勤めをすることができなかった

。主の栄光が神の宮に満ちたからである。

6そこでソロモンは言った、「主はみずから濃
き雲の中に住まおうと言われた。 2しかしわた

しはあなたのために高き家、とこしえのみすまい

を建てた」。 3そして王は顔をふり向けてイスラ

エルの全会衆を祝福した。その時イスラエルの全

会衆は立っていた。 4彼は言った、「イスラエル

の神、主はほむべきかな。主は口をもってわが父

ダビデに約束されたことを、その手をもってなし

遂げられた。すなわち主は言われた、 5『わが民

をエジプトの地から導き出した日から、わたしは

わが名を置くべき家を建てるために、イスラエル

のもろもろの部族のうちから、どの町をも選んだ

ことがなく、また他のだれをもわが民イスラエル

の君として選んだことがない。 6わが名を置くた

めに、ただエルサレムだけを選び、またわが民イ

スラエルを治めさせるために、ただダビデだけを

選んだ』。 7イスラエルの神、主の名のために家

を建てることは、父ダビデの心にあった。 8しか
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し主は父ダビデに言われた、『わたしの名のため

に家を建てることはあなたの心にあった。あなた

の心にこの事のあったのは結構である。 9しかし

あなたはその家を建ててはならない。あなたの腰

から出るあなたの子がわたしの名のために家を建

てるであろう』。 10そして主はそう言われた言

葉を行われた。すなわちわたしは父ダビデに代っ

て立ち、主が言われたように、イスラエルの位に

座し、イスラエルの神、主の名のために家を建て

た。 11わたしはまた、主がイスラエルの人々と

結ばれた主の契約を入れた箱をそこに納めた」。

12ソロモンはイスラエルの全会衆の前、主の祭壇

の前に立って、手を伸べた。 13ソロモンはさき

に長さ五キュビト、幅五キュビト、高さ三キュビ

トの青銅の台を造って、庭のまん中にすえて置い

たので、彼はその上に立ち、イスラエルの全会衆

の前でひざをかがめ、その手を天に伸べて、 14

言った、「イスラエルの神、主よ、天にも地にも

、あなたのような神はありません。あなたは契約

を守られ、心をつくしてあなたの前に歩むあなた

のしもべらに、いつくしみを施し、 15あなたの

しもべ、わたしの父ダビデに約束されたことを守

られました。あなたが口をもって約束されたこと

を、手をもってなし遂げられたことは、今日見る

とおりであります。 16それゆえ、イスラエルの

神、主よ、あなたのしもべ、わたしの父ダビデに

、あなたが約束して、『おまえがわたしの前に歩

んだように、おまえの子孫がその道を慎んで、わ

たしのおきてに歩むならば、おまえにはイスラエ

ルの位に座する人がわたしの前に欠けることはな

い』と言われたことを、ダビデのためにお守りく

ださい。 17それゆえ、イスラエルの神、主よ、

どうぞ、あなたのしもべダビデに言われた言葉を

確認してください。 18しかし神は、はたして人

と共に地上に住まわれるでしょうか。見よ、天も

、いと高き天もあなたをいれることはできません

。わたしの建てたこの家などなおさらです。 19

しかしわが神、主よ、しもべの祈と願いを顧みて

、しもべがあなたの前にささげる叫びと祈をお聞

きください。 20どうぞ、あなたの目を昼も夜も

この家に、すなわち、あなたの名をそこに置くと

言われた所に向かってお開きください。どうぞ、

しもべがこの所に向かってささげる祈をお聞きく

ださい。 21どうぞ、しもべと、あなたの民イス

ラエルがこの所に向かって祈る時に、その願いを

お聞きください。あなたのすみかである天から聞

き、聞いておゆるしください。 22もし人がその

隣り人に対して罪を犯し、誓いをすることを求め

られるとき、来てこの宮で、あなたの祭壇の前に

誓うならば、 23あなたは天から聞いて、行い、

あなたのしもべらをさばき、悪人に報いをなして

、その行いの報いをそのこうべに帰し、義人を義

として、その義にしたがってその人に報いてくだ

さい。 24もしあなたの民イスラエルが、あなた

に対して罪を犯したために、敵の前に敗れた時、

あなたに立ち返って、あなたの名をあがめ、この

宮であなたの前に祈り願うならば、 25あなたは

天から聞き、あなたの民イスラエルの罪をゆるし

て、あなたが彼らとその先祖に与えられた地に彼

らを帰らせてください。 26もし彼らがあなたに

罪を犯したために、天が閉ざされて、雨がなく、

あなたが彼らを苦しめられるとき、彼らがこの所

に向かって祈り、あなたの名をあがめ、その罪を

離れるならば、 27あなたは天にあって聞き、あ

なたのしもべ、あなたの民イスラエルの罪をゆる

して、彼らに歩むべき良い道を教え、あなたの民

に嗣業として賜わった地に雨を降らせてください

。 28もし国にききんがあるか、もしくは疫病、

立ち枯れ、腐り穂、いなご、青虫があるか、また

は敵のために町の門の中に攻め囲まれることがあ

るか、どんな災害、どんな病気があっても、 29

もし、ひとりか、あるいはあなたの民イスラエル

が皆おのおのその心の悩みを知って、この宮に向

かい、手を伸べるならば、どんな祈、どんな願い

でも、 30あなたはそのすみかである天から聞い

てゆるし、おのおのの人に、その心を知っておら

れるゆえ、そのすべての道にしたがって報いてく

ださい。ただあなただけがすべての人の心を知っ

ておられるからです。 31あなたがわれわれの先

祖たちに賜わった地に、彼らの生きながらえる日

の間、常にあなたを恐れさせ、あなたの道に歩ま

せてください。 32またあなたの民イスラエルの

者でなく、他国人で、あなたの大いなる名と、強

い手と、伸べた腕のために遠い国から来て、この

宮に向かって祈るならば、 33あなたは、あなた

のすみかである天から聞き、すべて他国人があな

たに呼び求めるようにしてください。そうすれば

地のすべての民はあなたの民イスラエルのように

、あなたの名を知り、あなたを恐れ、またわたし

が建てたこの宮が、あなたの名によって呼ばれる
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ことを知るにいたるでしょう。 34あなたの民が

敵と戦うために、あなたがつかわされる道によっ

て出るとき、もし彼らがあなたの選ばれたこの町

と、わたしがあなたの名のために建てたこの宮に

向かってあなたに祈るならば、 35あなたは天か

ら彼らの祈と願いとを聞いて彼らをお助けくださ

い。 36彼らがあなたに対して罪を犯すことがあ

って、罪を犯さない人はないゆえ、あなたが彼ら

を怒って、敵にわたし、敵が彼らを捕虜として遠

い地あるいは近い地に引いて行くとき、 37もし

、彼らが捕われて行った地で、みずから省みて悔

い、その捕われの地であなたに願い、『われわれ

は罪を犯し、よこしまな事をし、悪を行いました

』と言い、 38その捕われの地で心をつくし、精

神をつくしてあなたに立ち返り、あなたが彼らの

先祖に与えられた地、あなたが選ばれた町、わた

しがあなたの名のために建てたこの宮に向かって

祈るならば、 39あなたのすみかである天から、

彼らの祈と願いとを聞いて彼らを助け、あなたに

向かって罪を犯したあなたの民をおゆるしくださ

い。 40わが神よ、どうぞ、この所でささげる祈

にあなたの目を開き、あなたの耳を傾けてくださ

い。 41主なる神よ、今あなたと、あなたの力の

箱が立って、あなたの安息所におはいりください

。主なる神よ、どうぞあなたの祭司たちに救の衣

を着せ、あなたの聖徒たちに恵みを喜ばせてくだ

さい。 42主なる神よ、どうぞあなたの油そそが

れた者の顔を退けないでください。あなたのしも

べダビデに示されたいつくしみを覚えて下さい」

。

7ソロモンが祈り終ったとき、天から火が下っ
て燔祭と犠牲を焼き、主の栄光が宮に満ちた

。 2主の栄光が主の宮に満ちたので、祭司たちは

主の宮に、はいることができなかった。 3イスラ

エルの人々はみな火が下ったのを見、また主の栄

光が宮に臨んだのを見て、敷石の上で地にひれ伏

して拝し、主に感謝して言った、「主は恵みふか

く、そのいつくしみはとこしえに絶えることがな

い」。 4そして王と民は皆主の前に犠牲をささげ

た。 5ソロモン王のささげた犠牲は、牛二万二千

頭、羊十二万頭であった。こうして王と民は皆神

の宮をささげた。 6祭司はその持ち場に立ち、レ

ビびとも主の楽器をとって立った。その楽器はダ

ビデ王が主に感謝するために造ったもので、ダビ

デが彼らの手によってさんびをささげるとき、「

そのいつくしみは、とこしえに絶えることがない

」ととなえさせたものである。祭司は彼らの前で

ラッパを吹き、すべてのイスラエルびとは立って

いた。 7ソロモンはまた主の宮の前にある庭の中

を聖別し、その所で、燔祭と酬恩祭のあぶらをさ

さげた。これはソロモンが造った青銅の祭壇が、

その燔祭と素祭とあぶらとを載せるに足りなかっ

たからである。 8その時ソロモンは七日の間祭を

行った。ハマテの入口からエジプトの川に至るま

でのすべてのイスラエルびとが彼と共にあり、非

常に大きな会衆であった。 9そして八日目に聖会

を開いた。彼らは七日の間、祭壇奉献の礼を行い

、七日の間祭を行ったが、 10七月二十三日に至

ってソロモンは民をその天幕に帰らせた。皆主が

ダビデ、ソロモンおよびその民イスラエルに施さ

れた恵みのために喜び、かつ心に楽しんで去った

。 11こうしてソロモンは主の家と王の家とを造

り終えた。すなわち彼は主の家と自分の家につい

て、しようと計画したすべての事を首尾よくなし

遂げた。 12時に主は夜ソロモンに現れて言われ

た、「わたしはあなたの祈を聞き、この所をわた

しのために選んで、犠牲をささげる家とした。 13

わたしが天を閉じて雨をなくし、またはわたしが

いなごに命じて地の物を食わせ、または疫病を民

の中に送るとき、 14わたしの名をもってとなえ

られるわたしの民が、もしへりくだり、祈って、

わたしの顔を求め、その悪い道を離れるならば、

わたしは天から聞いて、その罪をゆるし、その地

をいやす。 15今この所にささげられる祈にわた

しの目を開き、耳を傾ける。 16今わたしはわた

しの名をながくここにとどめるために、この宮を

選び、かつ聖別した。わたしの目とわたしの心は

常にここにある。 17あなたがもし父ダビデの歩

んだようにわたしの前に歩み、わたしが命じたと

おりにすべて行って、わたしの定めとおきてとを

守るならば、 18わたしはあなたの父ダビデに契

約して『イスラエルを治める人はあなたに欠ける

ことがない』と言ったとおりに、あなたの王の位

を堅くする。 19しかし、あなたがたがもし翻っ

て、わたしがあなたがたの前に置いた定めと戒め

とを捨て、行って他の神々に仕え、それを拝むな

らば、 20わたしはあなたがたをわたしの与えた

地から抜き去り、またわたしの名のために聖別し

たこの宮をわたしの前から投げ捨てて、もろもろ
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の民のうちにことわざとし、笑い草とする。 21

またこの宮は高いけれども、ついには、そのかた

わらを過ぎる者は皆驚いて、『何ゆえ主はこの地

と、この宮とにこのようにされたのか』と言うで

あろう。 22その時、人々は答えて『彼らはその

先祖たちをエジプトの地から導き出した彼らの神

、主を捨てて、他の神々につき従い、それを拝み

、それに仕えたために、主はこのすべての災を彼

らの上に下したのである』と言うであろう」。

8ソロモンは二十年を経て、主の家と自分の家
とを建て終った。 2またソロモンはヒラムから

送られた町々を建て直して、そこにイスラエルの

人々を住ませた。 3ソロモンはまたハマテ・ゾバ

を攻めて、これを取った。 4彼はまた荒野にタデ

モルを建て、もろもろの倉の町をハマテに建てた

。 5また城壁、門、貫の木のある堅固な町、上ベ

テホロンと下ベテホロンを建てた。 6ソロモンは

またバアラテと自分のもっていたすべての倉の町

と、すべての戦車の町と、騎兵の町、ならびにエ

ルサレム、レバノンおよび自分の治める全地方に

建てようと望んだものを、ことごとく建てた。 7

すべてイスラエルの子孫でないヘテびと、アモリ

びと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの残っ

た民、 8その地にあって彼らのあとに残ったその

子孫、すなわちイスラエルの子孫が滅ぼし尽さな

かった民に、ソロモンは強制徴募をおこなって今

日に及んでいる。 9しかし、イスラエルの人々を

ソロモンはその工事のためには、ひとりも奴隷と

しなかった。彼らは兵士となり、将校となり、戦

車と、騎兵の長となった。 10これらはソロモン

王のおもな官吏で、二百五十人あり、民を治めた

。 11ソロモンはパロの娘をダビデの町から連れ

上って、彼女のために建てた家に入れて言った、

「主の箱を迎えた所は神聖であるから、わたしの

妻はイスラエルの王ダビデの家に住んではならな

い」。 12ソロモンは廊の前に築いておいた主の

祭壇の上で主に燔祭をささげた。 13すなわちモ

ーセの命令に従って、毎日定めのようにささげ、

安息日、新月および年に三度の祭、すなわち種入

れぬパンの祭、七週の祭、仮庵の祭にこれをささ

げた。 14ソロモンは、その父ダビデのおきてに

従って、祭司の組を定めてその職に任じ、またレ

ビびとをその勤めに任じて、毎日定めのように祭

司の前でさんびと奉仕をさせ、また門を守る者に

、その組にしたがって、もろもろの門を守らせた

。これは神の人ダビデがこのように命じたからで

ある。 15祭司とレビびとはすべての事につき、

また倉の事について、王の命令にそむかなかった

。 16このようにソロモンは、主の宮の基をすえ

た日からこれをなし終えたときまで、その工事の

準備をことごとくなしたので、主の宮は完成した

。 17それからソロモンはエドムの地の海べにあ

るエジオン・ゲベルおよびエロテへ行った。 18

時にヒラムはそのしもべどもの手によって船団を

彼に送り、また海の事になれたしもべどもをつか

わしたので、彼らはソロモンのしもべらと共にオ

フルへ行き、そこから金四百五十タラントを取っ

て、これをソロモン王のもとに携えてきた。

9シバの女王はソロモンの名声を聞いたので、
難問をもってソロモンを試みようと、非常に

多くの従者を連れ、香料と非常にたくさんの金と

宝石とをらくだに負わせて、エルサレムのソロモ

ンのもとに来て、その心にあることをことごとく

彼に告げた。 2ソロモンは彼女のすべての問に答

えた。ソロモンが知らないで彼女に説明のできな

いことは一つもなかった。 3シバの女王はソロモ

ンの知恵と、彼が建てた家を見、 4またその食卓

の食物と、列座の家来たちと、その侍臣たちの伺

候振りと彼らの服装、および彼の給仕たちとその

服装、ならびに彼が主の宮でささげる燔祭を見て

、全く気を奪われてしまった。 5彼女は王に言っ

た、「わたしが国であなたの事と、あなたの知恵

について聞いたうわさは真実でした。 6しかしわ

たしは来て目に見るまでは、そのうわさを信じま

せんでしたが、今見ると、あなたの知恵の大いな

ることはその半分もわたしに知らされませんでし

た。あなたはわたしの聞いたうわさにまさってい

ます。 7あなたの奥方たちはさいわいです。常に

あなたの前に立って、あなたの知恵を聞くこのあ

なたの家来たちはさいわいです。 8あなたの神、

主はほむべきかな。主はあなたを喜び、あなたを

その位につかせ、あなたの神、主のために王とさ

れました。あなたの神はイスラエルを愛して、と

こしえにこれを堅くするために、あなたをその王

とされ、公道と正義を行われるのです」。 9そし

て彼女は金百二十タラント、および非常に多くの

香料と宝石とを王に贈った。シバの女王がソロモ

ンに贈ったような香料は、いまだかつてなかった
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。 10オフルから金を携えて来たヒラムのしもべ

たちとソロモンのしもべたちはまた、びゃくだん

の木と宝石をも携えて来た。 11王はそのびゃく

だんの木で、主の宮と王の家とに階段を造り、ま

た歌うたう者のために琴と立琴を造った。このよ

うなものはかつてユダの地で見たことがなかった

。 12ソロモン王は、シバの女王が贈った物に報

いたほかに、彼女の望みにまかせて、すべてその

求めるものを贈った。そして彼女はその家来たち

と共に自分の国へ帰って行った。 13さて一年の

間にソロモンの所にはいって来た金の目方は六百

六十六タラントであった。 14このほかに貿易商

および商人の携えて来たものがあった。またアラ

ビヤのすべての王たちおよび国の代官たちも金銀

をソロモンに携えてきた。 15ソロモン王は延金

の大盾二百を造った。その大盾にはおのおの六百

シケルの延金を用いた。 16また延金の小盾三百

を造った。小盾にはおのおの三百シケルの金を用

いた。王はこれらをレバノンの森の家に置いた。

17王はまた大きな象牙の玉座を造り、純金でこれ

をおおった。 18その玉座には六つの段があり、

また金の足台があって共に玉座につらなり、その

座する所の両方に、ひじかけがあって、ひじかけ

のわきに二つのししが立っていた。 19また十二

のししが六つの段のおのおのの両側に立っていた

。このような物はどこの国でも造られたことがな

かった。 20ソロモン王が飲むときに用いた器は

みな金であった。またレバノンの森の家の器もみ

な純金であって、銀はソロモンの世には尊ばれな

かった。 21これは王の船がヒラムのしもべたち

を乗せてタルシシへ行き、三年ごとに一度、その

タルシシの船が金、銀、象牙、さる、くじゃくを

載せて来たからである。 22このようにソロモン

王は富と知恵において、地のすべての王にまさっ

ていたので、 23地のすべての王は神がソロモン

の心に授けられた知恵を聞こうとしてソロモンに

謁見を求めた。 24人々はおのおの贈り物を携え

てきた。すなわち銀の器、金の器、衣服、没薬、

香料、馬、騾馬など年々定まっていた。 25ソロ

モンは馬と戦車のために馬屋四千と騎兵一万二千

を持ち、これを戦車の町に置き、またエルサレム

の王のもとに置いた。 26彼はユフラテ川からペ

リシテびとの地と、エジプトの境に至るまでのす

べての王を治めた。 27王はまた銀を石のように

エルサレムに多くし、香柏を平野のいちじく桑の

ように多くした。 28また人々はエジプトおよび

諸国から馬をソロモンのために輸入した。 29ソ

ロモンのそのほかの始終の行為は、預言者ナタン

の書と、シロびとアヒヤの預言と、先見者イドが

ネバテの子ヤラベアムについて述べた黙示のなか

に、しるされているではないか。 30ソロモンは

エルサレムで四十年の間イスラエルの全地を治め

た。 31ソロモンはその先祖たちと共に眠って、

父ダビデの町に葬られ、その子レハベアムが代っ

て王となった。

10レハベアムはシケムへ行った。すべてのイス
ラエルびとが彼を王にしようとシケムへ行っ

たからである。 2ネバテの子ヤラベアムは、ソロ

モンを避けてエジプトにのがれていたが、これを

聞いてエジプトから帰ったので、 3人々は人をつ

かわして彼を招いた。そこでヤラベアムとすべて

のイスラエルは来て、レハベアムに言った、 4「

あなたの父は、われわれのくびきを重くしました

が、今あなたの父のきびしい使役と、あなたの父

が、われわれに負わせた重いくびきを軽くしてく

ださい。そうすればわたしたちはあなたに仕えま

しょう」。 5レハベアムは彼らに答えた、「三日

の後、またわたしの所に来なさい」。それで民は

去った。 6レハベアム王は父ソロモンの存命中ソ

ロモンに仕えた長老たちに相談して言った、「あ

なたがたはこの民にどう返答すればよいと思いま

すか」。 7彼らはレハベアムに言った、「あなた

がもしこの民を親切にあつかい、彼らを喜ばせ、

ねんごろに語られるならば彼らは長くあなたのし

もべとなるでしょう」。 8しかし彼は長老たちが

与えた勧めをすてて、自分と一緒に大きくなって

自分に仕えている若者たちに相談して、 9彼らに

言った、「あなたがたは、この民がわたしに向か

って、『あなたの父上が、われわれに負わせたく

びきを軽くしてください』と言うのに、われわれ

はなんと返答すればよいと思いますか」。 10彼

と一緒に大きくなった若者たちは彼に言った、「

あなたに向かって、『あなたの父は、われわれの

くびきを重くしたが、あなたは、それをわれわれ

のために軽くしてください』と言ったこの民に、

こう言いなさい、『わたしの小指は父の腰よりも

太い、 11父はあなたがたに重いくびきを負わせ

たが、わたしはさらに、あなたがたのくびきを重

くしよう。父はむちであなたがたを懲らしたが、
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わたしはさそりであなたがたを懲らそう』」。 12

さてヤラベアムと民は皆、王が「三日目にわたし

のところに来なさい」と言ったとおりに、三日目

にレハベアムのところへ行った。 13王は荒々し

く彼らに答えた。すなわちレハベアム王は長老た

ちの勧めをすて、 14若者たちの勧めに従い、彼

らに告げて言った、「父はあなたがたのくびきを

重くしたが、わたしは更にこれを重くしよう。父

はむちであなたがたを懲らしたが、わたしはさそ

りであなたがたを懲らそう」。 15このように王

は民の言うことを聞きいれなかった。これは主が

、かつてシロびとアヒヤによって、ネバテの子ヤ

ラベアムに言われた言葉を成就するために、神が

なされたのであった。 16イスラエルの人々は皆

、王が自分たちの言うことを聞きいれないのを見

たので、民は王に答えて言った、「われわれはダ

ビデのうちに何の分があろうか。われわれはエッ

サイの子のうちに嗣業がない。イスラエルよ、め

いめいの天幕に帰れ。ダビデよ、今あなたの家を

見よ」。そしてイスラエルは皆彼らの天幕へ去っ

て行った。 17しかしレハベアムはユダの町々に

住んでいるイスラエルの人々を治めた。 18レハ

ベアム王は徴募人の監督であったアドラムをつか

わしたが、イスラエルの人々が石で彼を撃ち殺し

たので、レハベアム王は急いで車に乗り、エルサ

レムに逃げた。 19こうしてイスラエルはダビデ

の家にそむいて今日に至った。

11レハベアムはエルサレムに来て、ユダとベニ
ヤミンの家の者、すなわち、えり抜きの軍人

十八万人を集め、国を取りもどすためにイスラエ

ルと戦おうとしたが、 2主の言葉が神の人シマヤ

に臨んで言った、 3「ソロモンの子、ユダの王レ

ハベアムおよびユダとベニヤミンにいるすべての

イスラエルの人々に言いなさい、 4『主はこう仰

せられる、あなたがたは上ってはならない。あな

たがたの兄弟と戦ってはならない。おのおの自分

の家に帰りなさい。この事はわたしから出たので

ある』」。それで人々は主の言葉を聞き、ヤラベ

アムを攻めに行くのをやめて帰った。 5レハベア

ムはエルサレムに住んで、ユダに防衛の町々を建

てた。 6すなわちベツレヘム、エタム、テコア、

7ベテズル、ソコ、アドラム、 8ガテ、マレシャ

、ジフ、 9アドライム、ラキシ、アゼカ、 10ゾ

ラ、アヤロン、およびヘブロン。これらはユダと

ベニヤミンにあって要害の町々である。 11彼は

その要害を堅固にし、これに軍長を置き、糧食と

油とぶどう酒をたくわえ、 12またそのすべての

町に盾とやりを備えて、これを非常に強化し、そ

してユダとベニヤミンを確保した。 13イスラエ

ルの全地の祭司とレビびとは四方の境から来てレ

ハベアムに身を寄せた。 14すなわちレビびとは

自分の放牧地と領地を離れてユダとエルサレムに

来た。これはヤラベアムとその子らが彼らを排斥

して、主の前に祭司の務をさせなかったためであ

る。 15ヤラベアムは高き所と、みだらな神と、

自分で造った子牛のために自分の祭司を立てた。

16またイスラエルのすべての部族のうちで、すべ

てその心を傾けて、イスラエルの神、主を求める

者は先祖の神、主に犠牲をささげるために、レビ

びとに従ってエルサレムに来た。 17このように

彼らはユダの国を堅くし、ソロモンの子レハベア

ムを三年の間強くした。彼らは三年の間ダビデと

ソロモンの道に歩んだからである。 18レハベア

ムはダビデの子エレモテの娘マハラテを妻にめと

った。マハラテはエッサイの子エリアブの娘アビ

ハイルが産んだ者である。 19彼女はエウシ、シ

マリヤおよびザハムの三子を産んだ。 20彼はま

た彼女の後にアブサロムの娘マアカをめとった。

マアカはアビヤ、アッタイ、ジザおよびシロミテ

を産んだ。 21レハベアムはアブサロムの娘マア

カをすべての妻とそばめにまさって愛した。彼は

妻十八人、そばめ六十人をめとって、男の子二十

八人と女の子六十人をもうけた。 22レハベアム

はマアカの子アビヤを立ててかしらとし、その兄

弟の長とした。彼はアビヤを王にしようと思った

からである。 23それで王は賢くとり行い、その

むすこたちをことごとく、ユダとベニヤミンの全

地方にあるすべての要害の町に散在させ、彼らに

糧食を多く与え、また多くの妻を得させた。

12レハベアムはその国が堅く立ち、強くなるに
及んで、主のおきてを捨てた。イスラエルも

皆彼にならった。 2彼らがこのように主に向かっ

て罪を犯したので、レハベアム王の五年にエジプ

トの王シシャクがエルサレムに攻め上ってきた。

3その戦車は一千二百、騎兵は六万、また彼に従

ってエジプトから来た民、すなわちリビアびと、

スキびと、エチオピヤびとは無数であった。 4シ

シャクはユダの要害の町々を取り、エルサレムに
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迫って来た。 5そこで預言者シマヤは、レハベア

ムおよびシシャクのゆえに、エルサレムに集まっ

たユダのつかさたちのもとにきて言った、「主は

こう仰せられる、『あなたがたはわたしを捨てた

ので、わたしもあなたがたを捨ててシシャクにわ

たした』と」。 6そこでイスラエルのつかさたち

、および王はへりくだって、「主は正しい」と言

った。 7主は彼らのへりくだるのを見られたので

、主の言葉がシマヤにのぞんで言った、「彼らが

へりくだったから、わたしは彼らを滅ぼさないで

、間もなく救を施す。わたしはシシャクの手によ

って、怒りをエルサレムに注ぐことをしない。 8

しかし彼らはシシャクのしもべになる。これは彼

らがわたしに仕えることと、国々の王たちに仕え

ることとの相違を知るためである」。 9エジプト

の王シシャクはエルサレムに攻めのぼって、主の

宮の宝物と、王の家の宝物とを奪い去った。すな

わちそれらをことごとく奪い去り、またソロモン

の造った金の盾をも奪い去った。 10それでレハ

ベアム王は、その代りに青銅の盾を造って、王の

家の門を守る侍衛長たちの手に渡した。 11王が

主の宮にはいるごとに侍衛は来て、これを負い、

またこれを侍衛のへやへ持って帰った。 12レハ

ベアムがへりくだったので主の怒りは彼を離れ、

彼をことごとく滅ぼそうとはされなかった。また

ユダの事情もよくなった。 13レハベアム王はエ

ルサレムで自分の地位を確立し、世を治めた。す

なわちレハベアムは四十一歳のとき位につき、十

七年の間エルサレムで世を治めた。エルサレムは

主がその名を置くためにイスラエルのすべての部

族のうちから選ばれた町である。彼の母はアンモ

ンの女で、名をナアマといった。 14レハベアム

は主を求めることに心を傾けないで、悪い事を行

った。 15レハベアムの始終の行為は、預言者シ

マヤおよび先見者イドの書にしるされているでは

ないか。レハベアムとヤラベアムとの間には絶え

ず戦争があった。 16レハベアムはその先祖たち

と共に眠って、ダビデの町に葬られ、その子アビ

ヤが彼に代って王となった。

13ヤラベアム王の第十八年にアビヤがユダの王
となった。 2彼は三年の間エルサレムで世を

治めた。彼の母はギベアのウリエルの娘で、名を

ミカヤといった。 3ここにアビヤとヤラベアムと

の間に戦争が起り、アビヤは四十万の精兵から成

る勇敢な軍勢をもって戦いにいで、ヤラベアムも

大勇士から成る八十万の精兵をもって、これに向

かって戦いの備えをした。 4時にアビヤはエフラ

イムの山地にあるゼマライム山の上に立って言っ

た、「ヤラベアムおよびイスラエルの人々よ皆聞

け。 5あなたがたはイスラエルの神、主が塩の契

約をもってイスラエルの国をながくダビデとその

子孫に賜わったことを知らないのか。 6ところが

ダビデの子ソロモンの家来であるネバテの子ヤラ

ベアムが起って、その主君にそむき、 7また卑し

い無頼のともがらが集まって彼にくみし、ソロモ

ンの子レハベアムに敵したが、レハベアムは若く

、かつ意志が弱くてこれに当ることができなかっ

た。 8今また、あなたがたは大軍をたのみ、また

ヤラベアムが造って、あなたがたの神とした金の

子牛をたのんで、ダビデの子孫の手にある主の国

に敵対しようとしている。 9またあなたがたはア

ロンの子孫である主の祭司とレビびととを追いだ

して、他の国々の民がするように祭司を立てたで

はないか。すなわちだれでも若い雄牛一頭、雄羊

七頭を携えてきて、自分を聖別する者は皆あの神

でない者の祭司とすることができた。 10しかし

われわれにおいては、主がわれわれの神であって

、われわれは彼を捨てない。また主に仕える祭司

はアロンの子孫であり、働きをなす者はレビびと

である。 11彼らは朝ごと夕ごとに主に燔祭と、

こうばしい香をささげ、供えのパンを純金の机の

上に供え、また金の燭台とそのともしび皿を整え

て、夕ごとにともすのである。このようにわれわ

れはわれわれの神、主の務を守っているが、あな

たがたは彼を捨てた。 12見よ、神はみずからわ

れわれと共におられて、われわれのかしらとなら

れ、また、その祭司たちはラッパを吹きならして

、あなたがたを攻める。イスラエルの人々よ、あ

なたがたの先祖の神、主に敵して戦ってはならな

い。あなたがたは成功しない」。 13ヤラベアム

は伏兵を彼らのうしろに回らせたので、彼の軍隊

はユダの前にあり、伏兵は彼らのうしろにあった

。 14ユダはうしろを見ると、敵が前とうしろと

にあったので、主に向かって呼ばわり、祭司たち

はラッパを吹いた。 15そこでユダの人々はとき

の声をあげた。ユダの人々がときの声をあげると

、神はヤラベアムとイスラエルの人々をアビヤと

ユダの前に打ち敗られたので、 16イスラエルの

人々はユダの前から逃げた。神が彼らをユダの手
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に渡されたので、 17アビヤとその民は、彼らを

おびただしく撃ち殺した。イスラエルの殺されて

倒れた者は五十万人、皆精兵であった。 18この

ように、この時イスラエルの人々は打ち負かされ

、ユダの人々は勝を得た。彼らがその先祖の神、

主を頼んだからである。 19アビヤはヤラベアム

を追撃して数個の町を彼から取った。すなわちベ

テルとその村里、エシャナとその村里、エフロン

とその村里である。 20ヤラベアムは、アビヤの

世には再び力を得ることができず、主に撃たれて

死んだ。 21しかしアビヤは強くなり、妻十四人

をめとり、むすこ二十二人、むすめ十六人をもう

けた。 22アビヤのその他の行為すなわちその行

動と言葉は、預言者イドの注釈にしるされている

。

14アビヤはその先祖たちと共に眠って、ダビデ
の町に葬られ、その子アサが代って王となっ

た。アサの治世に国は十年の間、穏やかであった

。 2アサはその神、主の目に良しと見え、また正

しと見えることを行った。 3彼は異なる祭壇と、

もろもろの高き所を取り除き、石柱をこわし、ア

シラ像を切り倒し、 4ユダに命じてその先祖たち

の神、主を求めさせ、おきてと戒めとを行わせ、

5ユダのすべての町々から、高き所と香の祭壇と

を取り除いた。そして国は彼のもとに穏やかであ

った。 6彼は国が穏やかであったので、要害の町

数個をユダに建てた。また主が彼に平安を賜わっ

たので、この年ごろ戦争がなかった。 7彼はユダ

に言った、「われわれはこれらの町を建て、その

周囲に石がきを築き、やぐらを建て、門と貫の木

を設けよう。われわれがわれわれの神、主を求め

たので、この国はなおわれわれのものであり、わ

れわれが彼を求めたので、四方において、われわ

れに平安を賜わった」。こうして彼らは滞りなく

建て終った。 8アサの軍隊はユダから出た者三十

万人あって、盾とやりをとり、ベニヤミンから出

た者二十八万人あって、小盾をとり、弓を引いた

。これはみな大勇士であった。 9エチオピヤびと

ゼラが、百万の軍隊と三百の戦車を率いて、マレ

シャまで攻めてきた。 10アサは出て、これを迎

え、マレシャのゼパタの谷に戦いの備えをした。

11時にアサはその神、主に向かって呼ばわって言

った、「主よ、力のある者を助けることも、力の

ない者を助けることも、あなたにおいては異なる

ことはありません。われわれの神、主よ、われわ

れをお助けください。われわれはあなたに寄り頼

み、あなたの名によってこの大軍に当ります。主

よ、あなたはわれわれの神です。どうぞ人をあな

たに勝たせないでください」。 12そこで主はア

サの前とユダの前でエチオピヤびとを撃ち敗られ

たので、エチオピヤびとは逃げ去った。 13アサ

と彼に従う民は彼らをゲラルまで追撃したので、

エチオピヤびとは倒れて、生き残った者はひとり

もなかった。主と主の軍勢の前に撃ち破られたか

らである。ユダの人々の得たぶんどり物は非常に

多かった。 14彼らはまた、ゲラルの周囲の町々

をことごとく撃ち破った。主の恐れが彼らの上に

臨んだからである。そして彼らはそのすべての町

をかすめ奪った。その内に多くの物があったから

である。 15また家畜をもっている者の天幕を襲

い、多くの羊とらくだを奪い取って、エルサレム

に帰った。

15時に神の霊がオデデの子アザリヤに臨んだの
で、 2彼は出ていってアサを迎え、これに言

った、「アサおよびユダとベニヤミンの人々よ、

わたしに聞きなさい。あなたがたが主と共におる

間は、主もあなたがたと共におられます。あなた

がたが、もし彼を求めるならば、彼に会うでしょ

う。しかし、彼を捨てるならば、彼もあなたがた

を捨てられるでしょう。 3そもそも、イスラエル

には長い間、まことの神がなく、教をなす祭司も

なく、律法もなかった。 4しかし、悩みの時、彼

らがイスラエルの神、主に立ち返り、彼を求めた

ので彼に会った。 5そのころは、出る者にも入る

者にも、平安がなく、大いなる騒乱が国々のすべ

ての住民を悩ました。 6国は国に、町は町に撃ち

砕かれた。神がもろもろの悩みをもって彼らを苦

しめられたからです。 7しかしあなたがたは勇気

を出しなさい。手を弱くしてはならない。あなた

がたのわざには報いがあるからです」。 8アサは

これらの言葉すなわちオデデの子アザリヤの預言

を聞いて勇気を得、憎むべき偶像をユダとベニヤ

ミンの全地から除き、また彼がエフライムの山地

で得た町々から除き、主の宮の廊の前にあった主

の祭壇を再興した。 9彼はまたユダとベニヤミン

の人々およびエフライム、マナセ、シメオンから

来て、彼らの間に寄留していた者を集めた。その

神、主がアサと共におられるのを見て、イスラエ
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ルからアサのもとに下った者が多くあったからで

ある。 10彼らはアサの治世の十五年の三月にエ

ルサレムに集まり、 11携えてきたぶんどり物の

うちから牛七百頭、羊七千頭をその日主にささげ

た。 12そして彼らは契約を結び、心をつくし、

精神をつくして先祖の神、主を求めることと、 13

すべてイスラエルの神、主を求めない者は老幼男

女の別なく殺さるべきことを約した。 14そして

彼らは大声をあげて叫び、ラッパを吹き、角笛を

鳴らして、主に誓いを立てた。 15ユダは皆その

誓いを喜んだ。彼らは心をつくして誓いを立て、

精神をつくして主を求めたので、主は彼らに会い

、四方で彼らに安息を賜わった。 16アサ王の母

マアカがアシラのために憎むべき像を造ったので

、アサは彼女をおとして太后とせず、その憎むべ

き像を切り倒して粉々に砕き、キデロン川でそれ

を焼いた。 17ただし高き所はイスラエルから除

かなかったが、アサの心は一生の間、正しかった

。 18彼はまた、その父のささげた物および自分

のささげた物、すなわち銀、金並びに器物などを

主の宮に携え入れた。 19そしてアサの治世の三

十五年までは再び戦争がなかった。

16アサの治世の三十六年にイスラエルの王バア
シャはユダに攻め上り、ユダの王アサの所に

だれをも出入りさせないためにラマを築いた。 2

そこでアサは主の宮と王の家の宝蔵から金銀を取

り出し、ダマスコに住んでいるスリヤの王ベネハ

ダデに贈って言った、 3「わたしの父とあなたの

父の間のように、わたしとあなたの間に同盟を結

びましょう。わたしはあなたに金銀を贈ります。

行って、あなたとイスラエルの王バアシャとの同

盟を破り、彼をわたしから撤退させてください」

。 4ベネハダデはアサ王の言うことを聞き、自分

の軍勢の長たちをつかわしてイスラエルの町々を

攻め、イヨンとダンとアベル・マイムおよびナフ

タリのすべての倉の町を撃った。 5バアシャはこ

れを聞いて、ラマを築くことをやめ、その工事を

廃した。 6そこでアサ王はユダの全国の人々を引

き連れ、バアシャがラマを建てるために用いた石

と木材を運んでこさせ、それをもってゲバとミヅ

パを建てた。 7そのころ先見者ハナニがユダの王

アサのもとに来て言った、「あなたがスリヤの王

に寄り頼んで、あなたの神、主に寄り頼まなかっ

たので、スリヤ王の軍勢はあなたの手からのがれ

てしまった。 8かのエチオピヤびとと、リビアび

とは大軍で、その戦車と騎兵は、はなはだ多かっ

たではないか。しかしあなたが主に寄り頼んだの

で、主は彼らをあなたの手に渡された。 9主の目

はあまねく全地を行きめぐり、自分に向かって心

を全うする者のために力をあらわされる。今度の

事では、あなたは愚かな事をした。ゆえにこの後

、あなたに戦争が臨むであろう」。 10するとア

サはその先見者を怒って、獄屋に入れた。この事

のために激しく彼を怒ったからである。アサはま

たそのころ民のある者をしえたげた。 11見よ、

アサの始終の行為は、ユダとイスラエルの列王の

書にしるされている。 12アサはその治世の三十

九年に足を病み、その病は激しくなったが、その

病の時にも、主を求めないで医者を求めた。 13

アサは先祖たちと共に眠り、その治世の四十一年

に死んだ。 14人々は彼が自分のためにダビデの

町に掘っておいた墓に葬り、製香の術をもって造

った様々の香料を満たした床に横たえ、彼のため

におびただしく香をたいた。

17アサの子ヨシャパテがアサに代って王となり
、イスラエルに向かって自分を強くし、 2ユ

ダのすべての堅固な町々に軍隊を置き、またユダ

の地およびその父アサが取ったエフライムの町々

に守備隊を置いた。 3主はヨシャパテと共におら

れた。彼がその父ダビデの最初の道に歩んで、バ

アルに求めず、 4その父の神に求めて、その戒め

に歩み、イスラエルの行いにならわなかったから

である。 5それゆえ、主は国を彼の手に堅く立て

られ、またユダの人々は皆ヨシャパテに贈り物を

持ってきた。彼は大いなる富と誉とを得た。 6そ

こで彼は主の道に心を励まし、さらに高き所とア

シラ像とをユダから除いた。 7彼はまたその治世

の三年に、つかさたちベネハイル、オバデヤ、ゼ

カリヤ、ネタンエルおよびミカヤをつかわしてユ

ダの町々で教えさせ、 8また彼らと共にレビびと

のうちからシマヤ、ネタニヤ、ゼバデヤ、アサヘ

ル、セミラモテ、ヨナタン、アドニヤ、トビヤ、

トバドニヤをつかわし、またこれらのレビびとと

共に祭司エリシャマとヨラムをもつかわした。 9

彼らは主の律法の書を携えて、ユダで教をなし、

またユダの町々をことごとく巡回して、民の間に

教をなした。 10そこでユダの周囲の国々は皆主

を恐れ、ヨシャパテと戦うことをしなかった。 11
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また、ペリシテびとのうちで贈り物や、みつぎの

銀をヨシャパテの所に持ってくる者があり、また

アラビヤびとは雄羊七千七百頭、雄やぎ七千七百

頭を彼に持ってきた。 12こうしてヨシャパテは

ますます大いになり、ユダに要害および倉の町を

建て、 13ユダの町々に多くの軍需品を持ち、ま

たエルサレムに大勇士である軍人たちを持ってい

た。 14彼らをその氏族によって数えれば次のと

おりである。すなわちユダから出た千人の長のう

ちでは、アデナという軍長と彼に従う大勇士三十

万人、 15その次は軍長ヨハナンと彼に従う者二

十八万人、 16その次は喜んでその身を主にささ

げた者ジクリの子アマジヤと彼に従う大勇士二十

万人。 17ベニヤミンから出た者のうちでは、エ

リアダという大勇士と彼に従う弓および盾を持つ

者二十万人、 18その次はヨザバデと彼に従う戦

いの備えある者十八万人である。 19これらは皆

王に仕える者たちで、このほかにまたユダ全国の

堅固な町々に、王が駐在させた者があった。

18ヨシャパテは大いなる富と誉とをもち、アハ
ブと縁を結んだ。 2彼は数年の後、サマリヤ

に下って、アハブをおとずれた。アハブは彼と彼

に従ってきた民のために羊と牛を多くほふり、ラ

モテ・ギレアデに一緒に攻め上ることを彼にすす

めた。 3イスラエルの王アハブはユダの王ヨシャ

パテに言った、「あなたはわたしと一緒にラモテ

・ギレアデに攻めて行きますか」。ヨシャパテは

答えた、「わたしはあなたと一つです、わたしの

民はあなたの民と一つです。わたしはあなたと一

緒に戦いに臨みましょう」。 4ヨシャパテはまた

イスラエルの王に言った、「まず主の言葉を求め

なさい」。 5そこでイスラエルの王は預言者四百

人を集めて彼らに言った、「われわれはラモテ・

ギレアデに、戦いに行くべきか、あるいは控える

べきか」。彼らは言った、「上って行きなさい。

神はそれを王の手にわたされるでしょう」。 6ヨ

シャパテは言った、「ほかにわれわれが問うべき

主の預言者はここにいませんか」。 7イスラエル

の王はヨシャパテに言った、「ほかになおひとり

います。われわれはこの人によって主に問うこと

ができますが、彼はわたしについて良い事を預言

したことがなく、常に悪いことだけを預言するの

で、わたしは彼を憎みます。その者はイムラの子

ミカヤです」。ヨシャパテは言った、「王よ、そ

うは言わないでください」。 8そこでイスラエル

の王はひとりの役人を呼んで、「イムラの子ミカ

ヤを急いで連れてきなさい」と言った。 9さてイ

スラエルの王およびユダの王ヨシャパテは王の衣

を着て、サマリヤの門の入口の広場におのおのそ

の玉座に座し、預言者たちは皆その前で預言して

いた。 10ケナアナの子ゼデキヤは鉄の角を造っ

て言った、「主はこう仰せられます、『あなたは

これらの角をもってスリヤびとを突いて滅ぼし尽

しなさい』」。 11預言者たちは皆そのように預

言して言った、「ラモテ・ギレアデに上っていっ

て勝利を得なさい。主はそれを王の手にわたされ

るでしょう」。 12さてミカヤを呼びに行った使

者は彼に言った、「預言者たちは一致して王に良

い事を言いました。どうぞ、あなたの言葉も、彼

らのひとりの言葉のようにし、良い事を言ってく

ださい」。 13ミカヤは言った、「主は生きてお

られる。わが神の言われることをわたしは申しま

す」。 14彼が王の所へ行くと、王は彼に言った

、「ミカヤよ、われわれはラモテ・ギレアデに戦

いに行くべきか、あるいは控えるべきか」。彼は

言った、「上って行って勝利を得なさい。彼らは

あなたの手にわたされるでしょう」。 15しかし

王は彼に言った、「幾たびあなたを誓わせたら、

あなたは主の名をもって、ただ真実のみをわたし

に告げるだろうか」。 16彼は言った、「わたし

はイスラエルが皆牧者のない羊のように山に散っ

ているのを見ました。すると主は『これらの者は

主人をもっていない。彼らをそれぞれ安らかに、

その家に帰らせよ』と言われました」。 17イス

ラエルの王はヨシャパテに言った、「わたしはあ

なたに、彼はわたしについて良い事を預言せず、

ただ悪い事だけを預言すると告げたではありませ

んか」。 18ミカヤは言った、「それだから主の

言葉を聞きなさい。わたしは主がその玉座に座し

、天の万軍がその右左に立っているのを見たが、

19主は、『だれがイスラエルの王アハブをいざな

って、ラモテ・ギレアデに上らせ、彼を倒れさせ

るであろうか』と言われた。するとひとりは、こ

うしようと言い、ひとりは、ああしようと言った

。 20その時一つの霊が進み出て、主の前に立ち

、『わたしが彼をいざないましょう』と言ったの

で、主は彼に『何をもってするか』と言われた。

21彼は『わたしが出て行って、偽りを言う霊とな

って、すべての預言者の口に宿りましょう』と言
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った。そこで主は『おまえは彼をいざなって、そ

れをなし遂げるであろう。出て行って、そうしな

さい』と言われた。 22それゆえ、主は偽りを言

う霊をこの預言者たちの口に入れ、また主はあな

たについて災を告げられたのです」。 23すると

ケナアナの子ゼデキヤが近寄ってミカヤのほおを

打って言った、「主の霊がどの道からわたしを離

れて行って、あなたに語りましたか」。 24ミカ

ヤは言った、「あなたが奥の間にはいって身を隠

す日に見るでしょう」。 25イスラエルの王は言

った、「ミカヤを捕え、町のつかさアモンと王の

子ヨアシの所へ引いて行って、 26言いなさい、

『王はこう言う、この者を獄屋に入れ、少しばか

りのパンと水をもって彼を養い、わたしが勝利を

得て帰ってくるのを待て』と」。 27ミカヤは言

った、「あなたがもし勝利を得て帰るならば、主

はわたしによって語られなかったのです」。また

彼は言った、「あなたがたすべての民よ、聞きな

さい」。 28こうしてイスラエルの王とユダの王

ヨシャパテは、ラモテ・ギレアデに上った。 29

イスラエルの王はヨシャパテに言った、「わたし

は姿を変えて戦いに行きましょう。しかしあなた

は王の衣を着けなさい」。イスラエルの王は姿を

変えて戦いに行った。 30さて、スリヤの王は、

その戦車隊長たちに命じて言った、「あなたがた

は小さい者とも、大きい者とも戦ってはならない

。ただイスラエルの王とのみ戦いなさい」。 31

戦車隊長らはヨシャパテを見たとき、これはきっ

とイスラエルの王だと思ったので、身を巡らして

これと戦おうとした。しかしヨシャパテが呼ばわ

ったので、主はこれを助けられた。すなわち神は

敵を彼から離れさせられた。 32戦車隊長らは彼

がイスラエルの王でないのを見たので、彼を追う

ことをやめて引き返した。 33しかし、ひとりの

人が、なにごころなく弓を引いて、イスラエルの

王の胸当と、くさずりの間を射たので、彼はその

車の御者に言った、「わたしは傷を受けたから、

車をめぐらして、わたしを軍中から運び出せ」。

34その日戦いは激しくなった。イスラエルの王は

車の中に自分をささえて立ち、夕暮までスリヤび

とに向かっていたが、日の入るころになって死ん

だ。

19ユダの王ヨシャパテは、つつがなくエルサレ
ムの自分の家に帰った。 2そのとき、先見者

ハナニの子エヒウが出てヨシャパテを迎えて言っ

た、「あなたは悪人を助け、主を憎む者を愛して

よいのですか。それゆえ怒りが主の前から出て、

あなたの上に臨みます。 3しかしあなたには、な

お良い事もあります。あなたはアシラ像を国の中

から除き、心を傾けて神を求められました」。 4

ヨシャパテはエルサレムに住んでいたが、また出

て、ベエルシバからエフライムの山地まで民の中

を巡り、先祖たちの神、主に彼らを導き返した。

5彼はまたユダの国中、すべての堅固な町ごとに

裁判人を置いた。 6そして裁判人たちに言った、

「あなたがたは自分のする事に気をつけなさい。

あなたがたは人のために裁判するのではなく、主

のためにするのです。あなたがたが裁判する時に

は、主はあなたがたと共におられます。 7だから

あなたがたは主を恐れ、慎んで行いなさい。われ

われの神、主には不義がなく、人をかたより見る

ことなく、まいないを取ることもないからです」

。 8ヨシャパテはまたレビびと、祭司、およびイ

スラエルの氏族の長たちを選んでエルサレムに置

き、主のために裁判を行い、争議の解決に当らせ

た。彼らはエルサレムに居住した。 9ヨシャパテ

は彼らに命じて言った、「あなたがたは主を恐れ

、真実と真心とをもって行わなければならない。

10すべてその町々に住んでいるあなたがたの兄弟

たちから、血を流した事または律法と戒め、定め

とおきてなどの事について訴えてきたならば、彼

らをさとして、主の前に罪を犯させず、怒りがあ

なたがたと、あなたがたの兄弟たちに臨まないよ

うにしなさい。そのようにすれば、あなたがたは

罪を犯すことがないでしょう。 11見よ、祭司長

アマリヤは、あなたがたの上にいて、主の事をす

べてつかさどり、イシマエルの子、ユダの家のつ

かさゼバデヤは王の事をすべてつかさどり、また

レビびとはあなたがたの前にあって役人となりま

す。雄々しく行動しなさい。主は正直な人と共に

おられます」。

20この後モアブびと、アンモンびとおよびメウ
ニびとらがヨシャパテと戦おうと攻めてきた

。 2その時ある人がきて、ヨシャパテに告げて言

った、「海のかなたのエドムから大軍があなたに

攻めて来ます。見よ、彼らはハザゾン・タマル（

すなわちエンゲデ）にいます」。 3そこでヨシャ

パテは恐れ、主に顔を向けて助けを求め、ユダ全
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国に断食をふれさせた。 4それでユダはこぞって

集まり、主の助けを求めた。すなわちユダのすべ

ての町から人々が来て主を求めた。 5そこでヨシ

ャパテは主の宮の新しい庭の前で、ユダとエルサ

レムの会衆の中に立って、 6言った、「われわれ

の先祖の神、主よ、あなたは天にいます神ではあ

りませんか。異邦人のすべての国を治められるで

はありませんか。あなたの手には力があり、勢い

があって、あなたに逆らいうる者はありません。

7われわれの神よ、あなたはこの国の民をあなた

の民イスラエルの前から追い払って、あなたの友

アブラハムの子孫に、これを永遠に与えられたで

はありませんか。 8彼らはここに住み、あなたの

名のためにここに聖所を建てて言いました、 9『

つるぎ、審判、疫病、ききんなどの災がわれわれ

に臨む時、われわれはこの宮の前に立って、あな

たの前におり、その悩みの中であなたに呼ばわり

ます。すると、あなたは聞いて助けられます。あ

なたの名はこの宮にあるからです』と。 10今ア

ンモン、モアブ、およびセイル山の人々をごらん

なさい。昔イスラエルがエジプトの国から出てき

た時、あなたはイスラエルに彼らを侵すことをゆ

るされなかったので、イスラエルは彼らを離れて

、滅ぼしませんでした。 11彼らがわれわれに報

いるところをごらんください。彼らは来て、あな

たがわれわれに賜わったあなたの領地からわれわ

れを追い払おうとしています。 12われわれの神

よ、あなたは彼らをさばかれないのですか。われ

われはこのように攻めて来る大軍に当る力がなく

、またいかになすべきかを知りません。ただ、あ

なたを仰ぎ望むのみです」。 13ユダの人々はそ

の幼な子、その妻、および子供たちと共に皆主の

前に立っていた。 14その時主の霊が会衆の中で

アサフの子孫であるレビびとヤハジエルに臨んだ

。ヤハジエルはゼカリヤの子、ゼカリヤはベナヤ

の子、ベナヤはエイエルの子、エイエルはマッタ

ニヤの子である。 15ヤハジエルは言った、「ユ

ダの人々、エルサレムの住民、およびヨシャパテ

王よ、聞きなさい。主はあなたがたにこう仰せら

れる、『この大軍のために恐れてはならない。お

ののいてはならない。これはあなたがたの戦いで

はなく、主の戦いだからである。 16あす、彼ら

の所へ攻め下りなさい。見よ、彼らはヂヅの坂か

ら上って来る。あなたがたはエルエルの野の東、

谷の端でこれに会うであろう。 17この戦いには

、あなたがたは戦うに及ばない。ユダおよびエル

サレムよ、あなたがたは進み出て立ち、あなたが

たと共におられる主の勝利を見なさい。恐れては

ならない。おののいてはならない。あす、彼らの

所に攻めて行きなさい。主はあなたがたと共にお

られるからである』」。 18ヨシャパテは地にひ

れ伏した。ユダの人々およびエルサレムの民も主

の前に伏して、主を拝した。 19その時コハテび

との子孫、およびコラびとの子孫であるレビびと

が立ち上がり、大声をあげてイスラエルの神、主

をさんびした。 20彼らは朝早く起きてテコアの

野に出て行った。その出て行くとき、ヨシャパテ

は立って言った、「ユダの人々およびエルサレム

の民よ、わたしに聞きなさい。あなたがたの神、

主を信じなさい。そうすればあなたがたは堅く立

つことができる。主の預言者を信じなさい。そう

すればあなたがたは成功するでしょう」。 21彼

はまた民と相談して人々を任命し、聖なる飾りを

着けて軍勢の前に進ませ、主に向かって歌をうた

い、かつさんびさせ、「主に感謝せよ、そのいつ

くしみはとこしえに絶えることがない」と言わせ

た。 22そして彼らが歌をうたい、さんびし始め

た時、主は伏兵を設け、かのユダに攻めてきたア

ンモン、モアブ、セイル山の人々に向かわせられ

たので、彼らは打ち敗られた。 23すなわちアン

モンとモアブの人々は立ち上がって、セイル山の

民に敵し、彼らを殺して全く滅ぼしたが、セイル

の民を殺し尽すに及んで、彼らもおのおの互に助

けて滅ぼしあった。 24ユダの人々は野の物見や

ぐらへ行って、かの群衆を見たが、地に倒れた死

体だけであって、ひとりものがれた者はなかった

。 25それでヨシャパテとその民は彼らの物を奪

うために来て見ると、多数の家畜、財宝、衣服お

よび宝石などおびただしくあったので、おのおの

それをはぎ取ったが、運びきれないほどたくさん

で、かすめ取るに三日もかかった。それほど物が

多かったのである。 26四日目に彼らはベラカの

谷に集まり、その所で主を祝福した。それでその

所の名を今日までベラカの谷と呼んでいる。 27

そしてユダとエルサレムの人々は皆ヨシャパテを

先に立て、喜んでエルサレムに帰ってきた。主が

彼らにその敵のことによって喜びを与えられたか

らである。 28すなわち彼らは立琴、琴およびラ

ッパをもってエルサレムの主の宮に来た。 29そ

してもろもろの国の民は主がイスラエルの敵と戦
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われたことを聞いて神を恐れた。 30こうして神

が四方に安息を賜わったので、ヨシャパテの国は

穏やかであった。 31このようにヨシャパテはユ

ダを治めた。彼は三十五歳の時、王となり、二十

五年の間エルサレムで世を治めた。彼の母の名は

アズバといってシルヒの娘である。 32ヨシャパ

テは父アサの道を歩んでそれを離れず、主の目に

正しいと見られることを行った。 33しかし高き

所は除かず、また民はその先祖の神に心を傾けな

かった。 34ヨシャパテのその他の始終の行為は

、ハナニの子エヒウの書にしるされ、イスラエル

の列王の書に載せられてある。 35この後ユダの

王ヨシャパテはイスラエルの王アハジヤと相結ん

だ。アハジヤは悪を行った。 36ヨシャパテはタ

ルシシへ行く船を造るためにアハジヤと相結び、

エジオン・ゲベルで一緒に船数隻を造った。 37

その時マレシャのドダワの子エリエゼルはヨシャ

パテに向かって預言し、「あなたはアハジヤと相

結んだので、主はあなたの造った物をこわされま

す」と言ったが、その船は難破して、タルシシへ

行くことができなかった。

21ヨシャパテは先祖たちと共に眠り、先祖たち
と共にダビデの町に葬られ、その子ヨラムが

代って王となった。 2ヨシャパテの子であるその

兄弟たちはアザリヤ、エヒエル、ゼカリヤ、アザ

リヤ、ミカエルおよびシパテヤで、皆ユダの王ヨ

シャパテの子たちであった。 3その父は彼らに金

、銀、宝物の賜物を多く与え、またユダの要害の

町々を与えたが、ヨラムは長子なので、国はヨラ

ムに与えた。 4ヨラムはその父の位に登って強く

なった時、その兄弟たちをことごとくつるぎにか

けて殺し、またユダのつかさたち数人を殺した。

5ヨラムは位についた時三十二歳で、エルサレム

で八年の間世を治めた。 6彼はアハブの家がした

ようにイスラエルの王たちの道に歩んだ。アハブ

の娘を妻としたからである。このように彼は主の

目の前に悪をおこなったが、 7主はさきにダビデ

と結ばれた契約のゆえに、また彼とその子孫とに

ながく、ともしびを与えると約束されたことによ

って、ダビデの家を滅ぼすことを好まれなかった

。 8ヨラムの世にエドムがそむいて、ユダの支配

を脱し、みずから王を立てたので、 9ヨラムはそ

の将校たち、およびすべての戦車を従えて渡って

行き、夜のうちに立ち上がって、自分を包囲して

いるエドムびととその戦車の隊長たちを撃った。

10エドムはこのようにそむいてユダの支配を脱し

、今日に至っている。そのころリブナもまたそむ

いてユダの支配を脱した。ヨラムが先祖たちの神

、主を捨てたからである。 11彼はまたユダの山

地に高き所を造って、エルサレムの民に姦淫を行

わせ、ユダを惑わした。 12その時預言者エリヤ

から次のような一通の手紙がヨラムのもとに来た

、「あなたの先祖ダビデの神、主はこう仰せられ

る、『あなたは父ヨシャパテの道に歩まず、また

ユダの王アサの道に歩まないで、 13イスラエル

の王たちの道に歩み、ユダとエルサレムの民に、

かのアハブの家がイスラエルに姦淫を行わせたよ

うに、姦淫を行わせ、またあなたの父の家の者で

、あなたにまさっているあなたの兄弟たちを殺し

たゆえ、 14主は大いなる災をもってあなたの民

と子供と妻たちと、すべての所有を撃たれる。 15

あなたはまた内臓の病気にかかって大病になり、

それが日に日に重くなって、ついに内臓が出るよ

うになる』」。 16その時、主はヨラムに対して

エチオピヤびとの近くに住んでいるペリシテびと

とアラビヤびとの霊を振り起されたので、 17彼

らはユダに攻め上って、これを侵し、王の家にあ

る貨財をことごとく奪い去り、またヨラムの子供

と妻たちをも奪い去ったので、末の子エホアハズ

のほかには、ひとりも残った者がなかった。 18

このもろもろの事の後、主は彼を撃って内臓にい

えがたい病気を起させられた。 19時がたって、

二年の終りになり、その内臓が病気のために出て

、重い病苦によって死んだ。民は彼の先祖のため

に香をたいたように、彼のために香をたかなかっ

た。 20ヨラムはその位についた時三十二歳で、

八年の間エルサレムで世を治め、ついに死んだ。

ひとりも彼を惜しむ者がなかった。人々は彼をダ

ビデの町に葬ったが、王たちの墓にではなかった

。

22エルサレムの民はヨラムの末の子アハジヤを
彼の代りに王とした。かつてアラビヤびとと

一緒に陣営に攻めてきた一隊の者が上の子たちを

ことごとく殺したので、ユダの王ヨラムの子アハ

ジヤが王となったのである。 2アハジヤは王とな

った時四十二歳で、エルサレムで一年の間世を治

めた。その母はオムリの娘で名をアタリヤといっ

た。 3アハジヤもまたアハブの家の道に歩んだ。
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その母が彼の相談相手となって悪を行わせたから

である。 4彼はまたアハブの家がしたように主の

目の前に悪を行った。すなわちその父が死んだ後

、アハブの家の者がその相談役となったので、彼

はついに自分を滅ぼすに至った。 5アハジヤはま

た彼らの勧めに従って、イスラエルの王アハブの

子ヨラムと共にラモテ・ギレアデへ行き、スリヤ

の王ハザエルと戦ったが、スリヤびとはヨラムに

傷を負わせた。 6そこでヨラムはスリヤの王ハザ

エルと戦った時、ラマで負ったその傷をいやすた

めにエズレルに帰った。ユダの王ヨラムの子アハ

ジヤはアハブの子ヨラムが病気なのでエズレルに

下ってこれを見舞った。 7アハジヤがヨラムを見

舞に行ったことによって滅びに至ったのは神によ

って定められたことである。すなわち彼がそこに

着いた時、ヨラムと一緒に出て、ニムシの子エヒ

ウを迎えた。エヒウは主がアハブの家を断ち滅ぼ

すために油を注がれた者である。 8エヒウはアハ

ブの家を罰するにあたって、ユダのつかさたち、

およびアハジヤの兄弟たちの子らがアハジヤに仕

えているのを見たので、彼らをも殺した。 9アハ

ジヤはサマリヤに隠れていたが、エヒウが彼を捜

し求めたので、人々は彼を捕え、エヒウのもとに

引いてきて、彼を殺した。ただし「彼は心をつく

して主を求めたヨシャパテの子である」と人々は

言ったのでこれを葬った。こうしてアハジヤの家

には国を統べ治めうる者がなくなった。 10アハ

ジヤの母アタリヤは自分の子の死んだのを見て、

立ってユダの家の王子をことごとく滅ぼしたが、

11王の娘エホシバはアハジヤの子ヨアシを王の子

たちの殺される者のうちから盗み取り、彼とその

うばを寝室においた。こうしてエホシバがヨアシ

をアタリヤから隠したので、アタリヤはヨアシを

殺さなかった。エホシバはヨラム王の娘、またア

ハジヤの妹で、祭司エホヤダの妻である。 12こ

うしてヨアシは神の宮に隠れて彼らと共におるこ

と六年、その間アタリヤが国を治めた。

23第七年になって、エホヤダは勇気をだしてエ
ロハムの子アザリヤ、ヨハナンの子イシマエ

ル、オベデの子アザリヤ、アダヤの子マアセヤ、

ジクリの子エリシャパテなどの百人の長たちを招

いて契約を結ばせた。 2そこで彼らはユダを行き

めぐって、ユダのすべての町からレビびとを集め

、またイスラエルの氏族の長たちを集めて、エル

サレムに来た。 3そしてその会衆は皆神の宮で王

と契約を結んだ。その時エホヤダは彼らに言った

、「主がダビデの子孫のことについて言われたよ

うに、王の子が位につくべきです。 4あなたがた

のなすべき事はこれです。すなわちあなたがた祭

司およびレビびとの安息日にはいって来る者の、

三分の一は門を守る者となり、 5三分の一は王の

家におり、三分の一は礎の門におり、民は皆、主

の宮の庭にいなさい。 6祭司と、勤めをするレビ

びとのほかは、だれも主の宮に、はいってはなら

ない。彼らは聖なる者であるから、はいることが

できる。民は皆、主の命令を守らなければならな

い。 7レビびとはめいめい手に武器をとって王の

まわりに立たなければならない。宮にはいる者を

すべて殺しなさい。あなたがたは王がはいる時に

も出る時にも、王と共にいなさい」。 8そこでレ

ビびとおよびユダの人々は、祭司エホヤダがすべ

て命じたように行い、めいめいその組の者で、安

息日にはいって来るべき者と、安息日に出て行く

べき者を率いていた。祭司エホヤダが組の者を去

らせなかったからである。 9また祭司エホヤダは

、神の宮にあるダビデ王のやりおよび大盾、小盾

を百人の長たちに渡し、 10また王を守るために

、すべての民にめいめい手に武器をとらせ、宮の

南側から北側にわたって、祭壇と宮に沿って立た

せた。 11こうして王の子を連れ出して、これに

冠をいただかせ、あかしの書を渡して王となし、

エホヤダおよびその子たちが彼に油を注いだ。そ

して「王万歳」と言った。 12アタリヤは民の走

りながら王をほめる声を聞いたので、主の宮に入

り、民の所へ行って、 13見ると、王は入口で柱

のかたわらに立ち、王のかたわらには将軍たちと

ラッパ手が立っており、また国の民は皆喜んでラ

ッパを吹き、歌をうたう者は楽器をもってさんび

していたので、アタリヤは衣を裂いて「反逆だ、

反逆だ」と叫んだ。 14その時エホヤダは軍勢を

統率する百人の長たちを呼び出し、「列の間から

彼女を連れ出せ、彼女に従う者をつるぎで殺せ」

と言った。祭司が彼女を主の宮で殺してはならな

いと言ったからである。 15そこで人々は彼女に

手をかけ、王の家の馬の門の入口まで連れて行き

、その所で彼女を殺した。 16エホヤダは自分と

すべての民と王との間に、彼らは皆、主の民とな

るとの契約を結んだ。 17そこですべての民はバ

アルの家に行って、それをこわし、その祭壇とそ
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の像とを打ち砕き、バアルの祭司マッタンを祭壇

の前で殺した。 18エホヤダはまた主の宮の守衛

を、祭司とレビびとの指揮のもとに置いた。この

レビびとは昔ダビデがモーセの律法にしるされて

いるように、喜びと歌とをもって主に燔祭をささ

げるために、主の宮に配置したものであって、今

そのダビデの例にならったものである。 19彼は

また主の宮のもろもろの門に門衛を置き、汚れた

者は何によって汚れた者でも、はいらせないよう

にした。 20こうしてエホヤダは百人の長たち、

貴族たち、民のつかさたちおよび国のすべての民

を率いて、主の宮から王を連れ下り、上の門から

王の家に進み、王を国の位につかせた。 21国の

民は皆喜んだ。町はアタリヤがつるぎで殺された

後、穏やかであった。

24ヨアシは位についた時七歳で、エルサレムで
四十年の間、世を治めた。彼の母はベエルシ

バから出た者で名をヂビアといった。 2ヨアシは

祭司エホヤダの世にある日の間は常に主の良しと

見られることを行った。 3エホヤダは彼のために

ふたりの妻をめとり、彼に男子と女子が生れた。

4この後ヨアシは主の宮を修繕しようと志して、

5祭司とレビびとを集めて言った、「ユダの町々

へ行って、あなたがたの神の宮を年々修繕する資

金をすべてのイスラエルびとから集めなさい。そ

の事を急いでしなさい」。ところがレビびとはこ

れを急いでしなかった。 6それで王はかしらであ

るエホヤダを召して言った、「あなたはなぜレビ

びとに求めて、主のしもべモーセがあかしの幕屋

のためにイスラエルの会衆に課した税金をユダと

エルサレムから取り立てさせないのか」。 7かの

悪い女アタリヤの子らが神の宮に侵入して主の宮

のもろもろの奉納物をとり、バアルのために用い

たからである。 8そこで王は命じて一個の箱を造

らせ、これを主の宮の門の外に置き、 9ユダとエ

ルサレムにふれて、神のしもべモーセが荒野でイ

スラエルに課した税金を主のために持ってこさせ

た。 10すべてのつかさたちおよびすべての民は

皆喜んでその税金を持って来て、その箱に投げ入

れたので、ついに箱はいっぱいになった。 11レ

ビびとはその箱に金が多くあるのを見て、王の役

人の所へ持って行くと、王の書記と祭司長の下役

とが来て、その箱を傾け、これを取ってもとの所

に返した。彼らは日々このようにして金をおびた

だしく集めた。 12王とエホヤダはこれを主の宮

の工事をなす者に渡し、石工および木工を雇って

、主の宮を修繕させ、また鉄工および青銅工を雇

って、主の宮を修復させた。 13工人たちは働い

たので、修復の工事は彼らの手によってはかどり

、神の宮を、もとの状態に復し、これを堅固にし

た。 14それをなし終ったとき、余った金を王と

エホヤダの前に持って来たので、それをもって主

の宮のために器物を造った。すなわち勤めの器、

燔祭の器、香の皿、および金銀の器を造った。エ

ホヤダの世にある日の間は、絶えず主の宮で燔祭

をささげた。 15しかしエホヤダは年老い、日が

満ちて死んだ。その死んだ時は百三十歳であった

。 16人々は彼をダビデの町で王たちの中に葬っ

た。彼はイスラエルにおいて神とその宮とに良い

事を行ったからである。 17エホヤダの死んだ後

、ユダのつかさたちが来て、うやうやしく王に敬

意を表した。王は彼らに聞き従った。 18彼らは

その先祖の神、主の宮を捨てて、アシラ像および

偶像に仕えたので、そのとがのために、怒りがユ

ダとエルサレムに臨んだ。 19主は彼らをご自分

に引き返そうとして、預言者たちをつかわし、彼

らにむかってあかしをさせられたが、耳を傾けな

かった。 20そこで神の霊が祭司エホヤダの子ゼ

カリヤに臨んだので、彼は民の前に立ち上がって

言った、「神はこう仰せられる、『あなたがたが

主の戒めを犯して、災を招くのはどういうわけで

あるか。あなたがたが主を捨てたために、主もあ

なたがたを捨てられたのである』」。 21しかし

人々は彼を害しようと計り、王の命によって、石

をもって彼を主の宮の庭で撃ち殺した。 22この

ようにヨアシ王はゼカリヤの父エホヤダが自分に

施した恵みを思わず、その子を殺した。ゼカリヤ

は死ぬ時、「どうぞ主がこれをみそなわして罰せ

られるように」と言った。 23年の終りになって

、スリヤの軍勢はヨアシにむかって攻め上り、ユ

ダとエルサレムに来て、民のつかさたちをことご

とく民のうちから滅ぼし、そのぶんどり物を皆ダ

マスコの王に送った。 24この時スリヤの軍勢は

少数で来たのであるが、主は大軍を彼らの手に渡

された。これは彼らがその先祖の神、主を捨てた

ためである。このように彼らはヨアシを罰した。

25スリヤ軍はヨアシに大傷を負わせて捨て去った

が、ヨアシの家来たちは祭司エホヤダの子の血の

ために、党を結んで彼にそむき、彼を床の上に殺
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して、死なせた。人々は彼をダビデの町に葬った

が、王の墓には葬らなかった。 26党を結んで彼

にそむいた者は、アンモンの女シメアテの子ザバ

デおよびモアブの女シムリテの子ヨザバデであっ

た。 27ヨアシの子らのこと、ヨアシに対する多

くの預言および神の宮の修理の事などは、列王の

書の注釈にしるされている。ヨアシの子アマジヤ

が彼に代って王となった。

25アマジヤは王となった時二十五歳で、二十九
年の間エルサレムで世を治めた。その母はエ

ルサレムの者で、名をエホアダンといった。 2ア

マジヤは主の良しと見られることを行ったが、全

き心をもってではなかった。 3彼は、国が彼の手

のうちに強くなったとき、父ヨアシ王を殺害した

家来たちを殺した。 4しかしその子供たちは殺さ

なかった。これはモーセの律法の書にしるされて

いる所に従ったのであって、そこに主は命じて、

「父は子のゆえに殺されるべきではない。子は父

のゆえに殺されるべきではない。おのおの自分の

罪のゆえに殺されるべきである」と言われている

。 5アマジヤはユダの人々を集め、その氏族に従

って、千人の長に付属させ、または百人の長に付

属させた。ユダとベニヤミンのすべてに行った。

そして二十歳以上の者を数えたところ、やりと盾

をとって戦いに臨みうる精兵三十万人を得た。 6

彼はまた銀百タラントをもってイスラエルから大

勇士十万人を雇った。 7その時、神の人が彼の所

に来て言った、「王よ、イスラエルの軍勢をあな

たと共に行かせてはいけません。主はイスラエル

びと、すなわちエフライムのすべての人々とは共

におられないからです。 8もしあなたがこのよう

な方法で戦いに強くなろうと思うならば、神はあ

なたを敵の前に倒されるでしょう。神には助ける

力があり、また倒す力があるからです」。 9アマ

ジヤは神の人に言った、「それではわたしがイス

ラエルの軍隊に与えた百タラントをどうしましょ

うか」。神の人は答えた、「主はそれよりも多い

ものをあなたにお与えになることができます」。

10そこでアマジヤはエフライムから来て自分に加

わった軍隊を分離して帰らせたので、彼らはユダ

に対して激しい怒りを発し、火のように怒って自

分の所に帰った。 11しかしアマジヤは勇気を出

し、その民を率いて塩の谷へ行き、セイルびと一

万人を撃ち殺した。 12またユダの人々はこのほ

かに一万人をいけどり、岩の頂に引いて行って岩

の頂から彼らを投げ落したので、皆こなごなに砕

けた。 13ところがアマジヤが自分と共に戦いに

行かせないで帰してやった兵卒らが、サマリヤか

らベテホロンまでの、ユダの町々を襲って三千人

を殺し、多くの物を奪い取った。 14アマジヤは

エドムびとを殺して帰った時、セイルびとの神々

を携えてきて、これを安置して自分の神とし、こ

れを礼拝し、これにささげ物をなした。 15それ

ゆえ、主はアマジヤに向かって怒りを発し、預言

者を彼につかわして言わせられた、「かの民の神

々は自分の民をあなたの手から救うことができな

かったのに、あなたはどうしてそれを求めたのか

」。 16彼がこう王に語ると、王は彼に、「われ

われはあなたを王の顧問にしたのですか。やめな

さい。あなたはどうして殺されようとするのです

か」と言ったので、預言者はやめて言った、「あ

なたはこの事を行って、わたしのいさめを聞きい

れないゆえ、神はあなたを滅ぼそうと定められた

ことをわたしは知っています」。 17そこでユダ

の王アマジヤは協議の結果、人をエヒウの子エホ

アハズの子であるイスラエルの王ヨアシにつかわ

し、「さあ、われわれは互に顔をあわせよう」と

言わせたところ、 18イスラエルの王ヨアシはユ

ダの王アマジヤに言い送った、「レバノンのいば

らが、かつてレバノンの香柏に、『あなたの娘を

わたしのむすこの妻に与えよ』と言い送ったとこ

ろが、レバノンの野獣が通りかかって、そのいば

らを踏み倒した。 19あなたは『見よ、わたしは

エドムを撃ち破った』と言って心に誇り高ぶって

いる。しかしあなたは自分の家にとどまっていな

さい。どうしてあなたは災を引き起して、自分も

ユダも共に滅びようとするのか」。 20しかしア

マジヤは聞きいれなかった。これは神から出たの

であって、彼らがエドムの神々を求めたので神は

彼らを敵の手に渡されるためである。 21そこで

イスラエルの王ヨアシは上って来て、ユダのベテ

シメシでユダの王アマジヤと顔を合わせたが、 22

ユダはイスラエルに撃ち破られ、おのおのその天

幕に逃げ帰った。 23その時イスラエルの王ヨア

シはエホアハズの子ヨアシの子であるユダの王ア

マジヤをベテシメシで捕えて、エルサレムに引い

て行き、エルサレムの城壁をエフライム門から、

隅の門まで四百キュビトほどをこわし、 24また

神の宮のうちで、オベデエドムが守っていたすべ
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ての金銀およびもろもろの器物ならびに王の家の

財宝を奪い、また人質をとって、サマリヤに帰っ

た。 25ユダの王ヨアシの子アマジヤはイスラエ

ルの王エホアハズの子ヨアシが死んで後なお十五

年生きながらえた。 26アマジヤのその他の始終

の行為は、ユダとイスラエルの列王の書にしるさ

れているではないか。 27アマジヤがそむいて、

主に従わなくなった時から、人々はエルサレムに

おいて党を結び、彼に敵したので、彼はラキシに

逃げて行ったが、その人々はラキシに人をやって

、彼をその所で殺させた。 28人々はこれを馬に

負わせて持ってきて、ユダの町でその先祖たちと

共にこれを葬った。

26そこでユダの民は皆ウジヤをとって王となし
、その父アマジヤに代らせた。時に十六歳で

あった。 2彼はエラテを建てて、これをふたたび

ユダのものにした。これはかの王がその先祖たち

と共に眠った後であった。 3ウジヤは王となった

時十六歳で、エルサレムで五十二年の間世を治め

た。その母はエルサレムの者で名をエコリヤとい

った。 4ウジヤは父アマジヤがしたように、すべ

て主の良しと見られることを行った。 5彼は神を

恐れることを自分に教えたゼカリヤの世にある日

の間、神を求めることに努めた。彼が主を求めた

間、神は彼を栄えさせられた。 6彼は出てペリシ

テびとと戦い、ガテの城壁、ヤブネの城壁および

アシドドの城壁をくずし、アシドドの地とペリシ

テびとのなかに町を建てた。 7神は彼を助けてペ

リシテびとと、グルバアルに住むアラビヤびとお

よびメウニびとを攻め撃たせられた。 8アンモン

びとはウジヤにみつぎを納めた。ウジヤは非常に

強くなったので、その名はエジプトの入口までも

広まった。 9ウジヤはまたエルサレムの隅の門、

谷の門および城壁の曲りかどにやぐらを建てて、

これを堅固にした。 10彼はまた荒野にやぐらを

建て、また多くの水ためを掘った。彼は平野にも

平地にもたくさんの家畜をもっていたからである

。彼はまた農事を好んだので、山々および肥えた

畑には農夫とぶどうをつくる者をもっていた。 11

ウジヤはまたよく戦う一軍団を持っていた。彼ら

は書記エイエルと、つかさマアセヤによって調べ

た数に従って組々に分れ、皆王の軍長のひとりハ

ナニヤの指揮下にあった。 12その氏族の長であ

る大勇士の数は合わせて二千六百人であった。 13

その指揮下にある軍勢は三十万七千五百人で、皆

大いなる力をもって戦い、王を助けて敵に当った

。 14ウジヤはその全軍のために盾、やり、かぶ

と、よろい、弓および石投げの石を備えた。 15

彼はまたエルサレムで技術者の考案した機械を造

って、これをやぐらおよび城壁のすみずみにすえ

、これをもって矢および大石を射出した。こうし

て彼の名声は遠くまで広まった。彼が驚くほど神

の助けを得て強くなったからである。 16ところ

が彼は強くなるに及んで、その心に高ぶり、つい

に自分を滅ぼすに至った。すなわち彼はその神、

主にむかって罪を犯し、主の宮にはいって香の祭

壇の上に香をたこうとした。 17その時、祭司ア

ザリヤは主の祭司である勇士八十人を率いて、彼

のあとに従ってはいり、 18ウジヤ王を引き止め

て言った、「ウジヤよ、主に香をたくことはあな

たのなすべきことではなく、ただアロンの子孫で

、香をたくために清められた祭司たちのすること

です。すぐ聖所から出なさい。あなたは罪を犯し

ました。あなたは主なる神から栄えを得ることは

できません」。 19するとウジヤは怒りを発し、

香炉を手にとって香をたこうとしたが、彼が祭司

に向かって怒りを発している間に、らい病がその

額に起った。時に彼は主の宮で祭司たちの前、香

の祭壇のかたわらにいた。 20祭司の長アザリヤ

およびすべての祭司たちが彼を見ると、彼の額に

らい病が生じていたので、急いで彼をそこから追

い出した。彼自身もまた主に撃たれたことを知っ

て、急いで出て行った。 21ウジヤ王は、死ぬ日

までらい病人であった。彼はらい病人であったの

で、離れ殿に住んだ。主の宮から断たれたからで

ある。その子ヨタムが王の家をつかさどり、国の

民を治めた。 22ウジヤのその他の始終の行為は

、アモツの子預言者イザヤがこれを書きしるした

。 23ウジヤは先祖たちと共に眠ったので、人々

は「彼はらい病人である」と言って、王たちの墓

に連なる墓地に、その先祖たちと共に葬った。そ

の子ヨタムが彼に代って王となった。

27ヨタムは王となった時二十五歳で、十六年の
間エルサレムで世を治めた。その母はザドク

の娘で名をエルシャといった。 2ヨタムはその父

ウジヤがしたように主の良しと見られることをし

た。しかし主の宮には、はいらなかった。民はな

お悪を行った。 3彼は主の宮の上の門を建て、オ
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ペルの石がきを多く築き増し、 4またユダの山地

に数個の町を建て、林の間に城とやぐらを築いた

。 5彼はアンモンびとの王と戦ってこれに勝った

。その年アンモンの人々は銀百タラント、小麦一

万コル、大麦一万コルを彼に贈った。アンモンの

人々は第二年にも第三年にも同じように彼に納め

た。 6ヨタムはその神、主の前にその行いを堅く

したので力ある者となった。 7ヨタムのその他の

行為、そのすべての戦いおよびその行いなどは、

イスラエルとユダの列王の書にしるされている。

8彼は王となった時、二十五歳で、十六年の間エ

ルサレムで世を治めた。 9ヨタムはその先祖と共

に眠ったので、ダビデの町に葬られ、その子アハ

ズが彼に代って王となった。

28アハズは王となった時二十歳で、十六年の間
エルサレムで世を治めたが、その父ダビデと

は違って、主の良しと見られることを行わず、 2

イスラエルの王たちの道に歩み、またもろもろの

バアルのために鋳た像を造り、 3ベンヒンノムの

谷で香をたき、その子らを火に焼いて供え物とす

るなど、主がイスラエルの人々の前から追い払わ

れた異邦人の憎むべき行いにならい、 4また高き

所の上、丘の上、すべての青木の下で犠牲をささ

げ、香をたいた。 5それゆえ、その神、主は彼を

スリヤの王の手に渡されたので、スリヤびとは彼

を撃ち破り、その民を多く捕虜として、ダマスコ

に引いて行った。彼はまたイスラエルの王の手に

も渡されたので、イスラエルの王も彼を撃ち破っ

て大いに殺した。 6すなわちレマリヤの子ペカは

ユダで一日のうちに十二万人を殺した。皆勇士で

あった。これは彼らがその先祖の神、主を捨てた

ためである。 7その時、エフライムの勇士ジクリ

という者が王の子マアセヤ、宮内大臣アズリカム

および王に次ぐ人エルカナを殺した。 8イスラエ

ルの人々はついにその兄弟のうちから婦人ならび

に男子、女子など二十万人を捕虜にし、また多く

のぶんどり物をとり、そのぶんどり物をサマリヤ

に持って行った。 9その時そこに名をオデデとい

う主の預言者があって、サマリヤに帰って来た軍

勢の前に進み出て言った、「見よ、あなたがたの

先祖の神、主はユダを怒って、これをあなたがた

の手に渡されたが、あなたがたは天に達するほど

の怒りをもってこれを殺した。 10そればかりで

なく、あなたがたは今、ユダとエルサレムの人々

を従わせて、自分の男女の奴隷にしようと思って

いる。しかしあなたがた自身もまた、あなたがた

の神、主に罪を犯しているではないか。 11いま

わたしに聞き、あなたがたがその兄弟のうちから

捕えて来た捕虜を放ち帰らせなさい。主の激しい

怒りがあなたがたの上に臨んでいるからです」。

12そこでエフライムびとのおもなる人々、すなわ

ちヨハナンの子アザリヤ、メシレモテの子ベレキ

ヤ、シャルムの子ヒゼキヤ、ハデライの子アマサ

らもまた、戦争から帰った者どもに向かって立ち

あがり、 13彼らに言った、「捕虜をここに引き

入れてはならない。あなたがたはわたしどもに主

に対するとがを得させて、さらにわれわれの罪と

がを増し加えようとしている。われわれのとがは

大きく、激しい怒りがイスラエルの上に臨んでい

るからです」。 14そこで兵卒どもがその捕虜と

ぶんどり物をつかさたちと全会衆の前に捨ててお

いたので、 15前に名をあげた人々が立って捕虜

を受け取り、ぶんどり物のうちから衣服をとって

、裸の者に着せ、また、くつをはかせ、食い飲み

させ、油を注ぎなどし、その弱い者を皆ろばに乗

せ、こうして彼らをしゅろの町エリコに連れて行

って、その兄弟たちに渡し、そしてサマリヤに帰

って来た。 16その時アハズ王は人をアッスリヤ

の王につかわして助けを求めさせた。 17エドム

びとが再び侵入してユダを撃ち、民を捕え去った

からである。 18ペリシテびともまた平野の町々

およびユダのネゲブの町々を侵して、ベテシメシ

、アヤロン、ゲデロテおよびソコとその村里、テ

ムナとその村里、ギムゾとその村里を取って、そ

こに住んだ。 19これはイスラエルの王アハズの

ゆえに、主がユダを低くされたのであって、彼が

ユダのうちにみだらなことを行い、主に向かって

大いに罪を犯したからである。 20アッスリヤの

王テルガデ・ピルネセルは彼の所に来たが、彼に

力を添えないで、かえって彼を悩ました。 21ア

ハズは主の宮と王の家、およびつかさたちの家の

物を取ってアッスリヤの王に与えたが、それはア

ハズの助けにはならなかった。 22このアハズ王

はその悩みの時にあたって、ますます主に罪を犯

した。 23すなわち、彼は自分を撃ったダマスコ

の神々に、犠牲をささげて言った、「スリヤの王

たちの神々はその王たちを助けるから、わたしも

それに犠牲をささげよう。そうすれば彼らはわた

しを助けるであろう」と。しかし、彼らはかえっ
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てアハズとイスラエル全国とを倒す者となった。

24アハズは神の宮の器物を集めて、神の宮の器物

を切り破り、主の宮の戸を閉じ、エルサレムのす

べてのすみずみに祭壇を造り、 25ユダのすべて

の町々に高き所を造って、他の神々に香をたきな

どして、先祖の神、主の怒りを引き起した。 26

アハズのその他の始終の行為およびそのすべての

行動は、ユダとイスラエルの列王の書にしるされ

ている。 27アハズはその先祖たちと共に眠った

ので、エルサレムの町にこれを葬った。しかし、

イスラエルの王たちの墓には持って行かなかった

。その子ヒゼキヤが彼に代って王となった。

29ヒゼキヤは王となった時二十五歳で、二十九
年の間エルサレムで世を治めた。その母はア

ビヤと言って、ゼカリヤの娘である。 2ヒゼキヤ

は父ダビデがすべてなしたように主の良しと見ら

れることをした。 3彼はその治世の第一年の一月

に主の宮の戸を開き、かつこれを繕った。 4彼は

祭司とレビびとを連れていって、東の広場に集め

、 5彼らに言った、「レビびとよ、聞きなさい。

あなたがたは今、身を清めて、あなたがたの先祖

の神、主の宮を清め、聖所から汚れを除き去りな

さい。 6われわれの先祖は罪を犯し、われわれの

神、主の悪と見られることを行って、主を捨て、

主のすまいに顔をそむけ、うしろを向けた。 7ま

た廊の戸を閉じ、ともしびを消し、聖所でイスラ

エルの神に香をたかず、燔祭をささげなかった。

8それゆえ、主の怒りはユダとエルサレムに臨み

、あなたがたが目に見るように、主は彼らを恐れ

と驚きと物笑いにされた。 9見よ、われわれの父

たちはつるぎにたおれ、われわれのむすこたち、

むすめたち、妻たちはこれがために捕虜となった

。 10今わたしは、イスラエルの神、主と契約を

結ぶ志をもっている。そうすればその激しい怒り

は、われわれを離れるであろう。 11わが子らよ

、今は怠ってはならない。主はあなたがたを選ん

で、主の前に立って仕えさせ、ご自分に仕える者

となし、また香をたく者とされたからである」。

12そこでレビびとは立ち上がった。すなわちコハ

テびとの子孫のうちでは、アマサイの子マハテお

よびアザリヤの子ヨエル。メラリの子孫では、ア

ブデの子キシおよびエハレレルの子アザリヤ。ゲ

ルションびとのうちでは、ジンマの子ヨアおよび

ヨアの子エデン。 13エリザパンの子孫のうちで

は、シムリとエイエル。アサフの子孫のうちでは

、ゼカリヤとマッタニヤ。 14ヘマンの子孫のう

ちでは、エヒエルとシメイ。エドトンの子孫のう

ちでは、シマヤとウジエルである。 15彼らはそ

の兄弟たちを集めて身を清め、主の言葉による王

の命令に従って、主の宮を清めるためにはいって

来た。 16祭司たちが主の宮の奥にはいってこれ

を清め、主の宮にあった汚れた物をことごとく主

の宮の庭に運び出すと、レビびとはそれを受けて

外に出し、キデロン川に持って行った。 17彼ら

は正月の元日に清めることを始めて、その月の八

日に主の宮の廊に達した。それから主の宮を清め

るのに八日を費し、正月の十六日にこれを終った

。 18そこで彼らはヒゼキヤ王の所へ行って言っ

た、「われわれは主の宮をことごとく清め、また

燔祭の壇とそのすべての器物、および供えのパン

の机とそのすべての器物とを清めました。 19ま

たアハズ王がその治世に罪を犯して捨てたすべて

の器物をも整えて清めました。それらは主の祭壇

の前にあります」。 20そこでヒゼキヤ王は朝早

く起きいで、町のつかさたちを集めて、主の宮に

上って行き、 21雄牛七頭、雄羊七頭、小羊七頭

、雄やぎ七頭を引いてこさせ、国と聖所とユダの

ためにこれを罪祭とし、アロンの子孫である祭司

たちに命じてこれを主の祭壇の上にささげさせた

。 22すなわち、雄牛をほふると、祭司たちはそ

の血を受けて祭壇にふりかけ、また雄羊をほふる

と、その血を祭壇にふりかけ、また小羊をほふる

と、その血を祭壇にふりかけた。 23そして罪祭

の雄やぎを王と会衆の前に引いて来たので、彼ら

はその上に手を置いた。 24そして祭司たちはこ

れをほふり、その血を罪祭として祭壇の上にささ

げてイスラエル全国のためにあがないをした。こ

れは王がイスラエル全国のために燔祭および罪祭

をささげることを命じたためである。 25王はま

たレビびとを主の宮に置き、ダビデおよび王の先

見者ガドと預言者ナタンの命令に従って、これに

シンバル、立琴および琴をとらせた。これは主が

その預言者によって命じられたところである。 26

こうしてレビびとはダビデの楽器をとり、祭司は

ラッパをとって立った。 27そこでヒゼキヤは燔

祭を祭壇の上にささげることを命じた。燔祭をさ

さげ始めた時、主の歌をうたい、ラッパを吹き、

イスラエルの王ダビデの楽器をならし始めた。 28

そして会衆は皆礼拝し、歌うたう者は歌をうたい
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、ラッパ手はラッパを吹き鳴らし、燔祭が終るま

ですべてこのようであったが、 29ささげる事が

終ると、王および彼と共にいた者はみな身をかが

めて礼拝した。 30またヒゼキヤ王およびつかさ

たちはレビびとに命じて、ダビデと先見者アサフ

の言葉をもって主をさんびさせた。彼らは喜んで

さんびし、頭をさげて礼拝した。 31その時、ヒ

ゼキヤは言った、「あなたがたはすでに主に仕え

るために身を清めたのであるから、進みよって、

主の宮に犠牲と感謝の供え物を携えて来なさい」

と。そこで会衆は犠牲と感謝の供え物を携えて来

た。また志ある者は皆燔祭を携えて来た。 32会

衆の携えて来た燔祭の数は雄牛七十頭、雄羊百頭

、小羊二百頭、これらは皆主に燔祭としてささげ

るものであった。 33また奉納物は牛六百頭、小

羊三千頭であった。 34ところが祭司が少なくて

その燔祭の物の皮を、はぎつくすことができなか

ったので、その兄弟であるレビびとがこれを助け

て、そのわざをなし終え、その間に他の祭司たち

は身を清めた。これはレビびとが祭司たちよりも

、身を清めることに、きちょうめんであったから

である。 35このほかおびただしい燔祭があり、

また、酬恩祭の脂肪および燔祭の灌祭もあった。

こうして、主の宮の勤めは回復された。 36この

事は、にわかになされたけれども、神がこのよう

に民のために備えをされたので、ヒゼキヤおよび

すべての民は喜んだ。

30ヒゼキヤはイスラエルとユダにあまねく人を
つかわし、また手紙をエフライムとマナセに

書き送り、エルサレムにある主の宮に来て、イス

ラエルの神、主に過越の祭を行うように勧めた。

2王はすでにつかさたちおよびエルサレムにおる

全会衆に計って、二月に過越の祭を行うことを定

めた。 3これは身を清めた祭司の数が足らず、民

もまた、エルサレムに集まらなかったので、正月

にこれを行うことができなかったからである 4こ

の事が、王にも全会衆にも良かったので、 5この

事を定めて、ベエルシバからダンまでイスラエル

にあまねくふれ示し、エルサレムに来て、イスラ

エルの神、主に過越の祭を行うことを勧めた。こ

れはしるされているように、これを行う者が多く

なかったゆえである。 6そこで飛脚たちは、王と

そのつかさたちから受けた手紙をもって、イスラ

エルとユダをあまねく行き巡り、王の命を伝えて

言った、「イスラエルの人々よ、あなたがたはア

ブラハム、イサク、イスラエルの神、主に立ち返

りなさい。そうすれば主は、アッスリヤの王たち

の手からのがれた残りのあなたがたに、帰られる

でしょう。 7あなたがたの父たちおよび兄弟たち

のようになってはならない。彼らはその先祖たち

の神、主にむかって罪を犯したので、あなたがた

の見るように主は彼らを滅びに渡されたのです。

8あなたがたの父たちのように強情にならないで

、主に帰服し、主がとこしえに聖別された聖所に

入り、あなたがたの神、主に仕えなさい。そうす

れば、その激しい怒りがあなたがたを離れるでし

ょう。 9もしあなたがたが主に立ち返るならば、

あなたがたの兄弟および子供は、これを捕えてい

った者の前にあわれみを得て、この国に帰ること

ができるでしょう。あなたがたの神、主は恵みあ

り、あわれみある方であられるゆえ、あなたがた

が彼に立ち返るならば、顔をあなたがたにそむけ

られることはありません」。 10このように飛脚

たちは、エフライムとマナセの国にはいって、町

から町に行き巡り、ついに、ゼブルンまで行った

が、人々はこれをあざけり笑った。 11ただしア

セル、マナセ、ゼブルンのうちには身を低くして

、エルサレムにきた人々もあった。 12またユダ

においては神の手が人々に一つ心を与えて、王と

つかさたちが主の言葉によって命じたことを行わ

せた。 13こうして二月になって、多くの民は、

種入れぬパンの祭を行うためエルサレムに集まっ

たが、非常に大きな会衆であった。 14彼らは立

ってエルサレムにあるもろもろの祭壇を取り除き

、またすべての香をたく祭壇を取り除いてキデロ

ン川に投げすて、 15二月の十四日に過越の小羊

をほふった。そこで祭司たちおよびレビびとはみ

ずから恥じ、身を清めて主の宮に燔祭を携えて来

た。 16彼らは神の人モーセの律法に従い、いつ

ものようにその所に立ち、祭司たちは、レビびと

の手から血を受けて注いだ。 17時に、会衆のう

ちにまだ身を清めていない者が多かったので、レ

ビびとはその清くないすべての人々に代って過越

の小羊をほふり、主に清めてささげた。 18多く

の民すなわちエフライム、マナセ、イッサカル、

ゼブルンからきた多くの者はまだ身を清めていな

いのに、書きしるされたとおりにしないで過越の

物を食べた。それでヒゼキヤは、彼らのために祈

って言った、「恵みふかき主よ、彼らをゆるして
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ください。 19彼らは聖所の清めの規定どおりに

しなかったけれども、その心を傾けて神を求め、

その先祖の神、主を求めたのです」。 20主はヒ

ゼキヤに聞いて、民をいやされた。 21そこでエ

ルサレムに来ていたイスラエルの人々は大いなる

喜びをいだいて、七日のあいだ種入れぬパンの祭

を行った。またレビびとと祭司たちは日々に主を

さんびし、力をつくして主をたたえた。 22そし

てヒゼキヤは主の勤めによく通じているすべての

レビびとを深くねぎらった。こうして人々は酬恩

祭の犠牲をささげ、その先祖の神、主に感謝して

、七日のあいだ祭の供え物を食べた。 23なお全

会衆は相はかって、さらに七日のあいだ祭を守る

ことを定め、喜びをもってまた七日のあいだ守っ

た。 24時にユダの王ヒゼキヤは雄牛一千頭、羊

七千頭を会衆に贈り、また、つかさたちは雄牛一

千頭、羊一万頭を会衆に贈った。祭司もまた多く

身を清めた。 25ユダの全会衆および祭司、レビ

びと、ならびにイスラエルからきた全会衆、およ

びイスラエルの地からきた他国人と、ユダに住む

他国人は皆喜んだ。 26このようにエルサレムに

大いなる喜びがあった。イスラエルの王ダビデの

子ソロモンの時からこのかた、このような事はエ

ルサレムになかった。 27このとき祭司たちとレ

ビびとは立って、民を祝福したが、その声は聞か

れ、その祈は主の聖なるすみかである天に達した

。

31この事がすべて終った時、そこにいたイスラ
エルびとは皆、ユダの町々に出て行って、石

柱を砕き、アシラ像を切り倒し、ユダとベニヤミ

ンの全地、およびエフライムとマナセにある高き

所と祭壇とを取りこわし、ついにこれをことごと

く破壊した。そしてイスラエルの人々はおのおの

その町々、その所領に帰った。 2ヒゼキヤは祭司

およびレビびとの班を定め、班ごとにおのおのそ

の勤めに従って、祭司とレビびとに燔祭と酬恩祭

をささげさせ、主の営の門で勤めをし、感謝をし

、さんびをさせた。 3また燔祭のために自分の財

産のうちから王の分を出した。すなわち朝夕の燔

祭および安息日、新月、定めの祭などの燔祭のた

めに出して、主の律法にしるされているとおりに

した。 4またエルサレムに住む民に、祭司とレビ

びとにその分を与えることを命じた。これは彼ら

をして主の律法に身をゆだねさせるためである。

5その命令が伝わるやいなや、イスラエルの人々

は穀物、酒、油、蜜ならびに畑のもろもろの産物

の初物を多くささげ、またすべての物の十分の一

をおびただしく携えて来た。 6ユダの町々に住ん

でいたイスラエルとユダの人々もまた牛、羊の十

分の一ならびにその神、主にささげられた奉納物

を携えて来て、これを積み重ねた。 7三月にこれ

を積み重ねることを始め、七月にこれを終った。

8ヒゼキヤおよびつかさたちは来て、その積み重

ねた物を見、主とその民イスラエルを祝福した。

9そしてヒゼキヤがその積み重ねた物について祭

司およびレビびとに問い尋ねた時、 10ザドクの

家から出た祭司の長アザリヤは彼に答えて言った

、「民が主の宮に供え物を携えて来ることを始め

てからこのかた、われわれは飽きるほど食べたが

、たくさん残りました。主がその民を恵まれたか

らです。それでわれわれは、このように多くの残

った物をもっているのです」。 11そこでヒゼキ

ヤは主の宮のうちに室を設けることを命じたので

、彼らはこれを設け、 12その供え物の十分の一

および奉納物を忠実に携え入れた。これをつかさ

どる者のかしらはレビびとコナニヤで、その兄弟

シメイは彼に次ぐ者となり、 13エヒエル、アザ

ジヤ、ナハテ、アサヘル、エレモテ、ヨザバデ、

エリエル、イスマキヤ、マハテ、ベナヤらは、ヒ

ゼキヤ王および神の宮のつかさアザリヤの任命に

よって、コナニヤおよびその兄弟シメイを助けて

、その監督者となった。 14東の門を守る者レビ

びとイムナの子コレは、神にささげる自発のささ

げ物をつかさどり、主の供え物および最も聖なる

物を分配した。 15彼を助ける者はエデン、ミニ

ヤミン、エシュア、シマヤ、アマリヤおよびシカ

ニヤで、皆祭司の町々でその兄弟たちに、班によ

って、老若ひとしく忠実に分配した。 16ただし

すべて登録された三歳以上の男子で主の宮に入り

、その班に従って日々の職分をつくし、その受持

の勤めをなす者は除かれた。 17祭司の登録はそ

の氏族によってなされ、二十歳以上のレビびとの

登録はその班により、その受持にしたがってなさ

れた。 18また祭司はその幼な子、その妻、その

むすこ、その娘、全会衆と共に登録した。彼らは

忠実に身を聖なる事にささげたからである。 19

また町々の放牧地におるアロンの子孫である祭司

たちのためには、町ごとに人を名ざし選んで、祭

司のうちのすべての男およびレビびとのうちの登
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録されたすべての者に、その分を与えさせた。 20

ヒゼキヤはユダ全国にこのようにし、良い事、正

しい事、忠実な事をその神、主の前に行った。 21

彼がその神を求めるために神の宮の務につき、律

法につき、戒めについて始めたわざは、ことごと

く心をつくして行い、これをなし遂げた。

32ヒゼキヤがこれらの事を忠実に行った後、ア
ッスリヤの王セナケリブが来てユダに侵入し

、堅固な町々に向かって陣を張り、これを攻め取

ろうとした。 2ヒゼキヤはセナケリブが来て、エ

ルサレムを攻めようとするのを見たので、 3その

つかさたちおよび勇士たちと相談して、町の外に

ある泉の水を、ふさごうとした。彼らはこれを助

けた。 4多くの民は集まって、すべての泉および

国の中を流れる谷川をふさいで言った、「アッス

リヤの王たちがきて、多くの水を得られるような

ことをしておいていいだろうか」。 5ヒゼキヤは

また勇気を出して、破れた城壁をことごとく築き

直して、その上にやぐらを建て、その外にまた城

壁を巡らし、ダビデの町のミロを堅固にし、武器

および盾を多く造り、 6軍長を民の上に置き、町

の門の広場に民を集めて、これを励まして言った

、 7「心を強くし、勇みたちなさい。アッスリヤ

の王をも、彼と共にいるすべての群衆をも恐れて

はならない。おののいてはならない。われわれと

共におる者は彼らと共におる者よりも大いなる者

だからである。 8彼と共におる者は肉の腕である

。しかしわれわれと共におる者はわれわれの神、

主であって、われわれを助け、われわれに代って

戦われる」。民はユダの王ヒゼキヤの言葉に安心

した。 9この後アッスリヤの王セナケリブはその

全軍をもってラキシを囲んでいたが、その家来を

エルサレムにつかわして、ユダの王ヒゼキヤおよ

びエルサレムにいるすべてのユダの人に告げさせ

て言った、 10「アッスリヤの王セナケリブはこ

う言います、『あなたがたは何を頼んでエルサレ

ムにこもっているのか。 11ヒゼキヤは「われわ

れの神、主がアッスリヤの王の手から、われわれ

を救ってくださる」と言って、あなたがたをそそ

のかし、飢えと、かわきをもって、あなたがたを

死なせようとしているのではないか。 12このヒ

ゼキヤは主のもろもろの高き所と祭壇を取り除き

、ユダとエルサレムに命じて、「あなたがたはた

だ一つの祭壇の前で礼拝し、その上に犠牲をささ

げなければならない」と言った者ではないか。 13

あなたがたは、わたしおよびわたしの先祖たちが

、他の国々のすべての民にしたことを知らないの

か。それらの国々の民の神々は、少しでもその国

を、わたしの手から救い出すことができたか。 14

わたしの先祖たちが滅ぼし尽したそれらの国民の

もろもろの神のうち、だれか自分の民をわたしの

手から救い出すことのできたものがあるか。それ

で、どうしてあなたがたの神が、あなたがたをわ

たしの手から救い出すことができよう。 15それ

ゆえ、あなたがたはヒゼキヤに欺かれてはならな

い。そそのかされてはならない。また彼を信じて

はならない。いずれの民、いずれの国の神もその

民をわたしの手、または、わたしの先祖の手から

救いだすことができなかったのだから、ましてあ

なたがたの神が、どうしてわたしの手からあなた

がたを救いだすことができようか』」。 16セナ

ケリブの家来は、このほかにも多く主なる神、お

よびそのしもべヒゼキヤをそしった。 17セナケ

リブはまた手紙を書き送って、イスラエルの神、

主をあざけり、かつそしって言った、「諸国の民

の神々が、その民をわたしの手から救い出さなか

ったように、ヒゼキヤの神も、その民をわたしの

手から救い出さないであろう」と。 18そして彼

らは大声をあげ、ユダヤの言葉をもって、城壁の

上にいるエルサレムの民に向かって叫び、これを

おどし、かつおびやかした。彼らは町を取るため

である。 19このように彼らがエルサレムの神に

ついて語ること、人の手のわざである地上の民の

神々について語るようであった。 20そこでヒゼ

キヤ王およびアモツの子預言者イザヤは共に祈っ

て、天に呼ばわったので、 21主はひとりのみ使

をつかわして、アッスリヤ王の陣営にいるすべて

の大勇士と将官、軍長らを滅ぼされた。それで王

は赤面して自分の国に帰ったが、その神の家には

いった時、その子のひとりが、つるぎをもって彼

をその所で殺した。 22このように主は、ヒゼキ

ヤとエルサレムの住民をアッスリヤの王セナケリ

ブの手およびすべての敵の手から救い出し、いた

る所で彼らを守られた。 23そこで多くの人々は

ささげ物をエルサレムに携えてきて主にささげ、

また宝物をユダの王ヒゼキヤに贈った。この後ヒ

ゼキヤは万国の民に尊ばれた。 24そのころ、ヒ

ゼキヤは病んで死ぬばかりであったが、主に祈っ

たので、主はこれに答えて、しるしを賜わった。
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25しかしヒゼキヤはその受けた恵みに報いること

をせず、その心が高ぶったので、怒りが彼とユダ

およびエルサレムに臨もうとしたが、 26ヒゼキ

ヤはその心の高ぶりを悔いてへりくだり、またエ

ルサレムの住民も同様にしたので、主の怒りは、

ヒゼキヤの世には彼らに臨まなかった。 27ヒゼ

キヤは富と栄誉をきわめ、宝蔵を造って、金、銀

、宝石、香料、盾および各種の尊い器物をおさめ

、 28また倉庫を造って穀物、酒、油などの産物

をおさめ、小屋を造って種々の家畜を置き、おり

を造って羊の群れを置き、 29また多数の町を設

け、かつ羊と牛をおびただしく所有した。神が非

常に多くの貨財を彼に賜わったからである。 30

このヒゼキヤはまたギホンの水の上の源をふさい

で、これをダビデの町の西の方にまっすぐに引き

下した。このようにヒゼキヤはそのすべてのわざ

をなし遂げた。 31しかしバビロンの君たちが使

者をつかわして、この国にあった、しるしについ

て尋ねさせた時には、神は彼を試みて、彼の心に

あることを、ことごとく知るために彼を捨て置か

れた。 32ヒゼキヤのその他の行為およびその徳

行は、アモツの子預言者イザヤの黙示とユダとイ

スラエルの列王の書にしるされている。 33ヒゼ

キヤはその先祖たちと共に眠ったので、ダビデの

子孫の墓のうちの高い所に葬られた。ユダの人々

およびエルサレムの住民は皆その死に当って彼に

敬意を表した。その子マナセが彼に代って王とな

った。

33マナセは十二歳で王となり、五十五年の間エ
ルサレムで世を治めた。 2彼は主がイスラエ

ルの人々の前から追い払われた国々の民の憎むべ

き行いに見ならって、主の目の前に悪を行った。

3すなわち、その父ヒゼキヤがこわした高き所を

再び築き、またもろもろのバアルのために祭壇を

設け、アシラ像を造り、天の万象を拝んで、これ

に仕え、 4また主が「わが名は永遠にエルサレム

にある」と言われた主の宮のうちに数個の祭壇を

築き、 5主の宮の二つの庭に天の万象のために祭

壇を築いた。 6彼はまたベンヒンノムの谷でその

子供を火に焼いて供え物とし、占いをし、魔法を

つかい、まじないを行い、口寄せと、占い師を任

用するなど、主の前に多くの悪を行って、その怒

りをひき起した。 7彼はまた刻んだ偶像を造って

神の宮に安置した。神はこの宮についてダビデと

その子ソロモンに言われたことがある、「わたし

はこの宮と、わたしがイスラエルのすべての部族

のうちから選んだエルサレムとに、わたしの名を

永遠に置く。 8彼らがもし、わたしがすべて命じ

た事、すなわち、モーセが伝えたすべての律法と

定めとおきてとを慎んで行うならば、わたしがあ

なたがたの先祖のために定めた地から、重ねてイ

スラエルの足を移すことをしない」と。 9マナセ

はこのようにユダとエルサレムの住民を迷わせ、

主がイスラエルの人々の前に滅ぼされた国々の民

にもまさって悪を行わせた。 10主はマナセおよ

びその民に告げられたが、彼らは心に留めなかっ

た。 11それゆえ、主はアッスリヤの王の軍勢の

諸将をこれに攻めこさせられたので、彼らはマナ

セをかぎで捕え、青銅のかせにつないで、バビロ

ンに引いて行った。 12彼は悩みにあうに及んで

、その神、主に願い求め、その先祖の神の前に大

いに身を低くして、 13神に祈ったので、神はそ

の祈を受けいれ、その願いを聞き、彼をエルサレ

ムに連れ帰って、再び国に臨ませられた。これに

よってマナセは主こそ、まことに神にいますこと

を知った。 14この後、彼はダビデの町の外の石

がきをギホンの西の方の谷のうちに築き、魚の門

の入口にまで及ぼし、またオペルに石がきをめぐ

らして、非常に高くこれを築き上げ、ユダのすべ

ての堅固な町に軍長を置き、 15また主の宮から

、異邦の神々および偶像を取り除き、主の宮の山

とエルサレムに自分で築いたすべての祭壇を取り

除いて、町の外に投げ捨て、 16主の祭壇を築き

直して、酬恩祭および感謝の犠牲を、その上にさ

さげ、ユダに命じてイスラエルの神、主に仕えさ

せた。 17しかし民は、なお高き所で犠牲をささ

げた。ただしその神、主にのみささげた。 18マ

ナセのそのほかの行為、その神にささげた祈、お

よびイスラエルの神、主の名をもって彼に告げた

先見者たちの言葉は、イスラエルの列王の記録の

うちにしるされている。 19またその祈と、祈の

聞かれた事、そのもろもろの罪と、とが、その身

を低くする前に高き所を築いて、アシラ像および

刻んだ像を立てた場所などは、先見者の記録のう

ちにしるされている。 20マナセはその先祖たち

と共に眠ったので、その家に葬られた。その子ア

モンが彼に代って王となった。 21アモンは王と

なった時二十二歳で、二年の間エルサレムで世を

治めた。 22彼はその父マナセのしたように主の
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前に悪を行った。すなわちアモンはその父マナセ

が造ったもろもろの刻んだ像に犠牲をささげて、

これに仕え、 23その父マナセが身を低くしたよ

うに主の前に身を低くしなかった。かえってこの

アモンは、いよいよそのとがを増した。 24その

家来たちは党を結んで彼にそむき、彼をその家で

殺した。 25しかし国の民は、党を結んでアモン

王にそむいた者どもをことごとく撃ち殺した。そ

して国の民はその子ヨシヤを王となして、そのあ

とを継がせた。

34ヨシヤは八歳のとき王となり、エルサレムで
三十一年の間世を治めた。 2彼は主の良しと

見られることをなし、その父ダビデの道を歩んで

、右にも左にも曲らなかった。 3彼はまだ若かっ

たが、その治世の第八年に父ダビデの神を求める

ことを始め、その十二年には高き所、アシラ像、

刻んだ像、鋳た像などを除いて、ユダとエルサレ

ムを清めることを始め、 4もろもろのバアルの祭

壇を、自分の前で打ちこわさせ、その上に立って

いた香の祭壇を切り倒し、アシラ像、刻んだ像、

鋳た像を打ち砕いて粉々にし、これらの像に犠牲

をささげた者どもの墓の上にそれをまき散らし、

5祭司らの骨をそのもろもろの祭壇の上で焼き、

こうしてユダとエルサレムを清めた。 6またマナ

セ、エフライム、シメオンおよびナフタリの荒れ

た町々にもこのようにし、 7もろもろの祭壇をこ

わし、アシラ像およびもろもろの刻んだ像を粉々

に打ち砕き、イスラエル全国の香の祭壇をことご

とく切り倒して、エルサレムに帰った。 8ヨシヤ

はその治世の十八年に、国と宮とを清めた時、そ

の神、主の宮を繕わせようと、アザリヤの子シャ

パン、町のつかさマアセヤおよびヨアハズの子史

官ヨアをつかわした。 9彼らは大祭司ヒルキヤの

もとへ行って、神の宮にはいった金を渡した。こ

れは門を守るレビびとがマナセ、エフライムおよ

びその他のすべてのイスラエル、ならびにユダと

ベニヤミンのすべての人、およびエルサレムの住

民の手から集めたものである。 10彼らはこれを

主の宮を監督する職工らの手に渡したので、主の

宮で働く職工らは、これを宮を繕い直すために支

払った。 11すなわち、大工および建築者にこれ

を渡して、ユダの王たちが破った建物のために、

切り石および骨組の材木を買わせ、梁材を整えさ

せた。 12その人々は忠実に仕事をした。その監

督者はメラリの子孫であるレビびとヤハテとオバ

デヤ、およびコハテびとの子孫であるゼカリヤと

メシュラムであって、工事をつかさどった。また

楽器に巧みなレビびとがこれに伴った。 13彼ら

はまた荷を負う者を監督し、様々の仕事に働くす

べての者をつかさどった。また他のレビびとは書

記となり、役人となり、また門衛となった。 14

さて彼らが主の宮にはいった金を取りだした時、

祭司ヒルキヤはモーセの伝えた主の律法の書を発

見した。 15そこでヒルキヤは書記官シャパンに

言った、「わたしは主の宮で律法の書を発見しま

した」と。そしてヒルキヤはその書をシャパンに

渡した。 16シャパンはその書を王のもとに持っ

て行き、さらに王に復命して言った、「しもべら

はゆだねられた事をことごとくなし、 17主の宮

にあった金をあけて、監督者の手および職工の手

に渡しました」。 18書記官シャパンはまた王に

告げて、「祭司ヒルキヤはわたしに一つの書物を

渡しました」と言い、シャパンはそれを王の前で

読んだ。 19王はその律法の言葉を聞いて衣を裂

いた。 20そして王はヒルキヤおよびシャパンの

子アヒカムとミカの子アブドンと書記官シャパン

と王の家来アサヤとに命じて言った、 21「あな

たがたは行って、この発見された書物の言葉につ

いてわたしのために、またイスラエルとユダの残

りの者のために主に問いなさい。われわれの先祖

たちが主の言葉を守らず、すべてこの書物にしる

されていることを行わなかったので、主はわれわ

れに大いなる怒りを注がれるからです」。 22そ

こでヒルキヤおよび王のつかわした人々は、シャ

ルムの妻である女預言者ホルダのもとへ行った。

シャルムはハスラの子であるトクハテの子で、衣

装を守る者である。時にホルダは、エルサレムの

第二区に住んでいた。彼らはホルダにその趣意を

語ったので、 23ホルダは彼らに言った、「イス

ラエルの神、主はこう仰せられます、『あなたが

たをわたしにつかわした人に告げなさい。 24主

はこう仰せられます。見よ、わたしはユダの王の

前で読んだ書物にしるされているもろもろののろ

い、すなわち災をこの所と、ここに住む者に下す

。 25彼らはわたしを捨てて、他の神々に香をた

き、自分の手で造ったもろもろの物をもって、わ

たしの怒りを引き起そうとしたからである。それ

ゆえ、わたしの怒りは、この所に注がれて消えな

い。 26しかしあなたがたをつかわして、主に問
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わせるユダの王にはこう言いなさい。イスラエル

の神、主はこう仰せられる。あなたが聞いた言葉

については、 27この所と、ここに住む者を責め

る神の言葉を、あなたが聞いた時、心に悔い、神

の前に身をひくくし、わたしの前にへりくだり、

衣を裂いて、わたしの前に泣いたので、わたしも

また、あなたに聞いた、と主は言われる。 28見

よ、わたしはあなたを先祖たちのもとに集める。

あなたは安らかにあなたの墓に集められる。あな

たはわたしがこの所と、ここに住む者に下すもろ

もろの災を目に見ることがない』と」。彼らは王

に復命した。 29そこで王は人をつかわしてユダ

とエルサレムの長老をことごとく集め、 30そし

て王は主の宮に上って行った。ユダのすべての人

々、エルサレムの住民、祭司、レビびと、および

すべての民は、老いた者も若い者もことごとく彼

に従った。そこで王は主の宮で発見した契約の書

の言葉を、ことごとく彼らの耳に読み聞かせ、 31

そして王は自分の所に立って、主の前に契約を立

て、主に従って歩み、心をつくし、精神をつくし

て、その戒めと、あかしと定めとをまもり、この

書にしるされた契約の言葉を行おうと言い、 32

エルサレムおよびベニヤミンの人々を皆これに加

わらせた。エルサレムの住民は先祖の神であるそ

の神の契約にしたがって行った。 33ヨシヤはイ

スラエルの人々に属するすべての地から、憎むべ

きものをことごとく取り除き、イスラエルにいる

すべての人をその神、主に仕えさせた。ヨシヤが

世にある日の間は、彼らは先祖の神、主に従って

離れなかった。

35ヨシヤはエルサレムで主に過越の祭を行った
。すなわち正月の十四日に過越の小羊をほふ

らせ、 2祭司にその職務をとり行わせ、彼らを励

まして主の宮の務をさせ、 3また主の聖なる者と

なってすべてのイスラエルびとを教えるレビびと

に言った、「あなたがたはイスラエルの王ダビデ

の子ソロモンの建てた宮に、聖なる箱を置きなさ

い。再びこれを肩にになうに及ばない。あなたが

たの神、主およびその民イスラエルに仕えなさい

。 4あなたがたはイスラエルの王ダビデの書、お

よびその子ソロモンの書に基いて氏族にしたがい

、その班によって、みずから備えをなし、 5あな

たがたの兄弟である民の人々の氏族の区分にした

がって聖所に立ち、このためにレビびとの氏族の

分が欠けることのないようにしなさい。 6あなた

がたは過越の小羊をほふり、身を清め、あなたが

たの兄弟のために備えをし、モーセが伝えた主の

言葉にしたがって行いなさい」。 7ヨシヤは、小

羊および子やぎを民の人々に贈った。これは皆そ

の所にいるすべての人のための過越の供え物であ

って、その数三万、また雄牛三千を贈った。それ

らは王の所有から出したのである。 8そのつかさ

たちも民と祭司とレビびとに真心から贈った。ま

た神の宮のつかさたちヒルキヤ、ゼカリヤ、エヒ

エルも小羊と子やぎ二千六百頭、牛三百頭を祭司

に与えて過越の供え物とした。 9またレビびとの

長である人々すなわちコナニヤおよびその兄弟シ

マヤ、ネタンエルならびにハシャビヤ、エイエル

、ヨザバデなども小羊と子やぎ五千頭、牛五百頭

をレビびとに贈って過越の供え物とした。 10こ

のように勤めのことが備わったので、王の命に従

って祭司たちはその持ち場に立ち、レビびとはそ

の班に従って仕え、 11やがて過越の小羊がほふ

られたので、祭司はその血を受け取って注いだ。

レビびとはその皮をはいだ。 12それから燔祭の

物をとり分け、それを民の人々の氏族の区分に従

って渡し、主にささげさせた。これはモーセの書

にしるされたとおりである。また牛をもこのよう

にした。 13そして定めに従って過越の小羊を火

であぶり、その他の聖なる供え物を深なべ、かま

、浅なべなどに煮て、急いですべての民の人々に

くばった。 14その後、彼らは自分のためと、祭

司たちのために備えをした。アロンの子孫である

祭司たちは、燔祭と脂肪をささげるのに忙しくて

、夜になったからである。それでレビびとは自分

たちのためと、アロンの子孫である祭司たちのた

めに備えたのである。 15アサフの子孫である歌

うたう者たちは、ダビデ、アサフ、ヘマンおよび

王の先見者エドトンの命に従ってその持ち場にお

り、門衛たちはおのおの門にいて、その職務を離

れるに及ばなかった。兄弟であるレビびとが彼ら

のために備えたからである。 16このようにその

日、主の勤めの事がことごとく備わったので、ヨ

シヤ王の命に従って過越の祭を行い、主の祭壇に

燔祭をささげた。 17ここに来ていたイスラエル

の人々は、そのとき過越の祭を行い、また七日の

間、種入れぬパンの祭を行った。 18預言者サム

エルの日からこのかた、イスラエルでこのような

過越の祭を行ったことはなかった。またイスラエ
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ルの諸王のうちには、ヨシヤが、祭司、レビびと

、ならびにそこに来たユダとイスラエルのすべて

の人々、およびエルサレムの住民と共に行ったよ

うな過越の祭を行った者はひとりもなかった。 19

この過越の祭はヨシヤの治世の第十八年に行われ

た。 20このようにヨシヤが宮を整えた後、エジ

プトの王ネコはユフラテ川のほとりにあるカルケ

ミシで戦うために上ってきたので、ヨシヤはこれ

を防ごうと出て行った。 21しかしネコは彼に使

者をつかわして言った、「ユダの王よ、われわれ

はお互に何のあずかるところがありますか。わた

しはきょう、あなたを攻めようとして来たのでは

ありません。わたしの敵の家を攻めようとして来

たのです。神がわたしに命じて急がせています。

わたしと共におられる神に逆らうことをやめなさ

い。そうしないと、神はあなたを滅ぼされるでし

ょう」。 22しかしヨシヤは引き返すことを好ま

ず、かえって彼と戦うために、姿を変え、神の口

から出たネコの言葉を聞きいれず、行ってメギド

の谷で戦ったが、 23射手の者どもがヨシヤを射

あてたので、王はその家来たちに、「わたしを助

け出せ。わたしはひどく傷ついた」と言った。 24

そこで家来たちは彼を車から助け出し、王のもっ

ていた第二の車に乗せてエルサレムにつれて行っ

たが、ついに死んだので、その先祖の墓にこれを

葬った。そしてユダとエルサレムは皆ヨシヤのた

めに悲しんだ。 25時にエレミヤはヨシヤのため

に哀歌を作った。歌うたう男、歌うたう女は今日

に至るまで、その哀歌のうちにヨシヤのことを述

べ、イスラエルのうちにこれを例とした。これは

哀歌のうちにしるされている。 26ヨシヤのその

他の行為、主の律法にしるされた所に従って行っ

た徳行、 27およびその始終の行いなどは、イス

ラエルとユダの列王の書にしるされている。

36国の民はヨシヤの子エホアハズを立て、エル
サレムでその父に代って王とならせた。 2エ

ホアハズは王となった時二十三歳で、エルサレム

で三月の間、世を治めたが、 3エジプトの王はエ

ルサレムで彼を廃し、かつ銀百タラント、金一タ

ラントの罰金を国に課した。 4そしてエジプト王

は彼の兄弟エリアキムをユダとエルサレムの王と

し、その名をエホヤキムと改め、その兄弟エホア

ハズを捕えてエジプトへ引いて行った。 5エホヤ

キムは王となった時二十五歳で、十一年の間エル

サレムで世を治めた。彼はその神、主の前に悪を

行った。 6時に、バビロンの王ネブカデネザルが

彼の所に攻め上り、彼をバビロンに引いて行こう

として、かせにつないだ。 7ネブカデネザルはま

た主の宮の器物をバビロンに運んで行って、バビ

ロンにあるその宮殿にそれをおさめた。 8エホヤ

キムのその他の行為、その行った憎むべき事およ

び彼がひそかに行った事などは、イスラエルとユ

ダの列王の書にしるされている。その子エホヤキ

ンが彼に代って王となった。 9エホヤキンは王と

なった時八歳で、エルサレムで三月と十日の間、

世を治め、主の前に悪を行った。 10年が改まり

春になって、ネブカデネザル王は人をつかわして

、彼を主の宮の尊い器物と共にバビロンに連れて

行かせ、その兄弟ゼデキヤをユダとエルサレムの

王とした。 11ゼデキヤは王となった時二十一歳

で、十一年の間エルサレムで世を治めた。 12彼

はその神、主の前に悪を行い、主の言葉を伝える

預言者エレミヤの前に、身をひくくしなかった。

13彼はまた、彼に神をさして誓わせたネブカデネ

ザル王にもそむいた。彼は強情で、その心をかた

くなにして、イスラエルの神、主に立ち返らなか

った。 14祭司のかしらたちおよび民らもまた、

すべて異邦人のもろもろの憎むべき行為にならっ

て、はなはだしく罪を犯し、主がエルサレムに聖

別しておかれた主の宮を汚した。 15その先祖の

神、主はその民と、すみかをあわれむがゆえに、

しきりに、その使者を彼らにつかわされたが、 16

彼らが神の使者たちをあざけり、その言葉を軽ん

じ、その預言者たちをののしったので、主の怒り

がその民に向かって起り、ついに救うことができ

ないようになった。 17そこで主はカルデヤびと

の王を彼らに攻めこさせられたので、彼はその聖

所の家でつるぎをもって若者たちを殺し、若者を

も、処女をも、老人をも、しらがの者をもあわれ

まなかった。主は彼らをことごとく彼の手に渡さ

れた。 18彼は神の宮のもろもろの大小の器物、

主の宮の貨財、王とそのつかさたちの貨財など、

すべてこれをバビロンに携えて行き、 19神の宮

を焼き、エルサレムの城壁をくずし、そのうちの

宮殿をことごとく火で焼き、そのうちの尊い器物

をことごとくこわした。 20彼はまたつるぎをの

がれた者どもを、バビロンに捕えて行って、彼と

その子らの家来となし、ペルシャの国の興るまで

、そうして置いた。 21これはエレミヤの口によ
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って伝えられた主の言葉の成就するためであった

。こうして国はついにその安息をうけた。すなわ

ちこれはその荒れている間、安息して、ついに七

十年が満ちた。 22ペルシャ王クロスの元年に当

り、主はエレミヤの口によって伝えた主の言葉を

成就するため、ペルシャ王クロスの霊を感動され

たので、王はあまねく国中にふれ示し、またそれ

を書き示して言った、 23「ペルシャの王クロス

はこう言う、『天の神、主は地上の国々をことご

とくわたしに賜わって、主の宮をユダにあるエル

サレムに建てることをわたしに命じられた。あな

たがたのうち、その民である者は皆、その神、主

の助けを得て上って行きなさい』」。
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エズラ記

1ペルシャ王クロスの元年に、主はさきにエレ
ミヤの口によって伝えられた主の言葉を成就

するため、ペルシャ王クロスの心を感動されたの

で、王は全国に布告を発し、また詔書をもって告

げて言った、 2「ペルシャ王クロスはこのように

言う、天の神、主は地上の国々をことごとくわた

しに下さって、主の宮をユダにあるエルサレムに

建てることをわたしに命じられた。 3あなたがた

のうち、その民である者は皆その神の助けを得て

、ユダにあるエルサレムに上って行き、イスラエ

ルの神、主の宮を復興せよ。彼はエルサレムにい

ます神である。 4すべて生き残って、どこに宿っ

ている者でも、その所の人々は金、銀、貨財、家

畜をもって助け、そのほかにまたエルサレムにあ

る神の宮のために真心よりの供え物をささげよ」

。 5そこでユダとベニヤミンの氏族の長、祭司お

よびレビびとなど、すべて神にその心を感動され

た者は、エルサレムにある主の宮を復興するため

に上って行こうと立ち上がった。 6その周囲の人

々は皆、銀の器、金、貨財、家畜および宝物を与

えて彼らを力づけ、そのほかにまた、もろもろの

物を惜しげなくささげた。 7クロス王はまたネブ

カデネザルが、さきにエルサレムから携え出して

自分の神の宮に納めた主の宮の器を取り出した。

8すなわちペルシャ王クロスは倉づかさミテレダ

テの手によってこれを取り出して、ユダのつかさ

セシバザルに数え渡した。 9その数は次のとおり

である。金のたらい一千、銀のたらい一千、香炉

二十九、 10金の鉢三十、銀の鉢二千四百十、そ

の他の器一千、 11金銀の器は合わせて五千四百

六十九あったが、セシバザルは捕囚を連れてバビ

ロンからエルサレムに上った時、これらのものを

ことごとく携えて上った。

2バビロンの王ネブカデネザルに捕えられて、
バビロンに移された者のうち、捕囚をゆるさ

れてエルサレムおよびユダに上って、おのおの自

分の町に帰ったこの州の人々は次のとおりである

。 2彼らはゼルバベル、エシュア、ネヘミヤ、セ

ラヤ、レエラヤ、モルデカイ、ビルシャン、ミス

パル、ビグワイ、レホム、バアナと共に帰ってき

た。そのイスラエルの民の人数は次のとおりであ

る。 3パロシの子孫は二千百七十二人、 4シパテ

ヤの子孫は三百七十二人、 5アラの子孫は七百七

十五人、 6パハテ・モアブの子孫すなわちエシュ

アとヨアブの子孫は二千八百十二人、 7エラムの

子孫は一千二百五十四人、 8ザットの子孫は九百

四十五人、 9ザッカイの子孫は七百六十人、 10

バニの子孫は六百四十二人、 11ベバイの子孫は

六百二十三人、 12アズガデの子孫は一千二百二

十二人、 13アドニカムの子孫は六百六十六人、

14ビグワイの子孫は二千五十六人、 15アデンの

子孫は四百五十四人、 16アテルの子孫すなわち

ヒゼキヤの子孫は九十八人、 17ベザイの子孫は

三百二十三人、 18ヨラの子孫は百十二人、 19ハ

シュムの子孫は二百二十三人、 20ギバルの子孫

は九十五人、 21ベツレヘムの子孫は百二十三人

、 22ネトパの人々は五十六人、 23アナトテの人

々は百二十八人、 24アズマウテの子孫は四十二

人、 25キリアテ・ヤリム、ケピラおよびベエロ

テの子孫は七百四十三人、 26ラマおよびゲバの

子孫は六百二十一人、 27ミクマシの人々は百二

十二人、 28ベテルおよびアイの人々は二百二十

三人、 29ネボの子孫は五十二人、 30マグビシの

子孫は百五十六人、 31他のエラムの子孫は一千

二百五十四人、 32ハリムの子孫は三百二十人、

33ロド、ハデデおよびオノの子孫は七百二十五人

、 34エリコの子孫は三百四十五人、 35セナアの

子孫は三千六百三十人。 36祭司は、エシュアの

家のエダヤの子孫九百七十三人、 37インメルの

子孫一千五十二人、 38パシュルの子孫一千二百

四十七人、 39ハリムの子孫一千十七人。 40レビ

びとは、ホダヤの子孫すなわちエシュアとカデミ

エルの子孫七十四人。 41歌うたう者は、アサフ

の子孫百二十八人。 42門衛の子孫は、シャルム

の子孫、アテルの子孫、タルモンの子孫、アック

ブの子孫、ハテタの子孫、ショバイの子孫合わせ

て百三十九人。 43宮に仕えるしもべたちは、ヂ

ハの子孫、ハスパの子孫、タバオテの子孫、 44

ケロスの子孫、シアハの子孫、パドンの子孫、 45

レバナの子孫、ハガバの子孫、アックブの子孫、

46ハガブの子孫、シャルマイの子孫、ハナンの子

孫、 47ギデルの子孫、ガハルの子孫、レアヤの

子孫、 48レヂンの子孫、ネコダの子孫、ガザム

の子孫、 49ウザの子孫、パセアの子孫、ベサイ

の子孫、 50アスナの子孫、メウニムの子孫、ネ

フシムの子孫、 51バクブクの子孫、ハクパの子

孫、ハルホルの子孫、 52バヅリテの子孫、メヒ
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ダの子孫、ハルシャの子孫、 53バルコスの子孫

、シセラの子孫、テマの子孫、 54ネヂアの子孫

、ハテパの子孫である。 55ソロモンのしもべた

ちの子孫は、ソタイの子孫、ハッソペレテの子孫

、ペリダの子孫、 56ヤアラの子孫、ダルコンの

子孫、ギデルの子孫、 57シパテヤの子孫、ハッ

テルの子孫、ポケレテ・ハッゼバイムの子孫、ア

ミの子孫。 58宮に仕えるしもべたちとソロモン

のしもべたちの子孫とは合わせて三百九十二人。

59次にあげる人々はテル・メラ、テル・ハレサ、

ケルブ、アダンおよびインメルから上って来た者

であったが、彼らはその氏族とその血統とを示し

て、そのイスラエルの者であることを明らかにす

ることができなかった。 60すなわちデラヤの子

孫、トビヤの子孫、ネコダの子孫で合わせて六百

五十二人。 61祭司の子孫のうちにはハバヤの子

孫、ハッコヅの子孫、バルジライの子孫があった

。バルジライはギレアデびとバルジライの娘たち

のうちから妻をめとったので、その名で呼ばれる

ことになった。 62これらの者は系譜に載った者

たちのうちに自分の名を尋ねたが見いだされなか

ったので、汚れた者として、祭司の職から除かれ

た。 63総督は彼らに告げて、ウリムとトンミム

を身につける祭司の興るまでは、いと聖なる物を

食べてはならないと言った。 64会衆は合わせて

四万二千三百六十人であった。 65このほかに、

しもべおよびはしため合わせて七千三百三十七人

、また歌うたう男女二百人あった。 66その馬は

七百三十六頭、その騾馬は二百四十五頭、 67そ

のらくだは四百三十五頭、そのろばは六千七百二

十頭あった。 68氏族の長数人はエルサレムにあ

る主の宮の所にきた時、神の宮をもとの所に建て

るために真心よりの供え物をささげた。 69すな

わち、その力に従って工事のために倉に納めたも

のは、金六万一千ダリク、銀五千ミナ、祭司の衣

服百かさねであった。 70祭司、レビびと、およ

び民のある者はエルサレムおよびその近郊に住み

、歌うたう者、門衛および宮に仕えるしもべたち

はその町々に住み、一般のイスラエルびとは自分

たちの町々に住んだ。

3こうしてイスラエルの人々はその町々に住ん
でいたが、七月になって、民はひとりのよう

にエルサレムに集まった。 2そこでヨザダクの子

エシュアとその仲間の祭司たち、およびシャルテ

ルの子ゼルバベルとその兄弟たちは立って、イス

ラエルの神の祭壇を築いた。これは神の人モーセ

の律法にしるされたところに従って、その上に燔

祭をささげるためであった。 3彼らは国々の民を

恐れていたので、祭壇をもとの所に設けた。そし

てその上で燔祭を主にささげ、朝夕それをささげ

た。 4また、しるされたところに従って仮庵の祭

を行い、おきてに従って、毎日ささぐべき数のと

おりに、日々の燔祭をささげた。 5そしてその後

は常燔祭、新月と主のすべて定められた祭とにさ

さげる供え物および各自が主にささげる真心より

の供え物をささげた。 6すなわち七月一日から燔

祭を主にささげることを始めたが、主の宮の基礎

はまだすえられてなかった。 7そこで石工と木工

に金を渡し、またシドンとツロの人々に食い物、

飲み物および油を与えて、ペルシャ王クロスから

得た許可に従って、レバノンからヨッパの海に香

柏を運ばせた。 8さてエルサレムの神の宮に帰っ

た次の年の二月に、シャルテルの子ゼルバベルと

ヨザダクの子エシュアはその兄弟である他の祭司

、レビびとおよび捕囚からエルサレムに帰って来

たすべての人々と共に工事を始め、二十歳以上の

レビびとを立てて、主の宮の工事を監督させた。

9そこでユダの子孫であるエシュアとその子らお

よびその兄弟、カデミエルとその子らは共に立っ

て、神の宮で工事をなす者を監督した。ヘナダデ

の子らおよびレビびとの子らと、その兄弟たちも

また一緒であった。 10こうして建築者が主の宮

の基礎をすえた時、祭司たちは礼服をつけてラッ

パをとり、アサフの子らであるレビびとはシンバ

ルをとり、イスラエルの王ダビデの指令に従って

主をさんびした。 11彼らは互に歌いあって主を

ほめ、かつ感謝し、「主はめぐみ深く、そのいつ

くしみはとこしえにイスラエルに絶えることがな

い」と言った。そして民はみな主をさんびすると

き、大声をあげて叫んだ。主の宮の基礎がすえら

れたからである。 12しかし祭司、レビびと、氏

族の長である多くの人々のうちに、もとの宮を見

た老人たちがあったが、今この宮の基礎のすえら

れるのを見た時、大声をあげて泣いた。また喜び

のために声をあげて叫ぶ者も多かった。 13それ

で、人々は民の喜び叫ぶ声と、民の泣く声とを聞

きわけることができなかった。民が大声に叫んだ

ので、その声が遠くまで聞えたからである。
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4ユダとベニヤミンの敵である者たちは捕囚か
ら帰ってきた人々が、イスラエルの神、主の

ために神殿を建てていることを聞き、 2ゼルバベ

ルと氏族の長たちのもとに来て言った、「われわ

れも、あなたがたと一緒にこれを建てさせてくだ

さい。われわれはあなたがたと同じく、あなたが

たの神を礼拝します。アッスリヤの王エサル・ハ

ドンがわれわれをここにつれて来た日からこのか

た、われわれは彼に犠牲をささげてきました」。

3しかしゼルバベル、エシュアおよびその他のイ

スラエルの氏族の長たちは、彼らに言った、「あ

なたがたは、われわれの神に宮を建てることにあ

ずかってはなりません。ペルシャの王クロス王が

われわれに命じたように、われわれだけで、イス

ラエルの神、主のために建てるのです」。 4そこ

でその地の民はユダの民の手を弱らせて、その建

築を妨げ、 5その企てを破るために役人を買収し

て彼らに敵せしめ、ペルシャ王クロスの代からペ

ルシャ王ダリヨスの治世にまで及んだ。 6アハス

エロスの治世、すなわちその治世の初めに、彼ら

はユダとエルサレムの住民を訴える告訴状を書い

た。 7またアルタシャスタの世にビシラム、ミテ

レダテ、タビエルおよびその他の同僚も、ペルシ

ャ王アルタシャスタに手紙を書いた。その手紙の

文はアラム語で書かれて訳されていた。 8長官レ

ホムと書記官シムシャイはアルタシャスタ王にエ

ルサレムを訴えて次のような手紙をしたためた。

9すなわち長官レホムと書記官シムシャイおよび

その他の同僚、すなわち裁判官、知事、役人、ペ

ルシャ人、エレクの人々、バビロン人、スサの人

々すなわちエラムびと、 10およびその他の民す

なわち大いなる尊いオスナパルが、移してサマリ

ヤの町々および川向こうのその他の地に住ませた

者どもが、 11送った手紙の写しはこれである。

「アルタシャスタ王へ、川向こうのあなたのしも

べども、あいさつを申し上げます。 12王よ、ご

承知ください。あなたのもとから、わたしたちの

所に上って来たユダヤ人らはエルサレムに来て、

かのそむいた悪い町を建て直し、その城壁を築き

あげ、その基礎をつくろっています。 13王よ、

いまご承知ください。もしこの町を建て、城壁を

築きあげるならば、彼らはみつぎ、関税、税金を

納めなくなります。そうすれば王の収入が減るで

しょう。 14われわれは王宮の塩をはむ者ですか

ら、王の不名誉を見るに忍びないので、人をつか

わして王にお聞かせするのです。 15歴代の記録

をお調べください。その記録の書において、この

町はそむいた町で、諸王と諸州に害を及ぼしたも

のであることを見、その中に古来、むほんの行わ

れたことを知られるでしょう。この町が滅ぼされ

たのはこれがためなのです。 16われわれは王に

お知らせいたします。もしこの町が建てられ、城

壁が築きあげられたなら、王は川向こうの領地を

失うに至るでしょう」。 17王は返書を送って言

った、「長官レホム、書記官シムシャイ、その他

サマリヤおよび川向こうのほかの所に住んでいる

同僚に、あいさつをする。いま、 18あなたがた

がわれわれに送った手紙を、わたしの前に明らか

に読ませた。 19わたしは命令を下して調査させ

たところ、この町は古来、諸王にそむいた事、そ

の中に反乱、むほんのあったことを見いだした。

20またエルサレムには大いなる王たちがあって、

川向こうの地をことごとく治め、みつぎ、関税、

税金を納めさせたこともあった。 21それであな

たがたは命令を伝えて、その人々をとどめ、わた

しの命令の下るまで、この町を建てさせてはなら

ない。 22あなたがたは慎んでこのことについて

怠ることのないようにしなさい。どうして損害を

増して、王に害を及ぼしてよかろうか」。 23ア

ルタシャスタ王の手紙の写しがレホムおよび書記

官シムシャイとその同僚の前に読み上げられたの

で、彼らは急いでエルサレムのユダヤ人のもとに

おもむき、腕力と権力とをもって彼らをやめさせ

た。 24それでエルサレムにある神の宮の工事は

中止された。すなわちペルシャ王ダリヨスの治世

の二年まで中止された。

5さて預言者ハガイおよびイドの子ゼカリヤの
ふたりの預言者は、ユダとエルサレムにいる

ユダヤ人に向かって、彼らの上にいますイスラエ

ルの神の名によって預言した。 2そこでシャルテ

ルの子ゼルバベルおよびヨザダクの子エシュアは

立ちあがって、エルサレムにある神の宮を建て始

めた。神の預言者たちも、彼らと共にいて彼らを

助けた。 3その時、川向こうの州の知事タテナイ

およびセタル・ボズナイとその同僚は彼らの所に

来てこう言った、「だれがあなたがたにこの宮を

建て、この城壁を築きあげることを命じたのか」

。 4また「この建物を建てている人々の名はなん

というのか」と尋ねた。 5しかしユダヤ人の長老
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たちの上には、神の目が注がれていたので、彼ら

はこれをやめさせることができず、その事をダリ

ヨスに奏して、その返答の来るのを待った。 6川

向こうの州の知事タテナイおよびセタル・ボズナ

イとその同僚である川向こうの州の知事たちが、

ダリヨス王に送った手紙の写しは次のとおりであ

る。 7すなわち、彼らが王に送った手紙には、次

のようにしるされてあった。「願わくはダリヨス

王に全き平安があるように。 8王に次のことをお

知らせいたします。すなわち、われわれがユダヤ

州へ行き、かの大いなる神の宮へ行って見たとこ

ろ、それは大きな石をもって建てられ、材木を組

んで壁をつくり、その工事は勤勉に行われ、彼ら

の手によって大いにはかどっています。 9そこで

われわれはその長老たちに尋ねてこう言いました

、『だれがあなたがたにこの宮を建て、この城壁

を築きあげることを命じたのか』と。 10われわ

れはまた彼らのかしらたる人々の名を書きしるし

て、あなたにお知らせするために、その名を尋ね

ました。 11すると、彼らはわれわれに答えてこ

う言いました、『われわれは天地の神のしもべで

あって、年久しい昔に建てられた宮を、再び建て

るのです。これはもと、イスラエルの大いなる王

の建てあげたものですが、 12われわれの先祖た

ちが、天の神の怒りを引き起したため、神は彼ら

を、カルデヤびとバビロンの王ネブカデネザルの

手に渡されたので、彼はこの宮をこわし、民をバ

ビロンに捕えて行きました。 13ところがバビロ

ンの王クロスの元年に、クロス王は神のこの宮を

再び建てることの命令を下されました。 14また

クロス王は先にネブカデネザルが、エルサレムの

宮からバビロンの神殿に移した神の宮の金銀の器

を、バビロンの神殿から取り出して、彼が総督に

任じたセシバザルという名の者に渡して、 15彼

に言われました、「これらの器を携えて行って、

エルサレムにある宮に納め、神の宮をもとの所に

建てよ」と。 16そこでこのセシバザルは来てエ

ルサレムにある神の宮の基礎をすえました。その

時から今に至るまで、建築を続けていますが、ま

だ完成しないのです』と。 17それで今、もし王

がよしと見られるならば、バビロンにある王の宝

庫を調べて、エルサレムの神のこの宮を建てるこ

との命令が、はたしてクロス王から出ているかど

うかを確かめ、この事についての王のお考えをわ

れわれに伝えてください」。

6そこでダリヨス王は命を下して、バビロンの
うちで、古文書をおさめてある書庫を調べさ

せたところ、 2メデヤ州の都エクバタナで、一つ

の巻物を見いだした。そのうちにこうしるされて

ある。「記録。 3クロス王の元年にクロス王は命

を下した、『エルサレムにある神の宮については

、犠牲をささげ、燔祭を供える所の宮を建て、そ

の宮の高さを六十キュビトにし、その幅を六十キ

ュビトにせよ。 4大いなる石の層を三段にし、木

の層を一段にせよ。その費用は王の家から与えら

れる。 5またネブカデネザルが、エルサレムの宮

からバビロンに移した神の宮の金銀の器物は、こ

れをかえして、エルサレムにある宮のもとの所に

持って行き、これを神の宮に納めよ』」。 6「そ

れで川向こうの州の知事タテナイおよびセタル・

ボズナイとその同僚である川向こうの州の知事た

ちよ、あなたがたはこれに遠ざかり、 7神のこの

宮の工事を彼らに任せ、ユダヤ人の知事とユダヤ

人の長老たちに、神のこの宮をもとの所に建てさ

せよ。 8わたしはまた命を下し、神のこの宮を建

てることについて、あなたがたがこれらのユダヤ

人の長老たちになすべき事を示す。王の財産、す

なわち川向こうの州から納めるみつぎの中から、

その費用をじゅうぶんそれらの人々に与えて、そ

の工事を滞らないようにせよ。 9またその必要と

するもの、すなわち天の神にささげる燔祭の子牛

、雄羊および小羊ならびに麦、塩、酒、油などエ

ルサレムにいる祭司たちの求めにしたがって、日

々怠りなく彼らに与え、 10彼らにこうばしい犠

牲を天の神にささげさせ、王と王子たちの長寿を

祈らせよ。 11わたしはまた命を下す。だれでも

この命ずる所を改める者があるならば、その家の

梁は抜き取られ、彼はその上にくぎづけにされ、

その家はまた、これがために汚物の山とされるで

あろう。 12これを改めようとする者、あるいは

エルサレムにある神のこの宮を滅ぼそうとして手

を出す王あるいは民は、かしこにその名をとどめ

られる神よ、願わくはこれを倒されるように。わ

れダリヨスは命を下す。心してこれを行え」。 13

ダリヨス王がこう言い送ったので、川向こうの州

の知事タテナイおよびセタル・ボズナイとその同

僚たちは心してこれを行った。 14そしてユダヤ

人の長老たちは、預言者ハガイおよびイドの子ゼ

カリヤの預言によって建て、これをなし遂げた。

彼らはイスラエルの神の命令により、またクロス
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、ダリヨスおよびペルシャ王アルタシャスタの命

によって、これを建て終った。 15この宮はダリ

ヨス王の治世の六年アダルの月の三日に完成した

。 16そこでイスラエルの人々、祭司たち、レビ

びとおよびその他の捕囚から帰った人々は、喜ん

で神のこの宮の奉献式を行った。 17すなわち神

のこの宮の奉献式において、雄牛一百頭、雄羊二

百頭、小羊四百頭をささげ、またイスラエルの部

族の数にしたがって、雄やぎ十二頭をささげて、

すべてのイスラエルびとのための罪祭とした。 18

またモーセの書にしるされてあるように祭司を組

別により、レビびとを班別によって立て、エルサ

レムで神に仕えさせた。 19こうして捕囚から帰

って来た人々は、正月の十四日に過越の祭を行っ

た。 20すなわち祭司、レビびとたちは共に身を

清めて皆清くなり、すべて捕囚から帰って来た人

々のため、その兄弟である祭司たちのため、また

彼ら自身のために過越の小羊をほふった。 21そ

して捕囚から帰って来たイスラエルの人々、およ

びその地の異邦人の汚れを捨てて彼らに連なり、

イスラエルの神、主を拝しようとする者はすべて

これを食べ、 22喜んで七日の間、種入れぬパン

の祭を行った。これは主が彼らを喜ばせ、またア

ッスリヤの王の心を彼らに向かわせ、彼にイスラ

エルの神にいます神の宮の工事を助けさせられた

からである。

7これらの事の後ペルシャ王アルタシャスタの
治世にエズラという者があった。エズラはセ

ラヤの子、セラヤはアザリヤの子、アザリヤはヒ

ルキヤの子、 2ヒルキヤはシャルムの子、シャル

ムはザドクの子、ザドクはアヒトブの子、 3アヒ

トブはアマリヤの子、アマリヤはアザリヤの子、

アザリヤはメラヨテの子、 4メラヨテはゼラヒヤ

の子、ゼラヒヤはウジの子、ウジはブッキの子、

5ブッキはアビシュアの子、アビシュアはピネハ

スの子、ピネハスはエレアザルの子、エレアザル

は祭司長アロンの子である。 6このエズラはバビ

ロンから上って来た。彼はイスラエルの神、主が

お授けになったモーセの律法に精通した学者であ

った。その神、主の手が彼の上にあったので、そ

の求めることを王はことごとく許した。 7アルタ

シャスタ王の七年にまたイスラエルの人々および

祭司、レビびと、歌うたう者、門衛、宮に仕える

しもべなどエルサレムに上った。 8そして王の七

年の五月にエズラはエルサレムに来た。 9すなわ

ち正月の一日にバビロンを出立して、五月一日に

エルサレムに着いた。その神の恵みの手が彼の上

にあったからである。 10エズラは心をこめて主

の律法を調べ、これを行い、かつイスラエルのう

ちに定めとおきてとを教えた。 11主の戒めの言

葉、およびイスラエルに賜わった定めに通じた学

者で、祭司であるエズラにアルタシャスタ王の与

えた手紙の写しは、次のとおりである。 12「諸

王の王アルタシャスタ、天の神の律法の学者であ

る祭司エズラに送る。今、 13わたしは命を下す

。わが国のうちにいるイスラエルの民およびその

祭司、レビびとのうち、すべてエルサレムへ行こ

うと望む者は皆、あなたと共に行くことができる

。 14あなたは、自分の手にあるあなたの神の律

法に照して、ユダとエルサレムの事情を調べるた

めに、王および七人の議官によってつかわされる

のである。 15かつあなたは王およびその議官ら

が、エルサレムにいますイスラエルの神に真心か

らささげる銀と金を携え、 16またバビロン全州

であなたが獲るすべての金銀、および民と祭司と

が、エルサレムにあるその神の宮のために、真心

からささげた供え物を携えて行く。 17それであ

なたはその金をもって雄牛、雄羊、小羊およびそ

の素祭と灌祭の品々を気をつけて買い、エルサレ

ムにあるあなたがたの神の宮の祭壇の上に、これ

をささげなければならない。 18また、あなたと

あなたの兄弟たちが、その余った金銀でしようと

思うよい事があるならば、あなたがたの神のみ旨

に従ってそれを行え。 19またあなたの神の宮の

勤め事のためにあなたが与えられた器は、エルサ

レムの神の前に納めよ。 20そのほかあなたの神

の宮のために用うべき必要なものがあれば、それ

を王の倉から出して用いよ。 21われ、アルタシ

ャスタ王は川向こうの州のすべての倉づかさに命

を下して言う、『天の神の律法の学者である祭司

エズラがあなたがたに求める事は、すべてこれを

心して行え。 22すなわち銀は百タラントまで、

小麦は百コルまで、ぶどう酒は百バテまで、油は

百バテまで、塩は制限なく与えよ。 23天の神の

宮のために、天の神の命じるところは、すべて正

しくこれを行え。そうしないと神の怒りが、王と

王の子らの国に臨むであろう』。 24われわれは

、またあなたがたに告げる、『祭司、レビびと、

歌うたう者、門衛、宮に仕えるしもべ、および神
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のこの宮の仕えびとたちには、みつぎ、租税、税

金を課してはならぬ』。 25エズラよ、あなたは

あなたの手にある神の知恵によって、つかさおよ

び裁判人を立て、川向こうの州のすべての民、す

なわちあなたの神の律法を知っている者たちを、

ことごとくさばかせよ。あなたがたはまたこれを

知らない者を教えよ。 26あなたの神の律法およ

び王の律法を守らない者を、きびしくその罪に定

めて、あるいは死刑に、あるいは追放に、あるい

は財産没収に、あるいは投獄に処せよ」。 27わ

れわれの先祖の神、主はほむべきかな。主はこの

ように、王の心に、エルサレムにある主の宮を飾

る心を起させ、 28また王の前と、その議官の前

と王の大臣の前で、わたしに恵みを得させられた

。わたしはわが神、主の手がわたしの上にあるの

で力を得、イスラエルのうちから首領たる人々を

集めて、わたしと共に上らせた。

8アルタシャスタ王の治世に、バビロンからわ
たしと一緒に上って来た者の氏族の長、およ

びその系譜は次のとおりである。 2ピネハスの子

孫のうちではゲルショム。イタマルの子孫のうち

ではダニエル。ダビデの子孫のうちではシカニヤ

の子ハットシ。 3パロシの子孫のうちではゼカリ

ヤおよび彼と共に系譜に載せられた男百五十人。

4パハテ・モアブの子孫のうちではゼラヒヤの子

エリヨエナイおよび彼と共にある男二百人。 5ザ

ッツの子孫のうちではヤハジエルの子シカニヤお

よび彼と共にある男三百人。 6アデンの子孫のう

ちではヨナタンの子エベデおよび彼と共にある男

五十人。 7エラムの子孫のうちではアタリヤの子

エサヤおよび彼と共にある男七十人。 8シパテヤ

の子孫のうちではミカエルの子ゼバデヤおよび彼

と共にある男八十人。 9ヨアブの子孫のうちでは

エヒエルの子オバデヤおよび彼と共にある男二百

十八人。 10バニの子孫のうちではヨシピアの子

シロミテおよび彼と共にある男百六十人。 11ベ

バイの子孫のうちではベバイの子ゼカリヤおよび

彼と共にある男二十八人。 12アズガデの子孫の

うちではハッカタンの子ヨハナンおよび彼と共に

ある男百十人。 13アドニカムの子孫のうちでは

後に来た者どもで、その名はエリペレテ、ユエル

、シマヤおよび彼らと共にある男六十人。 14ビ

グワイの子孫のうちではウタイとザックルおよび

彼らと共にある男七十人である。 15わたしは彼

らをアハワに流れる川のほとりに集めて、そこに

三日のあいだ露営した。わたしは民と祭司とを調

べたが、そこにはレビの子孫はひとりもいなかっ

たので、 16人をつかわしてエリエゼル、アリエ

ル、シマヤ、エルナタン、ヤリブ、エルナタン、

ナタン、ゼカリヤ、メシュラムという首長たる人

々を招き、またヨヤリブ、およびエルナタンのよ

うな見識のある人々を招いた。 17そしてわたし

はカシピアという所の首長イドのもとに彼らをつ

かわし、カシピアという所にいるイドと、その兄

弟である宮に仕えるしもべたちに告ぐべき言葉を

、彼らに授け、われわれの神の宮のために、仕え

人をわれわれに連れて来いと言った。 18われわ

れの神がよくわれわれを助けられたので、彼らは

イスラエルの子、レビの子、マヘリの子孫のうち

の思慮深い人、すなわちセレビヤおよびその子ら

とその兄弟たち十八人を、われわれに連れて来、

19またハシャビヤおよび彼と共に、メラリの子孫

のエサヤとその兄弟およびその子ら二十人、 20

および宮に仕えるしもべ、すなわちダビデとその

つかさたちが、レビびとに仕えさせるために選ん

だ宮に仕えるしもべ二百二十人を連れてきた。こ

れらの者は皆その名を言って記録された。 21そ

こでわたしは、かしこのアハワ川のほとりで断食

を布告し、われわれの神の前で身をひくくし、わ

れわれと、われわれの幼き者と、われわれのすべ

ての貨財のために、正しい道を示されるように神

に求めた。 22これは、われわれがさきに王に告

げて、「われわれの神の手は、神を求めるすべて

の者の上にやさしく下り、その威力と怒りとはす

べて神を捨てる者の上に下る」と言ったので、わ

たしは道中の敵に対して、われわれを守るべき歩

兵と騎兵とを、王に頼むことを恥じたからである

。 23そこでわれわれは断食して、このことをわ

れわれの神に求めたところ、神はその願いを聞き

いれられた。 24わたしはおもだった祭司十二人

すなわちセレビヤ、ハシャビヤおよびその兄弟十

人を選び、 25金銀および器物、すなわち王と、

その議官と、その諸侯およびすべて在留のイスラ

エルびとが、われわれの神の宮のためにささげた

奉納物を量って彼らに渡した。 26わたしが量っ

て彼らの手に渡したものは、銀六百五十タラント

、銀の器百タラント、金百タラントであった。 27

また金の大杯が二十あって、一千ダリクに当る。

また光り輝く青銅の器二個あって、その尊いこと
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金のようである。 28そしてわたしは彼らに言っ

た、「あなたがたは主に聖別された者である。こ

の器物も聖である。またこの金銀は、あなたがた

の先祖の神、主にささげた真心よりの供え物であ

る。 29あなたがたはエルサレムで、主の宮のへ

やの中で、祭司長、レビびとおよびイスラエルの

氏族のかしらたちの前で、これを量るまで、見張

り、かつ守りなさい」。 30そこで祭司およびレ

ビびとたちは、その金銀および器物を、エルサレ

ムにあるわれわれの神の宮に携えて行くため、そ

の重さのものを受け取った。 31われわれは正月

の十二日に、アハワ川を出立してエルサレムに向

かったが、われわれの神の手は、われわれの上に

あって、敵の手および道に待ち伏せする者の手か

ら、われわれを救われた。 32われわれはエルサ

レムに着いて、三日そこにいたが、 33四日目に

われわれの神の宮の内で、その金銀および器物を

、ウリヤの子祭司メレモテの手に量って渡した。

ピネハスの子エレアザルが彼と共にいた。またエ

シュアの子ヨザバデ、およびビンヌイの子ノアデ

ヤのふたりのレビびとも、彼らと共にいた。 34

すなわちそのすべての数と重さとを調べ、その重

さは皆書きとめられた。 35そのとき捕囚の人々

で捕囚から帰って来た者は、イスラエルの神に燔

祭をささげた。すなわちイスラエル全体のために

雄牛十二頭、雄羊九十六頭、小羊七十七頭をささ

げ、また罪祭として雄やぎ十二頭をささげた。こ

れらはみな、主にささげた燔祭である。 36彼ら

はまた王の命令書を、王の総督たち、および川向

こうの州の知事たちに渡したので、彼らは民と神

の宮とを援助した。

9これらの事がなされた後、つかさたちは、わ
たしのもとに来て言った、「イスラエルの民

、祭司およびレビびとは諸国の民と離れないで、

カナンびと、ヘテびと、ペリジびと、エブスびと

、アンモンびと、モアブびと、エジプトびと、ア

モリびとなどの憎むべき事を行いました。 2すな

わち、彼らの娘たちをみずからめとり、またその

むすこたちにめとったので、聖なる種が諸国の民

とまじりました。そしてつかさたる者、長たる者

が先だって、このとがを犯しました」。 3わたし

はこの事を聞いた時、着物と上着とを裂き、髪の

毛とひげを抜き、驚きあきれてすわった。 4イス

ラエルの神の言葉におののく者は皆、捕囚から帰

って来た人々のとがのゆえに、わたしのもとに集

まったが、わたしは夕の供え物の時まで、驚きあ

きれてすわった。 5夕の供え物の時になって、わ

たしは断食から立ちあがり、着物と上着を裂いた

まま、ひざをかがめて、わが神、主にむかって手

をさし伸べて、 6言った、「わが神よ、わたしは

あなたにむかって顔を上げるのを恥じて、赤面し

ます。われわれの不義は積って頭よりも高くなり

、われわれのとがは重なって天に達したからです

。 7われわれの先祖の日から今日まで、われわれ

は大いなるとがを負い、われわれの不義によって

、われわれとわれわれの王たち、および祭司たち

は国々の王たちの手にわたされ、つるぎにかけら

れ、捕え行かれ、かすめられ、恥をこうむりまし

た。今日のとおりです。 8ところがいま、われわ

れの神、主は、しばし恵みを施して、のがれ残る

べき者をわれわれのうちにおき、その聖所のうち

に確かなよりどころを与え、こうしてわれわれの

神はわれわれの目を明らかにし、われわれをその

奴隷のうちにあって、少しく生き返らせられまし

た。 9われわれは奴隷の身でありますが、その奴

隷たる時にも神はわれわれを見捨てられず、かえ

ってペルシャ王たちの目の前でいつくしみを施し

て、われわれを生き返らせ、われわれの神の宮を

建てさせ、その破壊をつくろわせ、ユダとエルサ

レムでわれわれに保護を与えられました。 10わ

れわれの神よ、この後、何を言うことができまし

ょう。われわれは、あなたの戒めを捨てたからで

す。 11あなたはかつて、あなたのしもべである

預言者たちによって命じて仰せられました、『お

まえたちが行って獲ようとする地は、各地の民の

汚れにより、その憎むべきわざによって汚れた地

で、この果から、かの果まで、その汚れに満ちて

いる。 12それでおまえたちの娘を、彼らのむす

こに与えてはならない。彼らの娘を、おまえたち

のむすこにめとってはならない。また永久に彼ら

の平安をも福祉をも求めてはならない。そうすれ

ばおまえたちは強くなり、その地の良き物を食べ

、これを永久におまえたちの子孫に伝えて嗣業と

させることができる』と。 13われわれの悪い行

いにより、大いなるとがによって、これらすべて

のことが、すでにわれわれに臨みましたが、われ

われの神なるあなたは、われわれの不義よりも軽

い罰をくだして、このように残りの者を与えてく

ださったのを見ながら、 14われわれは再びあな
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たの命令を破って、これらの憎むべきわざを行う

民と縁を結んでよいでしょうか。あなたはわれわ

れを怒って、ついに滅ぼし尽し、残る者も、のが

れる者もないようにされるのではないでしょうか

。 15ああ、イスラエルの神、主よ、あなたは正

しくいらせられます。われわれはのがれて残るこ

と今日のとおりです。われわれは、とがをもって

あなたの前にあります。それゆえだれもあなたの

前に立つことはできません」。

10エズラが神の宮の前に泣き伏して祈り、かつ
ざんげしていた時、男、女および子供の大い

なる群集がイスラエルのうちから彼のもとに集ま

ってきた。民はいたく泣き悲しんだ。 2時にエラ

ムの子孫のうちのエヒエルの子シカニヤが、エズ

ラに告げて言った、「われわれは神にむかって罪

を犯し、この地の民から異邦の女をめとりました

。しかし、このことについてはイスラエルに、今

なお望みがあります。 3それでわれわれはわが主

の教と、われわれの神の命令におののく人々の教

とに従って、これらの妻ならびにその子供たちを

、ことごとく追い出すという契約を、われわれの

神に立てましょう。そして律法に従ってこれを行

いましょう。 4立ちあがってください、この事は

あなたの仕事です。われわれはあなたを助けます

。心を強くしてこれを行いなさい」。 5エズラは

立って、おもだった祭司、レビびとおよびすべて

のイスラエルびとに、この言葉のように行うこと

を誓わせたので、彼らは誓った。 6エズラは神の

宮の前から出て、エリアシブの子ヨハナンのへや

にはいったが、そこへ行っても彼はパンも食べず

、水も飲まずに夜を過ごした。これは彼が、捕囚

から帰った人々のとがを嘆いたからである。 7そ

してユダおよびエルサレムにあまねく布告を出し

、捕囚から帰ったすべての者に告げて、エルサレ

ムに集まるべき事と、 8つかさおよび長老たちの

さとしに従って、三日のうちにこない者はだれで

もその財産はことごとく没収され、その人自身は

捕われ人の会から破門されると言った。 9そこで

ユダとベニヤミンの人々は皆三日のうちにエルサ

レムに集まった。これは九月の二十日であった。

すべての民は神の宮の前の広場に座して、このこ

とのため、また大雨のために震えおののいていた

。 10時に祭司エズラは立って彼らに言った、「

あなたがたは罪を犯し、異邦の女をめとって、イ

スラエルのとがを増した。 11それで今、あなた

がたの先祖の神、主にざんげして、そのみ旨を行

いなさい。あなたがたはこの地の民および異邦の

女と離れなさい」。 12すると会衆は皆大声をあ

げて答えた、「あなたの言われたとおり、われわ

れは必ず行います。 13しかし民は多く、また大

雨の季節ですから、外に立っていることはできま

せん。またこれは一日やふつかの仕事ではありま

せん。われわれはこの事について大いに罪を犯し

たからです。 14それでどうぞ、われわれのつか

さたちは全会衆のために立ってください。われわ

れの町の内に、もし異邦の女をめとった者がある

ならば、みな定めの時にこさせなさい。またおの

おのの町の長老および裁判人も、それと一緒にこ

させなさい。そうすればこの事によるわれわれの

神の激しい怒りは、ついにわれわれを離れるでし

ょう」。 15ところがアサヘルの子ヨナタンおよ

びテクワの子ヤハジアはこれに反対した。そして

メシュラムおよびレビびとシャベタイは彼らを支

持した。 16そこで捕囚から帰って来た人々はこ

のように行った。すなわち祭司エズラは、氏族の

長たちをその氏族にしたがい、おのおのその名を

さして選んだ。彼らは十月の一日から座してこの

事を調べ、 17正月の一日になって、異邦の女を

めとった人々をことごとく調べ終った。 18祭司

の子孫のうちで異邦の女をめとった事のあらわれ

た者は、ヨザダクの子エシュアの子ら、およびそ

の兄弟たちのうちではマアセヤ、エリエゼル、ヤ

リブ、ゲダリヤであった。 19彼らはその妻を離

縁しようという誓いをなし、すでに罪を犯したと

いうので、そのとがのために雄羊一頭をささげた

。 20インメルの子らのうちではハナニおよびゼ

バデヤ。 21ハリムの子らのうちではマアセヤ、

エリヤ、シマヤ、エヒエル、ウジヤ。 22パシュ

ルの子らのうちではエリオエナイ、マアセヤ、イ

シマエル、ネタンエル、ヨザバデ、エラサ。 23

レビびとのうちではヨザバテ、シメイ、ケラヤ（

すなわちケリタ）、ペタヒヤ、ユダ、エリエゼル

。 24歌うたう者のうちではエリアシブ。門衛の

うちではシャルム、テレム、ウリ。 25イスラエ

ルのうち、パロシの子らのうちではラミヤ、エジ

ア、マルキヤ、ミヤミン、エレアザル、ハシャビ

ヤ、ベナヤ。 26エラムの子らのうちではマッタ

ニヤ、ゼカリヤ、エヒエル、アブデ、エレモテ、

エリヤ。 27ザットの子らのうちではエリオエナ
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イ、エリアシブ、マッタニヤ、エレモテ、ザバデ

、アジザ。 28ベバイの子らのうちではヨハナン

、ハナニヤ、ザバイ、アテライ。 29バニの子ら

のうちではメシュラム、マルク、アダヤ、ヤシュ

ブ、シヤル、エレモテ。 30パハテ・モアブの子

らのうちではアデナ、ケラル、ベナヤ、マアセヤ

、マッタニヤ、ベザレル、ビンヌイ、マナセ。 31

ハリムの子らのうちではエリエゼル、イシヤ、マ

ルキヤ、シマヤ、シメオン、 32ベニヤミン、マ

ルク、シマリヤ。 33ハシュムの子らのうちでは

マッテナイ、マッタタ、ザバデ、エリパレテ、エ

レマイ、マナセ、シメイ。 34バニの子らのうち

ではマアダイ、アムラム、ウエル、 35ベナヤ、

ベデヤ、ケルヒ、 36ワニア、メレモテ、エリア

シブ、 37マッタニヤ、マッテナイ、ヤアス。 38

ビンヌイの子らのうちではシメイ、 39シレミヤ

、ナタン、アダヤ、 40マクナデバイ、シャシャ

イ、シャライ、 41アザリエル、シレミヤ、シマ

リヤ、 42シャルム、アマリヤ、ヨセフ。 43ネボ

の子らではエイエル、マッタテヤ、ザバデ、ゼビ

ナ、ヤッダイ、ヨエル、ベナヤ。 44これらの者

は皆異邦の女をめとった者である。彼らはその女

たちをその子供と共に離縁した。
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ネヘミヤ記

1ハカリヤの子ネヘミヤの言葉。第二十年のキ
スレウの月に、わたしが首都スサにいた時、 2

わたしの兄弟のひとりハナニが数人の者と共にユ

ダから来たので、わたしは捕囚を免れて生き残っ

たユダヤ人の事およびエルサレムの事を尋ねた。

3彼らはわたしに言った、「かの州で捕囚を免れ

て生き残った者は大いなる悩みと、はずかしめの

うちにあり、エルサレムの城壁はくずされ、その

門は火で焼かれたままであります」と。 4わたし

はこれらの言葉を聞いた時、すわって泣き、数日

のあいだ嘆き悲しみ、断食して天の神の前に祈っ

て、 5言った、「天の神、主、おのれを愛し、そ

の戒めを守る者には契約を守り、いつくしみを施

される大いなる恐るべき神よ、 6どうぞ耳を傾け

、目を開いてしもべの祈を聞いてください。わた

しは今、あなたのしもべであるイスラエルの子孫

のために、昼も夜もみ前に祈り、われわれイスラ

エルの子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげ

いたします。まことにわたしも、わたしの父の家

も罪を犯しました。 7われわれはあなたに対して

大いに悪い事を行い、あなたのしもべモーセに命

じられた戒めをも、定めをも、おきてをも守りま

せんでした。 8どうぞ、あなたのしもべモーセに

命じられた言葉を、思い起してください。すなわ

ちあなたは言われました、『もしあなたがたが罪

を犯すならば、わたしはあなたがたを、もろもろ

の民の間に散らす。 9しかし、あなたがたがわた

しに立ち返り、わたしの戒めを守って、これを行

うならば、たといあなたがたのうちの散らされた

者が、天の果にいても、わたしはそこから彼らを

集め、わたしの名を住まわせるために選んだ所に

連れて来る』と。 10彼らは、あなたが大いなる

力と強い手をもって、あがなわれたあなたのしも

べ、あなたの民です。 11主よ、どうぞしもべの

祈と、あなたの名を恐れることを喜ぶあなたのし

もべらの祈に耳を傾けてください。どうぞ、きょ

う、しもべを恵み、この人の目の前であわれみを

得させてください」。この時、わたしは王の給仕

役であった。

2アルタシャスタ王の第二十年、ニサンの月に
、王の前に酒が出た時、わたしは酒をついで

王にささげた。これまでわたしは王の前で悲しげ

な顔をしていたことはなかった。 2王はわたしに

言われた、「あなたは病気でもないのにどうして

悲しげな顔をしているのか。何か心に悲しみをも

っているにちがいない」。そこでわたしは大いに

恐れて、 3王に申しあげた、「どうぞ王よ、長生

きされますように。わたしの先祖の墳墓の地であ

るあの町は荒廃し、その門が火で焼かれたままで

あるのに、どうしてわたしは悲しげな顔をしない

でいられましょうか」。 4王はわたしにむかって

、「それでは、あなたは何を願うのか」と言われ

たので、わたしは天の神に祈って、 5王に申しあ

げた、「もし王がよしとされ、しもべがあなたの

前に恵みを得ますならば、どうかわたしを、ユダ

にあるわたしの先祖の墳墓の町につかわして、そ

れを再建させてください」。 6時に王妃もかたわ

らに座していたが、王はわたしに言われた、「あ

なたの旅の期間はどれほどですか。いつごろ帰っ

てきますか」。こうして王がわたしをつかわすこ

とをよしとされたので、わたしは期間を定めて王

に申しあげた。 7わたしはまた王に申しあげた、

「もし王がよしとされるならば、川向こうの州の

知事たちに与える手紙をわたしに賜わり、わたし

がユダに行きつくまで、彼らがわたしを通過させ

るようにしてください。 8また王の山林を管理す

るアサフに与える手紙をも賜わり、神殿に属する

城の門を建てるため、また町の石がき、およびわ

たしの住むべき家を建てるために用いる材木をわ

たしに与えるようにしてください」。わたしの神

がよくわたしを助けられたので、王はわたしの願

いを許された。 9そこでわたしは川向こうの州の

知事たちの所へ行って、王の手紙を渡した。なお

王は軍の長および騎兵をわたしと共につかわした

。 10ところがホロニびとサンバラテおよびアン

モンびと奴隷トビヤはこれを聞き、イスラエルの

子孫の福祉を求める人が来たというので、大いに

感情を害した。 11わたしはエルサレムに着いて

、そこに三日滞在した後、 12夜中に起き出た。

数人の者がわたしに伴ったが、わたしは、神がエ

ルサレムのためになそうとして、わたしの心に入

れられたことを、だれにも告げ知らせず、またわ

たしが乗った獣のほかには、獣をつれて行かなか

った。 13わたしは夜中に出て谷の門を通り、龍

の井戸および糞の門に行って、エルサレムのくず

れた城壁や、火に焼かれた門を調査し、 14また

泉の門および王の池に行ったが、わたしの乗って



ネヘミヤ記 412

いる獣の通るべき所もなかった。 15わたしはま

たその夜のうちに谷に沿って上り、城壁を調査し

たうえ、身をめぐらして、谷の門を通って帰った

。 16つかさたちは、わたしがどこへ行ったか、

何をしたかを知らなかった。わたしはまたユダヤ

人にも、祭司たちにも、尊い人たちにも、つかさ

たちにも、その他工事をする人々にもまだ知らせ

なかった。 17しかしわたしはついに彼らに言っ

た、「あなたがたの見るとおり、われわれは難局

にある。エルサレムは荒廃し、その門は火に焼か

れた。さあ、われわれは再び世のはずかしめをう

けることのないように、エルサレムの城壁を築こ

う」。 18そして、わたしの神がよくわたしを助

けられたことを彼らに告げ、また王がわたしに語

られた言葉をも告げたので、彼らは「さあ、立ち

上がって築こう」と言い、奮い立って、この良き

わざに着手しようとした。 19ところがホロニび

とサンバラテ、アンモンびと奴隷トビヤおよびア

ラビヤびとガシムがこれを聞いて、われわれをあ

ざけり、われわれを侮って言った、「あなたがた

は何をするのか、王に反逆しようとするのか」。

20わたしは彼らに答えて言った、「天の神がわれ

われを恵まれるので、そのしもべであるわれわれ

は奮い立って築くのである。しかしあなたがたは

エルサレムに何の分もなく、権利もなく、記念も

ない」。

3かくて大祭司エリアシブは、その兄弟である
祭司たちと共に立って羊の門を建て、これを

聖別してそのとびらを設け、さらにこれを聖別し

て、ハンメアの望楼に及ぼし、またハナネルの望

楼にまで及ぼした。 2彼の次にはエリコの人々が

建て、その次にはイムリの子ザックルが建てた。

3魚の門はハッセナアの子らが建て、その梁を置

き、そのとびらと横木と貫の木とを設けた。 4そ

の次にハッコヅの子ウリヤの子メレモテが修理し

、その次にメシザベルの子ベレキヤの子メシュラ

ムが修理し、その次にバアナの子ザドクが修理し

た。 5その次にテコアびとらが修理したが、その

貴人たちはその主の工事に服さなかった。 6古い

門はパセアの子ヨイアダおよびベソデヤの子メシ

ュラムがこれを修理し、その梁を置き、そのとび

らと横木と貫の木とを設けた。 7その次にギベオ

ンびとメラテヤ、メロノテびとヤドン、および川

向こうの州の知事の行政下にあるギベオンとミヅ

パの人々が修理した。 8その次にハルハヤの子ウ

ジエルなどの金細工人が修理し、その次に製香者

のひとりハナニヤが修理した。こうして彼らはエ

ルサレムを城壁の広い所まで復旧した。 9その次

にエルサレムの半区域の知事ホルの子レパヤが修

理し、 10その次にハルマフの子エダヤが自分の

家と向かい合っている所を修理し、その次にはハ

シャブニヤの子ハットシが修理した。 11ハリム

の子マルキヤおよびバハテ・モアブの子ハシュブ

も他の部分および炉の望楼を修理した。 12その

次にエルサレムの他の半区域の知事ハロヘシの子

シャルムがその娘たちと共に修理した。 13谷の

門はハヌンがザノアの民と共にこれを修理し、こ

れを建て直して、そのとびらと横木と貫の木とを

設け、また糞の門まで城壁一千キュビトを修理し

た。 14糞の門はベテ・ハケレムの区域の知事レ

カブの子マルキヤがこれを修理し、これを建て直

して、そのとびらと横木と貫の木とを設けた。 15

泉の門はミヅパの区域の知事コロホゼの子シャル

ンがこれを修理し、これを建て直して、おおいを

施し、そのとびらと横木と貫の木とを設けた。彼

はまた王の園のほとりのシラの池に沿った石がき

を修理して、ダビデの町から下る階段にまで及ん

だ。 16その後にベテズルの半区域の知事アズブ

クの子ネヘミヤが修理して、ダビデの墓と向かい

合った所に及び、掘池と勇士の宅にまで及んだ。

17その後にバニの子レホムなどのレビびとが修理

し、その次にケイラの半区域の知事ハシャビヤが

その区域のために修理した。 18その後にケイラ

の半区域の知事ヘナダデの子バワイなどその兄弟

たちが修理し、 19その次にエシュアの子でミヅ

パの知事であるエゼルが、城壁の曲りかどにある

武器倉に上る所と向かい合った他の部分を修理し

、 20その後にザバイの子バルクが、力をつくし

て城壁の曲りかどから大祭司エリアシブの家の門

までの他の部分を修理し、 21その後にハッコヅ

の子ウリヤの子メレモテが、エリアシブの家の門

からエリアシブの家の端までの他の部分を修理し

、 22彼の後に低地の人々である祭司たちが修理

し、 23その後にベニヤミンおよびハシュブが、

自分たちの家と向かい合っている所を修理し、そ

の後にアナニヤの子マアセヤの子アザリヤが、自

分の家の附近を修理し、 24その後にヘナダデの

子ビンヌイが、アザリヤの家から城壁の曲りかど

、およびすみまでの他の部分を修理した。 25ウ
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ザイの子パラルは、城壁の曲りかどと向かい合っ

ている所、および監視の庭に近い王の上の家から

突き出ている望楼と向かい合っている所を修理し

た。その後にパロシの子ペダヤ、 26およびオペ

ルに住んでいる宮に仕えるしもべたちが、東の方

の水の門と向かい合っている所、および突き出て

いる望楼と向かい合っている所まで修理した。 27

その後にテコアびとが、突き出ている大望楼と向

かい合っている他の部分を修理し、オペルの城壁

にまで及んだ。 28馬の門から上の方は祭司たち

が、おのおの自分の家と向かい合っている所を修

理した。 29その後にインメルの子ザドクが、自

分の家と向かい合っている所を修理し、その後に

シカニヤの子シマヤという東の門を守る者が修理

し、 30その後にシレミヤの子ハナニヤおよびザ

ラフの第六の子ハヌンが他の部分を修理し、その

後にベレキヤの子メシュラムが、自分のへやと向

かい合っている所を修理した。 31その後に金細

工人のひとりマルキヤという者が、召集の門と向

かい合っている所を修理して、すみの二階のへや

に至り、宮に仕えるしもべたちおよび商人の家に

まで及んだ。 32またすみの二階のへやと羊の門

の間は金細工人と商人たちがこれを修理した。

4サンバラテはわれわれが城壁を築くのを聞い
て怒り、大いに憤ってユダヤ人をあざけった

。 2彼はその兄弟たちおよびサマリヤの兵隊の前

で語って言った、「この弱々しいユダヤ人は何を

しているのか。自分で再興しようとするのか。犠

牲をささげようとするのか。一日で事を終えよう

とするのか。塵塚の中の石はすでに焼けているの

に、これを取りだして生かそうとするのか」。 3

またアンモンびとトビヤは、彼のかたわらにいて

言った、「そうだ、彼らの築いている城壁は、き

つね一匹が上ってもくずれるであろう」と。 4「

われわれの神よ、聞いてください。われわれは侮

られています。彼らのはずかしめを彼らのこうべ

に返し、彼らを捕囚の地でぶんどり物にしてくだ

さい。 5彼らのとがをおおわず、彼らの罪をみ前

から消し去らないでください。彼らは築き建てる

者の前であなたを怒らせたからです」。 6こうし

てわれわれは城壁を築いたが、石がきはみな相連

なって、その高さの半ばにまで達した。民が心を

こめて働いたからである。 7ところがサンバラテ

、トビヤ、アラビヤびと、アンモンびと、アシド

ドびとらは、エルサレムの城壁の修理が進展し、

その破れ目もふさがり始めたと聞いて大いに怒り

、 8皆共に相はかり、エルサレムを攻めて、その

中に混乱を起そうとした。 9そこでわれわれは神

に祈り、また日夜見張りを置いて彼らに備えた。

10その時、ユダびとは言った、「荷を負う者の力

は衰え、そのうえ、灰土がおびただしいので、わ

れわれは城壁を築くことができない」。 11また

われわれの敵は言った、「彼らの知らないうちに

、また見ないうちに、彼らの中にはいりこんで彼

らを殺し、その工事をやめさせよう」。 12また

彼らの近くに住んでいるユダヤ人たちはきて、十

度もわれわれに言った、「彼らはその住んでいる

すべての所からわれわれに攻め上るでしょう」と

。 13そこでわたしは民につるぎ、やりおよび弓

を持たせ、城壁の後の低い所、すなわち空地にそ

の家族にしたがって立たせた。 14わたしは見め

ぐり、立って尊い人々、つかさたち、およびその

他の民らに言った、「あなたがたは彼らを恐れて

はならない。大いなる恐るべき主を覚え、あなた

がたの兄弟、むすこ、娘、妻および家のために戦

いなさい」。 15われわれの敵は自分たちの事が

、われわれに悟られたことを聞き、また神が彼ら

の計りごとを破られたことを聞いたので、われわ

れはみな城壁に帰り、おのおのその工事を続けた

。 16その日から後は、わたしのしもべの半数は

工事に働き、半数はやり、盾、弓、よろいをもっ

て武装した。そしてつかさたちは城壁を築いてい

るユダの全家の後に立った。 17荷を負い運ぶ者

はおのおの片手で工事をなし、片手に武器を執っ

た。 18築き建てる者はおのおのその腰につるぎ

を帯びて築き建て、ラッパを吹く者はわたしのか

たわらにいた。 19わたしは尊い人々、つかさた

ち、およびその他の民に言った、「工事は大きく

かつ広がっているので、われわれは城壁の上で互

に遠く離れている。 20どこででもラッパの音を

聞いたなら、そこにいるわれわれの所に集まって

ほしい。われわれの神はわれわれのために戦われ

ます」。 21このようにして、われわれは工事を

進めたが、半数の者は夜明けから星の出る時まで

、やりを執っていた。 22その時わたしはまた民

に告げて、「おのおのそのしもべと共にエルサレ

ムの内に宿り、夜はわれわれの護衛者となり、昼

は工事をするように」と言った。 23そして、わ

たしも、わたしの兄弟たちも、わたしのしもべた
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ちも、わたしを護衛する人々も、われわれのうち

ひとりも、その衣を脱がず、おのおの手に武器を

執っていた。

5さて、ここに民がその妻と共に、その兄弟で
あるユダヤ人に向かって大いに叫び訴えるこ

とがあった。 2すなわち、ある人々は言った、「

われわれはむすこ娘と共に大ぜいです。われわれ

は穀物を得て、食べて生きていかなければなりま

せん」。 3またある人々は言った、「われわれは

飢えのために、穀物を得ようと田畑も、ぶどう畑

も、家も抵当に入れています」。 4ある人々は言

った、「われわれは王の税金のために、われわれ

の田畑およびぶどう畑をもって金を借りました。

5現にわれわれの肉はわれわれの兄弟の肉に等し

く、われわれの子供も彼らの子供に等しいのに、

見よ、われわれはむすこ娘を人の奴隷とするよう

にしいられています。われわれの娘のうちには、

すでに人の奴隷になった者もありますが、われわ

れの田畑も、ぶどう畑も他人のものになっている

ので、われわれにはどうする力もありません」。

6わたしは彼らの叫びと、これらの言葉を聞いて

大いに怒った。 7わたしはみずから考えたすえ、

尊い人々およびつかさたちを責めて言った、「あ

なたがたはめいめいその兄弟から利息をとってい

る」。そしてわたしは彼らの事について大会を開

き、 8彼らに言った、「われわれは異邦人に売ら

れたわれわれの兄弟ユダヤ人を、われわれの力に

したがってあがなった。しかるにあなたがたは自

分の兄弟を売ろうとするのか。彼らはわれわれに

売られるのか」。彼らは黙してひと言もいわなか

った。 9わたしはまた言った、「あなたがたのす

る事はよくない。あなたがたは、われわれの敵で

ある異邦人のそしりをやめさせるために、われわ

れの神を恐れつつ事をなすべきではないか。 10

わたしもわたしの兄弟たちも、わたしのしもべた

ちも同じく金と穀物とを貸しているが、われわれ

はこの利息をやめよう。 11どうぞ、あなたがた

は、きょうにも彼らの田畑、ぶどう畑、オリブ畑

および家屋を彼らに返し、またあなたがたが彼ら

から取っていた金銭、穀物、ぶどう酒、油などの

百分の一を返しなさい」。 12すると彼らは「わ

れわれはそれを返します。彼らから何をも要求し

ません。あなたの言うようにします」と言った。

そこでわたしは祭司たちを呼び、彼らにこの言葉

のとおりに行うという誓いを立てさせた。 13わ

たしはまたわたしのふところを打ち払って言った

、「この約束を実行しない者を、どうぞ神がこの

ように打ち払って、その家およびその仕事を離れ

させられるように。その人はこのように打ち払わ

れてむなしくなるように」。会衆はみな「アァメ

ン」と言って、主をさんびした。そして民はこの

約束のとおりに行った。 14またわたしは、ユダ

の地の総督に任ぜられた時から、すなわちアルタ

シャスタ王の第二十年から第三十二年まで、十二

年の間、わたしもわたしの兄弟たちも、総督とし

ての手当てを受けなかった。 15わたしより以前

の総督らは民に重荷を負わせ、彼らから銀四十シ

ケルのほかにパンとぶどう酒を取り、また彼らの

しもべたちも民を圧迫した。しかしわたしは神を

恐れるので、そのようなことはしなかった。 16

わたしはかえって、この城壁の工事に身をゆだね

、どんな土地をも買ったことはない。わたしのし

もべたちは皆そこに集まって工事をした。 17ま

たわたしの食卓にはユダヤ人と、つかさたち百五

十人もあり、そのほかに、われわれの周囲の異邦

人のうちからきた人々もあった。 18これがため

に一日に牛一頭、肥えた羊六頭を備え、また鶏を

もわたしのために備え、十日ごとにたくさんのぶ

どう酒を備えたが、わたしはこの民の労役が重か

ったので、総督としての手当てを求めなかった。

19わが神よ、わたしがこの民のためにしたすべて

の事を覚えて、わたしをお恵みください。

6サンバラテ、トビヤ、アラビヤびとガシムお
よびその他のわれわれの敵は、わたしが城壁

を築き終って、一つの破れも残らないと聞いた。

（しかしその時にはまだ門のとびらをつけていな

かったのである。） 2そこでサンバラテとガシム

はわたしに使者をつかわして言った、「さあ、わ

れわれはオノの平野にある一つの村で会見しよう

」と。彼らはわたしに危害を加えようと考えてい

たのである。 3それでわたしは彼らに使者をつか

わして言わせた、「わたしは大いなる工事をして

いるから下って行くことはできない。どうしてこ

の工事をさしおいて、あなたがたの所へ下って行

き、その間、工事をやめることができようか」。

4彼らは四度までこのようにわたしに人をつかわ

したが、わたしは同じように彼らに答えた。 5と

ころが、サンバラテは五度目にそのしもべを前の
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ようにわたしにつかわした。その手には開封の手

紙を携えていた。 6その中に次のようにしるして

あった、「諸国民の間に言い伝えられ、またガシ

ムも言っているが、あなたはユダヤ人と共に反乱

を企て、これがために城壁を築いている。またそ

の言うところによれば、あなたは彼らの王になろ

うとしている。 7またあなたは預言者を立てて、

あなたのことをエルサレムにのべ伝えさせ、『ユ

ダに王がある』と言わせているが、そのことはこ

の言葉のとおり王に聞えるでしょう。それゆえ、

今おいでなさい。われわれは共に相談しましょう

」。 8そこでわたしは彼に人をつかわして言わせ

た、「あなたの言うようなことはしていません。

あなたはそれを自分の心から造り出したのです」

と。 9彼らはみな「彼らの手が弱って工事をやめ

るようになれば、工事は成就しないだろう」と考

えて、われわれをおどそうとしたのである。しか

し神よ、どうぞいまわたしの手を強めてください

。 10さてわたしはメヘタベルの子デラヤの子シ

マヤの家に行ったところ、彼は閉じこもっていて

言った、「われわれは神の宮すなわち神殿の中で

会合し、神殿の戸を閉じておきましょう。彼らは

あなたを殺そうとして来るからです。きっと夜の

うちにあなたを殺そうとして来るでしょう」。 11

わたしは言った、「わたしのような者がどうして

逃げられよう。わたしのような者でだれが神殿に

はいって命を全うすることができよう。わたしは

はいらない」。 12わたしは悟った。神が彼をつ

かわされたのではない。彼がわたしにむかってこ

の預言を伝えたのは、トビヤとサンバラテが彼を

買収したためである。 13彼が買収されたのはこ

の事のためである。すなわちわたしを恐れさせ、

わたしにこのようにさせて、罪を犯させ、わたし

に悪名をきせて侮辱するためであった。 14わが

神よ、トビヤ、サンバラテおよび女預言者ノアデ

ヤならびにその他の預言者など、すべてわたしを

恐れさせようとする者たちをおぼえて、彼らが行

ったこれらのわざに報いてください。 15こうし

て城壁は五十二日を経て、エルルの月の二十五日

に完成した。 16われわれの敵が皆これを聞いた

時、われわれの周囲の異邦人はみな恐れ、大いに

面目を失った。彼らはこの工事が、われわれの神

の助けによって成就したことを悟ったからである

。 17またそのころ、ユダの尊い人々は多くの手

紙をトビヤに送った。トビヤの手紙もまた彼らに

きた。 18トビヤはアラの子シカニヤの婿であっ

たので、ユダのうちの多くの者が彼と誓いを立て

ていたからである。トビヤの子ヨハナンもベレキ

ヤの子メシュラムの娘を妻にめとった。 19彼ら

はまたトビヤの善行をわたしの前に語り、またわ

たしの言葉を彼に伝えた。トビヤはたびたび手紙

を送って、わたしを恐れさせようとした。

7城壁が築かれて、とびらを設け、さらに門衛
、歌うたう者およびレビびとを任命したので

、 2わたしは、わたしの兄弟ハナニと、城のつか

さハナニヤに命じて、エルサレムを治めさせた。

彼は多くの者にまさって忠信な、神を恐れる者で

あったからである。 3わたしは彼らに言った、「

日の暑くなるまではエルサレムのもろもろの門を

開いてはならない。人々が立って守っている間に

門を閉じさせ、貫の木を差せ。またエルサレムの

住民の中から番兵を立てて、おのおのにその所を

守らせ、またおのおのの家と向かい合う所を守ら

せよ」。 4町は広くて大きかったが、その内の民

は少なく、家々はまだ建てられていなかった。 5

時に神はわたしの心に、尊い人々、つかさおよび

民を集めて、家系によってその名簿をしらべよう

との思いを起された。わたしは最初に上って来た

人々の系図を発見し、その中にこのようにしるし

てあるのを見いだした。 6バビロンの王ネブカデ

ネザルが捕え移した捕囚のうち、ゆるされてエル

サレムおよびユダに上り、おのおの自分の町に帰

ったこの州の人々は次のとおりである。 7彼らは

ゼルバベル、エシュア、ネヘミヤ、アザリヤ、ラ

アミヤ、ナハマニ、モルデカイ、ビルシャン、ミ

スペレテ、ビグワイ、ネホム、バアナと一緒に帰

ってきた者たちである。そのイスラエルの民の人

数は次のとおりである。 8パロシの子孫は二千百

七十二人。 9シパテヤの子孫は三百七十二人。 10

アラの子孫は六百五十二人。 11パハテ・モアブ

の子孫すなわちエシュアとヨアブの子孫は二千八

百十八人。 12エラムの子孫は一千二百五十四人

。 13ザットの子孫は八百四十五人。 14ザッカイ

の子孫は七百六十人。 15ビンヌイの子孫は六百

四十八人。 16ベバイの子孫は六百二十八人。 17

アズガデの子孫は二千三百二十二人。 18アドニ

カムの子孫は六百六十七人。 19ビグワイの子孫

は二千六十七人。 20アデンの子孫は六百五十五

人。 21ヒゼキヤの家のアテルの子孫は九十八人
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。 22ハシュムの子孫は三百二十八人。 23ベザイ

の子孫は三百二十四人。 24ハリフの子孫は百十

二人。 25ギベオンの子孫は九十五人。 26ベツレ

ヘムおよびネトパの人々は百八十八人。 27アナ

トテの人々は百二十八人。 28ベテ・アズマウテ

の人々は四十二人。 29キリアテ・ヤリム、ケピ

ラおよびベエロテの人々は七百四十三人。 30ラ

マおよびゲバの人々は六百二十一人。 31ミクマ

シの人々は百二十二人。 32ベテルおよびアイの

人々は百二十三人。 33ほかのネボの人々は五十

二人。 34ほかのエラムの子孫は一千二百五十四

人。 35ハリムの子孫は三百二十人。 36エリコの

人々は三百四十五人。 37ロド、ハデデおよびオ

ノの人々は七百二十一人。 38セナアの子孫は三

千九百三十人。 39祭司では、エシュアの家のエ

ダヤの子孫が九百七十三人。 40インメルの子孫

が一千五十二人。 41パシュルの子孫が一千二百

四十七人。 42ハリムの子孫が一千十七人。 43レ

ビびとでは、エシュアの子孫すなわちホデワの子

孫のうちのカデミエルの子孫が七十四人。 44歌

うたう者では、アサフの子孫が百四十八人。 45

門衛では、シャルムの子孫、アテルの子孫、タル

モンの子孫、アックブの子孫、ハテタの子孫およ

びショバイの子孫合わせて百三十八人。 46宮に

仕えるしもべでは、ジハの子孫、ハスパの子孫、

タバオテの子孫、 47ケロスの子孫、シアの子孫

、パドンの子孫、 48レバナの子孫、ハガバの子

孫、サルマイの子孫、 49ハナンの子孫、ギデル

の子孫、ガハルの子孫、 50レアヤの子孫、レヂ

ンの子孫、ネコダの子孫、 51ガザムの子孫、ウ

ザの子孫、パセアの子孫、 52ベサイの子孫、メ

ウニムの子孫、ネフセシムの子孫、 53バクブク

の子孫、ハクパの子孫、ハルホルの子孫、 54バ

ヅリテの子孫、メヒダの子孫、ハルシャの子孫、

55バルコスの子孫、シセラの子孫、テマの子孫、

56ネヂアの子孫およびハテパの子孫。 57ソロモ

ンのしもべであった者たちの子孫では、ソタイの

子孫、ソペレテの子孫、ペリダの子孫、 58ヤア

ラの子孫、ダルコンの子孫、ギデルの子孫、 59

シパテヤの子孫、ハッテルの子孫、ポケレテ・ハ

ッゼバイムの子孫、アモンの子孫。 60宮に仕え

るしもべたちとソロモンのしもべであった者たち

の子孫とは合わせて三百九十二人。 61テルメラ

、テルハレサ、ケルブ、アドンおよびインメルか

ら上って来た者があったが、その氏族と、血統と

を示して、イスラエルの者であることを明らかに

することができなかった。その人々は次のとおり

である。 62すなわちデラヤの子孫、トビヤの子

孫、ネコダの子孫であって、合わせて六百四十二

人。 63また祭司のうちにホバヤの子孫、ハッコ

ヅの子孫、バルジライの子孫がある。バルジライ

はギレアデびとバルジライの娘たちのうちから妻

をめとったので、その名で呼ばれた。 64これら

の者はこの系図に載った者のうちに、自分の籍を

たずねたが、なかったので、汚れた者として祭司

の職から除かれた。 65総督は彼らに告げて、ウ

リムとトンミムを帯びる祭司の起るまでは、いと

聖なる物を食べてはならぬと言った。 66会衆は

合わせて四万二千三百六十人であった。 67この

ほかに男女の奴隷が七千三百三十七人、歌うたう

者が男女合わせて二百四十五人あった。 68その

馬は七百三十六頭、その騾馬は二百四十五頭、 69

そのらくだは四百三十五頭、そのろばは六千七百

二十頭であった。 70氏族の長のうち工事のため

にささげ物をした人々があった。総督は金一千ダ

リク、鉢五十、祭司の衣服五百三十かさねを倉に

納めた。 71また氏族の長のうちのある人々は金

二万ダリク、銀二千二百ミナを工事のために倉に

納めた。 72その他の民の納めたものは金二万ダ

リク、銀二千ミナ、祭司の衣服六十七かさねであ

った。 73こうして祭司、レビびと、門衛、歌う

たう者、民のうちのある人々、宮に仕えるしもべ

たち、およびイスラエルびとは皆その町々に住ん

だ。イスラエルの人々はその町々に住んで七月に

なった。

8その時民は皆ひとりのようになって水の門の
前の広場に集まり、主がイスラエルに与えら

れたモーセの律法の書を持って来るように、学者

エズラに求めた。 2祭司エズラは七月の一日に律

法を携えて来て、男女の会衆およびすべて聞いて

悟ることのできる人々の前にあらわれ、 3水の門

の前にある広場で、あけぼのから正午まで、男女

および悟ることのできる人々の前でこれを読んだ

。民はみな律法の書に耳を傾けた。 4学者エズラ

はこの事のために、かねて設けた木の台の上に立

ったが、彼のかたわらには右の方にマッタテヤ、

シマ、アナヤ、ウリヤ、ヒルキヤおよびマアセヤ

が立ち、左の方にはペダヤ、ミサエル、マルキヤ

、ハシュム、ハシバダナ、ゼカリヤおよびメシュ
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ラムが立った。 5エズラはすべての民の前にその

書を開いた。彼はすべての民よりも高い所にいた

からである。彼が書を開くと、すべての民は起立

した。 6エズラは大いなる神、主をほめ、民は皆

その手をあげて、「アァメン、アァメン」と言っ

て答え、こうべをたれ、地にひれ伏して主を拝し

た。 7エシュア、バニ、セレビヤ、ヤミン、アッ

クブ、シャベタイ、ホデヤ、マアセヤ、ケリタ、

アザリヤ、ヨザバデ、ハナン、ペラヤおよびレビ

びとたちは民に律法を悟らせた。民はその所に立

っていた。 8彼らはその書、すなわち神の律法を

めいりょうに読み、その意味を解き明かしてその

読むところを悟らせた。 9総督であるネヘミヤと

、祭司であり、学者であるエズラと、民を教える

レビびとたちはすべての民に向かって「この日は

あなたがたの神、主の聖なる日です。嘆いたり、

泣いたりしてはならない」と言った。すべての民

が律法の言葉を聞いて泣いたからである。 10そ

して彼らに言った、「あなたがたは去って、肥え

たものを食べ、甘いものを飲みなさい。その備え

のないものには分けてやりなさい。この日はわれ

われの主の聖なる日です。憂えてはならない。主

を喜ぶことはあなたがたの力です」。 11レビび

ともまたすべての民を静めて、「泣くことをやめ

なさい。この日は聖なる日です。憂えてはならな

い」と言った。 12すべての民は去って食い飲み

し、また分け与えて、大いに喜んだ。これは彼ら

が読み聞かされた言葉を悟ったからである。 13

次の日、すべての民の氏族の長たち、祭司、レビ

びとらは律法の言葉を学ぶために学者エズラのも

とに集まってきて、 14律法のうちに主がモーセ

に命じられたこと、すなわちイスラエルの人々は

七月の祭の間、仮庵の中に住むべきことがしるさ

れているのを見いだした。 15またすべての町々

およびエルサレムにのべ伝えて、「あなたがたは

山に出て行って、オリブと野生のオリブ、ミルト

ス、なつめやし、および茂った木の枝を取ってき

て、しるされてあるとおり、仮庵を造れ」と言っ

てあるのを見いだした。 16それで民は出て行っ

て、それを持って帰り、おのおのその家の屋根の

上、その庭、神の宮の庭、水の門の広場、エフラ

イムの門の広場などに仮庵を造った。 17捕囚か

ら帰って来た会衆は皆仮庵を造って、仮庵に住ん

だ。ヌンの子ヨシュアの日からこの日まで、イス

ラエルの人々はこのように行ったことがなかった

。それでその喜びは非常に大きかった。 18エズ

ラは初めの日から終りの日まで、毎日神の律法の

書を読んだ。人々は七日の間、祭を行い、八日目

になって、おきてにしたがって聖会を開いた。

9その月の二十四日にイスラエルの人々は集ま
って断食し、荒布をまとい、土をかぶった。 2

そしてイスラエルの子孫は、すべての異邦人を離

れ、立って自分の罪と先祖の不義とをざんげした

。 3彼らはその所に立って、その日の四分の一を

もってその神、主の律法の書を読み、他の四分の

一をもってざんげをなし、その神、主を拝した。

4その時エシュア、バニ、カデミエル、シバニヤ

、ブンニ、セレビヤ、バニ、ケナニらはレビびと

の台の上に立ち、大声をあげて、その神、主に呼

ばわった。 5それからまたエシュア、カデミエル

、バニ、ハシャブニヤ、セレビヤ、ホデヤ、セバ

ニヤ、ペタヒヤなどのレビびとは言った、「立ち

あがって永遠から永遠にいますあなたがたの神、

主をほめなさい。あなたの尊いみ名はほむべきか

な。これはすべての祝福とさんびを越えるもので

す」。 6またエズラは言った、「あなたは、ただ

あなたのみ、主でいらせられます。あなたは天と

諸天の天と、その万象、地とその上のすべてのも

の、海とその中のすべてのものを造り、これをこ

とごとく保たれます。天の万軍はあなたを拝しま

す。 7あなたは主、神でいらせられます。あなた

は昔アブラムを選んでカルデヤのウルから導き出

し、彼にアブラハムという名を与え、 8彼の心が

あなたの前に忠信なのを見られて、彼と契約を結

び、その子孫にカナンびと、ヘテびと、アモリび

と、ペリジびと、エブスびとおよびギルガシびと

の地を与えると言われたが、ついにあなたはその

約束を成就されました。あなたは正しくいらせら

れるからです。 9あなたはわれわれの先祖がエジ

プトで苦難を受けるのを顧みられ、また紅海のほ

とりで呼ばわり叫ぶのを聞きいれられ、 10しる

しと不思議とをあらわしてパロと、そのすべての

家来と、その国のすべての民を攻められました。

彼らがわれわれの先祖に対して、ごうまんにふる

まったことを知られたからです。そしてあなたが

名をあげられたこと今日のようです。 11あなた

はまた彼らの前で海を分け、彼らに、かわいた地

を踏んで海の中を通らせ、彼らを追う者を、石を

大水に投げ入れるように淵に投げ入れ、 12昼は
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雲の柱をもって彼らを導き、夜は火の柱をもって

その行くべき道を照されました。 13あなたはま

たシナイ山の上に下り、天から彼らと語り、正し

いおきてと、まことの律法および良きさだめと戒

めとを授け、 14あなたの聖なる安息日を彼らに

示し、あなたのしもべモーセによって戒めと、さ

だめと、律法とを彼らに命じ、 15天から食物を

与えてその飢えをとどめ、岩から水を出してその

かわきを潤し、また、彼らに与えると誓われたそ

の国にはいって、これを獲るように彼らに命じら

れました。 16しかし彼ら、すなわちわれわれの

先祖はごうまんにふるまい、かたくなで、あなた

の戒めに従わず、 17従うことを拒み、あなたが

彼らの中で行われた奇跡を心にとめず、かえって

かたくなになり、みずからひとりのかしらを立て

て、エジプトの奴隷の生活に帰ろうとしました。

しかしあなたは罪をゆるす神、恵みあり、あわれ

みあり、怒ることおそく、いつくしみ豊かにまし

まして、彼らを捨てられませんでした。 18また

彼らがみずから一つの鋳物の子牛を造って、『こ

れはあなたがたをエジプトから導き上ったあなた

がたの神である』と言って、大いに汚し事を行っ

た時にも、 19あなたは大いなるあわれみをもっ

て彼らを荒野に見捨てられず、昼は雲の柱を彼ら

の上から離さないで道々彼らを導き、夜は火の柱

をもって彼らの行くべき道を照されました。 20

またあなたは良きみたまを賜わって彼らを教え、

あなたのマナを常に彼らの口に与え、また水を彼

らに与えて、かわきをとどめ、 21四十年の間彼

らを荒野で養われたので、彼らはなんの欠けると

ころもなく、その衣服も古びず、その足もはれま

せんでした。 22そしてあなたは彼らに諸国、諸

民を与えて、これをすべて分かち取らせられまし

た。彼らはヘシボンの王シホンの領地、およびバ

シャンの王オグの領地を獲ました。 23また彼ら

の子孫を増して空の星のようにし、彼らの先祖た

ちに、はいって獲よと言われた地に彼らを導き入

れられたので、 24その子孫は、はいってこの地

を獲ました。あなたはまた、この地に住むカナン

びとを彼らの前に征服し、その王たちおよびその

地の民を彼らの手に渡して、意のままに扱わせら

れました。 25それで彼らは堅固な町々および肥

えた地を取り、もろもろの良い物の満ちた家、掘

池、ぶどう畑、オリブ畑および多くの果樹を獲、

食べて飽き、肥え太り、あなたの大いなる恵みに

よって楽しみました。 26それにもかかわらず彼

らは不従順で、あなたにそむき、あなたの律法を

後に投げ捨て、彼らを戒めて、あなたに立ち返ら

せようとした預言者たちを殺し、大いに汚し事を

行いました。 27そこであなたは彼らを敵の手に

渡して苦しめられましたが、彼らがその苦難の時

にあなたに呼ばわったので、あなたは天からこれ

を聞かれ、大いなるあわれみをもって彼らに救う

者を与え、敵の手から救わせられました。 28と

ころが彼らは安息を得るやいなや、またあなたの

前に悪事を行ったので、あなたは彼らを敵の手に

捨て置いて、これに治めさせられましたが、彼ら

がまた立ち返ってあなたに呼ばわったので、あな

たは天からこれを聞き、あわれみをもってしばし

ば彼らを救い出し、 29彼らを戒めて、あなたの

律法に引きもどそうとされました。けれども彼ら

はごうまんにふるまい、あなたの戒めに従わず、

人がこれを行うならば、これによって生きるとい

うあなたのおきてを破って罪を犯し、肩をそびや

かし、かたくなになって、聞き従おうとはしませ

んでした。 30それでもあなたは年久しく彼らを

忍び、あなたの預言者たちにより、あなたのみた

まをもって彼らを戒められましたが、彼らは耳を

傾けなかったので、彼らを国々の民の手に渡され

ました。 31しかしあなたは大いなるあわれみに

よって彼らを絶やさず、また彼らを捨てられませ

んでした。あなたは恵みあり、あわれみある神で

いらせられるからです。 32それゆえ、われわれ

の神、契約を保ち、いつくしみを施される大いに

して力強く、恐るべき神よ、アッスリヤの王たち

の時から今日まで、われわれとわれわれの王たち

、つかさたち、祭司たち、預言者たち、先祖たち

、およびあなたのすべての民に臨んだもろもろの

苦難を小さい事と見ないでください。 33われわ

れに臨んだすべての事について、あなたは正しい

のです。あなたは誠実をもって行われたのに、わ

れわれは悪を行ったのです。 34われわれの王た

ち、つかさたち、祭司たち、先祖たちはあなたの

律法を行わず、あなたがお与えになった命令と戒

めとに聞き従いませんでした。 35すなわち彼ら

はおのれの国におり、あなたが下さった大きな恵

みのうちにおり、またあなたがお与えになった広

い肥えた地におりながら、あなたに仕えず、また

自分の悪いわざをやめることをしませんでした。

36われわれは今日奴隷です。あなたがわれわれの
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先祖に与えて、その実とその良き物とを食べさせ

ようとされた地で、われわれは奴隷となっている

のです。 37そしてこの地はわれわれの罪のゆえ

に、あなたがわれわれの上に立てられた王たちの

ために多くの産物を出しています。かつ彼らはわ

れわれの身をも、われわれの家畜をも意のままに

左右することができるので、われわれは大いなる

苦難のうちにあるのです」。 38このもろもろの

事のためにわれわれは堅い契約を結んで、これを

記録し、われわれのつかさたち、レビびとたち祭

司たちはこれに印を押した。

10印を押した者はハカリヤの子である総督ネヘ
ミヤ、およびゼデキヤ、 2セラヤ、アザリヤ

、エレミヤ、 3パシュル、アマリヤ、マルキヤ、

4ハットシ、シバニヤ、マルク、 5ハリム、メレ

モテ、オバデヤ、 6ダニエル、ギンネトン、バル

ク、 7メシュラム、アビヤ、ミヤミン、 8マアジ

ヤ、ビルガイ、シマヤで、これらは祭司である。

9レビびとではアザニヤの子エシュア、ヘナダデ

の子らのうちのビンヌイ、カデミエル、 10およ

びその兄弟シバニヤ、ホデヤ、ケリタ、ペラヤ、

ハナン、 11ミカ、レホブ、ハシャビヤ、 12ザッ

クル、セレビヤ、シバニヤ、 13ホデヤ、バニ、

ベニヌである。 14民のかしらではパロシ、パハ

テ・モアブ、エラム、ザット、バニ、 15ブンニ

、アズガデ、ベバイ、 16アドニヤ、ビグワイ、

アデン、 17アテル、ヒゼキヤ、アズル、 18ホデ

ヤ、ハシュム、ベザイ、 19ハリフ、アナトテ、

ノバイ、 20マグピアシ、メシュラム、ヘジル、

21メシザベル、ザドク、ヤドア、 22ペラテヤ、

ハナン、アナニヤ、 23ホセア、ハナニヤ、ハシ

ュブ、 24ハロヘシ、ピルハ、ショベク、 25レホ

ム、ハシャブナ、マアセヤ、 26アヒヤ、ハナン

、アナン、 27マルク、ハリム、バアナである。

28その他の民、祭司、レビびと、門を守る者、歌

うたう者、宮に仕えるしもべ、ならびにすべて国

々の民と離れて神の律法に従った者およびその妻

、むすこ、娘などすべて知識と悟りのある者は、

29その兄弟である尊い人々につき従い、神のしも

べモーセによって授けられた神の律法に歩み、わ

れわれの主、主のすべての戒めと、おきてと、定

めとを守り行うために、のろいと誓いとに加わっ

た。 30われわれはこの地の民らにわれわれの娘

を与えず、われわれのむすこに彼らの娘をめとら

ない。 31またこの地の民らがたとい品物または

穀物を安息日に携えて来て売ろうとしても、われ

われは安息日または聖日にはそれを買わない。ま

た七年ごとに耕作をやめ、すべての負債をゆるす

。 32われわれはまたみずから規定を設けて、わ

れわれの神の宮の用のために年々シケルの三分の

一を出し、 33供えのパン、常素祭、常燔祭のた

め、安息日、新月および定めの祭の供え物のため

、聖なる物のため、イスラエルのあがないをなす

罪祭、およびわれわれの神の宮のもろもろのわざ

のために用いることにした。 34またわれわれ祭

司、レビびとおよび民はくじを引いて、律法にし

るされてあるようにわれわれの神、主の祭壇の上

にたくべきたきぎの供え物を、年々定められた時

に氏族にしたがって、われわれの神の宮に納める

者を定めた。 35またわれわれの土地の初なり、

および各種の木の実の初なりを、年々主の宮に携

えてくることを誓い、 36また律法にしるしてあ

るように、われわれの子どもおよび家畜のういご

、およびわれわれの牛や羊のういごを、われわれ

の神の宮に携えてきて、われわれの神の宮に仕え

る祭司に渡し、 37われわれの麦粉の初物、われ

われの供え物、各種の木の実、ぶどう酒および油

を祭司のもとに携えて行って、われわれの神の宮

のへやに納め、またわれわれの土地の産物の十分

の一をレビびとに与えることにした。レビびとは

われわれのすべての農作をなす町において、その

十分の一を受くべき者だからである。 38レビび

とが十分の一を受ける時には、アロンの子孫であ

る祭司が、そのレビびとと共にいなければならな

い。そしてまたレビびとはその十分の一の十分の

一を、われわれの神の宮に携え上って、へやまた

は倉に納めなければならない。 39すなわちイス

ラエルの人々およびレビの子孫は穀物、ぶどう酒

、および油の供え物を携えて行って、聖所の器物

および勤めをする祭司、門衛、歌うたう者たちの

いるへやにこれを納めなければならない。こうし

てわれわれは、われわれの神の宮をなおざりにし

ない。

11民のつかさたちはエルサレムに住み、その他
の民はくじを引いて、十人のうちからひとり

ずつを、聖都エルサレムに来て住ませ、九人を他

の町々に住ませた。 2またすべてみずから進みで

てエルサレムに住むことを申し出た人々は、民は
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これを祝福した。 3さてエルサレムに住んだこの

州の長たちは次のとおりである。ただしユダの町

々ではおのおのその町々にある自分の所有地に住

んだ。すなわちイスラエルびと、祭司、レビびと

、宮に仕えるしもべ、およびソロモンのしもべで

あった者たちの子孫である。 4そしてエルサレム

にはユダの子孫およびベニヤミンの子孫のうちの

ある者たちが住んだ。すなわちユダの子孫ではウ

ジヤの子アタヤで、ウジヤはゼカリヤの子、ゼカ

リヤはアマリヤの子、アマリヤはシパテヤの子、

シパテヤはマハラレルの子、マハラレルはペレヅ

の子孫である。 5またバルクの子マアセヤで、バ

ルクはコロホゼの子、コロホゼはハザヤの子、ハ

ザヤはアダヤの子、アダヤはヨヤリブの子、ヨヤ

リブはゼカリヤの子、ゼカリヤはシロニびとの子

である。 6ペレヅの子孫でエルサレムに住んだ者

は合わせて四百六十八人で、みな勇敢な人々であ

る。 7ベニヤミンの子孫では次のとおりである。

すなわちメシュラムの子サルで、メシュラムはヨ

エデの子、ヨエデはペダヤの子、ペダヤはコラヤ

の子、コラヤはマアセヤの子、マアセヤはイテエ

ルの子、イテエルはエサヤの子である。 8その次

はガバイおよびサライなどで合わせて九百二十八

人。 9ジクリの子ヨエルが彼らの監督である。ハ

ッセヌアの子ユダがその副官として町を治めた。

10祭司ではヨヤリブの子エダヤ、ヤキン、 11お

よび神の宮のつかさセラヤで、セラヤはヒルキヤ

の子、ヒルキヤはメシュラムの子、メシュラムは

ザドクの子、ザドクはメラヨテの子、メラヨテは

アヒトブの子である。 12宮の務をするその兄弟

は八百二十二人あり、また、エロハムの子アダヤ

がある。エロハムはペラリヤの子、ペラリヤはア

ムジの子、アムジはゼカリヤの子、ゼカリヤはパ

シホルの子、パシホルはマルキヤの子である。 13

アダヤの兄弟で、氏族の長たる者は二百四十二人

あり、またアザリエルの子アマシサイがある。ア

ザリエルはアハザイの子、アハザイはメシレモテ

の子、メシレモテはインメルの子である。 14そ

の兄弟である勇士は百二十八人あり、その監督は

ハッゲドリムの子ザブデエルである。 15レビび

とではハシュブの子シマヤで、ハシュブはアズリ

カムの子、アズリカムはハシャビヤの子、ハシャ

ビヤはブンニの子である。 16またシャベタイお

よびヨザバデがある。これらはレビびとのかしら

であって、神の宮の外のわざをつかさどった。 17

またミカの子マッタニヤがある。ミカはザブデの

子、ザブデはアサフの子である。マッタニヤは祈

の時に感謝の言葉を唱え始める者である。その兄

弟のうちのバクブキヤは彼に次ぐ者であった。ま

たシャンマの子アブダがある。シャンマはガラル

の子、ガラルはエドトンの子である。 18聖都に

おるレビびとは合わせて二百八十四人であった。

19門衛では門を守るアックブ、タルモンおよびそ

の兄弟たち合わせて百七十二人である。 20その

他のイスラエルびと、祭司、レビびとたちは皆ユ

ダのすべての町々にあって、おのおの自分の嗣業

にとどまった。 21ただし宮に仕えるしもべたち

はオペルに住み、ヂハおよびギシパが宮に仕える

しもべたちを監督していた。 22エルサレムにお

るレビびとの監督はウジである。ウジはバニの子

、バニはハシャビヤの子、ハシャビヤはマッタニ

ヤの子、マッタニヤはミカの子である。ミカは歌

うたう者なるアサフの子孫である。ウジは神の宮

のわざを監督した。 23彼らについては王からの

命令があって、歌うたう者に日々の定まった分を

与えさせた。 24またユダの子ゼラの子孫である

メシザベルの子ペタヒヤは王の手に属して民に関

するすべての事を取り扱った。 25また村々とそ

の田畑については、ユダの子孫の者はキリアテ・

アルバとその村々、デボンとその村々、エカブジ

エルとその村々に住み、 26エシュア、モラダお

よびベテペレテに住み、 27ハザル・シュアルお

よびベエルシバとその村々に住み、 28チクラグ

およびメコナとその村々に住み、 29エンリンモ

ン、ザレア、ヤルムテに住み、 30ザノア、アド

ラムおよびそれらの村々、ラキシとその田野、ア

ゼカとその村々に住んだ。こうして彼らはベエル

シバからヒンノムの谷にまで宿営した。 31ベニ

ヤミンの子孫はまたゲバからミクマシ、アヤおよ

びベテルとその村々に住み、 32アナトテ、ノブ

、アナニヤ、 33ハゾル、ラマ、ギッタイム、 34

ハデデ、ゼボイム、ネバラテ、 35ロド、オノ、

工人の谷に住んだ。 36レビびとの組のユダにあ

るもののうちベニヤミンに合したものもあった

。

12シャルテルの子ゼルバベルおよびエシュアと
一緒に上ってきた祭司とレビびとは次のとお

りである。すなわちセラヤ、エレミヤ、エズラ、

2アマリヤ、マルク、ハットシ、 3シカニヤ、レ
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ホム、メレモテ、 4イド、ギンネトイ、アビヤ、

5ミヤミン、マアデヤ、ビルガ、 6シマヤ、ヨヤ

リブ、エダヤ、 7サライ、アモク、ヒルキヤ、エ

ダヤで、これらの者はエシュアの時代に祭司およ

びその兄弟らのかしらであった。 8レビびとでは

エシュア、ビンヌイ、カデミエル、セレビヤ、ユ

ダ、マッタニヤで、マッタニヤはその兄弟らと共

に感謝のことをつかさどった。 9また彼らの兄弟

であるバグブキヤおよびウンノは彼らの向かいに

立って勤めをした。 10エシュアの子はヨアキム

、ヨアキムの子はエリアシブ、エリアシブの子は

ヨイアダ、 11ヨイアダの子はヨナタン、ヨナタ

ンの子はヤドアである。 12ヨアキムの時代に祭

司で氏族の長であった者はセラヤの氏族ではメラ

ヤ、エレミヤの氏族ではハナニヤ、 13エズラの

氏族ではメシュラム、アマリヤの氏族ではヨハナ

ン、 14マルキの氏族ではヨナタン、シバニヤの

氏族ではヨセフ、 15ハリムの氏族ではアデナ、

メラヨテの氏族ではヘルカイ、 16イドの氏族で

はゼカリヤ、ギンネトンの氏族ではメシュラム、

17アビヤの氏族ではジクリ、ミニヤミンの氏族、

モアデヤの氏族ではピルタイ、 18ビルガの氏族

ではシャンマ、シマヤの氏族ではヨナタン、 19

ヨヤリブの氏族ではマッテナイ、エダヤの氏族で

はウジ、 20サライの氏族ではカライ、アモクの

氏族ではエベル、 21ヒルキヤの氏族ではハシャ

ビヤ、エダヤの氏族ではネタンエルである。 22

レビびとについては、エリアシブ、ヨイアダ、ヨ

ハナンおよびヤドアの時代に、その氏族の長たち

が登録された。また祭司たちもペルシャ王ダリヨ

スの治世まで登録された。 23レビの子孫で氏族

の長たる者は、エリアシブの子ヨハナンの世まで

歴代志の書にしるされている。 24レビびとのか

しらはハシャビヤ、セレビヤおよびカデミエルの

子エシュアであって、その兄弟たち相向かい合い

、組と組と対応して神の人ダビデの命令に従い、

さんびと感謝をささげた。 25マツタニヤ、バク

ブキヤ、オバデヤ、メシュラム、タルモンおよび

アックブは門を守る者で門の内の倉を監督した。

26これらはヨザダクの子エシュアの子ヨアキムの

時代、また総督ネヘミヤおよび学者である祭司エ

ズラの時代にいた人々である。 27さてエルサレ

ムの城壁の落成式に当って、レビびとを、そのす

べての所から招いてエルサレムにこさせ、感謝と

、歌と、シンバルと、立琴と、琴とをもって喜ん

で落成式を行おうとした。 28そこで、歌うたう

人々はエルサレムの周囲の地方、ネトパびとの村

々から集まってきた。 29またベテギルガルおよ

びゲバとアズマウテの地方からも集まってきた。

この歌うたう者たちはエルサレムの周囲に自分の

村々を建てていたからである。 30そして祭司と

レビびとたちは身を清め、また民およびもろもろ

の門と城壁とを清めた。 31そこでわたしはユダ

のつかさたちを城壁の上にのぼらせ、また感謝す

る者の二つの大きな組を作って、行進させた。そ

の一つは城壁の上を右に糞の門をさして進んだ。

32そのあとに従って進んだ者はホシャヤ、および

ユダのつかさたちの半ば、 33ならびにアザリヤ

、エズラ、メシュラム、 34ユダ、ベニヤミン、

シマヤ、エレミヤであった。 35また数人の祭司

がラッパをもって従った。すなわちヨナタンの子

ゼカリヤ。ヨナタンはシマヤの子、シマヤはマッ

タニヤの子、マッタニヤはミカヤの子、ミカヤは

ザックルの子、ザックルはアサフの子である。 36

またゼカリヤの兄弟たちシマヤ、アザリエル、ミ

ラライ、ギラライ、マアイ、ネタンエル、ユダ、

ハナニなどであって、神の人ダビデの楽器を持っ

て従った。そして学者エズラは彼らの先に進んだ

。 37彼らは泉の門を経て、まっすぐに進み、城

壁の上り口で、ダビデの町の階段から上り、ダビ

デの家の上を過ぎて東の方、水の門に至った。 38

他の一組の感謝する者は左に進んだ。わたしは民

の半ばと共に彼らのあとに従った。そして城壁の

上を行き、炉の望楼の上を過ぎて、城壁の広い所

に至り、 39エフライムの門の上を通り、古い門

を過ぎ、魚の門およびハナネルの望楼とハンメア

の望楼を過ぎて、羊の門に至り、近衛の門に立ち

止まった。 40こうして二組の感謝する者は神の

宮にはいって立った。わたしもそこに立ち、つか

さたちの半ばもわたしと共に立った。 41また祭

司エリアキム、マアセヤ、ミニヤミン、ミカヤ、

エリオエナイ、ゼカリヤ、ハナニヤらはラッパを

持ち、 42マアセヤ、シマヤ、エレアザル、ウジ

、ヨハナン、マルキヤ、エラムおよびエゼルも共

にいた。そして歌うたう者たちは声高く歌った。

エズラヒヤはその監督であった。 43こうして彼

らはその日、大いなる犠牲をささげて喜んだ。神

が彼らを大いに喜び楽しませられたからである。

女子供までも喜んだ。それでエルサレムの喜びの

声は遠くまで聞えた。 44その日、倉のもろもろ
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のへやをつかさどる人々を選び、ささげ物、初物

、十分の一など律法の定めるところの祭司および

レビびとの分を町々の田畑にしたがって取り集め

て、へやに入れることをつかさどらせた。これは

祭司およびレビびとの仕えるのを、ユダびとが喜

んだからである。 45彼らはダビデおよびその子

ソロモンの命令に従って、神の勤めおよび清め事

の勤めをした。歌うたう者および門を守る者もそ

のように行った。 46昔ダビデおよびアサフの日

には、歌うたう者のかしらがひとりいて、神にさ

んびと感謝をささげる事があった。 47またゼル

バベルの日およびネヘミヤの日には、イスラエル

びとはみな歌うたう者と門を守る者に日々の分を

与え、またレビびとに物を聖別して与え、レビび

とはまたこれを聖別してアロンの子孫に与えた

。

13その日モーセの書を読んで民に聞かせたが、
その中にアンモンびと、およびモアブびとは

、いつまでも神の会に、はいってはならないとし

るされているのを見いだした。 2これは彼らがか

つて、パンと水をもってイスラエルの人々を迎え

ず、かえってこれをのろわせるためにバラムを雇

ったからである。しかしわれわれの神はそののろ

いを変えて祝福とされた。 3人々はこの律法を聞

いた時、混血の民をことごとくイスラエルから分

け離した。 4これより先、われわれの神の宮のへ

やをつかさどっていた祭司エリアシブは、トビヤ

と縁組したので、 5トビヤのために大きなへやを

備えた。そのへやはもと、素祭の物、乳香、器物

および規定によってレビびと、歌うたう者および

門を守る者たちに与える穀物、ぶどう酒、油の十

分の一、ならびに祭司のためのささげ物を置いた

所である。 6その当時、わたしはエルサレムにい

なかった。わたしはバビロンの王アルタシャスタ

の三十二年に王の所へ行ったが、しばらくたって

王にいとまを請い、 7エルサレムに来て、エリア

シブがトビヤのためにした悪事、すなわち彼のた

めに神の宮の庭に一つのへやを備えたことを発見

した。 8わたしは非常に怒り、トビヤの家の器物

をことごとくそのへやから投げだし、 9命じて、

すべてのへやを清めさせ、そして神の宮の器物お

よび素祭、乳香などを再びそこに携え入れた。 10

わたしはまたレビびとがその受くべき分を与えら

れていなかったことを知った。これがためにその

務をなすレビびとおよび歌うたう者たちは、おの

おの自分の畑に逃げ帰った。 11それでわたしは

つかさたちを責めて言った、「なぜ神の宮を捨て

させたのか」。そしてレビびとを招き集めて、そ

の持ち場に復帰させた。 12そこでユダの人々は

皆、穀物、ぶどう酒、油の十分の一を倉に携えて

きた。 13わたしは祭司シレミヤ、学者ザドクお

よびレビびとペダヤを倉のつかさとし、またマッ

タニヤの子ザックルの子ハナンをその助手として

倉をつかさどらせた。彼らは忠実な者と思われた

からである。彼らの任務は兄弟たちに分配する事

であった。 14わが神よ、この事のためにわたし

を覚えてください。わが神の宮とその勤めのため

にわたしが行った良きわざをぬぐい去らないでく

ださい。 15そのころわたしはユダのうちで安息

日に酒ぶねを踏む者、麦束を持ってきて、ろばに

負わす者、またぶどう酒、ぶどう、いちじくおよ

びさまざまの荷を安息日にエルサレムに運び入れ

る者を見たので、わたしは彼らが食物を売ってい

たその日に彼らを戒めた。 16そこに住んでいた

ツロの人々もまた魚およびさまざまの品物を持っ

てきて、安息日にユダの人々に売り、エルサレム

で商売した。 17そこでわたしはユダの尊い人々

を責めて言った、「あなたがたはなぜこの悪事を

行って、安息日を汚すのか。 18あなたがたの先

祖も、このように行ったので、われわれの神はこ

のすべての災を、われわれとこの町に下されたで

はないか。ところがあなたがたは安息日を汚して

、さらに大いなる怒りをイスラエルの上に招くの

である」。 19そこで安息日の前に、エルサレム

のもろもろの門が暗くなり始めた時、わたしは命

じてそのとびらを閉じさせ、安息日が終るまでこ

れを開いてはならないと命じ、わたしのしもべ数

人を門に置いて、安息日に荷を携え入れさせない

ようにした。 20これがために、商人およびさま

ざまの品物を売る者どもは一、二回エルサレムの

外に宿った。 21わたしは彼らを戒めて言った、

「あなたがたはなぜ城壁の前に宿るのか。もしあ

なたがたが重ねてそのようなことをするならば、

わたしはあなたがたを処罰する」と。そのとき以

来、彼らは安息日にはこなかった。 22わたしは

またレビびとに命じて、その身を清めさせ、来て

門を守らせて、安息日を聖別した。わが神よ、わ

たしのためにまた、このことを覚え、あなたの大

いなるいつくしみをもって、わたしをあわれんで
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ください。 23そのころまた、わたしはアシドド

、アンモン、モアブの女をめとったユダヤ人を見

た。 24彼らの子供の半分はアシドドの言葉を語

って、ユダヤの言葉を語ることができず、おのお

のその母親の出た民の言葉を語った。 25わたし

は彼らを責め、またののしり、そのうちの数人を

撃って、その毛を抜き、神の名をさして誓わせて

言った、「あなたがたは彼らのむすこに自分の娘

を与えてはならない。またあなたがたのむすこ、

またはあなたがた自身のために彼らの娘をめとっ

てはならない。 26イスラエルの王ソロモンはこ

れらのことによって罪を犯したではないか。彼の

ような王は多くの国民のうちにもなく、神に愛せ

られた者である。神は彼をイスラエル全国の王と

せられた。ところが異邦の女たちは彼に罪を犯さ

せた。 27それゆえあなたがたが異邦の女をめと

り、このすべての大いなる悪を行って、われわれ

の神に罪を犯すのを、われわれは聞き流しにして

おけようか」。 28大祭司エリアシブの子ヨイア

ダのひとりの子はホロニびとサンバラテの婿であ

ったので、わたしは彼をわたしのところから追い

出した。 29わが神よ、彼らのことを覚えてくだ

さい。彼らは祭司の職を汚し、また祭司およびレ

ビびとの契約を汚しました。 30このように、わ

たしは彼らを清めて、異邦のものをことごとく捨

てさせ、祭司およびレビびとの務を定めて、おの

おのそのわざにつかせた。 31また定められた時

に、たきぎの供え物をささげさせ、また初物をさ

さげさせた。わが神よ、わたしを覚え、わたしを

お恵みください。
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エステル記

1アハシュエロスすなわちインドからエチオピ
ヤまで百二十七州を治めたアハシュエロスの

世、 2アハシュエロス王が首都スサで、その国の

位に座していたころ、 3その治世の第三年に、彼

はその大臣および侍臣たちのために酒宴を設けた

。ペルシャとメデアの将軍および貴族ならびに諸

州の大臣たちがその前にいた。 4その時、王はそ

の盛んな国の富と、その王威の輝きと、はなやか

さを示して多くの日を重ね、百八十日に及んだ。

5これらの日が終った時、王は王の宮殿の園の庭

で、首都スサにいる大小のすべての民のために七

日の間、酒宴を設けた。 6そこには白綿布の垂幕

と青色のとばりとがあって、紫色の細布のひもで

銀の輪および大理石の柱につながれていた。また

長いすは金銀で作られ、石膏と大理石と真珠貝お

よび宝石の切りはめ細工の床の上に置かれていた

。 7酒は金の杯で賜わり、その杯はそれぞれ違っ

たもので、王の大きな度量にふさわしく、王の用

いる酒を惜しみなく賜わった。 8その飲むことは

法にかない、だれもしいられることはなかった。

これは王が人々におのおの自分の好むようにさせ

よと宮廷のすべての役人に命じておいたからであ

る。 9王妃ワシテもまたアハシュエロス王に属す

る王宮の内で女たちのために酒宴を設けた。 10

七日目にアハシュエロス王は酒のために心が楽し

くなり、王の前に仕える七人の侍従メホマン、ビ

ズタ、ハルボナ、ビグタ、アバグタ、ゼタルおよ

びカルカスに命じて、 11王妃ワシテに王妃の冠

をかぶらせて王の前にこさせよと言った。これは

彼女が美しかったので、その美しさを民らと大臣

たちに見せるためであった。 12ところが、王妃

ワシテは侍従が伝えた王の命令に従って来ること

を拒んだので、王は大いに憤り、その怒りが彼の

内に燃えた。 13そこで王は時を知っている知者

に言った、王はすべて法律と審判に通じている者

に相談するのを常とした。 14時に王の次にいた

人々はペルシャおよびメデアの七人の大臣カルシ

ナ、セタル、アデマタ、タルシシ、メレス、マル

セナ、メムカンであった。彼らは皆王の顔を見る

者で、国の首位に座する人々であった 15「王妃

ワシテは、アハシュエロス王が侍従をもって伝え

た命令を行わないゆえ、法律に従って彼女にどう

したらよかろうか」。 16メムカンは王と大臣た

ちの前で言った、「王妃ワシテはただ王にむかっ

て悪い事をしたばかりでなく、すべての大臣およ

びアハシュエロス王の各州のすべての民にむかっ

てもしたのです。 17王妃のこの行いはあまねく

すべての女たちに聞えて、彼らはついにその目に

夫を卑しめ、『アハシュエロス王は王妃ワシテに

、彼の前に来るように命じたがこなかった』と言

うでしょう。 18王妃のこの行いを聞いたペルシ

ャとメデアの大臣の夫人たちもまた、今日、王の

すべての大臣たちにこのように言うでしょう。そ

うすれば必ず卑しめと怒りが多く起ります。 19

もし王がよしとされるならば、ワシテはこの後、

再びアハシュエロス王の前にきてはならないとい

う王の命令を下し、これをペルシャとメデアの法

律の中に書きいれて変ることのないようにし、そ

して王妃の位を彼女にまさる他の者に与えなさい

。 20王の下される詔がこの大きな国にあまねく

告げ示されるとき、妻たる者はことごとく、その

夫を高下の別なく共に敬うようになるでしょう」

。 21王と大臣たちはこの言葉をよしとしたので

、王はメムカンの言葉のとおりに行った。 22王

は王の諸州にあまねく書を送り、各州にはその文

字にしたがい、各民族にはその言語にしたがって

書き送り、すべて男子たる者はその家の主となる

べきこと、また自分の民の言語を用いて語るべき

ことをさとした。

2これらのことの後、アハシュエロス王の怒り
がとけ、王はワシテおよび彼女のしたこと、

また彼女に対して定めたことを思い起した。 2時

に王に仕える侍臣たちは言った、「美しい若い処

女たちを王のために尋ね求めましょう。 3どうぞ

王はこの国の各州において役人を選び、美しい若

い処女をことごとく首都スサにある婦人の居室に

集めさせ、婦人をつかさどる王の侍従ヘガイの管

理のもとにおいて、化粧のための品々を彼らに与

えてください。 4こうして御意にかなうおとめを

とって、ワシテの代りに王妃としてください」。

王はこの事をよしとし、そのように行った。 5さ

て首都スサにひとりのユダヤ人がいた。名をモル

デカイといい、キシのひこ、シメイの孫、ヤイル

の子で、ベニヤミンびとであった。 6彼はバビロ

ンの王ネブカデネザルが捕えていったユダの王エ

コニヤと共に捕えられていった捕虜のひとりで、

エルサレムから捕え移された者である。 7彼はそ
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のおじの娘ハダッサすなわちエステルを養い育て

た。彼女には父も母もなかったからである。この

おとめは美しく、かわいらしかったが、その父母

の死後、モルデカイは彼女を引きとって自分の娘

としたのである。 8王の命令と詔が伝えられ、多

くのおとめが首都スサに集められて、ヘガイの管

理のもとにおかれたとき、エステルもまた王宮に

携え行かれ、婦人をつかさどるヘガイの管理のも

とにおかれた。 9このおとめはヘガイの心にかな

って、そのいつくしみを得た。すなわちヘガイは

すみやかに彼女に化粧の品々および食物の分け前

を与え、また宮中から七人のすぐれた侍女を選ん

で彼女に付き添わせ、彼女とその侍女たちを婦人

の居室のうちの最も良い所に移した。 10エステ

ルは自分の民のことをも、自分の同族のことをも

人に知らせなかった。モルデカイがこれを知らす

なと彼女に命じたからである。 11モルデカイは

エステルの様子および彼女がどうしているかを知

ろうと、毎日婦人の居室の庭の前を歩いた。 12

おとめたちはおのおの婦人のための規定にしたが

って十二か月を経て後、順番にアハシュエロス王

の所へ行くのであった。これは彼らの化粧の期間

として、没薬の油を用いること六か月、香料およ

び婦人の化粧に使う品々を用いること六か月が定

められていたからである。 13こうしておとめは

王の所へ行くのであった。そしておとめが婦人の

居室を出て王宮へ行く時には、すべてその望む物

が与えられた。 14そして夕方行って、あくる朝

第二の婦人の居室に帰り、そばめたちをつかさど

る王の侍従シャシガズの管理に移された。王がそ

の女を喜び、名ざして召すのでなければ、再び王

の所へ行くことはなかった。 15さてモルデカイ

のおじアビハイルの娘、すなわちモルデカイが引

きとって自分の娘としたエステルが王の所へ行く

順番となったが、彼女は婦人をつかさどる王の侍

従ヘガイが勧めた物のほか何をも求めなかった。

エステルはすべて彼女を見る者に喜ばれた。 16

エステルがアハシュエロス王に召されて王宮へ行

ったのは、その治世の第七年の十月、すなわちテ

ベテの月であった。 17王はすべての婦人にまさ

ってエステルを愛したので、彼女はすべての処女

にまさって王の前に恵みといつくしみとを得た。

王はついに王妃の冠を彼女の頭にいただかせ、ワ

シテに代って王妃とした。 18そして王は大いな

る酒宴を催して、すべての大臣と侍臣をもてなし

た。エステルの酒宴がこれである。また諸州に免

税を行い、王の大きな度量にしたがって贈り物を

与えた。 19二度目に処女たちが集められたとき

、モルデカイは王の門にすわっていた。 20エス

テルはモルデカイが命じたように、まだ自分の同

族のことをも自分の民のことをも人に知らせなか

った。エステルはモルデカイの言葉に従うこと、

彼に養い育てられた時と少しも変らなかった。 21

そのころ、モルデカイが王の門にすわっていた時

、王の侍従で、王のへやの戸を守る者のうちのビ

グタンとテレシのふたりが怒りのあまりアハシュ

エロス王を殺そうとねらっていたが、 22その事

がモルデカイに知れたので、彼はこれを王妃エス

テルに告げ、エステルはこれをモルデカイの名を

もって王に告げた。 23その事が調べられて、そ

れに相違ないことがあらわれたので、彼らふたり

は木にかけられた。この事は王の前で日誌の書に

かきしるされた。

3これらの事の後、アハシュエロス王はアガグ
びとハンメダタの子ハマンを重んじ、これを

昇進させて、自分と共にいるすべての大臣たちの

上にその席を定めさせた。 2王の門の内にいる王

の侍臣たちは皆ひざまずいてハマンに敬礼した。

これは王が彼についてこうすることを命じたから

である。しかしモルデカイはひざまずかず、また

敬礼しなかった。 3そこで王の門にいる王の侍臣

たちはモルデカイにむかって、「あなたはどうし

て王の命令にそむくのか」と言った。 4彼らは毎

日モルデカイにこう言うけれども聞きいれなかっ

たので、その事がゆるされるかどうかを見ようと

、これをハマンに告げた。なぜならモルデカイは

すでに自分のユダヤ人であることを彼らに語った

からである。 5ハマンはモルデカイのひざまずか

ず、また自分に敬礼しないのを見て怒りに満たさ

れたが、 6ただモルデカイだけを殺すことを潔し

としなかった。彼らがモルデカイの属する民をハ

マンに知らせたので、ハマンはアハシュエロスの

国のうちにいるすべてのユダヤ人、すなわちモル

デカイの属する民をことごとく滅ぼそうと図った

。 7アハシュエロス王の第十二年の正月すなわち

ニサンの月に、ハマンの前で、十二月すなわちア

ダルの月まで、一日一日のため、一月一月のため

に、プルすなわちくじを投げさせた。 8そしてハ

マンはアハシュエロス王に言った、「お国の各州
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にいる諸民のうちに、散らされて、別れ別れにな

っている一つの民がいます。その法律は他のすべ

ての民のものと異なり、また彼らは王の法律を守

りません。それゆえ彼らを許しておくことは王の

ためになりません。 9もし王がよしとされるなら

ば、彼らを滅ぼせと詔をお書きください。そうす

ればわたしは王の事をつかさどる者たちの手に銀

一万タラントを量りわたして、王の金庫に入れさ

せましょう」。 10そこで王は手から指輪をはず

し、アガグびとハンメダタの子で、ユダヤ人の敵

であるハマンにわたした。 11そして王はハマン

に言った、「その銀はあなたに与える。その民も

またあなたに与えるから、よいと思うようにしな

さい」。 12そこで正月の十三日に王の書記官が

召し集められ、王の総督、各州の知事および諸民

のつかさたちにハマンが命じたことをことごとく

書きしるした。すなわち各州に送るものにはその

文字を用い、諸民に送るものにはその言語を用い

、おのおのアハシュエロス王の名をもってそれを

書き、王の指輪をもってそれに印を押した。 13

そして急使をもってその書を王の諸州に送り、十

二月すなわちアダルの月の十三日に、一日のうち

にすべてのユダヤ人を、若い者、老いた者、子供

、女の別なく、ことごとく滅ぼし、殺し、絶やし

、かつその貨財を奪い取れと命じた。 14この文

書の写しを詔として各州に伝え、すべての民に公

示して、その日のために備えさせようとした。 15

急使は王の命令により急いで出ていった。この詔

は首都スサで発布された。時に王とハマンは座し

て酒を飲んでいたが、スサの都はあわて惑った

。

4モルデカイはすべてこのなされたことを知っ
たとき、その衣を裂き、荒布をまとい、灰を

かぶり、町の中へ行って大声をあげ、激しく叫ん

で、 2王の門の入口まで行った。荒布をまとって

は王の門の内にはいることができないからである

。 3すべて王の命令と詔をうけ取った各州ではユ

ダヤ人のうちに大いなる悲しみがあり、断食、嘆

き、叫びが起り、また荒布をまとい、灰の上に座

する者が多かった。 4エステルの侍女たちおよび

侍従たちがきて、この事を告げたので、王妃は非

常に悲しみ、モルデカイに着物を贈り、それを着

せて、荒布を脱がせようとしたが受けなかった。

5そこでエステルは王の侍従のひとりで、王が自

分にはべらせたハタクを召し、モルデカイのもと

へ行って、それは何事であるか、何ゆえであるか

を尋ねて来るようにと命じた。 6ハタクは出て、

王の門の前にある町の広場にいるモルデカイのも

とへ行くと、 7モルデカイは自分の身に起ったす

べての事を彼に告げ、かつハマンがユダヤ人を滅

ぼすことのために王の金庫に量り入れると約束し

た銀の正確な額を告げた。 8また彼らを滅ぼさせ

るために、スサで発布された詔書の写しを彼にわ

たし、それをエステルに見せ、かつ説きあかし、

彼女が王のもとへ行ってその民のために王のあわ

れみを請い、王の前に願い求めるように彼女に言

い伝えよと言った。 9ハタクが帰ってきてモルデ

カイの言葉をエステルに告げたので、 10エステ

ルはハタクに命じ、モルデカイに言葉を伝えさせ

て言った、 11「王の侍臣および王の諸州の民は

皆、男でも女でも、すべて召されないのに内庭に

はいって王のもとへ行く者は、必ず殺されなけれ

ばならないという一つの法律のあることを知って

います。ただし王がその者に金の笏を伸べれば生

きることができるのです。しかしわたしはこの三

十日の間、王のもとへ行くべき召をこうむらない

のです」。 12エステルの言葉をモルデカイに告

げたので、 13モルデカイは命じてエステルに答

えさせて言った、「あなたは王宮にいるゆえ、す

べてのユダヤ人と異なり、難を免れるだろうと思

ってはならない。 14あなたがもし、このような

時に黙っているならば、ほかの所から、助けと救

がユダヤ人のために起るでしょう。しかし、あな

たとあなたの父の家とは滅びるでしょう。あなた

がこの国に迎えられたのは、このような時のため

でなかったとだれが知りましょう」。 15そこで

エステルは命じてモルデカイに答えさせた、 16

「あなたは行ってスサにいるすべてのユダヤ人を

集め、わたしのために断食してください。三日の

あいだ夜も昼も食い飲みしてはなりません。わた

しとわたしの侍女たちも同様に断食しましょう。

そしてわたしは法律にそむくことですが王のもと

へ行きます。わたしがもし死なねばならないのな

ら、死にます」。 17モルデカイは行って、エス

テルがすべて自分に命じたとおりに行った。

5三日目にエステルは王妃の服を着、王宮の内
庭に入り、王の広間にむかって立った。王は

王宮の玉座に座して王宮の入口にむかっていたが
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、 2王妃エステルが庭に立っているのを見て彼女

に恵みを示し、その手にある金の笏をエステルの

方に伸ばしたので、エステルは進みよってその笏

の頭にさわった。 3王は彼女に言った、「王妃エ

ステルよ、何を求めるのか。あなたの願いは何か

。国の半ばでもあなたに与えよう」。 4エステル

は言った、「もし王がよしとされるならば、きょ

うわたしが王のために設けた酒宴に、ハマンとご

一緒にお臨みください」。 5そこで王は「ハマン

を速く連れてきて、エステルの言うようにせよ」

と言い、やがて王とハマンはエステルの設けた酒

宴に臨んだ。 6酒宴の時、王はエステルに言った

、「あなたの求めることは何か。必ず聞かれる。

あなたの願いは何か。国の半ばでも聞きとどけら

れる」。 7エステルは答えて言った、「わたしの

求め、わたしの願いはこれです。 8もしわたしが

王の目の前に恵みを得、また王がもしわたしの求

めを許し、わたしの願いを聞きとどけるのをよし

とされるならば、ハマンとご一緒に、あすまた、

わたしが設けようとする酒宴に、お臨みください

。わたしはあす王のお言葉どおりにいたしましょ

う」。 9こうしてハマンはその日、心に喜び楽し

んで出てきたが、ハマンはモルデカイが王の門に

いて、自分にむかって立ちあがりもせず、また身

動きもしないのを見たので、モルデカイに対し怒

りに満たされた。 10しかしハマンは耐え忍んで

家に帰り、人をやってその友だちおよび妻ゼレシ

を呼んでこさせ、 11そしてハマンはその富の栄

華と、そのむすこたちの多いことと、すべて王が

自分を重んじられたこと、また王の大臣および侍

臣たちにまさって自分を昇進させられたことを彼

らに語った。 12ハマンはまた言った、「王妃エ

ステルは酒宴を設けたが、わたしのほかはだれも

王と共にこれに臨ませなかった。あすもまたわた

しは王と共に王妃に招かれている。 13しかしユ

ダヤ人モルデカイが王の門に座しているのを見る

間は、これらの事もわたしには楽しくない」。 14

その時、妻ゼレシとすべての友は彼に言った、「

高さ五十キュビトの木を立てさせ、あすの朝、モ

ルデカイをその上に掛けるように王に申し上げな

さい。そして王と一緒に楽しんでその酒宴におい

でなさい」。ハマンはこの事をよしとして、その

木を立てさせた。

6その夜、王は眠ることができなかったので、
命じて日々の事をしるした記録の書を持って

こさせ、王の前で読ませたが、 2その中に、モル

デカイがかつて王の侍従で、王のへやの戸を守る

者のうちのビグタナとテレシのふたりが、アハシ

ュエロス王を殺そうとねらっていることを告げた

、としるされているのを見いだした。 3そこで王

は言った、「この事のために、どんな栄誉と爵位

をモルデカイに与えたか」。王に仕える侍臣たち

は言った、「何も彼に与えていません」。 4王は

言った、「庭にいるのはだれか」。この時ハマン

はモルデカイのために設けた木にモルデカイを掛

けることを王に申し上げようと王宮の外庭にはい

ってきていた。 5王の侍臣たちが「ハマンが庭に

立っています」と王に言ったので、王は「ここへ

、はいらせよ」と言った。 6やがてハマンがはい

って来ると王は言った、「王が栄誉を与えようと

思う人にはどうしたらよかろうか」。ハマンは心

のうちに言った、「王はわたし以外にだれに栄誉

を与えようと思われるだろうか」。 7ハマンは王

に言った、「王が栄誉を与えようと思われる人の

ためには、 8王の着られた衣服を持ってこさせ、

また王の乗られた馬、すなわちその頭に王冠をい

ただいた馬をひいてこさせ、 9その衣服と馬とを

王の最も尊い大臣のひとりの手にわたして、王が

栄誉を与えようと思われる人にその衣服を着させ

、またその人を馬に乗せ、町の広場を導いて通ら

せ、『王が栄誉を与えようと思う人にはこうする

のだ』とその前に呼ばわらせなさい」。 10それ

で王はハマンに言った、「急いであなたが言った

ように、その衣服と馬とを取り寄せ、王の門に座

しているユダヤ人モルデカイにそうしなさい。あ

なたが言ったことを一つも欠いてはならない」。

11そこでハマンは衣服と馬とを取り寄せ、モルデ

カイにその衣服を着せ、彼を馬に乗せて町の広場

を通らせ、その前に呼ばわって、「王が栄誉を与

えようと思う人にはこうするのだ」と言った。 12

こうしてモルデカイは王の門に帰ってきたが、ハ

マンは憂え悩み、頭をおおって急いで家に帰った

。 13そしてハマンは自分の身に起った事をこと

ごとくその妻ゼレシと友だちに告げた。するとそ

の知者たちおよび妻ゼレシは彼に言った、「あの

モルデカイ、すなわちあなたがその人の前に敗れ

始めた者が、もしユダヤ人の子孫であるならば、

あなたは彼に勝つことはできない。必ず彼の前に
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敗れるでしょう」。 14彼らがなおハマンと話し

ている時、王の侍従たちがきてハマンを促し、エ

ステルが設けた酒宴に臨ませた。

7王とハマンは王妃エステルの酒宴に臨んだ。
2このふつか目の酒宴に王はまたエステルに言

った、「王妃エステルよ、あなたの求めることは

何か。必ず聞かれる。あなたの願いは何か。国の

半ばでも聞きとどけられる」。 3王妃エステルは

答えて言った、「王よ、もしわたしが王の目の前

に恵みを得、また王がもしよしとされるならば、

わたしの求めにしたがってわたしの命をわたしに

与え、またわたしの願いにしたがってわたしの民

をわたしに与えてください。 4わたしとわたしの

民は売られて滅ぼされ、殺され、絶やされようと

しています。もしわたしたちが男女の奴隷として

売られただけなら、わたしは黙っていたでしょう

。わたしたちの難儀は王の損失とは比較にならな

いからです」。 5アハシュエロス王は王妃エステ

ルに言った、「そんな事をしようと心にたくらん

でいる者はだれか。またどこにいるのか」。 6エ

ステルは言った、「そのあだ、その敵はこの悪い

ハマンです」。そこでハマンは王と王妃の前に恐

れおののいた。 7王は怒って酒宴の席を立ち、宮

殿の園へ行ったが、ハマンは残って王妃エステル

に命ごいをした。彼は王が自分に害を加えようと

定めたのを見たからである。 8王が宮殿の園から

酒宴の場所に帰ってみると、エステルのいた長い

すの上にハマンが伏していたので、王は言った、

「彼はまたわたしの家で、しかもわたしの前で王

妃をはずかしめようとするのか」。この言葉が王

の口から出たとき、人々は、ハマンの顔をおおっ

た。 9その時、王に付き添っていたひとりの侍従

ハルボナが「王のためによい事を告げたあのモル

デカイのためにハマンが用意した高さ五十キュビ

トの木がハマンの家に立っています」と言ったの

で、王は「彼をそれに掛けよ」と言った。 10そ

こで人々はハマンをモルデカイのために備えてあ

ったその木に掛けた。こうして王の怒りは和らい

だ。

8その日アハシュエロス王は、ユダヤ人の敵ハ
マンの家を王妃エステルに与えた。モルデカ

イは王の前にきた。これはエステルが自分とモル

デカイがどんな関係の者であるかを告げたからで

ある。 2王はハマンから取り返した自分の指輪を

はずして、モルデカイに与えた。エステルはモル

デカイにハマンの家を管理させた。 3エステルは

再び王の前に奏し、その足もとにひれ伏して、ア

ガグびとハマンの陰謀すなわち彼がユダヤ人に対

して企てたその計画を除くことを涙ながらに請い

求めた。 4王はエステルにむかって金の笏を伸べ

たので、エステルは身を起して王の前に立ち、 5

そして言った、「もし王がよしとされ、わたしが

王の前に恵みを得、またこの事が王の前に正しい

と見え、かつわたしが王の目にかなうならば、ア

ガグびとハンメダタの子ハマンが王の諸州にいる

ユダヤ人を滅ぼそうとはかって書き送った書を取

り消す旨を書かせてください。 6どうしてわたし

は、わたしの民に臨もうとする災を、だまって見

ていることができましょうか。どうしてわたしの

同族の滅びるのを、だまって見ていることができ

ましょうか」。 7アハシュエロス王は王妃エステ

ルとユダヤ人モルデカイに言った、「ハマンがユ

ダヤ人を殺そうとしたので、わたしはハマンの家

をエステルに与え、またハマンを木に掛けさせた

。 8あなたがたは自分たちの思うままに王の名を

もってユダヤ人についての書をつくり、王の指輪

をもってそれに印を押すがよい。王の名をもって

書き、王の指輪をもって印を押した書はだれも取

り消すことができない」。 9その時王の書記官が

召し集められた。それは三月すなわちシワンの月

の二十三日であった。そしてインドからエチオピ

ヤまでの百二十七州にいる総督、諸州の知事およ

び大臣たちに、モルデカイがユダヤ人について命

じたとおりに書き送った。すなわち各州にはその

文字を用い、各民族にはその言語を用いて書き送

り、ユダヤ人に送るものにはその文字と言語とを

用いた。 10その書はアハシュエロス王の名をも

って書かれ、王の指輪をもって印を押し、王の御

用馬として、そのうまやに育った早馬に乗る急使

によって送られた。 11その中で、王はすべての

町にいるユダヤ人に、彼らが相集まって自分たち

の生命を保護し、自分たちを襲おうとする諸国、

諸州のすべての武装した民を、その妻子もろとも

に滅ぼし、殺し、絶やし、かつその貨財を奪い取

ることを許した。 12ただしこの事をアハシュエ

ロス王の諸州において、十二月すなわちアダルの

月の十三日に、一日のうちに行うことを命じた。

13この書いた物の写しを詔として各州に伝え、す

べての民に公示して、ユダヤ人に、その日のため
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に備えして、その敵にあだをかえさせようとした

。 14王の御用馬である早馬に乗った急使は、王

の命によって急がされ、せきたてられて出て行っ

た。この詔は首都スサで出された。 15モルデカ

イは青と白の朝服を着、大きな金の冠をいただき

、紫色の細布の上着をまとって王の前から出て行

った。スサの町中、声をあげて喜んだ。 16ユダ

ヤ人には光と喜びと楽しみと誉があった。 17い

ずれの州でも、いずれの町でも、すべて王の命令

と詔の伝達された所では、ユダヤ人は喜び楽しみ

、酒宴を開いてこの日を祝日とした。そしてこの

国の民のうち多くの者がユダヤ人となった。これ

はユダヤ人を恐れる心が彼らのうちに起ったから

である。

9十二月すなわちアダルの月の十三日、王の命
令と詔の行われる時が近づいたとき、すなわ

ちユダヤ人の敵が、ユダヤ人を打ち伏せようと望

んでいたのに、かえってユダヤ人が自分たちを憎

む者を打ち伏せることとなったその日に、 2ユダ

ヤ人はアハシュエロス王の各州にある自分たちの

町々に集まり、自分たちに害を加えようとする者

を殺そうとしたが、だれもユダヤ人に逆らうこと

のできるものはなかった。すべての民がユダヤ人

を恐れたからである。 3諸州の大臣、総督、知事

および王の事をつかさどる者は皆ユダヤ人を助け

た。彼らはモルデカイを恐れたからである。 4モ

ルデカイは王の家で大いなる者となり、その名声

は各州に聞えわたった。この人モルデカイがます

ます勢力ある者となったからである。 5そこでユ

ダヤ人はつるぎをもってすべての敵を撃って殺し

、滅ぼし、自分たちを憎む者に対し心のままに行

った。 6ユダヤ人はまた首都スサにおいても五百

人を殺し、滅ぼした。 7またパルシャンダタ、ダ

ルポン、アスパタ、 8ポラタ、アダリヤ、アリダ

タ、 9パルマシタ、アリサイ、アリダイ、ワエザ

タ、 10すなわちハンメダタの子で、ユダヤ人の

敵であるハマンの十人の子をも殺した。しかし、

そのぶんどり物には手をかけなかった。 11その

日、首都スサで殺された者の数が王に報告される

と、 12王は王妃エステルに言った、「ユダヤ人

は首都スサで五百人を殺し、またハマンの十人の

子を殺した。王のその他の諸州ではどんなに彼ら

は殺したことであろう。さてあなたの求めること

は何か。必ず聞かれる。更にあなたの願いは何か

。必ず聞きとどけられる」。 13エステルは言っ

た、「もし王がよしとされるならば、どうぞスサ

にいるユダヤ人にあすも、きょうの詔のように行

うことをゆるしてください。かつハマンの十人の

子を木に掛けさせてください」。 14王はそうせ

よと命じたので、スサにおいて詔が出て、ハマン

の十人の子は木に掛けられた。 15アダルの月の

十四日にまたスサにいるユダヤ人が集まり、スサ

で三百人を殺した。しかし、そのぶんどり物には

手をかけなかった。 16王の諸州にいる他のユダ

ヤ人もまた集まって、自分たちの生命を保護し、

その敵に勝って平安を得、自分たちを憎む者七万

五千人を殺した。しかし、そのぶんどり物には手

をかけなかった。 17これはアダルの月の十三日

であって、その十四日に休んで、その日を酒宴と

喜びの日とした。 18しかしスサにいるユダヤ人

は十三日と十四日に集まり、十五日に休んで、そ

の日を酒宴と喜びの日とした。 19それゆえ村々

のユダヤ人すなわち城壁のない町々に住む者はア

ダルの月の十四日を喜びの日、酒宴の日、祝日と

し、互に食べ物を贈る日とした。 20モルデカイ

はこれらのことを書きしるしてアハシュエロス王

の諸州にいるすべてのユダヤ人に、近い者にも遠

い者にも書を送り、 21アダルの月の十四日と十

五日とを年々祝うことを命じた。 22すなわちこ

の両日にユダヤ人がその敵に勝って平安を得、ま

たこの月は彼らのために憂いから喜びに変り、悲

しみから祝日に変ったので、これらを酒宴と喜び

の日として、互に食べ物を贈り、貧しい者に施し

をする日とせよとさとした。 23そこでユダヤ人

は彼らがすでに始めたように、またモルデカイが

彼らに書き送ったように、行うことを約束した。

24これはアガグびとハンメダタの子ハマン、すな

わちすべてのユダヤ人の敵がユダヤ人を滅ぼそう

とはかり、プルすなわちくじを投げて彼らを絶や

し、滅ぼそうとしたが、 25エステルが王の前に

きたとき、王は書を送って命じ、ハマンがユダヤ

人に対して企てたその悪い計画をハマンの頭上に

臨ませ、彼とその子らを木に掛けさせたからであ

る。 26このゆえに、この両日をプルの名にした

がってプリムと名づけた。そしてこの書のすべて

の言葉により、またこの事について見たところ、

自分たちの会ったところによって、 27ユダヤ人

は相定め、年々その書かれているところにしたが

い、その定められた時にしたがって、この両日を
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守り、自分たちと、その子孫およびすべて自分た

ちにつらなる者はこれを行い続けて廃することな

く、 28この両日を、代々、家々、州々、町々に

おいて必ず覚えて守るべきものとし、これらのプ

リムの日がユダヤ人のうちに廃せられることのな

いようにし、またこの記念がその子孫の中に絶え

ることのないようにした。 29さらにアビハイル

の娘である王妃エステルとユダヤ人モルデカイは

、権威をもってこのプリムの第二の書を書き、そ

れを確かめた。 30そしてアハシュエロスの国の

百二十七州にいるすべてのユダヤ人に、平和と真

実の言葉をもって書を送り、 31断食と悲しみの

ことについて、ユダヤ人モルデカイと王妃エステ

ルが、かつてユダヤ人に命じたように、またユダ

ヤ人たちが、かつて自分たちとその子孫のために

定めたように、プリムのこれらの日をその定めた

時に守らせた。 32エステルの命令はプリムに関

するこれらの事を確定した。またこれは書にしる

された。

10アハシュエロス王はその国および海に沿った
国々にみつぎを課した。 2彼の権力と勢力に

よるすべての事業、および王がモルデカイを高い

地位にのぼらせた事の詳しい話はメデアとペルシ

ャの王たちの日誌の書にしるされているではない

か。 3ユダヤ人モルデカイはアハシュエロス王に

次ぐ者となり、ユダヤ人の中にあって大いなる者

となり、その多くの兄弟に喜ばれた。彼はその民

の幸福を求め、すべての国民に平和を述べたから

である。
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ヨブ記

1ウヅの地にヨブという名の人があった。その
ひととなりは全く、かつ正しく、神を恐れ、

悪に遠ざかった。 2彼に男の子七人と女の子三人

があり、 3その家畜は羊七千頭、らくだ三千頭、

牛五百くびき、雌ろば五百頭で、しもべも非常に

多く、この人は東の人々のうちで最も大いなる者

であった。 4そのむすこたちは、めいめい自分の

日に、自分の家でふるまいを設け、その三人の姉

妹をも招いて一緒に食い飲みするのを常とした。

5そのふるまいの日がひとめぐり終るごとに、ヨ

ブは彼らを呼び寄せて聖別し、朝早く起きて、彼

らすべての数にしたがって燔祭をささげた。これ

はヨブが「わたしのむすこたちは、ことによった

ら罪を犯し、その心に神をのろったかもしれない

」と思ったからである。ヨブはいつも、このよう

に行った。 6ある日、神の子たちが来て、主の前

に立った。サタンも来てその中にいた。 7主は言

われた、「あなたはどこから来たか」。サタンは

主に答えて言った、「地を行きめぐり、あちらこ

ちら歩いてきました」。 8主はサタンに言われた

、「あなたはわたしのしもべヨブのように全く、

かつ正しく、神を恐れ、悪に遠ざかる者の世にな

いことを気づいたか」。 9サタンは主に答えて言

った、「ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。

10あなたは彼とその家およびすべての所有物のま

わりにくまなく、まがきを設けられたではありま

せんか。あなたは彼の勤労を祝福されたので、そ

の家畜は地にふえたのです。 11しかし今あなた

の手を伸べて、彼のすべての所有物を撃ってごら

んなさい。彼は必ずあなたの顔に向かって、あな

たをのろうでしょう」。 12主はサタンに言われ

た、「見よ、彼のすべての所有物をあなたの手に

まかせる。ただ彼の身に手をつけてはならない」

。サタンは主の前から出て行った。 13ある日ヨ

ブのむすこ、娘たちが第一の兄の家で食事をし、

酒を飲んでいたとき、 14使者がヨブのもとに来

て言った、「牛が耕し、ろばがそのかたわらで草

を食っていると、 15シバびとが襲ってきて、こ

れを奪い、つるぎをもってしもべたちを打ち殺し

ました。わたしはただひとりのがれて、あなたに

告げるために来ました」。 16彼がなお語ってい

るうちに、またひとりが来て言った、「神の火が

天から下って、羊およびしもべたちを焼き滅ぼし

ました。わたしはただひとりのがれて、あなたに

告げるために来ました」。 17彼がなお語ってい

るうちに、またひとりが来て言った、「カルデヤ

びとが三組に分れて来て、らくだを襲ってこれを

奪い、つるぎをもってしもべたちを打ち殺しまし

た。わたしはただひとりのがれて、あなたに告げ

るために来ました」。 18彼がなお語っているう

ちに、またひとりが来て言った、「あなたのむす

こ、娘たちが第一の兄の家で食事をし、酒を飲ん

でいると、 19荒野の方から大風が吹いてきて、

家の四すみを撃ったので、あの若い人たちの上に

つぶれ落ちて、皆死にました。わたしはただひと

りのがれて、あなたに告げるために来ました」。

20このときヨブは起き上がり、上着を裂き、頭を

そり、地に伏して拝し、 21そして言った、「わ

たしは裸で母の胎を出た。また裸でかしこに帰ろ

う。主が与え、主が取られたのだ。主のみ名はほ

むべきかな」。 22すべてこの事においてヨブは

罪を犯さず、また神に向かって愚かなことを言わ

なかった。

2ある日、また神の子たちが来て、主の前に立
った。サタンもまたその中に来て、主の前に

立った。 2主はサタンに言われた、「あなたはど

こから来たか」。サタンは主に答えて言った、「

地を行きめぐり、あちらこちら歩いてきました」

。 3主はサタンに言われた、「あなたは、わたし

のしもべヨブのように全く、かつ正しく、神を恐

れ、悪に遠ざかる者の世にないことを気づいたか

。あなたは、わたしを勧めて、ゆえなく彼を滅ぼ

そうとしたが、彼はなお堅く保って、おのれを全

うした」。 4サタンは主に答えて言った、「皮に

は皮をもってします。人は自分の命のために、そ

の持っているすべての物をも与えます。 5しかし

いま、あなたの手を伸べて、彼の骨と肉とを撃っ

てごらんなさい。彼は必ずあなたの顔に向かって

、あなたをのろうでしょう」。 6主はサタンに言

われた、「見よ、彼はあなたの手にある。ただ彼

の命を助けよ」。 7サタンは主の前から出て行っ

て、ヨブを撃ち、その足の裏から頭の頂まで、い

やな腫物をもって彼を悩ました。 8ヨブは陶器の

破片を取り、それで自分の身をかき、灰の中にす

わった。 9時にその妻は彼に言った、「あなたは

なおも堅く保って、自分を全うするのですか。神

をのろって死になさい」。 10しかしヨブは彼女
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に言った、「あなたの語ることは愚かな女の語る

のと同じだ。われわれは神から幸をうけるのだか

ら、災をも、うけるべきではないか」。すべてこ

の事においてヨブはそのくちびるをもって罪を犯

さなかった。 11時に、ヨブの三人の友がこのす

べての災のヨブに臨んだのを聞いて、めいめい自

分の所から尋ねて来た。すなわちテマンびとエリ

パズ、シュヒびとビルダデ、ナアマびとゾパルで

ある。彼らはヨブをいたわり、慰めようとして、

たがいに約束してきたのである。 12彼らは目を

あげて遠方から見たが、彼のヨブであることを認

めがたいほどであったので、声をあげて泣き、め

いめい自分の上着を裂き、天に向かって、ちりを

うちあげ、自分たちの頭の上にまき散らした。 13

こうして七日七夜、彼と共に地に座していて、ひ

と言も彼に話しかける者がなかった。彼の苦しみ

の非常に大きいのを見たからである。

3この後、ヨブは口を開いて、自分の生れた日
をのろった。 2すなわちヨブは言った、 3「わ

たしの生れた日は滅びうせよ。『男の子が、胎に

やどった』と言った夜もそのようになれ。 4その

日は暗くなるように。神が上からこれを顧みられ

ないように。光がこれを照さないように。 5やみ

と暗黒がこれを取りもどすように。雲が、その上

にとどまるように。日を暗くする者が、これを脅

かすように。 6その夜は、暗やみが、これを捕え

るように。年の日のうちに加わらないように。月

の数にもはいらないように。 7また、その夜は、

はらむことのないように。喜びの声がそのうちに

聞かれないように。 8日をのろう者が、これをの

ろうように。レビヤタンを奮い起すに巧みな者が

、これをのろうように。 9その明けの星は暗くな

るように。光を望んでも、得られないように。ま

た、あけぼののまぶたを見ることのないように。

10これは、わたしの母の胎の戸を閉じず、また悩

みをわたしの目に隠さなかったからである。 11

なにゆえ、わたしは胎から出て、死ななかったの

か。腹から出たとき息が絶えなかったのか。 12

なにゆえ、ひざが、わたしを受けたのか。なにゆ

え、乳ぶさがあって、わたしはそれを吸ったのか

。 13そうしなかったならば、わたしは伏して休

み、眠ったであろう。そうすればわたしは安んじ

ており、 14自分のために荒れ跡を築き直した地

の王たち、参議たち、 15あるいは、こがねを持

ち、しろがねを家に満たした君たちと一緒にいた

であろう。 16なにゆえ、わたしは人知れずおり

る胎児のごとく、光を見ないみどりごのようでな

かったのか。 17かしこでは悪人も、あばれるこ

とをやめ、うみ疲れた者も、休みを得、 18捕わ

れ人も共に安らかにおり、追い使う者の声を聞か

ない。 19小さい者も大きい者もそこにおり、奴

隷も、その主人から解き放される。 20なにゆえ

、悩む者に光を賜い、心の苦しむ者に命を賜わっ

たのか。 21このような人は死を望んでも来ない

、これを求めることは隠れた宝を掘るよりも、は

なはだしい。 22彼らは墓を見いだすとき、非常

に喜び楽しむのだ。 23なにゆえ、その道の隠さ

れた人に、神が、まがきをめぐらされた人に、光

を賜わるのか。 24わたしの嘆きはわが食物に代

って来り、わたしのうめきは水のように流れ出る

。 25わたしの恐れるものが、わたしに臨み、わ

たしの恐れおののくものが、わが身に及ぶ。 26

わたしは安らかでなく、またおだやかでない。わ

たしは休みを得ない、ただ悩みのみが来る」。

4その時、テマンびとエリパズが答えて言った
、 2「もし人があなたにむかって意見を述べる

ならば、あなたは腹を立てるでしょうか。しかし

だれが黙っておれましょう。 3見よ、あなたは多

くの人を教えさとし、衰えた手を強くした。 4あ

なたの言葉はつまずく者をたすけ起し、かよわい

ひざを強くした。 5ところが今、この事があなた

に臨むと、あなたは耐え得ない。この事があなた

に触れると、あなたはおじ惑う。 6あなたが神を

恐れていることは、あなたのよりどころではない

か。あなたの道の全きことは、あなたの望みでは

ないか。 7考えてみよ、だれが罪のないのに、滅

ぼされた者があるか。どこに正しい者で、断ち滅

ぼされた者があるか。 8わたしの見た所によれば

、不義を耕し、害悪をまく者は、それを刈り取っ

ている。 9彼らは神のいぶきによって滅び、その

怒りの息によって消えうせる。 10ししのほえる

声、たけきししの声はともにやみ、若きししのき

ばは折られ、 11雄じしは獲物を得ずに滅び、雌

じしの子は散らされる。 12さて、わたしに、言

葉がひそかに臨んだ、わたしの耳はそのささやき

を聞いた。 13すなわち人の熟睡するころ、夜の

幻によって思い乱れている時、 14恐れがわたし

に臨んだので、おののき、わたしの骨はことごと
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く震えた。 15時に、霊があって、わたしの顔の

前を過ぎたので、わたしの身の毛はよだった。 16

そのものは立ちどまったが、わたしはその姿を見

わけることができなかった。一つのかたちが、わ

たしの目の前にあった。わたしは静かな声を聞い

た、 17『人は神の前に正しくありえようか。人

はその造り主の前に清くありえようか。 18見よ

、彼はそのしもべをさえ頼みとせず、その天使を

も誤れる者とみなされる。 19まして、泥の家に

住む者、ちりをその基とする者、しみのようにつ

ぶされる者。 20彼らは朝から夕までの間に打ち

砕かれ、顧みる者もなく、永遠に滅びる。 21も

しその天幕の綱が彼らのうちに取り去られるなら

、ついに悟ることもなく、死にうせるではないか

』。

5試みに呼んでみよ、だれかあなたに答える者
があるか。どの聖者にあなたは頼もうとする

のか。 2確かに、憤りは愚かな者を殺し、ねたみ

はあさはかな者を死なせる。 3わたしは愚かな者

の根を張るのを見た、しかしわたしは、にわかに

そのすみかをのろった。 4その子らは安きを得ず

、町の門でしえたげられても、これを救う者がな

い。 5その収穫は飢えた人が食べ、いばらの中か

らさえ、これを奪う。また、かわいた者はその財

産をあえぎ求める。 6苦しみは、ちりから起るも

のでなく、悩みは土から生じるものでない。 7人

が生れて悩みを受けるのは、火の子が上に飛ぶに

ひとしい。 8しかし、わたしであるならば、神に

求め、神に、わたしの事をまかせる。 9彼は大い

なる事をされるかたで、測り知れない、その不思

議なみわざは数えがたい。 10彼は地に雨を降ら

せ、野に水を送られる。 11彼は低い者を高くあ

げ、悲しむ者を引き上げて、安全にされる。 12

彼は悪賢い者の計りごとを敗られる。それで何事

もその手になし遂げることはできない。 13彼は

賢い者を、彼ら自身の悪巧みによって捕え、曲っ

た者の計りごとをくつがえされる。 14彼らは昼

も、やみに会い、真昼にも、夜のように手探りす

る。 15彼は貧しい者を彼らの口のつるぎから救

い、また強い者の手から救われる。 16それゆえ

乏しい者に望みがあり、不義はその口を閉じる。

17見よ、神に戒められる人はさいわいだ。それゆ

え全能者の懲しめを軽んじてはならない。 18彼

は傷つけ、また包み、撃ち、またその手をもって

いやされる。 19彼はあなたを六つの悩みから救

い、七つのうちでも、災はあなたに触れることが

ない。 20ききんの時には、あなたをあがなって

、死を免れさせ、いくさの時には、つるぎの力を

免れさせられる。 21あなたは舌をもってむち打

たれる時にも、おおい隠され、滅びが来る時でも

、恐れることはない。 22あなたは滅びと、きき

んとを笑い、地の獣をも恐れることはない。 23

あなたは野の石と契約を結び、野の獣はあなたと

和らぐからである。 24あなたは自分の天幕の安

全なことを知り、自分の家畜のおりを見回っても

、欠けた物がなく、 25また、あなたの子孫の多

くなり、そのすえが地の草のようになるのを知る

であろう。 26あなたは高齢に達して墓に入る、

あたかも麦束をその季節になって打ち場に運びあ

げるようになるであろう。 27見よ、われわれの

尋ねきわめた所はこのとおりだ。あなたはこれを

聞いて、みずから知るがよい」。

6ヨブは答えて言った、 2「どうかわたしの憤り

が正しく量られ、同時にわたしの災も、はか

りにかけられるように。 3そうすれば、これは海

の砂よりも重いに相違ない。それゆえ、わたしの

言葉が軽率であったのだ。 4全能者の矢が、わた

しのうちにあり、わたしの霊はその毒を飲み、神

の恐るべき軍勢が、わたしを襲い攻めている。 5

野ろばは、青草のあるのに鳴くであろうか。牛は

飼葉の上でうなるであろうか。 6味のない物は塩

がなくて食べられようか。すべりひゆのしるは味

があろうか。 7わたしの食欲はこれに触れること

を拒む。これは、わたしのきらう食物のようだ。

8どうかわたしの求めるものが獲られるように。

どうか神がわたしの望むものをくださるように。

9どうか神がわたしを打ち滅ぼすことをよしとし

、み手を伸べてわたしを断たれるように。 10そ

うすれば、わたしはなお慰めを得、激しい苦しみ

の中にあっても喜ぶであろう。わたしは聖なる者

の言葉を否んだことがないからだ。 11わたしに

どんな力があって、なお待たねばならないのか。

わたしにどんな終りがあるので、なお耐え忍ばね

ばならないのか。 12わたしの力は石の力のよう

であるのか。わたしの肉は青銅のようであるのか

。 13まことに、わたしのうちに助けはなく、救

われる望みは、わたしから追いやられた。 14そ

の友に対するいつくしみをさし控える者は、全能
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者を恐れることをすてる。 15わが兄弟たちは谷

川のように、過ぎ去る出水のように欺く。 16こ

れは氷のために黒くなり、そのうちに雪が隠れる

。 17これは暖かになると消え去り、暑くなると

その所からなくなる。 18隊商はその道を転じ、

むなしい所へ行って滅びる。 19テマの隊商はこ

れを望み、シバの旅びとはこれを慕う。 20彼ら

はこれにたよったために失望し、そこに来てみて

、あわてる。 21あなたがたは今わたしにはこの

ような者となった。あなたがたはわたしの災難を

見て恐れた。 22わたしは言ったことがあるか、

『わたしに与えよ』と、あるいは『あなたがたの

財産のうちからわたしのために、まいないを贈れ

』と、 23あるいは『あだの手からわたしを救い

出せ』と、あるいは『しえたげる者の手からわた

しをあがなえ』と。 24わたしに教えよ、そうす

ればわたしは黙るであろう。わたしの誤っている

所をわたしに悟らせよ。 25正しい言葉はいかに

力のあるものか。しかしあなたがたの戒めは何を

戒めるのか。 26あなたがたは言葉を戒めうると

思うのか。望みの絶えた者の語ることは風のよう

なものだ。 27あなたがたは、みなしごのために

くじをひき、あなたがたの友をさえ売り買いする

であろう。 28今、どうぞわたしを見られよ、わ

たしはあなたがたの顔に向かって偽らない。 29

どうぞ、思いなおせ、まちがってはならない。さ

らに思いなおせ、わたしの義は、なおわたしのう

ちにある。 30わたしの舌に不義があるか。わた

しの口は災をわきまえることができぬであろうか

。

7地上の人には、激しい労務があるではないか
。またその日は雇人の日のようではないか。 2

奴隷が夕暮を慕うように、雇人がその賃銀を望む

ように、 3わたしは、むなしい月を持たせられ、

悩みの夜を与えられる。 4わたしは寝るときに言

う、『いつ起きるだろうか』と。しかし夜は長く

、暁までころびまわる。 5わたしの肉はうじと土

くれとをまとい、わたしの皮は固まっては、また

くずれる。 6わたしの日は機のひよりも速く、望

みをもたずに消え去る。 7記憶せよ、わたしの命

は息にすぎないことを。わたしの目は再び幸を見

ることがない。 8わたしを見る者の目は、かさね

てわたしを見ることがなく、あなたがわたしに目

を向けられても、わたしはいない。 9雲が消えて

、なくなるように、陰府に下る者は上がって来る

ことがない。 (Sheol h7585) 10彼は再びその家に帰ら

ず、彼の所も、もはや彼を認めない。 11それゆ

え、わたしはわが口をおさえず、わたしの霊のも

だえによって語り、わたしの魂の苦しさによって

嘆く。 12わたしは海であるのか、龍であるのか

、あなたはわたしの上に見張りを置かれる。 13

『わたしの床はわたしを慰め、わたしの寝床はわ

が嘆きを軽くする』とわたしが言うとき、 14あ

なたは夢をもってわたしを驚かし、幻をもってわ

たしを恐れさせられる。 15それゆえ、わたしは

息の止まることを願い、わが骨よりもむしろ死を

選ぶ。 16わたしは命をいとう。わたしは長く生

きることを望まない。わたしに構わないでくださ

い。わたしの日は息にすぎないのだから。 17人

は何者なので、あなたはこれを大きなものとし、

これにみ心をとめ、 18朝ごとに、これを尋ね、

絶え間なく、これを試みられるのか。 19いつま

で、あなたはわたしに目を離さず、つばをのむま

も、わたしを捨てておかれないのか。 20人を監

視される者よ、わたしが罪を犯したとて、あなた

に何をなしえようか。なにゆえ、わたしをあなた

の的とし、わたしをあなたの重荷とされるのか。

21なにゆえ、わたしのとがをゆるさず、わたしの

不義を除かれないのか。わたしはいま土の中に横

たわる。あなたがわたしを尋ねられても、わたし

はいないでしょう」。

8時にシュヒびとビルダデが答えて言った、 2「

いつまであなたは、そのような事を言うのか

。あなたの口の言葉は荒い風ではないか。 3神は

公義を曲げられるであろうか。全能者は正義を曲

げられるであろうか。 4あなたの子たちが彼に罪

を犯したので、彼らをそのとがの手に渡されたの

だ。 5あなたがもし神に求め、全能者に祈るなら

ば、 6あなたがもし清く、正しくあるならば、彼

は必ずあなたのために立って、あなたの正しいす

みかを栄えさせられる。 7あなたの初めは小さく

あっても、あなたの終りは非常に大きくなるであ

ろう。 8先の代の人に問うてみよ、先祖たちの尋

ねきわめた事を学べ。 9われわれはただ、きのう

からあった者で、何も知らない、われわれの世に

ある日は、影のようなものである。 10彼らはあ

なたに教え、あなたに語り、その悟りから言葉を

出さないであろうか。 11紙草は泥のない所に生
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長することができようか。葦は水のない所におい

茂ることができようか。 12これはなお青くて、

まだ刈られないのに、すべての草に先だって枯れ

る。 13すべて神を忘れる者の道はこのとおりだ

。神を信じない者の望みは滅びる。 14その頼む

ところは断たれ、その寄るところは、くもの巣の

ようだ。 15その家によりかかろうとすれば、家

は立たず、それにすがろうとしても、それは耐え

ない。 16彼は日の前に青々と茂り、その若枝を

園にはびこらせ、 17その根を石塚にからませ、

岩の間に生きていても、 18もしその所から取り

除かれれば、その所は彼を拒んで言うであろう、

『わたしはあなたを見たことがない』と。 19見

よ、これこそ彼の道の喜びである、そしてほかの

者が地から生じるであろう。 20見よ、神は全き

人を捨てられない。また悪を行う者の手を支持さ

れない。 21彼は笑いをもってあなたの口を満た

し、喜びの声をもってあなたのくちびるを満たさ

れる。 22あなたを憎む者は恥を着せられ、悪し

き者の天幕はなくなる」。

9ヨブは答えて言った、 2「まことにわたしは、

その事のそのとおりであることを知っている

。しかし人はどうして神の前に正しくありえよう

か。 3よし彼と争おうとしても、千に一つも答え

ることができない。 4彼は心賢く、力強くあられ

る。だれが彼にむかい、おのれをかたくなにして

、栄えた者があるか。 5彼は、山を移されるが、

山は知らない。彼は怒りをもって、これらをくつ

がえされる。 6彼が、地を震い動かしてその所を

離れさせられると、その柱はゆらぐ。 7彼が日に

命じられると、日は出ない。彼はまた星を閉じこ

められる。 8彼はただひとり天を張り、海の波を

踏まれた。 9彼は北斗、オリオン、プレアデスお

よび南の密室を造られた。 10彼が大いなる事を

されることは測りがたく、不思議な事をされるこ

とは数知れない。 11見よ、彼がわたしのかたわ

らを通られても、わたしは彼を見ない。彼は進み

行かれるが、わたしは彼を認めない。 12見よ、

彼が奪い去られるのに、だれが彼をはばむことが

できるか。だれが彼にむかって『あなたは何をす

るのか』と言うことができるか。 13神はその怒

りをやめられない。ラハブを助ける者どもは彼の

もとにかがんだ。 14どうしてわたしは彼に答え

、言葉を選んで、彼と議論することができよう。

15たといわたしは正しくても答えることができな

い。わたしを責められる者にあわれみを請わなけ

ればならない。 16たといわたしが呼ばわり、彼

がわたしに答えられても、わたしの声に耳を傾け

られたとは信じない。 17彼は大風をもってわた

しを撃ち砕き、ゆえなく、わたしに多くの傷を負

わせ、 18わたしに息をつかせず、苦い物をもっ

てわたしを満たされる。 19力の争いであるなら

ば、彼を見よ、さばきの事であるならば、だれが

彼を呼び出すことができよう。 20たといわたし

は正しくても、わたしの口はわたしを罪ある者と

する。たといわたしは罪がなくても、彼はわたし

を曲った者とする。 21わたしは罪がない、しか

しわたしは自分を知らない。わたしは自分の命を

いとう。 22皆同一である。それゆえ、わたしは

言う、『彼は罪のない者と、悪しき者とを共に滅

ぼされるのだ』と。 23災がにわかに人を殺すよ

うな事があると、彼は罪のない者の苦難をあざ笑

われる。 24世は悪人の手に渡されてある。彼は

その裁判人の顔をおおわれる。もし彼でなければ

、これはだれのしわざか。 25わたしの日は飛脚

よりも速く、飛び去って幸を見ない。 26これは

走ること葦舟のごとく、えじきに襲いかかる、わ

しのようだ。 27たといわたしは『わが嘆きを忘

れ、憂い顔をかえて元気よくなろう』と言っても

、 28わたしはわがもろもろの苦しみを恐れる。

あなたがわたしを罪なき者とされないことをわた

しは知っているからだ。 29わたしは罪ある者と

されている。どうして、いたずらに労する必要が

あるか。 30たといわたしは雪で身を洗い、灰汁

で手を清めても、 31あなたはわたしを、みぞの

中に投げ込まれるので、わたしの着物も、わたし

をいとうようになる。 32神はわたしのように人

ではないゆえ、わたしは彼に答えることができな

い。われわれは共にさばきに臨むことができない

。 33われわれの間には、われわれふたりの上に

手を置くべき仲裁者がない。 34どうか彼がその

つえをわたしから取り離し、その怒りをもって、

わたしを恐れさせられないように。 35そうすれ

ば、わたしは語って、彼を恐れることはない。わ

たしはみずからそのような者ではないからだ。

10わたしは自分の命をいとう。わたしは自分の
嘆きを包まず言いあらわし、わが魂の苦しみ

によって語ろう。 2わたしは神に申そう、わたし
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を罪ある者とされないように。なぜわたしと争わ

れるかを知らせてほしい。 3あなたはしえたげを

なし、み手のわざを捨て、悪人の計画を照すこと

を良しとされるのか。 4あなたの持っておられる

のは肉の目か、あなたは人が見るように見られる

のか。 5あなたの日は人の日のごとく、あなたの

年は人の年のようであるのか。 6あなたはなにゆ

えわたしのとがを尋ね、わたしの罪を調べられる

のか。 7あなたはわたしの罪のないことを知って

おられる。またあなたの手から救い出しうる者は

ない。 8あなたの手はわたしをかたどり、わたし

を作った。ところが今あなたはかえって、わたし

を滅ぼされる。 9どうぞ覚えてください、あなた

は土くれをもってわたしを作られた事を。ところ

が、わたしをちりに返そうとされるのか。 10あ

なたはわたしを乳のように注ぎ、乾酪のように凝

り固まらせたではないか。 11あなたは肉と皮と

をわたしに着せ、骨と筋とをもってわたしを編み

、 12命といつくしみとをわたしに授け、わたし

を顧みてわが霊を守られた。 13しかしあなたは

これらの事をみ心に秘めおかれた。この事があな

たの心のうちにあった事をわたしは知っている。

14わたしがもし罪を犯せば、あなたはわたしに目

をつけて、わたしを罪から解き放されない。 15

わたしがもし悪ければわたしはわざわいだ。たと

いわたしが正しくても、わたしは頭を上げること

ができない。わたしは恥に満ち、悩みを見ている

からだ。 16もし頭をあげれば、あなたは、しし

のようにわたしを追い、わたしにむかって再びく

すしき力をあらわされる。 17あなたは証人を入

れ替えてわたしを攻め、わたしにむかってあなた

の怒りを増し、新たに軍勢を出してわたしを攻め

られる。 18なにゆえあなたはわたしを胎から出

されたか、わたしは息絶えて目に見られることな

く、 19胎から墓に運ばれて、初めからなかった

者のようであったなら、よかったのに。 20わた

しの命の日はいくばくもないではないか。どうぞ

、しばしわたしを離れて、少しく慰めを得させら

れるように。 21わたしが行って、帰ることのな

いその前に、これを得させられるように。わたし

は暗き地、暗黒の地へ行く。 22これは暗き地で

、やみにひとしく、暗黒で秩序なく、光もやみの

ようだ」。

11そこでナアマびとゾパルは答えて言った、 2

「言葉が多ければ、答なしにすまされるだろ

うか。口の達者な人は義とされるだろうか。 3あ

なたのむなしい言葉は人を沈黙させるだろうか。

あなたがあざけるとき、人はあなたを恥じさせな

いだろうか。 4あなたは言う、『わたしの教は正

しい、わたしは神の目に潔い』と。 5どうぞ神が

言葉を出し、あなたにむかってくちびるを開き、

6知恵の秘密をあなたに示されるように。神はさ

まざまの知識をもたれるからである。それであな

たは知るがよい、神はあなたの罪よりも軽くあな

たを罰せられることを。 7あなたは神の深い事を

窮めることができるか。全能者の限界を窮めるこ

とができるか。 8それは天よりも高い、あなたは

何をなしうるか。それは陰府よりも深い、あなた

は何を知りうるか。 (Sheol h7585) 9その量は地より

も長く、海よりも広い。 10彼がもし行きめぐっ

て人を捕え、さばきに召し集められるとき、だれ

が彼をはばむことができよう。 11彼は卑しい人

間を知っておられるからだ。彼は不義を見る時、

これに心をとめられぬであろうか。 12しかし野

ろばの子が人として生れるとき、愚かな者も悟り

を得るであろう。 13もしあなたが心を正しくす

るならば、神に向かって手を伸べるであろう。 14

もしあなたの手に不義があるなら、それを遠く去

れ、あなたの天幕に悪を住まわせてはならない。

15そうすれば、あなたは恥じることなく顔をあげ

ることができ、堅く立って、恐れることはない。

16あなたは苦しみを忘れ、あなたのこれを覚える

ことは、流れ去った水のようになる。 17そして

あなたの命は真昼よりも光り輝き、たとい暗くて

も朝のようになる。 18あなたは望みがあるゆえ

に安んじ、保護されて安らかにいこうことができ

る。 19あなたは伏してやすみ、あなたを恐れさ

せるものはない。多くの者はあなたの好意を求め

るであろう。 20しかし悪しき者の目は衰える。

彼らは逃げ場を失い、その望みは息の絶えるにひ

としい」。

12そこでヨブは答えて言った、 2「まことに、

あなたがたのみ、人である、知恵はあなたが

たと共に死ぬであろう。 3しかしわたしも、あな

たがたと同様に悟りをもつ。わたしはあなたがた

に劣らない。だれがこのような事を知らないだろ

うか。 4わたしは神に呼ばわって、聞かれた者で
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あるのに、その友の物笑いとなっている。正しく

全き人は物笑いとなる。 5安らかな者の思いには

、不幸な者に対する侮りがあって、足のすべる者

を待っている。 6かすめ奪う者の天幕は栄え、神

を怒らす者は安らかである。自分の手に神を携え

ている者も同様だ。 7しかし獣に問うてみよ、そ

れはあなたに教える。空の鳥に問うてみよ、それ

はあなたに告げる。 8あるいは地の草や木に問う

てみよ、彼らはあなたに教える。海の魚もまたあ

なたに示す。 9これらすべてのもののうち、いず

れか主の手がこれをなしたことを知らぬ者があろ

うか。 10すべての生き物の命、およびすべての

人の息は彼の手のうちにある。 11口が食物を味

わうように、耳は言葉をわきまえないであろうか

。 12老いた者には知恵があり、命の長い者には

悟りがある。 13知恵と力は神と共にあり、深慮

と悟りも彼のものである。 14彼が破壊すれば、

再び建てることができない。彼が人を閉じ込めれ

ば、開き出すことができない。 15彼が水を止め

れば、それはかれ、彼が水を出せば、地をくつが

えす。 16力と深き知恵は彼と共にあり、惑わさ

れる者も惑わす者も彼のものである。 17彼は議

士たちを裸にして連れ行き、さばきびとらを愚か

にし、 18王たちのきずなを解き、彼らの腰に腰

帯を巻き、 19祭司たちを裸にして連れ行き、力

ある者を滅ぼし、 20みずから頼む者たちの言葉

を奪い、長老たちの分別を取り去り、 21君たち

の上に侮りを注ぎ、強い者たちの帯を解き、 22

暗やみの中から隠れた事どもをあらわし、暗黒を

光に引き出し、 23国々を大きくし、またこれを

滅ぼし、国々を広くし、また捕え行き、 24地の

民の長たちの悟りを奪い、彼らを道なき荒野にさ

まよわせ、 25光なき暗やみに手探りさせ、酔う

た者のようによろめかせる。

13見よ、わたしの目は、これをことごとく見た
。わたしの耳はこれを聞いて悟った。 2あな

たがたの知っている事は、わたしも知っている。

わたしはあなたがたに劣らない。 3しかしわたし

は全能者に物を言おう、わたしは神と論ずること

を望む。 4あなたがたは偽りをもってうわべを繕

う者、皆、無用の医師だ。 5どうか、あなたがた

は全く沈黙するように。これがあなたがたの知恵

であろう。 6今、わたしの論ずることを聞くがよ

い。わたしの口で言い争うことに耳を傾けるがよ

い。 7あなたがたは神のために不義を言おうとす

るのか。また彼のために偽りを述べるのか。 8あ

なたがたは彼にひいきしようとするのか。神のた

めに争おうとするのか。 9神があなたがたを調べ

られるとき、あなたがたは無事だろうか。あなた

がたは人を欺くように彼を欺くことができるか。

10あなたがたがもし、ひそかにひいきするならば

、彼は必ずあなたがたを責められる。 11その威

厳はあなたがたを恐れさせないであろうか。彼を

おそれる恐れがあなたがたに臨まないであろうか

。 12あなたがたの格言は灰のことわざだ。あな

たがたの盾は土の盾だ。 13黙して、わたしにか

かわるな、わたしは話そう。何事でもわたしに来

るなら、来るがよい。 14わたしはわが肉をわが

歯に取り、わが命をわが手のうちに置く。 15見

よ、彼はわたしを殺すであろう。わたしは絶望だ

。しかしなおわたしはわたしの道を彼の前に守り

抜こう。 16これこそわたしの救となる。神を信

じない者は、神の前に出ることができないからだ

。 17あなたがたはよくわたしの言葉を聞き、わ

たしの述べる所を耳に入れよ。 18見よ、わたし

はすでにわたしの立ち場を言い並べた。わたしは

義とされることをみずから知っている。 19だれ

かわたしと言い争う事のできる者があろうか。も

しあるならば、わたしは黙して死ぬであろう。 20

ただわたしに二つの事を許してください。そうす

れば、わたしはあなたの顔をさけて隠れることは

ないでしょう。 21あなたの手をわたしから離し

てください。あなたの恐るべき事をもってわたし

を恐れさせないでください。 22そしてお呼びく

ださい、わたしは答えます。わたしに物を言わせ

て、あなたご自身、わたしにお答えください。 23

わたしのよこしまと、わたしの罪がどれほどある

か。わたしのとがと罪とをわたしに知らせてくだ

さい。 24なにゆえ、あなたはみ顔をかくし、わ

たしをあなたの敵とされるのか。 25あなたは吹

き回される木の葉をおどし、干あがったもみがら

を追われるのか。 26あなたはわたしについて苦

き事どもを書きしるし、わたしに若い時の罪を継

がせ、 27わたしの足を足かせにはめ、わたしの

すべての道をうかがい、わたしの足の周囲に限り

をつけられる。 28このような人は腐れた物のよ

うに朽ち果て、虫に食われた衣服のようにすたれ

る。
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14女から生れる人は日が短く、悩みに満ちてい
る。 2彼は花のように咲き出て枯れ、影のよ

うに飛び去って、とどまらない。 3あなたはこの

ような者にさえ目を開き、あなたの前に引き出し

て、さばかれるであろうか。 4だれが汚れたもの

のうちから清いものを出すことができようか、ひ

とりもない。 5その日は定められ、その月の数も

あなたと共にあり、あなたがその限りを定めて、

越えることのできないようにされたのだから、 6

彼から目をはなし、手をひいてください。そうす

れば彼は雇人のように、その日を楽しむことがで

きるでしょう。 7木には望みがある。たとい切ら

れてもまた芽をだし、その若枝は絶えることがな

い。 8たといその根が地の中に老い、その幹が土

の中に枯れても、 9なお水の潤いにあえば芽をふ

き、若木のように枝を出す。 10しかし人は死ね

ば消えうせる。息が絶えれば、どこにおるか。 11

水が湖から消え、川がかれて、かわくように、 12

人は伏して寝、また起きず、天のつきるまで、目

ざめず、その眠りからさまされない。 13どうぞ

、わたしを陰府にかくし、あなたの怒りのやむま

で、潜ませ、わたしのために時を定めて、わたし

を覚えてください。 (Sheol h7585) 14人がもし死ねば

、また生きるでしょうか。わたしはわが服役の諸

日の間、わが解放の来るまで待つでしょう。 15

あなたがお呼びになるとき、わたしは答えるでし

ょう。あなたはみ手のわざを顧みられるでしょう

。 16その時あなたはわたしの歩みを数え、わた

しの罪を見のがされるでしょう。 17わたしのと

がは袋の中に封じられ、あなたはわたしの罪を塗

りかくされるでしょう。 18しかし山は倒れてく

ずれ、岩もその所から移される。 19水は石をう

がち、大水は地のちりを洗い去る。このようにあ

なたは人の望みを断たれる。 20あなたはながく

彼に勝って、彼を去り行かせ、彼の顔かたちを変

らせて追いやられる。 21彼の子らは尊くなって

も、彼はそれを知らない、卑しくなっても、それ

を悟らない。 22ただおのが身に痛みを覚え、お

のれのために嘆くのみである」。

15そこでテマンびとエリパズは答えて言った、
2「知者はむなしき知識をもって答えるであ

ろうか。東風をもってその腹を満たすであろうか

。 3役に立たない談話をもって論じるであろうか

。無益な言葉をもって争うであろうか。 4ところ

があなたは神を恐れることを捨て、神の前に祈る

事をやめている。 5あなたの罪はあなたの口を教

え、あなたは悪賢い人の舌を選び用いる。 6あな

たの口みずからあなたの罪を定める、わたしでは

ない。あなたのくちびるがあなたに逆らって証明

する。 7あなたは最初に生れた人であるのか。山

よりも先に生れたのか。 8あなたは神の会議にあ

ずかったのか。あなたは知恵を独占しているのか

。 9あなたが知るものはわれわれも知るではない

か。あなたが悟るものはわれわれも悟るではない

か。 10われわれの中にはしらがの人も、年老い

た人もあって、あなたの父よりも年上だ。 11神

の慰めおよびあなたに対するやさしい言葉も、あ

なたにとって、あまりに小さいというのか。 12

どうしてあなたの心は狂うのか。どうしてあなた

の目はしばたたくのか。 13あなたが神にむかっ

て気をいらだて、このような言葉をあなたの口か

ら出すのはなぜか。 14人はいかなる者か、どう

してこれは清くありえよう。女から生れた者は、

どうして正しくありえよう。 15見よ、神はその

聖なる者にすら信を置かれない、もろもろの天も

彼の目には清くない。 16まして憎むべき汚れた

者、また不義を水のように飲む人においては。 17

わたしはあなたに語ろう、聞くがよい。わたしは

自分の見た事を述べよう。 18これは知者たちが

その先祖からうけて、隠す所なく語り伝えたもの

である。 19彼らにのみこの地は授けられて、他

国人はその中に行き来したことがなかった。 20

悪しき人は一生の間、もだえ苦しむ。残酷な人に

は年の数が定められている。 21その耳には恐ろ

しい音が聞え、繁栄の時にも滅ぼす者が彼に臨む

。 22彼は、暗やみから帰りうるとは信ぜず、つ

るぎにねらわれる。 23彼は食物はどこにあるか

と言いつつさまよい、暗き日が手近に備えられて

あるのを知る。 24悩みと苦しみとが彼を恐れさ

せ、戦いの備えをした王のように彼に打ち勝つ。

25これは彼が神に逆らってその手を伸べ、全能者

に逆らって高慢にふるまい、 26盾の厚い面をも

って強情に、彼にはせ向かうからだ。 27また彼

は脂肪をもってその顔をおおい、その腰には脂肪

の肉を集め、 28滅ぼされた町々に住み、人の住

まない家、荒塚となる所におるからだ。 29彼は

富める者とならず、その富はながく続かない、ま

た地に根を張ることはない。 30彼は暗やみから

のがれることができない。炎はその若枝を枯らし
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、その花は風に吹き去られる。 31彼をしてみず

から欺いて、むなしい事にたよらせてはならない

。その報いはむなしいからだ。 32彼の時のこな

い前にその事がなし遂げられ、彼の枝は緑となら

ないであろう。 33彼はぶどうの木のように、そ

の熟さない実をふり落すであろう。またオリブの

木のように、その花を落すであろう。 34神を信

じない者のやからは子なく、まいないによる天幕

は火で焼き滅ぼされるからだ。 35彼らは害悪を

はらみ、不義を生み、その腹は偽りをつくる」

。

16そこでヨブは答えて言った、 2「わたしはこ

のような事を数多く聞いた。あなたがたは皆

人を慰めようとして、かえって人を煩わす者だ。

3むなしき言葉に、はてしがあろうか。あなたは

何に激して答をするのか。 4わたしもあなたがた

のように語ることができる。もしあなたがたがわ

たしと代ったならば、わたしは言葉を練って、あ

なたがたを攻め、あなたがたに向かって頭を振る

ことができる。 5また口をもって、あなたがたを

強くし、くちびるの慰めをもって、あなたがたの

苦しみを和らげることができる。 6たといわたし

は語っても、わたしの苦しみは和らげられない。

たといわたしは忍んでも、どれほどそれがわたし

を去るであろうか。 7まことに神は今わたしを疲

れさせた。彼はわたしのやからをことごとく荒し

た。 8彼はわたしを、しわ寄らせた。これがわた

しに対する証拠である。またわたしのやせ衰えた

姿が立って、わたしを攻め、わたしの顔にむかっ

て証明する。 9彼は怒ってわたしをかき裂き、わ

たしを憎み、わたしに向かって歯をかみ鳴らした

。わたしの敵は目を鋭くして、わたしを攻める。

10人々はわたしに向かって口を張り、侮ってわた

しのほおを打ち、ともに集まってわたしを攻める

。 11神はわたしをよこしまな者に渡し、悪人の

手に投げいれられる。 12わたしは安らかであっ

たのに、彼はわたしを切り裂き、首を捕えて、わ

たしを打ち砕き、わたしを立てて的とされた。 13

その射手はわたしを囲む。彼は無慈悲にもわたし

の腰を射通し、わたしの肝を地に流れ出させられ

る。 14彼はわたしを打ち破って、破れに破れを

加え、勇士のようにわたしに、はせかかられる。

15わたしは荒布を膚に縫いつけ、わたしの角をち

りに伏せた。 16わたしの顔は泣いて赤くなり、

わたしのまぶたには深いやみがある。 17しかし

、わたしの手には暴虐がなく、わたしの祈は清い

。 18地よ、わたしの血をおおってくれるな。わ

たしの叫びに、休む所を得させるな。 19見よ、

今でもわたしの証人は天にある。わたしのために

保証してくれる者は高い所にある。 20わたしの

友はわたしをあざける、しかしわたしの目は神に

向かって涙を注ぐ。 21どうか彼が人のために神

と弁論し、人とその友との間をさばいてくれるよ

うに。 22数年過ぎ去れば、わたしは帰らぬ旅路

に行くであろう。

17わが霊は破れ、わが日は尽き、墓はわたしを
待っている。 2まことにあざける者どもはわ

たしのまわりにあり、わが目は常に彼らの侮りを

見る。 3どうか、あなた自ら保証となられるよう

に。ほかにだれがわたしのために保証となってく

れる者があろうか。 4あなたは彼らの心を閉じて

、悟ることのないようにされた。それゆえ、彼ら

に勝利を得させられるはずはない。 5分け前を得

るために友を訴えるものは、その子らの目がつぶ

れるであろう。 6彼はわたしを民の笑い草とされ

た。わたしは顔につばきされる者となる。 7わが

目は憂いによってかすみ、わがからだはすべて影

のようだ。 8正しい者はこれに驚き、罪なき者は

神を信ぜぬ者に対して憤る。 9それでもなお正し

い者はその道を堅く保ち、潔い手をもつ者はます

ます力を得る。 10しかし、あなたがたは皆再び

来るがよい、わたしはあなたがたのうちに賢い者

を見ないのだ。 11わが日は過ぎ去り、わが計り

ごとは敗れ、わが心の願いも敗れた。 12彼らは

夜を昼に変える。彼らは言う、『光が暗やみに近

づいている』と。 13わたしがもし陰府をわたし

の家として望み、暗やみに寝床をのべ、 (Sheol

h7585) 14穴に向かって『あなたはわたしの父であ

る』と言い、うじに向かって『あなたはわたしの

母、わたしの姉妹である』と言うならば、 15わ

たしの望みはどこにあるか、だれがわたしの望み

を見ることができようか。 16これは下って陰府

の関門にいたり、われわれは共にちりに下るであ

ろうか」。 (Sheol h7585)

18そこでシュヒびとビルダデは答えて言った、
2「あなたはいつまで言葉にわなを設けるの

か。あなたはまず悟るがよい、それからわれわれ

は論じよう。 3なぜ、われわれは獣のように思わ
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れるのか。なぜ、あなたの目に愚かな者と見える

のか。 4怒っておのが身を裂く者よ、あなたのた

めに地は捨てられるだろうか。岩はその所から移

されるだろうか。 5悪しき者の光は消え、その火

の炎は光を放たず、 6その天幕のうちの光は暗く

、彼の上のともしびは消える。 7その力ある歩み

はせばめられ、その計りごとは彼を倒す。 8彼は

自分の足で網にかかり、また落し穴の上を歩む。

9わなは彼のかかとを捕え、網わなは彼を捕える

。 10輪なわは彼を捕えるために地に隠され、張

り網は彼を捕えるために道に設けられる。 11恐

ろしい事が四方にあって彼を恐れさせ、その歩み

にしたがって彼を追う。 12その力は飢え、災は

彼をつまずかすために備わっている。 13その皮

膚は病によって食いつくされ、死のういごは彼の

手足を食いつくす。 14彼はその頼む所の天幕か

ら引き離されて、恐れの王のもとに追いやられる

。 15彼に属さない者が彼の天幕に住み、硫黄が

彼のすまいの上にまき散らされる。 16下ではそ

の根が枯れ、上ではその枝が切られる。 17彼の

形見は地から滅び、彼の名はちまたに消える。 18

彼は光からやみに追いやられ、世の中から追い出

される。 19彼はその民の中に子もなく、孫もな

く、彼のすみかには、ひとりも生き残る者はない

。 20西の者は彼の日について驚き、東の者はお

じ恐れる。 21まことに、悪しき者のすまいはこ

のようであり、神を知らない者の所はこのようで

ある」。

19そこでヨブは答えて言った、 2「あなたがた

はいつまでわたしを悩まし、言葉をもってわ

たしを打ち砕くのか。 3あなたがたはすでに十度

もわたしをはずかしめ、わたしを悪くあしらって

もなお恥じないのか。 4たといわたしが、まこと

にあやまったとしても、そのあやまちは、わたし

自身にとどまる。 5もしあなたがたが、まことに

わたしに向かって高ぶり、わたしの恥を論じるな

らば、 6『神がわたしをしえたげ、その網でわた

しを囲まれたのだ』と知るべきだ。 7見よ、わた

しが『暴虐』と叫んでも答えられず、助けを呼び

求めても、さばきはない。 8彼はわたしの道にか

きをめぐらして、越えることのできないようにし

、わたしの行く道に暗やみを置かれた。 9彼はわ

たしの栄えをわたしからはぎ取り、わたしのこう

べから冠を奪い、 10四方からわたしを取りこわ

して、うせさせ、わたしの望みを木のように抜き

去り、 11わたしに向かって怒りを燃やし、わた

しを敵のひとりのように思われた。 12その軍勢

がいっせいに来て、塁を築いて攻め寄せ、わたし

の天幕のまわりに陣を張った。 13彼はわたしの

兄弟たちをわたしから遠く離れさせられた。わた

しを知る人々は全くわたしに疎遠になった。 14

わたしの親類および親しい友はわたしを見捨て、

15わたしの家に宿る者はわたしを忘れ、わたしの

はしためらはわたしを他人のように思い、わたし

は彼らの目に他国人となった。 16わたしがしも

べを呼んでも、彼は答えず、わたしは口をもって

彼に請わなければならない。 17わたしの息はわ

が妻にいとわれ、わたしは同じ腹の子たちにきら

われる。 18わらべたちさえもわたしを侮り、わ

たしが起き上がれば、わたしをあざける。 19親

しい人々は皆わたしをいみきらい、わたしの愛し

た人々はわたしにそむいた。 20わたしの骨は皮

と肉につき、わたしはわずかに歯の皮をもっての

がれた。 21わが友よ、わたしをあわれめ、わた

しをあわれめ、神のみ手がわたしを打ったからで

ある。 22あなたがたは、なにゆえ神のようにわ

たしを責め、わたしの肉をもって満足しないのか

。 23どうか、わたしの言葉が、書きとめられる

ように。どうか、わたしの言葉が、書物にしるさ

れるように。 24鉄の筆と鉛とをもって、ながく

岩に刻みつけられるように。 25わたしは知る、

わたしをあがなう者は生きておられる、後の日に

彼は必ず地の上に立たれる。 26わたしの皮がこ

のように滅ぼされたのち、わたしは肉を離れて神

を見るであろう。 27しかもわたしの味方として

見るであろう。わたしの見る者はこれ以外のもの

ではない。わたしの心はこれを望んでこがれる。

28あなたがたがもし『われわれはどうして彼を責

めようか』と言い、また『事の根源は彼のうちに

見いだされる』と言うならば、 29つるぎを恐れ

よ、怒りはつるぎの罰をきたらすからだ。これに

よって、あなたがたは、さばきのあることを知る

であろう」。

20そこでナアマびとゾパルは答えて言った、 2

「これによって、わたしは答えようとの思い

を起し、これがために心中しきりに騒ぎ立つ。 3

わたしはわたしをはずかしめる非難を聞く、しか

し、わたしの悟りの霊がわたしに答えさせる。 4
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あなたはこの事を知らないのか、昔から地の上に

人の置かれてよりこのかた、 5悪しき人の勝ち誇

はしばらくであって、神を信じない者の楽しみは

ただつかのまであることを。 6たといその高さが

天に達し、その頭が雲におよんでも、 7彼はおの

れの糞のように、とこしえに滅び、彼を見た者は

言うであろう、『彼はどこにおるか』と。 8彼は

夢のように飛び去って、再び見ることはない。彼

は夜の幻のように追い払われるであろう。 9彼を

見た目はかさねて彼を見ることがなく、彼のいた

所も再び彼を見ることがなかろう。 10その子ら

は貧しい者に恵みを求め、その手は彼の貨財を償

うであろう。 11その骨には若い力が満ちている

、しかしそれは彼と共にちりに伏すであろう。 12

たとい悪は彼の口に甘く、これを舌の裏にかくし

、 13これを惜しんで捨てることなく、口の中に

含んでいても、 14その食物は彼の腹の中で変り

、彼の内で毒蛇の毒となる。 15彼は貨財をのん

でも、またそれを吐き出す、神がそれを彼の腹か

ら押し出されるからだ。 16彼は毒蛇の毒を吸い

、まむしの舌は彼を殺すであろう。 17彼は蜜と

凝乳の流れる川々を見ることができない。 18彼

はほねおって獲たものを返して、それを食うこと

ができない。その商いによって得た利益をもって

楽しむことができない。 19彼が貧しい者をしえ

たげ、これを捨てたからだ。彼は家を奪い取って

も、それを建てることができない。 20彼の欲張

りは足ることを知らぬゆえ、その楽しむ何物をも

救うことができないであろう。 21彼が残して食

べなかった物とては一つもない。それゆえ、その

繁栄はながく続かないであろう。 22その力の満

ちている時、彼は窮境に陥り、悩みの手がことご

とく彼の上に臨むであろう。 23彼がその腹を満

たそうとすれば、神はその激しい怒りを送って、

それを彼の上に降り注ぎ、彼の食物とされる。 24

彼は鉄の武器を免れても、青銅の矢は彼を射通す

であろう。 25彼がこれをその身から引き抜けば

、きらめく矢じりがその肝から出てきて、恐れが

彼の上に臨む。 26もろもろの暗黒が彼の宝物の

ためにたくわえられ、人が吹き起したものでない

火が彼を焼きつくし、その天幕に残っている者を

滅ぼすであろう。 27天は彼の罪をあらわし、地

は起って彼を攻めるであろう。 28その家の財産

は奪い去られ、神の怒りの日に消えうせるであろ

う。 29これが悪しき人の神から受ける分、神に

よって定められた嗣業である」。

21そこでヨブは答えて言った、 2「あなたがた

はとくと、わたしの言葉を聞き、これをもっ

て、あなたがたの慰めとするがよい。 3まずわた

しをゆるして語らせなさい。わたしが語ったのち

、あざけるのもよかろう。 4わたしのつぶやきは

人に対してであろうか。わたしはどうして、いら

だたないでいられようか。 5あなたがたはわたし

を見て、驚き、手を口にあてるがよい。 6わたし

はこれを思うと恐ろしくなって、からだがしきり

に震えわななく。 7なにゆえ悪しき人が生きなが

らえ、老齢に達し、かつ力強くなるのか。 8その

子らは彼らの前に堅く立ち、その子孫もその目の

前に堅く立つ。 9その家は安らかで、恐れがなく

、神のつえは彼らの上に臨むことがない。 10そ

の雄牛は種を与えて、誤ることなく、その雌牛は

子を産んで、そこなうことがない。 11彼らはそ

の小さい者どもを群れのように連れ出し、その子

らは舞い踊る。 12彼らは手鼓と琴に合わせて歌

い、笛の音によって楽しみ、 13その日をさいわ

いに過ごし、安らかに陰府にくだる。 (Sheol h7585)

14彼らは神に言う、『われわれを離れよ、われわ

れはあなたの道を知ることを好まない。 15全能

者は何者なので、われわれはこれに仕えねばなら

ないのか。われわれはこれに祈っても、なんの益

があるか』と。 16見よ、彼らの繁栄は彼らの手

にあるではないか。悪人の計りごとは、わたしの

遠く及ぶ所でない。 17悪人のともしびの消され

ること、幾たびあるか。その災の彼らの上に臨む

こと、神がその怒りをもって苦しみを与えられる

こと、幾たびあるか。 18彼らが風の前のわらの

ようになること、あらしに吹き去られるもみがら

のようになること、幾たびあるか。 19あなたが

たは言う、『神は彼らの罪を積みたくわえて、そ

の子らに報いられるのだ』と。どうかそれを彼ら

自身に報いて、彼らにその罪を知らせられるよう

に。 20すなわち彼ら自身の目にその滅びを見さ

せ、全能者の怒りを彼らに飲ませられるように。

21その月の数のつきるとき、彼らはその後の家に

なんのかかわる所があろうか。 22神は天にある

者たちをさえ、さばかれるのに、だれが神に知識

を教えることができようか。 23ある者は繁栄を

きわめ、全く安らかに、かつおだやかに死に、 24
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そのからだには脂肪が満ち、その骨の髄は潤って

いる。 25ある者は心を苦しめて死に、なんの幸

をも味わうことがない。 26彼らはひとしくちり

に伏し、うじにおおわれる。 27見よ、わたしは

あなたがたの思いを知り、わたしを害しようとす

るたくらみを知る。 28あなたがたは言う、『王

侯の家はどこにあるか、悪人の住む天幕はどこに

あるか』と。 29あなたがたは道行く人々に問わ

なかったか、彼らの証言を受け入れないのか。 30

すなわち、災の日に悪人は免れ、激しい怒りの日

に彼は救い出される。 31だれが彼に向かって、

その道を告げ知らせる者があるか、だれが彼のし

た事を彼に報いる者があるか。 32彼はかかれて

墓に行き、塚の上で見張りされ、 33谷の土くれ

も彼には快く、すべての人はそのあとに従う。彼

の前に行った者も数えきれない。 34それで、あ

なたがたはどうしてむなしい事をもって、わたし

を慰めようとするのか。あなたがたの答は偽り以

外の何ものでもない」。

22そこでテマンびとエリパズは答えて言った、
2「人は神を益することができるであろうか

。賢い人も、ただ自身を益するのみである。 3あ

なたが正しくても、全能者になんの喜びがあろう

。あなたが自分の道を全うしても、彼になんの利

益があろう。 4神はあなたが神を恐れることのゆ

えに、あなたを責め、あなたをさばかれるであろ

うか。 5あなたの悪は大きいではないか。あなた

の罪は、はてしがない。 6あなたはゆえなく兄弟

のものを質にとり、裸な者の着物をはぎ取り、 7

疲れた者に水を飲ませず、飢えた者に食物を与え

なかった。 8力ある人は土地を得、名ある人はそ

のうちに住んだ。 9あなたは、やもめをむなしく

去らせた。みなしごの腕は折られた。 10それゆ

え、わなはあなたをめぐり、恐怖は、にわかにあ

なたを驚かす。 11あなたの光は暗くされ、あな

たは見ることができない。大水はあなたをおおう

であろう。 12神は天に高くおられるではないか

。見よ、いと高き星を。いかに高いことよ。 13

それであなたは言う、『神は何を知っておられる

か。彼は黒雲を通して、さばくことができるのか

。 14濃い雲が彼をおおい隠すと、彼は見ること

ができない。彼は天の大空を歩まれるのだ』と。

15あなたは悪しき人々が踏んだいにしえの道を守

ろうとするのか。 16彼らは時がこないうちに取

り去られ、その基は川のように押し流された。 17

彼らは神に言った、『われわれを離れてください

』と、また『全能者はわれわれに何をなしえよう

か』と。 18しかし神は彼らの家を良い物で満た

された。ただし悪人の計りごとはわたしのくみす

る所ではない。 19正しい者はこれを見て喜び、

罪なき者は彼らをあざ笑って言う、 20『まこと

にわれわれのあだは滅ぼされ、その残した物は火

で焼き滅ぼされた』と。 21あなたは神と和らい

で、平安を得るがよい。そうすれば幸福があなた

に来るでしょう。 22どうか、彼の口から教を受

け、その言葉をあなたの心におさめるように。 23

あなたがもし全能者に立ち返って、おのれを低く

し、あなたの天幕から不義を除き去り、 24こが

ねをちりの中に置き、オフルのこがねを谷川の石

の中に置き、 25全能者があなたのこがねとなり

、あなたの貴重なしろがねとなるならば、 26そ

の時、あなたは全能者を喜び、神に向かって顔を

あげることができる。 27あなたが彼に祈るなら

ば、彼はあなたに聞かれる。そしてあなたは自分

の誓いを果す。 28あなたが事をなそうと定める

ならば、あなたはその事を成就し、あなたの道に

は光が輝く。 29彼は高ぶる者を低くされるが、

へりくだる者を救われるからだ。 30彼は罪のな

い者を救われる。あなたはその手の潔いことによ

って、救われるであろう」。

23そこでヨブは答えて言った、 2「きょうもま

た、わたしのつぶやきは激しく、彼の手はわ

たしの嘆きにかかわらず、重い。 3どうか、彼を

尋ねてどこで会えるかを知り、そのみ座に至るこ

とができるように。 4わたしは彼の前にわたしの

訴えをならべ、口をきわめて論議するであろう。

5わたしは、わたしに答えられるみ言葉を知り、

わたしに言われる所を悟ろう。 6彼は大いなる力

をもって、わたしと争われるであろうか、いな、

かえってわたしを顧みられるであろう。 7かしこ

では正しい人は彼と言い争うことができる。そう

すれば、わたしはわたしをさばく者から永久に救

われるであろう。 8見よ、わたしが進んでも、彼

を見ない。退いても、彼を認めることができない

。 9左の方に尋ねても、会うことができない。右

の方に向かっても、見ることができない。 10し

かし彼はわたしの歩む道を知っておられる。彼が

わたしを試みられるとき、わたしは金のように出
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て来るであろう。 11わたしの足は彼の歩みに堅

く従った。わたしは彼の道を守って離れなかった

。 12わたしは彼のくちびるの命令にそむかず、

その口の言葉をわたしの胸にたくわえた。 13し

かし彼は変ることはない。だれが彼をひるがえす

ことができようか。彼はその心の欲するところを

行われるのだ。 14彼はわたしのために定めた事

をなし遂げられる。そしてこのような事が多く彼

の心にある。 15それゆえ、わたしは彼の前にお

ののく。わたしは考えるとき、彼を恐れる。 16

神はわたしの心を弱くされた。全能者はわたしを

恐れさせられた。 17わたしは、やみによって閉

じこめられ、暗黒がわたしの顔をおおっている

。

24なにゆえ、全能者はさばきの時を定めておか
れないのか。なにゆえ、彼を知る者がその日

を見ないのか。 2世には地境を移す者、群れを奪

ってそれを飼う者、 3みなしごのろばを追いやる

者、やもめの牛を質に取る者、 4貧しい者を道か

ら押しのける者がある。世の弱い者は皆彼らをさ

けて身をかくす。 5見よ、彼らは荒野におる野ろ

ばのように出て働き、野で獲物を求めて、その子

らの食物とする。 6彼らは畑でそのまぐさを刈り

、また悪人のぶどう畑で拾い集める。 7彼らは着

る物がなく、裸で夜を過ごし、寒さに身をおおう

べき物もない。 8彼らは山の雨にぬれ、しのぎ場

もなく岩にすがる。 9（みなしごをその母のふと

ころから奪い、貧しい者の幼な子を質にとる者が

ある。） 10彼らは着る物がなく、裸で歩き、飢

えつつ麦束を運び、 11悪人のオリブ並み木の中

で油をしぼり、酒ぶねを踏んでも、かわきを覚え

る。 12町の中から死のうめきが起り、傷ついた

者の魂が助けを呼び求める。しかし神は彼らの祈

を顧みられない。 13光にそむく者たちがある。

彼らは光の道を知らず、光の道にとどまらない。

14人を殺す者は暗いうちに起き出て弱い者と貧し

い者を殺し、夜は盗びととなる。 15姦淫する者

の目はたそがれを待って、『だれもわたしを見て

いないだろう』と言い、顔におおう物を当てる。

16彼らは暗やみで家をうがち、昼は閉じこもって

光を知らない。 17彼らには暗黒は朝である。彼

らは暗黒の恐れを友とするからだ。 18あなたが

たは言う、『彼らは水のおもてにすみやかに流れ

去り、その受ける分は地でのろわれ、酒ぶねを踏

む者はだれも彼らのぶどう畑の道に行かない。 19

ひでりと熱さは雪水を奪い去る、陰府が罪を犯し

た者に対するも、これと同様だ。 (Sheol h7585) 20町

の広場は彼らを忘れ、彼らの名は覚えられること

なく、不義は木の折られるように折られる』と。

21彼らは子を産まぬうまずめをくらい、やもめを

あわれむことをしない。 22しかし神はその力を

もって、強い人々を生きながらえさせられる。彼

らは生きる望みのない時にも起きあがる。 23神

が彼らに安全を与えられるので、彼らは安らかで

ある。神の目は彼らの道の上にある。 24彼らは

しばし高められて、いなくなり、ぜにあおいのよ

うに枯れて消えうせ、麦の穂先のように切り取ら

れる。 25もし、そうでないなら、だれがわたし

にその偽りを証明し、わが言葉のむなしいことを

示しうるだろうか」。

25そこでシュヒびとビルダデは答えて言った、
2「大権と恐れとは神と共にある。彼は高き

所で平和を施される。 3その軍勢は数えることが

できるか。何物かその光に浴さないものがあるか

。 4それで人はどうして神の前に正しくありえよ

うか。女から生れた者がどうして清くありえよう

か。 5見よ、月さえも輝かず、星も彼の目には清

くない。 6うじのような人、虫のような人の子は

なおさらである」。

26そこでヨブは答えて言った、 2「あなたは力

のない者をどれほど助けたかしれない。気力

のない腕をどれほど救ったかしれない。 3知恵の

ない者をどれほど教えたかしれない。悟りをどれ

ほど多く示したかしれない。 4あなたはだれの助

けによって言葉をだしたのか。あなたから出たの

はだれの霊なのか。 5亡霊は水およびその中に住

むものの下に震う。 6神の前では陰府も裸である

。滅びの穴もおおい隠すものはない。 (Sheol h7585)

7彼は北の天を空間に張り、地を何もない所に掛

けられる。 8彼は水を濃い雲の中に包まれるが、

その下の雲は裂けない。 9彼は月のおもてをおお

い隠して、雲をその上にのべ、 10水のおもてに

円を描いて、光とやみとの境とされた。 11彼が

戒めると、天の柱は震い、かつ驚く。 12彼はそ

の力をもって海を静め、その知恵をもってラハブ

を打ち砕き、 13その息をもって天を晴れわたら

せ、その手をもって逃げるへびを突き通される。

14見よ、これらはただ彼の道の端にすぎない。わ
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れわれが彼について聞く所はいかにかすかなささ

やきであろう。しかし、その力のとどろきに至っ

ては、だれが悟ることができるか」。

27ヨブはまた言葉をついで言った、 2「神は生

きておられる。彼はわたしの義を奪い去られ

た。全能者はわたしの魂を悩まされた。 3わたし

の息がわたしのうちにあり、神の息がわたしの鼻

にある間、 4わたしのくちびるは不義を言わない

、わたしの舌は偽りを語らない。 5わたしは断じ

て、あなたがたを正しいとは認めない。わたしは

死ぬまで、潔白を主張してやめない。 6わたしは

堅くわが義を保って捨てない。わたしは今まで一

日も心に責められた事がない。 7どうか、わたし

の敵は悪人のようになり、わたしに逆らう者は不

義なる者のようになるように。 8神が彼を断ち、

その魂を抜きとられるとき、神を信じない者にな

んの望みがあろう。 9災が彼に臨むとき、神はそ

の叫びを聞かれるであろうか。 10彼は全能者を

喜ぶであろうか、常に神を呼ぶであろうか。 11

わたしは神のみ手についてあなたがたに教え、全

能者と共にあるものを隠すことをしない。 12見

よ、あなたがたは皆みずからこれを見た、それな

のに、どうしてむなしい者となったのか。 13こ

れは悪人の神から受ける分、圧制者の全能者から

受ける嗣業である。 14その子らがふえればつる

ぎに渡され、その子孫は食物に飽きることがない

。 15その生き残った者は疫病で死んで埋められ

、そのやもめらは泣き悲しむことをしない。 16

たとい彼は銀をちりのように積み、衣服を土のよ

うに備えても、 17その備えるものは正しい人が

これを着、その銀は罪なき者が分かち取るであろ

う。 18彼の建てる家は、くもの巣のようであり

、番人の造る小屋のようである。 19彼は富める

身で寝ても、再び富むことがなく、目を開けばそ

の富はない。 20恐ろしい事が大水のように彼を

襲い、夜はつむじ風が彼を奪い去る。 21東風が

彼を揚げると、彼は去り、彼をその所から吹き払

う。 22それは彼を投げつけて、あわれむことな

く、彼はその力からのがれようと、もがく。 23

それは彼に向かって手を鳴らし、あざけり笑って

、その所から出て行かせる。

28しろがねには掘り出す穴があり、精錬するこ
がねには出どころがある。 2くろがねは土か

ら取り、あかがねは石から溶かして取る。 3人は

暗やみを破り、いやはてまでも尋ねきわめて、暗

やみおよび暗黒の中から鉱石を取る。 4彼らは人

の住む所を離れて縦穴をうがち、道行く人に忘れ

られ、人を離れて身をつりさげ、揺れ動く。 5地

はそこから食物を出す。その下は火でくつがえさ

れるようにくつがえる。 6その石はサファイヤの

ある所、そこにはまた金塊がある。 7その道は猛

禽も知らず、たかの目もこれを見ず、 8猛獣もこ

れを踏まず、ししもこれを通らなかった。 9人は

堅い岩に手をくだして、山を根元からくつがえす

。 10彼は岩に坑道を掘り、その目はもろもろの

尊い物を見る。 11彼は水路をふさいで、漏れな

いようにし、隠れた物を光に取り出す。 12しか

し知恵はどこに見いだされるか。悟りのある所は

どこか。 13人はそこに至る道を知らない、また

生ける者の地でそれを獲ることができない。 14

淵は言う、『それはわたしのうちにない』と。ま

た海は言う、『わたしのもとにない』と。 15精

金もこれと換えることはできない。銀も量ってそ

の価とすることはできない。 16オフルの金をも

ってしても、その価を量ることはできない。尊い

縞めのうも、サファイヤも同様である。 17こが

ねも、玻璃もこれに並ぶことができない。また精

金の器物もこれと換えることができない。 18さ

んごも水晶も言うに足りない。知恵を得るのは真

珠を得るのにまさる。 19エチオピヤのトパズも

これに並ぶことができない。純金をもってしても

、その価を量ることはできない。 20それでは知

恵はどこから来るか。悟りのある所はどこか。 21

これはすべての生き物の目に隠され、空の鳥にも

隠されている。 22滅びも死も言う、『われわれ

はそのうわさを耳に聞いただけだ』。 23神はこ

れに至る道を悟っておられる、彼はそのある所を

知っておられる。 24彼は地の果までもみそなわ

し、天が下を見きわめられるからだ。 25彼が風

に重さを与え、水をますで量られたとき、 26彼

が雨のために規定を設け、雷のひらめきのために

道を設けられたとき、 27彼は知恵を見て、これ

をあらわし、これを確かめ、これをきわめられた

。 28そして人に言われた、『見よ、主を恐れる

ことは知恵である、悪を離れることは悟りである

』と」。

29ヨブはまた言葉をついで言った、 2「ああ過

ぎた年月のようであったらよいのだが、神が
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わたしを守ってくださった日のようであったらよ

いのだが。 3あの時には、彼のともしびがわたし

の頭の上に輝き、彼の光によってわたしは暗やみ

を歩んだ。 4わたしの盛んな時のようであったな

らよいのだが。あの時には、神の親しみがわたし

の天幕の上にあった。 5あの時には、全能者がな

おわたしと共にいまし、わたしの子供たちもわた

しの周囲にいた。 6あの時、わたしの足跡は乳で

洗われ、岩もわたしのために油の流れを注ぎだし

た。 7あの時には、わたしは町の門に出て行き、

わたしの座を広場に設けた。 8若い者はわたしを

見てしりぞき、老いた者は身をおこして立ち、 9

君たる者も物言うことをやめて、その口に手を当

て、 10尊い者も声をおさめて、その舌を上あご

につけた。 11耳に聞いた者はわたしを祝福され

た者となし、目に見た者はこれをあかしした。 12

これは助けを求める貧しい者を救い、また、みな

しごおよび助ける人のない者を救ったからである

。 13今にも滅びようとした者の祝福がわたしに

来た。わたしはまたやもめの心をして喜び歌わせ

た。 14わたしは正義を着、正義はわたしをおお

った。わたしの公義は上着のごとく、また冠のよ

うであった。 15わたしは目しいの目となり、足

なえの足となり、 16貧しい者の父となり、知ら

ない人の訴えの理由を調べてやった。 17わたし

はまた悪しき者のきばを折り、その歯の間から獲

物を引き出した。 18その時、わたしは言った、

『わたしは自分の巣の中で死に、わたしの日は砂

のように多くなるであろう。 19わたしの根は水

のほとりにはびこり、露は夜もすがらわたしの枝

におくであろう。 20わたしの栄えはわたしと共

に新しく、わたしの弓はわたしの手にいつも強い

』と。 21人々はわたしに聞いて待ち、黙して、

わたしの教に従った。 22わたしが言った後は彼

らは再び言わなかった。わたしの言葉は彼らの上

に雨のように降りそそいだ。 23彼らは雨を待つ

ように、わたしを待ち望み、春の雨を仰ぐように

口を開いて仰いだ。 24彼らが希望を失った時に

も、わたしは彼らにむかってほほえんだ。彼らは

わたしの顔の光を除くことができなかった。 25

わたしは彼らのために道を選び、そのかしらとし

て座し、軍中の王のようにしており、嘆く者を慰

める人のようであった。

30しかし今はわたしよりも年若い者が、かえっ
てわたしをあざ笑う。彼らの父はわたしが卑

しめて、群れの犬と一緒にさえしなかった者だ。

2彼らの手の力からわたしは何を得るであろうか

、彼らはその気力がすでに衰えた人々だ。 3彼ら

は乏しさと激しい飢えとによって、かわいた荒れ

地をかむ。 4彼らは、ぜにあおいおよび灌木の葉

を摘み、れだまの根をもって身を暖める。 5彼ら

は人々の中から追いだされ、盗びとを追うように

、人々は彼らを追い呼ばわる。 6彼らは急流の谷

間に住み、土の穴または岩の穴におり、 7灌木の

中にいななき、いらくさの下に押し合う。 8彼ら

は愚かな者の子、また卑しい者の子であって、国

から追いだされた者だ。 9それなのに、わたしは

今彼らの歌となり、彼らの笑い草となった。 10

彼らはわたしをいとい、遠くわたしをはなれ、わ

たしの顔につばきすることも、ためらわない。 11

神がわたしの綱を解いて、わたしを卑しめられた

ので、彼らもわたしの前に慎みを捨てた。 12こ

のともがらはわたしの右に立ち上がり、わたしを

追いのけ、わたしにむかって滅びの道を築く。 13

彼らはわたしの道をこわし、わたしの災を促す。

これをさし止める者はない。 14彼らは広い破れ

口からはいるように進みきたり、破壊の中をおし

寄せる。 15恐ろしい事はわたしに臨み、わたし

の誉は風のように吹き払われ、わたしの繁栄は雲

のように消えうせた。 16今は、わたしの魂はわ

たしの内にとけて流れ、悩みの日はわたしを捕え

た。 17夜はわたしの骨を激しく悩まし、わたし

をかむ苦しみは、やむことがない。 18それは暴

力をもって、わたしの着物を捕え、はだ着のえり

のように、わたしをしめつける。 19神がわたし

を泥の中に投げ入れられたので、わたしはちり灰

のようになった。 20わたしがあなたにむかって

呼ばわっても、あなたは答えられない。わたしが

立っていても、あなたは顧みられない。 21あな

たは変って、わたしに無情な者となり、み手の力

をもってわたしを攻め悩まされる。 22あなたは

わたしを揚げて風の上に乗せ、大風のうなり声の

中に、もませられる。 23わたしは知っている、

あなたはわたしを死に帰らせ、すべての生き物の

集まる家に帰らせられることを。 24さりながら

荒塚の中にある者は、手を伸べないであろうか、

災の中にある者は助けを呼び求めないであろうか

。 25わたしは苦しい日を送る者のために泣かな
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かったか。わたしの魂は貧しい人のために悲しま

なかったか。 26しかしわたしが幸を望んだのに

災が来た。光を待ち望んだのにやみが来た。 27

わたしのはらわたは沸きかえって、静まらない。

悩みの日がわたしに近づいた。 28わたしは日の

光によらずに黒くなって歩き、公会の中に立って

助けを呼び求める。 29わたしは山犬の兄弟とな

り、だちょうの友となった。 30わたしの皮膚は

黒くなって、はげ落ち、わたしの骨は熱さによっ

て燃え、 31わたしの琴は悲しみの音となり、わ

たしの笛は泣く者の声となった。

31わたしは、わたしの目と契約を結んだ、どう
して、おとめを慕うことができようか。 2も

しそうすれば上から神の下される分はどんなであ

ろうか。高き所から全能者の与えられる嗣業はど

んなであろうか。 3不義なる者には災が下らない

であろうか。悪をなす者には災難が臨まないであ

ろうか。 4彼はわたしの道をみそなわし、わたし

の歩みをことごとく数えられぬであろうか。 5も

し、わたしがうそと共に歩み、わたしの足が偽り

にむかって急いだことがあるなら、 6（正しいは

かりをもってわたしを量れ、そうすれば神はわた

しの潔白を知られるであろう。） 7もしわたしの

歩みが、道をはなれ、わたしの心がわたしの目に

したがって歩み、わたしの手に汚れがついていた

なら、 8わたしのまいたのを他の人が食べ、わた

しのために成長するものが、抜き取られてもかま

わない。 9もし、わたしの心が、女に迷ったこと

があるか、またわたしが隣り人の門で待ち伏せし

たことがあるなら、 10わたしの妻が他の人のた

めにうすをひき、他の人が彼女の上に寝てもかま

わない。 11これは重い罪であって、さばきびと

に罰せられるべき悪事だからである。 12これは

滅びに至るまでも焼きつくす火であって、わたし

のすべての産業を根こそぎ焼くであろう。 13わ

たしのしもべ、また、はしためがわたしと言い争

ったときに、わたしがもしその言い分を退けたこ

とがあるなら、 14神が立ち上がられるとき、わ

たしはどうしようか、神が尋ねられるとき、なん

とお答えしようか。 15わたしを胎内に造られた

者は、彼をも造られたのではないか。われわれを

腹の内に形造られた者は、ただひとりではないか

。 16わたしがもし貧しい者の願いを退け、やも

めの目を衰えさせ、 17あるいはわたしひとりで

食物を食べて、みなしごに食べさせなかったこと

があるなら、 18（わたしは彼の幼い時から父の

ように彼を育て、またその母の胎を出たときから

彼を導いた。） 19もし着物がないために死のう

とする者や、身をおおう物のない貧しい人をわた

しが見た時に、 20その腰がわたしを祝福せず、

また彼がわたしの羊の毛で暖まらなかったことが

あるなら、 21もしわたしを助ける者が門におる

のを見て、みなしごにむかってわたしの手を振り

上げたことがあるなら、 22わたしの肩骨が、肩

から落ち、わたしの腕が、つけ根から折れてもか

まわない。 23わたしは神から出る災を恐れる、

その威光の前には何事もなすことはできない。 24

わたしがもし金をわが望みとし、精金をわが頼み

と言ったことがあるなら、 25わたしがもしわが

富の大いなる事と、わたしの手に多くの物を獲た

事とを喜んだことがあるなら、 26わたしがもし

日の輝くのを見、または月の照りわたって動くの

を見た時、 27心ひそかに迷って、手に口づけし

たことがあるなら、 28これもまたさばきびとに

罰せらるべき悪事だ。わたしは上なる神を欺いた

からである。 29わたしがもしわたしを憎む者の

滅びるのを喜び、または災が彼に臨んだとき、勝

ち誇ったことがあるなら、 30（わたしはわが口

に罪を犯させず、のろいをもって彼の命を求めた

ことはなかった。） 31もし、わたしの天幕の人

々で、『だれか彼の肉に飽きなかった者があるか

』と、言わなかったことがあるなら、 32（他国

人はちまたに宿らず、わたしはわが門を旅びとに

開いた。） 33わたしがもし人々の前にわたしの

とがをおおい、わたしの悪事を胸の中に隠したこ

とがあるなら、 34わたしが大衆を恐れ、宗族の

侮りにおじて、口を閉じ、門を出なかったことが

あるなら、 35ああ、わたしに聞いてくれる者が

あればよいのだが、（わたしのかきはんがここに

ある。どうか、全能者がわたしに答えられるよう

に。）ああ、わたしの敵の書いた告訴状があれば

よいのだが。 36わたしは必ずこれを肩に負い、

冠のようにこれをわが身に結び、 37わが歩みの

数を彼に述べ、君たる者のようにして、彼に近づ

くであろう。 38もしわが田畑がわたしに向かっ

て呼ばわり、そのうねみぞが共に泣き叫んだこと

があるなら、 39もしわたしが金を払わないでそ

の産物を食べ、その持ち主を死なせたことがある

なら、 40小麦の代りに、いばらがはえ、大麦の
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代りに雑草がはえてもかまわない」。ヨブの言葉

は終った。

32このようにヨブが自分の正しいことを主張し
たので、これら三人の者はヨブに答えるのを

やめた。 2その時ラム族のブズびとバラケルの子

エリフは怒りを起した。すなわちヨブが神よりも

自分の正しいことを主張するので、彼はヨブに向

かって怒りを起した。 3またヨブの三人の友がヨ

ブを罪ありとしながら、答える言葉がなかったの

で、エリフは彼らにむかっても怒りを起した。 4

エリフは彼らが皆、自分よりも年長者であったの

で、ヨブに物言うことをひかえて待っていたが、

5ここにエリフは三人の口に答える言葉のないの

を見て怒りを起した。 6ブズびとバラケルの子エ

リフは答えて言った、「わたしは年若く、あなた

がたは年老いている。それゆえ、わたしははばか

って、わたしの意見を述べることをあえてしなか

った。 7わたしは思った、『日を重ねた者が語る

べきだ、年を積んだ者が知恵を教えるべきだ』と

。 8しかし人のうちには霊があり、全能者の息が

人に悟りを与える。 9老いた者、必ずしも知恵が

あるのではなく、年とった者、必ずしも道理をわ

きまえるのではない。 10ゆえにわたしは言う、

『わたしに聞け、わたしもまたわが意見を述べよ

う』。 11見よ、わたしはあなたがたの言葉に期

待し、その知恵ある言葉に耳を傾け、あなたがた

が言うべき言葉を捜し出すのを待っていた。 12

わたしはあなたがたに心をとめたが、あなたがた

のうちにヨブを言いふせる者はひとりもなく、ま

た彼の言葉に答える者はひとりもなかった。 13

おそらくあなたがたは言うだろう、『われわれは

知恵を見いだした、彼に勝つことのできるのは神

だけで、人にはできない』と。 14彼はその言葉

をわたしに向けて言わなかった。わたしはあなた

がたの言葉をもって彼に答えることはしない。 15

彼らは驚いて、もはや答えることをせず、彼らに

は、もはや言うべき言葉がない。 16彼らは物言

わず、立ちとどまって、もはや答えるところがな

いので、わたしはこれ以上待つ必要があろうか。

17わたしもまたわたしの分を答え、わたしの意見

を述べよう。 18わたしには言葉が満ち、わたし

のうちの霊がわたしに迫るからだ。 19見よ、わ

たしの心は口を開かないぶどう酒のように、新し

いぶどう酒の皮袋のように、今にも張りさけよう

としている。 20わたしは語って、気を晴らし、

くちびるを開いて答えよう。 21わたしはだれを

もかたより見ることなく、また何人とにもへつら

うことをしない。 22わたしはへつらうことを知

らないからだ。もしへつらうならば、わたしの造

り主は直ちにわたしを滅ぼされるであろう。

33だから、ヨブよ、今わたしの言うことを聞け
、わたしのすべての言葉に耳を傾けよ。 2見

よ、わたしは口を開き、口の中の舌は物言う。 3

わたしの言葉はわが心の正しきを語り、わたしの

くちびるは真実をもってその知識を語る。 4神の

霊はわたしを造り、全能者の息はわたしを生かす

。 5あなたがもしできるなら、わたしに答えよ、

わたしの前に言葉を整えて、立て。 6見よ、神に

対しては、わたしもあなたと同様であり、わたし

もまた土から取って造られた者だ。 7見よ、わた

しの威厳はあなたを恐れさせない、わたしの勢い

はあなたを圧しない。 8確かに、あなたはわたし

の聞くところで言った、わたしはあなたの言葉の

声を聞いた。 9あなたは言う、『わたしはいさぎ

よく、とがはない。わたしは清く、不義はない。

10見よ、彼はわたしを攻める口実を見つけ、わた

しを自分の敵とみなし、 11わたしの足をかせに

はめ、わたしのすべての行いに目をとめられる』

と。 12見よ、わたしはあなたに答える、あなた

はこの事において正しくない。神は人よりも大い

なる者だ。 13あなたが『彼はわたしの言葉に少

しも答えられない』といって、彼に向かって言い

争うのは、どういうわけであるか。 14神は一つ

の方法によって語られ、また二つの方法によって

語られるのだが、人はそれを悟らないのだ。 15

人々が熟睡するとき、または床にまどろむとき、

夢あるいは夜の幻のうちで、 16彼は人々の耳を

開き、警告をもって彼らを恐れさせ、 17こうし

て人にその悪しきわざを離れさせ、高ぶりを人か

ら除き、 18その魂を守って、墓に至らせず、そ

の命を守って、つるぎに滅びないようにされる。

19人はまたその床の上で痛みによって懲らされ、

その骨に戦いが絶えることなく、 20その命は、

食物をいとい、その食欲は、おいしい食物をきら

う。 21その肉はやせ落ちて見えず、その骨は見

えなかったものまでもあらわになり、 22その魂

は墓に近づき、その命は滅ぼす者に近づく。 23

もしそこに彼のためにひとりの天使があり、千の
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うちのひとりであって、仲保となり、人にその正

しい道を示すならば、 24神は彼をあわれんで言

われる、『彼を救って、墓に下ることを免れさせ

よ、わたしはすでにあがないしろを得た。 25彼

の肉を幼な子の肉よりもみずみずしくならせ、彼

を若い時の元気に帰らせよ』と。 26その時、彼

が神に祈るならば、神は彼を顧み、喜びをもって

、み前にいたらせ、その救を人に告げ知らせられ

る。 27彼は人々の前に歌って言う、『わたしは

罪を犯し、正しい事を曲げた。しかしわたしに報

復がなかった。 28彼はわたしの魂をあがなって

、墓に下らせられなかった。わたしの命は光を見

ることができる』と。 29見よ、神はこれらすべ

ての事をふたたび、みたび人に行い、 30その魂

を墓から引き返し、彼に命の光を見させられる。

31ヨブよ、耳を傾けてわたしに聞け、黙せよ、わ

たしは語ろう。 32あなたがもし言うべきことが

あるなら、わたしに答えよ、語れ、わたしはあな

たを正しい者にしようと望むからだ。 33もし語

ることがないなら、わたしに聞け、黙せよ、わた

しはあなたに知恵を教えよう」。

34エリフはまた答えて言った、 2「あなたがた

知恵ある人々よ、わたしの言葉を聞け、あな

たがた知識ある人々よ、わたしに耳を傾けよ。 3

口が食物を味わうように、耳は言葉をわきまえる

からだ。 4われわれは正しい事を選び、われわれ

の間に良い事の何であるかを明らかにしよう。 5

ヨブは言った、『わたしは正しい、神はわたしの

公義を奪われた。 6わたしは正しいにもかかわら

ず、偽る者とされた。わたしにはとががないけれ

ども、わたしの矢傷はいえない』と。 7だれかヨ

ブのような人があろう。彼はあざけりを水のよう

に飲み、 8悪をなす者どもと交わり、悪人と共に

歩む。 9彼は言った、『人は神と親しんでも、な

んの益もない』と。 10それであなたがた理解あ

る人々よ、わたしに聞け、神は断じて悪を行うこ

となく、全能者は断じて不義を行うことはない。

11神は人のわざにしたがってその身に報い、おの

おのの道にしたがって、その身に振りかからせら

れる。 12まことに神は悪しき事を行われない。

全能者はさばきをまげられない。 13だれかこの

地を彼にゆだねた者があるか。だれか全世界を彼

に負わせた者があるか。 14神がもしその霊をご

自分に取りもどし、その息をご自分に取りあつめ

られるならば、 15すべての肉は共に滅び、人は

ちりに帰るであろう。 16もし、あなたに悟りが

あるならば、これを聞け、わたしの言うところに

耳を傾けよ。 17公義を憎む者は世を治めること

ができようか。正しく力ある者を、あなたは非難

するであろうか。 18王たる者に向かって『よこ

しまな者』と言い、つかさたる者に向かって、『

悪しき者』と言うことができるであろうか。 19

神は君たる者をもかたより見られることなく、富

める者を貧しき者にまさって顧みられることはな

い。彼らは皆み手のわざだからである。 20彼ら

はまたたく間に死に、民は夜の間に振われて、消

えうせ、力ある者も人手によらずに除かれる。 21

神の目が人の道の上にあって、そのすべての歩み

を見られるからだ。 22悪を行う者には身を隠す

べき暗やみもなく、暗黒もない。 23人がさばき

のために神の前に出るとき、神は人のために時を

定めておかれない。 24彼は力ある者をも調べる

ことなく打ち滅ぼし、他の人々を立てて、これに

替えられる。 25このように、神は彼らのわざを

知り、夜の間に彼らをくつがえされるので、彼ら

はやがて滅びる。 26彼は人々の見る所で、彼ら

をその悪のために撃たれる。 27これは彼らがそ

むいて彼に従わず、その道を全く顧みないからだ

。 28こうして彼らは貧しき者の叫びを彼のもと

にいたらせ、悩める者の叫びを彼に聞かせる。 29

彼が黙っておられるとき、だれが非難することが

できようか。彼が顔を隠されるとき、だれが彼を

見ることができようか。一国の上にも、一人の上

にも同様だ。 30これは神を信じない者が世を治

めることがなく、民をわなにかける事のないよう

にするためである。 31だれが神に向かって言っ

たか、『わたしは罪を犯さないのに、懲しめられ

た。 32わたしの見ないものをわたしに教えられ

たい。もしわたしが悪い事をしたなら、重ねてこ

れをしない』と。 33あなたが拒むゆえに、彼は

あなたの好むように報いをされるであろうか。あ

なたみずから選ぶがよい、わたしはしない。あな

たの知るところを言いなさい。 34悟りある人々

はわたしに言うだろう、わたしに聞くところの知

恵ある人は言うだろう、 35『ヨブの言うところ

は知識がなく、その言葉は悟りがない』と。 36

どうかヨブが終りまで試みられるように、彼は悪

人のように答えるからである。 37彼は自分の罪
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に、とがを加え、われわれの中にあって手をうち

、神に逆らって、その言葉をしげくする」。

35エリフはまた答えて言った、 2「あなたはこ

れを正しいと思うのか、あなたは『神の前に

自分は正しい』と言うのか。 3あなたは言う、『

これはわたしになんの益があるか、罪を犯したの

とくらべてなんのまさるところがあるか』と。 4

わたしはあなたおよび、あなたと共にいるあなた

の友人たちに答えよう。 5天を仰ぎ見よ、あなた

の上なる高き空を望み見よ。 6あなたが罪を犯し

ても、彼になんのさしさわりがあるか。あなたの

とがが多くても、彼に何をなし得ようか。 7また

あなたは正しくても、彼に何を与え得ようか。彼

はあなたの手から何を受けられるであろうか。 8

あなたの悪はただあなたのような人にかかわり、

あなたの義はただ人の子にかかわるのみだ。 9し

えたげの多いために叫び、力ある者の腕のゆえに

呼ばわる人々がある。 10しかし、ひとりとして

言う者はない、『わが造り主なる神はどこにおら

れるか、彼は夜の間に歌を与え、 11地の獣より

も多く、われわれを教え、空の鳥よりも、われわ

れを賢くされる方である』と。 12彼らが叫んで

も答えられないのは、悪しき者の高ぶりによる。

13まことに神はむなしい叫びを聞かれない。また

全能者はこれを顧みられない。 14あなたが彼を

見ないと言う時はなおさらだ。さばきは神の前に

ある。あなたは彼を待つべきである。 15今彼が

怒りをもって罰せず、罪とがを深く心にとめられ

ないゆえに 16ヨブは口を開いてむなしい事を述

べ、無知の言葉をしげくする」。

36エリフは重ねて言った、 2「しばらく待て、

わたしはあなたに示すことがある。なお神の

ために言うべき事がある。 3わたしは遠くからわ

が知識を取り、わが造り主に正義を帰する。 4ま

ことにわたしの言葉は偽らない。知識の全き者が

あなたと共にいる。 5見よ、神は力ある者である

が、何をも卑しめられない、その悟りの力は大き

い。 6彼は悪しき者を生かしておかれない、苦し

む者のためにさばきを行われる。 7彼は正しい者

から目を離さず、位にある王たちと共に、とこし

えに、彼らをすわらせて、尊くされる。 8もし彼

らが足かせにつながれ、悩みのなわに捕えられる

時は、 9彼らの行いと、とがと、その高ぶったふ

るまいを彼らに示し、 10彼らの耳を開いて、教

を聞かせ、悪を離れて帰ることを命じられる。 11

もし彼らが聞いて彼に仕えるならば、彼らはその

日を幸福に過ごし、その年を楽しく送るであろう

。 12しかし彼らが聞かないならば、つるぎによ

って滅び、知識を得ないで死ぬであろう。 13心

に神を信じない者どもは怒りをたくわえ、神に縛

られる時も、助けを呼び求めることをしない。 14

彼らは年若くして死に、その命は恥のうちに終る

。 15神は苦しむ者をその苦しみによって救い、

彼らの耳を逆境によって開かれる。 16神はまた

あなたを悩みから、束縛のない広い所に誘い出さ

れた。そしてあなたの食卓に置かれた物はすべて

肥えた物であった。 17しかしあなたは悪人のう

くべきさばきをおのれに満たし、さばきと公義は

あなたを捕えている。 18あなたは怒りに誘われ

て、あざけりに陥らぬように心せよ。あがないし

ろの大いなるがために、おのれを誤るな。 19あ

なたの叫びはあなたを守って、悩みを免れさせる

であろうか、いかに力をつくしても役に立たない

。 20人々がその所から断たれるその夜を慕って

はならない。 21慎んで悪に傾いてはならない。

あなたは悩みよりもむしろこれを選んだからだ。

22見よ、神はその力をもってあがめられる。だれ

か彼のように教える者があるか。 23だれか彼の

ためにその道を定めた者があるか。だれか『あな

たは悪い事をした』と言いうる者があるか。 24

神のみわざをほめたたえる事を忘れてはならない

。これは人々の歌いあがめるところである。 25

すべての人はこれを仰ぎ見る。人は遠くからこれ

を見るにすぎない。 26見よ、神は大いなる者に

いまして、われわれは彼を知らない。その年の数

も計り知ることができない。 27彼は水のしたた

りを引きあげ、その霧をしたたらせて雨とされる

。 28空はこれを降らせて、人の上に豊かに注ぐ

。 29だれか雲の広がるわけと、その幕屋のとど

ろくわけとを悟ることができようか。 30見よ、

彼はその光をおのれのまわりにひろげ、また海の

底をおおわれる。 31彼はこれらをもって民をさ

ばき、食物を豊かに賜い、 32いなずまをもって

もろ手を包み、これに命じて敵を打たせられる。

33そのとどろきは、悪にむかって怒りに燃える彼

を現す。

37これがためにわが心もまたわななき、その所
からとび離れる。 2聞け、神の声のとどろき
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を、またその口から出るささやきを。 3彼はこれ

を天が下に放ち、その光を地のすみずみまで至ら

せられる。 4その後、声とどろき、彼はそのいか

めしい声をもって鳴り渡られる。その声の聞える

時、彼はいなずまを引きとめられない。 5神はそ

の驚くべき声をもって鳴り渡り、われわれの悟り

えない大いなる事を行われる。 6彼は雪に向かっ

て『地に降れ』と命じ、夕立ちおよび雨に向かっ

て『強く降れ』と命じられる。 7彼はすべての人

の手を封じられる。これはすべての人にみわざを

知らせるためである。 8その時、獣は穴に入り、

そのほらにとどまる。 9つむじ風はそのへやから

、寒さは北風から来る。 10神のいぶきによって

氷が張り、広々とした水は凍る。 11彼は濃い雲

に水気を負わせ、雲はそのいなずまを散らす。 12

これは彼の導きによってめぐる。彼の命じるとこ

ろをことごとく世界のおもてに行うためである。

13神がこれらをこさせるのは、懲しめのため、あ

るいはその地のため、あるいはいつくしみのため

である。 14ヨブよ、これを聞け、立って神のく

すしきみわざを考えよ。 15あなたは知っている

か、神がいかにこれらに命じて、その雲の光を輝

かされるかを。 16あなたは知っているか、雲の

つりあいと、知識の全き者のくすしきみわざを。

17南風によって地が穏やかになる時、あなたの着

物が熱くなることを。 18あなたは鋳た鏡のよう

に堅い大空を、彼のように張ることができるか。

19われわれが彼に言うべき事をわれわれに教えよ

、われわれは暗くて、言葉をつらねることはでき

ない。 20わたしは語ることがあると彼に告げる

ことができようか、人は滅ぼされることを望むで

あろうか。 21光が空に輝いているとき、風過ぎ

て空を清めると、人々はその光を見ることができ

ない。 22北から黄金のような輝きがでてくる。

神には恐るべき威光がある。 23全能者はわれわ

れはこれを見いだすことができない。彼は力と公

義とにすぐれ、正義に満ちて、これを曲げること

はない。 24それゆえ、人々は彼を恐れる。彼は

みずから賢いと思う者を顧みられない」。

38この時、主はつむじ風の中からヨブに答えら
れた、 2「無知の言葉をもって、神の計りご

とを暗くするこの者はだれか。 3あなたは腰に帯

して、男らしくせよ。わたしはあなたに尋ねる、

わたしに答えよ。 4わたしが地の基をすえた時、

どこにいたか。もしあなたが知っているなら言え

。 5あなたがもし知っているなら、だれがその度

量を定めたか。だれが測りなわを地の上に張った

か。 6その土台は何の上に置かれたか。その隅の

石はだれがすえたか。 7かの時には明けの星は相

共に歌い、神の子たちはみな喜び呼ばわった。 8

海の水が流れいで、胎内からわき出たとき、だれ

が戸をもって、これを閉じこめたか。 9あの時、

わたしは雲をもって衣とし、黒雲をもってむつき

とし、 10これがために境を定め、関および戸を

設けて、 11言った、『ここまで来てもよい、越

えてはならぬ、おまえの高波はここにとどまるの

だ』と。 12あなたは生れた日からこのかた朝に

命じ、夜明けにその所を知らせ、 13これに地の

縁をとらえさせ、悪人をその上から振り落させた

ことがあるか。 14地は印せられた土のように変

り、衣のようにいろどられる。 15悪人はその光

を奪われ、その高くあげた腕は折られる。 16あ

なたは海の源に行ったことがあるか。淵の底を歩

いたことがあるか。 17死の門はあなたのために

開かれたか。あなたは暗黒の門を見たことがある

か。 18あなたは地の広さを見きわめたか。もし

これをことごとく知っているならば言え。 19光

のある所に至る道はいずれか。暗やみのある所は

どこか。 20あなたはこれをその境に導くことが

できるか。その家路を知っているか。 21あなた

は知っているだろう、あなたはかの時すでに生れ

ており、またあなたの日数も多いのだから。 22

あなたは雪の倉にはいったことがあるか。ひょう

の倉を見たことがあるか。 23これらは悩みの時

のため、いくさと戦いの日のため、わたしがたく

わえて置いたものだ。 24光の広がる道はどこか

。東風の地に吹き渡る道はどこか。 25だれが大

雨のために水路を切り開き、いかずちの光のため

に道を開き、 26人なき地にも、人なき荒野にも

雨を降らせ、 27荒れすたれた地をあき足らせ、

これに若草をはえさせるか。 28雨に父があるか

。露の玉はだれが生んだか。 29氷はだれの胎か

ら出たか。空の霜はだれが生んだか。 30水は固

まって石のようになり、淵のおもては凍る。 31

あなたはプレアデスの鎖を結ぶことができるか。

オリオンの綱を解くことができるか。 32あなた

は十二宮をその時にしたがって引き出すことがで

きるか。北斗とその子星を導くことができるか。

33あなたは天の法則を知っているか、そのおきて
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を地に施すことができるか。 34あなたは声を雲

にあげ、多くの水にあなたをおおわせることがで

きるか。 35あなたはいなずまをつかわして行か

せ、『われわれはここにいる』と、あなたに言わ

せることができるか。 36雲に知恵を置き、霧に

悟りを与えたのはだれか。 37だれが知恵をもっ

て雲を数えることができるか。だれが天の皮袋を

傾けて、 38ちりを一つに流れ合させ、土くれを

固まらせることができるか。 39あなたはししの

ために食物を狩り、子じしの食欲を満たすことが

できるか。 40彼らがほら穴に伏し、林のなかに

待ち伏せする時、あなたはこの事をなすことがで

きるか。 41からすの子が神に向かって呼ばわり

、食物がなくて、さまようとき、からすにえさを

与える者はだれか。

39あなたは岩間のやぎが子を産むときを知って
いるか。あなたは雌じかが子を産むのを見た

ことがあるか。 2これらの妊娠の月を数えること

ができるか。これらが産む時を知っているか。 3

これらは身をかがめて子を産み、そのはらみ子を

産みいだす。 4その子は強くなって、野に育ち、

出て行って、その親のもとに帰らない。 5だれが

野ろばを放って、自由にしたか。だれが野ろばの

つなぎを解いたか。 6わたしは荒野をその家とし

て与え、荒れ地をそのすみかとして与えた。 7こ

れは町の騒ぎをいやしめ、御者の呼ぶ声を聞きい

れず、 8山を牧場としてはせまわり、もろもろの

青物を尋ね求める。 9野牛は快くあなたに仕え、

あなたの飼葉おけのかたわらにとどまるだろうか

。 10あなたは野牛に手綱をつけてうねを歩かせ

ることができるか、これはあなたに従って谷を耕

すであろうか。 11その力が強いからとて、あな

たはこれに頼むであろうか。またあなたの仕事を

これに任せるであろうか。 12あなたはこれにた

よって、あなたの穀物を打ち場に運び帰らせるで

あろうか。 13だちょうは威勢よくその翼をふる

う。しかしこれにはきれいな羽と羽毛があるか。

14これはその卵を土の中に捨て置き、これを砂の

なかで暖め、 15足でつぶされることも、野の獣

に踏まれることも忘れている。 16これはその子

に無情であって、あたかも自分の子でないように

し、その苦労のむなしくなるをも恐れない。 17

これは神がこれに知恵を授けず、悟りを与えなか

ったゆえである。 18これがその身を起して走る

時には、馬をも、その乗り手をもあざける。 19

あなたは馬にその力を与えることができるか。力

をもってその首を装うことができるか。 20あな

たはこれをいなごのように、とばせることができ

るか。その鼻あらしの威力は恐ろしい。 21これ

は谷であがき、その力に誇り、みずから出ていっ

て武器に向かう。 22これは恐れをあざ笑って、

驚くことなく、つるぎをさけて退くことがない。

23矢筒はその上に鳴り、やりと投げやりと、あい

きらめく。 24これはたけりつ、狂いつ、地をひ

とのみにし、ラッパの音が鳴り渡っても、立ちど

まることがない。 25これはラッパの鳴るごとに

ハアハアと言い、遠くから戦いをかぎつけ、隊長

の大声およびときの声を聞き知る。 26たかが舞

いあがり、その翼をのべて南に向かうのは、あな

たの知恵によるのか、 27わしがかけのぼり、そ

の巣を高い所につくるのは、あなたの命令による

のか。 28これは岩の上にすみかを構え、岩のと

がり、または険しい所におり、 29そこから獲物

をうかがう。その目の及ぶところは遠い。 30そ

のひなもまた血を吸う。おおよそ殺された者のあ

る所には、これもそこにいる」。

40主はまたヨブに答えて言われた、 2「非難す

る者が全能者と争おうとするのか、神と論ず

る者はこれに答えよ」。 3そこで、ヨブは主に答

えて言った、 4「見よ、わたしはまことに卑しい

者です、なんとあなたに答えましょうか。ただ手

を口に当てるのみです。 5わたしはすでに一度言

いました、また言いません、すでに二度言いまし

た、重ねて申しません」。 6主はまたつむじ風の

中からヨブに答えられた、 7「あなたは腰に帯し

て、男らしくせよ。わたしはあなたに尋ねる、わ

たしに答えよ。 8あなたはなお、わたしに責任を

負わそうとするのか。あなたはわたしを非とし、

自分を是としようとするのか。 9あなたは神のよ

うな腕を持っているのか、神のような声でとどろ

きわたることができるか。 10あなたは威光と尊

厳とをもってその身を飾り、栄光と華麗とをもっ

てその身を装ってみよ。 11あなたのあふるる怒

りを漏らし、すべての高ぶる者を見て、これを低

くせよ。 12すべての高ぶる者を見て、これをか

がませ、また悪人をその所で踏みつけ、 13彼ら

をともにちりの中にうずめ、その顔を隠れた所に

閉じこめよ。 14そうすれば、わたしもまた、あ
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なたをほめて、あなたの右の手はあなたを救うこ

とができるとしよう。 15河馬を見よ、これはあ

なたと同様にわたしが造ったもので、牛のように

草を食う。 16見よ、その力は腰にあり、その勢

いは腹の筋にある。 17これはその尾を香柏のよ

うに動かし、そのももの筋は互にからみ合う。 18

その骨は青銅の管のようで、その肋骨は鉄の棒の

ようだ。 19これは神のわざの第一のものであっ

て、これを造った者がこれにつるぎを授けた。 20

山もこれがために食物をいだし、もろもろの野の

獣もそこに遊ぶ。 21これは酸棗の木の下に伏し

、葦の茂み、または沼に隠れている。 22酸棗の

木はその陰でこれをおおい、川の柳はこれをめぐ

り囲む。 23見よ、たとい川が荒れても、これは

驚かない。ヨルダンがその口に注ぎかかっても、

これはあわてない。 24だれが、かぎでこれを捕

えることができるか。だれが、わなでその鼻を貫

くことができるか。

41あなたはつり針でわにをつり出すことができ
るか。糸でその舌を押えることができるか。

2あなたは葦のなわをその鼻に通すことができる

か。つり針でそのあごを突き通すことができるか

。 3これはしきりに、あなたに願い求めるであろ

うか。柔らかな言葉をあなたに語るであろうか。

4これはあなたと契約を結ぶであろうか。あなた

はこれを取って、ながくあなたのしもべとするこ

とができるであろうか。 5あなたは鳥と戯れるよ

うにこれと戯れ、またあなたのおとめたちのため

に、これをつないでおくことができるであろうか

。 6商人の仲間はこれを商品として、小売商人の

間に分けるであろうか。 7あなたは、もりでその

皮を満たし、やすでその頭を突き通すことができ

るか。 8あなたの手をこれの上に置け、あなたは

戦いを思い出して、再びこれをしないであろう。

9見よ、その望みはむなしくなり、これを見てす

ら倒れる。 10あえてこれを激する勇気のある者

はひとりもない。それで、だれがわたしの前に立

つことができるか。 11だれが先にわたしに与え

たので、わたしはこれに報いるのか。天が下にあ

るものは、ことごとくわたしのものだ。 12わた

しはこれが全身と、その著しい力と、その美しい

構造について黙っていることはできない。 13だ

れがその上着をはぐことができるか。だれがその

二重のよろいの間にはいることができるか。 14

だれがその顔の戸を開くことができるか。そのま

わりの歯は恐ろしい。 15その背は盾の列ででき

ていて、その堅く閉じたさまは密封したように、

16相互に密接して、風もその間に、はいることが

できず、 17互に相連なり、固く着いて離すこと

ができない。 18これが、くしゃみすれば光を発

し、その目はあけぼののまぶたに似ている。 19

その口からは、たいまつが燃えいで、火花をいだ

す。 20その鼻の穴からは煙が出てきて、さなが

ら煮え立つなべの水煙のごとく、燃える葦の煙の

ようだ。 21その息は炭火をおこし、その口から

は炎が出る。 22その首には力が宿っていて、恐

ろしさが、その前に踊っている。 23その肉片は

密接に相連なり、固く身に着いて動かすことがで

きない。 24その心臓は石のように堅く、うすの

下石のように堅い。 25その身を起すときは勇士

も恐れ、その衝撃によってあわて惑う。 26つる

ぎがこれを撃っても、きかない、やりも、矢も、

もりも用をなさない。 27これは鉄を見ること、

わらのように、青銅を見ること朽ち木のようであ

る。 28弓矢もこれを逃がすことができない。石

投げの石もこれには、わらくずとなる。 29こん

棒もわらくずのようにみなされ、投げやりの響き

を、これはあざ笑う。 30その下腹は鋭いかわら

のかけらのようで、麦こき板のようにその身を泥

の上に伸ばす。 31これは淵をかなえのように沸

きかえらせ、海を香油のなべのようにする。 32

これは自分のあとに光る道を残し、淵をしらがの

ように思わせる。 33地の上にはこれと並ぶもの

なく、これは恐れのない者に造られた。 34これ

はすべての高き者をさげすみ、すべての誇り高ぶ

る者の王である」。

42そこでヨブは主に答えて言った、 2「わたし

は知ります、あなたはすべての事をなすこと

ができ、またいかなるおぼしめしでも、あなたに

できないことはないことを。 3『無知をもって神

の計りごとをおおうこの者はだれか』。それゆえ

、わたしはみずから悟らない事を言い、みずから

知らない、測り難い事を述べました。 4『聞け、

わたしは語ろう、わたしはあなたに尋ねる、わた

しに答えよ』。 5わたしはあなたの事を耳で聞い

ていましたが、今はわたしの目であなたを拝見い

たします。 6それでわたしはみずから恨み、ちり

灰の中で悔います」。 7主はこれらの言葉をヨブ
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に語られて後、テマンびとエリパズに言われた、

「わたしの怒りはあなたとあなたのふたりの友に

向かって燃える。あなたがたが、わたしのしもべ

ヨブのように正しい事をわたしについて述べなか

ったからである。 8それで今、あなたがたは雄牛

七頭、雄羊七頭を取って、わたしのしもべヨブの

所へ行き、あなたがたのために燔祭をささげよ。

わたしのしもべヨブはあなたがたのために祈るで

あろう。わたしは彼の祈を受けいれるによって、

あなたがたの愚かを罰することをしない。あなた

がたはわたしのしもべヨブのように正しい事をわ

たしについて述べなかったからである」。 9そこ

でテマンびとエリパズ、シュヒびとビルダデ、ナ

アマびとゾパルは行って、主が彼らに命じられた

ようにしたので、主はヨブの祈を受けいれられた

。 10ヨブがその友人たちのために祈ったとき、

主はヨブの繁栄をもとにかえし、そして主はヨブ

のすべての財産を二倍に増された。 11そこで彼

のすべての兄弟、すべての姉妹、および彼の旧知

の者どもことごとく彼のもとに来て、彼と共にそ

の家で飲み食いし、かつ主が彼にくだされたすべ

ての災について彼をいたわり、慰め、おのおの銀

一ケシタと金の輪一つを彼に贈った。 12主はヨ

ブの終りを初めよりも多く恵まれた。彼は羊一万

四千頭、らくだ六千頭、牛一千くびき、雌ろば一

千頭をもった。 13また彼は男の子七人、女の子

三人をもった。 14彼はその第一の娘をエミマと

名づけ、第二をケジアと名づけ、第三をケレン・

ハップクと名づけた。 15全国のうちでヨブの娘

たちほど美しい女はなかった。父はその兄弟たち

と同様に嗣業を彼らにも与えた。 16この後、ヨ

ブは百四十年生きながらえて、その子とその孫と

四代までを見た。 17ヨブは年老い、日満ちて死

んだ。
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詩篇

1悪しき者のはかりごとに歩まず、罪びとの道
に立たず、あざける者の座にすわらぬ人はさ

いわいである。 2このような人は主のおきてをよ

ろこび、昼も夜もそのおきてを思う。 3このよう

な人は流れのほとりに植えられた木の時が来ると

実を結び、その葉もしぼまないように、そのなす

ところは皆栄える。 4悪しき者はそうでない、風

の吹き去るもみがらのようだ。 5それゆえ、悪し

き者はさばきに耐えない。罪びとは正しい者のつ

どいに立つことができない。 6主は正しい者の道

を知られる。しかし、悪しき者の道は滅びる。

2なにゆえ、もろもろの国びとは騒ぎたち、も
ろもろの民はむなしい事をたくらむのか。 2地

のもろもろの王は立ち構え、もろもろのつかさは

ともに、はかり、主とその油そそがれた者とに逆

らって言う、 3「われらは彼らのかせをこわし、

彼らのきずなを解き捨てるであろう」と。 4天に

座する者は笑い、主は彼らをあざけられるであろ

う。 5そして主は憤りをもって彼らに語り、激し

い怒りをもって彼らを恐れ惑わせて言われる、 6

「わたしはわが王を聖なる山シオンに立てた」と

。 7わたしは主の詔をのべよう。主はわたしに言

われた、「おまえはわたしの子だ。きょう、わた

しはおまえを生んだ。 8わたしに求めよ、わたし

はもろもろの国を嗣業としておまえに与え、地の

はてまでもおまえの所有として与える。 9おまえ

は鉄のつえをもって彼らを打ち破り、陶工の作る

器物のように彼らを打ち砕くであろう」と。 10

それゆえ、もろもろの王よ、賢くあれ、地のつか

さらよ、戒めをうけよ。 11恐れをもって主に仕

え、おののきをもって 12その足に口づけせよ。

さもないと主は怒って、あなたがたを道で滅ぼさ

れるであろう、その憤りがすみやかに燃えるから

である。すべて主に寄り頼む者はさいわいである

。

3ダビデがその子アブサロムを避けてのがれた
ときの歌主よ、わたしに敵する者のいかに多

いことでしょう。わたしに逆らって立つ者が多く

、 2「彼には神の助けがない」と、わたしについ

て言う者が多いのです。 (セラ) 3しかし主よ、

あなたはわたしを囲む盾、わが栄え、わたしの頭

を、もたげてくださるかたです。 4わたしが声を

あげて主を呼ばわると、主は聖なる山からわたし

に答えられる。 (セラ) 5わたしはふして眠り、

また目をさます。主がわたしをささえられるから

だ。 6わたしを囲んで立ち構えるちよろずの民を

もわたしは恐れない。 7主よ、お立ちください。

わが神よ、わたしをお救いください。あなたはわ

たしのすべての敵のほおを打ち、悪しき者の歯を

折られるのです。 8救は主のものです。どうかあ

なたの祝福があなたの民の上にありますように。

(セラ)

4聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわ
せたダビデの歌わたしの義を助け守られる神

よ、わたしが呼ばわる時、お答えください。あな

たはわたしが悩んでいた時、わたしをくつろがせ

てくださいました。わたしをあわれみ、わたしの

祈をお聞きください。 2人の子らよ、いつまでわ

たしの誉をはずかしめるのか。いつまでむなしい

言葉を愛し、偽りを慕い求めるのか。 (セラ) 3し

かしあなたがたは知るがよい、主は神を敬う人を

ご自分のために聖別されたことを。主はわたしが

呼ばわる時におききくださる。 4あなたがたは怒

っても、罪を犯してはならない。床の上で静かに

自分の心に語りなさい。 (セラ) 5義のいけにえを

ささげて主に寄り頼みなさい。 6多くの人は言う

、「どうか、わたしたちに良い事が見られるよう

に。主よ、どうか、み顔の光をわたしたちの上に

照されるように」と。 7あなたがわたしの心にお

与えになった喜びは、穀物と、ぶどう酒の豊かな

時の喜びにまさるものでした。 8わたしは安らか

に伏し、また眠ります。主よ、わたしを安らかに

おらせてくださるのは、ただあなただけです。

5聖歌隊の指揮者によって笛にあわせてうたわ
せたダビデの歌主よ、わたしの言葉に耳を傾

け、わたしの嘆きに、み心をとめてください。 2

わが王、わが神よ、わたしの叫びの声をお聞きく

ださい。わたしはあなたに祈っています。 3主よ

、朝ごとにあなたはわたしの声を聞かれます。わ

たしは朝ごとにあなたのためにいけにえを備えて

待ち望みます。 4あなたは悪しき事を喜ばれる神

ではない。悪人はあなたのもとに身を寄せること

はできない。 5高ぶる者はあなたの目の前に立つ

ことはできない。あなたはすべて悪を行う者を憎

まれる。 6あなたは偽りを言う者を滅ぼされる。

主は血を流す者と、人をだます者を忌みきらわれ
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る。 7しかし、わたしはあなたの豊かないつくし

みによって、あなたの家に入り、聖なる宮にむか

って、かしこみ伏し拝みます。 8主よ、わたしの

あだのゆえに、あなたの義をもってわたしを導き

、わたしの前にあなたの道をまっすぐにしてくだ

さい。 9彼らの口には真実がなく、彼らの心には

滅びがあり、そののどは開いた墓、その舌はへつ

らいを言うのです。 10神よ、どうか彼らにその

罪を負わせ、そのはかりごとによって、みずから

倒れさせ、その多くのとがのゆえに彼らを追いだ

してください。彼らはあなたにそむいたからです

。 11しかし、すべてあなたに寄り頼む者を喜ば

せ、とこしえに喜び呼ばわらせてください。また

、み名を愛する者があなたによって喜びを得るよ

うに、彼らをお守りください。 12主よ、あなた

は正しい者を祝福し、盾をもってするように、恵

みをもってこれをおおい守られます。

6聖歌隊の指揮者によってシェミニテにあわせ
琴をもってうたわせたダビデの歌主よ、あな

たの怒りをもって、わたしを責めず、あなたの激

しい怒りをもって、わたしを懲しめないでくださ

い。 2主よ、わたしをあわれんでください。わた

しは弱り衰えています。主よ、わたしをいやして

ください。わたしの骨は悩み苦しんでいます。 3

わたしの魂もまたいたく悩み苦しんでいます。主

よ、あなたはいつまでお怒りになるのですか。 4

主よ、かえりみて、わたしの命をお救いください

。あなたのいつくしみにより、わたしをお助けく

ださい。 5死においては、あなたを覚えるものは

なく、陰府においては、だれがあなたをほめたた

えることができましょうか。 (Sheol h7585) 6わたし

は嘆きによって疲れ、夜ごとに涙をもって、わた

しのふしどをただよわせ、わたしのしとねをぬら

した。 7わたしの目は憂いによって衰え、もろも

ろのあだのゆえに弱くなった。 8すべて悪を行う

者よ、わたしを離れ去れ。主はわたしの泣く声を

聞かれた。 9主はわたしの願いを聞かれた。主は

わたしの祈をうけられる。 10わたしの敵は恥じ

て、いたく悩み苦しみ、彼らは退いて、たちどこ

ろに恥をうけるであろう。

7ベニヤミンびとクシのことについてダビデが
主にむかってうたったシガヨンの歌わが神、

主よ、わたしはあなたに寄り頼みます。どうかす

べての追い迫る者からわたしを救い、わたしをお

助けください。 2さもないと彼らは、ししのよう

に、わたしをかき裂き、助ける者の来ないうちに

、引いて行くでしょう。 3わが神、主よ、もしわ

たしがこの事を行ったならば、もしわたしの手に

よこしまな事があるならば、 4もしわたしの友に

悪をもって報いたことがあり、ゆえなく、敵のも

のを略奪したことがあるならば、 5敵にわたしを

追い捕えさせ、わたしの命を地に踏みにじらせ、

わたしの魂をちりにゆだねさせてください。(セ

ラ) 6主よ、怒りをもって立ち、わたしの敵の憤

りにむかって立ちあがり、わたしのために目をさ

ましてください。あなたはさばきを命じられまし

た。 7もろもろの民をあなたのまわりにつどわせ

、その上なる高みくらにおすわりください。 8主

はもろもろの民をさばかれます。主よ、わたしの

義と、わたしにある誠実とに従って、わたしをさ

ばいてください。 9どうか悪しき者の悪を断ち、

正しき者を堅く立たせてください。義なる神よ、

あなたは人の心と思いとを調べられます。 10わ

たしを守る盾は神である。神は心の直き者を救わ

れる。 11神は義なるさばきびと、日ごとに憤り

を起される神である。 12もし人が悔い改めない

ならば、神はそのつるぎをとぎ、その弓を張って

構え、 13また死に至らせる武器を備え、その矢

を火矢とされる。 14見よ、悪しき者は邪悪をは

らみ、害毒をやどし、偽りを生む。 15彼は穴を

掘って、それを深くし、みずから作った穴に陥る

。 16その害毒は自分のかしらに帰り、その強暴

は自分のこうべに下る。 17わたしは主にむかっ

て、その義にふさわしい感謝をささげ、いと高き

者なる主の名をほめ歌うであろう。

8聖歌隊の指揮者によってギテトにあわせてう
たわせたダビデの歌主、われらの主よ、あな

たの名は地にあまねく、いかに尊いことでしょう

。あなたの栄光は天の上にあり、 2みどりごと、

ちのみごとの口によって、ほめたたえられていま

す。あなたは敵と恨みを晴らす者とを静めるため

、あだに備えて、とりでを設けられました。 3わ

たしは、あなたの指のわざなる天を見、あなたが

設けられた月と星とを見て思います。 4人は何者

なので、これをみ心にとめられるのですか、人の

子は何者なので、これを顧みられるのですか。 5

ただ少しく人を神よりも低く造って、栄えと誉と

をこうむらせ、 6これにみ手のわざを治めさせ、
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よろずの物をその足の下におかれました。 7すべ

ての羊と牛、また野の獣、 8空の鳥と海の魚、海

路を通うものまでも。 9主、われらの主よ、あな

たの名は地にあまねく、いかに尊いことでしょう

。

9聖歌隊の指揮者によってムツラベンのしらべ
にあわせてうたわせたダビデの歌わたしは心

をつくして主に感謝し、あなたのくすしきみわざ

をことごとく宣べ伝えます。 2いと高き者よ、あ

なたによってわたしは喜びかつ楽しみ、あなたの

名をほめ歌います。 3わたしの敵は退くとき、つ

まずき倒れてあなたの前に滅びました。 4あなた

がわたしの正しい訴えを助け守られたからです。

あなたはみくらに座して、正しいさばきをされま

した。 5あなたはもろもろの国民を責め、悪しき

者を滅ぼし、永久に彼らの名を消し去られました

。 6敵は絶えはてて、とこしえに滅び、あなたが

滅ぼされたもろもろの町はその記憶さえ消えうせ

ました。 7しかし主はとこしえに、み位に座し、

さばきのために、みくらを設けられました。 8主

は正義をもって世界をさばき、公平をもってもろ

もろの民をさばかれます。 9主はしえたげられる

者のとりで、なやみの時のとりでです。 10み名

を知る者はあなたに寄り頼みます。主よ、あなた

を尋ね求める者をあなたは捨てられたことがない

からです。 11シオンに住まわれる主にむかって

ほめうたい、そのみわざをもろもろの民のなかに

宣べ伝えよ。 12血を流す者にあだを報いられる

主は彼らを心にとめ、苦しむ者の叫びをお忘れに

ならないからです。 13主よ、わたしをあわれん

でください。死の門からわたしを引きあげられる

主よ、あだする者のわたしを悩ますのをみそなわ

してください。 14そうすれば、わたしはあなた

のすべての誉を述べ、シオンの娘の門で、あなた

の救を喜ぶことができましょう。 15もろもろの

国民は自分の作った穴に陥り、隠し設けた網に自

分の足を捕えられる。 16主はみずからを知らせ

、さばきを行われた。悪しき者は自分の手で作っ

たわなに捕えられる。[ヒガヨン、セラ 17悪しき

者、また神を忘れるもろもろの国民は陰府へ去っ

て行く。 (Sheol h7585) 18貧しい者は常に忘れられる

のではない。苦しむ者の望みはとこしえに滅びる

のではない。 19主よ、立ちあがってください。

人に勝利を得させず、もろもろの国民に、み前で

さばきを受けさせてください。 20主よ、彼らに

恐れを起させ、もろもろの国民に自分がただ、人

であることを知らせてください。 (セラ)

10主よ、なにゆえ遠く離れて立たれるのですか
。なにゆえ悩みの時に身を隠されるのですか

。 2悪しき者は高ぶって貧しい者を激しく責めま

す。どうぞ彼らがその企てたはかりごとにみずか

ら捕えられますように。 3悪しき者は自分の心の

願いを誇り、むさぼる者は主をのろい、かつ捨て

る。 4悪しき者は誇り顔をして、神を求めない。

その思いに、すべて「神はない」という。 5彼の

道は常に栄え、あなたのさばきは彼を離れて高く

、彼はそのすべてのあだを口先で吹く。 6彼は心

の内に言う、「わたしは動かされることはなく、

世々わざわいにあうことがない」と。 7その口は

のろいと、欺きと、しえたげとに満ち、その舌の

下には害毒と不正とがある。 8彼は村里の隠れ場

におり、忍びやかな所で罪のない者を殺す。その

目は寄るべなき者をうかがい、 9隠れ場にひそむ

ししのように、ひそかに待ち伏せする。彼は貧し

い者を捕えようと待ち伏せし、貧しい者を網にひ

きいれて捕える。 10寄るべなき者は彼の力によ

って打ちくじかれ、衰え、倒れる。 11彼は心の

うちに言う、「神は忘れた、神はその顔を隠した

、神は絶えて見ることはなかろう」と。 12主よ

、立ちあがってください。神よ、み手をあげてく

ださい。苦しむ者を忘れないでください。 13な

にゆえ、悪しき者は神を侮り、心のうちに「あな

たはとがめることをしない」と言うのですか。 14

あなたはみそなわし、悩みと苦しみとを見て、そ

れをみ手に取られます。寄るべなき者はあなたに

身をゆだねるのです。あなたはいつもみなしごを

助けられました。 15悪しき者と悪を行う者の腕

を折り、その悪を一つも残さないまでに探り出し

てください。 16主はとこしえに王でいらせられ

る。もろもろの国民は滅びて主の国から跡を断つ

でしょう。 17主よ、あなたは柔和な者の願いを

聞き、その心を強くし、耳を傾けて、 18みなし

ごと、しえたげられる者とのためにさばきを行わ

れます。地に属する人は再び人を脅かすことはな

いでしょう。

11聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌わたしは主に寄り頼む。なにゆえ、あな

たがたはわたしにむかって言うのか、「鳥のよう
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に山にのがれよ。 2見よ、悪しき者は、暗やみで

、心の直き者を射ようと弓を張り、弦に矢をつが

えている。 3基が取りこわされるならば、正しい

者は何をなし得ようか」と。 4主はその聖なる宮

にいまし、主のみくらは天にあり、その目は人の

子らをみそなわし、そのまぶたは人の子らを調べ

られる。 5主は正しき者をも、悪しき者をも調べ

、そのみ心は乱暴を好む者を憎まれる。 6主は悪

しき者の上に炭火と硫黄とを降らせられる。燃え

る風は彼らがその杯にうくべきものである。 7主

は正しくいまして、正しい事を愛されるからであ

る。直き者は主のみ顔を仰ぎ見るであろう。

12聖歌隊の指揮者によってシェミニテにあわせ
てうたわせたダビデの歌主よ、お助けくだ

さい。神を敬う人は絶え、忠信な者は人の子らの

なかから消えうせました。 2人はみなその隣り人

に偽りを語り、へつらいのくちびると、ふたごこ

ろとをもって語る。 3主はすべてのへつらいのく

ちびると、大きな事を語る舌とを断たれるように

。 4彼らは言う、「わたしたちは舌をもって勝を

得よう、わたしたちのくちびるはわたしたちのも

のだ、だれがわたしたちの主人であるか」と。 5

主は言われる、「貧しい者がかすめられ、乏しい

者が嘆くゆえに、わたしはいま立ちあがって、彼

らをその慕い求める安全な所に置こう」と。 6主

のことばは清き言葉である。地に設けた炉で練り

、七たびきよめた銀のようである。 7主よ、われ

らを保ち、とこしえにこの人々から免れさせてく

ださい。 8卑しい事が人の子のなかにあがめられ

ている時、悪しき者はいたる所でほしいままに歩

いています。

13聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌主よ、いつまでなのですか。とこしえに

わたしをお忘れになるのですか。いつまで、み顔

をわたしに隠されるのですか。 2いつまで、わた

しは魂に痛みを負い、ひねもす心に悲しみをいだ

かなければならないのですか。いつまで敵はわた

しの上にあがめられるのですか。 3わが神、主よ

、みそなわして、わたしに答え、わたしの目を明

らかにしてください。さもないと、わたしは死の

眠りに陥り、 4わたしの敵は「わたしは敵に勝っ

た」と言い、わたしのあだは、わたしの動かされ

ることによって喜ぶでしょう。 5しかしわたしは

あなたのいつくしみに信頼し、わたしの心はあな

たの救を喜びます。 6主は豊かにわたしをあしら

われたゆえ、わたしは主にむかって歌います。

14聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌愚かな者は心のうちに「神はない」と言

う。彼らは腐れはて、憎むべき事をなし、善を行

う者はない。 2主は天から人の子らを見おろして

、賢い者、神をたずね求める者があるかないかを

見られた。 3彼らはみな迷い、みなひとしく腐れ

た。善を行う者はない、ひとりもない。 4すべて

悪を行う者は悟りがないのか。彼らは物食うよう

にわが民をくらい、また主を呼ぶことをしない。

5その時、彼らは大いに恐れた。神は正しい者の

やからと共におられるからである。 6あなたがた

は貧しい者の計画をはずかしめようとする。しか

し主は彼の避け所である。 7どうか、シオンから

イスラエルの救が出るように。主がその民の繁栄

を回復されるとき、ヤコブは喜び、イスラエルは

楽しむであろう。

15ダビデの歌主よ、あなたの幕屋にやどるべ
き者はだれですか、あなたの聖なる山に住む

べき者はだれですか。 2直く歩み、義を行い、心

から真実を語る者、 3その舌をもってそしらず、

その友に悪をなさず、隣り人に対するそしりを取

りあげず、 4その目は神に捨てられた者を卑しめ

、主を恐れる者を尊び、誓った事は自分の損害に

なっても変えることなく、 5利息をとって金銭を

貸すことなく、まいないを取って罪のない者の不

利をはかることをしない人である。これらの事を

行う者はとこしえに動かされることはない。

16ダビデのミクタムの歌神よ、わたしをお守
りください。わたしはあなたに寄り頼みます

。 2わたしは主に言う、「あなたはわたしの主、

あなたのほかにわたしの幸はない」と。 3地にあ

る聖徒は、すべてわたしの喜ぶすぐれた人々であ

る。 4おおよそ、ほかの神を選ぶ者は悲しみを増

す。わたしは彼らのささげる血の灌祭を注がず、

その名を口にとなえることをしない。 5主はわた

しの嗣業、またわたしの杯にうくべきもの。あな

たはわたしの分け前を守られる。 6測りなわは、

わたしのために好ましい所に落ちた。まことにわ

たしは良い嗣業を得た。 7わたしにさとしをさず

けられる主をほめまつる。夜はまた、わたしの心

がわたしを教える。 8わたしは常に主をわたしの

前に置く。主がわたしの右にいますゆえ、わたし



詩篇 458

は動かされることはない。 9このゆえに、わたし

の心は楽しみ、わたしの魂は喜ぶ。わたしの身も

また安らかである。 10あなたはわたしを陰府に

捨ておかれず、あなたの聖者に墓を見させられな

いからである。 (Sheol h7585) 11あなたはいのちの道

をわたしに示される。あなたの前には満ちあふれ

る喜びがあり、あなたの右には、とこしえにもろ

もろの楽しみがある。

17ダビデの祈主よ、正しい訴えを聞き、わた
しの叫びにみ心をとめ、偽りのないくちびる

から出るわたしの祈に耳を傾けてください。 2ど

うかわたしについての宣告がみ前から出て、あな

たの目が公平をみられるように。 3あなたがわた

しの心をためし、夜、わたしに臨み、わたしを試

みられても、わたしのうちになんの悪い思いをも

見いだされないでしょう。わたしの口も罪を犯し

ません。 4人のおこないの事をいえば、あなたの

くちびるの言葉によって、わたしは不法な者の道

を避けました。 5わたしの歩みはあなたの道に堅

く立ち、わたしの足はすべることがなかったので

す。 6神よ、わたしはあなたに呼ばわります。あ

なたはわたしに答えられます。どうか耳を傾けて

、わたしの述べることをお聞きください。 7寄り

頼む者をそのあだから右の手で救われる者よ、あ

なたのいつくしみを驚くばかりにあらわし、 8ひ

とみのようにわたしを守り、みつばさの陰にわた

しを隠し、 9わたしをしえたげる悪しき者から、

わたしを囲む恐ろしい敵から、のがれさせてくだ

さい。 10彼らはその心を閉じて、あわれむこと

なく、その口をもって高ぶって語るのです。 11

彼らはわたしを追いつめ、わたしを囲み、わたし

を地に投げ倒さんと、その目をそそぎます。 12

彼らはかき裂かんと、いらだつししのごとく、隠

れた所にひそみ待つ子じしのようです。 13主よ

、立ちあがって、彼らに立ちむかい、彼らを倒し

てください。つるぎをもって悪しき者からわたし

のいのちをお救いください。 14主よ、み手をも

って人々からわたしをお救いください。すなわち

自分の分け前をこの世で受け、あなたの宝をもっ

てその腹を満たされる世の人々からわたしをお救

いください。彼らは多くの子に飽き足り、その富

を幼な子に残すのです。 15しかしわたしは義に

あって、み顔を見、目ざめる時、みかたちを見て

、満ち足りるでしょう。

18聖歌隊の指揮者によってうたわせた主のしも
べダビデの歌、すなわち主がもろもろのあだ

の手とサウルの手から救い出された日にダビデは

この歌の言葉を主にむかって述べて言ったわが

力なる主よ、わたしはあなたを愛します。 2主は

わが岩、わが城、わたしを救う者、わが神、わが

寄り頼む岩、わが盾、わが救の角、わが高きやぐ

らです。 3わたしはほめまつるべき主に呼ばわっ

て、わたしの敵から救われるのです。 4死の綱は

、わたしを取り巻き、滅びの大水は、わたしを襲

いました。 5陰府の綱は、わたしを囲み、死のわ

なは、わたしに立ちむかいました。 (Sheol h7585) 6

わたしは悩みのうちに主に呼ばわり、わが神に叫

び求めました。主はその宮からわたしの声を聞か

れ、主にさけぶわたしの叫びがその耳に達しまし

た。 7そのとき地は揺れ動き、山々の基は震い動

きました。主がお怒りになったからです。 8煙は

その鼻から立ちのぼり、火はその口から出て焼き

つくし、炭はそれによって燃えあがりました。 9

主は天をたれて下られ、暗やみがその足の下にあ

りました。 10主はケルブに乗って飛び、風の翼

をもってかけり、 11やみをおおいとして、自分

のまわりに置き、水を含んだ暗い濃き雲をその幕

屋とされました。 12そのみ前の輝きから濃き雲

を破って、ひょうと燃える炭とが降ってきました

。 13主はまた天に雷をとどろかせ、いと高き者

がみ声を出されると、ひょうと燃える炭とが降っ

てきました。 14主は矢を放って彼らを散らし、

いなずまをひらめかして彼らを打ち敗られました

。 15主よ、そのとき、あなたのとがめと、あな

たの鼻のいぶきとによって、海の底はあらわれ、

地の基があらわになったのです。 16主は高い所

からみ手を伸べて、わたしを捕え、大水からわた

しを引きあげ、 17わたしの強い敵と、わたしを

憎む者とからわたしを助け出されました。彼らは

わたしにまさって強かったからです。 18彼らは

わたしの災の日にわたしを襲いました。しかし主

はわたしのささえとなられました。 19主はわた

しを広い所につれ出し、わたしを喜ばれるがゆえ

に、わたしを助けられました。 20主はわたしの

義にしたがってわたしに報い、わたしの手の清き

にしたがってわたしに報いかえされました。 21

わたしは主の道を守り、悪意をもって、わが神を

離れたことがなかったのです、 22そのすべての

おきてはわたしの前にあって、わたしはその定め
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を捨てたことがなかったのです。 23わたしは主

の前に欠けたところがなく、自分を守って罪を犯

しませんでした。 24このゆえに主はわたしの義

にしたがい、その目の前にわたしの手の清きにし

たがってわたしに報いられました。 25あなたは

いつくしみある者には、いつくしみある者となり

、欠けたところのない者には、欠けたところのな

い者となり、 26清い者には、清い者となり、ひ

がんだ者には、ひがんだ者となられます。 27あ

なたは苦しんでいる民を救われますが、高ぶる目

をひくくされるのです。 28あなたはわたしのと

もしびをともし、わが神、主はわたしのやみを照

されます。 29まことに、わたしはあなたによっ

て敵軍を打ち破り、わが神によって城壁をとび越

えることができます。 30この神こそ、その道は

完全であり、主の言葉は真実です。主はすべて寄

り頼む者の盾です。 31主のほかに、だれが神で

しょうか。われらの神のほかに、だれが岩でしょ

うか。 32神はわたしに力を帯びさせ、わたしの

道を安全にされました。 33神はわたしの足をめ

じかの足のようにされ、わたしを高い所に安全に

立たせ、 34わたしの手を戦いに慣らされたので

、わたしの腕は青銅の弓をもひくことができます

。 35あなたはその救の盾をわたしに与え、あな

たの右の手はわたしをささえ、あなたの助けはわ

たしを大いなる者とされました。 36あなたがわ

たしの歩む所を広くされたので、わたしの足はす

べらなかったのです。 37わたしは敵を追って、

これに追いつき、これを滅ぼしつくすまでは帰ら

なかったのです。 38わたしが彼らを突き通した

ので、彼らは立ちあがることができず、わたしの

足もとに倒れました。 39あなたは戦いのために

わたしに力を帯びさせ、わたしに立ち向かう者ら

をわたしのもとに、かがませられました。 40あ

なたは敵にその後をわたしに向けさせられたので

、わたしは自分を憎む者を滅ぼしました。 41彼

らは助けを叫び求めたが、救う者はなく、主にむ

かって叫んだけれども、彼らに答えられなかった

のです。 42わたしは彼らを風の前のちりのよう

に細かに砕き、ちまたの泥のように打ち捨てまし

た。 43あなたは民の争いからわたしを救い、わ

たしをもろもろの国民のかしらとされました。わ

たしの知らなかった民がわたしに仕えました。 44

彼らはわたしの事を聞くと、ただちにわたしに従

い、異邦の人々はきて、わたしにへつらいました

。 45異邦の人々は打ちしおれて、その城から震

えながら出てきました。 46主は生きておられま

す。わが岩はほむべきかな。わが救の神はあがむ

べきかな。 47神はわたしにあだを報いさせ、も

ろもろの民をわたしのもとに従わせ、 48わたし

の敵からわたしを救い出されました。まことに、

あなたはわたしに逆らって起りたつ者の上にわた

しをあげ、不法の人からわたしを救い出されまし

た。 49このゆえに主よ、わたしはもろもろの国

民のなかであなたをたたえ、あなたのみ名をほめ

歌います。 50主はその王に大いなる勝利を与え

、その油そそがれた者に、ダビデとその子孫とに

、とこしえにいつくしみを加えられるでしょう

。

19聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌もろもろの天は神の栄光をあらわし、大

空はみ手のわざをしめす。 2この日は言葉をかの

日につたえ、この夜は知識をかの夜につげる。 3

話すことなく、語ることなく、その声も聞えない

のに、 4その響きは全地にあまねく、その言葉は

世界のはてにまで及ぶ。神は日のために幕屋を天

に設けられた。 5日は花婿がその祝のへやから出

てくるように、また勇士が競い走るように、その

道を喜び走る。 6それは天のはてからのぼって、

天のはてにまで、めぐって行く。その暖まりをこ

うむらないものはない。 7主のおきては完全であ

って、魂を生きかえらせ、主のあかしは確かであ

って、無学な者を賢くする。 8主のさとしは正し

くて、心を喜ばせ、主の戒めはまじりなくて、眼

を明らかにする。 9主を恐れる道は清らかで、と

こしえに絶えることがなく、主のさばきは真実で

あって、ことごとく正しい。 10これらは金より

も、多くの純金よりも慕わしく、また蜜よりも、

蜂の巣のしたたりよりも甘い。 11あなたのしも

べは、これらによって戒めをうける。これらを守

れば、大いなる報いがある。 12だれが自分のあ

やまちを知ることができましようか。どうか、わ

たしを隠れたとがから解き放ってください。 13

また、あなたのしもべを引きとめて、故意の罪を

犯させず、これに支配されることのないようにし

てください。そうすれば、わたしはあやまちのな

い者となって、大いなるとがを免れることができ

るでしょう。 14わが岩、わがあがないぬしなる
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主よ、どうか、わたしの口の言葉と、心の思いが

あなたの前に喜ばれますように。

20聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌主が悩みの日にあなたに答え、ヤコブの

神のみ名があなたを守られるように。 2主が聖所

から助けをあなたにおくり、シオンからあなたを

ささえ、 3あなたのもろもろの供え物をみ心にと

め、あなたの燔祭をうけられるように。 (セラ) 4

主があなたの心の願いをゆるし、あなたのはかり

ごとをことごとく遂げさせられるように。 5われ

らがあなたの勝利を喜びうたい、われらの神のみ

名によって旗を揚げるように。主があなたの求め

をすべて遂げさせられるように。 6今わたしは知

る、主はその油そそがれた者を助けられることを

。主はその右の手による大いなる勝利をもってそ

の聖なる天から彼に答えられるであろう。 7ある

者は戦車を誇り、ある者は馬を誇る。しかしわれ

らは、われらの神、主のみ名を誇る。 8彼らはか

がみ、また倒れる。しかしわれらは起きて、まっ

すぐに立つ。 9主よ、王に勝利をおさずけくださ

い。われらが呼ばわる時、われらにお答えくださ

い。

21聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌主よ、王はあなたの力によって喜び、あ

なたの助けによって、いかに大きな喜びをもつこ

とでしょう。 2あなたは彼の心の願いをゆるし、

そのくちびるの求めをいなまれなかった。(セラ

) 3あなたは大いなる恵みをもって彼を迎え、そ

のかしらに純金の冠をいただかせられる。 4彼が

いのちを求めると、あなたはそれを彼にさずけ、

世々限りなくそのよわいを長くされた。 5あなた

の助けによって彼の栄光は大きい。あなたは誉と

威厳とを彼に与えられる。 6まことに、あなたは

彼をとこしえに恵まれた者とし、み前に喜びをも

って楽しませられる。 7王は主に信頼するゆえ、

いと高き者のいつくしみをこうむって、動かされ

ることはない。 8あなたの手はもろもろの敵を尋

ね出し、あなたの右の手はあなたを憎む者を尋ね

出すであろう。 9あなたが怒る時、彼らを燃える

炉のようにするであろう。主はみ怒りによって彼

らをのみつくされる。火は彼らを食いつくすであ

ろう。 10あなたは彼らのすえを地から断ち、彼

らの種を人の子らの中から滅ぼすであろう。 11

たとい彼らがあなたにむかって悪い事を企て、悪

いはかりごとを思いめぐらしても、なし遂げるこ

とはできない。 12あなたは彼らを逃げ走らせ、

あなたの弓弦を張って、彼らの顔をねらうであろ

う。 13主よ、力をあらわして、みずからを高く

してください。われらはあなたの大能をうたい、

かつほめたたえるでしょう。

22聖歌隊の指揮者によってあけぼののめじかの
しらべにあわせてうたわせたダビデの歌わ

が神、わが神、なにゆえわたしを捨てられるので

すか。なにゆえ遠く離れてわたしを助けず、わた

しの嘆きの言葉を聞かれないのですか。 2わが神

よ、わたしが昼よばわっても、あなたは答えられ

ず、夜よばわっても平安を得ません。 3しかしイ

スラエルのさんびの上に座しておられるあなたは

聖なるおかたです。 4われらの先祖たちはあなた

に信頼しました。彼らが信頼したので、あなたは

彼らを助けられました。 5彼らはあなたに呼ばわ

って救われ、あなたに信頼して恥をうけなかった

のです。 6しかし、わたしは虫であって、人では

ない。人にそしられ、民に侮られる。 7すべてわ

たしを見る者は、わたしをあざ笑い、くちびるを

突き出し、かしらを振り動かして言う、 8「彼は

主に身をゆだねた、主に彼を助けさせよ。主は彼

を喜ばれるゆえ、主に彼を救わせよ」と。 9しか

し、あなたはわたしを生れさせ、母のふところに

わたしを安らかに守られた方です。 10わたしは

生れた時から、あなたにゆだねられました。母の

胎を出てからこのかた、あなたはわたしの神でい

らせられました。 11わたしを遠く離れないでく

ださい。悩みが近づき、助ける者がないのです。

12多くの雄牛はわたしを取り巻き、バシャンの強

い雄牛はわたしを囲み、 13かき裂き、ほえたけ

るししのように、わたしにむかって口を開く。 14

わたしは水のように注ぎ出され、わたしの骨はこ

とごとくはずれ、わたしの心臓は、ろうのように

、胸のうちで溶けた。 15わたしの力は陶器の破

片のようにかわき、わたしの舌はあごにつく。あ

なたはわたしを死のちりに伏させられる。 16ま

ことに、犬はわたしをめぐり、悪を行う者の群れ

がわたしを囲んで、わたしの手と足を刺し貫いた

。 17わたしは自分の骨をことごとく数えること

ができる。彼らは目をとめて、わたしを見る。 18

彼らは互にわたしの衣服を分け、わたしの着物を

くじ引にする。 19しかし主よ、遠く離れないで
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ください。わが力よ、速く来てわたしをお助けく

ださい。 20わたしの魂をつるぎから、わたしの

いのちを犬の力から助け出してください。 21わ

たしをししの口から、苦しむわが魂を野牛の角か

ら救い出してください。 22わたしはあなたのみ

名を兄弟たちに告げ、会衆の中であなたをほめた

たえるでしょう。 23主を恐れる者よ、主をほめ

たたえよ。ヤコブのもろもろのすえよ、主をあが

めよ。イスラエルのもろもろのすえよ、主をおじ

おそれよ。 24主が苦しむ者の苦しみをかろんじ

、いとわれず、またこれにみ顔を隠すことなく、

その叫ぶときに聞かれたからである。 25大いな

る会衆の中で、わたしのさんびはあなたから出る

のです。わたしは主を恐れる者の前で、わたしの

誓いを果します。 26貧しい者は食べて飽くこと

ができ、主を尋ね求める者は主をほめたたえるで

しょう。どうか、あなたがたの心がとこしえに生

きるように。 27地のはての者はみな思い出して

、主に帰り、もろもろの国のやからはみな、み前

に伏し拝むでしょう。 28国は主のものであって

、主はもろもろの国民を統べ治められます。 29

地の誇り高ぶる者はみな主を拝み、ちりに下る者

も、おのれを生きながらえさせえない者も、みな

そのみ前にひざまずくでしょう。 30子々孫々、

主に仕え、人々は主のことをきたるべき代まで語

り伝え、 31主がなされたその救を後に生れる民

にのべ伝えるでしょう。

23ダビデの歌主はわたしの牧者であって、わ
たしには乏しいことがない。 2主はわたしを

緑の牧場に伏させ、いこいのみぎわに伴われる。

3主はわたしの魂をいきかえらせ、み名のために

わたしを正しい道に導かれる。 4たといわたしは

死の陰の谷を歩むとも、わざわいを恐れません。

あなたがわたしと共におられるからです。あなた

のむちと、あなたのつえはわたしを慰めます。 5

あなたはわたしの敵の前で、わたしの前に宴を設

け、わたしのこうべに油をそそがれる。わたしの

杯はあふれます。 6わたしの生きているかぎりは

必ず恵みといつくしみとが伴うでしょう。わたし

はとこしえに主の宮に住むでしょう。

24ダビデの歌地と、それに満ちるもの、世界
と、そのなかに住む者とは主のものである。

2主はその基を大海のうえにすえ、大川のうえに

定められた。 3主の山に登るべき者はだれか。そ

の聖所に立つべき者はだれか。 4手が清く、心の

いさぎよい者、その魂がむなしい事に望みをかけ

ない者、偽って誓わない者こそ、その人である。

5このような人は主から祝福をうけ、その救の神

から義をうける。 6これこそ主を慕う者のやから

、ヤコブの神の、み顔を求める者のやからである

。 (セラ) 7門よ、こうべをあげよ。とこしえの

戸よ、あがれ。栄光の王がはいられる。 8栄光の

王とはだれか。強く勇ましい主、戦いに勇ましい

主である。 9門よ、こうべをあげよ。とこしえの

戸よ、あがれ。栄光の王がはいられる。 10この

栄光の王とはだれか。万軍の主、これこそ栄光の

王である。 (セラ)

25ダビデの歌主よ、わが魂はあなたを仰ぎ望
みます。 2わが神よ、わたしはあなたに信頼

します。どうか、わたしをはずかしめず、わたし

の敵を勝ち誇らせないでください。 3すべてあな

たを待ち望む者をはずかしめず、みだりに信義に

そむく者をはずかしめてください。 4主よ、あな

たの大路をわたしに知らせ、あなたの道をわたし

に教えてください。 5あなたのまことをもって、

わたしを導き、わたしを教えてください。あなた

はわが救の神です。わたしはひねもすあなたを待

ち望みます。 6主よ、あなたのあわれみと、いつ

くしみとを思い出してください。これはいにしえ

から絶えることがなかったのです。 7わたしの若

き時の罪と、とがとを思い出さないでください。

主よ、あなたの恵みのゆえに、あなたのいつくし

みにしたがって、わたしを思い出してください。

8主は恵みふかく、かつ正しくいらせられる。そ

れゆえ、主は道を罪びとに教え、 9へりくだる者

を公義に導き、へりくだる者にその道を教えられ

る。 10主のすべての道はその契約とあかしとを

守る者にはいつくしみであり、まことである。 11

主よ、み名のために、わたしの罪をおゆるしくだ

さい。わたしの罪は大きいのです。 12主を恐れ

る人はだれか。主はその選ぶべき道をその人に教

えられる。 13彼はみずからさいわいに住まい、

そのすえは地を継ぐであろう。 14主の親しみは

主をおそれる者のためにあり、主はその契約を彼

らに知らせられる。 15わたしの目は常に主に向

かっている。主はわたしの足を網から取り出され

るからである。 16わたしをかえりみ、わたしを

あわれんでください。わたしはひとりわびしく苦
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しんでいるのです。 17わたしの心の悩みをゆる

め、わたしを苦しみから引き出してください。 18

わたしの苦しみ悩みをかえりみ、わたしのすべて

の罪をおゆるしください。 19わたしの敵がいか

に多く、かつ激しい憎しみをもってわたしを憎ん

でいるかをごらんください。 20わたしの魂を守

り、わたしをお助けください。わたしをはずかし

めないでください。わたしはあなたに寄り頼んで

います。 21どうか、誠実と潔白とが、わたしを

守ってくれるように。わたしはあなたを待ち望ん

でいます。 22神よ、イスラエルをあがない、す

べての悩みから救いだしてください。

26ダビデの歌主よ、わたしをさばいてくださ
い。わたしは誠実に歩み、迷うことなく主に

信頼しています。 2主よ、わたしをためし、わた

しを試み、わたしの心と思いとを練りきよめてく

ださい。 3あなたのいつくしみはわたしの目の前

にあり、わたしはあなたのまことによって歩みま

した。 4わたしは偽る人々と共にすわらず、偽善

者と交わらず、 5悪を行う者のつどいを憎み、悪

しき者と共にすわることをしません。 6主よ、わ

たしは手を洗って、罪のないことを示し、あなた

の祭壇をめぐって、 7感謝の歌を声高くうたい、

あなたのくすしきみわざをことごとくのべ伝えま

す。 8主よ、わたしはあなたの住まわれる家と、

あなたの栄光のとどまる所とを愛します。 9どう

か、わたしを罪びとと共に、わたしのいのちを、

血を流す人々と共に、取り去らないでください。

10彼らの手には悪い企てがあり、彼らの右の手は

、まいないで満ちています。 11しかしわたしは

誠実に歩みます。わたしをあがない、わたしをあ

われんでください。 12わたしの足は平らかな所

に立っています。わたしは会衆のなかで主をたた

えましょう。

27ダビデの歌主はわたしの光、わたしの救だ
、わたしはだれを恐れよう。主はわたしの命

のとりでだ。わたしはだれをおじ恐れよう。 2わ

たしのあだ、わたしの敵である悪を行う者どもが

、襲ってきて、わたしをそしり、わたしを攻める

とき、彼らはつまずき倒れるであろう。 3たとい

軍勢が陣営を張って、わたしを攻めても、わたし

の心は恐れない。たといいくさが起って、わたし

を攻めても、なおわたしはみずから頼むところが

ある。 4わたしは一つの事を主に願った、わたし

はそれを求める。わたしの生きるかぎり、主の家

に住んで、主のうるわしきを見、その宮で尋ねき

わめることを。 5それは主が悩みの日に、その仮

屋のうちにわたしを潜ませ、その幕屋の奥にわた

しを隠し、岩の上にわたしを高く置かれるからで

ある。 6今わたしのこうべはわたしをめぐる敵の

上に高くあげられる。それゆえ、わたしは主の幕

屋で喜びの声をあげて、いけにえをささげ、歌っ

て、主をほめたたえるであろう。 7主よ、わたし

が声をあげて呼ばわるとき、聞いて、わたしをあ

われみ、わたしに答えてください。 8あなたは仰

せられました、「わが顔をたずね求めよ」と。あ

なたにむかって、わたしの心は言います、「主よ

、わたしはみ顔をたずね求めます」と。 9み顔を

わたしに隠さないでください。怒ってあなたのし

もべを退けないでください。あなたはわたしの助

けです。わが救の神よ、わたしを追い出し、わた

しを捨てないでください。 10たとい父母がわた

しを捨てても、主がわたしを迎えられるでしょう

。 11主よ、あなたの道をわたしに教え、わたし

のあだのゆえに、わたしを平らかな道に導いてく

ださい。 12わたしのあだの望むがままに、わた

しを引き渡さないでください。偽りのあかしをす

る者がわたしに逆らって起り、暴言を吐くからで

す。 13わたしは信じます、生ける者の地でわた

しは主の恵みを見ることを。 14主を待ち望め、

強く、かつ雄々しくあれ。主を待ち望め。

28ダビデの歌主よ、わたしはあなたにむかっ
て呼ばわります。わが岩よ、わたしにむかっ

て耳しいとならないでください。もしあなたが黙

っておられるならば、おそらく、わたしは墓に下

る者と等しくなるでしょう。 2わたしがあなたに

むかって助けを求め、あなたの至聖所にむかって

手をあげるとき、わたしの願いの声を聞いてくだ

さい。 3悪しき者および悪を行う者らと共にわた

しを引き行かないでください。彼らはその隣り人

とむつまじく語るけれども、その心には害悪をい

だく者です。 4どうぞ、そのわざにしたがい、そ

の悪しき行いにしたがって彼らに報い、その手の

わざにしたがって彼らに報い、その受くべき罰を

彼らに与えてください。 5彼らは主のもろもろの

みわざと、み手のわざとを顧みないゆえに、主は

彼らを倒して、再び建てられることはない。 6主

はほむべきかな。主はわたしの願いの声を聞かれ
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た。 7主はわが力、わが盾。わたしの心は主に寄

り頼む。わたしは助けを得たので、わたしの心は

大いに喜び、歌をもって主をほめたたえる。 8主

はその民の力、その油そそがれた者の救のとりで

である。 9どうぞ、あなたの民を救い、あなたの

嗣業を恵み、彼らの牧者となって、とこしえに彼

らをいだき導いてください。

29ダビデの歌神の子らよ、主に帰せよ、栄光
と力とを主に帰せよ。 2み名の栄光を主に帰

せよ、聖なる装いをもって主を拝め。 3主のみ声

は水の上にあり、栄光の神は雷をとどろかせ、主

は大水の上におられる。 4主のみ声は力があり、

主のみ声は威厳がある。 5主のみ声は香柏を折り

砕き、主はレバノンの香柏を折り砕かれる。 6主

はレバノンを子牛のように踊らせ、シリオンを若

い野牛のように踊らされる。 7主のみ声は炎をひ

らめかす。 8主のみ声は荒野を震わせ、主はカデ

シの荒野を震わされる。 9主のみ声はかしの木を

巻きあげ、また林を裸にする。その宮で、すべて

のものは呼ばわって言う、「栄光」と。 10主は

洪水の上に座し、主はみくらに座して、とこしえ

に王であらせられる。 11主はその民に力を与え

、平安をもってその民を祝福されるであろう。

30宮をささげるときにうたったダビデの歌主
よ、わたしはあなたをあがめます。あなたは

わたしを引きあげ、敵がわたしの事によって喜ぶ

のを、ゆるされなかったからです。 2わが神、主

よ、わたしがあなたにむかって助けを叫び求める

と、あなたはわたしをいやしてくださいました。

3主よ、あなたはわたしの魂を陰府からひきあげ

、墓に下る者のうちから、わたしを生き返らせて

くださいました。 (Sheol h7585) 4主の聖徒よ、主を

ほめうたい、その聖なるみ名に感謝せよ。 5その

怒りはただつかのまで、その恵みはいのちのかぎ

り長いからである。夜はよもすがら泣きかなしん

でも、朝と共に喜びが来る。 6わたしは安らかな

時に言った、「わたしは決して動かされることは

ない」と。 7主よ、あなた恵みをもって、わたし

をゆるがない山のように堅くされました。あなた

がみ顔をかくされたので、わたしはおじ惑いまし

た。 8主よ、わたしはあなたに呼ばわりました。

ひたすら主に請い願いました、 9「わたしが墓に

下るならば、わたしの死になんの益があるでしょ

うか。ちりはあなたをほめたたえるでしょうか。

あなたのまことをのべ伝えるでしょうか。 10主

よ、聞いてください、わたしをあわれんでくださ

い。主よ、わたしの助けとなってください」と。

11あなたはわたしのために、嘆きを踊りにかえ、

荒布を解き、喜びをわたしの帯とされました。 12

これはわたしの魂があなたをほめたたえて、口を

つぐむことのないためです。わが神、主よ、わた

しはとこしえにあなたに感謝します。

31聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌主よ、わたしはあなたに寄り頼みます。

とこしえにわたしをはずかしめず、あなたの義を

もってわたしをお助けください。 2あなたの耳を

わたしに傾けて、すみやかにわたしをお救いくだ

さい。わたしのためにのがれの岩となり、わたし

を救う堅固な城となってください。 3まことに、

あなたはわたしの岩、わたしの城です。み名のた

めにわたしを引き、わたしを導き、 4わたしのた

めにひそかに設けた網からわたしを取り出してく

ださい。あなたはわたしの避け所です。 5わたし

は、わが魂をみ手にゆだねます。主、まことの神

よ、あなたはわたしをあがなわれました。 6あな

たはむなしい偶像に心を寄せる者を憎まれます。

しかしわたしは主に信頼し、 7あなたのいつくし

みを喜び楽しみます。あなたがわたしの苦しみを

かえりみ、わたしの悩みにみこころをとめ、 8わ

たしを敵の手にわたさず、わたしの足を広い所に

立たせられたからです。 9主よ、わたしをあわれ

んでください。わたしは悩み苦しんでいます。わ

たしの目は憂いによって衰え、わたしの魂も、か

らだもまた衰えました。 10わたしのいのちは悲

しみによって消えゆき、わたしの年は嘆きによっ

て消えさり、わたしの力は苦しみによって尽き、

わたしの骨は枯れはてました。 11わたしはすべ

てのあだにそしられる者となり、隣り人には恐れ

られ、知り人には恐るべき者となり、ちまたでわ

たしを見る者は避けて逃げます。 12わたしは死

んだ者のように人の心に忘れられ、破れた器のよ

うになりました。 13まことに、わたしは多くの

人のささやくのを聞きます、「至る所に恐るべき

ことがある」と。彼らはわたしに逆らってともに

計り、わたしのいのちを取ろうと、たくらむので

す。 14しかし、主よ、わたしはあなたに信頼し

て、言います、「あなたはわたしの神である」と

。 15わたしの時はあなたのみ手にあります。わ
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たしをわたしの敵の手と、わたしを責め立てる者

から救い出してください。 16み顔をしもべの上

に輝かせ、いつくしみをもってわたしをお救いく

ださい。 17主よ、わたしはあなたに呼ばわりま

す、わたしをはずかしめないでください。悪しき

者に恥をうけさせ、彼らに声をあげさせずに陰府

に行かせてください。 (Sheol h7585) 18高ぶりと侮り

とをもって正しい者をみだりにそしる偽りのくち

びるをつぐませてください。 19あなたを恐れる

者のためにたくわえ、あなたに寄り頼む者のため

に人の子らの前に施されたあなたの恵みはいかに

大いなるものでしょう。 20あなたは彼らをみ前

のひそかな所に隠して人々のはかりごとを免れさ

せ、また仮屋のうちに潜ませて舌の争いを避けさ

せられます。 21主はほむべきかな、包囲された

町のようにわたしが囲まれたとき、主は驚くばか

りに、いつくしみをわたしに示された。 22わた

しは驚きあわてて言った、「わたしはあなたの目

の前から断たれた」と。しかしわたしがあなたに

助けを呼び求めたとき、わたしの願いを聞きいれ

られた。 23すべての聖徒よ、主を愛せよ。主は

真実な者を守られるが、おごりふるまう者にはし

たたかに報いられる。 24すべて主を待ち望む者

よ、強くあれ、心を雄々しくせよ。

32ダビデのマスキールの歌そのとががゆるさ
れ、その罪がおおい消される者はさいわいで

ある。 2主によって不義を負わされず、その霊に

偽りのない人はさいわいである。 3わたしが自分

の罪を言いあらわさなかった時は、ひねもす苦し

みうめいたので、わたしの骨はふるび衰えた。 4

あなたのみ手が昼も夜も、わたしの上に重かった

からである。わたしの力は、夏のひでりによって

かれるように、かれ果てた。 (セラ) 5わたしは

自分の罪をあなたに知らせ、自分の不義を隠さな

かった。わたしは言った、「わたしのとがを主に

告白しよう」と。その時あなたはわたしの犯した

罪をゆるされた。 (セラ) 6このゆえに、すべて

神を敬う者はあなたに祈る。大水の押し寄せる悩

みの時にもその身に及ぶことはない。 7あなたは

わたしの隠れ場であって、わたしを守って悩みを

免れさせ、救をもってわたしを囲まれる。(セラ

) 8わたしはあなたを教え、あなたの行くべき道

を示し、わたしの目をあなたにとめて、さとすで

あろう。 9あなたはさとりのない馬のようであっ

てはならない。また騾馬のようであってはならな

い。彼らはくつわ、たづなをもっておさえられな

ければ、あなたに従わないであろう。 10悪しき

者は悲しみが多い。しかし主に信頼する者はいつ

くしみで囲まれる。 11正しき者よ、主によって

喜び楽しめ、すべて心の直き者よ、喜びの声を高

くあげよ。

33正しき者よ、主によって喜べ、さんびは直き
者にふさわしい。 2琴をもって主をさんびせ

よ、十弦の立琴をもって主をほめたたえよ。 3新

しい歌を主にむかって歌い、喜びの声をあげて巧

みに琴をかきならせ。 4主のみことばは直く、そ

のすべてのみわざは真実だからである。 5主は正

義と公平とを愛される。地は主のいつくしみで満

ちている。 6もろもろの天は主のみことばによっ

て造られ、天の万軍は主の口の息によって造られ

た。 7主は海の水を水がめの中に集めるように集

め、深い淵を倉におさめられた。 8全地は主を恐

れ、世に住むすべての者は主を恐れかしこめ。 9

主が仰せられると、そのようになり、命じられる

と、堅く立ったからである。 10主はもろもろの

国のはかりごとをむなしくし、もろもろの民の企

てをくじかれる。 11主のはかりごとはとこしえ

に立ち、そのみこころの思いは世々に立つ。 12

主をおのが神とする国はさいわいである。主がそ

の嗣業として選ばれた民はさいわいである。 13

主は天から見おろされ、すべての人の子らを見、

14そのおられる所から地に住むすべての人をなが

められる。 15主はすべて彼らの心を造り、その

すべてのわざに心をとめられる。 16王はその軍

勢の多きによって救を得ない。勇士はその力の大

いなるによって助けを得ない。 17馬は勝利に頼

みとならない。その大いなる力も人を助けること

はできない。 18見よ、主の目は主を恐れる者の

上にあり、そのいつくしみを望む者の上にある。

19これは主が彼らの魂を死から救い、ききんの時

にも生きながらえさせるためである。 20われら

の魂は主を待ち望む。主はわれらの助け、われら

の盾である。 21われらは主の聖なるみ名に信頼

するがゆえに、われらの心は主にあって喜ぶ。 22

主よ、われらが待ち望むように、あなたのいつく

しみをわれらの上にたれてください。

34ダビデがアビメレクの前で狂ったさまをよそ
おい、追われて出ていったときの歌わたし
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は常に主をほめまつる。そのさんびはわたしの口

に絶えない。 2わが魂は主によって誇る。苦しむ

者はこれを聞いて喜ぶであろう。 3わたしと共に

主をあがめよ、われらは共にみ名をほめたたえよ

う。 4わたしが主に求めたとき、主はわたしに答

え、すべての恐れからわたしを助け出された。 5

主を仰ぎ見て、光を得よ、そうすれば、あなたが

たは、恥じて顔を赤くすることはない。 6この苦

しむ者が呼ばわったとき、主は聞いて、すべての

悩みから救い出された。 7主の使は主を恐れる者

のまわりに陣をしいて彼らを助けられる。 8主の

恵みふかきことを味わい知れ、主に寄り頼む人は

さいわいである。 9主の聖徒よ、主を恐れよ、主

を恐れる者には乏しいことがないからである。 10

若きししは乏しくなって飢えることがある。しか

し主を求める者は良き物に欠けることはない。 11

子らよ、来てわたしに聞け、わたしは主を恐るべ

きことをあなたがたに教えよう。 12さいわいを

見ようとして、いのちを慕い、ながらえることを

好む人はだれか。 13あなたの舌をおさえて悪を

言わせず、あなたのくちびるをおさえて偽りを言

わすな。 14悪を離れて善をおこない、やわらぎ

を求めて、これを努めよ。 15主の目は正しい人

をかえりみ、その耳は彼らの叫びに傾く。 16主

のみ顔は悪を行う者にむかい、その記憶を地から

断ち滅ぼされる。 17正しい者が助けを叫び求め

るとき、主は聞いて、彼らをそのすべての悩みか

ら助け出される。 18主は心の砕けた者に近く、

たましいの悔いくずおれた者を救われる。 19正

しい者には災が多い。しかし、主はすべてその中

から彼を助け出される。 20主は彼の骨をことご

とく守られる。その一つだに折られることはない

。 21悪は悪しき者を殺す。正しい者を憎む者は

罪に定められる。 22主はそのしもべらの命をあ

がなわれる。主に寄り頼む者はひとりだに罪に定

められることはない。

35ダビデの歌主よ、わたしと争う者とあらそ
い、わたしと戦う者と戦ってください。 2盾

と大盾とを執って、わたしを助けるために立ちあ

がってください。 3やりと投げやりとを抜いて、

わたしに追い迫る者に立ちむかい、「わたしはお

まえの救である」と、わたしに言ってください。

4どうか、わたしの命を求める者をはずかしめ、

いやしめ、わたしにむかって悪をたくらむ者を退

け、あわてふためかせてください。 5彼らを風の

前のもみがらのようにし、主の使に彼らを追いや

らせてください。 6彼らの道を暗く、なめらかに

し、主の使に彼らを追い行かせてください。 7彼

らはゆえなくわたしのために網を隠し、ゆえなく

わたしのために穴を掘ったからです。 8不意に滅

びを彼らに臨ませ、みずから隠した網にとらえら

れ、彼らを滅びに陥らせてください。 9そのとき

わが魂は主によって喜び、その救をもって楽しむ

でしょう。 10わたしの骨はことごとく言うでし

ょう、「主よ、だれかあなたにたぐうべき者があ

りましょう。あなたは弱い者を強い者から助け出

し、弱い者と貧しい者を、かすめ奪う者から助け

出される方です」と。 11悪意のある証人が起っ

て、わたしの知らない事をわたしに尋ねる。 12

彼らは悪をもってわたしの善に報い、わが魂を寄

るべなき者とした。 13しかし、わたしは彼らが

病んだとき、荒布をまとい、断食してわが身を苦

しめた。わたしは胸にこうべをたれて祈った、 14

ちょうど、わが友、わが兄弟のために悲しんだか

のように。わたしは母をいたむ者のように悲しみ

うなだれて歩きまわった。 15しかし彼らはわた

しのつまずくとき、喜びつどい、ともに集まって

わたしを責めた。わたしの知らない他国の者はわ

たしをののしってやめなかった。 16彼らはます

ます、けがす言葉をもってあざけり、わたしにむ

かって歯をかみならした。 17主よ、いつまであ

なたはながめておられますか、わたしを彼らの破

壊から、わたしのいのちを若きししから救い出し

てください。 18わたしは大いなるつどいの中で

、あなたに感謝し、多くの民の中で、あなたをほ

めたたえるでしょう。 19偽ってわたしの敵とな

った者どものわたしについて喜ぶことを許さない

でください。ゆえなく、わたしを憎む者どものた

がいに目くばせすることを許さないでください。

20彼らは平和を語らず、国のうちに穏やかに住む

者にむかって欺きの言葉をたくらむからです。 21

彼らはわたしにむかって口をあけひろげ、「あは

ぁ、あはぁ、われらの目はそれを見た」と言いま

す。 22主よ、あなたはこれを見られました。も

ださないでください。主よ、わたしに遠ざからな

いでください。 23わが神、わが主よ、わがさば

きのため、わが訴えのために奮いたち、目をさま

してください。 24わが神、主よ、あなたの義に

したがってわたしをさばき、わたしの事について
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彼らを喜ばせないでください。 25彼らにその心

のうちで、「あはぁ、われらの願ったことが達せ

られた」と言わせないでください。また彼らに「

われらは彼を滅ぼしつくした」と言わせないでく

ださい。 26わたしの災を喜ぶ者どもをともに恥

じ、あわてふためかせてください。わたしにむか

って誇りたかぶる者どもに恥と、はずかしめとを

着せてください。 27わたしの義を喜ぶ者をば喜

びの声をあげて喜ばせ、「そのしもべの幸福を喜

ばれる主は大いなるかな」とつねに言わせてくだ

さい。 28わたしの舌はひねもすあなたの義と、

あなたの誉とを語るでしょう。

36聖歌隊の指揮者によってうたわせた主のしも
べダビデの歌とがは悪しき者にむかい、そ

の心のうちに言う。その目の前に神を恐れる恐れ

はない。 2彼は自分の不義があらわされないため

、また憎まれないために、みずからその目でおも

ねる。 3その口の言葉はよこしまと欺きである。

彼は知恵を得ることと、善を行う事とをやめた。

4彼はその床の上でよこしまな事をたくらみ、よ

からぬ道に身をおいて、悪をきらわない。 5主よ

、あなたのいつくしみは天にまで及び、あなたの

まことは雲にまで及ぶ。 6あなたの義は神の山の

ごとく、あなたのさばきは大きな淵のようだ。主

よ、あなたは人と獣とを救われる。 7神よ、あな

たのいつくしみはいかに尊いことでしょう。人の

子らはあなたの翼のかげに避け所を得、 8あなた

の家の豊かなのによって飽き足りる。あなたはそ

の楽しみの川の水を彼らに飲ませられる。 9いの

ちの泉はあなたのもとにあり、われらはあなたの

光によって光を見る。 10どうか、あなたを知る

者に絶えずいつくしみを施し、心の直き者に絶え

ず救を施してください。 11高ぶる者の足がわた

しを踏み、悪しき者の手がわたしを追い出すこと

をゆるさないでください。 12悪を行う者はそこ

に倒れ、彼らは打ち伏せられて、起きあがること

はできない。

37ダビデの歌悪をなす者のゆえに、心を悩ま
すな。不義を行う者のゆえに、ねたみを起す

な。 2彼らはやがて草のように衰え、青菜のよう

にしおれるからである。 3主に信頼して善を行え

。そうすればあなたはこの国に住んで、安きを得

る。 4主によって喜びをなせ。主はあなたの心の

願いをかなえられる。 5あなたの道を主にゆだね

よ。主に信頼せよ、主はそれをなしとげ、 6あな

たの義を光のように明らかにし、あなたの正しい

ことを真昼のように明らかにされる。 7主の前に

もだし、耐え忍びて主を待ち望め。おのが道を歩

んで栄える者のゆえに、悪いはかりごとを遂げる

人のゆえに、心を悩ますな。 8怒りをやめ、憤り

を捨てよ。心を悩ますな、これはただ悪を行うに

至るのみだ。 9悪を行う者は断ち滅ぼされ、主を

待ち望む者は国を継ぐからである。 10悪しき者

はただしばらくで、うせ去る。あなたは彼の所を

つぶさに尋ねても彼はいない。 11しかし柔和な

者は国を継ぎ、豊かな繁栄をたのしむことができ

る。 12悪しき者は正しい者にむかってはかりご

とをめぐらし、これにむかって歯がみする。 13

しかし主は悪しき者を笑われる、彼の日の来るの

を見られるからである。 14悪しき者はつるぎを

抜き、弓を張って、貧しい者と乏しい者とを倒し

、直く歩む者を殺そうとする。 15しかしそのつ

るぎはおのが胸を刺し、その弓は折られる。 16

正しい人の持ち物の少ないのは、多くの悪しきの

者の豊かなのにまさる。 17悪しき者の腕は折ら

れるが、主は正しい者を助けささえられるからで

ある。 18主は全き者のもろもろの日を知られる

。彼らの嗣業はとこしえに続く。 19彼らは災の

時にも恥をこうむらず、ききんの日にも飽き足り

る。 20しかし、悪しき者は滅び、主の敵は牧場

の栄えの枯れるように消え、煙のように消えうせ

る。 21悪しき者は物を借りて返すことをしない

。しかし正しい人は寛大で、施し与える。 22主

に祝福された者は国を継ぎ、主にのろわれた者は

断ち滅ぼされる。 23人の歩みは主によって定め

られる。主はその行く道を喜ばれる。 24たとい

その人が倒れても、全く打ち伏せられることはな

い、主がその手を助けささえられるからである。

25わたしは、むかし年若かった時も、年老いた今

も、正しい人が捨てられ、あるいはその子孫が食

物を請いあるくのを見たことがない。 26正しい

人は常に寛大で、物を貸し与え、その子孫は祝福

を得る。 27悪をさけて、善を行え。そうすれば

、あなたはとこしえに住むことができる。 28主

は公義を愛し、その聖徒を見捨てられないからで

ある。正しい者はとこしえに助け守られる。しか

し、悪しき者の子孫は断ち滅ぼされる。 29正し

い者は国を継ぎ、とこしえにその中に住むことが

できる。 30正しい者の口は知恵を語り、その舌
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は公義を述べる。 31その心には神のおきてがあ

り、その歩みはすべることがない。 32悪しき者

は正しい人をうかがい、これを殺そうとはかる。

33主は正しい人を悪しき者の手にゆだねられない

、またさばかれる時、これを罪に定められること

はない。 34主を待ち望め、その道を守れ。そう

すれば、主はあなたを上げて、国を継がせられる

。あなたは悪しき者の断ち滅ぼされるのを見るで

あろう。 35わたしは悪しき者が勝ち誇って、レ

バノンの香柏のようにそびえたつのを見た。 36

しかし、わたしが通り過ぎると、見よ、彼はいな

かった。わたしは彼を尋ねたけれども見つからな

かった。 37全き人に目をそそぎ、直き人を見よ

。おだやかな人には子孫がある。 38しかし罪を

犯す者どもは共に滅ぼされ、悪しき者の子孫は断

たれる。 39正しい人の救は主から出る。主は彼

らの悩みの時の避け所である。 40主は彼らを助

け、彼らを解き放ち、彼らを悪しき者どもから解

き放って救われる。彼らは主に寄り頼むからであ

る。

38記念のためにうたったダビデの歌主よ、あ
なたの憤りをもってわたしを責めず、激しい

怒りをもってわたしを懲らさないでください。 2

あなたの矢がわたしに突き刺さり、あなたの手が

わたしの上にくだりました。 3あなたの怒りによ

って、わたしの肉には全きところなく、わたしの

罪によって、わたしの骨には健やかなところはあ

りません。 4わたしの不義はわたしの頭を越え、

重荷のように重くて負うことができません。 5わ

たしの愚かによって、わたしの傷は悪臭を放ち、

腐れただれました。 6わたしは折れかがんで、い

たくうなだれ、ひねもす悲しんで歩くのです。 7

わたしの腰はことごとく焼け、わたしの肉には全

きところがありません。 8わたしは衰えはて、い

たく打ちひしがれ、わたしの心の激しい騒ぎによ

ってうめき叫びます。 9主よ、わたしのすべての

願いはあなたに知られ、わたしの嘆きはあなたに

隠れることはありません。 10わたしの胸は激し

く打ち、わたしの力は衰え、わたしの目の光もま

た、わたしを離れ去りました。 11わが友、わが

ともがらはわたしの災を見て離れて立ち、わが親

族もまた遠く離れて立っています。 12わたしの

いのちを求める者はわなを設け、わたしをそこな

おうとする者は滅ぼすことを語り、ひねもす欺く

ことをはかるのです。 13しかしわたしは耳しい

のように聞かず、おしのように口を開きません。

14まことに、わたしは聞かない人のごとく、議論

を口にしない人のようです。 15しかし、主よ、

わたしはあなたを待ち望みます。わが神、主よ、

あなたこそわたしに答えられるのです。 16わた

しは祈ります、「わが足のすべるとき、わたしに

むかって高ぶる彼らにわたしのことによって喜ぶ

ことをゆるさないでください」と。 17わたしは

倒れるばかりになり、わたしの苦しみは常にわた

しと共にあります。 18わたしは、みずから不義

を言いあらわし、わが罪のために悲しみます。 19

ゆえなく、わたしに敵する者は強く、偽ってわた

しを憎む者は多いのです。 20悪をもって善に報

いる者は、わたしがよい事に従うがゆえに、わが

あだとなります。 21主よ、わたしを捨てないで

ください。わが神よ、わたしに遠ざからないでく

ださい。 22主、わが救よ、すみやかにわたしを

お助けください。

39聖歌隊の指揮者エドトンによってうたわせた
ダビデの歌わたしは言った、「舌をもって

罪を犯さないために、わたしの道を慎み、悪しき

者のわたしの前にある間はわたしの口にくつわを

かけよう」と。 2わたしは黙して物言わず、むな

しく沈黙を守った。しかし、わたしの悩みはさら

にひどくなり、 3わたしの心はわたしのうちに熱

し、思いつづけるほどに火が燃えたので、わたし

は舌をもって語った。 4「主よ、わが終りと、わ

が日の数のどれほどであるかをわたしに知らせ、

わが命のいかにはかないかを知らせてください。

5見よ、あなたはわたしの日をつかのまとされま

した。わたしの一生はあなたの前では無にひとし

いのです。まことに、すべての人はその盛んな時

でも息にすぎません。 (セラ) 6まことに人は影

のように、さまよいます。まことに彼らはむなし

い事のために騒ぎまわるのです。彼は積みたくわ

えるけれども、だれがそれを収めるかを知りませ

ん。 7主よ、今わたしは何を待ち望みましょう。

わたしの望みはあなたにあります。 8わたしをす

べてのとがから助け出し、愚かな者にわたしをあ

ざけらせないでください。 9わたしは黙して口を

開きません。あなたがそれをなされたからです。

10あなたが下された災をわたしから取り去ってく

ださい。わたしはあなたのみ手に打ち懲らされる
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ことにより滅びるばかりです。 11あなたは罪を

責めて人を懲らされるとき、その慕い喜ぶものを

、しみが食うように、消し滅ぼされるのです。ま

ことにすべての人は息にすぎません。(セラ) 12

主よ、わたしの祈を聞き、わたしの叫びに耳を傾

け、わたしの涙を見て、もださないでください。

わたしはあなたに身を寄せる旅びと、わがすべて

の先祖たちのように寄留者です。 13わたしが去

って、うせない前に、み顔をそむけて、わたしを

喜ばせてください」。

40聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌わたしは耐え忍んで主を待ち望んだ。主

は耳を傾けて、わたしの叫びを聞かれた。 2主は

わたしを滅びの穴から、泥の沼から引きあげて、

わたしの足を岩の上におき、わたしの歩みをたし

かにされた。 3主は新しい歌をわたしの口に授け

、われらの神にささげるさんびの歌をわたしの口

に授けられた。多くの人はこれを見て恐れ、かつ

主に信頼するであろう。 4主をおのが頼みとする

人、高ぶる者にたよらず、偽りの神に迷う者にた

よらない人はさいわいである。 5わが神、主よ、

あなたのくすしきみわざと、われらを思うみおも

いとは多くて、くらべうるものはない。わたしは

これを語り述べようとしても多くて数えることは

できない。 6あなたはいけにえと供え物とを喜ば

れない。あなたはわたしの耳を開かれた。あなた

は燔祭と罪祭とを求められない。 7その時わたし

は言った、「見よ、わたしはまいります。書の巻

に、わたしのためにしるされています。 8わが神

よ、わたしはみこころを行うことを喜びます。あ

なたのおきてはわたしの心のうちにあります」と

。 9わたしは大いなる集会で、救についての喜び

のおとずれを告げ示しました。見よ、わたしはく

ちびるを閉じませんでした。主よ、あなたはこれ

をご存じです。 10わたしはあなたの救を心のう

ちに隠しおかず、あなたのまことと救とを告げ示

しました。わたしはあなたのいつくしみとまこと

とを大いなる集会に隠しませんでした。 11主よ

、あなたのあわれみをわたしに惜しまず、あなた

のいつくしみとまこととをもって常にわたしをお

守りください。 12数えがたい災がわたしを囲み

、わたしの不義がわたしに追い迫って、物見るこ

とができないまでになりました。それはわたしの

頭の毛よりも多く、わたしの心は消えうせるばか

りになりました。 13主よ、みこころならばわた

しをお救いください。主よ、すみやかにわたしを

お助けください。 14わたしのいのちを奪おうと

尋ね求める者どもをことごとく恥じあわてさせて

ください。わたしのそこなわれることを願う者ど

もをうしろに退かせ、恥を負わせてください。 15

わたしにむかって「あはぁ、あはぁ」と言う者ど

もを自分の恥によって恐れおののかせてください

。 16しかし、すべてあなたを尋ね求める者はあ

なたによって喜び楽しむように。あなたの救を愛

する者は常に「主は大いなるかな」ととなえるよ

うに。 17わたしは貧しく、かつ乏しい。しかし

主はわたしをかえりみられます。あなたはわが助

け、わが救主です。わが神よ、ためらわないでく

ださい。

41聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌貧しい者をかえりみる人はさいわいであ

る。主はそのような人を悩みの日に救い出される

。 2主は彼を守って、生きながらえさせられる。

彼はこの地にあって、さいわいな者と呼ばれる。

あなたは彼をその敵の欲望にわたされない。 3主

は彼をその病の床でささえられる。あなたは彼の

病む時、その病をことごとくいやされる。 4わた

しは言った、「主よ、わたしをあわれみ、わたし

をいやしてください。わたしはあなたにむかって

罪を犯しました」と。 5わたしの敵はわたしをそ

しって言う、「いつ彼は死に、その名がほろびる

であろうか」と。 6そのひとりがわたしを見よう

として来るとき、彼は偽りを語り、その心によこ

しまを集め、外に出てはそれを言いふらす。 7す

べてわたしを憎む者はわたしについて共にささや

き、わたしのために災を思いめぐらす。 8彼らは

言う、「彼に一つのたたりがつきまとったから、

倒れ伏して再び起きあがらないであろう」と。 9

わたしの信頼した親しい友、わたしのパンを食べ

た親しい友さえもわたしにそむいてくびすをあげ

た。 10しかし主よ、わたしをあわれみ、わたし

を助け起してください。そうすればわたしは彼ら

に報い返すことができます。 11わたしの敵がわ

たしに打ち勝てないことによって、あなたがわた

しを喜ばれることをわたしは知ります。 12あな

たはわたしの全きによって、わたしをささえ、と

こしえにみ前に置かれます。 13イスラエルの神
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、主はとこしえからとこしえまでほむべきかな。

アァメン、アァメン。

42聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
のマスキールの歌神よ、しかが谷川を慕い

あえぐように、わが魂もあなたを慕いあえぐ。 2

わが魂はかわいているように神を慕い、いける神

を慕う。いつ、わたしは行って神のみ顔を見るこ

とができるだろうか。 3人々がひねもすわたしに

むかって「おまえの神はどこにいるのか」と言い

つづける間はわたしの涙は昼も夜もわたしの食物

であった。 4わたしはかつて祭を守る多くの人と

共に群れをなして行き、喜びと感謝の歌をもって

彼らを神の家に導いた。今これらの事を思い起し

て、わが魂をそそぎ出すのである。 5わが魂よ、

何ゆえうなだれるのか。何ゆえわたしのうちに思

いみだれるのか。神を待ち望め。わたしはなおわ

が助け、わが神なる主をほめたたえるであろう。

6わが魂はわたしのうちにうなだれる。それで、

わたしはヨルダンの地から、またヘルモンから、

ミザルの山からあなたを思い起す。 7あなたの大

滝の響きによって淵々呼びこたえ、あなたの波、

あなたの大波はことごとくわたしの上を越えてい

った。 8昼には、主はそのいつくしみをほどこし

、夜には、その歌すなわちわがいのちの神にささ

げる祈がわたしと共にある。 9わたしはわが岩な

る神に言う、「何ゆえわたしをお忘れになりまし

たか。何ゆえわたしは敵のしえたげによって悲し

み歩くのですか」と。 10わたしのあだは骨も砕

けるばかりにわたしをののしり、ひねもすわたし

にむかって「おまえの神はどこにいるのか」と言

う。 11わが魂よ、何ゆえうなだれるのか。何ゆ

えわたしのうちに思いみだれるのか。神を待ち望

め。わたしはなおわが助け、わが神なる主をほめ

たたえるであろう。

43神よ、わたしをさばき、神を恐れない民にむ
かって、わたしの訴えをあげつらい、たばか

りをなすよこしまな人からわたしを助け出してく

ださい。 2あなたはわたしの寄り頼む神です。な

ぜわたしを捨てられたのですか。なぜわたしは敵

のしえたげによって悲しみ歩くのですか。 3あな

たの光とまこととを送ってわたしを導き、あなた

の聖なる山と、あなたの住まわれる所にわたしを

いたらせてください。 4その時わたしは神の祭壇

へ行き、わたしの大きな喜びである神へ行きます

。神よ、わが神よ、わたしは琴をもってあなたを

ほめたたえます。 5わが魂よ、何ゆえうなだれる

のか。何ゆえわたしのうちに思いみだれるのか。

神を待ち望め。わたしはなおわが助け、わが神な

る主をほめたたえるであろう。

44聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
のマスキールの歌神よ、いにしえ、われら

の先祖たちの日に、あなたがなされたみわざを彼

らがわれらに語ったのを耳で聞きました。 2すな

わちあなたはみ手をもって、もろもろの国民を追

い払ってわれらの先祖たちを植え、またもろもろ

の民を悩まして、われらの先祖たちをふえ広がら

せられました。 3彼らは自分のつるぎによって国

を獲たのでなく、また自分の腕によって勝利を得

たのでもありません。ただあなたの右の手、あな

たの腕、あなたのみ顔の光によるのでした。あな

たが彼らを恵まれたからです。 4あなたはわが王

、わが神、ヤコブのために勝利を定められる方で

す。 5われらはあなたによって、あだを押し倒し

、われらに立ちむかう者を、み名によって踏みに

じるのです。 6わたしは自分の弓を頼まず、わた

しのつるぎもまた、わたしを救うことができない

からです。 7しかしあなたはわれらをあだから救

い、われらを憎む者をはずかしめられました。 8

われらは常に神によって誇り、とこしえにあなた

のみ名に感謝するでしょう。 (セラ) 9ところが

あなたはわれらを捨てて恥を負わせ、われらの軍

勢と共に出て行かれませんでした。 10あなたが

われらをあだの前から退かせられたので、われら

の敵は心のままにかすめ奪いました。 11あなた

はわれらをほふられる羊のようにし、またもろも

ろの国民のなかに散らされました。 12あなたは

わずかの金であなたの民を売り、彼らのために高

い価を求められませんでした。 13あなたはわれ

らを隣り人にそしらせ、われらをめぐる者どもに

侮らせ、あざけらせられました。 14またもろも

ろの国民のなかにわれらを笑い草とし、もろもろ

の民のなかに笑い者とされました。 15わがはず

かしめはひねもすわたしの前にあり、恥はわたし

の顔をおおいました。 16これはそしる者と、の

のしる者の言葉により、敵と、恨みを報いる者の

ゆえによるのです。 17これらの事が皆われらに

臨みましたが、われらはあなたを忘れず、あなた

の契約にそむくことがありませんでした。 18わ
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れらの心はたじろがず、またわれらの歩みはあな

たの道を離れませんでした。 19それでもあなた

は山犬の住む所でわれらを砕き、暗やみをもって

われらをおおわれました。 20われらがもしわれ

らの神の名を忘れ、ほかの神に手を伸べたことが

あったならば、 21神はこれを見あらわされない

でしょうか。神は心の秘密をも知っておられるか

らです。 22ところがわれらはあなたのためにひ

ねもす殺されて、ほふられる羊のようにみなされ

ました。 23主よ、起きてください。なぜ眠って

おられるのですか。目をさましてください。われ

らをとこしえに捨てないでください。 24なぜあ

なたはみ顔を隠されるのですか。なぜわれらの悩

みと、しえたげをお忘れになるのですか。 25ま

ことにわれらの魂はかがんで、ちりに伏し、われ

らのからだは土につきました。 26起きて、われ

らをお助けください。あなたのいつくしみのゆえ

に、われらをあがなってください。

45聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべに
あわせてうたわせたコラの子のマスキールの

歌、愛の歌わたしの心はうるわしい言葉であふ

れる。わたしは王についてよんだわたしの詩を語

る。わたしの舌はすみやかに物書く人の筆のよう

だ。 2あなたは人の子らにまさって麗しく、気品

がそのくちびるに注がれている。このゆえに神は

とこしえにあなたを祝福された。 3ますらおよ、

光栄と威厳とをもって、つるぎを腰に帯びよ。 4

真理のため、また正義を守るために威厳をもって

、勝利を得て乗り進め。あなたの右の手はあなた

に恐るべきわざを教えるであろう。 5あなたの矢

は鋭くて、王の敵の胸をつらぬき、もろもろの民

はあなたのもとに倒れる。 6神から賜わったあな

たの位は永遠にかぎりなく続き、あなたの王のつ

えは公平のつえである。 7あなたは義を愛し、悪

を憎む。このゆえに神、あなたの神は喜びの油を

あなたのともがらにまさって、あなたに注がれた

。 8あなたの衣はみな没薬、芦薈、肉桂で、よい

かおりを放っている。琴の音は象牙の殿から出て

、あなたを喜ばせる。 9あなたの愛する女たちの

うちには王の娘たちがあり、王妃はオフルの金を

飾って、あなたの右に立つ。 10娘よ、聞け、か

えりみて耳を傾けよ。あなたの民と、あなたの父

の家とを忘れよ。 11王はあなたのうるわしさを

慕うであろう。彼はあなたの主であるから、彼を

伏しおがめ。 12ツロの民は贈り物をもちきたり

、民のうちの富める者もあなたの好意を請い求め

る。 13王の娘は殿のうちで栄えをきわめ、こが

ねを織り込んだ衣を着飾っている。 14彼女は縫

い取りした衣を着て王のもとに導かれ、その供び

となるおとめらは彼女に従ってその行列にある。

15彼らは喜びと楽しみとをもって導かれ行き、王

の宮殿にはいる。 16あなたの子らは父祖に代っ

て立ち、あなたは彼らを全地に君とするであろう

。 17わたしはあなたの名をよろず代におぼえさ

せる。このゆえにもろもろの民は世々かぎりなく

あなたをほめたたえるであろう。

46聖歌隊の指揮者によって女の声のしらべにあ
わせてうたわせたコラの子の歌神はわれら

の避け所また力である。悩める時のいと近き助け

である。 2このゆえに、たとい地は変り、山は海

の真中に移るとも、われらは恐れない。 3たとい

その水は鳴りとどろき、あわだつとも、そのさわ

ぎによって山は震え動くとも、われらは恐れない

。 (セラ) 4一つの川がある。その流れは神の都

を喜ばせ、いと高き者の聖なるすまいを喜ばせる

。 5神がその中におられるので、都はゆるがない

。神は朝はやく、これを助けられる。 6もろもろ

の民は騒ぎたち、もろもろの国は揺れ動く、神が

その声を出されると地は溶ける。 7万軍の主はわ

れらと共におられる、ヤコブの神はわれらの避け

所である。 (セラ) 8来て、主のみわざを見よ、

主は驚くべきことを地に行われた。 9主は地のは

てまでも戦いをやめさせ、弓を折り、やりを断ち

、戦車を火で焼かれる。 10「静まって、わたし

こそ神であることを知れ。わたしはもろもろの国

民のうちにあがめられ、全地にあがめられる」。

11万軍の主はわれらと共におられる、ヤコブの神

はわれらの避け所である。 (セラ)

47聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
の歌もろもろの民よ、手をうち、喜びの声

をあげ、神にむかって叫べ。 2いと高き主は恐る

べく、全地をしろしめす大いなる王だからである

。 3主はもろもろの民をわれらに従わせ、もろも

ろの国をわれらの足の下に従わせられた。 4主は

その愛されたヤコブの誇をわれらの嗣業として、

われらのために選ばれた。 (セラ) 5神は喜び叫

ぶ声と共にのぼり、主はラッパの声と共にのぼら

れた。 6神をほめうたえよ、ほめうたえよ、われ
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らの王をほめうたえよ、ほめうたえよ。 7神は全

地の王である。巧みな歌をもってほめうたえよ。

8神はもろもろの国民を統べ治められる。神はそ

の聖なるみくらに座せられる。 9もろもろの民の

君たちはつどい来て、アブラハムの神の民となる

。地のもろもろの盾は神のものである。神は大い

にあがめられる。

48コラの子の歌、さんび主は大いなる神であ
って、われらの神の都、その聖なる山で、大

いにほめたたえらるべき方である。 2シオンの山

は北の端が高くて、うるわしく、全地の喜びであ

り、大いなる王の都である。 3そのもろもろの殿

のうちに神はみずからを高きやぐらとして現され

た。 4見よ、王らは相会して共に進んできたが、

5彼らは都を見るや驚き、あわてふためき、急ぎ

逃げ去った。 6おののきは彼らに臨み、その苦し

みは産みの苦しみをする女のようであった。 7あ

なたは東風を起してタルシシの舟を破られた。 8

さきにわれらが聞いたように、今われらは万軍の

主の都、われらの神の都でこれを見ることができ

た。神はとこしえにこの都を堅くされる。(セラ

) 9神よ、われらはあなたの宮のうちであなたの

いつくしみを思いました。 10神よ、あなたの誉

は、あなたのみ名のように、地のはてにまで及び

ます。あなたの右の手は勝利で満ちています。 11

あなたのさばきのゆえに、シオンの山を喜ばせ、

ユダの娘を楽しませてください。 12シオンのま

わりを歩き、あまねくめぐって、そのやぐらを数

え、 13その城壁に心をとめ、そのもろもろの殿

をしらべよ。これはあなたがたが後の代に語り伝

えるためである。 14これこそ神であり、世々か

ぎりなくわれらの神であって、とこしえにわれら

を導かれるであろう。

49聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
の歌もろもろの民よ、これを聞け、すべて

世に住む者よ、耳を傾けよ。 2低きも高きも、富

めるも貧しきも、共に耳を傾けよ。 3わが口は知

恵を語り、わが心は知識を思う。 4わたしは耳を

たとえに傾け、琴を鳴らして、わたしのなぞを解

き明かそう。 5わたしをしえたげる者の不義がわ

たしを取り囲む悩みの日に、どうして恐れなけれ

ばならないのか。 6彼らはおのが富をたのみ、そ

のたからの多いのを誇る人々である。 7まことに

人はだれも自分をあがなうことはできない。その

いのちの価を神に払うことはできない。 9とこし

えに生きながらえて、墓を見ないためにそのいの

ちをあがなうには、あまりに価高くて、それを満

足に払うことができないからである。 10まこと

に賢い人も死に、愚かな者も、獣のような者も、

ひとしく滅んで、その富を他人に残すことは人の

見るところである。 11たとい彼らはその地を自

分の名をもって呼んでも、墓こそ彼らのとこしえ

のすまい、世々彼らのすみかである。 12人は栄

華のうちに長くとどまることはできない、滅びう

せる獣にひとしい。 13これぞ自分をたのむ愚か

な者どもの成りゆき、自分の分け前を喜ぶ者ども

の果である。 (セラ) 14彼らは陰府に定められた

羊のように死が彼らを牧するであろう。彼らはま

っすぐに墓に下り、そのかたちは消えうせ、陰府

が彼らのすまいとなるであろう。 (Sheol h7585) 15し

かし神はわたしを受けられるゆえ、わたしの魂を

陰府の力からあがなわれる。 (セラ) (Sheol h7585) 16

人が富を得るときも、その家の栄えが増し加わる

ときも、恐れてはならない。 17彼が死ぬときは

何ひとつ携え行くことができず、その栄えも彼に

従って下って行くことはないからである。 18た

とい彼が生きながらえる間、自分を幸福と思って

も、またみずから幸な時に、人々から称賛されて

も、 19彼はついにおのれの先祖の仲間に連なる

。彼らは絶えて光を見ることがない。 20人は栄

華のうちに長くとどまることはできない。滅びう

せる獣にひとしい。

50アサフの歌全能者なる神、主は詔して、日
の出るところから日の入るところまであまね

く地に住む者を召し集められる。 2神は麗しさの

きわみであるシオンから光を放たれる。 3われら

の神は来て、もだされない。み前には焼きつくす

火があり、そのまわりには、はげしい暴風がある

。 4神はその民をさばくために、上なる天および

地に呼ばわれる、 5「いけにえをもってわたしと

契約を結んだわが聖徒をわたしのもとに集めよ」

と。 6天は神の義をあらわす、神はみずから、さ

ばきぬしだからである。 (セラ) 7「わが民よ、

聞け、わたしは言う。イスラエルよ、わたしはあ

なたにむかってあかしをなす。わたしは神、あな

たの神である。 8わたしがあなたを責めるのは、

あなたのいけにえのゆえではない。あなたの燔祭

はいつもわたしの前にある。 9わたしはあなたの
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家から雄牛を取らない。またあなたのおりから雄

やぎを取らない。 10林のすべての獣はわたしの

もの、丘の上の千々の家畜もわたしのものである

。 11わたしは空の鳥をことごとく知っている。

野に動くすべてのものはわたしのものである。 12

たといわたしは飢えても、あなたに告げない、世

界とその中に満ちるものとはわたしのものだから

である。 13わたしは雄牛の肉を食べ、雄やぎの

血を飲むだろうか。 14感謝のいけにえを神にさ

さげよ。あなたの誓いをいと高き者に果せ。 15

悩みの日にわたしを呼べ、わたしはあなたを助け

、あなたはわたしをあがめるであろう」。 16し

かし神は悪しき者に言われる、「あなたはなんの

権利があってわたしの定めを述べ、わたしの契約

を口にするのか。 17あなたは教を憎み、わたし

の言葉を捨て去った。 18あなたは盗びとを見れ

ばこれとむつみ、姦淫を行う者と交わる。 19あ

なたはその口を悪にわたし、あなたの舌はたばか

りを仕組む。 20あなたは座してその兄弟をそし

り、自分の母の子をののしる。 21あなたがこれ

らの事をしたのを、わたしが黙っていたので、あ

なたはわたしを全く自分とひとしい者と思った。

しかしわたしはあなたを責め、あなたの目の前に

その罪をならべる。 22神を忘れる者よ、このこ

とを思え。さもないとわたしはあなたをかき裂く

。そのときだれも助ける者はないであろう。 23

感謝のいけにえをささげる者はわたしをあがめる

。自分のおこないを慎む者にはわたしは神の救を

示す」。

51聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌、これはダビデがバテセバに通った後預言

者ナタンがきたときによんだもの神よ、あなた

のいつくしみによって、わたしをあわれみ、あな

たの豊かなあわれみによって、わたしのもろもろ

のとがをぬぐい去ってください。 2わたしの不義

をことごとく洗い去り、わたしの罪からわたしを

清めてください。 3わたしは自分のとがを知って

います。わたしの罪はいつもわたしの前にありま

す。 4わたしはあなたにむかい、ただあなたに罪

を犯し、あなたの前に悪い事を行いました。それ

ゆえ、あなたが宣告をお与えになるときは正しく

、あなたが人をさばかれるときは誤りがありませ

ん。 5見よ、わたしは不義のなかに生れました。

わたしの母は罪のうちにわたしをみごもりました

。 6見よ、あなたは真実を心のうちに求められま

す。それゆえ、わたしの隠れた心に知恵を教えて

ください。 7ヒソプをもって、わたしを清めてく

ださい、わたしは清くなるでしょう。わたしを洗

ってください、わたしは雪よりも白くなるでしょ

う。 8わたしに喜びと楽しみとを満たし、あなた

が砕いた骨を喜ばせてください。 9み顔をわたし

の罪から隠し、わたしの不義をことごとくぬぐい

去ってください。 10神よ、わたしのために清い

心をつくり、わたしのうちに新しい、正しい霊を

与えてください。 11わたしをみ前から捨てない

でください。あなたの聖なる霊をわたしから取ら

ないでください。 12あなたの救の喜びをわたし

に返し、自由の霊をもって、わたしをささえてく

ださい。 13そうすればわたしは、とがを犯した

者にあなたの道を教え、罪びとはあなたに帰って

くるでしょう。 14神よ、わが救の神よ、血を流

した罪からわたしを助け出してください。わたし

の舌は声高らかにあなたの義を歌うでしょう。 15

主よ、わたしのくちびるを開いてください。わた

しの口はあなたの誉をあらわすでしょう。 16あ

なたはいけにえを好まれません。たといわたしが

燔祭をささげてもあなたは喜ばれないでしょう。

17神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ

、あなたは砕けた悔いた心をかろしめられません

。 18あなたのみこころにしたがってシオンに恵

みを施し、エルサレムの城壁を築きなおしてくだ

さい。 19その時あなたは義のいけにえと燔祭と

、全き燔祭とを喜ばれるでしょう。その時あなた

の祭壇に雄牛がささげられるでしょう。

52聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
マスキールの歌。これはエドムびとドエグが

サウルにきて、「ダビデはアヒメレクの家にきた

」と告げたときにダビデがよんだもの力ある者

よ、何ゆえあなたは神を敬う人に与えた災につい

て誇るのか。あなたはひねもす人を滅ぼすことを

たくらむ。 2虚偽を行う者よ、あなたの舌は鋭い

かみそりのようだ。 3あなたは善よりも悪を好み

、まことを語るよりも偽りを語ることを好む。

(セラ) 4欺きの舌よ、あなたはすべての滅ぼす言

葉を好む。 5しかし神はとこしえにあなたを砕き

、あなたを捕えて、その天幕から引き離し、生け

る者の地から、あなたの根を絶やされる。(セラ

) 6正しい者はこれを見て恐れ、彼を笑って言う
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であろう、 7「神をおのが避け所とせず、その富

の豊かなるを頼み、その宝に寄り頼む人を見よ」

と。 8しかし、わたしは神の家にある緑のオリブ

の木のようだ。わたしは世々かぎりなく神のいつ

くしみを頼む。 9あなたがこの事をなされたので

、わたしはとこしえに、あなたに感謝し、聖徒の

前であなたのみ名をふれ示そう。これはよいこと

だからである。

53聖歌隊の指揮者によってマハラテのしらべに
あわせてうたわせたダビデのマスキールの歌

愚かな者は心のうちに「神はない」と言う。彼ら

は腐れはて、憎むべき不義をおこなった。善を行

う者はない。 2神は天から人の子を見おろして、

賢い者、神を尋ね求める者があるかないかを見ら

れた。 3彼らは皆そむき、みなひとしく堕落した

。善を行う者はない、ひとりもない。 4悪を行う

者は悟りがないのか。彼らは物食うようにわが民

を食らい、また神を呼ぶことをしない。 5彼らは

恐るべきことのない時に大いに恐れた。神はよこ

しまな者の骨を散らされるからである。神が彼ら

を捨てられるので、彼らは恥をこうむるであろう

。 6どうか、シオンからイスラエルの救が出るよ

うに。神がその民の繁栄を回復される時、ヤコブ

は喜び、イスラエルは楽しむであろう。

54聖歌隊の指揮者によって琴をもってうたわせ
たダビデのマスキールの歌。これはジフびと

がサウルにきて、「ダビデはわれらのうちに隠れ

ている」と言った時によんだもの神よ、み名に

よってわたしを救い、み力によってわたしをさば

いてください。 2神よ、わたしの祈をきき、わが

口の言葉に耳を傾けてください。 3高ぶる者がわ

たしに逆らって起り、あらぶる者がわたしのいの

ちを求めています。彼らは神をおのが前に置くこ

とをしません。 (セラ) 4見よ、神はわが助けぬ

し、主はわがいのちを守られるかたです。 5神は

わたしのあだに災をもって報いられるでしょう。

あなたのまことをもって彼らを滅ぼしてください

。 6わたしは喜んであなたにいけにえをささげま

す。主よ、わたしはみ名に感謝します。これはよ

い事だからです。 7あなたはすべての悩みからわ

たしを救い、わたしの目に敵の敗北を見させられ

たからです。

55聖歌隊の指揮者によって琴をもってうたわせ
たダビデのマスキールの歌神よ、わたしの

祈に耳を傾けてください。わたしの願いを避けて

身を隠さないでください。 2わたしにみこころを

とめ、わたしに答えてください。わたしは悩みに

よって弱りはて、 3敵の声と、悪しき者のしえた

げとによって気が狂いそうです。彼らはわたしに

悩みを臨ませ、怒ってわたしを苦しめるからです

。 4わたしの心はわがうちにもだえ苦しみ、死の

恐れがわたしの上に落ちました。 5恐れとおのの

きがわたしに臨み、はなはだしい恐れがわたしを

おおいました。 6わたしは言います、「どうか、

はとのように翼をもちたいものだ。そうすればわ

たしは飛び去って安きを得るであろう。 7わたし

は遠くのがれ去って、野に宿ろう。 (セラ) 8わ

たしは急ぎ避難して、はやてとあらしをのがれよ

う」と。 9主よ、彼らのはかりごとを打ち破って

ください。彼らの舌を混乱させてください。わた

しは町のうちに暴力と争いとを見るからです。 10

彼らは昼も夜も町の城壁の上を歩きめぐり、町の

うちには害悪と悩みとがあります。 11また滅ぼ

す事が町のうちにあり、しえたげと欺きとはその

市場を離れることがありません。 12わたしをの

のしる者は敵ではありません。もしそうであるな

らば忍ぶことができます。わたしにむかって高ぶ

る者はあだではありません。もしそうであるなら

ば身を隠して彼を避けることができます。 13し

かしそれはあなたです、わたしと同じ者、わたし

の同僚、わたしの親しい友です。 14われらはた

がいに楽しく語らい、つれだって神の宮に上りま

した。 15どうぞ、死を彼らに臨ませ、生きたま

まで陰府に下らせ、恐れをもって彼らを墓に去ら

せてください。 (Sheol h7585) 16しかしわたしが神に

呼ばわれば、主はわたしを救われます。 17夕べ

に、あしたに、真昼にわたしが嘆きうめけば、主

はわたしの声を聞かれます。 18たといわたしを

攻める者が多くとも、主はわたしがたたかう戦い

からわたしを安らかに救い出されます。 19昔か

らみくらに座しておられる神は聞いて彼らを悩ま

されるでしょう。[セラ彼らはおきてを守らず、

神を恐れないからです。 20わたしの友はその親

しき者に手を伸ばして、その契約を破った。 21

その口は牛酪よりもなめらかだが、その心には戦

いがある。その言葉は油よりもやわらかだが、そ

れは抜いたつるぎである。 22あなたの荷を主に
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ゆだねよ。主はあなたをささえられる。主は正し

い人の動かされるのを決してゆるされない。 23

しかし主よ、あなたは彼らを滅びの穴に投げ入れ

られます。血を流す者と欺く者とはおのが日の半

ばも生きながらえることはできません。しかしわ

たしはあなたに寄り頼みます。

56聖歌隊の指揮者によって、「遠き所におる音
をたてぬはと」のしらべにあわせてうたわせ

たダビデのミクタムの歌。これはダビデがガテで

ペリシテびとに捕えられたときによんだもの神

よ、どうかわたしをあわれんでください。人々が

わたしを踏みつけ、あだする人々がひねもすわた

しをしえたげます。 2わたしの敵はひねもすわた

しを踏みつけ、誇りたかぶって、わたしと戦う者

が多いのです。 3わたしが恐れるときは、あなた

に寄り頼みます。 4わたしは神によって、そのみ

言葉をほめたたえます。わたしは神に信頼するゆ

え、恐れることはありません。肉なる者はわたし

に何をなし得ましょうか。 5彼らはひねもすわた

しの事を妨害し、その思いはことごとくわたしに

わざわいします。 6彼らは共に集まって身をひそ

め、わたしの歩みに目をとめ、わたしのいのちを

うかがい求めます。 7神よ、彼らにその罪を報い

、憤りをもってもろもろの民を倒してください。

8あなたはわたしのさすらいを数えられました。

わたしの涙をあなたの皮袋にたくわえてください

。これは皆あなたの書にしるされているではあり

ませんか。 9わたしが呼び求める日に、わたしの

敵は退きます。これによって神がわたしを守られ

ることを知ります。 10わたしは神によってその

み言葉をほめたたえ、主によってそのみ言葉をほ

めたたえます。 11わたしは神に信頼するゆえ、

恐れることはありません。人はわたしに何をなし

得ましょうか。 12神よ、わたしがあなたに立て

た誓いは果さなければなりません。わたしは感謝

の供え物をあなたにささげます。 13あなたはわ

たしの魂を死から救い、わたしの足を守って倒れ

ることなく、いのちの光のうちで神の前にわたし

を歩ませられたからです。

57聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」とい
うしらべにあわせてうたわせたダビデのミク

タムの歌。これはダビデが洞にはいってサウルの

手をのがれたときによんだもの神よ、わたしを

あわれんでください。わたしをあわれんでくださ

い。わたしの魂はあなたに寄り頼みます。滅びの

あらしの過ぎ去るまではあなたの翼の陰をわたし

の避け所とします。 2わたしはいと高き神に呼ば

わります。わたしのためにすべての事をなしとげ

られる神に呼ばわります。 3神は天から送ってわ

たしを救い、わたしを踏みつける者をはずかしめ

られます。[セラすなわち神はそのいつくしみと

まこととを送られるのです。 4わたしは人の子ら

をむさぼり食らうししの中に横たわっています。

彼らの歯はほこ、また矢、彼らの舌は鋭いつるぎ

です。 5神よ、みずからを天よりも高くし、みさ

かえを全地の上にあげてください。 6彼らはわた

しの足を捕えようと網を設けました。わたしの魂

はうなだれました。彼らはわたしの前に穴を掘り

ました。しかし彼らはみずからその中に陥ったの

です。 (セラ) 7神よ、わたしの心は定まりまし

た。わたしの心は定まりました。わたしは歌い、

かつほめたたえます。 8わが魂よ、さめよ。立琴

よ、琴よ、さめよ。わたしはしののめを呼びさま

します。 9主よ、わたしはもろもろの民の中であ

なたに感謝し、もろもろの国の中であなたをほめ

たたえます。 10あなたのいつくしみは大きく、

天にまで及び、あなたのまことは雲にまで及びま

す。 11神よ、みずからを天よりも高くし、みさ

かえを全地の上にあげてください。

58聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」とい
うしらべにあわせてうたわせたダビデのミク

タムの歌あなたがた力ある者よ、まことにあな

たがたは正しい事を語り、公平をもって人の子ら

をさばくのか。 2否、あなたがたは心のうちに悪

い事をたくらみ、その手は地に暴虐を行う。 3悪

しき者は胎を出た時から、そむき去り、生れ出た

時から、あやまちを犯し、偽りを語る。 5彼らは

へびの毒のような毒をもち、魔法使または巧みに

呪文を唱える者の声を聞かない耳をふさぐ耳しい

のまむしのようである。 6神よ、彼らの口の歯を

折ってください。主よ、若いししのきばを抜き砕

いてください。 7彼らを流れゆく水のように消え

去らせ、踏み倒される若草のように衰えさせてく

ださい。 8また溶けてどろどろになるかたつむり

のように、時ならず生れた日を見ぬ子のようにし

てください。 9あなたがたの釜がまだいばらの熱

を感じない前に青いのも、燃えているのも共につ

むじ風に吹き払われるように彼らを吹き払ってく
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ださい。 10正しい者は復讐を見て喜び、その足

を悪しき者の血で洗うであろう。 11そして人々

は言うであろう、「まことに正しい者には報いが

ある。まことに地にさばきを行われる神がある」

と。

59聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」とい
うしらべにあわせてうたわせたダビデのミク

タムの歌。これはサウルがダビデを殺そうとして

人をつかわし、その家をうかがわせたときダビデ

のよんだものわが神よ、どうかわたしをわが敵

から助け出し、わたしに逆らって起りたつ者から

お守りください。 2悪を行う者からわたしを助け

出し、血を流す人からわたしをお救いください。

3見よ、彼らはひそみかくれて、わたしの命をう

かがい、力ある人々が共に集まってわたしを攻め

ます。主よ、わたしにとがも罪もなく、 4わたし

にあやまちもないのに、彼らは走りまわって備え

をします。わたしを助けるために目をさまして、

ごらんください。 5万軍の神、主よ、あなたはイ

スラエルの神です。目をさまして、もろもろの国

民を罰し、悪をたくらむ者どもに、あわれみを施

さないでください。 (セラ) 6彼らは夕ごとに帰

ってきて、犬のようにほえて町をあさりまわる。

7見よ、彼らはその口をもってほえ叫び、そのく

ちびるをもってうなり、「だれが聞くものか」と

言う。 8しかし、主よ、あなたは彼らを笑い、も

ろもろの国民をあざけり笑われる。 9わが力よ、

わたしはあなたにむかってほめ歌います。神よ、

あなたはわたしの高きやぐらです。 10わが神は

そのいつくしみをもってわたしを迎えられる。わ

が神はわたしに敵の敗北を見させられる。 11ど

うぞ、わが民の忘れることのないために、彼らを

殺さないでください。主、われらの盾よ、み力を

もって彼らをよろめかせ、彼らを倒れさせないで

ください。 12彼らの口の罪、そのくちびるの言

葉のために彼らをその高ぶりに捕われさせてくだ

さい。彼らが語るのろいと偽りのために 13憤り

をもって彼らを滅ぼし、もはやながらえることの

ないまでに、彼らを滅ぼしてください。そうすれ

ば地のはてまで、人々は神がヤコブを治められる

ことを知るに至るでしょう。 (セラ) 14彼らは夕

ごとに帰ってきて、犬のようにほえて町をあさり

まわる。 15彼らは食い物のためにあるきまわり

、飽くことを得なければ怒りうなる。 16しかし

、わたしはあなたのみ力をうたい、朝には声をあ

げてみいつくしみを歌います。あなたはわたしの

悩みの日にわが高きやぐらとなり、わたしの避け

所となられたからです。 17わが力よ、わたしは

あなたにむかってほめうたいます。神よ、あなた

はわが高きやぐら、わたしにいつくしみを賜わる

神であられるからです。

60聖歌隊の指揮者によって、「あかしのゆり」
というしらべにあわせて教のためにうたわせ

たダビデのミクタムの歌。これはダビデが、アラ

ムナハライムおよびアラムゾバと戦ったとき、ヨ

アブがその帰りに、塩の谷でエドムびと一万二千

人を殺したときによんだもの神よ、あなたはわ

れらを捨て、われらを打ち破られました。あなた

は憤られました。再びわれらをかえしてください

。 2あなたは国を震わせ、これを裂かれました。

その破れをいやしてください。国が揺れ動くので

す。 3あなたはその民に耐えがたい事をさせ、人

をよろめかす酒をわれらに飲ませられました。 4

あなたは弓の前からのがれた者を再び集めようと

あなたを恐れる者のために一つの旗を立てられま

した。 (セラ) 5あなたの愛される者が助けを得

るために、右の手をもって勝利を与え、われらに

答えてください。 6神はその聖所で言われた、「

わたしは大いなる喜びをもってシケムを分かち、

スコテの谷を分かち与えよう。 7ギレアデはわた

しのもの、マナセもわたしのものである。エフラ

イムはわたしのかぶと、ユダはわたしのつえであ

る。 8モアブはわたしの足だらい、エドムにはわ

たしのくつを投げる。ペリシテについては、かち

どきをあげる」と。 9だれがわたしを堅固な町に

至らせるでしょうか。だれがわたしをエドムに導

くでしょうか。 10神よ、あなたはわれらを捨て

られたではありませんか。神よ、あなたはわれら

の軍勢と共に出て行かれません。 11われらに助

けを与えて、あだにむかわせてください。人の助

けはむなしいのです。 12われらは神によって勇

ましく働きます。われらのあだを踏みにじる者は

神だからです。

61聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわ
せたダビデの歌神よ、わたしの叫びを聞い

てください。わたしの祈に耳を傾けてください。

2わが心のくずおれるとき、わたしは地のはてか

らあなたに呼ばわります。わたしを導いてわたし
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の及びがたいほどの高い岩にのぼらせてください

。 3あなたはわたしの避け所、敵に対する堅固な

やぐらです。 4わたしをとこしえにあなたの幕屋

に住まわせ、あなたの翼の陰にのがれさせてくだ

さい。 (セラ) 5神よ、あなたはわたしのもろも

ろの誓いを聞き、み名を恐れる者に賜わる嗣業を

わたしに与えられました。 6どうか王のいのちを

延ばし、そのよわいをよろずよに至らせてくださ

い。 7彼をとこしえに神の前に王たらしめ、いつ

くしみとまこととに命じて彼を守らせてください

。 8そうすればわたしはとこしえにみ名をほめう

たい、日ごとにわたしのもろもろの誓いを果すで

しょう。

62聖歌隊の指揮者によってエドトンのしらべに
したがってうたわせたダビデの歌わが魂は

もだしてただ神をまつ。わが救は神から来る。 2

神こそわが岩、わが救、わが高きやぐらである。

わたしはいたく動かされることはない。 3あなた

がたは、いつまで人に押し迫るのか。あなたがた

は皆、傾いた石がきのように、揺り動くまがきの

ように人を倒そうとするのか。 4彼らは人を尊い

地位から落そうとのみはかり、偽りを喜び、その

口では祝福し、心のうちではのろうのである。

(セラ) 5わが魂はもだしてただ神をまつ。わが望

みは神から来るからである。 6神こそわが岩、わ

が救、わが高きやぐらである。わたしは動かされ

ることはない。 7わが救とわが誉とは神にある。

神はわが力の岩、わが避け所である。 8民よ、い

かなる時にも神に信頼せよ。そのみ前にあなたが

たの心を注ぎ出せ。神はわれらの避け所である。

(セラ) 9低い人はむなしく、高い人は偽りである

。彼らをはかりにおけば、彼らは共に息よりも軽

い。 10あなたがたは、しえたげにたよってはな

らない。かすめ奪うことに、むなしい望みをおい

てはならない。富の増し加わるとき、これに心を

かけてはならない。 11神はひとたび言われた、

わたしはふたたびこれを聞いた、力は神に属する

ことを。 12主よ、いつくしみもまたあなたに属

することを。あなたは人おのおののわざにしたが

って報いられるからである。

63ユダの野にあったときによんだダビデの歌
神よ、あなたはわたしの神、わたしは切にあ

なたをたずね求め、わが魂はあなたをかわき望む

。水なき、かわき衰えた地にあるように、わが肉

体はあなたを慕いこがれる。 2それでわたしはあ

なたの力と栄えとを見ようと、聖所にあって目を

あなたに注いだ。 3あなたのいつくしみは、いの

ちにもまさるゆえ、わがくちびるはあなたをほめ

たたえる。 4わたしは生きながらえる間、あなた

をほめ、手をあげて、み名を呼びまつる。 6わた

しが床の上であなたを思いだし、夜のふけるまま

にあなたを深く思うとき、わたしの魂は髄とあぶ

らとをもってもてなされるように飽き足り、わた

しの口は喜びのくちびるをもってあなたをほめた

たえる。 7あなたはわたしの助けとなられたゆえ

、わたしはあなたの翼の陰で喜び歌う。 8わたし

の魂はあなたにすがりつき、あなたの右の手はわ

たしをささえられる。 9しかしわたしの魂を滅ぼ

そうとたずね求める者は地の深き所に行き、 10

つるぎの力にわたされ、山犬のえじきとなる。 11

しかし王は神にあって喜び、神によって誓う者は

みな誇ることができる。偽りを言う者の口はふさ

がれるからである。

64聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌神よ、わたしが嘆き訴えるとき、わたし

の声をお聞きください。敵の恐れからわたしの命

をお守りください。 2わたしを隠して、悪を行う

者のひそかなはかりごとから免れさせ、不義を行

う者のはかりごとから免れさせてください。 3彼

らはその舌をつるぎのようにとぎ、苦い言葉を矢

のように放ち、 4隠れた所から罪なき者を射よう

とする。にわかに彼を射て恐れることがない。 5

彼らは悪い企てを固くたもち、共にはかり、ひそ

かにわなをかけて言う、「だれがわれらを見破る

ことができるか。 6だれがわれらの罪をたずね出

すことができるか。われらは巧みに、はかりごと

を考えめぐらしたのだ」と。人の内なる思いと心

とは深い。 7しかし神は矢をもって彼らを射られ

る。彼らはにわかに傷をうけるであろう。 8神は

彼らの舌のゆえに彼らを滅ぼされる。彼らを見る

者は皆そのこうべを振るであろう。 9その時すべ

ての人は恐れ、神のみわざを宣べ伝え、そのなさ

れた事を考えるであろう。 10正しい人は主にあ

って喜び、かつ主に寄り頼む。すべて心の直き者

は誇ることができる。

65聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌、さんび神よ、シオンにて、あなたをほ

めたたえることはふさわしいことである。人はあ
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なたに誓いを果すであろう。 3祈を聞かれる方よ

、すべての肉なる者は罪のゆえにあなたに来る。

われらのとががわれらに打ち勝つとき、あなたは

これをゆるされる。 4あなたに選ばれ、あなたに

近づけられて、あなたの大庭に住む人はさいわい

である。われらはあなたの家、あなたの聖なる宮

の恵みによって飽くことができる。 5われらの救

の神よ、地のもろもろのはてと、遠き海の望みで

あるあなたは恐るべきわざにより、救をもってわ

れらに答えられる。 6あなたは大能を帯び、その

み力によって、もろもろの山を堅く立たせられる

。 7あなたは海の響き、大波の響き、もろもろの

民の騒ぎを静められる。 8それゆえ、地のはてに

住む人々も、あなたのもろもろのしるしを見て恐

れる。あなたは朝と夕の出る所をして喜び歌わせ

られる。 9あなたは地に臨んで、これに水をそそ

ぎ、これを大いに豊かにされる。神の川は水で満

ちている。あなたはそのように備えして彼らに穀

物を与えられる。 10あなたはその田みぞを豊か

にうるおし、そのうねを整え、夕立ちをもってそ

れを柔らかにし、そのもえ出るのを祝福し、 11

またその恵みをもって年の冠とされる。あなたの

道にはあぶらがしたたる。 12野の牧場はしたた

り、小山は喜びをまとい、 13牧場は羊の群れを

着、もろもろの谷は穀物をもっておおわれ、彼ら

は喜び呼ばわって共に歌う。

66聖歌隊の指揮者によってうたわせた歌、さ
んび全地よ、神にむかって喜び呼ばわれ。 2

そのみ名の栄光を歌え。栄えあるさんびをささげ

よ。 3神に告げよ。「あなたのもろもろのみわざ

は恐るべきかな。大いなるみ力によって、あなた

の敵はみ前に屈服し、 4全地はあなたを拝み、あ

なたをほめうたい、み名をほめうたうであろう」

と。 (セラ) 5来て、神のみわざを見よ。人の子

らにむかってなされることは恐るべきかな。 6神

は海を変えて、かわいた地とされた。人々は徒歩

で川を渡った。その所でわれらは神を喜んだ。 7

神は大能をもって、とこしえに統べ治め、その目

はもろもろの国民を監視される。そむく者はみず

からを高くしてはならない。 (セラ) 8もろもろ

の民よ、われらの神をほめよ。神をほめたたえる

声を聞えさせよ。 9神はわれらを生きながらえさ

せ、われらの足のすべるのをゆるされない。 10

神よ、あなたはわれらを試み、しろがねを練るよ

うに、われらを練られた。 11あなたはわれらを

網にひきいれ、われらの腰に重き荷を置き、 12

人々にわれらの頭の上を乗り越えさせられた。わ

れらは火の中、水の中を通った。しかしあなたは

われらを広い所に導き出された。 13わたしは燔

祭をもってあなたの家に行き、わたしの誓いをあ

なたに果します。 14これはわたしが悩みにあっ

たとき、わたしのくちびるの言い出したもの、わ

たしの口が約束したものです。 15わたしは肥え

たものの燔祭を雄羊のいけにえの煙と共にあなた

にささげ、雄牛と雄やぎとをささげます。(セラ

) 16すべて神を恐れる者よ、来て聞け。神がわた

しのためになされたことを告げよう。 17わたし

は声をあげて神に呼ばわり、わが舌をもって神を

あがめた。 18もしわたしが心に不義をいだいて

いたならば、主はお聞きにならないであろう。 19

しかし、まことに神はお聞きになり、わが祈の声

にみこころをとめられた。 20神はほむべきかな

。神はわが祈をしりぞけず、そのいつくしみをわ

たしから取り去られなかった。

67聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわ
せた歌、さんびどうか、神がわれらをあわ

れみ、われらを祝福し、そのみ顔をわれらの上に

照されるように。 (セラ) 2これはあなたの道が

あまねく地に知られ、あなたの救の力がもろもろ

の国民のうちに知られるためです。 3神よ、民ら

にあなたをほめたたえさせ、もろもろの民にあな

たをほめたたえさせてください。 4もろもろの国

民を楽しませ、また喜び歌わせてください。あな

たは公平をもってもろもろの民をさばき、地の上

なるもろもろの国民を導かれるからです。(セラ

) 5神よ、民らにあなたをほめたたえさせ、もろ

もろの民にあなたをほめたたえさせてください。

6地はその産物を出しました。神、われらの神は

われらを祝福されました。 7神はわれらを祝福さ

れました。地のもろもろのはてにことごとく神を

恐れさせてください。

68聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌、さんび神よ、立ちあがって、その敵を

散らし、神を憎む者をみ前から逃げ去らせてくだ

さい。 2煙の追いやられるように彼らを追いやり

、ろうの火の前に溶けるように悪しき者を神の前

に滅ぼしてください。 3しかし正しい者を喜ばせ

、神の前に喜び踊らせ、喜び楽しませてください



詩篇 478

。 4神にむかって歌え、そのみ名をほめうたえ。

雲に乗られる者にむかって歌声をあげよ。その名

は主、そのみ前に喜び踊れ。 5その聖なるすまい

におられる神はみなしごの父、やもめの保護者で

ある。 6神は寄るべなき者に住むべき家を与え、

めしゅうどを解いて幸福に導かれる。しかしそむ

く者はかわいた地に住む。 7神よ、あなたが民に

先だち出て、荒野を進み行かれたとき、 (セラ) 8

シナイの主なる神の前に、イスラエルの神なる神

の前に、地は震い、天は雨を降らせました。 9神

よ、あなたは豊かな雨を降らせて、疲れ衰えたあ

なたの嗣業の地を回復され、 10あなたの群れは

、そのうちにすまいを得ました。神よ、あなたは

恵みをもって貧しい者のために備えられました。

11主は命令を下される。おとずれを携えた女たち

の大いなる群れは言う、 12「もろもろの軍勢の

王たちは逃げ去り、逃げ去った」と。家にとどま

る女たちは獲物を分ける、 13たとい彼らは羊の

おりの中にとどまるとも。はとの翼は、しろがね

をもっておおわれ、その羽はきらめくこがねをも

っておおわれる。 14全能者がかしこで王たちを

散らされたとき、ザルモンに雪が降った。 15神

の山、バシャンの山、峰かさなる山、バシャンの

山よ。 16峰かさなるもろもろの山よ、何ゆえ神

がすまいにと望まれた山をねたみ見るのか。まこ

とに主はとこしえにそこに住まわれる。 17主は

神のいくさ車幾千万をもって、シナイから聖所に

来られた。 18あなたはとりこを率い、人々のう

ちから、またそむく者のうちから贈り物をうけて

、高い山に登られた。主なる神がそこに住まわれ

るためである。 19日々にわれらの荷を負われる

主はほむべきかな。神はわれらの救である。(セ

ラ) 20われらの神は救の神である。死からのがれ

得るのは主なる神による。 21神はその敵のこう

べを打ち砕き、おのがとがの中に歩む者の毛深い

頭のいただきを打ち砕かれる。 22主は言われた

、「わたしはバシャンから彼らを携え帰り、海の

深い所から彼らを携え帰る。 23あなたはその足

を彼らの血に浸し、あなたの犬の舌はその分け前

を敵から得るであろう」と。 24神よ、人々はあ

なたのこうごうしい行列を見た。わが神、わが王

の、聖所に進み行かれるのを見た。 25歌う者は

前に行き、琴をひく者はあとになり、おとめらは

その間にあって手鼓を打って言う、 26「大いな

る集会で神をほめよ。イスラエルの源から出た者

よ、主をほめまつれ」と。 27そこに彼らを導く

年若いベニヤミンがおり、その群れの中にユダの

君たちがおり、ゼブルンの君たち、ナフタリの君

たちがいる。 28神よ、あなたの大能を奮い起し

てください。われらのために事をなされた神よ、

あなたの力をお示しください。 29エルサレムに

あるあなたの宮のために、王たちはあなたに贈り

物をささげるでしょう。 30葦の中に住む獣、も

ろもろの民の子牛を率いる雄牛の群れをいましめ

てください。みつぎ物をむさぼる者たちを足の下

に踏みつけ、戦いを好むもろもろの民を散らして

ください。 31青銅をエジプトから持ちきたらせ

、エチオピヤには急いでその手を神に伸べさせて

ください。 32地のもろもろの国よ、神にむかっ

て歌え、主をほめうたえ。 (セラ) 33いにしえか

らの天の天に乗られる主にむかってほめうたえ。

見よ、主はみ声を出し、力あるみ声を出される。

34力を神に帰せよ。その威光はイスラエルの上に

あり、その力は雲の中にある。 35神はその聖所

で恐るべく、イスラエルの神はその民に力と勢い

とを与えられる。神はほむべきかな。

69聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべに
あわせてうたわせたダビデの歌神よ、わた

しをお救いください。大水が流れ来て、わたしの

首にまで達しました。 2わたしは足がかりもない

深い泥の中に沈みました。わたしは深い水に陥り

、大水がわたしの上を流れ過ぎました。 3わたし

は叫びによって疲れ、わたしののどはかわき、わ

たしの目は神を待ちわびて衰えました。 4ゆえな

く、わたしを憎む者はわたしの頭の毛よりも多く

、偽ってわたしの敵となり、わたしを滅ぼそうと

する者は強いのです。わたしは盗まなかった物を

も償わなければならないのですか。 5神よ、あな

たはわたしの愚かなことを知っておられます。わ

たしのもろもろのとがはあなたに隠れることはあ

りません。 6万軍の神、主よ、あなたを待ち望む

者がわたしの事によって、はずかしめられること

のないようにしてください。イスラエルの神よ、

あなたを求める者がわたしの事によって、恥を負

わせられることのないようにしてください。 7わ

たしはあなたのためにそしりを負い、恥がわたし

の顔をおおったのです。 8わたしはわが兄弟には

、知らぬ者となり、わが母の子らには、のけ者と

なりました。 9あなたの家を思う熱心がわたしを
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食いつくし、あなたをそしる者のそしりがわたし

に及んだからです。 10わたしが断食をもってわ

たしの魂を悩ませば、かえってそれによってそし

りをうけました。 11わたしが荒布を衣とすれば

、かえって彼らのことわざとなりました。 12わ

たしは門に座する者の話題となり、酔いどれの歌

となりました。 13しかし主よ、わたしはあなた

に祈ります。神よ、恵みの時に、あなたのいつく

しみの豊かなるにより、わたしにお答えください

。 14あなたのまことの救により、わたしを泥の

中に沈まぬよう助け出してください。わたしを憎

む者から、また深い水からわたしを助け出してく

ださい。 15大水がわたしの上を流れ過ぎること

なく、淵がわたしをのむことなく、穴がその口を

わたしの上に閉じることのないようにしてくださ

い。 16主よ、あなたのいつくしみの深きにより

、わたしにお答えください。あなたのあわれみの

豊かなるにより、わたしを顧みてください。 17

あなたの顔をしもべに隠さないでください。わた

しは悩んでいるのです。すみやかにわたしにお答

えください。 18わたしに近く寄って、わたしを

あがない、わが敵のゆえにわたしをお救いくださ

い。 19あなたはわたしの受けるそしりと、恥と

、はずかしめとを知っておられます。わたしのあ

だは皆あなたの前にあります。 20そしりがわた

しの心を砕いたので、わたしは望みを失いました

。わたしは同情する者を求めたけれども、ひとり

もなく、慰める者を求めたけれども、ひとりも見

ませんでした。 21彼らはわたしの食物に毒を入

れ、わたしのかわいた時に酢を飲ませました。 22

彼らの前の食卓を網とし、彼らが犠牲をささげる

祭を、わなとしてください。 23彼らの目を暗く

して見えなくし、彼らの腰を常に震わせ、 24あ

なたの憤りを彼らの上にそそぎ、あなたの激しい

怒りを彼らに追いつかせてください。 25彼らの

宿営を荒し、ひとりもその天幕に住まわせないで

ください。 26彼らはあなたが撃たれた者を迫害

し、あなたが傷つけられた者をさらに苦しめるか

らです。 27彼らに、罰に罰を加え、あなたの赦

免にあずからせないでください。 28彼らをいの

ちの書から消し去って、義人のうちに記録される

ことのないようにしてください。 29しかしわた

しは悩み苦しんでいます。神よ、あなたの救がわ

たしを高い所に置かれますように。 30わたしは

歌をもって神の名をほめたたえ、感謝をもって神

をあがめます。 31これは雄牛または角とひずめ

のある雄牛にまさって主を喜ばせるでしょう。 32

へりくだる者は、これを見て喜べ。神を求める者

よ、あなたがたの心を生きかえらせよ。 33主は

乏しい者に聞き、その捕われ人をかろしめられな

いからである。 34天と地は主をほめたたえ、海

とその中に動くあらゆるものは主をほめたたえよ

。 35神はシオンを救い、ユダの町々を建て直さ

れるからである。そのしもべらはそこに住んでこ

れを所有し、 36そのしもべらの子孫はこれを継

ぎ、み名を愛する者はその中に住むであろう。

70聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
記念の歌神よ、みこころならばわたしをお

救いください。主よ、すみやかにわたしをお助け

ください。 2わたしのいのちをたずね求める者ど

もを恥じあわてさせてください。わたしのそこな

われることを願う者どもをうしろに退かせ、恥を

負わせてください。 3「あはぁ、あはぁ」と言う

者どもを自分の恥によって恐れおののかせてくだ

さい。 4すべてあなたを尋ね求める者はあなたに

よって喜び楽しむように。あなたの救を愛する者

はつねに「神は大いなるかな」ととなえるように

。 5しかし、わたしは貧しく、かつ乏しい。神よ

、急いでわたしに来てください。あなたはわが助

け、わが救主です。主よ、ためらわないでくださ

い。

71主よ、わたしはあなたに寄り頼む。とこしえ
にわたしをはずかしめないでください。 2あ

なたの義をもってわたしを助け、わたしを救い出

してください。あなたの耳を傾けて、わたしをお

救いください。 3わたしのためにのがれの岩とな

り、わたしを救う堅固な城となってください。あ

なたはわが岩、わが城だからです。 4わが神よ、

悪しき者の手からわたしを救い、不義、残忍な人

の支配から、わたしを救い出してください。 5主

なる神よ、あなたはわたしの若い時からのわたし

の望み、わたしの頼みです。 6わたしは生れると

きからあなたに寄り頼みました。あなたはわたし

を母の胎から取り出されたかたです。わたしは常

にあなたをほめたたえます。 7わたしは多くの人

に怪しまれるような者となりました。しかしあな

たはわたしの堅固な避け所です。 8わたしの口は

ひねもす、あなたをたたえるさんびと、頌栄とを

もって満たされています。 9わたしが年老いた時
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、わたしを見離さないでください。わたしが力衰

えた時、わたしを見捨てないでください。 10わ

たしの敵はわたしについて語り、わたしのいのち

をうかがう者は共にはかって、 11「神は彼を見

捨てた。彼を助ける者がないから彼を追って捕え

よ」と言います。 12神よ、わたしに遠ざからな

いでください。わが神よ、すみやかに来てわたし

を助けてください。 13わたしにあだする者を恥

じさせ、滅ぼしてください。わたしをそこなわん

とする者を、そしりと、はずかしめとをもってお

おってください。 14しかしわたしは絶えず望み

をいだいて、いよいよあなたをほめたたえるでし

ょう。 15わたしの口はひねもすあなたの義と、

あなたの救とを語るでしょう。わたしはその数を

知らないからです。 16わたしは主なる神の大能

のみわざを携えゆき、ただあなたの義のみを、ほ

めたたえるでしょう。 17神よ、あなたはわたし

を若い時から教えられました。わたしはなお、あ

なたのくすしきみわざを宣べ伝えます。 18神よ

、わたしが年老いて、しらがとなるとも、あなた

の力をきたらんとするすべての代に宣べ伝えるま

で、わたしを見捨てないでください。 19神よ、

あなたの大能と義とは高い天にまで及ぶ。あなた

は大いなる事をなされました。神よ、だれかあな

たに等しい者があるでしょうか。 20あなたはわ

たしを多くの重い悩みにあわされましたが、再び

わたしを生かし、地の深い所から引きあげられる

でしょう。 21あなたはわたしの誉を増し、再び

わたしを慰められるでしょう。 22わが神よ、わ

たしはまた立琴をもってあなたと、あなたのまこ

ととをほめたたえます。イスラエルの聖者よ、わ

たしは琴をもってあなたをほめ歌います。 23わ

たしがあなたにむかってほめ歌うとき、わがくち

びるは喜び呼ばわり、あなたがあがなわれたわが

魂もまた喜び呼ばわるでしょう。 24わたしの舌

もまたひねもすあなたの義を語るでしょう。わた

しをそこなわんとした者が恥じあわてたからです

。

72ソロモンの歌神よ、あなたの公平を王に与
え、あなたの義を王の子に与えてください。

2彼は義をもってあなたの民をさばき、公平をも

ってあなたの貧しい者をさばくように。 3もろも

ろの山と丘とは義によって民に平和を与えるよう

に。 4彼は民の貧しい者の訴えを弁護し、乏しい

者に救を与え、しえたげる者を打ち砕くように。

5彼は日と月とのあらんかぎり、世々生きながら

えるように。 6彼は刈り取った牧草の上に降る雨

のごとく、地を潤す夕立ちのごとく臨むように。

7彼の世に義は栄え、平和は月のなくなるまで豊

かであるように。 8彼は海から海まで治め、川か

ら地のはてまで治めるように。 9彼のあだは彼の

前にかがみ、彼の敵はちりをなめるように。 10

タルシシおよび島々の王たちはみつぎを納め、シ

バとセバの王たちは贈り物を携えて来るように。

11もろもろの王は彼の前にひれ伏し、もろもろの

国民は彼に仕えるように。 12彼は乏しい者をそ

の呼ばわる時に救い、貧しい者と、助けなき者と

を救う。 13彼は弱い者と乏しい者とをあわれみ

、乏しい者のいのちを救い、 14彼らのいのちを

、しえたげと暴力とからあがなう。彼らの血は彼

の目に尊い。 15彼は生きながらえ、シバの黄金

が彼にささげられ、彼のために絶えず祈がささげ

られ、ひねもす彼のために祝福が求められるよう

に。 16国のうちには穀物が豊かにみのり、その

実はレバノンのように山々の頂に波打ち、人々は

野の草のごとく町々に栄えるように。 17彼の名

はとこしえに続き、その名声は日のあらん限り、

絶えることのないように。人々は彼によって祝福

を得、もろもろの国民は彼をさいわいなる者とと

なえるように。 18イスラエルの神、主はほむべ

きかな。ただ主のみ、くすしきみわざをなされる

。 19その光栄ある名はとこしえにほむべきかな

。全地はその栄光をもって満たされるように。ア

ァメン、アァメン。 20エッサイの子ダビデの祈

は終った。

73アサフの歌神は正しい者にむかい、心の清
い者にむかって、まことに恵みふかい。 2し

かし、わたしは、わたしの足がつまずくばかり、

わたしの歩みがすべるばかりであった。 3これは

わたしが、悪しき者の栄えるのを見て、その高ぶ

る者をねたんだからである。 4彼らには苦しみが

なく、その身はすこやかで、つやがあり、 5ほか

の人々のように悩むことがなく、ほかの人々のよ

うに打たれることはない。 6それゆえ高慢は彼ら

の首飾となり、暴力は衣のように彼らをおおって

いる。 7彼らは肥え太って、その目はとびいで、

その心は愚かな思いに満ちあふれている。 8彼ら

はあざけり、悪意をもって語り、高ぶって、しえ
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たげを語る。 9彼らはその口を天にさからって置

き、その舌は地をあるきまわる。 10それゆえ民

は心を変えて彼らをほめたたえ、彼らのうちにあ

やまちを認めない。 11彼らは言う、「神はどう

して知り得ようか、いと高き者に知識があろうか

」と。 12見よ、これらは悪しき者であるのに、

常に安らかで、その富が増し加わる。 13まこと

に、わたしはいたずらに心をきよめ、罪を犯すこ

となく手を洗った。 14わたしはひねもす打たれ

、朝ごとに懲しめをうけた。 15もしわたしが「

このような事を語ろう」と言ったなら、わたしは

あなたの子らの代を誤らせたであろう。 16しか

し、わたしがこれを知ろうと思いめぐらしたとき

、これはわたしにめんどうな仕事のように思われ

た。 17わたしが神の聖所に行って、彼らの最後

を悟り得たまではそうであった。 18まことにあ

なたは彼らをなめらかな所に置き、彼らを滅びに

陥らせられる。 19なんと彼らはまたたくまに滅

ぼされ、恐れをもって全く一掃されたことであろ

う。 20あなたが目をさまして彼らの影をかろし

められるとき、彼らは夢みた人の目をさました時

のようである。 21わたしの魂が痛み、わたしの

心が刺されたとき、 22わたしは愚かで悟りがな

く、あなたに対しては獣のようであった。 23け

れどもわたしは常にあなたと共にあり、あなたは

わたしの右の手を保たれる。 24あなたはさとし

をもってわたしを導き、その後わたしを受けて栄

光にあずからせられる。 25わたしはあなたのほ

かに、だれを天にもち得よう。地にはあなたのほ

かに慕うものはない。 26わが身とわが心とは衰

える。しかし神はとこしえにわが心の力、わが嗣

業である。 27見よ、あなたに遠い者は滅びる。

あなたは、あなたにそむく者を滅ぼされる。 28

しかし神に近くあることはわたしに良いことであ

る。わたしは主なる神をわが避け所として、あな

たのもろもろのみわざを宣べ伝えるであろう。

74アサフのマスキールの歌神よ、なぜ、われ
らをとこしえに捨てられるのですか。なぜ、

あなたの牧の羊に怒りを燃やされるのですか。 2

昔あなたが手に入れられたあなたの公会、すなわ

ち、あなたの嗣業の部族となすためにあがなわれ

たものを思い出してください。あなたが住まわれ

たシオンの山を思い出してください。 3とこしえ

の滅びの跡に、あなたの足を向けてください。敵

は聖所で、すべての物を破壊しました。 4あなた

のあだは聖所の中でほえさけび、彼らのしるしを

立てて、しるしとしました。 5彼らは上の入口で

は、おのをもって木の格子垣を切り倒しました。

6また彼らは手おのと鎚とをもって聖所の彫り物

をことごとく打ち落しました。 7彼らはあなたの

聖所に火をかけ、み名のすみかをけがして、地に

倒しました。 8彼らは心のうちに言いました、「

われらはことごとくこれを滅ぼそう」と。彼らは

国のうちの神の会堂をことごとく焼きました。 9

われらは自分たちのしるしを見ません。預言者も

今はいません。そしていつまで続くのか、われら

のうちには、知る者がありません。 10神よ、あ

だはいつまであざけるでしょうか。敵はとこしえ

にあなたの名をののしるでしょうか。 11なぜあ

なたは手を引かれるのですか。なぜあなたは右の

手をふところに入れておかれるのですか。 12神

はいにしえからわたしの王であって、救を世の中

に行われた。 13あなたはみ力をもって海をわか

ち、水の上の龍の頭を砕かれた。 14あなたはレ

ビヤタンの頭をくだき、これを野の獣に与えてえ

じきとされた。 15あなたは泉と流れとを開き、

絶えず流れるもろもろの川をからされた。 16昼

はあなたのもの、夜もまたあなたのもの。あなた

は光と太陽とを設けられた。 17あなたは地のも

ろもろの境を定め、夏と冬とを造られた。 18主

よ、敵はあなたをあざけり、愚かな民はあなたの

み名をののしります。この事を思い出してくださ

い。 19どうかあなたのはとの魂を野の獣にわた

さないでください。貧しい者のいのちをとこしえ

に忘れないでください。 20あなたの契約をかえ

りみてください。地の暗い所は暴力のすまいで満

ちています。 21しえたげられる者を恥じさせな

いでください。貧しい者と乏しい者とにみ名をほ

めたたえさせてください。 22神よ、起きてあな

たの訴えをあげつらい、愚かな者のひねもすあな

たをあざけるのをみこころにとめてください。 23

あなたのあだの叫びを忘れないでください。あな

たの敵の絶えずあげる騒ぎを忘れないでください

。

75聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」とい
うしらべにあわせてうたわせたアサフの歌、

さんび神よ、われらはあなたに感謝します。わ

れらは感謝します。われらはあなたのみ名を呼び



詩篇 482

、あなたのくすしきみわざを語ります。 2定まっ

た時が来れば、わたしは公平をもってさばく。 3

地とすべてこれに住むものがよろめくとき、わた

しはその柱を堅くする。 (セラ) 4わたしは、誇

る者には「誇るな」と言い、悪しき者には「角を

あげるな、 5角を高くあげるな、高慢な態度をも

って語るな」と言う。 6上げることは東からでな

く、西からでなく、また荒野からでもない。 7そ

れはさばきを行われる神であって、神はこれを下

げ、かれを上げられる。 8主の手には杯があって

、よく混ぜた酒があわだっている。主がこれを注

ぎ出されると、地のすべての悪しき者はこれを一

滴も残さずに飲みつくすであろう。 9しかしわた

しはとこしえに喜び、ヤコブの神をほめうたいま

す。 10悪しき者の角はことごとく切り離される

が正しい者の角はあげられるであろう。

76聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわ
せたアサフの歌、さんび神はユダに知られ

、そのみ名はイスラエルにおいて偉大である。 2

その幕屋はサレムにあり、そのすまいはシオンに

ある。 3かしこで神は弓の火矢を折り、盾とつる

ぎと戦いの武器をこわされた。 (セラ) 4あなた

は永久の山々にまさって光栄あり、威厳がある。

5雄々しい者はかすめられ、彼らは眠りに沈み、

いくさびとは皆その手を施すことができなかった

。 6ヤコブの神よ、あなたのとがめによって、乗

り手と馬とは深い眠りに陥った。 7しかし、あな

たこそは恐るべき方である。あなたが怒りを発せ

られるとき、だれがみ前に立つことができよう。

9あなたは天からさばきを仰せられた。神が地の

しえたげられた者を救うために、さばきに立たれ

たとき、地は恐れて、沈黙した。 (セラ) 10まこ

とに人の怒りはあなたをほめたたえる。怒りの余

りをあなたは帯とされる。 11あなたがたの神、

主に誓いを立てて、それを償え。その周囲のすべ

ての者は恐るべき主に贈り物をささげよ。 12主

はもろもろの君たちのいのちを断たれる。主は地

の王たちの恐るべき者である。

77聖歌隊の指揮者によってエドトンのしらべに
したがってうたわせたアサフの歌わたしは

神にむかい声をあげて叫ぶ。わたしが神にむかっ

て声をあげれば、神はわたしに聞かれる。 2わた

しは悩みの日に主をたずね求め、夜はわが手を伸

べてたゆむことなく、わが魂は慰められるのを拒

む。 3わたしは神を思うとき、嘆き悲しみ、深く

思うとき、わが魂は衰える。 (セラ) 4あなたは

わたしのまぶたをささえて閉じさせず、わたしは

物言うこともできないほどに悩む。 5わたしは昔

の日を思い、いにしえの年を思う。 6わたしは夜

、わが心と親しく語り、深く思うてわが魂を探り

、言う、 7「主はとこしえにわれらを捨てられる

であろうか。ふたたび、めぐみを施されないであ

ろうか。 8そのいつくしみはとこしえに絶え、そ

の約束は世々ながくすたれるであろうか。 9神は

恵みを施すことを忘れ、怒りをもってそのあわれ

みを閉じられたであろうか」と。 (セラ) 10その

時わたしは言う、「わたしの悲しみはいと高き者

の右の手が変ったことである」と。 11わたしは

主のみわざを思い起す。わたしは、いにしえから

のあなたのくすしきみわざを思いいだす。 12わ

たしは、あなたのすべてのみわざを思い、あなた

の力あるみわざを深く思う。 13神よ、あなたの

道は聖である。われらの神のように大いなる神は

だれか。 14あなたは、くすしきみわざを行われ

る神である。あなたは、もろもろの民の間に、そ

の大能をあらわし、 15その腕をもっておのれの

民をあがない、ヤコブとヨセフの子らをあがなわ

れた。 (セラ) 16神よ、大水はあなたを見た。大

水はあなたを見ておののき、淵もまた震えた。 17

雲は水を注ぎいだし、空は雷をとどろかし、あな

たの矢は四方にきらめいた。 18あなたの雷のと

どろきは、つむじ風の中にあり、あなたのいなず

まは世を照し、地は震い動いた。 19あなたの大

路は海の中にあり、あなたの道は大水の中にあり

、あなたの足跡はたずねえなかった。 20あなた

は、その民をモーセとアロンの手によって羊の群

れのように導かれた。

78アサフのマスキールの歌わが民よ、わが教
を聞き、わが口の言葉に耳を傾けよ。 2わた

しは口を開いて、たとえを語り、いにしえからの

、なぞを語ろう。 3これはわれらがさきに聞いて

知ったこと、またわれらの先祖たちがわれらに語

り伝えたことである。 4われらはこれを子孫に隠

さず、主の光栄あるみわざと、その力と、主のな

されたくすしきみわざとをきたるべき代に告げる

であろう。 5主はあかしをヤコブのうちにたて、

おきてをイスラエルのうちに定めて、その子孫に

教うべきことをわれらの先祖たちに命じられた。
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6これは次の代に生れる子孫がこれを知り、みず

から起って、そのまた子孫にこれを伝え、 7彼ら

をして神に望みをおき、神のみわざを忘れず、そ

の戒めを守らせるためである。 8またその先祖た

ちのようにかたくなで、そむく者のやからとなり

、その心が定まりなく、その魂が神に忠実でない

やからとならないためである。 9エフライムの人

々は武装し、弓を携えたが、戦いの日に引き返し

た。 10彼らは神の契約を守らず、そのおきてに

したがって歩むことを拒み、 11神がなされた事

と、彼らに示されたくすしきみわざとを忘れた。

12神はエジプトの地と、ゾアンの野でくすしきみ

わざを彼らの先祖たちの前に行われた。 13神は

海を分けて彼らを通らせ、水を立たせて山のよう

にされた。 14昼は雲をもって彼らを導き、夜は

、よもすがら火の光をもって彼らを導かれた。 15

神は荒野で岩を裂き、淵から飲むように豊かに彼

らに飲ませ、 16また岩から流れを引いて、川の

ように水を流れさせられた。 17ところが彼らは

なお神にむかって罪をかさね、荒野でいと高き者

にそむき、 18おのが欲のために食物を求めて、

その心のうちに神を試みた。 19また彼らは神に

逆らって言った、「神は荒野に宴を設けることが

できるだろうか。 20見よ、神が岩を打たれると

、水はほとばしりいで、流れがあふれた。神はま

たパンを与えることができるだろうか。民のため

に肉を備えることができるだろうか」と。 21そ

れゆえ、主は聞いて憤られた。火はヤコブにむか

って燃えあがり、怒りはイスラエルにむかって立

ちのぼった。 22これは彼らが神を信ぜず、その

救の力を信用しなかったからである。 23しかし

神は上なる大空に命じて天の戸を開き、 24彼ら

の上にマナを降らせて食べさせ、天の穀物を彼ら

に与えられた。 25人は天使のパンを食べた。神

は彼らに食物をおくって飽き足らせられた。 26

神は天に東風を吹かせ、み力をもって南風を導か

れた。 27神は彼らの上に肉をちりのように降ら

せ、翼ある鳥を海の砂のように降らせて、 28そ

の宿営のなか、そのすまいのまわりに落された。

29こうして彼らは食べて、飽き足ることができた

。神が彼らにその望んだものを与えられたからで

ある。 30ところが彼らがまだその欲を離れず、

食物がなお口の中にあるうちに、 31神の怒りが

彼らにむかって立ちのぼり、彼らのうちの最も強

い者を殺し、イスラエルのうちのえり抜きの者を

打ち倒された。 32すべてこれらの事があったに

もかかわらず、彼らはなお罪を犯し、そのくすし

きみわざを信じなかった。 33それゆえ神は彼ら

の日を息のように消えさせ、彼らの年を恐れをも

って過ごさせられた。 34神が彼らを殺されたと

き、彼らは神をたずね、悔いて神を熱心に求めた

。 35こうして彼らは、神は彼らの岩、いと高き

神は彼らのあがないぬしであることを思い出した

。 36しかし彼らはその口をもって神にへつらい

、その舌をもって神に偽りを言った。 37彼らの

心は神にむかって堅実でなく、神の契約に真実で

なかった。 38しかし神はあわれみに富まれるの

で、彼らの不義をゆるして滅ぼさず、しばしばそ

の怒りをおさえて、その憤りをことごとくふり起

されなかった。 39また神は、彼らがただ肉であ

って、過ぎ去れば再び帰りこぬ風であることを思

い出された。 40幾たび彼らは野で神にそむき、

荒野で神を悲しませたことであろうか。 41彼ら

はかさねがさね神を試み、イスラエルの聖者を怒

らせた。 42彼らは神の力をも、神が彼らをあだ

からあがなわれた日をも思い出さなかった。 43

神はエジプトでもろもろのしるしをおこない、ゾ

アンの野でもろもろの奇跡をおこない、 44彼ら

の川を血に変らせて、その流れを飲むことができ

ないようにされた。 45神ははえの群れを彼らの

うちに送って彼らを食わせ、かえるを送って彼ら

を滅ぼされた。 46また神は彼らの作物を青虫に

わたし、彼らの勤労の実をいなごにわたされた。

47神はひょうをもって彼らのぶどうの木を枯らし

、霜をもって彼らのいちじく桑の木を枯らされた

。 48神は彼らの家畜をひょうにわたし、彼らの

群れを燃えるいなずまにわたされた。 49神は彼

らの上に激しい怒りと、憤りと、恨みと、悩みと

、滅ぼす天使の群れとを放たれた。 50神はその

怒りのために道を設け、彼らの魂を死から免れさ

せず、そのいのちを疫病にわたされた。 51神は

エジプトですべてのういごを撃ち、ハムの天幕で

彼らの力の初めの子を撃たれた。 52こうして神

はおのれの民を羊のように引き出し、彼らを荒野

で羊の群れのように導き、 53彼らを安らかに導

かれたので彼らは恐れることがなかった。しかし

海は彼らの敵をのみつくした。 54神は彼らをそ

の聖地に伴い、その右の手をもって獲たこの山に

伴いこられた。 55神は彼らの前からもろもろの

国民を追い出し、その地を分けて嗣業とし、イス
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ラエルの諸族を彼らの天幕に住まわせられた。 56

しかし彼らはいと高き神を試み、これにそむいて

、そのもろもろのあかしを守らず、 57そむき去

って、先祖たちのように真実を失い、狂った弓の

ようにねじれた。 58彼らは高き所を設けて神を

怒らせ、刻んだ像をもって神のねたみを起した。

59神は聞いて大いに怒り、イスラエルを全くしり

ぞけられた。 60神は人々のなかに設けた幕屋な

るシロのすまいを捨て、 61その力をとりことな

らせ、その栄光をあだの手にわたされた。 62神

はその民をつるぎにわたし、その嗣業にむかって

大いなる怒りをもらされた。 63火は彼らの若者

たちを焼きつくし、彼らのおとめたちは婚姻の歌

を失い、 64彼らの祭司たちはつるぎによって倒

れ、彼らのやもめたちは嘆き悲しむことさえしな

かった。 65そのとき主は眠った者のさめたよう

に、勇士が酒によって叫ぶように目をさまして、

66そのあだを撃ち退け、とこしえの恥を彼らに負

わせられた。 67神はヨセフの天幕をしりぞけ、

エフライムの部族を選ばず、 68ユダの部族を選

び、神の愛するシオンの山を選ばれた。 69神は

その聖所を高い天のように建て、とこしえに基を

定められた地のように建てられた。 70神はその

しもべダビデを選んで、羊のおりから取り、 71

乳を与える雌羊の番をするところからつれて来て

、その民ヤコブ、その嗣業イスラエルの牧者とさ

れた。 72こうして彼は直き心をもって彼らを牧

し、巧みな手をもって彼らを導いた。

79アサフの歌神よ、もろもろの異邦人はあな
たの嗣業の地を侵し、あなたの聖なる宮をけ

がし、エルサレムを荒塚としました。 2彼らはあ

なたのしもべのしかばねを空の鳥に与えてえさと

し、あなたの聖徒の肉を地の獣に与え、 3その血

をエルサレムのまわりに水のように流し、これを

葬る人がありませんでした。 4われらは隣り人に

そしられ、まわりの人々に侮られ、あざけられる

者となりました。 5主よ、いつまでなのですか。

とこしえにお怒りになられるのですか。あなたの

ねたみは火のように燃えるのですか。 6どうか、

あなたを知らない異邦人と、あなたの名を呼ばな

い国々の上にあなたの怒りを注いでください。 7

彼らはヤコブを滅ぼし、そのすみかを荒したから

です。 8われらの先祖たちの不義をみこころにと

められず、あわれみをもって、すみやかにわれら

を迎えてください。われらは、はなはだしく低く

されたからです。 9われらの救の神よ、み名の栄

光のためにわれらを助け、み名のためにわれらを

救い、われらの罪をおゆるしください。 10どう

して異邦人は言うのでしょう、「彼らの神はどこ

にいるのか」と。あなたのしもべらの流された血

の報いをわれらのまのあたりになして、異邦人に

知らせてください。 11捕われ人の嘆きをあなた

のみ前にいたらせ、あなたの大いなる力により、

死に定められた者を守りながらえさせてください

。 12主よ、われらの隣り人があなたをそしった

そしりを七倍にして彼らのふところに報い返して

ください。 13そうすれば、あなたの民、あなた

の牧の羊は、とこしえにあなたに感謝し、世々あ

なたをほめたたえるでしょう。

80聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべに
あわせてうたわせたアサフのあかしの歌イ

スラエルの牧者よ、羊の群れのようにヨセフを導

かれる者よ、耳を傾けてください。ケルビムの上

に座せられる者よ、光を放ってください。 2エフ

ライム、ベニヤミン、マナセの前にあなたの力を

振り起し、来て、われらをお救いください。 3神

よ、われらをもとに返し、み顔の光を照してくだ

さい。そうすればわれらは救をえるでしょう。 4

万軍の神、主よ、いつまで、その民の祈にむかっ

てお怒りになるのですか。 5あなたは涙のパンを

彼らに食わせ、多くの涙を彼らに飲ませられまし

た。 6あなたはわれらを隣り人のあざけりとし、

われらの敵はたがいにあざわらいました。 7万軍

の神よ、われらをもとに返し、われらの救われる

ため、み顔の光を照してください。 8あなたは、

ぶどうの木をエジプトから携え出し、もろもろの

国民を追い出して、これを植えられました。 9あ

なたはこれがために地を開かれたので、深く根ざ

して、国にはびこりました。 10山々はその影で

おおわれ、神の香柏はその枝でおおわれました。

11これはその枝を海にまでのべ、その若枝を大川

にまでのべました。 12あなたは何ゆえ、そのか

きをくずして道ゆくすべての人にその実を摘み取

らせられるのですか。 13林のいのししはこれを

荒し、野のすべての獣はこれを食べます。 14万

軍の神よ、再び天から見おろして、このぶどうの

木をかえりみてください。 15あなたの右の手の

植えられた幹と、みずからのために強くされた枝
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とをかえりみてください。 16彼らは火をもって

これを焼き、これを切り倒しました。彼らをみ顔

のとがめによって滅ぼしてください。 17しかし

あなたの手をその右の手の人の上におき、みずか

らのために強くされた人の子の上においてくださ

い。 18そうすれば、われらはあなたを離れ退く

ことはありません。われらを生かしてください。

われらはあなたのみ名を呼びます。 19万軍の神

、主よ、われらをもとに返し、み顔の光を照して

ください。そうすればわれらは救をえるでしょう

。

81聖歌隊の指揮者によってギテトのしらべにあ
わせてうたわせたアサフの歌われらの力な

る神にむかって高らかに歌え。ヤコブの神にむか

って喜びの声をあげよ。 2歌をうたい、鼓を打て

。良い音の琴と立琴とをかきならせ。 3新月と満

月とわれらの祭の日とにラッパを吹きならせ。 4

これはイスラエルの定め、ヤコブの神のおきてで

ある。 5神が出てエジプトの国を攻められたとき

、ヨセフのなかにこれを立てて、あかしとされた

。わたしはかしこでまだ知らなかった言葉を聞い

た、 6「わたしはあなたの肩から重荷をのぞき、

あなたの手をかごから免れさせた。 7あなたが悩

んだとき、呼ばわったのでわたしはあなたを救っ

た。わたしは雷の隠れた所で、あなたに答え、メ

リバの水のほとりで、あなたを試みた。 (セラ) 8

わが民よ、聞け、わたしはあなたに勧告する。イ

スラエルよ、あなたがわたしに聞き従うことを望

む。 9あなたのうちに他の神があってはならない

。あなたは外国の神を拝んではならない。 10わ

たしはエジプトの国から、あなたをつれ出したあ

なたの神、主である。あなたの口を広くあけよ、

わたしはそれを満たそう。 11しかしわが民はわ

たしの声に聞き従わず、イスラエルはわたしを好

まなかった。 12それゆえ、わたしは彼らをその

かたくなな心にまかせ、その思いのままに行くに

まかせた。 13わたしはわが民のわたしに聞き従

い、イスラエルのわが道に歩むことを欲する。 14

わたしはすみやかに彼らの敵を従え、わが手を彼

らのあだに向けよう。 15主を憎む者も彼らに恐

れ従い、彼らの時はとこしえに続くであろう。 16

わたしは麦の最も良いものをもってあなたを養い

、岩から出た蜜をもってあなたを飽かせるであろ

う」。

82アサフの歌神は神の会議のなかに立たれる
。神は神々のなかで、さばきを行われる。 2

「あなたがたはいつまで不正なさばきをなし、悪

しき者に好意を示すのか。 (セラ) 3弱い者と、

みなしごとを公平に扱い、苦しむ者と乏しい者の

権利を擁護せよ。 4弱い者と貧しい者を救い、彼

らを悪しき者の手から助け出せ」。 5彼らは知る

ことなく、悟ることもなくて、暗き中をさまよう

。地のもろもろの基はゆり動いた。 6わたしは言

う、「あなたがたは神だ、あなたがたは皆いと高

き者の子だ。 7しかし、あなたがたは人のように

死に、もろもろの君のひとりのように倒れるであ

ろう」。 8神よ、起きて、地をさばいてください

。すべての国民はあなたのものだからです。

83アサフの歌、さんび神よ、沈黙を守らない
でください。神よ、何も言わずに、黙ってい

ないでください。 2見よ、あなたの敵は騒ぎたち

、あなたを憎む者は頭をあげました。 3彼らはあ

なたの民にむかって巧みなはかりごとをめぐらし

、あなたの保護される者にむかって相ともに計り

ます。 4彼らは言います、「さあ、彼らを断ち滅

ぼして国を立てさせず、イスラエルの名をふたた

び思い出させないようにしよう」。 5彼らは心を

ひとつにして共にはかり、あなたに逆らって契約

を結びます。 6すなわちエドムの天幕に住む者と

イシマエルびと、モアブとハガルびと、 7ゲバル

とアンモンとアマレク、ペリシテとツロの住民な

どです。 8アッスリヤもまた彼らにくみしました

。彼らはロトの子孫を助けました。 (セラ) 9あ

なたがミデアンにされたように、キション川でシ

セラとヤビンにされたように、彼らにしてくださ

い。 10彼らはエンドルで滅ぼされ、地のために

肥料となりました。 11彼らの貴人をオレブとゼ

エブのように、そのすべての君たちをゼバとザル

ムンナのようにしてください。 12彼らは言いま

した、「われらは神の牧場を獲て、われらの所有

にしよう」と。 13わが神よ、彼らを巻きあげら

れるちりのように、風の前のもみがらのようにし

てください。 14林を焼く火のように、山を燃や

す炎のように、 15あなたのはやてをもって彼ら

を追い、つむじかぜをもって彼らを恐れさせてく

ださい。 16彼らの顔に恥を満たしてください。

主よ、そうすれば彼らはあなたの名を求めるでし

ょう。 17彼らをとこしえに恥じ恐れさせ、あわ
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て惑って滅びうせさせてください。 18主という

名をおもちになるあなたのみ、全地をしろしめす

いと高き者であることを彼らに知らせてください

。

84聖歌隊の指揮者によってギテトのしらべにあ
わせてうたわせたコラの子の歌万軍の主よ

、あなたのすまいはいかに麗しいことでしょう。

2わが魂は絶えいるばかりに主の大庭を慕い、わ

が心とわが身は生ける神にむかって喜び歌います

。 3すずめがすみかを得、つばめがそのひなをい

れる巣を得るように、万軍の主、わが王、わが神

よ、あなたの祭壇のかたわらにわがすまいを得さ

せてください。 4あなたの家に住み、常にあなた

をほめたたえる人はさいわいです。 (セラ) 5そ

の力があなたにあり、その心がシオンの大路にあ

る人はさいわいです。 6彼らはバカの谷を通って

も、そこを泉のある所とします。また前の雨は池

をもってそこをおおいます。 7彼らは力から力に

進み、シオンにおいて神々の神にまみえるでしょ

う。 8万軍の神、主よ、わが祈をおききください

。ヤコブの神よ、耳を傾けてください。 (セラ) 9

神よ、われらの盾をみそなわし、あなたの油そそ

がれた者の顔をかえりみてください。 10あなた

の大庭にいる一日は、よそにいる千日にもまさる

のです。わたしは悪の天幕にいるよりは、むしろ

、わが神の家の門守となることを願います。 11

主なる神は日です、盾です。主は恵みと誉とを与

え、直く歩む者に良い物を拒まれることはありま

せん。 12万軍の主よ、あなたに信頼する人はさ

いわいです。

85聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
の歌主よ、あなたはみ国にめぐみを示し、

ヤコブの繁栄を回復されました。 2あなたはその

民の不義をゆるし、彼らの罪をことごとくおおわ

れました。 (セラ) 3あなたはすべての怒りを捨

て、激しい憤りを遠ざけられました。 4われらの

救の神よ、われらを回復し、われらに対するあな

たの憤りをおやめください。 5あなたはとこしえ

にわれらを怒り、よろずよまで、あなたの怒りを

延ばされるのですか。 6あなたの民が、あなたに

よって喜びを得るため、われらを再び生かされな

いのですか。 7主よ、あなたのいつくしみをわれ

らに示し、あなたの救をわれらに与えてください

。 8わたしは主なる神の語られることを聞きまし

ょう。主はその民、その聖徒、ならびにその心を

主に向ける者に、平和を語られるからです。 9ま

ことに、その救は神を恐れる者に近く、その栄光

はわれらの国にとどまるでしょう。 10いつくし

みと、まこととは共に会い、義と平和とは互に口

づけし、 11まことは地からはえ、義は天から見

おろすでしょう。 12主が良い物を与えられるの

で、われらの国はその産物を出し、 13義は主の

み前に行き、その足跡を道とするでしょう。

86ダビデの祈主よ、あなたの耳を傾けて、わ
たしにお答えください。わたしは苦しみかつ

乏しいからです。 2わたしのいのちをお守りくだ

さい。わたしは神を敬う者だからです。あなたに

信頼するあなたのしもべをお救いください。あな

たはわたしの神です。 3主よ、わたしをあわれん

でください。わたしはひねもすあなたに呼ばわり

ます。 4あなたのしもべの魂を喜ばせてください

。主よ、わが魂はあなたを仰ぎ望みます。 5主よ

、あなたは恵みふかく、寛容であって、あなたに

呼ばわるすべての者にいつくしみを豊かに施され

ます。 6主よ、わたしの祈に耳を傾け、わたしの

願いの声をお聞きください。 7わたしの悩みの日

にわたしはあなたに呼ばわります。あなたはわた

しに答えられるからです。 8主よ、もろもろの神

のうちにあなたに等しい者はなく、また、あなた

のみわざに等しいものはありません。 9主よ、あ

なたが造られたすべての国民はあなたの前に来て

、伏し拝み、み名をあがめるでしょう。 10あな

たは大いなる神で、くすしきみわざをなされます

。ただあなたのみ、神でいらせられます。 11主

よ、あなたの道をわたしに教えてください。わた

しはあなたの真理に歩みます。心をひとつにして

み名を恐れさせてください。 12わが神、主よ、

わたしは心をつくしてあなたに感謝し、とこしえ

に、み名をあがめるでしょう。 13わたしに示さ

れたあなたのいつくしみは大きく、わが魂を陰府

の深い所から助け出されたからです。 (Sheol h7585)

14神よ、高ぶる者はわたしに逆らって起り、荒ぶ

る者の群れはわたしのいのちを求め、彼らは自分

の前にあなたを置くことをしません。 15しかし

主よ、あなたはあわれみと恵みに富み、怒りをお

そくし、いつくしみと、まこととに豊かな神でい

らせられます。 16わたしをかえりみ、わたしを

あわれみ、あなたのしもべにみ力を与え、あなた
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のはしための子をお救いください。 17わたしに

、あなたの恵みのしるしをあらわしてください。

そうすれば、わたしを憎む者どもはわたしを見て

恥じるでしょう。主よ、あなたはわたしを助け、

わたしを慰められたからです。

87コラの子の歌、さんび主が基をすえられた
都は聖なる山の上に立つ。 2主はヤコブのす

べてのすまいにまさって、シオンのもろもろの門

を愛される。 3神の都よ、あなたについて、もろ

もろの栄光ある事が語られる。 (セラ) 4わたし

はラハブとバビロンをわたしを知る者のうちに挙

げる。ペリシテ、ツロ、またエチオピヤを見よ。

「この者はかしこに生れた」と言われる。 5しか

しシオンについては「この者も、かの者もその中

に生れた」と言われる。いと高き者みずからシオ

ンを堅く立てられるからである。 6主がもろもろ

の民を登録されるとき、「この者はかしこに生れ

た」としるされる。 (セラ) 7歌う者と踊る者は

みな言う、「わがもろもろの泉はあなたのうちに

ある」と。

88聖歌隊の指揮者によってマハラテ・レアノテ
のしらべにあわせてうたわせたコラの子の歌

、さんび。エズラびとヘマンのマスキールの歌

わが神、主よ、わたしは昼、助けを呼び求め、夜

、み前に叫び求めます。 2わたしの祈をみ前にい

たらせ、わたしの叫びに耳を傾けてください。 3

わたしの魂は悩みに満ち、わたしのいのちは陰府

に近づきます。 (Sheol h7585) 4わたしは穴に下る者

のうちに数えられ、力のない人のようになりまし

た。 5すなわち死人のうちに捨てられた者のよう

に、墓に横たわる殺された者のように、あなたが

再び心にとめられない者のようになりました。彼

らはあなたのみ手から断ち滅ぼされた者です。 6

あなたはわたしを深い穴、暗い所、深い淵に置か

れました。 7あなたの怒りはわたしの上に重く、

あなたはもろもろの波をもってわたしを苦しめら

れました。 (セラ) 8あなたはわが知り人をわた

しから遠ざけ、わたしを彼らの忌みきらう者とさ

れました。わたしは閉じこめられて、のがれるこ

とはできません。 9わたしの目は悲しみによって

衰えました。主よ、わたしは日ごとにあなたを呼

び、あなたにむかってわが両手を伸べました。 10

あなたは死んだ者のために奇跡を行われるでしょ

うか。なき人のたましいは起きあがってあなたを

ほめたたえるでしょうか。 (セラ) 11あなたのい

つくしみは墓のなかに、あなたのまことは滅びの

なかに、宣べ伝えられるでしょうか。 12あなた

の奇跡は暗やみに、あなたの義は忘れの国に知ら

れるでしょうか。 13しかし主よ、わたしはあな

たに呼ばわります。あしたに、わが祈をあなたの

み前にささげます。 14主よ、なぜ、あなたはわ

たしを捨てられるのですか。なぜ、わたしにみ顔

を隠されるのですか。 15わたしは若い時から苦

しんで死ぬばかりです。あなたの脅しにあって衰

えはてました。 16あなたの激しい怒りがわたし

を襲い、あなたの恐ろしい脅しがわたしを滅ぼし

ました。 17これらの事がひねもす大水のように

わたしをめぐり、わたしを全く取り巻きました。

18あなたは愛する者と友とをわたしから遠ざけ、

わたしの知り人を暗やみにおかれました。

89エズラびとエタンのマスキールの歌主よ、
わたしはとこしえにあなたのいつくしみを歌

い、わたしの口をもってあなたのまことをよろず

よに告げ知らせます。 2あなたのいつくしみはと

こしえに堅く立ち、あなたのまことは天のように

ゆるぐことはありません。 3あなたは言われまし

た、「わたしはわたしの選んだ者と契約を結び、

わたしのしもべダビデに誓った、 4『わたしはあ

なたの子孫をとこしえに堅くし、あなたの王座を

建てて、よろずよに至らせる』」。 (セラ) 5主

よ、もろもろの天にあなたのくすしきみわざをほ

めたたえさせ、聖なる者のつどいで、あなたのま

ことをほめたたえさせてください。 6大空のうち

に、だれか主と並ぶものがあるでしょうか。神の

子らのうちに、だれか主のような者があるでしょ

うか。 7主は聖なる者の会議において恐るべき神

、そのまわりにあるすべての者にまさって大いな

る恐るべき者です。 8万軍の神、主よ、主よ、だ

れかあなたのように大能のある者があるでしょう

か。あなたのまことは、あなたをめぐっています

。 9あなたは海の荒れるのを治め、その波の起る

とき、これを静められます。 10あなたはラハブ

を、殺された者のように打ち砕き、あなたの敵を

力ある腕をもって散らされました。 11もろもろ

の天はあなたのもの、地もまたあなたのもの、世

界とその中にあるものとはあなたがその基をおか

れたものです。 12北と南はあなたがこれを造ら

れました。タボルとヘルモンは、み名を喜び歌い



詩篇 488

ます。 13あなたは大能の腕をもたれます。あな

たの手は強く、あなたの右の手は高く、 14義と

公平はあなたのみくらの基、いつくしみと、まこ

とはあなたの前に行きます。 15祭の日の喜びの

声を知る民はさいわいです。主よ、彼らはみ顔の

光のなかを歩み、 16ひねもす、み名によって喜

び、あなたの義をほめたたえます。 17あなたは

彼らの力の栄光だからです。われらの角はあなた

の恵みによって高くあげられるでしょう。 18わ

れらの盾は主に属し、われらの王はイスラエルの

聖者に属します。 19昔あなたは幻をもってあな

たの聖徒に告げて言われました、「わたしは勇士

に栄冠を授け、民の中から選ばれた者を高くあげ

た。 20わたしはわがしもべダビデを得て、これ

にわが聖なる油をそそいだ。 21わが手は常に彼

と共にあり、わが腕はまた彼を強くする。 22敵

は彼をだますことなく、悪しき者は彼を卑しめる

ことはない。 23わたしは彼の前にもろもろのあ

だを打ち滅ぼし、彼を憎む者どもを打ち倒す。 24

わがまことと、わがいつくしみは彼と共にあり、

わが名によって彼の角は高くあげられる。 25わ

たしは彼の手を海の上におき、彼の右の手を川の

上におく。 26彼はわたしにむかい『あなたはわ

が父、わが神、わが救の岩』と呼ぶであろう。 27

わたしはまた彼をわがういごとし、地の王たちの

うちの最も高い者とする。 28わたしはとこしえ

に、わがいつくしみを彼のために保ち、わが契約

は彼のために堅く立つ。 29わたしは彼の家系を

とこしえに堅く定め、その位を天の日数のように

ながらえさせる。 30もしその子孫がわがおきて

を捨て、わがさばきに従って歩まないならば、 31

もし彼らがわが定めを犯し、わが戒めを守らない

ならば、 32わたしはつえをもって彼らのとがを

罰し、むちをもって彼らの不義を罰する。 33し

かし、わたしはわがいつくしみを彼から取り去る

ことなく、わがまことにそむくことはない。 34

わたしはわが契約を破ることなく、わがくちびる

から出た言葉を変えることはない。 35わたしは

ひとたびわが聖によって誓った。わたしはダビデ

に偽りを言わない。 36彼の家系はとこしえに続

き、彼の位は太陽のように常にわたしの前にある

。 37また月のようにとこしえに堅く定められ、

大空の続くかぎり堅く立つ」。 (セラ) 38しかし

あなたは、あなたの油そそがれた者を捨ててしり

ぞけ、彼に対して激しく怒られました。 39あな

たはそのしもべとの契約を廃棄し、彼の冠を地に

なげうって、けがされました。 40あなたはその

城壁をことごとくこわし、そのとりでを荒れすた

れさせられました。 41そこを通り過ぎる者は皆

彼をかすめ、彼はその隣り人のあざけりとなりま

した。 42あなたは彼のあだの右の手を高くあげ

、そのもろもろの敵を喜ばせられました。 43ま

ことに、あなたは彼のつるぎの刃をかえして、彼

を戦いに立たせられなかったのです。 44あなた

は彼の手から王のつえを取り去り、その王座を地

に投げすてられました。 45あなたは彼の若き日

をちぢめ、恥をもって彼をおおわれました。(セ

ラ) 46主よ、いつまでなのですか。とこしえにお

隠れになるのですか。あなたの怒りはいつまで火

のように燃えるのですか。 47主よ、人のいのち

の、いかに短く、すべての人の子を、いかにはか

なく造られたかを、みこころにとめてください。

48だれか生きて死を見ず、その魂を陰府の力から

救いうるものがあるでしょうか。 (セラ) (Sheol

h7585) 49主よ、あなたがまことをもってダビデに

誓われた昔のいつくしみはどこにありますか。 51

主よ、あなたのしもべがうけるはずかしめをみこ

ころにとめてください。主よ、あなたのもろもろ

の敵はわたしをそしり、あなたの油そそがれた者

の足跡をそしります。わたしはもろもろの民のそ

しりをわたしのふところにいだいているのです。

52主はとこしえにほむべきかな。アァメン、アァ

メン。

90神の人モーセの祈主よ、あなたは世々われ
らのすみかでいらせられる。 2山がまだ生れ

ず、あなたがまだ地と世界とを造られなかったと

き、とこしえからとこしえまで、あなたは神でい

らせられる。 3あなたは人をちりに帰らせて言わ

れます、「人の子よ、帰れ」と。 4あなたの目の

前には千年も過ぎ去ればきのうのごとく、夜の間

のひと時のようです。 5あなたは人を大水のよう

に流れ去らせられます。彼らはひと夜の夢のごと

く、あしたにもえでる青草のようです。 6あした

にもえでて、栄えるが、夕べには、しおれて枯れ

るのです。 7われらはあなたの怒りによって消え

うせ、あなたの憤りによって滅び去るのです。 8

あなたはわれらの不義をみ前におき、われらの隠

れた罪をみ顔の光のなかにおかれました。 9われ

らのすべての日は、あなたの怒りによって過ぎ去
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り、われらの年の尽きるのは、ひと息のようです

。 10われらのよわいは七十年にすぎません。あ

るいは健やかであっても八十年でしょう。しかし

その一生はただ、ほねおりと悩みであって、その

過ぎゆくことは速く、われらは飛び去るのです。

11だれがあなたの怒りの力を知るでしょうか。だ

れがあなたをおそれる恐れにしたがってあなたの

憤りを知るでしょうか。 12われらにおのが日を

数えることを教えて、知恵の心を得させてくださ

い。 13主よ、み心を変えてください。いつまで

お怒りになるのですか。あなたのしもべをあわれ

んでください。 14あしたに、あなたのいつくし

みをもってわれらを飽き足らせ、世を終るまで喜

び楽しませてください。 15あなたがわれらを苦

しめられた多くの日と、われらが災にあった多く

の年とに比べて、われらを楽しませてください。

16あなたのみわざを、あなたのしもべらに、あな

たの栄光を、その子らにあらわしてください。 17

われらの神、主の恵みを、われらの上にくだし、

われらの手のわざを、われらの上に栄えさせてく

ださい。われらの手のわざを栄えさせてください

。

91いと高き者のもとにある隠れ場に住む人、全
能者の陰にやどる人は 2主に言うであろう、

「わが避け所、わが城、わが信頼しまつるわが神

」と。 3主はあなたをかりゅうどのわなと、恐ろ

しい疫病から助け出されるからである。 4主はそ

の羽をもって、あなたをおおわれる。あなたはそ

の翼の下に避け所を得るであろう。そのまことは

大盾、また小盾である。 5あなたは夜の恐ろしい

物をも、昼に飛んでくる矢をも恐れることはない

。 6また暗やみに歩きまわる疫病をも、真昼に荒

す滅びをも恐れることはない。 7たとい千人はあ

なたのかたわらに倒れ、万人はあなたの右に倒れ

ても、その災はあなたに近づくことはない。 8あ

なたはただ、その目をもって見、悪しき者の報い

を見るだけである。 9あなたは主を避け所とし、

いと高き者をすまいとしたので、 10災はあなた

に臨まず、悩みはあなたの天幕に近づくことはな

い。 11これは主があなたのために天使たちに命

じて、あなたの歩むすべての道であなたを守らせ

られるからである。 12彼らはその手で、あなた

をささえ、石に足を打ちつけることのないように

する。 13あなたはししと、まむしとを踏み、若

いししと、へびとを足の下に踏みにじるであろう

。 14彼はわたしを愛して離れないゆえに、わた

しは彼を助けよう。彼はわが名を知るゆえに、わ

たしは彼を守る。 15彼がわたしを呼ぶとき、わ

たしは彼に答える。わたしは彼の悩みのときに、

共にいて、彼を救い、彼に光栄を与えよう。 16

わたしは長寿をもって彼を満ち足らせ、わが救を

彼に示すであろう。

92安息日の歌、さんびいと高き者よ、主に感
謝し、み名をほめたたえるのは、よいことで

す。 2あしたに、あなたのいつくしみをあらわし

、夜な夜な、あなたのまことをあらわすために、

3十弦の楽器と立琴を用い、琴のたえなる調べを

用いるのは、よいことです。 4主よ、あなたはみ

わざをもってわたしを楽しませられました。わた

しはあなたのみ手のわざを喜び歌います。 5主よ

、あなたのみわざはいかに大いなることでしょう

。あなたのもろもろの思いは、いとも深く、 6鈍

い者は知ることができず、愚かな者はこれを悟る

ことができません。 7たとい、悪しき者は草のよ

うにもえいで、不義を行う者はことごとく栄えて

も、彼らはとこしえに滅びに定められているので

す。 8しかし、主よ、あなたはとこしえに高き所

にいらせられます。 9主よ、あなたの敵、あなた

の敵は滅び、不義を行う者はことごとく散らされ

るでしょう。 10しかし、あなたはわたしの角を

野牛の角のように高くあげ、新しい油をわたしに

注がれました。 11わたしの目はわが敵の没落を

見、わたしの耳はわたしを攻める悪者どもの破滅

を聞きました。 12正しい者はなつめやしの木の

ように栄え、レバノンの香柏のように育ちます。

13彼らは主の家に植えられ、われらの神の大庭に

栄えます。 14彼らは年老いてなお実を結び、い

つも生気に満ち、青々として、 15主の正しいこ

とを示すでしょう。主はわが岩です。主には少し

の不義もありません。

93主は王となり、威光の衣をまとわれます。主
は衣をまとい、力をもって帯とされます。ま

ことに、世界は堅く立って、動かされることはあ

りません。 2あなたの位はいにしえより堅く立ち

、あなたはとこしえよりいらせられます。 3主よ

、大水は声をあげました。大水はその声をあげま

した。大水はそのとどろく声をあげます。 4主は

高き所にいらせられて、その勢いは多くの水のと
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どろきにまさり、海の大波にまさって盛んです。

5あなたのあかしはいとも確かです。主よ、聖な

ることはとこしえまでもあなたの家にふさわしい

のです。

94あだを報いられる神、主よ、あだを報いられ
る神よ、光を放ってください。 2地をさばか

れる者よ、立って高ぶる者にその受くべき罰をお

与えください。 3主よ、悪しき者はいつまで、悪

しき者はいつまで勝ち誇るでしょうか。 4彼らは

高慢な言葉を吐き散らし、すべて不義を行う者は

みずから高ぶります。 5主よ、彼らはあなたの民

を打ち砕き、あなたの嗣業を苦しめます。 6彼ら

はやもめと旅びとのいのちをうばい、みなしごを

殺します。 7彼らは言います、「主は見ない、ヤ

コブの神は悟らない」と。 8民のうちの鈍き者よ

、悟れ。愚かな者よ、いつ賢くなるだろうか。 9

耳を植えた者は聞くことをしないだろうか、目を

造った者は見ることをしないだろうか。 10もろ

もろの国民を懲らす者は罰することをしないだろ

うか、人を教える者は知識をもたないだろうか。

11主は人の思いの、むなしいことを知られる。 12

主よ、あなたによって懲らされる人、あなたのお

きてを教えられる人はさいわいです。 13あなた

はその人を災の日からのがれさせ、悪しき者のた

めに穴が掘られるまでその人に平安を与えられま

す。 14主はその民を捨てず、その嗣業を見捨て

られないからです。 15さばきは正義に帰り、す

べて心の正しい者はそれに従うでしょう。 16だ

れがわたしのために立ちあがって、悪しき者を責

めるだろうか。だれがわたしのために立って、不

義を行う者を責めるだろうか。 17もしも主がわ

たしを助けられなかったならば、わが魂はとくに

音なき所に住んだであろう。 18しかし「わたし

の足がすべる」と思ったとき、主よ、あなたのい

つくしみはわたしをささえられました。 19わた

しのうちに思い煩いの満ちるとき、あなたの慰め

はわが魂を喜ばせます。 20定めをもって危害を

たくらむ悪しき支配者はあなたと親しむことがで

きるでしょうか。 21彼らは相結んで正しい人の

魂を責め、罪のない者に死を宣告します。 22し

かし主はわが高きやぐらとなり、わが神はわが避

け所の岩となられました。 23主は彼らの不義を

彼らに報い、彼らをその悪のゆえに滅ぼされます

。われらの神、主は彼らを滅ぼされます。

95さあ、われらは主にむかって歌い、われらの
救の岩にむかって喜ばしい声をあげよう。 2

われらは感謝をもって、み前に行き、主にむかい

、さんびの歌をもって、喜ばしい声をあげよう。

3主は大いなる神、すべての神にまさって大いな

る王だからである。 4地の深い所は主のみ手にあ

り、山々の頂もまた主のものである。 5海は主の

もの、主はこれを造られた。またそのみ手はかわ

いた地を造られた。 6さあ、われらは拝み、ひれ

伏し、われらの造り主、主のみ前にひざまずこう

。 7主はわれらの神であり、われらはその牧の民

、そのみ手の羊である。どうか、あなたがたは、

きょう、そのみ声を聞くように。 8あなたがたは

、メリバにいた時のように、また荒野のマッサに

いた日のように、心をかたくなにしてはならない

。 9あの時、あなたがたの先祖たちはわたしのわ

ざを見たにもかかわらず、わたしを試み、わたし

をためした。 10わたしは四十年の間、その代を

きらって言った、「彼らは心の誤っている民であ

って、わたしの道を知らない」と。 11それゆえ

、わたしは憤って、彼らはわが安息に入ることが

できないと誓った。

96新しい歌を主にむかってうたえ。全地よ、主
にむかってうたえ。 2主にむかって歌い、そ

のみ名をほめよ。日ごとにその救を宣べ伝えよ。

3もろもろの国の中にその栄光をあらわし、もろ

もろの民の中にそのくすしきみわざをあらわせ。

4主は大いなる神であって、いともほめたたうべ

きもの、もろもろの神にまさって恐るべき者であ

る。 5もろもろの民のすべての神はむなしい。し

かし主はもろもろの天を造られた。 6誉と、威厳

とはそのみ前にあり、力と、うるわしさとはその

聖所にある。 7もろもろの民のやからよ、主に帰

せよ、栄光と力とを主に帰せよ。 8そのみ名にふ

さわしい栄光を主に帰せよ。供え物を携えてその

大庭にきたれ。 9聖なる装いをして主を拝め、全

地よ、そのみ前におののけ。 10もろもろの国民

の中に言え、「主は王となられた。世界は堅く立

って、動かされることはない。主は公平をもって

もろもろの民をさばかれる」と。 11天は喜び、

地は楽しみ、海とその中に満ちるものとは鳴りど

よめき、 12田畑とその中のすべての物は大いに

喜べ。そのとき、林のもろもろの木も主のみ前に

喜び歌うであろう。 13主は来られる、地をさば
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くために来られる。主は義をもって世界をさばき

、まことをもってもろもろの民をさばかれる。

97主は王となられた。地は楽しみ、海に沿った
多くの国々は喜べ。 2雲と暗やみとはそのま

わりにあり、義と正とはそのみくらの基である。

3火はそのみ前に行き、そのまわりのあだを焼き

つくす。 4主のいなずまは世界を照し、地は見て

おののく。 5もろもろの山は主のみ前に、全地の

主のみ前に、ろうのように溶けた。 6もろもろの

天はその義をあらわし、よろずの民はその栄光を

見た。 7すべて刻んだ像を拝む者、むなしい偶像

をもってみずから誇る者ははずかしめをうける。

もろもろの神は主のみ前にひれ伏す。 8主よ、あ

なたのさばきのゆえに、シオンは聞いて喜び、ユ

ダの娘たちは楽しむ。 9主よ、あなたは全地の上

にいまして、いと高く、もろもろの神にまさって

大いにあがめられます。 10主は悪を憎む者を愛

し、その聖徒のいのちを守り、これを悪しき者の

手から助け出される。 11光は正しい人のために

現れ、喜びは心の正しい者のためにあらわれる。

12正しき人よ、主によって喜べ、その聖なるみ名

に感謝せよ。

98歌新しき歌を主にむかってうたえ。主はく
すしきみわざをなされたからである。その右

の手と聖なる腕とは、おのれのために勝利を得ら

れた。 2主はその勝利を知らせ、その義をもろも

ろの国民の前にあらわされた。 3主はそのいつく

しみと、まこととをイスラエルの家にむかって覚

えられた。地のもろもろのはては、われらの神の

勝利を見た。 4全地よ、主にむかって喜ばしき声

をあげよ。声を放って喜び歌え、ほめうたえ。 5

琴をもって主をほめうたえ。琴と歌の声をもって

ほめうたえ。 6ラッパと角笛の音をもって王なる

主の前に喜ばしき声をあげよ。 7海とその中に満

ちるもの、世界とそのうちに住む者とは鳴りどよ

めけ。 8大水はその手を打ち、もろもろの山は共

に主のみ前に喜び歌え。 9主は地をさばくために

来られるからである。主は義をもって世界をさば

き、公平をもってもろもろの民をさばかれる。

99主は王となられた。もろもろの民はおののけ
。主はケルビムの上に座せられる。地は震え

よ。 2主はシオンにおられて大いなる神、主はも

ろもろの民の上に高くいらせられる。 3彼らはあ

なたの大いなる恐るべきみ名をほめたたえるであ

ろう。主は聖でいらせられる。 4大能の王であり

、公義を愛する者であるあなたは堅く公平を立て

、ヤコブの中に正と義とを行われた。 5われらの

神、主をあがめ、その足台のもとで拝みまつれ。

主は聖でいらせられる。 6その祭司の中にモーセ

とアロンとがあった。そのみ名を呼ぶ者の中にサ

ムエルもあった。彼らが主に呼ばわると、主は答

えられた。 7主は雲の柱のうちで彼らに語られた

。彼らはそのあかしと、彼らに賜わった定めとを

守った。 8われらの神、主よ、あなたは彼らに答

えられた。あなたは彼らにゆるしを与えられた神

であったが、悪を行う者には報復された。 9われ

らの神、主をあがめ、その聖なる山で拝みまつれ

。われらの神、主は聖でいらせられるからである

。

100感謝の供え物のための歌全地よ、主にむ
かって喜ばしき声をあげよ。 2喜びをもっ

て主に仕えよ。歌いつつ、そのみ前にきたれ。 3

主こそ神であることを知れ。われらを造られたも

のは主であって、われらは主のものである。われ

らはその民、その牧の羊である。 4感謝しつつ、

その門に入り、ほめたたえつつ、その大庭に入れ

。主に感謝し、そのみ名をほめまつれ。 5主は恵

みふかく、そのいつくしみはかぎりなく、そのま

ことはよろず代に及ぶからである。

101ダビデの歌わたしはいつくしみと公義に
ついて歌います。主よ、わたしはあなたに

むかって歌います。 2わたしは全き道に心をとめ

ます。あなたはいつ、わたしに来られるでしょう

か。わたしは直き心をもって、わが家のうちを歩

みます。 3わたしは目の前に卑しい事を置きませ

ん。わたしはそむく者の行いを憎みます。それは

わたしに付きまといません。 4ひがんだ心はわた

しを離れるでしょう。わたしは悪い事を知りませ

ん。 5ひそかに、その隣り人をそしる者をわたし

は滅ぼします。高ぶる目と高慢な心の人を耐え忍

ぶ事はできません。 6わたしは国のうちの忠信な

者に好意を寄せ、わたしと共に住まわせます。全

き道を歩む者はわたしに仕えるでしょう。 7欺く

ことをする者はわが家のうちに住むことができま

せん。偽りを言う者はわが目の前に立つことがで

きません。 8わたしは朝ごとに国の悪しき者をこ
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とごとく滅ぼし、不義を行う者をことごとく主の

都から断ち除きます。

102苦しむ者が思いくずおれてその嘆きを主の
み前に注ぎ出すときの祈主よ、わたしの

祈をお聞きください。わたしの叫びをみ前に至ら

せてください。 2わたしの悩みの日にみ顔を隠す

ことなく、あなたの耳をわたしに傾け、わが呼ば

わる日に、すみやかにお答えください。 3わたし

の日は煙のように消え、わたしの骨は炉のように

燃えるからです。 4わたしの心は草のように撃た

れて、しおれました。わたしはパンを食べること

を忘れました。 5わが嘆きの声によってわたしの

骨はわたしの肉に着きます。 6わたしは荒野のは

げたかのごとく、荒れた跡のふくろうのようです

。 7わたしは眠らずに屋根にひとりいるすずめの

ようです。 8わたしの敵はひねもす、わたしをそ

しり、わたしをあざける者はわが名によってのろ

います。 9わたしは灰をパンのように食べ、わた

しの飲み物に涙を交えました。 10これはあなた

の憤りと怒りのゆえです。あなたはわたしをもた

げて投げすてられました。 11わたしのよわいは

夕暮の日影のようです。わたしは草のようにしお

れました。 12しかし主よ、あなたはとこしえに

みくらに座し、そのみ名はよろず代に及びます。

13あなたは立ってシオンをあわれまれるでしょう

。これはシオンを恵まれる時であり、定まった時

が来たからです。 14あなたのしもべはシオンの

石をも喜び、そのちりをさえあわれむのです。 15

もろもろの国民は主のみ名を恐れ、地のもろもろ

の王はあなたの栄光を恐れるでしょう。 16主は

シオンを築き、その栄光をもって現れ、 17乏し

い者の祈をかえりみ、彼らの願いをかろしめられ

ないからです。 18きたるべき代のために、この

事を書きしるしましょう。そうすれば新しく造ら

れる民は、主をほめたたえるでしょう。 19主は

その聖なる高き所から見おろし、天から地を見ら

れた。 20これは捕われ人の嘆きを聞き、死に定

められた者を解き放ち、 21人々がシオンで主の

み名をあらわし、エルサレムでその誉をあらわす

ためです。 22その時もろもろの民、もろもろの

国はともに集まって、主に仕えるでしょう。 23

主はわたしの力を中途でくじき、わたしのよわい

を短くされました。 24わたしは言いました、「

わが神よ、どうか、わたしのよわいの半ばでわた

しを取り去らないでください。あなたのよわいは

よろず代に及びます」と。 25あなたはいにしえ

、地の基をすえられました。天もまたあなたのみ

手のわざです。 26これらは滅びるでしょう。し

かしあなたは長らえられます。これらはみな衣の

ように古びるでしょう。あなたがこれらを上着の

ように替えられると、これらは過ぎ去ります。 27

しかしあなたは変ることなく、あなたのよわいは

終ることがありません。 28あなたのしもべの子

らは安らかに住み、その子孫はあなたの前に堅く

立てられるでしょう。

103ダビデの歌わがたましいよ、主をほめよ
。わがうちなるすべてのものよ、その聖な

るみ名をほめよ。 2わがたましいよ、主をほめよ

。そのすべてのめぐみを心にとめよ。 3主はあな

たのすべての不義をゆるし、あなたのすべての病

をいやし、 4あなたのいのちを墓からあがないい

だし、いつくしみと、あわれみとをあなたにこう

むらせ、 5あなたの生きながらえるかぎり、良き

物をもってあなたを飽き足らせられる。こうして

あなたは若返って、わしのように新たになる。 6

主はすべてしえたげられる者のために正義と公正

とを行われる。 7主はおのれの道をモーセに知ら

せ、おのれのしわざをイスラエルの人々に知らせ

られた。 8主はあわれみに富み、めぐみふかく、

怒ること遅く、いつくしみ豊かでいらせられる。

9主は常に責めることをせず、また、とこしえに

怒りをいだかれない。 10主はわれらの罪にした

がってわれらをあしらわず、われらの不義にした

がって報いられない。 11天が地よりも高いよう

に、主がおのれを恐れる者に賜わるいつくしみは

大きい、 12東が西から遠いように、主はわれら

のとがをわれらから遠ざけられる。 13父がその

子供をあわれむように、主はおのれを恐れる者を

あわれまれる。 14主はわれらの造られたさまを

知り、われらのちりであることを覚えていられる

からである。 15人は、そのよわいは草のごとく

、その栄えは野の花にひとしい。 16風がその上

を過ぎると、うせて跡なく、その場所にきいても

、もはやそれを知らない。 17しかし主のいつく

しみは、とこしえからとこしえまで、主を恐れる

者の上にあり、その義は子らの子に及び、 18そ

の契約を守り、その命令を心にとめて行う者にま

で及ぶ。 19主はその玉座を天に堅くすえられ、
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そのまつりごとはすべての物を統べ治める。 20

主の使たちよ、そのみ言葉の声を聞いて、これを

行う勇士たちよ、主をほめまつれ。 21そのすべ

ての万軍よ、そのみこころを行うしもべたちよ、

主をほめよ。 22主が造られたすべての物よ、そ

のまつりごとの下にあるすべての所で、主をほめ

よ。わがたましいよ、主をほめよ。

104わがたましいよ、主をほめよ。わが神、主
よ、あなたはいとも大いにして誉と威厳と

を着、 2光を衣のようにまとい、天を幕のように

張り、 3水の上におのが高殿のうつばりをおき、

雲をおのれのいくさ車とし、風の翼に乗りあるき

、 4風をおのれの使者とし、火と炎をおのれのし

もべとされる。 5あなたは地をその基の上にすえ

て、とこしえに動くことのないようにされた。 6

あなたはこれを衣でおおうように大水でおおわれ

た。水はたたえて山々の上を越えた。 7あなたの

とがめによって水は退き、あなたの雷の声によっ

て水は逃げ去った。 8山は立ちあがり、谷はあな

たが定められた所に沈んだ。 9あなたは水に境を

定めて、これを越えさせず、再び地をおおうこと

のないようにされた。 10あなたは泉を谷にわき

出させ、それを山々の間に流れさせ、 11野のも

ろもろの獣に飲ませられる。野のろばもそのかわ

きをいやす。 12空の鳥もそのほとりに住み、こ

ずえの間にさえずり歌う。 13あなたはその高殿

からもろもろの山に水を注がれる。地はあなたの

みわざの実をもって満たされる。 14あなたは家

畜のために草をはえさせ、また人のためにその栽

培する植物を与えて、地から食物を出させられる

。 15すなわち人の心を喜ばすぶどう酒、その顔

をつややかにする油、人の心を強くするパンなど

である。 16主の木と、主がお植えになったレバ

ノンの香柏とは豊かに潤され、 17鳥はその中に

巣をつくり、こうのとりはもみの木をそのすまい

とする。 18高き山はやぎのすまい、岩は岩だぬ

きの隠れる所である。 19あなたは月を造って季

節を定められた。日はその入る時を知っている。

20あなたは暗やみを造って夜とされた。その時、

林の獣は皆忍び出る。 21若きししはほえてえさ

を求め、神に食物を求める。 22日が出ると退い

て、その穴に寝る。 23人は出てわざにつき、そ

の勤労は夕べに及ぶ。 24主よ、あなたのみわざ

はいかに多いことであろう。あなたはこれらをみ

な知恵をもって造られた。地はあなたの造られた

もので満ちている。 25かしこに大いなる広い海

がある。その中に無数のもの、大小の生き物が満

ちている。 26そこに舟が走り、あなたが造られ

たレビヤタンはその中に戯れる。 27彼らは皆あ

なたが時にしたがって食物をお与えになるのを期

待している。 28あなたがお与えになると、彼ら

はそれを集める。あなたが手を開かれると、彼ら

は良い物で満たされる。 29あなたがみ顔を隠さ

れると、彼らはあわてふためく。あなたが彼らの

息を取り去られると、彼らは死んでちりに帰る。

30あなたが霊を送られると、彼らは造られる。あ

なたは地のおもてを新たにされる。 31どうか、

主の栄光がとこしえにあるように。主がそのみわ

ざを喜ばれるように。 32主が地を見られると、

地は震い、山に触れられると、煙をいだす。 33

わたしは生きるかぎり、主にむかって歌い、なが

らえる間はわが神をほめ歌おう。 34どうか、わ

たしの思いが主に喜ばれるように。わたしは主に

よって喜ぶ。 35どうか、罪びとが地から断ち滅

ぼされ、悪しき者が、もはや、いなくなるように

。わがたましいよ、主をほめよ。主をほめたたえ

よ。

105主に感謝し、そのみ名を呼び、そのみわざ
をもろもろの民のなかに知らせよ。 2主に

むかって歌え、主をほめうたえ、そのすべてのく

すしきみわざを語れ。 3その聖なるみ名を誇れ。

主を尋ね求める者の心を喜ばせよ。 4主とそのみ

力とを求めよ、つねにそのみ顔を尋ねよ。 6その

しもべアブラハムの子孫よ、その選ばれた者であ

るヤコブの子らよ、主のなされたくすしきみわざ

と、その奇跡と、そのみ口のさばきとを心にとめ

よ。 7彼はわれらの神、主でいらせられる。その

さばきは全地にある。 8主はとこしえに、その契

約をみこころにとめられる。これはよろず代に命

じられたみ言葉であって、 9アブラハムと結ばれ

た契約、イサクに誓われた約束である。 10主は

これを堅く立てて、ヤコブのために定めとし、イ

スラエルのために、とこしえの契約として 11言

われた、「わたしはあなたにカナンの地を与えて

、あなたがたの受ける嗣業の分け前とする」と。

12このとき彼らの数は少なくて、数えるに足らず

、その所で旅びととなり、 13この国からかの国

へ行き、この国から他の民へ行った。 14主は人
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の彼らをしえたげるのをゆるさず、彼らのために

王たちを懲しめて、 15言われた、「わが油そそ

がれた者たちにさわってはならない、わが預言者

たちに害を加えてはならない」と。 16主はきき

んを地に招き、人のつえとするパンをことごとく

砕かれた。 17また彼らの前にひとりをつかわさ

れた。すなわち売られて奴隷となったヨセフであ

る。 18彼の足は足かせをもって痛められ、彼の

首は鉄の首輪にはめられ、 19彼の言葉の成る時

まで、主のみ言葉が彼を試みた。 20王は人をつ

かわして彼を解き放ち、民のつかさは彼に自由を

与えた。 21王はその家のつかさとしてその所有

をことごとくつかさどらせ、 22その心のままに

君たちを教えさせ、長老たちに知恵を授けさせた

。 23その時イスラエルはエジプトにきたり、ヤ

コブはハムの地に寄留した。 24主はその民を大

いに増し加え、これをそのあだよりも強くされた

。 25主は人々の心をかえて、その民を憎ませ、

そのしもべたちを悪賢く扱わせられた。 26主は

そのしもべモーセと、そのお選びになったアロン

とをつかわされた。 27彼らはハムの地で主のし

るしと、奇跡とを彼らのうちにおこなった。 28

主は暗やみをつかわして地を暗くされた。しかし

彼らはそのみ言葉に従わなかった。 29主は彼ら

の水を血に変らせて、その魚を殺された。 30彼

らの国には、かえるが群がり、王の寝間にまでは

いった。 31主が言われると、はえの群れがきた

り、ぶよが国じゅうにあった。 32主は雨にかえ

て、ひょうを彼らに与え、きらめくいなずまを彼

らの国に放たれた。 33主は彼らのぶどうの木と

、いちじくの木とを撃ち、彼らの国のもろもろの

木を折り砕かれた。 34主が言われると、いなご

がきたり、無数の若いいなごが来て、 35彼らの

国のすべての青物を食いつくし、その地の実を食

いつくした。 36主は彼らの国のすべてのういご

を撃ち、彼らのすべての力の初めを撃たれた。 37

そして金銀を携えてイスラエルを出て行かせられ

た。その部族のうちに、ひとりの倒れる者もなか

った。 38エジプトは彼らの去るのを喜んだ。彼

らに対する恐れが彼らに臨んだからである。 39

主は雲をひろげておおいとし、夜は火をもって照

された。 40また彼らの求めによって、うずらを

飛びきたらせ、天から、かてを豊かに彼らに与え

られた。 41主が岩を開かれると、水がほとばし

り出て、かわいた地に川のように流れた。 42こ

れは主がその聖なる約束と、そのしもべアブラハ

ムを覚えられたからである。 43こうして主はそ

の民を導いて喜びつつ出て行かせ、その選ばれた

民を導いて歌いつつ出て行かせられた。 44主は

もろもろの国びとの地を彼らに与えられたので、

彼らはもろもろの民の勤労の実を自分のものとし

た。 45これは彼らが主の定めを守り、そのおき

てを行うためである。主をほめたたえよ。

106主をほめたたえよ。主に感謝せよ、主は恵
みふかく、そのいつくしみはとこしえに絶

えることがない。 2だれが主の大能のみわざを語

り、その誉をことごとく言いあらわすことができ

ようか。 3公正を守る人々、常に正義を行う人は

さいわいである。 4主よ、あなたがその民を恵ま

れるとき、わたしを覚えてください。あなたが彼

らを救われるとき、わたしを助けてください。 5

そうすれば、わたしはあなたの選ばれた者の繁栄

を見、あなたの国民の喜びをよろこび、あなたの

嗣業と共に誇ることができるでしょう。 6われら

は先祖たちと同じく罪を犯した。われらは不義を

なし、悪しきことを行った。 7われらの先祖たち

はエジプトにいたとき、あなたのくすしきみわざ

に心を留めず、あなたのいつくしみの豊かなのを

思わず、紅海で、いと高き神にそむいた。 8けれ

ども主はその大能を知らせようと、み名のために

彼らを救われた。 9主は紅海をしかって、それを

かわかし、彼らを導いて荒野を行くように、淵を

通らせられた。 10こうして主は彼らをあだの手

から救い、敵の力からあがなわれた。 11水が彼

らのあだをおおったので、そのうち、ひとりも生

き残った者はなかった。 12このとき彼らはその

み言葉を信じ、その誉を歌った。 13しかし彼ら

はまもなくそのみわざを忘れ、その勧めを待たず

、 14野でわがままな欲望を起し、荒野で神を試

みた。 15主は彼らにその求めるものを与えられ

たが、彼らのうちに病気を送って、やせ衰えさせ

られた。 16人々が宿営のうちでモーセをねたみ

、主の聖者アロンをねたんだとき、 17地が開け

てダタンを飲み、アビラムの仲間をおおった。 18

火はまたこの仲間のうちに燃え起り、炎は悪しき

者を焼きつくした。 19彼らはホレブで子牛を造

り、鋳物の像を拝んだ。 20彼らは神の栄光を草

を食う牛の像と取り替えた。 22彼らは、エジプ

トで大いなる事をなし、ハムの地でくすしきみわ
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ざをなし、紅海のほとりで恐るべき事をなされた

救主なる神を忘れた。 23それゆえ、主は彼らを

滅ぼそうと言われた。しかし主のお選びになった

モーセは破れ口で主のみ前に立ち、み怒りを引き

かえして、滅びを免れさせた。 24彼らは麗しい

地を侮り、主の約束を信ぜず、 25またその天幕

でつぶやき、主のみ声に聞き従わなかった。 26

それゆえ、主はみ手をあげて、彼らに誓い、彼ら

を荒野で倒れさせ、 27またその子孫を、もろも

ろの国民のうちに追い散らし、もろもろの地に彼

らをまき散らそうとされた。 28また彼らはペオ

ルのバアルを慕って、死んだ者にささげた、いけ

にえを食べた。 29彼らはそのおこないをもって

主を怒らせたので、彼らのうちに疫病が起った。

30その時ピネハスが立って仲裁にはいったので、

疫病はやんだ。 31これによってピネハスはよろ

ず代まで、とこしえに義とされた。 32彼らはま

たメリバの水のほとりで主を怒らせたので、モー

セは彼らのために災にあった。 33これは彼らが

神の霊にそむいたとき、彼がそのくちびるで軽率

なことを言ったからである。 34彼らは主が命じ

られたもろもろの民を滅ぼさず、 35かえっても

ろもろの国民とまじってそのわざにならい、 36

自分たちのわなとなった偶像に仕えた。 37彼ら

はそのむすこ、娘たちを悪霊にささげ、 38罪の

ない血、すなわちカナンの偶像にささげたそのむ

すこ、娘たちの血を流した。こうして国は血で汚

された。 39このように彼らはそのわざによって

おのれを汚し、そのおこないによって姦淫をなし

た。 40それゆえ、主の怒りがその民にむかって

燃え、その嗣業を憎んで、 41彼らをもろもろの

国民の手にわたされた。彼らはおのれを憎む者に

治められ、 42その敵にしえたげられ、その力の

下に征服された。 43主はしばしば彼らを助けら

れたが、彼らははかりごとを設けてそむき、その

不義によって低くされた。 44それにもかかわら

ず、主は彼らの叫びを聞かれたとき、その悩みを

かえりみ、 45その契約を彼らのために思い出し

、そのいつくしみの豊かなるにより、みこころを

変えられ、 46彼らをとりこにした者どもによっ

て、あわれまれるようにされた。 47われらの神

、主よ、われらを救って、もろもろの国民のなか

から集めてください。われらはあなたの聖なるみ

名に感謝し、あなたの誉を誇るでしょう。 48イ

スラエルの神、主はとこしえからとこしえまでほ

むべきかな。すべての民は「アァメン」ととなえ

よ。主をほめたたえよ。

107「主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのい
つくしみはとこしえに絶えることがない」

と、 2主にあがなわれた者は言え。主は彼らを悩

みからあがない、 3もろもろの国から、東、西、

北、南から彼らを集められた。 4彼らは人なき荒

野にさまよい、住むべき町にいたる道を見いださ

なかった。 5彼らは飢え、またかわき、その魂は

彼らのうちに衰えた。 6彼らはその悩みのうちに

主に呼ばわったので、主は彼らをその悩みから助

け出し、 7住むべき町に行き着くまで、まっすぐ

な道に導かれた。 8どうか、彼らが主のいつくし

みと、人の子らになされたくすしきみわざとのた

めに、主に感謝するように。 9主はかわいた魂を

満ち足らせ、飢えた魂を良き物で満たされるから

である。 10暗黒と深いやみの中にいる者、苦し

みと、くろがねに縛られた者、 11彼らは神の言

葉にそむき、いと高き者の勧めを軽んじたので、

12主は重い労働をもって彼らの心を低くされた。

彼らはつまずき倒れても、助ける者がなかった。

13彼らはその悩みのうちに主に呼ばわったので、

主は彼らをその悩みから救い、 14暗黒と深いや

みから彼らを導き出して、そのかせをこわされた

。 15どうか、彼らが主のいつくしみと、人の子

らになされたくすしきみわざとのために、主に感

謝するように。 16主は青銅のとびらをこわし、

鉄の貫の木を断ち切られたからである。 17ある

者はその罪に汚れた行いによって病み、その不義

のゆえに悩んだ。 18彼らはすべての食物をきら

って、死の門に近づいた。 19彼らはその悩みの

うちに主に呼ばわったので、主は彼らをその悩み

から救い、 20そのみ言葉をつかわして、彼らを

いやし、彼らを滅びから助け出された。 21どう

か、彼らが主のいつくしみと、人の子らになされ

たくすしきみわざとのために、主に感謝するよう

に。 22彼らが感謝のいけにえをささげ、喜びの

歌をもって、そのみわざを言いあらわすように。

23舟で海にくだり、大海で商売をする者は、 24

主のみわざを見、また深い所でそのくすしきみわ

ざを見た。 25主が命じられると暴風が起って、

海の波をあげた。 26彼らは天にのぼり、淵にく

だり、悩みによってその勇気は溶け去り、 27酔

った人のようによろめき、よろめいて途方にくれ
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る。 28彼らはその悩みのうちに主に呼ばわった

ので、主は彼らをその悩みから救い出された。 29

主があらしを静められると、海の波は穏やかにな

った。 30こうして彼らは波の静まったのを喜び

、主は彼らをその望む港へ導かれた。 31どうか

、彼らが主のいつくしみと、人の子らになされた

くすしきみわざとのために、主に感謝するように

。 32彼らが民の集会で主をあがめ、長老の会合

で主をほめたたえるように。 33主は川を野に変

らせ、泉をかわいた地に変らせ、 34肥えた地を

それに住む者の悪のゆえに塩地に変らせられる。

35主は野を池に変らせ、かわいた地を泉に変らせ

、 36飢えた者をそこに住まわせられる。こうし

て彼らはその住むべき町を建て、 37畑に種をま

き、ぶどう畑を設けて多くの収穫を得た。 38主

が彼らを祝福されたので彼らは大いにふえ、その

家畜の減るのをゆるされなかった。 39彼らがし

えたげと、悩みと、悲しみとによって減り、かつ

卑しめられたとき、 40主はもろもろの君に侮り

をそそぎ、道なき荒れ地にさまよわせられた。 41

しかし主は貧しい者を悩みのうちからあげて、そ

の家族を羊の群れのようにされた。 42正しい者

はこれを見て喜び、もろもろの不義はその口を閉

じた。 43すべて賢い者はこれらの事に心をよせ

、主のいつくしみをさとるようにせよ。

108ダビデの歌、さんび神よ、わが心は定ま
りました。わが心は定まりました。わたし

は歌い、かつほめたたえます。わが魂よ、さめよ

。 2立琴よ、琴よ、さめよ。わたしはしののめを

呼びさまします。 3主よ、わたしはもろもろの民

の中であなたに感謝し、もろもろの国の中であな

たをほめたたえます。 4あなたのいつくしみは大

きく、天にまでおよびあなたのまことは雲にまで

及ぶ。 5神よ、みずからを天よりも高くし、みさ

かえを全地の上にあげてください。 6あなたの愛

される者が助けを得るために、右のみ手をもって

救をほどこし、わたしに答えてください。 7神は

その聖所で言われた、「わたしは大いなる喜びを

もってシケムを分かち、スコテの谷を分かち与え

よう。 8ギレアデはわたしのもの、マナセもわた

しのものである。エフライムはわたしのかぶと、

ユダはわたしのつえである。 9モアブはわたしの

足だらい、エドムにはわたしのくつを投げる。ペ

リシテについては、かちどきをあげる」。 10だ

れがわたしを堅固な町に至らせるであろうか。だ

れがわたしをエドムに導くであろうか。 11神よ

、あなたはわれらを捨てられたではありませんか

。神よ、あなたはわれらの軍勢と共に出て行かれ

ません。 12われらに助けを与えて、あだにむか

わせてください。人の助けはむなしいからです。

13われらは神によって勇ましく働きます。われら

のあだを踏みにじる者は神だからです。

109聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデ
の歌わたしのほめたたえる神よ、もださ

ないでください。 2彼らは悪しき口と欺きの口を

あけて、わたしにむかい、偽りの舌をもってわた

しに語り、 3恨みの言葉をもってわたしを囲み、

ゆえなくわたしを攻めるのです。 4彼らはわが愛

にむくいて、わたしを非難します。しかしわたし

は彼らのために祈ります。 5彼らは悪をもってわ

が善に報い、恨みをもってわが愛に報いるのです

。 6彼の上に悪しき人を立て、訴える者に彼を訴

えさせてください。 7彼がさばかれるとき、彼を

罪ある者とし、その祈を罪に変えてください。 8

その日を少なくし、その財産をほかの人にとらせ

、 9その子らをみなしごにし、その妻をやもめに

してください。 10その子らを放浪者として施し

をこわせ、その荒れたすまいから追い出させてく

ださい。 11彼が持っているすべての物を債主に

奪わせ、その勤労の実をほかの人にかすめさせて

ください。 12彼にいつくしみを施す者はひとり

もなく、またそのみなしごをあわれむ者もなく、

13その子孫を絶えさせ、その名を次の代に消し去

ってください。 14その父たちの不義は主のみ前

に覚えられ、その母の罪を消し去らないでくださ

い。 15それらを常に主のみ前に置き、彼の記憶

を地から断ってください。 16これは彼がいつく

しみを施すことを思わず、かえって貧しい者、乏

しい者を責め、心の痛める者を殺そうとしたから

です。 17彼はのろうことを好んだ。のろいを彼

に臨ませてください。彼は恵むことを喜ばなかっ

た。恵みを彼から遠ざけてください。 18彼はの

ろいを衣のように着た。のろいを水のようにその

身にしみこませ、油のようにその骨にしみこませ

てください。 19またそれを自分の着る着物のよ

うにならせ、常に締める帯のようにならせてくだ

さい。 20これがわたしを非難する者と、わたし

に逆らって悪いことを言う者の主からうける報い
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としてください。 21しかし、わが主なる神よ、

あなたはみ名のために、わたしを顧みてください

。あなたのいつくしみの深きにより、わたしをお

助けください。 22わたしは貧しく、かつ乏しい

のです。わたしの心はわがうちに傷ついています

。 23わたしは夕日の影のように去りゆき、いな

ごのように追い払われます。 24わたしのひざは

断食によってよろめき、わたしの肉はやせ衰え、

25わたしは彼らにそしられる者となりました。彼

らはわたしを見ると、頭を振ります。 26わが神

、主よ、わたしをお助けください。あなたのいつ

くしみにしたがって、わたしをお救いください。

27主よ、これがあなたのみ手のわざであること、

あなたがそれをなされたことを、彼らに知らせて

ください。 28彼らはのろうけれども、あなたは

祝福されます。わたしを攻める者をはずかしめ、

あなたのしもべを喜ばせてください。 29わたし

を非難する者にはずかしめを着せ、おのが恥を上

着のようにまとわせてください。 30わたしはわ

が口をもって大いに主に感謝し、多くの人のなか

で主をほめたたえます。 31主は貧しい者の右に

立って、死罪にさだめようとする者から彼を救わ

れるからです。

110ダビデの歌主はわが主に言われる、「わ
たしがあなたのもろもろの敵をあなたの足

台とするまで、わたしの右に座せよ」と。 2主は

あなたの力あるつえをシオンから出される。あな

たはもろもろの敵のなかで治めよ。 3あなたの民

は、あなたがその軍勢を聖なる山々に導く日に心

から喜んでおのれをささげるであろう。あなたの

若者は朝の胎から出る露のようにあなたに来るで

あろう。 4主は誓いを立てて、み心を変えられる

ことはない、「あなたはメルキゼデクの位にした

がってとこしえに祭司である」。 5主はあなたの

右におられて、その怒りの日に王たちを打ち破ら

れる。 6主はもろもろの国のなかでさばきを行い

、しかばねをもって満たし、広い地を治める首領

たちを打ち破られる。 7彼は道のほとりの川から

くんで飲み、それによって、そのこうべをあげる

であろう。

111主をほめたたえよ。わたしは正しい者のつ
どい、および公会で、心をつくして主に感

謝する。 2主のみわざは偉大である。すべてその

みわざを喜ぶ者によって尋ね窮められる。 3その

みわざは栄光と威厳とに満ち、その義はとこしえ

に、うせることがない。 4主はそのくすしきみわ

ざを記念させられた。主は恵みふかく、あわれみ

に満ちていられる。 5主はおのれを恐れる者に食

物を与え、その契約をとこしえに心にとめられる

。 6主はもろもろの国民の所領をその民に与えて

、みわざの力をこれにあらわされた。 7そのみ手

のわざは真実かつ公正であり、すべてのさとしは

確かである。 8これらは世々かぎりなく堅く立ち

、真実と正直とをもってなされた。 9主はその民

にあがないを施し、その契約をとこしえに立てら

れた。そのみ名は聖にして、おそれおおい。 10

主を恐れることは知恵のはじめである。これを行

う者はみな良き悟りを得る。主の誉は、とこしえ

に、うせることはない。

112主をほめたたえよ。主をおそれて、そのも
ろもろの戒めを大いに喜ぶ人はさいわいで

ある。 2その子孫は地において強くなり、正しい

者のやからは祝福を得る。 3繁栄と富とはその家

にあり、その義はとこしえに、うせることはない

。 4光は正しい者のために暗黒の中にもあらわれ

る。主は恵み深く、あわれみに満ち、正しくいら

せられる。 5恵みを施し、貸すことをなし、その

事を正しく行う人はさいわいである。 6正しい人

は決して動かされることなく、とこしえに覚えら

れる。 7彼は悪いおとずれを恐れず、その心は主

に信頼してゆるがない。 8その心は落ち着いて恐

れることなく、ついにそのあだについての願いを

見る。 9彼は惜しげなく施し、貧しい者に与えた

。その義はとこしえに、うせることはない。その

角は誉を得てあげられる。 10悪しき者はこれを

見て怒り、歯をかみならして溶け去る。悪しき者

の願いは滅びる。

113主をほめたたえよ。主のしもべたちよ、ほ
めたたえよ。主のみ名をほめたたえよ。 2

今より、とこしえに至るまで主のみ名はほむべき

かな。 3日のいずるところから日の入るところま

で、主のみ名はほめたたえられる。 4主はもろも

ろの国民の上に高くいらせられ、その栄光は天よ

りも高い。 5われらの神、主にくらぶべき者はだ

れか。主は高き所に座し、 6遠く天と地とを見お

ろされる。 7主は貧しい者をちりからあげ、乏し

い者をあくたからあげて、 8もろもろの君たちと

共にすわらせ、その民の君たちと共にすわらせら
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れる。 9また子を産まぬ女に家庭を与え、多くの

子供たちの喜ばしい母とされる。主をほめたたえ

よ。

114イスラエルがエジプトをいで、ヤコブの家
が異言の民を離れたとき、 2ユダは主の聖

所となり、イスラエルは主の所領となった。 3海

はこれを見て逃げ、ヨルダンはうしろに退き、 4

山は雄羊のように踊り、小山は小羊のように踊っ

た。 5海よ、おまえはどうして逃げるのか、ヨル

ダンよ、おまえはどうしてうしろに退くのか。 6

山よ、おまえたちはどうして雄羊のように踊るの

か、小山よ、おまえたちはどうして小羊のように

踊るのか。 7地よ、主のみ前におののけ、ヤコブ

の神のみ前におののけ。 8主は岩を池に変らせ、

石を泉に変らせられた。

115主よ、栄光をわれらにではなく、われらに
ではなく、あなたのいつくしみと、まこと

とのゆえに、ただ、み名にのみ帰してください。

2なにゆえ、もろもろの国民は言うのでしょう、

「彼らの神はどこにいるのか」と。 3われらの神

は天にいらせられる。神はみこころにかなうすべ

ての事を行われる。 4彼らの偶像はしろがねと、

こがねで、人の手のわざである。 5それは口があ

っても語ることができない。目があっても見るこ

とができない。 6耳があっても聞くことができな

い。鼻があってもかぐことができない。 7手があ

っても取ることができない。足があっても歩くこ

とができない。また、のどから声を出すこともで

きない。 8これを造る者と、これに信頼する者と

はみな、これと等しい者になる。 9イスラエルよ

、主に信頼せよ。主は彼らの助け、また彼らの盾

である。 10アロンの家よ、主に信頼せよ。主は

彼らの助け、また彼らの盾である。 11主を恐れ

る者よ、主に信頼せよ。主は彼らの助け、また彼

らの盾である。 12主はわれらをみこころにとめ

られた。主はわれらを恵み、イスラエルの家を恵

み、アロンの家を恵み、 13また、小さい者も、

大いなる者も、主を恐れる者を恵まれる。 14ど

うか、主があなたがたを増し加え、あなたがたと

、あなたがたの子孫とを増し加えられるように。

15天地を造られた主によってあなたがたが恵まれ

るように。 16天は主の天である。しかし地は人

の子らに与えられた。 17死んだ者も、音なき所

に下る者も、主をほめたたえることはない。 18

しかし、われらは今より、とこしえに至るまで、

主をほめまつるであろう。主をほめたたえよ。

116わたしは主を愛する。主はわが声と、わが
願いとを聞かれたからである。 2主はわた

しに耳を傾けられたので、わたしは生きるかぎり

主を呼びまつるであろう。 3死の綱がわたしを取

り巻き、陰府の苦しみがわたしを捕えた。わたし

は悩みと悲しみにあった。 (Sheol h7585) 4その時わ

たしは主のみ名を呼んだ。「主よ、どうぞわたし

をお救いください」と。 5主は恵みふかく、正し

くいらせられ、われらの神はあわれみに富まれる

。 6主は無学な者を守られる。わたしが低くされ

たとき、主はわたしを救われた。 7わが魂よ、お

まえの平安に帰るがよい。主は豊かにおまえをあ

しらわれたからである。 8あなたはわたしの魂を

死から、わたしの目を涙から、わたしの足をつま

ずきから助け出されました。 9わたしは生ける者

の地で、主のみ前に歩みます。 10「わたしは大

いに悩んだ」と言った時にもなお信じた。 11わ

たしは驚きあわてたときに言った、「すべての人

は当にならぬ者である」と。 12わたしに賜わっ

たもろもろの恵みについて、どうして主に報いる

ことができようか。 13わたしは救の杯をあげて

、主のみ名を呼ぶ。 14わたしはすべての民の前

で、主にわが誓いをつぐなおう。 15主の聖徒の

死はそのみ前において尊い。 16主よ、わたしは

あなたのしもべです。わたしはあなたのしもべ、

あなたのはしための子です。あなたはわたしのな

わめを解かれました。 17わたしは感謝のいけに

えをあなたにささげて、主のみ名を呼びます。 18

わたしはすべての民の前で主にわが誓いをつぐな

います。 19エルサレムよ、あなたの中で、主の

家の大庭の中で、これをつぐないます。主をほめ

たたえよ。

117もろもろの国よ、主をほめたたえよ。もろ
もろの民よ、主をたたえまつれ。 2われら

に賜わるそのいつくしみは大きいからである。主

のまことはとこしえに絶えることがない。主をほ

めたたえよ。

118主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつ
くしみはとこしえに絶えることがない。 2

イスラエルは言え、「そのいつくしみはとこしえ

に絶えることがない」と。 3アロンの家は言え、
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「そのいつくしみはとこしえに絶えることがない

」と。 4主をおそれる者は言え、「そのいつくし

みはとこしえに絶えることがない」と。 5わたし

が悩みのなかから主を呼ぶと、主は答えて、わた

しを広い所に置かれた。 6主がわたしに味方され

るので、恐れることはない。人はわたしに何をな

し得ようか。 7主はわたしに味方し、わたしを助

けられるので、わたしを憎む者についての願いを

見るであろう。 8主に寄り頼むは人にたよるより

も良い。 9主に寄り頼むはもろもろの君にたよる

よりも良い。 10もろもろの国民はわたしを囲ん

だ。わたしは主のみ名によって彼らを滅ぼす。 11

彼らはわたしを囲んだ、わたしを囲んだ。わたし

は主のみ名によって彼らを滅ぼす。 12彼らは蜂

のようにわたしを囲み、いばらの火のように燃え

たった。わたしは主のみ名によって彼らを滅ぼす

。 13わたしはひどく押されて倒れようとしたが

、主はわたしを助けられた。 14主はわが力、わ

が歌であって、わが救となられた。 15聞け、勝

利の喜ばしい歌が正しい者の天幕にある。「主の

右の手は勇ましいはたらきをなし、 16主の右の

手は高くあがり、主の右の手は勇ましいはたらき

をなす」。 17わたしは死ぬことなく、生きなが

らえて、主のみわざを物語るであろう。 18主は

いたくわたしを懲らされたが、死にはわたされな

かった。 19わたしのために義の門を開け、わた

しはその内にはいって、主に感謝しよう。 20こ

れは主の門である。正しい者はその内にはいるで

あろう。 21わたしはあなたに感謝します。あな

たがわたしに答えて、わが救となられたことを。

22家造りらの捨てた石は隅のかしら石となった。

23これは主のなされた事でわれらの目には驚くべ

き事である。 24これは主が設けられた日であっ

て、われらはこの日に喜び楽しむであろう。 25

主よ、どうぞわれらをお救いください。主よ、ど

うぞわれらを栄えさせてください。 26主のみ名

によってはいる者はさいわいである。われらは主

の家からあなたをたたえます。 27主は神であっ

て、われらを照された。枝を携えて祭の行列を祭

壇の角にまで進ませよ。 28あなたはわが神、わ

たしはあなたに感謝します。あなたはわが神、わ

たしはあなたをあがめます。 29主に感謝せよ、

主は恵みふかく、そのいつくしみはとこしえに絶

えることがない。

119アレフおのが道を全くして、主のおきて
に歩む者はさいわいです。 2主のもろもろ

のあかしを守り心をつくして主を尋ね求め、 3ま

た悪を行わず、主の道に歩む者はさいわいです。

4あなたはさとしを命じて、ねんごろに守らせら

れます。 5どうかわたしの道を堅くして、あなた

の定めを守らせてください。 6わたしは、あなた

のもろもろの戒めに目をとめる時、恥じることは

ありません。 7わたしは、あなたの正しいおきて

を学ぶとき、正しい心をもってあなたに感謝しま

す。 8わたしはあなたの定めを守ります。わたし

を全くお捨てにならないでください。 9ベス若

い人はどうしておのが道を清く保つことができる

でしょうか。み言葉にしたがって、それを守るよ

りほかにありません。 10わたしは心をつくして

あなたを尋ね求めます。わたしをあなたの戒めか

ら迷い出させないでください。 11わたしはあな

たにむかって罪を犯すことのないように、心のう

ちにみ言葉をたくわえました。 12あなたはほむ

べきかな、主よ、あなたの定めをわたしに教えて

ください。 13わたしはくちびるをもって、あな

たの口から出るもろもろのおきてを言いあらわし

ます。 14わたしは、もろもろのたからを喜ぶよ

うに、あなたのあかしの道を喜びます。 15わた

しは、あなたのさとしを思い、あなたの道に目を

とめます。 16わたしはあなたの定めを喜び、あ

なたのみ言葉を忘れません。 17ギメルあなたの

しもべを豊かにあしらって、生きながらえさせ、

み言葉を守らせてください。 18わたしの目を開

いて、あなたのおきてのうちのくすしき事を見さ

せてください。 19わたしはこの地にあっては寄

留者です。あなたの戒めをわたしに隠さないでく

ださい。 20わが魂はつねにあなたのおきてを慕

って、絶えいるばかりです。 21あなたは、あな

たの戒めから迷い出る高ぶる者、のろわれた者を

責められます。 22わたしはあなたのあかしを守

りました。彼らのそしりと侮りとをわたしから取

り去ってください。 23たといもろもろの君が座

して、わたしをそこなおうと図っても、あなたの

しもべは、あなたの定めを深く思います。 24あ

なたのあかしは、わたしを喜ばせ、わたしを教え

さとすものです。 25ダレスわが魂はちりについ

ています。み言葉に従って、わたしを生き返らせ

てください。 26わたしが自分の歩んだ道を語っ

たとき、あなたはわたしに答えられました。あな
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たの定めをわたしに教えてください。 27あなた

のさとしの道をわたしにわきまえさせてください

。わたしはあなたのくすしきみわざを深く思いま

す。 28わが魂は悲しみによって溶け去ります。

み言葉に従って、わたしを強くしてください。 29

偽りの道をわたしから遠ざけ、あなたのおきてを

ねんごろに教えてください。 30わたしは真実の

道を選び、あなたのおきてをわたしの前に置きま

した。 31主よ、わたしはあなたのあかしに堅く

従っています。願わくは、わたしをはずかしめな

いでください。 32あなたがわたしの心を広くさ

れるとき、わたしはあなたの戒めの道を走ります

。 33ヘ主よ、あなたの定めの道をわたしに教え

てください。わたしは終りまでこれを守ります。

34わたしに知恵を与えてください。わたしはあな

たのおきてを守り、心をつくしてこれに従います

。 35わたしをあなたの戒めの道に導いてくださ

い。わたしはそれを喜ぶからです。 36わたしの

心をあなたのあかしに傾けさせ、不正な利得に傾

けさせないでください。 37わたしの目をほかに

むけて、むなしいものを見させず、あなたの道を

もって、わたしを生かしてください。 38あなた

を恐れる者にかかわる約束をあなたのしもべに堅

くしてください。 39わたしの恐れるそしりを除

いてください。あなたのおきては正しいからです

。 40見よ、わたしはあなたのさとしを慕います

。あなたの義をもって、わたしを生かしてくださ

い。 41ワウ主よ、あなたの約束にしたがって、

あなたのいつくしみと、あなたの救をわたしに臨

ませてください。 42そうすれば、わたしをそし

る者に、答えることができます。わたしはあなた

のみ言葉に信頼するからです。 43またわたしの

口から真理の言葉をことごとく除かないでくださ

い。わたしの望みはあなたのおきてにあるからで

す。 44わたしは絶えず、とこしえに、あなたの

おきてを守ります。 45わたしはあなたのさとし

を求めたので、自由に歩むことができます。 46

わたしはまた王たちの前にあなたのあかしを語っ

て恥じることはありません。 47わたしは、わた

しの愛するあなたの戒めに自分の喜びを見いだす

からです。 48わたしは、わたしの愛するあなた

の戒めを尊び、あなたの定めを深く思います。 49

ザインどうか、あなたのしもべに言われたみ言

葉を思い出してください。あなたはわたしにそれ

を望ませられました。 50あなたの約束はわたし

を生かすので、わが悩みの時の慰めです。 51高

ぶる者は大いにわたしをあざ笑います。しかしわ

たしはあなたのおきてを離れません。 52主よ、

わたしはあなたの昔からのおきてを思い出して、

みずから慰めます。 53あなたのおきてを捨てる

悪しき者のゆえに、わたしは激しい憤りを起しま

す。 54あなたの定めはわが旅の家で、わたしの

歌となりました。 55主よ、わたしは夜の間にあ

なたのみ名を思い出して、あなたのおきてを守り

ます。 56わたしはあなたのさとしを守ったこと

によって、この祝福がわたしに臨みました。 57

ヘス主はわたしの受くべき分です。わたしはあ

なたのみ言葉を守ることを約束します。 58わた

しは心をつくして、あなたの恵みを請い求めます

。あなたの約束にしたがって、わたしをお恵みく

ださい。 59わたしは、あなたの道を思うとき、

足をかえして、あなたのあかしに向かいます。 60

わたしはあなたの戒めを守るのに、すみやかで、

ためらいません。 61たとい、悪しき者のなわが

わたしを捕えても、わたしはあなたのおきてを忘

れません。 62わたしはあなたの正しいおきての

ゆえに夜半に起きて、あなたに感謝します。 63

わたしは、すべてあなたを恐れる者、またあなた

のさとしを守る者の仲間です。 64主よ、地はあ

なたのいつくしみで満ちています。あなたの定め

をわたしに教えてください。 65テス主よ、あな

たはみ言葉にしたがってしもべをよくあしらわれ

ました。 66わたしに良い判断と知識とを教えて

ください。わたしはあなたの戒めを信じるからで

す。 67わたしは苦しまない前には迷いました。

しかし今はみ言葉を守ります。 68あなたは善に

して善を行われます。あなたの定めをわたしに教

えてください。 69高ぶる者は偽りをもってわた

しをことごとくおおいます。しかしわたしは心を

つくしてあなたのさとしを守ります。 70彼らの

心は肥え太って脂肪のようです。しかしわたしは

あなたのおきてを喜びます。 71苦しみにあった

ことは、わたしに良い事です。これによってわた

しはあなたのおきてを学ぶことができました。 72

あなたの口のおきては、わたしのためには幾千の

金銀貨幣にもまさるのです。 73ヨードあなたの

み手はわたしを造り、わたしを形造りました。わ

たしに知恵を与えて、あなたの戒めを学ばせてく

ださい。 74あなたを恐れる者はわたしを見て喜

ぶでしょう。わたしはみ言葉によって望みをいだ
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いたからです。 75主よ、わたしはあなたのさば

きの正しく、また、あなたが真実をもってわたし

を苦しめられたことを知っています。 76あなた

がしもべに告げられた約束にしたがって、あなた

のいつくしみをわが慰めとしてください。 77あ

なたのあわれみをわたしに臨ませ、わたしを生か

してください。あなたのおきてはわが喜びだから

です。 78高ぶる者に恥をこうむらせてください

。彼らは偽りをもって、わたしをくつがえしたか

らです。しかしわたしはあなたのさとしを深く思

います。 79あなたをおそれる者と、あなたのあ

かしを知る者とをわたしに帰らせてください。 80

わたしの心を全くして、あなたの定めを守らせて

ください。そうすればわたしは恥をこうむること

がありません。 81カフわが魂はあなたの救を慕

って絶えいるばかりです。わたしはみ言葉によっ

て望みをいだきます。 82わたしの目はあなたの

約束を待つによって衰え、「いつ、あなたはわた

しを慰められるのですか」と尋ねます。 83わた

しは煙の中の皮袋のようになりましたが、なお、

あなたの定めを忘れませんでした。 84あなたの

しもべの日はどれほど続くでしょうか。いつあな

たは、わたしを迫害する者をさばかれるでしょう

か。 85高ぶる者はわたしをおとしいれようと穴

を掘りました。彼らはあなたのおきてに従わない

人々です。 86あなたの戒めはみな真実です。彼

らは偽りをもってわたしを迫害します。わたしを

お助けください。 87彼らはこの地において、ほ

とんどわたしを滅ぼしました。しかし、わたしは

あなたのさとしを捨てませんでした。 88あなた

のいつくしみにしたがってわたしを生かしてくだ

さい。そうすればわたしはあなたの口から出るあ

かしを守ります。 89ラメド主よ、あなたのみ言

葉は天においてとこしえに堅く定まり、 90あな

たのまことはよろずよに及びます。あなたが地を

定められたので、地は堅く立っています。 91こ

れらのものはあなたの仰せにより、堅く立って今

日に至っています。よろずのものは皆あなたのし

もべだからです。 92あなたのおきてがわが喜び

とならなかったならば、わたしはついに悩みのう

ちに滅びたでしょう。 93わたしは常にあなたの

さとしを忘れません。あなたはこれをもって、わ

たしを生かされたからです。 94わたしはあなた

のものです。わたしをお救いください。わたしは

あなたのさとしを求めました。 95悪しき者はわ

たしを滅ぼそうと待ち伏せています。しかし、わ

たしはあなたのあかしを思います。 96わたしは

すべての全きことに限りあることを見ました。し

かしあなたの戒めは限りなく広いのです。 97メ

ムいかにわたしはあなたのおきてを愛すること

でしょう。わたしはひねもすこれを深く思います

。 98あなたの戒めは常にわたしと共にあるので

、わたしをわが敵にまさって賢くします。 99わ

たしはあなたのあかしを深く思うので、わがすべ

ての師にまさって知恵があります。 100わたしは

あなたのさとしを守るので、老いた者にまさって

事をわきまえます。 101わたしはみ言葉を守るた

めに、わが足をとどめて、すべての悪い道に行か

せません。 102あなたがわたしを教えられたので

、わたしはあなたのおきてを離れません。 103あ

なたのみ言葉はいかにわがあごに甘いことでしょ

う。蜜にまさってわが口に甘いのです。 104わた

しはあなたのさとしによって知恵を得ました。そ

れゆえ、わたしは偽りのすべての道を憎みます。

105ヌンあなたのみ言葉はわが足のともしび、わ

が道の光です。 106わたしはあなたの正しいおき

てを守ることを誓い、かつこれを実行しました。

107わたしはいたく苦しみました。主よ、み言葉

に従って、わたしを生かしてください。 108主よ

、わがさんびの供え物をうけて、あなたのおきて

を教えてください。 109わたしのいのちは常に危

険にさらされています。しかし、わたしはあなた

のおきてを忘れません。 110悪しき者はわたしの

ためにわなを設けました。しかし、わたしはあな

たのさとしから迷い出ません。 111あなたのあか

しはとこしえにわが嗣業です。まことに、そのあ

かしはわが心の喜びです。 112わたしはあなたの

定めを終りまで、とこしえに守ろうと心を傾けま

す。 113サメクわたしは二心の者を憎みます。し

かしあなたのおきてを愛します。 114あなたはわ

が隠れ場、わが盾です。わたしはみ言葉によって

望みをいだきます。 115悪をなす者よ、わたしを

離れ去れ、わたしはわが神の戒めを守るのです。

116あなたの約束にしたがって、わたしをささえ

て、ながらえさせ、わが望みについて恥じること

のないようにしてください。 117わたしをささえ

てください。そうすれば、わたしは安らかで、常

にあなたの定めに心をそそぎます。 118すべてあ

なたの定めから迷い出る者をあなたは、かろしめ

られます。まことに、彼らの欺きはむなしいので
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す。 119あなたは地のすべての悪しき者を、金か

すのようにみなされます。それゆえ、わたしはあ

なたのあかしを愛します。 120わが肉はあなたを

恐れるので震えます。わたしはあなたのさばきを

恐れます。 121アインわたしは正しく義にかなっ

たことを行いました。わたしを捨てて、しえたげ

る者にゆだねないでください。 122しもべのため

に保証人となって、高ぶる者にわたしを、しえた

げさせないでください。 123わが目はあなたの救

と、あなたの正しい約束とを待ち望んで衰えます

。 124あなたのいつくしみにしたがって、しもべ

をあしらい、あなたの定めを教えてください。

125わたしはあなたのしもべです。わたしに知恵

を与えて、あなたのあかしを知らせてください。

126彼らはあなたのおきてを破りました。今は主

のはたらかれる時です。 127それゆえ、わたしは

金よりも、純金よりもまさってあなたの戒めを愛

します。 128それゆえ、わたしは、あなたのもろ

もろのさとしにしたがって、正しき道に歩み、す

べての偽りの道を憎みます。 129ペあなたのあか

しは驚くべきものです。それゆえ、わが魂はこれ

を守ります。 130み言葉が開けると光を放って、

無学な者に知恵を与えます。 131わたしはあなた

の戒めを慕うゆえに、口を広くあけてあえぎ求め

ました。 132み名を愛する者に常にされるように

、わたしをかえりみ、わたしをあわれんでくださ

い。 133あなたの約束にしたがって、わが歩みを

確かにし、すべての不義に支配されないようにし

てください。 134わたしを人のしえたげからあが

なってください。そうすればわたしは、あなたの

さとしを守ります。 135み顔をしもべの上に照し

、あなたの定めを教えてください。 136人々があ

なたのおきてを守らないので、わが目の涙は川の

ように流れます。 137ツァデー主よ、あなたは正

しく、あなたのさばきは正しいのです。 138あな

たの正義と、この上ない真実とをもってあなたの

あかしを命じられました。 139わたしのあだが、

あなたのみ言葉を忘れるので、わが熱心はわたし

を滅ぼすのです。 140あなたの約束はまことに確

かです。あなたのしもべはこれを愛します。 141

わたしは取るにたらない者で、人に侮られるけれ

ども、なお、あなたのさとしを忘れません。 142

あなたの義はとこしえに正しく、あなたのおきて

はまことです。 143悩みと苦しみがわたしに臨み

ました。しかしあなたの戒めはわたしの喜びです

。 144あなたのあかしはとこしえに正しいのです

。わたしに知恵を与えて、生きながらえさせてく

ださい。 145コフわたしは心をつくして呼ばわり

ます。主よ、お答えください。わたしはあなたの

定めを守ります。 146わたしはあなたに呼ばわり

ます。わたしをお救いください。わたしはあなた

のあかしを守ります。 147わたしは朝早く起き出

て呼ばわります。わたしはみ言葉によって望みを

いだくのです。 148わが目は夜警の交代する時に

先だってさめ、あなたの約束を深く思います。

149あなたのいつくしみにしたがって、わが声を

聞いてください。主よ、あなたの公義にしたがっ

て、わたしを生かしてください。 150わたしをし

えたげる者が悪いたくらみをもって近づいていま

す。彼らはあなたのおきてを遠くはなれているの

です。 151しかし主よ、あなたは近くいらせられ

ます。あなたのもろもろの戒めはまことです。

152わたしは早くからあなたのあかしによって、

あなたがこれをとこしえに立てられたことを知り

ました。 153レシわが悩みを見て、わたしをお救

いください。わたしはあなたのおきてを忘れない

からです。 154わが訴えを弁護して、わたしをあ

がない、あなたの約束にしたがって、わたしを生

かしてください。 155救は悪しき者を遠く離れて

いる。彼らはあなたの定めを求めないからです。

156主よ、あなたのあわれみは大きい。あなたの

公義に従って、わたしを生かしてください。 157

わたしをしえたげる者、わたしをあだする者は多

い。しかしわたしは、あなたのあかしを離れませ

ん。 158不信仰な者があなたのみ言葉を守らない

ので、わたしは彼らを見て、いとわしく思います

。 159わたしがいかにあなたのさとしを愛するか

をお察しください。主よ、あなたのいつくしみに

したがって、わたしを生かしてください。 160あ

なたのみ言葉の全体は真理です。あなたの正しい

おきてのすべてはとこしえに絶えることはありま

せん。 161シンもろもろの君はゆえなくわたしを

しえたげます。しかしわが心はみ言葉をおそれま

す。 162わたしは大いなる獲物を得た者のように

あなたのみ言葉を喜びます。 163わたしは偽りを

憎み、忌みきらいます。しかしあなたのおきてを

愛します。 164わたしはあなたの正しいおきての

ゆえに、一日に七たびあなたをほめたたえます。

165あなたのおきてを愛する者には大いなる平安

があり、何ものも彼らをつまずかすことはできま
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せん。 166主よ、わたしはあなたの救を望み、あ

なたの戒めをおこないます。 167わが魂は、あな

たのあかしを守ります。わたしはいたくこれを愛

します。 168わがすべての道があなたのみ前にあ

るので、わたしはあなたのさとしと、あかしとを

守ります。 169タウ主よ、どうか、わが叫びをみ

前にいたらせ、み言葉に従って、わたしに知恵を

お与えください。 170わが願いをみ前にいたらせ

、み言葉にしたがって、わたしをお助けください

。 171あなたの定めをわたしに教えられるので、

わがくちびるはさんびを唱えます。 172あなたの

すべての戒めは正しいので、わが舌はみ言葉を歌

います。 173わたしはあなたのさとしを選びまし

た。あなたのみ手を、常にわが助けとしてくださ

い。 174主よ、わたしはあなたの救を慕います。

あなたのおきてはわたしの喜びです。 175わたし

を生かして、あなたをほめたたえさせ、あなたの

おきてを、わが助けとしてください。 176わたし

は失われた羊のように迷い出ました。あなたのし

もべを捜し出してください。わたしはあなたの戒

めを忘れないからです。

120都もうでの歌わたしが悩みのうちに、主
に呼ばわると、主はわたしに答えられる。

2「主よ、偽りのくちびるから、欺きの舌から、

わたしを助け出してください」。 3欺きの舌よ、

おまえに何が与えられ、何が加えられるであろう

か。 4ますらおの鋭い矢と、えにしだの熱い炭と

である。 5わざわいなるかな、わたしはメセクに

やどり、ケダルの天幕のなかに住んでいる。 6わ

たしは久しく平安を憎む者のなかに住んでいた。

7わたしは平安を願う、しかし、わたしが物言う

とき、彼らは戦いを好む。

121都もうでの歌わたしは山にむかって目を
あげる。わが助けは、どこから来るであろ

うか。 2わが助けは、天と地を造られた主から来

る。 3主はあなたの足の動かされるのをゆるされ

ない。あなたを守る者はまどろむことがない。 4

見よ、イスラエルを守る者はまどろむこともなく

、眠ることもない。 5主はあなたを守る者、主は

あなたの右の手をおおう陰である。 6昼は太陽が

あなたを撃つことなく、夜は月があなたを撃つこ

とはない。 7主はあなたを守って、すべての災を

免れさせ、またあなたの命を守られる。 8主は今

からとこしえに至るまで、あなたの出ると入ると

を守られるであろう。

122ダビデがよんだ都もうでの歌人々がわた
しにむかって「われらは主の家に行こう」

と言ったとき、わたしは喜んだ。 2エルサレムよ

、われらの足はあなたの門のうちに立っている。

3しげくつらなった町のように建てられているエ

ルサレムよ、 4もろもろの部族すなわち主の部族

が、そこに上って来て主のみ名に感謝することは

、イスラエルのおきてである。 5そこにさばきの

座、ダビデの家の王座が設けられてあった。 6エ

ルサレムのために平安を祈れ、「エルサレムを愛

する者は栄え、 7その城壁のうちに平安があり、

もろもろの殿のうちに安全があるように」と。 8

わが兄弟および友のために、わたしは「エルサレ

ムのうちに平安があるように」と言い、 9われら

の神、主の家のために、わたしはエルサレムのさ

いわいを求めるであろう。

123都もうでの歌天に座しておられる者よ、
わたしはあなたにむかって目をあげます。

2見よ、しもべがその主人の手に目をそそぎ、は

しためがその主婦の手に目をそそぐように、われ

らはわれらの神、主に目をそそいで、われらをあ

われまれるのを待ちます。 3主よ、われらをあわ

れんでください。われらをあわれんでください。

われらに侮りが満ちあふれています。 4思い煩い

のない者のあざけりと、高ぶる者の侮りとは、わ

れらの魂に満ちあふれています。

124ダビデがよんだ都もうでの歌今、イスラ
エルは言え、主がもしわれらの方におられ

なかったならば、 2人々がわれらに逆らって立ち

あがったとき、主がもしわれらの方におられなか

ったならば、 3彼らの怒りがわれらにむかって燃

えたったとき、彼らはわれらを生きているままで

、のんだであろう。 4また大水はわれらを押し流

し、激流はわれらの上を越え、 5さか巻く水はわ

れらの上を越えたであろう。 6主はほむべきかな

。主はわれらをえじきとして彼らの歯にわたされ

なかった。 7われらは野鳥を捕えるわなをのがれ

る鳥のようにのがれた。わなは破れてわれらはの

がれた。 8われらの助けは天地を造られた主のみ

名にある。
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125都もうでの歌主に信頼する者は、動かさ
れることなくて、とこしえにあるシオンの

山のようである。 2山々がエルサレムを囲んでい

るように、主は今からとこしえにその民を囲まれ

る。 3これは悪しき者のつえが正しい者の所領に

とどまることなく、正しい者がその手を不義に伸

べることのないためである。 4主よ、善良な人と

、心の正しい人とに、さいわいを施してください

。 5しかし転じて自分の曲った道に入る者を主は

、悪を行う者と共に去らせられる。イスラエルの

上に平安があるように。

126都もうでの歌主がシオンの繁栄を回復さ
れたとき、われらは夢みる者のようであっ

た。 2その時われらの口は笑いで満たされ、われ

らの舌は喜びの声で満たされた。その時「主は彼

らのために大いなる事をなされた」と言った者が

、もろもろの国民の中にあった。 3主はわれらの

ために大いなる事をなされたので、われらは喜ん

だ。 4主よ、どうか、われらの繁栄を、ネゲブの

川のように回復してください。 5涙をもって種ま

く者は、喜びの声をもって刈り取る。 6種を携え

、涙を流して出て行く者は、束を携え、喜びの声

をあげて帰ってくるであろう。

127ソロモンがよんだ都もうでの歌主が家を
建てられるのでなければ、建てる者の勤労

はむなしい。主が町を守られるのでなければ、守

る者のさめているのはむなしい。 2あなたがたが

早く起き、おそく休み、辛苦のかてを食べること

は、むなしいことである。主はその愛する者に、

眠っている時にも、なくてならぬものを与えられ

るからである。 3見よ、子供たちは神から賜わっ

た嗣業であり、胎の実は報いの賜物である。 4壮

年の時の子供は勇士の手にある矢のようだ。 5矢

の満ちた矢筒を持つ人はさいわいである。彼は門

で敵と物言うとき恥じることはない。

128都もうでの歌すべて主をおそれ、主の道
に歩む者はさいわいである。 2あなたは自

分の手の勤労の実を食べ、幸福で、かつ安らかで

あろう。 3あなたの妻は家の奥にいて多くの実を

結ぶぶどうの木のようであり、あなたの子供たち

は食卓を囲んでオリブの若木のようである。 4見

よ、主をおそれる人は、このように祝福を得る。

5主はシオンからあなたを祝福されるように。あ

なたは世にあるかぎりエルサレムの繁栄を見、 6

またあなたの子らの子を見るであろう。どうぞ、

イスラエルの上に平安があるように。

129都もうでの歌今イスラエルは言え、「彼
らはわたしの若い時から、ひどくわたしを

悩ました。 2彼らはわたしの若い時から、ひどく

わたしを悩ました。しかしわたしに勝つことがで

きなかった。 3耕す者はわたしの背の上をたがや

して、そのうねみぞを長くした」と。 4主は正し

くいらせられ、悪しき者のなわを断ち切られた。

5シオンを憎む者はみな、恥を得て、退くように

。 6彼らを、育たないさきに枯れる屋根の草のよ

うにしてください。 7これを刈る者はその手に満

たず、これをたばねる者はそのふところに満たな

い。 8かたわらを過ぎる者は、「主の恵みがあな

たの上にあるように。われらは主のみ名によって

あなたがたを祝福する」と言わない。

130京まうでの歌ああヱホバよわれふかき淵
より汝をよべり 2主よねがはくはわが聲を

きい汝のみみをわが懇求のこゑにかたぶけたまヘ

3ヤハよ主よなんぢ若もろもろの不義ふぎに目を

とめたまはば誰たれかよく立たつことをえんや 4

されどなんぢに赦あれば人におそれかしこまれ給

ふべし 5我ヱホバを俟望むわが霊魂はまちのぞむ

われはその聖言によりて望をいだく 6わがたまし

ひは衛士があしたを待にまさり誠にゑじが旦を

まつにまさりて主をまてり 7イスラエルよヱホバ

によりて望をいだけそはヱホバにあはれみあり

またゆたかなる救贖あり 8ヱホバはイスラエルを

そのもろもろの邪曲よりあがなひたまはん

131ダビデのよめる京まうでのうたヱホバよ
わが心おごらずわが目たかぶらずわれは

大なることと我におよばぬ奇しき事とをつとめざ

りき 2われはわが霊魂をもださしめまた安からし

めたり乳をたちし嬰児のその母にたよるごとく

我がたましひは乳をたちし嬰児のごとくわれに恃

れり 3イスラエルよ今よりとこしへにヱホバにた

よりて望をいだけ

132京まうでの歌ヱホバよねがはくはダビデ
の爲にそのもろもろの憂をこころに記たま

ヘ 2ダビデ、ヱホバにちかひヤコブの全能者にう

けひていふ 5われヱホバのために處をたづねいだ

しヤコブの全能者のために居所をもとめうるま

では我家の幕屋にいらずわが臥床にのぼらずわ
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が目をねぶらしめずわが眼瞼をとぢしめざるべ

しと 6われらエフラタにて之をききヤアルの野に

て見とめたり 7われらはその居所にゆきてその承

足のまへに俯伏さん 8ヱホバよねがはくは起きて

なんぢの稜威の櫃とともになんぢの安居所にいり

たまへ 9なんぢの祭司たちは義を衣なんぢの聖

徒はみな歓びよばふべし 10なんぢの僕ダビデの

ためになんぢの受膏者の面をしりぞけたまふなか

れ 11ヱホバ眞實をもてダビデに誓ひたまひたれ

ば之にたがふことあらじ曰くわれなんぢの身よ

りいでし者をなんぢの座位にざせしめん 12なん

ぢの子輩もしわがをしふる契約と證詞とをまもら

ばかれらの子輩もまた永遠になんぢの座位にざす

べしと 13ヱホバはシオンを擇びておのが居所に

せんとのぞみたまへり 14曰くこれは永遠にわが

安居處なりわれここに住んそはわれ之をのぞみ

たればなり 15われシオンの糧をゆたかに祝しく

ひものをもてその貧者をあかしめん 16われ救を

もてその祭司たちに衣せんその聖徒はみな聲た

からかによろこびよばふべし 17われダビデのた

めにかしこに一つの角をはえしめんわが受膏者

のために燈火をそなへたり 18われかれの仇には

ぢを衣せんされどかれはその冠弁さかゆべし

133ダビデがよめる京まうでの歌観よはらか
ら相睦てともにをるはいかに善いかに樂き

かな 2首にそそがれたる貴きあぶら鬚にながれア

ロンの鬚にながれその衣のすそにまで流れした

たるるがごとく 3またヘルモンの露くだりてシオ

ンの山にながるるがごとしそはヱホバかしこに

福祉をくだし窮なき生命をさへあたへたまへり

134京まうでの歌夜間ヱホバの家にたちヱホ
バに事ふるもろもろの僕よヱホバをほめ

まつれ 2なんぢら聖所にむかひ手をあげてヱホバ

をほめまつれ 3ねがはくはヱホバ天地をつくりた

まへるものシオンより汝をめぐみたまはんこと

を

135なんぢらヱホバを讃稱へよヱホバの名を
ほめたたへよヱホバの僕等ほめたたへよ 2

ヱホバの家われらの神のいへの大庭にたつものよ

讃稱へよ 3ヱホバは恵ふかしなんぢらヱホバを

ほめたたへよその聖名はうるはし讃うたへ 4そ

はヤハおのがためにヤコブをえらみイスラエルを

えらみてその珍寳となしたまへり 5われヱホバの

大なるとわれらの主のもろもろの神にまされると

をしれり 6ヱホバその聖旨にかなふことを天にも

地にも海にも淵にもみなことごとく行ひ給ふなり

7ヱホバは地のはてより霧をのぼらせ雨のために

電光をつくりその庫より風をいだしたまふ 8ヱホ

バは人より畜類にいたるまでエジプトの首出をう

ちたまへり 9エジプトよヱホバはなんぢの中にし

るしと奇しき事跡とをおくりてパロとその僕と

に臨ませ給へり 10ヱホバはおほくの國々をうち

又いきほひある王等をころし給へり 11アモリ人

のわうシホン、バシヤンの王オグならびにカナン

の國々なり 12かれらの地をゆづりとしその民イ

スフルの嗣業としてあたへ給へり 13ヱホバよな

んぢの名はとこしへに絶ることなしヱホバよな

んぢの記念はよろづ世におよばん 14ヱホバはそ

の民のために審判をなしその僕等にかかはれる聖

意をかへたまふ可ればなり 15もろもろのくにの

偶像はしろかねと金にして人の手のわざなり 16

そのぐうざうは口あれどいはず目あれど見ず 17

耳あれどきかずまたその口に氣息あることなし

18これを造るものと之によりたのむものとは皆こ

れにひとしからん 19イスラエルの家よヱホバを

ほめまつれアロンのいへよヱホバをほめまつれ

20レビの家よヱホバをほめまつれヱホバを畏るる

ものよヱホバをはめまつれ 21ヱルサレムにすみ

たまふヱホバはシオンにて讃まつるべきかなヱ

ホバをほめたたへよ

136ヱホバに感謝せよヱホバはめぐみふかし
その憐憫はとこしへに絶ることなければな

り 2もろもろの神の神にかんしやせよその憐憫

はとこしへにたゆることなければなり 3もろもろ

の主の主にかんしやせよその憐憫はとこしへに

たゆることなければなり 4ただ獨りおほいなる奇

跡なしたまふものに感謝せよその憐憫はとこし

へにたゆることなければなり 5智慧をもてもろも

ろの天をつくりたまへるものに感謝せよそのあ

はれみはとこしへにたゆることなければなり 6地

を水のうへに布たまへるものに感謝せよそのあ

はれみは永遠にたゆることなければなり 7巨大な

る光をつくりたまへる者にかんしやせよその憐

憫はとこしへに絶ることなければなり 8晝をつか

さどらするために日をつくりたまへる者にかんし

やせよその憐憫はとこしへにたゆることなけれ

ばなり 9夜をつかさどらするために月ともろもろ
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の星とをつくりたまへる者にかんしやせよその

隣憫はとこしへにたゆることなければなり 10も

ろもろの首出をうちてエジプトを責たまへるもの

に感謝せよそのあはれみは永遠にたゆることな

ければなり 11イスラエルを率てエジプト人のな

かより出したまへる者にかんしやせよそのあは

れみはとこしへに絶ることなければなり 12臂を

のばしつよき手をもて之をひきいだしたまへる者

にかんしやせよその憐憫はとこしへにたゆるこ

となければなり 13紅海をふたつに分たまへる者

にかんしやせよその憐憫はとこしへにたゆるこ

となければなり 14イスラエルをしてその中をわ

たらしめ給へるものに感謝せよそのあはれみは

永遠にたゆることなければなり 15パロとその軍

兵とを紅海のうちに仆したまへるものに感謝せよ

そのあはれみは永遠にたゆることなければなり 16

その民をみちびきて野をすぎしめたまへる者にか

んしやせよその憐憫はとこしへにたゆることな

ければなり 17大なる王たちを撃たまへるものに

感謝せよそのあはれみは永遠にたゆることなけ

ればなり 18名ある王等をころしたまへる者にか

んしやせよその憐憫はとこしへに絶ることなけ

ればなり 19アモリ人のわうシホンをころしたま

へる者にかんしやせよその憐憫はとこしへにた

ゆることなければなり 20バシヤンのわうオグを

誅したまへるものに感謝せよそのあはれみは永

遠にたゆることなければなり 21かれらの地を嗣

業としてあたへたまへる者にかんしやせよその

憐憫はとこしへにたゆることなければなり 22そ

の僕イスラエルにゆづりとして之をあたへたまへ

るものに感謝せよそのあはれみは永遠にたゆる

ことなければなり 23われらが微賤かりしときに

記念したまへる者にかんしやせよその憐憫はと

こしへに絶ることなければなり 24わが敵よりわ

れらを助けいだしたまへる者にかんしやせよそ

の憐憫はとこしへに絶ることなければなり 25す

べての生るものに食物をあたへたまふものに感謝

せよそのあはれみはとこしへに絶ることなけれ

ばなり 26天の神にかんしやせよその憐憫はとこ

しへに絶ることなければなり

137われらバビロンの河のほとりにすわりシ
オンをおもひいでて涙をながしぬ 2われら

そのあたりの柳にわが琴をかけたり 3そはわれら

を虜にせしものわれらに歌をもとめたり我儕を

くるしむる者われらにおのれを歓ばせんとてシ

オンのうた一つうたへといへり 4われら外邦にあ

りていかでヱホバの歌をうたはんや 5エルサレム

よもし我なんぢをわすれなばわが右の手にその巧

をわすれしめたまへ 6もしわれ汝を思ひいでず

もしわれヱルサレムをわがすべての歓喜の極とな

さずばわが舌をわが腭につかしめたまヘ 7ヱホバ

よねがはくはヱルサレムの日にエドムの子輩がこ

れを掃除けその基までもはらひのぞけといへるを

聖意にとめたまへ 8ほろぼさるべきバビロンの女

よなんぢがわれらに作しごとく汝にむくゆる人

はさいはひなるべし 9なんぢの嬰児をとりて岩の

うへになげうつものは福ひなるべし

138ダビデのうたわれはわが心をつくしてな
んぢに感謝しもろもろの神のまへにて汝

をほめうたはん 2我なんぢのきよき宮にむかひて

伏拝みなんぢの仁慈とまこととの故によりて聖

名にかんしやせんそは汝そのみことばをもろも

ろの聖名にまさりて高くしたまひたればなり 3汝

わがよばはりし日にわれにこたへわが霊魂にち

からをあたへて雄々しからしめたまへり 4ヱホバ

よ地のすべての王はなんぢに感謝せんかれらは

なんぢの口のもろもろの言をききたればなり 5か

れらはヱホバのもろもろの途についてうたはん

ヱホバの榮光おほいなればなり 6ヱホバは高くま

しませども卑きものを顧みたまふされど亦おご

れるものを遠よりしりたまへり 7縦ひわれ患難の

なかを歩むとも汝われをふたたび活しその手を

のばしてわが仇のいかりをふせぎその右の手わ

れをすくひたまふべし 8ヱホバはわれに係れるこ

とを全うしたまはんヱホバよなんぢの憐憫はと

こしへにたゆることなし願くはなんぢの手のもろ

もろの事跡をすてたまふなかれ

139伶長にうたはしめたるダビデの歌ヱホバ
よなんぢは我をさぐり我をしりたまへり 2

なんぢはわが坐るをも立をもしり又とほくより

わが念をわきまへたまふ 3なんぢはわが歩むをも

わが臥をもさぐりいだしわがもろもろの途をこ

とごとく知たまへり 4そはわが舌に一言ありと

も観よヱホバよなんぢことごとく知たまふ 5な

んぢは前より後よりわれをかこみわが上にその

手をおき給へり 6かかる知識はいとくすしくし

て我にすぐまた高くして及ぶことあたはず 7我

いづこにゆきてなんぢの聖霊をはなれんやわれ
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いづこに往てなんぢの前をのがれんや 8われ天

にのぼるとも汝かしこにいましわれわが榻を陰

府にまうくるとも観よなんぢ彼處にいます (Sheol

h7585) 9我あけぼのの翼をかりて海のはてにすむ

とも 10かしこにて尚なんぢの手われをみちびき

汝のみぎの手われをたもちたまはん 11暗はかな

らす我をおほひ我をかこめる光は夜とならんと

我いふとも 12汝のみまへには暗ものをかくす

ことなく 夜もひるのごとくに輝けり なんぢに

はくらきも光もことなることなし 13汝はわが

はらわたをつくり又わがははの胎にわれを組成

たまひたり 14われなんぢに感謝すわれは畏る

べく奇しくつくられたりなんぢの事跡はことご

とくくすしわが霊魂はいとつばらに之をしれり

15われ隠れたるところにてつくられ地の底所にて

妙につづりあはされしときわが骨なんぢにかく

るることなかりき 16わが體いまだ全からざるに

なんぢの目ははやくより之をみ日々かたちづく

られしわが百體の一だにあらざりし時にことご

とくなんぢの冊にしるされたり 17神よなんぢりも

ろもろの思念はわれに寶きこといかばかりぞやそ

のみおもひの総計はいかに多きかな 18我これを

算へんとすれどもそのかずは沙よりもおほしわ

れ眼さむるときも尚なんぢとともにをる 19神よ

なんぢはかならず惡者をころし給はんされば血

をながすものよ我をはなれされ 20かれらはあし

き企圖をもて汝にさからひて言ふなんぢの仇は

みだりに聖名をとなふるなり 21ヱホバよわれは

汝をにくむ者をにくむにあらずやなんぢに逆ひ

ておこりたつものを厭ふにあらずや 22われ甚く

かれらをにくみてわが仇とす 23神よねがはくは

我をさぐりてわが心をしり我をこころみてわが

もろもろの思念をしりたまへ 24ねがはくは我に

よこしまなる途のありやなしやを見てわれを永

遠のみちに導きたまへ

140聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデ
の歌主よ、悪しき人々からわたしを助け

出し、わたしを守って、乱暴な人々からのがれさ

せてください。 2彼らは心のうちに悪い事をはか

り、絶えず戦いを起します。 3彼らはへびのよう

におのが舌を鋭くし、そのくちびるの下にはまむ

しの毒があります。 (セラ) 4主よ、わたしを保

って、悪しき人の手からのがれさせ、わたしを守

って、わが足をつまずかせようとする乱暴な人々

からのがれさせてください。 5高ぶる者はわたし

のためにわなを伏せ、綱をもって網を張り、道の

ほとりにわなを設けました。 (セラ) 6わたしは

主に言います、「あなたはわが神です。主よ、わ

が願いの声に耳を傾けてください。 7わが救の力

、主なる神よ、あなたは戦いの日に、わがこうべ

をおおわれました。 8主よ、悪しき人の願いをゆ

るさないでください。その悪しき計画をとげさせ

ないでください。 (セラ) 9わたしを囲む者がそ

のこうべをあげるとき、そのくちびるの害悪で彼

らをおおってください。 10燃える炭を彼らの上

に落してください。彼らを穴に投げ入れ、再び上

がることのできないようにしてください。 11悪

口を言う者を世に立たせないでください。乱暴な

人をすみやかに災に追い捕えさせてください」。

12わたしは主が苦しむ者の訴えをたすけ、貧しい

者のために正しいさばきを行われることを知って

います。 13正しい人は必ずみ名に感謝し、直き

人はみ前に住むでしょう。

141ダビデの歌主よ、わたしはあなたに呼ば
わります。すみやかにわたしをお助けくだ

さい。わたしがあなたに呼ばわるとき、わが声に

耳を傾けてください。 2わたしの祈を、み前にさ

さげる薫香のようにみなし、わたしのあげる手を

、夕べの供え物のようにみなしてください。 3主

よ、わが口に門守を置いて、わがくちびるの戸を

守ってください。 4悪しき事にわが心を傾けさせ

ず、不義を行う人々と共に悪しきわざにあずから

せないでください。また彼らのうまき物を食べさ

せないでください。 5正しい者にいつくしみをも

ってわたしを打たせ、わたしを責めさせてくださ

い。しかし悪しき者の油をわがこうべにそそがせ

ないでください。わが祈は絶えず彼らの悪しきわ

ざに敵しているからです。 6彼らはおのれを罪に

定める者にわたされるとき、主のみ言葉のまこと

なることを学ぶでしょう。 7人が岩を裂いて地の

上に打ち砕くように、彼らの骨は陰府の口にまき

散らされるでしょう。 (Sheol h7585) 8しかし主なる

神よ、わが目はあなたに向かっています。わたし

はあなたに寄り頼みます。わたしを助けるものも

ないままに捨ておかないでください。 9わたしを

守って、彼らがわたしのために設けたわなと、悪

を行う者のわなとをのがれさせてください。 10
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わたしがのがれると同時に、悪しき者をおのれの

網に陥らせてください。

142ダビデがほら穴にいた時によんだマスキー
ルの歌、祈わたしは声を出して主に呼ば

わり、声を出して主に願い求めます。 2わたしは

み前にわが嘆きを注ぎ出し、み前にわが悩みをあ

らわします。 3わが霊のわがうちに消えうせよう

とする時も、あなたはわが道を知られます。彼ら

はわたしを捕えようとわたしの行く道にわなを隠

しました。 4わたしは右の方に目を注いで見回し

たが、わたしに心をとめる者はひとりもありませ

ん。わたしには避け所がなく、わたしをかえりみ

る人はありません。 5主よ、わたしはあなたに呼

ばわります。わたしは言います、「あなたはわが

避け所、生ける者の地でわたしの受くべき分です

。 6どうか、わが叫びにみこころをとめてくださ

い。わたしは、はなはだしく低くされています。

わたしを責める者から助け出してください。彼ら

はわたしにまさって強いのです。 7わたしをひと

やから出し、み名に感謝させてください。あなた

が豊かにわたしをあしらわれるので、正しい人々

はわたしのまわりに集まるでしょう」。

143ダビデの歌主よ、わが祈を聞き、わが願
いに耳を傾けてください。あなたの真実と

、あなたの正義とをもって、わたしにお答えくだ

さい。 2あなたのしもべのさばきにたずさわらな

いでください。生ける者はひとりもみ前に義とさ

れないからです。 3敵はわたしをせめ、わがいの

ちを地に踏みにじり、死んで久しく時を経た者の

ようにわたしを暗い所に住まわせました。 4それ

ゆえ、わが霊はわがうちに消えうせようとし、わ

が心はわがうちに荒れさびれています。 5わたし

はいにしえの日を思い出し、あなたが行われたす

べての事を考え、あなたのみ手のわざを思います

。 6わたしはあなたにむかって手を伸べ、わが魂

は、かわききった地のようにあなたを慕います。

(セラ) 7主よ、すみやかにわたしにお答えくださ

い。わが霊は衰えます。わたしにみ顔を隠さない

でください。さもないと、わたしは穴にくだる者

のようになるでしょう。 8あしたに、あなたのい

つくしみを聞かせてください。わたしはあなたに

信頼します。わが歩むべき道を教えてください。

わが魂はあなたを仰ぎ望みます。 9主よ、わたし

をわが敵から助け出してください。わたしは避け

所を得るためにあなたのもとにのがれました。 10

あなたのみむねを行うことを教えてください。あ

なたはわが神です。恵みふかい、みたまをもって

わたしを平らかな道に導いてください。 11主よ

、み名のために、わたしを生かし、あなたの義に

よって、わたしを悩みから救い出してください。

12また、あなたのいつくしみによって、わが敵を

断ち、わがあだをことごとく滅ぼしてください。

わたしはあなたのしもべです。

144ダビデの歌わが岩なる主はほむべきかな
。主は、いくさすることをわが手に教え、

戦うことをわが指に教えられます。 2主はわが岩

、わが城、わが高きやぐら、わが救主、わが盾、

わが寄り頼む者です。主はもろもろの民をおのれ

に従わせられます。 3主よ、人は何ものなので、

あなたはこれをかえりみ、人の子は何ものなので

、これをみこころに、とめられるのですか。 4人

は息にひとしく、その日は過ぎゆく影にひとしい

のです。 5主よ、あなたの天を垂れてくだり、山

に触れて煙を出させてください。 6いなずまを放

って彼らを散らし、矢を放って彼らを打ち敗って

ください。 7高い所からみ手を伸べて、わたしを

救い、大水から、異邦人の手からわたしを助け出

してください。 8彼らの口は偽りを言い、その右

の手は偽りの右の手です。 9神よ、わたしは新し

い歌をあなたにむかって歌い、十弦の立琴にあわ

せてあなたをほめ歌います。 10あなたは王たち

に勝利を与え、そのしもべダビデを救われます。

11わたしを残忍なつるぎから救い、異邦人の手か

ら助け出してください。彼らの口は偽りを言い、

その右の手は偽りの右の手です。 12われらのむ

すこたちはその若い時、よく育った草木のようで

す。われらの娘たちは宮の建物のために刻まれた

すみの柱のようです。 13われらの倉は満ちて様

々の物を備え、われらの羊は野でちよろずの子を

産み、 14われらの家畜はみごもって子を産むに

誤ることなく、われらのちまたには悩みの叫びが

ありません。 15このような祝福をもつ民はさい

わいです。主をおのが神とする民はさいわいです

。

145ダビデのさんびの歌わが神、王よ、わた
しはあなたをあがめ、世々かぎりなくみ名

をほめまつります。 2わたしは日ごとにあなたを

ほめ、世々かぎりなくみ名をほめたたえます。 3



詩篇509

主は大いなる神で、大いにほめたたえらるべきで

す。その大いなることは測り知ることができませ

ん。 4この代はかの代にむかってあなたのみわざ

をほめたたえ、あなたの大能のはたらきを宣べ伝

えるでしょう。 5わたしはあなたの威厳の光栄あ

る輝きと、あなたのくすしきみわざとを深く思い

ます。 6人々はあなたの恐るべきはたらきの勢い

を語り、わたしはあなたの大いなることを宣べ伝

えます。 7彼らはあなたの豊かな恵みの思い出を

言いあらわし、あなたの義を喜び歌うでしょう。

8主は恵みふかく、あわれみに満ち、怒ることお

そく、いつくしみ豊かです。 9主はすべてのもの

に恵みがあり、そのあわれみはすべてのみわざの

上にあります。 10主よ、あなたのすべてのみわ

ざはあなたに感謝し、あなたの聖徒はあなたをほ

めまつるでしょう。 11彼らはみ国の栄光を語り

、あなたのみ力を宣べ、 12あなたの大能のはた

らきと、み国の光栄ある輝きとを人の子に知らせ

るでしょう。 13あなたの国はとこしえの国です

。あなたのまつりごとはよろずよに絶えることは

ありません。 14主はすべて倒れんとする者をさ

さえ、すべてかがむ者を立たせられます。 15よ

ろずのものの目はあなたを待ち望んでいます。あ

なたは時にしたがって彼らに食物を与えられます

。 16あなたはみ手を開いて、すべての生けるも

のの願いを飽かせられます。 17主はそのすべて

の道に正しく、そのすべてのみわざに恵みふかく

、 18すべて主を呼ぶ者、誠をもって主を呼ぶ者

に主は近いのです。 19主はおのれを恐れる者の

願いを満たし、またその叫びを聞いてこれを救わ

れます。 20主はおのれを愛する者をすべて守ら

れるが、悪しき者をことごとく滅ぼされます。 21

わが口は主の誉を語り、すべての肉なる者は世々

かぎりなくその聖なるみ名をほめまつるでしょう

。

146主をほめたたえよ。わが魂よ、主をほめた
たえよ。 2わたしは生けるかぎりは主をほ

めたたえ、ながらえる間は、わが神をほめうたお

う。 3もろもろの君に信頼してはならない。人の

子に信頼してはならない。彼らには助けがない。

4その息が出ていけば彼は土に帰る。その日には

彼のもろもろの計画は滅びる。 5ヤコブの神をお

のが助けとし、その望みをおのが神、主におく人

はさいわいである。 6主は天と地と、海と、その

中にあるあらゆるものを造り、とこしえに真実を

守り、 7しえたげられる者のためにさばきをおこ

ない、飢えた者に食物を与えられる。主は捕われ

人を解き放たれる。 8主は盲人の目を開かれる。

主はかがむ者を立たせられる。主は正しい者を愛

される。 9主は寄留の他国人を守り、みなしごと

、やもめとをささえられる。しかし、悪しき者の

道を滅びに至らせられる。 10主はとこしえに統

べ治められる。シオンよ、あなたの神はよろず代

まで統べ治められる。主をほめたたえよ。

147主をほめたたえよ。われらの神をほめうた
うことはよいことである。主は恵みふかい

。さんびはふさわしいことである。 2主はエルサ

レムを築き、イスラエルの追いやられた者を集め

られる。 3主は心の打ち砕かれた者をいやし、そ

の傷を包まれる。 4主はもろもろの星の数を定め

、すべてそれに名を与えられる。 5われらの主は

大いなる神、力も豊かであって、その知恵ははか

りがたい。 6主はしえたげられた者をささえ、悪

しき者を地に投げ捨てられる。 7主に感謝して歌

え、琴にあわせてわれらの神をほめうたえ。 8主

は雲をもって天をおおい、地のために雨を備え、

もろもろの山に草をはえさせ、 9食物を獣に与え

、また鳴く小がらすに与えられる。 10主は馬の

力を喜ばれず、人の足をよみせられない。 11主

はおのれを恐れる者とそのいつくしみを望む者と

をよみせられる。 12エルサレムよ、主をほめた

たえよ。シオンよ、あなたの神をほめたたえよ。

13主はあなたの門の貫の木を堅くし、あなたのう

ちにいる子らを祝福されるからである。 14主は

あなたの国境を安らかにし、最も良い麦をもって

あなたを飽かせられる。 15主はその戒めを地に

下される。そのみ言葉はすみやかに走る。 16主

は雪を羊の毛のように降らせ、霜を灰のようにま

かれる。 17主は氷をパンくずのように投げうた

れる。だれがその寒さに耐えることができましょ

うか。 18主はみ言葉を下してこれを溶かし、そ

の風を吹かせられると、もろもろの水は流れる。

19主はそのみ言葉をヤコブに示し、そのもろもろ

の定めと、おきてとをイスラエルに示される。 20

主はいずれの国民をも、このようにはあしらわれ

なかった。彼らは主のもろもろのおきてを知らな

い。主をほめたたえよ。
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148主をほめたたえよ。もろもろの天から主を
ほめたたえよ。もろもろの高き所で主をほ

めたたえよ。 2その天使よ、みな主をほめたたえ

よ。その万軍よ、みな主をほめたたえよ。 3日よ

、月よ、主をほめたたえよ。輝く星よ、みな主を

ほめたたえよ。 4いと高き天よ、天の上にある水

よ、主をほめたたえよ。 5これらのものに主のみ

名をほめたたえさせよ、これらは主が命じられる

と造られたからである。 6主はこれらをとこしえ

に堅く定め、越えることのできないその境を定め

られた。 7海の獣よ、すべての淵よ、地から主を

ほめたたえよ。 8火よ、あられよ、雪よ、霜よ、

み言葉を行うあらしよ、 9もろもろの山、すべて

の丘、実を結ぶ木、すべての香柏よ、 10野の獣

、すべての家畜、這うもの、翼ある鳥よ、 11地

の王たち、すべての民、君たち、地のすべてのつ

かさよ、 12若い男子、若い女子、老いた人と幼

い者よ、 13彼らをして主のみ名をほめたたえさ

せよ。そのみ名は高く、たぐいなく、その栄光は

地と天の上にあるからである。 14主はその民の

ために一つの角をあげられた。これはすべての聖

徒のほめたたえるもの、主に近いイスラエルの人

々のほめたたえるものである。主をほめたたえよ

。

149主をほめたたえよ。主にむかって新しい歌
をうたえ。聖徒のつどいで、主の誉を歌え

。 2イスラエルにその造り主を喜ばせ、シオンの

子らにその王を喜ばせよ。 3彼らに踊りをもって

主のみ名をほめたたえさせ、鼓と琴とをもって主

をほめ歌わせよ。 4主はおのが民を喜び、へりく

だる者を勝利をもって飾られるからである。 5聖

徒を栄光によって喜ばせ、その床の上で喜び歌わ

せよ。 6そののどには神をあがめる歌があり、そ

の手にはもろ刃のつるぎがある。 7これはもろも

ろの国にあだを返し、もろもろの民を懲らし、 8

彼らの王たちを鎖で縛り、彼らの貴人たちを鉄の

かせで縛りつけ、 9しるされたさばきを彼らに行

うためである。これはそのすべての聖徒に与えら

れる誉である。主をほめたたえよ。

150主をほめたたえよ。その聖所で神をほめた
たえよ。その力のあらわれる大空で主をほ

めたたえよ。 2その大能のはたらきのゆえに主を

ほめたたえよ。そのすぐれて大いなることのゆえ

に主をほめたたえよ。 3ラッパの声をもって主を

ほめたたえよ。立琴と琴とをもって主をほめたた

えよ。 4鼓と踊りとをもって主をほめたたえよ。

緒琴と笛とをもって主をほめたたえよ。 5音の高

いシンバルをもって主をほめたたえよ。鳴りひび

くシンバルをもって主をほめたたえよ。 6息のあ

るすべてのものに主をほめたたえさせよ。主をほ

めたたえよ。
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箴言知恵の泉

1ダビデの子、イスラエルの王ソロモンの箴言
。 2これは人に知恵と教訓とを知らせ、悟りの

言葉をさとらせ、 3賢い行いと、正義と公正と公

平の教訓をうけさせ、 4思慮のない者に悟りを与

え、若い者に知識と慎みを得させるためである。

5賢い者はこれを聞いて学に進み、さとい者は指

導を得る。 6人はこれによって箴言と、たとえと

、賢い者の言葉と、そのなぞとを悟る。 7主を恐

れることは知識のはじめである、愚かな者は知恵

と教訓を軽んじる。 8わが子よ、あなたは父の教

訓を聞き、母の教を捨ててはならない。 9それら

は、あなたの頭の麗しい冠となり、あなたの首の

飾りとなるからである。 10わが子よ、悪者があ

なたを誘っても、それに従ってはならない。 11

彼らがあなたに向かって、「一緒に来なさい。わ

れわれは待ち伏せして、人の血を流し、罪のない

者を、ゆえなく伏してねらい、 12陰府のように

、彼らを生きたままで、のみ尽し、健やかな者を

、墓に下る者のようにしよう。 (Sheol h7585) 13われ

われは、さまざまの尊い貨財を得、奪い取った物

で、われわれの家を満たそう。 14あなたもわれ

われの仲間に加わりなさい、われわれは共に一つ

の金袋を持とう」と言っても、 15わが子よ、彼

らの仲間になってはならない、あなたの足をとど

めて、彼らの道に行ってはならない。 16彼らの

足は悪に走り、血を流すことに速いからだ。 17

すべて鳥の目の前で網を張るのは、むだである。

18彼らは自分の血を待ち伏せし、自分の命を伏し

てねらうのだ。 19すべて利をむさぼる者の道は

このようなものである。これはその持ち主の命を

取り去るのだ。 20知恵は、ちまたに呼ばわり、

市場にその声をあげ、 21城壁の頂で叫び、町の

門の入口で語る。 22「思慮のない者たちよ、あ

なたがたは、いつまで思慮のないことを好むのか

。あざける者は、いつまで、あざけり楽しみ、愚

かな者は、いつまで、知識を憎むのか。 23わた

しの戒めに心をとめよ、見よ、わたしは自分の思

いを、あなたがたに告げ、わたしの言葉を、あな

たがたに知らせる。 24わたしは呼んだが、あな

たがたは聞くことを拒み、手を伸べたが、顧みる

者はなく、 25かえって、あなたがたはわたしの

すべての勧めを捨て、わたしの戒めを受けなかっ

たので、 26わたしもまた、あなたがたが災にあ

う時に、笑い、あなたがたが恐慌にあう時、あざ

けるであろう。 27これは恐慌が、あらしのよう

にあなたがたに臨み、災が、つむじ風のように臨

み、悩みと悲しみとが、あなたがたに臨む時であ

る。 28その時、彼らはわたしを呼ぶであろう、

しかし、わたしは答えない。ひたすら、わたしを

求めるであろう、しかし、わたしに会えない。 29

彼らは知識を憎み、主を恐れることを選ばず、 30

わたしの勧めに従わず、すべての戒めを軽んじた

ゆえ、 31自分の行いの実を食らい、自分の計り

ごとに飽きる。 32思慮のない者の不従順はおの

れを殺し、愚かな者の安楽はおのれを滅ぼす。 33

しかし、わたしに聞き従う者は安らかに住まい、

災に会う恐れもなく、安全である」。

2わが子よ、もしあなたがわたしの言葉を受け
、わたしの戒めを、あなたの心におさめ、 2あ

なたの耳を知恵に傾け、あなたの心を悟りに向け

、 3しかも、もし知識を呼び求め、悟りを得よう

と、あなたの声をあげ、 4銀を求めるように、こ

れを求め、かくれた宝を尋ねるように、これを尋

ねるならば、 5あなたは、主を恐れることを悟り

、神を知ることができるようになる。 6これは、

主が知恵を与え、知識と悟りとは、み口から出る

からである。 7彼は正しい人のために、確かな知

恵をたくわえ、誠実に歩む者の盾となって、 8公

正の道を保ち、その聖徒たちの道筋を守られる。

9そのとき、あなたは、ついに正義と公正、公平

とすべての良い道を悟る。 10これは知恵が、あ

なたの心にはいり、知識があなたの魂に楽しみと

なるからである。 11慎みはあなたを守り、悟り

はあなたを保って、 12悪の道からあなたを救い

、偽りをいう者から救う。 13彼らは正しい道を

離れて、暗い道に歩み、 14悪を行うことを楽し

み、悪人の偽りを喜び、 15その道は曲り、その

行いは、よこしまである。 16慎みと悟りはまた

あなたを遊女から救い、言葉の巧みな、みだらな

女から救う。 17彼女は若い時の友を捨て、その

神に契約したことを忘れている。 18その家は死

に下り、その道は陰府におもむく。 19すべて彼

女のもとへ行く者は、帰らない、また命の道にい

たらない。 20こうして、あなたは善良な人々の

道に歩み、正しい人々の道を守ることができる。

21正しい人は地にながらえ、誠実な人は地にとど
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まる。 22しかし悪しき者は地から断ち滅ぼされ

、不信実な者は地から抜き捨てられる。

3わが子よ、わたしの教を忘れず、わたしの戒
めを心にとめよ。 2そうすれば、これはあなた

の日を長くし、命の年を延べ、あなたに平安を増

し加える。 3いつくしみと、まこととを捨てては

ならない、それをあなたの首に結び、心の碑にし

るせ。 4そうすれば、あなたは神と人との前に恵

みと、誉とを得る。 5心をつくして主に信頼せよ

、自分の知識にたよってはならない。 6すべての

道で主を認めよ、そうすれば、主はあなたの道を

まっすぐにされる。 7自分を見て賢いと思っては

ならない、主を恐れて、悪を離れよ。 8そうすれ

ば、あなたの身を健やかにし、あなたの骨に元気

を与える。 9あなたの財産と、すべての産物の初

なりをもって主をあがめよ。 10そうすれば、あ

なたの倉は満ちて余り、あなたの酒ぶねは新しい

酒であふれる。 11わが子よ、主の懲しめを軽ん

じてはならない、その戒めをきらってはならない

。 12主は、愛する者を、戒められるからである

、あたかも父がその愛する子を戒めるように。 13

知恵を求めて得る人、悟りを得る人はさいわいで

ある。 14知恵によって得るものは、銀によって

得るものにまさり、その利益は精金よりも良いか

らである。 15知恵は宝石よりも尊く、あなたの

望む何物も、これと比べるに足りない。 16その

右の手には長寿があり、左の手には富と、誉があ

る。 17その道は楽しい道であり、その道筋はみ

な平安である。 18知恵は、これを捕える者には

命の木である、これをしっかり捕える人はさいわ

いである。 19主は知恵をもって地の基をすえ、

悟りをもって天を定められた。 20その知識によ

って海はわきいで、雲は露をそそぐ。 21わが子

よ、確かな知恵と、慎みとを守って、それをあな

たの目から離してはならない。 22それはあなた

の魂の命となりあなたの首の飾りとなる。 23こ

うして、あなたは安らかに自分の道を行き、あな

たの足はつまずくことがない。 24あなたは座し

ているとき、恐れることはなく、伏すとき、あな

たの眠りはここちよい。 25あなたはにわかに起

る恐怖を恐れることなく、悪しき者の滅びが来て

も、それを恐れることはない。 26これは、主が

あなたの信頼する者であり、あなたの足を守って

、わなに捕われさせられないからである。 27あ

なたの手に善をなす力があるならば、これをなす

べき人になすことをさし控えてはならない。 28

あなたが物を持っている時、その隣り人に向かい

、「去って、また来なさい。あす、それをあげよ

う」と言ってはならない。 29あなたの隣り人が

かたわらに安らかに住んでいる時、これに向かっ

て、悪を計ってはならない。 30もし人があなた

に悪を行ったのでなければ、ゆえなく、これと争

ってはならない。 31暴虐な人を、うらやんでは

ならない、そのすべての道を選んではならない。

32よこしまな者は主に憎まれるからである、しか

し、正しい者は主に信任される。 33主の、のろ

いは悪しき者の家にある、しかし、正しい人のす

まいは主に恵まれる。 34彼はあざける者をあざ

けり、へりくだる者に恵みを与えられる。 35知

恵ある者は、誉を得る、しかし、愚かな者ははず

かしめを得る。

4子供らよ、父の教を聞き、悟りを得るために
耳を傾けよ。 2わたしは、良い教訓を、あなた

がたにさずける。わたしの教を捨ててはならない

。 3わたしもわが父には子であり、わが母の目に

は、ひとりのいとし子であった。 4父はわたしを

教えて言った、「わたしの言葉を、心に留め、わ

たしの戒めを守って、命を得よ。 5それを忘れる

ことなく、またわが口の言葉にそむいてはならな

い、知恵を得よ、悟りを得よ。 6知恵を捨てるな

、それはあなたを守る。それを愛せよ、それはあ

なたを保つ。 7知恵の初めはこれである、知恵を

得よ、あなたが何を得るにしても、悟りを得よ。

8それを尊べ、そうすれば、それはあなたを高く

あげる、もしそれをいだくならば、それはあなた

を尊くする。 9それはあなたの頭に麗しい飾りを

置き、栄えの冠をあなたに与える」。 10わが子

よ、聞け、わたしの言葉をうけいれよ、そうすれ

ば、あなたの命の年は多くなる。 11わたしは知

恵の道をあなたに教え、正しい道筋にあなたを導

いた。 12あなたが歩くとき、その歩みは妨げら

れず、走る時にも、つまずくことはない。 13教

訓をかたくとらえて、離してはならない、それを

守れ、それはあなたの命である。 14よこしまな

者の道に、はいってはならない、悪しき者の道を

歩んではならない。 15それを避けよ、通っては

ならない、それを離れて進め。 16彼らは悪を行

わなければ眠ることができず、人をつまずかせな
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ければ、寝ることができず、 17不正のパンを食

らい、暴虐の酒を飲むからである。 18正しい者

の道は、夜明けの光のようだ、いよいよ輝きを増

して真昼となる。 19悪しき人の道は暗やみのよ

うだ、彼らは何につまずくかを知らない。 20わ

が子よ、わたしの言葉に心をとめ、わたしの語る

ことに耳を傾けよ。 21それを、あなたの目から

離さず、あなたの心のうちに守れ。 22それは、

これを得る者の命であり、またその全身を健やか

にするからである。 23油断することなく、あな

たの心を守れ、命の泉は、これから流れ出るから

である。 24曲った言葉をあなたから捨てさり、

よこしまな談話をあなたから遠ざけよ。 25あな

たの目は、まっすぐに正面を見、あなたのまぶた

はあなたの前を、まっすぐに見よ。 26あなたの

足の道に気をつけよ、そうすれば、あなたのすべ

ての道は安全である。 27右にも左にも迷い出て

はならない、あなたの足を悪から離れさせよ。

5わが子よ、わたしの知恵に心をとめ、わたし
の悟りに耳をかたむけよ。 2これは、あなたが

慎みを守り、あなたのくちびるに知識を保つため

である。 3遊女のくちびるは蜜をしたたらせ、そ

の言葉は油よりもなめらかである。 4しかしつい

には、彼女はにがよもぎのように苦く、もろ刃の

つるぎのように鋭くなる。 5その足は死に下り、

その歩みは陰府の道におもむく。 (Sheol h7585) 6彼

女はいのちの道に心をとめず、その道は人を迷わ

すが、彼女はそれを知らない。 7子供らよ、今わ

たしの言うことを聞け、わたしの口の言葉から、

離れ去ってはならない。 8あなたの道を彼女から

遠く離し、その家の門に近づいてはならない。 9

おそらくはあなたの誉を他人にわたし、あなたの

年を無慈悲な者にわたすに至る。 10おそらくは

他人があなたの資産によって満たされ、あなたの

労苦は他人の家に行く。 11そしてあなたの終り

が来て、あなたの身と、からだが滅びるとき、泣

き悲しんで、 12言うであろう、「わたしは教訓

をいとい、心に戒めを軽んじ、 13教師の声に聞

き従わず、わたしを教える者に耳を傾けず、 14

集まりの中、会衆のうちにあって、わたしは、破

滅に陥りかけた」と。 15あなたは自分の水ため

から水を飲み、自分の井戸から、わき出す水を飲

むがよい。 16あなたの泉を、外にまきちらし、

水の流れを、ちまたに流してよかろうか。 17そ

れを自分だけのものとし、他人を共にあずからせ

てはならない。 18あなたの泉に祝福を受けさせ

、あなたの若い時の妻を楽しめ。 19彼女は愛ら

しい雌じか、美しいしかのようだ。いつも、その

乳ぶさをもって満足し、その愛をもって常に喜べ

。 20わが子よ、どうして遊女に迷い、みだらな

女の胸をいだくのか。 21人の道は主の目の前に

あり、主はすべて、その行いを見守られる。 22

悪しき者は自分のとがに捕えられ、自分の罪のな

わにつながれる。 23彼は、教訓がないために死

に、その愚かさの大きいことによって滅びる。

6わが子よ、あなたがもし隣り人のために保証
人となり、他人のために手をうって誓ったな

らば、 2もしあなたのくちびるの言葉によって、

わなにかかり、あなたの口の言葉によって捕えら

れたならば、 3わが子よ、その時はこうして、お

のれを救え、あなたは隣り人の手に陥ったのだか

ら。急いで行って、隣り人にひたすら求めよ。 4

あなたの目を眠らせず、あなたのまぶたを、まど

ろませず、 5かもしかが、かりゅうどの手からの

がれるように、鳥が鳥を取る者の手からのがれる

ように、おのれを救え。 6なまけ者よ、ありのと

ころへ行き、そのすることを見て、知恵を得よ。

7ありは、かしらなく、つかさなく、王もないが

、 8夏のうちに食物をそなえ、刈入れの時に、か

てを集める。 9なまけ者よ、いつまで寝ているの

か、いつ目をさまして起きるのか。 10しばらく

眠り、しばらくまどろみ、手をこまぬいて、また

しばらく休む。 11それゆえ、貧しさは盗びとの

ようにあなたに来り、乏しさは、つわもののよう

にあなたに来る。 12よこしまな人、悪しき人は

偽りの言葉をもって行きめぐり、 13目でめくば

せし、足で踏み鳴らし、指で示し、 14よこしま

な心をもって悪を計り、絶えず争いをおこす。 15

それゆえ、災は、にわかに彼に臨み、たちまちに

して打ち敗られ、助かることはない。 16主の憎

まれるものが六つある、否、その心に、忌みきら

われるものが七つある。 17すなわち、高ぶる目

、偽りを言う舌、罪なき人の血を流す手、 18悪

しき計りごとをめぐらす心、すみやかに悪に走る

足、 19偽りをのべる証人、また兄弟のうちに争

いをおこす人がこれである。 20わが子よ、あな

たの父の戒めを守り、あなたの母の教を捨てるな

。 21つねに、これをあなたの心に結び、あなた
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の首のまわりにつけよ。 22これは、あなたが歩

くとき、あなたを導き、あなたが寝るとき、あな

たを守り、あなたが目ざめるとき、あなたと語る

。 23戒めはともしびである、教は光である、教

訓の懲しめは命の道である。 24これは、あなた

を守って、悪い女に近づかせず、みだらな女の、

巧みな舌に惑わされぬようにする。 25彼女の麗

しさを心に慕ってはならない、そのまぶたに捕え

られてはならない。 26遊女は一塊のパンのため

に雇われる、しかし、みだらな女は人の尊い命を

求める。 27人は火を、そのふところにいだいて

その着物が焼かれないであろうか。 28また人は

、熱い火を踏んで、その足が、焼かれないであろ

うか。 29その隣の妻と不義を行う者も、それと

同じだ。すべて彼女に触れる者は罰を免れること

はできない。 30盗びとが飢えたとき、その飢え

を満たすために盗むならば、人は彼を軽んじない

であろうか。 31もし捕えられたなら、その七倍

を償い、その家の貨財を、ことごとく出さなけれ

ばならない。 32女と姦淫を行う者は思慮がない

。これを行う者はおのれを滅ぼし、 33傷と、は

ずかしめとを受けて、その恥をすすぐことができ

ない。 34ねたみは、その夫を激しく怒らせるゆ

え、恨みを報いるとき、容赦することはない。 35

どのようなあがない物をも顧みず、多くの贈り物

をしても、和らがない。

7わが子よ、わたしの言葉を守り、わたしの戒
めをあなたの心にたくわえよ。 2わたしの戒め

を守って命を得よ、わたしの教を守ること、ひと

みを守るようにせよ。 3これをあなたの指にむす

び、これをあなたの心の碑にしるせ。 4知恵に向

かって、「あなたはわが姉妹だ」と言い、悟りに

向かっては、あなたの友と呼べ。 5そうすれば、

これはあなたを守って遊女に迷わせず、言葉巧み

な、みだらな女に近づかせない。 6わたしはわが

家の窓により、格子窓から外をのぞいて、 7思慮

のない者のうちに、若い者のうちに、ひとりの知

恵のない若者のいるのを見た。 8彼はちまたを過

ぎ、女の家に行く曲りかどに近づき、その家に行

く道を、 9たそがれに、よいに、また夜中に、ま

た暗やみに歩いていった。 10見よ、遊女の装い

をした陰険な女が彼に会う。 11この女は、騒が

しくて、慎みなく、その足は自分の家にとどまら

ず、 12ある時はちまたにあり、ある時は市場に

あり、すみずみに立って人をうかがう。 13この

女は彼を捕えて口づけし、恥しらぬ顔で彼に言う

、 14「わたしは酬恩祭をささげなければならな

かったが、きょう、その誓いを果しました。 15

それでわたしはあなたを迎えようと出て、あなた

を尋ね、あなたに会いました。 16わたしは床に

美しい、しとねと、エジプトのあや布を敷き、 17

没薬、ろかい、桂皮をもってわたしの床をにおわ

せました。 18さあ、わたしたちは夜が明けるま

で、情をつくし、愛をかわして楽しみましょう。

19夫は家にいません、遠くへ旅立ち、 20手に金

袋を持って出ました。満月になるまでは帰りませ

ん」と。 21女が多くの、なまめかしい言葉をも

って彼を惑わし、巧みなくちびるをもって、いざ

なうと、 22若い人は直ちに女に従った、あたか

も牛が、ほふり場に行くように、雄じかが、すみ

やかに捕えられ、 23ついに、矢がその内臓を突

き刺すように、鳥がすみやかに網にかかるように

、彼は自分が命を失うようになることを知らない

。 24子供らよ、今わたしの言うことを聞き、わ

が口の言葉に耳を傾けよ。 25あなたの心を彼女

の道に傾けてはならない、またその道に迷っては

ならない。 26彼女は多くの人を傷つけて倒した

、まことに、彼女に殺された者は多い。 27その

家は陰府へ行く道であって、死のへやへ下って行

く。 (Sheol h7585)

8知恵は呼ばわらないのか、悟りは声をあげな
いのか。 2これは道のほとりの高い所の頂、ま

た、ちまたの中に立ち、 3町の入口にあるもろも

ろの門のかたわら、正門の入口で呼ばわって言う

、 4「人々よ、わたしはあなたがたに呼ばわり、

声をあげて人の子らを呼ぶ。 5思慮のない者よ、

悟りを得よ、愚かな者よ、知恵を得よ。 6聞け、

わたしは高貴な事を語り、わがくちびるは正しい

事を語り出す。 7わが口は真実を述べ、わがくち

びるは悪しき事を憎む。 8わが口の言葉はみな正

しい、そのうちに偽りと、よこしまはない。 9こ

れはみな、さとき者の明らかにするところ、知識

を得る者の正しとするところである。 10あなた

がたは銀を受けるよりも、わたしの教を受けよ、

精金よりも、むしろ知識を得よ。 11知恵は宝石

にまさり、あなたがたの望むすべての物は、これ

と比べるにたりない。 12知恵であるわたしは悟

りをすみかとし、知識と慎みとをもつ。 13主を
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恐れるとは悪を憎むことである。わたしは高ぶり

と、おごりと、悪しき道と、偽りの言葉とを憎む

。 14計りごとと、確かな知恵とは、わたしにあ

る、わたしには悟りがあり、わたしには力がある

。 15わたしによって、王たる者は世を治め、君

たる者は正しい定めを立てる。 16わたしによっ

て、主たる者は支配し、つかさたる者は地を治め

る。 17わたしは、わたしを愛する者を愛する、

わたしをせつに求める者は、わたしに出会う。 18

富と誉とはわたしにあり、すぐれた宝と繁栄もま

たそうである。 19わたしの実は金よりも精金よ

りも良く、わたしの産物は精銀にまさる。 20わ

たしは正義の道、公正な道筋の中を歩み、 21わ

たしを愛する者に宝を得させ、またその倉を満ち

させる。 22主が昔そのわざをなし始められると

き、そのわざの初めとして、わたしを造られた。

23いにしえ、地のなかった時、初めに、わたしは

立てられた。 24まだ海もなく、また大いなる水

の泉もなかった時、わたしはすでに生れ、 25山

もまだ定められず、丘もまだなかった時、わたし

はすでに生れた。 26すなわち神がまだ地をも野

をも、地のちりのもとをも造られなかった時であ

る。 27彼が天を造り、海のおもてに、大空を張

られたとき、わたしはそこにあった。 28彼が上

に空を堅く立たせ、淵の泉をつよく定め、 29海

にその限界をたて、水にその岸を越えないように

し、また地の基を定められたとき、 30わたしは

、そのかたわらにあって、名匠となり、日々に喜

び、常にその前に楽しみ、 31その地で楽しみ、

また世の人を喜んだ。 32それゆえ、子供らよ、

今わたしの言うことを聞け、わたしの道を守る者

はさいわいである。 33教訓を聞いて、知恵を得

よ、これを捨ててはならない。 34わたしの言う

ことを聞き、日々わたしの門のかたわらでうかが

い、わたしの戸口の柱のわきで待つ人はさいわい

である。 35それは、わたしを得る者は命を得、

主から恵みを得るからである。 36わたしを失う

者は自分の命をそこなう、すべてわたしを憎む者

は死を愛する者である」。

9知恵は自分の家を建て、その七つの柱を立て
、 2獣をほふり、酒を混ぜ合わせて、ふるまい

を備え、 3はしためをつかわして、町の高い所で

呼ばわり言わせた、 4「思慮のない者よ、ここに

来れ」と。また、知恵のない者に言う、 5「来て

、わたしのパンを食べ、わたしの混ぜ合わせた酒

をのみ、 6思慮のないわざを捨てて命を得、悟り

の道を歩め」と。 7あざける者を戒める者は、自

ら恥を得、悪しき者を責める者は自ら傷を受ける

。 8あざける者を責めるな、おそらく彼はあなた

を憎むであろう。知恵ある者を責めよ、彼はあな

たを愛する。 9知恵ある者に教訓を授けよ、彼は

ますます知恵を得る。正しい者を教えよ、彼は学

に進む。 10主を恐れることは知恵のもとである

、聖なる者を知ることは、悟りである。 11わた

しによって、あなたの日は多くなり、あなたの命

の年は増す。 12もしあなたに知恵があるならば

、あなた自身のために知恵があるのである。もし

あなたがあざけるならば、あなたひとりがその責

めを負うことになる。 13愚かな女は、騒がしく

、みだらで、恥を知らない。 14彼女はその家の

戸口に座し、町の高い所にある座にすわり、 15

道を急ぐ行き来の人を招いて言う、 16「思慮の

ない者よ、ここに来れ」と。また知恵のない人に

向かってこれに言う、 17「盗んだ水は甘く、ひ

そかに食べるパンはうまい」と。 18しかしその

人は、死の影がそこにあることを知らず、彼女の

客は陰府の深みにおることを知らない。 (Sheol

h7585)

10ソロモンの箴言。知恵ある子は父を喜ばせ、
愚かな子は母の悲しみとなる。 2不義の宝は

益なく、正義は人を救い出して、死を免れさせる

。 3主は正しい人を飢えさせず、悪しき者の欲望

をくじかれる。 4手を動かすことを怠る者は貧し

くなり、勤め働く者の手は富を得る。 5夏のうち

に集める者は賢い子であり、刈入れの時に眠る者

は恥をきたらせる子である。 6正しい者のこうべ

には祝福があり、悪しき者の口は暴虐を隠す。 7

正しい者の名はほめられ、悪しき者の名は朽ちる

。 8心のさとき者は戒めを受ける、むだ口をたた

く愚かな者は滅ぼされる。 9まっすぐに歩む者の

歩みは安全である、しかし、その道を曲げる者は

災にあう。 10目で、めくばせする者は憂いをお

こし、あからさまに、戒める者は平和をきたらせ

る。 11正しい者の口は命の泉である、悪しき者

の口は暴虐を隠す。 12憎しみは、争いを起し、

愛はすべてのとがをおおう。 13さとき者のくち

びるには知恵があり、知恵のない者の背にはむち

がある。 14知恵ある者は知識をたくわえる、愚
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かな者のむだ口は、今にも滅びをきたらせる。 15

富める者の宝は、その堅き城であり、貧しい者の

乏しきは、その滅びである。 16正しい者の受け

る賃銀は命に導き、悪しき者の利得は罪に至る。

17教訓を守る者は命の道にあり、懲しめを捨てる

者は道をふみ迷う。 18憎しみを隠す者には偽り

のくちびるがあり、そしりを口に出す者は愚かな

者である。 19言葉が多ければ、とがを免れない

、自分のくちびるを制する者は知恵がある。 20

正しい者の舌は精銀である、悪しき者の心は価値

が少ない。 21正しい者のくちびるは多くの人を

養い、愚かな者は知恵がなくて死ぬ。 22主の祝

福は人を富ませる、主はこれになんの悲しみをも

加えない。 23愚かな者は、戯れ事のように悪を

行う、さとき人には賢い行いが楽しみである。 24

悪しき者の恐れることは自分に来り、正しい者の

願うことは与えられる。 25あらしが通りすぎる

時、悪しき者は、もはや、いなくなり、正しい者

は永久に堅く立てられる。 26なまけ者は、これ

をつかわす者にとっては、酢が歯をいため、煙が

目を悩ますようなものだ。 27主を恐れることは

人の命の日を多くする、悪しき者の年は縮められ

る。 28正しい者の望みは喜びに終り、悪しき者

の望みは絶える。 29主は、まっすぐに歩む者に

は城であり、悪を行う者には滅びである。 30正

しい者はいつまでも動かされることはない、悪し

き者は、地に住むことができない。 31正しい者

の口は知恵をいだし、偽りの舌は抜かれる。 32

正しい者のくちびるは喜ばるべきことをわきまえ

、悪しき者の口は偽りを語る。

11偽りのはかりは主に憎まれ、正しいふんどう
は彼に喜ばれる。 2高ぶりが来れば、恥もま

た来る、へりくだる者には知恵がある。 3正しい

者の誠実はその人を導き、不信実な者のよこしま

はその人を滅ぼす。 4宝は怒りの日に益なく、正

義は人を救い出して、死を免れさせる。 5誠実な

者は、その正義によって、その道をまっすぐにせ

られ、悪しき者は、その悪によって倒れる。 6正

しい者はその正義によって救われ、不信実な者は

自分の欲によって捕えられる。 7悪しき者は死ぬ

とき、その望みは絶え、不信心な者の望みもまた

絶える。 8正しい者は、悩みから救われ、悪しき

者は代ってそれに陥る。 9不信心な者はその口を

もって隣り人を滅ぼす、正しい者は知識によって

救われる。 10正しい者が、しあわせになれば、

その町は喜び、悪しき者が滅びると、喜びの声が

おこる。 11町は正しい者の祝福によって、高く

あげられ、悪しき者の口によって、滅ぼされる。

12隣り人を侮る者は知恵がない、さとき人は口を

つぐむ。 13人のよしあしを言いあるく者は秘密

をもらす、心の忠信なる者は事を隠す。 14指導

者がなければ民は倒れ、助言者が多ければ安全で

ある。 15他人のために保証をする者は苦しみを

うけ、保証をきらう者は安全である。 16しとや

かな女は、誉を得、強暴な男は富を得る。 17い

つくしみある者はおのれ自身に益を得、残忍な者

はおのれの身をそこなう。 18悪しき者の得る報

いはむなしく、正義を播く者は確かな報いを得る

。 19正義を堅く保つ者は命に至り、悪を追い求

める者は死を招く。 20心のねじけた者は主に憎

まれ、まっすぐに道を歩む者は彼に喜ばれる。 21

確かに、悪人は罰を免れない、しかし正しい人は

救を得る。 22美しい女の慎みがないのは、金の

輪の、ぶたの鼻にあるようだ。 23正しい者の願

いは、すべて良い結果を得、悪しき者の望みは怒

りに至る。 24施し散らして、なお富を増す人が

あり、与えるべきものを惜しんで、かえって貧し

くなる者がある。 25物惜しみしない者は富み、

人を潤す者は自分も潤される。 26穀物を、しま

い込んで売らない者は民にのろわれる、それを売

る者のこうべには祝福がある。 27善を求める者

は恵みを得る、悪を求める者には悪が来る。 28

自分の富を頼む者は衰える、正しい者は木の青葉

のように栄える。 29自分の家族を苦しめる者は

風を所有とする、愚かな者は心のさとき者のしも

べとなる。 30正しい者の結ぶ実は命の木である

、不法な者は人の命をとる。 31もし正しい者が

この世で罰せられるならば、悪しき者と罪びとと

は、なおさらである。

12戒めを愛する人は知識を愛する、懲しめを憎
む者は愚かである。 2善人は主の恵みをうけ

、悪い計りごとを設ける人は主に罰せられる。 3

人は悪をもって堅く立つことはできない、正しい

人の根は動くことはない。 4賢い妻はその夫の冠

である、恥をこうむらせる妻は夫の骨に生じた腐

れのようなものである。 5正しい人の考えは公正

である、悪しき者の計ることは偽りである。 6悪

しき者の言葉は、人の血を流そうとうかがう、正



箴言知恵の泉517

しい人の口は人を救う。 7悪しき者は倒されて、

うせ去る、正しい人の家は堅く立つ。 8人はその

悟りにしたがって、ほめられ、心のねじけた者は

、卑しめられる。 9身分の低い人でも自分で働く

者は、みずから高ぶって食に乏しい者にまさる。

10正しい人はその家畜の命を顧みる、悪しき者は

残忍をもって、あわれみとする。 11自分の田地

を耕す者は食糧に飽きる、無益な事に従う者は知

恵がない。 12悪しき者の堅固なやぐらは崩壊す

る、正しい人の根は堅く立つ。 13悪人はくちび

るのとがによって、わなに陥る、しかし正しい人

は悩みをのがれる。 14人はその口の実によって

、幸福に満ち足り、人の手のわざは、その人の身

に帰る。 15愚かな人の道は、自分の目に正しく

見える、しかし知恵ある者は勧めをいれる。 16

愚かな人は、すぐに怒りをあらわす、しかし賢い

人は、はずかしめをも気にとめない。 17真実を

語る人は正しい証言をなし、偽りの証人は偽りを

言う。 18つるぎをもって刺すように、みだりに

言葉を出す者がある、しかし知恵ある人の舌は人

をいやす。 19真実を言うくちびるは、いつまで

も保つ、偽りを言う舌は、ただ、まばたきの間だ

けである。 20悪をたくらむ者の心には欺きがあ

り、善をはかる人には喜びがある。 21正しい人

にはなんの害悪も生じない、しかし悪しき者は災

をもって満たされる。 22偽りを言うくちびるは

主に憎まれ、真実を行う者は彼に喜ばれる。 23

さとき人は知識をかくす、しかし愚かな者は自分

の愚かなことをあらわす。 24勤め働く者の手は

ついに人を治める、怠る者は人に仕えるようにな

る。 25心に憂いがあればその人をかがませる、

しかし親切な言葉はその人を喜ばせる。 26正し

い人は悪を離れ去る、しかし悪しき者は自ら道に

迷う。 27怠る者は自分の獲物を捕えない、しか

し勤め働く人は尊い宝を獲る。 28正義の道には

命がある、しかし誤りの道は死に至る。

13知恵ある子は父の教訓をきく、あざける者は
、懲しめをきかない。 2善良な人はその口の

実によって、幸福を得る、不信実な者の願いは、

暴虐である。 3口を守る者はその命を守る、くち

びるを大きく開く者には滅びが来る。 4なまけ者

の心は、願い求めても、何も得ない、しかし勤め

働く者の心は豊かに満たされる。 5正しい人は偽

りを憎む、しかし悪しき人は恥ずべく、忌まわし

くふるまう。 6正義は道をまっすぐ歩む者を守り

、罪は悪しき者を倒す。 7富んでいると偽って、

何も持たない者がいる、貧しいと偽って、多くの

富を持つ者がいる。 8人の富はその命をあがなう

、しかし貧しい者にはあがなうべき富がない。 9

正しい者の光は輝き、悪しき者のともしびは消さ

れる。 10高ぶりはただ争いを生じる、勧告をき

く者は知恵がある。 11急いで得た富は減る、少

しずつたくわえる者はそれを増すことができる。

12望みを得ることが長びくときは、心を悩ます、

願いがかなうときは、命の木を得たようだ。 13

み言葉を軽んじる者は滅ぼされ、戒めを重んじる

者は報いを得る。 14知恵ある人の教は命の泉で

ある、これによって死のわなをのがれることがで

きる。 15善良な賢い者は恵みを得る、しかし、

不信実な者の道は滅びである。 16おおよそ、さ

とき者は知識によって事をおこない、愚かな者は

自分の愚を見せびらかす。 17悪しき使者は人を

災におとしいれる、しかし忠実な使者は人を救う

。 18貧乏と、はずかしめとは教訓を捨てる者に

来る、しかし戒めを守る者は尊ばれる。 19願い

がかなえば、心は楽しい、愚かな者は悪を捨てる

ことをきらう。 20知恵ある者とともに歩む者は

知恵を得る。愚かな者の友となる者は害をうける

。 21災は罪びとを追い、正しい者は良い報いを

受ける。 22善良な人はその嗣業を子孫にのこす

、しかし罪びとの富は正しい人のためにたくわえ

られる。 23貧しい人の新田は多くの食糧を産す

る、しかし不正によれば押し流される。 24むち

を加えない者はその子を憎むのである、子を愛す

る者は、つとめてこれを懲らしめる。 25正しい

者は食べてその食欲を満たす、しかし悪しき者の

腹は満たされない。

14知恵はその家を建て、愚かさは自分の手でそ
れをこわす。 2まっすぐに歩む者は主を恐れ

る、曲って歩む者は主を侮る。 3愚かな者の言葉

は自分の背にむちを当てる、知恵ある者のくちび

るはその身を守る。 4牛がなければ穀物はない、

牛の力によって農作物は多くなる。 5真実な証人

はうそをいわない、偽りの証人はうそをつく。 6

あざける者は知恵を求めても得られない、さとき

者は知識を得ることがたやすい。 7愚かな者の前

を離れ去れ、そこには知識の言葉がないからであ

る。 8さとき者の知恵は自分の道をわきまえるこ
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とにあり、愚かな者の愚かは、欺くことにある。

9神は悪しき者をあざけられる、正しい者は、そ

の恵みを受ける。 10心の苦しみは心みずからが

知る、その喜びには他人はあずからない。 11悪

しき者の家は滅ぼされ、正しい者の幕屋は栄える

。 12人が見て自ら正しいとする道でも、その終

りはついに死に至る道となるものがある。 13笑

う時にも心に悲しみがあり、喜びのはてに憂いが

ある。 14心のもとれる者はそのしわざの実を刈

り取り、善良な人もまたその行いの実を刈り取る

。 15思慮のない者はすべてのことを信じる、さ

とき者は自分の歩みを慎む。 16知恵ある者は用

心ぶかく、悪を離れる、愚かな者は高ぶって用心

しない。 17怒りやすい者は愚かなことを行い、

賢い者は忍耐強い。 18思慮のない者は愚かなこ

とを自分のものとする、さとき者は知識をもって

冠とする。 19悪人は善人の前にひれ伏し、悪し

き者は正しい者の門にひれ伏す。 20貧しい者は

その隣にさえも憎まれる、しかし富める者は多く

の友をもつ。 21隣り人を卑しめる者は罪びとで

ある、貧しい人をあわれむ者はさいわいである。

22悪を計る者はおのれを誤るではないか、善を計

る者にはいつくしみと、まこととがある。 23す

べての勤労には利益がある、しかし口先だけの言

葉は貧乏をきたらせるだけだ。 24知恵ある者の

冠はその知恵である、愚かな者の花の冠はただ愚

かさである。 25まことの証人は人の命を救う、

偽りを吐く者は裏切者である。 26主を恐れるこ

とによって人は安心を得、その子らはのがれ場を

得る。 27主を恐れることは命の泉である、人を

死のわなからのがれさせる。 28王の栄えは民の

多いことにあり、君の滅びは民を失うことにある

。 29怒りをおそくする者は大いなる悟りがあり

、気の短い者は愚かさをあらわす。 30穏やかな

心は身の命である、しかし興奮は骨を腐らせる。

31貧しい者をしえたげる者はその造り主を侮る、

乏しい者をあわれむ者は、主をうやまう。 32悪

しき者はその悪しき行いによって滅ぼされ、正し

い者はその正しきによって、のがれ場を得る。 33

知恵はさとき者の心にとどまり、愚かな者の心に

知られない。 34正義は国を高くし、罪は民をは

ずかしめる。 35賢いしもべは王の恵みをうけ、

恥をきたらす者はその怒りにあう。

15柔かい答は憤りをとどめ、激しい言葉は怒り
をひきおこす。 2知恵ある者の舌は知識をわ

かち与え、愚かな者の口は愚かを吐き出す。 3主

の目はどこにでもあって、悪人と善人とを見張っ

ている。 4優しい舌は命の木である、乱暴な言葉

は魂を傷つける。 5愚かな者は父の教訓を軽んじ

る、戒めを守る者は賢い者である。 6正しい者の

家には多くの宝がある、悪しき者の所得には煩い

がある。 7知恵ある者のくちびるは知識をひろめ

る、愚かな者の心はそうでない。 8悪しき者の供

え物は主に憎まれ、正しい者の祈は彼に喜ばれる

。 9悪しき者の道は主に憎まれ、正義を求める者

は彼に愛せられる。 10道を捨てる者には、きび

しい懲しめがあり、戒めを憎む者は死に至る。 11

陰府と滅びとは主の目の前にあり、人の心はなお

さらである。 (Sheol h7585) 12あざける者は戒められ

ることを好まない、また知恵ある者に近づかない

。 13心に楽しみがあれば顔色も喜ばしい、心に

憂いがあれば気はふさぐ。 14さとき者の心は知

識をたずね、愚かな者の口は愚かさを食物とする

。 15悩んでいる者の日々はことごとくつらく、

心の楽しい人は常に宴会をもつ。 16少しの物を

所有して主を恐れるのは、多くの宝をもって苦労

するのにまさる。 17野菜を食べて互に愛するの

は、肥えた牛を食べて互に憎むのにまさる。 18

憤りやすい者は争いをおこし、怒りをおそくする

者は争いをとどめる。 19なまけ者の道には、い

ばらがはえしげり、正しい者の道は平らかである

。 20知恵ある子は父を喜ばせる、愚かな人はそ

の母を軽んじる。 21無知な者は愚かなことを喜

び、さとき者はまっすぐに歩む。 22相はかるこ

とがなければ、計画は破れる、はかる者が多けれ

ば、それは必ず成る。 23人は口から出る好まし

い答によって喜びを得る、時にかなった言葉は、

いかにも良いものだ。 24知恵ある人の道は上っ

て命に至る、こうしてその人は下にある陰府を離

れる。 (Sheol h7585) 25主は高ぶる者の家を滅ぼし、

やもめの地境を定められる。 26悪人の計りごと

は主に憎まれ、潔白な人の言葉は彼に喜ばれる。

27不正な利をむさぼる者はその家を煩らわせる、

まいないを憎む者は生きながらえる。 28正しい

者の心は答えるべきことを考える、悪しき者の口

は悪を吐き出す。 29主は悪しき者に遠ざかり、

正しい者の祈を聞かれる。 30目の光は心を喜ば

せ、よい知らせは骨を潤す。 31ためになる戒め
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を聞く耳をもつ者は、知恵ある者の中にとどまる

。 32教訓を捨てる者はおのれの命を軽んじ、戒

めを重んじる者は悟りを得る。 33主を恐れるこ

とは知恵の教訓である、謙遜は、栄誉に先だつ

。

16心にはかることは人に属し、舌の答は主から
出る。 2人の道は自分の目にことごとく潔し

と見える、しかし主は人の魂をはかられる。 3あ

なたのなすべき事を主にゆだねよ、そうすれば、

あなたの計るところは必ず成る。 4主はすべての

物をおのおのその用のために造り、悪しき人をも

災の日のために造られた。 5すべて心に高ぶる者

は主に憎まれる、確かに、彼は罰を免れない。 6

いつくしみとまことによって、とがはあがなわれ

る、主を恐れることによって、人は悪を免れる。

7人の道が主を喜ばせる時、主はその人の敵をも

その人と和らがせられる。 8正義によって得たわ

ずかなものは、不義によって得た多くの宝にまさ

る。 9人は心に自分の道を考え計る、しかし、そ

の歩みを導く者は主である。 10王のくちびるに

は神の決定がある、さばきをするとき、その口に

誤りがない。 11正しいはかりと天びんとは主の

ものである、袋にあるふんどうもすべて彼の造ら

れたものである。 12悪を行うことは王の憎むと

ころである、その位が正義によって堅く立ってい

るからである。 13正しいくちびるは王に喜ばれ

る、彼は正しい事を言う者を愛する。 14王の怒

りは死の使者である、知恵ある人はこれをなだめ

る。 15王の顔の光には命がある、彼の恵みは春

雨をもたらす雲のようだ。 16知恵を得るのは金

を得るのにまさる、悟りを得るのは銀を得るより

も望ましい。 17悪を離れることは正しい人の道

である、自分の道を守る者はその魂を守る。 18

高ぶりは滅びにさきだち、誇る心は倒れにさきだ

つ。 19へりくだって貧しい人々と共におるのは

、高ぶる者と共にいて、獲物を分けるにまさる。

20慎んで、み言葉をおこなう者は栄える、主に寄

り頼む者はさいわいである。 21心に知恵ある者

はさとき者ととなえられる、くちびるが甘ければ

、その教に人を説きつける力を増す。 22知恵は

これを持つ者に命の泉となる、しかし、愚かさは

愚かな者の受ける懲しめである。 23知恵ある者

の心はその言うところを賢くし、またそのくちび

るに人を説きつける力を増す。 24ここちよい言

葉は蜂蜜のように、魂に甘く、からだを健やかに

する。 25人が見て自分で正しいとする道があり

、その終りはついに死にいたる道となるものがあ

る。 26ほねおる者は飲食のためにほねおる、そ

の口が自分に迫るからである。 27よこしまな人

は悪を企てる、そのくちびるには激しい火のよう

なものがある。 28偽る者は争いを起し、つげ口

する者は親しい友を離れさせる。 29しえたげる

者はその隣り人をいざない、これを良くない道に

導く。 30めくばせする者は悪を計り、くちびる

を縮める者は悪事をなし遂げる。 31しらがは栄

えの冠である、正しく生きることによってそれが

得られる。 32怒りをおそくする者は勇士にまさ

り、自分の心を治める者は城を攻め取る者にまさ

る。 33人はくじをひく、しかし事を定めるのは

全く主のことである。

17平穏であって、ひとかたまりのかわいたパン
のあるのは、争いがあって、食物の豊かな家

にまさる。 2賢いしもべは身持の悪いむすこを治

め、かつ、その兄弟たちの中にあって、資産の分

け前を獲る。 3銀を試みるものはるつぼ、金を試

みるものは炉、人の心を試みるものは主である。

4悪を行う者は偽りのくちびるに聞き、偽りをい

う者は悪しき舌に耳を傾ける。 5貧しい者をあざ

ける者はその造り主を侮る、人の災を喜ぶ者は罰

を免れない。 6孫は老人の冠である、父は子の栄

えである。 7すぐれた言葉は愚かな者には似合わ

ない、まして偽りを言うくちびるは君たる者には

似合わない。 8まいないはこれを贈る人の目には

幸運の玉のようだ、その向かう所、どこでも彼は

栄える。 9愛を追い求める人は人のあやまちをゆ

るす、人のことを言いふらす者は友を離れさせる

。 10一度の戒めがさとき人に徹するのは、百度

の懲しめが愚かな人に徹するよりも深い。 11悪

しき者はただ、そむく事のみを求める、それゆえ

、彼に向かっては残忍な使者がつかわされる。 12

愚かな者が愚かな事をするのに会うよりは、子を

とられた雌ぐまに会うほうがよい。 13悪をもて

善に報いる者は、悪がその家を離れることがない

。 14争いの初めは水がもれるのに似ている、そ

れゆえ、けんかの起らないうちにそれをやめよ。

15悪しき者を正しいとする者、正しい者を悪いと

する者、この二つの者はともに主に憎まれる。 16

愚かな者はすでに心がないのに、どうして知恵を
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買おうとして手にその代金を持っているのか。 17

友はいずれの時にも愛する、兄弟はなやみの時の

ために生れる。 18知恵のない人は手をうって、

その隣り人の前で保証をする。 19争いを好む者

は罪を好む、その門を高くする者は滅びを求める

。 20曲った心の者はさいわいを得ない、みだり

に舌をもって語る者は災に陥る。 21愚かな子を

生む者は嘆きを得る、愚か者の父は喜びを得ない

。 22心の楽しみは良い薬である、たましいの憂

いは骨を枯らす。 23悪しき者は人のふところか

らまいないを受けて、さばきの道をまげる。 24

さとき者はその顔を知恵にむける、しかし、愚か

な者は目を地の果にそそぐ。 25愚かな子はその

父の憂いである、またこれを産んだ母の痛みであ

る。 26正しい人を罰するのはよくない、尊い人

を打つのは悪い。 27言葉を少なくする者は知識

のある者、心の冷静な人はさとき人である。 28

愚かな者も黙っているときは、知恵ある者と思わ

れ、そのくちびるを閉じている時は、さとき者と

思われる。

18人と交わりをしない者は口実を捜し、すべて
のよい考えに激しく反対する。 2愚かな者は

悟ることを喜ばず、ただ自分の意見を言い表わす

ことを喜ぶ。 3悪しき者が来ると、卑しめもまた

来る、不名誉が来ると、はずかしめも共にくる。

4人の口の言葉は深い水のようだ、知恵の泉は、

わいて流れる川である。 5悪しき者をえこひいき

することは良くない、正しい者をさばいて、悪し

き者とすることも良くない。 6愚かな者のくちび

るは争いを起し、その口はむち打たれることを招

く。 7愚かな者の口は自分の滅びとなり、そのく

ちびるは自分を捕えるわなとなる。 8人のよしあ

しをいう者の言葉はおいしい食物のようで、腹の

奥にしみこむ。 9その仕事を怠る者は、滅ぼす者

の兄弟である。 10主の名は堅固なやぐらのよう

だ、正しい者はその中に走りこんで救を得る。 11

富める者の富はその堅き城である、それは高き城

壁のように彼を守る。 12人の心の高ぶりは滅び

にさきだち、謙遜は栄誉にさきだつ。 13事をよ

く聞かないで答える者は、愚かであって恥をこう

むる。 14人の心は病苦をも忍ぶ、しかし心の痛

むときは、だれがそれに耐えようか。 15さとき

者の心は知識を得、知恵ある者の耳は知識を求め

る。 16人の贈り物は、その人のために道をひら

き、また尊い人の前に彼を導く。 17先に訴え出

る者は正しいように見える、しかしその訴えられ

た人が来て、それを調べて、事は明らかになる。

18くじは争いをとどめ、かつ強い争い相手の間を

決定する。 19助けあう兄弟は堅固な城のようだ

、しかし争いは、やぐらの貫の木のようだ。 20

人は自分の言葉の結ぶ実によって、満ち足り、そ

のくちびるの産物によって自ら飽きる。 21死と

生とは舌に支配される、これを愛する者はその実

を食べる。 22妻を得る者は、良き物を得る、か

つ主から恵みを与えられる。 23貧しい者は、あ

われみを請い、富める者は、はげしい答をする。

24世には友らしい見せかけの友がある、しかし兄

弟よりもたのもしい友もある。

19正しく歩む貧しい者は、曲ったことを言う愚
かな者にまさる。 2人が知識のないのは良く

ない、足で急ぐ者は道に迷う。 3人は自分の愚か

さによって道につまずき、かえって心のうちに主

をうらむ。 4富は多くの新しい友を作る、しかし

貧しい人はその友に捨てられる。 5偽りの証人は

罰を免れない、偽りをいう者はのがれることがで

きない。 6気前のよい人にこびる者は多い、人は

みな贈り物をする人の友となる。 7貧しい者はそ

の兄弟すらもみなこれを憎む、ましてその友はこ

れに遠ざからないであろうか。言葉をかけてこれ

を呼んでも、去って帰らないのである。 8知恵を

得る者は自分の魂を愛し、悟りを保つ者は幸を得

る。 9偽りの証人は罰を免れない、偽りをいう者

は滅びる。 10愚かな者が、ぜいたくな暮しをす

るのは、ふさわしいことではない、しもべたる者

が、君たる者を治めるなどは、なおさらである。

11悟りは人に怒りを忍ばせる、あやまちをゆるす

のは人の誉である。 12王の怒りは、ししのほえ

るようであり、その恵みは草の上におく露のよう

である。 13愚かな子はその父の災である、妻の

争うのは、雨漏りの絶えないのとひとしい。 14

家と富とは先祖からうけつぐもの、賢い妻は主か

ら賜わるものである。 15怠りは人を熟睡させる

、なまけ者は飢える。 16戒めを守る者は自分の

魂を守る、み言葉を軽んじる者は死ぬ。 17貧し

い者をあわれむ者は主に貸すのだ、その施しは主

が償われる。 18望みのあるうちに、自分の子を

懲らせ、これを滅ぼす心を起してはならない。 19

怒ることの激しい者は罰をうける、たとい彼を救
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ってやっても、さらにくり返さねばならない。 20

勧めを聞き、教訓をうけよ、そうすれば、ついに

は知恵ある者となる。 21人の心には多くの計画

がある、しかしただ主の、み旨だけが堅く立つ。

22人に望ましいのは、いつくしみ深いことである

、貧しい人は偽りをいう人にまさる。 23主を恐

れることは人を命に至らせ、常に飽き足りて、災

にあうことはない。 24なまけ者は、手を皿に入

れても、それを口に持ってゆくことをしない。 25

あざける者を打て、そうすれば思慮のない者も慎

む。さとき者を戒めよ、そうすれば彼は知識を得

る。 26父に乱暴をはたらき、母を追い出す者は

、恥をきたらし、はずかしめをまねく子である。

27わが子よ、知識の言葉をはなれて人を迷わせる

教訓を聞くことをやめよ。 28悪い証人はさばき

をあざけり、悪しき者の口は悪をむさぼり食う。

29さばきはあざける者のために備えられ、むちは

愚かな者の背のために備えられる。

20酒は人をあざける者とし、濃い酒は人をあば
れ者とする、これに迷わされる者は無知であ

る。酒は人をあざける者とし、濃い酒は人をあ

ばれ者とする、これに迷わされる者は無知である

。 2王の怒りは、ししがほえるようだ、彼を怒ら

せる者は自分の命をそこなう。王の怒りは、し

しがほえるようだ、彼を怒らせる者は自分の命を

そこなう。 3争いに関係しないことは人の誉であ

る、すべて愚かな者は怒り争う。争いに関係し

ないことは人の誉である、すべて愚かな者は怒り

争う。 4なまけ者は寒いときに耕さない、それゆ

え刈入れのときになって、求めても何もない。

なまけ者は寒いときに耕さない、それゆえ刈入れ

のときになって、求めても何もない。 5人の心に

ある計りごとは深い井戸の水のようだ、しかし、

さとき人はこれをくみ出す。人の心にある計り

ごとは深い井戸の水のようだ、しかし、さとき人

はこれをくみ出す。 6自分は真実だという人が多

い、しかし、だれが忠信な人に会うであろうか。

自分は真実だという人が多い、しかし、だれが忠

信な人に会うであろうか。 7欠けた所なく、正し

く歩む人その後の子孫はさいわいである。欠け

た所なく、正しく歩む人その後の子孫はさいわい

である。 8さばきの座にすわる王はその目をもっ

て、すべての悪をふるいわける。さばきの座に

すわる王はその目をもって、すべての悪をふるい

わける。 9だれが「わたしは自分の心を清めた、

わたしの罪は清められた」ということができよう

か。だれが「わたしは自分の心を清めた、わた

しの罪は清められた」ということができようか。

10互に違った二種のはかり、二種のますは、ひと

しく主に憎まれる。互に違った二種のはかり、

二種のますは、ひとしく主に憎まれる。 11幼な

子でさえも、その行いによって自らを示し、その

することの清いか正しいかを現す。幼な子でさ

えも、その行いによって自らを示し、そのするこ

との清いか正しいかを現す。 12聞く耳と、見る

目とは、ともに主が造られたものである。聞く

耳と、見る目とは、ともに主が造られたものであ

る。 13眠りを愛してはならない、そうすれば貧

しくなる、目を開け、そうすればパンに飽くこと

ができる。眠りを愛してはならない、そうすれ

ば貧しくなる、目を開け、そうすればパンに飽く

ことができる。 14買う者は、「悪い、悪い」と

いう、しかし去って後、彼は自ら誇る。買う者

は、「悪い、悪い」という、しかし去って後、彼

は自ら誇る。 15金もあり、価の高い宝石も多く

あるが、尊い器は知識のくちびるである。金も

あり、価の高い宝石も多くあるが、尊い器は知識

のくちびるである。 16人のために保証する者か

らは、まずその着物を取れ、他人のために保証す

る者をば抵当に取れ。人のために保証する者か

らは、まずその着物を取れ、他人のために保証す

る者をば抵当に取れ。 17欺き取ったパンはおい

しい、しかし後にはその口は砂利で満たされる。

欺き取ったパンはおいしい、しかし後にはその口

は砂利で満たされる。 18計りごとは共に議する

ことによって成る、戦おうとするならば、まずよ

く議しなければならない。計りごとは共に議す

ることによって成る、戦おうとするならば、まず

よく議しなければならない。 19歩きまわって人

のよしあしをいう者は秘密をもらす、くちびるを

開いて歩く者と交わってはならない。歩きまわ

って人のよしあしをいう者は秘密をもらす、くち

びるを開いて歩く者と交わってはならない。 20

自分の父母をののしる者は、そのともしびは暗や

みの中に消える。自分の父母をののしる者は、

そのともしびは暗やみの中に消える。 21初めに

急いで得た資産は、その終りがさいわいでない。

初めに急いで得た資産は、その終りがさいわいで

ない。 22「わたしが悪に報いる」と言ってはな
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らない、主を待ち望め、主はあなたを助けられる

。「わたしが悪に報いる」と言ってはならない

、主を待ち望め、主はあなたを助けられる。 23

互に違った二種のふんどうは主に憎まれる、偽り

のはかりは良くない。互に違った二種のふんど

うは主に憎まれる、偽りのはかりは良くない。 24

人の歩みは主によって定められる、人はどうして

自らその道を、明らかにすることができようか。

人の歩みは主によって定められる、人はどうして

自らその道を、明らかにすることができようか。

25軽々しく「これは聖なるささげ物だ」と言い、

また誓いを立てて後に考えることは、その人のわ

なとなる。軽々しく「これは聖なるささげ物だ

」と言い、また誓いを立てて後に考えることは、

その人のわなとなる。 26知恵ある王は、箕をも

ってあおぎ分けるように悪人を散らし、車をもっ

て脱穀するように、これを罰する。知恵ある王

は、箕をもってあおぎ分けるように悪人を散らし

、車をもって脱穀するように、これを罰する。 27

人の魂は主のともしびであり、人の心の奥を探る

。人の魂は主のともしびであり、人の心の奥を

探る。 28いつくしみと、まこととは王を守る、

その位もまた正義によって保たれる。いつくし

みと、まこととは王を守る、その位もまた正義に

よって保たれる。 29若い人の栄えはその力、老

人の美しさはそのしらがである。若い人の栄え

はその力、老人の美しさはそのしらがである。 30

傷つくまでに打てば悪い所は清くなり、むちで打

てば心の底までも清まる。傷つくまでに打てば

悪い所は清くなり、むちで打てば心の底までも清

まる。

21王の心は、主の手のうちにあって、水の流れ
のようだ、主はみこころのままにこれを導か

れる。王の心は、主の手のうちにあって、水の

流れのようだ、主はみこころのままにこれを導か

れる。 2人の道は自分の目には正しく見える、し

かし主は人の心をはかられる。人の道は自分の

目には正しく見える、しかし主は人の心をはから

れる。 3正義と公平を行うことは、犠牲にもまさ

って主に喜ばれる。正義と公平を行うことは、

犠牲にもまさって主に喜ばれる。 4高ぶる目とお

ごる心とは、悪しき人のともしびであって、罪で

ある。高ぶる目とおごる心とは、悪しき人のと

もしびであって、罪である。 5勤勉な人の計画は

、ついにその人を豊かにする、すべて怠るものは

貧しくなる。勤勉な人の計画は、ついにその人

を豊かにする、すべて怠るものは貧しくなる。 6

偽りの舌をもって宝を得るのは、吹きはらわれる

煙、死のわなである。偽りの舌をもって宝を得

るのは、吹きはらわれる煙、死のわなである。 7

悪しき者の暴虐はその身を滅ぼす、彼らは公平を

行うことを好まないからである。悪しき者の暴

虐はその身を滅ぼす、彼らは公平を行うことを好

まないからである。 8罪びとの道は曲っている、

潔白な人の行いはまっすぐである。罪びとの道

は曲っている、潔白な人の行いはまっすぐである

。 9争いを好む女と一緒に家におるよりは屋根の

すみにおるほうがよい。争いを好む女と一緒に

家におるよりは屋根のすみにおるほうがよい。 10

悪しき者の魂は悪を行うことを願う、その隣り人

にも好意をもって見られない。悪しき者の魂は

悪を行うことを願う、その隣り人にも好意をもっ

て見られない。 11あざけるものが罰をうけるな

らば、思慮のない者は知恵を得る。知恵ある者が

教をうけるならば知識を得る。あざけるものが

罰をうけるならば、思慮のない者は知恵を得る。

知恵ある者が教をうけるならば知識を得る。 12

正しい神は、悪しき者の家をみとめて、悪しき者

を滅びに投げいれられる。正しい神は、悪しき

者の家をみとめて、悪しき者を滅びに投げいれら

れる。 13耳を閉じて貧しい者の呼ぶ声を聞かな

い者は、自分が呼ぶときに、聞かれない。耳を

閉じて貧しい者の呼ぶ声を聞かない者は、自分が

呼ぶときに、聞かれない。 14ひそかな贈り物は

憤りをなだめる、ふところのまいないは激しい怒

りを和らげる。ひそかな贈り物は憤りをなだめ

る、ふところのまいないは激しい怒りを和らげる

。 15公義を行うことは、正しい者には喜びであ

るが、悪を行う者には滅びである。公義を行う

ことは、正しい者には喜びであるが、悪を行う者

には滅びである。 16悟りの道を離れる人は、死

人の集会の中におる。悟りの道を離れる人は、

死人の集会の中におる。 17快楽を好む者は貧し

い人となり、酒と油とを好む者は富むことがない

。快楽を好む者は貧しい人となり、酒と油とを

好む者は富むことがない。 18悪しき者は正しい

者のあがないとなり、不信実な者は正しい人に代

る。悪しき者は正しい者のあがないとなり、不

信実な者は正しい人に代る。 19争い怒る女と共
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におるよりは、荒野に住むほうがましだ。争い

怒る女と共におるよりは、荒野に住むほうがまし

だ。 20知恵ある者の家には尊い宝があり、愚か

な人はこれを、のみ尽す。知恵ある者の家には

尊い宝があり、愚かな人はこれを、のみ尽す。 21

正義といつくしみとを追い求める者は、命と誉と

を得る。正義といつくしみとを追い求める者は

、命と誉とを得る。 22知恵ある者は強い者の城

にのぼって、その頼みとするとりでをくずす。

知恵ある者は強い者の城にのぼって、その頼みと

するとりでをくずす。 23口と舌とを守る者はそ

の魂を守って、悩みにあわせない。口と舌とを

守る者はその魂を守って、悩みにあわせない。 24

高ぶりおごる者を「あざける者」となづける、彼

は高慢無礼な行いをするものである。高ぶりお

ごる者を「あざける者」となづける、彼は高慢無

礼な行いをするものである。 25なまけ者の欲望

は自分の身を殺す、これはその手を働かせないか

らである。なまけ者の欲望は自分の身を殺す、

これはその手を働かせないからである。 26悪し

き者はひねもす人の物をむさぼる、正しい者は与

えて惜しまない。悪しき者はひねもす人の物を

むさぼる、正しい者は与えて惜しまない。 27悪

しき者の供え物は憎まれる、悪意をもってささげ

る時はなおさらである。悪しき者の供え物は憎

まれる、悪意をもってささげる時はなおさらであ

る。 28偽りの証人は滅ぼされる、よく聞く人の

言葉はすたることがない。偽りの証人は滅ぼさ

れる、よく聞く人の言葉はすたることがない。 29

悪しき者はあつかましくし、正しい人はその道を

つつしむ。悪しき者はあつかましくし、正しい

人はその道をつつしむ。 30主に向かっては知恵

も悟りも、計りごとも、なんの役にも立たない。

主に向かっては知恵も悟りも、計りごとも、なん

の役にも立たない。 31戦いの日のために馬を備

える、しかし勝利は主による。戦いの日のため

に馬を備える、しかし勝利は主による。

22令名は大いなる富にまさり、恩恵は銀や金よ
りも良い。 2富める者と貧しい者とは共に世

におる、すべてこれを造られたのは主である。 3

賢い者は災を見て自ら避け、思慮のない者は進ん

でいって、罰をうける。 4謙遜と主を恐れること

との報いは、富と誉と命とである。 5よこしまな

者の道にはいばらとわながあり、たましいを守る

者は遠くこれを離れる。 6子をその行くべき道に

従って教えよ、そうすれば年老いても、それを離

れることがない。 7富める者は貧しき者を治め、

借りる者は貸す人の奴隷となる。 8悪をまく者は

災を刈り、その怒りのつえはすたれる。 9人を見

て恵む者はめぐまれる、自分のパンを貧しい人に

与えるからである。 10あざける者を追放すれば

争いもまた去り、かつ、いさかいも、はずかしめ

もなくなる。 11心の潔白を愛する者、その言葉

の上品な者は、王がその友となる。 12主の目は

知識ある者を守る、しかし主は不信実な者の言葉

を敗られる。 13なまけ者は言う、「ししがそと

にいる、わたしは、ちまたで殺される」と。 14

遊女の口は深い落し穴である、主に憎まれる者は

その中に陥る。 15愚かなことが子供の心の中に

つながれている、懲しめのむちは、これを遠く追

いだす。 16貧しい者をしえたげて自分の富を増

そうとする者と、富める者に与える者とは、つい

に必ず貧しくなる。 17あなたの耳を傾けて知恵

ある者の言葉を聞き、かつ、わたしの知識にあな

たの心を用いよ。 18これをあなたのうちに保ち

、ことごとく、あなたのくちびるに備えておくな

ら、楽しいことである。 19あなたが主に、寄り

頼むことのできるように、わたしはきょう、これ

をあなたにも教える。 20わたしは、勧めと知識

との三十の言葉をあなたのためにしるしたではな

いか。 21それは正しいこと、真実なことをあな

たに示し、あなたをつかわした者に真実の答をさ

せるためであった。 22貧しい者を、貧しいゆえ

に、かすめてはならない、悩む者を、町の門でお

さえつけてはならない。 23それは主が彼らの訴

えをただし、かつ彼らをそこなう者の命を、そこ

なわれるからである。 24怒る者と交わるな、憤

る人と共に行くな。 25それはあなたがその道に

ならって、みずから、わなに陥ることのないため

である。 26あなたは人と手を打つ者となっては

ならない、人の負債の保証をしてはならない。 27

あなたが償うものがないとき、あなたの寝ている

寝床までも、人が奪い取ってよかろうか。 28あ

なたの先祖が立てた古い地境を移してはならない

。 29あなたはそのわざに巧みな人を見るか、そ

のような人は王の前に立つが、卑しい人々の前に

は立たない。
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23治める人と共に座して食事するとき、あなた
の前にあるものを、よくわきまえ、 2あなた

がもし食をたしなむ者であるならば、あなたのの

どに刀をあてよ。 3そのごちそうをむさぼり食べ

てはならない、これは人を欺く食物だからである

。 4富を得ようと苦労してはならない、かしこく

思いとどまるがよい。 5あなたの目をそれにとめ

ると、それはない、富はたちまち自ら翼を生じて

、わしのように天に飛び去るからだ。 6物惜しみ

する人のパンを食べてはならない、そのごちそう

をむさぼり願ってはならない。 7彼は心のうちで

勘定する人のように、「食え、飲め」とあなたに

言うけれども、その心はあなたに真実ではない。

8あなたはついにその食べた物を吐き出すように

なり、あなたのねんごろな言葉もむだになる。 9

愚かな者の耳に語ってはならない、彼はあなたの

言葉が示す知恵をいやしめるからだ。 10古い地

境を移してはならない、みなしごの畑を侵しては

ならない。 11彼らのあがない主は強くいらせら

れ、あなたに逆らって彼らの訴えを弁護されるか

らだ。 12あなたの心を教訓に用い、あなたの耳

を知識の言葉に傾けよ。 13子を懲らすことを、

さし控えてはならない、むちで彼を打っても死ぬ

ことはない。 14もし、むちで彼を打つならば、

その命を陰府から救うことができる。 (Sheol h7585)

15わが子よ、もしあなたの心が賢くあれば、わた

しの心もまた喜び、 16もしあなたのくちびるが

正しい事を言うならば、わたしの心も喜ぶ。 17

心に罪びとをうらやんではならない、ただ、ひね

もす主を恐れよ。 18かならず後のよい報いがあ

って、あなたの望みは、すたらない。 19わが子

よ、よく聞いて、知恵を得よ、かつ、あなたの心

を道に向けよ。 20酒にふけり、肉をたしなむ者

と交わってはならない。 21酒にふける者と、肉

をたしなむ者とは貧しくなり、眠りをむさぼる者

は、ぼろを身にまとうようになる。 22あなたを

生んだ父のいうことを聞き、年老いた母を軽んじ

てはならない。 23真理を買え、これを売っては

ならない、知恵と教訓と悟りをも買え。 24正し

い人の父は大いによろこび、知恵ある子を生む者

は子のために楽しむ。 25あなたの父母を楽しま

せ、あなたを産んだ母を喜ばせよ。 26わが子よ

、あなたの心をわたしに与え、あなたの目をわた

しの道に注げ。 27遊女は深い穴のごとく、みだ

らな女は狭い井戸のようだ。 28彼女は盗びとの

ように人をうかがい、かつ世の人のうちに、不信

実な者を多くする。 29災ある者はだれか、憂い

ある者はだれか、争いをする者はだれか、煩いあ

る者はだれか、ゆえなく傷をうける者はだれか、

赤い目をしている者はだれか。 30酒に夜をふか

す者、行って、混ぜ合わせた酒を味わう者である

。 31酒はあかく、杯の中にあわだち、なめらか

にくだる、あなたはこれを見てはならない。 32

これはついに、へびのようにかみ、まむしのよう

に刺す。 33あなたの目は怪しいものを見、あな

たの心は偽りを言う。 34あなたは海の中に寝て

いる人のように、帆柱の上に寝ている人のように

なる。 35あなたは言う、「人がわたしを撃った

が、わたしは痛くはなかった。わたしを、たたい

たが、わたしは何も覚えはない。いつわたしはさ

めるのか、また酒を求めよう」と。

24悪を行う人をうらやんではならない、また彼
らと共におることを願ってはならない。 2彼

らはその心に強奪を計り、そのくちびるに人をそ

こなうことを語るからである。 3家は知恵によっ

て建てられ、悟りによって堅くせられ、 4また、

へやは知識によってさまざまの尊く、麗しい宝で

満たされる。 5知恵ある者は強い人よりも強く、

知識ある人は力ある人よりも強い。 6良い指揮に

よって戦いをすることができ、勝利は多くの議す

る者がいるからである。 7知恵は高くて愚かな者

の及ぶところではない、愚かな者は門で口を開く

ことができない。 8悪を行うことを計る者を人は

いたずら者ととなえる。 9愚かな者の計るところ

は罪であり、あざける者は人に憎まれる。 10も

しあなたが悩みの日に気をくじくならば、あなた

の力は弱い。 11死地にひかれゆく者を助け出せ

、滅びによろめきゆく者を救え。 12あなたが、

われわれはこれを知らなかったといっても、心を

はかる者はそれを悟らないであろうか。あなたの

魂を守る者はそれを知らないであろうか。彼はお

のおのの行いにより、人に報いないであろうか。

13わが子よ、蜜を食べよ、これは良いものである

、また、蜂の巣のしたたりはあなたの口に甘い。

14知恵もあなたの魂にはそのようであることを知

れ。それを得るならば、かならず報いがあって、

あなたの望みは、すたらない。 15悪しき者がす

るように、正しい者の家をうかがってはならない

、その住む所に乱暴をしてはならない。 16正し
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い者は七たび倒れても、また起きあがる、しかし

、悪しき者は災によって滅びる。 17あなたのあ

だが倒れるとき楽しんではならない、彼のつまず

くとき心に喜んではならない。 18主はそれを見

て悪いこととし、その怒りを彼から転じられる。

19悪を行う者のゆえに心を悩ましてはならない、

よこしまな者をうらやんではならない。 20悪し

き者には後の良い報いはない、よこしまな者のと

もしびは消される。 21わが子よ、主と王とを恐

れよ、そのいずれにも不従順であってはならない

。 22その災はたちまち起るからである。この二

つの者からくる滅びをだれが知り得ようか。 23

これらもまた知恵ある者の箴言である。片寄った

さばきをするのは、よくない。 24悪しき者に向

かって、「あなたは正しい」という者を、人々は

のろい、諸民は憎む。 25悪しき者をせめる者は

恵みを得る、また幸福が与えられる。 26正しい

答をする者は、くちびるに、口づけするのである

。 27外で、あなたの仕事を整え、畑で、すべて

の物をおのれのために備え、その後あなたの家を

建てるがよい。 28ゆえなく隣り人に敵して、証

言をしてはならない、くちびるをもって欺いては

ならない。 29「彼がわたしにしたように、わた

しも彼にしよう、わたしは人がしたところにした

がって、その人に報いよう」と言ってはならない

。 30わたしはなまけ者の畑のそばと、知恵のな

い人のぶどう畑のそばを通ってみたが、 31いば

らが一面に生え、あざみがその地面をおおい、そ

の石がきはくずれていた。 32わたしはこれをみ

て心をとどめ、これを見て教訓を得た。 33「し

ばらく眠り、しばらくまどろみ、手をこまぬいて

、またしばらく休む」。 34それゆえ、貧しさは

盗びとのように、あなたに来、乏しさは、つわも

ののように、あなたに来る。

25これらもまたソロモンの箴言であり、ユダの
王ヒゼキヤに属する人々がこれを書き写した

。 2事を隠すのは神の誉であり、事を窮めるのは

王の誉である。 3天の高さと地の深さと、王たる

者の心とは測ることができない。 4銀から、かな

くそを除け、そうすれば、銀細工人が器を造る材

料となる。 5王の前から悪しき者を除け、そうす

れば、その位は正義によって堅く立つ。 6王の前

で自ら高ぶってはならない、偉い人の場に立って

はならない。 7尊い人の前で下にさげられるより

は、「ここに上がれ」といわれるほうがましだ。

8あなたが目に見たことを、軽々しく法廷に出し

てはならない。あとになり、あなたが隣り人には

ずかしめられるとき、あなたはどうしようとする

のか。 9隣り人と争うことがあるならば、ただそ

の人と争え、他人の秘密をもらしてはならない。

10そうでないと、聞く者があなたをいやしめ、あ

なたは、いつまでもそしられる。 11おりにかな

って語る言葉は、銀の彫り物に金のりんごをはめ

たようだ。 12知恵をもって戒める者は、これを

きく者の耳にとって、金の耳輪、精金の飾りのよ

うだ。 13忠実な使者はこれをつかわす者にとっ

て、刈入れの日に冷やかな雪があるようだ、よく

その主人の心を喜ばせる。 14贈り物をすると偽

って誇る人は、雨のない雲と風のようだ。 15忍

耐をもって説けば君も言葉をいれる、柔らかな舌

は骨を砕く。 16蜜を得たならば、ただ足るほど

にこれを食べよ、おそらくは食べすごして、それ

を吐き出すであろう。 17隣り人の家に足をしげ

くしてはならない、おそらくは彼は煩わしくなっ

て、あなたを憎むようになろう。 18隣り人に敵

して偽りのあかしを立てる人は、こん棒、つるぎ

、または鋭い矢のようだ。 19悩みに会うとき不

信実な者を頼みにするのは、悪い歯、またはなえ

た足を頼みとするようなものだ。 20心の痛める

人の前で歌をうたうのは、寒い日に着物を脱ぐよ

うであり、また傷の上に酢をそそぐようだ。 21

もしあなたのあだが飢えているならば、パンを与

えて食べさせ、もしかわいているならば水を与え

て飲ませよ。 22こうするのは、火を彼のこうべ

に積むのである、主はあなたに報いられる。 23

北風は雨を起し、陰言をいう舌は人の顔を怒らす

。 24争いを好む女と一緒に家におるよりは、屋

根のすみにおるほうがよい。 25遠い国から来る

よい消息は、かわいている人が飲む冷やかな水の

ようだ。 26正しい者が悪い者の前に屈服するの

は、井戸が濁ったよう、また泉がよごれたような

ものだ。 27蜜を多く食べるのはよくない、ほめ

る言葉は控え目にするがよい。 28自分の心を制

しない人は、城壁のない破れた城のようだ。

26誉が愚かな者にふさわしくないのは、夏に雪
が降り、刈入れの時に雨が降るようなものだ

。 2いわれのないのろいは、飛びまわるすずめや

、飛びかけるつばめのようなもので、止まらない
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。 3馬のためにはむちがあり、ろばのためにはく

つわがあり、愚かな者の背のためにはつえがある

。 4愚かな者にその愚かさにしたがって答をする

な、自分も彼と同じようにならないためだ。 5愚

かな者にその愚かさにしたがって答をせよ、彼が

自分の目に自らを知恵ある者と見ないためだ。 6

愚かな者に託して事を言い送る者は、自分の足を

切り去り、身に害をうける。 7あしなえの足は用

がない、愚かな者の口には箴言もそれにひとしい

。 8誉を愚かな者に与えるのは、石を石投げにつ

なぐようだ。 9愚かな者の口に箴言があるのは、

酔った者が、とげのあるつえを手で振り上げるよ

うだ。 10通りがかりの愚か者や、酔った者を雇

う者は、すべての人を傷つける射手のようだ。 11

犬が帰って来てその吐いた物を食べるように、愚

かな者はその愚かさをくり返す。 12自分の目に

自らを知恵ある者とする人を、あなたは見るか、

彼よりもかえって愚かな人に望みがある。 13な

まけ者は、「道にししがいる、ちまたにししがい

る」という。 14戸がちょうつがいによって回る

ように、なまけ者はその寝床で寝返りをする。 15

なまけ者は手を皿に入れても、それを口に持って

ゆくことをいとう。 16なまけ者は自分の目に、

良く答えることのできる七人の者よりも、自らを

知恵ありとする。 17自分に関係のない争いにた

ずさわる者は、通りすぎる犬の耳をとらえる者の

ようだ。 19隣り人を欺いて、「わたしはただ戯

れにした」という者は、燃え木または矢、または

死を、投げつける気違いのようだ。 20たきぎが

なければ火は消え、人のよしあしを言う者がなけ

れば争いはやむ。 21おき火に炭をつぎ、火にた

きぎをくべるように、争いを好む人は争いの火を

おこす。 22人のよしあしをいう者の言葉はおい

しい食物のようで、腹の奥にしみこむ。 23くち

びるはなめらかであっても、心の悪いのは上ぐす

りをかけた土の器のようだ。 24憎む者はくちび

るをもって自ら飾るけれども、心のうちには偽り

をいだく。 25彼が声をやわらげて語っても、信

じてはならない。その心に七つの憎むべきものが

あるからだ。 26たとい偽りをもってその憎しみ

をかくしても、彼の悪は会衆の中に現れる。 27

穴を掘る者は自らその中に陥る、石をまろばしあ

げる者の上に、その石はまろびかえる。 28偽り

の舌は自分が傷つけた者を憎み、へつらう口は滅

びをきたらせる。

27あすのことを誇ってはならない、一日のうち
に何がおこるかを知ることができないからだ

。 2自分の口をもって自らをほめることなく、他

人にほめさせよ。自分のくちびるをもってせず、

ほかの人にあなたをほめさせよ。 3石は重く、砂

も軽くはない、しかし愚かな者の怒りはこの二つ

よりも重い。 4憤りはむごく、怒りははげしい、

しかしねたみの前には、だれが立ちえよう。 5あ

からさまに戒めるのは、ひそかに愛するのにまさ

る。 6愛する者が傷つけるのは、まことからであ

り、あだの口づけするのは偽りからである。 7飽

いている者は蜂蜜をも踏みつける、しかし飢えた

者には苦い物でさえ、みな甘い。 8その家を離れ

てさまよう人は、巣を離れてさまよう鳥のようだ

。 9油と香とは人の心を喜ばせる、しかし魂は悩

みによって裂かれる。 10あなたの友、あなたの

父の友を捨てるな、あなたが悩みにあう日には兄

弟の家に行くな、近い隣り人は遠くにいる兄弟に

まさる。 11わが子よ、知恵を得て、わたしの心

を喜ばせよ、そうすればわたしをそしる者に答え

ることができる。 12賢い者は災を見て自ら避け

、思慮のない者は進んでいって、罰をうける。 13

人のために保証する者からは、まずその着物をと

れ、他人のために保証をする者をば抵当に取れ。

14朝はやく起きて大声にその隣り人を祝すれば、

かえってのろいと見なされよう。 15雨の降る日

に雨漏りの絶えないのと、争い好きな女とは同じ

だ。 16この女を制するのは風を制するのとおな

じく、右の手に油をつかむのとおなじだ。 17鉄

は鉄をとぐ、そのように人はその友の顔をとぐ。

18いちじくの木を守る者はその実を食べる、主人

を尊ぶ者は誉を得る。 19水にうつせば顔と顔と

が応じるように、人の心はその人をうつす。 20

陰府と滅びとは飽くことなく、人の目もまた飽く

ことがない。 (Sheol h7585) 21るつぼによって銀をた

めし、炉によって金をためす、人はその称賛によ

ってためされる。 22愚かな者をうすに入れ、き

ねをもって、麦と共にこれをついても、その愚か

さは去ることがない。 23あなたの羊の状態をよ

く知り、あなたの群れに心をとめよ。 24富はい

つまでも続くものではない、どうして位が末代ま

でも保つであろうか。 25草が刈り取られ、新し

い芽がのび、山の牧草も集められると、 26小羊

はあなたの衣料を出し、やぎは畑を買う価となり

、 27やぎの乳は多くて、あなたと、あなたの家
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のものの食物となり、おとめらを養うのにじゅう

ぶんである。

28悪しき者は追う人もないのに逃げる、正しい
人はししのように勇ましい。 2国の罪によっ

て、治める者は多くなり、さとく、また知識ある

人によって、国はながく保つ。 3貧しい者をしえ

たげる貧しい人は、糧食を残さない激しい雨のよ

うだ。 4律法を捨てる者は悪しき者をほめる、律

法を守る者はこれに敵対する。 5悪人は正しいこ

とを悟らない、主を求める者はこれをことごとく

悟る。 6正しく歩む貧しい者は、曲った道を歩む

富める者にまさる。 7律法を守る者は賢い子であ

る、不品行な者と交わるものは、父をはずかしめ

る。 8利息と高利とによってその富をます者は、

貧しい者を恵む者のために、それをたくわえる。

9耳をそむけて律法を聞かない者は、その祈でさ

えも憎まれる。 10正しい者を悪い道に惑わす者

は、みずから自分の穴に陥る、しかし誠実な人は

幸福を継ぐ。 11富める人は自分の目に自らを知

恵ある者と見る、しかし悟りのある貧しい者は彼

を見やぶる。 12正しい者が勝つときは、大いな

る栄えがある、悪しき者が起るときは、民は身を

かくす。 13その罪を隠す者は栄えることがない

、言い表わしてこれを離れる者は、あわれみをう

ける。 14常に主を恐れる人はさいわいである、

心をかたくなにする者は災に陥る。 15貧しい民

を治める悪いつかさは、ほえるしし、または飢え

たくまのようだ。 16悟りのないつかさは残忍な

圧制者である、不正の利を憎む者は長命を得る。

17人を殺してその血を身に負う者は死ぬまで、の

がれびとである、だれもこれを助けてはならない

。 18正しく歩む者は救を得、曲った道に歩む者

は穴に陥る。 19自分の田地を耕す者は食糧に飽

き、無益な事に従う者は貧乏に飽きる。 20忠実

な人は多くの祝福を得る、急いで富を得ようとす

る者は罰を免れない。 21人を片寄り見ることは

良くない、人は一切れのパンのために、とがを犯

すことがある。 22欲の深い人は急いで富を得よ

うとする、かえって欠乏が自分の所に来ることを

知らない。 23人を戒める者は舌をもってへつら

う者よりも、大いなる感謝をうける。 24父や母

の物を盗んで「これは罪ではない」と言う者は、

滅ぼす者の友である。 25むさぼる者は争いを起

し、主に信頼する者は豊かになる。 26自分の心

を頼む者は愚かである、知恵をもって歩む者は救

を得る。 27貧しい者に施す者は物に不足しない

、目をおおって見ない人は多くののろいをうける

。 28悪しき者が起るときは、民は身をかくす、

その滅びるときは、正しい人が増す。

29しばしばしかられても、なおかたくなな者は
、たちまち打ち敗られて助かることはない。

2正しい者が権力を得れば民は喜び、悪しき者が

治めるとき、民はうめき苦しむ。 3知恵を愛する

人はその父を喜ばせ、遊女に交わる者はその資産

を浪費する。 4王は公儀をもって国を堅くする、

しかし、重税を取り立てる者はこれを滅ぼす。 5

その隣り人にへつらう者は、彼の足の前に網を張

る。 6悪人は自分の罪のわなに陥る、しかし正し

い人は喜び楽しむ。 7正しい人は貧しい者の訴え

をかえりみる、悪しき人はそれを知ろうとはしな

い。 8あざける人は町を乱し、知恵ある者は怒り

を静める。 9知恵ある人が愚かな人と争うと、愚

かな者はただ怒り、あるいは笑って、休むことが

ない。 10血に飢えている人は罪のない者を憎む

、悪しき者は彼の命を求める。 11愚かな者は怒

りをことごとく表わし、知恵ある者は静かにこれ

をおさえる。 12もし治める者が偽りの言葉に聞

くならば、その役人らはみな悪くなる。 13貧し

い者と、しえたげる者とは共に世におる、主は彼

ら両者の目に光を与えられる。 14もし王が貧し

い者を公平にさばくならば、その位はいつまでも

堅く立つ。 15むちと戒めとは知恵を与える、わ

がままにさせた子はその母に恥をもたらす。 16

悪しき者が権力を得ると罪も増す、正しい者は彼

らの倒れるのを見る。 17あなたの子を懲しめよ

、そうすれば彼はあなたを安らかにし、またあな

たの心に喜びを与える。 18預言がなければ民は

わがままにふるまう、しかし律法を守る者はさい

わいである。 19しもべは言葉だけで訓練するこ

とはできない、彼は聞いて知っても、心にとめな

いからである。 20言葉の軽率な人を見るか、彼

よりもかえって愚かな者のほうに望みがある。 21

しもべをその幼い時からわがままに育てる人は、

ついにはそれを自分のあとつぎにする。 22怒る

人は争いを起し、憤る人は多くの罪を犯す。 23

人の高ぶりはその人を低くし、心にへりくだる者

は誉を得る。 24盗びとにくみする者は自分の魂

を憎む、彼はのろいを聞いても何事をも口外しな
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い。 25人を恐れると、わなに陥る、主に信頼す

る者は安らかである。 26治める者の歓心を得よ

うとする人は多い、しかし人の事を定めるのは主

による。 27正しい人は不正を行う人を憎み、悪

しき者は正しく歩む人を憎む。

30ヤケの子アグルの語なる箴言かれイテエル
にむかひて之をいへり即ちイテエルとクカ

ルとにいへる所のものなり 2我は人よりも愚なり

我には人の聡明あらず 3我いまた智慧をならひ得

ずまたいまだ至聖きものを暁ることをえず 4天

に昇りまた降りし者は誰か風をその掌中に聚め

し者は誰か水を衣につつみし者は誰か他のすべ

ての限界を定めし者は誰かその名は何ぞその子

の名は何ぞ汝これを知るや 5神の言はみな潔よ

し神は彼を頼むものの盾なり 6汝その言に加ふ

ること勿れ恐くは彼なんぢをせめ又なんぢを謊

る者となしたまはん 7われ二の事をなんぢに求

めたり我が死ざる先にこれをたまへ 8即ち虚假

と謊言とを我より離れしめ我をして貧からしめ

ずまた富しめず惟なくてならぬ糧をあたへ給へ

9そは我あきて神を知ずといひヱホバは誰なりや

といはんことを恐れまた貧くして窃盗をなし我

が紳の名を汚さんことを恐るればなり 10なんぢ

僕をその主に讒ることなかれ恐くは彼なんぢを

詛ひてなんぢ罪せられん 11その父を詛ひその母

を祝せざる世類あり 12おのれの目に自らを潔者

となして尚その汚穢を滌はれざる世類あり 13ま

た一の世類あり嗚呼その眼はいかに高きぞやそ

の瞼は昂れり 14その歯は劍のごとくその牙は刃

のごとき世類あり彼等は貧き者を地より呑み窮

乏者を人の中より食ふ 15蛭に二人の女あり與ヘ

よ與へよと呼はる飽ことを知ざるもの三あり否

な四あり皆たれりといはず 16即ち陰府姙まざる

胎水に満されざる地足りといはざる火これたり

(Sheol h7585) 17おのれの父を嘲り母に從ふことをい

やしとする眼は谷の鴉これを抜いだし鷲の雛こ

れを食はん 18わが奇とするもの三あり否な四あり

共にわが識ざる者なり 19即ち空にとぷ鷲の路磐

の上にはふ蛇の路淘にはしる舟の路男の女にあ

ふの路これなり 20淫婦の途も亦しかり彼は食ひ

てその口を拭ひわれ惡きことを爲ざりきといふ

21地は三の者によりて震ふ否な四の者によりて耐

ることあたはざるなり 22即ち僕たるもの王となる

に因り愚なるもの糧に飽るにより 23厭忌はれたる

婦の嫁ぐにより婢女その生母に績に囚りてなり 24

地に四の物あり微小といへども最智し 25蟻は力

なき者なれどもその糧を夏のうちに備ふ 26山鼠

ば強からざれどもその室を磐につくる 27蝗は王

なけれどもみな隊を立ていづ 28守宮は手をもて

つかまり王の宮にをる 29善あゆむもの三あり否

な四あり皆よく歩く 30獣の中にて最も強くもろ

もろのものの前より退かざる獅子 31肚帯せし戦

馬 牡野羊 および當ること能はざる王これなり

32汝もし愚にして自から高ぶり或は惡きことを計

らば汝の手を口に當つべし 33それ乳を搾れば乾

酪いで鼻を搾れば血いで怒を激れば争端おこる

31レムエル王のことば即ちその母の彼に教へし
箴言なり 2わが子よ何を言んかわが胎の子

よ何をいはんか我が願ひて得たる子よ何をいは

んか 3なんぢの力を女につひやすなかれ王を滅

すものに汝の途をまかする勿れ 4レムエルよ酒を

飮は王の爲べき事に非ず王の爲べき事にあらず

醇醪を求むるは牧伯の爲すべき事にあらず 5恐く

は洒を飮て律法をわすれ且すべて惱まさるる者

の審判を枉げん 6醇醪を亡びんとする者にあたへ

酒を心の傷める者にあたへよ 7かれ飮てその貧窮

をわすれ復その苦楚を憶はざるべし 8なんぢ瘖者

のため又すべての孤者の訟のために口をひらけ 9

なんぢ口をひらきて義しき審判をなし貧者と窮乏

者の訟を糺せ 10誰か賢き女を見出すことを得ん

その價は眞珠よりも貴とし 11その夫の心は彼を

恃みその産業は乏しくならじ 12彼が存命ふる間

はその夫に善事をなして惡き事をなさず 13彼は

羊の毛と麻とを求め喜びて手から操き 14商賈の

舟のごとく遠き國よりその糧を運び 15夜のあけ

ぬ先に起てその家人に糧をあたへその婢女に日

用の分をあたふ 16田畝をはかりて之を買ひその

手の操作をもて葡萄園を植ゑ 17力をもて腰に帯

しその手を強くす 18彼はその利潤の益あるを知

るその燈火は終夜きえず 19かれ手を紡線車にの

べその指に紡錘をとり 20手を貧者にのべ手を困

苦者に舒ぶ 21彼は家人の爲に雪をおそれず蓋そ

の家人みな蕃紅の衣をきればなり 22彼はおのれ

の爲に美しき褥子をつくり細布と紫とをもてそ

の衣とせり 23その夫はその地の長老とともに邑

の門に坐するによりて人に知らるるなり 24彼は

細布の衣を製りてこれをうり帯をつくりて商賈

にあたふ 25彼は筋力と尊貴とを衣とし且のちの
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日を笑ふ 26彼は口を啓きて智慧をのぶ仁愛の教

誨その舌にあり 27かれはその家の事を鑒み怠惰

の糧を食はず 28その衆子は起て彼を祝すその夫

も彼を讃ていふ 29賢く事をなす女子は多けれど

も汝はすべての女子に愈れり 30艶麗はいつはり

なり美色は呼吸のごとし惟ヱホバを畏るる女は

誉られん 31その手の操作の果をこれにあたへそ

の行爲によりてこれを邑の門にほめよ
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伝道者の書

1ダビデの子、エルサレムの王である伝道者の
言葉。 2伝道者は言う、空の空、空の空、いっ

さいは空である。 3日の下で人が労するすべての

労苦は、その身になんの益があるか。 4世は去り

、世はきたる。しかし地は永遠に変らない。 5日

はいで、日は没し、その出た所に急ぎ行く。 6風

は南に吹き、また転じて、北に向かい、めぐりに

めぐって、またそのめぐる所に帰る。 7川はみな

、海に流れ入る、しかし海は満ちることがない。

川はその出てきた所にまた帰って行く。 8すべて

の事は人をうみ疲れさせる、人はこれを言いつく

すことができない。目は見ることに飽きることが

なく、耳は聞くことに満足することがない。 9先

にあったことは、また後にもある、先になされた

事は、また後にもなされる。日の下には新しいも

のはない。 10「見よ、これは新しいものだ」と

言われるものがあるか、それはわれわれの前にあ

った世々に、すでにあったものである。 11前の

者のことは覚えられることがない、また、きたる

べき後の者のことも、後に起る者はこれを覚える

ことがない。 12伝道者であるわたしはエルサレ

ムで、イスラエルの王であった。 13わたしは心

をつくし、知恵を用いて、天が下に行われるすべ

てのことを尋ね、また調べた。これは神が、人の

子らに与えて、ほねおらせられる苦しい仕事であ

る。 14わたしは日の下で人が行うすべてのわざ

を見たが、みな空であって風を捕えるようである

。 15曲ったものは、まっすぐにすることができ

ない、欠けたものは数えることができない。 16

わたしは心の中に語って言った、「わたしは、わ

たしより先にエルサレムを治めたすべての者にま

さって、多くの知恵を得た。わたしの心は知恵と

知識を多く得た」。 17わたしは心をつくして知

恵を知り、また狂気と愚痴とを知ろうとしたが、

これもまた風を捕えるようなものであると悟った

。 18それは知恵が多ければ悩みが多く、知識を

増す者は憂いを増すからである。

2わたしは自分の心に言った、「さあ、快楽を
もって、おまえを試みよう。おまえは愉快に

過ごすがよい」と。しかし、これもまた空であっ

た。 2わたしは笑いについて言った、「これは狂

気である」と。また快楽について言った、「これ

は何をするのか」と。 3わたしの心は知恵をもっ

てわたしを導いているが、わたしは酒をもって自

分の肉体を元気づけようと試みた。また、人の子

は天が下でその短い一生の間、どんな事をしたら

良いかを、見きわめるまでは、愚かな事をしよう

と試みた。 4わたしは大きな事業をした。わたし

は自分のために家を建て、ぶどう畑を設け、 5園

と庭をつくり、またすべて実のなる木をそこに植

え、 6池をつくって、木のおい茂る林に、そこか

ら水を注がせた。 7わたしは男女の奴隷を買った

。またわたしの家で生れた奴隷を持っていた。わ

たしはまた、わたしより先にエルサレムにいただ

れよりも多くの牛や羊の財産を持っていた。 8わ

たしはまた銀と金を集め、王たちと国々の財宝を

集めた。またわたしは歌うたう男、歌うたう女を

得た。また人の子の楽しみとするそばめを多く得

た。 9こうして、わたしは大いなる者となり、わ

たしより先にエルサレムにいたすべての者よりも

、大いなる者となった。わたしの知恵もまた、わ

たしを離れなかった。 10なんでもわたしの目の

好むものは遠慮せず、わたしの心の喜ぶものは拒

まなかった。わたしの心がわたしのすべての労苦

によって、快楽を得たからである。そしてこれは

わたしのすべての労苦によって得た報いであった

。 11そこで、わたしはわが手のなしたすべての

事、およびそれをなすに要した労苦を顧みたとき

、見よ、皆、空であって、風を捕えるようなもの

であった。日の下には益となるものはないのであ

る。 12わたしはまた、身をめぐらして、知恵と

、狂気と、愚痴とを見た。そもそも、王の後に来

る人は何をなし得ようか。すでに彼がなした事に

すぎないのだ。 13光が暗きにまさるように、知

恵が愚痴にまさるのを、わたしは見た。 14知者

の目は、その頭にある。しかし愚者は暗やみを歩

む。けれどもわたしはなお同一の運命が彼らのす

べてに臨むことを知っている。 15わたしは心に

言った、「愚者に臨む事はわたしにも臨むのだ。

それでどうしてわたしは賢いことがあろう」。わ

たしはまた心に言った、「これもまた空である」

と。 16そもそも、知者も愚者も同様に長く覚え

られるものではない。きたるべき日には皆忘れら

れてしまうのである。知者が愚者と同じように死

ぬのは、どうしたことであろう。 17そこで、わ

たしは生きることをいとった。日の下に行われる

わざは、わたしに悪しく見えたからである。皆空
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であって、風を捕えるようである。 18わたしは

日の下で労したすべての労苦を憎んだ。わたしの

後に来る人にこれを残さなければならないからで

ある。 19そして、その人が知者であるか、また

は愚者であるかは、だれが知り得よう。そうであ

るのに、その人が、日の下でわたしが労し、かつ

知恵を働かしてなしたすべての労苦をつかさどる

ことになるのだ。これもまた空である。 20それ

でわたしはふり返ってみて、日の下でわたしが労

したすべての労苦について、望みを失った。 21

今ここに人があって、知恵と知識と才能をもって

労しても、これがために労しない人に、すべてを

残して、その所有とさせなければならないのだ。

これもまた空であって、大いに悪い。 22そもそ

も、人は日の下で労するすべての労苦と、その心

づかいによってなんの得るところがあるか。 23

そのすべての日はただ憂いのみであって、そのわ

ざは苦しく、その心は夜の間も休まることがない

。これもまた空である。 24人は食い飲みし、そ

の労苦によって得たもので心を楽しませるより良

い事はない。これもまた神の手から出ることを、

わたしは見た。 25だれが神を離れて、食い、か

つ楽しむことのできる者があろう。 26神は、そ

の心にかなう人に、知恵と知識と喜びとをくださ

る。しかし罪びとには仕事を与えて集めることと

、積むことをさせられる。これは神の心にかなう

者にそれを賜わるためである。これもまた空であ

って、風を捕えるようである。

3天が下のすべての事には季節があり、すべて
のわざには時がある。 2生るるに時があり、死

ぬるに時があり、植えるに時があり、植えたもの

を抜くに時があり、 3殺すに時があり、いやすに

時があり、こわすに時があり、建てるに時があり

、 4泣くに時があり、笑うに時があり、悲しむに

時があり、踊るに時があり、 5石を投げるに時が

あり、石を集めるに時があり、抱くに時があり、

抱くことをやめるに時があり、 6捜すに時があり

、失うに時があり、保つに時があり、捨てるに時

があり、 7裂くに時があり、縫うに時があり、黙

るに時があり、語るに時があり、 8愛するに時が

あり、憎むに時があり、戦うに時があり、和らぐ

に時がある。 9働く者はその労することにより、

なんの益を得るか。 10わたしは神が人の子らに

与えて、ほねおらせられる仕事を見た。 11神の

なされることは皆その時にかなって美しい。神は

また人の心に永遠を思う思いを授けられた。それ

でもなお、人は神のなされるわざを初めから終り

まで見きわめることはできない。 12わたしは知

っている。人にはその生きながらえている間、楽

しく愉快に過ごすよりほかに良い事はない。 13

またすべての人が食い飲みし、そのすべての労苦

によって楽しみを得ることは神の賜物である。 14

わたしは知っている。すべて神がなさる事は永遠

に変ることがなく、これに加えることも、これか

ら取ることもできない。神がこのようにされるの

は、人々が神の前に恐れをもつようになるためで

ある。 15今あるものは、すでにあったものであ

る。後にあるものも、すでにあったものである。

神は追いやられたものを尋ね求められる。 16わ

たしはまた、日の下を見たが、さばきを行う所に

も不正があり、公義を行う所にも不正がある。 17

わたしは心に言った、「神は正しい者と悪い者と

をさばかれる。神はすべての事と、すべてのわざ

に、時を定められたからである」と。 18わたし

はまた、人の子らについて心に言った、「神は彼

らをためして、彼らに自分たちが獣にすぎないこ

とを悟らせられるのである」と。 19人の子らに

臨むところは獣にも臨むからである。すなわち一

様に彼らに臨み、これの死ぬように、彼も死ぬの

である。彼らはみな同様の息をもっている。人は

獣にまさるところがない。すべてのものは空だか

らである。 20みな一つ所に行く。皆ちりから出

て、皆ちりに帰る。 21だれが知るか、人の子ら

の霊は上にのぼり、獣の霊は地にくだるかを。 22

それで、わたしは見た、人はその働きによって楽

しむにこした事はない。これが彼の分だからであ

る。だれが彼をつれていって、その後の、どうな

るかを見させることができようか。

4わたしはまた、日の下に行われるすべてのし
えたげを見た。見よ、しえたげられる者の涙

を。彼らを慰める者はない。しえたげる者の手に

は権力がある。しかし彼らを慰める者はいない。

2それで、わたしはなお生きている生存者よりも

、すでに死んだ死者を、さいわいな者と思った。

3しかし、この両者よりもさいわいなのは、まだ

生れない者で、日の下に行われる悪しきわざを見

ない者である。 4また、わたしはすべての労苦と

、すべての巧みなわざを見たが、これは人が互に
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ねたみあってなすものである。これもまた空であ

って、風を捕えるようである。 5愚かなる者は手

をつかねて、自分の肉を食う。 6片手に物を満た

して平穏であるのは、両手に物を満たして労苦し

、風を捕えるのにまさる。 7わたしはまた、日の

下に空なる事のあるのを見た。 8ここに人がある

。ひとりであって、仲間もなく、子もなく、兄弟

もない。それでも彼の労苦は窮まりなく、その目

は富に飽くことがない。また彼は言わない、「わ

たしはだれのために労するのか、どうして自分を

楽しませないのか」と。これもまた空であって、

苦しいわざである。 9ふたりはひとりにまさる。

彼らはその労苦によって良い報いを得るからであ

る。 10すなわち彼らが倒れる時には、そのひと

りがその友を助け起す。しかしひとりであって、

その倒れる時、これを助け起す者のない者はわざ

わいである。 11またふたりが一緒に寝れば暖か

である。ひとりだけで、どうして暖かになり得よ

うか。 12人がもし、そのひとりを攻め撃ったな

ら、ふたりで、それに当るであろう。三つよりの

綱はたやすくは切れない。 13貧しくて賢いわら

べは、老いて愚かで、もはや、いさめをいれるこ

とを知らない王にまさる。 14たとい、その王が

獄屋から出て、王位についた者であっても、また

自分の国に貧しく生れて王位についた者であって

も、そうである。 15わたしは日の下に歩むすべ

ての民が、かのわらべのように王に代って立つの

を見た。 16すべての民は果てしがない。彼はそ

のすべての民を導いた。しかし後に来る者は彼を

喜ばない。たしかに、これもまた空であって、風

を捕えるようである。

5神の宮に行く時には、その足を慎むがよい。
近よって聞くのは愚かな者の犠牲をささげる

のにまさる。彼らは悪を行っていることを知らな

いからである。 2神の前で軽々しく口をひらき、

また言葉を出そうと、心にあせってはならない。

神は天にいまし、あなたは地におるからである。

それゆえ、あなたは言葉を少なくせよ。 3夢は仕

事の多いことによってきたり、愚かなる者の声は

言葉の多いことによって知られる。 4あなたは神

に誓いをなすとき、それを果すことを延ばしては

ならない。神は愚かな者を喜ばれないからである

。あなたの誓ったことを必ず果せ。 5あなたが誓

いをして、それを果さないよりは、むしろ誓いを

しないほうがよい。 6あなたの口が、あなたに罪

を犯させないようにせよ。また使者の前にそれは

誤りであったと言ってはならない。どうして、神

があなたの言葉を怒り、あなたの手のわざを滅ぼ

してよかろうか。 7夢が多ければ空なる言葉も多

い。しかし、あなたは神を恐れよ。 8あなたは国

のうちに貧しい者をしえたげ、公道と正義を曲げ

ることのあるのを見ても、その事を怪しんではな

らない。それは位の高い人よりも、さらに高い者

があって、その人をうかがうからである。そして

それらよりもなお高い者がある。 9しかし、要す

るに耕作した田畑をもつ国には王は利益である。

10金銭を好む者は金銭をもって満足しない。富を

好む者は富を得て満足しない。これもまた空であ

る。 11財産が増せば、これを食う者も増す。そ

の持ち主は目にそれを見るだけで、なんの益があ

るか。 12働く者は食べることが少なくても多く

ても、快く眠る。しかし飽き足りるほどの富は、

彼に眠ることをゆるさない。 13わたしは日の下

に悲しむべき悪のあるのを見た。すなわち、富は

これをたくわえるその持ち主に害を及ぼすことで

ある。 14またその富は不幸な出来事によってう

せ行くことである。それで、その人が子をもうけ

ても、彼の手には何も残らない。 15彼は母の胎

から出てきたように、すなわち裸で出てきたよう

に帰って行く。彼はその労苦によって得た何物を

もその手に携え行くことができない。 16人は全

くその来たように、また去って行かなければなら

ない。これもまた悲しむべき悪である。風のため

に労する者になんの益があるか。 17人は一生、

暗やみと、悲しみと、多くの悩みと、病と、憤り

の中にある。 18見よ、わたしが見たところの善

かつ美なる事は、神から賜わった短い一生の間、

食い、飲み、かつ日の下で労するすべての労苦に

よって、楽しみを得る事である。これがその分だ

からである。 19また神はすべての人に富と宝と

、それを楽しむ力を与え、またその分を取らせ、

その労苦によって楽しみを得させられる。これが

神の賜物である。 20このような人は自分の生き

る日のことを多く思わない。神は喜びをもって彼

の心を満たされるからである。

6わたしは日の下に一つの悪のあるのを見た。
これは人々の上に重い。 2すなわち神は富と、

財産と、誉とを人に与えて、その心に慕うものを
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、一つも欠けることのないようにされる。しかし

神は、その人にこれを持つことを許されないで、

他人がこれを持つようになる。これは空である。

悪しき病である。 3たとい人は百人の子をもうけ

、また命長く、そのよわいの日が多くても、その

心が幸福に満足せず、また葬られることがなけれ

ば、わたしは言う、流産の子はその人にまさると

。 4これはむなしく来て、暗やみの中に去って行

き、その名は暗やみにおおわれる。 5またこれは

日を見ず、物を知らない。けれどもこれは彼より

も安らかである。 6たとい彼は千年に倍するほど

生きても幸福を見ない。みな一つ所に行くのでは

ないか。 7人の労苦は皆、その口のためである。

しかしその食欲は満たされない。 8賢い者は愚か

な者になんのまさるところがあるか。また生ける

者の前に歩むことを知る貧しい者もなんのまさる

ところがあるか。 9目に見る事は欲望のさまよい

歩くにまさる。これもまた空であって、風を捕え

るようなものである。 10今あるものは、すでに

その名がつけられた。そして人はいかなる者であ

るかは知られた。それで人は自分よりも力強い者

と争うことはできない。 11言葉が多ければむな

しい事も多い。人になんの益があるか。 12人は

その短く、むなしい命の日を影のように送るのに

、何が人のために善であるかを知ることができよ

う。だれがその身の後に、日の下に何があるであ

ろうかを人に告げることができるか。

7良き名は良き油にまさり、死ぬる日は生るる
日にまさる。 2悲しみの家にはいるのは、宴会

の家にはいるのにまさる。死はすべての人の終り

だからである。生きている者は、これを心にとめ

る。 3悲しみは笑いにまさる。顔に憂いをもつこ

とによって、心は良くなるからである。 4賢い者

の心は悲しみの家にあり、愚かな者の心は楽しみ

の家にある。 5賢い者の戒めを聞くのは、愚かな

者の歌を聞くのにまさる。 6愚かな者の笑いはか

まの下に燃えるいばらの音のようである。これも

また空である。 7たしかに、しえたげは賢い人を

愚かにし、まいないは人の心をそこなう。 8事の

終りはその初めよりも良い。耐え忍ぶ心は、おご

り高ぶる心にまさる。 9気をせきたてて怒るな。

怒りは愚かな者の胸に宿るからである。 10「昔

が今よりもよかったのはなぜか」と言うな。あな

たがこれを問うのは知恵から出るのではない。 11

知恵に財産が伴うのは良い。それは日を見る者ど

もに益がある。 12知恵が身を守るのは、金銭が

身を守るようである。しかし、知恵はこれを持つ

者に生命を保たせる。これが知識のすぐれた所で

ある。 13神のみわざを考えみよ。神の曲げられ

たものを、だれがまっすぐにすることができるか

。 14順境の日には楽しめ、逆境の日には考えよ

。神は人に将来どういう事があるかを、知らせな

いために、彼とこれとを等しく造られたのである

。 15わたしはこのむなしい人生において、もろ

もろの事を見た。そこには義人がその義によって

滅びることがあり、悪人がその悪によって長生き

することがある。 16あなたは義に過ぎてはなら

ない。また賢きに過ぎてはならない。あなたはど

うして自分を滅ぼしてよかろうか。 17悪に過ぎ

てはならない。また愚かであってはならない。あ

なたはどうして、自分の時のこないのに、死んで

よかろうか。 18あなたがこれを執るのはよい、

また彼から手を引いてはならない。神をかしこむ

者は、このすべてからのがれ出るのである。 19

知恵が知者を強くするのは、十人のつかさが町に

おるのにまさる。 20善を行い、罪を犯さない正

しい人は世にいない。 21人の語るすべての事に

心をとめてはならない。これはあなたが、自分の

しもべのあなたをのろう言葉を聞かないためであ

る。 22あなたもまた、しばしば他人をのろった

のを自分の心に知っているからである。 23わた

しは知恵をもってこのすべての事を試みて、「わ

たしは知者となろう」と言ったが、遠く及ばなか

った。 24物事の理は遠く、また、はなはだ深い

。だれがこれを見いだすことができよう。 25わ

たしは、心を転じて、物を知り、事を探り、知恵

と道理を求めようとし、また悪の愚かなこと、愚

痴の狂気であることを知ろうとした。 26わたし

は、その心が、わなと網のような女、その手が、

かせのような女は、死よりも苦い者であることを

見いだした。神を喜ばす者は彼女からのがれる。

しかし罪びとは彼女に捕えられる。 27伝道者は

言う、見よ、その数を知ろうとして、いちいち数

えて、わたしが得たものはこれである。 28わた

しはなおこれを求めたけれども、得なかった。わ

たしは千人のうちにひとりの男子を得たけれども

、そのすべてのうちに、ひとりの女子をも得なか

った。 29見よ、わたしが得た事は、ただこれだ

けである。すなわち、神は人を正しい者に造られ
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たけれども、人は多くの計略を考え出した事であ

る。

8だれが知者のようになり得よう。だれが事の
意義を知り得よう。人の知恵はその人の顔を

輝かせ、またその粗暴な顔を変える。 2王の命を

守れ。すでに神をさして誓ったことゆえ、驚くな

。 3事が悪い時は、王の前を去れ、ためらうな。

彼はすべてその好むところをなすからである。 4

王の言葉は決定的である。だれが彼に「あなたは

何をするのか」と言うことができようか。 5命令

を守る者は災にあわない。知者の心は時と方法を

わきまえている。 6人の悪が彼の上に重くても、

すべてのわざには時と方法がある。 7後に起る事

を知る者はない。どんな事が起るかをだれが彼に

告げ得よう。 8風をとどめる力をもつ人はない。

また死の日をつかさどるものはない。戦いには免

除はない。また悪はこれを行う者を救うことがで

きない。 9わたしはこのすべての事を見た。また

日の下に行われるもろもろのわざに心を用いた。

時としてはこの人が、かの人を治めて、これに害

をこうむらせることがある。 10またわたしは悪

人の葬られるのを見た。彼らはいつも聖所に出入

りし、それを行ったその町でほめられた。これも

また空である。 11悪しきわざに対する判決がす

みやかに行われないために、人の子らの心はもっ

ぱら悪を行うことに傾いている。 12罪びとで百

度悪をなして、なお長生きするものがあるけれど

も、神をかしこみ、み前に恐れをいだく者には幸

福があることを、わたしは知っている。 13しか

し悪人には幸福がない。またその命は影のようで

あって長くは続かない。彼は神の前に恐れをいだ

かないからである。 14地の上に空な事が行われ

ている。すなわち、義人であって、悪人に臨むべ

き事が、その身に臨む者がある。また、悪人であ

って、義人に臨むべき事が、その身に臨む者があ

る。わたしは言った、これもまた空であると。 15

そこで、わたしは歓楽をたたえる。それは日の下

では、人にとって、食い、飲み、楽しむよりほか

に良い事はないからである。これこそは日の下で

、神が賜わった命の日の間、その勤労によってそ

の身に伴うものである。 16わたしは心をつくし

て知恵を知ろうとし、また地上に行われるわざを

昼も夜も眠らずに窮めようとしたとき、 17わた

しは神のもろもろのわざを見たが、人は日の下に

行われるわざを窮めることはできない。人はこれ

を尋ねようと労しても、これを窮めることはでき

ない。また、たとい知者があって、これを知ろう

と思っても、これを窮めることはできないのであ

る。

9わたしはこのすべての事に心を用いて、この
すべての事を明らかにしようとした。すなわ

ち正しい者と賢い者、および彼らのわざが、神の

手にあることを明らかにしようとした。愛するか

憎むかは人にはわからない。彼らの前にあるすべ

てのことは空である。 2すべての人に臨むところ

は、みな同様である。正しい者にも正しくない者

にも、善良な者にも悪い者にも、清い者にも汚れ

た者にも、犠牲をささげる者にも、犠牲をささげ

ない者にも、その臨むところは同様である。善良

な人も罪びとも異なることはない。誓いをなす者

も、誓いをなすことを恐れる者も異なることはな

い。 3すべての人に同一に臨むのは、日の下に行

われるすべての事のうちの悪事である。また人の

心は悪に満ち、その生きている間は、狂気がその

心のうちにあり、その後は死者のもとに行くので

ある。 4すべて生ける者に連なる者には望みがあ

る。生ける犬は、死せるししにまさるからである

。 5生きている者は死ぬべき事を知っている。し

かし死者は何事をも知らない、また、もはや報い

を受けることもない。その記憶に残る事がらさえ

も、ついに忘れられる。 6その愛も、憎しみも、

ねたみも、すでに消えうせて、彼らはもはや日の

下に行われるすべての事に、永久にかかわること

がない。 7あなたは行って、喜びをもってあなた

のパンを食べ、楽しい心をもってあなたの酒を飲

むがよい。神はすでに、あなたのわざをよみせら

れたからである。 8あなたの衣を常に白くせよ。

あなたの頭に油を絶やすな。 9日の下で神から賜

わったあなたの空なる命の日の間、あなたはその

愛する妻と共に楽しく暮すがよい。これはあなた

が世にあってうける分、あなたが日の下で労する

労苦によって得るものだからである。 10すべて

あなたの手のなしうる事は、力をつくしてなせ。

あなたの行く陰府には、わざも、計略も、知識も

、知恵もないからである。 (Sheol h7585) 11わたしは

また日の下を見たが、必ずしも速い者が競走に勝

つのではなく、強い者が戦いに勝つのでもない。

また賢い者がパンを得るのでもなく、さとき者が
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富を得るのでもない。また知識ある者が恵みを得

るのでもない。しかし時と災難はすべての人に臨

む。 12人はその時を知らない。魚がわざわいの

網にかかり、鳥がわなにかかるように、人の子ら

もわざわいの時が突然彼らに臨む時、それにかか

るのである。 13またわたしは日の下にこのよう

な知恵の例を見た。これはわたしにとって大きな

事である。 14ここに一つの小さい町があって、

そこに住む人は少なかったが、大いなる王が攻め

て来て、これを囲み、これに向かって大きな雲梯

を建てた。 15しかし、町のうちにひとりの貧し

い知恵のある人がいて、その知恵をもって町を救

った。ところがだれひとり、その貧しい人を記憶

する者がなかった。 16そこでわたしは言う、「

知恵は力にまさる。しかしかの貧しい人の知恵は

軽んぜられ、その言葉は聞かれなかった」。 17

静かに聞かれる知者の言葉は、愚かな者の中のつ

かさたる者の叫びにまさる。 18知恵は戦いの武

器にまさる。しかし、ひとりの罪びとは多くの良

きわざを滅ぼす。

10死んだはえは、香料を造る者のあぶらを臭く
し、少しの愚痴は知恵と誉よりも重い。 2知

者の心は彼を右に向けさせ、愚者の心は左に向け

させる。 3愚者は道を行く時、思慮が足りない、

自分の愚かなことをすべての人に告げる。 4つか

さたる者があなたに向かって立腹しても、あなた

の所を離れてはならない。温順は大いなるとがを

和らげるからである。 5わたしは日の下に一つの

悪のあるのを見た。それはつかさたる者から出る

あやまちに似ている。 6すなわち愚かなる者が高

い地位に置かれ、富める者が卑しい所に座してい

る。 7わたしはしもべたる者が馬に乗り、君たる

者が奴隷のように徒歩であるくのを見た。 8穴を

掘る者はみずからこれに陥り、石がきをこわす者

は、へびにかまれる。 9石を切り出す者はそれが

ために傷をうけ、木を割る者はそれがために危険

にさらされる。 10鉄が鈍くなったとき、人がそ

の刃をみがかなければ、力を多くこれに用いねば

ならない。しかし、知恵は人を助けてなし遂げさ

せる。 11へびがもし呪文をかけられる前に、か

みつけば、へび使は益がない。 12知者の口の言

葉は恵みがある、しかし愚者のくちびるはその身

を滅ぼす。 13愚者の口の言葉の初めは愚痴であ

る、またその言葉の終りは悪い狂気である。 14

愚者は言葉を多くする、しかし人はだれも後に起

ることを知らない。だれがその身の後に起る事を

告げることができようか。 15愚者の労苦はその

身を疲れさせる、彼は町にはいる道をさえ知らな

い。 16あなたの王はわらべであって、その君た

ちが朝から、ごちそうを食べる国よ、あなたはわ

ざわいだ。 17あなたの王は自主の子であって、

その君たちが酔うためでなく、力を得るために、

適当な時にごちそうを食べる国よ、あなたはさい

わいだ。 18怠惰によって屋根は落ち、無精によ

って家は漏る。 19食事は笑いのためになされ、

酒は命を楽しませる。金銭はすべての事に応じる

。 20あなたは心のうちでも王をのろってはなら

ない、また寝室でも富める者をのろってはならな

い。空の鳥はあなたの声を伝え、翼のあるものは

事を告げるからである。

11あなたのパンを水の上に投げよ、多くの日の
後、あなたはそれを得るからである。 2あな

たは一つの分を七つまた八つに分けよ、あなたは

、どんな災が地に起るかを知らないからだ。 3雲

がもし雨で満ちるならば、地にそれを注ぐ、また

木がもし南か北に倒れるならば、その木は倒れた

所に横たわる。 4風を警戒する者は種をまかない

、雲を観測する者は刈ることをしない。 5あなた

は、身ごもった女の胎の中で、どうして霊が骨に

はいるかを知らない。そのようにあなたは、すべ

ての事をなされる神のわざを知らない。 6朝のう

ちに種をまけ、夕まで手を休めてはならない。実

るのは、これであるか、あれであるか、あるいは

二つともに良いのであるか、あなたは知らないか

らである。 7光は快いものである。目に太陽を見

るのは楽しいことである。 8人が多くの年、生き

ながらえ、そのすべてにおいて自分を楽しませて

も、暗い日の多くあるべきことを忘れてはならな

い。すべて、きたらんとする事は皆空である。 9

若い者よ、あなたの若い時に楽しめ。あなたの若

い日にあなたの心を喜ばせよ。あなたの心の道に

歩み、あなたの目の見るところに歩め。ただし、

そのすべての事のために、神はあなたをさばかれ

ることを知れ。 10あなたの心から悩みを去り、

あなたのからだから痛みを除け。若い時と盛んな

時はともに空だからである。

12あなたの若い日に、あなたの造り主を覚えよ
。悪しき日がきたり、年が寄って、「わたし
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にはなんの楽しみもない」と言うようにならない

前に、 2また日や光や、月や星の暗くならない前

に、雨の後にまた雲が帰らないうちに、そのよう

にせよ。 3その日になると、家を守る者は震え、

力ある人はかがみ、ひきこなす女は少ないために

休み、窓からのぞく者の目はかすみ、 4町の門は

閉ざされる。その時ひきこなす音は低くなり、人

は鳥の声によって起きあがり、歌の娘たちは皆、

低くされる。 5彼らはまた高いものを恐れる。恐

ろしいものが道にあり、あめんどうは花咲き、い

なごはその身をひきずり歩き、その欲望は衰え、

人が永遠の家に行こうとするので、泣く人が、ち

またを歩きまわる。 6その後、銀のひもは切れ、

金の皿は砕け、水がめは泉のかたわらで破れ、車

は井戸のかたわらで砕ける。 7ちりは、もとのよ

うに土に帰り、霊はこれを授けた神に帰る。 8伝

道者は言う、「空の空、いっさいは空である」と

。 9さらに伝道者は知恵があるゆえに、知識を民

に教えた。彼はよく考え、尋ねきわめ、あまたの

箴言をまとめた。 10伝道者は麗しい言葉を得よ

うとつとめた。また彼は真実の言葉を正しく書き

しるした。 11知者の言葉は突き棒のようであり

、またよく打った釘のようなものであって、ひと

りの牧者から出た言葉が集められたものである。

12わが子よ、これら以外の事にも心を用いよ。多

くの書を作れば際限がない。多く学べばからだが

疲れる。 13事の帰する所は、すべて言われた。

すなわち、神を恐れ、その命令を守れ。これはす

べての人の本分である。 14神はすべてのわざ、

ならびにすべての隠れた事を善悪ともにさばかれ

るからである。
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雅歌

1ソロモンの雅歌 2どうか、あなたの口の口づけ

をもって、わたしに口づけしてください。あ

なたの愛はぶどう酒にまさり、 3あなたのにおい

油はかんばしく、あなたの名は注がれたにおい油

のようです。それゆえ、おとめたちはあなたを愛

するのです。 4あなたのあとについて、行かせて

ください。わたしたちは急いでまいりましょう。

王はわたしをそのへやに連れて行かれた。わたし

たちは、あなたによって喜び楽しみ、ぶどう酒に

まさって、あなたの愛をほめたたえます。おとめ

たちは真心をもってあなたを愛します。 5エルサ

レムの娘たちよ、わたしは黒いけれども美しい。

ケダルの天幕のように、ソロモンのとばりのよう

に。 6わたしが日に焼けているがために、日がわ

たしを焼いたがために、わたしを見つめてはなら

ない。わが母の子らは怒って、わたしにぶどう園

を守らせた。しかし、わたしは自分のぶどう園を

守らなかった。 7わが魂の愛する者よ、あなたは

どこで、あなたの群れを養い、昼の時にどこで、

それを休ませるのか、わたしに告げてください。

どうして、わたしはさまよう者のように、あなた

の仲間の群れのかたわらに、いなければならない

のですか。 8女のうちの最も美しい者よ、あなた

が知らないなら、群れの足跡に従っていって、羊

飼たちの天幕のかたわらで、あなたの子やぎを飼

いなさい。 9わが愛する者よ、わたしはあなたを

パロの車の雌馬になぞらえる。 10あなたのほお

は美しく飾られ、あなたの首は宝石をつらねた首

飾で美しい。 11われわれは銀を散らした金の飾

り物を、あなたのために造ろう。 12王がその席

に着かれたとき、わたしのナルドはそのかおりを

放った。 13わが愛する者は、わたしにとっては

、わたしの乳ぶさの間にある没薬の袋のようです

。 14わが愛する者は、わたしにとっては、エン

ゲデのぶどう園にあるヘンナ樹の花ぶさのようで

す。 15わが愛する者よ、見よ、あなたは美しい

、見よ、あなたは美しい、あなたの目ははとのよ

うだ。 16わが愛する者よ、見よ、あなたは美し

く、まことにりっぱです。わたしたちの床は緑、

17わたしたちの家の梁は香柏、そのたるきはいと

すぎです。

2わたしはシャロンのばら、谷のゆりです。 2お

とめたちのうちにわが愛する者のあるのは、

いばらの中にゆりの花があるようだ。 3わが愛す

る者の若人たちの中にあるのは、林の木の中にり

んごの木があるようです。わたしは大きな喜びを

もって、彼の陰にすわった。彼の与える実はわた

しの口に甘かった。 4彼はわたしを酒宴の家に連

れて行った。わたしの上にひるがえる彼の旗は愛

であった。 5干ぶどうをもって、わたしに力をつ

け、りんごをもって、わたしに元気をつけてくだ

さい。わたしは愛のために病みわずらっているの

です。 6どうか、彼の左の手がわたしの頭の下に

あり、右の手がわたしを抱いてくれるように。 7

エルサレムの娘たちよ、わたしは、かもしかと野

の雌じかをさして、あなたがたに誓い、お願いす

る、愛のおのずから起るときまでは、ことさらに

呼び起すことも、さますこともしないように。 8

わが愛する者の声が聞える。見よ、彼は山をとび

、丘をおどり越えて来る。 9わが愛する者はかも

しかのごとく、若い雄じかのようです。見よ、彼

はわたしたちの壁のうしろに立ち、窓からのぞき

、格子からうかがっている。 10わが愛する者は

わたしに語って言う、「わが愛する者よ、わが麗

しき者よ、立って、出てきなさい。 11見よ、冬

は過ぎ、雨もやんで、すでに去り、 12もろもろ

の花は地にあらわれ、鳥のさえずる時がきた。山

ばとの声がわれわれの地に聞える。 13いちじく

の木はその実を結び、ぶどうの木は花咲いて、か

んばしいにおいを放つ。わが愛する者よ、わが麗

しき者よ、立って、出てきなさい。 14岩の裂け

目、がけの隠れ場におるわがはとよ、あなたの顔

を見せなさい。あなたの声を聞かせなさい。あな

たの声は愛らしく、あなたの顔は美しい。 15わ

れわれのためにきつねを捕えよ、ぶどう園を荒す

小ぎつねを捕えよ、われわれのぶどう園は花盛り

だから」と。 16わが愛する者はわたしのもの、

わたしは彼のもの。彼はゆりの花の中で、その群

れを養っている。 17わが愛する者よ、日の涼し

くなるまで、影の消えるまで、身をかえして出て

いって、険しい山々の上で、かもしかのように、

若い雄じかのようになってください。

3わたしは夜、床の上で、わが魂の愛する者を
たずねた。わたしは彼をたずねたが、見つか

らなかった。わたしは彼を呼んだが、答がなかっ
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た。 2「わたしは今起きて、町をまわり歩き、街

路や広場で、わが魂の愛する者をたずねよう」と

、彼をたずねたが、見つからなかった。 3町をま

わり歩く夜回りたちに出会ったので、「あなたが

たは、わが魂の愛する者を見ましたか」と尋ねた

。 4わたしが彼らと別れて行くとすぐ、わが魂の

愛する者に出会った。わたしは彼を引き留めて行

かせず、ついにわが母の家につれて行き、わたし

を産んだ者のへやにはいった。 5エルサレムの娘

たちよ、わたしは、かもしかと野の雌じかをさし

て、あなたがたに誓い、お願いする、愛のおのず

から起るときまでは、ことさらに呼び起すことも

、さますこともしないように。 6没薬、乳香など

、商人のもろもろの香料をもって、かおりを放ち

、煙の柱のように、荒野から上って来るものは何

か。 7見よ、あれはソロモンの乗物で、六十人の

勇士がそのまわりにいる。イスラエルの勇士で、

8皆、つるぎをとり、戦いをよくし、おのおの腰

に剣を帯びて、夜の危険に備えている。 9ソロモ

ン王はレバノンの木をもって、自分のために輿を

つくった。 10その柱は銀、そのうしろは金、そ

の座は紫の布でつくった。その内部にはエルサレ

ムの娘たちが、愛情をこめてつくった物を張りつ

けた。 11シオンの娘たちよ、出てきてソロモン

王を見よ。彼は婚姻の日、心の喜びの日に、その

母の彼にかぶらせた冠をいただいている。

4わが愛する者よ、見よ、あなたは美しい、見
よ、あなたは美しい。あなたの目は、顔おお

いのうしろにあって、はとのようだ。あなたの髪

はギレアデの山を下るやぎの群れのようだ。 2あ

なたの歯は洗い場から上ってきた毛を切られた雌

羊の群れのようだ。みな二子を産んで、一匹も子

のないものはない。 3あなたのくちびるは紅の糸

のようで、その口は愛らしい。あなたのほおは顔

おおいのうしろにあって、ざくろの片われのよう

だ。 4あなたの首は武器倉のために建てたダビデ

のやぐらのようだ。その上には一千の盾を掛けつ

らね、みな勇士の大盾である。 5あなたの両乳ぶ

さは、かもしかの二子である二匹の子じかが、ゆ

りの花の中に草を食べているようだ。 6日の涼し

くなるまで、影の消えるまで、わたしは没薬の山

および乳香の丘へ急ぎ行こう。 7わが愛する者よ

、あなたはことごとく美しく、少しのきずもない

。 8わが花嫁よ、レバノンからわたしと一緒にき

なさい、レバノンからわたしと一緒にきなさい。

アマナの頂を去り、セニルおよびヘルモンの頂を

去り、ししの穴、ひょうの山を去りなさい。 9わ

が妹、わが花嫁よ、あなたはわたしの心を奪った

。あなたはただひと目で、あなたの首飾のひと玉

で、わたしの心を奪った。 10わが妹、わが花嫁

よ、あなたの愛は、なんと麗しいことであろう。

あなたの愛はぶどう酒よりも、あなたの香油のか

おりはすべての香料よりも、いかにすぐれている

ことであろう。 11わが花嫁よ、あなたのくちび

るは甘露をしたたらせ、あなたの舌の下には、蜜

と乳とがある。あなたの衣のかおりはレバノンの

かおりのようだ。 12わが妹、わが花嫁は閉じた

園、閉じた園、封じた泉のようだ。 13あなたの

産み出す物は、もろもろの良き実をもつざくろの

園、ヘンナおよびナルド、 14ナルド、さふらん

、しょうぶ、肉桂、さまざまの乳香の木、没薬、

ろかい、およびすべての尊い香料である。 15あ

なたは園の泉、生ける水の井、またレバノンから

流れ出る川である。 16北風よ、起れ、南風よ、

きたれ。わが園を吹いて、そのかおりを広く散ら

せ。わが愛する者がその園にはいってきて、その

良い実を食べるように。

5わが妹、わが花嫁よ、わたしはわが園にはい
って、わが没薬と香料とを集め、わが蜜蜂の

巣と、蜜とを食べ、わがぶどう酒と乳とを飲む。

友らよ、食らえ、飲め、愛する人々よ、大いに飲

め。 2わたしは眠っていたが、心はさめていた。

聞きなさい、わが愛する者が戸をたたいている。

「わが妹、わが愛する者、わがはと、わが全き者

よ、あけてください。わたしの頭は露でぬれ、わ

たしの髪の毛は夜露でぬれている」と言う。 3わ

たしはすでに着物を脱いだ、どうしてまた着られ

ようか。すでに足を洗った、どうしてまた、よご

せようか。 4わが愛する者が掛けがねに手をかけ

たので、わが心は内におどった。 5わたしが起き

て、わが愛する者のためにあけようとしたとき、

わたしの手から没薬がしたたり、わたしの指から

没薬の液が流れて、貫の木の取手の上に落ちた。

6わたしはわが愛する者のために開いたが、わが

愛する者はすでに帰り去った。彼が帰り去ったと

き、わが心は力を失った。わたしは尋ねたけれど

も見つからず、呼んだけれども答がなかった。 7

町をまわり歩く夜回りらはわたしを見ると、撃っ
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て傷つけ、城壁を守る者らは、わたしの上着をは

ぎ取った。 8エルサレムの娘たちよ、わたしはあ

なたがたに誓って、お願いする。もしわが愛する

者を見たなら、わたしが愛のために病みわずらっ

ていると、彼に告げてください。 9女のうちの最

も美しい者よ、あなたの愛する者は、ほかの人の

愛する者に、なんのまさるところがあるか。あな

たの愛する者は、ほかの人の愛する者に、なんの

まさるところがあって、そのように、わたしたち

に誓い、願うのか。 10わが愛する者は白く輝き

、かつ赤く、万人にぬきんで、 11その頭は純金

のように、その髪の毛はうねっていて、からすの

ように黒い。 12その目は泉のほとりのはとのよ

うに、乳で洗われて、良く落ち着いている。 13

そのほおは、かんばしい花の床のように、かおり

を放ち、そのくちびるは、ゆりの花のようで、没

薬の液をしたたらす。 14その手は宝石をはめた

金の円筒のごとく、そのからだはサファイヤをも

っておおった象牙の細工のごとく、 15その足の

すねは金の台の上にすえた大理石の柱のごとく、

その姿はレバノンのごとく、香柏のようで、美し

い。 16その言葉は、はなはだ美しく、彼はこと

ごとく麗しい。エルサレムの娘たちよ、これがわ

が愛する者、これがわが友なのです。

6女のうちの最も美しい者よ、あなたの愛する
者はどこへ行ったか。あなたの愛する者はど

こへおもむいたか。わたしたちはあなたと一緒に

たずねよう。 2わが愛する者は園の中で、群れを

飼い、またゆりの花を取るために自分の園に下り

、かんばしい花の床へ行きました。 3わたしはわ

が愛する人のもの、わが愛する者はわたしのもの

です。彼はゆりの花の中で、その群れを飼ってい

ます。 4わが愛する者よ、あなたは美しいことテ

ルザのごとく、麗しいことエルサレムのごとく、

恐るべきこと旗を立てた軍勢のようだ。 5あなた

の目はわたしを恐れさせるゆえ、わたしからそむ

けてください。あなたの髪はギレアデの山を下る

やぎの群れのようだ。 6あなたの歯は洗い場から

上ってきた雌羊の群れのようだ。みな二子を産ん

で、一匹も子のないものはない。 7あなたのほお

は顔おおいのうしろにあって、ざくろの片われの

ようだ。 8王妃は六十人、そばめは八十人、また

数しれぬおとめがいる。 9わがはと、わが全き者

はただひとり、彼女は母のひとり子、彼女を産ん

だ者の最愛の者だ。おとめたちは彼女を見て、さ

いわいな者ととなえ、王妃たち、そばめたちもま

た、彼女を見て、ほめた。 10「このしののめの

ように見え、月のように美しく、太陽のように輝

き、恐るべき事、旗を立てた軍勢のような者はだ

れか」。 11わたしは谷の花を見、ぶどうが芽ざ

したか、ざくろの花が咲いたかを見ようと、くる

みの園へ下っていった。 12わたしの知らないう

ちに、わたしの思いは、わたしを車の中のわが君

のかたわらにおらせた。 13帰れ、帰れ、シュラ

ムの女よ、帰れ、帰れ、わたしたちはあなたを見

たいものだ。あなたがたはどうしてマハナイムの

踊りを見るようにシュラムの女を見たいのか。

7女王のような娘よ、あなたの足は、くつの中
にあって、なんと麗しいことであろう。あな

たのももは、まろやかで、玉のごとく、名人の手

のわざのようだ。 2あなたのほぞは、混ぜたぶど

う酒を欠くことのない丸い杯のごとく、あなたの

腹は、ゆりの花で囲まれた山盛りの麦のようだ。

3あなたの両乳ぶさは、かもしかの二子である二

匹の子じかのようだ。 4あなたの首は象牙のやぐ

らのごとく、あなたの目は、バテラビムの門のほ

とりにあるヘシボンの池のごとく、あなたの鼻は

、ダマスコを見おろすレバノンのやぐらのようだ

。 5あなたの頭は、カルメルのようにあなたを飾

り、髪の毛は紫色のようで、王はそのたれ髪に捕

われた。 6愛する者よ、快活なおとめよ、あなた

はなんと美しく愛すべき者であろう。 7あなたは

なつめやしの木のように威厳があり、あなたの乳

ぶさはそのふさのようだ。 8わたしは言う、「こ

のなつめやしの木にのぼり、その枝に取りつこう

。どうか、あなたの乳ぶさが、ぶどうのふさのご

とく、あなたの息のにおいがりんごのごとく、 9

あなたの口づけが、なめらかに流れ下る良きぶど

う酒のごとく、くちびると歯の上をすべるように

」と。 10わたしはわが愛する人のもの、彼はわ

たしを恋い慕う。 11わが愛する者よ、さあ、わ

たしたちはいなかへ出ていって、村里に宿りまし

ょう。 12わたしたちは早く起き、ぶどう園へ行

って、ぶどうの木が芽ざしたか、ぶどうの花が咲

いたか、ざくろが花咲いたかを見ましょう。その

所で、わたしはわが愛をあなたに与えます。 13

恋なすは、かおりを放ち、もろもろの良きくだも

のは、新しいのも古いのも共にわたしたちの戸の
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上にある。わが愛する者よ、わたしはこれをあな

たのためにたくわえました。

8どうか、あなたは、わが母の乳ぶさを吸った
わが兄弟のようになってください。わたしが

そとであなたに会うとき、あなたに口づけしても

、だれもわたしをいやしめないでしょう。 2わた

しはあなたを導いて、わが母の家に行き、わたし

を産んだ者のへやにはいり、香料のはいったぶど

う酒、ざくろの液を、あなたに飲ませましょう。

3どうか、彼の左の手がわたしの頭の下にあり、

右の手がわたしを抱いてくれるように。 4エルサ

レムの娘たちよ、わたしはあなたがたに誓い、お

願いする、愛のおのずから起るときまでは、こと

さらに呼び起すことも、さますこともしないよう

に。 5自分の愛する者によりかかって、荒野から

上って来る者はだれですか。りんごの木の下で、

わたしはあなたを呼びさました。あなたの母上は

、かしこで、あなたのために産みの苦しみをなし

、あなたの産んだ者が、かしこで産みの苦しみを

した。 6わたしをあなたの心に置いて印のように

し、あなたの腕に置いて印のようにしてください

。愛は死のように強く、ねたみは墓のように残酷

だからです。そのきらめきは火のきらめき、最も

はげしい炎です。 (Sheol h7585) 7愛は大水も消すこ

とができない、洪水もおぼれさせることができな

い。もし人がその家の財産をことごとく与えて、

愛に換えようとするならば、いたくいやしめられ

るでしょう。 8わたしたちに小さい妹がある、ま

だ乳ぶさがない。わたしたちの妹に縁談のある日

には、彼女のために何をしてやろうか。 9彼女が

城壁であるなら、その上に銀の塔を建てよう。彼

女が戸であるなら、香柏の板でそれを囲もう。 10

わたしは城壁、わたしの乳ぶさは、やぐらのよう

でありました。それでわたしは彼の目には、平和

をもたらす者のようでありました。 11ソロモン

はバアルハモンにぶどう園をもっていた。彼はぶ

どう園を、守る者どもにあずけて、おのおのその

実のために銀一千を納めさせた。 12わたしのも

のであるぶどう園は、わたしの前にある。ソロモ

ンよ、あなたは一千を獲るでしょう、その実を守

る者どもは二百を獲るでしょう。 13園の中に住

む者よ、わたしの友だちはあなたの声に耳を傾け

ます、どうぞ、それをわたしに聞かせてください

。 14わが愛する者よ、急いでください。かんば

しい山々の上で、かもしかのように、また若い雄

じかのようになってください。
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イザヤ書

1アモツの子イザヤがユダの王ウジヤ、ヨタム
、アハズ、ヒゼキヤの世にユダとエルサレム

について見た幻。 2天よ、聞け、地よ、耳を傾け

よ、主が次のように語られたから、「わたしは子

を養い育てた、しかし彼らはわたしにそむいた。

3牛はその飼主を知り、ろばはその主人のまぐさ

おけを知る。しかしイスラエルは知らず、わが民

は悟らない」。 4ああ、罪深い国びと、不義を負

う民、悪をなす者のすえ、堕落せる子らよ。彼ら

は主を捨て、イスラエルの聖者をあなどり、これ

をうとんじ遠ざかった。 5あなたがたは、どうし

て重ね重ねそむいて、なおも打たれようとするの

か。その頭はことごとく病み、その心は全く弱り

はてている。 6足のうらから頭まで、完全なとこ

ろがなく、傷と打ち傷と生傷ばかりだ。これを絞

り出すものなく、包むものなく、油をもってやわ

らげるものもない。 7あなたがたの国は荒れすた

れ、町々は火で焼かれ、田畑のものはあなたがた

の前で外国人に食われ、滅ぼされたソドムのよう

に荒れすたれた。 8シオンの娘はぶどう畑の仮小

屋のように、きゅうり畑の番小屋のように、包囲

された町のように、ただひとり残った。 9もし万

軍の主が、われわれに少しの生存者を残されなか

ったなら、われわれはソドムのようになり、また

ゴモラと同じようになったであろう。 10あなた

がたソドムのつかさたちよ、主の言葉を聞け。あ

なたがたゴモラの民よ、われわれの神の教に耳を

傾けよ。 11主は言われる、「あなたがたがささ

げる多くの犠牲は、わたしになんの益があるか。

わたしは雄羊の燔祭と、肥えた獣の脂肪とに飽い

ている。わたしは雄牛あるいは小羊、あるいは雄

やぎの血を喜ばない。 12あなたがたは、わたし

にまみえようとして来るが、だれが、わたしの庭

を踏み荒すことを求めたか。 13あなたがたは、

もはや、むなしい供え物を携えてきてはならない

。薫香は、わたしの忌みきらうものだ。新月、安

息日、また会衆を呼び集めることわたしは不義と

聖会とに耐えられない。 14あなたがたの新月と

定めの祭とは、わが魂の憎むもの、それはわたし

の重荷となり、わたしは、それを負うのに疲れた

。 15あなたがたが手を伸べるとき、わたしは目

をおおって、あなたがたを見ない。たとい多くの

祈をささげても、わたしは聞かない。あなたがた

の手は血まみれである。 16あなたがたは身を洗

って、清くなり、わたしの目の前からあなたがた

の悪い行いを除き、悪を行うことをやめ、 17善

を行うことをならい、公平を求め、しえたげる者

を戒め、みなしごを正しく守り、寡婦の訴えを弁

護せよ。 18主は言われる、さあ、われわれは互

に論じよう。たといあなたがたの罪は緋のようで

あっても、雪のように白くなるのだ。紅のように

赤くても、羊の毛のようになるのだ。 19もし、

あなたがたが快く従うなら、地の良き物を食べる

ことができる。 20しかし、あなたがたが拒みそ

むくならば、つるぎで滅ぼされる」。これは主が

その口で語られたことである。 21かつては忠信

であった町、どうして遊女となったのか。昔は公

平で満ち、正義がそのうちにやどっていたのに、

今は人を殺す者ばかりとなってしまった。 22あ

なたの銀はかすとなり、あなたのぶどう酒は水を

まじえ、 23あなたのつかさたちはそむいて、盗

びとの仲間となり、みな、まいないを好み、贈り

物を追い求め、みなしごを正しく守らず、寡婦の

訴えは彼らに届かない。 24このゆえに、主、万

軍の主、イスラエルの全能者は言われる、「ああ

、わたしはわが敵にむかって憤りをもらし、わが

あだにむかって恨みをはらす。 25わたしはまた

、わが手をあなたに向け、あなたのかすを灰汁で

溶かすように溶かし去り、あなたの混ざり物をす

べて取り除く。 26こうして、あなたのさばきび

とをもとのとおりに、あなたの議官を初めのとお

りに回復する。その後あなたは正義の都、忠信の

町ととなえられる」。 27シオンは公平をもって

あがなわれ、そのうちの悔い改める者は、正義を

もってあがなわれる。 28しかし、そむく者と罪

びととは共に滅ぼされ、主を捨てる者は滅びうせ

る。 29あなたがたは、みずから喜んだかしの木

によって、はずかしめを受け、みずから選んだ園

によって、恥じ赤らむ。 30あなたがたは葉の枯

れるかしの木のように、水のない園のようになり

、 31強い者も麻くずのように、そのわざは火花

のようになり、その二つのものは共に燃えて、そ

れを消す者はない。

2アモツの子イザヤがユダとエルサレムについ
て示された言葉。 2終りの日に次のことが起る

。主の家の山は、もろもろの山のかしらとして堅

く立ち、もろもろの峰よりも高くそびえ、すべて
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国はこれに流れてき、 3多くの民は来て言う、「

さあ、われわれは主の山に登り、ヤコブの神の家

へ行こう。彼はその道をわれわれに教えられる、

われわれはその道に歩もう」と。律法はシオンか

ら出、主の言葉はエルサレムから出るからである

。 4彼はもろもろの国のあいだにさばきを行い、

多くの民のために仲裁に立たれる。こうして彼ら

はそのつるぎを打ちかえて、すきとし、そのやり

を打ちかえて、かまとし、国は国にむかって、つ

るぎをあげず、彼らはもはや戦いのことを学ばな

い。 5ヤコブの家よ、さあ、われわれは主の光に

歩もう。 6あなたはあなたの民ヤコブの家を捨て

られた。これは彼らが東の国からの占い師をもっ

て満たし、ペリシテびとのように占い者となり、

外国人と同盟を結んだからである。 7彼らの国に

は金銀が満ち、その財宝は限りない。また彼らの

国には馬が満ち、その戦車も限りない。 8また彼

らの国には偶像が満ち、彼らはその手のわざを拝

み、その指で作ったものを拝む。 9こうして人は

かがめられ、人々は低くされる。どうか彼らをお

ゆるしにならぬように。 10あなたは岩の間には

いり、ちりの中にかくれて、主の恐るべきみ前と

、その威光の輝きとを避けよ。 11その日には目

をあげて高ぶる者は低くせられ、おごる人はかが

められ、主のみ高くあげられる。 12これは、万

軍の主の一日があって、すべて誇る者と高ぶる者

、すべておのれを高くする者と得意な者とに臨む

からである。 13またレバノンの高くそびえるす

べての香柏、バシャンのすべてのかしの木、 14

またすべての高い山々、すべてのそびえ立つ峰々

、 15すべての高きやぐら、すべての堅固な城壁

、 16タルシシのすべての船、すべての麗しい船

舶に臨む。 17その日には高ぶる者はかがめられ

、おごる人は低くせられ、主のみ高くあげられる

。 18こうして偶像はことごとく滅びうせる。 19

主が立って地を脅かされるとき、人々は岩のほら

穴にはいり、また地の穴にはいって、主の恐るべ

きみ前と、その威光の輝きとを避ける。 20その

日、人々は拝むためにみずから造ったしろがねの

偶像と、こがねの偶像とを、もぐらもちと、こう

もりに投げ与え、 21岩のほら穴や、がけの裂け

目にはいり、主が立って地を脅かされるとき、主

の恐るべきみ前と、その威光の輝きとを避ける。

22あなたがたは鼻から息の出入りする人に、たよ

ることをやめよ、このような者はなんの価値があ

ろうか。

3見よ、主、万軍の主はエルサレムとユダから
ささえとなり、頼みとなるものすべてささえ

となるパン、すべてささえとなる水を取り去られ

る。 2すなわち勇士と軍人、裁判官と預言者、占

い師と長老、 3五十人の長と身分の高い人、議官

と巧みな魔術師、老練なまじない師を取り去られ

る。 4わたしはわらべを立てて彼らの君とし、み

どりごに彼らを治めさせる。 5民は互に相しえた

げ、人はおのおのその隣をしえたげ、若い者は老

いたる者にむかって高ぶり、卑しい者は尊い者に

むかって高ぶる。 6その時、人はその父の家で、

兄弟をつかまえて言う、「あなたは外套を持って

いる、わたしたちのつかさびとになって、この荒

れ跡をあなたの手で治めてください」と。 7その

日、彼は声をあげて言う、「わたしはいやす者と

なることはできません、わたしの家にはパンもな

く、外套もありません、わたしを立てて、民のつ

かさびとにしないでください」。 8これは彼らの

言葉と行いとが主にそむき、その栄光の目をおか

したので、エルサレムはつまずき、ユダは倒れた

からである。 9彼らの不公平は彼らにむかって不

利なあかしをし、ソドムのようにその罪をあらわ

して隠さない。わざわいなるかな、彼らはみずか

ら悪の報いをうけた。 10正しい人に言え、彼ら

はさいわいであると。彼らはその行いの実を食べ

るからである。 11悪しき者はわざわいだ、彼は

災をうける。その手のなした事が彼に報いられる

からである。 12わが民は幼な子にしえたげられ

、女たちに治められる。ああ、わが民よ、あなた

を導く者はかえって、あなたを迷わせ、あなたの

行くべき道を混乱させる。 13主は言い争うため

に立ちあがり、その民をさばくために立たれる。

14主はその民の長老と君たちとをさばいて、「あ

なたがたは、ぶどう畑を食い荒した。貧しい者か

らかすめとった物は、あなたがたの家にある。 15

なぜ、あなたがたはわが民を踏みにじり、貧しい

者の顔をすり砕くのか」と万軍の神、主は言われ

る。 16主は言われた、シオンの娘らは高ぶり、

首をのばしてあるき、目でこびをおくり、その行

くとき気どって歩き、その足でりんりんと鳴り響

かす。 17それゆえ、主はシオンの娘らの頭を撃

って、かさぶたでおおい、彼らの隠れた所をあら
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わされる。 18その日、主は彼らの美しい装身具

と服装すなわち、くるぶし輪、髪ひも、月形の飾

り、 19耳輪、腕輪、顔おおい、 20頭飾り、すね

飾り、飾り帯、香箱、守り袋、 21指輪、鼻輪、

22礼服、外套、肩掛、手さげ袋、 23薄織の上着、

亜麻布の着物、帽子、被衣などを取り除かれる。

24芳香はかわって、悪臭となり、帯はかわって、

なわとなり、よく編んだ髪はかわって、かぶろと

なり、はなやかな衣はかわって、荒布の衣となり

、美しい顔はかわって、焼き印された顔となる。

25あなたの男たちはつるぎに倒れ、あなたの勇士

たちは戦いに倒れる。 26シオンの門は嘆き悲し

み、シオンは荒れすたれて、地に座する。

4その日、七人の女がひとりの男にすがって、
「わたしたちは自分のパンをたべ、自分の着

物を着ます。ただ、あなたの名によって呼ばれる

ことを許して、わたしたちの恥を取り除いてくだ

さい」と言う。 2その日、主の枝は麗しく栄え、

地の産物はイスラエルの生き残った者の誇、また

光栄となる。 4そして主が審判の霊と滅亡の霊と

をもって、シオンの娘らの汚れを洗い、エルサレ

ムの血をその中から除き去られるとき、シオンに

残る者、エルサレムにとどまる者、すべてエルサ

レムにあって、生命の書にしるされた者は聖なる

者ととなえられる。 5その時、主はシオンの山の

すべての場所と、そのもろもろの集会との上に、

昼は雲をつくり、夜は煙と燃える火の輝きとをつ

くられる。これはすべての栄光の上にある天蓋で

あり、あずまやであって、 6昼は暑さをふせぐ陰

となり、また暴風と雨を避けて隠れる所となる

。

5わたしはわが愛する者のために、そのぶどう
畑についてのわが愛の歌をうたおう。わが愛

する者は土肥えた小山の上に、一つのぶどう畑を

もっていた。 2彼はそれを掘りおこし、石を除き

、それに良いぶどうを植え、その中に物見やぐら

を建て、またその中に酒ぶねを掘り、良いぶどう

の結ぶのを待ち望んだ。ところが結んだものは野

ぶどうであった。 3それで、エルサレムに住む者

とユダの人々よ、どうか、わたしとぶどう畑との

間をさばけ。 4わたしが、ぶどう畑になした事の

ほかに、何かなすべきことがあるか。わたしは良

いぶどうの結ぶのを待ち望んだのに、どうして野

ぶどうを結んだのか。 5それで、わたしが、ぶど

う畑になそうとすることを、あなたがたに告げる

。わたしはそのまがきを取り去って、食い荒され

るにまかせ、そのかきをとりこわして、踏み荒さ

れるにまかせる。 6わたしはこれを荒して、刈り

込むことも、耕すこともせず、おどろと、いばら

とを生えさせ、また雲に命じて、その上に雨を降

らさない。 7万軍の主のぶどう畑はイスラエルの

家であり、主が喜んでそこに植えられた物は、ユ

ダの人々である。主はこれに公平を望まれたのに

、見よ、流血。正義を望まれたのに、見よ、叫び

。 8わざわいなるかな、彼らは家に家を建て連ね

、田畑に田畑をまし加えて、余地をあまさず、自

分ひとり、国のうちに住まおうとする。 9万軍の

主はわたしの耳に誓って言われた、「必ずや多く

の家は荒れすたれ、大きな麗しい家も住む者がな

いようになる。 10十反のぶどう畑もわずかに一

バテの実を結び、一ホメルの種もわずかに一エパ

の実を結ぶ」。 11わざわいなるかな、彼らは朝

早く起きて、濃き酒をおい求め、夜のふけるまで

飲みつづけて、酒にその身を焼かれている。 12

彼らの酒宴には琴あり、立琴あり、鼓あり笛あり

、ぶどう酒がある。しかし彼らは主のみわざを顧

みず、み手のなされる事に目をとめない。 13そ

れゆえ、わが民は無知のために、とりこにせられ

、その尊き者は飢えて死に、そのもろもろの民は

、かわきによって衰えはてる。 14また陰府はそ

の欲望を大きくし、その口を限りなく開き、エル

サレムの貴族、そのもろもろの民、その群集およ

びそのうちの喜びたのしめる者はみなその中に落

ちこむ。 (Sheol h7585) 15人はかがめられ、人々は低

くせられ、高ぶる者の目は低くされる。 16しか

し万軍の主は公平によってあがめられ、聖なる神

は正義によって、おのれを聖なる者として示され

る。 17こうして小羊は自分の牧場におるように

草をはみ、肥えた家畜および子やぎは荒れ跡の中

で食を得る。 18わざわいなるかな、彼らは偽り

のなわをもって悪を引きよせ、車の綱をもってす

るように罪を引きよせる。 19彼らは言う、「彼

を急がせ、そのわざをすみやかにさせよ、それを

見せてもらおう。イスラエルの聖者の定める事を

近づききたらせよ、それを見せてもらおう」と。

20わざわいなるかな、彼らは悪を呼んで善といい

、善を呼んで悪といい、暗きを光とし、光を暗し

とし、苦きを甘しとし、甘きを苦しとする。 21

わざわいなるかな、彼らはおのれを見て、賢しと



イザヤ書 544

し、みずから顧みて、さとしとする。 22わざわ

いなるかな、彼らはぶどう酒を飲むことの英雄で

あり、濃き酒をまぜ合わせることの勇士である。

23彼らはまいないによって悪しき者を義とし、義

人からその義を奪う。 24それゆえ、火の舌が刈

り株を食い尽すように、枯れ草が炎の中に消えう

せるように、彼らの根は朽ちたものとなり、彼ら

の花はちりのように飛び去る。彼らは万軍の主の

律法を捨て、イスラエルの聖者の言葉を侮ったか

らである。 25それゆえ、主はその民にむかって

怒りを発し、み手を伸べて彼らを撃たれた。山は

震い動き、彼らのしかばねは、ちまたの中で、あ

くたのようになった。それにもかかわらず、み怒

りはやまず、なお、み手を伸ばされる。 26主は

旗をあげて遠くから一つの国民を招き、地の果か

ら彼らを呼ばれる。見よ、彼らは走って、すみや

かに来る。 27その中には疲れる者も、つまずく

者もなく、まどろむ者も、眠る者もない。その腰

の帯はとけず、そのくつのひもは切れていない。

28その矢は鋭く、その弓はことごとく張り、その

馬のひずめは火打石のように、その車の輪はつむ

じ風のように思われる。 29そのほえることは、

ししのように、若いししのようにほえ、うなって

獲物を捕え、かすめ去っても救う者がない。 30

その日、その鳴りどよめくことは、海の鳴りどよ

めくようだ。もし地をのぞむならば、見よ、暗き

と悩みとがあり、光は雲によって暗くなる。

6ウジヤ王の死んだ年、わたしは主が高くあげ
られたみくらに座し、その衣のすそが神殿に

満ちているのを見た。 2その上にセラピムが立ち

、おのおの六つの翼をもっていた。その二つをも

って顔をおおい、二つをもって足をおおい、二つ

をもって飛びかけり、 3互に呼びかわして言った

。「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、万軍

の主、その栄光は全地に満つ」。 4その呼ばわっ

ている者の声によって敷居の基が震い動き、神殿

の中に煙が満ちた。 5その時わたしは言った、「

わざわいなるかな、わたしは滅びるばかりだ。わ

たしは汚れたくちびるの者で、汚れたくちびるの

民の中に住む者であるのに、わたしの目が万軍の

主なる王を見たのだから」。 6この時セラピムの

ひとりが火ばしをもって、祭壇の上から取った燃

えている炭を手に携え、わたしのところに飛んで

きて、 7わたしの口に触れて言った、「見よ、こ

れがあなたのくちびるに触れたので、あなたの悪

は除かれ、あなたの罪はゆるされた」。 8わたし

はまた主の言われる声を聞いた、「わたしはだれ

をつかわそうか。だれがわれわれのために行くだ

ろうか」。その時わたしは言った、「ここにわた

しがおります。わたしをおつかわしください」。

9主は言われた、「あなたは行って、この民にこ

う言いなさい、『あなたがたはくりかえし聞くが

よい、しかし悟ってはならない。あなたがたはく

りかえし見るがよい、しかしわかってはならない

』と。 10あなたはこの民の心を鈍くし、その耳

を聞えにくくし、その目を閉ざしなさい。これは

彼らがその目で見、その耳で聞き、その心で悟り

、悔い改めていやされることのないためである」

。 11そこで、わたしは言った、「主よ、いつま

でですか」。主は言われた、「町々は荒れすたれ

て、住む者もなく、家には人かげもなく、国は全

く荒れ地となり、 12人々は主によって遠くへ移

され、荒れはてた所が国の中に多くなる時まで、

こうなっている。 13その中に十分の一の残る者

があっても、これもまた焼き滅ぼされる。テレビ

ンの木またはかしの木が切り倒されるとき、その

切り株が残るように」。聖なる種族はその切り株

である。

7ユダの王、ウジヤの子ヨタム、その子アハズ
の時、スリヤの王レヂンとレマリヤの子であ

るイスラエルの王ペカとが上ってきて、エルサレ

ムを攻めたが勝つことができなかった。 2時に「

スリヤがエフライムと同盟している」とダビデの

家に告げる者があったので、王の心と民の心とは

風に動かされる林の木のように動揺した。 3その

時、主はイザヤに言われた、「今、あなたとあな

たの子シャル・ヤシュブと共に出て行って、布さ

らしの野へ行く大路に沿う上の池の水道の端でア

ハズに会い、 4彼に言いなさい、『気をつけて、

静かにし、恐れてはならない。レヂンとスリヤお

よびレマリヤの子が激しく怒っても、これら二つ

の燃え残りのくすぶっている切り株のゆえに心を

弱くしてはならない。 5スリヤはエフライムおよ

びレマリヤの子と共にあなたにむかって悪い事を

企てて言う、 6「われわれはユダに攻め上って、

これを脅し、われわれのためにこれを破り取り、

タビエルの子をそこの王にしよう」と。 7主なる

神はこう言われる、この事は決して行われない、
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また起ることはない。 8スリヤのかしらはダマス

コ、ダマスコのかしらはレヂンである。（六十五

年のうちにエフライムは敗れて、国をなさないよ

うになる。） 9エフライムのかしらはサマリヤ、

サマリヤのかしらはレマリヤの子である。もしあ

なたがたが信じないならば、立つことはできない

』」。 10主は再びアハズに告げて言われた、 11

「あなたの神、主に一つのしるしを求めよ、陰府

のように深い所に、あるいは天のように高い所に

求めよ」。 (Sheol h7585) 12しかしアハズは言った、

「わたしはそれを求めて、主を試みることをいた

しません」。 13そこでイザヤは言った、「ダビ

デの家よ、聞け。あなたがたは人を煩わすことを

小さい事とし、またわが神をも煩わそうとするの

か。 14それゆえ、主はみずから一つのしるしを

あなたがたに与えられる。見よ、おとめがみごも

って男の子を産む。その名はインマヌエルととな

えられる。 15その子が悪を捨て、善を選ぶこと

を知るころになって、凝乳と、蜂蜜とを食べる。

16それはこの子が悪を捨て、善を選ぶことを知る

前に、あなたが恐れているふたりの王の地は捨て

られるからである。 17主はエフライムがユダか

ら分れた時からこのかた、臨んだことのないよう

な日をあなたと、あなたの民と、あなたの父の家

とに臨ませられる。それはアッスリヤの王である

」。 18その日、主はエジプトの川々の源にいる

、はえを招き、アッスリヤの地にいる蜂を呼ばれ

る。 19彼らはみな来て、険しい谷、岩の裂け目

、すべてのいばら、すべての牧場の上にとどまる

。 20その日、主は大川の向こうから雇ったかみ

そり、すなわちアッスリヤの王をもって、頭と足

の毛とをそり、また、ひげをも除き去られる。 21

その日、人は若い雌牛一頭と羊二頭を飼い、 22

それから出る乳が多いので、凝乳を食べることが

でき、すべて国のうちに残された者は凝乳と、蜂

蜜とを食べることができる。 23その日、銀一千

シケルの価ある千株のぶどうの木のあった所も、

ことごとくいばらと、おどろの生える所となり、

24いばらと、おどろとが地にはびこるために、人

々は弓と矢をもってそこへ行く。 25くわをもっ

て掘り耕したすべての山々にも、あなたは、いば

らと、おどろとを恐れて、そこへ行くことができ

ない。その地はただ牛を放ち、羊の踏むところと

なる。

8主はわたしに言われた、「一枚の大きな札を
取って、その上に普通の文字で、『マヘル・

シャラル・ハシ・バズ』と書きなさい」。 2そこ

で、わたしは確かな証人として、祭司ウリヤおよ

びエベレキヤの子ゼカリヤを立てた。 3わたしが

預言者の妻に近づくと、彼女はみごもって男の子

を産んだ。その時、主はわたしに言われた、「そ

の名をマヘル・シャラル・ハシ・バズと呼びなさ

い。 4それはこの子がまだ『おとうさん、おかあ

さん』と呼ぶことを知らないうちに、ダマスコの

富と、サマリヤのぶんどり品とが、アッスリヤ王

の前に奪い去られるからである」。 5主はまた重

ねてわたしに言われた、 6「この民はゆるやかに

流れるシロアの水を捨てて、レヂンとレマリヤの

子の前に恐れくじける。 7それゆえ見よ、主は勢

いたけく、みなぎりわたる大川の水を彼らにむか

ってせき入れられる。これはアッスリヤの王と、

そのもろもろの威勢とであって、そのすべての支

流にはびこり、すべての岸を越え、 8ユダに流れ

入り、あふれみなぎって、首にまで及ぶ。インマ

ヌエルよ、その広げた翼はあまねく、あなたの国

に満ちわたる」。 9もろもろの民よ、打ち破られ

て、驚きあわてよ。遠き国々のものよ、耳を傾け

よ。腰に帯して、驚きあわてよ。腰に帯して、驚

きあわてよ。 10ともに計れ、しかし、成らない

。言葉を出せ、しかし、行われない。神がわれわ

れと共におられるからである。 11主は強いみ手

をもって、わたしを捕え、わたしに語り、この民

の道に歩まないように、さとして言われた、 12

「この民がすべて陰謀ととなえるものを陰謀とと

なえてはならない。彼らの恐れるものを恐れては

ならない。またおののいてはならない。 13あな

たがたは、ただ万軍の主を聖として、彼をかしこ

み、彼を恐れなければならない。 14主はイスラ

エルの二つの家には聖所となり、またさまたげの

石、つまずきの岩となり、エルサレムの住民には

網となり、わなとなる。 15多くの者はこれにつ

まずき、かつ倒れ、破られ、わなにかけられ、捕

えられる」。 16わたしは、あかしを一つにまと

め、教をわが弟子たちのうちに封じておこう。 17

主はいま、ヤコブの家に、み顔をかくしておられ

るとはいえ、わたしはその主を待ち、主を望みま

つる。 18見よ、わたしと、主のわたしに賜わっ

た子たちとは、シオンの山にいます万軍の主から

与えられたイスラエルのしるしであり、前ぶれで
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ある。 19人々があなたがたにむかって「さえず

るように、ささやくように語る巫子および魔術者

に求めよ」という時、民は自分たちの神に求むべ

きではないか。生ける者のために死んだ者に求め

るであろうか。 20ただ教とあかしとに求めよ。

まことに彼らはこの言葉によって語るが、そこに

は夜明けがない。 21彼らはしえたげられ、飢え

て国の中を経あるく。その飢えるとき怒りを放ち

、自分たちの王、自分たちの神をのろい、かつそ

の顔を天に向ける。 22また地を見ると、見よ、

悩みと暗きと、苦しみのやみとがあり、彼らは暗

黒に追いやられる。

9しかし、苦しみにあった地にも、やみがなく
なる。さきにはゼブルンの地、ナフタリの地

にはずかしめを与えられたが、後には海に至る道

、ヨルダンの向こうの地、異邦人のガリラヤに光

栄を与えられる。 2暗やみの中に歩んでいた民は

大いなる光を見た。暗黒の地に住んでいた人々の

上に光が照った。 3あなたが国民を増し、その喜

びを大きくされたので、彼らは刈入れ時に喜ぶよ

うに、獲物を分かつ時に楽しむように、あなたの

前に喜んだ。 4これはあなたが彼らの負っている

くびきと、その肩のつえと、しえたげる者のむち

とを、ミデアンの日になされたように折られたか

らだ。 5すべて戦場で、歩兵のはいたくつと、血

にまみれた衣とは、火の燃えくさとなって焼かれ

る。 6ひとりのみどりごがわれわれのために生れ

た、ひとりの男の子がわれわれに与えられた。ま

つりごとはその肩にあり、その名は、「霊妙なる

議士、大能の神、とこしえの父、平和の君」とと

なえられる。 7そのまつりごとと平和とは、増し

加わって限りなく、ダビデの位に座して、その国

を治め、今より後、とこしえに公平と正義とをも

ってこれを立て、これを保たれる。万軍の主の熱

心がこれをなされるのである。 8主はひと言をヤ

コブにおくり、これをイスラエルの上にくだされ

る。 9すべてこの民、エフライムとサマリヤに住

む者とは知るであろう。彼らは高ぶり、心おごっ

て言う、 10「かわらがくずれても、われわれは

切り石をもって建てよう。くわの木が切り倒され

ても、われわれは香柏をもってこれにかえよう」

と。 11それゆえ、主は敵を起して彼らを攻めさ

せ、そのあだを奮い立たせられる。 12東にスリ

ヤびとあり、西にペリシテびとあり、彼らは大口

をあけてイスラエルを食い尽す。それでも主の怒

りはやまず、なおも、そのみ手を伸ばされる。 13

しかもなお、この民は自分たちを撃った者に帰ら

ず、万軍の主を求めない。 14それゆえ、主はイ

スラエルから頭と尾と、しゅろの枝と葦とを一日

のうちに断ち切られる。 15その頭とは、長老と

尊き人、その尾とは、偽りを教える預言者である

。 16この民を導く者は、これを迷わせ、彼らに

導かれる者は、のみ尽される。 17それゆえ、主

はその若き人々を喜ばれず、そのみなしごと寡婦

とをあわれまれない。彼らはみな、不信仰であっ

て、悪を行う者、すべての口は愚かな事を語るか

らである。それでも主の怒りはやまず、なおも、

そのみ手を伸ばされる。 18悪は火のように燃え

、いばらと、おどろとを食い尽し、茂りあう林を

焼き、煙の柱となって巻きあがる。 19万軍の主

の怒りによって地は焼け、その民は火の燃えくさ

のようになり、だれもその兄弟をあわれむ者がな

い。 20彼らは右手につかんでも、なお飢え、左

手で食べても飽くことがない。おのおのその隣り

人の肉を食う。 21マナセはエフライムを、エフ

ライムはマナセを食い、彼らは共にユダを攻める

。それでも主の怒りはやまず、なおも、そのみ手

を伸ばされる。

10わざわいなるかな、不義の判決を下す者、暴
虐の宣告を書きしるす者。 2彼らは乏しい者

の訴えを引き受けず、わが民のうちの貧しい者の

権利をはぎ、寡婦の資産を奪い、みなしごのもの

をかすめる。 3あなたがたは刑罰の日がきたなら

、何をしようとするのか。大風が遠くから来ると

き、何をしようとするのか。あなたがたはのがれ

ていって、だれに助けを求めようとするのか。ま

た、どこにあなたがたの富を残そうとするのか。

4ただ捕われた者の中にかがみ、殺された者の中

に伏し倒れるのみだ。それでも主の怒りはやまず

、なおも、そのみ手を伸ばされる。 5ああ、アッ

スリヤはわが怒りのつえ、わが憤りのむちだ。 6

わたしは彼をつかわして不信の国を攻め、彼に命

じてわが怒りの民を攻め、かすめ奪わせ、彼らを

ちまたの泥のように踏みにじらせる。 7しかし彼

はそのようには思わず、その心もそのようには考

えず、かえってその心は滅ぼすことを思い、あま

たの国々を倒そうとする。 8彼は言う、「わが諸

侯はみな王ではないか。 9カルノはカルケミシの
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ようではないか。ハマテはアルパデのようではな

いか。サマリヤはダマスコのようではないか。 10

わが手は偶像に仕える国々に伸びた。その彫った

像はエルサレムおよびサマリヤのものにまさって

いた。 11わたしはサマリヤとその偶像に行った

ように、エルサレムとその偶像に行わぬであろう

か」。 12主がシオンの山とエルサレムとになそ

うとすることを、ことごとくなし遂げられた時、

主はアッスリヤ王の無礼な言葉と、その高ぶりと

を罰せられる。 13彼は言う、「わが手の力によ

り、またわが知恵によって、わたしはこれをなし

た。わたしは賢いからである。わたしはもろもろ

の民の境を除き、その財宝を奪った。またわたし

は雄牛のように、位に座する者を引きおろした。

14わが手は巣を取るように、もろもろの民の富を

得た。またわたしは人々が捨てられた卵を集める

ように、全地を取り集めた。あるいは翼を動かし

、あるいは口を開き、あるいはぺちゃくちゃ言う

者もなかった」。 15おのは、それを用いて切る

者にむかって、自分を誇ることができようか。の

こぎりは、それを動かす者にむかって、みずから

高ぶることができようか。これはあたかも、むち

が自分をあげる者を動かし、つえが木でない者を

あげようとするのに等しい。 16それゆえ、主、

万軍の主は、その肥えた勇士の中に病気を送って

衰えさせ、その栄光の下に火の燃えるような炎を

燃やされる。 17イスラエルの光は火となり、そ

の聖者は炎となり、そのいばらと、おどろとを一

日のうちに焼き滅ぼす。 18また、その林と土肥

えた田畑の栄えを、魂も、からだも二つながら滅

ぼし、病める者のやせ衰える時のようにされる。

19その林の木の残りのものはわずかであって、わ

らべもそれを書きとめることができる。 20その

日にはイスラエルの残りの者と、ヤコブの家の生

き残った者とは、もはや自分たちを撃った者にた

よらず、真心をもってイスラエルの聖者、主にた

より、 21残りの者、すなわちヤコブの残りの者

は大能の神に帰る。 22あなたの民イスラエルは

海の砂のようであっても、そのうちの残りの者だ

けが帰って来る。滅びはすでに定まり、義であふ

れている。 23主、万軍の主は定められた滅びを

全地に行われる。 24それゆえ、主、万軍の主は

こう言われる、「シオンに住むわが民よ、アッス

リヤびとが、エジプトびとがしたように、むちを

もってあなたを打ち、つえをあげてあなたをせめ

ても、彼らを恐れてはならない。 25ただしばら

くして、わが憤りはやみ、わが怒りは彼らを滅ぼ

すからである。 26万軍の主は、むかしミデアン

びとをオレブの岩で撃たれた時のように、彼らに

むかって、むちをふるわれる。またそのつえを海

の上にのばし、エジプトでなされたように、それ

をあげられる。 27その日には、彼の重荷はあな

たの肩からおり、彼のくびきはあなたの首から離

れる」。彼はリンモンから上り、 28アイアテに

きたり、ミグロンを過ぎ、ミクマシでその行李を

とどめ、 29渡しを過ぎて、ゲバに宿る。ラマは

おののき、サウルのギベアは逃げ去った。 30ガ

リムの娘よ、声をあげて叫べ。ライシよ、耳を傾

けよ。アナトテよ、彼に答えよ。 31マデメナは

逃げ去り、ゲビムの民は隠れ場を求めた。 32こ

の日彼はノブに立ちとどまり、シオンの娘の山、

エルサレムの丘にむかって、その手を振る。 33

見よ、主、万軍の主は、恐ろしい力をもって枝を

切りおろされる。たけの高いものも切り落され、

そびえ立つものは低くされる。 34主はおのをも

って茂りあう林を切られる。みごとな木の茂るレ

バノンも倒される。

11エッサイの株から一つの芽が出、その根から
一つの若枝が生えて実を結び、 2その上に主

の霊がとどまる。これは知恵と悟りの霊、深慮と

才能の霊、主を知る知識と主を恐れる霊である。

3彼は主を恐れることを楽しみとし、その目の見

るところによって、さばきをなさず、その耳の聞

くところによって、定めをなさず、 4正義をもっ

て貧しい者をさばき、公平をもって国のうちの柔

和な者のために定めをなし、その口のむちをもっ

て国を撃ち、そのくちびるの息をもって悪しき者

を殺す。 5正義はその腰の帯となり、忠信はその

身の帯となる。 6おおかみは小羊と共にやどり、

ひょうは子やぎと共に伏し、子牛、若じし、肥え

たる家畜は共にいて、小さいわらべに導かれ、 7

雌牛と熊とは食い物を共にし、牛の子と熊の子と

共に伏し、ししは牛のようにわらを食い、 8乳の

み子は毒蛇のほらに戯れ、乳離れの子は手をまむ

しの穴に入れる。 9彼らはわが聖なる山のどこに

おいても、そこなうことなく、やぶることがない

。水が海をおおっているように、主を知る知識が

地に満ちるからである。 10その日、エッサイの

根が立って、もろもろの民の旗となり、もろもろ
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の国びとはこれに尋ね求め、その置かれる所に栄

光がある。 11その日、主は再び手を伸べて、そ

の民の残れる者をアッスリヤ、エジプト、パテロ

ス、エチオピヤ、エラム、シナル、ハマテおよび

海沿いの国々からあがなわれる。 12主は国々の

ために旗をあげて、イスラエルの追いやられた者

を集め、ユダの散らされた者を地の四方から集め

られる。 13エフライムのねたみはうせ、ユダを

悩ます者は断たれ、エフライムはユダをねたまず

、ユダはエフライムを悩ますことはない。 14し

かし彼らは西の方ペリシテびとの肩に襲いかかり

、相共に東の民をかすめ、その手をエドムおよび

モアブに伸べ、アンモンの人々をおのれに従わせ

る。 15主はエジプトの海の舌をからし、川の上

に手を振って熱い風を吹かせ、その川を打って七

つの川となし、くつをぬらさないで渡らせられる

。 16その民の残れる者のためにアッスリヤから

の大路があり、昔イスラエルがエジプトの国から

上ってきた時にあったようになる。

12その日あなたは言う、「主よ、わたしはあな
たに感謝します。あなたは、さきにわたしに

むかって怒られたが、その怒りはやんで、わたし

を慰められたからです。 2見よ、神はわが救であ

る。わたしは信頼して恐れることはない。主なる

神はわが力、わが歌であり、わが救となられたか

らである」。 3あなたがたは喜びをもって、救の

井戸から水をくむ。 4その日、あなたがたは言う

、「主に感謝せよ。そのみ名を呼べ。そのみわざ

をもろもろの民の中につたえよ。そのみ名のあが

むべきことを語りつげよ。 5主をほめうたえ。主

はそのみわざを、みごとになし遂げられたから。

これを全地に宣べ伝えよ。 6シオンに住む者よ、

声をあげて、喜びうたえ。イスラエルの聖者はあ

なたがたのうちで大いなる者だから」。

13アモツの子イザヤに示されたバビロンについ
ての託宣。 2あなたがたは木のない山に旗を

立て、声をあげて彼らを招き、手を振って彼らを

貴族の門に、はいらせよ。 3わたしはわが怒りの

さばきを行うために聖別した者どもに命じ、わが

勇士、わが勝ち誇る者どもを招いた。 4聞け、多

くの民のような騒ぎ声が山々に聞える。聞け、も

ろもろの国々、寄りつどえるもろもろの国民のざ

わめく声が聞える。これは万軍の主が戦いのため

に軍勢を集められるのだ。 5彼らは遠い国から、

天の果から来る。これは、主とその憤りの器で、

全地を滅ぼすために来るのだ。 6あなたがたは泣

き叫べ。主の日が近づき、滅びが全能者から来る

からだ。 7それゆえ、すべての手は弱り、すべて

の人の心は溶け去る。 8彼らは恐れおののき、苦

しみと悩みに捕えられ、子を産まんとする女のよ

うにもだえ苦しみ、互に驚き、顔を見あわせ、そ

の顔は炎のようになる。 9見よ、主の日が来る。

残忍で、憤りと激しい怒りとをもってこの地を荒

し、その中から罪びとを断ち滅ぼすために来る。

10天の星とその星座とはその光を放たず、太陽は

出ても暗く、月はその光を輝かさない。 11わた

しはその悪のために世を罰し、その不義のために

悪い者を罰し、高ぶる者の誇をとどめ、あらぶる

者の高慢を低くする。 12わたしは人を精金より

も、オフルのこがねよりも少なくする。 13それ

ゆえ、万軍の主の憤りにより、その激しい怒りの

日に、天は震い、地は揺り動いて、その所をはな

れる。 14彼らは追われた、かもしかのように、

あるいは集める者のない羊のようになって、おの

おの自分の民に帰り、自分の国に逃げて行く。 15

すべて見いだされる者は刺され、すべて捕えられ

る者はつるぎによって倒され、 16彼らのみどり

ごはその目の前で投げ砕かれ、その家はかすめ奪

われ、その妻は汚される。 17見よ、わたしは、

しろがねをも顧みず、こがねをも喜ばないメデア

びとを起して、彼らにむかわせる。 18彼らの弓

は若い者を射殺し、腹の実をあわれむことなく、

幼な子を見て、惜しむことがない。 19国々の誉

であり、カルデヤびとの誇である麗しいバビロン

は、神に滅ぼされたソドム、ゴモラのようになる

。 20ここにはながく住む者が絶え、世々にいた

るまで住みつく者がなく、アラビヤびともそこに

天幕を張らず、羊飼もそこに群れを伏させること

がない。 21ただ、野の獣がそこに伏し、ほえる

獣がその家に満ち、だちょうがそこに住み、鬼神

がそこに踊る。 22ハイエナはその城の中で鳴き

、山犬は楽しい宮殿でほえる。その時の来るのは

近い、その日は延びることがない。

14主はヤコブをあわれみ、イスラエルを再び選
んで、これをおのれの地に置かれる。異邦人

はこれに加わって、ヤコブの家に結びつらなり、

2もろもろの民は彼らを連れてその所に導いて来

る。そしてイスラエルの家は、主の地で彼らを男
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女の奴隷とし、さきに自分たちを捕虜にした者を

捕虜にし、自分たちをしえたげた者を治める。 3

主があなたの苦労と不安とを除き、またあなたが

服した苦役を除いて、安息をお与えになるとき、

4あなたはこのあざけりの歌をとなえ、バビロン

の王をののしって言う、「あの、しえたげる者は

全く絶えてしまった。あの、おごる者は全く絶え

てしまった。 5主は悪い者のつえと、つかさびと

の笏を折られた。 6彼らは憤りをもってもろもろ

の民を絶えず撃っては打ち、怒りをもってもろも

ろの国を治めても、そのしえたげをとどめる者が

なかった。 7全地はやすみを得、穏やかになり、

ことごとく声をあげて歌う。 8いとすぎおよびレ

バノンの香柏でさえもあなたのゆえに喜んで言う

、『あなたはすでに倒れたので、もはや、きこり

が上ってきて、われわれを攻めることはない』。

9下の陰府はあなたのために動いて、あなたの来

るのを迎え、地のもろもろの指導者たちの亡霊を

あなたのために起し、国々のもろもろの王をその

王座から立ちあがらせる。 (Sheol h7585) 10彼らは皆

あなたに告げて言う、『あなたもまたわれわれの

ように弱くなった、あなたもわれわれと同じよう

になった』。 11あなたの栄華とあなたの琴の音

は陰府に落ちてしまった。うじはあなたの下に敷

かれ、みみずはあなたをおおっている。 (Sheol

h7585) 12黎明の子、明けの明星よ、あなたは天か

ら落ちてしまった。もろもろの国を倒した者よ、

あなたは切られて地に倒れてしまった。 13あな

たはさきに心のうちに言った、『わたしは天にの

ぼり、わたしの王座を高く神の星の上におき、北

の果なる集会の山に座し、 14雲のいただきにの

ぼり、いと高き者のようになろう』。 15しかし

あなたは陰府に落され、穴の奥底に入れられる。

(Sheol h7585) 16あなたを見る者はつくづくあなたを

見、あなたに目をとめて言う、『この人は地を震

わせ、国々を動かし、 17世界を荒野のようにし

、その都市をこわし、捕えた者をその家に解き帰

さなかった者であるのか』。 18もろもろの国の

王たちは皆尊いさまで、自分の墓に眠る。 19し

かしあなたは忌みきらわれる月足らぬ子のように

墓のそとに捨てられ、つるぎで刺し殺された者で

おおわれ、踏みつけられる死体のように穴の石に

下る。 20あなたは自分の国を滅ぼし、自分の民

を殺したために、彼らと共に葬られることはない

。どうか、悪を行う者の子孫はとこしえに名を呼

ばれることのないように。 21先祖のよこしまの

ゆえに、その子孫のためにほふり場を備えよ。こ

れは彼らが起って地を取り、世界のおもてに町々

を満たすことのないためである」。 22万軍の主

は言われる、「わたしは立って彼らを攻め、バビ

ロンからその名と、残れる者、その子と孫とを断

ち滅ぼす、と主は言う。 23わたしはこれをはり

ねずみのすみかとし、水の池とし、滅びのほうき

をもって、これを払い除く、と万軍の主は言う」

。 24万軍の主は誓って言われる、「わたしが思

ったように必ず成り、わたしが定めたように必ず

立つ。 25わたしはアッスリヤびとをわが地で打

ち破り、わが山々で彼を踏みにじる。こうして彼

が置いたくびきはイスラエルびとから離れ、彼が

負わせた重荷はイスラエルびとの肩から離れる」

。 26これは全地について定められた計画である

。これは国々の上に伸ばされた手である。 27万

軍の主が定められるとき、だれがそれを取り消す

ことができるのか。その手を伸ばされるとき、だ

れがそれを引きもどすことができるのか。 28ア

ハズ王の死んだ年にこの託宣があった、 29「ペ

リシテの全地よ、あなたを打ったむちが折られた

ことを喜んではならない。へびの根からまむしが

出、その実は飛びかけるへびとなるからだ。 30

いと貧しい者は食を得、乏しい者は安らかに伏す

。しかし、わたしはききんをもってあなたの子孫

を殺し、あなたの残れる者を滅ぼす。 31門よ、

泣きわめけ。町よ、叫べ。ペリシテの全地よ、恐

れのあまり消えうせよ、北から煙が来るからだ。

その隊列からは、ひとりも脱落する者はない」。

32その国の使者たちになんと答えようか。「主は

シオンの基をおかれた、その民の苦しむ者はこの

中に避け所を得る」と答えよ。

15モアブについての託宣。アルは一夜のうちに
荒されて、モアブは滅びうせ、キルは一夜の

うちに荒されて、モアブは滅びうせた。 2デボン

の娘は高き所にのぼって泣き、モアブはネボとメ

デバの上で嘆き叫ぶ。おのおのその頭をかぶろに

し、そのひげをことごとくそった。 3彼らはその

ちまたで荒布をまとい、その屋根または広場で、

みな泣き叫び、涙に浸る。 4ヘシボンとエレアレ

とは叫び、その声はヤハズまで聞える。それゆえ

、モアブの兵士は声をあげ、その魂はおののく。

5わが心はモアブのために叫び呼ばわる。その落
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人はゾアルおよびエグラテ・シリシヤにのがれ、

泣きながらルヒテの坂をのぼり、ホロナイムの道

で滅びの叫びをあげる。 6ニムリムの水はかわき

、草は枯れ、苗は消えて、青い物はない。 7それ

ゆえ、彼らはその得た富と、そのたくわえた物と

を携えて、柳の川をわたる。 8その叫びの声はモ

アブの境をめぐり、その嘆きの声はエグライムに

いたり、またその嘆きの声はベエル・エリムにい

たる。 9デボンの水は血で満ちる。わたしはデボ

ンの上にさらに災を加え、モアブののがれた者と

この地の残った者とに、ししを送る。

16彼らはセラから荒野の道によって小羊をシオ
ンの娘の山に送り、国のつかさに納めた。 2

モアブの娘らはアルノンの渡しで、さまよう鳥の

ように、巣を追われたひなのようである。 3「相

はかって、事を定めよ。真昼の中でも、あなたの

陰を夜のようにし、さすらい人を隠し、のがれて

来た者をわたさず、 4モアブのさすらい人を、あ

なたのうちにやどらせ、彼らの避け所となって、

滅ぼす者からのがれさせよ。しえたげる者がなく

なり、滅ぼす者が絶え、踏みにじる者が地から断

たれたとき、 5一つの玉座がいつくしみによって

堅く立てられ、ダビデの幕屋にあって、さばきを

なし、公平を求め、正義を行うに、すみやかなる

者が真実をもってその上に座する」。 6われわれ

はモアブの高ぶりのことを聞いた、その高ぶるこ

とは、はなはだしい。われわれはその誇と、高ぶ

りと、そのおごりとのことを聞いた、その自慢は

偽りである。 7それゆえ、モアブは泣き叫べ、民

はみなモアブのために泣き叫べ。全く撃ちのめさ

れて、キルハレセテの干ぶどうのために嘆け。 8

ヘシボンの畑と、シブマのぶどうの木とは、しぼ

み衰えた。国々のもろもろの主が、その枝を打ち

落したからである。その枝はさきにはヤゼルまで

いたり、荒野にまではびこり、そのつるは広がっ

て海を越えた。 9それゆえ、わたしはヤゼルと共

に、シブマのぶどうの木のために泣く。ヘシボン

よ、エレアレよ、わたしは涙をもってあなたを浸

す。ときの声が、あなたの果実と、あなたの収穫

の上にふりかかってきたからである。 10喜びと

楽しみとは土肥えた畑から取り去られ、ぶどう畑

には歌うことなく、喜び呼ばわることなく、酒ぶ

ねを踏んで酒を絞る者なく、ぶどうの収穫を喜ぶ

声はやんだ。 11それゆえ、わが魂はモアブのた

めに、わが心はキルハレスのために、琴のように

鳴りひびく。 12モアブが高き所に出て、おのれ

を疲れさせ、またその聖所にきて祈っても、効果

はない。 13これは主がさきにモアブについて語

られたみ言葉である。 14しかし今、主は語って

言われる、「モアブの栄えはその大いなる群衆に

もかかわらず、雇人の年期とひとしく三年のうち

に、はずかしめを受け、残れる者はまことに少な

く、力がない」。

17ダマスコについての託宣。見よ、ダマスコは
町の姿を失って、荒塚となる。 2その町々は

とこしえに捨てられ、家畜の群れの住む所となっ

て、伏しやすむが、これを脅かす者はない。 3エ

フライムのとりではすたり、ダマスコの主権はや

み、スリヤの残れる者は、イスラエルの子らの栄

光のように消えうせると万軍の主は言われる。 4

その日、ヤコブの栄えは衰え、その肥えたる肉は

やせ、 5あたかも刈入れ人がまだ刈らない麦を集

め、かいなをもって穂を刈り取ったあとのように

、レパイムの谷で穂を拾い集めたあとのようにな

る。 6オリブの木を打つとき、二つ三つの実をこ

ずえに残し、あるいは四つ五つをみのり多き木の

枝に残すように、とり残されるものがあるとイス

ラエルの神、主は言われる。 7その日、人々はそ

の造り主を仰ぎのぞみ、イスラエルの聖者に目を

とめ、 8おのれの手のわざである祭壇を仰ぎのぞ

まず、おのれの指が造ったアシラ像と香の祭壇と

に目をとめない。 9その日、彼らの堅固な町々は

昔イスラエルの子らのゆえに捨て去られたヒビび

とおよびアモリびとの荒れ跡のように荒れ地にな

る。 10これはあなたがたが自分の救の神を忘れ

、自分の避け所なる岩を心にとめなかったからだ

。それゆえ、あなたがたは美しい植物を植え、異

なる神の切り枝をさし、 11その植えた日にこれ

を成長させ、そのまいた朝にこれを花咲かせても

、その収穫は悲しみと、いやしがたい苦しみの日

にとび去る。 12ああ、多くの民はなりどよめく

、海のなりどよめくように、彼らはなりどよめく

。ああ、もろもろの国はなりとどろく、大水のな

りとどろくように、彼らはなりとどろく。 13も

ろもろの国は多くの水のなりとどろくように、な

りとどろく。しかし、神は彼らを懲しめられる。

彼らは遠くのがれて、風に吹き去られる山の上の

もみがらのように、また暴風にうず巻くちりのよ
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うに追いやられる。 14夕暮には、見よ、恐れが

ある。まだ夜の明けないうちに彼らはうせた。こ

れはわれわれをかすめる者の受くべき分、われわ

れを奪う者の引くべきくじである。

18ああ、エチオピヤの川々のかなたなるぶんぶ
んと羽音のする国、 2この国は葦の船を水に

うかべ、ナイル川によって使者をつかわす。とく

走る使者よ、行け。川々の分れる国の、たけ高く

、膚のなめらかな民、遠近に恐れられる民、力強

く、戦いに勝つ民へ行け。 3すべて世におるもの

、地に住むものよ、山の上に旗の立つときは見よ

、ラッパの鳴りひびくときは聞け。 4主はわたし

にこう言われた、「晴れわたった日光の熱のよう

に、刈入れの熱むして露の多い雲のように、わた

しは静かにわたしのすまいから、ながめよう」。

5刈入れの前、花は過ぎてその花がぶどうとなっ

て熟すとき、彼はかまをもって、つるを刈り、枝

を切り去る。 6彼らはみな山の猛禽と、地の獣と

に捨て置かれる。猛禽はその上で夏を過ごし、地

の獣はみなその上で冬を過ごす。 7その時、川々

の分れる国のたけ高く、膚のなめらかな民、遠く

の者にも近くの者にも恐れられる民、力強く、戦

いに勝つ民から万軍の主にささげる贈り物を携え

て、万軍の主のみ名のある所、シオンの山に来る

。

19エジプトについての託宣。見よ、主は速い雲
に乗って、エジプトに来られる。エジプトの

もろもろの偶像は、み前に震えおののき、エジプ

トびとの心は彼らのうちに溶け去る。 2わたしは

エジプトびとを奮いたたせて、エジプトびとに逆

らわせる。彼らはおのおのその兄弟に敵して戦い

、おのおのその隣に敵し、町は町を攻め、国は国

を攻める。 3エジプトびとの魂は、彼らのうちに

うせて、むなしくなる。わたしはその計りごとを

破る。彼らは偶像および魔術師、巫子および魔法

使に尋ね求める。 4わたしはエジプトびとをきび

しい主人の手に渡す、荒々しい王が彼らを治める

と、主、万軍の主は言われる。 5ナイルの水はつ

き、川はかれてかわく。 6またその運河は臭いに

おいを放ち、エジプトのナイルの支流はややに減

ってかわき、葦とよしとは枯れはてる。 7ナイル

のほとり、ナイルの岸には裸の所があり、ナイル

のほとりにまいた物はことごとく枯れ、散らされ

て、うせ去る。 8漁夫は嘆き、すべてナイルにつ

りをたれる者は悲しみ、網を水のおもてにうつ者

は衰える。 9練った麻で物を造る者と、白布を織

る者は恥じる。 10国の柱たる者は砕かれ、すべ

て雇われて働く者は嘆き悲しむ。 11ゾアンの君

たちは全く愚かであり、パロの賢い議官らは愚か

な計りごとをなす。あなたがたはどうしてパロに

むかって「わたしは賢い者の子、いにしえの王の

子です」と言うことができようか。 12あなたの

賢い者はどこにおるか。彼らをして、万軍の主が

エジプトについて定められたことをあなたに告げ

知らしめよ。 13ゾアンの君たちは愚かとなり、

メンピスの君たちは欺かれ、エジプトのもろもろ

の部族の隅の石たる彼らは、かえってエジプトを

迷わせた。 14主は曲った心を彼らのうちに混ぜ

られた。彼らはエジプトをして、すべてその行う

ことに迷わせ、あたかも酔った人の物吐くときに

よろめくようにさせた。 15エジプトに対しては

、頭あるいは尾、しゅろの枝あるいは葦が共にな

しうるわざはない。 16その日、エジプトびとは

女のようになり、万軍の主の彼らの上に振り動か

されるみ手の前に恐れおののく。 17ユダの地は

、エジプトびとに恐れられ、ユダについて語り告

げることを聞くエジプトびとはみな、万軍の主が

エジプトびとにむかって定められた計りごとのゆ

えに恐れる。 18その日、エジプトの地にカナン

の国ことばを語り、また万軍の主に誓いを立てる

五つの町があり、その中の一つは太陽の町ととな

えられる。 19その日、エジプトの国の中に主を

まつる一つの祭壇があり、その境に主をまつる一

つの柱がある。 20これはエジプトの国で万軍の

主に、しるしとなり、あかしとなる。彼らがしえ

たげる者のゆえに、主に叫び求めるとき、主は救

う者をつかわして、彼らを守り助けられる。 21

主はご自分をエジプトびとに知らせられる。その

日、エジプトびとは主を知り、犠牲と供え物とを

もって主に仕え、主に誓願をたててこれを果す。

22主はエジプトを撃たれる。主はこれを撃たれる

が、またいやされる。それゆえ彼らは主に帰る。

主は彼らの願いをいれて、彼らをいやされる。 23

その日、エジプトからアッスリヤに通う大路があ

って、アッスリヤびとはエジプトに、エジプトび

とはアッスリヤに行き、エジプトびとはアッスリ

ヤびとと共に主に仕える。 24その日、イスラエ

ルはエジプトとアッスリヤと共に三つ相並び、全

地のうちで祝福をうけるものとなる。 25万軍の
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主は、これを祝福して言われる、「さいわいなる

かな、わが民なるエジプト、わが手のわざなるア

ッスリヤ、わが嗣業なるイスラエル」と。

20アッスリヤの王サルゴンからつかわされた最
高司令官がアシドドに来て、これを攻め、こ

れを取った年、 2その時に主はアモツの子イザヤ

によって語って言われた、「さあ、あなたの腰か

ら荒布を解き、足からくつを脱ぎなさい」。そこ

でイザヤはそのようにし、裸、はだしで歩いた。

3主は言われた、「わがしもべイザヤは三年の間

、裸、はだしで歩き、エジプトとエチオピヤに対

するしるしとなり、前ぶれとなったが、 4このよ

うにエジプトびとのとりことエチオピヤびとの捕

われ人とは、アッスリヤの王に引き行かれて、そ

の若い者も老いた者もみな裸、はだしで、しりを

あらわし、エジプトの恥を示す。 5彼らはその頼

みとしたエチオピヤのゆえに、その誇としたエジ

プトのゆえに恐れ、かつ恥じる。 6その日には、

この海べに住む民は言う、『見よ、われわれが頼

みとした国、すなわちわれわれがのがれて行って

助けを求め、アッスリヤ王から救い出されようと

した国はすでにこのとおりである。われわれはど

うしてのがれることができようか』と。」

21海の荒野についての託宣。つむじ風がネゲブ
を吹き過ぎるように、荒野から、恐るべき地

から、来るものがある。 2わたしは一つのきびし

い幻を示された。かすめ奪う者はかすめ奪い、滅

ぼす者は滅ぼす。エラムよ、のぼれ、メデアよ、

囲め。わたしはすべての嘆きをやめさせる。 3そ

れゆえ、わが腰は激しい痛みに満たされ、出産に

臨む女の苦しみのような苦しみがわたしを捕えた

。わたしは、かがんで聞くことができず、恐れお

ののいて見ることができない。 4わが心はみだれ

惑い、わななき恐れること、はなはだしく、わた

しのあこがれたたそがれは変っておののきとなっ

た。 5彼らは食卓を設け、じゅうたんを敷いて食

い飲みする。もろもろの君よ、立って、盾に油を

ぬれ。 6主はわたしにこう言われた、「行って、

見張びとをおき、その見るところを告げさせよ。

7馬に乗って二列に並んだ者と、ろばに乗った者

と、らくだに乗った者とを彼が見るならば、耳を

傾けてつまびらかに聞かせよ」。 8その時、見張

びとは呼ばわって言った、「主よ、わたしがひね

もすやぐらに立ち、夜もすがらわが見張所に立っ

ていると、 9見よ、馬に乗って二列に並んだ者が

ここに来ます」。彼は答えて言った、「倒れた、

バビロンは倒れた、その神々の像はことごとく打

ち砕かれて地に伏した」。 10ああ、踏みにじら

れたわが民、わが打ち場の子よ、イスラエルの神

、万軍の主からわたしが聞いたところのものをあ

なたがたに告げる。 11ドマについての託宣。セ

イルからわたしに呼ばわる者がある、「夜回りよ

、今は夜のなんどきですか、夜回りよ、今は夜の

なんどきですか」。 12夜回りは言う、「朝がき

ます、夜もまたきます。もしあなたがたが聞こう

と思うならば聞きなさい、また来なさい」。 13

アラビヤについての託宣。デダンびとの隊商よ、

あなたがたはアラビヤの林にやどる。 14テマの

地に住む民よ、水を携えて、かわいた者を迎え、

パンをもって、逃げのがれた者を迎えよ。 15彼

らはつるぎを避け、抜いたつるぎを避け、張った

弓を避け、また激しい戦いを避けて、逃げてきた

からである。 16主はわたしにこう言われた、「

雇人の年期のように一年以内にケダルのすべての

栄華はつきはてる。 17ケダルの子らの勇士で、

射手の残る者は少ない」。これはイスラエルの神

、主が語られたのである。

22幻の谷についての託宣。あなたがたはなぜ、
みな屋根にのぼったのか。 2叫び声で満ちて

いる者、騒がしい都、喜びに酔っている町よ。あ

なたのうちの殺された者はつるぎで殺されたので

はなく、また戦いに倒れたのでもない。 3あなた

のつかさたちは皆共にのがれて行ったが、弓を捨

てて捕えられた。彼らは遠く逃げて行ったが、あ

なたのうちの見つかった者はみな捕えられた。 4

それゆえ、わたしは言った、「わたしを顧みてく

れるな、わたしはいたく泣き悲しむ。わが民の娘

の滅びのために、わたしを慰めようと努めてはな

らない」。 5万軍の神、主は幻の谷に騒ぎと、踏

みにじりと、混乱の日をこさせられる。城壁はく

ずれ落ち、叫び声は山に聞える。 6エラムは箙を

負い、戦車と騎兵とをもってきたり、キルは盾を

あらわした。 7あなたの最も美しい谷は戦車で満

ち、騎兵はもろもろの門にむかって立った。 8ユ

ダを守るおおいは取り除かれた。その日あなたは

林の家の武具を仰ぎ望んだ。 9またあなたがたは

ダビデの町の破れの多いのを見、下の池の水を集

め、 10エルサレムの家を数え、またその家をこ
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わして城壁を築き、 11一つの貯水池を二つの城

壁の間に造って古池の水をひいた。しかしあなた

がたはこの事をなされた者を仰ぎ望まず、この事

を昔から計画された者を顧みなかった。 12その

日、万軍の神、主は泣き悲しみ、頭をかぶろにし

、荒布をまとうことを命じられたが、 13見よ、

あなたがたは喜び楽しみ、牛をほふり、羊を殺し

、肉を食い、酒を飲んで言う、「われわれは食い

、かつ飲もう、明日は死ぬのだから」。 14万軍

の主はみずからわたしの耳に示された、「まこと

に、この不義はあなたがたが死ぬまで、ゆるされ

ることはない」と万軍の神、主は言われる。 15

万軍の神、主はこう言われる、「さあ、王の家を

つかさどるこの執事セブナに行って言いなさい、

16『あなたはここになんの係わりがありますか。

あなたはだれの縁故でここに自分のために墓を掘

ったのですか。あなたは高い所に墓を掘り、岩を

うがって自分のためにすみかを造った。 17強い

人よ、見よ、主はあなたを激しくなげ倒される。

主はあなたを堅くつかまえ、 18ぐるぐるまわし

て、まりのように広々した地に投げられる。主人

の家の恥となる者よ、あなたはそこで死に、あな

たの華麗な車はそこに残る。 19わたしは、あな

たをその職から追い、その地位から引きおろす。

20その日、わたしは、わがしもべヒルキヤの子エ

リアキムを呼んで、 21あなたの衣を着せ、あな

たの帯をしめさせ、あなたの権力を彼の手にゆだ

ねる。彼はエルサレムの民とユダの家との父とな

る。 22わたしはまたダビデの家のかぎを彼の肩

に置く。彼が開けば閉じる者なく、彼が閉じれば

開く者はない。 23わたしは彼を堅い所に打った

くぎのようにする。そして彼はその父の家の誉の

座となり、 24その父の家のすべての重さは彼の

上にかかる。すなわちその子、その孫およびすべ

ての小さい器、鉢からすべてのびんにいたるまで

みな、彼の上にかかる』」。 25万軍の主は言わ

れる、「その日、堅い所に打ったくぎは抜け、切

られて落ちる。その上にかかっている荷もまた取

り去られる」と主は語られた。

23ツロについての託宣。タルシシのもろもろの
船よ、泣き叫べ、ツロは荒れすたれて、家な

く、船泊まりする港もないからだ。この事はクプ

ロの地から彼らに告げ知らせられる。 2海べに住

む民よ、シドンの商人よ、もだせ、あなたがたの

使者は海を渡り、大いなる水の上にあった。 3ツ

ロの収入はシホルの穀物、ナイル川の収穫であっ

た。ツロはもろもろの国びとの商人であった。 4

シドンよ、恥じよ、海は言った、海の城は言う、

「わたしは苦しまず、また産まなかった。わたし

は若い男子を養わず、また処女を育てなかった」

。 5この報道がエジプトに達するとき、彼らはツ

ロについての報道によって、いたく苦しむ。 6タ

ルシシに渡れ、海べに住む民よ、泣き叫べ。 7こ

れがその起源も古い町、自分の足で移り、遠くに

まで移住した町、あなたがたの喜び誇る町なのか

。 8ツロにむかってこれを定めたのはだれか。ツ

ロは冠を授けた町、その商人は君たち、その貿易

業者は地の尊い人々であった。 9万軍の主はすべ

ての栄光の誇を汚し、地のすべての尊い者をはず

かしめるためにこれを定められたのだ。 10タル

シシの娘よ、ナイル川のようにおのが地にあふれ

よ。もはや束縛するものはない。 11主はその手

を海の上に伸べて国々を震い動かされた。主はカ

ナンについて詔を出し、そのとりでをこわされた

。 12主は言われた、「しえたげられた処女シド

ンの娘よ、あなたはもはや喜ぶことはない。立っ

て、クプロに渡れ、そこでもあなたは安息を得る

ことはない」。 13カルデヤびとの国を見よ、ア

ッスリヤではなく、この民がツロを野の獣のすみ

かに定めた。彼らはやぐらを建て、もろもろの宮

殿をこわして荒塚とした。 14タルシシのもろも

ろの船よ、泣き叫べ、あなたがたのとりでは荒れ

すたれたから。 15その日、ツロはひとりの王の

ながらえる日と同じく七十年の間忘れられ、七十

年終って後、ツロは遊女の歌のようになる、 16

「忘れられた遊女よ、琴を執って町を経めぐり、

巧みに弾じ、多くの歌をうたって、人に思い出さ

れよ」。 17七十年終って後、主はツロを顧みら

れる。ツロは再び淫行の価を得て、地のおもてに

ある世のすべての国々と姦淫を行い、 18その商

品とその価とは主にささげられる。これはたくわ

えられることなく、積まれることなく、その商品

は主の前に住む者のために豊かな食物となり、み

ごとな衣服となる。

24見よ、主はこの地をむなしくし、これを荒れ
すたれさせ、これをくつがえして、その民を

散らされる。 2そして、その民も祭司もひとしく

、しもべも主人もひとしく、はしためも主婦もひ
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としく、買う者も売る者もひとしく、貸す者も借

りる者もひとしく、債権者も債務者もひとしく、

この事にあう。 3地は全くむなしくされ、全くか

すめられる。主がこの言葉を告げられたからであ

る。 4地は悲しみ、衰え、世はしおれ、衰え、天

も地と共にしおれはてる。 5地はその住む民の下

に汚された。これは彼らが律法にそむき、定めを

犯し、とこしえの契約を破ったからだ。 6それゆ

え、のろいは地をのみつくし、そこに住む者はそ

の罪に苦しみ、また地の民は焼かれて、わずかの

者が残される。 7新しいぶどう酒は悲しみ、ぶど

うはしおれ、心の楽しい者もみな嘆く。 8鼓の音

は静まり、喜ぶ者の騒ぎはやみ、琴の音もまた静

まった。 9彼らはもはや歌をうたって酒を飲まず

、濃き酒はこれを飲む者に苦くなる。 10混乱せ

る町は破られ、すべての家は閉ざされて、はいる

ことができない。 11ちまたには酒の不足のため

に叫ぶ声があり、すべての喜びは暗くなり、地の

楽しみは追いやられた。 12町には荒れすたれた

所のみ残り、その門もこわされて破れた。 13地

のうちで、もろもろの民のなかで残るものは、オ

リブの木の打たれた後の実のように、ぶどうの収

穫の終った後にその採り残りを集めるときのよう

になる。 14彼らは声をあげて喜び歌う。主の威

光のゆえに、西から喜び呼ばわる。 15それゆえ

、東で主をあがめ、海沿いの国々でイスラエルの

神、主の名をあがめよ。 16われわれは地の果か

ら、さんびの歌を聞いた、「栄光は正しい者にあ

る」と。しかし、わたしは言う、「わたしはやせ

衰える、わたしはやせ衰える、わたしはわざわい

だ。欺く者はあざむき、欺く者は、はなはだしく

あざむく」。 17地に住む者よ、恐れと、落し穴

と、わなとはあなたの上にある。 18恐れの声を

のがれる者は落し穴に陥り、落し穴から出る者は

わなに捕えられる。天の窓は開け、地の基が震い

動くからである。 19地は全く砕け、地は裂け、

地は激しく震い、 20地は酔いどれのようによろ

めき、仮小屋のようにゆり動く。そのとがはその

上に重く、ついに倒れて再び起きあがることはな

い。 21その日、主は天において、天の軍勢を罰

し、地の上で、地のもろもろの王を罰せられる。

22彼らは囚人が土ろうの中に集められるように集

められて、獄屋の中に閉ざされ、多くの日を経て

後、罰せられる。 23こうして万軍の主がシオン

の山およびエルサレムで統べ治め、かつその長老

たちの前にその栄光をあらわされるので、月はあ

わて、日は恥じる。

25主よ、あなたはわが神、わたしはあなたをあ
がめ、み名をほめたたえる。あなたはさきに

驚くべきみわざを行い、いにしえから定めた計画

を真実をもって行われたから。 2あなたは町を石

塚とし、堅固な町を荒塚とされた。外国人のやか

たは、もはや町ではなく、とこしえに建てられる

ことはない。 3それゆえ、強い民はあなたを尊び

、あらぶる国々の町はあなたを恐れる。 4あなた

は貧しい者のとりでとなり、乏しい者の悩みのと

きのとりでとなり、あらしをさける避け所となり

、熱さをさける陰となられた。あらぶる者の及ぼ

す害は、石がきを打つあらしのごとく、 5かわい

た地の熱さのようだからである。あなたは外国人

の騒ぎをおさえ、雲が陰をもって熱をとどめるよ

うにあらぶる者の歌をとどめられる。 6万軍の主

はこの山で、すべての民のために肥えたものをも

って祝宴を設け、久しくたくわえたぶどう酒をも

って祝宴を設けられる。すなわち髄の多い肥えた

ものと、よく澄んだ長くたくわえたぶどう酒をも

って祝宴を設けられる。 7また主はこの山で、す

べての民のかぶっている顔おおいと、すべての国

のおおっているおおい物とを破られる。 8主はと

こしえに死を滅ぼし、主なる神はすべての顔から

涙をぬぐい、その民のはずかしめを全地の上から

除かれる。これは主の語られたことである。 9そ

の日、人は言う、「見よ、これはわれわれの神で

ある。わたしたちは彼を待ち望んだ。彼はわたし

たちを救われる。これは主である。わたしたちは

彼を待ち望んだ。わたしたちはその救を喜び楽し

もう」と。 10主の手はこの山にとどまり、モア

ブは肥だめの中に踏まれるわらのように、おのれ

の所で踏みにじられる。 11彼はその中で泳ぐ物

が泳ごうとして手を伸ばすように、その手を伸ば

す。しかし主はその高ぶりを、その手の巧みなわ

ざと共に低くされる。 12その石がきの高い城郭

を主は傾け倒し、地に投げうって、ちりにかえさ

れる。

26その日ユダの国で、この歌をうたう、「われ
われは堅固な町をもつ。主は救をその石がき

とし、またとりでとされる。 2門を開いて、信仰

を守る正しい国民を入れよ。 3あなたは全き平安

をもってこころざしの堅固なものを守られる。彼
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はあなたに信頼しているからである。 4とこしえ

に主に信頼せよ、主なる神はとこしえの岩だから

である。 5主は高き所、そびえたつ町に住む者を

ひきおろし、これを伏させ、これを地に伏させて

、ちりにかえされる。 6こうして足で踏まれ、貧

しい者の足で踏まれ、乏しい者はその上を歩む」

。 7正しい者の道は平らである。あなたは正しい

者の道をなめらかにされる。 8主よ、あなたがさ

ばきをなさる道で、われわれはあなたを待ち望む

。われわれの魂の慕うものは、あなたの記念の名

である。 9わが魂は夜あなたを慕い、わがうちな

る霊は、せつにあなたを求める。あなたのさばき

が地に行われるとき、世に住む者は正義を学ぶか

らである。 10悪しき者は恵まれても、なお正義

を学ばず、正しい地にあっても不義を行い、主の

威光を仰ぐことをしない。 11主よ、あなたのみ

手が高くあがるけれども、彼らはそれを顧みない

。どうか、あなたの、おのが民を救われる熱心を

彼らに見させて、大いに恥じさせ、火をもってあ

なたの敵を焼き滅ぼしてください。 12主よ、あ

なたはわれわれのために平和を設けられる。あな

たはわれわれのためにわれわれのすべてのわざを

なし遂げられた。 13われわれの神、主よ、あな

た以外のもろもろの主がわれわれを治めた。しか

し、われわれはただ、あなたの名のみをあがめる

。 14死んだ者はまた生きない。亡霊は生き返ら

ない。それで、あなたは彼らを罰して滅ぼし、彼

らの思い出をことごとく消し去られた。 15主よ

、あなたはこの国民を増し加えられた。あなたは

この国民を増し加えられた。あなたは栄光をあら

わされた。あなたは地の境を四方に広げられた。

16主よ、彼らは悩みのとき、あなたに求めた。彼

らがあなたの懲しめにあったとき、祈をささげた

。 17主よ、はらめる女の産むときが近づいて苦

しみ、その痛みによって叫ぶように、われわれは

あなたのゆえに、そのようであった。 18われわ

れは、はらみ、苦しんだ。しかしわれわれの産ん

だものは風にすぎなかった。われわれは救を地に

施すこともせず、また世に住む者を滅ぼすことも

しなかった。 19あなたの死者は生き、彼らのな

きがらは起きる。ちりに伏す者よ、さめて喜びう

たえ。あなたの露は光の露であって、それを亡霊

の国の上に降らされるからである。 20さあ、わ

が民よ、あなたのへやにはいり、あなたのうしろ

の戸を閉じて、憤りの過ぎ去るまで、しばらく隠

れよ。 21見よ、主はそのおられる所を出て、地

に住む者の不義を罰せられる。地はその上に流さ

れた血をあらわして、殺された者を、もはやおお

うことがない。

27その日、主は堅く大いなる強いつるぎで逃げ
るへびレビヤタン、曲りくねるへびレビヤタ

ンを罰し、また海におる龍を殺される。 2その日

「麗しきぶどう畑よ、このことを歌え。 3主なる

わたしはこれを守り、常に水をそそぎ、夜も昼も

守って、そこなう者のないようにする。 4わたし

は憤らない。いばら、おどろがわたしと戦うなら

、わたしは進んでこれを攻め、皆もろともに焼き

つくす。 5それを望まないなら、わたしの保護に

たよって、わたしと和らぎをなせ、わたしと和ら

ぎをなせ」。 6後になれば、ヤコブは根をはり、

イスラエルは芽を出して花咲き、その実を全世界

に満たす。 7主は彼らを撃った者を撃たれたよう

に彼らを撃たれたか。あるいは彼らを殺した者が

殺されたように彼らは殺されたか。 8あなたは彼

らと争って、彼らを追放された。主は東風の日に

、その激しい風をもって彼らを移しやられた。 9

それゆえ、ヤコブの不義はこれによって、あがな

われる。これによって結ぶ実は彼の罪を除く。す

なわち彼が祭壇のすべての石を砕けた白堊のよう

にし、アシラ像と香の祭壇とを再び建てないこと

である。 10堅固な町は荒れてさびしく、捨て去

られたすまいは荒野のようだ。子牛はそこに草を

食い、そこに伏して、その木の枝を裸にする。 11

その枝が枯れると、折り取られ、女が来てそれを

燃やす。これは無知の民だからである。それゆえ

、彼らを造られた主は彼らをあわれまれない。彼

らを形造られた主は、彼らを恵まれない。 12イ

スラエルの人々よ、その日、主はユフラテ川から

エジプトの川にいたるまで穀物の穂を打ち落され

る。そしてあなたがたは、ひとりびとり集められ

る。 13その日大いなるラッパが鳴りひびき、ア

ッスリヤの地にある失われた者と、エジプトの地

に追いやられた者とがきて、エルサレムの聖山で

主を拝む。

28エフライムの酔いどれの誇る冠と、酒におぼ
れた者の肥えた谷のかしらにあるしぼみゆく

花の美しい飾りは、わざわいだ。 2見よ、主はひ

とりの力ある強い者を持っておられる。これはひ

ょうをまじえた暴風のように、破り、そこなう暴
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風雨のように、大水のあふれみなぎる暴風のよう

に、それを激しく地に投げうつ。 3エフライムの

酔いどれの誇る冠は足で踏みにじられる。 4肥え

た谷のかしらにあるしぼみゆく花の美しい飾りは

、夏前に熟した初なりのいちじくのようだ。人が

これを見ると、取るやいなや、食べてしまう。 5

その日、万軍の主はその民の残った者のために、

栄えの冠となり、麗しい冠となられる。 6また、

さばきの席に座する者にはさばきの霊となり、戦

いを門まで追い返す者には力となられる。 7しか

し、これらもまた酒のゆえによろめき、濃き酒の

ゆえによろける。祭司と預言者とは濃き酒のゆえ

によろめき、酒のゆえに心みだれ、濃き酒のゆえ

によろける。彼らは幻を見るときに誤り、さばき

を行うときにつまづく。 8すべての食卓は吐いた

物で満ち、清い所はない。 9「彼はだれに知識を

教えようとするのか。だれにおとずれを説きあか

そうとするのか。乳をやめ、乳ぶさを離れた者に

するのだろうか。 10それは教訓に教訓、教訓に

教訓、規則に規則、規則に規則。ここにも少し、

そこにも少し教えるのだ」。 11否、むしろ主は

異国のくちびると、異国の舌とをもってこの民に

語られる。 12主はさきに彼らに言われた、「こ

れが安息だ、疲れた者に安息を与えよ。これが休

息だ」と。しかし彼らは聞こうとはしなかった。

13それゆえ、主の言葉は彼らに、教訓に教訓、教

訓に教訓、規則に規則、規則に規則、ここにも少

し、そこにも少しとなる。これは彼らが行って、

うしろに倒れ、破られ、わなにかけられ、捕えら

れるためである。 14それゆえ、エルサレムにあ

るこの民を治めるあざける人々よ、主の言葉を聞

け。 15あなたがたは言った、「われわれは死と

契約をなし、陰府と協定を結んだ。みなぎりあふ

れる災の過ぎる時にも、それはわれわれに来ない

。われわれはうそを避け所となし、偽りをもって

身をかくしたからである」。 (Sheol h7585) 16それゆ

え、主なる神はこう言われる、「見よ、わたしは

シオンに一つの石をすえて基とした。これは試み

を経た石、堅くすえた尊い隅の石である。『信ず

る者はあわてることはない』。 17わたしは公平

を、測りなわとし、正義を、下げ振りとする。ひ

ょうは偽りの避け所を滅ぼし、水は隠れ場を押し

倒す」。 18その時あなたがたが死とたてた契約

は取り消され、陰府と結んだ協定は行われない。

みなぎりあふれる災の過ぎるとき、あなたがたは

これによって打ち倒される。 (Sheol h7585) 19それが

過ぎるごとに、あなたがたを捕える。それは朝な

朝な過ぎ、昼も夜も過ぎるからだ。このおとずれ

を聞きわきまえることは、全くの恐れである。 20

床が短くて身を伸べることができず、かける夜具

が狭くて身をおおうことができないからだ。 21

主はペラジム山で立たれたように立ちあがり、ギ

ベオンの谷で憤られたように憤られて、その行い

をなされる。その行いは類のないものである。ま

たそのわざをなされる。そのわざは異なったもの

である。 22それゆえ、あなたがたはあざけって

はならない。さもないと、あなたがたのなわめは

、きびしくなる。わたしは主なる万軍の神から全

地の上に臨む滅びの宣言を聞いたからである。 23

あなたがたは耳を傾けて、わが声を聞くがよい。

心してわが言葉を聞くがよい。 24種をまくため

に耕す者は絶えず耕すだろうか。彼は絶えずその

地をひらき、まぐわをもって土をならすだろうか

。 25地のおもてを平らにしたならば、いのんど

をまき、クミンをまき、小麦をうねに植え、大麦

を定めた所に植え、スペルト麦をその境に植えな

いだろうか。 26これは彼の神が正しく、彼を導

き教えられるからである。 27いのんどは麦こき

板でこかない、クミンはその上に車輪をころがさ

ない。いのんどを打つには棒を用い、クミンを打

つにはさおを用いる。 28人はパン用の麦を打つ

とき砕くだろうか、否、それが砕けるまでいつま

でも打つことをしない。馬をもってその上に車輪

を引かせるとき、それを砕くことをしない。 29

これもまた万軍の主から出ることである。その計

りごとは驚くべく、その知恵はすぐれている。

29ああ、アリエルよ、アリエルよ、ダビデが営
をかまえた町よ、年に年を加え、祭をめぐり

こさせよ。 2その時わたしはアリエルを悩ます。

そこには悲しみと嘆きとがあって、アリエルのよ

うなものとなる。 3わたしはあなたのまわりに営

を構え、やぐらをもってあなたを囲み、塁を築い

てあなたを攻める。 4その時あなたは深い地の中

から物言い、低いちりの中から言葉を出す。あな

たの声は亡霊の声のように地から出、あなたの言

葉はちりの中から、さえずるようである。 5しか

しあなたのあだの群れは細かなちりのようになり

、あらぶる者の群れは吹き去られるもみがらのよ

うになる。また、にわかに、またたくまに、この
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事がある。 6すなわち万軍の主は雷、地震、大い

なる叫び、つむじ風、暴風および焼きつくす火の

炎をもって臨まれる。 7そしてアリエルを攻めて

戦う国々の群れ、すなわちアリエルとその城を攻

めて戦い、これを悩ます者はみな夢のように、夜

の幻のようになる。 8飢えた者が食べることを夢

みても、さめると、その飢えがいえないように、

あるいは、かわいた者が飲むことを夢みても、さ

めると、疲れてそのかわきがとまらないように、

シオンの山を攻めて戦う国々の群れもそのように

なる。 9あなたがたは知覚を失って気が遠くなれ

、目がくらんで盲となれ。あなたがたは酔ってい

よ、しかし酒のゆえではない、よろめけ、しかし

濃き酒のゆえではない。 10主が深い眠りの霊を

あなたがたの上にそそぎ、あなたがたの目である

預言者を閉じこめ、あなたがたの頭である先見者

をおおわれたからである。 11それゆえ、このす

べての幻は、あなたがたには封じた書物の言葉の

ようになり、人々はこれを読むことのできる者に

わたして、「これを読んでください」と言えば、

「これは封じてあるから読むことができない」と

彼は言う。 12またその書物を読むことのできな

い者にわたして、「これを読んでください」と言

えば、「読むことはできない」と彼は言う。 13

主は言われた、「この民は口をもってわたしに近

づき、くちびるをもってわたしを敬うけれども、

その心はわたしから遠く離れ、彼らのわたしをか

しこみ恐れるのは、そらで覚えた人の戒めによる

のである。 14それゆえ、見よ、わたしはこの民

に、再び驚くべきわざを行う、それは不思議な驚

くべきわざである。彼らのうちの賢い人の知恵は

滅び、さとい人の知識は隠される」。 15わざわ

いなるかな、おのが計りごとを主に深く隠す者。

彼らは暗い中でわざを行い、「だれがわれわれを

見るか、だれがわれわれのことを知るか」と言う

。 16あなたがたは転倒して考えている。陶器師

は粘土と同じものに思われるだろうか。造られた

物はそれを造った者について、「彼はわたしを造

らなかった」と言い、形造られた物は形造った者

について、「彼は知恵がない」と言うことができ

ようか。 17しばらくしてレバノンは変って肥え

た畑となり、肥えた畑は林のように思われる時が

来るではないか。 18その日、耳しいは書物の言

葉を聞き、目しいの目はその暗やみから、見るこ

とができる。 19柔和な者は主によって新たなる

喜びを得、人のなかの貧しい者はイスラエルの聖

者によって楽しみを得る。 20あらぶる者は絶え

、あざける者はうせ、悪を行おうと、おりをうか

がう者は、ことごとく断ち滅ぼされるからである

。 21彼らは言葉によって人を罪に定め、町の門

でいさめる者をわなにおとしいれ、むなしい言葉

をかまえて正しい者をしりぞける。 22それゆえ

、昔アブラハムをあがなわれた主は、ヤコブの家

についてこう言われる、「ヤコブは、もはやはず

かしめを受けず、その顔は、もはや色を失うこと

はない。 23彼の子孫が、その中にわが手のわざ

を見るとき、彼らはわが名を聖とし、ヤコブの聖

者を聖として、イスラエルの神を恐れる。 24心

のあやまれる者も、悟りを得、つぶやく者も教を

うける」。

30主は言われる、「そむける子らはわざわいだ
、彼らは計りごとを行うけれども、わたしに

よってではない。彼らは同盟を結ぶけれども、わ

が霊によってではない、罪に罪を加えるためだ。

2彼らはわが言葉を求めず、エジプトへ下ってい

って、パロの保護にたより、エジプトの陰に隠れ

ようとする。 3それゆえ、パロの保護はかえって

あなたがたの恥となり、エジプトの陰に隠れるこ

とはあなたがたのはずかしめとなる。 4たとい、

彼の君たちがゾアンにあり、彼の使者たちがハネ

スに来ても、 5彼らは皆おのれを益することので

きない民により、すなわち助けとならず、益とな

らず、かえって恥となり、はずかしめとなる民に

よって、恥をかくからである」。 6ネゲブの獣に

ついての託宣。彼らはその富を若いろばの背に負

わせ、その宝をらくだの背に負わせて、雌じし、

雄じし、まむしおよび飛びかけるへびの出る悩み

と苦しみの国を通って、おのれを益することので

きない民に行く。 7そのエジプトの助けは無益で

あって、むなしい。それゆえ、わたしはこれを「

休んでいるラハブ」と呼んだ。 8いま行って、こ

れを彼らの前で札にしるし、書物に載せ、後の世

に伝えて、とこしえにあかしとせよ。 9彼らはそ

むける民、偽りを言う子ら、主の教を聞こうとし

ない子らだ。 10彼らは先見者にむかって「見る

な」と言い、預言者にむかっては「正しい事をわ

れわれに預言するな、耳に聞きよいことを語れ、

迷わしごとを預言せよ。 11大路を去り、小路を

はなれ、イスラエルの聖者について語り聞かすな



イザヤ書 558

」と言う。 12それゆえ、イスラエルの聖者はこ

う言われる、「あなたがたはこの言葉を侮り、し

えたげと、よこしまとを頼み、これにたよるがゆ

えに、 13この不義はあなたがたには突き出て、

くずれ落ちようとする高い石がきの破れのようで

あって、その倒壊はにわかに、またたくまに来る

。 14その破れることは陶器師の器を破るように

惜しむことなく打ち砕き、その砕けのなかには、

炉から火を取り、池から水をくめるほどの、ひと

かけらさえ見いだされない」。 15主なる神、イ

スラエルの聖者はこう言われた、「あなたがたは

立ち返って、落ち着いているならば救われ、穏や

かにして信頼しているならば力を得る」。しかし

、あなたがたはこの事を好まなかった。 16かえ

って、あなたがたは言った、「否、われわれは馬

に乗って、とんで行こう」と。それゆえ、あなた

がたはとんで帰る。また言った、「われらは速い

馬に乗ろう」と。それゆえ、あなたがたを追う者

は速い。 17ひとりの威嚇によって千人は逃げ、

五人の威嚇によってあなたがたは逃げて、その残

る者はわずかに山の頂にある旗ざおのように、丘

の上にある旗のようになる。 18それゆえ、主は

待っていて、あなたがたに恵を施される。それゆ

え、主は立ちあがって、あなたがたをあわれまれ

る。主は公平の神でいらせられる。すべて主を待

ち望む者はさいわいである。 19シオンにおり、

エルサレムに住む民よ、あなたはもはや泣くこと

はない。主はあなたの呼ばわる声に応じて、必ず

あなたに恵みを施される。主がそれを聞かれると

き、直ちに答えられる。 20たとい主はあなたが

たに悩みのパンと苦しみの水を与えられても、あ

なたの師は再び隠れることはなく、あなたの目は

あなたの師を見る。 21また、あなたが右に行き

、あるいは左に行く時、そのうしろで「これは道

だ、これに歩め」と言う言葉を耳に聞く。 22そ

の時、あなたがたはしろがねをおおった刻んだ像

と、こがねを張った鋳た像とを汚し、これをきた

ない物のようにまき散らして、これに「去れ」と

言う。 23主はあなたが地にまく種に雨を与え、

地の産物なる穀物をくださる。それはおびただし

く、かつ豊かである。その日あなたの家畜は広い

牧場で草を食べ、 24地を耕す牛と、ろばは、シ

ャベルと、くまででより分けて塩を加えた飼料を

食べる。 25大いなる虐殺の日、やぐらの倒れる

時、すべてのそびえたつ山と、すべての高い丘に

水の流れる川がある。 26さらに主がその民の傷

を包み、その打たれた傷をいやされる日には、月

の光は日の光のようになり、日の光は七倍となり

、七つの日の光のようにになる。 27見よ、主の

名は遠い所から燃える怒りと、立ちあがる濃い煙

をもって来る。そのくちびるは憤りで満ち、その

舌は焼きつくす火のごとく、 28その息はあふれ

て首にまで達する流れのようであって、滅びのふ

るいをもってもろもろの国をふるい、また惑わす

手綱をもろもろの民のあごにつけるために来る。

29あなたがたは、聖なる祭を守る夜のように歌を

うたう。また笛をならして主の山にきたり、イス

ラエルの岩なる主にまみえる時のように心に喜ぶ

。 30主はその威厳ある声を聞かせ、激しい怒り

と、焼きつくす火の炎と、豪雨と、暴風と、ひょ

うとをもってその腕の下ることを示される。 31

主がそのむちをもって打たれる時、アッスリヤの

人々は主の声によって恐れおののく。 32主が懲

しめのつえを彼らの上に加えられるごとに鼓を鳴

らし、琴をひく。主は腕を振りかざして、彼らと

戦われる。 33焼き場はすでに設けられた。しか

も王のために深く広く備えられ、火と多くのたき

ぎが積まれてある。主の息はこれを硫黄の流れの

ように燃やす。

31助けを得るためにエジプトに下り、馬にたよ
る者はわざわいだ。彼らは戦車が多いので、

これに信頼し、騎兵がはなはだ強いので、これに

信頼する。しかしイスラエルの聖者を仰がず、ま

た主にはかることをしない。 2それにもかかわら

ず、主もまた賢くいらせられ、必ず災をくだし、

その言葉を取り消すことなく、立って悪をなす者

の家を攻め、また不義を行う者を助ける者を攻め

られる。 3かのエジプトびとは人であって、神で

はない。その馬は肉であって、霊ではない。主が

み手を伸ばされるとき、助ける者はつまずき、助

けられる者も倒れて、皆ともに滅びる。 4主はわ

たしにこう言われた、「ししまたは若いししが獲

物をつかんで、ほえたけるとき、あまたの羊飼が

呼び出されて、これにむかっても、その声によっ

て驚かず、その叫びによって恐れないように、万

軍の主は下ってきて、シオンの山およびその丘で

戦われる。 5鳥がひなを守るように、万軍の主は

エルサレムを守り、これを守って救い、これを惜

しんで助けられる」。 6イスラエルの人々よ、主
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に帰れ。あなたがたは、はなはだしく主にそむい

た。 7その日、あなたがたは自分の手で造って罪

を犯したしろがねの偶像と、こがねの偶像をめい

めい投げすてる。 8「アッスリヤびとはつるぎに

よって倒れる、人のつるぎではない。つるぎが彼

らを滅ぼす、人のつるぎではない。彼らはつるぎ

の前から逃げ去り、その若い者は奴隷の働きをし

いられる。 9彼らの岩は恐れによって過ぎ去り、

その君たちはあわて、旗をすてて逃げ去る」。こ

れは主の言葉である。主の火はシオンにあり、そ

の炉はエルサレムにある。

32見よ、ひとりの王が正義をもって統べ治め、
君たちは公平をもってつかさどり、 2おのお

の風をさける所、暴風雨をのがれる所のようにな

り、かわいた所にある水の流れのように、疲れた

地にある大きな岩の陰のようになる。 3こうして

、見る者の目は開かれ、聞く者の耳はよく聞き、

4気短な者の心は悟る知識を得、どもりの舌はた

やすく、あざやかに語ることができる。 5愚かな

者は、もはや尊い人と呼ばれることなく、悪人は

もはや、りっぱな人と言われることはない。 6そ

れは愚かな者は愚かなことを語り、その心は不義

をたくらみ、よこしまを行い、主について誤った

ことを語り、飢えた者の望みを満たさず、かわい

た者の飲み物を奪い取るからである。 7悪人の行

いは悪い。彼は悪い計りごとをめぐらし、偽りの

言葉をもって貧しい者をおとしいれ、乏しい者が

正しいことを語っても、なお、これをおとしいれ

る。 8しかし尊い人は尊いことを語り、つねに尊

いことを行う。 9安んじている女たちよ、起きて

、わが声を聞け。思い煩いなき娘たちよ、わが言

葉に耳を傾けよ。 10思い煩いなき女たちよ、一

年あまりの日をすぎて、あなたがたは震えおのの

く。ぶどうの収穫がむなしく、実を取り入れる時

が来ないからだ。 11安んじている女たちよ、震

え恐れよ。思い煩いなき女たちよ、震えおののけ

。衣を脱ぎ、裸になって腰に荒布をまとえ。 12

良き畑のため、実り豊かなぶどうの木のために胸

を打て。 13いばら、おどろの生えているわが民

の地のため、喜びに満ちている町にあるすべての

喜びの家のために胸を打て。 14宮殿は捨てられ

、にぎわった町は荒れすたれ、丘と、やぐらとは

、とこしえにほら穴となり、野のろばの楽しむ所

、羊の群れの牧場となるからである。 15しかし

、ついには霊が上からわれわれの上にそそがれて

、荒野は良き畑となり、良き畑は林のごとく見ら

れるようになる。 16その時、公平は荒野に住み

、正義は良き畑にやどる。 17正義は平和を生じ

、正義の結ぶ実はとこしえの平安と信頼である。

18わが民は平和の家におり、安らかなすみかにお

り、静かな休み所におる。 19しかし林はことご

とく切り倒され、町もことごとく倒される。 20

すべての水のほとりに種をまき、牛およびろばを

自由に放ちおくあなたがたは、さいわいである

。

33わざわいなるかな、おのれ自ら滅ぼされない
のに、人を滅ぼし、だれも欺かないのに人を

欺く者よ。あなたが滅ぼすことをやめたとき、あ

なたは滅ぼされ、あなたが欺くことを終えたとき

、あなたは欺かれる。 2主よ、われわれをお恵み

ください、われわれはあなたを待ち望む。朝ごと

に、われわれの腕となり、悩みの時に、救となっ

てください。 3鳴りとどろく声によって、もろも

ろの民は逃げ去り、あなたが立ちあがられると、

もろもろの国は散らされる。 4青虫が物を集める

ようにぶんどり品は集められ、いなごのとびつど

うように、人々はその上にとびつどう。 5主は高

くいらせられ、高い所に住まわれる。主はシオン

に公平と正義とを満たされる。 6また主は救と知

恵と知識を豊かにして、あなたの代を堅く立てら

れる。主を恐れることはその宝である。 7見よ、

勇士たちは外にあって叫び、平和の使者はいたく

嘆く。 8大路は荒れすたれて、旅びとは絶え、契

約は破られ、証人は軽んぜられ、人を顧みること

がない。 9地は嘆き衰え、レバノンは恥じて枯れ

、シャロンは荒野のようになり、バシャンとカル

メルはその葉を落す。 10主は言われる、「今わ

たしは起きよう、いま立ちあがろう、いま自らを

高くしよう。 11あなたがたは、もみがらをはら

み、わらを産む。あなたがたの息は火となって、

あなたがたを食いつくす。 12もろもろの民は焼

かれて石灰のようになり、いばらが切られて火に

燃やされたようになる」。 13あなたがた遠くに

いる者よ、わたしがおこなったことを聞け。あな

たがた近くにいる者よ、わが大能を知れ。 14シ

オンの罪びとは恐れに満たされ、おののきは神を

恐れない者を捕えた。「われわれのうち、だれが

焼きつくす火の中におることができよう。われわ
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れのうち、だれがとこしえの燃える火の中におる

ことができよう」。 15正しく歩む者、正直に語

る者、しえたげて得た利をいやしめる者、手を振

って、まいないを取らない者、耳をふさいで血を

流す謀略を聞かない者、目を閉じて悪を見ない者

、 16このような人は高い所に住み、堅い岩はそ

のとりでとなり、そのパンは与えられ、その水は

絶えることがない。 17あなたの目は麗しく飾っ

た王を見、遠く広い国を見る。 18あなたの心は

かの恐ろしかった事を思い出す。「数を調べた者

はどこにいるか。みつぎを量った者はどこにいる

か。やぐらを数えた者はどこにいるか」。 19あ

なたはもはや高慢な民を見ない。かの民の言葉は

あいまいで、聞きとりがたく、その舌はどもって

、悟りがたい。 20定めの祭の町シオンを見よ。

あなたの目は平和なすまい、移されることのない

幕屋エルサレムを見る。その杭はとこしえに抜か

れず、その綱は、ひとすじも断たれることはない

。 21主は威厳をもってかしこにいまし、われわ

れのために広い川と流れのある所となり、その中

には、こぐ舟も入らず、大きな船も過ぎることは

ない。 22主はわれわれのさばき主、主はわれわ

れのつかさ、主はわれわれの王であって、われわ

れを救われる。 23あなたの船綱は解けて、帆柱

のもとを結びかためることができず、帆を張るこ

ともできない。その時多くの獲物とぶんどり品は

分けられ、足なえまでも獲物を取る。 24そこに

住む者のうちには、「わたしは病気だ」と言う者

はなく、そこに住む民はその罪がゆるされる。

34もろもろの国よ、近づいて聞け。もろもろの
民よ、耳を傾けよ。地とそれに満ちるもの、

世界とそれから出るすべてのものよ、聞け。 2主

はすべての国にむかって怒り、そのすべての軍勢

にむかって憤り、彼らをことごとく滅ぼし、彼ら

をわたして、ほふらせられた。 3彼らは殺されて

投げすてられ、その死体の悪臭は立ちのぼり、山

々はその血で溶けて流れる。 4天の万象は衰え、

もろもろの天は巻物のように巻かれ、その万象は

ぶどうの木から葉の落ちるように、いちじくの木

から葉の落ちるように落ちる。 5わたしのつるぎ

は天において憤りをもって酔った。見よ、これは

エドムの上にくだり、わたしが滅びに定めた民の

上にくだって、これをさばく。 6主のつるぎは血

で満ち、脂肪で肥え、小羊とやぎの血、雄羊の腎

臓の脂肪で肥えている。主がボズラで犠牲の獣を

ほふり、エドムの地で大いに殺されたからである

。 7野牛は彼らと共にほふり場にくだり、子牛は

力ある雄牛と共にくだる。その国は血で酔い、そ

の土は脂肪で肥やされる。 8主はあだをかえす日

をもち、シオンの訴えのために報いられる年をも

たれるからである。 9エドムのもろもろの川は変

って樹脂となり、その土は変って硫黄となり、そ

の地は変って燃える樹脂となって、 10夜も昼も

消えず、その煙は、とこしえに立ちのぼる。これ

は世々荒れすたれて、とこしえまでもそこを通る

者はない。 11たかと、やまあらしとがそこをす

みかとし、ふくろうと、からすがそこに住む。主

はその上に荒廃をきたらせる測りなわを張り、尊

い人々の上に混乱を起す下げ振りをさげられる。

12人々はこれを名づけて「国なき所」といい、そ

の君たちは皆うせてなくなる。 13そのとりでの

上には、いばらが生え、その城には、いらくさと

、あざみとが生え、山犬のすみか、だちょうのお

る所となる。 14野の獣はハイエナと出会い、鬼

神はその友を呼び、夜の魔女もそこに降りてきて

、休み所を得る。 15ふくろうはそこに巣をつく

って卵を産み、それをかえして、そのひなを翼の

陰に集める。とびもまた、おのおのその連れ合い

と共に、そこに集まる。 16あなたがたは主の書

をつまびらかにたずねて、これを読め。これらの

ものは一つも欠けることなく、また一つもその連

れ合いを欠くものはない。これは主の口がこれを

命じ、その霊が彼らを集められたからである。 17

主は彼らのためにくじを引き、手ずから測りなわ

をもって、この地を分け与え、長く彼らに所有さ

せ、世々ここに住まわせられる。

35荒野と、かわいた地とは楽しみ、さばくは喜
びて花咲き、さふらんのように、 2さかんに

花咲き、かつ喜び楽しみ、かつ歌う。これにレバ

ノンの栄えが与えられ、カルメルおよびシャロン

の麗しさが与えられる。彼らは主の栄光を見、わ

れわれの神の麗しさを見る。 3あなたがたは弱っ

た手を強くし、よろめくひざを健やかにせよ。 4

心おののく者に言え、「強くあれ、恐れてはなら

ない。見よ、あなたがたの神は報復をもって臨み

、神の報いをもってこられる。神は来て、あなた

がたを救われる」と。 5その時、目しいの目は開

かれ、耳しいの耳はあけられる。 6その時、足な
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えは、しかのように飛び走り、おしの舌は喜び歌

う。それは荒野に水がわきいで、さばくに川が流

れるからである。 7焼けた砂は池となり、かわい

た地は水の源となり、山犬の伏したすみかは、葦

、よしの茂りあう所となる。 8そこに大路があり

、その道は聖なる道ととなえられる。汚れた者は

これを通り過ぎることはできない、愚かなる者は

そこに迷い入ることはない。 9そこには、ししは

おらず、飢えた獣も、その道にのぼることはなく

、その所でこれに会うことはない。ただ、あがな

われた者のみ、そこを歩む。 10主にあがなわれ

た者は帰ってきて、その頭に、とこしえの喜びを

いただき、歌うたいつつ、シオンに来る。彼らは

楽しみと喜びとを得、悲しみと嘆きとは逃げ去る

。

36ヒゼキヤ王の第十四年に、アッスリヤの王セ
ナケリブが上ってきて、ユダのすべての堅固

な町々を攻め取った。 2アッスリヤの王はラキシ

からラブシャケをエルサレムにつかわし、大軍を

率いてヒゼキヤ王のもとへ行かせた。ラブシャケ

は布さらしの野へ行く大路に沿う、上の池の水道

のかたわらに立った。 3この時ヒルキヤの子であ

る宮内卿エリアキム、書記官セブナおよびアサフ

の子である史官ヨアが彼の所に出てきた。 4ラブ

シャケは彼らに言った、「ヒゼキヤに言いなさい

、『大王アッスリヤの王はこう仰せられる、あな

たが頼みとする者は何か。 5口先だけの言葉が戦

争をする計略と力だと考えるのか。あなたは今だ

れを頼んで、わたしにそむいたのか。 6見よ、あ

なたはかの折れかけている葦のつえエジプトを頼

みとしているが、それは人が寄りかかるとき、そ

の人の手を刺し通す。エジプトの王パロはすべて

寄り頼む者にそのようにするのだ。 7しかし、あ

なたがもし「われわれはわれわれの神、主を頼む

」とわたしに言うならば、ヒゼキヤがユダとエル

サレムに告げて、「あなたがたはこの祭壇の前で

礼拝しなければならない」と言って除いたのは、

その神の高き所と祭壇ではなかったのか。 8さあ

、今わたしの主君アッスリヤの王とかけをせよ。

もしあなたの方に乗る人があるならば、わたしは

馬二千頭を与えよう。 9あなたはエジプトを頼み

、戦車と騎兵を請い求めているが、わたしの主君

の家来のうちの最も小さい一隊長でさえ、どうし

て撃退することができようか。 10わたしがこの

国を滅ぼすために上ってきたのは、主の許しなし

でしたことであろうか。主はわたしに、この国へ

攻め上って、これを滅ぼせと言われたのだ』」。

11その時、エリアキム、セブナおよびヨアはラブ

シャケに言った、「どうぞ、アラム語でしもべた

ちに話してください。わたしたちはそれがわかる

からです。城壁の上にいる民の聞いているところ

で、わたしたちにユダヤの言葉で話さないでくだ

さい」。 12しかしラブシャケは言った、「わた

しの主君は、あなたの主君とあなたにだけでなく

、城壁の上に座している人々にも、この言葉を告

げるために、わたしをつかわされたのではないか

。彼らをも、あなたがたと共に自分の糞尿を食い

飲みするに至らせるためではないか」。 13そし

てラブシャケは立ちあがり、ユダヤの言葉で大声

に呼ばわって言った、「大王、アッスリヤの王の

言葉を聞け。 14王はこう仰せられる、『あなた

がたはヒゼキヤに欺かれてはならない。彼はあな

たがたを救い出すことはできない。 15ヒゼキヤ

が、主は必ずわれわれを救い出される。この町は

アッスリヤの王の手に陥ることはない、と言って

も、あなたがたは主を頼みとしてはならない』。

16あなたがたはヒゼキヤの言葉を聞いてはならな

い。アッスリヤの王はこう仰せられる、『あなた

がたは、わたしと和ぼくして、わたしに降服せよ

。そうすれば、あなたがたはめいめい自分のぶど

うの実を食べ、めいめい自分のいちじくの実を食

べ、めいめい自分の井戸の水を飲むことができる

。 17やがて、わたしが来て、あなたがたを一つ

の国へ連れて行く。それは、あなたがたの国のよ

うに穀物とぶどう酒の多い地、パンとぶどう畑の

多い地だ。 18ヒゼキヤが、主はわれわれを救わ

れる、と言って、あなたがたを惑わすことのない

ように気をつけよ。もろもろの国の神々のうち、

どの神がその国をアッスリヤの王の手から救った

か。 19ハマテやアルパデの神々はどこにいるか

。セパルワイムの神々はどこにいるか。彼らはサ

マリヤをわたしの手から救い出したか。 20これ

らの国々のすべての神々のうちに、だれかその国

をわたしの手から救い出した者があるか。主がど

うしてエルサレムをわたしの手から救い出すこと

ができよう』」。 21しかし民は黙ってひと言も

答えなかった。王が命じて、「彼に答えてはなら

ない」と言っておいたからである。 22その時ヒ

ルキヤの子である宮内卿エリアキム、書記官セブ
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ナおよびアサフの子である史官ヨアは衣を裂き、

ヒゼキヤのもとに来て、ラブシャケの言葉を彼に

告げた。

37ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を裂き、荒布
を身にまとって主の宮に入り、 2宮内卿エリ

アキムと書記官セブナおよび祭司のうちの年長者

たちに荒布をまとわせて、アモツの子預言者イザ

ヤのもとへつかわした。 3彼らはイザヤに言った

、「ヒゼキヤはこう言います、『きょうは悩みと

責めと、はずかしめの日です。胎児がまさに生れ

ようとして、これを産み出す力がないのです。 4

あなたの神、主は、あるいはラブシャケのもろも

ろの言葉を聞かれたかもしれません。彼はその主

君アッスリヤの王につかわされて、生ける神をそ

しりました。あなたの神、主はその言葉を聞いて

、あるいは責められるかもしれません。それゆえ

、この残っている者のために祈をささげてくださ

い』」。 5ヒゼキヤ王の家来たちがイザヤのもと

に来たとき、 6イザヤは彼らに言った、「あなた

がたの主君にこう言いなさい、『主はこう仰せら

れる、アッスリヤの王のしもべらが、わたしをそ

しった言葉を聞いて恐れるには及ばない。 7見よ

、わたしは一つの霊を彼のうちに送って、一つの

うわさを聞かせ、彼を自分の国へ帰らせて、その

国でつるぎに倒れさせる』」。 8ラブシャケは引

き返して、アッスリヤの王がリブナを攻めている

ところへ行った。彼は王がラキシを去ったことを

聞いたからである。 9この時、アッスリヤの王は

エチオピヤの王テルハカについて、「彼はあなた

と戦うために出てきた」と人々が言うのを聞いた

。彼はこのことを聞いて、使者をヒゼキヤにつか

わそうとして言った、 10「ユダの王ヒゼキヤに

こう言いなさい、『あなたは、エルサレムはアッ

スリヤの王の手に陥ることはない、と言うあなた

の信頼する神に欺かれてはならない。 11あなた

はアッスリヤの王たちが、国々にしたこと、彼ら

を全く滅ぼしたことを聞いている。どうしてあな

たは救われることができようか。 12わたしの先

祖たちはゴザン、ハラン、レゼフおよびテラサル

にいたエデンの人々を滅ぼしたが、その国々の神

々は彼らを救ったか。 13ハマテの王、アルパデ

の王、セパルワイムの町の王、ヘナの王およびイ

ワの王はどこにいるか』」。 14ヒゼキヤは使者

の手から手紙を受け取ってそれを読み、主の宮に

のぼっていって、主の前にそれをひろげ、 15主

に祈って言った、 16「ケルビムの上に座してお

られるイスラエルの神、万軍の主よ、地のすべて

の国のうちで、ただあなただけが神でいらせられ

ます。あなたは天と地を造られました。 17主よ

、耳を傾けて聞いてください。主よ、目を開いて

見てください。セナケリブが生ける神をそしるた

めに書き送った言葉を聞いてください。 18主よ

、まことにアッスリヤの王たちは、もろもろの民

とその国々を滅ぼし、 19またその神々を火に投

げ入れました。それらは神ではなく、人の手の造

ったもので、木や石だから滅ぼされたのです。 20

今われわれの神、主よ、どうぞ、われわれを彼の

手から救い出してください。そうすれば地の国々

は皆あなただけが主でいらせられることを知るよ

うになるでしょう」。 21その時アモツの子イザ

ヤは人をつかわしてヒゼキヤに言った、「イスラ

エルの神、主はこう言われる、あなたはアッスリ

ヤの王セナケリブについてわたしに祈ったゆえ、

22主が彼について語られた言葉はこうである、『

処女であるシオンの娘はあなたを侮り、あなたを

あざける。エルサレムの娘は、あなたのうしろで

頭を振る。 23あなたはだれをそしり、だれをの

のしったのか。あなたはだれにむかって声をあげ

、目を高くあげたのか。イスラエルの聖者にむか

ってだ。 24あなたは、そのしもべらによって主

をそしって言った、「わたしは多くの戦車を率い

て山々の頂にのぼり、レバノンの奥へ行き、たけ

の高い香柏と、最も良いいとすぎを切り倒し、ま

たその果の高地へ行き、その密林にはいった。 25

わたしは井戸を掘って水を飲んだ。わたしは足の

裏でエジプトのすべての川を踏みからした」。 26

あなたは聞かなかったか、昔わたしがそれを定め

たことを。堅固な町々を、あなたがこわして荒塚

とすることも、いにしえの日から、わたしが計画

して今それをきたらせたのだ。 27そのうちに住

む民は力弱く、おののき恥をいだいて、野の草の

ように、青菜のようになり、育たずに枯れる屋根

の草のようになった。 28わたしは、あなたの座

すること、出入りすること、また、わたしにむか

って怒り叫んだことをも知っている。 29あなた

が、わたしにむかって怒り叫んだことと、あなた

の高慢な言葉とがわたしの耳にはいったゆえ、わ

たしは、あなたの鼻に輪をつけ、あなたの口にく

つわをはめて、あなたを、もと来た道へ引きもど
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す』。 30あなたに与えるしるしはこれである。

すなわち、ことしは落ち穂から生えた物を食べ、

二年目には、またその落ち穂から生えた物を食べ

、三年目には種をまき、刈り入れ、ぶどう畑を作

ってその実を食べる。 31ユダの家の、のがれて

残る者は再び下に根を張り、上に実を結ぶ。 32

すなわち残る者はエルサレムから出、のがれる物

はシオンの山から出る。万軍の主の熱心がこれを

なし遂げられる。 33それゆえ、主はアッスリヤ

の王について、こう仰せられる、『彼はこの町に

こない。またここに矢を放たない。また盾をもっ

て、その前にこない。また塁を築いて、これを攻

めることはない。 34彼は来た道から帰って、こ

の町に、はいることはない、と主は言う。 35わ

たしは自分のため、また、わたしのしもべダビデ

のために町を守って、これを救おう』」。 36主

の使が出て、アッスリヤびとの陣営で十八万五千

人を撃ち殺した。人々が朝早く起きて見ると、彼

らは皆死体となっていた。 37アッスリヤの王セ

ナケリブは立ち去り、帰っていってニネベにいた

が、 38その神ニスロクの神殿で礼拝していた時

、その子らのアデラン・メレクとシャレゼルがつ

るぎをもって彼を殺し、ともにアララテの地へ逃

げていった。それで、その子エサルハドンが代っ

て王となった。

38そのころヒゼキヤは病気になって死にかかっ
ていた。アモツの子預言者イザヤは彼のとこ

ろに来て言った、「主はこう仰せられます、あな

たの家を整えておきなさい。あなたは死にます、

生きながらえることはできません」。 2そこでヒ

ゼキヤは顔を壁に向けて主に祈って言った、 3「

ああ主よ、願わくは、わたしが真実と真心とをも

って、み前に歩み、あなたの目にかなう事を行っ

たのを覚えてください」。そしてヒゼキヤはひど

く泣いた。 4その時主の言葉がイザヤに臨んで言

った、 5「行って、ヒゼキヤに言いなさい、『あ

なたの父ダビデの神、主はこう仰せられます、「

わたしはあなたの祈を聞いた。あなたの涙を見た

。見よ、わたしはあなたのよわいを十五年増そう

。 6わたしはあなたと、この町とをアッスリヤの

王の手から救い、この町を守ろう」。 7主が約束

されたことを行われることについては、あなたは

主からこのしるしを得る。 8見よ、わたしはアハ

ズの日時計の上に進んだ日影を十度退かせよう』

」。すると日時計の上に進んだ日影が十度退いた

。 9次の言葉はユダの王ヒゼキヤが病気になって

、その病気が直った後、書きしるしたものである

。 10わたしは言った、わたしはわが一生のまっ

盛りに、去らなければならない。わたしは陰府の

門に閉ざされて、わが残りの年を失わなければな

らない。 (Sheol h7585) 11わたしは言った、わたしは

生ける者の地で、主を見ることなく、世におる人

々のうちに、再び人を見ることがない。 12わが

すまいは抜き去られて羊飼の天幕のようにわたし

を離れる。わたしは、わが命を機織りのように巻

いた。彼はわたしを機から切り離す。あなたは朝

から夕までの間に、わたしを滅ぼされる。 13わ

たしは朝まで叫んだ。主はししのようにわが骨を

ことごとく砕かれる。あなたは朝から夕までの間

に、わたしを滅ぼされる。 14わたしは、つばめ

のように、つるのように鳴き、はとのようにうめ

き、わが目は上を見て衰える。主よ、わたしは、

しえたげられています。どうか、わたしの保証人

となってください。 15しかし、わたしは何を言

うことができましょう。主はわたしに言われ、か

つ、自らそれをなされたからである。わが魂の苦

しみによって、わが眠りはことごとく逃げ去った

。 16主よ、これらの事によって人は生きる。わ

が霊の命もすべてこれらの事による。どうか、わ

たしをいやし、わたしを生かしてください。 17

見よ、わたしが大いなる苦しみにあったのは、わ

が幸福のためであった。あなたはわが命を引きと

めて、滅びの穴をまぬかれさせられた。これは、

あなたがわが罪をことごとく、あなたの後に捨て

られたからである。 18陰府は、あなたに感謝す

ることはできない。死はあなたをさんびすること

はできない。墓にくだる者は、あなたのまことを

望むことはできない。 (Sheol h7585) 19ただ生ける者

、生ける者のみ、きょう、わたしがするように、

あなたに感謝する。父はあなたのまことを、その

子らに知らせる。 20主はわたしを救われる。わ

れわれは世にあるかぎり、主の家で琴にあわせて

、歌をうたおう。 21イザヤは言った、「干いち

じくのひとかたまりを持ってこさせ、それを腫物

につけなさい。そうすれば直るでしょう」。 22

ヒゼキヤはまた言った、「わたしが主の家に上る

ことについて、どんなしるしがありましょうか」

。
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39そのころ、バラダンの子であるバビロンの王
メロダク・バラダンは手紙と贈り物を持たせ

て使節をヒゼキヤにつかわした。これはヒゼキヤ

が病気であったが、直ったことを聞いたからであ

る。 2ヒゼキヤは彼らを喜び迎えて、宝物の蔵、

金銀、香料、貴重な油および武器倉、ならびにそ

の倉庫にあるすべての物を彼らに見せた。家にあ

る物も、国にある物も、ヒゼキヤが彼らに見せな

い物は一つもなかった。 3時に預言者イザヤはヒ

ゼキヤ王のもとに来て言った、「あの人々は何を

言いましたか。どこから来たのですか」。ヒゼキ

ヤは言った、「彼らは遠い国から、すなわちバビ

ロンから来たのです」。 4イザヤは言った、「彼

らは、あなたの家で何を見ましたか」。ヒゼキヤ

は答えて言った、「彼らは、わたしの家にある物

を皆見ました。倉庫のうちには、彼らに見せなか

った物は一つもありません」。 5そこでイザヤは

ヒゼキヤに言った、「万軍の主の言葉を聞きなさ

い。 6見よ、すべてあなたの家にある物およびあ

なたの先祖たちが今日までに積みたくわえた物が

バビロンに運び去られる日が来る。何も残るもの

はない、と主が言われます。 7また、あなたの身

から出るあなたの子たちも連れ去られて、バビロ

ンの王の宮殿において宦官となるでしょう」。 8

ヒゼキヤはイザヤに言った、「あなたが言われた

主の言葉は結構です」。彼は「少なくとも自分が

世にある間は太平と安全があるだろう」と思った

からである。

40あなたがたの神は言われる、「慰めよ、わが
民を慰めよ、 2ねんごろにエルサレムに語り

、これに呼ばわれ、その服役の期は終り、そのと

がはすでにゆるされ、そのもろもろの罪のために

二倍の刑罰を主の手から受けた」。 3呼ばわる者

の声がする、「荒野に主の道を備え、さばくに、

われわれの神のために、大路をまっすぐにせよ。

4もろもろの谷は高くせられ、もろもろの山と丘

とは低くせられ、高底のある地は平らになり、険

しい所は平地となる。 5こうして主の栄光があら

われ、人は皆ともにこれを見る。これは主の口が

語られたのである」。 6声が聞える、「呼ばわれ

」。わたしは言った、「なんと呼ばわりましょう

か」。「人はみな草だ。その麗しさは、すべて野

の花のようだ。 7主の息がその上に吹けば、草は

枯れ、花はしぼむ。たしかに人は草だ。 8草は枯

れ、花はしぼむ。しかし、われわれの神の言葉は

とこしえに変ることはない」。 9よきおとずれを

シオンに伝える者よ、高い山にのぼれ。よきおと

ずれをエルサレムに伝える者よ、強く声をあげよ

、声をあげて恐れるな。ユダのもろもろの町に言

え、「あなたがたの神を見よ」と。 10見よ、主

なる神は大能をもってこられ、その腕は世を治め

る。見よ、その報いは主と共にあり、そのはたら

きの報いは、そのみ前にある。 11主は牧者のよ

うにその群れを養い、そのかいなに小羊をいだき

、そのふところに入れて携えゆき、乳を飲ませて

いるものをやさしく導かれる。 12だれが、たな

ごころをもって海をはかり、指を伸ばして天をは

かり、地のちりを枡に盛り、てんびんをもって、

もろもろの山をはかり、はかりをもって、もろも

ろの丘をはかったか。 13だれが、主の霊を導き

、その相談役となって主を教えたか。 14主はだ

れと相談して悟りを得たか。だれが主に公義の道

を教え、知識を教え、悟りの道を示したか。 15

見よ、もろもろの国民は、おけの一しずくのよう

に、はかりの上のちりのように思われる。見よ、

主は島々を、ほこりのようにあげられる。 16レ

バノンは、たきぎに足りない、またその獣は、燔

祭に足りない。 17主のみ前には、もろもろの国

民は無きにひとしい。彼らは主によって、無きも

ののように、むなしいもののように思われる。 18

それで、あなたがたは神をだれとくらべ、どんな

像と比較しようとするのか。 19偶像は細工人が

鋳て造り、鍛冶が、金をもって、それをおおい、

また、これがために銀の鎖を造る。 20貧しい者

は、ささげ物として朽ちることのない木を選び、

巧みな細工人を求めて、動くことのない像を立た

せる。 21あなたがたは知らなかったか。あなた

がたは聞かなかったか。初めから、あなたがたに

伝えられなかったか。地の基をおいた時から、あ

なたがたは悟らなかったか。 22主は地球のはる

か上に座して、地に住む者をいなごのように見ら

れる。主は天を幕のようにひろげ、これを住むべ

き天幕のように張り、 23また、もろもろの君を

無きものとせられ、地のつかさたちを、むなしく

される。 24彼らは、かろうじて植えられ、かろ

うじてまかれ、その幹がかろうじて地に根をおろ

したとき、神がその上を吹かれると、彼らは枯れ

て、わらのように、つむじ風にまき去られる。 25

聖者は言われる、「それで、あなたがたは、わた
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しをだれにくらべ、わたしは、だれにひとしいと

いうのか」。 26目を高くあげて、だれが、これ

らのものを創造したかを見よ。主は数をしらべて

万軍をひきいだし、おのおのをその名で呼ばれる

。その勢いの大いなるにより、またその力の強き

がゆえに、一つも欠けることはない。 27ヤコブ

よ、何ゆえあなたは、「わが道は主に隠れている

」と言うか。イスラエルよ、何ゆえあなたは、「

わが訴えはわが神に顧みられない」と言うか。 28

あなたは知らなかったか、あなたは聞かなかった

か。主はとこしえの神、地の果の創造者であって

、弱ることなく、また疲れることなく、その知恵

ははかりがたい。 29弱った者には力を与え、勢

いのない者には強さを増し加えられる。 30年若

い者も弱り、かつ疲れ、壮年の者も疲れはてて倒

れる。 31しかし主を待ち望む者は新たなる力を

得、わしのように翼をはって、のぼることができ

る。走っても疲れることなく、歩いても弱ること

はない。

41海沿いの国々よ、静かにして、わたしに聞け
。もろもろの民よ、力を新たにし、近づいて

語れ。われわれは共にさばきの座に近づこう。 2

だれが東から人を起したか。彼はその行く所で勝

利をもって迎えられ、もろもろの国を征服し、も

ろもろの王を足の下に踏みつけ、そのつるぎをも

って彼らをちりのようにし、その弓をもって吹き

去られる、わらのようにする。 3彼はこれらの者

を追ってその足のまだ踏んだことのない道を、安

らかに過ぎて行く。 4だれがこの事を行ったか、

なしたか。だれが初めから世々の人々を呼び出し

たか。主なるわたしは初めであって、また終りと

共にあり、わたしがそれだ。 5海沿いの国々は見

て恐れ、地の果は、おののき、近づいて来た。 6

彼らはおのおのその隣を助け、その兄弟たちに言

う、「勇気を出せよ」と。 7細工人は鍛冶を励ま

し、鎚をもって平らかにする者は金敷きを打つ者

に、はんだづけについて言う、「それは良い」と

。また、くぎをもってそれを堅くし、動くことの

ないようにする。 8しかし、わがしもべイスラエ

ルよ、わたしの選んだヤコブ、わが友アブラハム

の子孫よ、 9わたしは地の果から、あなたを連れ

てき、地のすみずみから、あなたを召して、あな

たに言った、「あなたは、わたしのしもべ、わた

しは、あなたを選んで捨てなかった」と。 10恐

れてはならない、わたしはあなたと共にいる。驚

いてはならない、わたしはあなたの神である。わ

たしはあなたを強くし、あなたを助け、わが勝利

の右の手をもって、あなたをささえる。 11見よ

、あなたにむかって怒る者はみな、はじて、あわ

てふためき、あなたと争う者は滅びて無に帰する

。 12あなたは、あなたと争う者を尋ねても見い

ださず、あなたと戦う者は全く消えうせる。 13

あなたの神、主なるわたしはあなたの右の手をと

ってあなたに言う、「恐れてはならない、わたし

はあなたを助ける」。 14主は言われる、「虫に

ひとしいヤコブよ、イスラエルの人々よ、恐れて

はならない。わたしはあなたを助ける。あなたを

あがなう者はイスラエルの聖者である。 15見よ

、わたしはあなたを鋭い歯のある新しい打穀機と

する。あなたは山を打って、これを粉々にし、丘

をもみがらのようにする。 16あなたがあおげば

風はこれを巻き去り、つむじ風がこれを吹き散ら

す。あなたは主によって喜びイスラエルの聖者に

よって誇る。 17貧しい者と乏しい者とは水を求

めても、水がなく、その舌がかわいて焼けている

とき、主なるわたしは彼らに答える、イスラエル

の神なるわたしは彼らを捨てることがない。 18

わたしは裸の山に川を開き、谷の中に泉をいだし

、荒野を池となし、かわいた地を水の源とする。

19わたしは荒野に香柏、アカシヤ、ミルトスおよ

びオリブの木を植え、さばくに、いとすぎ、すず

かけ、からまつをともに置く。 20人々はこれを

見て、主のみ手がこれをなし、イスラエルの聖者

がこれを創造されたことを知り、かつ、よく考え

て共に悟る」。 21主は言われる、「あなたがた

の訴えを出せ」と。ヤコブの王は言われる、「あ

なたがたの証拠を持ってこい。 22それを持って

きて、起るべき事をわれわれに告げよ。さきの事

どもの何であるかを告げよ。われわれはよく考え

て、その結末を知ろう。あるいはきたるべき事を

われわれに聞かせよ。 23この後きたるべき事を

われわれに告げよ。われわれはあなたがたが神で

あることを知るであろう。幸をくだし、あるいは

災をくだせ。われわれは驚いて肝をつぶすであろ

う。 24見よ、あなたがたは無きものである。あ

なたがたのわざはむなしい。あなたがたを選ぶ者

は憎むべき者である」。 25わたしはひとりを起

して北からこさせ、わが名を呼ぶ者を東からこさ

せる。彼はもろもろのつかさを踏みつけてしっく
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いのようにし、陶器師が粘土を踏むようにする。

26だれか、初めからこの事をわれわれに告げ知ら

せたか。だれか、あらかじめわれわれに告げて、

「彼は正しい」と言わせたか。ひとりもこの事を

告げた者はない。ひとりも聞かせた者はない。ひ

とりもあなたがたの言葉を聞いた者はない。 27

わたしははじめてこれをシオンに告げた。わたし

は、よきおとずれを伝える者をエルサレムに与え

る。 28しかし、わたしが見ると、ひとりもない

。彼らのなかには、わたしが尋ねても答えうる助

言者はひとりもない。 29見よ、彼らはみな人を

惑わす者であって、そのわざは無きもの、その鋳

た像はむなしき風である。

42わたしの支持するわがしもべ、わたしの喜ぶ
わが選び人を見よ。わたしはわが霊を彼に与

えた。彼はもろもろの国びとに道をしめす。 2彼

は叫ぶことなく、声をあげることなく、その声を

ちまたに聞えさせず、 3また傷ついた葦を折るこ

となく、ほのぐらい灯心を消すことなく、真実を

もって道をしめす。 4彼は衰えず、落胆せず、つ

いに道を地に確立する。海沿いの国々はその教を

待ち望む。 5天を創造してこれをのべ、地とそれ

に生ずるものをひらき、その上の民に息を与え、

その中を歩む者に霊を与えられる主なる神はこう

言われる、 6「主なるわたしは正義をもってあな

たを召した。わたしはあなたの手をとり、あなた

を守った。わたしはあなたを民の契約とし、もろ

もろの国びとの光として与え、 7盲人の目を開き

、囚人を地下の獄屋から出し、暗きに座する者を

獄屋から出させる。 8わたしは主である、これが

わたしの名である。わたしはわが栄光をほかの者

に与えない。また、わが誉を刻んだ像に与えない

。 9見よ、さきに預言した事は起った。わたしは

新しい事を告げよう。その事がまだ起らない前に

、わたしはまず、あなたがたに知らせよう」。 10

主にむかって新しき歌をうたえ。地の果から主を

ほめたたえよ。海とその中に満ちるもの、海沿い

の国々とそれに住む者とは鳴りどよめ。 11荒野

とその中のもろもろの町と、ケダルびとの住むも

ろもろの村里は声をあげよ。セラの民は喜びうた

え。山の頂から呼ばわり叫べ。 12栄光を主に帰

し、その誉を海沿いの国々で語り告げよ。 13主

は勇士のように出て行き、いくさ人のように熱心

を起し、ときの声をあげて呼ばわり、その敵にむ

かって大能をあらわされる。 14わたしは久しく

声を出さず、黙して、おのれをおさえていた。今

わたしは子を産もうとする女のように叫ぶ。わた

しの息は切れ、かつあえぐ。 15わたしは山と丘

とを荒し、すべての草を枯らし、もろもろの川を

島とし、もろもろの池をからす。 16わたしは目

しいを彼らのまだ知らない大路に行かせ、まだ知

らない道に導き、暗きをその前に光とし、高低の

ある所を平らにする。わたしはこれらの事をおこ

なって彼らを捨てない。 17刻んだ偶像に頼み、

鋳た偶像にむかって「あなたがたは、われわれの

神である」と言う者は退けられて、大いに恥をか

く。 18耳しいよ、聞け。目しいよ、目を注いで

見よ。 19だれか、わがしもべのほかに目しいが

あるか。だれか、わがつかわす使者のような耳し

いがあるか。だれか、わが献身者のような目しい

があるか。だれか、主のしもべのような目しいが

あるか。 20彼は多くの事を見ても認めず、耳を

開いても聞かない。 21主はおのれの義のために

、その教を大いなるものとし、かつ光栄あるもの

とすることを喜ばれた。 22ところが、この民は

かすめられ、奪われて、みな穴の中に捕われ、獄

屋の中に閉じこめられた。彼らはかすめられても

助ける者がなく、物を奪われても「もどせ」と言

う者もない。 23あなたがたのうち、だれがこの

事に耳を傾けるだろうか、だれが心をもちいて後

のためにこれを聞くだろうか。 24ヤコブを奪わ

せた者はだれか。かすめる者にイスラエルをわた

した者はだれか。これは主ではないか。われわれ

は主にむかって罪を犯し、その道に歩むことを好

まず、またその教に従うことを好まなかった。 25

それゆえ、主は激しい怒りと、猛烈な戦いを彼ら

に臨ませられた。それが火のように周囲に燃えて

も、彼らは悟らず、彼らを焼いても、心にとめな

かった。

43ヤコブよ、あなたを創造された主はこう言わ
れる。イスラエルよ、あなたを造られた主は

いまこう言われる、「恐れるな、わたしはあなた

をあがなった。わたしはあなたの名を呼んだ、あ

なたはわたしのものだ。 2あなたが水の中を過ぎ

るとき、わたしはあなたと共におる。川の中を過

ぎるとき、水はあなたの上にあふれることがない

。あなたが火の中を行くとき、焼かれることもな

く、炎もあなたに燃えつくことがない。 3わたし
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はあなたの神、主である、イスラエルの聖者、あ

なたの救主である。わたしはエジプトを与えてあ

なたのあがないしろとし、エチオピヤとセバとを

あなたの代りとする。 4あなたはわが目に尊く、

重んぜられるもの、わたしはあなたを愛するがゆ

えに、あなたの代りに人を与え、あなたの命の代

りに民を与える。 5恐れるな、わたしはあなたと

共におる。わたしは、あなたの子孫を東からこさ

せ、西からあなたを集める。 6わたしは北にむか

って『ゆるせ』と言い、南にむかって『留めるな

』と言う。わが子らを遠くからこさせ、わが娘ら

を地の果からこさせよ。 7すべてわが名をもって

となえられる者をこさせよ。わたしは彼らをわが

栄光のために創造し、これを造り、これを仕立て

た」。 8目があっても目しいのような民、耳があ

っても耳しいのような民を連れ出せ。 9国々はみ

な相つどい、もろもろの民は集まれ。彼らのうち

、だれがこの事を告げ、さきの事どもを、われわ

れに聞かせることができるか。その証人を出して

、おのれの正しい事を証明させ、それを聞いて「

これは真実だ」と言わせよ。 10主は言われる、

「あなたがたはわが証人、わたしが選んだわがし

もべである。それゆえ、あなたがたは知って、わ

たしを信じ、わたしが主であることを悟ることが

できる。わたしより前に造られた神はなく、わた

しより後にもない。 11ただわたしのみ主である

。わたしのほかに救う者はいない。 12わたしは

さきに告げ、かつ救い、かつ聞かせた。あなたが

たのうちには、ほかの神はなかった。あなたがた

はわが証人である」と主は言われる。 13「わた

しは神である、今より後もわたしは主である。わ

が手から救い出しうる者はない。わたしがおこな

えば、だれが、これをとどめることができよう」

。 14あなたがたをあがなう者、イスラエルの聖

者、主はこう言われる、「あなたがたのために、

わたしは人をバビロンにつかわし、すべての貫の

木をこわし、カルデヤびとの喜びの声を嘆きに変

らせる。 15わたしは主、あなたがたの聖者、イ

スラエルの創造者、あなたがたの王である」。 16

海のなかに大路を設け、大いなる水の中に道をつ

くり、 17戦車および馬、軍勢および兵士を出て

こさせ、これを倒して起きることができないよう

にし、絶え滅ぼして、灯心の消えうせるようにさ

れる主はこう言われる、 18「あなたがたは、さ

きの事を思い出してはならない、また、いにしえ

のことを考えてはならない。 19見よ、わたしは

新しい事をなす。やがてそれは起る、あなたがた

はそれを知らないのか。わたしは荒野に道を設け

、さばくに川を流れさせる。 20野の獣はわたし

をあがめ、山犬および、だちょうもわたしをあが

める。わたしが荒野に水をいだし、さばくに川を

流れさせて、わたしの選んだ民に飲ませるからだ

。 21この民は、わが誉を述べさせるためにわた

しが自分のために造ったものである。 22ところ

がヤコブよ、あなたはわたしを呼ばなかった。イ

スラエルよ、あなたはわたしをうとんじた。 23

あなたは燔祭の羊をわたしに持ってこなかった。

また犠牲をもってわたしをあがめなかった。わた

しは供え物の重荷をあなたに負わせなかった。ま

た乳香をもってあなたを煩わさなかった。 24あ

なたは金を出して、わたしのために菖蒲を買わず

、犠牲の脂肪を供えて、わたしを飽かせず、かえ

って、あなたの罪の重荷をわたしに負わせ、あな

たの不義をもって、わたしを煩わせた。 25わた

しこそ、わたし自身のためにあなたのとがを消す

者である。わたしは、あなたの罪を心にとめない

。 26あなたは、自分の正しいことを証明するた

めに自分のことを述べて、わたしに思い出させよ

。われわれは共に論じよう。 27あなたの遠い先

祖は罪を犯し、あなたの仲保者らはわたしにそむ

いた。 28それゆえ、わたしは聖所の君たちを汚

し、ヤコブを全き滅びにわたし、イスラエルをの

のしらしめた。

44しかし、わがしもべヤコブよ、わたしが選ん
だイスラエルよ、いま聞け。 2あなたを造り

、あなたを胎内に形造り、あなたを助ける主はこ

う言われる、『わがしもべヤコブよ、わたしが選

んだエシュルンよ、恐れるな。 3わたしは、かわ

いた地に水を注ぎ、干からびた地に流れをそそぎ

、わが霊をあなたの子らにそそぎ、わが恵みをあ

なたの子孫に与えるからである。 4こうして、彼

らは水の中の草のように、流れのほとりの柳のよ

うに、生え育つ。 5ある人は「わたしは主のもの

である」と言い、ある人はヤコブの名をもって自

分を呼び、またある人は「主のものである」と手

にしるして、イスラエルの名をもって自分を呼ぶ

』」。 6主、イスラエルの王、イスラエルをあが

なう者、万軍の主はこう言われる、「わたしは初

めであり、わたしは終りである。わたしのほかに
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神はない。 7だれかわたしに等しい者があるか。

その者はそれを示し、またそれを告げ、わが前に

言いつらねよ。だれが、昔から、きたるべき事を

聞かせたか。その者はやがて成るべき事をわれわ

れに告げよ。 8恐れてはならない、またおののい

てはならない。わたしはこの事を昔から、あなた

がたに聞かせなかったか、また告げなかったか。

あなたがたはわが証人である。わたしのほかに神

があるか。わたしのほかに岩はない。わたしはそ

のあることを知らない」。 9偶像を造る者は皆む

なしく、彼らの喜ぶところのものは、なんの役に

も立たない。その信者は見ることもなく、また知

ることもない。ゆえに彼らは恥を受ける。 10だ

れが神を造り、またなんの役にも立たない偶像を

鋳たか。 11見よ、その仲間は皆恥を受ける。そ

の細工人らは人間にすぎない。彼らが皆集まって

立つとき、恐れて共に恥じる。 12鉄の細工人は

これを造るのに炭の火をもって細工し、鎚をもっ

てこれを造り、強い腕をもってこれを鍛える。彼

が飢えれば力は衰え、水を飲まなければ疲れはて

る。 13木の細工人は線を引き、鉛筆でえがき、

かんなで削り、コンパスでえがき、それを人の美

しい姿にしたがって人の形に造り、家の中に安置

する。 14彼は香柏を切り倒し、あるいはかしの

木、あるいはかしわの木を選んで、それを林の木

の中で強く育てる。あるいは香柏を植え、雨にそ

れを育てさせる。 15こうして人はその一部をと

って、たきぎとし、これをもって身を暖め、また

これを燃やしてパンを焼き、また他の一部を神に

造って拝み、刻んだ像に造ってその前にひれ伏す

。 16その半ばは火に燃やし、その半ばで肉を煮

て食べ、あるいは肉をあぶって食べ飽き、また身

を暖めて言う、「ああ、暖まった、熱くなった」

と。 17そしてその余りをもって神を造って偶像

とし、その前にひれ伏して拝み、これに祈って、

「あなたはわが神だ、わたしを救え」と言う。 18

これらの人は知ることがなく、また悟ることがな

い。その目はふさがれて見ることができず、その

心は鈍くなって悟ることができない。 19その心

のうちに思うことをせず、また知識がなく、悟り

がないために、「わたしはその半ばを火に燃やし

、またその炭火の上でパンを焼き、肉をあぶって

食べ、その残りの木をもって憎むべきものを造る

のか。木のはしくれの前にひれ伏すのか」と言う

者もない。 20彼は灰を食い、迷った心に惑わさ

れて、おのれを救うことができず、また「わが右

の手に偽りがあるではないか」と言わない。 21

ヤコブよ、イスラエルよ、これらの事を心にとめ

よ。あなたはわがしもべだから。わたしはあなた

を造った、あなたはわがしもべだ。イスラエルよ

、わたしはあなたを忘れない。 22わたしはあな

たのとがを雲のように吹き払い、あなたの罪を霧

のように消した。わたしに立ち返れ、わたしはあ

なたをあがなったから。 23天よ、歌え、主がこ

の事をなされたから。地の深き所よ、呼ばわれ。

もろもろの山よ、林およびその中のもろもろの木

よ、声を放って歌え。主はヤコブをあがない、イ

スラエルのうちに栄光をあらわされたから。 24

あなたをあがない、あなたを胎内に造られた主は

こう言われる、「わたしは主である。わたしはよ

ろずの物を造り、ただわたしだけが天をのべ、地

をひらき、だれがわたしと共にいたか 25偽る物

のしるしをむなしくし、占う者を狂わせ、賢い者

をうしろに退けて、その知識を愚かにする。 26

わたしは、わがしもべの言葉を遂げさせ、わが使

の計りごとを成らせ、エルサレムについては、『

これは民の住む所となる』と言い、ユダのもろも

ろの町については、『ふたたび建てられる、わた

しはその荒れ跡を興そう』と言い、 27また淵に

ついては、『かわけ、わたしはあなたのもろもろ

の川を干す』と言い、 28またクロスについては

、『彼はわが牧者、わが目的をことごとくなし遂

げる』と言い、エルサレムについては、『ふたた

び建てられる』と言い、神殿については、『あな

たの基がすえられる』と言う」。

45わたしはわが受膏者クロスの右の手をとって
、もろもろの国をその前に従わせ、もろもろ

の王の腰を解き、とびらをその前に開かせて、門

を閉じさせない、と言われる主はその受膏者クロ

スにこう言われる、 2「わたしはあなたの前に行

って、もろもろの山を平らにし、青銅のとびらを

こわし、鉄の貫の木を断ち切り、 3あなたに、暗

い所にある財宝と、ひそかな所に隠した宝物とを

与えて、わたしは主、あなたの名を呼んだイスラ

エルの神であることをあなたに知らせよう。 4わ

がしもべヤコブのために、わたしの選んだイスラ

エルのために、わたしはあなたの名を呼んだ。あ

なたがわたしを知らなくても、わたしはあなたに

名を与えた。 5わたしは主である。わたしのほか
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に神はない、ひとりもない。あなたがわたしを知

らなくても、わたしはあなたを強くする。 6これ

は日の出る方から、また西の方から、人々がわた

しのほかに神のないことを知るようになるためで

ある。わたしは主である、わたしのほかに神はな

い。 7わたしは光をつくり、また暗きを創造し、

繁栄をつくり、またわざわいを創造する。わたし

は主である、すべてこれらの事をなす者である。

8天よ、上より水を注げ、雲は義を降らせよ。地

は開けて救を生じ、また義をも、生えさせよ。主

なるわたしはこれを創造した。 9陶器が陶器師と

争うように、おのれを造った者と争う者はわざわ

いだ。粘土は陶器師にむかって『あなたは何を造

るか』と言い、あるいは『あなたの造った物には

手がない』と言うだろうか。 10父にむかって『

あなたは、なぜ子をもうけるのか』と言い、ある

いは女にむかって『あなたは、なぜ産みの苦しみ

をするのか』と言う者はわざわいだ」。 11イス

ラエルの聖者、イスラエルを造られた主はこう言

われる、「あなたがたは、わが子らについてわた

しに問い、またわが手のわざについてわたしに命

ずるのか。 12わたしは地を造って、その上に人

を創造した。わたしは手をもって天をのべ、その

万軍を指揮した。 13わたしは義をもってクロス

を起した。わたしは彼のすべての道をまっすぐに

しよう。彼はわが町を建て、わが捕囚を価のため

でなく、また報いのためでもなく解き放つ」と万

軍の主は言われる。 14主はこう言われる、「エ

ジプトの富と、エチオピヤの商品と、たけの高い

セバびととはあなたに来て、あなたのものとなり

、あなたに従い、彼らは鎖につながれて来て、あ

なたの前にひれ伏し、あなたに願って言う、『神

はただあなたと共にいまし、このほかに神はなく

、ひとりもない』」。 15イスラエルの神、救主

よ、まことに、あなたはご自分を隠しておられる

神である。 16偶像を造る者は皆恥を負い、はず

かしめを受け、ともに、あわてふためいて退く。

17しかし、イスラエルは主に救われて、とこしえ

の救を得る。あなたがたは世々かぎりなく、恥を

負わず、はずかしめを受けない。 18天を創造さ

れた主、すなわち神であってまた地をも造り成し

、これを堅くし、いたずらにこれを創造されず、

これを人のすみかに造られた主はこう言われる、

「わたしは主である、わたしのほかに神はない。

19わたしは隠れたところ、地の暗い所で語らず、

ヤコブの子孫に『わたしを尋ねるのはむだだ』と

言わなかった。主なるわたしは正しい事を語り、

まっすぐな事を告げる。 20もろもろの国からの

がれてきた者よ、集まってきて、共に近寄れ。木

像をにない、救うことのできない神に祈る者は無

知である。 21あなたがたの言い分を持ってきて

述べよ。また共に相談せよ。この事をだれがいに

しえから示したか。だれが昔から告げたか。わた

し、すなわち主ではなかったか。わたしのほかに

神はない。わたしは義なる神、救主であって、わ

たしのほかに神はない。 22地の果なるもろもろ

の人よ、わたしを仰ぎのぞめ、そうすれば救われ

る。わたしは神であって、ほかに神はないからだ

。 23わたしは自分をさして誓った、わたしの口

から出た正しい言葉は帰ることがない、『すべて

のひざはわが前にかがみ、すべての舌は誓いをた

てる』。 24人はわたしについて言う、『正義と

力とは主にのみある』と。人々は主にきたり、主

にむかって怒る者は皆恥を受ける。 25しかしイ

スラエルの子孫は皆主によって勝ち誇ることがで

きる」。

46ベルは伏し、ネボはかがみ、彼らの像は獣と
家畜との上にある。あなたがたが持ち歩いた

ものは荷となり、疲れた獣の重荷となった。 2彼

らはかがみ、彼らは共に伏し、重荷となった者を

救うことができずかえって、自分は捕われて行く

。 3「ヤコブの家よ、イスラエルの家の残ったす

べての者よ、生れ出た時から、わたしに負われ、

胎を出た時から、わたしに持ち運ばれた者よ、わ

たしに聞け。 4わたしはあなたがたの年老いるま

で変らず、白髪となるまで、あなたがたを持ち運

ぶ。わたしは造ったゆえ、必ず負い、持ち運び、

かつ救う。 5あなたがたは、わたしをだれにたぐ

い、だれと等しくし、だれにくらべ、かつなぞら

えようとするのか。 6彼らは袋からこがねを注ぎ

出し、はかりをもって、しろがねをはかり、金細

工人を雇って、それを神に造らせ、これにひれ伏

して拝む。 7彼らはこれをもたげて肩に載せ、持

って行って、その所に置き、そこに立たせる。こ

れはその所から動くことができない。人がこれに

呼ばわっても答えることができない。また彼をそ

の悩みから救うことができない。 8あなたがたは

この事をおぼえ、よく考えよ。そむける者よ、こ

の事を心にとめよ、 9いにしえよりこのかたの事
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をおぼえよ。わたしは神である、わたしのほかに

神はない。わたしは神である、わたしと等しい者

はない。 10わたしは終りの事を初めから告げ、

まだなされない事を昔から告げて言う、『わたし

の計りごとは必ず成り、わが目的をことごとくな

し遂げる』と。 11わたしは東から猛禽を招き、

遠い国からわが計りごとを行う人を招く。わたし

はこの事を語ったゆえ、必ずこさせる。わたしは

この事をはかったゆえ、必ず行う。 12心をかた

くなにして、救に遠い者よ、わたしに聞け。 13

わたしはわが救を近づかせるゆえ、その来ること

は遠くない。わが救はおそくない。わたしは救を

シオンに与え、わが栄光をイスラエルに与える」

。

47処女なるバビロンの娘よ、下って、ちりの中
にすわれ。カルデヤびとの娘よ、王座のない

地にすわれ。あなたはもはや、やさしく、たおや

かな女ととなえられることはない。 2石うすをと

って粉をひけ、顔おおいを取り去り、うちぎを脱

ぎ、すねをあらわして川を渡れ。 3あなたの裸は

あらわれ、あなたの恥は見られる。わたしはあだ

を報いて、何人とをも助けない。 4われわれをあ

がなう者はその名を万軍の主といい、イスラエル

の聖者である。 5カルデヤびとの娘よ、黙してす

われ、また暗い所にはいれ。あなたはもはや、も

ろもろの国の女王ととなえられることはない。 6

わたしはわが民を憤り、わが嗣業を汚して、これ

をあなたの手に渡した。あなたはこれに、あわれ

みを施さず、年老いた者の上に、はなはだ重いく

びきを負わせた。 7あなたは言った、「わたしは

、とこしえに女王となる」と。そして、あなたは

これらの事を心にとめず、またその終りを思わな

かった。 8楽しみにふけり、安らかにおり、心の

うちに「ただわたしだけで、わたしのほかにだれ

もなく、わたしは寡婦となることはない、また子

を失うことはない」と言う者よ、今この事を聞け

。 9これらの二つの事は一日のうちに、またたく

まにあなたに臨む。すなわち子を失い、寡婦とな

る事はたといあなたが多くの魔術を行い、魔法の

大いなる力をもってしてもことごとくあなたに臨

む。 10あなたは自分の悪に寄り頼んで言う、「

わたしを見る者はない」と。あなたの知恵と、あ

なたの知識とはあなたを惑わした。あなたは心の

うちに言った、「ただわたしだけで、わたしのほ

かにだれもない」と。 11しかし、わざわいが、

あなたに臨む、あなたは、それをあがなうことが

できない。なやみが、あなたを襲う、あなたは、

それをつぐなうことができない。滅びが、にわか

にあなたに臨む、あなたは、それについて何も知

らない。 12あなたが若い時から勤め行ったあな

たの魔法と、多くの魔術とをもって立ちむかって

みよ、あるいは成功するかもしれない、あるいは

敵を恐れさせるかもしれない。 13あなたは多く

の計りごとによってうみ疲れた。かの天を分かつ

者、星を見る者、新月によって、あなたに臨む事

を告げる者を立ちあがらせて、あなたを救わせて

みよ。 14見よ、彼らはわらのようになって、火

に焼き滅ぼされ、自分の身を炎の勢いから、救い

出すことができない。その火は身を暖める炭火で

はない、またその前にすわるべき火でもない。 15

あなたが勤めて行ったものと、あなたの若い時か

らあなたと売り買いした者とは、ついにこのよう

になる。彼らはめいめい自分の方向にさすらいゆ

き、ひとりもあなたを救う者はない。

48ヤコブの家よ、これを聞け。あなたがたはイ
スラエルの名をもってとなえられ、ユダの腰

から出、主の名によって誓い、イスラエルの神を

となえるけれども、真実をもってせず、正義をも

ってしない。 2彼らはみずから聖なる都のものと

となえ、イスラエルの神に寄り頼む。その名は万

軍の主という。 3「わたしはさきに成った事を、

いにしえから告げた。わたしは口から出して彼ら

に知らせた。わたしは、にわかにこの事を行い、

そして成った。 4わたしはあなたが、かたくなで

、その首は鉄の筋、その額は青銅であることを知

るゆえに、 5いにしえから、かの事をあなたに告

げ、その成らないさきに、これをあなたに聞かせ

た。そうでなければ、あなたは言うだろう、『わ

が偶像がこれをしたのだ、わが刻んだ像と、鋳た

像がこれを命じたのだ』と。 6あなたはすでに聞

いた、すべてこれが成ったことを見よ。あなたが

たはこれを宣べ伝えないのか。わたしは今から新

しい事、あなたがまだ知らない隠れた事をあなた

に聞かせよう。 7これらの事はいま創造されたの

で、いにしえからあったのではない。この日以前

には、あなたはこれを聞かなかった。そうでなけ

れば、あなたは言うだろう、『見よ、わたしはこ

れを知っていた』と。 8あなたはこれを聞くこと
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もなく、知ることもなく、あなたの耳は、いにし

えから開かれなかった。わたしはあなたが全く不

信実で、生れながら反逆者ととなえられたことを

知っていたからである。 9わが名のために、わた

しは怒りをおそくする。わが誉のために、わたし

はこれをおさえて、あなたを断ち滅ぼすことをし

ない。 10見よ、わたしはあなたを練った。しか

し銀のようにではなくて、苦しみの炉をもってあ

なたを試みた。 11わたしは自分のために、自分

のためにこれを行う。どうしてわが名を汚させる

ことができよう。わたしはわが栄光をほかの者に

与えることをしない。 12ヤコブよ、わたしの召

したイスラエルよ、わたしに聞け。わたしはそれ

だ、わたしは初めであり、わたしはまた終りであ

る。 13わが手は地の基をすえ、わが右の手は天

をのべた。わたしが呼ぶと、彼らはもろともに立

つ。 14あなたがたは皆集まって聞け。彼らのう

ち、だれがこれらの事を告げたか。主の愛せられ

る彼は主のみこころをバビロンに行い、その腕は

カルデヤびとの上に臨む。 15語ったのは、ただ

わたしであって、わたしは彼を召した。わたしは

彼をこさせた。彼はその道に栄える。 16あなた

がたはわたしに近寄って、これを聞け。わたしは

初めから、ひそかに語らなかった。それが成った

時から、わたしはそこにいたのだ」。いま主なる

神は、わたしとその霊とをつかわされた。 17あ

なたのあがない主、イスラエルの聖者、主はこう

言われる、「わたしはあなたの神、主である。わ

たしは、あなたの利益のために、あなたを教え、

あなたを導いて、その行くべき道に行かせる。 18

どうか、あなたはわたしの戒めに聞き従うように

。そうすれば、あなたの平安は川のように、あな

たの義は海の波のようになり、 19あなたのすえ

は砂のように、あなたの子孫は砂粒のようになっ

て、その名はわが前から断たれることなく、滅ぼ

されることはない」。 20あなたがたはバビロン

から出、カルデヤからのがれよ。喜びの声をもっ

てこれをのべ聞かせ、地の果にまで語り伝え、「

主はそのしもべヤコブをあがなわれた」と言え。

21主が彼らを導いて、さばくを通らせられたとき

、彼らは、かわいたことがなかった。主は彼らの

ために岩から水を流れさせ、また岩を裂かれると

、水がほとばしり出た。 22主は言われた、「悪

い者には平安がない」と。

49海沿いの国々よ、わたしに聞け。遠いところ
のもろもろの民よ、耳を傾けよ。主はわたし

を生れ出た時から召し、母の胎を出た時からわが

名を語り告げられた。 2主はわが口を鋭利なつる

ぎとなし、わたしをみ手の陰にかくし、とぎすま

した矢となして、箙にわたしを隠された。 3また

、わたしに言われた、「あなたはわがしもべ、わ

が栄光をあらわすべきイスラエルである」と。 4

しかし、わたしは言った、「わたしはいたずらに

働き、益なく、むなしく力を費した。しかもなお

、まことにわが正しきは主と共にあり、わが報い

はわが神と共にある」と。 5ヤコブをおのれに帰

らせ、イスラエルをおのれのもとに集めるために

、わたしを腹の中からつくってそのしもべとされ

た主は言われる。（わたしは主の前に尊ばれ、わ

が神はわが力となられた） 6主は言われる、「あ

なたがわがしもべとなって、ヤコブのもろもろの

部族をおこし、イスラエルのうちの残った者を帰

らせることは、いとも軽い事である。わたしはあ

なたを、もろもろの国びとの光となして、わが救

を地の果にまでいたらせよう」と。 7イスラエル

のあがない主、イスラエルの聖者なる主は、人に

侮られる者、民に忌みきらわれる者、つかさたち

のしもべにむかってこう言われる、「もろもろの

王は見て、立ちあがり、もろもろの君は立って、

拝する。これは真実なる主、イスラエルの聖者が

、あなたを選ばれたゆえである」。 8主はこう言

われる、「わたしは恵みの時に、あなたに答え、

救の日にあなたを助けた。わたしはあなたを守り

、あなたを与えて民の契約とし、国を興し、荒れ

すたれた地を嗣業として継がせる。 9わたしは捕

えられた人に『出よ』と言い、暗きにおる者に『

あらわれよ』と言う。彼らは道すがら食べること

ができ、すべての裸の山にも牧草を得る。 10彼

らは飢えることがなく、かわくこともない。また

熱い風も、太陽も彼らを撃つことはない。彼らを

あわれむ者が彼らを導き、泉のほとりに彼らを導

かれるからだ。 11わたしは、わがもろもろの山

を道とし、わが大路を高くする。 12見よ、人々

は遠くから来る。見よ、人々は北から西から、ま

たスエネの地から来る」。 13天よ、歌え、地よ

、喜べ。もろもろの山よ、声を放って歌え。主は

その民を慰め、その苦しむ者をあわれまれるから

だ。 14しかしシオンは言った、「主はわたしを

捨て、主はわたしを忘れられた」と。 15「女が
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その乳のみ子を忘れて、その腹の子を、あわれま

ないようなことがあろうか。たとい彼らが忘れる

ようなことがあっても、わたしは、あなたを忘れ

ることはない。 16見よ、わたしは、たなごころ

にあなたを彫り刻んだ。あなたの石がきは常にわ

が前にある。 17あなたを建てる者は、あなたを

こわす者を追い越し、あなたを荒した者は、あな

たから出て行く。 18あなたの目をあげて見まわ

せ。彼らは皆集まって、あなたのもとに来る。主

は言われる、わたしは生きている、あなたは彼ら

を皆、飾りとして身につけ、花嫁の帯のようにこ

れを結ぶ。 19あなたの荒れ、かつすたれた所、

こわされた地は、住む人の多いために狭くなり、

あなたを、のみつくした者は、はるかに離れ去る

。 20あなたが子を失った後に生れた子らは、な

おあなたの耳に言う、『この所はわたしには狭す

ぎる、わたしのために住むべき所を得させよ』と

。 21その時あなたは心のうちに言う、『だれが

わたしのためにこれらの者を産んだのか。わたし

は子を失って、子をもたない。わたしは捕われ、

かつ追いやられた。だれがこれらの者を育てたの

か。見よ、わたしはひとり残された。これらの者

はどこから来たのか』と」。 22主なる神はこう

言われる、「見よ、わたしは手をもろもろの国に

むかってあげ、旗をもろもろの民にむかって立て

る。彼らはそのふところにあなたの子らを携え、

その肩にあなたの娘たちを載せて来る。 23もろ

もろの王は、あなたの養父となり、その王妃たち

は、あなたの乳母となり、彼らはその顔を地につ

けて、あなたにひれ伏し、あなたの足のちりをな

める。こうして、あなたはわたしが主であること

を知る。わたしを待ち望む者は恥をこうむること

がない」。 24勇士が奪った獲物をどうして取り

返すことができようか。暴君がかすめた捕虜をど

うして救い出すことができようか。 25しかし主

はこう言われる、「勇士がかすめた捕虜も取り返

され、暴君が奪った獲物も救い出される。わたし

はあなたと争う者と争い、あなたの子らを救うか

らである。 26わたしはあなたをしえたげる者に

その肉を食わせ、その血を新しい酒のように飲ま

せて酔わせる。こうして、すべての人はわたしが

主であって、あなたの救主、またあなたのあがな

い主、ヤコブの全能者であることを知るようにな

る」。

50主はこう言われる、「わたしがあなたがたの
母を去らせたその離縁状は、どこにあるか。

わたしはどの債主にあなたがたを売りわたしたか

。見よ、あなたがたは、その不義のために売られ

、あなたがたの母は、あなたがたのとがのために

出されたのだ。 2わたしが来たとき、なぜひとり

もいなかったか。わたしが呼んだとき、なぜひと

りも答える者がなかったか。わたしの手が短くて

、あがなうことができないのか。わたしは救う力

を持たないのか。見よ、わたしが、しかると海は

かれ、川は荒野となり、その中の魚は水がないた

めに、かわき死んで悪臭を放つ。 3わたしは黒い

衣を天に着せ、荒布をもってそのおおいとする」

。 4主なる神は教をうけた者の舌をわたしに与え

て、疲れた者を言葉をもって助けることを知らせ

、また朝ごとにさまし、わたしの耳をさまして、

教をうけた者のように聞かせられる。 5主なる神

はわたしの耳を開かれた。わたしは、そむくこと

をせず、退くことをしなかった。 6わたしを打つ

者に、わたしの背をまかせ、わたしのひげを抜く

者に、わたしのほおをまかせ、恥とつばきとを避

けるために、顔をかくさなかった。 7しかし主な

る神はわたしを助けられる。それゆえ、わたしは

恥じることがなかった。それゆえ、わたしは顔を

火打石のようにした。わたしは決してはずかしめ

られないことを知る。 8わたしを義とする者が近

くおられる。だれがわたしと争うだろうか、われ

われは共に立とう。わたしのあだはだれか、わた

しの所へ近くこさせよ。 9見よ、主なる神はわた

しを助けられる。だれがわたしを罪に定めるだろ

うか。見よ、彼らは皆衣のようにふるび、しみの

ために食いつくされる。 10あなたがたのうち主

を恐れ、そのしもべの声に聞き従い、暗い中を歩

いて光を得なくても、なお主の名を頼み、おのれ

の神にたよる者はだれか。 11見よ、火を燃やし

、たいまつをともす者よ、皆その火の炎の中を歩

め、またその燃やした、たいまつの中を歩め。あ

なたがたは、これをわたしの手から受けて、苦し

みのうちに伏し倒れる。

51「義を追い求め、主を尋ね求める者よ、わた
しに聞け。あなたがたの切り出された岩と、

あなたがたの掘り出された穴とを思いみよ。 2あ

なたがたの父アブラハムと、あなたがたを産んだ

サラとを思いみよ。わたしは彼をただひとりであ
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ったときに召し、彼を祝福して、その子孫を増し

加えた。 3主はシオンを慰め、またそのすべて荒

れた所を慰めて、その荒野をエデンのように、そ

のさばくを主の園のようにされる。こうして、そ

の中に喜びと楽しみとがあり、感謝と歌の声とが

ある。 4わが民よ、わたしに聞け、わが国びとよ

、わたしに耳を傾けよ。律法はわたしから出、わ

が道はもろもろの民の光となる。 5わが義はすみ

やかに近づき、わが救は出て行った。わが腕はも

ろもろの民を治める。海沿いの国々はわたしを待

ち望み、わが腕に寄り頼む。 6目をあげて天を見

、また下なる地を見よ。天は煙のように消え、地

は衣のようにふるび、その中に住む者は、ぶよの

ように死ぬ。しかし、わが救はとこしえにながら

え、わが義はくじけることがない。 7義を知る者

よ、心のうちにわが律法をたもつ者よ、わたしに

聞け。人のそしりを恐れてはならない、彼らのの

のしりに驚いてはならない。 8彼らは衣のように

、しみに食われ、羊の毛のように虫に食われるか

らだ。しかし、わが義はとこしえにながらえ、わ

が救はよろず代に及ぶ」。 9主のかいなよ、さめ

よ、さめよ、力を着よ。さめて、いにしえの日、

昔の代にあったようになれ。ラハブを切り殺し、

龍を刺し貫いたのは、あなたではなかったか。 10

海をかわかし、大いなる淵の水をかわかし、また

海の深き所を、あがなわれた者の過ぎる道とされ

たのは、あなたではなかったか。 11主にあがな

われた者は、歌うたいつつ、シオンに帰ってきて

、そのこうべに、とこしえの喜びをいただき、彼

らは喜びと楽しみとを得、悲しみと嘆きとは逃げ

去る。 12「わたしこそあなたを慰める者だ。あ

なたは何者なれば、死ぬべき人を恐れ、草のよう

になるべき人の子を恐れるのか。 13天をのべ、

地の基をすえられたあなたの造り主、主を忘れて

、なぜ、しえたげる者が滅ぼそうと備えをすると

き、その憤りのゆえに常にひねもす恐れるのか。

しえたげる者の憤りはどこにあるか。 14身をか

がめている捕われ人は、すみやかに解かれて、死

ぬことなく、穴にくだることなく、その食物はつ

きることがない。 15わたしは海をふるわせ、そ

の波をなりどよめかすあなたの神、主である。そ

の名を万軍の主という。 16わたしはわが言葉を

あなたの口におき、わが手の陰にあなたを隠した

。こうして、わたしは天をのべ、地の基をすえ、

シオンにむかって、あなたはわが民であると言う

」。 17エルサレムよ、起きよ、起きよ、立て。

あなたはさきに主の手から憤りの杯をうけて飲み

、よろめかす大杯を、滓までも飲みほした。 18

その産んだもろもろの子のなかに、自分を導く者

なく、その育てたもろもろの子のなかに、自分の

手をとる者がない。 19これら二つの事があなた

に臨んだだれがあなたと共に嘆くだろうか荒廃と

滅亡、ききんとつるぎ。だれがあなたを慰めるだ

ろうか。 20あなたの子らは息絶えだえになり、

網にかかった、かもしかのように、すべてのちま

たのすみに横たわり、主の憤りと、あなたの神の

責めとは、彼らに満ちている。 21それゆえ、苦

しめる者、酒にではなく酔っている者よ、これを

聞け。 22あなたの主、おのが民の訴えを弁護さ

れるあなたの神、主はこう言われる、「見よ、わ

たしはよろめかす杯をあなたの手から取り除き、

わが憤りの大杯を取り除いた。あなたは再びこれ

を飲むことはない。 23わたしはこれをあなたを

悩ます者の手におく。彼らはさきにあなたにむか

って言った、『身をかがめよ、われわれは越えて

いこう』と。そしてあなたはその背を地のように

し、ちまたのようにして、彼らの越えていくにま

かせた」。

52シオンよ、さめよ、さめよ、力を着よ。聖な
る都エルサレムよ、美しい衣を着よ。割礼を

受けない者および汚れた者は、もはやあなたのと

ころに、はいることがないからだ。 2捕われたエ

ルサレムよ、あなたの身からちりを振り落せ、起

きよ。捕われたシオンの娘よ、あなたの首のなわ

を解きすてよ。 3主はこう言われる、「あなたが

たは、ただで売られた。金を出さずにあがなわれ

る」。 4主なる神はこう言われる、「わが民はさ

きにエジプトへ下って行って、かしこに寄留した

。またアッスリヤびとはゆえなく彼らをしえたげ

た。 5それゆえ、今わたしはここに何をしようか

。わが民はゆえなく捕われた」と主は言われる。

主は言われる、「彼らをつかさどる者はわめき、

わが名は常にひねもす侮られる。 6それゆえ、わ

が民はわが名を知るにいたる。その日には彼らは

この言葉を語る者がわたしであることを知る。わ

たしはここにおる」。 7よきおとずれを伝え、平

和を告げ、よきおとずれを伝え、救を告げ、シオ

ンにむかって「あなたの神は王となられた」と言

う者の足は山の上にあって、なんと麗しいことだ
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ろう。 8聞けよ、あなたの見張びとは声をあげて

、共に喜び歌っている。彼らは目と目と相合わせ

て、主がシオンに帰られるのを見るからだ。 9エ

ルサレムの荒れすたれた所よ、声を放って共に歌

え。主はその民を慰め、エルサレムをあがなわれ

たからだ。 10主はその聖なるかいなを、もろも

ろの国びとの前にあらわされた。地のすべての果

は、われわれの神の救を見る。 11去れよ、去れ

よ、そこを出て、汚れた物にさわるな。その中を

出よ、主の器をになう者よ、おのれを清く保て。

12あなたがたは急いで出るに及ばない、また、と

んで行くにも及ばない。主はあなたがたの前に行

き、イスラエルの神はあなたがたのしんがりとな

られるからだ。 13見よ、わがしもべは栄える。

彼は高められ、あげられ、ひじょうに高くなる。

14多くの人が彼に驚いたように彼の顔だちは、そ

こなわれて人と異なり、その姿は人の子と異なっ

ていたからである 15彼は多くの国民を驚かす。

王たちは彼のゆえに口をつむぐ。それは彼らがま

だ伝えられなかったことを見、まだ聞かなかった

ことを悟るからだ。

53だれがわれわれの聞いたことを信じ得たか。
主の腕は、だれにあらわれたか。 2彼は主の

前に若木のように、かわいた土から出る根のよう

に育った。彼にはわれわれの見るべき姿がなく、

威厳もなく、われわれの慕うべき美しさもない。

3彼は侮られて人に捨てられ、悲しみの人で、病

を知っていた。また顔をおおって忌みきらわれる

者のように、彼は侮られた。われわれも彼を尊ば

なかった。 4まことに彼はわれわれの病を負い、

われわれの悲しみをになった。しかるに、われわ

れは思った、彼は打たれ、神にたたかれ、苦しめ

られたのだと。 5しかし彼はわれわれのとがのた

めに傷つけられ、われわれの不義のために砕かれ

たのだ。彼はみずから懲しめをうけて、われわれ

に平安を与え、その打たれた傷によって、われわ

れはいやされたのだ。 6われわれはみな羊のよう

に迷って、おのおの自分の道に向かって行った。

主はわれわれすべての者の不義を、彼の上におか

れた。 7彼はしえたげられ、苦しめられたけれど

も、口を開かなかった。ほふり場にひかれて行く

小羊のように、また毛を切る者の前に黙っている

羊のように、口を開かなかった。 8彼は暴虐なさ

ばきによって取り去られた。その代の人のうち、

だれが思ったであろうか、彼はわが民のとがのた

めに打たれて、生けるものの地から断たれたのだ

と。 9彼は暴虐を行わず、その口には偽りがなか

ったけれども、その墓は悪しき者と共に設けられ

、その塚は悪をなす者と共にあった。 10しかも

彼を砕くことは主のみ旨であり、主は彼を悩まさ

れた。彼が自分を、とがの供え物となすとき、そ

の子孫を見ることができ、その命をながくするこ

とができる。かつ主のみ旨が彼の手によって栄え

る。 11彼は自分の魂の苦しみにより光を見て満

足する。義なるわがしもべはその知識によって、

多くの人を義とし、また彼らの不義を負う。 12

それゆえ、わたしは彼に大いなる者と共に物を分

かち取らせる。彼は強い者と共に獲物を分かち取

る。これは彼が死にいたるまで、自分の魂をそそ

ぎだし、とがある者と共に数えられたからである

。しかも彼は多くの人の罪を負い、とがある者の

ためにとりなしをした。

54「子を産まなかったうまずめよ、歌え。産み
の苦しみをしなかった者よ、声を放って歌い

よばわれ。夫のない者の子は、とついだ者の子よ

りも多い」と主は言われる。 2「あなたの天幕の

場所を広くし、あなたのすまいの幕を張りひろげ

、惜しむことなく、あなたの綱を長くし、あなた

の杭を強固にせよ。 3あなたは右に左にひろがり

、あなたの子孫はもろもろの国を獲、荒れすたれ

た町々をも住民で満たすからだ。 4恐れてはなら

ない。あなたは恥じることがない。あわてふため

いてはならない。あなたは、はずかしめられるこ

とがない。あなたは若い時の恥を忘れ、寡婦であ

った時のはずかしめを、再び思い出すことがない

。 5あなたを造られた者はあなたの夫であって、

その名は万軍の主。あなたをあがなわれる者は、

イスラエルの聖者であって、全地の神ととなえら

れる。 6捨てられて心悲しむ妻、また若い時にと

ついで出された妻を招くように主はあなたを招か

れた」とあなたの神は言われる。 7「わたしはし

ばしばあなたを捨てたけれども、大いなるあわれ

みをもってあなたを集める。 8あふれる憤りをも

って、しばしわが顔を隠したけれども、とこしえ

のいつくしみをもって、あなたをあわれむ」とあ

なたをあがなわれる主は言われる。 9「このこと

はわたしにはノアの時のようだ。わたしはノアの

洪水を、再び地にあふれさせないと誓ったが、そ
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のように、わたしは再びあなたを怒らない、再び

あなたを責めないと誓った。 10山は移り、丘は

動いても、わがいつくしみはあなたから移ること

なく、平安を与えるわが契約は動くことがない」

とあなたをあわれまれる主は言われる。 11「苦

しみをうけ、あらしにもてあそばれ、慰めを得な

い者よ、見よ、わたしはアンチモニーであなたの

石をすえ、サファイヤであなたの基をおき、 12

めのうであなたの尖塔を造り、紅玉であなたの門

を造り、あなたの城壁をことごとく宝石で造る。

13あなたの子らはみな主に教をうけ、あなたの子

らは大いに栄える。 14あなたは義をもって堅く

立ち、しえたげから遠ざかって恐れることはない

。また恐怖から遠ざかる、それはあなたに近づく

ことがないからである。 15たとい争いを起す者

があってもわたしによるのではない。すべてあな

たと争う者は、あなたのゆえに倒れる。 16見よ

、炭火を吹きおこして、その目的にかなう武器を

造り出す鍛冶は、わたしが創造した者、また荒し

滅ぼす者も、わたしが創造した者である。 17す

べてあなたを攻めるために造られる武器は、その

目的を達しない。すべてあなたに逆らい立って、

争い訴える舌は、あなたに説き破られる。これが

主のしもべらの受ける嗣業であり、また彼らがわ

たしから受ける義である」と主は言われる。

55「さあ、かわいている者はみな水にきたれ。
金のない者もきたれ。来て買い求めて食べよ

。あなたがたは来て、金を出さずに、ただでぶど

う酒と乳とを買い求めよ。 2なぜ、あなたがたは

、かてにもならぬもののために金を費し、飽きる

こともできぬもののために労するのか。わたしに

よく聞き従え。そうすれば、良い物を食べること

ができ、最も豊かな食物で、自分を楽しませるこ

とができる。 3耳を傾け、わたしにきて聞け。そ

うすれば、あなたがたは生きることができる。わ

たしは、あなたがたと、とこしえの契約を立てて

、ダビデに約束した変らない確かな恵みを与える

。 4見よ、わたしは彼を立てて、もろもろの民へ

の証人とし、また、もろもろの民の君とし、命令

する者とした。 5見よ、あなたは知らない国民を

招く、あなたを知らない国民はあなたのもとに走

ってくる。これはあなたの神、主、イスラエルの

聖者のゆえであり、主があなたに光栄を与えられ

たからである。 6あなたがたは主にお会いするこ

とのできるうちに、主を尋ねよ。近くおられるう

ちに呼び求めよ。 7悪しき者はその道を捨て、正

らぬ人はその思いを捨てて、主に帰れ。そうすれ

ば、主は彼にあわれみを施される。われわれの神

に帰れ、主は豊かにゆるしを与えられる。 8わが

思いは、あなたがたの思いとは異なり、わが道は

、あなたがたの道とは異なっていると主は言われ

る。 9天が地よりも高いように、わが道は、あな

たがたの道よりも高く、わが思いは、あなたがた

の思いよりも高い。 10天から雨が降り、雪が落

ちてまた帰らず、地を潤して物を生えさせ、芽を

出させて、種まく者に種を与え、食べる者にかて

を与える。 11このように、わが口から出る言葉

も、むなしくわたしに帰らない。わたしの喜ぶと

ころのことをなし、わたしが命じ送った事を果す

。 12あなたがたは喜びをもって出てきて、安ら

かに導かれて行く。山と丘とはあなたの前に声を

放って喜び歌い、野にある木はみな手を打つ。 13

いとすぎは、いばらに代って生え、ミルトスの木

は、おどろに代って生える。これは主の記念とな

り、また、とこしえのしるしとなって、絶えるこ

とはない」。

56主はこう言われる、「あなたがたは公平を守
って正義を行え。わが救の来るのは近く、わ

が助けのあらわれるのが近いからだ。 2安息日を

守って、これを汚さず、その手をおさえて、悪し

き事をせず、このように行う人、これを堅く守る

人の子はさいわいである」。 3主に連なっている

異邦人は言ってはならない、「主は必ずわたしを

その民から分かたれる」と。宦官もまた言っては

ならない、「見よ、わたしは枯れ木だ」と。 4主

はこう言われる、「わが安息日を守り、わが喜ぶ

ことを選んで、わが契約を堅く守る宦官には、 5

わが家のうちで、わが垣のうちで、むすこにも娘

にもまさる記念のしるしと名を与え、絶えること

のない、とこしえの名を与える。 6また主に連な

り、主に仕え、主の名を愛し、そのしもべとなり

、すべて安息日を守って、これを汚さず、わが契

約を堅く守る異邦人は 7わたしはこれをわが聖な

る山にこさせ、わが祈の家のうちで楽しませる、

彼らの燔祭と犠牲とは、わが祭壇の上に受けいれ

られる。わが家はすべての民の祈の家ととなえら

れるからである」。 8イスラエルの追いやられた

者を集められる主なる神はこう言われる、「わた
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しはさらに人を集めて、すでに集められた者に加

えよう」と。 9野のすべての獣よ、林におるすべ

ての獣よ、来て食らえ。 10見張人らはみな目し

いで、知ることがなく、みな、おしの犬で、ほえ

ることができない。みな夢みる者、伏している者

、まどろむことを好む者だ。 11この犬どもは強

欲で、飽くことを知らない。彼らはまた悟ること

のできない牧者で、皆おのが道にむかいゆき、お

のおのみな、おのれの利を求める。 12彼らは互

に言う、「さあ、われわれは酒を手に入れ、濃い

酒をあびるほど飲もう。あすも、きょうのようで

あるだろう、すばらしい日だ」と。

57正しい者が滅びても、心にとめる人がなく、
神を敬う人々が取り去られても、悟る者はな

い。正しい者は災の前に取り去られて、 2平安に

入るからである。すべて正直に歩む者は、その床

に休むことができる。 3しかし、あなたがた女魔

法使の子よ、姦夫と遊女のすえよ、こちらへ近寄

れ。 4あなたがたは、だれにむかって戯れをなす

のか。だれにむかって口を開き、舌を出すのか。

あなたがたは背信の子ら、偽りのすえではないか

。 5あなたがたは、かしの木の間、すべての青木

の下で心をこがし、谷の中、岩のはざまで子ども

を殺した。 6あなたは谷のなめらかな石を自分の

嗣業とし、これを自分の分け前とし、これに灌祭

をそそぎ、供え物をささげた。わたしはこれらの

物によってなだめられようか。 7あなたは高くそ

びえた山の上に自分の床を設け、またそこに登っ

て行って犠牲をささげた。 8また戸および柱のう

しろに、あなたのしるしを置いた。あなたはわた

しを離れて自分の床をあらわし、それにのぼって

、その床をひろくした。また彼らと契約をなし、

彼らの床を愛し、その裸を見た。 9あなたは、に

おい油を携えてモレクに行き、多くのかおり物を

ささげた。またあなたの使者を遠くにつかわし、

陰府の深い所にまでつかわした。 (Sheol h7585) 10あ

なたは道の長いのに疲れても、なお「望みがない

」とは言わなかった。あなたはおのが力の回復を

得たので、衰えることがなかった。 11あなたは

だれをおじ恐れて、偽りを言い、わたしを覚えず

、また心におかなかったのか。わたしが久しく黙

っていたために、あなたはわたしを恐れなかった

のではなかったか。 12わたしはあなたの義と、

あなたのわざを告げ示そう、しかしこれらはあな

たを益しない。 13あなたが呼ばわる時、あなた

が集めておいた偶像にあなたを救わせよ。風は彼

らを運び去り、息は彼らを取り去る。しかしわた

しに寄り頼む者は地を継ぎ、わが聖なる山をまも

る。 14主は言われる、「土を盛り、土を盛って

道を備えよ、わが民の道から、つまずく物を取り

去れ」と。 15いと高く、いと上なる者、とこし

えに住む者、その名を聖ととなえられる者がこう

言われる、「わたしは高く、聖なる所に住み、ま

た心砕けて、へりくだる者と共に住み、へりくだ

る者の霊をいかし、砕ける者の心をいかす。 16

わたしはかぎりなく争わない、また絶えず怒らな

い。霊はわたしから出、いのちの息はわたしがつ

くったからだ。 17彼のむさぼりの罪のゆえに、

わたしは怒って彼を打ち、わが顔をかくして怒っ

た。しかし彼はなおそむいて、おのが心の道へ行

った。 18わたしは彼の道を見た。わたしは彼を

いやし、また彼を導き、慰めをもって彼に報い、

悲しめる者のために、くちびるの実を造ろう。 19

遠い者にも近い者にも平安あれ、平安あれ、わた

しは彼をいやそう」と主は言われる。 20しかし

悪しき者は波の荒い海のようだ。静まることがで

きないで、その水はついに泥と汚物とを出す。 21

わが神は言われる、「よこしまな者には平安がな

い」と。

58「大いに呼ばわって声を惜しむな。あなたの
声をラッパのようにあげ、わが民にそのとが

を告げ、ヤコブの家にその罪を告げ示せ。 2彼ら

は日々わたしを尋ね求め、義を行い、神のおきて

を捨てない国民のように、わが道を知ることを喜

ぶ。彼らは正しいさばきをわたしに求め、神に近

づくことを喜ぶ。 3彼らは言う、『われわれが断

食したのに、なぜ、ごらんにならないのか。われ

われがおのれを苦しめたのに、なぜ、ごぞんじな

いのか』と。見よ、あなたがたの断食の日には、

おのが楽しみを求め、その働き人をことごとくし

えたげる。 4見よ、あなたがたの断食するのは、

ただ争いと、いさかいのため、また悪のこぶしを

もって人を打つためだ。きょう、あなたがたのな

す断食は、その声を上に聞えさせるものではない

。 5このようなものは、わたしの選ぶ断食であろ

うか。人がおのれを苦しめる日であろうか。その

こうべを葦のように伏せ、荒布と灰とをその下に

敷くことであろうか。あなたは、これを断食とと
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なえ、主に受けいれられる日と、となえるであろ

うか。 6わたしが選ぶところの断食は、悪のなわ

をほどき、くびきのひもを解き、しえたげられる

者を放ち去らせ、すべてのくびきを折るなどの事

ではないか。 7また飢えた者に、あなたのパンを

分け与え、さすらえる貧しい者を、あなたの家に

入れ、裸の者を見て、これを着せ、自分の骨肉に

身を隠さないなどの事ではないか。 8そうすれば

、あなたの光が暁のようにあらわれ出て、あなた

は、すみやかにいやされ、あなたの義はあなたの

前に行き、主の栄光はあなたのしんがりとなる。

9また、あなたが呼ぶとき、主は答えられ、あな

たが叫ぶとき、『わたしはここにおる』と言われ

る。もし、あなたの中からくびきを除き、指をさ

すこと、悪い事を語ることを除き、 10飢えた者

にあなたのパンを施し、苦しむ者の願いを満ち足

らせるならば、あなたの光は暗きに輝き、あなた

のやみは真昼のようになる。 11主は常にあなた

を導き、良き物をもってあなたの願いを満ち足ら

せ、あなたの骨を強くされる。あなたは潤った園

のように、水の絶えない泉のようになる。 12あ

なたの子らは久しく荒れすたれたる所を興し、あ

なたは代々やぶれた基を立て、人はあなたを『破

れを繕う者』と呼び、『市街を繕って住むべき所

となす者』と呼ぶようになる。 13もし安息日に

あなたの足をとどめ、わが聖日にあなたの楽しみ

をなさず、安息日を喜びの日と呼び、主の聖日を

尊ぶべき日ととなえ、これを尊んで、おのが道を

行わず、おのが楽しみを求めず、むなしい言葉を

語らないならば、 14その時あなたは主によって

喜びを得、わたしは、あなたに地の高い所を乗り

通らせ、あなたの先祖ヤコブの嗣業をもって、あ

なたを養う」。これは主の口から語られたもので

ある。

59見よ、主の手が短くて、救い得ないのではな
い。その耳が鈍くて聞き得ないのでもない。

2ただ、あなたがたの不義があなたがたと、あな

たがたの神との間を隔てたのだ。またあなたがた

の罪が主の顔をおおったために、お聞きにならな

いのだ。 3あなたがたの手は血で汚れ、あなたが

たの指は不義で汚れ、あなたがたのくちびるは偽

りを語り、あなたがたの舌は悪をささやき、 4ひ

とりも正義をもって訴え、真実をもって論争する

者がない。彼らはむなしきことを頼み、偽りを語

り、害悪をはらみ、不義を産む。 5彼らはまむし

の卵をかえし、くもの巣を織る。その卵を食べる

者は死ぬ。卵が踏まれると破れて毒蛇を出す。 6

その織る物は着物とならない。その造る物をもっ

て身をおおうことができない。彼のわざは不義の

わざであり、彼らの手には暴虐の行いがある。 7

彼らの足は悪に走り、罪のない血を流すことに速

い。彼らの思いは不義の思いであり、荒廃と滅亡

とがその道にある。 8彼らは平和の道を知らず、

その行く道には公平がない。彼らはその道を曲げ

た。すべてこれを歩む者は平和を知らない。 9そ

れゆえ、公平は遠くわれわれを離れ、正義はわれ

われに追いつかない。われわれは光を望んでも、

暗きを見、輝きを望んでも、やみを行く。 10わ

れわれは盲人のように、かきを手さぐりゆき、目

のない者のように手さぐりゆき、真昼でも、たそ

がれのようにつまずき、強壮な者の中にあっても

死人のようだ。 11われわれは皆くまのようにほ

え、はとのようにいたくうめき、公平を望んでも

、きたらず、救を望んでも、遠くわれわれを離れ

去る。 12われわれのとがは、あなたの前に多く

、罪は、われわれを訴えて、あかしをなし、とが

は、われわれと共にあり、不義は、われわれがこ

れを知る。 13われわれは、そむいて主をいなみ

、退いて、われわれの神に従わず、しえたげと、

そむきとを語り、偽りの言葉を心にはらんで、そ

れを言いあらわす。 14公平はうしろに退けられ

、正義ははるかに立つ。それは、真実は広場に倒

れ、正直は、はいることができないからである。

15真実は欠けてなく、悪を離れる者はかすめ奪わ

れる。主はこれを見て、公平がなかったことを喜

ばれなかった。 16主は人のないのを見られ、仲

に立つ者のないのをあやしまれた。それゆえ、ご

自分のかいなをもって、勝利を得、その義をもっ

て、おのれをささえられた。 17主は義を胸当と

してまとい、救のかぶとをその頭にいただき、報

復の衣をまとって着物とし、熱心を外套として身

を包まれた。 18主は彼らの行いにしたがって報

いをなし、あだにむかって怒り、敵にむかって報

いをなし、海沿いの国々にむかって報いをされる

。 19こうして、人々は西の方から主の名を恐れ

、日の出る方からその栄光を恐れる。主は、せき

止めた川を、そのいぶきで押し流すように、こら

れるからである。 20主は言われる、「主は、あ

がなう者としてシオンにきたり、ヤコブのうちの
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、とがを離れる者に至る」と。 21主は言われる

、「わたしが彼らと立てる契約はこれである。あ

なたの上にあるわが霊、あなたの口においたわが

言葉は、今から後とこしえに、あなたの口から、

あなたの子らの口から、あなたの子らの子の口か

ら離れることはない」と。

60起きよ、光を放て。あなたの光が臨み、主の
栄光があなたの上にのぼったから。 2見よ、

暗きは地をおおい、やみはもろもろの民をおおう

。しかし、あなたの上には主が朝日のごとくのぼ

られ、主の栄光があなたの上にあらわれる。 3も

ろもろの国は、あなたの光に来、もろもろの王は

、のぼるあなたの輝きに来る。 4あなたの目をあ

げて見まわせ、彼らはみな集まってあなたに来る

。あなたの子らは遠くから来、あなたの娘らは、

かいなにいだかれて来る。 5その時あなたは見て

、喜びに輝き、あなたの心はどよめき、かつ喜ぶ

。海の富が移ってあなたに来、もろもろの国の宝

が、あなたに来るからである。 6多くのらくだ、

ミデアンおよびエパの若きらくだはあなたをおお

い、シバの人々はみな黄金、乳香を携えてきて、

主の誉を宣べ伝える。 7ケダルの羊の群れはみな

あなたに集まって来、ネバヨテの雄羊はあなたに

仕え、わが祭壇の上にのぼって受けいれられる。

こうして、わたしはわが栄光の家を輝かす。 8雲

のように飛び、はとがその小屋に飛び帰るように

して来る者はだれか。 9海沿いの国々はわたしを

待ち望み、タルシシの船はいや先にあなたの子ら

を遠くから載せて来、また彼らの金銀を共に載せ

て来て、あなたの神、主の名にささげ、イスラエ

ルの聖者にささげる。主があなたを輝かされたか

らである。 10異邦人はあなたの城壁を築き、彼

らの王たちはあなたに仕える。わたしは怒りをも

ってあなたを打ったけれども、また恵みをもって

あなたをあわれんだからである。 11あなたの門

は常に開いて、昼も夜も閉ざすことはない。これ

は人々が国々の宝をあなたに携えて来、その王た

ちを率いて来るためである。 12あなたに仕えな

い国と民とは滅び、その国々は全く荒れすたれる

。 13レバノンの栄えはあなたに来、いとすぎ、

すずかけ、まつは皆共に来て、わが聖所をかざる

。またわたしはわが足をおく所を尊くする。 14

あなたを苦しめた者の子らは、かがんで、あなた

のもとに来、あなたをさげすんだ者は、ことごと

くあなたの足もとに伏し、あなたを主の都、イス

ラエルの聖者のシオンととなえる。 15あなたは

捨てられ、憎まれて、その中を過ぎる者もなかっ

たが、わたしはあなたを、とこしえの誇、世々の

喜びとする。 16あなたはまた、もろもろの国の

乳を吸い、王たちの乳ぶさを吸い、そして主なる

わたしが、あなたの救主、また、あなたのあがな

い主、ヤコブの全能者であることを知るにいたる

。 17わたしは青銅の代りに黄金を携え、くろが

ねの代りにしろがねを携え、木の代りに青銅を、

石の代りに鉄を携えてきて、あなたのまつりごと

を平和にし、あなたのつかさびとを正しくする。

18暴虐は、もはやあなたの地に聞かれず、荒廃と

滅亡は、もはやあなたの境のうちに聞かれず、あ

なたはその城壁を「救」ととなえ、その門を「誉

」ととなえる。 19昼は、もはや太陽があなたの

光とならず、夜も月が輝いてあなたを照さず、主

はとこしえにあなたの光となり、あなたの神はあ

なたの栄えとなられる。 20あなたの太陽は再び

没せず、あなたの月はかけることがない。主がと

こしえにあなたの光となり、あなたの悲しみの日

が終るからである。 21あなたの民はことごとく

正しい者となって、とこしえに地を所有する。彼

らはわたしの植えた若枝、わが手のわざ、わが栄

光をあらわすものとなる。 22その最も小さい者

は氏族となり、その最も弱い者は強い国となる。

わたしは主である。その時がくるならば、すみや

かにこの事をなす。

61主なる神の霊がわたしに臨んだ。これは主が
わたしに油を注いで、貧しい者に福音を宣べ

伝えることをゆだね、わたしをつかわして心のい

ためる者をいやし、捕われ人に放免を告げ、縛ら

れている者に解放を告げ、 2主の恵みの年とわれ

われの神の報復の日とを告げさせ、また、すべて

の悲しむ者を慰め、 3シオンの中の悲しむ者に喜

びを与え、灰にかえて冠を与え、悲しみにかえて

喜びの油を与え、憂いの心にかえて、さんびの衣

を与えさせるためである。こうして、彼らは義の

かしの木ととなえられ、主がその栄光をあらわす

ために植えられた者ととなえられる。 4彼らはい

にしえの荒れた所を建てなおし、さきに荒れすた

れた所を興し、荒れた町々を新たにし、世々すた

れた所を再び建てる。 5外国人は立ってあなたが

たの群れを飼い、異邦人はあなたがたの畑を耕す
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者となり、ぶどうを作る者となる。 6しかし、あ

なたがたは主の祭司ととなえられ、われわれの神

の役者と呼ばれ、もろもろの国の富を食べ、彼ら

の宝を得て喜ぶ。 7あなたがたは、さきに受けた

恥にかえて、二倍の賜物を受け、はずかしめにか

えて、その嗣業を得て楽しむ。それゆえ、あなた

がたはその地にあって、二倍の賜物を獲、とこし

えの喜びを得る。 8主なるわたしは公平を愛し、

強奪と邪悪を憎み、真実をもって彼らに報いを与

え、彼らと、とこしえの契約を結ぶからである。

9彼らの子孫は、もろもろの国の中で知られ、彼

らの子らは、もろもろの民の中に知られる。すべ

てこれを見る者はこれが主の祝福された民である

ことを認める。 10わたしは主を大いに喜び、わ

が魂はわが神を楽しむ。主がわたしに救の衣を着

せ、義の上衣をまとわせて、花婿が冠をいただき

、花嫁が宝玉をもって飾るようにされたからであ

る。 11地が芽をいだし、園がまいたものを生や

すように、主なる神は義と誉とを、もろもろの国

の前に、生やされる。

62シオンの義が朝日の輝きのようにあらわれい
で、エルサレムの救が燃えるたいまつの様に

なるまで、わたしはシオンのために黙せず、エル

サレムのために休まない。 2もろもろの国はあな

たの義を見、もろもろの王は皆あなたの栄えを見

る。そして、あなたは主の口が定められる新しい

名をもってとなえられる。 3また、あなたは主の

手にある麗しい冠となり、あなたの神の手にある

王の冠となる。 4あなたはもはや「捨てられた者

」と言われず、あなたの地はもはや「荒れた者」

と言われず、あなたは「わが喜びは彼女にある」

ととなえられ、あなたの地は「配偶ある者」とと

なえられる。主はあなたを喜ばれ、あなたの地は

配偶を得るからである。 5若い者が処女をめとる

ようにあなたの子らはあなたをめとり、花婿が花

嫁を喜ぶようにあなたの神はあなたを喜ばれる。

6エルサレムよ、わたしはあなたの城壁の上に見

張人をおいて、昼も夜もたえず、もだすことのな

いようにしよう。主に思い出されることを求める

者よ、みずから休んではならない。 7主がエルサ

レムを堅く立てて、全地に誉を得させられるまで

、お休みにならぬようにせよ。 8主はその右の手

をさし、大能のかいなをさして誓われた、「わた

しは再びあなたの穀物をあなたの敵に与えて食べ

させない。また、あなたが労して得たぶどう酒を

異邦人に与えて飲ませない。 9しかし、穀物を刈

り入れた者はこれを食べて主をほめたたえ、ぶど

うを集めた者はわが聖所の庭でこれを飲む」。 10

門を通って行け、通って行け。民の道を備えよ。

土を盛り、土を盛って大路を設けよ。石を取りの

け。もろもろの民の上に旗をあげよ。 11見よ、

主は地の果にまで告げて言われた、「シオンの娘

に言え、『見よ、あなたの救は来る。見よ、その

報いは主と共にあり、その働きの報いは、その前

にある』と。 12彼らは『聖なる民、主にあがな

われた者』ととなえられ、あなたは『人に尋ね求

められる者、捨てられない町』ととなえられる」

。

63「このエドムから来る者、深紅の衣を着て、
ボズラから来る者はだれか。その装いは、は

なやかに、大いなる力をもって進み来る者はだれ

か」。「義をもって語り、救を施す力あるわたし

がそれだ」。 2「何ゆえあなたの装いは赤く、あ

なたの衣は酒ぶねを踏む者のように赤いのか」。

3「わたしはひとりで酒ぶねを踏んだ。もろもろ

の民のなかに、わたしと事を共にする者はなかっ

た。わたしは怒りによって彼らを踏み、憤りによ

って彼らを踏みにじったので、彼らの血がわが衣

にふりかかり、わが装いをことごとく汚した。 4

報復の日がわが心のうちにあり、わがあがないの

年が来たからである。 5わたしは見たけれども、

助ける者はなく、怪しんだけれども、ささえる者

はなかった。それゆえ、わがかいながわたしを勝

たせ、わが憤りがわたしをささえた。 6わたしは

怒りによって、もろもろの民を踏みにじり、憤り

によって彼らを酔わせ、彼らの血を、地に流れさ

せた」。 7わたしは主がわれわれになされたすべ

てのことによって、主のいつくしみと、主の誉と

を語り告げ、また、そのあわれみにより、その多

くのいつくしみによって、イスラエルの家に施さ

れたその大いなる恵みを語り告げよう。 8主は言

われた、「まことに彼らはわが民、偽りのない子

らである」と。そして主は彼らの救主となられた

。 9彼らのすべての悩みのとき、主も悩まれて、

そのみ前の使をもって彼らを救い、その愛とあわ

れみとによって彼らをあがない、いにしえの日、

つねに彼らをもたげ、彼らを携えられた。 10と

ころが彼らはそむいてその聖なる霊を憂えさせた
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ので、主はひるがえって彼らの敵となり、みずか

ら彼らと戦われた。 11その時、民はいにしえの

モーセの日を思い出して言った、「その群れの牧

者を、海から携えあげた者はどこにいるか。彼ら

の中に聖なる霊をおいた者はどこにいるか。 12

栄光のかいなをモーセの右に行かせ、彼らの前に

水を二つに分けて、みずから、とこしえの名をつ

くり、 13彼らを導いて、馬が野を走るように、

つまずくことなく淵を通らせた者はどこにいるか

。 14谷にくだる家畜のように、主の霊は彼らを

いこわせられた。このように、あなたはおのれの

民を導いてみずから栄光の名をつくられた」。 15

どうか、天から見おろし、その聖なる栄光あるす

みかからごらんください。あなたの熱心と、大能

とはどこにありますか。あなたのせつなる同情と

あわれみとはおさえられて、わたしにあらわれま

せん。 16たといアブラハムがわれわれを知らず

、イスラエルがわれわれを認めなくても、あなた

はわれわれの父です。主よ、あなたはわれわれの

父、いにしえからあなたの名はわれわれのあなが

い主です。 17主よ、なぜ、われわれをあなたの

道から離れ迷わせ、われわれの心をかたくなにし

て、あなたを恐れないようにされるのですか。ど

うぞ、あなたのしもべらのために、あなたの嗣業

である部族らのために、お帰りください。 18あ

なたの聖なる民が、あなたの聖所を獲て間もない

のに、われわれのあだは、それを踏みにじりまし

た。 19われわれはあなたによって、いにしえか

ら治められない者のようになり、あなたの名をも

って、となえられない者のようになりました。

64どうか、あなたが天を裂いて下り、あなたの
前に山々が震い動くように。 2火が柴木を燃

やし、火が水を沸かすときのごとく下られるよう

に。そして、み名をあなたのあだにあらわし、も

ろもろの国をあなたの前に震えおののかせられる

ように。 3あなたは、われわれが期待しなかった

恐るべき事をなされた時に下られたので、山々は

震い動いた。 4いにしえからこのかた、あなたの

ほか神を待ち望む者に、このような事を行われた

神を聞いたことはなく、耳に入れたこともなく、

目に見たこともない。 5あなたは喜んで義を行い

、あなたの道にあって、あなたを記念する者を迎

えられる。見よ、あなたは怒られた、われわれは

罪を犯した。われわれは久しく罪のうちにあった

。われわれは救われるであろうか。 6われわれは

みな汚れた人のようになり、われわれの正しい行

いは、ことごとく汚れた衣のようである。われわ

れはみな木の葉のように枯れ、われわれの不義は

風のようにわれわれを吹き去る。 7あなたの名を

呼ぶ者はなく、みずから励んで、あなたによりす

がる者はない。あなたはみ顔を隠して、われわれ

を顧みられず、われわれをおのれの不義の手に渡

された。 8されど主よ、あなたはわれわれの父で

す。われわれは粘土であって、あなたは陶器師で

す。われわれはみな、み手のわざです。 9主よ、

ひどくお怒りにならぬように、いつまでも不義を

みこころにとめられぬように。どうぞ、われわれ

を顧みてください。われわれはみな、あなたの民

です。 10あなたの聖なる町々は荒野となり、シ

オンは荒野となり、エルサレムは荒れすたれた。

11われわれの先祖があなたをほめたたえた聖なる

麗しいわれわれの宮は火で焼かれ、われわれが慕

った所はことごとく荒れはてた。 12主よ、これ

らの事があってもなお、あなたはみずからをおさ

え、黙して、われわれをいたく苦しめられるので

すか。

65わたしはわたしを求めなかった者に問われる
ことを喜び、わたしを尋ねなかった者に見い

だされることを喜んだ。わたしはわが名を呼ばな

かった国民に言った、「わたしはここにいる、わ

たしはここにいる」と。 2よからぬ道に歩み、自

分の思いに従うそむける民に、わたしはひねもす

手を伸べて招いた。 3この民はまのあたり常にわ

たしを怒らせ、園の中で犠牲をささげ、かわらの

上で香をたき、 4墓場にすわり、ひそかな所にや

どり、豚の肉を食らい、憎むべき物の、あつもの

をその器に盛って、 5言う、「あなたはそこに立

って、わたしに近づいてはならない。わたしはあ

なたと区別されたものだから」と。これらはわが

鼻の煙、ひねもす燃える火である。 6見よ、この

事はわが前にしるされた、「わたしは黙っていな

いで報い返す。そうだ、わたしは彼らのふところ

に、 7彼らの不義と、彼らの先祖たちの不義とを

共に報い返す。彼らが山の上で香をたき、丘の上

でわたしをそしったゆえ、わたしは彼らのさきの

わざを量って、そのふところに返す」と主は言わ

れる。 8主はこう言われる、「人がぶどうのふさ

の中に、ぶどうのしるのあるのを見るならば、『
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それを破るな、その中に祝福があるから』と言う

。そのようにわたしは、わがしもべらのために行

って、ことごとくは滅ぼさない。 9わたしはヤコ

ブから子孫をいだし、ユダからわが山々を受けつ

ぐべき者をいだす。わたしが選んだ者はこれを受

けつぎ、わがしもべらはそこに住む。 10シャロ

ンは羊の群れの牧場となり、アコルの谷は牛の群

れの伏す所となって、わたしを尋ね求めたわが民

のものとなる。 11しかし主を捨て、わが聖なる

山を忘れ、机を禍福の神に供え、混ぜ合わせた酒

を盛って運命の神にささげるあなたがたよ、 12

わたしは、あなたがたをつるぎに渡すことに定め

た。あなたがたは皆かがんでほふられる。あなた

がたはわたしが呼んだときに答えず、わたしが語

ったときに聞かず、わたしの目に悪い事をおこな

い、わたしの好まなかった事を選んだからだ」。

13それゆえ、主なる神はこう言われる、「見よ、

わがしもべたちは食べる、しかし、あなたがたは

飢える。見よ、わがしもべたちは飲む、しかし、

あなたがたはかわく。見よ、わがしもべたちは喜

ぶ、しかし、あなたがたは恥じる。 14見よ、わ

がしもべたちは心の楽しみによって歌う、しかし

、あなたがたは心の苦しみによって叫び、たまし

いの悩みによって泣き叫ぶ。 15あなたがたの残

す名はわが選んだ者には、のろいの文句となり、

主なる神はあなたがたを殺される。しかし、おの

れのしもべたちを、ほかの名をもって呼ばれる。

16それゆえ、地にあっておのれのために祝福を求

める者は、真実の神によっておのれの祝福を求め

、地にあって誓う者は、真実の神をさして誓う。

さきの悩みは忘れられて、わが目から隠れうせる

からである。 17見よ、わたしは新しい天と、新

しい地とを創造する。さきの事はおぼえられるこ

となく、心に思い起すことはない。 18しかし、

あなたがたはわたしの創造するものにより、とこ

しえに楽しみ、喜びを得よ。見よ、わたしはエル

サレムを造って喜びとし、その民を楽しみとする

。 19わたしはエルサレムを喜び、わが民を楽し

む。泣く声と叫ぶ声は再びその中に聞えることは

ない。 20わずか数日で死ぬみどりごと、おのが

命の日を満たさない老人とは、もはやその中にい

ない。百歳で死ぬ者も、なお若い者とせられ、百

歳で死ぬ者は、のろわれた罪びととされる。 21

彼らは家を建てて、それに住み、ぶどう畑を作っ

て、その実を食べる。 22彼らが建てる所に、ほ

かの人は住まず、彼らが植えるものは、ほかの人

が食べない。わが民の命は、木の命のようになり

、わが選んだ者は、その手のわざをながく楽しむ

からである。 23彼らの勤労はむだでなく、その

生むところの子らは災にかからない。彼らは主に

祝福された者のすえであって、その子らも彼らと

共におるからである。 24彼らが呼ばないさきに

、わたしは答え、彼らがなお語っているときに、

わたしは聞く。 25おおかみと小羊とは共に食ら

い、ししは牛のようにわらを食らい、へびはちり

を食物とする。彼らはわが聖なる山のどこでもそ

こなうことなく、やぶることはない」と主は言わ

れる。

66主はこう言われる、「天はわが位、地はわが
足台である。あなたがたはわたしのためにど

んな家を建てようとするのか。またどんな所がわ

が休み所となるのか」。 2主は言われる、「わが

手はすべてこれらの物を造った。これらの物はこ

とごとくわたしのものである。しかし、わたしが

顧みる人はこれである。すなわち、へりくだって

心悔い、わが言葉に恐れおののく者である。 3牛

をほふる者は、また人を殺す者、小羊を犠牲とす

る者は、また犬をくびり殺す者、供え物をささげ

る者は、また豚の血をささげる者、乳香を記念と

してささげる者は、また偶像をほめる者である。

これはおのが道を選び、その心は憎むべきものを

楽しむ。 4わたしもまた彼らのために悩みを選び

、彼らの恐れるところのものを彼らに臨ませる。

これは、わたしが呼んだときに答える者なく、わ

たしが語ったときに聞くことをせず、わたしの目

に悪い事を行い、わたしの好まなかった事を選ん

だからである」。 5あなたがた、主の言葉に恐れ

おののく者よ、主の言葉を聞け、「あなたがたの

兄弟たちはあなたがたを憎み、あなたがたをわが

名のために追い出して言った、『願わくは主がそ

の栄光をあらわしてわれわれにあなたがたの喜び

を見させよ』と。しかし彼らは恥を受ける。 6聞

けよ、町から起る騒ぎを。宮から聞える声を。主

がその敵に報復される声を。 7シオンは産みの苦

しみをなす前に産み、その苦しみの来ない前に男

子を産んだ。 8だれがこのような事を聞いたか、

だれがこのような事どもを見たか。一つの国は一

日の苦しみで生れるだろうか。一つの国民はひと

時に生れるだろうか。しかし、シオンは産みの苦
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しみをするやいなやその子らを産んだ。 9わたし

が出産に臨ませて産ませないことがあろうか」と

主は言われる。「わたしは産ませる者なのに胎を

とざすであろうか」とあなたの神は言われる。 10

「すべてエルサレムを愛する者よ、彼女と共に喜

べ、彼女のゆえに楽しめ。すべて彼女のために悲

しむ者よ、彼女と共に喜び楽しめ。 11あなたが

たは慰めを与えるエルサレムの乳ぶさから乳を吸

って飽くことができ、またその豊かな栄えから飲

んで楽しむことができるからだ」。 12主はこう

言われる、「見よ、わたしは川のように彼女に繁

栄を与え、みなぎる流れのように、もろもろの国

の富を与える。あなたがたは乳を飲み、腰に負わ

れ、ひざの上であやされる。 13母のその子を慰

めるように、わたしもあなたがたを慰める。あな

たがたはエルサレムで慰めを得る。 14あなたが

たは見て、心喜び、あなたがたの骨は若草のよう

に栄える。主の手はそのしもべらと共にあり、そ

の憤りはその敵にむかっていることを知る。 15

見よ、主は火の中にあらわれて来られる。その車

はつむじ風のようだ。激しい怒りをもってその憤

りをもらし、火の炎をもって責められる。 16主

は火をもって、またつるぎをもって、すべての人

にさばきを行われる。主に殺される者は多い」。

17「みずからを聖別し、みずからを清めて園に行

き、その中にあるものに従い、豚の肉、憎むべき

物およびねずみを食う者はみな共に絶えうせる」

と主は言われる。 18「わたしは彼らのわざと、

彼らの思いとを知っている。わたしは来て、すべ

ての国民と、もろもろのやからとを集める。彼ら

は来て、わが栄光を見る。 19わたしは彼らの中

に一つのしるしを立てて、のがれた者をもろもろ

の国、すなわちタルシシ、よく弓をひくプトおよ

びルデ、トバル、ヤワン、またわが名声を聞かず

、わが栄光を見ない遠くの海沿いの国々につかわ

す。彼らはわが栄光をもろもろの国民の中に伝え

る。 20彼らはイスラエルの子らが清い器に供え

物を盛って主の宮に携えて来るように、あなたが

たの兄弟をことごとくもろもろの国の中から馬、

車、かご、騾馬、らくだに乗せて、わが聖なる山

エルサレムにこさせ、主の供え物とする」と主は

言われる。 21「わたしはまた彼らの中から人を

選んで祭司とし、レビびととする」と主は言われ

る。 22「わたしが造ろうとする新しい天と、新

しい地がわたしの前にながくとどまるように、あ

なたの子孫と、あなたの名はながくとどまる」と

主は言われる。 23「新月ごとに、安息日ごとに

、すべての人はわが前に来て礼拝する」と主は言

われる。 24「彼らは出て、わたしにそむいた人

々のしかばねを見る。そのうじは死なず、その火

は消えることがない。彼らはすべての人に忌みき

らわれる」。
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エレミヤ書

1ベニヤミンの地アナトテの祭司のひとりであ
る、ヒルキヤの子エレミヤの言葉。 2アモンの

子、ユダの王ヨシヤの時、すなわちその治世の十

三年に、主の言葉がエレミヤに臨んだ。 3その言

葉はまたヨシヤの子、ユダの王エホヤキムの時に

も臨んで、ヨシヤの子、ユダの王ゼデキヤの十一

年の終り、すなわちその年の五月にエルサレムの

民が捕え移された時にまで及んだ。 4主の言葉が

わたしに臨んで言う、 5「わたしはあなたをまだ

母の胎につくらないさきに、あなたを知り、あな

たがまだ生れないさきに、あなたを聖別し、あな

たを立てて万国の預言者とした」。 6その時わた

しは言った、「ああ、主なる神よ、わたしはただ

若者にすぎず、どのように語ってよいか知りませ

ん」。 7しかし主はわたしに言われた、「あなた

はただ若者にすぎないと言ってはならない。だれ

にでも、すべてわたしがつかわす人へ行き、あな

たに命じることをみな語らなければならない。 8

彼らを恐れてはならない、わたしがあなたと共に

いて、あなたを救うからである」と主は仰せられ

る。 9そして主はみ手を伸べて、わたしの口につ

け、主はわたしに言われた、「見よ、わたしの言

葉をあなたの口に入れた。 10見よ、わたしはき

ょう、あなたを万民の上と、万国の上に立て、あ

なたに、あるいは抜き、あるいはこわし、あるい

は滅ぼし、あるいは倒し、あるいは建て、あるい

は植えさせる」。 11主の言葉がまたわたしに臨

んで言う、「エレミヤよ、あなたは何を見るか」

。わたしは答えた、「あめんどうの枝を見ます」

。 12主はわたしに言われた、「あなたの見たと

おりだ。わたしは自分の言葉を行おうとして見張

っているのだ」。 13主の言葉がふたたびわたし

に臨んで言う、「あなたは何を見るか」。わたし

は答えた、「煮え立っているなべを見ます。北か

らこちらに向かっています」。 14主はわたしに

言われた、「災が北から起って、この地に住むす

べての者の上に臨む」。 15主は言われる、「見

よ、わたしは北の国々のすべての民を呼ぶ。彼ら

は来て、エルサレムの門の入口と、周囲のすべて

の城壁、およびユダのすべての町々に向かって、

おのおのその座を設ける。 16わたしは、彼らが

わたしを捨てて、すべての悪事を行ったゆえに、

わたしのさばきを彼らに告げる。彼らは他の神々

に香をたき、自分の手で作った物を拝したのであ

る。 17しかしあなたは腰に帯して立ち、わたし

が命じるすべての事を彼らに告げよ。彼らを恐れ

てはならない。さもないと、わたしは彼らの前で

あなたをあわてさせる。 18見よ、わたしはきょ

う、この全国と、ユダの王と、そのつかさと、そ

の祭司と、その地の民の前に、あなたを堅き城、

鉄の柱、青銅の城壁とする。 19彼らはあなたと

戦うが、あなたに勝つことはできない。わたしが

あなたと共にいて、あなたを救うからである」と

主は言われる。

2主の言葉がわたしに臨んで言う、 2「行って、

エルサレムに住む者の耳に告げよ、主はこう

言われる、わたしはあなたの若い時の純情、花嫁

の時の愛、荒野なる、種まかぬ地でわたしに従っ

たことを覚えている。 3イスラエルは主のために

聖別されたもの、その刈入れの初穂である。すべ

てこれを食べる者は罪せられ、災にあう」と主は

言われる。 4ヤコブの家とイスラエルの家のすべ

てのやからよ、主の言葉を聞け。 5主はこう言わ

れる、「あなたがたの先祖は、わたしになんの悪

い事があるのを見て、わたしから遠ざかり、むな

しいものに従って、むなしくなったのか。 6彼ら

は言わなかった、『われわれをエジプトの地より

導き出し、荒野なる、穴の多い荒れた地、かわい

た濃い暗黒の地、人の通らない、人の住まない地

を通らせた主はどこにおられるか』と。 7わたし

はあなたがたを導いて豊かな地に入れ、その実と

良い物を食べさせた。しかしあなたがたはここに

はいって、わたしの地を汚し、わたしの嗣業を憎

むべきものとした。 8祭司たちは、『主はどこに

おられるか』と言わなかった。律法を扱う者たち

はわたしを知らず、つかさたちはわたしにそむき

、預言者たちはバアルによって預言し、益なき者

に従って行った。 9それゆえ、わたしはなお、あ

なたがたと争う、またあなたがたの子孫と争う」

と主は言われる。 10「あなたがたはクプロの島

々に渡ってみよ、また人をケダルにつかわして、

このようなことがかつてあったかをつまびらかに

、しらべてみよ。 11その神を神ではない者に取

り替えた国があろうか。ところが、わたしの民は

その栄光を益なきものと取り替えた。 12天よ、

この事を知って驚け、おののけ、いたく恐れよ」

と主は言われる。 13「それは、わたしの民が二
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つの悪しき事を行ったからである。すなわち生け

る水の源であるわたしを捨てて、自分で水ためを

掘った。それは、こわれた水ためで、水を入れて

おくことのできないものだ。 14イスラエルは奴

隷であるか、家に生れたしもべであるか。それな

らなぜ捕われの身となったのか。 15ししは彼に

向かってほえ、その声を高くあげて、彼の地を荒

した。その町々は滅びて住む人もない。 16メン

ピスとタパネスの人々もまた、あなたのかしらの

冠を砕いた。 17あなたの神、主があなたを道に

導かれた時、あなたは主を捨てたので、この事が

あなたに及んだのではないか。 18あなたがナイ

ルの水を飲もうとして、エジプトへ行くのは何の

ためか。またユフラテの水を飲もうとして、アッ

スリヤへ行くのは何のためか。 19あなたの悪事

はあなたを懲しめ、あなたの背信はあなたを責め

る。あなたが、あなたの神、主を捨てることの悪

しくかつ苦いことであるのを見て知るがよい。わ

たしを恐れることがあなたのうちにないのだ」と

万軍の神、主は言われる。 20「あなたは久しい

以前に自分のくびきを折り、自分のなわめを断ち

切って、『わたしは仕えることをしない』と言っ

た。そして、すべての高い丘の上と、すべての青

木の下で、遊女のように身をかがめた。 21わた

しはあなたを、まったく良い種のすぐれたぶどう

の木として植えたのに、どうしてあなたは変って

、悪い野ぶどうの木となったのか。 22たといソ

ーダをもって自ら洗い、また多くの灰汁を用いて

も、あなたの悪の汚れは、なおわたしの前にある

」と主なる神は言われる。 23「どうしてあなた

は、『わたしは汚れていない、バアルに従わなか

った』と言うことができようか。谷の中でのあな

たの行いを見るがよい。あなたのしたことを知る

がよい。あなたは御しがたい若いらくだであって

、その道を行きつもどりつする。 24あなたは荒

野に慣れた野の雌ろばである、その欲情のために

風にあえぐ。その欲情をだれがとどめることがで

きようか。すべてこれを尋ねる者は苦労するにお

よばない、その月であればこれに会うことができ

る。 25あなたの足が、はだしにならないように

、のどが、かわかないようにせよ。ところが、あ

なたは言った、『それはだめだ、わたしは異なる

国の者を愛して、それに従って行こう』と。 26

盗びとが捕えられて、はずかしめを受けるように

、イスラエルの家は、はずかしめを受ける。彼ら

はその王も、そのつかさも、その祭司も、その預

言者もみなそのとおりである。 27彼らは木に向

かって、『あなたはわたしの父です』と言い、ま

た石に向かって、『あなたはわたしを生んでくだ

さった』と言う。彼らは背をわたしに向けて、そ

の顔をわたしに向けない。しかし彼らが災にあう

時は、『立って、われわれを救いたまえ』と言う

。 28あなたが自分のために造った神々はどこに

いるのか。あなたが災にあう時、もし彼らがあな

たを救えるなら、立ってもらうがよい。ユダよ、

あなたの神々は、あなたの町の数ほど多いからで

ある。 29あなたがたは、なぜわたしと争うのか

。あなたがたは皆わたしにそむいている」と主は

言われる。 30「わたしがあなたがたの子どもた

ちを打ったのはむだであった。彼らは戒めを受け

ず、あなたがたのつるぎは、たけりたつししのよ

うに、預言者たちを滅ぼした。 31あなたがたこ

の世代の人よ、主の言葉を聞け。わたしはイスラ

エルにとって、荒野であったであろうか。暗黒の

地であったであろうか。それならなぜ、わたしの

民は『われわれは自由だ、もはやあなたのところ

へは行かない』と言うのか。 32おとめはその飾

り物を忘れることができようか。花嫁はその帯を

忘れることができようか。ところが、わたしの民

の、わたしを忘れた日は数えがたい。 33あなた

は恋人を尋ねて、いかにも巧みにその方に足を向

ける。それゆえ悪い女さえ、あなたの道を学んだ

。 34また、あなたの着物のすそには罪のない貧

しい人の命の血がついている。あなたは彼らが押

し入るのを見たのではない。しかも、すべてこれ

らの事にもかかわらず、 35あなたは言う、『わ

たしは罪がない。彼の怒りは、決してわたしに臨

むことがない』と。あなたが『わたしは罪を犯さ

なかった』と言うことによって、わたしはあなた

をさばく。 36あなたはなぜ軽々しくさまよって

、その道を変えようとするのか。あなたはアッス

リヤに、はずかしめを受けたように、エジプトに

もまた、はずかしめを受ける。 37あなたはまた

両手を頭に置いて、そこから出て来る。主があな

たの頼みとする者どもを捨てられたので、あなた

は彼らによって栄えることがないからだ。

3もし人がその妻を離婚し、女が彼のもとを去
って、他人の妻となるなら、その人はふたた

び彼女に帰るであろうか。その地は大いに汚れな
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いであろうか。あなたは多くの恋人と姦淫を行っ

た。しかもわたしに帰ろうというのか」と主は言

われる。 2「目をあげてもろもろの裸の山を見よ

、姦淫を行わなかった所がどこにあるか。荒野に

いるアラビヤびとがするように、あなたは道のか

たわらに座して恋人を待った。あなたは姦淫の悪

事をもって、この地を汚した。 3それゆえ雨はと

どめられ、春の雨は降らなかった。しかもあなた

には遊女の額があり、少しも恥じようとはしない

。 4今あなたは、わたしを呼んで言ったではない

か、『わが父よ、あなたはわたしの若い時の友で

す。 5永久に怒られるのですか、終りまで憤られ

るのですか』と。見よ、あなたはこう言ったけれ

ども、なしうるかぎりのもろもろの悪を行った」

。 6ヨシヤ王の時、主はまたわたしに言われた、

「あなたは、かの背信のイスラエルがしたことを

見たか。彼女はすべての高い丘にのぼり、すべて

の青木の下に行って、そこで姦淫を行った。 7わ

たしは、彼女がこのすべてを行った後、わたしの

所に帰るであろうと思ったが、帰ってこなかった

。その不信の姉妹ユダはこれを見た。 8わたしが

背信のイスラエルを、そのすべての姦淫のゆえに

、離縁状を与えて出したのをユダは見た。しかも

その不信の姉妹ユダは恐れず、自分も行って姦淫

を行った。 9彼女にとって姦淫は軽いことであっ

たので、石と木とに姦淫を行って、この地を汚し

た。 10このすべての事があっても、なおその不

信の姉妹ユダは真心をもってわたしに帰らない、

ただ偽っているだけだ」と主は言われる。 11主

はまたわたしに言われた、「背信のイスラエルは

不信のユダよりも自分の罪の少ないことを示した

。 12あなたは行って北にむかい、この言葉をの

べて言うがよい、『主は言われる、背信のイスラ

エルよ、帰れ。わたしは怒りの顔をあなたがたに

向けない、わたしはいつくしみ深い者である。い

つまでも怒ることはしないと、主は言われる。 13

ただあなたは自分の罪を認め、あなたの神、主に

そむいてすべての青木の下で異なる神々にあなた

の愛を惜しまず与えたこと、わたしの声に聞き従

わなかったことを言いあらわせと、主は言われる

。 14主は言われる、背信の子らよ、帰れ。わた

しはあなたがたの夫だからである。町からひとり

、氏族からふたりを取って、あなたがたをシオン

へ連れて行こう。 15わたしは自分の心にかなう

牧者たちをあなたがたに与える。彼らは知識と悟

りとをもってあなたがたを養う。 16主は言われ

る、あなたがたが地に増して多くなるとき、その

日には、人々はかさねて「主の契約の箱」と言わ

ず、これを思い出さず、これを覚えず、これを尋

ねず、これを作らない。 17そのときエルサレム

は主のみ位ととなえられ、万国の民はここに集ま

る。すなわち主の名のもとにエルサレムに集まり

、かさねて、かたくなに自分の悪い心に従うこと

はしない。 18その日には、ユダの家はイスラエ

ルの家と一緒になり、北の地から出て、わたしが

あなたがたの先祖たちに嗣業として与えた地に共

に来る。 19どのようにして、あなたをわたしの

子どもたちのうちに置き、万国のうちで最も美し

い嗣業である良い地をあなたに与えようかと、わ

たしは思っていた。わたしはまた、あなたがわた

しを「わが父」と呼び、わたしに従って離れるこ

とはないと思っていた。 20イスラエルの家よ、

背信の妻が夫のもとを去るように、たしかに、あ

なたがたはわたしにそむいた』と主は言われる」

。 21裸の山の上に声が聞える、イスラエルの民

が悲しみ祈るのである。彼らが曲った道に歩み、

その神、主を忘れたからだ。 22「背信の子ども

たちよ、帰れ。わたしはあなたがたの背信をいや

す」。「見よ、われわれはあなたのもとに帰りま

す。あなたはわれわれの神、主であらせられます

。 23まことに、もろもろの丘は迷いであり、山

の上の騒ぎも同じです。まことに、イスラエルの

救はわれわれの神、主にあるのです。 24しかし

、われわれの幼少の時から、恥ずべきことが、わ

れわれの先祖のほねおって得たもの、すなわちそ

の羊、その牛、およびそのむすこ、娘たちをこと

ごとくのみ尽しました。 25われわれは恥の中に

伏し、はずかしめにおおわれています。それはわ

れわれと先祖とが、われわれの幼少の時から今日

まで、われわれの神、主に罪を犯し、われわれの

神、主の声に従わなかったからです」。

4主は言われる、「イスラエルよ、もし、あな
たが帰るならば、わたしのもとに帰らなけれ

ばならない。もし、あなたが憎むべき者をわたし

の前から取り除いて、ためらうことなく、 2また

真実と正義と正直とをもって、『主は生きておら

れる』と誓うならば、万国の民は彼によって祝福

を受け、彼によって誇る」。 3主はユダの人々と

エルサレムに住む人々にこう言われる、「あなた
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がたの新田を耕せ、いばらの中に種をまくな。 4

ユダの人々とエルサレムに住む人々よ、あなたが

たは自ら割礼を行って、主に属するものとなり、

自分の心の前の皮を取り去れ。さもないと、あな

たがたの悪しき行いのためにわたしの怒りが火の

ように発して燃え、これを消す者はない」。 5ユ

ダに告げ、エルサレムに示して言え、「国中にラ

ッパを吹き、大声に呼ばわって言え、『集まれ、

われわれは堅固な町々へ行こう』と。 6シオンの

方を示す旗を立てよ。避難せよ、とどまってはな

らない、わたしが北から災と大いなる破滅をこさ

せるからだ。 7ししはその森から出てのぼり、国

々を滅ぼす者は進んできた。彼はあなたの国を荒

そうとして、すでにその所から出てきた。あなた

の町々は滅ぼされて、住む者もなくなる。 8この

ために、あなたがたは荒布を身にまとって、悲し

み嘆け。主の激しい怒りが、まだわれわれを離れ

ないからだ」。 9主は言われる、「その日、王と

君たちとはその心を失い、祭司は驚き、預言者は

怪しむ」。 10そこでわたしは言った、「ああ主

なる神よ、まことにあなたはこの民とエルサレム

とをまったく欺かれました。『あなたがたは安ら

かになる』と言われましたが、つるぎが命にまで

も及びました」。 11その時この民とエルサレム

とはこう告げられる、「熱い風が荒野の裸の山か

らわたしの民の娘のほうに吹いてくる。これはあ

おぎ分けるためではなく、清めるためでもない。

12これよりもなお激しい風がわたしのために吹く

。いまわたしは彼らにさばきを告げる」。 13見

よ、彼は雲のように上ってくる。その戦車はつむ

じ風のよう、その馬はわしの飛ぶよりも速い。あ

あ、われわれはわざわいだ、われわれは滅ぼされ

る。 14エルサレムよ、あなたの心の悪を洗い清

めよ、そうするならば救われる。悪しき思いはい

つまであなたのうちにとどまるのか。 15ダンか

ら告げる声がある、エフライムの山から災を知ら

せている。 16国々の民に彼の来ることを告げ、

またエルサレムに知らせよ。「攻めかこむ者が遠

くの国から来て、ユダの町々にむかってその声を

あげる。 17彼らは畑を守る者のようにこれを攻

めかこむ。それはわたしにそむいたからだと、主

は言われる。 18あなたの道とその行いとが、あ

なたの身にこれを招いたのだ。これはあなたの悪

の結果で、まことに苦く、あなたの心をつらぬく

」。 19ああ、わがはらわたよ、わがはらわたよ

、わたしは苦しみにもだえる。ああ、わが心臓の

壁よ、わたしの心臓は、はげしく鼓動する。わた

しは沈黙を守ることができない、ラッパの声と、

戦いの叫びを聞くからである。 20破壊に次ぐに

破壊があり、全地は荒され、わたしの天幕はにわ

かに破られ、わたしの幕はたちまち破られた。 21

いつまでわたしは旗を見、またラッパの声を聞か

なければならないのか。 22「わたしの民は愚か

であって、わたしを知らない。彼らは愚鈍な子ど

もらで、悟ることがない。彼らは悪を行うのにさ

といけれども、善を行うことを知らない」。 23

わたしは地を見たが、それは形がなく、またむな

しかった。天をあおいだが、そこには光がなかっ

た。 24わたしは山を見たが、みな震え、もろも

ろの丘は動いていた。 25わたしは見たが、人は

ひとりもおらず、空の鳥はみな飛び去っていた。

26わたしは見たが、豊かな地は荒れ地となり、そ

のすべての町は、主の前に、その激しい怒りの前

に、破壊されていた。 27それは主がこう言われ

たからだ、「全地は荒れ地となる。しかしわたし

はことごとくはこれを滅ぼさない。 28このため

に地は悲しみ、上なる天は暗くなる。わたしがす

でにこれを言い、これを定めたからだ。わたしは

悔いない、またそれをする事をやめない」。 29

どの町の人も、騎兵と射手の叫びのために逃げて

森に入り、岩に上る。町はみな捨てられ、そこに

住む人はない。 30ああ、荒された女よ、あなた

が紅の着物をき、金の飾りで身をよそおい、目を

塗って大きくするのは、なんのためか。あなたが

美しくしても、むだである。あなたの恋人らはあ

なたを卑しめ、あなたの命を求めている。 31わ

たしは子を産む女のような声、ういごを産む女の

苦しむような声を聞いた。シオンの娘のあえぐ叫

びである。両手を伸べて彼女は言う、「わたしは

わざわいだ、わたしを殺す者らの前にわたしは気

が遠くなる」と。

5エルサレムのちまたを行きめぐり、見て、知
るがよい。その広場を尋ねて、公平を行い、

真実を求める者が、ひとりでもあるか捜してみよ

。あれば、わたしはエルサレムをゆるす。 2彼ら

は、「主は生きておられる」と言うけれども、実

は、偽って誓うのだ。 3主よ、あなたの目は、真

実を顧みられるではありませんか。あなたが彼ら

を打たれても、痛みを覚えず、彼らを滅ぼされて
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も、懲しめを受けることを拒み、その顔を岩より

も堅くして、悔い改めることを拒みました。 4そ

れで、わたしは言った、「これらはただ貧しい愚

かな人々で、主の道と、神のおきてを知りません

。 5わたしは偉い人たちの所へ行って、彼らに語

ります。彼らは主の道を知り、神のおきてを知っ

ています」。ところが、彼らも皆おなじように、

くびきを折り、なわめを断っていた。 6それゆえ

林から、ししが出てきて彼らを殺し、荒野から、

おおかみが出てきて彼らを滅ぼす。ひょうは彼ら

の町々をねらっている。そこから出る者はみな裂

かれる。彼らの罪が多く、その背信がはなはだし

いからである。 7「わたしはどうしてあなたを、

ゆるすことができようか。あなたの子どもらは、

わたしを捨てさり、神でもないものをさして誓っ

た。わたしが彼らを満ち足らせた時、彼らは姦淫

を行い、遊女の家に群れ集まった。 8彼らは肥え

太った丈夫な雄馬のように、おのおの、いなない

て隣の妻を慕う。 9わたしはこれらの事のために

彼らを罰しないでいられようか。このような国民

にあだを返さないであろうか」と主は言われる。

10「あなたがたはユダのぶどうの並み木の間を、

のぼって行って、滅ぼせ、ただ、ことごとく滅ぼ

してはならない。その枝を切り除け、主のもので

はないからである。 11イスラエルの家とユダの

家とはわたしにまったく不信であった」と主は言

われる。 12「彼らは主について偽り語って言っ

た、『主は何事もなされない、災はわれわれに来

ない、またつるぎや、ききんを見ることはない。

13預言者らは風となり、彼らのうちに言葉はない

。彼らはこのようになる』と」。 14それゆえ万

軍の神、主はこう言われる、「彼らがこの言葉を

語ったので、見よ、わたしはあなたの口にあるわ

たしの言葉を火とし、この民をたきぎとする。火

は彼らを焼き尽す」。 15主は言われる、「イス

ラエルの家よ、見よ、わたしは遠い国の民をあな

たがたのところに攻めこさせる。その国は長く続

く国、古い国で、あなたがたはその国の言葉を知

らず、人々の語るのを悟ることもできない。 16

その箙は開いた墓のようであり、彼らはみな勇士

である。 17彼らはあなたが刈り入れた物と、あ

なたの糧食とを食い尽し、あなたのむすこ娘を食

い尽し、あなたの羊と牛を食い尽し、あなたのぶ

どうの木といちじくの木を食い尽し、またつるぎ

をもって、あなたが頼みとする堅固な町々を滅ぼ

す」。 18主は言われる、「しかしその時でも、

わたしはことごとくはあなたを滅ぼさない。 19

あなたの民が、『どうしてわれわれの神、主はこ

れらのすべての事をわれわれになされたのか』と

言うならば、あなたは彼らに答えなければならな

い、『あなたがたがわたしを捨てて、自分の地で

異なる神々に仕えたように、あなたがたは自分の

ものでない地で異邦の人に仕えるようになる』と

」。 20これをヤコブの家にのべ、またユダに示

して言え、 21「愚かで、悟りもなく、目があっ

ても見えず、耳があっても聞えない民よ、これを

聞け。 22主は言われる、あなたがたはわたしを

恐れないのか、わたしの前におののかないのか。

わたしは砂を置いて海の境とし、これを永遠の限

界として、越えることができないようにした。波

はさかまいても、勝つことはできない、鳴りわた

っても、これを越えることはできない。 23とこ

ろが、この民には強情な、そむく心があり、彼ら

はわき道にそれて、去ってしまった。 24彼らは

『われわれに雨を与え、秋の雨と春の雨を時にし

たがって降らせ、われわれのために刈入れの時を

定められたわれわれの神、主を恐れよう』とその

心のうちに言わないのだ。 25あなたがたのとが

は、これらの事をしりぞけ、あなたがたの罪は、

良い物があなたがたに来るのをさまたげた。 26

わが民のうちには悪い者があって、鳥をとる人の

ように身をかがめてうかがい、わなを置いて人を

捕える。 27かごに鳥が満ちているように、彼ら

の家は不義の宝で満ちている。それゆえ、彼らは

大いなる者、裕福な者となり、 28肥えて、つや

があり、その悪しき行いには際限がない。彼らは

公正に、みなしごの訴えをさばいて、それを助け

ようとはせず、また貧しい人の訴えをさばかない

。 29主は言われる、わたしはこのような事のた

めに、彼らを罰しないであろうか。わたしはこの

ような民に、あだを返さないであろうか」。 30

驚くべきこと、恐るべきことがこの地に起ってい

る。 31預言者は偽って預言し、祭司は自分の手

によって治め、わが民はこのようにすることを愛

している。しかしあなたがたはその終りにはどう

するつもりか。

6ベニヤミンの人々よ、エルサレムの中から避
難せよ。テコアでラッパを吹き、ベテハケレ

ムに合図の火をあげよ。北から災が臨み、大いな
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る滅びが来るからである。 2わたしは美しい、た

おやかなシオンの娘を滅ぼす。 3牧者たちは、そ

の群れをひきいて来て、彼女を攻め、彼女の周囲

に天幕を張る。群れはおのおのその所で草を食う

。 4「戦いを始め、彼女を攻めよ。立て、われわ

れは真昼に攻撃しよう」。「わざわいなるかな、

日ははや傾き、夕日の影は長くなった」。 5「立

て、われわれは夜の間に攻撃しよう、そして彼女

のもろもろの宮殿を破壊しよう」。 6万軍の主は

こう言われる、「あなたがたは彼女の木を切り倒

し、エルサレムにむかって塁を築け。これは罰す

べき町である、そのうちにはただ圧制だけがある

。 7井戸に新しい水がわくように彼女はその悪を

常にあらたに流す。そのうちには暴虐と破滅とが

聞える。わたしの前に病と傷とが絶えない。 8エ

ルサレムよ、戒めを受けいれよ。さもないと、わ

たしはあなたから離れ、あなたを荒れ地とし、住

む人のない地とする」。 9万軍の主はこう言われ

る、「ぶどうの残りを摘みとるように、イスラエ

ルの残りの民をのこらず摘み取れ。ぶどうを摘み

とる人のように、あなたの手をふたたびその枝に

伸ばせ」。 10わたしはだれに語り、だれを戒め

て、聞かせようか。見よ、彼らの耳は閉ざされて

、聞くことができない。見よ、彼らは主の言葉を

あざけり、それを喜ばない。 11それゆえ、わた

しの身には主の怒りが満ち、それを忍ぶのに、う

みつかれている。「それをちまたにいる子供らと

、集まっている若い人々とに漏らせ。夫も妻も、

老いた人も、年のひじょうに進んだ人も捕えられ

、 12彼らの家と畑と妻とは共に他人に渡る。わ

たしが手を伸ばして、この地に住む者を撃つから

である」と主は言われる。 13「それは彼らが、

小さい者から大きい者まで、みな不正な利をむさ

ぼり、また預言者から祭司にいたるまで、みな偽

りを行っているからだ。 14彼らは、手軽にわた

しの民の傷をいやし、平安がないのに『平安、平

安』と言っている。 15彼らは憎むべきことをし

て、恥じたであろうか。すこしも恥ずかしいとは

思わず、また恥じることを知らなかった。それゆ

え彼らは倒れる者と共に倒れる。わたしが彼らを

罰するとき、彼らは倒れる」と主は言われる。 16

主はこう言われる、「あなたがたはわかれ道に立

って、よく見、いにしえの道につき、良い道がど

れかを尋ねて、その道に歩み、そしてあなたがた

の魂のために、安息を得よ。しかし彼らは答えて

、『われわれはその道に歩まない』と言った。 17

わたしはあなたがたの上に見張びとを立て、『ラ

ッパの音に気をつけよ』と言った。しかし彼らは

答えて、『われわれは気をつけることはしない』

と言った。 18それゆえ国々の民よ、聞け。会衆

よ、彼らにどのようなことが起るかを知れ。 19

地よ、聞け。見よ、わたしはこの民に災をくだす

。それは彼らのたくらみの実である。彼らがわた

しの言葉に気をつけず、わたしのおきてを捨てた

からである。 20シバから、わたしの所に乳香が

来、遠い国から、菖蒲が来るのはなんのためか。

あなたがたの燔祭はわたしには喜ばしくなく、あ

なたがたの犠牲もうれしくはない。 21それゆえ

主はこう言われる、『見よ、わたしはこの民の前

につまずく石を置く、人々は父も子も共にそれに

つまずき、隣り人もその友も滅びる』」。 22主

はこう言われる、「見よ、民が北の国から来る、

大いなる国民が地の果から興る。 23彼らは弓と

やりをとる。彼らは残忍で、あわれみがなく、海

のような響きを立てる。シオンの娘よ、彼らは馬

に乗り、いくさ人のように身をよろって、あなた

を攻める」。 24われわれはそのうわさを聞いて

、手は弱り、子を産む女に臨むような悩みと苦し

みとに捕えられた。 25畑に出てはならない、ま

た道を歩いてはならない。敵はつるぎを持ち、恐

れが四方にあるからだ。 26わが民の娘よ、荒布

を身にまとい、灰の中にまろび、ひとり子を失っ

た時のように、悲しみ、いたく嘆け。滅ぼす者が

、にわかにわれわれを襲うからだ。 27「わたし

はあなたを民のうちに立てて、ためす者、試みる

者とした。あなたが彼らの道を知り、それをため

すことができるようにするためである。 28彼ら

はみな、強情な反逆者であって、歩きまわって人

をそしる。彼らは青銅や鉄であって、みな卑しい

ことを行う。 29ふいごは激しく吹き、鉛は火に

とけて尽き、精錬はいたずらに進む。悪しき者が

まだ除かれないからである。 30主が彼らを捨て

られたので、彼らは捨てられた銀と呼ばれる」

。

7主からエレミヤに臨んだ言葉はこうである。
2「主の家の門に立ち、その所で、この言葉を

のべて言え、主を拝むために、この門をはいるユ

ダのすべての人よ、主の言葉を聞け。 3万軍の主

、イスラエルの神はこう言われる、あなたがたの
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道とあなたがたの行いを改めるならば、わたしは

あなたがたをこの所に住まわせる。 4あなたがた

は、『これは主の神殿だ、主の神殿だ、主の神殿

だ』という偽りの言葉を頼みとしてはならない。

5もしあなたがたが、まことに、その道と行いを

改めて、互に公正を行い、 6寄留の他国人と、み

なしごと、やもめをしえたげることなく、罪のな

い人の血をこの所に流すことなく、また、ほかの

神々に従って自ら害をまねくことをしないならば

、 7わたしはあなたがたを、わたしが昔あなたが

たの先祖に与えたこの地に永遠に住まわせる。 8

見よ、あなたがたは偽りの言葉を頼みとしている

が、それはむだである。 9あなたがたは盗み、殺

し、姦淫し、偽って誓い、バアルに香をたき、あ

なたがたが以前には知らなかった他の神々に従い

ながら、 10わたしの名をもって、となえられる

この家に来てわたしの前に立ち、『われわれは救

われた』と言い、しかもすべてこれら憎むべきこ

とを行うのは、どうしたことか。 11わたしの名

をもって、となえられるこの家が、あなたがたの

目には盗賊の巣と見えるのか。わたし自身、そう

見たと主は言われる。 12わたしが初めにわたし

の名を置いた場所シロへ行き、わが民イスラエル

の悪のために、わたしがその場所に対して行った

ことを見よ。 13主は言われる、今あなたがたは

これらのすべてのことを行っている。またわたし

はあなたがたに、しきりに語ったけれども、あな

たがたは聞かず、あなたがたを呼んだけれども答

えなかった。 14それゆえわたしはシロに対して

行ったように、わたしの名をもって、となえられ

るこの家にも行う。すなわちあなたがたが頼みと

する所、わたしがあなたがたと、あなたがたの先

祖に与えたこの所に行う。 15そしてわたしは、

あなたがたのすべての兄弟、すなわちエフライム

のすべての子孫を捨てたように、わたしの前から

あなたがたをも捨てる。 16あなたはこの民のた

めに祈ってはならない。彼らのために嘆き、祈っ

てはならない。またわたしに、とりなしをしては

ならない。わたしはあなたの求めを聞かない。 17

あなたは彼らがユダの町々と、エルサレムのちま

たでしていることを見ないのか。 18子どもらは

、たきぎを集め、父たちは火をたき、女は粉をこ

ね、パンを造ってこれを天后に供える。また彼ら

は他の神々の前に酒を注いで、わたしを怒らせる

。 19主は言われる、彼らが怒らせるのはわたし

なのか。自分たち自身ではないのか。そして自ら

うろたえている。 20それゆえ主なる神はこう言

われる、見よ、わたしの怒りと憤りを、この所と

、人と獣と、畑の木と、地の産物とに注ぐ。怒り

は燃えて消えることがない」。 21万軍の主、イ

スラエルの神はこう言われる、「あなたがたの犠

牲に燔祭の物を合わせて肉を食べるがよい。 22

それはあなたがたの先祖をエジプトの地から導き

出した日に、わたしは燔祭と犠牲とについて彼ら

に語ったこともなく、また命じたこともないから

である。 23ただわたしはこの戒めを彼らに与え

て言った、『わたしの声に聞きしたがいなさい。

そうすれば、わたしはあなたがたの神となり、あ

なたがたはわたしの民となる。わたしがあなたが

たに命じるすべての道を歩んで幸を得なさい』と

。 24しかし彼らは聞き従わず、耳を傾けず、自

分の悪い心の計りごとと強情にしたがって歩み、

悪くなるばかりで、よくはならなかった。 25あ

なたがたの先祖がエジプトの地を出た日から今日

まで、わたしはわたしのしもべである預言者たち

を日々彼らにつかわした。 26しかし彼らはわた

しに聞かず、耳を傾けないで強情になり、先祖た

ちにもまさって悪を行った。 27たといあなたが

彼らにこのすべての言葉を語っても彼らは聞かな

い。また彼らを呼んでもあなたに答えない。 28

それゆえ、あなたはこう彼らに言わなければなら

ない、『これはその神、主の声に聞き従わず、そ

の戒めを受けいれなかった国民である。真実はう

せ、彼らの口から絶えた。 29あなたの髪の毛を

切って捨てよ、裸の山の上に嘆きの声をあげよ。

主が、お怒りになっている世の人を退け捨てられ

たからだ』。 30主は言われる、ユダの民はわた

しの前に悪を行い、わたしの名をもってとなえら

れる家に、憎むべき者を置いてそこを汚した。 31

またベンヒンノムの谷にあるトペテの高き所を築

いて、むすこ娘を火に焼いた。わたしはそれを命

じたことはなく、またそのようなことを考えたこ

ともなかった。 32主は言われる、それゆえに見

よ、その所をトペテ、またはベンヒンノムの谷と

呼ばないで、ほふりの谷と呼ぶ日が来る。それは

ほかに場所がないので、トペテに葬るからである

。 33この民の死体は空の鳥と地の獣の食物とな

り、これを追い払う者もない。 34そのときわた

しはユダの町々とエルサレムのちまたに、喜びの



エレミヤ書 590

声、楽しみの声、花婿の声、花嫁の声を絶やす。

この地は荒れ果てるからである。

8主は言われる、その時ユダの王たちの骨と、
そのつかさたちの骨と、祭司たちの骨と、預

言者たちの骨と、エルサレムに住む人々の骨は墓

より掘り出されて、 2彼らの愛し、仕え、従い、

求め、また拝んだ、日と月と天の衆群の前にさら

される。その骨は集める者も葬る者もなく、地の

おもてに糞土のようになる。 3この悪しき民のう

ちの残っている残りの者はみな、わたしが追いや

った場所で、生きることよりも死ぬことを願うよ

うになると、万軍の主は言われる。 4あなたは彼

らに言わなければならない。主はこう仰せられる

、人は倒れたならば、また起きあがらないであろ

うか。離れていったならば、帰ってこないであろ

うか。 5それにどうしてこの民は、常にそむいて

離れていくのか。彼らは偽りを固くとらえて、帰

ってくることを拒んでいる。 6わたしは気をつけ

て聞いたが、彼らは正しくは語らなかった。その

悪を悔いて、『わたしのした事は何か』という者

はひとりもない。彼らはみな戦場に、はせ入る馬

のように、自分のすきな道に向かう。 7空のこう

のとりでもその時を知り、山ばとと、つばめと、

つるはその来る時を守る。しかしわが民は主のお

きてを知らない。 8どうしてあなたがたは、『わ

れわれには知恵がある、主のおきてがある』と言

うことができようか。見よ、まことに書記の偽り

の筆がこれを偽りにしたのだ。 9知恵ある者は、

はずかしめられ、あわてふためき、捕えられる。

見よ、彼らは主の言葉を捨てた、彼らになんの知

恵があろうか。 10それゆえ、わたしは彼らの妻

を他人に与え、その畑を征服者に与える。それは

彼らが小さい者から大きい者にいたるまで、みな

不正な利をむさぼり、預言者から祭司にいたるま

で、みな偽りを行っているからである。 11彼ら

は手軽に、わたしの民の傷をいやし、平安がない

のに、『平安、平安』と言っている。 12彼らは

憎むべきことをして、恥じたであろうか。すこし

も恥ずかしいとは思わず、また恥じることを知ら

なかった。それゆえ彼らは倒れる者と共に倒れる

。わたしが彼らを罰するとき、彼らは倒れると、

主は言われる。 13主は言われる、わたしが集め

ようと思うとき、ぶどうの木にぶどうはなく、い

ちじくの木に、いちじくはなく、葉さえ、しぼん

でいる。わたしが彼らに与えたものも、彼らを離

れて、うせ去った」。 14どうしてわれわれはな

す事もなく座しているのか。集まって、堅固な町

にはいり、そこでわれわれは滅びよう。われわれ

が主に罪を犯したので、われわれの神、主がわれ

われを滅ぼそうとして、毒の水を飲ませられるの

だ。 15われわれは平安を望んだが、良い事はこ

なかった。いやされる時を望んだが、かえって恐

怖が来た。 16「彼らの馬のいななきはダンから

聞えてくる。彼らの強い馬の声によって全地は震

う。彼らは来て、この地と、ここにあるすべての

もの、町と、そのうちに住む者とを食い滅ぼす。

17見よ、魔法をもってならすことのできない、へ

びや、まむしをあなたがたのうちにつかわす。そ

れはあなたがたをかむ」と主は言われる。 18わ

が嘆きはいやしがたく、わが心はうちに悩む。 19

聞け、地の全面から、わが民の娘の声があがるの

を。「主はシオンにおられないのか、シオンの王

はそのうちにおられないのか」。「なぜ彼らはそ

の彫像と、異邦の偶像とをもって、わたしを怒ら

せたのか」。 20「刈入れの時は過ぎ、夏もはや

終った、しかしわれわれはまだ救われない」。 21

わが民の娘の傷によって、わが心は痛む。わたし

は嘆き、うろたえる。 22ギレアデに乳香がある

ではないか。その所に医者がいるではないか。そ

れにどうしてわが民の娘はいやされることがない

のか。

9ああ、わたしの頭が水となり、わたしの目が
涙の泉となればよいのに。そうすれば、わた

しは民の娘の殺された者のために昼も夜も嘆くこ

とができる。 2ああ、わたしが荒野に、隊商の宿

を得ることができればよいのに。そうすれば、わ

たしは民を離れて去って行くことができる。彼ら

はみな姦淫する者、不信のともがらだからである

。 3彼らは弓をひくように、その舌を曲げる。真

実ではなく、偽りがこの地に強くなった。彼らは

悪より悪に進み、またわたしを知らないと、主は

言われる。 4あなたがたはおのおの隣り人に気を

つけよ。どの兄弟をも信じてはならない。兄弟は

みな、押しのける者であり、隣り人はみな、のの

しって歩く者だからである。 5人はみな、その隣

り人を欺き、真実を言う者はない。彼らは自分の

舌に偽りを言うことを教え、悪を行い、疲れて悔

い改めるいとまもなく、 6しえたげに、しえたげ
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を積み重ね、偽りに偽りを積み重ね、わたしを知

ることを拒んでいると、主は言われる。 7それゆ

え万軍の主はこう言われる、「見よ、わたしは彼

らを溶かし、試みる。このほか、わが民をどうす

ることができよう。 8彼らの舌は殺す矢のようだ

、それは偽りを言う。その口ではおのおの隣り人

におだやかに語るが、その心では彼を待ち伏せる

計りごとを立てる。 9主は言われる、これらのこ

とのために、わたしが彼らを罰しないだろうか。

わたしがこのような民にあだを返さないだろうか

。 10山のために泣き叫び、野の牧場のために悲

しめ。これらは荒れすたれて、通り過ぎる人もな

い。ここには牛、羊の鳴く声も聞えず、空の鳥も

獣も皆逃げ去った。 11わたしはエルサレムを荒

塚とし、山犬の巣とする。またユダの町々を荒し

て、住む人もない所とする」。 12知恵があって

、これを悟ることのできる人はだれか。主の口の

言葉をうけて、それを示す人はだれか。この地が

滅ぼされて荒野のようになり、通り過ぎる人もな

くなったのはどういうわけか。 13主は言われる

、「それは彼らの前にわたしが立てたおきてを彼

らが捨てて、わたしの声に聞き従わず、そのとお

りに歩かなかったからである。 14彼らは強情に

自分の心に従い、また先祖の教えたようにバアル

に従った。 15それゆえ万軍の主、イスラエルの

神はこう言われる、見よ、わたしはこの民に、に

がよもぎを食べさせ、毒の水を飲ませ、 16彼ら

も、その先祖たちも知らなかった国びとのうちに

彼らを散らし、また彼らを滅ぼし尽すまで、その

うしろに、つるぎをつかわす」。 17万軍の主は

こう言われる、「よく考えて、泣き女を呼べ。ま

た人をつかわして巧みな女を招け。 18彼らに急

いでこさせ、われわれのために泣き悲しませて、

われわれの目に涙をこぼさせ、まぶたから水をあ

ふれさせよ。 19シオンから悲しみの声が聞える

。それは言う、『ああ、われわれは滅ぼされ、い

たく、はずかしめられている。われわれはその地

を去り、彼らがわれわれのすみかをこわしたから

だ』」。 20女たちよ、主の言葉を聞け。あなた

がたの耳に、その口の言葉をいれよ。あなたがた

の娘に悲しみの歌を教え、おのおのその隣り人に

哀悼の歌を教えよ。 21死がわれわれの窓に上っ

て来、われわれの邸宅の中にはいり、ちまたにい

る子どもらを絶やし、広場にいる若い人たちを殺

そうとしているからだ。 22あなたはこう言いな

さい、「主は言われる、『人の死体が糞土のよう

に、野に倒れているようになり、また刈入れする

人のうしろに残って、だれも集めることをしない

束のようになる』」。 23主はこう言われる、「

知恵ある人はその知恵を誇ってはならない。力あ

る人はその力を誇ってはならない。富める者はそ

の富を誇ってはならない。 24誇る者はこれを誇

とせよ。すなわち、さとくあって、わたしを知っ

ていること、わたしが主であって、地に、いつく

しみと公平と正義を行っている者であることを知

ることがそれである。わたしはこれらの事を喜ぶ

と、主は言われる」。 25主は言われる、「見よ

、このような日が来る。その日には、割礼をうけ

ても、心に割礼をうけていないすべての人をわた

しは罰する。 26エジプト、ユダ、エドム、アン

モンの人々、モアブ、および野にいて、髪の毛の

すみずみをそる人々はそれである。これらの国び

とはみな割礼をうけていない者であり、イスラエ

ルの全家もみな心に割礼をうけていない者である

」。

10イスラエルの家よ、主のあなたがたに語られ
る言葉を聞け。 2主はこう言われる、「異邦

の人の道に習ってはならない。また異邦の人が天

に現れるしるしを恐れても、あなたがたはそれを

恐れてはならない。 3異邦の民のならわしはむな

しいからだ。彼らの崇拝するものは、林から切り

だした木で、木工の手で、おのをもって造ったも

のだ。 4人々は銀や金をもって、それを飾り、く

ぎと鎚をもって動かないようにそれをとめる。 5

その偶像は、きゅうり畑のかかしのようで、もの

を言うことができない。歩くこともできないから

、人に運んでもらわなければならない。それを恐

れるに及ばない。それは災をくだすことができず

、また幸をくだす力もないからだ」。 6主よ、あ

なたに並びうる者はありません。あなたは大いな

る者であり、あなたの名もその力のために大いな

るものであります。 7万国の王であるあなたを、

恐れない者がありましょうか。あなたを恐れるの

は当然のことであります。万国のすべての知恵あ

る者のうちにも、その国々のうちにも、あなたに

並びうる者はありません。 8彼らは皆、愚かで鈍

く、偶像の教は、ただ木にすぎない。 9銀ぱくは

タルシシから渡来し、金はウパズから携えてくる

。これらは工人と金細工人の工作である。彼らの
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着物はすみれ色と紫色である。これらはみな巧み

な細工人の作った物である。 10しかし主はまこ

との神である。生きた神であり、永遠の王である

。その怒りによって地は震いうごき、万国はその

憤りに当ることができない。 11あなたがたは彼

らに、こう言わなければならない、「天地を造ら

なかった神々は地の上、天の下から滅び去る」と

。 12主はその力をもって地を造り、その知恵を

もって世界を建て、その悟りをもって天をのべら

れた。 13彼が声を出されると、天に多くの水の

ざわめきがあり、また地の果から霧を立ちあがら

せられる。彼は雨のために、いなびかりをおこし

、その倉から風を取り出される。 14すべての人

は愚かで知恵がなく、すべての金細工人はその造

った偶像のために恥をこうむる。その偶像は偽り

物で、そのうちに息がないからだ。 15これらは

、むなしいもので、迷いのわざである。罰せられ

る時に滅びるものである。 16ヤコブの分である

彼はこのようなものではない。彼は万物の造り主

だからである。イスラエルは彼の嗣業としての部

族である。彼の名を万軍の主という。 17囲みの

中におる者よ、あなたの包を地から取り上げよ。

18主がこう言われるからだ、「見よ、わたしはこ

のたび、この地に住む者を投げ捨てる。かつ彼ら

をせめなやまして、思い知らせる」。 19わたし

はいたでをうけた、ああ、わざわいなるかな、わ

たしの傷は重い。しかしわたしは言った、「まこ

とに、これは悩みである。わたしはこれを忍ばな

ければならない」と。 20わたしの天幕は破れ、

綱はことごとく切れ、子どもたちはわたしを捨て

て行って、いなくなった。もはやわたしの天幕を

張る者はなく、幕を掛ける者もない。 21牧者は

愚かであって、主に問うことをしないからである

。それゆえ彼らは栄えることもなく、その群れは

みな散り去っている。 22聞けよ、うわさのある

のを。見よ、北の国から大いなる騒ぎが来る。こ

れはユダの町々を荒して山犬の巣とする。 23主

よ、わたしは知っています、人の道は自身による

のではなく、歩む人が、その歩みを自分で決める

ことのできないことを。 24主よ、わたしを懲ら

してください。正しい道にしたがって、怒らずに

懲らしてください。さもないと、わたしは無に帰

してしまうでしょう。 25あなたを知らない国民

と、あなたの名をとなえない人々にあなたの怒り

を注いでください。彼らはヤコブを食い尽しこれ

を食い尽して滅ぼし、そのすみかを荒したからで

す。

11主からエレミヤに臨んだ言葉は言う、 2「こ

の契約の言葉を聞き、ユダの人々とエルサレ

ムに住む者に告げよ。 3彼らに言え、イスラエル

の神、主はこう仰せられる、この契約の言葉に従

わない人は、のろわれる。 4この契約は、わたし

があなたがたの先祖をエジプトの地、鉄のかまど

の中から導き出した時に、彼らに命じたところの

ものである。すなわち、その時わたしは彼らに言

った、わたしの声を聞き、あなたがたに命じるす

べてのことを行うならば、あなたがたはわたしの

民となり、わたしはあなたがたの神となる。 5そ

して、わたしがあなたがたの先祖に、乳と蜜との

流れる地を与えると誓ったことを、なし遂げると

。すなわち今日のとおりである」。その時わたし

は、「主よ、仰せのとおりです」と答えた。 6主

はわたしに言われた、「このすべての言葉を、ユ

ダの町々と、エルサレムのちまたに告げ示し、こ

の契約の言葉を聞き、これを行え、と言いなさい

。 7わたしは、あなたがたの先祖をエジプトの地

から導き出した時から今日にいたるまで、おごそ

かに彼らを戒め、絶えず戒めて、わたしの声に聞

き従うようにと言った。 8しかし彼らは従わず、

その耳を傾けず、おのおの自分の悪い強情な心に

従って歩んだ。それゆえ、わたしはこの契約の言

葉をもって彼らを責めた。これはわたしが彼らに

行えと命じたが、行わなかったものである」。 9

主はまたわたしに言われた、「ユダの人々とエル

サレムに住む者のうちに反逆の事がある。 10彼

らは、わたしの言葉を聞くことを拒んだその先祖

たちの罪に立ち返り、またほかの神々に従ってそ

れに仕えた。イスラエルの家とユダの家とは、わ

たしがその先祖たちと結んだ契約を破った。 11

それゆえ主はこう言われる、見よ、わたしは災を

彼らの上に下す。彼らはそれを免れることはでき

ない。彼らがわたしを呼んでも、わたしは聞かな

い。 12ユダの町々とエルサレムに住む者は、行

って、自分たちがそれに香をたいている神々に呼

び求めるが、これらは、彼らの災の時にも決して

彼らを救うことはできない。 13ユダよ、あなた

の神々は、あなたの町の数ほど多くなった。また

あなたがたはエルサレムのちまたの数ほどの祭壇

を恥ずべき者のために立てた。すなわちバアルに
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香をたくための祭壇である。 14それゆえ、この

民のために祈ってはならない。また彼らのために

泣き、あるいは祈り求めてはならない。彼らがそ

の災の時に、わたしに呼ばわっても、わたしは彼

らに聞くことをしないからだ。 15わが愛する者

は、わたしの家で何をするのか。すでにこれは悪

事を行った。誓願と犠牲の肉とがあなたに災を免

れさせることができるであろうか。それであなた

は喜ぶことができるであろうか。 16主はあなた

を、かつては『良い実のなる美しい青々としたオ

リブの木』と呼ばれたが、激しい暴風のとどろき

と共に、主はそれに火をかけ、その枝を焼き払わ

れるのである。 17あなたを植えた万軍の主は、

あなたに向かって災を言い渡された。これはイス

ラエルの家とユダの家とが悪を行い、バアルに香

をたいて、わたしを怒らせたからである」。 18

主が知らせてくださったので、わたしはそれを知

った。その時、あなたは彼らの悪しきわざをわた

しに示された。 19しかしわたしは、ほふられに

行く、おとなしい小羊のようで、彼らがわたしを

害しようと、計りごとをめぐらしているのを知ら

なかった。彼らは言う、「さあ、木とその実を共

に滅ぼそう。生ける者の地から彼を絶って、その

名を人に忘れさせよう」。 20正しいさばきをし

、人の心と思いを探られる万軍の主よ、わたしは

自分の訴えをあなたにお任せしました。あなたが

彼らにあだをかえされるのを見させてください。

21それゆえ主はアナトテの人々についてこう言わ

れる、彼らはあなたの命を取ろうと求めて言う、

「主の名によって預言してはならない。それをす

るならば、あなたはわれわれの手にかかって死ぬ

であろう」。 22それで万軍の主はこう言われる

、「見よ、わたしは彼らを罰する。若い人はつる

ぎで死に、彼らのむすこ娘は、ききんで死に、 23

だれも残る者はない。わたしがアナトテの人々に

災を下し、彼らを罰する年をこさせるからである

」。

12主よ、わたしがあなたと論じ争う時、あなた
は常に正しい。しかしなお、わたしはあなた

の前に、さばきのことを論じてみたい。悪人の道

がさかえ、不信実な者がみな繁栄するのはなにゆ

えですか。 2あなたが彼らを植えられたので、彼

らは根づき、育って、実を結びます。彼らは口で

はあなたに近づきますが、心はあなたから遠ざか

っています。 3主よ、あなたはわたしを知り、わ

たしを見、わたしの心があなたに対していかにあ

るかを試みられます。ほふるために羊を引き出す

ように、彼らを引き出し、殺す日にそなえて、彼

らを残しておいてください。 4いつまで、この地

は嘆き、どの畑の野菜も枯れていてよいでしょう

か。この地に住む者の悪によって、獣と鳥は滅び

うせます。人々は言いました、「彼はわれわれの

終りを見ることはない」と。 5「もしあなたが、

徒歩の人と競争して疲れるなら、どうして騎馬の

人と競うことができようか。もし安全な地で、あ

なたが倒れるなら、ヨルダンの密林では、どうす

るつもりか。 6あなたの兄弟たち、あなたの父の

家のものさえ、あなたを欺き、大声をあげて、あ

なたを追っている。彼らが親しげにあなたに語る

ことがあっても、彼らを信じてはならない」。 7

「わたしはわが家を離れ、わが嗣業を捨て、わが

魂の愛する者を敵の手に渡した。 8わたしの嗣業

は、わたしにとって林の中のししのようになった

。これはわたしに向かってその声をあげる。それ

ゆえわたしはこれを憎む。 9わたしの嗣業は、わ

たしにとって、斑点のある猛禽のようではないか

。他の猛禽がこれを囲んでいるではないか。行っ

て、野の獣をみな集め、連れてきてこれを食べさ

せよ。 10多くの牧者たちはわたしのぶどう畑を

滅ぼし、わたしの地を踏み荒した。わたしの麗し

い地を荒れた野にした。 11彼らはこれを荒れ地

としてしまった。その荒れ地がわたしに向かって

嘆くのだ。全地は荒れ地にされた。しかし、ひと

りもこれを心に留める者はない。 12滅ぼす者ど

もが荒野のすべての、はげ山の上にきた。主のつ

るぎが、地の、この果から、かの果までを滅ぼす

のだ。命あるものは安らかであることができない

。 13彼らは麦をまいて、いばらを刈り取る。苦

労してもなんの利益もない。彼らはその収穫を恥

じるようになる。主の激しい怒りによってである

」。 14わたしがわが民イスラエルにつがせた嗣

業に手を触れるすべての悪い隣り人について、主

はこう言われる、「見よ、わたしは彼らをその地

から抜き出し、ユダの家を彼らのうちから抜き出

す。 15わたしは、彼らを抜き出したのちに、ま

た彼らをあわれんで、それぞれその嗣業に導き返

し、おのおのを、その地に帰らせる。 16もし彼

らがわたしの民の道を学び、わたしの名によって

、『主は生きておられる』と言って誓うことが、
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かつて彼らがわたしの民に教えてバアルをさして

誓わせたようになるならば、彼らはわたしの民の

うちに建てられる。 17しかし耳をかさない民が

あるときは、わたしはその民を抜き出して滅ぼす

と、主は言われる」。

13主はわたしにこう言われた、「行って、亜麻
布の帯を買い、腰に結べ。水につけてはなら

ない」。 2そこで、わたしは主の言葉に従い、帯

を買って腰に結んだ。 3主の言葉は、再びわたし

に臨んで言った、 4「あなたが買って腰に結んで

いる帯を手に取り、立ってユフラテの川へ行き、

その所の岩の裂け目にこれを隠せ」。 5わたしは

主が命じられたように、行って、これをユフラテ

の川のほとりに隠した。 6多くの日を経てのち、

主はわたしに言われた、「立って、ユフラテの川

へ行き、あなたに命じて、そこに隠させた帯をそ

の所から取ってきなさい」。 7そこでわたしはユ

フラテの川へ行き、地を掘って、隠した所から帯

を取り出したが、その帯はそこなわれて、役に立

たなくなっていた。 8その時、主の言葉がわたし

に臨んだ、 9「主はこう仰せられる、これと同じ

ように、わたしはユダの高ぶりとエルサレムの大

いなる高ぶりを、破るのである。 10この悪しき

民はわたしの言葉を聞くことを拒み、自分の心を

強情にして歩み、また他の神々に従ってこれに仕

え、これを拝んでいる。彼らはこの帯のように、

なんの役にも立たなくなる」。 11主は言われる

、「帯が人の腰に着くように、イスラエルのすべ

ての家とユダのすべての家とをわたしに着かせ、

これをわたしの民とし、名とし、誉とし、栄えと

しようとした。しかし彼らは聞き従おうともしな

かった」。 12「あなたはこの言葉を彼らに語ら

なければならない、『イスラエルの神はこう言わ

れる、酒つぼには、みな酒が満ちる』と。彼らは

あなたに言うであろう、『酒つぼに、みな酒が満

ちることをわれわれが知らないことがあろうか』

と。 13その時、あなたは彼らに言わなければな

らない、『主はこう言われる、見よ、わたしはこ

の地に住むすべての者と、ダビデの位に座す王た

ちと、祭司と預言者およびエルサレムに住むすべ

ての者に酔いを満たし、 14彼らを互に打ち当て

て砕く。父と子をもそのようにすると、主は言わ

れる。わたしは彼らをあわれまず、惜しまず、か

わいそうとも思わずに滅ぼす』と」。 15耳を傾

けて聞け、高ぶってはならない、主がお語りにな

るからである。 16主がまだやみを起されないう

ちに、またあなたがたの足が薄暗がりの山につま

ずかないうちに、あなたがたの神、主に栄光を帰

せよ。さもないと、あなたがたが光を望んでいる

間に、主はそれを暗黒に変え、それを暗やみとさ

れるからである。 17もしあなたがたが聞かない

ならば、わたしの魂はひそかな所で、あなたがた

の高ぶりのために悲しむ。また主の群れが、かす

められたために、わたしの目はいたく泣いて、涙

を流すのである。 18王と太后とに告げよ、「あ

なたがたは低い座にすわりなさい。麗しい冠はす

でにあなたがたの頭から落ちてしまったからです

」。 19ネゲブの町々は閉ざされて、これを開く

人がない。ユダはみな捕え移される、ことごとく

捕え移される。 20「目をあげて、北の方からく

る者を見よ、あなたに賜わった群れ、あなたの麗

しい群れはどこにいるのか。 21彼らがあなたの

親しみ慣れた人たちを、あなたの上に立ててかし

らとするとき、あなたは何を言おうとするのか。

あなたの苦しみは、子を産む女の苦しみのようで

ないであろうか。 22あなたが心のうちに、『ど

うしてこのようなことがわたしに起ったのか』と

いうならば、あなたの罪が重いゆえに、あなたの

着物のすそはあげられ、はずかしめを受けるのだ

。 23エチオピヤびとはその皮膚を変えることが

できようか。ひょうはその斑点を変えることがで

きようか。もしそれができるならば、悪に慣れた

あなたがたも、善を行うことができる。 24わた

しはあなたがたを散らし、野の風に吹き散らされ

るもみがらのようにする。 25主は言われる、こ

れがあなたに授けられた定め、わたしが量ってあ

なたに与える分である。あなたがわたしを忘れて

、偽りを頼みとしたからだ。 26わたしはまたあ

なたの着物のすそを顔まであげて、あなたの恥を

あらわす。 27わたしはあなたの憎むべき行い、

あなたの姦淫と、いななき、野の丘の上で行った

あなたのみだらな行いを見た。エルサレムよ、あ

なたはわざわいだ、あなたの清められるのはいつ

のことであろうか」。

14ひでりの事についてエレミヤに臨んだ主の言
葉。 2「ユダは悲しみ、その町々の門は傾き

、民は地に座して嘆き、エルサレムの叫びはあが

る。 3その君たちは、しもべをつかわして水をく
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ませる。彼らが井戸の所にきても、水は見つから

ず、むなしい器をもって帰り、恥じ、かつ当惑し

て、その頭をおおう。 4地に雨が降らず、土が、

かわいて割れたため、農夫は恥じて、その頭をお

おう。 5野にいる雌じかでさえも子を産んで、こ

れを捨てる。草がないからである。 6野ろばは、

はげ山の上に立って、山犬のようにあえぎ、草の

ないために、その目はくらむ。 7主よ、われわれ

の罪がわれわれを訴えて不利な証言をしても、あ

なたの名のために、事をなしてください。われわ

れの背信の数は多く、あなたに向かって罪を犯し

ました。 8イスラエルの望みなる主よ、悩みの時

の救主よ、なぜ、あなたはこの地に住む異邦の人

のようにし、また一夜の宿りのために立ち寄る旅

びとのようになさらねばならないのですか。 9な

ぜ、あなたは、うろたえている人のようにし、ま

た人を救いえない勇士のようになさらねばならな

いのですか。主よ、あなたはわれわれのうちにい

らせられます。われわれは、み名によって呼ばれ

ている者です。われわれを見捨てないでください

」。 10この民について主はこう言われる、「彼

らはこのように好んで、さまよい、その足をとど

めることをしなかったので、主は彼らを喜ばず、

いまそのとがを覚え、その罪を罰するのだ」。 11

主はわたしに言われた、「この民のために恵みを

祈ってはならない。 12彼らが断食しても、わた

しは彼らの呼ぶのを聞かない。燔祭と素祭をささ

げても、わたしはそれを受けない。かえって、つ

るぎと、ききん、および疫病をもって、彼らを滅

ぼしてしまう」。 13わたしは言った、「ああ、

主なる神よ、預言者たちはこの民に向かい、『あ

なたがたは、つるぎを見ることはない。ききんも

こない。わたしはこの所に確かな平安をあなたが

たに与える』と言っています」。 14主はわたし

に言われた、「預言者らはわたしの名によって偽

りの預言をしている。わたしは彼らをつかわさな

かった。また彼らに命じたこともなく、話したこ

ともない。彼らは偽りの黙示と、役に立たない占

い、および自分の心でつくりあげた欺きをあなた

がたに預言しているのだ。 15それゆえ、わたし

がつかわさないのに、わたしの名によって預言し

て、『つるぎとききんは、この地にこない』と言

っているあの預言者について、主はこう仰せられ

る、この預言者らは、つるぎとききんに滅ぼされ

る。 16また彼らの預言を聞く民は、ききんとつ

るぎとによって、エルサレムのちまたに投げ捨て

られる。だれもこれを葬る者はない。彼らとその

妻、およびそのむすこ娘も同様である。わたしが

彼らの悪をその上に注ぐからである。 17この言

葉を彼らに語れ、『わたしの目は夜も昼も絶えず

涙を流す。わが民の娘であるおとめが大きな傷と

重い打撃によって滅ぼされるからである。 18わ

たしが出て畑に行くと、つるぎで殺された者があ

る。町にはいると、ききんで病んでいる者がある

。預言者も祭司も共にその地にさまよって、知る

ところがない』」。 19あなたはまったくユダを

捨てられたのですか。あなたの心はシオンをきら

われるのですか。あなたはわれわれを撃ったのに

、どうしていやしてはくださらないのですか。わ

れわれは平安を望んだが、良い事はこなかった。

いやされる時を望んだが、かえって恐怖が来た。

20主よ、われわれは自分の悪と、先祖のとがとを

認めています。われわれはあなたに罪を犯しまし

た。 21み名のために、われわれを捨てないでく

ださい。あなたの栄えあるみ位をはずかしめない

でください。あなたがわれわれにお立てになった

契約を覚えて、それを破らないでください。 22

異邦の偽りの神々のうちに、雨を降らせうる者が

あるであろうか。天が自分で夕立ちを降らすこと

ができようか。われわれの神、主よ、あなたこそ

、これをなさる方ではありませんか。われわれの

待ち望むのはあなたです。あなたがこれらすべて

のことをなさるからです。

15主はわたしに言われた、「たといモーセとサ
ムエルとがわたしの前に立っても、わたしの

心はこの民を顧みない。彼らをわたしの前から追

い出し、ここを去らせよ。 2もし彼らが、『われ

われはどこに行けばよいのか』とあなたに尋ねる

ならば、彼らに言いなさい、『主はこう仰せられ

る、疫病に定められた者は疫病に、つるぎに定め

られた者はつるぎに、ききんに定められた者はき

きんに、とりこに定められた者はとりこに行く』

。 3主は仰せられる、わたしは四つの物をもって

彼らを罰する。すなわち、つるぎをもって殺し、

犬をもってかませ、空の鳥と地の獣をもって食い

滅ぼさせる。 4またユダの王ヒゼキヤの子マナセ

が、エルサレムでした行いのゆえに、わたしは彼

らを地のすべての国が見て恐れおののくものとす

る。 5エルサレムよ、だれがあなたをあわれむで
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あろうか。だれがあなたのために嘆くであろうか

。だれがふり返って、あなたの安否を問うであろ

うか。 6主は言われる、あなたはわたしを捨てた

。そしてますます退いて行く。それゆえ、わたし

は手を伸べてあなたを滅ぼした。わたしはあわれ

むことには飽きた。 7わたしはこの地の門で、箕

で彼らをあおぎ分けた。彼らがその道を離れなか

ったので、わたしは彼らの子を奪い、わが民を滅

ぼした。 8わたしは彼らの寡婦の数を浜べの砂よ

りも多くした。わたしは真昼に、滅ぼす者を連れ

てきて、若者らの母たちをせめ、驚きと恐れを、

にわかに母たちにおこした。 9七人の子を産んだ

女は、弱り衰えて、息絶え、まだ昼であったが、

彼女の日は没した。彼女は恥じ、うろたえた。そ

の残りの者は、これを敵のつるぎに渡すと主は言

われる」。 10ああ、わたしはわざわいだ。わが

母よ、あなたは、なぜ、わたしを産んだのか。全

国の人はわたしと争い、わたしを攻める。わたし

は人に貸したこともなく、人に借りたこともない

のに、皆わたしをのろう。 11主よ、もしわたし

が彼らの幸福をあなたに祈り求めず、また敵のた

め、その悩みのときと、災のときに、わたしがあ

なたにとりなしをしなかったのであれば、彼らの

のろいも、やむをえないでしょう。 12人は鉄を

、北からくる鉄や青銅を砕くことができましょう

か。 13「わたしはあなたの富と宝を、ぶんどり

物として他に与える。代価を受けることはできな

い。それはあなたのすべての罪によるので、領域

内のいたる所にこのことが起る。 14わたしはあ

なたの知らない地で、あなたの敵に仕えさせる。

わたしの怒りによって火は点じられ、いつまでも

燃え続けるからである」。 15主よ、あなたは知

っておられます。わたしを覚え、わたしを顧みて

ください。わたしを迫害する者に、あだを返し、

あなたの寛容によって、わたしを取り去らないで

ください。わたしがあなたのために、はずかしめ

を受けるのを知ってください。 16わたしはみ言

葉を与えられて、それを食べました。み言葉は、

わたしに喜びとなり、心の楽しみとなりました。

万軍の神、主よ、わたしは、あなたの名をもって

となえられている者です。 17わたしは笑いさざ

めく人のつどいにすわることなく、また喜ぶこと

をせず、ただひとりですわっていました。あなた

の手がわたしの上にあり、あなたが憤りをもって

わたしを満たされたからです。 18どうしてわた

しの痛みは止まらず、傷は重くて、なおらないの

ですか。あなたはわたしにとって、水がなくて人

を欺く谷川のようになられるのですか。 19それ

ゆえ主はこう仰せられる、「もしあなたが帰って

くるならば、もとのようにして、わたしの前に立

たせよう。もしあなたが、つまらないことを言う

のをやめて、貴重なことを言うならば、わたしの

口のようになる。彼らはあなたの所に帰ってくる

。しかしあなたが彼らの所に帰るのではない。 20

わたしはあなたをこの民の前に、堅固な青銅の城

壁にする。彼らがあなたを攻めても、あなたに勝

つことはできない。わたしがあなたと共にいて、

あなたを助け、あなたを救うからであると、主は

言われる。 21わたしはあなたを悪人の手から救

い、無慈悲な人の手からあがなう」。

16主の言葉はまたわたしに臨んだ、 2「あなた

はこの所で妻をめとってはならない。またむ

すこ娘を持ってはならない。 3この所で生れるむ

すこ娘と、この地でこれを産む母たちと、これを

生む父たちとについて主はこう言われる、 4彼ら

は死の病にかかって死に、哀悼する者もなく、埋

葬する者もなく、地のおもてに、糞土のようにな

る。またつるぎと、ききんに滅ぼされて、その死

体は空の鳥と地の獣の食い物となる。 5主はこう

言われる、喪のある家に、はいってはならない。

また行って、それを悲しみ嘆いてはならない。わ

たしがこの民からわたしの平安と、いつくしみと

、あわれみとを取り去ったからであると、主は言

われる。 6大いなる者も小さき者も、この地に死

ぬ。彼らは葬られず、また彼らのために悲しむ者

もなく、自分の身を傷つける者もなく、髪をそる

者もない。 7悲しむ者のためにパンをさいて、死

者のためにこれを慰める者はなく、また父あるい

は母のために慰めの杯をこれに与えて飲ませる者

もない。 8またあなたは宴会をする家にはいって

、人々と共にすわって食い飲みしてはならない。

9万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、見

よ、あなたの目の前で、あなたのなおこの世にい

る間に、わたしは喜びの声と楽しみの声、花婿の

声と花嫁の声とをこの所に絶やしてしまう。 10

あなたがこのすべての言葉をこの民に告げるとき

、彼らがあなたに尋ねて、『主がわれわれにこの

大きな災を宣告されるのはどうしてですか。われ

われにどんな悪い所があるのですか。われわれの
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神、主にそむいて、われわれが犯した罪とはなん

ですか』と言うならば、 11あなたは彼らに答え

なければならない、『主は仰せられる、それはあ

なたがたの先祖がわたしを捨てて他の神々に従い

、これに仕え、これを拝し、またわたしを捨て、

わたしの律法を守らなかったからである。 12あ

なたがたは、あなたがたの先祖よりも、いっそう

悪いことをした。見よ、あなたがたはおのおの自

分の悪い強情な心に従い、わたしに聞き従うこと

はしない。 13それゆえ、わたしはあなたがたを

この地より追い出し、あなたがたも、あなたがた

の先祖も知らない地に行かせる。その所であなた

がたは昼夜、ほかの神々に仕えるようになる。こ

れはわたしがあなたがたにあわれみを示さないか

らである』と。 14主は言われる、それゆえ、見

よ、こののち『イスラエルの民をエジプトの地か

ら導き出した主は生きておられる』とは言わない

で、 15『イスラエルの民を北の国と、そのすべ

て追いやられた国々から導き出した主は生きてお

られる』という日がくる。わたしが彼らを、その

先祖に与えた彼らの地に導きかえすからである。

16主は言われる、見よ、わたしは多くの漁夫を呼

んできて、彼らをすなどらせ、また、そののち多

くの猟師を呼んできて、もろもろの山、もろもろ

の丘、および岩の裂け目から彼らをかり出させる

。 17わたしの目は彼らのすべての道を見ている

からである。みなわたしに隠れてはいない。また

その悪はわたしの目に隠れることはない。 18わ

たしはその悪とその罪の報いを二倍にする。彼ら

がその忌むべき偶像の死体をもって、わたしの地

を汚し、その憎むべきものをもって、わたしの嗣

業を満たしたからである」。 19主、わが力、わ

が城、悩みの時の、のがれ場よ、万国の民は地の

果からあなたのもとにきて申します、「われわれ

の先祖が受け嗣いだのは、ただ偽りと、役に立た

ないつまらない事ばかりです。 20人が自分で神

々を造ることができましょうか。そういうものは

神ではありません」。 21「それゆえ、見よ、わ

たしは彼らに知らせよう。すなわち、この際わた

しの力と、わたしの勢いとを知らせよう。彼らは

わたしの名が、主であることを知るようになる」

。

17「ユダの罪は、鉄の筆、金剛石のとがりをも
ってしるされ、彼らの心の碑と、祭壇の角に

彫りつけられている。 2彼らの子供たちは青木の

下と、高い丘の上、野の山の上にある祭壇とアシ

ラのことを覚えている。 3わたしはあなたの富と

すべての宝とを、あなたの全領域の内で犯した罪

の代価として、ぶんどり物とならせる。 4わたし

があなたに与えた嗣業からあなたは手をはなすよ

うになる。またわたしは、あなたの知らない地で

、あなたの敵に仕えさせる。わたしの怒りによっ

て、火は点じられ、いつまでも燃え続けるからで

ある」。 5主はこう言われる、「おおよそ人を頼

みとし肉なる者を自分の腕とし、その心が主を離

れている人は、のろわれる。 6彼は荒野に育つ小

さい木のように、何も良いことの来るのを見ない

。荒野の、干上がった所に住み、人の住まない塩

地にいる。 7おおよそ主にたより、主を頼みとす

る人はさいわいである。 8彼は水のほとりに植え

た木のようで、その根を川にのばし、暑さにあっ

ても恐れることはない。その葉は常に青く、ひで

りの年にも憂えることなく、絶えず実を結ぶ」。

9心はよろずの物よりも偽るもので、はなはだし

く悪に染まっている。だれがこれを、よく知るこ

とができようか。 10「主であるわたしは心を探

り、思いを試みる。おのおのに、その道にしたが

い、その行いの実によって報いをするためである

」。 11しゃこが自分が産んだのではない卵を抱

くように、不正な財産を得る者がある。その人は

一生の半ばにそれから離れて、その終りには愚か

な者となる。 12初めから高くあげられた栄えあ

るみ座は、われわれの聖所のある所である。 13

またイスラエルの望みである主よ、あなたを捨て

る者はみな恥をかき、あなたを離れる者は土に名

をしるされます。それは生ける水の源である主を

捨てたからです。 14主よ、わたしをいやしてく

ださい、そうすれば、わたしはいえます。わたし

をお救いください、そうすれば、わたしは救われ

ます。あなたはわたしのほめたたえる者だからで

す。 15彼らはわたしに言います、「主の言葉は

どこにあるのか。今、それを出して見せよ」と。

16悪をつかわされるようにとは、わたしはたって

求めませんでした。また災の日を願わなかったの

を、あなたはごぞんじです。わたしのくちびるか

ら出たことは、み前にあります。 17どうか、わ

たしを恐れさせないでください。災のときに、あ

なたはわたしののがれ場です。 18わたしを攻め

悩ます者をはずかしめてください。しかしわたし
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をはずかしめないでください。彼らを恐れさせて

ください。しかしわたしを恐れさせないでくださ

い。災の日を彼らにきたらせ、滅びを倍にして彼

らを滅ぼしてください。 19主はわたしにこう言

われた、「行って、ユダの王たちの出入りするベ

ニヤミンの門、およびエルサレムのすべての門に

立って、 20言いなさい、『これらの門からはい

るユダの王たち、およびユダのすべての民とエル

サレムに住むすべての者よ、主の言葉を聞きなさ

い。 21主はこう言われる、命が惜しいならば気

をつけるがよい。安息日に荷をたずさえ、または

それを持ってエルサレムの門にはいってはならな

い。 22また安息日にあなたがたの家から荷を運

び出してはならない。なんのわざをもしてはなら

ない。わたしがあなたがたの先祖に命じたように

安息日を聖別して守りなさい。 23しかし彼らは

従わず耳を傾けず、聞くことも、戒めをうけるこ

とをも強情に拒んだ。 24主は言われる、もしあ

なたがたがわたしに聞き従い、安息日に荷をたず

さえてこの町の門にはいらず、安息日を聖別して

、なんのわざをもしないならば、 25ダビデの位

に座する王たち、つかさたち、ユダの人々、エル

サレムに住む者は、車と馬に乗ってこの町の門か

らはいることができる。そしてこの町には長く人

が住むようになる。 26また人々はユダの町々や

エルサレムの周囲、ベニヤミンの地、平地と山地

およびネゲブから来て燔祭、犠牲、素祭、乳香、

感謝祭をたずさえて主の家にはいる。 27しかし

、もしあなたがたがわたしに聞き従わないで、安

息日を聖別して守ることをせず、安息日に荷をた

ずさえてエルサレムの門にはいるならば、わたし

は火をその門の中に燃やして、エルサレムのもろ

もろの宮殿を焼き滅ぼす。その火は消えることが

ない』」。

18主からエレミヤに臨んだ言葉。 2「立って、

陶器師の家に下って行きなさい。その所でわ

たしはあなたにわたしの言葉を聞かせよう」。 3

わたしは陶器師の家へ下って行った。見ると彼は

、ろくろで仕事をしていたが、 4粘土で造ってい

た器が、その人の手の中で仕損じたので、彼は自

分の意のままに、それをもってほかの器を造った

。 5その時、主の言葉がわたしに臨んだ、 6「主

は仰せられる、イスラエルの家よ、この陶器師が

したように、わたしもあなたがたにできないのだ

ろうか。イスラエルの家よ、陶器師の手に粘土が

あるように、あなたがたはわたしの手のうちにあ

る。 7ある時には、わたしが民または国を抜く、

破る、滅ぼすということがあるが、 8もしわたし

の言った国がその悪を離れるならば、わたしはこ

れに災を下そうとしたことを思いかえす。 9また

ある時には、わたしが民または国を建てる、植え

るということがあるが、 10もしその国がわたし

の目に悪と見えることを行い、わたしの声に聞き

従わないなら、わたしはこれに幸を与えようとし

たことを思いかえす。 11それゆえ、ユダの人々

とエルサレムに住む者に言いなさい、『主はこう

仰せられる、見よ、わたしはあなたがたに災を下

そうと工夫し、あなたがたを攻める計りごとを立

てている。あなたがたはおのおのその悪しき道を

離れ、その道と行いを改めなさい』と。 12しか

し彼らは言う、『それはむだです。われわれは自

分の図るところに従い、おのおのその悪い強情な

心にしたがって行動します』と。 13それゆえ主

はこう言われる、異邦の民のうちのある者に尋ね

てみよ、このような事を聞いた者があろうか。お

とめイスラエルは恐ろしい事をした。 14レバノ

ンの雪が、どうしてシリオンの岩を離れようか。

山の水、冷たい川の流れが、どうしてかわいてし

まおうか。 15それなのにわが民はわたしを忘れ

て、偽りの神々に香をたいている。彼らはその道

、古い道につまずき、また小道に入り、大路から

はなれた。 16自分の地を荒れすたれさせて、い

つまでも人に舌打ちされるものとした。そこを通

る人はみな身震いして、首を振る。 17わたしは

東風のように、彼らをその敵の前に散らす。その

滅びの日には、わたしは彼らに背を向け、顔を向

けない」。 18彼らは言った、「さあ、計略をめ

ぐらして、エレミヤを倒そう。祭司には律法があ

り、知恵ある者には計りごとがあり、預言者には

言葉があって、これらのものが滅びてしまうこと

はない。さあ、われわれは舌をもって彼を撃とう

。彼のすべての言葉に、心を留めないことにしよ

う」。 19主よ、どうぞわたしにみ心を留め、わ

たしの訴えをお聞きください。 20悪をもって善

に報いるべきでしょうか。しかもなお彼らはわた

しの命を取ろうとして穴を掘りました。わたしが

あなたの前に立って、彼らのことを良く言い、あ

なたの憤りを止めようとしたのを覚えてください

。 21それゆえ、彼らの子どもたちをききんに渡
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し、彼らをつるぎの刃に渡してください。彼らの

妻は子を失い、また寡婦となり、男は疫病にかか

って死に、若い者は、戦争でつるぎに殺されます

ように。 22あなたが敵をにわかに彼らに臨ませ

られるとき、彼らの家から叫び声が聞えますよう

に。彼らは穴を掘って、わたしを捕えようとし、

わなをつくって、わたしの足を捕えようとしたか

らです。 23主よ、あなたは彼らがわたしを殺す

ためにめぐらしている計略を皆ごぞんじです。そ

の悪をゆるすことなく、その罪をあなたの前から

消し去らないでください。彼らをあなたの前に倒

れさせてください。あなたのお怒りになる時に彼

らを罰してください。

19主はこう言われる、「行って、陶器師のびん
を買い、民の長老と年長の祭司のうちの数人

を伴って、 2瀬戸かけの門の入口にあるベンヒン

ノムの谷へ行き、その所で、わたしがあなたに語

る言葉をのべて、 3言いなさい、『ユダの王たち

、およびエルサレムに住む者よ、主の言葉を聞き

なさい。万軍の主、イスラエルの神はこう仰せら

れる、見よ、わたしは災をこの所に下す。おおよ

そ、その災のことを聞くものの耳は両方とも鳴る

。 4彼らがわたしを捨て、この所を汚し、この所

で、自分も先祖たちもユダの王たちも知らなかっ

た他の神々に香をたき、かつ罪のない者の血を、

この所に満たしたからである。 5また彼らはバア

ルのために高き所を築き、火をもって自分の子ど

もたちを焼き、燔祭としてバアルにささげた。こ

れはわたしの命じたことではなく、定めたことで

もなく、また思いもしなかったことである。 6主

は言われる、それゆえ、見よ、この所をトペテま

たはベンヒンノムの谷と呼ばないで、虐殺の谷と

呼ぶ日がくる。 7またわたしはこの所でユダとエ

ルサレムの計りごとを打ち破り、つるぎをもって

、彼らをその敵の前と、そのいのちを求める者の

手に倒れさせ、またその死体を空の鳥と地の獣の

食い物とし、 8かつ、この町を荒れすたれさせて

、人に舌打ちされるものとする。そこを通る人は

皆そのもろもろの災を見て身震いし、舌打ちする

。 9また彼らがその敵とその命を求める者とに囲

まれて苦しみ悩む時、わたしは彼らに自分のむす

この肉、娘の肉を食べさせる。彼らはまた互にそ

の友の肉を食べるようになる』。 10そこで、あ

なたは、一緒に行く人々の目の前で、そのびんを

砕き、 11そして彼らに言いなさい、『万軍の主

はこう仰せられる、陶器師の器をひとたび砕くな

らば、もはやもとのようにすることはできない。

このようにわたしはこの民とこの町とを砕く。人

々はほかに葬るべき場所がないために、トペテに

葬るであろう。 12主は仰せられる、わたしはこ

の所と、ここに住む者とにこのようにし、この町

をトペテのようにする。 13エルサレムの家とユ

ダの王たちの家、すなわち彼らがその屋上で天の

衆群に香をたき、ほかの神々に酒を注いだ家は、

皆トペテの所のように汚される』」。 14エレミ

ヤは主が彼をつかわして預言させられたトペテか

ら帰ってきて、主の家の庭に立ち、すべての民に

言った、 15「万軍の主、イスラエルの神はこう

仰せられる、見よ、わたしは、この町とそのすべ

ての村々に、わたしの言ったもろもろの災を下す

。彼らが強情で、わたしの言葉に聞き従おうとし

ないからである」。

20さて祭司インメルの子で、主の宮のつかさの
長であったパシュルは、エレミヤがこれらの

事を預言するのを聞いた。 2そしてパシュルは預

言者エレミヤを打ち、主の宮にある上のベニヤミ

ンの門の足かせにつないだ。 3その翌日パシュル

がエレミヤを足かせから解き放した時、エレミヤ

は彼に言った、「主はあなたの名をパシュルとは

呼ばないで、『恐れが周囲にある』と呼ばれる。

4主はこう仰せられる、見よ、わたしはあなたを

、あなた自身とあなたのすべての友だちに恐れを

起させる者とする。彼らはあなたが見ている目の

前で敵のつるぎに倒れる。わたしはまたユダのす

べての民をバビロン王の手に渡す。彼は彼らを捕

えてバビロンに移し、つるぎをもって殺す。 5わ

たしはまたこの町のすべての富と、その獲たすべ

ての物と、そのすべての貴重な物と、ユダの王た

ちのすべての宝物をその敵の手に渡す。彼らはこ

れをかすめ、民を捕えてバビロンに移す。 6パシ

ュルよ、あなたと、あなたの家に住む者とはみな

捕え移される。あなたはバビロンに行って、その

所で死に、その所に葬られる。あなたも、あなた

が偽って預言した言葉に聞き従った友もみなその

ようになる」。 7主よ、あなたがわたしを欺かれ

たので、わたしはその欺きに従いました。あなた

はわたしよりも強いので、わたしを説き伏せられ

たのです。わたしは一日中、物笑いとなり、人は
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みなわたしをあざけります。 8それは、わたしが

語り、呼ばわるごとに、「暴虐、滅亡」と叫ぶか

らです。主の言葉が一日中、わが身のはずかしめ

と、あざけりになるからです。 9もしわたしが、

「主のことは、重ねて言わない、このうえその名

によって語る事はしない」と言えば、主の言葉が

わたしの心にあって、燃える火のわが骨のうちに

閉じこめられているようで、それを押えるのに疲

れはてて、耐えることができません。 10多くの

人のささやくのを聞くからです。恐れが四方にあ

ります。「告発せよ。さあ、彼を告発しよう」と

言って、わが親しい友は皆わたしのつまずくのを

、うかがっています。また、「彼は欺かれるだろ

う。そのとき、われわれは彼に勝って、あだを返

すことができる」と言います。 11しかし主は強

い勇士のようにわたしと共におられる。それゆえ

、わたしに迫りくる者はつまずき、わたしに打ち

勝つことはできない。彼らは、なし遂げることが

できなくて、大いに恥をかく。その恥は、いつま

でも忘れられることはない。 12正しき者を試み

、人の心と思いを見られる万軍の主よ、あなたが

彼らに、あだを返されるのを見せてください。わ

たしはあなたに、わたしの訴えをお任せしたから

です。 13主に向かって歌い、主をほめたたえよ

。主は貧しい者の命を、悪人の手から救われたか

らである。 14わたしの生れた日はのろわれよ。

母がわたしを産んだ日は祝福を受けるな。 15わ

たしの父に「男の子が、生れました」と告げて、

彼を大いに喜ばせた人は、のろわれよ。 16その

人は、主のあわれみを受けることなく、滅ぼされ

た町のようになれ。朝には、彼に叫びを聞かせ、

昼には戦いの声を聞かせよ。 17彼がわたしを胎

内で殺さず、わが母をわたしの墓場となさず、そ

の胎をいつまでも大きくしなかったからである。

18なにゆえにわたしは胎内を出てきて、悩みと悲

しみに会い、恥を受けて一生を過ごすのか。

21ゼデキヤ王は、マルキヤの子パシュルと祭司
マアセヤの子ゼパニヤを、エレミヤのもとに

つかわし、 2「バビロンの王ネブカデレザルがわ

れわれを攻めようとしているゆえ、われわれのた

めに主に尋ねてほしい。主はそのもろもろの不思

議なわざをもって、われわれを助け、バビロンの

王をわれわれから退かせられるかも知れない」と

言わせた。その時、主の言葉がエレミヤに臨んだ

。 3エレミヤは彼らに答えて言った、「あなたが

たはゼデキヤにこのように言いなさい、 4『イス

ラエルの神、主はこう仰せられる、見よ、あなた

がたが、この城壁の外にあって、あなたがたを攻

め囲むバビロンの王およびカルデヤびとと戦うと

き、わたしはあなたがたの手に持っている武器を

とりあげ、これを町の中に集めさせる。 5わたし

は手を伸べ、強い腕をもって、怒り、憤り、激し

く怒って、あなたがたを攻める。 6わたしはまた

この町に住む人と獣とを撃つ。彼らはみな重い疫

病にかかって死ぬ。 7主は言われる、この後、わ

たしはユダの王ゼデキヤとその家来たち、および

疫病と、つるぎと、ききんを免れて、この町に残

っている民を、バビロンの王ネブカデレザルの手

と、その敵の手、およびその命を求める者の手に

渡す。バビロンの王はつるぎの刃にかけて彼らを

撃ち、彼らを惜しまず、顧みず、またあわれむこ

ともしない』。 8あなたはまたこの民に言いなさ

い、『主はこう仰せられる、見よ、わたしは命の

道と死の道とをあなたがたの前に置く。 9この町

にとどまる者は、つるぎと、ききんと、疫病とで

死ぬ。しかし、出て行って、あなたがたを攻め囲

んでいるカルデヤびとに降伏する者は死を免れ、

その命は自分のぶんどり物となる。 10主は言わ

れる、わたしがこの町に顔を向けたのは幸を与え

るためではなく、災を与えるためである。この町

はバビロンの王の手に渡される。彼は火をもって

、これを焼き払う』。 11またユダの王の家に言

いなさい、『主の言葉を聞きなさい。 12ダビデ

の家よ、主はこう仰せられる、朝ごとに、正しい

さばきを行い、物を奪われた人をしえたげる者の

手から救え。そうしないと、あなたがたの悪い行

いのために、わたしの怒りは火のように燃えて、

それを消すことはできない』」。 13「主は言わ

れる、谷に住む者よ、平原の岩よ、見よ、わたし

はあなたに敵する。あなたがたは言う、『だれが

下ってきて、われわれを攻めるものか、だれがわ

れわれのいる所に、はいるものか』と。 14わた

しはあなたがたを、その行いの実によって罰する

。またその林に火をつけて、その周囲のものをみ

な焼き尽すと、主は言われる」。

22主はこう言われる、「ユダの王の家に下り、
その所にこの言葉をのべて、 2言いなさい、

『ダビデの位にすわるユダの王よ、あなたと、あ
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なたの家臣、および、この門からはいるあなたの

民は主の言葉を聞きなさい。 3主はこう言われる

、公平と正義を行い、物を奪われた人を、しえた

げる者の手から救い、異邦の人、孤児、寡婦を悩

まし、しえたげてはならない。またこの所に、罪

なき者の血を流してはならない。 4もしあなたが

たがこの言葉を真実に行うならば、ダビデの位に

すわる王とその家臣、およびその民は、車と馬に

乗って、この家の門にはいることができる。 5し

かしあなたがたがこの言葉を聞かないならば、わ

たしは自身をさして誓うが、この家は荒れ地とな

ると、主は言われる。 6主はユダの王の家につい

てこう言われる、あなたはわたしに対してギレア

デのようであり、レバノンの頂のようである。し

かし、わたしは必ずあなたを荒れ地にし、人の住

まない町にする。 7わたしは滅ぼす者を設けて、

あなたを攻めさせる、彼らはおのおのその武器を

とり、あなたの麗しい香柏を切り倒し、火に投げ

入れる。 8多くの国の人はこの町を過ぎ、互に語

って、「なぜ主はこの大いなる町をこのようにさ

れたのか」と言うとき、 9人は答えて、「これは

彼らがその神、主の契約を捨てて他の神々を拝し

、これに仕えたからである」と言うであろう』」

。 10死んだ者のために泣くことなく、またその

ために嘆いてはならない。捕え移されてゆく者の

ために、激しく泣け。彼はふたたび帰ってきて、

その故郷を見ることがないからである。 11ユダ

の王ヨシヤの子シャルムは父ヨシヤについで王と

なったが、ついにこの所から出て行った。主は彼

についてこう言われる、「彼は再びここに帰らな

い。 12彼はその捕え行かれた所で死に、再びこ

の地を見ない」。 13「不義をもってその家を建

て、不法をもってその高殿を造り、隣り人を雇っ

て何をも与えず、その賃金を払わない者はわざわ

いである。 14彼は言う、『わたしは自分のため

に大きな家を建て、広い高殿を造ろう』と。そし

てこれがために窓を造り、香柏の鏡板でおおい、

それを朱で塗る。 15あなたは競って香柏を用い

ることによって、王であると思うのか。あなたの

父は食い飲みし、公平と正義を行って、幸を得た

のではないか。 16彼は貧しい人と乏しい人の訴

えをただして、さいわいを得た。こうすることが

わたしを知ることではないかと主は言われる。 17

しかし、あなたは目も心も、不正な利益のために

のみ用い、罪なき者の血を流そうとし、圧制と暴

虐を行おうとする」。 18それゆえ、主はユダの

王ヨシヤの子エホヤキムについてこう言われる、

「人々は『悲しいかな、わが兄』、『悲しいかな

、わが姉』と言って、彼のために嘆かない。また

『悲しいかな、主君よ』、『悲しいかな、陛下よ

』と言って嘆かない。 19ろばが埋められるよう

に、彼は葬られる。引かれて行って、エルサレム

の門の外に投げ捨てられる」。 20「レバノンに

登って呼ばわり、バシャンにあなたの声をあげ、

アバリムから呼ばわれ。あなたの愛する者がみな

滅ぼされるからだ。 21あなたの栄えていた時、

わたしはあなたに語ったが『聞きたくはない』と

言った。あなたがわたしの声に聞き従わないこと

は、あなたの幼い時からの、ならわしであった。

22あなたの牧者はみな、風に追い立てられ、あな

たの愛する者は捕え移される。その時、あなたは

自分のもろもろの悪のために、恥じ、うろたえる

。 23レバノンに住み、香柏の中に巣をつくって

いる者よ、子を産む女に臨む苦しみのような苦痛

があなたに臨むとき、あなたはどんなに嘆くこと

であろうか」。 24「主は言われる、わたしは生

きている。ユダの王エホヤキムの子コニヤが、わ

たしの右手の指輪であっても、わたしはあなたを

抜き取る。 25あなたの命を求める者の手、あな

たがその顔を恐れる者の手、すなわちバビロンの

王ネブカデレザルの手と、カルデヤびとの手にあ

なたを渡す。 26わたしは、あなたと、あなたを

産んだ母を、あなたがたの生れた国でない他の国

に追いやる。あなたがたはそこで死ぬ。 27彼ら

が帰りたいとせつに願う国に、彼らは再び帰るこ

とができない」。 28この人コニヤは卑しむべき

、こわれたつぼであろうか、だれも心に留めない

器であろうか。なぜ彼とその子孫は追いやられて

、知らない地に投げやられるのか。 29ああ、地

よ、地よ、地よ、主の言葉を聞けよ。 30主はこ

う言われる、「この人を、子なき人として、また

その一生のうち、栄えることのない人として記録

せよ。その子孫のうち、ひとりも栄えて、ダビデ

の位にすわり、ユダを治めるものが再び起らない

からである」。

23主は言われる、「わが牧場の羊を滅ぼし散ら
す牧者はわざわいである」。 2それゆえイス

ラエルの神、主はわが民を養う牧者についてこう

言われる、「あなたがたはわたしの群れを散らし



エレミヤ書 602

、これを追いやって顧みなかった。見よ、わたし

はあなたがたの悪しき行いによってあなたがたに

報いると、主は言われる。 3わたしの群れの残っ

た者を、追いやったすべての地から集め、再びこ

れをそのおりに帰らせよう。彼らは子を産んでそ

の数が多くなる。 4わたしはこれを養う牧者をそ

の上に立てる、彼らは再び恐れることなく、また

おののくことなく、いなくなることもないと、主

は言われる。 5主は仰せられる、見よ、わたしが

ダビデのために一つの正しい枝を起す日がくる。

彼は王となって世を治め、栄えて、公平と正義を

世に行う。 6その日ユダは救を得、イスラエルは

安らかにおる。その名は『主はわれわれの正義』

ととなえられる。 7主は言われる、それゆえ見よ

、人々は『イスラエルの民をエジプトの地から導

き出された主は生きておられる』とまた言わない

で、 8『イスラエルの家の子孫を北の地と、その

すべて追いやられた地から導き出された神は生き

ておられる』という日がくる。その時、彼らは自

分の地に住んでいる」。 9預言者たちについて。

わが心はわたしのうちに破れ、わが骨はみな震う

。主とその聖なる言葉のために、わたしは酔って

いる人のよう、酒に打ち負かされた人のようであ

る。 10この地に姦淫を行うものが満ちているか

らだ。のろいによって地は嘆き、荒野の牧場はか

わく。彼らの道は悪く、その力は正しくない。 11

「預言者と祭司とは共に神を汚す者である。わた

しの家においてすら彼らの悪を見たと、主は言わ

れる。 12それゆえ、彼らの道は、おのずから暗

黒の中にあるなめらかな道のようになり、彼らは

押されてその道に倒れる。わたしが彼らの罰せら

れる年に、災をその上に臨ませるからであると、

主は言われる。 13わたしはサマリヤの預言者の

うちに不快な事のあるのを見た。彼らはバアルに

よって預言し、わが民イスラエルを惑わした。 14

しかしエルサレムの預言者のうちには、恐ろしい

事のあるのを見た。彼らは姦淫を行い、偽りに歩

み、悪人の手を強くし、人をその悪から離れさせ

ない。彼らはみなわたしにはソドムのようであり

、その民はゴモラのようである」。 15それゆえ

万軍の主は預言者についてこう言われる、「見よ

、わたしは彼らに、にがよもぎを食べさせ、毒の

水を飲ませる。神を汚すことがエルサレムの預言

者から出て、全地に及んでいるからである」。 16

万軍の主はこう言われる、「あなたがたに預言す

る預言者の言葉を聞いてはならない。彼らはあな

たがたに、むなしい望みをいだかせ、主の口から

出たのでない、自分の心の黙示を語るのである。

17彼らは主の言葉を軽んじる者に向かって絶えず

、『あなたがたは平安を得る』と言い、また自分

の強情な心にしたがって歩むすべての人に向かっ

て、『あなたがたに災はこない』と言う」。 18

彼らのうちだれか主の議会に立って、その言葉を

見聞きした者があろうか。だれか耳を傾けてその

言葉を聞いた者があろうか。 19見よ、主の暴風

がくる。憤りと、つむじ風が出て、悪人のこうべ

をうつ。 20主の怒りは、み心に思い定められた

ことをなし遂げられるまで退くことはない。末の

日にあなたがたはそれを明らかに悟る。 21預言

者たちはわたしがつかわさなかったのに、彼らは

走った。わたしが、彼らに告げなかったのに、彼

らは預言した。 22もし彼らがわたしの議会に立

ったのであれば、わたしの民にわが言葉を告げ示

して、その悪い道と悪い行いから、離れさせたで

あろうに。 23「主は言われる、わたしはただ近

くの神であって、遠くの神ではないのであるか。

24主は言われる、人は、ひそかな所に身を隠して

、わたしに見られないようにすることができよう

か。主は言われる、わたしは天と地とに満ちてい

るではないか。 25わが名によって偽りを預言す

る預言者たちが、『わたしは夢を見た、わたしは

夢を見た』と言うのを聞いた。 26偽りを預言す

る預言者たちの心に、いつまで偽りがあるのであ

るか。彼らはその心の欺きを預言する。 27彼ら

はその先祖がバアルに従ってわが名を忘れたよう

に、互に夢を語って、わたしの民にわが名を忘れ

させようとする。 28夢をみた預言者は夢を語る

がよい。しかし、わたしの言葉を受けた者は誠実

にわたしの言葉を語らなければならない。わらと

麦とをくらべることができようかと、主は言われ

る。 29主は仰せられる、わたしの言葉は火のよ

うではないか。また岩を打ち砕く鎚のようではな

いか。 30それゆえ見よ、わたしはわたしの言葉

を互に盗む預言者の敵となると、主は言われる。

31見よ、わたしは、『主は言いたもう』と舌をも

って語る預言者の敵となると、主は言われる。 32

主は仰せられる、見よ、わたしは偽りの夢を預言

する者の敵となる。彼らはそれを語り、またその

偽りと大言をもってわたしの民を惑わす。わたし

が彼らをつかわしたのではなく、また彼らに命じ
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たのでもない。それで彼らはこの民にすこしも益

にならないと、主は言われる。 33この民のひと

り、または預言者、または祭司があなたに、『主

の重荷はなんですか』と問うならば、彼らに答え

なさい、『あなたがたがその重荷です。そして主

は、あなたがたを捨てると言っておられます』と

。 34そして、『主の重荷』と言うその預言者、

祭司、または民のひとりを、その家族と共にわた

しは罰する。 35あなたがたは、みな互に、隣り

人に、また兄弟に、こう言わなければならない、

『主はなんと答えられましたか』、『主はなんと

言われましたか』と。 36しかし重ねて『主の重

荷』と言ってはならない。重荷は人おのおのの自

分の言葉だからである。あなたがたは生ける神、

万軍の主なるわれわれの神の言葉を曲げる者であ

る。 37あなたは預言者にこう言わなければなら

ない、『主はあなたになんと答えられましたか』

、『主はなんと言われましたか』と。 38もしあ

なたがたが『主の重荷』と言うならば、主はこう

仰せられる、『わたしが人をあなたがたにつかわ

して、あなたがたは「主の重荷」と言ってはなら

ないと言わせたのに、あなたがたは「主の重荷」

という言葉を言ったので、 39わたしは必ずあな

たがたを捕え移させ、あなたがたとあなたがたの

先祖とに与えたこの町と、あなたがたとを、わた

しの前から捨て去る。 40そして、忘れられるこ

とのない永遠のはずかしめと永遠の恥を、あなた

がたにこうむらせる』」。

24バビロンの王ネブカデレザルがユダの王エホ
ヤキムの子エコニヤおよびユダの君たちと工

匠と鍛冶をエルサレムからバビロンに移して後、

主はわたしにこの幻をお示しになった。見よ、主

の宮の前に置かれているいちじくを盛った二つの

かごがあった。 2その一つのかごには、はじめて

熟したような非常に良いいちじくがあり、ほかの

かごには非常に悪くて食べられないほどの悪いい

ちじくが入れてあった。 3主はわたしに、「エレ

ミヤよ、何を見るか」と言われた。わたしは、「

いちじくです。その良いいちじくは非常によく、

悪いほうのいちじくは非常に悪くて、食べられま

せん」と答えた。 4主の言葉がまたわたしに臨ん

だ、 5「イスラエルの神、主はこう仰せられる、

この所からカルデヤびとの地に追いやったユダの

捕われ人を、わたしはこの良いいちじくのように

顧みて恵もう。 6わたしは彼らに目をかけてこれ

を恵み、彼らをこの地に返し、彼らを建てて倒さ

ず、植えて抜かない。 7わたしは彼らにわたしが

主であることを知る心を与えよう。彼らはわたし

の民となり、わたしは彼らの神となる。彼らは一

心にわたしのもとに帰ってくる。 8主はこう仰せ

られる、わたしはユダの王ゼデキヤとそのつかさ

たち、およびエルサレムの人の残ってこの地にい

る者、ならびにエジプトの地に住んでいる者を、

この悪くて食べられない悪いいちじくのようにし

よう。 9わたしは彼らを地のもろもろの国で、忌

みきらわれるものとし、またわたしの追いやるす

べての所で、はずかしめに会わせ、ことわざとな

り、あざけりと、のろいに会わせる。 10わたし

はつるぎと、ききんと、疫病を彼らのうちに送っ

て、ついに彼らをわたしが彼らとその先祖とに与

えた地から絶えさせる」。

25ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年（バビ
ロンの王ネブカデレザルの元年）にユダのす

べての民についての言葉がエレミヤに臨んだ。 2

預言者エレミヤはこの言葉をユダのすべての民と

エルサレムに住むすべての人に告げて言った、 3

「ユダの王アモンの子ヨシヤの十三年から今日に

いたるまで二十三年の間、主の言葉がわたしに臨

んだ。わたしはたゆまずにそれをあなたがたに語

ってきたが、あなたがたは聞かなかった。 4主は

たゆまず、そのしもべである預言者を、あなたが

たにつかわされたが、あなたがたは聞かずまた耳

を傾けて聞こうともしなかった。 5彼らは言った

、『あなたがたはおのおの今その悪の道と悪い行

いを捨てなさい。そうすれば主が昔からあなたが

たと先祖たちとに与えられた地に永遠に住むこと

ができる。 6あなたがたは、ほかの神に従って、

それに仕え、それを拝んではならない。あなたが

たの手で作ったものをもって、わたしを怒らせて

はならない。このようなことをしないなら、わた

しはあなたがたをそこなうことはない』と。 7し

かしあなたがたはわたしに聞き従わず、あなたが

たの手で作った物をもって、わたしを怒らせて自

ら害を招いたと、主は言われる。 8それゆえ万軍

の主はこう仰せられる、あなたがたがわたしの言

葉に聞き従わないゆえ、 9見よ、わたしは北の方

のすべての種族と、わたしのしもべであるバビロ

ンの王ネブカデレザルを呼び寄せて、この地とそ
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の民と、そのまわりの国々を攻め滅ぼさせ、これ

を忌みきらわれるものとし、人の笑いものとし、

永遠のはずかしめとすると、主は言われる。 10

またわたしは喜びの声、楽しみの声、花婿の声、

花嫁の声、ひきうすの音、ともしびの光を彼らの

中に絶えさせる。 11この地はみな滅ぼされて荒

れ地となる。そしてその国々は七十年の間バビロ

ンの王に仕える。 12主は言われる、七十年の終

った後に、わたしはバビロンの王と、その民と、

カルデヤびとの地を、その罪のために罰し、永遠

の荒れ地とする。 13わたしはあの地について、

わたしが語ったすべての言葉をその上に臨ませる

。これはエレミヤが、万国のことについて預言し

たものであって、みなこの書にしるされている。

14多くの国々と偉大な王たちとは、彼らをさえ奴

隷として仕えさせる。わたしは彼らの行いと、そ

の手のわざに従って報いる」。 15イスラエルの

神、主はわたしにこう仰せられた、「わたしの手

から、この怒りの杯を受けて、わたしがあなたを

つかわす国々の民に飲ませなさい。 16彼らは飲

んで、よろめき狂う。これはわたしが彼らのうち

に、つるぎをつかわそうとしているからである」

。 17こうしてわたしは主の手から杯を受け、主

がわたしをつかわされた国々の民に飲ませた。 18

すなわちエルサレムとユダのすべての町と、その

王たちおよびそのつかさたちに飲ませて、それら

を滅ぼし、荒れ地とし、人の笑いものとし、のろ

われるものとした。今日のとおりである。 19ま

たエジプトの王パロとその家来たち、その君たち

、そのすべての民と、 20もろもろの寄留の異邦

人、およびウズの地のすべての王たち、およびペ

リシテびとの地のすべての王たち、（アシケロン

、ガザ、エクロン、アシドドの残りの者）、 21

エドム、モアブ、アンモンの子孫、 22ツロのす

べての王たち、シドンのすべての王たち、海のか

なたの海沿いの地の王たち、 23デダン、テマ、

ブズおよびすべて髪の毛のすみずみをそる者、 24

アラビヤのすべての王たち、荒野の雑種の民のす

べての王たち、 25ジムリのすべての王たち、エ

ラムのすべての王たち、メデアのすべての王たち

、 26北のすべての王たちの遠き者、近き者もつ

ぎつぎに、またすべて地のおもてにある世の国々

の王たちもこの杯を飲む。そして彼らの次にバビ

ロンの王もこれを飲む。 27「それであなたは彼

らに言いなさい、『万軍の主、イスラエルの神は

こう仰せられる、飲め、酔って吐け、倒れて再び

立つな、わたしがあなたがたのうちに、つるぎを

つかわすからである』」。 28「もし彼らがあな

たの手から杯を受けて飲むことをしないならば、

あなたは彼らに言いなさい、『万軍の主はこう仰

せられる、あなたがたは必ず飲まなければならな

い。 29見よ、わたしの名をもって呼ばれるこの

町にさえ災を下すのだ。どうしてあなたがたが罰

を免れることができようか。あなたがたは罰を免

れることはできない。わたしがつるぎを呼び寄せ

て、地に住むすべての者を攻めるからであると、

万軍の主は仰せられる』。 30それゆえ、あなた

は彼らにこのすべての言葉を預言して言いなさい

、『主は高い所から呼ばわり、その聖なるすまい

から声を出し、自分のすみかに向かって大いに呼

ばわり、地に住むすべての者に向かってぶどうを

踏む者のように叫ばれる。 31叫びは地の果にま

で響きわたる。主が国々と争い、すべての肉なる

者をさばき、悪人をつるぎに渡すからであると、

主は言われる』。 32万軍の主はこう仰せられる

、見よ、国から国へ災が出て行く。大きなあらし

が地の果からおこる。 33その日、主に殺される

人々は、地のこの果から、かの果に及ぶ。彼らは

悲しまれず、集められず、また葬られずに、地の

おもてに糞土となる。 34牧者よ、嘆き叫べ、群

れのかしらたちよ、灰の中にまろべ。あなたがた

のほふられる日、散らされる日が来たからだ。あ

なたがたは選び分けられた雄羊のように倒れる。

35牧者には、のがれ場なく、群れのかしらたちは

逃げる所がない。 36牧者の叫び声と、群れのか

しらたちの嘆きの声が聞える。主が彼らの牧場を

滅ぼしておられるからだ。 37主の激しい怒りに

よって、平和な牧場は荒れていく。 38ししのよ

うに彼はその巣を出た。主のつるぎと、その激し

い怒りによって、彼らの地は荒れ地となった」

。

26ユダの王ヨシヤの子エホヤキムが世を治めた
初めのころ、主からこの言葉があった、 2「

主はこう仰せられる、主の宮の庭に立ち、わたし

があなたに命じて言わせるすべての言葉を、主の

宮で礼拝するために来ているユダの町々の人々に

告げなさい。ひと言をも言い残しておいてはなら

ない。 3彼らが聞いて、おのおのその悪い道を離

れることがあるかも知れない。そのとき、わたし
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は彼らの行いの悪いために、災を彼らに下そうと

したのを思いなおす。 4あなたは彼らに言いなさ

い、『主はこう仰せられる、もしあなたがたがわ

たしに聞き従わず、わたしがあなたがたの前に定

めおいた律法を行わず、 5わたしがあなたがたに

、しきりにつかわすわたしのしもべである預言者

の言葉に聞き従わないならば、（あなたがたは聞

き従わなかったが、） 6わたしはこの宮をシロの

ようにし、またこの町を地の万国にのろわれるも

のとする』」。 7祭司と預言者およびすべての民

は、エレミヤが主の宮でこれらの言葉を語るのを

聞いた。 8エレミヤが主に命じられたすべての言

葉を民に告げ終った時、祭司と預言者および民は

みな彼を捕えて言った、「あなたは死ななければ

ならない。 9なぜあなたは主の名によって預言し

、この宮はシロのようになり、この町は荒されて

住む人もなくなるであろうと言ったのか」と。民

はみな主の宮に集まってエレミヤを取り囲んだ。

10ユダのつかさたちはこの事を聞いて王の宮殿を

出て主の宮に上り、主の宮の「新しい門」の入口

に座した。 11祭司と預言者らは、つかさたちと

すべての民に訴えて言った、「この人は死刑に処

すべき者です。あなたがたが自分の耳で聞かれた

ように、この町に逆らう預言をしたのです」。 12

その時エレミヤは、つかさたちとすべての民に言

った、「主はわたしをつかわし、この宮とこの町

にむかって、預言をさせられたので、そのすべて

の言葉をあなたがたは聞いた。 13それで、あな

たがたは今、あなたがたの道と行いを改め、あな

たがたの神、主の声に聞き従いなさい。そうする

ならば主はあなたがたに災を下そうとしたことを

思いなおされる。 14見よ、わたしはあなたがた

の手の中にある。あなたがたの目に、良いと見え

、正しいと思うことをわたしに行うがよい。 15

ただ明らかにこのことを知っておきなさい。もし

あなたがたがわたしを殺すならば、罪なき者の血

はあなたがたの身と、この町と、その住民とに帰

する。まことに主がわたしをつかわして、このす

べての言葉をあなたがたの耳に、告げさせられた

からである」。 16つかさたちと、すべての民と

は、祭司と預言者に言った、「この人は死刑に処

すべき者ではない。われわれの神、主の名によっ

てわれわれに語ったのである」。 17その時この

地の長老たち数人が立って、そこに集まっている

すべての者に告げて言った、 18「ユダの王ヒゼ

キヤの世に、モレシテびとミカはユダのすべての

民に預言して言った、『万軍の主はこう仰せられ

る、シオンは畑のように耕され、エルサレムは石

塚となり、宮の山は木のおい茂る高い所となる』

。 19ユダの王ヒゼキヤと、すべてのユダの人は

彼を殺そうとしたことがあろうか。ヒゼキヤは主

を恐れ、主の恵みを求めたので、主は彼らに災を

下すとお告げになったのを思いなおされたではな

いか。しかし、われわれは、自分の身に大きな災

を招こうとしている」。 20主の名によって預言

した人がほかにもあった。すなわちキリアテ・ヤ

リムのシマヤの子ウリヤである。彼はエレミヤと

おなじような言葉をもって、この町とこの地にむ

かって預言した。 21エホヤキム王と、そのすべ

ての勇士と、すべてのつかさたちはその言葉を聞

いた。そして王は彼を殺そうと思ったが、ウリヤ

はこれを聞いて恐れ、エジプトに逃げて行ったの

で、 22エホヤキム王は人をエジプトにつかわし

た。すなわちアクボルの子エルナタンと他の数名

の人を、エジプトにつかわした。 23彼らはウリ

ヤをエジプトから引き出し、エホヤキム王のもと

に連れてきたので、王はつるぎをもって彼を殺し

、その死体を共同墓地に捨てさせた。 24しかし

シャパンの子アヒカムはエレミヤを助け、民の手

に渡されて殺されることのないようにした。

27ユダの王ヨシヤの子ゼデキヤが世を治め始め
たころ、この言葉が主からエレミヤに臨んだ

。 2すなわち主はこうわたしに仰せられた、「綱

と、くびきとを作って、それをあなたの首につけ

、 3エルサレムにいるユダの王ゼデキヤの所に来

た使者たちによって、エドムの王、モアブの王、

アンモンびとの王、ツロの王、シドンの王に言い

おくりなさい。 4彼らの主君にこの命を伝えさせ

なさい、『万軍の主、イスラエルの神はこう仰せ

られる、あなたがたは主君にこのように告げなけ

ればならない。 5わたしは大いなる力と伸べた腕

とをもって、地と地の上にいる人と獣とをつくっ

た者である。そして心のままに地を人に与える。

6いまわたしはこのすべての国を、わたしのしも

べであるバビロンの王ネブカデネザルの手に与え

、また野の獣をも彼に与えて彼に仕えさせた。 7

彼の地に時がくるまで、万国民は彼とその子とそ

の孫に仕える。その時がくるならば、多くの国と

大いなる王たちとが彼を自分の奴隷にする。 8バ
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ビロンの王ネブカデネザルに仕えず、バビロンの

王のくびきを自分の首に負わない民と国とは、わ

たしがつるぎと、ききんと、疫病をもって罰し、

ついには彼の手によってことごとく滅ぼすと主は

言われる。 9それで、あなたがたの預言者、占い

師、夢みる者、法術師、魔法使が、「あなたがた

はバビロンの王に仕えることはない」と言っても

、聞いてはならない。 10彼らはあなたがたに偽

りを預言して、あなたがたを自分の国から遠く離

れさせ、わたしに、あなたがたを追い出してあな

たがたを滅ぼさせるのである。 11しかしバビロ

ンの王のくびきを首に負って、彼に仕える国民を

、わたしはその故国に残らせ、それを耕して、そ

こに住まわせると主は言われる』」。 12わたし

はユダの王ゼデキヤにも同じように言った、「あ

なたがたは、バビロンの王のくびきを自分の首に

負って、彼とその民とに仕え、そして生きなさい

。 13どうしてあなたと、あなたの民とが、主が

バビロンの王に仕えない国民について言われたよ

うに、つるぎと、ききんと、疫病に死んでよかろ

うか。 14あなたがたはバビロンの王に仕えるこ

とはないとあなたがたに告げる預言者の言葉を聞

いてはならない。彼らがあなたがたに預言してい

ることは偽りであるからだ。 15主は言われる、

わたしが彼らをつかわしたのではないのに、彼ら

はわたしの名によって偽って預言している。その

ために、わたしはあなたがたを追い払い、あなた

がたと、あなたがたに預言する預言者たちを滅ぼ

すようになるのだ」。 16わたしはまた祭司とこ

のすべての民とに語って言った、「主はこう仰せ

られる、『見よ、主の宮の器は今、すみやかに、

バビロンから返されてくる』とあなたがたに預言

する預言者の言葉を聞いてはならない。それは、

彼らがあなたがたに預言していることは偽りであ

るからだ。 17彼らのいうことを聞いてはならな

い。バビロンの王に仕え、そして生きなさい。ど

うしてこの町が荒れ地となってよかろうか。 18

もし彼らが預言者であって、主の言葉が彼らのう

ちにあるのであれば、主の宮とユダの王の宮殿と

エルサレムとに残されている器が、バビロンに移

されないように、万軍の主に、とりなしを願うべ

きだ。 19万軍の主は柱と海と台、その他この町

に残っている器について、こう仰せられる。 20

これはバビロンの王ネブカデネザルが、ユダの王

エホヤキムの子エコニヤ、およびユダとエルサレ

ムのすべての身分の尊い人々を捕えてエルサレム

からバビロンに移したときに、持ち去らなかった

器である。 21すなわち万軍の主、イスラエルの

神は、主の宮とユダの王の宮殿とエルサレムとに

残されている器について、こう仰せられる。 22

これらはバビロンに携え行かれ、わたしが顧みる

日までそこにおかれている。その後、わたしはこ

れらのものを、この所に携え帰らせると主は言わ

れる」。

28その年、すなわちユダの王ゼデキヤの治世の
初め、その第四年の五月、ギベオン出身の預

言者であって、アズルの子であるハナニヤは、主

の宮で祭司とすべての民の前でわたしに語って言

った、 2「万軍の主、イスラエルの神はこう仰せ

られる、わたしはバビロンの王のくびきを砕いた

。 3二年の内に、バビロンの王ネブカデネザルが

、この所から取ってバビロンに携えて行った主の

宮の器を、皆この所に帰らせる。 4わたしはまた

ユダの王エホヤキムの子エコニヤと、バビロンに

行ったユダのすべての捕われ人をこの所に帰らせ

る。それは、わたしがバビロンの王のくびきを、

砕くからであると主は言われる」。 5そこで預言

者エレミヤは主の宮のうちに立っている祭司とす

べての民の前で、預言者ハナニヤに言った。 6す

なわち預言者エレミヤは言った、「アァメン。ど

うか主がこのようにしてくださるように。どうか

あなたの預言した言葉が成就して、バビロンに携

えて行った主の宮の器とすべての捕われ人を、主

がバビロンから再びこの所に帰らせてくださるよ

うに。 7ただし、今わたしがあなたとすべての民

の聞いている所で語るこの言葉を聞きなさい。 8

わたしと、あなたの先に出た預言者は、むかしか

ら、多くの地と大きな国について、戦いと、きき

んと、疫病の事を預言した。 9平和を預言する預

言者は、その預言者の言葉が成就するとき、真実

に主がその預言者をつかわされたのであることが

知られるのだ」。 10そこで預言者ハナニヤは預

言者エレミヤの首から、くびきを取って、それを

砕いた。 11そしてハナニヤは、すべての民の前

で語り、「主はこう仰せられる、『わたしは二年

のうちに、このように、万国民の首からバビロン

の王ネブカデネザルのくびきを離して砕く』」と

言った。預言者エレミヤは去って行った。 12預

言者ハナニヤが預言者エレミヤの首から、くびき
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を離して砕いた後、しばらくして主の言葉がエレ

ミヤに臨んだ、 13「行って、ハナニヤに告げな

さい、『主はこう仰せられる、あなたは木のくび

きを砕いたが、わたしはそれに替えて鉄のくびき

を作ろう。 14万軍の主、イスラエルの神はこう

仰せられる、わたしは鉄のくびきをこの万国民の

首に置いて、バビロンの王ネブカデネザルに仕え

させる。彼らはこれに仕える。わたしは野の獣を

も彼に与えた』」。 15預言者エレミヤはまた預

言者ハナニヤに言った、「ハナニヤよ、聞きなさ

い。主があなたをつかわされたのではない。あな

たはこの民に偽りを信じさせた。 16それゆえ主

は仰せられる、『わたしはあなたを地のおもてか

ら除く。あなたは主に対する反逆を語ったので、

今年のうちに死ぬのだ』と」。 17預言者ハナニ

ヤはその年の七月に死んだ。

29これは預言者エレミヤがエルサレムから、か
の捕え移された長老たち、およびネブカデネ

ザルによってエルサレムからバビロンに捕え移さ

れた祭司と預言者ならびにすべての民に送った手

紙に書きしるした言葉である。 2それはエコニヤ

王と太后と宦官およびユダとエルサレムのつかさ

たち、および工匠と鍛冶とがエルサレムを去って

のちに書かれたものであって、 3エレミヤはその

手紙をシャパンの子エラサおよびヒルキヤの子ゲ

マリヤの手によって送った。この人々はユダの王

ゼデキヤがバビロンに行かせ、バビロンの王ネブ

カデネザルのもとにつかわしたものであった。そ

の手紙には次のように書いてあった。 4「万軍の

主、イスラエルの神は、すべて捕え移された者、

すなわち、わたしがエルサレムから、バビロンに

捕え移させた者に、こう言う、 5あなたがたは家

を建てて、それに住み、畑を作ってその産物を食

べよ。 6妻をめとって、むすこ娘を産み、また、

そのむすこに嫁をめとり、娘をとつがせて、むす

こ娘を産むようにせよ。その所であなたがたの数

を増し、減ってはならない。 7わたしがあなたが

たを捕え移させたところの町の平安を求め、その

ために主に祈るがよい。その町が平安であれば、

あなたがたも平安を得るからである。 8万軍の主

、イスラエルの神はこう言われる、あなたがたの

うちにいる預言者と占い師に惑わされてはならな

い。また彼らの見る夢に聞き従ってはならない。

9それは、彼らがわたしの名によってあなたがた

に偽りを預言しているからである。わたしが彼ら

をつかわしたのではないと主は言われる。 10主

はこう言われる、バビロンで七十年が満ちるなら

ば、わたしはあなたがたを顧み、わたしの約束を

果し、あなたがたをこの所に導き帰る。 11主は

言われる、わたしがあなたがたに対していだいて

いる計画はわたしが知っている。それは災を与え

ようというのではなく、平安を与えようとするも

のであり、あなたがたに将来を与え、希望を与え

ようとするものである。 12その時、あなたがた

はわたしに呼ばわり、来て、わたしに祈る。わた

しはあなたがたの祈を聞く。 13あなたがたはわ

たしを尋ね求めて、わたしに会う。もしあなたが

たが一心にわたしを尋ね求めるならば、 14わた

しはあなたがたに会うと主は言われる。わたしは

あなたがたの繁栄を回復し、あなたがたを万国か

ら、すべてわたしがあなたがたを追いやった所か

ら集め、かつ、わたしがあなたがたを捕われ離れ

させたそのもとの所に、あなたがたを導き帰ろう

と主は言われる。 15あなたがたは、『主はバビ

ロンでわれわれのために預言者たちを起された』

と言ったが、 16主はダビデの位に座している王

と、この町に住むすべての民で、あなたがたと共

に捕え移されなかった兄弟たちについて、こう言

われる、 17『万軍の主はこう言われる、見よ、

わたしは、つるぎと、ききんと、疫病を彼らに送

り、彼らを悪くて食べられない腐ったいちじくの

ようにしてしまう。 18わたしはつるぎと、きき

んと、疫病をもって彼らのあとを追い、また彼ら

を地の万国に忌みきらわれるものとなし、わたし

が彼らを追いやる国々で、のろいとなり、恐れと

なり、物笑いとなり、はずかしめとならせる。 19

それは彼らがわたしの言葉に聞き従わなかったか

らであると主は言われる。わたしはこの言葉を、

わたしのしもべである預言者たちによって、しき

りに送ったが、あなたがたは聞こうともしなかっ

たと主は言われる』。 20わたしがエルサレムか

らバビロンに送ったあなたがたすべての捕われ人

よ、主の言葉を聞きなさい、 21『わたしの名に

よって、あなたがたに偽りを預言しているコラヤ

の子アハブと、マアセヤの子ゼデキヤについて万

軍の主、イスラエルの神はこう仰せられる、見よ

、わたしは彼らをバビロンの王ネブカデレザルの

手に渡す。王はあなたがたの目の前で彼らを殺す

。 22バビロンにいるユダの捕われ人は皆、彼ら
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の名を、のろいの言葉に用いて、「主があなたを

バビロンの王が火で焼いたゼデキヤとアハブのよ

うにされるように」という。 23それは、彼らが

イスラエルのうちで愚かな事をし、隣の妻と不義

を行い、わたしが命じたのでない偽りの言葉を、

わたしの名によって語ったことによるのである。

わたしはそれを知っており、またその証人である

と主は言われる』」。 24ネヘラムびとシマヤに

あなたは言いなさい、 25「万軍の主、イスラエ

ルの神はこう仰せられる、あなたは自分の名でエ

ルサレムにいるすべての民と、マアセヤの子祭司

ゼパニヤおよびすべての祭司に手紙を送って言う

、 26『主は祭司エホヤダに代ってあなたを祭司

とし、主の宮をつかさどらせ、すべて狂い、かつ

預言する者を足かせと首かせにつながせられる。

27そうであるのに、どうしてあなたは、あなたが

たに預言しているアナトテのエレミヤを戒めない

のか。 28彼はバビロンにいるわれわれの所に手

紙を送って、捕われの時はなお長いゆえ、あなた

がたは家を建ててそこに住み、畑を作ってその産

物を食べよと言ってきた』」。 29祭司ゼパニヤ

はこの手紙を預言者エレミヤに読み聞かせた。 30

その時、主の言葉がエレミヤに臨んだ、 31「す

べての捕われ人に書き送って言いなさい、ネヘラ

ムびとシマヤの事について主はこう仰せられる、

わたしはシマヤをつかわさなかったのに、彼があ

なたがたに預言して偽りを信じさせたので、 32

主はこう仰せられる、見よ、わたしはネヘラムび

とシマヤとその子孫を罰する。彼は主に対する反

逆を語ったゆえ、彼に属する者で、この民のうち

に住み、わたしが自分の民に行おうとしている良

い事を見るものはひとりもいない」。

30主からエレミヤに臨んだ言葉。 2「イスラエ

ルの神、主はこう仰せられる、わたしがあな

たに語った言葉を、ことごとく書物にしるしなさ

い。 3主は言われる、見よ、わたしがわが民イス

ラエルとユダの繁栄を回復する日が来る。主がこ

れを言われる。わたしは彼らを、その先祖に与え

た地に帰らせ、彼らにこれを保たせる」。 4これ

は主がイスラエルとユダについて言われた言葉で

ある。 5「主はこう仰せられる、われわれはおの

のきの声を聞いた。恐れがあり、平安はない。 6

子を産む男があるか、尋ねてみよ。どうして男が

みな子を産む女のように手を腰におくのをわたし

は見るのか。なぜ、どの人の顔色も青く変ってい

るのか。 7悲しいかな、その日は大いなる日であ

って、それに比べるべき日はない。それはヤコブ

の悩みの時である。しかし彼はそれから救い出さ

れる。 8万軍の主は仰せられる、その日わたしは

彼らの首からそのくびきを砕き離し、彼らの束縛

を解く。異邦の人はもはや、彼らを使役すること

をしない。 9彼らはその神、主と、わたしが彼ら

のために立てるその王ダビデに仕える。 10主は

仰せられる、わがしもべヤコブよ、恐れることは

ない、イスラエルよ、驚くことはない。見よ、わ

たしがあなたを救って、遠くからかえし、あなた

の子孫を救って、その捕え移された地からかえす

からだ。ヤコブは帰ってきて、穏やかに安らかに

おり、彼を恐れさせる者はない。 11主は言われ

る、わたしはあなたと共にいて、あなたを救う。

わたしはあなたを散らした国々をことごとく滅ぼ

し尽す。しかし、あなたを滅ぼし尽すことはしな

い。わたしは正しい道に従ってあなたを懲らしめ

る。決して罰しないではおかない。 12主はこう

仰せられる、あなたの痛みはいえず、あなたの傷

は重い。 13あなたの訴えを支持する者はなく、

あなたの傷をつつむ薬はなく、あなたをいやすも

のもない。 14あなたの愛する者は皆あなたを忘

れてあなたの事を心に留めない。それは、あなた

のとがが多く、あなたの罪がはなはだしいので、

わたしがあだを撃つようにあなたを撃ち、残忍な

敵のように懲らしたからだ。 15なぜ、あなたの

傷のために叫ぶのか、あなたの悩みはいえること

はない。あなたのとがが多く、あなたの罪がはな

はだしいので、これらの事をわたしはあなたにし

たのである。 16しかし、すべてあなたを食い滅

ぼす者は食い滅ぼされ、あなたをしえたげる者は

、ひとり残らず、捕え移され、あなたをかすめる

者は、かすめられ、すべてあなたの物を奪う者は

奪われる者となる。 17主は言われる、わたしは

あなたの健康を回復させ、あなたの傷をいやす。

それは、人があなたを捨てられた者とよび、『だ

れも心に留めないシオン』というからである。 18

主はこう仰せられる、見よ、わたしはヤコブの天

幕を再び栄えさせ、そのすまいにあわれみを施す

。町は、その丘に建てなおされ、宮殿はもと立っ

ていた所に立つ。 19感謝の歌と喜ぶ者の声とが

、その中から出る。わたしが彼らを増すゆえ、彼

らは少なくはなく、また彼らを尊ばれしめるゆえ
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、卑しめられることはない。 20その子らは、い

にしえのようになり、その会衆はわたしの前に堅

く立つ。すべて彼らをしえたげる者をわたしは罰

する。 21その君は彼ら自身のうちのひとりであ

り、そのつかさは、そのうちから出る。わたしは

彼をわたしに近づけ、彼はわたしに近づく。だれ

か自分の命をかけてわたしに近づく者があろうか

と主は言われる。 22あなたがたは、わたしの民

となり、わたしはあなたがたの神となる」。 23

見よ、主の暴風がくる。憤りと、つむじ風が出て

、悪人のこうべをうつ。 24主の激しい怒りは、

み心に思い定められたことを行って、これを遂げ

るまで、退くことはない。末の日にあなたがたは

これを悟るのである。

31「主は言われる、その時わたしはイスラエル
の全部族の神となり、彼らはわたしの民とな

る」。 2主はこう言われる、「つるぎをのがれて

生き残った民は、荒野で恵みを得た。イスラエル

が安息を求めた時、 3主は遠くから彼に現れた。

わたしは限りなき愛をもってあなたを愛している

。それゆえ、わたしは絶えずあなたに真実をつく

してきた。 4イスラエルのおとめよ、再びわたし

はあなたを建てる、あなたは建てられる。あなた

は再び鼓をもって身を飾り、出て行って、喜び楽

しむ者と共に踊る。 5またあなたはぶどうの木を

サマリヤの山に植える。植える者は、植えてその

実を食べることができる。 6見守る者がエフライ

ムの山の上に立って呼ばわる日が来る。『立って

、シオンに上り、われわれの神、主に、もうでよ

う』と」。 7主はこう仰せられる、「ヤコブのた

めに喜んで声高く歌い、万国のかしらのために叫

び声をあげよ。告げ示し、ほめたたえて言え、『

主はその民イスラエルの残りの者を救われた』と

。 8見よ、わたしは彼らを北の国から連れ帰り、

彼らを地の果から集める。彼らのうちには、盲人

やあしなえ、妊婦、産婦も共にいる。彼らは大き

な群れとなって、ここに帰ってくる。 9彼らは泣

き悲しんで帰ってくる。わたしは慰めながら彼ら

を導き帰る。彼らがつまずかないように、まっす

ぐな道により、水の流れのそばを通らせる。それ

は、わたしがイスラエルの父であり、エフライム

はわたしの長子だからである。 10万国の民よ、

あなたがたは主の言葉を聞き、これを遠い、海沿

いの地に示して言いなさい、『イスラエルを散ら

した者がこれを集められる。牧者がその群れを守

るようにこれを守られる』と。 11すなわち主は

ヤコブをあがない、彼らよりも強い者の手から彼

を救いだされた。 12彼らは来てシオンの山で声

高く歌い、主から賜わった良い物のために、穀物

と酒と油および若き羊と牛のために、喜びに輝く

。その魂は潤う園のようになり、彼らは重ねて憂

えることがない。 13その時おとめたちは舞って

楽しみ、若い者も老いた者も共に楽しむ。わたし

は彼らの悲しみを喜びにかえ、彼らを慰め、憂い

の代りに喜びを与える。 14わたしは多くのささ

げ物で、祭司の心を飽かせ、わたしの良き物で、

わたしの民を満ち足らせると主は言われる」。 15

主はこう仰せられる、「嘆き悲しみ、いたく泣く

声がラマで聞える。ラケルがその子らのために嘆

くのである。子らがもはやいないので、彼女はそ

の子らのことで慰められるのを願わない」。 16

主はこう仰せられる、「あなたは泣く声をとどめ

、目から涙をながすことをやめよ。あなたのわざ

に報いがある。彼らは敵の地から帰ってくると主

は言われる。 17あなたの将来には希望があり、

あなたの子供たちは自分の国に帰ってくると主は

言われる。 18わたしは確かに、エフライムがこ

う言って嘆くの聞いた、『あなたはわたしを懲し

められた、わたしはくびきに慣れない子牛のよう

に懲しめをうけた。主よ、あなたはわたしの神、

主でいらせられる、わたしを連れ帰って、もとに

かえしてください。 19わたしはそむき去った後

、悔い、教をうけた後、ももを打った。若い時の

はずかしめが身にあるので、わたしは恥じ、う

ろたえた』。 20主は言われる、エフライムはわ

たしの愛する子、わたしの喜ぶ子であろうか。わ

たしは彼について語るごとに、なお彼を忘れるこ

とができない。それゆえ、わたしの心は彼をした

っている。わたしは必ず彼をあわれむ。 21みず

からのために道しるべを置き、みずからのために

標柱を立てよ。大路に、あなたの通って行った道

に心を留めよ。イスラエルのおとめよ、帰れ、こ

れらの、あなたの町々に帰れ。 22不信の娘よ、

いつまでさまようのか。主は地の上に新しい事を

創造されたのだ、女が男を保護する事である」。

23万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、「

わたしが彼らを再び栄えさせる時、人々はまたユ

ダの地とその町々でこの言葉を言う、『正義のす

みかよ、聖なる山よ、どうか主がおまえを祝福し
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てくださるように』。 24ユダとそのすべての町

の人、および農夫と群れを飼って歩き回る者は共

にそこに住む。 25わたしが疲れた魂を飽き足ら

せ、すべて悩んでいる魂を慰めるからである」。

26ここでわたしは目をさましたが、わたしの眠り

は、ここちよかった。 27「主は言われる、見よ

、わたしが人の種と獣の種とをイスラエルの家と

ユダの家とにまく日が来る。 28わたしは彼らを

抜き、砕き、倒し、滅ぼし、悩まそうと待ちかま

えていたように、また彼らを建て、植えようと待

ちかまえていると主は言われる。 29その時、彼

らはもはや、『父がすっぱいぶどうを食べたので

、子どもの歯がうく』とは言わない。 30人はめ

いめい自分の罪によって死ぬ。すっぱいぶどうを

食べる人はみな、その歯がうく。 31主は言われ

る、見よ、わたしがイスラエルの家とユダの家と

に新しい契約を立てる日が来る。 32この契約は

わたしが彼らの先祖をその手をとってエジプトの

地から導き出した日に立てたようなものではない

。わたしは彼らの夫であったのだが、彼らはその

わたしの契約を破ったと主は言われる。 33しか

し、それらの日の後にわたしがイスラエルの家に

立てる契約はこれである。すなわちわたしは、わ

たしの律法を彼らのうちに置き、その心にしるす

。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民と

なると主は言われる。 34人はもはや、おのおの

その隣とその兄弟に教えて、『あなたは主を知り

なさい』とは言わない。それは、彼らが小より大

に至るまで皆、わたしを知るようになるからであ

ると主は言われる。わたしは彼らの不義をゆるし

、もはやその罪を思わない」。 35主はこう言わ

れる、すなわち太陽を与えて昼の光とし、月と星

とを定めて夜の光とし、海をかき立てて、その波

を鳴りとどろかせる者その名は万軍の主という。

36主は言われる、「もしこの定めがわたしの前で

すたれてしまうなら、イスラエルの子孫もすたっ

て、永久にわたしの前で民であることはできない

」。 37主はこう言われる、「もし上の天を量る

ことができ、下の地の基を探ることができるなら

、そのとき、わたしはイスラエルのすべての子孫

をそのもろもろの行いのために捨て去ると主は言

われる」。 38主は言われる、「見よ、この町が

、ハナネルの塔から隅の門まで、主のために再建

される時が来る。 39測りなわはそれよりも遠く

まっすぐに延びて、ガレブの丘に達し、ゴアのほ

うに向かう。 40死体と灰との谷の全部、またキ

デロンの谷に行くまでと、東のほうの馬の門のす

みに行くまでとのすべての畑はみな主の聖なる所

となり、永遠にわたって、ふたたび抜かれ、また

倒されることはない」。

32ユダの王ゼデキヤの十年、すなわちネブカデ
レザルの十八年に、主の言葉がエレミヤに臨

んだ。 2その時、バビロンの王の軍勢がエルサレ

ムを攻め囲んでいて、預言者エレミヤはユダの王

の宮殿にある監視の庭のうちに監禁されていた。

3ユダの王ゼデキヤが彼を閉じ込めたのであるが

、王は言った、「なぜあなたは預言して言うのか

、『主はこう仰せられる、見よ、わたしはこの町

をバビロンの王の手に渡し、彼はこれを取る。 4

またユダの王ゼデキヤはカルデヤびとの手をのが

れることなく、かならずバビロンの王の手に渡さ

れ、顔と顔を合わせて彼と語り、目と目は相まみ

える。 5そして彼はゼデキヤをバビロンに引いて

いき、ゼデキヤは、わたしが彼を顧みる時まで、

そこにいると主は言われる。あなたがたは、カル

デヤびとと戦っても勝つことはできない』と」。

6エレミヤは言った、「主の言葉がわたしに臨ん

で言われる、 7『見よ、あなたのおじシャルムの

子ハナメルがあなたの所に来て言う、「アナトテ

にあるわたしの畑を買いなさい。それは、これを

買い取り、あがなう権利があなたにあるから」と

』。 8はたして主の言葉のように、わたしのいと

こであるハナメルが監視の庭のうちにいるわたし

の所に来て言った、『ベニヤミンの地のアナトテ

にあるわたしの畑を買ってください。所有するの

も、あがなうのも、あなたの権利なのです。買い

取ってあなたの物にしてください。これが主の言

葉であるのをわたしは知っていました』。 9そこ

でわたしは、いとこのハナメルからアナトテにあ

る畑を買い取り、銀十七シケルを量って彼に支払

った。 10すなわち、わたしはその証書をつくっ

て、これに記名し、それを封印し、証人を立て、

はかりをもって銀を量って与えた。 11そしてわ

たしはその約定をしるして封印した買収証書と、

封印のない写しとを取り、 12いとこのハナメル

と、買収証書に記名した証人たち、および監視の

庭にすわっているすべてのユダヤ人の前で、その

証書をマアセヤの子であるネリヤの子バルクに与

え、 13彼らの前で、わたしはバルクに命じて言
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った、 14『万軍の主、イスラエルの神はこう仰

せられる、これらの証書すなわち、この買収証書

の封印したものと、封印のない写しとを取り、こ

れらを土の器に入れて、長く保存せよ。 15万軍

の主、イスラエルの神がこう言われるからである

、「この地で人々はまた家と畑とぶどう畑を買う

ようになる」と』。 16わたしは買収証書をネリ

ヤの子バルクに渡したあとで主に祈って言った、

17『ああ主なる神よ、あなたは大いなる力と、伸

べた腕をもって天と地をお造りになったのです。

あなたのできないことは、ひとつもありません。

18あなたはいつくしみを千万人に施し、また父の

罪をそののちの子孫に報いられるのです。あなた

は大いなる全能の神でいらせられ、その名は万軍

の主と申されます。 19あなたの計りごとは大き

く、また、事を行うのに力があり、あなたの目は

人々の歩むすべての道を見て、おのおのの道にし

たがい、その行いの実によってこれに報いられま

す。 20あなたは、しるしと、不思議なわざとを

エジプトの地に行い、また今日に至るまでイスラ

エルと全人類のうちに行い、そして今日のように

名をあげられました。 21あなたは、しるしと、

不思議なわざと、強い手と、伸べた腕と、大いな

る恐るべき事をもって、あなたの民イスラエルを

エジプトの地から導き出し、 22この地を彼らに

賜わりました。これはあなたが彼らの先祖たちに

与えようと誓われた乳と蜜の流れる地です。 23

こうして彼らは、はいってこれを獲たのですが、

あなたの声に聞き従わず、あなたの律法を行わず

、すべてあなたがせよと命じられたことをしなか

ったので、あなたはこの災を彼らの上にお下しに

なりました。 24見よ、塁が築きあげられたのは

、この町を取るためです。つるぎと、ききんと、

疫病のために、町はこれを攻めているカルデヤび

との手に渡されます。あなたの言われたようにな

りましたのは、ごらんのとおりであります。 25

主なる神よ、あなたはわたしに言われました、「

銀をもって畑を買い、証人を立てよ」と。そうで

あるのに、町はカルデヤびとの手に渡されていま

す』」。 26主の言葉がエレミヤに臨んだ、 27「

見よ、わたしは主である、すべて命ある者の神で

ある。わたしにできない事があろうか。 28それ

ゆえ、主はこう言われる、見よ、わたしはこの町

をカルデヤびとと、バビロンの王ネブカデレザル

の手に渡す。彼はこれを取る。 29この町を攻め

ているカルデヤびとがきて、この町に火をつけて

焼き払う。屋根の上で人々が、バアルに香をたき

、ほかの神々に酒をそそいで、わたしを怒らせた

その家をも彼らは焼く。 30それは、イスラエル

の人々とユダの人々とは、その若い時から、わた

しの前に悪いことのみを行い、またイスラエルの

民はその手のわざをもって、わたしを怒らせるこ

とばかりをしたからであると主は言われる。 31

この町はそれが建った日からきょうまで、わたし

の怒りと憤りとをひき起してきたので、わたしの

前からこれを除き去るのである。 32それは、イ

スラエルの民とユダの民とが、もろもろの悪を行

って、わたしを怒らせたことによるのである。彼

らの王たちと、そのつかさたち、祭司たち、預言

者たち、またユダの人々とエルサレムの住民たち

が皆そうである。 33彼らはその背中をわたしに

向けて顔をわたしに向けず、わたしがたゆまず教

えたにもかかわらず、彼らは教を聞かず、またう

けないのである。 34彼らは憎むべき物を、わが

名をもって呼ばれている家にすえつけて、そこを

汚し、 35またベンヒンノムの谷にバアルの高き

所を築いて、むすこ娘をモレクにささげた。わた

しは彼らにこのようなことを命じたことはなく、

また彼らがこの憎むべきことを行って、ユダに罪

を犯させようとは考えもしなかった。 36それゆ

え今イスラエルの神、主は、この町、すなわちあ

なたがたが、『つるぎと、ききんと、疫病のため

にバビロンの王の手に渡される』といっている町

についてこう仰せられる、 37見よ、わたしは、

わたしの怒りと憤りと大いなる怒りをもって、彼

らを追いやったもろもろの国から彼らを集め、こ

の所へ導きかえって、安らかに住まわせる。 38

そして彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの

神となる。 39わたしは彼らに一つの心と一つの

道を与えて常にわたしを恐れさせる。これは彼ら

が彼ら自身とその後の子孫の幸を得るためである

。 40わたしは彼らと永遠の契約を立てて、彼ら

を見捨てずに恵みを施すことを誓い、またわたし

を恐れる恐れを彼らの心に置いて、わたしを離れ

ることのないようにしよう。 41わたしは彼らに

恵みを施すことを喜びとし、心をつくし、精神を

つくし、真実をもって彼らをこの地に植える。 42

主はこう仰せられる、わたしがこのもろもろの大

きな災をこの民に下したように、わたしが彼らに

約束するもろもろの幸を彼らの上に下す。 43人
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々はこの地に畑を買うようになる。あなたがたが

、『それは荒れて人も獣もいなくなり、カルデヤ

びとの手に渡されてしまう』といっている地であ

る。 44人々はベニヤミンの地と、エルサレムの

周囲と、ユダの町々と、山地の町々と、平地の町

々と、ネゲブの町々で、銀をもって畑を買い、証

書をつくって、これに記名し封印し、また証人を

立てる。それは、わたしが彼らを再び栄えさせる

からであると主は言われる」。

33エレミヤがなお監視の庭に閉じ込められてい
る時、主の言葉はふたたび彼に臨んだ、 2「

地を造られた主、それを形造って堅く立たせられ

た主、その名を主と名のっておられる者がこう仰

せられる、 3わたしに呼び求めよ、そうすれば、

わたしはあなたに答える。そしてあなたの知らな

い大きな隠されている事を、あなたに示す。 4イ

スラエルの神、主は塁と、つるぎとを防ぐために

破壊されたこの町の家と、ユダの王の家について

こう言われる、 5カルデヤびとは来て戦い、わた

しが怒りと憤りをもって殺す人々の死体を、それ

に満たす。わたしは人々のもろもろの悪のために

、この町にわたしの顔をおおい隠した。 6見よ、

わたしは健康と、いやしとを、ここにもたらして

人々をいやし、豊かな繁栄と安全とを彼らに示す

。 7わたしはユダとイスラエルを再び栄えさせ、

彼らを建てて、もとのようにする。 8わたしは彼

らがわたしに向かって犯した罪のすべてのとがを

清め、彼らがわたしに向かって犯した罪と反逆の

すべてのとがをゆるす。 9この町は地のもろもろ

の民の前に、わたしのために喜びの名となり、誉

となり、栄えとなる。彼らはわたしがわたしの民

に施すもろもろの恵みのことを聞く。そして、わ

たしがこの町に施すもろもろの恵みと、もろもろ

の繁栄のために恐れて身をふるわす。 10主はこ

う言われる、あなたがたが、『それは荒れて、人

もおらず獣もいない』というこの所、すなわち、

荒れて、人もおらず住む者もなく、獣もいないユ

ダの町とエルサレムのちまたに、 11再び喜びの

声、楽しみの声、花婿の声、花嫁の声、および『

万軍の主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつ

くしみは、いつまでも絶えることがない』といっ

て、感謝の供え物を主の宮に携えてくる者の声が

聞える。それは、わたしがこの地を再び栄えさせ

て初めのようにするからであると主は言われる。

12万軍の主はこう言われる、荒れて、人もおらず

獣もいないこの所と、そのすべての町々に再びそ

の群れを伏させる牧者のすまいがあるようになる

。 13山地の町々と、平地の町々と、ネゲブの町

々と、ベニヤミンの地、エルサレムの周囲と、ユ

ダの町々で、群れは再びそれを数える者の手の下

を通りすぎると主は言われる。 14主は言われる

、見よ、わたしがイスラエルの家とユダの家に約

束したことをなし遂げる日が来る。 15その日、

その時になるならば、わたしはダビデのために一

つの正しい枝を生じさせよう。彼は公平と正義を

地に行う。 16その日、ユダは救を得、エルサレ

ムは安らかにおる。その名は『主はわれわれの正

義』ととなえられる。 17主はこう仰せられる、

イスラエルの家の位に座する人がダビデの子孫の

うちに欠けることはない。 18またわたしの前に

燔祭をささげ、素祭を焼き、つねに犠牲をささげ

る人が、レビびとである祭司のうちに絶えること

はない」。 19主の言葉はエレミヤに臨んだ、 20

「主はこう仰せられる、もしあなたがたが、昼と

結んだわたしの契約を破り、また夜と結んだわた

しの契約を破り、昼と夜が定められた時に来ない

ようにすることができるならば、 21しもべダビ

デとわたしが結んだ契約もまた破れ、彼はその位

に座して王となる子を与えられない。またわたし

がわたしに仕えるレビびとである祭司に立てた契

約も破れる。 22天の星は数えることができず、

浜の砂は量ることができない。そのようにわたし

は、しもべダビデの子孫と、わたしに仕えるレビ

びとである祭司の数を増そう」。 23主の言葉は

エレミヤに臨んだ、 24「あなたはこの民が、『

主は自ら選んだ二つのやからを捨てた』といって

いるのを聞かないか。彼らはこのようにわたしの

民を侮って、これを国とみなさないのである。 25

主はこう言われる、もしわたしが昼と夜とに契約

を立てず、また天地のおきてを定めなかったので

あれば、 26わたしは、ヤコブとわたしのしもべ

ダビデとの子孫を捨てて、再び彼の子孫のうちか

らアブラハム、イサク、ヤコブの子孫を治める者

を選ばない。わたしは彼らを再び栄えさせ、彼ら

にあわれみをたれよう」。

34バビロンの王ネブカデレザルがその全軍と、
彼に従っている地のすべての国の人々、およ

びもろもろの民を率いて、エルサレムとその町々



エレミヤ書613

を攻めて戦っていた時に、主からエレミヤに臨ん

だ言葉、 2「イスラエルの神、主はこう言われる

、行ってユダの王ゼデキヤに告げて言いなさい、

『主はこう言われる、見よ、わたしはこの町をバ

ビロンの王の手に渡す。彼は火でこれを焼く。 3

あなたはその手をのがれることはできない、必ず

捕えられてその手に渡される。あなたはまのあた

りバビロンの王を見、顔と顔を合わせて彼と語る

。それからバビロンへ行く』。 4しかしユダの王

ゼデキヤよ、主の言葉を聞きなさい。主はあなた

の事についてこう言われる、『あなたはつるぎで

死ぬことはない。 5あなたは安らかに死ぬ。民は

あなたの先祖であるあなたの先の王たちのために

香をたいたように、あなたのためにも香をたき、

またあなたのために嘆いて「ああ、主君よ」と言

う』。わたしがこの言葉をいうのであると主は言

われる」。 6そこで預言者エレミヤはこの言葉を

ことごとくエルサレムでユダの王ゼデキヤに告げ

た。 7その時バビロンの王の軍勢はエルサレム、

および残っているユダのすべての町、すなわちラ

キシとアゼカを攻めて戦っていた。それはユダの

町々のうちに、これらの堅固な町がなお残ってい

たからである。 8ゼデキヤ王がエルサレムにいる

すべての民と契約を立てて、彼らに釈放のことを

告げ示した後に、主からエレミヤに臨んだ言葉。

9その契約はすなわち人がおのおのそのヘブルび

とである男女の奴隷を解放し、その兄弟であるユ

ダヤ人を奴隷としないことを定めたものであった

。 10この契約をしたつかさたちと、すべての民

は人がおのおのその男女の奴隷を解放し、再びこ

れを奴隷としないということに聞き従って、これ

を解放したが、 11後に心を翻し、解放した男女

の奴隷をひきかえさせ、再びこれを従わせて奴隷

とした。 12そこで主の言葉が主からエレミヤに

臨んだ、 13「イスラエルの神、主はこう言われ

る、わたしはあなたがたの先祖をエジプトの地、

その奴隷であった家から導き出した時、彼らと契

約を立てて言った、 14『あなたがたの兄弟であ

るヘブルびとで、あなたがたに身を売り、六年の

間あなたがたに仕えた者は、六年の終りに、あな

たがたおのおのがこれを解放しなければならない

。あなたがたは彼を解放して、あなたがたに仕え

ることをやめさせなければならない』。ところが

あなたがたの先祖たちはわたしに聞き従わず、ま

たその耳を傾けなかった。 15しかしあなたがた

は今日、心を改め、おのおのその隣り人に釈放の

ことを告げ示して、わたしの見て正しいとするこ

とを行い、かつわたしの名をもってとなえられる

家で、わたしの前に契約を立てた。 16ところが

あなたがたは再び心を翻して、わたしの名を汚し

、おのおの男女の奴隷をその願いのままに解放し

たのをひきかえさせ、再びこれを従わせて、あな

たがたの奴隷とした。 17それゆえに、主はこう

仰せられる、あなたがたがわたしに聞き従わず、

おのおのその兄弟とその隣に釈放のことを告げ示

さなかったので、見よ、わたしはあなたがたのた

めに釈放を告げ示して、あなたがたをつるぎと、

疫病と、ききんとに渡すと主は言われる。わたし

はあなたがたを地のもろもろの国に忌みきらわれ

るものとする。 18わたしの契約を破り、わたし

の前に立てた契約の定めに従わない人々を、わた

しは彼らが二つに裂いて、その二つの間を通った

子牛のようにする。 19すなわち二つに分けた子

牛の間を通ったユダのつかさたち、エルサレムの

つかさたちと宦官と祭司と、この地のすべての民

を、 20わたしはその敵の手と、その命を求める

者の手に渡す。その死体は空の鳥と野の獣の食物

となる。 21わたしはまたユダの王ゼデキヤと、

そのつかさたちをその敵の手、その命を求める者

の手、あなたがたを離れて去ったバビロンの王の

軍勢の手に渡す。 22主は言われる、見よ、わた

しは彼らに命じて、この町に引きかえしてこさせ

る。彼らはこの町を攻めて戦い、これを取り、火

を放って焼き払う。わたしはユダの町々を住む人

のない荒れ地とする」。

35ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの時、主から
エレミヤに臨んだ言葉。 2「レカブびとの家

に行って、彼らと語り、彼らを主の宮の一室に連

れてきて、酒を飲ませなさい」。 3そこでわたし

はハバジニヤの子エレミヤの子であるヤザニヤと

、その兄弟と、そのむすこたち、およびレカブび

との全家を連れ、 4これを主の宮にあるハナンの

子たちの室に連れてきた。ハナンはイグダリヤの

子であって神の人であった。その室は、つかさた

ちの室の次にあって、門を守るシャルムの子マア

セヤの室の上にあった。 5わたしはレカブびとの

前に酒を満たしたつぼと杯を置き、彼らに、「酒

を飲みなさい」と言ったが、 6彼らは答えた、「

われわれは酒を飲みません。それは、レカブの子
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であるわれわれの先祖ヨナダブがわれわれに命じ

て、『あなたがたとあなたがたの子孫はいつまで

も酒を飲んではならない。 7また家を建てず、種

をまかず、またぶどう畑を植えてはならない。ま

たこれを所有してはならない。あなたがたは生き

ながらえる間は幕屋に住んでいなさい。そうする

ならば、あなたがたはその宿っている地に長く生

きることができると言ったからです』。 8こうし

てわれわれは、レカブの子であるわれわれの先祖

ヨナダブがすべて命じた言葉に従って、われわれ

も、妻も、むすこ娘も生きながらえる間、酒を飲

まず、 9住む家を建てず、ぶどう畑も畑も種も持

たないで、 10幕屋に住み、すべてわれわれの先

祖ヨナダブがわれわれに命じたところに従い、そ

のように行いました。 11しかしバビロンの王ネ

ブカデレザルがこの地に上ってきた時、われわれ

は言いました、『さあ、われわれはエルサレムへ

行こう。カルデヤびとの軍勢とスリヤびとの軍勢

が恐ろしい』と。こうしてわれわれはエルサレム

に住んでいるのです」。 12その時、主の言葉が

エレミヤに臨んだ、 13「万軍の主、イスラエル

の神はこう言われる、行って、ユダの人々とエル

サレムに住む者とに告げよ。主は仰せられる、あ

なたがたはわたしの言葉を聞いて教を受けないの

か。 14レカブの子ヨナダブがその子孫に酒を飲

むなと命じた言葉は守られてきた。彼らは今日に

至るまで酒を飲まず、その先祖の命に従ってきた

。ところがあなたがたはわたしがしきりに語った

けれども、わたしに聞き従わなかった。 15わた

しはまた、わたしのしもべである預言者たちを、

しきりにあなたがたにつかわして言わせた、『あ

なたがたは今おのおのその悪い道を離れ、その行

いを改めなさい。ほかの神々に従い仕えてはなら

ない。そうすれば、あなたがたはわたしがあなた

がたと、あなたがたの先祖に与えたこの地に住む

ことができる』と。しかしあなたがたは耳を傾け

ず、わたしに聞かなかった。 16レカブの子ヨナ

ダブの子孫は、その先祖が彼らに命じた命令を守

っているのである。しかしこの民はわたしに従わ

なかった。 17それゆえ万軍の神、主、イスラエ

ルの神はこう仰せられる、見よ、わたしはユダと

エルサレムに住む者とに、わたしが彼らの上に宣

告した災を下す。わたしが彼らに語っても聞かず

、彼らを呼んでも答えなかったからである」。 18

ところでエレミヤはレカブびとの家の人々に言っ

た、「万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられ

る、あなたがたは先祖ヨナダブの命に従い、その

すべての戒めを守り、彼があなたがたに命じた事

を行った。 19それゆえ、万軍の主、イスラエル

の神はこう言われる、レカブの子ヨナダブには、

わたしの前に立つ人がいつまでも欠けることはな

い」。

36ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に主か
らこの言葉がエレミヤに臨んだ、 2「あなた

は巻物を取り、わたしがあなたに語った日、すな

わちヨシヤの日から今日に至るまで、イスラエル

とユダと万国とに関してあなたに語ったすべての

言葉を、それにしるしなさい。 3ユダの家がわた

しの下そうとしているすべての災を聞いて、おの

おのその悪い道を離れて帰ることもあろう。そう

すれば、わたしはそのとがとその罪をゆるすかも

知れない」。 4そこでエレミヤはネリヤの子バル

クを呼んだ。バルクはエレミヤの口述にしたがっ

て、主が彼にお告げになった言葉をことごとく巻

物に書きしるした。 5そしてエレミヤはバルクに

命じて言った、「わたしは主の宮に行くことを妨

げられている。 6それで、あなたが行って、断食

の日に主の宮で、すべての民が聞いているところ

で、あなたがわたしの口述にしたがって、巻物に

筆記した主の言葉を読みなさい。またユダの人々

がその町々から来て聞いているところで、それを

読みなさい。 7彼らは主の前に祈願をささげ、お

のおのその悪い道を離れて帰ることもあろう。主

がこの民に対して宣告された怒りと憤りは大きい

からである」。 8こうしてネリヤの子バルクはす

べて預言者エレミヤが自分に命じたように、主の

宮で、その巻物に書かれた主の言葉を読んだ。 9

ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの五年九月、エル

サレムのすべての民と、ユダの町々からエルサレ

ムに来たすべての民とは、主の前に断食を行うべ

きことを告げ示された。 10バルクは主の宮の上

の庭で、主の宮の新しい門の入口のかたわらにあ

る書記シャパンの子であるゲマリヤのへやで、巻

物に書かれたエレミヤの言葉をすべての民に読み

聞かせた。 11シャパンの子であるゲマリヤの子

ミカヤはその巻物にある主の言葉をことごとく聞

いて、 12王の家にある書記のへやに下って行く

と、もろもろのつかさたち、すなわち書記エリシ

ャマ、シマヤの子デラヤ、アカボルの子エルナタ
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ン、シャパンの子ゲマリヤ、ハナニヤの子ゼデキ

ヤおよびすべてのつかさたちがそこに座していた

。 13ミカヤはバルクが民に巻物を読んで聞かせ

たとき、自分の聞いたすべての言葉を彼らに告げ

たので、 14つかさたちはクシの子セレミヤの子

であるネタニヤの子エホデをバルクのもとにつか

わして言わせた、「あなたが民に読み聞かせたそ

の巻物を手に取って、来てください」。そこでネ

リヤの子バルクは巻物を手に取って、彼らのもと

に来たので、 15彼らはバルクに言った、「座し

てそれを読んでください」。バルクはそれを彼ら

に読みきかせた。 16彼らはそのすべての言葉を

聞き、恐れて互に見かわし、バルクに言った、「

われわれはこのすべての言葉を、王に報告しなけ

ればならない」。 17そしてバルクに尋ねて言っ

た、「このすべての言葉を、あなたがどのように

して書いたのか話してください。彼の口述による

のですか」。 18バルクは彼らに答えた、「彼が

わたしにこのすべての言葉を口述したので、わた

しはそれを墨汁で巻物に書いたのです」。 19つ

かさたちはバルクに言った、「行って、エレミヤ

と一緒に身を隠しなさい。人に所在を知られては

なりません」。 20そこで彼らは巻物を書記エリ

シャマのへやに置いて庭にはいり、王のもとへ行

って、このすべての言葉を王に告げたので、 21

王はその巻物を持ってこさせるためにエホデをつ

かわした。エホデは書記エリシャマのへやから巻

物を取ってきて、それを王と王のかたわらに立っ

ているすべてのつかさたちに読みきかせた。 22

時は九月であって、王は冬の家に座していた。そ

の前に炉があって火が燃えていた。 23エホデが

三段か四段を読むと、王は小刀をもってそれを切

り取り、炉の火に投げいれ、ついに巻物全部を炉

の火で焼きつくした。 24王とその家来たちはこ

のすべての言葉を聞いても恐れず、またその着物

を裂くこともしなかった。 25エルナタン、デラ

ヤおよびゲマリヤが王にその巻物を焼かないよう

にと願ったときにも彼は聞きいれなかった。 26

そして王は王子エラメルとアヅリエルの子セラヤ

とアブデルの子セレミヤに、書記バルクと預言者

エレミヤを捕えるようにと命じたが、主は彼らを

隠された。 27バルクがエレミヤの口述にしたが

って筆記した言葉を載せた巻物を王が焼いた後、

主の言葉がエレミヤに臨んだ、 28「他の巻物を

取り、ユダの王エホヤキムが焼いた、前の巻物の

うちにある言葉を皆それに書きしるしなさい。 29

またユダの王エホヤキムについて言いなさい、『

主はこう仰せられる、あなたはこの巻物を焼いて

言った、「どうしてあなたはこの巻物に、バビロ

ンの王が必ず来てこの地を滅ぼし、ここから人と

獣とを絶やす、と書いたのか」と。 30それゆえ

主はユダの王エホヤキムについてこう言われる、

彼の子孫にはダビデの位にすわる者がなくなる。

また彼の死体は捨てられて昼は暑さにあい、夜は

霜にあう。 31わたしはまた彼とその子孫とその

家来たちをその罪のために罰する。また彼らとエ

ルサレムの民とユダの人々には災を下す。この災

のことについては、すでに語ったけれども、彼ら

は聞くことをしなかった』」。 32そこでエレミ

ヤは他の巻物を取り、ネリヤの子書記バルクに与

えたので、バルクはユダの王エホヤキムが火にく

べて焼いた巻物のすべての言葉を、エレミヤの口

述にしたがってそれに書きしるし、また同じよう

な言葉を多くそれに加えた。

37ヨシヤの子ゼデキヤはエホヤキムの子コニヤ
に代って王となった。バビロンの王ネブカデ

レザルが彼をユダの地の王としたのである。 2彼

もその家来たちも、その地の人々も、主が預言者

エレミヤによって語られた言葉に聞き従わなかっ

た。 3ゼデキヤ王はセレミヤの子ユカルと、マア

セヤの子祭司ゼパニヤを預言者エレミヤにつかわ

して、「われわれのために、われわれの神、主に

祈ってください」と言わせた。 4エレミヤは民の

中に出入りしていた。まだ獄屋に入れられなかっ

たからである。 5パロの軍勢がエジプトから出て

来たので、エルサレムを攻め囲んでいたカルデヤ

びとはその情報を聞いてエルサレムを退いた。 6

その時、主の言葉は預言者エレミヤに臨んだ、 7

「イスラエルの神、主はこう言われる、あなたが

たをつかわしてわたしに求めたユダの王にこう言

いなさい、『あなたがたを救うために出てきたパ

ロの軍勢はその国エジプトに帰ろうとしている。

8カルデヤびとが再び来てこの町を攻めて戦い、

これを取って火で焼き滅ぼす。 9主はこう言われ

る、あなたがたは、「カルデヤびとはきっとわれ

われを離れ去る」といって自分を欺いてはならな

い。彼らは去ることはない。 10たといあなたが

たが自分を攻めて戦うカルデヤびとの全軍を撃ち

破って、その天幕のうちに負傷者のみを残しても
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、彼らは立ち上がって火でこの町を焼き滅ぼす』

」。 11さてカルデヤびとの軍勢がパロの軍勢の

来るのを聞いてエルサレムを退いたとき、 12エ

レミヤは、ベニヤミンの地で民のうちに自分の分

け前を受け取るため、エルサレムを立ってその地

へ行こうと、 13ベニヤミンの門に着いたとき、

そこにハナニヤの子セレミヤの子でイリヤという

名の番兵がいて、預言者エレミヤを捕え、「あな

たはカルデヤびとの側に脱走しようとしている」

と言った。 14エレミヤは言った、「それはまち

がいだ。わたしはカルデヤびとの側に脱走しよう

としていない」。しかしイリヤは聞かず、エレミ

ヤを捕えて、つかさたちのもとへ引いて行った。

15つかさたちは怒って、エレミヤを打ちたたき、

書記ヨナタンの家の獄屋にいれた。この家が獄屋

になっていたからである。 16エレミヤが地下の

獄屋にはいって、そこに多くの日を送ってのち、

17ゼデキヤ王は人をつかわし、彼を連れてこさせ

た。王は自分の家でひそかに彼に尋ねて言った、

「主から何かお言葉があったか」。エレミヤはあ

ったと答えた。そして言った、「あなたはバビロ

ンの王の手に引き渡されます」。 18エレミヤは

またゼデキヤ王に言った、「わたしが獄屋にいれ

られたのは、あなたに、またはあなたの家来に、

あるいはこの民に、どのような罪を犯したからな

のですか。 19あなたがたに預言して、『バビロ

ンの王はあなたがたをも、この地をも攻めにこな

い』と言っていたあなたがたの預言者は今どこに

いるのですか。 20王なるわが君よ、どうぞ今お

聞きください。わたしの願いをお聞きとどけくだ

さい。わたしを書記ヨナタンの家へ帰らせないで

ください。そうでないと、わたしはそこで殺され

るでしょう」。 21そこでゼデキヤ王は命を下し

、エレミヤを監視の庭に入れさせ、かつ、パンを

造る者の町から毎日パン一個を彼に与えさせた。

これは町にパンがなくなるまで続いた。こうして

エレミヤは監視の庭にいた。

38マッタンの子シパテヤ、パシュルの子ゲダリ
ヤ、セレミヤの子ユカル、マルキヤの子パシ

ュルはエレミヤがすべての民に告げていたその言

葉を聞いた。 2彼は言った、「主はこう言われる

、この町にとどまる者は、つるぎや、ききんや、

疫病で死ぬ。しかし出てカルデヤびとにくだる者

は死を免れる。すなわちその命を自分のぶんどり

物として生きることができる。 3主はこう言われ

る、この町は必ずバビロンの王の軍勢の手に渡さ

れる。彼はこれを取る」。 4すると、つかさたち

は王に言った、「この人を殺してください。この

ような言葉をのべて、この町に残っている兵士の

手と、すべての民の手を弱くしているからです。

この人は民の安泰を求めないで、その災を求めて

いるのです」。 5ゼデキヤ王は言った、「見よ、

彼はあなたがたの手にある。王はあなたがたに逆

らって何事をもなし得ない」。 6そこで彼らはエ

レミヤを捕え、監視の庭にある王子マルキヤの穴

に投げ入れた。すなわち、綱をもってエレミヤを

つり降ろしたが、その穴には水がなく、泥だけで

あったので、エレミヤは泥の中に沈んだ。 7王の

家の宦官エチオピヤびとエベデメレクは、彼らが

エレミヤを穴に投げ入れたことを聞いた。その時

、王はベニヤミンの門に座していたので、 8エベ

デメレクは王の家から出て行って王に言った、 9

「王なるわが君よ、この人々が預言者エレミヤに

したことはみな良いことではありません。彼を穴

に投げ入れました。町に食物がなくなりましたか

ら、彼はそこで餓死するでしょう」。 10王はエ

チオピヤびとエベデメレクに命じて言った、「こ

こから三人のひとを連れて行って、預言者エレミ

ヤを、死なないうちに穴から引き上げなさい」。

11そこでエベデメレクはその人々を連れて王の家

の倉の衣服室に行き、そこから古い布切れや、着

ふるした着物を取り、これを穴の中にいるエレミ

ヤのところへ、綱をもってつり降ろした。 12そ

してエチオピヤびとエベデメレクは、「この布切

れや着物を、あなたのわきの下にはさんで、綱に

当てなさい」とエレミヤに言った。エレミヤはそ

のようにした。 13すると彼らは綱をもってエレ

ミヤを穴から引き上げた。そしてエレミヤは監視

の庭にとどまった。 14ゼデキヤ王は人をつかわ

して預言者エレミヤを主の宮の第三の門に連れて

こさせ、王はエレミヤに言った、「あなたに尋ね

たいことがある。何事もわたしに隠してはならな

い」。 15エレミヤはゼデキヤに言った、「もし

わたしがお話するなら、あなたは必ずわたしを殺

されるではありませんか。たといわたしが忠告を

しても、あなたはお聞きにならないでしょう」。

16その時ゼデキヤ王は、ひそかにエレミヤに誓っ

て言った、「われわれの魂を造られた主は生きて

おられる。わたしはあなたを殺さない、またあな
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たの命を求める者の手に、あなたを渡すこともし

ない」。 17そこでエレミヤはゼデキヤに言った

、「万軍の神、イスラエルの神、主はこう仰せら

れる、もしあなたがバビロンの王のつかさたちに

降伏するならば、あなたの命は助かり、またこの

町は火で焼かれることなく、あなたも、あなたの

家の者も生きながらえることができる。 18しか

し、もしあなたが出てバビロンの王のつかさたち

に降伏しないならば、この町はカルデヤびとの手

に渡される。彼らは火でこれを焼く。あなたはそ

の手をのがれることができない」。 19ゼデキヤ

王はエレミヤに言った、「わたしはカルデヤびと

に脱走したユダヤ人を恐れている。カルデヤびと

はわたしを彼らの手に渡し、彼らはわたしをはず

かしめる」。 20エレミヤは言った、「彼らはあ

なたを渡さないでしょう。どうか、わたしがあな

たに告げた主の声に聞き従ってください。そうす

れば幸を得、また命が助かります。 21しかし降

伏することを拒むならば、主がわたしに示された

幻を申しましょう。 22すなわち、ユダの王の家

に残っている女たちは、みなバビロンの王のつか

さたちの所へ引いて行かれます。その女たちは言

うのです、『あなたの親しい友だちがあなたを欺

いた、そしてあなたに勝った。今あなたの足は泥

に沈んでいるので、彼らはあなたを捨てて去る』

。 23あなたの妻たちと子供たちは皆カルデヤび

との所へひき出される。あなた自身もその手をの

がれることができず、バビロンの王に捕えられる

。そしてこの町は火で焼かれるでしょう」。 24

ゼデキヤはエレミヤに言った、「これらの言葉を

人に知らせてはならない。そうすればあなたは殺

されることはない。 25わたしがあなたと話をし

たことを、つかさたちが聞いて、彼らがあなたの

所に来て、『あなたが王に話したこと、王があな

たに話したことをわれわれに告げなさい。何事も

隠してはならない。われわれはあなたを殺しはし

ない』と言うならば、 26あなたは彼らに、『わ

たしは王に願って、わたしをヨナタンの家に送り

返さず、そこで死ぬことのないようにしてくださ

いと言った』と答えなさい」。 27さて、つかさ

たちは皆エレミヤのところへ来て尋ねたが、王が

彼に教えたように彼らに答えたので、彼らは彼と

話すことをやめた。その会話を聞いた者がなかっ

たからである。 28エレミヤはエルサレムの取ら

れる日まで監視の庭にとどまっていた。

39ユダの王ゼデキヤの九年十月、バビロンの王
ネブカデレザルはその全軍を率い、エルサレ

ムに来てこれを攻め囲んだが、 2ゼデキヤの十一

年四月九日になって町の一角が破れた。 3エルサ

レムが取られたので、バビロンの王のつかさたち

、すなわちネルガル・シャレゼル、サムガル・ネ

ボ、ラブサリスのサルセキム、ラブマグのネルガ

ル・シャレゼルおよびバビロンの王のその他のつ

かさたちは皆ともに来て中の門に座した。 4ユダ

の王ゼデキヤとすべての兵士たちはこれを見て逃

げ、夜のうちに、王の庭園の道を通って、二つの

城壁の間の門から町を出て、アラバの方へ行った

が、 5カルデヤびとの軍勢はこれを追って、エリ

コの平地でゼデキヤに追いつき、これを捕えて、

ハマテの地リブラにいるバビロンの王ネブカデレ

ザルのもとに引いて行ったので、王はそこで彼の

罪をさだめた。 6バビロンの王はリブラで、ゼデ

キヤの子たちを彼の目の前で殺した。バビロンの

王はまたユダのすべての貴族たちを殺した。 7王

はまたゼデキヤの目をつぶさせ、彼をバビロンに

引いて行くために、鎖につないだ。 8またカルデ

ヤびとは王宮と民家を火で焼き、エルサレムの城

壁を破壊した。 9そして侍衛の長ネブザラダンは

町のうちに残っている民と、自分に降伏した者、

およびその他の残っている民をバビロンに捕え移

した。 10しかし侍衛の長ネブザラダンは、民の

貧しい無産者をユダの地に残し、同時にぶどう畑

と田地をこれに与えた。 11さてバビロンの王ネ

ブカデレザルはエレミヤの事について侍衛の長ネ

ブザラダンに命じて言った、 12「彼をとり、よ

く世話をせよ。害を加えることなく、彼があなた

に言うようにしてやりなさい」。 13そこで侍衛

の長ネブザラダン、ラブサリスのネブシャズバン

、ラブマグのネルガル・シャレゼル、およびバビ

ロンの王のつかさたちは、 14人をつかわして、

エレミヤを監視の庭から連れてこさせ、シャパン

の子アヒカムの子であるゲダリヤに託して、家に

つれて行かせた。こうして彼は民のうちにいた。

15エレミヤが監視の庭に閉じこめられていた時、

主の言葉が彼に臨んだ、 16「行って、エチオピ

ヤびとエベデメレクに告げなさい、『万軍の主、

イスラエルの神はこう言われる、わたしの言った

災をわたしはこの町に下す、幸をこれに下すので

はない。その日、この事があなたの目の前で成就

する。 17主は言われる、その日わたしはあなた
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を救う。あなたは自分の恐れている人々の手に渡

されることはない。 18わたしが必ずあなたを救

い、つるぎに倒れることのないようにするからで

ある。あなたの命はあなたのぶんどり物となる。

あなたがわたしに寄り頼んだからであると主は言

われる』」。

40侍衛の長ネブザラダンは、バビロンに移され
るエルサレムとユダの人々のうちにエレミヤ

を鎖につないでおいて、これを捕えて行ったが、

ついにラマで彼を釈放した。その後、主の言葉が

エレミヤに臨んだ。 2侍衛の長はエレミヤを召し

て彼に言った、「あなたの神、主はこの所にこの

災を下すと告げ示された。 3主はこれを下し、自

ら言われたとおりに行われた。あなたがたが主に

対して罪を犯し、み声に従わなかったから、この

事があなたがたの上に臨んだのだ。 4見よ、わた

しはきょう、あなたの手の鎖を解いてあなたを釈

放する。もしあなたがわたしと一緒にバビロンへ

行くのが良いと思われるなら、おいでなさい。わ

たしは、じゅうぶんあなたの世話をします。もし

あなたがわたしと一緒にバビロンには行きたくな

いなら、行かなくてもよろしい。見よ、この地は

みなあなたの前にあります、あなたが良いと思い

、正しいと思う所に行きなさい。 5あなたがとど

まるならば、バビロンの王がユダの町々の総督と

して立てたシャパンの子アヒカムの子であるゲダ

リヤの所へ帰り、彼と共に民のうちに住みなさい

。あるいはまたあなたが正しいと思う所へ行きな

さい」。こうして侍衛の長は彼に糧食と贈り物を

与えて去らせた。 6そこでエレミヤはミヅパへ行

き、アヒカムの子ゲダリヤの所へ行って、彼と共

にその地に残っている民のうちに住んだ。 7さて

野外にいた軍勢の長たちと、その配下の人々は、

バビロンの王がアヒカムの子ゲダリヤを立てて、

その地の総督とし、男、女、子供、および国のう

ちのバビロンに移されない貧しい者を彼に委託し

た事を聞いたので、 8ネタニヤの子イシマエルと

、カレヤの子ヨハナンおよびタンホメテの子セラ

ヤと、ネトパびとであるエパイの子たちと、マア

カびとの子ヤザニヤおよびその配下の人々は、ミ

ヅパにいるゲダリヤのもとへ行った。 9シャパン

の子であるアヒカムの子ゲダリヤは、彼らとその

配下の人々に誓って言った、「カルデヤびとに仕

えることを恐れるに及ばない。この地に住んでバ

ビロンの王に仕えるならば、あなたがたは幸福に

なる。 10わたしはミヅパにいて、われわれの所

に来るカルデヤびとの前に、あなたがたのために

立ちましょう。あなたがたは、ぶどう酒や夏のく

だもの、油を集めて、それを器にたくわえ、あな

たがたの獲た町々に住みなさい」。 11同じよう

に、モアブとアンモンびとのうち、またエドムお

よび他の国々にいるユダヤ人は、バビロンの王が

ユダに人を残したことと、シャパンの子であるア

ヒカムの子ゲダリヤを立ててその総督としたこと

とを聞いた。 12そこでそのユダヤ人らはみなそ

の追いやられたもろもろの所から帰ってきて、ユ

ダの地のミヅパにいるゲダリヤのもとにきた。そ

して多くのぶどう酒と夏のくだものを集めた。 13

またカレヤの子ヨハナンと、野外にいた軍勢の長

たちはみなミヅパにいるゲダリヤのもとにきて、

14彼に言った、「アンモンびとの王バアリスがあ

なたを殺すためにネタニヤの子イシマエルをつか

わしたことを知っていますか」。しかしアヒカム

の子ゲダリヤは彼らの言うことを信じなかったの

で、 15カレヤの子ヨハナンはミヅパでひそかに

ゲダリヤに言った、「わたしが行って、人に知れ

ないように、ネタニヤの子イシマエルを殺しまし

ょう。どうして彼があなたを殺して、あなたの周

囲に集まっているユダヤ人を散らし、ユダの残っ

た者を滅ぼしてよいでしょう」。 16しかしアヒ

カムの子ゲダリヤはカレヤの子ヨハナンに言った

、「この事をしてはならない。あなたはイシマエ

ルについて偽りを言っているのです」。

41七月のころ、王家のもので、エリシャマの子
ネタニヤの子であり、また王の高官のひとり

であるイシマエルは、王の十人のつかさたちと共

にミヅパにいたアヒカムの子ゲダリヤのもとにき

て、ミヅパで食を共にしたが、 2ネタニヤの子イ

シマエルおよび共にいた十人の者は立ち上がって

、バビロンの王がこの地の総督としたシャパンの

子アヒカムの子であるゲダリヤを刀で殺し、 3イ

シマエルはまたミヅパでゲダリヤと共にいたすべ

てのユダヤ人と、たまたまそこにいたカルデヤび

との兵士たちを殺した。 4ゲダリヤが殺された次

の日、まだだれもその事を知らないうちに、 5八

十人の人々がそのひげをそり、衣服をさき、身に

傷をつけ、手には素祭のささげ物と香を携え、シ

ケム、シロ、サマリヤからきて、主の宮にささげ



エレミヤ書619

ようとした。 6ネタニヤの子イシマエルはミヅパ

から泣きながら出てきて彼らを迎え、彼らに会っ

て、「アヒカムの子ゲダリヤのもとにおいでなさ

い」と言った。 7そして彼らが町の中にはいった

とき、ネタニヤの子イシマエルは自分と一緒にい

た人々と共に彼らを殺して、その死体を穴に投げ

入れた。 8しかしそのうちの十人はイシマエルに

向かい、「わたしたちは畑に小麦、大麦、油、お

よび蜜を隠しています、わたしたちを殺さないで

ください」と言ったので、彼らをその仲間と共に

殺さないでしまった。 9イシマエルが自分の殺し

た人々の死体を投げ入れた穴は、アサ王がイスラ

エルの王バアシャを恐れて掘った穴であった。ネ

タニヤの子イシマエルは殺した人々をこれに満た

した。 10次いでイシマエルはミヅパに残ってい

るすべての民、すなわち王の娘たちと侍衛の長ネ

ブザラダンがアヒカムの子ゲダリヤに託したミヅ

パに残っているすべての民とを捕虜とした。ネタ

ニヤの子イシマエルは彼らを捕虜とし、アンモン

びとのもとに渡り行こうとして立ち去った。 11

カレヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる軍勢の長

たちはネタニヤの子イシマエルの行った悪事をみ

な聞き、 12その兵士たちを率いて、ネタニヤの

子イシマエルと戦うために出て行き、ギベオンの

大池のほとりで彼に会った。 13イシマエルと共

にいる人々は、カレヤの子ヨハナンおよび彼と共

にいる軍勢の長たちを見て喜んだ。 14そしてイ

シマエルがミヅパから捕虜にしてきた人々は身を

めぐらしてカレヤの子ヨハナンのもとへ行った。

15ネタニヤの子イシマエルは八人の者と共にヨハ

ナンを避けて逃げ、アンモンびとの所へ行った。

16そこでカレヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる

軍勢の長たちはネタニヤの子イシマエルがアヒカ

ムの子ゲダリヤを殺して、ミヅパから捕虜として

連れてきた、あの残っていた民、すなわち兵士や

女、子供、宦官をギベオンから連れ帰ったが、 17

彼らはエジプトへ行こうとしてベツレヘムの近く

にあるゲルテ・キムハムへ行って、そこにとどま

った。 18これは、ネタニヤの子イシマエルが、

バビロンの王によってこの地の総督に任じられた

アヒカムの子ゲダリヤを殺したことにより、カル

デヤびとを恐れたからである。

42そのとき軍勢の長たち、およびカレヤの子ヨ
ハナンと、ホシャヤの子アザリヤ、ならびに

民の最も小さい者から最も大いなる者にいたるま

で、 2みな預言者エレミヤの所に来て言った、「

どうかあなたの前にわれわれの求めが受けいれら

れますように。われわれのため、この残っている

者すべてのために、あなたの神、主に祈ってくだ

さい、（今ごらんのとおり、われわれは多くのう

ち、わずかに残っている者です） 3そうすれば、

あなたの神、主は、われわれの行くべき道と、な

すべき事をお示しになるでしょう」。 4預言者エ

レミヤは彼らに言った、「よくわかりました。あ

なたがたの求めにしたがって、あなたがたの神、

主に祈りましょう。主があなたがたに答えられる

ことを、何事も隠さないであなたがたに言いまし

ょう」。 5彼らはエレミヤに言った、「もし、あ

なたの神、主があなたをつかわしてお告げになる

すべての言葉を、われわれが行わないときは、ど

うか主がわれわれに対してまことの真実な証人と

なられるように。 6われわれは良くても悪くても

、われわれがあなたをつかわそうとするわれわれ

の神、主の声に従います。われわれの神、主の声

に従うとき、われわれは幸を得るでしょう」。 7

十日の後、主の言葉がエレミヤに臨んだ。 8エレ

ミヤはカレヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる軍

勢の長たち、ならびに民の最も小さい者から最も

大いなる者までことごとく招いて、 9彼らに言っ

た、「あなたがたがわたしをつかわして、あなた

の祈願をその前にのべさせたイスラエルの神、主

はこう言われます、 10もしあなたがたがこの地

にとどまるならば、わたしはあなたがたを建てて

倒すことなく、あなたがたを植えて抜くことはし

ない。わたしはあなたがたに災を下したことを悔

いているからである。 11主は言われる、あなた

が恐れているバビロンの王を恐れてはならない。

彼を恐れてはならない、わたしが共にいて、あな

たがたを救い、彼の手から助け出すからである。

12わたしはあなたがたをあわれみ、また彼にあな

たがたをあわれませ、あなたがたを自分の地にと

どまらせる。 13しかし、もしあなたがたが、『

われわれはこの地にとどまらない』といって、あ

なたがたの神、主の声にしたがわず、 14また、

『いいえ、われわれはあの戦争を見ず、ラッパの

声を聞かず、食物も乏しくないエジプトの地へ行

って、あそこに住まおう』と言うならば、 15あ

なたがた、ユダの残っている者たちよ、主の言葉

を聞きなさい。万軍の主、イスラエルの神はこう
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言われる、もしあなたがたがむりにエジプトへ行

ってそこに住むならば、 16あなたがたの恐れて

いるつるぎはエジプトの地であなたがたに追いつ

き、あなたがたの恐れているききんは、すぐあと

を追ってエジプトまで行き、その所であなたがた

は死ぬ。 17すべてむりにエジプトへ行ってそこ

に住む者は、つるぎと、ききんと、疫病で死ぬ。

わたしが彼らに下そうとしている災をのがれて残

る者はそのうちにない。 18万軍の主、イスラエ

ルの神はこう言われる、わたしの怒りと憤りとを

エルサレムの住民の上に注いだように、わたしの

憤りは、あなたがたがエジプトへ行くとき、あな

たがたの上に注ぐ。あなたがたは、のろいとなり

、恐怖となり、ののしりとなり、はずかしめとな

る。あなたがたは再びこの所を見ることができな

い。 19ユダの残っている者たちよ、『エジプト

へ行ってはならない』と主はあなたがたに言われ

た。わたしがきょう警告したことを、あなたがた

は確かに知らなければならない。 20あなたがた

はみずからそむき去って、命を失った。なぜなら

、あなたがたがわたしをあなたがたの神、主につ

かわし、『われわれの神、主に祈り、われわれの

神、主の言われることをことごとく示してくださ

い。われわれはそれを行います』と言ったので、

21わたしはきょうそれを示したが、あなたがたは

あなたがたの神、主の声を聞かず、主がわたしを

つかわして命じさせられた事には、すこしも従わ

なかったからである。 22それゆえ、あなたがた

が行って住まうことを願っているその所で、あな

たがたはつるぎと、ききんと、疫病で死ぬことを

確かに知らなければならない」。

43エレミヤがすべての民にむかって、彼らの神
、主の言葉をことごとく語り、彼らの神、主

が自分をつかわして言わせられるその言葉をみな

告げ終った時、 2ホシャヤの子アザリヤと、カレ

ヤの子ヨハナンおよび高慢な人々はみなエレミヤ

に言った、「あなたは偽りを言っている。われわ

れの神、主が、『エジプトへ行ってそこに住むな

』と言わせるためにあなたをつかわされたのでは

ない。 3ネリヤの子バルクがあなたをそそのかし

て、われわれに逆らわせ、われわれをカルデヤび

との手に渡して殺すか、あるいはバビロンに捕え

移させるのだ」。 4こうしてカレヤの子ヨハナン

と軍勢の長たちおよび民らは皆、主の声にしたが

わず、ユダの地にとどまろうとしなかった。 5そ

してカレヤの子ヨハナンと軍勢の長たちは、ユダ

に残っている者すなわち追いやられた国々からユ

ダの地に住むために帰ってきた者、 6男、女、子

供、王の娘たち、およびすべて侍衛の長ネブザラ

ダンがシャパンの子であるアヒカムの子ゲダリヤ

に渡しておいた者、ならびに預言者エレミヤとネ

リヤの子バルクをつれて、 7エジプトの地へ行っ

た。彼らは主の声にしたがわなかったのである。

そして彼らはついにタパネスに行った。 8主の言

葉はタパネスでエレミヤに臨んだ、 9「大きな石

を手に取り、ユダの人々の目の前で、これをタパ

ネスにあるパロの宮殿の入口の敷石のしっくいの

中に隠して、 10彼らに言いなさい、『万軍の主

、イスラエルの神はこう言われる、見よ、わたし

は使者をつかわして、わたしのしもべであるバビ

ロンの王ネブカデレザルを招く。彼はその位をこ

の隠した石の上にすえ、その上に王の天蓋を張る

。 11彼は来てエジプトの地を撃ち、疫病に定ま

っている者を疫病に渡し、とりこに定まっている

者をとりこにし、つるぎに定まっている者をつる

ぎにかける。 12彼はエジプトの神々の宮に火を

つけてこれを焼き、彼らをとりこにする。そして

羊を飼う者が着物の虫をはらいきよめるように、

エジプトの地をきよめる。彼は安らかにそこを去

る。 13彼はエジプトの地にあるヘリオポリスの

オベリスクをこわし、エジプトの神々の宮を火で

焼く』」。

44エジプトの地に住んでいるユダヤ人すなわち
ミグドル、タパネス、メンピス、パテロスの

地に住む者の事についてエレミヤに臨んだ言葉、

2「万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、

あなたがたはわたしがエルサレムとユダの町々に

下した災を見た。見よ、これらは今日、すでに荒

れ地となって住む人もない。 3これは彼らが悪を

行って、わたしを怒らせたことによるのである。

すなわち彼らは自分も、あなたがたも、あなたが

たの先祖たちも知らなかった、ほかの神々に行っ

て、香をたき、これに仕えた。 4わたしは自分の

しもべであるすべての預言者たちを、しきりにあ

なたがたにつかわして、『どうか、わたしの忌み

きらうこの憎むべき事をしないように』と言わせ

たけれども、 5彼らは聞かず、耳を傾けず、ほか

の神々に香をたいて、その悪を離れなかった。 6
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それゆえ、わたしは怒りと憤りをユダの町々とエ

ルサレムのちまたに注ぎ、それを焼いたので、そ

れらは今日のように荒れ、滅びてしまった。 7万

軍の神、イスラエルの神、主は今こう言われる、

あなたがたはなぜ大いなる悪を行って自分自身を

害し、ユダのうちから、あなたがたの男と女と、

子供と乳のみ子を断って、ひとりも残らないよう

にしようとするのか。 8なぜあなたがたはその手

のわざをもってわたしを怒らせ、あなたがたが行

って住まうエジプトの地で、ほかの神々に香をた

いて自分の身を滅ぼし、地の万国のうちに、のろ

いとなり、はずかしめとなろうとするのか。 9ユ

ダの地とエルサレムのちまたで行ったあなたがた

の先祖たちの悪、ユダの王たちの悪、その妻たち

の悪、およびあなたがた自身の悪、あなたがたの

妻たちの悪をあなたがたは忘れたのか。 10彼ら

は今日に至るまで悔いず、また恐れず、あなたが

たとあなたがたの先祖たちの前に立てた、わたし

の律法とわたしの定めとに従って歩まないのであ

る。 11それゆえ万軍の主、イスラエルの神はこ

う言われる、見よ、わたしは顔をあなたがたに向

けて災を下し、ユダの人々をことごとく断つ。 12

またわたしは、エジプトの地に住むために、むり

に行ったあのユダの残りの者を取り除く。彼らは

みな滅ぼされてエジプトの地に倒れる。彼らは、

つるぎとききんに滅ぼされ、最も小さい者から最

も大いなる者まで、つるぎとききんによって死ぬ

。そして、のろいとなり、恐怖となり、ののしり

となり、はずかしめとなる。 13わたしはエルサ

レムを罰したように、つるぎと、ききんと、疫病

をもってエジプトに住んでいる者を罰する。 14

それゆえ、エジプトの地へ行ってそこに住んでい

るユダの残りの者のうち、のがれ、または残って

、帰り住まおうと願うユダの地へ帰る者はひとり

もない。少数ののがれる者のほかには、帰ってく

る者はない」。 15その時、自分の妻がほかの神

々に香をたいたことを知っている人々、およびそ

の所に立っている女たちの大いなる群衆、ならび

にエジプトの地のパテロスに住んでいる民はエレ

ミヤに答えて言った、 16「あなたが主の名によ

ってわたしたちに述べられた言葉は、わたしたち

は聞くことができません。 17わたしたちは誓っ

たことをみな行い、わたしたちが、もと行ってい

たように香を天后にたき、また酒をその前に注ぎ

ます。すなわち、ユダの町々とエルサレムのちま

たで、わたしたちとわたしたちの先祖たちおよび

わたしたちの王たちと、わたしたちのつかさたち

が行ったようにいたします。その時には、わたし

たちは糧食には飽き、しあわせで、災に会いませ

んでした。 18ところが、わたしたちが、天后に

香をたくことをやめ、酒をその前に注がなくなっ

た時から、すべての物に乏しくなり、つるぎとき

きんに滅ぼされました」。 19また女たちは言っ

た、「わたしたちが天后に香をたき、酒をその前

に注ぐに当って、これにかたどってパンを造り、

酒を注いだのは、わたしたちの夫が許したことで

はありませんか」。 20そこでエレミヤは男女の

すべての人、およびこの答をしたすべての民に言

った、 21「ユダの町々とエルサレムのちまたで

、あなたがたとあなたがたの先祖たち、およびあ

なたがたの王たちとあなたがたのつかさたち、お

よびその地の民が香をたいたことは、主がこれを

忘れず、また、心にとどめておられることではな

いか。 22主はあなたがたの悪しきわざのため、

あなたがたの憎むべき行いのために、もはや忍ぶ

ことができなくなられた。それゆえ、あなたがた

の地は今日のごとく荒れ地となり、驚きとなり、

のろいとなり、住む人のない地となった。 23あ

なたがたが香をたき、主に罪を犯し、主の声に聞

き従わず、その律法と、定めと、あかしに従って

歩まなかったので、今日のようにこの災があなた

がたに臨んだのである」。 24エレミヤはまたす

べての民と女たちに言った、「あなたがたすべて

エジプトの地にいるユダの人々よ、主の言葉を聞

きなさい。 25万軍の主、イスラエルの神はこう

言われる、あなたがたとあなたがたの妻たちは口

で言い、手で行い、『わたしたちは天后に香をた

き、酒を注いで立てた誓いを必ずなし遂げる』と

言う。それならば、あなたがたの誓いをかため、

あなたがたの誓いをなし遂げなさい。 26それゆ

え、あなたがたすべてエジプトの地にいるユダの

人々よ、主の言葉を聞きなさい。主は言われる、

わたしは自分の大いなる名をさして誓う、すなわ

ちエジプトの全地に、ユダの人々で、その口に、

『主なる神は生きておられる』と言って、わたし

の名をとなえるものは、もはやひとりもないよう

になる。 27見よ、わたしは彼らを見守っている

、それは幸を与えるためではなく、災を下すため

である。エジプトの地にいるユダの人々は、つる

ぎとききんによって滅び絶える。 28しかし、つ
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るぎをのがれるわずかの者はエジプトの地を出て

ユダの地に帰る。そしてユダの残っている民でエ

ジプトに来て住んだ者は、わたしの言葉が立つか

、彼らの言葉が立つか、いずれであるかを知るよ

うになる。 29主は言われる、わたしがこの所で

あなたがたを罰するしるしはこれである。わたし

はこのようにしてわたしがあなたがたに災を下そ

うと言った事の必ず立つことを知らせよう。 30

すなわち主はこう言われる、見よ、わたしはユダ

の王ゼデキヤを、その命を求める敵であるバビロ

ンの王ネブカデレザルの手に渡したように、エジ

プトの王パロ・ホフラをその敵の手、その命を求

める者の手に渡す」。

45ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に、ネ
リヤの子バルクがこれらの言葉をエレミヤの

口述にしたがって書にしるした時、預言者エレミ

ヤが彼に語った言葉、 2「バルクよ、イスラエル

の神、主はあなたについてこう言われる、 3あな

たはかつて、『ああ、わたしはわざわいだ、主が

わたしの苦しみに悲しみをお加えになった。わた

しは嘆き疲れて、安息が得られない』と言った。

4あなたはこう彼に言いなさい、主はこう言われ

る、見よ、わたしは自分で建てたものをこわし、

自分で植えたものを抜いているそれは、この全地

である。 5あなたは自分のために大いなる事を求

めるのか、これを求めてはならない。見よ、わた

しはすべての人に災を下そうとしている。しかし

あなたの命はあなたの行くすべての所で、ぶんど

り物としてあなたに与えると主は言われる」。

46もろもろの国の事について預言者エレミヤに
臨んだ主の言葉。 2エジプトの事、すなわち

ユフラテ川のほとりにあるカルケミシの近くにい

るエジプトの王パロ・ネコの軍勢の事について。

これはユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に、

バビロンの王ネブカデレザルが撃ち破ったもので

ある。その言葉は次のとおりである、 3「大盾と

小盾とを備え、進んで戦え。 4騎兵よ、馬を戦車

につなぎ、馬に乗れ。かぶとをかぶって立て。ほ

こをみがき、よろいを着よ。 5わたしは見たが、

何ゆえか彼らは恐れて退き、その勇士たちは打ち

敗られ、あわてて逃げて、うしろをふり向くこと

もしない、恐れが彼らの周囲にあると主は言われ

る。 6足早き者も逃げることができず、勇士もの

がれることができない。北の方、ユフラテ川のほ

とりで彼らはつまずき倒れた。 7あのナイル川の

ようにわきあがり、川々のように、その水のさか

まく者はだれか。 8エジプトはナイル川のように

わきあがり、その水は川々のようにさかまく。そ

してこれは言う、わたしは上って、地をおおい、

町々とそのうちに住む者を滅ぼそう。 9馬よ、進

め、車よ、激しく走れ。勇士よ、盾を取るエチオ

ピヤびとと、プテびとよ、弓を巧みに引くルデび

とよ、進み出よ。 10その日は万軍の神、主の日

であって、主があだを報いられる日、その敵にあ

だをかえされる日だ。つるぎは食べて飽き、彼ら

の血に酔う。万軍の神、主が、北の地で、ユフラ

テ川のほとりで、ほふることをなされるからだ。

11おとめなるエジプトの娘よ、ギレアデに上って

乳香を取れ。あなたは多くの薬を用いても、むだ

だ。あなたは、いやされることはない。 12あな

たの恥は国々に聞えている、あなたの叫びは地に

満ちている。勇士が勇士につまずいて、共に倒れ

たからである」。 13バビロンの王ネブカデレザ

ルが来て、エジプトの地を撃とうとする事につい

て、主が預言者エレミヤにお告げになった言葉、

14「エジプトで宣べ、ミグドルで告げ示し、また

メンピスとタパネスに告げ示して言え、『堅く立

って、備えせよ、つるぎがあなたの周囲を、滅ぼ

し尽すからだ』。 15なぜ、アピスはのがれたの

か。あなたの雄牛は、なぜ立たなかったのか。そ

れは主がこれを倒されたからだ。 16あなたに属

する多くの兵は、つまずいて倒れた。そして互に

言った、『立てよ、われわれは、しえたげる者の

つるぎを避けて、われわれの民に帰り、故郷の地

へ行こう』と。 17エジプトの王パロの名を、『

好機を逸する騒がしい者』と呼べ。 18万軍の主

という名の王は言われる、わたしは生きている、

彼は山々のうちのタボルのように、海のほとりの

カルメルのように来り臨む。 19エジプトに住む

民よ、捕われのために荷物を備えよ。メンピスは

荒れ地となり、廃虚となって住む人もなくなる。

20エジプトは美しい雌の子牛だ、しかし北から、

牛ばえが来て、それにとまった。 21そのうちに

いる雇兵でさえ、肥えた子牛のようだ。彼らはふ

り返って共に逃げ、立つことをしなかった。彼ら

の災難の日、その罰せられる時が来たからだ。 22

彼は逃げ去るへびのような音をたてる。その敵が

軍勢を率いて彼に臨み、きこりのように、おのを

もって来るからだ。 23彼らは彼の林がいかに入
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り込みがたくとも、それを切り倒す。彼らはいな

ごよりも多く、数えがたいからであると、主は言

われる。 24エジプトの娘ははずかしめを受け、

北からくる民の手に渡される」。 25万軍の主、

イスラエルの神は言われた、「見よ、わたしはテ

ーベのアモンと、パロと、エジプトとその神々と

その王たち、すなわちパロと彼を頼む者とを罰す

る。 26わたしは彼らを、その命を求める者の手

と、バビロンの王ネブカデレザルの手と、その家

来たちの手に渡す。その後、エジプトは昔のよう

に人の住む所となると、主は言われる。 27わた

しのしもべヤコブよ、恐れることはない、イスラ

エルよ、驚くことはない。見よ、わたしがあなた

を遠くから救い、あなたの子孫をその捕え移され

た地から救うからだ。ヤコブは帰ってきて、おだ

やかに、安らかになり、彼を恐れさせる者はない

。 28主は言われる、わたしのしもべヤコブよ、

恐れることはない、わたしが共にいるからだ。わ

たしはあなたを追いやった国々をことごとく滅ぼ

し尽す。しかしあなたを滅ぼし尽すことはしない

。わたしは正しい道に従って、あなたを懲らしめ

る、決して罰しないではおかない」。

47パロがまだガザを撃たなかったころ、ペリシ
テびとの事について預言者エレミヤに臨んだ

主の言葉。 2「主はこう言われる、見よ、水は北

から起り、あふれ流れて、この地と、そこにある

すべての物、その町と、その中に住む者とにあふ

れかかる。その時、人々は叫び、この地に住む者

はみな嘆く。 3そのたくましい馬のひずめの踏み

鳴らす音のため、その戦車の響きのため、その車

輪のとどろきのために、父はその手が弱くなって

、自分の子をも顧みない。 4これは、ペリシテび

とを滅ぼし尽し、ツロとシドンに残って助けをな

す者をことごとく絶やす日が来るからである。主

はカフトルの海岸に残っているペリシテびとを滅

ぼされる。 5ガザには髪をそることが始まってい

る。アシケロンは滅びた。アナクびとの残りの民

よ、いつまで自分の身に傷つけるのか。 6主のつ

るぎよ、おまえはいつになれば静かになるのか。

おまえのさやに帰り、休んで静かにしておれ。 7

主がこれに命を下されたのだ、どうして静かにし

ておれようか。アシケロンと海岸の地を攻めるこ

とを定められたのだ」。

48モアブの事について、万軍の主、イスラエル
の神はこう言われる、「ああ、ネボはわざわ

いだ、これは滅ぼされた。キリヤタイムははずか

しめられて取られ、とりでは、はずかしめられて

こわされた。 2モアブの誉は、消え去った。ヘシ

ボンで人々はモアブの害を図り、『さあ、この国

を断ち滅ぼそう』という。マデメンよ、おまえも

また滅ぼされる、つるぎがおまえを追う。 3ホロ

ナイムから叫び声が聞える、『荒廃と大いなる滅

亡だ』という。 4モアブは滅ぼされ、叫びはゾア

ルにまで聞える。 5彼らは泣きながらルヒテの坂

を登る。彼らはホロナイムの下り坂で、『滅亡』

の叫びを聞いたからだ。 6逃げて、自分の身を救

え、荒野の野ろばのようになれ。 7おまえが、と

りでと財宝とを頼みにしたので、おまえも捕えら

れるからだ。またケモシは、その祭司とつかさた

ちと共に、捕えられて行く。 8滅ぼす者はすべて

の町に来る、一つの町ものがれることができない

。谷は滅び、平地は荒される、主の言われたとお

りである。 9モアブに翼を与えて、飛び去らせよ

。その町々は荒れて、住む者はなくなる。 10主

のわざを行うことを怠る者はのろわれる。またそ

のつるぎを押えて血を流さない者はのろわれる。

11モアブはその幼い時から安らかで、酒が、沈ん

だおりの上にとどまって、器から器に、くみ移さ

れなかったように、捕え移されなかったので、そ

の味はなお存し、その香気も変ることがない。 12

主は言われる、それゆえ見よ、わたしがこれを傾

ける者どもをつかわす日が来る。彼らはこれを傾

け、その器をあけ、そのかめを砕く。 13その時

モアブはケモシのために恥をかく。ちょうどイス

ラエルの家がその頼みとしたベテルのために恥を

かいたようになる。 14あなたがたはどうして『

われわれは勇士だ。強い戦士だ』というのか。 15

モアブとその町々を滅ぼす者は上って来、モアブ

のえり抜きの若者たちは下って殺されたと万軍の

主と名のる王が言われる。 16モアブの災難は近

づいている、その苦難はすみやかに来る。 17す

べてその周囲にある者よ、またその名を知る者よ

、彼のために嘆いて、『ああ、強き笏、麗しきつ

えは、ついに折れた』と言え。 18デボンに住む

者よ、あなたの栄えを離れて下り、かわいた地に

座せよ。モアブを滅ぼす者があなたに攻めのぼっ

て来て、あなたの城を滅ぼしたからだ。 19アロ

エルに住む者よ、道のかたわらに立って見張りし



エレミヤ書 624

、逃げてくる男、のがれてくる女に尋ねて、『何

が起ったのか』と言え。 20モアブは敗れて、恥

をこうむっている。嘆き呼ばわれ。アルノン川の

ほとりで、モアブは滅ぼされたと告げよ。 21さ

ばきは高原の地に臨み、ホロン、ヤハズ、メパア

テ、 22デボン、ネボ、ベテ・デブラタイム、 23

キリヤタイム、ベテ・ガムル、ベテ・メオン、 24

ケリオテ、ボズラなどモアブの地のすべての町の

、遠いものにも近いものにも、臨んだ。 25モア

ブの角は砕け、その腕は折れたと主は言われる。

26モアブを酔わせよ、彼が主に敵して自ら高ぶっ

たからである。モアブは自分の吐いた物の中にこ

ろがって、笑い草となる。 27イスラエルはあな

たの笑い草ではなかったか。あなたが、彼のこと

を語るごとに首を振ったのは、彼が盗賊の中にい

たとでもいうのか。 28モアブに住む者よ、町を

去って岩の間に住め。谷の入口のかたわらに巣を

作る山ばとのようにせよ。 29われわれはモアブ

の高慢な事を聞いた、その高慢は、はなはだしい

。すなわち、その尊大、高慢、横柄、およびその

心の高ぶりのことを聞いた。 30主は言われる、

わたしは彼の横着なのを知る、彼の自慢は偽りで

、その行いも偽りである。 31それゆえ、わたし

はモアブのために嘆き、モアブの全地のために呼

ばわる。キルヘレスの人々のためにわたしは悲し

む。 32シブマのぶどうの木よ、わたしはヤゼル

のために泣くのにまさっておまえのために泣く。

おまえのつるは延びて海を越え、ヤゼルに及んだ

。おまえの夏の実と、その収穫を滅ぼす者が襲っ

てきた。 33喜びと楽しみは、実り多いモアブの

地を去った。わたしは、ぶどうをしぼる所にも酒

をなくした。楽しく呼ばわって、ぶどうを踏む者

もなくなった。呼ばわっても、喜んで呼ばわる声

ではない。 34ヘシボンとエレアレは叫ぶ。ヤハ

ヅに至るまで、ゾアルからホロナイムとエグラテ

・シリシヤに至るまで、彼らはその声をあげる。

ニムリムの水も絶えたからである。 35主は言わ

れる、わたしは犠牲を高き所にささげ、香をその

神にたく者をモアブのうちに滅ぼす。 36それゆ

え、わたしの心はモアブのために笛のように嘆き

、わたしの心はキルヘレスの人々のために笛のよ

うに嘆く。彼らの獲た富が消えうせたからである

。 37人はみな髪をそり、皆ひげをそり、みな手

に傷をつけ、腰に荒布を着ける。 38モアブでは

どこの屋根の上も、広場も、ただ悲しみに包まれ

ている。これは、わたしが、だれもほしがらない

器のようにモアブを砕いたからであると主は言わ

れる。 39ああ、モアブはついに滅びた。人々は

嘆く。ああ、モアブは恥じて顔をそむけた。モア

ブはその周囲のすべての者の笑い草となり恐れと

なった」。 40主はこう言われる、「見よ、敵は

わしのように速く飛んできて、モアブに向かって

翼をのべる。 41町々は取られ、城は奪われる。

その日モアブの勇士の心は子を産む女の心のよう

になる。 42モアブは滅ぼされて、国を成さない

ようになる。主に敵して自ら誇ったからである。

43主は言われる、モアブに住む者よ、恐れと、穴

と、わなとがあなたに臨んでいる。 44恐れをさ

けて逃げる者は穴におちいり、穴をよじ上って出

る者は、わなに捕えられる。わたしがモアブに、

その罰せられる年に、これらのものを臨ませるか

らであると主は言われる。 45逃げた者はヘシボ

ンの陰に、力なく立ちどまる。ヘシボンから火が

出、シホンの家から炎が出て、モアブの額、騒ぐ

人々の頭の頂を焼いたからだ。 46モアブよ、お

まえはわざわいだ。ケモシの民は滅びた。おまえ

のむすこらは捕え移され、おまえの娘らも捕え行

かれたからである。 47しかし末の日にわたしは

再びモアブを栄えさせると主は言われる」。ここ

まではモアブのさばきの事をいったのである。

49アンモンびとについて、主はこう言われる、
「イスラエルには子がないのか、世継ぎがな

いのか。どうしてミルコムがガドを追い出して、

その民がその町々に住んでいるのか。 2主は言わ

れる、それゆえ、見よ、アンモンびとのラバを攻

める戦いの叫びを、わたしが聞えさせる日が来る

。ラバは荒塚となり、その村々は火で焼かれる。

そのときイスラエルは自分を追い出した者どもを

追い出すと主は言われる。 3ヘシボンよ嘆け、ア

イは滅ぼされた。ラバの娘たちよ呼ばわれ。荒布

を身にまとい、悲しんで、まがきのうちを走りま

われ。ミルコムとその祭司およびつかさが共に捕

え移されるからだ。 4不信の娘よ、あなたはなぜ

自分の谷の事を誇るのか。あなたは自分の富に寄

り頼んで、『だれがわたしに攻めてくるものか』

と言う。 5主なる万軍の神は言われる、見よ、わ

たしはあなたの上に恐れを臨ませる、それはあな

たの周囲の者から来る。あなたは追われて、おの

おの直ちに他人に続き、逃げる者を集める人もな
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い。 6しかし、のちになって、わたしはアンモン

びとを再び栄えさせると、主は言われる」。 7エ

ドムの事について、万軍の主はこう言われる、「

テマンには、もはや知恵がないのか。さとい者に

は計りごとがなくなったのか。その知恵は消えう

せたのか。 8デダンに住む者よ、逃げよ、のがれ

よ、深い所に隠れよ。わたしがエサウの災難を彼

の上に臨ませ、彼を罰する時をこさせるからだ。

9ぶどうを集める者があなたの所に来たならば、

すこしの実をも残さないであろうか。夜、盗びと

が来たならば、自分たちの満足するだけ滅ぼさな

いであろうか。 10しかしわたしはエサウを裸に

し、その隠れる所を現したので、彼はその身を隠

すことができない。その子どもたちも、兄弟も、

隣り人も滅ぼされる。そして彼は、いなくなる。

11あなたのみなしごを残せ、わたしがそれを生き

ながらえさせる。あなたのやもめには、わたしに

寄り頼ませよ」。 12主はこう言われる、「もし

、杯を飲むべきでない者もそれを飲まなければな

らなかったとすれば、あなたは罰を免れることが

できようか。あなたは罰を免れない。それを飲ま

なければならない。 13主は言われる、わたしは

自分をさして誓った、ボズラは驚きとなり、のの

しりとなり、荒れ地となり、のろいとなる。その

町々は長く荒れ地となる」。 14わたしは主から

のおとずれを聞いた。ひとりの使者がつかわされ

て万国に行き、そして言った、「あなたがたは集

まり、行って彼を攻め、立って戦え。 15見よ、

わたしはあなたを万国のうちに小さい者とし、人

々のうちに卑しめられる者とする。 16岩の割れ

目に住み、山の高みを占める者よ、あなたの恐ろ

しい事と、あなたの心の高ぶりが、あなたを欺い

た。あなたは、わたしのように巣を高い所に作っ

ているが、わたしはその所からあなたを取りおろ

すと主は言われる。 17エドムは恐れとなる。そ

のかたわらを通り過ぎる者はみな恐れ、その災の

ために、舌打ちする。 18主は言われる、ソドム

とゴモラとその隣の町々がくつがえされた時のよ

うに、そこに住む人はなく、そこに宿る人もなく

なる。 19見よ、ししがヨルダンの密林から上っ

てきて、じょうぶな羊のおりを襲うように、わた

しは、たちまち彼らをそこから逃げ走らせ、わた

しの選ぶ者をその上に立てる。だれかわたしのよ

うな者があるであろうか。だれがわたしを呼びつ

けることができようか。どの牧者がわたしの前に

立つことができようか。 20それゆえ、エドムに

対して主が立てた計りごとと、テマンに住む者に

対してしようとする事を聞くがよい。彼らの群れ

のうちの小さいものまでも皆、引かれて行く。彼

らのおりのものもその終りを見て恐れる。 21そ

の倒れる音を聞いて、地は震い、彼らの叫び声は

紅海にも聞える。 22見よ、敵はわしのように上

り、すみやかに飛びかけり、その翼をボズラの上

に張り広げる。その日エドムの勇士の心は子を産

む女の心のようになる」。 23ダマスコの事につ

いて、「ハマテとアルパデは、うろたえている、

彼らは悪いおとずれを聞いたからだ。彼らは勇気

を失い、穏やかになることのできない海のように

悩む。 24ダマスコは弱り、身をめぐらして逃げ

た、恐怖に襲われている。子を産む女に臨むよう

に痛みと悲しみと彼に臨む。 25ああ、名ある町

、楽しい町は捨てられる。 26それゆえ、その日

に、若い者は、広場に倒れ、兵士はことごとく滅

ぼされると万軍の主は言われる。 27わたしはダ

マスコの城壁の上に火を燃やし、ベネハダデの宮

殿を焼き尽す」。 28バビロンの王ネブカデレザ

ルが攻め撃ったケダルとハゾルの諸国の事につい

て、主はこう言われる、「立って、ケダルに向か

って進み、東の人々を滅ぼせ。 29彼らの天幕と

、その羊の群れとは取られ、その垂幕とそのもろ

もろの器と、らくだとは彼らの所から運び去られ

、人々は彼らに向かって叫ぶ、『恐ろしいことが

四方にある』と。 30主は言われる、ハゾルに住

む者よ、逃げよ、遠くさまよい行き、深い所に隠

れよ。バビロンの王ネブカデレザルがあなたがた

を攻める計りごとをめぐらし、あなたがたを攻め

る、てだてを設けたからだ。 31主は言われる、

立って進み、安全な所に住むきらくな民を攻めよ

、彼らは門もなく、貫の木もなく、ひとり離れて

住む。 32彼らのらくだは、ぶんどり物となり、

家畜の群れは奪われる。わたしは、かの髪の毛の

すみずみを切る者を四方に散らし、その災難を八

方からこさせると主は言われる。 33ハゾルは山

犬のすまいとなり、いつまでも荒れ地となってい

る。だれもそこに住む人はなく、そこに宿る人も

ない」。 34ユダの王ゼデキヤの治世の初めのこ

ろに、エラムの事について預言者エレミヤに臨ん

だ主の言葉。 35万軍の主はこう言われる、「見

よ、わたしはエラムが力として頼んでいる弓を折

る。 36わたしは天の四方から、四方の風をエラ
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ムにこさせ、彼らを四方の風に散らす。エラムか

ら追い出される者の行かない国はない。 37主は

言われる、わたしはエラムをしてその敵の前、ま

たその命を求める者の前に恐れさせる。わたしは

災をくだし、激しい怒りをその上にくだす。彼ら

のうしろに、つるぎを送って滅ぼし尽す。 38そ

してわたしの位をエラムにすえ、王とつかさたち

とを滅ぼすと主は言われる。 39しかし末の日に

、わたしはエラムを再び栄えさせると、主は言わ

れる」。

50主が預言者エレミヤによって語られたバビロ
ンとカルデヤびとの地の事についての言葉。

2「国々のうちに告げ、また触れ示せよ、旗を立

てて、隠すことなく触れ示して言え、『バビロン

は取られ、ベルははずかしめられ、メロダクは砕

かれ、その像ははずかしめられ、その偶像は砕か

れる』と。 3それは、北の方から一つの国民がき

て、これを攻め、その地を荒して、住む人もない

ようにするからである。人も獣もみな逃げ去って

しまう。 4主は言われる、その日その時、イスラ

エルの民とユダの民は共に帰ってくる。彼らは嘆

きながら帰ってくる。そしてその神、主を求める

。 5彼らは顔をシオンに向けて、その道を問い、

『さあ、われわれは、永遠に忘れられることのな

い契約を結んで主に連なろう』と言う。 6わたし

の民は迷える羊の群れである、その牧者がこれを

いざなって、山に踏み迷わせたので、山から丘へ

と行きめぐり、その休む所を忘れた。 7これに会

う者はみなこれを食べた。その敵は言った、『わ

れわれに罪はない。彼らがそのまことのすみかで

ある主、先祖たちの希望であった主に対して罪を

犯したのだ』と。 8バビロンのうちから逃げよ。

カルデヤびとの地から出よ。群れの前に行く雄や

ぎのようにせよ。 9見よ、わたしは大きい国々を

起し集めて、北の地からバビロンに攻めこさせる

。彼らはこれに向かって勢ぞろいをし、これをそ

の所から取る。彼らの矢はむなしく帰らない老練

な勇士のようである。 10カルデヤは人にかすめ

られる。これをかすめる者はみな飽くことができ

ると、主は言われる。 11わたしの嗣業をかすめ

る者どもよ、あなたがたは喜び楽しみ、雌の子牛

のように草に戯れ、雄馬のように、いなないてい

るが、 12あなたがたの母はいたくはずかしめら

れ、あなたがたを産んだ者は恥をこうむる。見よ

、彼女は国々のうちの最もあとなるものとなり、

かわいた砂原の荒野となる。 13主の怒りによっ

て、ここに住む者はなく、完全に荒れ地となる。

バビロンのかたわらを通る者は、みなその傷を見

て驚き、かつあざ笑う。 14あなたがたすべて弓

を張る者よ、バビロンの周囲に勢ぞろいして、こ

れを攻め、矢を惜しまずに、これを射よ、彼女が

主に罪を犯したからだ。 15その周囲に叫び声を

あげよ、彼女は降伏した。そのとりでは倒れ、そ

の城壁はくずれた、主があだをかえされたからだ

。彼女に報復せよ、彼女がおこなったように、こ

れに行え。 16種まく者と、刈入れどきに、かま

を取る者をバビロンに絶やせ。滅ぼす者のつるぎ

を恐れて、人はおのおの自分の民の所に帰り、そ

のふるさとに逃げて行く。 17イスラエルは、し

しに追われて散った羊である。初めにアッスリヤ

の王がこれを食い、そして今はついにバビロンの

王ネブカデレザルがその骨をかじった。 18それ

ゆえ万軍の主、イスラエルの神は、こう言われる

、見よ、わたしはアッスリヤの王を罰したように

、バビロンの王とその国に罰を下す。 19わたし

はイスラエルを再びその牧場に帰らせる。彼はカ

ルメルとバシャンで草を食べる。またエフライム

の山とギレアデでその望みが満たされる。 20主

は言われる、その日その時には、イスラエルのと

がを探しても見当らず、ユダの罪を探してもない

。それはわたしが残しておく人々を、ゆるすから

である。 21主は言われる、上って行って、メラ

タイムの地を攻め、ペコデの民を攻め、彼らを殺

して全く滅ぼし、わたしがあなたがたに命じたこ

とを皆、行いなさい。 22その地に、いくさの叫

びと、大いなる滅びがある。 23ああ、全地を砕

いた鎚はついに折れ砕ける。ああ、バビロンはつ

いに国々のうちの恐るべき見ものとなる。 24バ

ビロンよ、わたしは、おまえを捕えるためにわな

をかけたが、おまえはそれにかかった。そしてお

まえはそれを知らなかった。おまえは主に敵した

ので、尋ね出され、捕えられた。 25主は武器の

倉を開いてその怒りの武器を取り出された。主な

る万軍の神が、カルデヤびとの地に事を行われる

からである。 26あらゆる方面からきて、これを

攻め、その穀倉を開き、これを穀物の山のように

積み上げ、完全に滅ぼし尽し、そこに残る者のな

いようにせよ。 27その雄牛をことごとく殺せ、

それを、ほふり場に下らせよ。それらのものはわ
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ざわいだ、その日、その罰を受ける時がきたから

だ。 28聞けよ、バビロンの地から逃げ、のがれ

てきた者の声がする。われわれの神、主の報復、

その宮の報復の事をシオンに告げ示す。 29弓を

張る射手をことごとく呼び集めて、バビロンを攻

めよ。その周囲に陣を敷け。ひとりも逃がすな。

そのしわざにしたがってバビロンに報い、これが

おこなった所にしたがってこれに行え。彼がイス

ラエルの聖者である主に向かって高慢にふるまっ

たからだ。 30それゆえ、その日、若い者は、広

場に倒れ、兵士はみな絶やされると主は言われる

。 31主なる万軍の神は言われる、高ぶる者よ、

見よ、わたしはおまえの敵となる、あなたの日、

わたしがおまえを罰する時が来た。 32高ぶる者

はつまずき倒れる、これを助け起すものはない。

わたしはその町々に火を燃やして、その周囲の者

をことごとく焼き尽す。 33万軍の主はこう言わ

れる、イスラエルの民とユダの民は共にしえたげ

られている。彼らをとりこにした者はみな彼らを

固く守って釈放することを拒む。 34彼らをあが

なう者は強く、その名は万軍の主といわれる。彼

は必ず彼らの訴えをただし、この地に安きを与え

るが、バビロンに住む者には不安を与えられる。

35主は言われる、カルデヤびとの上とバビロンに

住む者の上、そのつかさたち、その知者たちの上

につるぎが臨む。 36占い師の上につるぎが臨み

、彼らは愚か者となる。その勇士の上につるぎが

臨み、彼らは滅ぼされる。 37その馬の上と、そ

の車の上につるぎが臨み、またそのうちにあるす

べての雇兵の上に臨み、彼らは女のようになる。

その財宝の上につるぎが臨み、それはかすめられ

る。 38その水の上に、ひでりが来て、それはか

わく。それは、この地が偶像の地であって、人々

が偶像に心が狂っているからだ。 39それゆえ、

野の獣と山犬とは共にバビロンにおり、だちょう

もそこに住む。しかし、いつまでもその地に住む

人はなく、世々ここに住む人はない。 40主は言

われる、神がソドムとゴモラと、その隣の町々を

滅ぼされたように、そこに住む人はなく、そこに

宿る人の子はない。 41見よ、一つの民が北の方

から来る。大いなる国と多くの王が地の果から立

ち上がっている。 42彼らは弓と、やりを取る。

残忍で、あわれみがなく、その響きは海の鳴りと

どろくようである。バビロンの娘よ、彼らは馬に

乗り、いくさびとのように身をよろって、あなた

を攻める。 43バビロンの王はそのうわさを聞い

て、その手は弱り、子を産む女に臨むような痛み

と苦しみに迫られた。 44見よ、ししがヨルダン

の密林から上ってきて、じょうぶな羊のおりを襲

うように、わたしは、たちまち彼らをそこから逃

げ去らせる。そしてわたしの選ぶ者をその上に立

てる。だれかわたしのような者があるであろうか

。だれがわたしを呼びつけることができようか。

どの牧者がわたしの前に立つことができようか。

45それゆえ、バビロンに対して主が立てた計りご

とと、カルデヤびとの地に対してしようとする事

を聞くがよい。彼らの群れのうちの小さい者は、

かならず引かれて行く。彼らのおりのものも必ず

その終りを見て恐れる。 46バビロンが取られた

との声によって地は震い、その叫びは国々のうち

に聞える」。

51主はこう言われる、「見よ、わたしは、滅ぼ
す者の心を奮い起して、バビロンを攻め、カ

ルデヤに住む者を攻めさせる。 2わたしはバビロ

ンに、あおぎ分ける者をつかわす。彼らは、その

災の日に、四方からこれを攻め、それをあおぎ分

けて、その地をむなしくする。 3射手にはその弓

を張らせることなく、よろいを着て立ち上がらせ

るな。その若き者をあわれむことなく、その軍勢

をことごとく滅ぼせ。 4彼らはカルデヤびとの地

に殺されて倒れ、そのちまたに傷ついて倒れる。

5イスラエルとユダはその神、万軍の主に捨てら

れてはいないが、しかしカルデヤびとの地にはイ

スラエルの聖者に向かって犯した罪が満ちている

。 6バビロンのうちからのがれ出て、おのおのそ

の命を救え。その罰にまきこまれて断ち滅ぼされ

てはならない。今は主があだを返される時だから

、それに報復をされるのである。 7バビロンは主

の手のうちにある金の杯であって、すべての地を

酔わせた。国々はその酒を飲んだので、国々は狂

った。 8バビロンはたちまち倒れて破れた。これ

がために嘆け。その傷のために乳香を取れ。ある

いは、いえるかも知れない。 9われわれはバビロ

ンをいやそうとしたが、これはいえなかった。わ

れわれはこれを捨てて、おのおの自分の国に帰ろ

う。その罰が天に達し、雲にまで及んでいるから

だ。 10主はわれわれの正しいことを明らかにさ

れた。さあ、われわれはシオンで、われわれの神

、主のみわざを告げ示そう。 11矢をとぎ、盾を
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取れ。主はメデアびとの王たちの心を引き立てら

れる。主のバビロンに思い図ることは、これを滅

ぼすことであり、主があだを返し、その宮のあだ

を返されるのである。 12バビロンの城壁に向か

って旗を立て、見張りを強固にし、番兵を置き、

伏兵を備えよ。主がバビロンに住む者を攻めよう

と図り、その言われたことを、いま行われるから

だ。 13多くの水のほとりに住み、多くの財宝を

持つ者よ、あなたの終りが来て、その命の糸は断

たれる。 14万軍の主はみずからをさして誓い、

言われる、わたしは必ずあなたのうちに、人をい

なごのように満たす。彼らはあなたに向かって、

かちどきの声をあげる。 15主はその力をもって

地を造り、その知恵をもって世界を建て、その悟

りをもって天をのべられた。 16彼が声を出され

ると、天に多くの水のざわめきがあり、また地の

果から霧を立ちあがらせられる。彼は雨のために

いなびかりをおこし、その倉から風を取り出され

る。 17すべての人は愚かで知恵がなく、すべて

の金細工人はその造った偶像のために恥をこうむ

る。その偶像は偽り物で、そのうちに息がないか

らだ。 18それらは、むなしいもの、迷いのわざ

である。罰せられる時になれば滅びるものである

。 19ヤコブの分である彼はこのようなものでは

ない、彼は万物の造り主だからである。イスラエ

ルは彼の嗣業としての部族である。彼の名は万軍

の主という。 20おまえはわたしの鎚であり、戦

いの武器である。わたしはおまえをもってすべて

の国を砕き、おまえをもって万国を滅ぼす。 21

おまえをもってわたしは馬と、その騎手とを砕き

、おまえをもって戦車とそれに乗る者とを砕く。

22わたしはおまえをもって男と女とを砕き、おま

えをもって老いた者と幼い者とを砕き、おまえを

もって若い者と、おとめとを砕く。 23わたしは

おまえをもって、羊飼と、その群れとを砕き、お

まえをもって農夫と、くびきを負う家畜とを砕き

、おまえをもっておさたちと、つかさたちとを砕

く。 24わたしはバビロンとカルデヤに住むすべ

ての者とに、彼らがシオンで行ったもろもろの悪

しき事のために、あなたがたの目の前で報いをす

ると、主は言われる。 25主は言われる、全地を

滅ぼし尽す滅ぼしの山よ、見よ、わたしはおまえ

の敵となる、わたしは手をおまえの上に伸べて、

おまえを岩からころばし、おまえを焼け山にする

。 26主は言われる、人がおまえから石を取って

、隅の石とすることなく、また礎とすることもな

い。おまえはいつまでも荒れ地となっている。 27

地に旗を立て、国々のうちにラッパを吹き、国々

の民を集めてそれを攻め、アララテ、ミンニ、ア

シケナズの国々をまねいてそれを攻め、軍の長を

立ててそれを攻め、群がるいなごのように馬を上

り行かせよ。 28国々の民を集めてそれを攻め、

メデアびとの王たちと、そのおさたち、つかさた

ち、およびすべての領地の人々を集めてこれを攻

めよ。 29その地は震い、かつもだえ苦しむ、主

がその思い図ることをバビロンにおこない、バビ

ロンの地を、住む人なき荒れ地とされるからだ。

30バビロンの勇士たちは戦いをやめて、その城に

こもり、力はうせて、女のようになる。その家は

焼け、その貫の木は砕かれる。 31飛脚は走って

飛脚に会い、使者は走って使者に会い、バビロン

の王に告げて、町はことごとく取られ、 32渡し

場は奪われ、とりでは火で焼かれ、兵士はおびえ

ていると言う。 33万軍の主、イスラエルの神は

こう言われる、バビロンの娘は、打ち場のようだ

、その踏まれる時が来たのだ。しばらくしてその

刈り取られる時が来る」。 34「バビロンの王ネ

ブカデレザルはわたしを食い尽し、わたしを滅ぼ

し、わたしを、からの器のようにし、龍のように

わたしを飲み、わたしのうまい物でその腹を満た

し、わたしを洗いざらいにした。 35わたしとわ

たしの肉親におこなった暴虐は、バビロンにふり

かかる」とシオンに住む者は言わなければならな

い。「わたしの血はカルデヤに住む者にふりかか

る」とエルサレムは言わなければならない。 36

それゆえ主はこう言われる、「見よ、わたしはあ

なたの訴えをただし、あなたのためにあだを返す

。わたしはバビロンの海をかわかし、その泉をか

わかす。 37バビロンは荒塚となり、山犬のすま

いとなり、驚きとなり、笑いとなり、住む人のな

い所となる。 38彼らはししのように共にほえ、

若いししのようにほえる。 39彼らの欲の燃えて

いる時、わたしは宴を設けて彼らを酔わせ、彼ら

がついに気を失って、ながい眠りにいり、もはや

目をさますことのないようにしようと主は言われ

る。 40わたしは彼らを小羊のように、また雄羊

や雄やぎのように、ほふり場に下らせよう。 41

ああ、バビロンはついに取られた、全地の人の、

ほめたたえた者は捕えられた。ああ、バビロンは

ついに国々のうちに驚きとなった。 42海はバビ
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ロンにあふれかかり、どよめく波におおわれた。

43その町々は荒れて、かわいた地となり、砂原と

なり、住む人のない地となる。人の子はひとりと

してそこを過ぎることはない。 44わたしはバビ

ロンでベルを罰し、そののみこんだものを口から

取り出す。国々が川のように彼に流れ入ることは

なくなる。バビロンの城壁は倒れた。 45わが民

よ、あなたがたはその中から出て、おのおの主の

激しい怒りを免れ、その命を救え。 46心を弱く

してはならない、この地で聞くうわさを恐れては

ならない。うわさはこの年にもくれば、また次の

年にもくる。この地に暴虐があり、つかさとつか

さとが攻めあうことがある。 47それゆえ見よ、

わたしがバビロンの偶像を罰する日が来る。その

全地ははずかしめられ、その殺される者はみなそ

の中に倒れる。 48天と地とそのうちにあるすべ

てのものはバビロンの事で喜び歌う。滅ぼす者が

北の方からここに来るからであると主は言われる

。 49イスラエルの殺された者たちのために、バ

ビロンは倒れなければならない、バビロンのため

に全地の殺された者は倒れたのだ。 50つるぎを

のがれてきたあなたがたは、行け、立ちとどまっ

てはならない。遠くから主を覚え、エルサレムを

心にとめよ。 51『われわれはののしりを聞いた

ので、恥じている。異邦人が主の宮の聖所にはい

ったので、恥がわれわれの顔をおおった』。 52

主は言われる、それゆえ見よ、わたしがその偶像

を罰する日が来る、傷つけられた者が、その全国

にうめくようになる。 53たといバビロンが天に

上っても、その城を高くして固めても、滅ぼす者

はわたしから出て、これに臨むと主は言われる。

54聞け、バビロンの叫びを、カルデヤびとの地に

起る大いなる滅びの騒ぎ声を。 55主がバビロン

を滅ぼし、その大いなる声を絶やされるのだ。そ

の波は大水のように鳴りとどろき、その声はひび

き渡る。 56滅ぼす者がこれに臨み、バビロンに

来た。その勇士たちは捕えられ、その弓は折られ

る。主は報いをする神であるから必ず報いられる

のだ。 57わたしはその君たちと知者たち、おさ

たち、つかさたち、および勇士たちを酔わせる。

彼らは、ながい眠りにいり、目をさますことはな

い。万軍の主と呼ばれる王がこれを言わせる。 58

万軍の主はこう言われる、バビロンの広い城壁は

地にくずされ、その高い門は火に焼かれる。こう

して民の労苦はむなしくなり、国民はただ火のた

めに疲れる」。 59マアセヤの子であるネリヤの

子セラヤが、ユダの王ゼデキヤと共に、その治世

の四年にバビロンへ行くとき、預言者エレミヤが

セラヤに命じた言葉。セラヤは宿営の長であった

。 60エレミヤはバビロンに臨もうとするすべて

の災を巻物にしるした。これはすなわちバビロン

の事についてしるしたすべての言葉である。 61

エレミヤはセラヤに言った、「あなたはバビロン

へ行ったならば、忘れることなくこのすべての言

葉を読み、 62そして言いなさい、『主よ、あな

たはこの所を滅ぼし、人と獣とを問わず、すべて

ここに住む者のないようにし、永久にここを荒れ

地としようと、この所について語られました』と

。 63あなたがこの巻物を読み終ったならば、こ

れに石をむすびつけてユフラテ川の中に投げこみ

、 64そして言いなさい、『バビロンはこのよう

に沈んで、二度と上がってこない。わたしがこれ

に災を下すからである』と」。ここまではエレミ

ヤの言葉である。

52ゼデキヤは王となったとき二十一歳であった
が、エルサレムで十一年世を治めた。母の名

はハムタルといい、リブナのエレミヤの娘である

。 2ゼデキヤはエホヤキムがすべて行ったように

、主の目の前に悪事を行った。 3たしかに、主の

怒りによって、エルサレムとユダとは、そのみ前

から捨て去られるようなことになった。そしてゼ

デキヤはバビロンの王にそむいた。 4そこで彼の

治世の九年十月十日に、バビロンの王ネブカデレ

ザルはその軍勢を率い、エルサレムにきて、これ

を包囲し、周囲に塁を築いてこれを攻めた。 5こ

うしてこの町は攻め囲まれて、ゼデキヤ王の十一

年にまで及んだが、 6その四月九日になって、町

の中の食糧は、はなはだしく欠乏し、その地の民

は食物を得ることができなくなった。 7そして町

の城壁はついに打ち破られたので、兵士たちはみ

な逃げ、夜のうちに、王の園の近くの、二つの城

壁の間の門から町をのがれ出て、カルデヤびとが

、町を攻め囲んでいるうちに、アラバの方へ落ち

て行った。 8しかしカルデヤびとの軍勢は王を追

って行って、エリコの平地でゼデキヤに追いつい

たが、彼の軍勢がみな散って彼のそばを離れたの

で、 9カルデヤびとは王を捕え、ハマテの地のリ

ブラにいるバビロンの王のもとに引いていったの

で、王は彼の罪を定めた。 10すなわちバビロン
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の王はゼデキヤの子たちをその目の前で殺させ、

ユダのつかさたちをことごとくリブラで殺させ、

11またゼデキヤの目をつぶさせた。そしてバビロ

ンの王は彼を鎖につないでバビロンへ連れて行き

、その死ぬ日まで獄屋に入れて置いた。 12五月

十日に、それはバビロンの王ネブカデレザルの世

の十九年であったバビロンの王に仕える侍衛の長

ネブザラダンはエルサレムに、はいって、 13主

の宮と王の宮殿を焼き、エルサレムのすべての家

を焼いた。彼は大きな家をみな焼きはらった。 14

また侍衛の長と共にいたカルデヤびとの軍勢は、

エルサレムの周囲の城壁をみな取りこわした。 15

そして侍衛の長ネブザラダンは民のうちの最も貧

しい者若干、そのほか町のうちに残った者、およ

びバビロンの王にくだった人、その他工匠たちを

捕え移した。 16しかし侍衛の長ネブザラダンは

その地の最も貧しい者若干を残して、ぶどうを作

る者とし、農夫とした。 17カルデヤびとはまた

主の宮の青銅の柱と、洗盤の台と、青銅の海を砕

いて、その青銅をことごとくバビロンへ運び、 18

また、つぼと、十能と、心切りばさみと、鉢と、

香を盛る皿および宮の勤めに用いる青銅の器をこ

とごとく取って行った。 19また彼らは小鉢と、

心取り皿と、鉢と、つぼと、燭台と、香を盛る皿

と、灌祭の鉢を取った。金で作った物は金として

、銀で作った物は銀として、侍衛の長は運び去っ

た。 20ソロモン王が主の宮に造った二本の柱と

、一つの海と、海の下の十二の青銅の牛と、台な

ど、このすべての物の青銅の重さは量ることもで

きなかった。 21この一本の柱の高さは十八キュ

ビト、周囲は十二キュビトで、指四本の厚さがあ

り、中は、うつろであった。 22その上に青銅の

柱頭があり、柱頭の高さは五キュビト、柱頭の周

囲は網細工と、ざくろとで飾り、これらもみな青

銅であった。他の柱もそのざくろも、これと同じ

であった。 23その四方に九十六個のざくろがあ

り、周囲の網細工の上にあるざくろの数は百個で

あった。 24侍衛の長は祭司長セラヤと次席の祭

司ゼパニヤと三人の門を守る者を捕え、 25また

兵士をつかさどるひとりの役人と、町にいた王の

側近の者七人と、その地の民を募る軍勢の長の書

記官と、町の中にいた六十人の者を町から捕え去

った。 26侍衛の長ネブザラダンは、これらの人

を捕えて、リブラにいるバビロンの王のもとに連

れて行った。 27バビロンの王は、ハマテの地の

リブラで彼らを撃ち殺した。こうして、ユダは自

分の地から捕え移された。 28ネブカデレザルが

捕え移した民の数は次のとおりである。第七年に

はユダヤ人三千二十三人。 29またネブカデレザ

ルはその第十八年にエルサレムから八百三十二人

を捕え移した。 30ネブカデレザルの二十三年に

侍衛の長ネブザラダンは、ユダヤ人七百四十五人

を捕え移した。この総数は四千六百人であった。

31ユダの王エホヤキンが捕え移されて後三十七年

の十二月二十五日に、バビロンの王エビルメロダ

クはその即位の年に、ユダの王エホヤキンを獄屋

から出し、そのこうべを挙げさせ、 32親切に彼

を慰め、その位を、バビロンで共にいる王たちの

位よりも高くした。 33こうしてエホヤキンは獄

屋の服を脱いだ。そして生きている間は毎日王の

食卓で食事し、 34彼の給与としては、その死ぬ

日まで一生の間、たえず日々の必要にしたがって

、バビロンの王から給与を賜わった。
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哀歌

1ああ、むかしは、民の満ちみちていたこの都
、国々の民のうちで大いなる者であったこの

町、今は寂しいさまで座し、やもめのようになっ

た。もろもろの町のうちで女王であった者、今は

奴隷となった。 2これは夜もすがらいたく泣き悲

しみ、そのほおには涙が流れている。そのすべて

の愛する者のうちには、これを慰める者はひとり

もなく、そのすべての友はこれにそむいて、その

敵となった。 3ユダは悩みのゆえに、また激しい

苦役のゆえに、のがれて行って、もろもろの国民

のうちに住んでいるが、安息を得ず、これを追う

者がみな追いついてみると、悩みのうちにあった

。 4シオンの道は祭に上ってくる者のないために

悲しみ、その門はことごとく荒れ、その祭司たち

は嘆き、そのおとめたちは引かれて行き、シオン

はみずからいたく苦しむ。 5そのあだはかしらと

なり、その敵は栄えている。そのとがが多いので

、主がこれを悩まされたからである。その幼な子

たちは捕われて、あだの前に行った。 6シオンの

娘の栄華はことごとく彼女を離れ去り、その君た

ちは牧草を得ない、しかのようになり、自分を追

う者の前に力なく逃げ去った。 7エルサレムはそ

の悩みと苦しみの日に、昔から持っていたもろも

ろの宝を思い出す。その民があだの手に陥り、だ

れもこれを助ける者のない時、あだはこれを見て

、その滅びをあざ笑った。 8エルサレムは、はな

はだしく罪を犯したので、汚れたものとなった。

これを尊んだ者も皆その裸を見たので、これを卑

しめる。これもまたみずから嘆き、顔をそむける

。 9その汚れはその衣のすそにあり、これはその

終りを思わなかった。それゆえ、これは驚くばか

りに落ちぶれ、これを慰める者はひとりもない。

「主よ、わが悩みを顧みてください、敵は勝ち誇

っていますから」。 10敵は手を伸べて、その財

宝をことごとく奪った。あなたがさきに異邦人ら

はあなたの公会に、はいってはならないと命じら

れたのに、彼らがその聖所にはいるのをシオンは

見た。 11その民はみな嘆いて食物を求め、その

命をささえるために、財宝を食物にかえた。「主

よ、みそなわして、わたしの卑しめられるのを顧

みてください」。 12「すべて道行く人よ、あな

たがたはなんとも思わないのか。主がその激しい

怒りの日にわたしを悩まして、わたしにくだされ

た苦しみのような苦しみが、また世にあるだろう

か、尋ねて見よ。 13主は上から火を送り、それ

をわが骨にくだし、網を張ってわが足を捕え、わ

たしを引き返させ、ひねもす心わびしく、かつ病

み衰えさせられた。 14わたしのとがは、つかね

られて、一つのくびきとせられ、主のみ手により

固く締められて、わたしの首におかれ、わたしの

力を衰えさせられた。主はわたしを、立ちむかい

得ざる者の手に渡された。 15主はわたしのうち

にあるすべての勇士を無視し、聖会を召集して、

わたしを攻め、わが若き人々を打ち滅ぼされた。

主は酒ぶねを踏むように、ユダの娘なるおとめを

踏みつけられた。 16このために、わたしは泣き

悲しみ、わたしの目は涙であふれる。わたしを慰

める者、わたしを勇気づける者がわたしから遠く

離れたからである。わが子らは敵が勝ったために

、わびしい者となった」。 17シオンは手を伸ば

しても、これを慰める者はひとりもない。ヤコブ

については、主は命じて、その周囲の者を、これ

があだとせられた。エルサレムは彼らの中にあっ

て、汚れた物のようになった。 18「主は正しい

、わたしは、み言葉にそむいた。すべての民よ、

聞け、わが苦しみを顧みよ。わがおとめらも、わ

が若人らも捕われて行った。 19わたしはわが愛

する者を呼んだが、彼らはわたしを欺いた。わが

祭司および長老たちは、その命をささえようと、

食物を求めている間に、町のうちで息絶えた。 20

主よ、顧みてください、わたしは悩み、わがはら

わたはわきかえり、わが心臓はわたしの内に転倒

しています。わたしは、はなはだしくそむいたか

らです。外にはつるぎがあって、わが子を奪い、

家の内には死のようなものがある。 21わたしが

どんなに嘆くかを聞いてください。わたしを慰め

る者はひとりもなく、敵はみなわたしの悩みを聞

いて、あなたがこれをなされたのを喜んだ。あな

たがさきに告げ知らせたその日をきたらせ、彼ら

をも、わたしのようにしてください。 22彼らの

悪をことごとくあなたの前にあらわし、さきにわ

がもろもろのとがのために、わたしに行われたよ

うに、彼らにも行ってください。わが嘆きは多く

、わが心は弱りはてているからです」。

2ああ、主は怒りを起し、黒雲をもってシオン
の娘をおおわれた。主はイスラエルの栄光を

天から地に投げ落し、その怒りの日に、おのれの
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足台を心にとめられなかった。 2主はヤコブのす

べてのすまいを滅ぼして、あわれまず、その怒り

によって、ユダの娘のとりでをこわし、これを地

に倒して、その国とそのつかさたちをはずかしめ

られた。 3主は激しい怒りをもって、イスラエル

のすべての力を断ち、敵の前で、おのれの右の手

を引きもどし、周囲を焼きつくす燃える火のよう

に、ヤコブを焼かれた。 4主は敵のように弓を張

り、あだのように右の手を伸べて立ち、シオンの

娘の天幕におるわれわれの目に誇る者を、ことご

とく殺し、火のようにその怒りを注がれた。 5主

は敵のようになって、イスラエルを滅ぼし、その

すべての宮殿を滅ぼし、そのとりでをこわし、ユ

ダの娘の上に憂いと悲しみとを増し加えられた。

6主は園の小屋のようにおのれの幕屋を倒し、そ

の祭の場所をこわされた。主は祭と安息日とをシ

オンに忘れさせ、激しい怒りによって、王と祭司

とを捨てられた。 7主はその祭壇を忌み、その聖

所をきらって、もろもろの宮殿の石がきを敵の手

に渡された。彼らは祭の日のように、主の宮で声

をあげた。 8主はシオンの娘の城壁を破壊しよう

と思い定めて、なわを張り、打ちこわして、その

手をひかず、城壁と石がきとを悲しませられた。

これらは共に衰える。 9その門は地にうずもれ、

主はその貫の木をこわし砕かれた。その王と君た

ちはもろもろの国民の中におり、もはや律法はな

く、またその預言者は主から幻を得ない。 10シ

オンの娘の長老たちは地に座して黙し、頭にちり

をかぶり、身に荒布をまとった。エルサレムのお

とめたちはこうべを地にたれた。 11わが目は涙

のためにつぶれ、わがはらわたはわきかえり、わ

が肝はわが民の娘の滅びのために、地に注ぎ出さ

れる。幼な子や乳のみ子が町のちまたに息も絶え

ようとしているからである。 12彼らが、傷つい

た者のように町のちまたで息も絶えようとすると

き、その母のふところにその命を注ぎ出そうとす

るとき、母にむかって、「パンとぶどう酒とはど

こにありますか」と叫ぶ。 13エルサレムの娘よ

、わたしは何をあなたに言い、何にあなたを比べ

ることができようか。シオンの娘なるおとめよ、

わたしは何をもってあなたになぞらえて、あなた

を慰めることができようか。あなたの破れは海の

ように大きい、だれがあなたをいやすことができ

ようか。 14あなたの預言者たちはあなたのため

に人を欺く偽りの幻を見た。彼らはあなたの不義

をあらわして捕われを免れさせようとはせず、あ

なたのために人を迷わす偽りの託宣を見た。 15

すべて道行く人は、あなたにむかって手を打ち、

エルサレムの娘にむかって、あざ笑い、かつ頭を

振って言う、「麗しさのきわみ、全地の喜びとと

なえられた町はこれなのか」と。 16あなたのも

ろもろの敵は、あなたをののしり、あざ笑い、歯

がみして言う、「われわれはこれを滅ぼした、あ

あ、これはわれわれが望んだ日だ、今われわれは

これにあい、これを見た」と。 17主はその計画

されたことを行い、警告されたことをなし遂げ、

いにしえから命じておかれたように、滅ぼして、

あわれむことをせず、あなたについて敵を喜ばせ

、あなたのあだの力を高められた。 18シオンの

娘よ、声高らかに主に呼ばわれ、夜も昼も川のよ

うに涙を流せ。みずから安んじることをせず、あ

なたのひとみを休ませるな。 19夜、初更に起き

て叫べ。主の前にあなたの心を水のように注ぎ出

せ。町のかどで、飢えて息も絶えようとする幼な

子の命のために、主にむかって両手をあげよ。 20

主よ、みそなわして、顧みてください。あなたは

だれにむかってこのように行われたのですか。女

は自分の産んだ子、その大事に育てた幼な子を食

べるでしょうか。祭司と預言者が主の聖所で殺さ

れていいでしょうか。 21老いも若きも、ちまた

のちりに伏し、わがおとめも、若人も、つるぎで

倒されてしまった。あなたは、その怒りの日にこ

れを殺し、これをほふって、あわれむことをされ

なかった。 22あなたは、わたしの恐れるものを

、祭の日のように四方から呼び集められた。主の

怒りの日には、のがれた者も残った者もなかった

。わたしが、いだき育てた者をわたしの敵は滅ぼ

し尽した。

3わたしは彼の怒りのむちによって、悩みにあ
った人である。 2彼はわたしをかり立てて、光

のない暗い中を歩かせ、 3まことにその手をしば

しばかえて、ひねもすわたしを攻められた。 4彼

はわが肉と皮を衰えさせ、わが骨を砕き、 5苦し

みと悩みをもって、わたしを囲み、わたしを閉じ

こめ、 6遠い昔に死んだ者のように、暗い所に住

まわせられた。 7彼はわたしのまわりに、かきを

めぐらして、出ることのできないようにし、重い

鎖でわたしをつながれた。 8わたしは叫んで助け

を求めたが、彼はわたしの祈をしりぞけ、 9切り
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石をもって、わたしの行く道をふさぎ、わたしの

道筋を曲げられた。 10彼はわたしに対して待ち

伏せするくまのように、潜み隠れるししのように

、 11わが道を離れさせ、わたしを引き裂いて、

見るかげもないみじめな者とし、 12その弓を張

って、わたしを矢の的のようにされた。 13彼は

その箙の矢をわたしの心臓に打ち込まれた。 14

わたしはすべての民の物笑いとなり、ひねもす彼

らの歌となった。 15彼はわたしを苦い物で飽か

せ、にがよもぎをわたしに飲ませられた。 16彼

は小石をもって、わたしの歯を砕き、灰の中にわ

たしをころがされた。 17わが魂は平和を失い、

わたしは幸福を忘れた。 18そこでわたしは言っ

た、「わが栄えはうせ去り、わたしが主に望むと

ころのものもうせ去った」と。 19どうか、わが

悩みと苦しみ、にがよもぎと胆汁とを心に留めて

ください。 20わが魂は絶えずこれを思って、わ

がうちにうなだれる。 21しかし、わたしはこの

事を心に思い起す。それゆえ、わたしは望みをい

だく。 22主のいつくしみは絶えることがなく、

そのあわれみは尽きることがない。 23これは朝

ごとに新しく、あなたの真実は大きい。 24わが

魂は言う、「主はわたしの受くべき分である、そ

れゆえ、わたしは彼を待ち望む」と。 25主はお

のれを待ち望む者と、おのれを尋ね求める者にむ

かって恵みふかい。 26主の救を静かに待ち望む

ことは、良いことである。 27人が若い時にくび

きを負うことは、良いことである。 28主がこれ

を負わせられるとき、ひとりすわって黙している

がよい。 29口をちりにつけよ、あるいはなお望

みがあるであろう。 30おのれを撃つ者にほおを

向け、満ち足りるまでに、はずかしめを受けよ。

31主はとこしえにこのような人を捨てられないか

らである。 32彼は悩みを与えられるが、そのい

つくしみが豊かなので、またあわれみをたれられ

る。 33彼は心から人の子を苦しめ悩ますことを

されないからである。 34地のすべての捕われ人

を足の下に踏みにじり、 35いと高き者の前に人

の公義をまげ、 36人の訴えをくつがえすことは

、主のよみせられないことである。 37主が命じ

られたのでなければ、だれが命じて、その事の成

ったことがあるか。 38災もさいわいも、いと高

き者の口から出るではないか。 39生ける人はど

うしてつぶやかねばならないのか、人は自分の罪

の罰せられるのを、つぶやくことができようか。

40われわれは、自分の行いを調べ、かつ省みて、

主に帰ろう。 41われわれは天にいます神にむか

って、手と共に心をもあげよう。 42「わたした

ちは罪を犯し、そむきました、あなたはおゆるし

になりませんでした。 43あなたは怒りをもって

ご自分をおおい、わたしたちを追い攻め、殺して

、あわれまず、 44また雲をもってご自分をおお

い、祈を通じないようにし、 45もろもろの民の

中に、わたしたちをちりあくたとなさいました。

46敵はみなわたしたちをののしり、 47恐れと落

し穴と、荒廃と滅亡とが、わたしたちに臨みまし

た。 48わが民の娘の滅びによって、わたしの目

には涙の川が流れています。 49わが目は絶えず

涙を注ぎ出して、やむことなく、 50主が天から

見おろして、顧みられる時にまで及ぶでしょう。

51わが目はわが町のすべての娘の最期のゆえに、

わたしを痛ませます。 52ゆえなくわたしに敵す

る者どもによって、わたしは鳥のように追われま

した。 53彼らは生きているわたしを穴の中に投

げ入れ、わたしの上に石を投げつけました。 54

水はわたしの頭の上にあふれ、わたしは『断ち滅

ぼされた』と言いました。 55主よ、わたしは深

い穴からみ名を呼びました。 56あなたはわが声

を聞かれました、『わが嘆きと叫びに耳をふさが

ないでください』。 57わたしがあなたに呼ばわ

ったとき、あなたは近寄って、『恐れるな』と言

われました。 58主よ、あなたはわが訴えを取り

あげて、わたしの命をあがなわれました。 59主

よ、あなたはわたしがこうむった不義をごらんに

なりました。わたしの訴えをおさばきください。

60あなたはわたしに対する彼らの報復と、陰謀と

を、ことごとくごらんになりました。 61主よ、

あなたはわたしに対する彼らのそしりと、陰謀と

を、ことごとく聞かれました。 62立ってわたし

に逆らう者どものくちびると、その思いは、ひね

もすわたしを攻めています。 63どうか、彼らの

すわるをも、立つをも、みそなわしてください。

わたしは彼らの歌となっています。 64主よ、彼

らの手のわざにしたがって、彼らに報い、 65彼

らの心をかたくなにし、あなたののろいを彼らに

注いでください。 66主よ、怒りをもって彼らを

追い、天が下から彼らを滅ぼしてください」。

4ああ、黄金は光を失い、純金は色を変じ、聖
所の石はすべてのちまたのかどに投げ捨てら
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れた。 2ああ、精金にも比すべきシオンのいとし

子らは、陶器師の手のわざである土の器のように

みなされる。 3山犬さえも乳ぶさをたれて、その

子に乳を飲ませる。ところが、わが民の娘は、荒

野のだちょうのように無慈悲になった。 4乳のみ

子の舌はかわいて、上あごに、ひたとつき、幼な

子らはパンを求めても、これに与える者がない。

5うまい物を食べていた者は、落ちぶれて、ちま

たにおり、紫の着物で育てられた者も、今は灰だ

まりの上に伏している。 6わが民の娘のうけた懲

しめは、ソドムの罰よりも大きかった。ソドムは

昔、人の手によらないで、またたくまに滅ぼされ

たのだ。 7わが民の君たちは雪よりも清らかに、

乳よりも白く、そのからだは、さんごよりも赤く

、その姿の美しさはサファイヤのようであった。

8今はその顔はすすよりも黒く、町の中にいても

人に知られず、その皮膚は縮んで骨につき、かわ

いて枯れ木のようになった。 9つるぎで殺される

者は、飢えて死ぬ者よりもさいわいである。彼ら

は田畑の産物の欠乏によって、刺された者のよう

に衰え行くからである。 10わが民の娘の滅びる

時には情深い女たちさえも、手ずから自分の子ど

もを煮て、それを食物とした。 11主はその憤り

をことごとく漏らし、激しい怒りをそそぎ、シオ

ンに火を燃やして、その礎までも焼き払われた。

12地の王たちも、世の民らもみな、エルサレムの

門に、あだや敵が、討ち入ろうとは信じなかった

。 13これはその預言者たちの罪のため、その祭

司たちの不義のためであった。彼らは義人の血を

その町の中に流した者である。 14彼らは盲人の

ように、ちまたにさまよい、血で汚れている。だ

れもその衣にさわることができない。 15人々は

彼らにむかって、「去れよ、けがらわしい」、「

去れよ、去れよ、さわるな」と叫んだので、彼ら

は逃げ去って放浪者となったが、異邦人の中でも

人々は「もうわれわれのうちに宿ってはならない

」と言った。 16主はみずから彼らを散らして、

再び彼らを顧みず、祭司を尊ばず、長老をいたわ

られなかった。 17われわれの目は、むなしく助

けを待ち望んで疲れ衰えた。われわれは待ち望ん

だが、救を与え得ない国びとを待ち望んだ。 18

人々がわれわれの歩みをうかがうので、われわれ

は自分の町の中をも、歩くことができなかった。

われわれの終りは近づいた、日は尽きた。われわ

れの終りが来たからである。 19われわれを追う

者は空のはげたかよりも速く、彼らは山でわれわ

れを追い立て、野でわれわれを待ち伏せる。 20

われわれが鼻の息とたのんだ者、主に油そそがれ

た者は、彼らの落し穴で捕えられた。彼はわれわ

れが「異邦人の中でもその陰に生きるであろう」

と思った者である。 21ウズの地に住むエドムの

娘よ、喜び楽しめ、あなたにもまた杯がめぐって

行く、あなたも酔って裸になる。 22シオンの娘

よ、あなたの不義の罰は終った。主は重ねてあな

たを捕え移されない。エドムの娘よ、主はあなた

の不義を罰し、あなたの罪をあらわされる。

5主よ、われわれに臨んだ事を覚えてください
。われわれのはずかしめを顧みてください。 2

われわれの嗣業は他国の人に移り、家は異邦人の

ものとなった。 3われわれはみなしごとなって父

はなく、母はやもめにひとしい。 4われわれは金

を出して水を飲み、価を払って、たきぎを獲なけ

ればならない。 5われわれは首にくびきをかけら

れて追い使われ、疲れても休むことができない。

6われわれは足りるだけの食物を獲るために、エ

ジプトおよびアッスリヤに手をさし伸べた。 7わ

れわれの先祖は罪を犯して、すでに世になく、わ

れわれはその不義の責めを負っている。 8奴隷で

あった者がわれわれを治めるが、われわれをその

手から救い出す者がない。 9われわれは荒野のつ

るぎのゆえに、おのが命をかけて食物を獲る。 10

われわれの皮膚は飢餓の激しい熱のために、炉の

ように熱い。 11女たちはシオンで犯され、おと

めたちはユダの町々で汚された。 12君たる者も

彼らの手でつるされ、長老たちも尊ばれず、 13

若者たちは、ひきうすをになわせられ、わらべた

ちは、たきぎを負って、よろめき、 14長老たち

は門に集まることをやめ、若者たちはその音楽を

廃した。 15われわれの心の喜びはやみ、踊りは

悲しみに変り、 16われわれの冠はこうべから落

ちた。わざわいなるかな、われわれは罪を犯した

からである。 17このために、われわれの心は衰

え、これらの事のために、われわれの目はくらく

なった。 18シオンの山は荒れはて、山犬がその

上を歩いているからである。 19しかし主よ、あ

なたはとこしえに統べ治められる。あなたの、み

位は世々絶えることがない。 20なぜ、あなたは

われわれをながく忘れ、われわれを久しく捨てお

かれるのですか。 21主よ、あなたに帰らせてく
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ださい、われわれは帰ります。われわれの日を新

たにして、いにしえの日のようにしてください。

22あなたは全くわれわれを捨てられたのですか、

はなはだしく怒っていられるのですか。
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エゼキエル書

1第三十年四月五日に、わたしがケバル川のほ
とりで、捕囚の人々のうちにいた時、天が開

けて、神の幻を見た。 2これはエホヤキン王の捕

え移された第五年であって、その月の五日に、 3

主の言葉がケバル川のほとり、カルデヤびとの地

でブジの子祭司エゼキエルに臨み、主の手がその

所で彼の上にあった。 4わたしが見ていると、見

よ、激しい風と大いなる雲が北から来て、その周

囲に輝きがあり、たえず火を吹き出していた。そ

の火の中に青銅のように輝くものがあった。 5ま

たその中から四つの生きものの形が出てきた。そ

の様子はこうである。彼らは人の姿をもっていた

。 6おのおの四つの顔をもち、またそのおのおの

に四つの翼があった。 7その足はまっすぐで、足

のうらは子牛の足のうらのようであり、みがいた

青銅のように光っていた。 8その四方に、そのお

のおのの翼の下に人の手があった。この四つの者

はみな顔と翼をもち、 9翼は互に連なり、行く時

は回らずに、おのおの顔の向かうところにまっす

ぐに進んだ。 10顔の形は、おのおのその前方に

人の顔をもっていた。四つの者は右の方に、しし

の顔をもち、四つの者は左の方に牛の顔をもち、

また四つの者は後ろの方に、わしの顔をもってい

た。 11彼らの顔はこのようであった。その翼は

高く伸ばされ、その二つは互に連なり、他の二つ

をもってからだをおおっていた。 12彼らはおの

おのその顔の向かうところへまっすぐに行き、霊

の行くところへ彼らも行き、その行く時は回らな

い。 13この生きもののうちには燃える炭の火の

ようなものがあり、たいまつのように、生きもの

の中を行き来している。火は輝いて、その火から

、いなずまが出ていた。 14生きものは、いなず

まのひらめきのように速く行き来していた。 15

わたしが生きものを見ていると、生きもののかた

わら、地の上に輪があった。四つの生きものおの

おのに、一つずつの輪である。 16もろもろの輪

の形と作りは、光る貴かんらん石のようである。

四つのものは同じ形で、その作りは、あたかも、

輪の中に輪があるようである。 17その行く時、

彼らは四方のいずれかに行き、行く時は回らない

。 18四つの輪には輪縁と輻とがあり、その輪縁

の周囲は目をもって満たされていた。 19生きも

のが行く時には、輪もそのかたわらに行き、生き

ものが地からあがる時は、輪もあがる。 20霊の

行く所には彼らも行き、輪は彼らに伴ってあがる

。生きものの霊が輪の中にあるからである。 21

彼らが行く時は、これらも行き、彼らがとどまる

時は、これらもとどまり、彼らが地からあがる時

は、輪もまたこれらと共にあがる。生きものの霊

が輪の中にあるからである。 22生きものの頭の

上に水晶のように輝く大空の形があって、彼らの

頭の上に広がっている。、 23大空の下にはまっ

すぐに伸ばした翼があり、たがいに相連なり、生

きものはおのおの二つの翼をもって、からだをお

おっている。 24その行く時、わたしは大水の声

、全能者の声のような翼の声を聞いた。その声の

響きは大軍の声のようで、そのとどまる時は翼を

たれる。 25また彼らの頭の上の大空から声があ

った。彼らが立ちとどまる時は翼をおろした。 26

彼らの頭の上の大空の上に、サファイヤのような

位の形があった。またその位の形の上に、人の姿

のような形があった。 27そしてその腰とみえる

所の上の方に、火の形のような光る青銅の色のも

のが、これを囲んでいるのを見た。わたしはその

腰とみえる所の下の方に、火のようなものを見た

。そして彼のまわりに輝きがあった。 28そのま

わりにある輝きのさまは、雨の日に雲に起るにじ

のようであった。主の栄光の形のさまは、このよ

うであった。わたしはこれを見て、わたしの顔を

ふせたとき、語る者の声を聞いた。

2彼はわたしに言われた、「人の子よ、立ちあ
がれ、わたしはあなたに語ろう」。 2そして彼

がわたしに語られた時、霊がわたしのうちに入り

、わたしを立ちあがらせた。そして彼のわたしに

語られるのを聞いた。 3彼はわたしに言われた、

「人の子よ、わたしはあなたをイスラエルの民、

すなわちわたしにそむいた反逆の民につかわす。

彼らもその先祖も、わたしにそむいて今日に及ん

でいる。 4彼らは厚顔で強情な者たちである。わ

たしはあなたを彼らにつかわす。あなたは彼らに

『主なる神はこう言われる』と言いなさい。 5彼

らは聞いても、拒んでも、（彼らは反逆の家だか

ら）彼らの中に預言者がいたことを知るだろう。

6人の子よ、彼らを恐れてはならない。彼らの言

葉をも恐れてはならない。たといあざみといばら

があなたと一緒にあっても、またあなたが、さそ

りの中に住んでも、彼らの言葉を恐れてはならな
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い。彼らの顔をはばかってはならない。彼らは反

逆の家である。 7彼らが聞いても、拒んでも、あ

なたはただわたしの言葉を彼らに語らなければな

らない。彼らは反逆の家だから。 8人の子よ、わ

たしがあなたに語るところを聞きなさい。反逆の

家のようにそむいてはならない。あなたの口を開

いて、わたしが与えるものを食べなさい」。 9こ

の時わたしが見ると、見よ、わたしの方に伸べた

手があった。また見よ、手の中に巻物があった。

10彼がわたしの前にこれを開くと、その表にも裏

にも文字が書いてあった。その書かれていること

は悲しみと、嘆きと、災の言葉であった。

3彼はわたしに言われた。「人の子よ、あなた
に与えられたものを食べなさい。この巻物を

食べ、行ってイスラエルの家に語りなさい」。 2

そこでわたしが口を開くと、彼はわたしにその巻

物を食べさせた。 3そして彼はわたしに言われた

、「人の子よ、わたしがあなたに与えるこの巻物

を食べ、これであなたの腹を満たしなさい」。わ

たしがそれを食べると、それはわたしの口に甘い

こと蜜のようであった。 4彼はまたわたしに言わ

れた、「人の子よ、イスラエルの家に行って、わ

たしの言葉を語りなさい。 5わたしはあなたを、

異国語を用い、舌の重い民につかわすのでなく、

イスラエルの家につかわすのである。 6すなわち

あなたがその言葉を知らない、異国語の舌の重い

多くの民につかわすのではない。もしわたしがあ

なたをそのような民につかわしたら、彼らはあな

たに聞いたであろう。 7しかしイスラエルの家は

あなたに聞くのを好まない。彼らはわたしに聞く

のを好まないからである。イスラエルの家はすべ

て厚顔でまた強情である。 8見よ、わたしはあな

たの顔を彼らの顔に向かって堅くし、あなたの額

を彼らの額に向かって堅くした。 9わたしはあな

たの額を岩よりも堅いダイヤモンドのようにした

。ゆえに彼らを恐れてはならない。彼らの顔をは

ばかってはならない。彼らは反逆の家である」。

10また彼はわたしに言われた、「人の子よ、わた

しがあなたに語るすべての言葉をあなたの心にお

さめ、あなたの耳に聞きなさい。 11そして捕囚

の人々、あなたの民の人々の所へ行って、彼らが

聞いても、彼らが拒んでも、『主なる神はこう言

われる』と彼らに言いなさい」。 12時に霊がわ

たしをもたげた。そして主の栄光がその所からの

ぼった時、わたしの後に大いなる地震の響きを聞

いた。 13それは互に相触れる生きものの翼の音

と、そのかたわらの輪の音で、大いなる地震のよ

うに響いた。 14霊はわたしをもたげ、わたしを

取り去ったので、わたしは心を熱くし、苦々しい

思いで出て行った。主の手が強くわたしの上にあ

った。 15そしてわたしはケバル川のほとりのテ

ルアビブにいる捕囚の人々のもとへ行き、七日の

間、驚きあきれて彼らの中に座した。 16七日過

ぎて後、主の言葉がわたしに臨んだ、 17「人の

子よ、わたしはあなたをイスラエルの家のために

見守る者とした。あなたはわたしの口から言葉を

聞くたびに、わたしに代って彼らを戒めなさい。

18わたしが悪人に『あなたは必ず死ぬ』と言うと

き、あなたは彼の命を救うために彼を戒めず、ま

た悪人を戒めて、その悪い道から離れるように語

らないなら、その悪人は自分の悪のために死ぬ。

しかしその血をわたしはあなたの手から求める。

19しかし、もしあなたが悪人を戒めても、彼がそ

の悪をも、またその悪い道をも離れないなら、彼

はその悪のために死ぬ。しかしあなたは自分の命

を救う。 20また義人がその義にそむき、不義を

行うなら、わたしは彼の前に、つまずきを置き、

彼は死ぬ。あなたが彼を戒めなかったゆえ、彼は

その罪のために死に、その行った義は覚えられな

い。しかしその血をわたしはあなたの手から求め

る。 21けれども、もしあなたが義人を戒めて、

罪を犯さないように語り、そして彼が罪を犯さな

いなら、彼は戒めを受けいれたゆえに、その命を

保ち、あなたは自分の命を救う」。 22その所で

主の手がわたしの上に臨み、彼はわたしに言われ

た、「立って、平野に出て行きなさい。その所で

わたしはあなたに語ろう」。 23そこで、わたし

は立って平野に出て行った。見よ、主の栄光が、

かつてわたしがケバル川のほとりで見た栄光のよ

うに、その所に立ち現れたので、わたしはひれ伏

した。 24しかし霊がわたしのうちにはいって、

わたしを立ちあがらせ、わたしに語って言った、

「行って、あなたの家にこもっていなさい。 25

人の子よ、見よ、彼らはあなたの上になわをかけ

、それであなたを縛り、あなたを民の中に行かせ

ないようにする。 26わたしはあなたの舌を上あ

ごにつかせ、あなたをおしにして、彼らを戒める

ことができないようにする。彼らは反逆の家だか

らである。 27しかし、わたしがあなたと語ると
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きは、あなたの口を開く。あなたは彼らに『主な

る神はこう言われる』と言わなければならない。

聞く者は聞くがよい、拒む者は拒むがよい。彼ら

は反逆の家だからである。

4人の子よ、一枚のかわらを取って、あなたの
前に置き、その上にエルサレムの町を描きな

さい。 2そしてこれを取り囲み、これにむかって

雲梯を設け、塁を築き、陣を張り、その回りに城

くずしを備えてこれを攻めなさい。 3また鉄の板

をとり、それをあなたと町の間に置いて鉄の壁と

なし、あなたの顔をこれに向けなさい。町をこの

ように囲んで、その包囲を押し進めなさい。これ

がイスラエルの家のしるしである。 4あなたはま

た自分の左脇を下にして寝なさい。わたしはあな

たの上にイスラエルの家の罰を置く。あなたはこ

のようにして寝ている日の間、彼らの罰を負わな

ければならない。 5わたしは彼らの罰の年数に等

しいその日数、すなわち三百九十日をあなたのた

めに定める。その間あなたはイスラエルの家の罰

を負わなければならない。 6あなたはその期間を

終ったなら、また右脇を下にして寝て、ユダの家

の罰を負わなければならない。わたしは一日を一

年として四十日をあなたのために定める。 7あな

たは自分の顔をエルサレムの包囲の方に向け、腕

をあらわし、町に向かって預言しなければならな

い。 8見よ、わたしはあなたに、なわをかけて、

あなたの包囲の期間の終るまで、左右に動くこと

ができないようにする。 9あなたはまた小麦、大

麦、豆、レンズ豆、あわ、はだか麦を取って、一

つの器に入れ、これでパンを造り、あなたが横に

なって寝る日の数、すなわち三百九十日の間これ

を食べなければならない。 10あなたが食べる食

物は量って一日に二十シケルである。あなたは一

日に一度これを食べなければならない。 11また

水を量って一ヒンの六分の一を一日に一度飲まな

ければならない。 12あなたは大麦の菓子のよう

にしてこれを食べなさい。すなわち彼らの目の前

でこれを人の糞で焼かなければならない」。 13

そして主は言われた、「このようにイスラエルの

民はわたしが追いやろうとする国々の中で汚れた

パンを食べなければならない」。 14そこでわた

しは言った、「ああ、主なる神よ、わたしは自分

を汚したことはありません。わたしは幼い時から

今日まで、自然に死んだものや、野獣に裂き殺さ

れたものを食べたことはありません。また汚れた

肉がわたしの口にはいったことはありません」。

15すると彼はわたしに言われた、「見よ、わたし

は牛の糞をもって人の糞に換えることをあなたに

ゆるす。あなたはそれで自分のパンを整えなさい

」。 16またわたしに言われた、「人の子よ、見

よ、わたしはエルサレムで人のつえとするパンを

打ち砕く。彼らはパンを量って、恐れながら食べ

、また水を量って驚きながら飲む。 17これは彼

らをパンと水とに乏しくし、互に驚いて顔を見合

わせ、その罰のために衰えさせるためである。

5人の子よ、鋭いつるぎを取り、それを理髪師
のかみそりとして、あなたの頭と、ひげとを

そり、はかりで量って、その毛を分けなさい。 2

その三分の一は包囲の期間の終る時、町の中で火

で焼き、また三分の一を取り、つるぎで町のまわ

りでこれを打ち、さらに三分の一を風に散らしな

さい。わたしはつるぎを抜いて、彼らのあとを追

う。 3あなたはその毛を少し取って、衣のすそに

包み、 4またそのうちから少しを取って火の中に

投げ入れ、火でこれを焼きなさい。火はその中か

ら出て、イスラエルの全家に及ぶ。 5主なる神は

こう言われる、わたしはこのエルサレムを万国の

中に置き、国々をそのまわりに置いた。 6エルサ

レムは他の国々よりも悪しく、わたしのおきてに

そむき、そのまわりの国々よりもわたしの定めに

そむいた。すなわち彼らはわたしのおきてを捨て

、わたしの定めに歩まなかった。 7それゆえ主は

こう言われる、あなたがたはそのまわりにいる異

邦人よりも狂暴であって、わたしの定めに歩まず

、わたしのおきてを行わず、むしろ、あなたがた

の回りにいる異邦人のおきてを守っていた。 8そ

れゆえ主なる神はこう言われる、見よ、わたしは

あなたを攻め、異邦人の目の前で、あなたの中に

さばきを行う。 9あなたのもろもろの憎むべき事

のために、わたしがまだした事のないような事、

またこの後ふたたびしないような事をあなたに対

してする。 10それゆえ、あなたのうちで父はそ

の子を食い、子はその父を食う。わたしはあなた

に対してさばきを行い、あなたのうちの残りの者

をことごとく四方の風に散らす。 11それゆえ、

主なる神は言われる、わたしは生きている。あな

たはその忌むべき物と、その憎むべき事とをもっ

て、わたしの聖所を汚したので、わたしは必ずあ
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なたの数を減らす。わたしの目はあなたを惜しみ

見ず、またわたしはあなたをあわれまない。 12

あなたの三分の一はあなたの中で疫病で死に、き

きんで滅び、三分の一はあなたのまわりでつるぎ

に倒れ、三分の一は四方の風に散らされる。わた

しはつるぎを抜いてそのあとを追う。 13こうし

てわたしは怒りを漏らし尽し、憤りを彼らの上に

漏らして、満足する。こうして、わたしの憤りを

彼らの上に漏らし尽した時、彼らは主であるわた

しが熱心に語ったことを知るであろう。 14わた

しはまわりにある国々の中と、すべてそばを通る

者の目の前であなたを滅亡とあざけりに渡す。 15

わたしが怒りと、憤りと、重い懲罰とをもって、

あなたに対してさばきを行う時、あなたはそのま

わりにある国々のあざけりとなり、そしりとなり

、戒めとなり、驚きとなる。これは主であるわた

しが語るのである。 16すなわち、わたしがあな

たを滅ぼすききんの矢、滅亡の矢をあなたに放つ

時、わたしはあなたを滅ぼすために放つのだ。わ

たしはあなたの上にききんを増し加え、あなたが

つえとするパンを打ち砕く。 17わたしはあなた

にききんと野獣を送って、あなたの子を奪い取り

、また疫病と流血にあなたの中を通らせ、またつ

るぎをあなたに送る。主であるわたしがこれを言

う」。

6主の言葉が、わたしに臨んで言った、 2「人の

子よ、あなたの顔をイスラエルの山々に向け

、預言して、 3言え。イスラエルの山々よ、主な

る神の言葉を聞け。主なる神は山と丘と、谷と川

に向かって、こう言われる、見よ、わたしはつる

ぎをあなたがたに送り、あなたがたの高き所を滅

ぼす。 4あなたがたの祭壇は荒され、あなたがた

の香の祭壇はこわされる。わたしはあなたがたの

偶像の前に、あなたがたの殺された者を投げ出す

。 5わたしはイスラエルの民の死体を彼らの偶像

の前に置き、骨をあなたがたの祭壇のまわりに散

らす。 6すべてあなたがたの住む所で町々は滅ぼ

され、高き所は荒される。こうしてあなたがたの

祭壇はこわし荒され、あなたがたの偶像は砕かれ

て滅び、あなたがたの香の祭壇は倒され、あなた

がたのわざは消し去られる。 7また殺された者は

あなたがたのうちに倒れる。これによって、あな

たがたはわたしが主であることを知るようになる

。 8わたしは、あなたがたのある者を生かしてお

く。あなたがたが、つるぎをのがれて国々の中に

おり、国々に散らされる時、 9あなたがたのうち

ののがれた者は、その捕え移された国々の中でわ

たしを思い出す。これはわたしが、彼らのわたし

を離れた姦淫の心と、偶像を慕って姦淫を行う目

をくじくからである。そして彼らはそのもろもろ

の憎むべきことと、その犯した悪のために、みず

からをいとうようになる。 10そして彼らはわた

しが主であることを知る。この災を彼らに対して

下すと、わたしが言ったのは決してむなしい事で

はない」。 11主なる神はこう言われる、「あな

たは手を打ち、足を踏みならして言え。ああ、イ

スラエルの家のすべての悪しき憎むべき者はわざ

わいだ。彼らはつるぎと、ききんと、疫病に倒れ

るからである。 12遠くにいる者は疫病で死に、

近くにいる者はつるぎに倒れる。生き残って身を

全うする者はききんによって死ぬ。このようにわ

たしはわが憤りを彼らの上に漏らし尽す。 13彼

らの殺される者がその偶像の中にあり、その祭壇

のまわりにあり、すべての高き丘の上にあり、す

べての山の頂にあり、すべての青木の下にあり、

すべての茂ったかしの木の下にあり、彼らがこう

ばしいかおりを、すべての偶像にささげた所にあ

る時、あなたがたはわたしが主であることを知る

のである。 14わたしはまた手を彼らの上に伸べ

て、その地を荒し、すべて彼らの住む所を、荒野

からリブラまで荒れ地とする。これによって彼ら

はわたしが主であることを知るようになる」。

7主の言葉がまたわたしに臨んだ、 2「人の子よ

、イスラエルの地の終りについて主はこう言

われる、この国の四方の境に終りが来た。 3いま

、あなたの終りが来た。わたしはわが怒りをあな

たに漏らし、あなたの行いに従って、あなたをさ

ばき、あなたのもろもろの憎むべき物のためにあ

なたを罰する。 4わたしの目はあなたを惜しみ見

ず、またあなたをあわれまない。わたしはあなた

の行いのためにあなたを罰する。あなたの憎むべ

き事があなたのうちにある。これによって、あな

たがたはわたしが主であることを知るようになる

。 5主なる神はこう言われる、災が引き続いて起

る。見よ、災が来る。 6終りが来る。その終りが

来る。それが起って、あなたに臨む。見よ、それ

が来る。 7この地に住む者よ、あなたの最後の運

命があなたに来た。時は来た。日が近づいた。混
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乱の日で、山々に聞える喜びの日ではない。 8今

わたしは、すみやかにわたしの憤りをあなたの上

に注ぎ、わたしの怒りをあなたに漏らし尽し、あ

なたの行いに従ってあなたをさばき、あなたのも

ろもろの憎むべき事のためにあなたを罰する。 9

わたしの目はあなたを惜しみ見ず、またあなたを

あわれまない。わたしはあなたの行いのためにあ

なたを罰する。あなたの憎むべき事があなたのう

ちにある。これによって、あなたがたは、主であ

るわたしがあなたを撃つことを知るようになる。

10見よ、その日を。また見よ、かの日が来た。あ

なたの最後の運命が来た。不義は花咲き、高ぶり

は芽を出した。 11暴虐はつのって悪のつえとな

った。彼らもその群衆も、その富も消え、また彼

らの名声も消えて何も残らなくなる。 12時は来

た。日は近づいた。買う者は喜ぶな。売る者は悲

しむな。怒りがすべての群衆の上に臨むからだ。

13売る者はたとい生きていても、その売ったもの

に帰ることはない。怒りがそのすべての民衆の上

にあるからだ。それはもとに帰らない。その不義

のために、だれも命を全うすることはできない。

14人々がラッパを吹いて備えをしても戦いに出る

者はない。それはわたしの怒りがそのすべての群

衆の上にあるからだ。 15外にはつるぎがあり、

内には疫病とききんがある。畑にいる者はつるぎ

に死に、町にいる者はききんと疫病に滅ぼされる

。 16そのうちの、のがれる者は谷間のはとのよ

うに山々に行って、おのおの皆その罪のために悲

しむ。 17両手とも弱くなり、両ひざとも水のよ

うに弱くなる。 18彼らは荒布を身にまとい、恐

れが彼らをおおい、すべての顔には恥があらわれ

、すべての頭は髪をそり落す。 19彼らはその銀

をちまたに捨て、その金はあくたのようになる。

主の怒りの日には金銀も彼らを救うことはできな

い。それらは彼らの飢えを満足させることができ

ない、またその腹を満たすことができない。それ

は彼らの不義のつまずきであったからだ。 20彼

らはその美しい飾り物を高ぶりのために用い、ま

たこれをもってその憎むべき偶像と忌むべき物を

造った。それゆえわたしはこれを彼らに対して汚

れたものとする。 21わたしはこれを外国人の手

に渡して奪わせ、地の悪人に渡してかすめさせる

。彼らはこれを汚す。 22わたしは彼らから顔を

そむけて、彼らにわたしの聖所を汚させる。強盗

がこれにはいって汚し、 23また荒れ地とする。

この地は流血のとがに満ち、この町は暴虐に満ち

ているゆえ、 24わたしは国々のうちの悪い者ど

もを招いて、彼らの家をかすめさせる。わたしは

強い者の高ぶりをやめさせる。また彼らの聖所は

汚される。 25滅びが来るとき、彼らは平安を求

めても得られない。 26災に災が重なりきたり、

知らせに知らせが相つぐ。その時、彼らは預言者

に幻を求める。しかし律法は祭司のうちに絶え、

計りごとは長老のうちに絶える。 27王は悲しみ

、つかさは望みを失い、その地の民の手はおのの

きによってこわばる。わたしは彼らの行いに従っ

て彼らをあつかい、そのさばきに従って彼らをさ

ばく。そして彼らはわたしが主であることを知る

ようになる」。

8第六年の六月五日にわたしがわたしの家に座
し、ユダの長老たちがわたしの前に座してい

たとき、主なる神の手がわたしの上に下った。 2

わたしは見ていると、見よ、人のような形があっ

て、その腰とみられる所から下は火のように見え

、腰から上は光る青銅のように輝いて見えた。 3

彼は手のようなものを伸べて、わたしの髪の毛を

つかんだ。そして霊がわたしを天と地の間に引き

あげ、神の幻のうちにわたしをエルサレムに携え

て行き、北に向かった内庭の門の入口に至らせた

。そこには、ねたみをひき起すねたみの偶像があ

った。 4見よ、そこに、わたしがかの平野で見た

幻のようなイスラエルの神の栄光があらわれた。

5時に彼はわたしに言われた、「人の子よ、目を

あげて北の方をのぞめ」。そこでわたしが目をあ

げて北の方をのぞむと、見よ、祭壇の門の北にあ

たって、その入口に、このねたみの偶像があった

。 6彼はまたわたしに言われた、「人の子よ、あ

なたは彼らのしていること、すなわちイスラエル

の家がここでしている大いなる憎むべきことを見

るか。これはわたしを聖所から遠ざけるものであ

る。しかしあなたは、さらに大いなる憎むべきこ

とを見るだろう」。 7そして彼はわたしを庭の門

に行かせた。わたしが見ると、見よ、壁に一つの

穴があった。 8彼はわたしに言われた、「人の子

よ、壁に穴をあけよ」。そこでわたしが壁に穴を

あけると、見よ、一つの戸があった。 9彼はわた

しに言われた、「はいって、彼らがここでなす所

の悪しき憎むべきことを見よ」。 10そこでわた

しがはいって見ると、もろもろの這うものと、憎
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むべき獣の形、およびイスラエルの家のもろもろ

の偶像が、まわりの壁に描いてあった。 11また

イスラエルの家の長老七十人が、その前に立って

いた。シャパンの子ヤザニヤも、彼らの中に立っ

ていた。おのおの手に香炉を持ち、そしてその香

の煙が雲のようにのぼった。 12時に彼はわたし

に言われた、「人の子よ、イスラエルの家の長老

たちが暗い所で行う事、すなわちおのおのその偶

像の室で行う事を見るか。彼らは言う、『主はわ

れわれを見られない。主はこの地を捨てられた』

と」。 13またわたしに言われた、「あなたはさ

らに彼らがなす大いなる憎むべきことを見る」。

14そして彼はわたしを連れて主の家の北の門の入

口に行った。見よ、そこに女たちがすわって、タ

ンムズのために泣いていた。 15その時、彼はわ

たしに言われた、「人の子よ、あなたはこれを見

たか。これよりもさらに大いなる憎むべきことを

見るだろう」。 16彼はまたわたしを連れて、主

の家の内庭にはいった。見よ、主の宮の入口に、

廊と祭壇との間に二十五人ばかりの人が、主の宮

にその背中を向け、顔を東に向け、東に向かって

太陽を拝んでいた。 17時に彼はわたしに言われ

た、「人の子よ、あなたはこれを見たか。ユダの

家にとって、彼らがここでしているこれらの憎む

べきわざは軽いことであるか。彼らはこの地を暴

虐で満たし、さらにわたしを怒らせる。見よ、彼

らはその鼻に木の枝を置く。 18それゆえ、わた

しも憤って事を行う。わたしの目は彼らを惜しみ

見ず、またあわれまない。たとい彼らがわたしの

耳に大声で呼ばわっても、わたしは彼らの言うこ

とを聞かない」。

9時に彼はわたしの耳に大声に呼ばわって言わ
れた、「町を罰する者たちよ、おのおの滅ぼ

す武器をその手に持って近よれ」と。 2見よ、北

に向かう上の門の道から出て来る六人の者があっ

た。おのおのその手に滅ぼす武器を持ち、彼らの

中のひとりは亜麻布を着、その腰に物を書く墨つ

ぼをつけていた。彼らははいって来て、青銅の祭

壇のかたわらに立った。 3ここにイスラエルの神

の栄光がその座しているケルビムから立ちあがっ

て、宮の敷居にまで至った。そして主は、亜麻布

を着て、その腰に物を書く墨つぼをつけている者

を呼び、 4彼に言われた、「町の中、エルサレム

の中をめぐり、その中で行われているすべての憎

むべきことに対して嘆き悲しむ人々の額にしるし

をつけよ」。 5またわたしの聞いている所で他の

者に言われた、「彼のあとに従い町をめぐって、

撃て。あなたの目は惜しみ見るな。またあわれむ

な。 6老若男女をことごとく殺せ。しかし身にし

るしのある者には触れるな。まずわたしの聖所か

ら始めよ」。そこで、彼らは宮の前にいた老人か

ら始めた。 7この時、主は彼らに言われた、「宮

を汚し、死人で庭を満たせ。行け」。そこで彼ら

は出て行って、町の中で撃った。 8さて彼らが人

々を打ち殺していた時、わたしひとりだけが残さ

れたので、ひれ伏して、叫んで言った、「ああ主

なる神よ、あなたがエルサレムの上に怒りを注が

れるとき、イスラエルの残りの者を、ことごとく

滅ぼされるのですか」。 9主はわたしに言われた

、「イスラエルとユダの家の罪は非常に大きい。

国は血で満ち、町は不義で満ちている。彼らは言

う、『主はこの地を捨てられた。主は顧みられな

い』。 10それゆえ、わたしの目は彼らを惜しみ

見ず、またあわれまない。彼らの行うところを、

彼らのこうべに報いる」。 11時に、かの亜麻布

を着、物を書く墨つぼを腰につけていた人が報告

して言った、「わたしはあなたがお命じになった

ように行いました」。

10時にわたしは見ていたが、見よ、ケルビムの
頭の上の大空に、サファイヤのようなものが

王座の形をして、その上に現れた。 2彼は亜麻布

を着たその人に言われた、「ケルビムの下の回る

車の間にはいり、ケルビムの間から炭火をとって

あなたの手に満たし、これを町中にまき散らせ」

。そして彼はわたしの目の前ではいった。 3この

人がはいった時、ケルビムは宮の南側に立ってい

た。また雲はその内庭を満たしていた。 4主の栄

光はケルビムの上から宮の敷居の上にあがり、宮

は雲で満ち、庭は主の栄光の輝きで満たされた。

5時にケルビムの翼の音が大能の神が語られる声

のように外庭にまで聞えた。 6彼が亜麻布を着て

いる人に、「回る車の間、ケルビムの間から火を

取れ」。と命じた時、その人ははいって、輪のか

たわらに立った。 7ひとりのケルブはその手をケ

ルビムの間から伸べて、ケルビムの間にある火を

取り、亜麻布を着た人の手に置いた。すると彼は

これを取って出て行った。 8ケルビムはその翼の

下に人の手のような形のものを持っているように
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見えた。 9わたしが見ていると、見よ、ケルビム

のかたわらに四つの輪があり、一つの輪はひとり

のケルブのかたわらに、他の輪は他のケルブのか

たわらにあった。輪のさまは、光る貴かんらん石

のようであった。 10そのさまは四つとも同じ形

で、あたかも輪の中に輪があるようであった。 11

その行く時は四方のどこへでも行く。その行く時

は回らない。ただ先頭の輪の向くところに従い、

その行く時は回ることをしない。 12その輪縁、

その輻、および輪には、まわりに目が満ちていた

。―その輪は四つともこれを持っていた。 13そ

の輪はわたしの聞いている所で、「回る輪」と呼

ばれた。 14そのおのおのには四つの顔があった

。第一の顔はケルブの顔、第二の顔は人の顔、第

三はししの顔、第四はわしの顔であった。 15そ

の時ケルビムはのぼった。これがケバル川でわた

しが見た生きものである。 16ケルビムの行く時

、輪もそのかたわらに行き、ケルビムが翼をあげ

て地から飛びあがる時は、輪もそのかたわらを離

れない。 17その立ちどまる時は、輪も立ちどま

り、そののぼる時は、輪も共にのぼる。生きもの

の霊がその中にあるからである。 18時に主の栄

光が宮の敷居から出て行って、ケルビムの上に立

った。 19するとケルビムは翼をあげて、わたし

の目の前で、地からのぼった。その出て行く時、

輪もまたこれと共にあり、主の宮の東の門の入口

の所へ行って止まった。イスラエルの神の栄光が

その上にあった。 20これがすなわちわたしがケ

バル川のほとりで、イスラエルの神の下に見たか

の生きものである。わたしはそれがケルビムであ

ることを知っていた。 21これにはおのおの四つ

の顔があり、おのおの四つの翼があり、また人の

手のようなものがその翼の下にあった。 22その

顔の形は、ケバル川のほとりでわたしが見たその

ままの顔である。おのおのその前の方にまっすぐ

に行った。

11時に霊はわたしをあげて、東に向かう主の宮
の東の門に連れて行った。見よ、その門の入

口に二十五人の者がいた。わたしはその中にアズ

ルの子ヤザニヤと、ベナヤの子ペラテヤを見た。

共に民のつかさであった。 2すると彼はわたしに

言われた、「人の子よ、これらの者はこの町の中

で悪い事を考え、悪い計りごとをめぐらす人々で

ある。 3彼らは言う、『家を建てる時は近くはな

い。この町はなべであり、われわれは肉である』

と。 4それゆえ、彼らに向かって預言せよ。人の

子よ、預言せよ」。 5時に、主の霊がわたしに下

って、わたしに言われた、「主はこう言われると

言え、イスラエルの家よ、考えてみよ。わたしは

あなたがたの心にある事どもを知っている。 6あ

なたがたはこの町に殺される者を増し、殺された

者をもってちまたを満たした。 7それゆえ、主な

る神はこう言われる、町の中にあなたがたが置く

殺された者は肉である。この町はなべである。し

かし、あなたがたはその中から取り出される。 8

あなたがたはつるぎを恐れた。わたしはあなたが

たにつるぎを臨ませると、主は言われる。 9また

わたしはあなたがたをその中から引き出して、他

国人の手に渡し、あなたがたをさばく。 10あな

たがたはつるぎに倒れる。わたしはあなたがたを

イスラエルの境でさばく。これによってあなたが

たはわたしが主であることを知るようになる。 11

この町はあなたがたに対してなべとはならず、あ

なたがたはその肉とはならない。わたしはイスラ

エルの境であなたがたをさばく。 12これによっ

て、あなたがたはわたしが主であることを知るよ

うになる。あなたがたはわたしの定めに歩まず、

またわたしのおきてを行わず、かえってその周囲

の他国人のおきてに従って行っているからである

」。 13このようにわたしが預言していた時、ベ

ナヤの子ペラテヤが死んだので、わたしは打ち伏

して、大声で叫んで言った、「ああ主なる神よ、

あなたはイスラエルの残りの者をことごとく滅ぼ

そうとされるのですか」。 14時に主の言葉がわ

たしに臨んで言った、 15「人の子よ、あなたの

兄弟、あなたの友、あなたの兄弟である捕われ人

、イスラエルの全家、エルサレムの住民は言った

、『彼らが主から遠く離れた。この地はわれわれ

の所有として与えられているのだ』と。 16それ

ゆえ、言え、『主なる神はこう言われる、たとい

わたしは彼らを遠く他国人の中に移し、国々の中

に散らしても、彼らの行った国々で、わたしはし

ばらく彼らのために聖所となる』と。 17それゆ

え、言え、『主はこう言われる、わたしはあなた

がたをもろもろの民の中から集め、その散らされ

た国々から集めて、イスラエルの地をあなたがた

に与える』と。 18彼らはその所に来る時、その

もろもろのいとうべきものと、もろもろの憎むべ

きものとをその所から取り除く。 19そしてわた
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しは彼らに一つの心を与え、彼らのうちに新しい

霊を授け、彼らの肉から石の心を取り去って、肉

の心を与える。 20これは彼らがわたしの定めに

歩み、わたしのおきてを守って行い、そして彼ら

がわたしの民となり、わたしが彼らの神となるた

めである。 21しかしいとうべきもの、憎むべき

ものをその心に慕って歩む者には、彼らの行いに

従ってそのこうべに報いると、主なる神は言われ

る」。 22時にケルビムはその翼をあげた。輪が

そのかたわらにあり、イスラエルの神の栄光がそ

の上にあった。 23主の栄光が町の中からのぼっ

て、町の東にある山の上に立ちどまった。 24そ

の時、霊はわたしをあげ、神の霊によって、幻の

うちにわたしをカルデヤの捕われ人の所へ携えて

行った。そしてわたしが見た幻はわたしを離れて

のぼった。 25そこでわたしは主がわたしに示さ

れた事をことごとくかの捕われ人に告げた。

12主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたは反逆の家の中にいる。彼らは見る目

があるが見ず、聞く耳があるが聞かず、彼らは反

逆の家である。 3それゆえ、人の子よ、捕囚の荷

物を整え、彼らの目の前で昼のうちに移れ、彼ら

の目の前であなたの所から他の所に移れ。彼らは

反逆の家であるが、あるいは彼らは顧みるところ

があろう。 4あなたは、捕囚の荷物のようなあな

たの荷物を、彼らの目の前で昼のうちに持ち出せ

。そして捕囚に行くべき人々のように、彼らの目

の前で夕べのうちに出て行け。 5すなわち彼らの

目の前で壁に穴をあけ、そこから出て行け。 6あ

なたは彼らの目の前でその荷物を肩に負い、やみ

のうちにそれを運び出せ。あなたの顔をおおって

地を見るな。わたしはあなたをしるしとなして、

イスラエルの家に示すのだ」。 7そこでわたしは

命じられたようにし、捕囚の荷物のような荷物を

昼のうちに持ち出し、夕べにはわたしの手で壁に

穴をあけ、やみのうちに彼らの目の前で、これを

肩に負って運び出した。 8次の朝、主の言葉がわ

たしに臨んだ、 9「人の子よ、反逆の家であるイ

スラエルの家は、あなたに向かって、『何をして

いるのか』と言わなかったか。 10あなたは彼ら

に言いなさい、『主なる神はこう言われる、この

託宣はエルサレムの君、およびその中にあるイス

ラエルの全家にかかわるものである』と。 11ま

た言いなさい、『わたしはあなたがたのしるしで

ある。わたしがしたとおりに彼らもされる。彼ら

はとりこにされて移される』と。 12彼らのうち

の君は、やみのうちにその荷物を肩に載せて出て

行く。彼は壁に穴をあけて、そこから出て行く。

彼は顔をおおって、自分の目でこの地を見ない。

13わたしはわたしの網を彼の上に打ちかける。彼

はわたしのわなにかかる。わたしは彼をカルデヤ

びとの地のバビロンに引いて行く。しかし彼はそ

れを見ないで、そこで死ぬであろう。 14またす

べて彼の周囲にいて彼を助ける者および彼の軍隊

を、わたしは四方に散らし、つるぎを抜いてその

あとを追う。 15わたしが彼らを諸国民の中に散

らし、国々にまき散らすとき、彼らはわたしが主

であることを知る。 16ただし、わたしは彼らの

うちに、わずかの者を残して、つるぎと、ききん

と、疫病を免れさせ、彼らがおこなったもろもろ

の憎むべきことを、彼らが行く国びとの中に告白

させよう。そして彼らはわたしが主であることを

知るようになる」。 17主の言葉がまたわたしに

臨んだ、 18「人の子よ、震えてあなたのパンを

食べ、おののきと恐れとをもって水を飲め。 19

そしてこの地の民について言え、主なる神はイス

ラエルの地のエルサレムの民についてこう言われ

る、彼らは恐れをもってそのパンを食べ、驚きを

もってその水を飲むようになる。これはその地が

、すべてその中に住む者の暴虐のために衰え、荒

れ地となるからである。 20人の住んでいた町々

は荒れはて、地は荒塚となる。そしてあなたがた

は、わたしが主であることを知るようになる」。

21主の言葉がわたしに臨んだ、 22「人の子よ、

イスラエルの地について、あなたがたが『日は延

び、すべての幻はむなしくなった』という、この

ことわざはなんであるか。 23それゆえ、彼らに

言え、『主なる神はこう言われる、わたしはこの

ことわざをやめさせ、彼らが再びイスラエルで、

これをことわざとしないようにする』と。しかし

、あなたは彼らに言え、『日とすべての幻の実現

とは近づいた』と。 24イスラエルの家のうちに

は、もはやむなしい幻も、偽りの占いもなくなる

。 25しかし主なるわたしは、わが語るべきこと

を語り、それは必ず成就する。決して延びること

はない。ああ、反逆の家よ、あなたの日にわたし

はこれを語り、これを成就すると、主なる神は言

われる」。 26主の言葉がまたわたしに臨んだ、

27「人の子よ、見よ、イスラエルの家は言う、『
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彼の見る幻は、なお多くの日の後の事である。彼

が預言することは遠い後の時のことである』と。

28それゆえ、彼らに言え、主なる神はこう言われ

る、わたしの言葉はもはや延びない。わたしの語

る言葉は成就すると、主なる神は言われる」。

13主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

イスラエルの預言者たちに向かって預言せよ

。すなわち自分の心のままに預言する人々に向か

って、預言して言え、『あなたがたは主の言葉を

聞け』。 3主なる神はこう言われる、なにも見な

いで、自分の霊に従う愚かな預言者たちはわざわ

いだ。 4イスラエルよ、あなたの預言者たちは、

荒れ跡にいるきつねのようだ。 5あなたがたは主

の日に戦いに立つため、破れ口にのぼらず、また

イスラエルの家のために石がきを築こうともしな

い。 6彼らは虚偽を言い、偽りを占った。彼らは

主が彼らをつかわさないのに『主が言われる』と

言い、なおその言葉の成就することを期待する。

7あなたがたはむなしい幻を見、偽りの占いを語

り、わたしが言わないのに『主が言われる』と言

ったではないか」。 8それゆえ、主なる神はこう

言われる、「あなたがたはむなしいことを語り、

偽りの物を見るゆえ、わたしはあなたがたを罰す

ると主なる神は言われる。 9わたしの手は、むな

しい幻を見、偽りの占いを言う預言者に敵対する

。彼らはわが民の会に臨まず、イスラエルの家の

籍にしるされず、イスラエルの地に、はいること

ができない。そしてあなたがたはわたしが主なる

神であることを知るようになる。 10彼らはわが

民を惑わし、平和がないのに『平和』と言い、ま

た民が塀を築く時、これらの預言者たちは水しっ

くいをもってこれを塗る。 11それゆえ、水しっ

くいを塗る者どもに『これはかならずくずれる』

と言え。これに大雨が注ぎ、ひょうが降り、あら

しが吹く。 12そして塀がくずれる時、人々はあ

なたがたに向かって、『あなたがたが塗った水し

っくいはどこにあるか』と言わないであろうか。

13それゆえ、主なる神はこう言われる、わたしは

わが憤りをもって大風を起し、わが怒りをもって

大雨を注がせ、憤りをもってひょうを降らせて、

これを滅ぼす。 14またわたしはあなたがたが水

しっくいをもって塗った塀をこわして、これを地

に倒し、その基をあらわす。これが倒れる時、あ

なたがたはその中に滅びる。そしてあなたがたは

、わたしが主であることを知るようになる。 15

こうしてわたしが、その塀と、これを水しっくい

で塗った者との上に、わたしの憤りを漏らし尽し

て、あなたがたに言う、塀はなくなり、これを塗

った者もなくなる。 16これがすなわち平和がな

いのに平和の幻を見、エルサレムについて預言し

たイスラエルの預言者であると、主なる神は言わ

れる。 17人の子よ、心のままに預言するあなた

の民の娘たちに対して、あなたの顔を向け、彼ら

に向かって預言して、 18言え、主なる神はこう

言われる、手の節々に占いひもを縫いつけ、もろ

もろの大きさの人の頭に、かぶり物を作りかぶせ

て、魂をかり取ろうとする女はわざわいだ。あな

たがたは、わが民の魂をかり取って、あなたがた

の利益のために、他の魂を生かしおこうとするの

か。 19あなたがたは少しばかりの大麦のため、

少しばかりのパンのために、わが民のうちに、わ

たしを汚し、かの偽りを聞きいれるわが民に偽り

を述べて、死んではならない者を死なせ、生きて

いてはならない者を生かす。 20それゆえ、主な

る神はこう言われる、見よ、わたしはあなたがた

が用いて、魂をかり取るところの占いひもを奪い

、あなたがたの腕から占いひもを裂き取って、あ

なたがたがかり取るところの魂を、鳥のように放

ちやる。 21わたしはまたあなたがたの、かぶり

物を裂き、わが民をあなたがたの手から救う。彼

らは再びあなたがたの獲物とはならない。そして

あなたがたはわたしが主であることを知るように

なる。 22あなたがたは偽りをもって正しい者の

心を悩ました。わたしはこれを悩まさなかった。

またあなたがたは悪人が、その命を救うために、

その悪しき道から離れようとする時、それをしな

いように勧める。 23それゆえ、あなたがたは重

ねてむなしい幻を見ることができず、占いをする

ことができないようになる。わたしはわが民を、

あなたがたの手から救い出す。そのとき、あなた

がたはわたしが主であることを知るようになる」

。

14ここにイスラエルの長老のうちのある人々が
、わたしの所に来て、わたしの前に座した。

2時に主の言葉が、わたしに臨んだ、 3「人の子

よ、これらの人々は、その偶像を心の中に持ち、

罪に落しいれるところのつまずきを、その顔の前

に置いている。わたしはどうして彼らの願いをい
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れることができようか。 4それゆえ彼らに告げて

言え、主なる神は、こう言われる、イスラエルの

家の人々で、その偶像を心の中に持ち、その顔の

前に罪に落しいれるところのつまずくものを置き

ながら、預言者のもとに来る者には、その多くの

偶像のゆえに、主なるわたしは、みずからこれに

答をする。 5これはその偶像のために、すべてわ

たしを離れたイスラエルの家の心を、わたしが捕

えるためである。 6それゆえイスラエルの家に言

え、主なる神はこう言われる、あなたがたは悔い

て、あなたがたの偶像を捨てよ。あなたがたの顔

を、そのすべての憎むべきものからそむけよ。 7

イスラエルの家の者およびイスラエルに宿る外国

人のだれでも、わたしから離れ、その心に偶像を

持ち、その顔の前に罪に落しいれるところのつま

ずきを置きながら、預言者に来て、心のままにわ

たしに求めるときは、主であるわたしは、みずか

らこれに答をする。 8わたしはわたしの顔を、そ

の人に向け、彼を、しるし、およびことわざとな

し、これをわが民のうちから断ち滅ぼす。その時

、あなたがたはわたしが主であることを知るよう

になる。 9もし預言者が欺かれて言葉を出すこと

があれば、それは主であるわたしが、その預言者

を欺いたのである。わたしは手を彼の上に伸べ、

わが民イスラエルのうちから彼を滅ぼす。 10彼

らはその罰を負う。その預言者の罰は、問い求め

る者の罰と同様である。 11これはイスラエルの

家が、重ねてわたしを離れて迷わず、重ねてその

もろもろのとがによって、おのれを汚さないため

、また彼らがわが民となり、わたしが彼らの神と

なるためであると、主なる神は言われる」。 12

主の言葉が、またわたしに臨んだ、 13「人の子

よ、もし国がわたしに、もとりそむいて罪を犯し

、わたしがその上に手を伸べて、そのつえとたの

むパンを砕き、これにききんを送り、人と獣とを

そのうちから断つ時、 14たといそこにノア、ダ

ニエル、ヨブの三人がいても、彼らはその義によ

って、ただ自分の命を救いうるのみであると、主

なる神は言われる。 15もしわたしが野の獣にこ

の地を通らせ、これを荒させ、これを荒れ地とな

し、その獣のためにそこを通る者がないようにし

たなら、 16主なる神は言われる、わたしは生き

ている、たといこれら三人の者がその中にいても

、そのむすこ娘を救うことはできない。ただ自分

自身を救いうるのみで、その地は荒れ地となる。

17あるいは、わたしがもし、つるぎをその地に臨

ませ、つるぎよ、この地を行きめぐれと言って、

人と獣とをそこから断つならば、 18主なる神は

言われる、わたしは生きている、たといこれら三

人の者がその中にいても、そのむすこ娘を救うこ

とはできない。ただ自分自身を救いうるのみであ

る。 19あるいは、わたしがもし、この地に疫病

を送り、血をもってわが憤りをその上に注ぎ、人

と獣とをそこから断つならば、 20主なる神は言

われる、わたしは生きている、たといノア、ダニ

エル、ヨブがそこにいても、彼らはそのむすこ娘

を救うことができない。ただその義によって自分

の命を救いうるのみである。 21主なる神はこう

言われる、わたしが人と獣とを地から断つために

、つるぎと、ききんと、悪しき獣と、疫病との四

つのきびしい罰をエルサレムに送る時はどうであ

ろうか。 22しかし、もしそれがあなたがたに来

るとき、むすこ娘たちを助け出す者が、その中に

残っていて、あなたがたがその行いと、わざとを

見るならば、わたしがエルサレムの上に与えたす

べての災について慰められるであろう。 23すな

わち、あなたがたが、その行いと、わざとを見る

時、彼らはあなたがたを慰め、あなたがたはわた

しがこれに行った事は、すべてゆえなくしたので

はないことを知るようになると、主なる神は言わ

れる」。

15主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

ぶどうの木、森の木のうちにあるぶどうの枝

は、ほかの木になんのまさる所があるか。 3その

木は何かを造るために用いられるか。また人はこ

れを用いて、器物を掛ける木釘を造るだろうか。

4見よ、これは火に投げ入れられて燃える。火が

その両端を焼いたとき、またその中ほどがこげた

とき、それはなんの役に立つだろうか。 5見よ、

これは完全な時でも、なんの用をもなさない。ま

して火がこれを焼き、これをこがした時には、な

んの役に立つだろうか。 6それゆえ主なる神はこ

う言われる、わたしが森の木の中のぶどうの木を

、火に投げ入れて焼くように、エルサレムの住民

をそのようにする。 7わたしはわたしの顔を彼ら

に向けて攻める。彼らがその火からのがれても、

火は彼らを焼き尽す。わたしが顔を彼らに向けて

攻める時、あなたがたはわたしが主であることを

知る。 8彼らが、もとりそむいたゆえに、わたし
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はこの地を荒れ地とすると、主なる神は言われる

」。

16主の言葉が再びわたしに臨んだ、 2「人の子

よ、エルサレムにその憎むべき事どもを示し

て、 3言え。主なる神はエルサレムにこう言われ

る、あなたの起り、あなたの生れはカナンびとの

地である。あなたの父はアモリびと、あなたの母

はヘテびとである。 4あなたの生れについていえ

ば、その生れた日に、へその緒は切られず、水で

洗い清められず、塩でこすられず、また布で包ま

れなかった。 5ひとりもあなたをあわれみ見る者

なく、情をもってこれらのことの一つをも、あな

たにしてやる者もなく、あなたの生れた日に、あ

なたはきらわれて、野原に捨てられた。 6わたし

はあなたのかたわらを通り、あなたが血の中にこ

ろがりまわっているのを見た時、わたしは血の中

にいるあなたに言った、『生きよ、 7野の木のよ

うに育て』と。すなわちあなたは成長して大きく

なり、一人前の女になり、その乳ぶさは形が整い

、髪は長くなったが、着物がなく、裸であった。

8わたしは再びあなたのかたわらをとおって、あ

なたを見たが、見よ、あなたは愛せられる年齢に

達していたので、わたしは着物のすそであなたを

おおい、あなたの裸をかくし、そしてあなたに誓

い、あなたと契約を結んだ。そしてあなたはわた

しのものとなったと、主なる神は言われる。 9そ

こでわたしは水であなたを洗い、あなたの血を洗

い落して油を塗り、 10縫い取りした着物を着せ

、皮のくつをはかせ、細布をかぶらせ、絹のきれ

であなたをおおった。 11また飾り物であなたを

飾り、腕輪をあなたの手にはめ、鎖をあなたの首

にかけ、 12鼻には鼻輪、耳には耳輪、頭には美

しい冠を与えた。 13このようにあなたは金銀で

飾られ、細布、絹、縫い取りの服をあなたの衣と

し、麦粉と、蜜と、油とを食べた。あなたは非常

に美しくなって王の地位に進み、 14あなたの美

しさのために、あなたの名声は国々に広まった。

これはわたしが、あなたに施した飾りによって全

うされたからであると、主なる神は言われる。 15

ところが、あなたは自分の美しさをたのみ、自分

の名声によって姦淫を行い、すべてかたわらを通

る者と、ほしいままに姦淫を行った。 16あなた

は自分の衣をとって、自分のために、はなやかに

色どった聖所を造り、その上で姦淫を行っている

。こんなことはかつてなかったこと、またあって

はならないことである。 17あなたはわたしが与

えた金銀の美しい飾りの品をとり、自分のために

男の像を造って、これと姦淫を行った。 18また

縫い取りのある自分の衣をとって彼らに着せ、わ

たしの油と香とをその前に供え、 19またわたし

があなたに与えたパン、わたしがあなたを養うた

めの麦粉、油および蜜を、こうばしきかおりとし

て彼らの前に供えたと、主なる神は言われる。 20

あなたはまた、あなたがわたしに産んだむすこ、

娘たちをとって、その像に供え、彼らに食わせた

。このようなあなたの姦淫は小さい事であろうか

。 21あなたはわたしの子どもを殺し、火の中を

通らせて彼らにささげた。 22あなたがそのすべ

ての憎むべきことや姦淫を行うに当って、あなた

が衣もなく、裸で、血の中にころがりまわってい

た自分の若き日のことを思わなかった。 23あな

たがもろもろの悪を行った後、（あなたはわざわ

いだ、わざわいだと、主なる神は言われる） 24

あなたは自分のために高楼を建て、広場、広場に

台を造り、 25ちまた、ちまたのつじに台を造っ

て、あなたの美しさを汚し、すべてかたわらを通

る者に身をまかせて、大いに姦淫を行っている。

26あなたはまた、かの肉欲的な隣りエジプトの人

々と姦淫を行い、大いに姦淫を行って、わたしを

怒らせた。 27それゆえ、わたしはわたしの手を

あなたの上に伸べて、あなたの賜わる分を減らし

、あなたの敵、すなわち、あなたのみだらな行為

を恥じるペリシテびとの娘らの欲のままに、あな

たを渡した。 28あなたは飽くことがないので、

またアッスリヤの人々と姦淫を行ったが、彼らと

姦淫を行っても、なお飽くことがなかった。 29

あなたはまたカルデヤの商業地と大いに姦淫を行

ったが、これと姦淫を行っても、なお飽くことが

なかった。 30主なる神は言われる、あなたの心

はどんなに恋いわずらうのか。あなたは、これら

すべての事を行った。これはあつかましい姦淫の

わざである。 31あなたは、ちまた、ちまたのつ

じに高楼を建て、広場、広場に台を設けたが、価

をもらうことをあざけったので、遊女のようでは

なかった。 32自分の夫に替えて他人と通じる姦

婦よ。 33人はすべての遊女に物を与える。しか

しあなたはすべての恋人に物を与え、彼らにまい

ないして、あなたと姦淫するために、四方からあ

なたの所にこさせる。 34このようにあなたは姦
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淫を行うに当って、他の女と違っている。すなわ

ち、だれもあなたに姦淫をさせたのではない。あ

なたはかえって価を払い、相手はあなたに払わな

い。これがあなたの違うところである。 35それ

で遊女よ、主の言葉を聞け。 36主なる神はこう

言われる、あなたがその恋人と姦淫して、あなた

の恥じる所をあらわし、あなたの裸をあらわし、

またすべての偶像と、あなたが彼らにささげたあ

なたの子どもらの血のゆえに、 37見よ、わたし

はあなたと遊んだあなたのすべての恋人、および

すべてあなたが恋した者と、すべてあなたが憎ん

だ者とを集め、四方から彼らをあなたの所に集め

て、あなたの裸を彼らにあらわす。彼らはあなた

の裸を、ことごとく見る。 38わたしは姦淫を行

った女と、血を流した女がさばかれるように、あ

なたをさばき、憤りと、ねたみの血とを、あなた

に注ぐ。 39わたしはあなたを恋人の手に渡す。

彼らはあなたの高楼を倒し、台をこわし、あなた

の衣をはぎ取り、あなたの美しい飾りの品を奪い

、あなたを衣服のない裸者にする。 40彼らは民

衆をかり立ててあなたを攻め、石であなたを撃ち

、つるぎであなたを切り、 41火であなたの家を

焼き、多くの女たちの前で、あなたにさばきを行

う。こうしてわたしはあなたに淫行をやめさせ、

重ねて価を払わせないようにする。 42そしてあ

なたに対するわが憤りをしずめ、わがねたみをあ

なたから離し、わたしは心を安んじて、再び怒る

ことをしない。 43またあなたはその若き日の事

を覚えず、すべてこれらの事をもって、わたしを

怒らせたから、見よ、わたしもあなたの行うとこ

ろをあなたのこうべに報いると、主なる神は言わ

れる。あなたはもろもろの憎むべき事に加えて、

このみだらな事をおこなったではないか。 44見

よ、すべてことわざを用いる者は、あなたについ

て、『この母にしてこの娘あり』という、ことわ

ざを用いる。 45あなたは、その夫と子どもとを

捨てたあなたの母の娘、またその夫と子どもとを

捨てた姉妹を持っている。あなたの母はヘテびと

、あなたの父はアモリびと、 46あなたの姉はサ

マリヤ、サマリヤはその娘たちと共に、あなたの

北に住み、あなたの妹はソドムで、その娘たちと

共に、あなたの南に住んでいる。 47あなたは彼

らの道を歩まず、彼らの憎むべき事に従っていな

いが、しばらくすると、あなたのおこないは、彼

らよりもさらに悪くなる。 48主なる神は言われ

る、わたしは生きている。あなたの妹ソドムとそ

の娘たちは、あなたとあなたの娘たちがしたほど

のことはしなかった。 49見よ、あなたの妹ソド

ムの罪はこれである。すなわち彼女と、その娘た

ちは高ぶり、食物に飽き、安泰に暮していたが、

彼らは、乏しい者と貧しい者を助けなかった。 50

彼らは高ぶり、わたしの前に憎むべき事をおこな

ったので、わたしはそれを見た時、彼らを除いた

。 51サマリヤはあなたの半分も罪を犯さなかっ

た。あなたは彼らよりも多く憎むべき事をおこな

い、あなたのおこなったもろもろの憎むべき事に

よって、あなたの姉妹を義と見せかけた。 52あ

なたはその姉妹を有利にさばいたことによって、

あなたもまた自分のはずかしめを負わなければな

らない。それはあなたが彼らよりも、さらに憎む

べきことをした罪によって、彼らはあなたよりも

義とされるからである。それであなたも恥を受け

、はずかしめを負わなければならない。それはあ

なたがその姉妹を義と見せかけたからである。 53

わたしは彼らの幸福をもとに返す。すなわちソド

ムとその娘たちの幸福、サマリヤとその娘たちの

幸福、また彼らの中にいるあなたの幸福をもとに

返す。 54これはあなたに自分のはずかしめを負

わせるため、またすべてあなたのなした事を恥じ

させるためである。こうしてあなたは彼らの慰め

となる。 55あなたの姉妹ソドムと、その娘たち

とは、そのもとの所に帰り、サマリヤと、その娘

たちとは、そのもとの所に帰り、あなたと、あな

たの娘たちとは、そのもとの所に帰る。 56あな

たの高ぶりの日に、あなたの姉妹ソドムは、あな

たの口に、ことわざとなったではなかったか。 57

すなわちあなたの悪があらわされた時まで、そう

ではなかったか。しかし今はあなたも彼女と同様

に、エドムの娘たちと、すべてその周囲の者、お

よび四方からあなたをあざけるペリシテの娘たち

のそしりとなった。 58あなたはあなたのみだら

な行為と、あなたの憎むべき事のとがとを、身に

負っていると主は言われる。 59主なる神はこう

言われる、誓いを軽んじ、契約を破ったあなたに

は、あなたがしたように、わたしもあなたにする

。 60しかしわたしはあなたの若き日に、あなた

と結んだ契約を覚え、永遠の契約をあなたと立て

る。 61わたしがあなたの姉および妹を受け、ま

たあなたとの契約によらずに、娘として彼らをあ

なたに与える時、あなたは自分のおこないを思い
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出して恥じる。 62わたしはあなたと契約を立て

、あなたはわたしが主であることを知るようにな

る。 63こうしてすべてあなたの行ったことにつ

き、わたしがあなたをゆるす時、あなたはそれを

思い出して恥じ、その恥のゆえに重ねて口を開く

ことがないと、主なる神は言われる」。

17時に主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子

よ、イスラエルの家になぞをかけ、たとえを

語って、 3言え。主なる神がこう言われる、さま

ざまの色の羽毛を多く持ち、大きな翼と、長い羽

根とを持つ大わしがレバノンに来て、香柏のこず

えにとまり、 4その若枝の頂を摘み切り、これを

商業の地に運び、商人の町に置いた。 5またその

地の種をとって、これを肥えた土に植えた。すな

わち水の多い所にもって行って、柳を植えるよう

にこれを植えた。 6これが成長して、たけ低く、

はびこるぶどうの木となり、枝はわしに向かい、

根はわしの下にあり、こうしてついにぶどうの木

となり、枝を伸ばし、葉を出した。 7ここにまた

大きな翼と、羽毛の多いほかの一羽の大わしがあ

った。見よ、このぶどうの木は、潤いを得るため

に、その根をわしに向かってまげ、その枝をわし

に向かって伸ばした。 8これが枝を出し、実を結

び、みごとなぶどうの木となるために、わしはこ

れを植えた苗床から水の多い良い地に移し植えた

。 9あなたは、主なる神がこう言われると言え、

これは栄えるであろうか。わしはその根を抜き、

その枝を切り、その若葉を皆枯らさないであろう

か。これをその根からあげるには、強い腕や多く

の民を必要としない。 10見よ、それが移し植え

られたら、また栄えるであろうか。東風がこれを

打つ時、それは枯れてしまわないであろうか。そ

の育った苗床で枯れないであろうか」。 11主の

言葉がまたわたしに臨んだ、 12「反逆の家に言

え。これらがなんであるかをあなたがたは知らな

いのか。彼らに言え、見よ、バビロンの王がエル

サレムにきて、その王とつかさとを捕え、これを

バビロンに引いて行った。 13また王の子孫のひ

とりを捕えて、これと契約を結び、誓いを立てさ

せ、また国のおもだった人々を捕えて行った。 14

これはこの国を卑しくして、みずから立つことが

できないようにし、その契約を守ることによって

立たせるためである。 15しかし彼はバビロンの

王にそむき、使者をエジプトに送って、馬と多く

の兵とをそこから獲ようとした。彼は成功するだ

ろうか。このようなことをなす者は、のがれるこ

とができようか。 16契約を破ってなおのがれる

ことができようか。主なる神は言われる、わたし

は生きている、必ず彼は自分を王となした王の住

む所、彼が立てた誓いを軽んじ、その契約を破っ

た相手の王のいるバビロンで彼は死ぬ。 17多く

の命を断つために塁を築き、雲梯を建てるとき、

パロは決して大いなる軍勢と、多くの人とをもっ

て、彼を助けて戦いをしない。 18彼は誓いを軽

んじ、契約を破り、その手を与えて誓いながら、

なおこれらの事をしたゆえ、のがれることはでき

ない。 19それゆえ、主なる神はこう言われる、

わたしは生きている、彼がわたしの誓いを軽んじ

、わたしの契約を破ったことを、必ず彼のこうべ

に報いる。 20わたしはわが網を彼の上に打ちか

け、彼をわがわなに捕えて、バビロンに引いて行

き、彼がわたしにむかって犯した反逆のために、

その所で彼をさばく。 21彼のすべての軍隊のえ

り抜きの兵士は皆つるぎに倒れ、生き残った者は

八方に散らされる。そしてあなたがたは主なるわ

たしが、これを語ったことを知るようになる」。

22主なる神はこう言われる、「わたしはまた香柏

の高いこずえから小枝をとって、これを植え、そ

の若芽の頂から柔かい芽を摘みとり、これを高い

すぐれた山に植える。 23わたしはイスラエルの

高い山にこれを植える。これは枝を出し、実を結

び、みごとな香柏となり、その下にもろもろの種

類の獣が住み、その枝の陰に各種の鳥が巣をつく

る。 24そして野のすべての木は、主なるわたし

が高い木を低くし、低い木を高くし、緑の木を枯

らし、枯れ木を緑にすることを知るようになる。

主であるわたしはこれを語り、これをするのであ

る」。

18主の言葉がわたしに臨んだ、 2「あなたがた

がイスラエルの地について、このことわざを

用い、『父たちが、酢いぶどうを食べたので子供

たちの歯がうく』というのはどんなわけか。 3主

なる神は言われる、わたしは生きている、あなた

がたは再びイスラエルでこのことわざを用いるこ

とはない。 4見よ、すべての魂はわたしのもので

ある。父の魂も子の魂もわたしのものである。罪

を犯した魂は必ず死ぬ。 5人がもし正しくあって

、公道と正義とを行い、 6山の上で食事をせず、
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また目をあげてイスラエルの家の偶像を仰がず、

隣り人の妻を犯さず、汚れの時にある女に近づか

ず、 7だれをもしえたげず、質物を返し、決して

奪わず、食物を飢えた者に与え、裸の者に衣服を

着せ、 8利息や高利をとって貸さず、手をひいて

悪を行わず、人と人との間に真実のさばきを行い

、 9わたしの定めに歩み、わたしのおきてを忠実

に守るならば、彼は正しい人である。彼は必ず生

きることができると、主なる神は言われる。 10

しかし彼が子を生み、その子が荒い者で、人の血

を流し、これらの義務の一つをも行わず、 11か

えって山の上で食事をし、隣り人の妻を犯し、 12

乏しい者や貧しい者をしえたげ、物を奪い、質物

を返さず、目をあげて偶像を仰ぎ、憎むべき事を

おこない、 13利息や高利をとって貸すならば、

その子は生きるであろうか。彼は生きることはで

きない。彼はこれらの憎むべき事をしたので、必

ず死に、その血は彼自身に帰する。 14しかし彼

が子を生み、その子が父の行ったすべての罪を見

て、恐れ、そのようなことを行わず、 15山の上

で食事せず、目をあげてイスラエルの家の偶像を

仰がず、隣り人の妻を犯さず、 16だれをもしえ

たげず、質物をひき留めず、物を奪わず、かえっ

て自分の食物を飢えた者に与え、裸の者に衣服を

着せ、 17その手をひいて悪を行わず、利息や高

利をとらず、わたしのおきてを行い、わたしの定

めに歩むならば、彼はその父の悪のために死なず

、必ず生きる。 18しかしその父は人をかすめ、

その兄弟の物を奪い、その民の中で良くない事を

行ったゆえ、見よ、彼はその悪のために死ぬ。 19

しかしあなたがたは、『なぜ、子は父の悪を負わ

ないのか』と言う。子は公道と正義とを行い、わ

たしのすべての定めを守っておこなったので、必

ず生きるのである。 20罪を犯す魂は死ぬ。子は

父の悪を負わない。父は子の悪を負わない。義人

の義はその人に帰し、悪人の悪はその人に帰する

。 21しかし、悪人がもしその行ったもろもろの

罪を離れ、わたしのすべての定めを守り、公道と

正義とを行うならば、彼は必ず生きる。死ぬこと

はない。 22その犯したもろもろのとがは、彼に

対して覚えられない。彼はそのなした正しい事の

ために生きる。 23主なる神は言われる、わたし

は悪人の死を好むであろうか。むしろ彼がそのお

こないを離れて生きることを好んでいるではない

か。 24しかし義人がもしその義を離れて悪を行

い、悪人のなすもろもろの憎むべき事を行うなら

ば、生きるであろうか。彼が行ったもろもろの正

しい事は覚えられない。彼はその犯したとがと、

その犯した罪とのために死ぬ。 25しかしあなた

がたは、『主のおこないは正しくない』と言う。

イスラエルの家よ、聞け。わたしのおこないは正

しくないのか。正しくないのは、あなたがたのお

こないではないか。 26義人がその義を離れて悪

を行い、そのために死ぬならば、彼は自分の行っ

た悪のために死ぬのである。 27しかし悪人がそ

の行った悪を離れて、公道と正義とを行うならば

、彼は自分の命を救うことができる。 28彼は省

みて、その犯したすべてのとがを離れたのだから

必ず生きる。死ぬことはない。 29しかしイスラ

エルの家は『主のおこないは正しくない』と言う

。イスラエルの家よ、わたしのおこないは、はた

して正しくないのか。正しくないのは、あなたが

たのおこないではないか。 30それゆえ、イスラ

エルの家よ、わたしはあなたがたを、おのおのそ

のおこないに従ってさばくと、主なる神は言われ

る。悔い改めて、あなたがたのすべてのとがを離

れよ。さもないと悪はあなたがたを滅ぼす。 31

あなたがたがわたしに対しておこなったすべての

とがを捨て去り、新しい心と、新しい霊とを得よ

。イスラエルの家よ、あなたがたはどうして死ん

でよかろうか。 32わたしは何人との死をも喜ば

ないのであると、主なる神は言われる。それゆえ

、あなたがたは翻って生きよ」。

19あなたはイスラエルの君たちのために悲しみ
の歌をのべて 2言え、あなたの母はししのう

ちにあって、どんな雌じしであったろう。彼女は

若いししのうちに伏して子じしを養った。 3彼女

は子じしの一つを育てたが、それは若いししとな

って、獲物をとることを学び、人を食べた。 4国

々の人は彼に対して叫び声をあげ、落し穴でこれ

を捕え、かぎでこれをエジプトの地に引いて行っ

た。 5雌じしは自分の思いが破れ、その望みを失

ったのを見たので、ほかの子じしをとって、これ

を若い子じしとした。 6彼はししのうちに行き来

し、若いししとなって、獲物をとることを学び、

人を食べた。 7彼はその要害を荒し、その町々を

滅ぼした。そのほえる声によって、その地とその

中に満ちるものとは皆恐れた。 8そこで国々の人

は彼に対して四方にわなを設け、彼に網を打ちか
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け、落し穴で彼を捕えた。 9彼らはかぎをもって

、これをかごに入れ、これをバビロンの王のもと

に連れて行き、これをおりの中に入れて、再びそ

の声をイスラエルの山々に聞えさせないようにし

た。 10あなたの母は水のほとりに移し植えられ

たぶどう畑のぶどうの木のようで、水が多いため

に実りがよく、枝がはびこった。 11その強い幹

は君たる者のつえとなった。それは茂みの中に高

くそびえ、多くの枝をつけて高く見えた。 12し

かしこのぶどうの木は憤りによって抜かれ、地に

投げうたれ、東風がそれを枯らし、その実はもぎ

取られ、その強い幹は枯れて、火に焼き滅ぼされ

た。 13今これは荒野に、かわいた、水のない地

に移し植えられ、 14火がその幹から出て、その

枝と実とを滅ぼしたので、強い幹で、君たる者の

つえとなるべきものはそこにない。これが悲しみ

の言葉、また悲しみの歌となった。

20第七年の五月十日に、イスラエルの長老たち
のある人々が、主に尋ねるためにきて、わた

しの前に座した。 2時に主の言葉がわたしに臨ん

だ、 3「人の子よ、イスラエルの長老たちに告げ

て言え。主なる神はこう言われる、あなたがたが

わたしのもとに来たのは、わたしに何か尋ねるた

めであるか。主なる神は言われる、わたしは生き

ている、わたしはあなたがたの尋ねに答えない。

4あなたは彼らをさばこうとするのか。人の子よ

、あなたは彼らをさばこうとするのか。それなら

彼らの先祖たちのした憎むべき事を彼らに知らせ

、 5かつ彼らに言え。主なる神はこう言われる、

わたしがイスラエルを選び、ヤコブの家の子孫に

誓い、エジプトの地でわたし自身を彼らに知らせ

彼らに誓って、わたしはあなたがたの神、主であ

ると言った日、 6その日にわたしは彼らに誓って

、エジプトの地から彼らを導き出し、わたしが彼

らのために探り求めた乳と蜜との流れる地、全地

の中で最もすばらしい所へ行かせると言った。 7

わたしは彼らに言った、あなたがたは、おのおの

その目を楽しませる憎むべきものを捨てよ。エジ

プトの偶像をもって、その身を汚すな。わたしは

あなたがたの神、主であると。 8ところが彼らは

わたしにそむき、わたしの言うことを聞こうとも

しなかった。彼らは、おのおのその目を楽しませ

た憎むべきものを捨てず、またエジプトの偶像を

捨てなかった。それで、わたしはエジプトの地の

うちで、わたしの憤りを彼らに注ぎ、わたしの怒

りを彼らに漏らそうと思った。 9しかしわたしは

わたしの名のために行動した。それはエジプトの

地から彼らを導き出して、周囲に住んでいた異邦

人たちに、わたしのことを知らせ、わたしの名が

彼らの目の前に、はずかしめられないためである

。 10すなわち、わたしはエジプトの地から彼ら

を導き出して、荒野に連れて行き、 11わたしの

定めを彼らに授け、わたしのおきてを彼らに示し

た。これは人がこれを行うことによって生きるも

のである。 12わたしはまた彼らに安息日を与え

て、わたしと彼らとの間のしるしとした。これは

主なるわたしが彼らを聖別したことを、彼らに知

らせるためである。 13しかしイスラエルの家は

荒野でわたしにそむき、わたしの定めに歩まず、

人がそれを行うことによって、生きることのでき

るわたしのおきてを捨て、大いにわたしの安息日

を汚した。そこでわたしは荒野で、わたしの憤り

を彼らの上に注ぎ、これを滅ぼそうと思ったが、

14わたしはわたしの名のために行動した。それは

わたしが彼らを導き出して見せた異邦人の前に、

わたしの名が汚されないためである。 15ただし

、わたしは荒野で彼らに誓い、わたしが彼らに与

えた乳と蜜との流れる地、全地の最もすばらしい

地に、彼らを導かないと言った。 16これは彼ら

がその心に偶像を慕って、わがおきてを捨て、わ

が定めに歩まず、わが安息日を汚したからである

。 17けれどもわたしは彼らを惜しみ見て、彼ら

を滅ぼさず、荒野で彼らを絶やさなかった。 18

わたしはまた荒野で彼らの子どもたちに言った、

あなたがたの先祖の定めに歩んではならない。そ

のおきてを守ってはならない。その偶像をもって

、あなたがたの身を汚してはならない。 19主な

るわたしはあなたがたの神である。わが定めに歩

み、わがおきてを守ってこれを行い、 20わが安

息日を聖別せよ。これはわたしとあなたがたとの

間のしるしとなって、主なるわたしがあなたがた

の神であることを、あなたがたに知らせるためで

ある。 21しかしその子どもたちはわたしにそむ

き、わが定めに歩まず、人がこれを行うことによ

って、生きることのできるわたしのおきてを守り

行わず、わが安息日を汚した。そこでわたしはわ

が憤りを彼らの上に注ぎ、荒野で彼らに対し、わ

が怒りを漏らそうと思った。 22しかしわたしは

わが手を翻して、わが名のために行動した。それ
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はわたしが彼らを導き出して見せた異邦人の前に

、わたしの名が汚されないためである。 23ただ

しわたしは荒野で彼らに誓い、わたしは異邦人の

間に彼らを散らし、国々の中に彼らをふりまくと

言った。 24これは彼らがわがおきてを行わず、

わが定めを捨て、わが安息日を汚し、彼らの目に

その先祖の偶像を慕ったからである。 25またわ

たしは彼らに良くない定めと、それによって生き

ることのできないおきてとを与え、 26そして、

彼らのういごに火の中を通らせるその供え物によ

って、彼らを汚し、彼らを恐れさせた。わたしが

これを行ったのは、わたしが主であることを、彼

らに知らせるためである。 27それゆえ人の子よ

、イスラエルの家に告げて言え。主なる神はこう

言われる、あなたがたの先祖はまた、不信の罪を

犯してわたしを汚した。 28わたしが彼らに与え

ようと誓った地に、彼らを導き入れた時、彼らは

すべての高い丘と、すべての茂った木とを見て、

その所で犠牲をささげ、忌むべき供え物をささげ

、またこうばしいかおりをその所に上らせ、その

所に灌祭を注いだ。 29（わたしは彼らに言った

、あなたがたが通うその高き所はなんであるか。

それでその名は今日までバマととなえられている

。） 30それゆえ、イスラエルの家に言え。主な

る神はこう言われる、あなたがたは、その先祖の

おこないに従って、その身を汚し、その憎むべき

ものを慕うのか。 31あなたがたは、その供え物

をささげ、その子供に火の中を通らせて、今日ま

ですべての偶像をもって、その身を汚すのである

。イスラエルの家よ、わたしは、なおあなたがた

に尋ねられるべきであろうか。わたしは生きてい

る。わたしは決してあなたがたに尋ねられるはず

はないと、主なる神は言われる。 32あなたがた

の心にあること、すなわち『われわれは異邦人の

ようになり、国々のもろもろのやからのようにな

って、木や石を拝もう』との考えは決して成就し

ない。 33主なる神は言われる、わたしは生きて

いる、わたしは必ず強い手と伸べた腕と注がれた

憤りとをもって、あなたがたを治める。 34わた

しはわが強い手と伸べた腕と注がれた憤りとをも

って、あなたがたをもろもろの民の中から導き出

し、その散らされた国々から集め、 35もろもろ

の民の荒野に導き入れ、その所で顔と顔とを合わ

せて、あなたがたをさばく。 36すなわち、エジ

プトの地の荒野で、あなたがたの先祖をさばいた

ように、わたしはあなたがたをさばくと、主なる

神は言われる。 37わたしはあなたがたに、むち

の下を通らせ、数えてはいらせ、 38あなたがた

のうちから、従わぬ者と、わたしにそむいた者と

を分かち、その寄留した地から、彼らを導き出す

。しかし彼らはイスラエルの地に入ることはでき

ない。こうしてあなたがたはわたしが主であるこ

とを知るようになる。 39それで、イスラエルの

家よ、主なる神はこう言われる、あなたがたはわ

たしに聞かないなら、今も後も、おのおのその偶

像に行って仕えるがよい。しかし再び供え物と偶

像とをもって、わたしの聖なる名を汚してはなら

ない。 40主なる神は言われる、わたしの聖なる

山、イスラエルの高い山の上で、イスラエルの全

家はその地で、ことごとくわたしに仕える。その

所でわたしは喜んで彼らを受けいれ、あなたがた

のささげ物と最上の供え物とを、その聖なるささ

げ物と共に求める。 41わたしがあなたがたをも

ろもろの民の中から導き出し、かつてあなたがた

を散らした国々から集める時、こうばしいかおり

として、あなたがたを喜んで受けいれる。そして

わたしは異邦人の前で、あなたがたの中に、わた

しの聖なることをあらわす。 42こうしてわたし

があなたがたを、イスラエルの地、すなわちあな

たがたの先祖たちに与えると誓った地に、はいら

せる時、あなたがたはわたしが主であることを知

るようになる。 43またその所であなたがたは、

その身を汚したあなたがたのおこないと、すべて

のわざとを思い出し、みずから行ったすべての悪

事のために、自分を忌みきらうようになる。 44

イスラエルの家よ、わたしがあなたがたの悪しき

おこないによらず、またその腐れたわざによらず

、わたしの名のために、あなたがたを扱う時、あ

なたがたはわたしが主であることを知るのである

と、主なる神は言われる」。 45主の言葉がまた

わたしに臨んだ、 46「人の子よ、顔を南に向け

、南に向かって語り、ネゲブの森の地に対して預

言せよ。 47すなわちネゲブの森に言え、主の言

葉を聞け、主なる神はこう言われる、見よ、わた

しはあなたのうちに火を燃やす。その火はあなた

のうちのすべての青木と、すべての枯れ木を焼き

滅ぼし、その燃える炎は消されることがなく、南

から北まで、すべての地のおもては、これがため

に焼ける。 48すべて肉なる者は、主なるわたし

がこれを焼いたことを見る。その火は消されない
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」。 49そこでわたしは言った、「ああ主なる神

よ、彼らはわたしについてこう語っています、『

彼はたとえをもって語る者ではないか』と」。

21主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたの顔をエルサレムに向け、あなたの言

葉を聖所に向けてのべ、イスラエルの地に向かっ

て預言し、 3イスラエルの地に言え。主はこう言

われる、見よ、わたしはあなたを攻め、わたしの

つるぎをさやから抜き、あなたのうちから、正し

い者も悪しき者をも断ってしまう。 4わたしがあ

なたのうちから、正しい者も悪しき者をも断つゆ

えに、わたしのつるぎはさやから抜け出て、南か

ら北までのすべての肉なる者を攻める。 5すべて

肉なる者は、主なるわたしが、そのつるぎをさや

から抜き放ったことを知る。このつるぎは再びさ

やに納められない。 6それゆえ、人の子よ、嘆け

、心砕けるまでに嘆き、彼らの目の前でいたく嘆

け。 7人があなたに向かって、『なぜ嘆くのか』

と言うなら、『この知らせのためである。それが

来れば人の心はみな溶け、手はみななえ、霊はみ

な弱り、ひざはみな水のようになる。見よ、それ

は来る、必ず成就する』と言え」と主なる神は言

われる。 8主の言葉がわたしに臨んだ、 9「人の

子よ、預言して言え、主はこう言われる、つるぎ

がある、とぎ、かつ、みがいたつるぎがある。 10

殺すためにといであり、いなずまのようにきらめ

くためにみがいてある。わたしたちは喜ぶことが

できるか。わが子よ、あなたはつえと、すべて木

で作ったものとを軽んじた。 11このつるぎは手

にとるために、とがれ、殺す者の手に渡すために

、とがれみがかれるのである。 12人の子よ、叫

び嘆け、このことはわが民に臨み、イスラエルの

すべての君たちに臨むからである。彼らはわが民

と共につるぎにわたされる。それゆえ、あなたの

ももを打て。 13これはためしにすることではな

い。もしあなたが、つえをあざけったら、どうい

うことになろうか」と主なる神は言われる。 14

「それゆえ、人の子よ、あなたは預言し、手を打

ちならせ。つるぎを二度も三度も臨ませよ。これ

は人を殺すつるぎ、大いに殺すつるぎであって、

彼らを囲むものである。 15これがために彼らの

心は溶け、多くの者がすべての門に倒れる。わた

しはひらめくつるぎを彼らに送る。ああ、これは

いなずまのようになり、人を殺すためにみがかれ

ている。 16あなたの刃の向かうところで、右に

左になぎ倒せ。 17わたしもまた、わたしの手を

打ちならし、わたしの怒りをしずめると、主なる

わたしは言った」。 18主の言葉がまたわたしに

臨んだ、 19「人の子よ、バビロンの王のつるぎ

が来るために、二つの道を備えよ。この二つの道

は一つの国から出ている。あなたは道しるべを作

り、これを町に向かう道のはじめに置け。 20あ

なたはまたアンモンの人々のラバと、ユダと、堅

固な城の町エルサレムとにつるぎの来る道を設け

よ。 21バビロンの王は道の分れ目、二つの道の

はじめに立って占いをし、矢をふり、テラピムに

問い、肝を見る。 22彼の右にエルサレムのため

に占いが出る。すなわち口を開いて叫び、声をあ

げ、ときを作り、門に向かって城くずしを設け、

塁を築き、雲悌を建てよと言う。 23しかしこれ

は彼らの目には偽りの占いと思われ、彼らは堅き

誓いをなした。しかし彼は、彼らを捕えることに

よって、罪を思い出させる。 24それゆえ、主な

る神はこう言われる、あなたがたの罪は覚えられ

、その反逆は現れ、その罪はすべてのわざに現れ

る。このようにあなたがたは、すでに覚えられて

いるから、彼らの手に捕えられる。 25汚れた悪

人であるイスラエルの君よ、あなたの終りの刑罰

の時であるその日が来る。 26主なる神はこう言

われる、かぶり物を脱ぎ、冠を取り離せ。すべて

のものは、そのままには残らない。卑しい者は高

くされ、高い者は卑しくされる。 27ああ破滅、

破滅、破滅、わたしはこれをこさせる。わたしが

与える権威をもつ者が来る時まで、その跡形さえ

も残らない。 28人の子よ、預言して言え。主な

る神はアンモンの人々と、そのあざけりについて

、こう言われる、つるぎがある。このつるぎは殺

すために抜かれ、いなずまのようにひかりきらめ

くようにとがれている。 29彼らがあなたに偽り

の幻を示し、偽りを占ったゆえ、これは殺さるべ

き悪しき者の首の上に置かれる。彼らの終りの刑

罰の時であるその日がきている。 30これをさや

に納めよ、わたしはあなたの造られた所、あなた

の生れた地であなたをさばく。 31わたしの怒り

をあなたに注ぎ、わたしの憤りの火をあなたに向

けて燃やし、滅ぼすことに巧みな残忍な人の手に

あなたを渡す。 32あなたは火のための、たきぎ

となり、あなたの血は国の中に流され、覚えられ

ることはない、主なるわたしが言う」。
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22また主の言葉がわたしに臨んで言った、 2「

人の子よ、あなたはさばくのか。血を流すこ

の町をさばくのか。それならこの町にそのもろも

ろの憎むべき事を示して、 3言え。主なる神はこ

う言われる、自分のうちに血を流して、その刑罰

の時をまねき、偶像を造ってその身を汚す町よ、

4あなたはその流した血によって罪を得、その造

った偶像によって汚れ、あなたの日を近づかせ、

あなたの年の定めの時はきた。それゆえわたしは

あなたをもろもろの国民のあざけりとなし、万国

の物笑いとする。 5あなたに近い者も、遠い者も

、汚れと、混乱に満ちているあなたをあざける。

6見よ、あなたのうちのイスラエルの君たちは、

おのおのその力にしたがって、血を流そうとして

いる。 7父母はあなたのうちで卑しめられ、寄留

者はあなたのうちで虐待をうけ、みなしごと、や

もめとはあなたのうちで悩まされている。 8あな

たはわたしの聖なるものを卑しめ、わたしの安息

日を汚した。 9人をののしって血を流そうとする

者は、あなたのうちにおり、人々はあなたのうち

で、山の上で食事をし、あなたのうちで、みだら

なおこないをし、 10あなたのうちで、父の裸を

現し、あなたのうちで、汚れのうちにある女を犯

す。 11またあなたのうちに、その隣の妻と憎む

べき事を行う者があり、淫行をもって、その嫁を

汚す者があり、自分の父の娘である自分の姉妹を

犯す者があり、 12また血を流そうとして、あな

たのうちで、まいないを取る者がある。あなたは

利息と高利とを取り、しえたげによって、あなた

の隣り人のものをかすめ、そしてわたしを忘れて

しまったと、主なる神は言われる。 13それゆえ

見よ、あなたが得た不正の利の事、およびあなた

のうちにある流血の事に対して、わたしは手を打

ちならす。 14わたしがあなたを攻める日には、

あなたの勇気は、これに耐え得ようか。またあな

たの手は強くあり得ようか。主なるわたしはこれ

を宣言し、これをなす。 15わたしはあなたを、

もろもろの国民のうちに散らし、国々の間にまき

、そしてあなたから汚れを除く。 16わたしはあ

なたによって、もろもろの国民の前に汚される。

そしてあなたはわたしが主であることを知る」。

17主の言葉がまたわたしに臨んだ、 18「人の子

よ、イスラエルの家はわたしに対して、かなかす

となった。彼らはすべて炉の中の銀、青銅、すず

、鉄、鉛のかなかすとなった。 19それゆえ、主

なる神はこう言われる、あなたがたは皆かなかす

となったゆえ、見よ、わたしはあなたがたをエル

サレムの中に集める。 20人が銀、青銅、鉄、鉛

、すずなどを炉の中に集め、これに火を吹きかけ

て溶かすように、わたしは怒りと憤りとをもって

、あなたがたを集め入れて溶かす。 21すなわち

、わたしはあなたがたを集め、わたしの怒りの火

を、あなたがたに吹きかける。あなたがたはその

中で溶ける。 22銀が炉の中で溶けるように、あ

なたがたもその中で溶ける。そしてあなたがたは

主なるわたしが、あなたがたの上に、わたしの怒

りを注いだことを知るようになる」。 23主の言

葉がまたわたしに臨んだ、 24「人の子よ、これ

に言え、あなたは怒りの日に清められず、また雨

の降らない地である。 25その中の君たちは、獲

物を裂くほえるししのような者で、彼らは人々を

滅ぼし、宝と尊い物とを取り、そのうちに、やも

めの数をふやす。 26その祭司たちはわが律法を

犯し、聖なる物を汚した。彼らは聖なる物と汚れ

た物とを区別せず、清くない物と清い物との違い

を教えず、わが安息日を無視し、こうしてわたし

は彼らの間に汚されている。 27その中にいる君

たちは、獲物を裂くおおかみのようで、血を流し

、不正の利を得るために人々を滅ぼす。 28その

預言者たちは、水しっくいでこれを塗り、偽りの

幻を見、彼らに偽りを占い、主が語らないのに『

主なる神はこう言われる』と言う。 29国の民は

しえたげを行い、奪うことをなし、乏しい者と貧

しい者とをかすめ、不法に他国人をしえたぐ。 30

わたしは、国のために石がきを築き、わたしの前

にあって、破れ口に立ち、わたしにこれを滅ぼさ

せないようにする者を、彼らのうちに尋ねたが得

られなかった。 31それゆえ、わたしはわが怒り

を彼らの上に注ぎ、わが憤りの火をもって彼らを

滅ぼし、彼らのおこないを、そのこうべに報いた

と、主なる神は言われる」。

23主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

ここにふたりの女があった。ひとりの母の娘

である。 3彼らはエジプトで淫行をした。彼らは

若い時に淫行をした。すなわちその所で彼らの胸

は押され、その処女の乳ぶさはいじられた。 4彼

らの名は姉はアホラ、妹はアホリバである。彼ら

はわたしのものとなって、むすこ娘たちを産んだ

。その本名はアホラはサマリヤ、アホリバはエル
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サレムである。 5アホラはわたしのものである間

に淫行をなし、その恋人なるアッスリヤびとにこ

がれた。 6すなわち紫の衣をきた軍人、長官、司

令官、すべて好ましい若者、馬に乗る者たちであ

る。 7彼女は彼らに淫行を供えた。彼らはすべて

アッスリヤのえり抜きの人々である。彼女はまた

、そのこがれたすべての者のもろもろの偶像をも

って、おのれを汚した。 8彼女はエジプトの日か

らおこなっていた、その淫行を捨てなかった。そ

れは彼女の若い時に、彼らが彼女と寝、その処女

の乳ぶさをいじり、その情欲を彼女の上に注いだ

からである。 9それゆえ、わたしは彼女をその恋

人の手に渡し、そのこがれたアッスリヤの人々の

手に渡した。 10彼らは彼女の裸を現し、そのむ

すこ娘たちを奪い、つるぎをもって彼女を殺した

。こうして彼女に対するさばきが行われたとき、

彼女は女たちの間の語り草となった。 11その妹

アホリバはこれを見て、姉よりも情欲をほしいま

まにし、姉の淫行よりも多く淫行をなし、 12ア

ッスリヤの人々に恋こがれた。長官、司令官、盛

装した軍人、馬に乗る者たちで、すべて好ましい

若者たちである。 13わたしは彼女が身を汚した

のを見た。彼らは共に一つの道をたどったが、 14

彼女はさらにその淫行を続け、壁に描いた人々を

見た。すなわち朱で描いたカルデヤびとの像で、

15腰には帯を結び、頭にはたれさがったずきんを

いただいていた。これらはみな官吏のような姿で

、その生れた国カルデヤのバビロン人に似ていた

。 16彼女はこれらを見て、これに恋こがれ、使

者をカルデヤの彼らのもとに送った。 17そこで

バビロンの人々は彼女のもとに来て、恋の床につ

き、情欲をもって彼女を汚したが、彼女は彼らに

汚されるにおよんで、その心は彼らから離れた。

18彼女がその淫行を公然と続け、その裸をさらし

たので、わたしの心は彼女から離れた。これはあ

たかもわたしの心が、彼女の姉から離れたと同様

である。 19しかし彼女はなおエジプトの地で姦

淫をしたその若き日を覚えて、その淫行を続け、

20その情夫たちに恋こがれた。その人の肉は、ろ

ばの肉のごとく、その精は馬の精のようであった

。 21このようにあなたは、かのエジプトびとが

、あなたの胸に手をつけ、あなたの若い乳ぶさを

おさえた時の、若い時の淫行を慕っている」。 22

それゆえ、アホリバよ、主なる神はこう言われる

、「見よ、わたしは、あなたの心がすでに離れた

あなたの恋人らを起して、あなたを攻めさせ、彼

らに四方から来てあなたを攻めさせる。 23すな

わちバビロンの人々およびカルデヤのすべての人

々、ペコデ、ショア、コア、アッスリヤのすべて

の人々、好ましい若者、長官、司令官、官吏、軍

人など、すべて馬に乗る者たちである。 24彼ら

は戦車、貨車、および多くの民を率いて、北から

あなたに攻めて来る。大盾、小盾、かぶとを備え

て、四方からあなたに攻めかかる。わたしが彼ら

にさばきをゆだねるゆえ、彼らは、そのおきてに

従って、あなたをさばく。 25わたしはあなたに

向かってわたしの憤りを起すゆえ、彼らは怒りを

もってあなたを扱い、あなたの鼻と耳とを切り落

し、そして残りの者はつるぎに倒れる。彼らはあ

なたのむすこ娘たちを奪い、生き残った者を火で

焼く。 26彼らはまたあなたの衣服をはぎ取り、

あなたの美しい飾りを取り去る。 27こうしてわ

たしはあなたの淫乱と、エジプトの地から持って

来た淫行とを取り除き、重ねてあなたの目を、エ

ジプトびとに向けて上げさせず、彼らの事を思わ

ないようにする。 28主なる神はこう言われる、

見よ、わたしはあなたの憎む者の手、あなたの心

の離れた者の手にあなたを渡す。 29彼らは憎し

みをもってあなたを扱い、あなたの所得をことご

とく取り去り、あなたを赤はだかにし、あなたの

淫行の裸を現す。あなたの淫乱と淫行とのゆえに

、 30すなわち、あなたが異邦人を慕って姦淫を

行い、彼らの偶像をもって身を汚したゆえに、こ

れらのことがあなたに臨むのだ。 31あなたはそ

の姉の道を歩んだので、わたしも彼女の杯をあな

たにわたす。 32主なる神はこう言われる、あな

たは姉の深い、大きな杯を飲み、笑い物となり、

あざけりとなる、この杯にはそれらが多くこもっ

ている。 33あなたは酔いと憂いとに満たされる

。驚きと滅びの杯、これがあなたの姉サマリヤの

杯である。 34あなたはこれを飲みこれをかたむ

け、あなたの髪の毛をひきむしり、あなたの乳ぶ

さをかきさく。わたしがこれを言うと、主なる神

は言われる。 35それゆえ、主なる神はこう言わ

れる、あなたはわたしを忘れ、わたしをあなたの

うしろに捨て去ったゆえ、あなたは自分の淫乱と

淫行との罪を負わねばならぬ」。 36主はわたし

に言われた、「人の子よ、あなたはアホラとアホ

リバをさばくのか。それならば彼らにその憎むべ

き事を告げよ。 37彼らは姦淫を行い、血が彼ら
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の手の上にある。彼らはその偶像と姦淫を行い、

またわたしに産んだ子らを、食物のために彼らに

ささげた。 38さらに彼らは、わたしに対してこ

のようにした。すなわち、彼らは同じ日にわたし

の聖所を汚し、わたしの安息日を犯した。 39彼

らはその子らを、偶像にささげるためにほふった

同じ日に、わたしの聖所にきて、これを汚した。

見よ、彼らがわたしの家の中でしたことはこれで

ある。 40さらに彼らは使者をやって、遠くから

来るように人々を招いた。見よ、彼らはきた。あ

なたは、この人々のために身を洗い、目を描き、

飾り物を身につけ、 41尊い床に座し、食卓をそ

の前に設け、わたしの香と、わたしの油とを、そ

の上に供えた。 42こうして、のんきな群衆の声

は彼女と共にあり、また、荒野から連れて来た通

りがかりの酔いどれも、彼らと共にいた。彼らは

女たちの手に腕輪をはめさせ、頭に美しい冠をい

ただかせた。 43そこでわたしは言った、彼女と

姦淫を行う時、人々は姦淫を犯さないであろうか

。 44人が遊女の所にはいるように、彼らは彼女

の所にはいった。こうして彼らは姦淫を行うため

に、アホラおよびアホリバの所にはいった。 45

しかし正しい人々は淫婦のさばきと、血を流した

女のさばきとをもって、彼らをさばく。それは彼

らが淫婦であって、その手に血があるからである

」。 46主なる神はこう言われる、「わたしは軍

隊を彼らに向かって攻め上らせ、彼らを恐れと略

奪とに渡す。 47軍隊は彼らを石で打ち、つるぎ

で切り、そのむすこ娘たちを殺し、火でその家を

焼く。 48こうしてわたしはこの地に淫乱を絶や

す。すべての女はみずからいましめて、あなたが

たがしたような淫乱を行わない。 49あなたがた

の淫乱の報いは、あなたがたの上にくだり、あな

たがたはその偶像礼拝の罪を負い、そしてわたし

が主なる神であることを知るようになる」。

24第九年の十月十日に、主の言葉がわたしに臨
んだ、 2「人の子よ、あなたはこの日すなわ

ち今日の名を書きしるせ。バビロンの王は、この

日エルサレムを包囲した。 3あなたはこの反逆の

家にたとえを語って言え。主なる神はこう言われ

る、かますをすえ、これをすえて、水をくみ入れ

よ。 4その中に肉の切れを入れよ、すべて良い肉

の切れ、すなわち、ももと肩の肉をこれに入れよ

。良い骨をこれに満たせ。 5羊の最も良いものを

取れ。かまの下にまきを積み、その肉を煮たぎら

せ、またその中の骨を煮よ。 6それゆえ、主なる

神はこう言われる、わざわいなるかな、流血の町

、さびているかま。そのさびはこれを離れない。

肉をひとつびとつ無差別に取り出せ。 7その流し

た血はまだその中にある。彼女はこれを裸岩の上

に流し、土でこれをおおうために、地面には注が

なかった。 8これは、わたしの怒りをつのらせ、

あだを返すために、その流した血がおおわれない

ように、裸岩の上に流したのである。 9それゆえ

、主なる神はこう言われる、わざわいなるかな、

流血の町。わたしもまた、まきをさらに積み重ね

る。 10まきを積み重ね、火を燃やし、肉をよく

煮て、煮つくし、骨を焼け。 11そしてかまを熱

くするため、それをからにして炭火の上に置き、

その銅を焼いて、汚れをその中に溶かし、そのさ

びを去れ。 12しかしわたしのほねおりは、むだ

であった。その多くのさびは火によって消えない

。 13そのさびとは、あなたの不潔な淫行である

。わたしはあなたを清めようとしたが、あなたは

あなたの不潔から清められようとしないから、わ

たしの怒りをあなたに漏らし尽すまでは、あなた

は汚れから清まることはない。 14主なるわたし

はこれを言った。そしてこれは必ず成る。わたし

はこれをなす。わたしはやめない、惜しまない、

悔いない。あなたのおこないにより、あなたのわ

ざによって、あなたをさばくと、主なる神は言わ

れる」。 15また主の言葉がわたしに臨んだ、 16

「人の子よ、見よ、わたしは、にわかにあなたの

目の喜ぶ者を取り去る。嘆いてはならない。泣い

てはならない。涙を流してはならない。 17声を

たてずに嘆け。死人のために嘆き悲しむな。ずき

んをかぶり、足にくつをはけ。口をおおうな。嘆

きのパンを食べるな」。 18朝のうちに、わたし

は人々に語ったが、夕べには、わたしの妻は死ん

だ。翌朝わたしは命じられたようにした。 19人

々はわたしに言った、「あなたがするこの事は、

われわれになんの関係があるのか、それをわれわ

れに告げてはくれまいか」。 20わたしは彼らに

言った、「主の言葉がわたしに臨んだ、 21『イ

スラエルの家に言え、主なる神はこう言われる、

見よ、わたしはあなたがたの力の誇、目の喜び、

心の望みであるわが聖所を汚す。あなたがたが残

すむすこ娘たちは、つるぎに倒れる。 22あなた

がたもわたしがしたようにし、口をおおわず、嘆
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きのパンを食べず、 23頭にずきんをかぶり、足

にくつをはき、嘆かず、泣かず、その罪の中にや

せ衰えて、互にうめくようになる。 24このよう

にエゼキエルはあなたがたのためにしるしとなる

。彼がしたようにあなたがたもせよ。この事が成

る時、あなたがたはわたしが主なる神であること

を知るようになる』。 25人の子よ、わたしが、

彼らのとりで、彼らの喜びと栄え、彼らの目の喜

びであり、その心の望みであるもの、また彼らの

むすこ娘たちを取り去る日、 26その日に難をの

がれて来る者が、あなたのもとにきて、あなたに

事を告げる。 27その日あなたは、そののがれて

きた者に向かって口を開き、語り、もはや沈黙し

ない。こうしてあなたは彼らのためにしるしとな

り、彼らはわたしが主であることを知る」。

25主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたの顔をアンモンの人々に向け、これに

向かって預言し、 3アンモンの人々に言え。主な

る神の言葉を聞け。主なる神はこう言われる、あ

なたはわが聖所の汚された時、またイスラエルの

地の荒された時、またユダの家が捕え移された時

、ああ、それはよい気味であると言った。 4それ

ゆえ、わたしはあなたを、東の人々に渡して彼ら

の所有とする。彼らはあなたのうちに陣営を設け

、あなたのうちに住居を造り、あなたのくだもの

を食べ、あなたの乳を飲む。 5わたしはラバを、

らくだを飼う所とし、アンモンびとの町々を、羊

の伏す所とする。そしてあなたがたは、わたしが

主であることを知るようになる。 6主なる神はこ

う言われる、あなたはイスラエルの地に向かって

手をうち、足を踏み、心に悪意を満たして喜んだ

。 7それゆえ、見よ、わたしはわが手をあなたに

向けて伸べ、あなたを、もろもろの国民に渡して

略奪にあわせ、あなたを、もろもろの民の中から

断ち、諸国の中から滅ぼし絶やす。そしてあなた

は、わたしが主であることを知るようになる。 8

主なる神はわたしにこう言われる、モアブは言っ

た、見よ、ユダの家は、他のすべての国民と同様

であると。 9それゆえ、わたしはモアブの境界の

町々、すなわち国の栄えであるベテエシモテ、バ

アルメオン、キリアタイムの横腹を開き、 10こ

れをアンモンの人々と共に、東方の人々に与えて

、その所有とし、モアブの人々をもろもろの国民

の中に記憶させない。 11わたしはモアブの上に

さばきを行う。そのとき、彼らはわたしが主であ

ることを知る。 12主なる神はこう言われる、エ

ドムは恨みをふくんでユダの家に敵対し、これに

恨みを返して、はなはだしく罪を犯した。 13そ

れゆえ、主なる神はこう言われる、わたしはエド

ムの上に手を伸べて、その中から人と獣とを断ち

、これを荒れ地とする。テマンからデダンまで人

々はつるぎに倒れる。 14わたしはわが民イスラ

エルの手をもって、エドムにわがあだを報いる。

彼らがわが怒り、わが憤りに従ってエドムに行う

時、エドムの人々は、わたしがあだを返すことを

知るようになると、主なる神は言われる。 15主

なる神はこう言われる、ペリシテびとは恨みをふ

くんで行動し、心に悪意をもってあだを返し、深

い敵意をもって、滅ぼすことをした。 16それゆ

え、主なる神はこう言われる、見よ、わたしは手

をペリシテびとの上に伸べ、ケレテびとを断ち、

海べの残りの者を滅ぼす。 17わたしは怒りに満

ちた懲罰をもって、大いなる復讐を彼らになす。

わたしが彼らにあだを返す時、彼らはわたしが主

であることを知るようになる」。

26第十一年の第一日に主の言葉がわたしに臨ん
だ、 2「人の子よ、ツロはエルサレムについ

て言った、『ああ、それはよい気味である。もろ

もろの民の門は破れて、わたしに開かれた。わた

しは豊かになり、彼は破れはてた』と。 3それゆ

え、主なる神はこう言われる、ツロよ、わたしは

あなたを攻め、海がその波を起すように、わたし

は多くの国民を、あなたに攻めこさせる。 4彼ら

はツロの城壁をこわし、そのやぐらを倒す。わた

しはその土を払い去って、裸の岩にする。 5ツロ

は海の中にあって、網をはる場所になる。これは

わたしが言ったのであると、主なる神は言われる

。ツロは、もろもろの民にかすめられ、 6その本

土におる娘たちは、つるぎで殺される。そして彼

らは、わたしが主であることを知るようになる。

7主なる神はこう言われる、見よ、わたしは王の

王なるバビロンの王ネブカデレザルに、馬、戦車

、騎兵、および多くの軍勢をひきいて、北からツ

ロに攻めこさせる。 8彼は本土におるあなたの娘

たちを、つるぎで殺し、あなたに向かって雲悌を

建て、塁を築き、盾を備え、 9城くずしをあなた

の城壁に向け、おのであなたのやぐらを打ち砕く

。 10その多くの馬の土煙は、あなたをおおう。
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人が破れた町にはいるように、彼があなたの門に

はいる時、騎兵と貨車と戦車の響きによって、あ

なたの石がきはゆるぐ。 11彼はその馬のひずめ

で、あなたのすべてのちまたを踏みあらし、つる

ぎであなたの民を殺す。あなたの力強い柱は地に

倒れる。 12彼らはあなたの財宝を奪い、商品を

かすめ、城壁をくずし、楽しい家をこわし、石と

木と土とを水の中に投げ込む。 13わたしはあな

たの歌の声をとどめる。琴の音はもはや聞えなく

なる。 14わたしはあなたを裸の岩にする。あな

たは網を張る場所となり、再び建てられることは

ない。主なるわたしがこれを言ったと、主なる神

は言われる。 15主なる神はツロにこう言われる

、海沿いの国々はあなたの倒れる響き、手負いの

うめき、あなたのうちの殺人のゆえに、身震いし

ないであろうか。 16その時、海の君たちは皆そ

の位からおり、朝服を脱ぎ、縫い取りの衣服を取

り去り、恐れを身にまとい、地に座して、いたく

恐れ、あなたの事を驚き、 17あなたのために悲

しみの歌をのべて言う、『あなたは海にあって、

強い誉ある町、本土に恐れを与えていたあなたも

、その住民も、海から消え去った。 18島々はあ

なたの倒れる日に身震いする。海の島々はあなた

の去り行くことを見て驚く』。 19主なる神はこ

う言われる、わたしはあなたを、荒れた町となし

、住む者のない町のようにし、淵をあなたに向か

ってわきあがらせ、大水にあなたをおおわせる時

、 20あなたを穴に下る者どもと共に、昔の民の

所に下し、穴に下る者と共に下の国に、昔のまま

の荒れ跡の中に、あなたを住ませる。それゆえ、

あなたは人の住む所とならず、また生ある者の地

に所を得ない。 21わたしはあなたの終りを、恐

るべきものとする。あなたは無に帰する。あなた

を尋ねる人があっても、永久に見いださないと、

主なる神は言われる」。

27主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

ツロのために悲しみの歌をのべ、 3海の入口

に住んで、多くの海沿いの国々の民の商人である

ツロに対して言え、主なる神はこう言われる、ツ

ロよ、あなたは言った、『わたしの美は完全であ

る』と。 4あなたの境は海の中にあり、あなたの

建設者はあなたの美を完全にした。 5人々はセニ

ルのもみの木であなたのために船板を造り、レバ

ノンから香柏をとって、あなたのために帆柱を造

り、 6バシャンのかしの木で、あなたのためにか

いを造り、クプロの島から来る松の木に象牙をは

めて、あなたのために甲板を造った。 7あなたの

帆はエジプトから来るあや布であって、あなたの

旗に用いられ、あなたのおおいはエリシャの海岸

から来る青と紫の布である。 8あなたのこぎ手は

、シドンとアルワデの住民、あなたのかじとりは

、あなたのうちにいる熟練なゼメルの人々である

。 9ゲバルの老人たち、およびその熟練な人々は

、あなたのうちにいて漏りを繕い、海のすべての

船およびその船員らはあなたのうちにいて、あな

たの商品を交易する。 10ペルシャ人、ルデびと

、プテびとはあなたの軍に加わって、あなたの戦

士となる。彼らはあなたのうちに、盾とかぶとを

掛け、あなたに輝きをそえた。 11アルワデとヘ

レクの人々は、あなたの周囲の城壁の上にあり、

ガマデの人々は、あなたのやぐらの中にあり、彼

らは、あなたの周囲の城壁にその盾を掛けて、あ

なたの美観を全うした。 12あなたはそのすべて

の貨物に富むゆえに、タルシシはあなたと交易を

なし、銀、鉄、すず、鉛をあなたの商品と交換し

た。 13ヤワン、トバル、およびメセクはあなた

と取引し、彼らは人身と青銅の器とを、あなたの

商品と交換した。 14ベテ・トガルマは馬、軍馬

、および騾馬をあなたの商品と交換した。 15ロ

ーヅ島の人々はあなたと取引し、多くの海沿いの

国々は、あなたの市場となり、象牙と黒たんとを

、みつぎとしてあなたに持ってきた。 16あなた

の製品が多いので、エドムはあなたと商売し、彼

らは赤玉、紫、縫い取りの布、細布、さんご、め

のうをもって、あなたの商品と交換した。 17ユ

ダとイスラエルの地は、あなたと取引し、麦、オ

リブ、いちじく、蜜、油、および乳香をもって、

あなたの商品と交換した。 18あなたの製品が多

く、あなたの富が多いので、ダマスコはあなたと

取引し、ヘルボンの酒と、さらした羊毛と、 19

ウザルの酒をもって、あなたの商品と交換し、銑

鉄、肉桂、菖蒲をもって、あなたの商品と交易し

た。 20デダンは乗物の鞍敷をもって、あなたと

取引した。 21アラビヤびと、およびケダルのす

べての君たちは小羊、雄羊、やぎをもって、あな

たと取引し、これらの物をあなたと交易した。 22

シバとラアマの商人は、あなたと取引し、もろも

ろの尊い香料と、もろもろの宝石と金とをもって

、あなたの商品と交換した。 23ハラン、カンネ
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、エデン、アッスリヤ、キルマデはあなたと取引

した。 24彼らは、はなやかな衣服と、青く縫い

取りした布と、ひもで結んで、じょうぶにした敷

物などをもって、あなたと取引した。 25タルシ

シの船はあなたの商品を運んでまわった。あなた

は海の中にいて満ち足り、いたく栄えた。 26あ

なたのこぎ手らはあなたを大海の中に進め、海の

中で東風があなたの船を破った。 27あなたの財

宝、あなたの貨物、あなたの商品、あなたの船員

、あなたのかじ取り、あなたの漏りを繕う者、あ

なたの商品を商う者、あなたの中にいるすべての

軍人、あなたの中にいるすべての仲間は皆、あな

たの破滅の日に海の中に沈む。 28あなたのかじ

取りの叫び声に、近郷は震い、 29すべてかいを

とる者は船からくだる。船員および海のすべての

かじ取りは海べに立ち、 30あなたのために声を

あげて泣き、はげしく叫び、ちりをこうべにかぶ

り、灰の中にまろび、 31あなたのために髪をそ

り、荒布をまとい、あなたのために心を痛めて泣

き、はげしく嘆く。 32彼らは悲しんで、あなた

のために悲しみの歌をのべ、あなたを弔って言う

、『だれかツロのように海の中で滅びたものがあ

るか。 33あなたの商品が海を越えてきた時、あ

なたは多くの民を飽かせ、あなたの多くの財宝と

商品とをもって、地の王たちを富ませた。 34今

あなたは海で破船し、深い水に沈み、あなたの商

品と、あなたのすべての船員とは、あなたと共に

沈んだ。 35海沿いの国々に住む者は皆あなたに

ついて驚き、その王たちは大いに恐れてその顔を

震わす。 36もろもろの民の中の商人らはあなた

をあざける。あなたは恐るべき終りを遂げ、永遠

にうせはてる』」。

28主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

ツロの君に言え、主なる神はこう言われる、

あなたは心に高ぶって言う、『わたしは神である

、神々の座にすわって、海の中にいる』と。しか

し、あなたは自分を神のように賢いと思っても、

人であって、神ではない。 3見よ、あなたはダニ

エルよりも賢く、すべての秘密もあなたには隠れ

ていない。 4あなたは知恵と悟りとによって富を

得、金銀を倉にたくわえた。 5あなたは大いなる

貿易の知恵によってあなたの富を増し、その富に

よってあなたの心は高ぶった。 6それゆえ、主な

る神はこう言われる、あなたは自分を神のように

賢いと思っているゆえ、 7見よ、わたしは、もろ

もろの国民の最も恐れている異邦人をあなたに攻

めこさせる。彼らはつるぎを抜いて、あなたが知

恵をもって得た麗しいものに向かい、あなたの輝

きを汚し、 8あなたを穴に投げ入れる。あなたは

海の中で殺された者のような死を遂げる。 9それ

でもなおあなたは、『自分は神である』と、あな

たを殺す人々の前で言うことができるか。あなた

は自分を傷つける者の手にかかっては、人であっ

て、神ではないではないか。 10あなたは異邦人

の手によって割礼を受けない者の死を遂げる。こ

れはわたしが言うのであると、主なる神は言われ

る」。 11また主の言葉がわたしに臨んだ、 12「

人の子よ、ツロの王のために悲しみの歌をのべて

、これに言え。主なる神はこう言われる、あなた

は知恵に満ち、美のきわみである完全な印である

。 13あなたは神の園エデンにあって、もろもろ

の宝石が、あなたをおおっていた。すなわち赤め

のう、黄玉、青玉、貴かんらん石、緑柱石、縞め

のう、サファイヤ、ざくろ石、エメラルド。そし

てあなたの象眼も彫刻も金でなされた。これらは

あなたの造られた日に、あなたのために備えられ

た。 14わたしはあなたを油そそがれた守護のケ

ルブと一緒に置いた。あなたは神の聖なる山にい

て、火の石の間を歩いた。 15あなたは造られた

日から、あなたの中に悪が見いだされた日までは

そのおこないが完全であった。 16あなたの商売

が盛んになると、あなたの中に暴虐が満ちて、あ

なたは罪を犯した。それゆえ、わたしはあなたを

神の山から汚れたものとして投げ出し、守護のケ

ルブはあなたを火の石の間から追い出した。 17

あなたは自分の美しさのために心高ぶり、その輝

きのために自分の知恵を汚したゆえに、わたしは

あなたを地に投げうち、王たちの前に置いて見せ

物とした。 18あなたは不正な交易をして犯した

多くの罪によってあなたの聖所を汚したゆえ、わ

たしはあなたの中から火を出してあなたを焼き、

あなたを見るすべての者の前であなたを地の上の

灰とした。 19もろもろの民のうちであなたを知

る者は皆あなたについて驚く。あなたは恐るべき

終りを遂げ、永遠にうせはてる」。 20主の言葉

がわたしに臨んだ、 21「人の子よ、あなたの顔

をシドンに向け、これに向かって預言して、 22

言え。主なる神はこう言われる、シドンよ、見よ

、わたしはあなたの敵となる、わたしはあなたの
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うちで栄えをあらわす。わたしがシドンのうちに

さばきをおこない、そのうちにわたしの聖なるこ

とをあらわす時、彼らはわたしが主であることを

知る。 23わたしは疫病をこれに送り、そのちま

たに流血を送る。その四方からこれに臨むつるぎ

によって殺される者がその中に倒れる時、彼らは

わたしが主であることを知る。 24イスラエルの

家には、もはや刺すいばらはなく、これを卑しめ

たその周囲の人々のうちには、苦しめるとげもな

くなる。こうして彼らはわたしが主であることを

知るようになる。 25主なる神はこう言われる、

わたしがイスラエルの家の者を、その散らされた

もろもろの民の中から集め、もろもろの国民の目

の前で、彼らにわたしの聖なることをあらわす時

、彼らはわたしが、わがしもべヤコブに与えた地

に住むようになる。 26彼らはそこに安らかに住

み、家を建て、またぶどう畑を作る。かつて彼ら

を卑しめたすべての隣り人たちに対して、わたし

がさばきを行う時、彼らは安らかに住む。こうし

て彼らは、わたしが彼らの神、主であることを知

る」。

29第十年の十月十二日に、主の言葉がわたしに
臨んだ、 2「人の子よ、あなたの顔をエジプ

トの王パロに向け、彼とエジプト全国に対して預

言し、 3語って言え。主なる神はこう言われる、

エジプトの王パロよ、見よ、わたしはあなたの敵

となる。あなたはその川の中に伏す大いなる龍で

、『ナイル川はわたしのもの、わたしがこれを造

った』と言う。 4わたしは、かぎをあなたのあご

にかけ、あなたの川の魚を、あなたのうろこにつ

かせ、あなたと、あなたのうろこについているも

ろもろの魚を、あなたの川から引きあげ、 5あな

たとあなたの川のもろもろの魚を、荒野に投げ捨

てる。あなたは野の面に倒れ、あなたを取り集め

る者も、葬る者もない。わたしはあなたを地の獣

と空の鳥のえじきとして与える。 6そしてエジプ

トのすべての住民はわたしが主であることを知る

。あなたはイスラエルの家に対して葦のつえであ

った。 7彼らがあなたを手にとる時、あなたは折

れ、彼らの肩はことごとく裂ける。彼らがまたあ

なたに寄りかかる時、あなたは破れ、彼らの腰を

ことごとく震えさせる。 8それゆえ、主なる神は

こう言われる、見よ、わたしはつるぎをあなたに

持ってきて、人と獣とをあなたのうちから断つ。

9エジプトの地は荒れて、むなしくなる。そして

彼はわたしが主であることを知る。あなたは『ナ

イル川はわたしのもの、わたしがこれを造った』

と言っているゆえに、 10見よ、わたしはあなた

とあなたの川々の敵となって、エジプトの地をミ

グドルからスエネまで、エチオピヤの境に至るま

で、ことごとく荒し、むなしくする。 11人の足

はこれを渡らず、獣の足もこれを渡らない。四十

年の間、ここに住む者はない。 12わたしはエジ

プトの地を荒して、荒れた国々の中に置き、その

町々は荒れて、四十年のあいだ荒れた町々の中に

ある。わたしはエジプトびとを、もろもろの国民

の中に散らし、もろもろの国の中に散らす。 13

主なる神はこう言われる、四十年の後、わたしは

エジプトびとを、その散らされたもろもろの民の

中から集める。 14すなわちエジプトの運命をも

とに返し、彼らをその生れた地であるパテロスの

地に帰らせる。その所で彼らは卑しい国となる。

15これはもろもろの国よりも卑しくなり、再びも

ろもろの国民の上に出ることができない。わたし

は彼らを小さくするゆえ、再びもろもろの国民を

治めることはない。 16これはイスラエルが助け

を求める時、その罪を思い出して、再びイスラエ

ルの家の頼みとはならない。こうして彼らは、わ

たしが主なる神であることを知る」。 17第二十

七年の一月一日に、主の言葉がわたしに臨んだ、

18「人の子よ、バビロンの王ネブカデレザルは、

その軍勢をツロに対して大いに働かせた。頭は皆

はげ、肩はみな破れた。しかし彼もその軍勢も、

ツロに対してなしたその働きのために、なんの報

いをも得なかった。 19それゆえ、主なる神はこ

う言われる、見よ、わたしはバビロンの王ネブカ

デレザルに、エジプトの地を与える。彼はその財

宝を取り、物をかすめ、物を奪い、それをその軍

勢に与えて報いとする。 20彼の働いた報酬とし

て、わたしはエジプトの地を彼に与える。彼らは

わたしのために、これをしたからであると、主な

る神は言われる。 21その日、わたしはイスラエ

ルの家に、一つの角を生じさせ、あなたの口を彼

らのうちに開かせる。そして彼らはわたしが主で

あることを知る」。

30主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

預言して言え、主なる神はこう言われる、嘆

け、その日はわざわいだ。 3その日は近い、主の
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日は近い。これは雲の日、異邦人の滅びの時であ

る。 4つるぎがエジプトに臨む。エジプトで殺さ

れる者の倒れる時、エチオピヤには苦しみがあり

、その財宝は奪い去られ、その基は破られる。 5

エチオピヤ、プテ、ルデ、アラビヤ、リビヤおよ

び同盟国の人々は、彼らと共につるぎに倒れる。

6主はこう言われる、エジプトを助ける者は倒れ

、その誇る力はうせる。ミグドルからスエネまで

、人々はつるぎによってそのうちに倒れると主な

る神が言われる。 7それは荒れて、荒れはてた国

々のうちにあり、その町々は荒れた町々のうちに

ある。 8わたしがエジプトに火を送り、これを助

ける者が皆滅びる時、彼らはわたしが主であるこ

とを知る。 9その日、早足の使者がわたしから出

て、何事も知らぬエチオピヤびとを恐れさせる。

そしてかのエジプトの滅びの日に、彼らに苦しみ

が来る。見よ、これはかならず来る。 10主なる

神はこう言われる、わたしはバビロンの王ネブカ

デレザルの手によってエジプトの富を滅ぼす。 11

彼と彼に従うその民、すなわち国民のうちの最も

恐るべき者がきて、その地を滅ぼす。彼らはつる

ぎを抜いて、エジプトを攻め、殺した者を国に満

たす。 12わたしはナイル川をからし、その国を

悪しき者の手に売り、異邦人の手によって国とそ

の中のものとを荒す。主なるわたしはこれを言っ

た。 13主なる神はこう言われる、わたしは偶像

をこわし、メンピスで偶像を滅ぼす。エジプトの

国には、もはや君たる者がなくなる。わたしはエ

ジプトの国に恐れを与える。 14わたしはパテロ

スを荒し、ゾアンに火を放ち、テーベにさばきを

おこない、 15わたしの怒りを、エジプトの要害

であるペルシゥムに注ぎ、テーベの群衆を断ち、

16エジプトに火を下す。ペルシゥムはいたく苦し

み、テーベは打ち破られ、その城壁は破壊され、

17オンとピベセテの若者はつるぎに倒れ、女たち

は捕え移される。 18わたしがエジプトの支配を

砕く時、テパネスでは日は暗くなり、その誇る力

は絶え、雲はこれをおおい、その娘たちは捕え移

される。 19このようにわたしはエジプトにさば

きを行う。そのとき彼らはわたしが主であること

を知る」。 20第十一年の一月七日に主の言葉が

わたしに臨んだ、 21「人の子よ、わたしはエジ

プトの王パロの腕を折った。見よ、これは包まれ

ず、いやされず、ほうたいをも施されない。それ

は強くなって、つるぎを執ることができない。 22

それゆえ、主なる神はこう言われる、見よ、わた

しはエジプトの王パロを攻め、その強い腕と、折

れた腕とを共に折り、その手からつるぎを落させ

る。 23わたしはエジプトびとを、もろもろの国

民の中に散らし、国々に散らす。 24わたしはバ

ビロンの王の腕を強くし、わたしのつるぎを、そ

の手に与える。しかしわたしはパロの腕を折るゆ

え、彼は深手を負った者のように、彼の前にうめ

く。 25わたしがバビロンの王の腕を強くし、パ

ロの腕がたれる時、彼らはわたしが主であること

を知る。わたしがわたしのつるぎを、バビロンの

王に授け、これをエジプトの国に向かって伸べさ

せ、 26わたしがエジプトびとを、もろもろの国

民の中に散らし、国々に散らす時、彼らはわたし

が主であることを知る」。

31第十一年の三月一日に主の言葉がわたしに臨
んだ、 2「人の子よ、エジプトの王パロと、

その民衆とに言え、あなたはその大いなること、

だれに似ているか。 3見よ、わたしはあなたをレ

バノンの香柏のようにする。麗しき枝と森の陰が

あり、たけが高く、その頂は雲の中にある。 4水

はこれを育て、大水がこれを高くする。その川々

はその植えた所をめぐって流れ、その流れを野の

すべての木に送る。 5これによってそのたけは、

野のすべての木よりも高くなり、その育つとき多

くの水のために枝葉は茂り、枝は伸び、 6その枝

葉に空のすべての鳥が、巣をつくり、その枝の下

に野のすべての獣は子を生み、その陰にもろもろ

の国民は住む。 7これはその大きなことと、その

枝の長いことによって美しかった。その根を多く

の水に、おろしていたからである。 8神の園の香

柏も、これと競うことはできない。もみの木もそ

の枝葉に及ばない。けやきもその枝と比べられな

い。神の園のすべての木も、その麗しきこと、こ

れに比すべきものはない。 9わたしはその枝を多

くして、これを美しくした。神の園にあるエデン

の木は皆これをうらやんだ。 10それゆえ、主な

る神はこう言われる、これは、たけが高くなり、

その頂を雲の中におき、その心が高ぶりおごるゆ

え、 11わたしはこれを、もろもろの国民の力あ

る者の手に渡す。彼はこれに対してその悪のため

に正しい処置をとる。わたしはこれを追い出した

。 12もろもろの国民の最も恐れている異邦人は

これを切り倒して捨てる。その枝はもろもろの山
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と、すべての谷とに落ち、その枝葉は砕けて、地

のすべての流れにあり、地のすべての民は、その

陰を離れて、これを捨てる。 13その倒れた所に

、空のもろもろの鳥は住み、その枝の上に、野の

もろもろの獣はいる。 14これは水のほとりのす

べての木が、その高さのために誇ることなく、そ

の頂を雲の中におくことなく、水に潤う木が、み

ずから高ぶり立つことのないためである。これら

は皆、死に渡され、下の国に入り、穴に下る者と

共に他の人々のうちにいる。 15主なる神はこう

言われる、これが陰府に下る日にわたしが淵をこ

れがために悲しませ、その川々をせきとめるので

、大水はとどまる。わたしはレバノンを、これが

ために嘆かせ、野のすべての木を、これがために

衰えさせる。 (Sheol h7585) 16わたしがこれを穴に下

る者と共に陰府に落す時、もろもろの国民をその

落ちる響きのために、打ち震えさせる。そしてエ

デンのすべての木、レバノンのすぐれて美しいも

の、すべて水に潤うものは、下の国で慰められる

。 (Sheol h7585) 17彼らもこれと共に陰府に下り、つ

るぎで殺された者のところに至る。まことにもろ

もろの国民のうちで、その陰に住んだ者も滅びる

。 (Sheol h7585) 18エデンの木のうちで、その栄えと

大いなることで、あなたはどれに似ているのか。

あなたはこのように、エデンの木と共に、下の国

に落され、つるぎで殺された者と共に、割礼を受

けない者のうちに住む。これがパロとその民衆で

あると、主なる神は言われる」。

32第十二年の十二月一日に、主の言葉がわたし
に臨んだ、 2「人の子よ、エジプトの王パロ

のために、悲しみの歌をのべて、これに言え、あ

なたは自分をもろもろの国民のうちのししである

と考えているが、あなたは海の中の龍のような者

である。あなたは川の中に、はね起き、足で水を

かきまぜ、川を濁す。 3主なる神はこう言われる

、わたしは多くの民の集団をもって、わたしの網

をあなたに投げかけ、あなたを網で引きあげる。

4わたしはあなたを地に投げ捨て、野の面に投げ

うち、空のすべての鳥をあなたの上にとまらせ、

全地の獣にあなたを与えて飽かせる。 5わたしは

あなたの肉を山々に捨て、あなたの死体で谷を満

たす。 6わたしはあなたの流れる血で、地を潤し

、山々にまで及ぼす。谷川はあなたの死体で満ち

る。 7わたしはあなたを滅ぼす時、空をおおい、

星を暗くし、雲で日をおおい、月に光を放たせな

い。 8わたしは空の輝く光を、ことごとくあなた

の上に暗くし、あなたの国をやみとすると主なる

神は言う。 9わたしはもろもろの国民、あなたの

知らない国々の中に、あなたを捕え移す時、多く

の民の心を痛ませる。 10わたしはあなたについ

て、多くの民を驚かせる。その王たちは、わたし

がわたしのつるぎを、彼らの前に振るう時、あな

たの事でおののく。あなたの倒れる日には、彼ら

はおのおの自分の命を思って、絶えず打ち震える

。 11主なる神はこう言われる、バビロンの王の

つるぎはあなたに臨む。 12わたしはあなたの民

衆を勇士のつるぎに倒れさせる。彼らは皆、もろ

もろの国民の中で、最も恐れられている者たちで

ある。彼らはエジプトの誇を断つ、エジプトの民

衆は皆滅ぼされる。 13わたしはその家畜をこと

ごとく、多くの水のかたわらから滅ぼす。人の足

は再びこれを濁さず、家畜のひずめもこれを乱さ

ない。 14その時わたしはその水を清くし、その

川々を油のように流れさせると、主なる神は言う

。 15わたしはエジプトの国を荒し、その国に満

ちるものが、ことごとく取り去られる時、わたし

がその中に住む者をことごとく撃つ時、彼らはわ

たしが主であることを知る。 16これは悲しみの

歌である。人々はこれを歌い、もろもろの国の娘

たちはこれを歌う。すなわちエジプトと、そのす

べての民衆とのために、これを歌うのであると、

主なる神は言われる」。 17第十二年の一月十五

日に、主の言葉がわたしに臨んだ、 18「人の子

よ、エジプトの民衆のために嘆き、これと大いな

る国々の娘らとを、下の国に投げ下し、穴に下っ

た者のところに至らせよ。 19『あなたの美はだ

れにまさっているか。下って、割礼を受けない者

と共に伏せよ』。 20彼らはつるぎに殺される者

のうちに倒れる。その民衆はこれと共に伏せる。

21勇士の首領はその助け手と共に、陰府の中から

彼らに言う、『割礼を受けない者、つるぎに殺さ

れた者は下って伏している』と。 (Sheol h7585) 22ア

ッスリヤとその仲間とはその所におり、その墓は

これを囲む。彼らはみな殺された者、またつるぎ

に倒れた者である。 23彼らの墓は穴の奥に設け

られ、その仲間はその墓の周囲にあり、これはみ

な殺された者、つるぎに倒れた者、生ける者の地

に恐れを起した者である。 24その所にエラムが

おり、その民衆は皆、その墓の周囲におる。彼ら
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はみな殺された者、つるぎに倒れた者、割礼を受

けないで、下の国に下った者、生ける者の地に、

恐れを起した者で、穴に下る者と共に、恥を負う

のである。 25彼らはそのすべての民衆と共に、

殺された者の中に床を置き、その墓はこれを囲む

。これは皆、割礼を受けない者、つるぎに殺され

た者、生ける者の地に恐れを起した者で、穴に下

る者と共に恥を負う。彼らは殺された者の中に置

かれている。 26その所にメセクとトバル、およ

びすべての民衆がおる。その墓はこれを囲む。彼

らは皆、割礼を受けない者で、つるぎで殺された

者である。生ける者の地に恐れを起したからであ

る。 27彼らは昔の倒れた勇士と共に伏さない。

これらの勇士は、武具を持って陰府に下り、つる

ぎをまくらとし、その盾は骨の上にある。これは

勇士の恐れが、生ける者の地にあったからである

。 (Sheol h7585) 28あなたは割礼を受けない者のうち

に、つるぎで殺された者と共に横たわる。 29そ

の所にエドムとその王たちと、そのすべての君た

ちがおる。彼らはその力を持つにもかかわらず、

かのつるぎで殺された者と共に横たえられ、割礼

を受けない者および穴に下る者と共に伏している

。 30その所に北の君たち、およびシドンびとが

皆おる。彼らは自分の力によって恐れを起したの

で、殺された者と共に恥を受けて、下って行った

者である。彼らはつるぎで殺された者と共に、割

礼を受けずに伏し、穴に下る者と共に恥を負う。

31パロは彼らを見る時、そのすべての民衆につい

て慰められる。パロとそのすべての軍勢とは、つ

るぎで殺されると、主なる神は言われる。 32彼

は生ける者の国に恐れを広げた。それゆえ、パロ

とすべての民衆とは、割礼を受けない者のうちに

あって、つるぎで殺された者と共に伏すと、主な

る神は言われる」。

33主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたの民の人々に語って言え、わたしがつ

るぎを一つの国に臨ませる時、その国の民が彼ら

のうちからひとりを選んで、これを自分たちの見

守る者とする。 3彼は国につるぎが臨むのを見て

、ラッパを吹き、民を戒める。 4しかし人がラッ

パの音を聞いても、みずから警戒せず、ついにつ

るぎが来て、その人を殺したなら、その血は彼の

こうべに帰する。 5彼はラッパの音を聞いて、み

ずから警戒しなかったのであるから、その血は彼

自身に帰する。しかしその人が、みずから警戒し

たなら、その命は救われる。 6しかし見守る者が

、つるぎの臨むのを見ても、ラッパを吹かず、そ

のため民が、みずから警戒しないでいるうちに、

つるぎが臨み、彼らの中のひとりを失うならば、

その人は、自分の罪のために殺されるが、わたし

はその血の責任を、見守る者の手に求める。 7そ

れゆえ、人の子よ、わたしはあなたを立てて、イ

スラエルの家を見守る者とする。あなたはわたし

の口から言葉を聞き、わたしに代って彼らを戒め

よ。 8わたしが悪人に向かって、悪人よ、あなた

は必ず死ぬと言う時、あなたが悪人を戒めて、そ

の道から離れさせるように語らなかったら、悪人

は自分の罪によって死ぬ。しかしわたしはその血

を、あなたの手に求める。 9しかしあなたが悪人

に、その道を離れるように戒めても、その悪人が

その道を離れないなら、彼は自分の罪によって死

ぬ。しかしあなたの命は救われる。 10それゆえ

、人の子よ、イスラエルの家に言え、あなたがた

はこう言った、『われわれのとがと、罪はわれわ

れの上にある。われわれはその中にあって衰えは

てる。どうして生きることができようか』と。 11

あなたは彼らに言え、主なる神は言われる、わた

しは生きている。わたしは悪人の死を喜ばない。

むしろ悪人が、その道を離れて生きるのを喜ぶ。

あなたがたは心を翻せ、心を翻してその悪しき道

を離れよ。イスラエルの家よ、あなたはどうして

死んでよかろうか。 12人の子よ、あなたの民の

人々に言え、義人の義は、彼が罪を犯す時には、

彼を救わない。悪人の悪は、彼がその悪を離れる

時、その悪のために倒れることはない。義人は彼

が罪を犯す時、その義のために生きることはでき

ない。 13わたしが義人に、彼は必ず生きると言

っても、もし彼が自分の義をたのんで、罪を犯す

なら、彼のすべての義は覚えられない。彼はみず

から犯した罪のために死ぬ。 14また、わたしが

悪人に『あなたは必ず死ぬ』と言っても、もし彼

がその罪を離れ、公道と正義とを行うならば、 15

すなわちその悪人が質物を返し、奪った物をもど

し、命の定めに歩み、悪を行わないならば、彼は

必ず生きる。決して死なない。 16彼の犯したす

べての罪は彼に対して覚えられない。彼は公道と

正義とを行ったのであるから、必ず生きる。 17

あなたの民の人々は『主の道は公平でない』と言

う。しかし彼らの道こそ公平でないのである。 18
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義人がその義を離れて、罪を犯すならば、彼はこ

れがために死ぬ。 19悪人がその悪を離れて、公

道と正義とを行うならば、彼はこれによって生き

る。 20それであるのに、あなたがたは『主の道

は公平でない』と言う。イスラエルの家よ、わた

しは各自のおこないにしたがって、あなたがたを

さばく」。 21わたしたちが捕え移された後、す

なわち第十二年の十月五日に、エルサレムからの

がれて来た者が、わたしのもとに来て言った、「

町は打ち破られた」と。 22その者が来た前の夜

、主の手がわたしに臨んだ。次の朝、その人がわ

たしのもとに来たころ、主はわたしの口を開かれ

た。わたしの口が開けたので、もはやわたしは沈

黙しなかった。 23主の言葉がわたしに臨んだ、

24「人の子よ、イスラエルの地の、かの荒れ跡の

住民らは、語り続けて言う、『アブラハムはただ

ひとりで、なおこの地を所有した。しかしわたし

たちの数は多い。この地はわれわれの所有として

与えられている』と。 25それゆえ、あなたは彼

らに言え、主なる神はこう言われる、あなたがた

は肉を血のついたままで食べ、おのが偶像を仰ぎ

、血を流していて、なおこの地を所有することが

できるか。 26あなたがたはつるぎをたのみ、憎

むべき事をおこない、おのおの隣り人の妻を汚し

て、なおこの地を所有することができるか。 27

あなたは彼らに言いなさい。主なる神はこう言わ

れる、わたしは生きている。かの荒れ跡にいる者

は必ずつるぎに倒れる。わたしは野の面にいる者

を、獣に与えて食わせ、要害とほら穴とにいる者

は疫病で死ぬ。 28わたしはこの国を全く荒す。

彼の誇る力はうせ、イスラエルの山々は荒れて通

る者もなくなる。 29彼らがおこなったすべての

憎むべきことのために、わたしがこの国を全く荒

す時、彼らはわたしが主であることを悟る。 30

人の子よ、あなたの民の人々は、かきのかたわら

、家の入口で、あなたの事を論じ、たがいに語り

あって言う、『さあ、われわれは、どんな言葉が

主から出るかを聞こう』と。 31彼らは民が来る

ようにあなたの所に来、わたしの民のようにあな

たの前に座して、あなたの言葉を聞く。しかし彼

らはそれを行わない。彼等は口先では多くの愛を

現すが、その心は利におもむいている。 32見よ

、あなたは彼らには、美しい声で愛の歌をうたう

者のように、また楽器をよく奏する者のように思

われる。彼らはあなたの言葉は聞くが、それを行

おうとはしない。 33この事が起る時これは必ず

起るそのとき彼らの中にひとりの預言者がいたこ

とを彼らは悟る」。

34主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

イスラエルの牧者たちに向かって預言せよ。

預言して彼ら牧者に言え、主なる神はこう言われ

る、わざわいなるかな、自分自身を養うイスラエ

ルの牧者。牧者は群れを養うべき者ではないか。

3ところが、あなたがたは脂肪を食べ、毛織物を

まとい、肥えたものをほふるが、群れを養わない

。 4あなたがたは弱った者を強くせず、病んでい

る者をいやさず、傷ついた者をつつまず、迷い出

た者を引き返らせず、うせた者を尋ねず、彼らを

手荒く、きびしく治めている。 5彼らは牧者がな

いために散り、野のもろもろの獣のえじきになる

。 6わが羊は散らされている。彼らはもろもろの

山と、もろもろの高き丘にさまよい、わが羊は地

の全面に散らされているが、これを捜す者もなく

、尋ねる者もない。 7それゆえ、牧者よ、主の言

葉を聞け。 8主なる神は言われる、わたしは生き

ている。わが羊はかすめられ、わが羊は野のもろ

もろの獣のえじきとなっているが、その牧者はい

ない。わが牧者はわが羊を尋ねない。牧者は自身

を養うが、わが羊を養わない。 9それゆえ牧者ら

よ、主の言葉を聞け。 10主なる神はこう言われ

る、見よ、わたしは牧者らの敵となり、わたしの

羊を彼らの手に求め、彼らにわたしの群れを養う

ことをやめさせ、再び牧者自身を養わせない。ま

たわが羊を彼らの口から救って、彼らの食物にさ

せない。 11主なる神はこう言われる、見よ、わ

たしは、わたしみずからわが羊を尋ねて、これを

捜し出す。 12牧者がその羊の散り去った時、そ

の羊の群れを捜し出すように、わたしはわが羊を

捜し出し、雲と暗やみの日に散った、すべての所

からこれを救う。 13わたしは彼らをもろもろの

民の中から導き出し、もろもろの国から集めて、

彼らの国に携え入れ、イスラエルの山の上、泉の

ほとり、また国のうちの人の住むすべての所でこ

れを養う。 14わたしは良き牧場で彼らを養う。

その牧場はイスラエルの高い山にあり、その所で

彼らは良い羊のおりに伏し、イスラエルの山々の

上で肥えた牧場で草を食う。 15わたしはみずか

らわが羊を飼い、これを伏させると主なる神は言

われる。 16わたしは、うせたものを尋ね、迷い
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出たものを引き返し、傷ついたものを包み、弱っ

たものを強くし、肥えたものと強いものとは、こ

れを監督する。わたしは公平をもって彼らを養う

。 17主なる神はこう言われる、あなたがた、わ

が群れよ、見よ、わたしは羊と羊との間、雄羊と

雄やぎとの間をさばく。 18あなたがたは良き牧

場で草を食い、その草の残りを足で踏み、また澄

んだ水を飲み、その残りを足で濁すが、これは、

あまりのことではないか。 19わが羊はあなたが

たが、足で踏んだものを食い、あなたがたの足で

濁したものを、飲まなければならないのか。 20

それゆえ、主なる神はこう彼らに言われる、見よ

、わたしは肥えた羊と、やせた羊との間をさばく

。 21あなたがたは、わきと肩とをもって押し、

角をもって、すべて弱い者を突き、ついに彼らを

外に追い散らした。 22それゆえ、わたしはわが

群れを助けて、再びかすめさせず、羊と羊との間

をさばく。 23わたしは彼らの上にひとりの牧者

を立てる。すなわちわがしもべダビデである。彼

は彼らを養う。彼は彼らを養い、彼らの牧者とな

る。 24主なるわたしは彼らの神となり、わがし

もべダビデは彼らのうちにあって君となる。主な

るわたしはこれを言う。 25わたしは彼らと平和

の契約を結び、国の内から野獣を追い払う。彼ら

は心を安んじて荒野に住み、森の中に眠る。 26

わたしは彼らおよびわが山の周囲の所々を祝福し

、季節にしたがって雨を降らす。これは祝福の雨

となる。 27野の木は実を結び、地は産物を出す

。彼らは心を安んじてその国におり、わたしが彼

らのくびきの棒を砕き、彼らを奴隷とした者の手

から救い出す時、彼らはわたしが主であることを

悟る。 28彼らは重ねて、もろもろの国民にかす

められることなく、地の獣も彼らを食うことはな

い。彼らは心を安んじて住み、彼らを恐れさせる

者はない。 29わたしは彼らのために、良い栽培

所を与える。彼らは重ねて、国のききんに滅びる

ことなく重ねて諸国民のはずかしめを受けること

はない。 30彼らはその神、主なるわたしが彼ら

と共におり、彼らイスラエルの家が、わが民であ

ることを悟ると、主なる神は言われる。 31あな

たがたはわが羊、わが牧場の羊である。わたしは

あなたがたの神であると、主なる神は言われる」

。

35主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたの顔をセイル山に向け、これに対して

預言し、 3これに言え。主なる神はこう言われる

、セイル山よ、見よ、わたしはあなたを敵とし、

わたしの手をあなたに向かって伸べ、あなたを全

く荒し、 4あなたの町々を滅ぼす。あなたは荒れ

はてる。そしてわたしが主であることを悟る。 5

あなたは限りない敵意をいだいて、イスラエルの

人々をその災の時、終りの刑罰の時に、つるぎの

手に渡した。 6それゆえ、主なる神は言われる、

わたしは生きている。わたしはあなたを血にわた

す。血はあなたを追いかける。あなたには血のと

ががあるゆえ、血はあなたを追いかける 7わたし

はセイル山を全く荒し、そこに行き来する者を断

ち、 8その山々を殺された者で満たす。つるぎで

殺された者が、あなたのもろもろの丘、もろもろ

の谷、もろもろのくぼ地に倒れる。 9わたしはあ

なたを、永遠の荒れ地とし、あなたの町々には住

む者がなくなる。そしてあなたがたは、わたしが

主であることを悟る。 10あなたは言う、『これ

ら二つの国民、二つの国はわたしのもの、われわ

れはこれを獲よう』と。しかし主はそこにおられ

る。 11それゆえ、主なる神は言われる、わたし

は生きている。あなたが彼らを憎んで、彼らに示

した怒りと、ねたみにしたがって、わたしはあな

たを扱う。わたしがあなたをさばく時、わたし自

身をあなたに示す。 12あなたがイスラエルの山

々に向かって、『これは荒れはてて、われわれの

食となる』と言ったもろもろのそしりを、主なる

わたしが聞いたことをあなたは悟る。 13あなた

がたは、わたしに対して口をもって誇り、またわ

たしに対して、あなたがたの言葉を多くした。わ

たしはそれを聞いた。 14主なる神はこう言われ

る、全地の喜びのために、わたしはあなたを荒れ

地とする。 15あなたが、イスラエルの家の嗣業

の荒れるのを喜んだように、わたしはあなたに、

そのようにする。セイル山よ、あなたは荒れ地と

なる。エドムもすべてそのようになる。そのとき

彼らは、わたしが主であることを悟るようになる

。

36人の子よ、イスラエルの山々に預言して言え
。イスラエルの山々よ、主の言葉を聞け。 2

主なる神はこう言われる、敵はあなたがたについ

て言う、『ああ、昔の高き所が、われわれのもの
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となった』と。 3それゆえ、あなたは預言して言

え。主なる神はこう言われる、彼らはあなたがた

を荒し、四方からあなたがたを打ち滅ぼしたので

、あなたがたは他の国民の所有となり、また民の

悪いうわさとなった。 4それゆえ、イスラエルの

山々よ、主なる神の言葉を聞け。主なる神は、山

と、丘と、くぼ地と、谷と、滅びた荒れ跡と、人

の捨てた町々、すなわちその周囲にある諸国民の

残った者にかすめられ、あざけられるようになっ

たものに、こう言われる。 5主なる神はこう言わ

れる、わたしはねたみの炎をもって、他の国民と

エドム全国とに対して言う、彼らは心ゆくまで喜

び、心に誇ってわが地を自分の所有とし、これを

奪い、かすめた者である。 6それゆえ、あなたは

イスラエルの地の事を預言し、山と、丘と、くぼ

地と、谷とに言え。主なる神はこう言われる、見

よ、あなたがたは諸国民のはずかしめを受けたの

で、わたしはねたみと怒りとをもって語る。 7そ

れゆえ、主なる神はこう言われる、わたしは誓っ

て言う、あなたがたの周囲の諸国民は必ずはずか

しめを受ける。 8しかしイスラエルの山々よ、あ

なたがたは枝を出し、わが民イスラエルのために

実を結ぶ。この事の成るのは近い。 9見よ、わた

しはあなたがたに臨み、あなたがたを顧みる。あ

なたがたは耕され、種をまかれる。 10わたしは

あなたがたの上に人をふやす。これはことごとく

イスラエルの家の者となり、町々には人が住み、

荒れ跡は建て直される。 11わたしはあなたがた

の上に人と獣とをふやす。彼らはふえて、子を生

む。わたしはあなたがたの上に、昔のように人を

住ませ、初めの時よりも、まさる恵みをあなたが

たに施す。その時あなたがたは、わたしが主であ

ることを悟る。 12わたしはわが民イスラエルの

人々をあなたがたの上に歩ませる。彼らはあなた

がたを所有し、あなたがたはその嗣業となり、あ

なたがたは重ねて彼らに子のない嘆きをさせない

。 13主なる神はこう言われる、彼らはあなたが

たに向かって、『あなたは人を食い、あなたの民

に子のない嘆きをさせる』と言う。 14あなたは

もはや人を食わない。あなたの民に重ねて子のな

い嘆きをさせることはないと、主なる神は言われ

る。 15わたしは重ねて諸国民のはずかしめをあ

なたに聞かせない。あなたは重ねて、もろもろの

民のはずかしめを受けることはなく、あなたの民

を重ねてつまずかせることはないと、主なる神は

言われる」。 16主の言葉がわたしに臨んだ、 17

「人の子よ、昔、イスラエルの家が、自分の国に

住んだとき、彼らはおのれのおこないとわざとを

もって、これを汚した。そのおこないは、わたし

の前には、汚れにある女の汚れのようであった。

18彼らが国に血を流し、またその偶像をもって、

国を汚したため、わたしはわが怒りを彼らの上に

注ぎ、 19彼らを諸国民の中に散らしたので、彼

らは国々の中に散った。わたしは彼らのおこない

と、わざとにしたがって、彼らをさばいた。 20

彼らがその行くところの国々へ行ったとき、わが

聖なる名を汚した。これは人々が彼らについて『

これは主の民であるが、その国から出た者である

』と言ったからである。 21しかしわたしはイス

ラエルの家が、その行くところの諸国民の中で汚

したわが聖なる名を惜しんだ。 22それゆえ、あ

なたはイスラエルの家に言え。主なる神はこう言

われる、イスラエルの家よ、わたしがすることは

あなたがたのためではない。それはあなたがたが

行った諸国民の中で汚した、わが聖なる名のため

である。 23わたしは諸国民の中で汚されたもの

、すなわち、あなたがたが彼らの中で汚した、わ

が大いなる名の聖なることを示す。わたしがあな

たがたによって、彼らの目の前に、わたしの聖な

ることを示す時、諸国民はわたしが主であること

を悟ると、主なる神は言われる。 24わたしはあ

なたがたを諸国民の中から導き出し、万国から集

めて、あなたがたの国に行かせる。 25わたしは

清い水をあなたがたに注いで、すべての汚れから

清め、またあなたがたを、すべての偶像から清め

る。 26わたしは新しい心をあなたがたに与え、

新しい霊をあなたがたの内に授け、あなたがたの

肉から、石の心を除いて、肉の心を与える。 27

わたしはまたわが霊をあなたがたのうちに置いて

、わが定めに歩ませ、わがおきてを守ってこれを

行わせる。 28あなたがたは、わたしがあなたが

たの先祖に与えた地に住んで、わが民となり、わ

たしはあなたがたの神となる。 29わたしはあな

たがたをそのすべての汚れから救い、穀物を呼び

よせてこれを増し、ききんをあなたがたに臨ませ

ない。 30またわたしは木の実と、田畑の作物と

を多くする。あなたがたは重ねて諸国民の間に、

ききんのはずかしめを受けることがない。 31そ

の時あなたがたは自身の悪しきおこないと、良か

らぬわざとを覚えて、その罪と、その憎むべきこ
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ととのために、みずから恨む。 32わたしがなす

ことはあなたがたのためではないと、主なる神は

言われる。あなたがたはこれを知れ。イスラエル

の家よ、あなたがたは自分のおこないを恥じて悔

やむべきである。 33主なる神はこう言われる、

わたしは、あなたがたのすべての罪を清める日に

、町々に人を住ませ、その荒れ跡を建て直す。 34

荒れた地は、行き来の人々の目に荒れ地と見えた

のに引きかえて耕される。 35そこで人々は言う

、『この荒れた地は、エデンの園のようになった

。荒れ、滅び、くずれた町々は、堅固になり、人

の住む所となった』と。 36あなたがたの周囲に

残った諸国民は主なるわたしがくずれた所を建て

直し、荒れた所にものを植えたということを悟る

ようになる。主なるわたしがこれを言い、これを

なすのである。 37主なる神はこう言われる、イ

スラエルの家は、わたしが次のことを彼らのため

にするように、わたしに求めるべきである。すな

わち人を群れのようにふやすこと、 38すなわち

犠牲のための群れのように、エルサレムの祝い日

の群れのようにすることである。こうして荒れた

町々は人の群れで満ちる。その時人々は、わたし

が主であることを悟るようになる」。

37主の手がわたしに臨み、主はわたしを主の霊
に満たして出て行かせ、谷の中にわたしを置

かれた。そこには骨が満ちていた。 2彼はわたし

に谷の周囲を行きめぐらせた。見よ、谷の面には

、はなはだ多くの骨があり、皆いたく枯れていた

。 3彼はわたしに言われた、「人の子よ、これら

の骨は、生き返ることができるのか」。わたしは

答えた、「主なる神よ、あなたはご存じです」。

4彼はまたわたしに言われた、「これらの骨に預

言して、言え。枯れた骨よ、主の言葉を聞け。 5

主なる神はこれらの骨にこう言われる、見よ、わ

たしはあなたがたのうちに息を入れて、あなたが

たを生かす。 6わたしはあなたがたの上に筋を与

え、肉を生じさせ、皮でおおい、あなたがたのう

ちに息を与えて生かす。そこであなたがたはわた

しが主であることを悟る」。 7わたしは命じられ

たように預言したが、わたしが預言した時、声が

あった。見よ、動く音があり、骨と骨が集まって

相つらなった。 8わたしが見ていると、その上に

筋ができ、肉が生じ、皮がこれをおおったが、息

はその中になかった。 9時に彼はわたしに言われ

た、「人の子よ、息に預言せよ、息に預言して言

え。主なる神はこう言われる、息よ、四方から吹

いて来て、この殺された者たちの上に吹き、彼ら

を生かせ」。 10そこでわたしが命じられたよう

に預言すると、息はこれにはいった。すると彼ら

は生き、その足で立ち、はなはだ大いなる群衆と

なった。 11そこで彼はわたしに言われた、「人

の子よ、これらの骨はイスラエルの全家である。

見よ、彼らは言う、『われわれの骨は枯れ、われ

われの望みは尽き、われわれは絶え果てる』と。

12それゆえ彼らに預言して言え。主なる神はこう

言われる、わが民よ、見よ、わたしはあなたがた

の墓を開き、あなたがたを墓からとりあげて、イ

スラエルの地にはいらせる。 13わが民よ、わた

しがあなたがたの墓を開き、あなたがたをその墓

からとりあげる時、あなたがたは、わたしが主で

あることを悟る。 14わたしがわが霊を、あなた

がたのうちに置いて、あなたがたを生かし、あな

たがたをその地に安住させる時、あなたがたは、

主なるわたしがこれを言い、これをおこなったこ

とを悟ると、主は言われる」。 15主の言葉がわ

たしに臨んだ、 16「人の子よ、あなたは一本の

木を取り、その上に『ユダおよびその友であるイ

スラエルの子孫のために』と書き、また一本の木

を取って、その上に『ヨセフおよびその友である

イスラエルの全家のために』と書け。これはエフ

ライムの木である。 17あなたはこれらを合わせ

て、一つの木となせ。これらはあなたの手で一つ

になる。 18あなたの民の人々があなたに向かっ

て、『これはなんのことであるか、われわれに示

してくれないか』と言う時は、 19これに言え、

主なる神はこう言われる、見よ、わたしはエフラ

イムの手にあるヨセフと、その友であるイスラエ

ルの部族の木を取り、これをユダの木に合わせて

、一つの木となす。これらはわたしの手で一つと

なる。 20あなたが文字を書いた木が、彼らの目

の前で、あなたの手にあるとき、 21あなたは彼

らに言え。主なる神は、こう言われる、見よ、わ

たしはイスラエルの人々を、その行った国々から

取り出し、四方から彼らを集めて、その地にみち

びき、 22その地で彼らを一つの民となしてイス

ラエルの山々におらせ、ひとりの王が彼ら全体の

王となり、彼らは重ねて二つの国民とならず、再

び二つの国に分れない。 23彼らはまた、その偶

像と、その憎むべきことどもと、もろもろのとが
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とをもって、身を汚すことはない。わたしは彼ら

を、その犯したすべての背信から救い出して、こ

れを清める。そして彼らはわが民となり、わたし

は彼らの神となる。 24わがしもべダビデは彼ら

の王となる。彼らすべての者のために、ひとりの

牧者が立つ。彼らはわがおきてに歩み、わが定め

を守って行う。 25彼らはわがしもべヤコブに、

わたしが与えた地に住む。これはあなたがたの先

祖の住んだ所である。そこに彼らと、その子らと

、その子孫とが永遠に住み、わがしもべダビデが

、永遠に彼らの君となる。 26わたしは彼らと平

和の契約を結ぶ。これは彼らの永遠の契約となる

。わたしは彼らを祝福し、彼らをふやし、わが聖

所を永遠に彼らの中に置く。 27わがすみかは彼

らと共にあり、わたしは彼らの神となり、彼らは

わが民となる。 28そしてわが聖所が永遠に、彼

らのうちにあるようになるとき、諸国民は主なる

わたしが、イスラエルを聖別する者であることを

悟る」。

38主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

メセクとトバルの大君であるマゴグの地のゴ

グに、あなたの顔を向け、これに対して預言して

、 3言え。主なる神はこう言われる、メセクとト

バルの大君であるゴグよ、見よ、わたしはあなた

の敵となる。 4わたしはあなたを引きもどし、あ

なたのあごにかぎをかけて、あなたと、あなたの

すべての軍勢と、馬と、騎兵とを引き出す。彼ら

はみな武具をつけ、大盾、小盾を持ち、すべてつ

るぎをとる者で大軍である。 5ペルシャ、エチオ

ピヤ、プテは彼らと共におり、みな盾とかぶとを

持つ。 6ゴメルとそのすべての軍隊、北の果のベ

テ・トガルマと、そのすべての軍隊など、多くの

民もあなたと共におる。 7あなたは備えをなせ。

あなたとあなたの所に集まった軍隊は、みな備え

をなせ。そしてあなたは彼らの保護者となれ。 8

多くの日の後、あなたは集められ、終りの年にあ

なたは戦いから回復された地、すなわち多くの民

の中から、人々が集められた地に向かい、久しく

荒れすたれたイスラエルの山々に向かって進む。

その人々は国々から導き出されて、みな安らかに

住んでいる。 9あなたはそのすべての軍隊および

多くの民を率いて上り、暴風のように進み、雲の

ように地をおおう。 10主なる神はこう言われる

、その日に、あなたの心に思いが起り、悪い計り

ごとを企てて、 11言う、『わたしは無防備の村

々の地に上り、穏やかにして安らかに住む民、す

べて石がきもなく、貫の木も門もない地に住む者

どもを攻めよう』と。 12そしてあなたは物を奪

い、物をかすめ、いま人の住むようになっている

荒れ跡を攻め、また国々から集まってきて、地の

中央に住み、家畜と貨財とを持つ民を攻めようと

する。 13シバ、デダン、タルシシの商人、およ

びそのもろもろの村々はあなたに言う、『あなた

は物を奪うために来たのか。物をかすめるために

軍隊を集めたのか。あなたは金銀を持ち去り、家

畜と貨財とを取りあげ、大いに物を奪おうとする

のか』と。 14それゆえ、人の子よ、ゴグに預言

して言え。主なる神はこう言われる、わが民イス

ラエルの安らかに住むその日に、あなたは立ちあ

がり、 15北の果のあなたの所から来る。多くの

民はあなたと共におり、みな馬に乗り、その軍隊

は大きく、その兵士は強い。 16あなたはわが民

イスラエルに攻めのぼり、雲のように地をおおう

。ゴグよ、終りの日にわたしはあなたを、わが国

に攻めきたらせ、あなたをとおして、わたしの聖

なることを諸国民の目の前にあらわして、彼らに

わたしを知らせる。 17主なる神はこう言われる

、わたしが昔、わがしもべイスラエルの預言者た

ちによって語ったのは、あなたのことではないか

。すなわち彼らは、そのころ年久しく預言して、

わたしはあなたを送って、彼らを攻めさせると言

ったではないか。 18しかし主なる神は言われる

、その日、すなわちゴグがイスラエルの地に攻め

入る日に、わが怒りは現れる。 19わたしは、わ

がねたみと、燃えたつ怒りとをもって言う。その

日には必ずイスラエルの地に、大いなる震動があ

り、 20海の魚、空の鳥、野の獣、すべての地に

這うもの、地のおもてにあるすべての人は、わが

前に打ち震える。また山々はくずれ、がけは落ち

、すべての石がきは地に倒れる。 21主なる神は

言われる、わたしはゴグに対し、すべての恐れを

呼びよせる。すべての人のつるぎは、その兄弟に

向けられる。 22わたしは疫病と流血とをもって

彼をさばく。わたしはみなぎる雨と、ひょうと、

火と、硫黄とを、彼とその軍隊および彼と共にお

る多くの民の上に降らせる。 23そしてわたしは

わたしの大いなることと、わたしの聖なることと

を、多くの国民の目に示す。そして彼らはわたし

が主であることを悟る。
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39人の子よ、ゴグに向かって預言して言え。主
なる神はこう言われる、メセクとトバルの大

君であるゴグよ、見よ、わたしはあなたの敵とな

る。 2わたしはあなたを引きもどし、あなたを押

しやり、北の果から上らせ、イスラエルの山々に

導き、 3あなたの左の手から弓を打ち落し、右の

手から矢を落させる。 4あなたとあなたのすべて

の軍隊およびあなたと共にいる民たちは、イスラ

エルの山々に倒れる。わたしはあなたを、諸種の

猛禽と野獣とに与えて食わせる。 5あなたは野の

面に倒れる。わたしがこれを言ったからであると

、主なる神は言われる。 6わたしはゴグと、海沿

いの国々に安らかに住む者に対して火を送り、彼

らにわたしが主であることを悟らせる。 7わたし

はわが聖なる名を、わが民イスラエルのうちに知

らせ、重ねてわが聖なる名を汚させない。諸国民

はわたしが主、イスラエルの聖者であることを悟

る。 8主なる神は言われる、見よ、これは来る、

必ず成就する。これはわたしが言った日である。

9イスラエルの町々に住む者は出て来て、武器す

なわち大盾、小盾、弓、矢、手やり、およびやり

などを燃やし、焼き、七年の間これを火に燃やす

。 10彼らは野から木を取らず、森から木を切ら

ず、武器で火を燃やし、自分をかすめた者をかす

め、自分の物を奪った者を奪うと、主なる神は言

われる。 11その日、わたしはイスラエルのうち

に、墓地をゴグに与える。これは旅びとの谷にあ

って海の東にある。これは旅びとを妨げる。そこ

にゴグとその民衆を埋めるからである。これをハ

モン・ゴグの谷と名づける。 12イスラエルの家

はこれを埋めて、地を清めるために七か月を費す

。 13国のすべての民はこれを埋め、これによっ

て名を高める。これはわが栄えを現す日であると

、主なる神は言われる。 14彼らは人々を選んで

、絶えず国の中を行きめぐらせ、地のおもてに残

っている者を埋めて、これを清めさせる。七か月

の終りに彼らは尋ねる。 15国を行きめぐる者が

行きめぐって、人の骨を見る時、死人を埋める者

が、これをハモン・ゴグの谷に埋めるまで、その

かたわらに、標を建てて置く。 16（ハモナの町

もそこにある。）こうして彼らはその国を清める

。 17主なる神はこう言われる、人の子よ、諸種

の鳥と野の獣とに言え、みな集まってこい。わた

しがおまえたちのために供えた犠牲、すなわちイ

スラエルの山々の上にある、大いなる犠牲に、四

方から集まり、その肉を食い、その血を飲め。 18

おまえたちは勇士の肉を食い、地の君たちの血を

飲め。雄羊、小羊、雄やぎ、雄牛などすべてバシ

ャンの肥えた獣を食え。 19わたしがおまえたち

のために供えた犠牲は、飽きるまでその脂肪を食

べ、酔うまで血を飲め。 20おまえたちはわが食

卓について馬と、騎手と、勇士と、もろもろの戦

士とを飽きるほど食べると、主なる神は言われる

。 21わたしはわが栄光を諸国民に示す。すべて

の国民はわたしが行ったさばきと、わたしが彼ら

の上に加えた手とを見る。 22この日から後、イ

スラエルの家はわたしが彼らの神、主であること

を悟るようになる。 23また諸国民はイスラエル

の家が、その悪によって捕え移されたことを悟る

。彼らがわたしにそむいたので、わたしはわが顔

を彼らに隠し、彼らをその敵の手に渡した。それ

で彼らは皆つるぎに倒れた。 24わたしは彼らの

汚れと、とがとに従って、彼らを扱い、わたしの

顔を彼らに隠した。 25それゆえ、主なる神はこ

う言われる、いまわたしはヤコブの幸福をもとに

返し、イスラエルの全家をあわれみ、わが聖なる

名のために、ねたみを起す。 26彼らは、その国

に安らかに住み、だれもこれを恐れさせる者がな

いようになった時、自分の恥と、わたしに向かっ

てなした反逆とを忘れる。 27わたしが彼らを諸

国民の中から帰らせ、その敵の国から呼び集め、

彼らによって、わたしの聖なることを、多くの国

民の前に示す時、 28彼らは、わたしが彼らの神

、主であることを悟る。これはわたしが彼らを諸

国民のうちに移し、またこれをその国に呼び集め

たからである。わたしはそのひとりをも、国々の

うちに残すことをしない。 29わたしは、わが霊

をイスラエルの家に注ぐ時、重ねてわが顔を彼ら

に隠さないと、主なる神は言われる」。

40われわれが捕え移されてから二十五年、都が
打ち破られて後十四年、その年の初めの月の

十日、その日に主の手がわたしに臨み、わたしを

かの所に携えて行った。 2すなわち神は幻のうち

に、わたしをイスラエルの地に携えて行って、非

常に高い山の上におろされた。その山の上に、わ

たしと相対して、一つの町のような建物があった

。 3神がわたしをそこに携えて行かれると、見よ

、ひとりの人がいた。その姿は青銅の形のようで

、手に麻のなわと、測りざおとを持って門に立っ
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ていた。 4その人はわたしに言った、「人の子よ

、目で見、耳で聞き、わたしがあなたに示す、す

べての事を心にとめよ。あなたをここに携えて来

たのは、これをあなたに示すためである。あなた

の見ることを、ことごとくイスラエルの家に告げ

よ」。 5見よ、宮の外の周囲に、かきがあり、そ

の人の手に六キュビトの測りざおがあった。その

キュビトは、おのおの一キュビトと一手幅とであ

る。彼が、そのかきの厚さを測ると、一さおあり

、高さも一さおあった。 6彼が東向きの門に行き

、その階段を上って、門の敷居を測ると、その厚

さは一さおあり、 7その詰め所は長さ一さお、幅

一さお、詰め所と、詰め所との間は五キュビトあ

り、内の門の廊のかたわらの門の敷居は一さおあ

った。 8門の廊を測ると八キュビトあり、 9その

脇柱は二キュビト、門の廊は内側にあった。 10

東向きの門の詰め所は、こなたに三つ、かなたに

三つあり、三つとも同じ寸法である。脇柱もまた

、こなたかなたともに同じ寸法である。 11門の

入口の広さを測ると十キュビトあり、門の長さは

十三キュビトあった。 12詰め所の前の境は一キ

ュビト、かなたの境も一キュビトで、詰め所は、

こなたかなたともに六キュビトあった。 13彼が

またこの詰め所の裏から、かの詰め所の裏まで、

門を測ると、入口から入口まで二十五キュビトあ

った。 14彼がまた廊を測ると二十キュビトあり

、門の廊の周囲は、すべて庭である。 15入口の

門の前から内の門の廊の前まで五十キュビトあり

、 16詰め所と、門の内側の周囲の脇柱とに窓が

あり、廊の内側の周囲にも、同様に窓があり、脇

柱には、しゅろがあった。 17彼がまたわたしを

外庭に携え入れると、見よ、庭の周囲に設けた室

と、敷石とがあり、敷石の上に三十の室があった

。 18敷石は門のわきにあり、門と同じ長さで、

これは下の敷石である。 19彼が下の門の内の前

から、内庭の外の前までの距離を測ると、百キュ

ビトあった。 20また彼はわたしに先だって北へ

行った。見よ、そこに外庭に属する北向きの門が

あった。彼はその長さと幅とを測った。 21その

詰め所が、こなたに三つ、かなたに三つあり、ま

た脇柱と廊とがあった。これらは初めの門と同じ

寸法で、長さは五十キュビト、幅は二十五キュビ

トである。 22その窓と、廊と、しゅろとは、東

向きの門にあるものと同じ寸法である。そして七

段の階段を経て、それに上ると、廊は内側にあっ

た。 23内庭の門は北と東の門に向かっていた。

彼が門から門までを測ると、百キュビトあった。

24彼がまたわたしを南へ行かせると、見よ、南向

きの門があった。その脇柱と廊を測ると、他と同

じ寸法であった。 25これと、その廊の周囲とに

、他の窓のような窓があって、その長さは五十キ

ュビト、幅は二十五キュビトあった。 26これを

上るのに七段の階段があり、その廊は内側にあっ

た。その脇柱の上には、こなたに一つ、かなたに

一つのしゅろがあった。 27内庭には南向きの門

があり、門から門まで南の方へ測ると、百キュビ

トあった。 28彼がわたしを南の門から内庭には

いらせ、南の門を測ると、さきのものと、同じ寸

法であった。 29その詰め所と、脇柱と、廊とは

、他のものと同じ寸法で、その門と、廊の周囲と

には窓があり、門の長さは五十キュビト、幅は二

十五キュビトであった。 30周囲に廊があって、

その長さは二十五キュビト、幅は五キュビトであ

る。 31その廊は外庭に面して、脇柱の上にしゅ

ろがあり、その階段は八段であった。 32彼はま

たわたしを内庭の東の方に携えて行って、門を測

った。それは他と同じ寸法であった。 33その詰

め所と、脇柱と、廊とは、他と同じ寸法で、その

門と、その廊の周囲とに窓があり、門の長さは五

十キュビト、幅は二十五キュビトである。 34そ

の廊は外庭に面し、その脇柱の上には、こなたか

なたに、しゅろがあり、その階段は八段であった

。 35彼がまたわたしを北の門に携えて行って、

これを測ると、それは他と同じ寸法であった。 36

その詰め所と、脇柱と、廊とは、他と同じ寸法で

、その周囲に窓があり、門の長さは五十キュビト

、幅は二十五キュビトである。 37その廊は外庭

に面し、その脇柱の上には、こなたかなたに、し

ゅろがあり、その階段は八段であった。 38門の

廊に戸のある室があって、そこは燔祭の物を洗う

所である。 39門の廊に、こなたに二つの台、か

なたに二つの台があり、その上で、燔祭、罪祭、

愆祭の物をほふるのであった。 40北の門の入口

にある廊の外の片側に、二つの台があり、門の廊

の他の側にも、二つの台があり、 41門のかたわ

ら、内側に四つの台、外側に四つの台があって、

合わせて八つの台である。その上で、犠牲の物を

ほふるのである。 42そこにまた燔祭のために四

つの切り石の台があり、その長さは一キュビト半

、幅は一キュビト半、高さは一キュビト、その上
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に燔祭および犠牲をほふる器を置くのである。 43

内の周囲に、一手幅の折り釘が打ちつけてあって

、供え物の肉は、台の上に置かれるのである。 44

彼はまたわたしを、外から内庭に連れてはいった

。見よ、内庭に二つの室があり、一つは北の門の

かたわらにあって南に向かい、一つは南の門のか

たわらにあって、北に向かっていた。 45彼はわ

たしに言った、この南向きの室は、宮を守る祭司

のためのもの、 46また北向きの室は、祭壇を守

る祭司のためのものである。その人たちは、レビ

の子孫のうちのザドクの子孫であって、主に近く

仕える者たちである。 47そして彼が庭を測ると

、その長さは百キュビト、幅も百キュビトで四角

である。宮の前には祭壇があった。 48彼がわた

しを宮の廊に連れて行って、廊の脇柱を測ると、

こなたも五キュビト、かなたも五キュビトであり

、門の幅は十四キュビトである。門の壁は、こな

たも三キュビト、かなたも三キュビトである。 49

廊の長さは二十キュビト、幅は十二キュビトであ

り、十の階段によって上るのである。脇柱に沿っ

て、こなたに一つ、かなたに一つの柱があった

。

41彼がわたしを拝殿に連れて行って、脇柱を測
ると、こなたの幅も六キュビト、かなたの幅

も六キュビトあった。 2その戸の幅は十キュビト

、戸のわきの壁は、こなたも五キュビト、かなた

も五キュビトあった。彼はまた拝殿の長さを測る

と四十キュビト、その幅は二十キュビトあった。

3彼がまた内にはいって、戸の脇柱を測ると、そ

れは二キュビトあり、戸の幅は六キュビト、戸の

わきの壁は七キュビトあった。 4彼はまた拝殿の

奥の室の長さを測ると二十キュビト、幅も二十キ

ュビトあった。そして彼はわたしに、これは至聖

所であると言った。 5彼が宮の壁を測ると、その

厚さは六キュビトあり、宮の周囲の脇間の広さは

、四方おのおの四キュビトあり、 6脇間は、室の

上に室があって三階になり、各階に三十の室があ

る。宮の周囲の壁には、脇間をささえる突起があ

った。これは脇間が、宮の壁そのものによってさ

さえられないためである。 7脇間は、宮の周囲の

各階にある突起につれて、階を重ねて上にいくに

したがって広くなり、宮の外部の階段が上に通じ

、一階から三階へは、二階をとおって上るのであ

る。 8わたしはまた宮の周囲に高い所のあるのを

見た。脇間の基を測ると、六キュビトの一さおあ

った。 9脇間の外の壁の厚さは五キュビト、あき

地になっている高い所は五キュビトあった。宮の

高い所と、 10庭の室の間には、宮の周囲に、広

さ二十キュビトの所があった。 11脇間の戸は、

あき地になっている高い所に向かって開け、一つ

の戸は北に向かい、一つの戸は南に向かっていた

。そのあき地になっている所の幅は、周囲五キュ

ビトであった。 12西の方の宮の庭に面した建物

は、幅七十キュビト、その建物の周囲の壁の厚さ

は五キュビト、長さは九十キュビトであった。 13

彼が宮を測ると、その長さは百キュビトあり、そ

の庭と建物と、その壁は長さ百キュビト、 14ま

た宮の東に面した所と庭との幅は百キュビトであ

った。 15彼が西の方の庭に面した建物と、その

壁の長さを測ると、かなた、こなたともに百キュ

ビトであった。宮の拝殿と、内部の室と、外の廊

とには、羽目板があった。 16これらの三つのも

のの周囲には、すべて引込み枠の窓があり、宮の

敷居に面して、宮の周囲は、床から窓まで、羽目

板であって、窓には、おおいがあった。 17戸の

上の空所、内室、外室ともに、羽目板であった。

内室および拝殿の周囲のすべての壁には、同じよ

うに彫刻してあった。 18すなわちケルビムと、

しゅろとが彫刻してあった。ケルブとケルブとの

間に、しゅろがあり、おのおののケルブには、二

つの顔があり、 19こなたには、しゅろに向かっ

て、人の顔があり、かなたには、しゅろに向かっ

て、若じしの顔があり、宮の周囲は、すべてこの

ように彫刻してあった。 20床から戸の上まで、

ケルビムと、しゅろとが、壁に彫刻してあった。

21拝殿の柱は四角であった。聖所の前には、木の

祭壇に似たものがあった。 22その高さは三キュ

ビト、長さは二キュビト、幅は二キュビトで、す

みと、台と、壁とは、ともに木である。彼はわた

しに言った、「これは主の前にある机である」 23

拝殿と聖所とには、二つの戸があり、 24その戸

には、二つのとびらがあった。すなわち二つの開

き戸である。 25拝殿の戸には、おのおのにケル

ビムと、しゅろとが、彫刻してあって、それは壁

に彫刻したものと同じである。また外の廊に面し

て、木の天蓋があり、 26廊の壁には、こなたか

なたに引込み窓と、しゅろとがあった。
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42彼はわたしを北の方の内庭に連れ出し、庭に
向かった北の方の建物に対する室に導いた。

2北側にある建物の長さは百キュビト、幅は五十

キュビトである。 3二十キュビトの内庭に続いて

、外庭の敷石に面し、三階になった廊下があった

。 4また室の前に幅十キュビト、長さ百キュビト

の通路があった。その戸は北に向かっていた。 5

その建物の上の室は、下の室と中の室よりも狭か

った。それは廊下のために、場所を取ったためで

ある。 6これらは三階であって、外庭の柱のよう

な柱は持たなかった。それで上の室は、下および

中の室よりも狭いのである。 7室の外に沿ってか

きがあり、それは他の室に向かって外庭に至る。

その長さは五十キュビト、 8外庭の室の長さも五

十キュビトあった。宮に面する所は百キュビトで

あった。 9これらの室の下に外庭からこれにはい

るように、東側に入口があった。 10外側のかき

は、外庭に始まっている。南の方で、庭と建物と

の前に、室があった。 11北向きの室と同様に、

その前に通路があり、その長さも幅も同様で、そ

の出口もその配置もその戸も同様である。 12南

の室の下に、人々が通路にはいる東の入口があり

、これに対して隔てのかきがあった。 13時に彼

はわたしに言った、「庭に面した北の室と、南の

室とは、聖なる室であって、主に近く仕える祭司

たちが、最も聖なるものを食べる場所である。そ

の場所に彼らは、最も聖なるもの、すなわち素祭

、罪祭、愆祭のものを置かなければならない。そ

の場所は聖だからである。 14祭司たちが、聖所

にはいった時は、そこから外庭に出てはならない

。彼らは勤めを行う衣服を、その所に置かなけれ

ばならない。これは聖だからである。彼らは民衆

に属する場所に近づく前に、他の衣服を着けなけ

ればならない」。 15彼らは宮の庭の内部を測り

終えると、東向きの門の道から、わたしを連れ出

して、宮の周囲を測った。 16彼が測りざおで、

東側を測ると、測りざおで五百キュビトあり、 17

また転じて、北側を測ると、測りざおで五百キュ

ビトあり、 18また転じて、南側を測ると、測り

ざおで五百キュビトあり、 19また転じて、西側

を測ると、測りざおで五百キュビトあった。 20

このように、四方を測ったが、その周囲に、長さ

五百キュビト、幅五百キュビトのかきがあって、

聖所と、俗の所との隔てをなしていた。

43その後、彼はわたしを門に導いた。門は東に
面していた。 2その時、見よ、イスラエルの

神の栄光が、東の方から来たが、その来る響きは

、大水の響きのようで、地はその栄光で輝いた。

3わたしが見た幻の様は、彼がこの町を滅ぼしに

来た時に、わたしが見た幻と同様で、これはまた

わたしがケバル川のほとりで見た幻のようであっ

た。それでわたしは顔を伏せた。 4主の栄光が、

東の方に面した門の道から宮にはいった時、 5霊

がわたしを引き上げて、内庭に導き入れると、見

よ、主の栄光が宮に満ちた。 6その人がわたしの

かたわらに立った時、わたしはひとりの人が、宮

の中からわたしに語るのを聞いた。 7彼はわたし

に言った、「人の子よ、これはわたしの位のある

所、わたしの足の裏の踏む所、わたしが永久にイ

スラエルの人々の中に住む所である。またイスラ

エルの家は、民もその王たちも、再び姦淫と、王

たちの死体とをもって、わが聖なる名を汚さない

。 8彼らはその敷居を、わが敷居のかたわらに設

け、その門柱を、わが門柱のかたわらに設けたの

で、わたしと彼らとの間には、わずかに壁がある

のみである。そして彼らは、その犯した憎むべき

事をもって、わが聖なる名を汚したので、わたし

は怒りをもって、これを滅ぼした。 9今彼らに命

じて姦淫と、その王たちの死体を、わたしから遠

く取り除かせよ。そうしたら、わたしは永久に彼

らの中に住む。 10人の子よ、宮と、その外形と

、設計とをイスラエルの家に示せ。彼らはその悪

を恥じるであろう。 11彼らがその犯したすべて

の事を恥じたら、彼らに、この宮の建て方、設備

、出口、入口、すべての形式、すべてのおきて、

すべての規定を示せ。これを彼らの目の前に書き

、彼らにそのすべての規定と、おきてとを守り行

わせよ。 12宮の規定はこれである。山の頂の四

方の地域はみな最も聖である。見よ、これは宮の

規定である。 13祭壇の寸法はキュビトですれば

、次のようである。（そのキュビトは一キュビト

と一手幅である。）土台は高さ一キュビト、幅一

キュビト、その周囲の縁は半キュビトである。 14

祭壇の高さは、次のとおりである。地面の土台か

ら下のかさねまで二キュビト、幅は一キュビト、

また小さいかさねから大きいかさねまで四キュビ

ト、その幅は一キュビトである。 15祭壇の炉は

四キュビトで、祭壇の炉から高さ一キュビトの角

が四本出ていた。 16炉は長さ十二キュビト、幅
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十二キュビトの四角形である。 17そのかさねは

四方とも長さ十四キュビト、幅十四キュビトの四

角形、その周囲の縁は幅半キュビト、その台は四

方一キュビト、その階段は東に面する」。 18彼

はわたしに言った、「人の子よ、主なる神はこう

言われる、祭壇を建て、その上に燔祭をささげ、

これに血を注ぐ日には、次のことを祭壇の定めと

せよ。 19すなわち主なる神は言われる、ザドク

の子孫で、わたしに近く仕えるレビびとである祭

司には、罪祭のために雄牛の子を与えよ。 20ま

たその血をとって、これを祭壇の四つの角と、か

さねの四すみと、周囲の縁に塗って、祭壇を清め

、これをあがなえ。 21あなたはまた罪祭の牛を

とって、これを聖所の外、宮のうちの定められた

所で焼け。 22第二日に、あなたは無傷の雄やぎ

を、罪祭としてささげよ。すなわち雄牛で清めた

ように、これで祭壇を清めよ。 23清めごとを終

えたなら、無傷の雄牛の子と、群れの中の無傷の

雄羊とをささげよ。 24これを主の前に持ってき

て、祭司らはその上に塩をまき、これらを燔祭と

して主にささげよ。 25七日の間、あなたは日々

雄やぎを罪祭とせよ。また雄牛の子と、群れの中

の雄羊との無傷のものをととのえ、 26七日の間

、彼らは祭壇をあがない、これを清め、これを聖

別しなければならない。 27彼らがこれらの日を

満たしたとき、八日目から後は、祭司たちは、あ

なたがたの燔祭と、酬恩祭とを祭壇の上に供える

。そうすれば、わたしは、あなたがたを受けいれ

ると、主なる神は言われる」。

44こうして、彼はわたしを連れて、聖所の東に
向いている外の門に帰ると、門は閉じてあっ

た。 2彼はわたしに言った、「この門は閉じたま

まにしておけ、開いてはならない。ここからだれ

もはいってはならない。イスラエルの神、主が、

ここからはいったのだから、これは閉じたままに

しておけ。 3ただ君たる者だけが、この内に座し

、主の前でパンを食し、門の廊を通ってはいり、

またそこから外に出よ」。 4彼はまたわたしを連

れて、北の門の道から宮の前に行った。わたしが

見ていると、見よ、主の栄光が主の宮に満ちた。

わたしがひれ伏すと、 5主はわたしに言われた、

「人の子よ、主の宮のすべてのおきてと、そのす

べての規定とについて、わたしがあなたに告げる

すべての事に心をとめ、目を注ぎ、耳を傾けよ。

また宮にはいることを許されている者と、聖所に

はいることのできない者とに心せよ。 6また反逆

の家であるイスラエルの家に言え。主なる神は、

こう言われる、イスラエルの家よ、その憎むべき

ことをやめよ。 7すなわちあなたがたは、わたし

の食物である脂肪と血とがささげられる時、心に

も肉にも、割礼を受けない異邦人を入れて、わが

聖所におらせ、これを汚した。また、もろもろの

憎むべきものをもって、わが契約を破った。 8あ

なたがたは、わが聖なる物を守る務を怠り、かえ

って異邦人を立てて、わが聖所の務を守らせた。

9それゆえ、主なる神は、こう言われる、イスラ

エルの人々のうちにいるすべての異邦人のうち、

心と肉とに割礼を受けないすべての者は、わが聖

所にはいってはならない。 10またレビ人であっ

て、イスラエルが迷った時、偶像を慕い、わたし

から迷い出て、遠く離れた者は、その罪を負わな

ければならない。 11すなわち彼らはわが聖所で

、仕え人となり、宮の門を守る者となり、宮に仕

えるしもべとなり、民のために、燔祭および犠牲

のものを殺し、彼らの前に立って仕えなければな

らない。 12彼らはその偶像の前で民に仕え、イ

スラエルの家にとって、罪のつまずきとなったゆ

え、主なる神は言われる、わたしは彼らについて

誓った。彼らはその罪を負わなければならない。

13彼らはわたしに近づき、祭司として、わたしに

仕えることはできない。またわたしの聖なる物、

および最も聖なる物に、近づいてはならない。彼

らはそのおこなった憎むべきことのため、恥を負

わなければならない。 14しかし彼らには、宮を

守る務をさせ、そのもろもろの務と、宮でなすべ

きすべての事とに当らせる。 15しかしザドクの

子孫であるレビの祭司たち、すなわちイスラエル

の人々が、わたしを捨てて迷った時に、わが聖所

の務を守った者どもは、わたしに仕えるために近

づき、脂肪と血とをわたしにささげるために、わ

たしの前に立てと、主なる神は言われる。 16す

なわち彼らはわが聖所に入り、わが台に近づいて

わたしに仕え、わたしの務を守る。 17彼らが内

庭の門にはいる時は、麻の衣服を着なければなら

ない。内庭の門および宮の内で、務をなす時は、

毛織物を身につけてはならない。 18また頭には

亜麻布の冠をつけ、腰には亜麻布の袴をつけなけ

ればならない。ただし汗の出るような衣を身につ

けてはならない。 19彼らは外庭に出る時、すな



エゼキエル書673

わち外庭に出て民に接する時は、務をなす時の衣

服は脱いで聖なる室に置き、ほかの衣服を着なけ

ればならない。これはその衣服をもって、その聖

なることを民にうつさないためである。 20彼ら

はまた頭をそってはならない。また髪を長くのば

してはならない。その頭の髪は切らなければなら

ない。 21祭司はすべて内庭にはいる時は、酒を

飲んではならない。 22また寡婦、および出され

た女をめとってはならない。ただイスラエルの家

の血統の処女、あるいは祭司の妻で、やもめにな

ったものをめとらなければならない。 23彼らは

わが民に、聖と俗との区別を教え、汚れたものと

、清いものとの区別を示さなければならない。 24

争いのある時は、さばきのために立ち、わがおき

てにしたがってさばき、また、わたしのもろもろ

の祭の時は、彼らはわが律法と定めを守り、わが

安息日を、聖別しなければならない。 25死人に

近づいて、身を汚してはならない。ただ父のため

、母のため、むすこのため、娘のため、兄弟のた

め、夫をもたない姉妹のためには、近よって身を

汚すことも許される。 26このような人は、汚れ

た後、自身のために、七日の期間を数えよ。そう

すれば清まる。 27彼は聖所に入り、内庭に行き

、聖所で務に当る日には、罪祭をささげなければ

ならないと、主なる神は言われる。 28彼らには

嗣業はない。わたしがその嗣業である。あなたが

たはイスラエルの中で、彼らに所有を与えてはな

らない。わたしが彼らの所有である。 29彼らは

素祭、罪祭、愆祭の物を食べる。すべてイスラエ

ルのうちのささげられた物は彼らの物となる。 30

すべての物の初なりの初物、およびすべてあなた

がたのささげるもろもろのささげ物は、みな祭司

のものとなる。またあなたがたの麦粉の初物は祭

司に与えよ。これはあなたがたの家が、祝福され

るためである。 31祭司は、鳥でも獣でも、すべ

て自然に死んだもの、または裂き殺されたものを

食べてはならない。

45あなたがたは、くじを引き、地を分けて、そ
れを所有するときには、地の一部を聖なる地

所として主にささげよ。その長さは二万五千キュ

ビト、幅は二万キュビトで、その区域はすべて聖

なる地である。 2そのうち聖所に属するものは縦

横五百キュビトずつであって、それは四角である

。また五十キュビトの空地をその周囲につくれ。

3あなたはこの聖なる地所から長さ二万五千キュ

ビト、幅一万キュビトを測り取り、その中に聖所

と至聖所とを設けよ。 4これは国の中で聖なる所

であって、主に近く仕える聖所の仕え人である祭

司に帰属する。これは彼らのためには家を建てる

所、聖所のためには聖地となる。 5また長さ二万

五千キュビト、幅一万キュビトの別の地所は、宮

に仕えるレビびとに帰属し、彼らの住む町のため

の所有とする。 6聖地として区別した部分に沿い

、幅五千キュビト、長さ二万五千キュビトは、町

の所有とせよ。これはイスラエル全家のものとな

る。 7また君たる者の分は、かの聖地と町の所有

地との、こなたかなたにある。すなわち聖地と町

の所有地に沿い、西と東に向かい、部族の分の一

つに応じて、地所の西から東の境に至り、 8その

所有の地所はイスラエルの中にある。わたしの君

たちは、重ねてわたしの民をしえたげず、部族に

したがってイスラエルの家に土地を与える。 9主

なる神は、こう言われる、イスラエルの君たちよ

、暴虐と略奪とをやめ、公道と正義を行え。わが

民を追いたてることをやめよと、主なる神は言わ

れる。 10あなたがたは正しいはかり、正しいエ

パ、正しいバテを用いよ。 11エパとバテとは同

量にせよ。すなわちバテをホメルの十分の一とし

、エパもホメルの十分の一とし、すべてホメルに

よって量を定めよ。 12一シケルは二十ゲラであ

る。五シケルは五シケル、十シケルは十シケルと

せよ。一ミナは五十シケルとせよ。 13あなたが

たがささげるささげ物はこれである。すなわち、

一ホメルの小麦のうちから六分の一エパをささげ

、大麦一ホメルのうちから六分の一エパをささげ

よ。 14油は一コルのうちから十分の一バテをさ

さげよ。コルはホメルと同じく十バテに当る。 15

またイスラエルの氏族から、家畜の群れ二百につ

き一頭の羊を出して、素祭、燔祭、酬恩祭とし、

彼らのために、あがないをなせと主なる神は言わ

れる。 16国の民は皆これをイスラエルの君にさ

さげ物とせよ。 17また祭日、ついたち、安息日

、すなわちイスラエルの家のすべての祝い日に、

燔祭、素祭、灌祭を供えるのは、君たる者の務で

ある。すなわち彼はイスラエルの家のあがないの

ために、罪祭、素祭、燔祭、酬恩祭をささげなけ

ればならない。 18主なる神は、こう言われる、

正月の元日に、あなたは無傷の雄牛の子を取って

聖所を清めよ。 19祭司は罪祭の獣の血を取って
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、宮の柱と祭壇のかさねの四すみ、および内庭の

門の柱に塗れ。 20月の七日に、あなたがたは、

過失や無知のために罪を犯した者のために、この

ように行って宮のためにあがないをなせ。 21正

月の十四日に、あなたがたは過越の祭を祝え。七

日の間、種を入れぬパンを食べよ。 22その日に

君たる者は、自身のため、また国のすべての民の

ため、雄牛をささげて罪祭とし、 23祝い日であ

る七日の間は、七頭の雄牛と、七頭の雄羊の無傷

のものを、七日の間毎日、燔祭として主に供えよ

。また、雄やぎを罪祭として日々ささげよ。 24

また素祭として麦粉一エパを各雄牛のため、一エ

パを各雄羊のためにととのえ、油一ヒンを各エパ

に加えよ。 25七月十五日の祝い日に、彼は七日

の間、罪祭、燔祭、素祭および油を、このように

供えなければならない。

46主なる神は、こう言われる、内庭にある東向
きの門は、働きをする六日の間は閉じ、安息

日にはこれを開き、またついたちにはこれを開け

。 2君たる者は、外から門の廊をとおってはいり

、門の柱のかたわらに立て。そのとき祭司たちは

、燔祭と酬恩祭とをささげ、彼は門の敷居で、礼

拝して出て行くのである。しかし門は夕暮まで閉

じてはならない。 3国の民は安息日と、ついたち

とに、その門の入口で主の前に礼拝をせよ。 4君

たる者が、安息日に主にささげる燔祭は、六頭の

無傷の小羊と、一頭の無傷の雄羊とである。 5ま

た素祭は雄羊のために麦粉一エパ、小羊のための

素祭は、その人のささげうる程度とし、麦粉一エ

パに油一ヒンを加えよ。 6ついたちには無傷の雄

牛の子一頭、六頭の小羊および一頭の雄羊をささ

げよ。これらはすべて無傷のものでなければなら

ない。 7素祭は雄牛のために麦粉一エパ、雄羊の

ために麦粉一エパ、小羊のためには、その人のさ

さげうる程度のものを供えよ。また麦粉一エパに

油一ヒンを加えよ。 8君たる者がはいる時は門の

廊の道からはいり、またその道から出よ。 9国の

民が、祝い日に主の前に出る時、礼拝のため、北

の門の道からはいる者は、南の門の道から出て行

き、南の門の道からはいる者は、北の門の道から

出て行け。そのはいった門の道からは、帰っては

ならない。まっすぐに進んで、出て行かなければ

ならない。 10彼らがはいる時、君たる者は、彼

らと共にはいり、彼らが出る時、彼も出なければ

ならない。 11祭日と祝い日には、素祭として、

若い雄牛のために麦粉一エパ、雄羊のために麦粉

一エパ、小羊のためには、その人のささげうる程

度のものを供え、麦粉一エパには油一ヒンを加え

よ。 12また君たる者が、心からの供え物として

、燔祭または酬恩祭を主にささげる時は、彼のた

めに東に面した門を開け。彼は安息日に行うよう

に、その燔祭と酬恩祭を供え、そして退出する。

その退出の後、門は閉ざされる。 13彼は日ごと

に一歳の無傷の小羊を燔祭として、主にささげな

ければならない。すなわち朝ごとに、これをささ

げなければならない。 14彼は朝ごとに、素祭を

これに添えてささげなければならない。すなわち

麦粉一エパの六分の一に、これを潤す油一ヒンの

三分の一を、素祭として主にささげなければなら

ない。これは常燔祭のおきてである。 15すなわ

ち朝ごとに常燔祭として、小羊と素祭と油とをさ

さげなければならない。 16主なる神は、こう言

われる、君たる者が、もしその嗣業から、その子

のひとりに財産を与える時は、それはその子らの

嗣業の所有となる。 17しかし彼がその奴隷のひ

とりに、嗣業の一部分を与える時は、それは彼の

解放の年まで、その人に属していて、その後は君

たる人に帰る。彼の嗣業は、ただその子らにだけ

伝わるべきである。 18君たる者はその民の嗣業

を取って、その財産を継がせないようにしてはな

らない。彼はただ、自分の財産のうちから、その

子らにその嗣業を、与えなければならない。これ

はわが民のひとりでも、その財産を失わないため

である」。 19こうして彼はわたしを連れて、門

のかたわらの入口から、北向きの祭司の聖なる室

に、はいらせた。見ると、西の奥の方に一つの場

所があった。 20彼はわたしに言った、「これは

祭司たちが愆祭および罪祭のものを煮、素祭のも

のを焼く所である。これは外庭にそれらを携え出

て、聖なるべきことを、民にうつさないためであ

る」。 21彼はまたわたしを外庭に連れ出し、庭

の四すみを通らせた。見よ、庭のこのすみにも庭

があり、また庭のかのすみにも庭があった。 22

すなわち庭の四すみに小さい庭があり、長さ四十

キュビト、幅三十キュビトで、四つとも同じ大き

さである。 23その四つの小さい庭の内部の四方

には、石の壁があり、周囲の壁の下に、物を煮る

所が設けてあった。 24彼はわたしに言った、「
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これらは宮の仕え人たちが、民のささげる犠牲の

ものを煮る台所である」。

47そして彼はわたしを宮の戸口に帰らせた。見
よ、水の宮の敷居の下から、東の方へ流れて

いた。宮は東に面し、その水は、下から出て、祭

壇の南にある宮の敷居の南の端から、流れ下って

いた。 2彼は北の門の道から、わたしを連れ出し

、外をまわって、東に向かう外の門に行かせた。

見よ、水は南の方から流れ出ていた。 3その人は

東に進み、手に測りなわをもって一千キュビトを

測り、わたしを渡らせた。すると水はくるぶしに

達した。 4彼がまた一千キュビトを測って、わた

しを渡らせると、水はひざに達した。彼がまた一

千キュビトを測って、わたしを渡らせると、水は

腰に達した。 5彼がまた一千キュビトを測ると、

渡り得ないほどの川になり、水は深くなって、泳

げるほどの水、越え得ないほどの川になった。 6

彼はわたしに「人の子よ、あなたはこれを見るか

」と言った。それから、彼はわたしを川の岸に沿

って連れ帰った。 7わたしが帰ってくると、見よ

、川の岸のこなたかなたに、はなはだ多くの木が

あった。 8彼はわたしに言った、「この水は東の

境に流れて行き、アラバに落ち下り、その水が、

よどんだ海にはいると、それは清くなる。 9おお

よそこの川の流れる所では、もろもろの動く生き

物が皆生き、また、はなはだ多くの魚がいる。こ

れはその水がはいると、海の水を清くするためで

ある。この川の流れる所では、すべてのものが生

きている。 10すなどる者が、海のかたわらに立

ち、エンゲデからエン・エグライムまで、網を張

る所となる。その魚は、大海の魚のように、その

種類がはなはだ多い。 11ただし、その沢と沼と

は清められないで、塩地のままで残る。 12川の

かたわら、その岸のこなたかなたに、食物となる

各種の木が育つ。その葉は枯れず、その実は絶え

ず、月ごとに新しい実がなる。これはその水が聖

所から流れ出るからである。その実は食用に供せ

られ、その葉は薬となる」。 13主なる神は、こ

う言われる、「あなたがたがイスラエルの十二の

部族に、嗣業として土地を分け与えるには、その

境を次のように定めなければならない。ヨセフに

は二つの分を与えよ。 14あなたがたは、これを

公平に分けよ。これはわたしが、あなたがたの先

祖に与えると誓ったもので、これは嗣業として、

あなたがたに属するものである。 15その地の境

はこのとおりである。北は大海からヘテロンの道

を経て、ハマテの入口およびゼダデに至り、 16

またベロテおよびダマスコとハマテの境にあるシ

ブライムに至り、ハウランの境にあるハザル・ハ

テコンに及ぶ。 17その境は海からダマスコの北

の境にあるハザル・エノンにおよび、北の方はハ

マテがその境である。これが北の方である。 18

東の方は、ハウランとダマスコの間のハザル・エ

ノンから、ギレアデとイスラエルの地との間の、

ヨルダンに沿い、東の海に至り、タマルに及ぶ。

これが東の方である。 19南の方はタマルからメ

リボテ・カデシの川に及び、そこからエジプトの

川に沿って大海に至る。これが南の方である。 20

西の方はハマテの入口に至る大海を境とする。こ

れが西の方である。 21あなたがたはこのように

、イスラエルの部族に従って、この地をあなたが

たの間に分割せよ。 22あなたがたは、くじをも

って、これをあなたがたのうちに分け、またあな

たがたのうちにいて、あなたがたのうちに、子を

生んだ寄留の他国人のうちに分けて、嗣業とせよ

。彼らは、あなたがたには、イスラエルの人々の

うちの本国人と同様である。彼らもあなたがたと

一緒にくじを引いて、イスラエルの部族のうちに

嗣業を得るべきである。 23他国人には、その住

んでいる部族のうちで、その嗣業をこれに与えな

ければならないと、主なる神は言われる。

48イスラエルの部族の名は次のとおりである。
北の果からヘテロンの道を経て、ハマテの入

口に至り、ハマテに相対するダマスコの北の境に

あるハザル・エノンに及び、東の方から西の方へ

のびる地方、これがダンの分である。 2ダンの領

地に沿って、東の方から西の方へのびる地方、こ

れがアセルの分である。 3アセルの領地に沿って

、東の方から西の方へのびる地方、これがナフタ

リの分である。 4ナフタリの領地に沿って、東の

方から西の方へのびる地方、これがマナセの分で

ある。 5マナセの領地に沿って、東の方から西の

方へのびる地方、これがエフライムの分である。

6エフライムの領地に沿って、東の方から西の方

へのびる地方、これがルベンの分である。 7ルベ

ンの領地に沿って、東の方から西の方へのびる地

方、これがユダの分である。 8ユダの領地に沿っ

て、東の方から西の方へのびる地方は、あなたが
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たのささげる献納地とせよ。その幅は二万五千キ

ュビト、その東の方から西の方へのびる長さは、

部族の一つの分に同じで、聖所はその中にある。

9すなわちあなたがたの主にささげる献納地は長

さ二万五千キュビト、幅二万キュビトとである。

10これが祭司への聖なる献納地である。すなわち

祭司の分は、北は二万五千キュビト、西は幅一万

キュビト、東は幅一万キュビト、南は長さ二万五

千キュビトである。主の聖所はその中にある。 11

これはイスラエルの人々が迷い出た時、レビびと

が迷ったように迷ったことはなく、わが務を守り

通したザドクの子孫のうちから、聖別された祭司

に属する。 12このようにレビびとの境に沿って

、いと聖なる地、すなわち聖なる献納地が、特別

な分として彼らに帰属する。 13レビびとの分は

祭司の所有地の境に沿って、長さ二万五千キュビ

ト、幅一万キュビト、すなわち、そのすべての長

さ二万五千キュビト、幅二万キュビトである。 14

彼らはこれを売ってはならない、また交換しては

ならない、またその大事な分を手ばなしてはなら

ない。これは主に属する聖なる物だからである。

15その残りの地すなわち幅五千キュビト、長さ二

万五千キュビトは町のため、すみかのため、また

郊外のための一般人の地所とせよ。町はその中に

置け。 16一般人の地所の広さは次のとおりであ

る。すなわち北の方四千五百キュビト、南の方四

千五百キュビト、東の方四千五百キュビト、西の

方四千五百キュビトである。 17町は郊外を含む

。郊外は北二百五十キュビト、南二百五十キュビ

ト、東二百五十キュビト、西二百五十キュビトで

ある。 18聖なる献納地に沿っている残りの地の

長さは東へ一万キュビト、西へ一万キュビトであ

る。これは聖なる献納地に沿っており、その産物

は町の働き人の食物となる。 19町の働き人は、

イスラエルのすべての部族から出て、これを耕作

するのである。 20あなたがたがささげる献納地

の全体は二万五千キュビト四方である。これは町

の所有地と共に聖なる献納地である。 21聖なる

献納地と町の所有地との、こなたかなたの残りの

地は、君たる者に属する。これは聖なる献納地の

二万五千キュビトに面して東の境に至り、西はそ

の二万五千キュビトに面して西の境に至り、部族

の分に沿うもので、君たる者に属する。聖なる献

納地と、宮の聖所とは、その中にある。 22町の

所有地は、君たる者に属する部分の中にあり、そ

して君たる者の分は、ユダの領地と、ベニヤミン

の領地との間にある。 23なお残りの部族では東

の方から西の方に至る地方、これがベニヤミンの

分である。 24ベニヤミンの領地に沿って、東の

方から西の方に至る地方、これがシメオンの分で

ある。 25シメオンの領地に沿って、東の方から

西の方に至る地方、これがイッサカルの分である

。 26イッサカルの領地に沿って、東の方から西

の方に至る地方、これがゼブルンの分である。 27

ゼブルンの領地に沿って、東の方から西の方に至

る地方、これがガドの分である。 28南の方はガ

ドの領地に沿って、タマルからメリボテ・カデシ

の水に至り、そこからエジプトの川に沿って大海

に至る。 29これはあなたがたが、くじをもって

イスラエルの部族のうちに分けて、嗣業とすべき

地である。これが彼らの分であると、主なる神は

言われる。 30町の出口は次のとおりである。北

の方の長さは四千五百キュビトである。 31町の

門はイスラエルの部族の名にしたがい、三つの門

になっている。すなわちルベンの門、ユダの門、

レビの門である。 32東の方は四千五百キュビト

であって、三つの門がある。すなわちヨセフの門

、ベニヤミンの門、ダンの門である。 33南の方

は四千五百キュビトであって、三つの門がある。

すなわちシメオンの門、イッサカルの門、ゼブル

ンの門である。 34西の方は四千五百キュビトで

あって、三つの門がある。すなわちガドの門、ア

セルの門、ナフタリの門である。 35町の周囲は

一万八千キュビトあり、この日から後、この町の

名は『主そこにいます』と呼ばれる」。
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ダニエル書

1ユダの王エホヤキムの治世の第三年にバビロ
ンの王ネブカデネザルはエルサレムにきて、

これを攻め囲んだ。 2主はユダの王エホヤキムと

、神の宮の器具の一部とを、彼の手にわたされた

ので、彼はこれをシナルの地の自分の神の宮に携

えゆき、その器具を自分の神の蔵に納めた。 3時

に王は宦官の長アシペナズに、イスラエルの人々

の中から、王の血統の者と、貴族たる者数人とを

、連れて来るように命じた。 4すなわち身に傷が

なく、容姿が美しく、すべての知恵にさとく、知

識があって、思慮深く、王の宮に仕えるに足る若

者を連れてこさせ、これにカルデヤびとの文学と

言語とを学ばせようとした。 5そして王は王の食

べる食物と、王の飲む酒の中から、日々の分を彼

らに与えて、三年のあいだ彼らを養い育て、その

後、彼らをして王の前に、はべらせようとした。

6彼らのうちに、ユダの部族のダニエル、ハナニ

ヤ、ミシャエル、アザリヤがあった。 7宦官の長

は彼らに名を与えて、ダニエルをベルテシャザル

と名づけ、ハナニヤをシャデラクと名づけ、ミシ

ャエルをメシャクと名づけ、アザリヤをアベデネ

ゴと名づけた。 8ダニエルは王の食物と、王の飲

む酒とをもって、自分を汚すまいと、心に思い定

めたので、自分を汚させることのないように、宦

官の長に求めた。 9神はダニエルをして、宦官の

長の前に、恵みとあわれみとを得させられたので

、 10宦官の長はダニエルに言った、「わが主な

る王は、あなたがたの食べ物と、飲み物とを定め

られたので、わたしはあなたがたの健康の状態が

、同年輩の若者たちよりも悪いと、王が見られる

ことを恐れるのです。そうすればあなたがたのた

めに、わたしのこうべが、王の前に危くなるでし

ょう」。 11そこでダニエルは宦官の長がダニエ

ル、ハナニヤ、ミシャエルおよびアザリヤの上に

立てた家令に言った、 12「どうぞ、しもべらを

十日の間ためしてください。わたしたちにただ野

菜を与えて食べさせ、水を飲ませ、 13そしてわ

たしたちの顔色と、王の食物を食べる若者の顔色

とをくらべて見て、あなたの見るところにしたが

って、しもべらを扱ってください」。 14家令は

この事について彼らの言うところを聞きいれ、十

日の間、彼らをためした。 15十日の終りになっ

てみると、彼らの顔色は王の食物を食べたすべて

の若者よりも美しく、また肉も肥え太っていた。

16それで家令は彼らの食物と、彼らの飲むべき酒

とを除いて、彼らに野菜を与えた。 17この四人

の者には、神は知識を与え、すべての文学と知恵

にさとい者とされた。ダニエルはまたすべての幻

と夢とを理解した。 18さて、王が命じたところ

の若者を召し入れるまでの日数が過ぎたので、宦

官の町は彼らをネブカデネザルの前に連れていっ

た。 19王が彼らと語ってみると、彼らすべての

中にはダニエル、ハナニヤ、ミシャエル、アザリ

ヤにならぶ者がなかったので、彼らは王の前には

べることとなった。 20王が彼らにさまざまの事

を尋ねてみると、彼らは知恵と理解において、全

国の博士、法術士にまさること十倍であった。 21

ダニエルはクロス王の元年まで仕えていた。

2ネブカデネザルの治世の第二年に、ネブカデ
ネザルは夢を見、そのために心に思い悩んで

眠ることができなかった。 2そこで王は命じて王

のためにその夢を解かせようと、博士、法術士、

魔術士、カルデヤびとを召させたので、彼らはき

て王の前に立った。 3王は彼らにむかって、「わ

たしは夢を見たが、その夢を知ろうと心に思い悩

んでいる」と言ったので、 4カルデヤびとらはア

ラム語で王に言った、「王よ、とこしえに生きな

がらえられますように。どうぞしもべらにその夢

をお話しください。わたしたちはその解き明かし

を申しあげましょう」。 5王は答えてカルデヤび

とに言った、「わたしの言うことは必ず行う。あ

なたがたがもしその夢と、その解き明かしを、わ

たしに示さないならば、あなたがたの身は切り裂

かれ、あなたがたの家は滅ぼされる。 6しかし、

その夢とその解き明かしとを示すならば、贈り物

と報酬と大いなる栄誉とを、わたしから受けるだ

ろう。それゆえその夢とその解き明かしとを、わ

たしに示しなさい」。 7彼らは再び答えて言った

、「王よ、しもべらにその夢をお話しください。

そうすればわたしたちはその解き明かしを示しま

しょう」。 8王は答えて言った、「あなたがたは

わたしが言ったことは、必ず行うことを承知して

いるので、時を延ばそうとしているのを、わたし

は確かに知っている。 9もしその夢をわたしに示

さないならば、あなたがたの受ける刑罰はただ一

つあるのみだ。あなたがたは一致して、偽りと、

欺きの言葉をわたしの前に述べて、時の変るのを
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待とうとしているのだ。まずその夢をわたしに示

しなさい。そうすれば、わたしはあなたがたがそ

の解き明かしをも、示しうることを知るだろう」

。 10カルデヤびとらは王の前に答えて言った、

「世の中には王のその要求に応じうる者はひとり

もありません。どんな大いなる力ある王でも、こ

のような事を、博士、法術士、カルデヤびとに尋

ねた者はありませんでした。 11王の尋ねられる

事はむずかしい事であって、肉なる者と共におら

れない神々を除いては、王の前にこれを示しうる

者はないでしょう」。 12これによって王は怒り

、かつ大いに憤り、バビロンの知者をすべて滅ぼ

せと命じた。 13この命令が発せられたので、知

者らは殺されることになった。またダニエルとそ

の同僚をも殺そうと求めた。 14そして王の侍衛

の長アリオクが、バビロンの知者らを殺そうと出

てきたので、ダニエルは思慮と知恵とをもってこ

れに応答した。 15すなわち王の高官アリオクに

「どうして王はそんなにきびしい命令を出された

のですか」と言った。アリオクがその事をダニエ

ルに告げ知らせると、 16ダニエルは王のところ

へはいっていって、その解き明かしを示すために

、しばらくの時を与えられるよう王に願った。 17

それからダニエルは家に帰り、同僚のハナニヤ、

ミシャエルおよびアザリヤにこの事を告げ知らせ

、 18共にこの秘密について天の神のあわれみを

請い、ダニエルとその同僚とが、他のバビロンの

知者と共に滅ぼされることのないように求めた。

19ついに夜の幻のうちにこの秘密がダニエルに示

されたので、ダニエルは天の神をほめたたえた。

20ダニエルは言った、「神のみ名は永遠より永遠

に至るまでほむべきかな、知恵と権能とは神のも

のである。 21神は時と季節とを変じ、王を廃し

、王を立て、知者に知恵を与え、賢者に知識を授

けられる。 22神は深妙、秘密の事をあらわし、

暗黒にあるものを知り、光をご自身のうちに宿す

。 23わが先祖たちの神よ、あなたはわたしに知

恵と力とを賜い、今われわれがあなたに請い求め

たところのものをわたしに示し、王の求めたこと

をわれわれに示されたので、わたしはあなたに感

謝し、あなたをさんびします」。 24そこでダニ

エルは、王がバビロンの知者たちを滅ぼすことを

命じておいたアリオクのもとへ行って、彼にこう

言った、「バビロンの知者たちを滅ぼしてはなり

ません。わたしを王の前に連れて行ってください

。わたしはその解き明かしを王に示します」。 25

アリオクは急いでダニエルを王の前に連れて行き

、王にこう言った、「ユダから捕え移した者の中

に、その解き明かしを王にお知らせすることので

きる、ひとりの人を見つけました」。 26王は答

えて、ベルテシャザルという名のダニエルに言っ

た、「あなたはわたしが見た夢と、その解き明か

しとをわたしに知らせることができるのか」。 27

ダニエルは王に答えて言った、「王が求められる

秘密は、知者、法術士、博士、占い師など、これ

を王に示すことはできません。 28しかし秘密を

あらわすひとりの神が天におられます。彼は後の

日に起るべき事を、ネブカデネザル王に知らされ

たのです。あなたの夢と、あなたが床にあって見

た脳中の幻はこれです。 29王よ、あなたが床に

おられたとき、この後どんな事があろうかと、思

いまわされたが、秘密をあらわされるかたが、将

来どんな事が起るかを、あなたに知らされたので

す。 30この秘密をわたしにあらわされたのは、

すべての生ける者にまさって、わたしに知恵があ

るためではなく、ただその解き明かしを、王にお

知らせすることによって、あなたが心に思われた

ことを、お知りになるためです。 31王よ、あな

たは一つの大いなる像が、あなたの前に立ってい

るのを見られました。その像は大きく、非常に光

り輝いて、恐ろしい外観をもっていました。 32

その像の頭は純金、胸と両腕とは銀、腹と、もも

とは青銅、 33すねは鉄、足の一部は鉄、一部は

粘土です。 34あなたが見ておられたとき、一つ

の石が人手によらずに切り出されて、その像の鉄

と粘土との足を撃ち、これを砕きました。 35こ

うして鉄と、粘土と、青銅と、銀と、金とはみな

共に砕けて、夏の打ち場のもみがらのようになり

、風に吹き払われて、あとかたもなくなりました

。ところがその像を撃った石は、大きな山となっ

て全地に満ちました。 36これがその夢です。今

わたしたちはその解き明かしを、王の前に申しあ

げましょう。 37王よ、あなたは諸王の王であっ

て、天の神はあなたに国と力と勢いと栄えとを賜

い、 38また人の子ら、野の獣、空の鳥はどこに

いるものでも、皆これをあなたの手に与えて、こ

とごとく治めさせられました。あなたはあの金の

頭です。 39あなたの後にあなたに劣る一つの国

が起ります。また第三に青銅の国が起って、全世

界を治めるようになります。 40第四の国は鉄の
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ように強いでしょう。鉄はよくすべての物をこわ

し砕くからです。鉄がこれらをことごとく打ち砕

くように、その国はこわし砕くでしょう。 41あ

なたはその足と足の指を見られましたが、その一

部は陶器師の粘土、一部は鉄であったので、それ

は分裂した国をさします。しかしあなたが鉄と粘

土との混じったのを見られたように、その国には

鉄の強さがあるでしょう。 42その足の指の一部

は鉄、一部は粘土であったように、その国は一部

は強く、一部はもろいでしょう。 43あなたが鉄

と粘土との混じったのを見られたように、それら

は婚姻によって、互に混ざるでしょう。しかし鉄

と粘土とは相混じらないように、かれとこれと相

合することはありません。 44それらの王たちの

世に、天の神は一つの国を立てられます。これは

いつまでも滅びることがなく、その主権は他の民

にわたされず、かえってこれらのもろもろの国を

打ち破って滅ぼすでしょう。そしてこの国は立っ

て永遠に至るのです。 45一つの石が人手によら

ずに山から切り出され、その石が鉄と、青銅と、

粘土と、銀と、金とを打ち砕いたのを、あなたが

見られたのはこの事です。大いなる神がこの後に

起るべきことを、王に知らされたのです。その夢

はまことであって、この解き明かしは確かです」

。 46そこでネブカデネザル王はひれ伏して、ダ

ニエルを拝し、供え物と薫香とを、彼にささげる

ことを命じた。 47そして王はダニエルに答えて

言った、「あなたがこの秘密をあらわすことがで

きたのを見ると、まことに、あなたがたの神は神

々の神、王たちの主であって、秘密をあらわされ

るかただ」。 48こうして王はダニエルに高い位

を授け、多くの大いなる贈り物を与えて、彼をバ

ビロン全州の総督とし、またバビロンの知者たち

を統轄する者の長とした。 49王はまたダニエル

の願いによって、シャデラクとメシャクとアベデ

ネゴを任命して、バビロン州の事務をつかさどら

せた。ただしダニエルは王の宮にとどまっていた

。

3ネブカデネザル王は一つの金の像を造った。
その高さは六十キュビト、その幅は六キュビ

トで、彼はこれをバビロン州のドラの平野に立て

た。 2そしてネブカデネザル王は、総督、長官、

知事、参議、庫官、法官、高僧および諸州の官吏

たちを召し集め、ネブカデネザル王の立てたこの

像の落成式に臨ませようとした。 3そこで、総督

、長官、知事、参議、庫官、法官、高僧および諸

州の官吏たちは、ネブカデネザル王の立てた像の

落成式に臨み、そのネブカデネザルの立てた像の

前に立った。 4時に伝令者は大声に呼ばわって言

った、「諸民、諸族、諸国語の者よ、あなたがた

にこう命じられる。 5角笛、横笛、琴、三角琴、

立琴、風笛などの、もろもろの楽器の音を聞く時

は、ひれ伏してネブカデネザル王の立てた金の像

を拝まなければならない。 6だれでもひれ伏して

拝まない者は、ただちに火の燃える炉の中に投げ

込まれる」と。 7そこで民らはみな、角笛、横笛

、琴、三角琴、立琴、風笛などの、もろもろの楽

器の音を聞くや、諸民、諸族、諸国語の者たちは

みな、ひれ伏して、ネブカデネザル王の立てた金

の像を拝んだ。 8その時、あるカルデヤびとらが

進みきて、ユダヤ人をあしざまに訴えた。 9すな

わち彼らはネブカデネザル王に言った、「王よ、

とこしえに生きながらえられますように。 10王

よ、あなたは命令を出して仰せられました。すべ

て、角笛、横笛、琴、三角琴、立琴、風笛などの

、もろもろの楽器の音を聞く者は皆、ひれ伏して

金の像を拝まなければならない。 11また、だれ

でもひれ伏して拝まない者はみな、火の燃える炉

の中に投げ込まれると。 12ここにあなたが任命

して、バビロン州の事務をつかさどらせられてい

るユダヤ人シャデラク、メシャクおよびアベデネ

ゴがおります。王よ、この人々はあなたを尊ばず

、あなたの神々にも仕えず、あなたの立てられた

金の像をも拝もうとしません」。 13そこでネブ

カデネザルは怒りかつ憤って、シャデラク、メシ

ャクおよびアベデネゴを連れてこいと命じたので

、この人々を王の前に連れてきた。 14ネブカデ

ネザルは彼らに言った、「シャデラク、メシャク

、アベデネゴよ、あなたがたがわが神々に仕えず

、またわたしの立てた金の像を拝まないとは、ほ

んとうなのか。 15あなたがたがもし、角笛、横

笛、琴、三角琴、立琴、風笛などの、もろもろの

楽器の音を聞くときにひれ伏して、わたしが立て

た像を、ただちに拝むならば、それでよろしい。

しかし、拝むことをしないならば、ただちに火の

燃える炉の中に投げ込まれる。いったい、どの神

が、わたしの手からあなたがたを救うことができ

ようか」。 16シャデラク、メシャクおよびアベ

デネゴは王に答えて言った、「ネブカデネザルよ
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、この事について、お答えする必要はありません

。 17もしそんなことになれば、わたしたちの仕

えている神は、その火の燃える炉から、わたした

ちを救い出すことができます。また王よ、あなた

の手から、わたしたちを救い出されます。 18た

といそうでなくても、王よ、ご承知ください。わ

たしたちはあなたの神々に仕えず、またあなたの

立てた金の像を拝みません」。 19そこでネブカ

デネザルは怒りに満ち、シャデラク、メシャクお

よびアベデネゴにむかって、顔色を変え、炉を平

常よりも七倍熱くせよと命じた。 20またその軍

勢の中の力の強い人々を呼んで、シャデラク、メ

シャクおよびアベデネゴを縛って、彼らを火の燃

える炉の中に投げ込めと命じた。 21そこでこの

人々は、外套、下着、帽子、その他の衣服のまま

縛られて、火の燃える炉の中に投げ込まれた。 22

王の命令はきびしく、かつ炉は、はなはだしく熱

していたので、シャデラク、メシャクおよびアベ

デネゴを引きつれていった人々は、その火炎に焼

き殺された。 23シャデラク、メシャク、アベデ

ネゴの三人は縛られたままで、火の燃える炉の中

に落ち込んだ。 24その時、ネブカデネザル王は

驚いて急ぎ立ちあがり、大臣たちに言った、「わ

れわれはあの三人を縛って、火の中に投げ入れた

ではないか」。彼らは王に答えて言った、「王よ

、そのとおりです」。 25王は答えて言った、「

しかし、わたしの見るのに四人の者がなわめなし

に、火の中を歩いているが、なんの害をも受けて

いない。その第四の者の様子は神の子のようだ」

。 26そこでネブカデネザルは、その火の燃える

炉の入口に近寄って、「いと高き神のしもべシャ

デラク、メシャク、アベデネゴよ、出てきなさい

」と言ったので、シャデラク、メシャク、アベデ

ネゴはその火の中から出てきた。 27総督、長官

、知事および王の大臣たちも集まってきて、この

人々を見たが、火は彼らの身にはなんの力もなく

、その頭の毛は焼けず、その外套はそこなわれず

、火のにおいもこれに付かなかった。 28ネブカ

デネザルは言った、「シャデラク、メシャク、ア

ベデネゴの神はほむべきかな。神はその使者をつ

かわして、自分に寄り頼むしもべらを救った。ま

た彼らは自分の神以外の神に仕え、拝むよりも、

むしろ王の命令を無視し、自分の身をも捨てよう

としたのだ。 29それでわたしはいま命令を下す

。諸民、諸族、諸国語の者のうちだれでも、シャ

デラク、メシャク、アベデネゴの神をののしる者

があるならば、その身は切り裂かれ、その家は滅

ぼされなければならない。このように救を施すこ

とのできる神は、ほかにないからだ」。 30こう

して、王はシャデラク、メシャクおよびアベデネ

ゴの位を進めて、バビロン州におらせた。

4ネブカデネザル王は全世界に住む諸民、諸族
、諸国語の者に告げる。どうか、あなたがた

に平安が増すように。 2いと高き神はわたしにし

るしと奇跡とを行われた。わたしはこれを知らせ

たいと思う。 3ああ、そのしるしの大いなること

、ああ、その奇跡のすばらしいこと、その国は永

遠の国、その主権は世々に及ぶ。 4われネブカデ

ネザルはわが家に安らかにおり、わが宮にあって

栄えていたが、 5わたしは一つの夢を見て、その

ために恐れた。すなわち床にあって、その事を思

いめぐらし、わが脳中の幻のために心を悩ました

。 6そこでわたしは命令を下し、バビロンの知者

をことごとくわが前に召し寄せて、その夢の解き

明かしを示させようとした。 7すると、博士、法

術士、カルデヤびと、占い師たちがきたので、わ

たしはその夢を彼らに語ったが、彼らはその解き

明かしを示すことができなかった。 8最後にダニ

エルがわたしの前にきた、彼の名はわが神の名に

ちなんで、ベルテシャザルととなえられ、彼のう

ちには聖なる神の霊がやどっていたわたしは彼に

その夢を語って言った、 9「博士の長ベルテシャ

ザルよ、わたしは知っている。聖なる神の霊があ

なたのうちにやどっているから、どんな秘密もあ

なたにはむずかしいことはない。ここにわたしが

見た夢がある。その解き明かしをわたしに告げな

さい。 10わたしが床にあって見た脳中の幻はこ

れである。わたしが見たのに、地の中央に一本の

木があって、そのたけが高かったが、 11その木

は成長して強くなり、天に達するほどの高さにな

って、地の果までも見えわたり、 12その葉は美

しく、その実は豊かで、すべての者がその中から

食物を獲、また野の獣はその陰にやどり、空の鳥

はその枝にすみ、すべての肉なる者はこれによっ

て養われた。 13わたしが床にあって見た脳中の

幻の中に、ひとりの警護者、ひとりの聖者の天か

ら下るのを見たが、 14彼は声高く呼ばわって、

こう言った、『この木を切り倒し、その枝を切り

はらい、その葉をゆり落し、その実を打ち散らし
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、獣をその下から逃げ去らせ、鳥をその枝から飛

び去らせよ。 15ただしその根の切り株を地に残

し、それに鉄と青銅のなわをかけて、野の若草の

中におき、天からくだる露にぬれさせ、また地の

草の中で、獣と共にその分にあずからせよ。 16

またその心は変って人間の心のようでなく、獣の

心が与えられて、七つの時を過ごさせよ。 17こ

の宣言は警護者たちの命令によるもの、この決定

は聖者たちの言葉によるもので、いと高き者が、

人間の国を治めて、自分の意のままにこれを人に

与え、また人のうちの最も卑しい者を、その上に

立てられるという事を、すべての者に知らせるた

めである』と。 18われネブカデネザル王はこの

夢を見た。ベルテシャザルよ、あなたはその解き

明かしをわたしに告げなさい。わが国の知者たち

は、いずれもその解き明かしを、わたしに示すこ

とができなかったけれども、あなたにはそれがで

きる。あなたのうちには、聖なる神の霊がやどっ

ているからだ」。 19その時、その名をベルテシ

ャザルととなえるダニエルは、しばらくのあいだ

驚き、思い悩んだので、王は彼に告げて言った、

「ベルテシャザルよ、あなたはこの夢と、その解

き明かしのために、悩むには及ばない」。ベルテ

シャザルは答えて言った、「わが主よ、どうか、

この夢は、あなたを憎む者にかかわるように。こ

の解き明かしは、あなたの敵に臨むように。 20

あなたが見られた木、すなわちその成長して強く

なり、天に達するほどの高さになって、地の果ま

でも見えわたり、 21その葉は美しく、その実は

豊かで、すべての者がその中から食物を獲、また

野の獣がその陰にやどり、空の鳥がその枝に住ん

だ木、 22王よ、それはすなわちあなたです。あ

なたは成長して強くなり、天に達するほどに大き

くなり、あなたの主権は地の果にまで及びました

。 23ところが、王はひとりの警護者、ひとりの

聖者が、天から下って、こう言うのを見られまし

た、『この木を切り倒して、これを滅ぼせ。ただ

しその根の切り株を地に残し、それに鉄と青銅の

なわをかけて、野の若草の中におき、天からくだ

る露にぬれさせ、また野の獣と共にその分にあず

からせて、七つの時を過ごさせよ』と。 24王よ

、その解き明かしはこうです。すなわちこれはい

と高き者の命令であって、わが主なる王に臨まん

とするものです。 25すなわちあなたは追われて

世の人を離れ、野の獣と共におり、牛のように草

を食い、天からくだる露にぬれるでしょう。こう

して七つの時が過ぎて、ついにあなたは、いと高

き者が人間の国を治めて、自分の意のままに、こ

れを人に与えられることを知るに至るでしょう。

26また彼らはその木の根の切り株を残しおけと命

じたので、あなたが、天はまことの支配者である

ということを知った後、あなたの国はあなたに確

保されるでしょう。 27それゆえ王よ、あなたは

わたしの勧告をいれ、義を行って罪を離れ、しえ

たげられる者をあわれんで、不義を離れなさい。

そうすれば、あるいはあなたの繁栄が、長く続く

かもしれません」。 28この事は皆ネブカデネザ

ル王に臨んだ。 29十二か月を経て後、王がバビ

ロンの王宮の屋上を歩いていたとき、 30王は自

ら言った、「この大いなるバビロンは、わたしの

大いなる力をもって建てた王城であって、わが威

光を輝かすものではないか」。 31その言葉がな

お王の口にあるうちに、天から声がくだって言っ

た、「ネブカデネザル王よ、あなたに告げる。国

はあなたを離れ去った。 32あなたは、追われて

世の人を離れ、野の獣と共におり、牛のように草

を食い、こうして七つの時を経て、ついにあなた

は、いと高き者が人間の国を治めて、自分の意の

ままに、これを人に与えられることを知るに至る

だろう」。 33この言葉は、ただちにネブカデネ

ザルに成就した。彼は追われて世の人を離れ、牛

のように草を食い、その身は天からくだる露にぬ

れ、ついにその毛は、わしの羽のようになり、そ

のつめは鳥のつめのようになった。 34こうして

その期間が満ちた後、われネブカデネザルは、目

をあげて天を仰ぎ見ると、わたしの理性が自分に

帰ったので、わたしはいと高き者をほめ、その永

遠に生ける者をさんびし、かつあがめた。その主

権は永遠の主権、その国は世々かぎりなく、 35

地に住む民はすべて無き者のように思われ、天の

衆群にも、地に住む民にも、彼はその意のままに

事を行われる。だれも彼の手をおさえて「あなた

は何をするのか」と言いうる者はない。 36この

時わたしの理性は自分に帰り、またわが国の光栄

のために、わが尊厳と光輝とが、わたしに帰った

。わが大臣、わが貴族らもきて、わたしに求め、

わたしは国の上に堅く立って、前にもまさって大

いなる者となった。 37そこでわれネブカデネザ

ルは今、天の王をほめたたえ、かつあがめたてま
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つる。そのみわざはことごとく真実で、その道は

正しく、高ぶり歩む者を低くされる。

5ベルシャザル王は、その大臣一千人のために
、盛んな酒宴を設け、その一千人の前で酒を

飲んでいた。 2酒が進んだとき、ベルシャザルは

、その父ネブカデネザルがエルサレムの神殿から

取ってきた金銀の器を持ってこいと命じた。王と

その大臣たち、および王の妻とそばめらが、これ

をもって酒を飲むためであった。 3そこで人々は

そのエルサレムの神の宮すなわち神殿から取って

きた金銀の器を持ってきたので、王とその大臣た

ち、および王の妻とそばめらは、これをもって飲

んだ。 4すなわち彼らは酒を飲んで、金、銀、青

銅、鉄、木、石などの神々をほめたたえた。 5す

ると突然人の手の指があらわれて、燭台と相対す

る王の宮殿の塗り壁に物を書いた。王はその物を

書いた手の先を見た。 6そのために王の顔色は変

り、その心は思い悩んで乱れ、その腰のつがいは

ゆるみ、ひざは震えて互に打ちあった。 7王は大

声に呼ばわって、法術士、カルデヤびと、占い師

らを召してこさせた。王はバビロンの知者たちに

告げて言った、「この文字を読み、その解き明か

しをわたしに示す者には紫の衣を着せ、首に金の

鎖をかけさせて、国の第三のつかさとしよう」と

。 8王の知者たちは皆はいってきた。しかしその

文字を読むことができず、またその解き明かしを

王に示すことができなかったので、 9ベルシャザ

ル王は大いに思い悩んで、その顔色は変り、王の

大臣たちも当惑した。 10時に王妃は王と大臣た

ちの言葉を聞いて、その宴会場にはいってきた。

そして王妃は言った、「王よ、どうか、とこしえ

に生きながらえられますように。あなたは心に思

い悩んではなりません。また顔色を変えるには及

びません。 11あなたの国には、聖なる神の霊の

やどっているひとりの人がおります。あなたの父

の代に、彼は、明知、分別および神のような知恵

のあることをあらわしました。あなたの父ネブカ

デネザル王は、彼を立てて、博士、法術士、カル

デヤびと、占い師らの長とされました。 12彼は

、王がベルテシャザルという名を与えたダニエル

という者ですが、このダニエルには、すぐれた霊

、知識、分別があって、夢を解き、なぞを解き、

難問を解くことができます。ゆえにダニエルを召

しなさい。彼はその解き明かしを示すでしょう」

。 13そこでダニエルは王の前に召された。王は

ダニエルに言った、「あなたは、わが父の王が、

ユダからひきつれてきたユダの捕囚のひとりなの

か。 14聞くところによると、あなたのうちには

、聖なる神の霊がやどっていて、明知、分別およ

び非凡な知恵があるそうだ。 15わたしは、知者

、法術士らを、わが前に召しよせて、この文字を

読ませ、その解き明かしを示させようとしたが、

彼らは、この事の解き明かしを示すことができな

かった。 16しかしまた聞くところによると、あ

なたは解き明かしをなし、かつ難問を解くことが

できるそうだ。それで、あなたがもし、この文字

を読み、その解き明かしをわたしに示すことがで

きたなら、あなたに紫の衣を着せ、金の鎖を首に

かけさせて、この国の第三のつかさとしよう」。

17ダニエルは王の前に答えて言った、「あなたの

賜物は、あなたご自身にとっておき、あなたの贈

り物は、他人にお与えください。それでも、わた

しは王のためにその文字を読み、その解き明かし

をお知らせいたしましょう。 18王よ、いと高き

神はあなたの父ネブカデネザルに国と権勢と、光

栄と尊厳とを賜いました。 19彼に権勢を賜わっ

たことによって、諸民、諸族、諸国語の者はみな

、彼の前におののき恐れました。彼は自分の欲す

る者を殺し、自分の欲する者を生かし、自分の欲

する者を上げ、自分の欲する者を下しました。 20

しかし彼は心に高ぶり、かたくなになり、ごうま

んにふるまったので、王位からしりぞけられ、そ

の光栄を奪われ、 21追われて世の人と離れ、そ

の思いは獣のようになり、そのすまいは野ろばと

共にあり、牛のように草を食い、その身は天から

くだる露にぬれ、こうしてついに彼は、いと高き

神が人間の国を治めて、自分の意のままに人を立

てられるということを、知るようになりました。

22ベルシャザルよ、あなたは彼の子であって、こ

の事をことごとく知っていながら、なお心を低く

せず、 23かえって天の主にむかって、みずから

高ぶり、その宮の器物をあなたの前に持ってこさ

せ、あなたとあなたの大臣たちと、あなたの妻と

そばめたちは、それをもって酒を飲み、そしてあ

なたは見ることも、聞くことも、物を知ることも

できない金、銀、青銅、鉄、木、石の神々をほめ

たたえたが、あなたの命をその手ににぎり、あな

たのすべての道をつかさどられる神をあがめよう

とはしなかった。 24それゆえ、彼の前からこの
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手が出てきて、この文字が書きしるされたのです

。 25そのしるされた文字はこうです。メネ、メ

ネ、テケル、ウパルシン。 26その事の解き明か

しはこうです、メネは神があなたの治世を数えて

、これをその終りに至らせたことをいうのです。

27テケルは、あなたがはかりで量られて、その量

の足りないことがあらわれたことをいうのです。

28ペレスは、あなたの国が分かたれて、メデアと

ペルシャの人々に与えられることをいうのです」

。 29そこでベルシャザルは命じて、ダニエルに

紫の衣を着せ、金の鎖をその首にかけさせ、彼に

ついて布告を発して、彼は国の第三のつかさであ

ると言わせた。 30カルデヤびとの王ベルシャザ

ルは、その夜のうちに殺され、 31メデアびとダ

リヨスが、その国を受けた。この時ダリヨスは、

おおよそ六十二歳であった。

6ダリヨスは全国を治めるために、その国に百
二十人の総督を立てることをよしとし、 2また

彼らの上に三人の総監を立てた。ダニエルはその

ひとりであった。これは総督たちをして、この三

人の前に、その職務に関する報告をさせて、王に

損失の及ぶことのないようにするためであった。

3ダニエルは彼のうちにあるすぐれた霊のゆえに

、他のすべての総監および総督たちにまさってい

たので、王は彼を立てて全国を治めさせようとし

た。 4そこで総監および総督らは、国事について

ダニエルを訴えるべき口実を得ようとしたが、訴

えるべきなんの口実も、なんのとがをも見いだす

ことができなかった。それは彼が忠信な人であっ

て、その身になんのあやまちも、とがも見いださ

れなかったからである。 5そこでその人々は言っ

た、「われわれはダニエルの神の律法に関して、

彼を訴える口実を得るのでなければ、ついに彼を

訴えることはできまい」と。 6こうして総監と総

督らは、王のもとに集まってきて、王に言った、

「ダリヨス王よ、どうかとこしえに生きながらえ

られますように。 7国の総監、長官および総督、

参議および知事らは、相はかって、王が一つのお

きてを立て、一つの禁令を定められるよう求める

ことになりました。王よ、それはこうです。すな

わち今から三十日の間は、ただあなたにのみ願い

事をさせ、もしあなたをおいて、神または人にこ

れをなす者があれば、すべてその者を、ししの穴

に投げ入れるというのです。 8それで王よ、その

禁令を定め、その文書に署名して、メデアとペル

シャの変ることのない法律のごとく、これを変え

ることのできないようにしてください」。 9そこ

でダリヨス王は、その禁令の文書に署名した。 10

ダニエルは、その文書の署名されたことを知って

家に帰り、二階のへやの、エルサレムに向かって

窓の開かれた所で、以前からおこなっていたよう

に、一日に三度ずつ、ひざをかがめて神の前に祈

り、かつ感謝した。 11そこでその人々は集まっ

てきて、ダニエルがその神の前に祈り、かつ求め

ていることを見たので、 12彼らは王の前にきて

、王の禁令について奏上して言った、「王よ、あ

なたは禁令に署名して、今から三十日の間は、た

だあなたにのみ願い事をさせ、もしあなたをおい

て、神または人に、これをなす者があれば、すべ

てその者を、ししの穴に投げ入れると、定められ

たではありませんか」。王は答えて言った、「そ

の事は確かであって、メデアとペルシャの法律の

ごとく、変えることのできないものだ」。 13彼

らは王の前に答えて言った、「王よ、ユダから引

いてきた捕囚のひとりである、かのダニエルは、

あなたをも、あなたの署名された禁令をも顧みず

、一日に三度ずつ、祈をささげています」。 14

王はこの言葉を聞いて大いに憂え、ダニエルを救

おうと心を用い、日の入るまで、彼を救い出すこ

とに努めた。 15時にその人々は、また王のもと

に集まってきて、王に言った、「王よ、メデアと

ペルシャの法律によれば、王の立てた禁令、また

は、おきては変えることのできないものであるこ

とを、ご承知ください」。 16そこで王は命令を

下したので、ダニエルは引き出されて、ししの穴

に投げ入れられた。王はダニエルに言った、「ど

うか、あなたの常に仕える神が、あなたを救われ

るように」。 17そして一つの石を持ってきて、

穴の口をふさいだので、王は自分の印と、大臣ら

の印をもって、これに封印した。これはダニエル

の処置を変えることのないようにするためであっ

た。 18こうして王はその宮殿に帰ったが、その

夜は食をとらず、また、そばめたちを召し寄せず

、全く眠ることもしなかった。 19こうして王は

朝まだき起きて、ししの穴へ急いで行ったが、 20

ダニエルのいる穴に近づいたとき、悲しげな声を

あげて呼ばわり、ダニエルに言った、「生ける神

のしもべダニエルよ、あなたが常に仕えている神

はあなたを救って、ししの害を免れさせることが
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できたか」。 21ダニエルは王に言った、「王よ

、どうか、とこしえに生きながらえられますよう

に。 22わたしの神はその使をおくって、ししの

口を閉ざされたので、ししはわたしを害しません

でした。これはわたしに罪のないことが、神の前

に認められたからです。王よ、わたしはあなたの

前にも、何も悪い事をしなかったのです」。 23

そこで王は大いに喜び、ダニエルを穴の中から出

せと命じたので、ダニエルは穴の中から出された

が、その身になんの害をも受けていなかった。こ

れは彼が自分の神を頼みとしていたからである。

24王はまた命令を下して、ダニエルをあしざまに

訴えた人々を引いてこさせ、彼らをその妻子と共

に、ししの穴に投げ入れさせた。彼らが穴の底に

達しないうちに、ししは彼らにとびかかって、そ

の骨までもかみ砕いた。 25そこでダリヨス王は

全世界に住む諸民、諸族、諸国語の者に詔を書き

おくって言った、「どうか、あなたがたに平安が

増すように。 26わたしは命令を出す。わが国の

すべての州の人は、皆ダニエルの神を、おののき

恐れなければならない。彼は生ける神であって、

とこしえに変ることなく、その国は滅びず、その

主権は終りまで続く。 27彼は救を施し、助けを

なし、天においても、地においても、しるしと奇

跡とをおこない、ダニエルを救って、ししの力を

のがれさせたかたである」。 28こうして、この

ダニエルはダリヨスの世と、ペルシャ人クロスの

世において栄えた。

7バビロンの王ベルシャザルの元年に、ダニエ
ルは床にあって夢を見、また脳中に幻を得た

ので、彼はその夢をしるして、その事の大意を述

べた。 2ダニエルは述べて言った、「わたしは夜

の幻のうちに見た。見よ、天の四方からの風が大

海をかきたてると、 3四つの大きな獣が海からあ

がってきた。その形は、おのおの異なり、 4第一

のものは、ししのようで、わしの翼をもっていた

が、わたしが見ていると、その翼は抜きとられ、

また地から起されて、人のように二本の足で立た

せられ、かつ人の心が与えられた。 5見よ、第二

の獣は熊のようであった。これはそのからだの一

方をあげ、その口の歯の間に、三本の肋骨をくわ

えていたが、これに向かって『起きあがって、多

くの肉を食らえ』と言う声があった。 6その後わ

たしが見たのは、ひょうのような獣で、その背に

は鳥の翼が四つあった。またこの獣には四つの頭

があり、主権が与えられた。 7その後わたしが夜

の幻のうちに見た第四の獣は、恐ろしい、ものす

ごい、非常に強いもので、大きな鉄の歯があり、

食らい、かつ、かみ砕いて、その残りを足で踏み

つけた。これは、その前に出たすべての獣と違っ

て、十の角を持っていた。 8わたしが、その角を

注意して見ていると、その中に、また一つの小さ

い角が出てきたが、この小さい角のために、さき

の角のうち三つがその根から抜け落ちた。見よ、

この小さい角には、人の目のような目があり、ま

た大きな事を語る口があった。 9わたしが見てい

ると、もろもろのみ座が設けられて、日の老いた

る者が座しておられた。その衣は雪のように白く

、頭の毛は混じりもののない羊の毛のようであっ

た。そのみ座は火の炎であり、その車輪は燃える

火であった。 10彼の前から、ひと筋の火の流れ

が出てきた。彼に仕える者は千々、彼の前にはべ

る者は万々、審判を行う者はその席に着き、かず

かずの書き物が開かれた。 11わたしは、その角

の語る大いなる言葉の声がするので見ていたが、

わたしが見ている間にその獣は殺され、そのから

だはそこなわれて、燃える火に投げ入れられた。

12その他の獣はその主権を奪われたが、その命は

、時と季節の来るまで延ばされた。 13わたしは

また夜の幻のうちに見ていると、見よ、人の子の

ような者が、天の雲に乗ってきて、日の老いたる

者のもとに来ると、その前に導かれた。 14彼に

主権と光栄と国とを賜い、諸民、諸族、諸国語の

者を彼に仕えさせた。その主権は永遠の主権であ

って、なくなることがなく、その国は滅びること

がない。 15そこで、われダニエル、わがうちな

る霊は憂え、わが脳中の幻は、わたしを悩ました

ので、 16わたしは、そこに立っている者のひと

りに近寄って、このすべての事の真意を尋ねた。

するとその者は、わたしにこの事の解き明かしを

告げ知らせた。 17『この四つの大きな獣は、地

に起らんとする四人の王である。 18しかしつい

には、いと高き者の聖徒が国を受け、永遠にその

国を保って、世々かぎりなく続く』。 19そこで

わたしは、さらに第四の獣の真意を知ろうとした

。その獣は他の獣と異なって、はなはだ恐ろしく

、その歯は鉄、そのつめは青銅であって、食らい

、かつ、かみ砕いて、その残りを足で踏みつけた

。 20この獣の頭には、十の角があったが、その
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ほかに一つの角が出てきたので、この角のために

、三つの角が抜け落ちた。この角には目があり、

また大きな事を語る口があって、その形は、その

同類のものよりも大きく見えた。 21わたしが見

ていると、この角は聖徒と戦って、彼らに勝った

が、 22ついに日の老いたる者がきて、いと高き

者の聖徒のために審判をおこなった。そしてその

時がきて、この聖徒たちは国を受けた。 23彼は

こう言った、『第四の獣は地上の第四の国である

。これはすべての国と異なって、全世界を併合し

、これを踏みつけ、かつ打ち砕く。 24十の角は

この国から起る十人の王である。その後にまたひ

とりの王が起る。彼は先の者と異なり、かつ、そ

の三人の王を倒す。 25彼は、いと高き者に敵し

て言葉を出し、かつ、いと高き者の聖徒を悩ます

。彼はまた時と律法とを変えようと望む。聖徒は

ひと時と、ふた時と、半時の間、彼の手にわたさ

れる。 26しかし審判が行われ、彼の主権は奪わ

れて、永遠に滅び絶やされ、 27国と主権と全天

下の国々の権威とは、いと高き者の聖徒たる民に

与えられる。彼らの国は永遠の国であって、諸国

の者はみな彼らに仕え、かつ従う』。 28その事

はここで終った。われダニエルは、これを思いま

わして、非常に悩み、顔色も変った。しかし、わ

たしはこの事を心に留めた」。

8われダニエルは先に幻を見たが、後またベル
シャザル王の治世の第三年に、一つの幻がわ

たしに示された。 2その幻を見たのは、エラム州

の首都スサにいた時であって、ウライ川のほとり

においてであった。 3わたしが目をあげて見ると

、川の岸に一匹の雄羊が立っていた。これに二つ

の角があって、その角は共に長かったが、一つの

角は他の角よりも長かった。その長いのは後に伸

びたのである。 4わたしが見ていると、その雄羊

は、西、北、南にむかって突撃したが、これに当

ることのできる獣は一匹もなく、またその手から

救い出すことのできるものもなかった。これはそ

の心のままにふるまい、みずから高ぶっていた。

5わたしがこれを考え、見ていると、一匹の雄や

ぎが、全地のおもてを飛びわたって西からきたが

、その足は土を踏まなかった。このやぎには、目

の間に著しい一つの角があった。 6この者は、さ

きにわたしが川の岸に立っているのを見た、あの

二つの角のある雄羊にむかってきて、激しく怒っ

てこれに走り寄った。 7わたしが見ていると、そ

れが雄羊に近寄るや、これにむかって怒りを発し

、雄羊を撃って、その二つの角を砕いた。雄羊に

は、これに当る力がなかったので、やぎは雄羊を

地に打ち倒して踏みつけた。また、その雄羊を、

やぎの力から救いうる者がなかった。 8こうして

、その雄やぎは、はなはだしく高ぶったが、その

盛んになった時、あの大きな角が折れて、その代

りに四つの著しい角が生じ、天の四方に向かった

。 9その角の一つから、一つの小さい角が出て、

南に向かい、東に向かい、麗しい地に向かって、

はなはだしく大きくなり、 10天の衆群に及ぶま

でに大きくなり、星の衆群のうちの数個を地に投

げ下して、これを踏みつけ、 11またみずから高

ぶって、その衆群の主に敵し、その常供の燔祭を

取り除き、かつその聖所を倒した。 12そしてそ

の衆群は、罪によって、常供の燔祭と共に、これ

にわたされた。その角はまた真理を地に投げうち

、ほしいままにふるまって、みずから栄えた。 13

それから、わたしはひとりの聖者の語っているの

を聞いた。またひとりの聖者があって、その語っ

ている聖者にむかって言った、「常供の燔祭と、

荒すことをなす罪と、聖所とその衆群がわたされ

て、足の下に踏みつけられることについて、幻に

あらわれたことは、いつまでだろうか」と。 14

彼は言った、「二千三百の夕と朝の間である。そ

して聖所は清められてその正しい状態に復する」

。 15われダニエルはこの幻を見て、その意味を

知ろうと求めていた時、見よ、人のように見える

者が、わたしの前に立った。 16わたしはウライ

川の両岸の間から人の声が出て、呼ばわるのを聞

いた、「ガブリエルよ、この幻をその人に悟らせ

よ」。 17すると彼はわたしの立っている所にき

た。彼がきたとき、わたしは恐れて、ひれ伏した

。しかし、彼はわたしに言った、「人の子よ、悟

りなさい。この幻は終りの時にかかわるものです

」。 18彼がわたしに語っていた時、わたしは地

にひれ伏して、深い眠りに陥ったが、彼はわたし

に手を触れ、わたしを立たせて、 19言った、「

見よ、わたしは憤りの終りの時に起るべきことを

、あなたに知らせよう。それは定められた終りの

時にかかわるものであるから。 20あなたが見た

、あの二つの角のある雄羊は、メデアとペルシャ

の王です。 21また、かの雄やぎはギリシヤの王

です、その目の間の大きな角は、その第一の王で
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す。 22またその角が折れて、その代りに四つの

角が生じたのは、その民から四つの国が起るので

す。しかし、第一の王のような勢力はない。 23

彼らの国の終りの時になり、罪びとの罪が満ちる

に及んで、ひとりの王が起るでしょう。その顔は

猛悪で、彼はなぞを解き、 24その勢力は盛んで

あって、恐ろしい破壊をなし、そのなすところ成

功して、有力な人々と、聖徒である民を滅ぼすで

しょう。 25彼は悪知恵をもって、偽りをその手

におこない遂げ、みずから心に高ぶり、不意に多

くの人を打ち滅ぼし、また君の君たる者に敵する

でしょう。しかし、ついに彼は人手によらずに滅

ぼされるでしょう。 26先に示された朝夕の幻は

真実です。しかし、あなたはその幻を秘密にして

おかなければならない。これは多くの日の後にか

かわる事だから」。 27われダニエルは疲れはて

て、数日の間病みわずらったが、後起きて、王の

事務を執った。しかし、わたしはこの幻の事を思

って驚いた。またこれを悟ることができなかった

。

9メデアびとアハシュエロスの子ダリヨスが、
カルデヤびとの王となったその元年、 2すなわ

ちその治世の第一年に、われダニエルは主が預言

者エレミヤに臨んで告げられたその言葉により、

エルサレムの荒廃の終るまでに経ねばならぬ年の

数は七十年であることを、文書によって悟った。

3それでわたしは、わが顔を主なる神に向け、断

食をなし、荒布を着、灰をかぶって祈り、かつ願

い求めた。 4すなわちわたしは、わが神、主に祈

り、ざんげして言った、「ああ、大いなる恐るべ

き神、主、おのれを愛し、おのれの戒めを守る者

のために契約を保ち、いつくしみを施される者よ

、 5われわれは罪を犯し、悪をおこない、よこし

まなふるまいをなし、そむいて、あなたの戒めと

、おきてを離れました。 6われわれはまた、あな

たのしもべなる預言者たちが、あなたの名をもっ

て、われわれの王たち、君たち、先祖たち、およ

び国のすべての民に告げた言葉に聞き従いません

でした。 7主よ、正義はあなたのものですが、恥

はわれわれに加えられて、今日のような有様です

。すなわちユダの人々、エルサレムの住民および

全イスラエルの者は、近き者も、遠き者もみな、

あなたが追いやられたすべての国々で恥をこうむ

りました。これは彼らがあなたにそむいて犯した

罪によるのです。 8主よ、恥はわれわれのもの、

われわれの王たち、君たちおよび先祖たちのもの

です。これはわれわれがあなたにむかって罪を犯

したからです。 9あわれみと、ゆるしはわれわれ

の神、主のものです。これはわれわれが彼にそむ

いたからです。 10またわれわれの神、主のみ声

に聞き従わず、主がそのしもべ預言者たちによっ

て、われわれの前に賜わった律法を行わなかった

からです。 11まことにイスラエルの人々は皆あ

なたの律法を犯し、離れ去って、あなたのみ声に

聞き従わなかったので、神のしもべモーセの律法

にしるされたのろいと誓いが、われわれの上に注

ぎかかりました。これはわれわれが神にむかって

罪を犯したからです。 12すなわち神は大いなる

災をわれわれの上にくだして、さきにわれわれと

、われわれを治めたつかさたちにむかって告げら

れた言葉を実行されたのです。あのエルサレムに

臨んだような事は、全天下にいまだかつてなかっ

た事です。 13モーセの律法にしるされたように

、この災はすべてわれわれに臨みましたが、なお

われわれの神、主の恵みを請い求めることをせず

、その不義を離れて、あなたの真理を悟ることを

もしませんでした。 14それゆえ、主はこれを心

に留めて、災をわれわれに下されたのです。われ

われの神、主は、何事をされるにも、正しくあら

せられます。ところが、われわれはそのみ声に聞

き従わなかったのです。 15われわれの神、主よ

、あなたは強きみ手をもって、あなたの民をエジ

プトの地から導き出して、今日のように、み名を

あげられました。われわれは罪を犯し、よこしま

なふるまいをしました。 16主よ、どうぞあなた

が、これまで正しいみわざをなされたように、あ

なたの町エルサレム、あなたの聖なる山から、あ

なたの怒りと憤りとを取り去ってください。これ

はわれわれの罪と、われわれの先祖の不義のため

に、エルサレムと、あなたの民が、われわれの周

囲の者の物笑いとなったからです。 17それゆえ

、われわれの神よ、しもべの祈と願いを聞いてく

ださい。主よ、あなたご自身のために、あの荒れ

たあなたの聖所に、あなたのみ顔を輝かせてくだ

さい。 18わが神よ、耳を傾けて聞いてください

。目を開いて、われわれの荒れたさまを見、み名

をもってとなえられる町をごらんください。われ

われがあなたの前に祈をささげるのは、われわれ

の義によるのではなく、ただあなたの大いなるあ
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われみによるのです。 19主よ、聞いてください

。主よ、ゆるしてください。主よ、み心に留めて

、おこなってください。わが神よ、あなたご自身

のために、これを延ばさないでください。あなた

の町と、あなたの民は、み名をもってとなえられ

ているからです」。 20わたしがこう言って祈り

、かつわが罪とわが民イスラエルの罪をざんげし

、わが神の聖なる山のために、わが神、主の前に

願いをしていたとき、 21すなわちわたしが祈の

言葉を述べていたとき、わたしが初めに幻のうち

に見た、かの人ガブリエルは、すみやかに飛んで

きて、夕の供え物をささげるころ、わたしに近づ

き、 22わたしに告げて言った、「ダニエルよ、

わたしは今あなたに、知恵と悟りを与えるために

きました。 23あなたが祈を始めたとき、み言葉

が出たので、それをあなたに告げるためにきたの

です。あなたは大いに愛せられている者です。ゆ

えに、このみ言葉を考えて、この幻を悟りなさい

。 24あなたの民と、あなたの聖なる町について

は、七十週が定められています。これはとがを終

らせ、罪に終りを告げ、不義をあがない、永遠の

義をもたらし、幻と預言者を封じ、いと聖なる者

に油を注ぐためです。 25それゆえ、エルサレム

を建て直せという命令が出てから、メシヤなるひ

とりの君が来るまで、七週と六十二週あることを

知り、かつ悟りなさい。その間に、しかも不安な

時代に、エルサレムは広場と街路とをもって、建

て直されるでしょう。 26その六十二週の後にメ

シヤは断たれるでしょう。ただし自分のためにで

はありません。またきたるべき君の民は、町と聖

所とを滅ぼすでしょう。その終りは洪水のように

臨むでしょう。そしてその終りまで戦争が続き、

荒廃は定められています。 27彼は一週の間多く

の者と、堅く契約を結ぶでしょう。そして彼はそ

の週の半ばに、犠牲と供え物とを廃するでしょう

。また荒す者が憎むべき者の翼に乗って来るでし

ょう。こうしてついにその定まった終りが、その

荒す者の上に注がれるのです」。

10ペルシャの王クロスの第三年に、ベルテシャ
ザルと名づけられたダニエルに、一つの言葉

が啓示されたが、その言葉は真実であり、大いな

る戦いを意味するものであった。彼はその言葉に

心を留め、その幻を悟った。 2そのころ、われダ

ニエルは三週の間、悲しんでいた。 3すなわち三

週間の全く満ちるまでは、うまい物を食べず、肉

と酒とを口にせず、また身に油を塗らなかった。

4正月の二十四日に、わたしがチグリスという大

川の岸に立っていたとき、 5目をあげて望み見る

と、ひとりの人がいて、亜麻布の衣を着、ウパズ

の金の帯を腰にしめていた。 6そのからだは緑柱

石のごとく、その顔は電光のごとく、その目は燃

えるたいまつのごとく、その腕と足は、みがいた

青銅のように輝き、その言葉の声は、群衆の声の

ようであった。 7この幻を見た者は、われダニエ

ルのみであって、わたしと共にいた人々は、この

幻を見なかったが、彼らは大いにおののいて、逃

げかくれた。 8それでわたしひとり残って、この

大いなる幻を見たので、力が抜け去り、わが顔の

輝きは恐ろしく変って、全く力がなくなった。 9

わたしはその言葉の声を聞いたが、その言葉の声

を聞いたとき、顔を伏せ、地にひれ伏して、深い

眠りに陥った。 10見よ、一つの手があって、わ

たしに触れたので、わたしは震えながらひざまず

き、手をつくと、 11彼はわたしに言った、「大

いに愛せられる人ダニエルよ、わたしがあなたに

告げる言葉に心を留め、立ちあがりなさい。わた

しは今あなたのもとにつかわされたのです」。彼

がこの言葉をわたしに告げているとき、わたしは

震えながら立ちあがった。 12すると彼はわたし

に言った、「ダニエルよ、恐れるに及ばない。あ

なたが悟ろうと心をこめ、あなたの神の前に身を

悩ましたその初めの日から、あなたの言葉は、す

でに聞かれたので、わたしは、あなたの言葉のゆ

えにきたのです。 13ペルシャの国の君が、二十

一日の間わたしの前に立ちふさがったが、天使の

長のひとりであるミカエルがきて、わたしを助け

たので、わたしは、彼をペルシャの国の君と共に

、そこに残しておき、 14末の日に、あなたの民

に臨まんとする事を、あなたに悟らせるためにき

たのです。この幻は、なおきたるべき日にかかわ

るものです」。 15彼がこれらの言葉を、わたし

に述べていたとき、わたしは、地にひれ伏して黙

っていたが、 16見よ、人の子のような者が、わ

たしのくちびるにさわったので、わたしは口を開

き、わが前に立っている者に語って言った、「わ

が主よ、この幻によって、苦しみがわたしに臨み

、全く力を失いました。 17わが主のしもべは、

どうしてわが主と語ることができましょう。わた

しは全く力を失い、息も止まるばかりです」。 18
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人の形をした者は、再びわたしにさわり、わたし

を力づけて、 19言った、「大いに愛せられる人

よ、恐れるには及ばない。安心しなさい。心を強

くし、勇気を出しなさい」。彼がこう言ったとき

、わたしは力づいて言った、「わが主よ、語って

ください。あなたは、わたしに力をつけてくださ

ったから」。 20そこで彼は言った、「あなたは

、わたしがなんのためにきたかを知っていますか

。わたしは、今帰っていって、ペルシャの君と戦

おうとしているのです。彼との戦いがすむと、ギ

リシヤの君があらわれるでしょう。 21しかしわ

たしは、まず真理の書にしるされている事を、あ

なたに告げよう。わたしを助けて、彼らと戦う者

は、あなたがたの君ミカエルのほかにはありませ

ん。

11わたしはまたメデアびとダリヨスの元年に立
って彼を強め、彼を力づけたことがあります

。 2わたしは今あなたに真理を示そう。見よ、ペ

ルシャになお三人の王が起るでしょう。その第四

の者は、他のすべての者にまさって富み、その富

によって強くなったとき、彼はすべてのものを動

員して、ギリシヤの国を攻めます。 3またひとり

の勇ましい王が起り、大いなる権力をもって世を

治め、その意のままに事をなすでしょう。 4彼が

強くなった時、その国は破られ、天の四方に分か

たれます。それは彼の子孫に帰せず、また彼が治

めたほどの権力もなく、彼の国は抜き取られて、

これら以外の者どもに帰するでしょう。 5南の王

は強くなります。しかしその将軍のひとりが、彼

にまさって強くなり、権力をふるいます。その権

力は、大いなる権力です。 6年を経て後、彼らは

縁組をなし、南の王の娘が、北の王にきて、和親

をはかります。しかしその女は、その腕の力を保

つことができず、またその王も、その子も立つこ

とができません。その女と、その従者と、その子

およびその女を獲た者とは、わたされるでしょう

。 7そのころ、この女の根から、一つの芽が起っ

て彼に代り、北の王の軍勢にむかってきて、その

城に討ち入り、これを攻めて勝つでしょう。 8彼

はまた彼らの神々、鋳像および金銀の貴重な器物

を、エジプトに携え去り、そして数年の間、北の

王を討つことを控えます。 9その後、北の王は、

南の王の国に討ち入るが、自分の国に帰るでしょ

う。 10その子らはまた憤激して、あまたの大軍

を集め、進んで行って、みなぎりあふれ、通り過

ぎるが、また行って、その城にまで攻め寄せるで

しょう。 11そこで南の王は、大いに怒り、出て

きて北の王と戦います。彼は大軍を起すけれども

、その軍は相手の手にわたされるでしょう。 12

彼がその軍を打ち破ったとき、その心は高ぶり、

数万人を倒します。しかし、勝つことはありませ

ん。 13それは北の王がまた初めよりも大いなる

軍を起し、数年の後、大いなる軍勢と多くの軍需

品とをもって、攻めて来るからです。 14そのこ

ろ多くの者が起って、南の王に敵します。またあ

なたの民のうちのあらくれ者が、みずから高ぶっ

て事をなし、幻を成就しようとするが失敗するで

しょう。 15こうして北の王がきて、塁を築き、

堅固な町を取るが、南の王の力は、これに立ち向

かうことができず、またそのえり抜きの民も、こ

れに立ち向かう力がありません。 16これに攻め

て来る者は、その心のままに事をなし、その前に

立ち向かうことのできる者はなく、彼は麗しい地

に立ち、その地は全く彼のために荒されます。 17

彼は全国の力をもって討ち入ろうと、その顔を向

けるが、相手と仲直りをし、その娘を与えて、そ

の国を取ろうとします。しかし、その事は成らず

、また彼の利益にはならないでしょう。 18その

後、彼は顔を海沿いの国々に向けて、その多くの

ものを取ります。しかし、ひとりの大将があって

、彼が与えた恥辱をそそぎ、その恥辱を彼の上に

返します。 19こうして彼は、その顔を自分の国

の要害に向けるが、彼はつまずき倒れて消えうせ

るでしょう。 20彼に代って起る者は、栄光の国

に人をつかわして、租税を取り立てさせるでしょ

う。しかし彼は、怒りにも戦いにもよらず、数日

のうちに滅ぼされます。 21彼に代って起る者は

、卑しむべき者であって、彼には、王の尊厳が与

えられず、彼は不意にきて、巧言をもって国を獲

るでしょう。 22洪水のような軍勢は、彼の前に

押し流されて敗られ、契約の君たる者もまた敗ら

れるでしょう。 23彼は、これと同盟を結んで後

、偽りのおこないをなし、わずかな民をもって強

くなり、 24不意にその州の最も肥えた所に攻め

入り、その父も、その父の父もしなかった事をお

こない、その奪った物、かすめた物および財宝を

、人々の中に散らすでしょう。彼はまた計略をめ

ぐらして、堅固な城を攻めるが、ただし、それは

時の至るまでです。 25彼はその勢力と勇気とを
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奮い起し、大軍を率いて南の王を攻めます。南の

王もまたみずから奮い、はなはだ大いなる強力な

軍勢をもって戦います。しかし、彼に対して、陰

謀をめぐらす者があるので、これに立ち向かうこ

とができません。 26すなわち彼の食物を食べる

者たちが、彼を滅ぼします。そして、その軍勢は

押し流されて、多くの者が倒れ死ぬでしょう。 27

このふたりの王は、害を与えようと心にはかり、

ひとつ食卓に共に食して、偽りを語るが、それは

成功しません。終りはなお定まった時の来るまで

こないからです。 28彼は大いなる財宝をもって

、自分の国に帰るでしょう。しかし、彼の心は聖

なる契約にそむき、ほしいままに事をなして、自

分の国に帰ります。 29定まった時になって、彼

はまた南に討ち入ります。しかし、この時は前の

時のようではありません。 30それはキッテムの

船が、彼に立ち向かって来るので、彼は脅かされ

て帰り、聖なる契約に対して憤り、事を行うでし

ょう。彼は帰っていって、聖なる契約を捨てる者

を顧み用いるでしょう。 31彼から軍勢が起って

、神殿と城郭を汚し、常供の燔祭を取り除き、荒

す憎むべきものを立てるでしょう。 32彼は契約

を破る者どもを、巧言をもってそそのかし、そむ

かせるが、自分の神を知る民は、堅く立って事を

行います。 33民のうちの賢い人々は、多くの人

を悟りに至らせます。それでも、彼らはしばらく

の間、やいばにかかり、火に焼かれ、捕われ、か

すめられなどして倒れます。 34その倒れるとき

、彼らは少しの助けを獲ます。また多くの人が、

巧言をもって彼らにくみするでしょう。 35また

賢い者のうちのある者は、終りの時まで、自分を

練り、清め、白くするために倒れるでしょう。終

りはなお定まった時の来るまでこないからです。

36この王は、その心のままに事をおこない、すべ

ての神を越えて、自分を高くし、自分を大いにし

、神々の神たる者にむかって、驚くべき事を語り

、憤りのやむ時まで栄えるでしょう。これは定め

られた事が成就するからです。 37彼はその先祖

の神々を顧みず、また婦人の好む者も、いかなる

神をも顧みないでしょう。彼はすべてにまさって

、自分を大いなる者とするからです。 38彼はこ

れらの者の代りに、要害の神をあがめ、金、銀、

宝石、および宝物をもって、その先祖たちの知ら

なかった神をあがめ、 39異邦の神の助けによっ

て、最も強固な城にむかって、事をなすでしょう

。そして彼を認める者には、栄誉を増し与え、こ

れに多くの人を治めさせ、賞与として土地を分け

与えるでしょう。 40終りの時になって、南の王

は彼と戦います。北の王は、戦車と騎兵と、多く

の船をもって、つむじ風のように彼を攻め、国々

にはいっていって、みなぎりあふれ、通り過ぎる

でしょう。 41彼はまた麗しい国にはいります。

また彼によって、多くの者が滅ぼされます。しか

し、エドム、モアブ、アンモンびとらのうちのお

もな者は、彼の手から救われましょう。 42彼は

国々にその手を伸ばし、エジプトの地も免れませ

ん。 43彼は金銀の財宝と、エジプトのすべての

宝物を支配し、リビヤびと、エチオピヤびとは、

彼のあとに従います。 44しかし東と北からの知

らせが彼を驚かし、彼は多くの人を滅ぼし絶やそ

うと、大いなる怒りをもって出て行きます。 45

彼は海と麗しい聖山との間に、天幕の宮殿を設け

るでしょう。しかし、彼はついにその終りにいた

り、彼を助ける者はないでしょう。

12その時あなたの民を守っている大いなる君ミ
カエルが立ちあがります。また国が始まって

から、その時にいたるまで、かつてなかったほど

の悩みの時があるでしょう。しかし、その時あな

たの民は救われます。すなわちあの書に名をしる

された者は皆救われます。 2また地のちりの中に

眠っている者のうち、多くの者は目をさますでし

ょう。そのうち永遠の生命にいたる者もあり、ま

た恥と、限りなき恥辱をうける者もあるでしょう

。 3賢い者は、大空の輝きのように輝き、また多

くの人を義に導く者は、星のようになって永遠に

いたるでしょう。 4ダニエルよ、あなたは終りの

時までこの言葉を秘し、この書を封じておきなさ

い。多くの者は、あちこちと探り調べ、そして知

識が増すでしょう」。 5そこで、われダニエルが

見ていると、ほかにまたふたりの者があって、ひ

とりは川のこなたの岸に、ひとりは川のかなたの

岸に立っていた。 6わたしは、かの亜麻布を着て

川の水の上にいる人にむかって言った、「この異

常なできごとは、いつになって終るでしょうか」

と。 7かの亜麻布を着て、川の水の上にいた人が

、天に向かって、その右の手と左の手をあげ、永

遠に生ける者をさして誓い、それは、ひと時とふ

た時と半時である。聖なる民を打ち砕く力が消え

去る時に、これらの事はみな成就するだろうと言
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うのを、わたしは聞いた。 8わたしはこれを聞い

たけれども悟れなかった。わたしは言った、「わ

が主よ、これらの事の結末はどんなでしょうか」

。 9彼は言った、「ダニエルよ、あなたの道を行

きなさい。この言葉は終りの時まで秘し、かつ封

じておかれます。 10多くの者は、自分を清め、

自分を白くし、かつ練られるでしょう。しかし、

悪い者は悪い事をおこない、ひとりも悟ることは

ないが、賢い者は悟るでしょう。 11常供の燔祭

が取り除かれ、荒す憎むべきものが立てられる時

から、千二百九十日が定められている。 12待っ

ていて千三百三十五日に至る者はさいわいです。

13しかし、終りまであなたの道を行きなさい。あ

なたは休みに入り、定められた日の終りに立って

、あなたの分を受けるでしょう」。
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ホセア書

1ユダヤの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキ
ヤの世、イスラエルの王ヨアシの子ヤラベア

ムの世に、ベエリの子ホセアに臨んだ主の言葉。

2主が最初ホセアによって語られた時、主はホセ

アに言われた、「行って、淫行の妻と、淫行によ

って生れた子らを受けいれよ。この国は主にそむ

いて、はなはだしい淫行をなしているからである

」。 3そこで彼は行ってデブライムの娘ゴメルを

めとった。彼女はみごもって男の子を産んだ。 4

主はまた彼に言われた、「あなたはその子の名を

エズレルと名づけよ。しばらくしてわたしはエズ

レルの血のためにエヒウの家を罰し、イスラエル

の家の国を滅ぼすからである。 5その日、わたし

はエズレルの谷でイスラエルの弓を折る」と。 6

ゴメルはまたみごもって女の子を産んだ。主はホ

セアに言われた、「あなたはその名をロルハマと

名づけよ。わたしはもはやイスラエルの家をあわ

れまず、決してこれをゆるさないからである。 7

しかし、わたしはユダの家をあわれみ、その神、

主によってこれを救う。わたしは弓、つるぎ、戦

争、馬および騎兵によって救うのではない」と。

8ゴメルはロルハマを乳離れさせたとき、またみ

ごもって男の子を産んだ。 9主は言われた、「そ

の子の名をロアンミと名づけよ。あなたがたは、

わたしの民ではなく、わたしは、あなたがたの神

ではないからである」。 10しかしイスラエルの

人々の数は海の砂のように量ることも、数えるこ

ともできないほどになって、さきに彼らが「あな

たがたは、わたしの民ではない」と言われたその

所で、「あなたがたは生ける神の子である」と言

われるようになる。 11そしてユダの人々とイス

ラエルの人々は共に集まり、ひとりの長を立てて

、その地からのぼって来る。エズレルの日は大い

なるものとなる。

2あなたがたの兄弟に向かっては「アンミ（わ
が民）」と言い、あなたがたの姉妹に向かっ

ては「ルハマ（あわれまれる者）」と言え。 2「

あなたがたの母とあげつらえ、あげつらえ彼女は

わたしの妻ではない、わたしは彼女の夫ではない

そして彼女にその顔から淫行を除かせ、その乳ぶ

さの間から姦淫を除かせよ。 3そうでなければ、

わたしは彼女の着物をはいで裸にし、その生れ出

た日のようにし、また荒野のようにし、かわきき

った地のようにし、かわきによって彼女を殺す。

4わたしはその子らをあわれまない、彼らは淫行

の子らだからである。 5彼らの母は淫行をなし、

彼らをはらんだ彼女は恥ずべきことを行った。彼

女は言った、『わたしはわが恋人たちについて行

こう。彼らはパンと水と羊の毛と麻と油と飲み物

とを、わたしに与える者である』と。 6それゆえ

、わたしはいばらで彼女の道をふさぎ、かきをた

てて、彼女にはその道がわからないようにする。

7彼女はその恋人たちのあとを慕って行く、しか

し彼らに追いつくことはない。彼らを尋ねる、し

かし見いだすことはない。そこで彼女は言う、『

わたしは行って、さきの夫に帰ろう。あの時は今

よりもわたしによかったから』と。 8彼女に穀物

と酒と油とを与えた者、またバアルのために用い

た銀と金とを多く彼女に与えた者は、わたしであ

ったことを彼女は知らなかった。 9それゆえ、わ

たしは穀物をその時になって奪い、ぶどう酒をそ

の季節になって奪い、また彼女の裸をおおうため

に用いる羊の毛と麻とを奪い取る。 10わたしは

今、彼女のみだらなことをその恋人たちの目の前

にあらわす。だれも彼女をわたしの手から救う者

はない。 11わたしは彼女のすべての楽しみ、す

なわち祝、新月、安息日、すべての祭をやめさせ

る。 12わたしはまた彼女が先に『これはわたし

の恋人らが、わたしに与えた報酬だ』と言った彼

女のぶどうの木と、いちじくの木とを荒し、これ

を林とし、野の獣にこれを食わせる。 13また彼

女が耳輪と宝石で身を飾り、その恋人たちを慕っ

て行って、わたしを忘れ、香をたいて仕えたバア

ルの祭の日のために、わたしは彼女を罰すると主

は言われる。 14それゆえ、見よ、わたしは彼女

をいざなって、荒野に導いて行き、ねんごろに彼

女に語ろう。 15その所でわたしは彼女にそのぶ

どう畑を与え、アコルの谷を望みの門として与え

る。その所で彼女は若かった日のように、エジプ

トの国からのぼって来た時のように、答えるであ

ろう。 16主は言われる、その日には、あなたは

わたしを『わが夫』と呼び、もはや『わがバアル

』とは呼ばない。 17わたしはもろもろのバアル

の名を彼女の口から取り除き、重ねてその名をと

なえることのないようにする。 18その日には、

わたしはまたあなたのために野の獣、空の鳥およ

び地の這うものと契約を結び、また弓と、つるぎ
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と、戦争とを地から断って、あなたを安らかに伏

させる。 19またわたしは永遠にあなたとちぎり

を結ぶ。すなわち正義と、公平と、いつくしみと

、あわれみとをもってちぎりを結ぶ。 20わたし

は真実をもって、あなたとちぎりを結ぶ。そして

あなたは主を知るであろう。 21主は言われる、

その日わたしは天に答え、天は地に答える。 22

地は穀物と酒と油とに答え、またこれらのものは

エズレルに答える。 23わたしはわたしのために

彼を地にまき、あわれまれぬ者をあわれみ、わた

しの民でない者に向かって、『あなたはわたしの

民である』と言い、彼は『あなたはわたしの神で

ある』と言う」。

3主はわたしに言われた、「あなたは再び行っ
て、イスラエルの人々が他の神々に転じて、

干ぶどうの菓子を愛するにもかかわらず、主がこ

れを愛せられるように、姦夫に愛せられる女、姦

淫を行う女を愛せよ」と。 2そこでわたしは銀十

五シケルと大麦一ホメル半とをもって彼女を買い

取った。 3わたしは彼女に言った、「あなたは長

くわたしの所にとどまって、淫行をなさず、また

他の人のものとなってはならない。わたしもまた

、あなたにそうしよう」と。 4イスラエルの子ら

は多くの日の間、王なく、君なく、犠牲なく、柱

なく、エポデおよびテラピムもなく過ごす。 5そ

してその後イスラエルの子らは帰って来て、その

神、主と、その王ダビデとをたずね求め、終りの

日におののいて、主とその恵みに向かって来る

。

4イスラエルの人々よ、主の言葉を聞け。主は
この地に住む者と争われる。この地には真実

がなく、愛情がなく、また神を知ることもないか

らである。 2ただのろいと、偽りと、人殺しと、

盗みと、姦淫することのみで、人々は皆荒れ狂い

、殺害に殺害が続いている。 3それゆえ、この地

は嘆き、これに住む者はみな、野の獣も空の鳥も

共に衰え、海の魚さえも絶えはてる。 4しかし、

だれも争ってはならない、責めてはならない。祭

司よ。わたしの争うのは、あなたと争うのだ。 5

あなたは昼つまずき、預言者もまたあなたと共に

夜つまずく。わたしはあなたの母を滅ぼす。 6わ

たしの民は知識がないために滅ぼされる。あなた

は知識を捨てたゆえに、わたしもあなたを捨てて

、わたしの祭司としない。あなたはあなたの神の

律法を忘れたゆえに、わたしもまたあなたの子ら

を忘れる。 7彼らは大きくなるにしたがって、ま

すますわたしに罪を犯したゆえ、わたしは彼らの

栄えを恥に変える。 8彼らはわが民の罪を食いも

のにし、その罪を犯すことをせつに願っている。

9それゆえ祭司も民と同じようになる。わたしは

そのわざのために彼らを罰し、そのおこないのた

めに彼らに報いる。 10彼らは食べても飽くこと

なく、淫行をなしてもその数を増すことがない。

彼らは主を捨てて、淫行を愛したからである。 11

酒と新しい酒とは思慮を奪う。 12わが民は木に

向かって事を尋ねる。またそのつえは彼らに事を

示す。これは淫行の霊が彼らを迷わしたからであ

る。彼らはその神を捨てて淫行をなした。 13彼

らは山々の頂で犠牲をささげ、丘の上、かしの木

、柳の木、テレビンの木の下で供え物をささげる

。これはその木陰がここちよいためである。それ

ゆえ、あなたがたの娘は淫行をなし、あなたがた

の嫁は姦淫を行う。 14わたしはあなたがたの娘

が淫行をしても罰しない。またあなたがたの嫁が

姦淫を行っても罰しない。男たちみずから遊女と

共に離れ去り、宮の遊女と共に犠牲をささげてい

るからである。悟りのない民は滅びる。 15イス

ラエルよ、あなたは淫行をなしても、ユダに罪を

犯させてはならない。ギルガルへ行ってはならな

い。ベテアベンにのぼってはならない。また「主

は生きておられる」と言って誓ってはならない。

16イスラエルは強情な雌牛のように強情である。

今、主は小羊を広い野に放つようにして、彼らを

養うことができようか。 17エフライムは偶像に

結びつらなった。そのなすにまかせよ。 18彼ら

は酒宴のとりことなり、淫行にふけっている。彼

らはその光栄よりも恥を愛する。 19風はその翼

に彼らを包んだ。彼らはその祭壇のゆえに恥を受

ける。

5祭司たちよ、これを聞け、イスラエルの家よ
、心をとめよ、王の家よ、耳を傾けよ、さば

きはあなたがたに臨む。あなたがたはミヅパにわ

なを設け、タボルの上に網を張ったからだ。 2彼

らはシッテムの穴を深くしたが、わたしは彼らを

ことごとく懲らしめる。 3わたしはエフライムを

知っている。イスラエルはわたしに隠れることが

ない。エフライムよ、あなたは今淫行をなし、イ

スラエルは汚された。 4彼らのおこないは彼らを
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神に帰らせない。それは淫行の霊が彼らのうちに

あって、主を知ることができないからだ。 5イス

ラエルの誇はその顔に向かって証言している。エ

フライムはその不義によってつまずき、ユダもま

た彼らと共につまずく。 6彼らは羊の群れ、牛の

群れを携えて行って、主を求めても、主に会うこ

とはない。主は彼らから離れ去られた。 7彼らは

主にむかって貞操を守らず、ほかの者の子を産ん

だ。新月は彼らをその田畑と共に滅ぼす。 8ギベ

アで角笛を吹き、ラマでラッパを鳴らし、ベテア

ベンで呼ばわり叫べ。ベニヤミンよ、おののけ。

9エフライムは刑罰の日に荒れすたれる。わたし

はイスラエルの部族のうちに、必ず起るべき事を

知らせる。 10ユダの君たちは境を移す者のよう

になった。わたしはわが怒りを水のように彼らの

上に注ぐ。 11エフライムは甘んじて、むなしい

ものに従って歩んだゆえ、さばきを受けて、しえ

たげられ、打ちひしがれる。 12それゆえ、わた

しはエフライムには、しみのように、ユダの家に

は腐れのようになる。 13エフライムはおのれの

病を見、ユダはおのれの傷を見たとき、エフライ

ムはアッスリヤに行き、大王に人をつかわした。

しかし彼はあなたがたをいやすことができない。

また、あなたがたの傷をなおすことができない。

14わたしはエフライムに対しては、ししのように

なり、ユダの家に対しては若きししのようになる

。わたしは、わたしこそ、かき裂いて去り、かす

めて行くが、だれも救う者はない。 15わたしは

彼らがその罪を認めて、わが顔をたずね求めるま

で、わたしの所に帰っていよう。彼らは悩みによ

って、わたしを尋ね求めて言う、

6「さあ、わたしたちは主に帰ろう。主はわた
したちをかき裂かれたが、またいやし、わた

したちを打たれたが、また包んでくださるからだ

。 2主は、ふつかの後、わたしたちを生かし、三

日目にわたしたちを立たせられる。わたしたちは

み前で生きる。 3わたしたちは主を知ろう、せつ

に主を知ることを求めよう。主はあしたの光のよ

うに必ず現れいで、冬の雨のように、わたしたち

に臨み、春の雨のように地を潤される」。 4エフ

ライムよ、わたしはあなたに何をしようか。ユダ

よ、わたしはあなたに何をしようか。あなたがた

の愛はあしたの雲のごとく、また、たちまち消え

る露のようなものである。 5それゆえ、わたしは

預言者たちによって彼らを切り倒し、わが口の言

葉をもって彼らを殺した。わがさばきは現れ出る

光のようだ。 6わたしはいつくしみを喜び、犠牲

を喜ばない。燔祭よりもむしろ神を知ることを喜

ぶ。 7ところが彼らはアダムで契約を破り、かし

こでわたしにそむいた。 8ギレアデは悪を行う者

の町で、血の足跡で満たされている。 9盗賊が人

を待ち伏せするように、祭司たちは党を組み、シ

ケムへ行く道で人を殺す。このように彼らは悪し

き事を行う。 10わたしはイスラエルの家に恐る

べき事を見た。かしこでエフライムは淫行をなし

、イスラエルは汚された。 11ユダよ、あなたの

ためにも刈入れが定められている。わたしがわが

民の繁栄を回復するとき、

7わたしがイスラエルをいやすとき、エフライ
ムの不義と、サマリヤの悪しきわざとは現れ

る。彼らは偽りをおこない、内では盗びとが押し

入り、外では山賊の群れが襲いきたる。 2しかし

、彼らはわたしが彼らのすべての悪を覚えている

ことを悟らない。今、そのわざは彼らを囲んで、

わたしの顔の前にある。 3彼らはその悪をもって

王を喜ばせ、その偽りをもって君たちを喜ばせる

。 4彼らはみな姦淫を行う者で、パンを焼く者が

熱くする炉のようだ。パンを焼く者は、ねり粉を

こねてから、それがふくれるまで、しばらく、火

をおこす事をしないだけだ。 5われわれの王の日

に、つかさたちは酒の熱によって病みわずらい、

王はあざける者と共に手を伸べた。 6彼らは陰謀

をもってその心を炉のように燃やす。その怒りは

夜通しくすぶり、朝になると炎のように燃える。

7彼らは皆、炉のように熱くなって、そのさばき

びとを焼き滅ぼす。そのもろもろの王は皆たおれ

る。彼らの中にはわたしを呼ぶ者がひとりもない

。 8エフライムはもろもろの民の中に入り混じる

。エフライムは火にかけて、かえさない菓子であ

る。 9他国人らは彼の力を食い尽すが、彼はそれ

を知らない。しらがが混じってはえても、それを

悟らない。 10イスラエルの誇は自らに向かって

証言している、彼らはこのもろもろの事があって

も、なおその神、主に帰らず、また主を求めない

。 11エフライムは知恵のない愚かな、はとのよ

うだ。彼らはエジプトに向かって呼び求め、また

アッスリヤへ行く。 12彼らが行くとき、わたし

は彼らの上に網を張って、空の鳥のように引き落
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し、その悪しきおこないのゆえに、彼らを懲らし

める。 13わざわいなるかな、彼らはわたしを離

れて迷い出た。滅びは彼らに臨む。彼らがわたし

に向かって罪を犯したからだ。わたしは彼らをあ

がなおうと思うが、彼らはわたしに逆らって偽り

を言う。 14彼らは真心をもってわたしを呼ばず

、ただ床の上で悲しみ叫ぶ。彼らは穀物と酒のた

めには集まるが、わたしに逆らう。 15わたしは

彼らを教え、その腕を強くしたが、彼らはわたし

に逆らって、悪しき事をはかる。 16彼らはバア

ルに帰る。彼らはあざむく弓のようだ。彼らの君

たちはその舌の高ぶりのために、つるぎに倒れる

。これはエジプトの国で人々のあざけりとなる

。

8ラッパをあなたの口にあてよ、はげたかは主
の家に臨む。彼らがわたしの契約を破り、わ

たしの律法を犯したからだ。 2彼らはわたしに向

かって叫ぶ、「わが神よ、われわれイスラエルは

あなたを知る」と。 3イスラエルは善はしりぞけ

た。敵はこれを追うであろう。 4彼らは王を立て

た、しかし、わたしによって立てたのではない。

彼らは君を立てた、しかし、わたしはこれを知ら

ない。彼らは銀と金をもって、自分たちの滅びの

ために偶像を造った。 5サマリヤよ、わたしはあ

なたの子牛を忌みきらう。わたしの怒りは彼らに

向かって燃える。彼らはいつになればイスラエル

で罪なき者となるであろうか。 6これは工人の作

ったもので、神ではない。サマリヤの子牛は砕け

て粉となる。 7彼らは風をまいて、つむじ風を刈

り取る。立っている穀物は穂を持たず、また実ら

ない。たとい実っても、他国人がこれを食い尽す

。 8イスラエルはのまれた。彼らは諸国民の間に

あって、すでに無用な器のようになった。 9彼ら

はひとりさまよう野のろばのように、アッスリヤ

にのぼって行った。エフライムは物を贈って恋人

を得た。 10たとい彼らが国々に物を贈って同盟

者を得ても、わたしはまもなく彼らを集める。彼

らはしばらくにして、王や君たちに油をそそぐこ

とをやめる。 11エフライムは多くの祭壇を造っ

て罪を犯したゆえ、これは彼には罪を犯すための

祭壇となった。 12わたしは彼のために、あまた

の律法を書きしるしたが、これはかえって怪しい

物のように思われた。 13彼らは犠牲を好み、肉

をささげてこれを食べる。しかし主はこれを喜ば

れない。今、彼らの不義を覚え、彼らの罪を罰せ

られる。彼らはエジプトに帰る。 14イスラエル

は自分の造り主を忘れて、もろもろの宮殿を建て

た。ユダは堅固な町々を多く増し加えた。しかし

わたしは火をその町々に送って、もろもろの城を

焼き滅ぼす。

9イスラエルよ、もろもろの民のように喜びお
どるな。あなたは淫行をなして、あなたの神

を離れ、すべての穀物の打ち場で受ける淫行の価

を愛した。 2打ち場と酒ぶねとは彼らを養わない

。また新しい酒もむなしくなる。 3彼らは主の地

に住むことなく、エフライムはエジプトに帰り、

アッスリヤで汚れた物を食べる。 4彼らは主に向

かって酒を注がず、また犠牲をもって主を喜ばせ

ず、彼らのパンは喪におる者のパンのようで、す

べてこれを食べる者は汚される。彼らのパンはた

だ自分の飢えを満たすためで、主の家に、はいる

ことはできない。 5あなたがたは祝の日と、主の

祭の日に、何をしようとするのか。 6見よ、彼ら

はアッスリヤへ行く。エジプトは彼らを集め、メ

ンピスは彼らを葬る。あざみは彼らの銀の宝物を

所有し、いばらは彼らの天幕にはびこる。 7刑罰

の日は来た。報いの日は来た。イスラエルはこれ

を知る。預言者は愚かな者、霊に感じた人は狂っ

た者だ。これはあなたがたの不義が多く、恨みが

大きいためである。 8預言者はわが神の民エフラ

イムの見張人である。しかし預言者のすべての道

には鳥をとる者のわながあり、恨みはその神の家

にある。 9彼らはギベアの日のように、深くおの

れを腐らせた。主はその不義を覚え、その罪を罰

せられる。 10わたしはイスラエルを荒野のぶど

うのように見、あなたがたの先祖たちを、いちじ

くの木の初めに結んだ初なりのように見た。とこ

ろが彼らはバアル・ペオルへ行き、身をバアルに

ゆだね、彼らが愛した物と同じように憎むべき者

となった。 11エフライムの栄光は、鳥のように

とび去る。すなわち産むことも、はらむことも、

みごもることもなくなる。 12たとい彼らが子を

育てても、わたしはその子を奪って、残る者のな

いようにする。わたしが彼らを離れるとき、彼ら

はわざわいだ。 13わたしが見たように、エフラ

イムの子らはえじきに定められた。エフライムは

その子らを、人を殺す者に渡さなければならない

。 14主よ、彼らに与えてください。あなたは何
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を与えられますか。流産の胎と、かわいた乳ぶさ

を彼らに与えてください。 15彼らのすべての悪

はギルガルにある。わたしはかしこで彼らを憎ん

だ。彼らのおこないの悪しきがゆえに、彼らをわ

が家から追いだし、重ねて愛することをしない。

その君たちはみな、反逆者である。 16エフライ

ムは撃たれ、その根は枯れて、実を結ばない。た

とい彼らが子を産んでも、わたしはそのいつくし

む子らを殺す。 17彼らは聞き従わないので、わ

が神はこれを捨てられる。彼らはもろもろの国民

のうちに、さすらい人となる。

10イスラエルは実を結ぶ茂ったぶどうの木であ
る。その実を多く結ぶにしたがって、祭壇を

増し、その地の豊かなるにしたがって、柱の像を

麗しくした。 2彼らの心は偽りである。今、彼ら

はその罪を負わなければならない。主はその祭壇

をこわし、その柱の像を砕かれる。 3今、彼らは

言う、「われわれは主を恐れないので、われわれ

には王がない。王はわれわれのために何をなしえ

ようか」と。 4彼らはむなしき言葉をいだし、偽

りの誓いをもって契約を結ぶ。それゆえ、さばき

は畑のうねの毒草のように現れる。 5サマリヤの

住民は、ベテアベンの子牛のためにおののき、そ

の民はこれがために嘆き、その偶像に仕える祭司

たちは、その栄光のうせたるがために泣き悲しむ

。 6その子牛はアッスリヤに携えられ、礼物とし

て大王にささげられ、エフライムは恥をうけ、イ

スラエルはおのれの偶像を恥じる。 7サマリヤの

王は、水のおもての木切れのように滅ぼされる。

8イスラエルの罪であるアベンの高き所も滅び、

いばらとあざみがその祭壇の上にはえ茂る。その

時彼らは山に向かって、「われわれをおおえ」と

言い、丘に向かって「われわれの上に倒れよ」と

言う。 9イスラエルよ、あなたはギベアの日から

このかた罪を犯した。彼らはその所に立っていた

。戦いはギベアにおる彼らに及ばないであろうか

。 10わたしは来てよこしまな民を攻め、これを

懲らしめる。彼らがその二つの罪のために懲しめ

られるとき、もろもろの民は集まって彼らを攻め

る。 11エフライムはならされた若い雌牛であっ

て、穀物を踏むことを好む。わたしはその麗しい

首を惜しんだ。しかし、わたしはエフライムにく

びきをかける。ユダは耕し、ヤコブは自分のため

に、まぐわをひかねばならない。 12あなたがた

は自分のために正義をまき、いつくしみの実を刈

り取り、あなたがたの新田を耕せ。今は主を求む

べき時である。主は来て救いを雨のように、あな

たがたに降りそそがれる。 13あなたがたは悪を

耕し、不義を刈りおさめ、偽りの実を食べた。こ

れはあなたがたが自分の戦車を頼み、勇士の多い

ことを頼んだためである。 14それゆえ、あなた

がたの民の中にいくさの騒ぎが起り、シャルマン

が戦いの日にベテ・アルベルを打ち破ったように

、あなたがたの城はことごとく打ち破られる。母

らはその子らと共に打ち砕かれた。 15イスラエ

ルの家よ、あなたがたの大いなる悪のゆえに、こ

のように、あなたがたにも行われ、イスラエルの

王は、あらしの中に全く滅ぼされる。

11わたしはイスラエルの幼い時、これを愛した
。わたしはわが子をエジプトから呼び出した

。 2わたしが呼ばわるにしたがって、彼らはいよ

いよわたしから遠ざかり、もろもろのバアルに犠

牲をささげ、刻んだ像に香をたいた。 3わたしは

エフライムに歩むことを教え、彼らをわたしの腕

にいだいた。しかし彼らはわたしにいやされた事

を知らなかった。 4わたしはあわれみの綱、すな

わち愛のひもで彼らを導いた。わたしは彼らに対

しては、あごから、くびきをはずす者のようにな

り、かがんで彼らに食物を与えた。 5彼らはエジ

プトの地に帰り、アッスリヤびとが彼らの王とな

る。彼らがわたしに帰ることを拒んだからである

。 6つるぎは、そのもろもろの町にあれ狂い、そ

の門の貫の木を砕き、その城の中に彼らを滅ぼす

。 7わが民はわたしからそむき去ろうとしている

。それゆえ、彼らはくびきをかけられ、これを除

きうる者はひとりもいない。 8エフライムよ、ど

うして、あなたを捨てることができようか。イス

ラエルよ、どうしてあなたを渡すことができよう

か。どうしてあなたをアデマのようにすることが

できようか。どうしてあなたをゼボイムのように

扱うことができようか。わたしの心は、わたしの

うちに変り、わたしのあわれみは、ことごとくも

え起っている。 9わたしはわたしの激しい怒りを

あらわさない。わたしは再びエフライムを滅ぼさ

ない。わたしは神であって、人ではなく、あなた

のうちにいる聖なる者だからである。わたしは滅

ぼすために臨むことをしない。 10彼らは主に従

って歩む。主はししのほえるように声を出される
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。主が声を出されると、子らはおののきつつ西か

ら来る。 11彼らはエジプトから鳥のように、ア

ッスリヤの地から、はとのように急いで来る。わ

たしは彼らをその家に帰らせると主は言われる。

12エフライムは偽りをもって、わたしを囲み、イ

スラエルの家は欺きをもって、わたしを囲んだ。

しかしユダはなお神に知られ、聖なる者に向かっ

て真実である。

12エフライムはひねもす風を牧し、東風を追い
、偽りと暴虐とを増し加え、アッスリヤと取

引をなし、油をエジプトに送った。 2主はユダと

争い、ヤコブをそのしわざにしたがって罰し、そ

のおこないにしたがって報いられる。 3ヤコブは

胎にいたとき、その兄弟のかかとを捕え、成人し

たとき神と争った。 4彼は天の使と争って勝ち、

泣いてこれにあわれみを求めた。彼はベテルで神

に出会い、その所で神は彼と語られた。 5主は万

軍の神、その名は主である。 6それゆえ、あなた

はあなたの神に帰り、いつくしみと正しきとを守

り、つねにあなたの神を待ち望め。 7商人はその

手に偽りのはかりを持ち、しえたげることを好む

。 8エフライムは言った、「まことにわたしは富

める者となった。わたしは自分ために財宝を得た

」と。しかし彼のすべての富もその犯した罪をつ

ぐなうことはできない。 9わたしはエジプトの国

を出たときから、あなたの神、主である。わたし

は祭の日のように、再びあなたを天幕に住まわせ

よう。 10わたしは預言者たちに語った。幻を多

く示したのはわたしである。わたしは預言者たち

によってたとえを語った。 11もしギレアデに不

義があるなら、彼らは必ずむなしき者となる。も

し彼らがギルガルで雄牛を犠牲にささげるなら、

彼らの祭壇は畑のうねに積んだ石塚のようになる

。 12（ヤコブはアラムの地に逃げっていった。

イスラエルは妻をめとるために人に仕えた。彼は

妻をめとるために羊を飼った。） 13主はひとり

の預言者によって、イスラエルをエジプトから導

き出し、ひとりの預言者によってこれを守られた

。 14エフライムはいたく主を怒らせた。それゆ

え主はその血のとがを彼の上にのこし、そのはず

かしめを彼に返される。

13エフライムが物言えば、人々はおののいた。
彼はイスラエルの中に自分を高くした。しか

し彼はバアルによって罪を犯して死んだ。 2そし

て彼らは今もなおますます罪を犯し、その銀をも

って自分のために像を鋳、巧みに偶像を造る。こ

れは皆工人のわざである。彼らは言う、これに犠

牲をささげよ、人々は子牛に口づけせよと。 3そ

れゆえ彼らは朝の霧のように、すみやかに消えう

せる露のように、打ち場から風に吹き去られるも

みがらのように、また窓から出て行く煙のように

なる。 4わたしはエジプトの国を出てからこのか

た、あなたの神、主である。あなたはわたしのほ

かに神を知らない。わたしのほかに救う者はない

。 5わたしは荒野で、またかわいた地で、あなた

を知った。 6しかし彼らは食べて飽き、飽きて、

その心が高ぶり、わたしを忘れた。 7それゆえ、

わたしは彼らに向かって、ししのようになり、ひ

ょうのように道のかたわらに潜んでうかがう。 8

わたしは子を取られた熊のように彼らに出会って

、その胸をかきさき、その所で、ししのようにこ

れを食い尽し、野の獣のようにこれをかき破る。

9イスラエルよ、わたしはあなたを滅ぼす。だれ

があなたを助けることができよう。 10あなたを

助けるあなたの王は今、どこにいるのか。あなた

がかつて「わたしに王と君たちとを与えよ」と言

ったあなたを保護すべき、すべてのつかさたちは

今、どこにいるのか。 11わたしは怒りをもって

あなたに王を与えた、また憤りをもってこれを奪

い取った。 12エフライムの不義は包みおかれ、

その罪は積みたくわえられてある。 13子を産む

女の苦しみが彼に臨む。彼は知恵のない子である

。生れる時が来ても彼は産門にあらわれない。 14

わたしは彼らを陰府の力から、あがなうことがあ

ろうか。彼らを死から、あがなうことがあろうか

。死よ、おまえの災はどこにあるのか。陰府よ、

おまえの滅びはどこにあるのか。あわれみは、わ

たしの目から隠されている。 (Sheol h7585) 15たとい

彼は葦のように栄えても、東風が吹いて来る。主

の風が荒野から吹き起る。これがためにその源は

かれ、その泉はかわく。それはすべての尊い物の

宝庫をかすめ奪う。 16サマリヤはその神にそむ

いたので、その罪を負い、つるぎに倒れ、その幼

な子は投げ砕かれ、そのはらめる女は引き裂かれ

る。

14イスラエルよ、あなたの神、主に帰れ。あな
たは自分の不義によって、つまずいたからだ

。 2あなたがたは言葉を携えて、主に帰って言え
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、「不義はことごとくゆるして、よきものを受け

いれてください。わたしたちは自分のくちびるの

実をささげます。 3アッスリヤはわたしたちを助

けず、わたしたちは馬に乗りません。わたしたち

はもはや自分たちの手のわざに向かって『われわ

れの神』とは言いません。みなしごはあなたによ

って、あわれみを得るでしょう」。 4わたしは彼

らのそむきをいやし、喜んでこれを愛する。わた

しの怒りは彼らを離れ去ったからである。 5わた

しはイスラエルに対しては露のようになる。彼は

ゆりのように花咲き、ポプラのように根を張り、

6その枝は茂りひろがり、その麗しさはオリブの

木のように、そのかんばしさはレバノンのように

なる。 7彼らは帰って来て、わが陰に住み、園の

ように栄え、ぶどうの木のように花咲き、そのか

んばしさはレバノンの酒のようになる。 8エフラ

イムよ、わたしは偶像となんの係わりがあろうか

。あなたに答え、あなたを顧みる者はわたしであ

る。わたしは緑のいとすぎのようだ。あなたはわ

たしから実を得る。 9知恵のある者はだれか。そ

の人にこれらのことを悟らせよ。悟りある者はだ

れか。その人にこれらのことを知らせよ。主の道

は直く、正しき者はこれを歩む。しかし罪びとは

これにつまずく。
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ヨエル書

1ペトエルの子ヨエルに臨んだ主の言葉。 2老人

たちよ、これを聞け。すべてこの地に住む者

よ、耳を傾けよ。あなたがたの世、またはあなた

がたの先祖の世にこのような事があったか。 3こ

れをあなたがたの子たちに語り、子たちはまたそ

の子たちに語り、その子たちはまたこれを後の代

に語り伝えよ。 4かみ食らういなごの残したもの

は、群がるいなごがこれを食い、群がるいなごの

残したものは、とびいなごがこれを食い、とびい

なごの残したものは、滅ぼすいなごがこれを食っ

た。 5酔える者よ、目をさまして泣け。すべて酒

を飲む者よ、うまい酒のゆえに泣き叫べ。うまい

酒はあなたがたの口から断たれるからだ。 6一つ

の国民がわたしの国に攻めのぼってきた。その勢

いは強く、その数は計られず、その歯はししの歯

のようで、雌じしのきばをもっている。 7彼らは

わがぶどうの木を荒し、わがいちじくの木を折り

、その皮をはだかにして捨てた。その枝は白くな

った。 8あなたがたは若い時の夫のために荒布を

腰にまとったおとめのように泣き悲しめ。 9素祭

と灌祭とは主の家に絶え、主に仕える祭司たちは

嘆き悲しむ。 10畑は荒れ、地は悲しむ。これは

穀物が荒れはて、新しい酒は尽き、油も絶えるた

めである。 11小麦および大麦のために、農夫た

ちよ、恥じよ、ぶどう作りたちよ、泣け。畑の収

穫がうせ去ったからである。 12ぶどうの木は枯

れ、いちじくの木はしおれ、ざくろ、やし、りん

ご、野のすべての木はしぼんだ。それゆえ楽しみ

は人の子らからかれうせた。 13祭司たちよ、荒

布を腰にまとい、泣き悲しめ。祭壇に仕える者た

ちよ、泣け。神に仕える者たちよ、来て、荒布を

まとい、夜を過ごせ。素祭も灌祭もあなたがたの

神の家から退けられたからである。 14あなたが

たは断食を聖別し、聖会を召集し、長老たちを集

め、国の民をことごとくあなたがたの神、主の家

に集め、主に向かって叫べ。 15ああ、その日は

わざわいだ。主の日は近く、全能者からの滅びの

ように来るからである。 16われわれの目の前に

食物は絶え、われわれの神の家から喜びと楽しみ

が絶えたではないか。 17種は土の下に朽ち、倉

は荒れ、穀物がつきたので、穀倉はこわされる。

18いかに家畜はうめき鳴くか。牛の群れはさまよ

う。彼らには牧草がないからだ。羊の群れも滅び

うせる。 19主よ、わたしはあなたに向かって呼

ばわる。火が荒野の牧草を焼き滅ぼし、炎が野の

すべての木を焼き尽したからである。 20野の獣

もまたあなたに向かって呼ばわる。水の流れがか

れはて、火が荒野の牧草を焼き滅ぼしたからであ

る

2あなたがたはシオンでラッパを吹け。わが聖
なる山で警報を吹きならせ。国の民はみな、

ふるいわななけ。主の日が来るからである。それ

は近い。 2これは暗く、薄暗い日、雲の群がるま

っくらな日である。多くの強い民が暗やみのよう

にもろもろの山をおおう。このようなことは昔か

らあったことがなく、後の代々の年にも再び起る

ことがないであろう。 3火は彼らの前を焼き、炎

は彼らの後に燃える。彼らのこない前には、地は

エデンの園のようであるが、その去った後は荒れ

果てた野のようになる。これをのがれうるものは

一つもない。 4そのかたちは馬のかたちのようで

あり、その走ることは軍馬のようである。 5山の

頂でとびおどる音は、戦車のとどろくようである

。また刈り株を焼く火の炎の音のようであり、戦

いの備えをした強い軍隊のようである。 6その前

にもろもろの民はなやみ、すべての顔は色を失う

。 7彼らは勇士のように走り、兵士のように城壁

によじ登る。彼らはおのおの自分の道を進んで行

って、その道を踏みはずさない。 8彼らは互にお

しあわず、おのおのその道を進み行く。彼らは武

器の中にとびこんでも、身をそこなわない。 9彼

らは町にとび入り、城壁の上を走り、家々によじ

登り、盗びとのように窓からはいる。 10地は彼

らの前におののき、天はふるい、日も月も暗くな

り、星はその光を失う。 11主はその軍勢の前で

声をあげられる。その軍隊は非常に多いからであ

る。そのみ言葉をなし遂げる者は強い。主の日は

大いにして、はなはだ恐ろしいゆえ、だれがこれ

に耐えることができよう。 12主は言われる、「

今からでも、あなたがたは心をつくし、断食と嘆

きと、悲しみとをもってわたしに帰れ。 13あな

たがたは衣服ではなく、心を裂け」。あなたがた

の神、主に帰れ。主は恵みあり、あわれみあり、

怒ることがおそく、いつくしみが豊かで、災を思

いかえされるからである。 14神があるいは立ち

返り、思いかえして祝福をその後に残し、素祭と

灌祭とをあなたがたの神、主にささげさせられる
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事はないとだれが知るだろうか。 15シオンでラ

ッパを吹きならせ。断食を聖別し、聖会を召集し

、 16民を集め、会衆を聖別し、老人たちを集め

、幼な子、乳のみ子を集め、花婿をその家から呼

びだし、花嫁をそのへやから呼びだせ。 17主に

仕える祭司たちは、廊と祭壇との間で泣いて言え

、「主よ、あなたの民をゆるし、あなたの嗣業を

もろもろの国民のうちに、そしりと笑い草にさせ

ないでください。どうしてもろもろの国民に、『

彼らの神はどこにいるのか』と言わせてよいでし

ょうか」。 18その時主は自分の地のために、ね

たみを起し、その民をあわれまれた。 19主は答

えて、その民に言われた、「見よ、わたしは穀物

と新しい酒と油とをあなたがたに送る。あなたが

たはこれを食べて飽きるであろう。わたしは重ね

てあなたがたにもろもろの国民のうちでそしりを

受けさせない。 20わたしは北から来る者をあな

たがたから遠ざけ、これをかわいた荒れ地に追い

やり、その前の者を東の海に、その後の者を西の

海に追いやる。その臭いにおいは起り、その悪し

きにおいは上る。これは大いなる事をしたからで

ある。 21地よ恐るな、喜び楽しめ、主は大いな

る事を行われたからである。 22野のもろもろの

獣よ、恐るな。荒野の牧草はもえいで、木はその

実を結び、いちじくの木とぶどうの木とは豊かに

実る。 23シオンの子らよ、あなたがたの神、主

によって喜び楽しめ。主はあなたがたを義とする

ために秋の雨を賜い、またあなたがたのために豊

かに雨を降らせ、前のように、秋の雨と春の雨と

を降らせられる。 24打ち場は穀物で満ち、石が

めは新しい酒と油とであふれる。 25わたしがあ

なたがたに送った大軍、すなわち群がるいなご、

とびいなご、滅ぼすいなご、かみ食らういなごの

食った年をわたしはあなたがたに償う。 26あな

たがたは、じゅうぶん食べて飽き、あなたがたに

不思議なわざをなされたあなたがたの神、主のみ

名をほめたたえる。わが民は永遠にはずかしめら

れることがない。 27あなたがたはイスラエルの

うちにわたしのいることを知り、主なるわたしが

あなたがたの神であって、ほかにないことを知る

。わが民は永遠にはずかしめられることがない。

28その後わたしはわが霊をすべての肉なる者に注

ぐ。あなたがたのむすこ、娘は預言をし、あなた

がたの老人たちは夢を見、あなたがたの若者たち

は幻を見る。 29その日わたしはまたわが霊をし

もべ、はしために注ぐ。 30わたしはまた、天と

地とにしるしを示す。すなわち血と、火と、煙の

柱とがあるであろう。 31主の大いなる恐るべき

日が来る前に、日は暗く、月は血に変る。 32す

べて主の名を呼ぶ者は救われる。それは主が言わ

れたように、シオンの山とエルサレムとに、のが

れる者があるからである。その残った者のうちに

、主のお召しになる者がある。

3見よ、わたしがユダとエルサレムとの幸福を
もとに返すその日、その時、 2わたしは万国の

民を集めて、これをヨシャパテの谷に携えくだり

、その所でわが民、わが嗣業であるイスラエルの

ために彼らをさばく。彼らがわが民を諸国民のう

ちに散らして、わたしの地を分かち取ったからで

ある。 3彼らはわが民をくじ引きにし、遊女のた

めに少年をわたし、酒のために少女を売って飲ん

だ。 4ツロとシドンよ、ペリシテのすべての地方

よ、おまえたちは、わたしとなんのかかわりがあ

るか。おまえたちはわたしに報復をしようとする

のか。もしおまえたちがわたしに報復しようとす

るなら、わたしは時をうつさず、すみやかに、お

まえたちのおこないの報復をおまえたちの頭上に

こさせる。 5これはおまえたちがわたしの銀と金

とをとり、わたしの貴重な宝をおまえたちの宮に

携え行き、 6またユダの人々とエルサレムの人々

とをギリシヤびとに売って、その本国から遠く離

れさせたからである。 7見よ、わたしはおまえた

ちが売ったその所から彼らを起して、おまえたち

のおこないの報復をおまえたちの頭上にこさせる

。 8わたしはおまえたちのむすこ娘たちをユダの

人々の手に売る。彼らはこれを遠い国びとである

シバびとに売ると、主は言われる」。 9もろもろ

の国民の中に宣べ伝えよ。戦いの備えをなし、勇

士をふるい立たせ、兵士をことごとく近づかせ、

のぼらせよ。 10あなたがたのすきを、つるぎに

、あなたがたのかまを、やりに打ちかえよ。弱い

者に「わたしは勇士である」と言わせよ。 11周

囲のすべての国民よ、急ぎ来て、集まれ。主よ、

あなたの勇士をかしこにお下しください。 12も

ろもろの国民をふるい立たせ、ヨシャパテの谷に

のぼらせよ。わたしはそこに座して、周囲のすべ

ての国民をさばく。 13かまを入れよ、作物は熟

した。来て踏め、酒ぶねは満ち、石がめはあふれ

ている。彼らの悪が大きいからだ。 14群衆また



ヨエル書 700

群衆は、さばきの谷におる。主の日がさばきの谷

に近いからである。 15日も月も暗くなり、星も

その光を失う。 16主はシオンから大声で叫び、

エルサレムから声を出される。天も地もふるい動

く。しかし主はその民の避け所、イスラエルの人

々のとりでである。 17「そこであなたがたは知

るであろう、わたしはあなたがたの神、主であっ

て、わが聖なる山シオンに住むことを。エルサレ

ムは聖所となり、他国人は重ねてその中を通るこ

とがない。 18その日もろもろの山にうまい酒が

したたり、もろもろの丘は乳を流し、ユダのすべ

ての川は水を流す。泉は主の家から出て、シッテ

ムの谷を潤す。 19エジプトは荒れ地となり、エ

ドムは荒野となる。彼らはその国でユダの人々を

しえたげ、罪なき者の血を流したからである。 20

しかしユダは永遠に人の住む所となり、エルサレ

ムは世々に保つ。 21わたしは彼らに血の報復を

なし、とがある者をゆるさない。主はシオンに住

まわれる」。
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アモス書

1テコアの牧者のひとりであるアモスの言葉。
これはユダの王ウジヤの世、イスラエルの王

ヨアシの子ヤラベアムの世、地震の二年前に、彼

がイスラエルについて示されたものである。 2彼

は言った、「主はシオンからほえ、エルサレムか

ら声を出される。牧者の牧場は嘆き、カルメルの

頂は枯れる」。 3主はこう言われる、「ダマスコ

の三つのとが、四つのとがのために、わたしはこ

れを罰してゆるさない。これは彼らが鉄のすり板

で、ギレアデを踏みにじったからである。 4わた

しはハザエルの家に火を送り、ベネハダデのもろ

もろの宮殿を焼き滅ぼす。 5わたしはダマスコの

貫の木を砕き、アベンの谷から住民を断ち、ベテ

エデンから王のつえをとる者を断つ。スリヤの民

はキルに捕えられて行く」と主は言われる。 6主

はこう言われる、「ガザの三つのとが、四つのと

がのために、わたしはこれを罰してゆるさない。

これは彼らが人々をことごとく捕えて行って、エ

ドムに渡したからである。 7わたしはガザの石が

きに火を送り、そのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす

。 8わたしはアシドドから住民を断ち、アシケロ

ンから王のつえをとる者を断つ。わたしはまた手

をかえしてエクロンを撃つ。そして残ったペリシ

テびとも滅びる」と主なる神は言われる。 9主は

こう言われる、「ツロの三つのとが、四つのとが

のために、わたしはこれを罰してゆるさない。こ

れは彼らが人々をことごとくエドムに渡し、また

兄弟の契約を心に留めなかったからである。 10

それゆえ、わたしはツロの石がきに火を送り、そ

のもろもろの宮殿を焼き滅ぼす」。 11主はこう

言われる、「エドムの三つのとが、四つのとがの

ために、わたしはこれを罰してゆるさない。これ

は彼がつるぎをもってその兄弟を追い、全くあわ

れみの情を断ち、常に怒って、人をかき裂き、な

がくその憤りを保ったからである。 12それゆえ

、わたしはテマンに火を送り、ボズラのもろもろ

の宮殿を焼き滅ぼす」。 13主はこう言われる、

「アンモンの人々の三つのとが、四つのとがのた

めに、わたしはこれを罰してゆるさない。これは

彼らがその国境を広げるために、ギレアデのはら

んでいる女をひき裂いたからである。 14それゆ

え、わたしはラバの石がきに火をはなち、そのも

ろもろの宮殿を焼き滅ぼす。これは戦いの日に、

ときの声をもってせられ、つむじ風の日に、暴風

をもってせられる。 15彼らの王はそのつかさた

ちと共に捕えられて行く」と主は言われる。

2主はこう言われる、「モアブの三つのとが、
四つのとがのために、わたしはこれを罰して

ゆるさない。これは彼がエドムの王の骨を焼いて

灰にしたからである。 2それゆえ、わたしはモア

ブに火を送り、ケリオテのもろもろの宮殿を焼き

滅ぼす。モアブは騒ぎと、ときの声と、ラッパの

音の中に死ぬ。 3わたしはそのうちから、支配者

を断ち、そのすべてのつかさを彼と共に殺す」と

主は言われる。 4主はこう言われる、「ユダの三

つのとが、四つのとがのために、わたしはこれを

罰してゆるさない。これは彼らが主の律法を捨て

、その定めを守らず、その先祖たちが従い歩いた

偽りの物に惑わされたからである。 5それゆえ、

わたしはユダに火を送り、エルサレムのもろもろ

の宮殿を焼き滅ぼす」。 6主はこう言われる、「

イスラエルの三つのとが、四つのとがのために、

わたしはこれを罰してゆるさない。これは彼らが

正しい者を金のために売り、貧しい者をくつ一足

のために売るからである。 7彼らは弱い者の頭を

地のちりに踏みつけ、苦しむ者の道をまげ、また

父子ともにひとりの女のところへ行って、わが聖

なる名を汚す。 8彼らはすべての祭壇のかたわら

に質に取った衣服を敷いて、その上に伏し、罰金

をもって得た酒を、その神の家で飲む。 9さきに

わたしはアモリびとを彼らの前から滅ぼした。こ

れはその高きこと、香柏のごとく、その強きこと

、かしの木のようであったが、わたしはその上の

実と、下の根とを滅ぼした。 10わたしはまた、

あなたがたをエジプトの地から連れ上り、四十年

のあいだ荒野で、あなたがたを導き、アモリびと

の地を獲させた。 11わたしはあなたがたの子ら

のうちから預言者を起し、あなたがたの若者のう

ちからナジルびとを起した。イスラエルの人々よ

、そうではないか」と主は言われる。 12「とこ

ろがあなたがたはナジルびとに酒を飲ませ、預言

者に命じて『預言するな』と言う。 13見よ、わ

たしは麦束をいっぱい積んだ車が物を圧するよう

に、あなたがたをその所で圧する。 14速く走る

者も逃げ場を失い、強い者もその力をふるうこと

ができず、勇士もその命を救うことができない。

15弓をとる者も立つことができず、足早の者も自
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分を救うことができず、馬に乗る者もその命を救

うことができない。 16勇士のうちの雄々しい心

の者もその日には裸で逃げる」と主は言われる

。

3イスラエルの人々よ、主があなたがたに向か
って言われたこと、わたしがエジプトの地か

ら導き上った全家に向かって言ったこの言葉を聞

け。 2「地のもろもろのやからのうちで、わたし

はただ、あなたがただけを知った。それゆえ、わ

たしはあなたがたのもろもろの罪のため、あなた

がたを罰する。 3ふたりの者がもし約束しなかっ

たなら、一緒に歩くだろうか。 4ししがもし獲物

がなかったなら、林の中でほえるだろうか。若い

ししがもし物をつかまなかったなら、その穴から

声を出すだろうか。 5もしわながなかったなら、

鳥は地に張った網にかかるだろうか。網にもし何

もかからなかったなら、地からとびあがるだろう

か。 6町でラッパが鳴ったなら、民は驚かないだ

ろうか。主がなされるのでなければ、町に災が起

るだろうか。 7まことに主なる神はそのしもべで

ある預言者にその隠れた事を示さないでは、何事

をもなされない。 8ししがほえる、だれが恐れな

いでいられよう。主なる神が語られる、だれが預

言しないでいられよう」。 9アッスリヤにあるも

ろもろの宮殿、エジプトの地にあるもろもろの宮

殿に宣べて言え、「サマリヤの山々に集まり、そ

のうちにある大いなる騒ぎと、その中で行われる

暴虐とを見よ」と。 10主は言われる、「彼らは

正義を行うことを知らず、しえたげ取った物と奪

い取った物とをそのもろもろの宮殿にたくわえて

いる」。 11それゆえ主なる神はこう言われる、

「敵がきて、この国を囲み、あなたの防備をあな

たから取り除き、あなたのもろもろの宮殿はかす

められる」。 12主はこう言われる、「羊飼がし

しの口から、羊の両足、あるいは片耳を取り返す

ように、サマリヤに住むイスラエルの人々も、長

いすのすみや、寝台の一部を携えて救われるであ

ろう」。 13万軍の神、主なる神は言われる、「

聞け、そしてヤコブの家に証言せよ。 14わたし

はイスラエルのもろもろのとがを罰する日にベテ

ルの祭壇を罰する。その祭壇の角は折れて、地に

落ちる。 15わたしはまた冬の家と夏の家とを撃

つ、象牙の家は滅び、大いなる家は消えうせる」

と主は言われる。

4「バシャンの雌牛どもよ、この言葉を聞け。
あなたがたはサマリヤの山におり、弱い者を

しえたげ、貧しい者を圧迫し、またその主人に向

かって、『持ってきて、わたしたちに飲ませよ』

と言う。 2主なる神はご自分の聖なることによっ

て誓われた、見よ、あなたがたの上にこのような

時が来る。その時、人々はあなたがたをつり針に

かけ、あなたがたの残りの者を魚つり針にかけて

引いて行く。 3あなたがたはおのおのまっすぐに

石がきの破れた所を出て、ハルモンに追いやられ

る」と主は言われる。 4「あなたがたはベテルへ

行って罪を犯し、ギルガルへ行って、とがを増し

加えよ。朝ごとに、あなたがたの犠牲を携えて行

け、三日ごとに、あなたがたの十分の一を携えて

行け。 5種を入れたパンの感謝祭をささげ、心よ

りの供え物をふれ示せ。イスラエルの人々よ、あ

なたがたはこのようにするのを好んでいる」と主

なる神は言われる。 6「わたしはまた、あなたが

たのすべての町であなたがたの歯を清くし、あな

たがたのすべての所でパンを乏しくした。それで

も、あなたがたはわたしに帰らなかった」と主は

言われる。 7「わたしはまた、刈入れまでなお三

月あるのに雨をとどめて、あなたがたの上にくだ

さず、この町には雨を降らし、かの町には雨を降

らさず、この畑は雨をえ、かの畑は雨をえないで

枯れた。 8そこで二つ三つの町が一つの町によろ

めいて行って、水を飲んでも、飽くことができな

かった。それでも、あなたがたはわたしに帰らな

かった」と主は言われる。 9「わたしは立ち枯れ

と腐り穂とをもってあなたがたを撃ち、あなたが

たの園と、ぶどう畑とを荒した。いちじくの木と

オリブの木とは、いなごが食った。それでも、あ

なたがたはわたしに帰らなかった」と主は言われ

る。 10「わたしはエジプトにしたようにあなた

がたのうちに疫病を送り、つるぎをもってあなた

がたの若者を殺し、あなたがたの馬を奪い去り、

あなたがたの宿営の臭気を上らせて、あなたがた

の鼻をつかせた。それでも、あなたがたはわたし

に帰らなかった」と主は言われる。 11「わたし

はあなたがたのうちの町を神がソドムとゴモラを

滅ぼされた時のように滅ぼしたので、あなたがた

は炎の中から取り出された燃えさしのようであっ

た。それでも、あなたがたはわたしに帰らなかっ

た」と主は言われる。 12「それゆえイスラエル

よ、わたしはこのようにあなたに行う。わたしは
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これを行うゆえ、イスラエルよ、あなたの神に会

う備えをせよ」。 13見よ、彼は山を造り、風を

創造し、人にその思いのいかなるかを示し、また

、あけぼのを変えて暗やみとなし、地の高い所を

踏まれる者、その名を万軍の神、主と言う。

5イスラエルの家よ、わたしが悲しみの歌をも
って、あなたがたについて宣べるこの言葉を

聞け、 2「おとめイスラエルは倒れて、また起き

上がらず、彼女はおのれの地に投げ倒されてこれ

を起す者がない」。 3主なる神はこう言われる、

「イスラエルの家では、千人出た町は百人残り、

百人出た町は十人残る」。 4主はイスラエルの家

にこう言われる、「あなたがたはわたしを求めよ

、そして生きよ。 5ベテルを求めるな、ギルガル

に行くな。ベエルシバにおもむくな。ギルガルは

必ず捕えられて行き、ベテルは無に帰するからで

ある」。 6あなたがたは主を求めよ、そして生き

よ。さもないと主は火のようにヨセフの家に落ち

下られる。火はこれを焼くが、ベテルのためにこ

れを消す者はひとりもない。 7あなたがた、公道

をにがよもぎに変え、正義を地に投げ捨てる者よ

。 8プレアデスおよびオリオンを造り、暗黒を朝

に変じ、昼を暗くして夜となし、海の水を呼んで

、地のおもてに注がれる者、その名は主という。

9主は滅びをたちまち強い者に臨ませられるので

、滅びはついに城に臨む。 10彼らは門にいて戒

める者を憎み、真実を語る者を忌みきらう。 11

あなたがたは貧しい者を踏みつけ、彼から麦の贈

り物をとるゆえ、あなたがたは切り石の家を建て

ても、その中に住むことはできない。美しいぶど

う畑を作っても、その酒を飲むことはできない。

12わたしは知る、あなたがたのとがは多く、あな

たがたの罪は大きいからである。あなたがたは正

しい者をしえたげ、まいないを取り、門で貧しい

者を退ける。 13それゆえ、このような時には賢

い者は沈黙する、これは悪い時だからである。 14

善を求めよ、悪を求めるな。そうすればあなたが

たは生きることができる。またあなたがたが言う

ように、万軍の神、主はあなたがたと共におられ

る。 15悪を憎み、善を愛し、門で公義を立てよ

。万軍の神、主は、あるいはヨセフの残りの者を

あわれまれるであろう。 16それゆえ、主なる万

軍の神、主はこう言われる、「すべての広場で泣

くことがあろう。すべてのちまたで人々は『悲し

いかな、悲しいかな』と言う。また彼らは農夫を

呼んできて嘆かせ、巧みな泣き女を招いて泣かせ

、 17またすべてのぶどう畑にも泣くことがあろ

う。それはわたしがあなたがたの中を通るからで

ある」と主は言われる。 18わざわいなるかな、

主の日を望む者よ、あなたがたは何ゆえ主の日を

望むのか。これは暗くて光がない。 19人がしし

の前を逃れてもくまに出会い、また家にはいって

、手を壁につけると、へびにかまれるようなもの

である。 20主の日は暗くて、光がなく、薄暗く

て輝きがないではないか。 21わたしはあなたが

たの祭を憎み、かつ卑しめる。わたしはまた、あ

なたがたの聖会を喜ばない。 22たといあなたが

たは燔祭や素祭をささげても、わたしはこれを受

けいれない。あなたがたの肥えた獣の酬恩祭はわ

たしはこれを顧みない。 23あなたがたの歌の騒

がしい音をわたしの前から断て。あなたがたの琴

の音は、わたしはこれを聞かない。 24公道を水

のように、正義をつきない川のように流れさせよ

。 25「イスラエルの家よ、あなたがたは四十年

の間、荒野でわたしに犠牲と供え物をささげたか

。 26かえってあなたがたの王シクテをにない、

あなたがたが自分で作ったあなたがたの偶像、星

の神、キウンをになった。 27それゆえわたしは

あなたがたをダマスコのかなたに捕え移す」と、

その名を万軍の神ととなえられる主は言われる

。

6「わざわいなるかな、安らかにシオンにいる
者、また安心してサマリヤの山にいる者、諸

国民のかしらのうちの著名な人々で、イスラエル

の家がきて従う者よ。 2カルネに渡って見よ。そ

こから大ハマテに行き、またペリシテびとのガテ

に下って見よ。彼らはこれらの国にまさっている

か。彼らの土地はあなたがたの土地よりも大きい

か。 3あなたがたは災の日を遠ざけ、強暴の座を

近づけている。 4わざわいなるかな、みずから象

牙の寝台に伏し、長いすの上に身を伸ばし、群れ

のうちから小羊を取り、牛舎のうちから子牛を取

って食べ、 5琴の音に合わせて歌い騒ぎ、ダビデ

のように楽器を造り出し、 6鉢をもって酒を飲み

、いとも尊い油を身にぬり、ヨセフの破滅を悲し

まない者たちよ。 7それゆえ今、彼らは捕われて

、捕われ人のまっ先に立って行く。そしてかの身

を伸ばした者どもの騒ぎはやむであろう」。 8主
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なる神はおのれによって誓われた、（万軍の神、

主は言われる、）「わたしはヤコブの誇を忌みき

らい、そのもろもろの宮殿を憎む。わたしはこの

町とすべてその中にいる者を渡す」。 9一つの家

に十人の者が残っていても、彼らは死に、 10そ

してその親戚、すなわちこれを焼く者は、骨を家

から運びだすために、これを取り上げ、またその

家の奥にいる者に向かって、「まだあなたと共に

いる者があるか」と言い、「ない」との答がある

時、かの人はまた「声を出すな、主の名をとなえ

るな」と言うであろう。 11見よ、主は命じて、

大きな家を撃って、みじんとなし、小さな家を撃

って、切れ切れとされる。 12馬は岩の上を走る

だろうか。人は牛で海を耕すだろうか。ところが

あなたがたは公道を毒に変じ、正義の実をにがよ

もぎに変じた。 13あなたがたはロデバルを喜び

、「われわれは自分の力でカルナイムを得たでは

ないか」と言う。 14それゆえ、万軍の神、主は

言われる、「イスラエルの家よ、見よ、わたしは

一つの国民を起して、あなたがたに敵対させる。

彼らはハマテの入口からアラバの川まであなたが

たを悩ます」。

7主なる神はこのようにわたしに示された。見
よ、二番草のはえ出る初めに主は、いなごを

造られた。見よ、その二番草は王の刈った後に、

はえたものである。 2そのいなごが地の青草を食

い尽した時、わたしは言った、「主なる神よ、ど

うぞ、ゆるしてください。ヤコブは小さい者です

、どうして立つことができましょう」。 3主はこ

のことについて思いかえされ、「このことは起さ

ない」と主は言われた。 4主なる神はこのように

わたしに示された。見よ、主なる神はさばきのた

めに火を呼ばれた。火は大淵を焼き、また地を焼

こうとした。 5その時わたしは言った、「主なる

神よ、どうぞ、やめてください。ヤコブは小さい

者です、どうして立つことができましょう」。 6

主はこのことについて思いかえされ、「このこと

もまた起さない」と主なる神は言われた。 7また

主はわたしに示された。見よ、主は測りなわをも

って築いた石がきの上に立ち、その手に測りなわ

をもっておられた。 8そして主はわたしに言われ

た、「アモスよ、あなたは何を見るか」。「測り

なわ」とわたしが答えると、主はまた言われた、

「見よ、わたしは測りなわをわが民イスラエルの

中に置く。わたしはもはや彼らを見過しにしない

。 9イサクの高き所は荒され、イスラエルの聖所

は荒れはてる。わたしはつるぎをもってヤラベア

ムの家に立ち向かう」。 10時にベテルの祭司ア

マジヤは、イスラエルの王ヤラベアムに人をつか

わして言う、「イスラエルの家のただ中で、アモ

スはあなたにそむきました。この地は彼のもろも

ろの言葉に耐えることができません。 11アモス

はこのように言っています、『ヤラベアムはつる

ぎによって死ぬ、イスラエルは必ず捕えられて行

って、その国を離れる』と」。 12それからアマ

ジヤはアモスに言った、「先見者よ、行ってユダ

の地にのがれ、かの地でパンを食べ、かの地で預

言せよ。 13しかしベテルでは二度と預言しては

ならない。ここは王の聖所、国の宮だから」。 14

アモスはアマジヤに答えた、「わたしは預言者で

もなく、また預言者の子でもない。わたしは牧者

である。わたしはいちじく桑の木を作る者である

。 15ところが主は群れに従っている所からわた

しを取り、『行って、わが民イスラエルに預言せ

よ』と、主はわたしに言われた。 16それゆえ今

、主の言葉を聞け。あなたは言う、『イスラエル

に向かって預言するな、イサクの家に向かって語

るな』と。 17それゆえ、主はこう言われる、『

あなたの妻は町で遊女となり、あなたのむすこ、

娘たちはつるぎに倒れ、あなたの地は測りなわで

分かたれる。そしてあなたは汚れた地で死に、イ

スラエルは必ず捕えられて行って、その国を離れ

る』」。

8主なる神は、このようにわたしに示された。
見よ、ひとかごの夏のくだものがある。 2主は

言われた、「アモスよ、あなたは何を見るか」。

わたしは「ひとかごの夏のくだもの」と答えた。

すると主はわたしに言われた、「わが民イスラエ

ルの終りがきた。わたしは再び彼らを見過しにし

ない。 3その日には宮の歌は嘆きに変り、しかば

ねがおびただしく、人々は無言でこれを至る所に

投げ捨てる」と主なる神は言われる。 4あなたが

た、貧しい者を踏みつけ、また国の乏しい者を滅

ぼす者よ、これを聞け。 5あなたがたは言う、「

新月はいつ過ぎ去るだろう、そうしたら、われわ

れは穀物を売ろう。安息日はいつ過ぎ去るだろう

、そうしたら、われわれは麦を売り出そう。われ

われはエパを小さくし、シケルを大きくし、偽り
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のはかりをもって欺き、 6乏しい者を金で買い、

貧しい者をくつ一足で買いとり、また、くず麦を

売ろう」。 7主はヤコブの誇をさして誓われた、

「わたしは必ず彼らのすべてのわざをいつまでも

忘れない。 8これがために地は震わないであろう

か。地に住む者はみな嘆かないであろうか。地は

みなナイル川のようにわきあがり、エジプトのナ

イル川のようにみなぎって、また沈まないであろ

うか」。 9主なる神は言われる、「その日には、

わたしは真昼に太陽を沈ませ、白昼に地を暗くし

、 10あなたがたの祭を嘆きに変らせ、あなたが

たの歌をことごとく悲しみの歌に変らせ、すべて

の人に荒布を腰にまとわせ、すべての人に髪をそ

り落させ、その日を、ひとり子を失った喪中のよ

うにし、その終りを、苦い日のようにする」。 11

主なる神は言われる、「見よ、わたしがききんを

この国に送る日が来る、それはパンのききんでは

ない、水にかわくのでもない、主の言葉を聞くこ

とのききんである。 12彼らは海から海へさまよ

い歩き、主の言葉を求めて、こなたかなたへはせ

まわる、しかしこれを得ないであろう。 13その

日には美しいおとめも、若い男もかわきのために

気を失う。 14かのサマリヤのアシマをさして誓

い、『ダンよ、あなたの神は生きている』と言い

、また『ベエルシバの道は生きている』と言う者

どもは必ず倒れる。再び起きあがることはない」

。

9わたしは祭壇のかたわらに立っておられる主
を見た。主は言われた、「柱の頭を打って、

敷居を震わせ、これを打ち砕いて、すべての民の

頭の上に落ちかからせよ。その残った者を、わた

しはつるぎで殺し、そのひとりも逃げおおす者は

なく、のがれうる者はない。 2たとい彼らは陰府

に掘り下っても、わたしの手はこれをそこから引

き出す。たとい彼らは天によじのぼっても、わた

しはそこからこれを引きおろす。 (Sheol h7585) 3た

とい彼らはカルメルの頂に隠れても、わたしはこ

れを捜して、そこから引き出す。たとい彼らはわ

たしの目をのがれて、海の底に隠れても、わたし

はへびに命じて、その所でこれをかませる。 4た

とい彼らは捕われて、その敵の前に行っても、わ

たしはその所でつるぎに命じて、これを殺させる

。わたしは彼らの上にわたしの目を注ぐ、それは

災のためであって、幸のためではない」。 5万軍

の神、主が地に触れられると、地は溶け、その中

に住む者はみな嘆き、地はみなナイル川のように

わきあがり、エジプトのナイル川のようにまた沈

む。 6主はご自分の高殿を天に築き、大空の基を

地の上にすえ、海の水を呼んで、地のおもてに注

がれる。その名は主ととなえられる。 7主は言わ

れる、「イスラエルの子らよ、あなたがたはわた

しにとってエチオピヤびとのようではないか。わ

たしはイスラエルをエジプトの国から、ペリシテ

びとをカフトルから、スリヤびとをキルから導き

上ったではないか。 8見よ、主なる神の目はこの

罪を犯した国の上に注がれている。わたしはこれ

を地のおもてから断ち滅ぼす。しかし、わたしは

ヤコブの家をことごとくは滅ぼさない」と主は言

われる。 9「見よ、わたしは命じて、人がふるい

で物をふるうように、わたしはイスラエルの家を

万国民のうちでふるう。ひと粒も地に落ちること

はない。 10わが民の罪びと、すなわち『災はわ

れわれに近づかない、われわれに臨まない』と言

う者どもはみな、つるぎで殺される。 11その日

には、わたしはダビデの倒れた幕屋を興し、その

破損を繕い、そのくずれた所を興し、これを昔の

時のように建てる。 12これは彼らがエドムの残

った者、およびわが名をもって呼ばれるすべての

国民を所有するためである」とこの事をなされる

主は言われる。 13主は言われる、「見よ、この

ような時が来る。その時には、耕す者は刈る者に

相継ぎ、ぶどうを踏む者は種まく者に相継ぐ。も

ろもろの山にはうまい酒がしたたり、もろもろの

丘は溶けて流れる。 14わたしはわが民イスラエ

ルの幸福をもとに返す。彼らは荒れた町々を建て

て住み、ぶどう畑を作ってその酒を飲み、園を作

ってその実を食べる。 15わたしは彼らをその地

に植えつける。彼らはわたしが与えた地から再び

抜きとられることはない」とあなたの神、主は言

われる。
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オバデヤ書

1オバデヤの幻。主なる神はエドムについてこ
う言われる、われわれは主から出たおとずれ

を聞いた。ひとりの使者が諸国民のうちにつかわ

されて言う、「立てよ、われわれは立ってエドム

と戦おう」。 2見よ、わたしはあなたを国々のう

ちで小さい者とする。あなたはひどく卑しめられ

る。 3岩のはざまにおり、高い所に住む者よ、あ

なたの心の高ぶりは、あなたを欺いた。あなたは

心のうちに言う、「だれがわたしを地に引き下ら

せる事ができるか」。 4たといあなたは、わしの

ように高くあがり、星の間に巣を設けても、わた

しはそこからあなたを引きおろすと主は言われる

。 5もし盗びとがあなたの所に来、強盗が夜きて

も、彼らは、ほしいだけ盗むではないか。ああ、

あなたは全く滅ぼされてしまう。もしぶどうを集

める者があなたの所に来たなら、彼らはなお余り

の実を残さないであろうか。 6ああ、エサウはか

すめられ、その隠しておいた宝は探り出される。

7あなたと契約を結んだ人々はみな、あなたを欺

き、あなたを国境に追いやった。あなたと同盟を

結んだ人々はあなたに勝った。あなたの信頼する

友はあなたの下にわなを設けた、しかしその事を

悟らない。 8主は言われる、その日には、わたし

はエドムから知者を滅ぼし、エサウの山から悟り

を断ち除かないだろうか。 9テマンよ、あなたの

勇士は驚き恐れる。人はみな殺されてエサウの山

から断ち除かれる。 10あなたはその兄弟ヤコブ

に暴虐を行ったので、恥はあなたをおおい、あな

たは永遠に断たれる。 11あなたが離れて立って

いた日、すなわち異邦人がその財宝を持ち去り、

外国人がその門におし入り、エルサレムをくじ引

きにした日、あなたも彼らのひとりのようであっ

た。 12しかしあなたは自分の兄弟の日、すなわ

ちその災の日をながめていてはならなかった。あ

なたはユダの人々の滅びの日に、これを喜んでは

ならず、その悩みの日に誇ってはならなかった。

13あなたはわが民の災の日に、その門にはいって

はならず、その災の日にその苦しみをながめては

ならなかった。またその災の日に、その財宝に手

をかけてはならなかった。 14あなたは分れ道に

立って、そののがれる者を切ってはならなかった

。あなたは悩みの日にその残った者を敵にわたし

てはならなかった。 15主の日が万国の民に臨む

のは近い。あなたがしたようにあなたもされる。

あなたの報いはあなたのこうべに帰する。 16あ

なたがたがわが聖なる山で飲んだように、周囲の

もろもろの民も飲む。すなわち彼らは飲んでよろ

めき、かつてなかったようになる。 17しかしシ

オンの山には、のがれる者がいて、聖なる所とな

る。またヤコブの家はその領地を獲る。 18ヤコ

ブの家は火となり、ヨセフの家は炎となり、エサ

ウの家はわらとなる。彼らはその中に燃えて、こ

れを焼く。エサウの家には残る者がないようにな

ると主は言われた。 19ネゲブの人々はエサウの

山を獲、セフェラの人々はペリシテびとを獲る。

また彼らはエフライムの地、およびサマリヤの地

を獲、ベニヤミンはギレアデを獲る。 20ハラに

いるイスラエルの人々の捕われ人は、フェニキヤ

をザレパテまで取り、セパラデにいるエルサレム

の捕われ人は、ネゲブの町々を獲る。 21こうし

て救う者はシオンの山に上って、エサウの山を治

める。そして王国は主のものとなる。
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ヨナ書

1主の言葉がアミッタイの子ヨナに臨んで言っ
た、 2「立って、あの大きな町ニネベに行き、

これに向かって呼ばわれ。彼らの悪がわたしの前

に上ってきたからである」。 3しかしヨナは主の

前を離れてタルシシへのがれようと、立ってヨッ

パに下って行った。ところがちょうど、タルシシ

へ行く船があったので、船賃を払い、主の前を離

れて、人々と共にタルシシへ行こうと船に乗った

。 4時に、主は大風を海の上に起されたので、船

が破れるほどの激しい暴風が海の上にあった。 5

それで水夫たちは恐れて、めいめい自分の神を呼

び求め、また船を軽くするため、その中の積み荷

を海に投げ捨てた。しかし、ヨナは船の奥に下り

、伏して熟睡していた。 6そこで船長は来て、彼

に言った、「あなたはどうして眠っているのか。

起きて、あなたの神に呼ばわりなさい。神がある

いは、われわれを顧みて、助けてくださるだろう

」。 7やがて人々は互に言った、「この災がわれ

われに臨んだのは、だれのせいか知るために、さ

あ、くじを引いてみよう」。そして彼らが、くじ

を引いたところ、くじはヨナに当った。 8そこで

人々はヨナに言った、「この災がだれのせいで、

われわれに臨んだのか、われわれに告げなさい。

あなたの職業は何か。あなたはどこから来たのか

。あなたの国はどこか。あなたはどこの民か」。

9ヨナは彼らに言った、「わたしはヘブルびとで

す。わたしは海と陸とをお造りになった天の神、

主を恐れる者です」。 10そこで人々ははなはだ

しく恐れて、彼に言った、「あなたはなんたる事

をしてくれたのか」。人々は彼がさきに彼らに告

げた事によって、彼が主の前を離れて、のがれよ

うとしていた事を知っていたからである。 11人

々は彼に言った、「われわれのために海が静まる

には、あなたをどうしたらよかろうか」。それは

海がますます荒れてきたからである。 12ヨナは

彼らに言った、「わたしを取って海に投げ入れな

さい。そうしたら海は、あなたがたのために静ま

るでしょう。わたしにはよくわかっています。こ

の激しい暴風があなたがたに臨んだのは、わたし

のせいです」。 13しかし人々は船を陸にこぎも

どそうとつとめたが、成功しなかった。それは海

が彼らに逆らって、いよいよ荒れたからである。

14そこで人々は主に呼ばわって言った、「主よ、

どうぞ、この人の生命のために、われわれを滅ぼ

さないでください。また罪なき血を、われわれに

帰しないでください。主よ、これはみ心に従って

、なされた事だからです」。 15そして彼らはヨ

ナを取って海に投げ入れた。すると海の荒れるの

がやんだ。 16そこで人々は大いに主を恐れ、犠

牲を主にささげて、誓願を立てた。 17主は大い

なる魚を備えて、ヨナをのませられた。ヨナは三

日三夜その魚の腹の中にいた。

2ヨナは魚の腹の中からその神、主に祈って、
2言った、「わたしは悩みのうちから主に呼ば

わると、主はわたしに答えられた。わたしが陰府

の腹の中から叫ぶと、あなたはわたしの声を聞か

れた。 (Sheol h7585) 3あなたはわたしを淵の中、海

のまん中に投げ入れられた。大水はわたしをめぐ

り、あなたの波と大波は皆、わたしの上を越えて

行った。 4わたしは言った、『わたしはあなたの

前から追われてしまった、どうして再びあなたの

聖なる宮を望みえようか』。 5水がわたしをめぐ

って魂にまでおよび、淵はわたしを取り囲み、海

草は山の根元でわたしの頭にまといついた。 6わ

たしは地に下り、地の貫の木はいつもわたしの上

にあった。しかしわが神、主よ、あなたはわが命

を穴から救いあげられた。 7わが魂がわたしのう

ちに弱っているとき、わたしは主をおぼえ、わた

しの祈はあなたに至り、あなたの聖なる宮に達し

た。 8むなしい偶像に心を寄せる者は、そのまこ

との忠節を捨てる。 9しかしわたしは感謝の声を

もって、あなたに犠牲をささげ、わたしの誓いを

はたす。救は主にある」。 10主は魚にお命じに

なったので、魚はヨナを陸に吐き出した。

3時に主の言葉は再びヨナに臨んで言った、 2「

立って、あの大きな町ニネベに行き、あなた

に命じる言葉をこれに伝えよ」。 3そこでヨナは

主の言葉に従い、立って、ニネベに行った。ニネ

ベは非常に大きな町であって、これを行きめぐる

には、三日を要するほどであった。 4ヨナはその

町にはいり、初め一日路を行きめぐって呼ばわり

、「四十日を経たらニネベは滅びる」と言った。

5そこでニネベの人々は神を信じ、断食をふれ、

大きい者から小さい者まで荒布を着た。 6このう

わさがニネベの王に達すると、彼はその王座から

立ち上がり、朝服を脱ぎ、荒布をまとい、灰の中

に座した。 7また王とその大臣の布告をもって、
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ニネベ中にふれさせて言った、「人も獣も牛も羊

もみな、何をも味わってはならない。物を食い、

水を飲んではならない。 8人も獣も荒布をまとい

、ひたすら神に呼ばわり、おのおのその悪い道お

よびその手にある強暴を離れよ。 9あるいは神は

み心をかえ、その激しい怒りをやめて、われわれ

を滅ぼされないかもしれない。だれがそれを知る

だろう」。 10神は彼らのなすところ、その悪い

道を離れたのを見られ、彼らの上に下そうと言わ

れた災を思いかえして、これをおやめになった

。

4ところがヨナはこれを非常に不快として、激
しく怒り、 2主に祈って言った、「主よ、わた

しがなお国におりました時、この事を申したでは

ありませんか。それでこそわたしは、急いでタル

シシにのがれようとしたのです。なぜなら、わた

しはあなたが恵み深い神、あわれみあり、怒るこ

とおそく、いつくしみ豊かで、災を思いかえされ

ることを、知っていたからです。 3それで主よ、

どうぞ今わたしの命をとってください。わたしに

とっては、生きるよりも死ぬ方がましだからです

」。 4主は言われた、「あなたの怒るのは、よい

ことであろうか」。 5そこでヨナは町から出て、

町の東の方に座し、そこに自分のために一つの小

屋を造り、町のなりゆきを見きわめようと、その

下の日陰にすわっていた。 6時に主なる神は、ヨ

ナを暑さの苦痛から救うために、とうごまを備え

て、それを育て、ヨナの頭の上に日陰を設けた。

ヨナはこのとうごまを非常に喜んだ。 7ところが

神は翌日の夜明けに虫を備えて、そのとうごまを

かませられたので、それは枯れた。 8やがて太陽

が出たとき、神が暑い東風を備え、また太陽がヨ

ナの頭を照したので、ヨナは弱りはて、死ぬこと

を願って言った、「生きるよりも死ぬ方がわたし

にはましだ」。 9しかし神はヨナに言われた、「

とうごまのためにあなたの怒るのはよくない」。

ヨナは言った、「わたしは怒りのあまり狂い死に

そうです」。 10主は言われた、「あなたは労せ

ず、育てず、一夜に生じて、一夜に滅びたこのと

うごまをさえ、惜しんでいる。 11ましてわたし

は十二万あまりの、右左をわきまえない人々と、

あまたの家畜とのいるこの大きな町ニネベを、惜

しまないでいられようか」。
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ミカ書

1ユダの王ヨタム、アハズおよびヒゼキヤの世
に、モレシテびとミカが、サマリヤとエルサ

レムについて示された主の言葉。 2あなたがたす

べての民よ、聞け。地とその中に満てる者よ、耳

を傾けよ。主なる神はあなたがたにむかって証言

し、主はその聖なる宮から証言される。 3見よ、

主はそのご座所から出てこられ、下ってきて地の

高い所を踏まれる。 4山は彼の下に溶け、谷は裂

け、火の前のろうのごとく、坂に流れる水のよう

だ。 5これはみなヤコブのとがのゆえ、イスラエ

ルの家の罪のゆえである。ヤコブのとがとは何か

、サマリヤではないか。ユダの家の罪とは何か、

エルサレムではないか。 6このゆえにわたしはサ

マリヤを野の石塚となし、ぶどうを植える所とな

し、またその石を谷に投げ落し、その基をあらわ

にする。 7その彫像はみな砕かれ、その獲た価は

みな火で焼かれる。わたしはその偶像をことごと

くこわす。これは遊女の価から集めたのだから、

遊女の価に帰る。 8わたしはこれがために嘆き悲

しみ、はだしと裸で歩きまわり、山犬のように嘆

き、だちょうのように悲しみ鳴く。 9サマリヤの

傷はいやすことのできないもので、ユダまでひろ

がり、わが民の門、エルサレムまで及んでいる。

10ガテに告げるな、泣き叫ぶな。ベテレアフラで

、ちりの中にころがれ。 11サピルに住む者よ、

裸になり、恥をこうむって進み行け。ザアナンに

住む者は出てこない。ベテエゼルの嘆きはあなた

がたからその跡を断つ。 12マロテに住む者は気

づかわしそうに幸を待つ。災が主から出て、エル

サレムの門に臨んだからである。 13ラキシに住

む者よ、戦車に早馬をつなげ。ラキシはシオンの

娘にとって罪の初めであった。イスラエルのとが

が、あなたがたのうちに見られたからである。 14

それゆえ、あなたはモレセテ・ガテに別れの贈り

物を与える。アクジブの家々はイスラエルの王た

ちにとって、人を欺くものとなる。 15マレシャ

に住む者よ、わたしはまた侵略者をあなたの所に

連れて行く。イスラエルの栄光はアドラムに去る

であろう。 16あなたの喜ぶ子らのために、あな

たの髪をそり落せ。そのそった所をはげたかのよ

うに大きくせよ。彼らは捕えられてあなたを離れ

るからである。

2その床の上で不義を計り、悪を行う者はわざ
わいである。彼らはその手に力あるゆえ、夜

が明けるとこれを行う。 2彼らは田畑をむさぼっ

てこれを奪い、家をむさぼってこれを取る。彼ら

は人をしえたげてその家を奪い、人をしえたげて

その嗣業を奪う。 3それゆえ、主はこう言われる

、見よ、わたしはこのやからにむかって災を下そ

うと計る。あなたがたはその首をこれから、はず

すことはできない。また、まっすぐに立って歩く

ことはできない。これは災の時だからである。 4

その日、人々は歌を作ってあなたがたをののしり

、悲しみの歌をもって嘆き悲しみ、「われわれは

ことごとく滅ぼされる、わが民の分は人に与えら

れる。どうしてこれはわたしから離れるのであろ

う。われわれの田畑はわれわれを捕えた者の間に

分け与えられる」と言う。 5それゆえ、主の会衆

のうちにはくじによって測りなわを張る者はひと

りもなくなる。 6彼らは言う、「あなたがたは説

教してはならない。そのような事について説教し

てはならない。そうすればわれわれは恥をこうむ

ることがない」と。 7ヤコブの家よ、そんなこと

は言えるのだろうか。主は気短な方であろうか。

これらは主のみわざなのであろうか。わが言葉は

正しく歩む者に、益とならないのであろうか。 8

ところが、あなたがたは立ってわが民の敵となり

、いくさのことを知らずに、安らかに過ぎゆく者

から、平和な者から、上着をはぎ取り、 9わが民

の女たちをその楽しい家から追い出し、その子ど

もから、わが栄えをとこしえに奪う。 10立って

去れ、これはあなたがたの休み場所ではない。こ

れは汚れのゆえに滅びる。その滅びは悲惨な滅び

だ。 11もし人が風に歩み、偽りを言い、「わた

しはぶどう酒と濃き酒とについて、あなたに説教

しよう」と言うならば、その人はこの民の説教者

となるであろう。 12ヤコブよ、わたしは必ずあ

なたをことごとく集め、イスラエルの残れる者を

集める。わたしはこれをおりの羊のように、牧場

の中の群れのように共におく。これは人の多きに

よって騒がしくなる。 13打ち破る者は彼らに先

だって登りゆき、彼らは門を打ち破り、これをと

おって外に出て行く。彼らの王はその前に進み、

主はその先頭に立たれる。

3わたしは言った、ヤコブのかしらたちよ、イ
スラエルの家のつかさたちよ、聞け、公義は
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あなたがたの知っておるべきことではないか。 2

あなたがたは善を憎み、悪を愛し、わが民の身か

ら皮をはぎ、その骨から肉をそぎ、 3またわが民

の肉を食らい、その皮をはぎ、その骨を砕き、こ

れを切りきざんで、なべに入れる食物のようにし

、大なべに入れる肉のようにする。 4こうして彼

らが主に呼ばわっても、主はお答えにならない。

かえってその時には、み顔を彼らに隠される。彼

らのおこないが悪いからである。 5わが民を惑わ

す預言者について主はこう言われる、彼らは食べ

物のある時には、「平安」を叫ぶけれども、その

口に何も与えない者にむかっては、宣戦を布告す

る。 6それゆえ、あなたがたには夜があっても幻

がなく、暗やみがあっても占いがない。太陽はそ

の預言者たちに没し、昼も彼らの上に暗くなる。

7先見者は恥をかき、占い師は顔をあからめ、彼

らは皆そのくちびるをおおう。神の答がないから

である。 8しかしわたしは主のみたまによって力

に満ち、公義と勇気とに満たされ、ヤコブにその

とがを示し、イスラエルにその罪を示すことがで

きる。 9ヤコブの家のかしらたち、イスラエルの

家のつかさたちよ、すなわち公義を憎み、すべて

の正しい事を曲げる者よ、これを聞け。 10あな

たがたは血をもってシオンを建て、不義をもって

エルサレムを建てた。 11そのかしらたちは、ま

いないをとってさばき、その祭司たちは価をとっ

て教え、その預言者たちは金をとって占う。しか

もなお彼らは主に寄り頼んで、「主はわれわれの

中におられるではないか、だから災はわれわれに

臨むことがない」と言う。 12それゆえ、シオン

はあなたがたのゆえに田畑となって耕され、エル

サレムは石塚となり、宮の山は木のおい茂る高い

所となる。

4末の日になって、主の家の山はもろもろの山
のかしらとして堅く立てられ、もろもろの峰

よりも高くあげられ、もろもろの民はこれに流れ

くる。 2多くの国民は来て言う、「さあ、われわ

れは主の山に登り、ヤコブの神の家に行こう。彼

はその道をわれわれに教え、われわれはその道に

歩もう」と。律法はシオンから出、主の言葉はエ

ルサレムから出るからである。 3彼は多くの民の

間をさばき、遠い所まで強い国々のために仲裁さ

れる。そこで彼らはつるぎを打ちかえて、すきと

し、そのやりを打ちかえて、かまとし、国は国に

むかってつるぎをあげず、再び戦いのことを学ば

ない。 4彼らは皆そのぶどうの木の下に座し、そ

のいちじくの木の下にいる。彼らを恐れさせる者

はない。これは万軍の主がその口で語られたこと

である。 5すべての民はおのおのその神の名によ

って歩む。しかしわれわれはわれわれの神、主の

名によって、とこしえに歩む。 6主は言われる、

その日には、わたしはかの足のなえた者を集め、

またかの追いやられた者およびわたしが苦しめた

者を集め、 7その足のなえた者を残れる民とし、

遠く追いやられた者を強い国民とする。主はシオ

ンの山で、今よりとこしえに彼らを治められる。

8羊の群れのやぐら、シオンの娘の山よ、以前の

主権はあなたに帰ってくる。すなわちエルサレム

の娘の国はあなたに帰ってくる。 9今あなたは何

ゆえわめき叫ぶのか、あなたのうちに王がないの

か。あなたの相談相手は絶えはて、産婦のように

激しい痛みがあなたを捕えたのか。 10シオンの

娘よ、産婦のように苦しんでうめけ。あなたは今

、町を出て野にやどり、バビロンに行かなければ

ならない。その所であなたは救われる。主はその

所であなたを敵の手からあがなわれる。 11いま

多くの国民はあなたに逆らい、集まって言う、「

どうかシオンが汚されるように、われわれの目が

シオンを見てあざ笑うように」と。 12しかし彼

らは主の思いを知らず、またその計画を悟らない

。すなわち主が麦束を打ち場に集めるように、彼

らを集められることを悟らない。 13シオンの娘

よ、立って打ちこなせ。わたしはあなたの角を鉄

となし、あなたのひずめを青銅としよう。あなた

は多くの民を打ち砕き、彼らのぶんどり物を主に

ささげ、彼らの富を全地の主にささげる。

5今あなたは壁でとりまかれている。敵はわれ
われを攻め囲み、つえをもってイスラエルの

つかさのほおを撃つ。 2しかしベツレヘム・エフ

ラタよ、あなたはユダの氏族のうちで小さい者だ

が、イスラエルを治める者があなたのうちからわ

たしのために出る。その出るのは昔から、いにし

えの日からである。 3それゆえ、産婦の産みおと

す時まで、主は彼らを渡しおかれる。その後その

兄弟たちの残れる者はイスラエルの子らのもとに

帰る。 4彼は主の力により、その神、主の名の威

光により、立ってその群れを養い、彼らを安らか

におらせる。今、彼は大いなる者となって、地の
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果にまで及ぶからである。 5これは平和である。

アッスリヤびとがわれわれの国に来て、われわれ

の土地を踏むとき、七人の牧者を起し、八人の君

を起してこれに当らせる。 6彼らはつるぎをもっ

てアッスリヤの地を治め、ぬきみのつるぎをもっ

てニムロデの地を治める。アッスリヤびとがわれ

われの地に来て、われわれの境を踏み荒すとき、

彼らはアッスリヤびとから、われわれを救う。 7

その時ヤコブの残れる者は多くの民の中にあるこ

と、人によらず、また人の子らを待たずに主から

くだる露のごとく、青草の上に降る夕立ちのよう

である。 8またヤコブの残れる者が国々の中にお

り、多くの民の中にいること、林の獣の中のしし

のごとく、羊の群れの中の若いししのようである

。それが過ぎるときは踏み、かつ裂いて救う者は

ない。 9あなたの手はもろもろのあだの上にあげ

られ、あなたの敵はことごとく断たれる。 10主

は言われる、その日には、わたしはあなたのうち

から馬を絶やし、戦車をこわし、 11あなたの国

の町々を絶やし、あなたの城をことごとくくつが

えす。 12またあなたの手から魔術を絶やす。あ

なたのうちには占い師がないようになる。 13ま

たあなたのうちから彫像および石の柱を絶やす。

あなたは重ねて手で作った物を拝むことはない。

14またあなたのうちからアシラ像を抜き倒し、あ

なたの町々を滅ぼす。 15そしてわたしは怒りと

憤りとをもってその聞き従わないもろもろの国民

に復讐する。

6あなたがたは主の言われることを聞き、立ち
あがって、もろもろの山の前に訴えをのべ、

もろもろの丘にあなたの声を聞かせよ。 2もろも

ろの山よ、地の変ることなき基よ、主の言い争い

を聞け。主はその民と言い争い、イスラエルと論

争されるからである。 3「わが民よ、わたしはあ

なたに何をなしたか、何によってあなたを疲れさ

せたか、わたしに答えよ。 4わたしはエジプトの

国からあなたを導きのぼり、奴隷の家からあなた

をあがない出し、モーセ、アロンおよびミリアム

をつかわして、あなたに先だたせた。 5わが民よ

、モアブの王バラクがたくらんだ事、ベオルの子

バラムが彼に答えた事、シッテムからギルガルに

至るまでに起った事どもを思い起せ。そうすれば

、あなたは主の正義のみわざを知るであろう」。

6「わたしは何をもって主のみ前に行き、高き神

を拝すべきか。燔祭および当歳の子牛をもってそ

のみ前に行くべきか。 7主は数千の雄羊、万流の

油を喜ばれるだろうか。わがとがのためにわが長

子をささぐべきか。わが魂の罪のためにわが身の

子をささぐべきか」。 8人よ、彼はさきによい事

のなんであるかをあなたに告げられた。主のあな

たに求められることは、ただ公義をおこない、い

つくしみを愛し、へりくだってあなたの神と共に

歩むことではないか。 9主の声が町にむかって呼

ばわる全き知恵はあなたの名を恐れることである

「部族および町の会衆よ、聞け。 10わたしは悪

人の家にある不義の財宝、のろうべき不正な枡を

忘れ得ようか。 11不正なはかりを用い、偽りの

おもしを入れた袋を用いる人をわたしは罪なしと

するだろうか。 12あなたのうちの富める人は暴

虐で満ち、あなたの住民は偽りを言い、その舌は

口で欺くことをなす。 13それゆえ、わたしはあ

なたを撃ち、あなたをその罪のために滅ぼすこと

を始めた。 14あなたは食べても、飽くことがな

く、あなたの腹はいつもひもじい。あなたは移し

ても、救うことができない。あなたが救う者を、

わたしはつるぎにわたす。 15あなたは種をまい

ても、刈ることがなく、オリブの実を踏んでも、

その身に油を塗ることがなく、ぶどうを踏んでも

、その酒を飲むことがない。 16あなたはオムリ

の定めを守り、アハブの家のすべてのわざをおこ

ない、彼らの計りごとに従って歩んだ。これはわ

たしがあなたを荒し、その住民を笑い物とするた

めである。あなたがたは民のはずかしめを負わね

ばならぬ」。

7わざわいなるかな、わたしは夏のくだものを
集める時のように、ぶどうの収穫の残りを集

める時のようになった。食らうべきぶどうはなく

、わが心の好む初なりのいちじくもない。 2神を

敬う人は地に絶え、人のうちに正しい者はない。

みな血を流そうと待ち伏せし、おのおの網をもっ

てその兄弟を捕える。 3両手は悪い事をしようと

努めてやまない。つかさと裁判官はまいないを求

め、大いなる人はその心の悪い欲望を言いあらわ

し、こうして彼らはその悪を仕組む。 4彼らの最

もよい者もいばらのごとく、最も正しい者もいば

らのいけがきのようだ。彼らの見張びとの日、す

なわち彼らの刑罰の日が来る。いまや彼らの混乱

が近い。 5あなたがたは隣り人を信じてはならな
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い。友人をたのんではならない。あなたのふとこ

ろに寝る者にも、あなたの口の戸を守れ。 6むす

こは父をいやしめ、娘はその母にそむき、嫁はそ

のしゅうとめにそむく。人の敵はその家の者であ

る。 7しかし、わたしは主を仰ぎ見、わが救の神

を待つ。わが神はわたしの願いを聞かれる。 8わ

が敵よ、わたしについて喜ぶな。たといわたしが

倒れるとも起きあがる。たといわたしが暗やみの

中にすわるとも、主はわが光となられる。 9主は

わが訴えを取りあげ、わたしのためにさばきを行

われるまで、わたしは主の怒りを負わなければな

らない。主に対して罪を犯したからである。主は

わたしを光に導き出してくださる。わたしは主の

正義を見るであろう。 10その時「あなたの神、

主はどこにいるか」とわたしに言ったわが敵は、

これを見て恥をこうむり、わが目は彼を見てあざ

笑う。彼は街路の泥のように踏みつけられる。 11

あなたの城壁を築く日が来る。その日には国境が

遠く広がる。 12その日にはアッスリヤからエジ

プトまで、エジプトからユフラテ川まで、海から

海まで、山から山まで、人々はあなたに来る。 13

しかしかの地はその住民のゆえに、そのおこない

の実によって荒れはてる。 14どうか、あなたの

つえをもってあなたの民、すなわち園の中の林に

ひとりおるあなたの嗣業の羊を牧し、いにしえの

日のようにバシャンとギレアデで、彼らを養って

ください。 15あなたがエジプトの国を出た時の

ように、わたしはもろもろの不思議な事を彼らに

示す。 16国々の民は見て、そのすべての力を恥

じ、その手を口にあて、その耳は聞えぬ耳となる

。 17彼らはへびのように、地に這うもののよう

にちりをなめ、震えながらその城から出、おのの

きつつ、われわれの神、主に近づいてきて、あな

たのために恐れる。 18だれかあなたのように不

義をゆるし、その嗣業の残れる者のためにとがを

見過ごされる神があろうか。神はいつくしみを喜

ばれるので、その怒りをながく保たず、 19再び

われわれをあわれみ、われわれの不義を足で踏み

つけられる。あなたはわれわれのもろもろの罪を

海の深みに投げ入れ、 20昔からわれわれの先祖

たちに誓われたように、真実をヤコブに示し、い

つくしみをアブラハムに示される。
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ナホム書

1ニネベについての託宣。エルコシびとナホム
の幻の書。 2主はねたみ、かつあだを報いる神

、主はあだを報いる者、また憤る者、主はおのが

あだに報復し、おのが敵に対して憤りをいだく。

3主は怒ることおそく、力強き者、主は罰すべき

者を決してゆるされない者、主の道はつむじ風と

大風の中にあり、雲はその足のちりである。 4彼

は海を戒めて、これをかわかし、すべての川をか

れさせる。バシャンとカルメルはしおれ、レバノ

ンの花はしぼむ。 5もろもろの山は彼の前に震い

、もろもろの丘は溶け、地は彼の前にむなしくな

り、世界とその中に住む者も皆、むなしくなる。

6だれが彼の憤りの前に立つことができよう。だ

れが彼の燃える怒りに耐えることができよう。そ

の憤りは火のように注がれ、岩も彼によって裂か

れる。 7主は恵み深く、なやみの日の要害である

。彼はご自分を避け所とする者を知っておられる

。 8しかし、彼はみなぎる洪水であだを全く滅ぼ

し、おのが敵を暗やみに追いやられる。 9あなた

がたは主に対して何を計るか。彼はその敵に二度

としかえしをする必要がないように敵を全く滅ぼ

される。 10彼らは結びからまったいばらのよう

に、かわいた刈り株のように、焼き尽される。 11

主に対して悪事を計り、よこしまな事を勧める者

があなたのうちから出たではないか。 12主はこ

う言われる、「たとい彼らは強く、かつ多くあっ

ても、切り倒されて絶えはてる。わたしはあなた

を苦しめたが、重ねてあなたを苦しめない。 13

今わたしは彼のくびきを砕いて、あなたからとり

除き、あなたのなわめを切りはなす」。 14主は

あなたについてお命じになった、「あなたの名は

長く続かない。わたしはあなたの神々の家から、

彫像および鋳造を除き去る。あなたは罪深い者だ

から、わたしはあなたの墓を設ける」。 15見よ

、良きおとずれを伝える者の足は山の上にある。

彼は平安を宣べている。ユダよ、あなたの祭を行

い、あなたの誓願をはたせ。よこしまな者は重ね

て、あなたに向かって攻めてこないからである。

彼は全く断たれる。

2撃ち破る者があなたに向かって上って来る。
城を守れ、道をうかがえ。腰に帯せよ、大い

に力を強くせよ。 2主はヤコブの栄えを回復して

、イスラエルの栄えのようにされる。かすめる者

が彼らをかすめ、そのぶどうづるを、そこなった

からである。 3その勇士の盾は赤くいろどられ、

その兵士は紅に身をよろう。戦車はその備えの日

に、火のように輝き、軍馬はおどる。 4戦車はち

またに狂い走り、大路に飛びかける。彼らはたい

まつのように輝き、いなずまのように飛びかける

。 5将士らは召集され、彼らはその道でつまずき

倒れ、城壁に向かって急いで行って大盾を備える

。 6川々の門は開け、宮殿はあわてふためく。 7

その王妃は裸にされて、捕われゆき、その侍女た

ちは悲しみ、胸を打って、はとのようにうめく。

8ニネベは池のようであったが、その水は注ぎ出

された。「立ち止まれ、立ち止まれ」と呼んでも

、ふりかえるものもない。 9銀を奪え、金を奪え

。その宝は限りなく、もろもろの尊い物はおびた

だしい。 10消えうせ、むなしくなり、荒れはて

た。心は消え、ひざは震え、すべての腰には痛み

があり、すべての顔は色を失った。 11ししのす

みかはどこであるか。若いししの穴はどこである

か。そこに雄じしはその獲物を携え行き、その子

じしと共にいても、これを恐れさせる者はない。

12雄じしはその子じしのために引き裂き、雌じし

のために獲物を絞め殺し、獲物をもってその穴を

満たし、引き裂いた肉をもってそのすみかを満た

した。 13万軍の主は言われる、見よ、わたしは

あなたに臨む。わたしはあなたの戦車を焼いて煙

にする。つるぎはあなたの若いししを滅ぼす。わ

たしはまた、あなたの獲物を地から断つ。あなた

の使者の声は重ねて聞かれない。

3わざわいなるかな、血を流す町。その中には
偽りと、ぶんどり物が満ち、略奪はやまない

。 2むちの音がする。車輪のとどろく音が聞える

。かける馬があり、走る戦車がある。 3騎兵は突

撃し、つるぎがきらめき、やりがひらめく。殺さ

れる者はおびただしく、しかばねは山をなす。死

体は数限りなく、人々はその死体につまずく。 4

これは皆あでやかな遊女の恐るべき魔力と、多く

の淫行のためであって、その淫行をもって諸国民

を売り、その魔力をもって諸族を売り渡したもの

である。 5万軍の主は言われる、見よ、わたしは

あなたに臨む、わたしはあなたのすそを顔の上ま

であげ、あなたの裸を諸民に見せ、あなたの恥じ

る所を諸国に見せる。 6わたしは汚らわしい物を
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、あなたの上に投げかけて、あなたをはずかしめ

、あなたを見ものとする。 7すべてあなたを見る

ものは、あなたを避けて逃げ去って言う、「ニネ

ベは滅びた」と。だれがこのために嘆こう。わた

しはどこから彼女を慰める者を、尋ね出し得よう

。 8あなたはテーベにまさっているか。これはナ

イル川のかたわらに座し、水をその周囲にめぐら

し、海をとりでとなし、水をその垣としている。

9その力はエチオピヤ、またエジプトであって、

限りがない。プトびと、リビヤびともその助け手

であった。 10しかし、これもとりことなって捕

えられて行き、その子供もすべてのちまたのかど

で打ち砕かれ、その尊い人々はくじで分けられ、

その大いなる人々は皆、鎖につながれた。 11あ

なたもまた酔わされて気を失い、あなたは敵を避

けて逃げ場を求める。 12あなたのとりでは皆初

なりの実をもつ、いちじくの木のようだ。これを

ゆすぶればその実は落ちて、食べようとする者の

口にはいる。 13見よ、あなたのうちにいる兵士

は女のようだ。あなたの国の門はあなたの敵の前

に広く開かれ、火はあなたの貫の木を焼いた。 14

籠城のために水をくめ。あなたのとりでを堅めよ

。粘土の中にはいって、しっくいを踏み、れんが

の型をとれ。 15その所で火はあなたを焼き、つ

るぎはあなたを切る。それはいなごのようにあな

たを食い滅ぼす。あなたはいなごのように数を増

せ。ばったのようにふえよ。 16あなたは自分の

商人を天の星よりも多くした。いなごは羽をはっ

て飛び去る。 17あなたの君たちは、ばったのよ

うに、あなたの学者たちは、いなごのように、寒

い日には垣にとまり、日が出て来ると飛び去る。

そのありかはだれも知らない。 18アッスリヤの

王よ、あなたの牧者は眠り、あなたの貴族はまど

ろむ。あなたの民は山の上に散らされ、これを集

める者はない。 19あなたの破れは、いえること

がなく、あなたの傷は重い。あなたのうわさを聞

く者は皆、あなたの事について手を打つ。あなた

の悪を常に身に受けなかったような者が、だれひ

とりあるか。
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ハバクク書

1預言者ハバククが見た神の託宣。 2主よ、わた

しが呼んでいるのに、いつまであなたは聞き

いれて下さらないのか。わたしはあなたに「暴虐

がある」と訴えたが、あなたは助けて下さらない

のか。 3あなたは何ゆえ、わたしによこしまを見

せ、何ゆえ、わたしに災を見せられるのか。略奪

と暴虐がわたしの前にあり、また論争があり、闘

争も起っている。 4それゆえ、律法はゆるみ、公

義は行われず、悪人は義人を囲み、公義は曲げて

行われている。 5諸国民のうちを望み見て、驚け

、そして怪しめ。わたしはあなたがたの日に一つ

の事をする。人がこの事を知らせても、あなたが

たはとうてい信じまい。 6見よ、わたしはカルデ

ヤびとを興す。これはたけく、激しい国民であっ

て、地を縦横に行きめぐり、自分たちのものでな

いすみかを奪う。 7これはきびしく、恐ろしく、

そのさばきと威厳とは彼ら自身から出る。 8その

馬はひょうよりも速く、夜のおおかみよりも荒い

。その騎兵は威勢よく進む。すなわち、その騎兵

は遠い所から来る。彼らは物を食おうと急ぐわし

のように飛ぶ。 9彼らはみな暴虐のために来る。

彼らを恐れる恐れが彼らの前を行く。彼らはとり

こを砂のように集める。 10彼らは王たちを侮り

、つかさたちをあざける。彼らはすべての城をあ

ざ笑い、土を積み上げてこれを奪う。 11こうし

て、彼らは風のようになぎ倒して行き過ぎる。彼

らは罪深い者で、おのれの力を神となす。 12わ

が神、主、わが聖者よ。あなたは永遠からいます

かたではありませんか。わたしたちは死んではな

らない。主よ、あなたは彼らをさばきのために備

えられた。岩よ、あなたは彼らを懲しめのために

立てられた。 13あなたは目が清く、悪を見られ

ない者、また不義を見られない者であるのに、何

ゆえ不真実な者に目をとめていられるのですか。

悪しき者が自分よりも正しい者を、のみ食らうの

に、何ゆえ黙っていられるのですか。 14あなた

は人を海の魚のようにし、治める者のない這う虫

のようにされる。 15彼はつり針でこれをことご

とくつり上げ、網でこれを捕え、引き網でこれを

集め、こうして彼は喜び楽しむ。 16それゆえ、

彼はその網に犠牲をささげ、その引き網に香をた

く。これによって彼はぜいたくに暮し、その食物

も豊かになるからである。 17それで、彼はいつ

までもその網の獲物を取り入れて、無情にも諸国

民を殺すのであろうか。

2わたしはわたしの見張所に立ち、物見やぐら
に身を置き、望み見て、彼がわたしになんと

語られるかを見、またわたしの訴えについてわた

し自らなんと答えたらよかろうかを見よう。 2主

はわたしに答えて言われた、「この幻を書き、こ

れを板の上に明らかにしるし、走りながらも、こ

れを読みうるようにせよ。 3この幻はなお定めら

れたときを待ち、終りをさして急いでいる。それ

は偽りではない。もしおそければ待っておれ。そ

れは必ず臨む。滞りはしない。 4見よ、その魂の

正しくない者は衰える。しかし義人はその信仰に

よって生きる。 5また、酒は欺くものだ。高ぶる

者は定まりがない。彼の欲は陰府のように広い。

彼は死のようであって、飽くことなく、万国をお

のれに集め、万民をおのれのものとしてつどわせ

る」。 (Sheol h7585) 6これらは皆ことわざをもって

彼をあざけり、あざけりのなぞをもって彼をあざ

笑わないだろうか。すなわち言う、「わざわいな

るかな、おのれに属さないものを増し加える者よ

。いつまでこのようであろうか。質物でおのれを

重くする者よ」。 7あなたの負債者は、にわかに

興らないであろうか。あなたを激しくゆすぶる者

は目ざめないであろうか。その時あなたは彼らに

かすめられる。 8あなたは多くの国民をかすめた

ゆえ、そのもろもろの民の残れる者は皆あなたを

かすめる。これは人の血を流し、国と町と、その

中に住むすべての者に暴虐を行ったからである。

9わざわいなるかな、災の手を免れるために高い

所に巣を構えようと、おのが家のために不義の利

を取る者よ。 10あなたは事をはかって自分の家

に恥を招き、多くの民を滅ぼして、自分の生命を

失った。 11石は石がきから叫び、梁は建物から

これに答えるからである。 12わざわいなるかな

、血をもって町を建て、悪をもって町を築く者よ

。 13見よ、もろもろの民は火のために労し、も

ろもろの国びとはむなしい事のために疲れる。こ

れは万軍の主から出る言葉ではないか。 14海が

水でおおわれているように、地は主の栄光の知識

で満たされるからである。 15わざわいなるかな

、その隣り人に怒りの杯を飲ませて、これを酔わ

せ、彼らの隠し所を見ようとする者よ。 16あな

たは誉の代りに恥に飽き、あなたもまた飲んでよ
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ろめけ。主の右の手の杯は、あなたに巡り来る。

恥はあなたの誉に代る。 17あなたがレバノンに

なした暴虐は、あなたを倒し、獣のような滅亡は

、あなたを恐れさせる。これは人の血を流し、国

と町と、町の中に住むすべての者に、暴虐を行っ

たからである。 18刻める像、鋳像および偽りを

教える者は、その作者がこれを刻んだとてなんの

益があろうか。その作者が物言わぬ偶像を造って

、その造ったものに頼んでみても、なんの益があ

ろうか。 19わざわいなるかな、木に向かって、

さめよと言い、物言わぬ石に向かって、起きよと

言う者よ。これは黙示を与え得ようか。見よ、こ

れは金銀をきせたもので、その中には命の息は少

しもない。 20しかし、主はその聖なる宮にいま

す、全地はそのみ前に沈黙せよ。

3シギヨノテの調べによる、預言者ハバククの
祈。 2主よ、わたしはあなたのことを聞きまし

た。主よ、わたしはあなたのみわざを見て恐れま

す。この年のうちにこれを新たにし、この年のう

ちにこれを知らせてください。怒る時にもあわれ

みを思いおこしてください。 3神はテマンからこ

られ、聖者はパランの山からこられた。その栄光

は天をおおい、そのさんびは地に満ちた。(セラ

) 4その輝きは光のようであり、その光は彼の手

からほとばしる。かしこにその力を隠す。 5疫病

はその前に行き、熱病はその後に従う。 6彼は立

って、地をはかり、彼は見て、諸国民をおののか

せられる。とこしえの山は散らされ、永遠の丘は

沈む。彼の道は昔のとおりである。 7わたしが見

ると、クシャンの天幕に悩みがあり、ミデアンの

国の幕は震う。 8主よ、あなたが馬に乗り、勝利

の戦車に乗られる時、あなたは川に向かって怒ら

れるのか。川に向かって憤られるのか。あるいは

海に向かって立腹されるのか。 9あなたの弓は取

り出された。矢は、弦につがえられた。[セラあ

なたは川をもって地を裂かれた。 10山々はあな

たを見て震い、荒れ狂う水は流れいで、淵は声を

出して、その手を高くあげた。 11飛び行くあな

たの矢の光のために、電光のようにきらめく、あ

なたのやりのために、日も月もそのすみかに立ち

止まった。 12あなたは憤って地を行きめぐり、

怒って諸国民を踏みつけられた。 13あなたはあ

なたの民を救うため、あなたの油そそいだ者を救

うために出て行かれた。あなたは悪しき者の頭を

砕き、彼を腰から首まで裸にされた。(セラ) 14

あなたはあなたのやりで将軍の首を刺しとおされ

た。彼らはわたしを散らそうとして、つむじ風の

ように来、貧しい者をひそかに、のみ滅ぼすこと

を楽しみとした。 15あなたはあなたの馬を使っ

て、海と大水のさかまくところを踏みつけられた

。 16わたしは聞いて、わたしのからだはわなな

き、わたしのくちびるはその声を聞いて震える。

腐れはわたしの骨に入り、わたしの歩みは、わた

しの下によろめく。わたしはわれわれに攻め寄せ

る民の上に悩みの日の臨むのを静かに待とう。 17

いちじくの木は花咲かず、ぶどうの木は実らず、

オリブの木の産はむなしくなり、田畑は食物を生

ぜず、おりには羊が絶え、牛舎には牛がいなくな

る。 18しかし、わたしは主によって楽しみ、わ

が救の神によって喜ぶ。 19主なる神はわたしの

力であって、わたしの足を雌じかの足のようにし

、わたしに高い所を歩ませられる。これを琴に合

わせ、聖歌隊の指揮者によって歌わせる。
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ゼパニヤ書

1ユダの王アモンの子ヨシヤの世に、ゼパニヤ
に臨んだ主の言葉。ゼパニヤはクシの子、ク

シはゲダリヤの子、ゲダリヤはアマリヤの子、ア

マリヤはヒゼキヤの子である。 2主は言われる、

「わたしは地のおもてからすべてのものを一掃す

る」。 3主は言われる、「わたしは人も獣も一掃

し、空の鳥、海の魚をも一掃する。わたしは悪人

を倒す。わたしは地のおもてから人を絶ち滅ぼす

」。 4「わたしはユダとエルサレムのすべての住

民との上に手を伸べる。わたしはこの所からバア

ルの残党と、偶像の祭司の名とを断つ。 5また屋

上で天の万象を拝む者、主に誓いを立てて拝みな

がら、またミルコムをさして誓う者、 6主にそむ

いて従わない者、主を求めず、主を尋ねない者を

断つ」。 7主なる神の前に沈黙せよ。主の日は近

づき、主はすでに犠牲を備え、その招いた者を聖

別されたからである。 8主の犠牲をささげる日に

、「わたしはつかさたちと王の子たち、およびす

べて異邦の衣服を着る者を罰する。 9その日にわ

たしはまた、すべて敷居をとび越え、暴虐と欺き

とを自分の主君の家に満たす者を罰する」。 10

主は言われる、「その日には魚の門から叫び声が

おこり、第二の町からうめき声がおこり、もろも

ろの丘からすさまじい響きがおこる。 11しっく

いの家の住民よ、泣き叫べ。あきないする民は皆

滅ぼされ、銀を量る者は皆断たれるからである。

12その時、わたしはともしびをもって、エルサレ

ムを尋ねる。そして滓の上に凝り固まり、その心

の中で『主は良いことも、悪いこともしない』と

言う人々をわたしは罰する。 13彼らの財宝はか

すめられ、彼らの家は荒れはてる。彼らは家を建

てても、それに住むことができない、ぶどう畑を

作っても、そのぶどう酒を飲むことができない」

。 14主の大いなる日は近い、近づいて、すみや

かに来る。主の日の声は耳にいたい。そこに、勇

士もいたく叫ぶ。 15その日は怒りの日、なやみ

と苦しみの日、荒れ、また滅びる日、暗く、薄暗

い日、雲と黒雲の日、 16ラッパとときの声の日

、堅固な町と高いやぐらを攻める日である。 17

わたしは人々になやみを下して、盲人のように歩

かせる。彼らが主に対して罪を犯したからである

。彼らの血はちりのように流され、彼らの肉は糞

土のように捨てられる。 18彼らの銀も金も、主

の怒りの日には彼らを救うことができない。全地

は主のねたみの火にのまれる。主は地に住む人々

をたちまち滅ぼし尽される。

2あなたがた、恥を知らぬ民よ、共につどい、
集まれ。 2すなわち、もみがらのように追いや

られる前に、主の激しい怒りがまだあなたがたに

臨まない前に、主の憤りの日がまだあなたがたに

来ない前に。 3すべて主の命令を行うこの地のへ

りくだる者よ、主を求めよ。正義を求めよ。謙遜

を求めよ。そうすればあなたがたは主の怒りの日

に、あるいは隠されることがあろう。 4ともあれ

、ガザは捨てられ、アシケロンは荒れはて、アシ

ドドは真昼に追い払われ、エクロンは抜き去られ

る。 5わざわいなるかな、海べに住む者、ケレテ

の国民。ペリシテびとの地、カナンよ、主の言葉

があなたがたに臨む。わたしはあなたを滅ぼして

、住む者がないようにする。 6海べよ、あなたは

牧場となり、羊飼の牧草地となり、また羊のおり

となる。 7海べはユダの家の残りの者に帰する。

彼らはその所で群れを養い、夕暮にはアシケロン

の家に伏す。彼らの神、主が彼らを顧み、その幸

福を回復されるからである。 8「わたしはモアブ

のあざけりと、アンモンの人々の、ののしりを聞

いた。彼らはわが民をあざけり、自ら誇って彼ら

の国境を侵した。 9それゆえ、万軍の主、イスラ

エルの神は言われる、わたしは生きている。モア

ブは必ずソドムのようになる。アンモンの人々は

ゴモラのようになる。いらくさと塩穴とがここを

占領して、永遠に荒れ地となる。わが民の残りの

者は彼らをかすめ、わが国民の残りの者はこれを

所有する」。 10この事の彼らに臨むのはその高

ぶりによるのだ。彼らが万軍の主の民をあざけり

、みずから誇ったからである。 11主は彼らに対

して恐るべき者となられる。主は地のすべての神

々を飢えさせられる。もろもろの国の民は、おの

おの自分の所から出て主を拝む。 12エチオピヤ

びとよ、あなたがたもまたわがつるぎによって殺

される。 13主はまた北に向かって手を伸べ、ア

ッスリヤを滅ぼし、ニネベを荒して、荒野のよう

な、かわいた地とされる。 14家畜の群れ、もろ

もろの野の獣はその中に伏し、はげたかや、やま

あらしはその柱の頂に住み、ふくろうは、その窓

のうちになき、からすは、その敷居の上に鳴く。

その香柏の細工が裸にされるからである。 15こ
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の町は勝ち誇って、安らかに落ち着き、その心の

中で、「ただわたしだけだ、わたしの外にはだれ

もない」と言った町であるが、このように荒れは

てて、獣の伏す所になってしまった。ここを通り

過ぎる者は皆あざけって、手を振る。

3わざわいなるかな、このそむき汚れた暴虐の
町。 2これはだれの声にも耳を傾けず、懲しめ

を受けいれず、主に寄り頼まず、おのれの神に近

よらない。 3その中にいるつかさたちは、ほえる

しし、そのさばきびとたちは、夜のおおかみで、

彼らは朝まで何一つ残さない。 4その預言者たち

は、放縦で偽りびと、その祭司たちは聖なる物を

汚し、律法を破る。 5その中にいます主は義であ

って、不義を行われない。朝ごとにその公義を現

して、誤ることがない。しかし不義な者は恥を知

らない。 6「わたしは諸国民を滅ぼした。そのや

ぐらは荒れはてた。わたしはそのちまたを荒した

ので、ちまたを行き来する者もない。その町々は

荒れすたれて、人の姿もなく、住む者もない。 7

わたしは言った、『これは必ずわたしを恐れ、懲

しめを受ける。これはわたしが命じたすべての事

を見失わない』と。しかし彼らはしきりに自分の

行状を乱した」。 8主は言われる、「それゆえ、

あなたがたは、わたしが立って、証言する日を待

て。わたしの決意は諸国民をよせ集め、もろもろ

の国を集めて、わが憤り、わが激しい怒りをこと

ごとくその上に注ぐことであって、全地は、ねた

むわたしの怒りの火に焼き滅ぼされるからである

。 9その時わたしはもろもろの民に清きくちびる

を与え、すべて彼らに主の名を呼ばせ、心を一つ

にして主に仕えさせる。 10わたしを拝む者、わ

たしが散らした者の娘はエチオピヤの川々の向こ

うから来て、わたしに供え物をささげる。 11そ

の日には、あなたはわたしにそむいたすべてのわ

ざのゆえに、はずかしめられることはない。その

時わたしはあなたのうちから、高ぶって誇る者ど

もを除くゆえ、あなたは重ねてわが聖なる山で、

高ぶることはない。 12わたしは柔和にしてへり

くだる民を、あなたのうちに残す。彼らは主の名

を避け所とする。 13イスラエルの残りの者は不

義を行わず、偽りを言わず、その口には欺きの舌

を見ない。それゆえ、彼らは食を得て伏し、彼ら

をおびやかす者はいない」。 14シオンの娘よ、

喜び歌え。イスラエルよ、喜び呼ばわれ。エルサ

レムの娘よ、心のかぎり喜び楽しめ。 15主はあ

なたを訴える者を取り去り、あなたの敵を追い払

われた。イスラエルの王なる主はあなたのうちに

います。あなたはもはや災を恐れることはない。

16その日、人々はエルサレムに向かって言う、「

シオンよ、恐れるな。あなたの手を弱々しくたれ

るな。 17あなたの神、主はあなたのうちにいま

し、勇士であって、勝利を与えられる。彼はあな

たのために喜び楽しみ、その愛によってあなたを

新にし、祭の日のようにあなたのために喜び呼ば

わられる」。 18「わたしはあなたから悩みを取

り去る。あなたは恥を受けることはない。 19見

よ、その時あなたをしえたげる者をわたしはこと

ごとく処分し、足なえを救い、追いやられた者を

集め、彼らの恥を誉にかえ、全地にほめられるよ

うにする。 20その時、わたしはあなたがたを連

れかえる。わたしがあなたがたを集めるとき、わ

たしがあなたがたの目の前に、あなたがたの幸福

を回復するとき、地のすべての民の中で、あなた

がたに名を得させ、誉を得させる」と主は言われ

る。
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ハガイ書

1ダリヨス王の二年六月、その月の一日に、主
の言葉が預言者ハガイによって、シャルテル

の子、ユダの総督ゼルバベル、およびヨザダクの

子、大祭司ヨシュアに臨んだ、 2「万軍の主はこ

う言われる、この民は、主の家を再び建てる時は

、まだこないと言っている」。 3そこで、主の言

葉はまた預言者ハガイに臨んだ、 4「主の家はこ

のように荒れはてているのに、あなたがたは、み

ずから板で張った家に住んでいる時であろうか。

5それで今、万軍の主はこう言われる、あなたが

たは自分のなすべきことをよく考えるがよい。 6

あなたがたは多くまいても、取入れは少なく、食

べても、飽きることはない。飲んでも、満たされ

ない。着ても、暖まらない。賃銀を得ても、これ

を破れた袋に入れているようなものである。 7万

軍の主はこう言われる、あなたがたは、自分のな

すべきことを考えるがよい。 8山に登り、木を持

ってきて主の家を建てよ。そうすればわたしはこ

れを喜び、かつ栄光のうちに現れると主は言われ

る。 9あなたがたは多くを望んだが、見よ、それ

は少なかった。あなたがたが家に持ってきたとき

、わたしはそれを吹き払った。これは何ゆえであ

るかと、万軍の主は言われる。これはわたしの家

が荒れはてているのに、あなたがたは、おのおの

自分の家の事だけに、忙しくしている。 10それ

ゆえ、あなたがたの上の天は露をさし止め、地は

その産物をさし止めた。 11また、わたしは地に

も、山にも、穀物にも、新しい酒にも、油にも、

地に生じるものにも、人間にも、家畜にも、手で

作るすべての作物にも、ひでりを呼び寄せた」。

12そこで、シャルテルの子ゼルバベルとヨザダク

の子、大祭司ヨシュアおよび残りのすべての民は

、その神、主の声と、その神、主のつかわされた

預言者ハガイの言葉とに聞きしたがい、そして民

は、主の前に恐れかしこんだ。 13時に、主の使

者ハガイは主の命令により、民に告げて言った、

「わたしはあなたがたと共にいると主は言われる

」。 14そして主は、シャルテルの子、ユダの総

督ゼルバベルの心と、ヨザダクの子、大祭司ヨシ

ュアの心、および残りのすべての民の心を、振り

動かされたので、彼らは来て、その神、万軍の主

の家の作業にとりかかった。 15これは六月二十

四日のことであった。

2ダリヨス王の二年の七月二十一日に、主の言
葉が預言者ハガイに臨んだ、 2「シャルテルの

子、ユダの総督ゼルバベルと、ヨザダクの子、大

祭司ヨシュア、および残りのすべての民に告げて

言え、 3『あなたがた残りの者のうち、以前の栄

光に輝く主の家を見た者はだれか。あなたがたは

今、この状態をどう思うか。これはあなたがたの

目には、無にひとしいではないか。 4主は言われ

る、ゼルバベルよ、勇気を出せ。ヨザダクの子、

大祭司ヨシュアよ、勇気を出せ。主は言われる。

この地のすべての民よ、勇気を出せ。働け。わた

しはあなたがたと共にいると、万軍の主は言われ

る。 5これはあなたがたがエジプトから出た時、

わたしがあなたがたに、約束した言葉である。わ

たしの霊が、あなたがたのうちに宿っている。恐

れるな。 6万軍の主はこう言われる、しばらくし

て、いま一度、わたしは天と、地と、海と、かわ

いた地とを震う。 7わたしはまた万国民を震う。

万国民の財宝は、はいって来て、わたしは栄光を

この家に満たすと、万軍の主は言われる。 8銀は

わたしのもの、金もわたしのものであると、万軍

の主は言われる。 9主の家の後の栄光は、前の栄

光よりも大きいと、万軍の主は言われる。わたし

はこの所に繁栄を与えると、万軍の主は言われる

』」。 10ダリヨスの二年の九月二十四日に、主

の言葉が預言者ハガイに臨んだ、 11「万軍の主

はこう言われる、律法について祭司たちに尋ねて

言え、 12『人がその衣服のすそで聖なる肉を運

んで行き、そのすそがもし、パンまたはあつもの

、または酒、または油、またはどんな食物にでも

さわったなら、それらは聖なるものとなるか』と

」。祭司たちは「ならない」と答えた。 13ハガ

イはまた言った、「もし、死体によって汚れた人

が、これらの一つにさわったなら、それは汚れる

か」。祭司たちは「汚れる」と答えた。 14そこ

で、ハガイは言った、「主は言われる、この民も

、この国も、わたしの前では、そのようである。

またその手のわざもそのようである。その所で彼

らのささげるものは、汚れたものである。 15今

、あなたがたはこの日から、後の事を思うがよい

。主の宮で石の上に石が積まれなかった前、あな

たがたは、どんなであったか。 16あの時には、

二十枡の麦の積まれる所に行ったが、わずかに十

枡を得、また五十桶をくもうとして、酒ぶねに行

ったが、二十桶を得たのみであった。 17わたし
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は立ち枯れと、腐り穂と、ひょうをもってあなた

がたと、あなたがたのすべての手のわざを撃った

。しかし、あなたがたは、わたしに帰らなかった

と主は言われる。 18あなたがたはこの日より後

、すなわち、九月二十四日よりの事を思うがよい

。また主の宮の基をすえた日から後の事を心にと

めるがよい。 19種はなお、納屋にあるか。ぶど

うの木、いちじくの木、ざくろの木、オリブの木

もまだ実を結ばない。しかし、わたしはこの日か

ら、あなたがたに恵みを与える」。 20この月の

二十四日に、主の言葉がふたたびハガイに臨んだ

、 21「ユダの総督ゼルバベルに告げて言え、わ

たしは天と地を震う。 22わたしは国々の王位を

倒し、異邦の国々の力を滅ぼし、また戦車、およ

びこれに乗る者を倒す。馬およびこれに乗る者は

、たがいにその仲間のつるぎによって倒れる。 23

万軍の主は言われる、シャルテルの子、わがしも

べゼルバベルよ、主は言われる、その日、わたし

はあなたを立て、あなたを印章のようにする。わ

たしはあなたを選んだからであると、万軍の主は

言われる」。
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ゼカリヤ書

1ダリヨスの第二年の八月に、主の言葉がイド
の子ベレキヤの子である預言者ゼカリヤに臨

んだ、 2「主はあなたがたの先祖たちに対して、

いたくお怒りになった。 3それゆえ、万軍の主は

こう仰せられると、彼らに告げよ。万軍の主は仰

せられる、わたしに帰れ、そうすれば、わたしも

あなたがたに帰ろうと、万軍の主は仰せられる。

4あなたがたの先祖たちのようであってはならな

い。先の預言者たちは、彼らにむかって叫んで言

った、『万軍の主はこう仰せられる、悪い道を離

れ、悪いおこないを捨てて帰れ』と。しかし彼ら

は聞きいれず、耳をわたしに傾けなかったと主は

言われる。 5あなたがたの先祖たち、彼らはどこ

にいるか。預言者たち、彼らは永遠に生きている

のか。 6しかしわたしのしもべである預言者たち

に命じたわが言葉と、わが定めとは、あなたがた

の先祖たちに及んだではないか。それで彼らは立

ち返って言った、『万軍の主がわれわれの道にし

たがい、おこないに従って、われわれに、なそう

と思い定められたように、そのとおりされたのだ

』と」。 7ダリヨスの第二年の十一月、すなわち

セバテという月の二十四日に、主の言葉がイドの

子ベレキヤの子である預言者ゼカリヤに臨んだ。

そしてゼカリヤは言った、 8「わたしは夜、見て

いると、ひとりの人が赤馬に乗って、谷間にある

ミルトスの木の中に立ち、その後に赤馬、栗毛の

馬、白馬がいた。 9その時わたしが『わが主よ、

これらはなんですか』と尋ねると、わたしと語る

天の使は言った、『これがなんであるか、あなた

に示しましょう』。 10すると、ミルトスの木の

中に立っている人が答えて、『これらは地を見回

らせるために、主がつかわされた者です』と言う

と、 11彼らは答えて、ミルトスの中に立ってい

る主の使に言った、『われわれは地を見回ったが

、全地はすべて平穏です』。 12すると主の使は

言った、『万軍の主よ、あなたは、いつまでエル

サレムとユダの町々とを、あわれんで下さらない

のですか。あなたはお怒りになって、すでに七十

年になりました』。 13主はわたしと語る天の使

に、ねんごろな慰めの言葉をもって答えられた。

14そこで、わたしと語る天の使は言った、『あな

たは呼ばわって言いなさい。万軍の主はこう仰せ

られます、わたしはエルサレムのため、シオンの

ために、大いなるねたみを起し、 15安らかにい

る国々の民に対して、大いに怒る。なぜなら、わ

たしが少しばかり怒ったのに、彼らは、大いにこ

れを悩ましたからであると。 16それゆえ、主は

こう仰せられます、わたしはあわれみをもってエ

ルサレムに帰る。わたしの家はその中に建てられ

、測りなわはエルサレムに張られると、万軍の主

は仰せられます。 17あなたはまた呼ばわって言

いなさい。万軍の主はこう仰せられます、わが町

々は再び良い物で満ちあふれ、主は再びシオンを

慰め、再びエルサレムを選ぶ』と」。 18わたし

が目をあげて見ていると、見よ、四つの角があっ

た。 19わたしと語る天の使に「これらはなんで

すか」と言うと、彼は答えて言った、「これらは

ユダ、イスラエルおよびエルサレムを散らした角

です」。 20その時、主は四人の鍛冶をわたしに

示された。 21わたしが「これらは何をするため

に来たのですか」と言うと、彼は答えた、「これ

らの角はユダを散らして、人にその頭をあげさせ

なかったものですが、この四人の者が来たのは彼

らをおどし、かのユダの地にむかって角をあげ、

これを散らした国々の民の角を投げうつためです

」。

2またわたしが目をあげて見ていると、見よ、
ひとりの人が、測りなわを手に持っているの

で、 2「あなたはどこへ行くのですか」と尋ねる

と、その人はわたしに言った、「エルサレムを測

って、その広さと、長さを見ようとするのです」

。 3すると見よ、わたしと語る天の使が出て行く

と、またひとりの天の使が出てきて、これに出会

って、 4言った、「走って行って、あの若い人に

言いなさい、『エルサレムはその中に、人と家畜

が多くなるので、城壁のない村里のように、人の

住む所となるでしょう。 5主は仰せられます、わ

たしはその周囲で火の城壁となり、その中で栄光

となる』と」。 6主は仰せられる、さあ、北の地

から逃げて来なさい。わたしはあなたがたを、天

の四方の風のように散らしたからである。 7さあ

、バビロンの娘と共にいる者よ、シオンにのがれ

なさい。 8あなたがたにさわる者は、彼の目の玉

にさわるのであるから、あなたがたを捕えていっ

た国々の民に、その栄光にしたがって、わたしを

つかわされた万軍の主は、こう仰せられる、 9「

見よ、わたしは彼らの上に手を振る。彼らは自分
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に仕えた者のとりことなる。その時あなたがたは

万軍の主が、わたしをつかわされたことを知る。

10主は言われる、シオンの娘よ、喜び歌え。わた

しが来て、あなたの中に住むからである。 11そ

の日には、多くの国民が主に連なって、わたしの

民となる。わたしはあなたの中に住む。 12あな

たは万軍の主が、わたしをあなたにつかわされた

ことを知る。主は聖地で、ユダを自分の分として

取り、エルサレムを再び選ばれるであろう」。 13

すべて肉なる者よ、主の前に静まれ。主はその聖

なるすみかから立ちあがられたからである。

3時に主は大祭司ヨシュアが、主の使の前に立
ち、サタンがその右に立って、これを訴えて

いるのをわたしに示された。 2主はサタンに言わ

れた、「サタンよ、主はあなたを責めるのだ。す

なわちエルサレムを選んだ主はあなたを責めるの

だ。これは火の中から取り出した燃えさしではな

いか」。 3ヨシュアは汚れた衣を着て、み使の前

に立っていたが、 4み使は自分の前に立っている

者どもに言った、「彼の汚れた衣を脱がせなさい

」。またヨシュアに向かって言った、「見よ、わ

たしはあなたの罪を取り除いた。あなたに祭服を

着せよう」。 5わたしは言った、「清い帽子を頭

にかぶらせなさい」。そこで清い帽子を頭にかぶ

らせ、衣を彼に着せた。主の使はかたわらに立っ

ていた。 6主の使は、ヨシュアを戒めて言った、

7「万軍の主は、こう仰せられる、あなたがもし

、わたしの道に歩み、わたしの務を守るならば、

わたしの家をつかさどり、わたしの庭を守ること

ができる。わたしはまた、ここに立っている者ど

もの中に行き来することを得させる。 8大祭司ヨ

シュアよ、あなたも、あなたの前にすわっている

同僚たちも聞きなさい。彼らはよいしるしとなる

べき人々だからである。見よ、わたしはわたしの

しもべなる枝を生じさせよう。 9万軍の主は言わ

れる、見よ、ヨシュアの前にわたしが置いた石の

上に、すなわち七つの目をもっているこの一つの

石の上に、わたしはみずから文字を彫刻する。そ

してわたしはこの地の罪を、一日の内に取り除く

。 10万軍の主は言われる、その日には、あなた

がたはめいめいその隣り人を招いて、ぶどうの木

の下、いちじくの木の下に座すのである」。

4わたしと語った天の使がまた来て、わたしを
呼びさました。わたしは眠りから呼びさまさ

れた人のようであった。 2彼がわたしに向かって

「何を見るか」と言ったので、わたしは言った、

「わたしが見ていると、すべて金で造られた燭台

が一つあって、その上に油を入れる器があり、ま

た燭台の上に七つのともしび皿があり、そのとも

しび皿は燭台の上にあって、これにおのおの七本

ずつの管があります。 3また燭台のかたわらに、

オリブの木が二本あって、一本は油をいれる器の

右にあり、一本はその左にあります」。 4わたし

はまたわたしと語る天の使に言った、「わが主よ

、これらはなんですか」。 5わたしと語る天の使

は答えて、「あなたはそれがなんであるか知らな

いのですか」と言ったので、わたしは「わが主よ

、知りません」と言った。 6すると彼はわたしに

言った、「ゼルバベルに、主がお告げになる言葉

はこれです。万軍の主は仰せられる、これは権勢

によらず、能力によらず、わたしの霊によるので

ある。 7大いなる山よ、おまえは何者か。おまえ

はゼルバベルの前に平地となる。彼は『恵みあれ

、これに恵みあれ』と呼ばわりながら、かしら石

を引き出すであろう」。 8主の言葉がわたしに臨

んで言うには、 9「ゼルバベルの手はこの宮の礎

をすえた。彼の手はこれを完成する。その時あな

たがたは万軍の主が、わたしをあなたがたにつか

わされたことを知る。 10だれでも小さい事の日

をいやしめた者は、ゼルバベルの手に、下げ振り

のあるのを見て、喜ぶ。これらの七つのものは、

あまねく全地を行き来する主の目である」。 11

わたしはまた彼に尋ねて、「燭台の左右にある、

この二本のオリブの木はなんですか」と言い、 12

重ねてまた「この二本の金の管によって、油をそ

れから注ぎ出すオリブの二枝はなんですか」と言

うと、 13彼はわたしに答えて、「あなたはそれ

がなんであるか知らないのですか」と言ったので

、「わが主よ、知りません」と言った。 14する

と彼は言った、「これらはふたりの油そそがれた

者で、全地の主のかたわらに立つ者です」。

5わたしがまた目をあげて見ていると、飛んで
いる巻物を見た。 2彼がわたしに「何を見るか

」と言ったので、「飛んでいる巻物を見ます。そ

の長さは二十キュビト、その幅は十キュビトです

」と答えた。 3すると彼はまた、わたしに言った

、「これは全地のおもてに出て行く、のろいの言

葉です。すべて盗む者はこれに照して除き去られ



ゼカリヤ書723

、すべて偽り誓う者は、これに照して除き去られ

るのです。 4万軍の主は仰せられます、わたしは

これを出て行かせる。これは盗む者の家に入り、

またわたしの名をさして偽り誓う者の家に入り、

その家の中に宿って、これをその木と石と共に滅

ぼすと」。 5わたしと語る天の使は進んで来て、

わたしに「目をあげて、この出てきた物が、なん

であるかを見なさい」と言った。 6わたしが「こ

れはなんですか」と言うと、彼は「この出てきた

物は、エパ枡です」と言い、また「これは全地の

罪です」と言った。 7そして見よ、鉛のふたを取

りあげると、そのエパ枡の中にひとりの女がすわ

っていた。 8すると彼は「これは罪悪である」と

言って、その女をエパ枡の中に押し入れ、鉛の重

しを、その枡の口に投げかぶせた。 9それからわ

たしが目をあげて見ていると、ふたりの女が出て

きた。これに、こうのとりの翼のような翼があり

、その翼に風をはらんで、エパ枡を天と地との間

に持ちあげた。 10わたしは、わたしと語る天の

使に言った、「彼らはエパ枡を、どこへ持って行

くのですか」。 11彼はわたしに言った、「シナ

ルの地で、女たちのために家を建てるのです。そ

れが建てられると、彼らはエパ枡をそこにすえ、

それの土台の上に置くのです」。

6わたしがまた目をあげて見ていると、四両の
戦車が二つの山の間から出てきた。その山は

青銅の山であった。 2第一の戦車には赤馬を着け

、第二の戦車には黒馬を着け、 3第三の戦車には

白馬を着け、第四の戦車には、まだらのねずみ色

の馬を着けていた。 4わたしは、わたしと語るみ

使に尋ねた、「わが主よ、これらはなんですか」

。 5天の使は答えて、わたしに言った、「これら

は全地の主の前に現れて後、天の四方に出て行く

ものです。 6黒馬を着けた戦車は、北の国をさし

て出て行き、白馬は西の国をさして出て行き、ま

だらの馬は南の国をさして出て行くのです」。 7

馬が出てくると、彼らは、地をあまねくめぐるた

めに、しきりに出たがるのであった。それで彼が

「行って、地をあまねくめぐれ」と言うと、彼ら

は地を行きめぐった。 8すると彼はわたしを呼ん

で、「北の国をさして行く者どもは、北の国でわ

たしの心を静まらせてくれた」と言った。 9主の

言葉がまたわたしに臨んだ、 10「バビロンから

帰ってきたかの捕囚の中から、ヘルダイ、トビヤ

およびエダヤを連れて、その日にゼパニヤの子ヨ

シヤの家に行き、 11彼らから金銀を受け取って

、一つの冠を造り、それをヨザダクの子である大

祭司ヨシュアの頭にかぶらせて、 12彼に言いな

さい、『万軍の主は、こう仰せられる、見よ、そ

の名を枝という人がある。彼は自分の場所で成長

して、主の宮を建てる。 13すなわち彼は主の宮

を建て、王としての光栄を帯び、その位に座して

治める。その位のかたわらに、ひとりの祭司がい

て、このふたりの間に平和の一致がある』。 14

またその冠はヘルダイ、トビヤ、エダヤおよびゼ

パニヤの子ヨシヤの記念として、主の宮に納めら

れる。 15また遠い所の者どもが来て、主の宮を

建てることを助ける。そしてあなたがたは万軍の

主が、わたしをつかわされたことを知るようにな

る。あなたがたがもし励んで、あなたがたの神、

主の声に聞き従うならば、このようになる」。

7ダリヨス王の第四年の九月、すなわちキスリ
ウという月の四日に、主の言葉がゼカリヤに

臨んだ。 2その時ベテルの人々は、シャレゼル、

レゲン・メレクおよびその従者をつかわして、主

の恵みを請い、 3かつ万軍の主の宮にいる祭司に

問わせ、かつ預言者に問わせて言った、「わたし

は今まで、多年おこなってきたように、五月に泣

き悲しみ、かつ断食すべきでしょうか」。 4この

時、万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 5「地の

すべての民、および祭司に告げて言いなさい、あ

なたがたが七十年の間、五月と七月とに断食し、

かつ泣き悲しんだ時、はたして、わたしのために

断食したか。 6あなたがたが食い飲みする時、そ

れは全く自分のために食い、自分のために飲むの

ではないか。 7昔エルサレムがその周囲の町々と

共に、人が住み、栄えていた時、また南の地およ

び平野にも、人が住んでいた時に、さきの預言者

たちによって、主がお告げになった言葉は、これ

らの事ではなかったか」。 8主の言葉が、またゼ

カリヤに臨んだ、 9「万軍の主はこう仰せられる

、真実のさばきを行い、互に相いつくしみ、相あ

われみ、 10やもめ、みなしご、寄留の他国人お

よび貧しい人を、しえたげてはならない。互に人

を害することを、心に図ってはならない」。 11

ところが、彼らは聞くことを拒み、肩をそびやか

し、耳を鈍くして聞きいれず、 12その心を金剛

石のようにして、万軍の主がそのみたまにより、
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さきの預言者によって伝えられた、律法と言葉と

に聞き従わなかった。それゆえ、大いなる怒りが

、万軍の主から出て、彼らに臨んだのである。 13

「わたしが呼ばわったけれども、彼らは聞こうと

しなかった。そのとおりに、彼らが呼ばわっても

、わたしは聞かない」と万軍の主は仰せられる。

14「わたしは、つむじ風をもって、彼らを未知の

もろもろの国民の中に散らした。こうして彼らが

去った後、この地は荒れて行き来する者もなく、

この麗しい地は荒れ地となったのである」。

8万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 2「万軍の

主は、こう仰せられる、『わたしはシオンの

ために、大いなるねたみを起し、またこれがため

に、大いなる憤りをもってねたむ』。 3主はこう

仰せられる、『わたしはシオンに帰って、エルサ

レムの中に住む。エルサレムは忠信な町ととなえ

られ、万軍の主の山は聖なる山と、となえられる

』。 4万軍の主は、こう仰せられる、『エルサレ

ムの街路には再び老いた男、老いた女が座するよ

うになる。みな年寄の人々で、おのおのつえを手

に持つ。 5またその町の街路には、男の子、女の

子が満ちて、街路に遊び戯れる』。 6万軍の主は

、こう仰せられる、『その日には、たとい、この

民の残れる者の目に、不思議な事であっても、そ

れはわたしの目にも、不思議な事であろうか』と

万軍の主は言われる。 7万軍の主は、こう仰せら

れる、『見よ、わが民を東の国から、また西の国

から救い出し、 8彼らを連れてきて、エルサレム

に住まわせ、彼らはわが民となり、わたしは彼ら

の神となって、共に真実と正義とをもって立つ』

」。 9万軍の主は、こう仰せられる、「万軍の主

の家である宮を建てるために、その礎をすえた日

からこのかた、預言者たちの口から出たこれらの

言葉を、きょう聞く者よ、あなたがたの手を強く

せよ。 10この日の以前には、人も働きの価を得

ず、獣も働きの価を得ず、また出る者もはいる者

も、あだのために安全ではなかった。わたしはま

た人々を相たがいにそむかせた。 11しかし今は

、わたしのこの民の残れる者に対することは、さ

きの日のようではないと、万軍の主は言われる。

12そこには、平和と繁栄との種がまかれるからで

ある。すなわちぶどうの木は実を結び、地は産物

を出し、天は露を与える。わたしはこの民の残れ

る者に、これをことごとく与える。 13ユダの家

およびイスラエルの家よ、あなたがたが、国々の

民の中に、のろいとなっていたように、わたしは

あなたがたを救って祝福とする。恐れてはならな

い。あなたがたの手を強くせよ」。 14万軍の主

は、こう仰せられる、「あなたがたの先祖が、わ

たしを怒らせた時に、災を下そうと思って、これ

をやめなかったように、万軍の主は言われる 15

そのように、わたしはまた今日、エルサレムとユ

ダの家に恵みを与えよう。恐れてはならない。 16

あなたがたのなすべき事はこれである。あなたが

たは互に真実を語り、またあなたがたの門で、真

実と平和のさばきとを、行わなければならない。

17あなたがたは、互に人を害することを、心に図

ってはならない。偽りの誓いを好んではならない

。わたしはこれらの事を憎むからであると、主は

言われる」。 18万軍の主の言葉がわたしに臨ん

だ、 19「万軍の主は、こう仰せられる、四月の

断食と、五月の断食と、七月の断食と、十月の断

食とは、ユダの家の喜び楽しみの時となり、よき

祝の時となる。ゆえにあなたがたは、真実と平和

とを愛せよ。 20万軍の主は、こう仰せられる、

もろもろの民および多くの町の住民、すなわち、

一つの町の住民は、他の町の人々のところに行き

、 21『われわれは、ただちに行って、主の恵み

を請い、万軍の主に呼び求めよう』と言うと、『

わたしも行こう』と言う。 22多くの民および強

い国民はエルサレムに来て、万軍の主を求め、主

の恵みを請う。 23万軍の主は、こう仰せられる

、その日には、もろもろの国ことばの民の中から

十人の者が、ひとりのユダヤ人の衣のすそをつか

まえて、『あなたがたと一緒に行こう。神があな

たがたと共にいますことを聞いたから』と言う」

。

9託宣主の言葉はハデラクの地に臨み、ダマス
コの上にとどまる。アラムの町々はイスラエ

ルのすべての部族のように主に属するからである

。 2これに境するハマテもまたそのとおりだ。非

常に賢いが、ツロとシドンもまた同様である。 3

ツロは自分のために、とりでを築き、銀をちりの

ように積み、金を道ばたの泥のように積んだ。 4

しかし見よ、主はこれを攻め取り、その富を海の

中に投げ入れられる。これは火で焼き滅ぼされる

。 5アシケロンはこれを見て恐れ、ガザもまた見

てもだえ苦しみ、エクロンもまたその望む所のも
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のがはずかしめられて苦しむ。ガザには王が絶え

、アシケロンには住む者がなくなり、 6アシドド

には混血の民が住む。わたしはペリシテびとの誇

を断つ。 7またその口から血を取り除き、その歯

の間から憎むべき物を取り除く。これもまた残っ

てわれわれの神に帰し、ユダの一民族のようにな

る。またエクロンはエブスびとのようになる。 8

その時わたしは、わが家のために営を張って、見

張りをし、行き来する者のないようにする。しえ

たげる者は、かさねて通ることがない。わたしが

今、自分の目で見ているからである。 9シオンの

娘よ、大いに喜べ、エルサレムの娘よ、呼ばわれ

。見よ、あなたの王はあなたの所に来る。彼は義

なる者であって勝利を得、柔和であって、ろばに

乗る。すなわち、ろばの子である子馬に乗る。 10

わたしはエフライムから戦車を断ち、エルサレム

から軍馬を断つ。また、いくさ弓も断たれる。彼

は国々の民に平和を告げ、その政治は海から海に

及び、大川から地の果にまで及ぶ。 11あなたに

ついてはまた、あなたとの契約の血のゆえに、わ

たしはかの水のない穴から、あなたの捕われ人を

解き放す。 12望みをいだく捕われ人よ、あなた

の城に帰れ。わたしはきょうもなお告げて言う、

必ず倍して、あなたをもとに返すことを。 13わ

たしはユダを張って、わが弓となし、エフライム

をその矢とした。シオンよ、わたしはあなたの子

らを呼び起して、ギリシヤの人々を攻めさせ、あ

なたを勇士のつるぎのようにさせる。 14その時

、主は彼らの上に現れて、その矢をいなずまのよ

うに射られる。主なる神はラッパを吹きならし、

南のつむじ風に乗って出てこられる。 15万軍の

主は彼らを守られるので、彼らは石投げどもを食

い尽し、踏みつける。彼らはまたぶどう酒のよう

に彼らの血を飲み、鉢のようにそれで満たされ、

祭壇のすみのように浸される。 16その日、彼ら

の神、主は、彼らを救い、その民を羊のように養

われる。彼らは冠の玉のように、その地に輝く。

17そのさいわい、その麗しさは、いかばかりであ

ろう。穀物は若者を栄えさせ、新しいぶどう酒は

、おとめを栄えさせる。

10あなたがたは春の雨の時に、雨を主に請い求
めよ。主はいなずまを造り、大雨を人々に賜

い、野の青草をおのおのに賜わる。 2テラピムは

、たわごとを言い、占い師は偽りを見、夢見る者

は偽りの夢を語り、むなしい慰めを与える。この

ゆえに、民は羊のようにさまよい、牧者がないた

めに悩む。 3「わが怒りは牧者にむかって燃え、

わたしは雄やぎを罰する。万軍の主が、その群れ

の羊であるユダの家を顧み、これをみごとな軍馬

のようにされるからである。 4隅石は彼らから出

、天幕の杭も彼らから出、いくさ弓も彼らから出

、支配者も皆彼らの中から出る。 5彼らが戦う時

は勇士のようになって、道ばたの泥の中に敵を踏

みにじる。主が彼らと共におられるゆえに彼らは

戦い、馬に乗る者どもを困らせる。 6わたしはユ

ダの家を強くし、ヨセフの家を救う。わたしは彼

らをあわれんで、彼らを連れ帰る。彼らはわたし

に捨てられたことのないようになる。わたしは彼

らの神、主であって、彼らに答えるからである。

7エフライムびとは勇士のようになり、その心は

酒を飲んだように喜ぶ。その子供らはこれを見て

喜び、その心は主によって楽しむ。 8わたしは彼

らに向かい、口笛を吹いて彼らを集める、わたし

が彼らをあがなったからである。彼らは昔のよう

に数多くなる。 9わたしは彼らを国々の民の中に

散らした。しかし彼らは遠い国々でわたしを覚え

、その子供らと共に生きながらえて帰ってくる。

10わたしは彼らをエジプトの国から連れ帰り、ア

ッスリヤから彼らを集める。わたしはギレアデの

地およびレバノンに彼らを連れて行く。彼らはい

る所もないほどに多くなる。 11彼らはエジプト

の海を通る。海の波は撃たれ、ナイルの淵はこと

ごとくかれた。アッスリヤの高ぶりは低くされ、

エジプトのつえは移り去る。 12わたしは彼らを

主によって強くする。彼らは主の名を誇る」と主

は言われる。

11レバノンよ、おまえの門を開き、おまえの香
柏を火に焼き滅ぼさせよ。 2いとすぎよ、泣

き叫べ。香柏は倒れ、みごとな木は、そこなわれ

たからである。バシャンのかしよ、泣き叫べ。茂

った林は倒れたからである。 3聞け、牧者の泣き

叫ぶ声を。彼らの栄えが消え去ったからである。

聞け、ししのほえる声を。ヨルダンの草むらが荒

れ果てたからである。 4わが神、主はこう仰せら

れた、「ほふらるべき羊の群れの牧者となれ。 5

これを買う者は、これをほふっても罰せられない

。これを売る者は言う、『主はほむべきかな、わ

たしは富んだ』と。そしてその牧者は、これをあ
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われまない。 6わたしは、もはやこの地の住民を

あわれまないと、主は言われる。見よ、わたしは

人をおのおのその牧者の手に渡し、おのおのその

王の手に渡す。彼らは地を荒す。わたしは彼らの

手からこれを救い出さない」。 7わたしは羊の商

人のために、ほふらるべき羊の群れの牧者となっ

た。わたしは二本のつえを取り、その一本を恵み

と名づけ、一本を結びと名づけて、その羊を牧し

た。 8わたしは一か月に牧者三人を滅ぼした。わ

たしは彼らに、がまんしきれなくなったが、彼ら

もまた、わたしを忌みきらった。 9それでわたし

は言った、「わたしはあなたがたの牧者とならな

い。死ぬ者は死に、滅びる者は滅び、残った者は

たがいにその肉を食いあうがよい」。 10わたし

は恵みというつえを取って、これを折った。これ

はわたしがもろもろの民と結んだ契約を、廃する

ためであった。 11そしてこれは、その日に廃さ

れた。そこで、わたしに目を注いでいた羊の商人

らは、これが主の言葉であったことを知った。 12

わたしは彼らに向かって、「あなたがたがもし、

よいと思うならば、わたしに賃銀を払いなさい。

もし、いけなければやめなさい」と言ったので、

彼らはわたしの賃銀として、銀三十シケルを量っ

た。 13主はわたしに言われた、「彼らによって

、わたしが値積られたその尊い価を、宮のさいせ

ん箱に投げ入れよ」。わたしは銀三十シケルを取

って、これを主の宮のさいせん箱に投げ入れた。

14そしてわたしは結びという第二のつえを折った

。これはユダとイスラエルの間の、兄弟関係を廃

するためであった。 15主はわたしに言われた、

「おまえはまた愚かな牧者の器を取れ。 16見よ

、わたしは地にひとりの牧者を起す。彼は滅ぼさ

れる者を顧みず、迷える者を尋ねず、傷ついた者

をいやさず、健やかな者を養わず、肥えた者の肉

を食らい、そのひずめをさえ裂く者である。 17

その羊の群れを捨てる愚かな牧者はわざわいだ。

どうか、つるぎがその腕を撃ち、その右の目を撃

つように。その腕は全く衰え、その右の目は全く

見えなくなるように」。

12託宣イスラエルについての主の言葉。すな
わち天をのべ、地の基をすえ、人の霊をその

中に造られた主は、こう仰せられる、 2「見よ、

わたしはエルサレムを、その周囲にあるすべての

民をよろめかす杯にしようとしている。これはエ

ルサレムの攻め囲まれる時、ユダにも及ぶ。 3そ

の日には、わたしはエルサレムをすべての民に対

して重い石とする。これを持ちあげる者はみな大

傷を受ける。地の国々の民は皆集まって、これを

攻める。 4主は言われる、その日には、わたしは

すべての馬を撃って驚かせ、その乗り手を撃って

狂わせる。しかし、もろもろの民の馬を、ことご

とく撃って、めくらとするとき、ユダの家に対し

ては、わたしの目を開く。 5その時ユダの諸族は

、その心の中に『エルサレムの住民は、その神、

万軍の主によって力強くなった』と言う。 6その

日には、わたしはユダの諸族を、たきぎの中の火

皿のようにし、麦束の中のたいまつのようにする

。彼らは右に左に、その周囲にあるすべての民を

、焼き滅ぼす。しかしエルサレムはなお、そのも

との所、すなわちエルサレムで、人の住む所とな

る。 7主はまずユダの幕屋を救われる。これはダ

ビデの家の光栄と、エルサレムの住民の光栄とが

、ユダの光栄にまさることのないようにするため

である。 8その日、主はエルサレムの住民を守ら

れる。彼らの中の弱い者も、その日には、ダビデ

のようになる。またダビデの家は神のように、彼

らに先だつ主の使のようになる。 9その日には、

わたしはエルサレムに攻めて来る国民を、ことご

とく滅ぼそうと努める。 10わたしはダビデの家

およびエルサレムの住民に、恵みと祈の霊とを注

ぐ。彼らはその刺した者を見る時、ひとり子のた

めに嘆くように彼のために嘆き、ういごのために

悲しむように、彼のためにいたく悲しむ。 11そ

の日には、エルサレムの嘆きは、メギドの平野に

あったハダデ・リンモンのための嘆きのように大

きい。 12国じゅう、氏族おのおの別れて嘆く。

すなわちダビデの家の氏族は別れて嘆き、その妻

たちも別れて嘆く。ナタンの家の氏族は別れて嘆

き、その妻たちも別れて嘆く。 13レビの家の氏

族は別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く。シメ

イの氏族は別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く

。 14その他の氏族も皆別れて嘆き、その妻たち

も別れて嘆くのである。

13その日には、罪と汚れとを清める一つの泉が
、ダビデの家とエルサレムの住民とのために

開かれる。 2万軍の主は言われる、その日には、

わたしは地から偶像の名を取り除き、重ねて人に

覚えられることのないようにする。わたしはまた
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預言者および汚れの霊を、地から去らせる。 3も

し、人が今後預言するならば、その産みの父母は

これにむかって、『あなたは主の名をもって偽り

を語るゆえ、生きていることができない』と言い

、その産みの父母は彼が預言している時、彼を刺

すであろう。 4その日には、預言者たちは皆預言

する時、その幻を恥じる。また人を欺くための毛

の上着を着ない。 5そして『わたしは預言者では

ない、わたしは土地を耕す者だ。若い時から土地

を持っている』と言う。 6もし、人が彼に『あな

たの背中の傷は何か』と尋ねるならば、『これは

わたしの友だちの家で受けた傷だ』と、彼は言う

であろう」。 7万軍の主は言われる、「つるぎよ

、立ち上がってわが牧者を攻めよ。わたしの次に

立つ人を攻めよ。牧者を撃て、その羊は散る。わ

たしは手をかえして、小さい者どもを攻める。 8

主は言われる、全地の人の三分の二は断たれて死

に、三分の一は生き残る。 9わたしはこの三分の

一を火の中に入れ、銀をふき分けるように、これ

をふき分け、金を精錬するように、これを精錬す

る。彼らはわたしの名を呼び、わたしは彼らに答

える。わたしは『彼らはわが民である』と言い、

彼らは『主はわが神である』と言う」。

14見よ、主の日が来る。その時あなたの奪われ
た物は、あなたの中で分かたれる。 2わたし

は万国の民を集めて、エルサレムを攻め撃たせる

。町は取られ、家はかすめられ、女は犯され、町

の半ばは捕えられて行く。しかし残りの民は町か

ら断たれることはない。 3その時、主は出てきて

、いくさの日にみずから戦われる時のように、そ

れらの国びとと戦われる。 4その日には彼の足が

、東の方エルサレムの前にあるオリブ山の上に立

つ。そしてオリブ山は、非常に広い一つの谷によ

って、東から西に二つに裂け、その山の半ばは北

に、半ばは南に移り、 5わが山の谷はふさがれる

。裂けた山の谷が、そのかたわらに接触するから

である。そして、あなたがたはユダの王ウジヤの

世に、地震を避けて逃げたように逃げる。こうし

て、あなたがたの神、主はこられる、もろもろの

聖者と共にこられる。 6その日には、寒さも霜も

ない。 7そこには長い連続した日がある（主はこ

れを知られる）。これには昼もなく、夜もない。

夕暮になっても、光があるからである。 8その日

には、生ける水がエルサレムから流れ出て、その

半ばは東の海に、その半ばは西の海に流れ、夏も

冬もやむことがない。 9主は全地の王となられる

。その日には、主ひとり、その名一つのみとなる

。 10全地はゲバからエルサレムの南リンモンま

で、平地のように変る。しかしエルサレムは高く

なって、そのもとの所にとどまり、ベニヤミンの

門から、先にあった門の所に及び、隅の門に至り

、ハナネルのやぐらから、王の酒ぶねにまで及ぶ

。 11その中には人が住み、もはやのろいはなく

、エルサレムは安らかに立つ。 12エルサレムを

攻撃したもろもろの民を、主は災をもって撃たれ

る。すなわち彼らはなお足で立っているうちに、

その肉は腐れ、目はその穴の中で腐れ、舌はその

口の中で腐れる。 13その日には、主は彼らを大

いにあわてさせられるので、彼らはおのおのその

隣り人を捕え、手をあげてその隣り人を攻める。

14ユダもまた、エルサレムに敵して戦う。その周

囲のすべての国びとの財宝、すなわち金銀、衣服

などが、はなはだ多く集められる。 15また馬、

騾、らくだ、ろば、およびその陣営にあるすべて

の家畜にも、この災のような災が臨む。 16エル

サレムに攻めて来たもろもろの国びとの残った者

は、皆年々上って来て、王なる万軍の主を拝み、

仮庵の祭を守るようになる。 17地の諸族のうち

、王なる万軍の主を拝むために、エルサレムに上

らない者の上には、雨が降らない。 18エジプト

の人々が、もし上ってこない時には、主が仮庵の

祭を守るために、上ってこないすべての国びとを

撃たれるその災が、彼らの上に臨む。 19これが

、エジプトびとの受ける罰、およびすべて仮庵の

祭を守るために上ってこない国びとの受ける罰で

ある。 20その日には、馬の鈴の上に「主に聖な

る者」と、しるすのである。また主の宮のなべは

、祭壇の前の鉢のように、聖なる物となる。 21

エルサレムおよびユダのすべてのなべは、万軍の

主に対して聖なる物となり、すべて犠牲をささげ

る者は来てこれを取り、その中で犠牲の肉を煮る

ことができる。その日には、万軍の主の宮に、も

はや商人はいない。
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マラキ書

1マラキによってイスラエルに臨んだ主の言葉
の託宣。 2主は言われる、「わたしはあなたが

たを愛した」と。ところがあなたがたは言う、「

あなたはどんなふうに、われわれを愛されたか」

。主は言われる、「エサウはヤコブの兄ではない

か。しかしわたしはヤコブを愛し、 3エサウを憎

んだ。かつ、わたしは彼の山地を荒し、その嗣業

を荒野の山犬に与えた」。 4もしエドムが「われ

われは滅ぼされたけれども、荒れた所を再び建て

る」と言うならば、万軍の主は「彼らは建てるか

もしれない。しかしわたしはそれを倒す。人々は

、彼らを悪しき国ととなえ、とこしえに主の怒り

をうける民ととなえる」と言われる。 5あなたが

たの目はこれを見て、「主はイスラエルの境を越

えて大いなる神である」と言うであろう。 6「子

はその父を敬い、しもべはその主人を敬う。それ

でわたしがもし父であるならば、あなたがたのわ

たしを敬う事実が、どこにあるか。わたしがもし

主人であるならば、わたしを恐れる事実が、どこ

にあるか。わたしの名を侮る祭司たちよ、と万軍

の主はあなたがたに言われる。ところがあなたが

たは『われわれはどんなふうにあなたの名を侮っ

たか』と言い、 7汚れた食物をわたしの祭壇の上

にささげる。またあなたがたは、主の台は卑しむ

べき物であると考えて、『われわれはどんなふう

に、それを汚したか』と言う。 8あなたがたが盲

目の獣を、犠牲にささげるのは悪い事ではないか

。また足のなえたもの、病めるものをささげるの

は悪い事ではないか。今これをあなたのつかさに

ささげてみよ。彼はあなたを喜び、あなたを受け

いれるであろうかと、万軍の主は言われる。 9あ

なたがたは、神がわれわれをあわれまれるように

、神の恵みを求めてみよ。このようなあなたがた

の手のささげ物をもって、彼はあなたがたを受け

いれられるであろうかと、万軍の主は言われる。

10あなたがたがわが祭壇の上にいたずらに、火を

たくことのないように戸を閉じる者があなたがた

のうちに、ひとりあったらいいのだが。わたしは

あなたがたを喜ばない、またあなたがたの手から

ささげ物を受けないと、万軍の主は言われる。 11

日の出る所から没する所まで、国々のうちにわが

名はあがめられている。また、どこでも香と清い

ささげ物が、わが名のためにささげられる。これ

はわが名が国々のうちにあがめられているからで

あると、万軍の主は言われる。 12ところがあな

たがたは、主の台は汚れている、またこの食物は

卑しむべき物であると言って、これを汚した。 13

あなたがたはまた『これはなんと煩わしい事か』

と言って、わたしを鼻であしらうと、万軍の主は

言われる。あなたがたはまた奪った物、足なえの

もの、病めるものを、ささげ物として携えて来る

。わたしはそれを、あなたがたの手から、受ける

であろうかと主は言われる。 14群れのうちに雄

の獣があり、それをささげると誓いを立てている

のに、傷のあるものを、主にささげる偽り者はの

ろわれる。わたしは大いなる王で、わが名は国々

のうちに恐れられるべきであると、万軍の主は言

われる。

2祭司たちよ、今この命令があなたがたに与え
られる。 2万軍の主は言われる、あなたがたが

もし聞き従わず、またこれを心に留めず、わが名

に栄光を帰さないならば、わたしはあなたがたの

上に、のろいを送り、またあなたがたの祝福をの

ろいに変える。あなたがたは、これを心に留めな

いので、わたしはすでにこれをのろった。 3見よ

、わたしはあなたがたの子孫を責める。またあな

たがたの犠牲の糞を、あなたがたの顔の上にまき

散らし、あなたがたをわたしの前から退ける。 4

こうしてわたしが、この命令をあなたがたに与え

たのは、レビと結んだわが契約が、保たれるため

であることを、あなたがたが知るためであると、

万軍の主は言われる。 5彼と結んだわが契約は、

生命と平安との契約であって、わたしがこれを彼

に与えたのは、彼にわたしを恐れさせるためであ

る。彼はすでにわたしを恐れ、わが名の前におの

のいた。 6彼の口には、まことの律法があり、そ

のくちびるには、不義が見られなかった。彼は平

安と公義とをもって、わたしと共に歩み、また多

くの人を不義から立ち返らせた。 7祭司のくちび

るは知識を保ち、人々が彼の口から律法を尋ねる

のが当然である。彼は万軍の主の使者だからだ。

8ところが、あなたがたは道を離れ、多くの人を

教えてつまずかせ、レビの契約を破ったと、万軍

の主は言われる。 9あなたがたはわたしの道を守

らず、律法を教えるに当って、人にかたよったが

ために、あなたがたをすべての民の前に侮られ、

卑しめられるようにする」。 10われわれの父は
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皆一つではないか。われわれを造った神は一つで

はないか。なにゆえ、われわれは先祖たちの契約

を破って、おのおのその兄弟に偽りを行うのか。

11ユダは偽りを行い、イスラエルおよびエルサレ

ムの中には憎むべき事が行われた。すなわちユダ

は主が愛しておられる聖所を汚して、他の神に仕

える女をめとった。 12どうか、主がこうした事

を行う人をば、証言する者も、答弁する者も、ま

た万軍の主にささげ物をする者をも、ヤコブの幕

屋から断たれるように。 13あなたがたはまたこ

のような事をする。すなわち神がもはやささげ物

をかえりみず、またこれをあなたがたの手から、

喜んで受けられないために、あなたがたは涙と、

泣くことと、嘆きとをもって、主の祭壇をおおい

、 14「なぜ神は受けられないのか」と尋ねる。

これは主があなたと、あなたの若い時の妻との間

の、契約の証人だったからである。彼女は、あな

たの連れ合い、契約によるあなたの妻であるのに

、あなたは彼女を裏切った。 15一つ神は、われ

われのために命の霊を造り、これをささえられた

ではないか。彼は何を望まれるか。神を敬う子孫

であるゆえ、あなたがたはみずから慎んで、その

若い時の妻を裏切ってはならない。 16イスラエ

ルの神、主は言われる、「わたしは離縁する者を

憎み、また、しえたげをもってその衣をおおう人

を憎むと、万軍の主は言われる。ゆえにみずから

慎んで、裏切ることをしてはならない」。 17あ

なたがたは言葉をもって主を煩わした。しかしあ

なたがたは言う、「われわれはどんなふうに、彼

を煩わしたか」。それはあなたがたが「すべて悪

を行う者は主の目に良く見え、かつ彼に喜ばれる

」と言い、また「さばきを行う神はどこにあるか

」と言うからである。

3「見よ、わたしはわが使者をつかわす。彼は
わたしの前に道を備える。またあなたがたが

求める所の主は、たちまちその宮に来る。見よ、

あなたがたの喜ぶ契約の使者が来ると、万軍の主

が言われる。 2その来る日には、だれが耐え得よ

う。そのあらわれる時には、だれが立ち得よう。

彼は金をふきわける者の火のようであり、布さら

しの灰汁のようである。 3彼は銀をふきわけて清

める者のように座して、レビの子孫を清め、金銀

のように彼らを清める。そして彼らは義をもって

、ささげ物を主にささげる。 4その時ユダとエル

サレムとのささげ物は、昔の日のように、また先

の年のように主に喜ばれる。 5そしてわたしはあ

なたがたに近づいて、さばきをなし、占い者、姦

淫を行う者、偽りの誓いをなす者にむかい、雇人

の賃銀をかすめ、やもめと、みなしごとをしえた

げ、寄留の他国人を押しのけ、わたしを恐れない

者どもにむかって、すみやかにあかしを立てると

、万軍の主は言われる。 6主なるわたしは変るこ

とがない。それゆえ、ヤコブの子らよ、あなたが

たは滅ぼされない。 7あなたがたは、その先祖の

日から、わが定めを離れて、これを守らなかった

。わたしに帰れ、わたしはあなたがたに帰ろうと

、万軍の主は言われる。ところが、あなたがたは

『われわれはどうして帰ろうか』と尋ねる。 8人

は神の物を盗むことをするだろうか。しかしあな

たがたは、わたしの物を盗んでいる。あなたがた

はまた『どうしてわれわれは、あなたの物を盗ん

でいるのか』と言う。十分の一と、ささげ物をも

ってである。 9あなたがたは、のろいをもって、

のろわれる。あなたがたすべての国民は、わたし

の物を盗んでいるからである。 10わたしの宮に

食物のあるように、十分の一全部をわたしの倉に

携えてきなさい。これをもってわたしを試み、わ

たしが天の窓を開いて、あふるる恵みを、あなた

がたに注ぐか否かを見なさいと、万軍の主は言わ

れる。 11わたしは食い滅ぼす者を、あなたがた

のためにおさえて、あなたがたの地の産物を、滅

ぼさないようにしよう。また、あなたがたのぶど

うの木が、その熟する前に、その実を畑に落すこ

とのないようにしようと、万軍の主は言われる。

12こうして万国の人は、あなたがたを祝福された

者ととなえるであろう。あなたがたは楽しい地と

なるからであると、万軍の主は言われる。 13主

は言われる、あなたがたは言葉を激しくして、わ

たしに逆らった。しかもあなたがたは『われわれ

はあなたに逆らって、どんな事を言ったか』と言

う。 14あなたがたは言った、『神に仕える事は

つまらない。われわれがその命令を守り、かつ万

軍の主の前に、悲しんで歩いたからといって、な

んの益があるか。 15今われわれは高ぶる者を、

祝福された者と思う。悪を行う者は栄えるばかり

でなく、神を試みても罰せられない』」。 16そ

のとき、主を恐れる者は互に語った。主は耳を傾

けてこれを聞かれた。そして主を恐れる者、およ

びその名を心に留めている者のために、主の前に
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一つの覚え書がしるされた。 17「万軍の主は言

われる、彼らはわたしが手を下して事を行う日に

、わたしの者となり、わたしの宝となる。また人

が自分に仕える子をあわれむように、わたしは彼

らをあわれむ。 18その時あなたがたは、再び義

人と悪人、神に仕える者と、仕えない者との区別

を知るようになる。

4万軍の主は言われる、見よ、炉のように燃え
る日が来る。その時すべて高ぶる者と、悪を

行う者とは、わらのようになる。その来る日は、

彼らを焼き尽して、根も枝も残さない。 2しかし

わが名を恐れるあなたがたには、義の太陽がのぼ

り、その翼には、いやす力を備えている。あなた

がたは牛舎から出る子牛のように外に出て、とび

はねる。 3また、あなたがたは悪人を踏みつけ、

わたしが事を行う日に、彼らはあなたがたの足の

裏の下にあって、灰のようになると、万軍の主は

言われる。 4あなたがたは、わがしもべモーセの

律法、すなわちわたしがホレブで、イスラエル全

体のために、彼に命じた定めとおきてとを覚えよ

。 5見よ、主の大いなる恐るべき日が来る前に、

わたしは預言者エリヤをあなたがたにつかわす。

6彼は父の心をその子供たちに向けさせ、子供た

ちの心をその父に向けさせる。これはわたしが来

て、のろいをもってこの国を撃つことのないよう

にするためである」。



新約聖書



そのとき、イエスは言われた、「父よ、彼らをおゆるしください。

彼らは何をしているのか、わからずにいるのです」。

人々はイエスの着物をくじ引きで分け合った。

ルカの福音書 23:34
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マタイの福音書

1アブラハムの子であるダビデの子、イエス・
キリストの系図。 2アブラハムはイサクの父で

あり、イサクはヤコブの父、ヤコブはユダとその

兄弟たちとの父、 3ユダはタマルによるパレスと

ザラとの父、パレスはエスロンの父、エスロンは

アラムの父、 4アラムはアミナダブの父、アミナ

ダブはナアソンの父、ナアソンはサルモンの父、

5サルモンはラハブによるボアズの父、ボアズは

ルツによるオベデの父、オベデはエッサイの父、

6エッサイはダビデ王の父であった。ダビデはウ

リヤの妻によるソロモンの父であり、 7ソロモン

はレハベアムの父、レハベアムはアビヤの父、ア

ビヤはアサの父、 8アサはヨサパテの父、ヨサパ

テはヨラムの父、ヨラムはウジヤの父、 9ウジヤ

はヨタムの父、ヨタムはアハズの父、アハズはヒ

ゼキヤの父、 10ヒゼキヤはマナセの父、マナセ

はアモンの父、アモンはヨシヤの父、 11ヨシヤ

はバビロンへ移されたころ、エコニヤとその兄弟

たちとの父となった。 12バビロンへ移されたの

ち、エコニヤはサラテルの父となった。サラテル

はゾロバベルの父、 13ゾロバベルはアビウデの

父、アビウデはエリヤキムの父、エリヤキムはア

ゾルの父、 14アゾルはサドクの父、サドクはア

キムの父、アキムはエリウデの父、 15エリウデ

はエレアザルの父、エレアザルはマタンの父、マ

タンはヤコブの父、 16ヤコブはマリヤの夫ヨセ

フの父であった。このマリヤからキリストといわ

れるイエスがお生れになった。 17だから、アブ

ラハムからダビデまでの代は合わせて十四代、ダ

ビデからバビロンへ移されるまでは十四代、そし

て、バビロンへ移されてからキリストまでは十四

代である。 18イエス・キリストの誕生の次第は

こうであった。母マリヤはヨセフと婚約していた

が、まだ一緒にならない前に、聖霊によって身重

になった。 19夫ヨセフは正しい人であったので

、彼女のことが公けになることを好まず、ひそか

に離縁しようと決心した。 20彼がこのことを思

いめぐらしていたとき、主の使が夢に現れて言っ

た、「ダビデの子ヨセフよ、心配しないでマリヤ

を妻として迎えるがよい。その胎内に宿っている

ものは聖霊によるのである。 21彼女は男の子を

産むであろう。その名をイエスと名づけなさい。

彼は、おのれの民をそのもろもろの罪から救う者

となるからである」。 22すべてこれらのことが

起ったのは、主が預言者によって言われたことの

成就するためである。すなわち、 23「見よ、お

とめがみごもって男の子を産むであろう。その名

はインマヌエルと呼ばれるであろう」。これは、

「神われらと共にいます」という意味である。 24

ヨセフは眠りからさめた後に、主の使が命じたと

おりに、マリヤを妻に迎えた。 25しかし、子が

生れるまでは、彼女を知ることはなかった。そし

て、その子をイエスと名づけた。

2イエスがヘロデ王の代に、ユダヤのベツレヘ
ムでお生れになったとき、見よ、東からきた

博士たちがエルサレムに着いて言った、 2「ユダ

ヤ人の王としてお生れになったかたは、どこにお

られますか。わたしたちは東の方でその星を見た

ので、そのかたを拝みにきました」。 3ヘロデ王

はこのことを聞いて不安を感じた。エルサレムの

人々もみな、同様であった。 4そこで王は祭司長

たちと民の律法学者たちとを全部集めて、キリス

トはどこに生れるのかと、彼らに問いただした。

5彼らは王に言った、「それはユダヤのベツレヘ

ムです。預言者がこうしるしています、 6『ユダ

の地、ベツレヘムよ、おまえはユダの君たちの中

で、決して最も小さいものではない。おまえの中

からひとりの君が出て、わが民イスラエルの牧者

となるであろう』」。 7そこで、ヘロデはひそか

に博士たちを呼んで、星の現れた時について詳し

く聞き、 8彼らをベツレヘムにつかわして言った

、「行って、その幼な子のことを詳しく調べ、見

つかったらわたしに知らせてくれ。わたしも拝み

に行くから」。 9彼らは王の言うことを聞いて出

かけると、見よ、彼らが東方で見た星が、彼らよ

り先に進んで、幼な子のいる所まで行き、その上

にとどまった。 10彼らはその星を見て、非常な

喜びにあふれた。 11そして、家にはいって、母

マリヤのそばにいる幼な子に会い、ひれ伏して拝

み、また、宝の箱をあけて、黄金・乳香・没薬な

どの贈り物をささげた。 12そして、夢でヘロデ

のところに帰るなとのみ告げを受けたので、他の

道をとおって自分の国へ帰って行った。 13彼ら

が帰って行ったのち、見よ、主の使が夢でヨセフ

に現れて言った、「立って、幼な子とその母を連

れて、エジプトに逃げなさい。そして、あなたに

知らせるまで、そこにとどまっていなさい。ヘロ
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デが幼な子を捜し出して、殺そうとしている」。

14そこで、ヨセフは立って、夜の間に幼な子とそ

の母とを連れてエジプトへ行き、 15ヘロデが死

ぬまでそこにとどまっていた。それは、主が預言

者によって「エジプトからわが子を呼び出した」

と言われたことが、成就するためである。 16さ

て、ヘロデは博士たちにだまされたと知って、非

常に立腹した。そして人々をつかわし、博士たち

から確かめた時に基いて、ベツレヘムとその附近

の地方とにいる二歳以下の男の子を、ことごとく

殺した。 17こうして、預言者エレミヤによって

言われたことが、成就したのである。 18「叫び

泣く大いなる悲しみの声がラマで聞えた。ラケル

はその子らのためになげいた。子らがもはやいな

いので、慰められることさえ願わなかった」。 19

さて、ヘロデが死んだのち、見よ、主の使がエジ

プトにいるヨセフに夢で現れて言った、 20「立

って、幼な子とその母を連れて、イスラエルの地

に行け。幼な子の命をねらっていた人々は、死ん

でしまった」。 21そこでヨセフは立って、幼な

子とその母とを連れて、イスラエルの地に帰った

。 22しかし、アケラオがその父ヘロデに代って

ユダヤを治めていると聞いたので、そこへ行くこ

とを恐れた。そして夢でみ告げを受けたので、ガ

リラヤの地方に退き、 23ナザレという町に行っ

て住んだ。これは預言者たちによって、「彼はナ

ザレ人と呼ばれるであろう」と言われたことが、

成就するためである。

3そのころ、バプテスマのヨハネが現れ、ユダ
ヤの荒野で教を宣べて言った、 2「悔い改めよ

、天国は近づいた」。 3預言者イザヤによって、

「荒野で呼ばわる者の声がする、『主の道を備え

よ、その道筋をまっすぐにせよ』」と言われたの

は、この人のことである。 4このヨハネは、らく

だの毛ごろもを着物にし、腰に皮の帯をしめ、い

なごと野蜜とを食物としていた。 5すると、エル

サレムとユダヤ全土とヨルダン附近一帯の人々が

、ぞくぞくとヨハネのところに出てきて、 6自分

の罪を告白し、ヨルダン川でヨハネからバプテス

マを受けた。 7ヨハネは、パリサイ人やサドカイ

人が大ぜいバプテスマを受けようとしてきたのを

見て、彼らに言った、「まむしの子らよ、迫って

きている神の怒りから、おまえたちはのがれられ

ると、だれが教えたのか。 8だから、悔改めにふ

さわしい実を結べ。 9自分たちの父にはアブラハ

ムがあるなどと、心の中で思ってもみるな。おま

えたちに言っておく、神はこれらの石ころからで

も、アブラハムの子を起すことができるのだ。 10

斧がすでに木の根もとに置かれている。だから、

良い実を結ばない木はことごとく切られて、火の

中に投げ込まれるのだ。 11わたしは悔改めのた

めに、水でおまえたちにバプテスマを授けている

。しかし、わたしのあとから来る人はわたしより

も力のあるかたで、わたしはそのくつをぬがせて

あげる値うちもない。このかたは、聖霊と火とに

よっておまえたちにバプテスマをお授けになるで

あろう。 12また、箕を手に持って、打ち場の麦

をふるい分け、麦は倉に納め、からは消えない火

で焼き捨てるであろう」。 13そのときイエスは

、ガリラヤを出てヨルダン川に現れ、ヨハネのと

ころにきて、バプテスマを受けようとされた。 14

ところがヨハネは、それを思いとどまらせようと

して言った、「わたしこそあなたからバプテスマ

を受けるはずですのに、あなたがわたしのところ

においでになるのですか」。 15しかし、イエス

は答えて言われた、「今は受けさせてもらいたい

。このように、すべての正しいことを成就するの

は、われわれにふさわしいことである」。そこで

ヨハネはイエスの言われるとおりにした。 16イ

エスはバプテスマを受けるとすぐ、水から上がら

れた。すると、見よ、天が開け、神の御霊がはと

のように自分の上に下ってくるのを、ごらんにな

った。 17また天から声があって言った、「これ

はわたしの愛する子、わたしの心にかなう者であ

る」。

4さて、イエスは御霊によって荒野に導かれた
。悪魔に試みられるためである。 2そして、四

十日四十夜、断食をし、そののち空腹になられた

。 3すると試みる者がきて言った、「もしあなた

が神の子であるなら、これらの石がパンになるよ

うに命じてごらんなさい」。 4イエスは答えて言

われた、「『人はパンだけで生きるものではなく

、神の口から出る一つ一つの言で生きるものであ

る』と書いてある」。 5それから悪魔は、イエス

を聖なる都に連れて行き、宮の頂上に立たせて 6

言った、「もしあなたが神の子であるなら、下へ

飛びおりてごらんなさい。『神はあなたのために

御使たちにお命じになると、あなたの足が石に打
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ちつけられないように、彼らはあなたを手でささ

えるであろう』と書いてありますから」。 7イエ

スは彼に言われた、「『主なるあなたの神を試み

てはならない』とまた書いてある」。 8次に悪魔

は、イエスを非常に高い山に連れて行き、この世

のすべての国々とその栄華とを見せて 9言った、

「もしあなたが、ひれ伏してわたしを拝むなら、

これらのものを皆あなたにあげましょう」。 10

するとイエスは彼に言われた、「サタンよ、退け

。『主なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕え

よ』と書いてある」。 11そこで、悪魔はイエス

を離れ去り、そして、御使たちがみもとにきて仕

えた。 12さて、イエスはヨハネが捕えられたと

聞いて、ガリラヤへ退かれた。 13そしてナザレ

を去り、ゼブルンとナフタリとの地方にある海べ

の町カペナウムに行って住まわれた。 14これは

預言者イザヤによって言われた言が、成就するた

めである。 15「ゼブルンの地、ナフタリの地、

海に沿う地方、ヨルダンの向こうの地、異邦人の

ガリラヤ、 16暗黒の中に住んでいる民は大いな

る光を見、死の地、死の陰に住んでいる人々に、

光がのぼった」。 17この時からイエスは教を宣

べはじめて言われた、「悔い改めよ、天国は近づ

いた」。 18さて、イエスがガリラヤの海べを歩

いておられると、ふたりの兄弟、すなわち、ペテ

ロと呼ばれたシモンとその兄弟アンデレとが、海

に網を打っているのをごらんになった。彼らは漁

師であった。 19イエスは彼らに言われた、「わ

たしについてきなさい。あなたがたを、人間をと

る漁師にしてあげよう」。 20すると、彼らはす

ぐに網を捨てて、イエスに従った。 21そこから

進んで行かれると、ほかのふたりの兄弟、すなわ

ち、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネとが、

父ゼベダイと一緒に、舟の中で網を繕っているの

をごらんになった。そこで彼らをお招きになると

、 22すぐ舟と父とをおいて、イエスに従って行

った。 23イエスはガリラヤの全地を巡り歩いて

、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、民の中

のあらゆる病気、あらゆるわずらいをおいやしに

なった。 24そこで、その評判はシリヤ全地にひ

ろまり、人々があらゆる病にかかっている者、す

なわち、いろいろの病気と苦しみとに悩んでいる

者、悪霊につかれている者、てんかん、中風の者

などをイエスのところに連れてきたので、これら

の人々をおいやしになった。 25こうして、ガリ

ラヤ、デカポリス、エルサレム、ユダヤ及びヨル

ダンの向こうから、おびただしい群衆がきてイエ

スに従った。

5イエスはこの群衆を見て、山に登り、座につ
かれると、弟子たちがみもとに近寄ってきた

。 2そこで、イエスは口を開き、彼らに教えて言

われた。 3「こころの貧しい人たちは、さいわい

である、天国は彼らのものである。 4悲しんでい

る人たちは、さいわいである、彼らは慰められる

であろう。 5柔和な人たちは、さいわいである、

彼らは地を受けつぐであろう。 6義に飢えかわい

ている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足

りるようになるであろう。 7あわれみ深い人たち

は、さいわいである、彼らはあわれみを受けるで

あろう。 8心の清い人たちは、さいわいである、

彼らは神を見るであろう。 9平和をつくり出す人

たちは、さいわいである、彼らは神の子と呼ばれ

るであろう。 10義のために迫害されてきた人た

ちは、さいわいである、天国は彼らのものである

。 11わたしのために人々があなたがたをののし

り、また迫害し、あなたがたに対し偽って様々の

悪口を言う時には、あなたがたは、さいわいであ

る。 12喜び、よろこべ、天においてあなたがた

の受ける報いは大きい。あなたがたより前の預言

者たちも、同じように迫害されたのである。 13

あなたがたは、地の塩である。もし塩のききめが

なくなったら、何によってその味が取りもどされ

ようか。もはや、なんの役にも立たず、ただ外に

捨てられて、人々にふみつけられるだけである。

14あなたがたは、世の光である。山の上にある町

は隠れることができない。 15また、あかりをつ

けて、それを枡の下におく者はいない。むしろ燭

台の上において、家の中のすべてのものを照させ

るのである。 16そのように、あなたがたの光を

人々の前に輝かし、そして、人々があなたがたの

よいおこないを見て、天にいますあなたがたの父

をあがめるようにしなさい。 17わたしが律法や

預言者を廃するためにきた、と思ってはならない

。廃するためではなく、成就するためにきたので

ある。 18よく言っておく。天地が滅び行くまで

は、律法の一点、一画もすたることはなく、こと

ごとく全うされるのである。 19それだから、こ

れらの最も小さいいましめの一つでも破り、また

そうするように人に教えたりする者は、天国で最
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も小さい者と呼ばれるであろう。しかし、これを

おこないまたそう教える者は、天国で大いなる者

と呼ばれるであろう。 20わたしは言っておく。

あなたがたの義が律法学者やパリサイ人の義にま

さっていなければ、決して天国に、はいることは

できない。 21昔の人々に『殺すな。殺す者は裁

判を受けねばならない』と言われていたことは、

あなたがたの聞いているところである。 22しか

し、わたしはあなたがたに言う。兄弟に対して怒

る者は、だれでも裁判を受けねばならない。兄弟

にむかって愚か者と言う者は、議会に引きわたさ

れるであろう。また、ばか者と言う者は、地獄の

火に投げ込まれるであろう。 (Geenna g1067) 23だか

ら、祭壇に供え物をささげようとする場合、兄弟

が自分に対して何かうらみをいだいていることを

、そこで思い出したなら、 24その供え物を祭壇

の前に残しておき、まず行ってその兄弟と和解し

、それから帰ってきて、供え物をささげることに

しなさい。 25あなたを訴える者と一緒に道を行

く時には、その途中で早く仲直りをしなさい。そ

うしないと、その訴える者はあなたを裁判官にわ

たし、裁判官は下役にわたし、そして、あなたは

獄に入れられるであろう。 26よくあなたに言っ

ておく。最後の一コドラントを支払ってしまうま

では、決してそこから出てくることはできない。

27『姦淫するな』と言われていたことは、あなた

がたの聞いているところである。 28しかし、わ

たしはあなたがたに言う。だれでも、情欲をいだ

いて女を見る者は、心の中ですでに姦淫をしたの

である。 29もしあなたの右の目が罪を犯させる

なら、それを抜き出して捨てなさい。五体の一部

を失っても、全身が地獄に投げ入れられない方が

、あなたにとって益である。 (Geenna g1067) 30もし

あなたの右の手が罪を犯させるなら、それを切っ

て捨てなさい。五体の一部を失っても、全身が地

獄に落ち込まない方が、あなたにとって益である

。 (Geenna g1067) 31また『妻を出す者は離縁状を渡

せ』と言われている。 32しかし、わたしはあな

たがたに言う。だれでも、不品行以外の理由で自

分の妻を出す者は、姦淫を行わせるのである。ま

た出された女をめとる者も、姦淫を行うのである

。 33また昔の人々に『いつわり誓うな、誓った

ことは、すべて主に対して果せ』と言われていた

ことは、あなたがたの聞いているところである。

34しかし、わたしはあなたがたに言う。いっさい

誓ってはならない。天をさして誓うな。そこは神

の御座であるから。 35また地をさして誓うな。

そこは神の足台であるから。またエルサレムをさ

して誓うな。それは『大王の都』であるから。 36

また、自分の頭をさして誓うな。あなたは髪の毛

一すじさえ、白くも黒くもすることができない。

37あなたがたの言葉は、ただ、しかり、しかり、

否、否、であるべきだ。それ以上に出ることは、

悪から来るのである。 38『目には目を、歯には

歯を』と言われていたことは、あなたがたの聞い

ているところである。 39しかし、わたしはあな

たがたに言う。悪人に手向かうな。もし、だれか

があなたの右の頬を打つなら、ほかの頬をも向け

てやりなさい。 40あなたを訴えて、下着を取ろ

うとする者には、上着をも与えなさい。 41もし

、だれかが、あなたをしいて一マイル行かせよう

とするなら、その人と共に二マイル行きなさい。

42求める者には与え、借りようとする者を断るな

。 43『隣り人を愛し、敵を憎め』と言われてい

たことは、あなたがたの聞いているところである

。 44しかし、わたしはあなたがたに言う。敵を

愛し、迫害する者のために祈れ。 45こうして、

天にいますあなたがたの父の子となるためである

。天の父は、悪い者の上にも良い者の上にも、太

陽をのぼらせ、正しい者にも正しくない者にも、

雨を降らして下さるからである。 46あなたがた

が自分を愛する者を愛したからとて、なんの報い

があろうか。そのようなことは取税人でもするで

はないか。 47兄弟だけにあいさつをしたからと

て、なんのすぐれた事をしているだろうか。その

ようなことは異邦人でもしているではないか。 48

それだから、あなたがたの天の父が完全であられ

るように、あなたがたも完全な者となりなさい

。

6自分の義を、見られるために人の前で行わな
いように、注意しなさい。もし、そうしない

と、天にいますあなたがたの父から報いを受ける

ことがないであろう。 2だから、施しをする時に

は、偽善者たちが人にほめられるため会堂や町の

中でするように、自分の前でラッパを吹きならす

な。よく言っておくが、彼らはその報いを受けて

しまっている。 3あなたは施しをする場合、右の

手のしていることを左の手に知らせるな。 4それ

は、あなたのする施しが隠れているためである。
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すると、隠れた事を見ておられるあなたの父は、

報いてくださるであろう。 5また祈る時には、偽

善者たちのようにするな。彼らは人に見せようと

して、会堂や大通りのつじに立って祈ることを好

む。よく言っておくが、彼らはその報いを受けて

しまっている。 6あなたは祈る時、自分のへやに

はいり、戸を閉じて、隠れた所においでになるあ

なたの父に祈りなさい。すると、隠れた事を見て

おられるあなたの父は、報いてくださるであろう

。 7また、祈る場合、異邦人のように、くどくど

と祈るな。彼らは言葉かずが多ければ、聞きいれ

られるものと思っている。 8だから、彼らのまね

をするな。あなたがたの父なる神は、求めない先

から、あなたがたに必要なものはご存じなのであ

る。 9だから、あなたがたはこう祈りなさい、天

にいますわれらの父よ、御名があがめられますよ

うに。 10御国がきますように。みこころが天に

行われるとおり、地にも行われますように。 11

わたしたちの日ごとの食物を、きょうもお与えく

ださい。 12わたしたちに負債のある者をゆるし

ましたように、わたしたちの負債をもおゆるしく

ださい。 13わたしたちを試みに会わせないで、

悪しき者からお救いください。 14もしも、あな

たがたが、人々のあやまちをゆるすならば、あな

たがたの天の父も、あなたがたをゆるして下さる

であろう。 15もし人をゆるさないならば、あな

たがたの父も、あなたがたのあやまちをゆるして

下さらないであろう。 16また断食をする時には

、偽善者がするように、陰気な顔つきをするな。

彼らは断食をしていることを人に見せようとして

、自分の顔を見苦しくするのである。よく言って

おくが、彼らはその報いを受けてしまっている。

17あなたがたは断食をする時には、自分の頭に油

を塗り、顔を洗いなさい。 18それは断食をして

いることが人に知れないで、隠れた所においでに

なるあなたの父に知られるためである。すると、

隠れた事を見ておられるあなたの父は、報いて下

さるであろう。 19あなたがたは自分のために、

虫が食い、さびがつき、また、盗人らが押し入っ

て盗み出すような地上に、宝をたくわえてはなら

ない。 20むしろ自分のため、虫も食わず、さび

もつかず、また、盗人らが押し入って盗み出すこ

ともない天に、宝をたくわえなさい。 21あなた

の宝のある所には、心もあるからである。 22目

はからだのあかりである。だから、あなたの目が

澄んでおれば、全身も明るいだろう。 23しかし

、あなたの目が悪ければ、全身も暗いだろう。だ

から、もしあなたの内なる光が暗ければ、その暗

さは、どんなであろう。 24だれも、ふたりの主

人に兼ね仕えることはできない。一方を憎んで他

方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をうと

んじるからである。あなたがたは、神と富とに兼

ね仕えることはできない。 25それだから、あな

たがたに言っておく。何を食べようか、何を飲も

うかと、自分の命のことで思いわずらい、何を着

ようかと自分のからだのことで思いわずらうな。

命は食物にまさり、からだは着物にまさるではな

いか。 26空の鳥を見るがよい。まくことも、刈

ることもせず、倉に取りいれることもしない。そ

れだのに、あなたがたの天の父は彼らを養ってい

て下さる。あなたがたは彼らよりも、はるかにす

ぐれた者ではないか。 27あなたがたのうち、だ

れが思いわずらったからとて、自分の寿命をわず

かでも延ばすことができようか。 28また、なぜ

、着物のことで思いわずらうのか。野の花がどう

して育っているか、考えて見るがよい。働きもせ

ず、紡ぎもしない。 29しかし、あなたがたに言

うが、栄華をきわめた時のソロモンでさえ、この

花の一つほどにも着飾ってはいなかった。 30き

ょうは生えていて、あすは炉に投げ入れられる野

の草でさえ、神はこのように装って下さるのなら

、あなたがたに、それ以上よくしてくださらない

はずがあろうか。ああ、信仰の薄い者たちよ。 31

だから、何を食べようか、何を飲もうか、あるい

は何を着ようかと言って思いわずらうな。 32こ

れらのものはみな、異邦人が切に求めているもの

である。あなたがたの天の父は、これらのものが

、ことごとくあなたがたに必要であることをご存

じである。 33まず神の国と神の義とを求めなさ

い。そうすれば、これらのものは、すべて添えて

与えられるであろう。 34だから、あすのことを

思いわずらうな。あすのことは、あす自身が思い

わずらうであろう。一日の苦労は、その日一日だ

けで十分である。

7人をさばくな。自分がさばかれないためであ
る。 2あなたがたがさばくそのさばきで、自分

もさばかれ、あなたがたの量るそのはかりで、自

分にも量り与えられるであろう。 3なぜ、兄弟の

目にあるちりを見ながら、自分の目にある梁を認
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めないのか。 4自分の目には梁があるのに、どう

して兄弟にむかって、あなたの目からちりを取ら

せてください、と言えようか。 5偽善者よ、まず

自分の目から梁を取りのけるがよい。そうすれば

、はっきり見えるようになって、兄弟の目からち

りを取りのけることができるだろう。 6聖なるも

のを犬にやるな。また真珠を豚に投げてやるな。

恐らく彼らはそれらを足で踏みつけ、向きなおっ

てあなたがたにかみついてくるであろう。 7求め

よ、そうすれば、与えられるであろう。捜せ、そ

うすれば、見いだすであろう。門をたたけ、そう

すれば、あけてもらえるであろう。 8すべて求め

る者は得、捜す者は見いだし、門をたたく者はあ

けてもらえるからである。 9あなたがたのうちで

、自分の子がパンを求めるのに、石を与える者が

あろうか。 10魚を求めるのに、へびを与える者

があろうか。 11このように、あなたがたは悪い

者であっても、自分の子供には、良い贈り物をす

ることを知っているとすれば、天にいますあなた

がたの父はなおさら、求めてくる者に良いものを

下さらないことがあろうか。 12だから、何事で

も人々からしてほしいと望むことは、人々にもそ

のとおりにせよ。これが律法であり預言者である

。 13狭い門からはいれ。滅びにいたる門は大き

く、その道は広い。そして、そこからはいって行

く者が多い。 14命にいたる門は狭く、その道は

細い。そして、それを見いだす者が少ない。 15

にせ預言者を警戒せよ。彼らは、羊の衣を着てあ

なたがたのところに来るが、その内側は強欲なお

おかみである。 16あなたがたは、その実によっ

て彼らを見わけるであろう。茨からぶどうを、あ

ざみからいちじくを集める者があろうか。 17そ

のように、すべて良い木は良い実を結び、悪い木

は悪い実を結ぶ。 18良い木が悪い実をならせる

ことはないし、悪い木が良い実をならせることは

できない。 19良い実を結ばない木はことごとく

切られて、火の中に投げ込まれる。 20このよう

に、あなたがたはその実によって彼らを見わける

のである。 21わたしにむかって『主よ、主よ』

と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ

、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はい

るのである。 22その日には、多くの者が、わた

しにむかって『主よ、主よ、わたしたちはあなた

の名によって預言したではありませんか。また、

あなたの名によって悪霊を追い出し、あなたの名

によって多くの力あるわざを行ったではありませ

んか』と言うであろう。 23そのとき、わたしは

彼らにはっきり、こう言おう、『あなたがたを全

く知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ

』。 24それで、わたしのこれらの言葉を聞いて

行うものを、岩の上に自分の家を建てた賢い人に

比べることができよう。 25雨が降り、洪水が押

し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけても、倒れ

ることはない。岩を土台としているからである。

26また、わたしのこれらの言葉を聞いても行わな

い者を、砂の上に自分の家を建てた愚かな人に比

べることができよう。 27雨が降り、洪水が押し

寄せ、風が吹いてその家に打ちつけると、倒れて

しまう。そしてその倒れ方はひどいのである」。

28イエスがこれらの言を語り終えられると、群衆

はその教にひどく驚いた。 29それは律法学者た

ちのようにではなく、権威ある者のように、教え

られたからである。

8イエスが山をお降りになると、おびただしい
群衆がついてきた。 2すると、そのとき、ひと

りのらい病人がイエスのところにきて、ひれ伏し

て言った、「主よ、みこころでしたら、きよめて

いただけるのですが」。 3イエスは手を伸ばして

、彼にさわり、「そうしてあげよう、きよくなれ

」と言われた。すると、らい病は直ちにきよめら

れた。 4イエスは彼に言われた、「だれにも話さ

ないように、注意しなさい。ただ行って、自分の

からだを祭司に見せ、それから、モーセが命じた

供え物をささげて、人々に証明しなさい」。 5さ

て、イエスがカペナウムに帰ってこられたとき、

ある百卒長がみもとにきて訴えて言った、 6「主

よ、わたしの僕が中風でひどく苦しんで、家に寝

ています」。 7イエスは彼に、「わたしが行って

なおしてあげよう」と言われた。 8そこで百卒長

は答えて言った、「主よ、わたしの屋根の下にあ

なたをお入れする資格は、わたしにはございませ

ん。ただ、お言葉を下さい。そうすれば僕はなお

ります。 9わたしも権威の下にある者ですが、わ

たしの下にも兵卒がいまして、ひとりの者に『行

け』と言えば行き、ほかの者に『こい』と言えば

きますし、また、僕に『これをせよ』と言えば、

してくれるのです」。 10イエスはこれを聞いて

非常に感心され、ついてきた人々に言われた、「

よく聞きなさい。イスラエル人の中にも、これほ
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どの信仰を見たことがない。 11なお、あなたが

たに言うが、多くの人が東から西からきて、天国

で、アブラハム、イサク、ヤコブと共に宴会の席

につくが、 12この国の子らは外のやみに追い出

され、そこで泣き叫んだり、歯がみをしたりする

であろう」。 13それからイエスは百卒長に「行

け、あなたの信じたとおりになるように」と言わ

れた。すると、ちょうどその時に、僕はいやされ

た。 14それから、イエスはペテロの家にはいっ

て行かれ、そのしゅうとめが熱病で、床について

いるのをごらんになった。 15そこで、その手に

さわられると、熱が引いた。そして女は起きあが

ってイエスをもてなした。 16夕暮になると、人

々は悪霊につかれた者を大ぜい、みもとに連れて

きたので、イエスはみ言葉をもって霊どもを追い

出し、病人をことごとくおいやしになった。 17

これは、預言者イザヤによって「彼は、わたした

ちのわずらいを身に受け、わたしたちの病を負う

た」と言われた言葉が成就するためである。 18

イエスは、群衆が自分のまわりに群がっているの

を見て、向こう岸に行くようにと弟子たちにお命

じになった。 19するとひとりの律法学者が近づ

いてきて言った、「先生、あなたがおいでになる

所なら、どこへでも従ってまいります」。 20イ

エスはその人に言われた、「きつねには穴があり

、空の鳥には巣がある。しかし、人の子にはまく

らする所がない」。 21また弟子のひとりが言っ

た、「主よ、まず、父を葬りに行かせて下さい」

。 22イエスは彼に言われた、「わたしに従って

きなさい。そして、その死人を葬ることは、死人

に任せておくがよい」。 23それから、イエスが

舟に乗り込まれると、弟子たちも従った。 24す

ると突然、海上に激しい暴風が起って、舟は波に

のまれそうになった。ところが、イエスは眠って

おられた。 25そこで弟子たちはみそばに寄って

きてイエスを起し、「主よ、お助けください、わ

たしたちは死にそうです」と言った。 26すると

イエスは彼らに言われた、「なぜこわがるのか、

信仰の薄い者たちよ」。それから起きあがって、

風と海とをおしかりになると、大なぎになった。

27彼らは驚いて言った、「このかたはどういう人

なのだろう。風も海も従わせるとは」。 28それ

から、向こう岸、ガダラ人の地に着かれると、悪

霊につかれたふたりの者が、墓場から出てきてイ

エスに出会った。彼らは手に負えない乱暴者で、

だれもその辺の道を通ることができないほどであ

った。 29すると突然、彼らは叫んで言った、「

神の子よ、あなたはわたしどもとなんの係わりが

あるのです。まだその時ではないのに、ここにき

て、わたしどもを苦しめるのですか」。 30さて

、そこからはるか離れた所に、おびただしい豚の

群れが飼ってあった。 31悪霊どもはイエスに願

って言った、「もしわたしどもを追い出されるの

なら、あの豚の群れの中につかわして下さい」。

32そこで、イエスが「行け」と言われると、彼ら

は出て行って、豚の中へはいり込んだ。すると、

その群れ全体が、がけから海へなだれを打って駆

け下り、水の中で死んでしまった。 33飼う者た

ちは逃げて町に行き、悪霊につかれた者たちのこ

となど、いっさいを知らせた。 34すると、町中

の者がイエスに会いに出てきた。そして、イエス

に会うと、この地方から去ってくださるようにと

頼んだ。

9さて、イエスは舟に乗って海を渡り、自分の
町に帰られた。 2すると、人々が中風の者を床

の上に寝かせたままでみもとに運んできた。イエ

スは彼らの信仰を見て、中風の者に、「子よ、し

っかりしなさい。あなたの罪はゆるされたのだ」

と言われた。 3すると、ある律法学者たちが心の

中で言った、「この人は神を汚している」。 4イ

エスは彼らの考えを見抜いて、「なぜ、あなたが

たは心の中で悪いことを考えているのか。 5あな

たの罪はゆるされた、と言うのと、起きて歩け、

と言うのと、どちらがたやすいか。 6しかし、人

の子は地上で罪をゆるす権威をもっていることが

、あなたがたにわかるために」と言い、中風の者

にむかって、「起きよ、床を取りあげて家に帰れ

」と言われた。 7すると彼は起きあがり、家に帰

って行った。 8群衆はそれを見て恐れ、こんな大

きな権威を人にお与えになった神をあがめた。 9

さてイエスはそこから進んで行かれ、マタイとい

う人が収税所にすわっているのを見て、「わたし

に従ってきなさい」と言われた。すると彼は立ち

あがって、イエスに従った。 10それから、イエ

スが家で食事の席についておられた時のことであ

る。多くの取税人や罪人たちがきて、イエスや弟

子たちと共にその席に着いていた。 11パリサイ

人たちはこれを見て、弟子たちに言った、「なぜ

、あなたがたの先生は、取税人や罪人などと食事
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を共にするのか」。 12イエスはこれを聞いて言

われた、「丈夫な人には医者はいらない。いるの

は病人である。 13『わたしが好むのは、あわれ

みであって、いけにえではない』とはどういう意

味か、学んできなさい。わたしがきたのは、義人

を招くためではなく、罪人を招くためである」。

14そのとき、ヨハネの弟子たちがイエスのところ

にきて言った、「わたしたちとパリサイ人たちと

が断食をしているのに、あなたの弟子たちは、な

ぜ断食をしないのですか」。 15するとイエスは

言われた、「婚礼の客は、花婿が一緒にいる間は

、悲しんでおられようか。しかし、花婿が奪い去

られる日が来る。その時には断食をするであろう

。 16だれも、真新しい布ぎれで、古い着物につ

ぎを当てはしない。そのつぎきれは着物を引き破

り、そして、破れがもっとひどくなるから。 17

だれも、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしな

い。もしそんなことをしたら、その皮袋は張り裂

け、酒は流れ出るし、皮袋もむだになる。だから

、新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れるべきであ

る。そうすれば両方とも長もちがするであろう」

。 18これらのことを彼らに話しておられると、

そこにひとりの会堂司がきて、イエスを拝して言

った、「わたしの娘がただ今死にました。しかし

おいでになって手をその上においてやって下さい

。そうしたら、娘は生き返るでしょう」。 19そ

こで、イエスが立って彼について行かれると、弟

子たちも一緒に行った。 20するとそのとき、十

二年間も長血をわずらっている女が近寄ってきて

、イエスのうしろからみ衣のふさにさわった。 21

み衣にさわりさえすれば、なおしていただけるだ

ろう、と心の中で思っていたからである。 22イ

エスは振り向いて、この女を見て言われた、「娘

よ、しっかりしなさい。あなたの信仰があなたを

救ったのです」。するとこの女はその時に、いや

された。 23それからイエスは司の家に着き、笛

吹きどもや騒いでいる群衆を見て言われた。 24

「あちらへ行っていなさい。少女は死んだのでは

ない。眠っているだけである」。すると人々はイ

エスをあざ笑った。 25しかし、群衆を外へ出し

たのち、イエスは内へはいって、少女の手をお取

りになると、少女は起きあがった。 26そして、

そのうわさがこの地方全体にひろまった。 27そ

こから進んで行かれると、ふたりの盲人が、「ダ

ビデの子よ、わたしたちをあわれんで下さい」と

叫びながら、イエスについてきた。 28そしてイ

エスが家にはいられると、盲人たちがみもとにき

たので、彼らに「わたしにそれができると信じる

か」と言われた。彼らは言った、「主よ、信じま

す」。 29そこで、イエスは彼らの目にさわって

言われた、「あなたがたの信仰どおり、あなたが

たの身になるように」。 30すると彼らの目が開

かれた。イエスは彼らをきびしく戒めて言われた

、「だれにも知れないように気をつけなさい」。

31しかし、彼らは出て行って、その地方全体にイ

エスのことを言いひろめた。 32彼らが出て行く

と、人々は悪霊につかれたおしをイエスのところ

に連れてきた。 33すると、悪霊は追い出されて

、おしが物を言うようになった。群衆は驚いて、

「このようなことがイスラエルの中で見られたこ

とは、これまで一度もなかった」と言った。 34

しかし、パリサイ人たちは言った、「彼は、悪霊

どものかしらによって悪霊どもを追い出している

のだ」。 35イエスは、すべての町々村々を巡り

歩いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、

あらゆる病気、あらゆるわずらいをおいやしにな

った。 36また群衆が飼う者のない羊のように弱

り果てて、倒れているのをごらんになって、彼ら

を深くあわれまれた。 37そして弟子たちに言わ

れた、「収穫は多いが、働き人が少ない。 38だ

から、収穫の主に願って、その収穫のために働き

人を送り出すようにしてもらいなさい」。

10そこで、イエスは十二弟子を呼び寄せて、汚
れた霊を追い出し、あらゆる病気、あらゆる

わずらいをいやす権威をお授けになった。 2十二

使徒の名は、次のとおりである。まずペテロと呼

ばれたシモンとその兄弟アンデレ、それからゼベ

ダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネ、 3ピリポとバ

ルトロマイ、トマスと取税人マタイ、アルパヨの

子ヤコブとタダイ、 4熱心党のシモンとイスカリ

オテのユダ。このユダはイエスを裏切った者であ

る。 5イエスはこの十二人をつかわすに当り、彼

らに命じて言われた、「異邦人の道に行くな。ま

たサマリヤ人の町にはいるな。 6むしろ、イスラ

エルの家の失われた羊のところに行け。 7行って

、『天国が近づいた』と宣べ伝えよ。 8病人をい

やし、死人をよみがえらせ、らい病人をきよめ、

悪霊を追い出せ。ただで受けたのだから、ただで

与えるがよい。 9財布の中に金、銀または銭を入
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れて行くな。 10旅行のための袋も、二枚の下着

も、くつも、つえも持って行くな。働き人がその

食物を得るのは当然である。 11どの町、どの村

にはいっても、その中でだれがふさわしい人か、

たずね出して、立ち去るまではその人のところに

とどまっておれ。 12その家にはいったなら、平

安を祈ってあげなさい。 13もし平安を受けるに

ふさわしい家であれば、あなたがたの祈る平安は

その家に来るであろう。もしふさわしくなければ

、その平安はあなたがたに帰って来るであろう。

14もしあなたがたを迎えもせず、またあなたがた

の言葉を聞きもしない人があれば、その家や町を

立ち去る時に、足のちりを払い落しなさい。 15

あなたがたによく言っておく。さばきの日には、

ソドム、ゴモラの地の方が、その町よりは耐えや

すいであろう。 16わたしがあなたがたをつかわ

すのは、羊をおおかみの中に送るようなものであ

る。だから、へびのように賢く、はとのように素

直であれ。 17人々に注意しなさい。彼らはあな

たがたを衆議所に引き渡し、会堂でむち打つであ

ろう。 18またあなたがたは、わたしのために長

官たちや王たちの前に引き出されるであろう。そ

れは、彼らと異邦人とに対してあかしをするため

である。 19彼らがあなたがたを引き渡したとき

、何をどう言おうかと心配しないがよい。言うべ

きことは、その時に授けられるからである。 20

語る者は、あなたがたではなく、あなたがたの中

にあって語る父の霊である。 21兄弟は兄弟を、

父は子を殺すために渡し、また子は親に逆らって

立ち、彼らを殺させるであろう。 22またあなた

がたは、わたしの名のゆえにすべての人に憎まれ

るであろう。しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救わ

れる。 23一つの町で迫害されたなら、他の町へ

逃げなさい。よく言っておく。あなたがたがイス

ラエルの町々を回り終らないうちに、人の子は来

るであろう。 24弟子はその師以上のものではな

く、僕はその主人以上の者ではない。 25弟子が

その師のようであり、僕がその主人のようであれ

ば、それで十分である。もし家の主人がベルゼブ

ルと言われるならば、その家の者どもはなおさら

、どんなにか悪く言われることであろう。 26だ

から彼らを恐れるな。おおわれたもので、現れて

こないものはなく、隠れているもので、知られて

こないものはない。 27わたしが暗やみであなた

がたに話すことを、明るみで言え。耳にささやか

れたことを、屋根の上で言いひろめよ。 28また

、からだを殺しても、魂を殺すことのできない者

どもを恐れるな。むしろ、からだも魂も地獄で滅

ぼす力のあるかたを恐れなさい。 (Geenna g1067) 29

二羽のすずめは一アサリオンで売られているでは

ないか。しかもあなたがたの父の許しがなければ

、その一羽も地に落ちることはない。 30またあ

なたがたの頭の毛までも、みな数えられている。

31それだから、恐れることはない。あなたがたは

多くのすずめよりも、まさった者である。 32だ

から人の前でわたしを受けいれる者を、わたしも

また、天にいますわたしの父の前で受けいれるで

あろう。 33しかし、人の前でわたしを拒む者を

、わたしも天にいますわたしの父の前で拒むであ

ろう。 34地上に平和をもたらすために、わたし

がきたと思うな。平和ではなく、つるぎを投げ込

むためにきたのである。 35わたしがきたのは、

人をその父と、娘をその母と、嫁をそのしゅうと

めと仲たがいさせるためである。 36そして家の

者が、その人の敵となるであろう。 37わたしよ

りも父または母を愛する者は、わたしにふさわし

くない。わたしよりもむすこや娘を愛する者は、

わたしにふさわしくない。 38また自分の十字架

をとってわたしに従ってこない者はわたしにふさ

わしくない。 39自分の命を得ている者はそれを

失い、わたしのために自分の命を失っている者は

、それを得るであろう。 40あなたがたを受けい

れる者は、わたしを受けいれるのである。わたし

を受けいれる者は、わたしをおつかわしになった

かたを受けいれるのである。 41預言者の名のゆ

えに預言者を受けいれる者は、預言者の報いを受

け、義人の名のゆえに義人を受けいれる者は、義

人の報いを受けるであろう。 42わたしの弟子で

あるという名のゆえに、この小さい者のひとりに

冷たい水一杯でも飲ませてくれる者は、よく言っ

ておくが、決してその報いからもれることはない

」。

11イエスは十二弟子にこのように命じ終えてか
ら、町々で教えまた宣べ伝えるために、そこ

を立ち去られた。 2さて、ヨハネは獄中でキリス

トのみわざについて伝え聞き、自分の弟子たちを

つかわして、 3イエスに言わせた、「『きたるべ

きかた』はあなたなのですか。それとも、ほかに

だれかを待つべきでしょうか」。 4イエスは答え
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て言われた、「行って、あなたがたが見聞きして

いることをヨハネに報告しなさい。 5盲人は見え

、足なえは歩き、らい病人はきよまり、耳しいは

聞え、死人は生きかえり、貧しい人々は福音を聞

かされている。 6わたしにつまずかない者は、さ

いわいである」。 7彼らが帰ってしまうと、イエ

スはヨハネのことを群衆に語りはじめられた、「

あなたがたは、何を見に荒野に出てきたのか。風

に揺らぐ葦であるか。 8では、何を見に出てきた

のか。柔らかい着物をまとった人か。柔らかい着

物をまとった人々なら、王の家にいる。 9では、

なんのために出てきたのか。預言者を見るためか

。そうだ、あなたがたに言うが、預言者以上の者

である。 10『見よ、わたしは使をあなたの先に

つかわし、あなたの前に、道を整えさせるであろ

う』と書いてあるのは、この人のことである。 11

あなたがたによく言っておく。女の産んだ者の中

で、バプテスマのヨハネより大きい人物は起らな

かった。しかし、天国で最も小さい者も、彼より

は大きい。 12バプテスマのヨハネの時から今に

至るまで、天国は激しく襲われている。そして激

しく襲う者たちがそれを奪い取っている。 13す

べての預言者と律法とが預言したのは、ヨハネの

時までである。 14そして、もしあなたがたが受

けいれることを望めば、この人こそは、きたるべ

きエリヤなのである。 15耳のある者は聞くがよ

い。 16今の時代を何に比べようか。それは子供

たちが広場にすわって、ほかの子供たちに呼びか

け、 17『わたしたちが笛を吹いたのに、あなた

たちは踊ってくれなかった。弔いの歌を歌ったの

に、胸を打ってくれなかった』と言うのに似てい

る。 18なぜなら、ヨハネがきて、食べることも

、飲むこともしないと、あれは悪霊につかれてい

るのだ、と言い、 19また人の子がきて、食べた

り飲んだりしていると、見よ、あれは食をむさぼ

る者、大酒を飲む者、また取税人、罪人の仲間だ

、と言う。しかし、知恵の正しいことは、その働

きが証明する」。 20それからイエスは、数々の

力あるわざがなされたのに、悔い改めることをし

なかった町々を、責めはじめられた。 21「わざ

わいだ、コラジンよ。わざわいだ、ベツサイダよ

。おまえたちのうちでなされた力あるわざが、も

しツロとシドンでなされたなら、彼らはとうの昔

に、荒布をまとい灰をかぶって、悔い改めたであ

ろう。 22しかし、おまえたちに言っておく。さ

ばきの日には、ツロとシドンの方がおまえたちよ

りも、耐えやすいであろう。 23ああ、カペナウ

ムよ、おまえは天にまで上げられようとでもいう

のか。黄泉にまで落されるであろう。おまえの中

でなされた力あるわざが、もしソドムでなされた

なら、その町は今日までも残っていたであろう。

(Hadēs g86) 24しかし、あなたがたに言う。さばきの

日には、ソドムの地の方がおまえよりは耐えやす

いであろう」。 25そのときイエスは声をあげて

言われた、「天地の主なる父よ。あなたをほめた

たえます。これらの事を知恵のある者や賢い者に

隠して、幼な子にあらわしてくださいました。 26

父よ、これはまことにみこころにかなった事でし

た。 27すべての事は父からわたしに任せられて

います。そして、子を知る者は父のほかにはなく

、父を知る者は、子と、父をあらわそうとして子

が選んだ者とのほかに、だれもありません。 28

すべて重荷を負うて苦労している者は、わたしの

もとにきなさい。あなたがたを休ませてあげよう

。 29わたしは柔和で心のへりくだった者である

から、わたしのくびきを負うて、わたしに学びな

さい。そうすれば、あなたがたの魂に休みが与え

られるであろう。 30わたしのくびきは負いやす

く、わたしの荷は軽いからである」。

12そのころ、ある安息日に、イエスは麦畑の中
を通られた。すると弟子たちは、空腹であっ

たので、穂を摘んで食べはじめた。 2パリサイ人

たちがこれを見て、イエスに言った、「ごらんな

さい、あなたの弟子たちが、安息日にしてはなら

ないことをしています」。 3そこでイエスは彼ら

に言われた、「あなたがたは、ダビデとその供の

者たちとが飢えたとき、ダビデが何をしたか読ん

だことがないのか。 4すなわち、神の家にはいっ

て、祭司たちのほか、自分も供の者たちも食べて

はならぬ供えのパンを食べたのである。 5また、

安息日に宮仕えをしている祭司たちは安息日を破

っても罪にはならないことを、律法で読んだこと

がないのか。 6あなたがたに言っておく。宮より

も大いなる者がここにいる。 7『わたしが好むの

は、あわれみであって、いけにえではない』とは

どういう意味か知っていたなら、あなたがたは罪

のない者をとがめなかったであろう。 8人の子は

安息日の主である」。 9イエスはそこを去って、

彼らの会堂にはいられた。 10すると、そのとき
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、片手のなえた人がいた。人々はイエスを訴えよ

うと思って、「安息日に人をいやしても、さしつ

かえないか」と尋ねた。 11イエスは彼らに言わ

れた、「あなたがたのうちに、一匹の羊を持って

いる人があるとして、もしそれが安息日に穴に落

ちこんだなら、手をかけて引き上げてやらないだ

ろうか。 12人は羊よりも、はるかにすぐれてい

るではないか。だから、安息日に良いことをする

のは、正しいことである」。 13そしてイエスは

その人に、「手を伸ばしなさい」と言われた。そ

こで手を伸ばすと、ほかの手のように良くなった

。 14パリサイ人たちは出て行って、なんとかし

てイエスを殺そうと相談した。 15イエスはこれ

を知って、そこを去って行かれた。ところが多く

の人々がついてきたので、彼らを皆いやし、 16

そして自分のことを人々にあらわさないようにと

、彼らを戒められた。 17これは預言者イザヤの

言った言葉が、成就するためである、 18「見よ

、わたしが選んだ僕、わたしの心にかなう、愛す

る者。わたしは彼にわたしの霊を授け、そして彼

は正義を異邦人に宣べ伝えるであろう。 19彼は

争わず、叫ばず、またその声を大路で聞く者はな

い。 20彼が正義に勝ちを得させる時まで、いた

められた葦を折ることがなく、煙っている燈心を

消すこともない。 21異邦人は彼の名に望みを置

くであろう」。 22そのとき、人々が悪霊につか

れた盲人のおしを連れてきたので、イエスは彼を

いやして、物を言い、また目が見えるようにされ

た。 23すると群衆はみな驚いて言った、「この

人が、あるいはダビデの子ではあるまいか」。 24

しかし、パリサイ人たちは、これを聞いて言った

、「この人が悪霊を追い出しているのは、まった

く悪霊のかしらベルゼブルによるのだ」。 25イ

エスは彼らの思いを見抜いて言われた、「おおよ

そ、内部で分れ争う国は自滅し、内わで分れ争う

町や家は立ち行かない。 26もしサタンがサタン

を追い出すならば、それは内わで分れ争うことに

なる。それでは、その国はどうして立ち行けよう

。 27もしわたしがベルゼブルによって悪霊を追

い出すとすれば、あなたがたの仲間はだれによっ

て追い出すのであろうか。だから、彼らがあなた

がたをさばく者となるであろう。 28しかし、わ

たしが神の霊によって悪霊を追い出しているのな

ら、神の国はすでにあなたがたのところにきたの

である。 29まただれでも、まず強い人を縛りあ

げなければ、どうして、その人の家に押し入って

家財を奪い取ることができようか。縛ってから、

はじめてその家を掠奪することができる。 30わ

たしの味方でない者は、わたしに反対するもので

あり、わたしと共に集めない者は、散らすもので

ある。 31だから、あなたがたに言っておく。人

には、その犯すすべての罪も神を汚す言葉も、ゆ

るされる。しかし、聖霊を汚す言葉は、ゆるされ

ることはない。 32また人の子に対して言い逆ら

う者は、ゆるされるであろう。しかし、聖霊に対

して言い逆らう者は、この世でも、きたるべき世

でも、ゆるされることはない。 (aiōn g165) 33木が良

ければ、その実も良いとし、木が悪ければ、その

実も悪いとせよ。木はその実でわかるからである

。 34まむしの子らよ。あなたがたは悪い者であ

るのに、どうして良いことを語ることができよう

か。おおよそ、心からあふれることを、口が語る

ものである。 35善人はよい倉から良い物を取り

出し、悪人は悪い倉から悪い物を取り出す。 36

あなたがたに言うが、審判の日には、人はその語

る無益な言葉に対して、言い開きをしなければな

らないであろう。 37あなたは、自分の言葉によ

って正しいとされ、また自分の言葉によって罪あ

りとされるからである」。 38そのとき、律法学

者、パリサイ人のうちのある人々がイエスにむか

って言った、「先生、わたしたちはあなたから、

しるしを見せていただきとうございます」。 39

すると、彼らに答えて言われた、「邪悪で不義な

時代は、しるしを求める。しかし、預言者ヨナの

しるしのほかには、なんのしるしも与えられない

であろう。 40すなわち、ヨナが三日三晩、大魚

の腹の中にいたように、人の子も三日三晩、地の

中にいるであろう。 41ニネベの人々が、今の時

代の人々と共にさばきの場に立って、彼らを罪に

定めるであろう。なぜなら、ニネベの人々はヨナ

の宣教によって悔い改めたからである。しかし見

よ、ヨナにまさる者がここにいる。 42南の女王

が、今の時代の人々と共にさばきの場に立って、

彼らを罪に定めるであろう。なぜなら、彼女はソ

ロモンの知恵を聞くために地の果から、はるばる

きたからである。しかし見よ、ソロモンにまさる

者がここにいる。 43汚れた霊が人から出ると、

休み場を求めて水の無い所を歩きまわるが、見つ

からない。 44そこで、出てきた元の家に帰ろう

と言って帰って見ると、その家はあいていて、そ
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うじがしてある上、飾りつけがしてあった。 45

そこでまた出て行って、自分以上に悪い他の七つ

の霊を一緒に引き連れてきて中にはいり、そこに

住み込む。そうすると、その人ののちの状態は初

めよりももっと悪くなるのである。よこしまな今

の時代も、このようになるであろう」。 46イエ

スがまだ群衆に話しておられるとき、その母と兄

弟たちとが、イエスに話そうと思って外に立って

いた。 47それで、ある人がイエスに言った、「

ごらんなさい。あなたの母上と兄弟がたが、あな

たに話そうと思って、外に立っておられます」。

48イエスは知らせてくれた者に答えて言われた、

「わたしの母とは、だれのことか。わたしの兄弟

とは、だれのことか」。 49そして、弟子たちの

方に手をさし伸べて言われた、「ごらんなさい。

ここにわたしの母、わたしの兄弟がいる。 50天

にいますわたしの父のみこころを行う者はだれで

も、わたしの兄弟、また姉妹、また母なのである

」。

13その日、イエスは家を出て、海べにすわって
おられた。 2ところが、大ぜいの群衆がみも

とに集まったので、イエスは舟に乗ってすわられ

、群衆はみな岸に立っていた。 3イエスは譬で多

くの事を語り、こう言われた、「見よ、種まきが

種をまきに出て行った。 4まいているうちに、道

ばたに落ちた種があった。すると、鳥がきて食べ

てしまった。 5ほかの種は土の薄い石地に落ちた

。そこは土が深くないので、すぐ芽を出したが、

6日が上ると焼けて、根がないために枯れてしま

った。 7ほかの種はいばらの地に落ちた。すると

、いばらが伸びて、ふさいでしまった。 8ほかの

種は良い地に落ちて実を結び、あるものは百倍、

あるものは六十倍、あるものは三十倍にもなった

。 9耳のある者は聞くがよい」。 10それから、

弟子たちがイエスに近寄ってきて言った、「なぜ

、彼らに譬でお話しになるのですか」。 11そこ

でイエスは答えて言われた、「あなたがたには、

天国の奥義を知ることが許されているが、彼らに

は許されていない。 12おおよそ、持っている人

は与えられて、いよいよ豊かになるが、持ってい

ない人は、持っているものまでも取り上げられる

であろう。 13だから、彼らには譬で語るのであ

る。それは彼らが、見ても見ず、聞いても聞かず

、また悟らないからである。 14こうしてイザヤ

の言った預言が、彼らの上に成就したのである。

『あなたがたは聞くには聞くが、決して悟らない

。見るには見るが、決して認めない。 15この民

の心は鈍くなり、その耳は聞えにくく、その目は

閉じている。それは、彼らが目で見ず、耳で聞か

ず、心で悟らず、悔い改めていやされることがな

いためである』。 16しかし、あなたがたの目は

見ており、耳は聞いているから、さいわいである

。 17あなたがたによく言っておく。多くの預言

者や義人は、あなたがたの見ていることを見よう

と熱心に願ったが、見ることができず、またあな

たがたの聞いていることを聞こうとしたが、聞け

なかったのである。 18そこで、種まきの譬を聞

きなさい。 19だれでも御国の言を聞いて悟らな

いならば、悪い者がきて、その人の心にまかれた

ものを奪いとって行く。道ばたにまかれたものと

いうのは、そういう人のことである。 20石地に

まかれたものというのは、御言を聞くと、すぐに

喜んで受ける人のことである。 21その中に根が

ないので、しばらく続くだけであって、御言のた

めに困難や迫害が起ってくると、すぐつまずいて

しまう。 22また、いばらの中にまかれたものと

は、御言を聞くが、世の心づかいと富の惑わしと

が御言をふさぐので、実を結ばなくなる人のこと

である。 (aiōn g165) 23また、良い地にまかれたもの

とは、御言を聞いて悟る人のことであって、そう

いう人が実を結び、百倍、あるいは六十倍、ある

いは三十倍にもなるのである」。 24また、ほか

の譬を彼らに示して言われた、「天国は、良い種

を自分の畑にまいておいた人のようなものである

。 25人々が眠っている間に敵がきて、麦の中に

毒麦をまいて立ち去った。 26芽がはえ出て実を

結ぶと、同時に毒麦もあらわれてきた。 27僕た

ちがきて、家の主人に言った、『ご主人様、畑に

おまきになったのは、良い種ではありませんでし

たか。どうして毒麦がはえてきたのですか』。 28

主人は言った、『それは敵のしわざだ』。すると

僕たちが言った『では行って、それを抜き集めま

しょうか』。 29彼は言った、『いや、毒麦を集

めようとして、麦も一緒に抜くかも知れない。 30

収穫まで、両方とも育つままにしておけ。収穫の

時になったら、刈る者に、まず毒麦を集めて束に

して焼き、麦の方は集めて倉に入れてくれ、と言

いつけよう』」。 31また、ほかの譬を彼らに示

して言われた、「天国は、一粒のからし種のよう
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なものである。ある人がそれをとって畑にまくと

、 32それはどんな種よりも小さいが、成長する

と、野菜の中でいちばん大きくなり、空の鳥がき

て、その枝に宿るほどの木になる」。 33またほ

かの譬を彼らに語られた、「天国は、パン種のよ

うなものである。女がそれを取って三斗の粉の中

に混ぜると、全体がふくらんでくる」。 34イエ

スはこれらのことをすべて、譬で群衆に語られた

。譬によらないでは何事も彼らに語られなかった

。 35これは預言者によって言われたことが、成

就するためである、「わたしは口を開いて譬を語

り、世の初めから隠されていることを語り出そう

」。 36それからイエスは、群衆をあとに残して

家にはいられた。すると弟子たちは、みもとにき

て言った、「畑の毒麦の譬を説明してください」

。 37イエスは答えて言われた、「良い種をまく

者は、人の子である。 38畑は世界である。良い

種と言うのは御国の子たちで、毒麦は悪い者の子

たちである。 39それをまいた敵は悪魔である。

収穫とは世の終りのことで、刈る者は御使たちで

ある。 (aiōn g165) 40だから、毒麦が集められて火で

焼かれるように、世の終りにもそのとおりになる

であろう。 (aiōn g165) 41人の子はその使たちをつか

わし、つまずきとなるものと不法を行う者とを、

ことごとく御国からとり集めて、 42炉の火に投

げ入れさせるであろう。そこでは泣き叫んだり、

歯がみをしたりするであろう。 43そのとき、義

人たちは彼らの父の御国で、太陽のように輝きわ

たるであろう。耳のある者は聞くがよい。 44天

国は、畑に隠してある宝のようなものである。人

がそれを見つけると隠しておき、喜びのあまり、

行って持ち物をみな売りはらい、そしてその畑を

買うのである。 45また天国は、良い真珠を捜し

ている商人のようなものである。 46高価な真珠

一個を見いだすと、行って持ち物をみな売りはら

い、そしてこれを買うのである。 47また天国は

、海におろして、あらゆる種類の魚を囲みいれる

網のようなものである。 48それがいっぱいにな

ると岸に引き上げ、そしてすわって、良いのを器

に入れ、悪いのを外へ捨てるのである。 49世の

終りにも、そのとおりになるであろう。すなわち

、御使たちがきて、義人のうちから悪人をえり分

け、 (aiōn g165) 50そして炉の火に投げこむであろう

。そこでは泣き叫んだり、歯がみをしたりするで

あろう。 51あなたがたは、これらのことが皆わ

かったか」。彼らは「わかりました」と答えた。

52そこで、イエスは彼らに言われた、「それだか

ら、天国のことを学んだ学者は、新しいものと古

いものとを、その倉から取り出す一家の主人のよ

うなものである」。 53イエスはこれらの譬を語

り終えてから、そこを立ち去られた。 54そして

郷里に行き、会堂で人々を教えられたところ、彼

らは驚いて言った、「この人は、この知恵とこれ

らの力あるわざとを、どこで習ってきたのか。 55

この人は大工の子ではないか。母はマリヤといい

、兄弟たちは、ヤコブ、ヨセフ、シモン、ユダで

はないか。 56またその姉妹たちもみな、わたし

たちと一緒にいるではないか。こんな数々のこと

を、いったい、どこで習ってきたのか」。 57こ

うして人々はイエスにつまずいた。しかし、イエ

スは言われた、「預言者は、自分の郷里や自分の

家以外では、どこででも敬われないことはない」

。 58そして彼らの不信仰のゆえに、そこでは力

あるわざを、あまりなさらなかった。

14そのころ、領主ヘロデはイエスのうわさを聞
いて、 2家来に言った、「あれはバプテスマ

のヨハネだ。死人の中からよみがえったのだ。そ

れで、あのような力が彼のうちに働いているのだ

」。 3というのは、ヘロデは先に、自分の兄弟ピ

リポの妻ヘロデヤのことで、ヨハネを捕えて縛り

、獄に入れていた。 4すなわち、ヨハネはヘロデ

に、「その女をめとるのは、よろしくない」と言

ったからである。 5そこでヘロデはヨハネを殺そ

うと思ったが、群衆を恐れた。彼らがヨハネを預

言者と認めていたからである。 6さてヘロデの誕

生日の祝に、ヘロデヤの娘がその席上で舞をまい

、ヘロデを喜ばせたので、 7彼女の願うものは、

なんでも与えようと、彼は誓って約束までした。

8すると彼女は母にそそのかされて、「バプテス

マのヨハネの首を盆に載せて、ここに持ってきて

いただきとうございます」と言った。 9王は困っ

たが、いったん誓ったのと、また列座の人たちの

手前、それを与えるように命じ、 10人をつかわ

して、獄中でヨハネの首を切らせた。 11その首

は盆に載せて運ばれ、少女にわたされ、少女はそ

れを母のところに持って行った。 12それから、

ヨハネの弟子たちがきて、死体を引き取って葬っ

た。そして、イエスのところに行って報告した。

13イエスはこのことを聞くと、舟に乗ってそこを
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去り、自分ひとりで寂しい所へ行かれた。しかし

、群衆はそれと聞いて、町々から徒歩であとを追

ってきた。 14イエスは舟から上がって、大ぜい

の群衆をごらんになり、彼らを深くあわれんで、

そのうちの病人たちをおいやしになった。 15夕

方になったので、弟子たちがイエスのもとにきて

言った、「ここは寂しい所でもあり、もう時もお

そくなりました。群衆を解散させ、めいめいで食

物を買いに、村々へ行かせてください」。 16す

るとイエスは言われた、「彼らが出かけて行くに

は及ばない。あなたがたの手で食物をやりなさい

」。 17弟子たちは言った、「わたしたちはここ

に、パン五つと魚二ひきしか持っていません」。

18イエスは言われた、「それをここに持ってきな

さい」。 19そして群衆に命じて、草の上にすわ

らせ、五つのパンと二ひきの魚とを手に取り、天

を仰いでそれを祝福し、パンをさいて弟子たちに

渡された。弟子たちはそれを群衆に与えた。 20

みんなの者は食べて満腹した。パンくずの残りを

集めると、十二のかごにいっぱいになった。 21

食べた者は、女と子供とを除いて、おおよそ五千

人であった。 22それからすぐ、イエスは群衆を

解散させておられる間に、しいて弟子たちを舟に

乗り込ませ、向こう岸へ先におやりになった。 23

そして群衆を解散させてから、祈るためひそかに

山へ登られた。夕方になっても、ただひとりそこ

におられた。 24ところが舟は、もうすでに陸か

ら数丁も離れており、逆風が吹いていたために、

波に悩まされていた。 25イエスは夜明けの四時

ごろ、海の上を歩いて彼らの方へ行かれた。 26

弟子たちは、イエスが海の上を歩いておられるの

を見て、幽霊だと言っておじ惑い、恐怖のあまり

叫び声をあげた。 27しかし、イエスはすぐに彼

らに声をかけて、「しっかりするのだ、わたしで

ある。恐れることはない」と言われた。 28する

とペテロが答えて言った、「主よ、あなたでした

か。では、わたしに命じて、水の上を渡ってみも

とに行かせてください」。 29イエスは、「おい

でなさい」と言われたので、ペテロは舟からおり

、水の上を歩いてイエスのところへ行った。 30

しかし、風を見て恐ろしくなり、そしておぼれか

けたので、彼は叫んで、「主よ、お助けください

」と言った。 31イエスはすぐに手を伸ばし、彼

をつかまえて言われた、「信仰の薄い者よ、なぜ

疑ったのか」。 32ふたりが舟に乗り込むと、風

はやんでしまった。 33舟の中にいた者たちはイ

エスを拝して、「ほんとうに、あなたは神の子で

す」と言った。 34それから、彼らは海を渡って

ゲネサレの地に着いた。 35するとその土地の人

々はイエスと知って、その附近全体に人をつかわ

し、イエスのところに病人をみな連れてこさせた

。 36そして彼らにイエスの上着のふさにでも、

さわらせてやっていただきたいとお願いした。そ

してさわった者は皆いやされた。

15ときに、パリサイ人と律法学者たちとが、エ
ルサレムからイエスのもとにきて言った、 2

「あなたの弟子たちは、なぜ昔の人々の言伝えを

破るのですか。彼らは食事の時に手を洗っていま

せん」。 3イエスは答えて言われた、「なぜ、あ

なたがたも自分たちの言伝えによって、神のいま

しめを破っているのか。 4神は言われた、『父と

母とを敬え』、また『父または母をののしる者は

、必ず死に定められる』と。 5それだのに、あな

たがたは『だれでも父または母にむかって、あな

たにさしあげるはずのこのものは供え物です、と

言えば、 6父または母を敬わなくてもよろしい』

と言っている。こうしてあなたがたは自分たちの

言伝えによって、神の言を無にしている。 7偽善

者たちよ、イザヤがあなたがたについて、こうい

う適切な預言をしている、 8『この民は、口さき

ではわたしを敬うが、その心はわたしから遠く離

れている。 9人間のいましめを教として教え、無

意味にわたしを拝んでいる』」。 10それからイ

エスは群衆を呼び寄せて言われた、「聞いて悟る

がよい。 11口にはいるものは人を汚すことはな

い。かえって、口から出るものが人を汚すのであ

る」。 12そのとき、弟子たちが近寄ってきてイ

エスに言った、「パリサイ人たちが御言を聞いて

つまずいたことを、ご存じですか」。 13イエス

は答えて言われた、「わたしの天の父がお植えに

ならなかったものは、みな抜き取られるであろう

。 14彼らをそのままにしておけ。彼らは盲人を

手引きする盲人である。もし盲人が盲人を手引き

するなら、ふたりとも穴に落ち込むであろう」。

15ペテロが答えて言った、「その譬を説明してく

ださい」。 16イエスは言われた、「あなたがた

も、まだわからないのか。 17口にはいってくる

ものは、みな腹の中にはいり、そして、外に出て

行くことを知らないのか。 18しかし、口から出
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て行くものは、心の中から出てくるのであって、

それが人を汚すのである。 19というのは、悪い

思い、すなわち、殺人、姦淫、不品行、盗み、偽

証、誹りは、心の中から出てくるのであって、 20

これらのものが人を汚すのである。しかし、洗わ

ない手で食事することは、人を汚すのではない」

。 21さて、イエスはそこを出て、ツロとシドン

との地方へ行かれた。 22すると、そこへ、その

地方出のカナンの女が出てきて、「主よ、ダビデ

の子よ、わたしをあわれんでください。娘が悪霊

にとりつかれて苦しんでいます」と言って叫びつ

づけた。 23しかし、イエスはひと言もお答えに

ならなかった。そこで弟子たちがみもとにきて願

って言った、「この女を追い払ってください。叫

びながらついてきていますから」。 24するとイ

エスは答えて言われた、「わたしは、イスラエル

の家の失われた羊以外の者には、つかわされてい

ない」。 25しかし、女は近寄りイエスを拝して

言った、「主よ、わたしをお助けください」。 26

イエスは答えて言われた、「子供たちのパンを取

って小犬に投げてやるのは、よろしくない」。 27

すると女は言った、「主よ、お言葉どおりです。

でも、小犬もその主人の食卓から落ちるパンくず

は、いただきます」。 28そこでイエスは答えて

言われた、「女よ、あなたの信仰は見あげたもの

である。あなたの願いどおりになるように」。そ

の時に、娘はいやされた。 29イエスはそこを去

って、ガリラヤの海べに行き、それから山に登っ

てそこにすわられた。 30すると大ぜいの群衆が

、足なえ、不具者、盲人、おし、そのほか多くの

人々を連れてきて、イエスの足もとに置いたので

、彼らをおいやしになった。 31群衆は、おしが

物を言い、不具者が直り、足なえが歩き、盲人が

見えるようになったのを見て驚き、そしてイスラ

エルの神をほめたたえた。 32イエスは弟子たち

を呼び寄せて言われた、「この群衆がかわいそう

である。もう三日間もわたしと一緒にいるのに、

何も食べるものがない。しかし、彼らを空腹のま

まで帰らせたくはない。恐らく途中で弱り切って

しまうであろう」。 33弟子たちは言った、「荒

野の中で、こんなに大ぜいの群衆にじゅうぶん食

べさせるほどたくさんのパンを、どこで手に入れ

ましょうか」。 34イエスは弟子たちに「パンは

いくつあるか」と尋ねられると、「七つあります

。また小さい魚が少しあります」と答えた。 35

そこでイエスは群衆に、地にすわるようにと命じ

、 36七つのパンと魚とを取り、感謝してこれを

さき、弟子たちにわたされ、弟子たちはこれを群

衆にわけた。 37一同の者は食べて満腹した。そ

して残ったパンくずを集めると、七つのかごにい

っぱいになった。 38食べた者は、女と子供とを

除いて四千人であった。 39そこでイエスは群衆

を解散させ、舟に乗ってマガダンの地方へ行かれ

た。

16パリサイ人とサドカイ人とが近寄ってきて、
イエスを試み、天からのしるしを見せてもら

いたいと言った。 2イエスは彼らに言われた、「

あなたがたは夕方になると、『空がまっかだから

、晴だ』と言い、 3また明け方には『空が曇って

まっかだから、きょうは荒れだ』と言う。あなた

がたは空の模様を見分けることを知りながら、時

のしるしを見分けることができないのか。 4邪悪

で不義な時代は、しるしを求める。しかし、ヨナ

のしるしのほかには、なんのしるしも与えられな

いであろう」。そして、イエスは彼らをあとに残

して立ち去られた。 5弟子たちは向こう岸に行っ

たが、パンを持って来るのを忘れていた。 6そこ

でイエスは言われた、「パリサイ人とサドカイ人

とのパン種を、よくよく警戒せよ」。 7弟子たち

は、これは自分たちがパンを持ってこなかったた

めであろうと言って、互に論じ合った。 8イエス

はそれと知って言われた、「信仰の薄い者たちよ

、なぜパンがないからだと互に論じ合っているの

か。 9まだわからないのか。覚えていないのか。

五つのパンを五千人に分けたとき、幾かご拾った

か。 10また、七つのパンを四千人に分けたとき

、幾かご拾ったか。 11わたしが言ったのは、パ

ンについてではないことを、どうして悟らないの

か。ただ、パリサイ人とサドカイ人とのパン種を

警戒しなさい」。 12そのとき彼らは、イエスが

警戒せよと言われたのは、パン種のことではなく

、パリサイ人とサドカイ人との教のことであると

悟った。 13イエスがピリポ・カイザリヤの地方

に行かれたとき、弟子たちに尋ねて言われた、「

人々は人の子をだれと言っているか」。 14彼ら

は言った、「ある人々はバプテスマのヨハネだと

言っています。しかし、ほかの人たちは、エリヤ

だと言い、また、エレミヤあるいは預言者のひと

りだ、と言っている者もあります」。 15そこで
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イエスは彼らに言われた、「それでは、あなたが

たはわたしをだれと言うか」。 16シモン・ペテ

ロが答えて言った、「あなたこそ、生ける神の子

キリストです」。 17すると、イエスは彼にむか

って言われた、「バルヨナ・シモン、あなたはさ

いわいである。あなたにこの事をあらわしたのは

、血肉ではなく、天にいますわたしの父である。

18そこで、わたしもあなたに言う。あなたはペテ

ロである。そして、わたしはこの岩の上にわたし

の教会を建てよう。黄泉の力もそれに打ち勝つこ

とはない。 (Hadēs g86) 19わたしは、あなたに天国

のかぎを授けよう。そして、あなたが地上でつな

ぐことは、天でもつながれ、あなたが地上で解く

ことは天でも解かれるであろう」。 20そのとき

、イエスは、自分がキリストであることをだれに

も言ってはいけないと、弟子たちを戒められた。

21この時から、イエス・キリストは、自分が必ず

エルサレムに行き、長老、祭司長、律法学者たち

から多くの苦しみを受け、殺され、そして三日目

によみがえるべきことを、弟子たちに示しはじめ

られた。 22すると、ペテロはイエスをわきへ引

き寄せて、いさめはじめ、「主よ、とんでもない

ことです。そんなことがあるはずはございません

」と言った。 23イエスは振り向いて、ペテロに

言われた、「サタンよ、引きさがれ。わたしの邪

魔をする者だ。あなたは神のことを思わないで、

人のことを思っている」。 24それからイエスは

弟子たちに言われた、「だれでもわたしについて

きたいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架を

負うて、わたしに従ってきなさい。 25自分の命

を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために

自分の命を失う者は、それを見いだすであろう。

26たとい人が全世界をもうけても、自分の命を損

したら、なんの得になろうか。また、人はどんな

代価を払って、その命を買いもどすことができよ

うか。 27人の子は父の栄光のうちに、御使たち

を従えて来るが、その時には、実際のおこないに

応じて、それぞれに報いるであろう。 28よく聞

いておくがよい、人の子が御国の力をもって来る

のを見るまでは、死を味わわない者が、ここに立

っている者の中にいる」。

17六日ののち、イエスはペテロ、ヤコブ、ヤコ
ブの兄弟ヨハネだけを連れて、高い山に登ら

れた。 2ところが、彼らの目の前でイエスの姿が

変り、その顔は日のように輝き、その衣は光のよ

うに白くなった。 3すると、見よ、モーセとエリ

ヤが彼らに現れて、イエスと語り合っていた。 4

ペテロはイエスにむかって言った、「主よ、わた

したちがここにいるのは、すばらしいことです。

もし、おさしつかえなければ、わたしはここに小

屋を三つ建てましょう。一つはあなたのために、

一つはモーセのために、一つはエリヤのために」

。 5彼がまだ話し終えないうちに、たちまち、輝

く雲が彼らをおおい、そして雲の中から声がした

、「これはわたしの愛する子、わたしの心にかな

う者である。これに聞け」。 6弟子たちはこれを

聞いて非常に恐れ、顔を地に伏せた。 7イエスは

近づいてきて、手を彼らにおいて言われた、「起

きなさい、恐れることはない」。 8彼らが目をあ

げると、イエスのほかには、だれも見えなかった

。 9一同が山を下って来るとき、イエスは「人の

子が死人の中からよみがえるまでは、いま見たこ

とをだれにも話してはならない」と、彼らに命じ

られた。 10弟子たちはイエスにお尋ねして言っ

た、「いったい、律法学者たちは、なぜ、エリヤ

が先に来るはずだと言っているのですか」。 11

答えて言われた、「確かに、エリヤがきて、万事

を元どおりに改めるであろう。 12しかし、あな

たがたに言っておく。エリヤはすでにきたのだ。

しかし人々は彼を認めず、自分かってに彼をあし

らった。人の子もまた、そのように彼らから苦し

みを受けることになろう」。 13そのとき、弟子

たちは、イエスがバプテスマのヨハネのことを言

われたのだと悟った。 14さて彼らが群衆のとこ

ろに帰ると、ひとりの人がイエスに近寄ってきて

、ひざまずいて、言った、 15「主よ、わたしの

子をあわれんでください。てんかんで苦しんでお

ります。何度も何度も火の中や水の中に倒れるの

です。 16それで、その子をお弟子たちのところ

に連れてきましたが、なおしていただけませんで

した」。 17イエスは答えて言われた、「ああ、

なんという不信仰な、曲った時代であろう。いつ

まで、わたしはあなたがたと一緒におられようか

。いつまであなたがたに我慢ができようか。その

子をここに、わたしのところに連れてきなさい」

。 18イエスがおしかりになると、悪霊はその子

から出て行った。そして子はその時いやされた。

19それから、弟子たちがひそかにイエスのもとに

きて言った、「わたしたちは、どうして霊を追い
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出せなかったのですか」。 20するとイエスは言

われた、「あなたがたの信仰が足りないからであ

る。よく言い聞かせておくが、もし、からし種一

粒ほどの信仰があるなら、この山にむかって『こ

こからあそこに移れ』と言えば、移るであろう。

このように、あなたがたにできない事は、何もな

いであろう。〔 21しかし、このたぐいは、祈と

断食とによらなければ、追い出すことはできない

〕」。 22彼らがガリラヤで集まっていた時、イ

エスは言われた、「人の子は人々の手にわたされ

、 23彼らに殺され、そして三日目によみがえる

であろう」。弟子たちは非常に心をいためた。 24

彼らがカペナウムにきたとき、宮の納入金を集め

る人たちがペテロのところにきて言った、「あな

たがたの先生は宮の納入金を納めないのか」。 25

ペテロは「納めておられます」と言った。そして

彼が家にはいると、イエスから先に話しかけて言

われた、「シモン、あなたはどう思うか。この世

の王たちは税や貢をだれから取るのか。自分の子

からか、それとも、ほかの人たちからか」。 26

ペテロが「ほかの人たちからです」と答えると、

イエスは言われた、「それでは、子は納めなくて

もよいわけである。 27しかし、彼らをつまずか

せないために、海に行って、つり針をたれなさい

。そして最初につれた魚をとって、その口をあけ

ると、銀貨一枚が見つかるであろう。それをとり

出して、わたしとあなたのために納めなさい」

。

18そのとき、弟子たちがイエスのもとにきて言
った、「いったい、天国ではだれがいちばん

偉いのですか」。 2すると、イエスは幼な子を呼

び寄せ、彼らのまん中に立たせて言われた、 3「

よく聞きなさい。心をいれかえて幼な子のように

ならなければ、天国にはいることはできないであ

ろう。 4この幼な子のように自分を低くする者が

、天国でいちばん偉いのである。 5また、だれで

も、このようなひとりの幼な子を、わたしの名の

ゆえに受けいれる者は、わたしを受けいれるので

ある。 6しかし、わたしを信ずるこれらの小さい

者のひとりをつまずかせる者は、大きなひきうす

を首にかけられて海の深みに沈められる方が、そ

の人の益になる。 7この世は、罪の誘惑があるか

ら、わざわいである。罪の誘惑は必ず来る。しか

し、それをきたらせる人は、わざわいである。 8

もしあなたの片手または片足が、罪を犯させるな

ら、それを切って捨てなさい。両手、両足がそろ

ったままで、永遠の火に投げ込まれるよりは、片

手、片足になって命に入る方がよい。 (aiōnios g166)

9もしあなたの片目が罪を犯させるなら、それを

抜き出して捨てなさい。両眼がそろったままで地

獄の火に投げ入れられるよりは、片目になって命

に入る方がよい。 (Geenna g1067) 10あなたがたは、

これらの小さい者のひとりをも軽んじないように

、気をつけなさい。あなたがたに言うが、彼らの

御使たちは天にあって、天にいますわたしの父の

み顔をいつも仰いでいるのである。〔 11人の子

は、滅びる者を救うためにきたのである。〕 12

あなたがたはどう思うか。ある人に百匹の羊があ

り、その中の一匹が迷い出たとすれば、九十九匹

を山に残しておいて、その迷い出ている羊を捜し

に出かけないであろうか。 13もしそれを見つけ

たなら、よく聞きなさい、迷わないでいる九十九

匹のためよりも、むしろその一匹のために喜ぶで

あろう。 14そのように、これらの小さい者のひ

とりが滅びることは、天にいますあなたがたの父

のみこころではない。 15もしあなたの兄弟が罪

を犯すなら、行って、彼とふたりだけの所で忠告

しなさい。もし聞いてくれたら、あなたの兄弟を

得たことになる。 16もし聞いてくれないなら、

ほかにひとりふたりを、一緒に連れて行きなさい

。それは、ふたりまたは三人の証人の口によって

、すべてのことがらが確かめられるためである。

17もし彼らの言うことを聞かないなら、教会に申

し出なさい。もし教会の言うことも聞かないなら

、その人を異邦人または取税人同様に扱いなさい

。 18よく言っておく。あなたがたが地上でつな

ぐことは、天でも皆つながれ、あなたがたが地上

で解くことは、天でもみな解かれるであろう。 19

また、よく言っておく。もしあなたがたのうちの

ふたりが、どんな願い事についても地上で心を合

わせるなら、天にいますわたしの父はそれをかな

えて下さるであろう。 20ふたりまたは三人が、

わたしの名によって集まっている所には、わたし

もその中にいるのである」。 21そのとき、ペテ

ロがイエスのもとにきて言った、「主よ、兄弟が

わたしに対して罪を犯した場合、幾たびゆるさね

ばなりませんか。七たびまでですか」。 22イエ

スは彼に言われた、「わたしは七たびまでとは言

わない。七たびを七十倍するまでにしなさい。 23
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それだから、天国は王が僕たちと決算をするよう

なものだ。 24決算が始まると、一万タラントの

負債のある者が、王のところに連れられてきた。

25しかし、返せなかったので、主人は、その人自

身とその妻子と持ち物全部とを売って返すように

命じた。 26そこで、この僕はひれ伏して哀願し

た、『どうぞお待ちください。全部お返しいたし

ますから』。 27僕の主人はあわれに思って、彼

をゆるし、その負債を免じてやった。 28その僕

が出て行くと、百デナリを貸しているひとりの仲

間に出会い、彼をつかまえ、首をしめて『借金を

返せ』と言った。 29そこでこの仲間はひれ伏し

、『どうか待ってくれ。返すから』と言って頼ん

だ。 30しかし承知せずに、その人をひっぱって

行って、借金を返すまで獄に入れた。 31その人

の仲間たちは、この様子を見て、非常に心をいた

め、行ってそのことをのこらず主人に話した。 32

そこでこの主人は彼を呼びつけて言った、『悪い

僕、わたしに願ったからこそ、あの負債を全部ゆ

るしてやったのだ。 33わたしがあわれんでやっ

たように、あの仲間をあわれんでやるべきではな

かったか』。 34そして主人は立腹して、負債全

部を返してしまうまで、彼を獄吏に引きわたした

。 35あなたがためいめいも、もし心から兄弟を

ゆるさないならば、わたしの天の父もまたあなた

がたに対して、そのようになさるであろう」。

19イエスはこれらのことを語り終えられてから
、ガリラヤを去ってヨルダンの向こうのユダ

ヤの地方へ行かれた。 2すると大ぜいの群衆がつ

いてきたので、彼らをそこでおいやしになった。

3さてパリサイ人たちが近づいてきて、イエスを

試みようとして言った、「何かの理由で、夫がそ

の妻を出すのは、さしつかえないでしょうか」。

4イエスは答えて言われた、「あなたがたはまだ

読んだことがないのか。『創造者は初めから人を

男と女とに造られ、 5そして言われた、それゆえ

に、人は父母を離れ、その妻と結ばれ、ふたりの

者は一体となるべきである』。 6彼らはもはや、

ふたりではなく一体である。だから、神が合わせ

られたものを、人は離してはならない」。 7彼ら

はイエスに言った、「それでは、なぜモーセは、

妻を出す場合には離縁状を渡せ、と定めたのです

か」。 8イエスが言われた、「モーセはあなたが

たの心が、かたくななので、妻を出すことを許し

たのだが、初めからそうではなかった。 9そこで

わたしはあなたがたに言う。不品行のゆえでなく

て、自分の妻を出して他の女をめとる者は、姦淫

を行うのである」。 10弟子たちは言った、「も

し妻に対する夫の立場がそうだとすれば、結婚し

ない方がましです」。 11するとイエスは彼らに

言われた、「その言葉を受けいれることができる

のはすべての人ではなく、ただそれを授けられて

いる人々だけである。 12というのは、母の胎内

から独身者に生れついているものがあり、また他

から独身者にされたものもあり、また天国のため

に、みずから進んで独身者となったものもある。

この言葉を受けられる者は、受けいれるがよい」

。 13そのとき、イエスに手をおいて祈っていた

だくために、人々が幼な子らをみもとに連れてき

た。ところが、弟子たちは彼らをたしなめた。 14

するとイエスは言われた、「幼な子らをそのまま

にしておきなさい。わたしのところに来るのをと

めてはならない。天国はこのような者の国である

」。 15そして手を彼らの上においてから、そこ

を去って行かれた。 16すると、ひとりの人がイ

エスに近寄ってきて言った、「先生、永遠の生命

を得るためには、どんなよいことをしたらいいで

しょうか」。 (aiōnios g166) 17イエスは言われた、「

なぜよい事についてわたしに尋ねるのか。よいか

たはただひとりだけである。もし命に入りたいと

思うなら、いましめを守りなさい」。 18彼は言

った、「どのいましめですか」。イエスは言われ

た、「『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証を立

てるな。 19父と母とを敬え』。また『自分を愛

するように、あなたの隣り人を愛せよ』」。 20

この青年はイエスに言った、「それはみな守って

きました。ほかに何が足りないのでしょう」。 21

イエスは彼に言われた、「もしあなたが完全にな

りたいと思うなら、帰ってあなたの持ち物を売り

払い、貧しい人々に施しなさい。そうすれば、天

に宝を持つようになろう。そして、わたしに従っ

てきなさい」。 22この言葉を聞いて、青年は悲

しみながら立ち去った。たくさんの資産を持って

いたからである。 23それからイエスは弟子たち

に言われた、「よく聞きなさい。富んでいる者が

天国にはいるのは、むずかしいものである。 24

また、あなたがたに言うが、富んでいる者が神の

国にはいるよりは、らくだが針の穴を通る方が、

もっとやさしい」。 25弟子たちはこれを聞いて



マタイの福音書751

非常に驚いて言った、「では、だれが救われるこ

とができるのだろう」。 26イエスは彼らを見つ

めて言われた、「人にはそれはできないが、神に

はなんでもできない事はない」。 27そのとき、

ペテロがイエスに答えて言った、「ごらんなさい

、わたしたちはいっさいを捨てて、あなたに従い

ました。ついては、何がいただけるでしょうか」

。 28イエスは彼らに言われた、「よく聞いてお

くがよい。世が改まって、人の子がその栄光の座

につく時には、わたしに従ってきたあなたがたも

また、十二の位に座してイスラエルの十二の部族

をさばくであろう。 29おおよそ、わたしの名の

ために、家、兄弟、姉妹、父、母、子、もしくは

畑を捨てた者は、その幾倍もを受け、また永遠の

生命を受けつぐであろう。 (aiōnios g166) 30しかし、

多くの先の者はあとになり、あとの者は先になる

であろう。

20天国は、ある家の主人が、自分のぶどう園に
労働者を雇うために、夜が明けると同時に、

出かけて行くようなものである。 2彼は労働者た

ちと、一日一デナリの約束をして、彼らをぶどう

園に送った。 3それから九時ごろに出て行って、

他の人々が市場で何もせずに立っているのを見た

。 4そして、その人たちに言った、『あなたがた

も、ぶどう園に行きなさい。相当な賃銀を払うか

ら』。 5そこで、彼らは出かけて行った。主人は

また、十二時ごろと三時ごろとに出て行って、同

じようにした。 6五時ごろまた出て行くと、まだ

立っている人々を見たので、彼らに言った、『な

ぜ、何もしないで、一日中ここに立っていたのか

』。 7彼らが『だれもわたしたちを雇ってくれま

せんから』と答えたので、その人々に言った、『

あなたがたも、ぶどう園に行きなさい』。 8さて

、夕方になって、ぶどう園の主人は管理人に言っ

た、『労働者たちを呼びなさい。そして、最後に

きた人々からはじめて順々に最初にきた人々にわ

たるように、賃銀を払ってやりなさい』。 9そこ

で、五時ごろに雇われた人々がきて、それぞれ一

デナリずつもらった。 10ところが、最初の人々

がきて、もっと多くもらえるだろうと思っていた

のに、彼らも一デナリずつもらっただけであった

。 11もらったとき、家の主人にむかって不平を

もらして 12言った、『この最後の者たちは一時

間しか働かなかったのに、あなたは一日じゅう、

労苦と暑さを辛抱したわたしたちと同じ扱いをな

さいました』。 13そこで彼はそのひとりに答え

て言った、『友よ、わたしはあなたに対して不正

をしてはいない。あなたはわたしと一デナリの約

束をしたではないか。 14自分の賃銀をもらって

行きなさい。わたしは、この最後の者にもあなた

と同様に払ってやりたいのだ。 15自分の物を自

分がしたいようにするのは、当りまえではないか

。それともわたしが気前よくしているので、ねた

ましく思うのか』。 16このように、あとの者は

先になり、先の者はあとになるであろう」。 17

さて、イエスはエルサレムへ上るとき、十二弟子

をひそかに呼びよせ、その途中で彼らに言われた

、 18「見よ、わたしたちはエルサレムへ上って

行くが、人の子は祭司長、律法学者たちの手に渡

されるであろう。彼らは彼に死刑を宣告し、 19

そして彼をあざけり、むち打ち、十字架につけさ

せるために、異邦人に引きわたすであろう。そし

て彼は三日目によみがえるであろう」。 20その

とき、ゼベダイの子らの母が、その子らと一緒に

イエスのもとにきてひざまずき、何事かをお願い

した。 21そこでイエスは彼女に言われた、「何

をしてほしいのか」。彼女は言った、「わたしの

このふたりのむすこが、あなたの御国で、ひとり

はあなたの右に、ひとりは左にすわれるように、

お言葉をください」。 22イエスは答えて言われ

た、「あなたがたは、自分が何を求めているのか

、わかっていない。わたしの飲もうとしている杯

を飲むことができるか」。彼らは「できます」と

答えた。 23イエスは彼らに言われた、「確かに

、あなたがたはわたしの杯を飲むことになろう。

しかし、わたしの右、左にすわらせることは、わ

たしのすることではなく、わたしの父によって備

えられている人々だけに許されることである」。

24十人の者はこれを聞いて、このふたりの兄弟た

ちのことで憤慨した。 25そこで、イエスは彼ら

を呼び寄せて言われた、「あなたがたの知ってい

るとおり、異邦人の支配者たちはその民を治め、

また偉い人たちは、その民の上に権力をふるって

いる。 26あなたがたの間ではそうであってはな

らない。かえって、あなたがたの間で偉くなりた

いと思う者は、仕える人となり、 27あなたがた

の間でかしらになりたいと思う者は、僕とならね

ばならない。 28それは、人の子がきたのも、仕

えられるためではなく、仕えるためであり、また
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多くの人のあがないとして、自分の命を与えるた

めであるのと、ちょうど同じである」。 29それ

から、彼らがエリコを出て行ったとき、大ぜいの

群衆がイエスに従ってきた。 30すると、ふたり

の盲人が道ばたにすわっていたが、イエスがとお

って行かれると聞いて、叫んで言った、「主よ、

ダビデの子よ、わたしたちをあわれんで下さい」

。 31群衆は彼らをしかって黙らせようとしたが

、彼らはますます叫びつづけて言った、「主よ、

ダビデの子よ、わたしたちをあわれんで下さい」

。 32イエスは立ちどまり、彼らを呼んで言われ

た、「わたしに何をしてほしいのか」。 33彼ら

は言った、「主よ、目をあけていただくことです

」。 34イエスは深くあわれんで、彼らの目にさ

わられた。すると彼らは、たちまち見えるように

なり、イエスに従って行った。

21さて、彼らがエルサレムに近づき、オリブ山
沿いのベテパゲに着いたとき、イエスはふた

りの弟子をつかわして言われた、 2「向こうの村

へ行きなさい。するとすぐ、ろばがつながれてい

て、子ろばがそばにいるのを見るであろう。それ

を解いてわたしのところに引いてきなさい。 3も

しだれかが、あなたがたに何か言ったなら、主が

お入り用なのです、と言いなさい。そう言えば、

すぐ渡してくれるであろう」。 4こうしたのは、

預言者によって言われたことが、成就するためで

ある。 5すなわち、「シオンの娘に告げよ、見よ

、あなたの王がおいでになる、柔和なおかたで、

ろばに乗って、くびきを負うろばの子に乗って」

。 6弟子たちは出て行って、イエスがお命じにな

ったとおりにし、 7ろばと子ろばとを引いてきた

。そしてその上に自分たちの上着をかけると、イ

エスはそれにお乗りになった。 8群衆のうち多く

の者は自分たちの上着を道に敷き、また、ほかの

者たちは木の枝を切ってきて道に敷いた。 9そし

て群衆は、前に行く者も、あとに従う者も、共に

叫びつづけた、「ダビデの子に、ホサナ。主の御

名によってきたる者に、祝福あれ。いと高き所に

、ホサナ」。 10イエスがエルサレムにはいって

行かれたとき、町中がこぞって騒ぎ立ち、「これ

は、いったい、どなただろう」と言った。 11そ

こで群衆は、「この人はガリラヤのナザレから出

た預言者イエスである」と言った。 12それから

、イエスは宮にはいられた。そして、宮の庭で売

り買いしていた人々をみな追い出し、また両替人

の台や、はとを売る者の腰掛をくつがえされた。

13そして彼らに言われた、「『わたしの家は、祈

の家ととなえらるべきである』と書いてある。そ

れだのに、あなたがたはそれを強盗の巣にしてい

る」。 14そのとき宮の庭で、盲人や足なえがみ

もとにきたので、彼らをおいやしになった。 15

しかし、祭司長、律法学者たちは、イエスがなさ

れた不思議なわざを見、また宮の庭で「ダビデの

子に、ホサナ」と叫んでいる子供たちを見て立腹

し、 16イエスに言った、「あの子たちが何を言

っているのか、お聞きですか」。イエスは彼らに

言われた、「そうだ、聞いている。あなたがたは

『幼な子、乳のみ子たちの口にさんびを備えられ

た』とあるのを読んだことがないのか」。 17そ

れから、イエスは彼らをあとに残し、都を出てベ

タニヤに行き、そこで夜を過ごされた。 18朝は

やく都に帰るとき、イエスは空腹をおぼえられた

。 19そして、道のかたわらに一本のいちじくの

木があるのを見て、そこに行かれたが、ただ葉の

ほかは何も見当らなかった。そこでその木にむか

って、「今から後いつまでも、おまえには実がな

らないように」と言われた。すると、いちじくの

木はたちまち枯れた。 (aiōn g165) 20弟子たちはこれ

を見て、驚いて言った、「いちじくがどうして、

こうすぐに枯れたのでしょう」。 21イエスは答

えて言われた、「よく聞いておくがよい。もしあ

なたがたが信じて疑わないならば、このいちじく

にあったようなことが、できるばかりでなく、こ

の山にむかって、動き出して海の中にはいれと言

っても、そのとおりになるであろう。 22また、

祈のとき、信じて求めるものは、みな与えられる

であろう」。 23イエスが宮にはいられたとき、

祭司長たちや民の長老たちが、その教えておられ

る所にきて言った、「何の権威によって、これら

の事をするのですか。だれが、そうする権威を授

けたのですか」。 24そこでイエスは彼らに言わ

れた、「わたしも一つだけ尋ねよう。あなたがた

がそれに答えてくれたなら、わたしも、何の権威

によってこれらの事をするのか、あなたがたに言

おう。 25ヨハネのバプテスマはどこからきたの

であったか。天からであったか、人からであった

か」。すると、彼らは互に論じて言った、「もし

天からだと言えば、では、なぜ彼を信じなかった

のか、とイエスは言うだろう。 26しかし、もし
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人からだと言えば、群衆が恐ろしい。人々がみな

ヨハネを預言者と思っているのだから」。 27そ

こで彼らは、「わたしたちにはわかりません」と

答えた。すると、イエスが言われた、「わたしも

何の権威によってこれらの事をするのか、あなた

がたに言うまい。 28あなたがたはどう思うか。

ある人にふたりの子があったが、兄のところに行

って言った、『子よ、きょう、ぶどう園へ行って

働いてくれ』。 29すると彼は『おとうさん、参

ります』と答えたが、行かなかった。 30また弟

のところにきて同じように言った。彼は『いやで

す』と答えたが、あとから心を変えて、出かけた

。 31このふたりのうち、どちらが父の望みどお

りにしたのか」。彼らは言った、「あとの者です

」。イエスは言われた、「よく聞きなさい。取税

人や遊女は、あなたがたより先に神の国にはいる

。 32というのは、ヨハネがあなたがたのところ

にきて、義の道を説いたのに、あなたがたは彼を

信じなかった。ところが、取税人や遊女は彼を信

じた。あなたがたはそれを見たのに、あとになっ

ても、心をいれ変えて彼を信じようとしなかった

。 33もう一つの譬を聞きなさい。ある所に、ひ

とりの家の主人がいたが、ぶどう園を造り、かき

をめぐらし、その中に酒ぶねの穴を掘り、やぐら

を立て、それを農夫たちに貸して、旅に出かけた

。 34収穫の季節がきたので、その分け前を受け

取ろうとして、僕たちを農夫のところへ送った。

35すると、農夫たちは、その僕たちをつかまえて

、ひとりを袋だたきにし、ひとりを殺し、もうひ

とりを石で打ち殺した。 36また別に、前よりも

多くの僕たちを送ったが、彼らをも同じようにあ

しらった。 37しかし、最後に、わたしの子は敬

ってくれるだろうと思って、主人はその子を彼ら

の所につかわした。 38すると農夫たちは、その

子を見て互に言った、『あれはあと取りだ。さあ

、これを殺して、その財産を手に入れよう』。 39

そして彼をつかまえて、ぶどう園の外に引き出し

て殺した。 40このぶどう園の主人が帰ってきた

ら、この農夫たちをどうするだろうか」。 41彼

らはイエスに言った、「悪人どもを、皆殺しにし

て、季節ごとに収穫を納めるほかの農夫たちに、

そのぶどう園を貸し与えるでしょう」。 42イエ

スは彼らに言われた、「あなたがたは、聖書でま

だ読んだことがないのか、『家造りらの捨てた石

が隅のかしら石になった。これは主がなされたこ

とで、わたしたちの目には不思議に見える』。 43

それだから、あなたがたに言うが、神の国はあな

たがたから取り上げられて、御国にふさわしい実

を結ぶような異邦人に与えられるであろう。 44

またその石の上に落ちる者は打ち砕かれ、それが

だれかの上に落ちかかるなら、その人はこなみじ

んにされるであろう」。 45祭司長たちやパリサ

イ人たちがこの譬を聞いたとき、自分たちのこと

をさして言っておられることを悟ったので、 46

イエスを捕えようとしたが、群衆を恐れた。群衆

はイエスを預言者だと思っていたからである。

22イエスはまた、譬で彼らに語って言われた、
2「天国は、ひとりの王がその王子のために

、婚宴を催すようなものである。 3王はその僕た

ちをつかわして、この婚宴に招かれていた人たち

を呼ばせたが、その人たちはこようとはしなかっ

た。 4そこでまた、ほかの僕たちをつかわして言

った、『招かれた人たちに言いなさい。食事の用

意ができました。牛も肥えた獣もほふられて、す

べての用意ができました。さあ、婚宴においでく

ださい』。 5しかし、彼らは知らぬ顔をして、ひ

とりは自分の畑に、ひとりは自分の商売に出て行

き、 6またほかの人々は、この僕たちをつかまえ

て侮辱を加えた上、殺してしまった。 7そこで王

は立腹し、軍隊を送ってそれらの人殺しどもを滅

ぼし、その町を焼き払った。 8それから僕たちに

言った、『婚宴の用意はできているが、招かれて

いたのは、ふさわしくない人々であった。 9だか

ら、町の大通りに出て行って、出会った人はだれ

でも婚宴に連れてきなさい』。 10そこで、僕た

ちは道に出て行って、出会う人は、悪人でも善人

でもみな集めてきたので、婚宴の席は客でいっぱ

いになった。 11王は客を迎えようとしてはいっ

てきたが、そこに礼服をつけていないひとりの人

を見て、 12彼に言った、『友よ、どうしてあな

たは礼服をつけないで、ここにはいってきたので

すか』。しかし、彼は黙っていた。 13そこで、

王はそばの者たちに言った、『この者の手足をし

ばって、外の暗やみにほうり出せ。そこで泣き叫

んだり、歯がみをしたりするであろう』。 14招

かれる者は多いが、選ばれる者は少ない」。 15

そのときパリサイ人たちがきて、どうかしてイエ

スを言葉のわなにかけようと、相談をした。 16

そして、彼らの弟子を、ヘロデ党の者たちと共に
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、イエスのもとにつかわして言わせた、「先生、

わたしたちはあなたが真実なかたであって、真理

に基いて神の道を教え、また、人に分け隔てをし

ないで、だれをもはばかられないことを知ってい

ます。 17それで、あなたはどう思われますか、

答えてください。カイザルに税金を納めてよいで

しょうか、いけないでしょうか」。 18イエスは

彼らの悪意を知って言われた、「偽善者たちよ、

なぜわたしをためそうとするのか。 19税に納め

る貨幣を見せなさい」。彼らはデナリ一つを持っ

てきた。 20そこでイエスは言われた、「これは

、だれの肖像、だれの記号か」。 21彼らは「カ

イザルのです」と答えた。するとイエスは言われ

た、「それでは、カイザルのものはカイザルに、

神のものは神に返しなさい」。 22彼らはこれを

聞いて驚嘆し、イエスを残して立ち去った。 23

復活ということはないと主張していたサドカイ人

たちが、その日、イエスのもとにきて質問した、

24「先生、モーセはこう言っています、『もし、

ある人が子がなくて死んだなら、その弟は兄の妻

をめとって、兄のために子をもうけねばならない

』。 25さて、わたしたちのところに七人の兄弟

がありました。長男は妻をめとったが死んでしま

い、そして子がなかったので、その妻を弟に残し

ました。 26次男も三男も、ついに七人とも同じ

ことになりました。 27最後に、その女も死にま

した。 28すると復活の時には、この女は、七人

のうちだれの妻なのでしょうか。みんながこの女

を妻にしたのですが」。 29イエスは答えて言わ

れた、「あなたがたは聖書も神の力も知らないか

ら、思い違いをしている。 30復活の時には、彼

らはめとったり、とついだりすることはない。彼

らは天にいる御使のようなものである。 31また

、死人の復活については、神があなたがたに言わ

れた言葉を読んだことがないのか。 32『わたし

はアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神であ

る』と書いてある。神は死んだ者の神ではなく、

生きている者の神である」。 33群衆はこれを聞

いて、イエスの教に驚いた。 34さて、パリサイ

人たちは、イエスがサドカイ人たちを言いこめら

れたと聞いて、一緒に集まった。 35そして彼ら

の中のひとりの律法学者が、イエスをためそうと

して質問した、 36「先生、律法の中で、どのい

ましめがいちばん大切なのですか」。 37イエス

は言われた、「『心をつくし、精神をつくし、思

いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ』。 38

これがいちばん大切な、第一のいましめである。

39第二もこれと同様である、『自分を愛するよう

にあなたの隣り人を愛せよ』。 40これらの二つ

のいましめに、律法全体と預言者とが、かかって

いる」。 41パリサイ人たちが集まっていたとき

、イエスは彼らにお尋ねになった、 42「あなた

がたはキリストをどう思うか。だれの子なのか」

。彼らは「ダビデの子です」と答えた。 43イエ

スは言われた、「それではどうして、ダビデが御

霊に感じてキリストを主と呼んでいるのか。 44

すなわち『主はわが主に仰せになった、あなたの

敵をあなたの足もとに置くときまでは、わたしの

右に座していなさい』。 45このように、ダビデ

自身がキリストを主と呼んでいるなら、キリスト

はどうしてダビデの子であろうか」。 46イエス

にひと言でも答えうる者は、なかったし、その日

からもはや、進んでイエスに質問する者も、いな

くなった。

23そのときイエスは、群衆と弟子たちとに語っ
て言われた、 2「律法学者とパリサイ人とは

、モーセの座にすわっている。 3だから、彼らが

あなたがたに言うことは、みな守って実行しなさ

い。しかし、彼らのすることには、ならうな。彼

らは言うだけで、実行しないから。 4また、重い

荷物をくくって人々の肩にのせるが、それを動か

すために、自分では指一本も貸そうとはしない。

5そのすることは、すべて人に見せるためである

。すなわち、彼らは経札を幅広くつくり、その衣

のふさを大きくし、 6また、宴会の上座、会堂の

上席を好み、 7広場であいさつされることや、人

々から先生と呼ばれることを好んでいる。 8しか

し、あなたがたは先生と呼ばれてはならない。あ

なたがたの先生は、ただひとりであって、あなた

がたはみな兄弟なのだから。 9また、地上のだれ

をも、父と呼んではならない。あなたがたの父は

ただひとり、すなわち、天にいます父である。 10

また、あなたがたは教師と呼ばれてはならない。

あなたがたの教師はただひとり、すなわち、キリ

ストである。 11そこで、あなたがたのうちでい

ちばん偉い者は、仕える人でなければならない。

12だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を

低くする者は高くされるであろう。 13偽善な律

法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざ
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わいである。あなたがたは、天国を閉ざして人々

をはいらせない。自分もはいらないし、はいろう

とする人をはいらせもしない。〔 14偽善な律法

学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわ

いである。あなたがたは、やもめたちの家を食い

倒し、見えのために長い祈をする。だから、もっ

ときびしいさばきを受けるに違いない。〕 15偽

善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは

、わざわいである。あなたがたはひとりの改宗者

をつくるために、海と陸とを巡り歩く。そして、

つくったなら、彼を自分より倍もひどい地獄の子

にする。 (Geenna g1067) 16盲目な案内者たちよ。あ

なたがたは、わざわいである。あなたがたは言う

、『神殿をさして誓うなら、そのままでよいが、

神殿の黄金をさして誓うなら、果す責任がある』

と。 17愚かな盲目な人たちよ。黄金と、黄金を

神聖にする神殿と、どちらが大事なのか。 18ま

た、あなたがたは言う、『祭壇をさして誓うなら

、そのままでよいが、その上の供え物をさして誓

うなら、果す責任がある』と。 19盲目な人たち

よ。供え物と供え物を神聖にする祭壇とどちらが

大事なのか。 20祭壇をさして誓う者は、祭壇と

、その上にあるすべての物とをさして誓うのであ

る。 21神殿をさして誓う者は、神殿とその中に

住んでおられるかたとをさして誓うのである。 22

また、天をさして誓う者は、神の御座とその上に

すわっておられるかたとをさして誓うのである。

23偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたが

たは、わざわいである。はっか、いのんど、クミ

ンなどの薬味の十分の一を宮に納めておりながら

、律法の中でもっと重要な、公平とあわれみと忠

実とを見のがしている。それもしなければならな

いが、これも見のがしてはならない。 24盲目な

案内者たちよ。あなたがたは、ぶよはこしている

が、らくだはのみこんでいる。 25偽善な律法学

者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわい

である。杯と皿との外側はきよめるが、内側は貪

欲と放縦とで満ちている。 26盲目なパリサイ人

よ。まず、杯の内側をきよめるがよい。そうすれ

ば、外側も清くなるであろう。 27偽善な律法学

者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわい

である。あなたがたは白く塗った墓に似ている。

外側は美しく見えるが、内側は死人の骨や、あら

ゆる不潔なものでいっぱいである。 28このよう

にあなたがたも、外側は人に正しく見えるが、内

側は偽善と不法とでいっぱいである。 29偽善な

律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わ

ざわいである。あなたがたは預言者の墓を建て、

義人の碑を飾り立てて、こう言っている、 30『

もしわたしたちが先祖の時代に生きていたなら、

預言者の血を流すことに加わってはいなかっただ

ろう』と。 31このようにして、あなたがたは預

言者を殺した者の子孫であることを、自分で証明

している。 32あなたがたもまた先祖たちがした

悪の枡目を満たすがよい。 33へびよ、まむしの

子らよ、どうして地獄の刑罰をのがれることがで

きようか。 (Geenna g1067) 34それだから、わたしは

、預言者、知者、律法学者たちをあなたがたにつ

かわすが、そのうちのある者を殺し、また十字架

につけ、そのある者を会堂でむち打ち、また町か

ら町へと迫害して行くであろう。 35こうして義

人アベルの血から、聖所と祭壇との間であなたが

たが殺したバラキヤの子ザカリヤの血に至るまで

、地上に流された義人の血の報いが、ことごとく

あなたがたに及ぶであろう。 36よく言っておく

。これらのことの報いは、みな今の時代に及ぶで

あろう。 37ああ、エルサレム、エルサレム、預

言者たちを殺し、おまえにつかわされた人たちを

石で打ち殺す者よ。ちょうど、めんどりが翼の下

にそのひなを集めるように、わたしはおまえの子

らを幾たび集めようとしたことであろう。それだ

のに、おまえたちは応じようとしなかった。 38

見よ、おまえたちの家は見捨てられてしまう。 39

わたしは言っておく、『主の御名によってきたる

者に、祝福あれ』とおまえたちが言う時までは、

今後ふたたび、わたしに会うことはないであろう

」。

24イエスが宮から出て行こうとしておられると
、弟子たちは近寄ってきて、宮の建物にイエ

スの注意を促した。 2そこでイエスは彼らにむか

って言われた、「あなたがたは、これらすべての

ものを見ないか。よく言っておく。その石一つで

もくずされずに、そこに他の石の上に残ることも

なくなるであろう」。 3またオリブ山ですわって

おられると、弟子たちが、ひそかにみもとにきて

言った、「どうぞお話しください。いつ、そんな

ことが起るのでしょうか。あなたがまたおいでに

なる時や、世の終りには、どんな前兆があります

か」。 (aiōn g165) 4そこでイエスは答えて言われた
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、「人に惑わされないように気をつけなさい。 5

多くの者がわたしの名を名のって現れ、自分がキ

リストだと言って、多くの人を惑わすであろう。

6また、戦争と戦争のうわさとを聞くであろう。

注意していなさい、あわててはいけない。それは

起らねばならないが、まだ終りではない。 7民は

民に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。ま

たあちこちに、ききんが起り、また地震があるで

あろう。 8しかし、すべてこれらは産みの苦しみ

の初めである。 9そのとき人々は、あなたがたを

苦しみにあわせ、また殺すであろう。またあなた

がたは、わたしの名のゆえにすべての民に憎まれ

るであろう。 10そのとき、多くの人がつまずき

、また互に裏切り、憎み合うであろう。 11また

多くのにせ預言者が起って、多くの人を惑わすで

あろう。 12また不法がはびこるので、多くの人

の愛が冷えるであろう。 13しかし、最後まで耐

え忍ぶ者は救われる。 14そしてこの御国の福音

は、すべての民に対してあかしをするために、全

世界に宣べ伝えられるであろう。そしてそれから

最後が来るのである。 15預言者ダニエルによっ

て言われた荒らす憎むべき者が、聖なる場所に立

つのを見たならば（読者よ、悟れ）、 16そのと

き、ユダヤにいる人々は山へ逃げよ。 17屋上に

いる者は、家からものを取り出そうとして下にお

りるな。 18畑にいる者は、上着を取りにあとへ

もどるな。 19その日には、身重の女と乳飲み子

をもつ女とは、不幸である。 20あなたがたの逃

げるのが、冬または安息日にならないように祈れ

。 21その時には、世の初めから現在に至るまで

、かつてなく今後もないような大きな患難が起る

からである。 22もしその期間が縮められないな

ら、救われる者はひとりもないであろう。しかし

、選民のためには、その期間が縮められるであろ

う。 23そのとき、だれかがあなたがたに『見よ

、ここにキリストがいる』、また、『あそこにい

る』と言っても、それを信じるな。 24にせキリ

ストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなる

しるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わ

そうとするであろう。 25見よ、あなたがたに前

もって言っておく。 26だから、人々が『見よ、

彼は荒野にいる』と言っても、出て行くな。また

『見よ、へやの中にいる』と言っても、信じるな

。 27ちょうど、いなずまが東から西にひらめき

渡るように、人の子も現れるであろう。 28死体

のあるところには、はげたかが集まるものである

。 29しかし、その時に起る患難の後、たちまち

日は暗くなり、月はその光を放つことをやめ、星

は空から落ち、天体は揺り動かされるであろう。

30そのとき、人の子のしるしが天に現れるであろ

う。またそのとき、地のすべての民族は嘆き、そ

して力と大いなる栄光とをもって、人の子が天の

雲に乗って来るのを、人々は見るであろう。 31

また、彼は大いなるラッパの音と共に御使たちを

つかわして、天のはてからはてに至るまで、四方

からその選民を呼び集めるであろう。 32いちじ

くの木からこの譬を学びなさい。その枝が柔らか

になり、葉が出るようになると、夏の近いことが

わかる。 33そのように、すべてこれらのことを

見たならば、人の子が戸口まで近づいていると知

りなさい。 34よく聞いておきなさい。これらの

事が、ことごとく起るまでは、この時代は滅びる

ことがない。 35天地は滅びるであろう。しかし

わたしの言葉は滅びることがない。 36その日、

その時は、だれも知らない。天の御使たちも、ま

た子も知らない、ただ父だけが知っておられる。

37人の子の現れるのも、ちょうどノアの時のよう

であろう。 38すなわち、洪水の出る前、ノアが

箱舟にはいる日まで、人々は食い、飲み、めとり

、とつぎなどしていた。 39そして洪水が襲って

きて、いっさいのものをさらって行くまで、彼ら

は気がつかなかった。人の子の現れるのも、その

ようであろう。 40そのとき、ふたりの者が畑に

いると、ひとりは取り去られ、ひとりは取り残さ

れるであろう。 41ふたりの女がうすをひいてい

ると、ひとりは取り去られ、ひとりは残されるで

あろう。 42だから、目をさましていなさい。い

つの日にあなたがたの主がこられるのか、あなた

がたには、わからないからである。 43このこと

をわきまえているがよい。家の主人は、盗賊がい

つごろ来るかわかっているなら、目をさましてい

て、自分の家に押し入ることを許さないであろう

。 44だから、あなたがたも用意をしていなさい

。思いがけない時に人の子が来るからである。 45

主人がその家の僕たちの上に立てて、時に応じて

食物をそなえさせる忠実な思慮深い僕は、いった

い、だれであろう。 46主人が帰ってきたとき、

そのようにつとめているのを見られる僕は、さい

わいである。 47よく言っておくが、主人は彼を

立てて自分の全財産を管理させるであろう。 48
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もしそれが悪い僕であって、自分の主人は帰りが

おそいと心の中で思い、 49その僕仲間をたたき

はじめ、また酒飲み仲間と一緒に食べたり飲んだ

りしているなら、 50その僕の主人は思いがけな

い日、気がつかない時に帰ってきて、 51彼を厳

罰に処し、偽善者たちと同じ目にあわせるであろ

う。彼はそこで泣き叫んだり、歯がみをしたりす

るであろう。

25このとき天國は、燈火を執りて新郎を迎へに
出づる、十人の處女に比ふべし。 2その中

の五人は愚にして五人は慧し。 3愚なる者は燈

火をとりて油を携へず、 4慧きものは油を器に入

れて燈火とともに携へたり。 5新郎遲かりしか

ば、皆まどろみて寢ぬ。 6夜半に「やよ、新郎な

るぞ、出で迎へよ」と呼はる聲す。 7ここに處女

みな起きてその燈火を整へたるに、 8愚なる者は

慧きものに言ふ「なんぢらの油を分けあたへよ、

我らの燈火きゆるなり」 9慧きもの答へて言ふ「

恐らくは我らと汝らとに足るまじ、寧ろ賣るもの

に往きて己がために買へ」 10彼ら買はんとて往

きたる間に新郎きたりたれば、備へをりし者ども

は彼とともに婚筵にいり、而して門は閉されたり

。 11その後かの他の處女ども來りて「主よ、主

よ、われらの爲にひらき給へ」と言ひしに、 12

答へて「まことに汝らに告ぐ、我は汝らを知らず

」と言へり。 13されば目を覺しをれ、汝らは其

の日その時を知らざるなり。 14また或人とほく

旅立せんとして、其の僕どもを呼び、之に己が所

有を預くるが如し。 15各人の能力に應じて、或

者には五タラント、或者には二タラント、或者

には一タラントを與へ置きて旅立せり。 16五タ

ラントを受けし者は、直ちに往き、之をはたらか

せて他に五タラントを贏け、 17二タラントを受

けし者も同じく他に二タラントを贏く。 18然る

に一タラントを受けし者は、往きて地を掘り、そ

の主人の銀をかくし置けり。 19久しうして後こ

の僕どもの主人きたりて彼らと計算したるに、 20

五タラントを受けし者は他に五タラントを持ちき

たりて言ふ「主よ、なんぢ我に五タラントを預け

たりしが、視よ、他に五タラントを贏けたり」 21

主人いふ「宜いかな、善かつ忠なる僕、なんぢは

僅なる物に忠なりき。我なんぢに多くの物を掌ど

らせん、汝の主人の勸喜に入れ」 22二タラント

を受けし者も來りて言ふ「主よ、なんぢ我に二タ

ラントを預けたりしが、視よ、他に二タラントを

贏けたり」 23主人いふ「宜いかな、善かつ忠な

る僕、なんぢは僅なる物に忠なりき。我なんぢに

多くの物を掌どらせん、汝の主人の勸喜にいれ」

24また一タラントを受けし者もきたりて言ふ「主

よ、我はなんぢの嚴しき人にて、播かぬ處より刈

り、散らさぬ處より斂むることを知るゆゑに、 25

懼れてゆき、汝のタラントを地に藏しおけり。視

よ、汝はなんぢの物を得たり」 26主人こたへて

言ふ「惡しくかつ惰れる僕、わが播かぬ處より刈

り、散さぬ處より斂むることを知るか。 27さら

ば我が銀を銀行にあづけ置くべかりしなり、我き

たりて利子とともに我が物をうけ取りしものを。

28されば彼のタラントを取りて十タラントを有て

る人に與へよ。 29すべて有てる人は、與へられ

て愈々豐ならん。されど有たぬ者は、その有て

る物をも取らるべし。 30而して此の無益なる僕

を外の暗黒に逐ひいだせ、其處にて哀哭・切齒す

ることあらん」 31人の子その榮光をもて、もろ

もろの御使を率ゐきたる時、その榮光の座位に坐

せん。 32かくてその前にもろもろの國人あつめ

られん、之を別つこと牧羊者が羊と山羊とを別つ

如くして、 33羊をその右に、山羊をその左にお

かん。 34ここに王その右にをる者どもに言はん

「わが父に祝せられたる者よ、來りて世の創より

汝等のために備へられたる國を嗣げ。 35なんぢ

ら我が飢ゑしときに食はせ、渇きしときに飮ませ

、旅人なりし時に宿らせ、 36裸なりしときに衣

せ、病みしときに訪ひ、獄に在りしときに來りた

ればなり」 37ここに、正しき者ら答へて言はん

「主よ、何時なんぢの飢ゑしを見て食はせ、渇き

しを見て飮ませし。 38何時なんぢの旅人なりし

を見て宿らせ、裸なりしを見て衣せし。 39何時

なんぢの病みまた獄に在りしを見て、汝にいたり

し」 40王こたへて言はん「まことに汝らに告ぐ

、わが兄弟なる此等のいと小き者の一人になし

たるは、即ち我に爲したるなり」 41かくてまた

左にをる者どもに言はん「詛はれたる者よ、我を

離れて惡魔とその使らとのために備へられたる永

遠の火に入れ。 (aiōnios g166) 42なんぢら我が飢ゑし

ときに食はせず、渇きしときに飮ませず、 43旅

人なりしときに宿らせず、裸なりしときに衣せず

、病みまた獄にありしときに訪はざればなり」 44

ここに彼らも答へて言はん「主よ、いつ汝の飢ゑ

、或は渇き、或は旅人、あるひは裸、あるひは病
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み、或は獄に在りしを見て事へざりし」 45ここ

に王こたへて言はん「誠になんぢらに告ぐ、此

等のいと小きものの一人に爲さざりしは、即ち我

になさざりしなり」と。 46かくて、これらの者

は去りて永遠の刑罰にいり、正しき者は永遠の生

命に入らん』 (aiōnios g166)

26イエスこれらの言をみな語りをへて、弟子た
ちに言ひ給ふ 2『なんぢらの知るごとく、二

日の後は過越の祭なり、人の子は十字架につけら

れん爲に賣らるべし』 3そのとき祭司長・民の長

老ら、カヤパといふ大祭司の中庭に集り、 4詭

計をもてイエスを捕へ、かつ殺さんと相議りた

れど、 5又いふ『まつりの間は爲すべからず、恐

らくは民の中に亂起らん』 6イエス、ベタニヤ

にて癩病人シモンの家に居給ふ時、 7ある女、石

膏の壺に入りたる貴き香油を持ちて、近づき來

り、食事の席に就き居給ふイエスの首に注げり。

8弟子たち之を見て憤ほり言ふ『何故かく濫なる

費をなすか。 9之を多くの金に賣りて、貧しき者

に施すことを得たりしものを』 10イエス之を知

りて言ひたまふ『何ぞこの女を惱すか、我に善き

事をなせるなり。 11貧しき者は常に汝らと偕に

をれど、我は常に偕に居らず。 12この女の我が

體に香油を注ぎしは、わが葬りの備をなせるな

り。 13まことに汝らに告ぐ、全世界いずこにて

も、この福音の宣傅へらるる處には、この女のな

しし事も記念として語らるべし』 14ここに十二

弟子の一人イスカリオテのユダといふ者、祭司長

らの許にゆきて言ふ 15『なんぢらに彼を付さば

、何ほど我に與へんとするか』彼ら銀三十を量

り出せり。 16ユダこの時よりイエスを付さんと

好き機を窺ふ。 17除酵祭の初の日、弟子たちイ

エスに來りて言ふ『過越の食をなし給ふために、

何處に我らが備ふる事を望み給ふか』 18イエス

言ひたまふ『都にゆき、某のもとに到りて「師い

ふ、わが時近づけり。われ弟子たちと共に過越

を汝の家にて守らん」と言へ』 19弟子たちイエ

スの命じ給ひし如くして、過越の備をなせり。 20

日暮れて十二弟子とともに席に就きて、 21食す

るとき言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、汝らの中

の一人われを賣らん』 22弟子たち甚く憂ひて、

おのおの『主よ、我なるか』と言ひいでしに、 23

答へて言ひたまふ『我とともに手を鉢に入るる者

われを賣らん。 24人の子は己に就きて録された

る如く逝くなり。されど人の子を賣る者は禍害な

るかな、その人は生れざりし方よかりしものを』

25イエスを賣るユダ答へて言ふ『ラビ、我なるか

』イエス言ひ給ふ『なんぢの言へる如し』 26彼

ら食しをる時、イエス、パンをとり、祝してさき

、弟子たちに與へて言ひ給ふ『取りて食へ、これ

は我が體なり』 27また酒杯をとりて謝し、彼ら

に與へて言ひ給ふ『なんぢら皆この酒杯より飮め

。 28これは契約のわが血なり、多くの人のため

に、罪の赦を得させんとて流す所のものなり。 29

われ汝らに告ぐ、わが父の國にて新しきものを汝

らと共に飮む日までは、われ今より後この葡萄の

果より成るものを飮まじ』 30彼ら讃美を歌ひて

後オリブ山に出でゆく。 31ここにイエス弟子た

ちに言ひ給ふ『今宵なんぢら皆われに就きて躓か

ん「われ牧羊者を打たん、さらば群の羊散るべ

し」と録されたるなり。 32されど我よみがへり

て後、なんぢらに先だちてガリラヤに往かん』 33

ペテロ答へて言ふ『假令みな汝に就きて躓くとも

我はいつまでも躓かじ』 34イエス言ひ給ふ『ま

ことに汝に告ぐ、こよひ鷄鳴く前に、なんぢ三

たび我を否むべし』 35ペテロ言ふ『我なんぢと

共に死ぬべき事ありとも汝を否まず』弟子たち皆

かく言へり。 36ここにイエス彼らと共にゲツセ

マネといふ處にいたりて、弟子たちに言ひ給ふ『

わが彼處にゆきて祈る間、なんぢら此處に坐せよ

』 37かくてペテロとゼベダイの子二人とを伴ひ

ゆき、憂ひ悲しみ出でて言ひ給ふ、 38『わが心

いたく憂ひて死ぬばかりなり。汝ら此處に止りて

我と共に目を覺しをれ』 39少し進みゆきて、平

伏し祈りて言ひ給ふ『わが父よ、もし得べくば此

の酒杯を我より過ぎ去らせ給へ。されど我が意の

儘にとにはあらず、御意のままに爲し給へ』 40

弟子たちの許にきたり、その眠れるを見てペテロ

に言ひ給ふ『なんぢら斯く一時も我と共に目を

覺し居ること能はぬか。 41誘惑に陷らぬやう、

目を覺しかつ祈れ。實に心は熱すれども肉體よわ

きなり』 42また二度ゆき祈りて言ひ給ふ『わが

父よ、この酒杯もし我飮までは過ぎ去りがたく

ば、御意のままに成し給へ』 43復きたりて彼ら

の眠れるを見たまふ、是その目疲れたるなり。

44また離れゆきて、三たび同じ言にて祈り給ふ。

45而して弟子たちの許に來りて言ひ給ふ『今は眠

りて休め。視よ、時近づけり、人の子は罪人ら

の手に付さるるなり。 46起きよ、我ら往くべし
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。視よ、我を賣るもの近づけり』 47なほ語り給

ふほどに、視よ、十二弟子の一人なるユダ來る

、祭司長・民の長老らより遣されたる大なる群衆

、劍と棒とをもちて之に伴ふ。 48イエスを賣る

者あらかじめ合圖を示して言ふ『わが接吻する者

はそれなり、之を捕へよ』 49かくて直ちにイエ

スに近づき『ラビ、安かれ』といひて接吻したれ

ば、 50イエス言ひたまふ『友よ、何とて來る』

このとき人々すすみてイエスに手をかけて捕ふ。

51視よ、イエスと偕にありし者のひとり、手をの

べ劍を拔きて、大祭司の僕をうちて、その耳を

切り落せり。 52ここにイエス彼に言ひ給ふ『な

んぢの劍をもとに收めよ、すべて劍をとる者は劍

にて亡ぶるなり。 53我わが父に請ひて、十二軍

に餘る御使を今あたへらるること能はずと思ふか

。 54もし然せば、斯くあるべく録したる聖書は

いかで成就すべき』 55この時イエス群衆に言ひ

給ふ『なんぢら強盜に向ふごとく劍と棒とをもち

、我を捕へんとて出で來るか。我は日々宮に坐

して教へたりしに、汝ら我を捕へざりき。 56さ

れどかくの如くなるは、みな預言者たちの書の成

就せん爲なり』ここに弟子たち皆イエスを棄てて

逃げさりぬ。 57イエスを捕へたる者ども、學者

・長老らの集り居る大祭司カヤパの許に曳きゆ

く。 58ペテロ遠く離れ、イエスに從ひて大祭司

の中庭まで到り、その成行を見んとて、そこに入

り下役どもと共に坐せり。 59祭司長らと全議會

と、イエスを死に定めんとて、いつはりの證據を

求めたるに、 60多くの僞證者いでたれども得ず

。後に二人の者いでて言ふ 61『この人は「われ

神の宮を毀ち三日にて建て得べし」と云へり』 62

大祭司たちてイエスに言ふ『この人々が汝に對

して立つる證據に何をも答へぬか』 63されどイ

エス默し居給ひたれば、大祭司いふ『われ汝に

命ず、活ける神に誓ひて我らに告げよ、汝はキリ

スト、神の子なるか』 64イエス言ひ給ふ『なん

ぢの言へる如し。かつ我なんぢらに告ぐ、今より

後、なんぢら人の子の全能者の右に坐し、天の雲

に乘りて來るを見ん』 65ここに大祭司おのが衣

を裂きて言ふ『かれ瀆言をいへり、何ぞ他に證人

を求めん。視よ、なんぢら今この瀆言をきけり。

66いかに思ふか』答へて言ふ『かれは死に當れり

』 67ここに彼等その御顏に唾し、拳にて搏ち、

或者どもは手掌にて批きて言ふ 68『キリストよ

、我らに預言せよ、汝をうちし者は誰なるか』 69

ペテロ外にて中庭に坐しゐたるに、一人の婢女き

たりて言ふ『なんぢもガリラヤ人イエスと偕にゐ

たり』 70かれ凡ての人の前に肯はずして言ふ『

われは汝の言ふことを知らず』 71かくて門まで

出で往きたるとき、他の婢女かれを見て、其處に

をる者どもに向ひて『この人はナザレ人イエスと

偕にゐたり』と言へるに、 72重ねて肯はず、契

ひて『我はその人を知らず』といふ。 73暫くし

て其處に立つ者ども近づきてペテロに言ふ『なん

ぢも慥にかの黨與なり、汝の國訛なんぢを表せり

』 74ここにペテロ盟ひかつ契ひて『我その人を

知らず』と言ひ出づるをりしも、鷄鳴きぬ。 75

ペテロ『にはとり鳴く前に、なんぢ三度われを否

まん』と、イエスの言ひ給ひし御言を思ひだし、

外に出でて甚く泣けり。

27夜明けになりて、凡ての祭司長・民の長老ら
、イエスを殺さんと相議り、 2遂に之を縛

り、曳きゆきて總督ピラトに付せり。 3ここにイ

エスを賣りしユダ、その死に定められ給ひしを見

て悔い、祭司長・長老らに、かの三十の銀をかへ

して言ふ、 4『われ罪なきの血を賣りて罪を犯し

たり』彼らいふ『われら何ぞ干らん、汝みづから

當るべし』 5彼その銀を聖所に投げすてて去り、

ゆきて自ら縊れたり。 6祭司長らその銀をとりて

言ふ『これは血の價なれば、宮の庫に納むるは可

からず』 7かくて相議り、その銀をもて陶工の

畑を買ひ、旅人らの墓地とせり。 8之によりて其

の畑は、今に至るまで血の畑と稱へらる。 9ここ

に預言者エレミヤによりて云はれたる言は成就し

たり。曰く『かくて彼ら値積られしもの、即ちイ

スラエルの子らが値積りし者の價の銀三十をと

りて、 10陶工の畑の代に之を與へたり。主の我

に命じ給ひし如し』 11さてイエス、總督の前に

立ち給ひしに、總督問ひて言ふ『なんぢはユダ

ヤ人の王なるか』イエス言ひ給ふ『なんぢの言ふ

が如し』 12祭司長・長老ら訴ふれども、何をも

答へ給はず。 13ここにピラト彼に言ふ『聞かぬ

か、彼らが汝に對して如何におほくの證據を立つ

るを』 14されど總督の甚く怪しむまで、一言を

も答へ給はず。 15祭の時には、總督群衆の望に

まかせて、囚人一人を之に赦す例あり。 16ここ

にバラバといふ隱れなき囚人あり。 17されば人

々の集れる時、ピラト言ふ『なんぢら我が誰を赦

さんことを願ふか。バラバなるか、キリストと稱
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ふるイエスなるか』 18これピラト彼らのイエス

を付ししは嫉に因ると知る故なり。 19彼なほ審

判の座にをる時、その妻、人を遣して言はしむ『

かの義人に係ることを爲な、我けふ夢の中にて彼

の故にさまざま苦しめり』 20祭司長・長老ら、

群衆にバラバの赦されん事を請はしめ、イエスを

亡さんことを勸む。 21總督こたへて彼らに言ふ

『二人の中いづれを我が赦さん事を願ふか』彼ら

いふ『バラバなり』 22ピラト言ふ『さらばキリ

ストと稱ふるイエスを我いかにすべきか』皆いふ

『十字架につくべし』 23ピラト言ふ『かれ何の

惡事をなしたるか』彼ら烈しく叫びていふ『十字

架につくべし』 24ピラトは何の效なく反つて亂

にならんとするを見て、水をとり群衆のまへに手

を洗ひて言ふ『この人の血につきて我は罪なし、

汝等みづから當れ』 25民みな答へて言ふ『其の

血は、我らと我らの子孫とに歸すべし』 26ここ

にピラト、バラバを彼らに赦し、イエスを鞭うち

て、十字架につくる爲に付せり。 27ここに總督

の兵卒ども、イエスを官邸につれゆき、全隊を

御許に集め、 28その衣をはぎて、緋色の上衣を

きせ、 29茨の冠冕を編みて、その首に冠らせ、

葦を右の手にもたせ、且その前に跪づき、嘲弄し

て言ふ『ユダヤ人の王、安かれ』 30また之に唾

し、かの葦をとりて其の首を叩く。 31かく嘲弄

してのち、上衣を剥ぎて、故の衣をきせ、十字架

につけんとて曳きゆく。 32その出づる時、シモ

ンといふクレネ人にあひしかば、強ひて之にイエ

スの十字架をおはしむ。 33かくてゴルゴタとい

ふ處、即ち髑髏の地にいたり、 34苦味を混ぜた

る葡萄酒を飮ませんとしたるに、嘗めて、飮まん

とし給はず。 35彼らイエスを十字架につけての

ち、籤をひきて其の衣をわかち、 36且そこに坐

して、イエスを守る。 37その首の上に『これは

ユダヤ人の王イエスなり』と記したる罪標を置き

たり。 38ここにイエスとともに二人の強盜、十

字架につけられ、一人はその右に、一人はその左

におかる。 39往來の者どもイエスを譏り、首を

振りていふ、 40『宮を毀ちて三日のうちに建つ

る者よ、もし神の子ならば己を救へ、十字架より

下りよ』 41祭司長らもまた同じく、學者・長老

らとともに嘲弄して言ふ、 42『人を救ひて己を

救ふこと能はず。彼はイスラエルの王なり、いま

十字架より下りよかし、さらば我ら彼を信ぜん。

43彼は神に依り頼めり、神かれを愛しまば今すく

ひ給ふべし「我は神の子なり」と云へり』 44と

もに十字架につけられたる強盜どもも、同じ事を

もてイエスを罵れり。 45晝の十二時より地の上

あまねく暗くなりて、三時に及ぶ。 46三時ごろ

イエス大聲に叫びて『エリ、エリ、レマ、サバク

タニ』と言ひ給ふ。わが神、わが神、なんぞ我を

見棄て給ひしとの意なり。 47そこに立つ者のう

ち或人々これを聞きて『彼はエリヤを呼ぶなり

』と言ふ。 48直ちにその中の一人はしりゆきて

海綿をとり、酸き葡萄酒を含ませ、葦につけてイ

エスに飮ましむ。 49その他の者ども言ふ『まて

、エリヤ來りて彼を救ふや否や、我ら之を見ん』

50イエス再び大聲に呼はりて息絶えたまふ。 51

視よ、聖所の幕、上より下まで裂けて二つとなり

、また地震ひ、磐さけ、 52墓ひらけて、眠りた

る聖徒の屍體おほく活きかへり、 53イエスの復

活ののち墓をいで、聖なる都に入りて、多くの人

に現れたり。 54百卒長および之と共にイエスを

守りゐたる者ども、地震とその有りし事とを見て

甚く懼れ『實に彼は神の子なりき』と言へり。 55

その處にて遙に望みゐたる多くの女あり、イエス

に事へてガリラヤより從ひ來りし者どもなり。 56

その中には、マグダラのマリヤ、ヤコブとヨセフ

との母マリヤ、及びゼベダイの子らの母などもゐ

たり。 57日暮れて、ヨセフと云ふアリマタヤの

富める人きたる。彼もイエスの弟子なるが、 58

ピラトに往きてイエスの屍體を請ふ。ここにピラ

ト之を付すことを命ず。 59ヨセフ屍體をとりて

淨き亞麻布につつみ、 60岩にほりたる己が新し

き墓に納め、墓の入口に大なる石を轉しおきて去

りぬ。 61其處にはマグダラのマリヤと他のマリ

ヤと墓に向ひて坐しゐたり。 62あくる日、即ち

準備日の翌日、祭司長らとパリサイ人らとピラ

トの許に集りて言ふ、 63『主よ、かの惑すもの

生き居りし時「われ三日の後に甦へらん」と言ひ

しを、我ら思ひいだせり。 64されば命じて三日

に至るまで墓を固めしめ給へ、恐らくはその弟子

ら來りて之を盜み、「彼は死人の中より甦へれり

」と民に言はん。然らば後の惑は前のよりも甚だ

しからん』 65ピラト言ふ『なんぢらに番兵あり

、往きて力限り固めよ』 66乃ち彼らゆきて石に

封印し、番兵を置きて墓を固めたり。

28さて安息日をはりて、一週の初の日のほの
明き頃、マグダラのマリヤと他のマリヤと墓
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を見んとて來りしに、 2視よ、大なる地震あり、

これ主の使、天より降り來りて、かの石を轉し退

け、その上に坐したるなり。 3その状は電光のご

とく輝き、その衣は雪のごとく白し。 4守の者ど

も彼を懼れたれば、戰きて死人の如くなりぬ。 5

御使こたへて女たちに言ふ『なんぢら懼るな、我

なんぢらが十字架につけられ給ひしイエスを尋ぬ

るを知る。 6此處には在さず、その言へる如く甦

へり給へり。來りてその置かれ給ひし處を見よ。

7かつ速かに往きて、その弟子たちに「彼は死人

の中より甦へり給へり。視よ、汝らに先だちてガ

リラヤに往き給ふ、彼處にて謁ゆるを得ん」と告

げよ。視よ、汝らに之を告げたり』 8女たち懼と

大なる歡喜とをもて、速かに墓を去り、弟子たち

に知らせんとて走りゆく。 9視よ、イエス彼らに

遇ひて『安かれ』と言ひ給ひたれば、進みゆき、

御足を抱きて拜す。 10ここにイエス言ひたまふ

『懼るな、往きて我が兄弟たちに、ガリラヤにゆ

き、彼處にて我を見るべきことを知らせよ』 11

女たちの往きたるとき、視よ、番兵のうちの數人

、都にいたり、凡て有りし事どもを祭司長らに告

ぐ。 12祭司長ら、長老らと共に集りて相議り、

兵卒どもに多くの銀を與へて言ふ、 13『なんぢ

ら言へ「その弟子ら夜きたりて、我らの眠れる間

に彼を盜めり」と。 14この事もし總督に聞えな

ば、我ら彼を宥めて汝らに憂なからしめん』 15

彼ら銀をとりて言ひ含められたる如くしたれば、

此の話ユダヤ人の中にひろまりて、今日に至れり

。 16十一弟子たちガリラヤに往きて、イエスの

命じ給ひし山にのぼり、 17遂に謁えて拜せり。

されど疑ふ者もありき。 18イエス進みきたり、

彼らに語りて言ひたまふ『我は天にても地にても

一切の權を與へられたり。 19されば汝ら往きて

、もろもろの國人を弟子となし、父と子と聖靈

との名によりてバプテスマを施し、 20わが汝ら

に命ぜし凡ての事を守るべきを教へよ。視よ、我

は世の終まで常に汝らと偕に在るなり』 (aiōn g165)
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マルコの福音書

1神の子イエス・キリストの福音のはじめ。 2預

言者イザヤの書に、「見よ、わたしは使をあ

なたの先につかわし、あなたの道を整えさせるで

あろう。 3荒野で呼ばわる者の声がする、『主の

道を備えよ、その道筋をまっすぐにせよ』」と書

いてあるように、 4バプテスマのヨハネが荒野に

現れて、罪のゆるしを得させる悔改めのバプテス

マを宣べ伝えていた。 5そこで、ユダヤ全土とエ

ルサレムの全住民とが、彼のもとにぞくぞくと出

て行って、自分の罪を告白し、ヨルダン川でヨハ

ネからバプテスマを受けた。 6このヨハネは、ら

くだの毛ごろもを身にまとい、腰に皮の帯をしめ

、いなごと野蜜とを食物としていた。 7彼は宣べ

伝えて言った、「わたしよりも力のあるかたが、

あとからおいでになる。わたしはかがんで、その

くつのひもを解く値うちもない。 8わたしは水で

バプテスマを授けたが、このかたは、聖霊によっ

てバプテスマをお授けになるであろう」。 9その

ころ、イエスはガリラヤのナザレから出てきて、

ヨルダン川で、ヨハネからバプテスマをお受けに

なった。 10そして、水の中から上がられるとす

ぐ、天が裂けて、聖霊がはとのように自分に下っ

て来るのを、ごらんになった。 11すると天から

声があった、「あなたはわたしの愛する子、わた

しの心にかなう者である」。 12それからすぐに

、御霊がイエスを荒野に追いやった。 13イエス

は四十日のあいだ荒野にいて、サタンの試みにあ

われた。そして獣もそこにいたが、御使たちはイ

エスに仕えていた。 14ヨハネが捕えられた後、

イエスはガリラヤに行き、神の福音を宣べ伝えて

言われた、 15「時は満ちた、神の国は近づいた

。悔い改めて福音を信ぜよ」。 16さて、イエス

はガリラヤの海べを歩いて行かれ、シモンとシモ

ンの兄弟アンデレとが、海で網を打っているのを

ごらんになった。彼らは漁師であった。 17イエ

スは彼らに言われた、「わたしについてきなさい

。あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげよう

」。 18すると、彼らはすぐに網を捨てて、イエ

スに従った。 19また少し進んで行かれると、ゼ

ベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネとが、舟の中

で網を繕っているのをごらんになった。 20そこ

で、すぐ彼らをお招きになると、父ゼベダイを雇

人たちと一緒に舟において、イエスのあとについ

て行った。 21それから、彼らはカペナウムに行

った。そして安息日にすぐ、イエスは会堂にはい

って教えられた。 22人々は、その教に驚いた。

律法学者たちのようにではなく、権威ある者のよ

うに、教えられたからである。 23ちょうどその

時、けがれた霊につかれた者が会堂にいて、叫ん

で言った、 24「ナザレのイエスよ、あなたはわ

たしたちとなんの係わりがあるのです。わたした

ちを滅ぼしにこられたのですか。あなたがどなた

であるか、わかっています。神の聖者です」。 25

イエスはこれをしかって、「黙れ、この人から出

て行け」と言われた。 26すると、けがれた霊は

彼をひきつけさせ、大声をあげて、その人から出

て行った。 27人々はみな驚きのあまり、互に論

じて言った、「これは、いったい何事か。権威あ

る新しい教だ。けがれた霊にさえ命じられると、

彼らは従うのだ」。 28こうしてイエスのうわさ

は、たちまちガリラヤの全地方、いたる所にひろ

まった。 29それから会堂を出るとすぐ、ヤコブ

とヨハネとを連れて、シモンとアンデレとの家に

はいって行かれた。 30ところが、シモンのしゅ

うとめが熱病で床についていたので、人々はさっ

そく、そのことをイエスに知らせた。 31イエス

は近寄り、その手をとって起されると、熱が引き

、女は彼らをもてなした。 32夕暮になり日が沈

むと、人々は病人や悪霊につかれた者をみな、イ

エスのところに連れてきた。 33こうして、町中

の者が戸口に集まった。 34イエスは、さまざま

の病をわずらっている多くの人々をいやし、また

多くの悪霊を追い出された。また、悪霊どもに、

物言うことをお許しにならなかった。彼らがイエ

スを知っていたからである。 35朝はやく、夜の

明けるよほど前に、イエスは起きて寂しい所へ出

て行き、そこで祈っておられた。 36すると、シ

モンとその仲間とが、あとを追ってきた。 37そ

してイエスを見つけて、「みんなが、あなたを捜

しています」と言った。 38イエスは彼らに言わ

れた、「ほかの、附近の町々にみんなで行って、

そこでも教を宣べ伝えよう。わたしはこのために

出てきたのだから」。 39そして、ガリラヤ全地

を巡りあるいて、諸会堂で教を宣べ伝え、また悪

霊を追い出された。 40ひとりのらい病人が、イ

エスのところに願いにきて、ひざまずいて言った

、「みこころでしたら、きよめていただけるので

すが」。 41イエスは深くあわれみ、手を伸ばし
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て彼にさわり、「そうしてあげよう、きよくなれ

」と言われた。 42すると、らい病が直ちに去っ

て、その人はきよくなった。 43イエスは彼をき

びしく戒めて、すぐにそこを去らせ、こう言い聞

かせられた、 44「何も人に話さないように、注

意しなさい。ただ行って、自分のからだを祭司に

見せ、それから、モーセが命じた物をあなたのき

よめのためにささげて、人々に証明しなさい」。

45しかし、彼は出て行って、自分の身に起ったこ

とを盛んに語り、また言いひろめはじめたので、

イエスはもはや表立っては町に、はいることがで

きなくなり、外の寂しい所にとどまっておられた

。しかし、人々は方々から、イエスのところにぞ

くぞくと集まってきた。

2幾日かたって、イエスがまたカペナウムにお
帰りになったとき、家におられるといううわ

さが立ったので、 2多くの人々が集まってきて、

もはや戸口のあたりまでも、すきまが無いほどに

なった。そして、イエスは御言を彼らに語ってお

られた。 3すると、人々がひとりの中風の者を四

人の人に運ばせて、イエスのところに連れてきた

。 4ところが、群衆のために近寄ることができな

いので、イエスのおられるあたりの屋根をはぎ、

穴をあけて、中風の者を寝かせたまま、床をつり

おろした。 5イエスは彼らの信仰を見て、中風の

者に、「子よ、あなたの罪はゆるされた」と言わ

れた。 6ところが、そこに幾人かの律法学者がす

わっていて、心の中で論じた、 7「この人は、な

ぜあんなことを言うのか。それは神をけがすこと

だ。神ひとりのほかに、だれが罪をゆるすことが

できるか」。 8イエスは、彼らが内心このように

論じているのを、自分の心ですぐ見ぬいて、「な

ぜ、あなたがたは心の中でそんなことを論じてい

るのか。 9中風の者に、あなたの罪はゆるされた

、と言うのと、起きよ、床を取りあげて歩け、と

言うのと、どちらがたやすいか。 10しかし、人

の子は地上で罪をゆるす権威をもっていることが

、あなたがたにわかるために」と彼らに言い、中

風の者にむかって、 11「あなたに命じる。起き

よ、床を取りあげて家に帰れ」と言われた。 12

すると彼は起きあがり、すぐに床を取りあげて、

みんなの前を出て行ったので、一同は大いに驚き

、神をあがめて、「こんな事は、まだ一度も見た

ことがない」と言った。 13イエスはまた海べに

出て行かれると、多くの人々がみもとに集まって

きたので、彼らを教えられた。 14また途中で、

アルパヨの子レビが収税所にすわっているのをご

らんになって、「わたしに従ってきなさい」と言

われた。すると彼は立ちあがって、イエスに従っ

た。 15それから彼の家で、食事の席についてお

られたときのことである。多くの取税人や罪人た

ちも、イエスや弟子たちと共にその席に着いてい

た。こんな人たちが大ぜいいて、イエスに従って

きたのである。 16パリサイ派の律法学者たちは

、イエスが罪人や取税人たちと食事を共にしてお

られるのを見て、弟子たちに言った、「なぜ、彼

は取税人や罪人などと食事を共にするのか」。 17

イエスはこれを聞いて言われた、「丈夫な人には

医者はいらない。いるのは病人である。わたしが

きたのは、義人を招くためではなく、罪人を招く

ためである」。 18ヨハネの弟子とパリサイ人と

は、断食をしていた。そこで人々がきて、イエス

に言った、「ヨハネの弟子たちとパリサイ人の弟

子たちとが断食をしているのに、あなたの弟子た

ちは、なぜ断食をしないのですか」。 19すると

イエスは言われた、「婚礼の客は、花婿が一緒に

いるのに、断食ができるであろうか。花婿と一緒

にいる間は、断食はできない。 20しかし、花婿

が奪い去られる日が来る。その日には断食をする

であろう。 21だれも、真新しい布ぎれを、古い

着物に縫いつけはしない。もしそうすれば、新し

いつぎは古い着物を引き破り、そして、破れがも

っとひどくなる。 22まただれも、新しいぶどう

酒を古い皮袋に入れはしない。もしそうすれば、

ぶどう酒は皮袋をはり裂き、そして、ぶどう酒も

皮袋もむだになってしまう。〔だから、新しいぶ

どう酒は新しい皮袋に入れるべきである〕」。 23

ある安息日に、イエスは麦畑の中をとおって行か

れた。そのとき弟子たちが、歩きながら穂をつみ

はじめた。 24すると、パリサイ人たちがイエス

に言った、「いったい、彼らはなぜ、安息日にし

てはならぬことをするのですか」。 25そこで彼

らに言われた、「あなたがたは、ダビデとその供

の者たちとが食物がなくて飢えたとき、ダビデが

何をしたか、まだ読んだことがないのか。 26す

なわち、大祭司アビアタルの時、神の家にはいっ

て、祭司たちのほか食べてはならぬ供えのパンを

、自分も食べ、また供の者たちにも与えたではな

いか」。 27また彼らに言われた、「安息日は人
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のためにあるもので、人が安息日のためにあるの

ではない。 28それだから、人の子は、安息日に

もまた主なのである」。

3イエスがまた会堂にはいられると、そこに片
手のなえた人がいた。 2人々はイエスを訴えよ

うと思って、安息日にその人をいやされるかどう

かをうかがっていた。 3すると、イエスは片手の

なえたその人に、「立って、中へ出てきなさい」

と言い、 4人々にむかって、「安息日に善を行う

のと悪を行うのと、命を救うのと殺すのと、どち

らがよいか」と言われた。彼らは黙っていた。 5

イエスは怒りを含んで彼らを見まわし、その心の

かたくななのを嘆いて、その人に「手を伸ばしな

さい」と言われた。そこで手を伸ばすと、その手

は元どおりになった。 6パリサイ人たちは出て行

って、すぐにヘロデ党の者たちと、なんとかして

イエスを殺そうと相談しはじめた。 7それから、

イエスは弟子たちと共に海べに退かれたが、ガリ

ラヤからきたおびただしい群衆がついて行った。

またユダヤから、 8エルサレムから、イドマヤか

ら、更にヨルダンの向こうから、ツロ、シドンの

あたりからも、おびただしい群衆が、そのなさっ

ていることを聞いて、みもとにきた。 9イエスは

群衆が自分に押し迫るのを避けるために、小舟を

用意しておけと、弟子たちに命じられた。 10そ

れは、多くの人をいやされたので、病苦に悩む者

は皆イエスにさわろうとして、押し寄せてきたか

らである。 11また、けがれた霊どもはイエスを

見るごとに、みまえにひれ伏し、叫んで、「あな

たこそ神の子です」と言った。 12イエスは御自

身のことを人にあらわさないようにと、彼らをき

びしく戒められた。 13さてイエスは山に登り、

みこころにかなった者たちを呼び寄せられたので

、彼らはみもとにきた。 14そこで十二人をお立

てになった。彼らを自分のそばに置くためであり

、さらに宣教につかわし、 15また悪霊を追い出

す権威を持たせるためであった。 16こうして、

この十二人をお立てになった。そしてシモンにペ

テロという名をつけ、 17またゼベダイの子ヤコ

ブと、ヤコブの兄弟ヨハネ、彼らにはボアネルゲ

、すなわち、雷の子という名をつけられた。 18

つぎにアンデレ、ピリポ、バルトロマイ、マタイ

、トマス、アルパヨの子ヤコブ、タダイ、熱心党

のシモン、 19それからイスカリオテのユダ。こ

のユダがイエスを裏切ったのである。イエスが家

にはいられると、 20群衆がまた集まってきたの

で、一同は食事をする暇もないほどであった。 21

身内の者たちはこの事を聞いて、イエスを取押え

に出てきた。気が狂ったと思ったからである。 22

また、エルサレムから下ってきた律法学者たちも

、「彼はベルゼブルにとりつかれている」と言い

、「悪霊どものかしらによって、悪霊どもを追い

出しているのだ」とも言った。 23そこでイエス

は彼らを呼び寄せ、譬をもって言われた、「どう

して、サタンがサタンを追い出すことができよう

か。 24もし国が内部で分れ争うなら、その国は

立ち行かない。 25また、もし家が内わで分れ争

うなら、その家は立ち行かないであろう。 26も

しサタンが内部で対立し分争するなら、彼は立ち

行けず、滅んでしまう。 27だれでも、まず強い

人を縛りあげなければ、その人の家に押し入って

家財を奪い取ることはできない。縛ってからはじ

めて、その家を略奪することができる。 28よく

言い聞かせておくが、人の子らには、その犯すす

べての罪も神をけがす言葉も、ゆるされる。 29

しかし、聖霊をけがす者は、いつまでもゆるされ

ず、永遠の罪に定められる」。 (aiōn g165, aiōnios g166)

30そう言われたのは、彼らが「イエスはけがれた

霊につかれている」と言っていたからである。 31

さて、イエスの母と兄弟たちとがきて、外に立ち

、人をやってイエスを呼ばせた。 32ときに、群

衆はイエスを囲んですわっていたが、「ごらんな

さい。あなたの母上と兄弟、姉妹たちが、外であ

なたを尋ねておられます」と言った。 33すると

、イエスは彼らに答えて言われた、「わたしの母

、わたしの兄弟とは、だれのことか」。 34そし

て、自分をとりかこんで、すわっている人々を見

まわして、言われた、「ごらんなさい、ここにわ

たしの母、わたしの兄弟がいる。 35神のみここ

ろを行う者はだれでも、わたしの兄弟、また姉妹

、また母なのである」。

4イエスはまたも、海べで教えはじめられた。
おびただしい群衆がみもとに集まったので、

イエスは舟に乗ってすわったまま、海上におられ

、群衆はみな海に沿って陸地にいた。 2イエスは

譬で多くの事を教えられたが、その教の中で彼ら

にこう言われた、 3「聞きなさい、種まきが種を

まきに出て行った。 4まいているうちに、道ばた
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に落ちた種があった。すると、鳥がきて食べてし

まった。 5ほかの種は土の薄い石地に落ちた。そ

こは土が深くないので、すぐ芽を出したが、 6日

が上ると焼けて、根がないために枯れてしまった

。 7ほかの種はいばらの中に落ちた。すると、い

ばらが伸びて、ふさいでしまったので、実を結ば

なかった。 8ほかの種は良い地に落ちた。そして

はえて、育って、ますます実を結び、三十倍、六

十倍、百倍にもなった」。 9そして言われた、「

聞く耳のある者は聞くがよい」。 10イエスがひ

とりになられた時、そばにいた者たちが、十二弟

子と共に、これらの譬について尋ねた。 11そこ

でイエスは言われた、「あなたがたには神の国の

奥義が授けられているが、ほかの者たちには、す

べてが譬で語られる。 12それは『彼らは見るに

は見るが、認めず、聞くには聞くが、悟らず、悔

い改めてゆるされることがない』ためである」。

13また彼らに言われた、「あなたがたはこの譬が

わからないのか。それでは、どうしてすべての譬

がわかるだろうか。 14種まきは御言をまくので

ある。 15道ばたに御言がまかれたとは、こうい

う人たちのことである。すなわち、御言を聞くと

、すぐにサタンがきて、彼らの中にまかれた御言

を、奪って行くのである。 16同じように、石地

にまかれたものとは、こういう人たちのことであ

る。御言を聞くと、すぐに喜んで受けるが、 17

自分の中に根がないので、しばらく続くだけであ

る。そののち、御言のために困難や迫害が起って

くると、すぐつまずいてしまう。 18また、いば

らの中にまかれたものとは、こういう人たちのこ

とである。御言を聞くが、 19世の心づかいと、

富の惑わしと、その他いろいろな欲とがはいって

きて、御言をふさぐので、実を結ばなくなる。

(aiōn g165) 20また、良い地にまかれたものとは、こ

ういう人たちのことである。御言を聞いて受けい

れ、三十倍、六十倍、百倍の実を結ぶのである」

。 21また彼らに言われた、「ますの下や寝台の

下に置くために、あかりを持ってくることがあろ

うか。燭台の上に置くためではないか。 22なん

でも、隠されているもので、現れないものはなく

、秘密にされているもので、明るみに出ないもの

はない。 23聞く耳のある者は聞くがよい」。 24

また彼らに言われた、「聞くことがらに注意しな

さい。あなたがたの量るそのはかりで、自分にも

量り与えられ、その上になお増し加えられるであ

ろう。 25だれでも、持っている人は更に与えら

れ、持っていない人は、持っているものまでも取

り上げられるであろう」。 26また言われた、「

神の国は、ある人が地に種をまくようなものであ

る。 27夜昼、寝起きしている間に、種は芽を出

して育って行くが、どうしてそうなるのか、その

人は知らない。 28地はおのずから実を結ばせる

もので、初めに芽、つぎに穂、つぎに穂の中に豊

かな実ができる。 29実がいると、すぐにかまを

入れる。刈入れ時がきたからである」。 30また

言われた、「神の国を何に比べようか。また、ど

んな譬で言いあらわそうか。 31それは一粒のか

らし種のようなものである。地にまかれる時には

、地上のどんな種よりも小さいが、 32まかれる

と、成長してどんな野菜よりも大きくなり、大き

な枝を張り、その陰に空の鳥が宿るほどになる」

。 33イエスはこのような多くの譬で、人々の聞

く力にしたがって、御言を語られた。 34譬によ

らないでは語られなかったが、自分の弟子たちに

は、ひそかにすべてのことを解き明かされた。 35

さてその日、夕方になると、イエスは弟子たちに

、「向こう岸へ渡ろう」と言われた。 36そこで

、彼らは群衆をあとに残し、イエスが舟に乗って

おられるまま、乗り出した。ほかの舟も一緒に行

った。 37すると、激しい突風が起り、波が舟の

中に打ち込んできて、舟に満ちそうになった。 38

ところがイエス自身は、舳の方でまくらをして、

眠っておられた。そこで、弟子たちはイエスをお

こして、「先生、わたしどもがおぼれ死んでも、

おかまいにならないのですか」と言った。 39イ

エスは起きあがって風をしかり、海にむかって、

「静まれ、黙れ」と言われると、風はやんで、大

なぎになった。 40イエスは彼らに言われた、「

なぜ、そんなにこわがるのか。どうして信仰がな

いのか」。 41彼らは恐れおののいて、互に言っ

た、「いったい、この方はだれだろう。風も海も

従わせるとは」。

5こうして彼らは海の向こう岸、ゲラサ人の地
に着いた。 2それから、イエスが舟からあがら

れるとすぐに、けがれた霊につかれた人が墓場か

ら出てきて、イエスに出会った。 3この人は墓場

をすみかとしており、もはやだれも、鎖でさえも

彼をつなぎとめて置けなかった。 4彼はたびたび

足かせや鎖でつながれたが、鎖を引きちぎり、足
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かせを砕くので、だれも彼を押えつけることがで

きなかったからである。 5そして、夜昼たえまな

く墓場や山で叫びつづけて、石で自分のからだを

傷つけていた。 6ところが、この人がイエスを遠

くから見て、走り寄って拝し、 7大声で叫んで言

った、「いと高き神の子イエスよ、あなたはわた

しとなんの係わりがあるのです。神に誓ってお願

いします。どうぞ、わたしを苦しめないでくださ

い」。 8それは、イエスが、「けがれた霊よ、こ

の人から出て行け」と言われたからである。 9ま

た彼に、「なんという名前か」と尋ねられると、

「レギオンと言います。大ぜいなのですから」と

答えた。 10そして、自分たちをこの土地から追

い出さないようにと、しきりに願いつづけた。 11

さて、そこの山の中腹に、豚の大群が飼ってあっ

た。 12霊はイエスに願って言った、「わたしど

もを、豚にはいらせてください。その中へ送って

ください」。 13イエスがお許しになったので、

けがれた霊どもは出て行って、豚の中へはいり込

んだ。すると、その群れは二千匹ばかりであった

が、がけから海へなだれを打って駆け下り、海の

中でおぼれ死んでしまった。 14豚を飼う者たち

が逃げ出して、町や村にふれまわったので、人々

は何事が起ったのかと見にきた。 15そして、イ

エスのところにきて、悪霊につかれた人が着物を

着て、正気になってすわっており、それがレギオ

ンを宿していた者であるのを見て、恐れた。 16

また、それを見た人たちは、悪霊につかれた人の

身に起った事と豚のこととを、彼らに話して聞か

せた。 17そこで、人々はイエスに、この地方か

ら出て行っていただきたいと、頼みはじめた。 18

イエスが舟に乗ろうとされると、悪霊につかれて

いた人がお供をしたいと願い出た。 19しかし、

イエスはお許しにならないで、彼に言われた、「

あなたの家族のもとに帰って、主がどんなに大き

なことをしてくださったか、またどんなにあわれ

んでくださったか、それを知らせなさい」。 20

そこで、彼は立ち去り、そして自分にイエスがし

てくださったことを、ことごとくデカポリスの地

方に言いひろめ出したので、人々はみな驚き怪し

んだ。 21イエスがまた舟で向こう岸へ渡られる

と、大ぜいの群衆がみもとに集まってきた。イエ

スは海べにおられた。 22そこへ、会堂司のひと

りであるヤイロという者がきて、イエスを見かけ

るとその足もとにひれ伏し、 23しきりに願って

言った、「わたしの幼い娘が死にかかっています

。どうぞ、その子がなおって助かりますように、

おいでになって、手をおいてやってください」。

24そこで、イエスは彼と一緒に出かけられた。大

ぜいの群衆もイエスに押し迫りながら、ついて行

った。 25さてここに、十二年間も長血をわずら

っている女がいた。 26多くの医者にかかって、

さんざん苦しめられ、その持ち物をみな費してし

まったが、なんのかいもないばかりか、かえって

ますます悪くなる一方であった。 27この女がイ

エスのことを聞いて、群衆の中にまぎれ込み、う

しろから、み衣にさわった。 28それは、せめて

、み衣にでもさわれば、なおしていただけるだろ

うと、思っていたからである。 29すると、血の

元がすぐにかわき、女は病気がなおったことを、

その身に感じた。 30イエスはすぐ、自分の内か

ら力が出て行ったことに気づかれて、群衆の中で

振り向き、「わたしの着物にさわったのはだれか

」と言われた。 31そこで弟子たちが言った、「

ごらんのとおり、群衆があなたに押し迫っていま

すのに、だれがさわったかと、おっしゃるのです

か」。 32しかし、イエスはさわった者を見つけ

ようとして、見まわしておられた。 33その女は

自分の身に起ったことを知って、恐れおののきな

がら進み出て、みまえにひれ伏して、すべてあり

のままを申し上げた。 34イエスはその女に言わ

れた、「娘よ、あなたの信仰があなたを救ったの

です。安心して行きなさい。すっかりなおって、

達者でいなさい」。 35イエスが、まだ話してお

られるうちに、会堂司の家から人々がきて言った

、「あなたの娘はなくなりました。このうえ、先

生を煩わすには及びますまい」。 36イエスはそ

の話している言葉を聞き流して、会堂司に言われ

た、「恐れることはない。ただ信じなさい」。 37

そしてペテロ、ヤコブ、ヤコブの兄弟ヨハネのほ

かは、ついて来ることを、だれにもお許しになら

なかった。 38彼らが会堂司の家に着くと、イエ

スは人々が大声で泣いたり、叫んだりして、騒い

でいるのをごらんになり、 39内にはいって、彼

らに言われた、「なぜ泣き騒いでいるのか。子供

は死んだのではない。眠っているだけである」。

40人々はイエスをあざ笑った。しかし、イエスは

みんなの者を外に出し、子供の父母と供の者たち

だけを連れて、子供のいる所にはいって行かれた

。 41そして子供の手を取って、「タリタ、クミ
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」と言われた。それは、「少女よ、さあ、起きな

さい」という意味である。 42すると、少女はす

ぐに起き上がって、歩き出した。十二歳にもなっ

ていたからである。彼らはたちまち非常な驚きに

打たれた。 43イエスは、だれにもこの事を知ら

すなと、きびしく彼らに命じ、また、少女に食物

を与えるようにと言われた。

6イエスはそこを去って、郷里に行かれたが、
弟子たちも従って行った。 2そして、安息日に

なったので、会堂で教えはじめられた。それを聞

いた多くの人々は、驚いて言った、「この人は、

これらのことをどこで習ってきたのか。また、こ

の人の授かった知恵はどうだろう。このような力

あるわざがその手で行われているのは、どうして

か。 3この人は大工ではないか。マリヤのむすこ

で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではない

か。またその姉妹たちも、ここにわたしたちと一

緒にいるではないか」。こうして彼らはイエスに

つまずいた。 4イエスは言われた、「預言者は、

自分の郷里、親族、家以外では、どこででも敬わ

れないことはない」。 5そして、そこでは力ある

わざを一つもすることができず、ただ少数の病人

に手をおいていやされただけであった。 6そして

、彼らの不信仰を驚き怪しまれた。それからイエ

スは、附近の村々を巡りあるいて教えられた。 7

また十二弟子を呼び寄せ、ふたりずつつかわすこ

とにして、彼らにけがれた霊を制する権威を与え

、 8また旅のために、つえ一本のほかには何も持

たないように、パンも、袋も、帯の中に銭も持た

ず、 9ただわらじをはくだけで、下着も二枚は着

ないように命じられた。 10そして彼らに言われ

た、「どこへ行っても、家にはいったなら、その

土地を去るまでは、そこにとどまっていなさい。

11また、あなたがたを迎えず、あなたがたの話を

聞きもしない所があったなら、そこから出て行く

とき、彼らに対する抗議のしるしに、足の裏のち

りを払い落しなさい」。 12そこで、彼らは出て

行って、悔改めを宣べ伝え、 13多くの悪霊を追

い出し、大ぜいの病人に油をぬっていやした。 14

さて、イエスの名が知れわたって、ヘロデ王の耳

にはいった。ある人々は「バプテスマのヨハネが

、死人の中からよみがえってきたのだ。それで、

あのような力が彼のうちに働いているのだ」と言

い、 15他の人々は「彼はエリヤだ」と言い、ま

た他の人々は「昔の預言者のような預言者だ」と

言った。 16ところが、ヘロデはこれを聞いて、

「わたしが首を切ったあのヨハネがよみがえった

のだ」と言った。 17このヘロデは、自分の兄弟

ピリポの妻ヘロデヤをめとったが、そのことで、

人をつかわし、ヨハネを捕えて獄につないだ。 18

それは、ヨハネがヘロデに、「兄弟の妻をめとる

のは、よろしくない」と言ったからである。 19

そこで、ヘロデヤはヨハネを恨み、彼を殺そうと

思っていたが、できないでいた。 20それはヘロ

デが、ヨハネは正しくて聖なる人であることを知

って、彼を恐れ、彼に保護を加え、またその教を

聞いて非常に悩みながらも、なお喜んで聞いてい

たからである。 21ところが、よい機会がきた。

ヘロデは自分の誕生日の祝に、高官や将校やガリ

ラヤの重立った人たちを招いて宴会を催したが、

22そこへ、このヘロデヤの娘がはいってきて舞を

まい、ヘロデをはじめ列座の人たちを喜ばせた。

そこで王はこの少女に「ほしいものはなんでも言

いなさい。あなたにあげるから」と言い、 23さ

らに「ほしければ、この国の半分でもあげよう」

と誓って言った。 24そこで少女は座をはずして

、母に「何をお願いしましょうか」と尋ねると、

母は「バプテスマのヨハネの首を」と答えた。 25

するとすぐ、少女は急いで王のところに行って願

った、「今すぐに、バプテスマのヨハネの首を盆

にのせて、それをいただきとうございます」。 26

王は非常に困ったが、いったん誓ったのと、また

列座の人たちの手前、少女の願いを退けることを

好まなかった。 27そこで、王はすぐに衛兵をつ

かわし、ヨハネの首を持って来るように命じた。

衛兵は出て行き、獄中でヨハネの首を切り、 28

盆にのせて持ってきて少女に与え、少女はそれを

母にわたした。 29ヨハネの弟子たちはこのこと

を聞き、その死体を引き取りにきて、墓に納めた

。 30さて、使徒たちはイエスのもとに集まって

きて、自分たちがしたことや教えたことを、みな

報告した。 31するとイエスは彼らに言われた、

「さあ、あなたがたは、人を避けて寂しい所へ行

って、しばらく休むがよい」。それは、出入りす

る人が多くて、食事をする暇もなかったからであ

る。 32そこで彼らは人を避け、舟に乗って寂し

い所へ行った。 33ところが、多くの人々は彼ら

が出かけて行くのを見、それと気づいて、方々の

町々からそこへ、一せいに駆けつけ、彼らより先
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に着いた。 34イエスは舟から上がって大ぜいの

群衆をごらんになり、飼う者のない羊のようなそ

の有様を深くあわれんで、いろいろと教えはじめ

られた。 35ところが、はや時もおそくなったの

で、弟子たちはイエスのもとにきて言った、「こ

こは寂しい所でもあり、もう時もおそくなりまし

た。 36みんなを解散させ、めいめいで何か食べ

る物を買いに、まわりの部落や村々へ行かせてく

ださい」。 37イエスは答えて言われた、「あな

たがたの手で食物をやりなさい」。弟子たちは言

った、「わたしたちが二百デナリものパンを買っ

てきて、みんなに食べさせるのですか」。 38す

るとイエスは言われた、「パンは幾つあるか。見

てきなさい」。彼らは確かめてきて、「五つあり

ます。それに魚が二ひき」と言った。 39そこで

イエスは、みんなを組々に分けて、青草の上にす

わらせるように命じられた。 40人々は、あるい

は百人ずつ、あるいは五十人ずつ、列をつくって

すわった。 41それから、イエスは五つのパンと

二ひきの魚とを手に取り、天を仰いでそれを祝福

し、パンをさき、弟子たちにわたして配らせ、ま

た、二ひきの魚もみんなにお分けになった。 42

みんなの者は食べて満腹した。 43そこで、パン

くずや魚の残りを集めると、十二のかごにいっぱ

いになった。 44パンを食べた者は男五千人であ

った。 45それからすぐ、イエスは自分で群衆を

解散させておられる間に、しいて弟子たちを舟に

乗り込ませ、向こう岸のベツサイダへ先におやり

になった。 46そして群衆に別れてから、祈るた

めに山へ退かれた。 47夕方になったとき、舟は

海のまん中に出ており、イエスだけが陸地におら

れた。 48ところが逆風が吹いていたために、弟

子たちがこぎ悩んでいるのをごらんになって、夜

明けの四時ごろ、海の上を歩いて彼らに近づき、

そのそばを通り過ぎようとされた。 49彼らはイ

エスが海の上を歩いておられるのを見て、幽霊だ

と思い、大声で叫んだ。 50みんなの者がそれを

見て、おじ恐れたからである。しかし、イエスは

すぐ彼らに声をかけ、「しっかりするのだ。わた

しである。恐れることはない」と言われた。 51

そして、彼らの舟に乗り込まれると、風はやんだ

。彼らは心の中で、非常に驚いた。 52先のパン

のことを悟らず、その心が鈍くなっていたからで

ある。 53彼らは海を渡り、ゲネサレの地に着い

て舟をつないだ。 54そして舟からあがると、人

々はすぐイエスと知って、 55その地方をあまね

く駆けめぐり、イエスがおられると聞けば、どこ

へでも病人を床にのせて運びはじめた。 56そし

て、村でも町でも部落でも、イエスがはいって行

かれる所では、病人たちをその広場におき、せめ

てその上着のふさにでも、さわらせてやっていた

だきたいと、お願いした。そしてさわった者は皆

いやされた。

7さて、パリサイ人と、ある律法学者たちとが
、エルサレムからきて、イエスのもとに集ま

った。 2そして弟子たちのうちに、不浄な手、す

なわち洗わない手で、パンを食べている者がある

のを見た。 3もともと、パリサイ人をはじめユダ

ヤ人はみな、昔の人の言伝えをかたく守って、念

入りに手を洗ってからでないと、食事をしない。

4また市場から帰ったときには、身を清めてから

でないと、食事をせず、なおそのほかにも、杯、

鉢、銅器を洗うことなど、昔から受けついでかた

く守っている事が、たくさんあった。 5そこで、

パリサイ人と律法学者たちとは、イエスに尋ねた

、「なぜ、あなたの弟子たちは、昔の人の言伝え

に従って歩まないで、不浄な手でパンを食べるの

ですか」。 6イエスは言われた、「イザヤは、あ

なたがた偽善者について、こう書いているが、そ

れは適切な預言である、『この民は、口さきでは

わたしを敬うが、その心はわたしから遠く離れて

いる。 7人間のいましめを教として教え、無意味

にわたしを拝んでいる』。 8あなたがたは、神の

いましめをさしおいて、人間の言伝えを固執して

いる」。 9また、言われた、「あなたがたは、自

分たちの言伝えを守るために、よくも神のいまし

めを捨てたものだ。 10モーセは言ったではない

か、『父と母とを敬え』、また『父または母をの

のしる者は、必ず死に定められる』と。 11それ

だのに、あなたがたは、もし人が父または母にむ

かって、あなたに差上げるはずのこのものはコル

バン、すなわち、供え物ですと言えば、それでよ

いとして、 12その人は父母に対して、もう何も

しないで済むのだと言っている。 13こうしてあ

なたがたは、自分たちが受けついだ言伝えによっ

て、神の言を無にしている。また、このような事

をしばしばおこなっている」。 14それから、イ

エスは再び群衆を呼び寄せて言われた、「あなた

がたはみんな、わたしの言うことを聞いて悟るが
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よい。 15すべて外から人の中にはいって、人を

けがしうるものはない。かえって、人の中から出

てくるものが、人をけがすのである。〔 16聞く

耳のある者は聞くがよい〕」。 17イエスが群衆

を離れて家にはいられると、弟子たちはこの譬に

ついて尋ねた。 18すると、言われた、「あなた

がたも、そんなに鈍いのか。すべて、外から人の

中にはいって来るものは、人を汚し得ないことが

、わからないのか。 19それは人の心の中にはい

るのではなく、腹の中にはいり、そして、外に出

て行くだけである」。イエスはこのように、どん

な食物でもきよいものとされた。 20さらに言わ

れた、「人から出て来るもの、それが人をけがす

のである。 21すなわち内部から、人の心の中か

ら、悪い思いが出て来る。不品行、盗み、殺人、

22姦淫、貪欲、邪悪、欺き、好色、妬み、誹り、

高慢、愚痴。 23これらの悪はすべて内部から出

てきて、人をけがすのである」。 24さて、イエ

スは、そこを立ち去って、ツロの地方に行かれた

。そして、だれにも知れないように、家の中には

いられたが、隠れていることができなかった。 25

そして、けがれた霊につかれた幼い娘をもつ女が

、イエスのことをすぐ聞きつけてきて、その足も

とにひれ伏した。 26この女はギリシヤ人で、ス

ロ・フェニキヤの生れであった。そして、娘から

悪霊を追い出してくださいとお願いした。 27イ

エスは女に言われた、「まず子供たちに十分食べ

さすべきである。子供たちのパンを取って小犬に

投げてやるのは、よろしくない」。 28すると、

女は答えて言った、「主よ、お言葉どおりです。

でも、食卓の下にいる小犬も、子供たちのパンく

ずは、いただきます」。 29そこでイエスは言わ

れた、「その言葉で、じゅうぶんである。お帰り

なさい。悪霊は娘から出てしまった」。 30そこ

で、女が家に帰ってみると、その子は床の上に寝

ており、悪霊は出てしまっていた。 31それから

、イエスはまたツロの地方を去り、シドンを経て

デカポリス地方を通りぬけ、ガリラヤの海べにこ

られた。 32すると人々は、耳が聞えず口のきけ

ない人を、みもとに連れてきて、手を置いてやっ

ていただきたいとお願いした。 33そこで、イエ

スは彼ひとりを群衆の中から連れ出し、その両耳

に指をさし入れ、それから、つばきでその舌を潤

し、 34天を仰いでため息をつき、その人に「エ

パタ」と言われた。これは「開けよ」という意味

である。 35すると彼の耳が開け、その舌のもつ

れもすぐ解けて、はっきりと話すようになった。

36イエスは、この事をだれにも言ってはならぬと

、人々に口止めをされたが、口止めをすればする

ほど、かえって、ますます言いひろめた。 37彼

らは、ひとかたならず驚いて言った、「このかた

のなさった事は、何もかも、すばらしい。耳の聞

えない者を聞えるようにしてやり、口のきけない

者をきけるようにしておやりになった」。

8そのころ、また大ぜいの群衆が集まっていた
が、何も食べるものがなかったので、イエス

は弟子たちを呼び寄せて言われた、 2「この群衆

がかわいそうである。もう三日間もわたしと一緒

にいるのに、何も食べるものがない。 3もし、彼

らを空腹のまま家に帰らせるなら、途中で弱り切

ってしまうであろう。それに、なかには遠くから

きている者もある」。 4弟子たちは答えた、「こ

んな荒野で、どこからパンを手に入れて、これら

の人々にじゅうぶん食べさせることができましょ

うか」。 5イエスが弟子たちに、「パンはいくつ

あるか」と尋ねられると、「七つあります」と答

えた。 6そこでイエスは群衆に地にすわるように

命じられた。そして七つのパンを取り、感謝して

これをさき、人々に配るように弟子たちに渡され

ると、弟子たちはそれを群衆に配った。 7また小

さい魚が少しばかりあったので、祝福して、それ

をも人々に配るようにと言われた。 8彼らは食べ

て満腹した。そして残ったパンくずを集めると、

七かごになった。 9人々の数はおよそ四千人であ

った。それからイエスは彼らを解散させ、 10す

ぐ弟子たちと共に舟に乗って、ダルマヌタの地方

へ行かれた。 11パリサイ人たちが出てきて、イ

エスを試みようとして議論をしかけ、天からのし

るしを求めた。 12イエスは、心の中で深く嘆息

して言われた、「なぜ、今の時代はしるしを求め

るのだろう。よく言い聞かせておくが、しるしは

今の時代には決して与えられない」。 13そして

、イエスは彼らをあとに残し、また舟に乗って向

こう岸へ行かれた。 14弟子たちはパンを持って

来るのを忘れていたので、舟の中にはパン一つし

か持ち合わせがなかった。 15そのとき、イエス

は彼らを戒めて、「パリサイ人のパン種とヘロデ

のパン種とを、よくよく警戒せよ」と言われた。

16弟子たちは、これは自分たちがパンを持ってい
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ないためであろうと、互に論じ合った。 17イエ

スはそれと知って、彼らに言われた、「なぜ、パ

ンがないからだと論じ合っているのか。まだわか

らないのか、悟らないのか。あなたがたの心は鈍

くなっているのか。 18目があっても見えないの

か。耳があっても聞えないのか。まだ思い出さな

いのか。 19五つのパンをさいて五千人に分けた

とき、拾い集めたパンくずは、幾つのかごになっ

たか」。弟子たちは答えた、「十二かごです」。

20「七つのパンを四千人に分けたときには、パン

くずを幾つのかごに拾い集めたか」。「七かごで

す」と答えた。 21そこでイエスは彼らに言われ

た、「まだ悟らないのか」。 22そのうちに、彼

らはベツサイダに着いた。すると人々が、ひとり

の盲人を連れてきて、さわってやっていただきた

いとお願いした。 23イエスはこの盲人の手をと

って、村の外に連れ出し、その両方の目につばき

をつけ、両手を彼に当てて、「何か見えるか」と

尋ねられた。 24すると彼は顔を上げて言った、

「人が見えます。木のように見えます。歩いてい

るようです」。 25それから、イエスが再び目の

上に両手を当てられると、盲人は見つめているう

ちに、なおってきて、すべてのものがはっきりと

見えだした。 26そこでイエスは、「村にはいっ

てはいけない」と言って、彼を家に帰された。 27

さて、イエスは弟子たちとピリポ・カイザリヤの

村々へ出かけられたが、その途中で、弟子たちに

尋ねて言われた、「人々は、わたしをだれと言っ

ているか」。 28彼らは答えて言った、「バプテ

スマのヨハネだと、言っています。また、エリヤ

だと言い、また、預言者のひとりだと言っている

者もあります」。 29そこでイエスは彼らに尋ね

られた、「それでは、あなたがたはわたしをだれ

と言うか」。ペテロが答えて言った、「あなたこ

そキリストです」。 30するとイエスは、自分の

ことをだれにも言ってはいけないと、彼らを戒め

られた。 31それから、人の子は必ず多くの苦し

みを受け、長老、祭司長、律法学者たちに捨てら

れ、また殺され、そして三日の後によみがえるべ

きことを、彼らに教えはじめ、 32しかもあから

さまに、この事を話された。すると、ペテロはイ

エスをわきへ引き寄せて、いさめはじめたので、

33イエスは振り返って、弟子たちを見ながら、ペ

テロをしかって言われた、「サタンよ、引きさが

れ。あなたは神のことを思わないで、人のことを

思っている」。 34それから群衆を弟子たちと一

緒に呼び寄せて、彼らに言われた、「だれでもわ

たしについてきたいと思うなら、自分を捨て、自

分の十字架を負うて、わたしに従ってきなさい。

35自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わた

しのため、また福音のために、自分の命を失う者

は、それを救うであろう。 36人が全世界をもう

けても、自分の命を損したら、なんの得になろう

か。 37また、人はどんな代価を払って、その命

を買いもどすことができようか。 38邪悪で罪深

いこの時代にあって、わたしとわたしの言葉とを

恥じる者に対しては、人の子もまた、父の栄光の

うちに聖なる御使たちと共に来るときに、その者

を恥じるであろう」。

9また、彼らに言われた、「よく聞いておくが
よい。神の国が力をもって来るのを見るまで

は、決して死を味わわない者が、ここに立ってい

る者の中にいる」。 2六日の後、イエスは、ただ

ペテロ、ヤコブ、ヨハネだけを連れて、高い山に

登られた。ところが、彼らの目の前でイエスの姿

が変り、 3その衣は真白く輝き、どんな布さらし

でも、それほどに白くすることはできないくらい

になった。 4すると、エリヤがモーセと共に彼ら

に現れて、イエスと語り合っていた。 5ペテロは

イエスにむかって言った、「先生、わたしたちが

ここにいるのは、すばらしいことです。それで、

わたしたちは小屋を三つ建てましょう。一つはあ

なたのために、一つはモーセのために、一つはエ

リヤのために」。 6そう言ったのは、みんなの者

が非常に恐れていたので、ペテロは何を言ってよ

いか、わからなかったからである。 7すると、雲

がわき起って彼らをおおった。そして、その雲の

中から声があった、「これはわたしの愛する子で

ある。これに聞け」。 8彼らは急いで見まわした

が、もはやだれも見えず、ただイエスだけが、自

分たちと一緒におられた。 9一同が山を下って来

るとき、イエスは「人の子が死人の中からよみが

えるまでは、いま見たことをだれにも話してはな

らない」と、彼らに命じられた。 10彼らはこの

言葉を心にとめ、死人の中からよみがえるとはど

ういうことかと、互に論じ合った。 11そしてイ

エスに尋ねた、「なぜ、律法学者たちは、エリヤ

が先に来るはずだと言っているのですか」。 12

イエスは言われた、「確かに、エリヤが先にきて
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、万事を元どおりに改める。しかし、人の子につ

いて、彼が多くの苦しみを受け、かつ恥ずかしめ

られると、書いてあるのはなぜか。 13しかしあ

なたがたに言っておく、エリヤはすでにきたのだ

。そして彼について書いてあるように、人々は自

分かってに彼をあしらった」。 14さて、彼らが

ほかの弟子たちの所にきて見ると、大ぜいの群衆

が弟子たちを取り囲み、そして律法学者たちが彼

らと論じ合っていた。 15群衆はみな、すぐイエ

スを見つけて、非常に驚き、駆け寄ってきて、あ

いさつをした。 16イエスが彼らに、「あなたが

たは彼らと何を論じているのか」と尋ねられると

、 17群衆のひとりが答えた、「先生、おしの霊

につかれているわたしのむすこを、こちらに連れ

て参りました。 18霊がこのむすこにとりつきま

すと、どこででも彼を引き倒し、それから彼はあ

わを吹き、歯をくいしばり、からだをこわばらせ

てしまいます。それでお弟子たちに、この霊を追

い出してくださるように願いましたが、できませ

んでした」。 19イエスは答えて言われた、「あ

あ、なんという不信仰な時代であろう。いつまで

、わたしはあなたがたと一緒におられようか。い

つまで、あなたがたに我慢ができようか。その子

をわたしの所に連れてきなさい」。 20そこで人

々は、その子をみもとに連れてきた。霊がイエス

を見るや否や、その子をひきつけさせたので、子

は地に倒れ、あわを吹きながらころげまわった。

21そこで、イエスが父親に「いつごろから、こん

なになったのか」と尋ねられると、父親は答えた

、「幼い時からです。 22霊はたびたび、この子

を火の中、水の中に投げ入れて、殺そうとしまし

た。しかしできますれば、わたしどもをあわれん

でお助けください」。 23イエスは彼に言われた

、「もしできれば、と言うのか。信ずる者には、

どんな事でもできる」。 24その子の父親はすぐ

叫んで言った、「信じます。不信仰なわたしを、

お助けください」。 25イエスは群衆が駆け寄っ

て来るのをごらんになって、けがれた霊をしかっ

て言われた、「おしとつんぼの霊よ、わたしがお

まえに命じる。この子から出て行け。二度と、は

いって来るな」。 26すると霊は叫び声をあげ、

激しく引きつけさせて出て行った。その子は死人

のようになったので、多くの人は、死んだのだと

言った。 27しかし、イエスが手を取って起され

ると、その子は立ち上がった。 28家にはいられ

たとき、弟子たちはひそかにお尋ねした、「わた

したちは、どうして霊を追い出せなかったのです

か」。 29すると、イエスは言われた、「このた

ぐいは、祈によらなければ、どうしても追い出す

ことはできない」。 30それから彼らはそこを立

ち去り、ガリラヤをとおって行ったが、イエスは

人に気づかれるのを好まれなかった。 31それは

、イエスが弟子たちに教えて、「人の子は人々の

手にわたされ、彼らに殺され、殺されてから三日

の後によみがえるであろう」と言っておられたか

らである。 32しかし、彼らはイエスの言われた

ことを悟らず、また尋ねるのを恐れていた。 33

それから彼らはカペナウムにきた。そして家にお

られるとき、イエスは弟子たちに尋ねられた、「

あなたがたは途中で何を論じていたのか」。 34

彼らは黙っていた。それは途中で、だれが一ばん

偉いかと、互に論じ合っていたからである。 35

そこで、イエスはすわって十二弟子を呼び、そし

て言われた、「だれでも一ばん先になろうと思う

ならば、一ばんあとになり、みんなに仕える者と

ならねばならない」。 36そして、ひとりの幼な

子をとりあげて、彼らのまん中に立たせ、それを

抱いて言われた。 37「だれでも、このような幼

な子のひとりを、わたしの名のゆえに受けいれる

者は、わたしを受けいれるのである。そして、わ

たしを受けいれる者は、わたしを受けいれるので

はなく、わたしをおつかわしになったかたを受け

いれるのである」。 38ヨハネがイエスに言った

、「先生、わたしたちについてこない者が、あな

たの名を使って悪霊を追い出しているのを見まし

たが、その人はわたしたちについてこなかったの

で、やめさせました」。 39イエスは言われた、

「やめさせないがよい。だれでもわたしの名で力

あるわざを行いながら、すぐそのあとで、わたし

をそしることはできない。 40わたしたちに反対

しない者は、わたしたちの味方である。 41だれ

でも、キリストについている者だというので、あ

なたがたに水一杯でも飲ませてくれるものは、よ

く言っておくが、決してその報いからもれること

はないであろう。 42また、わたしを信じるこれ

らの小さい者のひとりをつまずかせる者は、大き

なひきうすを首にかけられて海に投げ込まれた方

が、はるかによい。 43もし、あなたの片手が罪

を犯させるなら、それを切り捨てなさい。両手が

そろったままで地獄の消えない火の中に落ち込む
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よりは、かたわになって命に入る方がよい。〔

(Geenna g1067) 44地獄では、うじがつきず、火も消え

ることがない。〕 (questioned) 45もし、あなたの片

足が罪を犯させるなら、それを切り捨てなさい。

両足がそろったままで地獄に投げ入れられるより

は、片足で命に入る方がよい。〔 (Geenna g1067) 46

地獄では、うじがつきず、火も消えることがない

。〕 (questioned) 47もし、あなたの片目が罪を犯さ

せるなら、それを抜き出しなさい。両眼がそろっ

たままで地獄に投げ入れられるよりは、片目にな

って神の国に入る方がよい。 (Geenna g1067) 48地獄

では、うじがつきず、火も消えることがない。

(questioned) 49人はすべて火で塩づけられねばならな

い。 50塩はよいものである。しかし、もしその

塩の味がぬけたら、何によってその味が取りもど

されようか。あなたがた自身の内に塩を持ちなさ

い。そして、互に和らぎなさい」。

10それから、イエスはそこを去って、ユダヤの
地方とヨルダンの向こう側へ行かれたが、群

衆がまた寄り集まったので、いつものように、ま

た教えておられた。 2そのとき、パリサイ人たち

が近づいてきて、イエスを試みようとして質問し

た、「夫はその妻を出しても差しつかえないでし

ょうか」。 3イエスは答えて言われた、「モーセ

はあなたがたになんと命じたか」。 4彼らは言っ

た、「モーセは、離縁状を書いて妻を出すことを

許しました」。 5そこでイエスは言われた、「モ

ーセはあなたがたの心が、かたくななので、あな

たがたのためにこの定めを書いたのである。 6し

かし、天地創造の初めから、『神は人を男と女と

に造られた。 7それゆえに、人はその父母を離れ

、 8ふたりの者は一体となるべきである』。彼ら

はもはや、ふたりではなく一体である。 9だから

、神が合わせられたものを、人は離してはならな

い」。 10家にはいってから、弟子たちはまたこ

のことについて尋ねた。 11そこで、イエスは言

われた、「だれでも、自分の妻を出して他の女を

めとる者は、その妻に対して姦淫を行うのである

。 12また妻が、その夫と別れて他の男にとつぐ

ならば、姦淫を行うのである」。 13イエスにさ

わっていただくために、人々が幼な子らをみもと

に連れてきた。ところが、弟子たちは彼らをたし

なめた。 14それを見てイエスは憤り、彼らに言

われた、「幼な子らをわたしの所に来るままにし

ておきなさい。止めてはならない。神の国はこの

ような者の国である。 15よく聞いておくがよい

。だれでも幼な子のように神の国を受けいれる者

でなければ、そこにはいることは決してできない

」。 16そして彼らを抱き、手をその上において

祝福された。 17イエスが道に出て行かれると、

ひとりの人が走り寄り、みまえにひざまずいて尋

ねた、「よき師よ、永遠の生命を受けるために、

何をしたらよいでしょうか」。 (aiōnios g166) 18イエ

スは言われた、「なぜわたしをよき者と言うのか

。神ひとりのほかによい者はいない。 19いまし

めはあなたの知っているとおりである。『殺すな

、姦淫するな、盗むな、偽証を立てるな。欺き取

るな。父と母とを敬え』」。 20すると、彼は言

った、「先生、それらの事はみな、小さい時から

守っております」。 21イエスは彼に目をとめ、

いつくしんで言われた、「あなたに足りないこと

が一つある。帰って、持っているものをみな売り

払って、貧しい人々に施しなさい。そうすれば、

天に宝を持つようになろう。そして、わたしに従

ってきなさい」。 22すると、彼はこの言葉を聞

いて、顔を曇らせ、悲しみながら立ち去った。た

くさんの資産を持っていたからである。 23それ

から、イエスは見まわして、弟子たちに言われた

、「財産のある者が神の国にはいるのは、なんと

むずかしいことであろう」。 24弟子たちはこの

言葉に驚き怪しんだ。イエスは更に言われた、「

子たちよ、神の国にはいるのは、なんとむずかし

いことであろう。 25富んでいる者が神の国には

いるよりは、らくだが針の穴を通る方が、もっと

やさしい」。 26すると彼らはますます驚いて、

互に言った、「それでは、だれが救われることが

できるのだろう」。 27イエスは彼らを見つめて

言われた、「人にはできないが、神にはできる。

神はなんでもできるからである」。 28ペテロが

イエスに言い出した、「ごらんなさい、わたした

ちはいっさいを捨てて、あなたに従って参りまし

た」。 29イエスは言われた、「よく聞いておく

がよい。だれでもわたしのために、また福音のた

めに、家、兄弟、姉妹、母、父、子、もしくは畑

を捨てた者は、 30必ずその百倍を受ける。すな

わち、今この時代では家、兄弟、姉妹、母、子お

よび畑を迫害と共に受け、また、きたるべき世で

は永遠の生命を受ける。 (aiōn g165, aiōnios g166) 31し

かし、多くの先の者はあとになり、あとの者は先
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になるであろう」。 32さて、一同はエルサレム

へ上る途上にあったが、イエスが先頭に立って行

かれたので、彼らは驚き怪しみ、従う者たちは恐

れた。するとイエスはまた十二弟子を呼び寄せて

、自分の身に起ろうとすることについて語りはじ

められた、 33「見よ、わたしたちはエルサレム

へ上って行くが、人の子は祭司長、律法学者たち

の手に引きわたされる。そして彼らは死刑を宣告

した上、彼を異邦人に引きわたすであろう。 34

また彼をあざけり、つばきをかけ、むち打ち、つ

いに殺してしまう。そして彼は三日の後によみが

えるであろう」。 35さて、ゼベダイの子のヤコ

ブとヨハネとがイエスのもとにきて言った、「先

生、わたしたちがお頼みすることは、なんでもか

なえてくださるようにお願いします」。 36イエ

スは彼らに「何をしてほしいと、願うのか」と言

われた。 37すると彼らは言った、「栄光をお受

けになるとき、ひとりをあなたの右に、ひとりを

左にすわるようにしてください」。 38イエスは

言われた、「あなたがたは自分が何を求めている

のか、わかっていない。あなたがたは、わたしが

飲む杯を飲み、わたしが受けるバプテスマを受け

ることができるか」。 39彼らは「できます」と

答えた。するとイエスは言われた、「あなたがた

は、わたしが飲む杯を飲み、わたしが受けるバプ

テスマを受けるであろう。 40しかし、わたしの

右、左にすわらせることは、わたしのすることで

はなく、ただ備えられている人々だけに許される

ことである」。 41十人の者はこれを聞いて、ヤ

コブとヨハネとのことで憤慨し出した。 42そこ

で、イエスは彼らを呼び寄せて言われた、「あな

たがたの知っているとおり、異邦人の支配者と見

られている人々は、その民を治め、また偉い人た

ちは、その民の上に権力をふるっている。 43し

かし、あなたがたの間では、そうであってはなら

ない。かえって、あなたがたの間で偉くなりたい

と思う者は、仕える人となり、 44あなたがたの

間でかしらになりたいと思う者は、すべての人の

僕とならねばならない。 45人の子がきたのも、

仕えられるためではなく、仕えるためであり、ま

た多くの人のあがないとして、自分の命を与える

ためである」。 46それから、彼らはエリコにき

た。そして、イエスが弟子たちや大ぜいの群衆と

共にエリコから出かけられたとき、テマイの子、

バルテマイという盲人のこじきが、道ばたにすわ

っていた。 47ところが、ナザレのイエスだと聞

いて、彼は「ダビデの子イエスよ、わたしをあわ

れんでください」と叫び出した。 48多くの人々

は彼をしかって黙らせようとしたが、彼はますま

す激しく叫びつづけた、「ダビデの子イエスよ、

わたしをあわれんでください」。 49イエスは立

ちどまって「彼を呼べ」と命じられた。そこで、

人々はその盲人を呼んで言った、「喜べ、立て、

おまえを呼んでおられる」。 50そこで彼は上着

を脱ぎ捨て、踊りあがってイエスのもとにきた。

51イエスは彼にむかって言われた、「わたしに何

をしてほしいのか」。その盲人は言った、「先生

、見えるようになることです」。 52そこでイエ

スは言われた、「行け、あなたの信仰があなたを

救った」。すると彼は、たちまち見えるようにな

り、イエスに従って行った。

11さて、彼らがエルサレムに近づき、オリブの
山に沿ったベテパゲ、ベタニヤの附近にきた

時、イエスはふたりの弟子をつかわして言われた

、 2「むこうの村へ行きなさい。そこにはいると

すぐ、まだだれも乗ったことのないろばの子が、

つないであるのを見るであろう。それを解いて引

いてきなさい。 3もし、だれかがあなたがたに、

なぜそんな事をするのかと言ったなら、主がお入

り用なのです。またすぐ、ここへ返してください

ますと、言いなさい」。 4そこで、彼らは出かけ

て行き、そして表通りの戸口に、ろばの子がつな

いであるのを見たので、それを解いた。 5すると

、そこに立っていた人々が言った、「そのろばの

子を解いて、どうするのか」。 6弟子たちは、イ

エスが言われたとおり彼らに話したので、ゆるし

てくれた。 7そこで、弟子たちは、そのろばの子

をイエスのところに引いてきて、自分たちの上着

をそれに投げかけると、イエスはその上にお乗り

になった。 8すると多くの人々は自分たちの上着

を道に敷き、また他の人々は葉のついた枝を野原

から切ってきて敷いた。 9そして、前に行く者も

、あとに従う者も共に叫びつづけた、「ホサナ、

主の御名によってきたる者に、祝福あれ。 10今

きたる、われらの父ダビデの国に、祝福あれ。い

と高き所に、ホサナ」。 11こうしてイエスはエ

ルサレムに着き、宮にはいられた。そして、すべ

てのものを見まわった後、もはや時もおそくなっ

ていたので、十二弟子と共にベタニヤに出て行か
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れた。 12翌日、彼らがベタニヤから出かけてき

たとき、イエスは空腹をおぼえられた。 13そし

て、葉の茂ったいちじくの木を遠くからごらんに

なって、その木に何かありはしないかと近寄られ

たが、葉のほかは何も見当らなかった。いちじく

の季節でなかったからである。 14そこで、イエ

スはその木にむかって、「今から後いつまでも、

おまえの実を食べる者がないように」と言われた

。弟子たちはこれを聞いていた。 (aiōn g165) 15それ

から、彼らはエルサレムにきた。イエスは宮に入

り、宮の庭で売り買いしていた人々を追い出しは

じめ、両替人の台や、はとを売る者の腰掛をくつ

がえし、 16また器ものを持って宮の庭を通り抜

けるのをお許しにならなかった。 17そして、彼

らに教えて言われた、「『わたしの家は、すべて

の国民の祈の家ととなえらるべきである』と書い

てあるではないか。それだのに、あなたがたはそ

れを強盗の巣にしてしまった」。 18祭司長、律

法学者たちはこれを聞いて、どうかしてイエスを

殺そうと計った。彼らは、群衆がみなその教に感

動していたので、イエスを恐れていたからである

。 19夕方になると、イエスと弟子たちとは、い

つものように都の外に出て行った。 20朝はやく

道をとおっていると、彼らは先のいちじくが根元

から枯れているのを見た。 21そこで、ペテロは

思い出してイエスに言った、「先生、ごらんなさ

い。あなたがのろわれたいちじくが、枯れていま

す」。 22イエスは答えて言われた、「神を信じ

なさい。 23よく聞いておくがよい。だれでもこ

の山に、動き出して、海の中にはいれと言い、そ

の言ったことは必ず成ると、心に疑わないで信じ

るなら、そのとおりに成るであろう。 24そこで

、あなたがたに言うが、なんでも祈り求めること

は、すでにかなえられたと信じなさい。そうすれ

ば、そのとおりになるであろう。 25また立って

祈るとき、だれかに対して、何か恨み事があるな

らば、ゆるしてやりなさい。そうすれば、天にい

ますあなたがたの父も、あなたがたのあやまちを

、ゆるしてくださるであろう。〔 26もしゆるさ

ないならば、天にいますあなたがたの父も、あな

たがたのあやまちを、ゆるしてくださらないであ

ろう〕」。 27彼らはまたエルサレムにきた。そ

して、イエスが宮の内を歩いておられると、祭司

長、律法学者、長老たちが、みもとにきて言った

、 28「何の権威によってこれらの事をするので

すか。だれが、そうする権威を授けたのですか」

。 29そこで、イエスは彼らに言われた、「一つ

だけ尋ねよう。それに答えてほしい。そうしたら

、何の権威によって、わたしがこれらの事をする

のか、あなたがたに言おう。 30ヨハネのバプテ

スマは天からであったか、人からであったか、答

えなさい」。 31すると、彼らは互に論じて言っ

た、「もし天からだと言えば、では、なぜ彼を信

じなかったのか、とイエスは言うだろう。 32し

かし、人からだと言えば……」。彼らは群衆を恐

れていた。人々が皆、ヨハネを預言者だとほんと

うに思っていたからである。 33それで彼らは「

わたしたちにはわかりません」と答えた。すると

イエスは言われた、「わたしも何の権威によって

これらの事をするのか、あなたがたに言うまい」

。

12そこでイエスは譬で彼らに語り出された、「
ある人がぶどう園を造り、垣をめぐらし、ま

た酒ぶねの穴を掘り、やぐらを立て、それを農夫

たちに貸して、旅に出かけた。 2季節になったの

で、農夫たちのところへ、ひとりの僕を送って、

ぶどう園の収穫の分け前を取り立てさせようとし

た。 3すると、彼らはその僕をつかまえて、袋だ

たきにし、から手で帰らせた。 4また他の僕を送

ったが、その頭をなぐって侮辱した。 5そこでま

た他の者を送ったが、今度はそれを殺してしまっ

た。そのほか、なお大ぜいの者を送ったが、彼ら

を打ったり、殺したりした。 6ここに、もうひと

りの者がいた。それは彼の愛子であった。自分の

子は敬ってくれるだろうと思って、最後に彼をつ

かわした。 7すると、農夫たちは『あれはあと取

りだ。さあ、これを殺してしまおう。そうしたら

、その財産はわれわれのものになるのだ』と話し

合い、 8彼をつかまえて殺し、ぶどう園の外に投

げ捨てた。 9このぶどう園の主人は、どうするだ

ろうか。彼は出てきて、農夫たちを殺し、ぶどう

園を他の人々に与えるであろう。 10あなたがた

は、この聖書の句を読んだことがないのか。『家

造りらの捨てた石が隅のかしら石になった。 11

これは主がなされたことで、わたしたちの目には

不思議に見える』」。 12彼らはいまの譬が、自

分たちに当てて語られたことを悟ったので、イエ

スを捕えようとしたが、群衆を恐れた。そしてイ

エスをそこに残して立ち去った。 13さて、人々
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はパリサイ人やヘロデ党の者を数人、イエスのも

とにつかわして、その言葉じりを捕えようとした

。 14彼らはきてイエスに言った、「先生、わた

したちはあなたが真実なかたで、だれをも、はば

かられないことを知っています。あなたは人に分

け隔てをなさらないで、真理に基いて神の道を教

えてくださいます。ところで、カイザルに税金を

納めてよいでしょうか、いけないでしょうか。納

めるべきでしょうか、納めてはならないのでしょ

うか」。 15イエスは彼らの偽善を見抜いて言わ

れた、「なぜわたしをためそうとするのか。デナ

リを持ってきて見せなさい」。 16彼らはそれを

持ってきた。そこでイエスは言われた、「これは

、だれの肖像、だれの記号か」。彼らは「カイザ

ルのです」と答えた。 17するとイエスは言われ

た、「カイザルのものはカイザルに、神のものは

神に返しなさい」。彼らはイエスに驚嘆した。 18

復活ということはないと主張していたサドカイ人

たちが、イエスのもとにきて質問した、 19「先

生、モーセは、わたしたちのためにこう書いてい

ます、『もし、ある人の兄が死んで、その残され

た妻に、子がない場合には、弟はこの女をめとっ

て、兄のために子をもうけねばならない』。 20

ここに、七人の兄弟がいました。長男は妻をめと

りましたが、子がなくて死に、 21次男がその女

をめとって、また子をもうけずに死に、三男も同

様でした。 22こうして、七人ともみな子孫を残

しませんでした。最後にその女も死にました。 23

復活のとき、彼らが皆よみがえった場合、この女

はだれの妻なのでしょうか。七人とも彼女を妻に

したのですが」。 24イエスは言われた、「あな

たがたがそんな思い違いをしているのは、聖書も

神の力も知らないからではないか。 25彼らが死

人の中からよみがえるときには、めとったり、と

ついだりすることはない。彼らは天にいる御使の

ようなものである。 26死人がよみがえることに

ついては、モーセの書の柴の篇で、神がモーセに

仰せられた言葉を読んだことがないのか。『わた

しはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神で

ある』とあるではないか。 27神は死んだ者の神

ではなく、生きている者の神である。あなたがた

は非常な思い違いをしている」。 28ひとりの律

法学者がきて、彼らが互に論じ合っているのを聞

き、またイエスが巧みに答えられたのを認めて、

イエスに質問した、「すべてのいましめの中で、

どれが第一のものですか」。 29イエスは答えら

れた、「第一のいましめはこれである、『イスラ

エルよ、聞け。主なるわたしたちの神は、ただひ

とりの主である。 30心をつくし、精神をつくし

、思いをつくし、力をつくして、主なるあなたの

神を愛せよ』。 31第二はこれである、『自分を

愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』。これよ

り大事ないましめは、ほかにない」。 32そこで

、この律法学者はイエスに言った、「先生、仰せ

のとおりです、『神はひとりであって、そのほか

に神はない』と言われたのは、ほんとうです。 33

また『心をつくし、知恵をつくし、力をつくして

神を愛し、また自分を愛するように隣り人を愛す

る』ということは、すべての燔祭や犠牲よりも、

はるかに大事なことです」。 34イエスは、彼が

適切な答をしたのを見て言われた、「あなたは神

の国から遠くない」。それから後は、イエスにあ

えて問う者はなかった。 35イエスが宮で教えて

おられたとき、こう言われた、「律法学者たちは

、どうしてキリストをダビデの子だと言うのか。

36ダビデ自身が聖霊に感じて言った、『主はわが

主に仰せになった、あなたの敵をあなたの足もと

に置くときまでは、わたしの右に座していなさい

』。 37このように、ダビデ自身がキリストを主

と呼んでいる。それなら、どうしてキリストはダ

ビデの子であろうか」。大ぜいの群衆は、喜んで

イエスに耳を傾けていた。 38イエスはその教の

中で言われた、「律法学者に気をつけなさい。彼

らは長い衣を着て歩くことや、広場であいさつさ

れることや、 39また会堂の上席、宴会の上座を

好んでいる。 40また、やもめたちの家を食い倒

し、見えのために長い祈をする。彼らはもっとき

びしいさばきを受けるであろう」。 41イエスは

、さいせん箱にむかってすわり、群衆がその箱に

金を投げ入れる様子を見ておられた。多くの金持

は、たくさんの金を投げ入れていた。 42ところ

が、ひとりの貧しいやもめがきて、レプタ二つを

入れた。それは一コドラントに当る。 43そこで

、イエスは弟子たちを呼び寄せて言われた、「よ

く聞きなさい。あの貧しいやもめは、さいせん箱

に投げ入れている人たちの中で、だれよりもたく

さん入れたのだ。 44みんなの者はありあまる中

から投げ入れたが、あの婦人はその乏しい中から

、あらゆる持ち物、その生活費全部を入れたから

である」。
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13イエスが宮から出て行かれるとき、弟子のひ
とりが言った、「先生、ごらんなさい。なん

という見事な石、なんという立派な建物でしょう

」。 2イエスは言われた、「あなたは、これらの

大きな建物をながめているのか。その石一つでも

くずされないままで、他の石の上に残ることもな

くなるであろう」。 3またオリブ山で、宮にむか

ってすわっておられると、ペテロ、ヤコブ、ヨハ

ネ、アンデレが、ひそかにお尋ねした。 4「わた

したちにお話しください。いつ、そんなことが起

るのでしょうか。またそんなことがことごとく成

就するような場合には、どんな前兆がありますか

」。 5そこで、イエスは話しはじめられた、「人

に惑わされないように気をつけなさい。 6多くの

者がわたしの名を名のって現れ、自分がそれだと

言って、多くの人を惑わすであろう。 7また、戦

争と戦争のうわさとを聞くときにも、あわてるな

。それは起らねばならないが、まだ終りではない

。 8民は民に、国は国に敵対して立ち上がるであ

ろう。またあちこちに地震があり、またききんが

起るであろう。これらは産みの苦しみの初めであ

る。 9あなたがたは自分で気をつけていなさい。

あなたがたは、わたしのために、衆議所に引きわ

たされ、会堂で打たれ、長官たちや王たちの前に

立たされ、彼らに対してあかしをさせられるであ

ろう。 10こうして、福音はまずすべての民に宣

べ伝えられねばならない。 11そして、人々があ

なたがたを連れて行って引きわたすとき、何を言

おうかと、前もって心配するな。その場合、自分

に示されることを語るがよい。語る者はあなたが

た自身ではなくて、聖霊である。 12また兄弟は

兄弟を、父は子を殺すために渡し、子は両親に逆

らって立ち、彼らを殺させるであろう。 13また

、あなたがたはわたしの名のゆえに、すべての人

に憎まれるであろう。しかし、最後まで耐え忍ぶ

者は救われる。 14荒らす憎むべきものが、立っ

てはならぬ所に立つのを見たならば（読者よ、悟

れ）、そのとき、ユダヤにいる人々は山へ逃げよ

。 15屋上にいる者は、下におりるな。また家か

ら物を取り出そうとして内にはいるな。 16畑に

いる者は、上着を取りにあとへもどるな。 17そ

の日には、身重の女と乳飲み子をもつ女とは、不

幸である。 18この事が冬おこらぬように祈れ。

19その日には、神が万物を造られた創造の初めか

ら現在に至るまで、かつてなく今後もないような

患難が起るからである。 20もし主がその期間を

縮めてくださらないなら、救われる者はひとりも

ないであろう。しかし、選ばれた選民のために、

その期間を縮めてくださったのである。 21その

とき、だれかがあなたがたに『見よ、ここにキリ

ストがいる』、『見よ、あそこにいる』と言って

も、それを信じるな。 22にせキリストたちや、

にせ預言者たちが起って、しるしと奇跡とを行い

、できれば、選民をも惑わそうとするであろう。

23だから、気をつけていなさい。いっさいの事を

、あなたがたに前もって言っておく。 24その日

には、この患難の後、日は暗くなり、月はその光

を放つことをやめ、 25星は空から落ち、天体は

揺り動かされるであろう。 26そのとき、大いな

る力と栄光とをもって、人の子が雲に乗って来る

のを、人々は見るであろう。 27そのとき、彼は

御使たちをつかわして、地のはてから天のはてま

で、四方からその選民を呼び集めるであろう。 28

いちじくの木からこの譬を学びなさい。その枝が

柔らかになり、葉が出るようになると、夏の近い

ことがわかる。 29そのように、これらの事が起

るのを見たならば、人の子が戸口まで近づいてい

ると知りなさい。 30よく聞いておきなさい。こ

れらの事が、ことごとく起るまでは、この時代は

滅びることがない。 31天地は滅びるであろう。

しかしわたしの言葉は滅びることがない。 32そ

の日、その時は、だれも知らない。天にいる御使

たちも、また子も知らない、ただ父だけが知って

おられる。 33気をつけて、目をさましていなさ

い。その時がいつであるか、あなたがたにはわか

らないからである。 34それはちょうど、旅に立

つ人が家を出るに当り、その僕たちに、それぞれ

仕事を割り当てて責任をもたせ、門番には目をさ

ましておれと、命じるようなものである。 35だ

から、目をさましていなさい。いつ、家の主人が

帰って来るのか、夕方か、夜中か、にわとりの鳴

くころか、明け方か、わからないからである。 36

あるいは急に帰ってきて、あなたがたの眠ってい

るところを見つけるかも知れない。 37目をさま

していなさい。わたしがあなたがたに言うこの言

葉は、すべての人々に言うのである」。

14さて、過越と除酵との祭の二日前になった。
祭司長たちや律法学者たちは、策略をもって

イエスを捕えたうえ、なんとかして殺そうと計っ
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ていた。 2彼らは、「祭の間はいけない。民衆が

騒ぎを起すかも知れない」と言っていた。 3イエ

スがベタニヤで、らい病人シモンの家にいて、食

卓についておられたとき、ひとりの女が、非常に

高価で純粋なナルドの香油が入れてある石膏のつ

ぼを持ってきて、それをこわし、香油をイエスの

頭に注ぎかけた。 4すると、ある人々が憤って互

に言った、「なんのために香油をこんなにむだに

するのか。 5この香油を三百デナリ以上にでも売

って、貧しい人たちに施すことができたのに」。

そして女をきびしくとがめた。 6するとイエスは

言われた、「するままにさせておきなさい。なぜ

女を困らせるのか。わたしによい事をしてくれた

のだ。 7貧しい人たちはいつもあなたがたと一緒

にいるから、したいときにはいつでも、よい事を

してやれる。しかし、わたしはあなたがたといつ

も一緒にいるわけではない。 8この女はできる限

りの事をしたのだ。すなわち、わたしのからだに

油を注いで、あらかじめ葬りの用意をしてくれた

のである。 9よく聞きなさい。全世界のどこでで

も、福音が宣べ伝えられる所では、この女のした

事も記念として語られるであろう」。 10ときに

、十二弟子のひとりイスカリオテのユダは、イエ

スを祭司長たちに引きわたそうとして、彼らの所

へ行った。 11彼らはこれを聞いて喜び、金を与

えることを約束した。そこでユダは、どうかして

イエスを引きわたそうと、機会をねらっていた。

12除酵祭の第一日、すなわち過越の小羊をほふる

日に、弟子たちがイエスに尋ねた、「わたしたち

は、過越の食事をなさる用意を、どこへ行ってし

たらよいでしょうか」。 13そこで、イエスはふ

たりの弟子を使いに出して言われた、「市内に行

くと、水がめを持っている男に出会うであろう。

その人について行きなさい。 14そして、その人

がはいって行く家の主人に言いなさい、『弟子た

ちと一緒に過越の食事をする座敷はどこか、と先

生が言っておられます』。 15するとその主人は

、席を整えて用意された二階の広間を見せてくれ

るから、そこにわたしたちのために用意をしなさ

い」。 16弟子たちは出かけて市内に行って見る

と、イエスが言われたとおりであったので、過越

の食事の用意をした。 17夕方になって、イエス

は十二弟子と一緒にそこに行かれた。 18そして

、一同が席について食事をしているとき言われた

、「特にあなたがたに言っておくが、あなたがた

の中のひとりで、わたしと一緒に食事をしている

者が、わたしを裏切ろうとしている」。 19弟子

たちは心配して、ひとりびとり「まさか、わたし

ではないでしょう」と言い出した。 20イエスは

言われた、「十二人の中のひとりで、わたしと一

緒に同じ鉢にパンをひたしている者が、それであ

る。 21たしかに人の子は、自分について書いて

あるとおりに去って行く。しかし、人の子を裏切

るその人は、わざわいである。その人は生れなか

った方が、彼のためによかったであろう」。 22

一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り

、祝福してこれをさき、弟子たちに与えて言われ

た、「取れ、これはわたしのからだである」。 23

また杯を取り、感謝して彼らに与えられると、一

同はその杯から飲んだ。 24イエスはまた言われ

た、「これは、多くの人のために流すわたしの契

約の血である。 25あなたがたによく言っておく

。神の国で新しく飲むその日までは、わたしは決

して二度と、ぶどうの実から造ったものを飲むこ

とをしない」。 26彼らは、さんびを歌った後、

オリブ山へ出かけて行った。 27そのとき、イエ

スは弟子たちに言われた、「あなたがたは皆、わ

たしにつまずくであろう。『わたしは羊飼を打つ

。そして、羊は散らされるであろう』と書いてあ

るからである。 28しかしわたしは、よみがえっ

てから、あなたがたより先にガリラヤへ行くであ

ろう」。 29するとペテロはイエスに言った、「

たとい、みんなの者がつまずいても、わたしはつ

まずきません」。 30イエスは言われた、「あな

たによく言っておく。きょう、今夜、にわとりが

二度鳴く前に、そう言うあなたが、三度わたしを

知らないと言うだろう」。 31ペテロは力をこめ

て言った、「たといあなたと一緒に死なねばなら

なくなっても、あなたを知らないなどとは、決し

て申しません」。みんなの者もまた、同じような

ことを言った。 32さて、一同はゲツセマネとい

う所にきた。そしてイエスは弟子たちに言われた

、「わたしが祈っている間、ここにすわっていな

さい」。 33そしてペテロ、ヤコブ、ヨハネを一

緒に連れて行かれたが、恐れおののき、また悩み

はじめて、彼らに言われた、 34「わたしは悲し

みのあまり死ぬほどである。ここに待っていて、

目をさましていなさい」。 35そして少し進んで

行き、地にひれ伏し、もしできることなら、この

時を過ぎ去らせてくださるようにと祈りつづけ、
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そして言われた、 36「アバ、父よ、あなたには

、できないことはありません。どうか、この杯を

わたしから取りのけてください。しかし、わたし

の思いではなく、みこころのままになさってくだ

さい」。 37それから、きてごらんになると、弟

子たちが眠っていたので、ペテロに言われた、「

シモンよ、眠っているのか、ひと時も目をさまし

ていることができなかったのか。 38誘惑に陥ら

ないように、目をさまして祈っていなさい。心は

熱しているが、肉体が弱いのである」。 39また

離れて行って同じ言葉で祈られた。 40またきて

ごらんになると、彼らはまだ眠っていた。その目

が重くなっていたのである。そして、彼らはどう

お答えしてよいか、わからなかった。 41三度目

にきて言われた、「まだ眠っているのか、休んで

いるのか。もうそれでよかろう。時がきた。見よ

、人の子は罪人らの手に渡されるのだ。 42立て

、さあ行こう。見よ、わたしを裏切る者が近づい

てきた」。 43そしてすぐ、イエスがまだ話して

おられるうちに、十二弟子のひとりのユダが進み

よってきた。また祭司長、律法学者、長老たちか

ら送られた群衆も、剣と棒とを持って彼について

きた。 44イエスを裏切る者は、あらかじめ彼ら

に合図をしておいた、「わたしの接吻する者が、

その人だ。その人をつかまえて、まちがいなく引

ひっぱって行け」。 45彼は来るとすぐ、イエス

に近寄り、「先生」と言って接吻した。 46人々

はイエスに手をかけてつかまえた。 47すると、

イエスのそばに立っていた者のひとりが、剣を抜

いて大祭司の僕に切りかかり、その片耳を切り落

した。 48イエスは彼らにむかって言われた、「

あなたがたは強盗にむかうように、剣や棒を持っ

てわたしを捕えにきたのか。 49わたしは毎日あ

なたがたと一緒に宮にいて教えていたのに、わた

しをつかまえはしなかった。しかし聖書の言葉は

成就されねばならない」。 50弟子たちは皆イエ

スを見捨てて逃げ去った。 51ときに、ある若者

が身に亜麻布をまとって、イエスのあとについて

行ったが、人々が彼をつかまえようとしたので、

52その亜麻布を捨てて、裸で逃げて行った。 53

それから、イエスを大祭司のところに連れて行く

と、祭司長、長老、律法学者たちがみな集まって

きた。 54ペテロは遠くからイエスについて行っ

て、大祭司の中庭まではいり込み、その下役ども

にまじってすわり、火にあたっていた。 55さて

、祭司長たちと全議会とは、イエスを死刑にする

ために、イエスに不利な証拠を見つけようとした

が、得られなかった。 56多くの者がイエスに対

して偽証を立てたが、その証言が合わなかったか

らである。 57ついに、ある人々が立ちあがり、

イエスに対して偽証を立てて言った、 58「わた

したちはこの人が『わたしは手で造ったこの神殿

を打ちこわし、三日の後に手で造られない別の神

殿を建てるのだ』と言うのを聞きました」。 59

しかし、このような証言も互に合わなかった。 60

そこで大祭司が立ちあがって、まん中に進み、イ

エスに聞きただして言った、「何も答えないのか

。これらの人々があなたに対して不利な証言を申

し立てているが、どうなのか」。 61しかし、イ

エスは黙っていて、何もお答えにならなかった。

大祭司は再び聞きただして言った、「あなたは、

ほむべき者の子、キリストであるか」。 62イエ

スは言われた、「わたしがそれである。あなたが

たは人の子が力ある者の右に座し、天の雲に乗っ

て来るのを見るであろう」。 63すると、大祭司

はその衣を引き裂いて言った、「どうして、これ

以上、証人の必要があろう。 64あなたがたはこ

のけがし言を聞いた。あなたがたの意見はどうか

」。すると、彼らは皆、イエスを死に当るものと

断定した。 65そして、ある者はイエスにつばき

をかけ、目隠しをし、こぶしでたたいて、「言い

あててみよ」と言いはじめた。また下役どもはイ

エスを引きとって、手のひらでたたいた。 66ペ

テロは下で中庭にいたが、大祭司の女中のひとり

がきて、 67ペテロが火にあたっているのを見る

と、彼を見つめて、「あなたもあのナザレ人イエ

スと一緒だった」と言った。 68するとペテロは

それを打ち消して、「わたしは知らない。あなた

の言うことがなんの事か、わからない」と言って

、庭口の方に出て行った。 69ところが、先の女

中が彼を見て、そばに立っていた人々に、またも

や「この人はあの仲間のひとりです」と言いだし

た。 70ペテロは再びそれを打ち消した。しばら

くして、そばに立っていた人たちがまたペテロに

言った、「確かにあなたは彼らの仲間だ。あなた

もガリラヤ人だから」。 71しかし、彼は、「あ

なたがたの話しているその人のことは何も知らな

い」と言い張って、激しく誓いはじめた。 72す

るとすぐ、にわとりが二度目に鳴いた。ペテロは

、「にわとりが二度鳴く前に、三度わたしを知ら
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ないと言うであろう」と言われたイエスの言葉を

思い出し、そして思いかえして泣きつづけた。

15夜が明けるとすぐ、祭司長たちは長老、律法
学者たち、および全議会と協議をこらした末

、イエスを縛って引き出し、ピラトに渡した。 2

ピラトはイエスに尋ねた、「あなたがユダヤ人の

王であるか」。イエスは、「そのとおりである」

とお答えになった。 3そこで祭司長たちは、イエ

スのことをいろいろと訴えた。 4ピラトはもう一

度イエスに尋ねた、「何も答えないのか。見よ、

あなたに対してあんなにまで次々に訴えているで

はないか」。 5しかし、イエスはピラトが不思議

に思うほどに、もう何もお答えにならなかった。

6さて、祭のたびごとに、ピラトは人々が願い出

る囚人ひとりを、ゆるしてやることにしていた。

7ここに、暴動を起し人殺しをしてつながれてい

た暴徒の中に、バラバという者がいた。 8群衆が

押しかけてきて、いつものとおりにしてほしいと

要求しはじめたので、 9ピラトは彼らにむかって

、「おまえたちはユダヤ人の王をゆるしてもらい

たいのか」と言った。 10それは、祭司長たちが

イエスを引きわたしたのは、ねたみのためである

ことが、ピラトにわかっていたからである。 11

しかし祭司長たちは、バラバの方をゆるしてもら

うように、群衆を煽動した。 12そこでピラトは

また彼らに言った、「それでは、おまえたちがユ

ダヤ人の王と呼んでいるあの人は、どうしたらよ

いか」。 13彼らは、また叫んだ、「十字架につ

けよ」。 14ピラトは言った、「あの人は、いっ

たい、どんな悪事をしたのか」。すると、彼らは

一そう激しく叫んで、「十字架につけよ」と言っ

た。 15それで、ピラトは群衆を満足させようと

思って、バラバをゆるしてやり、イエスをむち打

ったのち、十字架につけるために引きわたした。

16兵士たちはイエスを、邸宅、すなわち総督官邸

の内に連れて行き、全部隊を呼び集めた。 17そ

してイエスに紫の衣を着せ、いばらの冠を編んで

かぶらせ、 18「ユダヤ人の王、ばんざい」と言

って敬礼をしはじめた。 19また、葦の棒でその

頭をたたき、つばきをかけ、ひざまずいて拝んだ

りした。 20こうして、イエスを嘲弄したあげく

、紫の衣をはぎとり、元の上着を着せた。それか

ら、彼らはイエスを十字架につけるために引き出

した。 21そこへ、アレキサンデルとルポスとの

父シモンというクレネ人が、郊外からきて通りか

かったので、人々はイエスの十字架を無理に負わ

せた。 22そしてイエスをゴルゴタ、その意味は

、されこうべ、という所に連れて行った。 23そ

してイエスに、没薬をまぜたぶどう酒をさし出し

たが、お受けにならなかった。 24それから、イ

エスを十字架につけた。そしてくじを引いて、だ

れが何を取るかを定めたうえ、イエスの着物を分

けた。 25イエスを十字架につけたのは、朝の九

時ごろであった。 26イエスの罪状書きには「ユ

ダヤ人の王」と、しるしてあった。 27また、イ

エスと共にふたりの強盗を、ひとりを右に、ひと

りを左に、十字架につけた。〔 28こうして「彼

は罪人たちのひとりに数えられた」と書いてある

言葉が成就したのである。〕 29そこを通りかか

った者たちは、頭を振りながら、イエスをののし

って言った、「ああ、神殿を打ちこわして三日の

うちに建てる者よ、 30十字架からおりてきて自

分を救え」。 31祭司長たちも同じように、律法

学者たちと一緒になって、かわるがわる嘲弄して

言った、「他人を救ったが、自分自身を救うこと

ができない。 32イスラエルの王キリスト、いま

十字架からおりてみるがよい。それを見たら信じ

よう」。また、一緒に十字架につけられた者たち

も、イエスをののしった。 33昼の十二時になる

と、全地は暗くなって、三時に及んだ。 34そし

て三時に、イエスは大声で、「エロイ、エロイ、

ラマ、サバクタニ」と叫ばれた。それは「わが神

、わが神、どうしてわたしをお見捨てになったの

ですか」という意味である。 35すると、そばに

立っていたある人々が、これを聞いて言った、「

そら、エリヤを呼んでいる」。 36ひとりの人が

走って行き、海綿に酢いぶどう酒を含ませて葦の

棒につけ、イエスに飲ませようとして言った、「

待て、エリヤが彼をおろしに来るかどうか、見て

いよう」。 37イエスは声高く叫んで、ついに息

をひきとられた。 38そのとき、神殿の幕が上か

ら下まで真二つに裂けた。 39イエスにむかって

立っていた百卒長は、このようにして息をひきと

られたのを見て言った、「まことに、この人は神

の子であった」。 40また、遠くの方から見てい

る女たちもいた。その中には、マグダラのマリヤ

、小ヤコブとヨセとの母マリヤ、またサロメがい

た。 41彼らはイエスがガリラヤにおられたとき

、そのあとに従って仕えた女たちであった。なお
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そのほか、イエスと共にエルサレムに上ってきた

多くの女たちもいた。 42さて、すでに夕がたに

なったが、その日は準備の日、すなわち安息日の

前日であったので、 43アリマタヤのヨセフが大

胆にもピラトの所へ行き、イエスのからだの引取

りかたを願った。彼は地位の高い議員であって、

彼自身、神の国を待ち望んでいる人であった。 44

ピラトは、イエスがもはや死んでしまったのかと

不審に思い、百卒長を呼んで、もう死んだのかと

尋ねた。 45そして、百卒長から確かめた上、死

体をヨセフに渡した。 46そこで、ヨセフは亜麻

布を買い求め、イエスをとりおろして、その亜麻

布に包み、岩を掘って造った墓に納め、墓の入口

に石をころがしておいた。 47マグダラのマリヤ

とヨセの母マリヤとは、イエスが納められた場所

を見とどけた。

16さて、安息日が終ったので、マグダラのマリ
ヤとヤコブの母マリヤとサロメとが、行って

イエスに塗るために、香料を買い求めた。 2そし

て週の初めの日に、早朝、日の出のころ墓に行っ

た。 3そして、彼らは「だれが、わたしたちのた

めに、墓の入口から石をころがしてくれるのでし

ょうか」と話し合っていた。 4ところが、目をあ

げて見ると、石はすでにころがしてあった。この

石は非常に大きかった。 5墓の中にはいると、右

手に真白な長い衣を着た若者がすわっているのを

見て、非常に驚いた。 6するとこの若者は言った

、「驚くことはない。あなたがたは十字架につけ

られたナザレ人イエスを捜しているのであろうが

、イエスはよみがえって、ここにはおられない。

ごらんなさい、ここがお納めした場所である。 7

今から弟子たちとペテロとの所へ行って、こう伝

えなさい。イエスはあなたがたより先にガリラヤ

へ行かれる。かねて、あなたがたに言われたとお

り、そこでお会いできるであろう、と」。 8女た

ちはおののき恐れながら、墓から出て逃げ去った

。そして、人には何も言わなかった。恐ろしかっ

たからである。〔 9 (note: The most reliable and earliest

manuscripts do not include Mark 16:9-20.)週の初めの日の朝早

く、イエスはよみがえって、まずマグダラのマリ

ヤに御自身をあらわされた。イエスは以前に、こ

の女から七つの悪霊を追い出されたことがある。

10マリヤは、イエスと一緒にいた人々が泣き悲し

んでいる所に行って、それを知らせた。 11彼ら

は、イエスが生きておられる事と、彼女に御自身

をあらわされた事とを聞いたが、信じなかった。

12この後、そのうちのふたりが、いなかの方へ歩

いていると、イエスはちがった姿で御自身をあら

わされた。 13このふたりも、ほかの人々の所に

行って話したが、彼らはその話を信じなかった。

14その後、イエスは十一弟子が食卓についている

ところに現れ、彼らの不信仰と、心のかたくなな

ことをお責めになった。彼らは、よみがえられた

イエスを見た人々の言うことを、信じなかったか

らである。 15そして彼らに言われた、「全世界

に出て行って、すべての造られたものに福音を宣

べ伝えよ。 16信じてバプテスマを受ける者は救

われる。しかし、不信仰の者は罪に定められる。

17信じる者には、このようなしるしが伴う。すな

わち、彼らはわたしの名で悪霊を追い出し、新し

い言葉を語り、 18へびをつかむであろう。また

、毒を飲んでも、決して害を受けない。病人に手

をおけば、いやされる」。 19主イエスは彼らに

語り終ってから、天にあげられ、神の右にすわら

れた。 20弟子たちは出て行って、至る所で福音

を宣べ伝えた。主も彼らと共に働き、御言に伴う

しるしをもって、その確かなことをお示しになっ

た。〕
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ルカの福音書

1わたしたちの間に成就された出来事を、最初
から親しく見た人々であって、 2御言に仕えた

人々が伝えたとおり物語に書き連ねようと、多く

の人が手を着けましたが、 3テオピロ閣下よ、わ

たしもすべての事を初めから詳しく調べています

ので、ここに、それを順序正しく書きつづって、

閣下に献じることにしました。 4すでにお聞きに

なっている事が確実であることを、これによって

十分に知っていただきたいためであります。 5ユ

ダヤの王ヘロデの世に、アビヤの組の祭司で名を

ザカリヤという者がいた。その妻はアロン家の娘

のひとりで、名をエリサベツといった。 6ふたり

とも神のみまえに正しい人であって、主の戒めと

定めとを、みな落度なく行っていた。 7ところが

、エリサベツは不妊の女であったため、彼らには

子がなく、そしてふたりともすでに年老いていた

。 8さてザカリヤは、その組が当番になり神のみ

まえに祭司の務をしていたとき、 9祭司職の慣例

に従ってくじを引いたところ、主の聖所にはいっ

て香をたくことになった。 10香をたいている間

、多くの民衆はみな外で祈っていた。 11すると

主の御使が現れて、香壇の右に立った。 12ザカ

リヤはこれを見て、おじ惑い、恐怖の念に襲われ

た。 13そこで御使が彼に言った、「恐れるな、

ザカリヤよ、あなたの祈が聞きいれられたのだ。

あなたの妻エリサベツは男の子を産むであろう。

その子をヨハネと名づけなさい。 14彼はあなた

に喜びと楽しみとをもたらし、多くの人々もその

誕生を喜ぶであろう。 15彼は主のみまえに大い

なる者となり、ぶどう酒や強い酒をいっさい飲ま

ず、母の胎内にいる時からすでに聖霊に満たされ

ており、 16そして、イスラエルの多くの子らを

、主なる彼らの神に立ち帰らせるであろう。 17

彼はエリヤの霊と力とをもって、みまえに先立っ

て行き、父の心を子に向けさせ、逆らう者に義人

の思いを持たせて、整えられた民を主に備えるで

あろう」。 18するとザカリヤは御使に言った、

「どうしてそんな事が、わたしにわかるでしょう

か。わたしは老人ですし、妻も年をとっています

」。 19御使が答えて言った、「わたしは神のみ

まえに立つガブリエルであって、この喜ばしい知

らせをあなたに語り伝えるために、つかわされた

ものである。 20時が来れば成就するわたしの言

葉を信じなかったから、あなたはおしになり、こ

の事の起る日まで、ものが言えなくなる」。 21

民衆はザカリヤを待っていたので、彼が聖所内で

暇どっているのを不思議に思っていた。 22つい

に彼は出てきたが、物が言えなかったので、人々

は彼が聖所内でまぼろしを見たのだと悟った。彼

は彼らに合図をするだけで、引きつづき、おしの

ままでいた。 23それから務の期日が終ったので

、家に帰った。 24そののち、妻エリサベツはみ

ごもり、五か月のあいだ引きこもっていたが、 25

「主は、今わたしを心にかけてくださって、人々

の間からわたしの恥を取り除くために、こうして

くださいました」と言った。 26六か月目に、御

使ガブリエルが、神からつかわされて、ナザレと

いうガリラヤの町の一処女のもとにきた。 27こ

の処女はダビデ家の出であるヨセフという人のい

いなづけになっていて、名をマリヤといった。 28

御使がマリヤのところにきて言った、「恵まれた

女よ、おめでとう、主があなたと共におられます

」。 29この言葉にマリヤはひどく胸騒ぎがして

、このあいさつはなんの事であろうかと、思いめ

ぐらしていた。 30すると御使が言った、「恐れ

るな、マリヤよ、あなたは神から恵みをいただい

ているのです。 31見よ、あなたはみごもって男

の子を産むでしょう。その子をイエスと名づけな

さい。 32彼は大いなる者となり、いと高き者の

子と、となえられるでしょう。そして、主なる神

は彼に父ダビデの王座をお与えになり、 33彼は

とこしえにヤコブの家を支配し、その支配は限り

なく続くでしょう」。 (aiōn g165) 34そこでマリヤは

御使に言った、「どうして、そんな事があり得ま

しょうか。わたしにはまだ夫がありませんのに」

。 35御使が答えて言った、「聖霊があなたに臨

み、いと高き者の力があなたをおおうでしょう。

それゆえに、生れ出る子は聖なるものであり、神

の子と、となえられるでしょう。 36あなたの親

族エリサベツも老年ながら子を宿しています。不

妊の女といわれていたのに、はや六か月になって

います。 37神には、なんでもできないことはあ

りません」。 38そこでマリヤが言った、「わた

しは主のはしためです。お言葉どおりこの身に成

りますように」。そして御使は彼女から離れて行

った。 39そのころ、マリヤは立って、大急ぎで

山里へむかいユダの町に行き、 40ザカリヤの家

にはいってエリサベツにあいさつした。 41エリ
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サベツがマリヤのあいさつを聞いたとき、その子

が胎内でおどった。エリサベツは聖霊に満たされ

、 42声高く叫んで言った、「あなたは女の中で

祝福されたかた、あなたの胎の実も祝福されてい

ます。 43主の母上がわたしのところにきてくだ

さるとは、なんという光栄でしょう。 44ごらん

なさい。あなたのあいさつの声がわたしの耳には

いったとき、子供が胎内で喜びおどりました。 45

主のお語りになったことが必ず成就すると信じた

女は、なんとさいわいなことでしょう」。 46す

るとマリヤは言った、「わたしの魂は主をあがめ

、 47わたしの霊は救主なる神をたたえます。 48

この卑しい女をさえ、心にかけてくださいました

。今からのち代々の人々は、わたしをさいわいな

女と言うでしょう、 49力あるかたが、わたしに

大きな事をしてくださったからです。そのみ名は

きよく、 50そのあわれみは、代々限りなく主を

かしこみ恐れる者に及びます。 51主はみ腕をも

って力をふるい、心の思いのおごり高ぶる者を追

い散らし、 52権力ある者を王座から引きおろし

、卑しい者を引き上げ、 53飢えている者を良い

もので飽かせ、富んでいる者を空腹のまま帰らせ

なさいます。 54主は、あわれみをお忘れになら

ず、その僕イスラエルを助けてくださいました、

55わたしたちの父祖アブラハムとその子孫とをと

こしえにあわれむと約束なさったとおりに」。

(aiōn g165) 56マリヤは、エリサベツのところに三か

月ほど滞在してから、家に帰った。 57さてエリ

サベツは月が満ちて、男の子を産んだ。 58近所

の人々や親族は、主が大きなあわれみを彼女にお

かけになったことを聞いて、共どもに喜んだ。 59

八日目になったので、幼な子に割礼をするために

人々がきて、父の名にちなんでザカリヤという名

にしようとした。 60ところが、母親は、「いい

え、ヨハネという名にしなくてはいけません」と

言った。 61人々は、「あなたの親族の中には、

そういう名のついた者は、ひとりもいません」と

彼女に言った。 62そして父親に、どんな名にし

たいのですかと、合図で尋ねた。 63ザカリヤは

書板を持ってこさせて、それに「その名はヨハネ

」と書いたので、みんなの者は不思議に思った。

64すると、立ちどころにザカリヤの口が開けて舌

がゆるみ、語り出して神をほめたたえた。 65近

所の人々はみな恐れをいだき、またユダヤの山里

の至るところに、これらの事がことごとく語り伝

えられたので、 66聞く者たちは皆それを心に留

めて、「この子は、いったい、どんな者になるだ

ろう」と語り合った。主のみ手が彼と共にあった

。 67父ザカリヤは聖霊に満たされ、預言して言

った、 68「主なるイスラエルの神は、ほむべき

かな。神はその民を顧みてこれをあがない、 69

わたしたちのために救の角を僕ダビデの家にお立

てになった。 70古くから、聖なる預言者たちの

口によってお語りになったように、 (aiōn g165) 71わ

たしたちを敵から、またすべてわたしたちを憎む

者の手から、救い出すためである。 72こうして

、神はわたしたちの父祖たちにあわれみをかけ、

その聖なる契約、 73すなわち、父祖アブラハム

にお立てになった誓いをおぼえて、 74わたした

ちを敵の手から救い出し、 75生きている限り、

きよく正しく、みまえに恐れなく仕えさせてくだ

さるのである。 76幼な子よ、あなたは、いと高

き者の預言者と呼ばれるであろう。主のみまえに

先立って行き、その道を備え、 77罪のゆるしに

よる救をその民に知らせるのであるから。 78こ

れはわたしたちの神のあわれみ深いみこころによ

る。また、そのあわれみによって、日の光が上か

らわたしたちに臨み、 79暗黒と死の陰とに住む

者を照し、わたしたちの足を平和の道へ導くであ

ろう」。 80幼な子は成長し、その霊も強くなり

、そしてイスラエルに現れる日まで、荒野にいた

。

2そのころ、全世界の人口調査をせよとの勅令
が、皇帝アウグストから出た。 2これは、クレ

ニオがシリヤの総督であった時に行われた最初の

人口調査であった。 3人々はみな登録をするため

に、それぞれ自分の町へ帰って行った。 4ヨセフ

もダビデの家系であり、またその血統であったの

で、ガリラヤの町ナザレを出て、ユダヤのベツレ

ヘムというダビデの町へ上って行った。 5それは

、すでに身重になっていたいいなづけの妻マリヤ

と共に、登録をするためであった。 6ところが、

彼らがベツレヘムに滞在している間に、マリヤは

月が満ちて、 7初子を産み、布にくるんで、飼葉

おけの中に寝かせた。客間には彼らのいる余地が

なかったからである。 8さて、この地方で羊飼た

ちが夜、野宿しながら羊の群れの番をしていた。

9すると主の御使が現れ、主の栄光が彼らをめぐ

り照したので、彼らは非常に恐れた。 10御使は
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言った、「恐れるな。見よ、すべての民に与えら

れる大きな喜びを、あなたがたに伝える。 11き

ょうダビデの町に、あなたがたのために救主がお

生れになった。このかたこそ主なるキリストであ

る。 12あなたがたは、幼な子が布にくるまって

飼葉おけの中に寝かしてあるのを見るであろう。

それが、あなたがたに与えられるしるしである」

。 13するとたちまち、おびただしい天の軍勢が

現れ、御使と一緒になって神をさんびして言った

、 14「いと高きところでは、神に栄光があるよ

うに、地の上では、み心にかなう人々に平和があ

るように」。 15御使たちが彼らを離れて天に帰

ったとき、羊飼たちは「さあ、ベツレヘムへ行っ

て、主がお知らせ下さったその出来事を見てこよ

うではないか」と、互に語り合った。 16そして

急いで行って、マリヤとヨセフ、また飼葉おけに

寝かしてある幼な子を捜しあてた。 17彼らに会

った上で、この子について自分たちに告げ知らさ

れた事を、人々に伝えた。 18人々はみな、羊飼

たちが話してくれたことを聞いて、不思議に思っ

た。 19しかし、マリヤはこれらの事をことごと

く心に留めて、思いめぐらしていた。 20羊飼た

ちは、見聞きしたことが何もかも自分たちに語ら

れたとおりであったので、神をあがめ、またさん

びしながら帰って行った。 21八日が過ぎ、割礼

をほどこす時となったので、受胎のまえに御使が

告げたとおり、幼な子をイエスと名づけた。 22

それから、モーセの律法による彼らのきよめの期

間が過ぎたとき、両親は幼な子を連れてエルサレ

ムへ上った。 23それは主の律法に「母の胎を初

めて開く男の子はみな、主に聖別された者と、と

なえられねばならない」と書いてあるとおり、幼

な子を主にささげるためであり、 24また同じ主

の律法に、「山ばと一つがい、または、家ばとの

ひな二羽」と定めてあるのに従って、犠牲をささ

げるためであった。 25その時、エルサレムにシ

メオンという名の人がいた。この人は正しい信仰

深い人で、イスラエルの慰められるのを待ち望ん

でいた。また聖霊が彼に宿っていた。 26そして

主のつかわす救主に会うまでは死ぬことはないと

、聖霊の示しを受けていた。 27この人が御霊に

感じて宮にはいった。すると律法に定めてあるこ

とを行うため、両親もその子イエスを連れてはい

ってきたので、 28シメオンは幼な子を腕に抱き

、神をほめたたえて言った、 29「主よ、今こそ

、あなたはみ言葉のとおりにこの僕を安らかに去

らせてくださいます、 30わたしの目が今あなた

の救を見たのですから。 31この救はあなたが万

民のまえにお備えになったもので、 32異邦人を

照す啓示の光、み民イスラエルの栄光であります

」。 33父と母とは幼な子についてこのように語

られたことを、不思議に思った。 34するとシメ

オンは彼らを祝し、そして母マリヤに言った、「

ごらんなさい、この幼な子は、イスラエルの多く

の人を倒れさせたり立ちあがらせたりするために

、また反対を受けるしるしとして、定められてい

ます。 35そして、あなた自身もつるぎで胸を刺

し貫かれるでしょう。それは多くの人の心にある

思いが、現れるようになるためです」。 36また

、アセル族のパヌエルの娘で、アンナという女預

言者がいた。彼女は非常に年をとっていた。むす

め時代にとついで、七年間だけ夫と共に住み、 37

その後やもめぐらしをし、八十四歳になっていた

。そして宮を離れずに夜も昼も断食と祈とをもっ

て神に仕えていた。 38この老女も、ちょうどそ

のとき近寄ってきて、神に感謝をささげ、そして

この幼な子のことを、エルサレムの救を待ち望ん

でいるすべての人々に語りきかせた。 39両親は

主の律法どおりすべての事をすませたので、ガリ

ラヤへむかい、自分の町ナザレに帰った。 40幼

な子は、ますます成長して強くなり、知恵に満ち

、そして神の恵みがその上にあった。 41さて、

イエスの両親は、過越の祭には毎年エルサレムへ

上っていた。 42イエスが十二歳になった時も、

慣例に従って祭のために上京した。 43ところが

、祭が終って帰るとき、少年イエスはエルサレム

に居残っておられたが、両親はそれに気づかなか

った。 44そして道連れの中にいることと思いこ

んで、一日路を行ってしまい、それから、親族や

知人の中を捜しはじめたが、 45見つからないの

で、捜しまわりながらエルサレムへ引返した。 46

そして三日の後に、イエスが宮の中で教師たちの

まん中にすわって、彼らの話を聞いたり質問した

りしておられるのを見つけた。 47聞く人々はみ

な、イエスの賢さやその答に驚嘆していた。 48

両親はこれを見て驚き、そして母が彼に言った、

「どうしてこんな事をしてくれたのです。ごらん

なさい、おとう様もわたしも心配して、あなたを

捜していたのです」。 49するとイエスは言われ

た、「どうしてお捜しになったのですか。わたし
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が自分の父の家にいるはずのことを、ご存じなか

ったのですか」。 50しかし、両親はその語られ

た言葉を悟ることができなかった。 51それから

イエスは両親と一緒にナザレに下って行き、彼ら

にお仕えになった。母はこれらの事をみな心に留

めていた。 52イエスはますます知恵が加わり、

背たけも伸び、そして神と人から愛された。

3皇帝テベリオ在位の第十五年、ポンテオ・ピ
ラトがユダヤの総督、ヘロデがガリラヤの領

主、その兄弟ピリポがイツリヤ・テラコニテ地方

の領主、ルサニヤがアビレネの領主、 2アンナス

とカヤパとが大祭司であったとき、神の言が荒野

でザカリヤの子ヨハネに臨んだ。 3彼はヨルダン

のほとりの全地方に行って、罪のゆるしを得させ

る悔改めのバプテスマを宣べ伝えた。 4それは、

預言者イザヤの言葉の書に書いてあるとおりであ

る。すなわち「荒野で呼ばわる者の声がする、『

主の道を備えよ、その道筋をまっすぐにせよ』。

5すべての谷は埋められ、すべての山と丘とは、

平らにされ、曲ったところはまっすぐに、わるい

道はならされ、 6人はみな神の救を見るであろう

」。 7さて、ヨハネは、彼からバプテスマを受け

ようとして出てきた群衆にむかって言った、「ま

むしの子らよ、迫ってきている神の怒りから、の

がれられると、おまえたちにだれが教えたのか。

8だから、悔改めにふさわしい実を結べ。自分た

ちの父にはアブラハムがあるなどと、心の中で思

ってもみるな。おまえたちに言っておく。神はこ

れらの石ころからでも、アブラハムの子を起すこ

とができるのだ。 9斧がすでに木の根もとに置か

れている。だから、良い実を結ばない木はことご

とく切られて、火の中に投げ込まれるのだ」。 10

そこで群衆が彼に、「それでは、わたしたちは何

をすればよいのですか」と尋ねた。 11彼は答え

て言った、「下着を二枚もっている者は、持たな

い者に分けてやりなさい。食物を持っている者も

同様にしなさい」。 12取税人もバプテスマを受

けにきて、彼に言った、「先生、わたしたちは何

をすればよいのですか」。 13彼らに言った、「

きまっているもの以上に取り立ててはいけない」

。 14兵卒たちもたずねて言った、「では、わた

したちは何をすればよいのですか」。彼は言った

、「人をおどかしたり、だまし取ったりしてはい

けない。自分の給与で満足していなさい」。 15

民衆は救主を待ち望んでいたので、みな心の中で

ヨハネのことを、もしかしたらこの人がそれでは

なかろうかと考えていた。 16そこでヨハネはみ

んなの者にむかって言った、「わたしは水でおま

えたちにバプテスマを授けるが、わたしよりも力

のあるかたが、おいでになる。わたしには、その

くつのひもを解く値うちもない。このかたは、聖

霊と火とによっておまえたちにバプテスマをお授

けになるであろう。 17また、箕を手に持って、

打ち場の麦をふるい分け、麦は倉に納め、からは

消えない火で焼き捨てるであろう」。 18こうし

てヨハネはほかにもなお、さまざまの勧めをして

、民衆に教を説いた。 19ところが領主ヘロデは

、兄弟の妻ヘロデヤのことで、また自分がしたあ

らゆる悪事について、ヨハネから非難されていた

ので、 20彼を獄に閉じ込めて、いろいろな悪事

の上に、もう一つこの悪事を重ねた。 21さて、

民衆がみなバプテスマを受けたとき、イエスもバ

プテスマを受けて祈っておられると、天が開けて

、 22聖霊がはとのような姿をとってイエスの上

に下り、そして天から声がした、「あなたはわた

しの愛する子、わたしの心にかなう者である」。

23イエスが宣教をはじめられたのは、年およそ三

十歳の時であって、人々の考えによれば、ヨセフ

の子であった。ヨセフはヘリの子、 24それから

、さかのぼって、マタテ、レビ、メルキ、ヤンナ

イ、ヨセフ、 25マタテヤ、アモス、ナホム、エ

スリ、ナンガイ、 26マハテ、マタテヤ、シメイ

、ヨセク、ヨダ、 27ヨハナン、レサ、ゾロバベ

ル、サラテル、ネリ、 28メルキ、アデイ、コサ

ム、エルマダム、エル、 29ヨシュア、エリエゼ

ル、ヨリム、マタテ、レビ、 30シメオン、ユダ

、ヨセフ、ヨナム、エリヤキム、 31メレヤ、メ

ナ、マタタ、ナタン、ダビデ、 32エッサイ、オ

ベデ、ボアズ、サラ、ナアソン、 33アミナダブ

、アデミン、アルニ、エスロン、パレス、ユダ、

34ヤコブ、イサク、アブラハム、テラ、ナホル、

35セルグ、レウ、ペレグ、エベル、サラ、 36カ

イナン、アルパクサデ、セム、ノア、ラメク、 37

メトセラ、エノク、ヤレデ、マハラレル、カイナ

ン、 38エノス、セツ、アダム、そして神にいた

る。

4さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダン川から
帰り、 2荒野を四十日のあいだ御霊にひきまわ
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されて、悪魔の試みにあわれた。そのあいだ何も

食べず、その日数がつきると、空腹になられた。

3そこで悪魔が言った、「もしあなたが神の子で

あるなら、この石に、パンになれと命じてごらん

なさい」。 4イエスは答えて言われた、「『人は

パンだけで生きるものではない』と書いてある」

。 5それから、悪魔はイエスを高い所へ連れて行

き、またたくまに世界のすべての国々を見せて 6

言った、「これらの国々の権威と栄華とをみんな

、あなたにあげましょう。それらはわたしに任せ

られていて、だれでも好きな人にあげてよいので

すから。 7それで、もしあなたがわたしの前にひ

ざまずくなら、これを全部あなたのものにしてあ

げましょう」。 8イエスは答えて言われた、「『

主なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』

と書いてある」。 9それから悪魔はイエスをエル

サレムに連れて行き、宮の頂上に立たせて言った

、「もしあなたが神の子であるなら、ここから下

へ飛びおりてごらんなさい。 10『神はあなたの

ために、御使たちに命じてあなたを守らせるであ

ろう』とあり、 11また、『あなたの足が石に打

ちつけられないように、彼らはあなたを手でささ

えるであろう』とも書いてあります」。 12イエ

スは答えて言われた、「『主なるあなたの神を試

みてはならない』と言われている」。 13悪魔は

あらゆる試みをしつくして、一時イエスを離れた

。 14それからイエスは御霊の力に満ちあふれて

ガリラヤへ帰られると、そのうわさがその地方全

体にひろまった。 15イエスは諸会堂で教え、み

んなの者から尊敬をお受けになった。 16それか

らお育ちになったナザレに行き、安息日にいつも

のように会堂にはいり、聖書を朗読しようとして

立たれた。 17すると預言者イザヤの書が手渡さ

れたので、その書を開いて、こう書いてある所を

出された、 18「主の御霊がわたしに宿っている

。貧しい人々に福音を宣べ伝えさせるために、わ

たしを聖別してくださったからである。主はわた

しをつかわして、囚人が解放され、盲人の目が開

かれることを告げ知らせ、打ちひしがれている者

に自由を得させ、 19主のめぐみの年を告げ知ら

せるのである」。 20イエスは聖書を巻いて係り

の者に返し、席に着かれると、会堂にいるみんな

の者の目がイエスに注がれた。 21そこでイエス

は、「この聖句は、あなたがたが耳にしたこの日

に成就した」と説きはじめられた。 22すると、

彼らはみなイエスをほめ、またその口から出て来

るめぐみの言葉に感嘆して言った、「この人はヨ

セフの子ではないか」。 23そこで彼らに言われ

た、「あなたがたは、きっと『医者よ、自分自身

をいやせ』ということわざを引いて、カペナウム

で行われたと聞いていた事を、あなたの郷里のこ

の地でもしてくれ、と言うであろう」。 24それ

から言われた、「よく言っておく。預言者は、自

分の郷里では歓迎されないものである。 25よく

聞いておきなさい。エリヤの時代に、三年六か月

にわたって天が閉じ、イスラエル全土に大ききん

があった際、そこには多くのやもめがいたのに、

26エリヤはそのうちのだれにもつかわされないで

、ただシドンのサレプタにいるひとりのやもめに

だけつかわされた。 27また預言者エリシャの時

代に、イスラエルには多くのらい病人がいたのに

、そのうちのひとりもきよめられないで、ただシ

リヤのナアマンだけがきよめられた」。 28会堂

にいた者たちはこれを聞いて、みな憤りに満ち、

29立ち上がってイエスを町の外へ追い出し、その

町が建っている丘のがけまでひっぱって行って、

突き落そうとした。 30しかし、イエスは彼らの

まん中を通り抜けて、去って行かれた。 31それ

から、イエスはガリラヤの町カペナウムに下って

行かれた。そして安息日になると、人々をお教え

になったが、 32その言葉に権威があったので、

彼らはその教に驚いた。 33すると、汚れた悪霊

につかれた人が会堂にいて、大声で叫び出した、

34「ああ、ナザレのイエスよ、あなたはわたした

ちとなんの係わりがあるのです。わたしたちを滅

ぼしにこられたのですか。あなたがどなたである

か、わかっています。神の聖者です」。 35イエ

スはこれをしかって、「黙れ、この人から出て行

け」と言われた。すると悪霊は彼を人なかに投げ

倒し、傷は負わせずに、その人から出て行った。

36みんなの者は驚いて、互に語り合って言った、

「これは、いったい、なんという言葉だろう。権

威と力とをもって汚れた霊に命じられると、彼ら

は出て行くのだ」。 37こうしてイエスの評判が

、その地方のいたる所にひろまっていった。 38

イエスは会堂を出てシモンの家におはいりになっ

た。ところがシモンのしゅうとめが高い熱を病ん

でいたので、人々は彼女のためにイエスにお願い

した。 39そこで、イエスはそのまくらもとに立

って、熱が引くように命じられると、熱は引き、
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女はすぐに起き上がって、彼らをもてなした。 40

日が暮れると、いろいろな病気になやむ者をかか

えている人々が、皆それをイエスのところに連れ

てきたので、そのひとりびとりに手を置いて、お

いやしになった。 41悪霊も「あなたこそ神の子

です」と叫びながら多くの人々から出ていった。

しかし、イエスは彼らを戒めて、物を言うことを

お許しにならなかった。彼らがイエスはキリスト

だと知っていたからである。 42夜が明けると、

イエスは寂しい所へ出て行かれたが、群衆が捜し

まわって、みもとに集まり、自分たちから離れて

行かれないようにと、引き止めた。 43しかしイ

エスは、「わたしは、ほかの町々にも神の国の福

音を宣べ伝えねばならない。自分はそのためにつ

かわされたのである」と言われた。 44そして、

ユダヤの諸会堂で教を説かれた。

5さて、群衆が神の言を聞こうとして押し寄せ
てきたとき、イエスはゲネサレ湖畔に立って

おられたが、 2そこに二そうの小舟が寄せてある

のをごらんになった。漁師たちは、舟からおりて

網を洗っていた。 3その一そうはシモンの舟であ

ったが、イエスはそれに乗り込み、シモンに頼ん

で岸から少しこぎ出させ、そしてすわって、舟の

中から群衆にお教えになった。 4話がすむと、シ

モンに「沖へこぎ出し、網をおろして漁をしてみ

なさい」と言われた。 5シモンは答えて言った、

「先生、わたしたちは夜通し働きましたが、何も

取れませんでした。しかし、お言葉ですから、網

をおろしてみましょう」。 6そしてそのとおりに

したところ、おびただしい魚の群れがはいって、

網が破れそうになった。 7そこで、もう一そうの

舟にいた仲間に、加勢に来るよう合図をしたので

、彼らがきて魚を両方の舟いっぱいに入れた。そ

のために、舟が沈みそうになった。 8これを見て

シモン・ペテロは、イエスのひざもとにひれ伏し

て言った、「主よ、わたしから離れてください。

わたしは罪深い者です」。 9彼も一緒にいた者た

ちもみな、取れた魚がおびただしいのに驚いたか

らである。 10シモンの仲間であったゼベダイの

子ヤコブとヨハネも、同様であった。すると、イ

エスがシモンに言われた、「恐れることはない。

今からあなたは人間をとる漁師になるのだ」。 11

そこで彼らは舟を陸に引き上げ、いっさいを捨て

てイエスに従った。 12イエスがある町におられ

た時、全身らい病になっている人がそこにいた。

イエスを見ると、顔を地に伏せて願って言った、

「主よ、みこころでしたら、きよめていただける

のですが」。 13イエスは手を伸ばして彼にさわ

り、「そうしてあげよう、きよくなれ」と言われ

た。すると、らい病がただちに去ってしまった。

14イエスは、だれにも話さないようにと彼に言い

聞かせ、「ただ行って自分のからだを祭司に見せ

、それからあなたのきよめのため、モーセが命じ

たとおりのささげ物をして、人々に証明しなさい

」とお命じになった。 15しかし、イエスの評判

はますますひろまって行き、おびただしい群衆が

、教を聞いたり、病気をなおしてもらったりする

ために、集まってきた。 16しかしイエスは、寂

しい所に退いて祈っておられた。 17ある日のこ

と、イエスが教えておられると、ガリラヤやユダ

ヤの方々の村から、またエルサレムからきたパリ

サイ人や律法学者たちが、そこにすわっていた。

主の力が働いて、イエスは人々をいやされた。 18

その時、ある人々が、ひとりの中風をわずらって

いる人を床にのせたまま連れてきて、家の中に運

び入れ、イエスの前に置こうとした。 19ところ

が、群衆のためにどうしても運び入れる方法がな

かったので、屋根にのぼり、瓦をはいで、病人を

床ごと群衆のまん中につりおろして、イエスの前

においた。 20イエスは彼らの信仰を見て、「人

よ、あなたの罪はゆるされた」と言われた。 21

すると律法学者とパリサイ人たちとは、「神を汚

すことを言うこの人は、いったい、何者だ。神お

ひとりのほかに、だれが罪をゆるすことができる

か」と言って論じはじめた。 22イエスは彼らの

論議を見ぬいて、「あなたがたは心の中で何を論

じているのか。 23あなたの罪はゆるされたと言

うのと、起きて歩けと言うのと、どちらがたやす

いか。 24しかし、人の子は地上で罪をゆるす権

威を持っていることが、あなたがたにわかるため

に」と彼らに対して言い、中風の者にむかって、

「あなたに命じる。起きよ、床を取り上げて家に

帰れ」と言われた。 25すると病人は即座にみん

なの前で起きあがり、寝ていた床を取りあげて、

神をあがめながら家に帰って行った。 26みんな

の者は驚嘆してしまった。そして神をあがめ、お

それに満たされて、「きょうは驚くべきことを見

た」と言った。 27そののち、イエスが出て行か

れると、レビという名の取税人が収税所にすわっ
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ているのを見て、「わたしに従ってきなさい」と

言われた。 28すると、彼はいっさいを捨てて立

ちあがり、イエスに従ってきた。 29それから、

レビは自分の家で、イエスのために盛大な宴会を

催したが、取税人やそのほか大ぜいの人々が、共

に食卓に着いていた。 30ところが、パリサイ人

やその律法学者たちが、イエスの弟子たちに対し

てつぶやいて言った、「どうしてあなたがたは、

取税人や罪人などと飲食を共にするのか」。 31

イエスは答えて言われた、「健康な人には医者は

いらない。いるのは病人である。 32わたしがき

たのは、義人を招くためではなく、罪人を招いて

悔い改めさせるためである」。 33また彼らはイ

エスに言った、「ヨハネの弟子たちは、しばしば

断食をし、また祈をしており、パリサイ人の弟子

たちもそうしているのに、あなたの弟子たちは食

べたり飲んだりしています」。 34するとイエス

は言われた、「あなたがたは、花婿が一緒にいる

のに、婚礼の客に断食をさせることができるであ

ろうか。 35しかし、花婿が奪い去られる日が来

る。その日には断食をするであろう」。 36それ

からイエスはまた一つの譬を語られた、「だれも

、新しい着物から布ぎれを切り取って、古い着物

につぎを当てるものはない。もしそんなことをし

たら、新しい着物を裂くことになるし、新しいの

から取った布ぎれも古いのに合わないであろう。

37まただれも、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れ

はしない。もしそんなことをしたら、新しいぶど

う酒は皮袋をはり裂き、そしてぶどう酒は流れ出

るし、皮袋もむだになるであろう。 38新しいぶ

どう酒は新しい皮袋に入れるべきである。 39ま

ただれも、古い酒を飲んでから、新しいのをほし

がりはしない。『古いのが良い』と考えているか

らである」。

6ある安息日にイエスが麦畑の中をとおって行
かれたとき、弟子たちが穂をつみ、手でもみ

ながら食べていた。 2すると、あるパリサイ人た

ちが言った、「あなたがたはなぜ、安息日にして

はならぬことをするのか」。 3そこでイエスが答

えて言われた、「あなたがたは、ダビデとその供

の者たちとが飢えていたとき、ダビデのしたこと

について、読んだことがないのか。 4すなわち、

神の家にはいって、祭司たちのほかだれも食べて

はならぬ供えのパンを取って食べ、また供の者た

ちにも与えたではないか」。 5また彼らに言われ

た、「人の子は安息日の主である」。 6また、ほ

かの安息日に会堂にはいって教えておられたとこ

ろ、そこに右手のなえた人がいた。 7律法学者や

パリサイ人たちは、イエスを訴える口実を見付け

ようと思って、安息日にいやされるかどうかをう

かがっていた。 8イエスは彼らの思っていること

を知って、その手のなえた人に、「起きて、まん

中に立ちなさい」と言われると、起き上がって立

った。 9そこでイエスは彼らにむかって言われた

、「あなたがたに聞くが、安息日に善を行うのと

悪を行うのと、命を救うのと殺すのと、どちらが

よいか」。 10そして彼ら一同を見まわして、そ

の人に「手を伸ばしなさい」と言われた。そのと

おりにすると、その手は元どおりになった。 11

そこで彼らは激しく怒って、イエスをどうかして

やろうと、互に話合いをはじめた。 12このころ

、イエスは祈るために山へ行き、夜を徹して神に

祈られた。 13夜が明けると、弟子たちを呼び寄

せ、その中から十二人を選び出し、これに使徒と

いう名をお与えになった。 14すなわち、ペテロ

とも呼ばれたシモンとその兄弟アンデレ、ヤコブ

とヨハネ、ピリポとバルトロマイ、 15マタイと

トマス、アルパヨの子ヤコブと、熱心党と呼ばれ

たシモン、 16ヤコブの子ユダ、それからイスカ

リオテのユダ。このユダが裏切者となったのであ

る。 17そして、イエスは彼らと一緒に山を下っ

て平地に立たれたが、大ぜいの弟子たちや、ユダ

ヤ全土、エルサレム、ツロとシドンの海岸地方な

どからの大群衆が、 18教を聞こうとし、また病

気をなおしてもらおうとして、そこにきていた。

そして汚れた霊に悩まされている者たちも、いや

された。 19また群衆はイエスにさわろうと努め

た。それは力がイエスの内から出て、みんなの者

を次々にいやしたからである。 20そのとき、イ

エスは目をあげ、弟子たちを見て言われた、「あ

なたがた貧しい人たちは、さいわいだ。神の国は

あなたがたのものである。 21あなたがたいま飢

えている人たちは、さいわいだ。飽き足りるよう

になるからである。あなたがたいま泣いている人

たちは、さいわいだ。笑うようになるからである

。 22人々があなたがたを憎むとき、また人の子

のためにあなたがたを排斥し、ののしり、汚名を

着せるときは、あなたがたはさいわいだ。 23そ

の日には喜びおどれ。見よ、天においてあなたが
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たの受ける報いは大きいのだから。彼らの祖先も

、預言者たちに対して同じことをしたのである。

24しかしあなたがた富んでいる人たちは、わざわ

いだ。慰めを受けてしまっているからである。 25

あなたがた今満腹している人たちは、わざわいだ

。飢えるようになるからである。あなたがた今笑

っている人たちは、わざわいだ。悲しみ泣くよう

になるからである。 26人が皆あなたがたをほめ

るときは、あなたがたはわざわいだ。彼らの祖先

も、にせ預言者たちに対して同じことをしたので

ある。 27しかし、聞いているあなたがたに言う

。敵を愛し、憎む者に親切にせよ。 28のろう者

を祝福し、はずかしめる者のために祈れ。 29あ

なたの頬を打つ者にはほかの頬をも向けてやり、

あなたの上着を奪い取る者には下着をも拒むな。

30あなたに求める者には与えてやり、あなたの持

ち物を奪う者からは取りもどそうとするな。 31

人々にしてほしいと、あなたがたの望むことを、

人々にもそのとおりにせよ。 32自分を愛してく

れる者を愛したからとて、どれほどの手柄になろ

うか。罪人でさえ、自分を愛してくれる者を愛し

ている。 33自分によくしてくれる者によくした

とて、どれほどの手柄になろうか。罪人でさえ、

それくらいの事はしている。 34また返してもら

うつもりで貸したとて、どれほどの手柄になろう

か。罪人でも、同じだけのものを返してもらおう

として、仲間に貸すのである。 35しかし、あな

たがたは、敵を愛し、人によくしてやり、また何

も当てにしないで貸してやれ。そうすれば受ける

報いは大きく、あなたがたはいと高き者の子とな

るであろう。いと高き者は、恩を知らぬ者にも悪

人にも、なさけ深いからである。 36あなたがた

の父なる神が慈悲深いように、あなたがたも慈悲

深い者となれ。 37人をさばくな。そうすれば、

自分もさばかれることがないであろう。また人を

罪に定めるな。そうすれば、自分も罪に定められ

ることがないであろう。ゆるしてやれ。そうすれ

ば、自分もゆるされるであろう。 38与えよ。そ

うすれば、自分にも与えられるであろう。人々は

おし入れ、ゆすり入れ、あふれ出るまでに量をよ

くして、あなたがたのふところに入れてくれるで

あろう。あなたがたの量るその量りで、自分にも

量りかえされるであろうから」。 39イエスはま

た一つの譬を語られた、「盲人は盲人の手引がで

きようか。ふたりとも穴に落ち込まないだろうか

。 40弟子はその師以上のものではないが、修業

をつめば、みなその師のようになろう。 41なぜ

、兄弟の目にあるちりを見ながら、自分の目にあ

る梁を認めないのか。 42自分の目にある梁は見

ないでいて、どうして兄弟にむかって、兄弟よ、

あなたの目にあるちりを取らせてください、と言

えようか。偽善者よ、まず自分の目から梁を取り

のけるがよい、そうすれば、はっきり見えるよう

になって、兄弟の目にあるちりを取りのけること

ができるだろう。 43悪い実のなる良い木はない

し、また良い実のなる悪い木もない。 44木はそ

れぞれ、その実でわかる。いばらからいちじくを

取ることはないし、野ばらからぶどうを摘むこと

もない。 45善人は良い心の倉から良い物を取り

出し、悪人は悪い倉から悪い物を取り出す。心か

らあふれ出ることを、口が語るものである。 46

わたしを主よ、主よ、と呼びながら、なぜわたし

の言うことを行わないのか。 47わたしのもとに

きて、わたしの言葉を聞いて行う者が、何に似て

いるか、あなたがたに教えよう。 48それは、地

を深く掘り、岩の上に土台をすえて家を建てる人

に似ている。洪水が出て激流がその家に押し寄せ

てきても、それを揺り動かすことはできない。よ

く建ててあるからである。 49しかし聞いても行

わない人は、土台なしで、土の上に家を建てた人

に似ている。激流がその家に押し寄せてきたら、

たちまち倒れてしまい、その被害は大きいのであ

る」。

7イエスはこれらの言葉をことごとく人々に聞
かせてしまったのち、カペナウムに帰ってこ

られた。 2ところが、ある百卒長の頼みにしてい

た僕が、病気になって死にかかっていた。 3この

百卒長はイエスのことを聞いて、ユダヤ人の長老

たちをイエスのところにつかわし、自分の僕を助

けにきてくださるようにと、お願いした。 4彼ら

はイエスのところにきて、熱心に願って言った、

「あの人はそうしていただくねうちがございます

。 5わたしたちの国民を愛し、わたしたちのため

に会堂を建ててくれたのです」。 6そこで、イエ

スは彼らと連れだってお出かけになった。ところ

が、その家からほど遠くないあたりまでこられた

とき、百卒長は友だちを送ってイエスに言わせた

、「主よ、どうぞ、ご足労くださいませんように

。わたしの屋根の下にあなたをお入れする資格は
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、わたしにはございません。 7それですから、自

分でお迎えにあがるねうちさえないと思っていた

のです。ただ、お言葉を下さい。そして、わたし

の僕をなおしてください。 8わたしも権威の下に

服している者ですが、わたしの下にも兵卒がいま

して、ひとりの者に『行け』と言えば行き、ほか

の者に『こい』と言えばきますし、また、僕に『

これをせよ』と言えば、してくれるのです」。 9

イエスはこれを聞いて非常に感心され、ついてき

た群衆の方に振り向いて言われた、「あなたがた

に言っておくが、これほどの信仰は、イスラエル

の中でも見たことがない」。 10使にきた者たち

が家に帰ってみると、僕は元気になっていた。 11

そののち、間もなく、ナインという町へおいでに

なったが、弟子たちや大ぜいの群衆も一緒に行っ

た。 12町の門に近づかれると、ちょうど、ある

やもめにとってひとりむすこであった者が死んだ

ので、葬りに出すところであった。大ぜいの町の

人たちが、その母につきそっていた。 13主はこ

の婦人を見て深い同情を寄せられ、「泣かないで

いなさい」と言われた。 14そして近寄って棺に

手をかけられると、かついでいる者たちが立ち止

まったので、「若者よ、さあ、起きなさい」と言

われた。 15すると、死人が起き上がって物を言

い出した。イエスは彼をその母にお渡しになった

。 16人々はみな恐れをいだき、「大預言者がわ

たしたちの間に現れた」、また、「神はその民を

顧みてくださった」と言って、神をほめたたえた

。 17イエスについてのこの話は、ユダヤ全土お

よびその附近のいたる所にひろまった。 18ヨハ

ネの弟子たちは、これらのことを全部彼に報告し

た。するとヨハネは弟子の中からふたりの者を呼

んで、 19主のもとに送り、「『きたるべきかた

』はあなたなのですか。それとも、ほかにだれか

を待つべきでしょうか」と尋ねさせた。 20そこ

で、この人たちがイエスのもとにきて言った、「

わたしたちはバプテスマのヨハネからの使ですが

、『きたるべきかた』はあなたなのですか、それ

とも、ほかにだれかを待つべきでしょうか、とヨ

ハネが尋ねています」。 21そのとき、イエスは

さまざまの病苦と悪霊とに悩む人々をいやし、ま

た多くの盲人を見えるようにしておられたが、 22

答えて言われた、「行って、あなたがたが見聞き

したことを、ヨハネに報告しなさい。盲人は見え

、足なえは歩き、らい病人はきよまり、耳しいは

聞え、死人は生きかえり、貧しい人々は福音を聞

かされている。 23わたしにつまずかない者は、

さいわいである」。 24ヨハネの使が行ってしま

うと、イエスはヨハネのことを群衆に語りはじめ

られた、「あなたがたは、何を見に荒野に出てき

たのか。風に揺らぐ葦であるか。 25では、何を

見に出てきたのか。柔らかい着物をまとった人か

。きらびやかに着かざって、ぜいたくに暮してい

る人々なら、宮殿にいる。 26では、何を見に出

てきたのか。預言者か。そうだ、あなたがたに言

うが、預言者以上の者である。 27『見よ、わた

しは使をあなたの先につかわし、あなたの前に、

道を整えさせるであろう』と書いてあるのは、こ

の人のことである。 28あなたがたに言っておく

。女の産んだ者の中で、ヨハネより大きい人物は

いない。しかし、神の国で最も小さい者も、彼よ

りは大きい。 29（これを聞いた民衆は皆、また

取税人たちも、ヨハネのバプテスマを受けて神の

正しいことを認めた。 30しかし、パリサイ人と

律法学者たちとは彼からバプテスマを受けないで

、自分たちに対する神のみこころを無にした。）

31だから今の時代の人々を何に比べようか。彼ら

は何に似ているか。 32それは子供たちが広場に

すわって、互に呼びかけ、『わたしたちが笛を吹

いたのに、あなたたちは踊ってくれなかった。弔

いの歌を歌ったのに、泣いてくれなかった』と言

うのに似ている。 33なぜなら、バプテスマのヨ

ハネがきて、パンを食べることも、ぶどう酒を飲

むこともしないと、あなたがたは、あれは悪霊に

つかれているのだ、と言い、 34また人の子がき

て食べたり飲んだりしていると、見よ、あれは食

をむさぼる者、大酒を飲む者、また取税人、罪人

の仲間だ、と言う。 35しかし、知恵の正しいこ

とは、そのすべての子が証明する」。 36あるパ

リサイ人がイエスに、食事を共にしたいと申し出

たので、そのパリサイ人の家にはいって食卓に着

かれた。 37するとそのとき、その町で罪の女で

あったものが、パリサイ人の家で食卓に着いてお

られることを聞いて、香油が入れてある石膏のつ

ぼを持ってきて、 38泣きながら、イエスのうし

ろでその足もとに寄り、まず涙でイエスの足をぬ

らし、自分の髪の毛でぬぐい、そして、その足に

接吻して、香油を塗った。 39イエスを招いたパ

リサイ人がそれを見て、心の中で言った、「もし

この人が預言者であるなら、自分にさわっている
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女がだれだか、どんな女かわかるはずだ。それは

罪の女なのだから」。 40そこでイエスは彼にむ

かって言われた、「シモン、あなたに言うことが

ある」。彼は「先生、おっしゃってください」と

言った。 41イエスが言われた、「ある金貸しに

金をかりた人がふたりいたが、ひとりは五百デナ

リ、もうひとりは五十デナリを借りていた。 42

ところが、返すことができなかったので、彼はふ

たり共ゆるしてやった。このふたりのうちで、ど

ちらが彼を多く愛するだろうか」。 43シモンが

答えて言った、「多くゆるしてもらったほうだと

思います」。イエスが言われた、「あなたの判断

は正しい」。 44それから女の方に振り向いて、

シモンに言われた、「この女を見ないか。わたし

があなたの家にはいってきた時に、あなたは足を

洗う水をくれなかった。ところが、この女は涙で

わたしの足をぬらし、髪の毛でふいてくれた。 45

あなたはわたしに接吻をしてくれなかったが、彼

女はわたしが家にはいった時から、わたしの足に

接吻をしてやまなかった。 46あなたはわたしの

頭に油を塗ってくれなかったが、彼女はわたしの

足に香油を塗ってくれた。 47それであなたに言

うが、この女は多く愛したから、その多くの罪は

ゆるされているのである。少しだけゆるされた者

は、少しだけしか愛さない」。 48そして女に、

「あなたの罪はゆるされた」と言われた。 49す

ると同席の者たちが心の中で言いはじめた、「罪

をゆるすことさえするこの人は、いったい、何者

だろう」。 50しかし、イエスは女にむかって言

われた、「あなたの信仰があなたを救ったのです

。安心して行きなさい」。

8そののちイエスは、神の国の福音を説きまた
伝えながら、町々村々を巡回し続けられたが

、十二弟子もお供をした。 2また悪霊を追い出さ

れ病気をいやされた数名の婦人たち、すなわち、

七つの悪霊を追い出してもらったマグダラと呼ば

れるマリヤ、 3ヘロデの家令クーザの妻ヨハンナ

、スザンナ、そのほか多くの婦人たちも一緒にい

て、自分たちの持ち物をもって一行に奉仕した。

4さて、大ぜいの群衆が集まり、その上、町々か

らの人たちがイエスのところに、ぞくぞくと押し

寄せてきたので、一つの譬で話をされた、 5「種

まきが種をまきに出て行った。まいているうちに

、ある種は道ばたに落ち、踏みつけられ、そして

空の鳥に食べられてしまった。 6ほかの種は岩の

上に落ち、はえはしたが水気がないので枯れてし

まった。 7ほかの種は、いばらの間に落ちたので

、いばらも一緒に茂ってきて、それをふさいでし

まった。 8ところが、ほかの種は良い地に落ちた

ので、はえ育って百倍もの実を結んだ」。こう語

られたのち、声をあげて「聞く耳のある者は聞く

がよい」と言われた。 9弟子たちは、この譬はど

ういう意味でしょうか、とイエスに質問した。 10

そこで言われた、「あなたがたには、神の国の奥

義を知ることが許されているが、ほかの人たちに

は、見ても見えず、聞いても悟られないために、

譬で話すのである。 11この譬はこういう意味で

ある。種は神の言である。 12道ばたに落ちたの

は、聞いたのち、信じることも救われることもな

いように、悪魔によってその心から御言が奪い取

られる人たちのことである。 13岩の上に落ちた

のは、御言を聞いた時には喜んで受けいれるが、

根が無いので、しばらくは信じていても、試錬の

時が来ると、信仰を捨てる人たちのことである。

14いばらの中に落ちたのは、聞いてから日を過ご

すうちに、生活の心づかいや富や快楽にふさがれ

て、実の熟するまでにならない人たちのことであ

る。 15良い地に落ちたのは、御言を聞いたのち

、これを正しい良い心でしっかりと守り、耐え忍

んで実を結ぶに至る人たちのことである。 16だ

れもあかりをともして、それを何かの器でおおい

かぶせたり、寝台の下に置いたりはしない。燭台

の上に置いて、はいって来る人たちに光が見える

ようにするのである。 17隠されているもので、

あらわにならないものはなく、秘密にされている

もので、ついには知られ、明るみに出されないも

のはない。 18だから、どう聞くかに注意するが

よい。持っている人は更に与えられ、持っていな

い人は、持っていると思っているものまでも、取

り上げられるであろう」。 19さて、イエスの母

と兄弟たちとがイエスのところにきたが、群衆の

ためそば近くに行くことができなかった。 20そ

れで、だれかが「あなたの母上と兄弟がたが、お

目にかかろうと思って、外に立っておられます」

と取次いだ。 21するとイエスは人々にむかって

言われた、「神の御言を聞いて行う者こそ、わた

しの母、わたしの兄弟なのである」。 22ある日

のこと、イエスは弟子たちと舟に乗り込み、「湖

の向こう岸へ渡ろう」と言われたので、一同が船
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出した。 23渡って行く間に、イエスは眠ってし

まわれた。すると突風が湖に吹きおろしてきたの

で、彼らは水をかぶって危険になった。 24そこ

で、みそばに寄ってきてイエスを起し、「先生、

先生、わたしたちは死にそうです」と言った。イ

エスは起き上がって、風と荒浪とをおしかりにな

ると、止んでなぎになった。 25イエスは彼らに

言われた、「あなたがたの信仰は、どこにあるの

か」。彼らは恐れ驚いて互に言い合った、「いっ

たい、このかたはだれだろう。お命じになると、

風も水も従うとは」。 26それから、彼らはガリ

ラヤの対岸、ゲラサ人の地に渡った。 27陸にあ

がられると、その町の人で、悪霊につかれて長い

あいだ着物も着ず、家に居つかないで墓場にばか

りいた人に、出会われた。 28この人がイエスを

見て叫び出し、みまえにひれ伏して大声で言った

、「いと高き神の子イエスよ、あなたはわたしと

なんの係わりがあるのです。お願いです、わたし

を苦しめないでください」。 29それは、イエス

が汚れた霊に、その人から出て行け、とお命じに

なったからである。というのは、悪霊が何度も彼

をひき捕えたので、彼は鎖と足かせとでつながれ

て看視されていたが、それを断ち切っては悪霊に

よって荒野へ追いやられていたのである。 30イ

エスは彼に「なんという名前か」とお尋ねになる

と、「レギオンと言います」と答えた。彼の中に

たくさんの悪霊がはいり込んでいたからである。

31悪霊どもは、底知れぬ所に落ちて行くことを自

分たちにお命じにならぬようにと、イエスに願い

つづけた。 (Abyssos g12) 32ところが、そこの山べに

おびただしい豚の群れが飼ってあったので、その

豚の中へはいることを許していただきたいと、悪

霊どもが願い出た。イエスはそれをお許しになっ

た。 33そこで悪霊どもは、その人から出て豚の

中へはいり込んだ。するとその群れは、がけから

湖へなだれを打って駆け下り、おぼれ死んでしま

った。 34飼う者たちは、この出来事を見て逃げ

出して、町や村里にふれまわった。 35人々はこ

の出来事を見に出てきた。そして、イエスのとこ

ろにきて、悪霊を追い出してもらった人が着物を

着て、正気になってイエスの足もとにすわってい

るのを見て、恐れた。 36それを見た人たちは、

この悪霊につかれていた者が救われた次第を、彼

らに語り聞かせた。 37それから、ゲラサの地方

の民衆はこぞって、自分たちの所から立ち去って

くださるようにとイエスに頼んだ。彼らが非常な

恐怖に襲われていたからである。そこで、イエス

は舟に乗って帰りかけられた。 38悪霊を追い出

してもらった人は、お供をしたいと、しきりに願

ったが、イエスはこう言って彼をお帰しになった

。 39「家へ帰って、神があなたにどんなに大き

なことをしてくださったか、語り聞かせなさい」

。そこで彼は立ち去って、自分にイエスがして下

さったことを、ことごとく町中に言いひろめた。

40イエスが帰ってこられると、群衆は喜び迎えた

。みんながイエスを待ちうけていたのである。 41

するとそこに、ヤイロという名の人がきた。この

人は会堂司であった。イエスの足もとにひれ伏し

て、自分の家においでくださるようにと、しきり

に願った。 42彼に十二歳ばかりになるひとり娘

があったが、死にかけていた。ところが、イエス

が出て行かれる途中、群衆が押し迫ってきた。 43

ここに、十二年間も長血をわずらっていて、医者

のために自分の身代をみな使い果してしまったが

、だれにもなおしてもらえなかった女がいた。 44

この女がうしろから近寄ってみ衣のふさにさわっ

たところ、その長血がたちまち止まってしまった

。 45イエスは言われた、「わたしにさわったの

は、だれか」。人々はみな自分ではないと言った

ので、ペテロが「先生、群衆があなたを取り囲ん

で、ひしめき合っているのです」と答えた。 46

しかしイエスは言われた、「だれかがわたしにさ

わった。力がわたしから出て行ったのを感じたの

だ」。 47女は隠しきれないのを知って、震えな

がら進み出て、みまえにひれ伏し、イエスにさわ

った訳と、さわるとたちまちなおったこととを、

みんなの前で話した。 48そこでイエスが女に言

われた、「娘よ、あなたの信仰があなたを救った

のです。安心して行きなさい」。 49イエスがま

だ話しておられるうちに、会堂司の家から人がき

て、「お嬢さんはなくなられました。この上、先

生を煩わすには及びません」と言った。 50しか

しイエスはこれを聞いて会堂司にむかって言われ

た、「恐れることはない。ただ信じなさい。娘は

助かるのだ」。 51それから家にはいられるとき

、ペテロ、ヨハネ、ヤコブおよびその子の父母の

ほかは、だれも一緒にはいって来ることをお許し

にならなかった。 52人々はみな、娘のために泣

き悲しんでいた。イエスは言われた、「泣くな、

娘は死んだのではない。眠っているだけである」
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。 53人々は娘が死んだことを知っていたので、

イエスをあざ笑った。 54イエスは娘の手を取っ

て、呼びかけて言われた、「娘よ、起きなさい」

。 55するとその霊がもどってきて、娘は即座に

立ち上がった。イエスは何か食べ物を与えるよう

に、さしずをされた。 56両親は驚いてしまった

。イエスはこの出来事をだれにも話さないように

と、彼らに命じられた。

9それからイエスは十二弟子を呼び集めて、彼
らにすべての悪霊を制し、病気をいやす力と

権威とをお授けになった。 2また神の国を宣べ伝

え、かつ病気をなおすためにつかわして 3言われ

た、「旅のために何も携えるな。つえも袋もパン

も銭も持たず、また下着も二枚は持つな。 4また

、どこかの家にはいったら、そこに留まっておれ

。そしてそこから出かけることにしなさい。 5だ

れもあなたがたを迎えるものがいなかったら、そ

の町を出て行くとき、彼らに対する抗議のしるし

に、足からちりを払い落しなさい」。 6弟子たち

は出て行って、村々を巡り歩き、いたる所で福音

を宣べ伝え、また病気をいやした。 7さて、領主

ヘロデはいろいろな出来事を耳にして、あわて惑

っていた。それは、ある人たちは、ヨハネが死人

の中からよみがえったと言い、 8またある人たち

は、エリヤが現れたと言い、またほかの人たちは

、昔の預言者のひとりが復活したのだと言ってい

たからである。 9そこでヘロデが言った、「ヨハ

ネはわたしがすでに首を切ったのだが、こうして

うわさされているこの人は、いったい、だれなの

だろう」。そしてイエスに会ってみようと思って

いた。 10使徒たちは帰ってきて、自分たちのし

たことをすべてイエスに話した。それからイエス

は彼らを連れて、ベツサイダという町へひそかに

退かれた。 11ところが群衆がそれと知って、つ

いてきたので、これを迎えて神の国のことを語り

聞かせ、また治療を要する人たちをいやされた。

12それから日が傾きかけたので、十二弟子がイエ

スのもとにきて言った、「群衆を解散して、まわ

りの村々や部落へ行って宿を取り、食物を手にい

れるようにさせてください。わたしたちはこんな

寂しい所にきているのですから」。 13しかしイ

エスは言われた、「あなたがたの手で食物をやり

なさい」。彼らは言った、「わたしたちにはパン

五つと魚二ひきしかありません、この大ぜいの人

のために食物を買いに行くかしなければ」。 14

というのは、男が五千人ばかりもいたからである

。しかしイエスは弟子たちに言われた、「人々を

おおよそ五十人ずつの組にして、すわらせなさい

」。 15彼らはそのとおりにして、みんなをすわ

らせた。 16イエスは五つのパンと二ひきの魚と

を手に取り、天を仰いでそれを祝福してさき、弟

子たちにわたして群衆に配らせた。 17みんなの

者は食べて満腹した。そして、その余りくずを集

めたら、十二かごあった。 18イエスがひとりで

祈っておられたとき、弟子たちが近くにいたので

、彼らに尋ねて言われた、「群衆はわたしをだれ

と言っているか」。 19彼らは答えて言った、「

バプテスマのヨハネだと、言っています。しかし

ほかの人たちは、エリヤだと言い、また昔の預言

者のひとりが復活したのだと、言っている者もあ

ります」。 20彼らに言われた、「それでは、あ

なたがたはわたしをだれと言うか」。ペテロが答

えて言った、「神のキリストです」。 21イエス

は彼らを戒め、この事をだれにも言うなと命じ、

そして言われた、 22「人の子は必ず多くの苦し

みを受け、長老、祭司長、律法学者たちに捨てら

れ、また殺され、そして三日目によみがえる」。

23それから、みんなの者に言われた、「だれでも

わたしについてきたいと思うなら、自分を捨て、

日々自分の十字架を負うて、わたしに従ってきな

さい。 24自分の命を救おうと思う者はそれを失

い、わたしのために自分の命を失う者は、それを

救うであろう。 25人が全世界をもうけても、自

分自身を失いまたは損したら、なんの得になろう

か。 26わたしとわたしの言葉とを恥じる者に対

しては、人の子もまた、自分の栄光と、父と聖な

る御使との栄光のうちに現れて来るとき、その者

を恥じるであろう。 27よく聞いておくがよい、

神の国を見るまでは、死を味わわない者が、ここ

に立っている者の中にいる」。 28これらのこと

を話された後、八日ほどたってから、イエスはペ

テロ、ヨハネ、ヤコブを連れて、祈るために山に

登られた。 29祈っておられる間に、み顔の様が

変り、み衣がまばゆいほどに白く輝いた。 30す

ると見よ、ふたりの人がイエスと語り合っていた

。それはモーセとエリヤであったが、 31栄光の

中に現れて、イエスがエルサレムで遂げようとす

る最後のことについて話していたのである。 32

ペテロとその仲間の者たちとは熟睡していたが、
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目をさますと、イエスの栄光の姿と、共に立って

いるふたりの人とを見た。 33このふたりがイエ

スを離れ去ろうとしたとき、ペテロは自分が何を

言っているのかわからないで、イエスに言った、

「先生、わたしたちがここにいるのは、すばらし

いことです。それで、わたしたちは小屋を三つ建

てましょう。一つはあなたのために、一つはモー

セのために、一つはエリヤのために」。 34彼が

こう言っている間に、雲がわき起って彼らをおお

いはじめた。そしてその雲に囲まれたとき、彼ら

は恐れた。 35すると雲の中から声があった、「

これはわたしの子、わたしの選んだ者である。こ

れに聞け」。 36そして声が止んだとき、イエス

がひとりだけになっておられた。弟子たちは沈黙

を守って、自分たちが見たことについては、その

ころだれにも話さなかった。 37翌日、一同が山

を降りて来ると、大ぜいの群衆がイエスを出迎え

た。 38すると突然、ある人が群衆の中から大声

をあげて言った、「先生、お願いです。わたしの

むすこを見てやってください。この子はわたしの

ひとりむすこですが、 39霊が取りつきますと、

彼は急に叫び出すのです。それから、霊は彼をひ

きつけさせて、あわを吹かせ、彼を弱り果てさせ

て、なかなか出て行かないのです。 40それで、

お弟子たちに、この霊を追い出してくださるよう

に願いましたが、できませんでした」。 41イエ

スは答えて言われた、「ああ、なんという不信仰

な、曲った時代であろう。いつまで、わたしはあ

なたがたと一緒におられようか、またあなたがた

に我慢ができようか。あなたの子をここに連れて

きなさい」。 42ところが、その子がイエスのと

ころに来る時にも、悪霊が彼を引き倒して、引き

つけさせた。イエスはこの汚れた霊をしかりつけ

、その子供をいやして、父親にお渡しになった。

43人々はみな、神の偉大な力に非常に驚いた。み

んなの者がイエスのしておられた数々の事を不思

議に思っていると、弟子たちに言われた、 44「

あなたがたはこの言葉を耳におさめて置きなさい

。人の子は人々の手に渡されようとしている」。

45しかし、彼らはなんのことかわからなかった。

それが彼らに隠されていて、悟ることができなか

ったのである。また彼らはそのことについて尋ね

るのを恐れていた。 46弟子たちの間に、彼らの

うちでだれがいちばん偉いだろうかということで

、議論がはじまった。 47イエスは彼らの心の思

いを見抜き、ひとりの幼な子を取りあげて自分の

そばに立たせ、彼らに言われた、 48「だれでも

この幼な子をわたしの名のゆえに受けいれる者は

、わたしを受けいれるのである。そしてわたしを

受けいれる者は、わたしをおつかわしになったか

たを受けいれるのである。あなたがたみんなの中

でいちばん小さい者こそ、大きいのである」。 49

するとヨハネが答えて言った、「先生、わたした

ちはある人があなたの名を使って悪霊を追い出し

ているのを見ましたが、その人はわたしたちの仲

間でないので、やめさせました」。 50イエスは

彼に言われた、「やめさせないがよい。あなたが

たに反対しない者は、あなたがたの味方なのであ

る」。 51さて、イエスが天に上げられる日が近

づいたので、エルサレムへ行こうと決意して、そ

の方へ顔をむけられ、 52自分に先立って使者た

ちをおつかわしになった。そして彼らがサマリヤ

人の村へはいって行き、イエスのために準備をし

ようとしたところ、 53村人は、エルサレムへむ

かって進んで行かれるというので、イエスを歓迎

しようとはしなかった。 54弟子のヤコブとヨハ

ネとはそれを見て言った、「主よ、いかがでしょ

う。彼らを焼き払ってしまうように、天から火を

よび求めましょうか」。 55イエスは振りかえっ

て、彼らをおしかりになった。 56そして一同は

ほかの村へ行った。 57道を進んで行くと、ある

人がイエスに言った、「あなたがおいでになる所

ならどこへでも従ってまいります」。 58イエス

はその人に言われた、「きつねには穴があり、空

の鳥には巣がある。しかし、人の子にはまくらす

る所がない」。 59またほかの人に、「わたしに

従ってきなさい」と言われた。するとその人が言

った、「まず、父を葬りに行かせてください」。

60彼に言われた、「その死人を葬ることは、死人

に任せておくがよい。あなたは、出て行って神の

国を告げひろめなさい」。 61またほかの人が言

った、「主よ、従ってまいりますが、まず家の者

に別れを言いに行かせてください」。 62イエス

は言われた、「手をすきにかけてから、うしろを

見る者は、神の国にふさわしくないものである」

。

10その後、主は別に七十二人を選び、行こうと
しておられたすべての町や村へ、ふたりずつ

先におつかわしになった。 2そのとき、彼らに言
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われた、「収穫は多いが、働き人が少ない。だか

ら、収穫の主に願って、その収穫のために働き人

を送り出すようにしてもらいなさい。 3さあ、行

きなさい。わたしがあなたがたをつかわすのは、

小羊をおおかみの中に送るようなものである。 4

財布も袋もくつも持って行くな。だれにも道であ

いさつするな。 5どこかの家にはいったら、まず

『平安がこの家にあるように』と言いなさい。 6

もし平安の子がそこにおれば、あなたがたの祈る

平安はその人の上にとどまるであろう。もしそう

でなかったら、それはあなたがたの上に帰って来

るであろう。 7それで、その同じ家に留まってい

て、家の人が出してくれるものを飲み食いしなさ

い。働き人がその報いを得るのは当然である。家

から家へと渡り歩くな。 8どの町へはいっても、

人々があなたがたを迎えてくれるなら、前に出さ

れるものを食べなさい。 9そして、その町にいる

病人をいやしてやり、『神の国はあなたがたに近

づいた』と言いなさい。 10しかし、どの町へは

いっても、人々があなたがたを迎えない場合には

、大通りに出て行って言いなさい、 11『わたし

たちの足についているこの町のちりも、ぬぐい捨

てて行く。しかし、神の国が近づいたことは、承

知しているがよい』。 12あなたがたに言ってお

く。その日には、この町よりもソドムの方が耐え

やすいであろう。 13わざわいだ、コラジンよ。

わざわいだ、ベツサイダよ。おまえたちの中でな

された力あるわざが、もしツロとシドンでなされ

たなら、彼らはとうの昔に、荒布をまとい灰の中

にすわって、悔い改めたであろう。 14しかし、

さばきの日には、ツロとシドンの方がおまえたち

よりも、耐えやすいであろう。 15ああ、カペナ

ウムよ、おまえは天にまで上げられようとでもい

うのか。黄泉にまで落されるであろう。 (Hadēs g86)

16あなたがたに聞き従う者は、わたしに聞き従う

のであり、あなたがたを拒む者は、わたしを拒む

のである。そしてわたしを拒む者は、わたしをお

つかわしになったかたを拒むのである」。 17七

十二人が喜んで帰ってきて言った、「主よ、あな

たの名によっていたしますと、悪霊までがわたし

たちに服従します」。 18彼らに言われた、「わ

たしはサタンが電光のように天から落ちるのを見

た。 19わたしはあなたがたに、へびやさそりを

踏みつけ、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を授け

た。だから、あなたがたに害をおよぼす者はまっ

たく無いであろう。 20しかし、霊があなたがた

に服従することを喜ぶな。むしろ、あなたがたの

名が天にしるされていることを喜びなさい」。 21

そのとき、イエスは聖霊によって喜びあふれて言

われた、「天地の主なる父よ。あなたをほめたた

えます。これらの事を知恵のある者や賢い者に隠

して、幼な子にあらわしてくださいました。父よ

、これはまことに、みこころにかなった事でした

。 22すべての事は父からわたしに任せられてい

ます。そして、子がだれであるかは、父のほか知

っている者はありません。また父がだれであるか

は、子と、父をあらわそうとして子が選んだ者と

のほか、だれも知っている者はいません」。 23

それから弟子たちの方に振りむいて、ひそかに言

われた、「あなたがたが見ていることを見る目は

、さいわいである。 24あなたがたに言っておく

。多くの預言者や王たちも、あなたがたの見てい

ることを見ようとしたが、見ることができず、あ

なたがたの聞いていることを聞こうとしたが、聞

けなかったのである」。 25するとそこへ、ある

律法学者が現れ、イエスを試みようとして言った

、「先生、何をしたら永遠の生命が受けられまし

ょうか」。 (aiōnios g166) 26彼に言われた、「律法に

はなんと書いてあるか。あなたはどう読むか」。

27彼は答えて言った、「『心をつくし、精神をつ

くし、力をつくし、思いをつくして、主なるあな

たの神を愛せよ』。また、『自分を愛するように

、あなたの隣り人を愛せよ』とあります」。 28

彼に言われた、「あなたの答は正しい。そのとお

り行いなさい。そうすれば、いのちが得られる」

。 29すると彼は自分の立場を弁護しようと思っ

て、イエスに言った、「では、わたしの隣り人と

はだれのことですか」。 30イエスが答えて言わ

れた、「ある人がエルサレムからエリコに下って

行く途中、強盗どもが彼を襲い、その着物をはぎ

取り、傷を負わせ、半殺しにしたまま、逃げ去っ

た。 31するとたまたま、ひとりの祭司がその道

を下ってきたが、この人を見ると、向こう側を通

って行った。 32同様に、レビ人もこの場所にさ

しかかってきたが、彼を見ると向こう側を通って

行った。 33ところが、あるサマリヤ人が旅をし

てこの人のところを通りかかり、彼を見て気の毒

に思い、 34近寄ってきてその傷にオリブ油とぶ

どう酒とを注いでほうたいをしてやり、自分の家

畜に乗せ、宿屋に連れて行って介抱した。 35翌
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日、デナリ二つを取り出して宿屋の主人に手渡し

、『この人を見てやってください。費用がよけい

にかかったら、帰りがけに、わたしが支払います

』と言った。 36この三人のうち、だれが強盗に

襲われた人の隣り人になったと思うか」。 37彼

が言った、「その人に慈悲深い行いをした人です

」。そこでイエスは言われた、「あなたも行って

同じようにしなさい」。 38一同が旅を続けてい

るうちに、イエスがある村へはいられた。すると

マルタという名の女がイエスを家に迎え入れた。

39この女にマリヤという妹がいたが、主の足もと

にすわって、御言に聞き入っていた。 40ところ

が、マルタは接待のことで忙がしくて心をとりみ

だし、イエスのところにきて言った、「主よ、妹

がわたしだけに接待をさせているのを、なんとも

お思いになりませんか。わたしの手伝いをするよ

うに妹におっしゃってください」。 41主は答え

て言われた、「マルタよ、マルタよ、あなたは多

くのことに心を配って思いわずらっている。 42

しかし、無くてならぬものは多くはない。いや、

一つだけである。マリヤはその良い方を選んだの

だ。そしてそれは、彼女から取り去ってはならな

いものである」。

11また、イエスはある所で祈っておられたが、
それが終ったとき、弟子のひとりが言った、

「主よ、ヨハネがその弟子たちに教えたように、

わたしたちにも祈ることを教えてください」。 2

そこで彼らに言われた、「祈るときには、こう言

いなさい、『父よ、御名があがめられますように

。御国がきますように。 3わたしたちの日ごとの

食物を、日々お与えください。 4わたしたちに負

債のある者を皆ゆるしますから、わたしたちの罪

をもおゆるしください。わたしたちを試みに会わ

せないでください』」。 5そして彼らに言われた

、「あなたがたのうちのだれかに、友人があると

して、その人のところへ真夜中に行き、『友よ、

パンを三つ貸してください。 6友だちが旅先から

わたしのところに着いたのですが、何も出すもの

がありませんから』と言った場合、 7彼は内から

、『面倒をかけないでくれ。もう戸は締めてしま

ったし、子供たちもわたしと一緒に床にはいって

いるので、いま起きて何もあげるわけにはいかな

い』と言うであろう。 8しかし、よく聞きなさい

、友人だからというのでは起きて与えないが、し

きりに願うので、起き上がって必要なものを出し

てくれるであろう。 9そこでわたしはあなたがた

に言う。求めよ、そうすれば、与えられるであろ

う。捜せ、そうすれば見いだすであろう。門をた

たけ、そうすれば、あけてもらえるであろう。 10

すべて求める者は得、捜す者は見いだし、門をた

たく者はあけてもらえるからである。 11あなた

がたのうちで、父であるものは、その子が魚を求

めるのに、魚の代りにへびを与えるだろうか。 12

卵を求めるのに、さそりを与えるだろうか。 13

このように、あなたがたは悪い者であっても、自

分の子供には、良い贈り物をすることを知ってい

るとすれば、天の父はなおさら、求めて来る者に

聖霊を下さらないことがあろうか」。 14さて、

イエスが悪霊を追い出しておられた。それは、お

しの霊であった。悪霊が出て行くと、おしが物を

言うようになったので、群衆は不思議に思った。

15その中のある人々が、「彼は悪霊のかしらベル

ゼブルによって、悪霊どもを追い出しているのだ

」と言い、 16またほかの人々は、イエスを試み

ようとして、天からのしるしを求めた。 17しか

しイエスは、彼らの思いを見抜いて言われた、「

おおよそ国が内部で分裂すれば自滅してしまい、

また家が分れ争えば倒れてしまう。 18そこでサ

タンも内部で分裂すれば、その国はどうして立ち

行けよう。あなたがたはわたしがベルゼブルによ

って悪霊を追い出していると言うが、 19もしわ

たしがベルゼブルによって悪霊を追い出すとすれ

ば、あなたがたの仲間はだれによって追い出すの

であろうか。だから、彼らがあなたがたをさばく

者となるであろう。 20しかし、わたしが神の指

によって悪霊を追い出しているのなら、神の国は

すでにあなたがたのところにきたのである。 21

強い人が十分に武装して自分の邸宅を守っている

限り、その持ち物は安全である。 22しかし、も

っと強い者が襲ってきて彼に打ち勝てば、その頼

みにしていた武具を奪って、その分捕品を分ける

のである。 23わたしの味方でない者は、わたし

に反対するものであり、わたしと共に集めない者

は、散らすものである。 24汚れた霊が人から出

ると、休み場を求めて水の無い所を歩きまわるが

、見つからないので、出てきた元の家に帰ろうと

言って、 25帰って見ると、その家はそうじがし

てある上、飾りつけがしてあった。 26そこでま

た出て行って、自分以上に悪い他の七つの霊を引
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き連れてきて中にはいり、そこに住み込む。そう

すると、その人の後の状態は初めよりももっと悪

くなるのである」。 27イエスがこう話しておら

れるとき、群衆の中からひとりの女が声を張りあ

げて言った、「あなたを宿した胎、あなたが吸わ

れた乳房は、なんとめぐまれていることでしょう

」。 28しかしイエスは言われた、「いや、めぐ

まれているのは、むしろ、神の言を聞いてそれを

守る人たちである」。 29さて群衆が群がり集ま

ったので、イエスは語り出された、「この時代は

邪悪な時代である。それはしるしを求めるが、ヨ

ナのしるしのほかには、なんのしるしも与えられ

ないであろう。 30というのは、ニネベの人々に

対してヨナがしるしとなったように、人の子もこ

の時代に対してしるしとなるであろう。 31南の

女王が、今の時代の人々と共にさばきの場に立っ

て、彼らを罪に定めるであろう。なぜなら、彼女

はソロモンの知恵を聞くために、地の果からはる

ばるきたからである。しかし見よ、ソロモンにま

さる者がここにいる。 32ニネベの人々が、今の

時代の人々と共にさばきの場に立って、彼らを罪

に定めるであろう。なぜなら、ニネベの人々はヨ

ナの宣教によって悔い改めたからである。しかし

見よ、ヨナにまさる者がここにいる。 33だれも

あかりをともして、それを穴倉の中や枡の下に置

くことはしない。むしろはいって来る人たちに、

そのあかりが見えるように、燭台の上におく。 34

あなたの目は、からだのあかりである。あなたの

目が澄んでおれば、全身も明るいが、目がわるけ

れば、からだも暗い。 35だから、あなたの内な

る光が暗くならないように注意しなさい。 36も

し、あなたのからだ全体が明るくて、暗い部分が

少しもなければ、ちょうど、あかりが輝いてあな

たを照す時のように、全身が明るくなるであろう

」。 37イエスが語っておられた時、あるパリサ

イ人が、自分の家で食事をしていただきたいと申

し出たので、はいって食卓につかれた。 38とこ

ろが、食前にまず洗うことをなさらなかったのを

見て、そのパリサイ人が不思議に思った。 39そ

こで主は彼に言われた、「いったい、あなたがた

パリサイ人は、杯や盆の外側をきよめるが、あな

たがたの内側は貪欲と邪悪とで満ちている。 40

愚かな者たちよ、外側を造ったかたは、また内側

も造られたではないか。 41ただ、内側にあるも

のをきよめなさい。そうすれば、いっさいがあな

たがたにとって、清いものとなる。 42しかし、

あなた方パリサイ人は、わざわいである。はっか

、うん香、あらゆる野菜などの十分の一を宮に納

めておりながら、義と神に対する愛とをなおざり

にしている。それもなおざりにはできないが、こ

れは行わねばならない。 43あなたがたパリサイ

人は、わざわいである。会堂の上席や広場での敬

礼を好んでいる。 44あなたがたは、わざわいで

ある。人目につかない墓のようなものである。そ

の上を歩いても人々は気づかないでいる」。 45

ひとりの律法学者がイエスに答えて言った、「先

生、そんなことを言われるのは、わたしたちまで

も侮辱することです」。 46そこで言われた、「

あなたがた律法学者も、わざわいである。負い切

れない重荷を人に負わせながら、自分ではその荷

に指一本でも触れようとしない。 47あなたがた

は、わざわいである。預言者たちの碑を建てるが

、しかし彼らを殺したのは、あなたがたの先祖で

あったのだ。 48だから、あなたがたは、自分の

先祖のしわざに同意する証人なのだ。先祖が彼ら

を殺し、あなたがたがその碑を建てるのだから。

49それゆえに、『神の知恵』も言っている、『わ

たしは預言者と使徒とを彼らにつかわすが、彼ら

はそのうちのある者を殺したり、迫害したりする

であろう』。 50それで、アベルの血から祭壇と

神殿との間で殺されたザカリヤの血に至るまで、

世の初めから流されてきたすべての預言者の血に

ついて、この時代がその責任を問われる。 51そ

うだ、あなたがたに言っておく、この時代がその

責任を問われるであろう。 52あなたがた律法学

者は、わざわいである。知識のかぎを取りあげて

、自分がはいらないばかりか、はいろうとする人

たちを妨げてきた」。 53イエスがそこを出て行

かれると、律法学者やパリサイ人は、激しく詰め

寄り、いろいろな事を問いかけて、 54イエスの

口から何か言いがかりを得ようと、ねらいはじめ

た。

12その間に、おびただしい群衆が、互に踏み合
うほどに群がってきたが、イエスはまず弟子

たちに語りはじめられた、「パリサイ人のパン種

、すなわち彼らの偽善に気をつけなさい。 2おお

いかぶされたもので、現れてこないものはなく、

隠れているもので、知られてこないものはない。

3だから、あなたがたが暗やみで言ったことは、
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なんでもみな明るみで聞かれ、密室で耳にささや

いたことは、屋根の上で言いひろめられるであろ

う。 4そこでわたしの友であるあなたがたに言う

が、からだを殺しても、そのあとでそれ以上なに

もできない者どもを恐れるな。 5恐るべき者がだ

れであるか、教えてあげよう。殺したあとで、更

に地獄に投げ込む権威のあるかたを恐れなさい。

そうだ、あなたがたに言っておくが、そのかたを

恐れなさい。 (Geenna g1067) 6五羽のすずめは二アサ

リオンで売られているではないか。しかも、その

一羽も神のみまえで忘れられてはいない。 7その

上、あなたがたの頭の毛までも、みな数えられて

いる。恐れることはない。あなたがたは多くのす

ずめよりも、まさった者である。 8そこで、あな

たがたに言う。だれでも人の前でわたしを受けい

れる者を、人の子も神の使たちの前で受けいれる

であろう。 9しかし、人の前でわたしを拒む者は

、神の使たちの前で拒まれるであろう。 10また

、人の子に言い逆らう者はゆるされるであろうが

、聖霊をけがす者は、ゆるされることはない。 11

あなたがたが会堂や役人や高官の前へひっぱられ

て行った場合には、何をどう弁明しようか、何を

言おうかと心配しないがよい。 12言うべきこと

は、聖霊がその時に教えてくださるからである」

。 13群衆の中のひとりがイエスに言った、「先

生、わたしの兄弟に、遺産を分けてくれるように

おっしゃってください」。 14彼に言われた、「

人よ、だれがわたしをあなたがたの裁判人または

分配人に立てたのか」。 15それから人々にむか

って言われた、「あらゆる貪欲に対してよくよく

警戒しなさい。たといたくさんの物を持っていて

も、人のいのちは、持ち物にはよらないのである

」。 16そこで一つの譬を語られた、「ある金持

の畑が豊作であった。 17そこで彼は心の中で、

『どうしようか、わたしの作物をしまっておく所

がないのだが』と思いめぐらして 18言った、『

こうしよう。わたしの倉を取りこわし、もっと大

きいのを建てて、そこに穀物や食糧を全部しまい

込もう。 19そして自分の魂に言おう。たましい

よ、おまえには長年分の食糧がたくさんたくわえ

てある。さあ安心せよ、食え、飲め、楽しめ』。

20すると神が彼に言われた、『愚かな者よ、あな

たの魂は今夜のうちにも取り去られるであろう。

そしたら、あなたが用意した物は、だれのものに

なるのか』。 21自分のために宝を積んで神に対

して富まない者は、これと同じである」。 22そ

れから弟子たちに言われた、「それだから、あな

たがたに言っておく。何を食べようかと、命のこ

とで思いわずらい、何を着ようかとからだのこと

で思いわずらうな。 23命は食物にまさり、から

だは着物にまさっている。 24からすのことを考

えて見よ。まくことも、刈ることもせず、また、

納屋もなく倉もない。それだのに、神は彼らを養

っていて下さる。あなたがたは鳥よりも、はるか

にすぐれているではないか。 25あなたがたのう

ち、だれが思いわずらったからとて、自分の寿命

をわずかでも延ばすことができようか。 26そん

な小さな事さえできないのに、どうしてほかのこ

とを思いわずらうのか。 27野の花のことを考え

て見るがよい。紡ぎもせず、織りもしない。しか

し、あなたがたに言うが、栄華をきわめた時のソ

ロモンでさえ、この花の一つほどにも着飾っては

いなかった。 28きょうは野にあって、あすは炉

に投げ入れられる草でさえ、神はこのように装っ

て下さるのなら、あなたがたに、それ以上よくし

てくださらないはずがあろうか。ああ、信仰の薄

い者たちよ。 29あなたがたも、何を食べ、何を

飲もうかと、あくせくするな、また気を使うな。

30これらのものは皆、この世の異邦人が切に求め

ているものである。あなたがたの父は、これらの

ものがあなたがたに必要であることを、ご存じで

ある。 31ただ、御国を求めなさい。そうすれば

、これらのものは添えて与えられるであろう。 32

恐れるな、小さい群れよ。御国を下さることは、

あなたがたの父のみこころなのである。 33自分

の持ち物を売って、施しなさい。自分のために古

びることのない財布をつくり、盗人も近寄らず、

虫も食い破らない天に、尽きることのない宝をた

くわえなさい。 34あなたがたの宝のある所には

、心もあるからである。 35腰に帯をしめ、あか

りをともしていなさい。 36主人が婚宴から帰っ

てきて戸をたたくとき、すぐあけてあげようと待

っている人のようにしていなさい。 37主人が帰

ってきたとき、目を覚しているのを見られる僕た

ちは、さいわいである。よく言っておく。主人が

帯をしめて僕たちを食卓につかせ、進み寄って給

仕をしてくれるであろう。 38主人が夜中ごろ、

あるいは夜明けごろに帰ってきても、そうしてい

るのを見られるなら、その人たちはさいわいであ

る。 39このことを、わきまえているがよい。家
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の主人は、盗賊がいつごろ来るかわかっているな

ら、自分の家に押し入らせはしないであろう。 40

あなたがたも用意していなさい。思いがけない時

に人の子が来るからである」。 41するとペテロ

が言った、「主よ、この譬を話しておられるのは

わたしたちのためなのですか。それとも、みんな

の者のためなのですか」。 42そこで主が言われ

た、「主人が、召使たちの上に立てて、時に応じ

て定めの食事をそなえさせる忠実な思慮深い家令

は、いったいだれであろう。 43主人が帰ってき

たとき、そのようにつとめているのを見られる僕

は、さいわいである。 44よく言っておくが、主

人はその僕を立てて自分の全財産を管理させるで

あろう。 45しかし、もしその僕が、主人の帰り

がおそいと心の中で思い、男女の召使たちを打ち

たたき、そして食べたり、飲んだりして酔いはじ

めるならば、 46その僕の主人は思いがけない日

、気がつかない時に帰って来るであろう。そして

、彼を厳罰に処して、不忠実なものたちと同じ目

にあわせるであろう。 47主人のこころを知って

いながら、それに従って用意もせず勤めもしなか

った僕は、多くむち打たれるであろう。 48しか

し、知らずに打たれるようなことをした者は、打

たれ方が少ないだろう。多く与えられた者からは

多く求められ、多く任せられた者からは更に多く

要求されるのである。 49わたしは、火を地上に

投じるためにきたのだ。火がすでに燃えていたな

らと、わたしはどんなに願っていることか。 50

しかし、わたしには受けねばならないバプテスマ

がある。そして、それを受けてしまうまでは、わ

たしはどんなにか苦しい思いをすることであろう

。 51あなたがたは、わたしが平和をこの地上に

もたらすためにきたと思っているのか。あなたが

たに言っておく。そうではない。むしろ分裂であ

る。 52というのは、今から後は、一家の内で五

人が相分れて、三人はふたりに、ふたりは三人に

対立し、 53また父は子に、子は父に、母は娘に

、娘は母に、しゅうとめは嫁に、嫁はしゅうとめ

に、対立するであろう」。 54イエスはまた群衆

に対しても言われた、「あなたがたは、雲が西に

起るのを見るとすぐ、にわか雨がやって来る、と

言う。果してそのとおりになる。 55それから南

風が吹くと、暑つくなるだろう、と言う。果して

そのとおりになる。 56偽善者よ、あなたがたは

天地の模様を見分けることを知りながら、どうし

て今の時代を見分けることができないのか。 57

また、あなたがたは、なぜ正しいことを自分で判

断しないのか。 58たとえば、あなたを訴える人

と一緒に役人のところへ行くときには、途中でそ

の人と和解するように努めるがよい。そうしない

と、その人はあなたを裁判官のところへひっぱっ

て行き、裁判官はあなたを獄吏に引き渡し、獄吏

はあなたを獄に投げ込むであろう。 59わたしは

言って置く、最後の一レプタまでも支払ってしま

うまでは、決してそこから出て来ることはできな

い」。

13ちょうどその時、ある人々がきて、ピラトが
ガリラヤ人たちの血を流し、それを彼らの犠

牲の血に混ぜたことを、イエスに知らせた。 2そ

こでイエスは答えて言われた、「それらのガリラ

ヤ人が、そのような災難にあったからといって、

他のすべてのガリラヤ人以上に罪が深かったと思

うのか。 3あなたがたに言うが、そうではない。

あなたがたも悔い改めなければ、みな同じように

滅びるであろう。 4また、シロアムの塔が倒れた

ためにおし殺されたあの十八人は、エルサレムの

他の全住民以上に罪の負債があったと思うか。 5

あなたがたに言うが、そうではない。あなたがた

も悔い改めなければ、みな同じように滅びるであ

ろう」。 6それから、この譬を語られた、「ある

人が自分のぶどう園にいちじくの木を植えて置い

たので、実を捜しにきたが見つからなかった。 7

そこで園丁に言った、『わたしは三年間も実を求

めて、このいちじくの木のところにきたのだが、

いまだに見あたらない。その木を切り倒してしま

え。なんのために、土地をむだにふさがせて置く

のか』。 8すると園丁は答えて言った、『ご主人

様、ことしも、そのままにして置いてください。

そのまわりを掘って肥料をやって見ますから。 9

それで来年実がなりましたら結構です。もしそれ

でもだめでしたら、切り倒してください』」。 10

安息日に、ある会堂で教えておられると、 11そ

こに十八年間も病気の霊につかれ、かがんだまま

で、からだを伸ばすことの全くできない女がいた

。 12イエスはこの女を見て、呼びよせ、「女よ

、あなたの病気はなおった」と言って、 13手を

その上に置かれた。すると立ちどころに、そのか

らだがまっすぐになり、そして神をたたえはじめ

た。 14ところが会堂司は、イエスが安息日に病
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気をいやされたことを憤り、群衆にむかって言っ

た、「働くべき日は六日ある。その間に、なおし

てもらいにきなさい。安息日にはいけない」。 15

主はこれに答えて言われた、「偽善者たちよ、あ

なたがたはだれでも、安息日であっても、自分の

牛やろばを家畜小屋から解いて、水を飲ませに引

き出してやるではないか。 16それなら、十八年

間もサタンに縛られていた、アブラハムの娘であ

るこの女を、安息日であっても、その束縛から解

いてやるべきではなかったか」。 17こう言われ

たので、イエスに反対していた人たちはみな恥じ

入った。そして群衆はこぞって、イエスがなされ

たすべてのすばらしいみわざを見て喜んだ。 18

そこで言われた、「神の国は何に似ているか。ま

たそれを何にたとえようか。 19一粒のからし種

のようなものである。ある人がそれを取って庭に

まくと、育って木となり、空の鳥もその枝に宿る

ようになる」。 20また言われた、「神の国を何

にたとえようか。 21パン種のようなものである

。女がそれを取って三斗の粉の中に混ぜると、全

体がふくらんでくる」。 22さてイエスは教えな

がら町々村々を通り過ぎ、エルサレムへと旅を続

けられた。 23すると、ある人がイエスに、「主

よ、救われる人は少ないのですか」と尋ねた。 24

そこでイエスは人々にむかって言われた、「狭い

戸口からはいるように努めなさい。事実、はいろ

うとしても、はいれない人が多いのだから。 25

家の主人が立って戸を閉じてしまってから、あな

たがたが外に立ち戸をたたき始めて、『ご主人様

、どうぞあけてください』と言っても、主人はそ

れに答えて、『あなたがたがどこからきた人なの

か、わたしは知らない』と言うであろう。 26そ

のとき、『わたしたちはあなたとご一緒に飲み食

いしました。また、あなたはわたしたちの大通り

で教えてくださいました』と言い出しても、 27

彼は、『あなたがたがどこからきた人なのか、わ

たしは知らない。悪事を働く者どもよ、みんな行

ってしまえ』と言うであろう。 28あなたがたは

、アブラハム、イサク、ヤコブやすべての預言者

たちが、神の国にはいっているのに、自分たちは

外に投げ出されることになれば、そこで泣き叫ん

だり、歯がみをしたりするであろう。 29それか

ら人々が、東から西から、また南から北からきて

、神の国で宴会の席につくであろう。 30こうし

てあとのもので先になるものがあり、また、先の

ものであとになるものもある」。 31ちょうどそ

の時、あるパリサイ人たちが、イエスに近寄って

きて言った、「ここから出て行きなさい。ヘロデ

があなたを殺そうとしています」。 32そこで彼

らに言われた、「あのきつねのところへ行ってこ

う言え、『見よ、わたしはきょうもあすも悪霊を

追い出し、また、病気をいやし、そして三日目に

わざを終えるであろう。 33しかし、きょうもあ

すも、またその次の日も、わたしは進んで行かね

ばならない。預言者がエルサレム以外の地で死ぬ

ことは、あり得ないからである』。 34ああ、エ

ルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、おま

えにつかわされた人々を石で打ち殺す者よ。ちょ

うどめんどりが翼の下にひなを集めるように、わ

たしはおまえの子らを幾たび集めようとしたこと

であろう。それだのに、おまえたちは応じようと

しなかった。 35見よ、おまえたちの家は見捨て

られてしまう。わたしは言って置く、『主の名に

よってきたるものに、祝福あれ』とおまえたちが

言う時の来るまでは、再びわたしに会うことはな

いであろう」。

14ある安息日のこと、食事をするために、ある
パリサイ派のかしらの家にはいって行かれた

が、人々はイエスの様子をうかがっていた。 2す

るとそこに、水腫をわずらっている人が、みまえ

にいた。 3イエスは律法学者やパリサイ人たちに

むかって言われた、「安息日に人をいやすのは、

正しいことかどうか」。 4彼らは黙っていた。そ

こでイエスはその人に手を置いていやしてやり、

そしてお帰しになった。 5それから彼らに言われ

た、「あなたがたのうちで、自分のむすこか牛が

井戸に落ち込んだなら、安息日だからといって、

すぐに引き上げてやらない者がいるだろうか」。

6彼らはこれに対して返す言葉がなかった。 7客

に招かれた者たちが上座を選んでいる様子をごら

んになって、彼らに一つの譬を語られた。 8「婚

宴に招かれたときには、上座につくな。あるいは

、あなたよりも身分の高い人が招かれているかも

知れない。 9その場合、あなたとその人とを招い

た者がきて、『このかたに座を譲ってください』

と言うであろう。そのとき、あなたは恥じ入って

末座につくことになるであろう。 10むしろ、招

かれた場合には、末座に行ってすわりなさい。そ

うすれば、招いてくれた人がきて、『友よ、上座
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の方へお進みください』と言うであろう。そのと

き、あなたは席を共にするみんなの前で、面目を

ほどこすことになるであろう。 11おおよそ、自

分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は

高くされるであろう」。 12また、イエスは自分

を招いた人に言われた、「午餐または晩餐の席を

設ける場合には、友人、兄弟、親族、金持の隣り

人などは呼ばぬがよい。恐らく彼らもあなたを招

きかえし、それであなたは返礼を受けることにな

るから。 13むしろ、宴会を催す場合には、貧乏

人、不具者、足なえ、盲人などを招くがよい。 14

そうすれば、彼らは返礼ができないから、あなた

はさいわいになるであろう。正しい人々の復活の

際には、あなたは報いられるであろう」。 15列

席者のひとりがこれを聞いてイエスに「神の国で

食事をする人は、さいわいです」と言った。 16

そこでイエスが言われた、「ある人が盛大な晩餐

会を催して、大ぜいの人を招いた。 17晩餐の時

刻になったので、招いておいた人たちのもとに僕

を送って、『さあ、おいでください。もう準備が

できましたから』と言わせた。 18ところが、み

んな一様に断りはじめた。最初の人は、『わたし

は土地を買いましたので、行って見なければなり

ません。どうぞ、おゆるしください』と言った。

19ほかの人は、『わたしは五対の牛を買いました

ので、それをしらべに行くところです。どうぞ、

おゆるしください』、 20もうひとりの人は、『

わたしは妻をめとりましたので、参ることができ

ません』と言った。 21僕は帰ってきて、以上の

事を主人に報告した。すると家の主人はおこって

僕に言った、『いますぐに、町の大通りや小道へ

行って、貧乏人、不具者、盲人、足なえなどを、

ここへ連れてきなさい』。 22僕は言った、『ご

主人様、仰せのとおりにいたしましたが、まだ席

がございます』。 23主人が僕に言った、『道や

かきねのあたりに出て行って、この家がいっぱい

になるように、人々を無理やりにひっぱってきな

さい。 24あなたがたに言って置くが、招かれた

人で、わたしの晩餐にあずかる者はひとりもない

であろう』」。 25大ぜいの群衆がついてきたの

で、イエスは彼らの方に向いて言われた、 26「

だれでも、父、母、妻、子、兄弟、姉妹、さらに

自分の命までも捨てて、わたしのもとに来るので

なければ、わたしの弟子となることはできない。

27自分の十字架を負うてわたしについて来るもの

でなければ、わたしの弟子となることはできない

。 28あなたがたのうちで、だれかが邸宅を建て

ようと思うなら、それを仕上げるのに足りるだけ

の金を持っているかどうかを見るため、まず、す

わってその費用を計算しないだろうか。 29そう

しないと、土台をすえただけで完成することがで

きず、見ているみんなの人が、 30『あの人は建

てかけたが、仕上げができなかった』と言ってあ

ざ笑うようになろう。 31また、どんな王でも、

ほかの王と戦いを交えるために出て行く場合には

、まず座して、こちらの一万人をもって、二万人

を率いて向かって来る敵に対抗できるかどうか、

考えて見ないだろうか。 32もし自分の力にあま

れば、敵がまだ遠くにいるうちに、使者を送って

、和を求めるであろう。 33それと同じように、

あなたがたのうちで、自分の財産をことごとく捨

て切るものでなくては、わたしの弟子となること

はできない。 34塩は良いものだ。しかし、塩も

ききめがなくなったら、何によって塩味が取りも

どされようか。 35土にも肥料にも役立たず、外

に投げ捨てられてしまう。聞く耳のあるものは聞

くがよい」。

15さて、取税人や罪人たちが皆、イエスの話を
聞こうとして近寄ってきた。 2するとパリサ

イ人や律法学者たちがつぶやいて、「この人は罪

人たちを迎えて一緒に食事をしている」と言った

。 3そこでイエスは彼らに、この譬をお話しにな

った、 4「あなたがたのうちに、百匹の羊を持っ

ている者がいたとする。その一匹がいなくなった

ら、九十九匹を野原に残しておいて、いなくなっ

た一匹を見つけるまでは捜し歩かないであろうか

。 5そして見つけたら、喜んでそれを自分の肩に

乗せ、 6家に帰ってきて友人や隣り人を呼び集め

、『わたしと一緒に喜んでください。いなくなっ

た羊を見つけましたから』と言うであろう。 7よ

く聞きなさい。それと同じように、罪人がひとり

でも悔い改めるなら、悔改めを必要としない九十

九人の正しい人のためにもまさる大きいよろこび

が、天にあるであろう。 8また、ある女が銀貨十

枚を持っていて、もしその一枚をなくしたとすれ

ば、彼女はあかりをつけて家中を掃き、それを見

つけるまでは注意深く捜さないであろうか。 9そ

して、見つけたなら、女友だちや近所の女たちを

呼び集めて、『わたしと一緒に喜んでください。
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なくした銀貨が見つかりましたから』と言うであ

ろう。 10よく聞きなさい。それと同じように、

罪人がひとりでも悔い改めるなら、神の御使たち

の前でよろこびがあるであろう」。 11また言わ

れた、「ある人に、ふたりのむすこがあった。 12

ところが、弟が父親に言った、『父よ、あなたの

財産のうちでわたしがいただく分をください』。

そこで、父はその身代をふたりに分けてやった。

13それから幾日もたたないうちに、弟は自分のも

のを全部とりまとめて遠い所へ行き、そこで放蕩

に身を持ちくずして財産を使い果した。 14何も

かも浪費してしまったのち、その地方にひどいき

きんがあったので、彼は食べることにも窮しはじ

めた。 15そこで、その地方のある住民のところ

に行って身を寄せたところが、その人は彼を畑に

やって豚を飼わせた。 16彼は、豚の食べるいな

ご豆で腹を満たしたいと思うほどであったが、何

もくれる人はなかった。 17そこで彼は本心に立

ちかえって言った、『父のところには食物のあり

余っている雇人が大ぜいいるのに、わたしはここ

で飢えて死のうとしている。 18立って、父のと

ころへ帰って、こう言おう、父よ、わたしは天に

対しても、あなたにむかっても、罪を犯しました

。 19もう、あなたのむすこと呼ばれる資格はあ

りません。どうぞ、雇人のひとり同様にしてくだ

さい』。 20そこで立って、父のところへ出かけ

た。まだ遠く離れていたのに、父は彼をみとめ、

哀れに思って走り寄り、その首をだいて接吻した

。 21むすこは父に言った、『父よ、わたしは天

に対しても、あなたにむかっても、罪を犯しまし

た。もうあなたのむすこと呼ばれる資格はありま

せん』。 22しかし父は僕たちに言いつけた、『

さあ、早く、最上の着物を出してきてこの子に着

せ、指輪を手にはめ、はきものを足にはかせなさ

い。 23また、肥えた子牛を引いてきてほふりな

さい。食べて楽しもうではないか。 24このむす

こが死んでいたのに生き返り、いなくなっていた

のに見つかったのだから』。それから祝宴がはじ

まった。 25ところが、兄は畑にいたが、帰って

きて家に近づくと、音楽や踊りの音が聞えたので

、 26ひとりの僕を呼んで、『いったい、これは

何事なのか』と尋ねた。 27僕は答えた、『あな

たのご兄弟がお帰りになりました。無事に迎えた

というので、父上が肥えた子牛をほふらせなさっ

たのです』。 28兄はおこって家にはいろうとし

なかったので、父が出てきてなだめると、 29兄

は父にむかって言った、『わたしは何か年もあな

たに仕えて、一度でもあなたの言いつけにそむい

たことはなかったのに、友だちと楽しむために子

やぎ一匹も下さったことはありません。 30それ

だのに、遊女どもと一緒になって、あなたの身代

を食いつぶしたこのあなたの子が帰ってくると、

そのために肥えた子牛をほふりなさいました』。

31すると父は言った、『子よ、あなたはいつもわ

たしと一緒にいるし、またわたしのものは全部あ

なたのものだ。 32しかし、このあなたの弟は、

死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに

見つかったのだから、喜び祝うのはあたりまえで

ある』」。

16イエスはまた、弟子たちに言われた、「ある
金持のところにひとりの家令がいたが、彼は

主人の財産を浪費していると、告げ口をする者が

あった。 2そこで主人は彼を呼んで言った、『あ

なたについて聞いていることがあるが、あれはど

うなのか。あなたの会計報告を出しなさい。もう

家令をさせて置くわけにはいかないから』。 3こ

の家令は心の中で思った、『どうしようか。主人

がわたしの職を取り上げようとしている。土を掘

るには力がないし、物ごいするのは恥ずかしい。

4そうだ、わかった。こうしておけば、職をやめ

させられる場合、人々がわたしをその家に迎えて

くれるだろう』。 5それから彼は、主人の負債者

をひとりびとり呼び出して、初めの人に、『あな

たは、わたしの主人にどれだけ負債がありますか

』と尋ねた。 6『油百樽です』と答えた。そこで

家令が言った、『ここにあなたの証書がある。す

ぐそこにすわって、五十樽と書き変えなさい』。

7次に、もうひとりに、『あなたの負債はどれだ

けですか』と尋ねると、『麦百石です』と答えた

。これに対して、『ここに、あなたの証書がある

が、八十石と書き変えなさい』と言った。 8とこ

ろが主人は、この不正な家令の利口なやり方をほ

めた。この世の子らはその時代に対しては、光の

子らよりも利口である。 (aiōn g165) 9またあなたが

たに言うが、不正の富を用いてでも、自分のため

に友だちをつくるがよい。そうすれば、富が無く

なった場合、あなたがたを永遠のすまいに迎えて

くれるであろう。 (aiōnios g166) 10小事に忠実な人は

、大事にも忠実である。そして、小事に不忠実な
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人は大事にも不忠実である。 11だから、もしあ

なたがたが不正の富について忠実でなかったら、

だれが真の富を任せるだろうか。 12また、もし

ほかの人のものについて忠実でなかったら、だれ

があなたがたのものを与えてくれようか。 13ど

の僕でも、ふたりの主人に兼ね仕えることはでき

ない。一方を憎んで他方を愛し、あるいは、一方

に親しんで他方をうとんじるからである。あなた

がたは、神と富とに兼ね仕えることはできない」

。 14欲の深いパリサイ人たちが、すべてこれら

の言葉を聞いて、イエスをあざ笑った。 15そこ

で彼らにむかって言われた、「あなたがたは、人

々の前で自分を正しいとする人たちである。しか

し、神はあなたがたの心をご存じである。人々の

間で尊ばれるものは、神のみまえでは忌みきらわ

れる。 16律法と預言者とはヨハネの時までのも

のである。それ以来、神の国が宣べ伝えられ、人

々は皆これに突入している。 17しかし、律法の

一画が落ちるよりは、天地の滅びる方が、もっと

たやすい。 18すべて自分の妻を出して他の女を

めとる者は、姦淫を行うものであり、また、夫か

ら出された女をめとる者も、姦淫を行うものであ

る。 19ある金持がいた。彼は紫の衣や細布を着

て、毎日ぜいたくに遊び暮していた。 20ところ

が、ラザロという貧乏人が全身でき物でおおわれ

て、この金持の玄関の前にすわり、 21その食卓

から落ちるもので飢えをしのごうと望んでいた。

その上、犬がきて彼のでき物をなめていた。 22

この貧乏人がついに死に、御使たちに連れられて

アブラハムのふところに送られた。金持も死んで

葬られた。 23そして黄泉にいて苦しみながら、

目をあげると、アブラハムとそのふところにいる

ラザロとが、はるかに見えた。 (Hadēs g86) 24そこ

で声をあげて言った、『父、アブラハムよ、わた

しをあわれんでください。ラザロをおつかわしに

なって、その指先を水でぬらし、わたしの舌を冷

やさせてください。わたしはこの火炎の中で苦し

みもだえています』。 25アブラハムが言った、

『子よ、思い出すがよい。あなたは生前よいもの

を受け、ラザロの方は悪いものを受けた。しかし

今ここでは、彼は慰められ、あなたは苦しみもだ

えている。 26そればかりか、わたしたちとあな

たがたとの間には大きな淵がおいてあって、こち

らからあなたがたの方へ渡ろうと思ってもできな

いし、そちらからわたしたちの方へ越えて来るこ

ともできない』。 27そこで金持が言った、『父

よ、ではお願いします。わたしの父の家へラザロ

をつかわしてください。 28わたしに五人の兄弟

がいますので、こんな苦しい所へ来ることがない

ように、彼らに警告していただきたいのです』。

29アブラハムは言った、『彼らにはモーセと預言

者とがある。それに聞くがよかろう』。 30金持

が言った、『いえいえ、父アブラハムよ、もし死

人の中からだれかが兄弟たちのところへ行ってく

れましたら、彼らは悔い改めるでしょう』。 31

アブラハムは言った、『もし彼らがモーセと預言

者とに耳を傾けないなら、死人の中からよみがえ

ってくる者があっても、彼らはその勧めを聞き入

れはしないであろう』」。

17イエスは弟子たちに言われた、「罪の誘惑が
来ることは避けられない。しかし、それをき

たらせる者は、わざわいである。 2これらの小さ

い者のひとりを罪に誘惑するよりは、むしろ、ひ

きうすを首にかけられて海に投げ入れられた方が

、ましである。 3あなたがたは、自分で注意して

いなさい。もしあなたの兄弟が罪を犯すなら、彼

をいさめなさい。そして悔い改めたら、ゆるして

やりなさい。 4もしあなたに対して一日に七度罪

を犯し、そして七度『悔い改めます』と言ってあ

なたのところへ帰ってくれば、ゆるしてやるがよ

い」。 5使徒たちは主に「わたしたちの信仰を増

してください」と言った。 6そこで主が言われた

、「もし、からし種一粒ほどの信仰があるなら、

この桑の木に、『抜け出して海に植われ』と言っ

たとしても、その言葉どおりになるであろう。 7

あなたがたのうちのだれかに、耕作か牧畜かをす

る僕があるとする。その僕が畑から帰って来たと

き、彼に『すぐきて、食卓につきなさい』と言う

だろうか。 8かえって、『夕食の用意をしてくれ

。そしてわたしが飲み食いをするあいだ、帯をし

めて給仕をしなさい。そのあとで、飲み食いをす

るがよい』と、言うではないか。 9僕が命じられ

たことをしたからといって、主人は彼に感謝する

だろうか。 10同様にあなたがたも、命じられた

ことを皆してしまったとき、『わたしたちはふつ

つかな僕です。すべき事をしたに過ぎません』と

言いなさい」。 11イエスはエルサレムへ行かれ

るとき、サマリヤとガリラヤとの間を通られた。

12そして、ある村にはいられると、十人のらい病
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人に出会われたが、彼らは遠くの方で立ちとどま

り、 13声を張りあげて、「イエスさま、わたし

たちをあわれんでください」と言った。 14イエ

スは彼らをごらんになって、「祭司たちのところ

に行って、からだを見せなさい」と言われた。そ

して、行く途中で彼らはきよめられた。 15その

うちのひとりは、自分がいやされたことを知り、

大声で神をほめたたえながら帰ってきて、 16イ

エスの足もとにひれ伏して感謝した。これはサマ

リヤ人であった。 17イエスは彼にむかって言わ

れた、「きよめられたのは、十人ではなかったか

。ほかの九人は、どこにいるのか。 18神をほめ

たたえるために帰ってきたものは、この他国人の

ほかにはいないのか」。 19それから、その人に

言われた、「立って行きなさい。あなたの信仰が

あなたを救ったのだ」。 20神の国はいつ来るの

かと、パリサイ人が尋ねたので、イエスは答えて

言われた、「神の国は、見られるかたちで来るも

のではない。 21また『見よ、ここにある』『あ

そこにある』などとも言えない。神の国は、実に

あなたがたのただ中にあるのだ」。 22それから

弟子たちに言われた、「あなたがたは、人の子の

日を一日でも見たいと願っても見ることができな

い時が来るであろう。 23人々はあなたがたに、

『見よ、あそこに』『見よ、ここに』と言うだろ

う。しかし、そちらへ行くな、彼らのあとを追う

な。 24いなずまが天の端からひかり出て天の端

へとひらめき渡るように、人の子もその日には同

じようであるだろう。 25しかし、彼はまず多く

の苦しみを受け、またこの時代の人々に捨てられ

ねばならない。 26そして、ノアの時にあったよ

うに、人の子の時にも同様なことが起るであろう

。 27ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い、

飲み、めとり、とつぎなどしていたが、そこへ洪

水が襲ってきて、彼らをことごとく滅ぼした。 28

ロトの時にも同じようなことが起った。人々は食

い、飲み、買い、売り、植え、建てなどしていた

が、 29ロトがソドムから出て行った日に、天か

ら火と硫黄とが降ってきて、彼らをことごとく滅

ぼした。 30人の子が現れる日も、ちょうどそれ

と同様であろう。 31その日には、屋上にいる者

は、自分の持ち物が家の中にあっても、取りにお

りるな。畑にいる者も同じように、あとへもどる

な。 32ロトの妻のことを思い出しなさい。 33自

分の命を救おうとするものは、それを失い、それ

を失うものは、保つのである。 34あなたがたに

言っておく。その夜、ふたりの男が一つ寝床にい

るならば、ひとりは取り去られ、他のひとりは残

されるであろう。 35ふたりの女が一緒にうすを

ひいているならば、ひとりは取り去られ、他のひ

とりは残されるであろう。〔 36ふたりの男が畑

におれば、ひとりは取り去られ、他のひとりは残

されるであろう〕」。 37弟子たちは「主よ、そ

れはどこであるのですか」と尋ねた。するとイエ

スは言われた、「死体のある所には、またはげた

かが集まるものである」。

18また、イエスは失望せずに常に祈るべきこと
を、人々に譬で教えられた。 2「ある町に、

神を恐れず、人を人とも思わぬ裁判官がいた。 3

ところが、その同じ町にひとりのやもめがいて、

彼のもとにたびたびきて、『どうぞ、わたしを訴

える者をさばいて、わたしを守ってください』と

願いつづけた。 4彼はしばらくの間きき入れない

でいたが、そののち、心のうちで考えた、『わた

しは神をも恐れず、人を人とも思わないが、 5こ

のやもめがわたしに面倒をかけるから、彼女のた

めになる裁判をしてやろう。そうしたら、絶えず

やってきてわたしを悩ますことがなくなるだろう

』」。 6そこで主は言われた、「この不義な裁判

官の言っていることを聞いたか。 7まして神は、

日夜叫び求める選民のために、正しいさばきをし

てくださらずに長い間そのままにしておかれるこ

とがあろうか。 8あなたがたに言っておくが、神

はすみやかにさばいてくださるであろう。しかし

、人の子が来るとき、地上に信仰が見られるであ

ろうか」。 9自分を義人だと自任して他人を見下

げている人たちに対して、イエスはまたこの譬を

お話しになった。 10「ふたりの人が祈るために

宮に上った。そのひとりはパリサイ人であり、も

うひとりは取税人であった。 11パリサイ人は立

って、ひとりでこう祈った、『神よ、わたしはほ

かの人たちのような貪欲な者、不正な者、姦淫を

する者ではなく、また、この取税人のような人間

でもないことを感謝します。 12わたしは一週に

二度断食しており、全収入の十分の一をささげて

います』。 13ところが、取税人は遠く離れて立

ち、目を天にむけようともしないで、胸を打ちな

がら言った、『神様、罪人のわたしをおゆるしく

ださい』と。 14あなたがたに言っておく。神に
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義とされて自分の家に帰ったのは、この取税人で

あって、あのパリサイ人ではなかった。おおよそ

、自分を高くする者は低くされ、自分を低くする

者は高くされるであろう」。 15イエスにさわっ

ていただくために、人々が幼な子らをみもとに連

れてきた。ところが、弟子たちはそれを見て、彼

らをたしなめた。 16するとイエスは幼な子らを

呼び寄せて言われた、「幼な子らをわたしのとこ

ろに来るままにしておきなさい、止めてはならな

い。神の国はこのような者の国である。 17よく

聞いておくがよい。だれでも幼な子のように神の

国を受けいれる者でなければ、そこにはいること

は決してできない」。 18また、ある役人がイエ

スに尋ねた、「よき師よ、何をしたら永遠の生命

が受けられましょうか」。 (aiōnios g166) 19イエスは

言われた、「なぜわたしをよき者と言うのか。神

ひとりのほかによい者はいない。 20いましめは

あなたの知っているとおりである、『姦淫するな

、殺すな、盗むな、偽証を立てるな、父と母とを

敬え』」。 21すると彼は言った、「それらのこ

とはみな、小さい時から守っております」。 22

イエスはこれを聞いて言われた、「あなたのする

事がまだ一つ残っている。持っているものをみな

売り払って、貧しい人々に分けてやりなさい。そ

うすれば、天に宝を持つようになろう。そして、

わたしに従ってきなさい」。 23彼はこの言葉を

聞いて非常に悲しんだ。大金持であったからであ

る。 24イエスは彼の様子を見て言われた、「財

産のある者が神の国にはいるのはなんとむずかし

いことであろう。 25富んでいる者が神の国には

いるよりは、らくだが針の穴を通る方が、もっと

やさしい」。 26これを聞いた人々が、「それで

は、だれが救われることができるのですか」と尋

ねると、 27イエスは言われた、「人にはできな

い事も、神にはできる」。 28ペテロが言った、

「ごらんなさい、わたしたちは自分のものを捨て

て、あなたに従いました」。 29イエスは言われ

た、「よく聞いておくがよい。だれでも神の国の

ために、家、妻、兄弟、両親、子を捨てた者は、

30必ずこの時代ではその幾倍もを受け、また、き

たるべき世では永遠の生命を受けるのである」。

(aiōn g165, aiōnios g166) 31イエスは十二弟子を呼び寄せ

て言われた、「見よ、わたしたちはエルサレムへ

上って行くが、人の子について預言者たちがしる

したことは、すべて成就するであろう。 32人の

子は異邦人に引きわたされ、あざけられ、はずか

しめを受け、つばきをかけられ、 33また、むち

打たれてから、ついに殺され、そして三日目によ

みがえるであろう」。 34弟子たちには、これら

のことが何一つわからなかった。この言葉が彼ら

に隠されていたので、イエスの言われた事が理解

できなかった。 35イエスがエリコに近づかれた

とき、ある盲人が道ばたにすわって、物ごいをし

ていた。 36群衆が通り過ぎる音を耳にして、彼

は何事があるのかと尋ねた。 37ところが、ナザ

レのイエスがお通りなのだと聞かされたので、 38

声をあげて、「ダビデの子イエスよ、わたしをあ

われんで下さい」と言った。 39先頭に立つ人々

が彼をしかって黙らせようとしたが、彼はますま

す激しく叫びつづけた、「ダビデの子よ、わたし

をあわれんで下さい」。 40そこでイエスは立ち

どまって、その者を連れて来るように、とお命じ

になった。彼が近づいたとき、 41「わたしに何

をしてほしいのか」とおたずねになると、「主よ

、見えるようになることです」と答えた。 42そ

こでイエスは言われた、「見えるようになれ。あ

なたの信仰があなたを救った」。 43すると彼は

、たちまち見えるようになった。そして神をあが

めながらイエスに従って行った。これを見て、人

々はみな神をさんびした。

19さて、イエスはエリコにはいって、その町を
お通りになった。 2ところが、そこにザアカ

イという名の人がいた。この人は取税人のかしら

で、金持であった。 3彼は、イエスがどんな人か

見たいと思っていたが、背が低かったので、群衆

にさえぎられて見ることができなかった。 4それ

でイエスを見るために、前の方に走って行って、

いちじく桑の木に登った。そこを通られるところ

だったからである。 5イエスは、その場所にこら

れたとき、上を見あげて言われた、「ザアカイよ

、急いで下りてきなさい。きょう、あなたの家に

泊まることにしているから」。 6そこでザアカイ

は急いでおりてきて、よろこんでイエスを迎え入

れた。 7人々はみな、これを見てつぶやき、「彼

は罪人の家にはいって客となった」と言った。 8

ザアカイは立って主に言った、「主よ、わたしは

誓って自分の財産の半分を貧民に施します。また

、もしだれかから不正な取立てをしていましたら

、それを四倍にして返します」。 9イエスは彼に
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言われた、「きょう、救がこの家にきた。この人

もアブラハムの子なのだから。 10人の子がきた

のは、失われたものを尋ね出して救うためである

」。 11人々がこれらの言葉を聞いているときに

、イエスはなお一つの譬をお話しになった。それ

はエルサレムに近づいてこられたし、また人々が

神の国はたちまち現れると思っていたためである

。 12それで言われた、「ある身分の高い人が、

王位を受けて帰ってくるために遠い所へ旅立つこ

とになった。 13そこで十人の僕を呼び十ミナを

渡して言った、『わたしが帰って来るまで、これ

で商売をしなさい』。 14ところが、本国の住民

は彼を憎んでいたので、あとから使者をおくって

、『この人が王になるのをわれわれは望んでいな

い』と言わせた。 15さて、彼が王位を受けて帰

ってきたとき、だれがどんなもうけをしたかを知

ろうとして、金を渡しておいた僕たちを呼んでこ

させた。 16最初の者が進み出て言った、『ご主

人様、あなたの一ミナで十ミナをもうけました』

。 17主人は言った、『よい僕よ、うまくやった

。あなたは小さい事に忠実であったから、十の町

を支配させる』。 18次の者がきて言った、『ご

主人様、あなたの一ミナで五ミナをつくりました

』。 19そこでこの者にも、『では、あなたは五

つの町のかしらになれ』と言った。 20それから

、もうひとりの者がきて言った、『ご主人様、さ

あ、ここにあなたの一ミナがあります。わたしは

それをふくさに包んで、しまっておきました。 21

あなたはきびしい方で、おあずけにならなかった

ものを取りたて、おまきにならなかったものを刈

る人なので、おそろしかったのです』。 22彼に

言った、『悪い僕よ、わたしはあなたの言ったそ

の言葉であなたをさばこう。わたしがきびしくて

、あずけなかったものを取りたて、まかなかった

ものを刈る人間だと、知っているのか。 23では

、なぜわたしの金を銀行に入れなかったのか。そ

うすれば、わたしが帰ってきたとき、その金を利

子と一緒に引き出したであろうに』。 24そして

、そばに立っていた人々に、『その一ミナを彼か

ら取り上げて、十ミナを持っている者に与えなさ

い』と言った。 25彼らは言った、『ご主人様、

あの人は既に十ミナを持っています』。 26『あ

なたがたに言うが、おおよそ持っている人には、

なお与えられ、持っていない人からは、持ってい

るものまでも取り上げられるであろう。 27しか

しわたしが王になることを好まなかったあの敵ど

もを、ここにひっぱってきて、わたしの前で打ち

殺せ』」。 28イエスはこれらのことを言ったの

ち、先頭に立ち、エルサレムへ上って行かれた。

29そしてオリブという山に沿ったベテパゲとベタ

ニヤに近づかれたとき、ふたりの弟子をつかわし

て言われた、 30「向こうの村へ行きなさい。そ

こにはいったら、まだだれも乗ったことのないろ

ばの子がつないであるのを見るであろう。それを

解いて、引いてきなさい。 31もしだれかが『な

ぜ解くのか』と問うたら、『主がお入り用なので

す』と、そう言いなさい」。 32そこで、つかわ

された者たちが行って見ると、果して、言われた

とおりであった。 33彼らが、そのろばの子を解

いていると、その持ち主たちが、「なぜろばの子

を解くのか」と言ったので、 34「主がお入り用

なのです」と答えた。 35そしてそれをイエスの

ところに引いてきて、その子ろばの上に自分たち

の上着をかけてイエスをお乗せした。 36そして

進んで行かれると、人々は自分たちの上着を道に

敷いた。 37いよいよオリブ山の下り道あたりに

近づかれると、大ぜいの弟子たちはみな喜んで、

彼らが見たすべての力あるみわざについて、声高

らかに神をさんびして言いはじめた、 38「主の

御名によってきたる王に、祝福あれ。天には平和

、いと高きところには栄光あれ」。 39ところが

、群衆の中にいたあるパリサイ人たちがイエスに

言った、「先生、あなたの弟子たちをおしかり下

さい」。 40答えて言われた、「あなたがたに言

うが、もしこの人たちが黙れば、石が叫ぶであろ

う」。 41いよいよ都の近くにきて、それが見え

たとき、そのために泣いて言われた、 42「もし

おまえも、この日に、平和をもたらす道を知って

さえいたら……しかし、それは今おまえの目に隠

されている。 43いつかは、敵が周囲に塁を築き

、おまえを取りかこんで、四方から押し迫り、 44

おまえとその内にいる子らとを地に打ち倒し、城

内の一つの石も他の石の上に残して置かない日が

来るであろう。それは、おまえが神のおとずれの

時を知らないでいたからである」。 45それから

宮にはいり、商売人たちを追い出しはじめて、 46

彼らに言われた、「『わが家は祈の家であるべき

だ』と書いてあるのに、あなたがたはそれを盗賊

の巣にしてしまった」。 47イエスは毎日、宮で

教えておられた。祭司長、律法学者また民衆の重
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立った者たちはイエスを殺そうと思っていたが、

48民衆がみな熱心にイエスに耳を傾けていたので

、手のくだしようがなかった。

20ある日、イエスが宮で人々に教え、福音を宣
べておられると、祭司長や律法学者たちが、

長老たちと共に近寄ってきて、 2イエスに言った

、「何の権威によってこれらの事をするのですか

。そうする権威をあなたに与えたのはだれですか

、わたしたちに言ってください」。 3そこで、イ

エスは答えて言われた、「わたしも、ひと言たず

ねよう。それに答えてほしい。 4ヨハネのバプテ

スマは、天からであったか、人からであったか」

。 5彼らは互に論じて言った、「もし天からだと

言えば、では、なぜ彼を信じなかったのか、とイ

エスは言うだろう。 6しかし、もし人からだと言

えば、民衆はみな、ヨハネを預言者だと信じてい

るから、わたしたちを石で打つだろう」。 7それ

で彼らは「どこからか、知りません」と答えた。

8イエスはこれに対して言われた、「わたしも何

の権威によってこれらの事をするのか、あなたが

たに言うまい」。 9そこでイエスは次の譬を民衆

に語り出された、「ある人がぶどう園を造って農

夫たちに貸し、長い旅に出た。 10季節になった

ので、農夫たちのところへ、ひとりの僕を送って

、ぶどう園の収穫の分け前を出させようとした。

ところが、農夫たちは、その僕を袋だたきにし、

から手で帰らせた。 11そこで彼はもうひとりの

僕を送った。彼らはその僕も袋だたきにし、侮辱

を加えて、から手で帰らせた。 12そこで更に三

人目の者を送ったが、彼らはこの者も、傷を負わ

せて追い出した。 13ぶどう園の主人は言った、

『どうしようか。そうだ、わたしの愛子をつかわ

そう。これなら、たぶん敬ってくれるだろう』。

14ところが、農夫たちは彼を見ると、『あれはあ

と取りだ。あれを殺してしまおう。そうしたら、

その財産はわれわれのものになるのだ』と互に話

し合い、 15彼をぶどう園の外に追い出して殺し

た。そのさい、ぶどう園の主人は、彼らをどうす

るだろうか。 16彼は出てきて、この農夫たちを

殺し、ぶどう園を他の人々に与えるであろう」。

人々はこれを聞いて、「そんなことがあってはな

りません」と言った。 17そこで、イエスは彼ら

を見つめて言われた、「それでは、『家造りらの

捨てた石が隅のかしら石になった』と書いてある

のは、どういうことか。 18すべてその石の上に

落ちる者は打ち砕かれ、それがだれかの上に落ち

かかるなら、その人はこなみじんにされるであろ

う」。 19このとき、律法学者たちや祭司長たち

はイエスに手をかけようと思ったが、民衆を恐れ

た。いまの譬が自分たちに当てて語られたのだと

、悟ったからである。 20そこで、彼らは機会を

うかがい、義人を装うまわし者どもを送って、イ

エスを総督の支配と権威とに引き渡すため、その

言葉じりを捕えさせようとした。 21彼らは尋ね

て言った、「先生、わたしたちは、あなたの語り

教えられることが正しく、また、あなたは分け隔

てをなさらず、真理に基いて神の道を教えておら

れることを、承知しています。 22ところで、カ

イザルに貢を納めてよいでしょうか、いけないで

しょうか」。 23イエスは彼らの悪巧みを見破っ

て言われた、 24「デナリを見せなさい。それに

あるのは、だれの肖像、だれの記号なのか」。「

カイザルのです」と、彼らが答えた。 25すると

イエスは彼らに言われた、「それなら、カイザル

のものはカイザルに、神のものは神に返しなさい

」。 26そこで彼らは、民衆の前でイエスの言葉

じりを捕えることができず、その答に驚嘆して、

黙ってしまった。 27復活ということはないと言

い張っていたサドカイ人のある者たちが、イエス

に近寄ってきて質問した、 28「先生、モーセは

、わたしたちのためにこう書いています、『もし

ある人の兄が妻をめとり、子がなくて死んだなら

、弟はこの女をめとって、兄のために子をもうけ

ねばならない』。 29ところで、ここに七人の兄

弟がいました。長男は妻をめとりましたが、子が

なくて死に、 30そして次男、三男と、次々に、

その女をめとり、 31七人とも同様に、子をもう

けずに死にました。 32のちに、その女も死にま

した。 33さて、復活の時には、この女は七人の

うち、だれの妻になるのですか。七人とも彼女を

妻にしたのですが」。 34イエスは彼らに言われ

た、「この世の子らは、めとったり、とついだり

するが、 (aiōn g165) 35かの世にはいって死人からの

復活にあずかるにふさわしい者たちは、めとった

り、とついだりすることはない。 (aiōn g165) 36彼ら

は天使に等しいものであり、また復活にあずかる

ゆえに、神の子でもあるので、もう死ぬことはあ

り得ないからである。 37死人がよみがえること

は、モーセも柴の篇で、主を『アブラハムの神、
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イサクの神、ヤコブの神』と呼んで、これを示し

た。 38神は死んだ者の神ではなく、生きている

者の神である。人はみな神に生きるものだからで

ある」。 39律法学者のうちのある人々が答えて

言った、「先生、仰せのとおりです」。 40彼ら

はそれ以上何もあえて問いかけようとしなかった

。 41イエスは彼らに言われた、「どうして人々

はキリストをダビデの子だと言うのか。 42ダビ

デ自身が詩篇の中で言っている、『主はわが主に

仰せになった、 43あなたの敵をあなたの足台と

する時までは、わたしの右に座していなさい』。

44このように、ダビデはキリストを主と呼んでい

る。それなら、どうしてキリストはダビデの子で

あろうか」。 45民衆がみな聞いているとき、イ

エスは弟子たちに言われた、 46「律法学者に気

をつけなさい。彼らは長い衣を着て歩くのを好み

、広場での敬礼や会堂の上席や宴会の上座をよろ

こび、 47やもめたちの家を食い倒し、見えのた

めに長い祈をする。彼らはもっときびしいさばき

を受けるであろう」。

21イエスは目をあげて、金持たちがさいせん箱
に献金を投げ入れるのを見られ、 2また、あ

る貧しいやもめが、レプタ二つを入れるのを見て

3言われた、「よく聞きなさい。あの貧しいやも

めはだれよりもたくさん入れたのだ。 4これらの

人たちはみな、ありあまる中から献金を投げ入れ

たが、あの婦人は、その乏しい中から、持ってい

る生活費全部を入れたからである」。 5ある人々

が、見事な石と奉納物とで宮が飾られていること

を話していたので、イエスは言われた、 6「あな

たがたはこれらのものをながめているが、その石

一つでもくずされずに、他の石の上に残ることも

なくなる日が、来るであろう」。 7そこで彼らは

たずねた、「先生、では、いつそんなことが起る

のでしょうか。またそんなことが起るような場合

には、どんな前兆がありますか」。 8イエスが言

われた、「あなたがたは、惑わされないように気

をつけなさい。多くの者がわたしの名を名のって

現れ、自分がそれだとか、時が近づいたとか、言

うであろう。彼らについて行くな。 9戦争と騒乱

とのうわさを聞くときにも、おじ恐れるな。こう

したことはまず起らねばならないが、終りはすぐ

にはこない」。 10それから彼らに言われた、「

民は民に、国は国に敵対して立ち上がるであろう

。 11また大地震があり、あちこちに疫病やきき

んが起り、いろいろ恐ろしいことや天からの物す

ごい前兆があるであろう。 12しかし、これらの

あらゆる出来事のある前に、人々はあなたがたに

手をかけて迫害をし、会堂や獄に引き渡し、わた

しの名のゆえに王や総督の前にひっぱって行くで

あろう。 13それは、あなたがたがあかしをする

機会となるであろう。 14だから、どう答弁しよ

うかと、前もって考えておかないことに心を決め

なさい。 15あなたの反対者のだれもが抗弁も否

定もできないような言葉と知恵とを、わたしが授

けるから。 16しかし、あなたがたは両親、兄弟

、親族、友人にさえ裏切られるであろう。また、

あなたがたの中で殺されるものもあろう。 17ま

た、わたしの名のゆえにすべての人に憎まれるで

あろう。 18しかし、あなたがたの髪の毛一すじ

でも失われることはない。 19あなたがたは耐え

忍ぶことによって、自分の魂をかち取るであろう

。 20エルサレムが軍隊に包囲されるのを見たな

らば、そのときは、その滅亡が近づいたとさとり

なさい。 21そのとき、ユダヤにいる人々は山へ

逃げよ。市中にいる者は、そこから出て行くがよ

い。また、いなかにいる者は市内にはいってはい

けない。 22それは、聖書にしるされたすべての

事が実現する刑罰の日であるからだ。 23その日

には、身重の女と乳飲み子をもつ女とは、不幸で

ある。地上には大きな苦難があり、この民にはみ

怒りが臨み、 24彼らはつるぎの刃に倒れ、また

捕えられて諸国へ引きゆかれるであろう。そして

エルサレムは、異邦人の時期が満ちるまで、彼ら

に踏みにじられているであろう。 25また日と月

と星とに、しるしが現れるであろう。そして、地

上では、諸国民が悩み、海と大波とのとどろきに

おじ惑い、 26人々は世界に起ろうとする事を思

い、恐怖と不安で気絶するであろう。もろもろの

天体が揺り動かされるからである。 27そのとき

、大いなる力と栄光とをもって、人の子が雲に乗

って来るのを、人々は見るであろう。 28これら

の事が起りはじめたら、身を起し頭をもたげなさ

い。あなたがたの救が近づいているのだから」。

29それから一つの譬を話された、「いちじくの木

を、またすべての木を見なさい。 30はや芽を出

せば、あなたがたはそれを見て、夏がすでに近い

と、自分で気づくのである。 31このようにあな

たがたも、これらの事が起るのを見たなら、神の
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国が近いのだとさとりなさい。 32よく聞いてお

きなさい。これらの事が、ことごとく起るまでは

、この時代は滅びることがない。 33天地は滅び

るであろう。しかしわたしの言葉は決して滅びる

ことがない。 34あなたがたが放縦や、泥酔や、

世の煩いのために心が鈍っているうちに、思いが

けないとき、その日がわなのようにあなたがたを

捕えることがないように、よく注意していなさい

。 35その日は地の全面に住むすべての人に臨む

のであるから。 36これらの起ろうとしているす

べての事からのがれて、人の子の前に立つことが

できるように、絶えず目をさまして祈っていなさ

い」。 37イエスは昼のあいだは宮で教え、夜に

は出て行ってオリブという山で夜をすごしておら

れた。 38民衆はみな、み教を聞こうとして、い

つも朝早く宮に行き、イエスのもとに集まった

。

22さて、過越といわれている除酵祭が近づいた
。 2祭司長たちや律法学者たちは、どうかし

てイエスを殺そうと計っていた。民衆を恐れてい

たからである。 3そのとき、十二弟子のひとりで

、イスカリオテと呼ばれていたユダに、サタンが

はいった。 4すなわち、彼は祭司長たちや宮守が

しらたちのところへ行って、どうしてイエスを彼

らに渡そうかと、その方法について協議した。 5

彼らは喜んで、ユダに金を与える取決めをした。

6ユダはそれを承諾した。そして、群衆のいない

ときにイエスを引き渡そうと、機会をねらってい

た。 7さて、過越の小羊をほふるべき除酵祭の日

がきたので、 8イエスはペテロとヨハネとを使い

に出して言われた、「行って、過越の食事ができ

るように準備をしなさい」。 9彼らは言った、「

どこに準備をしたらよいのですか」。 10イエス

は言われた、「市内にはいったら、水がめを持っ

ている男に出会うであろう。その人がはいる家ま

でついて行って、 11その家の主人に言いなさい

、『弟子たちと一緒に過越の食事をする座敷はど

こか、と先生が言っておられます』。 12すると

、その主人は席の整えられた二階の広間を見せて

くれるから、そこに用意をしなさい」。 13弟子

たちは出て行ってみると、イエスが言われたとお

りであったので、過越の食事の用意をした。 14

時間になったので、イエスは食卓につかれ、使徒

たちも共に席についた。 15イエスは彼らに言わ

れた、「わたしは苦しみを受ける前に、あなたが

たとこの過越の食事をしようと、切に望んでいた

。 16あなたがたに言って置くが、神の国で過越

が成就する時までは、わたしは二度と、この過越

の食事をすることはない」。 17そして杯を取り

、感謝して言われた、「これを取って、互に分け

て飲め。 18あなたがたに言っておくが、今から

のち神の国が来るまでは、わたしはぶどうの実か

ら造ったものを、いっさい飲まない」。 19また

パンを取り、感謝してこれをさき、弟子たちに与

えて言われた、「これは、あなたがたのために与

えるわたしのからだである。わたしを記念するた

め、このように行いなさい」。 20食事ののち、

杯も同じ様にして言われた、「この杯は、あなた

がたのために流すわたしの血で立てられる新しい

契約である。 21しかし、そこに、わたしを裏切

る者が、わたしと一緒に食卓に手を置いている。

22人の子は定められたとおりに、去って行く。し

かし人の子を裏切るその人は、わざわいである」

。 23弟子たちは、自分たちのうちのだれが、そ

んな事をしようとしているのだろうと、互に論じ

はじめた。 24それから、自分たちの中でだれが

いちばん偉いだろうかと言って、争論が彼らの間

に、起った。 25そこでイエスが言われた、「異

邦の王たちはその民の上に君臨し、また、権力を

ふるっている者たちは恩人と呼ばれる。 26しか

し、あなたがたは、そうであってはならない。か

えって、あなたがたの中でいちばん偉い人はいち

ばん若い者のように、指導する人は仕える者のよ

うになるべきである。 27食卓につく人と給仕す

る者と、どちらが偉いのか。食卓につく人の方で

はないか。しかし、わたしはあなたがたの中で、

給仕をする者のようにしている。 28あなたがた

は、わたしの試錬のあいだ、わたしと一緒に最後

まで忍んでくれた人たちである。 29それで、わ

たしの父が国の支配をわたしにゆだねてくださっ

たように、わたしもそれをあなたがたにゆだね、

30わたしの国で食卓について飲み食いをさせ、ま

た位に座してイスラエルの十二の部族をさばかせ

るであろう。 31シモン、シモン、見よ、サタン

はあなたがたを麦のようにふるいにかけることを

願って許された。 32しかし、わたしはあなたの

信仰がなくならないように、あなたのために祈っ

た。それで、あなたが立ち直ったときには、兄弟

たちを力づけてやりなさい」。 33シモンが言っ
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た、「主よ、わたしは獄にでも、また死に至るま

でも、あなたとご一緒に行く覚悟です」。 34す

るとイエスが言われた、「ペテロよ、あなたに言

っておく。きょう、鶏が鳴くまでに、あなたは三

度わたしを知らないと言うだろう」。 35そして

彼らに言われた、「わたしが財布も袋もくつも持

たせずにあなたがたをつかわしたとき、何かこま

ったことがあったか」。彼らは、「いいえ、何も

ありませんでした」と答えた。 36そこで言われ

た、「しかし今は、財布のあるものは、それを持

って行け。袋も同様に持って行け。また、つるぎ

のない者は、自分の上着を売って、それを買うが

よい。 37あなたがたに言うが、『彼は罪人のひ

とりに数えられた』としるしてあることは、わた

しの身に成しとげられねばならない。そうだ、わ

たしに係わることは成就している」。 38弟子た

ちが言った、「主よ、ごらんなさい、ここにつる

ぎが二振りございます」。イエスは言われた、「

それでよい」。 39イエスは出て、いつものよう

にオリブ山に行かれると、弟子たちも従って行っ

た。 40いつもの場所に着いてから、彼らに言わ

れた、「誘惑に陥らないように祈りなさい」。 41

そしてご自分は、石を投げてとどくほど離れたと

ころへ退き、ひざまずいて、祈って言われた、 42

「父よ、みこころならば、どうぞ、この杯をわた

しから取りのけてください。しかし、わたしの思

いではなく、みこころが成るようにしてください

」。 43そのとき、御使が天からあらわれてイエ

スを力づけた。 44イエスは苦しみもだえて、ま

すます切に祈られた。そして、その汗が血のした

たりのように地に落ちた。 45祈を終えて立ちあ

がり、弟子たちのところへ行かれると、彼らが悲

しみのはて寝入っているのをごらんになって 46

言われた、「なぜ眠っているのか。誘惑に陥らな

いように、起きて祈っていなさい」。 47イエス

がまだそう言っておられるうちに、そこに群衆が

現れ、十二弟子のひとりでユダという者が先頭に

立って、イエスに接吻しようとして近づいてきた

。 48そこでイエスは言われた、「ユダ、あなた

は接吻をもって人の子を裏切るのか」。 49イエ

スのそばにいた人たちは、事のなりゆきを見て、

「主よ、つるぎで切りつけてやりましょうか」と

言って、 50そのうちのひとりが、祭司長の僕に

切りつけ、その右の耳を切り落した。 51イエス

はこれに対して言われた、「それだけでやめなさ

い」。そして、その僕の耳に手を触て、おいやし

になった。 52それから、自分にむかって来る祭

司長、宮守がしら、長老たちに対して言われた、

「あなたがたは、強盗にむかうように剣や棒を持

って出てきたのか。 53毎日あなたがたと一緒に

宮にいた時には、わたしに手をかけなかった。だ

が、今はあなたがたの時、また、やみの支配の時

である」。 54それから人々はイエスを捕え、ひ

っぱって大祭司の邸宅へつれて行った。ペテロは

遠くからついて行った。 55人々は中庭のまん中

に火をたいて、一緒にすわっていたので、ペテロ

もその中にすわった。 56すると、ある女中が、

彼が火のそばにすわっているのを見、彼を見つめ

て、「この人もイエスと一緒にいました」と言っ

た。 57ペテロはそれを打ち消して、「わたしは

その人を知らない」と言った。 58しばらくして

、ほかの人がペテロを見て言った、「あなたもあ

の仲間のひとりだ」。するとペテロは言った、「

いや、それはちがう」。 59約一時間たってから

、またほかの者が言い張った、「たしかにこの人

もイエスと一緒だった。この人もガリラヤ人なの

だから」。 60ペテロは言った、「あなたの言っ

ていることは、わたしにわからない」。すると、

彼がまだ言い終らぬうちに、たちまち、鶏が鳴い

た。 61主は振りむいてペテロを見つめられた。

そのときペテロは、「きょう、鶏が鳴く前に、三

度わたしを知らないと言うであろう」と言われた

主のお言葉を思い出した。 62そして外へ出て、

激しく泣いた。 63イエスを監視していた人たち

は、イエスを嘲弄し、打ちたたき、 64目かくし

をして、「言いあててみよ。打ったのは、だれか

」ときいたりした。 65そのほか、いろいろな事

を言って、イエスを愚弄した。 66夜が明けたと

き、人民の長老、祭司長たち、律法学者たちが集

まり、イエスを議会に引き出して言った、 67「

あなたがキリストなら、そう言ってもらいたい」

。イエスは言われた、「わたしが言っても、あな

たがたは信じないだろう。 68また、わたしがた

ずねても、答えないだろう。 69しかし、人の子

は今からのち、全能の神の右に座するであろう」

。 70彼らは言った、「では、あなたは神の子な

のか」。イエスは言われた、「あなたがたの言う

とおりである」。 71すると彼らは言った、「こ

れ以上、なんの証拠がいるか。われわれは直接彼

の口から聞いたのだから」。
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23群衆はみな立ちあがって、イエスをピラトの
ところへ連れて行った。 2そして訴え出て言

った、「わたしたちは、この人が国民を惑わし、

貢をカイザルに納めることを禁じ、また自分こそ

王なるキリストだと、となえているところを目撃

しました」。 3ピラトはイエスに尋ねた、「あな

たがユダヤ人の王であるか」。イエスは「そのと

おりである」とお答えになった。 4そこでピラト

は祭司長たちと群衆とにむかって言った、「わた

しはこの人になんの罪もみとめない」。 5ところ

が彼らは、ますます言いつのってやまなかった、

「彼は、ガリラヤからはじめてこの所まで、ユダ

ヤ全国にわたって教え、民衆を煽動しているので

す」。 6ピラトはこれを聞いて、この人はガリラ

ヤ人かと尋ね、 7そしてヘロデの支配下のもので

あることを確かめたので、ちょうどこのころ、ヘ

ロデがエルサレムにいたのをさいわい、そちらへ

イエスを送りとどけた。 8ヘロデはイエスを見て

非常に喜んだ。それは、かねてイエスのことを聞

いていたので、会って見たいと長いあいだ思って

いたし、またイエスが何か奇跡を行うのを見たい

と望んでいたからである。 9それで、いろいろと

質問を試みたが、イエスは何もお答えにならなか

った。 10祭司長たちと律法学者たちとは立って

、激しい語調でイエスを訴えた。 11またヘロデ

はその兵卒どもと一緒になって、イエスを侮辱し

たり嘲弄したりしたあげく、はなやかな着物を着

せてピラトへ送りかえした。 12ヘロデとピラト

とは以前は互に敵視していたが、この日に親しい

仲になった。 13ピラトは、祭司長たちと役人た

ちと民衆とを、呼び集めて言った、 14「おまえ

たちは、この人を民衆を惑わすものとしてわたし

のところに連れてきたので、おまえたちの面前で

しらべたが、訴え出ているような罪は、この人に

少しもみとめられなかった。 15ヘロデもまたみ

とめなかった。現に彼はイエスをわれわれに送り

かえしてきた。この人はなんら死に当るようなこ

とはしていないのである。 16だから、彼をむち

打ってから、ゆるしてやることにしよう」。〔 17

祭ごとにピラトがひとりの囚人をゆるしてやるこ

とになっていた。〕 18ところが、彼らはいっせ

いに叫んで言った、「その人を殺せ。バラバをゆ

るしてくれ」。 19このバラバは、都で起った暴

動と殺人とのかどで、獄に投ぜられていた者であ

る。 20ピラトはイエスをゆるしてやりたいと思

って、もう一度かれらに呼びかけた。 21しかし

彼らは、わめきたてて「十字架につけよ、彼を十

字架につけよ」と言いつづけた。 22ピラトは三

度目に彼らにむかって言った、「では、この人は

、いったい、どんな悪事をしたのか。彼には死に

当る罪は全くみとめられなかった。だから、むち

打ってから彼をゆるしてやることにしよう」。 23

ところが、彼らは大声をあげて詰め寄り、イエス

を十字架につけるように要求した。そして、その

声が勝った。 24ピラトはついに彼らの願いどお

りにすることに決定した。 25そして、暴動と殺

人とのかどで獄に投ぜられた者の方を、彼らの要

求に応じてゆるしてやり、イエスの方は彼らに引

き渡して、その意のままにまかせた。 26彼らが

イエスをひいてゆく途中、シモンというクレネ人

が郊外から出てきたのを捕えて十字架を負わせ、

それをになってイエスのあとから行かせた。 27

大ぜいの民衆と、悲しみ嘆いてやまない女たちの

群れとが、イエスに従って行った。 28イエスは

女たちの方に振りむいて言われた、「エルサレム

の娘たちよ、わたしのために泣くな。むしろ、あ

なたがた自身のため、また自分の子供たちのため

に泣くがよい。 29『不妊の女と子を産まなかっ

た胎と、ふくませなかった乳房とは、さいわいだ

』と言う日が、いまに来る。 30そのとき、人々

は山にむかって、われわれの上に倒れかかれと言

い、また丘にむかって、われわれにおおいかぶさ

れと言い出すであろう。 31もし、生木でさえも

そうされるなら、枯木はどうされることであろう

」。 32さて、イエスと共に刑を受けるために、

ほかにふたりの犯罪人も引かれていった。 33さ

れこうべと呼ばれている所に着くと、人々はそこ

でイエスを十字架につけ、犯罪人たちも、ひとり

は右に、ひとりは左に、十字架につけた。 34そ

のとき、イエスは言われた、「父よ、彼らをおゆ

るしください。彼らは何をしているのか、わから

ずにいるのです」。人々はイエスの着物をくじ引

きで分け合った。 35民衆は立って見ていた。役

人たちもあざ笑って言った、「彼は他人を救った

。もし彼が神のキリスト、選ばれた者であるなら

、自分自身を救うがよい」。 36兵卒どももイエ

スをののしり、近寄ってきて酢いぶどう酒をさし

出して言った、 37「あなたがユダヤ人の王なら

、自分を救いなさい」。 38イエスの上には、「

これはユダヤ人の王」と書いた札がかけてあった
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。 39十字架にかけられた犯罪人のひとりが、「

あなたはキリストではないか。それなら、自分を

救い、またわれわれも救ってみよ」と、イエスに

悪口を言いつづけた。 40もうひとりは、それを

たしなめて言った、「おまえは同じ刑を受けてい

ながら、神を恐れないのか。 41お互は自分のや

った事のむくいを受けているのだから、こうなっ

たのは当然だ。しかし、このかたは何も悪いこと

をしたのではない」。 42そして言った、「イエ

スよ、あなたが御国の権威をもっておいでになる

時には、わたしを思い出してください」。 43イ

エスは言われた、「よく言っておくが、あなたは

きょう、わたしと一緒にパラダイスにいるであろ

う」。 44時はもう昼の十二時ごろであったが、

太陽は光を失い、全地は暗くなって、三時に及ん

だ。 45そして聖所の幕がまん中から裂けた。 46

そのとき、イエスは声高く叫んで言われた、「父

よ、わたしの霊をみ手にゆだねます」。こう言っ

てついに息を引きとられた。 47百卒長はこの有

様を見て、神をあがめ、「ほんとうに、この人は

正しい人であった」と言った。 48この光景を見

に集まってきた群衆も、これらの出来事を見て、

みな胸を打ちながら帰って行った。 49すべてイ

エスを知っていた者や、ガリラヤから従ってきた

女たちも、遠い所に立って、これらのことを見て

いた。 50ここに、ヨセフという議員がいたが、

善良で正しい人であった。 51この人はユダヤの

町アリマタヤの出身で、神の国を待ち望んでいた

。彼は議会の議決や行動には賛成していなかった

。 52この人がピラトのところへ行って、イエス

のからだの引取り方を願い出て、 53それを取り

おろして亜麻布に包み、まだだれも葬ったことの

ない、岩を掘って造った墓に納めた。 54この日

は準備の日であって、安息日が始まりかけていた

。 55イエスと一緒にガリラヤからきた女たちは

、あとについてきて、その墓を見、またイエスの

からだが納められる様子を見とどけた。 56そし

て帰って、香料と香油とを用意した。それからお

きてに従って安息日を休んだ。

24週の初めの日、夜明け前に、女たちは用意し
ておいた香料を携えて、墓に行った。 2とこ

ろが、石が墓からころがしてあるので、 3中には

いってみると、主イエスのからだが見当らなかっ

た。 4そのため途方にくれていると、見よ、輝い

た衣を着たふたりの者が、彼らに現れた。 5女た

ちは驚き恐れて、顔を地に伏せていると、このふ

たりの者が言った、「あなたがたは、なぜ生きた

方を死人の中にたずねているのか。 6そのかたは

、ここにはおられない。よみがえられたのだ。ま

だガリラヤにおられたとき、あなたがたにお話し

になったことを思い出しなさい。 7すなわち、人

の子は必ず罪人らの手に渡され、十字架につけら

れ、そして三日目によみがえる、と仰せられたで

はないか」。 8そこで女たちはその言葉を思い出

し、 9墓から帰って、これらいっさいのことを、

十一弟子や、その他みんなの人に報告した。 10

この女たちというのは、マグダラのマリヤ、ヨハ

ンナ、およびヤコブの母マリヤであった。彼女た

ちと一緒にいたほかの女たちも、このことを使徒

たちに話した。 11ところが、使徒たちには、そ

れが愚かな話のように思われて、それを信じなか

った。〔 12ペテロは立って墓へ走って行き、か

がんで中を見ると、亜麻布だけがそこにあったの

で、事の次第を不思議に思いながら帰って行った

。〕 13この日、ふたりの弟子が、エルサレムか

ら七マイルばかり離れたエマオという村へ行きな

がら、 14このいっさいの出来事について互に語

り合っていた。 15語り合い論じ合っていると、

イエスご自身が近づいてきて、彼らと一緒に歩い

て行かれた。 16しかし、彼らの目がさえぎられ

て、イエスを認めることができなかった。 17イ

エスは彼らに言われた、「歩きながら互に語り合

っているその話は、なんのことなのか」。彼らは

悲しそうな顔をして立ちどまった。 18そのひと

りのクレオパという者が、答えて言った、「あな

たはエルサレムに泊まっていながら、あなただけ

が、この都でこのごろ起ったことをご存じないの

ですか」。 19「それは、どんなことか」と言わ

れると、彼らは言った、「ナザレのイエスのこと

です。あのかたは、神とすべての民衆との前で、

わざにも言葉にも力ある預言者でしたが、 20祭

司長たちや役人たちが、死刑に処するために引き

渡し、十字架につけたのです。 21わたしたちは

、イスラエルを救うのはこの人であろうと、望み

をかけていました。しかもその上に、この事が起

ってから、きょうが三日目なのです。 22ところ

が、わたしたちの仲間である数人の女が、わたし

たちを驚かせました。というのは、彼らが朝早く

墓に行きますと、 23イエスのからだが見当らな
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いので、帰ってきましたが、そのとき御使が現れ

て、『イエスは生きておられる』と告げたと申す

のです。 24それで、わたしたちの仲間が数人、

墓に行って見ますと、果して女たちが言ったとお

りで、イエスは見当りませんでした」。 25そこ

でイエスが言われた、「ああ、愚かで心のにぶい

ため、預言者たちが説いたすべての事を信じられ

ない者たちよ。 26キリストは必ず、これらの苦

難を受けて、その栄光に入るはずではなかったの

か」。 27こう言って、モーセやすべての預言者

からはじめて、聖書全体にわたり、ご自身につい

てしるしてある事どもを、説きあかされた。 28

それから、彼らは行こうとしていた村に近づいた

が、イエスがなお先へ進み行かれる様子であった

。 29そこで、しいて引き止めて言った、「わた

したちと一緒にお泊まり下さい。もう夕暮になっ

ており、日もはや傾いています」。イエスは、彼

らと共に泊まるために、家にはいられた。 30一

緒に食卓につかれたとき、パンを取り、祝福して

さき、彼らに渡しておられるうちに、 31彼らの

目が開けて、それがイエスであることがわかった

。すると、み姿が見えなくなった。 32彼らは互

に言った、「道々お話しになったとき、また聖書

を説き明してくださったとき、お互の心が内に燃

えたではないか」。 33そして、すぐに立ってエ

ルサレムに帰って見ると、十一弟子とその仲間が

集まっていて、 34「主は、ほんとうによみがえ

って、シモンに現れなさった」と言っていた。 35

そこでふたりの者は、途中であったことや、パン

をおさきになる様子でイエスだとわかったことな

どを話した。 36こう話していると、イエスが彼

らの中にお立ちになった。〔そして「やすかれ」

と言われた。〕 37彼らは恐れ驚いて、霊を見て

いるのだと思った。 38そこでイエスが言われた

、「なぜおじ惑っているのか。どうして心に疑い

を起すのか。 39わたしの手や足を見なさい。ま

さしくわたしなのだ。さわって見なさい。霊には

肉や骨はないが、あなたがたが見るとおり、わた

しにはあるのだ」。〔 40こう言って、手と足と

をお見せになった。〕 41彼らは喜びのあまり、

まだ信じられないで不思議に思っていると、イエ

スが「ここに何か食物があるか」と言われた。 42

彼らが焼いた魚の一きれをさしあげると、 43イ

エスはそれを取って、みんなの前で食べられた。

44それから彼らに対して言われた、「わたしが以

前あなたがたと一緒にいた時分に話して聞かせた

言葉は、こうであった。すなわち、モーセの律法

と預言書と詩篇とに、わたしについて書いてある

ことは、必ずことごとく成就する」。 45そこで

イエスは、聖書を悟らせるために彼らの心を開い

て 46言われた、「こう、しるしてある。キリス

トは苦しみを受けて、三日目に死人の中からよみ

がえる。 47そして、その名によって罪のゆるし

を得させる悔改めが、エルサレムからはじまって

、もろもろの国民に宣べ伝えられる。 48あなた

がたは、これらの事の証人である。 49見よ、わ

たしの父が約束されたものを、あなたがたに贈る

。だから、上から力を授けられるまでは、あなた

がたは都にとどまっていなさい」。 50それから

、イエスは彼らをベタニヤの近くまで連れて行き

、手をあげて彼らを祝福された。 51祝福してお

られるうちに、彼らを離れて、〔天にあげられた

。〕 52彼らは〔イエスを拝し、〕非常な喜びを

もってエルサレムに帰り、 53絶えず宮にいて、

神をほめたたえていた。
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ヨハネの福音書

1初めに言があった。言は神と共にあった。言
は神であった。 2この言は初めに神と共にあっ

た。 3すべてのものは、これによってできた。で

きたもののうち、一つとしてこれによらないもの

はなかった。 4この言に命があった。そしてこの

命は人の光であった。 5光はやみの中に輝いてい

る。そして、やみはこれに勝たなかった。 6ここ

にひとりの人があって、神からつかわされていた

。その名をヨハネと言った。 7この人はあかしの

ためにきた。光についてあかしをし、彼によって

すべての人が信じるためである。 8彼は光ではな

く、ただ、光についてあかしをするためにきたの

である。 9すべての人を照すまことの光があって

、世にきた。 10彼は世にいた。そして、世は彼

によってできたのであるが、世は彼を知らずにい

た。 11彼は自分のところにきたのに、自分の民

は彼を受けいれなかった。 12しかし、彼を受け

いれた者、すなわち、その名を信じた人々には、

彼は神の子となる力を与えたのである。 13それ

らの人は、血すじによらず、肉の欲によらず、ま

た、人の欲にもよらず、ただ神によって生れたの

である。 14そして言は肉体となり、わたしたち

のうちに宿った。わたしたちはその栄光を見た。

それは父のひとり子としての栄光であって、めぐ

みとまこととに満ちていた。 15ヨハネは彼につ

いてあかしをし、叫んで言った、「『わたしのあ

とに来るかたは、わたしよりもすぐれたかたであ

る。わたしよりも先におられたからである』とわ

たしが言ったのは、この人のことである」。 16

わたしたちすべての者は、その満ち満ちているも

のの中から受けて、めぐみにめぐみを加えられた

。 17律法はモーセをとおして与えられ、めぐみ

とまこととは、イエス・キリストをとおしてきた

のである。 18神を見た者はまだひとりもいない

。ただ父のふところにいるひとり子なる神だけが

、神をあらわしたのである。 19さて、ユダヤ人

たちが、エルサレムから祭司たちやレビ人たちを

ヨハネのもとにつかわして、「あなたはどなたで

すか」と問わせたが、その時ヨハネが立てたあか

しは、こうであった。 20すなわち、彼は告白し

て否まず、「わたしはキリストではない」と告白

した。 21そこで、彼らは問うた、「それでは、

どなたなのですか、あなたはエリヤですか」。彼

は「いや、そうではない」と言った。「では、あ

の預言者ですか」。彼は「いいえ」と答えた。 22

そこで、彼らは言った、「あなたはどなたですか

。わたしたちをつかわした人々に、答を持って行

けるようにしていただきたい。あなた自身をだれ

だと考えるのですか」。 23彼は言った、「わた

しは、預言者イザヤが言ったように、『主の道を

まっすぐにせよと荒野で呼ばわる者の声』である

」。 24つかわされた人たちは、パリサイ人であ

った。 25彼らはヨハネに問うて言った、「では

、あなたがキリストでもエリヤでもまたあの預言

者でもないのなら、なぜバプテスマを授けるので

すか」。 26ヨハネは彼らに答えて言った、「わ

たしは水でバプテスマを授けるが、あなたがたの

知らないかたが、あなたがたの中に立っておられ

る。 27それがわたしのあとにあとにおいでにな

る方であって、わたしはその人のくつのひもを解

く値うちもない」。 28これらのことは、ヨハネ

がバプテスマを授けていたヨルダンの向こうのベ

タニヤであったのである。 29その翌日、ヨハネ

はイエスが自分の方にこられるのを見て言った、

「見よ、世の罪を取り除く神の小羊。 30『わた

しのあとに来るかたは、わたしよりもすぐれたか

たである。わたしよりも先におられたからである

』とわたしが言ったのは、この人のことである。

31わたしはこのかたを知らなかった。しかし、こ

のかたがイスラエルに現れてくださるそのことの

ために、わたしはきて、水でバプテスマを授けて

いるのである」。 32ヨハネはまたあかしをして

言った、「わたしは、御霊がはとのように天から

下って、彼の上にとどまるのを見た。 33わたし

はこの人を知らなかった。しかし、水でバプテス

マを授けるようにと、わたしをおつかわしになっ

たそのかたが、わたしに言われた、『ある人の上

に、御霊が下ってとどまるのを見たら、その人こ

そは、御霊によってバプテスマを授けるかたであ

る』。 34わたしはそれを見たので、このかたこ

そ神の子であると、あかしをしたのである」。 35

その翌日、ヨハネはまたふたりの弟子たちと一緒

に立っていたが、 36イエスが歩いておられるの

に目をとめて言った、「見よ、神の小羊」。 37

そのふたりの弟子は、ヨハネがそう言うのを聞い

て、イエスについて行った。 38イエスはふり向

き、彼らがついてくるのを見て言われた、「何か

願いがあるのか」。彼らは言った、「ラビ（訳し
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て言えば、先生）どこにおとまりなのですか」。

39イエスは彼らに言われた、「きてごらんなさい

。そうしたらわかるだろう」。そこで彼らはつい

て行って、イエスの泊まっておられる所を見た。

そして、その日はイエスのところに泊まった。時

は午後四時ごろであった。 40ヨハネから聞いて

、イエスについて行ったふたりのうちのひとりは

、シモン・ペテロの兄弟アンデレであった。 41

彼はまず自分の兄弟シモンに出会って言った、「

わたしたちはメシヤ（訳せば、キリスト）にいま

出会った」。 42そしてシモンをイエスのもとに

つれてきた。イエスは彼に目をとめて言われた、

「あなたはヨハネの子シモンである。あなたをケ

パ（訳せば、ペテロ）と呼ぶことにする」。 43

その翌日、イエスはガリラヤに行こうとされたが

、ピリポに出会って言われた、「わたしに従って

きなさい」。 44ピリポは、アンデレとペテロと

の町ベツサイダの人であった。 45このピリポが

ナタナエルに出会って言った、「わたしたちは、

モーセが律法の中にしるしており、預言者たちが

しるしていた人、ヨセフの子、ナザレのイエスに

いま出会った」。 46ナタナエルは彼に言った、

「ナザレから、なんのよいものが出ようか」。ピ

リポは彼に言った、「きて見なさい」。 47イエ

スはナタナエルが自分の方に来るのを見て、彼に

ついて言われた、「見よ、あの人こそ、ほんとう

のイスラエル人である。その心には偽りがない」

。 48ナタナエルは言った、「どうしてわたしを

ご存じなのですか」。イエスは答えて言われた、

「ピリポがあなたを呼ぶ前に、わたしはあなたが

、いちじくの木の下にいるのを見た」。 49ナタ

ナエルは答えた、「先生、あなたは神の子です。

あなたはイスラエルの王です」。 50イエスは答

えて言われた、「あなたが、いちじくの木の下に

いるのを見たと、わたしが言ったので信じるのか

。これよりも、もっと大きなことを、あなたは見

るであろう」。 51また言われた、「よくよくあ

なたがたに言っておく。天が開けて、神の御使た

ちが人の子の上に上り下りするのを、あなたがた

は見るであろう」。

2三日目にガリラヤのカナに婚礼があって、イ
エスの母がそこにいた。 2イエスも弟子たちも

、その婚礼に招かれた。 3ぶどう酒がなくなった

ので、母はイエスに言った、「ぶどう酒がなくな

ってしまいました」。 4イエスは母に言われた、

「婦人よ、あなたは、わたしと、なんの係わりが

ありますか。わたしの時は、まだきていません」

。 5母は僕たちに言った、「このかたが、あなた

がたに言いつけることは、なんでもして下さい」

。 6そこには、ユダヤ人のきよめのならわしに従

って、それぞれ四、五斗もはいる石の水がめが、

六つ置いてあった。 7イエスは彼らに「かめに水

をいっぱい入れなさい」と言われたので、彼らは

口のところまでいっぱいに入れた。 8そこで彼ら

に言われた、「さあ、くんで、料理がしらのとこ

ろに持って行きなさい」。すると、彼らは持って

行った。 9料理がしらは、ぶどう酒になった水を

なめてみたが、それがどこからきたのか知らなか

ったので、（水をくんだ僕たちは知っていた）花

婿を呼んで 10言った、「どんな人でも、初めに

よいぶどう酒を出して、酔いがまわったころにわ

るいのを出すものだ。それだのに、あなたはよい

ぶどう酒を今までとっておかれました」。 11イ

エスは、この最初のしるしをガリラヤのカナで行

い、その栄光を現された。そして弟子たちはイエ

スを信じた。 12そののち、イエスは、その母、

兄弟たち、弟子たちと一緒に、カペナウムに下っ

て、幾日かそこにとどまられた。 13さて、ユダ

ヤ人の過越の祭が近づいたので、イエスはエルサ

レムに上られた。 14そして牛、羊、はとを売る

者や両替する者などが宮の庭にすわり込んでいる

のをごらんになって、 15なわでむちを造り、羊

も牛もみな宮から追いだし、両替人の金を散らし

、その台をひっくりかえし、 16はとを売る人々

には「これらのものを持って、ここから出て行け

。わたしの父の家を商売の家とするな」と言われ

た。 17弟子たちは、「あなたの家を思う熱心が

、わたしを食いつくすであろう」と書いてあるこ

とを思い出した。 18そこで、ユダヤ人はイエス

に言った、「こんなことをするからには、どんな

しるしをわたしたちに見せてくれますか」。 19

イエスは彼らに答えて言われた、「この神殿をこ

わしたら、わたしは三日のうちに、それを起すで

あろう」。 20そこで、ユダヤ人たちは言った、

「この神殿を建てるのには、四十六年もかかって

います。それだのに、あなたは三日のうちに、そ

れを建てるのですか」。 21イエスは自分のから

だである神殿のことを言われたのである。 22そ

れで、イエスが死人の中からよみがえったとき、
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弟子たちはイエスがこう言われたことを思い出し

て、聖書とイエスのこの言葉とを信じた。 23過

越の祭の間、イエスがエルサレムに滞在しておら

れたとき、多くの人々は、その行われたしるしを

見て、イエスの名を信じた。 24しかしイエスご

自身は、彼らに自分をお任せにならなかった。そ

れは、すべての人を知っておられ、 25また人に

ついてあかしする者を、必要とされなかったから

である。それは、ご自身人の心の中にあることを

知っておられたからである。

3パリサイ人のひとりで、その名をニコデモと
いうユダヤ人の指導者があった。 2この人が夜

イエスのもとにきて言った、「先生、わたしたち

はあなたが神からこられた教師であることを知っ

ています。神がご一緒でないなら、あなたがなさ

っておられるようなしるしは、だれにもできはし

ません」。 3イエスは答えて言われた、「よくよ

くあなたに言っておく。だれでも新しく生れなけ

れば、神の国を見ることはできない」。 4ニコデ

モは言った、「人は年をとってから生れることが

、どうしてできますか。もう一度、母の胎にはい

って生れることができましょうか」。 5イエスは

答えられた、「よくよくあなたに言っておく。だ

れでも、水と霊とから生れなければ、神の国には

いることはできない。 6肉から生れる者は肉であ

り、霊から生れる者は霊である。 7あなたがたは

新しく生れなければならないと、わたしが言った

からとて、不思議に思うには及ばない。 8風は思

いのままに吹く。あなたはその音を聞くが、それ

がどこからきて、どこへ行くかは知らない。霊か

ら生れる者もみな、それと同じである」。 9ニコ

デモはイエスに答えて言った、「どうして、そん

なことがあり得ましょうか」。 10イエスは彼に

答えて言われた、「あなたはイスラエルの教師で

ありながら、これぐらいのことがわからないのか

。 11よくよく言っておく。わたしたちは自分の

知っていることを語り、また自分の見たことをあ

かししているのに、あなたがたはわたしたちのあ

かしを受けいれない。 12わたしが地上のことを

語っているのに、あなたがたが信じないならば、

天上のことを語った場合、どうしてそれを信じる

だろうか。 13天から下ってきた者、すなわち人

の子のほかには、だれも天に上った者はない。 14

そして、ちょうどモーセが荒野でへびを上げたよ

うに、人の子もまた上げられなければならない。

15それは彼を信じる者が、すべて永遠の命を得る

ためである」。 (aiōnios g166) 16神はそのひとり子を

賜わったほどに、この世を愛して下さった。それ

は御子を信じる者がひとりも滅びないで、永遠の

命を得るためである。 (aiōnios g166) 17神が御子を世

につかわされたのは、世をさばくためではなく、

御子によって、この世が救われるためである。 18

彼を信じる者は、さばかれない。信じない者は、

すでにさばかれている。神のひとり子の名を信じ

ることをしないからである。 19そのさばきとい

うのは、光がこの世にきたのに、人々はそのおこ

ないが悪いために、光よりもやみの方を愛したこ

とである。 20悪を行っている者はみな光を憎む

。そして、そのおこないが明るみに出されるのを

恐れて、光にこようとはしない。 21しかし、真

理を行っている者は光に来る。その人のおこない

の、神にあってなされたということが、明らかに

されるためである。 22こののち、イエスは弟子

たちとユダヤの地に行き、彼らと一緒にそこに滞

在して、バプテスマを授けておられた。 23ヨハ

ネもサリムに近いアイノンで、バプテスマを授け

ていた。そこには水がたくさんあったからである

。人々がぞくぞくとやってきてバプテスマを受け

ていた。 24そのとき、ヨハネはまだ獄に入れら

れてはいなかった。 25ところが、ヨハネの弟子

たちとひとりのユダヤ人との間に、きよめのこと

で争論が起った。 26そこで彼らはヨハネのとこ

ろにきて言った、「先生、ごらん下さい。ヨルダ

ンの向こうであなたと一緒にいたことがあり、そ

して、あなたがあかしをしておられたあのかたが

、バプテスマを授けており、皆の者が、そのかた

のところへ出かけています」。 27ヨハネは答え

て言った、「人は天から与えられなければ、何も

のも受けることはできない。 28『わたしはキリ

ストではなく、そのかたよりも先につかわされた

者である』と言ったことをあかししてくれるのは

、あなたがた自身である。 29花嫁をもつ者は花

婿である。花婿の友人は立って彼の声を聞き、そ

の声を聞いて大いに喜ぶ。こうして、この喜びは

わたしに満ち足りている。 30彼は必ず栄え、わ

たしは衰える。 31上から来る者は、すべてのも

のの上にある。地から出る者は、地に属する者で

あって、地のことを語る。天から来る者は、すべ

てのものの上にある。 32彼はその見たところ、
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聞いたところをあかししているが、だれもそのあ

かしを受けいれない。 33しかし、そのあかしを

受けいれる者は、神がまことであることを、たし

かに認めたのである。 34神がおつかわしになっ

たかたは、神の言葉を語る。神は聖霊を限りなく

賜うからである。 35父は御子を愛して、万物を

その手にお与えになった。 36御子を信じる者は

永遠の命をもつ。御子に従わない者は、命にあず

かることがないばかりか、神の怒りがその上にと

どまるのである」。 (aiōnios g166)

4イエスが、ヨハネよりも多く弟子をつくり、
またバプテスマを授けておられるということ

を、パリサイ人たちが聞き、それを主が知られた

とき、 2（しかし、イエスみずからが、バプテス

マをお授けになったのではなく、その弟子たちで

あった） 3ユダヤを去って、またガリラヤへ行か

れた。 4しかし、イエスはサマリヤを通過しなけ

ればならなかった。 5そこで、イエスはサマリヤ

のスカルという町においでになった。この町は、

ヤコブがその子ヨセフに与えた土地の近くにあっ

たが、 6そこにヤコブの井戸があった。イエスは

旅の疲れを覚えて、そのまま、この井戸のそばに

すわっておられた。時は昼の十二時ごろであった

。 7ひとりのサマリヤの女が水をくみにきたので

、イエスはこの女に、「水を飲ませて下さい」と

言われた。 8弟子たちは食物を買いに町に行って

いたのである。 9すると、サマリヤの女はイエス

に言った、「あなたはユダヤ人でありながら、ど

うしてサマリヤの女のわたしに、飲ませてくれと

おっしゃるのですか」。これは、ユダヤ人はサマ

リヤ人と交際していなかったからである。 10イ

エスは答えて言われた、「もしあなたが神の賜物

のことを知り、また、『水を飲ませてくれ』と言

った者が、だれであるか知っていたならば、あな

たの方から願い出て、その人から生ける水をもら

ったことであろう」。 11女はイエスに言った、

「主よ、あなたは、くむ物をお持ちにならず、そ

の上、井戸は深いのです。その生ける水を、どこ

から手に入れるのですか。 12あなたは、この井

戸を下さったわたしたちの父ヤコブよりも、偉い

かたなのですか。ヤコブ自身も飲み、その子らも

、その家畜も、この井戸から飲んだのですが」。

13イエスは女に答えて言われた、「この水を飲む

者はだれでも、またかわくであろう。 14しかし

、わたしが与える水を飲む者は、いつまでも、か

わくことがないばかりか、わたしが与える水は、

その人のうちで泉となり、永遠の命に至る水が、

わきあがるであろう」。 (aiōn g165, aiōnios g166) 15女

はイエスに言った、「主よ、わたしがかわくこと

がなく、また、ここにくみにこなくてもよいよう

に、その水をわたしに下さい」。 16イエスは女

に言われた、「あなたの夫を呼びに行って、ここ

に連れてきなさい」。 17女は答えて言った、「

わたしには夫はありません」。イエスは女に言わ

れた、「夫がないと言ったのは、もっともだ。 18

あなたには五人の夫があったが、今のはあなたの

夫ではない。あなたの言葉のとおりである」。 19

女はイエスに言った、「主よ、わたしはあなたを

預言者と見ます。 20わたしたちの先祖は、この

山で礼拝をしたのですが、あなたがたは礼拝すべ

き場所は、エルサレムにあると言っています」。

21イエスは女に言われた、「女よ、わたしの言う

ことを信じなさい。あなたがたが、この山でも、

またエルサレムでもない所で、父を礼拝する時が

来る。 22あなたがたは自分の知らないものを拝

んでいるが、わたしたちは知っているかたを礼拝

している。救はユダヤ人から来るからである。 23

しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊とまこ

ととをもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今

きている。父は、このような礼拝をする者たちを

求めておられるからである。 24神は霊であるか

ら、礼拝をする者も、霊とまこととをもって礼拝

すべきである」。 25女はイエスに言った、「わ

たしは、キリストと呼ばれるメシヤがこられるこ

とを知っています。そのかたがこられたならば、

わたしたちに、いっさいのことを知らせて下さる

でしょう」。 26イエスは女に言われた、「あな

たと話をしているこのわたしが、それである」。

27そのとき、弟子たちが帰って来て、イエスがひ

とりの女と話しておられるのを見て不思議に思っ

たが、しかし、「何を求めておられますか」とも

、「何を彼女と話しておられるのですか」とも、

尋ねる者はひとりもなかった。 28この女は水が

めをそのままそこに置いて町に行き、人々に言っ

た、 29「わたしのしたことを何もかも、言いあ

てた人がいます。さあ、見にきてごらんなさい。

もしかしたら、この人がキリストかも知れません

」。 30人々は町を出て、ぞくぞくとイエスのと

ころへ行った。 31その間に弟子たちはイエスに
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、「先生、召しあがってください」とすすめた。

32ところが、イエスは言われた、「わたしには、

あなたがたの知らない食物がある」。 33そこで

、弟子たちが互に言った、「だれかが、何か食べ

るものを持ってきてさしあげたのであろうか」。

34イエスは彼らに言われた、「わたしの食物とい

うのは、わたしをつかわされたかたのみこころを

行い、そのみわざをなし遂げることである。 35

あなたがたは、刈入れ時が来るまでには、まだ四

か月あると、言っているではないか。しかし、わ

たしはあなたがたに言う。目をあげて畑を見なさ

い。はや色づいて刈入れを待っている。 36刈る

者は報酬を受けて、永遠の命に至る実を集めてい

る。まく者も刈る者も、共々に喜ぶためである。

(aiōnios g166) 37そこで、『ひとりがまき、ひとりが

刈る』ということわざが、ほんとうのこととなる

。 38わたしは、あなたがたをつかわして、あな

たがたがそのために労苦しなかったものを刈りと

らせた。ほかの人々が労苦し、あなたがたは、彼

らの労苦の実にあずかっているのである」。 39

さて、この町からきた多くのサマリヤ人は、「こ

の人は、わたしのしたことを何もかも言いあてた

」とあかしした女の言葉によって、イエスを信じ

た。 40そこで、サマリヤ人たちはイエスのもと

にきて、自分たちのところに滞在していただきた

いと願ったので、イエスはそこにふつか滞在され

た。 41そしてなお多くの人々が、イエスの言葉

を聞いて信じた。 42彼らは女に言った、「わた

したちが信じるのは、もうあなたが話してくれた

からではない。自分自身で親しく聞いて、この人

こそまことに世の救主であることが、わかったか

らである」。 43ふつかの後に、イエスはここを

去ってガリラヤへ行かれた。 44イエスはみずか

らはっきり、「預言者は自分の故郷では敬われな

いものだ」と言われたのである。 45ガリラヤに

着かれると、ガリラヤの人たちはイエスを歓迎し

た。それは、彼らも祭に行っていたので、その祭

の時、イエスがエルサレムでなされたことをこと

ごとく見ていたからである。 46イエスは、また

ガリラヤのカナに行かれた。そこは、かつて水を

ぶどう酒にかえられた所である。ところが、病気

をしているむすこを持つある役人がカペナウムに

いた。 47この人が、ユダヤからガリラヤにイエ

スのきておられることを聞き、みもとにきて、カ

ペナウムに下って、彼の子をなおしていただきた

いと、願った。その子が死にかかっていたからで

ある。 48そこで、イエスは彼に言われた、「あ

なたがたは、しるしと奇跡とを見ない限り、決し

て信じないだろう」。 49この役人はイエスに言

った、「主よ、どうぞ、子供が死なないうちにき

て下さい」。 50イエスは彼に言われた、「お帰

りなさい。あなたのむすこは助かるのだ」。彼は

自分に言われたイエスの言葉を信じて帰って行っ

た。 51その下って行く途中、僕たちが彼に出会

い、その子が助かったことを告げた。 52そこで

、彼は僕たちに、そのなおりはじめた時刻を尋ね

てみたら、「きのうの午後一時に熱が引きました

」と答えた。 53それは、イエスが「あなたのむ

すこは助かるのだ」と言われたのと同じ時刻であ

ったことを、この父は知って、彼自身もその家族

一同も信じた。 54これは、イエスがユダヤから

ガリラヤにきてなされた第二のしるしである。

5こののち、ユダヤ人の祭があったので、イエ
スはエルサレムに上られた。 2エルサレムにあ

る羊の門のそばに、ヘブル語でベテスダと呼ばれ

る池があった。そこには五つの廊があった。 3そ

の廊の中には、病人、盲人、足なえ、やせ衰えた

者などが、大ぜいからだを横たえていた。〔彼ら

は水の動くのを待っていたのである。 4それは、

時々、主の御使がこの池に降りてきて水を動かす

ことがあるが、水が動いた時まっ先にはいる者は

、どんな病気にかかっていても、いやされたから

である。〕 5さて、そこに三十八年のあいだ、病

気に悩んでいる人があった。 6イエスはその人が

横になっているのを見、また長い間わずらってい

たのを知って、その人に「なおりたいのか」と言

われた。 7この病人はイエスに答えた、「主よ、

水が動く時に、わたしを池の中に入れてくれる人

がいません。わたしがはいりかけると、ほかの人

が先に降りて行くのです」。 8イエスは彼に言わ

れた、「起きて、あなたの床を取りあげ、そして

歩きなさい」。 9すると、この人はすぐにいやさ

れ、床をとりあげて歩いて行った。その日は安息

日であった。 10そこでユダヤ人たちは、そのい

やされた人に言った、「きょうは安息日だ。床を

取りあげるのは、よろしくない」。 11彼は答え

た、「わたしをなおして下さったかたが、床を取

りあげて歩けと、わたしに言われました」。 12

彼らは尋ねた、「取りあげて歩けと言った人は、
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だれか」。 13しかし、このいやされた人は、そ

れがだれであるか知らなかった。群衆がその場に

いたので、イエスはそっと出て行かれたからであ

る。 14そののち、イエスは宮でその人に出会っ

たので、彼に言われた、「ごらん、あなたはよく

なった。もう罪を犯してはいけない。何かもっと

悪いことが、あなたの身に起るかも知れないから

」。 15彼は出て行って、自分をいやしたのはイ

エスであったと、ユダヤ人たちに告げた。 16そ

のためユダヤ人たちは、安息日にこのようなこと

をしたと言って、イエスを責めた。 17そこで、

イエスは彼らに答えられた、「わたしの父は今に

至るまで働いておられる。わたしも働くのである

」。 18このためにユダヤ人たちは、ますますイ

エスを殺そうと計るようになった。それは、イエ

スが安息日を破られたばかりではなく、神を自分

の父と呼んで、自分を神と等しいものとされたか

らである。 19さて、イエスは彼らに答えて言わ

れた、「よくよくあなたがたに言っておく。子は

父のなさることを見てする以外に、自分からは何

事もすることができない。父のなさることであれ

ばすべて、子もそのとおりにするのである。 20

なぜなら、父は子を愛して、みずからなさること

は、すべて子にお示しになるからである。そして

、それよりもなお大きなわざを、お示しになるで

あろう。あなたがたが、それによって不思議に思

うためである。 21すなわち、父が死人を起して

命をお与えになるように、子もまた、そのこころ

にかなう人々に命を与えるであろう。 22父はだ

れをもさばかない。さばきのことはすべて、子に

ゆだねられたからである。 23それは、すべての

人が父を敬うと同様に、子を敬うためである。子

を敬わない者は、子をつかわされた父をも敬わな

い。 24よくよくあなたがたに言っておく。わた

しの言葉を聞いて、わたしをつかわされたかたを

信じる者は、永遠の命を受け、またさばかれるこ

とがなく、死から命に移っているのである。

(aiōnios g166) 25よくよくあなたがたに言っておく。

死んだ人たちが、神の子の声を聞く時が来る。今

すでにきている。そして聞く人は生きるであろう

。 26それは、父がご自分のうちに生命をお持ち

になっていると同様に、子にもまた、自分のうち

に生命を持つことをお許しになったからである。

27そして子は人の子であるから、子にさばきを行

う権威をお与えになった。 28このことを驚くに

は及ばない。墓の中にいる者たちがみな神の子の

声を聞き、 29善をおこなった人々は、生命を受

けるためによみがえり、悪をおこなった人々は、

さばきを受けるためによみがえって、それぞれ出

てくる時が来るであろう。 30わたしは、自分か

らは何事もすることができない。ただ聞くままに

さばくのである。そして、わたしのこのさばきは

正しい。それは、わたし自身の考えでするのでは

なく、わたしをつかわされたかたの、み旨を求め

ているからである。 31もし、わたしが自分自身

についてあかしをするならば、わたしのあかしは

ほんとうではない。 32わたしについてあかしを

するかたはほかにあり、そして、その人がするあ

かしがほんとうであることを、わたしは知ってい

る。 33あなたがたはヨハネのもとへ人をつかわ

したが、そのとき彼は真理についてあかしをした

。 34わたしは人からあかしを受けないが、この

ことを言うのは、あなたがたが救われるためであ

る。 35ヨハネは燃えて輝くあかりであった。あ

なたがたは、しばらくの間その光を喜び楽しもう

とした。 36しかし、わたしには、ヨハネのあか

しよりも、もっと力あるあかしがある。父がわた

しに成就させようとしてお与えになったわざ、す

なわち、今わたしがしているこのわざが、父のわ

たしをつかわされたことをあかししている。 37

また、わたしをつかわされた父も、ご自分でわた

しについてあかしをされた。あなたがたは、まだ

そのみ声を聞いたこともなく、そのみ姿を見たこ

ともない。 38また、神がつかわされた者を信じ

ないから、神の御言はあなたがたのうちにとどま

っていない。 39あなたがたは、聖書の中に永遠

の命があると思って調べているが、この聖書は、

わたしについてあかしをするものである。 (aiōnios

g166) 40しかも、あなたがたは、命を得るためにわ

たしのもとにこようともしない。 41わたしは人

からの誉を受けることはしない。 42しかし、あ

なたがたのうちには神を愛する愛がないことを知

っている。 43わたしは父の名によってきたのに

、あなたがたはわたしを受けいれない。もし、ほ

かの人が彼自身の名によって来るならば、その人

を受けいれるのであろう。 44互に誉を受けなが

ら、ただひとりの神からの誉を求めようとしない

あなたがたは、どうして信じることができようか

。 45わたしがあなたがたのことを父に訴えると

、考えてはいけない。あなたがたを訴える者は、
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あなたがたが頼みとしているモーセその人である

。 46もし、あなたがたがモーセを信じたならば

、わたしをも信じたであろう。モーセは、わたし

について書いたのである。 47しかし、モーセの

書いたものを信じないならば、どうしてわたしの

言葉を信じるだろうか」。

6そののち、イエスはガリラヤの海、すなわち
、テベリヤ湖の向こう岸へ渡られた。 2すると

、大ぜいの群衆がイエスについてきた。病人たち

になさっていたしるしを見たからである。 3イエ

スは山に登って、弟子たちと一緒にそこで座につ

かれた。 4時に、ユダヤ人の祭である過越が間近

になっていた。 5イエスは目をあげ、大ぜいの群

衆が自分の方に集まって来るのを見て、ピリポに

言われた、「どこからパンを買ってきて、この人

々に食べさせようか」。 6これはピリポをためそ

うとして言われたのであって、ご自分ではしよう

とすることを、よくご承知であった。 7すると、

ピリポはイエスに答えた、「二百デナリのパンが

あっても、めいめいが少しずついただくにも足り

ますまい」。 8弟子のひとり、シモン・ペテロの

兄弟アンデレがイエスに言った、 9「ここに、大

麦のパン五つと、さかな二ひきとを持っている子

供がいます。しかし、こんなに大ぜいの人では、

それが何になりましょう」。 10イエスは「人々

をすわらせなさい」と言われた。その場所には草

が多かった。そこにすわった男の数は五千人ほど

であった。 11そこで、イエスはパンを取り、感

謝してから、すわっている人々に分け与え、また

、さかなをも同様にして、彼らの望むだけ分け与

えられた。 12人々がじゅうぶんに食べたのち、

イエスは弟子たちに言われた、「少しでもむだに

ならないように、パンくずのあまりを集めなさい

」。 13そこで彼らが集めると、五つの大麦のパ

ンを食べて残ったパンくずは、十二のかごにいっ

ぱいになった。 14人々はイエスのなさったこの

しるしを見て、「ほんとうに、この人こそ世にき

たるべき預言者である」と言った。 15イエスは

人々がきて、自分をとらえて王にしようとしてい

ると知って、ただひとり、また山に退かれた。 16

夕方になったとき、弟子たちは海べに下り、 17

舟に乗って海を渡り、向こう岸のカペナウムに行

きかけた。すでに暗くなっていたのに、イエスは

まだ彼らのところにおいでにならなかった。 18

その上、強い風が吹いてきて、海は荒れ出した。

19四、五十丁こぎ出したとき、イエスが海の上を

歩いて舟に近づいてこられるのを見て、彼らは恐

れた。 20すると、イエスは彼らに言われた、「

わたしだ、恐れることはない」。 21そこで、彼

らは喜んでイエスを舟に迎えようとした。すると

舟は、すぐ、彼らが行こうとしていた地に着いた

。 22その翌日、海の向こう岸に立っていた群衆

は、そこに小舟が一そうしかなく、またイエスは

弟子たちと一緒に小舟にお乗りにならず、ただ弟

子たちだけが船出したのを見た。 23しかし、数

そうの小舟がテベリヤからきて、主が感謝された

のちパンを人々に食べさせた場所に近づいた。 24

群衆は、イエスも弟子たちもそこにいないと知っ

て、それらの小舟に乗り、イエスをたずねてカペ

ナウムに行った。 25そして、海の向こう岸でイ

エスに出会ったので言った、「先生、いつ、ここ

においでになったのですか」。 26イエスは答え

て言われた、「よくよくあなたがたに言っておく

。あなたがたがわたしを尋ねてきているのは、し

るしを見たためではなく、パンを食べて満腹した

からである。 27朽ちる食物のためではなく、永

遠の命に至る朽ちない食物のために働くがよい。

これは人の子があなたがたに与えるものである。

父なる神は、人の子にそれをゆだねられたのであ

る」。 (aiōnios g166) 28そこで、彼らはイエスに言っ

た、「神のわざを行うために、わたしたちは何を

したらよいでしょうか」。 29イエスは彼らに答

えて言われた、「神がつかわされた者を信じるこ

とが、神のわざである」。 30彼らはイエスに言

った、「わたしたちが見てあなたを信じるために

、どんなしるしを行って下さいますか。どんなこ

とをして下さいますか。 31わたしたちの先祖は

荒野でマナを食べました。それは『天よりのパン

を彼らに与えて食べさせた』と書いてあるとおり

です」。 32そこでイエスは彼らに言われた、「

よくよく言っておく。天からのパンをあなたがた

に与えたのは、モーセではない。天からのまこと

のパンをあなたがたに与えるのは、わたしの父な

のである。 33神のパンは、天から下ってきて、

この世に命を与えるものである」。 34彼らはイ

エスに言った、「主よ、そのパンをいつもわたし

たちに下さい」。 35イエスは彼らに言われた、

「わたしが命のパンである。わたしに来る者は決

して飢えることがなく、わたしを信じる者は決し
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てかわくことがない。 36しかし、あなたがたに

言ったが、あなたがたはわたしを見たのに信じよ

うとはしない。 37父がわたしに与えて下さる者

は皆、わたしに来るであろう。そして、わたしに

来る者を決して拒みはしない。 38わたしが天か

ら下ってきたのは、自分のこころのままを行うた

めではなく、わたしをつかわされたかたのみここ

ろを行うためである。 39わたしをつかわされた

かたのみこころは、わたしに与えて下さった者を

、わたしがひとりも失わずに、終りの日によみが

えらせることである。 40わたしの父のみこころ

は、子を見て信じる者が、ことごとく永遠の命を

得ることなのである。そして、わたしはその人々

を終りの日によみがえらせるであろう」。 (aiōnios

g166) 41ユダヤ人らは、イエスが「わたしは天から

下ってきたパンである」と言われたので、イエス

についてつぶやき始めた。 42そして言った、「

これはヨセフの子イエスではないか。わたしたち

はその父母を知っているではないか。わたしは天

から下ってきたと、どうして今いうのか」。 43

イエスは彼らに答えて言われた、「互につぶやい

てはいけない。 44わたしをつかわされた父が引

きよせて下さらなければ、だれもわたしに来るこ

とはできない。わたしは、その人々を終りの日に

よみがえらせるであろう。 45預言者の書に、『

彼らはみな神に教えられるであろう』と書いてあ

る。父から聞いて学んだ者は、みなわたしに来る

のである。 46神から出た者のほかに、だれかが

父を見たのではない。その者だけが父を見たので

ある。 47よくよくあなたがたに言っておく。信

じる者には永遠の命がある。 (aiōnios g166) 48わたし

は命のパンである。 49あなたがたの先祖は荒野

でマナを食べたが、死んでしまった。 50しかし

、天から下ってきたパンを食べる人は、決して死

ぬことはない。 51わたしは天から下ってきた生

きたパンである。それを食べる者は、いつまでも

生きるであろう。わたしが与えるパンは、世の命

のために与えるわたしの肉である」。 (aiōn g165) 52

そこで、ユダヤ人らが互に論じて言った、「この

人はどうして、自分の肉をわたしたちに与えて食

べさせることができようか」。 53イエスは彼ら

に言われた、「よくよく言っておく。人の子の肉

を食べず、また、その血を飲まなければ、あなた

がたの内に命はない。 54わたしの肉を食べ、わ

たしの血を飲む者には、永遠の命があり、わたし

はその人を終りの日によみがえらせるであろう。

(aiōnios g166) 55わたしの肉はまことの食物、わたし

の血はまことの飲み物である。 56わたしの肉を

食べ、わたしの血を飲む者はわたしにおり、わた

しもまたその人におる。 57生ける父がわたしを

つかわされ、また、わたしが父によって生きてい

るように、わたしを食べる者もわたしによって生

きるであろう。 58天から下ってきたパンは、先

祖たちが食べたが死んでしまったようなものでは

ない。このパンを食べる者は、いつまでも生きる

であろう」。 (aiōn g165) 59これらのことは、イエス

がカペナウムの会堂で教えておられたときに言わ

れたものである。 60弟子たちのうちの多くの者

は、これを聞いて言った、「これは、ひどい言葉

だ。だれがそんなことを聞いておられようか」。

61しかしイエスは、弟子たちがそのことでつぶや

いているのを見破って、彼らに言われた、「この

ことがあなたがたのつまずきになるのか。 62そ

れでは、もし人の子が前にいた所に上るのを見た

ら、どうなるのか。 63人を生かすものは霊であ

って、肉はなんの役にも立たない。わたしがあな

たがたに話した言葉は霊であり、また命である。

64しかし、あなたがたの中には信じない者がいる

」。イエスは、初めから、だれが信じないか、ま

た、だれが彼を裏切るかを知っておられたのであ

る。 65そしてイエスは言われた、「それだから

、父が与えて下さった者でなければ、わたしに来

ることはできないと、言ったのである」。 66そ

れ以来、多くの弟子たちは去っていって、もはや

イエスと行動を共にしなかった。 67そこでイエ

スは十二弟子に言われた、「あなたがたも去ろう

とするのか」。 68シモン・ペテロが答えた、「

主よ、わたしたちは、だれのところに行きましょ

う。永遠の命の言をもっているのはあなたです。

(aiōnios g166) 69わたしたちは、あなたが神の聖者で

あることを信じ、また知っています」。 70イエ

スは彼らに答えられた、「あなたがた十二人を選

んだのは、わたしではなかったか。それだのに、

あなたがたのうちのひとりは悪魔である」。 71

これは、イスカリオテのシモンの子ユダをさして

言われたのである。このユダは、十二弟子のひと

りでありながら、イエスを裏切ろうとしていた

。
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7そののち、イエスはガリラヤを巡回しておら
れた。ユダヤ人たちが自分を殺そうとしてい

たので、ユダヤを巡回しようとはされなかった。

2時に、ユダヤ人の仮庵の祭が近づいていた。 3

そこで、イエスの兄弟たちがイエスに言った、「

あなたがしておられるわざを弟子たちにも見せる

ために、ここを去りユダヤに行ってはいかがです

。 4自分を公けにあらわそうと思っている人で、

隠れて仕事をするものはありません。あなたがこ

れらのことをするからには、自分をはっきりと世

にあらわしなさい」。 5こう言ったのは、兄弟た

ちもイエスを信じていなかったからである。 6そ

こでイエスは彼らに言われた、「わたしの時はま

だきていない。しかし、あなたがたの時はいつも

備わっている。 7世はあなたがたを憎み得ないが

、わたしを憎んでいる。わたしが世のおこないの

悪いことを、あかししているからである。 8あな

たがたこそ祭に行きなさい。わたしはこの祭には

行かない。わたしの時はまだ満ちていないから」

。 9彼らにこう言って、イエスはガリラヤにとど

まっておられた。 10しかし、兄弟たちが祭に行

ったあとで、イエスも人目にたたぬように、ひそ

かに行かれた。 11ユダヤ人らは祭の時に、「あ

の人はどこにいるのか」と言って、イエスを捜し

ていた。 12群衆の中に、イエスについていろい

ろとうわさが立った。ある人々は、「あれはよい

人だ」と言い、他の人々は、「いや、あれは群衆

を惑わしている」と言った。 13しかし、ユダヤ

人らを恐れて、イエスのことを公然と口にする者

はいなかった。 14祭も半ばになってから、イエ

スは宮に上って教え始められた。 15すると、ユ

ダヤ人たちは驚いて言った、「この人は学問をし

たこともないのに、どうして律法の知識をもって

いるのだろう」。 16そこでイエスは彼らに答え

て言われた、「わたしの教はわたし自身の教では

なく、わたしをつかわされたかたの教である。 17

神のみこころを行おうと思う者であれば、だれで

も、わたしの語っているこの教が神からのものか

、それとも、わたし自身から出たものか、わかる

であろう。 18自分から出たことを語る者は、自

分の栄光を求めるが、自分をつかわされたかたの

栄光を求める者は真実であって、その人の内には

偽りがない。 19モーセはあなたがたに律法を与

えたではないか。それだのに、あなたがたのうち

には、その律法を行う者がひとりもない。あなた

がたは、なぜわたしを殺そうと思っているのか」

。 20群衆は答えた、「あなたは悪霊に取りつか

れている。だれがあなたを殺そうと思っているも

のか」。 21イエスは彼らに答えて言われた、「

わたしが一つのわざをしたところ、あなたがたは

皆それを見て驚いている。 22モーセはあなたが

たに割礼を命じたので、（これは、実は、モーセ

から始まったのではなく、先祖たちから始まった

ものである）あなたがたは安息日にも人に割礼を

施している。 23もし、モーセの律法が破られな

いように、安息日であっても割礼を受けるのなら

、安息日に人の全身を丈夫にしてやったからとい

って、どうして、そんなにおこるのか。 24うわ

べで人をさばかないで、正しいさばきをするがよ

い」。 25さて、エルサレムのある人たちが言っ

た、「この人は人々が殺そうと思っている者では

ないか。 26見よ、彼は公然と語っているのに、

人々はこれに対して何も言わない。役人たちは、

この人がキリストであることを、ほんとうに知っ

ているのではなかろうか。 27わたしたちはこの

人がどこからきたのか知っている。しかし、キリ

ストが現れる時には、どこから来るのか知ってい

る者は、ひとりもいない」。 28イエスは宮の内

で教えながら、叫んで言われた、「あなたがたは

、わたしを知っており、また、わたしがどこから

きたかも知っている。しかし、わたしは自分から

きたのではない。わたしをつかわされたかたは真

実であるが、あなたがたは、そのかたを知らない

。 29わたしは、そのかたを知っている。わたし

はそのかたのもとからきた者で、そのかたがわた

しをつかわされたのである」。 30そこで人々は

イエスを捕えようと計ったが、だれひとり手をか

ける者はなかった。イエスの時が、まだきていな

かったからである。 31しかし、群衆の中の多く

の者が、イエスを信じて言った、「キリストがき

ても、この人が行ったよりも多くのしるしを行う

だろうか」。 32群衆がイエスについてこのよう

なうわさをしているのを、パリサイ人たちは耳に

した。そこで、祭司長たちやパリサイ人たちは、

イエスを捕えようとして、下役どもをつかわした

。 33イエスは言われた、「今しばらくの間、わ

たしはあなたがたと一緒にいて、それから、わた

しをおつかわしになったかたのみもとに行く。 34

あなたがたはわたしを捜すであろうが、見つける

ことはできない。そしてわたしのいる所に、あな
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たがたは来ることができない」。 35そこでユダ

ヤ人たちは互に言った、「わたしたちが見つける

ことができないというのは、どこへ行こうとして

いるのだろう。ギリシヤ人の中に離散している人

たちのところにでも行って、ギリシヤ人を教えよ

うというのだろうか。 36また、『わたしを捜す

が、見つけることはできない。そしてわたしのい

る所には来ることができないだろう』と言ったそ

の言葉は、どういう意味だろう」。 37祭の終り

の大事な日に、イエスは立って、叫んで言われた

、「だれでもかわく者は、わたしのところにきて

飲むがよい。 38わたしを信じる者は、聖書に書

いてあるとおり、その腹から生ける水が川となっ

て流れ出るであろう」。 39これは、イエスを信

じる人々が受けようとしている御霊をさして言わ

れたのである。すなわち、イエスはまだ栄光を受

けておられなかったので、御霊がまだ下っていな

かったのである。 40群衆のある者がこれらの言

葉を聞いて、「このかたは、ほんとうに、あの預

言者である」と言い、 41ほかの人たちは「この

かたはキリストである」と言い、また、ある人々

は、「キリストはまさか、ガリラヤからは出てこ

ないだろう。 42キリストは、ダビデの子孫から

、またダビデのいたベツレヘムの村から出ると、

聖書に書いてあるではないか」と言った。 43こ

うして、群衆の間にイエスのことで分争が生じた

。 44彼らのうちのある人々は、イエスを捕えよ

うと思ったが、だれひとり手をかける者はなかっ

た。 45さて、下役どもが祭司長たちやパリサイ

人たちのところに帰ってきたので、彼らはその下

役どもに言った、「なぜ、あの人を連れてこなか

ったのか」。 46下役どもは答えた、「この人の

語るように語った者は、これまでにありませんで

した」。 47パリサイ人たちが彼らに答えた、「

あなたがたまでが、だまされているのではないか

。 48役人たちやパリサイ人たちの中で、ひとり

でも彼を信じた者があっただろうか。 49律法を

わきまえないこの群衆は、のろわれている」。 50

彼らの中のひとりで、以前にイエスに会いにきた

ことのあるニコデモが、彼らに言った、 51「わ

たしたちの律法によれば、まずその人の言い分を

聞き、その人のしたことを知った上でなければ、

さばくことをしないのではないか」。 52彼らは

答えて言った、「あなたもガリラヤ出なのか。よ

く調べてみなさい、ガリラヤからは預言者が出る

ものではないことが、わかるだろう」。〔 53そ

して、人々はおのおの家に帰って行った。

8イエスはオリブ山に行かれた。 2朝早くまた宮

にはいられると、人々が皆みもとに集まって

きたので、イエスはすわって彼らを教えておられ

た。 3すると、律法学者たちやパリサイ人たちが

、姦淫をしている時につかまえられた女をひっぱ

ってきて、中に立たせた上、イエスに言った、 4

「先生、この女は姦淫の場でつかまえられました

。 5モーセは律法の中で、こういう女を石で打ち

殺せと命じましたが、あなたはどう思いますか」

。 6彼らがそう言ったのは、イエスをためして、

訴える口実を得るためであった。しかし、イエス

は身をかがめて、指で地面に何か書いておられた

。 7彼らが問い続けるので、イエスは身を起して

彼らに言われた、「あなたがたの中で罪のない者

が、まずこの女に石を投げつけるがよい」。 8そ

してまた身をかがめて、地面に物を書きつづけら

れた。 9これを聞くと、彼らは年寄から始めて、

ひとりびとり出て行き、ついに、イエスだけにな

り、女は中にいたまま残された。 10そこでイエ

スは身を起して女に言われた、「女よ、みんなは

どこにいるか。あなたを罰する者はなかったのか

」。 11女は言った、「主よ、だれもございませ

ん」。イエスは言われた、「わたしもあなたを罰

しない。お帰りなさい。今後はもう罪を犯さない

ように」。〕 12イエスは、また人々に語ってこ

う言われた、「わたしは世の光である。わたしに

従って来る者は、やみのうちを歩くことがなく、

命の光をもつであろう」。 13するとパリサイ人

たちがイエスに言った、「あなたは、自分のこと

をあかししている。あなたのあかしは真実ではな

い」。 14イエスは彼らに答えて言われた、「た

とい、わたしが自分のことをあかししても、わた

しのあかしは真実である。それは、わたしがどこ

からきたのか、また、どこへ行くのかを知ってい

るからである。しかし、あなたがたは、わたしが

どこからきて、どこへ行くのかを知らない。 15

あなたがたは肉によって人をさばくが、わたしは

だれもさばかない。 16しかし、もしわたしがさ

ばくとすれば、わたしのさばきは正しい。なぜな

ら、わたしはひとりではなく、わたしをつかわさ

れたかたが、わたしと一緒だからである。 17あ

なたがたの律法には、ふたりによる証言は真実だ
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と、書いてある。 18わたし自身のことをあかし

するのは、わたしであるし、わたしをつかわされ

た父も、わたしのことをあかしして下さるのであ

る」。 19すると、彼らはイエスに言った、「あ

なたの父はどこにいるのか」。イエスは答えられ

た、「あなたがたは、わたしをもわたしの父をも

知っていない。もし、あなたがたがわたしを知っ

ていたなら、わたしの父をも知っていたであろう

」。 20イエスが宮の内で教えていた時、これら

の言葉をさいせん箱のそばで語られたのであるが

、イエスの時がまだきていなかったので、だれも

捕える者がなかった。 21さて、また彼らに言わ

れた、「わたしは去って行く。あなたがたはわた

しを捜し求めるであろう。そして自分の罪のうち

に死ぬであろう。わたしの行く所には、あなたが

たは来ることができない」。 22そこでユダヤ人

たちは言った、「わたしの行く所に、あなたがた

は来ることができないと、言ったのは、あるいは

自殺でもしようとするつもりか」。 23イエスは

彼らに言われた、「あなたがたは下から出た者だ

が、わたしは上からきた者である。あなたがたは

この世の者であるが、わたしはこの世の者ではな

い。 24だからわたしは、あなたがたは自分の罪

のうちに死ぬであろうと、言ったのである。もし

わたしがそういう者であることをあなたがたが信

じなければ、罪のうちに死ぬことになるからであ

る」。 25そこで彼らはイエスに言った、「あな

たは、いったい、どういうかたですか」。イエス

は彼らに言われた、「わたしがどういう者である

かは、初めからあなたがたに言っているではない

か。 26あなたがたについて、わたしの言うべき

こと、さばくべきことが、たくさんある。しかし

、わたしをつかわされたかたは真実なかたである

。わたしは、そのかたから聞いたままを世にむか

って語るのである」。 27彼らは、イエスが父に

ついて話しておられたことを悟らなかった。 28

そこでイエスは言われた、「あなたがたが人の子

を上げてしまった後はじめて、わたしがそういう

者であること、また、わたしは自分からは何もせ

ず、ただ父が教えて下さったままを話していたこ

とが、わかってくるであろう。 29わたしをつか

わされたかたは、わたしと一緒におられる。わた

しは、いつも神のみこころにかなうことをしてい

るから、わたしをひとり置きざりになさることは

ない」。 30これらのことを語られたところ、多

くの人々がイエスを信じた。 31イエスは自分を

信じたユダヤ人たちに言われた、「もしわたしの

言葉のうちにとどまっておるなら、あなたがたは

、ほんとうにわたしの弟子なのである。 32また

真理を知るであろう。そして真理は、あなたがた

に自由を得させるであろう」。 33そこで、彼ら

はイエスに言った、「わたしたちはアブラハムの

子孫であって、人の奴隷になったことなどは、一

度もない。どうして、あなたがたに自由を得させ

るであろうと、言われるのか」。 34イエスは彼

らに答えられた、「よくよくあなたがたに言って

おく。すべて罪を犯す者は罪の奴隷である。 35

そして、奴隷はいつまでも家にいる者ではない。

しかし、子はいつまでもいる。 (aiōn g165) 36だから

、もし子があなたがたに自由を得させるならば、

あなたがたは、ほんとうに自由な者となるのであ

る。 37わたしは、あなたがたがアブラハムの子

孫であることを知っている。それだのに、あなた

がたはわたしを殺そうとしている。わたしの言葉

が、あなたがたのうちに根をおろしていないから

である。 38わたしはわたしの父のもとで見たこ

とを語っているが、あなたがたは自分の父から聞

いたことを行っている」。 39彼らはイエスに答

えて言った、「わたしたちの父はアブラハムであ

る」。イエスは彼らに言われた、「もしアブラハ

ムの子であるなら、アブラハムのわざをするがよ

い。 40ところが今、神から聞いた真理をあなた

がたに語ってきたこのわたしを、殺そうとしてい

る。そんなことをアブラハムはしなかった。 41

あなたがたは、あなたがたの父のわざを行ってい

るのである」。彼らは言った、「わたしたちは、

不品行の結果うまれた者ではない。わたしたちに

はひとりの父がある。それは神である」。 42イ

エスは彼らに言われた、「神があなたがたの父で

あるならば、あなたがたはわたしを愛するはずで

ある。わたしは神から出た者、また神からきてい

る者であるからだ。わたしは自分からきたのでは

なく、神からつかわされたのである。 43どうし

てあなたがたは、わたしの話すことがわからない

のか。あなたがたが、わたしの言葉を悟ることが

できないからである。 44あなたがたは自分の父

、すなわち、悪魔から出てきた者であって、その

父の欲望どおりを行おうと思っている。彼は初め

から、人殺しであって、真理に立つ者ではない。

彼のうちには真理がないからである。彼が偽りを
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言うとき、いつも自分の本音をはいているのであ

る。彼は偽り者であり、偽りの父であるからだ。

45しかし、わたしが真理を語っているので、あな

たがたはわたしを信じようとしない。 46あなた

がたのうち、だれがわたしに罪があると責めうる

のか。わたしは真理を語っているのに、なぜあな

たがたは、わたしを信じないのか。 47神からき

た者は神の言葉に聞き従うが、あなたがたが聞き

従わないのは、神からきた者でないからである」

。 48ユダヤ人たちはイエスに答えて言った、「

あなたはサマリヤ人で、悪霊に取りつかれている

と、わたしたちが言うのは、当然ではないか」。

49イエスは答えられた、「わたしは、悪霊に取り

つかれているのではなくて、わたしの父を重んじ

ているのだが、あなたがたはわたしを軽んじてい

る。 50わたしは自分の栄光を求めてはいない。

それを求めるかたが別にある。そのかたは、また

さばくかたである。 51よくよく言っておく。も

し人がわたしの言葉を守るならば、その人はいつ

までも死を見ることがないであろう」。 (aiōn g165)

52ユダヤ人たちが言った、「あなたが悪霊に取り

つかれていることが、今わかった。アブラハムは

死に、預言者たちも死んでいる。それだのに、あ

なたは、わたしの言葉を守る者はいつまでも死を

味わうことがないであろうと、言われる。 (aiōn

g165) 53あなたは、わたしたちの父アブラハムより

偉いのだろうか。彼も死に、預言者たちも死んだ

ではないか。あなたは、いったい、自分をだれと

思っているのか」。 54イエスは答えられた、「

わたしがもし自分に栄光を帰するなら、わたしの

栄光は、むなしいものである。わたしに栄光を与

えるかたは、わたしの父であって、あなたがたが

自分の神だと言っているのは、そのかたのことで

ある。 55あなたがたはその神を知っていないが

、わたしは知っている。もしわたしが神を知らな

いと言うならば、あなたがたと同じような偽り者

であろう。しかし、わたしはそのかたを知り、そ

の御言を守っている。 56あなたがたの父アブラ

ハムは、わたしのこの日を見ようとして楽しんで

いた。そしてそれを見て喜んだ」。 57そこでユ

ダヤ人たちはイエスに言った、「あなたはまだ五

十にもならないのに、アブラハムを見たのか」。

58イエスは彼らに言われた、「よくよくあなたが

たに言っておく。アブラハムの生れる前からわた

しは、いるのである」。 59そこで彼らは石をと

って、イエスに投げつけようとした。しかし、イ

エスは身を隠して、宮から出て行かれた。

9イエスが道をとおっておられるとき、生れつ
きの盲人を見られた。 2弟子たちはイエスに尋

ねて言った、「先生、この人が生れつき盲人なの

は、だれが罪を犯したためですか。本人ですか、

それともその両親ですか」。 3イエスは答えられ

た、「本人が罪を犯したのでもなく、また、その

両親が犯したのでもない。ただ神のみわざが、彼

の上に現れるためである。 4わたしたちは、わた

しをつかわされたかたのわざを、昼の間にしなけ

ればならない。夜が来る。すると、だれも働けな

くなる。 5わたしは、この世にいる間は、世の光

である」。 6イエスはそう言って、地につばきを

し、そのつばきで、どろをつくり、そのどろを盲

人の目に塗って言われた、 7「シロアム（つかわ

された者、の意）の池に行って洗いなさい」。そ

こで彼は行って洗った。そして見えるようになっ

て、帰って行った。 8近所の人々や、彼がもと、

こじきであったのを見知っていた人々が言った、

「この人は、すわってこじきをしていた者ではな

いか」。 9ある人々は「その人だ」と言い、他の

人々は「いや、ただあの人に似ているだけだ」と

言った。しかし、本人は「わたしがそれだ」と言

った。 10そこで人々は彼に言った、「では、お

まえの目はどうしてあいたのか」。 11彼は答え

た、「イエスというかたが、どろをつくって、わ

たしの目に塗り、『シロアムに行って洗え』と言

われました。それで、行って洗うと、見えるよう

になりました」。 12人々は彼に言った、「その

人はどこにいるのか」。彼は「知りません」と答

えた。 13人々は、もと盲人であったこの人を、

パリサイ人たちのところにつれて行った。 14イ

エスがどろをつくって彼の目をあけたのは、安息

日であった。 15パリサイ人たちもまた、「どう

して見えるようになったのか」、と彼に尋ねた。

彼は答えた、「あのかたがわたしの目にどろを塗

り、わたしがそれを洗い、そして見えるようにな

りました」。 16そこで、あるパリサイ人たちが

言った、「その人は神からきた人ではない。安息

日を守っていないのだから」。しかし、ほかの人

々は言った、「罪のある人が、どうしてそのよう

なしるしを行うことができようか」。そして彼ら

の間に分争が生じた。 17そこで彼らは、もう一
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度この盲人に聞いた、「おまえの目をあけてくれ

たその人を、どう思うか」。「預言者だと思いま

す」と彼は言った。 18ユダヤ人たちは、彼がも

と盲人であったが見えるようになったことを、ま

だ信じなかった。ついに彼らは、目が見えるよう

になったこの人の両親を呼んで、 19尋ねて言っ

た、「これが、生れつき盲人であったと、おまえ

たちの言っているむすこか。それではどうして、

いま目が見えるのか」。 20両親は答えて言った

、「これがわたしどものむすこであること、また

生れつき盲人であったことは存じています。 21

しかし、どうしていま見えるようになったのか、

それは知りません。また、だれがその目をあけて

下さったのかも知りません。あれに聞いて下さい

。あれはもうおとなですから、自分のことは自分

で話せるでしょう」。 22両親はユダヤ人たちを

恐れていたので、こう答えたのである。それは、

もしイエスをキリストと告白する者があれば、会

堂から追い出すことに、ユダヤ人たちが既に決め

ていたからである。 23彼の両親が「おとなです

から、あれに聞いて下さい」と言ったのは、その

ためであった。 24そこで彼らは、盲人であった

人をもう一度呼んで言った、「神に栄光を帰する

がよい。あの人が罪人であることは、わたしたち

にはわかっている」。 25すると彼は言った、「

あのかたが罪人であるかどうか、わたしは知りま

せん。ただ一つのことだけ知っています。わたし

は盲であったが、今は見えるということです」。

26そこで彼らは言った、「その人はおまえに何を

したのか。どんなにしておまえの目をあけたのか

」。 27彼は答えた、「そのことはもう話してあ

げたのに、聞いてくれませんでした。なぜまた聞

こうとするのですか。あなたがたも、あの人の弟

子になりたいのですか」。 28そこで彼らは彼を

ののしって言った、「おまえはあれの弟子だが、

わたしたちはモーセの弟子だ。 29モーセに神が

語られたということは知っている。だが、あの人

がどこからきた者か、わたしたちは知らぬ」。 30

そこで彼が答えて言った、「わたしの目をあけて

下さったのに、そのかたがどこからきたか、ご存

じないとは、不思議千万です。 31わたしたちは

このことを知っています。神は罪人の言うことは

お聞きいれになりませんが、神を敬い、そのみこ

ころを行う人の言うことは、聞きいれて下さいま

す。 32生れつき盲であった者の目をあけた人が

あるということは、世界が始まって以来、聞いた

ことがありません。 (aiōn g165) 33もしあのかたが神

からきた人でなかったら、何一つできなかったは

ずです」。 34これを聞いて彼らは言った、「お

まえは全く罪の中に生れていながら、わたしたち

を教えようとするのか」。そして彼を外へ追い出

した。 35イエスは、その人が外へ追い出された

ことを聞かれた。そして彼に会って言われた、「

あなたは人の子を信じるか」。 36彼は答えて言

った、「主よ、それはどなたですか。そのかたを

信じたいのですが」。 37イエスは彼に言われた

、「あなたは、もうその人に会っている。今あな

たと話しているのが、その人である」。 38する

と彼は、「主よ、信じます」と言って、イエスを

拝した。 39そこでイエスは言われた、「わたし

がこの世にきたのは、さばくためである。すなわ

ち、見えない人たちが見えるようになり、見える

人たちが見えないようになるためである」。 40

そこにイエスと一緒にいたあるパリサイ人たちが

、それを聞いてイエスに言った、「それでは、わ

たしたちも盲なのでしょうか」。 41イエスは彼

らに言われた、「もしあなたがたが盲人であった

なら、罪はなかったであろう。しかし、今あなた

がたが『見える』と言い張るところに、あなたが

たの罪がある。

10よくよくあなたがたに言っておく。羊の囲い
にはいるのに、門からでなく、ほかの所から

のりこえて来る者は、盗人であり、強盗である。

2門からはいる者は、羊の羊飼である。 3門番は

彼のために門を開き、羊は彼の声を聞く。そして

彼は自分の羊の名をよんで連れ出す。 4自分の羊

をみな出してしまうと、彼は羊の先頭に立って行

く。羊はその声を知っているので、彼について行

くのである。 5ほかの人には、ついて行かないで

逃げ去る。その人の声を知らないからである」。

6イエスは彼らにこの比喩を話されたが、彼らは

自分たちにお話しになっているのが何のことだか

、わからなかった。 7そこで、イエスはまた言わ

れた、「よくよくあなたがたに言っておく。わた

しは羊の門である。 8わたしよりも前にきた人は

、みな盗人であり、強盗である。羊は彼らに聞き

従わなかった。 9わたしは門である。わたしをと

おってはいる者は救われ、また出入りし、牧草に

ありつくであろう。 10盗人が来るのは、盗んだ
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り、殺したり、滅ぼしたりするためにほかならな

い。わたしがきたのは、羊に命を得させ、豊かに

得させるためである。 11わたしはよい羊飼であ

る。よい羊飼は、羊のために命を捨てる。 12羊

飼ではなく、羊が自分のものでもない雇人は、お

おかみが来るのを見ると、羊をすてて逃げ去る。

そして、おおかみは羊を奪い、また追い散らす。

13彼は雇人であって、羊のことを心にかけていな

いからである。 14わたしはよい羊飼であって、

わたしの羊を知り、わたしの羊はまた、わたしを

知っている。 15それはちょうど、父がわたしを

知っておられ、わたしが父を知っているのと同じ

である。そして、わたしは羊のために命を捨てる

のである。 16わたしにはまた、この囲いにいな

い他の羊がある。わたしは彼らをも導かねばなら

ない。彼らも、わたしの声に聞き従うであろう。

そして、ついに一つの群れ、ひとりの羊飼となる

であろう。 17父は、わたしが自分の命を捨てる

から、わたしを愛して下さるのである。命を捨て

るのは、それを再び得るためである。 18だれか

が、わたしからそれを取り去るのではない。わた

しが、自分からそれを捨てるのである。わたしに

は、それを捨てる力があり、またそれを受ける力

もある。これはわたしの父から授かった定めであ

る」。 19これらの言葉を語られたため、ユダヤ

人の間にまたも分争が生じた。 20そのうちの多

くの者が言った、「彼は悪霊に取りつかれて、気

が狂っている。どうして、あなたがたはその言う

ことを聞くのか」。 21他の人々は言った、「そ

れは悪霊に取りつかれた者の言葉ではない。悪霊

は盲人の目をあけることができようか」。 22そ

のころ、エルサレムで宮きよめの祭が行われた。

時は冬であった。 23イエスは、宮の中にあるソ

ロモンの廊を歩いておられた。 24するとユダヤ

人たちが、イエスを取り囲んで言った、「いつま

でわたしたちを不安のままにしておくのか。あな

たがキリストであるなら、そうとはっきり言って

いただきたい」。 25イエスは彼らに答えられた

、「わたしは話したのだが、あなたがたは信じよ

うとしない。わたしの父の名によってしているす

べてのわざが、わたしのことをあかししている。

26あなたがたが信じないのは、わたしの羊でない

からである。 27わたしの羊はわたしの声に聞き

従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたし

について来る。 28わたしは、彼らに永遠の命を

与える。だから、彼らはいつまでも滅びることが

なく、また、彼らをわたしの手から奪い去る者は

ない。 (aiōn g165, aiōnios g166) 29わたしの父がわたし

に下さったものは、すべてにまさるものである。

そしてだれも父のみ手から、それを奪い取ること

はできない。 30わたしと父とは一つである」。

31そこでユダヤ人たちは、イエスを打ち殺そうと

して、また石を取りあげた。 32するとイエスは

彼らに答えられた、「わたしは、父による多くの

よいわざを、あなたがたに示した。その中のどの

わざのために、わたしを石で打ち殺そうとするの

か」。 33ユダヤ人たちは答えた、「あなたを石

で殺そうとするのは、よいわざをしたからではな

く、神を汚したからである。また、あなたは人間

であるのに、自分を神としているからである」。

34イエスは彼らに答えられた、「あなたがたの律

法に、『わたしは言う、あなたがたは神々である

』と書いてあるではないか。 35神の言を託され

た人々が、神々といわれておるとすれば、（そし

て聖書の言は、すたることがあり得ない） 36父

が聖別して、世につかわされた者が、『わたしは

神の子である』と言ったからとて、どうして『あ

なたは神を汚す者だ』と言うのか。 37もしわた

しが父のわざを行わないとすれば、わたしを信じ

なくてもよい。 38しかし、もし行っているなら

、たといわたしを信じなくても、わたしのわざを

信じるがよい。そうすれば、父がわたしにおり、

また、わたしが父におることを知って悟るであろ

う」。 39そこで、彼らはまたイエスを捕えよう

としたが、イエスは彼らの手をのがれて、去って

行かれた。 40さて、イエスはまたヨルダンの向

こう岸、すなわち、ヨハネが初めにバプテスマを

授けていた所に行き、そこに滞在しておられた。

41多くの人々がイエスのところにきて、互に言っ

た、「ヨハネはなんのしるしも行わなかったが、

ヨハネがこのかたについて言ったことは、皆ほん

とうであった」。 42そして、そこで多くの者が

イエスを信じた。

11さて、ひとりの病人がいた。ラザロといい、
マリヤとその姉妹マルタの村ベタニヤの人で

あった。 2このマリヤは主に香油をぬり、自分の

髪の毛で、主の足をふいた女であって、病気であ

ったのは、彼女の兄弟ラザロであった。 3姉妹た

ちは人をイエスのもとにつかわして、「主よ、た
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だ今、あなたが愛しておられる者が病気をしてい

ます」と言わせた。 4イエスはそれを聞いて言わ

れた、「この病気は死ぬほどのものではない。そ

れは神の栄光のため、また、神の子がそれによっ

て栄光を受けるためのものである」。 5イエスは

、マルタとその姉妹とラザロとを愛しておられた

。 6ラザロが病気であることを聞いてから、なお

ふつか、そのおられた所に滞在された。 7それか

ら弟子たちに、「もう一度ユダヤに行こう」と言

われた。 8弟子たちは言った、「先生、ユダヤ人

らが、さきほどもあなたを石で殺そうとしていま

したのに、またそこに行かれるのですか」。 9イ

エスは答えられた、「一日には十二時間あるでは

ないか。昼間あるけば、人はつまずくことはない

。この世の光を見ているからである。 10しかし

、夜あるけば、つまずく。その人のうちに、光が

ないからである」。 11そう言われたが、それか

らまた、彼らに言われた、「わたしたちの友ラザ

ロが眠っている。わたしは彼を起しに行く」。 12

すると弟子たちは言った、「主よ、眠っているの

でしたら、助かるでしょう」。 13イエスはラザ

ロが死んだことを言われたのであるが、弟子たち

は、眠って休んでいることをさして言われたのだ

と思った。 14するとイエスは、あからさまに彼

らに言われた、「ラザロは死んだのだ。 15そし

て、わたしがそこにいあわせなかったことを、あ

なたがたのために喜ぶ。それは、あなたがたが信

じるようになるためである。では、彼のところに

行こう」。 16するとデドモと呼ばれているトマ

スが、仲間の弟子たちに言った、「わたしたちも

行って、先生と一緒に死のうではないか」。 17

さて、イエスが行ってごらんになると、ラザロは

すでに四日間も墓の中に置かれていた。 18ベタ

ニヤはエルサレムに近く、二十五丁ばかり離れた

ところにあった。 19大ぜいのユダヤ人が、その

兄弟のことで、マルタとマリヤとを慰めようとし

てきていた。 20マルタはイエスがこられたと聞

いて、出迎えに行ったが、マリヤは家ですわって

いた。 21マルタはイエスに言った、「主よ、も

しあなたがここにいて下さったなら、わたしの兄

弟は死ななかったでしょう。 22しかし、あなた

がどんなことをお願いになっても、神はかなえて

下さることを、わたしは今でも存じています」。

23イエスはマルタに言われた、「あなたの兄弟は

よみがえるであろう」。 24マルタは言った、「

終りの日のよみがえりの時よみがえることは、存

じています」。 25イエスは彼女に言われた、「

わたしはよみがえりであり、命である。わたしを

信じる者は、たとい死んでも生きる。 26また、

生きていて、わたしを信じる者は、いつまでも死

なない。あなたはこれを信じるか」。 (aiōn g165) 27

マルタはイエスに言った、「主よ、信じます。あ

なたがこの世にきたるべきキリスト、神の御子で

あると信じております」。 28マルタはこう言っ

てから、帰って姉妹のマリヤを呼び、「先生がお

いでになって、あなたを呼んでおられます」と小

声で言った。 29これを聞いたマリヤはすぐ立ち

上がって、イエスのもとに行った。 30イエスは

まだ村に、はいってこられず、マルタがお迎えし

たその場所におられた。 31マリヤと一緒に家に

いて彼女を慰めていたユダヤ人たちは、マリヤが

急いで立ち上がって出て行くのを見て、彼女は墓

に泣きに行くのであろうと思い、そのあとからつ

いて行った。 32マリヤは、イエスのおられる所

に行ってお目にかかり、その足もとにひれ伏して

言った、「主よ、もしあなたがここにいて下さっ

たなら、わたしの兄弟は死ななかったでしょう」

。 33イエスは、彼女が泣き、また、彼女と一緒

にきたユダヤ人たちも泣いているのをごらんにな

り、激しく感動し、また心を騒がせ、そして言わ

れた、 34「彼をどこに置いたのか」。彼らはイ

エスに言った、「主よ、きて、ごらん下さい」。

35イエスは涙を流された。 36するとユダヤ人た

ちは言った、「ああ、なんと彼を愛しておられた

ことか」。 37しかし、彼らのある人たちは言っ

た、「あの盲人の目をあけたこの人でも、ラザロ

を死なせないようには、できなかったのか」。 38

イエスはまた激しく感動して、墓にはいられた。

それは洞穴であって、そこに石がはめてあった。

39イエスは言われた、「石を取りのけなさい」。

死んだラザロの姉妹マルタが言った、「主よ、も

う臭くなっております。四日もたっていますから

」。 40イエスは彼女に言われた、「もし信じる

なら神の栄光を見るであろうと、あなたに言った

ではないか」。 41人々は石を取りのけた。する

と、イエスは目を天にむけて言われた、「父よ、

わたしの願いをお聞き下さったことを感謝します

。 42あなたがいつでもわたしの願いを聞きいれ

て下さることを、よく知っています。しかし、こ

う申しますのは、そばに立っている人々に、あな
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たがわたしをつかわされたことを、信じさせるた

めであります」。 43こう言いながら、大声で「

ラザロよ、出てきなさい」と呼ばわれた。 44す

ると、死人は手足を布でまかれ、顔も顔おおいで

包まれたまま、出てきた。イエスは人々に言われ

た、「彼をほどいてやって、帰らせなさい」。 45

マリヤのところにきて、イエスのなさったことを

見た多くのユダヤ人たちは、イエスを信じた。 46

しかし、そのうちの数人がパリサイ人たちのとこ

ろに行って、イエスのされたことを告げた。 47

そこで、祭司長たちとパリサイ人たちとは、議会

を召集して言った、「この人が多くのしるしを行

っているのに、お互は何をしているのだ。 48も

しこのままにしておけば、みんなが彼を信じるよ

うになるだろう。そのうえ、ローマ人がやってき

て、わたしたちの土地も人民も奪ってしまうであ

ろう」。 49彼らのうちのひとりで、その年の大

祭司であったカヤパが、彼らに言った、「あなた

がたは、何もわかっていないし、 50ひとりの人

が人民に代って死んで、全国民が滅びないように

なるのがわたしたちにとって得だということを、

考えてもいない」。 51このことは彼が自分から

言ったのではない。彼はこの年の大祭司であった

ので、預言をして、イエスが国民のために、 52

ただ国民のためだけではなく、また散在している

神の子らを一つに集めるために、死ぬことになっ

ていると、言ったのである。 53彼らはこの日か

らイエスを殺そうと相談した。 54そのためイエ

スは、もはや公然とユダヤ人の間を歩かないで、

そこを出て、荒野に近い地方のエフライムという

町に行かれ、そこに弟子たちと一緒に滞在してお

られた。 55さて、ユダヤ人の過越の祭が近づい

たので、多くの人々は身をきよめるために、祭の

前に、地方からエルサレムへ上った。 56人々は

イエスを捜し求め、宮の庭に立って互に言った、

「あなたがたはどう思うか。イエスはこの祭にこ

ないのだろうか」。 57祭司長たちとパリサイ人

たちとは、イエスを捕えようとして、そのいどこ

ろを知っている者があれば申し出よ、という指令

を出していた。

12過越の祭の六日まえに、イエスはベタニヤに
行かれた。そこは、イエスが死人の中からよ

みがえらせたラザロのいた所である。 2イエスの

ためにそこで夕食の用意がされ、マルタは給仕を

していた。イエスと一緒に食卓についていた者の

うちに、ラザロも加わっていた。 3その時、マリ

ヤは高価で純粋なナルドの香油一斤を持ってきて

、イエスの足にぬり、自分の髪の毛でそれをふい

た。すると、香油のかおりが家にいっぱいになっ

た。 4弟子のひとりで、イエスを裏切ろうとして

いたイスカリオテのユダが言った、 5「なぜこの

香油を三百デナリに売って、貧しい人たちに、施

さなかったのか」。 6彼がこう言ったのは、貧し

い人たちに対する思いやりがあったからではなく

、自分が盗人であり、財布を預かっていて、その

中身をごまかしていたからであった。 7イエスは

言われた、「この女のするままにさせておきなさ

い。わたしの葬りの日のために、それをとってお

いたのだから。 8貧しい人たちはいつもあなたが

たと共にいるが、わたしはいつも共にいるわけで

はない」。 9大ぜいのユダヤ人たちが、そこにイ

エスのおられるのを知って、押しよせてきた。そ

れはイエスに会うためだけではなく、イエスが死

人のなかから、よみがえらせたラザロを見るため

でもあった。 10そこで祭司長たちは、ラザロも

殺そうと相談した。 11それは、ラザロのことで

、多くのユダヤ人が彼らを離れ去って、イエスを

信じるに至ったからである。 12その翌日、祭に

きていた大ぜいの群衆は、イエスがエルサレムに

こられると聞いて、 13しゅろの枝を手にとり、

迎えに出て行った。そして叫んだ、「ホサナ、主

の御名によってきたる者に祝福あれ、イスラエル

の王に」。 14イエスは、ろばの子を見つけて、

その上に乗られた。それは 15「シオンの娘よ、

恐れるな。見よ、あなたの王がろばの子に乗って

おいでになる」と書いてあるとおりであった。 16

弟子たちは初めにはこのことを悟らなかったが、

イエスが栄光を受けられた時に、このことがイエ

スについて書かれてあり、またそのとおりに、人

々がイエスに対してしたのだということを、思い

起した。 17また、イエスがラザロを墓から呼び

出して、死人の中からよみがえらせたとき、イエ

スと一緒にいた群衆が、そのあかしをした。 18

群衆がイエスを迎えに出たのは、イエスがこのよ

うなしるしを行われたことを、聞いていたからで

ある。 19そこで、パリサイ人たちは互に言った

、「何をしてもむだだった。世をあげて彼のあと

を追って行ったではないか」。 20祭で礼拝する

ために上ってきた人々のうちに、数人のギリシヤ
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人がいた。 21彼らはガリラヤのベツサイダ出で

あるピリポのところにきて、「君よ、イエスにお

目にかかりたいのですが」と言って頼んだ。 22

ピリポはアンデレのところに行ってそのことを話

し、アンデレとピリポは、イエスのもとに行って

伝えた。 23すると、イエスは答えて言われた、

「人の子が栄光を受ける時がきた。 24よくよく

あなたがたに言っておく。一粒の麦が地に落ちて

死ななければ、それはただ一粒のままである。し

かし、もし死んだなら、豊かに実を結ぶようにな

る。 25自分の命を愛する者はそれを失い、この

世で自分の命を憎む者は、それを保って永遠の命

に至るであろう。 (aiōnios g166) 26もしわたしに仕え

ようとする人があれば、その人はわたしに従って

来るがよい。そうすれば、わたしのおる所に、わ

たしに仕える者もまた、おるであろう。もしわた

しに仕えようとする人があれば、その人を父は重

んじて下さるであろう。 27今わたしは心が騒い

でいる。わたしはなんと言おうか。父よ、この時

からわたしをお救い下さい。しかし、わたしはこ

のために、この時に至ったのです。 28父よ、み

名があがめられますように」。すると天から声が

あった、「わたしはすでに栄光をあらわした。そ

して、更にそれをあらわすであろう」。 29する

と、そこに立っていた群衆がこれを聞いて、「雷

がなったのだ」と言い、ほかの人たちは、「御使

が彼に話しかけたのだ」と言った。 30イエスは

答えて言われた、「この声があったのは、わたし

のためではなく、あなたがたのためである。 31

今はこの世がさばかれる時である。今こそこの世

の君は追い出されるであろう。 32そして、わた

しがこの地から上げられる時には、すべての人を

わたしのところに引きよせるであろう」。 33イ

エスはこう言って、自分がどんな死に方で死のう

としていたかを、お示しになったのである。 34

すると群衆はイエスにむかって言った、「わたし

たちは律法によって、キリストはいつまでも生き

ておいでになるのだ、と聞いていました。それだ

のに、どうして人の子は上げられねばならないと

、言われるのですか。その人の子とは、だれのこ

とですか」。 (aiōn g165) 35そこでイエスは彼らに言

われた、「もうしばらくの間、光はあなたがたと

一緒にここにある。光がある間に歩いて、やみに

追いつかれないようにしなさい。やみの中を歩く

者は、自分がどこへ行くのかわかっていない。 36

光のある間に、光の子となるために、光を信じな

さい」。イエスはこれらのことを話してから、そ

こを立ち去って、彼らから身をお隠しになった。

37このように多くのしるしを彼らの前でなさった

が、彼らはイエスを信じなかった。 38それは、

預言者イザヤの次の言葉が成就するためである、

「主よ、わたしたちの説くところを、だれが信じ

たでしょうか。また、主のみ腕はだれに示された

でしょうか」。 39こういうわけで、彼らは信じ

ることができなかった。イザヤはまた、こうも言

った、 40「神は彼らの目をくらまし、心をかた

くなになさった。それは、彼らが目で見ず、心で

悟らず、悔い改めていやされることがないためで

ある」。 41イザヤがこう言ったのは、イエスの

栄光を見たからであって、イエスのことを語った

のである。 42しかし、役人たちの中にも、イエ

スを信じた者が多かったが、パリサイ人をはばか

って、告白はしなかった。会堂から追い出される

のを恐れていたのである。 43彼らは神のほまれ

よりも、人のほまれを好んだからである。 44イ

エスは大声で言われた、「わたしを信じる者は、

わたしを信じるのではなく、わたしをつかわされ

たかたを信じるのであり、 45また、わたしを見

る者は、わたしをつかわされたかたを見るのであ

る。 46わたしは光としてこの世にきた。それは

、わたしを信じる者が、やみのうちにとどまらな

いようになるためである。 47たとい、わたしの

言うことを聞いてそれを守らない人があっても、

わたしはその人をさばかない。わたしがきたのは

、この世をさばくためではなく、この世を救うた

めである。 48わたしを捨てて、わたしの言葉を

受けいれない人には、その人をさばくものがある

。わたしの語ったその言葉が、終りの日にその人

をさばくであろう。 49わたしは自分から語った

のではなく、わたしをつかわされた父ご自身が、

わたしの言うべきこと、語るべきことをお命じに

なったのである。 50わたしは、この命令が永遠

の命であることを知っている。それゆえに、わた

しが語っていることは、わたしの父がわたしに仰

せになったことを、そのまま語っているのである

」。 (aiōnios g166)

13過越の祭の前に、イエスは、この世を去って
父のみもとに行くべき自分の時がきたことを

知り、世にいる自分の者たちを愛して、彼らを最
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後まで愛し通された。 2夕食のとき、悪魔はすで

にシモンの子イスカリオテのユダの心に、イエス

を裏切ろうとする思いを入れていたが、 3イエス

は、父がすべてのものを自分の手にお与えになっ

たこと、また、自分は神から出てきて、神にかえ

ろうとしていることを思い、 4夕食の席から立ち

上がって、上着を脱ぎ、手ぬぐいをとって腰に巻

き、 5それから水をたらいに入れて、弟子たちの

足を洗い、腰に巻いた手ぬぐいでふき始められた

。 6こうして、シモン・ペテロの番になった。す

ると彼はイエスに、「主よ、あなたがわたしの足

をお洗いになるのですか」と言った。 7イエスは

彼に答えて言われた、「わたしのしていることは

今あなたにはわからないが、あとでわかるように

なるだろう」。 8ペテロはイエスに言った、「わ

たしの足を決して洗わないで下さい」。イエスは

彼に答えられた、「もしわたしがあなたの足を洗

わないなら、あなたはわたしとなんの係わりもな

くなる」。 (aiōn g165) 9シモン・ペテロはイエスに

言った、「主よ、では、足だけではなく、どうぞ

、手も頭も」。 10イエスは彼に言われた、「す

でにからだを洗った者は、足のほかは洗う必要が

ない。全身がきれいなのだから。あなたがたはき

れいなのだ。しかし、みんながそうなのではない

」。 11イエスは自分を裏切る者を知っておられ

た。それで、「みんながきれいなのではない」と

言われたのである。 12こうして彼らの足を洗っ

てから、上着をつけ、ふたたび席にもどって、彼

らに言われた、「わたしがあなたがたにしたこと

がわかるか。 13あなたがたはわたしを教師、ま

た主と呼んでいる。そう言うのは正しい。わたし

はそのとおりである。 14しかし、主であり、ま

た教師であるわたしが、あなたがたの足を洗った

からには、あなたがたもまた、互に足を洗い合う

べきである。 15わたしがあなたがたにしたとお

りに、あなたがたもするように、わたしは手本を

示したのだ。 16よくよくあなたがたに言ってお

く。僕はその主人にまさるものではなく、つかわ

された者はつかわした者にまさるものではない。

17もしこれらのことがわかっていて、それを行う

なら、あなたがたはさいわいである。 18あなた

がた全部の者について、こう言っているのではな

い。わたしは自分が選んだ人たちを知っている。

しかし、『わたしのパンを食べている者が、わた

しにむかってそのかかとをあげた』とある聖書は

成就されなければならない。 19そのことがまだ

起らない今のうちに、あなたがたに言っておく。

いよいよ事が起ったとき、わたしがそれであるこ

とを、あなたがたが信じるためである。 20よく

よくあなたがたに言っておく。わたしがつかわす

者を受けいれる者は、わたしを受けいれるのであ

る。わたしを受けいれる者は、わたしをつかわさ

れたかたを、受けいれるのである」。 21イエス

がこれらのことを言われた後、その心が騒ぎ、お

ごそかに言われた、「よくよくあなたがたに言っ

ておく。あなたがたのうちのひとりが、わたしを

裏切ろうとしている」。 22弟子たちはだれのこ

とを言われたのか察しかねて、互に顔を見合わせ

た。 23弟子たちのひとりで、イエスの愛してお

られた者が、み胸に近く席についていた。 24そ

こで、シモン・ペテロは彼に合図をして言った、

「だれのことをおっしゃったのか、知らせてくれ

」。 25その弟子はそのままイエスの胸によりか

かって、「主よ、だれのことですか」と尋ねると

、 26イエスは答えられた、「わたしが一きれの

食物をひたして与える者が、それである」。そし

て、一きれの食物をひたしてとり上げ、シモンの

子イスカリオテのユダにお与えになった。 27こ

の一きれの食物を受けるやいなや、サタンがユダ

にはいった。そこでイエスは彼に言われた、「し

ようとしていることを、今すぐするがよい」。 28

席を共にしていた者のうち、なぜユダにこう言わ

れたのか、わかっていた者はひとりもなかった。

29ある人々は、ユダが金入れをあずかっていたの

で、イエスが彼に、「祭のために必要なものを買

え」と言われたか、あるいは、貧しい者に何か施

させようとされたのだと思っていた。 30ユダは

一きれの食物を受けると、すぐに出て行った。時

は夜であった。 31さて、彼が出て行くと、イエ

スは言われた、「今や人の子は栄光を受けた。神

もまた彼によって栄光をお受けになった。 32彼

によって栄光をお受けになったのなら、神ご自身

も彼に栄光をお授けになるであろう。すぐにもお

授けになるであろう。 33子たちよ、わたしはま

だしばらく、あなたがたと一緒にいる。あなたが

たはわたしを捜すだろうが、すでにユダヤ人たち

に言ったとおり、今あなたがたにも言う、『あな

たがたはわたしの行く所に来ることはできない』

。 34わたしは、新しいいましめをあなたがたに

与える、互に愛し合いなさい。わたしがあなたが
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たを愛したように、あなたがたも互に愛し合いな

さい。 35互に愛し合うならば、それによって、

あなたがたがわたしの弟子であることを、すべて

の者が認めるであろう」。 36シモン・ペテロが

イエスに言った、「主よ、どこへおいでになるの

ですか」。イエスは答えられた、「あなたはわた

しの行くところに、今はついて来ることはできな

い。しかし、あとになってから、ついて来ること

になろう」。 37ペテロはイエスに言った、「主

よ、なぜ、今あなたについて行くことができない

のですか。あなたのためには、命も捨てます」。

38イエスは答えられた、「わたしのために命を捨

てると言うのか。よくよくあなたに言っておく。

鶏が鳴く前に、あなたはわたしを三度知らないと

言うであろう」。

14「あなたがたは、心を騒がせないがよい。神
を信じ、またわたしを信じなさい。 2わたし

の父の家には、すまいがたくさんある。もしなか

ったならば、わたしはそう言っておいたであろう

。あなたがたのために、場所を用意しに行くのだ

から。 3そして、行って、場所の用意ができたな

らば、またきて、あなたがたをわたしのところに

迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせ

るためである。 4わたしがどこへ行くのか、その

道はあなたがたにわかっている」。 5トマスはイ

エスに言った、「主よ、どこへおいでになるのか

、わたしたちにはわかりません。どうしてその道

がわかるでしょう」。 6イエスは彼に言われた、

「わたしは道であり、真理であり、命である。だ

れでもわたしによらないでは、父のみもとに行く

ことはできない。 7もしあなたがたがわたしを知

っていたならば、わたしの父をも知ったであろう

。しかし、今は父を知っており、またすでに父を

見たのである」。 8ピリポはイエスに言った、「

主よ、わたしたちに父を示して下さい。そうして

下されば、わたしたちは満足します」。 9イエス

は彼に言われた、「ピリポよ、こんなに長くあな

たがたと一緒にいるのに、わたしがわかっていな

いのか。わたしを見た者は、父を見たのである。

どうして、わたしたちに父を示してほしいと、言

うのか。 10わたしが父におり、父がわたしにお

られることをあなたは信じないのか。わたしがあ

なたがたに話している言葉は、自分から話してい

るのではない。父がわたしのうちにおられて、み

わざをなさっているのである。 11わたしが父に

おり、父がわたしにおられることを信じなさい。

もしそれが信じられないならば、わざそのものに

よって信じなさい。 12よくよくあなたがたに言

っておく。わたしを信じる者は、またわたしのし

ているわざをするであろう。そればかりか、もっ

と大きいわざをするであろう。わたしが父のみも

とに行くからである。 13わたしの名によって願

うことは、なんでもかなえてあげよう。父が子に

よって栄光をお受けになるためである。 14何事

でもわたしの名によって願うならば、わたしはそ

れをかなえてあげよう。 15もしあなたがたがわ

たしを愛するならば、わたしのいましめを守るべ

きである。 16わたしは父にお願いしよう。そう

すれば、父は別に助け主を送って、いつまでもあ

なたがたと共におらせて下さるであろう。 (aiōn

g165) 17それは真理の御霊である。この世はそれを

見ようともせず、知ろうともしないので、それを

受けることができない。あなたがたはそれを知っ

ている。なぜなら、それはあなたがたと共におり

、またあなたがたのうちにいるからである。 18

わたしはあなたがたを捨てて孤児とはしない。あ

なたがたのところに帰って来る。 19もうしばら

くしたら、世はもはやわたしを見なくなるだろう

。しかし、あなたがたはわたしを見る。わたしが

生きるので、あなたがたも生きるからである。 20

その日には、わたしはわたしの父におり、あなた

がたはわたしにおり、また、わたしがあなたがた

におることが、わかるであろう。 21わたしのい

ましめを心にいだいてこれを守る者は、わたしを

愛する者である。わたしを愛する者は、わたしの

父に愛されるであろう。わたしもその人を愛し、

その人にわたし自身をあらわすであろう」。 22

イスカリオテでない方のユダがイエスに言った、

「主よ、あなたご自身をわたしたちにあらわそう

として、世にはあらわそうとされないのはなぜで

すか」。 23イエスは彼に答えて言われた、「も

しだれでもわたしを愛するならば、わたしの言葉

を守るであろう。そして、わたしの父はその人を

愛し、また、わたしたちはその人のところに行っ

て、その人と一緒に住むであろう。 24わたしを

愛さない者はわたしの言葉を守らない。あなたが

たが聞いている言葉は、わたしの言葉ではなく、

わたしをつかわされた父の言葉である。 25これ

らのことは、あなたがたと一緒にいた時、すでに
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語ったことである。 26しかし、助け主、すなわ

ち、父がわたしの名によってつかわされる聖霊は

、あなたがたにすべてのことを教え、またわたし

が話しておいたことを、ことごとく思い起させる

であろう。 27わたしは平安をあなたがたに残し

て行く。わたしの平安をあなたがたに与える。わ

たしが与えるのは、世が与えるようなものとは異

なる。あなたがたは心を騒がせるな、またおじけ

るな。 28『わたしは去って行くが、またあなた

がたのところに帰って来る』と、わたしが言った

のを、あなたがたは聞いている。もしわたしを愛

しているなら、わたしが父のもとに行くのを喜ん

でくれるであろう。父がわたしより大きいかたで

あるからである。 29今わたしは、そのことが起

らない先にあなたがたに語った。それは、事が起

った時にあなたがたが信じるためである。 30わ

たしはもはや、あなたがたに、多くを語るまい。

この世の君が来るからである。だが、彼はわたし

に対して、なんの力もない。 31しかし、わたし

が父を愛していることを世が知るように、わたし

は父がお命じになったとおりのことを行うのであ

る。立て。さあ、ここから出かけて行こう。

15わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は
農夫である。 2わたしにつながっている枝で

実を結ばないものは、父がすべてこれをとりのぞ

き、実を結ぶものは、もっと豊かに実らせるため

に、手入れしてこれをきれいになさるのである。

3あなたがたは、わたしが語った言葉によって既

にきよくされている。 4わたしにつながっていな

さい。そうすれば、わたしはあなたがたとつなが

っていよう。枝がぶどうの木につながっていなけ

れば、自分だけでは実を結ぶことができないよう

に、あなたがたもわたしにつながっていなければ

実を結ぶことができない。 5わたしはぶどうの木

、あなたがたはその枝である。もし人がわたしに

つながっており、またわたしがその人とつながっ

ておれば、その人は実を豊かに結ぶようになる。

わたしから離れては、あなたがたは何一つできな

いからである。 6人がわたしにつながっていない

ならば、枝のように外に投げすてられて枯れる。

人々はそれをかき集め、火に投げ入れて、焼いて

しまうのである。 7あなたがたがわたしにつなが

っており、わたしの言葉があなたがたにとどまっ

ているならば、なんでも望むものを求めるがよい

。そうすれば、与えられるであろう。 8あなたが

たが実を豊かに結び、そしてわたしの弟子となる

ならば、それによって、わたしの父は栄光をお受

けになるであろう。 9父がわたしを愛されたよう

に、わたしもあなたがたを愛したのである。わた

しの愛のうちにいなさい。 10もしわたしのいま

しめを守るならば、あなたがたはわたしの愛のう

ちにおるのである。それはわたしがわたしの父の

いましめを守ったので、その愛のうちにおるのと

同じである。 11わたしがこれらのことを話した

のは、わたしの喜びがあなたがたのうちにも宿る

ため、また、あなたがたの喜びが満ちあふれるた

めである。 12わたしのいましめは、これである

。わたしがあなたがたを愛したように、あなたが

たも互に愛し合いなさい。 13人がその友のため

に自分の命を捨てること、これよりも大きな愛は

ない。 14あなたがたにわたしが命じることを行

うならば、あなたがたはわたしの友である。 15

わたしはもう、あなたがたを僕とは呼ばない。僕

は主人のしていることを知らないからである。わ

たしはあなたがたを友と呼んだ。わたしの父から

聞いたことを皆、あなたがたに知らせたからであ

る。 16あなたがたがわたしを選んだのではない

。わたしがあなたがたを選んだのである。そして

、あなたがたを立てた。それは、あなたがたが行

って実をむすび、その実がいつまでも残るためで

あり、また、あなたがたがわたしの名によって父

に求めるものはなんでも、父が与えて下さるため

である。 17これらのことを命じるのは、あなた

がたが互に愛し合うためである。 18もしこの世

があなたがたを憎むならば、あなたがたよりも先

にわたしを憎んだことを、知っておくがよい。 19

もしあなたがたがこの世から出たものであったな

ら、この世は、あなたがたを自分のものとして愛

したであろう。しかし、あなたがたはこの世のも

のではない。かえって、わたしがあなたがたをこ

の世から選び出したのである。だから、この世は

あなたがたを憎むのである。 20わたしがあなた

がたに『僕はその主人にまさるものではない』と

言ったことを、おぼえていなさい。もし人々がわ

たしを迫害したなら、あなたがたをも迫害するで

あろう。また、もし彼らがわたしの言葉を守って

いたなら、あなたがたの言葉をも守るであろう。

21彼らはわたしの名のゆえに、あなたがたに対し

てすべてそれらのことをするであろう。それは、
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わたしをつかわされたかたを彼らが知らないから

である。 22もしわたしがきて彼らに語らなかっ

たならば、彼らは罪を犯さないですんだであろう

。しかし今となっては、彼らには、その罪につい

て言いのがれる道がない。 23わたしを憎む者は

、わたしの父をも憎む。 24もし、ほかのだれも

がしなかったようなわざを、わたしが彼らの間で

しなかったならば、彼らは罪を犯さないですんだ

であろう。しかし事実、彼らはわたしとわたしの

父とを見て、憎んだのである。 25それは、『彼

らは理由なしにわたしを憎んだ』と書いてある彼

らの律法の言葉が成就するためである。 26わた

しが父のみもとからあなたがたにつかわそうとし

ている助け主、すなわち、父のみもとから来る真

理の御霊が下る時、それはわたしについてあかし

をするであろう。 27あなたがたも、初めからわ

たしと一緒にいたのであるから、あかしをするの

である。

16わたしがこれらのことを語ったのは、あなた
がたがつまずくことのないためである。 2人

々はあなたがたを会堂から追い出すであろう。更

にあなたがたを殺す者がみな、それによって自分

たちは神に仕えているのだと思う時が来るであろ

う。 3彼らがそのようなことをするのは、父をも

わたしをも知らないからである。 4わたしがあな

たがたにこれらのことを言ったのは、彼らの時が

きた場合、わたしが彼らについて言ったことを、

思い起させるためである。これらのことを初めか

ら言わなかったのは、わたしがあなたがたと一緒

にいたからである。 5けれども今わたしは、わた

しをつかわされたかたのところに行こうとしてい

る。しかし、あなたがたのうち、だれも『どこへ

行くのか』と尋ねる者はない。 6かえって、わた

しがこれらのことを言ったために、あなたがたの

心は憂いで満たされている。 7しかし、わたしは

ほんとうのことをあなたがたに言うが、わたしが

去って行くことは、あなたがたの益になるのだ。

わたしが去って行かなければ、あなたがたのとこ

ろに助け主はこないであろう。もし行けば、それ

をあなたがたにつかわそう。 8それがきたら、罪

と義とさばきとについて、世の人の目を開くであ

ろう。 9罪についてと言ったのは、彼らがわたし

を信じないからである。 10義についてと言った

のは、わたしが父のみもとに行き、あなたがたは

、もはやわたしを見なくなるからである。 11さ

ばきについてと言ったのは、この世の君がさばか

れるからである。 12わたしには、あなたがたに

言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今

はそれに堪えられない。 13けれども真理の御霊

が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導い

てくれるであろう。それは自分から語るのではな

く、その聞くところを語り、きたるべき事をあな

たがたに知らせるであろう。 14御霊はわたしに

栄光を得させるであろう。わたしのものを受けて

、それをあなたがたに知らせるからである。 15

父がお持ちになっているものはみな、わたしのも

のである。御霊はわたしのものを受けて、それを

あなたがたに知らせるのだと、わたしが言ったの

は、そのためである。 16しばらくすれば、あな

たがたはもうわたしを見なくなる。しかし、また

しばらくすれば、わたしに会えるであろう」。 17

そこで、弟子たちのうちのある者は互に言い合っ

た、「『しばらくすれば、わたしを見なくなる。

またしばらくすれば、わたしに会えるであろう』

と言われ、『わたしの父のところに行く』と言わ

れたのは、いったい、どういうことなのであろう

」。 18彼らはまた言った、「『しばらくすれば

』と言われるのは、どういうことか。わたしたち

には、その言葉の意味がわからない」。 19イエ

スは、彼らが尋ねたがっていることに気がついて

、彼らに言われた、「しばらくすればわたしを見

なくなる、またしばらくすればわたしに会えるで

あろうと、わたしが言ったことで、互に論じ合っ

ているのか。 20よくよくあなたがたに言ってお

く。あなたがたは泣き悲しむが、この世は喜ぶで

あろう。あなたがたは憂えているが、その憂いは

喜びに変るであろう。 21女が子を産む場合には

、その時がきたというので、不安を感じる。しか

し、子を産んでしまえば、もはやその苦しみをお

ぼえてはいない。ひとりの人がこの世に生れた、

という喜びがあるためである。 22このように、

あなたがたにも今は不安がある。しかし、わたし

は再びあなたがたと会うであろう。そして、あな

たがたの心は喜びに満たされるであろう。その喜

びをあなたがたから取り去る者はいない。 23そ

の日には、あなたがたがわたしに問うことは、何

もないであろう。よくよくあなたがたに言ってお

く。あなたがたが父に求めるものはなんでも、わ

たしの名によって下さるであろう。 24今までは
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、あなたがたはわたしの名によって求めたことは

なかった。求めなさい、そうすれば、与えられる

であろう。そして、あなたがたの喜びが満ちあふ

れるであろう。 25わたしはこれらのことを比喩

で話したが、もはや比喩では話さないで、あから

さまに、父のことをあなたがたに話してきかせる

時が来るであろう。 26その日には、あなたがた

は、わたしの名によって求めるであろう。わたし

は、あなたがたのために父に願ってあげようとは

言うまい。 27父ご自身があなたがたを愛してお

いでになるからである。それは、あなたがたがわ

たしを愛したため、また、わたしが神のみもとか

らきたことを信じたためである。 28わたしは父

から出てこの世にきたが、またこの世を去って、

父のみもとに行くのである」。 29弟子たちは言

った、「今はあからさまにお話しになって、少し

も比喩ではお話しになりません。 30あなたはす

べてのことをご存じであり、だれもあなたにお尋

ねする必要のないことが、今わかりました。この

ことによって、わたしたちはあなたが神からこら

れたかたであると信じます」。 31イエスは答え

られた、「あなたがたは今信じているのか。 32

見よ、あなたがたは散らされて、それぞれ自分の

家に帰り、わたしをひとりだけ残す時が来るであ

ろう。いや、すでにきている。しかし、わたしは

ひとりでいるのではない。父がわたしと一緒にお

られるのである。 33これらのことをあなたがた

に話したのは、わたしにあって平安を得るためで

ある。あなたがたは、この世ではなやみがある。

しかし、勇気を出しなさい。わたしはすでに世に

勝っている」。

17これらのことを語り終えると、イエスは天を
見あげて言われた、「父よ、時がきました。

あなたの子があなたの栄光をあらわすように、子

の栄光をあらわして下さい。 2あなたは、子に賜

わったすべての者に、永遠の命を授けさせるため

、万民を支配する権威を子にお与えになったので

すから。 (aiōnios g166) 3永遠の命とは、唯一の、ま

ことの神でいますあなたと、また、あなたがつか

わされたイエス・キリストとを知ることでありま

す。 (aiōnios g166) 4わたしは、わたしにさせるため

にお授けになったわざをなし遂げて、地上であな

たの栄光をあらわしました。 5父よ、世が造られ

る前に、わたしがみそばで持っていた栄光で、今

み前にわたしを輝かせて下さい。 6わたしは、あ

なたが世から選んでわたしに賜わった人々に、み

名をあらわしました。彼らはあなたのものであり

ましたが、わたしに下さいました。そして、彼ら

はあなたの言葉を守りました。 7いま彼らは、わ

たしに賜わったものはすべて、あなたから出たも

のであることを知りました。 8なぜなら、わたし

はあなたからいただいた言葉を彼らに与え、そし

て彼らはそれを受け、わたしがあなたから出たも

のであることをほんとうに知り、また、あなたが

わたしをつかわされたことを信じるに至ったから

です。 9わたしは彼らのためにお願いします。わ

たしがお願いするのは、この世のためにではなく

、あなたがわたしに賜わった者たちのためです。

彼らはあなたのものなのです。 10わたしのもの

は皆あなたのもの、あなたのものはわたしのもの

です。そして、わたしは彼らによって栄光を受け

ました。 11わたしはもうこの世にはいなくなり

ますが、彼らはこの世に残っており、わたしはみ

もとに参ります。聖なる父よ、わたしに賜わった

御名によって彼らを守って下さい。それはわたし

たちが一つであるように、彼らも一つになるため

であります。 12わたしが彼らと一緒にいた間は

、あなたからいただいた御名によって彼らを守り

、また保護してまいりました。彼らのうち、だれ

も滅びず、ただ滅びの子だけが滅びました。それ

は聖書が成就するためでした。 13今わたしはみ

もとに参ります。そして世にいる間にこれらのこ

とを語るのは、わたしの喜びが彼らのうちに満ち

あふれるためであります。 14わたしは彼らに御

言を与えましたが、世は彼らを憎みました。わた

しが世のものでないように、彼らも世のものでは

ないからです。 15わたしがお願いするのは、彼

らを世から取り去ることではなく、彼らを悪しき

者から守って下さることであります。 16わたし

が世のものでないように、彼らも世のものではあ

りません。 17真理によって彼らを聖別して下さ

い。あなたの御言は真理であります。 18あなた

がわたしを世につかわされたように、わたしも彼

らを世につかわしました。 19また彼らが真理に

よって聖別されるように、彼らのためわたし自身

を聖別いたします。 20わたしは彼らのためばか

りではなく、彼らの言葉を聞いてわたしを信じて

いる人々のためにも、お願いいたします。 21父

よ、それは、あなたがわたしのうちにおられ、わ
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たしがあなたのうちにいるように、みんなの者が

一つとなるためであります。すなわち、彼らをも

わたしたちのうちにおらせるためであり、それに

よって、あなたがわたしをおつかわしになったこ

とを、世が信じるようになるためであります。 22

わたしは、あなたからいただいた栄光を彼らにも

与えました。それは、わたしたちが一つであるよ

うに、彼らも一つになるためであります。 23わ

たしが彼らにおり、あなたがわたしにいますのは

、彼らが完全に一つとなるためであり、また、あ

なたがわたしをつかわし、わたしを愛されたよう

に、彼らをお愛しになったことを、世が知るため

であります。 24父よ、あなたがわたしに賜わっ

た人々が、わたしのいる所に一緒にいるようにし

て下さい。天地が造られる前からわたしを愛して

下さって、わたしに賜わった栄光を、彼らに見さ

せて下さい。 25正しい父よ、この世はあなたを

知っていません。しかし、わたしはあなたを知り

、また彼らも、あなたがわたしをおつかわしにな

ったことを知っています。 26そしてわたしは彼

らに御名を知らせました。またこれからも知らせ

ましょう。それは、あなたがわたしを愛して下さ

ったその愛が彼らのうちにあり、またわたしも彼

らのうちにおるためであります」。

18イエスはこれらのことを語り終えて、弟子た
ちと一緒にケデロンの谷の向こうへ行かれた

。そこには園があって、イエスは弟子たちと一緒

にその中にはいられた。 2イエスを裏切ったユダ

は、その所をよく知っていた。イエスと弟子たち

とがたびたびそこで集まったことがあるからであ

る。 3さてユダは、一隊の兵卒と祭司長やパリサ

イ人たちの送った下役どもを引き連れ、たいまつ

やあかりや武器を持って、そこへやってきた。 4

しかしイエスは、自分の身に起ろうとすることを

ことごとく承知しておられ、進み出て彼らに言わ

れた、「だれを捜しているのか」。 5彼らは「ナ

ザレのイエスを」と答えた。イエスは彼らに言わ

れた、「わたしが、それである」。イエスを裏切

ったユダも、彼らと一緒に立っていた。 6イエス

が彼らに「わたしが、それである」と言われたと

き、彼らはうしろに引きさがって地に倒れた。 7

そこでまた彼らに、「だれを捜しているのか」と

お尋ねになると、彼らは「ナザレのイエスを」と

言った。 8イエスは答えられた、「わたしがそれ

であると、言ったではないか。わたしを捜してい

るのなら、この人たちを去らせてもらいたい」。

9それは、「あなたが与えて下さった人たちの中

のひとりも、わたしは失わなかった」とイエスの

言われた言葉が、成就するためである。 10シモ

ン・ペテロは剣を持っていたが、それを抜いて、

大祭司の僕に切りかかり、その右の耳を切り落し

た。その僕の名はマルコスであった。 11すると

、イエスはペテロに言われた、「剣をさやに納め

なさい。父がわたしに下さった杯は、飲むべきで

はないか」。 12それから一隊の兵卒やその千卒

長やユダヤ人の下役どもが、イエスを捕え、縛り

あげて、 13まずアンナスのところに引き連れて

行った。彼はその年の大祭司カヤパのしゅうとで

あった。 14カヤパは前に、ひとりの人が民のた

めに死ぬのはよいことだと、ユダヤ人に助言した

者であった。 15シモン・ペテロともうひとりの

弟子とが、イエスについて行った。この弟子は大

祭司の知り合いであったので、イエスと一緒に大

祭司の中庭にはいった。 16しかし、ペテロは外

で戸口に立っていた。すると大祭司の知り合いで

あるその弟子が、外に出て行って門番の女に話し

、ペテロを内に入れてやった。 17すると、この

門番の女がペテロに言った、「あなたも、あの人

の弟子のひとりではありませんか」。ペテロは「

いや、そうではない」と答えた。 18僕や下役ど

もは、寒い時であったので、炭火をおこし、そこ

に立ってあたっていた。ペテロもまた彼らに交じ

り、立ってあたっていた。 19大祭司はイエスに

、弟子たちのことやイエスの教のことを尋ねた。

20イエスは答えられた、「わたしはこの世に対し

て公然と語ってきた。すべてのユダヤ人が集まる

会堂や宮で、いつも教えていた。何事も隠れて語

ったことはない。 21なぜ、わたしに尋ねるのか

。わたしが彼らに語ったことは、それを聞いた人

々に尋ねるがよい。わたしの言ったことは、彼ら

が知っているのだから」。 22イエスがこう言わ

れると、そこに立っていた下役のひとりが、「大

祭司にむかって、そのような答をするのか」と言

って、平手でイエスを打った。 23イエスは答え

られた、「もしわたしが何か悪いことを言ったの

なら、その悪い理由を言いなさい。しかし、正し

いことを言ったのなら、なぜわたしを打つのか」

。 24それからアンナスは、イエスを縛ったまま

大祭司カヤパのところへ送った。 25シモン・ペ
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テロは、立って火にあたっていた。すると人々が

彼に言った、「あなたも、あの人の弟子のひとり

ではないか」。彼はそれをうち消して、「いや、

そうではない」と言った。 26大祭司の僕のひと

りで、ペテロに耳を切りおとされた人の親族の者

が言った、「あなたが園であの人と一緒にいるの

を、わたしは見たではないか」。 27ペテロはま

たそれを打ち消した。するとすぐに、鶏が鳴いた

。 28それから人々は、イエスをカヤパのところ

から官邸につれて行った。時は夜明けであった。

彼らは、けがれを受けないで過越の食事ができる

ように、官邸にはいらなかった。 29そこで、ピ

ラトは彼らのところに出てきて言った、「あなた

がたは、この人に対してどんな訴えを起すのか」

。 30彼らはピラトに答えて言った、「もしこの

人が悪事をはたらかなかったなら、あなたに引き

渡すようなことはしなかったでしょう」。 31そ

こでピラトは彼らに言った、「あなたがたは彼を

引き取って、自分たちの律法でさばくがよい」。

ユダヤ人らは彼に言った、「わたしたちには、人

を死刑にする権限がありません」。 32これは、

ご自身がどんな死にかたをしようとしているかを

示すために言われたイエスの言葉が、成就するた

めである。 33さて、ピラトはまた官邸にはいり

、イエスを呼び出して言った、「あなたは、ユダ

ヤ人の王であるか」。 34イエスは答えられた、

「あなたがそう言うのは、自分の考えからか。そ

れともほかの人々が、わたしのことをあなたにそ

う言ったのか」。 35ピラトは答えた、「わたし

はユダヤ人なのか。あなたの同族や祭司長たちが

、あなたをわたしに引き渡したのだ。あなたは、

いったい、何をしたのか」。 36イエスは答えら

れた、「わたしの国はこの世のものではない。も

しわたしの国がこの世のものであれば、わたしに

従っている者たちは、わたしをユダヤ人に渡さな

いように戦ったであろう。しかし事実、わたしの

国はこの世のものではない」。 37そこでピラト

はイエスに言った、「それでは、あなたは王なの

だな」。イエスは答えられた、「あなたの言うと

おり、わたしは王である。わたしは真理について

あかしをするために生れ、また、そのためにこの

世にきたのである。だれでも真理につく者は、わ

たしの声に耳を傾ける」。 38ピラトはイエスに

言った、「真理とは何か」。こう言って、彼はま

たユダヤ人の所に出て行き、彼らに言った、「わ

たしには、この人になんの罪も見いだせない。 39

過越の時には、わたしがあなたがたのために、ひ

とりの人を許してやるのが、あなたがたのしきた

りになっている。ついては、あなたがたは、この

ユダヤ人の王を許してもらいたいのか」。 40す

ると彼らは、また叫んで「その人ではなく、バラ

バを」と言った。このバラバは強盗であった。

19ここにピラト、イエスをとりて鞭うつ。 2兵

卒ども茨にて冠冕をあみ、その首にかむらせ

、紫色の上衣をきせ、 3御許に進みて言ふ『ユダ

ヤ人の王やすかれ』而して手掌にて打てり。 4ピ

ラト再び出でて人々にいふ『視よ、この人を汝ら

に引出す、これは何の罪あるをも我が見ぬこと

を汝らの知らん爲なり』 5ここにイエス茨の冠冕

をかむり、紫色の上衣をきて出で給へば、ピラト

言ふ『視よ、この人なり』 6祭司長・下役どもイ

エスを見て叫びいふ『十字架につけよ、十字架に

つけよ』ピラト言ふ『なんぢら自らとりて十字架

につけよ、我は彼に罪あるを見ず』 7ユダヤ人こ

たふ『我らに律法あり、その律法によれば死に當

るべき者なり、彼はおのれを神の子となせり』 8

ピラトこの言をききて増々おそれ、 9再び官邸に

入りてイエスに言ふ『なんぢは何處よりぞ』イエ

ス答をなし給はず。 10ピラト言ふ『われに語ら

ぬか、我になんぢを赦す權威あり、また十字架に

つくる權威あるを知らぬか』 11イエス答へ給ふ

『なんぢ上より賜はらずば、我に對して何の權威

もなし。この故に我をなんぢに付しし者の罪は更

に大なり』 12ここにおいてピラト、イエスを赦

さんことを力む。されどユダヤ人さけびて言ふ『

なんぢ若しこの人を赦さば、カイザルの忠臣にあ

らず、凡そおのれを王となす者はカイザルに叛く

なり』 13ピラトこれらの言をききて、イエスを

外にひきゆき、敷石（ヘブル語にてガバタ）とい

ふ處にて審判の座につく。 14この日は過越の準

備日にて、時は第六時ごろなりき。ピラト、ユ

ダヤ人にいふ『視よ、なんぢらの王なり』 15か

れら叫びていふ『除け、除け、十字架につけよ』

ピラト言ふ『われ汝らの王を十字架につくべけん

や』祭司長ら答ふ『カイザルの他われらに王なし

』 16ここにピラト、イエスを十字架に釘くるた

めに彼らに付せり。彼らイエスを受取りたれば、

17イエス己に十字架を負ひて、髑髏（ヘブル語に

てゴルゴダ）といふ處に出でゆき給ふ。 18其處
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にて彼らイエスを十字架につく。又ほかに二人の

者をともに十字架につけ、一人を右に、一人を左

に、イエスを眞中に置けり。 19ピラト罪標を書

きて十字架の上に掲ぐ『ユダヤ人の王、ナザレの

イエス』と記したり。 20イエスを十字架につけ

し處は都に近ければ、多くのユダヤ人この標を讀

む、標はヘブル、ロマ、ギリシヤの語にて記した

り。 21ここにユダヤ人の祭司長らピラトに言ふ

『ユダヤ人の王と記さず、我はユダヤ人の王なり

と自稱せりと記せ』 22ピラト答ふ『わが記した

ることは記したるままに』 23兵卒どもイエスを

十字架につけし後、その衣をとりて四つに分け、

おのおの其の一つを得たり。また下衣を取りしが

、下衣は縫目なく、上より惣て織りたる物なれば

、 24兵卒ども互にいふ『これを裂くな、誰がう

るか鬮にすべし』これは聖書の成就せん爲なり。

曰く『かれら互にわが衣をわけ、わが衣を鬮にせ

り』兵卒ども斯くなしたり。 25さてイエスの十

字架の傍らには、その母と母の姉妹と、クロパの

妻マリヤとマグダラのマリヤと立てり。 26イエ

スその母とその愛する弟子との近く立てるを見て

、母に言ひ給ふ『をんなよ、視よ、なんぢの子な

り』 27また弟子に言ひたまふ『視よ、なんぢの

母なり』この時より、その弟子かれを己が家に接

けたり。 28この後イエス萬の事の終りたるを知

りて、――聖書の全うせられん爲に――『われ渇

く』と言ひ給ふ。 29ここに酸き葡萄酒の滿ちた

る器あり、その葡萄酒のふくみたる海綿をヒソプ

に著けてイエスの口に差附く。 30イエスその葡

萄酒をうけて後いひ給ふ『事畢りぬ』遂に首を

たれて靈をわたし給ふ。 31この日は準備日なれ

ば、ユダヤ人、安息日に屍體を十字架のうへに

留めおかじとて（殊にこの度の安息日は大なる

日なるにより）ピラトに、彼らの脛ををりて屍體

を取除かんことを請ふ。 32ここに兵卒ども來り

て、イエスとともに十字架に釘けられたる第一の

者と他のものとの脛を折り、 33而してイエスに

來りしに、はや死に給ふを見て、その脛を折らず

。 34然るに一人の兵卒、鎗にてその脅をつきた

れば、直ちに血と水と流れいづ。 35之を見しも

の證をなす、其の證は眞なり、彼はその言ふこと

の眞なるを知る、これ汝等にも信ぜしめん爲な

り。 36此等のことの成りたるは『その骨くだか

れず』とある聖句の成就せん爲なり。 37また他

に『かれら己が刺したる者を見るべし』と云へる

聖句あり。 38この後、アリマタヤのヨセフとて

、ユダヤ人を懼れ密にイエスの弟子たりし者、イ

エスの屍體を引取らんことをピラトに請ひたれ

ば、ピラト許せり、乃ち往きてその屍體を引取る

。 39また曾て夜御許に來りしニコデモも、沒藥

・沈香の混和物を百斤ばかり携へて來る。 40こ

こに彼らイエスの屍體をとり、ユダヤ人の葬りの

習慣にしたがひて、香料とともに布にて卷けり。

41イエスの十字架につけられ給ひし處に園あり、

園の中にいまだ人を葬りしことなき新しき墓あり

。 42ユダヤ人の準備日なれば、この墓の近きま

まに其處にイエスを納めたり。

20さて、一週の初めの日に、朝早くまだ暗いう
ちに、マグダラのマリヤが墓に行くと、墓か

ら石がとりのけてあるのを見た。 2そこで走って

、シモン・ペテロとイエスが愛しておられた、も

うひとりの弟子のところへ行って、彼らに言った

、「だれかが、主を墓から取り去りました。どこ

へ置いたのか、わかりません」。 3そこでペテロ

ともうひとりの弟子は出かけて、墓へむかって行

った。 4ふたりは一緒に走り出したが、そのもう

ひとりの弟子の方が、ペテロよりも早く走って先

に墓に着き、 5そして身をかがめてみると、亜麻

布がそこに置いてあるのを見たが、中へははいら

なかった。 6シモン・ペテロも続いてきて、墓の

中にはいった。彼は亜麻布がそこに置いてあるの

を見たが、 7イエスの頭に巻いてあった布は亜麻

布のそばにはなくて、はなれた別の場所にくるめ

てあった。 8すると、先に墓に着いたもうひとり

の弟子もはいってきて、これを見て信じた。 9し

かし、彼らは死人のうちからイエスがよみがえる

べきことをしるした聖句を、まだ悟っていなかっ

た。 10それから、ふたりの弟子たちは自分の家

に帰って行った。 11しかし、マリヤは墓の外に

立って泣いていた。そして泣きながら、身をかが

めて墓の中をのぞくと、 12白い衣を着たふたり

の御使が、イエスの死体のおかれていた場所に、

ひとりは頭の方に、ひとりは足の方に、すわって

いるのを見た。 13すると、彼らはマリヤに、「

女よ、なぜ泣いているのか」と言った。マリヤは

彼らに言った、「だれかが、わたしの主を取り去

りました。そして、どこに置いたのか、わからな

いのです」。 14そう言って、うしろをふり向く

と、そこにイエスが立っておられるのを見た。し
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かし、それがイエスであることに気がつかなかっ

た。 15イエスは女に言われた、「女よ、なぜ泣

いているのか。だれを捜しているのか」。マリヤ

は、その人が園の番人だと思って言った、「もし

あなたが、あのかたを移したのでしたら、どこへ

置いたのか、どうぞ、おっしゃって下さい。わた

しがそのかたを引き取ります」。 16イエスは彼

女に「マリヤよ」と言われた。マリヤはふり返っ

て、イエスにむかってヘブル語で「ラボニ」と言

った。それは、先生という意味である。 17イエ

スは彼女に言われた、「わたしにさわってはいけ

ない。わたしは、まだ父のみもとに上っていない

のだから。ただ、わたしの兄弟たちの所に行って

、『わたしは、わたしの父またあなたがたの父で

あって、わたしの神またあなたがたの神であられ

るかたのみもとへ上って行く』と、彼らに伝えな

さい」。 18マグダラのマリヤは弟子たちのとこ

ろに行って、自分が主に会ったこと、またイエス

がこれこれのことを自分に仰せになったことを、

報告した。 19その日、すなわち、一週の初めの

日の夕方、弟子たちはユダヤ人をおそれて、自分

たちのおる所の戸をみなしめていると、イエスが

はいってきて、彼らの中に立ち、「安かれ」と言

われた。 20そう言って、手とわきとを、彼らに

お見せになった。弟子たちは主を見て喜んだ。 21

イエスはまた彼らに言われた、「安かれ。父がわ

たしをおつかわしになったように、わたしもまた

あなたがたをつかわす」。 22そう言って、彼ら

に息を吹きかけて仰せになった、「聖霊を受けよ

。 23あなたがたがゆるす罪は、だれの罪でもゆ

るされ、あなたがたがゆるさずにおく罪は、その

まま残るであろう」。 24十二弟子のひとりで、

デドモと呼ばれているトマスは、イエスがこられ

たとき、彼らと一緒にいなかった。 25ほかの弟

子たちが、彼に「わたしたちは主にお目にかかっ

た」と言うと、トマスは彼らに言った、「わたし

は、その手に釘あとを見、わたしの指をその釘あ

とにさし入れ、また、わたしの手をそのわきにさ

し入れてみなければ、決して信じない」。 26八

日ののち、イエスの弟子たちはまた家の内におり

、トマスも一緒にいた。戸はみな閉ざされていた

が、イエスがはいってこられ、中に立って「安か

れ」と言われた。 27それからトマスに言われた

、「あなたの指をここにつけて、わたしの手を見

なさい。手をのばしてわたしのわきにさし入れて

みなさい。信じない者にならないで、信じる者に

なりなさい」。 28トマスはイエスに答えて言っ

た、「わが主よ、わが神よ」。 29イエスは彼に

言われた、「あなたはわたしを見たので信じたの

か。見ないで信ずる者は、さいわいである」。 30

イエスは、この書に書かれていないしるしを、ほ

かにも多く、弟子たちの前で行われた。 31しか

し、これらのことを書いたのは、あなたがたがイ

エスは神の子キリストであると信じるためであり

、また、そう信じて、イエスの名によって命を得

るためである。

21そののち、イエスはテベリヤの海べで、ご自
身をまた弟子たちにあらわされた。そのあら

わされた次第は、こうである。 2シモン・ペテロ

が、デドモと呼ばれているトマス、ガリラヤのカ

ナのナタナエル、ゼベダイの子らや、ほかのふた

りの弟子たちと一緒にいた時のことである。 3シ

モン・ペテロは彼らに「わたしは漁に行くのだ」

と言うと、彼らは「わたしたちも一緒に行こう」

と言った。彼らは出て行って舟に乗った。しかし

、その夜はなんの獲物もなかった。 4夜が明けた

ころ、イエスが岸に立っておられた。しかし弟子

たちはそれがイエスだとは知らなかった。 5イエ

スは彼らに言われた、「子たちよ、何か食べるも

のがあるか」。彼らは「ありません」と答えた。

6すると、イエスは彼らに言われた、「舟の右の

方に網をおろして見なさい。そうすれば、何かと

れるだろう」。彼らは網をおろすと、魚が多くと

れたので、それを引き上げることができなかった

。 7イエスの愛しておられた弟子が、ペテロに「

あれは主だ」と言った。シモン・ペテロは主であ

ると聞いて、裸になっていたため、上着をまとっ

て海にとびこんだ。 8しかし、ほかの弟子たちは

舟に乗ったまま、魚のはいっている網を引きなが

ら帰って行った。陸からはあまり遠くない五十間

ほどの所にいたからである。 9彼らが陸に上って

見ると、炭火がおこしてあって、その上に魚がの

せてあり、またそこにパンがあった。 10イエス

は彼らに言われた、「今とった魚を少し持ってき

なさい」。 11シモン・ペテロが行って、網を陸

へ引き上げると、百五十三びきの大きな魚でいっ

ぱいになっていた。そんなに多かったが、網はさ

けないでいた。 12イエスは彼らに言われた、「

さあ、朝の食事をしなさい」。弟子たちは、主で
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あることがわかっていたので、だれも「あなたは

どなたですか」と進んで尋ねる者がなかった。 13

イエスはそこにきて、パンをとり彼らに与え、ま

た魚も同じようにされた。 14イエスが死人の中

からよみがえったのち、弟子たちにあらわれたの

は、これで既に三度目である。 15彼らが食事を

すませると、イエスはシモン・ペテロに言われた

、「ヨハネの子シモンよ、あなたはこの人たちが

愛する以上に、わたしを愛するか」。ペテロは言

った、「主よ、そうです。わたしがあなたを愛す

ることは、あなたがご存じです」。イエスは彼に

「わたしの小羊を養いなさい」と言われた。 16

またもう一度彼に言われた、「ヨハネの子シモン

よ、わたしを愛するか」。彼はイエスに言った、

「主よ、そうです。わたしがあなたを愛すること

は、あなたがご存じです」。イエスは彼に言われ

た、「わたしの羊を飼いなさい」。 17イエスは

三度目に言われた、「ヨハネの子シモンよ、わた

しを愛するか」。ペテロは「わたしを愛するか」

とイエスが三度も言われたので、心をいためてイ

エスに言った、「主よ、あなたはすべてをご存じ

です。わたしがあなたを愛していることは、おわ

かりになっています」。イエスは彼に言われた、

「わたしの羊を養いなさい。 18よくよくあなた

に言っておく。あなたが若かった時には、自分で

帯をしめて、思いのままに歩きまわっていた。し

かし年をとってからは、自分の手をのばすことに

なろう。そして、ほかの人があなたに帯を結びつ

け、行きたくない所へ連れて行くであろう」。 19

これは、ペテロがどんな死に方で、神の栄光をあ

らわすかを示すために、お話しになったのである

。こう話してから、「わたしに従ってきなさい」

と言われた。 20ペテロはふり返ると、イエスの

愛しておられた弟子がついて来るのを見た。この

弟子は、あの夕食のときイエスの胸近くに寄りか

かって、「主よ、あなたを裏切る者は、だれなの

ですか」と尋ねた人である。 21ペテロはこの弟

子を見て、イエスに言った、「主よ、この人はど

うなのですか」。 22イエスは彼に言われた、「

たとい、わたしの来る時まで彼が生き残っている

ことを、わたしが望んだとしても、あなたにはな

んの係わりがあるか。あなたは、わたしに従って

きなさい」。 23こういうわけで、この弟子は死

ぬことがないといううわさが、兄弟たちの間にひ

ろまった。しかし、イエスは彼が死ぬことはない

と言われたのではなく、ただ「たとい、わたしの

来る時まで彼が生き残っていることを、わたしが

望んだとしても、あなたにはなんの係わりがある

か」と言われただけである。 24これらの事につ

いてあかしをし、またこれらの事を書いたのは、

この弟子である。そして彼のあかしが真実である

ことを、わたしたちは知っている。 25イエスの

なさったことは、このほかにまだ数多くある。も

しいちいち書きつけるならば、世界もその書かれ

た文書を収めきれないであろうと思う。
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使徒の働き

1テオピロよ、わたしは先に第一巻を著わして
、イエスが行い、また教えはじめてから、 2お

選びになった使徒たちに、聖霊によって命じたの

ち、天に上げられた日までのことを、ことごとく

しるした。 3イエスは苦難を受けたのち、自分の

生きていることを数々の確かな証拠によって示し

、四十日にわたってたびたび彼らに現れて、神の

国のことを語られた。 4そして食事を共にしてい

るとき、彼らにお命じになった、「エルサレムか

ら離れないで、かねてわたしから聞いていた父の

約束を待っているがよい。 5すなわち、ヨハネは

水でバプテスマを授けたが、あなたがたは間もな

く聖霊によって、バプテスマを授けられるであろ

う」。 6さて、弟子たちが一緒に集まったとき、

イエスに問うて言った、「主よ、イスラエルのた

めに国を復興なさるのは、この時なのですか」。

7彼らに言われた、「時期や場合は、父がご自分

の権威によって定めておられるのであって、あな

たがたの知る限りではない。 8ただ、聖霊があな

たがたにくだる時、あなたがたは力を受けて、エ

ルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、さらに地の

はてまで、わたしの証人となるであろう」。 9こ

う言い終ると、イエスは彼らの見ている前で天に

上げられ、雲に迎えられて、その姿が見えなくな

った。 10イエスの上って行かれるとき、彼らが

天を見つめていると、見よ、白い衣を着たふたり

の人が、彼らのそばに立っていて 11言った、「

ガリラヤの人たちよ、なぜ天を仰いで立っている

のか。あなたがたを離れて天に上げられたこのイ

エスは、天に上って行かれるのをあなたがたが見

たのと同じ有様で、またおいでになるであろう」

。 12それから彼らは、オリブという山を下って

エルサレムに帰った。この山はエルサレムに近く

、安息日に許されている距離のところにある。 13

彼らは、市内に行って、その泊まっていた屋上の

間にあがった。その人たちは、ペテロ、ヨハネ、

ヤコブ、アンデレ、ピリポとトマス、バルトロマ

イとマタイ、アルパヨの子ヤコブと熱心党のシモ

ンとヤコブの子ユダとであった。 14彼らはみな

、婦人たち、特にイエスの母マリヤ、およびイエ

スの兄弟たちと共に、心を合わせて、ひたすら祈

をしていた。 15そのころ、百二十名ばかりの人

々が、一団となって集まっていたが、ペテロはこ

れらの兄弟たちの中に立って言った、 16「兄弟

たちよ、イエスを捕えた者たちの手びきになった

ユダについては、聖霊がダビデの口をとおして預

言したその言葉は、成就しなければならなかった

。 17彼はわたしたちの仲間に加えられ、この務

を授かっていた者であった。（ 18彼は不義の報

酬で、ある地所を手に入れたが、そこへまっさか

さまに落ちて、腹がまん中から引き裂け、はらわ

たがみな流れ出てしまった。 19そして、この事

はエルサレムの全住民に知れわたり、そこで、こ

の地所が彼らの国語でアケルダマと呼ばれるよう

になった。「血の地所」との意である。） 20詩

篇に、『その屋敷は荒れ果てよ、そこにはひとり

も住む者がいなくなれ』と書いてあり、また『そ

の職は、ほかの者に取らせよ』とあるとおりであ

る。 21そういうわけで、主イエスがわたしたち

の間にゆききされた期間中、 22すなわち、ヨハ

ネのバプテスマの時から始まって、わたしたちを

離れて天に上げられた日に至るまで、始終わたし

たちと行動を共にした人たちのうち、だれかひと

りが、わたしたちに加わって主の復活の証人にな

らねばならない」。 23そこで一同は、バルサバ

と呼ばれ、またの名をユストというヨセフと、マ

ッテヤとのふたりを立て、 24祈って言った、「

すべての人の心をご存じである主よ。このふたり

のうちのどちらを選んで、 25ユダがこの使徒の

職務から落ちて、自分の行くべきところへ行った

そのあとを継がせなさいますか、お示し下さい」

。 26それから、ふたりのためにくじを引いたと

ころ、マッテヤに当ったので、この人が十一人の

使徒たちに加えられることになった。

2五旬節の日がきて、みんなの者が一緒に集ま
っていると、 2突然、激しい風が吹いてきたよ

うな音が天から起ってきて、一同がすわっていた

家いっぱいに響きわたった。 3また、舌のような

ものが、炎のように分れて現れ、ひとりびとりの

上にとどまった。 4すると、一同は聖霊に満たさ

れ、御霊が語らせるままに、いろいろの他国の言

葉で語り出した。 5さて、エルサレムには、天下

のあらゆる国々から、信仰深いユダヤ人たちがき

て住んでいたが、 6この物音に大ぜいの人が集ま

ってきて、彼らの生れ故郷の国語で、使徒たちが

話しているのを、だれもかれも聞いてあっけに取

られた。 7そして驚き怪しんで言った、「見よ、
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いま話しているこの人たちは、皆ガリラヤ人では

ないか。 8それだのに、わたしたちがそれぞれ、

生れ故郷の国語を彼らから聞かされるとは、いっ

たい、どうしたことか。 9わたしたちの中には、

パルテヤ人、メジヤ人、エラム人もおれば、メソ

ポタミヤ、ユダヤ、カパドキヤ、ポントとアジヤ

、 10フルギヤとパンフリヤ、エジプトとクレネ

に近いリビヤ地方などに住む者もいるし、またロ

ーマ人で旅にきている者、 11ユダヤ人と改宗者

、クレテ人とアラビヤ人もいるのだが、あの人々

がわたしたちの国語で、神の大きな働きを述べる

のを聞くとは、どうしたことか」。 12みんなの

者は驚き惑って、互に言い合った、「これは、い

ったい、どういうわけなのだろう」。 13しかし

、ほかの人たちはあざ笑って、「あの人たちは新

しい酒で酔っているのだ」と言った。 14そこで

、ペテロが十一人の者と共に立ちあがり、声をあ

げて人々に語りかけた。「ユダヤの人たち、なら

びにエルサレムに住むすべてのかたがた、どうか

、この事を知っていただきたい。わたしの言うこ

とに耳を傾けていただきたい。 15今は朝の九時

であるから、この人たちは、あなたがたが思って

いるように、酒に酔っているのではない。 16そ

うではなく、これは預言者ヨエルが預言していた

ことに外ならないのである。すなわち、 17『神

がこう仰せになる。終りの時には、わたしの霊を

すべての人に注ごう。そして、あなたがたのむす

こ娘は預言をし、若者たちは幻を見、老人たちは

夢を見るであろう。 18その時には、わたしの男

女の僕たちにもわたしの霊を注ごう。そして彼ら

も預言をするであろう。 19また、上では、天に

奇跡を見せ、下では、地にしるしを、すなわち、

血と火と立ちこめる煙とを、見せるであろう。 20

主の大いなる輝かしい日が来る前に、日はやみに

月は血に変るであろう。 21そのとき、主の名を

呼び求める者は、みな救われるであろう』。 22

イスラエルの人たちよ、今わたしの語ることを聞

きなさい。あなたがたがよく知っているとおり、

ナザレ人イエスは、神が彼をとおして、あなたが

たの中で行われた数々の力あるわざと奇跡としる

しとにより、神からつかわされた者であることを

、あなたがたに示されたかたであった。 23この

イエスが渡されたのは神の定めた計画と予知とに

よるのであるが、あなたがたは彼を不法の人々の

手で十字架につけて殺した。 24神はこのイエス

を死の苦しみから解き放って、よみがえらせたの

である。イエスが死に支配されているはずはなか

ったからである。 25ダビデはイエスについてこ

う言っている、『わたしは常に目の前に主を見た

。主は、わたしが動かされないため、わたしの右

にいて下さるからである。 26それゆえ、わたし

の心は楽しみ、わたしの舌はよろこび歌った。わ

たしの肉体もまた、望みに生きるであろう。 27

あなたは、わたしの魂を黄泉に捨ておくことをせ

ず、あなたの聖者が朽ち果てるのを、お許しにな

らないであろう。 (Hadēs g86) 28あなたは、いのち

の道をわたしに示し、み前にあって、わたしを喜

びで満たして下さるであろう』。 29兄弟たちよ

、族長ダビデについては、わたしはあなたがたに

むかって大胆に言うことができる。彼は死んで葬

られ、現にその墓が今日に至るまで、わたしたち

の間に残っている。 30彼は預言者であって、『

その子孫のひとりを王位につかせよう』と、神が

堅く彼に誓われたことを認めていたので、 31キ

リストの復活をあらかじめ知って、『彼は黄泉に

捨ておかれることがなく、またその肉体が朽ち果

てることもない』と語ったのである。 (Hadēs g86) 32

このイエスを、神はよみがえらせた。そして、わ

たしたちは皆その証人なのである。 33それで、

イエスは神の右に上げられ、父から約束の聖霊を

受けて、それをわたしたちに注がれたのである。

このことは、あなたがたが現に見聞きしていると

おりである。 34ダビデが天に上ったのではない

。彼自身こう言っている、『主はわが主に仰せに

なった、 35あなたの敵をあなたの足台にするま

では、わたしの右に座していなさい』。 36だか

ら、イスラエルの全家は、この事をしかと知って

おくがよい。あなたがたが十字架につけたこのイ

エスを、神は、主またキリストとしてお立てにな

ったのである」。 37人々はこれを聞いて、強く

心を刺され、ペテロやほかの使徒たちに、「兄弟

たちよ、わたしたちは、どうしたらよいのでしょ

うか」と言った。 38すると、ペテロが答えた、

「悔い改めなさい。そして、あなたがたひとりび

とりが罪のゆるしを得るために、イエス・キリス

トの名によって、バプテスマを受けなさい。そう

すれば、あなたがたは聖霊の賜物を受けるであろ

う。 39この約束は、われらの主なる神の召しに

あずかるすべての者、すなわちあなたがたと、あ

なたがたの子らと、遠くの者一同とに、与えられ
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ているものである」。 40ペテロは、ほかになお

多くの言葉であかしをなし、人々に「この曲った

時代から救われよ」と言って勧めた。 41そこで

、彼の勧めの言葉を受けいれた者たちは、バプテ

スマを受けたが、その日、仲間に加わったものが

三千人ほどあった。 42そして一同はひたすら、

使徒たちの教を守り、信徒の交わりをなし、共に

パンをさき、祈をしていた。 43みんなの者にお

それの念が生じ、多くの奇跡としるしとが、使徒

たちによって、次々に行われた。 44信者たちは

みな一緒にいて、いっさいの物を共有にし、 45

資産や持ち物を売っては、必要に応じてみんなの

者に分け与えた。 46そして日々心を一つにして

、絶えず宮もうでをなし、家ではパンをさき、よ

ろこびと、まごころとをもって、食事を共にし、

47神をさんびし、すべての人に好意を持たれてい

た。そして主は、救われる者を日々仲間に加えて

下さったのである。

3さて、ペテロとヨハネとが、午後三時の祈の
ときに宮に上ろうとしていると、 2生れながら

足のきかない男が、かかえられてきた。この男は

、宮もうでに来る人々に施しをこうため、毎日、

「美しの門」と呼ばれる宮の門のところに、置か

れていた者である。 3彼は、ペテロとヨハネとが

、宮にはいって行こうとしているのを見て、施し

をこうた。 4ペテロとヨハネとは彼をじっと見て

、「わたしたちを見なさい」と言った。 5彼は何

かもらえるのだろうと期待して、ふたりに注目し

ていると、 6ペテロが言った、「金銀はわたしに

は無い。しかし、わたしにあるものをあげよう。

ナザレ人イエス・キリストの名によって歩きなさ

い」。 7こう言って彼の右手を取って起してやる

と、足と、くるぶしとが、立ちどころに強くなっ

て、 8踊りあがって立ち、歩き出した。そして、

歩き回ったり踊ったりして神をさんびしながら、

彼らと共に宮にはいって行った。 9民衆はみな、

彼が歩き回り、また神をさんびしているのを見、

10これが宮の「美しの門」のそばにすわって、施

しをこうていた者であると知り、彼の身に起った

ことについて、驚き怪しんだ。 11彼がなおもペ

テロとヨハネとにつきまとっているとき、人々は

皆ひどく驚いて、「ソロモンの廊」と呼ばれる柱

廊にいた彼らのところに駆け集まってきた。 12

ペテロはこれを見て、人々にむかって言った、「

イスラエルの人たちよ、なぜこの事を不思議に思

うのか。また、わたしたちが自分の力や信心で、

あの人を歩かせたかのように、なぜわたしたちを

見つめているのか。 13アブラハム、イサク、ヤ

コブの神、わたしたちの先祖の神は、その僕イエ

スに栄光を賜わったのであるが、あなたがたは、

このイエスを引き渡し、ピラトがゆるすことに決

めていたのに、それを彼の面前で拒んだ。 14あ

なたがたは、この聖なる正しいかたを拒んで、人

殺しの男をゆるすように要求し、 15いのちの君

を殺してしまった。しかし、神はこのイエスを死

人の中から、よみがえらせた。わたしたちは、そ

の事の証人である。 16そして、イエスの名が、

それを信じる信仰のゆえに、あなたがたのいま見

て知っているこの人を、強くしたのであり、イエ

スによる信仰が、彼をあなたがた一同の前で、こ

のとおり完全にいやしたのである。 17さて、兄

弟たちよ、あなたがたは知らずにあのような事を

したのであり、あなたがたの指導者たちとても同

様であったことは、わたしにわかっている。 18

神はあらゆる預言者の口をとおして、キリストの

受難を予告しておられたが、それをこのように成

就なさったのである。 19だから、自分の罪をぬ

ぐい去っていただくために、悔い改めて本心に立

ちかえりなさい。 20それは、主のみ前から慰め

の時がきて、あなたがたのためにあらかじめ定め

てあったキリストなるイエスを、神がつかわして

下さるためである。 21このイエスは、神が聖な

る預言者たちの口をとおして、昔から預言してお

られた万物更新の時まで、天にとどめておかれね

ばならなかった。 (aiōn g165) 22モーセは言った、『

主なる神は、わたしをお立てになったように、あ

なたがたの兄弟の中から、ひとりの預言者をお立

てになるであろう。その預言者があなたがたに語

ることには、ことごとく聞きしたがいなさい。 23

彼に聞きしたがわない者は、みな民の中から滅ぼ

し去られるであろう』。 24サムエルをはじめ、

その後つづいて語ったほどの預言者はみな、この

時のことを予告した。 25あなたがたは預言者の

子であり、神があなたがたの先祖たちと結ばれた

契約の子である。神はアブラハムに対して、『地

上の諸民族は、あなたの子孫によって祝福を受け

るであろう』と仰せられた。 26神がまずあなた

がたのために、その僕を立てて、おつかわしにな

ったのは、あなたがたひとりびとりを、悪から立
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ちかえらせて、祝福にあずからせるためなのであ

る」。

4彼らが人々にこのように語っているあいだに
、祭司たち、宮守がしら、サドカイ人たちが

近寄ってきて、 2彼らが人々に教を説き、イエス

自身に起った死人の復活を宣伝しているのに気を

いら立て、 3彼らに手をかけて捕え、はや日が暮

れていたので、翌朝まで留置しておいた。 4しか

し、彼らの話を聞いた多くの人たちは信じた。そ

して、その男の数が五千人ほどになった。 5明く

る日、役人、長老、律法学者たちが、エルサレム

に召集された。 6大祭司アンナスをはじめ、カヤ

パ、ヨハネ、アレキサンデル、そのほか大祭司の

一族もみな集まった。 7そして、そのまん中に使

徒たちを立たせて尋問した、「あなたがたは、い

ったい、なんの権威、また、だれの名によって、

このことをしたのか」。 8その時、ペテロが聖霊

に満たされて言った、「民の役人たち、ならびに

長老たちよ、 9わたしたちが、きょう、取調べを

受けているのは、病人に対してした良いわざにつ

いてであり、この人がどうしていやされたかにつ

いてであるなら、 10あなたがたご一同も、また

イスラエルの人々全体も、知っていてもらいたい

。この人が元気になってみんなの前に立っている

のは、ひとえに、あなたがたが十字架につけて殺

したのを、神が死人の中からよみがえらせたナザ

レ人イエス・キリストの御名によるのである。 11

このイエスこそは『あなたがた家造りらに捨てら

れたが、隅のかしら石となった石』なのである。

12この人による以外に救はない。わたしたちを救

いうる名は、これを別にしては、天下のだれにも

与えられていないからである」。 13人々はペテ

ロとヨハネとの大胆な話しぶりを見、また同時に

、ふたりが無学な、ただの人たちであることを知

って、不思議に思った。そして彼らがイエスと共

にいた者であることを認め、 14かつ、彼らにい

やされた者がそのそばに立っているのを見ては、

まったく返す言葉がなかった。 15そこで、ふた

りに議会から退場するように命じてから、互に協

議をつづけて 16言った、「あの人たちを、どう

したらよかろうか。彼らによって著しいしるしが

行われたことは、エルサレムの住民全体に知れわ

たっているので、否定しようもない。 17ただ、

これ以上このことが民衆の間にひろまらないよう

に、今後はこの名によって、いっさいだれにも語

ってはいけないと、おどしてやろうではないか」

。 18そこで、ふたりを呼び入れて、イエスの名

によって語ることも説くことも、いっさい相成ら

ぬと言いわたした。 19ペテロとヨハネとは、こ

れに対して言った、「神に聞き従うよりも、あな

たがたに聞き従う方が、神の前に正しいかどうか

、判断してもらいたい。 20わたしたちとしては

、自分の見たこと聞いたことを、語らないわけに

はいかない」。 21そこで、彼らはふたりを更に

おどしたうえ、ゆるしてやった。みんなの者が、

この出来事のために、神をあがめていたので、そ

の人々の手前、ふたりを罰するすべがなかったか

らである。 22そのしるしによっていやされたの

は、四十歳あまりの人であった。 23ふたりはゆ

るされてから、仲間の者たちのところに帰って、

祭司長たちや長老たちが言ったいっさいのことを

報告した。 24一同はこれを聞くと、口をそろえ

て、神にむかい声をあげて言った、「天と地と海

と、その中のすべてのものとの造りぬしなる主よ

。 25あなたは、わたしたちの先祖、あなたの僕

ダビデの口をとおして、聖霊によって、こう仰せ

になりました、『なぜ、異邦人らは、騒ぎ立ち、

もろもろの民は、むなしいことを図り、 26地上

の王たちは、立ちかまえ、支配者たちは、党を組

んで、主とそのキリストとに逆らったのか』。 27

まことに、ヘロデとポンテオ・ピラトとは、異邦

人らやイスラエルの民と一緒になって、この都に

集まり、あなたから油を注がれた聖なる僕イエス

に逆らい、 28み手とみ旨とによって、あらかじ

め定められていたことを、なし遂げたのです。 29

主よ、いま、彼らの脅迫に目をとめ、僕たちに、

思い切って大胆に御言葉を語らせて下さい。 30

そしてみ手を伸ばしていやしをなし、聖なる僕イ

エスの名によって、しるしと奇跡とを行わせて下

さい」。 31彼らが祈り終えると、その集まって

いた場所が揺れ動き、一同は聖霊に満たされて、

大胆に神の言を語り出した。 32信じた者の群れ

は、心を一つにし思いを一つにして、だれひとり

その持ち物を自分のものだと主張する者がなく、

いっさいの物を共有にしていた。 33使徒たちは

主イエスの復活について、非常に力強くあかしを

した。そして大きなめぐみが、彼ら一同に注がれ

た。 34彼らの中に乏しい者は、ひとりもいなか

った。地所や家屋を持っている人たちは、それを
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売り、売った物の代金をもってきて、 35使徒た

ちの足もとに置いた。そしてそれぞれの必要に応

じて、だれにでも分け与えられた。 36クプロ生

れのレビ人で、使徒たちにバルナバ（「慰めの子

」との意）と呼ばれていたヨセフは、 37自分の

所有する畑を売り、その代金をもってきて、使徒

たちの足もとに置いた。

5ところが、アナニヤという人とその妻サッピ
ラとは共に資産を売ったが、 2共謀して、その

代金をごまかし、一部だけを持ってきて、使徒た

ちの足もとに置いた。 3そこで、ペテロが言った

、「アナニヤよ、どうしてあなたは、自分の心を

サタンに奪われて、聖霊を欺き、地所の代金をご

まかしたのか。 4売らずに残しておけば、あなた

のものであり、売ってしまっても、あなたの自由

になったはずではないか。どうして、こんなこと

をする気になったのか。あなたは人を欺いたので

はなくて、神を欺いたのだ」。 5アナニヤはこの

言葉を聞いているうちに、倒れて息が絶えた。こ

のことを伝え聞いた人々は、みな非常なおそれを

感じた。 6それから、若者たちが立って、その死

体を包み、運び出して葬った。 7三時間ばかりた

ってから、たまたま彼の妻が、この出来事を知ら

ずに、はいってきた。 8そこで、ペテロが彼女に

むかって言った、「あの地所は、これこれの値段

で売ったのか。そのとおりか」。彼女は「そうで

す、その値段です」と答えた。 9ペテロは言った

、「あなたがたふたりが、心を合わせて主の御霊

を試みるとは、何事であるか。見よ、あなたの夫

を葬った人たちの足が、そこの門口にきている。

あなたも運び出されるであろう」。 10すると女

は、たちまち彼の足もとに倒れて、息が絶えた。

そこに若者たちがはいってきて、女が死んでしま

っているのを見、それを運び出してその夫のそば

に葬った。 11教会全体ならびにこれを伝え聞い

た人たちは、みな非常なおそれを感じた。 12そ

のころ、多くのしるしと奇跡とが、次々に使徒た

ちの手により人々の中で行われた。そして、一同

は心を一つにして、ソロモンの廊に集まっていた

。 13ほかの者たちは、だれひとり、その交わり

に入ろうとはしなかったが、民衆は彼らを尊敬し

ていた。 14しかし、主を信じて仲間に加わる者

が、男女とも、ますます多くなってきた。 15つ

いには、病人を大通りに運び出し、寝台や寝床の

上に置いて、ペテロが通るとき、彼の影なりと、

そのうちのだれかにかかるようにしたほどであっ

た。 16またエルサレム附近の町々からも、大ぜ

いの人が、病人や汚れた霊に苦しめられている人

たちを引き連れて、集まってきたが、その全部の

者が、ひとり残らずいやされた。 17そこで、大

祭司とその仲間の者、すなわち、サドカイ派の人

たちが、みな嫉妬の念に満たされて立ちあがり、

18使徒たちに手をかけて捕え、公共の留置場に入

れた。 19ところが夜、主の使が獄の戸を開き、

彼らを連れ出して言った、 20「さあ行きなさい

。そして、宮の庭に立ち、この命の言葉を漏れな

く、人々に語りなさい」。 21彼らはこれを聞き

、夜明けごろ宮にはいって教えはじめた。一方で

は、大祭司とその仲間の者とが、集まってきて、

議会とイスラエル人の長老一同とを召集し、使徒

たちを引き出してこさせるために、人を獄につか

わした。 22そこで、下役どもが行って見ると、

使徒たちが獄にいないので、引き返して報告した

、 23「獄には、しっかりと錠がかけてあり、戸

口には、番人が立っていました。ところが、あけ

て見たら、中にはだれもいませんでした」。 24

宮守がしらと祭司長たちとは、この報告を聞いて

、これは、いったい、どんな事になるのだろうと

、あわて惑っていた。 25そこへ、ある人がきて

知らせた、「行ってごらんなさい。あなたがたが

獄に入れたあの人たちが、宮の庭に立って、民衆

を教えています」。 26そこで宮守がしらが、下

役どもと一緒に出かけて行って、使徒たちを連れ

てきた。しかし、人々に石で打ち殺されるのを恐

れて、手荒なことはせず、 27彼らを連れてきて

、議会の中に立たせた。すると、大祭司が問うて

28言った、「あの名を使って教えてはならないと

、きびしく命じておいたではないか。それだのに

、なんという事だ。エルサレム中にあなたがたの

教を、はんらんさせている。あなたがたは確かに

、あの人の血の責任をわたしたちに負わせようと

、たくらんでいるのだ」。 29これに対して、ペ

テロをはじめ使徒たちは言った、「人間に従うよ

りは、神に従うべきである。 30わたしたちの先

祖の神は、あなたがたが木にかけて殺したイエス

をよみがえらせ、 31そして、イスラエルを悔い

改めさせてこれに罪のゆるしを与えるために、こ

のイエスを導き手とし救主として、ご自身の右に

上げられたのである。 32わたしたちはこれらの
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事の証人である。神がご自身に従う者に賜わった

聖霊もまた、その証人である」。 33これを聞い

た者たちは、激しい怒りのあまり、使徒たちを殺

そうと思った。 34ところが、国民全体に尊敬さ

れていた律法学者ガマリエルというパリサイ人が

、議会で立って、使徒たちをしばらくのあいだ外

に出すように要求してから、 35一同にむかって

言った、「イスラエルの諸君、あの人たちをどう

扱うか、よく気をつけるがよい。 36先ごろ、チ

ゥダが起って、自分を何か偉い者のように言いふ

らしたため、彼に従った男の数が、四百人ほども

あったが、結局、彼は殺されてしまい、従った者

もみな四散して、全く跡方もなくなっている。 37

そののち、人口調査の時に、ガリラヤ人ユダが民

衆を率いて反乱を起したが、この人も滅び、従っ

た者もみな散らされてしまった。 38そこで、こ

の際、諸君に申し上げる。あの人たちから手を引

いて、そのなすままにしておきなさい。その企て

や、しわざが、人間から出たものなら、自滅する

だろう。 39しかし、もし神から出たものなら、

あの人たちを滅ぼすことはできまい。まかり違え

ば、諸君は神を敵にまわすことになるかも知れな

い」。そこで彼らはその勧告にしたがい、 40使

徒たちを呼び入れて、むち打ったのち、今後イエ

スの名によって語ることは相成らぬと言いわたし

て、ゆるしてやった。 41使徒たちは、御名のた

めに恥を加えられるに足る者とされたことを喜び

ながら、議会から出てきた。 42そして、毎日、

宮や家で、イエスがキリストであることを、引き

つづき教えたり宣べ伝えたりした。

6そのころ、弟子の数がふえてくるにつれて、
ギリシヤ語を使うユダヤ人たちから、ヘブル

語を使うユダヤ人たちに対して、自分たちのやも

めらが、日々の配給で、おろそかにされがちだと

、苦情を申し立てた。 2そこで、十二使徒は弟子

全体を呼び集めて言った、「わたしたちが神の言

をさしおいて、食卓のことに携わるのはおもしろ

くない。 3そこで、兄弟たちよ、あなたがたの中

から、御霊と知恵とに満ちた、評判のよい人たち

七人を捜し出してほしい。その人たちにこの仕事

をまかせ、 4わたしたちは、もっぱら祈と御言の

ご用に当ることにしよう」。 5この提案は会衆一

同の賛成するところとなった。そして信仰と聖霊

とに満ちた人ステパノ、それからピリポ、プロコ

ロ、ニカノル、テモン、パルメナ、およびアンテ

オケの改宗者ニコラオを選び出して、 6使徒たち

の前に立たせた。すると、使徒たちは祈って手を

彼らの上においた。 7こうして神の言は、ますま

すひろまり、エルサレムにおける弟子の数が、非

常にふえていき、祭司たちも多数、信仰を受けい

れるようになった。 8さて、ステパノは恵みと力

とに満ちて、民衆の中で、めざましい奇跡としる

しとを行っていた。 9すると、いわゆる「リベル

テン」の会堂に属する人々、クレネ人、アレキサ

ンドリヤ人、キリキヤやアジヤからきた人々など

が立って、ステパノと議論したが、 10彼は知恵

と御霊とで語っていたので、それに対抗できなか

った。 11そこで、彼らは人々をそそのかして、

「わたしたちは、彼がモーセと神とを汚す言葉を

吐くのを聞いた」と言わせた。 12その上、民衆

や長老たちや律法学者たちを煽動し、彼を襲って

捕えさせ、議会にひっぱってこさせた。 13それ

から、偽りの証人たちを立てて言わせた、「この

人は、この聖所と律法とに逆らう言葉を吐いて、

どうしても、やめようとはしません。 14『あの

ナザレ人イエスは、この聖所を打ちこわし、モー

セがわたしたちに伝えた慣例を変えてしまうだろ

う』などと、彼が言うのを、わたしたちは聞きま

した」。 15議会で席についていた人たちは皆、

ステパノに目を注いだが、彼の顔は、ちょうど天

使の顔のように見えた。

7大祭司は「そのとおりか」と尋ねた。 2そこで

、ステパノが言った、「兄弟たち、父たちよ

、お聞き下さい。わたしたちの父祖アブラハムが

、カランに住む前、まだメソポタミヤにいたとき

、栄光の神が彼に現れて 3仰せになった、『あな

たの土地と親族から離れて、あなたにさし示す地

に行きなさい』。 4そこで、アブラハムはカルデ

ヤ人の地を出て、カランに住んだ。そして、彼の

父が死んだのち、神は彼をそこから、今あなたが

たの住んでいるこの地に移住させたが、 5そこで

は、遺産となるものは何一つ、一歩の幅の土地す

らも、与えられなかった。ただ、その地を所領と

して授けようとの約束を、彼と、そして彼にはま

だ子がなかったのに、その子孫とに与えられたの

である。 6神はこう仰せになった、『彼の子孫は

他国に身を寄せるであろう。そして、そこで四百

年のあいだ、奴隷にされて虐待を受けるであろう
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』。 7それから、さらに仰せになった、『彼らを

奴隷にする国民を、わたしはさばくであろう。そ

の後、彼らはそこからのがれ出て、この場所でわ

たしを礼拝するであろう』。 8そして、神はアブ

ラハムに、割礼の契約をお与えになった。こうし

て、彼はイサクの父となり、これに八日目に割礼

を施し、それから、イサクはヤコブの父となり、

ヤコブは十二人の族長たちの父となった。 9族長

たちは、ヨセフをねたんで、エジプトに売りとば

した。しかし、神は彼と共にいまして、 10あら

ゆる苦難から彼を救い出し、エジプト王パロの前

で恵みを与え、知恵をあらわさせた。そこで、パ

ロは彼を宰相の任につかせ、エジプトならびに王

家全体の支配に当らせた。 11時に、エジプトと

カナンとの全土にわたって、ききんが起り、大き

な苦難が襲ってきて、わたしたちの先祖たちは、

食物が得られなくなった。 12ヤコブは、エジプ

トには食糧があると聞いて、初めに先祖たちをつ

かわしたが、 13二回目の時に、ヨセフが兄弟た

ちに、自分の身の上を打ち明けたので、彼の親族

関係がパロに知れてきた。 14ヨセフは使をやっ

て、父ヤコブと七十五人にのぼる親族一同とを招

いた。 15こうして、ヤコブはエジプトに下り、

彼自身も先祖たちもそこで死に、 16それから彼

らは、シケムに移されて、かねてアブラハムがい

くらかの金を出してこの地のハモルの子らから買

っておいた墓に、葬られた。 17神がアブラハム

に対して立てられた約束の時期が近づくにつれ、

民はふえてエジプト全土にひろがった。 18やが

て、ヨセフのことを知らない別な王が、エジプト

に起った。 19この王は、わたしたちの同族に対

し策略をめぐらして、先祖たちを虐待し、その幼

な子らを生かしておかないように捨てさせた。 20

モーセが生れたのは、ちょうどこのころのことで

ある。彼はまれに見る美しい子であった。三か月

の間は、父の家で育てられたが、 21そののち捨

てられたのを、パロの娘が拾いあげて、自分の子

として育てた。 22モーセはエジプト人のあらゆ

る学問を教え込まれ、言葉にもわざにも、力があ

った。 23四十歳になった時、モーセは自分の兄

弟であるイスラエル人たちのために尽すことを、

思い立った。 24ところが、そのひとりがいじめ

られているのを見て、これをかばい、虐待されて

いるその人のために、相手のエジプト人を撃って

仕返しをした。 25彼は、自分の手によって神が

兄弟たちを救って下さることを、みんなが悟るも

のと思っていたが、実際はそれを悟らなかったの

である。 26翌日モーセは、彼らが争い合ってい

るところに現れ、仲裁しようとして言った、『ま

て、君たちは兄弟同志ではないか。どうして互に

傷つけ合っているのか』。 27すると、仲間をい

じめていた者が、モーセを突き飛ばして言った、

『だれが、君をわれわれの支配者や裁判人にした

のか。 28君は、きのう、エジプト人を殺したよ

うに、わたしも殺そうと思っているのか』。 29

モーセは、この言葉を聞いて逃げ、ミデアンの地

に身を寄せ、そこで男の子ふたりをもうけた。 30

四十年たった時、シナイ山の荒野において、御使

が柴の燃える炎の中でモーセに現れた。 31彼は

この光景を見て不思議に思い、それを見きわめる

ために近寄ったところ、主の声が聞えてきた、 32

『わたしは、あなたの先祖たちの神、アブラハム

、イサク、ヤコブの神である』。モーセは恐れお

ののいて、もうそれを見る勇気もなくなった。 33

すると、主が彼に言われた、『あなたの足から、

くつを脱ぎなさい。あなたの立っているこの場所

は、聖なる地である。 34わたしは、エジプトに

いるわたしの民が虐待されている有様を確かに見

とどけ、その苦悩のうめき声を聞いたので、彼ら

を救い出すために下ってきたのである。さあ、今

あなたをエジプトにつかわそう』。 35こうして

、『だれが、君を支配者や裁判人にしたのか』と

言って排斥されたこのモーセを、神は、柴の中で

彼に現れた御使の手によって、支配者、解放者と

して、おつかわしになったのである。 36この人

が、人々を導き出して、エジプトの地においても

、紅海においても、また四十年のあいだ荒野にお

いても、奇跡としるしとを行ったのである。 37

この人が、イスラエル人たちに、『神はわたしを

お立てになったように、あなたがたの兄弟たちの

中から、ひとりの預言者をお立てになるであろう

』と言ったモーセである。 38この人が、シナイ

山で、彼に語りかけた御使や先祖たちと共に、荒

野における集会にいて、生ける御言葉を授かり、

それをあなたがたに伝えたのである。 39ところ

が、先祖たちは彼に従おうとはせず、かえって彼

を退け、心の中でエジプトにあこがれて、 40『

わたしたちを導いてくれる神々を造って下さい。

わたしたちをエジプトの地から導いてきたあのモ

ーセがどうなったのか、わかりませんから』とア



使徒の働き847

ロンに言った。 41そのころ、彼らは子牛の像を

造り、その偶像に供え物をささげ、自分たちの手

で造ったものを祭ってうち興じていた。 42そこ

で、神は顔をそむけ、彼らを天の星を拝むままに

任せられた。預言者の書にこう書いてあるとおり

である、『イスラエルの家よ、四十年のあいだ荒

野にいた時に、いけにえと供え物とを、わたしに

ささげたことがあったか。 43あなたがたは、モ

ロクの幕屋やロンパの星の神を、かつぎ回った。

それらは、拝むために自分で造った偶像に過ぎぬ

。だからわたしは、あなたがたをバビロンのかな

たへ、移してしまうであろう』。 44わたしたち

の先祖には、荒野にあかしの幕屋があった。それ

は、見たままの型にしたがって造るようにと、モ

ーセに語ったかたのご命令どおりに造ったもので

ある。 45この幕屋は、わたしたちの先祖が、ヨ

シュアに率いられ、神によって諸民族を彼らの前

から追い払い、その所領をのり取ったときに、そ

こに持ち込まれ、次々に受け継がれて、ダビデの

時代に及んだものである。 46ダビデは、神の恵

みをこうむり、そして、ヤコブの神のために宮を

造営したいと願った。 47けれども、じっさいに

その宮を建てたのは、ソロモンであった。 48し

かし、いと高き者は、手で造った家の内にはお住

みにならない。預言者が言っているとおりである

、 49『主が仰せられる、どんな家をわたしのた

めに建てるのか。わたしのいこいの場所は、どれ

か。天はわたしの王座、地はわたしの足台である

。 50これは皆わたしの手が造ったものではない

か』。 51ああ、強情で、心にも耳にも割礼のな

い人たちよ。あなたがたは、いつも聖霊に逆らっ

ている。それは、あなたがたの先祖たちと同じで

ある。 52いったい、あなたがたの先祖が迫害し

なかった預言者が、ひとりでもいたか。彼らは正

しいかたの来ることを予告した人たちを殺し、今

やあなたがたは、その正しいかたを裏切る者、ま

た殺す者となった。 53あなたがたは、御使たち

によって伝えられた律法を受けたのに、それを守

ることをしなかった」。 54人々はこれを聞いて

、心の底から激しく怒り、ステパノにむかって、

歯ぎしりをした。 55しかし、彼は聖霊に満たさ

れて、天を見つめていると、神の栄光が現れ、イ

エスが神の右に立っておられるのが見えた。 56

そこで、彼は「ああ、天が開けて、人の子が神の

右に立っておいでになるのが見える」と言った。

57人々は大声で叫びながら、耳をおおい、ステパ

ノを目がけて、いっせいに殺到し、 58彼を市外

に引き出して、石で打った。これに立ち合った人

たちは、自分の上着を脱いで、サウロという若者

の足もとに置いた。 59こうして、彼らがステパ

ノに石を投げつけている間、ステパノは祈りつづ

けて言った、「主イエスよ、わたしの霊をお受け

下さい」。 60そして、ひざまずいて、大声で叫

んだ、「主よ、どうぞ、この罪を彼らに負わせな

いで下さい」。こう言って、彼は眠りについた

。

8サウロは、ステパノを殺すことに賛成してい
た。その日、エルサレムの教会に対して大迫

害が起り、使徒以外の者はことごとく、ユダヤと

サマリヤとの地方に散らされて行った。 2信仰深

い人たちはステパノを葬り、彼のために胸を打っ

て、非常に悲しんだ。 3ところが、サウロは家々

に押し入って、男や女を引きずり出し、次々に獄

に渡して、教会を荒し回った。 4さて、散らされ

て行った人たちは、御言を宣べ伝えながら、めぐ

り歩いた。 5ピリポはサマリヤの町に下って行き

、人々にキリストを宣べはじめた。 6群衆はピリ

ポの話を聞き、その行っていたしるしを見て、こ

ぞって彼の語ることに耳を傾けた。 7汚れた霊に

つかれた多くの人々からは、その霊が大声でわめ

きながら出て行くし、また、多くの中風をわずら

っている者や、足のきかない者がいやされたから

である。 8それで、この町では人々が、大変なよ

ろこびかたであった。 9さて、この町に以前から

シモンという人がいた。彼は魔術を行ってサマリ

ヤの人たちを驚かし、自分をさも偉い者のように

言いふらしていた。 10それで、小さい者から大

きい者にいたるまで皆、彼について行き、「この

人こそは『大能』と呼ばれる神の力である」と言

っていた。 11彼らがこの人について行ったのは

、ながい間その魔術に驚かされていたためであっ

た。 12ところが、ピリポが神の国とイエス・キ

リストの名について宣べ伝えるに及んで、男も女

も信じて、ぞくぞくとバプテスマを受けた。 13

シモン自身も信じて、バプテスマを受け、それか

ら、引きつづきピリポについて行った。そして、

数々のしるしやめざましい奇跡が行われるのを見

て、驚いていた。 14エルサレムにいる使徒たち

は、サマリヤの人々が、神の言を受け入れたと聞
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いて、ペテロとヨハネとを、そこにつかわした。

15ふたりはサマリヤに下って行って、みんなが聖

霊を受けるようにと、彼らのために祈った。 16

それは、彼らはただ主イエスの名によってバプテ

スマを受けていただけで、聖霊はまだだれにも下

っていなかったからである。 17そこで、ふたり

が手を彼らの上においたところ、彼らは聖霊を受

けた。 18シモンは、使徒たちが手をおいたため

に、御霊が人々に授けられたのを見て、金をさし

出し、 19「わたしが手をおけばだれにでも聖霊

が授けられるように、その力をわたしにも下さい

」と言った。 20そこで、ペテロが彼に言った、

「おまえの金は、おまえもろとも、うせてしまえ

。神の賜物が、金で得られるなどと思っているの

か。 21おまえの心が神の前に正しくないから、

おまえは、とうてい、この事にあずかることがで

きない。 22だから、この悪事を悔いて、主に祈

れ。そうすればあるいはそんな思いを心にいだい

たことが、ゆるされるかも知れない。 23おまえ

には、まだ苦い胆汁があり、不義のなわ目がから

みついている。それが、わたしにわかっている」

。 24シモンはこれを聞いて言った、「仰せのよ

うな事が、わたしの身に起らないように、どうぞ

、わたしのために主に祈って下さい」。 25使徒

たちは力強くあかしをなし、また主の言を語った

後、サマリヤ人の多くの村々に福音を宣べ伝えて

、エルサレムに帰った。 26しかし、主の使がピ

リポにむかって言った、「立って南方に行き、エ

ルサレムからガザへ下る道に出なさい」（このガ

ザは、今は荒れはてている）。 27そこで、彼は

立って出かけた。すると、ちょうど、エチオピヤ

人の女王カンダケの高官で、女王の財宝全部を管

理していた宦官であるエチオピヤ人が、礼拝のた

めエルサレムに上り、 28その帰途についていた

ところであった。彼は自分の馬車に乗って、預言

者イザヤの書を読んでいた。 29御霊がピリポに

「進み寄って、あの馬車に並んで行きなさい」と

言った。 30そこでピリポが駆けて行くと、預言

者イザヤの書を読んでいるその人の声が聞えたの

で、「あなたは、読んでいることが、おわかりで

すか」と尋ねた。 31彼は「だれかが、手びきを

してくれなければ、どうしてわかりましょう」と

答えた。そして、馬車に乗って一緒にすわるよう

にと、ピリポにすすめた。 32彼が読んでいた聖

書の箇所は、これであった、「彼は、ほふり場に

引かれて行く羊のように、また、黙々として、毛

を刈る者の前に立つ小羊のように、口を開かない

。 33彼は、いやしめられて、そのさばきも行わ

れなかった。だれが、彼の子孫のことを語ること

ができようか、彼の命が地上から取り去られてい

るからには」。 34宦官はピリポにむかって言っ

た、「お尋ねしますが、ここで預言者はだれのこ

とを言っているのですか。自分のことですか、そ

れとも、だれかほかの人のことですか」。 35そ

こでピリポは口を開き、この聖句から説き起して

、イエスのことを宣べ伝えた。 36道を進んで行

くうちに、水のある所にきたので、宦官が言った

、「ここに水があります。わたしがバプテスマを

受けるのに、なんのさしつかえがありますか」。

〔 37これに対して、ピリポは、「あなたがまご

ころから信じるなら、受けてさしつかえはありま

せん」と言った。すると、彼は「わたしは、イエ

ス・キリストを神の子と信じます」と答えた。〕

38そこで車をとめさせ、ピリポと宦官と、ふたり

とも、水の中に降りて行き、ピリポが宦官にバプ

テスマを授けた。 39ふたりが水から上がると、

主の霊がピリポをさらって行ったので、宦官はも

う彼を見ることができなかった。宦官はよろこび

ながら旅をつづけた。 40その後、ピリポはアゾ

トに姿をあらわして、町々をめぐり歩き、いたる

ところで福音を宣べ伝えて、ついにカイザリヤに

着いた。

9さてサウロは、なおも主の弟子たちに対する
脅迫、殺害の息をはずませながら、大祭司の

ところに行って、 2ダマスコの諸会堂あての添書

を求めた。それは、この道の者を見つけ次第、男

女の別なく縛りあげて、エルサレムにひっぱって

来るためであった。 3ところが、道を急いでダマ

スコの近くにきたとき、突然、天から光がさして

、彼をめぐり照した。 4彼は地に倒れたが、その

時「サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか

」と呼びかける声を聞いた。 5そこで彼は「主よ

、あなたは、どなたですか」と尋ねた。すると答

があった、「わたしは、あなたが迫害しているイ

エスである。 6さあ立って、町にはいって行きな

さい。そうすれば、そこであなたのなすべき事が

告げられるであろう」。 7サウロの同行者たちは

物も言えずに立っていて、声だけは聞えたが、だ

れも見えなかった。 8サウロは地から起き上がっ
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て目を開いてみたが、何も見えなかった。そこで

人々は、彼の手を引いてダマスコへ連れて行った

。 9彼は三日間、目が見えず、また食べることも

飲むこともしなかった。 10さて、ダマスコにア

ナニヤというひとりの弟子がいた。この人に主が

幻の中に現れて、「アナニヤよ」とお呼びになっ

た。彼は「主よ、わたしでございます」と答えた

。 11そこで主が彼に言われた、「立って、『真

すぐ』という名の路地に行き、ユダの家でサウロ

というタルソ人を尋ねなさい。彼はいま祈ってい

る。 12彼はアナニヤという人がはいってきて、

手を自分の上において再び見えるようにしてくれ

るのを、幻で見たのである」。 13アナニヤは答

えた、「主よ、あの人がエルサレムで、どんなに

ひどい事をあなたの聖徒たちにしたかについては

、多くの人たちから聞いています。 14そして彼

はここでも、御名をとなえる者たちをみな捕縛す

る権を、祭司長たちから得てきているのです」。

15しかし、主は仰せになった、「さあ、行きなさ

い。あの人は、異邦人たち、王たち、またイスラ

エルの子らにも、わたしの名を伝える器として、

わたしが選んだ者である。 16わたしの名のため

に彼がどんなに苦しまなければならないかを、彼

に知らせよう」。 17そこでアナニヤは、出かけ

て行ってその家にはいり、手をサウロの上におい

て言った、「兄弟サウロよ、あなたが来る途中で

現れた主イエスは、あなたが再び見えるようにな

るため、そして聖霊に満たされるために、わたし

をここにおつかわしになったのです」。 18する

とたちどころに、サウロの目から、うろこのよう

なものが落ちて、元どおり見えるようになった。

そこで彼は立ってバプテスマを受け、 19また食

事をとって元気を取りもどした。サウロは、ダマ

スコにいる弟子たちと共に数日間を過ごしてから

、 20ただちに諸会堂でイエスのことを宣べ伝え

、このイエスこそ神の子であると説きはじめた。

21これを聞いた人たちはみな非常に驚いて言った

、「あれは、エルサレムでこの名をとなえる者た

ちを苦しめた男ではないか。その上ここにやって

きたのも、彼らを縛りあげて、祭司長たちのとこ

ろへひっぱって行くためではなかったか」。 22

しかし、サウロはますます力が加わり、このイエ

スがキリストであることを論証して、ダマスコに

住むユダヤ人たちを言い伏せた。 23相当の日数

がたったころ、ユダヤ人たちはサウロを殺す相談

をした。 24ところが、その陰謀が彼の知るとこ

ろとなった。彼らはサウロを殺そうとして、夜昼

、町の門を見守っていたのである。 25そこで彼

の弟子たちが、夜の間に彼をかごに乗せて、町の

城壁づたいにつりおろした。 26サウロはエルサ

レムに着いて、弟子たちの仲間に加わろうと努め

たが、みんなの者は彼を弟子だとは信じないで、

恐れていた。 27ところが、バルナバは彼の世話

をして使徒たちのところへ連れて行き、途中で主

が彼に現れて語りかけたことや、彼がダマスコで

イエスの名で大胆に宣べ伝えた次第を、彼らに説

明して聞かせた。 28それ以来、彼は使徒たちの

仲間に加わり、エルサレムに出入りし、主の名に

よって大胆に語り、 29ギリシヤ語を使うユダヤ

人たちとしばしば語り合い、また論じ合った。し

かし、彼らは彼を殺そうとねらっていた。 30兄

弟たちはそれと知って、彼をカイザリヤに連れて

くだり、タルソへ送り出した。 31こうして教会

は、ユダヤ、ガリラヤ、サマリヤ全地方にわたっ

て平安を保ち、基礎がかたまり、主をおそれ聖霊

にはげまされて歩み、次第に信徒の数を増して行

った。 32ペテロは方々をめぐり歩いたが、ルダ

に住む聖徒たちのところへも下って行った。 33

そして、そこで、八年間も床についているアイネ

ヤという人に会った。この人は中風であった。 34

ペテロが彼に言った、「アイネヤよ、イエス・キ

リストがあなたをいやして下さるのだ。起きなさ

い。そして床を取りあげなさい」。すると、彼は

ただちに起きあがった。 35ルダとサロンに住む

人たちは、みなそれを見て、主に帰依した。 36

ヨッパにタビタ（これを訳すと、ドルカス、すな

わち、かもしか）という女弟子がいた。数々のよ

い働きや施しをしていた婦人であった。 37とこ

ろが、そのころ病気になって死んだので、人々は

そのからだを洗って、屋上の間に安置した。 38

ルダはヨッパに近かったので、弟子たちはペテロ

がルダにきていると聞き、ふたりの者を彼のもと

にやって、「どうぞ、早くこちらにおいで下さい

」と頼んだ。 39そこでペテロは立って、ふたり

の者に連れられてきた。彼が着くとすぐ、屋上の

間に案内された。すると、やもめたちがみんな彼

のそばに寄ってきて、ドルカスが生前つくった下

着や上着の数々を、泣きながら見せるのであった

。 40ペテロはみんなの者を外に出し、ひざまず

いて祈った。それから死体の方に向いて、「タビ
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タよ、起きなさい」と言った。すると彼女は目を

あけ、ペテロを見て起きなおった。 41ペテロは

彼女に手をかして立たせた。それから、聖徒たち

や、やもめたちを呼び入れて、彼女が生きかえっ

ているのを見せた。 42このことがヨッパ中に知

れわたり、多くの人々が主を信じた。 43ペテロ

は、皮なめしシモンという人の家に泊まり、しば

らくの間ヨッパに滞在した。

10さて、カイザリヤにコルネリオという名の人
がいた。イタリヤ隊と呼ばれた部隊の百卒長

で、 2信心深く、家族一同と共に神を敬い、民に

数々の施しをなし、絶えず神に祈をしていた。 3

ある日の午後三時ごろ、神の使が彼のところにき

て、「コルネリオよ」と呼ぶのを、幻ではっきり

見た。 4彼は御使を見つめていたが、恐ろしくな

って、「主よ、なんでございますか」と言った。

すると御使が言った、「あなたの祈や施しは神の

み前にとどいて、おぼえられている。 5ついては

今、ヨッパに人をやって、ペテロと呼ばれるシモ

ンという人を招きなさい。 6この人は、海べに家

をもつ皮なめしシモンという者の客となっている

」。 7このお告げをした御使が立ち去ったのち、

コルネリオは、僕ふたりと、部下の中で信心深い

兵卒ひとりとを呼び、 8いっさいの事を説明して

聞かせ、ヨッパへ送り出した。 9翌日、この三人

が旅をつづけて町の近くにきたころ、ペテロは祈

をするため屋上にのぼった。時は昼の十二時ごろ

であった。 10彼は空腹をおぼえて、何か食べた

いと思った。そして、人々が食事の用意をしてい

る間に、夢心地になった。 11すると、天が開け

、大きな布のような入れ物が、四すみをつるされ

て、地上に降りて来るのを見た。 12その中には

、地上の四つ足や這うもの、また空の鳥など、各

種の生きものがはいっていた。 13そして声が彼

に聞えてきた、「ペテロよ。立って、それらをほ

ふって食べなさい」。 14ペテロは言った、「主

よ、それはできません。わたしは今までに、清く

ないもの、汚れたものは、何一つ食べたことがあ

りません」。 15すると、声が二度目にかかって

きた、「神がきよめたものを、清くないなどと言

ってはならない」。 16こんなことが三度もあっ

てから、その入れ物はすぐ天に引き上げられた。

17ペテロが、いま見た幻はなんの事だろうかと、

ひとり思案にくれていると、ちょうどその時、コ

ルネリオから送られた人たちが、シモンの家を尋

ね当てて、その門口に立っていた。 18そして声

をかけて、「ペテロと呼ばれるシモンというかた

が、こちらにお泊まりではございませんか」と尋

ねた。 19ペテロはなおも幻について、思いめぐ

らしていると、御霊が言った、「ごらんなさい、

三人の人たちが、あなたを尋ねてきている。 20

さあ、立って下に降り、ためらわないで、彼らと

一緒に出かけるがよい。わたしが彼らをよこした

のである」。 21そこでペテロは、その人たちの

ところに降りて行って言った、「わたしがお尋ね

のペテロです。どんなご用でおいでになったので

すか」。 22彼らは答えた、「正しい人で、神を

敬い、ユダヤの全国民に好感を持たれている百卒

長コルネリオが、あなたを家に招いてお話を伺う

ようにとのお告げを、聖なる御使から受けました

ので、参りました」。 23そこで、ペテロは、彼

らを迎えて泊まらせた。翌日、ペテロは立って、

彼らと連れだって出発した。ヨッパの兄弟たち数

人も一緒に行った。 24その次の日に、一行はカ

イザリヤに着いた。コルネリオは親族や親しい友

人たちを呼び集めて、待っていた。 25ペテロが

いよいよ到着すると、コルネリオは出迎えて、彼

の足もとにひれ伏して拝した。 26するとペテロ

は、彼を引き起して言った、「お立ちなさい。わ

たしも同じ人間です」。 27それから共に話しな

がら、へやにはいって行くと、そこには、すでに

大ぜいの人が集まっていた。 28ペテロは彼らに

言った、「あなたがたが知っているとおり、ユダ

ヤ人が他国の人と交際したり、出入りしたりする

ことは、禁じられています。ところが、神は、ど

んな人間をも清くないとか、汚れているとか言っ

てはならないと、わたしにお示しになりました。

29お招きにあずかった時、少しもためらわずに参

ったのは、そのためなのです。そこで伺いますが

、どういうわけで、わたしを招いてくださったの

ですか」。 30これに対してコルネリオが答えた

、「四日前、ちょうどこの時刻に、わたしが自宅

で午後三時の祈をしていますと、突然、輝いた衣

を着た人が、前に立って申しました、 31『コル

ネリオよ、あなたの祈は聞きいれられ、あなたの

施しは神のみ前におぼえられている。 32そこで

ヨッパに人を送ってペテロと呼ばれるシモンを招

きなさい。その人は皮なめしシモンの海沿いの家

に泊まっている』。 33それで、早速あなたをお
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呼びしたのです。ようこそおいで下さいました。

今わたしたちは、主があなたにお告げになったこ

とを残らず伺おうとして、みな神のみ前にまかり

出ているのです」。 34そこでペテロは口を開い

て言った、「神は人をかたよりみないかたで、 35

神を敬い義を行う者はどの国民でも受けいれて下

さることが、ほんとうによくわかってきました。

36あなたがたは、神がすべての者の主なるイエス

・キリストによって平和の福音を宣べ伝えて、イ

スラエルの子らにお送り下さった御言をご存じで

しょう。 37それは、ヨハネがバプテスマを説い

た後、ガリラヤから始まってユダヤ全土にひろま

った福音を述べたものです。 38神はナザレのイ

エスに聖霊と力とを注がれました。このイエスは

、神が共におられるので、よい働きをしながら、

また悪魔に押えつけられている人々をことごとく

いやしながら、巡回されました。 39わたしたち

は、イエスがこうしてユダヤ人の地やエルサレム

でなさったすべてのことの証人であります。人々

はこのイエスを木にかけて殺したのです。 40し

かし神はイエスを三日目によみがえらせ、 41全

部の人々にではなかったが、わたしたち証人とし

てあらかじめ選ばれた者たちに現れるようにして

下さいました。わたしたちは、イエスが死人の中

から復活された後、共に飲食しました。 42それ

から、イエスご自身が生者と死者との審判者とし

て神に定められたかたであることを、人々に宣べ

伝え、またあかしするようにと、神はわたしたち

にお命じになったのです。 43預言者たちもみな

、イエスを信じる者はことごとく、その名によっ

て罪のゆるしが受けられると、あかしをしていま

す」。 44ペテロがこれらの言葉をまだ語り終え

ないうちに、それを聞いていたみんなの人たちに

、聖霊がくだった。 45割礼を受けている信者で

、ペテロについてきた人たちは、異邦人たちにも

聖霊の賜物が注がれたのを見て、驚いた。 46そ

れは、彼らが異言を語って神をさんびしているの

を聞いたからである。そこで、ペテロが言い出し

た、 47「この人たちがわたしたちと同じように

聖霊を受けたからには、彼らに水でバプテスマを

授けるのを、だれがこばみ得ようか」。 48こう

言って、ペテロはその人々に命じて、イエス・キ

リストの名によってバプテスマを受けさせた。そ

れから、彼らはペテロに願って、なお数日のあい

だ滞在してもらった。

11さて、異邦人たちも神の言を受けいれたとい
うことが、使徒たちやユダヤにいる兄弟たち

に聞えてきた。 2そこでペテロがエルサレムに上

ったとき、割礼を重んじる者たちが彼をとがめて

言った、 3「あなたは、割礼のない人たちのとこ

ろに行って、食事を共にしたということだが」。

4そこでペテロは口を開いて、順序正しく説明し

て言った、 5「わたしがヨッパの町で祈っている

と、夢心地になって幻を見た。大きな布のような

入れ物が、四すみをつるされて、天から降りてき

て、わたしのところにとどいた。 6注意して見つ

めていると、地上の四つ足、野の獣、這うもの、

空の鳥などが、はいっていた。 7それから声がし

て、『ペテロよ、立って、それらをほふって食べ

なさい』と、わたしに言うのが聞えた。 8わたし

は言った、『主よ、それはできません。わたしは

今までに、清くないものや汚れたものを口に入れ

たことが一度もございません』。 9すると、二度

目に天から声がかかってきた、『神がきよめたも

のを、清くないなどと言ってはならない』。 10

こんなことが三度もあってから、全部のものがま

た天に引き上げられてしまった。 11ちょうどそ

の時、カイザリヤからつかわされてきた三人の人

が、わたしたちの泊まっていた家に着いた。 12

御霊がわたしに、ためらわずに彼らと共に行けと

言ったので、ここにいる六人の兄弟たちも、わた

しと一緒に出かけて行き、一同がその人の家には

いった。 13すると彼はわたしたちに、御使が彼

の家に現れて、『ヨッパに人をやって、ペテロと

呼ばれるシモンを招きなさい。 14この人は、あ

なたとあなたの全家族とが救われる言葉を語って

下さるであろう』と告げた次第を、話してくれた

。 15そこでわたしが語り出したところ、聖霊が

、ちょうど最初わたしたちの上にくだったと同じ

ように、彼らの上にくだった。 16その時わたし

は、主が『ヨハネは水でバプテスマを授けたが、

あなたがたは聖霊によってバプテスマを受けるで

あろう』と仰せになった言葉を思い出した。 17

このように、わたしたちが主イエス・キリストを

信じた時に下さったのと同じ賜物を、神が彼らに

もお与えになったとすれば、わたしのような者が

、どうして神を妨げることができようか」。 18

人々はこれを聞いて黙ってしまった。それから神

をさんびして、「それでは神は、異邦人にも命に

いたる悔改めをお与えになったのだ」と言った。
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19さて、ステパノのことで起った迫害のために散

らされた人々は、ピニケ、クプロ、アンテオケま

でも進んで行ったが、ユダヤ人以外の者には、だ

れにも御言を語っていなかった。 20ところが、

その中に数人のクプロ人とクレネ人がいて、アン

テオケに行ってからギリシヤ人にも呼びかけ、主

イエスを宣べ伝えていた。 21そして、主のみ手

が彼らと共にあったため、信じて主に帰依するも

のの数が多かった。 22このうわさがエルサレム

にある教会に伝わってきたので、教会はバルナバ

をアンテオケにつかわした。 23彼は、そこに着

いて、神のめぐみを見てよろこび、主に対する信

仰を揺るがない心で持ちつづけるようにと、みん

なの者を励ました。 24彼は聖霊と信仰とに満ち

た立派な人であったからである。こうして主に加

わる人々が、大ぜいになった。 25そこでバルナ

バはサウロを捜しにタルソへ出かけて行き、 26

彼を見つけたうえ、アンテオケに連れて帰った。

ふたりは、まる一年、ともどもに教会で集まりを

し、大ぜいの人々を教えた。このアンテオケで初

めて、弟子たちがクリスチャンと呼ばれるように

なった。 27そのころ、預言者たちがエルサレム

からアンテオケにくだってきた。 28その中のひ

とりであるアガボという者が立って、世界中に大

ききんが起るだろうと、御霊によって預言したと

ころ、果してそれがクラウデオ帝の時に起った。

29そこで弟子たちは、それぞれの力に応じて、ユ

ダヤに住んでいる兄弟たちに援助を送ることに決

めた。 30そして、それをバルナバとサウロとの

手に託して、長老たちに送りとどけた。

12そのころ、ヘロデ王は教会のある者たちに圧
迫の手をのばし、 2ヨハネの兄弟ヤコブをつ

るぎで切り殺した。 3そして、それがユダヤ人た

ちの意にかなったのを見て、さらにペテロをも捕

えにかかった。それは除酵祭の時のことであった

。 4ヘロデはペテロを捕えて獄に投じ、四人一組

の兵卒四組に引き渡して、見張りをさせておいた

。過越の祭のあとで、彼を民衆の前に引き出すつ

もりであったのである。 5こうして、ペテロは獄

に入れられていた。教会では、彼のために熱心な

祈が神にささげられた。 6ヘロデが彼を引き出そ

うとしていたその夜、ペテロは二重の鎖につなが

れ、ふたりの兵卒の間に置かれて眠っていた。番

兵たちは戸口で獄を見張っていた。 7すると、突

然、主の使がそばに立ち、光が獄内を照した。そ

して御使はペテロのわき腹をつついて起し、「早

く起きあがりなさい」と言った。すると鎖が彼の

両手から、はずれ落ちた。 8御使が「帯をしめ、

くつをはきなさい」と言ったので、彼はそのとお

りにした。それから「上着を着て、ついてきなさ

い」と言われたので、 9ペテロはついて出て行っ

た。彼には御使のしわざが現実のこととは考えら

れず、ただ幻を見ているように思われた。 10彼

らは第一、第二の衛所を通りすぎて、町に抜ける

鉄門のところに来ると、それがひとりでに開いた

ので、そこを出て一つの通路に進んだとたんに、

御使は彼を離れ去った。 11その時ペテロはわれ

にかえって言った、「今はじめて、ほんとうのこ

とがわかった。主が御使をつかわして、ヘロデの

手から、またユダヤ人たちの待ちもうけていたあ

らゆる災から、わたしを救い出して下さったのだ

」。 12ペテロはこうとわかってから、マルコと

呼ばれているヨハネの母マリヤの家に行った。そ

の家には大ぜいの人が集まって祈っていた。 13

彼が門の戸をたたいたところ、ロダという女中が

取次ぎに出てきたが、 14ペテロの声だとわかる

と、喜びのあまり、門をあけもしないで家に駆け

込み、ペテロが門口に立っていると報告した。 15

人々は「あなたは気が狂っている」と言ったが、

彼女は自分の言うことに間違いはないと、言い張

った。そこで彼らは「それでは、ペテロの御使だ

ろう」と言った。 16しかし、ペテロが門をたた

きつづけるので、彼らがあけると、そこにペテロ

がいたのを見て驚いた。 17ペテロは手を振って

彼らを静め、主が獄から彼を連れ出して下さった

次第を説明し、「このことを、ヤコブやほかの兄

弟たちに伝えて下さい」と言い残して、どこかほ

かの所へ出て行った。 18夜が明けると、兵卒た

ちの間に、ペテロはいったいどうなったのだろう

と、大へんな騒ぎが起った。 19ヘロデはペテロ

を捜しても見つからないので、番兵たちを取り調

べたうえ、彼らを死刑に処するように命じ、そし

て、ユダヤからカイザリヤにくだって行って、そ

こに滞在した。 20さて、ツロとシドンとの人々

は、ヘロデの怒りに触ていたので、一同うちそろ

って王をおとずれ、王の侍従官ブラストに取りい

って、和解かたを依頼した。彼らの地方が、王の

国から食糧を得ていたからである。 21定められ

た日に、ヘロデは王服をまとって王座にすわり、
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彼らにむかって演説をした。 22集まった人々は

、「これは神の声だ、人間の声ではない」と叫び

つづけた。 23するとたちまち、主の使が彼を打

った。神に栄光を帰することをしなかったからで

ある。彼は虫にかまれて息が絶えてしまった。 24

こうして、主の言はますます盛んにひろまって行

った。 25バルナバとサウロとは、その任務を果

したのち、マルコと呼ばれていたヨハネを連れて

、エルサレムから帰ってきた。

13さて、アンテオケにある教会には、バルナバ
、ニゲルと呼ばれるシメオン、クレネ人ルキ

オ、領主ヘロデの乳兄弟マナエン、およびサウロ

などの預言者や教師がいた。 2一同が主に礼拝を

ささげ、断食をしていると、聖霊が「さあ、バル

ナバとサウロとを、わたしのために聖別して、彼

らに授けておいた仕事に当らせなさい」と告げた

。 3そこで一同は、断食と祈とをして、手をふた

りの上においた後、出発させた。 4ふたりは聖霊

に送り出されて、セルキヤにくだり、そこから舟

でクプロに渡った。 5そしてサラミスに着くと、

ユダヤ人の諸会堂で神の言を宣べはじめた。彼ら

はヨハネを助け手として連れていた。 6島全体を

巡回して、パポスまで行ったところ、そこでユダ

ヤ人の魔術師、バルイエスというにせ預言者に出

会った。 7彼は地方総督セルギオ・パウロのとこ

ろに出入りをしていた。この総督は賢明な人であ

って、バルナバとサウロとを招いて、神の言を聞

こうとした。 8ところが魔術師エルマ（彼の名は

「魔術師」との意）は、総督を信仰からそらそう

として、しきりにふたりの邪魔をした。 9サウロ

、またの名はパウロ、は聖霊に満たされ、彼をに

らみつけて 10言った、「ああ、あらゆる偽りと

邪悪とでかたまっている悪魔の子よ、すべて正し

いものの敵よ。主のまっすぐな道を曲げることを

止めないのか。 11見よ、主のみ手がおまえの上

に及んでいる。おまえは盲になって、当分、日の

光が見えなくなるのだ」。たちまち、かすみとや

みとが彼にかかったため、彼は手さぐりしながら

、手を引いてくれる人を捜しまわった。 12総督

はこの出来事を見て、主の教にすっかり驚き、そ

して信じた。 13パウロとその一行は、パポスか

ら船出して、パンフリヤのペルガに渡った。ここ

でヨハネは一行から身を引いて、エルサレムに帰

ってしまった。 14しかしふたりは、ペルガから

さらに進んで、ピシデヤのアンテオケに行き、安

息日に会堂にはいって席に着いた。 15律法と預

言書の朗読があったのち、会堂司たちが彼らのと

ころに人をつかわして、「兄弟たちよ、もしあな

たがたのうち、どなたか、この人々に何か奨励の

言葉がありましたら、どうぞお話し下さい」と言

わせた。 16そこでパウロが立ちあがり、手を振

りながら言った。「イスラエルの人たち、ならび

に神を敬うかたがたよ、お聞き下さい。 17この

民イスラエルの神は、わたしたちの先祖を選び、

エジプトの地に滞在中、この民を大いなるものと

し、み腕を高くさし上げて、彼らをその地から導

き出された。 18そして約四十年にわたって、荒

野で彼らをはぐくみ、 19カナンの地では七つの

異民族を打ち滅ぼし、その地を彼らに譲り与えら

れた。 20それらのことが約四百五十年の年月に

わたった。その後、神はさばき人たちをおつかわ

しになり、預言者サムエルの時に及んだ。 21そ

の時、人々が王を要求したので、神はベニヤミン

族の人、キスの子サウロを四十年間、彼らにおつ

かわしになった。 22それから神はサウロを退け

、ダビデを立てて王とされたが、彼についてあか

しをして、『わたしはエッサイの子ダビデを見つ

けた。彼はわたしの心にかなった人で、わたしの

思うところを、ことごとく実行してくれるであろ

う』と言われた。 23神は約束にしたがって、こ

のダビデの子孫の中から救主イエスをイスラエル

に送られたが、 24そのこられる前に、ヨハネが

イスラエルのすべての民に悔改めのバプテスマを

、あらかじめ宣べ伝えていた。 25ヨハネはその

一生の行程を終ろうとするに当って言った、『わ

たしは、あなたがたが考えているような者ではな

い。しかし、わたしのあとから来るかたがいる。

わたしはそのくつを脱がせてあげる値うちもない

』。 26兄弟たち、アブラハムの子孫のかたがた

、ならびに皆さんの中の神を敬う人たちよ。この

救の言葉はわたしたちに送られたのである。 27

エルサレムに住む人々やその指導者たちは、イエ

スを認めずに刑に処し、それによって、安息日ご

とに読む預言者の言葉が成就した。 28また、な

んら死に当る理由が見いだせなかったのに、ピラ

トに強要してイエスを殺してしまった。 29そし

て、イエスについて書いてあることを、皆なし遂

げてから、人々はイエスを木から取りおろして墓

に葬った。 30しかし、神はイエスを死人の中か
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ら、よみがえらせたのである。 31イエスは、ガ

リラヤからエルサレムへ一緒に上った人たちに、

幾日ものあいだ現れ、そして、彼らは今や、人々

に対してイエスの証人となっている。 32わたし

たちは、神が先祖たちに対してなされた約束を、

ここに宣べ伝えているのである。 33神は、イエ

スをよみがえらせて、わたしたち子孫にこの約束

を、お果しになった。それは詩篇の第二篇にも、

『あなたこそは、わたしの子。きょう、わたしは

あなたを生んだ』と書いてあるとおりである。 34

また、神がイエスを死人の中からよみがえらせて

、いつまでも朽ち果てることのないものとされた

ことについては、『わたしは、ダビデに約束した

確かな聖なる祝福を、あなたがたに授けよう』と

言われた。 35だから、ほかの箇所でもこう言っ

ておられる、『あなたの聖者が朽ち果てるような

ことは、お許しにならないであろう』。 36事実

、ダビデは、その時代の人々に神のみ旨にしたが

って仕えたが、やがて眠りにつき、先祖たちの中

に加えられて、ついに朽ち果ててしまった。 37

しかし、神がよみがえらせたかたは、朽ち果てる

ことがなかったのである。 38だから、兄弟たち

よ、この事を承知しておくがよい。すなわち、こ

のイエスによる罪のゆるしの福音が、今やあなた

がたに宣べ伝えられている。そして、モーセの律

法では義とされることができなかったすべての事

についても、 39信じる者はもれなく、イエスに

よって義とされるのである。 40だから預言者た

ちの書にかいてある次のようなことが、あなたが

たの身に起らないように気をつけなさい。 41『

見よ、侮る者たちよ。驚け、そして滅び去れ。わ

たしは、あなたがたの時代に一つの事をする。そ

れは、人がどんなに説明して聞かせても、あなた

がたのとうてい信じないような事なのである』」

。 42ふたりが会堂を出る時、人々は次の安息日

にも、これと同じ話をしてくれるようにと、しき

りに願った。 43そして集会が終ってからも、大

ぜいのユダヤ人や信心深い改宗者たちが、パウロ

とバルナバとについてきたので、ふたりは、彼ら

が引きつづき神のめぐみにとどまっているように

と、説きすすめた。 44次の安息日には、ほとん

ど全市をあげて、神の言を聞きに集まってきた。

45するとユダヤ人たちは、その群衆を見てねたま

しく思い、パウロの語ることに口ぎたなく反対し

た。 46パウロとバルナバとは大胆に語った、「

神の言は、まず、あなたがたに語り伝えられなけ

ればならなかった。しかし、あなたがたはそれを

退け、自分自身を永遠の命にふさわしからぬ者に

してしまったから、さあ、わたしたちはこれから

方向をかえて、異邦人たちの方に行くのだ。

(aiōnios g166) 47主はわたしたちに、こう命じておら

れる、『わたしは、あなたを立てて異邦人の光と

した。あなたが地の果までも救をもたらすためで

ある』」。 48異邦人たちはこれを聞いてよろこ

び、主の御言をほめたたえてやまなかった。そし

て、永遠の命にあずかるように定められていた者

は、みな信じた。 (aiōnios g166) 49こうして、主の御

言はこの地方全体にひろまって行った。 50とこ

ろが、ユダヤ人たちは、信心深い貴婦人たちや町

の有力者たちを煽動して、パウロとバルナバを迫

害させ、ふたりをその地方から追い出させた。 51

ふたりは、彼らに向けて足のちりを払い落して、

イコニオムへ行った。 52弟子たちは、ますます

喜びと聖霊とに満たされていた。

14ふたりは、イコニオムでも同じようにユダヤ
人の会堂にはいって語った結果、ユダヤ人や

ギリシヤ人が大ぜい信じた。 2ところが、信じな

かったユダヤ人たちは異邦人たちをそそのかして

、兄弟たちに対して悪意をいだかせた。 3それに

もかかわらず、ふたりは長い期間をそこで過ごし

て、大胆に主のことを語った。主は、彼らの手に

よってしるしと奇跡とを行わせ、そのめぐみの言

葉をあかしされた。 4そこで町の人々が二派に分

れ、ある人たちはユダヤ人の側につき、ある人た

ちは使徒の側についた。 5その時、異邦人やユダ

ヤ人が役人たちと一緒になって反対運動を起し、

使徒たちをはずかしめ、石で打とうとしたので、

6ふたりはそれと気づいて、ルカオニヤの町々、

ルステラ、デルベおよびその附近の地へのがれ、

7そこで引きつづき福音を伝えた。 8ところが、

ルステラに足のきかない人が、すわっていた。彼

は生れながらの足なえで、歩いた経験が全くなか

った。 9この人がパウロの語るのを聞いていたが

、パウロは彼をじっと見て、いやされるほどの信

仰が彼にあるのを認め、 10大声で「自分の足で

、まっすぐに立ちなさい」と言った。すると彼は

踊り上がって歩き出した。 11群衆はパウロのし

たことを見て、声を張りあげ、ルカオニヤの地方

語で、「神々が人間の姿をとって、わたしたちの
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ところにお下りになったのだ」と叫んだ。 12彼

らはバルナバをゼウスと呼び、パウロはおもに語

る人なので、彼をヘルメスと呼んだ。 13そして

、郊外にあるゼウス神殿の祭司が、群衆と共に、

ふたりに犠牲をささげようと思って、雄牛数頭と

花輪とを門前に持ってきた。 14ふたりの使徒バ

ルナバとパウロとは、これを聞いて自分の上着を

引き裂き、群衆の中に飛び込んで行き、叫んで 15

言った、「皆さん、なぜこんな事をするのか。わ

たしたちとても、あなたがたと同じような人間で

ある。そして、あなたがたがこのような愚にもつ

かぬものを捨てて、天と地と海と、その中のすべ

てのものをお造りになった生ける神に立ち帰るよ

うにと、福音を説いているものである。 16神は

過ぎ去った時代には、すべての国々の人が、それ

ぞれの道を行くままにしておかれたが、 17それ

でも、ご自分のことをあかししないでおられたわ

けではない。すなわち、あなたがたのために天か

ら雨を降らせ、実りの季節を与え、食物と喜びと

で、あなたがたの心を満たすなど、いろいろのめ

ぐみをお与えになっているのである」。 18こう

言って、ふたりは、やっとのことで、群衆が自分

たちに犠牲をささげるのを、思い止まらせた。 19

ところが、あるユダヤ人たちはアンテオケやイコ

ニオムから押しかけてきて、群衆を仲間に引き入

れたうえ、パウロを石で打ち、死んでしまったと

思って、彼を町の外に引きずり出した。 20しか

し、弟子たちがパウロを取り囲んでいる間に、彼

は起きあがって町にはいって行った。そして翌日

には、バルナバと一緒にデルベにむかって出かけ

た。 21その町で福音を伝えて、大ぜいの人を弟

子とした後、ルステラ、イコニオム、アンテオケ

の町々に帰って行き、 22弟子たちを力づけ、信

仰を持ちつづけるようにと奨励し、「わたしたち

が神の国にはいるのには、多くの苦難を経なけれ

ばならない」と語った。 23また教会ごとに彼ら

のために長老たちを任命し、断食をして祈り、彼

らをその信じている主にゆだねた。 24それから

、ふたりはピシデヤを通過してパンフリヤにきた

が、 25ペルガで御言を語った後、アタリヤにく

だり、 26そこから舟でアンテオケに帰った。彼

らが今なし終った働きのために、神の祝福を受け

て送り出されたのは、このアンテオケからであっ

た。 27彼らは到着早々、教会の人々を呼び集め

て、神が彼らと共にいてして下さった数々のこと

、また信仰の門を異邦人に開いて下さったことな

どを、報告した。 28そして、ふたりはしばらく

の間、弟子たちと一緒に過ごした。

15さて、ある人たちがユダヤから下ってきて、
兄弟たちに「あなたがたも、モーセの慣例に

したがって割礼を受けなければ、救われない」と

、説いていた。 2そこで、パウロやバルナバと彼

らとの間に、少なからぬ紛糾と争論とが生じたの

で、パウロ、バルナバそのほか数人の者がエルサ

レムに上り、使徒たちや長老たちと、この問題に

ついて協議することになった。 3彼らは教会の人

々に見送られ、ピニケ、サマリヤをとおって、道

すがら、異邦人たちの改宗の模様をくわしく説明

し、すべての兄弟たちを大いに喜ばせた。 4エル

サレムに着くと、彼らは教会と使徒たち、長老た

ちに迎えられて、神が彼らと共にいてなされたこ

とを、ことごとく報告した。 5ところが、パリサ

イ派から信仰にはいってきた人たちが立って、「

異邦人にも割礼を施し、またモーセの律法を守ら

せるべきである」と主張した。 6そこで、使徒た

ちや長老たちが、この問題について審議するため

に集まった。 7激しい争論があった後、ペテロが

立って言った、「兄弟たちよ、ご承知のとおり、

異邦人がわたしの口から福音の言葉を聞いて信じ

るようにと、神は初めのころに、諸君の中からわ

たしをお選びになったのである。 8そして、人の

心をご存じである神は、聖霊をわれわれに賜わっ

たと同様に彼らにも賜わって、彼らに対してあか

しをなし、 9また、その信仰によって彼らの心を

きよめ、われわれと彼らとの間に、なんの分けへ

だてもなさらなかった。 10しかるに、諸君はな

ぜ、今われわれの先祖もわれわれ自身も、負いき

れなかったくびきをあの弟子たちの首にかけて、

神を試みるのか。 11確かに、主イエスのめぐみ

によって、われわれは救われるのだと信じるが、

彼らとても同様である」。 12すると、全会衆は

黙ってしまった。それから、バルナバとパウロと

が、彼らをとおして異邦人の間に神が行われた数

々のしるしと奇跡のことを、説明するのを聞いた

。 13ふたりが語り終えた後、ヤコブはそれに応

じて述べた、「兄弟たちよ、わたしの意見を聞い

ていただきたい。 14神が初めに異邦人たちを顧

みて、その中から御名を負う民を選び出された次

第は、シメオンがすでに説明した。 15預言者た
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ちの言葉も、それと一致している。すなわち、こ

う書いてある、 16『その後、わたしは帰ってき

て、倒れたダビデの幕屋を建てかえ、くずれた箇

所を修理し、それを立て直そう。 17残っている

人々も、わたしの名を唱えているすべての異邦人

も、主を尋ね求めるようになるためである。 18

世の初めからこれらの事を知らせておられる主が

、こう仰せになった』。 (aiōn g165) 19そこで、わた

しの意見では、異邦人の中から神に帰依している

人たちに、わずらいをかけてはいけない。 20た

だ、偶像に供えて汚れた物と、不品行と、絞め殺

したものと、血とを、避けるようにと、彼らに書

き送ることにしたい。 21古い時代から、どの町

にもモーセの律法を宣べ伝える者がいて、安息日

ごとにそれを諸会堂で朗読するならわしであるか

ら」。 22そこで、使徒たちや長老たちは、全教

会と協議した末、お互の中から人々を選んで、パ

ウロやバルナバと共に、アンテオケに派遣するこ

とに決めた。選ばれたのは、バルサバというユダ

とシラスとであったが、いずれも兄弟たちの間で

重んじられていた人たちであった。 23この人た

ちに託された書面はこうである。「あなたがたの

兄弟である使徒および長老たちから、アンテオケ

、シリヤ、キリキヤにいる異邦人の兄弟がたに、

あいさつを送る。 24こちらから行ったある者た

ちが、わたしたちからの指示もないのに、いろい

ろなことを言って、あなたがたを騒がせ、あなた

がたの心を乱したと伝え聞いた。 25そこで、わ

たしたちは人々を選んで、愛するバルナバおよび

パウロと共に、あなたがたのもとに派遣すること

に、衆議一決した。 26このふたりは、われらの

主イエス・キリストの名のために、その命を投げ

出した人々であるが、 27彼らと共に、ユダとシ

ラスとを派遣する次第である。この人たちは、あ

なたがたに、同じ趣旨のことを、口頭でも伝える

であろう。 28すなわち、聖霊とわたしたちとは

、次の必要事項のほかは、どんな負担をも、あな

たがたに負わせないことに決めた。 29それは、

偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、

不品行とを、避けるということである。これらの

ものから遠ざかっておれば、それでよろしい。以

上」。 30さて、一行は人々に見送られて、アン

テオケに下って行き、会衆を集めて、その書面を

手渡した。 31人々はそれを読んで、その勧めの

言葉をよろこんだ。 32ユダとシラスとは共に預

言者であったので、多くの言葉をもって兄弟たち

を励まし、また力づけた。 33ふたりは、しばら

くの時を、そこで過ごした後、兄弟たちから、旅

の平安を祈られて、見送りを受け、自分らを派遣

した人々のところに帰って行った。〔 34しかし

、シラスだけは、引きつづきとどまることにした

。〕 35パウロとバルナバとはアンテオケに滞在

をつづけて、ほかの多くの人たちと共に、主の言

葉を教えかつ宣べ伝えた。 36幾日かの後、パウ

ロはバルナバに言った、「さあ、前に主の言葉を

伝えたすべての町々にいる兄弟たちを、また訪問

して、みんながどうしているかを見てこようでは

ないか」。 37そこで、バルナバはマルコという

ヨハネも一緒に連れて行くつもりでいた。 38し

かし、パウロは、前にパンフリヤで一行から離れ

て、働きを共にしなかったような者は、連れて行

かないがよいと考えた。 39こうして激論が起り

、その結果ふたりは互に別れ別れになり、バルナ

バはマルコを連れてクプロに渡って行き、 40パ

ウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵みにゆ

だねられて、出発した。 41そしてパウロは、シ

リヤ、キリキヤの地方をとおって、諸教会を力づ

けた。

16それから、彼はデルベに行き、次にルステラ
に行った。そこにテモテという名の弟子がい

た。信者のユダヤ婦人を母とし、ギリシヤ人を父

としており、 2ルステラとイコニオムの兄弟たち

の間で、評判のよい人物であった。 3パウロはこ

のテモテを連れて行きたかったので、その地方に

いるユダヤ人の手前、まず彼に割礼を受けさせた

。彼の父がギリシヤ人であることは、みんな知っ

ていたからである。 4それから彼らは通る町々で

、エルサレムの使徒たちや長老たちの取り決めた

事項を守るようにと、人々にそれを渡した。 5こ

うして、諸教会はその信仰を強められ、日ごとに

数を増していった。 6それから彼らは、アジヤで

御言を語ることを聖霊に禁じられたので、フルギ

ヤ・ガラテヤ地方をとおって行った。 7そして、

ムシヤのあたりにきてから、ビテニヤに進んで行

こうとしたところ、イエスの御霊がこれを許さな

かった。 8それで、ムシヤを通過して、トロアス

に下って行った。 9ここで夜、パウロは一つの幻

を見た。ひとりのマケドニヤ人が立って、「マケ

ドニヤに渡ってきて、わたしたちを助けて下さい
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」と、彼に懇願するのであった。 10パウロがこ

の幻を見た時、これは彼らに福音を伝えるために

、神がわたしたちをお招きになったのだと確信し

て、わたしたちは、ただちにマケドニヤに渡って

行くことにした。 11そこで、わたしたちはトロ

アスから船出して、サモトラケに直航し、翌日ネ

アポリスに着いた。 12そこからピリピへ行った

。これはマケドニヤのこの地方第一の町で、植民

都市であった。わたしたちは、この町に数日間滞

在した。 13ある安息日に、わたしたちは町の門

を出て、祈り場があると思って、川のほとりに行

った。そして、そこにすわり、集まってきた婦人

たちに話をした。 14ところが、テアテラ市の紫

布の商人で、神を敬うルデヤという婦人が聞いて

いた。主は彼女の心を開いて、パウロの語ること

に耳を傾けさせた。 15そして、この婦人もその

家族も、共にバプテスマを受けたが、その時、彼

女は「もし、わたしを主を信じる者とお思いでし

たら、どうぞ、わたしの家にきて泊まって下さい

」と懇望し、しいてわたしたちをつれて行った。

16ある時、わたしたちが、祈り場に行く途中、占

いの霊につかれた女奴隷に出会った。彼女は占い

をして、その主人たちに多くの利益を得させてい

た者である。 17この女が、パウロやわたしたち

のあとを追ってきては、「この人たちは、いと高

き神の僕たちで、あなたがたに救の道を伝えるか

ただ」と、叫び出すのであった。 18そして、そ

んなことを幾日間もつづけていた。パウロは困り

はてて、その霊にむかい「イエス・キリストの名

によって命じる。その女から出て行け」と言った

。すると、その瞬間に霊が女から出て行った。 19

彼女の主人たちは、自分らの利益を得る望みが絶

えたのを見て、パウロとシラスとを捕え、役人に

引き渡すため広場に引きずって行った。 20それ

から、ふたりを長官たちの前に引き出して訴えた

、「この人たちはユダヤ人でありまして、わたし

たちの町をかき乱し、 21わたしたちローマ人が

、採用も実行もしてはならない風習を宣伝してい

るのです」。 22群衆もいっせいに立って、ふた

りを責めたてたので、長官たちはふたりの上着を

はぎ取り、むちで打つことを命じた。 23それで

、ふたりに何度もむちを加えさせたのち、獄に入

れ、獄吏にしっかり番をするようにと命じた。 24

獄吏はこの厳命を受けたので、ふたりを奥の獄屋

に入れ、その足に足かせをしっかとかけておいた

。 25真夜中ごろ、パウロとシラスとは、神に祈

り、さんびを歌いつづけたが、囚人たちは耳をす

まして聞きいっていた。 26ところが突然、大地

震が起って、獄の土台が揺れ動き、戸は全部たち

まち開いて、みんなの者の鎖が解けてしまった。

27獄吏は目をさまし、獄の戸が開いてしまってい

るのを見て、囚人たちが逃げ出したものと思い、

つるぎを抜いて自殺しかけた。 28そこでパウロ

は大声をあげて言った、「自害してはいけない。

われわれは皆ひとり残らず、ここにいる」。 29

すると、獄吏は、あかりを手に入れた上、獄に駆

け込んできて、おののきながらパウロとシラスの

前にひれ伏した。 30それから、ふたりを外に連

れ出して言った、「先生がた、わたしは救われる

ために、何をすべきでしょうか」。 31ふたりが

言った、「主イエスを信じなさい。そうしたら、

あなたもあなたの家族も救われます」。 32それ

から、彼とその家族一同とに、神の言を語って聞

かせた。 33彼は真夜中にもかかわらず、ふたり

を引き取って、その打ち傷を洗ってやった。そし

て、その場で自分も家族も、ひとり残らずバプテ

スマを受け、 34さらに、ふたりを自分の家に案

内して食事のもてなしをし、神を信じる者となっ

たことを、全家族と共に心から喜んだ。 35夜が

明けると、長官たちは警吏らをつかわして、「あ

の人たちを釈放せよ」と言わせた。 36そこで、

獄吏はこの言葉をパウロに伝えて言った、「長官

たちが、あなたがたを釈放させるようにと、使を

よこしました。さあ、出てきて、無事にお帰りな

さい」。 37ところが、パウロは警吏らに言った

、「彼らは、ローマ人であるわれわれを、裁判に

かけもせずに、公衆の前でむち打ったあげく、獄

に入れてしまった。しかるに今になって、ひそか

に、われわれを出そうとするのか。それは、いけ

ない。彼ら自身がここにきて、われわれを連れ出

すべきである」。 38警吏らはこの言葉を長官た

ちに報告した。すると長官たちは、ふたりがロー

マ人だと聞いて恐れ、 39自分でやってきてわび

た上、ふたりを獄から連れ出し、町から立ち去る

ようにと頼んだ。 40ふたりは獄を出て、ルデヤ

の家に行った。そして、兄弟たちに会って勧めを

なし、それから出かけた。

17一行は、アムピポリスとアポロニヤとをとお
って、テサロニケに行った。ここにはユダヤ
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人の会堂があった。 2パウロは例によって、その

会堂にはいって行って、三つの安息日にわたり、

聖書に基いて彼らと論じ、 3キリストは必ず苦難

を受け、そして死人の中からよみがえるべきこと

、また「わたしがあなたがたに伝えているこのイ

エスこそは、キリストである」とのことを、説明

もし論証もした。 4ある人たちは納得がいって、

パウロとシラスにしたがった。その中には、信心

深いギリシヤ人が多数あり、貴婦人たちも少なく

なかった。 5ところが、ユダヤ人たちは、それを

ねたんで、町をぶらついているならず者らを集め

て暴動を起し、町を騒がせた。それからヤソンの

家を襲い、ふたりを民衆の前にひっぱり出そうと

、しきりに捜した。 6しかし、ふたりが見つから

ないので、ヤソンと兄弟たち数人を、市の当局者

のところに引きずって行き、叫んで言った、「天

下をかき回してきたこの人たちが、ここにもはい

り込んでいます。 7その人たちをヤソンが自分の

家に迎え入れました。この連中は、みなカイザル

の詔勅にそむいて行動し、イエスという別の王が

いるなどと言っています」。 8これを聞いて、群

衆と市の当局者は不安に感じた。 9そして、ヤソ

ンやほかの者たちから、保証金を取った上、彼ら

を釈放した。 10そこで、兄弟たちはただちに、

パウロとシラスとを、夜の間にベレヤへ送り出し

た。ふたりはベレヤに到着すると、ユダヤ人の会

堂に行った。 11ここにいるユダヤ人はテサロニ

ケの者たちよりも素直であって、心から教を受け

いれ、果してそのとおりかどうかを知ろうとして

、日々聖書を調べていた。 12そういうわけで、

彼らのうちの多くの者が信者になった。また、ギ

リシヤの貴婦人や男子で信じた者も、少なくなか

った。 13テサロニケのユダヤ人たちは、パウロ

がベレヤでも神の言を伝えていることを知り、そ

こにも押しかけてきて、群衆を煽動して騒がせた

。 14そこで、兄弟たちは、ただちにパウロを送

り出して、海べまで行かせ、シラスとテモテとは

ベレヤに居残った。 15パウロを案内した人たち

は、彼をアテネまで連れて行き、テモテとシラス

とになるべく早く来るようにとのパウロの伝言を

受けて、帰った。 16さて、パウロはアテネで彼

らを待っている間に、市内に偶像がおびただしく

あるのを見て、心に憤りを感じた。 17そこで彼

は、会堂ではユダヤ人や信心深い人たちと論じ、

広場では毎日そこで出会う人々を相手に論じた。

18また、エピクロス派やストア派の哲学者数人も

、パウロと議論を戦わせていたが、その中のある

者たちが言った、「このおしゃべりは、いったい

、何を言おうとしているのか」。また、ほかの者

たちは、「あれは、異国の神々を伝えようとして

いるらしい」と言った。パウロが、イエスと復活

とを、宣べ伝えていたからであった。 19そこで

、彼らはパウロをアレオパゴスの評議所に連れて

行って、「君の語っている新しい教がどんなもの

か、知らせてもらえまいか。 20君がなんだか珍

らしいことをわれわれに聞かせているので、それ

がなんの事なのか知りたいと思うのだ」と言った

。 21いったい、アテネ人もそこに滞在している

外国人もみな、何か耳新しいことを話したり聞い

たりすることのみに、時を過ごしていたのである

。 22そこでパウロは、アレオパゴスの評議所の

まん中に立って言った。「アテネの人たちよ、あ

なたがたは、あらゆる点において、すこぶる宗教

心に富んでおられると、わたしは見ている。 23

実は、わたしが道を通りながら、あなたがたの拝

むいろいろなものを、よく見ているうちに、『知

られない神に』と刻まれた祭壇もあるのに気がつ

いた。そこで、あなたがたが知らずに拝んでいる

ものを、いま知らせてあげよう。 24この世界と

、その中にある万物とを造った神は、天地の主で

あるのだから、手で造った宮などにはお住みにな

らない。 25また、何か不足でもしておるかのよ

うに、人の手によって仕えられる必要もない。神

は、すべての人々に命と息と万物とを与え、 26

また、ひとりの人から、あらゆる民族を造り出し

て、地の全面に住まわせ、それぞれに時代を区分

し、国土の境界を定めて下さったのである。 27

こうして、人々が熱心に追い求めて捜しさえすれ

ば、神を見いだせるようにして下さった。事実、

神はわれわれひとりびとりから遠く離れておいで

になるのではない。 28われわれは神のうちに生

き、動き、存在しているからである。あなたがた

のある詩人たちも言ったように、『われわれも、

確かにその子孫である』。 29このように、われ

われは神の子孫なのであるから、神たる者を、人

間の技巧や空想で金や銀や石などに彫り付けたも

のと同じと、見なすべきではない。 30神は、こ

のような無知の時代を、これまでは見過ごしにさ

れていたが、今はどこにおる人でも、みな悔い改

めなければならないことを命じておられる。 31
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神は、義をもってこの世界をさばくためその日を

定め、お選びになったかたによってそれをなし遂

げようとされている。すなわち、このかたを死人

の中からよみがえらせ、その確証をすべての人に

示されたのである」。 32死人のよみがえりのこ

とを聞くと、ある者たちはあざ笑い、またある者

たちは、「この事については、いずれまた聞くこ

とにする」と言った。 33こうして、パウロは彼

らの中から出て行った。 34しかし、彼にしたが

って信じた者も、幾人かあった。その中には、ア

レオパゴスの裁判人デオヌシオとダマリスという

女、また、その他の人々もいた。

18その後、パウロはアテネを去ってコリントへ
行った。 2そこで、アクラというポント生れ

のユダヤ人と、その妻プリスキラとに出会った。

クラウデオ帝が、すべてのユダヤ人をローマから

退去させるようにと、命令したため、彼らは近ご

ろイタリヤから出てきたのである。 3パウロは彼

らのところに行ったが、互に同業であったので、

その家に住み込んで、一緒に仕事をした。天幕造

りがその職業であった。 4パウロは安息日ごとに

会堂で論じては、ユダヤ人やギリシヤ人の説得に

努めた。 5シラスとテモテが、マケドニヤから下

ってきてからは、パウロは御言を伝えることに専

念し、イエスがキリストであることを、ユダヤ人

たちに力強くあかしした。 6しかし、彼らがこれ

に反抗してののしり続けたので、パウロは自分の

上着を振りはらって、彼らに言った、「あなたが

たの血は、あなたがた自身にかえれ。わたしには

責任がない。今からわたしは異邦人の方に行く」

。 7こう言って、彼はそこを去り、テテオ・ユス

トという神を敬う人の家に行った。その家は会堂

と隣り合っていた。 8会堂司クリスポは、その家

族一同と共に主を信じた。また多くのコリント人

も、パウロの話を聞いて信じ、ぞくぞくとバプテ

スマを受けた。 9すると、ある夜、幻のうちに主

がパウロに言われた、「恐れるな。語りつづけよ

、黙っているな。 10あなたには、わたしがつい

ている。だれもあなたを襲って、危害を加えるよ

うなことはない。この町には、わたしの民が大ぜ

いいる」。 11パウロは一年六か月の間ここに腰

をすえて、神の言を彼らの間に教えつづけた。 12

ところが、ガリオがアカヤの総督であった時、ユ

ダヤ人たちは一緒になってパウロを襲い、彼を法

廷にひっぱって行って訴えた、 13「この人は、

律法にそむいて神を拝むように、人々をそそのか

しています」。 14パウロが口を開こうとすると

、ガリオはユダヤ人たちに言った、「ユダヤ人諸

君、何か不法行為とか、悪質の犯罪とかのことな

ら、わたしは当然、諸君の訴えを取り上げもしよ

うが、 15これは諸君の言葉や名称や律法に関す

る問題なのだから、諸君みずから始末するがよか

ろう。わたしはそんな事の裁判人にはなりたくな

い」。 16こう言って、彼らを法廷から追いはら

った。 17そこで、みんなの者は、会堂司ソステ

ネを引き捕え、法廷の前で打ちたたいた。ガリオ

はそれに対して、そ知らぬ顔をしていた。 18さ

てパウロは、なお幾日ものあいだ滞在した後、兄

弟たちに別れを告げて、シリヤへ向け出帆した。

プリスキラとアクラも同行した。パウロは、かね

てから、ある誓願を立てていたので、ケンクレヤ

で頭をそった。 19一行がエペソに着くと、パウ

ロはふたりをそこに残しておき、自分だけ会堂に

はいって、ユダヤ人たちと論じた。 20人々は、

パウロにもっと長いあいだ滞在するように願った

が、彼は聞きいれないで、 21「神のみこころな

ら、またあなたがたのところに帰ってこよう」と

言って、別れを告げ、エペソから船出した。 22

それから、カイザリヤで上陸してエルサレムに上

り、教会にあいさつしてから、アンテオケに下っ

て行った。 23そこにしばらくいてから、彼はま

た出かけ、ガラテヤおよびフルギヤの地方を歴訪

して、すべての弟子たちを力づけた。 24さて、

アレキサンデリヤ生れで、聖書に精通し、しかも

、雄弁なアポロというユダヤ人が、エペソにきた

。 25この人は主の道に通じており、また、霊に

燃えてイエスのことを詳しく語ったり教えたりし

ていたが、ただヨハネのバプテスマしか知ってい

なかった。 26彼は会堂で大胆に語り始めた。そ

れをプリスキラとアクラとが聞いて、彼を招きい

れ、さらに詳しく神の道を解き聞かせた。 27そ

れから、アポロがアカヤに渡りたいと思っていた

ので、兄弟たちは彼を励まし、先方の弟子たちに

、彼をよく迎えるようにと、手紙を書き送った。

彼は到着して、すでにめぐみによって信者になっ

ていた人たちに、大いに力になった。 28彼はイ

エスがキリストであることを、聖書に基いて示し

、公然と、ユダヤ人たちを激しい語調で論破した

からである。
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19アポロがコリントにいた時、パウロは奥地を
とおってエペソにきた。そして、ある弟子た

ちに出会って、 2彼らに「あなたがたは、信仰に

はいった時に、聖霊を受けたのか」と尋ねたとこ

ろ、「いいえ、聖霊なるものがあることさえ、聞

いたことがありません」と答えた。 3「では、だ

れの名によってバプテスマを受けたのか」と彼が

きくと、彼らは「ヨハネの名によるバプテスマを

受けました」と答えた。 4そこで、パウロが言っ

た、「ヨハネは悔改めのバプテスマを授けたが、

それによって、自分のあとに来るかた、すなわち

、イエスを信じるように、人々に勧めたのである

」。 5人々はこれを聞いて、主イエスの名による

バプテスマを受けた。 6そして、パウロが彼らの

上に手をおくと、聖霊が彼らにくだり、それから

彼らは異言を語ったり、預言をしたりし出した。

7その人たちはみんなで十二人ほどであった。 8

それから、パウロは会堂にはいって、三か月のあ

いだ、大胆に神の国について論じ、また勧めをし

た。 9ところが、ある人たちは心をかたくなにし

て、信じようとせず、会衆の前でこの道をあしざ

まに言ったので、彼は弟子たちを引き連れて、そ

の人たちから離れ、ツラノの講堂で毎日論じた。

10それが二年間も続いたので、アジヤに住んでい

る者は、ユダヤ人もギリシヤ人も皆、主の言を聞

いた。 11神は、パウロの手によって、異常な力

あるわざを次々になされた。 12たとえば、人々

が、彼の身につけている手ぬぐいや前掛けを取っ

て病人にあてると、その病気が除かれ、悪霊が出

て行くのであった。 13そこで、ユダヤ人のまじ

ない師で、遍歴している者たちが、悪霊につかれ

ている者にむかって、主イエスの名をとなえ、「

パウロの宣べ伝えているイエスによって命じる。

出て行け」と、ためしに言ってみた。 14ユダヤ

の祭司長スケワという者の七人のむすこたちも、

そんなことをしていた。 15すると悪霊がこれに

対して言った、「イエスなら自分は知っている。

パウロもわかっている。だが、おまえたちは、い

ったい何者だ」。 16そして、悪霊につかれてい

る人が、彼らに飛びかかり、みんなを押えつけて

負かしたので、彼らは傷を負ったまま裸になって

、その家を逃げ出した。 17このことがエペソに

住むすべてのユダヤ人やギリシヤ人に知れわたっ

て、みんな恐怖に襲われ、そして、主イエスの名

があがめられた。 18また信者になった者が大ぜ

いきて、自分の行為を打ちあけて告白した。 19

それから、魔術を行っていた多くの者が、魔術の

本を持ち出してきては、みんなの前で焼き捨てた

。その値段を総計したところ、銀五万にも上るこ

とがわかった。 20このようにして、主の言はま

すます盛んにひろまり、また力を増し加えていっ

た。 21これらの事があった後、パウロは御霊に

感じて、マケドニヤ、アカヤをとおって、エルサ

レムへ行く決心をした。そして言った、「わたし

は、そこに行ったのち、ぜひローマをも見なけれ

ばならない」。 22そこで、自分に仕えている者

の中から、テモテとエラストとのふたりを、まず

マケドニヤに送り出し、パウロ自身は、なおしば

らくアジヤにとどまった。 23そのころ、この道

について容易ならぬ騒動が起った。 24そのいき

さつは、こうである。デメテリオという銀細工人

が、銀でアルテミス神殿の模型を造って、職人た

ちに少なからぬ利益を得させていた。 25この男

がその職人たちや、同類の仕事をしていた者たち

を集めて言った、「諸君、われわれがこの仕事で

、金もうけをしていることは、ご承知のとおりだ

。 26しかるに、諸君の見聞きしているように、

あのパウロが、手で造られたものは神様ではない

などと言って、エペソばかりか、ほとんどアジヤ

全体にわたって、大ぜいの人々を説きつけて誤ら

せた。 27これでは、お互の仕事に悪評が立つお

それがあるばかりか、大女神アルテミスの宮も軽

んじられ、ひいては全アジヤ、いや全世界が拝ん

でいるこの大女神のご威光さえも、消えてしまい

そうである」。 28これを聞くと、人々は怒りに

燃え、大声で「大いなるかな、エペソ人のアルテ

ミス」と叫びつづけた。 29そして、町中が大混

乱に陥り、人々はパウロの道連れであるマケドニ

ヤ人ガイオとアリスタルコとを捕えて、いっせい

に劇場へなだれ込んだ。 30パウロは群衆の中に

はいって行こうとしたが、弟子たちがそれをさせ

なかった。 31アジヤ州の議員で、パウロの友人

であった人たちも、彼に使をよこして、劇場には

いって行かないようにと、しきりに頼んだ。 32

中では、集会が混乱に陥ってしまって、ある者は

このことを、ほかの者はあのことを、どなりつづ

けていたので、大多数の者は、なんのために集ま

ったのかも、わからないでいた。 33そこで、ユ

ダヤ人たちが、前に押し出したアレキサンデルな

る者を、群衆の中のある人たちが促したため、彼
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は手を振って、人々に弁明を試みようとした。 34

ところが、彼がユダヤ人だとわかると、みんなの

者がいっせいに「大いなるかな、エペソ人のアル

テミス」と二時間ばかりも叫びつづけた。 35つ

いに、市の書記役が群衆を押し静めて言った、「

エペソの諸君、エペソ市が大女神アルテミスと、

天くだったご神体との守護役であることを知らな

い者が、ひとりでもいるだろうか。 36これは否

定のできない事実であるから、諸君はよろしく静

かにしているべきで、乱暴な行動は、いっさいし

てはならない。 37諸君はこの人たちをここにひ

っぱってきたが、彼らは宮を荒す者でも、われわ

れの女神をそしる者でもない。 38だから、もし

デメテリオなりその職人仲間なりが、だれかに対

して訴え事があるなら、裁判の日はあるし、総督

もいるのだから、それぞれ訴え出るがよい。 39

しかし、何かもっと要求したい事があれば、それ

は正式の議会で解決してもらうべきだ。 40きょ

うの事件については、この騒ぎを弁護できるよう

な理由が全くないのだから、われわれは治安をみ

だす罪に問われるおそれがある」。 41こう言っ

て、彼はこの集会を解散させた。

20騒ぎがやんだ後、パウロは弟子たちを呼び集
めて激励を与えた上、別れのあいさつを述べ

、マケドニヤへ向かって出発した。 2そして、そ

の地方をとおり、多くの言葉で人々を励ましたの

ち、ギリシヤにきた。 3彼はそこで三か月を過ご

した。それからシリヤへ向かって、船出しようと

していた矢先、彼に対するユダヤ人の陰謀が起っ

たので、マケドニヤを経由して帰ることに決した

。 4プロの子であるエペソ人ソパテロ、テサロニ

ケ人アリスタルコとセクンド、デルベ人ガイオ、

それからテモテ、またアジヤ人テキコとトロピモ

がパウロの同行者であった。 5この人たちは先発

して、トロアスでわたしたちを待っていた。 6わ

たしたちは、除酵祭が終ったのちに、ピリピから

出帆し、五日かかってトロアスに到着して、彼ら

と落ち合い、そこに七日間滞在した。 7週の初め

の日に、わたしたちがパンをさくために集まった

時、パウロは翌日出発することにしていたので、

しきりに人々と語り合い、夜中まで語りつづけた

。 8わたしたちが集まっていた屋上の間には、あ

かりがたくさんともしてあった。 9ユテコという

若者が窓に腰をかけていたところ、パウロの話が

ながながと続くので、ひどく眠けがさしてきて、

とうとうぐっすり寝入ってしまい、三階から下に

落ちた。抱き起してみたら、もう死んでいた。 10

そこでパウロは降りてきて、若者の上に身をかが

め、彼を抱きあげて、「騒ぐことはない。まだ命

がある」と言った。 11そして、また上がって行

って、パンをさいて食べてから、明けがたまで長

いあいだ人々と語り合って、ついに出発した。 12

人々は生きかえった若者を連れかえり、ひとかた

ならず慰められた。 13さて、わたしたちは先に

舟に乗り込み、アソスへ向かって出帆した。そこ

からパウロを舟に乗せて行くことにしていた。彼

だけは陸路をとることに決めていたからである。

14パウロがアソスで、わたしたちと落ち合った時

、わたしたちは彼を舟に乗せてミテレネに行った

。 15そこから出帆して、翌日キヨスの沖合にい

たり、次の日にサモスに寄り、その翌日ミレトに

着いた。 16それは、パウロがアジヤで時間をと

られないため、エペソには寄らないで続航するこ

とに決めていたからである。彼は、できればペン

テコステの日には、エルサレムに着いていたかっ

たので、旅を急いだわけである。 17そこでパウ

ロは、ミレトからエペソに使をやって、教会の長

老たちを呼び寄せた。 18そして、彼のところに

寄り集まってきた時、彼らに言った。「わたしが

、アジヤの地に足を踏み入れた最初の日以来、い

つもあなたがたとどんなふうに過ごしてきたか、

よくご存じである。 19すなわち、謙遜の限りを

つくし、涙を流し、ユダヤ人の陰謀によってわた

しの身に及んだ数々の試練の中にあって、主に仕

えてきた。 20また、あなたがたの益になること

は、公衆の前でも、また家々でも、すべてあます

ところなく話して聞かせ、また教え、 21ユダヤ

人にもギリシヤ人にも、神に対する悔改めと、わ

たしたちの主イエスに対する信仰とを、強く勧め

てきたのである。 22今や、わたしは御霊に迫ら

れてエルサレムへ行く。あの都で、どんな事がわ

たしの身にふりかかって来るか、わたしにはわか

らない。 23ただ、聖霊が至るところの町々で、

わたしにはっきり告げているのは、投獄と患難と

が、わたしを待ちうけているということだ。 24

しかし、わたしは自分の行程を走り終え、主イエ

スから賜わった、神のめぐみの福音をあかしする

任務を果し得さえしたら、このいのちは自分にと

って、少しも惜しいとは思わない。 25わたしは
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いま信じている、あなたがたの間を歩き回って御

国を宣べ伝えたこのわたしの顔を、みんなが今後

二度と見ることはあるまい。 26だから、きょう

、この日にあなたがたに断言しておく。わたしは

、すべての人の血について、なんら責任がない。

27神のみ旨を皆あますところなく、あなたがたに

伝えておいたからである。 28どうか、あなたが

た自身に気をつけ、また、すべての群れに気をく

ばっていただきたい。聖霊は、神が御子の血であ

がない取られた神の教会を牧させるために、あな

たがたをその群れの監督者にお立てになったので

ある。 29わたしが去った後、狂暴なおおかみが

、あなたがたの中にはいり込んできて、容赦なく

群れを荒すようになることを、わたしは知ってい

る。 30また、あなたがた自身の中からも、いろ

いろ曲ったことを言って、弟子たちを自分の方に

、ひっぱり込もうとする者らが起るであろう。 31

だから、目をさましていなさい。そして、わたし

が三年の間、夜も昼も涙をもって、あなたがたひ

とりびとりを絶えずさとしてきたことを、忘れな

いでほしい。 32今わたしは、主とその恵みの言

とに、あなたがたをゆだねる。御言には、あなた

がたの徳をたて、聖別されたすべての人々と共に

、御国をつがせる力がある。 33わたしは、人の

金や銀や衣服をほしがったことはない。 34あな

たがた自身が知っているとおり、わたしのこの両

手は、自分の生活のためにも、また一緒にいた人

たちのためにも、働いてきたのだ。 35わたしは

、あなたがたもこのように働いて、弱い者を助け

なければならないこと、また『受けるよりは与え

る方が、さいわいである』と言われた主イエスの

言葉を記憶しているべきことを、万事について教

え示したのである」。 36こう言って、パウロは

一同と共にひざまずいて祈った。 37みんなの者

は、はげしく泣き悲しみ、パウロの首を抱いて、

幾度も接吻し、 38もう二度と自分の顔を見るこ

とはあるまいと彼が言ったので、特に心を痛めた

。それから彼を舟まで見送った。

21さて、わたしたちは人々と別れて船出してか
ら、コスに直航し、次の日はロドスに、そこ

からパタラに着いた。 2ここでピニケ行きの舟を

見つけたので、それに乗り込んで出帆した。 3や

がてクプロが見えてきたが、それを左手にして通

りすぎ、シリヤへ航行をつづけ、ツロに入港した

。ここで積荷が陸上げされることになっていたか

らである。 4わたしたちは、弟子たちを捜し出し

て、そこに七日間泊まった。ところが彼らは、御

霊の示しを受けて、エルサレムには上って行かな

いようにと、しきりにパウロに注意した。 5しか

し、滞在期間が終った時、わたしたちはまた旅立

つことにしたので、みんなの者は、妻や子供を引

き連れて、町はずれまで、わたしたちを見送りに

きてくれた。そこで、共に海岸にひざまずいて祈

り、 6互に別れを告げた。それから、わたしたち

は舟に乗り込み、彼らはそれぞれ自分の家に帰っ

た。 7わたしたちは、ツロからの航行を終ってト

レマイに着き、そこの兄弟たちにあいさつをし、

彼らのところに一日滞在した。 8翌日そこをたっ

て、カイザリヤに着き、かの七人のひとりである

伝道者ピリポの家に行き、そこに泊まった。 9こ

の人に四人の娘があったが、いずれも処女であっ

て、預言をしていた。 10幾日か滞在している間

に、アガボという預言者がユダヤから下ってきた

。 11そして、わたしたちのところにきて、パウ

ロの帯を取り、それで自分の手足を縛って言った

、「聖霊がこうお告げになっている、『この帯の

持ち主を、ユダヤ人たちがエルサレムでこのよう

に縛って、異邦人の手に渡すであろう』」。 12

わたしたちはこれを聞いて、土地の人たちと一緒

になって、エルサレムには上って行かないように

と、パウロに願い続けた。 13その時パウロは答

えた、「あなたがたは、泣いたり、わたしの心を

くじいたりして、いったい、どうしようとするの

か。わたしは、主イエスの名のためなら、エルサ

レムで縛られるだけでなく、死ぬことをも覚悟し

ているのだ」。 14こうして、パウロが勧告を聞

きいれてくれないので、わたしたちは「主のみこ

ころが行われますように」と言っただけで、それ

以上、何も言わなかった。 15数日後、わたした

ちは旅装を整えてエルサレムへ上って行った。 16

カイザリヤの弟子たちも数人、わたしたちと同行

して、古くからの弟子であるクプロ人マナソンの

家に案内してくれた。わたしたちはその家に泊ま

ることになっていたのである。 17わたしたちが

エルサレムに到着すると、兄弟たちは喜んで迎え

てくれた。 18翌日パウロはわたしたちを連れて

、ヤコブを訪問しに行った。そこに長老たちがみ

な集まっていた。 19パウロは彼らにあいさつを

した後、神が自分の働きをとおして、異邦人の間
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になさった事どもを一々説明した。 20一同はこ

れを聞いて神をほめたたえ、そして彼に言った、

「兄弟よ、ご承知のように、ユダヤ人の中で信者

になった者が、数万にものぼっているが、みんな

律法に熱心な人たちである。 21ところが、彼ら

が伝え聞いているところによれば、あなたは異邦

人の中にいるユダヤ人一同に対して、子供に割礼

を施すな、またユダヤの慣例にしたがうなと言っ

て、モーセにそむくことを教えている、というこ

とである。 22どうしたらよいか。あなたがここ

にきていることは、彼らもきっと聞き込むに違い

ない。 23ついては、今わたしたちが言うとおり

のことをしなさい。わたしたちの中に、誓願を立

てている者が四人いる。 24この人たちを連れて

行って、彼らと共にきよめを行い、また彼らの頭

をそる費用を引き受けてやりなさい。そうすれば

、あなたについて、うわさされていることは、根

も葉もないことで、あなたは律法を守って、正し

い生活をしていることが、みんなにわかるであろ

う。 25異邦人で信者になった人たちには、すで

に手紙で、偶像に供えたものと、血と、絞め殺し

たものと、不品行とを、慎むようにとの決議が、

わたしたちから知らせてある」。 26そこでパウ

ロは、その次の日に四人の者を連れて、彼らと共

にきよめを受けてから宮にはいった。そしてきよ

めの期間が終って、ひとりびとりのために供え物

をささげる時を報告しておいた。 27七日の期間

が終ろうとしていた時、アジヤからきたユダヤ人

たちが、宮の内でパウロを見かけて、群衆全体を

煽動しはじめ、パウロに手をかけて叫び立てた、

28「イスラエルの人々よ、加勢にきてくれ。この

人は、いたるところで民と律法とこの場所にそむ

くことを、みんなに教えている。その上に、ギリ

シヤ人を宮の内に連れ込んで、この神聖な場所を

汚したのだ」。 29彼らは、前にエペソ人トロピ

モが、パウロと一緒に町を歩いていたのを見かけ

て、その人をパウロが宮の内に連れ込んだのだと

思ったのである。 30そこで、市全体が騒ぎ出し

、民衆が駆け集まってきて、パウロを捕え、宮の

外に引きずり出した。そして、すぐそのあとに宮

の門が閉ざされた。 31彼らがパウロを殺そうと

していた時に、エルサレム全体が混乱状態に陥っ

ているとの情報が、守備隊の千卒長にとどいた。

32そこで、彼はさっそく、兵卒や百卒長たちを率

いて、その場に駆けつけた。人々は千卒長や兵卒

たちを見て、パウロを打ちたたくのをやめた。 33

千卒長は近寄ってきてパウロを捕え、彼を二重の

鎖で縛っておくように命じた上、パウロは何者か

、また何をしたのか、と尋ねた。 34しかし、群

衆がそれぞれ違ったことを叫びつづけるため、騒

がしくて、確かなことがわからないので、彼はパ

ウロを兵営に連れて行くように命じた。 35パウ

ロが階段にさしかかった時には、群衆の暴行を避

けるため、兵卒たちにかつがれて行くという始末

であった。 36大ぜいの民衆が「あれをやっつけ

てしまえ」と叫びながら、ついてきたからである

。 37パウロが兵営の中に連れて行かれようとし

た時、千卒長に、「ひと言あなたにお話してもよ

ろしいですか」と尋ねると、千卒長が言った、「

おまえはギリシヤ語が話せるのか。 38では、も

しかおまえは、先ごろ反乱を起した後、四千人の

刺客を引き連れて荒野へ逃げて行ったあのエジプ

ト人ではないのか」。 39パウロは答えた、「わ

たしはタルソ生れのユダヤ人で、キリキヤのれっ

きとした都市の市民です。お願いですが、民衆に

話をさせて下さい」。 40千卒長が許してくれた

ので、パウロは階段の上に立ち、民衆にむかって

手を振った。すると、一同がすっかり静粛になっ

たので、パウロはヘブル語で話し出した。

22「兄弟たち、父たちよ、いま申し上げるわた
しの弁明を聞いていただきたい」。 2パウロ

が、ヘブル語でこう語りかけるのを聞いて、人々

はますます静粛になった。 3そこで彼は言葉をつ

いで言った、「わたしはキリキヤのタルソで生れ

たユダヤ人であるが、この都で育てられ、ガマリ

エルのひざもとで先祖伝来の律法について、きび

しい薫陶を受け、今日の皆さんと同じく神に対し

て熱心な者であった。 4そして、この道を迫害し

、男であれ女であれ、縛りあげて獄に投じ、彼ら

を死に至らせた。 5このことは、大祭司も長老た

ち一同も、証明するところである。さらにわたし

は、この人たちからダマスコの同志たちへあてた

手紙をもらって、その地にいる者たちを縛りあげ

、エルサレムにひっぱってきて、処罰するため、

出かけて行った。 6旅をつづけてダマスコの近く

にきた時に、真昼ごろ、突然、つよい光が天から

わたしをめぐり照した。 7わたしは地に倒れた。

そして、『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害す

るのか』と、呼びかける声を聞いた。 8これに対



使徒の働き 864

してわたしは、『主よ、あなたはどなたですか』

と言った。すると、その声が、『わたしは、あな

たが迫害しているナザレ人イエスである』と答え

た。 9わたしと一緒にいた者たちは、その光は見

たが、わたしに語りかけたかたの声は聞かなかっ

た。 10わたしが『主よ、わたしは何をしたらよ

いでしょうか』と尋ねたところ、主は言われた、

『起きあがってダマスコに行きなさい。そうすれ

ば、あなたがするように決めてある事が、すべて

そこで告げられるであろう』。 11わたしは、光

の輝きで目がくらみ、何も見えなくなっていたの

で、連れの者たちに手を引かれながら、ダマスコ

に行った。 12すると、律法に忠実で、ダマスコ

在住のユダヤ人全体に評判のよいアナニヤという

人が、 13わたしのところにきて、そばに立ち、

『兄弟サウロよ、見えるようになりなさい』と言

った。するとその瞬間に、わたしの目が開いて、

彼の姿が見えた。 14彼は言った、『わたしたち

の先祖の神が、あなたを選んでみ旨を知らせ、か

の義人を見させ、その口から声をお聞かせになっ

た。 15それはあなたが、その見聞きした事につ

き、すべての人に対して、彼の証人になるためで

ある。 16そこで今、なんのためらうことがあろ

うか。すぐ立って、み名をとなえてバプテスマを

受け、あなたの罪を洗い落しなさい』。 17それ

からわたしは、エルサレムに帰って宮で祈ってい

るうちに、夢うつつになり、 18主にまみえたが

、主は言われた、『急いで、すぐにエルサレムを

出て行きなさい。わたしについてのあなたのあか

しを、人々が受けいれないから』。 19そこで、

わたしが言った、『主よ、彼らは、わたしがいた

るところの会堂で、あなたを信じる人々を獄に投

じたり、むち打ったりしていたことを、知ってい

ます。 20また、あなたの証人ステパノの血が流

された時も、わたしは立ち合っていてそれに賛成

し、また彼を殺した人たちの上着の番をしていた

のです』。 21すると、主がわたしに言われた、

『行きなさい。わたしが、あなたを遠く異邦の民

へつかわすのだ』」。 22彼の言葉をここまで聞

いていた人々は、このとき、声を張りあげて言っ

た、「こんな男は地上から取り除いてしまえ。生

かしおくべきではない」。 23人々がこうわめき

立てて、空中に上着を投げ、ちりをまき散らす始

末であったので、 24千卒長はパウロを兵営に引

き入れるように命じ、どういうわけで、彼に対し

てこんなにわめき立てているのかを確かめるため

、彼をむちの拷問にかけて、取り調べるように言

いわたした。 25彼らがむちを当てるため、彼を

縛りつけていた時、パウロはそばに立っている百

卒長に言った、「ローマの市民たる者を、裁判に

かけもしないで、むち打ってよいのか」。 26百

卒長はこれを聞き、千卒長のところに行って報告

し、そして言った、「どうなさいますか。あの人

はローマの市民なのです」。 27そこで、千卒長

がパウロのところにきて言った、「わたしに言っ

てくれ。あなたはローマの市民なのか」。パウロ

は「そうです」と言った。 28これに対して千卒

長が言った、「わたしはこの市民権を、多額の金

で買い取ったのだ」。するとパウロは言った、「

わたしは生れながらの市民です」。 29そこで、

パウロを取り調べようとしていた人たちは、ただ

ちに彼から身を引いた。千卒長も、パウロがロー

マの市民であること、また、そういう人を縛って

いたことがわかって、恐れた。 30翌日、彼は、

ユダヤ人がなぜパウロを訴え出たのか、その真相

を知ろうと思って彼を解いてやり、同時に祭司長

たちと全議会とを召集させ、そこに彼を引き出し

て、彼らの前に立たせた。

23パウロは議会を見つめて言った、「兄弟たち
よ、わたしは今日まで、神の前に、ひたすら

明らかな良心にしたがって行動してきた」。 2す

ると、大祭司アナニヤが、パウロのそばに立って

いる者たちに、彼の口を打てと命じた。 3そのと

き、パウロはアナニヤにむかって言った、「白く

塗られた壁よ、神があなたを打つであろう。あな

たは、律法にしたがって、わたしをさばくために

座についているのに、律法にそむいて、わたしを

打つことを命じるのか」。 4すると、そばに立っ

ている者たちが言った、「神の大祭司に対して無

礼なことを言うのか」。 5パウロは言った、「兄

弟たちよ、彼が大祭司だとは知らなかった。聖書

に『民のかしらを悪く言ってはいけない』と、書

いてあるのだった」。 6パウロは、議員の一部が

サドカイ人であり、一部はパリサイ人であるのを

見て、議会の中で声を高めて言った、「兄弟たち

よ、わたしはパリサイ人であり、パリサイ人の子

である。わたしは、死人の復活の望みをいだいて

いることで、裁判を受けているのである」。 7彼

がこう言ったところ、パリサイ人とサドカイ人と
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の間に争論が生じ、会衆が相分れた。 8元来、サ

ドカイ人は、復活とか天使とか霊とかは、いっさ

い存在しないと言い、パリサイ人は、それらは、

みな存在すると主張している。 9そこで、大騒ぎ

となった。パリサイ派のある律法学者たちが立っ

て、強く主張して言った、「われわれは、この人

には何も悪いことがないと思う。あるいは、霊か

天使かが、彼に告げたのかも知れない」。 10こ

うして、争論が激しくなったので、千卒長は、パ

ウロが彼らに引き裂かれるのを気づかって、兵卒

どもに、降りて行ってパウロを彼らの中から力づ

くで引き出し、兵営に連れて来るように、命じた

。 11その夜、主がパウロに臨んで言われた、「

しっかりせよ。あなたは、エルサレムでわたしの

ことをあかししたように、ローマでもあかしをし

なくてはならない」。 12夜が明けると、ユダヤ

人らは申し合わせをして、パウロを殺すまでは飲

食をいっさい断つと、誓い合った。 13この陰謀

に加わった者は、四十人あまりであった。 14彼

らは、祭司長たちや長老たちのところに行って、

こう言った。「われわれは、パウロを殺すまでは

何も食べないと、堅く誓い合いました。 15つい

ては、あなたがたは議会と組んで、彼のことでな

お詳しく取調べをするように見せかけ、パウロを

あなたがたのところに連れ出すように、千卒長に

頼んで下さい。われわれとしては、パウロがそこ

にこないうちに殺してしまう手はずをしています

」。 16ところが、パウロの姉妹の子が、この待

伏せのことを耳にし、兵営にはいって行って、パ

ウロにそれを知らせた。 17そこでパウロは、百

卒長のひとりを呼んで言った、「この若者を千卒

長のところに連れて行ってください。何か報告す

ることがあるようですから」。 18この百卒長は

若者を連れて行き、千卒長に引きあわせて言った

、「囚人のパウロが、この若者があなたに話した

いことがあるので、あなたのところに連れて行っ

てくれるようにと、わたしを呼んで頼みました」

。 19そこで千卒長は、若者の手を取り、人のい

ないところへ連れて行って尋ねた、「わたしに話

したいことというのは、何か」。 20若者が言っ

た、「ユダヤ人たちが、パウロのことをもっと詳

しく取調べをすると見せかけて、あす議会に彼を

連れ出すように、あなたに頼むことに決めていま

す。 21どうぞ、彼らの頼みを取り上げないで下

さい。四十人あまりの者が、パウロを待伏せして

いるのです。彼らは、パウロを殺すまでは飲食を

いっさい断つと、堅く誓い合っています。そして

、いま手はずをととのえて、あなたの許可を待っ

ているところなのです」。 22そこで千卒長は、

「このことをわたしに知らせたことは、だれにも

口外するな」と命じて、若者を帰した。 23それ

から彼は、百卒長ふたりを呼んで言った、「歩兵

二百名、騎兵七十名、槍兵二百名を、カイザリヤ

に向け出発できるように、今夜九時までに用意せ

よ。 24また、パウロを乗せるために馬を用意し

て、彼を総督ペリクスのもとへ無事に連れて行け

」。 25さらに彼は、次のような文面の手紙を書

いた。 26「クラウデオ・ルシヤ、つつしんで総

督ペリクス閣下の平安を祈ります。 27本人のパ

ウロが、ユダヤ人らに捕えられ、まさに殺されよ

うとしていたのを、彼のローマ市民であることを

知ったので、わたしは兵卒たちを率いて行って、

彼を救い出しました。 28それから、彼が訴えら

れた理由を知ろうと思い、彼を議会に連れて行き

ました。 29ところが、彼はユダヤ人の律法の問

題で訴えられたものであり、なんら死刑または投

獄に当る罪のないことがわかりました。 30しか

し、この人に対して陰謀がめぐらされているとの

報告がありましたので、わたしは取りあえず、彼

を閣下のもとにお送りすることにし、訴える者た

ちには、閣下の前で、彼に対する申立てをするよ

うにと、命じておきました」。 31そこで歩兵た

ちは、命じられたとおりパウロを引き取って、夜

の間にアンテパトリスまで連れて行き、 32翌日

は、騎兵たちにパウロを護送させることにして、

兵営に帰って行った。 33騎兵たちは、カイザリ

ヤに着くと、手紙を総督に手渡し、さらにパウロ

を彼に引きあわせた。 34総督は手紙を読んでか

ら、パウロに、どの州の者かと尋ね、キリキヤの

出だと知って、 35「訴え人たちがきた時に、お

まえを調べることにする」と言った。そして、ヘ

ロデの官邸に彼を守っておくように命じた。

24五日の後、大祭司アナニヤは、長老数名と、
テルトロという弁護人とを連れて下り、総督

にパウロを訴え出た。 2パウロが呼び出されたの

で、テルトロは論告を始めた。「ペリクス閣下、

わたしたちが、閣下のお陰でじゅうぶんに平和を

楽しみ、またこの国が、ご配慮によって、 3あら

ゆる方面に、またいたるところで改善されている
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ことは、わたしたちの感謝してやまないところで

あります。 4しかし、ご迷惑をかけないように、

くどくどと述べずに、手短かに申し上げますから

、どうぞ、忍んでお聞き取りのほど、お願いいた

します。 5さて、この男は、疫病のような人間で

、世界中のすべてのユダヤ人の中に騒ぎを起して

いる者であり、また、ナザレ人らの異端のかしら

であります。 6この者が宮までも汚そうとしてい

たので、わたしたちは彼を捕縛したのです。〔そ

して、律法にしたがって、さばこうとしていたと

ころ、 7千卒長ルシヤが干渉して、彼を無理にわ

たしたちの手から引き離してしまい、 8彼を訴え

た人たちには、閣下のところに来るようにと命じ

ました。〕それで、閣下ご自身でお調べになれば

、わたしたちが彼を訴え出た理由が、全部おわか

りになるでしょう」。 9ユダヤ人たちも、この訴

えに同調して、全くそのとおりだと言った。 10

そこで、総督が合図をして発言を促したので、パ

ウロは答弁して言った。「閣下が、多年にわたり

、この国民の裁判をつかさどっておられることを

、よく承知していますので、わたしは喜んで、自

分のことを弁明いたします。 11お調べになれば

わかるはずですが、わたしが礼拝をしにエルサレ

ムに上ってから、まだ十二日そこそこにしかなり

ません。 12そして、宮の内でも、会堂内でも、

あるいは市内でも、わたしがだれかと争論したり

、群衆を煽動したりするのを見たものはありませ

んし、 13今わたしを訴え出ていることについて

、閣下の前に、その証拠をあげうるものはありま

せん。 14ただ、わたしはこの事は認めます。わ

たしは、彼らが異端だとしている道にしたがって

、わたしたちの先祖の神に仕え、律法の教えると

ころ、また預言者の書に書いてあることを、こと

ごとく信じ、 15また、正しい者も正しくない者

も、やがてよみがえるとの希望を、神を仰いでい

だいているものです。この希望は、彼ら自身も持

っているのです。 16わたしはまた、神に対しま

た人に対して、良心に責められることのないよう

に、常に努めています。 17さてわたしは、幾年

ぶりかに帰ってきて、同胞に施しをし、また、供

え物をしていました。 18そのとき、彼らはわた

しが宮できよめを行っているのを見ただけであっ

て、群衆もいず、騒動もなかったのです。 19と

ころが、アジヤからきた数人のユダヤ人が彼らが

、わたしに対して、何かとがめ立てをすることが

あったなら、よろしく閣下の前にきて、訴えるべ

きでした。 20あるいは、何かわたしに不正なこ

とがあったなら、わたしが議会の前に立っていた

時、彼らみずから、それを指摘すべきでした。 21

ただ、わたしは、彼らの中に立って、『わたしは

、死人のよみがえりのことで、きょう、あなたが

たの前でさばきを受けているのだ』と叫んだだけ

のことです」。 22ここでペリクスは、この道の

ことを相当わきまえていたので、「千卒長ルシヤ

が下って来るのを待って、おまえたちの事件を判

決することにする」と言って、裁判を延期した。

23そして百卒長に、パウロを監禁するように、し

かし彼を寛大に取り扱い、友人らが世話をするの

を止めないようにと、命じた。 24数日たってか

ら、ペリクスは、ユダヤ人である妻ドルシラと一

緒にきて、パウロを呼び出し、キリスト・イエス

に対する信仰のことを、彼から聞いた。 25そこ

で、パウロが、正義、節制、未来の審判などにつ

いて論じていると、ペリクスは不安を感じてきて

、言った、「きょうはこれで帰るがよい。また、

よい機会を得たら、呼び出すことにする」。 26

彼は、それと同時に、パウロから金をもらいたい

下ごころがあったので、たびたびパウロを呼び出

しては語り合った。 27さて、二か年たった時、

ポルキオ・フェストが、ペリクスと交代して任に

ついた。ペリクスは、ユダヤ人の歓心を買おうと

思って、パウロを監禁したままにしておいた。

25さて、フェストは、任地に着いてから三日の
後、カイザリヤからエルサレムに上ったとこ

ろ、 2祭司長たちやユダヤ人の重立った者たちが

、パウロを訴え出て、 3彼をエルサレムに呼び出

すよう取り計らっていただきたいと、しきりに願

った。彼らは途中で待ち伏せして、彼を殺す考え

であった。 4ところがフェストは、パウロがカイ

ザリヤに監禁してあり、自分もすぐそこへ帰るこ

とになっていると答え、 5そして言った、「では

、もしあの男に何か不都合なことがあるなら、お

まえたちのうちの有力者らが、わたしと一緒に下

って行って、訴えるがよかろう」。 6フェストは

、彼らのあいだに八日か十日ほど滞在した後、カ

イザリヤに下って行き、その翌日、裁判の席につ

いて、パウロを引き出すように命じた。 7パウロ

が姿をあらわすと、エルサレムから下ってきたユ

ダヤ人たちが、彼を取りかこみ、彼に対してさま
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ざまの重い罪状を申し立てたが、いずれもその証

拠をあげることはできなかった。 8パウロは「わ

たしは、ユダヤ人の律法に対しても、宮に対して

も、またカイザルに対しても、なんら罪を犯した

ことはない」と弁明した。 9ところが、フェスト

はユダヤ人の歓心を買おうと思って、パウロにむ

かって言った、「おまえはエルサレムに上り、こ

の事件に関し、わたしからそこで裁判を受けるこ

とを承知するか」。 10パウロは言った、「わた

しは今、カイザルの法廷に立っています。わたし

はこの法廷で裁判されるべきです。よくご承知の

とおり、わたしはユダヤ人たちに、何も悪いこと

をしてはいません。 11もしわたしが悪いことを

し、死に当るようなことをしているのなら、死を

免れようとはしません。しかし、もし彼らの訴え

ることに、なんの根拠もないとすれば、だれもわ

たしを彼らに引き渡す権利はありません。わたし

はカイザルに上訴します」。 12そこでフェスト

は、陪席の者たちと協議したうえ答えた、「おま

えはカイザルに上訴を申し出た。カイザルのとこ

ろに行くがよい」。 13数日たった後、アグリッ

パ王とベルニケとが、フェストに敬意を表するた

め、カイザリヤにきた。 14ふたりは、そこに何

日間も滞在していたので、フェストは、パウロの

ことを王に話して言った、「ここに、ペリクスが

囚人として残して行ったひとりの男がいる。 15

わたしがエルサレムに行った時、この男のことを

、祭司長たちやユダヤ人の長老たちが、わたしに

報告し、彼を罪に定めるようにと要求した。 16

そこでわたしは、彼らに答えた、『訴えられた者

が、訴えた者の前に立って、告訴に対し弁明する

機会を与えられない前に、その人を見放してしま

うのは、ローマ人の慣例にはないことである』。

17それで、彼らがここに集まってきた時、わたし

は時をうつさず、次の日に裁判の席について、そ

の男を引き出させた。 18訴えた者たちは立ち上

がったが、わたしが推測していたような悪事は、

彼について何一つ申し立てはしなかった。 19た

だ、彼と争い合っているのは、彼ら自身の宗教に

関し、また、死んでしまったのに生きているとパ

ウロが主張しているイエスなる者に関する問題に

過ぎない。 20これらの問題を、どう取り扱って

よいかわからなかったので、わたしは彼に、『エ

ルサレムに行って、これらの問題について、そこ

でさばいてもらいたくはないか』と尋ねてみた。

21ところがパウロは、皇帝の判決を受ける時まで

、このまま自分をとどめておいてほしいと言うの

で、カイザルに彼を送りとどける時までとどめて

おくようにと、命じておいた」。 22そこで、ア

グリッパがフェストに「わたしも、その人の言い

分を聞いて見たい」と言ったので、フェストは、

「では、あす彼から聞きとるようにしてあげよう

」と答えた。 23翌日、アグリッパとベルニケと

は、大いに威儀をととのえて、千卒長たちや市の

重立った人たちと共に、引見所にはいってきた。

すると、フェストの命によって、パウロがそこに

引き出された。 24そこで、フェストが言った、

「アグリッパ王、ならびにご臨席の諸君。ごらん

になっているこの人物は、ユダヤ人たちがこぞっ

て、エルサレムにおいても、また、この地におい

ても、これ以上、生かしておくべきでないと叫ん

で、わたしに訴え出ている者である。 25しかし

、彼は死に当ることは何もしていないと、わたし

は見ているのだが、彼自身が皇帝に上訴すると言

い出したので、彼をそちらへ送ることに決めた。

26ところが、彼について、主君に書きおくる確か

なものが何もないので、わたしは、彼を諸君の前

に、特に、アグリッパ王よ、あなたの前に引き出

して、取調べをしたのち、上書すべき材料を得よ

うと思う。 27囚人を送るのに、その告訴の理由

を示さないということは、不合理だと思えるから

である」。

26アグリッパはパウロに、「おまえ自身のこと
を話してもよい」と言った。そこでパウロは

、手をさし伸べて、弁明をし始めた。 2「アグリ

ッパ王よ、ユダヤ人たちから訴えられているすべ

ての事に関して、きょう、あなたの前で弁明する

ことになったのは、わたしのしあわせに思うとこ

ろであります。 3あなたは、ユダヤ人のあらゆる

慣例や問題を、よく知り抜いておられるかたです

から、わたしの申すことを、寛大なお心で聞いて

いただきたいのです。 4さて、わたしは若い時代

には、初めから自国民の中で、またエルサレムで

過ごしたのですが、そのころのわたしの生活ぶり

は、ユダヤ人がみんなよく知っているところです

。 5彼らはわたしを初めから知っているので、証

言しようと思えばできるのですが、わたしは、わ

たしたちの宗教の最も厳格な派にしたがって、パ

リサイ人としての生活をしていたのです。 6今わ
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たしは、神がわたしたちの先祖に約束なさった希

望をいだいているために、裁判を受けているので

あります。 7わたしたちの十二の部族は、夜昼、

熱心に神に仕えて、その約束を得ようと望んでい

るのです。王よ、この希望のために、わたしはユ

ダヤ人から訴えられています。 8神が死人をよみ

がえらせるということが、あなたがたには、どう

して信じられないことと思えるのでしょうか。 9

わたし自身も、以前には、ナザレ人イエスの名に

逆らって反対の行動をすべきだと、思っていまし

た。 10そしてわたしは、それをエルサレムで敢

行し、祭司長たちから権限を与えられて、多くの

聖徒たちを獄に閉じ込め、彼らが殺される時には

、それに賛成の意を表しました。 11それから、

いたるところの会堂で、しばしば彼らを罰して、

無理やりに神をけがす言葉を言わせようとし、彼

らに対してひどく荒れ狂い、ついに外国の町々に

まで、迫害の手をのばすに至りました。 12こう

して、わたしは、祭司長たちから権限と委任とを

受けて、ダマスコに行ったのですが、 13王よ、

その途中、真昼に、光が天からさして来るのを見

ました。それは、太陽よりも、もっと光り輝いて

、わたしと同行者たちとをめぐり照しました。 14

わたしたちはみな地に倒れましたが、その時ヘブ

ル語でわたしにこう呼びかける声を聞きました、

『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか。

とげのあるむちをければ、傷を負うだけである』

。 15そこで、わたしが『主よ、あなたはどなた

ですか』と尋ねると、主は言われた、『わたしは

、あなたが迫害しているイエスである。 16さあ

、起きあがって、自分の足で立ちなさい。わたし

があなたに現れたのは、あなたがわたしに会った

事と、あなたに現れて示そうとしている事とをあ

かしし、これを伝える務に、あなたを任じるため

である。 17わたしは、この国民と異邦人との中

から、あなたを救い出し、あらためてあなたを彼

らにつかわすが、 18それは、彼らの目を開き、

彼らをやみから光へ、悪魔の支配から神のみもと

へ帰らせ、また、彼らが罪のゆるしを得、わたし

を信じる信仰によって、聖別された人々に加わる

ためである』。 19それですから、アグリッパ王

よ、わたしは天よりの啓示にそむかず、 20まず

初めにダマスコにいる人々に、それからエルサレ

ムにいる人々、さらにユダヤ全土、ならびに異邦

人たちに、悔い改めて神に立ち帰り、悔改めにふ

さわしいわざを行うようにと、説き勧めました。

21そのために、ユダヤ人は、わたしを宮で引き捕

えて殺そうとしたのです。 22しかし、わたしは

今日に至るまで神の加護を受け、このように立っ

て、小さい者にも大きい者にもあかしをなし、預

言者たちやモーセが、今後起るべきだと語ったこ

とを、そのまま述べてきました。 23すなわち、

キリストが苦難を受けること、また、死人の中か

ら最初によみがえって、この国民と異邦人とに、

光を宣べ伝えるに至ることを、あかししたのです

」。 24パウロがこのように弁明をしていると、

フェストは大声で言った、「パウロよ、おまえは

気が狂っている。博学が、おまえを狂わせている

」。 25パウロが言った、「フェスト閣下よ、わ

たしは気が狂ってはいません。わたしは、まじめ

な真実の言葉を語っているだけです。 26王はこ

れらのことをよく知っておられるので、王に対し

ても、率直に申し上げているのです。それは、片

すみで行われたのではないのですから、一つとし

て、王が見のがされたことはないと信じます。 27

アグリッパ王よ、あなたは預言者を信じますか。

信じておられると思います」。 28アグリッパが

パウロに言った、「おまえは少し説いただけで、

わたしをクリスチャンにしようとしている」。 29

パウロが言った、「説くことが少しであろうと、

多くであろうと、わたしが神に祈るのは、ただあ

なただけでなく、きょう、わたしの言葉を聞いた

人もみな、わたしのようになって下さることです

。このような鎖は別ですが」。 30それから、王

も総督もベルニケも、また列席の人々も、みな立

ちあがった。 31退場してから、互に語り合って

言った、「あの人は、死や投獄に当るようなこと

をしてはいない」。 32そして、アグリッパがフ

ェストに言った、「あの人は、カイザルに上訴し

ていなかったら、ゆるされたであろうに」。

27さて、わたしたちが、舟でイタリヤに行くこ
とが決まった時、パウロとそのほか数人の囚

人とは、近衛隊の百卒長ユリアスに託された。 2

そしてわたしたちは、アジヤ沿岸の各所に寄港す

ることになっているアドラミテオの舟に乗り込ん

で、出帆した。テサロニケのマケドニヤ人アリス

タルコも同行した。 3次の日、シドンに入港した

が、ユリアスは、パウロを親切に取り扱い、友人

をおとずれてかんたいを受けることを、許した。
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4それからわたしたちは、ここから船出したが、

逆風にあったので、クプロの島かげを航行し、 5

キリキヤとパンフリヤの沖を過ぎて、ルキヤのミ

ラに入港した。 6そこに、イタリヤ行きのアレキ

サンドリヤの舟があったので、百卒長は、わたし

たちをその舟に乗り込ませた。 7幾日ものあいだ

、舟の進みがおそくて、わたしたちは、かろうじ

てクニドの沖合にきたが、風がわたしたちの行く

手をはばむので、サルモネの沖、クレテの島かげ

を航行し、 8その岸に沿って進み、かろうじて「

良き港」と呼ばれる所に着いた。その近くにラサ

ヤの町があった。 9長い時が経過し、断食期も過

ぎてしまい、すでに航海が危険な季節になったの

で、パウロは人々に警告して言った、 10「皆さ

ん、わたしの見るところでは、この航海では、積

荷や船体ばかりでなく、われわれの生命にも、危

害と大きな損失が及ぶであろう」。 11しかし百

卒長は、パウロの意見よりも、船長や船主の方を

信頼した。 12なお、この港は冬を過ごすのに適

しないので、大多数の者は、ここから出て、でき

ればなんとかして、南西と北西とに面しているク

レテのピニクス港に行って、そこで冬を過ごした

いと主張した。 13時に、南風が静かに吹いてき

たので、彼らは、この時とばかりにいかりを上げ

て、クレテの岸に沿って航行した。 14すると間

もなく、ユーラクロンと呼ばれる暴風が、島から

吹きおろしてきた。 15そのために、舟が流され

て風に逆らうことができないので、わたしたちは

吹き流されるままに任せた。 16それから、クラ

ウダという小島の陰に、はいり込んだので、わた

したちは、やっとのことで小舟を処置することが

でき、 17それを舟に引き上げてから、綱で船体

を巻きつけた。また、スルテスの洲に乗り上げる

のを恐れ、帆をおろして流れるままにした。 18

わたしたちは、暴風にひどく悩まされつづけたの

で、次の日に、人々は積荷を捨てはじめ、 19三

日目には、船具までも、てずから投げすてた。 20

幾日ものあいだ、太陽も星も見えず、暴風は激し

く吹きすさぶので、わたしたちの助かる最後の望

みもなくなった。 21みんなの者は、長いあいだ

食事もしないでいたが、その時、パウロが彼らの

中に立って言った、「皆さん、あなたがたが、わ

たしの忠告を聞きいれて、クレテから出なかった

ら、このような危害や損失を被らなくてすんだは

ずであった。 22だが、この際、お勧めする。元

気を出しなさい。舟が失われるだけで、あなたが

たの中で生命を失うものは、ひとりもいないであ

ろう。 23昨夜、わたしが仕え、また拝んでいる

神からの御使が、わたしのそばに立って言った、

24『パウロよ、恐れるな。あなたは必ずカイザル

の前に立たなければならない。たしかに神は、あ

なたと同船の者を、ことごとくあなたに賜わって

いる』。 25だから、皆さん、元気を出しなさい

。万事はわたしに告げられたとおりに成って行く

と、わたしは、神かけて信じている。 26われわ

れは、どこかの島に打ちあげられるに相違ない」

。 27わたしたちがアドリヤ海に漂ってから十四

日目の夜になった時、真夜中ごろ、水夫らはどこ

かの陸地に近づいたように感じた。 28そこで、

水の深さを測ってみたところ、二十ひろであるこ

とがわかった。それから少し進んで、もう一度測

ってみたら、十五ひろであった。 29わたしたち

が、万一暗礁に乗り上げては大変だと、人々は気

づかって、ともから四つのいかりを投げおろし、

夜の明けるのを待ちわびていた。 30その時、水

夫らが舟から逃げ出そうと思って、へさきからい

かりを投げおろすと見せかけ、小舟を海におろし

ていたので、 31パウロは、百卒長や兵卒たちに

言った、「あの人たちが、舟に残っていなければ

、あなたがたは助からない」。 32そこで兵卒た

ちは、小舟の綱を断ち切って、その流れて行くま

まに任せた。 33夜が明けかけたころ、パウロは

一同の者に、食事をするように勧めて言った、「

あなたがたが食事もせずに、見張りを続けてから

、何も食べないで、きょうが十四日目に当る。 34

だから、いま食事を取ることをお勧めする。それ

が、あなたがたを救うことになるのだから。たし

かに髪の毛ひとすじでも、あなたがたの頭から失

われることはないであろう」。 35彼はこう言っ

て、パンを取り、みんなの前で神に感謝し、それ

をさいて食べはじめた。 36そこで、みんなの者

も元気づいて食事をした。 37舟にいたわたした

ちは、合わせて二百七十六人であった。 38みん

なの者は、じゅうぶんに食事をした後、穀物を海

に投げすてて舟を軽くした。 39夜が明けて、ど

この土地かよくわからなかったが、砂浜のある入

江が見えたので、できれば、それに舟を乗り入れ

ようということになった。 40そこで、いかりを

切り離して海に捨て、同時にかじの綱をゆるめ、

風に前の帆をあげて、砂浜にむかって進んだ。 41
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ところが、潮流の流れ合う所に突き進んだため、

舟を浅瀬に乗りあげてしまって、へさきがめり込

んで動かなくなり、ともの方は激浪のためにこわ

された。 42兵卒たちは、囚人らが泳いで逃げる

おそれがあるので、殺してしまおうと図ったが、

43百卒長は、パウロを救いたいと思うところから

、その意図をしりぞけ、泳げる者はまず海に飛び

込んで陸に行き、 44その他の者は、板や舟の破

片に乗って行くように命じた。こうして、全部の

者が上陸して救われたのであった。

28わたしたちが、こうして救われてからわかっ
たが、これはマルタと呼ばれる島であった。

2土地の人々は、わたしたちに並々ならぬ親切を

あらわしてくれた。すなわち、降りしきる雨や寒

さをしのぐために、火をたいてわたしたち一同を

ねぎらってくれたのである。 3そのとき、パウロ

はひとかかえの柴をたばねて火にくべたところ、

熱気のためにまむしが出てきて、彼の手にかみつ

いた。 4土地の人々は、この生きものがパウロの

手からぶら下がっているのを見て、互に言った、

「この人は、きっと人殺しに違いない。海からは

のがれたが、ディケーの神様が彼を生かしてはお

かないのだ」。 5ところがパウロは、まむしを火

の中に振り落して、なんの害も被らなかった。 6

彼らは、彼が間もなくはれ上がるか、あるいは、

たちまち倒れて死ぬだろうと、様子をうかがって

いた。しかし、長い間うかがっていても、彼の身

になんの変ったことも起らないのを見て、彼らは

考えを変えて、「この人は神様だ」と言い出した

。 7さて、その場所の近くに、島の首長、ポプリ

オという人の所有地があった。彼は、そこにわた

したちを招待して、三日のあいだ親切にもてなし

てくれた。 8たまたま、ポプリオの父が赤痢をわ

ずらい、高熱で床についていた。そこでパウロは

、その人のところにはいって行って祈り、手を彼

の上においていやしてやった。 9このことがあっ

てから、ほかに病気をしている島の人たちが、ぞ

くぞくとやってきて、みないやされた。 10彼ら

はわたしたちを非常に尊敬し、出帆の時には、必

要な品々を持ってきてくれた。 11三か月たった

後、わたしたちは、この島に冬ごもりをしていた

デオスクリの船飾りのあるアレキサンドリヤの舟

で、出帆した。 12そして、シラクサに寄港して

三日のあいだ停泊し、 13そこから進んでレギオ

ンに行った。それから一日おいて、南風が吹いて

きたのに乗じ、ふつか目にポテオリに着いた。 14

そこで兄弟たちに会い、勧められるまま、彼らの

ところに七日間も滞在した。それからわたしたち

は、ついにローマに到着した。 15ところが、兄

弟たちは、わたしたちのことを聞いて、アピオ・

ポロおよびトレス・タベルネまで出迎えてくれた

。パウロは彼らに会って、神に感謝し勇み立った

。 16わたしたちがローマに着いた後、パウロは

、ひとりの番兵をつけられ、ひとりで住むことを

許された。 17三日たってから、パウロは、重立

ったユダヤ人たちを招いた。みんなの者が集まっ

たとき、彼らに言った、「兄弟たちよ、わたしは

、わが国民に対しても、あるいは先祖伝来の慣例

に対しても、何一つそむく行為がなかったのに、

エルサレムで囚人としてローマ人たちの手に引き

渡された。 18彼らはわたしを取り調べた結果、

なんら死に当る罪状もないので、わたしを釈放し

ようと思ったのであるが、 19ユダヤ人たちがこ

れに反対したため、わたしはやむを得ず、カイザ

ルに上訴するに至ったのである。しかしわたしは

、わが同胞を訴えようなどとしているのではない

。 20こういうわけで、あなたがたに会って語り

合いたいと願っていた。事実、わたしは、イスラ

エルのいだいている希望のゆえに、この鎖につな

がれているのである」。 21そこで彼らは、パウ

ロに言った、「わたしたちは、ユダヤ人たちから

、あなたについて、なんの文書も受け取っていな

いし、また、兄弟たちの中からここにきて、あな

たについて不利な報告をしたり、悪口を言ったり

した者もなかった。 22わたしたちは、あなたの

考えていることを、直接あなたから聞くのが、正

しいことだと思っている。実は、この宗派につい

ては、いたるところで反対のあることが、わたし

たちの耳にもはいっている」。 23そこで、日を

定めて、大ぜいの人が、パウロの宿につめかけて

きたので、朝から晩まで、パウロは語り続け、神

の国のことをあかしし、またモーセの律法や預言

者の書を引いて、イエスについて彼らの説得につ

とめた。 24ある者はパウロの言うことを受けい

れ、ある者は信じようともしなかった。 25互に

意見が合わなくて、みんなの者が帰ろうとしてい

た時、パウロはひとこと述べて言った、「聖霊は

よくも預言者イザヤによって、あなたがたの先祖

に語ったものである。 26『この民に行って言え
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、あなたがたは聞くには聞くが、決して悟らない

。見るには見るが、決して認めない。 27この民

の心は鈍くなり、その耳は聞えにくく、その目は

閉じている。それは、彼らが目で見ず、耳で聞か

ず、心で悟らず、悔い改めていやされることがな

いためである』。 28そこで、あなたがたは知っ

ておくがよい。神のこの救の言葉は、異邦人に送

られたのだ。彼らは、これに聞きしたがうであろ

う」。〔 29パウロがこれらのことを述べ終ると

、ユダヤ人らは、互に論じ合いながら帰って行っ

た。〕 30パウロは、自分の借りた家に満二年の

あいだ住んで、たずねて来る人々をみな迎え入れ

、 31はばからず、また妨げられることもなく、

神の国を宣べ伝え、主イエス・キリストのことを

教えつづけた。
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1キリスト・イエスの僕、神の福音のために選
び別たれ、召されて使徒となったパウロから 2

この福音は、神が、預言者たちにより、聖書の中

で、あらかじめ約束されたものであって、 3御子

に関するものである。御子は、肉によればダビデ

の子孫から生れ、 4聖なる霊によれば、死人から

の復活により、御力をもって神の御子と定められ

た。これがわたしたちの主イエス・キリストであ

る。 5わたしたちは、その御名のために、すべて

の異邦人を信仰の従順に至らせるようにと、彼に

よって恵みと使徒の務とを受けたのであり、 6あ

なたがたもまた、彼らの中にあって、召されてイ

エス・キリストに属する者となったのである 7ロ

ーマにいる、神に愛され、召された聖徒一同へ。

わたしたちの父なる神および主イエス・キリスト

から、恵みと平安とが、あなたがたにあるように

。 8まず第一に、わたしは、あなたがたの信仰が

全世界に言い伝えられていることを、イエス・キ

リストによって、あなたがた一同のために、わた

しの神に感謝する。 10わたしは、祈のたびごと

に、絶えずあなたがたを覚え、いつかは御旨にか

なって道が開かれ、どうにかして、あなたがたの

所に行けるようにと願っている。このことについ

て、わたしのためにあかしをして下さるのは、わ

たしが霊により、御子の福音を宣べ伝えて仕えて

いる神である。 11わたしは、あなたがたに会う

ことを熱望している。あなたがたに霊の賜物を幾

分でも分け与えて、力づけたいからである。 12

それは、あなたがたの中にいて、あなたがたとわ

たしとのお互の信仰によって、共に励まし合うた

めにほかならない。 13兄弟たちよ。このことを

知らずにいてもらいたくない。わたしはほかの異

邦人の間で得たように、あなたがたの間でも幾分

かの実を得るために、あなたがたの所に行こうと

しばしば企てたが、今まで妨げられてきた。 14

わたしには、ギリシヤ人にも未開の人にも、賢い

者にも無知な者にも、果すべき責任がある。 15

そこで、わたしとしての切なる願いは、ローマに

いるあなたがたにも、福音を宣べ伝えることなの

である。 16わたしは福音を恥としない。それは

、ユダヤ人をはじめ、ギリシヤ人にも、すべて信

じる者に、救を得させる神の力である。 17神の

義は、その福音の中に啓示され、信仰に始まり信

仰に至らせる。これは、「信仰による義人は生き

る」と書いてあるとおりである。 18神の怒りは

、不義をもって真理をはばもうとする人間のあら

ゆる不信心と不義とに対して、天から啓示される

。 19なぜなら、神について知りうる事がらは、

彼らには明らかであり、神がそれを彼らに明らか

にされたのである。 20神の見えない性質、すな

わち、神の永遠の力と神性とは、天地創造このか

た、被造物において知られていて、明らかに認め

られるからである。したがって、彼らには弁解の

余地がない。 (aïdios g126) 21なぜなら、彼らは神を

知っていながら、神としてあがめず、感謝もせず

、かえってその思いはむなしくなり、その無知な

心は暗くなったからである。 22彼らは自ら知者

と称しながら、愚かになり、 23不朽の神の栄光

を変えて、朽ちる人間や鳥や獣や這うものの像に

似せたのである。 24ゆえに、神は、彼らが心の

欲情にかられ、自分のからだを互にはずかしめて

、汚すままに任せられた。 25彼らは神の真理を

変えて虚偽とし、創造者の代りに被造物を拝み、

これに仕えたのである。創造者こそ永遠にほむべ

きものである、アァメン。 (aiōn g165) 26それゆえ、

神は彼らを恥ずべき情欲に任せられた。すなわち

、彼らの中の女は、その自然の関係を不自然なも

のに代え、 27男もまた同じように女との自然の

関係を捨てて、互にその情欲の炎を燃やし、男は

男に対して恥ずべきことをなし、そしてその乱行

の当然の報いを、身に受けたのである。 28そし

て、彼らは神を認めることを正しいとしなかった

ので、神は彼らを正しからぬ思いにわたし、なす

べからざる事をなすに任せられた。 29すなわち

、彼らは、あらゆる不義と悪と貪欲と悪意とにあ

ふれ、ねたみと殺意と争いと詐欺と悪念とに満ち

、また、ざん言する者、 30そしる者、神を憎む

者、不遜な者、高慢な者、大言壮語する者、悪事

をたくらむ者、親に逆らう者となり、 31無知、

不誠実、無情、無慈悲な者となっている。 32彼

らは、こうした事を行う者どもが死に価するとい

う神の定めをよく知りながら、自らそれを行うば

かりではなく、それを行う者どもを是認さえして

いる。

2だから、ああ、すべて人をさばく者よ。あな
たには弁解の余地がない。あなたは、他人を

さばくことによって、自分自身を罪に定めている



ローマ人への手紙873

。さばくあなたも、同じことを行っているからで

ある。 2わたしたちは、神のさばきが、このよう

な事を行う者どもの上に正しく下ることを、知っ

ている。 3ああ、このような事を行う者どもをさ

ばきながら、しかも自ら同じことを行う人よ。あ

なたは、神のさばきをのがれうると思うのか。 4

それとも、神の慈愛があなたを悔改めに導くこと

も知らないで、その慈愛と忍耐と寛容との富を軽

んじるのか。 5あなたのかたくなな、悔改めのな

い心のゆえに、あなたは、神の正しいさばきの現

れる怒りの日のために神の怒りを、自分の身に積

んでいるのである。 6神は、おのおのに、そのわ

ざにしたがって報いられる。 7すなわち、一方で

は、耐え忍んで善を行って、光栄とほまれと朽ち

ぬものとを求める人に、永遠のいのちが与えられ

、 (aiōnios g166) 8他方では、党派心をいだき、真理

に従わないで不義に従う人に、怒りと激しい憤り

とが加えられる。 9悪を行うすべての人には、ユ

ダヤ人をはじめギリシヤ人にも、患難と苦悩とが

与えられ、 10善を行うすべての人には、ユダヤ

人をはじめギリシヤ人にも、光栄とほまれと平安

とが与えられる。 11なぜなら、神には、かたよ

り見ることがないからである。 12そのわけは、

律法なしに罪を犯した者は、また律法なしに滅び

、律法のもとで罪を犯した者は、律法によってさ

ばかれる。 13なぜなら、律法を聞く者が、神の

前に義なるものではなく、律法を行う者が、義と

されるからである。 14すなわち、律法を持たな

い異邦人が、自然のままで、律法の命じる事を行

うなら、たとい律法を持たなくても、彼らにとっ

ては自分自身が律法なのである。 15彼らは律法

の要求がその心にしるされていることを現し、そ

のことを彼らの良心も共にあかしをして、その判

断が互にあるいは訴え、あるいは弁明し合うので

ある。 16そして、これらのことは、わたしの福

音によれば、神がキリスト・イエスによって人々

の隠れた事がらをさばかれるその日に、明らかに

されるであろう。 17もしあなたが、自らユダヤ

人と称し、律法に安んじ、神を誇とし、 18御旨

を知り、律法に教えられて、なすべきことをわき

まえており、 20さらに、知識と真理とが律法の

中に形をとっているとして、自ら盲人の手引き、

やみにおる者の光、愚かな者の導き手、幼な子の

教師をもって任じているのなら、 21なぜ、人を

教えて自分を教えないのか。盗むなと人に説いて

、自らは盗むのか。 22姦淫するなと言って、自

らは姦淫するのか。偶像を忌みきらいながら、自

らは宮の物をかすめるのか。 23律法を誇としな

がら、自らは律法に違反して、神を侮っているの

か。 24聖書に書いてあるとおり、「神の御名は

、あなたがたのゆえに、異邦人の間で汚されてい

る」。 25もし、あなたが律法を行うなら、なる

ほど、割礼は役に立とう。しかし、もし律法を犯

すなら、あなたの割礼は無割礼となってしまう。

26だから、もし無割礼の者が律法の規定を守るな

ら、その無割礼は割礼と見なされるではないか。

27かつ、生れながら無割礼の者であって律法を全

うする者は、律法の文字と割礼とを持ちながら律

法を犯しているあなたを、さばくのである。 28

というのは、外見上のユダヤ人がユダヤ人ではな

く、また、外見上の肉における割礼が割礼でもな

い。 29かえって、隠れたユダヤ人がユダヤ人で

あり、また、文字によらず霊による心の割礼こそ

割礼であって、そのほまれは人からではなく、神

から来るのである。

3では、ユダヤ人のすぐれている点は何か。ま
た割礼の益は何か。 2それは、いろいろの点で

数多くある。まず第一に、神の言が彼らにゆだね

られたことである。 3すると、どうなるのか。も

し、彼らのうちに不真実の者があったとしたら、

その不真実によって、神の真実は無になるであろ

うか。 4断じてそうではない。あらゆる人を偽り

者としても、神を真実なものとすべきである。そ

れは、「あなたが言葉を述べるときは、義とせら

れ、あなたがさばきを受けるとき、勝利を得るた

め」と書いてあるとおりである。 5しかし、もし

わたしたちの不義が、神の義を明らかにするとし

たら、なんと言うべきか。怒りを下す神は、不義

であると言うのか（これは人間的な言い方ではあ

る）。 6断じてそうではない。もしそうであった

ら、神はこの世を、どうさばかれるだろうか。 7

しかし、もし神の真実が、わたしの偽りによりい

っそう明らかにされて、神の栄光となるなら、ど

うして、わたしはなおも罪人としてさばかれるの

だろうか。 8むしろ、「善をきたらせるために、

わたしたちは悪をしようではないか」（わたした

ちがそう言っていると、ある人々はそしっている

）。彼らが罰せられるのは当然である。 9すると

、どうなるのか。わたしたちには何かまさったと
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ころがあるのか。絶対にない。ユダヤ人もギリシ

ヤ人も、ことごとく罪の下にあることを、わたし

たちはすでに指摘した。 10次のように書いてあ

る、「義人はいない、ひとりもいない。 11悟り

のある人はいない、神を求める人はいない。 12

すべての人は迷い出て、ことごとく無益なものに

なっている。善を行う者はいない、ひとりもいな

い。 13彼らののどは、開いた墓であり、彼らは

、その舌で人を欺き、彼らのくちびるには、まむ

しの毒があり、 14彼らの口は、のろいと苦い言

葉とで満ちている。 15彼らの足は、血を流すの

に速く、 16彼らの道には、破壊と悲惨とがある

。 17そして、彼らは平和の道を知らない。 18彼

らの目の前には、神に対する恐れがない」。 19

さて、わたしたちが知っているように、すべて律

法の言うところは、律法のもとにある者たちに対

して語られている。それは、すべての口がふさが

れ、全世界が神のさばきに服するためである。 20

なぜなら、律法を行うことによっては、すべての

人間は神の前に義とせられないからである。律法

によっては、罪の自覚が生じるのみである。 21

しかし今や、神の義が、律法とは別に、しかも律

法と預言者とによってあかしされて、現された。

22それは、イエス・キリストを信じる信仰による

神の義であって、すべて信じる人に与えられるも

のである。そこにはなんらの差別もない。 23す

なわち、すべての人は罪を犯したため、神の栄光

を受けられなくなっており、 24彼らは、価なし

に、神の恵みにより、キリスト・イエスによるあ

がないによって義とされるのである。 25神はこ

のキリストを立てて、その血による、信仰をもっ

て受くべきあがないの供え物とされた。それは神

の義を示すためであった。すなわち、今までに犯

された罪を、神は忍耐をもって見のがしておられ

たが、 26それは、今の時に、神の義を示すため

であった。こうして、神みずからが義となり、さ

らに、イエスを信じる者を義とされるのである。

27すると、どこにわたしたちの誇があるのか。全

くない。なんの法則によってか。行いの法則によ

ってか。そうではなく、信仰の法則によってであ

る。 28わたしたちは、こう思う。人が義とされ

るのは、律法の行いによるのではなく、信仰によ

るのである。 29それとも、神はユダヤ人だけの

神であろうか。また、異邦人の神であるのではな

いか。確かに、異邦人の神でもある。 30まこと

に、神は唯一であって、割礼のある者を信仰によ

って義とし、また、無割礼の者をも信仰のゆえに

義とされるのである。 31すると、信仰のゆえに

、わたしたちは律法を無効にするのであるか。断

じてそうではない。かえって、それによって律法

を確立するのである。

4それでは、肉によるわたしたちの先祖アブラ
ハムの場合については、なんと言ったらよい

か。 2もしアブラハムが、その行いによって義と

されたのであれば、彼は誇ることができよう。し

かし、神のみまえでは、できない。 3なぜなら、

聖書はなんと言っているか、「アブラハムは神を

信じた。それによって、彼は義と認められた」と

ある。 4いったい、働く人に対する報酬は、恩恵

としてではなく、当然の支払いとして認められる

。 5しかし、働きはなくても、不信心な者を義と

するかたを信じる人は、その信仰が義と認められ

るのである。 6ダビデもまた、行いがなくても神

に義と認められた人の幸福について、次のように

言っている、 7「不法をゆるされ、罪をおおわれ

た人たちは、さいわいである。 8罪を主に認めら

れない人は、さいわいである」。 9さて、この幸

福は、割礼の者だけが受けるのか。それとも、無

割礼の者にも及ぶのか。わたしたちは言う、「ア

ブラハムには、その信仰が義と認められた」ので

ある。 10それでは、どういう場合にそう認めら

れたのか。割礼を受けてからか、それとも受ける

前か。割礼を受けてからではなく、無割礼の時で

あった。 11そして、アブラハムは割礼というし

るしを受けたが、それは、無割礼のままで信仰に

よって受けた義の証印であって、彼が、無割礼の

ままで信じて義とされるに至るすべての人の父と

なり、 12かつ、割礼の者の父となるためなので

ある。割礼の者というのは、割礼を受けた者ばか

りではなく、われらの父アブラハムが無割礼の時

に持っていた信仰の足跡を踏む人々をもさすので

ある。 13なぜなら、世界を相続させるとの約束

が、アブラハムとその子孫とに対してなされたの

は、律法によるのではなく、信仰の義によるから

である。 14もし、律法に立つ人々が相続人であ

るとすれば、信仰はむなしくなり、約束もまた無

効になってしまう。 15いったい、律法は怒りを

招くものであって、律法のないところには違反な

るものはない。 16このようなわけで、すべては
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信仰によるのである。それは恵みによるのであっ

て、すべての子孫に、すなわち、律法に立つ者だ

けにではなく、アブラハムの信仰に従う者にも、

この約束が保証されるのである。アブラハムは、

神の前で、わたしたちすべての者の父であって、

17「わたしは、あなたを立てて多くの国民の父と

した」と書いてあるとおりである。彼はこの神、

すなわち、死人を生かし、無から有を呼び出され

る神を信じたのである。 18彼は望み得ないのに

、なおも望みつつ信じた。そのために、「あなた

の子孫はこうなるであろう」と言われているとお

り、多くの国民の父となったのである。 19すな

わち、およそ百歳となって、彼自身のからだが死

んだ状態であり、また、サラの胎が不妊であるの

を認めながらも、なお彼の信仰は弱らなかった。

20彼は、神の約束を不信仰のゆえに疑うようなこ

とはせず、かえって信仰によって強められ、栄光

を神に帰し、 21神はその約束されたことを、ま

た成就することができると確信した。 22だから

、彼は義と認められたのである。 23しかし「義

と認められた」と書いてあるのは、アブラハムの

ためだけではなく、 24わたしたちのためでもあ

って、わたしたちの主イエスを死人の中からよみ

がえらせたかたを信じるわたしたちも、義と認め

られるのである。 25主は、わたしたちの罪過の

ために死に渡され、わたしたちが義とされるため

に、よみがえらされたのである。

5このように、わたしたちは、信仰によって義
とされたのだから、わたしたちの主イエス・

キリストにより、神に対して平和を得ている。 2

わたしたちは、さらに彼により、いま立っている

この恵みに信仰によって導き入れられ、そして、

神の栄光にあずかる希望をもって喜んでいる。 3

それだけではなく、患難をも喜んでいる。なぜな

ら、患難は忍耐を生み出し、 4忍耐は錬達を生み

出し、錬達は希望を生み出すことを、知っている

からである。 5そして、希望は失望に終ることは

ない。なぜなら、わたしたちに賜わっている聖霊

によって、神の愛がわたしたちの心に注がれてい

るからである。 6わたしたちがまだ弱かったころ

、キリストは、時いたって、不信心な者たちのた

めに死んで下さったのである。 7正しい人のため

に死ぬ者は、ほとんどいないであろう。善人のた

めには、進んで死ぬ者もあるいはいるであろう。

8しかし、まだ罪人であった時、わたしたちのた

めにキリストが死んで下さったことによって、神

はわたしたちに対する愛を示されたのである。 9

わたしたちは、キリストの血によって今は義とさ

れているのだから、なおさら、彼によって神の怒

りから救われるであろう。 10もし、わたしたち

が敵であった時でさえ、御子の死によって神との

和解を受けたとすれば、和解を受けている今は、

なおさら、彼のいのちによって救われるであろう

。 11そればかりではなく、わたしたちは、今や

和解を得させて下さったわたしたちの主イエス・

キリストによって、神を喜ぶのである。 12この

ようなわけで、ひとりの人によって、罪がこの世

にはいり、また罪によって死がはいってきたよう

に、こうして、すべての人が罪を犯したので、死

が全人類にはいり込んだのである。 13というの

は、律法以前にも罪は世にあったが、律法がなけ

れば、罪は罪として認められないのである。 14

しかし、アダムからモーセまでの間においても、

アダムの違反と同じような罪を犯さなかった者も

、死の支配を免れなかった。このアダムは、きた

るべき者の型である。 15しかし、恵みの賜物は

罪過の場合とは異なっている。すなわち、もしひ

とりの罪過のために多くの人が死んだとすれば、

まして、神の恵みと、ひとりの人イエス・キリス

トの恵みによる賜物とは、さらに豊かに多くの人

々に満ちあふれたはずではないか。 16かつ、こ

の賜物は、ひとりの犯した罪の結果とは異なって

いる。なぜなら、さばきの場合は、ひとりの罪過

から、罪に定めることになったが、恵みの場合に

は、多くの人の罪過から、義とする結果になるか

らである。 17もし、ひとりの罪過によって、そ

のひとりをとおして死が支配するに至ったとすれ

ば、まして、あふれるばかりの恵みと義の賜物と

を受けている者たちは、ひとりのイエス・キリス

トをとおし、いのちにあって、さらに力強く支配

するはずではないか。 18このようなわけで、ひ

とりの罪過によってすべての人が罪に定められた

ように、ひとりの義なる行為によって、いのちを

得させる義がすべての人に及ぶのである。 19す

なわち、ひとりの人の不従順によって、多くの人

が罪人とされたと同じように、ひとりの従順によ

って、多くの人が義人とされるのである。 20律

法がはいり込んできたのは、罪過の増し加わるた

めである。しかし、罪の増し加わったところには
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、恵みもますます満ちあふれた。 21それは、罪

が死によって支配するに至ったように、恵みもま

た義によって支配し、わたしたちの主イエス・キ

リストにより、永遠のいのちを得させるためであ

る。 (aiōnios g166)

6では、わたしたちは、なんと言おうか。恵み
が増し加わるために、罪にとどまるべきであ

ろうか。 2断じてそうではない。罪に対して死ん

だわたしたちが、どうして、なお、その中に生き

ておれるだろうか。 3それとも、あなたがたは知

らないのか。キリスト・イエスにあずかるバプテ

スマを受けたわたしたちは、彼の死にあずかるバ

プテスマを受けたのである。 4すなわち、わたし

たちは、その死にあずかるバプテスマによって、

彼と共に葬られたのである。それは、キリストが

父の栄光によって、死人の中からよみがえらされ

たように、わたしたちもまた、新しいいのちに生

きるためである。 5もしわたしたちが、彼に結び

ついてその死の様にひとしくなるなら、さらに、

彼の復活の様にもひとしくなるであろう。 6わた

したちは、この事を知っている。わたしたちの内

の古き人はキリストと共に十字架につけられた。

それは、この罪のからだが滅び、わたしたちがも

はや、罪の奴隷となることがないためである。 7

それは、すでに死んだ者は、罪から解放されてい

るからである。 8もしわたしたちが、キリストと

共に死んだなら、また彼と共に生きることを信じ

る。 9キリストは死人の中からよみがえらされて

、もはや死ぬことがなく、死はもはや彼を支配し

ないことを、知っているからである。 10なぜな

ら、キリストが死んだのは、ただ一度罪に対して

死んだのであり、キリストが生きるのは、神に生

きるのだからである。 11このように、あなたが

た自身も、罪に対して死んだ者であり、キリスト

・イエスにあって神に生きている者であることを

、認むべきである。 12だから、あなたがたの死

ぬべきからだを罪の支配にゆだねて、その情欲に

従わせることをせず、 13また、あなたがたの肢

体を不義の武器として罪にささげてはならない。

むしろ、死人の中から生かされた者として、自分

自身を神にささげ、自分の肢体を義の武器として

神にささげるがよい。 14なぜなら、あなたがた

は律法の下にあるのではなく、恵みの下にあるの

で、罪に支配されることはないからである。 15

それでは、どうなのか。律法の下にではなく、恵

みの下にあるからといって、わたしたちは罪を犯

すべきであろうか。断じてそうではない。 16あ

なたがたは知らないのか。あなたがた自身が、だ

れかの僕になって服従するなら、あなたがたは自

分の服従するその者の僕であって、死に至る罪の

僕ともなり、あるいは、義にいたる従順の僕とも

なるのである。 17しかし、神は感謝すべきかな

。あなたがたは罪の僕であったが、伝えられた教

の基準に心から服従して、 18罪から解放され、

義の僕となった。 19わたしは人間的な言い方を

するが、それは、あなたがたの肉の弱さのゆえで

ある。あなたがたは、かつて自分の肢体を汚れと

不法との僕としてささげて不法に陥ったように、

今や自分の肢体を義の僕としてささげて、きよく

ならねばならない。 20あなたがたが罪の僕であ

った時は、義とは縁のない者であった。 21その

時あなたがたは、どんな実を結んだのか。それは

、今では恥とするようなものであった。それらの

ものの終極は、死である。 22しかし今や、あな

たがたは罪から解放されて神に仕え、きよきに至

る実を結んでいる。その終極は永遠のいのちであ

る。 (aiōnios g166) 23罪の支払う報酬は死である。し

かし神の賜物は、わたしたちの主キリスト・イエ

スにおける永遠のいのちである。 (aiōnios g166)

7それとも、兄弟たちよ。あなたがたは知らな
いのか。わたしは律法を知っている人々に語

るのであるが、律法は人をその生きている期間だ

け支配するものである。 2すなわち、夫のある女

は、夫が生きている間は、律法によって彼につな

がれている。しかし、夫が死ねば、夫の律法から

解放される。 3であるから、夫の生存中に他の男

に行けば、その女は淫婦と呼ばれるが、もし夫が

死ねば、その律法から解かれるので、他の男に行

っても、淫婦とはならない。 4わたしの兄弟たち

よ。このように、あなたがたも、キリストのから

だをとおして、律法に対して死んだのである。そ

れは、あなたがたが他の人、すなわち、死人の中

からよみがえられたかたのものとなり、こうして

、わたしたちが神のために実を結ぶに至るためな

のである。 5というのは、わたしたちが肉にあっ

た時には、律法による罪の欲情が、死のために実

を結ばせようとして、わたしたちの肢体のうちに

働いていた。 6しかし今は、わたしたちをつない
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でいたものに対して死んだので、わたしたちは律

法から解放され、その結果、古い文字によってで

はなく、新しい霊によって仕えているのである。

7それでは、わたしたちは、なんと言おうか。律

法は罪なのか。断じてそうではない。しかし、律

法によらなければ、わたしは罪を知らなかったで

あろう。すなわち、もし律法が「むさぼるな」と

言わなかったら、わたしはむさぼりなるものを知

らなかったであろう。 8しかるに、罪は戒めによ

って機会を捕え、わたしの内に働いて、あらゆる

むさぼりを起させた。すなわち、律法がなかった

ら、罪は死んでいるのである。 9わたしはかつて

は、律法なしに生きていたが、戒めが来るに及ん

で、罪は生き返り、 10わたしは死んだ。そして

、いのちに導くべき戒めそのものが、かえってわ

たしを死に導いて行くことがわかった。 11なぜ

なら、罪は戒めによって機会を捕え、わたしを欺

き、戒めによってわたしを殺したからである。 12

このようなわけで、律法そのものは聖なるもので

あり、戒めも聖であって、正しく、かつ善なるも

のである。 13では、善なるものが、わたしにと

って死となったのか。断じてそうではない。それ

はむしろ、罪の罪たることが現れるための、罪の

しわざである。すなわち、罪は、戒めによって、

はなはだしく悪性なものとなるために、善なるも

のによってわたしを死に至らせたのである。 14

わたしたちは、律法は霊的なものであると知って

いる。しかし、わたしは肉につける者であって、

罪の下に売られているのである。 15わたしは自

分のしていることが、わからない。なぜなら、わ

たしは自分の欲する事は行わず、かえって自分の

憎む事をしているからである。 16もし、自分の

欲しない事をしているとすれば、わたしは律法が

良いものであることを承認していることになる。

17そこで、この事をしているのは、もはやわたし

ではなく、わたしの内に宿っている罪である。 18

わたしの内に、すなわち、わたしの肉の内には、

善なるものが宿っていないことを、わたしは知っ

ている。なぜなら、善をしようとする意志は、自

分にあるが、それをする力がないからである。 19

すなわち、わたしの欲している善はしないで、欲

していない悪は、これを行っている。 20もし、

欲しないことをしているとすれば、それをしてい

るのは、もはやわたしではなく、わたしの内に宿

っている罪である。 21そこで、善をしようと欲

しているわたしに、悪がはいり込んでいるという

法則があるのを見る。 22すなわち、わたしは、

内なる人としては神の律法を喜んでいるが、 23

わたしの肢体には別の律法があって、わたしの心

の法則に対して戦いをいどみ、そして、肢体に存

在する罪の法則の中に、わたしをとりこにしてい

るのを見る。 24わたしは、なんというみじめな

人間なのだろう。だれが、この死のからだから、

わたしを救ってくれるだろうか。 25わたしたち

の主イエス・キリストによって、神は感謝すべき

かな。このようにして、わたし自身は、心では神

の律法に仕えているが、肉では罪の律法に仕えて

いるのである。

8こういうわけで、今やキリスト・イエスにあ
る者は罪に定められることがない。 2なぜなら

、キリスト・イエスにあるいのちの御霊の法則は

、罪と死との法則からあなたを解放したからであ

る。 3律法が肉により無力になっているためにな

し得なかった事を、神はなし遂げて下さった。す

なわち、御子を、罪の肉の様で罪のためにつかわ

し、肉において罪を罰せられたのである。 4これ

は律法の要求が、肉によらず霊によって歩くわた

したちにおいて、満たされるためである。 5なぜ

なら、肉に従う者は肉のことを思い、霊に従う者

は霊のことを思うからである。 6肉の思いは死で

あるが、霊の思いは、いのちと平安とである。 7

なぜなら、肉の思いは神に敵するからである。す

なわち、それは神の律法に従わず、否、従い得な

いのである。 8また、肉にある者は、神を喜ばせ

ることができない。 9しかし、神の御霊があなた

がたの内に宿っているなら、あなたがたは肉にお

るのではなく、霊におるのである。もし、キリス

トの霊を持たない人がいるなら、その人はキリス

トのものではない。 10もし、キリストがあなた

がたの内におられるなら、からだは罪のゆえに死

んでいても、霊は義のゆえに生きているのである

。 11もし、イエスを死人の中からよみがえらせ

たかたの御霊が、あなたがたの内に宿っているな

ら、キリスト・イエスを死人の中からよみがえら

せたかたは、あなたがたの内に宿っている御霊に

よって、あなたがたの死ぬべきからだをも、生か

してくださるであろう。 12それゆえに、兄弟た

ちよ。わたしたちは、果すべき責任を負っている

者であるが、肉に従って生きる責任を肉に対して
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負っているのではない。 13なぜなら、もし、肉

に従って生きるなら、あなたがたは死ぬ外はない

からである。しかし、霊によってからだの働きを

殺すなら、あなたがたは生きるであろう。 14す

べて神の御霊に導かれている者は、すなわち、神

の子である。 15あなたがたは再び恐れをいだか

せる奴隷の霊を受けたのではなく、子たる身分を

授ける霊を受けたのである。その霊によって、わ

たしたちは「アバ、父よ」と呼ぶのである。 16

御霊みずから、わたしたちの霊と共に、わたした

ちが神の子であることをあかしして下さる。 17

もし子であれば、相続人でもある。神の相続人で

あって、キリストと栄光を共にするために苦難を

も共にしている以上、キリストと共同の相続人な

のである。 18わたしは思う。今のこの時の苦し

みは、やがてわたしたちに現されようとする栄光

に比べると、言うに足りない。 19被造物は、実

に、切なる思いで神の子たちの出現を待ち望んで

いる。 20なぜなら、被造物が虚無に服したのは

、自分の意志によるのではなく、服従させたかた

によるのであり、 21かつ、被造物自身にも、滅

びのなわめから解放されて、神の子たちの栄光の

自由に入る望みが残されているからである。 22

実に、被造物全体が、今に至るまで、共にうめき

共に産みの苦しみを続けていることを、わたした

ちは知っている。 23それだけではなく、御霊の

最初の実を持っているわたしたち自身も、心の内

でうめきながら、子たる身分を授けられること、

すなわち、からだのあがなわれることを待ち望ん

でいる。 24わたしたちは、この望みによって救

われているのである。しかし、目に見える望みは

望みではない。なぜなら、現に見ている事を、ど

うして、なお望む人があろうか。 25もし、わた

したちが見ないことを望むなら、わたしたちは忍

耐して、それを待ち望むのである。 26御霊もま

た同じように、弱いわたしたちを助けて下さる。

なぜなら、わたしたちはどう祈ったらよいかわか

らないが、御霊みずから、言葉にあらわせない切

なるうめきをもって、わたしたちのためにとりな

して下さるからである。 27そして、人の心を探

り知るかたは、御霊の思うところがなんであるか

を知っておられる。なぜなら、御霊は、聖徒のた

めに、神の御旨にかなうとりなしをして下さるか

らである。 28神は、神を愛する者たち、すなわ

ち、ご計画に従って召された者たちと共に働いて

、万事を益となるようにして下さることを、わた

したちは知っている。 29神はあらかじめ知って

おられる者たちを、更に御子のかたちに似たもの

としようとして、あらかじめ定めて下さった。そ

れは、御子を多くの兄弟の中で長子とならせるた

めであった。 30そして、あらかじめ定めた者た

ちを更に召し、召した者たちを更に義とし、義と

した者たちには、更に栄光を与えて下さったので

ある。 31それでは、これらの事について、なん

と言おうか。もし、神がわたしたちの味方である

なら、だれがわたしたちに敵し得ようか。 32ご

自身の御子をさえ惜しまないで、わたしたちすべ

ての者のために死に渡されたかたが、どうして、

御子のみならず万物をも賜わらないことがあろう

か。 33だれが、神の選ばれた者たちを訴えるの

か。神は彼らを義とされるのである。 34だれが

、わたしたちを罪に定めるのか。キリスト・イエ

スは、死んで、否、よみがえって、神の右に座し

、また、わたしたちのためにとりなして下さるの

である。 35だれが、キリストの愛からわたした

ちを離れさせるのか。患難か、苦悩か、迫害か、

飢えか、裸か、危難か、剣か。 36「わたしたち

はあなたのために終日、死に定められており、ほ

ふられる羊のように見られている」と書いてある

とおりである。 37しかし、わたしたちを愛して

下さったかたによって、わたしたちは、これらす

べての事において勝ち得て余りがある。 38わた

しは確信する。死も生も、天使も支配者も、現在

のものも将来のものも、力あるものも、 39高い

ものも深いものも、その他どんな被造物も、わた

したちの主キリスト・イエスにおける神の愛から

、わたしたちを引き離すことはできないのである

。

9わたしはキリストにあって真実を語る。偽り
は言わない。わたしの良心も聖霊によって、

わたしにこうあかしをしている。 2すなわち、わ

たしに大きな悲しみがあり、わたしの心に絶えざ

る痛みがある。 3実際、わたしの兄弟、肉による

同族のためなら、わたしのこの身がのろわれて、

キリストから離されてもいとわない。 4彼らはイ

スラエル人であって、子たる身分を授けられるこ

とも、栄光も、もろもろの契約も、律法を授けら

れることも、礼拝も、数々の約束も彼らのもの、

5また父祖たちも彼らのものであり、肉によれば
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キリストもまた彼らから出られたのである。万物

の上にいます神は、永遠にほむべきかな、アァメ

ン。 (aiōn g165) 6しかし、神の言が無効になったと

いうわけではない。なぜなら、イスラエルから出

た者が全部イスラエルなのではなく、 7また、ア

ブラハムの子孫だからといって、その全部が子で

あるのではないからである。かえって「イサクか

ら出る者が、あなたの子孫と呼ばれるであろう」

。 8すなわち、肉の子がそのまま神の子なのでは

なく、むしろ約束の子が子孫として認められるの

である。 9約束の言葉はこうである。「来年の今

ごろ、わたしはまた来る。そして、サラに男子が

与えられるであろう」。 10そればかりではなく

、ひとりの人、すなわち、わたしたちの父祖イサ

クによって受胎したリベカの場合も、また同様で

ある。 11まだ子供らが生れもせず、善も悪もし

ない先に、神の選びの計画が、 12わざによらず

、召したかたによって行われるために、「兄は弟

に仕えるであろう」と、彼女に仰せられたのであ

る。 13「わたしはヤコブを愛しエサウを憎んだ

」と書いてあるとおりである。 14では、わたし

たちはなんと言おうか。神の側に不正があるのか

。断じてそうではない。 15神はモーセに言われ

た、「わたしは自分のあわれもうとする者をあわ

れみ、いつくしもうとする者を、いつくしむ」。

16ゆえに、それは人間の意志や努力によるのでは

なく、ただ神のあわれみによるのである。 17聖

書はパロにこう言っている、「わたしがあなたを

立てたのは、この事のためである。すなわち、あ

なたによってわたしの力をあらわし、また、わた

しの名が全世界に言いひろめられるためである」

。 18だから、神はそのあわれもうと思う者をあ

われみ、かたくなにしようと思う者を、かたくな

になさるのである。 19そこで、あなたは言うで

あろう、「なぜ神は、なおも人を責められるのか

。だれが、神の意図に逆らい得ようか」。 20あ

あ人よ。あなたは、神に言い逆らうとは、いった

い、何者なのか。造られたものが造った者に向か

って、「なぜ、わたしをこのように造ったのか」

と言うことがあろうか。 21陶器を造る者は、同

じ土くれから、一つを尊い器に、他を卑しい器に

造りあげる権能がないのであろうか。 22もし、

神が怒りをあらわし、かつ、ご自身の力を知らせ

ようと思われつつも、滅びることになっている怒

りの器を、大いなる寛容をもって忍ばれたとすれ

ば、 23かつ、栄光にあずからせるために、あら

かじめ用意されたあわれみの器にご自身の栄光の

富を知らせようとされたとすれば、どうであろう

か。 24神は、このあわれみの器として、またわ

たしたちをも、ユダヤ人の中からだけではなく、

異邦人の中からも召されたのである。 25それは

、ホセアの書でも言われているとおりである、「

わたしは、わたしの民でない者を、わたしの民と

呼び、愛されなかった者を、愛される者と呼ぶで

あろう。 26あなたがたはわたしの民ではないと

、彼らに言ったその場所で、彼らは生ける神の子

らであると、呼ばれるであろう」。 27また、イ

ザヤはイスラエルについて叫んでいる、「たとい

、イスラエルの子らの数は、浜の砂のようであっ

ても、救われるのは、残された者だけであろう。

28主は、御言をきびしくまたすみやかに、地上に

なしとげられるであろう」。 29さらに、イザヤ

は預言した、「もし、万軍の主がわたしたちに子

孫を残されなかったなら、わたしたちはソドムの

ようになり、ゴモラと同じようになったであろう

」。 30では、わたしたちはなんと言おうか。義

を追い求めなかった異邦人は、義、すなわち、信

仰による義を得た。 31しかし、義の律法を追い

求めていたイスラエルは、その律法に達しなかっ

た。 32なぜであるか。信仰によらないで、行い

によって得られるかのように、追い求めたからで

ある。彼らは、つまずきの石につまずいたのであ

る。 33「見よ、わたしはシオンに、つまずきの

石、さまたげの岩を置く。それにより頼む者は、

失望に終ることがない」と書いてあるとおりであ

る。

10兄弟よ、わが心のねがひ、神に對する祈は、
彼らの救はれんことなり。 2われ彼らが神の

ために熱心なることを證す、されど其の熱心は知

識によらざるなり。 3それは神の義を知らず、己

の義を立てんとして、神の義に服はざればなり。

4キリストは凡て信ずる者の義とせられん爲に律

法の終となり給へり。 5モーセは、律法による義

をおこなふ人は之によりて生くべしと録したり。

6されど信仰による義は斯くいふ『なんぢ心に「

誰か天に昇らん」と言ふなかれ』と。 7これキリ

ストを引下さんとするなり『また「たれか底なき

所に下らん」と言ふなかれ』と。是キリストを死

人の中より引上げんとするなり。 (Abyssos g12) 8さ
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らば何と言ふか『御言はなんぢに近し、なんぢの

口にあり、汝の心にあり』と。これ我らが宣ぶる

信仰の言なり。 9即ち、なんぢ口にてイエスを主

と言ひあらはし、心にて神の之を死人の中より甦

へらせ給ひしことを信ぜば、救はるべし。 10そ

れ人は心に信じて義とせられ、口に言ひあらはし

て救はるるなり。 11聖書にいふ『すべて彼を信

ずる者は辱しめられじ』と。 12ユダヤ人とギリ

シヤ人との區別なし、同一の主は萬民の主にまし

まして、凡て呼び求むる者に對して豐なり。 13

『すべて主の御名を呼び求むる者は救はるべし』

とあればなり。 14然れど未だ信ぜぬ者を爭で呼

び求むることをせん、未だ聽かぬ者を爭で信ずる

ことをせん、宣傳ふる者なくば爭で聽くことをせ

ん。 15遣されずば爭で宣傳ふることをせん『あ

あ美しきかな、善き事を告ぐる者の足よ』と録さ

れたる如し。 16されど、みな福音に從ひしには

あらず、イザヤいふ『主よ、われらに聞きたる言

を誰か信ぜし』 17斯く信仰は聞くにより、聞く

はキリストの言による。 18されど我いふ、彼ら

聞えざりしか、然らず『その聲は全地にゆきわた

り、其の言は世界の極にまで及べり』 19我また

言ふ、イスラエルは知らざりしか、先づモーセ言

ふ『われ民ならぬ者をもて汝らに嫉を起させ、愚

なる民をもて汝らを怒らせん』 20またイザヤ憚

らずして言ふ『我を求めざる者に、われ見出され

、我を尋ねざる者に我あらはれたり』 21更にイ

スラエルに就きては『われ服はずして言ひさから

ふ民に、終日手を伸べたり』と云へり。

11そこで、わたしは問う、「神はその民を捨て
たのであろうか」。断じてそうではない。わ

たしもイスラエル人であり、アブラハムの子孫、

ベニヤミン族の者である。 2神は、あらかじめ知

っておられたその民を、捨てることはされなかっ

た。聖書がエリヤについてなんと言っているか、

あなたがたは知らないのか。すなわち、彼はイス

ラエルを神に訴えてこう言った。 3「主よ、彼ら

はあなたの預言者たちを殺し、あなたの祭壇をこ

ぼち、そして、わたしひとりが取り残されたのに

、彼らはわたしのいのちをも求めています」。 4

しかし、彼に対する御告げはなんであったか、「

バアルにひざをかがめなかった七千人を、わたし

のために残しておいた」。 5それと同じように、

今の時にも、恵みの選びによって残された者がい

る。 6しかし、恵みによるのであれば、もはや行

いによるのではない。そうでないと、恵みはもは

や恵みでなくなるからである。 7では、どうなる

のか。イスラエルはその追い求めているものを得

ないで、ただ選ばれた者が、それを得た。そして

、他の者たちはかたくなになった。 8「神は、彼

らに鈍い心と、見えない目と、聞えない耳とを与

えて、きょう、この日に及んでいる」と書いてあ

るとおりである。 9ダビデもまた言っている、「

彼らの食卓は、彼らのわなとなれ、網となれ、つ

まずきとなれ、報復となれ。 10彼らの目は、く

らんで見えなくなれ、彼らの背は、いつまでも曲

っておれ」。 11そこで、わたしは問う、「彼ら

がつまずいたのは、倒れるためであったのか」。

断じてそうではない。かえって、彼らの罪過によ

って、救が異邦人に及び、それによってイスラエ

ルを奮起させるためである。 12しかし、もし、

彼らの罪過が世の富となり、彼らの失敗が異邦人

の富となったとすれば、まして彼らが全部救われ

たなら、どんなにかすばらしいことであろう。 13

そこでわたしは、あなたがた異邦人に言う。わた

し自身は異邦人の使徒なのであるから、わたしの

務を光栄とし、 14どうにかしてわたしの骨肉を

奮起させ、彼らの幾人かを救おうと願っている。

15もし彼らの捨てられたことが世の和解となった

とすれば、彼らの受けいれられることは、死人の

中から生き返ることではないか。 16もし、麦粉

の初穂がきよければ、そのかたまりもきよい。も

し根がきよければ、その枝もきよい。 17しかし

、もしある枝が切り去られて、野生のオリブであ

るあなたがそれにつがれ、オリブの根の豊かな養

分にあずかっているとすれば、 18あなたはその

枝に対して誇ってはならない。たとえ誇るとして

も、あなたが根をささえているのではなく、根が

あなたをささえているのである。 19すると、あ

なたは、「枝が切り去られたのは、わたしがつが

れるためであった」と言うであろう。 20まさに

、そのとおりである。彼らは不信仰のゆえに切り

去られ、あなたは信仰のゆえに立っているのであ

る。高ぶった思いをいだかないで、むしろ恐れな

さい。 21もし神が元木の枝を惜しまなかったと

すれば、あなたを惜しむようなことはないであろ

う。 22神の慈愛と峻厳とを見よ。神の峻厳は倒

れた者たちに向けられ、神の慈愛は、もしあなた

がその慈愛にとどまっているなら、あなたに向け
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られる。そうでないと、あなたも切り取られるで

あろう。 23しかし彼らも、不信仰を続けなけれ

ば、つがれるであろう。神には彼らを再びつぐ力

がある。 24なぜなら、もしあなたが自然のまま

の野生のオリブから切り取られ、自然の性質に反

して良いオリブにつがれたとすれば、まして、こ

れら自然のままの良い枝は、もっとたやすく、元

のオリブにつがれないであろうか。 25兄弟たち

よ。あなたがたが知者だと自負することのないた

めに、この奥義を知らないでいてもらいたくない

。一部のイスラエル人がかたくなになったのは、

異邦人が全部救われるに至る時までのことであっ

て、 26こうして、イスラエル人は、すべて救わ

れるであろう。すなわち、次のように書いてある

、「救う者がシオンからきて、ヤコブから不信心

を追い払うであろう。 27そして、これが、彼ら

の罪を除き去る時に、彼らに対して立てるわたし

の契約である」。 28福音について言えば、彼ら

は、あなたがたのゆえに、神の敵とされているが

、選びについて言えば、父祖たちのゆえに、神に

愛せられる者である。 29神の賜物と召しとは、

変えられることがない。 30あなたがたが、かつ

ては神に不従順であったが、今は彼らの不従順に

よってあわれみを受けたように、 31彼らも今は

不従順になっているが、それは、あなたがたの受

けたあわれみによって、彼ら自身も今あわれみを

受けるためなのである。 32すなわち、神はすべ

ての人をあわれむために、すべての人を不従順の

なかに閉じ込めたのである。 (eleēsē g1653) 33ああ深

いかな、神の知恵と知識との富は。そのさばきは

窮めがたく、その道は測りがたい。 34「だれが

、主の心を知っていたか。だれが、主の計画にあ

ずかったか。 35また、だれが、まず主に与えて

、その報いを受けるであろうか」。 36万物は、

神からいで、神によって成り、神に帰するのであ

る。栄光がとこしえに神にあるように、アァメン

。 (aiōn g165)

12兄弟たちよ。そういうわけで、神のあわれみ
によってあなたがたに勧める。あなたがたの

からだを、神に喜ばれる、生きた、聖なる供え物

としてささげなさい。それが、あなたがたのなす

べき霊的な礼拝である。 2あなたがたは、この世

と妥協してはならない。むしろ、心を新たにする

ことによって、造りかえられ、何が神の御旨であ

るか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きこ

とであるかを、わきまえ知るべきである。 (aiōn

g165) 3わたしは、自分に与えられた恵みによって

、あなたがたひとりびとりに言う。思うべき限度

を越えて思いあがることなく、むしろ、神が各自

に分け与えられた信仰の量りにしたがって、慎み

深く思うべきである。 4なぜなら、一つのからだ

にたくさんの肢体があるが、それらの肢体がみな

同じ働きをしてはいないように、 5わたしたちも

数は多いが、キリストにあって一つのからだであ

り、また各自は互に肢体だからである。 6このよ

うに、わたしたちは与えられた恵みによって、そ

れぞれ異なった賜物を持っているので、もし、そ

れが預言であれば、信仰の程度に応じて預言をし

、 7奉仕であれば奉仕をし、また教える者であれ

ば教え、 8勧めをする者であれば勧め、寄附する

者は惜しみなく寄附し、指導する者は熱心に指導

し、慈善をする者は快く慈善をすべきである。 9

愛には偽りがあってはならない。悪は憎み退け、

善には親しみ結び、 10兄弟の愛をもって互にい

つくしみ、進んで互に尊敬し合いなさい。 11熱

心で、うむことなく、霊に燃え、主に仕え、 12

望みをいだいて喜び、患難に耐え、常に祈りなさ

い。 13貧しい聖徒を助け、努めて旅人をもてな

しなさい。 14あなたがたを迫害する者を祝福し

なさい。祝福して、のろってはならない。 15喜

ぶ者と共に喜び、泣く者と共に泣きなさい。 16

互に思うことをひとつにし、高ぶった思いをいだ

かず、かえって低い者たちと交わるがよい。自分

が知者だと思いあがってはならない。 17だれに

対しても悪をもって悪に報いず、すべての人に対

して善を図りなさい。 18あなたがたは、できる

限りすべての人と平和に過ごしなさい。 19愛す

る者たちよ。自分で復讐をしないで、むしろ、神

の怒りに任せなさい。なぜなら、「主が言われる

。復讐はわたしのすることである。わたし自身が

報復する」と書いてあるからである。 20むしろ

、「もしあなたの敵が飢えるなら、彼に食わせ、

かわくなら、彼に飲ませなさい。そうすることに

よって、あなたは彼の頭に燃えさかる炭火を積む

ことになるのである」。 21悪に負けてはいけな

い。かえって、善をもって悪に勝ちなさい。

13すべての人は、上に立つ権威に従うべきであ
る。なぜなら、神によらない権威はなく、お
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およそ存在している権威は、すべて神によって立

てられたものだからである。 2したがって、権威

に逆らう者は、神の定めにそむく者である。そむ

く者は、自分の身にさばきを招くことになる。 3

いったい、支配者たちは、善事をする者には恐怖

でなく、悪事をする者にこそ恐怖である。あなた

は権威を恐れないことを願うのか。それでは、善

事をするがよい。そうすれば、彼からほめられる

であろう。 4彼は、あなたに益を与えるための神

の僕なのである。しかし、もしあなたが悪事をす

れば、恐れなければならない。彼はいたずらに剣

を帯びているのではない。彼は神の僕であって、

悪事を行う者に対しては、怒りをもって報いるか

らである。 5だから、ただ怒りをのがれるためだ

けではなく、良心のためにも従うべきである。 6

あなたがたが貢を納めるのも、また同じ理由から

である。彼らは神に仕える者として、もっぱらこ

の務に携わっているのである。 7あなたがたは、

彼らすべてに対して、義務を果しなさい。すなわ

ち、貢を納むべき者には貢を納め、税を納むべき

者には税を納め、恐るべき者は恐れ、敬うべき者

は敬いなさい。 8互に愛し合うことの外は、何人

にも借りがあってはならない。人を愛する者は、

律法を全うするのである。 9「姦淫するな、殺す

な、盗むな、むさぼるな」など、そのほかに、ど

んな戒めがあっても、結局「自分を愛するように

あなたの隣り人を愛せよ」というこの言葉に帰す

る。 10愛は隣り人に害を加えることはない。だ

から、愛は律法を完成するものである。 11なお

、あなたがたは時を知っているのだから、特に、

この事を励まねばならない。すなわち、あなたが

たの眠りからさめるべき時が、すでにきている。

なぜなら今は、わたしたちの救が、初め信じた時

よりも、もっと近づいているからである。 12夜

はふけ、日が近づいている。それだから、わたし

たちは、やみのわざを捨てて、光の武具を着けよ

うではないか。 13そして、宴楽と泥酔、淫乱と

好色、争いとねたみを捨てて、昼歩くように、つ

つましく歩こうではないか。 14あなたがたは、

主イエス・キリストを着なさい。肉の欲を満たす

ことに心を向けてはならない。

14信仰の弱い者を受けいれなさい。ただ、意見
を批評するためであってはならない。 2ある

人は、何を食べてもさしつかえないと信じている

が、弱い人は野菜だけを食べる。 3食べる者は食

べない者を軽んじてはならず、食べない者も食べ

る者をさばいてはならない。神は彼を受けいれて

下さったのであるから。 4他人の僕をさばくあな

たは、いったい、何者であるか。彼が立つのも倒

れるのも、その主人によるのである。しかし、彼

は立つようになる。主は彼を立たせることができ

るからである。 5また、ある人は、この日がかの

日よりも大事であると考え、ほかの人はどの日も

同じだと考える。各自はそれぞれ心の中で、確信

を持っておるべきである。 6日を重んじる者は、

主のために重んじる。また食べる者も主のために

食べる。神に感謝して食べるからである。食べな

い者も主のために食べない。そして、神に感謝す

る。 7すなわち、わたしたちのうち、だれひとり

自分のために生きる者はなく、だれひとり自分の

ために死ぬ者はない。 8わたしたちは、生きるの

も主のために生き、死ぬのも主のために死ぬ。だ

から、生きるにしても死ぬにしても、わたしたち

は主のものなのである。 9なぜなら、キリストは

、死者と生者との主となるために、死んで生き返

られたからである。 10それだのに、あなたは、

なぜ兄弟をさばくのか。あなたは、なぜ兄弟を軽

んじるのか。わたしたちはみな、神のさばきの座

の前に立つのである。 11すなわち、「主が言わ

れる。わたしは生きている。すべてのひざは、わ

たしに対してかがみ、すべての舌は、神にさんび

をささげるであろう」と書いてある。 12だから

、わたしたちひとりびとりは、神に対して自分の

言いひらきをすべきである。 13それゆえ、今後

わたしたちは、互にさばき合うことをやめよう。

むしろ、あなたがたは、妨げとなる物や、つまず

きとなる物を兄弟の前に置かないことに、決める

がよい。 14わたしは、主イエスにあって知りか

つ確信している。それ自体、汚れているものは一

つもない。ただ、それが汚れていると考える人に

だけ、汚れているのである。 15もし食物のゆえ

に兄弟を苦しめるなら、あなたは、もはや愛によ

って歩いているのではない。あなたの食物によっ

て、兄弟を滅ぼしてはならない。キリストは彼の

ためにも、死なれたのである。 16それだから、

あなたがたにとって良い事が、そしりの種になら

ぬようにしなさい。 17神の国は飲食ではなく、

義と、平和と、聖霊における喜びとである。 18

こうしてキリストに仕える者は、神に喜ばれ、か
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つ、人にも受けいれられるのである。 19こうい

うわけで、平和に役立つことや、互の徳を高める

ことを、追い求めようではないか。 20食物のこ

とで、神のみわざを破壊してはならない。すべて

の物はきよい。ただ、それを食べて人をつまずか

せる者には、悪となる。 21肉を食わず、酒を飲

まず、そのほか兄弟をつまずかせないのは、良い

ことである。 22あなたの持っている信仰を、神

のみまえに、自分自身に持っていなさい。自ら良

いと定めたことについて、やましいと思わない人

は、さいわいである。 23しかし、疑いながら食

べる者は、信仰によらないから、罪に定められる

。すべて信仰によらないことは、罪である。

15わたしたち強い者は、強くない者たちの弱さ
をになうべきであって、自分だけを喜ばせる

ことをしてはならない。 2わたしたちひとりびと

りは、隣り人の徳を高めるために、その益を図っ

て彼らを喜ばすべきである。 3キリストさえ、ご

自身を喜ばせることはなさらなかった。むしろ「

あなたをそしる者のそしりが、わたしに降りかか

った」と書いてあるとおりであった。 4これまで

に書かれた事がらは、すべてわたしたちの教のた

めに書かれたのであって、それは聖書の与える忍

耐と慰めとによって、望みをいだかせるためであ

る。 5どうか、忍耐と慰めとの神が、あなたがた

に、キリスト・イエスにならって互に同じ思いを

いだかせ、 6こうして、心を一つにし、声を合わ

せて、わたしたちの主イエス・キリストの父なる

神をあがめさせて下さるように。 7こういうわけ

で、キリストもわたしたちを受けいれて下さった

ように、あなたがたも互に受けいれて、神の栄光

をあらわすべきである。 8わたしは言う、キリス

トは神の真実を明らかにするために、割礼のある

者の僕となられた。それは父祖たちの受けた約束

を保証すると共に、 9異邦人もあわれみを受けて

神をあがめるようになるためである、「それゆえ

、わたしは、異邦人の中であなたにさんびをささ

げ、また、御名をほめ歌う」と書いてあるとおり

である。 10また、こう言っている、「異邦人よ

、主の民と共に喜べ」。 11また、「すべての異

邦人よ、主をほめまつれ。もろもろの民よ、主を

ほめたたえよ」。 12またイザヤは言っている、

「エッサイの根から芽が出て、異邦人を治めるた

めに立ち上がる者が来る。異邦人は彼に望みをお

くであろう」。 13どうか、望みの神が、信仰か

ら来るあらゆる喜びと平安とを、あなたがたに満

たし、聖霊の力によって、あなたがたを、望みに

あふれさせて下さるように。 14さて、わたしの

兄弟たちよ。あなたがた自身が、善意にあふれ、

あらゆる知恵に満たされ、そして互に訓戒し合う

力のあることを、わたしは堅く信じている。 15

しかし、わたしはあなたがたの記憶を新たにする

ために、ところどころ、かなり思いきって書いた

。それは、神からわたしに賜わった恵みによって

、書いたのである。 16このように恵みを受けた

のは、わたしが異邦人のためにキリスト・イエス

に仕える者となり、神の福音のために祭司の役を

勤め、こうして異邦人を、聖霊によってきよめら

れた、御旨にかなうささげ物とするためである。

17だから、わたしは神への奉仕については、キリ

スト・イエスにあって誇りうるのである。 18わ

たしは、異邦人を従順にするために、キリストが

わたしを用いて、言葉とわざ、 19しるしと不思

議との力、聖霊の力によって、働かせて下さった

ことの外には、あえて何も語ろうとは思わない。

こうして、わたしはエルサレムから始まり、巡り

めぐってイルリコに至るまで、キリストの福音を

満たしてきた。 20その際、わたしの切に望んだ

ところは、他人の土台の上に建てることをしない

で、キリストの御名がまだ唱えられていない所に

福音を宣べ伝えることであった。 21すなわち、

「彼のことを宣べ伝えられていなかった人々が見

、聞いていなかった人々が悟るであろう」と書い

てあるとおりである。 22こういうわけで、わた

しはあなたがたの所に行くことを、たびたび妨げ

られてきた。 23しかし今では、この地方にはも

はや働く余地がなく、かつイスパニヤに赴く場合

、あなたがたの所に行くことを、多年、熱望して

いたので、 24その途中あなたがたに会い、まず

幾分でもわたしの願いがあなたがたによって満た

されたら、あなたがたに送られてそこへ行くこと

を、望んでいるのである。 25しかし今の場合、

聖徒たちに仕えるために、わたしはエルサレムに

行こうとしている。 26なぜなら、マケドニヤと

アカヤとの人々は、エルサレムにおる聖徒の中の

貧しい人々を援助することに賛成したからである

。 27たしかに、彼らは賛成した。しかし同時に

、彼らはかの人々に負債がある。というのは、も

し異邦人が彼らの霊の物にあずかったとすれば、
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肉の物をもって彼らに仕えるのは、当然だからで

ある。 28そこでわたしは、この仕事を済ませて

彼らにこの実を手渡した後、あなたがたの所をと

おって、イスパニヤに行こうと思う。 29そして

あなたがたの所に行く時には、キリストの満ちあ

ふれる祝福をもって行くことと、信じている。 30

兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キリストに

より、かつ御霊の愛によって、あなたがたにお願

いする。どうか、共に力をつくして、わたしのた

めに神に祈ってほしい。 31すなわち、わたしが

ユダヤにおる不信の徒から救われ、そしてエルサ

レムに対するわたしの奉仕が聖徒たちに受けいれ

られるものとなるように、 32また、神の御旨に

より、喜びをもってあなたがたの所に行き、共に

なぐさめ合うことができるように祈ってもらいた

い。 33どうか、平和の神があなたがた一同と共

にいますように、アァメン。

16ケンクレヤにある教会の執事、わたしたちの
姉妹フィベを、あなたがたに紹介する。 2ど

うか、聖徒たるにふさわしく、主にあって彼女を

迎え、そして、彼女があなたがたにしてもらいた

いことがあれば、何事でも、助けてあげてほしい

。彼女は多くの人の援助者であり、またわたし自

身の援助者でもあった。 3キリスト・イエスにあ

るわたしの同労者プリスカとアクラとに、よろし

く言ってほしい。 4彼らは、わたしのいのちを救

うために、自分の首をさえ差し出してくれたので

ある。彼らに対しては、わたしだけではなく、異

邦人のすべての教会も、感謝している。 5また、

彼らの家の教会にも、よろしく。わたしの愛する

エパネトに、よろしく言ってほしい。彼は、キリ

ストにささげられたアジヤの初穂である。 6あな

たがたのために一方ならず労苦したマリヤに、よ

ろしく言ってほしい。 7わたしの同族であって、

わたしと一緒に投獄されたことのあるアンデロニ

コとユニアスとに、よろしく。彼らは使徒たちの

間で評判がよく、かつ、わたしよりも先にキリス

トを信じた人々である。 8主にあって愛するアム

プリアトに、よろしく。 9キリストにあるわたし

たちの同労者ウルバノと、愛するスタキスとに、

よろしく。 10キリストにあって錬達なアペレに

、よろしく。アリストブロの家の人たちに、よろ

しく。 11同族のヘロデオンに、よろしく。ナル

キソの家の、主にある人たちに、よろしく。 12

主にあって労苦しているツルパナとツルポサとに

、よろしく。主にあって一方ならず労苦した愛す

るペルシスに、よろしく。 13主にあって選ばれ

たルポスと、彼の母とに、よろしく。彼の母は、

わたしの母でもある。 14アスンクリト、フレゴ

ン、ヘルメス、パトロバ、ヘルマスおよび彼らと

一緒にいる兄弟たちに、よろしく。 15ピロロゴ

とユリヤとに、またネレオとその姉妹とに、オル

ンパに、また彼らと一緒にいるすべての聖徒たち

に、よろしく言ってほしい。 16きよい接吻をも

って、互にあいさつをかわしなさい。キリストの

すべての教会から、あなたがたによろしく。 17

さて兄弟たちよ。あなたがたに勧告する。あなた

がたが学んだ教にそむいて分裂を引き起し、つま

ずきを与える人々を警戒し、かつ彼らから遠ざか

るがよい。 18なぜなら、こうした人々は、わた

したちの主キリストに仕えないで、自分の腹に仕

え、そして甘言と美辞とをもって、純朴な人々の

心を欺く者どもだからである。 19あなたがたの

従順は、すべての人々の耳に達しており、それを

あなたがたのために喜んでいる。しかし、わたし

の願うところは、あなたがたが善にさとく、悪に

は、うとくあってほしいことである。 20平和の

神は、サタンをすみやかにあなたがたの足の下に

踏み砕くであろう。どうか、わたしたちの主イエ

スの恵みが、あなたがたと共にあるように。 21

わたしの同労者テモテおよび同族のルキオ、ヤソ

ン、ソシパテロから、あなたがたによろしく。 22

（この手紙を筆記したわたしテルテオも、主にあ

ってあなたがたにあいさつの言葉をおくる。） 23

わたしと全教会との家主ガイオから、あなたがた

によろしく。市の会計係エラストと兄弟クワルト

から、あなたがたによろしく。〔 24わたしたち

の主イエス・キリストの恵みが、あなたがた一同

と共にあるように、アァメン。〕 25願わくは、

わたしの福音とイエス・キリストの宣教とにより

、かつ、長き世々にわたって、 (aiōnios g166) 26隠さ

れていたが、今やあらわされ、預言の書をとおし

て、永遠の神の命令に従い、信仰の従順に至らせ

るために、もろもろの国人に告げ知らされた奥義

の啓示によって、あなたがたを力づけることので

きるかた、 (aiōnios g166) 27すなわち、唯一の知恵深

き神に、イエス・キリストにより、栄光が永遠よ

り永遠にあるように、アァメン。 (aiōn g165)
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コリント人への手紙

第一

1神の御旨により召されてキリスト・イエスの
使徒となったパウロと、兄弟ソステネから、 2

コリントにある神の教会、すなわち、わたしたち

の主イエス・キリストの御名を至る所で呼び求め

ているすべての人々と共に、キリスト・イエスに

あってきよめられ、聖徒として召されたかたがた

へ。このキリストは、わたしたちの主であり、ま

た彼らの主であられる。 3わたしたちの父なる神

と主イエス・キリストから、恵みと平安とが、あ

なたがたにあるように。 4わたしは、あなたがた

がキリスト・イエスにあって与えられた神の恵み

を思って、いつも神に感謝している。 5あなたが

たはキリストにあって、すべてのことに、すなわ

ち、すべての言葉にもすべての知識にも恵まれ、

6キリストのためのあかしが、あなたがたのうち

に確かなものとされ、 7こうして、あなたがたは

恵みの賜物にいささかも欠けることがなく、わた

したちの主イエス・キリストの現れるのを待ち望

んでいる。 8主もまた、あなたがたを最後まで堅

くささえて、わたしたちの主イエス・キリストの

日に、責められるところのない者にして下さるで

あろう。 9神は真実なかたである。あなたがたは

神によって召され、御子、わたしたちの主イエス

・キリストとの交わりに、はいらせていただいた

のである。 10さて兄弟たちよ。わたしたちの主

イエス・キリストの名によって、あなたがたに勧

める。みな語ることを一つにし、お互の間に分争

がないようにし、同じ心、同じ思いになって、堅

く結び合っていてほしい。 11わたしの兄弟たち

よ。実は、クロエの家の者たちから、あなたがた

の間に争いがあると聞かされている。 12はっき

り言うと、あなたがたがそれぞれ、「わたしはパ

ウロにつく」「わたしはアポロに」「わたしはケ

パに」「わたしはキリストに」と言い合っている

ことである。 13キリストは、いくつにも分けら

れたのか。パウロは、あなたがたのために十字架

につけられたことがあるのか。それとも、あなた

がたは、パウロの名によってバプテスマを受けた

のか。 14わたしは感謝しているが、クリスポと

ガイオ以外には、あなたがたのうちのだれにも、

バプテスマを授けたことがない。 15それはあな

たがたがわたしの名によってバプテスマを受けた

のだと、だれにも言われることのないためである

。 16もっとも、ステパナの家の者たちには、バ

プテスマを授けたことがある。しかし、そのほか

には、だれにも授けた覚えがない。 17いったい

、キリストがわたしをつかわされたのは、バプテ

スマを授けるためではなく、福音を宣べ伝えるた

めであり、しかも知恵の言葉を用いずに宣べ伝え

るためであった。それは、キリストの十字架が無

力なものになってしまわないためなのである。 18

十字架の言は、滅び行く者には愚かであるが、救

にあずかるわたしたちには、神の力である。 19

すなわち、聖書に、「わたしは知者の知恵を滅ぼ

し、賢い者の賢さをむなしいものにする」と書い

てある。 20知者はどこにいるか。学者はどこに

いるか。この世の論者はどこにいるか。神はこの

世の知恵を、愚かにされたではないか。 (aiōn g165)

21この世は、自分の知恵によって神を認めるに至

らなかった。それは、神の知恵にかなっている。

そこで神は、宣教の愚かさによって、信じる者を

救うこととされたのである。 22ユダヤ人はしる

しを請い、ギリシヤ人は知恵を求める。 23しか

しわたしたちは、十字架につけられたキリストを

宣べ伝える。このキリストは、ユダヤ人にはつま

ずかせるもの、異邦人には愚かなものであるが、

24召された者自身にとっては、ユダヤ人にもギリ

シヤ人にも、神の力、神の知恵たるキリストなの

である。 25神の愚かさは人よりも賢く、神の弱

さは人よりも強いからである。 26兄弟たちよ。

あなたがたが召された時のことを考えてみるがよ

い。人間的には、知恵のある者が多くはなく、権

力のある者も多くはなく、身分の高い者も多くは

いない。 27それだのに神は、知者をはずかしめ

るために、この世の愚かな者を選び、強い者をは

ずかしめるために、この世の弱い者を選び、 28

有力な者を無力な者にするために、この世で身分

の低い者や軽んじられている者、すなわち、無き

に等しい者を、あえて選ばれたのである。 29そ

れは、どんな人間でも、神のみまえに誇ることが

ないためである。 30あなたがたがキリスト・イ

エスにあるのは、神によるのである。キリストは

神に立てられて、わたしたちの知恵となり、義と

聖とあがないとになられたのである。 31それは

、「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおりであ

る。
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2兄弟たちよ。わたしもまた、あなたがたの所
に行ったとき、神のあかしを宣べ伝えるのに

、すぐれた言葉や知恵を用いなかった。 2なぜな

ら、わたしはイエス・キリスト、しかも十字架に

つけられたキリスト以外のことは、あなたがたの

間では何も知るまいと、決心したからである。 3

わたしがあなたがたの所に行った時には、弱くか

つ恐れ、ひどく不安であった。 4そして、わたし

の言葉もわたしの宣教も、巧みな知恵の言葉によ

らないで、霊と力との証明によったのである。 5

それは、あなたがたの信仰が人の知恵によらない

で、神の力によるものとなるためであった。 6し

かしわたしたちは、円熟している者の間では、知

恵を語る。この知恵は、この世の者の知恵ではな

く、この世の滅び行く支配者たちの知恵でもない

。 (aiōn g165) 7むしろ、わたしたちが語るのは、隠

された奥義としての神の知恵である。それは神が

、わたしたちの受ける栄光のために、世の始まら

ぬ先から、あらかじめ定めておかれたものである

。 (aiōn g165) 8この世の支配者たちのうちで、この

知恵を知っていた者は、ひとりもいなかった。も

し知っていたなら、栄光の主を十字架につけはし

なかったであろう。 (aiōn g165) 9しかし、聖書に書

いてあるとおり、「目がまだ見ず、耳がまだ聞か

ず、人の心に思い浮びもしなかったことを、神は

、ご自分を愛する者たちのために備えられた」の

である。 10そして、それを神は、御霊によって

わたしたちに啓示して下さったのである。御霊は

すべてのものをきわめ、神の深みまでもきわめる

のだからである。 11いったい、人間の思いは、

その内にある人間の霊以外に、だれが知っていよ

うか。それと同じように神の思いも、神の御霊以

外には、知るものはない。 12ところが、わたし

たちが受けたのは、この世の霊ではなく、神から

の霊である。それによって、神から賜わった恵み

を悟るためである。 13この賜物について語るに

も、わたしたちは人間の知恵が教える言葉を用い

ないで、御霊の教える言葉を用い、霊によって霊

のことを解釈するのである。 14生れながらの人

は、神の御霊の賜物を受けいれない。それは彼に

は愚かなものだからである。また、御霊によって

判断されるべきであるから、彼はそれを理解する

ことができない。 15しかし、霊の人は、すべて

のものを判断するが、自分自身はだれからも判断

されることはない。 16「だれが主の思いを知っ

て、彼を教えることができようか」。しかし、わ

たしたちはキリストの思いを持っている。

3兄弟たちよ。わたしはあなたがたには、霊の
人に対するように話すことができず、むしろ

、肉に属する者、すなわち、キリストにある幼な

子に話すように話した。 2あなたがたに乳を飲ま

せて、堅い食物は与えなかった。食べる力が、ま

だあなたがたになかったからである。今になって

もその力がない。 3あなたがたはまだ、肉の人だ

からである。あなたがたの間に、ねたみや争いが

あるのは、あなたがたが肉の人であって、普通の

人間のように歩いているためではないか。 4すな

わち、ある人は「わたしはパウロに」と言い、ほ

かの人は「わたしはアポロに」と言っているよう

では、あなたがたは普通の人間ではないか。 5ア

ポロは、いったい、何者か。また、パウロは何者

か。あなたがたを信仰に導いた人にすぎない。し

かもそれぞれ、主から与えられた分に応じて仕え

ているのである。 6わたしは植え、アポロは水を

そそいだ。しかし成長させて下さるのは、神であ

る。 7だから、植える者も水をそそぐ者も、とも

に取るに足りない。大事なのは、成長させて下さ

る神のみである。 8植える者と水をそそぐ者とは

一つであって、それぞれその働きに応じて報酬を

得るであろう。 9わたしたちは神の同労者である

。あなたがたは神の畑であり、神の建物である。

10神から賜わった恵みによって、わたしは熟練し

た建築師のように、土台をすえた。そして他の人

がその上に家を建てるのである。しかし、どうい

うふうに建てるか、それぞれ気をつけるがよい。

11なぜなら、すでにすえられている土台以外のも

のをすえることは、だれにもできない。そして、

この土台はイエス・キリストである。 12この土

台の上に、だれかが金、銀、宝石、木、草、また

は、わらを用いて建てるならば、 13それぞれの

仕事は、はっきりとわかってくる。すなわち、か

の日は火の中に現れて、それを明らかにし、また

その火は、それぞれの仕事がどんなものであるか

を、ためすであろう。 14もしある人の建てた仕

事がそのまま残れば、その人は報酬を受けるが、

15その仕事が焼けてしまえば、損失を被るであろ

う。しかし彼自身は、火の中をくぐってきた者の

ようにではあるが、救われるであろう。 16あな

たがたは神の宮であって、神の御霊が自分のうち
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に宿っていることを知らないのか。 17もし人が

、神の宮を破壊するなら、神はその人を滅ぼすで

あろう。なぜなら、神の宮は聖なるものであり、

そして、あなたがたはその宮なのだからである。

18だれも自分を欺いてはならない。もしあなたが

たのうちに、自分がこの世の知者だと思う人がい

るなら、その人は知者になるために愚かになるが

よい。 (aiōn g165) 19なぜなら、この世の知恵は、神

の前では愚かなものだからである。「神は、知者

たちをその悪知恵によって捕える」と書いてあり

、 20更にまた、「主は、知者たちの論議のむな

しいことをご存じである」と書いてある。 21だ

から、だれも人間を誇ってはいけない。すべては

、あなたがたのものなのである。 22パウロも、

アポロも、ケパも、世界も、生も、死も、現在の

ものも、将来のものも、ことごとく、あなたがた

のものである。 23そして、あなたがたはキリス

トのもの、キリストは神のものである。

4このようなわけだから、人はわたしたちを、
キリストに仕える者、神の奥義を管理してい

る者と見るがよい。 2この場合、管理者に要求さ

れているのは、忠実であることである。 3わたし

はあなたがたにさばかれたり、人間の裁判にかけ

られたりしても、なんら意に介しない。いや、わ

たしは自分をさばくこともしない。 4わたしは自

ら省みて、なんらやましいことはないが、それで

義とされているわけではない。わたしをさばくか

たは、主である。 5だから、主がこられるまでは

、何事についても、先走りをしてさばいてはいけ

ない。主は暗い中に隠れていることを明るみに出

し、心の中で企てられていることを、あらわにさ

れるであろう。その時には、神からそれぞれほま

れを受けるであろう。 6兄弟たちよ。これらのこ

とをわたし自身とアポロとに当てはめて言って聞

かせたが、それはあなたがたが、わたしたちを例

にとって、「しるされている定めを越えない」こ

とを学び、ひとりの人をあがめ、ほかの人を見さ

げて高ぶることのないためである。 7いったい、

あなたを偉くしているのは、だれなのか。あなた

の持っているもので、もらっていないものがある

か。もしもらっているなら、なぜもらっていない

もののように誇るのか。 8あなたがたは、すでに

満腹しているのだ。すでに富み栄えているのだ。

わたしたちを差しおいて、王になっているのだ。

ああ、王になっていてくれたらと思う。そうであ

ったなら、わたしたちも、あなたがたと共に王に

なれたであろう。 9わたしはこう考える。神はわ

たしたち使徒を死刑囚のように、最後に出場する

者として引き出し、こうしてわたしたちは、全世

界に、天使にも人々にも見せ物にされたのだ。 10

わたしたちはキリストのゆえに愚かな者となり、

あなたがたはキリストにあって賢い者となってい

る。わたしたちは弱いが、あなたがたは強い。あ

なたがたは尊ばれ、わたしたちは卑しめられてい

る。 11今の今まで、わたしたちは飢え、かわき

、裸にされ、打たれ、宿なしであり、 12苦労し

て自分の手で働いている。はずかしめられては祝

福し、迫害されては耐え忍び、 13ののしられて

は優しい言葉をかけている。わたしたちは今に至

るまで、この世のちりのように、人間のくずのよ

うにされている。 14わたしがこのようなことを

書くのは、あなたがたをはずかしめるためではな

く、むしろ、わたしの愛児としてさとすためであ

る。 15たといあなたがたに、キリストにある養

育掛が一万人あったとしても、父が多くあるので

はない。キリスト・イエスにあって、福音により

あなたがたを生んだのは、わたしなのである。 16

そこで、あなたがたに勧める。わたしにならう者

となりなさい。 17このことのために、わたしは

主にあって愛する忠実なわたしの子テモテを、あ

なたがたの所につかわした。彼は、キリスト・イ

エスにおけるわたしの生活のしかたを、わたしが

至る所の教会で教えているとおりに、あなたがた

に思い起させてくれるであろう。 18しかしある

人々は、わたしがあなたがたの所に来ることはあ

るまいとみて、高ぶっているということである。

19しかし主のみこころであれば、わたしはすぐに

でもあなたがたの所に行って、高ぶっている者た

ちの言葉ではなく、その力を見せてもらおう。 20

神の国は言葉ではなく、力である。 21あなたが

たは、どちらを望むのか。わたしがむちをもって

、あなたがたの所に行くことか、それとも、愛と

柔和な心とをもって行くことであるか。

5現に聞くところによると、あなたがたの間に
不品行な者があり、しかもその不品行は、異

邦人の間にもないほどのもので、ある人がその父

の妻と一緒に住んでいるということである。 2そ

れだのに、なお、あなたがたは高ぶっている。む
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しろ、そんな行いをしている者が、あなたがたの

中から除かれねばならないことを思って、悲しむ

べきではないか。 3しかし、わたし自身としては

、からだは離れていても、霊では一緒にいて、そ

の場にいる者のように、そんな行いをした者を、

すでにさばいてしまっている。 4すなわち、主イ

エスの名によって、あなたがたもわたしの霊も共

に、わたしたちの主イエスの権威のもとに集まっ

て、 5彼の肉が滅ぼされても、その霊が主のさば

きの日に救われるように、彼をサタンに引き渡し

てしまったのである。 6あなたがたが誇っている

のは、よろしくない。あなたがたは、少しのパン

種が粉のかたまり全体をふくらませることを、知

らないのか。 7新しい粉のかたまりになるために

、古いパン種を取り除きなさい。あなたがたは、

事実パン種のない者なのだから。わたしたちの過

越の小羊であるキリストは、すでにほふられたの

だ。 8ゆえに、わたしたちは、古いパン種や、ま

た悪意と邪悪とのパン種を用いずに、パン種のは

いっていない純粋で真実なパンをもって、祭をし

ようではないか。 9わたしは前の手紙で、不品行

な者たちと交際してはいけないと書いたが、 10

それは、この世の不品行な者、貪欲な者、略奪を

する者、偶像礼拝をする者などと全然交際しては

いけないと、言ったのではない。もしそうだとし

たら、あなたがたはこの世から出て行かねばなら

ないことになる。 11しかし、わたしが実際に書

いたのは、兄弟と呼ばれる人で、不品行な者、貪

欲な者、偶像礼拝をする者、人をそしる者、酒に

酔う者、略奪をする者があれば、そんな人と交際

をしてはいけない、食事を共にしてもいけない、

ということであった。 12外の人たちをさばくの

は、わたしのすることであろうか。あなたがたの

さばくべき者は、内の人たちではないか。外の人

たちは、神がさばくのである。 13その悪人を、

あなたがたの中から除いてしまいなさい。

6あなたがたの中のひとりが、仲間の者と何か
争いを起した場合、それを聖徒に訴えないで

、正しくない者に訴え出るようなことをするのか

。 2それとも、聖徒は世をさばくものであること

を、あなたがたは知らないのか。そして、世があ

なたがたによってさばかれるべきであるのに、き

わめて小さい事件でもさばく力がないのか。 3あ

なたがたは知らないのか、わたしたちは御使をさ

えさばく者である。ましてこの世の事件などは、

いうまでもないではないか。 4それだのに、この

世の事件が起ると、教会で軽んじられている人た

ちを、裁判の席につかせるのか。 5わたしがこう

言うのは、あなたがたをはずかしめるためである

。いったい、あなたがたの中には、兄弟の間の争

いを仲裁することができるほどの知者は、ひとり

もいないのか。 6しかるに、兄弟が兄弟を訴え、

しかもそれを不信者の前に持ち出すのか。 7そも

そも、互に訴え合うこと自体が、すでにあなたが

たの敗北なのだ。なぜ、むしろ不義を受けないの

か。なぜ、むしろだまされていないのか。 8しか

るに、あなたがたは不義を働き、だまし取り、し

かも兄弟に対してそうしているのである。 9それ

とも、正しくない者が神の国をつぐことはないの

を、知らないのか。まちがってはいけない。不品

行な者、偶像を礼拝する者、姦淫をする者、男娼

となる者、男色をする者、盗む者、 10貪欲な者

、酒に酔う者、そしる者、略奪する者は、いずれ

も神の国をつぐことはないのである。 11あなた

がたの中には、以前はそんな人もいた。しかし、

あなたがたは、主イエス・キリストの名によって

、またわたしたちの神の霊によって、洗われ、き

よめられ、義とされたのである。 12すべてのこ

とは、わたしに許されている。しかし、すべての

ことが益になるわけではない。すべてのことは、

わたしに許されている。しかし、わたしは何もの

にも支配されることはない。 13食物は腹のため

、腹は食物のためである。しかし神は、それもこ

れも滅ぼすであろう。からだは不品行のためでは

なく、主のためであり、主はからだのためである

。 14そして、神は主をよみがえらせたが、その

力で、わたしたちをもよみがえらせて下さるであ

ろう。 15あなたがたは自分のからだがキリスト

の肢体であることを、知らないのか。それだのに

、キリストの肢体を取って遊女の肢体としてよい

のか。断じていけない。 16それとも、遊女につ

く者はそれと一つのからだになることを、知らな

いのか。「ふたりの者は一体となるべきである」

とあるからである。 17しかし主につく者は、主

と一つの霊になるのである。 18不品行を避けな

さい。人の犯すすべての罪は、からだの外にある

。しかし不品行をする者は、自分のからだに対し

て罪を犯すのである。 19あなたがたは知らない

のか。自分のからだは、神から受けて自分の内に
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宿っている聖霊の宮であって、あなたがたは、も

はや自分自身のものではないのである。 20あな

たがたは、代価を払って買いとられたのだ。それ

だから、自分のからだをもって、神の栄光をあら

わしなさい。

7さて、あなたがたが書いてよこした事につい
て答えると、男子は婦人にふれないがよい。 2

しかし、不品行に陥ることのないために、男子は

それぞれ自分の妻を持ち、婦人もそれぞれ自分の

夫を持つがよい。 3夫は妻にその分を果し、妻も

同様に夫にその分を果すべきである。 4妻は自分

のからだを自由にすることはできない。それがで

きるのは夫である。夫も同様に自分のからだを自

由にすることはできない。それができるのは妻で

ある。 5互に拒んではいけない。ただし、合意の

上で祈に専心するために、しばらく相別れ、それ

からまた一緒になることは、さしつかえない。そ

うでないと、自制力のないのに乗じて、サタンが

あなたがたを誘惑するかも知れない。 6以上のこ

とは、譲歩のつもりで言うのであって、命令する

のではない。 7わたしとしては、みんなの者がわ

たし自身のようになってほしい。しかし、ひとり

びとり神からそれぞれの賜物をいただいていて、

ある人はこうしており、他の人はそうしている。

8次に、未婚者たちとやもめたちとに言うが、わ

たしのように、ひとりでおれば、それがいちばん

よい。 9しかし、もし自制することができないな

ら、結婚するがよい。情の燃えるよりは、結婚す

る方が、よいからである。 10更に、結婚してい

る者たちに命じる。命じるのは、わたしではなく

主であるが、妻は夫から別れてはいけない。 11

（しかし、万一別れているなら、結婚しないでい

るか、それとも夫と和解するかしなさい）。また

夫も妻と離婚してはならない。 12そのほかの人

々に言う。これを言うのは、主ではなく、わたし

である。ある兄弟に不信者の妻があり、そして共

にいることを喜んでいる場合には、離婚してはい

けない。 13また、ある婦人の夫が不信者であり

、そして共にいることを喜んでいる場合には、離

婚してはいけない。 14なぜなら、不信者の夫は

妻によってきよめられており、また、不信者の妻

も夫によってきよめられているからである。もし

そうでなければ、あなたがたの子は汚れているこ

とになるが、実際はきよいではないか。 15しか

し、もし不信者の方が離れて行くのなら、離れる

ままにしておくがよい。兄弟も姉妹も、こうした

場合には、束縛されてはいない。神は、あなたが

たを平和に暮させるために、召されたのである。

16なぜなら、妻よ、あなたが夫を救いうるかどう

か、どうしてわかるか。また、夫よ、あなたも妻

を救いうるかどうか、どうしてわかるか。 17た

だ、各自は、主から賜わった分に応じ、また神に

召されたままの状態にしたがって、歩むべきであ

る。これが、すべての教会に対してわたしの命じ

るところである。 18召されたとき割礼を受けて

いたら、その跡をなくそうとしないがよい。また

、召されたとき割礼を受けていなかったら、割礼

を受けようとしないがよい。 19割礼があっても

なくても、それは問題ではない。大事なのは、た

だ神の戒めを守ることである。 20各自は、召さ

れたままの状態にとどまっているべきである。 21

召されたとき奴隷であっても、それを気にしない

がよい。しかし、もし自由の身になりうるなら、

むしろ自由になりなさい。 22主にあって召され

た奴隷は、主によって自由人とされた者であり、

また、召された自由人はキリストの奴隷なのであ

る。 23あなたがたは、代価を払って買いとられ

たのだ。人の奴隷となってはいけない。 24兄弟

たちよ。各自は、その召されたままの状態で、神

のみまえにいるべきである。 25おとめのことに

ついては、わたしは主の命令を受けてはいないが

、主のあわれみにより信任を受けている者として

、意見を述べよう。 26わたしはこう考える。現

在迫っている危機のゆえに、人は現状にとどまっ

ているがよい。 27もし妻に結ばれているなら、

解こうとするな。妻に結ばれていないなら、妻を

迎えようとするな。 28しかし、たとい結婚して

も、罪を犯すのではない。また、おとめが結婚し

ても、罪を犯すのではない。ただ、それらの人々

はその身に苦難を受けるであろう。わたしは、あ

なたがたを、それからのがれさせたいのだ。 29

兄弟たちよ。わたしの言うことを聞いてほしい。

時は縮まっている。今からは妻のある者はないも

ののように、 30泣く者は泣かないもののように

、喜ぶ者は喜ばないもののように、買う者は持た

ないもののように、 31世と交渉のある者は、そ

れに深入りしないようにすべきである。なぜなら

、この世の有様は過ぎ去るからである。 32わた

しはあなたがたが、思い煩わないようにしていて
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ほしい。未婚の男子は主のことに心をくばって、

どうかして主を喜ばせようとするが、 33結婚し

ている男子はこの世のことに心をくばって、どう

かして妻を喜ばせようとして、その心が分れるの

である。 34未婚の婦人とおとめとは、主のこと

に心をくばって、身も魂もきよくなろうとするが

、結婚した婦人はこの世のことに心をくばって、

どうかして夫を喜ばせようとする。 35わたしが

こう言うのは、あなたがたの利益になると思うか

らであって、あなたがたを束縛するためではない

。そうではなく、正しい生活を送って、余念なく

主に奉仕させたいからである。 36もしある人が

、相手のおとめに対して、情熱をいだくようにな

った場合、それは適当でないと思いつつも、やむ

を得なければ、望みどおりにしてもよい。それは

罪を犯すことではない。ふたりは結婚するがよい

。 37しかし、彼が心の内で堅く決心していて、

無理をしないで自分の思いを制することができ、

その上で、相手のおとめをそのままにしておこう

と、心の中で決めたなら、そうしてもよい。 38

だから、相手のおとめと結婚することはさしつか

えないが、結婚しない方がもっとよい。 39妻は

夫が生きている間は、その夫につながれている。

夫が死ねば、望む人と結婚してもさしつかえない

が、それは主にある者とに限る。 40しかし、わ

たしの意見では、そのままでいたなら、もっと幸

福である。わたしも神の霊を受けていると思う

。

8偶像への供え物について答えると、「わたし
たちはみな知識を持っている」ことは、わか

っている。しかし、知識は人を誇らせ、愛は人の

徳を高める。 2もし人が、自分は何か知っている

と思うなら、その人は、知らなければならないほ

どの事すら、まだ知っていない。 3しかし、人が

神を愛するなら、その人は神に知られているので

ある。 4さて、偶像への供え物を食べることにつ

いては、わたしたちは、偶像なるものは実際は世

に存在しないこと、また、唯一の神のほかには神

がないことを、知っている。 5というのは、たと

い神々といわれるものが、あるいは天に、あるい

は地にあるとしても、そして、多くの神、多くの

主があるようではあるが、 6わたしたちには、父

なる唯一の神のみがいますのである。万物はこの

神から出て、わたしたちもこの神に帰する。また

、唯一の主イエス・キリストのみがいますのであ

る。万物はこの主により、わたしたちもこの主に

よっている。 7しかし、この知識をすべての人が

持っているのではない。ある人々は、偶像につい

ての、これまでの習慣上、偶像への供え物として

、それを食べるが、彼らの良心が、弱いために汚

されるのである。 8食物は、わたしたちを神に導

くものではない。食べなくても損はないし、食べ

ても益にはならない。 9しかし、あなたがたのこ

の自由が、弱い者たちのつまずきにならないよう

に、気をつけなさい。 10なぜなら、ある人が、

知識のあるあなたが偶像の宮で食事をしているの

を見た場合、その人の良心が弱いため、それに「

教育されて」、偶像への供え物を食べるようにな

らないだろうか。 11するとその弱い人は、あな

たの知識によって滅びることになる。この弱い兄

弟のためにも、キリストは死なれたのである。 12

このようにあなたがたが、兄弟たちに対して罪を

犯し、その弱い良心を痛めるのは、キリストに対

して罪を犯すことなのである。 13だから、もし

食物がわたしの兄弟をつまずかせるなら、兄弟を

つまずかせないために、わたしは永久に、断じて

肉を食べることはしない。 (aiōn g165)

9わたしは自由な者ではないか。使徒ではない
か。わたしたちの主イエスを見たではないか

。あなたがたは、主にあるわたしの働きの実では

ないか。 2わたしは、ほかの人に対しては使徒で

ないとしても、あなたがたには使徒である。あな

たがたが主にあることは、わたしの使徒職の印な

のである。 3わたしの批判者たちに対する弁明は

、これである。 4わたしたちには、飲み食いをす

る権利がないのか。 5わたしたちには、ほかの使

徒たちや主の兄弟たちやケパのように、信者であ

る妻を連れて歩く権利がないのか。 6それとも、

わたしとバルナバとだけには、労働をせずにいる

権利がないのか。 7いったい、自分で費用を出し

て軍隊に加わる者があろうか。ぶどう畑を作って

いて、その実を食べない者があろうか。また、羊

を飼っていて、その乳を飲まない者があろうか。

8わたしは、人間の考えでこう言うのではない。

律法もまた、そのように言っているではないか。

9すなわち、モーセの律法に、「穀物をこなして

いる牛に、くつこをかけてはならない」と書いて

ある。神は、牛のことを心にかけておられるのだ
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ろうか。 10それとも、もっぱら、わたしたちの

ために言っておられるのか。もちろん、それはわ

たしたちのためにしるされたのである。すなわち

、耕す者は望みをもって耕し、穀物をこなす者は

、その分け前をもらう望みをもってこなすのであ

る。 11もしわたしたちが、あなたがたのために

霊のものをまいたのなら、肉のものをあなたがた

から刈りとるのは、行き過ぎだろうか。 12もし

ほかの人々が、あなたがたに対するこの権利にあ

ずかっているとすれば、わたしたちはなおさらの

ことではないか。しかしわたしたちは、この権利

を利用せず、かえってキリストの福音の妨げにな

らないようにと、すべてのことを忍んでいる。 13

あなたがたは、宮仕えをしている人たちは宮から

下がる物を食べ、祭壇に奉仕している人たちは祭

壇の供え物の分け前にあずかることを、知らない

のか。 14それと同様に、主は、福音を宣べ伝え

ている者たちが福音によって生活すべきことを、

定められたのである。 15しかしわたしは、これ

らの権利を一つも利用しなかった。また、自分が

そうしてもらいたいから、このように書くのでは

ない。そうされるよりは、死ぬ方がましである。

わたしのこの誇は、何者にも奪い去られてはなら

ないのだ。 16わたしが福音を宣べ伝えても、そ

れは誇にはならない。なぜなら、わたしは、そう

せずにはおれないからである。もし福音を宣べ伝

えないなら、わたしはわざわいである。 17進ん

でそれをすれば、報酬を受けるであろう。しかし

、進んでしないとしても、それは、わたしにゆだ

ねられた務なのである。 18それでは、その報酬

はなんであるか。福音を宣べ伝えるのにそれを無

代価で提供し、わたしが宣教者として持つ権利を

利用しないことである。 19わたしは、すべての

人に対して自由であるが、できるだけ多くの人を

得るために、自ら進んですべての人の奴隷になっ

た。 20ユダヤ人には、ユダヤ人のようになった

。ユダヤ人を得るためである。律法の下にある人

には、わたし自身は律法の下にはないが、律法の

下にある者のようになった。律法の下にある人を

得るためである。 21律法のない人にはわたしは

神の律法の外にあるのではなく、キリストの律法

の中にあるのだが律法のない人のようになった。

律法のない人を得るためである。 22弱い人には

弱い者になった。弱い人を得るためである。すべ

ての人に対しては、すべての人のようになった。

なんとかして幾人かを救うためである。 23福音

のために、わたしはどんな事でもする。わたしも

共に福音にあずかるためである。 24あなたがた

は知らないのか。競技場で走る者は、みな走りは

するが、賞を得る者はひとりだけである。あなた

がたも、賞を得るように走りなさい。 25しかし

、すべて競技をする者は、何ごとにも節制をする

。彼らは朽ちる冠を得るためにそうするが、わた

したちは朽ちない冠を得るためにそうするのであ

る。 26そこで、わたしは目標のはっきりしない

ような走り方をせず、空を打つような拳闘はしな

い。 27すなわち、自分のからだを打ちたたいて

服従させるのである。そうしないと、ほかの人に

宣べ伝えておきながら、自分は失格者になるかも

知れない。

10兄弟たちよ。このことを知らずにいてもらい
たくない。わたしたちの先祖はみな雲の下に

おり、みな海を通り、 2みな雲の中、海の中で、

モーセにつくバプテスマを受けた。 3また、みな

同じ霊の食物を食べ、 4みな同じ霊の飲み物を飲

んだ。すなわち、彼らについてきた霊の岩から飲

んだのであるが、この岩はキリストにほかならな

い。 5しかし、彼らの中の大多数は、神のみここ

ろにかなわなかったので、荒野で滅ぼされてしま

った。 6これらの出来事は、わたしたちに対する

警告であって、彼らが悪をむさぼったように、わ

たしたちも悪をむさぼることのないためなのであ

る。 7だから、彼らの中のある者たちのように、

偶像礼拝者になってはならない。すなわち、「民

は座して飲み食いをし、また立って踊り戯れた」

と書いてある。 8また、ある者たちがしたように

、わたしたちは不品行をしてはならない。不品行

をしたため倒された者が、一日に二万三千人もあ

った。 9また、ある者たちがしたように、わたし

たちは主を試みてはならない。主を試みた者は、

へびに殺された。 10また、ある者たちがつぶや

いたように、つぶやいてはならない。つぶやいた

者は、「死の使」に滅ぼされた。 11これらの事

が彼らに起ったのは、他に対する警告としてであ

って、それが書かれたのは、世の終りに臨んでい

るわたしたちに対する訓戒のためである。 (aiōn

g165) 12だから、立っていると思う者は、倒れない

ように気をつけるがよい。 13あなたがたの会っ

た試錬で、世の常でないものはない。神は真実で
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ある。あなたがたを耐えられないような試錬に会

わせることはないばかりか、試錬と同時に、それ

に耐えられるように、のがれる道も備えて下さる

のである。 14それだから、愛する者たちよ。偶

像礼拝を避けなさい。 15賢明なあなたがたに訴

える。わたしの言うことを、自ら判断してみるが

よい。 16わたしたちが祝福する祝福の杯、それ

はキリストの血にあずかることではないか。わた

したちがさくパン、それはキリストのからだにあ

ずかることではないか。 17パンが一つであるか

ら、わたしたちは多くいても、一つのからだなの

である。みんなの者が一つのパンを共にいただく

からである。 18肉によるイスラエルを見るがよ

い。供え物を食べる人たちは、祭壇にあずかるの

ではないか。 19すると、なんと言ったらよいか

。偶像にささげる供え物は、何か意味があるのか

。また、偶像は何かほんとうにあるものか。 20

そうではない。人々が供える物は、悪霊ども、す

なわち、神ならぬ者に供えるのである。わたしは

、あなたがたが悪霊の仲間になることを望まない

。 21主の杯と悪霊どもの杯とを、同時に飲むこ

とはできない。主の食卓と悪霊どもの食卓とに、

同時にあずかることはできない。 22それとも、

わたしたちは主のねたみを起そうとするのか。わ

たしたちは、主よりも強いのだろうか。 23すべ

てのことは許されている。しかし、すべてのこと

が益になるわけではない。すべてのことは許され

ている。しかし、すべてのことが人の徳を高める

のではない。 24だれでも、自分の益を求めない

で、ほかの人の益を求めるべきである。 25すべ

て市場で売られている物は、いちいち良心に問う

ことをしないで、食べるがよい。 26地とそれに

満ちている物とは、主のものだからである。 27

もしあなたがたが、不信者のだれかに招かれて、

そこに行こうと思う場合、自分の前に出される物

はなんでも、いちいち良心に問うことをしないで

、食べるがよい。 28しかし、だれかがあなたが

たに、これはささげ物の肉だと言ったなら、それ

を知らせてくれた人のために、また良心のために

、食べないがよい。 29良心と言ったのは、自分

の良心ではなく、他人の良心のことである。なぜ

なら、わたしの自由が、どうして他人の良心によ

って左右されることがあろうか。 30もしわたし

が感謝して食べる場合、その感謝する物について

、どうして人のそしりを受けるわけがあろうか。

31だから、飲むにも食べるにも、また何事をする

にも、すべて神の栄光のためにすべきである。 32

ユダヤ人にもギリシヤ人にも神の教会にも、つま

ずきになってはいけない。 33わたしもまた、何

事にもすべての人に喜ばれるように努め、多くの

人が救われるために、自分の益ではなく彼らの益

を求めている。

11わたしがキリストにならう者であるように、
あなたがたもわたしにならう者になりなさい

。 2あなたがたが、何かにつけわたしを覚えてい

て、あなたがたに伝えたとおりに言伝えを守って

いるので、わたしは満足に思う。 3しかし、あな

たがたに知っていてもらいたい。すべての男のか

しらはキリストであり、女のかしらは男であり、

キリストのかしらは神である。 4祈をしたり預言

をしたりする時、かしらに物をかぶる男は、その

かしらをはずかしめる者である。 5祈をしたり預

言をしたりする時、かしらにおおいをかけない女

は、そのかしらをはずかしめる者である。それは

、髪をそったのとまったく同じだからである。 6

もし女がおおいをかけないなら、髪を切ってしま

うがよい。髪を切ったりそったりするのが、女に

とって恥ずべきことであるなら、おおいをかける

べきである。 7男は、神のかたちであり栄光であ

るから、かしらに物をかぶるべきではない。女は

、また男の光栄である。 8なぜなら、男が女から

出たのではなく、女が男から出たのだからである

。 9また、男は女のために造られたのではなく、

女が男のために造られたのである。 10それだか

ら、女は、かしらに権威のしるしをかぶるべきで

ある。それは天使たちのためでもある。 11ただ

、主にあっては、男なしには女はないし、女なし

には男はない。 12それは、女が男から出たよう

に、男もまた女から生れたからである。そして、

すべてのものは神から出たのである。 13あなた

がた自身で判断してみるがよい。女がおおいをか

けずに神に祈るのは、ふさわしいことだろうか。

14自然そのものが教えているではないか。男に長

い髪があれば彼の恥になり、 15女に長い髪があ

れば彼女の光栄になるのである。長い髪はおおい

の代りに女に与えられているものだからである。

16しかし、だれかがそれに反対の意見を持ってい

ても、そんな風習はわたしたちにはなく、神の諸

教会にもない。 17ところで、次のことを命じる
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については、あなたがたをほめるわけにはいかな

い。というのは、あなたがたの集まりが利益にな

らないで、かえって損失になっているからである

。 18まず、あなたがたが教会に集まる時、お互

の間に分争があることを、わたしは耳にしており

、そしていくぶんか、それを信じている。 19た

しかに、あなたがたの中でほんとうの者が明らか

にされるためには、分派もなければなるまい。 20

そこで、あなたがたが一緒に集まるとき、主の晩

餐を守ることができないでいる。 21というのは

、食事の際、各自が自分の晩餐をかってに先に食

べるので、飢えている人があるかと思えば、酔っ

ている人がある始末である。 22あなたがたには

、飲み食いをする家がないのか。それとも、神の

教会を軽んじ、貧しい人々をはずかしめるのか。

わたしはあなたがたに対して、なんと言おうか。

あなたがたを、ほめようか。この事では、ほめる

わけにはいかない。 23わたしは、主から受けた

ことを、また、あなたがたに伝えたのである。す

なわち、主イエスは、渡される夜、パンをとり、

24感謝してこれをさき、そして言われた、「これ

はあなたがたのための、わたしのからだである。

わたしを記念するため、このように行いなさい」

。 25食事ののち、杯をも同じようにして言われ

た、「この杯は、わたしの血による新しい契約で

ある。飲むたびに、わたしの記念として、このよ

うに行いなさい」。 26だから、あなたがたは、

このパンを食し、この杯を飲むごとに、それによ

って、主がこられる時に至るまで、主の死を告げ

知らせるのである。 27だから、ふさわしくない

ままでパンを食し主の杯を飲む者は、主のからだ

と血とを犯すのである。 28だれでもまず自分を

吟味し、それからパンを食べ杯を飲むべきである

。 29主のからだをわきまえないで飲み食いする

者は、その飲み食いによって自分にさばきを招く

からである。 30あなたがたの中に、弱い者や病

人が大ぜいおり、また眠った者も少なくないのは

、そのためである。 31しかし、自分をよくわき

まえておくならば、わたしたちはさばかれること

はないであろう。 32しかし、さばかれるとすれ

ば、それは、この世と共に罪に定められないため

に、主の懲らしめを受けることなのである。 33

それだから、兄弟たちよ。食事のために集まる時

には、互に待ち合わせなさい。 34もし空腹であ

ったら、さばきを受けに集まることにならないた

め、家で食べるがよい。そのほかの事は、わたし

が行った時に、定めることにしよう。

12兄弟たちよ。霊の賜物については、次のこと
を知らずにいてもらいたくない。 2あなたが

たがまだ異邦人であった時、誘われるまま、物の

言えない偶像のところに引かれて行ったことは、

あなたがたの承知しているとおりである。 3そこ

で、あなたがたに言っておくが、神の霊によって

語る者はだれも「イエスはのろわれよ」とは言わ

ないし、また、聖霊によらなければ、だれも「イ

エスは主である」と言うことができない。 4霊の

賜物は種々あるが、御霊は同じである。 5務は種

々あるが、主は同じである。 6働きは種々あるが

、すべてのものの中に働いてすべてのことをなさ

る神は、同じである。 7各自が御霊の現れを賜わ

っているのは、全体の益になるためである。 8す

なわち、ある人には御霊によって知恵の言葉が与

えられ、ほかの人には、同じ御霊によって知識の

言、 9またほかの人には、同じ御霊によって信仰

、またほかの人には、一つの御霊によっていやし

の賜物、 10またほかの人には力あるわざ、また

ほかの人には預言、またほかの人には霊を見わけ

る力、またほかの人には種々の異言、またほかの

人には異言を解く力が、与えられている。 11す

べてこれらのものは、一つの同じ御霊の働きであ

って、御霊は思いのままに、それらを各自に分け

与えられるのである。 12からだが一つであって

も肢体は多くあり、また、からだのすべての肢体

が多くあっても、からだは一つであるように、キ

リストの場合も同様である。 13なぜなら、わた

したちは皆、ユダヤ人もギリシヤ人も、奴隷も自

由人も、一つの御霊によって、一つのからだとな

るようにバプテスマを受け、そして皆一つの御霊

を飲んだからである。 14実際、からだは一つの

肢体だけではなく、多くのものからできている。

15もし足が、わたしは手ではないから、からだに

属していないと言っても、それで、からだに属さ

ないわけではない。 16また、もし耳が、わたし

は目ではないから、からだに属していないと言っ

ても、それで、からだに属さないわけではない。

17もしからだ全体が目だとすれば、どこで聞くの

か。もし、からだ全体が耳だとすれば、どこでか

ぐのか。 18そこで神は御旨のままに、肢体をそ

れぞれ、からだに備えられたのである。 19もし
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、すべてのものが一つの肢体なら、どこにからだ

があるのか。 20ところが実際、肢体は多くある

が、からだは一つなのである。 21目は手にむか

って、「おまえはいらない」とは言えず、また頭

は足にむかって、「おまえはいらない」とも言え

ない。 22そうではなく、むしろ、からだのうち

で他よりも弱く見える肢体が、かえって必要なの

であり、 23からだのうちで、他よりも見劣りが

すると思えるところに、ものを着せていっそう見

よくする。麗しくない部分はいっそう麗しくする

が、 24麗しい部分はそうする必要がない。神は

劣っている部分をいっそう見よくして、からだに

調和をお与えになったのである。 25それは、か

らだの中に分裂がなく、それぞれの肢体が互にい

たわり合うためなのである。 26もし一つの肢体

が悩めば、ほかの肢体もみな共に悩み、一つの肢

体が尊ばれると、ほかの肢体もみな共に喜ぶ。 27

あなたがたはキリストのからだであり、ひとりび

とりはその肢体である。 28そして、神は教会の

中で、人々を立てて、第一に使徒、第二に預言者

、第三に教師とし、次に力あるわざを行う者、次

にいやしの賜物を持つ者、また補助者、管理者、

種々の異言を語る者をおかれた。 29みんなが使

徒だろうか。みんなが預言者だろうか。みんなが

教師だろうか。みんなが力あるわざを行う者だろ

うか。 30みんながいやしの賜物を持っているの

だろうか。みんなが異言を語るのだろうか。みん

なが異言を解くのだろうか。 31だが、あなたが

たは、更に大いなる賜物を得ようと熱心に努めな

さい。そこで、わたしは最もすぐれた道をあなた

がたに示そう。

13たといわたしが、人々の言葉や御使たちの言
葉を語っても、もし愛がなければ、わたしは

、やかましい鐘や騒がしい鐃鉢と同じである。 2

たといまた、わたしに預言をする力があり、あら

ゆる奥義とあらゆる知識とに通じていても、また

、山を移すほどの強い信仰があっても、もし愛が

なければ、わたしは無に等しい。 3たといまた、

わたしが自分の全財産を人に施しても、また、自

分のからだを焼かれるために渡しても、もし愛が

なければ、いっさいは無益である。 4愛は寛容で

あり、愛は情深い。また、ねたむことをしない。

愛は高ぶらない、誇らない、 5不作法をしない、

自分の利益を求めない、いらだたない、恨みをい

だかない。 6不義を喜ばないで真理を喜ぶ。 7そ

して、すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望

み、すべてを耐える。 8愛はいつまでも絶えるこ

とがない。しかし、預言はすたれ、異言はやみ、

知識はすたれるであろう。 9なぜなら、わたした

ちの知るところは一部分であり、預言するところ

も一部分にすぎない。 10全きものが来る時には

、部分的なものはすたれる。 11わたしたちが幼

な子であった時には、幼な子らしく語り、幼な子

らしく感じ、また、幼な子らしく考えていた。し

かし、おとなとなった今は、幼な子らしいことを

捨ててしまった。 12わたしたちは、今は、鏡に

映して見るようにおぼろげに見ている。しかしそ

の時には、顔と顔とを合わせて、見るであろう。

わたしの知るところは、今は一部分にすぎない。

しかしその時には、わたしが完全に知られている

ように、完全に知るであろう。 13このように、

いつまでも存続するものは、信仰と希望と愛と、

この三つである。このうちで最も大いなるものは

、愛である。

14愛を追い求めなさい。また、霊の賜物を、こ
とに預言することを、熱心に求めなさい。 2

異言を語る者は、人にむかって語るのではなく、

神にむかって語るのである。それはだれにもわか

らない。彼はただ、霊によって奥義を語っている

だけである。 3しかし預言をする者は、人に語っ

てその徳を高め、彼を励まし、慰めるのである。

4異言を語る者は自分だけの徳を高めるが、預言

をする者は教会の徳を高める。 5わたしは実際、

あなたがたがひとり残らず異言を語ることを望む

が、特に預言をしてもらいたい。教会の徳を高め

るように異言を解かない限り、異言を語る者より

も、預言をする者の方がまさっている。 6だから

、兄弟たちよ。たといわたしがあなたがたの所に

行って異言を語るとしても、啓示か知識か預言か

教かを語らなければ、あなたがたに、なんの役に

立つだろうか。 7また、笛や立琴のような楽器で

も、もしその音に変化がなければ、何を吹いてい

るのか、弾いているのか、どうして知ることがで

きようか。 8また、もしラッパがはっきりした音

を出さないなら、だれが戦闘の準備をするだろう

か。 9それと同様に、もしあなたがたが異言では

っきりしない言葉を語れば、どうしてその語るこ

とがわかるだろうか。それでは、空にむかって語
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っていることになる。 10世には多種多様の言葉

があるだろうが、意味のないものは一つもない。

11もしその言葉の意味がわからないなら、語って

いる人にとっては、わたしは異国人であり、語っ

ている人も、わたしにとっては異国人である。 12

だから、あなたがたも、霊の賜物を熱心に求めて

いる以上は、教会の徳を高めるために、それを豊

かにいただくように励むがよい。 13このような

わけであるから、異言を語る者は、自分でそれを

解くことができるように祈りなさい。 14もしわ

たしが異言をもって祈るなら、わたしの霊は祈る

が、知性は実を結ばないからである。 15すると

、どうしたらよいのか。わたしは霊で祈ると共に

、知性でも祈ろう。霊でさんびを歌うと共に、知

性でも歌おう。 16そうでないと、もしあなたが

霊で祝福の言葉を唱えても、初心者の席にいる者

は、あなたの感謝に対して、どうしてアァメンと

言えようか。あなたが何を言っているのか、彼に

は通じない。 17感謝するのは結構だが、それで

、ほかの人の徳を高めることにはならない。 18

わたしは、あなたがたのうちのだれよりも多く異

言が語れることを、神に感謝する。 19しかし教

会では、一万の言葉を異言で語るよりも、ほかの

人たちをも教えるために、むしろ五つの言葉を知

性によって語る方が願わしい。 20兄弟たちよ。

物の考えかたでは、子供となってはいけない。悪

事については幼な子となるのはよいが、考えかた

では、おとなとなりなさい。 21律法にこう書い

てある、「わたしは、異国の舌と異国のくちびる

とで、この民に語るが、それでも、彼らはわたし

に耳を傾けない、と主が仰せになる」。 22この

ように、異言は信者のためではなく未信者のため

のしるしであるが、預言は未信者のためではなく

信者のためのしるしである。 23もし全教会が一

緒に集まって、全員が異言を語っているところに

、初心者か不信者かがはいってきたら、彼らはあ

なたがたを気違いだと言うだろう。 24しかし、

全員が預言をしているところに、不信者か初心者

がはいってきたら、彼の良心はみんなの者に責め

られ、みんなの者にさばかれ、 25その心の秘密

があばかれ、その結果、ひれ伏して神を拝み、「

まことに、神があなたがたのうちにいます」と告

白するに至るであろう。 26すると、兄弟たちよ

。どうしたらよいのか。あなたがたが一緒に集ま

る時、各自はさんびを歌い、教をなし、啓示を告

げ、異言を語り、それを解くのであるが、すべて

は徳を高めるためにすべきである。 27もし異言

を語る者があれば、ふたりか、多くて三人の者が

、順々に語り、そして、ひとりがそれを解くべき

である。 28もし解く者がいない時には、教会で

は黙っていて、自分に対しまた神に対して語って

いるべきである。 29預言をする者の場合にも、

ふたりか三人かが語り、ほかの者はそれを吟味す

べきである。 30しかし、席にいる他の者が啓示

を受けた場合には、初めの者は黙るがよい。 31

あなたがたは、みんなが学びみんなが勧めを受け

るために、ひとりずつ残らず預言をすることがで

きるのだから。 32かつ、預言者の霊は預言者に

服従するものである。 33神は無秩序の神ではな

く、平和の神である。聖徒たちのすべての教会で

行われているように、 34婦人たちは教会では黙

っていなければならない。彼らは語ることが許さ

れていない。だから、律法も命じているように、

服従すべきである。 35もし何か学びたいことが

あれば、家で自分の夫に尋ねるがよい。教会で語

るのは、婦人にとっては恥ずべきことである。 36

それとも、神の言はあなたがたのところから出た

のか。あるいは、あなたがただけにきたのか。 37

もしある人が、自分は預言者か霊の人であると思

っているなら、わたしがあなたがたに書いている

ことは、主の命令だと認めるべきである。 38も

しそれを無視する者があれば、その人もまた無視

される。 39わたしの兄弟たちよ。このようなわ

けだから、預言することを熱心に求めなさい。ま

た、異言を語ることを妨げてはならない。 40し

かし、すべてのことを適宜に、かつ秩序を正して

行うがよい。

15兄弟たちよ。わたしが以前あなたがたに伝え
た福音、あなたがたが受けいれ、それによっ

て立ってきたあの福音を、思い起してもらいたい

。 2もしあなたがたが、いたずらに信じないで、

わたしの宣べ伝えたとおりの言葉を固く守ってお

れば、この福音によって救われるのである。 3わ

たしが最も大事なこととしてあなたがたに伝えた

のは、わたし自身も受けたことであった。すなわ

ちキリストが、聖書に書いてあるとおり、わたし

たちの罪のために死んだこと、 4そして葬られた

こと、聖書に書いてあるとおり、三日目によみが

えったこと、 5ケパに現れ、次に、十二人に現れ
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たことである。 6そののち、五百人以上の兄弟た

ちに、同時に現れた。その中にはすでに眠った者

たちもいるが、大多数はいまなお生存している。

7そののち、ヤコブに現れ、次に、すべての使徒

たちに現れ、 8そして最後に、いわば、月足らず

に生れたようなわたしにも、現れたのである。 9

実際わたしは、神の教会を迫害したのであるから

、使徒たちの中でいちばん小さい者であって、使

徒と呼ばれる値うちのない者である。 10しかし

、神の恵みによって、わたしは今日あるを得てい

るのである。そして、わたしに賜わった神の恵み

はむだにならず、むしろ、わたしは彼らの中のだ

れよりも多く働いてきた。しかしそれは、わたし

自身ではなく、わたしと共にあった神の恵みであ

る。 11とにかく、わたしにせよ彼らにせよ、そ

のように、わたしたちは宣べ伝えており、そのよ

うに、あなたがたは信じたのである。 12さて、

キリストは死人の中からよみがえったのだと宣べ

伝えられているのに、あなたがたの中のある者が

、死人の復活などはないと言っているのは、どう

したことか。 13もし死人の復活がないならば、

キリストもよみがえらなかったであろう。 14も

しキリストがよみがえらなかったとしたら、わた

したちの宣教はむなしく、あなたがたの信仰もま

たむなしい。 15すると、わたしたちは神にそむ

く偽証人にさえなるわけだ。なぜなら、万一死人

がよみがえらないとしたら、わたしたちは神が実

際よみがえらせなかったはずのキリストを、よみ

がえらせたと言って、神に反するあかしを立てた

ことになるからである。 16もし死人がよみがえ

らないなら、キリストもよみがえらなかったであ

ろう。 17もしキリストがよみがえらなかったと

すれば、あなたがたの信仰は空虚なものとなり、

あなたがたは、いまなお罪の中にいることになろ

う。 18そうだとすると、キリストにあって眠っ

た者たちは、滅んでしまったのである。 19もし

わたしたちが、この世の生活でキリストにあって

単なる望みをいだいているだけだとすれば、わた

したちは、すべての人の中で最もあわれむべき存

在となる。 20しかし事実、キリストは眠ってい

る者の初穂として、死人の中からよみがえったの

である。 21それは、死がひとりの人によってき

たのだから、死人の復活もまた、ひとりの人によ

ってこなければならない。 22アダムにあってす

べての人が死んでいるのと同じように、キリスト

にあってすべての人が生かされるのである。 23

ただ、各自はそれぞれの順序に従わねばならない

。最初はキリスト、次に、主の来臨に際してキリ

ストに属する者たち、 24それから終末となって

、その時に、キリストはすべての君たち、すべて

の権威と権力とを打ち滅ぼして、国を父なる神に

渡されるのである。 25なぜなら、キリストはあ

らゆる敵をその足もとに置く時までは、支配を続

けることになっているからである。 26最後の敵

として滅ぼされるのが、死である。 27「神は万

物を彼の足もとに従わせた」からである。ところ

が、万物を従わせたと言われる時、万物を従わせ

たかたがそれに含まれていないことは、明らかで

ある。 28そして、万物が神に従う時には、御子

自身もまた、万物を従わせたそのかたに従うであ

ろう。それは、神がすべての者にあって、すべて

となられるためである。 29そうでないとすれば

、死者のためにバプテスマを受ける人々は、なぜ

それをするのだろうか。もし死者が全くよみがえ

らないとすれば、なぜ人々が死者のためにバプテ

スマを受けるのか。 30また、なんのために、わ

たしたちはいつも危険を冒しているのか。 31兄

弟たちよ。わたしたちの主キリスト・イエスにあ

って、わたしがあなたがたにつき持っている誇に

かけて言うが、わたしは日々死んでいるのである

。 32もし、わたしが人間の考えによってエペソ

で獣と戦ったとすれば、それはなんの役に立つの

か。もし死人がよみがえらないのなら、「わたし

たちは飲み食いしようではないか。あすもわから

ぬいのちなのだ」。 33まちがってはいけない。

「悪い交わりは、良いならわしをそこなう」。 34

目ざめて身を正し、罪を犯さないようにしなさい

。あなたがたのうちには、神について無知な人々

がいる。あなたがたをはずかしめるために、わた

しはこう言うのだ。 35しかし、ある人は言うだ

ろう。「どんなふうにして、死人がよみがえるの

か。どんなからだをして来るのか」。 36おろか

な人である。あなたのまくものは、死ななければ

、生かされないではないか。 37また、あなたの

まくのは、やがて成るべきからだをまくのではな

い。麦であっても、ほかの種であっても、ただの

種粒にすぎない。 38ところが、神はみこころの

ままに、これにからだを与え、その一つ一つの種

にそれぞれのからだをお与えになる。 39すべて

の肉が、同じ肉なのではない。人の肉があり、獣
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の肉があり、鳥の肉があり、魚の肉がある。 40

天に属するからだもあれば、地に属するからだも

ある。天に属するものの栄光は、地に属するもの

の栄光と違っている。 41日の栄光があり、月の

栄光があり、星の栄光がある。また、この星とあ

の星との間に、栄光の差がある。 42死人の復活

も、また同様である。朽ちるものでまかれ、朽ち

ないものによみがえり、 43卑しいものでまかれ

、栄光あるものによみがえり、弱いものでまかれ

、強いものによみがえり、 44肉のからだでまか

れ、霊のからだによみがえるのである。肉のから

だがあるのだから、霊のからだもあるわけである

。 45聖書に「最初の人アダムは生きたものとな

った」と書いてあるとおりである。しかし最後の

アダムは命を与える霊となった。 46最初にあっ

たのは、霊のものではなく肉のものであって、そ

の後に霊のものが来るのである。 47第一の人は

地から出て土に属し、第二の人は天から来る。 48

この土に属する人に、土に属している人々は等し

く、この天に属する人に、天に属している人々は

等しいのである。 49すなわち、わたしたちは、

土に属している形をとっているのと同様に、また

天に属している形をとるであろう。 50兄弟たち

よ。わたしはこの事を言っておく。肉と血とは神

の国を継ぐことができないし、朽ちるものは朽ち

ないものを継ぐことがない。 51ここで、あなた

がたに奥義を告げよう。わたしたちすべては、眠

り続けるのではない。終りのラッパの響きと共に

、またたく間に、一瞬にして変えられる。 52と

いうのは、ラッパが響いて、死人は朽ちない者に

よみがえらされ、わたしたちは変えられるのであ

る。 53なぜなら、この朽ちるものは必ず朽ちな

いものを着、この死ぬものは必ず死なないものを

着ることになるからである。 54この朽ちるもの

が朽ちないものを着、この死ぬものが死なないも

のを着るとき、聖書に書いてある言葉が成就する

のである。 55「死は勝利にのまれてしまった。

死よ、おまえの勝利は、どこにあるのか。死よ、

おまえのとげは、どこにあるのか」。 (Hadēs g86) 56

死のとげは罪である。罪の力は律法である。 57

しかし感謝すべきことには、神はわたしたちの主

イエス・キリストによって、わたしたちに勝利を

賜わったのである。 58だから、愛する兄弟たち

よ。堅く立って動かされず、いつも全力を注いで

主のわざに励みなさい。主にあっては、あなたが

たの労苦がむだになることはないと、あなたがた

は知っているからである。

16聖徒たちへの献金については、わたしはガラ
テヤの諸教会に命じておいたが、あなたがた

もそのとおりにしなさい。 2一週の初めの日ごと

に、あなたがたはそれぞれ、いくらでも収入に応

じて手もとにたくわえておき、わたしが着いた時

になって初めて集めることのないようにしなさい

。 3わたしが到着したら、あなたがたが選んだ人

々に手紙をつけ、あなたがたの贈り物を持たせて

、エルサレムに送り出すことにしよう。 4もしわ

たしも行く方がよければ、一緒に行くことになろ

う。 5わたしは、マケドニヤを通過してから、あ

なたがたのところに行くことになろう。マケドニ

ヤは通過するだけだが、 6あなたがたの所では、

たぶん滞在するようになり、あるいは冬を過ごす

かも知れない。そうなれば、わたしがどこへゆく

にしても、あなたがたに送ってもらえるだろう。

7わたしは今、あなたがたに旅のついでに会うこ

とは好まない。もし主のお許しがあれば、しばら

くあなたがたの所に滞在したいと望んでいる。 8

しかし五旬節までは、エペソに滞在するつもりだ

。というのは、有力な働きの門がわたしのために

大きく開かれているし、 9また敵対する者も多い

からである。 10もしテモテが着いたら、あなた

がたの所で不安なしに過ごせるようにしてあげて

ほしい。彼はわたしと同様に、主のご用にあたっ

ているのだから。 11だれも彼を軽んじてはいけ

ない。そして、わたしの所に来るように、どうか

彼を安らかに送り出してほしい。わたしは彼が兄

弟たちと一緒に来るのを待っている。 12兄弟ア

ポロについては、兄弟たちと一緒にあなたがたの

所に行くように、たびたび勧めてみた。しかし彼

には、今行く意志は、全くない。適当な機会があ

れば、行くだろう。 13目をさましていなさい。

信仰に立ちなさい。男らしく、強くあってほしい

。 14いっさいのことを、愛をもって行いなさい

。 15兄弟たちよ。あなたがたに勧める。あなた

がたが知っているように、ステパナの家はアカヤ

の初穂であって、彼らは身をもって聖徒に奉仕し

てくれた。 16どうか、このような人々と、また

すべて彼らと共に働き共に労する人々とに、従っ

てほしい。 17わたしは、ステパナとポルトナト

とアカイコとがきてくれたのを喜んでいる。彼ら
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はあなたがたの足りない所を満たし、 18わたし

の心とあなたがたの心とを、安らかにしてくれた

。こうした人々は、重んじなければならない。 19

アジヤの諸教会から、あなたがたによろしく。ア

クラとプリスカとその家の教会から、主にあって

心からよろしく。 20すべての兄弟たちから、よ

ろしく。あなたがたも互に、きよい接吻をもって

あいさつをかわしなさい。 21ここでパウロが、

手ずからあいさつをしるす。 22もし主を愛さな

い者があれば、のろわれよ。マラナ・タ（われら

の主よ、きたりませ）。 23主イエスの恵みが、

あなたがたと共にあるように。 24わたしの愛が

、キリスト・イエスにあって、あなたがた一同と

共にあるように。
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コリント人への手紙

第二

1神の御旨によりキリスト・イエスの使徒とな
ったパウロと、兄弟テモテとから、コリント

にある神の教会、ならびにアカヤ全土にいるすべ

ての聖徒たちへ。 2わたしたちの父なる神と主イ

エス・キリストから、恵みと平安とが、あなたが

たにあるように。 3ほむべきかな、わたしたちの

主イエス・キリストの父なる神、あわれみ深き父

、慰めに満ちたる神。 4神は、いかなる患難の中

にいる時でもわたしたちを慰めて下さり、また、

わたしたち自身も、神に慰めていただくその慰め

をもって、あらゆる患難の中にある人々を慰める

ことができるようにして下さるのである。 5それ

は、キリストの苦難がわたしたちに満ちあふれて

いるように、わたしたちの受ける慰めもまた、キ

リストによって満ちあふれているからである。 6

わたしたちが患難に会うなら、それはあなたがた

の慰めと救とのためであり、慰めを受けるなら、

それはあなたがたの慰めのためであって、その慰

めは、わたしたちが受けているのと同じ苦難に耐

えさせる力となるのである。 7だから、あなたが

たに対していだいているわたしたちの望みは、動

くことがない。あなたがたが、わたしたちと共に

苦難にあずかっているように、慰めにも共にあず

かっていることを知っているからである。 8兄弟

たちよ。わたしたちがアジヤで会った患難を、知

らずにいてもらいたくない。わたしたちは極度に

、耐えられないほど圧迫されて、生きる望みをさ

え失ってしまい、 9心のうちで死を覚悟し、自分

自身を頼みとしないで、死人をよみがえらせて下

さる神を頼みとするに至った。 10神はこのよう

な死の危険から、わたしたちを救い出して下さっ

た、また救い出して下さるであろう。わたしたち

は、神が今後も救い出して下さることを望んでい

る。 11そして、あなたがたもまた祈をもって、

ともどもに、わたしたちを助けてくれるであろう

。これは多くの人々の願いによりわたしたちに賜

わった恵みについて、多くの人が感謝をささげる

ようになるためである。 12さて、わたしたちが

この世で、ことにあなたがたに対し、人間の知恵

によってではなく神の恵みによって、神の神聖と

真実とによって行動してきたことは、実にわたし

たちの誇であって、良心のあかしするところであ

る。 13わたしたちが書いていることは、あなた

がたが読んで理解できないことではない。それを

完全に理解してくれるように、わたしは希望する

。 14すでにある程度わたしたちを理解してくれ

ているとおり、わたしたちの主イエスの日には、

あなたがたがわたしたちの誇であるように、わた

したちもあなたがたの誇なのである。 15この確

信をもって、わたしたちはもう一度恵みを得させ

たいので、まずあなたがたの所に行き、 16それ

からそちらを通ってマケドニヤにおもむき、そし

て再びマケドニヤからあなたがたの所に帰り、あ

なたがたの見送りを受けてユダヤに行く計画を立

てたのである。 17この計画を立てたのは、軽率

なことであったであろうか。それとも、自分の計

画を肉の思いによって計画したため、わたしの「

しかり、しかり」が同時に「否、否」であったの

だろうか。 18神の真実にかけて言うが、あなた

がたに対するわたしの言葉は、「しかり」と同時

に「否」というようなものではない。 19なぜな

ら、わたしたち、すなわち、わたしとシルワノと

テモテとが、あなたがたに宣べ伝えた神の子キリ

スト・イエスは、「しかり」となると同時に「否

」となったのではない。そうではなく、「しかり

」がイエスにおいて実現されたのである。 20な

ぜなら、神の約束はことごとく、彼において「し

かり」となったからである。だから、わたしたち

は、彼によって「アァメン」と唱えて、神に栄光

を帰するのである。 21あなたがたと共にわたし

たちを、キリストのうちに堅くささえ、油をそそ

いで下さったのは、神である。 22神はまた、わ

たしたちに証印をおし、その保証として、わたし

たちの心に御霊を賜わったのである。 23わたし

は自分の魂をかけ、神を証人に呼び求めて言うが

、わたしがコリントに行かないでいるのは、あな

たがたに対して寛大でありたいためである。 24

わたしたちは、あなたがたの信仰を支配する者で

はなく、あなたがたの喜びのために共に働いてい

る者にすぎない。あなたがたは、信仰に堅く立っ

ているからである。

2そこでわたしは、あなたがたの所に再び悲し
みをもって行くことはすまいと、決心したの

である。 2もしあなたがたを悲しませるとすれば

、わたしが悲しませているその人以外に、だれが
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わたしを喜ばせてくれるのか。 3このような事を

書いたのは、わたしが行く時、わたしを喜ばせて

くれるはずの人々から、悲しい思いをさせられた

くないためである。わたし自身の喜びはあなたが

た全体の喜びであることを、あなたがたすべてに

ついて確信しているからである。 4わたしは大き

な患難と心の憂いの中から、多くの涙をもってあ

なたがたに書きおくった。それは、あなたがたを

悲しませるためではなく、あなたがたに対してあ

ふれるばかりにいだいているわたしの愛を、知っ

てもらうためであった。 5しかし、もしだれかが

人を悲しませたとすれば、それはわたしを悲しま

せたのではなく、控え目に言うが、ある程度、あ

なたがた一同を悲しませたのである。 6その人に

とっては、多数の者から受けたあの処罰でもう十

分なのだから、 7あなたがたはむしろ彼をゆるし

、また慰めてやるべきである。そうしないと、そ

の人はますます深い悲しみに沈むかも知れない。

8そこでわたしは、彼に対して愛を示すように、

あなたがたに勧める。 9わたしが書きおくったの

も、あなたがたがすべての事について従順である

かどうかを、ためすためにほかならなかった。 10

もしあなたがたが、何かのことについて人をゆる

すなら、わたしもまたゆるそう。そして、もしわ

たしが何かのことでゆるしたとすれば、それは、

あなたがたのためにキリストのみまえでゆるした

のである。 11そうするのは、サタンに欺かれる

ことのないためである。わたしたちは、彼の策略

を知らないわけではない。 12さて、キリストの

福音のためにトロアスに行ったとき、わたしのた

めに主の門が開かれたにもかかわらず、 13兄弟

テトスに会えなかったので、わたしは気が気でな

く、人々に別れて、マケドニヤに出かけて行った

。 14しかるに、神は感謝すべきかな。神はいつ

もわたしたちをキリストの凱旋に伴い行き、わた

したちをとおしてキリストを知る知識のかおりを

、至る所に放って下さるのである。 15わたした

ちは、救われる者にとっても滅びる者にとっても

、神に対するキリストのかおりである。 16後者

にとっては、死から死に至らせるかおりであり、

前者にとっては、いのちからいのちに至らせるか

おりである。いったい、このような任務に、だれ

が耐え得ようか。 17しかし、わたしたちは、多

くの人のように神の言を売物にせず、真心をこめ

て、神につかわされた者として神のみまえで、キ

リストにあって語るのである。

3わたしたちは、またもや、自己推薦をし始め
ているのだろうか。それとも、ある人々のよ

うに、あなたがたにあてた、あるいは、あなたが

たからの推薦状が必要なのだろうか。 2わたした

ちの推薦状は、あなたがたなのである。それは、

わたしたちの心にしるされていて、すべての人に

知られ、かつ読まれている。 3そして、あなたが

たは自分自身が、わたしたちから送られたキリス

トの手紙であって、墨によらず生ける神の霊によ

って書かれ、石の板にではなく人の心の板に書か

れたものであることを、はっきりとあらわしてい

る。 4こうした確信を、わたしたちはキリストに

より神に対していだいている。 5もちろん、自分

自身で事を定める力が自分にある、と言うのでは

ない。わたしたちのこうした力は、神からきてい

る。 6神はわたしたちに力を与えて、新しい契約

に仕える者とされたのである。それは、文字に仕

える者ではなく、霊に仕える者である。文字は人

を殺し、霊は人を生かす。 7もし石に彫りつけた

文字による死の務が栄光のうちに行われ、そのた

めイスラエルの子らは、モーセの顔の消え去るべ

き栄光のゆえに、その顔を見つめることができな

かったとすれば、 8まして霊の務は、はるかに栄

光あるものではなかろうか。 9もし罪を宣告する

務が栄光あるものだとすれば、義を宣告する務は

、はるかに栄光に満ちたものである。 10そして

、すでに栄光を受けたものも、この場合、はるか

にまさった栄光のまえに、その栄光を失ったので

ある。 11もし消え去るべきものが栄光をもって

現れたのなら、まして永存すべきものは、もっと

栄光のあるべきものである。 12こうした望みを

いだいているので、わたしたちは思いきって大胆

に語り、 13そしてモーセが、消え去っていくも

のの最後をイスラエルの子らに見られまいとして

、顔におおいをかけたようなことはしない。 14

実際、彼らの思いは鈍くなっていた。今日に至る

まで、彼らが古い契約を朗読する場合、その同じ

おおいが取り去られないままで残っている。それ

は、キリストにあってはじめて取り除かれるので

ある。 15今日に至るもなお、モーセの書が朗読

されるたびに、おおいが彼らの心にかかっている

。 16しかし主に向く時には、そのおおいは取り
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除かれる。 17主は霊である。そして、主の霊の

あるところには、自由がある。 18わたしたちは

みな、顔おおいなしに、主の栄光を鏡に映すよう

に見つつ、栄光から栄光へと、主と同じ姿に変え

られていく。これは霊なる主の働きによるのであ

る。

4このようにわたしたちは、あわれみを受けて
この務についているのだから、落胆せずに、 2

恥ずべき隠れたことを捨て去り、悪巧みによって

歩かず、神の言を曲げず、真理を明らかにし、神

のみまえに、すべての人の良心に自分を推薦する

のである。 3もしわたしたちの福音がおおわれて

いるなら、滅びる者どもにとっておおわれている

のである。 4彼らの場合、この世の神が不信の者

たちの思いをくらませて、神のかたちであるキリ

ストの栄光の福音の輝きを、見えなくしているの

である。 (aiōn g165) 5しかし、わたしたちは自分自

身を宣べ伝えるのではなく、主なるキリスト・イ

エスを宣べ伝える。わたしたち自身は、ただイエ

スのために働くあなたがたの僕にすぎない。 6「

やみの中から光が照りいでよ」と仰せになった神

は、キリストの顔に輝く神の栄光の知識を明らか

にするために、わたしたちの心を照して下さった

のである。 7しかしわたしたちは、この宝を土の

器の中に持っている。その測り知れない力は神の

ものであって、わたしたちから出たものでないこ

とが、あらわれるためである。 8わたしたちは、

四方から患難を受けても窮しない。途方にくれて

も行き詰まらない。 9迫害に会っても見捨てられ

ない。倒されても滅びない。 10いつもイエスの

死をこの身に負うている。それはまた、イエスの

いのちが、この身に現れるためである。 11わた

したち生きている者は、イエスのために絶えず死

に渡されているのである。それはイエスのいのち

が、わたしたちの死ぬべき肉体に現れるためであ

る。 12こうして、死はわたしたちのうちに働き

、いのちはあなたがたのうちに働くのである。 13

「わたしは信じた。それゆえに語った」としるし

てあるとおり、それと同じ信仰の霊を持っている

ので、わたしたちも信じている。それゆえに語る

のである。 14それは、主イエスをよみがえらせ

たかたが、わたしたちをもイエスと共によみがえ

らせ、そして、あなたがたと共にみまえに立たせ

て下さることを、知っているからである。 15す

べてのことは、あなたがたの益であって、恵みが

ますます多くの人に増し加わるにつれ、感謝が満

ちあふれて、神の栄光となるのである。 16だか

ら、わたしたちは落胆しない。たといわたしたち

の外なる人は滅びても、内なる人は日ごとに新し

くされていく。 17なぜなら、このしばらくの軽

い患難は働いて、永遠の重い栄光を、あふれるば

かりにわたしたちに得させるからである。 (aiōnios

g166) 18わたしたちは、見えるものにではなく、見

えないものに目を注ぐ。見えるものは一時的であ

り、見えないものは永遠につづくのである。

(aiōnios g166)

5わたしたちの住んでいる地上の幕屋がこわれ
ると、神からいただく建物、すなわち天にあ

る、人の手によらない永遠の家が備えてあること

を、わたしたちは知っている。 (aiōnios g166) 2そし

て、天から賜わるそのすみかを、上に着ようと切

に望みながら、この幕屋の中で苦しみもだえてい

る。 3それを着たなら、裸のままではいないこと

になろう。 4この幕屋の中にいるわたしたちは、

重荷を負って苦しみもだえている。それを脱ごう

と願うからではなく、その上に着ようと願うから

であり、それによって、死ぬべきものがいのちに

のまれてしまうためである。 5わたしたちを、こ

の事にかなう者にして下さったのは、神である。

そして、神はその保証として御霊をわたしたちに

賜わったのである。 6だから、わたしたちはいつ

も心強い。そして、肉体を宿としている間は主か

ら離れていることを、よく知っている。 7わたし

たちは、見えるものによらないで、信仰によって

歩いているのである。 8それで、わたしたちは心

強い。そして、むしろ肉体から離れて主と共に住

むことが、願わしいと思っている。 9そういうわ

けだから、肉体を宿としているにしても、それか

ら離れているにしても、ただ主に喜ばれる者とな

るのが、心からの願いである。 10なぜなら、わ

たしたちは皆、キリストのさばきの座の前にあら

われ、善であれ悪であれ、自分の行ったことに応

じて、それぞれ報いを受けねばならないからであ

る。 11このようにわたしたちは、主の恐るべき

ことを知っているので、人々に説き勧める。わた

したちのことは、神のみまえには明らかになって

いる。さらに、あなたがたの良心にも明らかにな

るようにと望む。 12わたしたちは、あなたがた
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に対して、またもや自己推薦をしようとするので

はない。ただわたしたちを誇る機会を、あなたが

たに持たせ、心を誇るのではなくうわべだけを誇

る人々に答えうるようにさせたいのである。 13

もしわたしたちが、気が狂っているのなら、それ

は神のためであり、気が確かであるのなら、それ

はあなたがたのためである。 14なぜなら、キリ

ストの愛がわたしたちに強く迫っているからであ

る。わたしたちはこう考えている。ひとりの人が

すべての人のために死んだ以上、すべての人が死

んだのである。 15そして、彼がすべての人のた

めに死んだのは、生きている者がもはや自分のた

めにではなく、自分のために死んでよみがえった

かたのために、生きるためである。 16それだか

ら、わたしたちは今後、だれをも肉によって知る

ことはすまい。かつてはキリストを肉によって知

っていたとしても、今はもうそのような知り方を

すまい。 17だれでもキリストにあるならば、そ

の人は新しく造られた者である。古いものは過ぎ

去った、見よ、すべてが新しくなったのである。

18しかし、すべてこれらの事は、神から出ている

。神はキリストによって、わたしたちをご自分に

和解させ、かつ和解の務をわたしたちに授けて下

さった。 19すなわち、神はキリストにおいて世

をご自分に和解させ、その罪過の責任をこれに負

わせることをしないで、わたしたちに和解の福音

をゆだねられたのである。 20神がわたしたちを

とおして勧めをなさるのであるから、わたしたち

はキリストの使者なのである。そこで、キリスト

に代って願う、神の和解を受けなさい。 21神は

わたしたちの罪のために、罪を知らないかたを罪

とされた。それは、わたしたちが、彼にあって神

の義となるためなのである。

6わたしたちはまた、神と共に働く者として、
あなたがたに勧める。神の恵みをいたずらに

受けてはならない。 2神はこう言われる、「わた

しは、恵みの時にあなたの願いを聞きいれ、救の

日にあなたを助けた」。見よ、今は恵みの時、見

よ、今は救の日である。 3この務がそしりを招か

ないために、わたしたちはどんな事にも、人につ

まずきを与えないようにし、 4かえって、あらゆ

る場合に、神の僕として、自分を人々にあらわし

ている。すなわち、極度の忍苦にも、患難にも、

危機にも、行き詰まりにも、 5むち打たれること

にも、入獄にも、騒乱にも、労苦にも、徹夜にも

、飢餓にも、 6真実と知識と寛容と、慈愛と聖霊

と偽りのない愛と、 7真理の言葉と神の力とによ

り、左右に持っている義の武器により、 8ほめら

れても、そしられても、悪評を受けても、好評を

博しても、神の僕として自分をあらわしている。

わたしたちは、人を惑わしているようであるが、

しかも真実であり、 9人に知られていないようで

あるが、認められ、死にかかっているようである

が、見よ、生きており、懲らしめられているよう

であるが、殺されず、 10悲しんでいるようであ

るが、常に喜んでおり、貧しいようであるが、多

くの人を富ませ、何も持たないようであるが、す

べての物を持っている。 11コリントの人々よ。

あなたがたに向かってわたしたちの口は開かれて

おり、わたしたちの心は広くなっている。 12あ

なたがたは、わたしたちに心をせばめられていた

のではなく、自分で心をせばめていたのだ。 13

わたしは子供たちに対するように言うが、どうか

あなたがたの方でも心を広くして、わたしに応じ

てほしい。 14不信者と、つり合わないくびきを

共にするな。義と不義となんの係わりがあるか。

光とやみとなんの交わりがあるか。 15キリスト

とベリアルとなんの調和があるか。信仰と不信仰

となんの関係があるか。 16神の宮と偶像となん

の一致があるか。わたしたちは、生ける神の宮で

ある。神がこう仰せになっている、「わたしは彼

らの間に住み、かつ出入りをするであろう。そし

て、わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民

となるであろう」。 17だから、「彼らの間から

出て行き、彼らと分離せよ、と主は言われる。そ

して、汚れたものに触てはならない。触なければ

、わたしはあなたがたを受けいれよう。 18そし

てわたしは、あなたがたの父となり、あなたがた

は、わたしのむすこ、むすめとなるであろう。全

能の主が、こう言われる」。

7愛する者たちよ。わたしたちは、このような
約束を与えられているのだから、肉と霊との

いっさいの汚れから自分をきよめ、神をおそれて

全く清くなろうではないか。 2どうか、わたした

ちに心を開いてほしい。わたしたちは、だれにも

不義をしたことがなく、だれをも破滅におとしい

れたことがなく、だれからもだまし取ったことが

ない。 3わたしは、責めるつもりでこう言うので



コリント人への手紙第二903

はない。前にも言ったように、あなたがたはわた

しの心のうちにいて、わたしたちと生死を共にし

ているのである。 4わたしはあなたがたを大いに

信頼し、大いに誇っている。また、あふれるばか

り慰めを受け、あらゆる患難の中にあって喜びに

満ちあふれている。 5さて、マケドニヤに着いた

とき、わたしたちの身に少しの休みもなく、さま

ざまの患難に会い、外には戦い、内には恐れがあ

った。 6しかるに、うちしおれている者を慰める

神は、テトスの到来によって、わたしたちを慰め

て下さった。 7ただ彼の到来によるばかりではな

く、彼があなたがたから受けたその慰めをもって

、慰めて下さった。すなわち、あなたがたがわた

しを慕っていること、嘆いていること、またわた

しに対して熱心であることを知らせてくれたので

、わたしの喜びはいよいよ増し加わったのである

。 8そこで、たとい、あの手紙であなたがたを悲

しませたとしても、わたしはそれを悔いていない

。あの手紙がしばらくの間ではあるが、あなたが

たを悲しませたのを見て悔いたとしても、 9今は

喜んでいる。それは、あなたがたが悲しんだから

ではなく、悲しんで悔い改めるに至ったからであ

る。あなたがたがそのように悲しんだのは、神の

みこころに添うたことであって、わたしたちから

はなんの損害も受けなかったのである。 10神の

みこころに添うた悲しみは、悔いのない救を得さ

せる悔改めに導き、この世の悲しみは死をきたら

せる。 11見よ、神のみこころに添うたその悲し

みが、どんなにか熱情をあなたがたに起させたこ

とか。また、弁明、義憤、恐れ、愛慕、熱意、そ

れから処罰に至らせたことか。あなたがたはあの

問題については、すべての点において潔白である

ことを証明したのである。 12だから、わたしが

あなたがたに書きおくったのは、不義をした人の

ためでも、不義を受けた人のためでもなく、わた

したちに対するあなたがたの熱情が、神の前にあ

なたがたの間で明らかになるためである。 13こ

ういうわけで、わたしたちは慰められたのである

。これらの慰めの上にテトスの喜びが加わって、

わたしたちはなおいっそう喜んだ。彼があなたが

た一同によって安心させられたからである。 14

そして、わたしは彼に対してあなたがたのことを

少しく誇ったが、それはわたしの恥にならないで

すんだ。あなたがたにいっさいのことを真実に語

ったように、テトスに対して誇ったことも真実と

なってきたのである。 15また彼は、あなたがた

一同が従順であって、おそれおののきつつ自分を

迎えてくれたことを思い出して、ますます心をあ

なたがたの方に寄せている。 16わたしは、あな

たがたに全く信頼することができて、喜んでいる

。

8兄弟たちよ。わたしたちはここで、マケドニ
ヤの諸教会に与えられた神の恵みを、あなた

がたに知らせよう。 2すなわち、彼らは、患難の

ために激しい試錬をうけたが、その満ちあふれる

喜びは、極度の貧しさにもかかわらず、あふれ出

て惜しみなく施す富となったのである。 3わたし

はあかしするが、彼らは力に応じて、否、力以上

に施しをした。すなわち、自ら進んで、 4聖徒た

ちへの奉仕に加わる恵みにあずかりたいと、わた

したちに熱心に願い出て、 5わたしたちの希望ど

おりにしたばかりか、自分自身をまず、神のみこ

ころにしたがって、主にささげ、また、わたした

ちにもささげたのである。 6そこで、この募金を

テトスがあなたがたの所で、すでに始めた以上、

またそれを完成するようにと、わたしたちは彼に

勧めたのである。 7さて、あなたがたがあらゆる

事がらについて富んでいるように、すなわち、信

仰にも言葉にも知識にも、あらゆる熱情にも、ま

た、あなたがたに対するわたしたちの愛にも富ん

でいるように、この恵みのわざにも富んでほしい

。 8こう言っても、わたしは命令するのではない

。ただ、他の人たちの熱情によって、あなたがた

の愛の純真さをためそうとするのである。 9あな

たがたは、わたしたちの主イエス・キリストの恵

みを知っている。すなわち、主は富んでおられた

のに、あなたがたのために貧しくなられた。それ

は、あなたがたが、彼の貧しさによって富む者に

なるためである。 10そこで、わたしは、この恵

みのわざについて意見を述べよう。それがあなた

がたの益になるからである。あなたがたはこの事

を、昨年以来、他に先んじて実行したばかりでは

なく、それを願っていた。 11だから今、それを

やりとげなさい。あなたがたが心から願っている

ように、持っているところに応じて、それをやり

とげなさい。 12もし心から願ってそうするなら

、持たないところによらず、持っているところに

よって、神に受けいれられるのである。 13それ

は、ほかの人々に楽をさせて、あなたがたに苦労
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をさせようとするのではなく、持ち物を等しくす

るためである。 14すなわち、今の場合は、あな

たがたの余裕があの人たちの欠乏を補い、後には

、彼らの余裕があなたがたの欠乏を補い、こうし

て等しくなるようにするのである。 15それは「

多く得た者も余ることがなく、少ししか得なかっ

た者も足りないことはなかった」と書いてあると

おりである。 16わたしがあなたがたに対して持

っている同じ熱情を、テトスの心にも与えて下さ

った神に感謝する。 17彼はわたしの勧めを受け

いれ、そして更に熱心になって、自分から進んで

あなたがたのところに行った。 18わたしたちは

また、テトスと一緒に、ひとりの兄弟を送る。こ

の兄弟が福音宣伝の上で得たほまれは、すべての

教会に聞えているが、 19そのうえ、彼は、主ご

自身の栄光があらわれるため、また、わたしたち

の好意を示すために、骨を折って贈り物を集めて

いるわたしたちの同伴者として、諸教会から選ば

れたのである。 20そうしたのは、わたしたちが

集めているこの寄附金のことについて、人にかれ

これ言われるのを避けるためである。 21わたし

たちは、主のみまえばかりではなく、人の前でも

公正であるように、気を配っているのである。 22

また、もうひとりの兄弟を彼らと一緒に送る。わ

たしたちは、多くの事について彼が熱心であった

ことを、たびたび認めた。彼は今、あなたがたを

非常に信頼して、ますます熱心になっている。 23

テトスについて言えば、彼はわたしの仲間であり

、あなたがたに対するわたしの協力者である。こ

の兄弟たちについて言えば、彼らは諸教会の使者

、キリストの栄光である。 24だから、あなたが

たの愛と、また、あなたがたについてわたしたち

がいだいている誇とが、真実であることを、諸教

会の前で彼らにあかししていただきたい。

9聖徒たちに対する援助については、いまさら
、あなたがたに書きおくる必要はない。 2わた

しは、あなたがたの好意を知っており、そのため

に、あなたがたのことをマケドニヤの人々に誇っ

て、アカヤでは昨年以来、すでに準備をしている

のだと言った。そして、あなたがたの熱心は、多

くの人を奮起させたのである。 3わたしが兄弟た

ちを送ることにしたのは、あなたがたについてわ

たしたちの誇ったことが、この場合むなしくなら

ないで、わたしが言ったとおり準備していてもら

いたいからである。 4そうでないと、万一マケド

ニヤ人がわたしと一緒に行って、準備ができてい

ないのを見たら、あなたがたはもちろん、わたし

たちも、かように信じきっていただけに、恥をか

くことになろう。 5だから、わたしは兄弟たちを

促して、あなたがたの所へ先に行かせ、以前あな

たがたが約束していた贈り物の準備をさせておく

ことが必要だと思った。それをしぶりながらでは

なく、心をこめて用意していてほしい。 6わたし

の考えはこうである。少ししかまかない者は、少

ししか刈り取らず、豊かにまく者は、豊かに刈り

取ることになる。 7各自は惜しむ心からでなく、

また、しいられてでもなく、自ら心で決めたとお

りにすべきである。神は喜んで施す人を愛して下

さるのである。 8神はあなたがたにあらゆる恵み

を豊かに与え、あなたがたを常にすべてのことに

満ち足らせ、すべての良いわざに富ませる力のあ

るかたなのである。 9「彼は貧しい人たちに散ら

して与えた。その義は永遠に続くであろう」と書

いてあるとおりである。 (aiōn g165) 10種まく人に種

と食べるためのパンとを備えて下さるかたは、あ

なたがたにも種を備え、それをふやし、そしてあ

なたがたの義の実を増して下さるのである。 11

こうして、あなたがたはすべてのことに豊かにな

って、惜しみなく施し、その施しはわたしたちの

手によって行われ、神に感謝するに至るのである

。 12なぜなら、この援助の働きは、聖徒たちの

欠乏を補えだけではなく、神に対する多くの感謝

によってますます豊かになるからである。 13す

なわち、この援助を行った結果として、あなたが

たがキリストの福音の告白に対して従順であるこ

とや、彼らにも、すべての人にも、惜しみなく施

しをしていることがわかってきて、彼らは神に栄

光を帰し、 14そして、あなたがたに賜わったき

わめて豊かな神の恵みのゆえに、あなたがたを慕

い、あなたがたのために祈るのである。 15言い

つくせない賜物のゆえに、神に感謝する。

10さて、「あなたがたの間にいて面と向かって
はおとなしいが、離れていると、気が強くな

る」このパウロが、キリストの優しさ、寛大さを

もって、あなたがたに勧める。 2わたしたちを肉

に従って歩いているかのように思っている人々に

対しては、わたしは勇敢に行動するつもりである

が、あなたがたの所では、どうか、そのような思
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いきったことをしないですむようでありたい。 3

わたしたちは、肉にあって歩いてはいるが、肉に

従って戦っているのではない。 4わたしたちの戦

いの武器は、肉のものではなく、神のためには要

塞をも破壊するほどの力あるものである。わたし

たちはさまざまな議論を破り、 5神の知恵に逆ら

って立てられたあらゆる障害物を打ちこわし、す

べての思いをとりこにしてキリストに服従させ、

6そして、あなたがたが完全に服従した時、すべ

て不従順な者を処罰しようと、用意しているので

ある。 7あなたがたは、うわべの事だけを見てい

る。もしある人が、キリストに属する者だと自任

しているなら、その人はもう一度よく反省すべき

である。その人がキリストに属する者であるよう

に、わたしたちもそうである。 8たとい、あなた

がたを倒すためではなく高めるために主からわた

したちに賜わった権威について、わたしがやや誇

りすぎたとしても、恥にはなるまい。 9ただ、わ

たしは、手紙であなたがたをおどしているのだと

、思われたくはない。 10人は言う、「彼の手紙

は重味があって力強いが、会って見ると外見は弱

々しく、話はつまらない」。 11そういう人は心

得ているがよい。わたしたちは、離れていて書き

おくる手紙の言葉どおりに、一緒にいる時でも同

じようにふるまうのである。 12わたしたちは、

自己推薦をするような人々と自分を同列においた

り比較したりはしない。彼らは仲間同志で互には

かり合ったり、互に比べ合ったりしているが、知

恵のないしわざである。 13しかし、わたしたち

は限度をこえて誇るようなことはしない。むしろ

、神が割り当てて下さった地域の限度内で誇るに

すぎない。わたしはその限度にしたがって、あな

たがたの所まで行ったのである。 14わたしたち

は、あなたがたの所まで行けない者であるかのよ

うに、むりに手を延ばしているのではない。事実

、わたしたちが最初にキリストの福音を携えて、

あなたがたの所までも行ったのである。 15わた

したちは限度をこえて、他人の働きを誇るような

ことはしない。ただ、あなたがたの信仰が成長す

るにつれて、わたしたちの働きの範囲があなたが

たの中でますます大きくなることを望んでいる。

16こうして、わたしたちはほかの人の地域ですで

になされていることを誇ることはせずに、あなた

がたを越えたさきざきにまで、福音を宣べ伝えた

い。 17誇る者は主を誇るべきである。 18自分で

自分を推薦する人ではなく、主に推薦される人こ

そ、確かな人なのである。

11わたしが少しばかり愚かなことを言うのを、
どうか、忍んでほしい。もちろん忍んでくれ

るのだ。 2わたしは神の熱情をもって、あなたが

たを熱愛している。あなたがたを、きよいおとめ

として、ただひとりの男子キリストにささげるた

めに、婚約させたのである。 3ただ恐れるのは、

エバがへびの悪巧みで誘惑されたように、あなた

がたの思いが汚されて、キリストに対する純情と

貞操とを失いはしないかということである。 4と

いうのは、もしある人がきて、わたしたちが宣べ

伝えもしなかったような異なるイエスを宣べ伝え

、あるいは、あなたがたが受けたことのない違っ

た霊を受け、あるいは、受けいれたことのない違

った福音を聞く場合に、あなたがたはよくもそれ

を忍んでいる。 5事実、わたしは、あの大使徒た

ちにいささかも劣ってはいないと思う。 6たとい

弁舌はつたなくても、知識はそうでない。わたし

は、事ごとに、いろいろの場合に、あなたがたに

対してそれを明らかにした。 7それとも、あなた

がたを高めるために自分を低くして、神の福音を

価なしにあなたがたに宣べ伝えたことが、罪にな

るのだろうか。 8わたしは他の諸教会をかすめた

と言われながら得た金で、あなたがたに奉仕し、

9あなたがたの所にいて貧乏をした時にも、だれ

にも負担をかけたことはなかった。わたしの欠乏

は、マケドニヤからきた兄弟たちが、補ってくれ

た。こうして、わたしはすべての事につき、あな

たがたに重荷を負わせまいと努めてきたし、今後

も努めよう。 10わたしの内にあるキリストの真

実にかけて言う、この誇がアカヤ地方で封じられ

るようなことは、決してない。 11なぜであるか

。わたしがあなたがたを愛していないからか。そ

れは、神がご存じである。 12しかし、わたしは

、現在していることを今後もしていこう。それは

、わたしたちと同じように誇りうる立ち場を得よ

うと機会をねらっている者どもから、その機会を

断ち切ってしまうためである。 13こういう人々

はにせ使徒、人をだます働き人であって、キリス

トの使徒に擬装しているにすぎないからである。

14しかし、驚くには及ばない。サタンも光の天使

に擬装するのだから。 15だから、たといサタン

の手下どもが、義の奉仕者のように擬装したとし
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ても、不思議ではない。彼らの最期は、そのしわ

ざに合ったものとなろう。 16繰り返して言うが

、だれも、わたしを愚か者と思わないでほしい。

もしそう思うなら、愚か者あつかいにされてもよ

いから、わたしにも、少し誇らせてほしい。 17

いま言うことは、主によって言うのではなく、愚

か者のように、自分の誇とするところを信じきっ

て言うのである。 18多くの人が肉によって誇っ

ているから、わたしも誇ろう。 19あなたがたは

賢い人たちなのだから、喜んで愚か者を忍んでく

れるだろう。 20実際、あなたがたは奴隷にされ

ても、食い倒されても、略奪されても、いばられ

ても、顔をたたかれても、それを忍んでいる。 21

言うのも恥ずかしいことだが、わたしたちは弱す

ぎたのだ。もしある人があえて誇るなら、わたし

は愚か者になって言うが、わたしもあえて誇ろう

。 22彼らはヘブル人なのか。わたしもそうであ

る。彼らはイスラエル人なのか。わたしもそうで

ある。彼らはアブラハムの子孫なのか。わたしも

そうである。 23彼らはキリストの僕なのか。わ

たしは気が狂ったようになって言う、わたしは彼

ら以上にそうである。苦労したことはもっと多く

、投獄されたことももっと多く、むち打たれたこ

とは、はるかにおびただしく、死に面したことも

しばしばあった。 24ユダヤ人から四十に一つ足

りないむちを受けたことが五度、 25ローマ人に

むちで打たれたことが三度、石で打たれたことが

一度、難船したことが三度、そして、一昼夜、海

の上を漂ったこともある。 26幾たびも旅をし、

川の難、盗賊の難、同国民の難、異邦人の難、都

会の難、荒野の難、海上の難、にせ兄弟の難に会

い、 27労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜を過ご

し、飢えかわき、しばしば食物がなく、寒さに凍

え、裸でいたこともあった。 28なおいろいろの

事があった外に、日々わたしに迫って来る諸教会

の心配ごとがある。 29だれかが弱っているのに

、わたしも弱らないでおれようか。だれかが罪を

犯しているのに、わたしの心が燃えないでおれよ

うか。 30もし誇らねばならないのなら、わたし

は自分の弱さを誇ろう。 31永遠にほむべき、主

イエス・キリストの父なる神は、わたしが偽りを

言っていないことを、ご存じである。 (aiōn g165) 32

ダマスコでアレタ王の代官が、わたしを捕えるた

めにダマスコ人の町を監視したことがあったが、

33その時わたしは窓から町の城壁づたいに、かご

でつり降ろされて、彼の手からのがれた。

12わたしは誇らざるを得ないので、無益ではあ
ろうが、主のまぼろしと啓示とについて語ろ

う。 2わたしはキリストにあるひとりの人を知っ

ている。この人は十四年前に第三の天にまで引き

上げられたそれが、からだのままであったか、わ

たしは知らない。からだを離れてであったか、そ

れも知らない。神がご存じである。 3この人がそ

れが、からだのままであったか、からだを離れて

であったか、わたしは知らない。神がご存じであ

る 4パラダイスに引き上げられ、そして口に言い

表わせない、人間が語ってはならない言葉を聞い

たのを、わたしは知っている。 5わたしはこうい

う人について誇ろう。しかし、わたし自身につい

ては、自分の弱さ以外には誇ることをすまい。 6

もっとも、わたしが誇ろうとすれば、ほんとうの

事を言うのだから、愚か者にはならないだろう。

しかし、それはさし控えよう。わたしがすぐれた

啓示を受けているので、わたしについて見たり聞

いたりしている以上に、人に買いかぶられるかも

知れないから。 7そこで、高慢にならないように

、わたしの肉体に一つのとげが与えられた。それ

は、高慢にならないように、わたしを打つサタン

の使なのである。 8このことについて、わたしは

彼を離れ去らせて下さるようにと、三度も主に祈

った。 9ところが、主が言われた、「わたしの恵

みはあなたに対して十分である。わたしの力は弱

いところに完全にあらわれる」。それだから、キ

リストの力がわたしに宿るように、むしろ、喜ん

で自分の弱さを誇ろう。 10だから、わたしはキ

リストのためならば、弱さと、侮辱と、危機と、

迫害と、行き詰まりとに甘んじよう。なぜなら、

わたしが弱い時にこそ、わたしは強いからである

。 11わたしは愚か者となった。あなたがたが、

むりにわたしをそうしてしまったのだ。実際は、

あなたがたから推薦されるべきであった。という

のは、たといわたしは取るに足りない者だとして

も、あの大使徒たちにはなんら劣るところがない

からである。 12わたしは、使徒たるの実を、し

るしと奇跡と力あるわざとにより、忍耐をつくし

て、あなたがたの間であらわしてきた。 13いっ

たい、あなたがたが他の教会よりも劣っている点

は何か。ただ、このわたしがあなたがたに負担を
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かけなかったことだけではないか。この不義は、

どうか、ゆるしてもらいたい。 14さて、わたし

は今、三度目にあなたがたの所に行く用意をして

いる。しかし、負担はかけないつもりである。わ

たしの求めているのは、あなたがたの持ち物では

なく、あなたがた自身なのだから。いったい、子

供は親のために財をたくわえて置く必要はなく、

親が子供のためにたくわえて置くべきである。 15

そこでわたしは、あなたがたの魂のためには、大

いに喜んで費用を使い、また、わたし自身をも使

いつくそう。わたしがあなたがたを愛すれば愛す

るほど、あなたがたからますます愛されなくなる

のであろうか。 16わたしは、あなたがたに重荷

を負わせなかったとしても、悪がしこくて、あな

たがたからだまし取ったのだと、人は言う。 17

わたしは、あなたがたにつかわした人たちのうち

のだれかをとおして、あなたがたからむさぼり取

っただろうか。 18わたしは、テトスに勧めてそ

ちらに行かせ、また、かの兄弟を同行させた。テ

トスは、あなたがたからむさぼり取ったことがあ

ろうか。わたしたちは、みな同じ心で歩いたでは

ないか。同じ足並みで歩いたではないか。 19あ

なたがたは、わたしたちがあなたがたに対して弁

明をしているのだと、今までずっと思ってきたで

あろう。しかし、わたしたちは、神のみまえでキ

リストにあって語っているのである。愛する者た

ちよ。これらすべてのことは、あなたがたの徳を

高めるためなのである。 20わたしは、こんな心

配をしている。わたしが行ってみると、もしかし

たら、あなたがたがわたしの願っているような者

ではなく、わたしも、あなたがたの願っているよ

うな者でないことになりはすまいか。もしかした

ら、争い、ねたみ、怒り、党派心、そしり、ざん

げん、高慢、騒乱などがありはすまいか。 21わ

たしが再びそちらに行った場合、わたしの神が、

あなたがたの前でわたしに恥をかかせ、その上、

多くの人が前に罪を犯していながら、その汚れと

不品行と好色とを悔い改めていないので、わたし

を悲しませることになりはすまいか。

13わたしは今、三度目にあなたがたの所に行こ
うとしている。すべての事がらは、ふたりか

三人の証人の証言によって確定する。 2わたしは

、前に罪を犯した者たちやその他のすべての人々

に、二度目に滞在していたとき警告しておいたが

、離れている今またあらかじめ言っておく。今度

行った時には、決して容赦はしない。 3なぜなら

、あなたがたが、キリストのわたしにあって語っ

ておられるという証拠を求めているからである。

キリストは、あなたがたに対して弱くはなく、あ

なたがたのうちにあって強い。 4すなわち、キリ

ストは弱さのゆえに十字架につけられたが、神の

力によって生きておられるのである。このように

、わたしたちもキリストにあって弱い者であるが

、あなたがたに対しては、神の力によって、キリ

ストと共に生きるのである。 5あなたがたは、は

たして信仰があるかどうか、自分を反省し、自分

を吟味するがよい。それとも、イエス・キリスト

があなたがたのうちにおられることを、悟らない

のか。もし悟らなければ、あなたがたは、にせも

のとして見捨てられる。 6しかしわたしは、自分

たちが見捨てられた者ではないことを、知ってい

てもらいたい。 7わたしたちは、あなたがたがど

んな悪をも行わないようにと、神に祈る。それは

、自分たちがほんとうの者であることを見せるた

めではなく、たといわたしたちが見捨てられた者

のようになっても、あなたがたに良い行いをして

もらいたいためである。 8わたしたちは、真理に

逆らっては何をする力もなく、真理にしたがえば

力がある。 9わたしたちは、自分は弱くても、あ

なたがたが強ければ、それを喜ぶ。わたしたちが

特に祈るのは、あなたがたが完全に良くなってく

れることである。 10こういうわけで、離れてい

て以上のようなことを書いたのは、わたしがあな

たがたの所に行ったとき、倒すためではなく高め

るために主が授けて下さった権威を用いて、きび

しい処置をする必要がないようにしたいためであ

る。 11最後に、兄弟たちよ。いつも喜びなさい

。全き者となりなさい。互に励まし合いなさい。

思いを一つにしなさい。平和に過ごしなさい。そ

うすれば、愛と平和の神があなたがたと共にいて

下さるであろう。 12きよい接吻をもって互にあ

いさつをかわしなさい。聖徒たち 13一同が、あ

なたがたによろしく。 14主イエス・キリストの

恵みと、神の愛と、聖霊の交わりとが、あなたが

た一同と共にあるように。
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ガラテヤ人への手紙

1人々からでもなく、人によってでもなく、イ
エス・キリストと彼を死人の中からよみがえ

らせた父なる神とによって立てられた使徒パウロ

、 2ならびにわたしと共にいる兄弟たち一同から

、ガラテヤの諸教会へ。 3わたしたちの父なる神

と主イエス・キリストから、恵みと平安とが、あ

なたがたにあるように。 4キリストは、わたした

ちの父なる神の御旨に従い、わたしたちを今の悪

の世から救い出そうとして、ご自身をわたしたち

の罪のためにささげられたのである。 (aiōn g165) 5

栄光が世々限りなく神にあるように、アァメン。

(aiōn g165) 6あなたがたがこんなにも早く、あなた

がたをキリストの恵みの内へお招きになったかた

から離れて、違った福音に落ちていくことが、わ

たしには不思議でならない。 7それは福音という

べきものではなく、ただ、ある種の人々があなた

がたをかき乱し、キリストの福音を曲げようとし

ているだけのことである。 8しかし、たといわた

したちであろうと、天からの御使であろうと、わ

たしたちが宣べ伝えた福音に反することをあなた

がたに宣べ伝えるなら、その人はのろわるべきで

ある。 9わたしたちが前に言っておいたように、

今わたしは重ねて言う。もしある人が、あなたが

たの受けいれた福音に反することを宣べ伝えてい

るなら、その人はのろわるべきである。 10今わ

たしは、人に喜ばれようとしているのか、それと

も、神に喜ばれようとしているのか。あるいは、

人の歓心を買おうと努めているのか。もし、今も

なお人の歓心を買おうとしているとすれば、わた

しはキリストの僕ではあるまい。 11兄弟たちよ

。あなたがたに、はっきり言っておく。わたしが

宣べ伝えた福音は人間によるものではない。 12

わたしは、それを人間から受けたのでも教えられ

たのでもなく、ただイエス・キリストの啓示によ

ったのである。 13ユダヤ教を信じていたころの

わたしの行動については、あなたがたはすでによ

く聞いている。すなわち、わたしは激しく神の教

会を迫害し、また荒しまわっていた。 14そして

、同国人の中でわたしと同年輩の多くの者にまさ

ってユダヤ教に精進し、先祖たちの言伝えに対し

て、だれよりもはるかに熱心であった。 15とこ

ろが、母の胎内にある時からわたしを聖別し、み

恵みをもってわたしをお召しになったかたが、 16

異邦人の間に宣べ伝えさせるために、御子をわた

しの内に啓示して下さった時、わたしは直ちに、

血肉に相談もせず、 17また先輩の使徒たちに会

うためにエルサレムにも上らず、アラビヤに出て

行った。それから再びダマスコに帰った。 18そ

の後三年たってから、わたしはケパをたずねてエ

ルサレムに上り、彼のもとに十五日間、滞在した

。 19しかし、主の兄弟ヤコブ以外には、ほかの

どの使徒にも会わなかった。 20ここに書いてい

ることは、神のみまえで言うが、決して偽りでは

ない。 21その後、わたしはシリヤとキリキヤと

の地方に行った。 22しかし、キリストにあるユ

ダヤの諸教会には、顔を知られていなかった。 23

ただ彼らは、「かつて自分たちを迫害した者が、

以前には撲滅しようとしていたその信仰を、今は

宣べ伝えている」と聞き、 24わたしのことで、

神をほめたたえた。

2その後十四年たってから、わたしはバルナバ
と一緒に、テトスをも連れて、再びエルサレ

ムに上った。 2そこに上ったのは、啓示によって

である。そして、わたしが異邦人の間に宣べ伝え

ている福音を、人々に示し、「重だった人たち」

には個人的に示した。それは、わたしが現に走っ

ており、またすでに走ってきたことが、むだにな

らないためである。 3しかし、わたしが連れてい

たテトスでさえ、ギリシヤ人であったのに、割礼

をしいられなかった。 4それは、忍び込んできた

にせ兄弟らがいたので彼らが忍び込んできたのは

、キリスト・イエスにあって持っているわたした

ちの自由をねらって、わたしたちを奴隷にするた

めであった。 5わたしたちは、福音の真理があな

たがたのもとに常にとどまっているように、瞬時

も彼らの強要に屈服しなかった。 6そして、かの

「重だった人たち」からは彼らがどんな人であっ

たにしても、それは、わたしには全く問題ではな

い。神は人を分け隔てなさらないのだから事実、

かの「重だった人たち」は、わたしに何も加える

ことをしなかった。 7それどころか、彼らは、ペ

テロが割礼の者への福音をゆだねられているよう

に、わたしには無割礼の者への福音がゆだねられ

ていることを認め、 8（というのは、ペテロに働

きかけて割礼の者への使徒の務につかせたかたは

、わたしにも働きかけて、異邦人につかわして下

さったからである）、 9かつ、わたしに賜わった



ガラテヤ人への手紙909

恵みを知って、柱として重んじられているヤコブ

とケパとヨハネとは、わたしとバルナバとに、交

わりの手を差し伸べた。そこで、わたしたちは異

邦人に行き、彼らは割礼の者に行くことになった

のである。 10ただ一つ、わたしたちが貧しい人

々をかえりみるようにとのことであったが、わた

しはもとより、この事のためにも大いに努めてき

たのである。 11ところが、ケパがアンテオケに

きたとき、彼に非難すべきことがあったので、わ

たしは面とむかって彼をなじった。 12というの

は、ヤコブのもとからある人々が来るまでは、彼

は異邦人と食を共にしていたのに、彼らがきてか

らは、割礼の者どもを恐れ、しだいに身を引いて

離れて行ったからである。 13そして、ほかのユ

ダヤ人たちも彼と共に偽善の行為をし、バルナバ

までがそのような偽善に引きずり込まれた。 14

彼らが福音の真理に従ってまっすぐに歩いていな

いのを見て、わたしは衆人の面前でケパに言った

、「あなたは、ユダヤ人であるのに、自分自身は

ユダヤ人のように生活しないで、異邦人のように

生活していながら、どうして異邦人にユダヤ人の

ようになることをしいるのか」。 15わたしたち

は生れながらのユダヤ人であって、異邦人なる罪

人ではないが、 16人の義とされるのは律法の行

いによるのではなく、ただキリスト・イエスを信

じる信仰によることを認めて、わたしたちもキリ

スト・イエスを信じたのである。それは、律法の

行いによるのではなく、キリストを信じる信仰に

よって義とされるためである。なぜなら、律法の

行いによっては、だれひとり義とされることがな

いからである。 17しかし、キリストにあって義

とされることを求めることによって、わたしたち

自身が罪人であるとされるのなら、キリストは罪

に仕える者なのであろうか。断じてそうではない

。 18もしわたしが、いったん打ちこわしたもの

を、再び建てるとすれば、それこそ、自分が違反

者であることを表明することになる。 19わたし

は、神に生きるために、律法によって律法に死ん

だ。わたしはキリストと共に十字架につけられた

。 20生きているのは、もはや、わたしではない

。キリストが、わたしのうちに生きておられるの

である。しかし、わたしがいま肉にあって生きて

いるのは、わたしを愛し、わたしのためにご自身

をささげられた神の御子を信じる信仰によって、

生きているのである。 21わたしは、神の恵みを

無にはしない。もし、義が律法によって得られる

とすれば、キリストの死はむだであったことにな

る。

3ああ、物わかりのわるいガラテヤ人よ。十字
架につけられたイエス・キリストが、あなた

がたの目の前に描き出されたのに、いったい、だ

れがあなたがたを惑わしたのか。 2わたしは、た

だこの一つの事を、あなたがたに聞いてみたい。

あなたがたが御霊を受けたのは、律法を行ったか

らか、それとも、聞いて信じたからか。 3あなた

がたは、そんなに物わかりがわるいのか。御霊で

始めたのに、今になって肉で仕上げるというのか

。 4あれほどの大きな経験をしたことは、むだで

あったのか。まさか、むだではあるまい。 5する

と、あなたがたに御霊を賜い、力あるわざをあな

たがたの間でなされたのは、律法を行ったからか

、それとも、聞いて信じたからか。 6このように

、アブラハムは「神を信じた。それによって、彼

は義と認められた」のである。 7だから、信仰に

よる者こそアブラハムの子であることを、知るべ

きである。 8聖書は、神が異邦人を信仰によって

義とされることを、あらかじめ知って、アブラハ

ムに、「あなたによって、すべての国民は祝福さ

れるであろう」との良い知らせを、予告したので

ある。 9このように、信仰による者は、信仰の人

アブラハムと共に、祝福を受けるのである。 10

いったい、律法の行いによる者は、皆のろいの下

にある。「律法の書に書いてあるいっさいのこと

を守らず、これを行わない者は、皆のろわれる」

と書いてあるからである。 11そこで、律法によ

っては、神のみまえに義とされる者はひとりもな

いことが、明らかである。なぜなら、「信仰によ

る義人は生きる」からである。 12律法は信仰に

基いているものではない。かえって、「律法を行

う者は律法によって生きる」のである。 13キリ

ストは、わたしたちのためにのろいとなって、わ

たしたちを律法ののろいからあがない出して下さ

った。聖書に、「木にかけられる者は、すべての

ろわれる」と書いてある。 14それは、アブラハ

ムの受けた祝福が、イエス・キリストにあって異

邦人に及ぶためであり、約束された御霊を、わた

したちが信仰によって受けるためである。 15兄

弟たちよ。世のならわしを例にとって言おう。人

間の遺言でさえ、いったん作成されたら、これを
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無効にしたり、これに付け加えたりすることは、

だれにもできない。 16さて、約束は、アブラハ

ムと彼の子孫とに対してなされたのである。それ

は、多数をさして「子孫たちとに」と言わずに、

ひとりをさして「あなたの子孫とに」と言ってい

る。これは、キリストのことである。 17わたし

の言う意味は、こうである。神によってあらかじ

め立てられた契約が、四百三十年の後にできた律

法によって破棄されて、その約束がむなしくなる

ようなことはない。 18もし相続が、律法に基い

てなされるとすれば、もはや約束に基いたもので

はない。ところが事実、神は約束によって、相続

の恵みをアブラハムに賜わったのである。 19そ

れでは、律法はなんであるか。それは違反を促す

ため、あとから加えられたのであって、約束され

ていた子孫が来るまで存続するだけのものであり

、かつ、天使たちをとおし、仲介者の手によって

制定されたものにすぎない。 20仲介者なるもの

は、一方だけに属する者ではない。しかし、神は

ひとりである。 21では、律法は神の約束と相い

れないものか。断じてそうではない。もし人を生

かす力のある律法が与えられていたとすれば、義

はたしかに律法によって実現されたであろう。 22

しかし、約束が、信じる人々にイエス・キリスト

に対する信仰によって与えられるために、聖書は

すべての人を罪の下に閉じ込めたのである。 23

しかし、信仰が現れる前には、わたしたちは律法

の下で監視されており、やがて啓示される信仰の

時まで閉じ込められていた。 24このようにして

律法は、信仰によって義とされるために、わたし

たちをキリストに連れて行く養育掛となったので

ある。 25しかし、いったん信仰が現れた以上、

わたしたちは、もはや養育掛のもとにはいない。

26あなたがたはみな、キリスト・イエスにある信

仰によって、神の子なのである。 27キリストに

合うバプテスマを受けたあなたがたは、皆キリス

トを着たのである。 28もはや、ユダヤ人もギリ

シヤ人もなく、奴隷も自由人もなく、男も女もな

い。あなたがたは皆、キリスト・イエスにあって

一つだからである。 29もしキリストのものであ

るなら、あなたがたはアブラハムの子孫であり、

約束による相続人なのである。

4わたしの言う意味は、こうである。相続人が
子供である間は、全財産の持ち主でありなが

ら、僕となんの差別もなく、 2父親の定めた時期

までは、管理人や後見人の監督の下に置かれてい

るのである。 3それと同じく、わたしたちも子供

であった時には、いわゆるこの世のもろもろの霊

力の下に、縛られていた者であった。 4しかし、

時の満ちるに及んで、神は御子を女から生れさせ

、律法の下に生れさせて、おつかわしになった。

5それは、律法の下にある者をあがない出すため

、わたしたちに子たる身分を授けるためであった

。 6このように、あなたがたは子であるのだから

、神はわたしたちの心の中に、「アバ、父よ」と

呼ぶ御子の霊を送って下さったのである。 7した

がって、あなたがたはもはや僕ではなく、子であ

る。子である以上、また神による相続人である。

8神を知らなかった当時、あなたがたは、本来神

ならぬ神々の奴隷になっていた。 9しかし、今で

は神を知っているのに、否、むしろ神に知られて

いるのに、どうして、あの無力で貧弱な、もろも

ろの霊力に逆もどりして、またもや、新たにその

奴隷になろうとするのか。 10あなたがたは、日

や月や季節や年などを守っている。 11わたしは

、あなたがたのために努力してきたことが、ある

いは、むだになったのではないかと、あなたがた

のことが心配でならない。 12兄弟たちよ。お願

いする。どうか、わたしのようになってほしい。

わたしも、あなたがたのようになったのだから。

あなたがたは、一度もわたしに対して不都合なこ

とをしたことはない。 13あなたがたも知ってい

るとおり、最初わたしがあなたがたに福音を伝え

たのは、わたしの肉体が弱っていたためであった

。 14そして、わたしの肉体にはあなたがたにと

って試錬となるものがあったのに、それを卑しめ

もせず、またきらいもせず、かえってわたしを、

神の使かキリスト・イエスかでもあるように、迎

えてくれた。 15その時のあなたがたの感激は、

今どこにあるのか。はっきり言うが、あなたがた

は、できることなら、自分の目をえぐり出してで

も、わたしにくれたかったのだ。 16それだのに

、真理を語ったために、わたしはあなたがたの敵

になったのか。 17彼らがあなたがたに対して熱

心なのは、善意からではない。むしろ、自分らに

熱心にならせるために、あなたがたをわたしから

引き離そうとしているのである。 18わたしがあ

なたがたの所にいる時だけでなく、いつも、良い

ことについて熱心に慕われるのは、良いことであ
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る。 19ああ、わたしの幼な子たちよ。あなたが

たの内にキリストの形ができるまでは、わたしは

、またもや、あなたがたのために産みの苦しみを

する。 20できることなら、わたしは今あなたが

たの所にいて、語調を変えて話してみたい。わた

しは、あなたがたのことで、途方にくれている。

21律法の下にとどまっていたいと思う人たちよ。

わたしに答えなさい。あなたがたは律法の言うと

ころを聞かないのか。 22そのしるすところによ

ると、アブラハムにふたりの子があったが、ひと

りは女奴隷から、ひとりは自由の女から生れた。

23女奴隷の子は肉によって生れたのであり、自由

の女の子は約束によって生れたのであった。 24

さて、この物語は比喩としてみられる。すなわち

、この女たちは二つの契約をさす。そのひとりは

シナイ山から出て、奴隷となる者を産む。ハガル

がそれである。 25ハガルといえば、アラビヤで

はシナイ山のことで、今のエルサレムに当る。な

ぜなら、それは子たちと共に、奴隷となっている

からである。 26しかし、上なるエルサレムは、

自由の女であって、わたしたちの母をさす。 27

すなわち、こう書いてある、「喜べ、不妊の女よ

。声をあげて喜べ、産みの苦しみを知らない女よ

。ひとり者となっている女は多くの子を産み、そ

の数は、夫ある女の子らよりも多い」。 28兄弟

たちよ。あなたがたは、イサクのように、約束の

子である。 29しかし、その当時、肉によって生

れた者が、霊によって生れた者を迫害したように

、今でも同様である。 30しかし、聖書はなんと

言っているか。「女奴隷とその子とを追い出せ。

女奴隷の子は、自由の女の子と共に相続をしては

ならない」とある。 31だから、兄弟たちよ。わ

たしたちは女奴隷の子ではなく、自由の女の子な

のである。

5自由を得させるために、キリストはわたした
ちを解放して下さったのである。だから、堅

く立って、二度と奴隷のくびきにつながれてはな

らない。 2見よ、このパウロがあなたがたに言う

。もし割礼を受けるなら、キリストはあなたがた

に用のないものになろう。 3割礼を受けようとす

るすべての人たちに、もう一度言っておく。そう

いう人たちは、律法の全部を行う義務がある。 4

律法によって義とされようとするあなたがたは、

キリストから離れてしまっている。恵みから落ち

ている。 5わたしたちは、御霊の助けにより、信

仰によって義とされる望みを強くいだいている。

6キリスト・イエスにあっては、割礼があっても

なくても、問題ではない。尊いのは、愛によって

働く信仰だけである。 7あなたがたはよく走り続

けてきたのに、だれが邪魔をして、真理にそむか

せたのか。 8そのような勧誘は、あなたがたを召

されたかたから出たものではない。 9少しのパン

種でも、粉のかたまり全体をふくらませる。 10

あなたがたはいささかもわたしと違った思いをい

だくことはないと、主にあって信頼している。し

かし、あなたがたを動揺させている者は、それが

だれであろうと、さばきを受けるであろう。 11

兄弟たちよ。わたしがもし今でも割礼を宣べ伝え

ていたら、どうして、いまなお迫害されるはずが

あろうか。そうしていたら、十字架のつまずきは

、なくなっているであろう。 12あなたがたの煽

動者どもは、自ら不具になるがよかろう。 13兄

弟たちよ。あなたがたが召されたのは、実に、自

由を得るためである。ただ、その自由を、肉の働

く機会としないで、愛をもって互に仕えなさい。

14律法の全体は、「自分を愛するように、あなた

の隣り人を愛せよ」というこの一句に尽きるから

である。 15気をつけるがよい。もし互にかみ合

い、食い合っているなら、あなたがたは互に滅ぼ

されてしまうだろう。 16わたしは命じる、御霊

によって歩きなさい。そうすれば、決して肉の欲

を満たすことはない。 17なぜなら、肉の欲する

ところは御霊に反し、また御霊の欲するところは

肉に反するからである。こうして、二つのものは

互に相さからい、その結果、あなたがたは自分で

しようと思うことを、することができないように

なる。 18もしあなたがたが御霊に導かれるなら

、律法の下にはいない。 19肉の働きは明白であ

る。すなわち、不品行、汚れ、好色、 20偶像礼

拝、まじない、敵意、争い、そねみ、怒り、党派

心、分裂、分派、 21ねたみ、泥酔、宴楽、およ

び、そのたぐいである。わたしは以前も言ったよ

うに、今も前もって言っておく。このようなこと

を行う者は、神の国をつぐことがない。 22しか

し、御霊の実は、愛、喜び、平和、寛容、慈愛、

善意、忠実、 23柔和、自制であって、これらを

否定する律法はない。 24キリスト・イエスに属

する者は、自分の肉を、その情と欲と共に十字架

につけてしまったのである。 25もしわたしたち
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が御霊によって生きるのなら、また御霊によって

進もうではないか。 26互にいどみ合い、互にね

たみ合って、虚栄に生きてはならない。

6兄弟たちよ。もしもある人が罪過に陥ってい
ることがわかったなら、霊の人であるあなた

がたは、柔和な心をもって、その人を正しなさい

。それと同時に、もしか自分自身も誘惑に陥るこ

とがありはしないかと、反省しなさい。 2互に重

荷を負い合いなさい。そうすれば、あなたがたは

キリストの律法を全うするであろう。 3もしある

人が、事実そうでないのに、自分が何か偉い者で

あるように思っているとすれば、その人は自分を

欺いているのである。 4ひとりびとり、自分の行

いを検討してみるがよい。そうすれば、自分だけ

には誇ることができても、ほかの人には誇れなく

なるであろう。 5人はそれぞれ、自分自身の重荷

を負うべきである。 6御言を教えてもらう人は、

教える人と、すべて良いものを分け合いなさい。

7まちがってはいけない、神は侮られるようなか

たではない。人は自分のまいたものを、刈り取る

ことになる。 8すなわち、自分の肉にまく者は、

肉から滅びを刈り取り、霊にまく者は、霊から永

遠のいのちを刈り取るであろう。 (aiōnios g166) 9わ

たしたちは、善を行うことに、うみ疲れてはなら

ない。たゆまないでいると、時が来れば刈り取る

ようになる。 10だから、機会のあるごとに、だ

れに対しても、とくに信仰の仲間に対して、善を

行おうではないか。 11ごらんなさい。わたし自

身いま筆をとって、こんなに大きい字で、あなた

がたに書いていることを。 12いったい、肉にお

いて見えを飾ろうとする者たちは、キリスト・イ

エスの十字架のゆえに、迫害を受けたくないばか

りに、あなたがたにしいて割礼を受けさせようと

する。 13事実、割礼のあるもの自身が律法を守

らず、ただ、あなたがたの肉について誇りたいた

めに、割礼を受けさせようとしているのである。

14しかし、わたし自身には、わたしたちの主イエ

ス・キリストの十字架以外に、誇とするものは、

断じてあってはならない。この十字架につけられ

て、この世はわたしに対して死に、わたしもこの

世に対して死んでしまったのである。 15割礼の

あるなしは問題ではなく、ただ、新しく造られる

ことこそ、重要なのである。 16この法則に従っ

て進む人々の上に、平和とあわれみとがあるよう

に。また、神のイスラエルの上にあるように。 17

だれも今後は、わたしに煩いをかけないでほしい

。わたしは、イエスの焼き印を身に帯びているの

だから。 18兄弟たちよ。わたしたちの主イエス

・キリストの恵みが、あなたがたの霊と共にある

ように、アァメン。



エペソ人への手紙913

エペソ人への手紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒パウ
ロから、エペソにいる、キリスト・イエスに

あって忠実な聖徒たちへ。 2わたしたちの父なる

神と主イエス・キリストから、恵みと平安とが、

あなたがたにあるように。 3ほむべきかな、わた

したちの主イエス・キリストの父なる神。神はキ

リストにあって、天上で霊のもろもろの祝福をも

って、わたしたちを祝福し、 4みまえにきよく傷

のない者となるようにと、天地の造られる前から

、キリストにあってわたしたちを選び、 5わたし

たちに、イエス・キリストによって神の子たる身

分を授けるようにと、御旨のよしとするところに

従い、愛のうちにあらかじめ定めて下さったので

ある。 6これは、その愛する御子によって賜わっ

た栄光ある恵みを、わたしたちがほめたたえるた

めである。 7わたしたちは、御子にあって、神の

豊かな恵みのゆえに、その血によるあがない、す

なわち、罪過のゆるしを受けたのである。 8神は

その恵みをさらに増し加えて、あらゆる知恵と悟

りとをわたしたちに賜わり、 9御旨の奥義を、自

らあらかじめ定められた計画に従って、わたした

ちに示して下さったのである。 10それは、時の

満ちるに及んで実現されるご計画にほかならない

。それによって、神は天にあるもの地にあるもの

を、ことごとく、キリストにあって一つに帰せし

めようとされたのである。 11わたしたちは、御

旨の欲するままにすべての事をなさるかたの目的

の下に、キリストにあってあらかじめ定められ、

神の民として選ばれたのである。 12それは、早

くからキリストに望みをおいているわたしたちが

、神の栄光をほめたたえる者となるためである。

13あなたがたもまた、キリストにあって、真理の

言葉、すなわち、あなたがたの救の福音を聞き、

また、彼を信じた結果、約束された聖霊の証印を

おされたのである。 14この聖霊は、わたしたち

が神の国をつぐことの保証であって、やがて神に

つける者が全くあがなわれ、神の栄光をほめたた

えるに至るためである。 15こういうわけで、わ

たしも、主イエスに対するあなたがたの信仰と、

すべての聖徒に対する愛とを耳にし、 16わたし

の祈のたびごとにあなたがたを覚えて、絶えずあ

なたがたのために感謝している。 17どうか、わ

たしたちの主イエス・キリストの神、栄光の父が

、知恵と啓示との霊をあなたがたに賜わって神を

認めさせ、 18あなたがたの心の目を明らかにし

て下さるように、そして、あなたがたが神に召さ

れていだいている望みがどんなものであるか、聖

徒たちがつぐべき神の国がいかに栄光に富んだも

のであるか、 19また、神の力強い活動によって

働く力が、わたしたち信じる者にとっていかに絶

大なものであるかを、あなたがたが知るに至るよ

うに、と祈っている。 20神はその力をキリスト

のうちに働かせて、彼を死人の中からよみがえら

せ、天上においてご自分の右に座せしめ、 21彼

を、すべての支配、権威、権力、権勢の上におき

、また、この世ばかりでなくきたるべき世におい

ても唱えられる、あらゆる名の上におかれたので

ある。 (aiōn g165) 22そして、万物をキリストの足の

下に従わせ、彼を万物の上にかしらとして教会に

与えられた。 23この教会はキリストのからだで

あって、すべてのものを、すべてのもののうちに

満たしているかたが、満ちみちているものに、ほ

かならない。

2さてあなたがたは、先には自分の罪過と罪と
によって死んでいた者であって、 2かつてはそ

れらの中で、この世のならわしに従い、空中の権

をもつ君、すなわち、不従順の子らの中に今も働

いている霊に従って、歩いていたのである。 (aiōn

g165) 3また、わたしたちもみな、かつては彼らの

中にいて、肉の欲に従って日を過ごし、肉とその

思いとの欲するままを行い、ほかの人々と同じく

、生れながらの怒りの子であった。 4しかるに、

あわれみに富む神は、わたしたちを愛して下さっ

たその大きな愛をもって、 5罪過によって死んで

いたわたしたちを、キリストと共に生かしあなた

がたの救われたのは、恵みによるのである 6キリ

スト・イエスにあって、共によみがえらせ、共に

天上で座につかせて下さったのである。 7それは

、キリスト・イエスにあってわたしたちに賜わっ

た慈愛による神の恵みの絶大な富を、きたるべき

世々に示すためであった。 (aiōn g165) 8あなたがた

の救われたのは、実に、恵みにより、信仰による

のである。それは、あなたがた自身から出たもの

ではなく、神の賜物である。 9決して行いによる

のではない。それは、だれも誇ることがないため

なのである。 10わたしたちは神の作品であって

、良い行いをするように、キリスト・イエスにあ
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って造られたのである。神は、わたしたちが、良

い行いをして日を過ごすようにと、あらかじめ備

えて下さったのである。 11だから、記憶してお

きなさい。あなたがたは以前には、肉によれば異

邦人であって、手で行った肉の割礼ある者と称せ

られる人々からは、無割礼の者と呼ばれており、

12またその当時は、キリストを知らず、イスラエ

ルの国籍がなく、約束されたいろいろの契約に縁

がなく、この世の中で希望もなく神もない者であ

った。 13ところが、あなたがたは、このように

以前は遠く離れていたが、今ではキリスト・イエ

スにあって、キリストの血によって近いものとな

ったのである。 14キリストはわたしたちの平和

であって、二つのものを一つにし、敵意という隔

ての中垣を取り除き、ご自分の肉によって、 15

数々の規定から成っている戒めの律法を廃棄した

のである。それは、彼にあって、二つのものをひ

とりの新しい人に造りかえて平和をきたらせ、 16

十字架によって、二つのものを一つのからだとし

て神と和解させ、敵意を十字架にかけて滅ぼして

しまったのである。 17それから彼は、こられた

上で、遠く離れているあなたがたに平和を宣べ伝

え、また近くにいる者たちにも平和を宣べ伝えら

れたのである。 18というのは、彼によって、わ

たしたち両方の者が一つの御霊の中にあって、父

のみもとに近づくことができるからである。 19

そこであなたがたは、もはや異国人でも宿り人で

もなく、聖徒たちと同じ国籍の者であり、神の家

族なのである。 20またあなたがたは、使徒たち

や預言者たちという土台の上に建てられたもので

あって、キリスト・イエスご自身が隅のかしら石

である。 21このキリストにあって、建物全体が

組み合わされ、主にある聖なる宮に成長し、 22

そしてあなたがたも、主にあって共に建てられて

、霊なる神のすまいとなるのである。

3こういうわけで、あなたがた異邦人のために
キリスト・イエスの囚人となっているこのパ

ウロ 2わたしがあなたがたのために神から賜わっ

た恵みの務について、あなたがたはたしかに聞い

たであろう。 3すなわち、すでに簡単に書きおく

ったように、わたしは啓示によって奥義を知らさ

れたのである。 4あなたがたはそれを読めば、キ

リストの奥義をわたしがどう理解しているかがわ

かる。 5この奥義は、いまは、御霊によって彼の

聖なる使徒たちと預言者たちとに啓示されている

が、前の時代には、人の子らに対して、そのよう

に知らされてはいなかったのである。 6それは、

異邦人が、福音によりキリスト・イエスにあって

、わたしたちと共に神の国をつぐ者となり、共に

一つのからだとなり、共に約束にあずかる者とな

ることである。 7わたしは、神の力がわたしに働

いて、自分に与えられた神の恵みの賜物により、

福音の僕とされたのである。 8すなわち、聖徒た

ちのうちで最も小さい者であるわたしにこの恵み

が与えられたが、それは、キリストの無尽蔵の富

を異邦人に宣べ伝え、 9更にまた、万物の造り主

である神の中に世々隠されていた奥義にあずかる

務がどんなものであるかを、明らかに示すためで

ある。 (aiōn g165) 10それは今、天上にあるもろもろ

の支配や権威が、教会をとおして、神の多種多様

な知恵を知るに至るためであって、 11わたした

ちの主キリスト・イエスにあって実現された神の

永遠の目的にそうものである。 (aiōn g165) 12この主

キリストにあって、わたしたちは、彼に対する信

仰によって、確信をもって大胆に神に近づくこと

ができるのである。 13だから、あなたがたのた

めにわたしが受けている患難を見て、落胆しない

でいてもらいたい。わたしの患難は、あなたがた

の光栄なのである。 14こういうわけで、わたし

はひざをかがめて、 15天上にあり地上にあって

「父」と呼ばれているあらゆるものの源なる父に

祈る。 16どうか父が、その栄光の富にしたがい

、御霊により、力をもってあなたがたの内なる人

を強くして下さるように、 17また、信仰によっ

て、キリストがあなたがたの心のうちに住み、あ

なたがたが愛に根ざし愛を基として生活すること

により、 18すべての聖徒と共に、その広さ、長

さ、高さ、深さを理解することができ、 19また

人知をはるかに越えたキリストの愛を知って、神

に満ちているもののすべてをもって、あなたがた

が満たされるように、と祈る。 20どうか、わた

したちのうちに働く力によって、わたしたちが求

めまた思うところのいっさいを、はるかに越えて

かなえて下さることができるかたに、 21教会に

より、また、キリスト・イエスによって、栄光が

世々限りなくあるように、アァメン。 (aiōn g165)

4さて、主にある囚人であるわたしは、あなた
がたに勧める。あなたがたが召されたその召
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しにふさわしく歩き、 2できる限り謙虚で、かつ

柔和であり、寛容を示し、愛をもって互に忍びあ

い、 3平和のきずなで結ばれて、聖霊による一致

を守り続けるように努めなさい。 4からだは一つ

、御霊も一つである。あなたがたが召されたのは

、一つの望みを目ざして召されたのと同様である

。 5主は一つ、信仰は一つ、バプテスマは一つ。

6すべてのものの上にあり、すべてのものを貫き

、すべてのものの内にいます、すべてのものの父

なる神は一つである。 7しかし、キリストから賜

わる賜物のはかりに従って、わたしたちひとりび

とりに、恵みが与えられている。 8そこで、こう

言われている、「彼は高いところに上った時、と

りこを捕えて引き行き、人々に賜物を分け与えた

」。 9さて「上った」と言う以上、また地下の低

い底にも降りてこられたわけではないか。 10降

りてこられた者自身は、同時に、あらゆるものに

満ちるために、もろもろの天の上にまで上られた

かたなのである。 11そして彼は、ある人を使徒

とし、ある人を預言者とし、ある人を伝道者とし

、ある人を牧師、教師として、お立てになった。

12それは、聖徒たちをととのえて奉仕のわざをさ

せ、キリストのからだを建てさせ、 13わたした

ちすべての者が、神の子を信じる信仰の一致と彼

を知る知識の一致とに到達し、全き人となり、つ

いに、キリストの満ちみちた徳の高さにまで至る

ためである。 14こうして、わたしたちはもはや

子供ではないので、だまし惑わす策略により、人

々の悪巧みによって起る様々な教の風に吹きまわ

されたり、もてあそばれたりすることがなく、 15

愛にあって真理を語り、あらゆる点において成長

し、かしらなるキリストに達するのである。 16

また、キリストを基として、全身はすべての節々

の助けにより、しっかりと組み合わされ結び合わ

され、それぞれの部分は分に応じて働き、からだ

を成長させ、愛のうちに育てられていくのである

。 17そこで、わたしは主にあっておごそかに勧

める。あなたがたは今後、異邦人がむなしい心で

歩いているように歩いてはならない。 18彼らの

知力は暗くなり、その内なる無知と心の硬化とに

より、神のいのちから遠く離れ、 19自ら無感覚

になって、ほしいままにあらゆる不潔な行いをし

て、放縦に身をゆだねている。 20しかしあなた

がたは、そのようにキリストに学んだのではなか

った。 21あなたがたはたしかに彼に聞き、彼に

あって教えられて、イエスにある真理をそのまま

学んだはずである。 22すなわち、あなたがたは

、以前の生活に属する、情欲に迷って滅び行く古

き人を脱ぎ捨て、 23心の深みまで新たにされて

、 24真の義と聖とをそなえた神にかたどって造

られた新しき人を着るべきである。 25こういう

わけだから、あなたがたは偽りを捨てて、おのお

の隣り人に対して、真実を語りなさい。わたした

ちは、お互に肢体なのであるから。 26怒ること

があっても、罪を犯してはならない。憤ったまま

で、日が暮れるようであってはならない。 27ま

た、悪魔に機会を与えてはいけない。 28盗んだ

者は、今後、盗んではならない。むしろ、貧しい

人々に分け与えるようになるために、自分の手で

正当な働きをしなさい。 29悪い言葉をいっさい

、あなたがたの口から出してはいけない。必要が

あれば、人の徳を高めるのに役立つような言葉を

語って、聞いている者の益になるようにしなさい

。 30神の聖霊を悲しませてはいけない。あなた

がたは、あがないの日のために、聖霊の証印を受

けたのである。 31すべての無慈悲、憤り、怒り

、騒ぎ、そしり、また、いっさいの悪意を捨て去

りなさい。 32互に情深く、あわれみ深い者とな

り、神がキリストにあってあなたがたをゆるして

下さったように、あなたがたも互にゆるし合いな

さい。

5こうして、あなたがたは、神に愛されている
子供として、神にならう者になりなさい。 2ま

た愛のうちを歩きなさい。キリストもあなたがた

を愛して下さって、わたしたちのために、ご自身

を、神へのかんばしいかおりのささげ物、また、

いけにえとしてささげられたのである。 3また、

不品行といろいろな汚れや貪欲などを、聖徒にふ

さわしく、あなたがたの間では、口にすることさ

えしてはならない。 4また、卑しい言葉と愚かな

話やみだらな冗談を避けなさい。これらは、よろ

しくない事である。それよりは、むしろ感謝をさ

さげなさい。 5あなたがたは、よく知っておかね

ばならない。すべて不品行な者、汚れたことをす

る者、貪欲な者、すなわち、偶像を礼拝する者は

、キリストと神との国をつぐことができない。 6

あなたがたは、だれにも不誠実な言葉でだまされ

てはいけない。これらのことから、神の怒りは不

従順の子らに下るのである。 7だから、彼らの仲
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間になってはいけない。 8あなたがたは、以前は

やみであったが、今は主にあって光となっている

。光の子らしく歩きなさい 9光はあらゆる善意と

正義と真実との実を結ばせるものである 10主に

喜ばれるものがなんであるかを、わきまえ知りな

さい。 11実を結ばないやみのわざに加わらない

で、むしろ、それを指摘してやりなさい。 12彼

らが隠れて行っていることは、口にするだけでも

恥ずかしい事である。 13しかし、光にさらされ

る時、すべてのものは、明らかになる。 14明ら

かにされたものは皆、光となるのである。だから

、こう書いてある、「眠っている者よ、起きなさ

い。死人のなかから、立ち上がりなさい。そうす

れば、キリストがあなたを照すであろう」。 15

そこで、あなたがたの歩きかたによく注意して、

賢くない者のようにではなく、賢い者のように歩

き、 16今の時を生かして用いなさい。今は悪い

時代なのである。 17だから、愚かな者にならな

いで、主の御旨がなんであるかを悟りなさい。 18

酒に酔ってはいけない。それは乱行のもとである

。むしろ御霊に満たされて、 19詩とさんびと霊

の歌とをもって語り合い、主にむかって心からさ

んびの歌をうたいなさい。 20そしてすべてのこ

とにつき、いつも、わたしたちの主イエス・キリ

ストの御名によって、父なる神に感謝し、 21キ

リストに対する恐れの心をもって、互に仕え合う

べきである。 22妻たる者よ。主に仕えるように

自分の夫に仕えなさい。 23キリストが教会のか

しらであって、自らは、からだなる教会の救主で

あられるように、夫は妻のかしらである。 24そ

して教会がキリストに仕えるように、妻もすべて

のことにおいて、夫に仕えるべきである。 25夫

たる者よ。キリストが教会を愛してそのためにご

自身をささげられたように、妻を愛しなさい。 26

キリストがそうなさったのは、水で洗うことによ

り、言葉によって、教会をきよめて聖なるものと

するためであり、 27また、しみも、しわも、そ

のたぐいのものがいっさいなく、清くて傷のない

栄光の姿の教会を、ご自分に迎えるためである。

28それと同じく、夫も自分の妻を、自分のからだ

のように愛さねばならない。自分の妻を愛する者

は、自分自身を愛するのである。 29自分自身を

憎んだ者は、いまだかつて、ひとりもいない。か

えって、キリストが教会になさったようにして、

おのれを育て養うのが常である。 30わたしたち

は、キリストのからだの肢体なのである。 31「

それゆえに、人は父母を離れてその妻と結ばれ、

ふたりの者は一体となるべきである」。 32この

奥義は大きい。それは、キリストと教会とをさし

ている。 33いずれにしても、あなたがたは、そ

れぞれ、自分の妻を自分自身のように愛しなさい

。妻もまた夫を敬いなさい。

6子たる者よ。主にあって両親に従いなさい。
これは正しいことである。 2「あなたの父と母

とを敬え」。これが第一の戒めであって、次の約

束がそれについている、 3「そうすれば、あなた

は幸福になり、地上でながく生きながらえるであ

ろう」。 4父たる者よ。子供をおこらせないで、

主の薫陶と訓戒とによって、彼らを育てなさい。

5僕たる者よ。キリストに従うように、恐れおの

のきつつ、真心をこめて、肉による主人に従いな

さい。 6人にへつらおうとして目先だけの勤めを

するのでなく、キリストの僕として心から神の御

旨を行い、 7人にではなく主に仕えるように、快

く仕えなさい。 8あなたがたが知っているとおり

、だれでも良いことを行えば、僕であれ、自由人

であれ、それに相当する報いを、それぞれ主から

受けるであろう。 9主人たる者よ。僕たちに対し

て、同様にしなさい。おどすことを、してはなら

ない。あなたがたが知っているとおり、彼らとあ

なたがたとの主は天にいますのであり、かつ人を

かたより見ることをなさらないのである。 10最

後に言う。主にあって、その偉大な力によって、

強くなりなさい。 11悪魔の策略に対抗して立ち

うるために、神の武具で身を固めなさい。 12わ

たしたちの戦いは、血肉に対するものではなく、

もろもろの支配と、権威と、やみの世の主権者、

また天上にいる悪の霊に対する戦いである。 (aiōn

g165) 13それだから、悪しき日にあたって、よく抵

抗し、完全に勝ち抜いて、堅く立ちうるために、

神の武具を身につけなさい。 14すなわち、立っ

て真理の帯を腰にしめ、正義の胸当を胸につけ、

15平和の福音の備えを足にはき、 16その上に、

信仰のたてを手に取りなさい。それをもって、悪

しき者の放つ火の矢を消すことができるであろう

。 17また、救のかぶとをかぶり、御霊の剣、す

なわち、神の言を取りなさい。 18絶えず祈と願

いをし、どんな時でも御霊によって祈り、そのた

めに目をさましてうむことがなく、すべての聖徒
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のために祈りつづけなさい。 19また、わたしが

口を開くときに語るべき言葉を賜わり、大胆に福

音の奥義を明らかに示しうるように、わたしのた

めにも祈ってほしい。 20わたしはこの福音のた

めの使節であり、そして鎖につながれているので

あるが、つながれていても、語るべき時には大胆

に語れるように祈ってほしい。 21わたしがどう

いう様子か、何をしているかを、あなたがたに知

ってもらうために、主にあって忠実に仕えている

愛する兄弟テキコが、いっさいの事を報告するで

あろう。 22彼をあなたがたのもとに送るのは、

あなたがたがわたしたちの様子を知り、また彼に

よって心に励ましを受けるようになるためなので

ある。 23父なる神とわたしたちの主イエス・キ

リストから平安ならびに信仰に伴う愛が、兄弟た

ちにあるように。 24変らない真実をもって、わ

たしたちの主イエス・キリストを愛するすべての

人々に、恵みがあるように。
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ピリピ人への手紙

1キリスト・イエスの僕たち、パウロとテモテ
から、ピリピにいる、キリスト・イエスにあ

るすべての聖徒たち、ならびに監督たちと執事た

ちへ。 2わたしたちの父なる神と主イエス・キリ

ストから、恵みと平安とが、あなたがたにあるよ

うに。 3わたしはあなたがたを思うたびごとに、

わたしの神に感謝し、 4あなたがた一同のために

祈るとき、いつも喜びをもって祈り、 5あなたが

たが最初の日から今日に至るまで、福音にあずか

っていることを感謝している。 6そして、あなた

がたのうちに良いわざを始められたかたが、キリ

スト・イエスの日までにそれを完成して下さるに

ちがいないと、確信している。 7わたしが、あな

たがた一同のために、そう考えるのは当然である

。それは、わたしが獄に捕われている時にも、福

音を弁明し立証する時にも、あなたがたをみな、

共に恵みにあずかる者として、わたしの心に深く

留めているからである。 8わたしがキリスト・イ

エスの熱愛をもって、どんなに深くあなたがた一

同を思っていることか、それを証明して下さるか

たは神である。 9わたしはこう祈る。あなたがた

の愛が、深い知識において、するどい感覚におい

て、いよいよ増し加わり、 10それによって、あ

なたがたが、何が重要であるかを判別することが

でき、キリストの日に備えて、純真で責められる

ところのないものとなり、 11イエス・キリスト

による義の実に満たされて、神の栄光とほまれと

をあらわすに至るように。 12さて、兄弟たちよ

。わたしの身に起った事が、むしろ福音の前進に

役立つようになったことを、あなたがたに知って

もらいたい。 13すなわち、わたしが獄に捕われ

ているのはキリストのためであることが、兵営全

体にもそのほかのすべての人々にも明らかになり

、 14そして兄弟たちのうち多くの者は、わたし

の入獄によって主にある確信を得、恐れることな

く、ますます勇敢に、神の言を語るようになった

。 15一方では、ねたみや闘争心からキリストを

宣べ伝える者がおり、他方では善意からそうする

者がいる。 16後者は、わたしが福音を弁明する

ために立てられていることを知り、愛の心でキリ

ストを伝え、 17前者は、わたしの入獄の苦しみ

に更に患難を加えようと思って、純真な心からで

はなく、党派心からそうしている。 18すると、

どうなのか。見えからであるにしても、真実から

であるにしても、要するに、伝えられているのは

キリストなのだから、わたしはそれを喜んでいる

し、また喜ぶであろう。 19なぜなら、あなたが

たの祈と、イエス・キリストの霊の助けとによっ

て、この事がついには、わたしの救となることを

知っているからである。 20そこで、わたしが切

実な思いで待ち望むことは、わたしが、どんなこ

とがあっても恥じることなく、かえって、いつも

のように今も、大胆に語ることによって、生きる

にも死ぬにも、わたしの身によってキリストがあ

がめられることである。 21わたしにとっては、

生きることはキリストであり、死ぬことは益であ

る。 22しかし、肉体において生きていることが

、わたしにとっては実り多い働きになるのだとす

れば、どちらを選んだらよいか、わたしにはわか

らない。 23わたしは、これら二つのものの間に

板ばさみになっている。わたしの願いを言えば、

この世を去ってキリストと共にいることであり、

実は、その方がはるかに望ましい。 24しかし、

肉体にとどまっていることは、あなたがたのため

には、さらに必要である。 25こう確信している

ので、わたしは生きながらえて、あなたがた一同

のところにとどまり、あなたがたの信仰を進ませ

、その喜びを得させようと思う。 26そうなれば

、わたしが再びあなたがたのところに行くので、

あなたがたはわたしによってキリスト・イエスに

ある誇を増すことになろう。 27ただ、あなたが

たはキリストの福音にふさわしく生活しなさい。

そして、わたしが行ってあなたがたに会うにして

も、離れているにしても、あなたがたが一つの霊

によって堅く立ち、一つ心になって福音の信仰の

ために力を合わせて戦い、 28かつ、何事につい

ても、敵対する者どもにろうばいさせられないで

いる様子を、聞かせてほしい。このことは、彼ら

には滅びのしるし、あなたがたには救のしるしで

あって、それは神から来るのである。 29あなた

がたはキリストのために、ただ彼を信じることだ

けではなく、彼のために苦しむことをも賜わって

いる。 30あなたがたは、さきにわたしについて

見、今またわたしについて聞いているのと同じ苦

闘を、続けているのである。

2そこで、あなたがたに、キリストによる勧め
、愛の励まし、御霊の交わり、熱愛とあわれ
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みとが、いくらかでもあるなら、 2どうか同じ思

いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、一つ

思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。

3何事も党派心や虚栄からするのでなく、へりく

だった心をもって互に人を自分よりすぐれた者と

しなさい。 4おのおの、自分のことばかりでなく

、他人のことも考えなさい。 5キリスト・イエス

にあっていだいているのと同じ思いを、あなたが

たの間でも互に生かしなさい。 6キリストは、神

のかたちであられたが、神と等しくあることを固

守すべき事とは思わず、 7かえって、おのれをむ

なしうして僕のかたちをとり、人間の姿になられ

た。その有様は人と異ならず、 8おのれを低くし

て、死に至るまで、しかも十字架の死に至るまで

従順であられた。 9それゆえに、神は彼を高く引

き上げ、すべての名にまさる名を彼に賜わった。

10それは、イエスの御名によって、天上のもの、

地上のもの、地下のものなど、あらゆるものがひ

ざをかがめ、 11また、あらゆる舌が、「イエス

・キリストは主である」と告白して、栄光を父な

る神に帰するためである。 12わたしの愛する者

たちよ。そういうわけだから、あなたがたがいつ

も従順であったように、わたしが一緒にいる時だ

けでなく、いない今は、いっそう従順でいて、恐

れおののいて自分の救の達成に努めなさい。 13

あなたがたのうちに働きかけて、その願いを起さ

せ、かつ実現に至らせるのは神であって、それは

神のよしとされるところだからである。 14すべ

てのことを、つぶやかず疑わないでしなさい。 15

それは、あなたがたが責められるところのない純

真な者となり、曲った邪悪な時代のただ中にあっ

て、傷のない神の子となるためである。あなたが

たは、いのちの言葉を堅く持って、彼らの間で星

のようにこの世に輝いている。 16このようにし

て、キリストの日に、わたしは自分の走ったこと

がむだでなく、労したこともむだではなかったと

誇ることができる。 17そして、たとい、あなた

がたの信仰の供え物をささげる祭壇に、わたしの

血をそそぐことがあっても、わたしは喜ぼう。あ

なたがた一同と共に喜ぼう。 18同じように、あ

なたがたも喜びなさい。わたしと共に喜びなさい

。 19さて、わたしは、まもなくテモテをあなた

がたのところに送りたいと、主イエスにあって願

っている。それは、あなたがたの様子を知って、

わたしも力づけられたいからである。 20テモテ

のような心で、親身になってあなたがたのことを

心配している者は、ほかにひとりもない。 21人

はみな、自分のことを求めるだけで、キリスト・

イエスのことは求めていない。 22しかし、テモ

テの錬達ぶりは、あなたがたの知っているとおり

である。すなわち、子が父に対するようにして、

わたしと一緒に福音に仕えてきたのである。 23

そこで、この人を、わたしの成行きがわかりしだ

い、すぐにでも、そちらへ送りたいと願っている

。 24わたし自身もまもなく行けるものと、主に

あって確信している。 25しかし、さしあたり、

わたしの同労者で戦友である兄弟、また、あなた

がたの使者としてわたしの窮乏を補ってくれたエ

パフロデトを、あなたがたのもとに送り返すこと

が必要だと思っている。 26彼は、あなたがた一

同にしきりに会いたがっているからである。その

上、自分の病気のことがあなたがたに聞えたので

、彼は心苦しく思っている。 27彼は実に、ひん

死の病気にかかったが、神は彼をあわれんで下さ

った。彼ばかりではなく、わたしをもあわれんで

下さったので、わたしは悲しみに悲しみを重ねな

いですんだのである。 28そこで、大急ぎで彼を

送り返す。これで、あなたがたは彼と再び会って

喜び、わたしもまた、心配を和らげることができ

よう。 29こういうわけだから、大いに喜んで、

主にあって彼を迎えてほしい。また、こうした人

々は尊重せねばならない。 30彼は、わたしに対

してあなたがたが奉仕のできなかった分を補おう

として、キリストのわざのために命をかけ、死ぬ

ばかりになったのである。

3最後に、わたしの兄弟たちよ。主にあって喜
びなさい。さきに書いたのと同じことをここ

で繰り返すが、それは、わたしには煩らわしいこ

とではなく、あなたがたには安全なことになる。

2あの犬どもを警戒しなさい。悪い働き人たちを

警戒しなさい。肉に割礼の傷をつけている人たち

を警戒しなさい。 3神の霊によって礼拝をし、キ

リスト・イエスを誇とし、肉を頼みとしないわた

したちこそ、割礼の者である。 4もとより、肉の

頼みなら、わたしにも無くはない。もし、だれか

ほかの人が肉を頼みとしていると言うなら、わた

しはそれをもっと頼みとしている。 5わたしは八

日目に割礼を受けた者、イスラエルの民族に属す

る者、ベニヤミン族の出身、ヘブル人の中のヘブ
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ル人、律法の上ではパリサイ人、 6熱心の点では

教会の迫害者、律法の義については落ち度のない

者である。 7しかし、わたしにとって益であった

これらのものを、キリストのゆえに損と思うよう

になった。 8わたしは、更に進んで、わたしの主

キリスト・イエスを知る知識の絶大な価値のゆえ

に、いっさいのものを損と思っている。キリスト

のゆえに、わたしはすべてを失ったが、それらの

ものを、ふん土のように思っている。それは、わ

たしがキリストを得るためであり、 9律法による

自分の義ではなく、キリストを信じる信仰による

義、すなわち、信仰に基く神からの義を受けて、

キリストのうちに自分を見いだすようになるため

である。 10すなわち、キリストとその復活の力

とを知り、その苦難にあずかって、その死のさま

とひとしくなり、 11なんとかして死人のうちか

らの復活に達したいのである。 12わたしがすで

にそれを得たとか、すでに完全な者になっている

とか言うのではなく、ただ捕えようとして追い求

めているのである。そうするのは、キリスト・イ

エスによって捕えられているからである。 13兄

弟たちよ。わたしはすでに捕えたとは思っていな

い。ただこの一事を努めている。すなわち、後の

ものを忘れ、前のものに向かってからだを伸ばし

つつ、 14目標を目ざして走り、キリスト・イエ

スにおいて上に召して下さる神の賞与を得ようと

努めているのである。 15だから、わたしたちの

中で全き人たちは、そのように考えるべきである

。しかし、あなたがたが違った考えを持っている

なら、神はそのことも示して下さるであろう。 16

ただ、わたしたちは、達し得たところに従って進

むべきである。 17兄弟たちよ。どうか、わたし

にならう者となってほしい。また、あなたがたの

模範にされているわたしたちにならって歩く人た

ちに、目をとめなさい。 18わたしがそう言うの

は、キリストの十字架に敵対して歩いている者が

多いからである。わたしは、彼らのことをしばし

ばあなたがたに話したが、今また涙を流して語る

。 19彼らの最後は滅びである。彼らの神はその

腹、彼らの栄光はその恥、彼らの思いは地上のこ

とである。 20しかし、わたしたちの国籍は天に

ある。そこから、救主、主イエス・キリストのこ

られるのを、わたしたちは待ち望んでいる。 21

彼は、万物をご自身に従わせうる力の働きによっ

て、わたしたちの卑しいからだを、ご自身の栄光

のからだと同じかたちに変えて下さるであろう

。

4だから、わたしの愛し慕っている兄弟たちよ
。わたしの喜びであり冠である愛する者たち

よ。このように、主にあって堅く立ちなさい。 2

わたしはユウオデヤに勧め、またスントケに勧め

る。どうか、主にあって一つ思いになってほしい

。 3ついては、真実な協力者よ。あなたにお願い

する。このふたりの女を助けてあげなさい。彼ら

は、「いのちの書」に名を書きとめられているク

レメンスや、その他の同労者たちと協力して、福

音のためにわたしと共に戦ってくれた女たちであ

る。 4あなたがたは、主にあっていつも喜びなさ

い。繰り返して言うが、喜びなさい。 5あなたが

たの寛容を、みんなの人に示しなさい。主は近い

。 6何事も思い煩ってはならない。ただ、事ごと

に、感謝をもって祈と願いとをささげ、あなたが

たの求めるところを神に申し上げるがよい。 7そ

うすれば、人知ではとうてい測り知ることのでき

ない神の平安が、あなたがたの心と思いとを、キ

リスト・イエスにあって守るであろう。 8最後に

、兄弟たちよ。すべて真実なこと、すべて尊ぶべ

きこと、すべて正しいこと、すべて純真なこと、

すべて愛すべきこと、すべてほまれあること、ま

た徳といわれるもの、称賛に値するものがあれば

、それらのものを心にとめなさい。 9あなたがた

が、わたしから学んだこと、受けたこと、聞いた

こと、見たことは、これを実行しなさい。そうす

れば、平和の神が、あなたがたと共にいますであ

ろう。 10さて、わたしが主にあって大いに喜ん

でいるのは、わたしを思う心が、あなたがたに今

またついに芽ばえてきたことである。実は、あな

たがたは、わたしのことを心にかけてくれてはい

たが、よい機会がなかったのである。 11わたし

は乏しいから、こう言うのではない。わたしは、

どんな境遇にあっても、足ることを学んだ。 12

わたしは貧に処する道を知っており、富におる道

も知っている。わたしは、飽くことにも飢えるこ

とにも、富むことにも乏しいことにも、ありとあ

らゆる境遇に処する秘けつを心得ている。 13わ

たしを強くして下さるかたによって、何事でもす

ることができる。 14しかし、あなたがたは、よ

くもわたしと患難を共にしてくれた。 15ピリピ

の人たちよ。あなたがたも知っているとおり、わ
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たしが福音を宣伝し始めたころ、マケドニヤから

出かけて行った時、物のやりとりをしてわたしの

働きに参加した教会は、あなたがたのほかには全

く無かった。 16またテサロニケでも、一再なら

ず、物を送ってわたしの欠乏を補ってくれた。 17

わたしは、贈り物を求めているのではない。わた

しの求めているのは、あなたがたの勘定をふやし

ていく果実なのである。 18わたしは、すべての

物を受けてあり余るほどである。エパフロデトか

ら、あなたがたの贈り物をいただいて、飽き足り

ている。それは、かんばしいかおりであり、神の

喜んで受けて下さる供え物である。 19わたしの

神は、ご自身の栄光の富の中から、あなたがたの

いっさいの必要を、キリスト・イエスにあって満

たして下さるであろう。 20わたしたちの父なる

神に、栄光が世々限りなくあるように、アァメン

。 (aiōn g165) 21キリスト・イエスにある聖徒のひと

りびとりに、よろしく。わたしと一緒にいる兄弟

たちから、あなたがたによろしく。 22すべての

聖徒たちから、特にカイザルの家の者たちから、

よろしく。 23主イエス・キリストの恵みが、あ

なたがたの霊と共にあるように。
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コロサイ人への手紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒パウ
ロと兄弟テモテから、 2コロサイにいる、キリ

ストにある聖徒たち、忠実な兄弟たちへ。わたし

たちの父なる神から、恵みと平安とが、あなたが

たにあるように。 3わたしたちは、いつもあなた

がたのために祈り、わたしたちの主イエス・キリ

ストの父なる神に感謝している。 4これは、キリ

スト・イエスに対するあなたがたの信仰と、すべ

ての聖徒に対していだいているあなたがたの愛と

を、耳にしたからである。 5この愛は、あなたが

たのために天にたくわえられている望みに基くも

のであり、その望みについては、あなたがたはす

でに、あなたがたのところまで伝えられた福音の

真理の言葉によって聞いている。 6そして、この

福音は、世界中いたる所でそうであるように、あ

なたがたのところでも、これを聞いて神の恵みを

知ったとき以来、実を結んで成長しているのであ

る。 7あなたがたはこの福音を、わたしたちと同

じ僕である、愛するエペフラスから学んだのであ

った。彼はあなたがたのためのキリストの忠実な

奉仕者であって、 8あなたがたが御霊によってい

だいている愛を、わたしたちに知らせてくれたの

である。 9そういうわけで、これらの事を耳にし

て以来、わたしたちも絶えずあなたがたのために

祈り求めているのは、あなたがたがあらゆる霊的

な知恵と理解力とをもって、神の御旨を深く知り

、 10主のみこころにかなった生活をして真に主

を喜ばせ、あらゆる良いわざを行って実を結び、

神を知る知識をいよいよ増し加えるに至ることで

ある。 11更にまた祈るのは、あなたがたが、神

の栄光の勢いにしたがって賜わるすべての力によ

って強くされ、何事も喜んで耐えかつ忍び、 12

光のうちにある聖徒たちの特権にあずかるに足る

者とならせて下さった父なる神に、感謝すること

である。 13神は、わたしたちをやみの力から救

い出して、その愛する御子の支配下に移して下さ

った。 14わたしたちは、この御子によってあが

ない、すなわち、罪のゆるしを受けているのであ

る。 15御子は、見えない神のかたちであって、

すべての造られたものに先だって生れたかたであ

る。 16万物は、天にあるものも地にあるものも

、見えるものも見えないものも、位も主権も、支

配も権威も、みな御子にあって造られたからであ

る。これらいっさいのものは、御子によって造ら

れ、御子のために造られたのである。 17彼は万

物よりも先にあり、万物は彼にあって成り立って

いる。 18そして自らは、そのからだなる教会の

かしらである。彼は初めの者であり、死人の中か

ら最初に生れたかたである。それは、ご自身がす

べてのことにおいて第一の者となるためである。

19神は、御旨によって、御子のうちにすべての満

ちみちた徳を宿らせ、 20そして、その十字架の

血によって平和をつくり、万物、すなわち、地に

あるもの、天にあるものを、ことごとく、彼によ

ってご自分と和解させて下さったのである。 21

あなたがたも、かつては悪い行いをして神から離

れ、心の中で神に敵対していた。 22しかし今で

は、御子はその肉のからだにより、その死をとお

して、あなたがたを神と和解させ、あなたがたを

聖なる、傷のない、責められるところのない者と

して、みまえに立たせて下さったのである。 23

ただし、あなたがたは、ゆるぐことがなく、しっ

かりと信仰にふみとどまり、すでに聞いている福

音の望みから移り行くことのないようにすべきで

ある。この福音は、天の下にあるすべての造られ

たものに対して宣べ伝えられたものであって、そ

れにこのパウロが奉仕しているのである。 24今

わたしは、あなたがたのための苦難を喜んで受け

ており、キリストのからだなる教会のために、キ

リストの苦しみのなお足りないところを、わたし

の肉体をもって補っている。 25わたしは、神の

言を告げひろめる務を、あなたがたのために神か

ら与えられているが、そのために教会に奉仕する

者になっているのである。 26その言の奥義は、

代々にわたってこの世から隠されていたが、今や

神の聖徒たちに明らかにされたのである。 (aiōn

g165) 27神は彼らに、異邦人の受くべきこの奥義が

、いかに栄光に富んだものであるかを、知らせよ

うとされたのである。この奥義は、あなたがたの

うちにいますキリストであり、栄光の望みである

。 28わたしたちはこのキリストを宣べ伝え、知

恵をつくしてすべての人を訓戒し、また、すべて

の人を教えている。それは、彼らがキリストにあ

って全き者として立つようになるためである。 29

わたしはこのために、わたしのうちに力強く働い

ておられるかたの力により、苦闘しながら努力し

ているのである。
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2わたしが、あなたがたとラオデキヤにいる人
たちのため、また、直接にはまだ会ったこと

のない人々のために、どんなに苦闘しているか、

わかってもらいたい。 2それは彼らが、心を励ま

され、愛によって結び合わされ、豊かな理解力を

十分に与えられ、神の奥義なるキリストを知るに

至るためである。 3キリストのうちには、知恵と

知識との宝が、いっさい隠されている。 4わたし

がこう言うのは、あなたがたが、だれにも巧みな

言葉で迷わされることのないためである。 5たと

い、わたしは肉体においては離れていても、霊に

おいてはあなたがたと一緒にいて、あなたがたの

秩序正しい様子とキリストに対するあなたがたの

強固な信仰とを見て、喜んでいる。 6このように

、あなたがたは主キリスト・イエスを受けいれた

のだから、彼にあって歩きなさい。 7また、彼に

根ざし、彼にあって建てられ、そして教えられた

ように、信仰が確立されて、あふれるばかり感謝

しなさい。 8あなたがたは、むなしいだましごと

の哲学で、人のとりこにされないように、気をつ

けなさい。それはキリストに従わず、世のもろも

ろの霊力に従う人間の言伝えに基くものにすぎな

い。 9キリストにこそ、満ちみちているいっさい

の神の徳が、かたちをとって宿っており、 10そ

してあなたがたは、キリストにあって、それに満

たされているのである。彼はすべての支配と権威

とのかしらであり、 11あなたがたはまた、彼に

あって、手によらない割礼、すなわち、キリスト

の割礼を受けて、肉のからだを脱ぎ捨てたのであ

る。 12あなたがたはバプテスマを受けて彼と共

に葬られ、同時に、彼を死人の中からよみがえら

せた神の力を信じる信仰によって、彼と共によみ

がえらされたのである。 13あなたがたは、先に

は罪の中にあり、かつ肉の割礼がないままで死ん

でいた者であるが、神は、あなたがたをキリスト

と共に生かし、わたしたちのいっさいの罪をゆる

して下さった。 14神は、わたしたちを責めて不

利におとしいれる証書を、その規定もろともぬり

消し、これを取り除いて、十字架につけてしまわ

れた。 15そして、もろもろの支配と権威との武

装を解除し、キリストにあって凱旋し、彼らをそ

の行列に加えて、さらしものとされたのである。

16だから、あなたがたは、食物と飲み物とにつき

、あるいは祭や新月や安息日などについて、だれ

にも批評されてはならない。 17これらは、きた

るべきものの影であって、その本体はキリストに

ある。 18あなたがたは、わざとらしい謙そんと

天使礼拝とにおぼれている人々から、いろいろと

悪評されてはならない。彼らは幻を見たことを重

んじ、肉の思いによっていたずらに誇るだけで、

19キリストなるかしらに、しっかりと着くことを

しない。このかしらから出て、からだ全体は、節

と節、筋と筋とによって強められ結び合わされ、

神に育てられて成長していくのである。 20もし

あなたがたが、キリストと共に死んで世のもろも

ろの霊力から離れたのなら、なぜ、なおこの世に

生きているもののように、 21「さわるな、味わ

うな、触れるな」などという規定に縛られている

のか。 22これらは皆、使えば尽きてしまうもの

、人間の規定や教によっているものである。 23

これらのことは、ひとりよがりの礼拝とわざとら

しい謙そんと、からだの苦行とをともなうので、

知恵のあるしわざらしく見えるが、実は、ほしい

ままな肉欲を防ぐのに、なんの役にも立つもので

はない。

3このように、あなたがたはキリストと共によ
みがえらされたのだから、上にあるものを求

めなさい。そこではキリストが神の右に座してお

られるのである。 2あなたがたは上にあるものを

思うべきであって、地上のものに心を引かれては

ならない。 3あなたがたはすでに死んだものであ

って、あなたがたのいのちは、キリストと共に神

のうちに隠されているのである。 4わたしたちの

いのちなるキリストが現れる時には、あなたがた

も、キリストと共に栄光のうちに現れるであろう

。 5だから、地上の肢体、すなわち、不品行、汚

れ、情欲、悪欲、また貪欲を殺してしまいなさい

。貪欲は偶像礼拝にほかならない。 6これらのこ

とのために、神の怒りが下るのである。 7あなた

がたも、以前これらのうちに日を過ごしていた時

には、これらのことをして歩いていた。 8しかし

今は、これらいっさいのことを捨て、怒り、憤り

、悪意、そしり、口から出る恥ずべき言葉を、捨

ててしまいなさい。 9互にうそを言ってはならな

い。あなたがたは、古き人をその行いと一緒に脱

ぎ捨て、 10造り主のかたちに従って新しくされ

、真の知識に至る新しき人を着たのである。 11

そこには、もはやギリシヤ人とユダヤ人、割礼と

無割礼、未開の人、スクテヤ人、奴隷、自由人の
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差別はない。キリストがすべてであり、すべての

もののうちにいますのである。 12だから、あな

たがたは、神に選ばれた者、聖なる、愛されてい

る者であるから、あわれみの心、慈愛、謙そん、

柔和、寛容を身に着けなさい。 13互に忍びあい

、もし互に責むべきことがあれば、ゆるし合いな

さい。主もあなたがたをゆるして下さったのだか

ら、そのように、あなたがたもゆるし合いなさい

。 14これらいっさいのものの上に、愛を加えな

さい。愛は、すべてを完全に結ぶ帯である。 15

キリストの平和が、あなたがたの心を支配するよ

うにしなさい。あなたがたが召されて一体となっ

たのは、このためでもある。いつも感謝していな

さい。 16キリストの言葉を、あなたがたのうち

に豊かに宿らせなさい。そして、知恵をつくして

互に教えまた訓戒し、詩とさんびと霊の歌とによ

って、感謝して心から神をほめたたえなさい。 17

そして、あなたのすることはすべて、言葉による

とわざによるとを問わず、いっさい主イエスの名

によってなし、彼によって父なる神に感謝しなさ

い。 18妻たる者よ、夫に仕えなさい。それが、

主にある者にふさわしいことである。 19夫たる

者よ、妻を愛しなさい。つらくあたってはいけな

い。 20子たる者よ、何事についても両親に従い

なさい。これが主に喜ばれることである。 21父

たる者よ、子供をいらだたせてはいけない。心が

いじけるかも知れないから。 22僕たる者よ、何

事についても、肉による主人に従いなさい。人に

へつらおうとして、目先だけの勤めをするのでは

なく、真心をこめて主を恐れつつ、従いなさい。

23何をするにも、人に対してではなく、主に対し

てするように、心から働きなさい。 24あなたが

たが知っているとおり、あなたがたは御国をつぐ

ことを、報いとして主から受けるであろう。あな

たがたは、主キリストに仕えているのである。 25

不正を行う者は、自分の行った不正に対して報い

を受けるであろう。それには差別扱いはない。

4主人たる者よ、僕を正しく公平に扱いなさい
。あなたがたにも主が天にいますことが、わ

かっているのだから。 2目をさまして、感謝のう

ちに祈り、ひたすら祈り続けなさい。 3同時にわ

たしたちのためにも、神が御言のために門を開い

て下さって、わたしたちがキリストの奥義を語れ

るように（わたしは、実は、そのために獄につな

がれているのである）、 4また、わたしが語るべ

きことをはっきりと語れるように、祈ってほしい

。 5今の時を生かして用い、そとの人に対して賢

く行動しなさい。 6いつも、塩で味つけられた、

やさしい言葉を使いなさい。そうすれば、ひとり

びとりに対してどう答えるべきか、わかるであろ

う。 7わたしの様子については、主にあって共に

僕であり、また忠実に仕えている愛する兄弟テキ

コが、あなたがたにいっさいのことを報告するで

あろう。 8わたしが彼をあなたがたのもとに送る

のは、わたしたちの様子を知り、また彼によって

心に励ましを受けるためなのである。 9あなたが

たのひとり、忠実な愛する兄弟オネシモをも、彼

と共に送る。彼らはあなたがたに、こちらのいっ

さいの事情を知らせるであろう。 10わたしと一

緒に捕われの身となっているアリスタルコと、バ

ルナバのいとこマルコとが、あなたがたによろし

くと言っている。このマルコについては、もし彼

があなたがたのもとに行くなら、迎えてやるよう

にとのさしずを、あなたがたはすでに受けている

はずである。 11また、ユストと呼ばれているイ

エスからもよろしく。割礼の者の中で、この三人

だけが神の国のために働く同労者であって、わた

しの慰めとなった者である。 12あなたがたのう

ちのひとり、キリスト・イエスの僕エパフラスか

ら、よろしく。彼はいつも、祈のうちであなたが

たを覚え、あなたがたが全き人となり、神の御旨

をことごとく確信して立つようにと、熱心に祈っ

ている。 13わたしは、彼があなたがたのため、

またラオデキヤとヒエラポリスの人々のために、

ひじょうに心労していることを、証言する。 14

愛する医者ルカとデマスとが、あなたがたによろ

しく。 15ラオデキヤの兄弟たちに、またヌンパ

とその家にある教会とに、よろしく。 16この手

紙があなたがたの所で朗読されたら、ラオデキヤ

の教会でも朗読されるように、取り計らってほし

い。またラオデキヤからまわって来る手紙を、あ

なたがたも朗読してほしい。 17アルキポに、「

主にあって受けた務をよく果すように」と伝えて

ほしい。 18パウロ自身が、手ずからこのあいさ

つを書く。わたしが獄につながれていることを、

覚えていてほしい。恵みが、あなたがたと共にあ

るように。



テサロニケ人への手紙第一925

テサロニケ人への手

紙第一

1パウロとシルワノとテモテから、父なる神と
主イエス・キリストとにあるテサロニケ人た

ちの教会へ。恵みと平安とが、あなたがたにある

ように。 2わたしたちは祈の時にあなたがたを覚

え、あなたがた一同のことを、いつも神に感謝し

、 3あなたがたの信仰の働きと、愛の労苦と、わ

たしたちの主イエス・キリストに対する望みの忍

耐とを、わたしたちの父なる神のみまえに、絶え

ず思い起している。 4神に愛されている兄弟たち

よ。わたしたちは、あなたがたが神に選ばれてい

ることを知っている。 5なぜなら、わたしたちの

福音があなたがたに伝えられたとき、それは言葉

だけによらず、力と聖霊と強い確信とによったか

らである。わたしたちが、あなたがたの間で、み

んなのためにどんなことをしたか、あなたがたの

知っているとおりである。 6そしてあなたがたは

、多くの患難の中で、聖霊による喜びをもって御

言を受けいれ、わたしたちと主とにならう者とな

り、 7こうして、マケドニヤとアカヤとにいる信

者全体の模範になった。 8すなわち、主の言葉は

あなたがたから出て、ただマケドニヤとアカヤと

に響きわたっているばかりではなく、至るところ

で、神に対するあなたがたの信仰のことが言いひ

ろめられたので、これについては何も述べる必要

はないほどである。 9わたしたちが、どんなにし

てあなたがたの所にはいって行ったか、また、あ

なたがたが、どんなにして偶像を捨てて神に立ち

帰り、生けるまことの神に仕えるようになり、 10

そして、死人の中からよみがえった神の御子、す

なわち、わたしたちをきたるべき怒りから救い出

して下さるイエスが、天から下ってこられるのを

待つようになったかを、彼ら自身が言いひろめて

いるのである。

2兄弟たちよ。あなたがた自身が知っていると
おり、わたしたちがあなたがたの所にはいっ

て行ったことは、むだではなかった。 2それどこ

ろか、あなたがたが知っているように、わたした

ちは、先にピリピで苦しめられ、はずかしめられ

たにもかかわらず、わたしたちの神に勇気を与え

られて、激しい苦闘のうちに神の福音をあなたが

たに語ったのである。 3いったい、わたしたちの

宣教は、迷いや汚れた心から出たものでもなく、

だましごとでもない。 4かえって、わたしたちは

神の信任を受けて福音を託されたので、人間に喜

ばれるためではなく、わたしたちの心を見分ける

神に喜ばれるように、福音を語るのである。 5わ

たしたちは、あなたがたが知っているように、決

してへつらいの言葉を用いたこともなく、口実を

設けて、むさぼったこともない。それは、神があ

かしして下さる。 6また、わたしたちは、キリス

トの使徒として重んじられることができたのであ

るが、あなたがたからにもせよ、ほかの人々から

にもせよ、人間からの栄誉を求めることはしなか

った。 7むしろ、あなたがたの間で、ちょうど母

がその子供を育てるように、やさしくふるまった

。 8このように、あなたがたを慕わしく思ってい

たので、ただ神の福音ばかりではなく、自分のい

のちまでもあなたがたに与えたいと願ったほどに

、あなたがたを愛したのである。 9兄弟たちよ。

あなたがたはわたしたちの労苦と努力とを記憶し

ていることであろう。すなわち、あなたがたのだ

れにも負担をかけまいと思って、日夜はたらきな

がら、あなたがたに神の福音を宣べ伝えた。 10

あなたがたもあかしし、神もあかしして下さるよ

うに、わたしたちはあなたがた信者の前で、信心

深く、正しく、責められるところがないように、

生活をしたのである。 11そして、あなたがたも

知っているとおり、父がその子に対してするよう

に、あなたがたのひとりびとりに対して、 12御

国とその栄光とに召して下さった神のみこころに

かなって歩くようにと、勧め、励まし、また、さ

としたのである。 13これらのことを考えて、わ

たしたちがまた絶えず神に感謝しているのは、あ

なたがたがわたしたちの説いた神の言を聞いた時

に、それを人間の言葉としてではなく、神の言と

して事実そのとおりであるが受けいれてくれたこ

とである。そして、この神の言は、信じるあなた

がたのうちに働いているのである。 14兄弟たち

よ。あなたがたは、ユダヤの、キリスト・イエス

にある神の諸教会にならう者となった。すなわち

、彼らがユダヤ人たちから苦しめられたと同じよ

うに、あなたがたもまた同国人から苦しめられた

。 15ユダヤ人たちは主イエスと預言者たちとを

殺し、わたしたちを迫害し、神を喜ばせず、すべ

ての人に逆らい、 16わたしたちが異邦人に救の
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言を語るのを妨げて、絶えず自分の罪を満たして

いる。そこで、神の怒りは最も激しく彼らに臨む

に至ったのである。 17兄弟たちよ。わたしたち

は、しばらくの間、あなたがたから引き離されて

いたので心においてではなく、からだだけではあ

るがなおさら、あなたがたの顔を見たいと切にこ

いねがった。 18だから、わたしたちは、あなた

がたの所に行こうとした。ことに、このパウロは

、一再ならず行こうとしたのである。それだのに

、わたしたちはサタンに妨げられた。 19実際、

わたしたちの主イエスの来臨にあたって、わたし

たちの望みと喜びと誇の冠となるべき者は、あな

たがたを外にして、だれがあるだろうか。 20あ

なたがたこそ、実にわたしたちのほまれであり、

喜びである。

3そこで、わたしたちはこれ以上耐えられなく
なって、わたしたちだけがアテネに留まるこ

とに定め、 2わたしたちの兄弟で、キリストの福

音における神の同労者テモテをつかわした。それ

は、あなたがたの信仰を強め、 3このような患難

の中にあって、動揺する者がひとりもないように

励ますためであった。あなたがたの知っていると

おり、わたしたちは患難に会うように定められて

いるのである。 4そして、あなたがたの所にいた

とき、わたしたちがやがて患難に会うことをあら

かじめ言っておいたが、あなたがたの知っている

ように、今そのとおりになったのである。 5そこ

で、わたしはこれ以上耐えられなくなって、もし

や「試みる者」があなたがたを試み、そのために

わたしたちの労苦がむだになりはしないかと気づ

かって、あなたがたの信仰を知るために、彼をつ

かわしたのである。 6ところが今テモテが、あな

たがたの所からわたしたちのもとに帰ってきて、

あなたがたの信仰と愛とについて知らせ、また、

あなたがたがいつもわたしたちのことを覚え、わ

たしたちがあなたがたに会いたく思っていると同

じように、わたしたちにしきりに会いたがってい

るという吉報をもたらした。 7兄弟たちよ。それ

によって、わたしたちはあらゆる苦難と患難との

中にありながら、あなたがたの信仰によって慰め

られた。 8なぜなら、あなたがたが主にあって堅

く立ってくれるなら、わたしたちはいま生きるこ

とになるからである。 9ほんとうに、わたしたち

の神のみまえで、あなたがたのことで喜ぶ大きな

喜びのために、どんな感謝を神にささげたらよい

だろうか。 10わたしたちは、あなたがたの顔を

見、あなたがたの信仰の足りないところを補いた

いと、日夜しきりに願っているのである。 11ど

うか、わたしたちの父なる神ご自身と、わたした

ちの主イエスとが、あなたがたのところへ行く道

を、わたしたちに開いて下さるように。 12どう

か、主が、あなたがた相互の愛とすべての人に対

する愛とを、わたしたちがあなたがたを愛する愛

と同じように、増し加えて豊かにして下さるよう

に。 13そして、どうか、わたしたちの主イエス

が、そのすべての聖なる者と共にこられる時、神

のみまえに、あなたがたの心を強め、清く、責め

られるところのない者にして下さるように。

4最後に、兄弟たちよ。わたしたちは主イエス
にあってあなたがたに願いかつ勧める。あな

たがたが、どのように歩いて神を喜ばすべきかを

わたしたちから学んだように、また、いま歩いて

いるとおりに、ますます歩き続けなさい。 2わた

したちがどういう教を主イエスによって与えたか

、あなたがたはよく知っている。 3神のみこころ

は、あなたがたが清くなることである。すなわち

、不品行を慎み、 4各自、気をつけて自分のから

だを清く尊く保ち、 5神を知らない異邦人のよう

に情欲をほしいままにせず、 6また、このような

ことで兄弟を踏みつけたり、だましたりしてはな

らない。前にもあなたがたにきびしく警告してお

いたように、主はこれらすべてのことについて、

報いをなさるからである。 7神がわたしたちを召

されたのは、汚れたことをするためではなく、清

くなるためである。 8こういうわけであるから、

これらの警告を拒む者は、人を拒むのではなく、

聖霊をあなたがたの心に賜わる神を拒むのである

。 9兄弟愛については、今さら書きおくる必要は

ない。あなたがたは、互に愛し合うように神に直

接教えられており、 10また、事実マケドニヤ全

土にいるすべての兄弟に対して、それを実行して

いるのだから。しかし、兄弟たちよ。あなたがた

に勧める。ますます、そうしてほしい。 11そし

て、あなたがたに命じておいたように、つとめて

落ち着いた生活をし、自分の仕事に身をいれ、手

ずから働きなさい。 12そうすれば、外部の人々

に対して品位を保ち、まただれの世話にもならず

に、生活できるであろう。 13兄弟たちよ。眠っ
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ている人々については、無知でいてもらいたくな

い。望みを持たない外の人々のように、あなたが

たが悲しむことのないためである。 14わたした

ちが信じているように、イエスが死んで復活され

たからには、同様に神はイエスにあって眠ってい

る人々をも、イエスと一緒に導き出して下さるで

あろう。 15わたしたちは主の言葉によって言う

が、生きながらえて主の来臨の時まで残るわたし

たちが、眠った人々より先になることは、決して

ないであろう。 16すなわち、主ご自身が天使の

かしらの声と神のラッパの鳴り響くうちに、合図

の声で、天から下ってこられる。その時、キリス

トにあって死んだ人々が、まず最初によみがえり

、 17それから生き残っているわたしたちが、彼

らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主に

会い、こうして、いつも主と共にいるであろう。

18だから、あなたがたは、これらの言葉をもって

互に慰め合いなさい。

5兄弟たちよ。その時期と場合とについては、
書きおくる必要はない。 2あなたがた自身がよ

く知っているとおり、主の日は盗人が夜くるよう

に来る。 3人々が平和だ無事だと言っているその

矢先に、ちょうど妊婦に産みの苦しみが臨むよう

に、突如として滅びが彼らをおそって来る。そし

て、それからのがれることは決してできない。 4

しかし兄弟たちよ。あなたがたは暗やみの中にい

ないのだから、その日が、盗人のようにあなたが

たを不意に襲うことはないであろう。 5あなたが

たはみな光の子であり、昼の子なのである。わた

したちは、夜の者でもやみの者でもない。 6だか

ら、ほかの人々のように眠っていないで、目をさ

まして慎んでいよう。 7眠る者は夜眠り、酔う者

は夜酔うのである。 8しかし、わたしたちは昼の

者なのだから、信仰と愛との胸当を身につけ、救

の望みのかぶとをかぶって、慎んでいよう。 9神

は、わたしたちを怒りにあわせるように定められ

たのではなく、わたしたちの主イエス・キリスト

によって救を得るように定められたのである。 10

キリストがわたしたちのために死なれたのは、さ

めていても眠っていても、わたしたちが主と共に

生きるためである。 11だから、あなたがたは、

今しているように、互に慰め合い、相互の徳を高

めなさい。 12兄弟たちよ。わたしたちはお願い

する。どうか、あなたがたの間で労し、主にあっ

てあなたがたを指導し、かつ訓戒している人々を

重んじ、 13彼らの働きを思って、特に愛し敬い

なさい。互に平和に過ごしなさい。 14兄弟たち

よ。あなたがたにお勧めする。怠惰な者を戒め、

小心な者を励まし、弱い者を助け、すべての人に

対して寛容でありなさい。 15だれも悪をもって

悪に報いないように心がけ、お互に、またみんな

に対して、いつも善を追い求めなさい。 16いつ

も喜んでいなさい。 17絶えず祈りなさい。 18す

べての事について、感謝しなさい。これが、キリ

スト・イエスにあって、神があなたがたに求めて

おられることである。 19御霊を消してはいけな

い。 20預言を軽んじてはならない。 21すべての

ものを識別して、良いものを守り、 22あらゆる

種類の悪から遠ざかりなさい。 23どうか、平和

の神ご自身が、あなたがたを全くきよめて下さる

ように。また、あなたがたの霊と心とからだとを

完全に守って、わたしたちの主イエス・キリスト

の来臨のときに、責められるところのない者にし

て下さるように。 24あなたがたを召されたかた

は真実であられるから、このことをして下さるで

あろう。 25兄弟たちよ。わたしたちのためにも

、祈ってほしい。 26すべての兄弟たちに、きよ

い接吻をもって、よろしく伝えてほしい。 27わ

たしは主によって命じる。この手紙を、みんなの

兄弟に読み聞かせなさい。 28わたしたちの主イ

エス・キリストの恵みが、あなたがたと共にある

ように。
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テサロニケ人への手

紙第二

1パウロとシルワノとテモテから、わたしたち
の父なる神と主イエス・キリストとにあるテ

サロニケ人たちの教会へ。 2父なる神と主イエス

・キリストから、恵みと平安とが、あなたがたに

あるように。 3兄弟たちよ。わたしたちは、いつ

もあなたがたのことを神に感謝せずにはおられな

い。またそうするのが当然である。それは、あな

たがたの信仰が大いに成長し、あなたがたひとり

びとりの愛が、お互の間に増し加わっているから

である。 4そのために、わたしたち自身は、あな

たがたがいま受けているあらゆる迫害と患難との

ただ中で示している忍耐と信仰とにつき、神の諸

教会に対してあなたがたを誇としている。 5これ

は、あなたがたを、神の国にふさわしい者にしよ

うとする神のさばきが正しいことを、証拠だてる

ものである。その神の国のために、あなたがたも

苦しんでいるのである。 6すなわち、あなたがた

を悩ます者には患難をもって報い、悩まされてい

るあなたがたには、わたしたちと共に、休息をも

って報いて下さるのが、神にとって正しいことだ

からである。 7それは、主イエスが炎の中で力あ

る天使たちを率いて天から現れる時に実現する。

8その時、主は神を認めない者たちや、わたした

ちの主イエスの福音に聞き従わない者たちに報復

し、 9そして、彼らは主のみ顔とその力の栄光か

ら退けられて、永遠の滅びに至る刑罰を受けるで

あろう。 (aiōnios g166) 10その日に、イエスは下って

こられ、聖徒たちの中であがめられ、すべて信じ

る者たちの間で驚嘆されるであろうわたしたちの

このあかしは、あなたがたによって信じられてい

るのである。 11このためにまた、わたしたちは

、わたしたちの神があなたがたを召しにかなう者

となし、善に対するあらゆる願いと信仰の働きと

を力強く満たして下さるようにと、あなたがたの

ために絶えず祈っている。 12それは、わたした

ちの神と主イエス・キリストとの恵みによって、

わたしたちの主イエスの御名があなたがたの間で

あがめられ、あなたがたも主にあって栄光を受け

るためである。

2さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キ
リストの来臨と、わたしたちがみもとに集め

られることとについて、あなたがたにお願いする

ことがある。 2霊により、あるいは言葉により、

あるいはわたしたちから出たという手紙によって

、主の日はすでにきたとふれまわる者があっても

、すぐさま心を動かされたり、あわてたりしては

いけない。 3だれがどんな事をしても、それにだ

まされてはならない。まず背教のことが起り、不

法の者、すなわち、滅びの子が現れるにちがいな

い。 4彼は、すべて神と呼ばれたり拝まれたりす

るものに反抗して立ち上がり、自ら神の宮に座し

て、自分は神だと宣言する。 5わたしがまだあな

たがたの所にいた時、これらの事をくり返して言

ったのを思い出さないのか。 6そして、あなたが

たが知っているとおり、彼が自分に定められた時

になってから現れるように、いま彼を阻止してい

るものがある。 7不法の秘密の力が、すでに働い

ているのである。ただそれは、いま阻止している

者が取り除かれる時までのことである。 8その時

になると、不法の者が現れる。この者を、主イエ

スは口の息をもって殺し、来臨の輝きによって滅

ぼすであろう。 9不法の者が来るのは、サタンの

働きによるのであって、あらゆる偽りの力と、し

るしと、不思議と、 10また、あらゆる不義の惑

わしとを、滅ぶべき者どもに対して行うためであ

る。彼らが滅びるのは、自分らの救となるべき真

理に対する愛を受けいれなかった報いである。 11

そこで神は、彼らが偽りを信じるように、迷わす

力を送り、 12こうして、真理を信じないで不義

を喜んでいたすべての人を、さばくのである。 13

しかし、主に愛されている兄弟たちよ。わたした

ちはいつもあなたがたのことを、神に感謝せずに

はおられない。それは、神があなたがたを初めか

ら選んで、御霊によるきよめと、真理に対する信

仰とによって、救を得させようとし、 14そのた

めに、わたしたちの福音によりあなたがたを召し

て、わたしたちの主イエス・キリストの栄光にあ

ずからせて下さるからである。 15そこで、兄弟

たちよ。堅く立って、わたしたちの言葉や手紙で

教えられた言伝えを、しっかりと守り続けなさい

。 16どうか、わたしたちの主イエス・キリスト

ご自身と、わたしたちを愛し、恵みをもって永遠

の慰めと確かな望みとを賜わるわたしたちの父な

る神とが、 (aiōnios g166) 17あなたがたの心を励まし

、あなたがたを強めて、すべての良いわざを行い

、正しい言葉を語る者として下さるように。



テサロニケ人への手紙第二929

3最後に、兄弟たちよ。わたしたちのために祈
ってほしい。どうか主の言葉が、あなたがた

の所と同じように、ここでも早く広まり、また、

あがめられるように。 2また、どうか、わたした

ちが不都合な悪人から救われるように。事実、す

べての人が信仰を持っているわけではない。 3し

かし、主は真実なかたであるから、あなたがたを

強め、悪しき者から守って下さるであろう。 4わ

たしたちが命じる事を、あなたがたは現に実行し

ており、また、実行するであろうと、わたしたち

は、主にあって確信している。 5どうか、主があ

なたがたの心を導いて、神の愛とキリストの忍耐

とを持たせて下さるように。 6兄弟たちよ。主イ

エス・キリストの名によってあなたがたに命じる

。怠惰な生活をして、わたしたちから受けた言伝

えに従わないすべての兄弟たちから、遠ざかりな

さい。 7わたしたちに、どうならうべきであるか

は、あなたがた自身が知っているはずである。あ

なたがたの所にいた時には、わたしたちは怠惰な

生活をしなかったし、 8人からパンをもらって食

べることもしなかった。それどころか、あなたが

たのだれにも負担をかけまいと、日夜、労苦し努

力して働き続けた。 9それは、わたしたちにその

権利がないからではなく、ただわたしたちにあな

たがたが見習うように、身をもって模範を示した

のである。 10また、あなたがたの所にいた時に

、「働こうとしない者は、食べることもしてはな

らない」と命じておいた。 11ところが、聞くと

ころによると、あなたがたのうちのある者は怠惰

な生活を送り、働かないで、ただいたずらに動き

まわっているとのことである。 12こうした人々

に対しては、静かに働いて自分で得たパンを食べ

るように、主イエス・キリストによって命じまた

勧める。 13兄弟たちよ。あなたがたは、たゆま

ずに良い働きをしなさい。 14もしこの手紙にし

るしたわたしたちの言葉に聞き従わない人があれ

ば、そのような人には注意をして、交際しないが

よい。彼が自ら恥じるようになるためである。 15

しかし、彼を敵のように思わないで、兄弟として

訓戒しなさい。 16どうか、平和の主ご自身が、

いついかなる場合にも、あなたがたに平和を与え

て下さるように。主があなたがた一同と共におら

れるように。 17ここでパウロ自身が、手ずから

あいさつを書く。これは、わたしのどの手紙にも

書く印である。わたしは、このように書く。 18

どうか、わたしたちの主イエス・キリストの恵み

が、あなたがた一同と共にあるように。
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テモテへの手紙第一

1わたしたちの救主なる神と、わたしたちの望
みであるキリスト・イエスとの任命によるキ

リスト・イエスの使徒パウロから、 2信仰による

わたしの真実な子テモテへ。父なる神とわたした

ちの主キリスト・イエスから、恵みとあわれみと

平安とが、あなたにあるように。 3わたしがマケ

ドニヤに向かって出発する際、頼んでおいたよう

に、あなたはエペソにとどまっていて、ある人々

に、違った教を説くことをせず、 4作り話やはて

しのない系図などに気をとられることもないよう

に、命じなさい。そのようなことは信仰による神

の務を果すものではなく、むしろ論議を引き起さ

せるだけのものである。 5わたしのこの命令は、

清い心と正しい良心と偽りのない信仰とから出て

くる愛を目標としている。 6ある人々はこれらの

ものからそれて空論に走り、 7律法の教師たるこ

とを志していながら、自分の言っていることも主

張していることも、わからないでいる。 8わたし

たちが知っているとおり、律法なるものは、法に

従って用いるなら、良いものである。 9すなわち

、律法は正しい人のために定められたのではなく

、不法な者と法に服さない者、不信心な者と罪あ

る者、神聖を汚す者と俗悪な者、父を殺す者と母

を殺す者、人を殺す者、 10不品行な者、男色を

する者、誘かいする者、偽る者、偽り誓う者、そ

のほか健全な教にもとることがあれば、そのため

に定められていることを認むべきである。 11こ

れは、祝福に満ちた神の栄光の福音が示すところ

であって、わたしはこの福音をゆだねられている

のである。 12わたしは、自分を強くして下さっ

たわたしたちの主キリスト・イエスに感謝する。

主はわたしを忠実な者と見て、この務に任じて下

さったのである。 13わたしは以前には、神をそ

しる者、迫害する者、不遜な者であった。しかし

わたしは、これらの事を、信仰がなかったとき、

無知なためにしたのだから、あわれみをこうむっ

たのである。 14その上、わたしたちの主の恵み

が、キリスト・イエスにある信仰と愛とに伴い、

ますます増し加わってきた。 15「キリスト・イ

エスは、罪人を救うためにこの世にきて下さった

」という言葉は、確実で、そのまま受けいれるに

足るものである。わたしは、その罪人のかしらな

のである。 16しかし、わたしがあわれみをこう

むったのは、キリスト・イエスが、まずわたしに

対して限りない寛容を示し、そして、わたしが今

後、彼を信じて永遠のいのちを受ける者の模範と

なるためである。 (aiōnios g166) 17世々の支配者、不

朽にして見えざる唯一の神に、世々限りなく、ほ

まれと栄光とがあるように、アァメン。 (aiōn g165)

18わたしの子テモテよ。以前あなたに対してなさ

れた数々の預言の言葉に従って、この命令を与え

る。あなたは、これらの言葉に励まされて、信仰

と正しい良心とを保ちながら、りっぱに戦いぬき

なさい。 19ある人々は、正しい良心を捨てたた

め、信仰の破船に会った。 20その中に、ヒメナ

オとアレキサンデルとがいる。わたしは、神を汚

さないことを学ばせるため、このふたりをサタン

の手に渡したのである。

2そこで、まず第一に勧める。すべての人のた
めに、王たちと上に立っているすべての人々

のために、願いと、祈と、とりなしと、感謝とを

ささげなさい。 2それはわたしたちが、安らかで

静かな一生を、真に信心深くまた謹厳に過ごすた

めである。 3これは、わたしたちの救主である神

のみまえに良いことであり、また、みこころにか

なうことである。 4神は、すべての人が救われて

、真理を悟るに至ることを望んでおられる。 5神

は唯一であり、神と人との間の仲保者もただひと

りであって、それは人なるキリスト・イエスであ

る。 6彼は、すべての人のあがないとしてご自身

をささげられたが、それは、定められた時になさ

れたあかしにほかならない。 7そのために、わた

しは立てられて宣教者、使徒となり（わたしは真

実を言っている、偽ってはいない）、また異邦人

に信仰と真理とを教える教師となったのである。

8男は、怒ったり争ったりしないで、どんな場所

でも、きよい手をあげて祈ってほしい。 9また、

女はつつましい身なりをし、適度に慎み深く身を

飾るべきであって、髪を編んだり、金や真珠をつ

けたり、高価な着物を着たりしてはいけない。 10

むしろ、良いわざをもって飾りとすることが、信

仰を言いあらわしている女に似つかわしい。 11

女は静かにしていて、万事につけ従順に教を学ぶ

がよい。 12女が教えたり、男の上に立ったりす

ることを、わたしは許さない。むしろ、静かにし

ているべきである。 13なぜなら、アダムがさき

に造られ、それからエバが造られたからである。
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14またアダムは惑わされなかったが、女は惑わさ

れて、あやまちを犯した。 15しかし、女が慎み

深く、信仰と愛と清さとを持ち続けるなら、子を

産むことによって救われるであろう。

3「もし人が監督の職を望むなら、それは良い
仕事を願うことである」とは正しい言葉であ

る。 2さて、監督は、非難のない人で、ひとりの

妻の夫であり、自らを制し、慎み深く、礼儀正し

く、旅人をもてなし、よく教えることができ、 3

酒を好まず、乱暴でなく、寛容であって、人と争

わず、金に淡泊で、 4自分の家をよく治め、謹厳

であって、子供たちを従順な者に育てている人で

なければならない。 5自分の家を治めることも心

得ていない人が、どうして神の教会を預かること

ができようか。 6彼はまた、信者になって間もな

いものであってはならない。そうであると、高慢

になって、悪魔と同じ審判を受けるかも知れない

。 7さらにまた、教会外の人々にもよく思われて

いる人でなければならない。そうでないと、そし

りを受け、悪魔のわなにかかるであろう。 8それ

と同様に、執事も謹厳であって、二枚舌を使わず

、大酒を飲まず、利をむさぼらず、 9きよい良心

をもって、信仰の奥義を保っていなければならな

い。 10彼らはまず調べられて、不都合なことが

なかったなら、それから執事の職につかすべきで

ある。 11女たちも、同様に謹厳で、他人をそし

らず、自らを制し、すべてのことに忠実でなけれ

ばならない。 12執事はひとりの妻の夫であって

、子供と自分の家とをよく治める者でなければな

らない。 13執事の職をよくつとめた者は、良い

地位を得、さらにキリスト・イエスを信じる信仰

による、大いなる確信を得るであろう。 14わた

しは、あなたの所にすぐ行きたいと望みながら、

この手紙を書いている。 15万一わたしが遅れる

場合には、神の家でいかに生活すべきかを、あな

たに知ってもらいたいからである。神の家という

のは、生ける神の教会のことであって、それは真

理の柱、真理の基礎なのである。 16確かに偉大

なのは、この信心の奥義である、「キリストは肉

において現れ、霊において義とせられ、御使たち

に見られ、諸国民の間に伝えられ、世界の中で信

じられ、栄光のうちに天に上げられた」。

4しかし、御霊は明らかに告げて言う。後の時
になると、ある人々は、惑わす霊と悪霊の教

とに気をとられて、信仰から離れ去るであろう。

2それは、良心に焼き印をおされている偽り者の

偽善のしわざである。 3これらの偽り者どもは、

結婚を禁じたり、食物を断つことを命じたりする

。しかし食物は、信仰があり真理を認める者が、

感謝して受けるようにと、神の造られたものであ

る。 4神の造られたものは、みな良いものであっ

て、感謝して受けるなら、何ひとつ捨てるべきも

のはない。 5それらは、神の言と祈とによって、

きよめられるからである。 6これらのことを兄弟

たちに教えるなら、あなたは、信仰の言葉とあな

たの従ってきた良い教の言葉とに養われて、キリ

スト・イエスのよい奉仕者になるであろう。 7し

かし、俗悪で愚にもつかない作り話は避けなさい

。信心のために自分を訓練しなさい。 8からだの

訓練は少しは益するところがあるが、信心は、今

のいのちと後の世のいのちとが約束されてあるの

で、万事に益となる。 9これは確実で、そのまま

受けいれるに足る言葉である。 10わたしたちは

、このために労し苦しんでいる。それは、すべて

の人の救主、特に信じる者たちの救主なる生ける

神に、望みを置いてきたからである。 11これら

の事を命じ、また教えなさい。 12あなたは、年

が若いために人に軽んじられてはならない。むし

ろ、言葉にも、行状にも、愛にも、信仰にも、純

潔にも、信者の模範になりなさい。 13わたしが

そちらに行く時まで、聖書を朗読することと、勧

めをすることと、教えることとに心を用いなさい

。 14長老の按手を受けた時、預言によってあな

たに与えられて内に持っている恵みの賜物を、軽

視してはならない。 15すべての事にあなたの進

歩があらわれるため、これらの事を実行し、それ

を励みなさい。 16自分のことと教のこととに気

をつけ、それらを常に努めなさい。そうすれば、

あなたは、自分自身とあなたの教を聞く者たちと

を、救うことになる。

5老人をとがめてはいけない。むしろ父親に対
するように、話してあげなさい。若い男には

兄弟に対するように、 2年とった女には母親に対

するように、若い女には、真に純潔な思いをもっ

て、姉妹に対するように、勧告しなさい。 3やも

めについては、真にたよりのないやもめたちを、

よくしてあげなさい。 4やもめに子か孫かがある

場合には、これらの者に、まず自分の家で孝養を
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つくし、親の恩に報いることを学ばせるべきであ

る。それが、神のみこころにかなうことなのであ

る。 5真にたよりのない、ひとり暮しのやもめは

、望みを神において、日夜、たえず願いと祈とに

専心するが、 6これに反して、みだらな生活をし

ているやもめは、生けるしかばねにすぎない。 7

これらのことを命じて、彼女たちを非難のない者

としなさい。 8もしある人が、その親族を、こと

に自分の家族をかえりみない場合には、その信仰

を捨てたことになるのであって、不信者以上にわ

るい。 9やもめとして登録さるべき者は、六十歳

以下のものではなくて、ひとりの夫の妻であった

者、 10また子女をよく養育し、旅人をもてなし

、聖徒の足を洗い、困っている人を助け、種々の

善行に努めるなど、そのよいわざでひろく認めら

れている者でなければならない。 11若いやもめ

は除外すべきである。彼女たちがキリストにそむ

いて気ままになると、結婚をしたがるようになり

、 12初めの誓いを無視したという非難を受けね

ばならないからである。 13その上、彼女たちは

なまけていて、家々を遊び歩くことをおぼえ、な

まけるばかりか、むだごとをしゃべって、いたず

らに動きまわり、口にしてはならないことを言う

。 14そういうわけだから、若いやもめは結婚し

て子を産み、家をおさめ、そして、反対者にそし

られるすきを作らないようにしてほしい。 15彼

女たちのうちには、サタンのあとを追って道を踏

みはずした者もある。 16女の信者が家にやもめ

を持っている場合には、自分でそのやもめの世話

をしてあげなさい。教会のやっかいになってはい

けない。教会は、真にたよりのないやもめの世話

をしなければならない。 17よい指導をしている

長老、特に宣教と教とのために労している長老は

、二倍の尊敬を受けるにふさわしい者である。 18

聖書は、「穀物をこなしている牛に、くつこをか

けてはならない」また「働き人がその報酬を受け

るのは当然である」と言っている。 19長老に対

する訴訟は、ふたりか三人の証人がない場合には

、受理してはならない。 20罪を犯した者に対し

ては、ほかの人々も恐れをいだくに至るために、

すべての人の前でその罪をとがむべきである。 21

わたしは、神とキリスト・イエスと選ばれた御使

たちとの前で、おごそかにあなたに命じる。これ

らのことを偏見なしに守り、何事についても、不

公平な仕方をしてはならない。 22軽々しく人に

手をおいてはならない。また、ほかの人の罪に加

わってはいけない。自分をきよく守りなさい。 23

（これからは、水ばかりを飲まないで、胃のため

、また、たびたびのいたみを和らげるために、少

量のぶどう酒を用いなさい。） 24ある人の罪は

明白であって、すぐ裁判にかけられるが、ほかの

人の罪は、あとになってわかって来る。 25それ

と同じく、良いわざもすぐ明らかになり、そうな

らない場合でも、隠れていることはあり得ない

。

6くびきの下にある奴隷はすべて、自分の主人
を、真に尊敬すべき者として仰ぐべきである

。それは、神の御名と教とが、そしりを受けない

ためである。 2信者である主人を持っている者た

ちは、その主人が兄弟であるというので軽視して

はならない。むしろ、ますます励んで仕えるべき

である。その益を受ける主人は、信者であり愛さ

れている人だからである。あなたは、これらの事

を教えかつ勧めなさい。 3もし違ったことを教え

て、わたしたちの主イエス・キリストの健全な言

葉、ならびに信心にかなう教に同意しないような

者があれば、 4彼は高慢であって、何も知らず、

ただ論議と言葉の争いとに病みついている者であ

る。そこから、ねたみ、争い、そしり、さいぎの

心が生じ、 5また知性が腐って、真理にそむき、

信心を利得と心得る者どもの間に、はてしのない

いがみ合いが起るのである。 6しかし、信心があ

って足ることを知るのは、大きな利得である。 7

わたしたちは、何ひとつ持たないでこの世にきた

。また、何ひとつ持たないでこの世を去って行く

。 8ただ衣食があれば、それで足れりとすべきで

ある。 9富むことを願い求める者は、誘惑と、わ

なとに陥り、また、人を滅びと破壊とに沈ませる

、無分別な恐ろしいさまざまの情欲に陥るのであ

る。 10金銭を愛することは、すべての悪の根で

ある。ある人々は欲ばって金銭を求めたため、信

仰から迷い出て、多くの苦痛をもって自分自身を

刺しとおした。 11しかし、神の人よ。あなたは

これらの事を避けなさい。そして、義と信心と信

仰と愛と忍耐と柔和とを追い求めなさい。 12信

仰の戦いをりっぱに戦いぬいて、永遠のいのちを

獲得しなさい。あなたは、そのために召され、多

くの証人の前で、りっぱなあかしをしたのである

。 (aiōnios g166) 13わたしはすべてのものを生かして
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下さる神のみまえと、またポンテオ・ピラトの面

前でりっぱなあかしをなさったキリスト・イエス

のみまえで、あなたに命じる。 14わたしたちの

主イエス・キリストの出現まで、その戒めを汚す

ことがなく、また、それを非難のないように守り

なさい。 15時がくれば、祝福に満ちた、ただひ

とりの力あるかた、もろもろの王の王、もろもろ

の主の主が、キリストを出現させて下さるであろ

う。 16神はただひとり不死を保ち、近づきがた

い光の中に住み、人間の中でだれも見た者がなく

、見ることもできないかたである。ほまれと永遠

の支配とが、神にあるように、アァメン。 (aiōnios

g166) 17この世で富んでいる者たちに、命じなさい

。高慢にならず、たよりにならない富に望みをお

かず、むしろ、わたしたちにすべての物を豊かに

備えて楽しませて下さる神に、のぞみをおくよう

に、 (aiōn g165) 18また、良い行いをし、良いわざに

富み、惜しみなく施し、人に分け与えることを喜

び、 19こうして、真のいのちを得るために、未

来に備えてよい土台を自分のために築き上げるよ

うに、命じなさい。 20テモテよ。あなたにゆだ

ねられていることを守りなさい。そして、俗悪な

むだ話と、偽りの「知識」による反対論とを避け

なさい。 21ある人々はそれに熱中して、信仰か

らそれてしまったのである。恵みが、あなたがた

と共にあるように。
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テモテへの手紙第二

1神の御旨により、キリスト・イエスにあるい
のちの約束によって立てられたキリスト・イ

エスの使徒パウロから、 2愛する子テモテへ。父

なる神とわたしたちの主キリスト・イエスから、

恵みとあわれみと平安とが、あなたにあるように

。 3わたしは、日夜、祈の中で、絶えずあなたの

ことを思い出しては、きよい良心をもって先祖以

来つかえている神に感謝している。 4わたしは、

あなたの涙をおぼえており、あなたに会って喜び

で満たされたいと、切に願っている。 5また、あ

なたがいだいている偽りのない信仰を思い起して

いる。この信仰は、まずあなたの祖母ロイスとあ

なたの母ユニケとに宿ったものであったが、今あ

なたにも宿っていると、わたしは確信している。

6こういうわけで、あなたに注意したい。わたし

の按手によって内にいただいた神の賜物を、再び

燃えたたせなさい。 7というのは、神がわたした

ちに下さったのは、臆する霊ではなく、力と愛と

慎みとの霊なのである。 8だから、あなたは、わ

たしたちの主のあかしをすることや、わたしが主

の囚人であることを、決して恥ずかしく思っては

ならない。むしろ、神の力にささえられて、福音

のために、わたしと苦しみを共にしてほしい。 9

神はわたしたちを救い、聖なる招きをもって召し

て下さったのであるが、それは、わたしたちのわ

ざによるのではなく、神ご自身の計画に基き、ま

た、永遠の昔にキリスト・イエスにあってわたし

たちに賜わっていた恵み、 (aiōnios g166) 10そして今

や、わたしたちの救主キリスト・イエスの出現に

よって明らかにされた恵みによるのである。キリ

ストは死を滅ぼし、福音によっていのちと不死と

を明らかに示されたのである。 11わたしは、こ

の福音のために立てられて、その宣教者、使徒、

教師になった。 12そのためにまた、わたしはこ

のような苦しみを受けているが、それを恥としな

い。なぜなら、わたしは自分の信じてきたかたを

知っており、またそのかたは、わたしにゆだねら

れているものを、かの日に至るまで守って下さる

ことができると、確信しているからである。 13

あなたは、キリスト・イエスに対する信仰と愛と

をもって、わたしから聞いた健全な言葉を模範に

しなさい。 14そして、あなたにゆだねられてい

る尊いものを、わたしたちの内に宿っている聖霊

によって守りなさい。 15あなたの知っているよ

うに、アジヤにいる者たちは、皆わたしから離れ

て行った。その中には、フゲロとヘルモゲネもい

る。 16どうか、主が、オネシポロの家にあわれ

みをたれて下さるように。彼はたびたび、わたし

を慰めてくれ、またわたしの鎖を恥とも思わない

で、 17ローマに着いた時には、熱心にわたしを

捜しまわった末、尋ね出してくれたのである。 18

どうか、主がかの日に、あわれみを彼に賜わるよ

うに。彼がエペソで、どれほどわたしに仕えてく

れたかは、だれよりもあなたがよく知っている

。

2そこで、わたしの子よ。あなたはキリスト・
イエスにある恵みによって、強くなりなさい

。 2そして、あなたが多くの証人の前でわたしか

ら聞いたことを、さらにほかの者たちにも教える

ことのできるような忠実な人々に、ゆだねなさい

。 3キリスト・イエスの良い兵卒として、わたし

と苦しみを共にしてほしい。 4兵役に服している

者は、日常生活の事に煩わされてはいない。ただ

、兵を募った司令官を喜ばせようと努める。 5ま

た、競技をするにしても、規定に従って競技をし

なければ、栄冠は得られない。 6労苦をする農夫

が、だれよりも先に、生産物の分配にあずかるべ

きである。 7わたしの言うことを、よく考えてみ

なさい。主は、それを十分に理解する力をあなた

に賜わるであろう。 8ダビデの子孫として生れ、

死人のうちからよみがえったイエス・キリストを

、いつも思っていなさい。これがわたしの福音で

ある。 9この福音のために、わたしは悪者のよう

に苦しめられ、ついに鎖につながれるに至った。

しかし、神の言はつながれてはいない。 10それ

だから、わたしは選ばれた人たちのために、いっ

さいのことを耐え忍ぶのである。それは、彼らも

キリスト・イエスによる救を受け、また、それと

共に永遠の栄光を受けるためである。 (aiōnios g166)

11次の言葉は確実である。「もしわたしたちが、

彼と共に死んだなら、また彼と共に生きるであろ

う。 12もし耐え忍ぶなら、彼と共に支配者とな

るであろう。もし彼を否むなら、彼もわたしたち

を否むであろう。 13たとい、わたしたちは不真

実であっても、彼は常に真実である。彼は自分を

偽ることが、できないのである」。 14あなたは

、これらのことを彼らに思い出させて、なんの益
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もなく、聞いている人々を破滅におとしいれるだ

けである言葉の争いをしないように、神のみまえ

でおごそかに命じなさい。 15あなたは真理の言

葉を正しく教え、恥じるところのない錬達した働

き人になって、神に自分をささげるように努めは

げみなさい。 16俗悪なむだ話を避けなさい。そ

れによって人々は、ますます不信心に落ちていき

、 17彼らの言葉は、がんのように腐れひろがる

であろう。その中にはヒメナオとピレトとがいる

。 18彼らは真理からはずれ、復活はすでに済ん

でしまったと言い、そして、ある人々の信仰をく

つがえしている。 19しかし、神のゆるがない土

台はすえられていて、それに次の句が証印として

、しるされている。「主は自分の者たちを知る」

。また「主の名を呼ぶ者は、すべて不義から離れ

よ」。 20大きな家には、金や銀の器ばかりでは

なく、木や土の器もあり、そして、あるものは尊

いことに用いられ、あるものは卑しいことに用い

られる。 21もし人が卑しいものを取り去って自

分をきよめるなら、彼は尊いきよめられた器とな

って、主人に役立つものとなり、すべての良いわ

ざに間に合うようになる。 22そこで、あなたは

若い時の情欲を避けなさい。そして、きよい心を

もって主を呼び求める人々と共に、義と信仰と愛

と平和とを追い求めなさい。 23愚かで無知な論

議をやめなさい。それは、あなたが知っていると

おり、ただ争いに終るだけである。 24主の僕た

る者は争ってはならない。だれに対しても親切で

あって、よく教え、よく忍び、 25反対する者を

柔和な心で教え導くべきである。おそらく神は、

彼らに悔改めの心を与えて、真理を知らせ、 26

一度は悪魔に捕えられてその欲するままになって

いても、目ざめて彼のわなからのがれさせて下さ

るであろう。

3しかし、このことは知っておかねばならない
。終りの時には、苦難の時代が来る。 2その時

、人々は自分を愛する者、金を愛する者、大言壮

語する者、高慢な者、神をそしる者、親に逆らう

者、恩を知らぬ者、神聖を汚す者、 3無情な者、

融和しない者、そしる者、無節制な者、粗暴な者

、善を好まない者、 4裏切り者、乱暴者、高言を

する者、神よりも快楽を愛する者、 5信心深い様

子をしながらその実を捨てる者となるであろう。

こうした人々を避けなさい。 6彼らの中には、人

の家にもぐり込み、そして、さまざまの欲に心を

奪われて、多くの罪を積み重ねている愚かな女ど

もを、とりこにしている者がある。 7彼女たちは

、常に学んではいるが、いつになっても真理の知

識に達することができない。 8ちょうど、ヤンネ

とヤンブレとがモーセに逆らったように、こうし

た人々も真理に逆らうのである。彼らは知性の腐

った、信仰の失格者である。 9しかし、彼らはそ

のまま進んでいけるはずがない。彼らの愚かさは

、あのふたりの場合と同じように、多くの人に知

れて来るであろう。 10しかしあなたは、わたし

の教、歩み、こころざし、信仰、寛容、愛、忍耐

、 11それから、わたしがアンテオケ、イコニオ

ム、ルステラで受けた数々の迫害、苦難に、よく

も続いてきてくれた。そのひどい迫害にわたしは

耐えてきたが、主はそれらいっさいのことから、

救い出して下さったのである。 12いったい、キ

リスト・イエスにあって信心深く生きようとする

者は、みな、迫害を受ける。 13悪人と詐欺師と

は人を惑わし人に惑わされて、悪から悪へと落ち

ていく。 14しかし、あなたは、自分が学んで確

信しているところに、いつもとどまっていなさい

。あなたは、それをだれから学んだか知っており

、 15また幼い時から、聖書に親しみ、それが、

キリスト・イエスに対する信仰によって救に至る

知恵を、あなたに与えうる書物であることを知っ

ている。 16聖書は、すべて神の霊感を受けて書

かれたものであって、人を教え、戒め、正しくし

、義に導くのに有益である。 17それによって、

神の人が、あらゆる良いわざに対して十分な準備

ができて、完全にととのえられた者になるのであ

る。

4神のみまえと、生きている者と死んだ者とを
さばくべきキリスト・イエスのみまえで、キ

リストの出現とその御国とを思い、おごそかに命

じる。 2御言を宣べ伝えなさい。時が良くても悪

くても、それを励み、あくまでも寛容な心でよく

教えて、責め、戒め、勧めなさい。 3人々が健全

な教に耐えられなくなり、耳ざわりのよい話をし

てもらおうとして、自分勝手な好みにまかせて教

師たちを寄せ集め、 4そして、真理からは耳をそ

むけて、作り話の方にそれていく時が来るであろ

う。 5しかし、あなたは、何事にも慎み、苦難を

忍び、伝道者のわざをなし、自分の務を全うしな



テモテへの手紙第二 936

さい。 6わたしは、すでに自身を犠牲としてささ

げている。わたしが世を去るべき時はきた。 7わ

たしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を

走りつくし、信仰を守りとおした。 8今や、義の

冠がわたしを待っているばかりである。かの日に

は、公平な審判者である主が、それを授けて下さ

るであろう。わたしばかりではなく、主の出現を

心から待ち望んでいたすべての人にも授けて下さ

るであろう。 9わたしの所に、急いで早くきてほ

しい。 10デマスはこの世を愛し、わたしを捨て

てテサロニケに行ってしまい、クレスケンスはガ

ラテヤに、テトスはダルマテヤに行った。 (aiōn

g165) 11ただルカだけが、わたしのもとにいる。マ

ルコを連れて、一緒にきなさい。彼はわたしの務

のために役に立つから。 12わたしはテキコをエ

ペソにつかわした。 13あなたが来るときに、ト

ロアスのカルポの所に残しておいた上着を持って

きてほしい。また書物も、特に、羊皮紙のを持っ

てきてもらいたい。 14銅細工人のアレキサンデ

ルが、わたしを大いに苦しめた。主はそのしわざ

に対して、彼に報いなさるだろう。 15あなたも

、彼を警戒しなさい。彼は、わたしたちの言うこ

とに強く反対したのだから。 16わたしの第一回

の弁明の際には、わたしに味方をする者はひとり

もなく、みなわたしを捨てて行った。どうか、彼

らが、そのために責められることがないように。

17しかし、わたしが御言を余すところなく宣べ伝

えて、すべての異邦人に聞かせるように、主はわ

たしを助け、力づけて下さった。そして、わたし

は、ししの口から救い出されたのである。 18主

はわたしを、すべての悪のわざから助け出し、天

にある御国に救い入れて下さるであろう。栄光が

永遠から永遠にわたって主にあるように、アァメ

ン。 (aiōn g165) 19プリスカとアクラとに、またオネ

シポロの家に、よろしく伝えてほしい。 20エラ

ストはコリントにとどまっており、トロピモは病

気なので、ミレトに残してきた。 21冬になる前

に、急いできてほしい。ユブロ、プデス、リノス

、クラウデヤならびにすべての兄弟たちから、あ

なたによろしく。 22主が、あなたの霊と共にい

ますように。恵みが、あなたがたと共にあるよう

に。
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テトスへの手紙

1神の僕、イエス・キリストの使徒パウロから
わたしが使徒とされたのは、神に選ばれた者

たちの信仰を強め、また、信心にかなう真理の知

識を彼らに得させるためであり、 2偽りのない神

が永遠の昔に約束された永遠のいのちの望みに基

くのである。 (aiōnios g166) 3神は、定められた時に

及んで、御言を宣教によって明らかにされたが、

わたしは、わたしたちの救主なる神の任命によっ

て、この宣教をゆだねられたのである 4信仰を同

じうするわたしの真実の子テトスへ。父なる神と

わたしたちの救主キリスト・イエスから、恵みと

平安とが、あなたにあるように。 5あなたをクレ

テにおいてきたのは、わたしがあなたに命じてお

いたように、そこにし残してあることを整理して

もらい、また、町々に長老を立ててもらうために

ほかならない。 6長老は、責められる点がなく、

ひとりの妻の夫であって、その子たちも不品行の

うわさをたてられず、親不孝をしない信者でなく

てはならない。 7監督たる者は、神に仕える者と

して、責められる点がなく、わがままでなく、軽

々しく怒らず、酒を好まず、乱暴でなく、利をむ

さぼらず、 8かえって、旅人をもてなし、善を愛

し、慎み深く、正しく、信仰深く、自制する者で

あり、 9教にかなった信頼すべき言葉を守る人で

なければならない。それは、彼が健全な教によっ

て人をさとし、また、反対者の誤りを指摘するこ

とができるためである。 10実は、法に服さない

者、空論に走る者、人の心を惑わす者が多くおり

、とくに、割礼のある者の中に多い。 11彼らの

口を封ずべきである。彼らは恥ずべき利のために

、教えてはならないことを教えて、数々の家庭を

破壊してしまっている。 12クレテ人のうちのあ

る預言者が「クレテ人は、いつもうそつき、たち

の悪いけもの、なまけ者の食いしんぼう」と言っ

ているが、 13この非難はあたっている。だから

、彼らをきびしく責めて、その信仰を健全なもの

にし、 14ユダヤ人の作り話や、真理からそれて

いった人々の定めなどに、気をとられることがな

いようにさせなさい。 15きよい人には、すべて

のものがきよい。しかし、汚れている不信仰な人

には、きよいものは一つもなく、その知性も良心

も汚れてしまっている。 16彼らは神を知ってい

ると、口では言うが、行いではそれを否定してい

る。彼らは忌まわしい者、また不従順な者であっ

て、いっさいの良いわざに関しては、失格者であ

る。

2しかし、あなたは、健全な教にかなうことを
語りなさい。 2老人たちには自らを制し、謹厳

で、慎み深くし、また、信仰と愛と忍耐とにおい

て健全であるように勧め、 3年老いた女たちにも

、同じように、たち居ふるまいをうやうやしくし

、人をそしったり大酒の奴隷になったりせず、良

いことを教える者となるように、勧めなさい。 4

そうすれば、彼女たちは、若い女たちに、夫を愛

し、子供を愛し、 5慎み深く、純潔で、家事に努

め、善良で、自分の夫に従順であるように教える

ことになり、したがって、神の言がそしりを受け

ないようになるであろう。 6若い男にも、同じく

、万事につけ慎み深くあるように、勧めなさい。

7あなた自身を良いわざの模範として示し、人を

教える場合には、清廉と謹厳とをもってし、 8非

難のない健全な言葉を用いなさい。そうすれば、

反対者も、わたしたちについてなんの悪口も言え

なくなり、自ら恥じいるであろう。 9奴隷には、

万事につけその主人に服従して、喜ばれるように

なり、反抗をせず、 10盗みをせず、どこまでも

心をこめた真実を示すようにと、勧めなさい。そ

うすれば、彼らは万事につけ、わたしたちの救主

なる神の教を飾ることになろう。 11すべての人

を救う神の恵みが現れた。 12そして、わたした

ちを導き、不信心とこの世の情欲とを捨てて、慎

み深く、正しく、信心深くこの世で生活し、 (aiōn

g165) 13祝福に満ちた望み、すなわち、大いなる神

、わたしたちの救主キリスト・イエスの栄光の出

現を待ち望むようにと、教えている。 14このキ

リストが、わたしたちのためにご自身をささげら

れたのは、わたしたちをすべての不法からあがな

い出して、良いわざに熱心な選びの民を、ご自身

のものとして聖別するためにほかならない。 15

あなたは、権威をもってこれらのことを語り、勧

め、また責めなさい。だれにも軽んじられてはな

らない。

3あなたは彼らに勧めて、支配者、権威ある者
に服し、これに従い、いつでも良いわざをす

る用意があり、 2だれをもそしらず、争わず、寛

容であって、すべての人に対してどこまでも柔和

な態度を示すべきことを、思い出させなさい。 3
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わたしたちも以前には、無分別で、不従順な、迷

っていた者であって、さまざまの情欲と快楽との

奴隷になり、悪意とねたみとで日を過ごし、人に

憎まれ、互に憎み合っていた。 4ところが、わた

したちの救主なる神の慈悲と博愛とが現れたとき

、 5わたしたちの行った義のわざによってではな

く、ただ神のあわれみによって、再生の洗いを受

け、聖霊により新たにされて、わたしたちは救わ

れたのである。 6この聖霊は、わたしたちの救主

イエス・キリストをとおして、わたしたちの上に

豊かに注がれた。 7これは、わたしたちが、キリ

ストの恵みによって義とされ、永遠のいのちを望

むことによって、御国をつぐ者となるためである

。 (aiōnios g166) 8この言葉は確実である。わたしは

、あなたがそれらのことを主張するのを願ってい

る。それは、神を信じている者たちが、努めて良

いわざを励むことを心がけるようになるためであ

る。これは良いことであって、人々の益となる。

9しかし、愚かな議論と、系図と、争いと、律法

についての論争とを、避けなさい。それらは無益

かつ空虚なことである。 10異端者は、一、二度

、訓戒を加えた上で退けなさい。 11たしかに、

こういう人たちは、邪道に陥り、自ら悪と知りつ

つも、罪を犯しているからである。 12わたしが

アルテマスかテキコかをあなたのところに送った

なら、急いでニコポリにいるわたしの所にきなさ

い。わたしは、そこで冬を過ごすことにした。 13

法学者ゼナスと、アポロとを、急いで旅につかせ

、不自由のないようにしてあげなさい。 14わた

したちの仲間も、さし迫った必要に備えて、努め

て良いわざを励み、実を結ばぬ者とならないよう

に、心がけるべきである。 15わたしと共にいる

一同の者から、あなたによろしく。わたしたちを

愛している信徒たちに、よろしく。恵みが、あな

たがた一同と共にあるように。
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ピレモンへの手紙

1キリスト・イエスの囚人パウロと兄弟テモテ
から、わたしたちの愛する同労者ピレモン、 2

姉妹アピヤ、わたしたちの戦友アルキポ、ならび

に、あなたの家にある教会へ。 3わたしたちの父

なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安と

が、あなたがたにあるように。 4わたしは、祈の

時にあなたをおぼえて、いつもわたしの神に感謝

している。 5それは、主イエスに対し、また、す

べての聖徒に対するあなたの愛と信仰とについて

、聞いているからである。 6どうか、あなたの信

仰の交わりが強められて、わたしたちの間でキリ

ストのためになされているすべての良いことが、

知られて来るようになってほしい。 7兄弟よ。わ

たしは、あなたの愛によって多くの喜びと慰めと

を与えられた。聖徒たちの心が、あなたによって

力づけられたからである。 8こういうわけで、わ

たしは、キリストにあってあなたのなすべき事を

、きわめて率直に指示してもよいと思うが、 9む

しろ、愛のゆえにお願いする。すでに老年になり

、今またキリスト・イエスの囚人となっているこ

のパウロが、 10捕われの身で産んだわたしの子

供オネシモについて、あなたにお願いする。 11

彼は以前は、あなたにとって無益な者であったが

、今は、あなたにも、わたしにも、有益な者にな

った。 12彼をあなたのもとに送りかえす。彼は

わたしの心である。 13わたしは彼を身近に引き

とめておいて、わたしが福音のために捕われてい

る間、あなたに代って仕えてもらいたかったので

ある。 14しかし、わたしは、あなたの承諾なし

には何もしたくない。あなたが強制されて良い行

いをするのではなく、自発的にすることを願って

いる。 15彼がしばらくの間あなたから離れてい

たのは、あなたが彼をいつまでも留めておくため

であったかも知れない。 (aiōnios g166) 16しかも、も

はや奴隷としてではなく、奴隷以上のもの、愛す

る兄弟としてである。とりわけ、わたしにとって

そうであるが、ましてあなたにとっては、肉にお

いても、主にあっても、それ以上であろう。 17

そこで、もしわたしをあなたの信仰の友と思って

くれるなら、わたし同様に彼を受けいれてほしい

。 18もし、彼があなたに何か不都合なことをし

たか、あるいは、何か負債があれば、それをわた

しの借りにしておいてほしい。 19このパウロが

手ずからしるす、わたしがそれを返済する。この

際、あなたが、あなた自身をわたしに負うている

ことについては、何も言うまい。 20兄弟よ。わ

たしはあなたから、主にあって何か益を得たいも

のである。わたしの心を、主にあって力づけても

らいたい。 21わたしはあなたの従順を堅く信じ

て、この手紙を書く。あなたは、確かにわたしが

言う以上のことをしてくれるだろう。 22ついで

にお願いするが、わたしのために宿を用意してお

いてほしい。あなたがたの祈によって、あなたが

たの所に行かせてもらえるように望んでいるのだ

から。 23キリスト・イエスにあって、わたしと

共に捕われの身になっているエパフラスから、あ

なたによろしく。 24わたしの同労者たち、マル

コ、アリスタルコ、デマス、ルカからも、よろし

く。 25主イエス・キリストの恵みが、あなたが

たの霊と共にあるように。
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ヘブル人への手紙

1神は、むかしは、預言者たちにより、いろい
ろな時に、いろいろな方法で、先祖たちに語

られたが、 2この終りの時には、御子によって、

わたしたちに語られたのである。神は御子を万物

の相続者と定め、また、御子によって、もろもろ

の世界を造られた。 (aiōn g165) 3御子は神の栄光の

輝きであり、神の本質の真の姿であって、その力

ある言葉をもって万物を保っておられる。そして

罪のきよめのわざをなし終えてから、いと高き所

にいます大能者の右に、座につかれたのである。

4御子は、その受け継がれた名が御使たちの名に

まさっているので、彼らよりもすぐれた者となら

れた。 5いったい、神は御使たちのだれに対して

、「あなたこそは、わたしの子。きょう、わたし

はあなたを生んだ」と言い、さらにまた、「わた

しは彼の父となり、彼はわたしの子となるであろ

う」と言われたことがあるか。 6さらにまた、神

は、その長子を世界に導き入れるに当って、「神

の御使たちはことごとく、彼を拝すべきである」

と言われた。 7また、御使たちについては、「神

は、御使たちを風とし、ご自分に仕える者たちを

炎とされる」と言われているが、 8御子について

は、「神よ、あなたの御座は、世々限りなく続き

、あなたの支配のつえは、公平のつえである。

(aiōn g165) 9あなたは義を愛し、不法を憎まれた。

それゆえに、神、あなたの神は、喜びのあぶらを

、あなたの友に注ぐよりも多く、あなたに注がれ

た」と言い、 10さらに、「主よ、あなたは初め

に、地の基をおすえになった。もろもろの天も、

み手のわざである。 11これらのものは滅びてし

まうが、あなたは、いつまでもいますかたである

。すべてのものは衣のように古び、 12それらを

あなたは、外套のように巻かれる。これらのもの

は、衣のように変るが、あなたは、いつも変るこ

とがなく、あなたのよわいは、尽きることがない

」とも言われている。 13神は、御使たちのだれ

に対して、「あなたの敵を、あなたの足台とする

ときまでは、わたしの右に座していなさい」と言

われたことがあるか。 14御使たちはすべて仕え

る霊であって、救を受け継ぐべき人々に奉仕する

ため、つかわされたものではないか。

2こういうわけだから、わたしたちは聞かされ
ていることを、いっそう強く心に留めねばな

らない。そうでないと、おし流されてしまう。 2

というのは、御使たちをとおして語られた御言が

効力を持ち、あらゆる罪過と不従順とに対して正

当な報いが加えられたとすれば、 3わたしたちは

、こんなに尊い救をなおざりにしては、どうして

報いをのがれることができようか。この救は、初

め主によって語られたものであって、聞いた人々

からわたしたちにあかしされ、 4さらに神も、し

るしと不思議とさまざまな力あるわざとにより、

また、御旨に従い聖霊を各自に賜うことによって

、あかしをされたのである。 5いったい、神は、

わたしたちがここで語っているきたるべき世界を

、御使たちに服従させることは、なさらなかった

。 6聖書はある箇所で、こうあかししている、「

人間が何者だから、これを御心に留められるのだ

ろうか。人の子が何者だから、これをかえりみら

れるのだろうか。 7あなたは、しばらくの間、彼

を御使たちよりも低い者となし、栄光とほまれと

を冠として彼に与え、 8万物をその足の下に服従

させて下さった」。「万物を彼に服従させて下さ

った」という以上、服従しないものは、何ひとつ

残されていないはずである。しかし、今もなお万

物が彼に服従している事実を、わたしたちは見て

いない。 9ただ、「しばらくの間、御使たちより

も低い者とされた」イエスが、死の苦しみのゆえ

に、栄光とほまれとを冠として与えられたのを見

る。それは、彼が神の恵みによって、すべての人

のために死を味わわれるためであった。 10なぜ

なら、万物の帰すべきかた、万物を造られたかた

が、多くの子らを栄光に導くのに、彼らの救の君

を、苦難をとおして全うされたのは、彼にふさわ

しいことであったからである。 11実に、きよめ

るかたも、きよめられる者たちも、皆ひとりのか

たから出ている。それゆえに主は、彼らを兄弟と

呼ぶことを恥とされない。 12すなわち、「わた

しは、御名をわたしの兄弟たちに告げ知らせ、教

会の中で、あなたをほめ歌おう」と言い、 13ま

た、「わたしは、彼により頼む」、また、「見よ

、わたしと、神がわたしに賜わった子らとは」と

言われた。 14このように、子たちは血と肉とに

共にあずかっているので、イエスもまた同様に、

それらをそなえておられる。それは、死の力を持

つ者、すなわち悪魔を、ご自分の死によって滅ぼ
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し、 15死の恐怖のために一生涯、奴隷となって

いた者たちを、解き放つためである。 16確かに

、彼は天使たちを助けることはしないで、アブラ

ハムの子孫を助けられた。 17そこで、イエスは

、神のみまえにあわれみ深い忠実な大祭司となっ

て、民の罪をあがなうために、あらゆる点におい

て兄弟たちと同じようにならねばならなかった。

18主ご自身、試錬を受けて苦しまれたからこそ、

試錬の中にある者たちを助けることができるので

ある。

3そこで、天の召しにあずかっている聖なる兄
弟たちよ。あなたがたは、わたしたちが告白

する信仰の使者また大祭司なるイエスを、思いみ

るべきである。 2彼は、モーセが神の家の全体に

対して忠実であったように、自分を立てたかたに

対して忠実であられた。 3おおよそ、家を造る者

が家そのものよりもさらに尊ばれるように、彼は

、モーセ以上に、大いなる光栄を受けるにふさわ

しい者とされたのである。 4家はすべて、だれか

によって造られるものであるが、すべてのものを

造られたかたは、神である。 5さて、モーセは、

後に語らるべき事がらについてあかしをするため

に、仕える者として、神の家の全体に対して忠実

であったが、 6キリストは御子として、神の家を

治めるのに忠実であられたのである。もしわたし

たちが、望みの確信と誇とを最後までしっかりと

持ち続けるなら、わたしたちは神の家なのである

。 7だから、聖霊が言っているように、「きょう

、あなたがたがみ声を聞いたなら、 8荒野におけ

る試錬の日に、神にそむいた時のように、あなた

がたの心を、かたくなにしてはいけない。 9あな

たがたの先祖たちは、そこでわたしを試みためし

、 10しかも、四十年の間わたしのわざを見たの

である。だから、わたしはその時代の人々に対し

て、いきどおって言った、彼らの心は、いつも迷

っており、彼らは、わたしの道を認めなかった。

11そこで、わたしは怒って、彼らをわたしの安息

にはいらせることはしない、と誓った」。 12兄

弟たちよ。気をつけなさい。あなたがたの中には

、あるいは、不信仰な悪い心をいだいて、生ける

神から離れ去る者があるかも知れない。 13あな

たがたの中に、罪の惑わしに陥って、心をかたく

なにする者がないように、「きょう」といううち

に、日々、互に励まし合いなさい。 14もし最初

の確信を、最後までしっかりと持ち続けるならば

、わたしたちはキリストにあずかる者となるので

ある。 15それについて、こう言われている、「

きょう、み声を聞いたなら、神にそむいた時のよ

うに、あなたがたの心を、かたくなにしてはいけ

ない」。 16すると、聞いたのにそむいたのは、

だれであったのか。モーセに率いられて、エジプ

トから出て行ったすべての人々ではなかったか。

17また、四十年の間、神がいきどおられたのはだ

れに対してであったか。罪を犯して、その死かば

ねを荒野にさらした者たちに対してではなかった

か。 18また、神が、わたしの安息に、はいらせ

ることはしない、と誓われたのは、だれに向かっ

てであったか。不従順な者に向かってではなかっ

たか。 19こうして、彼らがはいることのできな

かったのは、不信仰のゆえであることがわかる

。

4それだから、神の安息にはいるべき約束が、
まだ存続しているにかかわらず、万一にも、

はいりそこなう者が、あなたがたの中から出るこ

とがないように、注意しようではないか。 2とい

うのは、彼らと同じく、わたしたちにも福音が伝

えられているのである。しかし、その聞いた御言

は、彼らには無益であった。それが、聞いた者た

ちに、信仰によって結びつけられなかったからで

ある。 3ところが、わたしたち信じている者は、

安息にはいることができる。それは、「わたしが

怒って、彼らをわたしの安息に、はいらせること

はしないと、誓ったように」と言われているとお

りである。しかも、みわざは世の初めに、でき上

がっていた。 4すなわち、聖書のある箇所で、七

日目のことについて、「神は、七日目にすべての

わざをやめて休まれた」と言われており、 5また

ここで、「彼らをわたしの安息に、はいらせるこ

とはしない」と言われている。 6そこで、その安

息にはいる機会が、人々になお残されているので

あり、しかも、初めに福音を伝えられた人々は、

不従順のゆえに、はいることをしなかったのであ

るから、 7神は、あらためて、ある日を「きょう

」として定め、長く時がたってから、先に引用し

たとおり、「きょう、み声を聞いたなら、あなた

がたの心を、かたくなにしてはいけない」とダビ

デをとおして言われたのである。 8もしヨシュア

が彼らを休ませていたとすれば、神はあとになっ
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て、ほかの日のことについて語られたはずはない

。 9こういうわけで、安息日の休みが、神の民の

ためにまだ残されているのである。 10なぜなら

、神の安息にはいった者は、神がみわざをやめて

休まれたように、自分もわざを休んだからである

。 11したがって、わたしたちは、この安息には

いるように努力しようではないか。そうでないと

、同じような不従順の悪例にならって、落ちて行

く者が出るかもしれない。 12というのは、神の

言は生きていて、力があり、もろ刃のつるぎより

も鋭くて、精神と霊魂と、関節と骨髄とを切り離

すまでに刺しとおして、心の思いと志とを見分け

ることができる。 13そして、神のみまえには、

あらわでない被造物はひとつもなく、すべてのも

のは、神の目には裸であり、あらわにされている

のである。この神に対して、わたしたちは言い開

きをしなくてはならない。 14さて、わたしたち

には、もろもろの天をとおって行かれた大祭司な

る神の子イエスがいますのであるから、わたした

ちの告白する信仰をかたく守ろうではないか。 15

この大祭司は、わたしたちの弱さを思いやること

のできないようなかたではない。罪は犯されなか

ったが、すべてのことについて、わたしたちと同

じように試錬に会われたのである。 16だから、

わたしたちは、あわれみを受け、また、恵みにあ

ずかって時機を得た助けを受けるために、はばか

ることなく恵みの御座に近づこうではないか。

5大祭司なるものはすべて、人間の中から選ば
れて、罪のために供え物といけにえとをささ

げるように、人々のために神に仕える役に任じら

れた者である。 2彼は自分自身、弱さを身に負う

ているので、無知な迷っている人々を、思いやる

ことができると共に、 3その弱さのゆえに、民の

ためだけではなく自分自身のためにも、罪につい

てささげものをしなければならないのである。 4

かつ、だれもこの栄誉ある務を自分で得るのでは

なく、アロンの場合のように、神の召しによって

受けるのである。 5同様に、キリストもまた、大

祭司の栄誉を自分で得たのではなく、「あなたこ

そは、わたしの子。きょう、わたしはあなたを生

んだ」と言われたかたから、お受けになったので

ある。 6また、ほかの箇所でこう言われている、

「あなたこそは、永遠に、メルキゼデクに等しい

祭司である」。 (aiōn g165) 7キリストは、その肉の

生活の時には、激しい叫びと涙とをもって、ご自

分を死から救う力のあるかたに、祈と願いとをさ

さげ、そして、その深い信仰のゆえに聞きいれら

れたのである。 8彼は御子であられたにもかかわ

らず、さまざまの苦しみによって従順を学び、 9

そして、全き者とされたので、彼に従順であるす

べての人に対して、永遠の救の源となり、 (aiōnios

g166) 10神によって、メルキゼデクに等しい大祭司

と、となえられたのである。 11このことについ

ては、言いたいことがたくさんあるが、あなたが

たの耳が鈍くなっているので、それを説き明かす

ことはむずかしい。 12あなたがたは、久しい以

前からすでに教師となっているはずなのに、もう

一度神の言の初歩を、人から手ほどきしてもらわ

ねばならない始末である。あなたがたは堅い食物

ではなく、乳を必要としている。 13すべて乳を

飲んでいる者は、幼な子なのだから、義の言葉を

味わうことができない。 14しかし、堅い食物は

、善悪を見わける感覚を実際に働かせて訓練され

た成人のとるべきものである。

6そういうわけだから、わたしたちは、キリス
トの教の初歩をあとにして、完成を目ざして

進もうではないか。今さら、死んだ行いの悔改め

と神への信仰、 2洗いごとについての教と按手、

死人の復活と永遠のさばき、などの基本の教をく

りかえし学ぶことをやめようではないか。 (aiōnios

g166) 3神の許しを得て、そうすることにしよう。

4いったん、光を受けて天よりの賜物を味わい、

聖霊にあずかる者となり、 5また、神の良きみ言

葉と、きたるべき世の力とを味わった者たちが、

(aiōn g165) 6そののち堕落した場合には、またもや

神の御子を、自ら十字架につけて、さらしものに

するわけであるから、ふたたび悔改めにたち帰る

ことは不可能である。 7たとえば、土地が、その

上にたびたび降る雨を吸い込で、耕す人々に役立

つ作物を育てるなら、神の祝福にあずかる。 8し

かし、いばらやあざみをはえさせるなら、それは

無用になり、やがてのろわれ、ついには焼かれて

しまう。 9しかし、愛する者たちよ。こうは言う

ものの、わたしたちは、救にかかわる更に良いこ

とがあるのを、あなたがたについて確信している

。 10神は不義なかたではないから、あなたがた

の働きや、あなたがたがかつて聖徒に仕え、今も

なお仕えて、御名のために示してくれた愛を、お
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忘れになることはない。 11わたしたちは、あな

たがたがひとり残らず、最後まで望みを持ちつづ

けるためにも、同じ熱意を示し、 12怠ることが

なく、信仰と忍耐とをもって約束のものを受け継

ぐ人々に見習う者となるように、と願ってやまな

い。 13さて、神がアブラハムに対して約束され

たとき、さして誓うのに、ご自分よりも上のもの

がないので、ご自分をさして誓って、 14「わた

しは、必ずあなたを祝福し、必ずあなたの子孫を

ふやす」と言われた。 15このようにして、アブ

ラハムは忍耐強く待ったので、約束のものを得た

のである。 16いったい、人間は自分より上のも

のをさして誓うのであり、そして、その誓いはす

べての反対論を封じる保証となるのである。 17

そこで、神は、約束のものを受け継ぐ人々に、ご

計画の不変であることを、いっそうはっきり示そ

うと思われ、誓いによって保証されたのである。

18それは、偽ることのあり得ない神に立てられた

二つの不変の事がらによって、前におかれている

望みを捕えようとして世をのがれてきたわたした

ちが、力強い励ましを受けるためである。 19こ

の望みは、わたしたちにとって、いわば、たまし

いを安全にし不動にする錨であり、かつ「幕の内

」にはいり行かせるものである。 20その幕の内

に、イエスは、永遠にメルキゼデクに等しい大祭

司として、わたしたちのためにさきがけとなって

、はいられたのである。 (aiōn g165)

7このメルキゼデクはサレムの王であり、いと
高き神の祭司であったが、王たちを撃破して

帰るアブラハムを迎えて祝福し、 2それに対して

、アブラハムは彼にすべての物の十分の一を分け

与えたのである。その名の意味は、第一に義の王

、次にまたサレムの王、すなわち平和の王である

。 3彼には父がなく、母がなく、系図がなく、生

涯の初めもなく、生命の終りもなく、神の子のよ

うであって、いつまでも祭司なのである。 4そこ

で、族長のアブラハムが最もよいぶんどり品の十

分の一を与えたのだから、この人がどんなにすぐ

れた人物であったかが、あなたがたにわかるであ

ろう。 5さて、レビの子のうちで祭司の務をして

いる者たちは、兄弟である民から、同じくアブラ

ハムの子孫であるにもかかわらず、十分の一を取

るように、律法によって命じられている。 6とこ

ろが、彼らの血統に属さないこの人が、アブラハ

ムから十分の一を受けとり、約束を受けている者

を祝福したのである。 7言うまでもなく、小なる

者が大なる者から祝福を受けるのである。 8その

上、一方では死ぬべき人間が、十分の一を受けて

いるが、他方では「彼は生きている者」とあかし

された人が、それを受けている。 9そこで、十分

の一を受けるべきレビでさえも、アブラハムを通

じて十分の一を納めた、と言える。 10なぜなら

、メルキゼデクがアブラハムを迎えた時には、レ

ビはまだこの父祖の腰の中にいたからである。 11

もし全うされることがレビ系の祭司制によって可

能であったら民は祭司制の下に律法を与えられた

のであるがなんの必要があって、なお、「アロン

に等しい」と呼ばれない、別な「メルキゼデクに

等しい」祭司が立てられるのであるか。 12祭司

制に変更があれば、律法にも必ず変更があるはず

である。 13さて、これらのことは、いまだかつ

て祭壇に奉仕したことのない、他の部族に関して

言われているのである。 14というのは、わたし

たちの主がユダ族の中から出られたことは、明ら

かであるが、モーセは、この部族について、祭司

に関することでは、ひとことも言っていない。 15

そしてこの事は、メルキゼデクと同様な、ほかの

祭司が立てられたことによって、ますます明白に

なる。 16彼は、肉につける戒めの律法によらな

いで、朽ちることのないいのちの力によって立て

られたのである。 17それについては、聖書に「

あなたこそは、永遠に、メルキゼデクに等しい祭

司である」とあかしされている。 (aiōn g165) 18この

ようにして、一方では、前の戒めが弱くかつ無益

であったために無効になると共に、 19（律法は

、何事をも全うし得なかったからである）、他方

では、さらにすぐれた望みが現れてきて、わたし

たちを神に近づかせるのである。 20その上に、

このことは誓いをもってなされた。人々は、誓い

をしないで祭司とされるのであるが、 21この人

の場合は、次のような誓いをもってされたのであ

る。すなわち、彼について、こう言われている、

「主は誓われたが、心を変えることをされなかっ

た。あなたこそは、永遠に祭司である」。 (aiōn

g165) 22このようにして、イエスは更にすぐれた契

約の保証となられたのである。 23かつ、死とい

うことがあるために、務を続けることができない

ので、多くの人々が祭司に立てられるのである。

24しかし彼は、永遠にいますかたであるので、変
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らない祭司の務を持ちつづけておられるのである

。 (aiōn g165) 25そこでまた、彼は、いつも生きてい

て彼らのためにとりなしておられるので、彼によ

って神に来る人々を、いつも救うことができるの

である。 26このように、聖にして、悪も汚れも

なく、罪人とは区別され、かつ、もろもろの天よ

りも高くされている大祭司こそ、わたしたちにと

ってふさわしいかたである。 27彼は、ほかの大

祭司のように、まず自分の罪のため、次に民の罪

のために、日々、いけにえをささげる必要はない

。なぜなら、自分をささげて、一度だけ、それを

されたからである。 28律法は、弱さを身に負う

人間を立てて大祭司とするが、律法の後にきた誓

いの御言は、永遠に全うされた御子を立てて、大

祭司としたのである。 (aiōn g165)

8以上述べたことの要点は、このような大祭司
がわたしたちのためにおられ、天にあって大

能者の御座の右に座し、 2人間によらず主によっ

て設けられた真の幕屋なる聖所で仕えておられる

、ということである。 3おおよそ、大祭司が立て

られるのは、供え物やいけにえをささげるために

ほかならない。したがって、この大祭司もまた、

何かささぐべき物を持っておられねばならない。

4そこで、もし彼が地上におられたなら、律法に

したがって供え物をささげる祭司たちが、現にい

るのだから、彼は祭司ではあり得なかったであろ

う。 5彼らは、天にある聖所のひな型と影とに仕

えている者にすぎない。それについては、モーセ

が幕屋を建てようとしたとき、御告げを受け、「

山で示された型どおりに、注意してそのいっさい

を作りなさい」と言われたのである。 6ところが

キリストは、はるかにすぐれた務を得られたので

ある。それは、さらにまさった約束に基いて立て

られた、さらにまさった契約の仲保者となられた

ことによる。 7もし初めの契約に欠けたところが

なかったなら、あとのものが立てられる余地はな

かったであろう。 8ところが、神は彼らを責めて

言われた、「主は言われる、見よ、わたしがイス

ラエルの家およびユダの家と、新しい契約を結ぶ

日が来る。 9それは、わたしが彼らの先祖たちの

手をとって、エジプトの地から導き出した日に、

彼らと結んだ契約のようなものではない。彼らが

わたしの契約にとどまることをしないので、わた

しも彼らをかえりみなかったからであると、主が

言われる。 10わたしが、それらの日の後、イス

ラエルの家と立てようとする契約はこれである、

と主が言われる。すなわち、わたしの律法を彼ら

の思いの中に入れ、彼らの心に書きつけよう。こ

うして、わたしは彼らの神となり、彼らはわたし

の民となるであろう。 11彼らは、それぞれ、そ

の同胞に、また、それぞれ、その兄弟に、主を知

れ、と言って教えることはなくなる。なぜなら、

大なる者から小なる者に至るまで、彼らはことご

とく、わたしを知るようになるからである。 12

わたしは、彼らの不義をあわれみ、もはや、彼ら

の罪を思い出すことはしない」。 13神は、「新

しい」と言われたことによって、初めの契約を古

いとされたのである。年を経て古びたものは、や

がて消えていく。

9さて、初めの契約にも、礼拝についてのさま
ざまな規定と、地上の聖所とがあった。 2すな

わち、まず幕屋が設けられ、その前の場所には燭

台と机と供えのパンとが置かれていた。これが、

聖所と呼ばれた。 3また第二の幕の後に、別の場

所があり、それは至聖所と呼ばれた。 4そこには

金の香壇と全面金でおおわれた契約の箱とが置か

れ、その中にはマナのはいっている金のつぼと、

芽を出したアロンのつえと、契約の石板とが入れ

てあり、 5箱の上には栄光に輝くケルビムがあっ

て、贖罪所をおおっていた。これらのことについ

ては、今ここで、いちいち述べることができない

。 6これらのものが、以上のように整えられた上

で、祭司たちは常に幕屋の前の場所にはいって礼

拝をするのであるが、 7幕屋の奥には大祭司が年

に一度だけはいるのであり、しかも自分自身と民

とのあやまちのためにささげる血をたずさえない

で行くことはない。 8それによって聖霊は、前方

の幕屋が存在している限り、聖所にはいる道はま

だ開かれていないことを、明らかに示している。

9この幕屋というのは今の時代に対する比喩であ

る。すなわち、供え物やいけにえはささげられる

が、儀式にたずさわる者の良心を全うすることは

できない。 10それらは、ただ食物と飲み物と種

々の洗いごとに関する行事であって、改革の時ま

で課せられている肉の規定にすぎない。 11しか

しキリストがすでに現れた祝福の大祭司としてこ

られたとき、手で造られず、この世界に属さない

、さらに大きく、完全な幕屋をとおり、 12かつ
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、やぎと子牛との血によらず、ご自身の血によっ

て、一度だけ聖所にはいられ、それによって永遠

のあがないを全うされたのである。 (aiōnios g166) 13

もし、やぎや雄牛の血や雌牛の灰が、汚れた人た

ちの上にまきかけられて、肉体をきよめ聖別する

とすれば、 14永遠の聖霊によって、ご自身を傷

なき者として神にささげられたキリストの血は、

なおさら、わたしたちの良心をきよめて死んだわ

ざを取り除き、生ける神に仕える者としないであ

ろうか。 (aiōnios g166) 15それだから、キリストは新

しい契約の仲保者なのである。それは、彼が初め

の契約のもとで犯した罪過をあがなうために死な

れた結果、召された者たちが、約束された永遠の

国を受け継ぐためにほかならない。 (aiōnios g166) 16

いったい、遺言には、遺言者の死の証明が必要で

ある。 17遺言は死によってのみその効力を生じ

、遺言者が生きている間は、効力がない。 18だ

から、初めの契約も、血を流すことなしに成立し

たのではない。 19すなわち、モーセが、律法に

従ってすべての戒めを民全体に宣言したとき、水

と赤色の羊毛とヒソプとの外に、子牛とやぎとの

血を取って、契約書と民全体とにふりかけ、 20

そして、「これは、神があなたがたに対して立て

られた契約の血である」と言った。 21彼はまた

、幕屋と儀式用の器具いっさいにも、同様に血を

ふりかけた。 22こうして、ほとんどすべての物

が、律法に従い、血によってきよめられたのであ

る。血を流すことなしには、罪のゆるしはあり得

ない。 23このように、天にあるもののひな型は

、これらのものできよめられる必要があるが、天

にあるものは、これらより更にすぐれたいけにえ

で、きよめられねばならない。 24ところが、キ

リストは、ほんとうのものの模型にすぎない、手

で造った聖所にはいらないで、上なる天にはいり

、今やわたしたちのために神のみまえに出て下さ

ったのである。 25大祭司は、年ごとに、自分以

外のものの血をたずさえて聖所にはいるが、キリ

ストは、そのように、たびたびご自身をささげら

れるのではなかった。 26もしそうだとすれば、

世の初めから、たびたび苦難を受けねばならなか

ったであろう。しかし事実、ご自身をいけにえと

してささげて罪を取り除くために、世の終りに、

一度だけ現れたのである。 (aiōn g165) 27そして、一

度だけ死ぬことと、死んだ後さばきを受けること

とが、人間に定まっているように、 28キリスト

もまた、多くの人の罪を負うために、一度だけご

自身をささげられた後、彼を待ち望んでいる人々

に、罪を負うためではなしに二度目に現れて、救

を与えられるのである。

10いったい、律法はきたるべき良いことの影を
やどすにすぎず、そのものの真のかたちをそ

なえているものではないから、年ごとに引きつづ

きささげられる同じようないけにえによっても、

みまえに近づいて来る者たちを、全うすることは

できないのである。 2もしできたとすれば、儀式

にたずさわる者たちは、一度きよめられた以上、

もはや罪の自覚がなくなるのであるから、ささげ

物をすることがやんだはずではあるまいか。 3し

かし実際は、年ごとに、いけにえによって罪の思

い出がよみがえって来るのである。 4なぜなら、

雄牛ややぎなどの血は、罪を除き去ることができ

ないからである。 5それだから、キリストがこの

世にこられたとき、次のように言われた、「あな

たは、いけにえやささげ物を望まれないで、わた

しのために、からだを備えて下さった。 6あなた

は燔祭や罪祭を好まれなかった。 7その時、わた

しは言った、『神よ、わたしにつき、巻物の書物

に書いてあるとおり、見よ、御旨を行うためにま

いりました』」。 8ここで、初めに、「あなたは

、いけにえとささげ物と燔祭と罪祭と（すなわち

、律法に従ってささげられるもの）を望まれず、

好まれもしなかった」とあり、 9次に、「見よ、

わたしは御旨を行うためにまいりました」とある

。すなわち、彼は、後のものを立てるために、初

めのものを廃止されたのである。 10この御旨に

基きただ一度イエス・キリストのからだがささげ

られたことによって、わたしたちはきよめられた

のである。 11こうして、すべての祭司は立って

日ごとに儀式を行い、たびたび同じようないけに

えをささげるが、それらは決して罪を除き去るこ

とはできない。 12しかるに、キリストは多くの

罪のために一つの永遠のいけにえをささげた後、

神の右に座し、 13それから、敵をその足台とす

るときまで、待っておられる。 14彼は一つのさ

さげ物によって、きよめられた者たちを永遠に全

うされたのである。 15聖霊もまた、わたしたち

にあかしをして、 16「わたしが、それらの日の

後、彼らに対して立てようとする契約はこれであ

ると、主が言われる。わたしの律法を彼らの心に
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与え、彼らの思いのうちに書きつけよう」と言い

、 17さらに、「もはや、彼らの罪と彼らの不法

とを、思い出すことはしない」と述べている。 18

これらのことに対するゆるしがある以上、罪のた

めのささげ物は、もはやあり得ない。 19兄弟た

ちよ。こういうわけで、わたしたちはイエスの血

によって、はばかることなく聖所にはいることが

でき、 20彼の肉体なる幕をとおり、わたしたち

のために開いて下さった新しい生きた道をとおっ

て、はいって行くことができるのであり、 21さ

らに、神の家を治める大いなる祭司があるのだか

ら、 22心はすすがれて良心のとがめを去り、か

らだは清い水で洗われ、まごころをもって信仰の

確信に満たされつつ、みまえに近づこうではない

か。 23また、約束をして下さったのは忠実なか

たであるから、わたしたちの告白する望みを、動

くことなくしっかりと持ち続け、 24愛と善行と

を励むように互に努め、 25ある人たちがいつも

しているように、集会をやめることはしないで互

に励まし、かの日が近づいているのを見て、ます

ます、そうしようではないか。 26もしわたした

ちが、真理の知識を受けたのちにもなお、ことさ

らに罪を犯しつづけるなら、罪のためのいけにえ

は、もはやあり得ない。 27ただ、さばきと、逆

らう者たちを焼きつくす激しい火とを、恐れつつ

待つことだけがある。 28モーセの律法を無視す

る者が、あわれみを受けることなしに、二、三の

人の証言に基いて死刑に処せられるとすれば、 29

神の子を踏みつけ、自分がきよめられた契約の血

を汚れたものとし、さらに恵みの御霊を侮る者は

、どんなにか重い刑罰に価することであろう。 30

「復讐はわたしのすることである。わたし自身が

報復する」と言われ、また「主はその民をさばか

れる」と言われたかたを、わたしたちは知ってい

る。 31生ける神のみ手のうちに落ちるのは、恐

ろしいことである。 32あなたがたは、光に照さ

れたのち、苦しい大きな戦いによく耐えた初めの

ころのことを、思い出してほしい。 33そしられ

苦しめられて見せ物にされたこともあれば、この

ようなめに会った人々の仲間にされたこともあっ

た。 34さらに獄に入れられた人々を思いやり、

また、もっとまさった永遠の宝を持っていること

を知って、自分の財産が奪われても喜んでそれを

忍んだ。 35だから、あなたがたは自分の持って

いる確信を放棄してはいけない。その確信には大

きな報いが伴っているのである。 36神の御旨を

行って約束のものを受けるため、あなたがたに必

要なのは、忍耐である。 37「もうしばらくすれ

ば、きたるべきかたがお見えになる。遅くなるこ

とはない。 38わが義人は、信仰によって生きる

。もし信仰を捨てるなら、わたしのたましいはこ

れを喜ばない」。 39しかしわたしたちは、信仰

を捨てて滅びる者ではなく、信仰に立って、いの

ちを得る者である。

11さて、信仰とは、望んでいる事がらを確信し
、まだ見ていない事実を確認することである

。 2昔の人たちは、この信仰のゆえに賞賛された

。 3信仰によって、わたしたちは、この世界が神

の言葉で造られたのであり、したがって、見える

ものは現れているものから出てきたのでないこと

を、悟るのである。 (aiōn g165) 4信仰によって、ア

ベルはカインよりもまさったいけにえを神にささ

げ、信仰によって義なる者と認められた。神が、

彼の供え物をよしとされたからである。彼は死ん

だが、信仰によって今もなお語っている。 5信仰

によって、エノクは死を見ないように天に移され

た。神がお移しになったので、彼は見えなくなっ

た。彼が移される前に、神に喜ばれた者と、あか

しされていたからである。 6信仰がなくては、神

に喜ばれることはできない。なぜなら、神に来る

者は、神のいますことと、ご自身を求める者に報

いて下さることとを、必ず信じるはずだからであ

る。 7信仰によって、ノアはまだ見ていない事が

らについて御告げを受け、恐れかしこみつつ、そ

の家族を救うために箱舟を造り、その信仰によっ

て世の罪をさばき、そして、信仰による義を受け

継ぐ者となった。 8信仰によって、アブラハムは

、受け継ぐべき地に出て行けとの召しをこうむっ

た時、それに従い、行く先を知らないで出て行っ

た。 9信仰によって、他国にいるようにして約束

の地に宿り、同じ約束を継ぐイサク、ヤコブと共

に、幕屋に住んだ。 10彼は、ゆるがぬ土台の上

に建てられた都を、待ち望んでいたのである。そ

の都をもくろみ、また建てたのは、神である。 11

信仰によって、サラもまた、年老いていたが、種

を宿す力を与えられた。約束をなさったかたは真

実であると、信じていたからである。 12このよ

うにして、ひとりの死んだと同様な人から、天の

星のように、海べの数えがたい砂のように、おび
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ただしい人が生れてきたのである。 13これらの

人はみな、信仰をいだいて死んだ。まだ約束のも

のは受けていなかったが、はるかにそれを望み見

て喜び、そして、地上では旅人であり寄留者であ

ることを、自ら言いあらわした。 14そう言いあ

らわすことによって、彼らがふるさとを求めてい

ることを示している。 15もしその出てきた所の

ことを考えていたなら、帰る機会はあったであろ

う。 16しかし実際、彼らが望んでいたのは、も

っと良い、天にあるふるさとであった。だから神

は、彼らの神と呼ばれても、それを恥とはされな

かった。事実、神は彼らのために、都を用意され

ていたのである。 17信仰によって、アブラハム

は、試錬を受けたとき、イサクをささげた。すな

わち、約束を受けていた彼が、そのひとり子をさ

さげたのである。 18この子については、「イサ

クから出る者が、あなたの子孫と呼ばれるであろ

う」と言われていたのであった。 19彼は、神が

死人の中から人をよみがえらせる力がある、と信

じていたのである。だから彼は、いわば、イサク

を生きかえして渡されたわけである。 20信仰に

よって、イサクは、きたるべきことについて、ヤ

コブとエサウとを祝福した。 21信仰によって、

ヤコブは死のまぎわに、ヨセフの子らをひとりび

とり祝福し、そしてそのつえのかしらによりかか

って礼拝した。 22信仰によって、ヨセフはその

臨終に、イスラエルの子らの出て行くことを思い

、自分の骨のことについてさしずした。 23信仰

によって、モーセの生れたとき、両親は、三か月

のあいだ彼を隠した。それは、彼らが子供のうる

わしいのを見たからである。彼らはまた、王の命

令をも恐れなかった。 24信仰によって、モーセ

は、成人したとき、パロの娘の子と言われること

を拒み、 25罪のはかない歓楽にふけるよりは、

むしろ神の民と共に虐待されることを選び、 26

キリストのゆえに受けるそしりを、エジプトの宝

にまさる富と考えた。それは、彼が報いを望み見

ていたからである。 27信仰によって、彼は王の

憤りをも恐れず、エジプトを立ち去った。彼は、

見えないかたを見ているようにして、忍びとおし

た。 28信仰によって、滅ぼす者が、長子らに手

を下すことのないように、彼は過越を行い血を塗

った。 29信仰によって、人々は紅海をかわいた

土地をとおるように渡ったが、同じことを企てた

エジプト人はおぼれ死んだ。 30信仰によって、

エリコの城壁は、七日にわたってまわったために

、くずれおちた。 31信仰によって、遊女ラハブ

は、探りにきた者たちをおだやかに迎えたので、

不従順な者どもと一緒に滅びることはなかった。

32このほか、何を言おうか。もしギデオン、バラ

ク、サムソン、エフタ、ダビデ、サムエル及び預

言者たちについて語り出すなら、時間が足りない

であろう。 33彼らは信仰によって、国々を征服

し、義を行い、約束のものを受け、ししの口をふ

さぎ、 34火の勢いを消し、つるぎの刃をのがれ

、弱いものは強くされ、戦いの勇者となり、他国

の軍を退かせた。 35女たちは、その死者たちを

よみがえらさせてもらった。ほかの者は、更にま

さったいのちによみがえるために、拷問の苦しみ

に甘んじ、放免されることを願わなかった。 36

なおほかの者たちは、あざけられ、むち打たれ、

しばり上げられ、投獄されるほどのめに会った。

37あるいは、石で打たれ、さいなまれ、のこぎり

で引かれ、つるぎで切り殺され、羊の皮や、やぎ

の皮を着て歩きまわり、無一物になり、悩まされ

、苦しめられ、 38（この世は彼らの住む所では

なかった）、荒野と山の中と岩の穴と土の穴とを

、さまよい続けた。 39さて、これらの人々はみ

な、信仰によってあかしされたが、約束のものは

受けなかった。 40神はわたしたちのために、さ

らに良いものをあらかじめ備えて下さっているの

で、わたしたちをほかにしては彼らが全うされる

ことはない。

12こういうわけで、わたしたちは、このような
多くの証人に雲のように囲まれているのであ

るから、いっさいの重荷と、からみつく罪とをか

なぐり捨てて、わたしたちの参加すべき競走を、

耐え忍んで走りぬこうではないか。 2信仰の導き

手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見

つつ、走ろうではないか。彼は、自分の前におか

れている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字

架を忍び、神の御座の右に座するに至ったのであ

る。 3あなたがたは、弱り果てて意気そそうしな

いために、罪人らのこのような反抗を耐え忍んだ

かたのことを、思いみるべきである。 4あなたが

たは、罪と取り組んで戦う時、まだ血を流すほど

の抵抗をしたことがない。 5また子たちに対する

ように、あなたがたに語られたこの勧めの言葉を

忘れている、「わたしの子よ、主の訓練を軽んじ
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てはいけない。主に責められるとき、弱り果てて

はならない。 6主は愛する者を訓練し、受けいれ

るすべての子を、むち打たれるのである」。 7あ

なたがたは訓練として耐え忍びなさい。神はあな

たがたを、子として取り扱っておられるのである

。いったい、父に訓練されない子があるだろうか

。 8だれでも受ける訓練が、あなたがたに与えら

れないとすれば、それこそ、あなたがたは私生子

であって、ほんとうの子ではない。 9その上、肉

親の父はわたしたちを訓練するのに、なお彼をう

やまうとすれば、なおさら、わたしたちは、たま

しいの父に服従して、真に生きるべきではないか

。 10肉親の父は、しばらくの間、自分の考えに

従って訓練を与えるが、たましいの父は、わたし

たちの益のため、そのきよさにあずからせるため

に、そうされるのである。 11すべての訓練は、

当座は、喜ばしいものとは思われず、むしろ悲し

いものと思われる。しかし後になれば、それによ

って鍛えられる者に、平安な義の実を結ばせるよ

うになる。 12それだから、あなたがたのなえた

手と、弱くなっているひざとを、まっすぐにしな

さい。 13また、足のなえている者が踏みはずす

ことなく、むしろいやされるように、あなたがた

の足のために、まっすぐな道をつくりなさい。 14

すべての人と相和し、また、自らきよくなるよう

に努めなさい。きよくならなければ、だれも主を

見ることはできない。 15気をつけて、神の恵み

からもれることがないように、また、苦い根がは

え出て、あなたがたを悩まし、それによって多く

の人が汚されることのないようにしなさい。 16

また、一杯の食のために長子の権利を売ったエサ

ウのように、不品行な俗悪な者にならないように

しなさい。 17あなたがたの知っているように、

彼はその後、祝福を受け継ごうと願ったけれども

、捨てられてしまい、涙を流してそれを求めたが

、悔改めの機会を得なかったのである。 18あな

たがたが近づいているのは、手で触れることがで

き、火が燃え、黒雲や暗やみやあらしにつつまれ

、 19また、ラッパの響や、聞いた者たちがそれ

以上、耳にしたくないと願ったような言葉がひび

いてきた山ではない。 20そこでは、彼らは、「

けものであっても、山に触たら、石で打ち殺され

てしまえ」という命令の言葉に、耐えることがで

きなかったのである。 21その光景が恐ろしかっ

たのでモーセさえも、「わたしは恐ろしさのあま

り、おののいている」と言ったほどである。 22

しかしあなたがたが近づいているのは、シオンの

山、生ける神の都、天にあるエルサレム、無数の

天使の祝会、 23天に登録されている長子たちの

教会、万民の審判者なる神、全うされた義人の霊

、 24新しい契約の仲保者イエス、ならびに、ア

ベルの血よりも力強く語るそそがれた血である。

25あなたがたは、語っておられるかたを拒むこと

がないように、注意しなさい。もし地上で御旨を

告げた者を拒んだ人々が、罰をのがれることがで

きなかったなら、天から告げ示すかたを退けるわ

たしたちは、なおさらそうなるのではないか。 26

あの時には、御声が地を震わせた。しかし今は、

約束して言われた、「わたしはもう一度、地ばか

りでなく天をも震わそう」。 27この「もう一度

」という言葉は、震われないものが残るために、

震われるものが、造られたものとして取り除かれ

ることを示している。 28このように、わたした

ちは震われない国を受けているのだから、感謝を

しようではないか。そして感謝しつつ、恐れかし

こみ、神に喜ばれるように、仕えていこう。 29

わたしたちの神は、実に、焼きつくす火である

。

13兄弟愛を続けなさい。 2旅人をもてなすこと

を忘れてはならない。このようにして、ある

人々は、気づかないで御使たちをもてなした。 3

獄につながれている人たちを、自分も一緒につな

がれている心持で思いやりなさい。また、自分も

同じ肉体にある者だから、苦しめられている人た

ちのことを、心にとめなさい。 4すべての人は、

結婚を重んずべきである。また寝床を汚してはな

らない。神は、不品行な者や姦淫をする者をさば

かれる。 5金銭を愛することをしないで、自分の

持っているもので満足しなさい。主は、「わたし

は、決してあなたを離れず、あなたを捨てない」

と言われた。 6だから、わたしたちは、はばから

ずに言おう、「主はわたしの助け主である。わた

しには恐れはない。人は、わたしに何ができよう

か」。 7神の言をあなたがたに語った指導者たち

のことを、いつも思い起しなさい。彼らの生活の

最後を見て、その信仰にならいなさい。 8イエス

・キリストは、きのうも、きょうも、いつまでも

変ることがない。 (aiōn g165) 9さまざまな違った教

によって、迷わされてはならない。食物によらず
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、恵みによって、心を強くするがよい。食物によ

って歩いた者は、益を得ることがなかった。 10

わたしたちには一つの祭壇がある。幕屋で仕えて

いる者たちは、その祭壇の食物をたべる権利はな

い。 11なぜなら、大祭司によって罪のためにさ

さげられるけものの血は、聖所のなかに携えて行

かれるが、そのからだは、営所の外で焼かれてし

まうからである。 12だから、イエスもまた、ご

自分の血で民をきよめるために、門の外で苦難を

受けられたのである。 13したがって、わたした

ちも、彼のはずかしめを身に負い、営所の外に出

て、みもとに行こうではないか。 14この地上に

は、永遠の都はない。きたらんとする都こそ、わ

たしたちの求めているものである。 15だから、

わたしたちはイエスによって、さんびのいけにえ

、すなわち、彼の御名をたたえるくちびるの実を

、たえず神にささげようではないか。 16そして

、善を行うことと施しをすることとを、忘れては

いけない。神は、このようないけにえを喜ばれる

。 17あなたがたの指導者たちの言うことを聞き

いれて、従いなさい。彼らは、神に言いひらきを

すべき者として、あなたがたのたましいのために

、目をさましている。彼らが嘆かないで、喜んで

このことをするようにしなさい。そうでないと、

あなたがたの益にならない。 18わたしたちのた

めに、祈ってほしい。わたしたちは明らかな良心

を持っていると信じており、何事についても、正

しく行動しようと願っている。 19わたしがあな

たがたの所に早く帰れるため、祈ってくれるよう

に、特にお願いする。 20永遠の契約の血による

羊の大牧者、わたしたちの主イエスを、死人の中

から引き上げられた平和の神が、 (aiōnios g166) 21イ

エス・キリストによって、みこころにかなうこと

をわたしたちにして下さり、あなたがたが御旨を

行うために、すべての良きものを備えて下さるよ

うにこい願う。栄光が、世々限りなく神にあるよ

うに、アァメン。 (aiōn g165) 22兄弟たちよ。どうか

わたしの勧めの言葉を受けいれてほしい。わたし

は、ただ手みじかに書いたのだから。 23わたし

たちの兄弟テモテがゆるされたことを、お知らせ

する。もし彼が早く来れば、彼と一緒にわたしは

あなたがたに会えるだろう。 24あなたがたの指

導者一同と聖徒たち一同に、よろしく伝えてほし

い。イタリヤからきた人々から、あなたがたによ

ろしく。 25恵みが、あなたがた一同にあるよう

に。
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ヤコブの手紙

1神と主イエス・キリストとの僕ヤコブから、
離散している十二部族の人々へ、あいさつを

おくる。 2わたしの兄弟たちよ。あなたがたが、

いろいろな試錬に会った場合、それをむしろ非常

に喜ばしいことと思いなさい。 3あなたがたの知

っているとおり、信仰がためされることによって

、忍耐が生み出されるからである。 4だから、な

んら欠点のない、完全な、でき上がった人となる

ように、その忍耐力を十分に働かせるがよい。 5

あなたがたのうち、知恵に不足している者があれ

ば、その人は、とがめもせずに惜しみなくすべて

の人に与える神に、願い求めるがよい。そうすれ

ば、与えられるであろう。 6ただ、疑わないで、

信仰をもって願い求めなさい。疑う人は、風の吹

くままに揺れ動く海の波に似ている。 7そういう

人は、主から何かをいただけるもののように思う

べきではない。 8そんな人間は、二心の者であっ

て、そのすべての行動に安定がない。 9低い身分

の兄弟は、自分が高くされたことを喜びなさい。

10また、富んでいる者は、自分が低くされたこと

を喜ぶがよい。富んでいる者は、草花のように過

ぎ去るからである。 11たとえば、太陽が上って

熱風をおくると、草を枯らす。そしてその花は落

ち、その美しい姿は消えうせてしまう。それと同

じように、富んでいる者も、その一生の旅なかば

で没落するであろう。 12試錬を耐え忍ぶ人は、

さいわいである。それを忍びとおしたなら、神を

愛する者たちに約束されたいのちの冠を受けるで

あろう。 13だれでも誘惑に会う場合、「この誘

惑は、神からきたものだ」と言ってはならない。

神は悪の誘惑に陥るようなかたではなく、また自

ら進んで人を誘惑することもなさらない。 14人

が誘惑に陥るのは、それぞれ、欲に引かれ、さそ

われるからである。 15欲がはらんで罪を生み、

罪が熟して死を生み出す。 16愛する兄弟たちよ

。思い違いをしてはいけない。 17あらゆる良い

贈り物、あらゆる完全な賜物は、上から、光の父

から下って来る。父には、変化とか回転の影とか

いうものはない。 18父は、わたしたちを、いわ

ば被造物の初穂とするために、真理の言葉によっ

て御旨のままに、生み出して下さったのである。

19愛する兄弟たちよ。このことを知っておきなさ

い。人はすべて、聞くに早く、語るにおそく、怒

るにおそくあるべきである。 20人の怒りは、神

の義を全うするものではないからである。 21だ

から、すべての汚れや、はなはだしい悪を捨て去

って、心に植えつけられている御言を、すなおに

受け入れなさい。御言には、あなたがたのたまし

いを救う力がある。 22そして、御言を行う人に

なりなさい。おのれを欺いて、ただ聞くだけの者

となってはいけない。 23おおよそ御言を聞くだ

けで行わない人は、ちょうど、自分の生れつきの

顔を鏡に映して見る人のようである。 24彼は自

分を映して見てそこから立ち去ると、そのとたん

に、自分の姿がどんなであったかを忘れてしまう

。 25これに反して、完全な自由の律法を一心に

見つめてたゆまない人は、聞いて忘れてしまう人

ではなくて、実際に行う人である。こういう人は

、その行いによって祝福される。 26もし人が信

心深い者だと自任しながら、舌を制することをせ

ず、自分の心を欺いているならば、その人の信心

はむなしいものである。 27父なる神のみまえに

清く汚れのない信心とは、困っている孤児や、や

もめを見舞い、自らは世の汚れに染まずに、身を

清く保つことにほかならない。

2わたしの兄弟たちよ。わたしたちの栄光の主
イエス・キリストへの信仰を守るのに、分け

隔てをしてはならない。 2たとえば、あなたがた

の会堂に、金の指輪をはめ、りっぱな着物を着た

人がはいって来ると同時に、みすぼらしい着物を

着た貧しい人がはいってきたとする。 3その際、

りっぱな着物を着た人に対しては、うやうやしく

「どうぞ、こちらの良い席にお掛け下さい」と言

い、貧しい人には、「あなたは、そこに立ってい

なさい。それとも、わたしの足もとにすわってい

るがよい」と言ったとしたら、 4あなたがたは、

自分たちの間で差別立てをし、よからぬ考えで人

をさばく者になったわけではないか。 5愛する兄

弟たちよ。よく聞きなさい。神は、この世の貧し

い人たちを選んで信仰に富ませ、神を愛する者た

ちに約束された御国の相続者とされたではないか

。 6しかるに、あなたがたは貧しい人をはずかし

めたのである。あなたがたをしいたげ、裁判所に

引きずり込むのは、富んでいる者たちではないか

。 7あなたがたに対して唱えられた尊い御名を汚

すのは、実に彼らではないか。 8しかし、もしあ

なたがたが、「自分を愛するように、あなたの隣
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り人を愛せよ」という聖書の言葉に従って、この

きわめて尊い律法を守るならば、それは良いこと

である。 9しかし、もし分け隔てをするならば、

あなたがたは罪を犯すことになり、律法によって

違反者として宣告される。 10なぜなら、律法を

ことごとく守ったとしても、その一つの点にでも

落ち度があれば、全体を犯したことになるからで

ある。 11たとえば、「姦淫するな」と言われた

かたは、また「殺すな」とも仰せになった。そこ

で、たとい姦淫はしなくても、人殺しをすれば、

律法の違反者になったことになる。 12だから、

自由の律法によってさばかるべき者らしく語り、

かつ行いなさい。 13あわれみを行わなかった者

に対しては、仮借のないさばきが下される。あわ

れみは、さばきにうち勝つ。 14わたしの兄弟た

ちよ。ある人が自分には信仰があると称していて

も、もし行いがなかったら、なんの役に立つか。

その信仰は彼を救うことができるか。 15ある兄

弟または姉妹が裸でいて、その日の食物にもこと

欠いている場合、 16あなたがたのうち、だれか

が、「安らかに行きなさい。暖まって、食べ飽き

なさい」と言うだけで、そのからだに必要なもの

を何ひとつ与えなかったとしたら、なんの役に立

つか。 17信仰も、それと同様に、行いを伴わな

ければ、それだけでは死んだものである。 18し

かし、「ある人には信仰があり、またほかの人に

は行いがある」と言う者があろう。それなら、行

いのないあなたの信仰なるものを見せてほしい。

そうしたら、わたしの行いによって信仰を見せて

あげよう。 19あなたは、神はただひとりである

と信じているのか。それは結構である。悪霊ども

でさえ、信じておののいている。 20ああ、愚か

な人よ。行いを伴わない信仰のむなしいことを知

りたいのか。 21わたしたちの父祖アブラハムは

、その子イサクを祭壇にささげた時、行いによっ

て義とされたのではなかったか。 22あなたが知

っているとおり、彼においては、信仰が行いと共

に働き、その行いによって信仰が全うされ、 23

こうして、「アブラハムは神を信じた。それによ

って、彼は義と認められた」という聖書の言葉が

成就し、そして、彼は「神の友」と唱えられたの

である。 24これでわかるように、人が義とされ

るのは、行いによるのであって、信仰だけによる

のではない。 25同じように、かの遊女ラハブで

さえも、使者たちをもてなし、彼らを別な道から

送り出した時、行いによって義とされたではない

か。 26霊魂のないからだが死んだものであると

同様に、行いのない信仰も死んだものなのである

。

3わたしの兄弟たちよ。あなたがたのうち多く
の者は、教師にならないがよい。わたしたち

教師が、他の人たちよりも、もっときびしいさば

きを受けることが、よくわかっているからである

。 2わたしたちは皆、多くのあやまちを犯すもの

である。もし、言葉の上であやまちのない人があ

れば、そういう人は、全身をも制御することので

きる完全な人である。 3馬を御するために、その

口にくつわをはめるなら、その全身を引きまわす

ことができる。 4また船を見るがよい。船体が非

常に大きく、また激しい風に吹きまくられても、

ごく小さなかじ一つで、操縦者の思いのままに運

転される。 5それと同じく、舌は小さな器官では

あるが、よく大言壮語する。見よ、ごく小さな火

でも、非常に大きな森を燃やすではないか。 6舌

は火である。不義の世界である。舌は、わたした

ちの器官の一つとしてそなえられたものであるが

、全身を汚し、生存の車輪を燃やし、自らは地獄

の火で焼かれる。 (Geenna g1067) 7あらゆる種類の獣

、鳥、這うもの、海の生物は、すべて人類に制せ

られるし、また制せられてきた。 8ところが、舌

を制しうる人は、ひとりもいない。それは、制し

にくい悪であって、死の毒に満ちている。 9わた

したちは、この舌で父なる主をさんびし、また、

その同じ舌で、神にかたどって造られた人間をの

ろっている。 10同じ口から、さんびとのろいと

が出て来る。わたしの兄弟たちよ。このような事

は、あるべきでない。 11泉が、甘い水と苦い水

とを、同じ穴からふき出すことがあろうか。 12

わたしの兄弟たちよ。いちじくの木がオリブの実

を結び、ぶどうの木がいちじくの実を結ぶことが

できようか。塩水も、甘い水を出すことはできな

い。 13あなたがたのうちで、知恵があり物わか

りのよい人は、だれであるか。その人は、知恵に

かなう柔和な行いをしていることを、よい生活に

よって示すがよい。 14しかし、もしあなたがた

の心の中に、苦々しいねたみや党派心をいだいて

いるのなら、誇り高ぶってはならない。また、真

理にそむいて偽ってはならない。 15そのような

知恵は、上から下ってきたものではなくて、地に
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つくもの、肉に属するもの、悪魔的なものである

。 16ねたみと党派心とのあるところには、混乱

とあらゆる忌むべき行為とがある。 17しかし上

からの知恵は、第一に清く、次に平和、寛容、温

順であり、あわれみと良い実とに満ち、かたより

見ず、偽りがない。 18義の実は、平和を造り出

す人たちによって、平和のうちにまかれるもので

ある。

4あなたがたの中の戦いや争いは、いったい、
どこから起るのか。それはほかではない。あ

なたがたの肢体の中で相戦う欲情からではないか

。 2あなたがたは、むさぼるが得られない。そこ

で人殺しをする。熱望するが手に入れることがで

きない。そこで争い戦う。あなたがたは、求めな

いから得られないのだ。 3求めても与えられない

のは、快楽のために使おうとして、悪い求め方を

するからだ。 4不貞のやからよ。世を友とするの

は、神への敵対であることを、知らないか。おお

よそ世の友となろうと思う者は、自らを神の敵と

するのである。 5それとも、「神は、わたしたち

の内に住まわせた霊を、ねたむほどに愛しておら

れる」と聖書に書いてあるのは、むなしい言葉だ

と思うのか。 6しかし神は、いや増しに恵みを賜

う。であるから、「神は高ぶる者をしりぞけ、へ

りくだる者に恵みを賜う」とある。 7そういうわ

けだから、神に従いなさい。そして、悪魔に立ち

むかいなさい。そうすれば、彼はあなたがたから

逃げ去るであろう。 8神に近づきなさい。そうす

れば、神はあなたがたに近づいて下さるであろう

。罪人どもよ、手をきよめよ。二心の者どもよ、

心を清くせよ。 9苦しめ、悲しめ、泣け。あなた

がたの笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えよ。 10

主のみまえにへりくだれ。そうすれば、主は、あ

なたがたを高くして下さるであろう。 11兄弟た

ちよ。互に悪口を言い合ってはならない。兄弟の

悪口を言ったり、自分の兄弟をさばいたりする者

は、律法をそしり、律法をさばくやからである。

もしあなたが律法をさばくなら、律法の実行者で

はなくて、その審判者なのである。 12しかし、

立法者であり審判者であるかたは、ただひとりで

あって、救うことも滅ぼすこともできるのである

。しかるに、隣り人をさばくあなたは、いったい

、何者であるか。 13よく聞きなさい。「きょう

か、あす、これこれの町へ行き、そこに一か年滞

在し、商売をして一もうけしよう」と言う者たち

よ。 14あなたがたは、あすのこともわからぬ身

なのだ。あなたがたのいのちは、どんなものであ

るか。あなたがたは、しばしの間あらわれて、た

ちまち消え行く霧にすぎない。 15むしろ、あな

たがたは「主のみこころであれば、わたしは生き

ながらえもし、あの事この事もしよう」と言うべ

きである。 16ところが、あなたがたは誇り高ぶ

っている。このような高慢は、すべて悪である。

17人が、なすべき善を知りながら行わなければ、

それは彼にとって罪である。

5富んでいる人たちよ。よく聞きなさい。あな
たがたは、自分の身に降りかかろうとしてい

るわざわいを思って、泣き叫ぶがよい。 2あなた

がたの富は朽ち果て、着物はむしばまれ、 3金銀

はさびている。そして、そのさびの毒は、あなた

がたの罪を責め、あなたがたの肉を火のように食

いつくすであろう。あなたがたは、終りの時にい

るのに、なお宝をたくわえている。 4見よ、あな

たがたが労働者たちに畑の刈入れをさせながら、

支払わずにいる賃銀が、叫んでいる。そして、刈

入れをした人たちの叫び声が、すでに万軍の主の

耳に達している。 5あなたがたは、地上でおごり

暮し、快楽にふけり、「ほふらるる日」のために

、おのが心を肥やしている。 6そして、義人を罪

に定め、これを殺した。しかも彼は、あなたがた

に抵抗しない。 7だから、兄弟たちよ。主の来臨

の時まで耐え忍びなさい。見よ、農夫は、地の尊

い実りを、前の雨と後の雨とがあるまで、耐え忍

んで待っている。 8あなたがたも、主の来臨が近

づいているから、耐え忍びなさい。心を強くして

いなさい。 9兄弟たちよ。互に不平を言い合って

はならない。さばきを受けるかも知れないから。

見よ、さばき主が、すでに戸口に立っておられる

。 10兄弟たちよ。苦しみを耐え忍ぶことについ

ては、主の御名によって語った預言者たちを模範

にするがよい。 11忍び抜いた人たちはさいわい

であると、わたしたちは思う。あなたがたは、ヨ

ブの忍耐のことを聞いている。また、主が彼にな

さったことの結末を見て、主がいかに慈愛とあわ

れみとに富んだかたであるかが、わかるはずであ

る。 12さて、わたしの兄弟たちよ。何はともあ

れ、誓いをしてはならない。天をさしても、地を

さしても、あるいは、そのほかのどんな誓いによ
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っても、いっさい誓ってはならない。むしろ、「

しかり」を「しかり」とし、「否」を「否」とし

なさい。そうしないと、あなたがたは、さばきを

受けることになる。 13あなたがたの中に、苦し

んでいる者があるか。その人は、祈るがよい。喜

んでいる者があるか。その人は、さんびするがよ

い。 14あなたがたの中に、病んでいる者がある

か。その人は、教会の長老たちを招き、主の御名

によって、オリブ油を注いで祈ってもらうがよい

。 15信仰による祈は、病んでいる人を救い、そ

して、主はその人を立ちあがらせて下さる。かつ

、その人が罪を犯していたなら、それもゆるされ

る。 16だから、互に罪を告白し合い、また、い

やされるようにお互のために祈りなさい。義人の

祈は、大いに力があり、効果のあるものである。

17エリヤは、わたしたちと同じ人間であったが、

雨が降らないようにと祈をささげたところ、三年

六か月のあいだ、地上に雨が降らなかった。 18

それから、ふたたび祈ったところ、天は雨を降ら

せ、地はその実をみのらせた。 19わたしの兄弟

たちよ。あなたがたのうち、真理の道から踏み迷

う者があり、だれかが彼を引きもどすなら、 20

かように罪人を迷いの道から引きもどす人は、そ

のたましいを死から救い出し、かつ、多くの罪を

おおうものであることを、知るべきである。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペテロから、ポント
、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤおよびビテ

ニヤに離散し寄留している人たち、 2すなわち、

イエス・キリストに従い、かつ、その血のそそぎ

を受けるために、父なる神の予知されたところに

よって選ばれ、御霊のきよめにあずかっている人

たちへ。恵みと平安とが、あなたがたに豊かに加

わるように。 3ほむべきかな、わたしたちの主イ

エス・キリストの父なる神。神は、その豊かなあ

われみにより、イエス・キリストを死人の中から

よみがえらせ、それにより、わたしたちを新たに

生れさせて生ける望みをいだかせ、 4あなたがた

のために天にたくわえてある、朽ちず汚れず、し

ぼむことのない資産を受け継ぐ者として下さった

のである。 5あなたがたは、終りの時に啓示さる

べき救にあずかるために、信仰により神の御力に

守られているのである。 6そのことを思って、今

しばらくのあいだは、さまざまな試錬で悩まねば

ならないかも知れないが、あなたがたは大いに喜

んでいる。 7こうして、あなたがたの信仰はため

されて、火で精錬されても朽ちる外はない金より

もはるかに尊いことが明らかにされ、イエス・キ

リストの現れるとき、さんびと栄光とほまれとに

変るであろう。 8あなたがたは、イエス・キリス

トを見たことはないが、彼を愛している。現在、

見てはいないけれども、信じて、言葉につくせな

い、輝きにみちた喜びにあふれている。 9それは

、信仰の結果なるたましいの救を得ているからで

ある。 10この救については、あなたがたに対す

る恵みのことを預言した預言者たちも、たずね求

め、かつ、つぶさに調べた。 11彼らは、自分た

ちのうちにいますキリストの霊が、キリストの苦

難とそれに続く栄光とを、あらかじめあかしした

時、それは、いつの時、どんな場合をさしたのか

を、調べたのである。 12そして、それらについ

て調べたのは、自分たちのためではなくて、あな

たがたのための奉仕であることを示された。それ

らの事は、天からつかわされた聖霊に感じて福音

をあなたがたに宣べ伝えた人々によって、今や、

あなたがたに告げ知らされたのであるが、これは

、御使たちも、うかがい見たいと願っている事で

ある。 13それだから、心の腰に帯を締め、身を

慎み、イエス・キリストの現れる時に与えられる

恵みを、いささかも疑わずに待ち望んでいなさい

。 14従順な子供として、無知であった時代の欲

情に従わず、 15むしろ、あなたがたを召して下

さった聖なるかたにならって、あなたがた自身も

、あらゆる行いにおいて聖なる者となりなさい。

16聖書に、「わたしが聖なる者であるから、あな

たがたも聖なる者になるべきである」と書いてあ

るからである。 17あなたがたは、人をそれぞれ

のしわざに応じて、公平にさばくかたを、父と呼

んでいるからには、地上に宿っている間を、おそ

れの心をもって過ごすべきである。 18あなたが

たのよく知っているとおり、あなたがたが先祖伝

来の空疎な生活からあがない出されたのは、銀や

金のような朽ちる物によったのではなく、 19き

ずも、しみもない小羊のようなキリストの尊い血

によったのである。 20キリストは、天地が造ら

れる前から、あらかじめ知られていたのであるが

、この終りの時に至って、あなたがたのために現

れたのである。 21あなたがたは、このキリスト

によって、彼を死人の中からよみがえらせて、栄

光をお与えになった神を信じる者となったのであ

り、したがって、あなたがたの信仰と望みとは、

神にかかっているのである。 22あなたがたは、

真理に従うことによって、たましいをきよめ、偽

りのない兄弟愛をいだくに至ったのであるから、

互に心から熱く愛し合いなさい。 23あなたがた

が新たに生れたのは、朽ちる種からではなく、朽

ちない種から、すなわち、神の変ることのない生

ける御言によったのである。 (aiōn g165) 24「人はみ

な草のごとく、その栄華はみな草の花に似ている

。草は枯れ、花は散る。 25しかし、主の言葉は

、とこしえに残る」。これが、あなたがたに宣べ

伝えられた御言葉である。 (aiōn g165)

2だから、あらゆる悪意、あらゆる偽り、偽善
、そねみ、いっさいの悪口を捨てて、 2今生れ

たばかりの乳飲み子のように、混じりけのない霊

の乳を慕い求めなさい。それによっておい育ち、

救に入るようになるためである。 3あなたがたは

、主が恵み深いかたであることを、すでに味わい

知ったはずである。 4主は、人には捨てられたが

、神にとっては選ばれた尊い生ける石である。 5

この主のみもとにきて、あなたがたも、それぞれ

生ける石となって、霊の家に築き上げられ、聖な

る祭司となって、イエス・キリストにより、神に
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よろこばれる霊のいけにえを、ささげなさい。 6

聖書にこう書いてある、「見よ、わたしはシオン

に、選ばれた尊い石、隅のかしら石を置く。それ

により頼む者は、決して、失望に終ることがない

」。 7この石は、より頼んでいるあなたがたには

尊いものであるが、不信仰な人々には「家造りら

の捨てた石で、隅のかしら石となったもの」、 8

また「つまずきの石、妨げの岩」である。しかし

、彼らがつまずくのは、御言に従わないからであ

って、彼らは、実は、そうなるように定められて

いたのである。 9しかし、あなたがたは、選ばれ

た種族、祭司の国、聖なる国民、神につける民で

ある。それによって、暗やみから驚くべきみ光に

招き入れて下さったかたのみわざを、あなたがた

が語り伝えるためである。 10あなたがたは、以

前は神の民でなかったが、いまは神の民であり、

以前は、あわれみを受けたことのない者であった

が、いまは、あわれみを受けた者となっている。

11愛する者たちよ。あなたがたに勧める。あなた

がたは、この世の旅人であり寄留者であるから、

たましいに戦いをいどむ肉の欲を避けなさい。 12

異邦人の中にあって、りっぱな行いをしなさい。

そうすれば、彼らは、あなたがたを悪人呼ばわり

していても、あなたがたのりっぱなわざを見て、

かえって、おとずれの日に神をあがめるようにな

ろう。 13あなたがたは、すべて人の立てた制度

に、主のゆえに従いなさい。主権者としての王で

あろうと、 14あるいは、悪を行う者を罰し善を

行う者を賞するために、王からつかわされた長官

であろうと、これに従いなさい。 15善を行うこ

とによって、愚かな人々の無知な発言を封じるの

は、神の御旨なのである。 16自由人にふさわし

く行動しなさい。ただし、自由をば悪を行う口実

として用いず、神の僕にふさわしく行動しなさい

。 17すべての人をうやまい、兄弟たちを愛し、

神をおそれ、王を尊びなさい。 18僕たる者よ。

心からのおそれをもって、主人に仕えなさい。善

良で寛容な主人だけにでなく、気むずかしい主人

にも、そうしなさい。 19もしだれかが、不当な

苦しみを受けても、神を仰いでその苦痛を耐え忍

ぶなら、それはよみせられることである。 20悪

いことをして打ちたたかれ、それを忍んだとして

も、なんの手柄になるのか。しかし善を行って苦

しみを受け、しかもそれを耐え忍んでいるとすれ

ば、これこそ神によみせられることである。 21

あなたがたは、実に、そうするようにと召された

のである。キリストも、あなたがたのために苦し

みを受け、御足の跡を踏み従うようにと、模範を

残されたのである。 22キリストは罪を犯さず、

その口には偽りがなかった。 23ののしられても

、ののしりかえさず、苦しめられても、おびやか

すことをせず、正しいさばきをするかたに、いっ

さいをゆだねておられた。 24さらに、わたした

ちが罪に死に、義に生きるために、十字架にかか

って、わたしたちの罪をご自分の身に負われた。

その傷によって、あなたがたは、いやされたので

ある。 25あなたがたは、羊のようにさ迷ってい

たが、今は、たましいの牧者であり監督であるか

たのもとに、たち帰ったのである。

3同じように、妻たる者よ。夫に仕えなさい。
そうすれば、たとい御言に従わない夫であっ

ても、 2あなたがたのうやうやしく清い行いを見

て、その妻の無言の行いによって、救に入れられ

るようになるであろう。 3あなたがたは、髪を編

み、金の飾りをつけ、服装をととのえるような外

面の飾りではなく、 4かくれた内なる人、柔和で

、しとやかな霊という朽ちることのない飾りを、

身につけるべきである。これこそ、神のみまえに

、きわめて尊いものである。 5むかし、神を仰ぎ

望んでいた聖なる女たちも、このように身を飾っ

て、その夫に仕えたのである。 6たとえば、サラ

はアブラハムに仕えて、彼を主と呼んだ。あなた

がたも、何事にもおびえ臆することなく善を行え

ば、サラの娘たちとなるのである。 7夫たる者よ

。あなたがたも同じように、女は自分よりも弱い

器であることを認めて、知識に従って妻と共に住

み、いのちの恵みを共どもに受け継ぐ者として、

尊びなさい。それは、あなたがたの祈が妨げられ

ないためである。 8最後に言う。あなたがたは皆

、心をひとつにし、同情し合い、兄弟愛をもち、

あわれみ深くあり、謙虚でありなさい。 9悪をも

って悪に報いず、悪口をもって悪口に報いず、か

えって、祝福をもって報いなさい。あなたがたが

召されたのは、祝福を受け継ぐためなのである。

10「いのちを愛し、さいわいな日々を過ごそうと

願う人は、舌を制して悪を言わず、くちびるを閉

じて偽りを語らず、 11悪を避けて善を行い、平

和を求めて、これを追え。 12主の目は義人たち

に注がれ、主の耳は彼らの祈にかたむく。しかし
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主の御顔は、悪を行う者に対して向かう」。 13

そこで、もしあなたがたが善に熱心であれば、だ

れが、あなたがたに危害を加えようか。 14しか

し、万一義のために苦しむようなことがあっても

、あなたがたはさいわいである。彼らを恐れたり

、心を乱したりしてはならない。 15ただ、心の

中でキリストを主とあがめなさい。また、あなた

がたのうちにある望みについて説明を求める人に

は、いつでも弁明のできる用意をしていなさい。

16しかし、やさしく、慎み深く、明らかな良心を

もって、弁明しなさい。そうすれば、あなたがた

がキリストにあって営んでいる良い生活をそしる

人々も、そのようにののしったことを恥じいるで

あろう。 17善をおこなって苦しむことはそれが

神の御旨であれば悪をおこなって苦しむよりも、

まさっている。 18キリストも、あなたがたを神

に近づけようとして、自らは義なるかたであるの

に、不義なる人々のために、ひとたび罪のゆえに

死なれた。ただし、肉においては殺されたが、霊

においては生かされたのである。 19こうして、

彼は獄に捕われている霊どものところに下って行

き、宣べ伝えることをされた。 20これらの霊と

いうのは、むかしノアの箱舟が造られていた間、

神が寛容をもって待っておられたのに従わなかっ

た者どものことである。その箱舟に乗り込み、水

を経て救われたのは、わずかに八名だけであった

。 21この水はバプテスマを象徴するものであっ

て、今やあなたがたをも救うのである。それは、

イエス・キリストの復活によるのであって、から

だの汚れを除くことではなく、明らかな良心を神

に願い求めることである。 22キリストは天に上

って神の右に座し、天使たちともろもろの権威、

権力を従えておられるのである。

4このように、キリストは肉において苦しまれ
たのであるから、あなたがたも同じ覚悟で心

の武装をしなさい。肉において苦しんだ人は、そ

れによって罪からのがれたのである。 2それは、

肉における残りの生涯を、もはや人間の欲情によ

らず、神の御旨によって過ごすためである。 3過

ぎ去った時代には、あなたがたは、異邦人の好み

にまかせて、好色、欲情、酔酒、宴楽、暴飲、気

ままな偶像礼拝などにふけってきたが、もうそれ

で十分であろう。 4今はあなたがたが、そうした

度を過ごした乱行に加わらないので、彼らは驚き

あやしみ、かつ、ののしっている。 5彼らは、や

がて生ける者と死ねる者とをさばくかたに、申し

開きをしなくてはならない。 6死人にさえ福音が

宣べ伝えられたのは、彼らは肉においては人間と

してさばきを受けるが、霊においては神に従って

生きるようになるためである。 7万物の終りが近

づいている。だから、心を確かにし、身を慎んで

、努めて祈りなさい。 8何よりもまず、互の愛を

熱く保ちなさい。愛は多くの罪をおおうものであ

る。 9不平を言わずに、互にもてなし合いなさい

。 10あなたがたは、それぞれ賜物をいただいて

いるのだから、神のさまざまな恵みの良き管理人

として、それをお互のために役立てるべきである

。 11語る者は、神の御言を語る者にふさわしく

語り、奉仕する者は、神から賜わる力による者に

ふさわしく奉仕すべきである。それは、すべての

ことにおいてイエス・キリストによって、神があ

がめられるためである。栄光と力とが世々限りな

く、彼にあるように、アァメン。 (aiōn g165) 12愛す

る者たちよ。あなたがたを試みるために降りかか

って来る火のような試錬を、何か思いがけないこ

とが起ったかのように驚きあやしむことなく、 13

むしろ、キリストの苦しみにあずかればあずかる

ほど、喜ぶがよい。それは、キリストの栄光が現

れる際に、よろこびにあふれるためである。 14

キリストの名のためにそしられるなら、あなたが

たはさいわいである。その時には、栄光の霊、神

の霊が、あなたがたに宿るからである。 15あな

たがたのうち、だれも、人殺し、盗人、悪を行う

者、あるいは、他人に干渉する者として苦しみに

会うことのないようにしなさい。 16しかし、ク

リスチャンとして苦しみを受けるのであれば、恥

じることはない。かえって、この名によって神を

あがめなさい。 17さばきが神の家から始められ

る時がきた。それが、わたしたちからまず始めら

れるとしたら、神の福音に従わない人々の行く末

は、どんなであろうか。 18また義人でさえ、か

ろうじて救われるのだとすれば、不信なる者や罪

人は、どうなるであろうか。 19だから、神の御

旨に従って苦しみを受ける人々は、善をおこない

、そして、真実であられる創造者に、自分のたま

しいをゆだねるがよい。

5そこで、あなたがたのうちの長老たちに勧め
る。わたしも、長老のひとりで、キリストの
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苦難についての証人であり、また、やがて現れよ

うとする栄光にあずかる者である。 2あなたがた

にゆだねられている神の羊の群れを牧しなさい。

しいられてするのではなく、神に従って自ら進ん

でなし、恥ずべき利得のためではなく、本心から

、それをしなさい。 3また、ゆだねられた者たち

の上に権力をふるうことをしないで、むしろ、群

れの模範となるべきである。 4そうすれば、大牧

者が現れる時には、しぼむことのない栄光の冠を

受けるであろう。 5同じように、若い人たちよ。

長老たちに従いなさい。また、みな互に謙遜を身

につけなさい。神は高ぶる者をしりぞけ、へりく

だる者に恵みを賜うからである。 6だから、あな

たがたは、神の力強い御手の下に、自らを低くし

なさい。時が来れば神はあなたがたを高くして下

さるであろう。 7神はあなたがたをかえりみてい

て下さるのであるから、自分の思いわずらいを、

いっさい神にゆだねるがよい。 8身を慎み、目を

さましていなさい。あなたがたの敵である悪魔が

、ほえたけるししのように、食いつくすべきもの

を求めて歩き回っている。 9この悪魔にむかい、

信仰にかたく立って、抵抗しなさい。あなたがた

のよく知っているとおり、全世界にいるあなたが

たの兄弟たちも、同じような苦しみの数々に会っ

ているのである。 10あなたがたをキリストにあ

る永遠の栄光に招き入れて下さったあふるる恵み

の神は、しばらくの苦しみの後、あなたがたをい

やし、強め、力づけ、不動のものとして下さるで

あろう。 (aiōnios g166) 11どうか、力が世々限りなく

、神にあるように、アァメン。 (aiōn g165) 12わたし

は、忠実な兄弟として信頼しているシルワノの手

によって、この短い手紙をあなたがたにおくり、

勧めをし、また、これが神のまことの恵みである

ことをあかしした。この恵みのうちに、かたく立

っていなさい。 13あなたがたと共に選ばれてバ

ビロンにある教会、ならびに、わたしの子マルコ

から、あなたがたによろしく。 14愛の接吻をも

って互にあいさつをかわしなさい。キリストにあ

るあなたがた一同に、平安があるように。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストの僕また使徒であるシメオ
ン・ペテロから、わたしたちの神と救主イエ

ス・キリストとの義によって、わたしたちと同じ

尊い信仰を授かった人々へ。 2神とわたしたちの

主イエスとを知ることによって、恵みと平安とが

、あなたがたに豊かに加わるように。 3いのちと

信心とにかかわるすべてのことは、主イエスの神

聖な力によって、わたしたちに与えられている。

それは、ご自身の栄光と徳とによって、わたした

ちを召されたかたを知る知識によるのである。 4

また、それらのものによって、尊く、大いなる約

束が、わたしたちに与えられている。それは、あ

なたがたが、世にある欲のために滅びることを免

れ、神の性質にあずかる者となるためである。 5

それだから、あなたがたは、力の限りをつくして

、あなたがたの信仰に徳を加え、徳に知識を、 6

知識に節制を、節制に忍耐を、忍耐に信心を、 7

信心に兄弟愛を、兄弟愛に愛を加えなさい。 8こ

れらのものがあなたがたに備わって、いよいよ豊

かになるならば、わたしたちの主イエス・キリス

トを知る知識について、あなたがたは、怠る者、

実を結ばない者となることはないであろう。 9こ

れらのものを備えていない者は、盲人であり、近

視の者であり、自分の以前の罪がきよめられたこ

とを忘れている者である。 10兄弟たちよ。それ

だから、ますます励んで、あなたがたの受けた召

しと選びとを、確かなものにしなさい。そうすれ

ば、決してあやまちに陥ることはない。 11こう

して、わたしたちの主また救主イエス・キリスト

の永遠の国に入る恵みが、あなたがたに豊かに与

えられるからである。 (aiōnios g166) 12それだから、

あなたがたは既にこれらのことを知っており、ま

た、いま持っている真理に堅く立ってはいるが、

わたしは、これらのことをいつも、あなたがたに

思い起させたいのである。 13わたしがこの幕屋

にいる間、あなたがたに思い起させて、奮い立た

せることが適当と思う。 14それは、わたしたち

の主イエス・キリストもわたしに示して下さった

ように、わたしのこの幕屋を脱ぎ去る時が間近で

あることを知っているからである。 15わたしが

世を去った後にも、これらのことを、あなたがた

にいつも思い出させるように努めよう。 16わた

したちの主イエス・キリストの力と来臨とを、あ

なたがたに知らせた時、わたしたちは、巧みな作

り話を用いることはしなかった。わたしたちが、

そのご威光の目撃者なのだからである。 17イエ

スは父なる神からほまれと栄光とをお受けになっ

たが、その時、おごそかな栄光の中から次のよう

なみ声がかかったのである、「これはわたしの愛

する子、わたしの心にかなう者である」。 18わ

たしたちもイエスと共に聖なる山にいて、天から

出たこの声を聞いたのである。 19こうして、預

言の言葉は、わたしたちにいっそう確実なものに

なった。あなたがたも、夜が明け、明星がのぼっ

て、あなたがたの心の中を照すまで、この預言の

言葉を暗やみに輝くともしびとして、それに目を

とめているがよい。 20聖書の預言はすべて、自

分勝手に解釈すべきでないことを、まず第一に知

るべきである。 21なぜなら、預言は決して人間

の意志から出たものではなく、人々が聖霊に感じ

、神によって語ったものだからである。

2しかし、民の間に、にせ預言者が起ったこと
があるが、それと同じく、あなたがたの間に

も、にせ教師が現れるであろう。彼らは、滅びに

至らせる異端をひそかに持ち込み、自分たちをあ

がなって下さった主を否定して、すみやかな滅亡

を自分の身に招いている。 2また、大ぜいの人が

彼らの放縦を見習い、そのために、真理の道がそ

しりを受けるに至るのである。 3彼らは、貪欲の

ために、甘言をもってあなたがたをあざむき、利

をむさぼるであろう。彼らに対するさばきは昔か

ら猶予なく行われ、彼らの滅亡も滞ることはない

。 4神は、罪を犯した御使たちを許しておかない

で、彼らを下界におとしいれ、さばきの時まで暗

やみの穴に閉じ込めておかれた。 (Tartaroō g5020) 5

また、古い世界をそのままにしておかないで、そ

の不信仰な世界に洪水をきたらせ、ただ、義の宣

伝者ノアたち八人の者だけを保護された。 6また

、ソドムとゴモラの町々を灰に帰せしめて破滅に

処し、不信仰に走ろうとする人々の見せしめとし

、 7ただ、非道の者どもの放縦な行いによってな

やまされていた義人ロトだけを救い出された。 8

（この義人は、彼らの間に住み、彼らの不法の行

いを日々見聞きして、その正しい心を痛めていた

のである。） 9こういうわけで、主は、信心深い

者を試錬の中から救い出し、また、不義な者ども

、 10特に、汚れた情欲におぼれ肉にしたがって
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歩み、また、権威ある者を軽んじる人々を罰して

、さばきの日まで閉じ込めておくべきことを、よ

くご存じなのである。こういう人々は、大胆不敵

なわがまま者であって、栄光ある者たちをそしっ

てはばかるところがない。 11しかし、御使たち

は、勢いにおいても力においても、彼らにまさっ

ているにかかわらず、彼らを主のみまえに訴えそ

しることはしない。 12これらの者は、捕えられ

、ほふられるために生れてきた、分別のない動物

のようなもので、自分が知りもしないことをそし

り、その不義の報いとして罰を受け、必ず滅ぼさ

れてしまうのである。 13彼らは、真昼でさえ酒

食を楽しみ、あなたがたと宴会に同席して、だま

しごとにふけっている。彼らは、しみであり、き

ずである。 14その目は淫行を追い、罪を犯して

飽くことを知らない。彼らは心の定まらない者を

誘惑し、その心は貪欲に慣れ、のろいの子となっ

ている。 15彼らは正しい道からはずれて迷いに

陥り、ベオルの子バラムの道に従った。バラムは

不義の実を愛し、 16そのために、自分のあやま

ちに対するとがめを受けた。ものを言わないろば

が、人間の声でものを言い、この預言者の狂気じ

みたふるまいをはばんだのである。 17この人々

は、いわば、水のない井戸、突風に吹きはらわれ

る霧であって、彼らには暗やみが用意されている

。 18彼らはむなしい誇を語り、迷いの中に生き

ている人々の間から、かろうじてのがれてきた者

たちを、肉欲と色情とによって誘惑し、 19この

人々に自由を与えると約束しながら、彼ら自身は

滅亡の奴隷になっている。おおよそ、人は征服者

の奴隷となるものである。 20彼らが、主また救

主なるイエス・キリストを知ることにより、この

世の汚れからのがれた後、またそれに巻き込まれ

て征服されるならば、彼らの後の状態は初めより

も、もっと悪くなる。 21義の道を心得ていなが

ら、自分に授けられた聖なる戒めにそむくよりは

、むしろ義の道を知らなかった方がよい。 22こ

とわざに、「犬は自分の吐いた物に帰り、豚は洗

われても、また、どろの中にころがって行く」と

あるが、彼らの身に起ったことは、そのとおりで

ある。

3愛する者たちよ。わたしは今この第二の手紙
をあなたがたに書きおくり、これらの手紙に

よって記憶を呼び起し、あなたがたの純真な心を

奮い立たせようとした。 2それは、聖なる預言者

たちがあらかじめ語った言葉と、あなたがたの使

徒たちが伝えた主なる救主の戒めとを、思い出さ

せるためである。 3まず次のことを知るべきであ

る。終りの時にあざける者たちが、あざけりなが

ら出てきて、自分の欲情のままに生活し、 4「主

の来臨の約束はどうなったのか。先祖たちが眠り

についてから、すべてのものは天地創造の初めか

らそのままであって、変ってはいない」と言うで

あろう。 5すなわち、彼らはこのことを認めよう

とはしない。古い昔に天が存在し、地は神の言に

よって、水がもとになり、また、水によって成っ

たのであるが、 6その時の世界は、御言により水

でおおわれて滅んでしまった。 7しかし、今の天

と地とは、同じ御言によって保存され、不信仰な

人々がさばかれ、滅ぼさるべき日に火で焼かれる

時まで、そのまま保たれているのである。 8愛す

る者たちよ。この一事を忘れてはならない。主に

あっては、一日は千年のようであり、千年は一日

のようである。 9ある人々がおそいと思っている

ように、主は約束の実行をおそくしておられるの

ではない。ただ、ひとりも滅びることがなく、す

べての者が悔改めに至ることを望み、あなたがた

に対してながく忍耐しておられるのである。 10

しかし、主の日は盗人のように襲って来る。その

日には、天は大音響をたてて消え去り、天体は焼

けてくずれ、地とその上に造り出されたものも、

みな焼きつくされるであろう。 11このように、

これらはみなくずれ落ちていくものであるから、

神の日の到来を熱心に待ち望んでいるあなたがた

は、 12極力、きよく信心深い行いをしていなけ

ればならない。その日には、天は燃えくずれ、天

体は焼けうせてしまう。 13しかし、わたしたち

は、神の約束に従って、義の住む新しい天と新し

い地とを待ち望んでいる。 14愛する者たちよ。

それだから、この日を待っているあなたがたは、

しみもなくきずもなく、安らかな心で、神のみま

えに出られるように励みなさい。 15また、わた

したちの主の寛容は救のためであると思いなさい

。このことは、わたしたちの愛する兄弟パウロが

、彼に与えられた知恵によって、あなたがたに書

きおくったとおりである。 16彼は、どの手紙に

もこれらのことを述べている。その手紙の中には

、ところどころ、わかりにくい箇所もあって、無

学で心の定まらない者たちは、ほかの聖書につい
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てもしているように、無理な解釈をほどこして、

自分の滅亡を招いている。 17愛する者たちよ。

それだから、あなたがたはかねてから心がけてい

るように、非道の者の惑わしに誘い込まれて、あ

なたがた自身の確信を失うことのないように心が

けなさい。 18そして、わたしたちの主また救主

イエス・キリストの恵みと知識とにおいて、ます

ます豊かになりなさい。栄光が、今も、また永遠

の日に至るまでも、主にあるように、アァメン。

(aiōn g165)
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ヨハネの手紙第一

1初めからあったもの、わたしたちが聞いたも
の、目で見たもの、よく見て手でさわったも

の、すなわち、いのちの言について 2このいのち

が現れたので、この永遠のいのちをわたしたちは

見て、そのあかしをし、かつ、あなたがたに告げ

知らせるのである。この永遠のいのちは、父と共

にいましたが、今やわたしたちに現れたものであ

る (aiōnios g166) 3すなわち、わたしたちが見たもの

、聞いたものを、あなたがたにも告げ知らせる。

それは、あなたがたも、わたしたちの交わりにあ

ずかるようになるためである。わたしたちの交わ

りとは、父ならびに御子イエス・キリストとの交

わりのことである。 4これを書きおくるのは、わ

たしたちの喜びが満ちあふれるためである。 5わ

たしたちがイエスから聞いて、あなたがたに伝え

るおとずれは、こうである。神は光であって、神

には少しの暗いところもない。 6神と交わりをし

ていると言いながら、もし、やみの中を歩いてい

るなら、わたしたちは偽っているのであって、真

理を行っているのではない。 7しかし、神が光の

中にいますように、わたしたちも光の中を歩くな

らば、わたしたちは互に交わりをもち、そして、

御子イエスの血が、すべての罪からわたしたちを

きよめるのである。 8もし、罪がないと言うなら

、それは自分を欺くことであって、真理はわたし

たちのうちにない。 9もし、わたしたちが自分の

罪を告白するならば、神は真実で正しいかたであ

るから、その罪をゆるし、すべての不義からわた

したちをきよめて下さる。 10もし、罪を犯した

ことがないと言うなら、それは神を偽り者とする

のであって、神の言はわたしたちのうちにない

。

2わたしの子たちよ。これらのことを書きおく
るのは、あなたがたが罪を犯さないようにな

るためである。もし、罪を犯す者があれば、父の

みもとには、わたしたちのために助け主、すなわ

ち、義なるイエス・キリストがおられる。 2彼は

、わたしたちの罪のための、あがないの供え物で

ある。ただ、わたしたちの罪のためばかりではな

く、全世界の罪のためである。 3もし、わたした

ちが彼の戒めを守るならば、それによって彼を知

っていることを悟るのである。 4「彼を知ってい

る」と言いながら、その戒めを守らない者は、偽

り者であって、真理はその人のうちにない。 5し

かし、彼の御言を守る者があれば、その人のうち

に、神の愛が真に全うされるのである。それによ

って、わたしたちが彼にあることを知るのである

。 6「彼におる」と言う者は、彼が歩かれたよう

に、その人自身も歩くべきである。 7愛する者た

ちよ。わたしがあなたがたに書きおくるのは、新

しい戒めではなく、あなたがたが初めから受けて

いた古い戒めである。その古い戒めとは、あなた

がたがすでに聞いた御言である。 8しかも、新し

い戒めを、あなたがたに書きおくるのである。そ

して、それは、彼にとってもあなたがたにとって

も、真理なのである。なぜなら、やみは過ぎ去り

、まことの光がすでに輝いているからである。 9

「光の中にいる」と言いながら、その兄弟を憎む

者は、今なお、やみの中にいるのである。 10兄

弟を愛する者は、光におるのであって、つまずく

ことはない。 11兄弟を憎む者は、やみの中にお

り、やみの中を歩くのであって、自分ではどこへ

行くのかわからない。やみが彼の目を見えなくし

たからである。 12子たちよ。あなたがたにこれ

を書きおくるのは、御名のゆえに、あなたがたの

多くの罪がゆるされたからである。 13父たちよ

。あなたがたに書きおくるのは、あなたがたが、

初めからいますかたを知ったからである。若者た

ちよ。あなたがたに書きおくるのは、あなたがた

が、悪しき者にうち勝ったからである。 14子供

たちよ。あなたがたに書きおくったのは、あなた

がたが父を知ったからである。父たちよ。あなた

がたに書きおくったのは、あなたがたが、初めか

らいますかたを知ったからである。若者たちよ。

あなたがたに書きおくったのは、あなたがたが強

い者であり、神の言があなたがたに宿り、そして

、あなたがたが悪しき者にうち勝ったからである

。 15世と世にあるものとを、愛してはいけない

。もし、世を愛する者があれば、父の愛は彼のう

ちにない。 16すべて世にあるもの、すなわち、

肉の欲、目の欲、持ち物の誇は、父から出たもの

ではなく、世から出たものである。 17世と世の

欲とは過ぎ去る。しかし、神の御旨を行う者は、

永遠にながらえる。 (aiōn g165) 18子供たちよ。今は

終りの時である。あなたがたがかねて反キリスト

が来ると聞いていたように、今や多くの反キリス

トが現れてきた。それによって今が終りの時であ
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ることを知る。 19彼らはわたしたちから出て行

った。しかし、彼らはわたしたちに属する者では

なかったのである。もし属する者であったなら、

わたしたちと一緒にとどまっていたであろう。し

かし、出て行ったのは、元来、彼らがみなわたし

たちに属さない者であることが、明らかにされる

ためである。 20しかし、あなたがたは聖なる者

に油を注がれているので、あなたがたすべてが、

そのことを知っている。 21わたしが書きおくっ

たのは、あなたがたが真理を知らないからではな

く、それを知っているからであり、また、すべて

の偽りは真理から出るものでないことを、知って

いるからである。 22偽り者とは、だれであるか

。イエスのキリストであることを否定する者では

ないか。父と御子とを否定する者は、反キリスト

である。 23御子を否定する者は父を持たず、御

子を告白する者は、また父をも持つのである。 24

初めから聞いたことが、あなたがたのうちに、と

どまるようにしなさい。初めから聞いたことが、

あなたがたのうちにとどまっておれば、あなたが

たも御子と父とのうちに、とどまることになる。

25これが、彼自らわたしたちに約束された約束で

あって、すなわち、永遠のいのちである。 (aiōnios

g166) 26わたしは、あなたがたを惑わす者たちにつ

いて、これらのことを書きおくった。 27あなた

がたのうちには、キリストからいただいた油がと

どまっているので、だれにも教えてもらう必要は

ない。この油が、すべてのことをあなたがたに教

える。それはまことであって、偽りではないから

、その油が教えたように、あなたがたは彼のうち

にとどまっていなさい。 28そこで、子たちよ。

キリストのうちにとどまっていなさい。それは、

彼が現れる時に、確信を持ち、その来臨に際して

、みまえに恥じいることがないためである。 29

彼の義なるかたであることがわかれば、義を行う

者はみな彼から生れたものであることを、知るで

あろう。

3わたしたちが神の子と呼ばれるためには、ど
んなに大きな愛を父から賜わったことか、よ

く考えてみなさい。わたしたちは、すでに神の子

なのである。世がわたしたちを知らないのは、父

を知らなかったからである。 2愛する者たちよ。

わたしたちは今や神の子である。しかし、わたし

たちがどうなるのか、まだ明らかではない。彼が

現れる時、わたしたちは、自分たちが彼に似るも

のとなることを知っている。そのまことの御姿を

見るからである。 3彼についてこの望みをいだい

ている者は皆、彼がきよくあられるように、自ら

をきよくする。 4すべて罪を犯す者は、不法を行

う者である。罪は不法である。 5あなたがたが知

っているとおり、彼は罪をとり除くために現れた

のであって、彼にはなんらの罪がない。 6すべて

彼におる者は、罪を犯さない。すべて罪を犯す者

は彼を見たこともなく、知ったこともない者であ

る。 7子たちよ。だれにも惑わされてはならない

。彼が義人であると同様に、義を行う者は義人で

ある。 8罪を犯す者は、悪魔から出た者である。

悪魔は初めから罪を犯しているからである。神の

子が現れたのは、悪魔のわざを滅ぼしてしまうた

めである。 9すべて神から生れた者は、罪を犯さ

ない。神の種が、その人のうちにとどまっている

からである。また、その人は、神から生れた者で

あるから、罪を犯すことができない。 10神の子

と悪魔の子との区別は、これによって明らかであ

る。すなわち、すべて義を行わない者は、神から

出た者ではない。兄弟を愛さない者も、同様であ

る。 11わたしたちは互に愛し合うべきである。

これが、あなたがたの初めから聞いていたおとず

れである。 12カインのようになってはいけない

。彼は悪しき者から出て、その兄弟を殺したので

ある。なぜ兄弟を殺したのか。彼のわざが悪く、

その兄弟のわざは正しかったからである。 13兄

弟たちよ。世があなたがたを憎んでも、驚くには

及ばない。 14わたしたちは、兄弟を愛している

ので、死からいのちへ移ってきたことを、知って

いる。愛さない者は、死のうちにとどまっている

。 15あなたがたが知っているとおり、すべて兄

弟を憎む者は人殺しであり、人殺しはすべて、そ

のうちに永遠のいのちをとどめてはいない。

(aiōnios g166) 16主は、わたしたちのためにいのちを

捨てて下さった。それによって、わたしたちは愛

ということを知った。それゆえに、わたしたちも

また、兄弟のためにいのちを捨てるべきである。

17世の富を持っていながら、兄弟が困っているの

を見て、あわれみの心を閉じる者には、どうして

神の愛が、彼のうちにあろうか。 18子たちよ。

わたしたちは言葉や口先だけで愛するのではなく

、行いと真実とをもって愛し合おうではないか。

19それによって、わたしたちが真理から出たもの
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であることがわかる。そして、神のみまえに心を

安んじていよう。 20なぜなら、たといわたした

ちの心に責められるようなことがあっても、神は

わたしたちの心よりも大いなるかたであって、す

べてをご存じだからである。 21愛する者たちよ

。もし心に責められるようなことがなければ、わ

たしたちは神に対して確信を持つことができる。

22そして、願い求めるものは、なんでもいただけ

るのである。それは、わたしたちが神の戒めを守

り、みこころにかなうことを、行っているからで

ある。 23その戒めというのは、神の子イエス・

キリストの御名を信じ、わたしたちに命じられた

ように、互に愛し合うべきことである。 24神の

戒めを守る人は、神におり、神もまたその人にい

ます。そして、神がわたしたちのうちにいますこ

とは、神がわたしたちに賜わった御霊によって知

るのである。

4愛する者たちよ。すべての霊を信じることは
しないで、それらの霊が神から出たものであ

るかどうか、ためしなさい。多くのにせ預言者が

世に出てきているからである。 2あなたがたは、

こうして神の霊を知るのである。すなわち、イエ

ス・キリストが肉体をとってこられたことを告白

する霊は、すべて神から出ているものであり、 3

イエスを告白しない霊は、すべて神から出ている

ものではない。これは、反キリストの霊である。

あなたがたは、それが来るとかねて聞いていたが

、今やすでに世にきている。 4子たちよ。あなた

がたは神から出た者であって、彼らにうち勝った

のである。あなたがたのうちにいますのは、世に

ある者よりも大いなる者なのである。 5彼らは世

から出たものである。だから、彼らは世のことを

語り、世も彼らの言うことを聞くのである。 6し

かし、わたしたちは神から出たものである。神を

知っている者は、わたしたちの言うことを聞き、

神から出ない者は、わたしたちの言うことを聞か

ない。これによって、わたしたちは、真理の霊と

迷いの霊との区別を知るのである。 7愛する者た

ちよ。わたしたちは互に愛し合おうではないか。

愛は、神から出たものなのである。すべて愛する

者は、神から生れた者であって、神を知っている

。 8愛さない者は、神を知らない。神は愛である

。 9神はそのひとり子を世につかわし、彼によっ

てわたしたちを生きるようにして下さった。それ

によって、わたしたちに対する神の愛が明らかに

されたのである。 10わたしたちが神を愛したの

ではなく、神がわたしたちを愛して下さって、わ

たしたちの罪のためにあがないの供え物として、

御子をおつかわしになった。ここに愛がある。 11

愛する者たちよ。神がこのようにわたしたちを愛

して下さったのであるから、わたしたちも互に愛

し合うべきである。 12神を見た者は、まだひと

りもいない。もしわたしたちが互に愛し合うなら

、神はわたしたちのうちにいまし、神の愛がわた

したちのうちに全うされるのである。 13神が御

霊をわたしたちに賜わったことによって、わたし

たちが神におり、神がわたしたちにいますことを

知る。 14わたしたちは、父が御子を世の救主と

しておつかわしになったのを見て、そのあかしを

するのである。 15もし人が、イエスを神の子と

告白すれば、神はその人のうちにいまし、その人

は神のうちにいるのである。 16わたしたちは、

神がわたしたちに対して持っておられる愛を知り

、かつ信じている。神は愛である。愛のうちにい

る者は、神におり、神も彼にいます。 17わたし

たちもこの世にあって彼のように生きているので

、さばきの日に確信を持って立つことができる。

そのことによって、愛がわたしたちに全うされて

いるのである。 18愛には恐れがない。完全な愛

は恐れをとり除く。恐れには懲らしめが伴い、か

つ恐れる者には、愛が全うされていないからであ

る。 19わたしたちが愛し合うのは、神がまずわ

たしたちを愛して下さったからである。 20「神

を愛している」と言いながら兄弟を憎む者は、偽

り者である。現に見ている兄弟を愛さない者は、

目に見えない神を愛することはできない。 21神

を愛する者は、兄弟をも愛すべきである。この戒

めを、わたしたちは神から授かっている。

5すべてイエスのキリストであることを信じる
者は、神から生れた者である。すべて生んで

下さったかたを愛する者は、そのかたから生れた

者をも愛するのである。 2神を愛してその戒めを

行えば、それによってわたしたちは、神の子たち

を愛していることを知るのである。 3神を愛する

とは、すなわち、その戒めを守ることである。そ

して、その戒めはむずかしいものではない。 4な

ぜなら、すべて神から生れた者は、世に勝つから

である。そして、わたしたちの信仰こそ、世に勝
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たしめた勝利の力である。 5世に勝つ者はだれか

。イエスを神の子と信じる者ではないか。 6この

イエス・キリストは、水と血とをとおってこられ

たかたである。水によるだけではなく、水と血と

によってこられたのである。そのあかしをするも

のは、御霊である。御霊は真理だからである。 7

あかしをするものが、三つある。 8御霊と水と血

とである。そして、この三つのものは一致する。

9わたしたちは人間のあかしを受けいれるが、し

かし、神のあかしはさらにまさっている。神のあ

かしというのは、すなわち、御子について立てら

れたあかしである。 10神の子を信じる者は、自

分のうちにこのあかしを持っている。神を信じな

い者は、神を偽り者とする。神が御子についてあ

かしせられたそのあかしを、信じていないからで

ある。 11そのあかしとは、神が永遠のいのちを

わたしたちに賜わり、かつ、そのいのちが御子の

うちにあるということである。 (aiōnios g166) 12御子

を持つ者はいのちを持ち、神の御子を持たない者

はいのちを持っていない。 13これらのことをあ

なたがたに書きおくったのは、神の子の御名を信

じるあなたがたに、永遠のいのちを持っているこ

とを、悟らせるためである。 (aiōnios g166) 14わたし

たちが神に対していだいている確信は、こうであ

る。すなわち、わたしたちが何事でも神の御旨に

従って願い求めるなら、神はそれを聞きいれて下

さるということである。 15そして、わたしたち

が願い求めることは、なんでも聞きいれて下さる

とわかれば、神に願い求めたことはすでにかなえ

られたことを、知るのである。 16もしだれかが

死に至ることのない罪を犯している兄弟を見たら

、神に願い求めなさい。そうすれば神は、死に至

ることのない罪を犯している人々には、いのちを

賜わるであろう。死に至る罪がある。これについ

ては、願い求めよ、とは言わない。 17不義はす

べて、罪である。しかし、死に至ることのない罪

もある。 18すべて神から生れた者は罪を犯さな

いことを、わたしたちは知っている。神から生れ

たかたが彼を守っていて下さるので、悪しき者が

手を触れるようなことはない。 19また、わたし

たちは神から出た者であり、全世界は悪しき者の

配下にあることを、知っている。 20さらに、神

の子がきて、真実なかたを知る知力をわたしたち

に授けて下さったことも、知っている。そして、

わたしたちは、真実なかたにおり、御子イエス・

キリストにおるのである。このかたは真実な神で

あり、永遠のいのちである。 (aiōnios g166) 21子たち

よ。気をつけて、偶像を避けなさい。
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ヨハネの手紙第二

1長老のわたしから、真実に愛している選ばれ
た婦人とその子たちへ。あなたがたを愛して

いるのは、わたしだけではなく、真理を知ってい

る者はみなそうである。 2それは、わたしたちの

うちにあり、また永遠に共にあるべき真理による

のである。 (aiōn g165) 3父なる神および父の御子イ

エス・キリストから、恵みとあわれみと平安とが

、真理と愛のうちにあって、わたしたちと共にあ

るように。 4あなたの子供たちのうちで、わたし

たちが父から受けた戒めどおりに、真理のうちを

歩いている者があるのを見て、わたしは非常に喜

んでいる。 5婦人よ。ここにお願いしたいことが

ある。それは、新しい戒めを書くわけではなく、

初めから持っていた戒めなのであるが、わたした

ちは、みんな互に愛し合おうではないか。 6父の

戒めどおりに歩くことが、すなわち、愛であり、

あなたがたが初めから聞いてきたとおりに愛のう

ちを歩くことが、すなわち、戒めなのである。 7

なぜなら、イエス・キリストが肉体をとってこら

れたことを告白しないで人を惑わす者が、多く世

にはいってきたからである。そういう者は、惑わ

す者であり、反キリストである。 8よく注意して

、わたしたちの働いて得た成果を失うことがなく

、豊かな報いを受けられるようにしなさい。 9す

べてキリストの教をとおり過ごして、それにとど

まらない者は、神を持っていないのである。その

教にとどまっている者は、父を持ち、また御子を

も持つ。 10この教を持たずにあなたがたのとこ

ろに来る者があれば、その人を家に入れることも

、あいさつすることもしてはいけない。 11その

ような人にあいさつする者は、その悪い行いにあ

ずかることになるからである。 12あなたがたに

書きおくることはたくさんあるが、紙と墨とで書

くことはすまい。むしろ、あなたがたのところに

行き、直接はなし合って、共に喜びに満ちあふれ

たいものである。 13選ばれたあなたの姉妹の子

供たちが、あなたによろしく。
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ヨハネの手紙第三

1長老のわたしから、真実に愛している親愛な
るガイオへ。 2愛する者よ。あなたのたましい

がいつも恵まれていると同じく、あなたがすべて

のことに恵まれ、またすこやかであるようにと、

わたしは祈っている。 3兄弟たちがきて、あなた

が真理に生きていることを、あかししてくれたの

で、ひじょうに喜んでいる。事実、あなたは真理

のうちを歩いているのである。 4わたしの子供た

ちが真理のうちを歩いていることを聞く以上に、

大きい喜びはない。 5愛する者よ。あなたが、兄

弟たち、しかも旅先にある者につくしていること

は、みな真実なわざである。 6彼らは、諸教会で

、あなたの愛についてあかしをした。それらの人

々を、神のみこころにかなうように送り出してく

れたら、それは願わしいことである。 7彼らは、

御名のために旅立った者であって、異邦人からは

何も受けていない。 8それだから、わたしたちは

、真理のための同労者となるように、こういう人

々を助けねばならない。 9わたしは少しばかり教

会に書きおくっておいたが、みんなのかしらにな

りたがっているデオテレペスが、わたしたちを受

けいれてくれない。 10だから、わたしがそちら

へ行った時、彼のしわざを指摘しようと思う。彼

は口ぎたなくわたしたちをののしり、そればかり

か、兄弟たちを受けいれようともせず、受けいれ

ようとする人たちを妨げて、教会から追い出して

いる。 11愛する者よ。悪にならわないで、善に

ならいなさい。善を行う者は神から出た者であり

、悪を行う者は神を見たことのない者である。 12

デメテリオについては、あらゆる人も、また真理

そのものも、証明している。わたしたちも証明し

ている。そして、あなたが知っているとおり、わ

たしたちの証明は真実である。 13あなたに書き

おくりたいことはたくさんあるが、墨と筆とで書

くことはすまい。 14すぐにでもあなたに会って

、直接はなし合いたいものである。平安が、あ

なたにあるように。友人たちから、あなたによろ

しく。友人たちひとりびとりに、よろしく。
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ユダの手紙

1イエス・キリストの僕またヤコブの兄弟であ
るユダから、父なる神に愛され、イエス・キ

リストに守られている召された人々へ。 2あわれ

みと平安と愛とが、あなたがたに豊かに加わるよ

うに。 3愛する者たちよ。わたしたちが共にあず

かっている救について、あなたがたに書きおくり

たいと心から願っていたので、聖徒たちによって

、ひとたび伝えられた信仰のために戦うことを勧

めるように、手紙をおくる必要を感じるに至った

。 4そのわけは、不信仰な人々がしのび込んでき

て、わたしたちの神の恵みを放縦な生活に変え、

唯一の君であり、わたしたちの主であるイエス・

キリストを否定しているからである。彼らは、こ

のようなさばきを受けることに、昔から予告され

ているのである。 5あなたがたはみな、じゅうぶ

んに知っていることではあるが、主が民をエジプ

トの地から救い出して後、不信仰な者を滅ぼされ

たことを、思い起してもらいたい。 6主は、自分

たちの地位を守ろうとはせず、そのおるべき所を

捨て去った御使たちを、大いなる日のさばきのた

めに、永久にしばりつけたまま、暗やみの中に閉

じ込めておかれた。 (aïdios g126) 7ソドム、ゴモラも

、まわりの町々も、同様であって、同じように淫

行にふけり、不自然な肉欲に走ったので、永遠の

火の刑罰を受け、人々の見せしめにされている。

(aiōnios g166) 8しかし、これと同じように、これら

の人々は、夢に迷わされて肉を汚し、権威ある者

たちを軽んじ、栄光ある者たちをそしっている。

9御使のかしらミカエルは、モーセの死体につい

て悪魔と論じ争った時、相手をののしりさばくこ

とはあえてせず、ただ、「主がおまえを戒めて下

さるように」と言っただけであった。 10しかし

、この人々は自分が知りもしないことをそしり、

また、分別のない動物のように、ただ本能的な知

識にあやまられて、自らの滅亡を招いている。 11

彼らはわざわいである。彼らはカインの道を行き

、利のためにバラムの惑わしに迷い入り、コラの

ような反逆をして滅んでしまうのである。 12彼

らは、あなたがたの愛餐に加わるが、それを汚し

、無遠慮に宴会に同席して、自分の腹を肥やして

いる。彼らは、いわば、風に吹きまわされる水な

き雲、実らない枯れ果てて、抜き捨てられた秋の

木、 13自分の恥をあわにして出す海の荒波、さ

まよう星である。彼らには、まっくらなやみが永

久に用意されている。 (aiōn g165) 14アダムから七代

目にあたるエノクも彼らについて預言して言った

、「見よ、主は無数の聖徒たちを率いてこられた

。 15それは、すべての者にさばきを行うためで

あり、また、不信心な者が、信仰を無視して犯し

たすべての不信心なしわざと、さらに、不信心な

罪人が主にそむいて語ったすべての暴言とを責め

るためである」。 16彼らは不平をならべ、不満

を鳴らす者であり、自分の欲のままに生活し、そ

の口は大言を吐き、利のために人にへつらう者で

ある。 17愛する者たちよ。わたしたちの主イエ

ス・キリストの使徒たちが予告した言葉を思い出

しなさい。 18彼らはあなたがたにこう言った、

「終りの時に、あざける者たちがあらわれて、自

分の不信心な欲のままに生活するであろう」。 19

彼らは分派をつくる者、肉に属する者、御霊を持

たない者たちである。 20しかし、愛する者たち

よ。あなたがたは、最も神聖な信仰の上に自らを

築き上げ、聖霊によって祈り、 21神の愛の中に

自らを保ち、永遠のいのちを目あてとして、わた

したちの主イエス・キリストのあわれみを待ち望

みなさい。 (aiōnios g166) 22疑いをいだく人々があれ

ば、彼らをあわれみ、 23火の中から引き出して

救ってやりなさい。また、そのほかの人たちを、

おそれの心をもってあわれみなさい。しかし、肉

に汚れた者に対しては、その下着さえも忌みきら

いなさい。 24あなたがたを守ってつまずかない

者とし、また、その栄光のまえに傷なき者として

、喜びのうちに立たせて下さるかた、 25すなわ

ち、わたしたちの救主なる唯一の神に、栄光、大

能、力、権威が、わたしたちの主イエス・キリス

トによって、世々の初めにも、今も、また、世々

限りなく、あるように、アァメン。 (aiōn g165)
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ヨハネの黙示録

1イエス・キリストの黙示。この黙示は、神が
、すぐにも起るべきことをその僕たちに示す

ためキリストに与え、そして、キリストが、御使

をつかわして、僕ヨハネに伝えられたものである

。 2ヨハネは、神の言とイエス・キリストのあか

しと、すなわち、自分が見たすべてのことをあか

しした。 3この預言の言葉を朗読する者と、これ

を聞いて、その中に書かれていることを守る者た

ちとは、さいわいである。時が近づいているから

である。 4ヨハネからアジヤにある七つの教会へ

。今いまし、昔いまし、やがてきたるべきかたか

ら、また、その御座の前にある七つの霊から、 5

また、忠実な証人、死人の中から最初に生れた者

、地上の諸王の支配者であるイエス・キリストか

ら、恵みと平安とが、あなたがたにあるように。

わたしたちを愛し、その血によってわたしたちを

罪から解放し、 6わたしたちを、その父なる神の

ために、御国の民とし、祭司として下さったかた

に、世々限りなく栄光と権力とがあるように、ア

ァメン。 (aiōn g165) 7見よ、彼は、雲に乗ってこら

れる。すべての人の目、ことに、彼を刺しとおし

た者たちは、彼を仰ぎ見るであろう。また地上の

諸族はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう

。しかり、アァメン。 8今いまし、昔いまし、や

がてきたるべき者、全能者にして主なる神が仰せ

になる、「わたしはアルパであり、オメガである

」。 9あなたがたの兄弟であり、共にイエスの苦

難と御国と忍耐とにあずかっている、わたしヨハ

ネは、神の言とイエスのあかしとのゆえに、パト

モスという島にいた。 10ところが、わたしは、

主の日に御霊に感じた。そして、わたしのうしろ

の方で、ラッパのような大きな声がするのを聞い

た。 11その声はこう言った、「あなたが見てい

ることを書きものにして、それをエペソ、スミル

ナ、ペルガモ、テアテラ、サルデス、ヒラデルヒ

ヤ、ラオデキヤにある七つの教会に送りなさい」

。 12そこでわたしは、わたしに呼びかけたその

声を見ようとしてふりむいた。ふりむくと、七つ

の金の燭台が目についた。 13それらの燭台の間

に、足までたれた上着を着、胸に金の帯をしめて

いる人の子のような者がいた。 14そのかしらと

髪の毛とは、雪のように白い羊毛に似て真白であ

り、目は燃える炎のようであった。 15その足は

、炉で精錬されて光り輝くしんちゅうのようであ

り、声は大水のとどろきのようであった。 16そ

の右手に七つの星を持ち、口からは、鋭いもろ刃

のつるぎがつき出ており、顔は、強く照り輝く太

陽のようであった。 17わたしは彼を見たとき、

その足もとに倒れて死人のようになった。すると

、彼は右手をわたしの上において言った、「恐れ

るな。わたしは初めであり、終りであり、 18ま

た、生きている者である。わたしは死んだことは

あるが、見よ、世々限りなく生きている者である

。そして、死と黄泉とのかぎを持っている。 (aiōn

g165, Hadēs g86) 19そこで、あなたの見たこと、現在

のこと、今後起ろうとすることを、書きとめなさ

い。 20あなたがわたしの右手に見た七つの星と

、七つの金の燭台との奥義は、こうである。すな

わち、七つの星は七つの教会の御使であり、七つ

の燭台は七つの教会である。

2エペソにある教会の御使に、こう書きおくり
なさい。『右の手に七つの星を持つ者、七つ

の金の燭台の間を歩く者が、次のように言われる

。 2わたしは、あなたのわざと労苦と忍耐とを知

っている。また、あなたが、悪い者たちをゆるし

ておくことができず、使徒と自称してはいるが、

その実、使徒でない者たちをためしてみて、にせ

者であると見抜いたことも、知っている。 3あな

たは忍耐をし続け、わたしの名のために忍びとお

して、弱り果てることがなかった。 4しかし、あ

なたに対して責むべきことがある。あなたは初め

の愛から離れてしまった。 5そこで、あなたはど

こから落ちたかを思い起し、悔い改めて初めのわ

ざを行いなさい。もし、そうしないで悔い改めな

ければ、わたしはあなたのところにきて、あなた

の燭台をその場所から取りのけよう。 6しかし、

こういうことはある、あなたはニコライ宗の人々

のわざを憎んでおり、わたしもそれを憎んでいる

。 7耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞

くがよい。勝利を得る者には、神のパラダイスに

あるいのちの木の実を食べることをゆるそう』。

8スミルナにある教会の御使に、こう書きおくり

なさい。『初めであり、終りである者、死んだこ

とはあるが生き返った者が、次のように言われる

。 9わたしは、あなたの苦難や、貧しさを知って

いる（しかし実際は、あなたは富んでいるのだ）

。また、ユダヤ人と自称してはいるが、その実ユ
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ダヤ人でなくてサタンの会堂に属する者たちにそ

しられていることも、わたしは知っている。 10

あなたの受けようとする苦しみを恐れてはならな

い。見よ、悪魔が、あなたがたのうちのある者を

ためすために、獄に入れようとしている。あなた

がたは十日の間、苦難にあうであろう。死に至る

まで忠実であれ。そうすれば、いのちの冠を与え

よう。 11耳のある者は、御霊が諸教会に言うこ

とを聞くがよい。勝利を得る者は、第二の死によ

って滅ぼされることはない』。 12ペルガモにあ

る教会の御使に、こう書きおくりなさい。『鋭い

もろ刃のつるぎを持っているかたが、次のように

言われる。 13わたしはあなたの住んでいる所を

知っている。そこにはサタンの座がある。あなた

は、わたしの名を堅く持ちつづけ、わたしの忠実

な証人アンテパスがサタンの住んでいるあなたが

たの所で殺された時でさえ、わたしに対する信仰

を捨てなかった。 14しかし、あなたに対して責

むべきことが、少しばかりある。あなたがたの中

には、現にバラムの教を奉じている者がある。バ

ラムは、バラクに教え込み、イスラエルの子らの

前に、つまずきになるものを置かせて、偶像にさ

さげたものを食べさせ、また不品行をさせたので

ある。 15同じように、あなたがたの中には、ニ

コライ宗の教を奉じている者もいる。 16だから

、悔い改めなさい。そうしないと、わたしはすぐ

にあなたのところに行き、わたしの口のつるぎを

もって彼らと戦おう。 17耳のある者は、御霊が

諸教会に言うことを聞くがよい。勝利を得る者に

は、隠されているマナを与えよう。また、白い石

を与えよう。この石の上には、これを受ける者の

ほかだれも知らない新しい名が書いてある』。 18

テアテラにある教会の御使に、こう書きおくりな

さい。『燃える炎のような目と光り輝くしんちゅ

うのような足とを持った神の子が、次のように言

われる。 19わたしは、あなたのわざと、あなた

の愛と信仰と奉仕と忍耐とを知っている。また、

あなたの後のわざが、初めのよりもまさっている

ことを知っている。 20しかし、あなたに対して

責むべきことがある。あなたは、あのイゼベルと

いう女を、そのなすがままにさせている。この女

は女預言者と自称し、わたしの僕たちを教え、惑

わして、不品行をさせ、偶像にささげたものを食

べさせている。 21わたしは、この女に悔い改め

るおりを与えたが、悔い改めてその不品行をやめ

ようとはしない。 22見よ、わたしはこの女を病

の床に投げ入れる。この女と姦淫する者をも、悔

い改めて彼女のわざから離れなければ、大きな患

難の中に投げ入れる。 23また、この女の子供た

ちをも打ち殺そう。こうしてすべての教会は、わ

たしが人の心の奥底までも探り知る者であること

を悟るであろう。そしてわたしは、あなたがたひ

とりびとりのわざに応じて報いよう。 24また、

テアテラにいるほかの人たちで、まだあの女の教

を受けておらず、サタンの、いわゆる「深み」を

知らないあなたがたに言う。わたしは別にほかの

重荷を、あなたがたに負わせることはしない。 25

ただ、わたしが来る時まで、自分の持っているも

のを堅く保っていなさい。 26勝利を得る者、わ

たしのわざを最後まで持ち続ける者には、諸国民

を支配する権威を授ける。 27彼は鉄のつえをも

って、ちょうど土の器を砕くように、彼らを治め

るであろう。それは、わたし自身が父から権威を

受けて治めるのと同様である。 28わたしはまた

、彼に明けの明星を与える。 29耳のある者は、

御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』。

3サルデスにある教会の御使に、こう書きおく
りなさい。『神の七つの霊と七つの星とを持

つかたが、次のように言われる。わたしはあなた

のわざを知っている。すなわち、あなたは、生き

ているというのは名だけで、実は死んでいる。 2

目をさましていて、死にかけている残りの者たち

を力づけなさい。わたしは、あなたのわざが、わ

たしの神のみまえに完全であるとは見ていない。

3だから、あなたが、どのようにして受けたか、

また聞いたかを思い起して、それを守りとおし、

かつ悔い改めなさい。もし目をさましていないな

ら、わたしは盗人のように来るであろう。どんな

時にあなたのところに来るか、あなたには決して

わからない。 4しかし、サルデスにはその衣を汚

さない人が、数人いる。彼らは白い衣を着て、わ

たしと共に歩みを続けるであろう。彼らは、それ

にふさわしい者である。 5勝利を得る者は、この

ように白い衣を着せられるのである。わたしは、

その名をいのちの書から消すようなことを、決し

てしない。また、わたしの父と御使たちの前で、

その名を言いあらわそう。 6耳のある者は、御霊

が諸教会に言うことを聞くがよい』。 7ヒラデル

ヒヤにある教会の御使に、こう書きおくりなさい
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。『聖なる者、まことなる者、ダビデのかぎを持

つ者、開けばだれにも閉じられることがなく、閉

じればだれにも開かれることのない者が、次のよ

うに言われる。 8わたしは、あなたのわざを知っ

ている。見よ、わたしは、あなたの前に、だれも

閉じることのできない門を開いておいた。なぜな

ら、あなたには少ししか力がなかったにもかかわ

らず、わたしの言葉を守り、わたしの名を否まな

かったからである。 9見よ、サタンの会堂に属す

る者、すなわち、ユダヤ人と自称してはいるが、

その実ユダヤ人でなくて、偽る者たちに、こうし

よう。見よ、彼らがあなたの足もとにきて平伏す

るようにし、そして、わたしがあなたを愛してい

ることを、彼らに知らせよう。 10忍耐について

のわたしの言葉をあなたが守ったから、わたしも

、地上に住む者たちをためすために、全世界に臨

もうとしている試錬の時に、あなたを防ぎ守ろう

。 11わたしは、すぐに来る。あなたの冠がだれ

にも奪われないように、自分の持っているものを

堅く守っていなさい。 12勝利を得る者を、わた

しの神の聖所における柱にしよう。彼は決して二

度と外へ出ることはない。そして彼の上に、わた

しの神の御名と、わたしの神の都、すなわち、天

とわたしの神のみもとから下ってくる新しいエル

サレムの名と、わたしの新しい名とを、書きつけ

よう。 13耳のある者は、御霊が諸教会に言うこ

とを聞くがよい』。 14ラオデキヤにある教会の

御使に、こう書きおくりなさい。『アァメンたる

者、忠実な、まことの証人、神に造られたものの

根源であるかたが、次のように言われる。 15わ

たしはあなたのわざを知っている。あなたは冷た

くもなく、熱くもない。むしろ、冷たいか熱いか

であってほしい。 16このように、熱くもなく、

冷たくもなく、なまぬるいので、あなたを口から

吐き出そう。 17あなたは、自分は富んでいる、

豊かになった、なんの不自由もないと言っている

が、実は、あなた自身がみじめな者、あわれむべ

き者、貧しい者、目の見えない者、裸な者である

ことに気がついていない。 18そこで、あなたに

勧める。富む者となるために、わたしから火で精

錬された金を買い、また、あなたの裸の恥をさら

さないため身に着けるように、白い衣を買いなさ

い。また、見えるようになるため、目にぬる目薬

を買いなさい。 19すべてわたしの愛している者

を、わたしはしかったり、懲らしめたりする。だ

から、熱心になって悔い改めなさい。 20見よ、

わたしは戸の外に立って、たたいている。だれで

もわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしは

その中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわた

しと食を共にするであろう。 21勝利を得る者に

は、わたしと共にわたしの座につかせよう。それ

はちょうど、わたしが勝利を得てわたしの父と共

にその御座についたのと同様である。 22耳のあ

る者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』

」。

4その後、わたしが見ていると、見よ、開いた
門が天にあった。そして、さきにラッパのよ

うな声でわたしに呼びかけるのを聞いた初めの声

が、「ここに上ってきなさい。そうしたら、これ

から後に起るべきことを、見せてあげよう」と言

った。 2すると、たちまち、わたしは御霊に感じ

た。見よ、御座が天に設けられており、その御座

にいますかたがあった。 3その座にいますかたは

、碧玉や赤めのうのように見え、また、御座のま

わりには、緑玉のように見えるにじが現れていた

。 4また、御座のまわりには二十四の座があって

、二十四人の長老が白い衣を身にまとい、頭に金

の冠をかぶって、それらの座についていた。 5御

座からは、いなずまと、もろもろの声と、雷鳴と

が、発していた。また、七つのともし火が、御座

の前で燃えていた。これらは、神の七つの霊であ

る。 6御座の前は、水晶に似たガラスの海のよう

であった。御座のそば近くそのまわりには、四つ

の生き物がいたが、その前にも後にも、一面に目

がついていた。 7第一の生き物はししのようであ

り、第二の生き物は雄牛のようであり、第三の生

き物は人のような顔をしており、第四の生き物は

飛ぶわしのようであった。 8この四つの生き物に

は、それぞれ六つの翼があり、その翼のまわりも

内側も目で満ちていた。そして、昼も夜も、絶え

間なくこう叫びつづけていた、「聖なるかな、聖

なるかな、聖なるかな、全能者にして主なる神。

昔いまし、今いまし、やがてきたるべき者」。 9

これらの生き物が、御座にいまし、かつ、世々限

りなく生きておられるかたに、栄光とほまれとを

帰し、また、感謝をささげている時、 (aiōn g165) 10

二十四人の長老は、御座にいますかたのみまえに

ひれ伏し、世々限りなく生きておられるかたを拝

み、彼らの冠を御座のまえに、投げ出して言った
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、 (aiōn g165) 11「われらの主なる神よ、あなたこそ

は、栄光とほまれと力とを受けるにふさわしいか

た。あなたは万物を造られました。御旨によって

、万物は存在し、また造られたのであります」

。

5わたしはまた、御座にいますかたの右の手に
、巻物があるのを見た。その内側にも外側に

も字が書いてあって、七つの封印で封じてあった

。 2また、ひとりの強い御使が、大声で、「その

巻物を開き、封印をとくのにふさわしい者は、だ

れか」と呼ばわっているのを見た。 3しかし、天

にも地にも地の下にも、この巻物を開いて、それ

を見ることのできる者は、ひとりもいなかった。

4巻物を開いてそれを見るのにふさわしい者が見

当らないので、わたしは激しく泣いていた。 5す

ると、長老のひとりがわたしに言った、「泣くな

。見よ、ユダ族のしし、ダビデの若枝であるかた

が、勝利を得たので、その巻物を開き七つの封印

を解くことができる」。 6わたしはまた、御座と

四つの生き物との間、長老たちの間に、ほふられ

たとみえる小羊が立っているのを見た。それに七

つの角と七つの目とがあった。これらの目は、全

世界につかわされた、神の七つの霊である。 7小

羊は進み出て、御座にいますかたの右の手から、

巻物を受けとった。 8巻物を受けとった時、四つ

の生き物と二十四人の長老とは、おのおの、立琴

と、香の満ちている金の鉢とを手に持って、小羊

の前にひれ伏した。この香は聖徒の祈である。 9

彼らは新しい歌を歌って言った、「あなたこそは

、その巻物を受けとり、封印を解くにふさわしい

かたであります。あなたはほふられ、その血によ

って、神のために、あらゆる部族、国語、民族、

国民の中から人々をあがない、 10わたしたちの

神のために、彼らを御国の民とし、祭司となさい

ました。彼らは地上を支配するに至るでしょう」

。 11さらに見ていると、御座と生き物と長老た

ちとのまわりに、多くの御使たちの声が上がるの

を聞いた。その数は万の幾万倍、千の幾千倍もあ

って、 12大声で叫んでいた、「ほふられた小羊

こそは、力と、富と、知恵と、勢いと、ほまれと

、栄光と、さんびとを受けるにふさわしい」。 13

またわたしは、天と地、地の下と海の中にあるす

べての造られたもの、そして、それらの中にある

すべてのものの言う声を聞いた、「御座にいます

かたと小羊とに、さんびと、ほまれと、栄光と、

権力とが、世々限りなくあるように」。 (aiōn g165)

14四つの生き物はアァメンと唱え、長老たちはひ

れ伏して礼拝した。

6小羊がその七つの封印の一つを解いた時、わ
たしが見ていると、四つの生き物の一つが、

雷のような声で「きたれ」と呼ぶのを聞いた。 2

そして見ていると、見よ、白い馬が出てきた。そ

して、それに乗っている者は、弓を手に持ってお

り、また冠を与えられて、勝利の上にもなお勝利

を得ようとして出かけた。 3小羊が第二の封印を

解いた時、第二の生き物が「きたれ」と言うのを

、わたしは聞いた。 4すると今度は、赤い馬が出

てきた。そして、それに乗っている者は、人々が

互に殺し合うようになるために、地上から平和を

奪い取ることを許され、また、大きなつるぎを与

えられた。 5また、第三の封印を解いた時、第三

の生き物が「きたれ」と言うのを、わたしは聞い

た。そこで見ていると、見よ、黒い馬が出てきた

。そして、それに乗っている者は、はかりを手に

持っていた。 6すると、わたしは四つの生き物の

間から出て来ると思われる声が、こう言うのを聞

いた、「小麦一ますは一デナリ。大麦三ますも一

デナリ。オリブ油とぶどう酒とを、そこなうな」

。 7小羊が第四の封印を解いた時、第四の生き物

が「きたれ」と言う声を、わたしは聞いた。 8そ

こで見ていると、見よ、青白い馬が出てきた。そ

して、それに乗っている者の名は「死」と言い、

それに黄泉が従っていた。彼らには、地の四分の

一を支配する権威、および、つるぎと、ききんと

、死と、地の獣らとによって人を殺す権威とが、

与えられた。 (Hadēs g86) 9小羊が第五の封印を解い

た時、神の言のゆえに、また、そのあかしを立て

たために、殺された人々の霊魂が、祭壇の下にい

るのを、わたしは見た。 10彼らは大声で叫んで

言った、「聖なる、まことなる主よ。いつまであ

なたは、さばくことをなさらず、また地に住む者

に対して、わたしたちの血の報復をなさらないの

ですか」。 11すると、彼らのひとりびとりに白

い衣が与えられ、それから、「彼らと同じく殺さ

れようとする僕仲間や兄弟たちの数が満ちるまで

、もうしばらくの間、休んでいるように」と言い

渡された。 12小羊が第六の封印を解いた時、わ

たしが見ていると、大地震が起って、太陽は毛織
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の荒布のように黒くなり、月は全面、血のように

なり、 13天の星は、いちじくのまだ青い実が大

風に揺られて振り落されるように、地に落ちた。

14天は巻物が巻かれるように消えていき、すべて

の山と島とはその場所から移されてしまった。 15

地の王たち、高官、千卒長、富める者、勇者、奴

隷、自由人らはみな、ほら穴や山の岩かげに、身

をかくした。 16そして、山と岩とにむかって言

った、「さあ、われわれをおおって、御座にいま

すかたの御顔と小羊の怒りとから、かくまってく

れ。 17御怒りの大いなる日が、すでにきたのだ

。だれが、その前に立つことができようか」。

7この後、わたしは四人の御使が地の四すみに
立っているのを見た。彼らは地の四方の風を

ひき止めて、地にも海にもすべての木にも、吹き

つけないようにしていた。 2また、もうひとりの

御使が、生ける神の印を持って、日の出る方から

上って来るのを見た。彼は地と海とをそこなう権

威を授かっている四人の御使にむかって、大声で

叫んで言った、 3「わたしたちの神の僕らの額に

、わたしたちが印をおしてしまうまでは、地と海

と木とをそこなってはならない」。 4わたしは印

をおされた者の数を聞いたが、イスラエルの子ら

のすべての部族のうち、印をおされた者は十四万

四千人であった。 5ユダの部族のうち、一万二千

人が印をおされ、ルベンの部族のうち、一万二千

人、ガドの部族のうち、一万二千人、 6アセルの

部族のうち、一万二千人、ナフタリの部族のうち

、一万二千人、マナセの部族のうち、一万二千人

、 7シメオンの部族のうち、一万二千人、レビの

部族のうち、一万二千人、イサカルの部族のうち

、一万二千人、 8ゼブルンの部族のうち、一万二

千人、ヨセフの部族のうち、一万二千人、ベニヤ

ミンの部族のうち、一万二千人が印をおされた。

9その後、わたしが見ていると、見よ、あらゆる

国民、部族、民族、国語のうちから、数えきれな

いほどの大ぜいの群衆が、白い衣を身にまとい、

しゅろの枝を手に持って、御座と小羊との前に立

ち、 10大声で叫んで言った、「救は、御座にい

ますわれらの神と小羊からきたる」。 11御使た

ちはみな、御座と長老たちと四つの生き物とのま

わりに立っていたが、御座の前にひれ伏し、神を

拝して言った、 12「アァメン、さんび、栄光、

知恵、感謝、ほまれ、力、勢いが、世々限りなく

、われらの神にあるように、アァメン」。 (aiōn

g165) 13長老たちのひとりが、わたしにむかって言

った、「この白い衣を身にまとっている人々は、

だれか。また、どこからきたのか」。 14わたし

は彼に答えた、「わたしの主よ、それはあなたが

ご存じです」。すると、彼はわたしに言った、「

彼らは大きな患難をとおってきた人たちであって

、その衣を小羊の血で洗い、それを白くしたので

ある。 15それだから彼らは、神の御座の前にお

り、昼も夜もその聖所で神に仕えているのである

。御座にいますかたは、彼らの上に幕屋を張って

共に住まわれるであろう。 16彼らは、もはや飢

えることがなく、かわくこともない。太陽も炎暑

も、彼らを侵すことはない。 17御座の正面にい

ます小羊は彼らの牧者となって、いのちの水の泉

に導いて下さるであろう。また神は、彼らの目か

ら涙をことごとくぬぐいとって下さるであろう」

。

8小羊が第七の封印を解いた時、半時間ばかり
天に静けさがあった。 2それからわたしは、神

のみまえに立っている七人の御使を見た。そして

、七つのラッパが彼らに与えられた。 3また、別

の御使が出てきて、金の香炉を手に持って祭壇の

前に立った。たくさんの香が彼に与えられていた

が、これは、すべての聖徒の祈に加えて、御座の

前の金の祭壇の上にささげるためのものであった

。 4香の煙は、御使の手から、聖徒たちの祈と共

に神のみまえに立ちのぼった。 5御使はその香炉

をとり、これに祭壇の火を満たして、地に投げつ

けた。すると、多くの雷鳴と、もろもろの声と、

いなずまと、地震とが起った。 6そこで、七つの

ラッパを持っている七人の御使が、それを吹く用

意をした。 7第一の御使が、ラッパを吹き鳴らし

た。すると、血のまじった雹と火とがあらわれて

、地上に降ってきた。そして、地の三分の一が焼

け、木の三分の一が焼け、また、すべての青草も

焼けてしまった。 8第二の御使が、ラッパを吹き

鳴らした。すると、火の燃えさかっている大きな

山のようなものが、海に投げ込まれた。そして、

海の三分の一は血となり、 9海の中の造られた生

き物の三分の一は死に、舟の三分の一がこわされ

てしまった。 10第三の御使が、ラッパを吹き鳴

らした。すると、たいまつのように燃えている大

きな星が、空から落ちてきた。そしてそれは、川
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の三分の一とその水源との上に落ちた。 11この

星の名は「苦よもぎ」と言い、水の三分の一が「

苦よもぎ」のように苦くなった。水が苦くなった

ので、そのために多くの人が死んだ。 12第四の

御使が、ラッパを吹き鳴らした。すると、太陽の

三分の一と、月の三分の一と、星の三分の一とが

打たれて、これらのものの三分の一は暗くなり、

昼の三分の一は明るくなくなり、夜も同じように

なった。 13また、わたしが見ていると、一羽の

わしが中空を飛び、大きな声でこう言うのを聞い

た、「ああ、わざわいだ、わざわいだ、地に住む

人々は、わざわいだ。なお三人の御使がラッパを

吹き鳴らそうとしている」。

9第五の御使が、ラッパを吹き鳴らした。する
とわたしは、一つの星が天から地に落ちて来

るのを見た。この星に、底知れぬ所の穴を開くか

ぎが与えられた。 (Abyssos g12) 2そして、この底知

れぬ所の穴が開かれた。すると、その穴から煙が

大きな炉の煙のように立ちのぼり、その穴の煙で

、太陽も空気も暗くなった。 (Abyssos g12) 3その煙

の中から、いなごが地上に出てきたが、地のさそ

りが持っているような力が、彼らに与えられた。

4彼らは、地の草やすべての青草、またすべての

木をそこなってはならないが、額に神の印がない

人たちには害を加えてもよいと、言い渡された。

5彼らは、人間を殺すことはしないで、五か月の

あいだ苦しめることだけが許された。彼らの与え

る苦痛は、人がさそりにさされる時のような苦痛

であった。 6その時には、人々は死を求めても与

えられず、死にたいと願っても、死は逃げて行く

のである。 7これらのいなごは、出陣の用意のと

とのえられた馬によく似ており、その頭には金の

冠のようなものをつけ、その顔は人間の顔のよう

であり、 8また、そのかみの毛は女のかみのよう

であり、その歯はししの歯のようであった。 9ま

た、鉄の胸当のような胸当をつけており、その羽

の音は、馬に引かれて戦場に急ぐ多くの戦車の響

きのようであった。 10その上、さそりのような

尾と針とを持っている。その尾には、五か月のあ

いだ人間をそこなう力がある。 11彼らは、底知

れぬ所の使を王にいただいており、その名をヘブ

ル語でアバドンと言い、ギリシヤ語ではアポルオ

ンと言う。 (Abyssos g12) 12第一のわざわいは、過ぎ

去った。見よ、この後、なお二つのわざわいが来

る。 13第六の御使が、ラッパを吹き鳴らした。

すると、一つの声が、神のみまえにある金の祭壇

の四つの角から出て、 14ラッパを持っている第

六の御使にこう呼びかけるのを、わたしは聞いた

。「大ユウフラテ川のほとりにつながれている四

人の御使を、解いてやれ」。 15すると、その時

、その日、その月、その年に備えておかれた四人

の御使が、人間の三分の一を殺すために、解き放

たれた。 16騎兵隊の数は二億であった。わたし

はその数を聞いた。 17そして、まぼろしの中で

、それらの馬とそれに乗っている者たちとを見る

と、乗っている者たちは、火の色と青玉色と硫黄

の色の胸当をつけていた。そして、それらの馬の

頭はししの頭のようであって、その口から火と煙

と硫黄とが、出ていた。 18この三つの災害、す

なわち、彼らの口から出て来る火と煙と硫黄とに

よって、人間の三分の一は殺されてしまった。 19

馬の力はその口と尾とにある。その尾はへびに似

ていて、それに頭があり、その頭で人に害を加え

るのである。 20これらの災害で殺されずに残っ

た人々は、自分の手で造ったものについて、悔い

改めようとせず、また悪霊のたぐいや、金、銀、

銅、石、木で造られ、見ることも聞くことも歩く

こともできない偶像を礼拝して、やめようともし

なかった。 21また、彼らは、その犯した殺人や

、まじないや、不品行や、盗みを悔い改めようと

しなかった。

10わたしは、もうひとりの強い御使が、雲に包
まれて、天から降りて来るのを見た。その頭

に、にじをいただき、その顔は太陽のようで、そ

の足は火の柱のようであった。 2彼は、開かれた

小さな巻物を手に持っていた。そして、右足を海

の上に、左足を地の上に踏みおろして、 3ししが

ほえるように大声で叫んだ。彼が叫ぶと、七つの

雷がおのおのその声を発した。 4七つの雷が声を

発した時、わたしはそれを書きとめようとした。

すると、天から声があって、「七つの雷の語った

ことを封印せよ。それを書きとめるな」と言うの

を聞いた。 5それから、海と地の上に立っている

のをわたしが見たあの御使は、天にむけて右手を

上げ、 6天とその中にあるもの、地とその中にあ

るもの、海とその中にあるものを造り、世々限り

なく生きておられるかたをさして誓った、「もう

時がない。 (aiōn g165) 7第七の御使が吹き鳴らすラ
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ッパの音がする時には、神がその僕、預言者たち

にお告げになったとおり、神の奥義は成就される

」。 8すると、前に天から聞えてきた声が、また

わたしに語って言った、「さあ行って、海と地と

の上に立っている御使の手に開かれている巻物を

、受け取りなさい」。 9そこで、わたしはその御

使のもとに行って、「その小さな巻物を下さい」

と言った。すると、彼は言った、「取って、それ

を食べてしまいなさい。あなたの腹には苦いが、

口には蜜のように甘い」。 10わたしは御使の手

からその小さな巻物を受け取って食べてしまった

。すると、わたしの口には蜜のように甘かったが

、それを食べたら、腹が苦くなった。 11その時

、「あなたは、もう一度、多くの民族、国民、国

語、王たちについて、預言せねばならない」と言

う声がした。

11それから、わたしはつえのような測りざおを
与えられて、こう命じられた、「さあ立って

、神の聖所と祭壇と、そこで礼拝している人々と

を、測りなさい。 2聖所の外の庭はそのままにし

ておきなさい。それを測ってはならない。そこは

異邦人に与えられた所だから。彼らは、四十二か

月の間この聖なる都を踏みにじるであろう。 3そ

してわたしは、わたしのふたりの証人に、荒布を

着て、千二百六十日のあいだ預言することを許そ

う」。 4彼らは、全地の主のみまえに立っている

二本のオリブの木、また、二つの燭台である。 5

もし彼らに害を加えようとする者があれば、彼ら

の口から火が出て、その敵を滅ぼすであろう。も

し彼らに害を加えようとする者があれば、その者

はこのように殺されねばならない。 6預言をして

いる期間、彼らは、天を閉じて雨を降らせないよ

うにする力を持っている。さらにまた、水を血に

変え、何度でも思うままに、あらゆる災害で地を

打つ力を持っている。 7そして、彼らがそのあか

しを終えると、底知れぬ所からのぼって来る獣が

、彼らと戦って打ち勝ち、彼らを殺す。 (Abyssos

g12) 8彼らの死体はソドムや、エジプトにたとえ

られている大いなる都の大通りにさらされる。彼

らの主も、この都で十字架につけられたのである

。 9いろいろな民族、部族、国語、国民に属する

人々が、三日半の間、彼らの死体をながめるが、

その死体を墓に納めることは許さない。 10地に

住む人々は、彼らのことで喜び楽しみ、互に贈り

物をしあう。このふたりの預言者は、地に住む者

たちを悩ましたからである。 11三日半の後、い

のちの息が、神から出て彼らの中にはいり、そし

て、彼らが立ち上がったので、それを見た人々は

非常な恐怖に襲われた。 12その時、天から大き

な声がして、「ここに上ってきなさい」と言うの

を、彼らは聞いた。そして、彼らは雲に乗って天

に上った。彼らの敵はそれを見た。 13この時、

大地震が起って、都の十分の一は倒れ、その地震

で七千人が死に、生き残った人々は驚き恐れて、

天の神に栄光を帰した。 14第二のわざわいは、

過ぎ去った。見よ、第三のわざわいがすぐに来る

。 15第七の御使が、ラッパを吹き鳴らした。す

ると、大きな声々が天に起って言った、「この世

の国は、われらの主とそのキリストとの国となっ

た。主は世々限りなく支配なさるであろう」。

(aiōn g165) 16そして、神のみまえで座についている

二十四人の長老は、ひれ伏し、神を拝して言った

、 17「今いまし、昔いませる、全能者にして主

なる神よ。大いなる御力をふるって支配なさった

ことを、感謝します。 18諸国民は怒り狂いまし

たが、あなたも怒りをあらわされました。そして

、死人をさばき、あなたの僕なる預言者、聖徒、

小さき者も、大いなる者も、すべて御名をおそれ

る者たちに報いを与え、また、地を滅ぼす者ども

を滅ぼして下さる時がきました」。 19そして、

天にある神の聖所が開けて、聖所の中に契約の箱

が見えた。また、いなずまと、もろもろの声と、

雷鳴と、地震とが起り、大粒の雹が降った。

12また、大いなるしるしが天に現れた。ひとり
の女が太陽を着て、足の下に月を踏み、その

頭に十二の星の冠をかぶっていた。 2この女は子

を宿しており、産みの苦しみと悩みとのために、

泣き叫んでいた。 3また、もう一つのしるしが天

に現れた。見よ、大きな、赤い龍がいた。それに

七つの頭と十の角とがあり、その頭に七つの冠を

かぶっていた。 4その尾は天の星の三分の一を掃

き寄せ、それらを地に投げ落した。龍は子を産も

うとしている女の前に立ち、生れたなら、その子

を食い尽そうとかまえていた。 5女は男の子を産

んだが、彼は鉄のつえをもってすべての国民を治

めるべき者である。この子は、神のみもとに、そ

の御座のところに、引き上げられた。 6女は荒野

へ逃げて行った。そこには、彼女が千二百六十日
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のあいだ養われるように、神の用意された場所が

あった。 7さて、天では戦いが起った。ミカエル

とその御使たちとが、龍と戦ったのである。龍も

その使たちも応戦したが、 8勝てなかった。そし

て、もはや天には彼らのおる所がなくなった。 9

この巨大な龍、すなわち、悪魔とか、サタンとか

呼ばれ、全世界を惑わす年を経たへびは、地に投

げ落され、その使たちも、もろともに投げ落され

た。 10その時わたしは、大きな声が天でこう言

うのを聞いた、「今や、われらの神の救と力と国

と、神のキリストの権威とは、現れた。われらの

兄弟らを訴える者、夜昼われらの神のみまえで彼

らを訴える者は、投げ落された。 11兄弟たちは

、小羊の血と彼らのあかしの言葉とによって、彼

にうち勝ち、死に至るまでもそのいのちを惜しま

なかった。 12それゆえに、天とその中に住む者

たちよ、大いに喜べ。しかし、地と海よ、おまえ

たちはわざわいである。悪魔が、自分の時が短い

のを知り、激しい怒りをもって、おまえたちのと

ころに下ってきたからである」。 13龍は、自分

が地上に投げ落されたと知ると、男子を産んだ女

を追いかけた。 14しかし、女は自分の場所であ

る荒野に飛んで行くために、大きなわしの二つの

翼を与えられた。そしてそこでへびからのがれて

、一年、二年、また、半年の間、養われることに

なっていた。 15へびは女の後に水を川のように

、口から吐き出して、女をおし流そうとした。 16

しかし、地は女を助けた。すなわち、地はその口

を開いて、龍が口から吐き出した川を飲みほした

。 17龍は、女に対して怒りを発し、女の残りの

子ら、すなわち、神の戒めを守り、イエスのあか

しを持っている者たちに対して、戦いをいどむた

めに、出て行った。そして、海の砂の上に立っ

た。

13わたしはまた、一匹の獣が海から上って来る
のを見た。それには角が十本、頭が七つあり

、それらの角には十の冠があって、頭には神を汚

す名がついていた。 2わたしの見たこの獣はひょ

うに似ており、その足はくまの足のようで、その

口はししの口のようであった。龍は自分の力と位

と大いなる権威とを、この獣に与えた。 3その頭

の一つが、死ぬほどの傷を受けたが、その致命的

な傷もなおってしまった。そこで、全地の人々は

驚きおそれて、その獣に従い、 4また、龍がその

権威を獣に与えたので、人々は龍を拝み、さらに

、その獣を拝んで言った、「だれが、この獣に匹

敵し得ようか。だれが、これと戦うことができよ

うか」。 5この獣には、また、大言を吐き汚しご

とを語る口が与えられ、四十二か月のあいだ活動

する権威が与えられた。 6そこで、彼は口を開い

て神を汚し、神の御名と、その幕屋、すなわち、

天に住む者たちとを汚した。 7そして彼は、聖徒

に戦いをいどんでこれに勝つことを許され、さら

に、すべての部族、民族、国語、国民を支配する

権威を与えられた。 8地に住む者で、ほふられた

小羊のいのちの書に、その名を世の初めからしる

されていない者はみな、この獣を拝むであろう。

9耳のある者は、聞くがよい。 10とりこになるべ

き者は、とりこになっていく。つるぎで殺す者は

、自らもつるぎで殺されねばならない。ここに、

聖徒たちの忍耐と信仰とがある。 11わたしはま

た、ほかの獣が地から上って来るのを見た。それ

には小羊のような角が二つあって、龍のように物

を言った。 12そして、先の獣の持つすべての権

力をその前で働かせた。また、地と地に住む人々

に、致命的な傷がいやされた先の獣を拝ませた。

13また、大いなるしるしを行って、人々の前で火

を天から地に降らせることさえした。 14さらに

、先の獣の前で行うのを許されたしるしで、地に

住む人々を惑わし、かつ、つるぎの傷を受けても

なお生きている先の獣の像を造ることを、地に住

む人々に命じた。 15それから、その獣の像に息

を吹き込んで、その獣の像が物を言うことさえで

きるようにし、また、その獣の像を拝まない者を

みな殺させた。 16また、小さき者にも、大いな

る者にも、富める者にも、貧しき者にも、自由人

にも、奴隷にも、すべての人々に、その右の手あ

るいは額に刻印を押させ、 17この刻印のない者

はみな、物を買うことも売ることもできないよう

にした。この刻印は、その獣の名、または、その

名の数字のことである。 18ここに、知恵が必要

である。思慮のある者は、獣の数字を解くがよい

。その数字とは、人間をさすものである。そして

、その数字は六百六十六である。

14なお、わたしが見ていると、見よ、小羊がシ
オンの山に立っていた。また、十四万四千の

人々が小羊と共におり、その額に小羊の名とその

父の名とが書かれていた。 2またわたしは、大水
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のとどろきのような、激しい雷鳴のような声が、

天から出るのを聞いた。わたしの聞いたその声は

、琴をひく人が立琴をひく音のようでもあった。

3彼らは、御座の前、四つの生き物と長老たちと

の前で、新しい歌を歌った。この歌は、地からあ

がなわれた十四万四千人のほかは、だれも学ぶこ

とができなかった。 4彼らは、女にふれたことの

ない者である。彼らは、純潔な者である。そして

、小羊の行く所へは、どこへでもついて行く。彼

らは、神と小羊とにささげられる初穂として、人

間の中からあがなわれた者である。 5彼らの口に

は偽りがなく、彼らは傷のない者であった。 6わ

たしは、もうひとりの御使が中空を飛ぶのを見た

。彼は地に住む者、すなわち、あらゆる国民、部

族、国語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音

をたずさえてきて、 (aiōnios g166) 7大声で言った、

「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。神のさばきの

時がきたからである。天と地と海と水の源とを造

られたかたを、伏し拝め」。 8また、ほかの第二

の御使が、続いてきて言った、「倒れた、大いな

るバビロンは倒れた。その不品行に対する激しい

怒りのぶどう酒を、あらゆる国民に飲ませた者」

。 9ほかの第三の御使が彼らに続いてきて、大声

で言った、「おおよそ、獣とその像とを拝み、額

や手に刻印を受ける者は、 10神の怒りの杯に混

ぜものなしに盛られた、神の激しい怒りのぶどう

酒を飲み、聖なる御使たちと小羊との前で、火と

硫黄とで苦しめられる。 11その苦しみの煙は世

々限りなく立ちのぼり、そして、獣とその像とを

拝む者、また、だれでもその名の刻印を受けてい

る者は、昼も夜も休みが得られない。 (aiōn g165) 12

ここに、神の戒めを守り、イエスを信じる信仰を

持ちつづける聖徒の忍耐がある」。 13またわた

しは、天からの声がこう言うのを聞いた、「書き

しるせ、『今から後、主にあって死ぬ死人はさい

わいである』」。御霊も言う、「しかり、彼らは

その労苦を解かれて休み、そのわざは彼らについ

ていく」。 14また見ていると、見よ、白い雲が

あって、その雲の上に人の子のような者が座して

おり、頭には金の冠をいただき、手には鋭いかま

を持っていた。 15すると、もうひとりの御使が

聖所から出てきて、雲の上に座している者にむか

って大声で叫んだ、「かまを入れて刈り取りなさ

い。地の穀物は全く実り、刈り取るべき時がきた

」。 16雲の上に座している者は、そのかまを地

に投げ入れた。すると、地のものが刈り取られた

。 17また、もうひとりの御使が、天の聖所から

出てきたが、彼もまた鋭いかまを持っていた。 18

さらに、もうひとりの御使で、火を支配する権威

を持っている者が、祭壇から出てきて、鋭いかま

を持つ御使にむかい、大声で言った、「その鋭い

かまを地に入れて、地のぶどうのふさを刈り集め

なさい。ぶどうの実がすでに熟しているから」。

19そこで、御使はそのかまを地に投げ入れて、地

のぶどうを刈り集め、神の激しい怒りの大きな酒

ぶねに投げ込んだ。 20そして、その酒ぶねが都

の外で踏まれた。すると、血が酒ぶねから流れ出

て、馬のくつわにとどくほどになり、一千六百丁

にわたってひろがった。

15またわたしは、天に大いなる驚くべきほかの
しるしを見た。七人の御使が、最後の七つの

災害を携えていた。これらの災害で神の激しい怒

りがその頂点に達するのである。 2またわたしは

、火のまじったガラスの海のようなものを見た。

そして、このガラスの海のそばに、獣とその像と

その名の数字とにうち勝った人々が、神の立琴を

手にして立っているのを見た。 3彼らは、神の僕

モーセの歌と小羊の歌とを歌って言った、「全能

者にして主なる神よ。あなたのみわざは、大いな

る、また驚くべきものであります。万民の王よ、

あなたの道は正しく、かつ真実であります。 4主

よ、あなたをおそれず、御名をほめたたえない者

が、ありましょうか。あなただけが聖なるかたで

あり、あらゆる国民はきて、あなたを伏し拝むで

しょう。あなたの正しいさばきが、あらわれるに

至ったからであります」。 5その後、わたしが見

ていると、天にある、あかしの幕屋の聖所が開か

れ、 6その聖所から、七つの災害を携えている七

人の御使が、汚れのない、光り輝く亜麻布を身に

まとい、金の帯を胸にしめて、出てきた。 7そし

て、四つの生き物の一つが、世々限りなく生きて

おられる神の激しい怒りの満ちた七つの金の鉢を

、七人の御使に渡した。 (aiōn g165) 8すると、聖所

は神の栄光とその力とから立ちのぼる煙で満たさ

れ、七人の御使の七つの災害が終ってしまうまで

は、だれも聖所にはいることができなかった。

16それから、大きな声が聖所から出て、七人の
御使にむかい、「さあ行って、神の激しい怒

りの七つの鉢を、地に傾けよ」と言うのを聞いた
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。 2そして、第一の者が出て行って、その鉢を地

に傾けた。すると、獣の刻印を持つ人々と、その

像を拝む人々とのからだに、ひどい悪性のでき物

ができた。 3第二の者が、その鉢を海に傾けた。

すると、海は死人の血のようになって、その中の

生き物がみな死んでしまった。 4第三の者がその

鉢を川と水の源とに傾けた。すると、みな血にな

った。 5それから、水をつかさどる御使がこう言

うのを、聞いた、「今いまし、昔いませる聖なる

者よ。このようにお定めになったあなたは、正し

いかたであります。 6聖徒と預言者との血を流し

た者たちに、血をお飲ませになりましたが、それ

は当然のことであります」。 7わたしはまた祭壇

がこう言うのを聞いた、「全能者にして主なる神

よ。しかり、あなたのさばきは真実で、かつ正し

いさばきであります」。 8第四の者が、その鉢を

太陽に傾けた。すると、太陽は火で人々を焼くこ

とを許された。 9人々は、激しい炎熱で焼かれた

が、これらの災害を支配する神の御名を汚し、悔

い改めて神に栄光を帰することをしなかった。 10

第五の者が、その鉢を獣の座に傾けた。すると、

獣の国は暗くなり、人々は苦痛のあまり舌をかみ

、 11その苦痛とでき物とのゆえに、天の神をの

ろった。そして、自分の行いを悔い改めなかった

。 12第六の者が、その鉢を大ユウフラテ川に傾

けた。すると、その水は、日の出る方から来る王

たちに対し道を備えるために、かれてしまった。

13また見ると、龍の口から、獣の口から、にせ預

言者の口から、かえるのような三つの汚れた霊が

出てきた。 14これらは、しるしを行う悪霊の霊

であって、全世界の王たちのところに行き、彼ら

を召集したが、それは、全能なる神の大いなる日

に、戦いをするためであった。 15（見よ、わた

しは盗人のように来る。裸のままで歩かないよう

に、また、裸の恥を見られないように、目をさま

し着物を身に着けている者は、さいわいである。

） 16三つの霊は、ヘブル語でハルマゲドンとい

う所に、王たちを召集した。 17第七の者が、そ

の鉢を空中に傾けた。すると、大きな声が聖所の

中から、御座から出て、「事はすでに成った」と

言った。 18すると、いなずまと、もろもろの声

と、雷鳴とが起り、また激しい地震があった。そ

れは人間が地上にあらわれて以来、かつてなかっ

たようなもので、それほどに激しい地震であった

。 19大いなる都は三つに裂かれ、諸国民の町々

は倒れた。神は大いなるバビロンを思い起し、こ

れに神の激しい怒りのぶどう酒の杯を与えられた

。 20島々はみな逃げ去り、山々は見えなくなっ

た。 21また一タラントの重さほどの大きな雹が

、天から人々の上に降ってきた。人々は、この雹

の災害のゆえに神をのろった。その災害が、非常

に大きかったからである。

17それから、七つの鉢を持つ七人の御使のひと
りがきて、わたしに語って言った、「さあ、

きなさい。多くの水の上にすわっている大淫婦に

対するさばきを、見せよう。 2地の王たちはこの

女と姦淫を行い、地に住む人々はこの女の姦淫の

ぶどう酒に酔いしれている」。 3御使は、わたし

を御霊に感じたまま、荒野へ連れて行った。わた

しは、そこでひとりの女が赤い獣に乗っているの

を見た。その獣は神を汚すかずかずの名でおおわ

れ、また、それに七つの頭と十の角とがあった。

4この女は紫と赤の衣をまとい、金と宝石と真珠

とで身を飾り、憎むべきものと自分の姦淫の汚れ

とで満ちている金の杯を手に持ち、 5その額には

、一つの名がしるされていた。それは奥義であっ

て、「大いなるバビロン、淫婦どもと地の憎むべ

きものらとの母」というのであった。 6わたしは

、この女が聖徒の血とイエスの証人の血に酔いし

れているのを見た。この女を見た時、わたしは非

常に驚きあやしんだ。 7すると、御使はわたしに

言った、「なぜそんなに驚くのか。この女の奥義

と、女を乗せている七つの頭と十の角のある獣の

奥義とを、話してあげよう。 8あなたの見た獣は

、昔はいたが、今はおらず、そして、やがて底知

れぬ所から上ってきて、ついには滅びに至るもの

である。地に住む者のうち、世の初めからいのち

の書に名をしるされていない者たちは、この獣が

、昔はいたが今はおらず、やがて来るのを見て、

驚きあやしむであろう。 (Abyssos g12) 9ここに、知

恵のある心が必要である。七つの頭は、この女の

すわっている七つの山であり、また、七人の王の

ことである。 10そのうちの五人はすでに倒れ、

ひとりは今おり、もうひとりは、まだきていない

。それが来れば、しばらくの間だけおることにな

っている。 11昔はいたが今はいないという獣は

、すなわち第八のものであるが、またそれは、か

の七人の中のひとりであって、ついには滅びに至

るものである。 12あなたの見た十の角は、十人
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の王のことであって、彼らはまだ国を受けてはい

ないが、獣と共に、一時だけ王としての権威を受

ける。 13彼らは心をひとつにしている。そして

、自分たちの力と権威とを獣に与える。 14彼ら

は小羊に戦いをいどんでくるが、小羊は、主の主

、王の王であるから、彼らにうち勝つ。また、小

羊と共にいる召された、選ばれた、忠実な者たち

も、勝利を得る」。 15御使はまた、わたしに言

った、「あなたの見た水、すなわち、淫婦のすわ

っている所は、あらゆる民族、群衆、国民、国語

である。 16あなたの見た十の角と獣とは、この

淫婦を憎み、みじめな者にし、裸にし、彼女の肉

を食い、火で焼き尽すであろう。 17神は、御言

が成就する時まで、彼らの心の中に、御旨を行い

、思いをひとつにし、彼らの支配権を獣に与える

思いを持つようにされたからである。 18あなた

の見たかの女は、地の王たちを支配する大いなる

都のことである」。

18この後、わたしは、もうひとりの御使が、大
いなる権威を持って、天から降りて来るのを

見た。地は彼の栄光によって明るくされた。 2彼

は力強い声で叫んで言った、「倒れた、大いなる

バビロンは倒れた。そして、それは悪魔の住む所

、あらゆる汚れた霊の巣くつ、また、あらゆる汚

れた憎むべき鳥の巣くつとなった。 3すべての国

民は、彼女の姦淫に対する激しい怒りのぶどう酒

を飲み、地の王たちは彼女と姦淫を行い、地上の

商人たちは、彼女の極度のぜいたくによって富を

得たからである」。 4わたしはまた、もうひとつ

の声が天から出るのを聞いた、「わたしの民よ。

彼女から離れ去って、その罪にあずからないよう

にし、その災害に巻き込まれないようにせよ。 5

彼女の罪は積り積って天に達しており、神はその

不義の行いを覚えておられる。 6彼女がしたとお

りに彼女にし返し、そのしわざに応じて二倍に報

復をし、彼女が混ぜて入れた杯の中に、その倍の

量を、入れてやれ。 7彼女が自ら高ぶり、ぜいた

くをほしいままにしたので、それに対して、同じ

ほどの苦しみと悲しみとを味わわせてやれ。彼女

は心の中で『わたしは女王の位についている者で

あって、やもめではないのだから、悲しみを知ら

ない』と言っている。 8それゆえ、さまざまの災

害が、死と悲しみとききんとが、一日のうちに彼

女を襲い、そして、彼女は火で焼かれてしまう。

彼女をさばく主なる神は、力強いかたなのである

。 9彼女と姦淫を行い、ぜいたくをほしいままに

していた地の王たちは、彼女が焼かれる火の煙を

見て、彼女のために胸を打って泣き悲しみ、 10

彼女の苦しみに恐れをいだき、遠くに立って言う

であろう、『ああ、わざわいだ、大いなる都、不

落の都、バビロンは、わざわいだ。おまえに対す

るさばきは、一瞬にしてきた』。 11また、地の

商人たちも彼女のために泣き悲しむ。もはや、彼

らの商品を買う者が、ひとりもないからである。

12その商品は、金、銀、宝石、真珠、麻布、紫布

、絹、緋布、各種の香木、各種の象牙細工、高価

な木材、銅、鉄、大理石などの器、 13肉桂、香

料、香、におい油、乳香、ぶどう酒、オリブ油、

麦粉、麦、牛、羊、馬、車、奴隷、そして人身な

どである。 14おまえの心の喜びであったくだも

のはなくなり、あらゆるはでな、はなやかな物は

おまえから消え去った。それらのものはもはや見

られない。 15これらの品々を売って、彼女から

富を得た商人は、彼女の苦しみに恐れをいだいて

遠くに立ち、泣き悲しんで言う、 16『ああ、わ

ざわいだ、麻布と紫布と緋布をまとい、金や宝石

や真珠で身を飾っていた大いなる都は、わざわい

だ。 17これほどの富が、一瞬にして無に帰して

しまうとは』。また、すべての船長、航海者、水

夫、すべて海で働いている人たちは、遠くに立ち

、 18彼女が焼かれる火の煙を見て、叫んで言う

、『これほどの大いなる都は、どこにあろう』。

19彼らは頭にちりをかぶり、泣き悲しんで叫ぶ、

『ああ、わざわいだ、この大いなる都は、わざわ

いだ。そのおごりによって、海に舟を持つすべて

の人が富を得ていたのに、この都も一瞬にして無

に帰してしまった』。 20天よ、聖徒たちよ、使

徒たちよ、預言者たちよ。この都について大いに

喜べ。神は、あなたがたのために、この都をさば

かれたのである」。 21すると、ひとりの力強い

御使が、大きなひきうすのような石を持ちあげ、

それを海に投げ込んで言った、「大いなる都バビ

ロンは、このように激しく打ち倒され、そして、

全く姿を消してしまう。 22また、おまえの中で

は、立琴をひく者、歌を歌う者、笛を吹く者、ラ

ッパを吹き鳴らす者の楽の音は全く聞かれず、あ

らゆる仕事の職人たちも全く姿を消し、また、ひ

きうすの音も、全く聞かれない。 23また、おま

えの中では、あかりもともされず、花婿、花嫁の
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声も聞かれない。というのは、おまえの商人たち

は地上で勢力を張る者となり、すべての国民はお

まえのまじないでだまされ、 24また、預言者や

聖徒の血、さらに、地上で殺されたすべての者の

血が、この都で流されたからである」。

19この後、わたしは天の大群衆が大声で唱える
ような声を聞いた、「ハレルヤ、救と栄光と

力とは、われらの神のものであり、 2そのさばき

は、真実で正しい。神は、姦淫で地を汚した大淫

婦をさばき、神の僕たちの血の報復を彼女になさ

ったからである」。 3再び声があって、「ハレル

ヤ、彼女が焼かれる火の煙は、世々限りなく立ち

のぼる」と言った。 (aiōn g165) 4すると、二十四人

の長老と四つの生き物とがひれ伏し、御座にいま

す神を拝して言った、「アァメン、ハレルヤ」。

5その時、御座から声が出て言った、「すべての

神の僕たちよ、神をおそれる者たちよ。小さき者

も大いなる者も、共に、われらの神をさんびせよ

」。 6わたしはまた、大群衆の声、多くの水の音

、また激しい雷鳴のようなものを聞いた。それは

こう言った、「ハレルヤ、全能者にして主なるわ

れらの神は、王なる支配者であられる。 7わたし

たちは喜び楽しみ、神をあがめまつろう。小羊の

婚姻の時がきて、花嫁はその用意をしたからであ

る。 8彼女は、光り輝く、汚れのない麻布の衣を

着ることを許された。この麻布の衣は、聖徒たち

の正しい行いである」。 9それから、御使はわた

しに言った、「書きしるせ。小羊の婚宴に招かれ

た者は、さいわいである」。またわたしに言った

、「これらは、神の真実の言葉である」。 10そ

こで、わたしは彼の足もとにひれ伏して、彼を拝

そうとした。すると、彼は言った、「そのような

ことをしてはいけない。わたしは、あなたと同じ

僕仲間であり、またイエスのあかしびとであるあ

なたの兄弟たちと同じ僕仲間である。ただ神だけ

を拝しなさい。イエスのあかしは、すなわち預言

の霊である」。 11またわたしが見ていると、天

が開かれ、見よ、そこに白い馬がいた。それに乗

っているかたは、「忠実で真実な者」と呼ばれ、

義によってさばき、また、戦うかたである。 12

その目は燃える炎であり、その頭には多くの冠が

あった。また、彼以外にはだれも知らない名がそ

の身にしるされていた。 13彼は血染めの衣をま

とい、その名は「神の言」と呼ばれた。 14そし

て、天の軍勢が、純白で、汚れのない麻布の衣を

着て、白い馬に乗り、彼に従った。 15その口か

らは、諸国民を打つために、鋭いつるぎが出てい

た。彼は、鉄のつえをもって諸国民を治め、また

、全能者なる神の激しい怒りの酒ぶねを踏む。 16

その着物にも、そのももにも、「王の王、主の主

」という名がしるされていた。 17また見ている

と、ひとりの御使が太陽の中に立っていた。彼は

、中空を飛んでいるすべての鳥にむかって、大声

で叫んだ、「さあ、神の大宴会に集まってこい。

18そして、王たちの肉、将軍の肉、勇者の肉、馬

の肉、馬に乗っている者の肉、また、すべての自

由人と奴隷との肉、小さき者と大いなる者との肉

をくらえ」。 19なお見ていると、獣と地の王た

ちと彼らの軍勢とが集まり、馬に乗っているかた

とその軍勢とに対して、戦いをいどんだ。 20し

かし、獣は捕えられ、また、この獣の前でしるし

を行って、獣の刻印を受けた者とその像を拝む者

とを惑わしたにせ預言者も、獣と共に捕えられた

。そして、この両者とも、生きながら、硫黄の燃

えている火の池に投げ込まれた。 (Limnē Pyr g3041

g4442) 21それ以外の者たちは、馬に乗っておられ

るかたの口から出るつるぎで切り殺され、その肉

を、すべての鳥が飽きるまで食べた。

20またわたしが見ていると、ひとりの御使が、
底知れぬ所のかぎと大きな鎖とを手に持って

、天から降りてきた。 (Abyssos g12) 2彼は、悪魔で

ありサタンである龍、すなわち、かの年を経たへ

びを捕えて千年の間つなぎおき、 3そして、底知

れぬ所に投げ込み、入口を閉じてその上に封印し

、千年の期間が終るまで、諸国民を惑わすことが

ないようにしておいた。その後、しばらくの間だ

け解放されることになっていた。 (Abyssos g12) 4ま

た見ていると、かず多くの座があり、その上に人

々がすわっていた。そして、彼らにさばきの権が

与えられていた。また、イエスのあかしをし神の

言を伝えたために首を切られた人々の霊がそこに

おり、また、獣をもその像をも拝まず、その刻印

を額や手に受けることをしなかった人々がいた。

彼らは生きかえって、キリストと共に千年の間、

支配した。 5（それ以外の死人は、千年の期間が

終るまで生きかえらなかった。）これが第一の復

活である。 6この第一の復活にあずかる者は、さ

いわいな者であり、また聖なる者である。この人
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たちに対しては、第二の死はなんの力もない。彼

らは神とキリストとの祭司となり、キリストと共

に千年の間、支配する。 7千年の期間が終ると、

サタンはその獄から解放される。 8そして、出て

行き、地の四方にいる諸国民、すなわちゴグ、マ

ゴグを惑わし、彼らを戦いのために召集する。そ

の数は、海の砂のように多い。 9彼らは地上の広

い所に上ってきて、聖徒たちの陣営と愛されてい

た都とを包囲した。すると、天から火が下ってき

て、彼らを焼き尽した。 10そして、彼らを惑わ

した悪魔は、火と硫黄との池に投げ込まれた。そ

こには、獣もにせ預言者もいて、彼らは世々限り

なく日夜、苦しめられるのである。 (aiōn g165, Limnē

Pyr g3041 g4442) 11また見ていると、大きな白い御座

があり、そこにいますかたがあった。天も地も御

顔の前から逃げ去って、あとかたもなくなった。

12また、死んでいた者が、大いなる者も小さき者

も共に、御座の前に立っているのが見えた。かず

かずの書物が開かれたが、もう一つの書物が開か

れた。これはいのちの書であった。死人はそのし

わざに応じ、この書物に書かれていることにした

がって、さばかれた。 13海はその中にいる死人

を出し、死も黄泉もその中にいる死人を出し、そ

して、おのおのそのしわざに応じて、さばきを受

けた。 (Hadēs g86) 14それから、死も黄泉も火の池

に投げ込まれた。この火の池が第二の死である。

(Hadēs g86, Limnē Pyr g3041 g4442) 15このいのちの書に名

がしるされていない者はみな、火の池に投げ込ま

れた。 (Limnē Pyr g3041 g4442)

21わたしはまた、新しい天と新しい地とを見た
。先の天と地とは消え去り、海もなくなって

しまった。 2また、聖なる都、新しいエルサレム

が、夫のために着飾った花嫁のように用意をとと

のえて、神のもとを出て、天から下って来るのを

見た。 3また、御座から大きな声が叫ぶのを聞い

た、「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と

共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にい

まして、 4人の目から涙を全くぬぐいとって下さ

る。もはや、死もなく、悲しみも、叫びも、痛み

もない。先のものが、すでに過ぎ去ったからであ

る」。 5すると、御座にいますかたが言われた、

「見よ、わたしはすべてのものを新たにする」。

また言われた、「書きしるせ。これらの言葉は、

信ずべきであり、まことである」。 6そして、わ

たしに仰せられた、「事はすでに成った。わたし

は、アルパでありオメガである。初めであり終り

である。かわいている者には、いのちの水の泉か

ら価なしに飲ませよう。 7勝利を得る者は、これ

らのものを受け継ぐであろう。わたしは彼の神と

なり、彼はわたしの子となる。 8しかし、おくび

ょうな者、信じない者、忌むべき者、人殺し、姦

淫を行う者、まじないをする者、偶像を拝む者、

すべて偽りを言う者には、火と硫黄の燃えている

池が、彼らの受くべき報いである。これが第二の

死である」。 (Limnē Pyr g3041 g4442) 9最後の七つの災

害が満ちている七つの鉢を持っていた七人の御使

のひとりがきて、わたしに語って言った、「さあ

、きなさい。小羊の妻なる花嫁を見せよう」。 10

この御使は、わたしを御霊に感じたまま、大きな

高い山に連れて行き、聖都エルサレムが、神の栄

光のうちに、神のみもとを出て天から下って来る

のを見せてくれた。 11その都の輝きは、高価な

宝石のようであり、透明な碧玉のようであった。

12それには大きな、高い城壁があって、十二の門

があり、それらの門には、十二の御使がおり、イ

スラエルの子らの十二部族の名が、それに書いて

あった。 13東に三つの門、北に三つの門、南に

三つの門、西に三つの門があった。 14また都の

城壁には十二の土台があり、それには小羊の十二

使徒の十二の名が書いてあった。 15わたしに語

っていた者は、都とその門と城壁とを測るために

、金の測りざおを持っていた。 16都は方形であ

って、その長さと幅とは同じである。彼がその測

りざおで都を測ると、一万二千丁であった。長さ

と幅と高さとは、いずれも同じである。 17また

城壁を測ると、百四十四キュビトであった。これ

は人間の、すなわち、御使の尺度によるのである

。 18城壁は碧玉で築かれ、都はすきとおったガ

ラスのような純金で造られていた。 19都の城壁

の土台は、さまざまな宝石で飾られていた。第一

の土台は碧玉、第二はサファイヤ、第三はめのう

、第四は緑玉、 20第五は縞めのう、第六は赤め

のう、第七はかんらん石、第八は緑柱石、第九は

黄玉石、第十はひすい、第十一は青玉、第十二は

紫水晶であった。 21十二の門は十二の真珠であ

り、門はそれぞれ一つの真珠で造られ、都の大通

りは、すきとおったガラスのような純金であった

。 22わたしは、この都の中には聖所を見なかっ

た。全能者にして主なる神と小羊とが、その聖所
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なのである。 23都は、日や月がそれを照す必要

がない。神の栄光が都を明るくし、小羊が都のあ

かりだからである。 24諸国民は都の光の中を歩

き、地の王たちは、自分たちの光栄をそこに携え

て来る。 25都の門は、終日、閉ざされることは

ない。そこには夜がないからである。 26人々は

、諸国民の光栄とほまれとをそこに携えて来る。

27しかし、汚れた者や、忌むべきこと及び偽りを

行う者は、その中に決してはいれない。はいれる

者は、小羊のいのちの書に名をしるされている者

だけである。

22御使はまた、水晶のように輝いているいのち
の水の川をわたしに見せてくれた。この川は

、神と小羊との御座から出て、 2都の大通りの中

央を流れている。川の両側にはいのちの木があっ

て、十二種の実を結び、その実は毎月みのり、そ

の木の葉は諸国民をいやす。 3のろわるべきもの

は、もはや何ひとつない。神と小羊との御座は都

の中にあり、その僕たちは彼を礼拝し、 4御顔を

仰ぎ見るのである。彼らの額には、御名がしるさ

れている。 5夜は、もはやない。あかりも太陽の

光も、いらない。主なる神が彼らを照し、そして

、彼らは世々限りなく支配する。 (aiōn g165) 6彼は

また、わたしに言った、「これらの言葉は信ずべ

きであり、まことである。預言者たちのたましい

の神なる主は、すぐにも起るべきことをその僕た

ちに示そうとして、御使をつかわされたのである

。 7見よ、わたしは、すぐに来る。この書の預言

の言葉を守る者は、さいわいである」。 8これら

のことを見聞きした者は、このヨハネである。わ

たしが見聞きした時、それらのことを示してくれ

た御使の足もとにひれ伏して拝そうとすると、 9

彼は言った、「そのようなことをしてはいけない

。わたしは、あなたや、あなたの兄弟である預言

者たちや、この書の言葉を守る者たちと、同じ僕

仲間である。ただ神だけを拝しなさい」。 10ま

たわたしに言った、「この書の預言の言葉を封じ

てはならない。時が近づいているからである。 11

不義な者はさらに不義を行い、汚れた者はさらに

汚れたことを行い、義なる者はさらに義を行い、

聖なる者はさらに聖なることを行うままにさせよ

」。 12「見よ、わたしはすぐに来る。報いを携

えてきて、それぞれのしわざに応じて報いよう。

13わたしはアルパであり、オメガである。最初の

者であり、最後の者である。初めであり、終りで

ある。 14いのちの木にあずかる特権を与えられ

、また門をとおって都にはいるために、自分の着

物を洗う者たちは、さいわいである。 15犬ども

、まじないをする者、姦淫を行う者、人殺し、偶

像を拝む者、また、偽りを好みかつこれを行う者

はみな、外に出されている。 16わたしイエスは

、使をつかわして、諸教会のために、これらのこ

とをあなたがたにあかしした。わたしは、ダビデ

の若枝また子孫であり、輝く明けの明星である」

。 17御霊も花嫁も共に言った、「きたりませ」

。また、聞く者も「きたりませ」と言いなさい。

かわいている者はここに来るがよい。いのちの水

がほしい者は、価なしにそれを受けるがよい。 18

この書の預言の言葉を聞くすべての人々に対して

、わたしは警告する。もしこれに書き加える者が

あれば、神はその人に、この書に書かれている災

害を加えられる。 19また、もしこの預言の書の

言葉をとり除く者があれば、神はその人の受くべ

き分を、この書に書かれているいのちの木と聖な

る都から、とり除かれる。 20これらのことをあ

かしするかたが仰せになる、「しかり、わたしは

すぐに来る」。アァメン、主イエスよ、きたりま

せ。 21主イエスの恵みが、一同の者と共にある

ように。
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in brotherly affection, love. For if these things are yours and abound, they make you to
be not idle nor unfruitful to the knowledge of our Lord Jesus Christ,” 2 Peter 1:4-8.

https://www.aionianbible.org/Readers-Guide


用語集
日本語 at AionianBible.org/Glossary

The Aionian Bible un-translates and instead transliterates eleven special words to help
us better understand the extent of God’s love for individuals and all mankind, and the
nature of afterlife destinies. The original translation is unaltered and a note is added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Compare the meanings below to the
Strong's Concordance and Glossary definitions.

Abyssos g12
Greek: proper noun, place
Usage: 9 times in 3 books, 6 chapters, and 9 verses
Meaning:

Temporary prison for special fallen angels such as Apollyon, the Beast, and Satan.

aïdios g126
Greek: adjective
Usage: 2 times in Romans 1:20 and Jude 6
Meaning:

Lasting, enduring forever, eternal.

aiōn g165
Greek: noun
Usage: 127 times in 22 books, 75 chapters, and 102 verses
Meaning:

A lifetime or time period with a beginning and end, an era, an age, the completion of
which is beyond human perception, but known only to God the creator of the aiōns,
Hebrews 1:2. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Greek
usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

aiōnios g166
Greek: adjective
Usage: 71 times in 19 books, 44 chapters, and 69 verses
Meaning:

From start to finish, pertaining to the age, lifetime, entirety, complete, or even
consummate. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Koine
Greek usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

eleēsē g1653
Greek: verb, aorist tense, active voice, subjunctive mood, 3rd person singular
Usage: 1 time in this conjugation, Romans 11:32
Meaning:

To have pity on, to show mercy. Typically, the subjunctive mood indicates possiblity,
not certainty. However, a subjunctive in a purpose clause is a resulting action as certain
as the causal action. The subjunctive in a purpose clause functions as an indicative, not
an optative. Thus, the grand conclusion of grace theology in Romans 11:32 must be
clarified. God's mercy on all is not a possibility, but a certainty. See ntgreek.org.

https://www.aionianbible.org/Glossary


Geenna g1067
Greek: proper noun, place
Usage: 12 times in 4 books, 7 chapters, and 12 verses
Meaning:

Valley of Hinnom, Jerusalem's trash dump, a place of ruin, destruction, and judgment
in this life, or the next, though not eternal to Jesus' audience.

Hadēs g86
Greek: proper noun, place
Usage: 11 times in 5 books, 9 chapters, and 11 verses
Meaning:

Synonomous with Sheol, though in New Testament usage Hades is the temporal
place of punishment for deceased unbelieving mankind, distinct from Paradise for
deceased believers.

Limnē Pyr g3041 g4442
Greek: proper noun, place
Usage: Phrase 5 times in the New Testament
Meaning:

Lake of Fire, final punishment for those not named in the Book of Life, prepared for
the Devil and his angels, Matthew 25:41.

Sheol h7585
Hebrew: proper noun, place
Usage: 66 times in 17 books, 50 chapters, and 64 verses
Meaning:

The grave or temporal afterlife world of both the righteous and unrighteous, believing
and unbelieving, until the general resurrection.

Tartaroō g5020
Greek: proper noun, place
Usage: 1 time in 2 Peter 2:4
Meaning:

Temporary prison for particular fallen angels awaiting final judgment.



用語集 +
AionianBible.org/Bibles/Japanese---Japanese-Kougo-yaku/Noted

Glossary references are below. Strong's Hebrew and Greek number notes are added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Questioned verse translations do not
contain Aionian Glossary words and may wrongly imply eternal or Hell. * The note
placement is skipped or adjusted for verses with non-standard numbering.

Abyssos
ルカの福音書 8:31

ローマ人への手紙 10:7

ヨハネの黙示録 9:1

ヨハネの黙示録 9:2

ヨハネの黙示録 9:11

ヨハネの黙示録 11:7

ヨハネの黙示録 17:8

ヨハネの黙示録 20:1

ヨハネの黙示録 20:3

aïdios
ローマ人への手紙 1:20

ユダの手紙 1:6

aiōn
マタイの福音書 12:32

マタイの福音書 13:22

マタイの福音書 13:39

マタイの福音書 13:40

マタイの福音書 13:49

マタイの福音書 21:19

マタイの福音書 24:3

マタイの福音書 28:20

マルコの福音書 3:29

マルコの福音書 4:19

マルコの福音書 10:30

マルコの福音書 11:14

ルカの福音書 1:33

ルカの福音書 1:55

ルカの福音書 1:70

ルカの福音書 16:8

ルカの福音書 18:30

ルカの福音書 20:34

ルカの福音書 20:35

ヨハネの福音書 4:14

ヨハネの福音書 6:51

ヨハネの福音書 6:58

ヨハネの福音書 8:35

ヨハネの福音書 8:51

ヨハネの福音書 8:52

ヨハネの福音書 9:32

ヨハネの福音書 10:28

ヨハネの福音書 11:26

ヨハネの福音書 12:34

ヨハネの福音書 13:8

ヨハネの福音書 14:16

使徒の働き 3:21

使徒の働き 15:18

ローマ人への手紙 1:25

ローマ人への手紙 9:5

ローマ人への手紙 11:36

ローマ人への手紙 12:2

ローマ人への手紙 16:27

コリント人への手紙第一 1:20

コリント人への手紙第一 2:6

コリント人への手紙第一 2:7

コリント人への手紙第一 2:8

コリント人への手紙第一 3:18

コリント人への手紙第一 8:13

コリント人への手紙第一 10:11

コリント人への手紙第二 4:4

コリント人への手紙第二 9:9

コリント人への手紙第二 11:31

ガラテヤ人への手紙 1:4

ガラテヤ人への手紙 1:5

エペソ人への手紙 1:21

エペソ人への手紙 2:2

エペソ人への手紙 2:7

エペソ人への手紙 3:9

エペソ人への手紙 3:11

エペソ人への手紙 3:21

エペソ人への手紙 6:12

ピリピ人への手紙 4:20

コロサイ人への手紙 1:26

テモテへの手紙第一 1:17

テモテへの手紙第一 6:17

テモテへの手紙第二 4:10

テモテへの手紙第二 4:18

テトスへの手紙 2:12

ヘブル人への手紙 1:2

ヘブル人への手紙 1:8

ヘブル人への手紙 5:6

ヘブル人への手紙 6:5

ヘブル人への手紙 6:20

ヘブル人への手紙 7:17

ヘブル人への手紙 7:21

ヘブル人への手紙 7:24

ヘブル人への手紙 7:28

ヘブル人への手紙 9:26

ヘブル人への手紙 11:3

ヘブル人への手紙 13:8

ヘブル人への手紙 13:21

ペテロの手紙第一 1:23

ペテロの手紙第一 1:25

ペテロの手紙第一 4:11

ペテロの手紙第一 5:11

ペテロの手紙第二 3:18

ヨハネの手紙第一 2:17

ヨハネの手紙第二 1:2

ユダの手紙 1:13

ユダの手紙 1:25

ヨハネの黙示録 1:6

ヨハネの黙示録 1:18

ヨハネの黙示録 4:9

ヨハネの黙示録 4:10

ヨハネの黙示録 5:13

ヨハネの黙示録 7:12

ヨハネの黙示録 10:6

ヨハネの黙示録 11:15

ヨハネの黙示録 14:11

ヨハネの黙示録 15:7

ヨハネの黙示録 19:3

ヨハネの黙示録 20:10

ヨハネの黙示録 22:5

aiōnios
マタイの福音書 18:8

マタイの福音書 19:16

マタイの福音書 19:29

マタイの福音書 25:41

マタイの福音書 25:46

マルコの福音書 3:29

マルコの福音書 10:17

マルコの福音書 10:30

ルカの福音書 10:25

ルカの福音書 16:9

ルカの福音書 18:18

ルカの福音書 18:30

ヨハネの福音書 3:15

ヨハネの福音書 3:16

ヨハネの福音書 3:36

ヨハネの福音書 4:14
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ヨハネの福音書 6:40
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ヨハネの福音書 6:68
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ヨハネの福音書 10:28
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eleēsē
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Limnē Pyr
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ヨハネの黙示録 20:10

ヨハネの黙示録 20:14

ヨハネの黙示録 20:15
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創世記 37:35

創世記 42:38
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民数記 16:33
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列王記Ⅰ 2:6
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信仰によって、アブラハムは、受け継ぐべき地に出て行けとの召しをこうむった時、それに従い、行く先を知らないで出て行った。

- ヘブル人への手紙 11:8



さて、パロが民を去らせた時、ペリシテびとの国の道は近かったが、神は彼らをそれに導かれなかった。

民が戦いを見れば悔いてエジプトに帰るであろうと、神は思われたからである。 - 出エジプト記 13:17
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キリスト・イエスの僕、神の福音のために選び別たれ、召されて使徒となったパウロから

- ローマ人への手紙 1:1



Creation 4004 B.C.

Resurrected 33 A.D.Jesus Christ born 4 B.C.

New Heavens and Earth
 Adam and Eve created 4004
 Tubal-cain forges metal 3300
 Enoch walks with God 3017
 Methuselah dies at age 969 2349
	 God	floods	the	Earth	 2349
 Tower of Babel thwarted 2247
 Abraham sojourns to Canaan 1922
 Jacob moves to Egypt 1706
 Moses leads Exodus from Egypt 1491
 Gideon judges Israel 1245
 Ruth embraces the God of Israel 1168
 David installed as King 1055
 King Solomon builds the Temple 1018
 Elijah defeats Baal’s prophets 896
 Jonah preaches to Nineveh 800
 Assyrians conquer Israelites 721
 King Josiah reforms Judah 630
 Babylonians capture Judah 605
 Persians conquer Babylonians 539
 Cyrus frees Jews, rebuilds Temple 537
 Nehemiah rebuilds the wall 454
 Malachi prophecies the Messiah 416
 Greeks conquer Persians 331
 Seleucids conquer Greeks  312
 Hebrew Bible translated to Greek 250
 Maccabees defeat Seleucids   165
 Romans subject Judea 63
 Herod the Great rules Judea 37
 (The Annals of the World, James Uusher) 

 Christ returns for his people
1956 Jim Elliot martyrd in Ecuador
1830 John Williams reaches Polynesia
1731 Zinzendorf leads Moravian mission
1614 Japanese kill 40,000 Christians
1572 Jesuits reach Mexico  
1517 Martin Luther leads Reformation
1455	 Gutenberg	prints	first	Bible
1323 Franciscans reach Sumatra
1276 Ramon Llull trains missionaries
1100 Crusades tarnish the church
1054 The Great Schism
997 Adalbert marytyrd in Prussia
864 Bulgarian Prince Boris converts
716 Boniface reaches Germany
635 Alopen reaches China
569 Longinus reaches Alodia / Sudan
432 Saint Patrick reaches Ireland
397	 Carthage	ratifies	Bible	Canon
341	 Ulfilas	reaches	Goth	/	Romania
325 Niceae proclaims God is Trinity
250 Denis reaches Paris, France
197 Tertullian writes Christian literature
70 Titus destroys the Jewish Temple
61 Paul imprisoned in Rome, Italy
52 Thomas reaches Malabar, India
39 Peter reaches Gentile Cornelius
33 Holy Spirit empowers the Church
 (Wikipedia, Timeline of Christian missions)





運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek words
typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies, Heaven
or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different purposes,
different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old Testament Sheol
and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5) Limnē Pyr, 6)
Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the Goats
at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew 25:31-46
and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively suggests
that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do know that
Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2. We also
know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and unbeliever
alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke 23:43, while
unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain, Luke 16:19-31.
Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all unbelievers is
before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is evacuated,
Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind? Jesus
promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks, “Hades where
is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,” Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock death
and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning to “be
afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards! Hades
will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into the Lake
of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown into
the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised, Revelation
21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into the fire?”
Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid. Instead,
read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the identity of the
Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me, you cursed,
into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’” Matthew
25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. “If the first fruit is holy, so is the lump,” Romans 11:16. Though unbelievers will
suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never enter the Lake of
Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all mankind will
worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.

https://www.AionianBible.org/Destiny


されば汝ら往きて、もろもろの國人を弟子となし、父と子と聖靈との名によりてバプテスマを施し、

- マタイの福音書 28:19
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